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制限事項と既知の問題 325

既知の問題 326

関連項目 326

Cloudera Hadoop 326

はじめる前に 326

必要なドライバー 327

接続してデータソースを設定する 328

Macでのサインイン 329

Hadoop Hiveデータの操作 329

日付 /時刻のデータの操作 329

NULL値が返される 329

高レイテンシの制限 329

関連項目 330

Databricks 330

はじめる前に 330

必要なドライバー 330

接続してデータソースを設定する 331

Macでのサインイン 332

Databricksのベストプラクティスとトラブルシューティング 332

関連項目 332

Datorama by Salesforce 332

はじめる前に 332

必要なドライバー 333

接続してデータソースを設定する 333

Datoramaからトークンを取得する 334

Macでのサインイン 334

関連項目 334
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Denodo 334

はじめる前に 334

必要なドライバー 335

Denodo 6.0の更新 20170515が必要 335

接続してデータソースを設定する 335

関連項目 336

Dremio Connector by Dremio 336

はじめる前に 336

必要なドライバー 336

接続してデータソースを設定する 337

Macでのサインイン 337

関連項目 338

Dropbox 338

はじめる前に 338

接続してデータソースを設定する 338

Data Interpreterを使用してデータをクリーンアップする 339

Dropboxに関する問題のトラブルシューティング 339

複数のアカウントへの接続 339

Internet Explorer 11およびEdgeでのWeb作成 339

関連項目 339

Esriコネクタ 339

必要なドライバーのダウンロード 339

Esriサービスへの接続 340

認証なし 340

OAuth (Tableau DesktopおよびTableau Cloud) 340

OAuth (Tableau Server) 341

ArcGIS Onlineの設定 341
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Tableau Serverの設定 341

Esri接続のトラブルシューティング 342

既知の制限 342

関連項目 342

Exasol 342

はじめる前に 343

必要なドライバー 343

接続してデータソースを設定する 343

Macでのサインイン 344

関連項目 344

Firebird 3 344

はじめる前に 344

必要なドライバー 345

接続してデータソースを設定する 345

Macでのサインイン 345

Firebird抽出のアップグレード 345

関連項目 346

Google Analytics 346

はじめる前に 346

推奨事項 347

カスタムOAuthクライアントを設定して会社の ITポリシーを適用する 347

接続してデータソースを設定する 347

すべてのデータとクエリが返すサンプルデータ 349

すべてのデータを返す問題のトラブルシューティング 350

サンプルデータを返す 350

関連項目 351

Googleアナリティクス4 351
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はじめる前に 351

推奨事項 351

カスタムOAuthクライアントを設定して会社の ITポリシーを適用する 351

接続してデータソースを設定する 351

Googleアナリティクス4のトラブルシューティング 352

レポートタイプ 352

割り当て 352

関連項目 353

Google BigQuery 353

はじめる前に 353

推奨事項 353

カスタムOAuthクライアントを設定して会社の ITポリシーを適用する 353

接続してデータソースを設定する 353

カスタマイズ属性を使用してクエリのパフォーマンスを向上させる 355

Google BigQueryカスタマイズ属性の使用 356

TableauがGoogle BigQueryから行を返す方法 356

属性の指定方法 357

.tdcファイルで属性を指定する 357

大きな抽出用の推奨される設定を使用した .tdcファイルの例 357

ワークブックまたはデータソースファイルのXMLに手動で属性を埋め込む 358

手動で埋め込まれた属性の例 358

ワークブックで使用されているのが標準 SQLかレガシーSQLかを確認する 358

BigQuery BI Engineを使用してデータを分析する 359

Google BigQueryに関する問題のトラブルシューティング 359

複数のアカウントへの接続 359

Internet Explorer 11およびEdgeでのWeb作成 360

関連項目 360
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Google BigQuery JDBC 360

はじめる前に 360

必要なドライバー 360

Tableau Desktopで接続する 360

サービスアカウントを使用してサインインするには、次の手順を実行します。 360

OAuthを使用してサインインするには、次の手順を実行します。 361

Tableau Cloudで接続する 361

既存のワークブックを移行する 362

Google Cloud SQL 362

はじめる前に 362

必要なドライバー 362

接続してデータソースを設定する 362

Macでのサインイン 363

関連項目 363

Googleドライブ 363

はじめる前に 363

接続してデータソースを設定する 363

.ttdeファイルおよび .hhyperファイルについて 365

Googleドライブに関する問題のトラブルシューティング 366

Googleドライブのデータ制限 366

複数のアカウントへの接続 366

Internet Explorer 11およびEdgeでのWeb作成 366

関連項目 366

Googleスプレッドシート 366

Tableau Desktop 367

ワークブックをGoogleドライブに移動する 367

データソースをGoogleドライブに移動する 367
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ブックマークをGoogleドライブに移動する 367

Tableau Server 368

始める前に 368

データソースをGoogleドライブに移動する 368

個別にパブリッシュされたデータソースを含むワークブック 369

ワークブックをGoogleドライブに移動する 370

データソースが埋め込まれたワークブック 370

関連項目 371

Hortonworks Hadoop Hive 371

はじめる前に 371

必要なドライバー 372

接続してデータソースを設定する 372

Macでのサインイン 373

Hadoop Hiveデータの操作 373

日付 /時刻のデータの操作 373

NULL値が返される 374

高レイテンシの制限 374

Tableauの切り捨てられた列 374

関連項目 374

IBM DB2 374

はじめる前に 375

ポートの設定 375

SSL要件 375

必要なドライバー 375

接続してデータソースを設定する 376

関連項目 376

IBM PDA (Netezza) 377
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はじめる前に 377

必要なドライバー 377

接続してデータソースを設定する 377

関連項目 378

Impala 378

はじめる前に 378

必要なドライバー 379

接続してデータソースを設定する 379

Macでのサインイン 380

関連項目 380

Intuit QuickBooks Online 380

はじめる前に 381

接続してデータソースを設定する 381

販売および費用項目表を使用して会計レポートを作成する 382

販売および費用項目表の構造 382

表を販売および費用項目表と結合する 384

QuickBooks Onlineデータソースの作成 385

QuickBooks Onlineエラーのトラブルシューティング 385

Tableauの前のバージョンで保存されたワークブック 385

申し訳ありません。管理者のみがアプリを購入できます。 385

エラーコード: app_already_purchased 386

接続を変更すると[マイアプリ]ページが開く 386

関連項目 387

Kognitio 387

はじめる前に 387

必要なドライバー 387

接続してデータソースを設定する 387
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Macでのサインイン 388

関連項目 388

Kyvos 389

はじめる前に 389

必要なドライバー 389

接続してデータソースを設定する 389

Macでのサインイン 390

関連項目 390

LinkedIn Sales Navigator 390

はじめる前に 391

接続してデータソースを設定する 391

アクセラレーターを使用する 392

日付範囲の選択がパフォーマンスに影響を与える可能性がある 392

LinkedIn Sales Navigatorデータを更新する 392

MariaDB 392

はじめる前に 392

必要なドライバー 392

接続してデータソースを設定する 393

Macでのサインイン 393

関連項目 393

Marketo 394

はじめる前に 394

接続してデータソースを設定する 394

Bulk APIによる一部の表のデータの取得 395

アクセラレーターを使用する 395

日付範囲の選択がパフォーマンスに影響を与える可能性がある 395

関連項目 396
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MarkLogic 396

はじめる前に 396

必要なドライバー 396

接続してデータソースを設定する 397

関連項目 397

Microsoft Analysis Services 398

はじめる前に 398

必要なドライバー 398

接続してデータソースを設定する 398

互換性のないメジャーおよびディメンション 399

関連項目 400

Microsoft SQL Server 400

はじめる前に 400

必要なドライバー 400

接続してデータソースを設定する 400

Macでのサインイン 402

「ワークシートを利用できません」エラーメッセージの解決 402

関連項目 403

MonetDB 403

はじめる前に 403

必要なドライバー 403

接続してデータソースを設定する 403

関連項目 404

MongoDB BIコネクタ 404

はじめる前に 404

必要なドライバー 405

接続してデータソースを設定する 405
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サインインのオプション 406

関連項目 406

MySQL 406

はじめる前に 407

必要なドライバー 407

接続してデータソースを設定する 407

Macでのサインイン 408

関連項目 408

OData 408

はじめる前に 408

接続してデータソースを設定する 409

ODataコネクタのサポート 409

関連項目 410

OneDriveおよびSharePoint Online 410

はじめる前に 410

推奨事項 411

接続してデータソースを設定する 411

Data Interpreterを使用してデータをクリーンアップする 412

OneDriveおよびSharePoint Onlineに関するトラブルシューティング 412

複数のアカウントへの接続 412

Internet Explorer 11およびEdgeでのWeb作成 412

関連項目 412

Oracle 412

はじめる前に 413

必要なドライバー 413

JDBCドライバーとOCIドライバー 413

接続してデータソースを設定する 413
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Macでのサインイン 415

Tableauでネットサービス定義を使用する 415

ワークブックをOracle OCIコネクタからOracle JDBCコネクタに移行する 415

ワークブックを移行するには 415

関連項目 416

SSL接続を使用したOracle JDBC 416

SSLが必須 416

Oracle用の一方向 SSLの構成 417

双方向 SSLの構成 417

オプション1:データソースにクライアント証明書と秘密キーを埋め込む 417

オプション2:プロパティファイルを使用してクライアント証明書と秘密キーを構成する 418

ワークブックのパブリッシュ 419

キーフォーマットの変換 419

関連項目 421

Oracle Eloqua 421

はじめる前に 421

接続してデータソースを設定する 422

アクセラレーターを使用する 423

日付範囲の選択がパフォーマンスに影響を与える可能性がある 423

Eloquaの制限 423

フィールド制限 423

1日の表の要求制限 424

増分更新 424

関連項目 424

Oracle Essbase 424

はじめる前に 424

必要なドライバー 424
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接続してデータソースを設定する 424

アカウントディメンションの設定 425

Oracle Essbaseでのビューの構築 426

世代とレベル 426

共有メンバー 427

既定のメンバーの設定 428

関連項目 429

Oracle NetSuite 430

はじめる前に 430

必要なドライバー 430

接続してデータソースを設定する 430

関連項目 431

Pivotal Greenplum Database 431

はじめる前に 431

必要なドライバー 431

接続してデータソースを設定する 431

空間列のサポート 432

Macでのサインイン 432

関連項目 432

PostgreSQL 433

はじめる前に 433

必要なドライバー 433

接続してデータソースを設定する 433

Macでのサインイン 434

関連項目 435

Presto 435

はじめる前に 435
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必要なドライバー 436

接続してデータソースを設定する 436

Macでのサインイン 437

関連項目 437

Progress OpenEdge 437

はじめる前に 437

必要なドライバー 438

接続してデータソースを設定する 438

関連項目 439

Qubole Presto 439

はじめる前に 439

必要なドライバー 439

接続してデータソースを設定する 439

Macでのサインイン 440

関連項目 441

Salesforce 441

接続する前に 441

推奨事項 441

カスタムOAuthクライアントを設定して会社の ITポリシーを適用する 441

接続してデータソースを設定する 441

列のサブセットを使用して作業する 442

Salesforceデータの更新 442

アクセラレーターを使用する 443

Salesforceで結合を使用する 443

Salesforceを使用したクロスデータベース結合の制限 443

Salesforce接続のトラブルシューティング 443

会社アカウントおよびユーザープロフィールの構成 444
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抽出中のエラー 444

関連項目 444

顧客データプラットフォーム 445

必要なドライバー 445

接続する 445

Tableau CloudとTableau Server 445

関連項目 445

Salesforce Data CloudへのTableau Desktopの接続 445

Tableau Desktop (バージョン2023.2以降 ) 445

Data Cloudコネクタのメリット 446

既存のワークブックの移行 446

Tableau Desktop (バージョン2023.1以前 ) 447

ステップ1: Salesforce Data Cloud .tacoファイルをインストールする 447

ステップ2: Salesforce Data Cloud JDBCドライバーをインストールする 447

ステップ3:高保証セッションを有効にする 448

ステップ4: Tableau DesktopでSalesforce Data Cloudに接続する 449

次のステップ 450

アクセラレーターを使用してデータインサイトを迅速に取得する 450

Salesforce Data Cloud Identity Resolutionアクセラレーター 450

Salesforce Data Cloud Email Marketing Campaignアクセラレーター 450

Salesforce Data Cloud Customer Engagementアクセラレーター 450

関連項目 : 451

Marketing Cloud 451

必要なドライバー 451

コネクタをインストールする 451

Marketing Cloudインスタンスを構成する 451

サブドメインを構成する 452
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データの更新 452

関連項目 452

Splunk 452

はじめる前に 453

必要なドライバー 453

接続してデータソースを設定する 453

Splunkを使用した結合の制限 454

関連項目 455

SAP HANA 455

はじめる前に 455

必要なドライバー 455

接続してデータソースを設定する 456

Macでのサインイン 457

SAP HANAレベル階層をユーザー階層に変換する 457

JDBC 接続をカスタマイズする 458

Macに信頼されたSSL証明書をインストールする 458

変数と入力パラメーターを選択する 459

SAP HANA シングルサインオン(SSO)のサポート 460

サーバーへのサインイン 460

サーバーへのパブリッシュ 460

SSOの使用時にHANAの抽出を更新する方法 461

パフォーマンスのヒント 461

バインド変数を使用する 461

列のメタデータのコレクションを使用する 461

SAP HANAのTDCファイルの例 462

関連項目 462

SAP NetWeaver Business Warehouse 463
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SAP ソフトウェアのインストール 463

接続する前に 463

必要なドライバー 463

接続してデータソースを設定する 464

SAPUILandscape.xmlのサポート 465

ドロップダウンリストの接続が機能しない場合がある 465

変数と入力パラメーターを選択する 465

ディメンションの別名の選択 466

SAP BW データ抽出のサポート 467

SAP BW 抽出機能 467

SAP BW 抽出の制限 468

抽出接続およびライブ接続のデータ表示の違い 469

よくある質問 470

要件 470

必要なバージョンは何ですか? 470

SAP BWでTableauを使用するためにOpenHubのような特別なライセンスが必要で

すか? 470

SAP BWコネクタにはHANAが必要ですか? 471

ログオングループを使用してSAP BW に接続できますか? 471

接続 471

TableauとSAP BWの間の接続はライブ接続ですか?それともTableau抽出ですか?471

TableauではBWインスタンスをサポートする参照元データベーステーブルへの直接

接続がサポートされていますか? 471

パフォーマンス 471

既存のツールと比較してパフォーマンスはどの程度ですか? 471

セキュリティ 471

Tableauではユーザーセキュリティがどのように処理されますか? 471
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ダッシュボードをパブリッシュするときにTableau Serverでユーザーセキュリティはどのよう

に処理されますか? 472

関連項目 472

SAP SuccessFactors 472

はじめる前に 472

必要なドライバー 472

接続してデータソースを設定する 473

関連項目 473

SAP Sybase ASE 473

はじめる前に 473

必要なドライバー 474

接続してデータソースを設定する 474

関連項目 475

SAP Sybase IQ 475

はじめる前に 475

必要なドライバー 476

接続してデータソースを設定する 476

関連項目 477

ServiceNow ITSM 477

はじめる前に 477

接続の要件 477

接続してデータソースを設定する 478

アクセラレーターを使用する 479

主要な考慮事項 479

ServiceNowではアカウントのアクセスパーミッションが強制される 479

カスタム表はサポートされない 479

ServiceNowによる表の名前の提供 480

Tableau Software xxxv

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



表示値フィールドはデータソースに含まれない 480

ローカルServiceNowアカウントの使用 480

日付範囲の選択がパフォーマンスに影響を与える可能性がある 480

データアクセスのトラブルシューティング 481

ServiceNow ITSMユーザーの場合 481

ServiceNow管理者の場合 481

関連項目 481

ServiceNow 482

はじめる前に 482

接続してデータソースを設定する 482

接続のインストール 482

データの更新 483

関連項目 483

SharePointリスト 483

接続する前に 483

必要なドライバー 484

接続してデータソースを設定する 484

接続のヒント 484

Macでのサインイン 485

データの更新 485

関連項目 485

SharePointリスト(JDBC) 486

接続する前に 486

推奨事項 486

カスタムOAuthクライアントを設定して会社の ITポリシーを適用する 486

必要なドライバー 486

接続してデータソースを設定する 486
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Macでのサインイン 487

データの更新 487

関連項目 487

SingleStore 487

はじめる前に 488

必要なドライバー 488

接続してデータソースを設定する 488

Macでのサインイン 489

関連項目 489

Snowflake 489

はじめる前に 489

必要なドライバー 490

接続してデータソースを設定する 490

Tableauのデータへの接続 490

Oktaのユーザー名とパスワード: 490

OAuthを使用したサインイン 490

ドライバーパラメーターを使用した接続のカスタマイズ 491

データソースの設定 491

Macでのサインイン 492

Snowflakeのデフォルト仮想ウェアハウス 492

SnowflakeサーバーサポートでのOAuthの構成 493

Snowflakeにプロキシを使用する 493

よくある質問 493

関連項目 494

Snowflake接続用のOAuthの構成 494

SnowflakeとTableauの間のOauthの構成 495

OAuthでのSSOの使用について 496
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OktaとSnowflakeの間のOauthの構成 496

OAuthでのMFAの使用について 497

その他の接続オプション 497

よくある質問 498

関連項目 498

Spark SQL 499

はじめる前に 499

必要なドライバー 499

接続してデータソースを設定する 500

Macでのサインイン 501

関連項目 501

Teradata 501

はじめる前に 501

必要なドライバー 501

接続してデータソースを設定する 502

Macでのサインイン 503

パフォーマンス向上のためにクエリバンドを使用する 503

初期 SQLコマンドを使用する 506

関連項目 507

Teradata OLAP Connector 507

はじめる前に 507

必要なドライバー 507

接続してデータソースを設定する 507

Teradata OLAPデータの操作 508

関連項目 508

TIBCO Data Virtualization 508

はじめる前に 508
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必要なドライバー 509

接続してデータソースを設定する 509

関連項目 510

Vertica 510
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サマリーデータのブレンド 792

ステップ1: プライマリデータソースとセカンダリデータソースの間のリレーションシップの

作成 793

ステップ2: セカンダリデータソースからのサマリーデータをプライマリデータソースに取

り込む 794

手順 3: プライマリデータソースを、セカンダリデータソースのサマリーデータを比較し

ます 796

データのユニオン 797

サポートされるコネクタ 797

手動で表のユニオンを作成する 799

手動で表のユニオンを作成するには 800

ワイルドカード検索を使用してユニオン表を作成する(Tableau Desktop) 801

ワイルドカード検索を使用して表のユニオンを作成するには 802

より多くのExcel、テキスト、JSONおよび .pdfデータを検索する拡張検索 803

ユニオンの名前の変更、修正、削除を行う 806

フィールド名またはフィールドの順序を一致させる 807

ユニオンに関するメタデータ 808

ユニオンの一致しないフィールドをマージする 809

概要 :ユニオンの操作 811

Tableau DesktopとWeb作成 (Tableau CloudとTableau Server) 811

Tableau Desktopのみ 812

クリップボードデータを使用したデータソースの作成と新しい接続の追加 812

カスタムSQLクエリへの接続 814

カスタムSQLクエリへの接続 815

カスタムSQLクエリの例 816

重複列が参照されている場合のエラー 821

カスタムSQLクエリの編集 821

カスタムSQLクエリでパラメーターを使用する 822
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Tableau CatalogのカスタムSQLに関するサポート 826

サポートされているクエリ 826

サポートされている機能 827

サポートされている系列 827

関連項目 828

ストアドプロシージャの使用 828

ストアドプロシージャに関するメモ 830

Teradataデータベースに対するストアドプロシージャの制限 831

SQL Serverデータベースに対するストアドプロシージャの制限 831

SAP Sybase ASEデータベースに対するストアドプロシージャの制限 832

認証済みデータソースを使用する 832

Tableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュされた認定データソース 832

フィールドを日付フィールドに変換する 834

日付フィールドの検証 834

フィールドのデータ型を変更する 835

DATEPARSE関数を使用して計算を作成する 836

DATEPARSE 計算を作成する 837

日付フィールド記号 838

Hyper抽出 840

ロケールの考慮事項 840

DATE 関数を使用して計算を作成する 840

関連項目 842

ピボットデータ([列 ]から[行 ]) 842

データのピボット処理 842

ピボットへの追加 843

ピボットのトラブルシューティング 844

カスタムSQLを使用するピボット(Tableau Desktop) 844
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カスタムSQLを使用してデータをピボット処理するには 845

Excel、CSV、PDF、およびGoogleスプレッドシートからのデータインタープリターを使用

するデータのクリーニング 847

データインタープリターの役割 847

Data Interpreterをオンにして結果を確認する 847

データインタープリターの拡張機能 850

Data Interpreterが使用できない場合 854

フィールドを複数フィールドに分割 855

分割オプションの選択 855

ウェブ上での分割 856

フィールドの分割 856

フィールドの自動分割 857

フィールドのカスタム分割 857

メニューからの分割の代替手段 858

分割とカスタム分割の操作 859

分割とカスタム分割のトラブルシューティング 859

データソースからデータをフィルターする 860

データソースフィルターの作成 861

データソースフィルターを作成するには 861

グローバルフィルターとデータソースフィルター 861

フィールド型の検出と命名の向上について理解する 862

参照元データに追加された新しいフィールド 863

ディメンションとして扱われるフィールド 863

キーワードコード、キー、および ID 863

キーワードNumber、Num、およびNbr 864

日付に関連するキーワード 865

フィールド名のクリーンアップ 866
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アンダースコア文字、空白文字、タブ文字を含むフィールド名 866

フィールド名と大文字の使用 866

2文字または3文字のフィールド名 867

Tableauによる変更を元に戻す 868

データの抽出 868

抽出に関する最新の変更点 869

Web内の抽出 869

論理テーブルと物理テーブルの抽出 869

.tde形式の非推奨化 869

ビュー内の値とマークの変更 870

日付のシナリオ1 872

日付のシナリオ2 873

日付のシナリオ3 874

抽出の [今すぐ計算 ]オプションについて 876

新しい抽出 API 876

抽出の作成 876

物理テーブルオプションを使用する条件 877

抽出での操作のヒント 881

抽出への接続を維持するためワークブックを保存する 881

サンプリングされたデータと抽出全体を切り替える 882

抽出に直接接続しない 882

ワークブックから抽出を削除する 882

抽出履歴の参照 882

物理テーブルオプションを使用する条件 884

想像以上に大きい抽出に対する[物理テーブル]オプション 884

[物理テーブル]オプションを使用する場合の代替的なフィルターリングの提案 884

抽出を使用した行レベルのセキュリティ 885
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抽出のトラブルシューティング 885

.hyper形式への抽出のアップグレード 885

TDE抽出ファイルのサポート終了について 886

抽出のアップグレードを引き起こすタスク 886

抽出を手動でアップグレードする 886

抽出の更新 887

抽出を更新する前に 887

抽出の完全更新を構成する 887

Tableau Serverへのパブリッシュ 887

Tableau Cloudへのパブリッシュ 888

抽出の増分更新を構成する 888

抽出履歴の参照 890

抽出にデータを追加 890

ファイルからのデータの追加 890

データソースからのデータの追加 891

抽出での計算のマテリアライズ 891

計算をマテリアライズする状況 892

計算のマテリアライズ 892

既にTableau CloudまたはTableau Serverにパブリッシュされた抽出の計算をマ

テリアライズする 892

マテリアライズできない計算 892

抽出を使用しているサーバーデータソースの更新 893

Tableau DesktopからのTableau ServerまたはTableau Cloud抽出の更新 893

Tableauデータ抽出コマンドラインユーティリティ 894

ユーティリティの実行 895

tableau refreshextractコマンドの構文およびパラメーター 895

パラメーターの使用 895
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tableau refreshextractコマンドオプション 896

tableau refreshextractコマンドの例 898

tableau addfiletoextractの構文 899

tableau addfiletoextractコマンドオプション 900

tableau addfiletoextractコマンドの例 902

構成ファイルの使用 902

構成ファイルの作成 902

コマンドラインからの構成ファイルの参照 903

構成ファイルの構文の違い 903

Windowsタスクスケジューラを使用した抽出更新 904

Tableau Hyper API 904

データソースの管理 904

データソースの編集 904

データソースの編集方法 905

データグリッドの操作 905

列と行の並べ替え 905

フィールド名の変更またはリセット 906

新しい列の作成と抽出データの表示 907

値のコピー 909

メタデータを調べる 909

メタデータエリアに移動する 909

メタデータの確認 910

メタデータの管理 910

データソースの場所の変更 911

データソースの場所を変更するには 911

フィールドの参照の置換 912

フィールドの参照の置換 913
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データソース名の変更 914

データソースの名前を変更するには 914

データソースの複製 (Tableau Desktop) 915

データソースを複製するには 915

データソースの更新 916

ライブ接続 916

抽出 917

パブリッシュされたデータソース 917

参照元データに対する変更 917

データソースの置換 918

データソースを置換する 918

1つのシートのデータソースを置換する 919

パブリッシュされたデータソース 919

データソースの保存 920

ローカルデータソースの保存オプション 920

データソースを保存する 921

データソースに接続する 921

元となるデータの場所を変更した後でのデータソースの更新 921

データソースのアップグレード 922

ファイル形式および属性 922

Excel 922

テキスト 923

文字と書式 924

Excel 924

テキスト 925

データ型の検出 926

Excel 926
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テキスト 927

データソース接続のプロパティ 928

データソースを閉じる 928

キューブデータソース 930

キューブデータソースとは 930

MDX式を使用して計算メンバーを作成する 930

キューブデータソースの使用時に影響を受けるTableauの機能 931

スライスフィルターの作成 935

計算されたメンバーの作成方法 938

計算されたメンバーの定義 938

多次元階層 940

キューブデータソース階層でのドリルダウンとドリルアップ 941

キューブデータソースの階層 941

階層のすべてのディメンションメンバーでドリルアップおよびドリルダウンを実行する 941

階層の個々のディメンションメンバーでドリルアップとドリルダウンを実行する 942

完全なピボット 945

一意の値の定義 945

ユーティリティディメンション 947

グラフの構築とデータの分析 953

「データに聞く」 (Ask Data)機能を使用した自動的なビューの構築 953

「データに聞く」レンズに移動する 954

レンズページまたはダッシュボードオブジェクトから「データに聞く」 955

レンズに移動して、データをもっと詳しく知る 955

テキストを入力してクエリを作成する 956

提案されたフレーズを追加してクエリを作成する 957

フィールドとフィルターを追加してクエリを作成する 958

クエリの要素がどのように適用されているかを確認する 959
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質問のフレーズの変更 960

Vizタイプの変更 960

フィールド、フィルター、表示データを変更する 961

日付フィルターの調整 963

時間の経過による差異の比較 964

単純計算を適用する 965

他のVizを含むシートを追加する 966

メール、Slack、またはリンクを介して「データに聞く」 (Ask Data)のVizを共有する 967

レンズ所有者にフィードバックを送信する 967

クエリを正常に実行するためのヒント 968

「データに聞く」 (Ask Data)からVizを埋め込み、保存する 968

Webページに「データに聞く」 (Ask Data)レンズを埋め込む 968

Vizを新しいワークブックで保存する 969

「データに聞く」機能でサポートされる分析機能 969

集計 970

グループ作成 970

並べ替え 970

数値フィルター 971

数値制限 (上限値と下限値 ) 971

テキスト値のカテゴリーフィルター 971

時刻フィルターリング 972

特定の対象者に焦点を当てた「データに聞く」のレンズを作成する 972

Tableauサイトでレンズのページを作成または構成する 973

推奨ビジュアライゼーションのリストを変更する 975

推奨ビジュアライゼーションを追加または置換する 975

セクションのタイトルと推奨ビジュアライゼーションの名前を編集するか、推奨を削除

する 975
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ダッシュボードに「データに聞く」レンズを追加する 976

ダッシュボードの「データに聞く」オブジェクトに別のレンズを適用する 978

レンズの名前、説明、プロジェクトの場所を変更する 978

レンズを通した「データに聞く」の利用状況を確認する 978

ユーザーがレンズに関する質問をメールで送信できるようにします。 979

レンズのパブリッシュと表示のパーミッション 980

「データに聞く」 (Ask Data)機能でのデータの最適化 981

「データに聞く」 (Ask Data)機能でのデータの最適化 981

データソースまたはレンズレベルでの設定の変更 981

フィールドの名前と値に対応する同義語の追加 983

検索結果から特定のフィールド値を除外する 983

データソースを最適化する 984

「データに聞く」 (Ask Data)のインデックス作成を最適化する 984

データ抽出を使用してパフォーマンスを向上させる 985

ユーザーがデータソースにアクセスできるようにする 985

サポートされていないデータソース機能に注意する 985

ユーザーの質問を予測する 985

データを簡素化する 986

フィールドの適切な既定の設定 986

地理的フィールドとカテゴリーフィールドでの階層の作成 987

「データに聞く」機能に対応する同義語の追加 987

特定のデータソースまたはレンズに対応するフィールドと値の同義語を追加する 987

複数のデータソースに対応する同義語を追加する 989

新しいデータの役割に同義語をパブリッシュする 990

既存のデータの役割から同義語を適用する 990

適用されたデータの役割を変更したり削除したりする 991

データの役割に対するフィールド名または値の同義語を編集する 991
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サイトでの「データに聞く」 (Ask Data)機能の無効化または有効化 993

Web画像をワークシートに動的に追加する 994

データソースを準備する 995

データセットの例 : 995

イメージの役割をURLに割り当てる 996

[データソース]ページから割り当てる: 996

ワークシートから割り当てる: 996

ビジュアライゼーションに画像を追加する 996

ビジュアライゼーションを共有する 997

画像の接続に関するトラブルシューティング 997

Vizに画像が表示されない 998

一部の画像がVizに表示されない 998

ワークシートの外に画像が表示されない 1000

データペイン内のフィールドの整理とカスタマイズ 1001

データペインの整理 1001

フォルダーごとにグループ化 1001

フォルダーの作成 1004

フォルダーへのフィールドの追加 1004

[データ]ペインでフィールドを並べ替える 1005

フィールドの検索 1006

フィールドの検索 1007

フィールド名の変更 1008

フィールド名の変更 1008

既定のフィールド名への復元 1009

フィールドの組み合わせ 1009

フィールドの表示または非表示 1011

[データ]ペインへの計算フィールドの追加 1013
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フィールドの既定の設定の編集 1013

メジャーの既定集計の設定 1013

特定フィールドの既定のコメントの追加 1014

フィールドの既定のコメントを追加する 1015

既定の数値形式の設定 1015

既定の色の設定 1016

既定の形状の設定 1016

カテゴリーフィールドにおける値の既定の並べ替え順序の設定 1016

ビュー内でメンバー名を変更する別名を作成する 1017

別名を作成する 1018

別名オプションを使用できない場合 1019

メジャーの別名を変更できない 1019

パブリッシュされたデータソース 1020

不連続フィールドと連続フィールドの変換 1020

メジャーの変換 1020

日付フィールドの変換 1020

メジャーのディメンションへの変換 1021

ビュー内のメジャーの不連続ディメンションへの変換 1021

[データ]ペインのメジャーをディメンションに変換する 1024

階層の作成 1026

階層を作成する 1026

階層でのドリルダウンとドリルアップ 1027

階層の削除 1029

データのグループ化 1029

グループの作成 1029

ビュー内のデータを選択してグループを作成する 1029

データペインのフィールドからグループを作成する 1030
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その他のグループの作成 1032

グループの編集 1034

関連項目 1036

グループを使用したビューの色付け 1036

データのグループ化によりデータエラーの修正またはディメンションメンバーを組み合わ

せる 1040

セットの作成 1041

動的なセットの作成 1042

固定セットの作成 1046

セットでのデータポイントの追加または削除 1048

視覚化内のセットの使用 1048

セットの In/Outメンバーの表示 1048

セットのメンバーを表示 1051

ユーザーによる設定値の変更の許可 1051

セットアクションの追加 1051

ビューでのセットコントロールの表示 1051

セットの組み合わせ 1052

セットの例 1054

セットの作成 1054

視覚化の作成 1055

セットの組み合わせの作成 1056

視覚化の作成 1059

上位 Nとそれ以外のセット 1063

セットとサポートされるデータソース 1063

ステップ1:パラメーターの作成 1064

ステップ2:上位 N人の顧客セットの作成 1064

ステップ3:ビューの設定 1065
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ステップ4:上位 N人のセットの動的なパラメーターとの組み合わせ 1067

ビューの機能向上のための追加のヒント 1069

パラメーターの作成 1072

パラメーターの作成 1072

パラメーターの編集 1076

パラメーターの削除 1076

パラメーターの使用 1076

計算でのパラメーターの使用 1077

フィルターでのパラメーターの使用 1077

リファレンスラインでのパラメーターの使用 1078

vizでのパラメーターコントロールの表示 1078

動的パラメーターの作成 1079

パラメーターアクション 1079

動的な現在の値 1079

パラメーターのトラブルシューティング 1080

パラメーターを使用してビューをさらにインタラクティブにする 1080

パラメーターの作成 1081

計算フィールドの作成 1083

ビューアーがビューを操作できるようにする 1084

追加情報 1085

例 :パラメーターをマップビューに追加する 1086

マップビューの作成 1086

計算フィールドを作成してしきい値を設定する 1089

パラメーターの作成 1090

パラメーターコントロールの作成と表示 1091

例 :パラメーターを使用したメジャーのスワップ 1091

一般的な手順 1092
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パラメーターの作成 1092

ビューのメジャーを変更する計算フィールドの作成 1093

ビューの設定 1094

メジャーを変更して集計を指定する計算フィールドを作成する 1095

日付と時刻 1097

キューブ(多次元データソース)での日付 1097

リレーショナルデータソースでの日付 1097

データソースの日付のプロパティ 1099

日付のプロパティのオプション 1099

既定のカレンダー 1099

週の開始 1099

会計年度の開始 1100

特定の日付フィールド 1100

日付形式 1100

曜日の並べ替え 1100

サポートされている日付形式 1100

日付レベルの変更 1100

日付レベルの設定 1101

同じVizで複数の日付レベルを使用する 1105

カスタム日付 1108

例 -列ヘッダーの書式を「月、日、年」に設定します 1109

会計年度の日付 1110

日付レベル 1111

日付を使用した完全なピボット 1112

カスタム日付形式 1113

カスタム日付形式フィールドを見つける方法 1113

ビュー内の日付フィールドの書式設定 (Tableau Desktop) 1113
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ビュー内の日付フィールドの書式設定 (Tableau CloudおよびTableau Server) 1115

[データ]ペイン内の日付フィールドの書式設定 (Tableau Desktopのみ) 1115

サポートされている日付形式記号 1116

カスタム日付形式の例 1119

日本の元号に基づいた日付形式のサポート 1120

日付形式でリテラルテキストを使用する 1121

抽出データソースでのDATEPARSE 関数の形式構文 1121

週ベースの ISO-8601暦 1124

ISO-8601を既定のカレンダーとして設定 1124

ISO-8601暦と標準的なグレゴリオ暦の相違点 1125

ISO-8601をサポートする日付関数 1126

DATEADDおよびDATEDIFF 1126

DATENAME 1126

DATEPART 1126

DATETRUNC 1126

4-4-5カレンダーの作成 1127

ステップ1:ビジュアライゼーションの設定 1127

ステップ2:各四半期の週数の確認 1128

ステップ3: 4-4-5カレンダー計算の作成 1128

パターンの修正 1129

関連項目 1130

ISO-8601の週や年を使用した日付の書式設定 1130

2013年 12月 31日のサンプル書式設定文字列 1132

連続日付 1133

デフォルトの変更 1134

関連項目 1134

ゼロからのデータビューの作成 1135
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フィールドをビューにドラッグしてビジュアライゼーションの構築を開始する 1135

ビューの作成を開始するための異なる方法 1135

基本要素のドラッグ 1136

ヘッダーの追加 1138

軸の追加 1140

既存の軸の置換 1140

1つの軸でのメジャーのブレンド 1141

二重軸の追加 1142

行と列の再配置 1142

ダブルクリックでフィールドをビューに自動的に追加する 1143

他のリソース 1147

ビュー内で複数のメジャーに軸を追加する 1149

メジャーに個別の軸を追加します 1149

複数のメジャーの軸を単一軸にブレンドします 1150

二重軸を使った2つのメジャーの比較 1152

軸を同期して同じスケールを使用する 1152

異なるデータ型のメジャーによる軸の同期 1153

メジャーのマークをカスタマイズします 1154

ヒント 1156

複合グラフの作成 (異なるマークタイプをメジャーに追加 ) 1156

メジャーバリューとメジャーネーム 1160

[メジャーネーム]と[メジャーバリュー]の使用方法 1160

[メジャーバリュー]カード 1160

メジャーネームについて 1161

[メジャーネーム]と[メジャーバリュー]を使用したビジュアライゼーションの作成 1163

[メジャーネーム]と[メジャーバリュー]をビューに自動で追加するタイミング 1164

軸のブレンド 1164
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ビューに複数のメジャーがある場合の [表示形式 ]の使用 1165

メジャーごとの凡例を使用した [メジャーネーム]と[メジャーバリュー]の操作方法 1167

NULL値およびその他の特殊な値の取り扱い 1167

特殊な値のインジケーター 1167

Nullの数値と日付、および対数軸の負の値 1168

Null値の非表示 1169

不明な地理的位置 1169

ツリーマップのゼロ値または負の値 1169

欠落した値や空の行と列の表示または非表示 1171

空の行および列の表示と非表示 1173

表示形式を使用したビューの開始 1173

選択したフィールドに基づくビューの開始 1174

表示形式を使用した折れ線グラフの作成 1176

表示形式を使用した散布図の作成 1180

詳細の追加 1182

ビュー内のマークのタイプを変更する 1182

マークタイプの変更 1182

自動マーク 1183

テキスト 1184

形状 1184

棒 1185

線 1186

棒マーク 1187

線マーク 1188

エリアマーク 1190

四角マーク 1191

円マーク 1192
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形状マーク 1193

テキストマーク 1195

マップマーク 1198

円グラフマーク 1200

ガント棒マーク 1201

多角形マーク 1202

密度マーク(ヒートマップ) 1203

ビュー内のマークの表示を制限する 1205

色をマークに割当 1206

色の編集 1207

マークのサイズの変更 1207

マークサイズの編集 1209

連続軸マークのサイズ変更 1211

マークにラベルまたはテキストを追加 1212

ビュー内のマークをディメンションメンバーで分類する 1213

ツールヒントをマークに追加 1214

ツールヒントの追加 1214

ツールヒントオプション 1215

マークの形状の変更 1218

形状の編集 1218

カスタム形状の使用 1219

カスタム形状の作成のヒント 1223

マーク間にパスを描く 1224

線のタイプ(線形、ステップ、ジャンプ)を変更する 1224

線のパターン(実線、破線、点線 ) を変更する 1225

パスエンコードされたビューを作成する 1226

マークラベルの表示、非表示、および書式設定 1227
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ラベルをオンまたはオフにする 1227

ラベルとして特定のフィールドを使用する 1228

表示されるラベルを変更する 1228

ラベルを付けるマークを設定する 1228

特定のマークラベルの表示と非表示 1230

マークラベルの書式設定 1230

ラベルのテキストの編集 1231

ラベルのフォントの編集 1231

ラベルの配置の編集 1231

マークラベルの手動での移動 1232

マークの移動 1232

例 -マークを前面に移動 1232

スタックマーク 1234

例 –積み上げ棒グラフ 1234

例 –線の積み上げ 1235

カラーパレットと色効果 1236

カテゴリー別パレット 1236

値の色の変更 1237

別のパレットを選択する 1237

定量的パレット 1238

定量的パレットのオプション 1240

ステップドカラー 1240

反転 1240

フルカラーレンジの使用 1241

合計を含める 1241

カラーレンジの制限 1241

カラーレンジのリセット 1242
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色効果の設定 1242

不透明度 1242

マークの枠線 1243

マークのハロー 1245

マーカー 1245

例 – [色 ]の複数フィールド 1246

ビューでのデータのフィルターリングと並べ替え 1251

ビューからのデータのフィルター 1251

操作のフィルター順序 1252

ビューにデータポイントを含めるか、データを除外するよう選択します 1252

ヘッダーを選択してデータをフィルターする 1253

ディメンション、メジャー、および日付フィールドを[フィルター]シェルフまでドラッグする1254

カテゴリーデータ(ディメンション)のフィルター 1255

定量的データ(メジャー)のフィルター 1257

日付のフィルター 1258

表計算のフィルター 1261

表計算フィルターの合計への適用 1261

ビューでインタラクティブフィルターを表示する 1262

フィルターカードの操作と外観のオプションを選択する 1264

一般的なフィルターカードオプションには、次のようなものがあります。 1264

カードモードのフィルター 1265

ディメンションの場合は、次のフィルターモードから選択できます。 1266

メジャーの場合は、次のフィルターモードから選択できます。 1267

フィルターカードのカスタマイズ 1268

関連項目 1270

複数のデータソースでのデータのフィルター 1270

はじめる前に、以下を把握しておく必要があります。 1271

lxxiv Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



Step 1データソース間の関係を定義する 1272

Step 2フィルターをビューに追加する 1273

Step 3フィルターをワークシートに適用する 1273

ソースフィールドとターゲットフィールド 1275

相対日付フィルターの作成 1276

ステップ1:日付フィールドをフィルターシェルフにドラッグ 1277

ステップ2:時間単位の選択 1277

ステップ3:期間の定義 1278

ステップ4:ビューの更新の確認 1279

コンテキストフィルターの使用 1280

コンテキストフィルターの作成 1280

コンテキストフィルターの高速化 1281

例 :コンテキストフィルターの作成 1282

フィルターを複数のワークシートに適用する 1285

関連プライマリデータソースを使用しているすべてのワークシートにフィルターを適

用する 1285

現在のプライマリデータソースを使用しているすべてのワークシートにフィルターを

適用する 1286

フィルターを適用してワークシートを選択する 1286

フィルターを現在のワークシートにのみ適用する 1287

ダッシュボードのすべてのワークシートをフィルターする 1288

視覚化内でのデータの並べ替え 1288

軸、ヘッダー、またはフィールドラベルからすばやく並べ替え 1288

軸からの並べ替え 1289

ヘッダーからの並べ替え 1290

フィールドラベルからの並べ替え 1290

並べ替えアイコンが表示されない場合 1291
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作成時の並べ替えオプション 1291

ツールバーからの並べ替え 1291

ドラッグアンドドロップによる並べ替え 1292

Vizでの特定フィールドの並べ替え 1293

ネストされた並べ替え 1293

"不適切な"並べ替えについて 1295

並べ替えをクリアする 1296

並べ替え機能を削除する 1297

インサイトの紹介 1297

ビジュアライゼーションでの合計の表示 1297

総計の表示 1297

総計をオンにするには: 1298

総計計算のオプション 1299

総計と集計 1301

小計の表示 1304

合計の移動 1305

行の合計をビューの左に移動するには: 1305

列の合計をビューの一番上へ移動するには: 1305

合計の集計の構成 1305

すべての合計を構成するには: 1305

特定のフィールドの合計を構成するには: 1306

関連項目 1306

注釈の追加 1306

注釈の追加 1307

注釈の編集 1308

注釈の再配置 1309

本体の位置を変更するには 1310
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本体のサイズを変更するには 1310

線のサイズを変更するには 1310

本体の位置を変更するには 1311

本体のサイズを変更するには 1312

線の終点を移動するには 1312

ボックスの位置を変更するには 1314

ボックスのサイズを変更するには 1314

テキストの位置を変更するには 1315

テキストの幅を変更するには 1315

注釈の書式設定 1316

注釈の削除 1316

関連項目 1316

ツールヒント内でビューを作成する(ツールヒント内 Viz) 1317

ツールヒント内 Vizの一般的な作成手順 1317

ツールヒント内 Vizの構成 1318

ワークシートでのソースおよびターゲット視覚化の作成 1318

ソースワークシートツールヒントへのターゲットワークシートへの参照の挿入 1318

ツールヒント内 Vizのサイズ変更 1322

ツールヒント内 Vizのフィルター変更 1323

ツールヒント内 Vizワークシートの非表示と表示を切り替えます 1324

ツールヒント内 Vizワークシートの非表示 1324

ツールヒント内 Vizワークシートの表示 1325

ツールヒント内 Vizの例 1326

ツールヒント内 Vizの使用と構成に関するヒントと注意事項 1330

アクション 1333

フィルターアクション 1333

フィルターアクションの作成と編集 1334
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利用可能なターゲットフィールドの理解 1337

ハイライトアクション 1338

凡例のハイライト 1339

凡例のハイライトをオンにする 1340

凡例のハイライトをオフにする 1341

Tableau Desktopでの凡例のハイライト 1341

コンテキスト内のデータポイントをハイライトする 1342

ハイライトをオンにする 1343

[ハイライト]ツールバーボタン 1345

詳細なハイライトアクションの作成 1347

関連項目 1349

URLアクション 1350

URLアクションでWebページを開く 1350

URLアクションを使用したメールの作成 1354

URLにおけるフィールド値およびフィルター値の使用 1355

集計フィールドを含める 1356

パラメーター値を挿入する 1356

パラメーターアクション 1357

パラメーターアクションを作成する一般的な手順 1359

パラメーターアクションの作成 1359

パラメーターアクションの例 1362

リファレンスラインを動的にする 1363

選択階層の表示 1369

選択したマークのサマリーデータの表示 1375

セットアクション 1382

セットアクションの一般的な手順 1383

セットアクションの作成 1384
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セットアクションの例 1387

プロポーショナルブラッシング 1387

非対称のドリルダウン 1394

カラースケール 1399

関連する日付 1403

アクションの実行 1407

アクションとダッシュボード 1408

1つのビューを使用してダッシュボードの他のビューをフィルターする 1408

複数のビューを使用してダッシュボードの他のビューをフィルターする 1409

あるビューから別のビュー、ダッシュボード、またはストーリーに移動する 1413

ダッシュボード内でのインタラクティブなWebページの表示 (Tableau Desktopで作

成する) 1415

アクション名におけるフィールド値およびフィルター値の使用 1417

データビューで一般的なグラフタイプを構築する 1419

面グラフの作成 1419

棒グラフの作成 1421

作業を確認します。以下のステップ1 ～ 7をご覧ください。 1427

残り1ステップ:スタックバーへ合計を追加する 1427

他のリソース 1431

ボックスプロットの作成 1431

作業を確認します。以下のステップ1 ～ 10をご覧ください。 1438

ブレットグラフの作成 1438

作業を確認します。以下のステップ3 ～ 7をご覧ください。 1439

リファレンスラインフィールドのスワップ 1439

分布の編集 1440

密度マークを使用した構築 (ヒートマップ) 1441

ガントチャートの作成 1450
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作業を確認します。以下のステップ1 ～ 14をご覧ください。 1456

ハイライト表またはヒートマップを作成する 1456

サイズを変更してヒートマップを作成する 1461

作業を確認します。以下のステップ1 ～ 9をご覧ください。 1463

ヒストグラムの作成 1463

作業を確認します。ステップ1から8の動作をご確認ください。 1471

折れ線グラフの作成 1471

作業を確認します。以下のステップ1 ～ 7をご覧ください。 1478

パックバブルチャートの作成 1479

作業を確認します。以下のステップ1 ～ 7をご覧ください。 1485

円グラフの作成 1485

作業を確認します。ステップ1 ～ 4をご覧ください。 1489

散布図の作成 1489

作業を確認します。以下のステップ1 ～ 7をご覧ください。 1494

関連項目 1494

テキストテーブルの作成 1494

作業を確認します。以下のステップ1 ～ 8をご覧ください。 1502

ツリーマップの作成 1502

作業を確認します。以下のステップ1 ～ 7をご覧ください。 1506

複合グラフの作成 1506

高度なグラフタイプを構築する 1512

ビューへの計算列の追加 1512

計算が役に立つ場合の例 1512

姓と名を組み合わせる 1512

文字列内のシーケンスを検索する 1514

値の範囲にカテゴリーを割り当てる 1515

変化率を計算する 1516
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演習 : YOY計算を作成する 1517

目的 1517

必要な計算フィールドを作成する 1518

計算フィールドの書式設定 1519

ビューの作成 1519

Zスコアの計算 1520

キープログレスインジケーターの視覚化 1522

評価対象のフィールドを含むビューを作成する 1523

失敗と成功を分けるしきい値を確立する計算フィールドを作成します 1523

KPI固有の形状マークを使用するようビューを更新する 1524

パレート図の作成 1526

分析の準備 1527

"Sales (売上高 )"を"Sub-Category (サブカテゴリー)"別で降順に示す棒グラフを

作成する 1527

"Sub-Category (サブカテゴリー)"別の "Sales (売上高 )"を表示する線グラフを追加

する 1528

線グラフに表計算を追加し、売上高を累計および合計に対する割合としてサブカ

テゴリー別に表示します 1529

人口ピラミッドの作成 1532

パラメーターおよびセットを使用した同時発生の視覚化の作成 1536

パラメーターの作成 1536

計算フィールドの作成 1537

セットの作成 1537

ビューの作成 1538

Benfordの法則の可視化 1539

ビューで使用する計算フィールドの作成 1540

ビューの設定 1540

連続メジャーから連続のbinを作成する 1543
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ビニングされたディメンションからヒストグラムを作成する 1546

アクセシビリティのためのデータビューの作成 1547

アクセシビリティをサポートするビューコントロール 1548

アクセシブルなビューのための追加サポート 1549

その他のリソース 1549

アクセシブルなビューを設計するためのベストプラクティス 1550

シンプルにする 1550

タイトルとキャプション 1552

追加テキスト 1553

色とコントラスト 1554

ビューのパブリッシュ 1556

アクセシビリティのためのビューの作成 1556

一般的な手順 1556

ビューの作成 1556

シンプルにする 1557

ビュー内のマークの数を制限する 1557

視認性を確保するためにビューの向きを変える 1560

1つのビュー内の色と形状の数を制限する 1562

フィルターを使ってビュー内のマークの数を減らす 1563

より多くのテキストを表示して分かりやすいビューにする 1568

フォントサイズ 1574

代替テキストを編集して、より説明的にする(Tableau CloudおよびTableau
Desktop) 1575

色使いを工夫し、コントラストをつける 1577

[色 ]に配置されたディメンション 1578

[色 ]に配置されたメジャー 1578

色以外の視覚キューの提供 :位置、サイズ、形状 1582
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すべて一緒に使用する 1584

演習 :アクセシビリティが低いビューからアクセシビリティが高いビューへの改善 1584

ステップ1:ビューの詳細レベルを下げます。 1585

ステップ2:より集計されたデータのビューを作成します。 1586

ステップ3:カラーパレット設定を確認します。 1587

ステップ4:ビューのテキストを更新して表示します。 1588

ステップ5:[データの表示 ]ウィンドウの [サマリー]タブを開きます。 1588

ビューのパブリッシュと共有 1589

Tableau Publicへのパブリッシュ 1589

Web編集パーミッションをオフにする 1590

ビューの共有または埋め込み 1591

サンプル埋め込みコード 1591

パーミッションについて 1592

ビューのテスト 1592

Tableauのマップおよび地理的データの分析 1593

最初に見るトピック 1593

Tableauでマッピングを始める 1593

ステップ1:地理的データへの接続 1593

ステップ2:データの結合 1595

ステップ3:地理的データをTableauで書式設定する 1597

列のデータ型を変更する 1597

地理的データに地理的役割を割り当てる 1598

ディメンションからメジャーへの変更 1600

ステップ4:地理的階層の作成 1603

ステップ5:基本マップの作成 1604

ステップ6:ポイントから多角形への変更 1605

ステップ7:視覚的な詳細を追加する 1605
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色の追加 1606

ラベルの追加 1606

ステップ8:バックグラウンドマップのカスタマイズ 1607

ステップ9:カスタム領域の作成 1609

ステップ10:二重軸マップの作成 1613

ステップ11:他のユーザーによるマップの操作方法のカスタマイズ 1618

他のチュートリアル 1618

Tableauでのマッピングの概念 1619

データをマップに配置する理由 1619

しかし、マップはこれらの質問に回答する最善の方法でしょうか。 1619

Tableauで作成できるマップの種類は? 1621

比例シンボルマップ 1621

コロプレスマップ(色塗りマップ) 1622

ポイント分布マップ 1622

密度マップ(ヒートマップ) 1623

フローマップ(パスマップ) 1624

スパイダーマップ(起点 -終点マップ) 1625

始める際に役立つリソース 1626

Tableauに地理的データを取り込む 1626

地理的フィールドの書式設定 1627

関連項目 1627

Tableauのマッピングワークスペース 1627

データペイン 1628

マークカード 1630

ビューツールバー 1631

マップメニュー 1631

行と列のシェルフ 1632
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マップのビジュアライゼーション 1633

関連項目 1633

マップビューの作成においてTableauでサポートされる場所データ 1633

Tableauが場所データを認識しない場合にするべきこと 1633

関連項目 1634

空間ファイル 1634

接続する前に 1634

接続してデータソースを設定する 1635

空間ファイルデータソースの例 1635

[ジオメトリ]列の操作 1636

Tableau Desktopの .ttdeファイルおよび .hhyperファイルについて 1636

関連項目 1636

データベースの空間データへの接続 1637

サポートされている空間データおよびSRIDs 1637

空間フィールドへの接続 1638

カスタムSQLおよびRAWSQLを使用した高度な空間分析の実行 1638

カスタムSQLクエリへの接続 1638

カスタムSQLクエリの例 1639

データに学校や公園などポイントが2セット含まれ、交点を表示する場合 : 1639

特定のポイント周辺のデータのみが必要な場合 1640

混合データ型でエラーが発生する場合 1640

Tableauでのデータのレンダリングが遅すぎる場合 1640

RAWSQLの使用 1641

空間接続のトラブルシューティング 1642

パフォーマンスの問題 1642

Microsoft SQL Serverのエラーメッセージとソリューション 1642

PostgreSQL + PostGIS、Oracle、Pivotal Greenplum + PostGISエラーメッセー1643
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ジと解決策

例 - Microsoft SQL Serverの空間データによるマップの作成 1644

ステップ1:接続 1645

ステップ2:マップの作成 1646

関連項目 1649

Tableauで空間ファイルを結合する 1650

空間ファイルの結合 1650

空間結合のトラブルシューティング 1652

SQL Serverエラー:形状が地形に合わない 1652

Vertexオーダー 1653

次も参照してください。 1653

Tableauが認識しない場所をジオコーディングし、マップ上にプロットする 1653

ステップ1:位置データが入ったCSVファイルを作成する 1654

既存の役割の拡張 1654

新しい役割の追加 1656

ステップ2 (オプション): schema.iniファイルを作成する 1656

ステップ3:カスタムジオコーディングファイルをTableau Desktopにインポートする 1657

Tableauではカスタムジオコーディングデータはどこに保存されますか。 1658

ワークブックを保存すると、カスタムジオコーディングデータはどうなりますか。 1659

ステップ4:フィールドに地理的役割を割り当てる 1659

関連項目 1660

schema.iniファイルを作成する 1660

schema.iniファイルを作成するには 1661

関連項目 1661

地理的データのブレンド 1662

ステップ1:地理データを定義するファイルを作成します 1662

ステップ2:データソースに接続する 1663
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ステップ3:リレーションシップの編集 1664

ステップ4: データをマップビュー上にプロットする 1664

関連項目 1667

データブレンドとカスタムジオコーディング 1667

データブレンド 1668

地理データをブレンドするには 1668

カスタムジオコーディング 1669

関連項目 1669

地理的役割の割り当て 1669

地理的役割をフィールドに割り当てる 1670

Tableauの地理的役割のタイプ 1671

関連項目 : 1673

不明な場所またはあいまいな場所の編集 1673

ビューへの他のフィールドの追加 1673

[特殊な値 ]メニューでの場所の編集 1673

あいないな場所の編集 1674

不明な場所の編集 1675

リストの場所を制限する 1677

関連項目 : 1677

Tableauでのマップの作成 1677

どのタイプのマップを作成する必要がありますか。 1678

シンプルなマップ 1678

空間ファイルからのマップ 1678

比例シンボルマップ 1679

ポイント分布マップ 1679

ヒートマップ(密度マップ) 1680

色塗り(コロプレス)マップ 1680
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フロー (パス)マップ 1681

起点 -終点マップ 1681

二重軸 (レイヤー)マップ 1682

円グラフを使用した色塗りマップ 1682

シンプルなマップの作成 1682

シンプルなポイントマップの作成 1683

シンプルな色塗り(多角形 )マップの作成 1684

ヒートマップ(密度マップ)の作成 1685

関連項目 : 1687

空間ファイルからTableauマップを作成する 1687

空間ファイルをどこで見つけることができるか 1688

空間ファイルへの接続 1688

Tableauによる空間データの解釈方法 1689

ジオメトリフィールド 1689

空間データの結合 1689

空間データからマップビューを構築する 1689

ジオメトリをフィルターしてビューのパフォーマンスを向上させる 1690

ビューへの詳細レベルの追加 1691

ジオメトリの外観のカスタマイズ 1692

色の追加 1692

多角形の線を非表示にする 1693

最上部に表示する多角形やデータポイントを指定する 1695

データポイントのサイズの調節 1696

空間データから二重軸ビューを構築する 1697

関連項目 1701

マップの地理的レイヤーを作成する 1701

マークレイヤーを使用してビューを作成する 1701

lxxxviii Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



マークレイヤーを追加する 1701

例 :マークレイヤーの操作 1702

レイヤー内のマークの選択を制御する 1705

マークの選択を無効にする 1705

レイヤーを表示しない 1705

レイヤー設定の変更 1706

レイヤーの順序を変更する 1706

レイヤーの名前を変更する 1707

レイヤーを削除する 1708

ズーム範囲への追加 1709

ユーザーがレイヤーコントロールを使用してビューをカスタマイズできるようにする 1710

レイヤーコントロールを有効にする 1711

レイヤーコントロールを使用する 1712

レイヤーコントロールを使用したカスタムビュー 1715

Tableauで定量的な値を示すマップを作成する 1715

データソース 1715

基本のマップ構築ブロック: 1716

マップビューの作成 1716

ポイントの場所と属性の意味 1720

次も参照してください。 1721

データの視覚的クラスターをハイライトするマップをTableauで作成する 1721

データソース 1721

基本のマップ構築ブロック 1722

マップビューの作成 1722

関連項目 : 1725

Tableauで比率または集計データを表示するマップを作成する 1726

データソース 1726
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基本のマップ構築ブロック: 1727

マップビューの作成 1727

空間コンテキストの追加 1731

色の分布に関する注記事項 1732

詳細レベルに関する注記事項 1734

関連項目 : 1734

時間の推移を示すマップをTableauで作成する 1734

データソース 1735

基本のマップ構築ブロック: 1736

マップビューの作成 1736

関連項目 : 1741

Tableauでの傾向や密度を表示するヒートマップの作成 1741

データソース 1741

基本のマップ構築ブロック: 1742

マップビューの作成 1742

外観の調整 1745

Tableauで起点と終点の間のパスを示すマップを作成する 1747

例 1:フランス、パリ市の地下鉄駅のトラフィック 1748

データソースの設定 1748

基本のマップ構築ブロック: 1750

マップビューの作成 1750

ビューに表示する情報の量をフィルターする 1754

例 2:ワシントン州シアトルの自転車シェアデータ 1755

データソースの設定 1755

基本のマップ構築ブロック: 1757

マップビューの作成 1757

ビューに表示する情報の量をフィルターする 1759
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関連項目 : 1762

Tableauでの二重軸 (レイヤー)マップの作成 1762

Tableauの [緯度 (生成 )]および [経度 (生成 )]フィールドから二重軸マップを作成

する 1763

緯度および経度のカスタムフィールドから二重軸マップを作成する 1769

生成された緯度 /経度フィールドとカスタム緯度 /経度フィールドの組み合わせから二

重軸マップを作成する 1775

2セットの緯度および経度フィールドを使用して二重軸マップを作成するためのベ

ストプラクティス: 1775

シナリオ1:単一データソースから生成された緯度 /経度フィールドおよびカスタム

緯度 /経度フィールドを使用する 1776

作業を確認します。以下のステップ2 ～ 14をご覧ください。 1782

シナリオ2:独立したデータソースを使用して空間データを結合し、両者からの

データを同一マップ上にプロットする 1783

作業を確認します。以下のステップ1 ～ 18をご覧ください。 1789

関連項目 1789

Tableauでの円グラフを使用した色塗りマップの作成 1789

レイヤーを使用してマップビューを構築する 1790

二重軸を使用してマップビューを構築する 1792

関連項目 : 1794

マップのカスタマイズ 1794

マップの外観のカスタマイズ 1794

Tableauバックグラウンドマップのスタイルを選択 1795

独自のバックグラウンドマップをインポート 1796

静的な背景画像の追加 1797

マップレイヤーの表示と非表示 1797

米国の人口統計データのレイヤーを追加する 1801

マークタイプの変更 1802
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詳細レベルの追加 1804

色の追加 1805

ラベルの追加 1806

データポイントのサイズの調節 1807

カスタムツールヒントの作成 1809

関連項目 : 1810

マップで領域を作成する 1810

オプション1:マップ上のグループの場所を選択する 1811

ステップ1:領域にグループ化する場所をマップで選択する 1812

ステップ2:最初のグループ(最初の領域 )を作成する 1812

ステップ3:領域を追加するためにデータのグループ化を続ける 1813

ステップ4:グループフィールドをビューに追加する 1813

オプション2:地理的フィールドから領域を作成する 1814

領域グループの場所の変更 1814

オプション3:別の地理的フィールドを使用して領域フィールドのジオコードを作成す

る 1814

ステップ1:領域フィールドに地理的役割を割り当てる 1815

ステップ2:ビューに領域フィールドを追加する 1817

カスタム領域データのブレンド 1817

ユーザーによるマップの操作方法のカスタマイズ 1817

マップスケールの表示 1818

マップ検索の非表示 1818

ビューツールバーの非表示 1819

パンとズームをオフにする 1819

関連項目 : 1819

バックグラウンドマップの選択 1820

新しいバックグラウンドマップを選択するには: 1820
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Tableau Desktopの既定のバックグラウンドマップの設定 1820

Tableau Desktop、Tableau Cloud、またはTableau Serverでのオフラインバックグ

ラウンドマップの使用 1821

Tableauバックグラウンドマップについて 1822

Mapboxマップの使用 1822

ワークブックにMapboxマップを追加する 1822

Mapboxマップを使用したマップビューの作成 1823

ビューからのマップレイヤーの追加または抽出 1824

関連項目 : 1824

Web Map Service (WMS)サーバーの使用 1825

WMSサーバーへの接続 1825

WMSサーバーをTableauマップソースとして保存する 1825

WMSバックグラウンドマップを使用する 1826

パフォーマンスの考慮事項 1827

サポートされている空間的参照系 1827

関連項目 : 1830

マップソースの保存 1830

関連項目 : 1831

マップソースのインポート 1831

関連項目 : 1831

マップ内のデータの探索 1831

マーク、パン、ズームの選択 1832

場所の検索 1832

現在の場所の検索 1833

最初のビューに戻る 1833

マップ内の場所の検索 1834

マップ検索の非表示 1835
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マップ内のデータポイントおよび位置間の距離の測定 1835

ステップ1:エリアまたは場所へのズームイン 1836

ステップ2:ラジアルツールの選択 1837

測定精度 1839

測定単位の変更 1839

関連項目 : 1840

マップの保存 1840

ビューで背景イメージを使用する 1840

背景イメージをワークブックに追加する 1841

背景イメージを使用してビューを構築する 1844

背景イメージの編集 1845

背景イメージを有効または無効にする 1845

背景イメージに条件の表示および非表示を追加する 1846

背景イメージを削除する 1849

関連項目 1850

TableauでGoogleマップおよびOpenStreetMapのイメージを背景イメージとして追

加する 1850

ステップ1:マップ座標を見つける 1850

オプション1:データポイントをGoogleマップにマッピングする 1850

オプション2:データポイントをOpenStreetMapのマップにマッピングする 1851

ステップ2:マップイメージを背景イメージとして追加する 1851

関連項目 : 1852

背景イメージの座標を見つける 1852

ステップ1:座標の表を作成する 1853

ステップ2:座標の表に接続する 1853

ステップ3:背景イメージをインポートする 1854

ステップ4:座標を見つける 1855
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その他のアイデア 1861

関連項目 1862

データの分析 1862

「データの説明を見る」を使用して、インサイトをより早く発見する 1862

「データの説明を見る」へのアクセス 1862

「データの説明を見る」を使用して分析を強化する 1863

「データの説明を見る」を使い始める 1863

ダッシュボード、シート、マークで「データの説明を見る」を実行する 1864

説明を見るために必要な「データの説明を見る」のパーミッション 1866

「データの説明を見る」を使用するためのヒント 1866

説明を掘り下げる 1867

分析したフィールドを表示する 1867

説明での用語と概念 1869

「データの説明を見る」の説明タイプ 1871

基になる値を探索する 1871

基になる特性 1872

極値 1872

違いを視覚化する 1877

Null値 1880

レコード数 1882

マークの平均値 1884

関連する単一の値 1887

影響を及ぼしている上位値 1892

関連するディメンション 1892

関連するメジャー 1896

その他の探索項目 1899

その他の興味深いディメンション 1899
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「データの説明を見る」を使用する場合の要件と考慮事項 1902

「データの説明を見る」の使用に最適なVizとは 1903

「データの説明を見る」に最適なデータ 1903

「データの説明を見る」が使用できない場合 1904

「データの説明を見る」へのアクセスの制御 1905

「データの説明を見る」にアクセスできるユーザー 1905

「データの説明を見る」を使用できるユーザーとユーザーが表示できる内容の制御 1906

編集モード 1906

表示モード 1907

「データの説明を見る」の説明のダイアログボックスを開く 1907

「データの説明を見る」の表示に説明タイプを含めるか除外する 1908

統計分析に使用するフィールドを含めるか除外する 1908

ユーザーがメールやSlackを介して説明を共有できるようにTableauを構成する 1910

「データの説明を見る」のしくみ 1911

「データの説明を見る」であるもの (および「データの説明を見る」ではないもの) 1911

説明の分析および評価方法 1912

予測範囲とは 1912

分析に使用されるモデル 1913

「データの説明を見る」の分析済みフィールド 1915

「データの説明を見る」によって分析されたフィールドを表示する 1916

「データの説明を見る」が統計分析に使用するフィールドを表示するには 1917

統計分析に使用されるフィールドを変更する 1919

「データの説明を見る」が統計分析に使用するフィールドを編集するには 1920

既定で除外されるフィールド 1922

サイトに対する「データの説明を見る」の無効化または有効化 1923

傾向の検出 1924

リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布、およびリファレンスボックス 1924
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リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布、およびリファレンスボックスの

種類 1924

リファレンスラインの追加 1928

リファレンスバンドの追加 1935

リファレンス分布の追加 1940

ブレットグラフの追加 1942

ボックスプロットの追加 1945

ボックスプロットの代替方法 :表示形式とリファレンスライン、リファレンスバンド、

およびリファレンスボックスの追加 1948

既存のリファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布の編集 1949

リファレンスライン、リファレンスバンド、またはリファレンス分布の削除 1949

ビジュアライゼーションへの傾向線の追加 1950

ビューへの傾向線の追加 1950

傾向線の追加および追加できない状況について 1950

傾向線の編集 1951

傾向線モデルで係数として使用するフィールドを選択する 1952

傾向線の削除 1955

傾向線および傾向線モデルに関する説明の表示 1955

傾向線モデルタイプ 1957

線形 1957

対数 1957

指数 1958

累乗 1958

多項 1958

傾向線モデルの項 1959

モデル式 1959

モデル化された観測の数 1959
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フィルターされた観測の数 1959

モデルの自由度 1959

残差の自由度 (DF) 1959

SSE (合計二乗誤差 ) 1959

MSE (平均二乗誤差 ) 1959

R-2乗 1960

標準誤差 1960

p値 (基準値 ) 1960

分散分析 1960

個々の傾向線 1961

項 1961

値 1961

StdErr 1961

t値 1961

p値 1961

傾向線の有意性の評価 1961

モデル全体の有意性 1962

カテゴリ係数の有意性 1963

傾向線の前提 1964

傾向線の計算に必要となる前提 1964

傾向線に関するよくある質問 1964

モデルで使用する信頼水準を変更するにはどうすればよいですか。 1964

モデルのp値は有意であるが、分散分析表の特定のフィールドのp値が有意

でない場合は何を意味しますか。 1965

分散分析表の特定のフィールドのp値が有意であるが、モデルのp値が有意

でない場合は何を意味しますか。 1965

ドロップライン 1965
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データ内のクラスターを見つける 1967

クラスターの作成 1968

クラスタリングの制約事項 1970

クラスターの編集 1971

クラスター結果からグループを作成する 1973

クラスターをグループとして保存することに関する制約 1974

保存済みクラスタの再適合 1974

クラスタリングのしくみ 1976

クラスターアルゴリズム 1976

最適なクラスター数を判断するのに使用する基準 1979

"非クラスター化"カテゴリーに割り当てられた値は何ですか。 1979

拡張 1979

クラスターで使用される統計モデルの情報 1980

クラスターの説明 – [サマリー]タブ 1980

クラスタリングの入力 1980

サマリー診断 1980

クラスター統計 1981

クラスターの説明 - [モデル]タブ 1981

F統計値 1981

p値 1982

モデルの平方和と自由度 1982

平方和誤差と自由度 1982

例 :世界経済インジケーターデータを使用してクラスターを作成する 1982

目的 1982

適した国 /地域を探す 1982

予測 1991

予測の制約事項 1991
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Tableauの予測のしくみ 1992

概要 1992

指数平滑法と傾向 1992

季節性 1993

モデルタイプ 1995

時間を使用した予測 1995

詳細レベルと切り捨て 1996

取得するデータの増加 1997

予測の作成 1998

予測間隔 1999

予測の向上 2000

ビューに日付がない場合の予測 2002

フィールドの予測結果 2002

新しいメジャーの予測 2003

予測結果タイプの変更 2004

予測オプションの設定 2004

予測期間 2005

ソースデータ 2005

予測モデル 2006

乗算モデルの制約 2006

予測間隔 2007

予測サマリー 2007

予測の説明 2008

[予測の説明 ] – [サマリー]タブ 2008

予測モデルの作成に使用されるオプション 2008

予測サマリー表 2009

[予測の説明 ] – [モデル]タブ 2009
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モデル 2009

品質メトリクス 2010

スムージング係数 2011

予測のトラブルシューティング 2012

NULL予測 2012

予測エラーの解決 2013

予測モデリング 2016

Tableauにおける予測モデリング関数の仕組み 2016

Tableauで使用できる予測モデリング関数 2017

MODEL_PERCENTILE 2017

MODEL_QUANTILE 2017

予測モデリング関数の能力 2017

予測モデリング関数の構文の詳細 2019

MODEL_QUANTILEとは? 2019

MODEL_PERCENTILEとは? 2020

何が計算されているか? 2020

どのモデルがサポートされるか? 2021

予測変数の選択 2021

推奨事項 2022

制限事項 2022

予測計算はいつ中断されるか? 2022

FAQ 2023

複数の予測変数グループのマークはどうなりますか? 2023

ATTR集約が *値を返す場合はどうなりますか? 2023

[次を使用して計算 ]の表計算メニューオプションについてはどうですか? 2023

エラーが発生する理由は? 2023

予測モデルの選択 2023
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サポートされているモデル 2023

線形回帰 2023

例 : 2024

正規化線形回帰 2024

例 : 2024

ガウスプロセス回帰 2024

例 : 2025

予測変数の選択 2025

予測変数としてのメジャー 2026

決定係数 (R二乗値 ) 2027

予測変数としてのディメンション 2030

予測変数間でR二乗値を比較する 2031

予測モデリング関数の作成 2032

予測モデリングにおける計算とデータ分割 2036

予測モデリング関数の推奨事項 2037

ディメンションの選択 2037

区分に関する注意事項 2038

どういうことでしょうか。 2041

例 -予測モデリング関数を使用した女性の平均寿命の調査 2044

MODEL_PERCENTILEの使用 2045

ステップ1:予測計算を作成する 2045

ステップ2:ビューに予測計算を追加する 2046

ステップ3:色で結果をグループ化する 2047

ステップ4:平均寿命と出生率を比較する 2049

MODEL_QUANTILEの使用 2052

ステップ1:予測計算を作成する 2052

ステップ2:ビューに予測計算を追加する 2053
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ステップ3: 2番目の予測変数を使用して予測を追加する 2054

ステップ4:実際の値と予測値を比較する 2054

時系列ビジュアライゼーションにおける予測モデリング関数 2056

ステップ1:ビジュアライゼーションを作成する 2056

ステップ2:予測計算を作成する 2057

ステップ3:ビューに予測計算を追加する 2058

ステップ4:日付範囲を拡張し、データの密度を高くする 2059

生成されたマークを使用した予測モデリング 2060

欠落した値に関する予測を計算する 2061

生成されたマークに関する予測の例 2064

図 1 2064

図 2 2065

図 3 2066

予測モデリングの正則化と増強 2066

正則化と増強で動作するモデル 2066

正則化とは 2067

増強とは 2067

計算でラムダと増強を設定する 2068

正則化と増強に関する考慮事項 2068

例 1 2069

例 2 2070

予測モデリング関数のエラーの解決 2071

一般的なエラー 2072

ガウスプロセス回帰のエラー 2072

[次を使用して計算 ]で使用するディメンションが無効 2072

ディメンション予測変数が、視覚化された詳細レベルと競合する 2073

複数の予測変数が互いに競合する 2073
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モデルを構築するための十分なデータがない 2074

提供されたデータで正常なモデルを構築できない 2074

ガウスプロセス回帰は1つの順序付きディメンション予測変数だけを必要とする 2075

ガウスプロセス回帰はディメンションを予測変数としてのみサポートする 2076

1つまたは複数の予測ターゲットのトレーニングデータがない 2077

5,000以上のマークがある 2077

Einstein Discovery予測をTableauに統合する 2077

Einstein Discoveryとは 2077

アクセス要件 2078

Salesforceの要件 2078

Tableauの要件 2079

Einstein Discovery予測の分析拡張機能のサポート 2080

Tableauの計算フィールドでのEinstein Discovery予測へのアクセス 2080

TableauのEinstein Discoveryダッシュボード拡張機能 2081

Einstein Discoveryダッシュボードの拡張機能を使用して、Tableauで予測を探索

する 2081

Einstein Discoveryのダッシュボード拡張機能を使用する 2083

Einstein Discovery予測の読み方 2084

Einstein Discoveryのダッシュボード拡張機能の追加と構成 2085

モデルとワークブックの準備 2086

拡張機能の構成 2090

フィールドマッピングのトラブルシューティング 2095

外部アクションの統合 2096

Salesforceフローについて 2096

外部アクションのしくみ 2096

外部アクションワークフローを使用する方法 2097

外部アクションワークフロー作成者向けのベストプラクティス 2098

civ Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



ワークフローの作成 2098

ワークフローの使用 2100

ワークフローのトラブルシューティング 2101

アクセスに関する問題 2101

認証に関する問題 2102

エラーメッセージ 2102

フローに関する問題 2103

ライセンスに関する問題 2103

外部アクションをオンまたはオフにする 2104

分析拡張機能を使用した式の受け渡し 2104

分析拡張機能の構成 2104

Web作成での分析拡張機能の使用 2106

Einstein Discovery 2106

TableauへのEinstein Discoveryモデルの統合 2107

計算への予測の埋め込み 2107

Tableauテーブル拡張機能への予測の埋め込み 2109

Model Managerによって生成されたスクリプトへのオプションパラメーターの追加 2109

RServe 2111

RServe接続の実装 2111

RServe分析拡張機能の中間証明書チェーン 2112

MATLAB 2112

TabPy 2112

式のためのSCRIPT関数 2112

外部分析モデルに対して直接クエリを実行する 2114

MODEL_EXTENSION関数の一部 2114

分析拡張機能接続が必要なワークブックの共有 2115

分析拡張機能接続が必要なワークブックのパブリッシュ 2115
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解析拡張接続のトラブルシューティング 2116

任意の解析拡張との通信時に発生する可能性のあるエラー 2116

Rserveサーバーで発生する可能性のあるエラー 2119

その他の問題 2122

SCRIPT関数は falseと評価する論理型ステートメントでも実行する 2122

テーブル拡張機能 2122

利点 2122

前提条件 2123

テーブル拡張機能の作成 2123

拡張機能のタイプの比較 2126

ダッシュボード拡張機能 2126

テーブル拡張機能 2126

分析拡張機能 2126

計算を使用したカスタムフィールドの作成 2126

Tableauでの計算の開始 2126

計算フィールドを使用する理由 2127

計算の種類 2127

計算フィールドの作成 2128

ビュー内での計算フィールドの使用 2129

ステップ1:ビューの作成 2129

ステップ2:ビューに計算フィールドを追加する 2129

計算フィールドの編集 2129

関連項目 2130

簡単な計算フィールドの作成 2131

ステップ1:計算フィールドの作成 2131

ステップ2:式の入力 2131

作業を確認します。アクション内に簡単な計算フィールドを作成する方法について2132
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確認してください。

関連項目 2132

Tableauでの計算を理解する 2132

計算を使用する理由 2132

計算を使用する状況 2133

Tableauでの計算の種類 2135

基本的な式 2135

行レベルの計算 2136

集計計算 2138

詳細レベル (LOD)の式 2140

表計算 2143

適切な計算の種類の選択 on page 1に進む適切な計算の種類の選択 on page 1 2146

関連項目 2146

適切な計算の種類の選択 2146

どの計算が目的の分析にとって正しいでしょうか？ 2146

基本的な式か表計算か？ 2147

例 : 2147

基本的な式か詳細レベル (LOD)式か？ 2149

例 2150

表計算か詳細レベル (LOD)式か？ 2152

表計算のみ 2153

例 2153

計算の作成方法を学習する際のヒントon page 1に続く 2155

このシリーズの関連項目 : 2155

計算の作成方法を学習する際のヒント 2155

このシリーズの関連項目 : 2156

計算に関するその他のコンテンツ 2156
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Tableauでの計算作成のベストプラクティス 2157

一般的なルール:別の計算で計算フィールドを複数回使用するのを避ける 2157

例 2157

ヒント1:複数の等価比較を1つのCASE計算式またはグループに変換する 2157

解決策 1 2158

解決策 2 2159

ヒント2:複数の文字列計算を単一のREGEXP式に変換する 2159

例 1: CONTAINS 2159

解決策 2159

例 2: STARTSWITH 2160

解決策 2160

例 3: ENDSWITH 2160

解決策 2160

ヒント3: LEFT、MID、RIGHT、FIND、LENではなくREGEXPを使用して文字列

を操作する 2161

例 1 2161

解決策 2161

例 2 2161

解決策 2162

ヒント4:計算にセットを使用しない 2162

例 2162

解決策 1 2162

解決策 2 2163

ヒント5:データのグループ化にセットを使用しない 2163

解決策 2163

関連項目 2164

Tableauでの計算の書式設定 2164
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計算の構成ブロック 2164

計算の例の説明 2164

計算の構文一覧 2165

計算の構文の詳細 2166

関数の構文 2166

計算エディターの参照ペインを使用する 2167

1つの計算で複数の関数を使用する 2167

フィールドの構文 2167

演算子の構文 2168

+ (加算 ) 2169

– (減算 ) 2169

* (乗算 ) 2169

/ (division) 2169

% (剰余 ) 2169

==、=、>、<、>=、<=、!=、<> (比較 ) 2170

^ (べき乗 ) 2170

AND 2170

OR 2170

NOT 2170

その他の演算子 2171

演算子の優先順位 2171

かっこ 2171

リテラル式の構文 2172

数値リテラル 2172

文字列リテラル 2172

日付リテラル 2172

ブール値リテラル 2173
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Nullリテラル 2173

計算にパラメーターを追加する 2173

計算にコメントを追加する 2173

計算のデータ型を理解する 2174

文字列 2174

日付 /日付時刻 2174

数値 2174

ブール値 2175

関連項目 2175

Tableauで使用する関数 2175

数値関数 2175

数値関数を使う理由 2175

Tableauで利用可能な数値関数 : 2176

ABS 2176

ACOS 2176

ASIN 2177

ATAN 2177

ATAN2 2177

CEILING 2178

COS 2178

COT 2178

DEGREES 2179

DIV 2179

EXP 2180

FLOOR 2180

HEXBINX 2180

HEXBINY 2181
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LN 2181

LOG 2181

MAX 2182

MIN 2183

PI 2184

POWER 2184

RADIANS 2184

ROUND 2185

SIGN 2185

SIN 2186

SQRT 2186

SQUARE 2186

TAN 2187

ZN 2187

数値計算の作成 2187

関連項目 2190

文字列関数 2190

文字列関数を使う理由 2190

Tableauで利用可能な文字列関数 2191

ASCII 2191

CHAR 2191

CONTAINS 2191

ENDSWITH 2192

FIND 2192

FINDNTH 2193

LEFT 2193

LEN 2193
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LOWER 2194

LTRIM 2194

MAX 2194

MID 2195

MIN 2196

PROPER 2197

REPLACE 2197

RIGHT 2197

RTRIM 2198

SPACE 2198

SPLIT 2198

STARTSWITH 2199

TRIM 2199

UPPER 2200

文字列計算の作成 2200

データソースによるSPLITの制限 2202

関連項目 2203

日付関数 2204

他の日付の概念を理解する 2204

Tableauで利用可能な日付関数 2204

DATE 2204

DATEADD 2205

DATEDIFF 2205

DATENAME 2206

DATEPARSE 2207

DATEPART 2207

DATETRUNC 2208
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DAY 2209

ISDATE 2209

ISOQUARTER 2210

ISOWEEK 2210

ISOWEEKDAY 2210

ISOYEAR 2211

MAKEDATE 2211

MAKEDATETIME 2212

MAKETIME 2212

MAX 2213

MIN 2214

MONTH 2214

NOW 2215

QUARTER 2215

TODAY 2216

WEEK 2216

YEAR 2216

date_part引数 2217

[start_of_week]パラメーター 2217

日付リテラル (#) 2218

日付計算の作成 2219

型変換 2221

型変換関数を使用する理由 2221

Tableauで使用可能な型変換関数 2222

DATE 2222

DATETIME 2222

FLOAT 2222
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INT 2223

MAKEDATE 2223

MAKEDATETIME 2224

MAKELINE 2224

MAKEPOINT 2225

MAKETIME 2225

STR 2226

ブール式のキャスト 2226

型変換計算の作成 2226

関連項目 2226

論理関数 2227

論理計算を使用する理由 2227

Tableauで利用可能な論理関数と演算子 2227

AND 2227

CASE 2228

ELSE 2229

ELSEIF 2230

END 2230

IF 2231

IFNULL 2232

IIF 2232

IN 2233

ISDATE 2234

ISNULL 2234

MAX 2235

MIN 2236

NOT 2237
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OR 2237

THEN 2238

WHEN 2239

ZN 2240

例 2241

論理計算の作成 2242

関連項目 2243

Tableau内の集計関数 2243

集計関数を使う理由 2243

Tableauで利用可能な集計関数 2244

ATTR 2244

AVG 2244

COLLECT 2245

CORR 2245

COUNT 2246

COUNTD 2246

COVAR 2246

COVARP 2247

MAX 2247

MEDIAN 2248

MIN 2249

PERCENTILE 2250

STDEV 2250

STDEVP 2250

SUM 2251

VAR 2251

VARP 2251
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集計計算の作成 2251

集計計算のルール 2252

関連項目 2253

パススルー関数 (RAWSQL) 2253

RAWSQL 関数 2254

RAWSQL_BOOL(“sql_expr”, [arg1], …[argN]) 2254

例 2254

RAWSQL_DATE(“sql_expr”, [arg1], …[argN]) 2254

例 2254

RAWSQL_DATETIME(“sql_expr”, [arg1], …[argN]) 2254

例 2255

RAWSQL_INT(“sql_expr”, [arg1], …[argN]) 2255

例 2255

RAWSQL_REAL(“sql_expr”, [arg1], …[argN]) 2255

例 2255

RAWSQL_SPATIAL 2255

例 2255

RAWSQL_STR(“sql_expr”, [arg1], …[argN]) 2255

例 2256

RAWSQLAGG_BOOL(“sql_expr”, [arg1], …[argN]) 2256

例 2256

RAWSQLAGG_DATE(“sql_expr”, [arg1], …[argN]) 2256

例 2256

RAWSQLAGG_DATETIME(“sql_expr”, [arg1], …[argN]) 2256

例 2256

RAWSQLAGG_INT(“sql_expr”, [arg1,] …[argN]) 2256

例 2257
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RAWSQLAGG_REAL(“sql_expr”, [arg1,] …[argN]) 2257

例 2257

RAWSQLAGG_STR(“sql_expr”, [arg1,] …[argN]) 2257

例 2257

ユーザー関数 2257

ユーザー関数を使う理由 2257

Tableau Cloudの埋め込みのワークフローのみ 2258

Tableauで利用可能なユーザー関数 2259

FULLNAME( ) 2259

ISFULLNAME 2259

ISMEMBEROF 2260

ISUSERNAME 2261

USERDOMAIN( ) 2261

USERNAME( ) 2261

USERATTRIBUTE 2262

USERATTRIBUTEINCLUDES 2263

ユーザー計算の作成 2264

はじめる前に 2265

ステップ1:ユーザーとグループの作成 2265

ステップ2:ビジュアライゼーションの作成 2266

ステップ3:ユーザー計算の作成 2271

ステップ4: [フィルター]シェルフへのユーザー計算の追加 2272

ステップ5: 計算のテスト 2272

関連項目 2273

表計算関数 2273

表計算関数を使用する理由 2273

Tableauで使用可能な表計算関数 2273

Tableau Software cxvii

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



FIRST( ) 2273

例 2274

INDEX( ) 2274

例 2274

LAST( ) 2274

例 2275

LOOKUP(expression, [offset]) 2275

例 2276

MODEL_EXTENSION_BOOL (model_name, arguments, expression) 2276
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Tableauでの割合の計算 2573

割合について 2573

1.すべての割合計算の比較先であるデータ 2573

2.集計 2573

例 2574

割合の計算方法 2575

割合のオプション 2575

表の割合 2576

列の割合 2576

行の割合 2577

ペインの割合 2578

ペイン内の行の割合 2578

ペイン内の列の割合 2579

セルの割合 2580

関連項目 2580

ビューでのデータの探索と調査 2581

マークの選択によるビュー内のデータポイントのハイライト 2581

ツールヒントを使用した選択したマークの分析 2582

ツールヒントでのカテゴリ別のデータのハイライト 2583

マップ内のデータの探索 2584

アナリティクスオブジェクトのビューへの追加 (傾向線、予測値、リファレンスラインおよび

リファレンスバンド) 2584

マークデータと再計算されたラインの比較 2585

再計算されたラインおよびハイライトアクション 2587

[データの詳細 ]を使用したビジュアライゼーション情報の表示 2588

高い可視性のデータ品質警告 2590

フィールドにはアップストリームの説明を表示できます。 2591
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ビューのズームとパン、マークの選択 2592

ビューツールバーの表示 /非表示 2593

ズームとパン 2594

ズームインとズームアウト 2594

特定のエリアにズーム 2594

ビューのリセット 2594

ビューのパン 2595

マークの選択 2595

個々のマークまたは複数のマークの選択 2596

矩形の選択 2596

ラジアルの選択 2597

投げ縄の選択 2597

元に戻す/やり直す 2598

キーボードショートカット 2598

[元に戻す]ボタンと[やり直す]ボタン 2598

ボタンのツールバーが表示されない 2600

サマリーカード 2600

参照元データの表示 2602

[データの表示 ]ウィンドウを開くことができる場所 2602

ワークシートで [データの表示 ]を開く 2607

1つまたは複数のマークの [データの表示 ]をVizで開く 2608

ビュー全体の [データの表示 ]を開く 2609

Tableau CloudとTableau Server 2609

Tableau Desktop 2609

[データ]ペインの [データの表示 ]を開く 2609

[データソース]ページで [データの表示 ]を開く 2610

[データの表示 ]ウィンドウをカスタマイズする 2610
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[データの表示 ]ウィンドウからデータをダウンロードする 2617

[データの表示 ]ウィンドウからデータをコピーする 2618

[データの表示 ]アイコンが表示されないのはなぜですか? 2618

ワークブック内のフィールドとシートの詳細の取得 2619

シートの詳細を表示する 2619

フィールドの詳細を表示する 2620

ダッシュボード 2623

効果的なダッシュボードのベストプラクティス 2623

目標は何ですか。 2623

目的とオーディエンスを把握する 2623

最も閲覧されている箇所を活用する 2623

現実世界用の設計 2624

最終ディスプレイサイズでの作成者 2624

ビューの数を制限する 2625

インタラクティビティ追加による探索強化 2626

フィルターを表示 2626

ハイライトを有効にする 2627

ダッシュボードの作成 2629

ダッシュボードを作成し、シートの追加や置換を行う 2629

双方向性の追加 2630

ダッシュボードオブジェクトの追加とオプション設定 2631

オブジェクトの追加 2632

オブジェクトをコピーする 2632

オブジェクトのオプションの設定 2634

画像オブジェクトの詳細オプション 2635

ナビゲーションオブジェクトおよびダウンロードオブジェクトの詳細オプション 2636

ボタンのクリックによるオブジェクトの表示と非表示 2637
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非表示オブジェクトがレイアウトに与える影響 2638

表示 /非表示ボタンの追加と構成 2638

Webページオブジェクトのセキュリティ 2639

可能な場合はHTTPSプロトコルを使用します。 2639

Webページオブジェクトのセキュリティオプション(Tableau Desktopのみ) 2640

データガイドでダッシュボードを探検する 2640

データガイドを作成者としてカスタマイズする 2641

データガイドをダッシュボードのユーザーとして探索する 2641

データガイドをさまざまなレベルで探索する 2642

ダッシュボードレベルの詳細を理解する 2642

Vizレベルの詳細を理解する 2643

マークレベルの詳細を理解する 2645

データガイドの表示制御 2647

アクセラレーターを使用してデータを迅速に可視化する 2647

アクセラレーターの入手先 2648

Tableau ExchangeのWebサイトの場合 2648

Tableau Desktopの場合 2648

Tableau Cloudの場合 2648

Tableau Exchangeからアクセラレーターを使用する 2649

Tableau Desktopでアクセラレーターにデータを追加する 2650

データマッパーを使用する 2650

データを手動で追加する 2652

方法 1:データソースを置き換える 2653

壊れた参照の修正 2655

方法 2:データソースを編集する 2656

Tableau Cloudでアクセラレーターを直接使用する 2658

アクセラレーターを同僚と共有するようにパーミッションを変更する 2659
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サンプルデータをユーザーのデータに置換する 2659

フィールド名の置換による灰色ビューの修正 2659

既定のデータ範囲の変更による空のダッシュボードの修正 2661

Tableau Exchange用アクセラレーターの作成 2662

アクセラレーターの作成 2662

データモデル 2663

データの匿名化 2663

データのパッケージ化 2663

計算 2663

日付範囲 2663

予測 2664

セキュリティ 2664

デザイン 2664

アクセラレーターの提出 2664

提出資料 2665

動的な軸の範囲の使用 2665

サポートされているフィールドタイプ 2666

動的な軸の範囲の設定 2666

制限とエッジケースについて 2667

動的な軸タイトルの使用 2667

サポートされているフィールドタイプ 2667

動的な軸タイトルの設定 2668

制限とエッジケースについて 2668

Dynamic Zone Visibilityの使用 2668

サポートされているフィールドタイプ 2669

動的なダッシュボードゾーンを構成する 2669

ダッシュボードのサイズとレイアウト 2672
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全体的なダッシュボードサイズのコントロール 2672

ダッシュボードサイズオプション 2672

全体的なダッシュボードのサイズの設定 2673

レイアウトコンテナーを使用してアイテムをグループ化する 2674

レイアウトコンテナーのタイプ 2674

レイアウトコンテナーの追加 2675

レイアウトコンテナーのアイテムの均等な分散 2677

レイアウトコンテナーのシートを自動的にサイズ調整 2678

レイアウトコンテナーを削除して含まれるアイテムを個別に編集 2680

ダッシュボードアイテムのタイルまたはフロート 2680

タイルレイアウトとフローティングレイアウト 2680

新規アイテムをフロートまたはタイル 2681

既存のアイテムをタイルからフローティングに切り替え 2682

個々のダッシュボードアイテムのサイズ、位置、並べ替え、および名前の変更 2682

アイテムのサイズと位置の設定 2682

アイテムをグリッドに合わせる 2683

オブジェクトを並べ替える 2684

Tableau CloudまたはTableau Serverでオブジェクトを並べ替える 2684

Tableau Desktopで浮動オブジェクトを並べ替える 2684

アイテム名の変更 2685

パディング、境界線および背景色をアイテム周辺に追加する 2686

要素の透明性との視覚的統合 2688

ワークシートの背景を透明にする 2689

透明なマップにするための追加手順 2689

シートの一部を透明にする 2690

フロートは凡例、フィルター、ハイライター、およびパラメーターを透明にします 2690

ダッシュボードの微調整 2691
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すべてが正しく配置されているか。 2692

配置の確認 2692

ラベルの向きと読みやすさの確認 2692

サイズ変更とレイアウトのレビュー 2693

作業をテストし、サイズを調節する 2693

画像表示のカスタマイズ (Tableau Desktopのみ) 2694

レイアウトコンテナーの使用 2695

浮動レイアウトを使用してスペースをかせぐ 2699

重要事項のハイライト 2701

ユーザーが必要とする情報のみを表示する 2701

クラッターの排除 2703

ダッシュボード用のシート選択メニューを作成する 2704

ダッシュボードの再ブランド化 2711

タイトルのフォントおよびフォント色を変更する 2711

マークのカラーを変更する 2712

ツールヒントのカスタマイズ 2714

イメージまたはロゴの追加 2716

異なるデバイスタイプのダッシュボードレイアウトの作成 2718

既存ダッシュボードとデバイスレイアウトの関係性 2719

スマートフォンレイアウトと既定のダッシュボード 2719

デスクトップレイアウトおよびタブレットレイアウトと既定のダッシュボード 2720

電話のレイアウトを自動で追加する 2720

デバイスレイアウトのプレビューと追加 2721

デバイスレイアウトのカスタマイズ 2723

携帯電話用に最適化 2727

手動でのスマートフォンレイアウトの最適化 2727

インスタントメッセージと電話呼び出しを起動するリンクの追加 2727
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携帯電話固有のバージョンのビューの作成 2727

タイトルの短縮化 2729

空白の最適化 2729

ダッシュボードのパブリッシュ 2729

ダッシュボードのテスト 2730

デバイスが表示するレイアウトの確認 2730

アクセシビリティに対応したダッシュボードの構築 2732

ダッシュボードのキーボードナビゲーションとフォーカス順序 2733

アクセシビリティに対応したダッシュボードの作成 2733

演習 :既存のダッシュボードでアクセシビリティ性を高める 2734

ダッシュボードおよびワークブックレベルでアクセシビリティのために書式設定する 2736

マークを集計して減らす 2738

冗長情報を排除する 2740

色と形状でマークを区別する 2740

フィルターを使ってビュー内のマークの数を減らす 2744

キャプションと凡例を追加する 2747

ダッシュボードのパブリッシュと埋め込み 2749

ダッシュボードとストーリーでのシートの管理 2750

シートの表示および非表示 2750

非表示にできるシート 2750

すべてのシートの表示または非表示 2750

個別シートの非表示 2751

個別シートの再表示 2752

シート、ダッシュボード、ストーリー間の移動 2753

ダッシュボードまたはストーリーからそれを含むシートに移動する 2753

シートから関連するダッシュボードとストーリーに移動する 2754

ダッシュボードの拡張機能の使用 2755
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拡張機能をダッシュボードに追加する 2755

ダッシュボードの拡張機能の構成 2756

ダッシュボードの拡張機能の再読み込み 2756

データセキュリティ、ネットワーク対応、およびサンドボックス拡張機能 2757

ネットワーク対応拡張機能へのデータアクセスの許可または拒否 2757

Tableau DesktopでJavaScriptが有効になっていることを確認する 2758

拡張機能がTableau CloudまたはTableau Serverで実行していることを確認する 2758

サンドボックス拡張機能でサポートされるWebブラウザー 2758

サンドボックス拡張機能でサポートされているバージョンのTableau Server 2758

ダッシュボードの拡張機能についてのサポートを得る 2758

ストーリー 2761

ストーリーワークスペース 2761

優れたストーリーのためのベストプラクティス 2763

ストーリーの目的 2763

データストーリーの7つのタイプ 2763

シンプルにする 2765

ダッシュボードの "Fit to (調整 )"を使用する 2766

読み込み時間の短縮を計画する 2767

ストーリーの作成 2768

ストーリーポイントの作成 2768

レイアウトオプションの探索 2771

ストーリーの書式設定 2772

キャプションのサイズ変更 (Tableau Desktopのみ) 2772

ダッシュボードをストーリーに合わせる 2772

ストーリーのシェーディング、タイトル、テキストオブジェクトなどをフォーマットします

(Tableau Desktopのみ)。 2773

すべての書式設定のクリア(Tableau Desktopのみ) 2774
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ストーリーポイントの削除 2775

ストーリーの提示 2775

例 -傾向を検証するストーリー 2776

ストーリーの枠組みを決める 2776

ストーリーを作成する 2776

ストーリーのワークシートを作成する 2776

質問を提示する 2777

全体から始める 2778

ドリルダウン 2781

外れ値をハイライトする 2783

傾向を示す 2785

分析を提供する 2787

質問に回答する 2788

Tableauデータストーリーを作成する(英語のみ) 2790

データストーリーがデータを扱う方法を理解する 2790

データストーリーの書き方について学ぶ 2790

サイトのデータスストーリーを管理する 2791

ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加する 2791

自分のTableauデータストーリーに合った適切なストーリータイプを選択する 2796

連続 2796

不連続 2797

全体のパーセント 2798

散布図 2798

Tableauデータストーリーの構成設定 2799

Tableauデータストーリーの設定 :分析 2799

ストーリー用に分析を設定する 2800

様々なタイプの分析を理解する 2800
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相関性 2800

クラスタリング 2800

分布 2800

セグメント 2800

傾向線 2801

変動性 2801

ストーリー生成のために分析を使用する方法 2801

非連続的なストーリーのための分析を理解する 2801

非連続的なストーリーのための分析を理解する 2803

散布図ストーリー用に分析を理解する 2804

ストーリー全体の割合のための分析を理解する 2806

Tableauデータストーリー設定の構成 :特性 2806

ディメンションを使用して特性を測定する 2807

メジャーの特性の詳細 2807

書式設定 2807

コンテンツ 2807

並べ替え 2808

Tableauデータストーリー設定の構成 :表示 2808

ストーリーの表示を構成する 2808

ストーリー表示設定を使用するタイミングを理解する 2809

Tableauデータストーリー設定の構成 :ドライバー 2809

ディメンションドライバーを設定する 2809

ディメンションドライバーのタイプを理解する 2810

セカンダリコントリビューターを使用する 2810

メトリクスドライバーを設定する 2810

Tableauデータストーリー設定の構成 :ナラティブ 2811

詳細度を設定する 2812
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ドリルダウンを設定する 2812

ディメンションの用語を追加する 2812

メジャーラベルを管理する 2813

Tableauデータストーリー設定の構成 :関係 2813

連続ストーリーまたは不連続ストーリーの [Actual vs. Benchmark (実際のデータとベ

ンチマーク)]関係を作成する 2813

[Current/Most Recent vs. Previous Period (現在 /最新と前の期間 )]関係を作成す

る 2814

Tableauデータストーリーのカスタマイズ 2814

独自のインサイトを追加する 2815

ヘッダーとフッターを追加する 2815

関数を追加する 2815

条件を追加する 2816

カスタムコンテンツを複製する 2817

ドリルダウンセクションにカスタムコンテンツを追加する 2818

Tableauデータストーリーのカスタマイズ:コンテキスト変数 2819

コンテキスト変数の設定 2819

コンテキスト変数を使用するタイミング:複数のメジャーの参照 2820

コンテキスト変数を使用するタイミング:期間ごとの分析 2822

Tableauデータストーリーのカスタマイズ:関数 2825

Average 2825

Count 2826

Difference 2826

DifferenceFromMean 2826

Direction 2826

Ending Label 2826

EndingValue 2826

clvi Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



Label 2826

LargestNegativeChangeDifference 2827

LargestNegativeChangeEndingLabel 2827

LargestNegativeChangeEndingValue 2827

LargestNegativeChangePercentDifference 2827

LargestNegativeChangeStartingLabel 2827

LargestNegativeChangeStartingValue 2827

LargestNegativePercentChangeDifference 2828

LargestNegativePercentChangeEndingLabel 2828

LargestNegativePercentChangeEndingValue 2828

LargestNegativePercentChangePercentDifference 2828

LargestNegativePercentChangeStartingLabel 2828

LargestNegativePercentChangeStartingValue 2828

LargestPositiveChangeDifference 2829

LargestPositiveChangeEndingLabel 2829

LargestPositiveChangeEndingValue 2829

LargestPositiveChangePercentDifference 2829

LargestPositiveChangeStartingLabel 2829

LargestPositiveChangeStartingValue 2829

LargestPositivePercentChangeDifference 2830

LargestPositivePercentChangeEndingLabel 2830

LargestPositivePercentChangeEndingValue 2830

LargestPositivePercentChangePercentDifference 2830

LargestPositivePercentChangeStartingLabel 2830

LargestPositivePercentChangeStartingValue 2830

LongestStreakDifference 2830

LongestStreakDirection 2831
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LongestStreakEndingLabel 2831

LongestStreakEndingValue 2831

LongestStreakLength 2831

LongestStreakPercentDifference 2831

LongestStreakStartingLabel 2831

LongestStreakStartingValue 2831

MaxLabel 2832

MaxValue 2832

Median 2832

MinLabel 2832

MinValue 2832

PercentDifference 2832

PercentOfWhole 2833

PeriodLabel 2833

PeriodLabelNewest 2833

PeriodValue 2833

PeriodValueNewest 2833

Range 2833

SortAscendingLabel 2833

SortAscendingValue 2834

SortDescendingLabel 2834

SortDescendingValue 2834

StartingLabel 2834

StartingValue 2834

StartToFinishDifference 2834

StartToFinishPercentDifference 2834

StdDev 2835
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Sum 2835

Total 2835

Value 2835

Z-Score 2835

Tableauデータストーリーのカスタマイズ:コンテンツの非表示と並べ替え 2835

コンテンツとセクションを非表示にする 2836

セクション内のコンテンツを並べ替える 2836

Tableauデータストーリーにデータを追加する 2837

非表示のシートを使用する 2837

ディメンションを連結する 2839

複数のデータストーリーを積み重ねる 2840

ダッシュボードにTableauポップアップデータストーリーを追加する 2840

Tableauデータストーリーでカスタムメジャー関係を作成する 2842

Tableauデータストーリーのパラメーターを更新する 2844

Tableauデータストーリーで表計算を使用する 2845

作業の書式設定 2849

視覚的なベストプラクティス 2849

最大から最小までの書式設定 2849

目的による色の変更 2850

不連続フィールドとカテゴリーパレット 2850

個々のフィールドでの色の変更 2851

連続フィールドと定量的パレット 2851

色を制限する 2852

オンラインの読みやすさを最適化するフォントを使用する 2853

ツールヒントでストーリーを強化する 2854

軸を考慮する 2856

ワークブックレベルで書式設定 2856
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ワークブックの線の変更 2857

ワークブックのフォントの変更 2858

ワークブックのテーマのアップグレードまたは変更 (Tableau Desktopのみ) 2859

ワークブックを既定の設定にリセットする 2860

アニメーションの書式設定 2861

同時および連続したアニメーションを理解する 2862

同時アニメーション 2862

連続したアニメーション 2862

ワークブックのビジュアライゼーションをアニメーション化する 2863

ワークブックのアニメーション設定をリセットする 2866

すべてのアニメーションを完全に無効にする 2866

軸のアニメーションの小数点を書式設定する 2866

アニメーションが再生されない理由 2867

サーバーレンダリング 2867

サポートされていないブラウザーと機能 2867

ワークシートレベルで書式設定 2867

Tableau Desktopからワークシートの書式設定にアクセスする 2868

フォントの書式設定 2868

テキストの配置の書式設定 2869

網掛けの書式設定 2871

枠線の書式設定 2872

線の書式設定 2872

ハイライターの書式設定 2873

クイックフィルターカードの書式設定 2873

パラメーターコントロールカードの書式設定 2874

ワークシートの書式設定をコピー&ペーストする(Tableau Desktopのみ) 2874

Tableau Cloudでワークシートの書式設定にアクセスする 2875
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フォントの書式設定 2875

ラベルの回転 2875

網掛けの書式設定 2878

線の書式設定 2879

インタラクティブコントロールの書式設定 2880

凡例の書式設定 2881

フィルターの書式設定 2881

ハイライターの書式設定 2882

パラメーターの書式設定 2882

枠線と境界線の書式設定 2883

行と列の境界線レベルの設定 2884

軸の編集 2884

軸範囲の編集 2885

軸を編集できない理由 2886

軸およびヘッダーの非表示と再表示 2888

軸範囲の変更 2890

軸スケールの反転または対数への変更 2892

対称ログ軸変換について 2893

軸の外観を変更する 2894

目盛の書式設定 2896

例 :異なる軸範囲を使用 (均一、独立、固定 ) 2897

同じ軸範囲を使用したビューの作成 2898

独立した軸範囲を使用したビューの作成 2900

固定の軸範囲を使用したビューの作成 2902

テキストと数値の書式設定 2907

テキストをフォーマット 2907

フォントの書式設定 2907
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テキストの配置の書式設定 2913

ツールヒントの書式設定 2914

ワークシートタイトル、キャプション、および凡例タイトルの編集 2915

カスタムフォントの使用 2916

カスタムフォントのパブリッシュ 2917

カスタムフォントの作業フローのパブリッシュ 2917

IF 2918

THEN 2918

パブリッシュされたワークブックのカスタムフォントに関するトラブルシューティング 2918

問題 2919

実行可能なソリューション 2919

タイトル、キャプション、ツールヒントおよび凡例の書式設定 2919

タイトルとその他のテキスト要素の表示 2919

タイトルとキャプションの編集 2921

タイトルとキャプションの書式設定 2922

ダッシュボードタイトルの編集 2923

ツールヒントの書式設定 2923

動的テキスト値 2924

コマンドボタン 2924

カテゴリ別の選択 2924

フィールドおよびフィールドラベルの書式設定 2925

フィールドの書式設定 2925

フィールドラベルの書式設定 2926

数字とNULL値の書式設定 2927

Tableau Desktopの場合 2928

数値形式を指定する 2928

カスタム数値形式を定義する 2933
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カスタム数値形式の例 2933

カスタム数値形式に特殊文字を含める 2936

フィールドに既定の数値形式を設定する 2936

メジャーを通貨に書式設定する 2936

ロケールを使用して数値形式を指定する 2938

NULL値の書式設定 2940

Tableau ServerまたはTableau Cloudの場合 2942

数値形式を指定する 2942

表とセルのサイズ変更 2946

コマンドを使用して行と列をサイズ変更する 2946

行と列の手動のサイズ変更 2947

表全体のサイズ変更 2948

セルのサイズ変更 2948

表構造の定義 2949

アスペクト比の設定 2950

既定の数値形式の設定 2950

行属性の設定 2950

列属性の設定 2951

カスタムカラーパレットの作成 2952

設定ファイルについて 2952

設定ファイルの編集 2952

カスタムカラーパレットの作成 2953

製造中止 (クラシック)カラーパレットの使用 2960

廃止されたカラーパレットのHEX値 2961

廃止された(Classic)パレットの復元 2970

ワークブックのパフォーマンスの最適化 2972

一般的なヒント 2972
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ワークブックオプティマイザー 2973

ワークブックオプティマイザーの実行 2974

オプティマイザーのカテゴリ 2974

ガイドラインを無視する 2975

ガイドラインの自動修正 2975

ガイドライン 2976

計算の長さ 2976

ワークブックオプティマイザーから 2976

追加情報 2976

計算に複数のデータソースを使用 2976

ワークブックオプティマイザーから 2976

追加情報 2977

ダッシュボードのサイズが固定されていません 2977

ワークブックオプティマイザーから 2977

追加情報 2977

フィルターは条件付きロジックを使用します 2977

ワークブックオプティマイザーから 2977

追加情報 2978

フィルターは "関連する値のみ"を使用します 2978

ワークブックオプティマイザーから 2978

追加情報 2978

ライブデータ接続 2978

ワークブックオプティマイザーから 2978

追加情報 2979

データソース内の複数の接続 2979

ワークブックオプティマイザーから 2979

追加情報 2979
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ネストされた計算 2979

ワークブックオプティマイザーから 2979

追加情報 2979

マテリアライズされていない計算 2980

ワークブックオプティマイザーから 2980

追加情報 2980

データソースの数 2981

ワークブックオプティマイザーから 2981

追加情報 2981

フィルターの数 2981

ワークブックオプティマイザーから 2981

追加情報 2982

レイアウトコンテナの数 2982

ワークブックオプティマイザーから 2982

追加情報 2982

LOD計算の数 2982

ワークブックオプティマイザーから 2982

追加情報 2983

ダッシュボード内のビューの数 2983

ワークブックオプティマイザーから 2983

追加情報 2983

ワークブックシートの数 2984

ワークブックオプティマイザーから 2984

追加情報 2984

使用していないデータソース 2985

ワークブックオプティマイザーから 2985

追加情報 2985
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使用していないフィールド 2985

ワークブックオプティマイザーから 2985

追加情報 2985

データブレンドを使用する 2986

ワークブックオプティマイザーから 2986

追加情報 2986

日付計算を使用する 2986

ワークブックオプティマイザーから 2986

追加情報 2986

グループ化を使用する 2987

ワークブックオプティマイザーから 2987

追加情報 2987

ワークブックの合理化 2988

可能な限り削除する 2988

ワークブック 2988

ワークシート 2988

ダッシュボード 2988

データソース 2988

ワーブックの分割 2989

一般的な推奨事項 2989

データベースレベルでデータを把握する 2990

参照整合性のサポートを有効化 2990

データベースパーミッションが一時表の作成をサポートしていることを確認する 2990

表のインデックスの作成 2990

データのバックアップ 2991

データベースサーバーの使用 2991

データのテストと抽出の使用 2991
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データをできるだけ詳しくテストする 2991

ネイティブデータベースドライバーとの接続 2991

ライブデータの代わりに抽出を操作する 2992

データ量の削減 2992

使用していないフィールドを非表示にする 2992

抽出の最適化 2992

ファイルベースのデータに抽出を使用する 2992

カスタムSQLの使用を避ける 2993

ビューを構築する際のパフォーマンスの設計 2993

[説明 ]フィールドを使用してデータを把握する 2993

ワークブックを妥当なサイズに保持する 2993

自動更新をオフにする 2994

警告を探す 2994

効果的な計算の作成 2994

条件付き計算式のパラメーターの使用 2995

日付フィールドの変換 2995

CASE論理ステートメントの使用 2996

メジャーの集計 2996

計算のヒント 2996

視覚化の高速化 2997

範囲を減らす 2997

ビュー内に表示するフィルターの数を制限する 2997

ビュー上のマークの数を減らす 2998

フィルターを使用せずにズームする 2999

ワークブックパフォーマンスの記録と分析 2999

Tableau Desktopでパフォーマンスの記録を作成する 2999

パフォーマンス記録ワークブックの解釈 3000
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Performance Summary (パフォーマンスサマリー) 3000

タイムライン 3000

イベント 3001

クエリ 3002

Detailed Timeline (詳細なタイムライン) 3003

Detailed Views (詳細ビュー) 3003

Depth (深度 ) 3003

CPUおよびElapsed Time (経過時間 ) 3004

Tableau Serverへのアップロード時間の減少 3004

パッケージドワークブックのパブリッシュの回避 3004

抽出を小さくする 3005

関連項目 3005

パフォーマンスを向上させるため自動更新をオフにする 3005

ワークシートの自動更新 3005

自動更新がオフの場合の無効な状態の識別 3005

フィルターの自動更新 3006

自動更新がダッシュボードおよびストーリーに及ぼす影響 3007

作業内容の保存 3008

Tableau Desktopの場合 3008

ワークブックを自動的に保存する 3008

ワークブックの保存 3009

パッケージドワークブックの保存 3010

ブックマークの保存 3010

Web作成の場合 3011

ワークブックの保存 3011

既存のワークブックのコピーの保存 3011

カスタムビューとしての変更の保存 3012
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関連項目 3012

パッケージドワークブック 3012

ファイルベースのデータソースを使用した .twbxの作成 3013

ファイルベース以外のデータソースを使用した .twbxの作成 3014

Tableau Serverデータソースを使用した .twbxの作成 3016

.twbxのアンパッケージ 3020

ワークブックをTableau Publicに保存する 3020

ワークブックの保存 3020

ワークブックを最後に保存されたバージョンに戻す 3022

ワークブックの自動保存 3022

自動保存のしくみ 3022

ワークブックのファイルサイズ 3023

複数のユーザーが同じワークブックを編集した場合はどうなりますか? 3023

パーミッションの要件 3023

Tableau Desktopから別のアプリケーションへのビューのエクスポート 3024

ビューを画像としてコピー 3024

イメージファイルとしてのビューのエクスポート 3024

PowerPointプレゼンテーションとしてエクスポート 3025

PDFへのエクスポート 3025

Tableauデスクトップからデータをエクスポートする 3025

データソースでデータをエクスポートする 3026

.csvファイルへのデータのエクスポート 3026

データの抽出 3027

データソースのエクスポート 3027

ビュー内のデータのエクスポート 3027

ビューのデータをMicrosoft Accessまたは .csvにエクスポートする 3028

ビューのデータをクロス集計でExcelにエクスポートする 3028
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ビューのデータをクリップボードにコピーする 3029

ビューのクロス集計のデータをクリップボードにコピーする 3030

ワークブック間での情報のコピー 3031

選択されたシートでコピーまたは保存されるもの 3032

Tableauが複製項目を扱う方法 3032

ワークブック間でのシートのコピーおよび貼り付け 3032

ワークブック間でのシートのエクスポートおよびインポート 3033

Tableauワークブック全体のインポート 3035

Tableau Desktopでのビューの出力 3035

ページの設定 3036

全般的な設定 (ダッシュボードではなく個々のシートで使用可能 ) 3036

レイアウト設定 3036

印刷スケール設定 3036

ビューの印刷 3037

選択項目を表示 3037

印刷範囲の変更 3038

PDFに出力 3038

Windowsコンピューターを使用してPDFに出力する 3038

Macコンピューターを使用してPDFに出力する 3040

データソースとワークブックのパブリッシュ 3041

他のリソースでは 3041

パブリッシュを行う理由 3041

パブリッシュできる内容 3042

パブリッシュできるユーザー 3042

ワークブックのパブリッシュの準備 3043

一般的なパブリッシュされているワークブックの構成 3043

データへのアクセス方法を決定して最新に保つ 3044
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データ認可のためのシンプルパス 3044

データ認可が必要なシナリオでは、いくつかの追加操作が必要 3045

ワークブックのパフォーマンスと使いやすさの評価 3046

ワークブックをパブリッシュするためのシンプルな手順 3046

ワークブックのパブリッシュ 3047

他のユーザーにサーバーでワークブックが利用可能なことを伝える方法 3048

ワークブックをパブリッシュするための包括的な手順 3048

変数パブリッシュオプション 3049

シートの表示または非表示 3049

シートをタブとして表示 3050

選択内容を表示 3050

外部ファイルを含める 3051

デバイスレイアウトのプレビュー 3051

ユーザーフィルターでワークブックのサムネイルを生成する方法を選択する 3052

ビューをSalesforceにパブリッシュする 3053

前提条件 3053

ビューをSalesforceにパブリッシュする 3053

Salesforceにパブリッシュしたビューを表示できるユーザー 3054

データクラウド用のセグメントの作成 3054

旧バージョンでワークブックの互換性があるようにする 3054

Tableau Desktopで以前のバージョンにエクスポートする 3055

Tableau Serverへのパブリッシュ時にワークブックをダウングレードする 3055

Tableau CloudやTableau Serverで古いバージョンをダウンロードする 3057

互換性に関する追加リソース 3057

パブリッシュされたデータソースのベストプラクティス 3057

パブリッシュされたデータソースの構成 3058

パブリッシュするデータソースの準備 3058
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抽出を使用するタイミング 3059

直接アクセスできないデータをTableau Cloudにパブリッシュする 3060

パフォーマンスの向上 3060

データソースが本質的にサポートしていない機能を有効化する 3060

データを個別にパブリッシュするか、ワークブックに埋め込む 3060

抽出を最新に保つ 3062

その他のリソース 3062

データソースのパブリッシュ 3063

一般的なパブリッシュの手順 3063

オンプレミスデータのパブリッシュ(Tableau Cloudのみ) 3066

Webデータコネクタを使用したパブリッシュ 3067

ワークブックの非表示フィールド 3067

関連項目 3068

パブリッシュされたデータソースを編集する 3068

変更を編集してテストする 3068

ロールバック変更 3069

サポートされている接続を理解する 3069

パーミッションについて学ぶ 3070

フローによってパブリッシュされたデータソースを編集する 3070

データソースやワークブックをパブリッシュする際にパーミッションを設定する 3070

パブリッシュと同時のパーミッションの設定について 3071

コンテンツにパーミッションを設定するかどうかを決定するためのヒント 3071

パブリッシュ時のパーミッションの設定方法について 3072

パーミッションテンプレートの割り当て 3073

パブリッシュされたデータにアクセスするための認証資格情報を設定する 3073

認証タイプの設定 3074

Dropbox、OneDrive接続 3075
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Tableauデータソースへのワークブックの接続 3075

仮想接続 3075

関連項目 3076

Tableau Cloudにパブリッシュされたクラウドデータへのアクセスの承認 3076

お使いのデータプロバイダー用の認可手順を見つける 3078

Tableau CloudへのTableau Bridge接続 3078

関連項目 3079

Bridgeを使用してデータを最新に保つ 3079

Bridgeとは 3079

動作方法 3079

使用できるユーザー 3080

ワークブックをパブリッシュする際に抽出の更新をスケジュールする 3081

コンテンツをパブリッシュしながらスケジュールを設定する 3081

Webデータコネクタ抽出の更新 3082

データ行レベルでのアクセスの制限 3082

ユーザーベースのフィルターリングのしくみ 3083

データソースへのユーザーフィルターの追加 3084

抽出と、ユーザーフィルターを使用したライブ接続 3084

関連項目 3086

ユーザーフィルターを作成し、パブリッシュ用にセキュリティで保護する 3086

前提条件 3086

手動でユーザーフィルターを作成し、ユーザーを値にマッピングする 3086

フィルターをテストまたは微調整する方法 3088

データでセキュリティフィールドを使用して動的フィルターを作成する 3088

データへの接続とユーザーフィルターのセットアップ 3089

データソースをフィルターする 3090

グローバルフィルターとデータソースフィルター 3091
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パブリッシュされたコンテンツでのセキュアなユーザーフィルター 3091

選択したフィールド値をあるユーザーから別のユーザーにコピーする 3092

WebでのTableauの使用 3094

はじめに 3094

コンテンツの探索と管理 3094

Webビューの作成 3094

共有と共同作業 3094

Tableauサイトでできること 3095

サイトとは 3095

Tableau Desktopでサイトが機能するしくみ 3095

Webでできること 3095

Tableauサイトの概要 3097

コンテンツを参照して検索する 3097

プロジェクト 3099

ワークブック 3101

ビュー 3102

メトリクス 3103

データソース 3104

「データに聞く」レンズ 3105

データの役割 3105

フロー 3106

仮想接続 3107

重要なコンテンツにすばやくアクセスする 3108

リストまたはグリッドとしてのコンテンツの表示 3108

コンテンツの並べ替え 3110

サイトの特定と移動 3111

Tableau Pulse 3112
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Creators: Web作成入門 3114

ステップ1:サインインとプロジェクトの参照 3115

ステップ2:新しいワークブックの作成とデータへの接続 3116

Tableau Catalogのユーザーが外部資産からワークブックを作成する 3118

ステップ3:データの準備 3118

データソースページの各部分 3119

ステップ4: ビューの作成 3120

ワークスペース領域 3120

ビューの作成を開始するための異なる方法 3121

データのフィルターリング 3124

マークカードを使用する 3125

作業内容を元に戻す 3126

Web上のビューを構築および編集する 3126

ステップ5:作業内容の提示 3127

作業の書式設定 3127

ダッシュボード 3127

ストーリー 3128

ステップ6:作業内容の保存 3129

ステップ7:共同作業と結果の共有 3130

共同作業 3130

ビューの共有とインサイト 3130

Creators: Web上のデータへの接続 3131

[データに接続 ]ページを開く 3131

Tableau Server 3132
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Tableau DesktopとWeb作成のリリー

スノート

このトピックでは、最新リリースの新機能について説明します。次のVizを使用して、Tableau
DesktopおよびWeb作成の新機能を探索します。機能名をクリックすると、ツールヒントにその機能

のドキュメントへのリンクが表示されます。フィルターを適用して検索を絞り込みます。

l [機能で検索 ]をクリックすると、製品またはバージョンの新機能のリストを表示したり、機能がい

つリリースされたかを調べたりすることができます。The dashboard currently defaults to
Desktop (which includes web authoring features) and the latest released version of
Tableau Desktop.

l [Upgrade Desktop (Desktop のアップグレード)]をクリックすると、Tableau Desktopおよび

Web作成に固有のすべての機能のリストが表示されます。

ヒント: Vizのツールバーの [ダウンロード]ボタンをクリックして(機能名が選択されていない状態

で)、[データ]を選択して、リストをカスタマイズ可能なCSVファイルにエクスポートします。

Tableau Publicでこのワークブックを表示するには、Vizツールバーの左下隅にあるTableauロゴをクリックします。
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関連リソース
最新リリースの新機能

2 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://www.tableau.com/ja-jp/products/new-features


はじめに

このセクションでは、Tableauでのビューの作成開始に関する基本的な内容、Tableauワークスペー

ス、およびTableauの概念について説明します。

関連するトピックとサイトについては、以下も参照してください。

l Tableau Desktopに関する短い紹介 :データを探索するための基本的なビューの作成 下

l Tableau Desktopについての詳細なチュートリアル: Tableau Desktopを始める前に

l オンデマンドウェビナー:ビジュアル分析の秘密 (英語 )

l 基本的なグラフタイプを構築する:データビューで一般的なグラフタイプを構築するページ

1419および自分のデータに合った適切なグラフタイプを選択するページ202

l マップを構築する: Tableau のマップおよび地理的データの分析 ページ1593

l Tableau CloudおよびTableau Serverの使用を開始する:Web でのTableau の使用 ペー

ジ3094。

データを探索するための基本的なビューの作成
このトピックでは、サンプル -スーパーストアデータソースを使用して基本的なビューを作成し、データを

探索する方法を説明します。探索のプロセスを通じて、Tableau内のデータのビューがどのように進化

するかを示します。

Tableau CloudやTableau Serverを使用してデータの探索やビューの編集を行っている場合は、

Web でのTableau の使用 ページ3094を参照してください。

データへの接続

最初のステップは、探索するデータに接続することです。この例では、Tableau Desktopでサンプル -
スーパーストアデータに接続する方法を示します。

1. Tableauを開きます。スタートページの [接続 ]で、[Microsoft Excel]をクリックします。[開く]ダ
イアログボックスで、コンピューター上のSample - Superstore Excelファイルに移動しま

す。/Documents/My Tableau Repository/Datasources/version number/

[language]に移動します。サンプル -スーパーストアを選択し、[開く]をクリックします。
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2. Excelデータに接続すると、[データソース]ページにデータ内のシートまたは表が表示されま

す。[Orders (オーダー)]テーブルをキャンバスにドラッグし、データの探索を開始します。

データの構成方法に応じて、Tableauで探索を開始する前に、より多くのデータの準

備や統合が必要となる場合があります。データへの接続の詳細については、データへ

の接続と準備 ページ233およびデータ操作のヒントページ239を参照してください。

3. [シート]タブをクリックし、新しいワークシートに移って分析を開始します。

[データ]ペインについて

ワークシートで、データソースの列は[データ]ペインの左側にフィールドとして表示されます。[データ]
ペインではさまざまなフィールドがテーブルごとに整理されています。データソース内の各テーブルまた

はフォルダーでは、ディメンションフィールドが灰色の線の上に表示され、メジャーフィールドが灰色の

線の下に表示されます。通常、ディメンションフィールドには製品タイプや日付などのカテゴリデータが

格納され、メジャーフィールドには売上高や収益などの数値データが格納されます。テーブルやフォ

ルダーには、最初はディメンションのみ、またはメジャーのみが含まれていることがあります。詳細につい

ては、ディメンションとメジャー、青と緑 ページ145を参照してください。
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ワークスペース部分の詳細については、Tableau ワークスペースページ24を参照してください。

ワークブックに複数のデータソースがある場合は、[データ]ペインで使用するデータソース接続名をク

リックして選択します。詳細については、[データ] ペイン内のデータソースの操作 ページ43を参照して

ください。

[データ]ペインでフィールドをカスタマイズするさまざまな方法の詳細については、データペイン内

のフィールドの整理とカスタマイズページ1001、フィールドの既定の設定の編集 ページ1013、
および[データ] ペイン内のデータフィールドの操作 ページ34を参照してください。

関連するディメンションフィールドがある場合は、フォルダー内でグループ化するか、階層としてグループ

化することもできます。たとえば、このデータソース内では、"Country (国 )"、"State (州 )"、"City (市区

町村 )"および "Postal Code (郵便番号 )"が "Location (場所 )"という名前の1つの階層にグループ化

されています。フィールド内で [+]記号をクリックして階層内をドリルダウンするか、[-]記号をクリックして

階層を戻ることができます。

ビューの作成

ビューは、Tableauで作成するビジュアライゼーションまたはVizです。Vizは、チャート、グラフ、マップ、

プロット、またはテキスト表である場合があります。

ビューの作成を開始する前に、データで答えたいと考えている質問を検討してください。Tableauで作

成するすべてのビューは、質問から始まります。何を知りたいですか。

Tableau Software 5

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



フィールドをビューまたはシェルフにドラッグするときは、常にデータに関して質問します。質問は、選択

したフィールド、配置する場所、ビューに追加する順序によって異なります。

質問を尋ねるごとにビューが変化し、形状、テキスト、階層、表構造、軸、色で表現されたマークが

付けられて、回答が視覚的に表示されます。

ビューの作成を開始するための異なる方法

ビューを構成する際、[データ]ペインのフィールドを追加します。これはさまざまな方法で行うことがで

きます。

例は次のとおりです。

l [データ]ペインからフィールドをドラッグし、各 Tableauワークシートの一部であるカードとシェル

フにドロップすることができます。

l [データ]ペインで1つ以上のフィールドをダブルクリックできます。

l [データ]ペインで1つ以上のフィールドを選択し、その後、選択したフィールドに適したグラフタ

イプを特定する[表示形式 ]からグラフタイプを選択することができます。詳細については、表

示形式を使用したビューの開始 ページ1173を参照してください。

l 表形式のビューの作成を開始するには、[ここにフィールドをドロップ]グリッドにフィールドをドロッ

プします。

フィールドを使用するビジュアライゼーションの構築の詳細については、フィールドを

ビューにドラッグしてビジュアライゼーションの構築を開始するページ1135を参照してくだ

さい。

Tableauでデータの探索を開始すると、ビューを作成するさまざまな方法があることがわかりま

す。Tableauは極めて柔軟で、非常に寛容でもあります。ビューを作成する際に、質問に回

答していないパスを通ると、常に、探索の直前のポイントに戻すことができます。
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l 元に戻すまたはやり直すには、ツールバーで [元に戻す] または [やり直す] をクリッ

クします。

ワークブックを開いた最終時点まで遡って元に戻すことができます。何度でも元に戻す、または

やり直すことができます。

ゼロからのビューの作成

以下の手順は、年単位で収益を示す基本的なビューの作成方法を示しています。

1. [データ]ペインの [ディメンション]エリアから"Order Date (注文日 )"フィールドをドラッグし[列 ]
シェルフにドロップします。"[オーダー日 ]を確認するために、[オーダー]階層を展開する必要があ

る場合もあります。

フィールドをシェルフの上にドラッグすると、そのシェルフがフィールドを受け入れられることを示す

プラス記号が表示されます。

結果として生成される表の列数は4、行数は1です。各列ヘッダーは、"Order Date (注文

日 )"フィールドのメンバー (既定の日付レベルはYEAR)を表します。各セルには、このビューの

現在のマークタイプがテキストであることを示す "Abc"ラベルが表示されます。
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フィールドの色は、それが不連続であることを示す青色になっています。詳細については、ディ

メンションとメジャー、青と緑 ページ145を参照してください。

既定の日付レベルは、複数の異なる値 (複数の年、複数の月など)をもつ最上位レベルに

よって決まります。そのため、"Order Date (注文日 )"に1年のデータしか含まれていないが、

複数の月が含まれている場合、既定のレベルは月になります。日付レベルはフィールドメ

ニューを使用して変更できます。

なぜ日付レベル ("Year (年 )"から"Day (日 )"まで)が2セットあるかというと、1セット目のオプ

ションは日付部分を使用し、2セット目のオプションは日付値を使用するためです。詳細につ

いては、日付レベルの変更 ページ1100を参照してください。

ヒント:シートのタイトルを非表示にするには、タイトル ([シート1])の右側にあるドロップダウン

を選択して[タイトルの非表示 ]を選択します。

2. [データ]ペインから[Profit (利益 )]フィールドをドラッグし、[行 ]シェルフにドロップします。
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[利益 ]フィールドは、[行 ]シェルフで、連続であることを示す緑色になっています。また、フィール

ド名がSUM(Profit)に変わります。メジャーがビューに追加される際に自動的に集計され、メ

ジャーの既定の集計がSUMであるためです。メジャーをビューに追加するときに何が起こり、ま

たなぜ起こるのかについての詳細は、ディメンションとメジャー、青と緑 ページ145を参照してくだ

さい。

Tableauは表を折れ線グラフに自動的に変換し、左側にメジャー用の縦軸を作成します。

折れ線グラフは、一定の期間のデータを比較したり、傾向を効果的に特定するのに適してい

ます。

一定の期間における利益の推移が、この折れ線グラフに示されます。線上の各点は、対応す

る年の収益の合計を表しています。
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次のステップで時刻ディメンションをもう少し深く掘り下げていきます。

データの掘り下げ

この手順では、年に加え四半期を表示するようにビューを変更する方法を示します。階層を

ドリルダウンすると、ビューが変更されネストされた表になります。

次のいずれかの方法で、[Order Date(注文日 )]を四半期別に表示できます。

l [列 ]にある"YEAR(Order Date) (年 (注文日 ))"フィールドの左側にあるプラスボタン

をクリックします。

l [データ]ペインから[オーダー日 ]フィールドを(再び)ドラッグして、[年 (オーダー日 )]の右

側の [列 ]シェルフにドロップします。

新しいディメンションによってビューが年ごとに別々のペインに分割されます。また各ペインには、

四半期に対応した列が含まれています。このビューはネストされた表と呼ばれます。これは、

年の中に四半期がネストされて複数のヘッダーが表示されるためです。この例では、年ヘッ

ダーがチャートの上部に表示され、四半期ヘッダーが下部に表示されるため、「ヘッダー」 (上
部につけるもの)という単語は少し誤解を招きます。
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スモールマルチプルによる詳細レベルの向上

この手順では、顧客区分を追加するようにネストされた表のビューを変更する方法を示しま

す。これにより、「スモールマルチプル」と呼ぶビューが作成されます。

[データ] ペインから[セグメント]ディメンションをドラッグし、[行 ]の [合計 (利益 )]のすぐ左にドロッ

プします。
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フィールドが [行 ]シェルフに追加され、行ヘッダーが作成されます。各ヘッダーは、"Segment
(区分 )"フィールドのメンバーを表します。

オプションとして、[セグメント]をビューの [利益 ]軸の左にドロップすることでも同じ結果が得ら

れます (以下の図に示します)。Tableauは、通常、ビューにフィールドを追加する複数の方法

をサポートしています。

注 : Tableauでは、[行 ]シェルフと[列 ]シェルフのいずれでも、メジャーの右側にもディメ

ンションを配置できません。そのビジュアル構造はビュー内では意味がないからです。

新しいディメンションによってビューが12個のペインに分割されます。ペインはそれぞれ、年と顧

客区分の各組み合わせに対応しています。このビューは、ネストされた表の、より複雑な例で

す。このように個別グラフのグリッドを含むビューは、"スモールマルチプルビュー"と呼ばれていま

す。

12 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



これは、ビューに適した粒度である可能性があります。この時点での別のオプションは、データの

一部をフィルタリングしてビューを単純化することです。

ビューのフィルターによる探索の絞り込み

このセクションでは、2018年と2019年のオーダーに関するデータのみを表示するようにビューを

変更するなど、データのサブセットのみを表示することで、探索にフォーカスする方法を示しま

す。

1. [データ]ペインから[注文日 ]メジャーをドラッグして、[フィルター]シェルフにドロップしま

す。
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2. [フィルターフィールド]ダイアログボックスでフィルターする日付レベル (年 )を選びます。

[次へ]をクリックします。

3. 次のペインで、ビューに含めたくない2つの年をクリアします。

4. 終了したら、[OK] をクリックします。

ビューは更新され、[Order Date (オーダー日 )]が [2018]や [2019]のデータ行のみが表示され

ます。これでTableauは対象となるデータのために、もっとスペースを割り当てることができま

す。
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次に、フィールドを[マーク]カード上の [色 ]プロパティにドラッグして、データ探索の詳細レベルを

高めます。

マークカードの使用によるより深い分析

この手順では、地域に基づいてマークを色分けするようにビューを変更する方法を示します。

1. [データ]ペインから"Region (地域 )"ディメンションをドラッグして、[色 ]にドロップします。

[色 ]にディメンションを配置すると、ディメンションのメンバーに従ってマークが分類され、

各メンバーに固有の色が割り当てられます。色の凡例には、各メンバー名とそれに関連

付けられた色が表示されます。

各ペインに4本の線が表示されます。線はそれぞれ 4つの地域に対応しています。これ

で、Vizに [Region (地域 )]詳細レベルが要約された収益データが表示されるようになり

ました。

このビューには、2018年と2019年の顧客区分および地域ごとの利益が表示されま

す。
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[マーク]カードと詳細レベルの詳細については、シェルフとカードの参照 ページ54、マー

クページ80、およびディメンションのビューの詳細レベルへの影響 ページ149を参照して

ください。また、TableauのTimからの「データの粒度について」も参照してください。

その他のリソース

関連するトピックとサイトについては、以下も参照してください。

l Tableau Desktopについての詳細なチュートリアル: Tableau Desktopを始める前に

l オンデマンドウェビナー:ビジュアル分析の秘密 (英語 )

l 基本的なグラフタイプを構築する:データビューで一般的なグラフタイプを構築するページ

1419および自分のデータに合った適切なグラフタイプを選択するページ202

l マップを構築する: Tableau のマップおよび地理的データの分析 ページ1593

l Tableau CloudやTableau Serverを使用したデータの探索とビューの編集 :Web での

Tableau の使用 ページ3094

ビデオを見る: Tableau TimのWebサイトとYouTubeチャンネルで、Tableauの概念と製品機能の

説明とデモを多数見ることができます。
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Tableau環境の概要
このセクションでは、Tableau Desktopのペイン、シェルフ、アイコンおよびその他の要素を含む

Tableauページとそのワークスペースについて説明します。

l Tableau ワークスペースページ24

l スタートページ下

l [データソース] ページページ21

Web上でTableauを使用している場合は、Creators: Web 作成入門 ページ3114およびTableau
サイトの概要 ページ3097を参照してください。

スタートページ

Tableau Desktopのスタートページは、以下を実行できる一元的な場所です。

l データへの接続

l 最近使用したワークブックを開く

l Tableauコミュニティで作られたコンテンツを見つけ出し、探索する

スタートページには3つのペイン、[接続 ]、[開く]、および [見つける]があります。

接続

データに接続し、保存されたデータソースを開きます。
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[接続 ]ペインでは次の操作を実行できます。

l データへの接続 : [ファイルへ]では、Microsoft Excelファイル、テキストファイル、Accessファイ
ル、Tableau抽出ファイル、および統計ファイル (SAS、SPSS、Rなど)に保存されているデー

タに接続します。[サーバーへ]では、Microsoft SQL ServerやOracleなどのデータベースに保

存されているデータに接続します。このセクションにリストされているサーバー名は、接続されて

いるサーバーおよびその頻度によって変更されます。

l 保存済みデータソースを開く:マイTableauリポジトリディレクトリに以前保存したデータソー

スを簡単に開くことができます。また、Tableauは、Tableau Desktopの機能を探索できる、

保存済みデータソースのサンプルを提供します。Tableau Desktopのドキュメントに含まれて

いる例に従うには、通常、"Sample – Superstore (サンプル - スーパーストア)" データソース

を使用します。

開く

最近使用したワークブックを開き、スタートページにワークブックをピン留めしたり、アクセラレーターや

サンプルワークブックを探索できます。
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[開く]ペインでは次の操作を実行できます。

l 最近開いたワークブックを開く: Tableau Desktopを初めて開いた場合、このペインは空白で

す。新しいワークブックを作成して保存すると、最近開いたワークブックがここに表示されます。

ワークブックのサムネイルをクリックしてワークブックを開きます。ワークブックのサムネイルが表示さ

れない場合は、[ワークブックを開く]リンクをクリックして、コンピューターに保存した他のワークブッ

クを探します。

l ワークブックを固定する:ワークブックサムネイルの左上隅に表示されるピンアイコンをクリックす

ると、ワークブックをスタートページに固定することができます。固定されたワークブックは最近開

いていない場合でも、常にスタートページに表示されます。最近開いた、または固定したワーク

ブックを削除するには、ワークブックサムネイルの上にマウスのポインタを置き、表示される"x"を
クリックします。ワークブックのサムネイルはただちに削除されますが、次回 Tableau Desktopを

開いたときには、最後に使用したワークブックとともに再度表示されます。

l アクセラレーターを探索する: アクセラレーターとサンプルワークブックを開いて探索します。

SuperstoreワークブックとWorld Indicatorsワークブックは、Tableauで何ができるかを示すサン

プルです。他の3つのワークブックは、Tableau Exchangeのアクセラレーターです。アクセラレー

ターは、さまざまな業界やアプリケーションを対象とした事前構築済みのダッシュボードであり、

データを追加するとすばやく分析できます。その他のアクセラレーターには、Tableau Exchange
のすべてのアクセラレーターが表示されます。2023.2より前は、このセクションではサンプルワー

クブックのみを示していました。
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見つける

Tableau Publicで使用頻度の高いビューを確認、Tableauに関するブログ投稿や最新情報を読ん

だり、使用を開始するために役立つトレーニングビデオやチュートリアルを見つけることができます。
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[データソース]ページ

分析前または分析中に、Tableauデータソースに変更を加えることもできます。それをデータソース

ページで実行できます。ユーザーがデータへの初期接続を確立した後で、Tableauによってデータソー

スページに移動されます。ワークブック内の任意の場所から、[データソース]タブをクリックしてデータ

ソースページにアクセスすることもできます。

接続しているデータの種類によってページの外観や使用可能なオプションは異なりますが、通常、

データソースページは、左側のペイン、キャンバス、グリッド、およびメタデータグリッドの4つのメインエ

リアで構成されます。

A.左側のペイン次のページ -接続されたデータソースとデータに関する他の詳細を表示します。

B.キャンバス次のページ:論理レイヤー -キャンバスを開くと論理レイヤーが表示されるので、ここで論

理テーブル間の関係を作成できます。

C.キャンバス次のページ:物理レイヤー -論理レイヤー内のテーブルをダブルクリックしてキャンバスの

物理レイヤーに移動すると、テーブル間の結合とユニオンを追加できます。

D.データグリッドページ23 - Tableauデータソースに含まれているデータの最初の1,000行を表示し

ます。

E.メタデータグリッドページ23 -データソースに含まれるフィールドが行で表示されます。
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先頭に戻る

左側のペイン

データソースページの左側のペインには、Tableau Desktopが接続されているデータに関する詳細

が表示されます。

l ファイルベースのデータの場合は、左側のペインに、ファイル名とファイル内のワークシートが表

示されることがあります。

l リレーショナルベースのデータの場合は、左側のペインに、サーバー、データベースまたはスキー

マ、およびデータベース内のテーブルが表示されることがあります。

左ペインを使用してデータソースにその他の接続を追加し、クロスデータベース結合を作成することも

できます。

キューブ(多次元 )データの場合、左側のペインは表示されません。

キャンバス

接続先がリレーショナルデータやファイルベースデータの場合は、通常、1つまたは複数のテーブルを

キャンバスにドラッグして、Tableauデータソースを設定できます。キャンバスに、論理レイヤーと物理

レイヤーの2つのレイヤーが追加されました。既定のビューには、論理テーブル間の関係が使用され

る論理レイヤーが表示されます。物理レイヤーに移動するには、論理ビューで論理テーブルをダブル

クリックし、物理レイヤーのテーブル間の結合とユニオンを作成します。詳細については、「Tableau
データモデル」を参照してください。

接続先がキューブデータの場合は、データソースページの一番上に、使用可能なカタログまたはク

エリと、Tableauデータソースを設定するために選択可能なキューブが表示されます。

注 :接続するデータのタイプに応じて、データが変更されたときにさまざまなオプションを使用し

てデータを更新できます。たとえば、データ抽出に接続している場合は、ペインの左側にある

[接続 ]領域の横に表示された[更新 ]ボタン を使用して、選択

した抽出を更新できます。更新オプションの詳細については、データソースの更新 ページ916
を参照してください。データ抽出の更新に関する詳細については、抽出の更新 ページ887を
参照してください。
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データソースの更新

接続するデータのタイプに応じて、データが変更されたときにさまざまなオプションを使用してデータを更

新できます。たとえば、データ抽出に接続している場合、

データグリッド

Tableauデータソースに含まれているフィールド、およびデータの最初の1,000行を確認するには、グ

リッドを使用します。グリッドを使用して、フィールドの並べ替えや非表示、フィールド名の変更、計算

の作成、列または行の並べ替えの変更、別名の追加などの一般的な変更をTableauデータソース

に加えることもできます。Webデータコネクタ、抽出モードのファイルベースおよびリレーショナルベース

のデータソースの場合、グリッドに抽出データ(抽出のみの計算も含める)を表示できます。

論理レイヤーでは、選択したテーブルのデータが表示されます。

物理レイヤーでは、結合とユニオンに基づいてマージされたデータが表示されます。

グリッドで複数のフィールドを選択するには、列をクリックし、マウスをドラッグして複数の列を選択しま

す。

すべてのフィールドを選択するには、以下の例のようにグリッドの左上隅の領域をクリックします。

キューブ(多次元 )データの場合、グリッドは表示されません。

メタデータグリッド

接続先のデータの種類に応じて、メタデータグリッドのボタンをクリックしてメタデータグリッドに移動しま

す。メタデータグリッドではデータソース内のフィールドが行として表示されるため、Tableauデータソー
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スの構造を簡単に確認できます。また、複数フィールドの一括非表示や名前変更などの管理タスク

も簡単に実行できます。

キューブデータまたは一部の抽出のみのデータに接続すると、既定でメタデータグリッドが表示されま

す。

Tableauワークスペース

Tableauワークスペースは、メニュー、ツールバー、[データ]ペイン、カードとシェルフ、1つ以上のシート

で構成されます。シートは、ワークシート、ダッシュボード、またはストーリーのいずれかです。ダッシュ

ボードワークスペースまたはストーリーワークスペースの詳細については、ダッシュボードの作成 ページ

2629またはストーリーワークスペースページ2761を参照してください。

Web上でTableauを使用している場合は、Creators: Web 作成入門 ページ3114およびTableau
サイトの概要 ページ3097を参照してください。

ワークスペース領域
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A.ワークブック名。ワークブックにはシートが含まれています。シートは、ワークシート、ダッシュボード、ス

トーリーのいずれかです。詳細については、ワークブックとシートページ92を参照してください。

B.カードとシェルフ:ビューにデータを追加するには、フィールドをワークスペース内のカードおよびシェルフ

にドラッグします。

C.ツールバー:コマンドや分析およびナビゲーションツールにアクセスするには、ツールバーを使用しま

す。

D.ビュー:ビジュアライゼーション("Viz"とも呼ばれます)を作成するワークスペース内のキャンバスです。

E.このアイコンをクリックすると[スタート]ページに移動し、ここでデータに接続できます。詳細について

は、スタートページページ17を参照してください。

F.サイドバー:ワークシートのサイドバー領域には、[データ]ペインと[アナリティクス]ペインが含まれてい

ます。

G.このタブをクリックすると、[データソース]ページに移動し、データが表示されます。詳細については、

[データソース] ページページ21を参照してください。

H.ステータスバー:現在のビューに関する情報を表示します。

I.シートタブ:タブは、ワークブック内の各シートを表します。これには、ワークシート、ダッシュボード、お

よびストーリーが含まれます。詳細については、ワークブックとシートページ92を参照してください。

先頭に戻る

Tableauツールバーボタンリファレンス

ビューを作成または編集する際、ビューの上部にあるツールバーを使用して共通のアクションを実行で

きます。

Tableau Desktopで、Tableauツールバーを表示または非表示にするには、[ウィンドウ] > [ツールバー

の表示 ]を選択します。

次の表では、各ツールバーボタンの機能を説明します。一部のボタンは、すべてのTableau製品では

使用できません。Tableau Desktop の視覚キューとアイコンページ109も参照してください。

ツールバーボタン 説明

Tableau アイコン:スタートページに移動します。詳細については、スタート

ページページ17を参照してください。

注 : Tableau Desktopのみ。
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ツールバーボタン 説明

元に戻す:ワークブックで最後に行われた操作を元に戻します。元に戻せるア

クションの回数に制限はありません。保存を行った後でも、ワークブックを最後

に開いた時点まで戻れます。詳細については、元に戻す/やり直すページ

2598を参照してください。

やり直す: [元に戻す] ボタンで、元に戻した最終のアクションを繰り返します。

何度でもやり直すことができます。

保存 : Tableau Desktopでは、ワークブックに加えた変更を保存します。詳細

については、作業内容の保存 ページ3008を参照してください。

Tableau ServerまたはTableau Cloudで変更を保存するには、[ファイル] >
[保存 ]または [ファイル] > [名前を付けて保存 ]をクリックします。

新しいデータソース: Tableau Desktopでは、新しい接続を作成したり、保存

済みの接続を開いたりするための [接続 ]ペインを開きます。詳細については、

データへの接続 ページ233を参照してください。

Tableau ServerまたはTableau Cloudでは、パブリッシュしたデータソースに

接続できる [データソースに接続 ] ページを開きます。詳細については、Web
作成中のパブリッシュされたデータソースへの接続 ページ289を参照してくださ

い。

自動更新の一時停止 :変更を加えたときにTableauによってビューを更新す

るかどうかを制御します。ドロップダウンメニューを使用して、シート全体を自

動更新するか、フィルターのみを使用します。詳細については、データの更新

または自動更新の一時停止 ページ3239を参照してください。

更新を実行 :自動更新をオフにした場合に、データの手動クエリを実行して

ビューを更新します。ドロップダウンメニューを使用して、ワークシート全体を更

新するか、フィルターのみを使用します。

注 : Tableau Desktopのみ。

新しいワークシート:新しい空白のワークシートを作成し、ドロップダウンメ

ニューを使用して、新しいワークシート、ダッシュボード、またはストーリーを作

成します。
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ツールバーボタン 説明

詳細については、新しいワークシート、ダッシュボード、およびストーリーの作成

ページ93を参照してください。

複製 :現在のシートと同じビューを持つ新しいワークシートを作成します。詳細

については、シートの複製 ページ95を参照してください。

クリア:現在のワークシートをクリアします。ドロップダウンメニューを使用して、

フィルター、書式設定、サイズ変更、および軸範囲など、ビューの特定の構成

要素をクリアします。

スワップ: [行 ] シェルフと[列 ] シェルフの間でフィールドを移動します。このボタン

を使用すると常に[空の行を非表示 ]と[空の列を非表示 ]の設定が切り替

わります。

昇順に並べ替え:ビューのメジャーに基づいて、選択したフィールドを昇順に並

べ替えます。詳細については、視覚化内でのデータの並べ替えページ1288を
参照してください。

降順に並べ替え:ビューのメジャーに基づいて、選択したフィールドを降順に並

べ替えます。詳細については、視覚化内でのデータの並べ替えページ1288を
参照してください。

合計 :ビュー内のデータの総計と小計を計算できます。次のオプションから選

択します。

l 列の総計を表示 :ビューのすべての列の合計を表示する行を追加しま

す。

l 行の総計を表示 :ビューのすべての行の合計を表示する列を追加しま

す。

l 行の合計を左へ:合計を示す列をクロスタブまたはビューの左へ移動し

ます。

l 列の合計を一番上へ:合計を示す列をクロスタブまたはビューの一番

上へ移動します。

l すべての小計を追加 :列または行に複数のディメンションがある場合、

ビューに小計行 /小計列を挿入します。
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ツールバーボタン 説明

l すべての小計を削除 :小計行または小計列を削除します。

注 : Tableau ServerおよびTableau Cloudのみ。Tableau Desktopで

は、[分析 ] > [合計 ]をクリックします。詳細については、ビジュアライゼー

ションでの合計の表示 ページ1297を参照してください。

ハイライト:選択したシートのハイライトをオンにします。値のハイライト方法を

定義するには、ドロップダウンメニューからオプションを選択します。詳細につい

ては、[ハイライト] ツールバーボタンページ1345を参照してください。

メンバーのグループ化 :選択した値を組み合わせてグループを作成します。複

数のディメンションが選択されているときは、ドロップダウンメニューを使用して、

特定のディメンションでグループ化するか、またはすべてのディメンションにわたっ

てグループ化するかを指定します。詳細については、データのグループ化により

データエラーの修正またはディメンションメンバーを組み合わせるページ1040
を参照してください。

注 : Tableau Desktopのみ。Tableau ServerおよびTableau Cloudで

は、ツールヒントの [メンバーのグループ化 ]ボタンを使用してグループを

作成します。

マークラベルを表示 :現在のシートのマークラベルの表示と非表示を切り替え

ます。詳細については、マークラベルの表示、非表示、および書式設定 ペー

ジ1227を参照してください。

軸の修正 :特定の範囲を表示しているロックされた軸とビュー内の最小値と最

大値に基づいて範囲を調整する動的な軸を切り替えます。詳細については、

軸の編集 ページ2884を参照してください。

注 : Tableau Desktopのみ。

ワークブックの書式設定 : [ワークブックの書式設定 ] ペインを開き、ワークシー

トレベルではなく、ワークブックレベルで書式設定を指定することにより、ワーク

ブックにあるすべてのビューのフォントとタイトルの外観を変更します。
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ツールバーボタン 説明

注 : Tableau ServerおよびTableau Cloudのみ。Tableau Desktopで

は、[書式設定 ] > [ワークブック]をクリックします。詳細については、ワー

クブックレベルで書式設定 ページ2856を参照してください。

ウィンドウに合わせる:ウィンドウに表示するビューのサイズを指定します。[標
準 ]、[幅を合わせる]、[高さを合わせる]、[ビュー全体 ]のいずれかを選択しま

す。注 :このメニューは地理的マップビューでは使用できません。

視覚化のタイプによって、[セルのサイズ] コマンドの結果が異なります。

Tableau Desktopで [セルサイズ]メニューにアクセスするには、[書式設定 ] >
[セルサイズ]をクリックします。

カードの表示 /非表示 :ワークシートの特定のカードの表示と非表示を切り替

えます。ドロップダウンメニューで表示または非表示にするカードを選択しま

す。

Tableau ServerおよびTableau Cloudでは、[タイトル]、[キャプション]、[フィル
ター]、および [ハイライター]の場合のみ、カードの表示と非表示を切り替える

ことができます。

プレゼンテーションモード:ビュー以外のすべて(シェルフ、ツールバー、[データ]
ペインなど)の表示と非表示を切り替えます。詳細については、ワークスペース

の再編成 ページ103を参照してください。

注 : Tableau Desktopのみ。

ダウンロード: [ダウンロード]の下にあるオプションを使用して、他のアプリケー

ションで使用するためにビューの部分を取得します。

l イメージ:新しいブラウザータブにビュー、ダッシュボード、またはストー

リーをイメージとして表示します。

l データ:ビューからのデータを2つのタブがある新しいブラウザーウィンドウ

に表示します。[サマリー]は、ビューに表示されたフィールドの集計デー

タを表示し、[参照元 ]は視覚化で選択されたマークの参照元データを

表示します。新しいウィンドウが開かない場合は、ブラウザーのポップ

アップブロッカーを無効にする必要があります。
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ツールバーボタン 説明

l クロス集計 :視覚化で選択されたマークの参照元データを、後で

Microsoft Excelで開くことのできるCSV (コンマ区切り値 )ファイルに保

存します。

l PDF:現在のビューをPDFとして新しいブラウザーウィンドウで開きま

す。ここから、ファイルに保存することができます。新しいウィンドウが開か

ない場合は、ブラウザーのポップアップブロッカーを無効にする必要があ

ります。

注 : Tableau ServerおよびTableau Cloudのみ。

ワークブックを他のユーザーと共有 : Tableau ServerまたはTableau Cloudに

ワークブックをパブリッシュします。詳細については、ワークブックをパブリッシュす

るためのシンプルな手順 ページ3046を参照してください。

注 : Tableau Desktopのみ。

表示形式 :データ内のフィールドタイプで最適なビュータイプをハイライトするこ

とにより、ビュータイプの選択を助けます。データに最適と判断される推奨グラ

フタイプの周辺に、オレンジ色のアウトラインが表示されます。詳細について

は、表示形式を使用したビューの開始 ページ1173を参照してください。

先頭に戻る

サイドバー ([データ]ペイン)の表示と非表示

ワークシートを編集しているときは、サイドバーに[データ]ペインと[アナリティクス]ペインが含まれてい

ます。ビューで実行している内容 (データ、アナリティクス、ストーリー、ダッシュボード、レイアウト、書式

設定 )に応じて、さまざまなペインを表示できます。サイドバーについて理解しておくべき最も重要な

事項は、ワークスペースのこの領域を展開または折りたたみできることです。

Tableau Desktop でサイドバーを非表示にするには、サイドバーの折りたたみ矢印をクリックします。
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Web でサイドバーを非表示にするには、サイドバーの折りたたみ矢印をクリックします。

Tableau Desktop でサイドバーを表示するには、ワークスペース左下 (ステータスバー)の展開矢印

をクリックします。

Web でサイドバーを表示するには、サイドバーの展開矢印をクリックします。
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先頭に戻る

ステータスバーの情報

ステータスバーはTableauワークスペースの下部にあります。メニュー項目の説明と現在のビューの

情報が表示されます。たとえば、下のステータスバーはビューに143のマークが3行と12列で表示さ

れています。また、すべてのマークのSUM(Sales)が$2,297,201であることを示しています。

[ウィンドウ] > [ステータスバーの表示 ]を選択して、ステータスバーを非表示にすることができます。

Tableauでは、ステータスバーの右下隅にエラーや警告を示す警告アイコンが表示されることがあり

ます。次に可能性のある警告アイコンとその意味を示します。
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警告アイコン 説明

クエリのキャンセルのインジケーター:複数のクエリをキャンセルすると、データ

ベースで引き続き実行されていてリソースを使用しているクエリの数がインジ

ケーターに表示されます。

Tableauでクエリをキャンセルすると、クエリの処理を停止するようにデータベー

スに通知されます。ただし、一部のデータベースではキャンセルがサポートされ

ていません (MS Excel、MS Access、Essbase、Microsoft Analysis Services
2000)。これらの種類のデータソースのいずれかを使用してクエリをキャンセル

すると、クエリはTableauによって破棄されますが、引き続きバックグラウンドで

実行され、リソースを消費します。クエリを破棄すると、ワークブックの右下隅に

インジケーターが表示され、実行中のクエリの数を示します ( )。バックグラ

ウンドで実行されるクエリが完了すると、インジケーターの数が減少します。実

行中のクエリ数を監視し、その数が多くなり過ぎないように注意することは重

要です。実行中のクエリ数が多くなると、Tableauと参照元データベースの両

方でパフォーマンスが低下します。

注 :テキスト、Microsoft Excel、およびMicrosoft Accessのデータソー

スは、内部でロックが実行されるため、クエリのキャンセル後に一時的に

使用できなくなる場合があります。再接続する前に、廃棄したクエリの

処理が完了するまで待機する必要がある場合があります。

精度の警告 :データベースのフィールドの精度が、Tableauでモデル化できる

限度を越えている場合があります。その精度がTableauでモデル化できる限

度を越えている値を含んでいるビューにフィールドを追加すると、警告アイコン

がステータスバーの右下隅に表示されます。

たとえば、データベースの値の小数点以下の桁数が22桁で、Tableauでは

15桁までしかサポートしていないとします。このようなフィールドをビューに追加

すると、精度警告が表示されます。警告をクリックすると、ビューで切り捨てら

れた小数点以下の桁数を含む詳細な情報が表示されます。

Tableauに表示されるデータの精度は、最初は必ずデータベースのデータに

依存します。たとえば、データベースの値の小数点以下の桁数が15桁を越

える場合、それらの値をビューに追加すると、値は切り捨てられ、精度警告が

表示されます。
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警告アイコン 説明

注 :リレーショナルデータベースの抽出では、常にHyper倍精度型が

使用され、Hyper数値型は使用されません。そのため、リレーショナル

データベースの抽出を作成すると、15桁の精度しか得られません。

Hyper APIに書き込み、数値型を使用すると、最大 18桁まで取得で

きます。関連情報については、Hyper APIドキュメントの「数値型」を

参照してください。

特別な値のインジケーター:データにNULL値、不明な地理的場所、または

対数軸上の負の値またはゼロ値が含まれる場合、この値はビューの右下隅

にインジケーターと共に表示されます。インジケーターをクリックすると、これらの

値を処理するオプションが表示されます。このインジケーターとこれらの値の処

理方法の詳細については、NULL 値およびその他の特殊な値の取り扱い

ページ1167を参照してください。

先頭に戻る

[データ]ペイン内のデータフィールドの操作

Tableauはワークブックのデータソース接続とデータフィールドを、ワークスペースの左側にある[データ]
ペインに表示します。

注 : ビジュアライゼーションの作成開始方法ついては、はじめにページ3を参照してください。

[データ]ペインでフィールドをカスタマイズできるさまざまな方法の詳細については、データペイ

ン内のフィールドの整理とカスタマイズページ1001およびフィールドの既定の設定の編集 ペー

ジ1013を参照してください。

[データ]ペインのエリア

Tableauを使用してデータに接続し、データソースを設定すると、データソース接続およびデータ

ソースフィールドが [データ]ペインのワークブックの左側に表示されます。データへの接続の詳細につ

いては、データへの接続と準備 ページ233を参照してください。

現在のデータソース接続は、[データ]ペインの一番上に表示されます。複数の接続を使用できる場

合は、接続を1つクリックして選択し、データを使用して操作を開始します。
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[データ]ペイン内のフィールドをビューに追加して、ビジュアライゼーションを構築します。詳細について

は、フィールドをビューにドラッグしてビジュアライゼーションの構築を開始するページ1135を参照してく

ださい。

フィールドは、テーブル ([データソースの表ごとにグループ化 ])やフォルダー ([フォルダーごとにグループ

化 ])で整理できます。ディメンションは灰色の線の上に表示され、メジャーは各テーブルやフォルダー

の、灰色の線の下に表示されます。テーブルやフォルダーには、最初はディメンションのみ、またはメ

ジャーのみが含まれていることがあります。

l すべての入力フィールドを同じテーブルから取得している場合、計算フィールドは元のフィールド

と共にリストされます。

l セットは、元のフィールドと共にテーブルに一覧表示されます。

l パラメーターはワークブックにグローバルに適用され、[パラメーター]領域に表示されます。

l 特定のテーブルに属していないフィールドは、テーブルの下の一般領域に表示されます。これに

は、集計計算、複数テーブルのフィールドを使用する計算、メジャーネーム、メジャーバリュー

などがあります。

[データ] ペインにあるデータソース接続の下には、現在選択されているデータソースで使用できる

フィールドがあります。ワークシート内で、[データ]ペインと[分析 ]ペインを切り替えることができます :
[アナリティクス]ペインの詳細については、高度な分析のビューへの適用 ([アナリティクス] ペイン)ペー

ジ45を参照してください。
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[データ]ペインの単一テーブルのデータソースから取得したフィールド

[データ]ペインには、次のフィールドが含まれます。

l [ディメンション] フィールド– 定性的値 (名前、日付、地理的データなど)を含むフィールド。

ディメンションは、データの分類、区分、詳細の表示に利用できます。ディメンションはビューの

詳細レベルに影響します。ディメンションの例には、日付、顧客名、顧客区分などがありま

す。

l [メジャー] フィールド–測定可能な数値、定量的な値を含むフィールド。それらに計算を適用

し、集計することができます。メジャーをビューにドラッグすると、Tableauはそのメジャーに(既
定で)集計を適用します。メジャーの例 :売上高、収益、従業員数、温度、頻度など。
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l 計算フィールド–参照元データに含まれているフィールドだけでは回答に必要な情報を確認で

きない場合は、Tableauで計算を使用して新しいフィールドを作成し、それらをデータソースの

一部として保存します。これらのフィールドは、計算フィールドと呼ばれます。

l セット–定義するデータのサブセット。セットとは、指定した既存のディメンションや基準に基づく

カスタムフィールドです。詳細については、セットの作成 ページ1041を参照してください。

MS Analysis ServicesサーバーまたはTeradata OLAPコネクタの名前付きセットも、Tableau
では [データ]ペインのこのエリアに表示されます。これらの名前付きセットは、Tableauの他のカ

スタムセットと同じように操作できます。

l パラメーター–式の中でプレースホルダーとして使用できる、または計算フィールドやフィルターの

定数値を置き換える値。詳細については、パラメーターの作成 ページ1072を参照してくださ

い。

注 :キューブ(多次元 )データソースの場合、フィールドはデータベース作成時にディメンションま

たはメジャーとして明示的に定義されます。リレーショナルデータソースでは、Tableauによって

フィールドが自動的に整理されます。既定では、テキスト値、日付値、またはブール値が含ま

れているフィールドはディメンションであり、数値が含まれているフィールドはメジャーです。

既定では、データソースで定義されたフィールド名が [データ]ペインに表示されます。フィールド名およ

びメンバー名の変更、階層の作成、フィールドのグループおよびフォルダーへの整理を行うことができま

す。詳細については、フィールドの既定の設定の編集 ページ1013、データペイン内のフィールドの整

理とカスタマイズページ1001、および階層の作成 ページ1026を参照してください。

列がビュー内のメジャーフィールドおよびディメンションフィールドになる

データソースにはフィールドが含まれています。接続するリレーショナルデータソースのフィールドは、

テーブルまたはビューの列によって決定されます。各フィールドには、顧客名、合計売上高、製品タイ

プなど、データの一意の属性が含まれています。

キューブ(多次元 )データソースの場合、フィールドはキューブのディメンションとメジャーによって決定さ

れます。Tableauでは、Windowsのみでキューブデータソースをサポートしています。

これは、Excelワークシートのフィールドの例です。
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ワークシートでビジュアライゼーションの構築を開始すると、[データ]ペインで、これらの列がフィールドと

して表示されます。詳細については、[データ] ペインのエリアページ34を参照してください。

各フィールドにはデータ型 (必要に応じて変更可能 )とロール (不連続ディメンション、連続ディメンショ

ン、不連続メジャー、または連続メジャー)があります。詳細については、データ型 ページ156および

ディメンションとメジャー、青と緑 ページ145を参照してください。

また、各フィールドには、現在のビューの構造に応じて、SUMまたはAVGの既定集計などの既定の

設定が含まれています。詳細については、フィールドの既定の設定の編集 ページ1013および

Tableau でのデータ集計 ページ171を参照してください。

Tableauで自動作成するフィールド

[データ]ペインには、元のデータにはない多くのフィールド([メジャーネーム]、[メジャーバリュー]、[レ
コード数 ]、[緯度 ]および [経度 ])も含めることができます。

メジャーネームとメジャーバリュー

l [メジャーバリュー]フィールドには、データのすべてのメジャーが連続する値を使用して1つの

フィールドに集められています。個々のメジャーフィールドを[メジャーバリュー]カードの外にド

ラッグして、これらのフィールドをビューから削除します。

l [メジャーネーム]フィールドには、データのすべてのメジャーの名前が不連続の値を使用して1
つのフィールドに集められています。
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ビジュアライゼーションで [メジャーバリュー]と[メジャーネーム]を使用する方法の詳細について

は、メジャーバリューとメジャーネームページ1160を参照してください。

テーブルの数

Tableau 2020.2以降では、データソース内のすべてのテーブルにNameofTable (Count)という形式

の [カウント]フィールドがあります。テーブルカウントフィールドは、自動的に生成される計算フィールド

です。

テーブルの数 =各テーブルのレコード数の合計

テーブルのレコード数を表示するには、[カウント]フィールドをビューにドラッグします。すべてのテーブル

の数を表示するには、[データ]ペインで各テーブルの [カウント]フィールドを選択し、[表示形式 ]の [テ
キストテーブル]をクリックします。

テーブルの [カウント]フィールドの上に計算を作成することはできません。このフィールドは、集計専用

です。

レコード数 (バージョン2020.2より前 )

[レコード数 ]フィールドは、以前のバージョンのTableauから取得したビジュアライゼーションで使用され

ている場合に表示されることがあります。

2020.2より前のバージョンのTableauでは、[レコード数 ]フィールドは自動生成される計算フィールド

で、「1」に設定されます。この数値は、データソースの各行に関連付けられています。[レコード数 ]
フィールドをビューに追加すると、データソースのすべての行の合計数 (レコード数 )が表示されます。

[レコード数 ]フィールドを使用して、さまざまなディメンションの値を簡単に計算することができます。[レ
コード数 ]を表示して、データの結合が期待通りに行われているかを確認できます。

緯度および経度 (生成 )

Tableauがフィールドをマップで使用できる地理的フィールドと解釈すると、自動的にデータをジオコー

ディングして、[緯度 (生成 )]フィールドと[経度 (生成 )]フィールドを含めます。これらのフィールドを使

用して、ライブマップにデータを重ねることができます。これらのフィールドの使用方法、およびTableau
でマップを作成する際のベストプラクティスについては、Tableau のマップおよび地理的データの分析

ページ1593、地理的役割の割り当てページ1669、およびマップビューの作成においてTableau でサ

ポートされる場所データページ1633を参照してください。

[データ]ペインで一般的なタスクを実行

分析のためにデータソース接続を選択するには、[データ]ペインのデータソース接続名をクリックしま

す。詳細については、[データ] ペイン内のデータソースの操作 ページ43を参照してください。
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データソースのコンテキストメニューを表示するには、トップメニューにある[データ]をクリックしてから、

メニューリスト内のデータソース上でクリックします。詳細については、データソースの編集 ページ904
を参照してください。

[データ] ペイン内のフィールドを検索するには、拡大鏡アイコンをクリックしてから、テキストボックスに

入力します。

参照元データを表示するには、[データの表示 ]アイコンをクリックします。アイコンは [データ]ペインの

上部にあります。

詳細については、参照元データの表示 ページ2602
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Tableauが、データの種類などが原因でフィールドをディメンションまたはメジャーとして誤って分類した

場合は、変換してその役割を変更することができます。

メジャーをディメンションに変換するには、メジャーをドラッグし、[データ]ペインの [ディメンション]エリアに

ドロップします。詳細については、メジャーのディメンションへの変換 ページ1021を参照してください。

データフィールドを必要に応じて変更する

フィールドをビューにドラッグするときは、特定の既定の設定と文字があります。フィールドのそのインスタ

ンスだけのために、既にビューにあるフィールドをカスタマイズすることができます。あるいは、フィールドが

以降それらの設定を使用するように、[データ]ペインの設定を変更することができます。

そのフィールドデータでどのような作業をしたいかによって、ビューのフィールドの定義を管理することが

できます。

注 :ビューにドラッグする前にフィールドの既定の設定を変更するには、右クリック(Macでは

Controlを押しながらクリック)します。コンテキストメニューから、設定と既定のプロパティを編集

できます。

[データ]ペインでフィールドをカスタマイズできるさまざまな方法の詳細については、データペイン内の

フィールドの整理とカスタマイズページ1001およびフィールドの既定の設定の編集 ページ1013を参照

してください。

リレーショナルデータとキューブデータ

リレーショナルデータソースとキューブデータソースの [データ]ペインを以下に示します。フィールドが

ディメンションとメジャーに整理されているという点では、いずれのデータソースのペインも実質的に同じ

に見えます。ただし、キューブデータソースにはディメンションの階層が含まれています。たとえば、

キューブの [データ]ペイン"Employee (従業員 )"ディメンションには、[マネージャー名 ]や [従業員部門 ]
などの階層メンバーが含まれています。
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リレーショナルデータソースには、階層が含まれていません。ただし、リレーショナルデータソースに、

階層が内在する関連ディメンションがある場合があります。たとえば、データソースにCountry、
State、Cityのフィールドがあるとします。これらのフィールドをLocationという階層にグループ化するこ

とができます。これらのリレーショナル階層をドラッグしてドロップすることで、[データ]ペインにまとめること

ができます。詳細については、階層の作成 ページ1026を参照してください。

注 : Tableauでは、Windowsでのみキューブ(多次元 )データソースをサポートしています。

リレーショナルデータを使用する[データ]ペイン(左側の画像 )とキューブデータを使用する[データ]ペ
イン(右側の画像 )
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矢印をクリックして、リレーショナルとキューブの両方の [データ]ペインで、さまざまな階層を展開または

折りたたむことができます。[データ]ペインをすべて非表示にするには、[データ]ペインの右上隅にある

最小化ボタン をクリックします。

キューブデータソースの詳細については、キューブデータソースページ930を参照してください。

[データ]ペイン内のデータソースの操作

[データ]ペインの一番上には、特定のワークブック内のすべてのデータソースがリストされます。使用す

るデータソースをクリックして、選択します。[データ]ペインが更新され、そのデータソース内の対応する

フィールドが表示されます。

注 :このトピックの画像は、最新のUIを反映するように更新されていません。[データ]ペインには、ディメンションとメ
ジャーがラベルとして表示されなくなりました。

[データ]ペインのデータソースリストの領域は、場所を節約するためにサイズを変更できます。高さを

最小限のサイズに変更した場合、データソースを下に向かってスクロールできます。

各データソースには、タイプを示すアイコンが表示されます。たとえば、このアイコンは、データソースがリ

レーショナル、キューブ(多次元 )、データ抽出のいずれであるかを示すことがあります。Tableauでは、

Windowsのみでキューブデータソースをサポートしています。
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データソースを右クリックすると(MacではControlを押しながらクリック)、[データ]メニューにあるコマン

ドにアクセスできます。たとえば、データソースを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し
て、そのデータソースの名前変更やエクスポートを行ったり、閉じたりできます。
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[データ]ペイン内のフィールドをカスタマイズし操作するさまざまな方法については、データペイン内の

フィールドの整理とカスタマイズページ1001、フィールドの既定の設定の編集 ページ1013、および

[データ] ペイン内のデータフィールドの操作 ページ34を参照してください。

スタートページとワークスペース間の移動

Tableau Desktopが既に開かれている場合、Tableau Desktopワークスペースの左上隅にある

Tableauアイコンをクリックしてスタートページに移動することができます。

Tableauワークスペースに戻るには、スタートページでTableauアイコンをクリックします。

高度な分析のビューへの適用 ([アナリティクス]ペイン)

ワークスペースの左側に表示されている[アナリティクス]ペインから、リファレンスライン、ボックスプロッ

ト、傾向線、予測などのオブジェクトをビューにドラッグできます。[データ]ペインと[アナリティクス]ペイン

を切り替えるには、サイドバーの上部にあるタブをクリックします。
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Tableau Desktopの [アナリティクス]ペイン

Tableau Desktopでは、アナリティクスオブジェクトをビューに追加するオプションを[アナリティクス]ペイ

ンまたはメニュー、あるいはビューのコンテキストで使用できます。たとえば、軸を編集するときはリファレ

ンスラインおよびバンドを使用でき、傾向線と予測値は [アナリティクス]メニューから使用できます。

[アナリティクス]ペインでは、ドラッグ&ドロップでさまざまなオプションにアクセスできます。

Webでは、ほとんどのアナリティクスオブジェクトを[アナリティクス]ペインから使用できます。

アナリティクスオブジェクトのビューへの追加

[アナリティクス]ペインからアイテムを追加するには、アイテムをビューにドラッグします。[アナリティクス]
ペインからアイテムをドラッグすると、Tableauによって、そのアイテムをドロップできる場所が表示されま

す。選択の範囲は、アイテムの種類と現在のビューによって異なります。

単純なケースでは、ドロップターゲット領域で次の3つのオプションが提供されます。

46 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



表、ペイン、およびセルという各用語は、アイテムのスコープを定義します。

折れ線グラフと複数の軸や二重軸を含むビューなど、より複雑なビューの場合は、次のようなドロップ

ターゲット領域が表示されます。
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ドロップターゲット領域の上部にあるヘッダーの3つの大きなボックスのいずれかに(たとえば、表ボック

スに)アイテムをドロップすると、四分位数付き中央値のそれぞれが各軸に対して追加されます。

特定のメジャーを基準にして整列する下の6つのボックスのいずれかにアイテムをドロップすると、四

分位数付き中央値は、指定されたスコープで対応する軸に対してのみ追加されます。

アナリティクスオブジェクトをビューから削除

[元に戻す]をクリックしてビューからアナリティクスオブジェクトを削除するか、オブジェクトをビューの外に

ドラッグして削除できます。

また、アイテムをクリックし、ツールヒントから[削除 ]を選択することもできます。

注 :いくつかの [アナリティクス]ペインアイテムは (四分位数付き中央値および95% 信頼区

間の平均 )、リファレンスラインとリファレンス分布を追加します。[元に戻す]を使用しない場合

は、これらのアイテムを個別に削除する必要があります。

アナリティクスオブジェクトのビューでの編集

[アナリティクス]ペインから追加したアイテムを編集するには、アイテムをクリックし、ツールヒントから[編
集 ]を選択します。編集オプションの詳細については、下の「アナリティクスオブジェクトの定義」の特

定のアイテムの種類に関するセクションを参照してください。
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アナリティクスオブジェクトの定義

次のアイテムは、[アナリティクス]ペインからドラッグしてビューにドロップできます。アナリティクスオブジェ

クトをビュー内のフィールドの現在の構成に適用できない場合は、このオブジェクトを使用できません。

定数線

1つもしくは複数の定数線をビューに追加します。定数線を、特定のメジャー、すべてのメジャー、また

は日付ディメンションに追加できます。定数線を追加すると、TableauでValueプロンプトが表示さ

れ、定数の値を指定するように求められます。

Tableau Desktopでは、日付値のValueプロンプトがカレンダーコントロールになります。

表示される定数線をクリックし、[編集 ]または [削除 ]を選択できます。Tableau Desktopには、3つ

目のオプションとして[書式設定 ]があります。[編集 ]を選択すると、[リファレンスラインの編集 ]ダイア

ログボックスが開きます。詳細については、「リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布、

およびリファレンスボックス」記事の既存のリファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布の編

集 ページ1949を参照してください。Tableau Desktopでラインを編集するもう1つの方法は、関連す

る軸を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[リファレンスラインの編集 ]を選択するこ

とです。

平均線

1つもしくは複数の平均線をビューに追加します。平均線を特定のメジャーまたはすべてのメジャーに

追加できます。

追加された平均線をクリックし、総計や合計など、別の集計を選択することができます。[編集 ]また

は [削除 ]を選択することもできます。Tableau Desktopには、3つ目のオプションとして[書式設定 ]が
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あります。[編集 ]を選択すると、[リファレンスラインの編集 ]ダイアログボックスが開きます。詳細につ

いては、「リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布、およびリファレンスボックス」記事の

既存のリファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布の編集 ページ1949を参照してくださ

い。Tableau Desktopでラインを編集するもう1つの方法は、関連する軸を右クリック(Macでは

Controlを押しながらクリック)し、[リファレンスラインの編集 ]を選択することです。

四分位数付き中央値

1つまたは複数の中央値の線と分布バンドをビューに追加します。四分位数付き中央値を特定の

メジャーまたはすべてのメジャーに追加します。

分布バンドは、四分位数として計算されます。中央の2つの四分位数が網掛けされます。

表示される中央値の線または分布をクリックして[編集 ]または [削除 ]を選択できます。Tableau
Desktopには、3つ目のオプションとして[書式設定 ]があります。中央値の線と分布は、別々に編

集、書式設定、または削除する必要があります。[編集 ]を選択すると、[リファレンスラインの編集 ]ダ
イアログボックスが開きます。オプションを表示するには、分布バンドの外縁をクリックする必要があり

ます。バンドの中央をクリックしても何も起きません。詳細については、「リファレンスライン、リファレン

スバンド、リファレンス分布、およびリファレンスボックス」記事の既存のリファレンスライン、リファレンス

バンド、リファレンス分布の編集 ページ1949を参照してください。Tableau Desktopで線または分布

を編集するもう1つの方法は、関連する軸を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、

[リファレンスラインの編集 ]を選択することです。サブメニューには2つの選択肢があります。[四分位

数 ]と[中央値 ]です。

四分位数を含む分布の種類については、「リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布、

およびリファレンスボックス」記事のリファレンス分布の追加 ページ1940を参照してください。

ボックスプロット

1つもしくは複数のボックスプロットをビューに追加します。ボックスプロットを特定のメジャーまたはすべ

てのメジャーに追加できます。ボックスプロットのスコープは、常に[セル]です ([表 ]または [ペイン]では

ありません)。

ボックスプロットのいずれかの横線をクリックまたはポイントすると、ヒゲ、四分位数、中央値について

の統計情報が表示されます。

線をクリックしたときに、[編集 ]または [削除 ]を選択することもできます。Tableau Desktopには、3つ

目のオプションとして[書式設定 ]があります。[編集 ]を選択すると、[リファレンスラインの編集 ]ダイア

ログボックスが開きます。Tableau Desktopでボックスプロットを編集するもう1つの方法は、関連す

る軸を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[リファレンスラインの編集 ]を選択するこ

とです。
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注 : Tableau Desktopでは、[アナリティクス]ペインに"ボックスプロット"という名前の2つのアイ

テムがあります。[要約 ]セクションの [ボックスプロット]オプションでは、指定されたターゲットに対

してボックスプロットが自動的に追加されます。[カスタム]セクションの [ボックスプロット]オプショ

ンでは、ターゲットを指定すると[リファレンスライン、バンド、またはボックスの編集 ]ダイアログ

ボックスが開きます。

合計

合計をビューに追加します。合計を追加すると、ドロップダウンリストには [小計 ]、[列の総計 ]、および

[行の総計 ]が表示されます。

詳細については、ビジュアライゼーションでの合計の表示 ページ1297を参照してください。

合計を削除するには、関連する列または行ヘッダーをクリックし、[削除 ]を選択します。

Tableau Desktopでは、合計を追加した後で、合計の列見出しまたは行見出しをクリックし、その行

または列の集計をツールヒントから設定することもできます。

95%信頼区間の平均

分布バンドと共に1つまたは複数の平均線のセットを追加します。分布バンドは、95%の信頼区間

で構成されます。これらのアイテムを特定のメジャーまたはすべてのメジャーに追加できます。

信頼区間の分布バンドは、母集団平均が95%の確立で入る範囲を網掛けします。

表示された平均線または分布をクリックし、[編集 ]または [削除 ]を選択します。Tableau Desktopに

は、3つ目のオプションとして[書式設定 ]があります。[編集 ]を選択すると、[リファレンスラインの編集 ]
ダイアログボックスが開きます。平均線と分布は、別々に編集、書式設定または削除する必要があ

ります。オプションを表示するには、分布バンドの外縁をクリックする必要があります。バンドの中央をク

リックしても何も起きません。Tableau Desktopで線または分布を編集するもう1つの方法は、関連
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する軸を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[リファレンスラインの編集 ]を選択す

ることです。サブメニューには2つの選択肢があります。[平均 ]と[95% 信頼区間 ]です。

線やバンドは、ビューの外側にドラッグして削除することもできます。

95%信頼区間の中央値

分布バンドと共に1つまたは複数の中央値の線のセットを追加します。分布バンドは、95%の信頼

区間で構成されます。これらのアイテムを特定のメジャーまたはすべてのメジャーに追加できます。

信頼区間の分布バンドは、母集団の中央値が95%の確率で入る範囲を網掛けします。

表示される中央値の線または分布をクリックして[編集 ]、[書式設定 ]、または [削除 ]を選択できま

す。Tableau Desktopには、3つ目のオプションとして[書式設定 ]があります。[編集 ]を選択すると、

[リファレンスラインの編集 ]ダイアログボックスが開きます。中央値の線と分布は、別々に編集、書式

設定、削除する必要があります。オプションを表示するには、分布バンドの外縁をクリックする必要が

あります。バンドの中央をクリックしても何も起きません。Tableau Desktopで線または分布を編集す

るもう1つの方法は、関連する軸を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[リファレン

スラインの編集 ]を選択することです。サブメニューには2つの選択肢があります。[中央値 ]と[95%
信頼区間 ]です。

線やバンドは、ビューの外側にドラッグして削除することもできます。

傾向線

1つもしくは複数の傾向線をビューに追加します。傾向線を追加する時に、ドロップダウンメニューに

はTableauで使用できる傾向線モデルの種類が表示されます。線形、対数、指数、および多項で

す。いくつかのビューでは、これらのオプションのサブセットのみを使用できます。

詳細については、傾向線モデルタイプページ1957を参照してください傾向線モデルタイプページ

1957

傾向線をクリックして削除または編集するか、統計的定義を表示します。傾向線は、ビューの外側

にドラッグして削除することもできます。

予測

予測をビューに追加します。このオプションはTableau Desktopでのみ使用可能で、Web上のビュー

で編集している場合は使用できません。予測は、ビューに少なくとも1つのメジャーがあるときにのみ

可能です。

多次元データソースに基づくビューでは、予測はサポートされていません。また、ビューには次のいず

れを含めることもできません。
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l 表計算

l 非集計メジャー

l 割合計算

l 総計または小計

l 集計が [正確な日付 ]に設定された日付値

NULL値を含む時系列には制約もあります。

詳細については、予測 ページ1991を参照してください。

現在の予測の説明を削除、編集、または読み取るには、[分析 ]メニューから[予測 ]を選択します。

カスタムリファレンスライン

ビュー内の特定のメジャーまたはすべてのメジャーに対してリファレンスラインを追加できます。

リファレンスラインを[アナリティクス]ペインからドラッグしてターゲットにドロップすると、Tableauで自動

的に編集ダイアログボックスが開かれます。使用可能なオプションについては、「リファレンスライン、リ

ファレンスバンド、リファレンス分布、およびリファレンスボックス」記事のリファレンスラインの追加 ペー

ジ1928を参照してください。後でこのダイアログボックスに戻るには、線をクリックして、[編集 ]を選択し

ます。

カスタムリファレンスバンド

ビュー内の特定のメジャーまたはすべてのメジャーに対してリファレンスバンドを追加できます。

リファレンスバンドを[アナリティクス]ペインからドラッグしてターゲットにドロップすると、Tableauで自動

的に [リファレンスライン、バンド、またはボックスの編集 ]ダイアログボックスが開かれます。使用可能な

オプションについては、「リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布、およびリファレンスボッ

クス」記事のリファレンスバンドの追加 ページ1935を参照してください。後でこのダイアログボックスに

戻るには、バンドをクリックして[編集 ]を選択します。オプションを表示するには、リファレンスバンドの

外縁をクリックする必要があります。バンドの中央をクリックしても何も起きません。

カスタム分布バンド

ビュー内の特定のメジャーまたはすべてのメジャーに対してリファレンス分布を追加できます。

リファレンス分布を[アナリティクス]ペインからドラッグしてターゲットにドロップすると、Tableauで自動的

に [リファレンスライン、バンド、またはボックスの編集 ]ダイアログボックスが開かれます。使用可能なオ

プションについては、「リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布、およびリファレンスボック

ス」記事のリファレンス分布の追加 ページ1940を参照してください。後でこのダイアログボックスに戻る

には、バンドをクリックして[編集 ]を選択します。オプションを表示するには、分布バンドの外縁をクリッ

クする必要があります。バンドの中央をクリックしても何も起きません。

Tableau Software 53

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



カスタムボックスプロット

Tableau Desktopでは、[アナリティクス]ペインの [カスタム]セクションからボックスプロットをドラッグして

ターゲットにドロップできます。Webでビューを編集している場合は実行できません (ただし、Web上

では、ボックスプロットを[アナリティクス]ペインの [要約 ]セクションから追加できることを覚えておいてく

ださい)。ボックスプロットを[カスタム]セクションからドラッグすると、Tableauで自動的に [リファレンスラ

イン、バンド、またはボックスの編集 ]ダイアログボックスが開きます。使用可能なオプションについて

は、「リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布、およびリファレンスボックス」記事のボッ

クスプロットの追加 ページ1945を参照してください。ボックスプロットのスコープは、常に[セル]です

([表 ]または [ペイン]ではありません)。

ボックスプロットのいずれかの横線をクリックすると、ヒゲ、四分位数、中央値についての統計情報が

表示されます。

後でこのダイアログボックスに戻るには、バンドをクリックして[編集 ]を選択します。

シェルフとカードの参照

Tableauのすべてのワークシートには、列、行、マーク、フィルター、ページ、凡例などのシェルフとカー

ドが含まれています。

シェルフまたはカードにフィールドを配置すると、以下を行えます。

l ビジュアライゼーションの構造を構築する。

l データを含めるまたは除外することにより、詳細レベルを向上させ、ビューに含まれるマークの

数を制御する。

l 色、サイズ、形状、テキスト、詳細でマークをエンコードし、ビジュアライゼーションにコンテキスト

を追加する。

フィールドをさまざまなシェルフやカードに配置して、データの最適な表示方法を確認する。

ビューを開始するためのオプション

フィールドを配置する場所がわからない場合は、Tableauヘルプによって、データを表示する最適な

方法を判別できます。

l [データ]ペインからフィールドをドラッグし、各 Tableauワークシートの一部であるカードとシェル

フにドロップすることができます。

l [データ]ペインで1つ以上のフィールドをダブルクリックできます。

l [データ]ペインで1個以上のフィールドを選択し、その後、選択したフィールドに適したグラフタ

イプを特定する[表示形式 ]からグラフタイプを選択することができます。詳細については、表
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示形式を使用したビューの開始 ページ1173を参照してください。

l tabularパースペクティブからビューを構成し始めるには、フィールドをドラッグして[Drop field
here] (ここにフィールドをドロップする)グリッドにドロップすることができます。

[行 ]シェルフと[列 ]シェルフ

[データ]ペインからフィールドをドラッグして、ビジュアライゼーションに適した構造を作成します。

[列 ]シェルフは表の列を作成し、[行 ]シェルフは表の行を作成します。シェルフにはフィールドをいくつ

でも配置できます。

[行 ]または [列 ]シェルフにディメンションを配置すると、そのディメンションのメンバーのヘッダーが作成さ

れます。[行 ]または [列 ]シェルフにメジャーを配置すると、そのメジャーの定量的軸が作成されます。さ

らに多くのフィールドをビューに追加すると、表に含まれるヘッダーや軸が増え、データのより詳細な

ビューが得られるようになります。

下のビューでは、"Segment (区分 )"ディメンションのメンバーは列ヘッダーとして表示され、"Profit (収
益 )"メジャーは垂直軸として表示されています。
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Tableauはマークを使用してデータを表示します。[行 ]および [列 ]シェルフの内部フィールドによって

既定のマークタイプが決まります。たとえば、内部フィールドがメジャーとディメンションの場合、既定の

マークタイプはバーです。[マーク]カードドロップダウンメニューを使用して、別のマークタイプを手動で

選択することもできます。詳細については、ビュー内のマークのタイプを変更するページ1182を参照し

てください。

[行 ]および [列 ]シェルフにフィールドを追加すると、行、列、ペインが表に追加されます。
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行と列の非表示

一般的に、ディメンションやメジャーを追加するのは、表に行や列を作成するためです。そして、すべて

のデータを含めたり、フィルターを追加してサブセットだけを表示するようにします。ただし、データをフィル

ターすると、表内の要約データに対して行われる計算やその他の演算からも除外されることになりま

す。データをフィルターする代わりに、列または行を非表示にして、ビューには表示しなくても計算には

含めることができます。

ヒント:列の非表示は、前後の日付値と比較する表計算を使用する場合に特に役立ちます。このよ

うな場合、比較するデータがないためにデータが表示されない行や列があります。空の列を非表示に

すると、表計算はそのまま残ります。表計算の詳細については、表計算のタイプページ2494を参照し

てください。

たとえば、前年比成長率を計算する場合、初年度には比較する前の年がなく、列が空白になりま

す。初年度をフィルターすると、ビューに表示されないだけでなく、計算からも除外されます (2年目と

比較する前の年がなく、空白のままとなります)。フィルターするのではなく、空白の列を非表示にする

と、計算はそのまま残ります。

行や列を非表示にするには

非表示にする行や列を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)して[非表示 ]を選択しま

す。
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非表示のデータを表示するには

非表示の列や行を含むフィールドのフィールドメニューを開き、[非表示のデータを表示 ]を選択しま

す。
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[マーク]カード

[マーク]カードは、Tableauでビジュアル分析を行う際の主要な要素です。フィールドを[マーク]カード

のさまざまなプロパティにドラッグして、コンテキストや詳細をビューのマークに追加します。

[マーク]カードを使用してマークタイプを設定し(ビュー内のマークのタイプを変更するページ1182を参

照 )、データを色、サイズ、形状、テキスト、詳細でエンコードします。マークの設定を変更するには、

ビュー内のマークの表示を制限するページ1205を参照してください。
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この例では、3つの異なるフィールドを[マーク]カードの異なるプロパティにドラッグしています。

"Segment (セグメント)"は [色 ]、"Region (地域 )"は[形状 ]、"Quantity (数量 )"は [サイズ]へとドラッ

グしています。

フィールドを[マーク]カードに追加した後は、フィールドの隣にあるアイコンをクリックして、使用している

プロパティを変更できます。また、[マーク]カードのプロパティボタンをクリックしてこれらの設定を変更す

ることもできます。
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多くのプロパティは、複数のフィールドを持つことができます。たとえば、[ラベル]、[詳細 ]、[ツールヒント]、
および [色 ]には複数のフィールドを追加できます。[サイズ]および [形状 ]は、一度に1つのフィールド

のみを持つことができます。詳細については、ビュー内のマークの表示を制限するページ1205を参照

してください。

注 : 既定では、[色 ]に新しいフィールドをドラッグすると、既存のフィールドが置換されます。既

存のフィールドを置換することなく色に新しいフィードを追加するには、キーボードのSHIFTキー

を押しながら新しいフィールドを[マーク]カード上の [色 ]ドラッグします。

[フィルター]シェルフ

[フィルター]シェルフでは、どのデータを含めてどのデータを除外するかを指定できます。たとえば、各顧

客区分の収益を分析する際に、特定の出荷コンテナーと配達時刻のみを考慮するとします。[フィル
ター]シェルフにフィールドを配置することによって、そのようなビューを作成することができます。

注 : このセクションでは、フィルターについて簡単に説明します。詳細については、ビューからの

データのフィルターページ1251を参照してください。

メジャー、ディメンション、またはその両方を同時に使用して、データをフィルターすることができます。さ

らに、表の列と行を構成するフィールドに基づいてデータをフィルターすることもできます。これを内部

フィルターと呼びます。表のヘッダーや軸にならないフィールドを使用してデータをフィルターすることもで

きます。これを外部フィルターと呼びます。フィルターされたすべてのフィールドは [フィルター]シェルフに表

示されます。

フィルターの基本的な概念を説明するために、次のビューを検討してください。
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"Home Office (ホームオフィス)"のデータには関心がないと仮定します。この列をビューから削除する

には、"Segment (区分 )"ディメンションをフィルターします。このためには、フィールドメニューの [フィル
ター]を選択するか、"Segment (区分 )"ディメンションを[フィルター]シェルフにドラッグします。[フィル
ター]ダイアログボックスが開きます。既定では、すべてのメンバーが選択されます。"Home Office
(ホームオフィス)"のチェックボックスをオフにして、ビューから除外します。選択したすべてのメンバーが

含まれます。
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次に示すように、ビューが更新され、"Home Office (ホームオフィス)"列が削除されます。このフィル

ターは、[フィルター]シェルフの"Segment (区分 )"フィールドに示されています。
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製品のカテゴリーに対する収益のみを表示する場合を想定します。"Category (カテゴリー)"フィール

ドが [行 ]シェルフおよび [列 ]シェルフや [マーク]カードに使用されていない場合でも、フィルターを追

加できます。[フィルター]シェルフに"Category (カテゴリー)"ディメンションをドラッグします。"Category
(カテゴリー)"ビューの一部ではないので、これは外部フィルターの例となります。

[フィルター]ダイアログボックスが自動的に開きます。既定では、どのメンバーも選択されていません。

ビューの一部にするメンバーを選択します。クリアされたメンバーはすべて除外されます。この例では、

"Office Supplies (事務用品 )"が選択されています。

変更されたデータビューを以下に示します。マークラベルには、顧客区分の収益の合計が$56,330
に減少したことが示されています。この数値は、企業市場に関連し、事務用品カテゴリーの一部で

あるデータソースのすべての行を合計して得られたものです。
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フィルターは独立しているため、[フィルター]シェルフに配置されたフィールドの順序によってデータビュー

が影響を受けることはありません。つまり、顧客区分でフィルターした後に出荷用コンテナーでフィル

ターした結果は、出荷用コンテナーでフィルターしてから顧客区分でフィルターした場合と同じになりま

す。操作のフィルターリング順序の詳細については、ビューからのデータのフィルターページ1251を参照

してください。

ページシェルフ

[ページ]シェルフを使用すると、ビューを一連のページに分割して、特定のフィールドがビュー内の他の

データにどのような影響を与えているかをより詳しく分析できます。[ページ]シェルフにディメンションを配

置すると、ディメンションの各メンバーに新しい行を追加することになります。[ページ]シェルフにメジャー

を配置すると、Tableauはそのメジャーを不連続のメジャーに自動的に変換します。
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[ページ]シェルフは、各ページに異なるビューがあるページのセットを作成します。各ビューは、[ページ]
シェルフに配置されているフィールドのメンバーに基づいています。フィールドを[ページ]シェルフに移動

する時にビューに追加されるコントロールを使用して、ビューを簡単にめくり、それらのビューと共通軸

を比較できます。たとえば、次のビューには、その月のそれぞれの日に対して地域ごとに分類された収

益と売上が示されています。以下のイメージは、1、2、3、4日を表しています。月の他の日付を見る

には下の方へスクロールします。

このビューをさらに使いやすくするには、"DAY (Order Date)(日 (発注日 ))"を[ページ]シェルフに移

動し、関連するコントロールを使用してページをめくります (1日分ずつ)。これまで見えていなかった事

実がたちまち見えてきます。この例で興味深いのは、西部地域において19日が売上と収益の面で

重要な日になっていることです。
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フィールドを [ページ] シェルフへ追加すると、ページコントロールが自動的にビューの右側に追加されま

す。

このコントロールを使用してページ間を移動します。ビュー内でページ間を移動する方法は3つありま

す。

l 特定のページにジャンプ

l 手動でページを移動

l 自動でページを移動

特定のページにジャンプ

特定のページを表示するには、ドロップダウンリストから表示するメンバーまたは値を選択します。
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手動でページを移動

次のいずれかの方法で、連続するページを手動で進めることができます。

l ドロップダウンリストの両側にある進むボタンと戻るボタンを使用して、1ページずつ移動しま

す。

l ページスライダーを使用して、連続するページをすばやく前後に移動します。

l 次のいずれかのキーボードショートカットを使用して、連続するページを前後に移動することが

できます。

F4 前方への移動を開始または停止する

SHIFT + F4 後方への移動を開始または停止する

CTRL + . 1ページ先にスキップする

CTRL + , 1ページ後ろにスキップする

Macでは、同等のキーボードショートカットがあります。
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F4 前方への移動を開始または停止する

Shift + F4 後方への移動を開始または停止する

Command +ピリオド 1ページ先にスキップする

Command +コンマ 1ページ後ろにスキップする

自動でページを移動

ビュー内のページのスライドショーを見るには、再生コントロールを使用します。いつでも前方への再生

または後方への再生、および再生の停止を行うことができます。コントロールの右下隅にあるスピード

コントロールで、再生速度を調整することができます。最も小さなバーが最も遅い再生速度を示して

います。

ページ履歴の表示

[履歴の表示 ]チェックボックスを使用すると、ページ履歴を表示することができます。ページ履歴を使

用すると、前のページのマークは現在のページに表示されます。

Tableau Desktopのみ: 履歴のドロップダウンコントロールを開いて、どのマークをいつ表示するかを指

定します。
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履歴のドロップダウンコントロールには、次のオプションがあります。

l 履歴を表示するマーク-選択したマークだけの履歴を表示するのか、ハイライトされているマー

クや履歴を表示するように手動で選択したマークの履歴を表示するのか、すべてのマークの履

歴を表示するのかを選択します。ビュー内のマークを右クリック(MacではControlを押しなが

らクリック)し、[ページ履歴 ]メニューでオプションを選択することで、マークの履歴を手動で表示

することができます。

l 長さ-履歴に表示するページの数を選択します。

l 表示 -履歴マークと以前の値全体のライントレース(トレイル)のどちらを表示するか、あるい

は両方を表示するかを指定します。

l マーク-色を含む履歴マークの書式設定と、色が自動に設定されている場合はどの程度薄く

するかを指定することができます。マークは既定のマークの色を使用するか、[色 ]シェルフの色

エンコードを使用します。

l トレイル -履歴マークを通じて引かれた線をフォーマットします。このオプションは、[表示 ]オプ

ションで [トレイル]が選択されている場合にのみ使用できます。
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ページ上で色ごとに複数のマークがある場合、ページトレイルは表示されないことがあります。ビューの

詳細レベルが、[ページ]シェルフおよび [色 ]ターゲットの詳細レベル以下または等しいことを確認してく

ださい。また、トレイルは四角、円、形状などの不連続マークタイプのみをサポートします。これらのマー

クは、マークタイプが[自動 ]の場合はサポートされません。

ダッシュボードのページ (Tableau Desktopのみ)

ダッシュボードに[ページ]シェルフ上の同じフィールドを使用する複数のビューが含まれる場合、[同期

化 ]オプションを選択することで単一のページコントロールのあるすべてのビューを制御できます。このオ

プションは、ダッシュボードのページコントロール上でのみ利用できます。

その他のシェルフ、凡例、カード、およびコントロール

いくつかのシェルフ、凡例、カード、またはコントロールは、ビューで作業する際の結果として表示される

だけです。たとえば、色の凡例は、色にフィールドがある場合にのみ表示されます。
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Tableauは、ビューのこれらの要素の移動またはその他のカスタマイズのためのコントロールを提供し

ます。

以下のリストでは、それぞれシェルフ、凡例、カード、またはコントロールについて説明します。

l メジャーバリューシェルフ- [メジャーバリュー]は特別なフィールドで、常に [データ]ペインに表

示され、データのすべてのメジャーが1つのフィールドに集められています。Tableauは、同じ軸

で複数のメジャーが共有されている場合、ビューに [メジャーバリュー]を自動的に追加しま

す。ビュー内に [メジャーバリュー]がある場合、Tableauは、メジャーが含まれていることを示す

[メジャーバリュー]シェルフを表示します。このカードにメジャーを追加したり、このカードからメ

ジャーを削除することができます。詳細については、メジャーバリューとメジャーネームページ

1160を参照してください。

l 色の凡例 –色にフィールドがある場合、色が割り当てられている方法を示します。

l シェイプの凡例 –シェイプにフィールドがある場合、シェイプが割り当てられている方法を示しま

す。

l サイズの凡例 –サイズにフィールドがある場合、サイズが割り当てられている方法を示します。

l 地図の凡例 -地図上の記号およびパターンの凡例を示します。地図の凡例は、すべてのマッ

ププロバイダーで使用できるわけではありません。

l パラメーターコントロール–ワークブックのすべてのパラメーターには、個々のパラメーターコント

ロールがあります。詳細については、パラメーターの作成 ページ1072を参照してください。

l タイトル–タイトルはすべてのビューのために既定値で表示されます。既定のタイトルは、シー

トの名前です。それを編集するには、タイトルをダブルクリック( Macでは、Controlキーを押し

ながらクリック) します。

l キャプション–ビューのキャプションを表示するには、ワークシートメニューから[キャプションを表

示 ]を選択します。

l サマリーカード–ビューのサマリーカードを表示するには、ワークシートメニューから[サマリーを

表示 ]を選択します。詳細については、サマリーカードページ2600を参照してください。
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l ページコントロール–ページシェルフのフィールドがある場合、ページ内を移動するためのオプ

ションを提供します。

ビューの各部分

このセクションでは、Tableauで作成できるビューの基本要素について説明します。必要に応じて

ビューの一部を表示または非表示にできます (以下で説明 )。すべてのビューにいくつかの形式の表が

あり、行、列、ヘッダー、軸、ペイン、セル、マークが含まれています。ビューには、オプションでツールヒン

ト、タイトル、キャプション、フィールドラベル、凡例を含めることができます。

ビューの領域

すべてのワークシートの表にデータビューが表示されます。表は行と列の集まりで、ヘッダー、軸、ペイ

ン、セル、マークなどの要素で構成されています。これらに加えて、タイトル、キャプション、フィールドラ

ベル、凡例も表示あるいは非表示にするよう選択できます。

A.フィールドラベルページ86 - [行 ]シェルフと[列 ]シェルフに追加された不連続フィールドのラベル。

フィールドのメンバーを示します。たとえば、[カテゴリー]は、"Furniture (家具 )"、"Office Supplies (事
務用品 )"、および "Technology (テクノロジ)"の3つのメンバーを含む不連続フィールドです。

B.タイトルページ83 -ワークシート、ダッシュボード、ストーリーに指定する名前。タイトルはワークシー

トやストーリーに自動的に表示され、それらをオンにしてダッシュボードで表示することができます。

C.マークページ80 -ビューに含まれるフィールド(ディメンションおよびメジャー)の交差点を示すデータ。

マークカードは線、棒、形状、地図などを使用して表すことができます。
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D.凡例 ページ88 -データがビューでどのようにエンコードされているかを説明するキー。たとえば、

ビューで形状や色を使用する場合、凡例は各形状や色が何を表すかを説明します。

E.軸 ページ77 -ビューにメジャー (定量的な、数値情報を含むフィールド)を追加したときに作成さ

れます。既定では、Tableauはこのデータの連続軸を生成します。

F.ヘッダー下 -フィールドのメンバー名。

G.キャプションページ85 -ビュー内のデータを説明するテキスト。キャプションは自動的に生成され、

オンとオフを切り替えることができます。

セルページ79やペインページ79についての情報も参照してください。

ヘッダー

ヘッダーは、[行 ]シェルフまたは [列 ]シェルフ上にディメンションまたは不連続フィールドを配置すると

作成されます。ヘッダーには、シェルフの各フィールドのメンバー名が表示されます。たとえば、次の

ビューの列ヘッダーには "Order Date (発注日 )"フィールドのメンバーが、行ヘッダーには "Sub-
Category (サブカテゴリ)"フィールドのメンバーが表示されています。

行ヘッダーと列ヘッダーはいつでも表示と非表示を切り替えることができます。
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ヘッダーを非表示にするには

l ビュー内のヘッダーを右クリックし(MacではControlを押しながらクリック)、[ヘッダーの表示 ]を
選択します。

ヘッダーを表示するには

l ビュー内で表示するヘッダーがあるフィールドを選択し、フィールドメニューで [ヘッダーの表示 ]を
選択します。
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ヘッダーを非表示にすると、複数のメジャーを使用している場合に便利です。たとえば、次のビューに

は、各地域の売上高と収益の両方が1つの軸に対して表示されています。メジャーネームのヘッ

ダーが表示されていると、ビューが煩雑になります。メジャーネームはマークの色によっても区別されて

いるので、余分なヘッダーを非表示にしてビューをすっきりさせることができます。
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軸

軸は、[行 ]シェルフまたは [列 ]シェルフにメジャーまたは連続フィールドを配置すると作成されます。既

定では、メジャーフィールドの値が連続軸に対して表示されます。
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軸は、いつでも表示と非表示を切り替えることができます。

軸を非表示にするには

l ビュー内の軸を右クリックし(MacではControlを押しながらクリック)、[ヘッダーの表示 ]を選択

してこのオプションの横にあるマークのチェックをオフにします。

軸を表示するには

l ビュー内で表示する軸があるメジャーを選択し(MacではControlを押しながらクリック)、フィー
ルドメニューで [ヘッダーの表示 ]を選択します。
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ペイン

ペインは、行シェルフと列シェルフのフィールドの交点によって定義されます。

表計算では、ペインは次の例に示すように同じフィールドに属する1つまたは複数のセルと見なされ、

計算に従って下方向または横方向に計算されます。

詳細については、表計算での値の変換 ページ2482を参照してください。

セル

セルはTableauで作成できる表の基本コンポーネントであり、行と列の交点によって定義されます。た

とえば、テキスト表では、次のビューに示すように、セルにテキストが表示されます。

Tableau Software 79

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



マーク

フィールドをビューにドラッグすると、データはマークを使用して表示されます。各マークは、ビュー内の

すべてのディメンションの交差点を示します。

たとえば、"Region (地域 )"ディメンションと"Year (年 )"ディメンションがあるビューでは、これら2つの

ディメンションのすべての組み合わせごとに1つのマーク("East 2011"、"East 2012"、"West 2011"、
"West 2012"など)があります。ここではマークタイプが "Text (テキスト)"に設定されているため、Abc
は "Sales (売上 )"などのメジャーがビューに追加されると表示されるテキストマークの値の場所を表

します。
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マークの作成およびカスタマイズの詳細については、[マーク] カードページ59、ビュー内のマーク

の表示を制限するページ1205、ビュー内のマークのタイプを変更するページ1182、スタック

マークページ1234を参照してください。スタックマークページ1234

マークは、線、形状、棒、マップなど、さまざまな方法で表示できます。色、サイズ、形状、ラベルなど

のマークプロパティを使用すると、データに関する追加情報を表示できます。使用するマークタイプと

マークプロパティは、[マーク]カードによって制御されます。[マーク]カードにフィールドをドラッグすると、

詳細なデータが表示されます。たとえば、上と同じビューが下に示されていますが、今回は "Profit (収
益 )"が [色 ]に配置されています。この追加情報によって、2014年では "West (西部 )"地域の収益

が最高だったことがわかります。

[マーク]カードを使用すると、ビュー内のマークを制御できます。ドロップダウンメニューを使用して、表

示するマークの種類を指定します。[マーク]カードにフィールドをドラッグし、ドロップダウンコントロールを

使用して詳細な情報をビューに追加したり、ビュー内のマークの色、形状、サイズ、ラベル、数を制御

したりします。

ツールヒント

ツールヒントは、ビュー内の1つ以上のマークにポインターを合わせたときに表示されるデータの詳細で

す。1つまたは複数のマークを選択してカーソルを合わせると、ツールヒントには、マークのフィルター (除
外または選択項目のみ保持 )、同一の値を持つマークの表示、グループの作成、セットの作成、また

は参照元データの表示を行うためのオプションも含まれるようになります。ユーザーがツールヒントコマン

ドにアクセスできないようにする必要がある場合は、それを無効にできます。
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ツールヒントの書式設定など、さまざまな設定の詳細については、タイトル、キャプション、ツールヒント

および凡例の書式設定 ページ2919、ツールヒントをマークに追加 ページ1214、およびツールヒント

内でビューを作成する (ツールヒント内 Viz)ページ1317も参照してください。ツールヒントでの分析オ

プションの詳細については、ビューでのデータの探索と調査 ページ2581を参照してください。

Vizでデータの探索に使用するツールヒントコマンドボタン

ツールヒントの上部には、データのフィルター、グループの作成、選択内容の並べ替え、参照元データ

の表示を行うためのコマンドがリストされます。たとえば、ツールヒントを使用して散布図の外れ値を

簡単に削除することができます。各コマンドについて以下に説明します。

ツールヒントコマンドを表示するには、マークにカーソルを合わせて静止させます。この

l 選択したデータのみを保持 -他のすべてのデータを削除するフィルターを作成します。詳細に

ついては、ビューにデータポイントを含めるか、データを除外するよう選択しますページ1252を
参照してください。

l 除外 -選択したデータを削除するフィルターを作成します。詳細については、ビューにデータポ

イントを含めるか、データを除外するよう選択しますページ1252を参照してください。

l メンバーのグループ化 -選択に基づいてグループを作成します。選択に複数のディメンションが

含まれている場合、1つのディメンションまたはすべてのディメンションにグループ化できます。詳

細については、データのグループ化によりデータエラーの修正またはディメンションメンバーを組

み合わせるページ1040を参照してください。

l セットの作成 (Tableau Desktopのみ) -選択されたメンバーを含む新しいセットを作成しま

す。新しいセットの作成または既存のセットへのメンバーの追加ができます。詳細については、

セットの作成 ページ1041を参照してください。

l データの表示 -データを表示するウィンドウが開きます。要約データまたは参照元データを表

示することができます。詳細は参照元データの表示 ページ2602を参照してください。
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既定では、これらのコマンドが表示されます。コマンドは、[ツールヒントの編集 ]ダイアログボックスで、

[コマンドボタンを含める]の選択を解除すると、無効にできます。これを行うと、複数のマークが選択

されている場合、集計の概要も非表示になります。

ツールヒントコマンドの無効化

ユーザーがツールヒントコマンドにアクセスできないようにする必要がある場合は、それを無効にできま

す。

1. [マーク]カード上のツールヒントをクリックするか、[ワークシート] > [ツールヒント]を選択します。

2. [ツールヒントの編集 ]ダイアログボックスで、[コマンドボタンを含める]チェックボックスをオフにし

ます。

ツールヒントの設定がアクティブワークシートに適用されます。ツールヒントは、ワークブック内のシートご

とに異なるものを使用することもできます。

ツールヒントの本文とマークアップ

ツールヒントの本文には、特定のマークまたは複数のマークに関する詳細が表示されます。たとえば、

地域別の売上高を示す棒グラフの場合、ツールヒントの本文には実際の売上高と地域名を含めるこ

とができます。既定のツールヒントは、ビューで使用されているフィールドに基づきます。ツールヒントに

表示される内容は、[マーク]カード上の [ツールヒント]にフィールドをドラッグすることでカスタマイズでき

ます。

ツールヒントおよびその形式をカスタマイズするには、[マーク]カード上の [ツールヒント]をクリックします。

または、[ワークシート] > [ツールヒント]を選択することもできます。

アクションリンク

シートにアクションが含まれている場合、ツールヒントの本文の下にアクションリンクがリスト表示されま

す。アクションは、フィルター、ハイライト、および外部リソースへのリンクにより、データにコンテキストとイ

ンタラクティビティを追加します。アクションをワークブックに追加する方法の詳細については、アクション

ページ1333を参照してください。

タイトル

すべてのワークシート、ダッシュボード、ストーリーにタイトルを表示できます。ワークシートやストーリーで

は既定でタイトルが表示されていますが、削除できます。ダッシュボードの場合は、タイトルを追加でき

ます。既定ではタイトルはシートの名前ですが、タイトルを編集してテキストを変更し、ページ番号や

シート名などの動的値を含めることもできます。タイトルの書式設定方法の詳細については、タイト

ル、キャプション、ツールヒントおよび凡例の書式設定 ページ2919を参照してください。
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ワークシートでのタイトルの表示と非表示

タイトルはワークシートに既定で表示され、ワークシートの一部となり、ビューの一番上に表示されま

す。タイトルをビューの横または下に移動できます。ただし、ビューの一番上からタイトルを移動する

と、タイトルが [タイトル]カードとなり、ビュー内の他のカードのように表示されます。

注 : タイトルを一番上の場所から移動して非表示にし、もう一度タイトルを表示した場合、

ワークシートの上部の既定の場所に表示されます。

ワークシートでタイトルを表示または非表示にするには

l ツールバーメニューから、[ワークシート] > [タイトルを表示 ]をクリックします。

l ツールバーにある[カードの表示 /非表示 ] ボタンのドロップダウン矢印をクリックし、コンテキスト

メニューから[タイトル]を選択します。

タイトルを表示 /非表示にするには、チェックマークのオンとオフを切り替えます。

ダッシュボードでのタイトルの表示と非表示

ダッシュボードのタイトルをオンにすることができます。タイトルは、ダッシュボードの一部として表示され

ます。

ダッシュボードでタイトルを表示または非表示にするには、ツールバーメニューで [ダッシュボード] > [タ
イトルを表示 ]を選択します。
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ダッシュボードにワークシートを追加すると、ワークシート自体でタイトルをオフにしていても、ワークシー

トのタイトルが自動的に表示されます。ダッシュボードのワークシートでタイトルを非表示にするには、

次の手順を実行します。

1. ダッシュボードで、ワークシートを選択してハイライトします。

2. ハイライトされているワークシートの右上角で、ドロップダウン矢印をクリックしてコンテキストメ

ニューから[タイトル]を選択し、チェックマークをオフにします。

ストーリーでのタイトルの表示と非表示

ストーリーのタイトルは既定で表示されます。ストーリーのタイトルのオンとオフを切り替えるには、トップ

メニューで [ストーリー] > [タイトルを表示 ]を選択し、チェックマークを追加または削除します。

キャプション

すべてのビューには、自動生成された、または手動で作成したキャプションを含めることができます。

キャプションは [キャプション]カードに表示されます。

ワークシートでキャプションを表示するには、[カードの表示 /非表示 ]ツールバーメニュー でキャプ

ションを選択するか、[ワークシート] > [キャプションを表示 ]を選択します。
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既定では、このキャプションは自動的に生成されます。

キャプションを編集するには、ビューの [キャプション]領域をダブルクリックします。[キャプションの編集 ]
ダイアログボックスで、フォント、サイズ、色、および配置とスタイルを変更できます。

[挿入 ]メニューをクリックすると、ページ番号、シート名、フィールド値、パラメーター値などの自動テキ

ストを追加できます。

キャプションは、印刷、PDFへの出力、およびTableau Serverへのパブリッシュを行うときにオプション

として含めることができます。また、ビューをイメージとしてMicrosoft PowerPointなどの別のアプリケー

ションにエクスポートしたときに、キャプションをオプションとして含めることもできます。

フィールドラベル

[行 ]シェルフと[列 ]シェルフに不連続フィールドを配置すると、ビューにヘッダーが作成され、フィールド

のメンバーが表示されます。たとえば [行 ]シェルフに製品を含むフィールドを配置すると、各製品名が

行ヘッダーとして表示されます。

これらのヘッダーに加えて、ヘッダーのラベルであるフィールドラベルを表示することもできます。この例

では、行に"Category (カテゴリー)"というラベルが付いているため、不連続のカテゴリー名が

"Category (カテゴリー)"フィールドのメンバーであることがわかります。
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フィールドラベルは、不連続のフィールドにのみ適用されます。連続フィールドをビューに追加すると、

Tableauにより軸が作成されます。軸にはヘッダーのラベルが付けられます。

既定でフィールドラベルは表示されます。

フィールドラベルを非表示または表示するには、[分析 ] > [表のレイアウト] > [行のフィールドラベルを

表示する]または [列のフィールドラベルを表示する]を選択します。

フィールドラベルのフォント、配置、網掛け、および区切り文字を書式設定できます。
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凡例

[マーク]カード上の [色 ]、[サイズ]、および [形状 ]にフィールドを追加すると、使用するデータのビュー

内でのエンコード方法が凡例に表示されます。

色の凡例

サイズの凡例

形状の凡例

凡例はエンコードを理解するのに役立つだけでなく、凡例を使用して、特定のデータセットを並べ替

え、フィルター、ハイライトすることができます。詳細については、凡例のハイライトページ1339を参照

してください。

メジャーバリューと色の凡例

ビューに[メジャーバリュー]と[メジャーネーム]フィールドを含める場合、単一の組み合わせられた凡

例、またはメジャーの個別の色の凡例を作成できます。これらのフィールドを使用して [マーク]カード

の [色 ]に[メジャーバリュー]をドラッグすると、既定により、Tableauはビューのすべてのマークに1つ
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のカラーパレットを適用する単一の色の凡例が作成します。ビューの特定のメジャーを差別化する場

合は、メジャーに個別の色の凡例を作成してから、各凡例に一意のカラーパレットを割り当てます。

メジャーバリューとメジャーネームの詳細については、メジャーバリューとメジャーネームページ1160を
参照してください。

次の例は、個別の色の凡例の作成方法を示しています。この例では、"Sample Superstore (サンプ

ルスーパーストア)"データセットを使用します。

1. "Sample - Superstore (サンプル -スーパーストア)"データセットに接続します。

2. [データ]ペインで以下の操作を行います。

l "Order Date (オーダー日 )"を[列 ]シェルフにドラッグし、"Category (カテゴリー)"と
"Sub-Category (サブカテゴリー)"を[行 ]シェルフにドラッグします。

l [メジャーネーム]を[行 ]シェルフまでドラッグして、"Order Date (オーダー日 )"の右にド

ロップします。

l [メジャーバリュー]を[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

3. [メジャーバリュー]カードで、SUM(Sales)、およびSUM(Profit)のみが残るようメジャーをカード

の外までドラッグします。

4. [マーク]カードで [ラベル]をクリックし、[マークラベルを表示 ]を選択してビューでメジャーバリュー

を表示します。

[メジャーバリュー]を[マーク]カードの [色 ]にドラッグすると、Tableauは単一の色の凡例を作

成してビューに追加します。ビューは次のようになります。

5. ビューの各メジャー用に個別の凡例を作成するには、[マーク]カードの [メジャーバリュー]フィー
ルドのドロップダウン矢印をクリックし、コンテキストメニューで [別々の凡例を使用 ]を選択しま

す。
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Tableau Desktop のバージョン Web バージョン

Tableauは、既定カラーパレットを使用してビューの各メジャーに個別の色凡例を作成しま

す。

異なるカラーパレットを色凡例に割り当てるには、次のいずれかを実行します。

l Tableau Desktopで、色凡例ごとに右上隅のドロップダウン矢印をクリックし、[色の編

集 ]を選択します。[パレット]ドロップダウンリストから色を選択します。
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l Tableau ServerまたはTableau Cloudで、色凡例ごとに右上隅のドロップダウン矢印を

クリックします。[パレット]ドロップダウンリストから色を選択します。

ビューは、次の例のようになります。

6. 個別の凡例を再び単一の凡例に組み合わせるには、[マーク]カードの [メジャーバリュー]
フィールドのドロップダウン矢印をクリックし、コンテキストメニューから[凡例を組み合わせる]を
選択します。

Tableau Desktop のバージョン Web バージョン
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ワークブックとシート

Tableauは、Microsoft Excelと同じように、ワークブックとシートのファイル構造を使用しています。

ワークブックにはシートが含まれています。シートは、ワークシート、ダッシュボード、ストーリーのいずれ

かです。

l ワークシートには、サイドバー内にシェルフ、カード、凡例、および [データ]および [アナリティクス]
ペインのある単一のビューがあります。ワークシートのワークスペースの詳細については、

Tableau ワークスペースページ24を参照してください。

l ダッシュボードは、複数のワークシートからのビューのコレクションです。[ダッシュボード]と[レイア

ウト]ペインは、サイドバーにあります。ダッシュボード作成の詳細については、ダッシュボード

ページ2623を参照してください。

l ストーリーには、情報を伝達するために組み合わせて使用する、連続したワークシートまたは

ダッシュボード情報が含まれます。[ストーリー]と[レイアウト]ペインは、サイドバーにあります。

ストーリー作成の詳細については、ストーリーページ2761を参照してください。

ワークブックまたはツールヒントVizでのシートの非表示または表示の詳細については、ダッシュボード

とストーリーでのシートの管理 ページ2750およびツールヒント内 Viz ワークシートの非表示と表示を

切り替えますページ1324を参照してください。シートの整理についての詳細は、シートの移動および

整理 ページ100を参照してください。ワークブックの作成と開き方についての詳細は、ワークブックを作

成するかまたは開くページ96を参照してください。

シートについて

各ワークブックは、ビュー (ワークシートとも言われます)、ダッシュボード、およびストーリーという異なる

シートタイプを含みます。

l ワークシートでは、フィールドをドラッグしてシェルフにドロップすることにより、データのビューを作

成します。

l ダッシュボードは、複数のビューを結合したもので、プレゼンテーションまたは監視用に配置でき

ます。

l ストーリーは、情報を伝達するために組み合わせて使用する、連続したビューまたはダッシュ

ボードです。

シートは、ワークブックの下部にタブとして表示されます。このセクションでは、シートを作成、開く、複

製、非表示、および削除する方法について説明します。また、ワークブック内でシートを整理する方

法についても説明します。
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ワークブック内では、新規シートの作成、ワークシート全体のクリア、シートの複製、ワークシートの表

示と非表示、およびシートの削除ができます。Tableauには、ワークブック内でのシートの表示および

整理の方法がいくつか用意されています。

新しいワークシート、ダッシュボード、およびストーリーの作成

ワークブック、ダッシュボード、またはストーリー内で新しいシートを作成するにはいくつかの方法がありま

す。ワークブックには、シートを必要なだけ作成できます。

新しいワークシート、ダッシュボード、またはストーリーを作成するには、ワークブックの一番下の [新しい

ワークシート]、[新しいダッシュボード]、または [新しいストーリー]ボタンをクリックします。

[新しいワークシート]ボタン。

新しいワークシート、ダッシュボード、またはストーリーの名前を変更するには、タブを右クリック(Macで
はControlを押しながらクリック)し、[名前を変更 ]コマンドを選択します。

新しいワークシートを作成するためのさらに多くの方法

新しいワークシートの作成には、次のいずれかを行います。

l [ワークシート] > [新しいワークシート] を選択します。

l ワークブック内の開いている任意のタブを右クリックし、[メニュー]から[新しいワークシート]を選

択します。

l

ツールバーの [新しいワークシート] ボタン上のドロップダウン矢印をクリックしてから、[新し

いワークシート]を選択します。

l キーボードでCtrl + M (MacではCommandを押しながらM)を押します。

新しいダッシュボードを作成するためのさらに多くの方法

新しいダッシュボードの作成には、次のいずれかを行います。

l [ダッシュボード] > [新しいダッシュボード]を選択します。

l ワークブックの一番下にある[新しいダッシュボード]ボタンをクリックします。
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l ワークブック内の開いている任意のタブ上で右クリックし、[メニュー]から[新しいダッシュボード]
を選択します。

l

ツールバーの [新しいワークシート] ボタン上のドロップダウン矢印をクリックしてから、[新し

いダッシュボード]を選択します。

新しいストーリーを作成するためのさらに多くの方法

新しいストーリーを作成するには、次のいずれかを行います。

l [ストーリー] > [新しいストーリー]を選択します。

l ワークブックの一番下にある[新しいストーリー]ボタンをクリックします。

l ワークブック内の開いている任意のタブ上で右クリックし、[メニュー]から[新しいストーリー]を選

択します。

l

ツールバーの [新しいワークシート] ボタン上のドロップダウン矢印をクリックしてから、[新
しいストーリー]を選択します。

元に戻す、やり直す、およびシートのクリア

すべてのTableauワークブックには、現在のワークセッションのために、ワークブックでワークシート、ダッ

シュボード、およびストーリーに行った操作履歴が格納されています。

履歴をさかのぼって操作をキャンセルするには、ツールバーの [元に戻す] をクリックするか、キー

ボードのCtrl + Z (Macでは、Commandを押しながらZ)を押します。

履歴に沿って操作を再度適用するには、ツールバーの [やり直す] をクリックするか、キーボードの

Ctrl + Y (Macでは、Commandを押しながらY)を押します。

シートのすべてのフィールド、書式設定、サイズ、軸範囲、フィルター、並べ替え、およびコンテキスト

フィルターを削除するには、ツールバーの [シートをクリア] をクリックします。
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ビューの特定の面を削除するには、[シートをクリア]のドロップダウンメニューを使用します。

注 :ツールバーの [クリア]コマンドを使用しても履歴はクリアされません。シートをクリアしない場

合は、[元に戻す]ボタンをクリックします。

シートの複製

既存のシートを、さらに探究するための出発点にしたい場合、そのシートを複製することができます。

複製したシートには、新しい分析のための起点として、同じフィールドと設定がすべて含まれます。

[複製 ]は、元のシートに影響することなく変更することができる、新しいバージョンのワークシート、ダッ

シュボード、またはストーリーを作成します。

アクティブなシートを複製するには、シートタブを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、

[複製 ]を選択します。

注 :ダッシュボードを複製した場合、ダッシュボードの新しいバージョンが作成されますが、ダッ

シュボードの作成に使用された元のワークシートを引き続き参照します。

クロス集計として複製

クロス集計 (別名「ピボットテーブル」)とは、テキストの行や列のデータを集計する表です。これはデー

タビューに関連付けられた数値を表示するのに便利です。

現在のシートのデータに基づき新しいクロス集計を作成するには、シートタブを右クリック(Macでは

Controlを押しながらクリック)し、[クロス集計として複製 ]を選択します。または、[ワークシート] > [クロ

ス集計として複製 ]を選択します。

このコマンドはワークブックに1つまたは複数の新しいワークシート挿入し、シートには元のワークシート

からのデータのクロス集計ビューがを表示されます。ダッシュボードおよびストーリーはクロス集計として

複製できません。

シート名の変更

アクティブなシートの名前を変更するには、ワークブックの下部にあるシートのタブでシートを右クリック

(MacではControlを押しながらクリック)し、[シート名の変更 ]を選択します。

または、シートのタブでシート名をダブルクリックして新しい名前を入力し、[Enter]をクリックします。

シートの参照元データの参照

ビュー内のマークの背後にある数値を参照するには
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マークにカーソルを合わせるか、クリックして、ツールヒントに関連データを表示します。ツールヒントが

開いた状態で、ツールヒントの上部にある[データの表示 ]コマンドをクリックし、参照元データを表示

します。

(マークを選択していない状態で)ビューを右クリックし、[データの表示 ]をクリックします。

データはコピーしてExcelまたはその他のアプリケーションに貼り付けられます。参照元データをエクス

ポートするには、[すべてエクスポート]をクリックします。

シートの削除

シートを削除すると、ワークブックからそのシートが削除されます。ワークブックには、必ず1つ以上の

ワークシートが必要です。

アクティブなシートを削除するには、ワークブックの下部にあるシートのタブでシートを右クリック(Mac
ではControlを押しながらクリック)し、[削除 ]をクリックします。

ダッシュボードまたはストーリーで使用されているワークシートは削除できませんが、非表示にすること

ができます。

ツールヒント内 Vizとして使用されているワークシートは、非表示または削除できます。

ワークブックを作成するかまたは開く

ワークブックには、ワークシート、ダッシュボード、またはストーリーのいずれかである1つまたは複数の

シートが含まれています。ワークブックにより、結果を整理、保存、共有、およびパブリッシュすることが

できます。

l ワークブックを作成するかまたは開く下

l Mac でサポートされていないデータ接続が含まれているワークブックを開く見開きページ

l パブリッシュされたワークブックをサーバーから開く見開きページ

ワークブックを作成するかまたは開く

Tableauを開くと、新しい空白のワークブックが自動的に開きます。

新しいワークブックを作成するには、[ファイル] > [新規 ]を選択します。

既存のワークブックを開くには、スタートページにあるワークブックのサムネイルイメージをクリックしま

す。

複数のワークブックを同時に開くことができます。各ワークブックは、それぞれのウィンドウに表示されま

す。
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注 :Mac版のTableau Desktopで複数のワークブックを開く場合、アプリケーションのインスタン

スがDock内のアイコンと共に複数作成されます。これは、アプリケーションの1つのインスタンス

がすべての開かれているドキュメントを処理するという一般的なMacアプリケーションの挙動と

は異なります。

Macでサポートされていないデータ接続が含まれているワークブックを開く

Mac版のTableau Desktopで作業を行う場合、Mac版のTableau Desktopでサポートされていな

いデータソースを含むWindowsワークブックを開くことが必要になる場合があります。これを行うには、

次の手順を実行します。

1. Windows版 Tableau Desktopで、ワークブックを抽出として保存します。抽出を作成して保

存するには、[データ] メニューでデータソースを選択し、次に [データの抽出 ] を選択します。

2. 保存した抽出ファイル (.hyper)をMac版 Tableau Desktopで開きます。

パブリッシュされたワークブックをサーバーから開く

パブリッシュされたワークブックの [ダウンロード/名前を付けてWeb に保存 ]パーミッションが付与されて

いる場合、Tableau Desktopを使用して、サーバーからワークブックを開くことができます。サーバーから

ワークブックを開いて変更した場合、コンピューターに保存できます。[書き込み/名前を付けてWeb に

保存 ]パーミッションが付与されている場合は、直接サーバーで変更を保存できます。

サーバーからワークブックを開くには
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1. [サーバー] > [ワークブックを開く]を選択します。

2. Tableau ServerまたはTableau Cloudにまだサインインしていない場合は、サインインするよう

求められます。

使用しているサーバーにサインインする方法が分からない場合は、Tableau Server または

Tableau Cloud へのサインインページ194を参照してください。

3. [Tableau Serverからワークブックを開く]ダイアログボックスで、開くワークブックを選択し、[開く]
をクリックします。
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ヒント: [検索 ]ドロップダウンリストまたは [検索 ]ボックスを使用して、必要なワークブックを閲

覧または検索することができます。

サーバー上のすべてのワークブックを検索するか、タグ、パブリッシャー、プロジェクト、またはパブ

リッシュしたワークブック別に検索できます。

Tableau Software 99

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



シートの移動および整理

シートタブ、フィルムストリップ、またはシートソーターを使用して、ワークブック内でシートを移動およ

び整理することができます。

シートを移動、表示、整理するためのオプション

ワークブック内でシートを移動したり表示したりするには、3つの方法があります :

l ワークブックの一番下のタブ

l フィルムストリップビューで

l シートソータービューで

タブは、シートの数が少ない場合にシート間を迅速に移動したいときに便利です。ワークブックのシー

ト数が多い場合は、シート間を簡単に移動するためにシートソーターを使用できます。

以下を実行するためにドラッグアンドドロップすることもできます :

l シートの並べ替え

l 新しいシートの作成

l ビューのいずれかから、既存のシートの複製または削除

シートタブで移動します

各シートは、ワークブックの下部にタブとして表示されます。いずれかのタブを選択して、対応するワー

クシートを開きます。
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アプリケーションウィンドウのタブの右下隅には、各シートを移動したり、ワークブックの最初または最後

のシートに迅速にジャンプしたりするためのいくつかのコントロールがあります。これらのコントロールは、

アプリケーションウィンドウの下部に表示しきれない多数のシートタブがある場合のみに使用できるよ

うになります。

ウィンドウメニューを使用してシート間を移動したり、キーボードの左矢印キーまたは右矢印キーを押

して複数のワークシート間を移動することもできます。

複数のワークシートを移動するには、最初にワークブックの一番下にある[ワークシート]タブを選択し

ます。

注 : ストーリー内では、全く別の方法で移動します。ストーリー内では、ストーリーポイント間を

移動する[ナビゲーター]を使用します。ストーリーの作成 ページ2768を参照してください。

フィルムストリップでサムネイルを表示します

ワークブックの下部には、シートタブと同様に、フィルムストリップが表示されます。ただし、フィルムスト

リップには、シート名だけではなく各シートのサムネイルイメージも表示されます。フィルムストリップは、

Tableauの使用時に分析を表示するのに便利で、プレゼンテーションモードの使用時に効果的に機

能します。

フィルムストリップを開くには、ワークブックの (右下隅にある)ステータスバーの [フィルムストリップ]
ボタンをクリックします。タブと同じように、開くシートのサムネイルイメージを選択します。イメージを右ク

リックして、各シートに適用するコマンドを指定します。

注 : Retinaディスプレイで表示すると、標準的な解像度のデバイスで作成したワークブックは、

フィルムストリップの最初のサムネイルしか高解像度で表示されません。フィルムストリップのすべ

てのサムネイルを高解像度で表示するには、Retinaディスプレイを搭載したコンピューターで

ワークブックを再度保存します。
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シートソーターで多くのシートを管理します

シートソーターには、ワークブック内のすべてのシートが単一ページ上のサムネイルイメージとして表

示されます。シートソーターは、ワークブックのシート数が多い場合に便利です。シートソーターを開く

には、ステータスバーの (ワークブックの右下隅にある)シートソーター ボタンをクリックします。

これらのコマンドを表示するには、シートを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)します。

さらに、右クリック(MacではControlを押しながらクリック)して特定のシートのサムネイルイメージを

更新したり、[すべてのサムネイルを更新 ]を使用して一度に更新したりできます。シートの数が多い

場合は、ビューをリフレッシュするのに時間がかかることがあります。

シートコマンド

シートコマンドを使用して、ワークシートを管理および整理します。たとえば、新しいシートの作成、

シートの複製、書式設定のコピー、色の適用、シート全体の削除などを行うことができます。

ワークシート、シートソーター、またはフィルムストリップビューの右クリックメニュー (MacではControl
を押しながらクリック)からシートコマンドにアクセスできます。一度に複数のシートにコマンドを適用す

るには、Ctrlキー (MacではShiftキー)を押しながらシートを選択します。

グループシートを識別しやすくするには、シートに色を割り当てます。色は7色から選択できます。

[なし]を選択すると、色がクリアされます。
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シートに色を割り当てるには、1つ以上のシートを選択し、シートを右クリック(MacではControlを押

しながらクリック)してから[色 ]を選択し、色を選択します。

タブまたはシートの一番下にカラーストリップが表示されます。

ワークスペースの再編成

各ワークシートには、さまざまなカード、シェルフ、凡例などが含まれています。ワークシートの配置を変

更するには、カードを再配置、ワークスペースの特定の部分を非表示および表示、およびプレゼン

テーションモード使用したビュー以外のすべてを非表示にします。
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カードの再配置

ワークシートには、シェルフ、凡例、その他のコントロールを含むいくつかのカードがあります。各カード

は、カスタムワークスペースを作成するために、再配置できます。カードを移動するには、カードの移

動先のタイトルエリアにカーソルを合わせます。カーソルが移動記号 に変わったら、カードをクリッ

クして新しい位置にドラッグします。ワークシート内でカードをドラッグすると、カードを配置できる位置

が黒いバーでハイライトされます。

[カードの表示 /非表示 ]ツールバーコントロールの [カードのリセット]を選択すると、ワークシー

トウィンドウを既定の設定に戻すことができます。

ワークスペースの構成要素の表示と非表示

ワークスペースでは、ほとんどすべての構成要素を表示または非表示にして、不要なカード、シェルフ

などでワークシートが煩雑になるのを防ぐことができます。
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l ツールバーまたはステータスバーを表示または非表示にするには、[ウィンドウ]を選択して、表

示または非表示にする要素を選択します。

l 左側で、[データ]ペイン(ワークシート用 )、[ダッシュボード]ペイン(ダッシュボード用 )、または

[ダッシュボード]ペインおよび [シート]ペイン(ストーリー用 )のいずれかであるウィンドウを表示お

よび非表示するには、ペインの右上隅にある[最小化 ]ボタン をクリックします。ペインが、

ワークブックの左下隅に最小化されます。ペインを元に戻すには、同じボタンをもう一度クリック

します。

l

カードを表示または非表示にするには、ツールバーの [カードの表示 /非表示 ] をクリック

し、表示または非表示にするカードを選択します。

[カードの表示 /非表示 ]ツールバーコントロールの [カードのリセット]を選択すると、ワークシートウィン

ドウを既定の設定に戻すことができます。

プレゼンテーションモード

Tableauを使用して結果を表示することもできます。各カードやシェルフを1つずつ非表示にする代わ

りに、プレゼンテーションモードに切り替えることができます。プレゼンテーションモードは、ビューおよび

関連する凡例、フィルターカード、パラメーターコントロール、ワークシートタブを除くシート上のすべて

を非表示にします。

l プレゼンテーションモードのオンとオフを切り替えるには、ツールバーのプレゼンテーションモード

ボタンをクリックするか、[ウィンドウ] > [プレゼンテーションモード] を選択します。

右下の角にあるプレゼンテーションモードコントロールを使用して、シートを移動することができます。

各プレゼンテーションモードコントロールの説明は次のとおりです。

フィルムストリップの表示 -シートをワークスペースの下部にサムネイルで表示します。

タブの表示 -シートタブをワークスペースの下部に表示します。

前 /次のシート-ワークブック内の1シート前と次のシートを表示します。

全画面の表示 /終了 -ワークブックを画面全体に表示するかまたはウィンドウ内に表

示するかを切り替えます。
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プレゼンテーションモードの終了 -メニュー、ツールバー、[データ]ペインなどを含むワー

クスペース全体を表示するワークブックに戻ります。

Tableauファイルタイプとフォルダー

作業内容は、Tableau専用のファイルタイプであるワークブック、ブックマーク、パッケージドデータファ

イル、データ抽出、データ接続ファイルなどを使用して保存できます。これらの各ファイルタイプについ

て以下に説明します。関連する詳細については、「作業内容の保存 ページ3008」を参照してくださ

い。

l ワークブック(.twb) - Tableauワークブックのファイル拡張子は、.twbです。ワークブックには、1
つ以上のワークシートに加えて、ダッシュボードとストーリーを含まない場合と複数含む場合が

あります。

l ブックマーク(.tbm) - Tableauブックマークのファイル拡張子は、.tbmです。ブックマークは、1つ

のワークシートを含み、作業内容を迅速に共有するための簡単な方法です。詳細について

は、ブックマークの保存 ページ3010を参照してください。

l パッケージドワークブック(.twbx) - Tableauパッケージ化されたワークブックのファイル拡張子

は、.twbxです。パッケージ化されたワークブックは、ワークブックに加え、サポート用のローカル

ファイルデータソースと背景イメージが含まれた1つのzip形式の圧縮ファイルです。この形式

は、作業内容をパッケージ化して元のデータにアクセスできない人と共有するための最適な手

段です。詳細については、パッケージドワークブックページ3012を参照してください。

l 抽出 (.hyper) – Tableauの抽出ファイルには .hyperという拡張子があります。抽出ファイルは

データのサブセットまたはデータセット全体のローカルコピーで、他のユーザーとのデータ共有

(オフラインで作業する必要がある場合 )やパフォーマンスの向上のために使用できます。詳細

については、データの抽出 ページ868を参照してください。

l データソース (.tds) - Tableauデータソースのファイル拡張子は、.tdsです。データソースファイ

ルは、頻繁に使用する元のデータに迅速に接続するためのショートカットです。データソース

ファイルに実際のデータは含まれていませんが、実際のデータへ接続するために必要な情報

や、実際のデータの上で行った変更 (既定のプロパティに行った変更、計算フィールドの作

成、グループの追加など)を含みます。詳細については、データソースの保存 ページ920を参

照してください。

l パッケージドデータソース (.tdsx) - Tableauパッケージドデータソースのファイル拡張子

は、.tdsxです。パッケージ化されたデータソースは、上記のデータソースファイル (.tds)の他

に、抽出ファイル (.hyper)、テキストファイル、Excelファイル、Accessファイル、ローカルキュー

ブファイルなどのローカルファイルデータが含まれるZipファイルです。この形式を使用して作
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成する1つのファイルは、後でコンピューター上にローカルで保存されている元のデータへアクセ

スできないユーザーと共有することができます。詳細については、データソースの保存 ページ

920を参照してください。

これらのファイルは、Tableauのインストール時にマイドキュメントフォルダーに自動的に作成されるマイ

Tableauリポジトリディレクトリ内の関連フォルダーに保存できます。作業ファイルは、デスクトップやネッ

トワークディレクトリなどの他の場所に保存することもできます。

リポジトリの場所の変更

ドキュメントフォルダーの既定の場所を使用しない場合は、Tableauリポジトリに新しい場所を指定

することができます。たとえば、ローカルマシンの代わりにネットワークサーバー上にデータを配置する必

要がある場合は、Tableauにリモートリポジトリを設定できます。

1. [ファイル] > [リポジトリの場所 ]を選択します。

2. [リポジトリの選択 ]ダイアログボックスで新しいリポジトリとして設定する新しいフォルダーを選択

します。

3. 新しいリポジトリを使用するようにTableauを再起動します。

リポジトリの場所を変更しても、元のリポジトリ内に格納されているファイルは移動しません。その代わ

りに、Tableauでファイルを格納できる新しいリポジトリが作成されます。

言語とロケール

Tableau Desktopは複数の言語にローカライズされています。

Tableauの初めて実行すると、コンピューターのロケールを認識して、サポートされている適切な言語

が使用されます。サポートされていない言語を使用している場合、アプリケーションは英語にデフォルト

設定されます。

言語を設定する

[ヘルプ] > [言語の選択 ]の順に選択して、ユーザーインターフェイス(メニュー、メッセージなど)を表示

するようにTableauを構成できます。この設定を変更すると、変更を有効にするためにアプリケーショ

ンを再起動する必要があります。すべてのワークブックに対してこの設定を変更する必要はありませ

ん。
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ロケールを設定する

日付および数値の書式設定を構成するには、[ファイル] > [ワークブックロケール]の順に選択しま

す。デフォルトでは、ロケールが [自動 ]に設定されています。これにより、ワークブックを開いたときのロ

ケールが使用されます。これは、さまざまな言語で閲覧されるワークブックを作成していて、日付や数

値を各言語に合わせて更新したい場合に役立ちます。特定のロケールを選択すると、誰が開いても

ワークブックは変更されないようになります。

Tableauではワークブックロケールを決定するために、以下の項目を順番にチェックします。

1. ワークブックロケール (明示的な設定 )
2. WindowsのロケールまたはMacの言語

3. Tableauの言語

上記のいずれも設定されていない場合、ワークブックのロケールはデフォルトで英語になります。
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曜日の並べ替え

ワークブックのロケールを設定して、Tableauが正しい時系列で曜日を並べ替えることができるようにす

る必要があります。そうでない場合、Tableauはアルファベット順に曜日の名前を並べ替えます。ロ

ケールが適切であれば、手動で曜日を並べ替えることができます。視覚化内でのデータの並べ替え

ページ1288を参照してください。

Tableau Desktopの視覚キューとアイコン

Tableauには、[データ]ペインに表示されるデータのタイプとデータビューの状態を評価するのに役立つ

多数の視覚キューがあります。

[データ]ペインのデータソース

次の表は、[データ]ペインにあるデータソースの種類の説明に使用される各アイコンについて説明して

います。表の各アイコンは2つのインジケーターのいずれかで修飾できます。

l 青色のチェックマークは、データソースがワークブック内のプライマリデータソースであることを示

します。

l オレンジ色のチェックマークは、データソースがワークブック内のセカンダリデータソースであること

を示します。

視覚

キュー

説明

ワークブックがリレーショナルデータソースまたはファイルに直接接続されます。

ワークブックがキューブ(多次元 )データソースに接続されます。Tableauでは、

Windowsのみでキューブデータソースをサポートしています。
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視覚

キュー

説明

ワークブックが、元のデータを参照している抽出に接続されます。

ブックはExcelテーブル、サブテーブル、または名前付き範囲に接続されます。

ワークブックがTableau Serverにパブリッシュされたデータソースに接続されます。

[データ]ペインのフィールド

次の表は、[データ]ペインに表示される各アイコンについて説明しています。表の各アイコンは4つの

インジケーターのいずれかで修飾できます。

l
青色のアイコンは、フィールドが不連続であることを示します。

l
緑色のアイコンは、フィールドが連続していることを示します。

l 等号 (=)が前に付いているアイコンは、フィールドがユーザー定義の計算であるか、別のフィー

ルドのコピーであることを示します。

視覚

キュー

説明

フィールドにテキスト値が含まれています。

フィールドに数値が含まれています。
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視覚

キュー

説明

フィールドはサーバーで定義されている計算です。

フィールドに日付値のみが含まれています。

フィールドに日付値と時刻値の両方が含まれています。

フィールドに地理的データが含まれており、地理的役割が割り当てられています。こ

れらのフィールドは、マップビューを作成する際に使用します。Tableau のマップおよび

地理的データの分析 ページ1593を参照してください。

このフィールドには、アクティブカスタムジオコーディングファイルの地理的データが含ま

れています。Tableau が認識しない場所をジオコーディングし、マップ上にプロットする

ページ1653を参照してください。

フィールドにブール (trueまたは false)値が含まれています。

フィールドは管理者によってデータベースで定義されている計算です。これらのフィール

ドはシリンダーアイコンが付いたマークで表示され、すべてのデータソースに使用でき

るとは限りません。

フィールドはユーザー定義セットです。セットの作成 ページ1041を参照してください。

フィールドはサーバーの名前付きセットです。

フィールドはアクションの結果として自動的に作成されたセットです。

フィールドはユーザーフィルターで、Webにパブリッシュする際に使用されます。データ

行レベルでのアクセスの制限 ページ3082を参照してください。
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視覚

キュー

説明

フィールドは数値ビンです。連続メジャーから連続のbin を作成するページ1543を
参照してください。

フィールドはグループです。データのグループ化によりデータエラーの修正またはディメン

ションメンバーを組み合わせるページ1040を参照してください。

フィールドはクラスターグループです。データ内のクラスターを見つけるページ1967を参

照してください。

フィールドはリレーショナル階層です。階層の作成 ページ1026を参照してください。

1つ以上のフィールドが含まれるフォルダーです。フォルダーは、[データ]ペインのフィー

ルドを整理するのに使用されます。データペインの整理 ページ1001を参照してくださ

い。

フィールドはキューブ(多次元 )データソースの属性です。Tableauでは、Windowsの
みでキューブデータソースをサポートしています。

フィールドはキューブ(多次元 )データソースの変動属性です。

フィールドは多次元階層内のレベルです。5を超えるレベルは、数値なしで表示され

ます。

フィールドは別のデータソースのフィールドとブレンドされます。データのブレンドページ

766を参照してください

フィールドは別のデータソースのフィールドとブレンドされません。データのブレンドペー

ジ766を参照してください

シェルフのフィールド

シェルフに配置されたフィールドでは、アイコン、色、テキストスタイルの組み合わせが視覚キューとし

て使用されます。
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視覚キュー 説明

シェルフの青色のフィールドは不連続フィールドを示します。ほとん

どの場合、シェルフにディメンションを追加すると青色のフィールドで

表示されます。青色のフィールドは不連続フィールドで、有限数の

値を含みます。青色のフィールドをシェルフに追加すると、ヘッダー

が作成されます。詳細については、ヘッダーページ74を参照してく

ださい。

シェルフの緑色のフィールドは連続フィールドを示します。ほとんど

の場合、シェルフにメジャーを追加すると緑色のフィールドで表示さ

えれます。緑色のフィールドは連続フィールドで、有限数の値を含

みます。緑色のフィールドをシェルフに追加すると、軸が作成されま

す。詳細については、軸 ページ77を参照してください。

並べ替えアイコンは、計算による並べ替え順序または手動の並べ

替え順序が適用されるフィールドであることを示します。視覚化内

でのデータの並べ替えページ1288を参照してください。

シグマアイコンは、スライスフィルターが多次元 (キューブ)データ

ソースにあることを示します。スライスフィルターの作成 ページ935
を参照してください。

ベン図形アイコンはセットを示します。セットの作成 ページ1041を
参照してください。

斜体で表示されるフィールド名は、フィルターされたセットを示しま

す。

[フィルター]シェルフにある灰色のフィールドはコンテキストフィルター

を示します。コンテキストフィルターの使用 ページ1280を参照して

ください。

デルタアイコンはフィールドが表計算であることを示します。表計

算での値の変換 ページ2482を参照してください。
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視覚キュー 説明

プラス記号とマイナス記号は、フィールドが妨害できる階層の一部

である場合に表示されます。

矢印アイコンは、予測がフィールドで表示されていることを示しま

す。このアイコンは、実際の値と予測値を区別するのに使用する

自動フィールドである[予測インジケーター]フィールドでも使用され

ます。予測 ページ1991を参照してください。

フィールドはセカンダリデータソースからのものです。データのブレン

ドページ766を参照してください。

フィールドが特定のワークシートに割り当てられます。

フィールドが同じデータソースを持つすべてのワークシートに割り当

てられます。

フィールドにビュー内の1つ以上の別のフィールドとの互換性があり

ません。

[マーク]カード上のフィールド

[マーク]カード上に配置されているフィールドでは、ビュー内に表示される方法を説明するために特定

のアイコンを使用します。詳細については、ビュー内のマークの表示を制限するページ1205を参照し

てください。

視覚キュー 説明

フィールドは [マーク]カードの [色 ]に適用されます。
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視覚キュー 説明

フィールドは [マーク]カードの [サイズ]に適用されます。

フィールドは [マーク]カードの [ラベル]に適用されます。

フィールドは [マーク]カードの [形状 ]に適用されます。

フィールドは [マーク]カードの [詳細 ]に適用されます。

フィールドは [マーク]カードの [ツールヒント]に適用されます。

フィールドは [マーク]カードの [パス]に適用されます。[パス]
は、[マーク]ドロップダウンメニューから線または多角形のマー

クタイプを選択した場合にのみ利用できます。

ダッシュボードおよびワークシートペインのシート

次の表は、ストーリーにおけるシートの種類の説明に使用される各アイコンについて説明しています。

青色のチェックマークは、1つまたは複数のストーリーポイントでシートが使用されていることを示しま

す。

視覚キュー 説明

シートはワークシートです。

シートはダッシュボードです。
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計算エディターのフィールド

計算エディターのフィールドは、フィールドタイプによって色分けされています。

視覚キュー 説明

[オレンジ] フィールドはディメンション、セット、またはメジャーです。

[Parameters].
[パープル]

フィールドはパラメーターです。パラメーターが別のフィールドと同じ名前を持

つ場合、Tableauではあいまいさを避けるために [Parameters]が追加されま

す。

[オレンジ].[オレン

ジ]
フィールドはセカンダリデータソースからのものです。

ブルー() フィールドは計算関数です。

Tableauの概念
ディメンションとメジャーとは何ですか。フィールドディメンションがいくつかあり、それ以外がメジャーなの

はなぜですか。

背景色が青のフィールドと緑のフィールドがあるのはなぜですか。

フィルターを追加するとvizにどのような影響がありますか。

Tableauではビューでどのようにデータを集計しますか。

このセクションのトピックでは、これらの質問に答える概念を取り上げて、Tableauが何を実行し、な

ぜそれを実行するかを理解できるようにします。

Tableau Desktopを初めて使用する場合は、はじめにページ3のその他のトピックも参照してくださ

い。

Tableau Publicを初めて使用する場合は、Tableau Publicの「リソース」も参照してください。

分析用構造データ

データ準備と分析用にデータを構造化する方法を理解するために基本となる概念がいくつかありま

す。データは、実にさまざまな形式で生成、キャプチャ、保存できますが、分析に関してはすべての

データ形式が等しく作成されているわけではありません。
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データの準備とは、適切に書式設定されたデータを単一の表または複数の関連する表に取り込み、

Tableauで分析できるようにするプロセスです。このプロセスには、構造 (行と列 )、ならびに適切な

データ型や適切なデータ値などのデータクレンリネスの側面が含まれます。

ヒント:独自のデータセットを使用する際、次のトピックを参照すると役立つでしょう。使用できるデータ

セットがまだない場合は、適切なデータセットを探すでヒントを参照してください。

構造が分析に与える影響

データ構造は制御できない場合もあります。このトピックの残りの部分は、生データとそれを加工する

ために必要なツール (Tableau Prep Builderなど)にアクセスできることを前提としています。しかし、望

んだとおりにデータをピボットまたは集計できない場合があります。多くの場合、分析の実行が可能で

あっても、計算やデータへのアプローチ方法を変更する必要が生じる場合があります。異なるデータ構

造で同じ分析を実行する方法の例については、「Tableau Prepのある日のシナリオ: Tableau
Desktopでの2番目の日付を使用した分析」を参照してください。しかし、データ構造を最適化でき

れば、分析がはるかに簡単になります。

データ構造

Tableau Desktopは、スプレッドシートのように書式設定された表内のデータに最適です。つまり、行

と列に格納され、最初の行に列見出しがあるデータと相性が良いのです。それでは、行や列とは一体

何でしょうか？

行とは何ですか？

小売店での取引に関する情報から、特定の場所の気象測定、ソーシャルメディア投稿に関する統

計など、どんなものでも行またはレコードになりえます。

データ内のレコード(行 )が何を表すのかを知ることが重要です。これがデータの粒度です。

ここでは、各レコードは1日です ここでは、各レコードは1か月です
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ヒント: ベストプラクティスは、一意の ID (UID:各行を一意のデータとして識別する値 )を持たせること

です。各レコードの社会保障番号やURLのようなものと考えてください。スーパーストアでは、これは

行 IDになります。すべてのデータセットにUIDがあるわけではありませんが、UIDがあっても問題には

ならないという点に注意してください。

「データセットの行は何を表すのか？」という質問に答えられるようにしましょう。これは、「TableName
(Count)フィールドは何を表しているのか?」という質問に対する回答と同じです。その点を明確に説

明できなければ、分析を行うデータの構造が不十分になる可能性があります。

集計と粒度

行を構成するものに関連する概念は、スペクトルの反対側の端である集約と粒度の概念です。

集計

l 複数のデータ値がどのように1つの値にまとめられているかを指します。たとえば、パンプキンパ

イ用のスパイスに関するGoogle検索をすべて数えたり、特定の日にシアトル周辺のすべての

温度測定値の平均を取ったりできます。、

l 規定では、Tableauのメジャーは常に集計されます。規定の集計はSUMです。集計は、

Average、Median、Count Distinct、Minimumなどのオプションに変更できます。

粒度

l そのデータがどれほど詳細なのかを示します。データセット内の行またはレコードは何を表して

いますか？マラリアにかかっている人ですか？その月におけるある地域のマラリアの総症例数で
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すか？それが粒度です。

l データの粒度を把握することは、詳細度 (LOD)式を操作する上で非常に重要です。

集計と粒度を理解することは、多くの理由から非常に重要な概念です。有用なデータセットの検

索、必要なビジュアライゼーションの構築、データの関連付けや結合、LOD式の使用などに影響を

及ぼします。

Tip:詳細については、「Tableauでのデータ集計」を参照してください。

フィールドまたは列とは何ですか？

表内のデータ列は、データペインのフィールドとしてTableau Desktopに取り込まれますが、これらは

本質的にはどちらを使っても変わりはない用語です。(Tableau Desktopでの用語列を、列と行の

シェルフで使用し、特定のビジュアライゼーションを記述するために保存します)。データのフィールドに

は、より大きなリレーションシップにグループ化できる項目を含める必要があります。項目自体は値また

はメンバーと呼ばれます(不連続ディメンションにのみメンバーが含まれます)。

所定のフィールドに許可される値は、そのフィールドのドメインによって決まります(以下の注を参照して

ください)。たとえば、「食料品店の売り場」の列には、「デリ」「ベーカリー」、「農産物」などが含まれて

いる場合がありますが、「パン」や「サラミ」は売り場ではなく項目であるため含まれません。別の言い方

をすれば、売り場フィールドのドメインは、食料品店の売り場だけに限定されます。

さらに、よく構造化されたデータセットには単一の「お金」という列ではなく、「売上高」と「利益」の列が

あると思いますが、利益とは売上高とは異なる概念だからです。

l 「売上高」フィールドのドメインは、負の値にできないため、0以上の値になります。

l しかし、利益は負の値になる可能性があるため、「利益」フィールドのドメインはすべての値にな

ります。

注 :ドメインは、そのデータに存在する値を意味することもあります。「食料品店の売り場」列に

誤って「サラミ」が含まれている場合、この定義によって、その値はその列のドメインに含まれるこ

とになります。この定義はわずかに矛盾しています。一方はそこに存在する可能性のある値、

または存在するべき値であり、他方では実際に存在する値です

フィールドの分類

データ表の各列は、フィールドとしてTableau Desktopに表示されますが、これはデータペインに表示

されます。Tableau Desktopのフィールドは、ディメンションやメジャー ([データ]ペインでテーブル内が

テーブルで区切られた状態 )のいずれかでなければならず、不連続や連続 (色分け:青色のフィール

ドは不連続フィールド、緑色のフィールドは連続フィールド)のいずれかでなければなりません。
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l ディメンションは定性的です。測定はできませんが、説明はできることを意味します。ディメン

ションは、多くの場合、都市や国、目の色、カテゴリ、チーム名などです。ディメンションは通

常、不連続です。

l メジャーは定量的です。数値で測定および記録できることを意味します。メジャーには、売上

高、身長、クリック数などがあります。Tableau Desktopでは、メジャーは自動的に集計されま

す。規定の集計はSUMです。通常、メジャーは連続的です。

l 不連続は、個別に分離または区別できることを意味します。トヨタはマツダとは異なります。

Tableau Desktopでは、不連続値がラベルとしてビューに表示され、ペインが作成されます。

l 連続的という意味は、途切れのない、連続的な全体を形成するという意味です。7の後ろに

8が続き、8は9までの同じ距離になり、7.5は7と8の間の中間になります。Tableau
Desktopでは、連続値は軸としてビューに表示されます。

l ディメンションは通常不連続的であり、メジャーは通常連続的です。ただし、これは必ずしも

当てはまるわけではありません。日付は、不連続または連続のいずれかになる場合がありま

す。

l 日付はディメンションであり、自動的に不連続としてビューに表示されます(日付部分と

も言われ、「8月」などであり、これは8月を考慮するものの、年のような他の情報を考

慮しません)。不連続な日付があるタイムラインに適用されるトレンドラインは、ペイン

ごとに1つずつ、複数のトレンドラインに分かれます。

l 必要に応じて連続日付を使用することができます (日付トランケーションとも言われ、

「2024年 8月」などであり、「2025年 8月」とは異なります)。連続する日付があるタ

イムラインに適用されるトレンドラインは、日付軸全体に対して単一のトレンドラインが

あります。

Tip:詳細については、「ディメンションとメジャー、青と緑」を参照してください。

Tableau Prepでは、ディメンションとメジャーとの区別はされません。ただし、詳細を理解する場合

や、プロファイルウィンドウでのデータの概要表示を理解する場合は、不連続または連続の背景にあ

る概念を理解することは大切です。

l 詳細 :詳細ビューでは、すべてのドメイン要素が不連続ラベルとして表示され、すべてのデータ

の視覚的な概要として表示するビジュアルスクロールバーがあります。

l 概要 :概要ビューには、連続軸上でヒストグラムとしてビンされた値が表示されます。

ビニングとヒストグラム

年齢や給料などのフィールドは連続的であると見なされます。34歳と35歳の間には関係性があり、

34歳から35歳までは、35歳から36歳までと同じく離れています。しかし、10歳あたりを過ぎると、通
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常は「9歳半」や「7歳と9か月」などと言わなくなります。私たちはすでに年齢を整った年サイズの増分

にビニングしています。12,850日の人は12,790日の人より年上ですが、境界を定めて、両方とも35歳
としています。同様に、年齢グループは、多くの場合、実際の年齢の代わりに使用されています。映

画チケットの子供料金は12歳以下の子供のためのものであり、アンケートでは20歳から24歳、25歳
から30歳などの年齢グループを選択するように求められる場合があります。

ヒストグラムは、ビニングを使用して数値データの分布をビジュアライズするために使用されます。ヒスト

グラムは棒グラフに似ていますが、棒ごとに不連続なカテゴリになるのではなく、ヒストグラムを構成する

長方形が、花の数の範囲 ( 0-4、5-9、10-14など)などのように連続軸の1つのビンに表示されます。

長方形の高さは、頻度やそれらの値の数によって決定されます。ここでは、y軸はそれぞれのビンに入

る植物の数を表しています。7つの植物には0-4個の花があり、2つの植物には5-9個の花があり、

43個の植物には20-24個の花があります。

Tableau Prepでは、概要ビューはビンされている値のヒストグラムが表示されます。詳細ビューには、

すべての値の頻度が表示され、データの全体的な分布を示す横方向へのビジュアルスクロールバー

が表示されます。

概要ビュー 詳細ビュー
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分布と外れ値

データセットの分布を確認すると、外れ値の検出に役立ちます。

l 分布 :ヒストグラム内のデータの形状です。これはビンのサイズによって異なります。ヒストグラム

ビューですべてのデータを表示できることで、データが正しく、完全であると思われるかどうかを

判断するのに役立ちます。分布の形状は、データを理解しており、その分布が意味をなすか

どうかを解釈できる場合にのみ使用されます。

l たとえば、1940年から2017年にかけてブロードバンドインターネットを利用する住宅の

数のデータセットを見ると、非常に傾斜した分布が見られると思います。しかし、2017
年 1月から2017年 12月までは、ブロードバンドインターネットを利用する住宅の数

を見ると、かなり均一な分布となることが予想されます。

l Google検索のデータセットで「パンプキンスパイスラテ」を検索する場合、秋はかなり

急激なピークが見られると思いますが、「摂氏から華氏への変換」の検索はかなり安

定している可能性があります。

l 外れ値 :他の値と比較して極端な値。外れ値は正しい値かもしれませんが、エラーを示して

いる可能性もあります。
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l 一部の外れ値は正しく、実際の異常を示します。これらの値は削除したり変更したりし

ないでください。

l 一部の外れ値は、コンマの代わりにピリオドが入力されたため、$50,000ではなく$50の

給与など、データのクリーンさに関する問題を示しています。

分布を使用したビジュアルでの外れ値の検出

次のようなリストが表示される場合 :

一見すると奇妙には見えません。しかし、ラベルのリストではなく、これが連続的なビンされた軸にプ

ロットされた場合、次のようになります。
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そして、最後の観測値が最初の観測値から遠く離れており、エラーにより外れ値となっている可能性

があることは非常に明白です。

データ型

データベースは、スプレッドシートとは異なり、通常、データ型に対して厳密な規則を適用します。

データ型は、特定のフィールドにあるデータを分類し、データの書式設定、解釈、およびそのデータに

対して実行できる操作に関する情報を提供します。たとえば、数値フィールドには数学的な演算を

適用し、地理フィールドにはマップを適用できます。

Tableau Desktopは、フィールドがディメンションまたはメジャーのいずれかを割り当てますが、フィール

ドにはデータ型に依存するその他の特性があります。これらの特性は、各フィールドにあるアイコンで

示されます(ただし、一部のタイプはアイコンを共有します)。Tableau Prepでは、同じデータ型を使

用します。列にデータ型が適用され、既存の値が割り当てられたデータ型と一致しない場合は、null
として表示されます (「purple」は数値としては何も意味しないため)。

関数によっては、特定のデータ型が必要になる場合があります。例えば、CONTAINSを数値フィー

ルドで使用することはできません。Type関数は、フィールドのデータ型を変更するために使用されま

す。たとえば、DATEPARSEは特定の形式のテキスト日付を取得して日付にすることで、ビュー内で

自動ドリルダウンなどを行うことができます。
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アイコン データ型

テキスト(文字列 )値

日付値

日付 /時刻値

数値

ブール値 (リレーショナルのみ)

地理的値 (マップと併用 )

ヒント:詳細については、データ型のヘルプ記事を参照してください。

データのピボットおよびピボット解除

分かりやすいデータは、多くの列を含む幅広の形式でキャプチャおよび記録されていることがよくありま

す。Tableauが好むような機械が読み取れるデータとしては、列数が少なく、行数が多い、細長い形

式の方が優れています。

注 :通常、データのピボットとは、縦長から横長 (行から列 )に移行することを意味し、ピボット

解除とは、横長から縦長 (列から行 )に移行することを意味します。しかし、Tableauで使用す

るピボットという語は、列を行に変換することで横長 (ユーザーが見やすい)のものから縦長 (機
械での読み取りが可能 )のものに移行することを意味します。このドキュメントでは、ピボットは

Tableauの感覚を参照します。わかりやすくするために、「列を行にピボット」または「行を列にピ

ボット」と指定すると役立ちます。

詳細については、ヘルプ記事「データのピボット」および「データ操作のヒント」を参照してくださ

い。
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横長のデータ

WHOのマラリアに関するデータセットには、国の列があり、次に年ごとに1つの列があります。各セル

は、その国と年でのマラリアの症例数を表しています。この形式では、108行と16列あります。

この形式を人が読み取り、理解するのは簡単です。ただし、このデータをTableau Desktopに取り込

む場合は、列ごとにフィールドを取得することになります。2000年のフィールド、2001年のフィールド、

2002年のフィールドなどがあります。
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別の考え方をすると、15のフィールドがすべて同じ基本的なもの(マラリアの報告された症例数 )を表

し、時間については単一のフィールドはありません。このため、データが別々のフィールドに格納されるた

め、時間全体で分析を行うのは非常に困難になります。

例 :横長のデータの操作

Q: 2000年から2014年までの国ごとのマラリア症例総数を示すマップを作成するにはどうすればよい

でしょうか？  

A:すべての年を合計する計算フィールドを作成します。
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注 :この画像は最新のUIを反映するように更新されていません。[データ]ペインには、ディメンションとメジャーがラベル
として表示されなくなりました。

このフォーマットが分析には理想的でないことを示すもう1つの兆候としては、実際の値の意味につ

いて情報がどこにもないことです。2012年のアルジェリアでは、この値は55となっています。55とは何

を意味しているのでしょうか？データの構造からは明らかではありません。

列の名前が値が何であるかを記述するのではなく、追加情報を伝えるものである場合、これはその

データをピボットする必要があるという兆候になります。

縦長のデータ

データをピボットすると、データの形状が横長から縦長に変わります。ここでは、年ごとに1つの列では

なく、単一の列である年と新しい列である報告された症例数があります。この形式では、1,606行と

3列が表示されています。このデータ形式は、横長というよりも縦長になります。
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Tableau Desktopでは、年フィールド、報告された症例数フィールド、もともとあった国フィールドが表

示されるようになっています。それぞれのフィールドは、データセット(場所、時間、値 )に関する一意の

属性を表すため、分析がはるかに簡単になります。

注 :この画像は最新のUIを反映するように更新されていません。[データ]ペインには、ディメンションとメジャーがラベルと
して表示されなくなりました。

例 :縦長データの操作
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Q: 2000年から2014年までの国ごとのマラリア症例総数を示すマップを作成するにはどうすればよい

でしょうか？  

A: [報告された症例数 ]フィールドを使用します。

注 :この画像は最新のUIを反映するように更新されていません。[データ]ペインには、ディメンションとメジャーがラベル
として表示されなくなりました。

2012年のアルジェリアでは、55が報告された症例数を指すことを理解するのは簡単です(この新し

い列にラベルを付けることができるため)。

注 :この例では、横長のデータは、国ごとに単一のレコードで構成されています。縦長のデータ

形式では、国ごとに15行あります(データでは15年ごとに1つ)。国ごとに複数の行が存在

する点に注意することが重要です。

「土地面積」の列がある場合、その値は、縦長のデータ構造ではそれぞれの国で15行ごとに

繰り返されます。[国 ]を[行 ]に、[土地エリア]を[列 ]に表示して棒グラフを作成した場合、

既定では、ビューは国ごとに15行すべての土地面積を合計します。
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一部のフィールドでは、合計やフィルター処理ではなく、平均または最小値で集計して二重カ

ウント値を補正する必要がある場合があります。

正規化

リレーショナルデータベースは、何らかの方法で相互に関連付けられたり、リンクされたりできる複数の

表で構成されます。それぞれの表には、レコードごとに一意の識別子 (キー)が含まれています。キーを

関連付けたり結合したりすることで複数のレコードがリンクされ、単一のテーブルに含まれる情報よりも

多くの情報を提供することができます。それぞれの表に情報を入力する情報は、使用するデータモデ

ルによりますが、重複を減らすことが一般的な原則となります。

たとえば、結婚式のようなイベントの計画を考えてみましょう。グループ(家族やカップルなど)のレベル

の情報だけでなく、個人レベルでの情報を追跡する必要があります。

すべての情報を組み合わせた表を作成できます。

ただし、住所が不正で修正が必要となる場合は、複数の行にわたって修正が必要となり、エラーや

競合が発生する可能性があります。より優れた構造は、グループに関連する情報 (住所や招待状が

送信された場合など)と個人に関する情報 (座席の割り当てや食事制限など)の2つの表を作成す

ることです。

グループ表 個人表
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グループ表のグループレベル情報と個人表の個人レベルの情報を追跡および分析する方がはるか

に簡単です。たとえば、必要な椅子の数は、個人表の「出席 =はい」のレコード数から取得でき、ギ

フトに必要なスタンプの数は、「ギフト」がnullではないグループ表のレコード数から取得できます。

すべてのデータを複数の表に分割し、どの表にどの列が含まれているかを把握するプロセスを正規化

と呼んでいます。正規化は、冗長データを削減し、データベースの編成を簡素化するのに役立ちま

す。

ただし、複数の表にまたがる情報が必要な場合もあります。たとえば、新婦の側のグループが新郎の

側のグループと混ざり合うような座席配置 (個人 )のバランスをとりたい場合はどうなるでしょうか？
(新婦側所属か新郎側所属かはグループレベルで追跡されます。これを実現するには、個人がグ

ループに関する情報に関連付けられるようにテーブルを関連付けし直す必要があります。適切な正

規化を行うには、単にテーブルを分割するだけでなく、データをもう一度組み合わせるために使用で

きる、共有されている関連フィールドや一意の識別子の存在が必要となります。ここでは、その関連

フィールドが [グループ]です。このフィールドは両方の表に存在するため、このフィールドで結合して元

の単一表形式に戻ることができます。これは非正規化構造です。

では、なぜ元の非正規化表を保持しなかったのでしょうか？メンテナンスが難しく、冗長な情報を格

納していたためです。大規模なものでは、データの重複レベルが膨大になる可能性があります。同じ

情報を何度も格納することは効率的ではありません。

正規化表には、いくつかの主要なプロパティがあります。

l それぞれの行には一意の識別子が必要

l それぞれの表には、他の表 (キー)に接続し直すために使用できる1つまたは複数の列が必

要です。

これらの共有 (キー)列は、テーブルの関連付けや結合をやり直すために使用されます。データでは、

関係や結合句が各テーブルの [グループ]フィールドに表示されます。
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結合タイプ

Tableau Desktopでデータを組み合わせる既定の方法は関連付けですが、Tableau Desktopや

Tableau Prep Builderでテーブルを結合する必要が生じる場合があります。結合の基本的な概要と

結合タイプについては、「データの結合」を参照してください。

データの「整頓」

ハドリー・ウィッカムは、2014年に統計ソフトウェア誌「Tidy Data」( 2014年8月、第59巻、第10号 )に
ある記事を掲載しました。この記事では、分析用に十分に構造化されたデータのフレームワークを見

事にレイアウトした内容が書かれています。この記事はこちら(ハドリー・ウィッカムのアカデミック・ポート

フォリオ) またはこちら( r-project.org提供 ) で確認できます。
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注 :この記事は外部のWebサイトで提供されています。Tableauは外部プロバイダーによって

管理されているページの正確さや最新度に関して責任を負いかねます。コンテンツに関するご

質問はサイトの所有者にお問い合わせください。

優れたデータセットを検索する

Tableau Desktopの使用方法 (またはサンプルや概念実証コンテンツの作成 )を学習する優れた方

法は、興味のあるデータセットを見つけることです。データを使用して本当に答えたい疑問があると、

分析の手順はよりわかりやすく意味のあるものになります。

データセットの現実

正式な、ビジネスで認められたデータではないデータセットを検索しようとすると、避けられない事実が

2つあります。

お探しのものが見つかりません。

l 必要なものを厳密に期待するのは避けるようにします。

l 所定のプロジェクトで使用できる内容について、柔軟でオープンな考えを持ってください。

l 必要なデータが有料である場合があります。支払う価値があるかどうかを判断することになり

ます。

データをクリーンアップする必要があります。

l 基本的なクリーニングと加工を行い、そのデータが分析に適した構造になるように準備してくだ

さい。

l 他のデータセットを取り込む必要がある場合があります。

l データディクショナリまたはメタデータを持つことは非常に重要です。

l 計算 が必要な場合があります。

優れたデータセットを構成するもの

優れたデータセットとは、目的に合ったデータセットです。そのニーズが満たされている限り、それは良

いデータセットと言えます。ただし、目的に合わない可能性があるデータセットを排除するのに役立

つ考慮事項がいくつかあります。全体として、以下の条件を満たすデータセットを探します。

1. 必要な要素が含まれている

2. 未集計データである

3. 少なくとも2つのディメンションと2つのメジャーがある

4. 適切なメタデータまたはデータディクショナリがある

5. 使用可能である(独自形式、乱雑、または面倒なものではない)
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スーパーストアがスーパーである理由は何でしょうか？

スーパーストアとは、Tableau Desktopに付属するサンプルデータソースの1つです。なぜこれが優れ

たデータセットなのでしょうか？

l 必要な要素 :スーパーストアには、日付、地理データ、階層リレーションシップを持つフィールド

(カテゴリ、サブカテゴリ、製品 )、正および負となるメジャー (利益 )などがあります。スーパースト

アだけでは作れないチャートの種類は非常に少なく、デモンストレーションに使用できない機能

はほとんどありません。

l 非集計 :行レベルのデータは、トランザクションにあるそれぞれの項目です。これらの項目は、注

文レベル(注文 IDによる)までロールアップしたり、あるいは任意のディメンション(日付、顧客、

地域など)によってロールアップできます。

l ディメンションとメジャー:スーパーストアには、カテゴリや都市などによって「細かく分割」できるい

くつかのディメンションがあります。また、複数のメジャーと日付もあり、これによりチャートの種類

や計算ができる可能性があります。

l メタデータ:スーパーストアには適切に名前が付けられたフィールドと値があります。任意の値が

何を意味しているか調べる必要はありません。

l 小ちく、整っている:スーパーストアは数メガバイトしかないので、Tableauインストーラーでは容

量をほとんど取りません。また、それぞれのフィールドに適切な値と優れたデータ構造を持つ、ク

リーンなデータでもあります。

1.優れたデータセットには、目的に必要な要素があります

特定のビジュアライゼーションを構築したり、特定の機能を表示したりするためのデータセットを探して

いる場合は、そのデータセットに必要な種類のフィールドがあるか確認してください。たとえば、マップは

優れたビジュアルですが、地理データが必要です。多くの場合、基本的なデモでは日付をドリルダウン

する必要があるため、データには少なくとも1つの日付フィールドが必要です (ドリルダウンを表示する

には、年よりも粒度を大きくする必要があります)。すべてのデータセットがこれらすべての要素を必要と

するわけではありません。目的に必要なものを知ることで、重要な要素が欠けているデータセットを

使って時間を無駄にすることがありません。

分析のための共通要素 :

l 日付

l 地理データ

l 階層データ

l 「興味深い」メジャー -大きさの大幅な変化、または正か負かの値

一部の機能や vizタイプでは、次のようなデータの特定の性質が必要になる場合があります。
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l クラスタ

l 予測

l 傾向線

l ユーザーフィルター

l 空間計算

l 特定の計算

l ブレットグラフ

l 管理図

2.適切なデータセットとは非集計 (未加工 )データである

データが集約されすぎると、分析のためにできることはあまりありません。たとえば、「パンプキンスパイ

ス」をグーグル検索する人々の傾向を見たいけれど、年間データしかない場合は、非常に高いレベ

ルでの概要しか見ることができません。理想的には、日次データを手に入れたいので、スターバックス

が#PSLを提供し始めると、巨大なスパイクが確認できます。

非集計としてカウントされるものは、分析ごとに異なる場合があります。プライバシーや実用性の観

点から、データセットによっては粒度を高めないことがあります。例えば、マラリアの症例を住所ごとに

報告しているデータセットが見つかるとは考えにくいため、地域別の月次集計で十分な粒度が得ら

れるでしょう。

集計と粒度

集計と粒度を理解することは、多くの理由から重要な概念です。有用なデータセットの検索、必要

なビジュアライゼーションの構築、データの正しい結合、LOD式の使用などに影響します。集約と粒

度は一つのスペクトルの両極です。

集約とは、パンプキンパイ用のスパイスの検索をすべて合計したり、特定の日にシアトル周辺の温度

測定値すべての平均を取得するなど、データを組み合わせる方法を指します。

l 規定では、Tableauのメジャーは集計されます。規定の集計はSUMです。集計は、平均、

中央値、個体数、最小値などに変更できます。

粒度とは、データの詳細度を表します。データセット内の行 (別名レコード)は何を表していますか？
マラリアにかかっている人ですか？その月におけるある地域のマラリアの総症例数ですか？それが粒

度です。データの粒度を知ることは非常に重要です。

詳細については、Tableau でのデータ集計 ページ171を参照してください。

3.優れたデータセットにはディメンションとメジャーが含まれます。

多くの可視化タイプにはディメンションとメジャーが必要です
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l ディメンションのみがある場合、ほとんどの場合、カウント、割合の計算、または [テーブルのカウ

ント数 ]フィールドの使用に制限されます。

l メジャーのみがある場合、任意のものによって値を細分化することはできません。データ全体を

構成要素に分けたり、全体に対するSUMやAVGなどを使って作業することはできます。

これは、ディメンションのみを含むデータセットが役に立たないということではありません。人口統計デー

タはディメンションの多いデータの例であり、人口統計に関する分析は集計や割合によるものが大部

分を占めます。しかし、多くの分析が可能なデータセットを作成するには、少なくともいくつかのディメン

ションとメジャーが必要です。

ディメンションとメジャー、不連続と連続

上の図では数値ディメンションは、連続メジャーと不連続メジャーのいずれとも異なり、[マーク]カードに集計はありませ
ん。
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ディメンションとメジャー

フィールドは、データペインの水平線でディメンションとメジャーに細分化されます。Tableauでは、ディ

メンションはそれ自体としてビューに現れますが、メジャーは自動的に集約されます。メジャーの規定

の集計はSUMです。

l ディメンションは定性的であり、記述されるものであって、測定されるものではありません。

l ディメンションは、多くの場合、都市や国、目の色、カテゴリ、チーム名などです。

l ディメンションは通常、不連続です。

l メジャーは定量的で、測定および記録 (数値 )が可能です。

l メジャーは、多くの場合、売上高、身長、クリック数などです。

l 通常、メジャーは連続的です。

フィールドを使用して計算できる場合は、それはメジャーであるはずです。フィールドがメジャーかディメ

ンションかわからない場合は、値を使用して意味のある計算を行うことができるかどうかを考えてみま

しょう。AVG(RowID)、2つの社会保障番号の合計、または郵便番号を10で割ることに何か意味が

あるでしょうか？ありません。これらは、たまたま数字として書かれるディメンションだからです。アメリカ

では数字しか使われていませんが、どれだけ多くの国が英数字の郵便番号を使っているか考えてみ

ましょう。それらは単なるラベルです。Tableauは、数値フィールドが実際には IDまたは郵便番号であ

り、それらのディメンションを作成しようとしていることを示す多くのフィールド名を認識することができま

すが、完璧ではありません。「これで計算できるか？」と考えてから、数値フィールドをメジャーまたは

ディメンションとすべきかどうかを判断し、必要に応じてデータペインを再配置します。

注 :日付を使用して計算を行うことができますが (DATEDIFF計算など)、標準的な方法では

日付をディメンションとして分類します。

不連続と連続

不連続フィールドまたは連続フィールドは、ディメンションとメジャーの概念について多少一致していま

すが、同一というわけではありません。

l 不連続フィールドには、個別の値が含まれています。それらはビューでヘッダーやラベルを作り、

ピルは青色です

l 連続フィールドは「切れ目のない全体を形成します」。それらはビューで軸を形成し、ピルは緑

色です

不連続と連続を理解する方法は、日付フィールドを見ると良いでしょう。日付は、不連続または連

続のいずれかとなる場合があります。

l 10年または1世紀にわたる8月の平均気温を見ることは、「8月」が不連続的で定性的な

日付部分として使用されているということになります。
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l 1960年以降に報告されたマラリア症例の全体的な傾向を見ることは、単一で切れ目のない

軸が取られ、日付が連続的で定量的な値として使用されていることを意味します。

詳細については、「ディメンションとメジャー、青と緑 ページ145」を参照してください。

Tableauで作成されたフィールド

Tableauは、データセットがどのようなものであれ、少なくとも3つのフィールドを作成します。

l メジャー名 (ディメンション)
l メジャー値 (メジャー)
l TableName(カウント) (メジャー)

また、データセットに地理的フィールドがある場合、Tableauは [緯度 (生成済み)]と[経度 (生成済

み)]のフィールドも作成します。

メジャー名とメジャー値の2つのフィールドは有用です。詳細については、「メジャーバリューとメジャー

ネームページ1160」を参照してください。

テーブルのカウント数は、行をカウントすることにより、テーブルのレコード数を提供します。これにより、

データセット内に少なくとも1つのメジャーを含めることができ、いくつかの分析に役立ちます。行数が

何を意味するかを定義するには、データの粒度 (行が何を表しているか)を理解する必要があります。

ここでは、各行はある日であるため、レコード数は日数になります。

ここでは、各行はある月であるため、レコード数は月数になります。
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4.優れたデータセットにはメタデータまたはデータディクショナリがある

データセットは、そのデータが何であるかを知っている場合にのみ役立ちます。適切なデータを探す

場合に次のようなファイルを開くことよりもイライラするものはほとんどありません。

4または12のソースとはどういう意味でしょうか？OTU0-OTU4のフィールドにはどのような情報があるでしょうか？

優れたデータセットとは、適切なラベルが付いたフィールドとメンバー、またはデータディクショナリがあ

り、自分で再ラベルできるデータセットです。スーパーストアについて考えてみましょう。カテゴリとそのメ

ンバーのテクノロジー、家具、オフィス用品など、フィールドとその値が何であるか一見してすぐわかりま

す。または、上の画像にあるマイクロバイオームデータセットについては、それぞれソース( 4は胃で、

12は排泄物 )とそれぞれのOTUの分類 ( OTU3はパラバクテロイデス属の細菌である)を説明する

データディクショナリがあります。

データディクショナリは、メタデータ、インジケーター、変数定義、用語集、その他の任意の数と呼ば

れることもあります。その日の終わりに、データディクショナリは列の名前と列の中のメンバーに関する

情報を提供します。この情報は、次のようないくつかの方法でデータソースまたはビジュアライゼーショ

ンに取り込むことができます。
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l 列の名前を変更して理解しやすくします(これはデータセット自体またはTableauで行うことが

できます)。
l フィールドのメンバーを最エイリアス化します(これはデータセット自体またはTableauで行うこと

ができます)。
l 計算を作成し、データディクショナリの情報を追加します。

l Tableauのフィールドでコメントします(コメントは、オーサリング環境でのみ、パブリッシュされたビ

ジュアライゼーションには表示されません)。
l データディクショナリを別のデータソースとして使用し、2つのデータソースを組み合わせます。

データディクショナリを失うと、データセットが役に立たなくなる可能性があります。データセットをブック

マークしている場合は、データディクショナリもブックマークします。ダウンロードしている場合は、両方を

ダウンロードしてどちらも同じ場所に保管してください。

5.適切なデータセットとは、使用できるデータセットである

データセットを理解し、そのデータセットに必要な情報がある限り、小さなデータセットでも分析に非

常に効果があります。また、小さいデータセットは格納、共有、およびパブリッシュも簡単で、パフォーマ

ンスが向上する可能性があります。

同様に、ニーズに合った「完璧な」データセットを見つけたとしても、そのデータセットにクリーンアップに

非現実的な労力が必要な場合は、結局のところ完璧ではありません。乱雑すぎるデータセットから

離れるタイミングを知ることは重要です。

たとえば、このデータセットは、相対的な文字の頻度に関するウィキペディアの記事から取得されてい

ます。このデータセットは、84行と16列 (1,245行と3列にピボット)として開始されました。Excelファ
イルは16 KBです。しかし、一部のグループ、セット、計算、およびその他の操作により、ロバスト分析

と興味深いビジュアルが可能になります。
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画像をクリックするとワークブックをダウンロードします。

データのラベル付け直し

適切なデータセットを見つけたら、多くの場合、ラベルを付け直す必要があります。データのラベル付

け直しは、サンプルや概念実証用の仮のデータを作成したり、データを読みやすくしたりするのに役立

ちます。

フィールドの名前を変更すると、「売上高」を「パイプライン売上高」または「都道府県」から「地方」に

名前を変更するなど、Tableauでのフィールドの表示方法が変わります。

再エイリアス化すると、CHNが中国になり、RUSがロシアになるように国フィールドの値を再エイリアス

化するなど、フィールドのメンバーの表示方法が変わります。

l 不連続ディメンションフィールドの値は、メンバーと呼ばれます。再エイリアス化できるのはメン

バーだけです。温度のメジャーフィールドを考えてみましょう。データ自体を変更せずに、54°F
(12℃ )の値を変更することはできません。しかし、国フィールドでメンバー「CHN」を「中国」と

再エイリアス化しても、別の方法でラベル付けしただけの同じ情報です。

名前の変更と再エイリアス化は、ほぼ同じことを意味します。フィールドに名前が付けられ、メンバー

がエイリアス化されるのはTableauの慣習です。詳細については、データペイン内のフィールドの整理

とカスタマイズページ1001およびビュー内でメンバー名を変更する別名を作成するページ1017を参

照してください。

注 :名前の変更またはエイリアスの再設定は、Tableau Desktopの外観を変更するだけで、

変更は元となるデータに書き戻されません。

仮のデータを作るためにラベルを変更する

既存のデータセットのラベルを変更することは、サンプルや概念実証のコンテンツをより説得力のある

ものにする優れた方法です。

1. 簡単なデータセット(スーパーストアなど)を使用して、必要なものを作成します(特定のグラフ

タイプ、特定機能の表示など)。
2. 関連するフィールドの名前を変更したり、ツールヒントを変更したり、テキストのアスペクトを変

更して、データが実際に表す内容をマスクします。

重要 :これは、仮の情報であることが明らかな場合にのみ行います。人々にそれが実際のデータと思

われて、分析にそのデータを使用されることがないように注意してください。たとえば、色や動物のよう

なありえない名前や無意味なフィールド名を使用します。
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データを使いやすくするために再エイリアス化する

数値エンコードを使用するとデータが理解しにくくなる場合がありますが、データを文字列値ではなく

数値として格納する方が効率的です。小さなデータセットの場合、パフォーマンスに影響を与えない

可能性が高いので、データを簡単に理解できることを優先します。

再エイリアス化の欠点は、これらの数値にアクセスできなくなるということです(ソートや色のグラデーショ

ンの割り当てなどが難しくなります)。フィールドを複製し、コピーを再エイリアス化することを検討してく

ださい。また、Tableauでの計算は、元の情報を保持しながら、わかりやすいものにする素晴らしい方

法となる可能性があります。

CASE関数を使用した再エイリアス

計算は、再エイリアス化に非常に強力となる可能性があります。たとえば、CASE関数を使用する

と、基本的に「このフィールドの値がAの場合、Xを与えてください。値がBの場合、Yを与えてくださ

い」と言うことができます。

ここでは、CASE関数は、トルネードデータセット内のFスケールを調べ、各数値に関連付けられた

記述を提供します。

CASE [F-scale]

WHEN "0" THEN "Some damage to chimneys; branches broken off trees;

shallow-rooted trees pushed over; sign boards damaged."

WHEN "1" THEN "The lower limit is the beginning of hurricane wind

speed; peels surface off roofs; mobile homes pushed off foundations or

overturned; moving autos pushed off the roads..."

WHEN "2" THEN "Roofs torn off frame houses; mobile homes demolished;

boxcars overturned; large trees snapped or uprooted; highrise windows

broken and blown in; light-object missiles generated."

WHEN "3" THEN "Roofs and some walls torn off well-constructed houses;

trains overturned; most trees in forest uprooted; heavy cars lifted

off the ground and thrown."

WHEN "4" THEN "Well-constructed houses leveled; structures with weak

foundations blown away some distance; cars thrown and large missiles

generated."

WHEN "5" THEN "Strong frame houses lifted off foundations and carried

considerable distances to disintegrate; ... trees debarked; steel

reinforced concrete structures badly damaged."

END
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これで、元の「Fスケール」フィールド( 0-5)またはビジュアライゼーションの「Fスケールダメージ説明」

フィールドのいずれかを使用することを選択できます。

データセットを検索する際のヒント

注 : 「データセットの行 (別名レコード)は何を表すのか？」という質問に答えられるようにしてく

ださい。それを明確に説明できない場合、データを使用できるほど十分に理解できていない

か、データの構造が分析に適していない可能性があります。

l データの取得元を追跡します。

l データ自体と一緒にデータディクショナリ情報を保持します。

l コンテンツを常に新鮮な状態に維持する必要がある場合は、古いデータを使用しないでくだ

さい。次のものを探してください。

l 更新可能なデータ(株式、天候、定期的に公開されたレポートなど)
l 時代を超越したデータ(さまざまな動物の平均質量は年々変わることはありません)
l 人為的に過去または将来の日付に変更することで、将来にわたって使用できるデータ

l 探しているものをGoogleで検索してみると、驚くかもしれない。

l データセットの準備に膨大な作業が必要な場合には、そのデータセットをためらわずに見切り

をつけてください。

データを探す場所

どこでデータを探すことができますか？データセットを検索する場所は多数存在する可能性がありま

す。ここでは、使用を開始するためのオプションをいくつか示します。データセットの現実は、これらのサ

イトにも当てはまることに注意してください。現在考えていることを見つけることはおそらくできません。

データを分析できるようにするには、ある程度のクリーニングが必要です。

免責条項 :これらの外部ウェブサイトへのリンクが正確そして最新であり、関連性があるように

確認する最善の努力を払っていますが、Tableauは外部プロバイダーによって管理されている

ページの正確さや最新度に関して責任を負いかねます。ここにサイトを掲載することは、いか

なるコンテンツや組織を推奨するものではありません。コンテンツに関する質問の答えを求める

場合、外部サイトにお問い合わせください。

Tableau Public: Tableau Publicは、Tableauで使いやすいデータセットの素晴らしいリソースです。

興味のあるトピックにあるワークブックを検索し、インスピレーションを得るために参照し、ワークブックを

ダウンロードしてデータにアクセスします。または、キュレーションされたサンプルデータをチェックしてくだ

さい。
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Wikipedia テーブル:スプレッドシートへコピーと貼り付けをしたり、Tableauへの直接コピーと貼り付け

をしたり、またはGoogleシートとIMPORTHTML関数 を使用してデータのGoogleスプレッドシートを

作成する方法で、ウィキペディアのテーブルからデータを取得します。

Googleデータセット検索 : 「断片化されたオンラインデータセットの世界を統合する検索エンジン。」

データは複数形 :データセットを含む週刊ニュースレターを購読するか、アーカイブをブラウズします。

月曜日に模様替え:「毎週月曜日には、所定のデータセットを操作して、より良い、より効果的なビ

ジュアライゼーションを作成し、情報によりアクセスしやすくなるようにご協力ください。」他のユーザーが

同じデータセットを使用して行ったことを確認したり、分析を開始したり、インスピレーションを与えたり

できます。参加するには、Twitterで#makeovermondayを使用してください。

その他のサイト

l Tableau Webデータコネクタ

l Data.worldおよびそのWDC for Tableau
l Github Open Data
l Kaggle
l datahub.io
l r/datasets
l WHO
l Data.UN.org
l WorldBank
l data.gov、data.gov.au、data.gov.ukなど

l Airbnb
l Yelp
l Zillow

ディメンションとメジャー、青と緑

Tableauは、フィールドに含まれるデータの種類に応じて、[データ]ペインで各フィールドをディメンション

またはメジャーとして識別します。これらのフィールドを使用して分析を行います。

データフィールドの役割とタイプについて

データフィールドはデータソースの列で構成されます。各フィールドには、整数、文字列、または日付

などのデータ型と、離散ディメンジョンまたは連続メジャー (またはあまり一般的ではありませんが、連続

ディメンジョンまたは離散メジャー)という役割が自動的に割り当てられます。

l ディメンションには、定性的値 (名前、日付、理的データなど)が含まれます。ディメンションは、

データの分類、区分、詳細の表示に利用できます。ディメンションはビューの詳細レベルに影響
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します。

l メジャーには、測定可能な数値と定量的な値が含まれます。メジャーはデフォルトで集計され

ます。メジャーをビューにドラッグしたとき、Tableauはそのピルに集計を適用しています。

青と緑のフィールド

Tableauは、フィールドが離散的か連続的かによって、ビューでデータを異なる方法で表現します。

連続と不連続は数学用語です。

l 連続的とは、「途切れることなく、切れ目のない全体を形作っている」ことを意味します。これ

らのフィールドは緑色で表示されます。連続フィールドが行シェルフまたは列シェルフに配置さ

れると、ビューに軸が作成されます。

l 離散的 (不連続 )とは、「個別に分離され、区別される」ことを意味します。これらのフィールド

は青色で表示されます。離散フィールドが行シェルフまたは列シェルフに配置されると、ビュー

にヘッダーが作成されます。

Tableau内で可能なフィールドの組み合わせ

この表は、ビュー内で異なるフィールドがどのように表示されるかの例を示しています。ビュー内 (行
シェルフ上など)のフィールドのインスタンスは、「ピル」と呼ばれることがあります。

不連続ディメンション

連続ディメンション(データ型が文字列またはブール値のディメンショ

ンは連続にはなりません)

不連続メジャー

連続メジャー

注 :キューブ(多次元 )データソースでは、データの役割の変更オプションは制限されています。

Tableau Desktopでは、Windowsのみでキューブをサポートしています。一部のメジャーは連

続から非連続に変更できますが、一般的に、キューブデータソースのフィールドに対するデー

タの役割を変更することはできません。関連する詳細については、キューブデータソースペー

ジ930を参照してください。

フィールドがメジャーであることは、ピルが関数で集計されていることで視覚的にわかります。これは、

のようにフィールド名の前に表示されます。集計の詳細については、
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Tableau の事前定義済み集計のリストページ175およびTableau 内の集計関数 ページ2243を参

照してください。

ただし、例外もあります。

l ビュー全体が細分類されている場合、定義によりビュー内のフィールドは集計されません。詳

細については、データの非集計方法 ページ180を参照してください。

l 多次元データソースを使用している場合、フィールドはデータソースで集計され、ビューのメ

ジャーフィールドにはその集計は表示されません。

l また、ディメンションはMAXやATTRなどの特定の集計で集約される場合があります。

注 : 既定の集計およびフィールドの他のプロパティを設定し、設定を行うことができます。[データ]
ペインでフィールドをカスタマイズする方法の詳細については、データペイン内のフィールドの整

理とカスタマイズページ1001、フィールドの既定の設定の編集 ページ1013、[データ] ペイン内

のデータフィールドの操作 ページ34を参照してください。

ビューで使用される連続および不連続フィールドの例

左の例では、[数量 ]フィールドが連続的であるため、ビューの下部に横軸が作成されます。緑色のピ

ルと軸から、連続フィールドであることがわかります。

右の例では、[数量 ]フィールドが離散的です。軸ではなく横方向のヘッダーが作成されます。青色の

ピルと横方向のヘッダーから、不連続であることがわかります。

連続 不連続
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どちらの例でも、"Sales (売上高 )"フィールドは [連続 ]に設定されています。連続的であり、行シェ

ルフにあるため、縦軸が作成されます。もし、列シェルフにあれば、横軸が作成されます。SUM集計

は、それがメジャーであることを示しています。

[数量 ]フィールド名に集計関数がないことは、ディメンションであることを示しています。

ビューのディメンションフィールド

[不連続 ]ディメンションフィールドを[行 ]や [列 ]にドラッグすると、列や行ヘッダーが作成されます。
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多くの場合、[ディメンション]エリアのフィールドはビューに追加すると離散的になり、背景が青色になり

ます。日付ディメンションと数値ディメンションは不連続または連続のいずれかにでき、すべてのメジャー

は不連続または連続にすることができます。

ディメンションを[行 ]または [列 ]にドラッグした後、フィールドをクリックして[メジャー]を選択すると、

フィールドをメジャーに変更できます。これで、ビューには列ヘッダーや行ヘッダーの代わりに連続軸が

表示され、ピルは緑色になります。

日付ディメンションは、不連続または連続になる場合があります。文字列またはブール値を含むディメ

ンションは、連続にはなりません。

Tableauはディメンションを集計しません。Tableauが実行できるさまざまな種類の集計の詳細につい

ては、Tableau の事前定義済み集計のリストページ175を参照してください。

Tableauクエリでは、ビューにあるディメンションはSQLで「グループ化」条件で表されます。

連続と不連続の間のフィールドの変換の詳細については、不連続フィールドと連続フィールドの変換

ページ1020を参照してください。

ディメンションのビューの詳細レベルへの影響

ビューの詳細レベルは、ビューのディメンションとメジャーデータから、データの粒度を参照します。

ディメンションを[行 ]または [列 ]に追加すると、ビュー内のマークの数が増加します。

ディメンションを追加するとビュー内のマークの数が増える理由を理解するには、次の手順を実行しま

す。

1. [列 ]に"Segment (区分 )"をドラッグします。

Tableauウィンドウの一番下にあるステータスバーは、ビュー内に3つのマークがあることを表示

されるようになりました。
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この時点ではビューの構造を作成しているだけなので、これらのマークにはプレースホルダーテ

キスト、Abcが含まれます。

2. [列 ]に"Region (地域 )"をドラッグします。

これで、マークが12つになりました。"Segment (区分 )"の3つの値に、"Region (地域 )"の
4つの値を乗算すると12になります。

3. [行 ]に"Ship Date (発送日 )"をドラッグします。

合計は57マークになります (3セグメント× 4地域 × 5年は60ですが、取り得る3つの組み

合わせにはデータがありません)。

引き続き[行 ]および [列 ]にディメンションを追加し、マークの合計数がさらに増加するのを確

認します。マークカードのプロパティ(色やサイズなど)でディメンションをエンコードすると、ヘッ

ダーが増えることなくマークの数が増えます。このようにディメンションを使用してマークの内訳を

決めることは、「詳細レベル」の設定と呼ばれます。

Tableau内の次の場所のいずれかにディメンションを追加すると、詳細レベルに影響を与えま

す。
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4. これで、ビューに57の個別のAbcインスタンス(すべてが構造で内容が含まれないビュー)の
57のインスタンスが含まれるようになりました。売上をテキストにドラッグして値を確認します。こ

れで、ビューが完全になりました。

注

l メジャーをビューに追加すると、ビューのマークの数が増える場合があります。たとえば、売上を

行に追加した場合、マークの数は57です。いっぽう、利益を行に追加した場合、マークの数は

114に増えます。ただし、これはビューの詳細レベルを変えることとは違います。

l ビュー内のマークの数は、各ディメンションの要素の数を乗算したものと必ずしも同じではありま

せん。マークの数が少なくなる理由は複数あります。取り得るすべての組み合わせに対して

マークを強制的に表示するには、[欠損値を表示 ]を使用します。欠落値の表示方法の詳細
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については、欠落した値や空の行と列の表示または非表示 ページ1171を参照してください。

ビューのメジャーフィールド

メジャーはビューにドラッグすると、既定で集計されます。集計の種類は、ビューの種類によって変わり

ます。集計を必ずチェックして、必要があれば変更してください。詳細は、フィールドの既定の設定の

編集 ページ1013の「既定の集計の変更」を参照してください。集計の詳細については、Tableau で

のデータ集計 ページ171を参照してください。

[データ]ペインから連続フィールドを[行 ]や [列 ]にドラッグすると、そのフィールドの連続軸が作成され

ます。

フィールドをクリックして不連続に変更すると、値が列のヘッダーになります。

152 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



Tableauはフィールドの値を集計し続けます。フィールドが離散的になっても、それはメジャーであり、

Tableauはデフォルトでメジャーを集約するためです。

Tableauが、データの種類などが原因でフィールドをディメンションまたはメジャーとして誤って分類した

場合は、変換してその役割を変更することができます。メジャーを集計する必要がない場合 (数値の

IDなど)、フィールドをディメンションに変換します。

関連する詳細については、メジャーのディメンションへの変換 ページ1021を参照してください。

連続と不連続の間のフィールドの変換の詳細については、不連続フィールドと連続フィールドの変換

ページ1020を参照してください。

連続および不連続フィールドによるビューの変化

連続と不連続は数学用語です。連続とは「中断されることなく、つながった全体を形成する」、不連

続は「それぞれが別々かつ個別であること」を意味します。

Tableauでは、フィールドは連続か不連続のいずれかに設定できます。[データ]ペインからフィールドを

[行 ]や [列 ]にドラッグすると、既定で値は連続となり、軸が作成されます。[データ]ペインからフィール

ドを[列 ]や [行 ]にドラッグすると、値は既定で不連続となり、列ヘッダーや行ヘッダーが作成されま

す。

連続フィールドは軸を生成する

フィールドに加算、平均、その他の集計が可能な数値がある場合、ユーザーがデータソースに最初に

接続したときにそのフィールドが [データ]ペインに [メジャー]フィールドとして追加されます。Tableau
は、値が連続していると推測します。
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このため、[行 ]または [列 ]に連続フィールドをドラッグすると、軸が表示されます。軸は、最小と最大

の間の値を示す計測線です。ルーラーとアナログ温度計は、軸を表示する物理的オブジェクトの例

です。

連続軸には値ラベル (次の画像では0、0.5 ...3.0)がありますが、実際のマークをこれらの目盛りマー

クと揃える必要はありません。たとえば、次の画像では、青い棒は実際には横軸で厳密に7.0では

なく6.940の値まで伸びています。

連続フィールドの潜在的な値の数を予測することはできません。たとえば、"Ratings (評価 )"という

名前のフィールドがあり、初期値が1、3、3.5、3.6および4の場合、それらは5つの個別の値です。

ただし、[評価 ]を[行 ]に移動すると、集計値は、フィールドをビューに追加するまで存在しなかった6
番目の値 (3.02)になります。さらに、初期値のうち2つを削除するフィルターを適用すると、平均は

別の値に変わります。そして集計を変更すると、...お分かりだと思います。潜在的な値の数は、無限

ではないにしても膨大です。

フィールドに数値が含まれていても、その値が必ずしも連続的であるとは限りません。よく使われる例

として郵便番号があります。郵便番号はすべて数字のみで構成されますが、実際には加算したり、

平均したりすることのない文字列の値です。Tableauでこのようなフィールドをメジャーとして[データ]
ペインに割り当てる場合は、フィールドを[ディメンション]エリアにドラッグして [ディメンション]に変更し

ます。

不連続フィールドはヘッダーを作成する

フィールドに数値以外の値が含まれている場合、そのフィールドは [データ]ペインでディメンションとし

て識別されます。Tableauは、値を不連続として処理します。

[列 ]または [行 ]に不連続フィールドをドラッグすると、ヘッダーが作成されます。不連続フィールドの個

別の値は行ヘッダーまたは列ヘッダーになります。
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フィルター上の不連続フィールドと連続フィールド

l 不連続ディメンションのフィールドを[フィルター]シェルフにドロップすると、Tableauはビューに含

める必要がある不連続フィールドの「要素」を選択するよう求めるプロンプトを表示します。

l [フィルター]に日付フィールドをドロップすると、結果は不連続フィルターまたは連続フィルターに

なります。詳細については、日付のフィルターページ1258を参照してください。

l 連続メジャーをフィルターにドロップすると、Tableauは最初にフィルターの集計を選択するように

求めます。

l [フィルター]に連続ディメンション(日付以外 )をドロップすると、値の連続的な範囲のフィルター

方法を指定するよう求めるプロンプトが表示されます。

さまざまなタイプのフィールドのフィルターリングの詳細については、ディメンション、メジャー、および日付

フィールドを [フィルター] シェルフまでドラッグするページ1254を参照してください。

色の不連続フィールドと連続フィールド

[マーク]カード内で [色 ]に不連続フィールドをドロップすると、カテゴリー別のパレットが表示され、フィー

ルドの各値に色が割り当てられます。

[色 ]で連続フィールドをドロップすると、定量的凡例と連続した色の範囲が表示されます。

カラーパレットの詳細については、カラーパレットと色効果 ページ1236を参照してください。
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データ型

データソースのすべてのフィールドには、データ型があります。データ型には、整数 (410)、日付

(2015/1/23)、文字列 ("Belgium")など、そのフィールドに保存されている情報の種類が反映されま

す。フィールドのデータ型は、[データ]ペインで以下のいずれかのアイコンで識別します。

Tableauでのデータ型アイコン

アイコン データ型

テキスト(文字列 )値

日付値

日付 /時刻値

数値

ブール値 (リレーショナルのみ)

地理的値 (マップと併用 )

画像の役割 (画像リンクURLとともに使用 )

クラスタグループ(データ内のクラスターを見つけるページ1967で使用 )

[データソース]ページまたは [データ]ペインのいずれかでフィールドのデータ型を変更できます。

[データソース]ページ内のフィールドのデータ型の変更

Tableauがフィールドのデータ型を間違って解釈する場合があります。たとえば、Tableauは日付を

含むフィールドを、日付データ型ではなく整数データ型として解釈する場合があります。

[データソース]ページで、元のデータソースの一部だったフィールド(Tableauで作成された計算

フィールドではない)のデータ型を変更できます。
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1. そのフィールドのデータ型アイコン(上記の表のとおり)をクリックします。

2. ドロップダウンリストから新しいデータ型を選択します。

ヒント:抽出を作成する前にデータ型を変更するようにしてください。そうでなければ、データが

正確でない場合があります。たとえば、元のデータソース内の浮動小数点フィールドが整数と

して解釈され、フィールドのデータ型を変更する前に抽出を作成する場合、結果的に生成さ

れる浮動小数点フィールドではその精度の一部が切り捨てられます。

[データソース]ページでデータ型を変更する方法に関する詳細については、[データソース] ページ

ページ21を参照してください。

[データ]ペイン内のフィールドのデータ型の変更

[データ]ペインのフィールドのデータ型を変更するには、フィールド名の左にあるアイコンをクリックし、ド

ロップダウンリストから新しいデータ型を選択します。
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ビュー内のフィールドのデータ型の変更

ビューでデータ型を変更するには、[データ]ペインでフィールドを右クリック(MacではControlを押しな

がらクリック)し、[データ型の変更 ]をクリックしてドロップダウンリストから適切なデータ型を選択しま

す。
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注 :データベース内の一部のデータは、Tableauでモデル化できる範囲より精度が高い場合が

あります。このような値をビューに追加すると、ステータスバーの右隅に精度に関する警告が表

示されます。ステータスバーの情報 ページ32を参照してください。

ファイルからのデータの混合データ型

Microsoft Excel、Microsoft Access、またはCSV (コンマ区切り値 )ファイルのほとんどの列には、同じ

データ型の値が含まれています (ブール値、日付、数値、またはテキスト)。ファイルに接続すると、

Tableauによって各列の [データ]ペインの該当するエリアにフィールドが作成されます。日付値とテキ

スト値はディメンションであり、数値はメジャーです。

ただし、接続するファイルでは、数値とテキスト、数値と日付など、1つの列にデータ型が混在すること

があります。ファイルに接続すると、混在値の列は、Tableauの1つのデータ型のフィールドにマッピング

されます。このため、数値や日付を含む列が数値データ型 (メジャーにする)としてマッピングされたり、

日付データ型 (Tableauはディメンションとして処理 )としてマッピングされることがあります。

Tableauでは、Excelデータソースの最初の10,000行、およびCSVデータソースの最初の1,024行

のデータ型によって、混合値列をデータ型にマッピングする方法を決定します。たとえば、最初の

10,000行の大半がテキスト値であれば、列全体はテキストデータ型を使用するようマッピングされま

す。

注 :空のセルの場合も、テキスト、日付、数値と書式設定が異なるため、混在値の列が作成

されます。

Tableauが各フィールドのデータ型を判断するときに、フィールドの値がそのデータ型と一致していない

場合、Tableauはデータ型に応じたさまざまな方法でフィールドを処理します。たとえば、Tableauで

は次の表のように、これらのフィールドにNull値を含めて生成する場合があります。

マッピングされる

データ型

フィールド内の他のデータ型の扱い

テキスト 日付と数値はテキストとして扱われます。NULLは作成されません。

日付 テキストはNULLとして扱われます。数値は1/1/1900から始まる数値順の日

付として扱われます。

数値 テキストはNULLとして扱われます。日付は1/1/1900以降の日数として扱わ

れます。

ブール値 テキスト、日付、および数値はNULLとして扱われます。

Tableau Software 159

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



混在値の列に基づくフィールドを使用することによって、データ分析に支障が生じる場合は、次のい

ずれかの方法を使用できます。

l 参照元データソースの空のセルを書式設定して、列のデータ型に一致するようにします。

l 混在値が含まれない新しい列を作成します。

Tableauの操作の順序

Tableauの操作の順序は、クエリパイプラインとも呼ばれ、Tableauがさまざまなアクションを実行す

る順序です。アクションは操作とも呼ばれます。多くの操作でフィルターが適用されます。つまり、

ビューを構築してフィルターを追加すると、操作の順序で確立された順序で常にフィルターが実行さ

れます。

ビデオを視聴する: Tableauでの関連する概念について説明した、1時間の無料ビデオプレ

ゼンテーション「Tableauの操作の順序」をご覧ください。

この記事では、ビューを更新し、操作の順序による問題を修正する2つのシナリオ(ディメンションフィ

ルターからコンテキストフィルターへの変換、および表計算からFIXED詳細レベルの式への変換 )を
提供します。

操作の順序 (クエリパイプライン)について

ユーザーが予測していたフィルターの実行順序と、操作の順序が指示する順序が異なる場合、予

期しない結果になる可能性があります。これが発生した場合、パイプラインの操作の実行順序を変

更できる場合があります。

Tableauの操作順序は、上から下に次のようになります。

160 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://youtu.be/fyDY0_Ivy54


注 :操作の順序で、最新の日付フィルターはワークブックにグローバルに適用されますが、コンテ

キストフィルターはワークシートごとに適用されます。最新の日付は、ワークブックを開いて初め

て使用した直後、データソースフィルターの後、コンテキストフィルターの前に決まります。その

時点で日付が設定され、最新の日付プリセットがディメンションフィルターとして使用されます。

例 1:ディメンションフィルターをコンテキストフィルターに変換する

これの例と次の例では、Tableau Desktopに付属の"Sample – Superstore (サンプル - スーパース

トア)"データソースを使用します。

この例では、ビューは次の質問を解決します。ニューヨーク市内の、合計売上高が上位 10の顧客。

ビューには2つのディメンションフィルターが含まれます。1つは [フィルター]ダイアログボックスの [全般 ]
タブ、もう1つは [上位 N] タブで作成します。問題は、"上位 n"全般フィルターを適用後の結果に

フィルターを実行するよう、全般フィルターを適用した後に"上位 n"フィルターに適用する必要がある

のに、これらのフィルターが同時に実行されることです。解決策として明確な優先順位を確立するた

め、フィルターをコンテキストフィルターとして再定義します。

このビューを構築するには、次の手順を行います。

1. [列 ]に"Sales (売上高 )"をドラッグします。

2. "City (市町村 )"と"Customer Name (顧客名 )"を[行 ]にドラッグします。
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3. [データ]ペインから(今回は [フィルター]シェルフに) "City (市町村 )"フィールドをドラッグしま

す。[フィルター]ダイアログボックスの [全般 ]タブで、1つの値のみを表示するようフィルターを設

定します。ニューヨーク市。これを行うには、[なし] をクリックしてから、"New York City (ニュー

ヨーク市 )" を選択します。

これにより、全般ディメンションフィルターが作成されます。

4. ツールバーの [降順に並べ替え]ボタン( )をクリックします。ビューは次のような表示になり

ます。

リストの最初の名前をいくつかメモします。Ashbrook、Fuller、Vernonなど。

5. 次に、[顧客名 ]を[データ]ペインから[フィルター]にドラッグし、合計売上高が上位 10の顧

客のみを示す "上位 10"フィルターを作成します。
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この2番目のフィルターを適用した後、ビューは正しいように見えますが、名前が前とは異なっ

ていることに注意してください。

前回 2位だったPeter Fullerに何が起こったのでしょうか。目的はニューヨーク市内の上位 10
顧客を表示することですが、実際に現在ビューに表示されているのは、全体での上位 10顧

客です。

問題は、上位フィルターと全般ディメンションフィルターが同時に適用されることです。これらは

両方ともディメンションフィルターで、Tableauの操作の順序の同じ場所に表示されます。
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これを解決するには、全般ディメンションフィルター ("City (市町村 )" で)をコンテキストに追加

します。つまり、ワークシートで作成した他のフィルターの前に実行される、コンテキストフィル

ターに切り替えます。

詳細については、コンテキストフィルターの使用 ページ1280を参照してください。

6. [フィルター]シェルフで"City (市町村 )"を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)
し、[コンテキストに追加 ] を選択します。このフィルターはコンテキストフィルターとして、ディメン

ションフィルターより優先されるようになりました。そのため、本来の姿でビューが表示されます。

例 2:表計算をFIXED詳細レベルの式に変換する

この例では、ビューは次の質問を解決します。製品のサブカテゴリー別の合計売上高に対する割合

は何ですか。

ビューには、ディメンションフィルターと表計算が含まれます。Tableauは、ディメンションフィルターを適

用してから表計算を実行します。これらの操作の順序を反転させるには、表計算の代わりにFIXED
詳細レベルの式を使用します。

このビューを構築するには、次の手順を行います。

1. 新しいワークシートで、"Sales (売上高 )"を[列 ]にドラッグします。

2. [行 ]に"Sub-Category (サブカテゴリー)"をドラッグします。

3. [列 ]で [SUM(Sales)]を右クリックして、[簡易表計算 ] > [合計に対する割合 ]を選択しま

す。

4. カテゴリーを最も高いものから低いものに並べ替えるには、ツールバーの [降順 ]ボタン( )

をクリックします。
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5. ビューにメジャーバリューを表示するには、ツールバーの [マークラベルの表示 ]ボタン( )をク

リックします。

ビューは次のような表示になります。

最初の数件のパーセンテージをメモします。14.37%、14.30%など。

6. [行 ]の [サブカテゴリー]を右クリックし、[フィルターの表示 ]を選択します。

7. フィルターで"Chairs (椅子 )"のチェックマークをオフにします。
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これで、ビューに表示されるパーセンテージが変わり、最も高いパーセンテージが16%を超え

ました。これで求めていた結果が出る場合もありますが (つまり、クイックフィルターを操作して

パーセンテージを再計算する場合 )、そうでなければ、フィルターアイテムを出し入れしてもパー

センテージを安定させることが必要なことがあります。この場合がまさにそうです。操作の順序

では、ディメンションフィルターは表計算の前に適用されます。

クイックフィルターを適用する前にパーセンテージを計算するには、FIXED詳細レベルの式を

作成し、表計算の代わりに使用します。
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FIXED詳細レベルの式は、ビュー内のディメンションに関係なく、指定されたディメンションを使

用して値を計算します。

FIXED詳細レベル表現は、ビュー内のディメンションに関係なく、指定されたディメンションを使

用して値を計算します。このパーセンテージは全般ディメンションフィルターには影響しません。

なぜでしょうか。これは、FIXED詳細レベルの式はディメンションフィルターを適用する前に計算

されるためです。

詳細については、Tableau での詳細レベル表現の作成 ページ2522を参照してください。

8. FIXED詳細レベルの式は、"Sales (売上高 )"の合計 (特定のメジャーバリューに対する)を
ビューの"Sales (売上高 )"の合計で除算する必要があります。分子は集計されるため、分母

も集計する必要があります。したがって、次のような式を作成します。

SUM([Sales])/SUM({FIXED : SUM([Sales])})

9. その式を"FixedSumOfSales" として保存して [データ]ペインから[列 ] にドラッグし、表計算

を使用する既存の"SUM(Sales)"フィールドの右にドロップします。(比較のためビューに両方を

表示したままにします。)これが現在のビューです。

Tableau Software 167

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



右側のグラフのパーセンテージの数値は、クイックフィルターで選択 /選択解除したフィールドに

かかわらず、一定になります。後は、"FixedSumOfSales"の値の書式をパーセント表示に

設定するだけです。

10. [列 ]で"FixedSumOfSales"を右クリックし、[書式設定 ]を選択します。[書式設定 ]ペイン

で、[数値 ]、[パーセンテージ]の順に選択します。

これで、最終的なビューが得られます。
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[サブカテゴリー]クイックフィルターでアイテムを選択 /選択解除すると、左側の棒グラフのパーセ

ンテージは変化しますが、右側の棒グラフのパーセンテージは変化しません。

Tableau Software 169

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ





Tableauでのデータ集計

Tableauでは、メジャーやディメンションを集計できますが、メジャーを集計する方がより一般的です。

メジャーをビューに追加すると、デフォルトにより、そのメジャーに集計が適用されます。適用される集

計の種類は、ビューのコンテキストによって変わります。

ビューのメジャーの集計を変更する

ビューにメジャーを追加すると、値が自動的に集計されます。一般的な集計には合計、平均、中央

値などがあります。完全なリストについては、Tableau の事前定義済み集計のリストページ175を参

照してください。

現在の集計は、ビューのメジャー名の一部として表示されます。たとえば、"Sales (売上高 )"はSUM
(Sales)になります。すべてのメジャーには、データソースへ接続したときにTableauによって設定され

た既定の集計があります。メジャーに対する既定の集計を表示または変更できます。メジャーの既定

集計の設定 ページ178を参照してください。

Tableauを使用してメジャーを集計できるのは、リレーショナルデータソースの場合のみです。

多次元データソースには集計済みデータが含まれています。Tableauでは、Windowsのみで

多次元データソースをサポートしています。

コンテキストメニューから、ビューのメジャーの集計を変更できます。
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ディメンションの集計

最小値、最大値、カウント、またはカウント(個別 ) を使用して、ビューのディメンションを集計できま

す。ディメンションを集計すると、ディメンションが実際にはメジャーの特性を引き受けるよう、新しいメ

ジャー列が一時的に作成されます。
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ディメンションを表示するもう1つの方法は、ディメンションのコンテキストメニューから[属性 ]を選択し

て、ディメンションを属性として扱うことです。属性集計にはいくつかの使用方法があります。

l 複数のデータソースをブレンドする際には、一貫した詳細レベルを保証できます。

l これにより、集計式が必要な表計算を行う際、ディメンションを集計する方法を提供します。

l これは計算されるため、クエリのパフォーマンスを改善できます。

Tableauは、次の式を使用して属性を計算します。

IF MIN([dimension]) = MAX([dimension]) THEN MIN([dimension]) ELSE "*"

END

式は、データが最初のクエリから読み取られた後にTableauで計算されます。アスタリスク(*)は実際

には、複数の値がある場合に発生する特別な種類のNull値の視覚的なインジケーターです。アスタ

リスクに関する詳細については、データブレンドのトラブルシューティングページ785を参照してくださ

い。

表計算で属性を使用した例を以下に示します。この表は、市場、市場規模、および状態別の売上

高を示しています。それぞれの州が市場に貢献した総売上高に対する割合を計算したかったと仮定

します。状態に従って計算される「合計に対する割合」(簡易表計算 ページ2514を参照 )を追加す

ると、計算は赤色のエリア内で行われます。これは、市場規模ディメンションによってデータの区分が

指定されているためです。
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市場規模を属性として集計すると、計算は市場 (次のイメージの場合は東部 )で行われ、市場規

模は単にラベルとして使用されます。
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Tableauの事前定義済み集計のリスト

数値データは合計や平均などで集計して見ると役立つ場合があります。集計データを算出する数学

関数は集計関数と呼ばれます。集計関数は、値のセットに対する計算を実行して、単一の値を返

します。たとえば、値1、2、3、3、4を含むメジャーが合計として集計された結果は、単一の値です。

13。または、50個の製品から販売取引が3,000件ある場合に、どの製品の売上が最も高いかを調

べるために、それぞれの製品の売上合計を表示したいと思うかもしれません。

注 :浮動小数点値を集計と組み合わせて使用すると、予期しない結果が発生する可能性が

あります。詳細については、計算のデータ型を理解するページ2174を参照してください。

Tableauでは、表のような事前定義済みの集計が用意されています。集計を含む計算フィールドで

はないメジャーに対しては、AVG([Discount])などの既定の集計を設定できます。メジャーの既定

集計の設定 ページ178を参照してください。ビュー内の既存のフィールドの集計を設定することもでき

ます。詳細は、ビューのメジャーの集計を変更するページ171を参照してください。

集計 説明

メジャーが 1、2、
2、3 を含む場合の

結果

属性 グループ内のすべての行が同じ値を持つ場合にのみ、指

定された式の値を返します。それ以外の場合は、アスタリ

スク(*)文字を表示します。NULL値は無視されます。こ

の集計はディメンションを集計する場合に役立ちます。

ビュー内のメジャーをこの集計に設定するには、メジャーを

右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し[属
性 ]を選択します。その後フィールドは、テキストATTRを

表示するよう変更します。

* 

ディメンション メジャーまたはディメンション内の一意の値をすべて返しま

す。

3つの値 (1、2、
3)

合計 メジャー内の数値の合計を返します。NULL値は無視さ

れます。

1つの値 (8)

平均 メジャー内の数値の算術平均を返します。NULL値は無

視されます。

1つの値 (2)
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集計 説明

メジャーが 1、2、
2、3 を含む場合の

結果

カウント(個別 ) メジャーまたはディメンション内の一意の値の数を返しま

す。ディメンションに適用された場合、計算の結果は数値

なので、メジャーである新しい列が一時的に作成されま

す。カウントできるのは、数値、日付、ブール値、および文

字列です。いずれの場合もNull値は無視されます。

この集計は、次の種類のワークブックでは使用できませ

ん。

l Tableau Desktop 8.2以前で作成され、Microsoft
Excelまたはテキストファイルデータソースを使用す

るワークブック。

l レガシー接続を使用するワークブック。

l Microsoft Accessデータソースを使用するワーク

ブック。

これらの種類のワークブックを使用するワークブックに接続

している場合、カウント(個別 )は使用できず、「抽出する

必要があります」と表示されます。この集計を使用するに

は、データを抽出します。データの抽出 ページ868を参照

してください。

1つの値 (3)

最小 メジャーまたは連続ディメンション内の最小値を返します。

NULL値は無視されます。

1つの値 (1)

最大 サンプル母集団に基づいて、メジャーまたは指定された式

にある最大の数値を返します。NULL値は無視されます。

Nullでない値を持つ標本内の要素が2個に満たない場

合はNullを返します。母集団のサンプルを表すデータに適

用する関数です。

1つの値 (3)

Std (標準 )Dev
(Pop) (偏差 (母
集団 ) )

バイアス母集団に基づいて、指定された式の全ての値の

標準偏差を返します。引数が母集団全体を含むと想定

します。この関数はサンプルサイズが大きい場合に使用し

ます。

1つの値 (0.7071)

分散 サンプルに基づいて、指定された式の全ての値の分散を 1つの値 (0.6667)
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集計 説明

メジャーが 1、2、
2、3 を含む場合の

結果

返します。NULL値は無視されます。Nullでない値を持つ

メンバーが2個に満たない場合はNullを返します。母集

団のサンプルを表すデータに適用する関数です。

Variance (Pop)
(分散 (母集団 ) )

バイアス母集団に基づいて、指定された式の全ての値の

分散を返します。引数が母集団全体を含むと想定しま

す。この関数はサンプルサイズが大きい場合に使用しま

す。

1つの値 (0.5000)

非集計 参照元データソースの全てのレコードを返します。ビュー内

の全てのメジャーを非集計するには、分析メニューから集

計メジャーを選択します (チェックマークを外します)。

Tableauで、非集計形式のデータを表示することができま

す (リレーショナルデータベースのみ)。データが非集計にな

ると、データソースの個々の行の値が全て表示されます。

たとえば、ゴムひもの合計売上高が$14,600であることが

分かれば、個々の販売トランザクションの分布を見たい場

合があるかもしれません。この質問に回答するには、個々

のデータ行を表示するビューを作成する必要があります。

つまり、データを非集計する必要があります (データの非集

計方法 ページ180を参照してください)。また、集計された

データを見る別の方法として、ビューの全てまたは一部の

参照元データを表示するという方法もあります。詳細につ

いては、参照元データの表示 ページ2602を参照してくださ

い。

4つの値 (1、2、
2、3)

カスタム集計も定義できます。詳細については、Tableau 内の集計関数 ページ2243を参照してくだ

さい。作成するデータビューの種類によっては、Tableauは適切な詳細レベルでこれらの集計を適用

します。たとえば、東部における平均配達時間であれば個々のディメンション要素に、東部、西部、

および中部における平均配達時間であれば指定されたディメンションのすべての要素に、すべての地

域と市場における売上合計であればディメンションのグループに、それぞれ集計が適用されます。
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メジャーの既定集計の設定

集計を含む計算フィールドではないメジャーに対しては、AVG([Discount])などの既定の集計を

設定できます。既定の集計は、連続フィールドまたは不連続フィールドをまとめる代表的な計算で

す。既定の集計は、メジャーをビューにドラッグすると自動的に使用されます。

規定の集計を変更するには：

データペインでメジャーを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[既定のプロパティ] >
[集計 ]を選択したうえでいずれかの集計オプションを選択します。
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注 : Tableauを使用してメジャーを集計できるのは、リレーショナルデータソースの場合のみで

す。多次元データソースには集計データのみが含まれています。

パブリッシュされたデータソースには既定の集計を設定できません。既定の集計は、データソー
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スが最初にパブリッシュされるときに設定されます。既定の集計を調整するには、パブリッシュさ

れたデータソースのローカルコピーを作成してください。

データの非集計方法

メジャーをビューに追加すると、デフォルトにより、そのメジャーに集計が適用されます。このデフォルト

は、分析メニューのメジャーの集計設定により制御されます。

ビューのすべてのマークを、最も詳細なレベルの粒度で表示したい場合は、ビューを非集計にできま

す。データの非集計とは、Tableauがデータソースのすべての行のすべてのデータ値に別のマークを

表示することを意味します。

ビューのすべてのメジャーを非集計するには：

l 分析 >メジャーの集計 オプションをクリアします。すでに選択されている場合は、[メジャーの集

計 ]を1回クリックして選択をクリアします。

[メジャーの集計 ]が選択されていると、Tableauは既定でビューのメジャーの集計を試みます。データ

ソースの個々の行の値は、ビューの詳細レベルで1つの値 (1つのマーク)に集計されます。

メジャーで利用可能なさまざまな集計により、個々の値の収集方法が決定します。それらは個々の

行の値に追加 (SUM)、平均 (AVG)、個々の行の値から最大 (MAX)値や最小 (MIN)値を設定で

きます。

利用可能な集計の完全なリストについては、Tableau の事前定義済み集計のリストページ175を
参照してください。

詳細レベルはビューのディメンションによって決まります。詳細レベルの概念の詳細については、ディメ

ンションのビューの詳細レベルへの影響 ページ149を参照してください。

データの非集計は、ビュー内で独立的および従属的に使用するメジャーを分析するときに便利で

す。たとえば、参加者の年齢を座標軸の1つにして、製品満足度調査の結果を分析しているとしま
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す。""Age (年齢 )"フィールドを集計して、参加者の平均年齢を知ることができます。または、その

データを非集計にして、その製品に最も満足している年齢層を知ることができます。

非集計データは散布図などのデータを表示する際に便利です。例 : 散布図、集計、および粒度 下

を参照してください。

注 : データソースが非常に大きい場合、データを非集計にするとパフォーマンスが大幅に低下

します。

例 :散布図、集計、および粒度

あるメジャーを[行 ]シェルフへ配置して、別のメジャーを[列 ]シェルフへ配置すると、Tableauは2つの

数値を比較します。通常そのような場合、Tableauは散布図を既定のビジュアライゼーションとして選

択します。最初のビューは単一のマークである可能性が高く、2つのメジャーのすべての値の合計を示

します。これは、ビューの詳細レベルを増やす必要があるためです。

散布図の作成の開始 下

ディメンションを使用した詳細の追加 次のページ

行および列シェルフにフィールドをさらに追加しようと試みるページ

184
データの非集計を試みるページ186

散布図の作成の開始

基本的な散布図に詳細を追加するには、さまざまな方法があります。ディメンションを使用して詳細

を追加したり、行や列のシェルフにフィールドを追加したり、データを非集計にしたりすることもできま

す。それらのオプションを組み合わせて使用することもできます。このトピックではこれらの選択肢に注

目し、Sample - Superstore (サンプル - スーパーストア)データソースを使用します。

最初のビューを作成するには、これらの手順に従ってください。

1. [列 ]シェルフに"Sales (売上高 )"メジャーを配置します。

2. [行 ]シェルフに"Profit (収益 )"メジャーを配置します。

メジャーは自動的に合計として集計されます。既定の集計 (SUM (合計 ))は、フィールド名に示され

ます。ツールヒントに示されている値は、データソースにある全ての行の売上高と収益の値の合計を

表します。
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次の手順に従って、ディメンションを使用してビューに詳細を追加し、データを非集計にします。

ディメンションを使用した詳細の追加

次の手順に従って、ディメンションを追加して詳細レベルをさらに表示し、作成した散布図ビューに手

を加えます。

1. [マーク]カードの [色 ]に"Category (カテゴリー)"ディメンションをドラッグします。

これによりデータは各ディメンションメンバーに対応する3つのマークに分類され、マークは色を

使用してエンコードされます。
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2. [マーク]カードの [詳細 ]に"State (州 )"ディメンションをドラッグします。

ビューには多くのマークがあります。マークの数値は、カテゴリーの数値を掛けたデータソース内

の個別の州の数値と等しくなります。
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表示されるマークの数は増えましたが、メジャーはまだ集計されたままです。そのため、データソース

内に「州 =ノースダコタ」と「カテゴリ=家具」という行が1行あるか100行あるかに関係なく、結果は

常に単一のマークです。

この処理は、有用だと思う方向にビューを発展させているかもしれませんが、違う方向に発展させた

いと思うかもしれません。どのような質問をするかを決定できます。

行および列シェルフにフィールドをさらに追加しようと試みる

元の1つのマークのビューに戻します。フィールドを[行 ]と[列 ]シェルフに追加して散布図のビューを

展開するには、これらの手順に従います。

1. [列 ]シェルフに"State (州 )"ディメンションをドラッグします。

"Continent (大陸 )"を[SUM(Sales)]の右にドロップした場合でも、[SUM(Sales)]の左に移

動します。これは、連続軸にディメンションを挿入することができないからです。代わりに、ディメ

ンションのメンバーごとに別々の軸が表示されます。
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2. [行 ]シェルフに"Segment (区分 )"ディメンションをドラッグします。

州と顧客区分にわたり、"Sales (売上高 )"と"Profit (収益 )"の概要を提供するビューが表示さ

れます。ビュー内のマークにポインターを合わせてさまざまな区分のツールヒントデータを参照す

ると、興味深い情報が得られます。
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データの非集計を試みる

1つのマークを使用する元の散布図を変更してより多くのマークを表示するもう1つの方法は、データ

を非集計にするという方法です。

分析 >メジャーの集計 オプションをクリアします。すでに選択されている場合は、[メジャーの集計 ]を
1回クリックして選択をクリアします。

このコマンドはもともと選択されていたスイッチなので (チェックマークが表示されています)、実行したこ

とはデータの非集計です。Tableauは、既定でビューのデータを集計します。

これで、元のデータソースの行ごとに1つずつ、多くのマークが表示されます。
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メジャーを非集計にすると、データソースにある行の値の平均または合計は表示されなくなります。そ

の代わりに、ビューにはデータソースにある全ての行のマークが表示されます。データの非集計は、デー

タ全体を見るための方法です。それは、データの形状をすぐに理解し、外れ値を識別する方法です。

この場合、ビューは売上と利益の間に一貫した関係があることを示しており、45度の角度で並んだ

マークの線で示されています。

Bookshopデータセット
Tableau Desktop 2020.2では、データを組み合わせるための新しいデータモデリング機能である関係

を紹介するため、Bookshopデータセットが用意されています。
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ファイルのダウンロード

生データをダウンロードして独自のデータモデルを最初から作成するか、事前作成されたデータソー

スのいずれかをダウンロードして、関係を使用した分析をすぐに開始することができます。

l 生データ(xlsx)
l Bookshop.xlsx: .xlsxファイルに記述された生データ

l BookshopLibraries.xlsx -多対多の関係を導入する追加のライブラリテーブル (追加

のライブラリテーブルのみを含む)
l パッケージドデータソース(tdsx)ファイル

l Bookshop.tdsx:既に作成された関連するデータソースが含まれていて、いくつかのメタ

データのカスタマイズが追加されているパッケージ化された .tdsxファイル

l MinimalBookshop.tdsx: Bookshop.tdsxと同じテーブルであるが、メタデータやクリーン

アップはない

l Bookshop_libraries.tdsx:ライブラリテーブルをBookshop.tdsxに追加するパッケージ

化された .tdsxファイル (すべてのテーブルが含まれる)

ダウンロードした .tdsxに接続するには

1. Tableau Desktopを開きます。

2. 左側の [接続 ]ペインで、[ファイルへ]見出しの下の [その他 ...]オプションを選択します。

3. .tdsxをダウンロードした場所に移動し、.tdsxをダブルクリックします (または、.tdsxを選択して

[開く]をクリックします)。

データセットについて

Bookshopは13個のテーブルで構成され、次のように組み合わされています。
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注 :このデータセットの中心的な概念は、書籍と版です。書籍は、著者、タイトル、ジャンルな

どの属性が含まれる概念です。版は、形式 (ハードカバーやペーパーバック)、出版日、ページ

数などの属性が含まれる、書籍の物理的なバージョンです。

データディクショナリ

いくつかのフィールドについては、少し説明が必要です。

l [Ratings (評価 )]テーブルのRating (評価 )フィールドには、1 ～ 5のスケールが適用され、5が

最高です。

l Format (形式 )フィールドは、形式の詳細です。「ハードカバー」以外のすべての形式は、

「ペーパーバック」と見なされます。

l ISBNは国際標準図書番号の略で、書籍の各版に割り当てられる13桁の一意の識別番

号です。ISBNはバーコードで表され、価格に関連付けられています。

l ItemIDフィールドとOrderIDフィールドは階層型です。注文には複数のアイテムが含まれる場

合があります。

l Staff Comment (スタッフコメント)フィールドには、一部の書籍の概要とレビューが含まれてい

ます。

独自のデータソースを作成する場合

1. [Publisher (出版社 )]テーブルと[Sales (販売 )]テーブルは、[Edition (版 )]テーブルに関連

付けられている必要があります。

2. [Book (書籍 )]テーブルと[Info (情報 )]テーブルは関連付けたり、結合したりできますが、計

算 BookID = [BookID1]+[BookID2]で関連付けまたは結合を行う必要があります。

l 内部結合が推奨されます。

l [Series (シリーズ)]テーブルは、[Info (情報 )]テーブルがデータソースに含まれる場合に

のみ使用できます。

オプション:

3. 情報 "Book (書籍 )"や同様の情報と結合された書籍の論理テーブルの名前を変更することを

お勧めします。

4. 4つの [Sales (販売 )]テーブルは個別に分析できますが、ユニオンされている場合は、ユニオン

の名前を"Sales (販売 )"などに変更することをお勧めします。

5. 関係の形成に使用するほとんどのフィールドは、分析には必要ないので、データモデルを作成

した後で非表示にできます。

l IDで終わるフィールドは非表示にできます (非表示にできる"ID"フィールドは、[Ratings
(評価 )]のReviewIDとReviewerID、および [Sales (販売 )]の ItemIDとOrderIDだけ
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です)。
l ISBNは、各版の識別番号として保持する必要があります (理想的には [Edition (版 )]

テーブルの ISBN)。ユニオンにした [Sales (販売 )]テーブルの ISBNフィールドは非表示

にできます。

l [Award (賞 )]テーブルのTitle (タイトル)フィールドは非表示にできます。

l ユニオンのシートとテーブルのフィールドの場合も、一意の情報は含まれておらず、非表

示にできます。

6. データモデルを簡略化するには、コアテーブルを[Book (書籍 )]、[Author (著者 )]、[Edition
(版 )]にします。最小限の影響で除外することが最も簡単なテーブルは、[Checkouts (貸
出 )]と[Ratings (評価 )]であり、その後に[Award (賞 )]、[Publisher (出版社 )]、[Sales
(販売 )]、または [Info (情報 )]や [Series (シリーズ)]が続きます。

ブックショップライブラリ

BookshopLibraries.xlsxファイルでは、多対多の関係をサポートするためにライブラリの近くに新しい

テーブルが導入されています。[Catalog (カタログ)]テーブルは、ISBNで [Edition (版 )]テーブルに関

連付けられています。[Library Profile (ライブラリプロファイル)]テーブルは、LibraryIDで多対多 (n:n)
関係として [Catalog (カタログ)]テーブルに関連付けられています。

データディクショナリ

ライブラリプロファイル

l Library (ライブラリ)フィールドはライブラリの名前です。

l Library ID (ライブラリID)フィールドの IDは、[Catalog (カタログ)]テーブルでも使用されます。

l Consortium Member (コンソーシアムメンバー)フィールドは、ライブラリ間の貸し出しを提供

し、他のサービスを共有するより大きなライブラリネットワークにライブラリが含まれるかどうかを

示す yes/no (はい/いいえ)フィールドです。

l Private (プライベート)フィールドは、ライブラリがメンバー専用のライブラリまたは公共機関であ

るかどうかを示す yes/no (はい/いいえ)フィールドです。
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l Staff Type (スタッフのタイプ)とNumber of Staff (スタッフの数 )は、各ライブラリで仕事をして

いるLibrarians (ライブラリアン)、Library Assistants (ライブラリアシスタント)、Library
Technicians (ライブラリ技術者 )の数を示します。

カタログ

l LoanIDは、1つのライブラリが持つNumber of Copies (コピー数 )を追跡するために使用され

るISBNとライブラリの組み合わせを表す一意の識別子です。たとえば、Idle Hour Library (アイ

ドル状態のライブラリ)に、あるタイトルの2つのペーパーバックコピーと1つのハードカバーコピー

が含まれる場合、2つのLoan ID (貸し出しID)が存在します。

l Library ID (ライブラリID)フィールドの IDは、[Library Profile (ライブラリプロファイル)]テーブル

でも使用されます。

[Library Profile (ライブラリプロファイル)]テーブルの構造

[Library Profile (ライブラリプロファイル)]テーブルは、当初、以下の各スタッフタイプの列を持つピボット

解除されたテーブルとして書式設定されました。

Library (ライブ

ラリ)
LibraryID Consortium

Member (コ
ンソーシアム

メンバー)

Private
(プライ

ベート)

Librarians
(ライブラリ

アン)

Library
Technicians
(ライブラリ技

術者 )

Library
Assistants
(ライブラリ

アシスタン

ト)

Idle Hour
Library (アイド

ル状態のライブ

ラリ)

L-IHL はい いいえ 53 61 16

The
Bibliophile’s
Shelves (愛書

家の棚 )

L-BS はい はい 4 3 0

Armchair
Athanaeum
(アームチェア

室 )

L-AA いいえ はい 6 0 0
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Old Friend
Library (オール

ドフレンドライ

ブラリ)

L-OFL はい いいえ 3 5 17

Bide Awhile
(待機 )

L-BA はい いいえ 9 20 6

IndieUnBound L-IUB はい いいえ 7 2 47

Page Station
Book
Exchange
(ページステー

ションブックエク

スチェンジ)

L-PS いいえ はい 3 1 4

テーブルは、Librarians (ライブラリアン)、Library Technicians (ライブラリ技術者 )、Library Assistants
(ライブラリアシスタント)の列全体でピボットされました。最終的な形式には、Staff Type (スタッフのタ

イプ)の列とNumber of Staff (スタッフの数 )の列が含まれます。ただし、この場合、ライブラリごとに複

数の行があることを意味します。したがって、Library ID (ライブラリID)の値は一意ではなく、ピボットさ

れたバージョンのテーブルは、[Catalog (カタログ)]テーブルに多対多で関連付けられる必要がありま

す。

このテーブルには、カタログとプロファイル間に多対一の関係を許可するという利点がありますが、理

想的な分析用構造データでありません。

探索

このデータセットは架空のデータセットですが、さまざまな分析シナリオや数多くの探索に対応しま

す。たとえば、次のようなシナリオが考えられます。

l 最も人気のある書籍は何ですか? 最も人気のない書籍は?人気は、販売、レビュー、貸出、

その他の指標に基づいていますか?
l 最年少でデビューした著者は誰ですか? 最年長でデビューした著者は?
l 出版社は何かしらの専門分野に特化していますか?
l 同じ書籍の増版が出版されるまでの最長期間は?
l 販売には季節的な傾向がありますか? 貸出はどのようになっていますか?タイトルやジャンルに

季節変動はありますか?

192 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/data_structure_for_analysis.htm


l 貸出、印刷部数、書籍評価、販売数量の間に相関関係はありますか?
l 執筆に最も時間を費やす著者の書籍は最も成功していますか?そうした書籍のページ数は最

多ですか? 
l 最も多くの書籍が出版されたのはいつですか? 例外的な期間はありますか? 
l ジャンル、形式、価格の傾向はありますか?
l 評価にはどのような分布がありますか? それらの分布は書籍によって異なりますか? ジャンルよっ

て異なりますか?分布は賞と同様の傾向がありますか? 
l 販売時に割引されることがある(常にではない)場合は、販売価格はどのように計算されます

か?
l 販売はパレートの原則に近似していますか? 
l 割引にパターンはありますか? 
l 任意のテーブルに特にダーティデータがあるように見えますか?

Bookshopデータセットのイースターエッグ

l Etaoin Shrdluは、ライノタイプ金属活字機への言及です。Palimpsestは、原稿作成への言

及です。

l 著者名はアメリカの有名作家のリストから取得され、姓と名がシャッフルされています。

l 現在、通常の出版日は火曜日です。出版日はデータに反映され、この業界標準が2178年

まで順守されることを前提としています。

l 1冊の書籍には、レビュー、貸出、販売がありません。

l 貸出データは実際の図書館データに基づいており、BookIDはタイトルにマップされるため、貸

出傾向は現実世界のものです。

l 評価データは実際の書籍評価データに基づいており、BookIDはタイトルにマップされるため、

特定の書籍の評価分布は現実世界のものです。

l 1冊の書籍と複数の書籍の販売割合は、独立した書店の現実世界のデータに基づいていま

す。

l 販売データは完全に生成されますが、観光業によって経済が成り立っている都市の季節や曜

日の傾向 (月、週、春休みや冬休みに比例する)に基づいています。

l 長い週末と春休みに販売が急増。

l 販売数量は週末がはるかに多く、火曜日と木曜日が最も少ない。

l ピークの季節は7月 4日からレイバーデーまで。

l 感謝祭の直後とクリスマスまでの数週間に販売が急増。

l データセット内の ISBNは架空のものですが、ISBN-13の原則に従って構成されています。

l EAN: 989 (実際には使用されていない)
l グループ番号 : 28
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l 出版社登録コード:さまざまな長さ(2 ～ 4桁 )
l タイトルコード、さまざまな長さ(3 ～ 5桁、出版社登録コードによって異なる)
l チェックディジット、ISBN-13チェックディジットモジュラー算術計算で作成

l この機能に取り組んでいるある開発者は、版のない「ザディープグレー」というタイトルの書籍

を提案しています。その書籍のBookIDは、この開発者の仕事用電話番号の最後の3桁で

終わります。

l [Edition (版 )]テーブルには (意図的な)エラーがあり、BookID PA169の2つの版が

Palimpsest Printingとしてラベル付けされていますが、ISBNは、これらの版が実際にEtaoin
Shrdlu Pressによって印刷されたことを示しています。

このデータセットの作成者は、データセットをとても楽しんで作成し、本に深い愛着を持っていること

は明らかです。この作成者は、ユーザーがデータセットを楽しみながら、Tableauの強力で洗練され

たすばらしい関係を理解することを望んでいます。

Tableau ServerまたはTableau Cloudへのサイン

イン
Tableau ServerまたはTableau Cloudのコンテンツにアクセスするには、Tableau Desktopまたは

Webブラウザーよりサインインします。

注 :Webブラウザーよりサインインする場合、ファーストパーティのCookieを許可するように構

成する必要があります。

Tableau Desktopからのサインイン

Tableau Server

1. Tableau Desktopで、[サーバー] > [サインイン]を選択します。Tableau Serverの名前または

アドレスを入力し、[接続 ]をクリックします。
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2. 以下のいずれかを実行します。どれを実行するかは、Tableau Serverがアイデンティティプール

用に構成されているかどうかによって異なります。

l ユーザー名とパスワードを入力し、[サインイン]をクリックします複数のサイトにアクセスで

きる場合、使用するものを1つ選択します。サイトの名前を入力して検索することもで

きます。

l Tableau Serverのランディングページで、適切なサインインオプションを選択して、ユー

ザー名とパスワードを入力し、[サインイン]をクリックします。
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Tableau Cloud

1. Tableau Desktopで、[サーバー] > [サインイン]を選択します。左下隅の [Tableau Cloud]
をクリックします。

2. サイトがTableau認証を使用するよう設定されている場合は、Tableau Cloudで使用する

ユーザー名 (メールアドレス)とパスワードを入力し、[サインイン]をクリックします。

Tableau認証で多要素認証 (MFA)が有効になっている場合、MFA登録プロセス中に選択

した検証方法を使用して IDを検証するように求められます。IDが検証されたら、サイトにリダ

イレクトされます。

注 :
l Tableau Cloudにサインインする場合、またはMFAに初めて登録する場合は、「多要

素認証に登録する」を参照してください。

l Tableau認証でMFAを使用するには、Tableau Desktop 2021.1以降を実行してい

る必要があります。

3. 複数のサイトにアクセスできる場合、使用するものを1つ選択します。
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Tableau DesktopがTableau ServerまたはTableau Onlineに接

続された状態を自動的に保持する

Tableau ServerまたはTableau Cloudに接続する場合、サインアウトしない限り、セッション間を移

動してもTableau Desktopはサインインを維持します。次にTableau Desktopを立ち上げたときに

は、最終のサーバー接続へ自動的にサインインします。利用可能な他のサーバーやサイト接続に簡

単に切り替えできます。

サインインしているサーバーとサイト、およびどの役割でサインインしているかは2か所で確認できます。

l [サーバー]メニューには、サインインしているサーバーとサイトが表示されます。[サインアウト]に
は、サインインしている役割が表示されます。

l ステータスバーにもこの情報が表示されます。ユーザー名にカーソルを合わせると、現在のサー

バーとサイトが表示されます。

サーバーの切り替えとサイトの切り替え

サーバーを切り替えるには、[サーバー] メニューで [別のサーバーへのサインイン]をクリックしてから、

サーバー名とサインイン認証資格情報を入力します。

複数のサイトにアクセスできる場合、[サーバー]メニューで [別のサイトへのサインイン]をクリックしま

す。このオプションは、Tableau Serverサイトでのみ使用できます。
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サインアウトまたは保存済みのすべての接続をクリアする

サーバーおよびサイトにサインインすると、Tableau Desktopは認証資格情報をセキュアトークンに保

存し、接続を記憶します。このトークンを使用すると、サインインしなくてもサーバーに直接アクセスで

きます。

[サーバー] > [サインアウト]をクリックして現在の接続のサインイン認証資格情報をクリアします。既

存のサーバー接続をすべて削除するには、[ヘルプ] > [設定とパフォーマンス] > [保存済みサインイン

をクリア]を選択します。
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サーバーサインインを今後保存しない場合、Tableau Server管理者は、接続されているクライアント

を許可しないようサーバー設定を変更できます。この設定は、Tableau Mobileなど他のTableauクラ

イアントにも影響します。詳細については、Tableau Serverヘルプの「接続されたデバイスの認証」を

参照してください。

Tableau Desktopからのユーザーアカウントの切り替え(Kerberos
認証のみ)
組織がTableau DesktopでKerberos認証を使用していて、それがうまくいかない場合、ユーザー名

とパスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。テスト目的で他のユーザーとしてサインインす

るには、以下のステップを行います。

1. [サーバー]メニューで、[ユーザーの切り替え]を選択します。

2. [Tableau Serverサインイン]ダイアログボックスに、新しいユーザー名とパスワードを入力しま

す。

通常の認証資格情報で後ほどサインインするには、[サーバー] > [本人に切り替え]を選択します。

ブラウザーでの別のユーザーアカウントによるサインイン

間違ったアカウントにサインインした場合、別のアカウントに切り替えることができます。
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1. ページの右上にあるユーザーメニューの [サインアウト]をクリックします。

注 : Tableau ServerユーザーメニューにSign Outコマンドが表示されない場合、組

織の外部アイデンティティプロバイダー (IdP)によって提供されたサインアウトインター

フェイスを使用する必要があります。詳細については、管理者にお問い合わせくださ

い。

2. ユーザー名とパスワードを入力し、[サインイン]をクリックします

ブラウザーでの特定サイトへのサインイン(Tableau Serverのみ)
複数のサイトのメンバーである場合、サーバーへのサインイン時にサイトを1つ選択するように要求さ

れます。表示されるサイト名をクリックするか、サイトのリストから一致する名前を選択します。
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現在のサイトの名前は、サイトピッカーに表示されます。
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自分のデータに合った適切なグラフタイプを選択

する
どのようなチャートまたはグラフがお使いのデータに最適ですか。Tableauでは、機能に大事なのは見

た目です。作成するビジュアライゼーション(またはViz)は以下のものにより左右されます。

l 尋ねようとしている質問

l データのプロパティ

l 他者へのインサイトの提示方法と伝達方法

たとえば、年ごとの売上の増加を表すグラフは、割引したアイテムとそれらの収益性の関連を示すビ

ジュアライゼーションとは異なるものである必要があります。何を示す必要があるかがわかると、それを

どのように表示するかを決めるのに役立ちます。

このトピックでは、ビジュアライゼーションを使用して表示できる9種類の情報を示しています。これは

包括的なリストではなく、これらのカテゴリには例外があるでしょう。経験を積むにつれて、どのグラフタ

イプを作成する必要があるか、より迅速に評価することができます。Tableauには柔軟性があるので

既成概念にとらわれずに考えることをお勧めします。ただし、既成概念にとらわれずに考える前に、い

くつかの一般的なグラフタイプを使用して始めるのが役立ちます。

経時的変化

関連トピック

l 折れ線グラフの作成 ページ1471

メジャーの経時

的な変化を表

示することは、ビ

ジュアライゼー

ションの重要なカ

テゴリの1つで

す。折れ線グラ

フ、スロープグラ

フ、ハイライト表

など、経時的変

化を調べる多く

のオプションがあ

ります。

経時的な変化

202 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l 日付と時刻 ページ1097
l 連続日付 ページ1133

を示すため、変

化が想定される

値、また

Tableauの日付

フィールドをどの

ように操作する

かを把握しておく

必要がありま

す。

このグラフから

得られる質問

の答え

l 昨年はこ

のメジャー

はどのよう

に変化し

たか。

l このメ

ジャーは

いつ変化

したか。

l このメ

ジャーは

どれほど

速く変化

したか。

他のインスピ

レーション

l 時系列

分析を使

用した経

時的変

化を理解
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する

l New
Ways to
Visualize
Time

l 時間の視

覚化 :折
れ線グラ

フの向こう

側 (英語 )
l 経時的

変化の例

相関性

関連トピック

l 散布図の作成 ページ1489
l Tableau での傾向や密度を表示するヒートマップの作成 ページ1741
l ビジュアライゼーションへの傾向線の追加 ページ1950

2つの変数があ

り、その関連性

を探している場

合があります。た

とえば、学級あ

たりの生徒数と

学校の卒業率

の関連性や、肺

の容積と持久力

の関連性を見つ

けようとしている

かもしれません。

(ただし、相関関

係が必ずしも因

果関係と等しく

なるとは限らない

ことに留意してく

ださい)。

相関性は散布

図またはハイライ
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ト表を使用して

示すことができ、

Tableauの分析

オブジェクトを使

用して相関強

度を示すことが

できます。

このグラフから

得られる質問

の答え

l これら2
つのメ

ジャーに

関連性は

あるか。ど

れほど強

いか。

l 一部のメ

ジャーで

は他のメ

ジャーより

関連性が

強いか。

l これらのメ

ジャーの

関連性は

どれほど

強いか。

規模

規模は2つ以

上の不連続アイ

テムの相対的な

Tableau Software 205

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



関連トピック

l 棒グラフの作成 ページ1421
l パックバブルチャートの作成 ページ1479
l 折れ線グラフの作成 ページ1471

サイズや値を示

します。異なる

地域の売上を

比較している場

合、規模を見て

いることになりま

す。

規模グラフには

棒グラフ、パック

バブルチャート、

折れ線グラフが

含まれます。

このグラフから

得られる質問

の答え

l これらの

ディメン

ションメン

バーのうち

どのメ

ジャーの

値が最も

高いか。

l 例外の

ディメン

ションはあ

るか。

l これらの

ディメン

ションで、

最低と最

高のメ

ジャーとで

どれほど
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大きな差

があるか。

偏差

関連トピック

l 棒グラフの作成 ページ1421
l ブレットグラフの作成 ページ1438
l Z スコアの計算 ページ1520

偏差グラフは値

が、平均値や中

央値などの基線

からどれほど変

化したかを示し

ます。普段よりも

収益のマージン

が高いまたは低

いアイテムを把

握したい場合、

偏差グラフを使

用します。

ブレットグラフ、

棒グラフ、複合

グラフを使用して

偏差を表示しま

す。Zスコアを使

用して偏差の統

計的有意差を

確認することも

できます。

このグラフから

得られる質問

の答え

l このメ

ジャーは

標準から

どれほど

離れてい
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るか。

l このメ

ジャーの

偏差はど

れほど重

要か。

l 偏差にパ

ターンは

あるか。

分布

関連トピック

l ヒストグラムの作成 ページ1463
l ボックスプロットの作成 ページ1431
l パレート図の作成 ページ1526
l 人口ピラミッドの作成 ページ1532

集団に含まれる

イベントの頻度

を見つけようとし

ているとき、分布

を見ていることに

なります。調査

への回答者数を

年齢別に、また

は着信頻度を

日別に示そうとし

ている場合、分

布グラフが最適

な場合がありま

す。

分布グラフにはヒ

ストグラム、人口

ピラミッド、パレー

ト図、ボックスプ

ロットが含まれま

す。
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このグラフから

得られる質問

の答え

l イベントは

特定の確

率で集中

している

か。

l どの集団

のグルー

プが最も

多くのアイ

テムを購

入する

か。

l 営業日の

うち最も

忙しい時

間はいつ

か。

ランキング

一部の値の規

模だけでなく、

ディメンションの

すべてのメンバー

の相対的なラン

キングを描画す

る必要がある場

合があります。

上位 10位の営

業担当者を示

す、またはパ

フォーマンスが下
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関連トピック

l 棒グラフの作成 ページ1421
l 表計算のタイプページ2494
l 上位 N とそれ以外のセットページ1063
l キープログレスインジケーターの視覚化 ページ1522

回っている州を

示すのにはラン

キンググラフを使

用します。

ランキンググラフ

は通常、ランク

計算、上位 n
セット、または

キープログレス

インジケーターを

統合する棒グラ

フです。

このグラフから

得られる質問

の答え

l 社内で何

名のパ

フォーマン

スが下

回ってい

るか。

l 上位 10
の顧客よ

りどれほど

の収益を

得たか。

l 収益性が

最も低い

物件 10
件の値は

どれほど

か。

部分対全体
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関連トピック

l 円グラフの作成 ページ1485
l ツリーマップの作成 ページ1502
l 面グラフの作成 ページ1419
l スタックマークページ1234

部分対全体グラ

フは、全体のうち

どれほどを個々

の部分が占める

かを示します。た

とえば、各地域

が全体の売上に

どれほど貢献し

ているかを示す

場合、または

個々の製品に

対するさまざまな

出荷方法がどれ

だけのコストなの

かを示す場合、

部分対全体グラ

フを使用します。

部分対全体グラ

フには円グラフ、

面グラフ、積み

上げ棒グラフ、ツ

リーマップがあり

ます。

このグラフから

得られる質問

の答え

l この値は

合計に対

してどれ

ほど貢献

している

か。

l コストの
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分布は年

ごとにどれ

ほど変化

している

か。

l アイテムに

よって、地

域ごとに

貢献する

売上が異

なるか。

空間

関連トピック

l シンプルなマップの作成 ページ1682
l Tableau で定量的な値を示すマップを作成するページ1715
l データの視覚的クラスターをハイライトするマップをTableau で作成す

るページ1721

空間グラフを使

用すると、データ

における正確な

場所と地理的パ

ターンを示すこと

ができます。空

間マップの表示

の例としては、往

来人数が最も

多い空港ターミ

ナルや、国全体

の全売上のマッ

プがあります。

空間マップには、

色塗りマップ、ポ

イント分布マッ

プ、記号マップ、

密度マップが含

まれます。
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このグラフから

得られる質問

の答え

l どの都市

で売上が

最も多い

か。

l 流通セン

ターから

顧客まで

どれほど

の距離が

あるか。

l どれほど

の人数が

どのゲート

に到着す

るか。

フロー

フローチャート

は、サンキー図

のように経時的

な動きを示す

マップにすること

ができます。フ

ローマップには、

時間を追った経

路や出発地から

目的地までの経

路のグラフが含

まれます。
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関連トピック

l Tableau で起点と終点の間のパスを示すマップを作成するページ

1747
l 時間の推移を示すマップをTableau で作成するページ1734

このグラフから

得られる質問

の答え

l 最も長い

出荷経

路はどれ

か。

l どれほど

の人が

ゲート周

辺に残っ

ているか。

l 都市への

交通の妨

げとなって

いるのは

どこか。

関連リソース

関連コンテンツとTableauで作成可能なさまざまなタイプのビジュアライゼーションの例については、以

下を参照してください。

l Tableauヘルプのデータビューで一般的なグラフタイプを構築するページ1419および高度な

グラフタイプを構築するページ1512。
l Tableau Webサイトのホワイトペーパー「効果的なチャートまたはグラフの使い分けとは」。お

使いの tableau.comアカウントを使用してサインインします。

l TableauビジョナリであるAndy KriebelのTableau Publicに関する「Visual Vocabulary (視
覚的な表現形式 )」(Andyのブログも参照してください)。

また、以下の無料ビデオとプレゼンテーションもご覧ください。

l アンディ・コトグリーブのBest of the Tableau Webや tableau.comに関するその他のブログ記

事。

l ビジュアル分析の秘密 (英語 )この4部構成の、オンデマンドセミナーシリーズでは、Tableau
をビジュアル分析に使用する方法について紹介しています。お使いの tableau.comアカウント

を使用してサインインします。
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l Tableau Conferenceのビデオプレゼンテーション「Travel Tips for Your Visual Analysis
Journey」(50分間 )。

OAuth認証用フォワードプロキシの設定
Tableau ServerおよびTableau Desktopでフォワードプロキシを設定すると、OAuth認証を有効に

することができます。フォワードプロキシを利用すると、ロードバランシングなどのタスクのためにインター

ネットへ出ていくトラフィックを管理できます。

Windowsを使用してフォワードプロキシ経由でTableau Desktopに接続する

次の手順を実行して、Windows LAN設定でプロキシサーバーを設定します。

1.[ローカルエリアネットワーク(LAN) 設定 ] ダイアログボックスを開きます。

ヒント: このダイアログボックスを表示するには、Windowsの [スタート]メニューから[インターネットオプ

ション]を検索するのが簡単です。

2.[インターネットプロパティ] ダイアログボックスで [接続 ] タブを選択します。

3.[LAN の設定 ] を選択します。

4.[プロキシサーバー] で、[LAN にプロキシサーバーを使用する] を選択します。

5.プロキシサーバーのアドレスを入力します。

6.サーバーポートを入力します。

7.[ローカルアドレスにはプロキシサーバーを使用しない] を選択します。

注 : 「Tableau Serverプロキシの設定」の手順を実行してもOAuth要求がプロキシを介して機

能しない場合は、オプション2に従ってください。

Windows構成オプション1:システム環境変数を使用する

システム全体の環境変数を編集し、HTTP_PROXYとHTTPS_PROXYをプロキシに設定すると、

OAuth認証を有効にすることができます。

1.Windowsコンピューターの検索ボックスで、「システムの詳細設定」と入力します。

2.Enterを押して、[システムのプロパティ]ボックスを開きます。

3.[詳細 ]タブで、[環境変数 ]を選択します。

4.[システム変数 ]フィールドの内容をスクロールします。
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l フィールドにhttps_proxyまたはhttp_proxyの設定がある場合、その値が前の手順で

設定したプロキシサーバーのアドレスと競合していないことを確認します。

l 設定がない場合は、前の手順で設定したプロキシサーバーのアドレスと一致する値に設定し

てください。

5.Tableau Desktopを再起動します。

6.OAuthコネクタへの接続を試み、期待どおりに機能することを確認します。

注 : 「OAuth クライアントを空にできない」、「SSLHandshake 例外」、または「接続拒否例

外」が表示された場合は、オプション2に進んでください。

Windows構成オプション2: Java net.propertiesプロキシ設定を構成する

1.ファイルディレクトリで、Tableau Desktopを実行するために使用しているJavaのバージョンを見つ

けます。

C:/Program Files/Tableau/Tableau <Version>/bin/jre

2.Javaロケーションディレクトリで、confフォルダーを選択します。このディレクトリが存在しない場合

は、作成してください。

3.confフォルダーの中でnet.propertiesファイルを見つけ、エディターで開きます。このファイルが

存在しない場合は、同じ名前で作成してください。

注 : このファイルに対する書き込み権限がない場合は、システムファイル設定を使用して有効

にしてください。

4.次の値を変更または作成します。

l http.proxyPort=<your proxy port>
l http.proxyHost=<your proxy host address>
l https.proxyPort=<your proxy port>
l https.proxyHost=<your proxy host address>

警告 : 必ずホストのみを含めてください。プロキシアドレスがhttp://myproxy:8888の場合は、

http.proxyHost=myproxyに設定します。

5.Tableau Desktopを再起動し、OAuthを介した接続を試みます。
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Macを使用してフォワードプロキシ経由でTableau Desktopに接続する

Macを使用してフォワードプロキシ経由でTableau Desktopに接続するには、Java net.properties
プロキシ設定を構成する必要があります。

1.ファイルディレクトリで、Tableau Desktopを実行するために使用しているJavaのバージョンを見つけ

ます。

/Applications/Tableau <Version>/Plugins/jre

2.Javaロケーションディレクトリで、confフォルダーを選択します。このディレクトリが存在しない場合

は、作成してください。

3.confフォルダーの中でnet.propertiesファイルを見つけ、エディターで開きます。このファイルが

存在しない場合は、同じ名前で作成してください。

注 : このファイルに対する書き込み権限がない場合は、システムファイル設定を使用して有効

にしてください。

4.次の値を変更または作成します。

l http.proxyPort=<your proxy port>
l http.proxyHost=<your proxy host address>
l https.proxyPort=<your proxy port>
l https.proxyHost=<your proxy host address>

警告 : 必ずホストのみを含めてください。プロキシアドレスがhttp://myproxy:8888の場合は、

http.proxyHost=myproxyに設定します。

5.Tableau Desktopを再起動し、OAuthを介した接続を試みます。

Windowsを使用してOAuth認証が必要なプロキシ経由で接続する

プロキシでユーザー名とパスワードを使用してサインインする必要がある場合は、次の手順を実行し

て、OAuth要求がプロキシを介して接続するようにします。

1.ファイルディレクトリで、Tableau Desktopの実行に使用しているJavaのバージョンを見つけます。

C:/Program Files/Tableau/Tableau <Version>/bin/jre

2.Javaロケーションディレクトリで、confフォルダーを選択します。このディレクトリが存在しない場合

は、作成してください。

3.confフォルダーの中でnet.propertiesファイルを見つけ、エディターで開きます。このファイルが

存在しない場合は、同じ名前で作成してください。
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注 : このファイルに対する書き込み権限がない場合は、システムファイル設定を使用し

て有効にしてください。

4.次の値を変更または作成します。

l http.proxyUser=<your proxy username>
l http.proxyPassword=<your proxy password>

5.Tableau Desktopを再起動し、OAuthを介した接続を試みます。

Macを使用してOAuth認証が必要なプロキシ経由で接続する

プロキシでユーザー名とパスワードを使用してサインインする必要がある場合は、次の手順を実行し

て、OAuth要求がプロキシを介して接続するようにします。

1.ファイルディレクトリで、Tableau Desktopの実行に使用しているJavaのバージョンを見つけます。

/Applications/Tableau <Version>/Plugins/jre

2.Javaロケーションディレクトリで、confフォルダーを選択します。このディレクトリが存在しない場合

は、作成してください。

3.confフォルダーの中でnet.propertiesファイルを見つけ、エディターで開きます。このファイルが

存在しない場合は、同じ名前で作成してください。

注 : このファイルに対する書き込み権限がない場合は、システムファイル設定を使用して有効

にしてください。

4.次の値を変更または作成します。

l http.proxyUser=<your proxy username>
l http.proxyPassword=<your proxy password>

5.Tableau Desktopを再起動し、OAuthを介した接続を試みます。

Windowsを使用してフォワードプロキシ経由でTableau Serverに接続する

フォワードプロキシの背後からTableau Serverを起動して、インターネットアクセスを許可できます。

Windows LAN設定でプロキシサーバーを設定し、フォワードプロキシ経由でTableau Serverに接

続することができます。

プロキシの設定

次の手順を実行して、プロキシサーバーを設定します。
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1.[ローカルエリアネットワーク(LAN) 設定 ]ダイアログボックスを開きます。

ヒント: このダイアログボックスを表示するには、Windowsの [スタート]メニューから[インターネットオプ

ション]を検索するのが簡単です。

2.[インターネットプロパティ]ダイアログボックスで [接続 ]タブを選択します。

3.[LAN の設定 ] を選択します。

4.[プロキシサーバー] で、[LAN にプロキシサーバーを使用する] を選択します。

5.プロキシサーバーのアドレスを入力します。

6.プロキシサーバーのポートを入力します。

7.[ローカルアドレスにはプロキシサーバーを使用しない]を選択します。

例外の追加

例外を追加すると、ローカルのTableau Serverクラスター内の通信はプロキシサーバーにルーティング

されないようにすることができます。例外を追加するには、次の手順を実行します。

1.[LAN の設定 ]ダイアログボックスで [詳細 ]を選択します。

注 :このボタンは、[LANにプロキシサーバーを使用する]オプションが選択されている場合のみ使用可

能です。

2.[プロキシの設定 ]ダイアログボックスで、[例外 ]フィールドに以下の値を入力します。

l localhost
l サーバーホスト名

l 同じクラスター内にある他のTableau Serverコンピューターの IPアドレス

注 : 項目を区切るには、セミコロンを使用します。

3.[プロキシの設定 ] ダイアログボックスを閉じます。

4.[ローカルエリアネットワーク(LAN) の設定 ]ダイアログボックスを閉じます。

5.[インターネットプロパティ]ダイアログボックスで、[OK]を選択して設定を適用します。

注 : 「Tableau Serverプロキシの設定」の手順を完了してもOAuth要求がプロキシを介して機

能しない場合は、オプション2に従ってください。

Tableau Software 219

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/server/ja-jp/proxy.htm


Windows構成オプション1:システム環境変数を使用する

システム全体の環境変数を編集し、HTTP_PROXYとHTTPS_PROXYをプロキシに設定できま

す。

1.Windowsコンピューターの検索ボックスで、「Advanced system settings」と入力します。

2.Enterを押して、[システムのプロパティ]ボックスを開きます。

3.[詳細 ]タブで、[環境変数 ]を選択します。

4.[システム変数 ]フィールドの内容をスクロールします。

l フィールドにhttps_proxyまたはhttp_proxyの設定がある場合、その値が前の手順で

設定したプロキシサーバーのアドレスと競合していないことを確認します。

l 設定がない場合は、前の手順で設定したプロキシサーバーのアドレスと一致する値に設定し

てください。

5.Tableau Serverを再起動します。

6.OAuthコネクタへの接続を試み、期待どおりに機能することを確認します。

注 : 「OAuth クライアントを空にできない」、「SSLHandshake例外」、「接続拒否例外」が

表示された場合は、オプション2に進んでください。

Windows構成オプション2: Java net.propertiesプロキシ設定を構成する

1.ファイルディレクトリで、Tableau Serverを実行するために使用しているJavaのバージョンを見つけ

ます。

C:\Program Files\Tableau\Tableau Server\packages\repository*\jre

2.Javaロケーションディレクトリで、confフォルダーを選択します。このディレクトリが存在しない場合

は、作成してください。

3.confフォルダーの中でnet.propertiesファイルを見つけ、エディターで開きます。このファイルが

存在しない場合は、同じ名前で作成してください。

注 : このファイルに対する書き込み権限がない場合は、システムファイル設定を使用して有効

にしてください。

4.次の値を変更または作成します。
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l http.proxyPort=<your proxy port>
l http.proxyHost=<your proxy host address>
l https.proxyPort=<your proxy port>
l https.proxyHost=<your proxy host address>

警告 : 必ずホストのみを含めてください。プロキシアドレスがhttp://myproxy:8888の場合は、

http.proxyHost=myproxyに設定します。

5.プロキシホストのデフォルト値はhttp.nonProxyHosts =localhost|127.*|[::1]です。

デフォルト値が例外リストと一致する場合は、プロキシサーバーを使用せず、手順 6に進みます。一

致しない場合は、次の値になっていることを確認してください。

l localhost
l 同じクラスター内にある他のTableau Serverコンピューターのサーバーホスト名とIPアドレスを

入力します。

l 各項目は "|"で区切ります。

6.Tableau Serverを再起動し、OAuthを介した接続を試みます。

Linuxを使用してフォワードプロキシ経由でTableau Serverに接続する

Java net.propertiesプロキシ設定を構成し、Linuxを使用してフォワードプロキシ経由でTableau
Serverに接続することができます。

1.ファイルディレクトリで、Tableau Serverを実行するために使用しているJavaのバージョンを見つけ

ます。

opt/tableau/tableau_server/packages/repository*/jre

2.Javaロケーションディレクトリで、confフォルダーを選択します。このディレクトリが存在しない場合

は、作成してください。

3.confフォルダーの中でnet.propertiesファイルを見つけ、エディターで開きます。このファイルが

存在しない場合は、同じ名前で作成してください。

注 : このファイルに対する書き込み権限がない場合は、システムファイル設定を使用して有効

にしてください。

4.次の値を変更または作成します。

l http.proxyPort=<your proxy port>
l http.proxyHost=<your proxy host address>
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l https.proxyPort=<your proxy port>
l https.proxyHost=<your proxy host address>

警告 : 必ずホストのみを含めてください。プロキシアドレスがhttp://myproxy:8888の場合は、

http.proxyHost=myproxyに設定します。

5.プロキシホストのデフォルト値はhttp.nonProxyHosts =localhost|127.*|[::1]です。

デフォルト値が例外リストと一致する場合は、プロキシサーバーを使用せず、手順 6に進みます。一

致しない場合は、次の値になっていることを確認してください。

l localhost
l 同じクラスター内にある他のTableau Serverコンピューターのサーバーホスト名とIPアドレス

を入力します。

l 各項目は "|"で区切ります。

6.Tableau Serverを再起動し、OAuthを介した接続を試みます。

Windowsを使用してOAuth認証が必要なプロキシ経由でTableau Server
に接続する

プロキシでユーザー名とパスワードを使用してサインインする必要がある場合は、次の手順を実行し

て、OAuth要求がプロキシを介して接続するようにします。

1.ファイルディレクトリで、Tableau Serverを実行するために使用しているJavaのバージョンを見つけ

ます。

C:\Program Files\Tableau\Tableau Server\packages\repository*\jre

2.Javaロケーションディレクトリで、confフォルダーを選択します。このディレクトリが存在しない場合

は、作成してください。

3.confフォルダーの中でnet.propertiesファイルを見つけ、エディターで開きます。このファイルが

存在しない場合は、同じ名前で作成してください。

注 : このファイルに対する書き込み権限がない場合は、システムファイル設定を使用して有効

にしてください。

4.次の値を変更または作成します。

l http.proxyUser=<your proxy username>
l http.proxyPassword=<your proxy password>

5.Tableau Serverを再起動し、OAuthを介した接続を試みます。
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Linuxを使用してOAuth認証が必要なプロキシ経由でTableau Serverに接

続する

プロキシでユーザー名とパスワードを使用してサインインする必要がある場合は、次の手順を実行し

て、OAuth要求がプロキシを介して接続するようにします。

1.ファイルディレクトリで、Tableau Serverを実行するために使用しているJavaのバージョンを見つけ

ます。

opt/tableau/tableau_server/packages/repository*/jre

2.Javaロケーションディレクトリで、confフォルダーを選択します。このディレクトリが存在しない場合

は、作成してください。

3.confフォルダーの中でnet.propertiesファイルを見つけ、エディターで開きます。このファイルが

存在しない場合は、同じ名前で作成してください。

注 : このファイルに対する書き込み権限がない場合は、システムファイル設定を使用して有効

にしてください。

4.次の値を変更または作成します。

l http.proxyUser=<your proxy username>
l http.proxyPassword=<your proxy password>

5.Tableau Serverを再起動し、OAuthを介した接続を試みます。

SSLハンドシェイクエラー

エラーが発生する場合は、SSL証明書が正しいキーストアに配置されていることを確認してください。

Windowsでは、キーストアはシステムの "Trusted Certs"ストアの下にあります。キーストアが正しくても

エラーが発生する場合は、証明書をJavaキーストアに直接インポートします。証明書をJavaキース

トアにインポートするには、次の手順を実行します。

プロキシのSSL証明書をファイルにエクスポートします。

ヒント:証明書は、[アプリケーション]、[ユーティリティ]、[キーチェーンアクセス]、[システム]、[カテゴリ]、
[証明書 ]にあります。

1.Tableauを実行するために使用しているJavaのバージョンを見つけます。

2.ターミナルコマンドプロンプトを開きます。
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3.Tableauを実行するために使用しているJavaのバージョンが含まれているディレクトリから、次のコ

マンドを実行します。

Keytool –import –trustcacerts –file /Users/tableau_

user/Desktop/SSL.cer -keystore Tableau

<version>/Plugins/jre/lib/security/cacerts -storepass changeit

4.Tableau ServerまたはTableau Desktopを再起動します。

注 : keytool コマンドを実行するとFileNotFoundException (アクセス拒否 )が発生する場

合は、昇格したパーミッションでコマンドを実行してみてください。

sudo keytool –import –trustcacerts –file /Users/tableau_

user/Desktop/SSL.cer -keystore Tableau

2021.3.1/Plugins/jre/lib/security/cacerts -storepass changeit

OAuthの概要
OAuth (Open Authorization)は、ユーザーが実際のログイン認証資格情報を共有せずに、ある

Webサイトまたはアプリケーション上のリソースへの限定的なアクセスを別のWebサイトまたはアプリ

ケーションに許可できるようにする認証プロトコルです。

OAuthは信頼できる仲介者のように機能し、ユーザー名とパスワードを明らかにすることなく、ある

サービスに、別のサービスからデータにアクセスするパーミッションを付与することができます。このドキュ

メントには、OAuthワークフローの技術的な説明とOAuthの現実的な例えが含まれています。

OAuthワークフロー

OAuthは、ログイン認証資格情報を共有せずに、ユーザーがさまざまなWebサイトやアプリケーショ

ンにまたがってデータへのアクセス権を付与するための安全で標準化された方法を提供します。これ

により、どのサービスがデータにアクセスできるかを制御できるほか、いつでもアクセス権を取り消すこと

ができます。

次のリストは、OAuthの仕組みを段階的に説明したものです。

あなた(ユーザー)は、別のWebサイトまたはアプリケーション(「リソースサーバー」と呼ばれます)上の

データにアクセスする必要があるWebサイトまたはアプリケーション(「クライアント」と呼ばれます)を使

用したいと考えています。

クライアントから、リソースサーバーのデータにアクセスするためのパーミッションが要求されます。通

常、これはリソースサーバーのログインページにリダイレクトすることによって行われます。
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ユーザーは、リソースサーバーのログインページにログイン認証資格情報を直接入力します。ユーザー

名とパスワードがクライアントと共有されることはないため、このステップは非常に重要です。

リソースサーバーは認証資格情報を検証し、ユーザーを認証します。認証されると、クライアント向け

に一意のアクセストークンが生成されます。

リソースサーバーは、ユーザーをクライアントアプリケーションにリダイレクトし、リダイレクトと同時にアクセ

ストークンを提供します。

クライアントは、データにアクセスする必要があるたびにアクセストークンを受け取り、それをリソース

サーバーに送信します。

リソースサーバーはアクセストークンの有効性をチェックします。トークンが有効な場合、要求されたリ

ソースへのアクセス権が期間限定でクライアントに付与されます。

クライアントは、付与されたアクセス権を使用して、リソースサーバー上のデータを取得したり、変更し

たりできますが、アクセストークンによって定義された範囲内のみで可能です。この範囲によって、クラ

イアントがアクセスできるアクションとデータが決まります。

アクセストークンの有効期限が切れた場合、またはクライアントに追加のパーミッションが必要な場

合、クライアントは、認証プロセスをもう一度実行することで、新しいアクセストークンを要求できます。

OAuthの現実的な例え

ここでは、実際的なシナリオを使用して、OAuthがどのように機能するかを例え話で説明します。

あなたはパーティーを開くために、料理を扱うケータリング業者 (クライアント)を雇いたいと考えていま

す。ただし、ケータリング業者に家の鍵 (ログイン認証資格情報 )を渡すと、ケータリング業者がすべて

の私物にアクセスできるようになるため、ケータリング業者に鍵を渡したくありません。そのため、信頼で

きる幹事 (OAuth)にアクセスを管理してもらいます。

幹事にケータリング業者を雇いたいと伝えます。幹事は、あなたの家へのアクセスやケータリングサービ

スの扱い方を知っています。

幹事はケータリング業者に連絡し、ミーティングのためにあなたの家に行くように伝えます。この時点

で、あなたは家にいません。

ケータリング業者はあなたの家に到着しますが、あなたの許可 (アクセストークン)がなければ家に入る

ことはできないことに気づきます。ケータリング業者はあなたに電話をかけて、アクセスを求めます。

あなたは家の所有者として、アクセスを許可する前に、ケータリング業者の信頼性を確認する必要が

あります。そこで、ケータリング業者にいくつかの質問をして、本人確認 (認証 )を行います。

ケータリング業者の信用証明に納得したら、電話を通じて一時的なアクセスコード(アクセストークン)
をケータリング業者に伝えます。このコードにより、ケータリング業者はケータリング業務の範囲内のみ

で、あなたの家に入って食事を準備できるようになります。
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ケータリング業者はアクセスコードを使用してあなたの家に入り、食事の準備を始めます。ケータリン

グ業者はキッチンとダイニングエリアにはアクセスできますが、他の部屋への立ち入りは制限されてい

ます。

指定された期間が経過すると、またはパーティーが終わると、アクセスコードの有効期限が切れ、

ケータリング業者は、あなたの許可なしに、家にもう一度入ることができなくなります。

このシナリオでは、あなた(家の所有者 )がユーザー、ケータリング業者がクライアントアプリケーション

であり、あなたの家がリソースサーバー上の個人データを表しており、幹事がOAuthです。

アクセスコードはアクセストークンとして機能し、クライアント(ケータリング業者 )が、ログイン認証資

格情報 (家の鍵 )を侵害することなく、リソース(家 )に限定的にアクセスできるようにします。

OAuthは信頼できる仲介者として機能し、アクセス許可の制御を維持しながら、サービス間でデー

タの安全な共有を円滑に進めます。

Tableauワークブックのパフォーマンスチェックリスト
ビジュアライゼーションおよびダッシュボードの構築を開始する前に、Tableau Desktop、Tableau
Cloud、およびTableau Serverでの .twbのパフォーマンスに影響を与える可能性がある選択肢につ

いて理解しておく必要があります。

このチェックリストは、.twbのパフォーマンスに関する考慮事項を留意することを目的としています。す

べての環境は同じではなく、.twbのパフォーマンスには単純な修正方がありません。以下の項目は、

調査する領域です。指定されたアイテムは状況に該当しないか、パフォーマンス低下の原因に該当

しない可能性があります。特定のケースに何が役立つかを常にテストします。

詳細 :このトピックを超える詳細および関連情報については、以下を参照してください。

Tableauヘルプのワークブックのパフォーマンスの最適化 ページ2972トピック

tableau.comでの効率的なブックのデザイン

効率的なワークブックの設計 (1時間 )およびダッシュボードパフォーマンスのベストプラクティス(50分 ) 
無料、ビデオプレゼンテーション

InterWorksブログの「The Tableau Performance Optimization Flowchart」と「The Tableau
Performance Checklist」。

一般的なヒント

この一般的な考慮事項の一覧は、ブックの最適化方法を理解するのに役立ちます。これは、デザ

イン効率の高いブックのホワイトボードのTL;DRページから入手できます。
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l データがクリーンで質問の構造と一致しているほど、ブックが迅速に実行され、物事が簡単に

なります。分析に必要なデータにのみ接続します。

l ほとんどのブックをすばやく実行する素早く簡単な方法は抽出です。リアルタイムデータを必要

としない場合は、大量の行を使用しないでください。

l ダッシュボードが遅い場合、大部分は設計が原因です。特に、1つのダッシュボードに多数のグ

ラフがあるか、多数のデータを一度に表示しようとしていることが原因です。シンプルにする。

ユーザーは、すべての情報を表示するのではなく、詳細を徐々にドリルダウンし、フィルター(プル

分析 )を実行できます。

l 不要なデータを操作する必要はありません。参照するフィールドおよび返す記録の粒度の観

点両方から。フィルターを使用して、未使用のフィールドを非表示に集計します。

l データを減らすときは、フィルターを効率よく使用してください。

l 文字列と日付は低速で、数値とブールは高速です。

l ブックの効率かに特効薬はありません。最初にパフォーマンスの記録を見て、時間がかかる場

所を把握します。時間のかかるクエリ？クエリが多いのか？計算が遅い？複雑なレンダリン

グ？知見を活用して労力を適切な方向に活用します。

l 最新バージョンへのアップグレードは、他に何も必要とせずに、パフォーマンスを向上させる場合

があります。

l データソースが低速である場合は、Tableau Desktopで低速になります。Tableau Desktopが

低速である場合は、Tableau Serverで低速になります。

l パフォーマンス調整は、環境、データ、分析、およびブックのコンテキストに大きく影響します。あ

る状況で上手くいっていることが、別のケースで上手くいかない場合もあります。御社固有の

ケースでは何がうまくいくのかを確認してください。

データソースと構造

l Tableau Desktopで接続する前に、分析の構造に合わせてデータを準備します。Tableau
Prepは、データを読みやすくするための便利なツールです。

l 参照整合性のサポートを有効化。

l リレーショナルデータベースの表にインデックスを付けます。

l データベースパーミッションが一時表の作成をサポートしていることを確認する。

l ネイティブデータベースドライバーとの接続。

l 可能な限り、ライブデータソースではなく抽出に接続します。
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l Tableauに取り入れるデータ量を分析に必要なデータ量に制限します。

l 集計フィルターと抽出フィルターの使用を検討してください。

l 抽出を作成する前に、使用していないフィールドを非表示にして抽出を最適化します。

l カスタムSQLの使用を避ける。

l クロスデータベース結合に、参加、混合、または使用する必要がある時期を特定します。

l 可能な限り結合を限定します。複数のデータソースを使用することで、各種類の分析が、適

切に結合された結合から除外されます。

l 混合する前に集計することを検討してください。

関連トピックとリソース

l データベースレベルでデータを把握するページ2990

l データのテストと抽出の使用 ページ2991

l 効率的なワークブックの設計

ビューとダッシュボードの作成

l シンプルにする。大きなブックを別のファイルに分割し、ダッシュボードで使用するシート数を減

らすことを検討します。

l ビュー内のマークアップの数を減らし、必要なフィールドだけを追加し、フィルターを慎重に使用

します。

l ビューの構築時に自動更新をオフにします。操作を実行するためにTableauに尋ねる前に、

複数のステップを設定します。

l 可能であれば、ダッシュボードの複数のシートで同じレベルの詳細を使用して、クエリのバッチ

を有効にします。

l 使用するフィルターの数を制限します。可能な場合は、ガイド付き分析とフィルターアクション

を使用します。

l 固定サイズのダッシュボードを使用します。ウィンドウサイズを変えるために再度レンダリングす

る必要はありません。

l カスタムジオコーディングでは、ブックのサイズを再設定できます。
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関連トピックとリソース

l ビューを構築する際のパフォーマンスの設計 ページ2993

l 視覚化の高速化 ページ2997

l パフォーマンスを向上させるため自動更新をオフにするページ3005

l 効率的なワークブックの設計

フィルター処理

l フィルター処理は、ブックとダッシュボードの性能劣化の最も一般的な原因の1つです。

l [抽出 ]および[データソース]フィルターを使用して、Tableauに持ち込まれるデータの量を制限し

ます。

l データソースがインデックス化されている場合、フィルターがより効率的になります。

l コンテキストフィルターは、ビュー内の他のフィルターの前に評価され、操作の順序を強制的に

高めるために使用されますが、クエリのパフォーマンスを向上させるのには役立ちません。

l 「 保留」 のみを使用してフィルターを除外 することは、パフォーマンスに大きな影響を及ぼす可

能性があるので注意してください。

l その州のすべての都市の代わりに1つの週をフィルター処理するなど、多くの点をまとめたカテゴ

リーディメンション値をフィルター処理する方が、高効率です。

l 値の範囲をフィルター処理することは、多くの場合、多数の値の大きいリストをフィルター処理

するよりも高速です。

l 値が更新されたときに複数のクロスデータベースフィルターが必要になることがあります。フィル

ターで[ 適用ボタンを表示 ]オプションを有効にして、ユーザーの選択後にフィルターを適用でき

るようにします。

l [関連する値のみ ]フィルターオプションは、他のフィルターが変更されるたびにクエリを作成しま

す。ガイド付き分析を使用するダッシュボードの場合は、代わりにフィルターアクションページ

1333を使用します。

l 複数のワークシートにフィルターを適用すると、複数のクエリが作成されます。

l フィルターで [適用ボタンを表示 ]オプションを有効にします。これにより、ユーザーは、[ 適用 ]を
クリックして、複数選択フィルターで1つのクエリを実行できます。

Tableau Software 229

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://www.tableau.com/ja-jp/learn/whitepapers/designing-efficient-workbooks


計算

l ブールと整数は文字列と日付より高速です。

l MIN関数とMAX関数を組み合わせて使用すると、AVGおよびATTRよりも適切に実行で

きます。

l 可能な場合は、計算ではなく、グループ、設定、bin、カスタム日付日付フィールド、組み合わ

せフィールド、およびエイリアスなどの固有のTableau機能を使用します。

l 特に日付では、複雑な手動計算ではなく、CONTAINSおよびDATEPARSE、または

MAKEDATEなどの最適化された関数を使用します。

l COUNTDは遅い関数の型のうちの1つで、可能な限り回避できます。

l テーブル計算のパフォーマンスがよくない場合は、LOD表現で表現できるかどうかをチェックし

ます。その逆もまた真なりです。

関連トピックとリソース

l 効果的な計算の作成 ページ2994

l 効率的なワークブックの設計

その他の示唆

l Tableau Serverに公開してもパフォーマンスは向上しません。まず、ブックをTableau Desktop
で調整します。

l どこを調整するかを特定するには、パフォーマンスの記録を使用します。

l 最新バージョンのTableau製品にアップグレードします。

関連トピックとリソース

l ワークブックパフォーマンスの記録と分析 ページ2999

l 効率的なワークブックの設計
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Tableauヘルプについて

技術用語における暗黙のバイアスへの対処

当社の重要な企業価値の1つである「平等」に合致させるため、用語がより包括的になるように可

能な限り変更しました。場面に応じて用語を変更すると重大な影響につながる可能性があるため、

以下の環境では既存の用語を維持します。

l Tableau API:メソッド、パラメーター、変数

l Tableau CLI:コマンドとオプション

l Tableau Resource Monitoring Toolインストーラー、インストールディレクトリ、構成ファイル内

の用語

l サードパーティーシステムのドキュメント

暗黙のバイアスに対処する継続的な取り組みの詳細については、Salesforce Webサイトの

「Salesforceが暗黙のバイアスへの対処に継続的に取り組み、技術用語を更新」を参照してくださ

い。

非推奨および廃止された機能

2023年 10月より、Tableauヘルプでの用語の使用を次のように調整します。

l 非推奨 :非推奨の機能とは、将来のリリースでTableauから廃止される予定の機能です。

l 廃止 :廃止された機能とは、Tableauの最新バージョンでは利用できなくなった機能です。その

機能はソフトウェアから削除されました。

まだサポート中の古いバージョンのTableauをご利用のお客様向けに、非推奨または廃止された機

能が文書に記載されている場合があります。
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データへの接続と準備

分析を開始する前に、データに接続してからデータソースをセットアップする必要があります。Tableau
がデータの解釈や操作に使用するため、[データソース]ページで行うことのできるオプションの構成が

多数あります。

このセクションのトピックでは、データソースを分析用に最適化するために、データに接続してこれらの

構成を使用する方法について説明します。

データへの接続
ビューを構築してデータを解析する前に、まずTableauをデータに接続する必要があります。Tableau
は、さまざまな場所に保存された広範な種類のデータへの接続をサポートします。たとえば、データが

お使いのコンピューター上のスプレッドシートやテキストファイル、またはエンタープライズのサーバー上に

あるビッグデータ、リレーショナル、キューブ(多次元 )データベース内に保存されている場合がありま

す。アメリカ合衆国国勢調査局情報などのWeb上で利用可能な公開ドメインデータや、Googleア

ナリティクス、Amazon Redshift、Salesforceなどのクラウドデータベースソースに接続する場合もあり

ます。

2019.3以降、Tableau Catalogは、Tableau ServerとTableau Cloudに対するデータ管理 の一部

として使用できます。Tableau Catalogがお使いの環境で有効になっている場合は、パブリッシュされ

たデータソースへの接続に加えて、Tableau Desktop上の [接続 ]ペインにある[Tableau Server]か
らデータベースおよび表に接続できます。Tableau Catalogの詳細については、Tableau Serverまた

はTableau Cloudのヘルプの「Tableau Catalogについて」を参照してください。2021.4以降、データ

管理 には、データへの中心的なアクセスポイントである仮想接続が含まれています。詳細について

は、Tableau ServerまたはTableau Cloudヘルプの「仮想接続とデータポリシーについて」を参照して

ください。

Tableau Desktop
Tableau Desktopを起動すると、利用可能なデータコネクタが [接続 ]ペイン([スタート]ページの左

ペイン)に表示されます。[データの検索 ]で [Tableau Server]を選択し、Tableau Serverまたは

Tableau Cloudを使用してデータを検索します。ファイルタイプ、共通サーバータイプまたは最近接続

したサーバーの順にリスト表示されます。[詳細 ]をクリックして、使用できるデータコネクタの完全なリス

トを表示します。

Tableauでは、サポートされるファイルおよびデータベースに、それらのタイプのデータ用に構築および最

適化されたネイティブコネクタを提供します。ファイルまたはデータベースのタイプが [接続 ]の下に一覧
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表示されている場合は、このネイティブコネクタを使用してデータに接続します。ファイルまたはデータ

ベースのタイプが一覧表示されていない場合は、[その他のデータベース (JDBC)]、[その他のデータ

ベース (ODBC)]、[Web データコネクタ]、またはTableau Connector SDKを使用する[コネクタプラ

グイン]ビルトを使用して独自の接続を作成するオプションを利用することもできます。Tableauで

は、これらのオプションを使用して作成する接続のサポートが制限されています。

お使いのTableau Desktopでサポートされているデータコネクタは、購入されたバージョンによって異

なります。詳細については、Tableau Webサイトのデータコネクタのリストを参照してください。データ

に接続した後、接続を保存して[接続 ]ペインの [保存済みデータソース]セクションの下に表示させ

ることができます。

作成する各データ接続に異なる情報を提供できます。たとえば、ほとんどのデータ接続では、サー

バー名とサインイン情報を提供する必要があります。一部のデータ接続では初期 SQL の実行 ペー

ジ591でき、SSLが有効化されているサーバーでは、接続時に[SSL を要求する]チェックボックスを

オンにする必要があります。次のセクションでは、接続するデータのタイプごとに入力が必要となる特

定の情報について説明します。

ヒント:クリップボードを使用してコピーおよび貼り付け、Tableauでデータソースをすばやく作

成できます。詳細については、クリップボードデータを使用したデータソースの作成と新しい接

続の追加 ページ812を参照してください。

Tableau ServerとTableau CloudのWeb作成

Tableauサイトにサインインしてから、[ホーム]ページで [新規 ] > [ワークブックの作成 ]の順に選択し、

[データへの接続 ]ページを開きます。ページに表示されるタブは、使用している製品によって異なりま

す。

Tableau Server
Tableau Serverで、次のタブから選択してデータに接続します。

l このサイト上。パブリッシュされたデータソースを参照または検索します。データ管理 がある場

合は、仮想接続を使用してデータに接続することもできます。Tableau Catalogでデータ管

理 を有効にしている場合、データベース、ファイル、テーブルなどの外部アセットに追加で接続

することができます。

l ファイル。ブラウザーでExcelまたはテキストベースのデータソース(.xlsx、.csv、.tsv)を直接

アップロードします。

l コネクタ。クラウドデータベースや企業のサーバーに格納されているデータに接続します。
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データへの接続の詳細については、Creators: Web 上のデータへの接続 ページ3131を参照してくだ

さい。

Tableau Cloud
Tableau Cloudで、次のタブから選択してデータに接続します。

l このサイト上。パブリッシュされたデータソースを参照または検索します。データ管理 がある場

合は、仮想接続を使用してデータに接続することもできます。Tableau Catalogでデータ管理

を有効にしている場合、データベース、ファイル、テーブルなどの外部アセットに追加で接続する

ことができます。

l ファイル。ブラウザーでExcelまたはテキストベースのデータソース(.xlsx、.csv、.tsv)を直接アッ

プロードします。

l コネクタ。クラウドデータベースや企業のサーバーに格納されているデータに接続します。

l ダッシュボードスターター。Oracle Eloqua、Salesforce、ServiceNow ITSM、および

QuickBooks Onlineからのデータを作成および分析します。

データへの接続の詳細については、Creators: Web 上のデータへの接続 ページ3131を参照してくだ

さい。

Tableauサイトでサポートされるデータコネクタは、サイトのサーバーおよびライセンスレベルにより決ま

ります。詳細については、Tableau サイトでできることページ3095を参照してください。

データに接続した後、接続を保存し、それをサイトの [データソース]セクションに表示させることができ

ます。

新しいコネクタのリクエスト

Tableauにデータのネイティブ(ビルトイン)コネクタがない場合は、Tableauコミュニティでリクエストする

ことを検討します。コミュニティで [アイデア]を使用してコネクタを検索し、リクエストが行われているかど

うか確認します。すでにリクエスト済みの場合は、投票します。表示されていない場合は、リクエストを

追加します。Tableauでは定期的にコミュニティの [アイデア]を確認して製品に追加する機能の判断

材料としています。

サポートされるコネクタ

特定のデータへの接続方法に関する情報については、以下のリンクをご覧ください。コネクタは、[接
続 ] ペインに表示される順序でリストされます。
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Excel

この記事では、TableauをMicrosoft Excelファイルのデータに接続してデータソースを設定する方法

について説明します。Tableauは .xlsおよびxlsxファイルに接続します。

.csvファイルに接続するには、テキストファイルコネクターを使用します。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを開き、[接続 ]で [Excel]をクリックします。

2. 接続するExcelワークブックを選択し、[開く]をクリックします。

注 :Tableau 2020.2以降、従来のExcel接続とテキスト接続はサポートされなくなりま

した。レガシー接続の使用に代わる方法については、Tableauコミュニティの「Legacy
Connection Alternatives」ドキュメントを参照してください。

3. [データソース]ページで、次の手順を行います。

1. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

2. Excelファイルに1つの表が含まれる場合は、シートタブをクリックして分析を開始しま

す。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

また、ワークシートに接続するのと同じ方法で、名前付き範囲またはExcelの表

(Excelリストとも呼ばれる)に接続できます。名前付き範囲とExcelの表関数は両方

とも、Tableauでは表です。

Excelで名前付き範囲を作成するには、セルの範囲を選択し、[数式 ]タブの [名前の

定義 ]を選択します。Excelで名前付き範囲を作成するのと同じように、Excelでセル

の範囲を選択し、[挿入 ] > [表 ]を選択することでExcelの表を作成できます。

Tableauで名前付き範囲またはExcelの表に接続すると、以下に示すように、[データ

ソース]ページでシートの隣にアイコンが表示されます。
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各データソースに固有の名前がある場合は、複数のExcelワークブックに同時に接続

できます。

注 :TableauはExcelでのピボットテーブルをサポートしていません。

Microsoft Excelデータソースの例

以下は、Microsoft Excelデータソースの例です。

注 :Excelファイルに長さ254文字を超える列が含まれている場合、Tableau Desktopは

Tableau Desktop Desktop 8.2以前で作成されたワークブックでこれらのフィールドを使用する

ことができません。また、レガシー接続を使用してこのデータに接続することもできません。

Tableau Desktopに接続する前に、それらの列を削除するか、254文字以内に変更してくださ
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い。または、Excelデータソースをアップグレードしてください。データソースのアップグレード方

法の詳細については、データソースのアップグレードページ922を参照してください。

データの追加

表を追加したり、別のデータベースのデータに接続したりして、データソースにデータを追加できます。

l 現在のファイルからデータを追加するには、次の手順を実行します。左ペインから追加する表

をキャンバスにドラッグして、結合またはユニオンでデータを組み合わせます。詳細については、

データの結合 ページ739またはデータのユニオンページ797を参照してください。

l 異なるデータベースからデータを追加するには、次の手順を実行します。左ペインで [接続 ]の
横にある[追加 ]をクリックします。詳細については、データの結合 ページ739を参照してくださ

い。

左ペインに必要なコネクターがリストされていない場合は、[データ] > [新しいデータソース]を
選択して新しいデータソースを追加します。詳細については、データのブレンドページ766を参

照してください。

Excelの表オプションの設定

Excelの表オプションは接続の範囲になっています。表のオプションを変更するには、キャンバスで表

のドロップダウン矢印をクリックし、データの最初の行にフィールド名を含めるかどうかを指定します。そ

の場合、これらの名前がTableauのフィールド名になります。フィールド名が含まれていない場合は、

Tableauによって自動的に生成されます。これらのフィールド名は後で変更できます。

Data Interpreterを使用してデータをクリーンアップする

データソースを分析用に最適化すると役立つ可能性があることをTableauが検出した場合、Data
Interpreterを使用するよう求めるプロンプトが表示されます。Data Interpreterは試用できるサブテー

ブルを検出し、分析で後から問題の原因となる可能性がある一意の書式設定を削除できます。詳

細については、Excel、CSV、PDF、およびGoogle スプレッドシートからのデータインタープリターを

使用するデータのクリーニングページ847を参照してください。

.ttdeファイルおよび .hhyperファイルについて

コンピューターのディレクトリを移動していると、.ttdeまたは .hhyperファイルに気づくかもしれません。お

使いのデータに接続するTableauデータソースを作成すると、Tableauは .ttdeまたは .hhyperファイ
ルを作成します。このファイルはシャドー抽出としても知られ、Tableau Desktopでデータソースの読

み込み速度を向上させるのに使用されます。シャドー抽出には参照元データや標準的なTableau
抽出に似た他の情報が含まれますが、シャドー抽出は別の形式で保存されているため、データの復

元には使用できません。
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値の計算方法の変更

バージョン10.5以降、抽出データソースおよびライブ接続をExcelのようなファイルベースのデータに

使用するデータソースを使用する場合に、データの値を以前のバージョンとは異なる方法で計算でき

ます。この変更によって、バージョン10.4 (またはそれ以前 )およびバージョン10.5 (またはそれ以降 )の
ビューに表示されるデータとマークの違いを確認できます。この変更の目的は、Excelデータソースの

効率性およびスケーラビリティを改善することです。詳細については、ビュー内の値とマークの変更 ペー

ジ870を参照してください。

Excelデータソースでのこの変更の一例となるのが、大文字と小文字の区別です。バージョン10.4
(またはそれ以前 )では、値の比較および並べ替えで文字列値の大文字と小文字が区別されておら

ず、したがって単一の文字列値として同一と見なされ、保存されていました。バージョン10.5以降も、

比較および並べ替えでは値の大文字と小文字が区別されていません。ただし、保存の際は値の大

文字と小文字が区別されます。これにより、データソースページに値が表示されるときにはっきりと区

別できるようになります。

たとえば、データに値 "House"、"HOUSE"、"houSe"が含まれる列があるとします。使用するTableau
のバージョンによって、次の文字列値が表示されます。

l バージョン10.4以前では、データソースページとビューの両方に「House」、「House」、
「House」と表示されます。

l バージョン10.5以降では、データソースページに「House」、「HOUSE」、「houSe」と表示され

ます。ただし、ビューでは引き続き「House」、「House」、「House」と表示されます。

結合の実行時にデータの大文字と小文字の区別を維持する必要がある場合、[データ]メニューから

[大文字と小文字の維持 (Excel)]オプションを有効にできます。このオプションの詳細については、

データの結合 ページ739を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

データ操作のヒント

データはさまざまな方法で整理できます。Tableau Desktopを活用するため、Tableauでは、分析用

に書式設定されているデータに接続することをお勧めします。具体的には次のようなデータが該当しま

す。

l 集計ではなく可能な限り粒度が細かい (月平均ではなく毎日の気候データなど)

l データベース表のように整理されている(クロス集計など列指向の表ではない)
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l 関係のない情報が除外されている(データやヘッダーではない一切の情報 )

データが分析用に構造化されていると、質問やその回答がはるかに簡単になります。Tableauでは、

データに既に含まれる集計により制限されることなく、生データを必要なレベルで集計することができ

ます。グループと階層を必要に応じて作成し、計算を分析フローの中で実行することができます。

Tableau Desktopには基本的なクリーニングオプションとデータインタープリターがあります。さらに複

雑な書式設定の問題には、Tableau Prepが必要となる場合があります。

次のTableau Desktopに固有のセクションでは、データの分析が困難になる可能性のある一般的

な書式設定や問題に焦点を当て、それを解決するための提案を行います。

クロスタブ形式でのデータのピボット

データをクロス集計形式として書式設定すると、表は列指向となります。列指向の表では、変数は

列見出しとして保存されます。ただし、Tableau Desktopは行指向データ用に最適化されていま

す。行指向データでは、変数は行の値に保存されます。

たとえば、学生の数学、理科、および社会の点数を示す行指向の表があるとします。

Tableau Desktopは、行指向の表に接続するよう最適化されています。そのため、数学、理科、お

よび歴史の値は "教科"という列の下に整理され、各生徒の点数は "点数"という列の下に整理さ

れます。Excelデータを手動で編集することにより、行の列をピボットできます。または、Desktopから

Excelデータに接続してから、ピボットオプションを使用します。ピボットオプションの詳細については、

ピボットデータ([列 ] から[行 ])ページ842を参照してください。
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事前集計データの削除

データは多くの場合、事前に集計されていることがあります。つまり、データに合計や平均、中央値な

どが含めることができます。事前集計されたデータの例として一般的なものは、小計と総計の形で出

現します。小計および総計データは未加工データから計算されますが、未加工データ自体の一部で

はありません。

たとえば、小計情報の行を含む表があるとします。

この場合、事前集計されたデータを削除する必要があります。分析で小計や総計を使用するには、

手動で表からこのタイプの情報を削除します。次に、DesktopからExcelデータに接続し、合計オプ

ションを使用して小計と合計を計算します。詳細については、ビジュアライゼーションでの合計の表示

ページ1297を参照してください。または、DesktopからExcelデータに接続してから、Data Interpreter
をオンにして合計オプションを使用します。詳細については、Excel、CSV、PDF、およびGoogle スプ

レッドシートからのデータインタープリターを使用するデータのクリーニングページ847を参照してくださ

い。

冒頭部分のテキストの削除または除外

レポートとして配信されるExcelデータには、タイトルや導入部テキストのブロックを含めることができま

す。Desktopは表計算の最初の行に列見出しまたは行の値が入ることを予測しているため、この情

報により分析中に問題が発生する可能性があります。

たとえば、レポートのタイトルと日付を含む表があるとします。
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この場合、タイトルと日付情報を削除する必要があります。レポートでタイトルと日付を使用するに

は、次のいずれかを実行します。

l Excelデータからこの情報を手動で削除します。次に、DesktopからExcelデータに接続し、

タイトルオプションを使用してレポートのタイトルを追加します。詳細については、タイトル、キャ

プション、ツールヒントおよび凡例の書式設定 ページ2919を参照してください。

l DesktopからExcelデータに接続してから、Data Interpreterをオンにしてタイトルオプションを

使用します。詳細については、Excel、CSV、PDF、およびGoogle スプレッドシートからの

データインタープリターを使用するデータのクリーニングページ847を参照してください。

l Excelデータからこの情報を削除できない場合は、名前付きの範囲を作成して、Desktopか

ら名前付きの範囲に接続します。詳細については、Excelページ236を参照してください。

階層ヘッダーを平坦化して1つの行にする

一般的に、Tableau DesktopはExcelデータの1行目にのみ列見出しが含まれることを予測しま

す。列見出しの複数のレイヤーを含むデータにより、分析中に問題が発生する可能性があります。

たとえば、1つのメジャーヘッダーと複数のサブヘッダーを含む表があるとします。
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この場合、ヘッダーの階層を平坦化するか削除する必要があります。これを行うため、Excelデータの

階層の各ヘッダーに、手動で直接新しい列を作成できます。または、Tableau DesktopからExcel
データに接続してから、Data Interpreterをオンにします。見出しが正しく平坦化されていることを検証

してください。Data Interpreterの詳細については、Excel、CSV、PDF、およびGoogle スプレッドシー

トからのデータインタープリターを使用するデータのクリーニングページ847を参照してください。

空白セルがないことを確認してください

階層ヘッダー用に新しい列を作成する場合は、新しい列の各セルに値が含まれていることを確認して

ください。
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各行に同じ値を繰り返す場合もありますが、階層ヘッダーに保存されたデータと関連付けられたデー

タが各行に含まれていることが重要です。Excelデータから空白セルを手動で削除する必要がありま

す。

空白行の削除

データに空白行がないことを確認してください。空白行を修正するには、Excelデータから空白行を

削除する必要があります。

欠落したヘッダーの追加

欠落している列見出しがないことを確認してください。欠落しているヘッダーを修正するには、Excel
データに直接、欠落しているヘッダーを手動で追加する必要があります。
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テキストファイル

この記事では、Tableauをテキストファイルデータに接続してデータソースを設定する方法について説

明します。Tableauは区切られたテキストファイル (*.txt、*.csv、*.tab、*.tsv)に接続します。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを開き、[接続 ]で [テキストファイル]をクリックします。

2. 接続するファイルを選択し、[開く]をクリックします。

注 :Tableau 2020.2以降、従来のExcel接続とテキスト接続はサポートされなくなりま

した。レガシー接続の使用に代わる方法については、Tableauコミュニティの「Legacy
Connection Alternatives」ドキュメントを参照してください。

3. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。ファイル名に基づいて、既定の

名前が自動的に生成されます。

b. シートタブをクリックして分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

注 :テキストファイルの場合、カスタムSQLは、レガシー接続を使用している場合、また

はTableau Desktop 8.2以前で作成されたワークブックでのみ使用することができます。

テキストファイルデータソースの例

テキストファイルデータソースの例 :
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オプションの設定

ビューの構築前に以下のオプションを設定できます。

データの追加

表を追加したり、別のデータベースのデータに接続したりして、データソースにデータを追加できます。

l 現在のファイルからデータを追加するには、次の手順を実行します。左ペインから追加する表

をキャンバスにドラッグして、結合またはユニオンでデータを組み合わせます。詳細については、

データの結合 ページ739またはデータのユニオンページ797を参照してください。

l 異なるデータベースからデータを追加するには、次の手順を実行します。左ペインで [接続 ]の
横にある[追加 ]をクリックします。詳細については、データの結合 ページ739を参照してくださ

い。

左ペインに必要なコネクターがリストされていない場合は、[データ] > [新しいデータソース]を
選択して新しいデータソースを追加します。詳細については、データのブレンドページ766を参

照してください。

Data Interpreterを使用してデータをクリーンアップする

データソースを分析用に最適化すると役立つ可能性があることをTableauが検出した場合、Data
Interpreterを使用するよう求めるプロンプトが表示されます。Data Interpreterは試用できるサブテー

ブルを検出し、分析で後から問題の原因となる可能性がある一意の書式設定を削除できます。詳
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細については、Excel、CSV、PDF、およびGoogle スプレッドシートからのデータインタープリターを使

用するデータのクリーニングページ847を参照してください。

テキストファイルのオプション設定

キャンバスで、ドロップダウン矢印をクリックし、最初の行に列名を含めるかどうかを選択します。このオ

プションは既定で選択されています。または、Tableauにより接続時に生成された名前を使用すること

もできます。これらの名前は後で変更できます。また、[テキストファイルのプロパティ]を選択して、次

を指定することもできます。

l 列を区切るために使用されている文字を選択します。文字の一覧から選択するか、[その他 ]
を選択してカスタム文字で入力します。

l テキストファイルに値を入れるテキスト修飾子を選択します。

l テキストファイルのエンコードを記述する文字セットを選択します。使用できるエンコードは、使

用しているオペレーティングシステムによって異なります。たとえばWindowsの場合、ANSIは
windows-1252として、OEMは437として一覧に表示されています。

注 :Tableau Desktop 8.2以前で作成されたワークブックや、レガシー接続を使用する

ワークブックでは、ANSI、OEM、UTF-8、UTF-16などを選択できます。[その他 ]を選択

した場合は、表示されたテキストフィールドに文字セットを指定する必要があります。こ

の値は、接続の試行時に検証されます。

l ファイルが解析されるロケールを選択します。このオプションを選択すると、Tableauにより使用

する小数点および桁区切りが示されます。

データ、ピボット、分割のレビューと計算の作成

データソースに含まれる最初の1,000行のデータが自動的にデータグリッドの下のキャンバスに表示さ

れます。表の追加や削除、および結合条件の変更を行うと、データグリッドは変更を反映して更新さ

れます。データグリッドでは、以下を実行することもできます。

l [データ型 ]アイコンをクリックし、列のデータ型または地理的役割を変更する。

l 列ドロップダウン矢印をクリックし、[非表示 ]を選択してフィールドを非表示にします。

l フィールド名をダブルクリックしてフィールドの名前を変更します。

l 列ドロップダウン矢印をクリックし、[名前のリセット]を選択してフィールド名をリセットします。

l [フィールドの並べ替え]ドロップダウンリストから並べ替えオプションを選択して、グリッドとメタ

データグリッドの両方のフィールドを並べ替えます。

l データグリッド内の行を並べ替えるには、列名の横にある並べ替えボタンをクリックします。
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l フィールドをピボットして、クロス集計形式のデータをコラム形式に変換する。これはレガシー以

外の接続タイプでのみ使用できます。詳細については、ピボットデータ([列 ] から[行 ])ページ

842を参照してください。

l 1つの文字列フィールドを複数のフィールドに分割する。これはレガシー以外の接続タイプでの

み使用できます。詳細については、フィールドを複数フィールドに分割 ページ855を参照してく

ださい。

l Tableauデータソースの既存のフィールドに基づいて新しい計算を作成します。列ドロップダウ

ン矢印をクリックし、[計算フィールドの作成 ]を選択します。

l グリッド内で値をコピーするには、値を選択して、Ctrl + C (MacではCommand - C)を押しま

す。あるいは、メタデータグリッド内の値をコピーするには、値を選択してから右クリックし(Mac
ではControlを押しながらクリック)、[コピー] を選択します。

データソース構造を調べ、管理タスクを実行します。

メタデータエリアを使用すると、Tableauのデータソースとそのフィールドの一般的な構造をすばやく

調べることができます。特に大きなデータソースを操作している場合、複数のフィールドを一括で非

表示にしたりフィールドの名前の変更やリセットをすばやく行ったりするなど、定期的に行うデータ管

理タスクを実行するには、メタデータエリアを使用します。

ライブ接続または抽出を使用

データソースページの一番上で、[ライブ]または [抽出 ]モードを選択します。抽出を作成するように

選択した場合は、[編集 ]リンクが表示されます。[編集 ]をクリックして、抽出に含める必要がある

データのサブセットを定義するフィルターを設定します。詳細については、データの抽出 ページ868を
参照してください。

データソースフィルターの追加

[データソース]ページの最上部で [追加 ]をクリックしてデータソースフィルターを追加し、データソー

スに含めて使用するデータを制御します。これによって、データソースのフィールドの表示と使用が制

限されます。

ベストプラクティス

単一ディレクトリ内にファイルを収集する

ユーザーが結合に適切ではないファイルを不注意に選択してしまうのを防ぐため、複数の表を接続す

るためのすべての関連テキストファイルが1つのディレクトリに集め、その他は何もそのディレクトリに含

めません。
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テキストファイルの列幅とサイズの考慮事項

テキストファイルに長さ254文字を超える列が含まれている場合、TableauはTableau Desktop 8.2
以前で作成された、またはレガシー接続を使用するワークブックでこれらのフィールドを使用することが

できません。Tableauに接続する前にそれらの列を削除するか、254文字以内に変更してください。

または、テキストファイルのデータソースをアップグレードしてください。

多くの場合、大きなテキストファイルはクエリに時間がかかる可能性があり、データソースとしてのパ

フォーマンスが低下します。

.ttdeファイルおよび .hhyperファイルについて

コンピューターのディレクトリを移動していると、.ttdeまたは .hhyperファイルに気づくかもしれません。お

使いのデータに接続するTableauデータソースを作成すると、Tableauは .ttdeまたは .hhyperファイ
ルを作成します。このファイルはシャドー抽出としても知られ、Tableau Desktopでデータソースの読み

込み速度を向上させるのに使用されます。シャドー抽出には参照元データや標準的なTableau抽

出に似た他の情報が含まれますが、シャドー抽出は別の形式で保存されているため、データの復元

には使用できません。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Access

この記事では、TableauをMicrosoft Accessファイル (*.mdb、*.accdb)に接続し、データソースを設

定する方法について説明します。Tableauでは、OLEオブジェクトとハイパーリンクを除くすべての

Accessデータ型をサポートしています。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l ファイル名にアクセスします。

l ファイルがパスワードで保護されている場合、データベースパスワードが必要です。

l ファイルにワークグループセキュリティがある場合は、ワークグループセキュリティ認証資格情報

が必要です。
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l ワークグループファイル名

l ユーザー

l パスワード

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ] で [Access] をクリックして、接続するAccessファイルを選択して

[サインイン] をクリックします。

l パスワードによる保護 - Accessファイルがパスワードで保護されている場合は、[データ

ベースパスワード]を選択し、パスワードを入力します。

l ワークグループセキュリティ- Accessファイルがワークグループセキュリティによって保護さ

れている場合は、[ワークグループセキュリティ]を選択し、該当するテキストフィールドに

ワークグループファイル名、ユーザー、およびパスワードを入力します。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。ファイル名に基づいて、既

定の名前が自動的に生成されます。

b. テーブルをキャンバスにドラッグします。表またはクエリをドラッグできます。

c. シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。
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注 : Accessファイルに長さ254文字を超える列が含まれている場合、Tableauではこれらの

フィールドを使用することができません。Tableauに接続する前に表からそれらの列を削除する

か、254文字以内に変更してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

JSON ファイル

この記事では、TableauをローカルJSONファイルに接続し、データソースを設定する方法について説

明します。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [JSON ファイル]を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続するファイルを選択し、[開く]を選択します。

b. [スキーマレベルの選択 ]ダイアログボックスからTableauで表示および分析するスキーマ

レベルを選択し、[OK]を選択します。詳細については、スキーマレベルの選択 次の

ページを参照してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. シートタブを選択して分析を開始します。

JSON ファイルデータソースの例

データソースとしてのJSONファイル (WindowsコンピューターでTableau Desktopを使用 )の例を、

次に示します。
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スキーマレベルの選択

TableauをJSONファイルに接続する際、Tableauは JSONファイルの最初の10,000行のデータを

スキャンして、そのプロセスからスキーマを推定します。Tableauはこの推定されるスキーマを使用して

データを平坦化します。JSONファイルスキーマレベルは、[スキーマレベルの選択 ]ダイアログボックス

にリストされます。Tableau Desktopでは、JSONファイルの行が10,000行を超える場合、[Scan
Entire Document (ドキュメント全体をスキャン)]オプションを使用してスキーマを作成できます。

注 : [Scan Entire Document (ドキュメント全体をスキャン)]オプションは、10,000行を超える

JSONファイルでのみ表示されます。このオプションは、Web上では使用できません。

ダイアログボックスで選択したスキーマレベルにより、Tableauでの表示や分析に使用できるディメン

ションやメジャーが決定します。また、パブリッシュするデータも決定されます。

注 :ワークブックをWeb上にパブリッシュすると、WebバージョンのVizではスキーマの更新は

使用できなくなるため、その後 Vizが更新されるとエラーが発生する可能性があります。

子スキーマレベルを選択すると、親レベルも選択されます。

たとえば、JSONファイルのスニペットは次のとお

りです。

JSONファイルはこれらのスキーマレベルを生成

します。
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新しいフィールドの検出

場合によっては、行により多くのフィールドが存在し、これらが推定スキーマを作成するためにスキャンさ

れないことがあります。必要なフィールドが [スキーマ]から欠落していることに気付いたときは、次のい

ずれかを選択して実行することができます。

l JSONドキュメント全体をスキャンします。スキャンが完了するまでに長時間かかることがありま

す。
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l 一覧されているスキーマからスキーマレベルを選択して[OK]をクリックします。Tableauはド

キュメント全体を読み取り、さらに多くのフィールドが見つかると、それが [スキーマレベルの選

択 ]ダイアログボックスにリストされます。

抽出の更新中や、スキーマレベルの選択後にTableauが抽出を作成した場合など、Tableauが利

用可能な新しいフィールドを検出するたびに、ファイル名の近くの情報アイコンまたは [スキーマレベル

の選択 ]ダイアログボックスの通知によって、追加のスキーマが検出されたことが示されます。

スキーマレベルの変更

データソースページに移動し、[データ] > [JSON ファイル名 ] > [スキーマレベルの選択 ]を選択する

ことで、選択したスキーマレベルを変更できます。または、キャンバス上のファイル名をポイントし、ド

ロップダウンメニューから[スキーマレベルの選択 ]を選択します。

JSONファイルのユニオン作成

JSONデータのユニオンを作成できます。JSON ファイルのユニオンを作成するには、拡張子が

.json、.txt、または .logのファイルが必要です。ユニオンの詳細については、データのユニオンページ

797を参照してください。

JSON ファイルのユニオンを作成する際、ユニオン内のすべてのファイルの最初の10,000行からスキー

マが推測されます。

ファイルのユニオンを作成した後に、スキーマレベルを変更することができます。詳細については、ス

キーマレベルの変更 上を参照してください。

階層 JSONファイル用にディメンションフォルダーがどのように整理されているか

シートタブを選択した後、JSONファイルの選択されたスキーマレベルは [データ]ペインの [ディメン

ション]の下に表示されます。各フォルダーは選択したスキーマレベルに対応し、そのスキーマレベルと

関連付けられた属性は、そのフォルダーの子フォルダーとしてリストされます。

たとえば、次の画像では、"Address (住所 )"はスキーマレベルである"Businesses (ビジネス)"フォ
ルダーの下にあるディメンションです。"Categories (カテゴリー)"もスキーマレベルですが、これは値の

リストでありデータの階層ではないため、独自のフォルダーは必要ありません。親フォルダーにグループ

化されます。[スキーマレベルの選択 ]ダイアログボックスのスキーマレベルは、[データ] ペインのフォル

ダー構造に直接的にはマッピングしないようにしてください。[データ] ペインのフォルダーはオブジェクト

別にグループ化されるため、フィールド間を簡単に移動でき、フィールドの背景も引き続き把握できま

す。
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各ドキュメントに対して一意のインデックスが生成され、データの平坦化された表現に保存されます。

また、インデックスはスキーマ内の各レベルに対しても生成されます。

たとえば、上記の画像では、"Document Index (generated) (ドキュメントインデックス (生成済 ))"
エントリだけでなく、"Attribute (属性 )"と"Hours (時間 )"スキーマレベルはすべてインデックスを生成

します。

階層的な JSONファイルでメジャーが計算される理由

階層的な JSONファイルを平坦化する場合、データが複製される場合があります。メジャーをスキーマ

レベルで一貫させるため、Tableauはスキーマレベルでデータを正確に表示するための詳細レベル

(LOD)計算を作成します。元のメジャーは [ソースメジャー]フォルダー内にあり、それらを使用できま

すが、計算メジャーを使用することをお勧めします。

[データ]ペインで、計算メジャーには「Number of <measure name> per <parent name>」というラ

ベルが付けられます。
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メジャー用のLOD計算を表示するには、次の手順に従います。

1. メジャーを選択します。

2. ドロップダウン矢印を選択してから、[編集 ]を選択します。

次の例は、"Revenue per Document (ドキュメントあたりの収益 )"に対するLOD計算を示してい

ます。士気は、各ドキュメントのインデックス値に対する最大収益を選択します。

LOD計算を使用すると複数のスキーマレベルを選択できますが、メジャーはオーバーカウントされな

いという確信を持つことができます。

JSONデータ操作のヒント

これらのヒントは、TableauでJSONデータを操作する際に役立ちます。

l ネストされた配列に対する10x10の制限を超えないようにしてください。

ネストされたアレイの数が多数の場合、多数の行が作成されます。たとえば、10x10のネスト

されたアレイは10億行になります。Tableauがメモリに読み込むことができる行の数を超える

と、エラーが表示されます。この場合、[スキーマレベルの選択 ]ダイアログボックスを使用して、

選択したスキーマレベルの数を減らします。

l 100レベルを超えるJSONオブジェクトを含むデータソースは、読み込みに長い時間がかかる

場合があります。

256 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



多数のレベルによって多数の列が作成されるため、処理に長い時間がかかる場合があります。

たとえば、100レベルの場合、データの読み込み時間が2分を超える場合があります。ベスト

プラクティスとして、スキーマレベルを減らし、分析に必要なレベルのみにします。

l 単一のJSONオブジェクトは128 MBを超えることはできません。

単一オブジェクトの上位アレイが128 MBを超えた場合、JSONオブジェクトがラインごとに1つ

定義されているファイルに変換する必要があります。

l ピボットオプションはサポートされていません。

TTDEファイルとHHYPERファイルについて

コンピューターのディレクトリを移動していると、.ttdeまたは .hhyperファイルに気づくかもしれません。お

使いのデータに接続するTableauデータソースを作成すると、Tableauは .ttdeまたは .hhyperファイ
ルを作成します。このファイルはシャドー抽出としても知られ、Tableau Desktopでデータソースの読み

込み速度を向上させるのに使用されます。シャドー抽出には参照元データや標準的なTableau抽

出に似た他の情報が含まれますが、シャドー抽出は別の形式で保存されているため、データの復元

には使用できません。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

PDFファイル

この記事では、Tableauを.pdfファイルデータに接続してデータソースを設定する方法について説明

します。

注 : Tableauは右から左へ書く言語 (RTL)をサポートしていません。PDFにRTLテキストが含まれて

いる場合、文字はTableauで逆の順序で表示される場合があります。

表で使用するドキュメントに接続してスキャンする

1. Tableauを開き、[接続 ]で [PDF ファイル]をクリックします。

2. 接続するファイルを選択し、[開く]をクリックします。

3. [PDFファイルをスキャン]ダイアログボックスで、表を使用するためにTableauでスキャンするファ

イルのページを指定します。スキャンするページは、全ページ、単一ページ、または範囲を指定

したページから選択できます。
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注 :スキャンでは、大半のPDFリーダーと同様に、ファイルの最初のページがページ1としてカ

ウントされます。表のためにスキャンする際に、ドキュメント自体で使用されているページ番号

(ページ1から開始する場合としない場合があります)ではなく、PDFリーダーが表示するペー

ジ番号を指定します。

たとえば、以下のイメージの "Table 1" を使用するとします。PDFリーダーは番号を表示

し、.pdfファイルには異なる番号が表示されます。このページを正しくスキャンするには、PDF
リーダーが表示するページ番号を指定します。この例では、ページ15を指定します。

4. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。ファイル名に基づいて、既

定の名前が自動的に生成されます。

b. ファイルに含まれる表が1つの場合は、[シート]タブをクリックすると分析が開始されま

す。それ以外の場合は、左ペインから表をキャンバスにドラッグしてから[シート]タブをク

リックすると、分析が開始されます。

左ペインの表について

.pdfファイル内で特定された表は、一意の名前が付けられ、スキャン後に左ペインに表

示されます。たとえば、"Page 1, Table 1"のような名前の表が表示されます。表名の

最初の部分は表の取得元の .pdfファイル内のページを示しています。表名の2番目

の部分は、表が識別された順序を示しています。Tableauが1ページで複数の表を

識別した場合は、表名の2番目の部分は次の2つの事柄のいずれかを示すことがで

きます。
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l Tableauがページで別の一意の表または副表を識別した。

l Tableauがページ上の表を別の方法で解釈した。Tableauは、.pdfファイル内で

表が表されている方法に応じて、表の複数の解釈を提供することがあります。

PDF ファイルデータソースの例

PDFファイルのデータソースの例を次に示します。
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データの追加

表を追加したり、別のデータベースのデータに接続したりして、データソースにデータを追加できます。

l 現在のファイルからデータを追加するには、次の手順を実行します。

l 左ペインから追加する表をキャンバスにドラッグして、結合またはユニオンでデータを組

み合わせます。詳細については、データの結合 ページ739またはデータのユニオンペー

ジ797を参照してください。

l 上記のステップ3を実行してページをスキャンしても左ペインに必要な表が生成されな

い場合、接続するPDFファイルの横のドロップダウン矢印をクリックして[PDF ファイルを

再スキャン]をクリックします。このオプションによって新しいスキャンを行うことができるよう
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になるため、.pdfファイルの別のページを指定して表をスキャンできます。

l 異なるデータベースからデータを追加するには、次の手順を実行します。左ペインで [接続 ]の
横にある[追加 ]をクリックします。詳細については、データの結合 ページ739を参照してくださ

い。

左ペインに必要なコネクターがリストされていない場合は、[データ] > [新しいデータソース]を選

択して新しいデータソースを追加します。詳細については、データのブレンドページ766を参照

してください。

表オプションの設定

表オプションを設定できます。キャンバスで、ドロップダウン矢印をクリックし、データの最初の行にフィー

ルド名を含めるかどうかを指定します。その場合、これらの名前がTableauのフィールド名になります。

フィールド名が含まれていない場合は、Tableauによって自動的に生成されます。これらのフィールド

名は後で変更できます。

Data Interpreterを使用してデータをクリーンアップする

データソースを分析用に最適化すると役立つ可能性があることをTableauが検出した場合、Data
Interpreterを使用するよう求めるプロンプトが表示されます。Data Interpreterは試用できるサブテー

ブルを検出し、分析で後から問題の原因となる可能性がある一意の書式設定を削除できます。詳

細については、Excel、CSV、PDF、およびGoogle スプレッドシートからのデータインタープリターを使

用するデータのクリーニングページ847を参照してください。
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.pdfファイルで表のユニオンを作成する

お使いのファイルで表のユニオンを作成することができます。ユニオンの詳細については、データのユニ

オンページ797を参照してください。

ワイルドカード検索を使用して表のユニオンを作成すると、結果の範囲は最初に接続したファイルで

スキャンしたページになります。たとえば、次の3ファイルがあるとします。A.pdf、B.pdf、およびC.pdf。
接続する最初のファイルはAで、表のためにスキャンするのはページ1のみとします。ワイルドカード検

索を使用してファイルB とCの表のユニオンを作成すると、ユニオンに含まれる追加の表は、ファイル

B とCのそれぞれページ1からのみ抽出された表になります。

.pdfファイル操作のヒント

次のヒントは、Tableauで .pdfファイルを操作する際に役立ちます。

l PDF ファイルコネクターを使用して、.pdf ファイルにある表のみを識別する。

PDFファイルコネクターの主な目的は .pdfファイルにある表を検索して識別することです。した

がって、タイトル、キャプション、脚注など、表の一部として見なされないファイル内の他の情報

はすべて無視されます。表のタイトルなど、これらの領域に関連データが格納されている場合

は、Tableauで最初に .pdfファイルのデータを.csvファイルにエクスポートしてから、表のタイト

ルに格納されている当該データを手動で追加し、その後、.csvファイルに接続してください。詳

細については、.csv ファイルへのデータのエクスポートページ3026を参照してください。

l 標準の表を使用する。

一般に、Tableauは表形式を使用する標準の表で最適に動作します。

理想的には、以下の例に示すように、.pdfファイルの表は単一ラインに列ヘッダーがあり、単

一ラインに行の値を含んでいます。

表の内部または周囲で色と網掛けを使用することで、表を識別する方法を左右することがで

きます。
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固有の書式設定の表は、Tableau以外の場所でクリーンアップまたは手動による編集が必要

になる場合があります。固有の書式設定には、以下に示す例のように、階層ヘッダー、複数ラ

インにわたるヘッダー名、複数ラインにわたる行の値、角度のあるヘッダー、積み重ねられた表

などが含まれます。

注 : Tableauは、スキャン(光学文字認識 )ソフトウェアによって生成された .pdfファイルへの接

続をサポートしていません。

l データを検証する。

Tableauが .pdfファイルで識別する表のデータは、必ず検証してください。データの検証には

データグリッドを使用できます。データインタープリターを使用している場合は結果のワークブッ

クで検証することもできます。

l 複数ページにわたる表を回避する。

.pdfファイルに複数ページにわたる表が含まれる場合、Tableauはその表を複数の表として解

釈します。この問題を解決するには、ユニオンを使用してテーブルを組み合わせます。詳細につ

いては、データのユニオンページ797を参照してください。

l ユニコード文字を含むファイル名の .pdf ファイルは名前を変更する。

ファイル名にユニコード文字を含む .pdfファイルに接続した後、次のエラーが表示されることがあ

ります。
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この問題を解決するには、ユニコード以外の文字を使用してファイル名を変更し、再度 .pdf
ファイルに接続します。

l パスワード保護された .pdf ファイルは使用しない。

表の .pdfファイルに接続してスキャンした後、次のエラーが表示されることがあります。

Tableauは、.pdfファイルがパスワード保護されており、そのコンテンツにアクセスできない場合

にこのエラーを表示します。Tableauは、パスワード保護された .pdfファイルへの接続をサポー

トできません。

l 異なって、または誤って解釈される別名の値。

データグリッドでは、一部の値が .pdfファイルから異なって解釈される場合があります。別名を

使用してフィールド内の特定の値の名前を変更することで、この解釈を修正できます。

たとえば、.pdfファイルとの接続後に次の表があるとします。青色でハイライトされた一部の州

の省略形は、小文字で解釈されます。
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別名を使用して小文字の省略形を大文字の省略形に変更することで、この問題を解決でき

ます。これを行うには、列名の隣のドロップダウン矢印をクリックして、[別名 ]を選択します。

l 表の値として解釈される列ヘッダーを解決する。

データグリッドでは、.pdfファイルにある一部の列ヘッダーが、ヘッダーではなく表の値として解釈

される場合があります。これは、.pdfファイルに、独自の書式設定または階層形式のヘッダーを

持つ表が含まれている場合に発生します。このような場合は、最初にデータインタープリターを

試してみてください。データインタープリターで問題が解決されない場合は、手動で列の名前を

適切なものに変更し、データソースフィルターを使用して値として処理されるヘッダー名をフィル

ターリングすることを検討してください。

たとえば、.pdfファイルとの接続後に次の表があるとします。.pdfファイルの表のヘッダーが表の

値として解釈され、値が青色でハイライトされています。
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このようなヘッダーの問題を解決する1つの方法として、次のような手順に従います。

1. 列名をダブルクリックし、F1 を"Year (年 )"に名前変更する。F2からF4まで、"Coal
(石炭 )"、"Gas (ガス)"、"Oil (石油 )"についてこの手順を繰り返します。

2. 列 "Year (年 )"のデータ型アイコンをクリックし、数値データ型に変更する。これで、この

列にある数字以外の値はnull値に変換されます。

3. [データソース]ページの右上隅で [追加 ]をクリックし、[追加 ]ボタンをクリックして [年 ]
フィールドを選択する。

4. [フィルター]ダイアログボックスで、[Null]および [除外 ]の両チェックボックスをオンにす

る。

266 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



null値が含まれている[年 ]列の行がデータグリッドから削除され、表内の他の列の行に

も反映されます。

.ttdeファイルおよび .hhyperファイルについて

コンピューターのディレクトリを移動していると、.ttdeまたは .hhyperファイルに気づくかもしれません。お

使いのデータに接続するTableauデータソースを作成すると、Tableauは .ttdeまたは .hhyperファイ
ルを作成します。このファイルはシャドー抽出としても知られ、Tableau Desktopでデータソースの読み

込み速度を向上させるのに使用されます。シャドー抽出には参照元データや標準的なTableau抽

出に似た他の情報が含まれますが、シャドー抽出は別の形式で保存されているため、データの復元

には使用できません。
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

空間ファイル

このトピックでは、Tableauをシェープファイル、MapInfo表、KML (Keyhole Markup Language)ファイ
ル、TopoJSONファイル、GeoJSONファイル、およびEsri File Geodatabasesに接続する方法につ

いて説明します。

注 :空間データへの接続は、Tableau Desktopバージョン10.2以降でサポートされます。

接続する前に

空間ファイルに接続する前に、次のファイルがすべて同じディレクトリに含まれていることを確認しま

す。

l Esri シェープファイルの場合 :フォルダーには.shp、.shx、.dbf、.prjファイル、およびEsri
シェープファイルの.zipファイルを含める必要があります。

Esri File Geodatabases の場合 :フォルダーにはFile Geodatabaseの.gdbまたはFile
Geodatabaseの.gdb.の.zipファイルを含める必要があります。

l MapInfo 表の場合 (Tableau Desktopのみ):フォルダーには.TAB、.DAT、.MAP、および

.IDまたは.MID、および.MIFファイルを含める必要があります。

l KML ファイルの場合 :フォルダーに.kmlファイルが含まれている必要があります(他のファイル

は不要です)。

l GeoJSON ファイルの場合 :フォルダーには.geojsonファイルを含める必要があります (他の

ファイルは不要 )。

l TopoJSON ファイルの場合 :フォルダーに.jsonまたは.topojsonファイルが含まれている

必要があります(他のファイルは不要です)。

注 :フラットファイルにはフォルダー全体の内容が取り込まれます。パフォーマンス上の理由か

ら、不要なファイルを削除し、ファイル内のデータ量を減らしてください。

注 :現在のバージョンのTableauでは、ポイントジオメトリ、線形ジオメトリ、多角形にのみ接

続できます。混合ジオメトリタイプに接続することはできません。
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注 :データに付加記号 (文字の上のアクセントマーク)が適切に表示されない場合は、ファイル

がUTF-8にエンコードされていることを確認する必要があります。

接続してデータソースを設定する

Tableau Desktop: [新規データソース]アイコンをクリックし、[空間ファイル]を選択します。

Tableau CloudまたはTableau Server (Creatorの役割 ): [作成 ] > [ワークブック]を選択します。[ファ
イル]タブを選択します。

その後、次を実行します。

1. 空間データを含むフォルダーへ移動し、接続する空間ファイルを選択します。

2. [開く]を選択します。

空間ファイルデータソースの例

MacコンピューターでTableau Desktopを使用した空間ファイルデータソースの例 :

[ジオメトリ]列の操作

フィールドの非表示や名前変更など、分析を始める前にデータに対して実行できる操作は多数あり

ます。ただし、[ジオメトリ]列の操作では次の制限が適用されることに注意してください。

l [ジオメトリ]列を非表示にすることはできません。

l [ジオメトリ]列を分割することはできません。

Tableau Software 269

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l データソースページで、[ジオメトリ]列を使用して計算フィールドを作成することはできません。

Tableau Desktopの .ttdeファイルおよび .hhyperファイルについて

コンピューターのディレクトリを移動していると、.ttdeまたは .hhyperファイルに気づくかもしれません。お

使いのデータに接続するTableauデータソースを作成すると、Tableauは .ttdeまたは .hhyperファイ
ルを作成します。このファイルはシャドー抽出としても知られ、Tableau Desktopでデータソースの読

み込み速度を向上させるのに使用されます。シャドー抽出には参照元データや標準的なTableau
抽出に似た他の情報が含まれますが、シャドー抽出は別の形式で保存されているため、データの復

元には使用できません。

関連項目

空間ファイルからTableau マップを作成するページ1687

統計ファイル

この記事では、Tableauを統計情報ファイルに接続し、データソースを設定する方法について説明

します。

Tableauは、SAS (*.sas7bdat)、SPSS (*.sav)、およびR (*.rdata、*.rda)データファイルに接続しま

す。

注 :バージョン2020.1以降、SASYZCR2を使用した統計の圧縮ファイルのサポートが終了

します。Tableauでファイルを読みやすくするには、別の圧縮スキームを使用してください。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [統計ファイル]を選択して、接続するファイルを選択して

[開く]を選択します。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. シートタブを選択して分析を開始します。

複数の表への接続については、データの結合 ページ739を参照してください。
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統計ファイルデータソースの例

WindowsコンピューターでTableau Desktopを使用する統計ファイルデータソースの例 :

次の点に注意してください。

l Statistical Fileコネクタは値ラベルをサポートしません。

l 統計ファイルコネクタは、統計ファイルごとに1つの表のみサポートしています。

次のエラーメッセージ、「データソースとの通信中にエラーが発生しました」が表示された場合、

統計ファイルにオブジェクトが1つしか含まれておらず、そのオブジェクトがデータフレームかマト

リックスであることを確認してください。Rファイルは、クリーンなワークスペースであるように見える

非表示のオブジェクトを含んでいる場合があります。非表示のオブジェクトを確認するには、

RStudioからls(environment(), all.names=TRUE)を実行します。

l 統計ファイルの文字コードは変更できます。詳細については、「統計ファイルの文字エンコード

の変更」を参照してください。

Rデータファイルオブジェクトと形式のサポート

Rデータファイルには、次のタイプのオブジェクトを1つのみ含める必要があります。

l 2次元マトリクス

l ベクトル
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l 要素

l データフレーム

Rデータファイルに複数のオブジェクトが含まれている場合、Tableauは最初のオブジェクトに接続し

ます。

Tableauでは、バイナリ形式を使用するRデータファイルがサポートされています。

Tableau Desktopでは、ASCII形式のファイルはサポートされません。ASCII形式による.rdataまた

は .rdaファイルを使用しようとすると、「ファイルから読み取れません」「'[TableauTemp].
[filename.rdata]'が存在しません」というエラーが表示されます。この場合、次のようにRstudioを使

用してファイルをバイナリ形式で保存できます。

1. RStudioをダウンロードしていない場合は、ダウンロードします。

2. RデータファイルをRStudioで開きます。右上のグローバル環境ウィンドウにデータオブジェクト

が表示されます。

3. 次のように"save()"関数を使用して、オブジェクトを新しいファイルに保存します。

save(<objectName>,file="<filename>",ascii=FALSE)

<objectName>は、データオブジェクト、<filename>は新しいファイルの名前、"FALSE"では

大文字と小文字が区別されています。

ヒント:この関数のドキュメントをすばやく表示するには、コマンドプロンプトで "?save"と入力し

ます。

Tableau Desktopでは、圧縮ファイルはサポートされません。Tableauに接続する前に、まず別のプロ

グラム (GzipやWinZipなど)でファイルを解凍する必要があります。

統計ファイルの文字エンコードの変更

Tableauはファイルの文字エンコーディングまたは入力ファイル内の情報に基づいて、統計ファイル

(SASファイル、Rファイルなど)内のデータを読み取ります。文字エンコード情報をファイル内に含む

SASファイルやSPSSファイルと異なり、Rファイルは通常オペレーティングシステムの文字エンコード

を使用します。場合によって、異なるエンコードを指定する必要が生じることがあります。たとえば、同

僚からギリシャ語の文字エンコードで統計ファイルが送られてきた場合は、Tableauでそのファイルを

使用するためにギリシャ語の文字セットを指定する必要があります。統計ファイルの読み取り時に異

なる文字セットを使用する必要がある場合は、Tableauデータソースカスタマイズ (TDC)ファイルを

作成して、使用するエンコードを指定できます。
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TDCファイルの作成

tdcファイルは、単一のデータソースに適用されるXMLファイルで、データソースプロバイダーのベン

ダー名とドライバー名の情報が含まれています。統計ファイルコネクターの場合、ベンダー名とドライ

バー名はstat-directです。

TDCファイルを作成するには:

1. ノートパッドなどのプレーンテキストエディターを開きます。

2. 以下に記載されているサンプルの情報をコピーし、テキストファイルに貼り付けてから、

source-charset値を指定します。(エンコードのリストについては、「統計ファイルコネクタで

サポートされるユーザー定義のエンコード次のページ」を参照してください。)

3. .tdc拡張子 (たとえば、r-statsfile.tdc)を付けてファイルをマイTableauリポジトリ

\Datasourcesフォルダーに保存します。

サンプルTDCファイルは source-charset値を設定します

次のTDCファイルの例では、統計ファイルデータソースのsource-charset値をshift-jisに

設定しています。

<connection-customization class='stat-direct' enabled='true'

version='10.0'>

<vendor name='stat-direct' />

<driver name='stat-direct' />

<customizations>

<customization name='source-charset' value='shift-jis' />

</customizations>

</connection-customization>

重要 : Tableauでは、TDCファイルのテストやサポートは行っていません。これらのファイルは探

索するためのツールとして使用してください。そうでないと、データ接続でアドレス問題が生じるこ

とがあります。TDCファイルを作成し維持するには、注意深く手動で編集する必要がありま

す。これらのファイルの共有はサポートされていません。

.ttdeファイルおよび .hhyperファイルについて

コンピューターのディレクトリを移動していると、.ttdeまたは .hhyperファイルに気づくかもしれません。お

使いのデータに接続するTableauデータソースを作成すると、Tableauは .ttdeまたは .hhyperファイ
ルを作成します。このファイルはシャドー抽出としても知られ、Tableau Desktopでデータソースの読み

込み速度を向上させるのに使用されます。シャドー抽出には参照元データや標準的なTableau抽
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出に似た他の情報が含まれますが、シャドー抽出は別の形式で保存されているため、データの復元

には使用できません。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

統計ファイルコネクタでサポートされるユーザー定義のエンコード

このトピックでは、Tableau統計ファイルコネクターでサポートされる文字エンコードをリストします。一

覧には、シングルバイト、マルチバイト、Unicodeのユーザー定義エンコード、および現在該当する

SASエンコードに対応付けできないシングルバイトとマルチバイトのエンコードが含まれます。

シングルバイトのユーザー定義エンコード

ASCII

CSASCII

US-ASCII

US

ISO_646.IRV:1991

ISO646-US

646

ISO-IR-6

IBM367

CP367

ANSI_X3.4-1986

ANSI_X3.4-1968

ISO-8859-1

CSISOLATIN1

LATIN1

L1
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ISO_8859-1:1987

ISO8859-1

ISO-IR-100

ISO-8859-1

IBM819

CP819

ISO-8859-15

LATIN-9

ISO_8859-15:1998

ISO_8859-15

ISO8859-15

ISO-IR-203

IBM850

CSPC850MULTILINGUAL

CP850

850

WINDOWS-1252

MS-ANSI

CP1252

ISO-8859-7

CSISOLATINGREEKISO_8859-7:1987

ISO_8859-7

ISO-IR-126

ISO-8859-7

GREEK8

GREEK

ELOT_928
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ECMA-118

WINDOWS-1253

MS-GREEK

CP1253

ISO-8859-10

CSISOLATIN6

LATIN6

L6

ISO_8859-10:1992

ISO_8859-10

ISO8859-10

ISO-IR-157

WINDOWS-1257

WINBALTRIM

CP1257

ISO-8859-2

CSISOLATIN2

LATIN2

L2

ISO_8859-2:1987

ISO_8859-2

ISO8859-2

ISO-IR-101

IBM852

CSPCP852

CP852

852
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WINDOWS-1250

MS-EE

CP1250

ISO-8859-5

CSISOLATINCYRILLIC

ISO_8859-5:1988

ISO_8859-5

ISO8859-5

ISO-IR-144

CYRILLIC

WINDOWS-1251

MS-CYRL

CP1251

CP866

CSIBM866

IBM866

866

TIS-620

TIS620.2533-1

TIS620.2533-0

TIS620.2529-1

TIS620-0

TIS620

ISO-IR-166

ISO-8859-11

CP874

CSISOLATIN5
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LATIN5

L5

ISO_8859-9:1989

ISO_8859-9

ISO8859-9

ISO-8859-9

ISO-IR-148

CSIBM857

IBM857

CP857

857

WINDOWS-1254

MS-TURK

CP1254

CP1129

VPS

WINDOWS-1258

CP1258

ISO-8959-6

CSISOLATINARABIC

ISO_8859-6:1987

ISO_8859-6

ISO8859-6

ISO-IR-127

ECMA-114

ASMO-708

ARABIC
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WINDOWS-1256

MS-ARAB

CP1256

ISO-8859-8

CSISOLATINHEBREW

ISO_8859-8:1988

ISO_8859-8

ISO8859-8

ISO-IR-138

HEBREW

IBM864

CSIBM864

CP864

WINDOWS-1255

MS-HEBR

CP1255

IBM862

CSPC862LATINHEBREW0x2E

CP862

862

マルチバイトのユーザー定義エンコード

CP936

WINDOWS-936

MS936

GBK

GB2312

CSISO58GB231280
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ISO-IR-58

GB_2312-80

CHINESE

ISO-2022-CN

CP950

windows-950

ms-950

ms950

CSBIG5

CN-BIG5

BIGFIVE BIG5

BIG-FIVE

BIG-5

BIG5HKSCS

BIG5-HKSCS

EUC-TW

CSEUCTW

EUCTW

EUC-JP

CSEUCPKDFMTJAPANESE

EXTENDED_UNIX_CODE_PACKED_FORMAT_FOR_JAPANESE

EUCJP

EUC-JP

ISO-2022-JP

CSISO2022JP

ISO-2022-JP

CSSHIFTJIS
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SJIS

SHIFT_JIS

SHIFT-JIS

MS_KANJI

CP932

EUC-KR

CSEUCKR

EUCKR

EUC-KR

UHC

CP949

EUC-CN

CSGB2312

GB2312

EUCCN

CN-GB

Unicodeのユーザー定義エンコード

TF-8

UCS-2

UCS-2BE

UCS-2LE

UCS-4

UCS-4BE

UTF-16

UTF-16BE

UTF-16LE

UTF-32
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UTF-32LE

UTF-32BE

UTF-7

SASエンコードに対応付けできないシングルバイトエンコード

MACROMAN

CSMACINTOSH

MACINTOSH

MAC

ISO-8859-14

LATIN8

L8

ISO_8859-14:1998

ISO_8859-14

ISO8859-14

ISO-IR-199

ISO-CELTIC

MACGREEK

MACICELAND

ISO-8859-3

CSISOLATIN3

LATIN3

L3

ISO_8859-3:1988

ISO_8859-3

ISO8859-3

ISO-IR-109

ISO-8959-4
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CSISOLATIN4

LATIN4

L4

ISO_8859-4:1988

ISO_8859-4

ISO8859-4

ISO-IR-110

ISO-8959-13

LATIN7

L7

ISO_8859-13

ISO8859-13

ISO-IR-179

ISO-8859-13

MACCENTRALEUROPE

MACCROATIAN

IBM855

CSIBM855

CP855

855

KOI8-R

CSKOI8R

MACCYRILLIC

KOI8-U

CSKOI8R

MACUKRAINIAN

ISO-8859-16
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LATIN10

L10

ISO_8859-16:2001

ISO_8859-16

ISO8859-16

ISO-IR-226

MACROMANIAN

ARMSCII-8

GEORGIAN-ACADEMY

MACTURKISH

TCVN

VISCII

CSVISCII

VISCII1.1-1

MACARABIC

MACHEBREW

WINDOWS-874

SASエンコードに対応付けできないマルチバイトエンコード

GB18030

HZ

HZ-GB-2312

CSISO2022JP

ISO-2022-JP

JOHAB

JOHAB

CP1361

ISO-2022-KR
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CSISO2022KR

ISO-2022-KR

ISO-2022-JP

CSISO2022JP

ISO-2022-JP-1

ISO-2022-JP-2

CSISO2022JP2

ISO-2022-CN

CSISO2022CN

ISO-2022-CN-EXT

その他のファイル

このトピックでは、TableauをTableau Data ExtractファイルやTableauワークブックなどのサポートされ

るファイルタイプに接続する方法について説明します。

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [その他のファイル]を選択します。

2. [開く]ダイアログボックスで、Tableauデータ抽出ファイルに移動して選択します。

3. [開く]を選択します。

4. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意のデータ

ソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接続するか推

測するのに役立つ命名規則を使用します。

5. シートタブを選択して分析を開始します。

Tableau Data Extractデータソースの例

WindowsコンピューターでTableau Desktopを使用したTableau Data Extractファイルデータソース

の例 :
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Tableau ServerまたはTableau Cloudを使用したデータへの接続

Tableau ServerまたはTableau Cloudを使用し、Tableau DesktopまたはWebブラウザーからデー

タに接続することができます。それぞれのプロセスは若干異なります。

2019.3以降、データ管理 はTableau ServerとTableau CloudのTableau Catalogで使用できま

す。Tableau Catalogがお使いの環境で有効になっている場合は、Tableau ServerまたはTableau
Cloudからパブリッシュされたデータソースに接続できるだけでなく、Tableau Desktopの [データの検

索 ]ダイアログやTableau Web作成の [データへの接続 ]ダイアログから、データベースやテーブルに接

続することができます。Tableau Catalogの詳細については、Tableau ServerまたはTableau Cloud
のヘルプの「Tableau Catalogについて」を参照してください。2021.4以降、データ管理 には、データ

への中心的なアクセスポイントである仮想接続が含まれています。詳細については、Tableau
ServerまたはTableau Cloudヘルプの「仮想接続とデータポリシーについて」を参照してください。

バージョン2019.3.1以降のTableau Prep Builderでは、パブリッシュされたデータソースに接続し

て、フローの入力データソースとして使用できます。Tableau Catalogでデータ管理 を有効にしてい
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る場合、バージョン2020.2.2からTableau Desktopと同様に、[データの検索 ]からデータベースや

テーブルに接続できるようになりました。詳細については、Tableau Prep Builderヘルプの「パブリッシュ

されたデータソースへの接続」を参照してください。

Tableau Desktopからの接続

注 : 2019.3以降、[接続 ]ペインの [Tableau Server]は [データの検索 ]の上部に移動しまし

た。このオプションは、Tableau DesktopからTableau ServerまたはTableau Cloudに接続す

る際に選択します。

1. Tableau Desktopを起動し、[接続 ]ペインの [データの検索 ]で [Tableau Server]を選択しま

す。

2. Tableau Serverに接続するには、サーバー名を入力し、[接続 ]を選択します。

Tableau Cloudに接続するには、[簡易接続 ]から[Tableau Cloud]を選択します。

ヒント:サインアウトしない場合、Tableau Desktopではサーバー接続が保存されるた

め、手順 3はスキップできます。また、KerberosがTableau Serverで有効になってお

り、コンピューターに有効な認証資格情報が含まれる場合にもスキップできます。詳細

については、「Tableau Desktop が Tableau Server または Tableau Online に接続

された状態を自動的に保持するページ197」を参照してください。

3. サインインするには:
l Tableau Serverの場合、ユーザー名とパスワードを入力します。

l Tableau Cloudの場合、メールアドレスとパスワードを入力します。

4. 接続するデータを選択します。[データの検索 ]ダイアログには、人気のある混合コンテンツのス

クロール可能なリストが表示されます。データ管理 ライセンスを持っている場合は、仮想接続

を使用してデータに接続することができます。また、データ管理 を持っていてTableau Catalog
を有効にしている場合は、データベース、ファイル、テーブルなどの外部アセットに接続すること

ができます。

Tableau Software 287

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/prep/ja-jp/prep_connect.htm#published_datasource
https://help.tableau.com/current/prep/ja-jp/prep_connect.htm#published_datasource


レスポンシブ検索フィールドには、テキストを入力すると更新される候補のリストが表示されま

す。データのタイプ、認証状況、または選択したデータのタイプに依存するその他のフィルターを

使用して結果を絞り込むことができます。たとえば、データのタイプによっては、タグ、接続タイ

プ、データ品質に関する警告、またはその他の基準に基づいてフィルターできる場合がありま

す。旧バージョンのダイアログの外観と機能は若干異なりますが、全体的な機能はほぼ同じ

です。

注 :
l 接続のパーミッションがないデータは、利用できません (グレー表示 )。
l 外部アセット(データベース、ファイル、およびテーブル)は、Catalogによる取り込みが終

了するまで利用できません (グレー表示 )。
l キューブ(多次元 )データソースを選択した場合、[ローカルコピーの作成 ]ダイアログ

ボックスが表示され、分析を開始する前にデータのローカルコピーを作成する必要があ

ります。

l Web作成では、Tableau Desktopがサポートするデータコネクタのサブセットと接続す

ることができます。データソース、データベース、ファイル、または表がグレー表示されてい

る場合は、Tableau ServerまたはTableau Cloudから接続することができません。ただ

し、適切なパーミッションがある場合は、Tableau Desktopの [接続 ]ペインから接続す

ることができます。

5. 接続するデータを選択してから[接続 ]をクリックします。

6. シートタブを選択して分析を開始します。

Tableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュされたデータソースは、Tableauアイコンと共に

[データ] ペインに表示されます。
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たとえば、オフラインで作業したり、元のデータソースに変更を加えずにデータソースを変更したりする

ために、データソースのローカルコピーをダウンロードすることもできます。ローカルコピーをダウンロード

するには、[データ] メニューでデータソースを選択してから、[ローカルコピーの作成 ]をクリックします。

データソースの複製が [データ] ペインに追加されます。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

Web作成中のパブリッシュされたデータソースへの接続

Tableauのデータ接続を作成してカスタマイズするTableau Desktopユーザーは、独自のデータソー

スをTableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュできます。パブリッシュにより、同僚とデータを

共有できるようになります。これには、Tableau Desktopを使用していないがWeb編集環境でのワー

クブックの編集パーミッションを持つユーザーも含まれます。

ブラウザーでワークブックを編集するパーミッションがある場合は、Tableau ServerまたはTableau
Cloudへのサインイン時に、パブリッシュ済みデータソースへ接続するための次の手順に従ってくださ
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い。詳細については、「WebでのTableauビューの編集」および「WebでのTableauの使用」を参照

してください。

注 :データに接続するには、ビューの作成および編集パーミッションが必要です。

既存のビューにデータを他にも追加する

1. Tableau ServerまたはTableau Cloudサイトでビューを選択して編集します。

2. 編集モードで、[新しいデータソース] アイコン をクリックします。

3. [データに接続 ]ページで表示して選択可能なオプションは、持っているパーミッションによって

異なります。

l このサイト上。パブリッシュされたデータソースをリストから選択し、[データソースを追加 ]
を選択します。

お使いの環境でTableau Catalogが有効になっている場合、[コンテンツタイプ]ドロッ

プダウンリストから[データソース]、[Databases and Files (データベースおよびファイ

ル)]または [表 ]を選択できます。その後、接続するデータを選択し、[接続 ]をクリックし

ます。

l ファイル。ファイルをドラッグアンドドロップするか、PCからアップロードします。

l コネクタ。リストに表示されているいずれかのコネクタを使用してデータに接続します。

パブリッシュ済みデータソースを含むワークブックの作成

また、新しいワークブックを作成する際に、パブリッシュされたデータソースに接続することもできます。

1. Tableau ServerまたはTableau Cloudサイトで、[検索 ]ページに移動し、ドロップダウンリスト

から[すべてのデータソース]を選択します。

2. リストで、使用するデータの隣にあるチェックボックスを選択します。

3. ページ上部の [アクション]ドロップダウンメニューより[新しいワークブック]を選択します。

Web上での作成時のデータへの接続の詳細については、「Creators: Web上のデータへの接続」を

参照してください。

Actian Vector

この記事では、TableauをActian Vectorデータベースに接続し、データソースを設定する方法につ

いて説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。
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l 接続するデータベースの仮想ノード名

l データベース名

l 認証方法 :仮想ノード、ユーザー名およびパスワードで定義された認証

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Actian Vector]を選択します。データ接続の完全なリスト

については、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースの仮想ノードの名前および接続するデータベースの名前を入力します。

b. 仮想ノードで定義された認証を使用するか、特定のユーザー名とパスワードを使用する

かを指定します。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストから、スキーマを選択するかテキストボックスを使用して、

名前でスキーマを検索します。
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c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Alibaba AnalyticDB for MySQL

このトピックでは、TableauをAlibaba AnalyticDB for MySQLデータベースに接続してデータソースを

設定する方法について説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前または IPアドレス

l データベース名

l ユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Alibaba AnalyticDB for MySQL]を選択します。データ

接続の完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行しま

す。

a. [サーバー]の名前または IPアドレスを入力します。

b. [データベース]の名前を入力します。

c. [ユーザー名 ]と[パスワード]を入力します。
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d. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

e. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

c. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Alibaba Data Lake Analytics

このトピックでは、TableauをAlibaba Data Lake Analyticsに接続してデータソースを設定する方法

について説明します。
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はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前または IPアドレス

l ポート番号

l データベース名

l ユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Alibaba Data Lake Analytics]を選択します。データ接

続の完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行しま

す。

a. サーバーの名前または IPアドレスを入力します。

b. [ポート]の番号を入力します。

c. [データベース]の名前を入力します。

d. [ユーザー名 ]と[パスワード]を入力します。

e. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

f. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [表 ]で、表を選択するか、名前で表を検索します。
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c. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Alibaba MaxCompute

このトピックでは、TableauをAlibaba MaxComputeに接続してデータソースを設定する方法につい

て説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l MaxComputeサービスのURL
l ユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

Tableau Software 295

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://www.tableau.com/ja-jp/support/drivers


接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Alibaba MaxCompute]を選択します。データ接続の完

全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. サーバーのURLを入力します。

b. [ユーザー名 ]と[パスワード]を入力します。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [データベース]で、ドロップダウンリストからデータベースを選択するか、データベース名を

入力します。

c. [表 ]で、表を選択するか、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Amazon Athena

この記事では、TableauをAmazon Athenaデータに接続してデータソースを設定する方法について

説明します。

注 : Amazon Athenaに接続するには、ポート443 (ssl)と444が開いている必要があります。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前。形式は以下のとおりにします: athena.[地
域 ].amazonaws.com。例 : athena.us-east-1.amazonaws.com

l S3ステージングディレクトリの名前。たとえば、s3://aws-athena-query-results-

123456785678-us-eastexample-2/

l AmazonWeb Services (AWS)アクセスキー (アクセスキー IDとシークレットアクセスキー)。詳
細については、AWSWebサイトの「アクセスキー」を参照してください。

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Amazon Athena]を選択します。データ接続の完全なリ

ストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. サーバー名を入力します。

b. S3ステージングディレクトリの名前を入力します。

c. AWSアクセスキー IDを[ユーザー名 ]フィールドに入力します。
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d. AWSシークレットアクセスキーを[パスワード]フィールドに入力します。

e. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

f. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (オプション) [接続 ]で既定のデータソースを選択します。

b. 作業するカタログとデータベースを選択します。

c. 1つまたは複数のテーブルをワークスペースにドラッグします。

d. シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

JDBC 接続をカスタマイズする

Amazon Athenaでは JDBC接続を使用しているため、プロパティファイルを使用してカスタマイズで

きます。詳細については、Tableauコミュニティの「プロパティファイルを使用してJDBC接続をカスタマ

イズする」(英語 )を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

l Tableau 10.3でAmazon Athenaコネクタを使用してS3データに接続 (英語 ) (以降のバー

ジョンにも適用 ) - Amazon Athenaリソースが記載されたTableauブログ投稿。

l Tableau Desktopでプロキシ経由によりAmazon Athenaに接続できず、エラーコード

37CE01A3が表示される(英語 ) -問題解決手順に関するTableauナレッジベースの記事。
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Amazon Aurora for MySQL

この記事では、TableauをAmazon Aurora MySQLに接続し、データソースを設定する方法につい

て説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l ユーザー名とパスワード

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

注 : Prep Builderを使用してデータに接続する際の要件と考慮事項については、Tableau
Prepヘルプの「データへの接続」を参照してください。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

次のいずれかを使用してデータに接続できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Amazon Aurora for MySQL]を選択します。データ接続

の完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースをホストするサーバーの名前を入力します。

b. ユーザー名およびパスワードを入力します。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

Tableau Software 299

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/prep/ja-jp/prep_connect.htm
https://www.tableau.com/ja-jp/support/drivers


SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [データベース]ドロップダウンリストからデータベースを選択するか、テキストボックスを使

用して名前でデータベースを検索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Amazon EMR Hadoop Hive

この記事では、TableauをAmazon EMR (Elastic MapReduce) Hadoop Hiveデータベースに接続

してデータソースを設定する方法について説明します。

300 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



注 :バージョン2018.2より、Tableauでは ImpalaではなくAmazon EMR Hadoop Hiveのみをサポー

トしています。Amazonでは Impalaドライバーが提供されなくなりました。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前とポート番号

l 認証方法 :

l 認証なし

l Kerberos

l ユーザー名

l ユーザー名とパスワード

l Microsoft Azure HDInsight Service (バージョン10.2.1以降 )

l 転送オプションは選択する認証方法によって異なり、次が含まれることがあります。

l バイナリ

l SASL

l HTTP

l サインイン認証資格情報は選択する認証方法によって異なり、次が含まれることがあります。

l ユーザー名

l パスワード

l 領域

l ホストFQDN

l サービス名

l HTTP パス

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい
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ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイア

ログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

注 : 利用可能な最新のドライバーを使用していることを確認します。最新のドライバーを取得

するには、Tableauドライバーダウンロードページで「Amazon EMR Hadoop Hive」を参照し

てください。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Amazon EMR Hadoop Hive]を選択します。データ接

続の完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行しま

す。

a. データベースをホストするサーバー名および使用するポート番号を入力します。

b. [認証 ]ドロップダウンリストで、使用する認証方式を選択します。要求される情報は、

選択する認証方法によって異なります。

c. [転送 ]ドロップダウンリストが使用できる場合は、使用する転送の種類を選択しま

す。

d. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

e. [サインイン]を選択します。

SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]オプションを選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストで、検索アイコンを選択するかテキストボックスにスキーマ

名を入力して検索アイコンを選択し、スキーマを選択します。

302 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://www.tableau.com/ja-jp/support/drivers
http://www.tableau.com/ja-jp/support/drivers#awshadoophive


c. [表 ]テキストボックスで、検索アイコンを選択するか表名を入力して検索アイコンを選

択し、表を選択します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

Hadoop Hiveデータの操作

日付 /時刻のデータの操作

TableauはネイティブでTIMESTAMPおよびDATEタイプをサポートします。ただし、Hive内に日付 /
時刻データを文字列として格納する場合は、ISO形式 (YYYY-MM-DD)で格納する必要がありま

す。また、DATEPARSEまたはDATE関数を使用して文字列を日付 /時刻形式に変換する計算

フィールドを作成できます。抽出を操作している場合はDATEPARSE()、それ以外の場合はDATE()
を使用します。詳細については、日付関数 ページ2204を参照してください。

Hiveデータ型の詳細については、Apache Hive Webサイトの「日付」を参照してください。

NULL値が返される

Tableau 9.0.1以降および8.3.5以降の8.3.xリリースで、それより前のバージョンで作成され、Hiveが

サポートしていない形式で日付 /時刻データが文字列として格納されたワークブックを開くと、NULL値

が返されます。この問題を解決するには、フィールド型を文字列に変更し、DATEPARSE()または

DATE()を使用して日付に変換する計算フィールドを作成します。抽出を操作している場合は

DATEPARSE()、それ以外の場合はDATE()関数を使用します。

高レイテンシの制限

Hiveは、バッチ指向システムであり、単純なクエリに非常に迅速な対応で応答することがまだできませ

ん。この制限により、新しいデータセットの探索や計算フィールドの拡張が困難な場合があります。ま
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た、新しいSQL-on-Hadoop技術の一部 (Clouderaの Impala、HortonworksのStringerプロジェク

トなど)は、この制限に対処するように設計されています。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Amazon Redshift

この記事では、TableauをAmazon Redshiftデータベースに接続し、データソースを設定する方法

について説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l データベース名

l ユーザー名とパスワード

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Amazon Redshift]を選択します。データ接続の完全な

リストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースをホストするサーバーの名前および接続するデータベースの名前を入力し

ます。

b. ユーザー名およびパスワードを入力します。

c. (オプション)接続を変更するには、カスタムドライバーパラメーターを入力します。
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d. SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。

e. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

f. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストから、スキーマを選択するかテキストボックスを使用して、

名前でスキーマを検索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。
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ドライバーパラメーターを使用した接続のカスタマイズ

Amazon Redshiftコネクタを使用して接続を変更する必要が生じる場合があります。Tableau
2019.2.1以降、カスタムドライバーパラメーターのテキストボックスで接続文字列にドライバーパラ

メーターを追加すると、接続を変更できます。
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注 : Tableauが生成するドライバーパラメーターは変更できません。パラメーターの追加のみを

行えます。

次の例では、agarciaが IDPを使用してフェデレーション認証を有効にするパラメーターを入力してい

ます。

DbUser=agarcia;AutoCreate=1;AuthType=Plugin;plugin_

name=Ping;IAM=1;idp_host=idp.business-example.com;idp_

port=443;preferred_role=arn:aws:iam::12345:role/dev;partner_

spid=urn:amazon:webservices;

次の例では、取得される行数を1000に制限しています。

Fetch=1000;

ドライバーパラメーターの詳細については、Amazon AWSWebサイトの「ODBC Driver Configuration
Options」を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

Tableau Software 307

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://docs.aws.amazon.com/redshift/latest/mgmt/configure-odbc-options.html
https://docs.aws.amazon.com/redshift/latest/mgmt/configure-odbc-options.html


また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

l パフォーマンス向上のためにAmazon RedshiftとTableauソフトウェアの展開を最適化 (英
語 ) - Tableauホワイトペーパー (登録またはサインインが必要です)

l Amazon Redshiftによるビッグデータ分析 (英語 ) - Tableauオンデマンドセミナー (登録また

はサインインが必要です)

Amazon S3 (ベータ版 )

この記事では、TableauをドライバレスのAmazon S3コネクタに接続し、データソースを設定する方

法を説明します。

警告 : Amazon S3コネクタはベータ版のコネクタです。サポートが制限される場合があります。このコ

ネクタは実稼働環境では使用できません。

はじめる前に

はじめる前に、次の接続情報を収集します。

l S3バケットのAWSリージョン。

l S3バケット名。

l S3バケットのAWS IAMアクセスキー (キー IDとシークレットアクセスキー)。

パーミッション

AWSの IAMユーザーまたは IAMロールにS3バケットの読み取り権限があることを確認してくださ

い。

推奨事項

次の推奨事項はパフォーマンスの向上に役立ちます。

l クライアントがAWS環境で実行されている場合 (たとえば、EC2インスタンスにインストールさ

れたTableau DesktopまたはTableau Server、あるいはTableau Cloudを使用している場
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合 )、最適なパフォーマンスが得られます。

l クロスリージョンバケットのサポートは機能しますが、パフォーマンスは同一リージョンアクセスより

も悪くなります。データ送信に追加料金が発生する場合もあります。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動して[接続 ]を開き、[追加コネクタ]のリストから[Amazon S3 (ベータ版 )]を
選択します。

2. [Tableau のインストールと再起動 ]を選択し、コネクタをインストールします。

3. Tableauを再起動したら[接続 ] を開き、インストール済みコネクタのリストから[Amazon S3
(ベータ版 )]を選択します。

4. バケットリージョン、バケット名、アクセスキー ID、シークレットアクセスキーを入力します。

5. [サインイン]を選択します。

6. バケットのコンテンツで、接続するファイルを選択します。

7. [接続 ]を選択します。

データソースの設定

データソースを設定するには、次の手順を実行します。

1. (オプション)ページの上部でデフォルトのデータソース名を選択します。

2. Tableauで使用する一意のデータソース名を入力します。

3. 接続したい1つまたは複数のファイルを、左側のペインからキャンバスにドラッグします。

4. 分析を開始するには、[シート1]のタブを選択します。

データのユニオン

S3バケットからファイルをユニオンできます。ユニオンの詳細については、「データのユニオン」を参照して

ください。サブフォルダー内のファイルを含めるワイルドカードユニオンを実行するには、ルートフォルダー

またはバケットに、サブフォルダーに含まれるファイルの構造と一致する、ユニオンに含めるファイルが少

なくとも1つ必要です。このファイルは、ユニオンを作成するときに接続する最初のファイルです。

既知の問題と制限

以下のセクションでは、Amazon S3ベータコネクタを使用する際の成功に影響する可能性がある、

既知の問題と制限について説明します。

注 :このコネクタは現在、Tableau Prep Web作成または仮想接続ではサポートされていません。

認証の既知の問題と制限

セッショントークンなしの、Amazon IAMユーザーのシークレットキーまたはアクセスキーでの認証のみ

がサポートされています。
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パブリッシュの既知の問題と制限

ワークブックとデータソースは、「埋め込みパスワード」認証オプションを使用してパブリッシュされている

必要があります。「ユーザーへのプロンプト」は現在サポートされていません。

ユニオンの既知の問題と制限

l Tableau Desktopのみがワイルドカードユニオンをサポートしています。

l Webオーサリングでは、ユーザー定義の手動ユニオン(ファイルのドラッグ)のみをサポートしてい

ます。

ファイルタイプの既知の問題と制限

l 現時点では、Parquet、CSV、圧縮 .gz、およびExcelファイルがサポートされています。

l 1つの接続で複数のファイルタイプをユニオンまたは結合することはできません (たとえば、

ParquetとCSVを一緒にするなど)。
l 現在、カンマ区切りのCSVファイルのみがサポートされています。

l 累積クエリとファイルサイズの制限は15 GBです。

l コネクタ内のExcelファイルパーサーのパフォーマンスの問題により、Excelファイルは現在、最

大 100 MBを超えることはできません。

追加のParquetファイルの既知の問題と制限

l Parquetファイルは、「ハイパーAPIドキュメント」に記載された形式である必要があります。

l ネストされた列、したがってネストされたタイプのMAPおよびLISTはサポートされていません。

l BSON、UUID、ENUMのタイプはサポートされていません。

l 論理型または変換された型を持たない、物理型のFIXED_LEN_BYTE_ARRAYはサポート

されていません。

l DECIMAL型は、最大 8バイト(10進数 18桁 )までのみサポートされます。18桁を超える

10進数が必要な場合は、doubleの使用を検討してください。

l TIME_MILLISタイプとTIME_NANOSタイプはサポートされていません。代わりにTIME_
MICROSの使用を検討してください。

l 非推奨のBIT_PACKEDエンコードはサポートされていません。このエンコーディングは5年以

上前に非推奨になっているため、最近のParquetファイルではこのエンコーディングを使用しな

いでください。

l DELTA_LENGTH_BYTE_ARRAYエンコードと最近のBYTE_STREAM_SPLITエンコード

は、どのライブラリでも記述されていないため、サポートされていません。これらのエンコーディン

グを使用しているParquetファイルを見つけた場合は、お知らせください。

l サポートしている圧縮形式は、SNAPPY、GZIP、ZSTD、およびLZ4_RAWです。
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

l パフォーマンス向上のためにAmazon RedshiftとTableauソフトウェアの展開を最適化 (英語 )
- Tableauホワイトペーパー (登録またはサインインが必要です)

l Amazon Redshiftによるビッグデータ分析 (英語 ) - Tableauオンデマンドセミナー (登録または

サインインが必要です)

Anaplan

この記事では、TableauをAnaplanデータに接続し、データソースを設定する方法について説明しま

す。

警告 : Anaplanコネクタは、2023.1リリースで非推奨になりました。コネクタは廃止されるまで使用で

きます。コネクタが廃止されると、Tableauユーザーインターフェイスから削除され、そのコネクタを使用

するデータソースは期待通りに動作しなくなります。代替コネクタが利用可能になると、非推奨のコネ

クタは1 ～ 2回のリリースを経てから廃止されます。

注 : Tableauでは代替コネクタを作成中です。完成後、このページに追加します。

注 : Anaplanコネクタを使用するには、ネットワークプロキシまたはファイアウォール構成で

api.anaplan.comおよびauth.anaplan.comへのアクセスを許可する必要があります。

はじめる前に

開始する前に、接続用にこの情報を収集します。

l Anaplanアカウント用の電子メールアドレスとパスワード。

l 使用するAnaplanワークスペース、モデル、およびエクスポート(CSV形式 )。Tableauでエクス

ポートを使用する前に、AnaplanでAnaplanエクスポートアクションを作成する必要がありま

す。Anaplanでのモジュール作成およびエクスポート操作の詳細については、Anaplan
Anapedia Webサイトの「Anaplan用のTableau Connector」を参照してください。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Anaplan]を選択します。データ接続の完全なリストについ

ては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。
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a. 次のいずれかを実行します。

l [認証資格情報 ]を選択し、メールアドレスとパスワードを入力します。

シングルサインオン(SSO)サポートについては、Anaplan管理者にシングルサイ

ンオンの設定を依頼してください。詳細については、Anaplan Anapedia Webサ

イトの「シングルサインオン(SSO)」を参照してください。SSOが有効な場合、

例外ユーザーである必要があります。

l [証明書 ]を選択し、証明書とプライベートキーのファイルをアップロードします。

注 :アップロードする証明書は、DERでエンコードされたバイナリX.509
形式である必要があります。プライベートキーはPEM形式にすることが

できます。

SSL証明書のファイルには通常、次のようなテキストが含まれています。

-----BEGIN CERTIFICATE-----
長いbase64文字列

-----END CERTIFICATE-----

プライベートキーのファイルには通常、次のようなテキストが含まれています。

-----BEGIN PRIVATE KEY-----
長いbase64文字列

-----END PRIVATE KEY-----

b. ワークスペース、モデル、および1つ以上のエクスポートを選択します。

注 : エクスポートデータはCSV形式にする必要があります。

c. [接続 ]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報または証明書、およびプライベート

キーのファイルが正しいことを確認します。引き続き接続に失敗する場合は、コンピュー

ターにおけるサーバーの検出に問題があります。サポートについては、ネットワーク管理

者またはAnaplan管理者にお問い合わせください。

2. データソースページで次の手順を行います。
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a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [表 ]から表を選択し、キャンバスの一番上にドラッグします。表が1つしかない場合は、

キャンバスに表示されます。

c. シートタブを選択してワークシートに移動します。

シートタブを選択すると、Tableauは抽出を作成してデータをインポートします。

抽出の作成には、含まれるデータの量に応じて時間がかかる場合があります。

日付範囲の選択がパフォーマンスに影響を与える可能性がある

分析を行う際、できるだけ多くのデータを収集することは魅力的ですが、Anaplanからの記録の取得

には時間がかかる可能性があります。Tableauでは、データを取得するまで、特定の日付範囲内に

どのくらいのデータがあるかわかりません。このため、最初に日付範囲を限定し、パフォーマンスを評価

した後で範囲を広げる必要があります。

Anaplanからデータを取得するのにかかるおよその時間を把握するため、高速接続を使用してテスト

が実施されました。この表は、テスト環境において、指定された数のレコードを取得するためかかった

時間を示しています。

レコード数 取得までの時間

100,000 1.7分

250,000 4分

500,000 8.5分

データを整える

Anaplanのすべてのデータはタイプ「文字列」を返します。データを整えるため、フィールドを、数字や

日付などの適切なデータ型に変換します。また、地理的役割を変更したり、ディメンションをメジャー

に変換できます。データ型の変更の詳細については、データ型 ページ156を参照してください。

ディメンションをメジャーに変換するには、ワークシートの [データ]ペインで、フィールド名の横にあるド

ロップダウン矢印を選択し、[メジャーに変換する]を選択します。
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ディメンションとメジャーの詳細については、ディメンションとメジャー、青と緑 ページ145を参照してくだ

さい。

データの更新

TableauはAnaplanで、抽出接続のみをサポートし、ライブ接続はサポートしません。抽出を更新し

てデータを更新できます。増分更新はサポートされません。詳細については、抽出の更新 ページ887
を参照してください。更新スケジュールの詳細については、ワークブックをパブリッシュする際に抽出の

更新をスケジュールするページ3081を参照してください。

注 : Tableau ServerまたはTableau CloudでTableauの抽出のスケジュールされた更新があ

る場合、Anaplanでエクスポート操作が呼び出されます。エクスポートにより、Anaplanのモデ

ルをロックするブロック操作が作成されます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。
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Apache Drill

この記事では、TableauをApache Drillデータに接続し、データソースを設定する方法について説明

します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続のタイプ:

l 直接 :サーバー名

l Zookeeper:クォーラムおよびクラスター ID

l 認証 :

l 認証なし

l ユーザー名とパスワード

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Apache Drill]を選択します。データ接続の完全なリスト

については、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続方法の選択 :

l 直接 -サーバー名を入力します。

l Zookeeper -クォーラムとクラスター IDを入力します。

b. 認証方法の選択 :

l 認証なし

l ユーザー名とパスワード-ユーザー名とパスワードを入力します。

c. [サインイン]を選択します。

2. データソースページで次の手順を行います。
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a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストから、スキーマを選択します。

c. [表 ]から表を選択し、キャンバスまでドラッグします。

複数の表への接続については、データの結合 ページ739を参照してください。

d. シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Azure Data Lake Storage Gen2

この記事では、Azure Data Lake Storage Gen2に接続し、データソースを設定する方法について

説明します。

はじめる前に

始める前に、次のリストの項目を確認してください。

l OAuth経由のAzure Active Directoryのアカウント認証資格情報を取得する

l Azure StorageエンドポイントのURLを取得する
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l Tableauがサポートしている認証はOAuthのみです。認証を許可するには、

「connectors.tableau.com」を許可リストに登録する必要があります。

注 :このコネクタは、Azureアカウントの既定のテナントのみを使用します。TableauでAzure
Data Lake Storage Gen 2リソースを使用するには、それらを既定のテナントに関連付ける必

要があります。

推奨事項

カスタムOAuthクライアントを設定して会社の ITポリシーを適用する

カスタムOAuthクライアントを使用すると、独自の ITポリシーに従ってOAuth設定を制御できます。

独自のOAuthクライアントを使用するオプションにより、Tableauのリリースサイクルや、Tableauの

OAuthクライアントのローテーションスケジュールに縛られることがなくなります。独自のOAuthクライア

ントを設定する方法については、「サイトのカスタムOAuthの構成」を参照してください。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]で [Azure Data Lake Storage Gen2]を選択します。データ接続

の完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。

2. 既定のブラウザーのタブでTableauを開き、以下を実行します。

a. Azureアカウントを使用してAzure Data Lake Storage Gen2にサインインします。リスト

から1つを選択するか、[別のアカウントを使用する]を選択して、メールアドレスまたは

電話番号を入力します。

b. [同意する]を選択して、TableauがAzure Data Lake Storage Gen2データにアクセス

できるようにします。

c. 通知されたらブラウザーウィンドウを閉じます。

3. データソースページで次の手順を行います。

a. [参照 ]タブで、AzureアカウントのAzureストレージエンドポイントを入力します。

注 :ストレージアカウントでは、"Data Lake Storage Gen2"が有効になっている

必要があります。

b. 使用するファイルに移動して、選択します。

または

l [File URL (ファイルのURL)]タブで、ファイルのURLを入力します。
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Azureストレージアカウントについて

TableauでAzure Data Lake Storage Gen2を使用する場合、次のうち少なくとも1つを使用するス

トレージアカウントに設定する必要があります。

l アクセスするファイルに対して明示的に付与された読み取りパーミッション(フォルダーの読み取

り/実行 )
l アカウントに割り当てられたストレージBLOBデータ閲覧者またはストレージBLOBデータ所

有者のロール

ストレージアカウントの設定の詳細については、Microsoftサイトの「Azure Data Lake Storage Gen2
で使用するストレージアカウントを作成する」を参照してください。

Azureストレージアカウントには、さまざまなサービスに関連付けられた複数のエンドポイントを含める

ことができます。Tableauから"Data Lake Storage Gen2"に有効なストレージエンドポイントに接続

します。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Azure SQL Database

この記事では、TableauをAzure SQL Databaseに接続し、データソースを設定する方法について

説明します。

注 :OAuth経由のAzure Active Directory認証を使用している場合は、続行する前にサー

バーが既に設定されていることを確認してください。サーバー構成の詳細については、「OAuth
と最新の認証用にAzure ADを構成する」を参照してください。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストする完全修飾サーバー名 (例 : myserver-
20171113.database.windows.net)

l (オプション)データベースの名前

l 認証方法 :
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l ユーザー名とパスワード

l Active Directoryのパスワード

l Oauth経由のAzure Active Directory (統合 )

注 :このオプションを使用するには、システム管理者が組織のAzure Active
Directoryテナントで [user consent (ユーザーの同意 )]を有効にする必要があり

ます。詳細については、Microsoftドキュメントの「ユーザーの同意の構成」を参照

してください。

l サインイン認証資格情報は選択する認証方法によって異なり、以下の情報が含まれます。

l ユーザー名とパスワード

l Active Directoryのユーザー名とパスワード

l Azure Active DirectoryインスタンスのURL

l SSLサーバーに接続している場合

l コミットされていないデータを読み取れるようにデータベースの分離レベルを設定しますか。

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]で [Azure SQL Database]を選択します。データ接続の完全なリ

ストについては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続するサーバーのURLを入力します。

b. (オプション)含まれているデータベースに接続するには、データベース名を入力します。

c. ユーザー名とパスワード、Active Directoryのユーザー名とパスワード、またはOAuth経

由のAzure Active Directoryの統合サインインのいずれかを選択して、サーバーにサイン

インする方法を指定します。

d. ユーザー名とパスワードを入力します。

または、OAuth経由のAzure Active Directoryを使用する場合は、Azure Active
DirectoryインスタンスのURLを入力します。詳細については、Microsoftドキュメントの

「エンドポイント」を参照してください。

注 :組織で複数のAzure Active Directoryテナントを使用している場合、Azure
Active DirectoryインスタンスのURLは、データベースが構成されているテナントと
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一致する必要があります。テナントIDは、AzureポータルまたはAzure管理者

から確認できます。

e. SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。

f. [コミットされていないデータの読み取り]を行うかどうかを指定します。このオプションを使

用すると、コミットされていないデータを読み取る分離レベルで実行できます。抽出更

新などTableauから長いクエリを実行すると、データベースがロックされ、トランザクション

が遅延する場合があります。このオプションをオンにすると、他のトランザクションによって

変更された行がコミットされていなくてもクエリで読み取ることができます。このオプション

をオフにすると、Tableauによりデータベースで指定された既定の分離レベルが使用され

ます。

g. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

h. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [データベース]ドロップダウンリストから、データベースを選択します。

c. [テーブル]で、テーブルを選択するか、検索フィールドを使用して名前でテーブルを検

索します。

データベース内のストアドプロシージャを指定することもできます。SQL Serverデータ

ベース固有の制約の一覧など、ストアドプロシージャの詳細については、ストアドプロ

シージャの使用 ページ828を参照してください。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。
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注 : Tableau Desktopでは、Microsoft SQL ServerのTIMEデータ型はサポートされていませ

ん。このデータ型のフィールドはインポートされないため、Tableau Desktopには表示されませ

ん。ストアドプロシージャに含まれている場合、TIME データ型のフィールドはTableau Desktop
に表示されません。詳細については、ストアドプロシージャの使用 ページ828を参照してくださ

い。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

注 :OAuth経由 (統合 )のAzure Active DirectoryはMacではサポートされていません。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Azure SQL Synapse Analytics

この記事では、TableauをAzure Synapse Analytics (旧称 Azure SQL Data Warehouse)に接続

し、データソースを設定する方法について説明します。

注 :続行する前に、サーバーが既に設定されていることを確認してください。サーバー構成の詳

細については、「OAuthと最新の認証用にAzure ADを構成する」を参照してください。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。
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l 接続するデータベースをホストする完全修飾サーバー名 (例 : myserver-
20171113.database.windows.net)

l (オプション)データベースの名前

l 認証方法 :

l ユーザー名とパスワード

l Active Directoryのパスワード

l Oauth経由のAzure Active Directory (統合 )

注 :このオプションを使用するには、システム管理者が組織のAzure Active
Directoryテナントで [user consent (ユーザーの同意 )]を有効にする必要があり

ます。詳細については、Microsoftドキュメントの「ユーザーの同意の構成」を参

照してください。

l サインイン認証資格情報は選択する認証方法によって異なり、以下の情報が含まれます。

l ユーザー名とパスワード

l Active Directoryのユーザー名とパスワード

l Azure Active DirectoryインスタンスのURL

l SSLサーバーに接続している場合

l コミットされていないデータを読み取れるようにデータベースの分離レベルを設定しますか。

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピュー

ターにはすでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにイン

ストールされていない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含む

メッセージが接続ダイアログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインス

トール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Azure Synapse Analytics]を選択します。データ接続

の完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続するサーバーのURLを入力します。

b. (オプション)含まれているデータベースに接続するには、データベース名を入力します。
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c. ユーザー名とパスワード、Active Directoryのユーザー名とパスワード、またはOauth経

由のAzure Active Directoryの統合サインインのいずれかを選択して、サーバーにサイン

インする方法を指定します。

d. ユーザー名とパスワードを入力します。

または、OAuth経由のAzure Active Directoryを使用する場合は、Azure Active
DirectoryインスタンスのURLを入力します。詳細については、Microsoftドキュメントの

「エンドポイント」を参照してください。

注 :組織で複数のAzure Active Directoryテナントを使用している場合、Azure
Active DirectoryインスタンスのURLは、データベースが構成されているテナントと

一致する必要があります。テナントIDは、AzureポータルまたはAzure管理者

から確認できます。

e. SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。

f. [コミットされていないデータの読み取り]を行うかどうかを指定します。このオプションを使

用すると、コミットされていないデータを読み取る分離レベルで実行できます。抽出更新

などTableauから長いクエリを実行すると、データベースがロックされ、トランザクションが

遅延する場合があります。このオプションをオンにすると、他のトランザクションによって変

更された行がコミットされていなくてもクエリで読み取ることができます。このオプションをオ

フにすると、Tableauによりデータベースで指定された既定の分離レベルが使用されま

す。

g. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

h. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [データベース]ドロップダウンリストから、データベースを選択します。
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c. [テーブル]で、テーブルを選択するか、検索フィールドを使用して名前でテーブルを検

索します。

データベース内のストアドプロシージャを指定することもできます。SQL Serverデータ

ベース固有の制約の一覧など、ストアドプロシージャの詳細については、ストアドプロ

シージャの使用 ページ828を参照してください。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

注 : Tableau Desktopでは、Microsoft SQL ServerのTIMEデータ型はサポートされていませ

ん。このデータ型のフィールドはインポートされておらず、Tableau Desktopに表示されません。

ストアドプロシージャに含まれている場合、TIME データ型のフィールドはTableau Desktopに

表示されません。詳細については、ストアドプロシージャの使用 ページ828を参照してくださ

い。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

注 : OAuth 経由のAzure Active DirectoryオプションがAzure SQL Synapse Analyticsコネクタ

ウィンドウに表示されますが、MACではサポートされていません。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Box

この記事では、TableauをBoxデータに接続してデータソースを設定する方法について説明します。
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はじめる前に

開始する前に、Boxアカウントの電子メールアドレスとパスワードを取得します。

接続してデータソースを設定する

1. スタートページの [接続 ]でBoxをクリックします。接続の完全なリストについては、[サーバーへ]
の [詳細 ]を選択します。既定のブラウザーのタブでTableauを開き、以下を実行します。

a. 電子メールアドレスとパスワードを入力し、[認証 ]をクリックします。

b. [Grant access to Box (Box にアクセス権を付与する)]をクリックします。

c. 通知されたらブラウザーウィンドウを閉じます。

d. 接続するファイルを検索または選択し、[接続 ]をクリックします。

注 : このコネクタでは、すべてのファイルタイプがサポートされているわけではありません。

サポートされていないファイルタイプは灰色で表示されます。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. シートタブをクリックして分析を開始します。

Data Interpreterを使用してデータをクリーンアップする

データソースを分析用に最適化すると役立つ可能性があることをTableauが検出した場合、Data
Interpreterを使用するよう求めるプロンプトが表示されます。Data Interpreterは試用できるサブテー

ブルを検出し、分析で後から問題の原因となる可能性がある一意の書式設定を削除できます。詳

細については、Excel、CSV、PDF、およびGoogle スプレッドシートからのデータインタープリターを使

用するデータのクリーニングページ847を参照してください。

TableauをBoxアカウントに追加する

Boxアカウントで承認されたアプリとして正式にTableauを有効にできます。この機能の有効化の詳

細については、BoxWebサイトで「Boxアカウントにアプリを追加する(英語 )」を参照してください。

制限事項と既知の問題

Boxコネクターは単一のExcel、JSON、またはテキストベースのファイルにのみ接続します。
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既知の問題

l 認証フェーズ中に[Grant Access to Box (Box にアクセス権を付与する)]を繰り返しクリック

するとエラーが発生する。

l ファイル名が長い場合に列が配列外に押し出される。

l ファイルウィンドウのサイズを変更できない。

l Web作成時、またはWebへのパブリッシュ時に、同じワークブックで複数のBoxアカウントを

使用できない。Desktopでは、複数のBoxアカウント接続を使用できます。

l Internet Explorer 11およびEdgeでは、非セキュア接続 (http)を使用してサーバーにアクセス

することができません。セキュア接続 (https)を使用するか、別のブラウザーに切り替えてくださ

い。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Cloudera Hadoop

この記事では、TableauをCloudera Hadoopデータベースに接続し、データソースを設定する方法

について説明します。

注 : Impalaデータベースへの新しい接続の場合は、この接続ではなく、Impalaコネクターを

使用してください。(このコネクタは、既存の接続に対して引き続き使用できます)。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前とポート番号

l データベースのタイプ: Hive Server 2または Impala

l 認証方法 :

l 認証なし

l Kerberos
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注 : Kerberosドメインコントローラー (KDC)の制約により、MIT Kerberosとの接

続はサポートしていません。

l ユーザー名

l ユーザー名とパスワード

l Microsoft Azure HDInsight Service (バージョン10.2.1以降 )

l 転送オプションは選択する認証方法によって異なり、次が含まれることがあります。

l バイナリ

l SASL

l HTTP

l サインイン認証資格情報は選択する認証方法によって異なり、次が含まれることがあります。

l ユーザー名

l パスワード

l 領域

l ホストFQDN

l サービス名

l HTTP パス

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

注 : 利用可能な最新のドライバーを使用していることを確認します。最新のドライバーを取得

するには、Tableauドライバーダウンロードページで「Cloudera Hadoop」を参照してください。
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接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Cloudera Hadoop]を選択します。データ接続の完全な

リストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースをホストするサーバー名および使用するポート番号を入力します。

Cloudera Impalaを使用して接続する場合、ポート21050を使用する必要がありま

す。これは、2.5.xドライバーを使用する場合の既定のポートです (推奨 )。

b. [タイプ]ドロップダウンリストで、接続するデータベースの種類を選択します。Hadoopの

バージョンとインストールしたドライバーに応じて、次のいずれかに接続できます。

l Hive Server 2

l Impala

c. [認証 ]ドロップダウンリストで、使用する認証方式を選択します。

d. 要求された情報を入力します。要求される情報は、選択する認証方法によって異な

ります。

e. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

f. [サインイン]を選択します。

SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]オプションを選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストで、検索アイコンを選択するかテキストボックスにスキーマ

名を入力して検索アイコンを選択し、スキーマを選択します。

c. [表 ]テキストボックスで、検索アイコンを選択するか表名を入力して検索アイコンを選

択し、表を選択します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。
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カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

注 : このデータベースタイプは同等の (=)結合操作のみをサポートします。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

Hadoop Hiveデータの操作

日付 /時刻のデータの操作

TableauはネイティブでTIMESTAMPおよびDATEタイプをサポートします。ただし、Hive内に日付 /
時刻データを文字列として格納する場合は、ISO形式 (YYYY-MM-DD)で格納する必要がありま

す。また、DATEPARSEまたはDATE関数を使用して文字列を日付 /時刻形式に変換する計算

フィールドを作成できます。抽出を操作している場合はDATEPARSE()、それ以外の場合はDATE()
を使用します。詳細については、日付関数 ページ2204を参照してください。

Hiveデータ型の詳細については、Apache Hive Webサイトの「日付」を参照してください。

NULL値が返される

Tableau 9.0.1以降および8.3.5以降の8.3.xリリースで、それより前のバージョンで作成され、Hiveが

サポートしていない形式で日付 /時刻データが文字列として格納されたワークブックを開くと、NULL値

が返されます。この問題を解決するには、フィールド型を文字列に変更し、DATEPARSE()または

DATE()を使用して日付に変換する計算フィールドを作成します。抽出を操作している場合は

DATEPARSE()、それ以外の場合はDATE()関数を使用します。

高レイテンシの制限

Hiveは、バッチ指向システムであり、単純なクエリに非常に迅速な対応で応答することがまだできませ

ん。この制限により、新しいデータセットの探索や計算フィールドの拡張が困難な場合があります。ま

た、新しいSQL-on-Hadoop技術の一部 (Clouderaの Impala、HortonworksのStringerプロジェク

トなど)は、この制限に対処するように設計されています。
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Databricks

この記事では、TableauをDatabricksデータベースに接続してデータソースを設定する方法につい

て説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l データソースへのHTTPパス

l 認証方法 :
l Oauth経由のAzure Active Directory

注 :このオプションを使用するには、システム管理者が組織のAzure Active
Directoryテナントで [user consent (ユーザーの同意 )]を有効にする必要があり

ます。詳細については、Microsoftドキュメントの「ユーザーの同意の構成」を参

照してください。

l 個人用アクセストークン

l ユーザー名 /パスワード

l 選択した認証方法に関連するサインイン認証資格情報 :
l Azure ADエンドポイント

l 個人用アクセストークンのパスワード

l ユーザー名とパスワード

l Databricksで、Databricks Webサイトの「Construct the JDBC URL」の手順を使用して、ク

ラスタサーバーのホスト名およびHTTPパスを確認します。

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。
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注 :Oauth経由のAzure Active Directoryと接続する場合は、このドライバーのバージョン

2.6.15以降が必要です。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Databricks]を選択します。データ接続の完全なリストに

ついては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. サーバーのホスト名を入力します。

b. データソースへのHTTP パスを入力します。

a. [認証方法 ]の選択 : [Oauth 経由のAzure Active Directory]、[個人用アクセストー

クン]、[ユーザー名 /パスワード]のいずれかを選択します。

注 :シングルサインオン(SSO)がサーバーで無効になっている場合にのみ、ユー

ザー名 /パスワードのオプションを使用できます。それ以外の場合は、個人のアク

セストークンを使用します。

c. 選択した認証方法のサインイン資格情報を入力します:
l Azure ADを選択した場合は、Azure AD エンドポイントのURLを入力します。

l 個人用アクセストークンを選択した場合は、対応するパスワードを入力します。

(アクセストークンについては、Databricks Webサイトの「個人用アクセストークン」

を参照してください。)
l ユーザー名とパスワードを選択した場合は、表示されるフィールドに入力します。

d. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

e. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。
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b. [スキーマ]で、スキーマを選択するかテキストボックスを使用して、名前でスキーマを検

索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

Databricksのベストプラクティスとトラブルシューティング

TableauでDatabricksのクラスタを使用する場合のベストプラクティスとトラブルシューティングについ

ては、Databricks Webサイトの「Tableau」トピックを参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Datorama by Salesforce

注 :これはパートナーが作成したコネクタで、Salesforceによって作成およびサポートされてい

ます。詳細については、DatoramaのWebサイトを参照してください。

この記事では、TableauをDatoramaデータベースに接続してデータソースを設定する方法について

説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。
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l 接続する環境名と作業場 ID

l ユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]で [Datorama by Salesforce]を選択します。データ接続の完全

なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. 作業する環境を選択します。

b. 作業場 IDを入力します。

c. Datoramaから取得したアクセストークンを入力します。詳細については、後述の

Datorama からトークンを取得する次のページを参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [データベース]ドロップダウンリストから、データベースを選択します。

c. [テーブル]で、テーブルを選択するか、検索フィールドを使用して名前でテーブルを検索

します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Tableau Software 333

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://www.tableau.com/ja-jp/support/drivers


Datoramaからトークンを取得する

Tableauで必要なアクセストークンはDatoramaから入手できます。アクセストークンは、Datorama
管理者によって作成されます。

1. Datoramaで、[Tableau Data Connection (Tableauデータ接続 )]ページに移動します。

2. コネクタをアクティブ化するか、アクティブ化されたコネクタのトークンをコピーします。このタイル

は、接続リストの最初のタイルとして表示されます。

注 : Datoramaでコネクタのトークンを作成できるのは、管理者のみです。パワーユー

ザーはページにアクセスしてトークンをコピーできますが、変更 (更新 /取り消し)を加える

ことはできません。

3. [設定 ]を選択し、[生成 ]を選択してトークンを生成します。

4. レポートの更新スケジュールを選択して保存します。

5. [今すぐ実行 ]を選択します。

このトークンをコピーして、TableauのDatorama bySalesforceコネクタで使用します。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Denodo

この記事では、TableauをDenodoに接続し、データソースを設定する方法について説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。
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l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l データベースの名前

l 認証方法 :統合認証、またはユーザー名とパスワード

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

Denodo 6.0の更新 20170515が必要

TableauをDenodoデータに接続できない場合は、データベース管理者に更新 20170515を

Denodo 6.0データベースに適用するように依頼しなければならない場合があります。Denodo 6.0の

更新 20170515の詳細については、DenodoWebサイトを参照してください(サインインが必要 )。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]から[Denodo]を選択します。データ接続の完全なリストについて

は、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースをホストするサーバーの名前を入力します。

b. データベースの名前を入力します。

c. サーバーにサインインする方法を選択します。統合認証を使用するか、ユーザー名とパ

スワードを使用するかを指定します。サーバーがパスワードで保護されていてKerberos
環境でない場合、ユーザー名とパスワードを入力する必要があります。

注 : Macを使用しており、ドメインに正しく接続されていない場合、Macはドメイ

ンでKerberosが使用されていることを認識せず、[認証 ]ドロップダウンリストは

利用できません。

SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。

d. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実
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行 ページ591を参照してください。

e. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

c. シートタブをクリックして分析を開始します。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Dremio Connector by Dremio

注 :これはパートナーが作成したコネクタであり、Dremioによって作成およびサポートされてい

ます。詳細については、DremioのWebサイトを参照してください。

この記事では、TableauをDremioデータレイクに接続し、データソースを設定する方法について説

明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前または IPアドレス

l ポート番号

l ユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて
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いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]で [Dremio]を選択します。データ接続の完全なリストについて

は、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. サーバーの名前または IPアドレスを入力します。

b. [ポート]の番号を入力します。

c. [ユーザー名 ]と[パスワード]を入力します。

d. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

e. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [表 ]で、表を選択するか、名前で表を検索します。

c. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Dropbox

この記事では、TableauをDropboxデータに接続してデータソースを設定する方法について説明し

ます。

注 : "チーム"フォルダーは現在 Dropboxコネクタを介して利用することはできません。

はじめる前に

開始する前に、Dropboxアカウントの電子メールアドレスとパスワードを取得します。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Dropbox]を選択します。データ接続の完全なリストにつ

いては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。既定のブラウザーのタブでTableauを開き、以

下を実行します。

a. 電子メールアドレスとパスワードを入力し、[サインイン]を選択します。

b. [許可 ]をクリックして、Tableau DesktopがDropboxのファイルやフォルダーにアクセスで

きるようにします。

c. 通知されたらブラウザーウィンドウを閉じます。

d. 接続するファイルを検索または選択し、[接続 ]を選択します。

注 : このコネクタでは、すべてのファイルタイプがサポートされているわけではありません。

サポートされていないファイルタイプは灰色で表示されます。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. シートタブを選択して分析を開始します。

注 : TableauはDropboxでのピボットテーブルをサポートしていません。
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Data Interpreterを使用してデータをクリーンアップする

データソースを分析用に最適化すると役立つ可能性があることをTableauが検出した場合、Data
Interpreterを使用するよう求めるプロンプトが表示されます。Data Interpreterは試用できるサブテー

ブルを検出し、分析で後から問題の原因となる可能性がある一意の書式設定を削除できます。詳

細については、Excel、CSV、PDF、およびGoogle スプレッドシートからのデータインタープリターを使

用するデータのクリーニングページ847を参照してください。

Dropboxに関する問題のトラブルシューティング

複数のアカウントへの接続

Web作成時、またはWebへのパブリッシュ時に、同じワークブックで複数のDropboxアカウントを使

用することはできません。Desktopでは、複数のDropboxアカウント接続を使用できます。

Internet Explorer 11およびEdgeでのWeb作成

Internet Explorer 11およびEdgeでは、非セキュア接続 (http)を使用してサーバーにアクセスすること

ができません。セキュア接続 (https)を使用するか、別のブラウザーに切り替えてください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Esriコネクタ

Tableauで、Esri (ArGIS) サーバーとArcGIS Onlineに接続できます。このコネクタは、Esri
Services Directory REST APIを呼び出して、すべてのMapServerサービスとFeatureServerサービ

スを検索します。検索したサービスはダウンロードされて抽出に保存され、それらのサービスから個々の

レイヤーを選択できます。

注 : Tableau 2022.1で、Esri ArcGIS ServerコネクタはEsriコネクタに置き換えられました。

Esri ArcGIS Serverで作成したワークブック(パブリッシュされているものを含む)は、引き続き正

常に機能します。これらのワークブックはすべて、無期限に有効な抽出に基づいて作成されて

います。Esriコネクタを使用して新しいワークブックを作成できます。

必要なドライバーのダウンロード

Esriコネクタにはドライバーのインストールが必要です。ドライバーがホストコンピューターにインストール

されていない場合、接続ダイアログボックスにドライバーのダウンロードへのリンクが表示されます。
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Tableau Cloudのすべてのサイトには、ドライバーがすでにインストールされています。

Esriサービスへの接続

Esriコネクタを使用してEsriサービスに接続する方法には、認証なしとOAuthの2つがあります。

認証なし

Esriサーバーが一般に公開されている場合は、認証なしの方法を使用します。そのようなエンドポイ

ントは何千とあり、その多くはここにリストアップされています。Esriサーバー上のレイヤーを一般に公

開するように設定できます。

次の例に従ってください。

1. Tableau DesktopまたはTableau Serverからドライバーをインストールします。

2. Tableauを起動し、[接続 ]で [Esri]を選択します。

Tableau CloudまたはTableau Serverで作成する場合は、[新しいワークブック]、[コネクタ]、
[Esri]の順に選択します。

3. Connect toの値を A public-facing ArcGIS server.に変更します。

4. この例のArcGIS Server URLには、

https://services.arcgis.com/P3ePLMYs2RVChkJx/ArcGIS/rest/service-

s/AGOL_Base_2018_Final/FeatureServerを使用できます。

5. [サインイン]を選択します (実際にサインインする必要はありません)。
6. 地理的な詳細レベルを表すレイヤーが表示されます。[郡 ]をダブルクリックします。

7. シート1に移動します (Tableauはこのレイヤーから抽出を作成します)。
8. [形状 ]フィールドをキャンバス上にドラッグ(またはダブルクリック)します。米国の郡の地図が表

示されます。

9. [マーク]カードの [色 ]に[Median Age Cy]フィールドをドラッグします。2018年国勢調査によ

る年齢中央値の段彩地図が表示されます。

OAuth (Tableau DesktopおよびTableau Cloud)

ArcGIS Onlineのアカウントがありデータが保存されている場合は、OAuth方式を使用します。Esri
コネクタダイアログに認証資格情報を入力すると、アカウントからレイヤーを取得できます。

1. Tableau Desktopからドライバーをインストールします (上記を参照 )。
2. Tableauを起動し、[接続 ]で [Esri]を選択します。

Tableau CloudまたはTableau Serverで作成する場合は、[新しいワークブック]、[コネクタ]、
[Esri]の順に選択します。

3. [サインイン]を選択します。
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4. Esriの認証資格情報をブラウザーで入力し、もう一度 [サインイン]を選択します。

5. 自分のアカウントで利用できるサービスのリストが表示されます。

OAuth (Tableau Server)

OAuthモードを使用してTableau ServerからArcGIS Onlineに接続するには、まずArcGIS Online
のアカウントとTableau Serverの両方を設定する必要があります。

ArcGIS Onlineの設定

1. ArcGIS開発者アカウントを取得します。

2. arcGISWebサイトにある手順に従って、新しいOAuthアプリケーションを登録します。

3. リダイレクトURLをhttps://<your Tableau Server Host>/auth/add_oauth_

tokenと指定します。

4. Tableau Serverの設定に必要になるので、リダイレクトURL、クライアントID、クライアントシー

クレットをメモしておきます。

Tableau Serverの設定

1. [設定 ]で [OAuth クライアントレジストリ]までスクロールします。

2. [OAuth クライアントの追加 ]を選択します。

3. [接続タイプ]で [Esri]を選択します。

4. 前述のArcGIS Onlineの設定手順で取得した、リダイレクトURL、クライアントID、クライアン

トシークレットを入力します。

5. [設定 ]の変更内容を保存します。
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Esri接続のトラブルシューティング

注 :現行のドライバー (バージョン0.73.0以降 )を使用することが重要です。

大きなジオメトリを含むArcGIS Serverレイヤーは、正常にダウンロードされないか、ダウンロードに時

間がかかる場合があります。

既知の制限

l OAuth接続を使用する場合、その所有者のユーザーアカウントのアイテムのみが表示されま

す。

l Esriコネクタは、定義クエリをサポートしていません。そのため、選択したレイヤー全体がダウン

ロードされます。

l Esriコネクタはライブ接続をサポートしないため、常に抽出が作成されます。ArcGIS接続を

使用するパッケージドワークブックは、2022.1より古いバージョンのTableauで開くことができま

すが、抽出を更新することはできません。

l このコネクタでは、MapServerとFeatureServerサービスタイプだけが検索されます。

l esriFieldTypeBlobタイプとesriFieldTypeRasterタイプは無視されます。

l Esriジオメトリタイプは、次のものに制限されています。
o esriGeometryPoint
o esriGeometryMultipoint
o esriGeometryLine
o esriGeometryPath
o esriGeometryPolyline
o esriGeometryPolygon
o esriGeometryEnvelope

l ArcGIS Serverの1つのサービス内に同じ名前のレイヤーまたはテーブルが複数含まれている

場合は、1つだけが表示されます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Exasol

この記事では、TableauをExasolプラットフォームに保存されているデータに接続し、データソースを

設定する方法について説明します。Tableauは、Exasolバージョン4.2以降のバージョンに接続でき

ます。
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はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するサーバーの名前

l ユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Exasol]を選択します。データ接続の完全なリストについ

ては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続するサーバーの名前を入力します。

b. ユーザー名およびパスワードを入力します。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストから、スキーマを選択するかテキストボックスを使用して、

名前でスキーマを検索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。
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カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Firebird 3

この記事では、TableauをFirebirdデータベースに接続し、データソースを設定する方法について説

明します。

注 : バージョン2020.1では、Firebird 3コネクターがFirebirdコネクターに取って代わりました。

以前のバージョンのTableauを使用している場合は、Tableauヘルプ ページに移動し、左側

のドロップダウンリストから必要なバージョンを選択します。次に、「Firebird」を検索して、その

コネクター上の情報を検索します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l データベースの場所

l ユーザー名とパスワード
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必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で、[Firebird 3]を選択します。データ接続の完全なリストに

ついては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースをホストするサーバーの名前を入力します。

b. データベースを入力するか、データベースの場所を参照します。

c. ユーザー名とパスワードを入力してから、[サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. 表を選択、キャンバスにドラッグし、シートタブを選択して分析を開始します。

2019.2以降、FirebirdコネクタではカスタムSQL接続がサポートされていません。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

Firebird抽出のアップグレード

Tableauバージョン10.5から、抽出の形式が .hyper形式に変更されました。この形式変更では、最

新バージョンのTableauで使用したり、.hyper形式にアップグレードするには、事前に前のバージョン
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のTableauでFirebird抽出を開いて保存する必要があります。前のバージョンのTableauで

Firebird抽出を開いて保存することで、Firebird抽出が .tde形式にアップグレードされます。Firebird
抽出をアップグレードするには、以下の手順に従ってください。

1. 前のバージョンのTableau Desktopを取得します。前のバージョンのTableau Desktopを取

得するには、代替ダウンロードサイトのページに移動してください。

2. 前のバージョンのTableau Desktopをインストールしてからこれを使用してFirebird抽出を開

きます。

3. 抽出を保存します。

4. 最新バージョンのTableau Desktopを使用してアップグレード後のFirebird抽出を開きます。

これで抽出が期待どおりに動作します。

注 :抽出を.tdeから.hyper形式にアップグレードするには、[データ] > [抽出 ] > [アップグレー

ド]の順に選択しても実行できます。詳細については、.hyper 形式への抽出のアップグレード

ページ885を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Google Analytics

注 : Tableauは、Google APIを使用したり、Google APIから他のアプリに情報を転送したり

する場合、「Google APIサービスのユーザーデータに関するポリシー」と限定的な使用に関す

る要件に従います。

この記事では、TableauをGoogle Analytics (GA)に接続し、データソースを設定する方法について

説明します。

注 : Google Analytics 4のプロパティはサポートしていません。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。
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l GA電子メールアドレスとパスワード

推奨事項

カスタムOAuthクライアントを設定して会社の ITポリシーを適用する

カスタムOAuthクライアントを使用すると、独自の ITポリシーに従ってOAuth設定を制御できます。

独自のOAuthクライアントを使用するオプションにより、Tableauのリリースサイクルや、Tableauの

OAuthクライアントのローテーションスケジュールに縛られることがなくなります。独自のOAuthクライア

ントを設定する方法については、「サイトのカスタムOauthの構成」を参照してください。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Google Analytics]を選択します。データ接続の完全なリ

ストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。既定のブラウザーのタブでTableauを開

き、以下を実行します。

a. お使いのメールアドレスまたは電話番号でGAにサインインし、[次へ]を選択してパス

ワードを入力します。
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b. [許可 ]を選択してTableau DesktopがGAデータにアクセスできるようにします。

c. 通知されたらブラウザーウィンドウを閉じます。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. データソースページの一番上の手順に従って、接続を完了します。

ステップ1 –ドロップダウンメニューから[アカウント]、[プロパティ]、および [プロファ

イル]を選択します。

ステップ2 –日付範囲およびセグメント用のフィルターを選択します。
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l [日付範囲 ]には、事前に定義されている日付範囲のいずれかを選択す

るか、特定の日付を選択できます。GAでは、日付範囲を選択して、前

日丸一日までの完全なデータのみを表示できます。たとえば、過去 30日

間を選択すると、昨日までの過去 30日間のデータを取得します。

l [セグメント]では、データをフィルターするセグメントを選択します。セグメン

トは、GA接続を設定できるプリセットフィルターです。既定のセグメントは

Googleにより定義され、カスタムセグメントはGAWebサイト上のユー

ザーにより定義されます。セグメントによる定義に従ってデータをフィルター

すると、サンプリングの回避に役立ちます。たとえば、セグメントを使用した

場合、タブレットなどの特定のプラットフォームについて、またはGoogleな

どの特定の検索エンジンについて、結果を取得できます。

注 : GAは、クエリで返されるデータ量を制限します。1回のクエリでGAが

許可するより多くのデータを取得しようとした場合、GAからは、代わりにサ

ンプルデータが返されます。TableauはユーザーのGAクエリがサンプル

データを返す場合があることを検出し、代わりにクエリ制限をバイパスし

て、すべてのデータを返そうとします。詳細については、以下のすべての

データとクエリが返すサンプルデータ下を参照してください。

ステップ3 – [ディメンションの追加 ]および [メジャーの追加 ]ドロップダウンメニュー

を使用してディメンションとメジャーを追加するか、[メジャーグループの選択 ]ド
ロップダウンメニューから定義済みのメジャーのセットを選択します。ディメンション

とメジャーの中には、一緒に使用できないものもあります。詳細については、

Google Developers Webサイトの「ディメンションおよびメトリクスリファレンスガイ

ド」を参照してください。

c. シートタブを選択して分析を開始します。シートタブを選択すると、Tableauは抽出を

作成してデータをインポートします。Tableau Desktopでは、Googleアナリティクス用の

抽出のみがサポートされています。データを更新するには、抽出を更新します。詳細に

ついては、データの抽出 ページ868を参照してください。

すべてのデータとクエリが返すサンプルデータ

GAは、クエリから返されるデータ量を制限し、代わりにサンプルデータを返します。サンプルデータは、

データのランダムなサブセットです。サンプルデータの分析を実行する場合、興味深い外れ値を見落

とし、集計が不正確になる可能性があります。Tableauは、ユーザーのクエリがサンプルデータを返す

場合があることを検出すると、既定で、ユーザーのクエリから複数のクエリを作成し、クエリからの結果

を組み合わせてすべてのデータを返します。
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Tableauがすべてのデータを返す場合は、次のメッセージが表示されます。

クエリがクエリ制限の範囲内に収まっている場合、GAはサンプルデータを返さず、上記のメッセージ

が表示されることはありません。

すべてのデータを返す問題のトラブルシューティング

クエリが引き続きサンプルデータを返す場合、以下を参照してください。

l 必要なコンテキスト変数の欠落 - Google Analytics 4のプロパティはサポートしていません。

l 日付ディメンションの欠落 -すべてのデータを返すには、クエリで日付ディメンションを使用する

必要があります。

l データが多すぎる-クエリに含まれているデータが多すぎる可能性があります。日付範囲を減

らします。最短の日付範囲は1日です。

l 集計できないディメンションとメジャー -一部のディメンションとメジャーは、複数のクエリに分割

できません。クエリ内に問題があるディメンションまたはメジャーの存在が疑われる場合、[すべ

てのデータ]をポイントすると、クエリから削除するディメンションまたはメジャーを示すヒントが表

示されます。

l レガシーワークブック- Tableau Desktop 9.1以前のバージョンで作成されたワークブックは、す

べてのデータを返すことができません。Tableau Desktop 9.2以降でレガシーワークブックを開

いてから、ワークブックを保存します。

サンプルデータを返す

ワークブックの性能が重要な場合や、Tableauの既定のクエリプロセスでサポートされない特定の

ディメンションまたはメジャーをクエリで使用する場合、代わりにサンプルデータを使用します。サンプル

データを返すには、[サンプルデータ]ボタンを選択します。
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Googleアナリティクスを活用する５つのヒント- Tableauホワイトペーパーをお読みください (登録または

サインインが必要です)。

Googleアナリティクス4

注 : Tableauは、Google APIを使用したり、Google APIから他のアプリに情報を転送したりす

る場合、「Google APIサービスのユーザーデータに関するポリシー」と限定的な使用に関する

要件に従います。

この記事では、TableauをGoogle Analytics 4に接続し、データソースを設定する方法について説

明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l Googleアナリティクスのメールアドレスとパスワード

推奨事項

カスタムOAuthクライアントを設定して会社の ITポリシーを適用する

カスタムOAuthクライアントを使用すると、独自の ITポリシーに従ってOAuth設定を制御できます。

独自のOAuthクライアントを使用するオプションにより、Tableauのリリースサイクルや、Tableauの

OAuthクライアントのローテーションスケジュールに縛られることがなくなります。独自のOAuthクライア

ントを設定する方法については、「サイトのカスタムOauthの構成」を参照してください。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]で、[追加のコネクタ]のリストから[Google アナリティクス4]を選択

します。

2. [Tableau のインストールと再起動 ]を選択し、コネクタをインストールします。

3. Tableauの再起動後、[接続 ]で、インストールされたコネクタのリストから[Google アナリティク

ス4]を選択します。

4. Googleメールアドレスとパスワードを入力してサインインします。

Tableau Software 351

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://www.tableau.com/ja-jp/learn/whitepapers/5-tips-get-more-google-analytics
https://developers.google.com/terms/api-services-user-data-policy
https://help.tableau.com/current/server/ja-jp/config_oauth_google.htm#custom


5. パーミッションボックスをオンにして、TableauがGoogleアナリティクスのデータを表示したり、ダ

ウンロードしたりできるようにします。

6. Googleアナリティクス4のダイアログウィンドウの手順に従って接続を完了します。

a. [アカウント]と[プロパティ]を選択します。

b. [日付範囲 ]で、既定の日付範囲または特定の日付を選択します。

日付範囲には、固定開始日と終了日を指定できます。終了日は、固定開始日または更新

日 (つまり、接続が作成または更新された現在の日付 )を基準とした日付です。

c. ディメンションとメトリクス(メジャー)を追加します。

注 :ディメンションとメジャーの中には、一緒に使用できないものもあります。詳細につい

ては、Google Developers Webサイトの「ディメンションおよびメトリクスリファレンスガイ

ド」を参照してください。

d. 接続属性を確認し、[接続 ]を選択します。

6. (任意 ) [データソース]ページで、ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableau
で使用する一意のデータソース名を入力します。

たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接続するか推測するのに役立つ命名

規則を使用します。

7. シートタブを選択して分析を開始します。シートタブを選択すると、Tableauは抽出を作成し

てデータをインポートします。

注 : Tableauでは、Googleアナリティクス4用の抽出のみがサポートされます。データを更新

するには、抽出を更新します。詳細については、「データの抽出」を参照してください。

Googleアナリティクス4のトラブルシューティング

レポートタイプ

Googleアナリティクス4コネクタは、GoogleアナリティクスデータAPIの基本的なコアレポート機能を

使用しています。現在、コホート、ピボット、リアルタイム、およびファネルレポートはサポートされていま

せん。

割り当て

Googleアナリティクス4コネクタの使用には、コア割り当てカテゴリのGoogleアナリティクスデータAPI
割り当てが適用されます。追加の詳細については、GoogleアナリティクスデータAPIに関するガイド

を参照してください。
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Googleアナリティクスを活用する５つのヒント- Tableauホワイトペーパーをお読みください (登録または

サインインが必要です)。

Google BigQuery

この記事では、TableauをGoogle BigQueryに接続し、データソースを設定する方法について説明

します。

注 :この記事に記載されている機能とカスタマイズの一部は、Tableau Prep Builderではサ

ポートされていません。Prep Builderでデータに接続する方法の詳細については、「データへの

接続」を参照してください。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l Google BigQueryメールアドレスまたは電話番号、およびパスワード

推奨事項

カスタムOAuthクライアントを設定して会社の ITポリシーを適用する

カスタムOAuthクライアントを使用すると、独自の ITポリシーに従ってOAuth設定を制御できます。

独自のOAuthクライアントを使用するオプションにより、Tableauのリリースサイクルや、Tableauの

OAuthクライアントのローテーションスケジュールに縛られることがなくなります。独自のOAuthクライア

ントを設定する方法については、「サイトのカスタムOAuthの構成」を参照してください。

接続してデータソースを設定する

注 : 新しいGoogle BigQueryデータソースにサービスアカウントの認証資格情報を使用する

には、Tableau Desktopで接続を作成する必要があります。
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1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Google BigQuery]を選択します。

次の2つオプションのいずれかを完了して、続行します。

オプション1:
1. [認証 ]で、[OAuth を使用してサインイン]を選択します。

2. [サインイン]をクリックします。

3. パスワードを入力して続行します。

4. [同意する]を選択して、TableauがGoogle BigQueryデータにアクセスできるようにし

ます。ブラウザーを閉じるように求めるプロンプトが表示されます。

オプション2:

ヒント: Tableau ServerまたはTableau Cloudを使用してパブリッシュしている場合は、使用し

ている製品にログインしてから、保存したGoogle BigQuery認証資格情報をアカウント設定

に追加する必要があります。これにより、“無効な認証資格情報エラー”.を防ぐことができま

す。

1. [認証 ]で、[サービスアカウント(JSON) ファイルを使用してサインイン]を選択します。

2. ファイルパスを入力するか、[参照 ]ボタンを使用してファイルパスを検索します。

3. [サインイン]をクリックします。

4. パスワードを入力して続行します。

5. [同意する]を選択して、TableauがGoogle BigQueryデータにアクセスできるようにし

ます。ブラウザーを閉じるように求めるプロンプトが表示されます。
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2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. (オプション) [請求プロジェクト]ドロップダウンリストから、請求プロジェクトを選択します。

請求プロジェクトを選択しない場合、残りのフィールドを選択した後でフィールドに

「EmptyProject 」と表示されます。

c. [プロジェクト]ドロップダウンリストから、プロジェクトを選択します。または、パブリックデー

タプロジェクトを選択して、BigQueryのサンプルデータに接続します。

d. [データセット]ドロップダウンリストから、データセットを選択します。

e. [表 ]で、表を選択します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

注 :
- Google BigQueryはBigQueryレガシーSQL (BQL)から標準 SQLへ対応を変更しました。

ワークブックをTableauで開くと、標準 SQLをサポートするようアップグレードされます。

- BigQueryのデータ量は大きいため、Tableauではライブで接続することを推奨しています。

- Radians()関数は、Google BigQueryではサポートされていません。

カスタマイズ属性を使用してクエリのパフォーマンスを向上させる

注 :カスタマイズ属性は現在 Tableau Prep Builderでサポートされていません。

カスタマイズ属性を使用すると、BigQueryからTableau Cloud、Tableau Server、Tableau Desktop
に返される大量の結果セットのパフォーマンスを向上させることができます。
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Tableau CloudやTableau Serverなどへワークブックやデータソースをパブリッシュする前にカスタマイ

ズ属性を指定している限り、パブリッシュしたワークブックやデータソースに、その属性を含めることがで

きます。

Google BigQueryカスタマイズ属性の使用

カスタマイズ属性は整数値を受け入れ、ライブクエリと指定された接続の抽出更新の両方に影響し

ます。

次の属性は、大きな結果セットのパフォーマンスを改善する場合に最も役立ちます。

bq-fetch-tasks HTTPを使用してデータをフェッチするときに使用する、並列バックグラウンドタス

クの数。既定は10です。

bq-large-
fetch-rows

スプールクエリの各バッチでフェッチされる行の数。既定は50000です。

次の属性も利用可能です。主に小さなクエリに使用されます。

bq-fetch-rows 非スプールクエリの各バッチでフェッチされる行の数。既定は10000です。

bq-response-rows 非スプールおよび非一括クエリで返される行の数。既定は10000です。

この機能設定は、yesまたはnoの値を受け入れ、テスト時に役立つ場合があります。

CAP_BIGQUERY_
FORCE_SPOOL_
JOB

すべてのクエリで一時テーブルアプローチの使用を強制します。既定値は

「no」です。この属性をオンに切り替えるには値を「yes」に変更します。

TableauがGoogle BigQueryから行を返す方法

Tableauは既定の非スプールアプローチと、一時テーブル (スプール)アプローチの2つのアプローチを

使用してBigQueryから行を返します。

l 最初の試行では、クエリはbq-fetch-rows設定を使用する既定の非スプールクエリを使用し

て実行されます。

l 結果のセットが大きすぎる場合、BigQuery APIはエラーを返し、Tableau BigQueryコネク

ターは結果をBigQuery一時テーブルに保存することでクエリを再試行します。次に、

BigQueryコネクターは、bq-large-fetch-rows設定を使用するスプールジョブであるその一時

テーブルから読み取ります。
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属性の指定方法

Tableauデータソースカスタマイズ.tdcファイル、またはワークブックやデータソースのXMLの2つの

方法で属性を指定できます。

.tdcファイルで属性を指定する

Tableau Desktopからのワークブックまたはデータソースのパブリッシュ操作中にカスタマイズ属性を指

定するには、次の手順に従います。

1. カスタマイズ属性を含むXMLファイルを作成します。

2. .tdc 拡張子の付いたファイル (例 : BigQueryCustomization.tdc)を保存します。

3. ファイルをMy Tableau Repository\Datasourcesフォルダーに保存します。

.tdcファイルのカスタマイズ属性は、データソースやワークブックがTableau CloudやTableau Server
にパブリッシュされたときにTableau Desktopに読み取られ、含められます。

重要 : Tableauでは、TDCファイルのテストやサポートは行っていません。これらのファイルは探

索するためのツールとして使用してください。そうでないと、データ接続でアドレス問題が生じるこ

とがあります。TDCファイルを作成し維持するには、注意深く手動で編集する必要がありま

す。これらのファイルの共有はサポートされていません。

大きな抽出用の推奨される設定を使用した .tdcファイルの例

<connection-customization class='bigquery' enabled='true'

version='8.0' >

<vendor name='bigquery' />

<driver name='bigquery' />

<customizations>

<customization name='bq-fetch-tasks' value='10' />

<customization name='bq-large-fetch-rows' value='10000' />

</customizations>

</connection-customization>
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ワークブックまたはデータソースファイルのXMLに手動で属性を埋め込む

ワークブック.twbファイルやデータソース.tdsファイルの 'connection'タグ内にカスタマイズ属性を手動

で埋め込むことができます。次の例では、わかりやすいようにBigQueryカスタマイズ属性が太字で表

示されています。

手動で埋め込まれた属性の例

<connection CATALOG='publicdata' EXECCATALOG='some-project-123'

REDIRECT_URI='some-url:2.0:oob'

SCOPE='https://www.googleapis.com/auth/bigquery

https://www.googleapis.com/auth/userinfo.profile

https://www.googleapis.com/auth/userinfo.email' authentication='yes'

bq-fetch-tasks='10' bq-large-fetch-rows='10000' bq_schema='samples'

class='bigquery' connection-dialect='google-bql' connection-

protocol='native-api' login_title='Sign in to Google BigQuery' odbc-

connect-string-extras='' project='publicdata' schema='samples'

server='googleapis.com/bigquery' server-oauth='' table='wikipedia'

username=''>

ワークブックで使用されているのが標準 SQLかレガシーSQLかを確認する

2016年のGoogleの更新により、BigQuery APIで標準 SQLがサポートされるようになりました。加

えて、BigQuery SQL (現在ではレガシーSQLと呼びます)は引き続きサポートされます。Tableau
10.1以降、標準 SQLをサポートするようにGoogle BigQueryコネクターがアップグレードされ、レガ

シーSQLも引き続きサポートされます。標準 SQL では、BigQueryコネクターを使用するユーザー

が、詳細レベルの式の使用、メタデータ検証の高速化、接続を使用した請求プロジェクトの選択を

実行できます。

現在では、ワークブックを新規作成すると、既定でTableauが標準 SQL をサポートします。Tableau
は、[データ]ペインの [レガシーSQL の使用 ]オプションを使用することでレガシーSQLもサポートしま

す。たとえば、以前のバージョンのTableau Desktopを使用して作成したワークブックを開くと、ワーク

ブックでレガシーSQLが使用されている場合は [レガシーSQL の使用 ]オプションが選択されます。

次の理由で [レガシーSQL の使用 ]オプションを設定する場合があります。

l 詳細レベルの式を記述する、またはその他の改善点を利用するために、標準 SQLを使用す

るよう更新する必要がある既存のワークブックがある場合。この場合、[レガシーSQL の使用 ]
オプションを選択していないことを確認してください。

l 新しいワークブックを作成しており、それがレガシーSQLビューに接続する必要がある場合。レ
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ガシーSQLと標準 SQLを混合させることはできません。このため、ワークブックを機能させるに

は、[レガシーSQL の使用 ]オプションを選択する必要があります。

Google BigQueryでは、ビューは標準 SQLまたはレガシーSQLで記述されています。標準 SQLで

記述されたビューと標準 SQLで記述されたビューを結合したり、レガシーSQLで記述されたビューと

レガシーSQLで記述されたビューを結合したりすることができます。また、いずれかのバージョンのSQL
で記述されたビューを表に結合することができます。ただし、標準 SQLで記述されたビューとレガシー

SQLで記述されたビューを1つのワークブックに結合することはできません。ビューを結合するときは、

接続しているビューで使用されるSQLのタイプに応じて[レガシーSQL の使用 ]チェックボックスを設

定する必要があります。

注 : Tableau Desktopでは、レガシーSQLまたは標準 SQLを使用する場合に限定して、ネス

トされたデータがサポートされます。たとえば、表にネストされたデータが含まれており、レガシー

SQLまたは標準 SQLを使用している場合、データソースページで [今すぐ更新 ]は機能しま

せん。

レガシーSQLから標準 SQLへの移行の詳細については、Google Cloud PlatformWebサイトの「レ

ガシーSQLからの移行」を参照してください。

BigQuery BI Engineを使用してデータを分析する

BigQuery BI Engineを使用すると、BigQueryがサポートするレポートとダッシュボードで高速で低遅

延の分析サービスとインタラクティブな分析を実行することができます。BigQuery BI Engineと

Tableauを統合する方法などの詳細については、Googleのドキュメント「BI EngineとTableauを使

用してBigQueryデータを分析する」を参照してください。

Google BigQueryに関する問題のトラブルシューティング

複数のアカウントへの接続

Web作成時またはWebへのパブリッシュ時に、同じワークブックで複数のGoogle BigQueryアカウン

トを使用することはできません。Desktopでは、複数のGoogle BigQueryアカウント接続を使用でき

ます。

フローをパブリッシュする際、インプットステップでGoogle BigQueryに接続するために使用する認証

資格情報は、Tableau ServerまたはTableau CloudでGoogle BigQuery用の [マイアカウントの設

定 ]ページの [設定 ]タブで設定された認証資格情報と一致する必要があります。フローをパブリッシュ

する際に認証設定で異なる認証資格情報を選択するか認証資格情報を選択しない場合、

Tableau ServerまたはTableau Cloudでその認証資格情報と一致するようにフロー用の接続を編

集するまで、フローは認証エラーを出して失敗します。
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Internet Explorer 11およびEdgeでのWeb作成

Internet Explorer 11およびEdgeでは、非セキュア接続 (http)を使用してサーバーにアクセスするこ

とはできません。セキュア接続 (https)を使用するか、別のブラウザーに切り替えてください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

l GoogleでのOauthの設定 - Tableau Server用のOauth接続を構成します。

l Oauth接続 - Tableau Cloud用のOauth接続を構成します。

l Google BigQuery & Tableau:ベストプラクティス- Tableauホワイトペーパーをお読みください

(登録またはサインインが必要です)。

Google BigQuery JDBC

この記事では、Tableau DesktopとTableau CloudをGoogle BigQuery (JDBC)に接続する方法

について説明します。

はじめる前に

開始する前に、接続に関する次の情報を確認してください。

l Google BigQuery課金プロジェクトID (大文字と小文字が区別されます)

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。このドライバーがコンピュー

ターにインストールされていない場合、Tableauの接続ダイアログボックスに、「ドライバーのダウンロー

ド」ページへのリンクを含むメッセージが表示されます (リンクは新しいページで開きます)。このページ

で、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

Tableau Desktopで接続する

Tableau Desktopでは、Google BigQueryコネクタで2つの認証方法を使用できます。サービスアカ

ウントまたはOAuthを使用してサインインできます。

サービスアカウントを使用してサインインするには、次の手順を実行します。

1. Tableauを起動し、[接続 ]で [Google BigQuery JDBC]を選択します。

2. 請求プロジェクトIDを入力します。Google Cloudの課金プロジェクト名ではなく、課金プロ

ジェクトIDを使用していることを確認してください。
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3. [認証 ]で [サービスアカウント(JSON) ファイルを使用してサインイン]を選択します。

4. ファイルパスを入力するか、[参照 ]ボタンを使用してファイルパスを検索します。

5. (オプション) [詳細 ]タブに移動します。

6. [詳細 ]タブで [ストレージAPI を使用する]を選択すると、抽出がより高速になります。

7. [すべてのプロジェクトを列挙 ]オプションの選択を解除すると、処理時間を増やすことができま

す。

8. 変更を行った後、[サインイン]を選択します。

9. パスワードを入力して続行します。

10. [同意する]を選択して、TableauがGoogle BigQueryデータにアクセスできるようにします。ブ

ラウザーを閉じるように求めるプロンプトが表示されます。認証後、Tableauは提供された請求

プロジェクトIDを使用してワークブックを作成します。

OAuthを使用してサインインするには、次の手順を実行します。

1. Tableauを起動し、[接続 ]で [Google BigQuery JDBC]を選択します。

2. 請求プロジェクトIDを入力します。Google Cloudの課金プロジェクト名ではなく、課金プロジェ

クトIDを使用していることを確認してください。

3. [認証 ]で [OAuth を使用してサインイン]を選択します。

4. (オプション) [詳細 ]タブに移動します。

5. [詳細 ]タブで [ストレージAPI を使用する]を選択すると、抽出がより高速になります。

6. [すべてのプロジェクトを列挙 ]オプションの選択を解除すると、処理時間を増やすことができま

す。

7. [サインイン]を選択します。

8. データが含まれるアカウントを選択します。

9. [続ける]を選択して、TableauがGoogle BigQueryデータにアクセスできるようにします。認証

後、Tableauは提供された請求プロジェクトIDを使用してワークブックを作成します。

Tableau Cloudで接続する

Tableau Cloudでは、Google BigQueryコネクタでOAuth認証方法を使用できます。

1. Tableauを起動し、[接続 ]で [Google BigQuery JDBC]を選択します。

2. 請求プロジェクトIDを入力します。Google Cloudの課金プロジェクト名ではなく、課金プロジェ

クトIDを使用していることを確認してください。

3. [認証 ]で [OAuthを使用してサインイン]を選択します。

4. (オプション) [詳細 ]タブに移動します。

5. [詳細 ]タブで [ストレージAPI を使用する]を選択すると、抽出がより高速になります。

6. [すべてのプロジェクトを列挙 ]オプションの選択を解除すると、処理時間を増やすことができま

す。

7. [サインイン]を選択します。
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8. データが含まれるアカウントを選択します。

9. [続ける]を選択して、TableauがGoogle BigQueryデータにアクセスできるようにします。認証

後、Tableauは提供された請求プロジェクトIDを使用してワークブックを作成します。

既存のワークブックを移行する

ワークブックをGoogle BigQuery APIコネクタからJDBCコネクタに移行するには、データソースを手

動でGoogle BigQuery (JDBC)に変更し、もう一度パブリッシュし直す必要があります。

Google Cloud SQL

この記事では、TableauをGoogle Cloud SQLデータベースインスタンスに接続し、データソースを

設定する方法について説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l ユーザー名とパスワード

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Google Cloud SQL]を選択します。データ接続の完全

なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースをホストするサーバーの名前を入力します。

b. ユーザー名とパスワードを入力してから、[サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース
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に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [データベース]ドロップダウンリストからデータベースを選択するか、テキストボックスを使

用して名前でデータベースを検索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Googleドライブ

この記事では、TableauをGoogle ドライブに接続し、データソースを設定する方法について説明しま

す。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l Googleの電子メールアドレスとパスワード

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Google ドライブ]を選択します。データ接続の完全なリス

トについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。既定のブラウザーのタブでTableauを開
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き、以下を実行します。

a. お使いのメールアドレスまたは電話番号でGoogleドライブにサインインし、[次へ]を選

択してパスワードを入力します。複数のアカウントが表示される場合は、アクセスする

Googleドライブデータを保持しているアカウントを選択し、まだサインインしていない場

合はパスワードを入力します。

b. [許可 ]を選択してTableau DesktopがGoogleドライブデータにアクセスできるようにし

ます。

c. 通知されたらブラウザーウィンドウを閉じます。

d. リストからファイルを選択するか、テキストボックスを使用して名前またはURLでファイル

を検索し、[接続 ]を選択します。また、[自分と共有 ]または [共有ドライブ]タブでもファ

イルを選択することができます。
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注 : このコネクタでは、すべてのファイルタイプがサポートされているわけではありません。

サポートされていないファイルタイプは灰色で表示されます。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. Googleドライブのファイルに表が1つある場合は、シートタブを選択して分析を開始し

ます。

.ttdeファイルおよび .hhyperファイルについて

コンピューターのディレクトリを移動していると、.ttdeまたは .hhyperファイルに気づくかもしれません。お

使いのデータに接続するTableauデータソースを作成すると、Tableauは .ttdeまたは .hhyperファイ
ルを作成します。このファイルはシャドー抽出としても知られ、Tableau Desktopでデータソースの読み

込み速度を向上させるのに使用されます。シャドー抽出には参照元データや標準的なTableau抽

出に似た他の情報が含まれますが、シャドー抽出は別の形式で保存されているため、データの復元

には使用できません。
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Googleドライブに関する問題のトラブルシューティング

注 : Googleドライブでは埋め込みパスワード機能が無効になっています。その代わりに、埋め

込みの<username>を使用できます。

Googleドライブのデータ制限

Googleドライブでは、Googleスプレッドシートで作成されたスプレッドシート、またはGoogleスプレッ

ドシートに変換されたスプレッドシートのセル数が数百万個に制限されています。詳細については、

Googleドライブのヘルプの「Google Driveに保管可能なファイル」を参照してください。

複数のアカウントへの接続

Web作成を使用する、またはWebにパブリッシュする場合、使用している接続が異なるとしても、

複数のGoogle ドライブのアカウントを使用することはできません。Desktopで複数のGoogle ドライ

ブのアカウント接続を設定することはできます。

Internet Explorer 11およびEdgeでのWeb作成

Internet Explorer 11およびEdgeでは、非セキュア接続 (http)を使用してサーバーにアクセスするこ

とができません。セキュア接続 (https)を使用するか、別のブラウザーに切り替えてください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Googleスプレッドシート

重要 :Googleスプレッドシートは、12か月後 (正確には2023年 4月 )に完全に廃止されます。ワー

クブックへのアクセスを中断せずに継続するには、このページの指示に従ってください。

Googleスプレッドシートコネクタは非推奨になりました。ワークブックを引き続き使用するには、ワーク

ブックをGoogleドライブに移動する必要があります。Googleドライブでは、ワークブックの同じ機能が

維持され、同じファイルにアクセスできます。

この変更は、Tableau Desktopのワークブック、データソース、ブックマーク、およびTableau Serverの
ワークブックとデータソースに適用されます。
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Tableau Desktop

ワークブックをGoogleドライブに移動する

GoogleスプレッドシートからGoogleドライブに移動するには、次の手順を実行してください。

1. Googleスプレッドシートの .twbファイルまたは .twbxファイルを開きます。

2. Google認証で、ワークブックを最初に作成したときと同じアカウントを選択します。

3. [データソース]タブで、データ接続がGoogleドライブに接続していることを確認します。

4. 終了するには、ワークブックを保存します。

注 : 「接続の編集」エラーが発生した場合は、特定のデータソースに対して間違ったアカウント

にサインインしている可能性があります。エラーを解決するには、接続を編集します。これは、

複数のユーザーや、ファイル間で異なるユーザーの関係がある、複数のデータソースを含むワー

クブックを作成した場合に発生する可能性があります。

データソースをGoogleドライブに移動する

GoogleスプレッドシートからGoogleドライブに移動するには、次の手順を実行してください。

1. Googleスプレッドシートの .twbファイルまたは .twbxファイルを開きます。

2. Google認証で、データソースを最初に作成したときと同じアカウントを選択します。

3. [データソース]タブで、データ接続がGoogleドライブに接続していることを確認します。

4. データソースを右クリックし、[保存されたデータソースに追加 ]を選択します。

5. 同じ名前でファイルを保存して、更新が完了したことを確認します。

注 : Tableau Desktopで .tdsファイルまたは .tdsxファイルを開いたとき、[データソース]タブに移

動して更新をトリガーする必要があります。

ブックマークをGoogleドライブに移動する

GoogleスプレッドシートからGoogleドライブに移動するには、次の手順を実行してください。

1. Googleスプレッドシート接続で .tbmファイルを開きます。

2. Google認証で、ブックマークを最初に作成したときと同じアカウントを選択します。

3. [データソース]タブで、データ接続がGoogleドライブに接続していることを確認します。

4. ブックマークを保存します。詳細な手順については、「作業の保存」を参照してください。
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注 : .tbmファイルを開くと、「ワークシートを利用できません」というエラーが表示されます。このエ

ラーは、正常に認証して接続すると消えます。

Tableau Server

GoogleスプレッドシートからGoogleドライブに移動するには、次の手順を実行してください。

始める前に

l [マイアカウントの設定 ]ページで、保存されているすべてのGoogleスプレッドシートの認証資

格情報がGoogleドライブにもあることを確認します。これにより、後ほどもう一度パブリッシュ

するプロセスで保存済みの同じ認証資格情報を使用できるようになります。

l データソースが個別にパブリッシュされているすべてのワークブックを特定します。

注 : Googleドライブでは埋め込みパスワード機能が無効になっています。その代わりに、埋め

込みの<username>を使用できます。

データソースをGoogleドライブに移動する

GoogleスプレッドシートからGoogleドライブに移動するには、次の手順を実行してください。

注 : Googleドライブでは埋め込みパスワード機能が無効になっています。その代わりに、埋め

込みの<username>を使用できます。

1. Tableau Serverを開き、移動するGoogleスプレッドシートのデータソースをダウンロードしま

す。

2. Tableau Desktopで、ダウンロードしたファイルを開きます。

3. [データソース]タブに移動して、ダウンロードをトリガーします。

4. Google認証で、保存したデータソースを最初に作成したときと同じアカウントを選択します。

5. [データソース]タブで、データ接続がGoogleドライブに接続していることを確認します。

6. 次に、ファイルをもう一度パブリッシュします。

7. [サーバー]メニューで、[データソースのパブリッシュ]を選択します。その名前のファイルが存在

することを示す赤い警告が表示されます。前のファイルを上書きするには、同じ名前でパブリッ

シュを続けます。

8. [パブリッシュオプション]で、使用する認証形式を選択します。保存した認証資格情報を使

用してパブリッシュする場合は、データソースを最初に作成したユーザー名を使用してくださ

い。
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9. データソースをパブリッシュします。

10. データソースを上書きするかどうかを尋ねられたら、[はい]を選択します。

注 : 「プロンプト」でログインした場合、パブリッシュ後にデータソースのWebページにリダイレクト

されるので、データソースが正しく構成されていることを確認してから、接続しているワークブック

を移行してください。

個別にパブリッシュされたデータソースを含むワークブック

データソースが個別にパブリッシュされているワークブックの場合、最初に個別のデータソースを移行し

てから、ワークブック全体を移行する必要があります。

GoogleスプレッドシートからGoogleドライブに移動するには、次の手順を実行してください。

注 : Googleドライブでは埋め込みパスワード機能が無効になっています。その代わりに、埋め

込みの<username>を使用できます。

1. Tableau Serverで、ワークブックが接続している個別のGoogleスプレッドシートのデータソース

をダウンロードします。

2. Tableau Desktopで、ダウンロードしたファイルを開きます。

3. [データソース]タブに移動して、ダウンロードをトリガーします。

4. Google認証のポップアップが表示されたら、保存したデータソースを最初に作成したときと同

じアカウントを選択します。

5. [データソース]タブで、データ接続がGoogleドライブに接続していることを確認します。

6. [サーバー]タブに移動して、[データソースのパブリッシュ]を選択します

7. [サーバー]メニューで、[データソースのパブリッシュ]を選択します。その名前のファイルが存在す

ることを示す赤い警告が表示されます。前のファイルを上書きするには、同じ名前でパブリッ

シュを続けます。

8. [パブリッシュオプション]で、使用する認証形式を選択します。保存した認証資格情報を使用

してパブリッシュする場合は、データソースを最初に作成したユーザー名を使用してください。そ

うしないと、この認証方法は機能しません。

9. データソースをパブリッシュします。

10. データソースをその名前で上書きするかどうかを尋ねられたら、[はい]を選択します。
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注 : プロンプトを使用する場合、パブリッシュ後にデータソースのWebページにリダイレクトされ

るので、データソースが正しく構成されていることを確認してから、接続しているワークブックの

アップグレード試行してください。

ワークブックをGoogleドライブに移動する

データソースをパブリッシュしたら、ワークブックをアップグレードする必要があります。

1. Tableau Serverで、パブリッシュした個別のGoogleスプレッドシートのデータソースに接続し

ているワークブックをダウンロードします。

2. Tableau Desktopに移動して、ダウンロードしたファイルを開きます。

3. [データソース]タブに移動して、ダウンロードをトリガーします。

4. Google認証のポップアップが表示されたら、保存したデータソースを最初に作成したときと同

じアカウントを選択します。

5. [サーバー]タブに移動して、[ワークブックのパブリッシュ]を選択します

6. その名前のファイルが存在することを示す赤い警告が表示されます。前のファイルを上書きす

るには、同じ名前でパブリッシュを続けます。

7. [パブリッシュオプション]で、[既存の接続を保持する]を選択し、使用する認証形式を選択し

ます。保存した認証資格情報を使用してパブリッシュする場合は、データソースを最初に作

成したユーザー名を使用してください。そうしないと、この認証方法は機能しません。

8. ワークブックをパブリッシュします。

9. データソースをその名前で上書きするかどうかを尋ねられたら、[はい]を選択します。

データソースが埋め込まれたワークブック

データソースが埋め込まれてたワークブックの場合は、ワークブックをアップグレードするだけで済みま

す。GoogleスプレッドシートからGoogleドライブに移動するには、次の手順を実行してください。

注 : Googleドライブでは埋め込みパスワード機能が無効になっています。その代わりに、埋め

込みの<username>を使用できます。

1. Tableau Serverで、Googleスプレッドシート接続を使用してワークブックをダウンロードしま

す。

2. Tableau Desktopに移動し、ダウンロードしたファイルを開きます。

3. [データソース]タブに移動して、ダウンロードをトリガーします。

4. Google認証のポップアップが表示されたら、保存したデータソースを最初に作成したときと同

じアカウントを選択します。
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5. [サーバー]メニューに移動して、[ワークブックのパブリッシュ]を選択します。

6. その名前のファイルがすでに存在することを示す赤い警告が表示されます。前のファイルを上書

きするには、同じ名前でパブリッシュを続けます。

7. [パブリッシュオプション]で、[データソースの埋め込み]を選択し、使用する認証形式を選択し

ます。保存した認証資格情報を使用してパブリッシュする場合は、データソースを最初に作成

したユーザー名を使用してください。そうしないと、この認証方法は機能しません。

8. ワークブックをパブリッシュします。

9. データソースをその名前で上書きするかどうかを尋ねられたら、[はい]を選択します。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Hortonworks Hadoop Hive

この記事では、TableauをHortonworks Hadoop Hiveデータベースに接続し、データソースを設定す

る方法について説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l 認証方法 :

l 認証なし

l Kerberos

l ユーザー名

l ユーザー名とパスワード

l Microsoft Azure HDInsight Service (バージョン10.2.1以降 )

l 転送オプションは選択する認証方法によって異なり、次が含まれることがあります。

l バイナリ

l SASL

l HTTP

l サインイン認証資格情報は選択する認証方法によって異なり、次が含まれることがあります。

Tableau Software 371

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l ユーザー名

l パスワード

l 領域

l ホストFQDN

l サービス名

l HTTP パス

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

注 : 利用可能な最新のドライバーを使用していることを確認します。最新のドライバーを取得

するには、Tableauドライバーダウンロードページで「Hortonworks Hadoop Hive」を参照して

ください。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Hortonworks Hadoop Hive]を選択します。データ接

続の完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行しま

す。

a. データベースをホストするサーバーの名前を入力します。

b. [認証 ]ドロップダウンリストで、使用する認証方式を選択します。

c. 要求された情報を入力します。要求される情報は、選択する認証方法によって異な

ります。

d. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

e. [サインイン]を選択します。

372 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://www.tableau.com/ja-jp/support/drivers
http://www.tableau.com/ja-jp/support/drivers#hortonworkshadoophive


SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]オプションを選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストで、検索アイコンを選択するかテキストボックスにスキーマ

名を入力して検索アイコンを選択し、スキーマを選択します。

c. [表 ]テキストボックスで、検索アイコンを選択するか表名を入力して検索アイコンを選

択し、表を選択します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

注 : このデータベース型は、等号 (=)結合演算子のみサポートしています。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

Hadoop Hiveデータの操作

日付 /時刻のデータの操作

TableauはネイティブでTIMESTAMPおよびDATEタイプをサポートします。ただし、Hive内に日付 /
時刻データを文字列として格納する場合は、ISO形式 (YYYY-MM-DD)で格納する必要がありま

す。また、DATEPARSEまたはDATE関数を使用して文字列を日付 /時刻形式に変換する計算

フィールドを作成できます。抽出を操作している場合はDATEPARSE()、それ以外の場合はDATE()
を使用します。詳細については、日付関数 ページ2204を参照してください。
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Hiveデータ型の詳細については、Apache Hive Webサイトの「日付」を参照してください。

NULL値が返される

Tableau 9.0.1以降および8.3.5以降の8.3.xリリースで、それより前のバージョンで作成され、Hive
がサポートしていない形式で日付 /時刻データが文字列として格納されたワークブックを開くと、NULL
値が返されます。この問題を解決するには、フィールド型を文字列に変更し、DATEPARSE()また

はDATE()を使用して日付に変換する計算フィールドを作成します。抽出を操作している場合は

DATEPARSE()、それ以外の場合はDATE()関数を使用します。

高レイテンシの制限

Hiveは、バッチ指向システムであり、単純なクエリに非常に迅速な対応で応答することがまだできま

せん。この制限により、新しいデータセットの探索や計算フィールドの拡張が困難な場合がありま

す。また、新しいSQL-on-Hadoop技術の一部 (Clouderaの Impala、HortonworksのStringerプ
ロジェクトなど)は、この制限に対処するように設計されています。

Tableauの切り捨てられた列

Hortonworks Hadoop Hiveの既定の文字列の長さは255文字です。Hortonworks Hive ODBCド

ライバー構成オプションやDefaultStringColumnLengthの詳細については、Hortonworksの「Hive
ODBCドライバーユーザーガイド」を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

IBM DB2

この記事では、TableauをIBM DB2データベースに接続し、データソースを設定する方法について

説明します。また、IBM DB2 for z/OSデータベースに接続するためにこのコネクタを使用することもで

きます。どのDB2データベースがサポートされているかを確認するには、技術仕様を参照してくださ

い。

注 : Tableauでは、"i"シリーズを除くすべてのバージョンの IBMオペレーティングシステムプラッ

トフォームがサポートされています。
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はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前 (ホスト名 )とポート番号

l データベース名

l ユーザー名 (ユーザー ID)とパスワード

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。

ポートの設定

ポート番号は、接続するサーバーのタイプと暗号化ポートに接続するかどうかによって異なります。一

般的に、非暗号化ポートには50000を使用し、暗号化ポートには60000を使用します。サーバー

は、非標準ポートを使用するように設定されている場合があります。接続するポートが不明な場合

は、管理者に連絡してください。

SSL要件

このコネクタによって、SSL認証を使用してサーバーに接続できます。SSL環境で作業している場

合、コンピューターはおそらくすでにSSLをサポートするように設定されています。TableauとのSSL接

続に問題が生じている場合は、次の IBMソフトウェアがコンピューターにインストールされていることを

確認してください。

l IBM Data Server Runtime Client v10.5fp3以上

l GSK8 SSLライブラリ

注 : IBM Data Server Runtime ClientとGSK8ライブラリのビット数は同じである必要がありま

す。たとえば、両方が32ビットまたは64ビットのいずれかでなければなりません。詳細について

は、IBMWebサイトの「Installation of the GSK8 SSL Library」を参照してください。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。
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接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [IBM DB2]を選択します。データ接続の完全なリストにつ

いては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースをホストするサーバーの名前 (ホスト名 )、ポート番号、および接続する

データベースの名前を入力します。

b. ユーザー名 (ユーザー ID)とパスワードを入力します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストから、スキーマを選択するかテキストボックスを使用して、

名前でスキーマを検索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

注 : TableauはDECFLOAT データ型をサポートしていません。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。
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Db2データベースへのTableauの接続 (英語 ) - IBM Webサイトで接続の手順を確認してください。

IBM PDA (Netezza)

この記事では、TableauをIBM PDA (PureData System for Analytics)データベースに接続し、データ

ソースを設定する方法について説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l データベース名

l ユーザー名とパスワード

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [IBM PDA (Netezza)]を選択します。データ接続の完全

なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースをホストするサーバーの名前を入力します。

b. 接続するデータベースの名前を入力します。

c. ユーザー名およびパスワードを入力します。

SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]オプションを選択します。

d. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実
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行 ページ591を参照してください。

e. [サインイン]を選択します。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

c. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Impala

この記事では、TableauをImpalaデータベースに接続し、データソースを設定する方法について説

明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前とポート

l 認証方法 :

l 認証なし

l Kerberos

l ユーザー名

l ユーザー名とパスワード

l トランスポートの種類 (ユーザー名とパスワードの認証のみ): 

l バイナリ

l SASL
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l サインイン認証資格情報は選択する認証方法によって異なり、次が含まれることがあります。

l ユーザー名

l パスワード

l 領域

l ホストFQDN

l サービス名

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

注 : 利用可能な最新のドライバーを使用していることを確認します。最新のドライバーを取得

するには、Tableauドライバーダウンロードページで「Impala」を参照してください。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Impala]を選択します。データ接続の完全なリストについ

ては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースをホストするサーバー名および使用するポート番号を入力します。ポート

21050がデフォルトです。

b. [認証 ]ドロップダウンリストで、使用する認証方式を選択します。

c. 要求された情報を入力します。要求される情報は、選択する認証方法によって異なり

ます。

d. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

e. [サインイン]を選択します。
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SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]オプションを選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストで、検索アイコンを選択するかテキストボックスにスキーマ

名を入力して検索アイコンを選択し、スキーマを選択します。

c. [表 ]テキストボックスで、検索アイコンを選択するか表名を入力して検索アイコンを選

択し、表を選択します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

注 : このデータベースタイプは同等の (=)結合操作のみをサポートします。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Intuit QuickBooks Online

この記事では、TableauをIntuit QuickBooks Onlineデータに接続し、データソースを設定する方法

について説明します。
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注 : Tableauでは代替コネクタを作成中です。完成後、このページに追加されます。

警告 : Intuit QuickBooksコネクタは、2023.1リリースで非推奨になりました。コネクタは廃止されるま

で使用できます。コネクタが廃止されると、Tableauユーザーインターフェイスから削除され、そのコネク

タを使用するデータソースは期待通りに動作しなくなります。代替コネクタが利用可能になると、非推

奨のコネクタは1 ～ 2回のリリースを経てから廃止されます。

注 :このコネクタの最新情報については、Tableauの現在のバージョンの Intuit QuickBooks
Onlineのヘルプトピックを参照してください。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l QuickBooks Onlineアカウント用の電子メールアドレスまたはユーザー IDとパスワード

注 :TableauをQuickBooks Onlineデータに接続するには、QuickBooks Onlineの会社管理

者である必要があります。会社で1人の管理者のみがTableauをQuickBooks Onlineに接

続できます。

QuickBooks Onlineは [在庫調整 ]トランザクションの取得をサポートしていません。[在庫調整 ]トラン

ザクションがQuickBooks Online APIで利用可能になる時期については、Intuit Developer Webサイ

トのこちらの質問 (英語 )に対する回答を参照してください。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Intuit QuickBooks Online]を選択します。データ接続の

完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。既定のブラウザーのタブで

Tableauを開き、以下を実行します。

a. QuickBooks Onlineアカウント用の電子メールアドレスまたはユーザー IDとパスワードを

入力します。

b. [サインイン]を選択します。

QuickBooks Onlineは定期的に2段階検証を要求するプロンプトを表示します。これ

が表示されたら、プロンプトに従って Intuitアカウントを確認するためのコードを取得しま

す。

c. アカウントと関連付けられている会社が1つ以上ある場合、接続先の会社を選択しま

す。
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d. Tableau Desktopとデータを安全に共有するには、[認証 ] を選択して Intuitを認証し

ます。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [表 ]から表を選択し、キャンバスの一番上にドラッグします。

c. [シート1]タブを選択して分析を開始します。

シートタブを選択すると、Tableauは抽出を作成してデータをインポートします。

Tableau DesktopではQuickBooks Online用の抽出のみサポートされることに注意し

てください。データを更新するには、抽出を更新します。詳細については、データの抽出

ページ868を参照してください。

抽出の作成には、含まれるデータの量に応じて時間がかかる場合があります。

販売および費用項目表を使用して会計レポートを作成する

QuickBooks Onlineでは、損益計算書や貸借対照表など、さまざまなレポートを作成するのに必

要な情報を集計します。データはQuickBooks Onlineにより集計されるため、これらの種類のレポー

トをTableauで作成することはできません。これを修正するため、販売および費用項目表を

Tableauに追加しました。この表には、これらのレポートを作成するのに必要なすべてのフィールドを

含む行項目の詳細が記載されています。

販売および費用項目表の構造

販売および費用項目表には、QuickBooks Onlineによる次の取引 (またはドキュメント)に関する情

報が記載されています。

請求

請求支払

貸方票

保証金

予測

請求書

仕分記入

支払

発注

発注書

払い戻しレシート

売上レシート

ベンダークレジット
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ほとんどの取引には子 (またはサブ項目 )があり、たとえば、請求書には詳細項目があります。以下の

例のとおりです。

一部の取引には、他の行項目のグループで構成されるグループ項目があります。以下の例のとおりで

す。

販売および費用項目表は、項目ごとに1行を含め、各行で取引フィールドを複製することで、"取引

対項目"の関係を非正規化します。子を持つグループ行項目の場合、表にはグループではなくグ

ループ子項目が含まれます。
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次の図は、この2つの請求書が非正規化データを使用してTableauでどのように表示されるかを示

しています。

取引の表に加え、販売および費用項目表には、アカウント表に関する情報が含まれます。

表を販売および費用項目表と結合する

販売および費用項目表を使用する場合、アカウント表とそれを含む取引表を結合し、作成するレ

ポートに必要な詳細情報を取得できます。

アカウント表を取引の各行と結合するには、販売および費用項目表の [Line Detail Account Ref
Value (行詳細アカウント参照値 )]をアカウント表の [ID Account (IDアカウント)]に結合します。

QuickBooks Online取引表 (たとえば請求、予測、発注書など)の場合、販売および費用項目表

の [Transaction Type (取引タイプ)]、[ID]、および [Line ID (行 ID)]を取引表の相当するフィールドに

結合します。たとえば、請求取引表との結合を作成する場合、請求に対して結合する[ID]フィール

ドは [(ID) Bill (ID (請求 ))]、請求に対して結合する[Line ID (行 ID)]フィールドは [Line ID (Bill) (行
ID (請求 ))]などになります。

次の図は、左側については販売および費用項目表との複数の結合、右側についてはアカウント表と

請求表の結合句の例を示しています。
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QuickBooks Onlineデータソースの作成

損益計算報告書などさまざまなレポートの作成に使用可能なデータソースを作成し始めるための一

般的な手順を示します。

1. QuickBooks Onlineに接続します。

2. [データソース]ページの [表 ]で、販売および費用項目表を選択します。

3. 販売および費用項目表の構造 ページ382に記載されている1つ以上の表を販売および費用

項目表に結合し、作成するレポートに必要なデータを含めることができます。

4. データソースを作成したら、ステートメントを作成し、データを分析できます。

QuickBooks Onlineエラーのトラブルシューティング

TableauをQuickBooks Onlineデータに接続しようとすると、次のいずれかのエラーが表示される場

合があります。

Tableauの前のバージョンで保存されたワークブック

Tableauのバージョン2018.2以前で作成されたワークブックやデータソースは、以降のバージョンのコ

ネクタに追加された表やフィールドにアクセスできません。これを解決するには、新しいワークブックを開

き、QuickBooks Onlineデータソースへの新しい接続を作成してください。以前の接続から保持する

必要があるワークシートをコピーして貼り付けるか、Tableauで再作成します。

申し訳ありません。管理者のみがアプリを購入できます。

QuickBooks Onlineでは、QuickBooks Onlineアプリに接続する各ユーザーが会社管理者である必

要があります。会社アカウントの管理者でない場合、次の Intuitエラーが表示されます。
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申し訳ありません。<email address>の会社の管理者のみがこの会社でアプリを購入できま

す。会社の管理者に連絡するか、別の会社を選択してください。

この問題を解決するためには、システム管理者に問い合わせてアカウントの会社管理者にしてもらう

必要があります。

エラーコード: app_already_purchased

アプリケーション(Tableau Desktopなど)ごとに、1人の会社管理者だけが接続を許可されます。会

社内の他のユーザーが既にTableauをQuickBooks Onlineアカウントに接続している場合、次の

Intuitエラーが表示されます。

申し訳ありません。エラーが発生しました。ウィンドウを閉じて再試行してください。

エラーコード: app_already_purchased

メッセージ:アプリケーションは既にこの会社の別のユーザーによってサブスクライブされていま

す。このサブスクリプションを変更するには、<email address>にお問い合わせください。

この問題を解決するために、ユーザーは会社管理者にTableau Desktopへのアプリケーション特権

を譲ってもらう必要があります。これができない場合、(管理者がTableauをアクティブに使用している

など)、別のオプションとして管理者がデータソースをTableau ServerまたはTableau Cloudにパブ

リッシュすると、パーミッションを持つユーザーはデータにアクセスできます。

接続を変更すると[マイアプリ]ページが開く

別のQuickBooks Onlineの会社にアクセスする必要がある場合、サインイン後 (および2ステップの

認証プロセスを実行後 )、Intuitに「接続先の会社を選択」ページではなく[マイアプリ]ページが表示

される場合があります。この問題を解決するには、これらの手順に従ってください。

1. [マイアプリ]ページを閉じます。

2. Tableauの [接続 ]ペインで、[Intuit QuickBooks Online]を選択します。

3. アカウントと関連付けられている会社が1つ以上ある場合、接続先の会社を選択します。

4. [認証 ]を選択してTableauデータソースページを開きます。
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Kognitio

この記事では、TableauをKognitioデータベースに接続し、データソースを設定する方法について説

明します。

警告 : Kognitioコネクタは、2023.1リリースで非推奨になりました。コネクタは廃止されるまで使用でき

ます。コネクタが廃止されると、Tableauユーザーインターフェイスから削除され、そのコネクタを使用す

るデータソースは期待通りに動作しなくなります。コネクタは通常、非推奨になってから1 ～ 2回のリ

リースを経て廃止されます。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l ユーザー名とパスワード

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Kognitio]を選択します。データ接続の完全なリストにつ

いては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続先データベースをホストするサーバーの名前を入力します。

b. ユーザー名およびパスワードを入力します。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ
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マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストから、スキーマを選択するかテキストボックスを使用して、

名前でスキーマを検索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。
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Kyvos

このトピックでは、TableauをKyvosデータベースに接続してデータソースを設定する方法について説

明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l ポート番号

l サーバーへのHTTPパス

l ユーザー名とパスワード

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Kyvos]を選択します。データ接続の完全なリストについて

は、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. [サーバー]の名前を入力します。

b. [ポート]の番号を入力します。

c. データへの [HTTP Path (HTTP パス)]を入力します。

d. [ユーザー名 ]と[パスワード]を入力します。

e. SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。

f. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

g. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。
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a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]で、スキーマを選択するかテキストボックスを使用して、名前でスキーマを検

索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

LinkedIn Sales Navigator

このトピックでは、TableauをLinkedIn Sales Navigatorデータベースに接続してデータソースを設定

する方法について説明します。

注 : Tableauでは代替コネクタを作成中です。完成後、このページに追加されます。

警告 : LinkedIn Sales Navigatorコネクタは、2023.1リリースで非推奨になりました。コネクタは廃止

されるまで使用できます。コネクタが廃止されると、Tableauユーザーインターフェイスから削除され、

そのコネクタを使用するデータソースは期待通りに動作しなくなります。代替コネクタが利用可能に

なると、非推奨のコネクタは1 ～ 2回のリリースを経てから廃止されます。
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注 :このコネクタの最新情報については、Tableauの現在のバージョンのLinkedIn Sales
Navigatorのヘルプトピックを参照してください。

はじめる前に

開始する前に、LinkedIn Sales Navigatorアカウントの電子メールアドレス電話番号、とパスワードを

取得します。

Sales NavigatorのエンタープライズプランおよびSales Navigator管理者またはレポート権限が必要

です。レポートユーザーは、契約上 Sales Navigatorの座席を取らないことに注意してください。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [LinkedIn Sales Navigator]を選択します。データ接続の

完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. [サインイン]を選択して、既定のブラウザーでLinkedInを認証します。

b. LinkedIn Sales Navigatorアカウントの電子メールまたは電話番号とパスワードを入力

します。

c. [サインイン]を選択します。

d. 通知されたらブラウザーウィンドウを閉じます。

e. [LinkedIn Sales Navigator接続 ]ダイアログ・ボックスで、以下を選択します。

l 契約 :カスタムまたはすべて

l 日付範囲 :相対または固定

f. [接続 ]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターがLinkedInにアクセスするのに問題がありま

す。ネットワーク管理者またはデータベース管理者にお問い合わせください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. 標準の接続を選択するか、独自のカスタム接続を作成します。

[ 標準接続 ]では、一般的なシナリオとユースケースを表すテーブルと結合の定義済み

の選択項目の一覧から選択できます。または、[表 ]で表を選択するか、名前で表を検

索できます。

c. 標準の接続または表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始

します。

Tableau Software 391

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/examples_linkedin_sales_navigator.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/examples_linkedin_sales_navigator.htm


アクセラレーターを使用する

アクセラレーターを使用すると、Tableau DesktopとTableau Cloudの主要なビジネスメトリクス向け

に作成された有益なダッシュボードデザインをすばやく構築できます。詳細については、「アクセラレー

ターを使用してデータを迅速に可視化するページ2647」を参照してください。

日付範囲の選択がパフォーマンスに影響を与える可能性がある

分析を実行するときは、できるだけ多くのデータを収集するのが望ましいです。Tableauでは、データ

を取得するまで、特定の日付範囲内にどのくらいのデータがあるかわかりません。このため、最初に日

付範囲を限定し、パフォーマンスを評価した後で範囲を広げる必要があります。

LinkedIn Sales Navigatorデータを更新する

シートタブをクリックすると、Tableauは抽出を作成して、データをインポートします。Tableau
DesktopはLinkedIn Sales Navigatorの抽出のみをサポートします。最初の抽出には時間がかかる

場合があります。

更新するには、[データ] > [データソース名 ] > [抽出 ] > [更新 ]を選択します。

MariaDB

この記事では、TableauをMariaDBデータベースに接続してデータソースを設定する方法について

説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l ユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。
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接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [MariaDB]を選択します。データ接続の完全なリストにつ

いては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続対象のデータベースをホストするサーバーの名前を入力します。

b. ユーザー名とパスワードを入力してから、[サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [データベース]ドロップダウンリストから、データベースを選択します。

c. [テーブル]で、テーブルを選択するか、検索フィールドを使用して名前でテーブルを検索

します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。
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Marketo

この記事では、TableauをMarketoデータに接続し、データソースを設定する方法について説明し

ます。

注 : Tableauでは代替コネクタを作成中です。完成後、このページに追加されます。

警告 :Marketoコネクタは、2023.1リリースで非推奨になりました。コネクタは廃止されるまで使用で

きます。コネクタが廃止されると、Tableauユーザーインターフェイスから削除され、そのコネクタを使用

するデータソースは期待通りに動作しなくなります。代替コネクタが利用可能になると、非推奨のコ

ネクタは1 ～ 2回のリリースを経てから廃止されます。

注 :このコネクタの最新情報については、Tableauの現在のバージョンのMarketoのヘルプト

ピックを参照してください。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l カスタムサービスエンドポイント

l クライアントID
l クライアントシークレット

Marketoから接続するために必要なカスタムサービス情報の作成方法の詳細については、Marketo
Webサイトの「カスタムサービス」トピックを参照してください。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Marketo]を選択します。データ接続の完全なリストにつ

いては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. カスタムサービスエンドポイント、クライアントID、およびクライアントシークレットを入力

します。

b. [サインイン]を選択します。

c. [フィルタータイプ]: [相対的日付範囲 ]または [固定日付範囲 ]を選択してから、範囲

を選択または指定します。

d. Tableau Desktopと安全にデータを共有するには、[接続 ] を選択してMarketoを認

証します。
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Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはMarketo管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [表 ]から表を選択し、キャンバスの一番上にドラッグします。

c. シートタブを選択して分析を開始します。

シートタブを選択すると、Tableauは抽出を作成してデータをインポートします。

Tableau DesktopはMarketoの抽出のみをサポートします。データを更新するには、抽

出を更新します。詳細については、データの抽出 ページ868を参照してください。

抽出の作成には、含まれるデータの量に応じて時間がかかる場合があります。

Bulk APIによる一部の表のデータの取得

Tableauでは、All Activities、Leads、およびLeads by List - <list name>表のデータがBulk API
によって取得されることにより、API呼び出しの数が削減されます。詳細については、Marketo Webサ

イトの「Bulk Extract」ドキュメントを参照してください。

"Daily API Usage (毎日のAPI使用状況 )"および "Weekly API Usage (毎週のAPI使用状況 )"表
を使用して、APIの使用状況を監視できます。

アクセラレーターを使用する

アクセラレーターを使用すると、Tableau DesktopとTableau Cloudの主要なビジネスメトリクス向け

に作成された有益なダッシュボードデザインをすばやく構築できます。詳細については、「アクセラレー

ターを使用してデータを迅速に可視化するページ2647」を参照してください。

日付範囲の選択がパフォーマンスに影響を与える可能性がある

分析を行う際、できるだけ多くのデータを収集することは魅力的ですが、Marketoからの記録の取得

には時間がかかる可能性があります。Tableauでは、データを取得するまで、特定の日付範囲内に

どのくらいのデータがあるかわかりません。このため、最初に日付範囲を限定し、パフォーマンスを評価

した後で範囲を広げる必要があります。

Marketoからデータを取得するのにかかるおよその時間を把握するため、高速接続を使用してテスト

が実施されました。この表は、テスト環境において、指定された数のレコードを取得するためかかった

時間を示しています。
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レコード数 取得までの時間

1,000 4.5秒

10,000 45秒

100,000 8分

1,000,000 75分

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

MarkLogic

この記事では、TableauをMarkLogicデータベースに接続し、データソースを設定する方法について

説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l ODBC サーバープロセスのポート番号

l ユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。
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接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [MarkLogic]を選択します。データ接続の完全なリストに

ついては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続先データベースをホストするサーバーの名前を入力します。

b. 接続先データベースのODBCサーバープロセスのポート番号を入力します。

c. ユーザー名とパスワードを入力します。

d. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

e. [サインイン]を選択します。

接続に失敗した場合は、ユーザー名とパスワードが正しいことを確認し、ポート番号が

データベース管理者によって構成されるMarkLogicデータベースを正しく識別しているこ

とを確認してください。引き続き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサー

バーの検出に問題があります。ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡し

てください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストから、スキーマを選択するかテキストボックスを使用して、

名前でスキーマを検索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

TableauとMarkLogicで非構造化データを視覚化 (英語 ) - Tableauブログ投稿をお読みください。
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Microsoft Analysis Services

このトピックでは、TableauをMicrosoft Analysis Servicesデータベースに接続し、データソースを設

定する方法について説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l リモートキューブファイルの場合 :サーバー名、またはHTTPを使用してサーバーに接続してい

る場合はURL

l ローカルキューブファイルの場合 :ファイル名

l 認証方法 : Windows認証またはユーザー名とパスワード

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Microsoft Analysis Services]を選択します。データ接

続の完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行しま

す。

a. サーバー上のリモートキューブファイルに接続するか、ローカルキューブファイルに接続

するかを選択します。

リモートキューブファイルに接続するには、[サーバー]を選択し、テキストボックスにサー

バー名を入力します。HTTPを使用してサーバーに接続する場合は、サーバー名として

URLを入力できます。

ローカルキューブファイルに接続するには、[ローカルキューブファイル]を選択し、[参
照 ]を選択してコンピューター上のキューブファイルへ移動します。

b. サーバーにサインインする方法を選択します。Windows認証を使用するか、特定の

ユーザー名とパスワードを使用するかを指定します。キューブがパスワードで保護されて

いてKerberos環境でない場合、ユーザー名とパスワードを入力する必要があります。
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Windows認証を使用するか、特定のユーザー名とパスワードを使用するかを指定しま

す。

c. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. データベースを選択します。

c. そのデータベースからキューブを選択します。

d. シートタブを選択して分析を開始します。

互換性のないメジャーおよびディメンション

Microsoft Analysis Servicesキューブを使用してTableauでビューを構築する場合、グレーにハイライ

トされたフィールドが表示されるか、ビューのフィールドに注意記号とともに"This measure is
incompatible with one or more dimensions in this view (このメジャーはこのビューの1つ以上のディメ

ンションと互換性がありません)"というメッセージが表示される場合があります。これは、ビューに一緒に

配置してもあまり意味がないメジャーやディメンションが存在する可能性があるためです。たとえば、販

売ノルマのメジャーがあるとします。そのメジャーを販売ノルマのない製品を含むディメンションに対して

配置しても意味がありません。

Tableauでは、無関係のディメンションとメジャーを灰色でハイライトすることによって、一緒に使用でき

るディメンションとメジャーがわかりやすくなっています。つまり前の例では、販売ノルマをシェルフに配置

すると、製品ディメンションが灰色でハイライトされます。ハイライトされたディメンションは無効になって

はいないので、ビューに追加することができます。互換性のないメジャーをビューに追加すると、そのメ

ジャーは注意記号でマークされます。キューブの操作については、キューブデータソースページ930を
参照してください。
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Microsoft SQL Server

この記事では、TableauをMicrosoft SQL Serverデータベースに接続し、データソースを設定する

方法について説明します。

注 :Microsoft SQL Server Parallel Data Warehouse (PDW)、Microsoft Azure Synapse
Analytics (旧称 Azure SQL Data Warehouse)、Microsoft Azure SQL Databaseに接続す

るには、Microsoft SQL Serverコネクタを使用します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するサーバーの名前

l (オプション)既定以外のポートに接続する場合はポート番号

l (オプション)含まれているデータベースに接続するには、データベース名

l 認証方法 : Windows認証またはユーザー名とパスワード

l SSLサーバーに接続している場合

l コミットされていないデータを読み取れるようにデータベースの分離レベルを設定しますか。

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Microsoft SQL Server]を選択します。データ接続の完

全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。
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a. 接続するサーバー名を入力します。

既定以外のポートに接続するには、サーバー名を入力する際に<server name>,

<port number>の形式を使用します。たとえば、ExampleServer, 8055。

b. (オプション)含まれているデータベースに接続するには、データベース名を入力します。

c. サーバーにサインインする方法を選択します。Windows認証を使用するか、特定の

ユーザー名とパスワードを使用するかを指定します。サーバーがパスワードで保護されて

いてKerberos環境でない場合、ユーザー名とパスワードを入力する必要があります。

SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。

d. [コミットされていないデータの読み取り]を行うかどうかを指定します。このオプションを使

用すると、コミットされていないデータを読み取る分離レベルで実行できます。抽出更新

など他のトランザクションからのクエリの実行時間が長いと、データベースがロックされ、

Tableauのトランザクションが遅延する場合があります。このオプションをオンにすると、他

のトランザクションによって変更された行がコミットされていなくてもクエリで読み取ることが

できます。このオプションをオフにすると、Tableauによりデータベースで指定された既定の

分離レベルが使用されます。

e. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

f. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [データベース]ドロップダウンリストからデータベースを選択するか、テキストボックスを使

用して名前でデータベースを検索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。
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データベース内のストアドプロシージャを指定することもできます。SQL Serverデータ

ベース固有の制約の一覧など、ストアドプロシージャの詳細については、ストアドプロ

シージャの使用 ページ828を参照してください。

Tableauバージョン2018.1以降では、空間列に接続できます。詳細については、デー

タベースの空間データへの接続 ページ1637を参照してください。

d. キャンバスに表またはストアドプロシージャをドラッグし、シートタブを選択して分析を開

始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。Tableau
バージョン2018.1以降では、カスタムSQLを使用して、Microsoft SQL Serverの空

間列について高度な空間分析を行うことができます。詳細については、カスタムSQL
およびRAWSQL を使用した高度な空間分析の実行 ページ1638を参照してくださ

い。

注 : Tableau Desktopでは、Microsoft SQL ServerのTIMEデータ型はサポートされていませ

ん。このデータ型のフィールドはインポートされておらず、Tableau Desktopに表示されません。

ストアドプロシージャに含まれている場合、TIME データ型のフィールドはTableau Desktopに

表示されません。詳細については、ストアドプロシージャの使用 ページ828を参照してくださ

い。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

「ワークシートを利用できません」エラーメッセージの解決

ワークブックを開くと、「ワークシートを利用できません」エラーメッセージが表示され、その後に[接続

の編集 ]を選択すると、サインイン認証資格情報を提供するよう求められます。このエラーは、次の2
つのうちいずれかの状況で表示されます。

l ワークブック内で使用されているデータ接続へのアクセス権を持っていない場合。

l 認証資格情報が無効な場合 (パスワードの期限が切れているなど)。
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解決するには、サインイン認証資格情報が正しいことを確認します。その場合は、データ接続へのア

クセスについてTableau管理者にお問い合わせください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

データベースの空間データへの接続 ページ1637

MonetDB

この記事では、TableauをMonetDBデータベースに接続し、データソースを設定する方法について

説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l データベース名

l ユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [MonetDB]を選択します。データ接続の完全なリストにつ

いては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースをホストするサーバーの名前および接続するデータベースの名前を入力しま

す。
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b. ユーザー名およびパスワードを入力します。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストから、スキーマを選択します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

MongoDB BIコネクタ

この記事は、TableauをMongoDB Business Intelligence (BI)データに接続してデータソースを設

定する方法について説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l MongoDB 認証が有効の場合は、ユーザー名とパスワード
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l MongoDB認証が有効の場合は、ユーザーの認証資格情報に関連付けられたデータベース

名

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

TableauをMongoDB BIデータに接続するには、事前にMongoDB Connector for BIバージョン2.1
以降をインストールして実行する必要があります。

MongoDB Connector for BIを入手するには、MongoDB のWebサイトにサインインして、コネクターを

ダウンロードします。MongoDBのWebサイトに記載されているインストールの手順に従ってください。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [MongoDB BI コネクター]を選択します。データ接続の完

全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. サーバー名を入力します。

b. MongoDB 認証が有効の場合は、データベース名に関連付けられたユーザー名とパス

ワードを入力します。使用する正しい形式についての詳細は、サインインのオプション次

のページを参照してください。MongoDB 認証が有効でない場合は、ステップc.に進み

ます。

SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。SSLを

使用したMongoDBへの接続方法の詳細については、MongoDBWebサイトの

「Connecting Tableau to MongoDB (TableauをMongoDBに接続する)」を参照してく

ださい。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

Tableau Software 405

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://www.mongodb.com/try/download/bi-connector
https://www.mongodb.com/try/download/bi-connector
https://www.mongodb.com/docs/bi-connector/current/installation
https://www.tableau.com/ja-jp/support/drivers
https://www.mongodb.com/tableau?jmp=tbl


Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. シートタブを選択して分析を開始します。

サインインのオプション

MongoDBのユーザーアカウントはMongoDBの特定の論理データベースに関連付けられています。

そのため、ユーザーがMongoDBにログインする場合は、ユーザーの認証資格情報に関連付けられ

たデータベース名を指定する必要があります。これは、ユーザー名文字列で特殊なオプションを渡す

ことで実行されます。たとえば、ユーザーhenrywilsonがexample データベースに関連付けられ

ている場合、[ユーザー名 ]フィールドに次のように入力します。

henrywilson?source=example

mechanism オプションを使用すると、既定のSCRAM-SHA-1以外の認証メカニズムを定義するこ

とができます。たとえば、ユーザーhenrywilson がチャレンジ/レスポンス認証を認証メカニズムとし

て使用してexample データベースに接続する場合は、[ユーザー名 ] フィールドに次のように入力し

ます。

henrywilson?source=example,mechanism=MONGODB-CR

認証オプションの詳細については、MongoDBのWebサイトを参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

MySQL

この記事では、TableauをMySQLデータベースに接続し、データソースを設定する方法について説

明します。
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はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l ユーザー名とパスワード

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

注 : Prep Builderを使用してデータに接続する際の要件と考慮事項については、Tableau
Prepヘルプの「データへの接続」を参照してください。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [MySQL]を選択します。データ接続の完全なリストについ

ては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースをホストするサーバーの名前を入力します。

b. ユーザー名およびパスワードを入力します。

SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]オプションを選択します。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。
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a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [データベース]ドロップダウンリストからデータベースを選択するか、テキストボックスを使

用して名前でデータベースを検索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

OData

この記事では、TableauをODataデータソースに接続する方法について説明します。Tableauは

OData V1、V2、V4に接続します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータのサーバーURL
l サインイン認証資格情報 (ユーザー名およびパスワード)必要な場合のみ
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接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [OData]を選択します。データ接続の完全なリストについて

は、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. [サーバー]に次のいずれかを入力します。

l サービス内のすべてのフィードにアクセスするためのサービスURL。
l 特定のデータフィードにアクセスするためのフィードURL。

b. [認証 ]ドロップダウンから、この接続の認証モードを選択します。

l [ユーザー名とパスワード]を選択した場合は、ユーザー名とパスワードも入力しま

す。

l それ以外の場合は、[認証なし]を選択します。

c. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

注 : Tableau ServerまたはTableau Cloudにデータソースをパブリッシュする場

合、データソースの名前は255文字に制限されます。長い名前を使用すると

RepositoryException エラーが発生します。

b. シートタブを選択して分析を開始します。

シートタブを選択すると、Tableauは抽出を作成してデータをインポートします。抽出の

詳細については、データの抽出 ページ868を参照してください。

注 : Tableau DesktopではODataの抽出のみがサポートされています。

ODataコネクタのサポート

l ODataコネクタは抽出のみをサポートしており、一部のOData V4機能はサポートされていませ

ん。例えば、$expand or $select.のようなインタラクティブなクエリ引数です。
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l Tableauでは次のODataバージョンと形式に対応しています。

l OData V1およびV2 –フィード応答用にOData XML/Atom形式に対応しています。

l OData V4およびV4.01 –フィード応答用にOData-JSON形式に対応しています。

l Tableauでは、対応するすべてのODataサービスのメタデータドキュメントがXML形式である

と想定されます。

l コレクション値のプロパティはサポートされていないため、TableauはそれらをNULLとして解釈

します。

注 : TableauでサードパーティーのODataサービス(Intelex)またはフィードを使用する場合、

データの接続と抽出が正常に行われるという保証はありません。Tableauカスタマーサポート

は、サードパーティーのOData接続に関する基本的なトラブルシューティングを提供します。

Tableauカスタマーサポートは、Apache Olingoライブラリにアクセスできません。ODataの詳

細なトラブルシューティングについては、システム管理者にお問い合わせください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

OneDriveおよびSharePoint Online

この記事では、TableauをOneDriveおよびSharePoint Onlineドキュメントライブラリデータに接続

してデータソースを設定する方法について説明します。

はじめる前に

開始する前に、以下をタスクを実行してください。

1. Microsoftアカウントのメールアドレスとパスワードを取得します。

2. Microsoft Graph APIの委任されたパーミッションをAzure ADに追加します。

3. 以下のアプリケーションプログラミングインターフェイス(API)権限を使用する許可をTableau
に付与し、OneDriveおよびSharePoint Onlineドキュメントライブラリのファイルにアクセスでき

るようにします。

l Files.Read.All
l Sites.Read.All
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l User.Read
l Offline_access

注 :OneDriveおよびSharePoint Onlineコネクタは、テナント固有の接続をサポートしていませ

ん。アプリケーション接続は、Microsoft側でマルチテナント用に構成する必要があります。

推奨事項

カスタムOAuth クライアントを設定して会社の IT ポリシーを適用する

カスタムOAuthクライアントを使用すると、独自の ITポリシーに従ってOAuth設定を制御できます。

独自のOAuthクライアントを使用するオプションにより、Tableauのリリースサイクルや、Tableauの

OAuthクライアントのローテーションスケジュールに縛られることがなくなります。独自のOAuthクライア

ントを設定する方法については、「サイトのカスタムOAuthの構成」を参照してください。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]で [OneDrive]および [SharePoint Online]を選択します。既定

のブラウザーのタブでTableauを開き、以下を実行します。

a. 電子メールアドレスを入力し、[次へ]を選択します。

b. パスワードを入力し、[サインイン]を選択します。

c. [はい]を選択して、OneDriveファイルおよびSharePoint Onlineドキュメントライブラリ

ファイルへのアクセス権をTableauに付与します。

d. 通知されたらブラウザーペインを閉じます。

e. 接続するファイルを検索または選択し、[接続 ]を選択します。ファイルは、次の3つのカ

テゴリのいずれかになります。

l OneDrive (個人用ファイル):自分が所有しているファイル

l OneDrive (自分と共有 ):別の所有者と共有しているファイル

l SharePointサイト:アクセスできるSharePoint Onlineドキュメントライブラリ内の

ファイル

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. 分析を開始するには、シートタブを選択します。
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注 : TableauはOneDriveまたはSharePoint Onlineドキュメントライブラリのピボットテーブル

をサポートしていません。

Data Interpreterを使用してデータをクリーンアップする

データソースを分析用に最適化すると役立つ可能性があることをTableauが検出した場合、Data
Interpreterを使用するよう求めるプロンプトが表示されます。Data Interpreterは使用できるサブテー

ブルを検出し、後で分析中に問題を引き起こす可能性のある一意の書式設定を削除することがで

きます。データのクリーニングの詳細については、「Data Interpreterを使用したExcel、CSV、PDF、
およびGoogleスプレッドシートのデータのクリーニング」を参照してください。

OneDriveおよびSharePoint Onlineに関するトラブルシューティング

複数のアカウントへの接続

Web作成時またはWebへのパブリッシュ時に、同じワークブックで複数のOneDriveアカウントを使

用することはできません。Desktopでは複数のアカウント接続を設定することができます。

Internet Explorer 11およびEdgeでのWeb作成

Internet Explorer 11およびEdgeでは、非セキュア接続 (http)を使用してサーバーにアクセスするこ

とはできません。セキュア接続 (https)を使用するか、別のブラウザーに切り替えてください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Oracle

この記事では、TableauをOracleデータベースに接続し、データソースを設定する方法について説

明します。

注 : Tableau 2020.2以降、net_service_namesを使用してデータソースまたはワークブックを

Tableau Serverにパブリッシュする場合は、ナレッジベースの記事 「TNSNames.oraまたは

LDAP oraを使用するためのOracle接続の設定」に記載されている変更を必ず確認してくだ

さい。
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はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前とOracleのサービス名およびポート番号、

またはTNS名

l 認証方法 :統合認証またはユーザー名とパスワード

l SSLサーバーに接続している場合TableauでSSLを使用する前にOracleクライアントを構成

する必要があります。

バージョン2020.2以降を使用している場合は、「Oracle JDBC接続にSSLを要求する」を参

照してください。

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

JDBCドライバーとOCIドライバー

Tableauバージョン2020.2以降では、このコネクタでJDBCドライバー ([ドライバーのダウンロード]
ページから入手可能 )を使用することをお勧めします。新しいJDBCドライバーを使用すると、Linux
での空間サポートやKerberos委任など、OCIドライバーに見られるいくつかの制限を解決できます。

注 :このコネクタでJDBCドライバーを使用して問題が発生した場合でも、OCIドライバーを入

手して代わりに使用できます。手順については、[ドライバーのダウンロード]ページを参照してく

ださい。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Oracle]を選択します。データ接続の完全なリストについ

ては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. サーバー名またはTNS名を入力します。

l サーバー名を入力する場合は、Oracleのサービス名とポート番号を入力する必

要があります。
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注 :正しいサービス名を見つけるには、tnsnames.oraファイル (デフォルト

でORACLE_HOME/ネットワーク/管理者ディレクトリ内 )を開き、net_
service_name セクションを検索します。service_nameに一覧表示さ

れている値を使用します。

l TNS名を入力する場合は、Oracleのサービス名とポート番号を入力しないでく

ださい。

b. サーバーにサインインする方法を選択します。統合認証を使用するか、特定のユー

ザー名とパスワードを使用するかを指定します。

SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストで、検索アイコンを選択するかテキストボックスにスキーマ

名を入力して検索アイコンを選択し、スキーマを選択します。注 :検索では大文字と

小文字が区別されます。

c. [表 ]で、検索アイコンを選択するか、表名を入力して検索アイコンを選択し、表を選

択します。

注 :検索では大文字と小文字が区別されます。

また、Tableau Desktopは、[データソース]ページで左ペインの [ストアドプロシージャ]
の下に表示されるOracle表関数への接続もサポートしています。
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Tableauバージョン2020.2以降では、空間列に接続できます。詳細については、デー

タベースの空間データへの接続 ページ1637を参照してください。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

Tableauでネットサービス定義を使用する

Tableauでネットサービス定義を使用するには、環境変数としてTNS_ADMINまたはORACLE_HOME

を設定する必要があります。TNS_ADMINを環境変数として設定するには、tnsnames.oraファイル

が格納されたディレクトリの完全パスを使用します。ORACLE_HOMEを環境変数として設定するに

は、メインのOracleディレクトリのパスを使用します。

ワークブックをOracle OCIコネクタからOracle JDBCコネクタに移行する

Oracle OCIコネクタでSSLを使用してワークブックを作成した後、JDBCベースのOracleコネクタを

使用して開こうとすると、Tableauは対応するSSL証明書を見つけることができません。

ワークブックを移行するには

1. 証明書をPKCS12形式 (Oracleウォレットで使用 )からJKS形式に変換します。次のコマンド

を使用します。

keytool -importkeystore -srckeystore PFX_P12_FILE_NAME -srcstoretype pkcs12 -
srcstorepass PFX_P12_FILE -srcalias SOURCE_ALIAS -destkeystore KEYSTORE_FILE
-deststoretype jks -deststorepass PASSWORD -destalias ALIAS_NAME

2. oracle.propertiesを変更して、この接続を次のようにカスタマイズします。

javax.net.ssl.trustStore = <新しいJKSファイルのパス>
javax.net.ssl.trustStoreType = JKS
javax.net.ssl.trustStorePassword = <新しいJKSファイルのパスワード>
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

l TableauとJDBC - TableauでJDBCドライバーを使用し、トラブルシューティングするためのヒ

ントを見つけることができます。

l Oracle JDBC接続にSSLを要求する-信頼できるSSL証明書をOracle JDBC接続に追

加します。

l Oracle接続エラーのトラブルシューティング-エラーのトラブルシューティング方法に関する

Tableauナレッジベースの記事をご覧ください。

SSL接続を使用したOracle JDBC

SSL (セキュアソケットレイヤー)サーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンに

します。

2020.2以降では、Oracleは JDBCコネクタを使用しています。OracleデータソースがSSL一方向

認証または双方向認証を使用するように構成されている場合は、接続するために適切な証明書や

キーを含めることができます。

SSLが必須

SSL接続が必要な場合は、次の手順を行います。

1. コネクタダイアログで、[SSLが必須 ]をクリックします。
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2. 接続に適したSSLを構成します。

l 自己署名証明書またはプライベートCAによって署名された証明書を使用している場

合は、一方向 SSL接続の信頼を構成する必要があります。「Oracle用の一方向

SSLの構成」を参照してください。

l 双方向 SSLを使用している場合は、クライアントキーを構成する必要があります。「双

方向 SSLの構成」を参照してください。

Oracle用の一方向 SSLの構成

サーバー証明書の信頼を構成するには、JDBCコネクタの一般的な「JDBC接続の一方向 SSLの

構成」の手順を参照してください。

プロパティファイルを使用して信頼を構成する場合は、Oracle JDBCドライバーに対して以下のプロパ

ティを使用します。

javax.net.ssl.trustStore=C:\\My_Folder\\truststore.jks
javax.net.ssl.trustStoreType=JKS
javax.net.ssl.trustStorePassword=password

注 :ワークブックをTableau Serverにパブリッシュするには、Tableau Desktopコンピューターと

Tableau Serverコンピューターの両方に、同じOracleプロパティファイルとtruststore.jksファイ
ルのコピーが必要です。

双方向 SSLの構成

Oracle接続を使用した双方向 SSLサポートの構成には次の2つのオプションがあります。

l データソースにクライアント証明書と秘密キーを埋め込む

l プロパティファイルを使用してクライアント証明書と秘密キーを構成する

オプション1:データソースにクライアント証明書と秘密キーを埋め込

む

SSL証明書、クライアント証明書、およびクライアントキーを埋め込むには:

1. 必要に応じて、「Oracle 用の一方向 SSL の構成 上」の手順に従って、サーバーの信頼を構

成します。
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2. [クライアント証明書 >>]をクリックします。

3. クライアント証明書とクライアントキーの場所を指定します。

証明書と秘密キーは、暗号化されていないPEM形式である必要があります。正しい形式に

変換するための推奨事項については、このドキュメントの後半の手順を参照してください。

オプション2:プロパティファイルを使用してクライアント証明書と秘

密キーを構成する

証明書およびキーの構成にプロパティファイルを使用するには、以下を実行します。
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1. キーストアと証明書ストアの設定を反映するため、Oracleのプロパティファイルを変更します。

例として、以下を使用します。「My_Folder」にはファイルがある場所を指定し、「<password>」
には実際のパスワードを入れてください。OSXとLinux上のパスを分離するには、1つの「/」 の

みが必要です。

javax.net.ssl.trustStore=C:\\My_Folder\\truststore.jks
javax.net.ssl.trustStoreType=JKS
javax.net.ssl.trustStorePassword=<password>
javax.net.ssl.keyStore=C:\\My_Folder\\keystore.jks
javax.net.ssl.keyStoreType=JKS
javax.net.ssl.keyStorePassword=password

2. oracle.propertiesを<Document>\MyTableau Respository\Datasourcesフォルダーに保存し

ます。

3. oracle.properties、truststore.jks、keystore.jksをTableau Serverコンピューターにコピーしま

す。これで、ワークブックをTableau Serverにパブリッシュできるようになります。

この方法を使用する場合は、SSLダイアログを介して証明書とキーをアップロードする必要はありませ

ん。代わりに、[SSL が必須 ]をクリックします。これにより、Oracle JDBCコネクタは、Oracleのプロパ

ティファイルからキーストアと証明書ストアの場所を読み取ります。

ワークブックのパブリッシュ

ワークブックをTableau Serverにパブリッシュするには、次の条件を満たしていることを確認します。

l プロパティファイルを使用している場合は、Tableau DesktopコンピューターとTableau Server
コンピューターの両方に、同じOracleプロパティファイル、truststore.jks、keystore.jksのコピー

があります。

l サーバーが、Tableau Desktopコンピューターと同じOracle JDBCコネクタを使用している。

l 埋め込みオプションを使用している場合は、パブリッシュ時に [パスワードの埋め込み]オプション

を選択します。

キーフォーマットの変換

SSLキーを格納するときは、以下の形式を選択できます。

l Oracle Wallet
l JKS -プロパティファイルを使用してSSL信頼を構成する場合は、この形式を使用します。

l PEM - Tableauインターフェイスを使用してデータソースにキーを埋め込む場合は、この形式を

使用します。
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次に示すコマンドをコマンドラインプロンプトで入力すると、キーを正しい形式に変換できます。詳細

については、Oracleのドキュメントを参照してください。

Oracle WalletからSAMLファイルにサーバー証明書をエクスポートするには:

orapki wallet export -wallet wallet_location -dn certificate_dn -cert output_certificate_
filename.pem

Oracle WalletからJKSにサーバー証明書とクライアントキーをエクスポートするには:

orapki wallet pkcs12_to_jks -wallet ./-pwd mypasswd -jksKeyStoreLoc ./ewalletK.jks -
jksKeyStorepwd password -jksTrustStoreLoc ./ewalletT.jks -jksTrustStorepwd password

keytoolとOpenSSLを使用して、JKS信頼ストアからPEMファイルにサーバー証明書をエクスポー

トするには:

1. JKS形式をPKCS12形式にエクスポートするには:

keytool -importkeystore -srckeystore truststore.jks -destkeystore truststore.p12 -
srcstoretype JKS -deststoretype PKCS12 -srcstorepass "password" -deststorepass
"password"

2. PKCS12からPEMファイルを取得するには:

openssl pkcs12 -in truststore.p12 -out serverca.pem

keytoolとOpenSSLを使用して、JKS信頼ストアからPEMファイルにサーバー証明書とクライアント

キーをエクスポートするには:

1. 以下の手順で、信頼ストアから証明書をエクスポートします。

a. JKS形式をPKCS12形式にエクスポートするには:

keytool -importkeystore -srckeystore truststore.jks -destkeystore truststore.p12 -
srcstoretype JKS -deststoretype PKCS12 -srcstorepass "password" -
deststorepass "password"

b. PKCS12からPEMファイルを取得するには:

openssl pkcs12 -in truststore.p12 -out serverca.pem
2. 以下の手順で、キーストアからクライアントキーとクライアント証明書をエクスポートします。

a. keytoolを使用して、JKS形式をPCKS12形式に変換します。

keytool.exe -importkeystore -srckeystore keystore.jks -destkeystore keystore.p12 -
srcstoretype JKS -deststoretype PKCS12 -srcstorepass "password" -
deststorepass "password"

b. OpenSSLを使用してクライアント証明書をエクスポートするには:

openssl pkcs12 -in keystore.p12 -nokeys -out clientcert.pem
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c. OpenSSLを使用して、クライアントキーをエクスポートするには:

openssl pkcs12 -in keystore.p12 -nocerts -out clientkeyEncrypted.pem
d. OpenSSLを使用して、暗号化バージョンをPKCS8形式に変換するには:

openssl pkcs8 -topk8 -nocrypt -in clientkeyEncrypted.pem -out clientkey.pem

関連項目

l JDBC接続のSSL構成 : JDBC接続用の信頼できるSSL証明書のインストールに関する一

般的な情報。

Oracle Eloqua

このトピックでは、TableauをOracle Eloquaデータに接続し、データソースを設定する方法について

説明します。また、日付範囲選択がパフォーマンスにどのような影響を与えるかについても説明しま

す。

注 : Tableauでは代替コネクタを作成中です。完成後、このページに追加されます。

警告 :Oracle Eloquaコネクタは、2023.1リリースで非推奨になりました。コネクタは廃止されるまで使

用できます。コネクタが廃止されると、Tableauユーザーインターフェイスから削除され、そのコネクタを

使用するデータソースは期待通りに動作しなくなります。代替コネクタが利用可能になると、非推奨

のコネクタは1 ～ 2回のリリースを経てから廃止されます。

注 :このコネクタの最新情報については、Tableauの現在のバージョンのOracle Eloquaのヘル

プトピックを参照してください。

はじめる前に

開始する前に、接続用にこの情報を収集して確認します。

l 次のEloquaセキュリティグループのメンバーである必要があります。

l 上級ユーザー -マーケティング

l API ユーザー

l 会社名

l ユーザー名

l パスワード
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接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Oracle Eloqua]を選択します。データ接続の完全なリス

トについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. 会社名、ユーザー名およびパスワードを入力してから、[サインイン]を選択します。

b. [フィルタータイプ]: [相対的日付範囲 ]または [固定日付範囲 ]を選択してから、範囲

を選択または指定します。

c. [接続 ]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはEloqua管理者に連絡してください。

認証資格情報の検証後、Eloquaコネクタは必要時にのみ認証を求めるプロ

ンプトを表示します。[サインアウト]オプションにより、認証プロセスが再度開始さ

れます。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [表 ]から表を選択し、キャンバスの一番上にドラッグします。

c. シートタブを選択して分析を開始します。
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シートタブを選択すると、Tableauは抽出を作成してデータをインポートします。

Tableau DesktopではEloqua用の抽出のみサポートされることに注意してください。

データを更新するには、抽出を更新します。詳細については、データの抽出 ページ868
を参照してください。

抽出の作成には、含まれるデータの量に応じて時間がかかる場合があります。

アクセラレーターを使用する

アクセラレーターを使用すると、Tableau DesktopとTableau Cloudの主要なビジネスメトリクス向け

に作成された有益なダッシュボードデザインをすばやく構築できます。詳細については、「アクセラレー

ターを使用してデータを迅速に可視化するページ2647」を参照してください。

日付範囲の選択がパフォーマンスに影響を与える可能性がある

分析を行う際、できるだけ多くのデータを収集することは魅力的ですが、Eloquaからの記録の取得に

は時間がかかる可能性があります。Tableauでは、データを取得するまで、特定の日付範囲内にど

のくらいのデータがあるかわかりません。このため、最初に日付範囲を限定し、パフォーマンスを評価し

た後で範囲を広げる必要があります。[データソース]ページで日付範囲を変更できます。[接続 ]から

接続のドロップダウン矢印を選択し、[接続の編集 ]を選択します。

Eloquaからデータを取得するのにかかるおよその時間を把握するため、高速接続を使用してテストが

実施されました。この表は、テスト環境において、指定された数のレコードを取得するためかかった時

間を示しています。コネクターはリクエスト毎に1000レコードを取得します。

レコード数 取得までの時間

50,662レコード 3分 17秒

95,214行 6分 14秒

194,679行 12分 55秒

Eloquaの制限

フィールド制限

一部のEloquaテーブルは、250を超えるフィールドを使用するようカスタマイズできます。Tableauは

現在最初の250フィールドを取得し、残りを無視します。[イベント]、[カスタムオブジェクト]、[契約 ]、
または [アカウント]テーブルを選択し、Tableauが取得可能な以上のフィールドがある場合、Tableau
に警告が表示されます。
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1日の表の要求制限

Tableauによって要求された各表は、Eloqua要求の1日の制限である2000に対してカウントされ

ます。この制限を超えると、EloquaオペレーションによってTableauが無効化されることがあります。そ

の場合、アカウント所有者に連絡が入ります。Eloqua Marketing Operations Centerを使用して、

Eloquaでの1日の使用量を監視できます。

増分更新

すべてのアクティビティラベル ("アクティビティ-すべて"は例外 )で増分更新を実装できるようになりまし

た。詳細については、抽出の更新 ページ887を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Oracle Essbase

この記事では、TableauをOracle Essbaseデータベースに接続する方法について説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l ユーザー名とパスワード

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Oracle Essbase]を選択します。データ接続の完全なリ

ストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。
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a. データベースをホストするサーバーの名前を入力します。

b. サーバーにサインインするためのユーザー名とパスワードを入力してから、[サインイン]を
選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. アプリケーションを検索または選択します。

c. アプリケーションからデータベースを検索または選択します。

d. シートタブを選択して分析を開始します。

アカウントディメンションの設定

[データ]ペインの [ディメンション]エリアにデータソースのアカウントディメンションが表示される場合があ

ります。これは、キューブにエラーがあり、別のフィールドがアカウントディメンションとまったく同じ場合、ま

たはアカウントディメンションが設定されていない場合に発生することがあります。アカウントディメンショ

ンは、メジャーとして含まれるフィールドを定義します。このエラーを修正するには、フィールドを右クリッ

クし、コンテキストメニューから[アカウントディメンションとして設定 ]を選択します。
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Oracle Essbaseでのビューの構築

TableauがOracle Essbaseデータソースに接続されている場合は、3つの重要な機能を知っておく

必要があります。

世代とレベル

Tableauでは、ディメンションの世代またはレベルのどちらでも使用できます。ディメンションの世代は、

ディメンションのルートから等距離にあるすべてのメンバーです。レベルは、ディメンションのリーフから等

距離にあるすべてのメンバーです。バランスの取れたディメンションには、一般的に世代を使用しま

す。ただし、ディメンションが不規則な場合は、レベルを使用して移動するほうが便利です。

既定では、各ディメンションの世代は [データ]ペインにリストされます。ディメンションをシェルフにドラッ

グすると、選択した世代の祖先であるすべての世代 (階層で上になるすべての世代 )が自動的に配

置に含まれます。

ディメンションのレベルを使用して移動する場合は、ディメンションの名前を右クリックし、[階層 ] > [レ
ベル]を選択します。
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複数のワークシートで同じディメンションを使用する場合は、1つのワークシートのレベルと別の

ワークシートの世代を同時に使用することができます。さらに、同じワークシートの異なるディメ

ンションからの世代とレベルを混在させることができます。

共有メンバー

共有メンバーは、階層内で複数の場所に表示されるディメンションメンバーです。たとえば、"Diet
Coke (ダイエットコーク)"は製品世代の一部です。しかし、その上の製品階層の "Diet Colas (ダイエッ

トコーラ)"ブランチと"Colas (コーラ)"ブランチの両方で共有されます。ただし、このデータベースでは、

"Diet Coke (ダイエットコーク)"は一度だけ保存されています。

既定では、Tableauはディメンションのすべての世代 (またはレベル)の共有メンバーを含んでいます。

これは、共有メンバーが表に複数回表示される可能性があることを意味します。共有メンバーの除

外を選択した場合は、表に1回しか表示されません。既定では、共有メンバーはすべてのディメンショ

ンに対して含まれています。特定のディメンション階層の共有メンバーを除外するには、[データ]ペイン

でディメンション名を右クリックし、メニューから[共有メンバーを含める]を選択します。

下の図は、データビューに共有メンバーが含まれている状態 (左側 )と除外されている状態 (右側 )を
示しています。ダイエットドリンクが共有メンバーであることに注意してください。

共有メンバーを含める 共有メンバーを含めない
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ダイエット飲料が "Diet Drinks (ダイエット飲料 )"階層

とそれぞれのドリンク階層の両方に表示されます。

ダイエット飲料がそれぞれのドリンク階層に

一度だけ表示されます。

既定のメンバーの設定

多次元データソースはすべて、データソースが最初に構築されたときに設定された既定のメンバーを

持っています。同じ特定のデータを見るために常にフィルターを作成していることに気づいた場合は、

既定のメンバーを変更することが有効です。たとえば、会社の西部地域を担当していて、担当地域

の数字だけを知りたい場合は、既定のメンバーを西部地域に設定することができます。

Tableauで既定のメンバーを変更するには、ディメンション階層を右クリックし、[既定のメンバーの設

定 ]を選択します。
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それに続いて表示されるダイアログボックスで、次のオプションを選択します。

l キューブで定義されている既定のメンバー－ キューブの構築時に定義された既定のメンバーを

使用します。これはTableauの既定の設定です。

l 階層のすべてのメンバー－ 選択した階層のすべてのメンバーを既定のメンバーとして使用しま

す。

l 選択されているメンバー－ ダイアログボックスの下半分で選択したメンバーを既定のメンバーと

して使用します。

既定のメンバーによってキューブをどのように表示するかが決まるので、フィルターを適用するより非常

に効果的です。すべてのフィールドは、選択した既定のメンバーに基づいて計算されます。さらに、これ

らの既定のメンバー設定は接続とともに保存されます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。
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Oracle NetSuite

この記事では、TableauをOracle NetSuiteに接続し、データソースを設定する方法について説明

します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 環境アカウントID。

l 認証情報

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]で [Oracle NetSuite]を選択します。データ接続の完全なリスト

については、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. アプリケーションIDを入力します。

b. 認証情報を入力します。

c. [サインイン]を選択します。

注 : Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。それ

でも接続できない場合は、データベース管理者またはネットワーク管理者に連絡してく

ださい。

2. [データソース]ページで次のステップを行います。

a. (任意 )ページ上部にあるデータソース名を選択し、一意のデータソース名を入力します。

b. [データベース]ドロップダウンリストから、データベースを選択します。

c. [表 ]で、表を選択するか、検索フィールドを使用して名前で表を検索します。

d.表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Pivotal Greenplum Database

この記事では、TableauをPivotal Greenplum Databaseに接続し、データソースを設定する方法に

ついて説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l データベース名

l ユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Pivotal Greenplum Database]を選択します。データ接

続の完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行しま

す。

a. データベースをホストするサーバーの名前および接続するデータベースの名前を入力しま

す。

b. ユーザー名およびパスワードを入力します。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。
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Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. 表を選択、キャンバスにドラッグし、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

空間列のサポート

Tableauバージョン2019.2以降では、空間列に接続できます。詳細については、データベースの空

間データへの接続 ページ1637を参照してください。

空間列を含むPivotal Greenplumデータベースについては、既定でTableau Desktopと共に

WindowsにインストールされるPostgreSQLドライバーを使用することをお勧めします (macOS用の

TableauではPostgreSQLドライバーが既に使用されています)。PostgreSQLドライバーを使用する

には、Windows PC上のPivotal Greenplumデータベースドライバーをアンインストールする必要が

あります (インストールされている場合 )。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。
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PostgreSQL

この記事では、TableauをPostgreSQLデータベースに接続し、データソースを設定する方法につい

て説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l データベース名

l 認証方法 :統合認証またはユーザー名とパスワード

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

注 : Tableau 2020.4以降では、TableauからPostgreSQL 12 (またはそれ以降 )のデータベー

スに接続できます。PostgreSQL用の新しいJDBCドライバーはこれらの接続をサポートし、

Windows上のすべてのTableau製品に含まれています。

LinuxおよびMacコンピューター上のTableau DesktopまたはTableau Prep Builderでコネク

タを使用する場合は、そのコネクタ用のドライバーをインストールする必要があります。手順につ

いては、[ドライバーのダウンロード]ページを参照してください。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [PostgreSQL]を選択します。データ接続の完全なリスト

については、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続対象のデータベースをホストするサーバーの名前を入力します。

b. データベースの名前を入力します。

c. サーバーにサインインする方法を選択します。[統合認証 ]を使用するか、[ユーザー名と

パスワード]を使用するかを指定します。サーバーがパスワードで保護されていて
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Kerberos環境でない場合、ユーザー名とパスワードを入力する必要があります。

注 : Macを使用しており、ドメインに正しく接続されていない場合、Macはドメイ

ンでKerberosが使用されていることを認識せず、[認証 ]ドロップダウンリストは

利用できません。

SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。

d. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

e. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

Tableauバージョン2019.2以降では、空間列に接続できます。詳細については、デー

タベースの空間データへの接続 ページ1637を参照してください。

c. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。
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注 : Tableauはステートフル接続に依存しているため、pgBouncerを使用することは推奨され

ていません。TableauでpgBouncerを使用する必要がある場合は、次の方法で構成する必

要があります。

server_reset_query=DISCARD ALL (既定 )

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Presto

この記事では、TableauをPrestoデータベースに接続し、データソースを設定する方法について説明

します。

TableauはTeradataからPresto 141tに接続します。また、Prestoバージョン0.148のPrestoオンプ

レミスおよびAmazon EMR Prestoインスタンスにも接続します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l カタログ

l 認証方法 :

l ユーザー名

l LDAP

注 : LDAP 認証はTableau Desktopバージョン10.3.2以降で使用可能です。

l サインイン認証資格情報。選択肢は、選択する認証方法によって異なります。次が含まれる

ことがあります。

l ユーザー名

l パスワード
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l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

注 : PrestoDBに接続している場合は、PrestoDBページから適切なドライバーをダウンロード

します。Trino (旧 PrestoSQL)に接続している場合は、Trinoページから適切なドライバーをダ

ウンロードします。Trinoドライバーは、Tableauバージョン2021.3、2021.2.2、2021.1.5、
2020.4.8、2020.3.12以降でのみ動作します。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Presto]を選択します。データ接続の完全なリストについ

ては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続するサーバー名を入力します。

b. カタログ名を入力します。

c. [認証 ]方法を[ユーザー名 ]または [LDAP]から選択し、求められた認証資格情報を

入力します。

SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。

d. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

e. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。
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a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストで、検索アイコンを選択するかテキストボックスにスキーマ

名を入力して検索アイコンを選択し、スキーマを選択します。

c. [表 ]テキストボックスで、検索アイコンを選択するか表名を入力して検索アイコンを選

択し、表を選択します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

l JDBC接続の一方向 SSL - JDBCコネクタで一方向 SSLを使用する場合は、自己署名証

明書またはCA証明書の信頼を構成します。

Progress OpenEdge

この記事では、TableauをProgress OpenEdgeデータベースに接続し、データソースを設定する方

法について説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。
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l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l データベース名

l ユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Progress OpenEdge]を選択します。データ接続の完

全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続先データベースをホストするサーバーの名前を入力します。

b. データベースの名前を入力します。

c. ユーザー名およびパスワードを入力します。

d. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

e. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

c. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。
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カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Qubole Presto

この記事では、TableauをQubole Prestoに接続し、データソースを設定する方法について説明しま

す。

注 : 2020.3現在、Qubole Prestoコネクタは JDBCベースです。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l Quboleアカウントを持っている地域に基づいたエンドポイント間 URL
l カタログ名 (既定は「hive」)
l クラスタラベル

l パスワード(APIトークン)
l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Qubole Presto]を選択します。データ接続の完全なリス

トについては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. エンドポイントを入力します。

注 :上級ユーザーは、https:/api.qubole.com;

LogLevel=6;LogPath=C:\\Users\\User\\Desktopなどの [エンドポイ
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ント]フィールドで追加プロパティを使用できます。

詳細については、Qubole Webサイトのトピック「JDBC接続文字列の設定」の

「追加プロパティ(オプション)」セクションを参照してください。

b. [カタログ]の名前を入力します。

c. [Cluster Label (クラスタラベル)]を入力します。

d. APIトークンである[パスワード]を入力します。

e. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

f. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]で、スキーマを選択するかテキストボックスを使用して、名前でスキーマを検

索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Salesforce

この記事では、TableauをSalesforce.comデータに接続し、データソースを設定する方法について

説明します。

注 :
- Tableau Desktopバージョン2020.4以降、すべてのサインインでOauthを使用します。ユー

ザー名とパスワードでサインインするオプションはありません。

- Tableau Prep Builderバージョン2020.2.1では、Salesforce.comデータへの接続に対応し

ています。ただし、この資料で説明しているすべてのコネクタオプションに対応しているわけでは

ありません。Tableau Prep Builderの対応内容の詳細については、Tableau Prep Builderヘル

プの「Salesforceデータへの接続」を参照してください。

接続する前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l OAuthを使用してSalesforce.comにサインインするための認証資格情報

推奨事項

カスタムOAuthクライアントを設定して会社の ITポリシーを適用する

カスタムOAuthクライアントを使用すると、独自の ITポリシーに従ってOAuth設定を制御できます。

独自のOAuthクライアントを使用するオプションにより、Tableauのリリースサイクルや、Tableauの

OAuthクライアントのローテーションスケジュールに縛られることがなくなります。独自のOAuthクライア

ントを設定する方法については、「サイトのカスタムOAuthの構成」を参照してください。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Salesforce]を選択します。データ接続の完全なリストに

ついては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. Salesforce.comのサインイン認証資格情報を入力します。

b. [ログイン]を選択します。

Tableau Software 441

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/prep/ja-jp/prep_connect.htm#salesforce_data
https://help.tableau.com/current/server/ja-jp/config_oauth_sfdc.htm#configure-custom-oauth-for-a-site


c. [アクセスの許可 ]ダイアログボックスで、[許可 ]を選択します。

接続に失敗した場合は、認証情報が正しいことを確認してください。引き続き接続に

失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があるか、データへの

アクセスパーミッションがない可能性があります。ネットワーク管理者またはSalesforce
管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. 標準の接続を選択するか、独自のカスタム接続を作成します。

[標準の接続 ]では、一般的に使用されるオブジェクトを表す定義済みのクエリの一覧

から選択し、キャンバスまでドラッグできます。または、[表 ]で、会社で作成されたカスタ

ムオブジェクトが含まれている1つの表を選択し、キャンバスまでドラッグすることもでき

ます。

c. シートタブを選択して分析を開始します。

列のサブセットを使用して作業する

Tableau Desktopバージョン2020.1以降では、列のサブセットを使用して作業できます。

作業する列のサブセットを選択する場合は、[新規カスタムSQL]をダブルクリックし、次の構文を使

用します。

SELECT <column1, column2, […]columnN> FROM <table>

たとえば、Orgテーブルの3つの列 (取引先担当者、部門、およびコストコード)を使用して作業す

るには、次のように入力します。

SELECT AccountRep, Department, CostCode from Org

詳細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Salesforceデータの更新

シートタブをクリックすると、Tableauは抽出を作成して、データをインポートします。Tableau
DesktopはSalesforce用の抽出のみをサポートします。

注 : 最初の抽出は、含まれているデータ量によっては、しばらく時間がかかる場合があります。
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最初の抽出後、抽出を完全更新または増分更新することができます。Salesforceデータの増分更

新には、最後の増分更新以降に追加または変更されたSalesforceオブジェクトが含まれます。返さ

れる結果は、直前の30日分に限定されます。

更新するには、[データ] > [データソース名 ] > [抽出 ] > [更新 (増分 )] | [更新 (完全 )]を選択します。

アクセラレーターを使用する

アクセラレーターを使用すると、Tableau DesktopとTableau Cloudの主要なビジネスメトリクス向け

に作成された有益なダッシュボードデザインをすばやく構築できます。詳細については、「アクセラレー

ターを使用してデータを迅速に可視化するページ2647」を参照してください。

Salesforceで結合を使用する

データソースページでデータソースを設定し、表をキャンバスにドラッグすると、結合から選択した表の

リストがフィルターされます。任意の文字列フィールドに対してや、テーブル間の制約された参照である

フィールドに対して結合を作成できます。(左外部結合と内部結合のみがサポートされています。)後
から結合を追加することもできます。詳細については、データの結合 ページ739を参照してください。

Salesforce接続では、非等価結合はサポートされていないため、等価演算子 (=)を使用する必要

があります。

Salesforceを使用したクロスデータベース結合の制限

Salesforceでは、クロスデータベース結合を使用した、異なるデータベースの表の組み合わせもサポー

トしています。詳細については、「異なるデータベースのテーブルを組み合わせる」セクション(データの

結合 ページ739)を参照してください。

マルチ接続データソースにSalesforce接続が含まれている場合、データソースは次の機能をサポー

トしません。

l ライブ接続

l 抽出フィルター

l 抽出に対する増分更新

l データグリッド内でのデータの表示

Salesforce接続のトラブルシューティング

Tableauは、さまざまな force.com APIを利用して、Salesforce.com、Force.com、および

Database.comのデータに接続します。これらのサービスには、データ型、および所定の時間にアクセ

スできるデータ量についていくつかの制限があります。接続に問題が発生した場合、以下の一般的な

制限の一覧が、解決策を見つけるのに役立つことがあります。
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会社アカウントおよびユーザープロフィールの構成

TableauがSalesforceデータに接続するには、会社のアカウントおよびユーザープロフィールの両方

で以下の操作が有効になっている必要があります。

l サインインするためのSOAP API

l メタデータを取得するためのREST API

l オブジェクトをダウンロードするためのBULK API

l BULK APIがサポートしていないオブジェクトをダウンロードするためのREST API

l データの変更を取得するためのレプリケーションSOAP API

パフォーマンスを最適化してすべての顧客がAPIを確実に利用できるようにするため、

Salesforce.comは並行するAPI要求の数を制限し、全体でのAPIの要求の合計を制限すること

により、ロードバランスを図ります。Tableauを使用して接続中にこの制限に達すると、エラーが発生

します。この制限の詳細については、Salesforce.comの開発者向けドキュメントを参照してくださ

い。

注 : Salesforceエディションによっては、API へのアクセスが一切許可されていない場合があり

ます。アカウントから上記のAPIリストにアクセスできることを確認するには、Salesforce管理

者に問い合わせてください。

抽出中のエラー

Tableauを使用してSalesforceに接続すると、データは自動的にTableauデータ抽出ファイルに抽

出されます。文字制限のため特定のフィールドを抽出できない場合があります。具体的には、4096
文字を超えるテキストフィールドと計算フィールドは抽出に含まれません。データに計算フィールドが

ある場合、抽出を作成した後にTableauでそれらを再作成する必要があります。

また、Force.com APIでは、クエリは合計で10,000文字に制限されています。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

l Salesforceデータを最大限活用する５つの方法 - Tableauホワイトペーパーをお読みください

(登録またはサインインが必要です)。
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顧客データプラットフォーム

この記事では、Tableauを顧客データプラットフォーム (Salesforce CDP )に接続する方法について説

明します。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続する

1. Tableauを起動し、[接続 ]で [Salesforce CDP]を選択します。

2. [認証 ]フィールドで、[OAuth]を選択します。

3. [サインイン]をクリックします。

4. プロンプトが表示されたら、ユーザー名とパスワードを入力します。

Tableau CloudとTableau Server

Tableau CloudとTableau Serverには、追加の構成が必要です。詳細については、次のリンクを参

照してください。

Tableau Cloud: Tableau Cloudをカスタマーデータプラットフォームに接続する

Tableau Server: Tableau Serverをカスタマーデータプラットフォームに接続する

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

l Salesforceヘルプ:顧客データプラットフォームでTableauを設定する

l Salesforceヘルプ: Tableauで顧客データプラットフォームを有効にする

l Salesforceヘルプ: Tableauで顧客データプラットフォームデータを使用する

Salesforce Data CloudへのTableau Desktopの接続

Tableau Desktop (バージョン2023.2以降 )

Salesforceは、新しいSalesforce Data Cloudコネクタを導入しました。新しいTableauコネクタは、

Data CloudとTableau Desktopをシームレスに接続します。Salesforce Data Cloudコネクタは、
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Tableau Cloud、Tableau Desktop、Tableau Prepで使用できます。

注 : Tableau Desktop UIには、古いCustomer Data Platformコネクタと新しいSalesforce
Data Cloudコネクタの両方が表示されます。Customer Data Platformコネクタが2023年 10
月に非推奨になると、Tableau Desktop UIでは、「Customer Data Platformコネクタ(非推

奨 )」と表示されます。

Data Cloudコネクタのメリット

l このコネクタはTableau Desktopインストールに自動的に含まれるため、Tacoファイルと

JDBCドライバーを使用してコネクタをインストールする追加の手順が不要になります。

l コネクタはデータスペースを認識するほか、Tableau接続 UIに、オブジェクトAPI名ではなく、

オブジェクトラベルを表示するなど、使いやすさが向上しています。

l コネクタではクエリが高速化されています。

注 : Data Cloudコネクタを使用するには、Tableau Desktop 2023.2が必要です。

既存のワークブックの移行

次の手順を実行して、既存のワークブックをSalesforce Data Cloudコネクタに移行します。

1.Tableau Desktop 2023.2以降を起動します。

2.[データ] > [新しいデータソース]を選択します。

3.[Data space = default (データスペース= 既定 )]を選択します。これで、Data Cloudコネクタに

接続されました。

注 :データスペースは、Data Cloud内のデータの論理的な分離を表します。2023年 6月の

リリース以前には、データスペースの概念が存在しなかったため、古いコネクタを使用してワー

クブックを作成するときにData Cloud内のすべてのデータを使用していました。そのため、まっ

たく同じワークブックを再作成する場合は、[Data space = default (データスペース=既定 )]を
使用することをお勧めします。

4.関係を追加してデータモデルを再作成します。

6.[データソースの置換 ]を選択します。

7.プロンプトが表示されたら、[OK]を選択します。

8.メジャーとディメンションを置き換えます。これで、新しいデータソースに接続されました。
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9.古いデータソースを右クリックして削除し、[閉じる]を選択します。

Tableau Desktop (バージョン2023.1以前 )

警告 : Customer Data Platformコネクタは2023年 10月に非推奨になります。コネクタは廃止される

まで使用できます。コネクタが廃止されると、Tableauユーザーインターフェイスから削除され、そのコネ

クタを使用するデータソースは期待どおりに動作しなくなります。コネクタは通常、非推奨になってから

1 ～ 2回のリリースを経て廃止されます。

新規ユーザー:新規ユーザーの場合は、組み込みのSalesforce Data Cloudコネクタを使用で

きます。

ステップ1: Salesforce Data Cloud .tacoファイルをインストールする

注 :このステップは、バージョン2021.1 ～ 2021.3に適用されます。バージョン2021.4以降の

場合、Salesforce_CDP.tacoファイルは自動的にインストールされます。

1. 競合を避けるために、以前にインストールしたSalesforce_CDP.tacoファイルを削除するか名

前を変更します。Tableau Desktopの .tacoファイルは、次の場所にインストールされます。

l MacOS: /Applications/Tableau Desktop
<VERSION>.app/Contents/Resources/connectors/Salesforce_CDP.taco

l Windows: C:\Program Files\Tableau\Tableau 2022.3\bin\connectors

2. 最新のSalesforce Data Cloudコネクタ(Salesforce_CDP.tacoファイル)をTableau
Exchangeコネクタサイト「Customer Data Platformコネクタ」からダウンロードします。

3. .tacoファイルをTableauコネクタディレクトリに移動します。

l Windows: C:\Users[Windows User]\Documents\My Tableau

Repository\Connectors

l macOS: /Users/[user]/Documents/My Tableau

Repository/Connectors

ステップ2: Salesforce Data Cloud JDBCドライバーをインストールする

注 : Desktop用 Tableauバージョン2023.1は、JDBCドライバーバージョン18以降とのみ互

換性があります。
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1. Salesforce CDP GitHubサイトSalesforce-CDP-jdbcから最新のJDBCドライバー

(Salesforce-CDP-jdbc-[バージョン].jarファイル)をダウンロードします。

2. ダウンロードしたSalesforce-CDP-jdbc-[バージョン].jarファイルを次の場所に移動します。

l Windows: C:\Program Files\Tableau\Drivers

l macOS: /Users/[user]/Library/Tableau/Drivers

注 :フォルダーの非表示を解除して表示します。

ステップ3:高保証セッションを有効にする

高保証セッションを有効にすると、接続済みアプリの安全性を確保できます。このセッションポリシー

により、ユーザーが接続済みアプリにログインするときに、多要素認証を使用した ID確認が必要に

なります。

1. CDP管理者としてSalesforceにログインします。

2. Salesforce Data Cloudで、App Managerを検索します。

3. セットアップのクイック検索で、リストから「Salesforce CDP Tableau 接続」を検索しま

す。

4. [管理 ]を選択します。

重要 : [Salesforce CDP Tableau 接続 ]のみのドロップダウンをクリックしていることを確認しま

す。

5. [ポリシーの編集 ]を選択します。
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6. [Session Policies (セッションポリシー)]で、[High assurance session-required
(高保証セッションが必要 )]チェックボックスを選択します。

7. [保存 ]を選択します。高保証の構成が有効になりました。

ステップ4: Tableau DesktopでSalesforce Data Cloudに接続する

1. Tableau Desktop (2021.1以降 )を起動します。

2. [接続 ] > [サーバーへ]に移動し、[Salesforce CDP]を選択します。

3. [Salesforce CDP]ダイアログで、[認証 ]セクションで [OAuth]が選択され、[OAuth インスタンス

のURL]セクションでhttps://login.salesforce.comが選択されていることを確認します。

4. [サインイン]をクリックして、Webブラウザーでペインを開きます。

5. ユーザー名とパスワードを入力してSalesforceにサインインします。

6. [許可 ]を選択します。

7. ブラウザーのペインを閉じます。

Tableau DesktopがSalesforce Data Cloudに接続され、Tableau操作を実行できるようにな

りました。

Tableau Software 449

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



次のステップ

アクセラレーターを使用してデータインサイトを迅速に取得する

アクセラレーターを使用するとデータを迅速に可視化できます。Tableauアクセラレーターは、データ

分析を迅速に開始できるように設計された、事前に構築済みのダッシュボードです。特定の業界や

エンタープライズアプリケーションに合わせて調整されています。アクセラレーターは、サンプルデータで

構築されています。それらを自社のデータに置き換えると、最小限の設定でインサイトを得ることがで

きます。アクセラレーターはTableau Exchangeで入手できます。アクセラレーターの詳細については、

「アクセラレーターを使用してデータを迅速に可視化する」を参照してください。次のSalesforce Data
Cloudアクセラレーターのいくつかを試すことができます。

Salesforce Data Cloud Identity Resolutionアクセラレーター

Identity Resolutionアクセラレーターを使用すると、Salesforce Data Cloudの ID解決がビジネスで

どのように機能しているかを調べることができます。取り込まれたソース、それらが統合された個人にど

のように寄与しているか、およびその構成を表示できます。詳細については、「Salesforce Data
Cloud Identity Resolution」を参照してください。

Salesforce Data Cloud Email Marketing Campaignアクセラレーター

Salesforce CDP Email Marketing Campaignsアクセラレーターを使用すると、メールキャンペーンの

効率性をエンドツーエンドで監視できます。コンバージョン率の高いキャンペーンや、時系列でのメー

ルの傾向などを調べることができます。詳細については、「Salesforce Data Cloud Email Marketing
Campaigns」を参照してください。

Salesforce Data Cloud Customer Engagementアクセラレーター

このアクセラレーターは、マーケティングチームとセールスチームが、以下のチャネルにおける顧客のエ

ンゲージメントレベルを包括的に把握するための探索的ダッシュボードです。

l 売上

l メール

l メッセージ (SMS)
l Webサイト

l プッシュ通知

このアクセラレーターを使用すると、これらのチームが、顧客とのやりとりに最適なチャネルを選択して、

適切なメッセージを開発し、ロイヤリティと保持率を高めるためのポジティブなカスタマーエクスペリエン
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スを実現できます。詳細については、「Salesforce Data Cloud Customer Engagement」を参照してく

ださい。

関連項目 :
l Salesforceヘルプ:顧客データプラットフォームでTableauを設定する

l Salesforceヘルプ: Tableauで顧客データプラットフォームデータを使用する

Marketing Cloud

この記事では、TableauをMarketing Cloudコネクタに接続する方法について説明します。開始する

には、コネクタをインストールし、アプリケーションプログラミングインターフェイス(API)接続を受け入れ

るようにインスタンスを構成する必要があります。Marketing Cloudコネクタには、プラグイン(.tacoファ

イル)とドライバーが必要です。

注 :多要素認証 (MFA)はサポートされていません。

必要なドライバー

ドライバーがコンピューターにインストールされていることを確認します。ドライバーがコンピューターにイン

ストールされていない場合、Tableauで「ドライバーのダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが

接続ダイアログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認で

きます。

コネクタをインストールする

Tableauでコネクタをインストールするには、次の手順を実行します。

1. Tableauで、[接続 ]を選択します。

2. [サーバーへ]を選択します。

3. 接続リストから[Salesforce Marketing Cloud]を選択します。

4. 完了するには、プロンプトに従って、コネクタにサインインするか、コネクタをインストールします。

Marketing Cloudインスタンスを構成する

Marketing CloudコネクタにAPI統合を構成し、適切な権限を付与する必要があります。構成が完

了すると、インスタンスには、Tableauのコネクタダイアログに入力できるサブドメイン値が設定されま

す。
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注 :Marketing Cloud管理者のみがサブドメインを構成できます。

サブドメインを構成する

1. Marketing Cloud管理者 IDを使ってMarketing Cloudコネクタにサインインします。

2. [設定 ]、[Installed Packages (インストールされたパッケージ)]に移動します。

3. [Create a new package (新しいパッケージの作成 )]を選択します。

4. [Name (名前 )]フィールドにパッケージ名を入力します。

5. [Create with enhanced functionality (強化された機能を使って作成 )]を選択します。

6. [保存 ]を選択します。

7. [Add Component (コンポーネントの追加 )]の [Choose Your Component Type (コンポー

ネントタイプの選択 )]の下にある[API 統合 ]コンポーネントタイプを選択します。

8. [次へ]を選択します。

9. [Add Component (コンポーネントの追加 )]の [Choose Your Integration Type (統合タイ

プの選択 )]の下にある[Server-to-Server (サーバー間 )]を選択します。

10. [次へ]を選択します。

11. スコープを選択します。SOAPベースURIが入力されます。

データの更新

Tableauは、Marketing Cloudコネクタのデータ抽出接続のみをサポートします。データを更新するに

は、抽出を更新します。詳細については、「抽出の更新」を参照してください。更新スケジュールの詳

細については、「ワークブックをパブリッシュする際に抽出更新をスケジュールする」を参照してくださ

い。

関連項目

l データソースのセットアップ–このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の前に

データを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 –データ分析を開始します。

l Salesforceヘルプ:顧客データプラットフォームでTableauを設定する

l Salesforceヘルプ: Tableauで顧客データプラットフォームを有効にする

l Salesforceヘルプ: Tableauで顧客データプラットフォームデータを使用する

Splunk

この記事では、TableauをSplunkデータに接続し、データソースを設定する方法について説明しま

す。
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注 : Splunk ODBCコネクタは、Splunk Enterprise 6と互換性があります。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l サーバーURL (複数のデータベースがある場合はデータベース名を含む)

l ユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Splunk]を選択します。データ接続の完全なリストについ

ては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. サーバーのURLを入力します。HTTPSを使用してSplunkデータに接続することをお

勧めします。

サーバーに複数のデータベースが含まれる場合は、サーバー上の特定のデータベースの

名前を入力します。

注 :データベース名では、大文字と小文字が区別されます。

b. ユーザー名とパスワードを入力します。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。
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Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [Saved Search]で、テキストボックスに保存された検索名を入力するか、リストから

保存された検索を選択したら、それをデータソースページの上部領域にドラッグしま

す。

c. シートタブを選択して分析を開始します。

Splunkを使用した結合の制限

Splunkのテーブル間では結合を作成できませんが、次のいずれかを実行することで、複数のテーブ

ルからのSplunkデータを組み合わせることができます。

l 保存済みの検索をセットアップして接続する:必要なすべての表を単一の検索結果で返すよ

うに、Splunkで保存済みの検索をセットアップします。その後、Tableau Desktopからこの保

存済みの検索に接続します。

l データブレンドを使用する:必要なSplunk表ごとにデータソースをセットアップし、その後、

データブレンドを使用してデータを組み合わせます。詳細については、データのブレンドページ

766を参照してください。

l 抽出を作成する: Splunk表ごとに抽出を作成し、その後、クロスデータベース結合を使用し

て抽出を結合します。詳細については、データの抽出 ページ868およびデータの結合 ページ

739を参照してください。

ただし、1つの例外として、Splunkデータと異なるデータベース(または、ファイル)からのデータの間で

クロスデータベース結合を作成できます。Tableauデータソースに新しい接続を追加した後、左ペイ

ンで表をダブルクリックしてキャンバスに追加する必要があります。通常のクロスデータベース結合の作

成時のように、左ペインからキャンバスに表をドラッグすることはできません。クロスデータベース結合の

詳細については、データの結合 ページ739を参照してください。

注 : Splunk表の間でのクロスデータベース結合の作成はサポートされていません。Splunk表の間で

クロスデータベース結合を行うと、最後のSplunk接続を除き、Tableauデータソース内のすべての

接続が消失します。
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

SAP HANA

この記事では、TableauをSAP HANAデータベースに接続し、データソースを設定する方法について

説明します。

注 :このコネクタは、Mac、Linux、およびWindows用のJDBCドライバーを使用します。

Windows用 JDBCドライバーは、Tableauバージョン2021.1で新たに追加されました。Mac
およびLinux用のJDBCドライバーは、Tableauバージョン2020.2で導入されました。JDBC
ドライバーバージョン2.3.4は推奨バージョンです。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l シングルノード接続かマルチノード接続か。

l シングルノード:データベースサーバー名、ポート番号。

l マルチノード:データベースサーバー名、ホスト名、ポート番号。

l 認証 :

l Windows: Windows認証またはユーザー名とパスワード

l Mac: Kerberosまたはユーザー名とパスワード

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。
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接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [SAP HANA]を選択します。

a. 以下のように接続タイプを選択します。

l シングルノード: 接続先のデータベースをホストするサーバーの名前を入力しま

す。デフォルト以外のポートを使用している場合は、ポート番号も入力します。

l マルチノード: 各サーバーのホスト名とポート番号をコンマ区切りで入力します。

例 :

host1:30015,host2:30015,host3:30015

b. サーバーにサインインする方法を選択します。

Windows:

l 使用する環境でシングルサインオン(SSO)がサポートされている場合は、

[Windows 認証を使用する]を選択します。

l または、[特定のユーザー名とパスワードを使用 ]を選択します。サーバーがパス

ワードで保護されていて、Kerberos環境でない場合は、ユーザー名とパスワー

ドを入力する必要があります。

Mac: [Kerberos] を選択するか、[特定のユーザー名とパスワードを使用 ] を選択しま

す。

SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]オプションを選択します。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。
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b. [スキーマ]ドロップダウンリストで、検索アイコンを選択するかテキストボックスにスキーマ

名を入力して検索アイコンを選択し、スキーマを選択します。

c. [表 ]テキストボックスで、検索アイコンを選択するか表名を入力して検索アイコンを選

択し、表を選択します。

また、Tableau Desktopは、[データソース]ページで左ペインの [ストアドプロシージャ]
の下に表示されるSAP HANAテーブル関数への接続もサポートしています。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

デフォルトの表示は列ラベルです。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

注 : 分析ビューで自己結合を作成するとき、テーブルのいずれかに変数が含まれ

ている場合は、変数があるテーブルを左側にしてください。そのようにしないと、結

合が期待される結果を返さないことがあります。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

SAP HANAレベル階層をユーザー階層に変換する

SAP HANAのデータソースまたはワークブックを作成するとき、Tableauで使用する独自の階層を作

成できます。Tableauは、バージョン2019.4以降、SAP HANAで作成されたレベル階層をサポートし

ています。レベル階層を使用してTableauをSAP HANA計算ビューに接続すると、SAP HANAレベ

ル階層の構造が [データ]ペインに表示されます。TableauでSAP HANAレベル階層を変更する場

合は、SAP HANAレベル階層をユーザー階層に変換する必要があります。

警告 : SAP HANAレベル階層をユーザー階層に変換すると、元に戻すことはできません。SAP HANA
をユーザー階層ではなくレベル階層で使用するには、最初からやり直す必要があります。

ユーザー階層に変換するには、次の手順を実施します。
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1. [データ]ペインで、階層を選択します。

2. ドロップダウンメニューで、[ユーザー階層に変換 ]を選択します。

JDBC 接続をカスタマイズする

MacとLinuxでは、SAP HANAは JDBC接続を使用します。JDBC接続は、プロパティファイルを使

用してカスタマイズできます。詳細については、Tableauコミュニティの「プロパティファイルを使用して

JDBC接続をカスタマイズする」(英語 )を参照してください。

Macに信頼されたSSL証明書をインストールする

SSL/TLSを使用してTableau Desktopとデータベースの間の通信を暗号化する場合は、Java証

明書トラストストアに証明書を追加する必要があります。データベースが自己署名証明書を使用

する場合、これが必要です。SSL/TLSを使用してTableau Desktopをデータベースに接続するに

は、次の手順を実施します。

1. ターミナルアプリケーションを起動し、Javaホームディレクトリに移動します。その場所は、JDK
をインストールしたり、JAVA_HOME環境変数を設定していない限り、/Library/Internet
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Plug-Ins/JavaAppletPlugin.plugin/Contents/Homeにあります。

2. 次のコマンドを実行します。

bin/keytool -importcert -keystore cacerts -alias <certificate

name> -file <path to certificate file>

注 : Tableauバージョン2020.2以降では、カスタム証明書を「システム」キーチェーンにインポー

トできます。詳細については、「JDBC接続の一方向 SSL」を参照してください。

変数と入力パラメーターを選択する

使用する表に必須や任意の変数か、パラメーターが含まれている場合は、[変数と入力パラメーター]
ダイアログボックスが開きます。

l 必須の変数およびパラメーターには、現在の値または「*必須」が表示されます。

l 任意の変数およびパラメーターには、現在の値が表示されるか、何も表示されません。

l [プロンプト]のチェックボックスを選択し、ワークブックを開くときに変数を要求します。

変数またはパラメーターを選択し、それに対する値を入力または選択します。含めるすべての必須値

といずれかの任意値を繰り返してから、[OK]を選択します。
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注 : SQLクエリベースのSAP HANAプロンプトを使用できます。

SAP HANA シングルサインオン(SSO)のサポート

シングルサインオン(SSO)をサポートするようにSAP HANAを構成すると、ユーザー名とパスワードを

入力し直さなくても、データにアクセスし、データソースを公開し、ワークブックをTableau Serverに公

開できます。SSOを使用するには、ビューアーの認証資格情報を使用してデータソースとワークブッ

クをTableau Serverにパブリッシュする必要があります。ビューアーの認証資格情報を有効にするに

は、WindowsコンピューターではWindows認証を使用してSAP HANAに接続するか、Mac上の

Kerberosに接続する必要があります。詳細については、サーバーへのパブリッシュ下を参照してくだ

さい。

l Tableau DesktopにはSAP HANAドライバーバージョン1.00.85以降が必要です。

l SAP HANAへのSSOをサポートするようにTableau Serverを設定するには、次の操作を実

行します。詳細については、Tableau Serverヘルプの「シングルサインオン用のSAP HANAの

設定」を参照してください。

サーバーへのサインイン

サーバー名を入力すると、SAP HANAサーバーにサインインできます。または、Windowsコンピュー

ターでは [Windows 認証を使用する]、Macでは [Kerberos]を選択することもできます。終了する

には、[サインイン]を選択します。

サーバーへのパブリッシュ

SSOが有効なTableau Serverにデータソースやワークブックをパブリッシュする場合は、アクセスする

ための認証資格情報を入力する必要はありません。Tableau Serverにデータソースやワークブックを

パブリッシュする際にSSOを有効にするには、次の手順を実施します。

1. [サーバー] > [データソースのパブリッシュ]または [サーバー] > [ワークブックのパブリッシュ]を選

択します。

2. [データソース]で、[編集 ]を選択します。

3. [データソースの管理 ]ダイアログボックスで、次を実行します。

l [パブリッシュのタイプ]を選択します: ワークブックに埋め込みまたは別にパブリッシュす

る。

l [認証 ]で [Viewer (ビューアー) の認証資格情報 ]を選択します。

4. [パブリッシュ]を選択します。
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SSOの使用時にHANAの抽出を更新する方法

Tableauデータ抽出ユーティリティを使用すると、抽出更新タスクを自動化できます。たとえば、次のコ

マンドは、「mydatasource」という名前のパブリッシュされたSAP HANA抽出を更新します。このコマン

ドは次を指定します。

l Tableau Serverの名前

l 更新するデータソースの名前

C:\Program Files\Tableau\Tableau 10.2\bin>tableau refreshextract --

server https://mytableauserver --datasource mydatasource

このユーティリティの詳細については、Tableau データ抽出コマンドラインユーティリティページ894を参

照してください。

パフォーマンスのヒント

クエリパラメーターのバインドを有効にすると、パフォーマンスを向上できます。

バインド変数を使用する

パフォーマンスを向上するために、TableauではSAP HANAクエリにバインド変数を使用できます。

l クエリ: HANAでは、一度コンパイルしたクエリは、何度も実行できます。

l マルチノードのHANA展開 :パラメーター化したクエリは、適切なノードに最適にルーティングさ

れます。

この機能を有効にするには、Tableau Server管理者がTDCファイルにCAP_ODBC_QUERY_
USE_PREPARE_PARAMETER_MARKER機能を追加します。

注 :この機能はTableau 2018.3以降で利用できます。

CAP_ODBC_QUERY_USE_PREPARE_PARAMETER_MARKERは、JDBCおよびODBC
で使用できます。

列のメタデータのコレクションを使用する

Tableauは列のメタデータのコレクションに対応しているため、一部のビューの読み込み時間を改善で

きる可能性があります。

Tableauでテーブルまたはビューの列のメタデータを読み取るときは、既定ではテーブル上で準備した

クエリを使用します。

注 : 通常、列のメタデータのコレクションは最も正確なオプションですが、処理に時間がかかる場合が

あります。
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TDCファイルを使用して、準備されたクエリのメタデータを無効にすることができます。列のメタデータ

のコレクションを使用する場合、TableauはODBC APIのSQLColumnsを使用します。この方法は

高速ですが、正確ではない可能性があります。このオプションは、データに適した方法と思われる場

合にのみ、慎重に使用してください。SQLColumnsを介して列のメタデータを有効にするには、以下

の機能を使用します。

l CAP_ODBC_METADATA_SUPPRESS_EXECUTED_QUERY
l CAP_ODBC_METADATA_SUPPRESS_PREPARED_QUERY

注 :これらの機能を一時テーブルに適用するには、Tableau Server 2019.3.6以降をインス

トールする必要があります。

SAP HANAのTDCファイルの例

TDCファイルは、次の例のようになります。

<?xml version='1.0' encoding='utf-8' ?>

<connection-customization class='saphana' enabled='true'

version='9.3'>

<vendor name='saphana' />

<driver name='saphana' />

<customizations>

<customization name='CAP_ODBC_QUERY_USE_PREPARE_PARAMETER_MARKER'

value='yes' />

</customizations>

</connection-customization>

TDCファイルを使用するための詳細については、「ODBC接続のカスタマイズと調整」の「TDCファイ

ルの作成」を参照してください。ナレッジベースの記事「Tableau ServerでTDCファイルを使用する」

も参照してください。

重要 : connection-customizationの行にenabled='true'が含まれていることを確認してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。
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l JDBC接続のSSL構成 - JDBC接続用の信頼できるSSL証明書のインストールに関する一

般的な情報。

l SAP HANA の接続をカスタマイズしてSAML暗号化を有効にする- TDCファイルを作成して

暗号化を有効にする方法に関する記事。

l TableauとJDBC - TableauでJDBCドライバーを使用し、トラブルシューティングするためのヒ

ント。

l 接続のカスタマイズと微調整 - TDCファイルとプロパティファイルを使用して接続をカスタマイズ

する方法について説明します。

l Tableau ServerでTDCファイルを使用する- TableauサーバーでのTDCファイルの使用に関

するTableauナレッジベース記事。

SAP NetWeaver Business Warehouse

この記事では、TableauをSAP NetWeaver Business Warehouse (BW)データに接続し、データ

ソースを設定する方法について説明します。

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。

SAP ソフトウェアのインストール

TableauをSAP BWデータに接続する前に、コンピューターにSAPソフトウェアをインストールする必

要があります。SAPソフトウェアのインストール方法の説明については、Tableauコミュニティの「SAP
BWへの接続」を参照してください。

接続する前に

接続する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続名

l 認証 :ユーザー名とパスワードまたは統合認証

l (オプション) BW システムのクライアント

l (オプション)言語

シングルサインオンを使用する場合、SAP Personal Security Environment (PSE)がシングルサイン

オン用に構成されていることを確認してください。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。
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接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [SAP NetWeaver Business Warehouse]を選択しま

す。データ接続の完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次

を実行します。

a. ドロップダウンリストから接続を選択します。

接続用のシステムエントリが存在する場合は、ドロップダウンリストに接続が表示され

ます。新しいシステムエントリを作成するには、SAPログオンユーティリティを使用する

か、データベース管理者に問い合わせます。

b. 認証方法の選択 :

[ユーザー名とパスワード] -サーバーにサインインするためのユーザー名とパスワードを入

力します。

[統合認証 ] -使用している環境がシングルサインオン(SSO)用に構成されている場

合、このオプションを選択します。このオプションはTableau Server管理者によって設

定されます。詳細については、Tableau Serverヘルプの「SAP BWのシングルサインオ

ンを有効にする」を参照してください。

c. また、BWシステムのクライアントIDと言語を入力することもできます。

d. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. カタログまたは InfoProviderを検索または選択します。

c. キューブまたはクエリを検索または選択します。

d. シートタブを選択して分析を開始します。

注 : Tableauはリンクノードをサポートしていません。
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SAPUILandscape.xmlのサポート

バージョン7.40より前のバージョンのSAP GUIツールでは、SAP BWの接続がクライアントコンピュー

ター上にあるsaplogon.iniファイルで定義されていました。SAPログオンを使用して接続定義を追加

する際、その定義がsaplogon.iniファイルに追加されます。Tableauはそのファイルを読み取り、SAP
BWシステムのリストを取得してTableau接続ダイアログボックスの[接続を選択 ]ドロップダウンリスト

に表示します。

SAP GUIツールのバージョン7.40から接続定義ファイルがXML形式に変わり、その接続情報が

SAPUILandscape.xmlおよびSAPUILandscapeGlobal.xmlに保存されるようになりました。Tableau
は、これらのファイルの場所の指定に関し、SAPLOGON_LSXML_FILE環境変数の使用をサポート

していません。

Tableauは、リモートHTTPサーバー上にあるランドスケープXMLファイルの使用をサポートしていま

す。

ドロップダウンリストの接続が機能しない場合がある

SAP GUIツールをバージョン7.40にアップデートした後、[接続を選択 ]ドロップダウンリストにTableau
内で接続が機能しない等の問題が生じた場合は、TableauがSAPUILandscape.xmlおよび

SAPUILandscapeGlobal.xmlファイルでMessageserver要素をサポートしていないことが原因かも

しれません。接続定義がメッセージサーバーを参照する場合、[接続を選択 ]ドロップダウンリストに接

続が表示されますが、実際に接続されることはありません。

変数と入力パラメーターを選択する

使用する表に必須や任意の変数か、パラメーターが含まれている場合は、[変数と入力パラメーター]
ダイアログボックスが開きます。
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l 必須の変数およびパラメーターには、現在の値または「*必須」が表示されます。

l 任意の変数およびパラメーターには、現在の値が表示されるか、何も表示されません。

l [プロンプト]のチェックボックスを選択し、ワークブックを開くときに変数を要求します。

変数またはパラメーターを選択し、それに対する値を入力または選択します。含めるすべての必須値

といずれかの任意値を繰り返してから、[OK]を選択します。

ディメンションの別名の選択

SAP NetWeaver Business Warehouse (SAP BW)データベースに接続する場合、ディメンションでど

の別名を使用するかを選択することができます。SAP BWでは、長い名前、短い名前、中程度の

名前、およびキーを含む、さまざまなオプションが用意されています。既定で使用される別名があまり

役立たない場合もあります。ディメンションを右クリックして、短い名前など別のオプションに変更する

ことができます。これにより、ラベルがより意味のあるものに変更されます。
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SAP BW データ抽出のサポート

バージョン10.4から、Tableauに専用のプロダクトキーを求めることなくSAP BW データの抽出を作成

できるようになりました。10.4より前のバージョンでは、SAP BW のデータ抽出はベータ版の機能であ

り、完全にサポートされてはいませんでした。このベータ版の機能をご利用中であれば、プロダクトキー

の有効期限は2017年末まで延長されます。しかし、すでにキーが失効している、あるいはこの機能

のサポートをお求めの場合は、バージョン10.4にアップグレードしていただく必要があります。

SAP BWデータソースから抽出を作成する際、Tableauはデータをキューブからリレーショナル抽出に

変換します。キューブのサイズによっては、この変換作業にある程度の時間がかかる場合があります。

さらに、キューブのメタデータの多くはリレーショナルデータモデルで表せないため、Tableau Desktop内

のSAP BW データソースから作成した抽出を取り扱う際に部分的な制約が課されます。(Tableau
Desktop 9.0はベータ版の抽出機能をサポートしていませんので、ご注意ください)

SAP BW 抽出機能

SAP BW抽出機能には次のような特徴があります。
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l 空のユーザーフィルターに関する挙動が変更され、他のデータソースの挙動と一貫性が保た

れるようになりました。これにより、空のユーザーフィルターを使用してもディメンションが非表示

にならなくなりました。

l データを抽出する前、あるいは抽出を更新する前に[非表示 ]を使用することで、ディメンショ

ンを非表示にできます。これにより抽出サイズが小さくなり、抽出処理にかかる時間が短くなり

ます。

l ディメンションに対してユーザーフィルターを作成する操作よりも、そのディメンションを非表示に

する操作の方が優先されます。

l データを抽出する前に、データグリッドでディメンションおよびメジャーの名前を変更できます。

l 一部の[cube contains no data to transform]エラーが発生しないように、

Tableauは抽出クエリをわずかに修正します。

SAP BW 抽出の制限

l Tableauがサポートしているのは InfoCube、あるいは InfoCubeのみを含む InfoProviderだけ

です。その他のBWオブジェクト型を含む複合的なソースはサポートされていません。

l 抽出サイズが大きく、クエリが失敗した、あるいはタイムアウトになった場合、Tableauは自動

的にクエリを分割します。

l SAP BWは、ディメンションの数が49を超えるBexクエリをサポートしていません。

l ライブ接続と抽出を切り替えることはできません。SAP BWデータソースに接続する際、[ライブ

接続 ]とデータの [インポート]のいずれかを選択できます。通常、接続時に [抽出 ]オプションを

利用できますが、[ライブ接続 ]を選んだ場合は利用できなくなります。さらに、データを[イン

ポート]して抽出を作成する場合、「抽出を使用」コマンドを使ってライブ接続に戻す操作は

できなくなります。

l 抽出をSAP BWへのライブ接続に変えることはできません。

l 増分抽出はサポートされていません。

l 抽出を作成する際にフィルターを追加することで、抽出に含めるデータを限定することができま

すが、このフィルターの基準にできるのは階層だけです。

l Tableauは次のSAP BWオブジェクトの抽出をサポートしていません。

l 計算済みのセット。

l 別名を除く、カスタムフォーマットとセルのプロパティ。

l ユーザー階層。階層構造は崩れます。

l 事前集計データ。
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l 例外の集合。

l 複合属性。

抽出接続およびライブ接続のデータ表示の違い

上記の制限以外にも、SAP BWデータへのライブ接続と抽出接続の間にいくつかの違いがあることに

お気づきかもしれません。具体的に言うと、SAP BWに直に接続する際、[データ]ペインにディメンショ

ン、階層、レベルが表示されます。抽出を作成した後は、すべてのフィールドがフラットリストに表示さ

れます。

ライブ接続 抽出接続

SAP BWデータソースに接続して抽出を作成する、あるいはSAP BW抽出に接続するTableau
データソースファイル (.tds)に接続する際、[データ]ペインには各フィールドが通常通り表示されます。

しかし、抽出ファイルに直に接続する場合、別名オプションを表す各フィールドが追加で表示されま
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す。別名はすべて抽出に含まれていますが、通常は非表示になっています。使用していない別名

は、フィールドを右クリックして[非表示 ]を選択することで非表示にすることができます。

別名を非表示にした状態 別名を表示した状態

よくある質問

要件

必要なバージョンは何ですか?

l Tableau DesktopまたはTableau Serverがインストールされているクライアントマシンの場

合 :SAP GUI 7.30以降 (Windows版 )。

l サーバーマシンの場合 :SAP BW 7.40以降。

l サポートされるバージョンのTableau DesktopまたはTableau Server。サポートされるバージョ

ンの詳細については、Tableau Webサイトの「サポートされるバージョン」を参照してください。

SAP BWでTableauを使用するためにOpenHubのような特別なライセンス

が必要ですか?

Tableauでは、SAP BWを操作するためにSAP OLE DB for OLAPプロバイダー (Open Analysis
Interfacesの一部 )を使用します。このプロバイダーは、"適切な"量のデータを"レポート"および取得

するためのメカニズムです。OpenHubとは異なり、インターフェイスは大量のデータを移動するようには

設計されていません。お使いの環境に対するSAP BWの正しいライセンスを取得していること、およ

びそのライセンス条件でTableauのようなツールに対するOLE DB for OLAPプロバイダーの使用が

許可されていることを、SAPに確認する必要があります。
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SAP BWコネクタにはHANAが必要ですか?

いいえ。Tableau SAP BWコネクタにはHANAは必要ありません。このコネクタは、OracleやSQL
Serverなど、サポートされている任意のSAP BWバックエンドデータベースを操作できます。ただし、

必要に応じてHANAを使用することもできます。

ログオングループを使用してSAP BW に接続できますか?

いいえ。Tableauはログオングループを使用したSAP BWへの接続をサポートしていません。

接続

TableauとSAP BWの間の接続はライブ接続ですか?それともTableau抽出

ですか?

TableauはSAP BWデータへのライブ接続および抽出接続をサポートします。

ライブ接続では、ワークブックおよびダッシュボードに常に最新のデータが表示されます。

TableauではBWインスタンスをサポートする参照元データベーステーブルへの

直接接続がサポートされていますか?

いいえ。Tableauでは、この方法によるSAP BWシステムへの接続をサポートしていません。

パフォーマンス

既存のツールと比較してパフォーマンスはどの程度ですか?

システムのパフォーマンスは、既存のツールと肩を並べるものです。お使いの環境でパフォーマンスが問

題となっている場合は、環境にSAP HANAを導入することを検討してください。詳細については、

SAPWebサイトの「SAP HANA」を参照してください。

セキュリティ

Tableauではユーザーセキュリティがどのように処理されますか?

Tableauでは、SAP BWサーバーに既に実装されているセキュリティポリシーがすべて利用されます。

これをTableauで再度設定する必要はありません。ユーザーの認証と認可は、すべてSAP BWに

よって行われます。Tableauは、承認のための認証資格情報をSAP BWシステムに渡します。認証

後は、SAP BWシステム上のプロファイルまたはロールでアクセスが有効になっているオブジェクトとデー

タのみが表示されます。
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ダッシュボードをパブリッシュするときにTableau Serverでユーザーセキュリティ

はどのように処理されますか?

既定では、SAP BWデータに接続されたワークシートやダッシュボードを使用するには、SAPユーザー

名とパスワードを使用してSAP BWにログインする必要があります。ただし、認証資格情報を埋め

込むようにTableau Serverを構成することで、パブリッシュされたビューやダッシュボードに直接アクセ

スできるようになります。また、Tableau Serverでは、必要に応じて追加のセキュリティレイヤーを使

用できます。Tableau Serverの管理者は、SAP BWの認証および認可とは独立に、ユーザーの認

証および承認を追加で構成することができます。Tableau Serverのセキュリティの詳細については、

Tableau Serverオンラインヘルプの「セキュリティ」のセクションを参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

SAP SuccessFactors

この記事では、TableauをSAP SuccessFactorsアプリケーションに接続し、データソースを設定す

る方法について説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 環境アカウントID
l 認証情報

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。
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接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]で [SuccessFactors]を選択します。データ接続の完全なリストに

ついては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. アプリケーションIDを入力します。

b. 認証情報を入力します。

c. [サインイン]を選択します。

注 : Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。それでも接

続できない場合は、ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、他のユーザーが接続すべきデータソースをすぐ

に見つけられるようにするため、データソースの命名規則を使用します。

b. [データベース]ドロップダウンリストから、データベースを選択します。

c. [テーブル]で、テーブルを選択するか、検索フィールドを使用して名前でテーブルを検索

します。

関連項目
l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ

分析の前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

SAP Sybase ASE

この記事では、TableauをSAP Sybase ASEデータベースに接続し、データソースを設定する方法に

ついて説明します。

Tableauは、Sybase ASE バージョン15.2以降に接続します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続先のサーバーの名前、ポート番号、およびシングルサインオン、サービス名の使用の有無

l 認証方法 :統合認証 (シングルサインオン)またはユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。
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必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [SAP Sybase ASE]を選択します。データ接続の完全な

リストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続するサーバーの名前を入力し、使用するポートを指定します。オプションで、サー

ビス名を入力します。シングルサインオンを使用する場合は、サービス名を入力する必

要があります。

b. 認証方法の選択 :

[統合認証 ] -使用している環境がシングルサインオン(SSO)用に構成されている場

合、このオプションを選択します。

[ユーザー名とパスワード] -サーバーにサインインするためのユーザー名とパスワードを入

力します。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [データベース]ドロップダウンリストからデータベースを選択するか、テキストボックスを使

用して名前でデータベースを検索します。
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c. [スキーマ]ドロップダウンリストから、スキーマを選択するかテキストボックスを使用して、

名前でスキーマを検索します。

d. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

データベース内のストアドプロシージャを指定することもできます。ストアドプロシージャに

アクセスするには、データベースが、リモートサーバーまたはデータベース自体のポインター

(ループバックとして知られる)となる可能性があるリンクサーバーと適切に設定されてい

る必要があります。詳細については、ストアドプロシージャの使用 ページ828を参照して

ください。

e. キャンバスに表またはストアドプロシージャをドラッグし、シートタブを選択して分析を開

始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

注 : SAP Sybase ASEのKerberos認証では委任がサポートされていません。つまり、[統合認

証 ]を選択した場合は、ワークブックまたはデータソースをTableau Serverにパブリッシュする際

に、[認証資格情報を表示 ]を認証方法として使用できません。使用できるのは [サーバーの

実行アカウント]のみで、Tableau Serverの実行ユーザーアカウントがSAP Sybase ASEデー

タベース内にアカウントを保持している必要があります。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

SAP Sybase IQ

この記事では、TableauをSAP Sybase IQデータベースに接続し、データソースを設定する方法につ

いて説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。
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l 接続するデータベースをホストするホストの名前

l (オプション)サーバー名。TableauではSybase IQマルチプレックスがサポートされているため、

サーバー名は必須ではありません。

l 認証方法 : Windows認証またはユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [SAP Sybase IQ]を選択します。データ接続の完全なリ

ストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続対象のデータベースをホストするホストの名前を入力します。

b. (オプション)サーバー名を入力します。

c. サーバーにサインインする方法を選択します。Windows認証を使用するか、特定の

ユーザー名とパスワードを使用するかを指定します。サーバーがパスワードで保護され

ている場合、ユーザー名とパスワードを入力する必要があります。

d. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

e. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース
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に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [データベース]ドロップダウンリストからデータベースを選択するか、テキストボックスを使

用して名前でデータベースを検索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. データソースページの上部のエリアに表をドラッグし、シートタブを選択して分析を開始

します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

ServiceNow ITSM

この記事では、TableauをServiceNow IT Service Management (ITSM)データに接続してデータ

ソースを設定する方法について説明します。

警告 : ServiceNow ITSMコネクタは、2023.1リリースで非推奨になりました。コネクタは廃止されるま

で使用できます。コネクタが廃止されると、Tableauユーザーインターフェイスから削除され、そのコネク

タを使用するデータソースは期待通りに動作しなくなります。コネクタは通常、非推奨になってから1
～ 2回のリリースを経て廃止されます。代わりに、このServiceNowコネクタはTableau Exchangeか

ら使用することができます。

注 :このコネクタの最新情報については、Tableauの現在のバージョンのServiceNow ITSMの

ヘルプトピックを参照してください。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するServiceNowインスタンス:クラウドベースまたはオンプレミス

l ローカルServiceNowアカウントのユーザー名とパスワード

接続の要件

TableauをServiceNowに接続するには、以下の要件が満たされていることを確認します。
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l ローカルServiceNow アカウントの使用ServiceNow APIはシングルサインオン(SSO)をサ

ポートしていないため、TableauコネクターはローカルServiceNowアカウントを使用した認証

のみを実行できます。詳細については、ローカルServiceNow アカウントの使用 ページ480を
参照してください。

l 正しいパーミッションがある。アクセス制御リスト(ACL)によって、データにアクセスするために必

要なパーミッションをユーザーに提供する必要があります。詳細については、データアクセスの

トラブルシューティングページ481を参照してください。

l オンプレミスでは CORS が構成されます。ServiceNowのオンプレミスのインスタンスに接続す

る前に、ServiceNowでTableau向けにCORSを構成する必要があります。詳細について

は、Tableauコミュニティで「Configure CORS for Tableau on ServiceNow」を参照してくださ

い。

l クラウドのインスタンスの場合、プロキシ接続が必要です。ServiceNowのネイティブコネクタ

は、ローカルユーザーの IPから直接接続するのではなく"servicenow-auth-
proxy.connectors.tableau.com"を経由してルーティングします。OAuth 2.0の設計上、プロキ

シが必要です。このファイルには、Tableau DesktopからServiceNowへのアクセスを許可する

ためにOAuthが必要とする一意のクライアントIDとシークレットが格納されます。

注 :プロキシ接続を使用する場合は、ServiceNowで IPアドレスのアクセス制御を適

用しないでください。IPアドレスのアクセス制御を適用する必要がある場合は、[Find
denied IP addresses (拒否された IPアドレスの検索 )]を使用して拒否された IPを検

索し、その IPに許可ルールを追加します。"servicenow-auth-
proxy.connectors.tableau.com"に関連付けられた IPは変更される可能性があること

に注意してください。これはクラウドサービスであり、静的 IPを持っていません。Tableau
がこの IPに関する情報を提供および更新することはありません。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [ServiceNow ITSM]を選択します。データ接続の完全な

リストについては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. [インスタンスのロケーション]を選択し、[クラウドベース]または [オンプレミス]を選択しま

す。

b. ローカルServiceNowアカウントのServiceNowインスタンス、ユーザー名、およびパス

ワードを入力します。

注 : [オンプレミス]を選択する場合、ServiceNowインスタンスの完全なURLを入力す

る必要があります。

c. [サインイン]を選択します。
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d. [フィルタータイプ]: [相対的日付範囲 ]または [固定日付範囲 ]を選択してから、範囲

を選択または指定します。

e. [接続 ]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはServiceNow管理者にお問い合わせください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [表 ]から表を選択し、キャンバスの一番上にドラッグします。

c. シートタブを選択して分析を開始します。

シートタブを選択すると、Tableauは抽出を作成してデータをインポートします。

Tableau DesktopではServiceNow用の抽出のみサポートされることに注意してくださ

い。データを更新するには、抽出を更新します。詳細については、データの抽出 ページ

868を参照してください。

抽出の作成には、含まれるデータの量に応じて時間がかかる場合があります。

アクセラレーターを使用する

アクセラレーターを使用すると、Tableau DesktopとTableau Cloudの主要なビジネスメトリクス向け

に作成された有益なダッシュボードデザインをすばやく構築できます。詳細については、「アクセラレー

ターを使用してデータを迅速に可視化するページ2647」を参照してください。

主要な考慮事項

ServiceNowではアカウントのアクセスパーミッションが強制される

管理者ロールを持つServiceNowアカウントは、暗号化されたパスワード値をユーザー表から取得で

きます。パーミッションが少ないアカウントでは、このファイルはNULLになります。ServiceNowではアカ

ウントに割り当てられたアクセスパーミッションが強制されるため、データ内の他の機密フィールドに管

理者がアクセスできる可能性があります。

カスタム表はサポートされない

ServiceNow ITSM 用のTableauコネクタでは、カスタム表が含まれない ITSM サービスがサポートさ

れます。
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ServiceNowによる表の名前の提供

Tableauコネクタで表を表示すると、表には表の名前ではなく、ServiceNowラベルに従ってラベルが

付けられます。たとえば、表 "sys_user_role"は、そのラベルである"User Role"で表示されます。こ

のラベルはServiceNowコネクタにより決まります。

表示値フィールドはデータソースに含まれない

表示値の入ったフィールド(dv_ prefixの付いたフィールド)が含まれる表に接続した場合、それらの

フィールドはデータソースを作成するときに含まれません。表示値を追加するには、それらの値が含ま

れる適切な関連表への結合を実行します。

ローカルServiceNowアカウントの使用

Tableauをデータに接続するには、ローカルアカウントを使用する必要があります。ローカル

ServiceNowアカウントがない場合は、管理者に依頼して以下のソリューションのいずれかを実装す

ることをお勧めします。

l ローカルアカウントを作成して、それを共有する。

l ローカルアカウントを作成し、データを抽出して、それをTableau CloudまたはTableau
Serverにパブリッシュするために十分な期間、一時的にアカウントを共有する。その後、管理

者は新しいパスワードを保存し、スケジュールを更新できます。

l ローカルアカウントを非稼働 ("ステージング")インスタンスで作成し、それを使用してデータ

ソースを作成する。データソースを管理者に提供し、稼働インスタンスをポイントするための接

続の編集、データソースのTableau CloudまたはTableau Serverへのパブリッシュ、データ更

新のスケジュールを依頼します。

l 必要なデータソースのパブリッシュを管理者に依頼する。

日付範囲の選択がパフォーマンスに影響を与える可能性がある

分析時に日付フィルターを適用してできるだけ多くのデータを収集することは魅力的ですが、

ServiceNow ITSM からの記録の取得には時間がかかる可能性があります。Tableauでは、データを

取得するまで、特定の日付範囲内にどのくらいのデータがあるかわかりません。このため、最初に日

付範囲を限定し、パフォーマンスを評価した後で範囲を広げる必要があります。日付フィルターは、

metric_instance、change_request、incident、task、problemの各表に適用されます。

ServiceNow ITSMからデータを取得するのにかかるおおよその時間を把握するため、高速接続を使

用してテストが実施されました。この表は、テスト環境において、指定された数のレコードを取得する

ためかかった時間を示しています。

レコード数 取得までの時間
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1,000 11秒

10,000 2分

100,000 18分

データアクセスのトラブルシューティング

ServiceNow ITSMユーザーの場合

データにアクセスしようとすると、次のようなエラーメッセージが表示されることがあります。「このリソース

へのアクセスが許可されていません...」この場合は、ServiceNow管理者にお問い合わせください。

ServiceNow管理者の場合

ServiceNowはアクセスコントロールリスト(ACL)を使用してどのデータに誰がアクセスするかを指定し

ます。多くの場合、ServiceNowの実行者に設定される既定のパーミッションはTableauユーザーが

ServiceNow ITSMデータの分析に必要なコンテンツにアクセスするのに十分なものです。

Tableauユーザーは、次の表にあるServiceNowの表に関するメタデータにアクセスする必要がありま

す。

l sys_dictionary表 (列に関するメタデータ)
l sys_db_objects表 (表に関するメタデータ)
l sys_glide_objects表 (フィールドタイプに関するメタデータ)

TableauユーザーがServiceNow ITSM データにアクセスできない場合は、上記のテーブルにテーブル

レベルおよびフィールドレベルの読み取りアクセスをACLでユーザーに付与していることと、アクセスを

ロックしているスクリプトがないことを確認してください。

メタデータ表へのアクセス権を付与するために検討すべきベストプラクティスは、メタデータ表へのアクセ

スに必要なロールをACLを使用して作成し、その後、ロールをTableauユーザーグループに割り当て

ることです。これでTableauユーザーをグループへ割り当てることができるようになるため、ユーザーは

Tableauでの分析に必要なデータにアクセスできます。

ACL作成の詳細については、ServiceNowWebサイトの「ServiceNowのアクセスコントロールリスト

のルール (英語 )」を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。
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ServiceNow

DesktopとServerに適用

この記事では、TableauをServiceNowコネクタに接続し、データソースを設定する方法について説

明します。

注 :このコネクタでは、多要素認証 (MFA)はサポートされていません。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するServiceNowインスタンス:クラウドベースまたはオンプレミス

l 適切なデータアクセス権があるユーザー名とパスワード

接続してデータソースを設定する

接続のインストール

Extension Galleryから、またはTableau Desktop内から[インストール]をクリックして、コネクタをイン

ストールできます。

このコネクタには、インスタンスと通信するためのプラグイン(tacoファイル)とドライバーが必要です。お

使いのコンピューターにはすでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピュー

ターにインストールされていない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを

含むメッセージが接続ダイアログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインス

トール手順を確認できます。

1. Tableauを起動し、[接続 ]で [ServiceNow]を選択します。データ接続の完全なリストにつ

いては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。その後、次を実行します。

a. ServiceNowインスタンスのユーザー名とパスワードを入力します。

b. [サインイン]を選択します。

c. [接続 ]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはServiceNow管理者にお問い合わせください。

2. データソースページで次の手順を行います。
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(任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

a. [表 ]から表を選択し、キャンバスの一番上にドラッグします。

b.シートタブを選択して分析を開始します。

シートタブを選択すると、Tableauは抽出を作成してデータをインポートします。

データの更新

TableauはServiceNowで、抽出接続のみをサポートし、ライブ接続はサポートしません。抽

出を更新してデータを更新できます。増分更新はサポートされません。詳細については、「抽

出の更新」を参照してください。更新スケジュールの詳細については、「ワークブックをパブリッ

シュする際に抽出更新をスケジュールする」を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

SharePointリスト

バンドルされているコネクタは、Tableau ExchangeのSharePointリストコネクタに置き換えられまし

た。

警告 : SharePoint Listsコネクタは、2023.1リリースで非推奨になりました。コネクタは廃止されるまで

使用できます。コネクタが廃止されると、Tableauユーザーインターフェイスから削除され、そのコネクタ

を使用するデータソースは期待通りに動作しなくなります。コネクタは通常、非推奨になってから1 ～
2回のリリースを経て廃止されます。

この記事では、TableauをSharePointリストに接続し、データソースを設定する方法について説明し

ます。

注 :多要素認証 (MFA)は、Sharepointリストで現在利用可能なドライバーではサポートされ

ていません。

接続する前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。
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l 接続したいリストが含まれているSharePointサイトのURL

l お使いのSharePointサーバーのエディション:オンプレミスまたはSharePoint Online

l 認証方法 :サードパーティSSO、または統合認証

l 必要に応じてユーザー名またはメールアドレス、パスワード、SSOドメイン(任意 )

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [SharePoint リスト]を選択します。データ接続の完全な

リストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. [SharePoint サイト]テキストボックスで、SharePoint URLを入力します。リスト名を

URLに含めないでください。

b. エディションの選択 :オンプレミスまたはSharePoint Online。

c. 認証方法の選択 : [ユーザー名とパスワード]、[サードパーティSSO]、または [統合認

証 ]。

d. フィールドが利用可能な場合は、ユーザー名とパスワード、およびオプションでSSO ドメ

インを入力します。

e. [サインイン]を選択します。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [表 ]から表を選択し、キャンバスの一番上にドラッグします。

c. シートタブを選択して分析を開始します。

接続のヒント

l SharePoint Onlineを使用する場合、[認証 ]タイプとして[サードパーティSSO]を選択しま

す。
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l Kerberosを使用する場合、[認証 ]タイプとして[統合認証 ]を選択します。

l NTLMを使用する場合、[認証 ]タイプとして[ユーザー名とパスワード]を選択します。

l [認証 ]タイプとして[サードパーティSSO]を選択する場合、ユーザー名や電子メールアドレス

およびパスワードなどの認証資格情報を入力します。オプションで、SSO ドメインを入力しま

す。

注 : Tableauは現在、サードパーティのSSO接続についてはOktaおよびOneLogin
のみサポートしています。

l 接続する任意のリストのみがSharePointの既定のビューとなります。つまり、データの矢印が

SharePointの既定のビューでフィルターされると、フィルターされたデータを取得することはできま

せん。SharePointリストに含まれるすべてのものにアクセスすることが目標の場合には、すべて

の行が表示されるように既定のビューを調節する必要があります。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

Macではどちらの認証方法でもユーザー名とパスワードを入力して接続する必要があります。

データの更新

TableauはSharePointリストで、抽出接続のみをサポートし、ライブ接続はサポートしません。抽出

を更新してデータを更新できます。増分更新はサポートされません。詳細については、抽出の更新

ページ887を参照してください。更新スケジュールの詳細については、ワークブックをパブリッシュする際

に抽出の更新をスケジュールするページ3081を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。
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SharePointリスト(JDBC)

この記事では、TableauをSharePointリスト(JDBC)に接続し、データソースを設定する方法につ

いて説明します。

注 : SharePointリストJDBCコネクタには、Tableau 2022.3以降とSharePointリストJDBC
ドライバーが必要です。

接続する前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続したいリストが含まれているSharePointサイトのURL

l お使いのSharePointサーバーのエディション:オンプレミスまたはSharePoint Online

l 認証方法 : Azure AD、サードパーティーSSO、または統合認証

l 必要に応じてユーザー名またはメールアドレス、パスワード、SSOドメイン(任意 )

推奨事項

カスタムOAuthクライアントを設定して会社の ITポリシーを適用する

カスタムOAuthクライアントを使用すると、独自の ITポリシーに従ってOAuth設定を制御できます。

独自のOAuthクライアントを使用するオプションにより、Tableauのリリースサイクルや、Tableauの

OAuthクライアントのローテーションスケジュールに縛られることがなくなります。独自のOAuthクライア

ントを設定する方法については、「サイトのカスタムOAuthの構成」を参照してください。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1.Tableauを起動し、[接続 ]で [SharePoint リスト(JDBC)]を選択します。

2.[Server]テキストボックスにSharePoint URLを入力します。

3.エディションを次の中から選択します: [オンプレミス]または [SharePoint Online]。

4.認証方法を次の中から選択します: Azure AD、ユーザー名とパスワード、NTLM、ADFSまたは

Basic。
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5.Azure ADを選択した場合は、[サインイン]を選択します。

6.他の認証方法を選択した場合は、必要な情報を入力し、[サインイン]を選択します。

[データソース]ページで、次の手順を行います。

1.(任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意のデータソー

ス名を入力します。

たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接続するか推測するのに役立つ命名規則を

使用します。

2.分析を開始するには、シートタブを選択します。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

Macではどちらの認証方法でもユーザー名とパスワードを入力して接続する必要があります。

データの更新

TableauはSharePointリストで、抽出接続のみをサポートし、ライブ接続はサポートしません。抽出

を更新してデータを更新できます。増分更新はサポートされません。詳細については、抽出の更新

ページ887を参照してください。更新スケジュールの詳細については、ワークブックをパブリッシュする際

に抽出の更新をスケジュールするページ3081を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

SingleStore

この記事では、TableauをSingleStoreデータベースに接続してデータソースを設定する方法につい

て説明します。
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注 : SingleStoreは以前はMemSQLと呼ばれていました。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l ユーザー名とパスワード

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]で [SingleStore]を選択します。データ接続の完全なリストにつ

いては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースをホストするサーバーの名前を入力します。

b. ユーザー名およびパスワードを入力します。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。
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a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [データベース]ドロップダウンリストからデータベースを選択するか、テキストボックスを使

用して名前でデータベースを検索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Snowflake

この記事では、TableauをSnowflakeデータウェアハウスに接続し、データソースを設定する方法に

ついて説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するサーバーの名前

l 認証方法 :
l OAuth: IDPからフェデレーションを有効にする場合は、この方法を使用します。

l SAML IDP:接続に IDP認証資格情報を埋め込む場合は、この方法を使用します。
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l ユーザー名とパスワード:ユーザーの認証資格情報をSnowflakeに保存する場合は、

この方法を使用します。

l サインインするための認証資格情報は、選択する認証方式によって異なります。

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

注 : SnowflakeでOAuthの使用をサポートするには、最新のODBCドライバーをSnowflake
からインストールする必要があります (現行バージョン2.25.4)。

接続してデータソースを設定する

接続先としてSnowflakeを選択すると、3つのタブからなるポップアップメニューが表示されます。[一
般 ]タブは、認証に使用します。[初期 SQL]を使用すると、すべての接続の初めにSQLコマンドを

実行することもできます。詳細については、「初期 SQL の実行 ページ591」を参照してください。[詳
細 ]タブを使用すると、パラメーターを使用して顧客接続を追加できます。

Tableauのデータへの接続

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Snowflake]を選択します。

2. 接続するサーバーの名前を入力します。

3. 認証メソッドを、[ユーザー名とパスワード]、[Okta のユーザー名とパスワード]、または [OAuth
を使用したサインイン]から選択します。

4. 1つの認証メソッドを選択し、ログイン手順を実施します。

Oktaのユーザー名とパスワード:
a. [ユーザー名 ]と[パスワード]を入力します。

b. [Okta]フィールドに、OktaサーバーのURLを入力します。

OAuthを使用したサインイン

a. (オプション)すべての接続の初めにSQLコマンドを実行する場合、[初期 SQL]を選

択します。詳細については、初期 SQL の実行 ページ591を参照してください。

b. [サインイン]を選択します。
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c. 開いたWebページで、[ユーザー名 ]と[パスワード]を入力して[ログイン]を選択し、

Snowflakeにログインします。または、SnowflakeがSSOをサポートするように構成され

ている場合は [シングルサインオン]を選択します。

d. [OK]をクリックし、Snowflakeデータにアクセスするための許可を確認します。

e. ブラウザー画面とTableauを閉じます。

f. 次のセクション「データソースの設定」に進みます。

5. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き接続に

失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネットワーク管理

者またはデータベース管理者に連絡してください。

ドライバーパラメーターを使用した接続のカスタマイズ

Snowflakeコネクタで作成した接続を変更することもできます。接続を変更するには、[詳細 ]タブの

接続文字列にドライバーパラメーターを追加します。

注 : Tableauが生成するドライバーパラメーターは変更できません。パラメーターの追加のみを

行えます。

たとえば、次の構文は、no_proxyの値が満たされない場合に使用するプロキシサーバーと、プロキ

シサーバーをバイパスできるホスト名を指定します。

Proxy=http://proxyserver.company:80;no_proxy=.trustedserver.com;

その他のカスタムドライバーパラメーターの例については、「Snowflake にプロキシを使用するページ

493を参照してください。

注 :データソースに埋め込まずにカスタマイズする場合は、Windowsのレジストリでパラメーター

を構成できます (「構成パラメーター」としてマークされているパラメーターのみが使用可能で

す)。ドライバーパラメーターについての詳細は、Snowflakeのウェブサイトの「ODBC構成と接

続パラメーター」を参照してください。

データソースの設定

データソースページで次の手順を行います。

1. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意のデータ

ソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接続するか推
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測するのに役立つ命名規則を使用します。

2. [ウェアハウス]ドロップダウンリストからウェアハウスを選択するか、テキストボックスを使用して

名前でウェアハウスを検索します。

注 :空白のままにしてウェアハウスを選択しない場合、Tableauはデフォルトの

Snowflake仮想ウェアハウスを使用します。

詳細については、「Snowflake のデフォルト仮想ウェアハウス下」を参照してください。

3. [データベース]ドロップダウンリストからデータベースを選択するか、テキストボックスを使用して

名前でデータベースを検索します。

4. [スキーマ]ドロップダウンリストからスキーマを選択するか、テキストボックスを使用して名前で

スキーマを検索します。

5. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

6. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。カスタムSQLを

使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳細については、カスタム

SQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

Snowflakeのデフォルト仮想ウェアハウス

Snowflakeデータソースを作成するとき、Snowflakeウェアハウス(計算リソース用 )とSnowflake
データベース(データリソース用 )の両方を作成しています。ウェアハウスとデータベースの両方に、アク

セスするためのパーミッションが必要です。各ウェアハウスとデータベースに対する権限がある場合は、

必要な計算能力に応じて、異なるウェアハウスを使用して同じデータベースにアクセスできます。

データソースを作成するときに、ドロップダウンリストからウェアハウスを選択するオプションがあります。

このオプションを空白のままにして、ウェアハウスを選択しない場合、Tableauは既定のSnowflake
仮想ウェアハウスを使用します。その後、そのデータソースまたはワークブックをパブリッシュすると、ユー

ザーが接続したとき、TableauはそのユーザーのデフォルトのSnowflake仮想ウェアハウスを使用しま

す。
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Tableauがデフォルトのウェアハウスを使用してSnowflakeデータソースからワークブックを開くことがで

きるように、各ユーザーにデフォルトのウェアハウスを割り当てる必要があります。

SnowflakeサーバーサポートでのOAuthの構成

TableauとSnowflakeの間の接続にOAuthを構成する方法については、「Snowflake接続の

OAuthの構成」を参照してください。

Snowflakeにプロキシを使用する

プロキシを介してTableauからSnowflakeに接続できます。バージョン2019.4以降のTableauを使

用している場合、コネクタダイアログで [詳細 ]タブに必要なパラメーターを入力することで構成できま

す。

例 :

proxy=http://proxyserver.company:80

使用する必要があるパラメーターの詳細については、Snowflakeのドキュメントを参照してください。

注 : TableauではSnowflakeへの接続にDSNが使用されないため、Snowflakeのドキュメン

トでDSNの使用方法を説明する部分は無視できます。

2019.4より前のバージョンのTableauを使用している場合は、TDCファイルでodbc-extrasを使

用してパラメーターを入力することで構成できます。

例 :

<connection-customization class='snowflake' enabled='true' version='19.1'>
<vendor name='snowflake' />
<driver name='snowflake' />
<customizations>
<customization name='odbc-connect-string-extras'
value='proxy=http://proxyserver.company:80' />
</customizations>
</connection-customization>

詳細については、「Customize the Connection String for a Native Connector」の記事を参照してくだ

さい。

よくある質問

よくある問題と解決までのステップを紹介します。
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「このフィールドXXX は存在しません」というエラーが表示されています。どうすればよいですか?

このエラーは、計算フィールドを再作成してワークシートに追加し、データソースをSnowflakeデータ

(CustomSQL)に置き換えると表示されます。

[Replace Field References (フィールドの参照を置換する)]機能を使用して、エラーを解決しま

す。詳細については、「フィールドの参照の置換」を参照してください。

l Snowflake Webサイトの「SnowflakeでTableauを使用するためのベストプラクティス(英
語 )」 (登録が必要 )。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Snowflake接続用のOAuthの構成

Snowflakeデータに接続する場合、3つのオプションから認証を選択できます。

OAuth:OAuthを使用して、IDPからフェデレーションを有効にすることができます。

Okta のユーザー名とパスワード:接続に IDP認証資格情報を埋め込むことができます (Oktaの場

合のみ)。

ユーザー名とパスワード:ユーザー認証資格情報はSnowflakeに保存されます。

通常はOAuthの使用が推奨されます。このオプションでは、機能とセキュリティが最適な組み合わせ

になっています。
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OAuthを使用すると、以下のことができます。

l IDプロバイダー (IdP)を利用してアクセスを容易にします。

l シングルサインオン(SSO)エクスペリエンスが得られるように構成します。

l 多要素認証 (MFA)を適用します。

OAuth 2.0は、認可の業界標準のプロトコルです。

注 :接続ダイアログにあるTableauのSAML IdP認証オプションと混同しないように注意してく

ださい。[OAuth を使用してサインインする]オプションを使用して接続する必要があります。

OAuthを使用する場合、Tableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュされたコンテンツへのア

クセスを維持することが重要な考慮事項になります。TableauコンテンツをOAuth経由でSnowflake
にライブ接続する場合、所有者はアクセストークンの有効期限が切れるたびに(既定では90日ごと)
ワークブック接続をもう一度認証する必要があります。

アクセストークンの有効期限の設定についての詳細は、Snowflakeのヘルプトピック「パートナーアプ

リケーション用 Snowflake Oauthの構成」を参照してください。Tableauコンテンツのエラーを防ぐため

にこの期間を延長する必要がある場合は、Snowflakeサポートにお問い合わせください。この期間の

前にコンテンツを手動で更新しないと、Tableauのワークブックの読み込み時にエラーが発生する可能

性があります。

SnowflakeとTableauの間のOauthの構成

TableauとSnowflakeの接続では、両サイドでOAuthが構成されている必要があります。
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l Tableau: Tableauには、Snowflakeにアクセスできるようにする認証資格情報が含まれてい

ます。この情報はTableauでSnowflakeコネクタを使用すると自動的に含まれます。

TableauであらためてOAuth構成をする必要ありません。詳細については、Tableauヘルプの

「OAuth接続」を参照してください。

l Snowflake: Snowflakeで、OAuthからTableauにアクセス権が付与されるようにします。

Snowflakeのヘルプトピック「パートナーアプリケーション用 Snowflake OAuthの構成」のス

テップに従います。

注 :バージョン2020.4以降、OAuth接続ではAWS PrivateLinkまたはAzure Private Link
を使用できます。詳細については、「保存された認証資格情報を使用してSnowflake
OAuthをPrivate Linkに変更する」を参照してください。

OAuthでのSSOの使用について

シングルサインオン(SSO)では、OAuth認証の上にセキュリティ層がもう1つ追加されます。SSO用

に構成された個別の IdPは、組織のアプリケーション全体のすべてのアクセスアクティビティの認証を

管理します。すべてのサインイン要求はSSOサーバーにルーティングされます。これにより、共通のサ

インインダイアログが表示され、一元化されたデータベースに対するユーザーの認証資格情報が確

認されます。

ヒント:保存された認証資格情報を使用すると、パスワードの再入力を求められることはありません。

詳細については、「データ接続のために保存された認証資格情報の管理」を参照してください。

OktaとSnowflakeの間のOauthの構成

Snowflakeでは、既定のアイデンティティ

プロバイダー (IdP)として、アクセストーク

ンを提供しアイデンティティを認証する

Oktaが使用されます。OAuthおよびシン

グルサインオン(SSO)の機能を使用する

には、SnowflakeとOktaで設定を構成

する必要があります。

Oktaでは、OktaをOAuth認証サーバー

として定義し、SnowflakeをOAuthリソー

スとして識別します。Snowflakeのヘルプ

トピック「Snowflake用のアイデンティティ

プロバイダーの構成」のステップに従いま

す。
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OAuthでのMFAの使用について

多要素認証 (MFA)では、さらにもう1つのセキュリティ層が導入されます。ユーザーがリソースにアクセ

スするには、2つ以上の異なる識別方法が必要です。識別方法には以下が含まれます。

l パスワード

l 2番目のデバイスからのトークン

l バイオメトリクス認証 (指紋や目のスキャンなど)
l セキュリティに関する質問の回答

オプションとして、TableauとSnowflakeの接続には、Oktaまたは他の IdPを使用して多要素認証

(MFA)を設定できます。Oktaを使用してMFAを構成する方法の詳細については、「Oktaのヘルプ」

を参照してください。

その他の接続オプション

Tableau DesktopからSnowflakeに接続する場合は、他に2つのオプションがあります。

l SAML IdP
l ユーザー名と

パスワード

SAML IdPオプションは、OKtaがアイデンティティプロバイダーになっており、OKtaのユーザーに対して

MFAが無効になっている場合にのみ機能します。SAML IdPオプションではSSOが対応しています

が、MFAは対応していません。この場合、埋め込みの認証資格情報を使用してパブリッシュする際

は特定のユーザー情報を使用しますが、Okta SAMLを使用する場合は、ユーザーごとの "Viewer
(ビューアー)の認証資格情報"を使用することはできません。
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注 :これまでは、Tableau DesktopとSnowflakeの間でSSOを実装するため、回避策として

SAML IdPを使用する外部ブラウザーのオプションを使用するお客様もいました。これは、

Tableau Serverでは機能しません。代わりにOAuth接続を使用することをお勧めします。

ユーザー名とパスワードのオプションは、Snowflakeに保存されているパスワードを使用します。このオ

プションでは、ユーザーはSnowflakeに接続するたびに認証資格情報をもう一度認証するか、認証

資格情報を埋め込む必要があります。

よくある質問

パブリッシュされたSnowflake データの抽出が一定期間後に失敗する理由

OAuthアクセストークンの有効期限が切れている可能性があります。トークンを更新するには、デー

タソースを手動でもう一度認証する必要があります。今後、これらのトークンの有効期間を延長す

る必要がある場合は、Snowflakeサポートにお問い合わせください。

Snowflake のデータソースをパブリッシュするときは、"ユーザーにメッセージを表示" と"認証資格情

報の埋め込み" のオプションはどのように選択すればいいですか。

データソースや関連コンテンツに接続するときに、データソースにアクセスするユーザーが独自の認証

資格情報を使用する場合は、ユーザーにメッセージを表示のオプションを使用します。認証資格情

報の埋め込みを選択すると、データソースにアクセスするすべてユーザーが、特定の認証資格情報

を使用できます。この方法は、機能的に"サービスアカウント".使用する場合と似ています。

Snowflake に設定した行レベルのセキュリティを使用するにはどうすればよいですか。

TableauからSnowflakeにアクセスするためにユーザーが自分の認証資格情報を入力するよう求め

られると、その認証資格情報はSnowflakeアカウントの権限にマッピングされます。

関連項目

l OAuth接続 —TableauでのOAuthサポートの詳細を確認します。

l OAuth (Snowflakeヘルプ) — OAuthを使用したSnowflakeを参照します。

l セキュリティ機能の概要 (Snowflakeヘルプ) — OAuthやSSOをはじめ、その他のセキュリティ

機能がSnowflakeでどのようにサポートされているかを調べることができます。

l アカウント設定の管理 —個人用アクセストークンの作成方法や取り消し方法を参照できま

す。
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Spark SQL

この記事では、TableauをSpark SQLデータベースに接続し、データソースを設定する方法について

説明します。Tableauは、Sparkバージョン1.2.1以降に接続できます。

Spark SQLコネクタを使用して、Azure HDInsight、Azure Data Lake、Databricks、またはApache
Spark上のSparkクラスターに接続できます。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前とポート番号

l 認証方法 :
l 認証なし

l Kerberos
l ユーザー名

l ユーザー名とパスワード

l Microsoft Azure HDInsight Service
l 転送。選択肢は選択する認証方法によって異なり、次が含まれることがあります。

l バイナリ

l SASL
l HTTP

l サインイン認証資格情報。選択肢は、選択する認証方法によって異なります。次が含まれる

ことがあります。

l ユーザー名

l パスワード

l 領域

l ホストFQDN
l サービス名

l HTTP パス

l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。
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接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Spark SQL]を選択します。データ接続の完全なリストに

ついては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースをホストするサーバー名および使用するポート番号を入力します。

b. SparkThriftServerを使用してデータベースに接続します。レガシーのSharkServerお
よびSharkServer2接続が提供されていますが、Tableauではサポートされていないこ

とに注意してください。

c. 認証方法を選択します。その後、選択に基づいて、求められた情報を入力します。

d. [サインイン]を選択します。

l サーバーがパスワードで保護されていてKerberos環境でない場合、ユーザー名とパス

ワードを入力する必要があります。

l SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。

l (オプション)ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、ま

たはTableau Serverにパブリッシュするときなど、接続を開始するとき実行する初期

SQLコマンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、「初期

SQLの実行」を参照してください。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き接続

に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネットワーク管

理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストで、検索アイコンを選択するかテキストボックスにスキーマ

名を入力して検索アイコンを選択し、スキーマを選択します。

c. [表 ]テキストボックスで、検索アイコンを選択するか、表名を入力して検索アイコンを

選択し、キャンバスに表をドラッグ、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

注 : 2018.3より、Spark SQL用のKerberos認証で委任がサポートされます。2018.2以前

では、委任はサポートされていません。つまり、以前のバージョンではワークブックやデータソー

スをTableau Serverにパブリッシュするときに、[認証 ]方法に[Viewer (ビューアー) の認証資

格情報 ]を使用できません。使用できるのは [サーバーの実行アカウント]のみです。
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Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

l Databricks and Tableau - DatabricksのWebサイトにあるTableauのユーザーガイドをお読

みください。

Teradata

このトピックでは、TableauをTeradataデータベースまたはTeradata Unityサーバーに接続し、データ

ソースを設定する方法について説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l Teradataデータベースの場合 :接続するサーバーの名前

l Teradata Unityサーバーの場合 :接続するサーバーのURL

l 認証方法 : Teradataデータベース、LDAP、または統合認証

l 環境によっては、ユーザー名とパスワード

l 暗号化接続が必要ですか?

l (任意 ) Tableauが接続するたびにクエリバンディングと初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい
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ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイア

ログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Teradata]を選択します。データ接続の完全なリストにつ

いては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続先データベースをホストするサーバーの名前を入力します。

注 : [サーバー]テキストボックスに適切なURLを入力するとTeradata Unityサーバー

に接続することができます。

b. サーバーにサインインする方法を選択します。ビルトインの [Teradata データベース認

証 ]、[LDAP]、または [統合認証 ]を使用するかどうかを指定します。

Teradataサーバーがパスワードで保護されていてKerberos環境でない場合、

[Teradata データベース]または [LDAP]を選択し、ユーザー名とパスワードを入力する

必要があります。

c. 暗号化接続が必要な場合は、[暗号化が必要 ]チェックボックスをオンにします。

d. (任意 ) [クエリバンディングおよび初期 SQL]を選択します。

e. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続

き接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。

ネットワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [データベース]ドロップダウンリストで、検索アイコンを選択するかテキストボックスにス

キーマ名を入力して検索アイコンを選択し、データベースを選択します。

c. [表 ]テキストボックスで、検索アイコンを選択するか表名を入力して検索アイコンを選

択し、表を選択します。

データベース内のストアドプロシージャを指定することもできます。詳細およびTeradata
データベース固有の制約の一覧については、ストアドプロシージャの使用 ページ828を
参照してください。
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d. キャンバスに表またはストアドプロシージャをドラッグし、シートタブを選択して分析を開

始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。

パフォーマンス向上のためにクエリバンドを使用する

Teradataデータベースに接続する場合、必要に応じて接続時に実行するクエリバンドステートメント

を定義できます。これらのステートメントはパフォーマンスを向上し、データベースのビルトインセキュリ

ティルールを活用します。

クエリバンドを使用して、Teradata環境にパラメーターを渡すことができます。これらのクエリバンドを

使用して、データベースに存在するセキュリティルールに基づいてデータをフィルターするようにワークブッ

クを設定します。たとえば、現在のユーザーのTableau Serverユーザー名を渡して、ビューがロードさ

れたときにそのユーザーに固有のデータのみを表示することができます。クエリバンドは、パフォーマンス

を向上するためにも使用できます。Teradataへの接続時に、クエリバンドに渡す属性の名前と

Tableauの対応する値の間のマップを定義できます。

注 :この機能は、現在 Web作成ではサポートされていません。

クエリバンディングを設定するには

1. データソースページで、[データ] > [クエリバンディングおよび初期 SQL]を選択します。

2. 表示されたダイアログボックスの [クエリバンディング]とラベル付けされた上部のテキストボックス

に名前 /値のペアを指定します。[挿入 ]ドロップダウンメニューを使用してTableauの値を追加

できます。次の表にTableauの値について説明します。

値 説明 例

<TableauMode> クエリの生成時のTableauの操作モー

ド。この値は、メタデータの取得時の

Connectまたは

Analytical
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値 説明 例

"Connect"または実際のデータの取得

時の "Analytical"のいずれかです。

<LoginUser> データベースにサインインしている人の

ユーザー名。

jsmith

<ServerUser> サインインしているサーバーユーザー。ド

メイン名は含まれません。

注 : ProxyUserは

ServerUserと同じ値を返しま

す。ただし、ProxyUserは偽装

を設定し、クエリバンドパラメー

ターの中のTableau Serverユー

ザーを保存します。セキュリティの

ためにクエリバンディングを使用

している場合は、代わりに

ProxyUserを使用することをお

勧めします。これにより、結果が

異なるユーザー間で共有されな

いようになります。ServerUser

は監査目的でのみ使用してくだ

さい。

jsmith

<ServerUserFull> ドメイン名を含む、サインインしている

サーバーユーザー (サーバーがActive
Directoryを使用している場合 )。

注 : ProxyUserFullは

ServerUserFullと同じ値を

返します。ただし、

ProxyUserFullは偽装を設

定し、クエリバンドパラメーターの

中のTableau Serverユーザーを

domain.lan\jsmith
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値 説明 例

保存します。セキュリティのために

クエリバンディングを使用してい

る場合は、代わりに

ProxyUserFullを使用するこ

とをお勧めします。これにより、結

果が異なるユーザー間で共有さ

れないようになります。

ServerUserFullは監査目

的でのみ使用してください。

<ProxyUser> サーバーでの偽装の設定時に使用しま

す。現在のサーバーユーザーのユー

ザー名を指定します。

jsmith

<ProxyUserFull> サーバーでの偽装の設定時に使用しま

す。現在のサーバーユーザーのユー

ザー名とドメイン名を指定します。

domain.lan\jsmith

<TableauApp> Tableauアプリケーションの名前。 Tableau Desktop
Professionalまたは

Tableau Server

<TableauVersion> Tableauアプリケーションのバージョン。 6100.11.0428.0300

<WorkbookName> ワークブックの名前。これはワークブック

に埋め込まれたデータソースでのみ機

能することに注意してください。

財務分析

クエリバンドステートメントの例は次のとおりです。この例では、現在のサーバーユーザーのユーザー名

を渡しています。

ApplicationName=<TableauApp>Version=<TableauVersion>ProxyUser=<ProxyUs-

er>TableauMode=<TableauMode>

Tableauにより、入力したステートメントのエラーがチェックされます。それが有効な場合は、テキスト

ボックスの下部に緑色のチェックマークが表示されます。
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初期 SQLコマンドを使用する

Teradataデータベースに接続する場合、必要に応じて接続時に1回実行するSQLコマンドを指

定できます。これらのコマンドを接続に追加する方法の詳細については、初期 SQL の実行 ページ

591を参照してください。

注 : Tableauは、初期 SQLペイロードが1回のクエリで配信できないことを検出する場合、ク

エリを別々のステートメントに分割するよう試みます。ここで、各ステートメントはセミコロンで終

え、続けて改行記号を入れ、その間に他の文字 (余分なスペースなど)を入れません。セミコ

ロンが文字列リテラル内などステートメント内にある場合、その箇所でステートメントを分割す

るのは安全でない可能性があるため、この要件は重要です。Tableauで指定する初期 SQL
コードでエラーが返され、その初期 SQLがTeradataデータベースにより有効と判断される場

合、Tableauはクエリを正しく分割できていない可能性があります。これが起こった場合は、手

動でTableauのSQLコードを再度初期設定してください。
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Teradata OLAP Connector

この記事では、Teradata OLAP 接続を確立する方法について説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続名

l ユーザー名とパスワード

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。

Teradata OLAPデータに接続する場合、それぞれがシステムデータソース名 (DSN)を表す接続のリ

ストから選択します。接続用のシステムDSNが存在する場合は、ドロップダウンリストに接続が表示

されます。システムDSNを作成するには、Windows ODBCデータソースアドミニストレーターユーティ

リティを使用するか、データベース管理者にお問い合わせください。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Teradata OLAP Connector]を選択します。データ接続

の完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. ドロップダウンリストから接続を選択します。

b. サーバーにログオンするためのユーザー名とパスワードを入力します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ
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トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

c. [サインイン]を選択します。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意

のデータソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソース

に接続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. カタログを検索または選択します。

c. カタログからキューブを検索または選択します。

d. シートタブを選択して分析を開始します。

Teradata OLAPデータの操作

Teradata OLAP データソースの名前付きセットが、Tableauの [データ]ペインの [セット]エリアに表

示されます。これらの名前付きセットは、Tableauの他のカスタムセットと同じように操作できます。詳

細については、セットの作成 ページ1041を参照してください。データベース管理者がこの機能を有効

にした場合は、Teradata OLAP データソースの参照元データを表示することができます。詳細につい

ては、参照元データの表示 ページ2602を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

TIBCO Data Virtualization

この記事では、TableauをTIBCO Data Virtualization (旧称 Cisco Information Server)仮想データ

ベースに接続し、データソースを設定する方法について説明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータをホストするサーバーの名前

l (オプション)ドメイン名

l データソース名

l 認証方法 : Windows認証、Kerberosまたはユーザー名とパスワード

508 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l SSLサーバーに接続している場合

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

Windowsコンピューター上のTableau Desktopでこのコネクターを使用します。

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされてい

ない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイアロ

グボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。

接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]から[TIBCO Data Virtualization]を選択します。データ接続の完

全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. 接続対象のデータをホストするサーバーの名前を入力します。

b. (オプション)ドメイン名を入力します。

c. 接続先のデータソースの名前を入力します。

d. サーバーにサインインする方法を選択します。Windows認証、Kerberosまたはユー

ザー名とパスワードのいずれを使用するか指定します。

SSLサーバーに接続する場合は、[SSL が必須 ]チェックボックスをオンにします。

e. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

f. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。
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b. [カタログ]ボックスから、テキストボックスにカタログ名を入力し、リストからカタログを選

択します。

c. [スキーマ]ボックスから、テキストボックスにスキーマ名を入力し、リストからスキーマを選

択します。

d. [表 ]で、テキストボックスに表の名前を入力するか、リストから表を選択します。

e. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

Vertica

この記事では、TableauをVerticaデータベースに接続してデータソースを設定する方法について説

明します。

はじめる前に

開始する前に、次の接続情報を収集します。

l 接続するデータベースをホストするサーバーの名前

l データベース名

l ユーザー名とパスワード

l (オプション) Tableauが接続するたびに初期 SQLステートメントを実行する

必要なドライバー

このコネクタにはデータベースとやり取りするためのドライバーが必要です。お使いのコンピューターには

すでに必要なドライバーがインストールされています。ドライバーがコンピューターにインストールされて

いない場合、Tableauによって「ドライバーダウンロード」ページへのリンクを含むメッセージが接続ダイ

アログボックスに表示されます。このページで、ドライバーのリンクとインストール手順を確認できます。
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接続してデータソースを設定する

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [Vertica]を選択します。データ接続の完全なリストについ

ては、[サーバーへ]の [詳細 ]を選択します。その後、次を実行します。

a. データベースをホストするサーバーの名前および接続するデータベースの名前を入力しま

す。

b. ユーザー名およびパスワードを入力します。

c. (任意 )ワークブックを開いたときや、抽出を更新、Tableau Serverにサインイン、または

Tableau Serverにパブリッシュするときなど、毎回接続の始めに実行する初期 SQLコ

マンドを指定するには、[初期 SQL] を選択します。詳細については、初期 SQL の実

行 ページ591を参照してください。

d. [サインイン]を選択します。

Tableauが接続できない場合は、認証資格情報が正しいことを確認します。引き続き

接続に失敗する場合は、コンピューターにおけるサーバーの検出に問題があります。ネッ

トワーク管理者またはデータベース管理者に連絡してください。

2. データソースページで次の手順を行います。

a. (任意 )ページ上部にある既定のデータソース名を選択し、Tableauで使用する一意の

データソース名を入力します。たとえば、データの他のユーザーが、どのデータソースに接

続するか推測するのに役立つ命名規則を使用します。

b. [スキーマ]ドロップダウンリストから、スキーマを選択するかテキストボックスを使用して、

名前でスキーマを検索します。

c. [表 ]で、表を選択するかテキストボックスを使用して、名前で表を検索します。

d. 表をキャンバスにドラッグしてから、シートタブを選択して分析を開始します。

カスタムSQLを使用して、データソース全体ではなく、特定のクエリに接続します。詳

細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

Macでのサインイン

MacでTableau Desktopを使用する場合、サーバー名を入力して接続するときに、mydbまたは

mydb.testなどの相対ドメイン名の代わりにmydb.test.ourdomain.lanなどの完全修飾ドメイン名を

使用します。

また、Macコンピューターの [検索ドメイン]リストにドメインを追加し、接続する際には、サーバー名の

みを提供する必要があります。[検索ドメイン]リストを更新するには、[システム環境設定 ] > [ネット

ワーク] > [詳細 ]に移動し、[DNS]タブを開きます。
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関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

VerticaとTableauのソリューションの概要 (英語 ) - Tableauホワイトペーパーをお読みください (登録

またはサインインが必要です)。

Vertica Integration with Tableau: Connection Guide - Vertica WebサイトにあるVerticaナレッジ

ベースの記事をお読みください。

Webデータコネクタ2.0

この記事では、Webデータコネクタ、コネクタを使用するための事前要件、およびTableauをWeb
データコネクタに接続する方法について説明します。

注 : 2022.3以降、Webデータコネクタ2.0はWebデータコネクタ3.0に置き換えられました。

詳細については、「WebデータコネクタSDK」を参照してください。

警告 :Webデータ2.0コネクタは、2023.1リリースで非推奨になりました。コネクタは廃止されるまで

使用できます。コネクタが廃止されると、Tableauユーザーインターフェイスから削除され、そのコネク

タを使用するデータソースは期待通りに動作しなくなります。コネクタは通常、非推奨になってから1
～ 2回のリリースを経て廃止されます。

Webデータコネクタの使用

Webデータコネクタを使用すると、HTTP経由でアクセス可能なコネクタをまだ持たないデータに接

続できます。Webデータコネクタとは、JavaScriptコードを含むHTMLファイルです。独自のWeb
データコネクタを作成するか、他のユーザーが作成したコネクタを使用することができます。Webデー

タコネクタは、お使いのコンピューターのローカルで実行されているWebサーバー、ドメイン内のWeb
サーバー、またはサードパーティーWebサーバーでホストされる必要があります。

Webデータコネクタのテストおよび入念な検査

信頼できるWebデータコネクタを使用することをお勧めします。Webデータコネクタをよく知らない場

合は、使用する前にユーザーまたはTableau Server管理者がWebデータコネクタをテストし入念

に検査する必要があります。詳細については、Tableau Serverヘルプの「Webデータコネクタのテス

トおよび入念な検査」を参照してください。

512 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://www.tableau.com/ja-jp/learn/whitepapers/vertica-tableau-solution-overview
https://www.vertica.com/kb/Vertica-Integration-with-Tableau-Desktop-Connection-Guide/Content/Partner/Vertica-Integration-with-Tableau-Desktop-Connection-Guide.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/examples_wdc_connector_sdk.htm
https://help.tableau.com/current/server/ja-jp/help.htm#datasource_wdc_vetting.htm
https://help.tableau.com/current/server/ja-jp/help.htm#datasource_wdc_vetting.htm


Tableau ServerおよびTableau CloudでのWebデータコネクタの使用方法

Webデータコネクタを使用する際、そのコネクタがアクセスするデータの抽出が作成されます。抽出は

Tableau Desktopで更新できます。

Tableau Serverにデータソースまたはワークブックをパブリッシュする際、Webデータコネクタが

Tableau Serverのセーフリストに追加されない限り、Tableau Serverで抽出を更新できません。

Webベースのデータソースにサインインするためにコネクタが認証資格情報を必要とする場合は、認

証資格情報がデータソースに埋め込まれていることを確認する必要があります。詳細については、

Tableau Serverヘルプの「Tableau ServerのWebデータコネクタ」を参照してください。

Webデータコネクタのテストと入念な検査を行った後、サーバー管理者はコネクタのURL をサーバー

のセーフリストに追加できます。サーバー管理者は、ワークブック内でコネクタを使用するユーザーにこ

のURLを通知する必要があります。

Webデータコネクタを使用して作成されたワークブックをTableau Server上で開くときに、コネクタが

Tableau Serverのセーフリストに追加されていない場合、Tableau Serverで抽出を更新するには、

コネクタのテスト、入念な検査、およびセーフリストへの追加のためのプロセスに従います。サインイン

するためにコネクタが認証資格情報を必要とする場合は、認証資格情報がデータソースに埋め込ま

れていることを確認する必要があります。その後、Tableau Server上のデータを更新できます。

セキュリティ対策としてTableau Cloudにパブリッシュすると、Tableau CloudはWebデータコネクタが

作成した抽出に接続したり、その抽出を更新したりできません。一部のWebデータコネクターの抽出

を更新するために、Tableau Bridgeを使用できます。詳細については、Tableau Cloudヘルプの

「Tableau Bridgeを使用してデータを最新に保つ場合」を参照してください。

WebデータコネクタをTableau Publicに追加できないためにTableau Publicにパブリッシュする場合

は、Webデータコネクタの抽出をTableau Public上で直接更新することはできません。

データソースへの接続

1. Tableauを起動し、[接続 ]から[Web データコネクター]を選択します。データ接続の完全なリ

ストについては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。

2. 接続するWebデータコネクタのURLを入力し、Enterキーを押します。

注 :Webデータコネクターではなく、WebページへのURLを入力すると、エラーメッセージが表

示されます。
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3. コネクタによってWebページが表示された場合、要求された情報を入力してからページを送

信します。

4. コネクターがデータを取得し、それを抽出としてTableauにインポートするまで待機します。

5. シートタブを選択して分析を開始します。

Webデータコネクタのデータソースの例

Webデータコネクタのデータソースの例を以下に示します。Webデータコネクターへの初回接続時

には、接続ページにWebデータコネクターへの接続方法の概要が示されます。

Webデータ接続に接続後、接続ページで、次を実行できます。

l アドレスバーのドロップダウンリストから、接続したすべてのWebデータコネクタの履歴を表示

するか、履歴をクリアします。

l [最近のコネクタ]に最近使用した5つのコネクタを表示します。

l ウィンドウの下部にあるリンクを選択し、Webデータコネクターの詳細を表示します。

l この機能の概要への [これは何ですか？ ]リンク。

l このトピックへの [コネクタの使用 ]リンク。

l Webデータコネクタを構築するためのツールとドキュメントを提供するWebデータコネ

クタSDKについては、コネクタの構築リンク。
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オプションの設定

接続後、分析を開始する前にデータソースに次の設定を変更できます。

l フィールドと行の並べ替え– [フィールドの並べ替え]ドロップダウンリストから、グリッドまたはメタ

データグリッド内の列の並べ替え方法を選択します。行の値を並べ替えるには、列名の横にあ

る並べ替えボタンを選択します。
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l 名前の変更または列の非表示 –列ヘッダーのドロップダウン矢印を選択し、希望するオプショ

ンを選択します。

l 列の分割 –データの構造に応じて、データ内の列を新しいフィールドに分割できます。詳細に

ついては、フィールドを複数フィールドに分割 ページ855を参照してください。

l 計算を作成 -データソースの既存のフィールドに基づいて新しい計算を作成します。

l 値をコピー -値を選択してCtrl + Cを押し、グリッド内の値をコピーします。メタデータグリッド

内の値をコピーするには、値を選択してから、右クリックし、[コピー]を選択します。

l 新規追加または他のデータソースを編集 -データソース名の隣にあるドロップダウン矢印を選

択します。

TableauがサポートするWebデータコネクタ

Tableauが提供するWeb データコネクタを使用した接続向けのカスタマーサポートには制限があり

ます。Tableauは、WDC APIとインターフェイス接続するために作成されたコネクターや他のプログラ

ムはサポートしていません。ただし、Tableau開発者コミュニティフォーラムに質問を送信してアドバイ

スを求めることができます。

それでもTableauはWDCライブラリおよびSDKのサポートは提供しています。WDCライブラリ、シ

ミュレータ、または開発者サンプルで問題を発見した場合は、Githubで問題を送信してください。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

その他のデータベース(JDBC)

Tableauの起動時に、[接続 ]を確認すると、Tableau Desktopでサポートされているファイルやデー

タベースのタイプを把握できます。詳細なリストを確認するには、[詳細 ]を選択します。サポートされ

るファイルまたはデータベースの場合、Tableauはそれらのデータソース用に構築および最適化された

ビルトインコネクターを提供します。

重要 :ファイルまたはデータベースの種類が [接続 ]の下に表示されている場合は、この名前

付きコネクタを使用してデータに接続します。

お使いのファイルまたはデータベースのタイプが [接続 ]にリストされていない場合、その他のデータベー

ス (JDBC)コネクタを使用して接続できることがあります。JDBC (Java Database Connectivity)は、
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データベースに接続するための標準の方法です。接続に使用するデータベースドライバーがJDBC標

準を満たしている場合、お使いのデータベースのJDBCドライバーおよびTableauのその他のデータ

ベース (JDBC)コネクタを使用してTableauに接続できます。

その他のデータベース (JDBC)コネクタを使用すると、「一般的な」コネクターとTableauという名前が

付いたコネクターとの大きなパフォーマンスの差に気づくことでしょう。これは、一般的な JDBC接続

が、Tableauのコネクターで使用されているような接続固有の多くの機能を活用してパフォーマンスを

最適化していないことが原因です。

はじめる前に

適切な JDBCドライバーを指定する

JDBCドライバーは、.jarファイルに組み込まれています。お使いのオペレーティングシステムのフォル

ダーに .jarファイルを配置します(まだ存在しない場合は、このフォルダーを作成する必要があります)。

l Windows: C:\Program Files\Tableau\Drivers
l Mac: ~/Library/Tableau/Drivers
l Linux: /opt/tableau/tableau_driver/jdbc

注 : ドライバーに含まれる.jarファイルが1つだけの場合は、それをC:\Program
Files\Tableau/Driversにコピーします。ドライバーに複数のファイルが含まれている場合は、

C:\Program Files\Tableau/Driversの下にサブフォルダー "A"を作成し、すべてのファイルをフォ

ルダー "A"にコピーします。

また、次の要件にも注意してください。

l .jarファイルに対する読み取りパーミッションが必要です。

l JDBC 4.0以降のドライバーが必要です。

l Type 4のJDBCドライバーが必要です。

注 : シークレットがログに記録されないようにするには、ダイアログのパスワードフィールドまたはド

ライバーのプロパティのいずれかにJDBCコネクタのシークレットを入力する必要があります。

ダイアレクトのサポート

その他のデータベース (JDBC)コネクタでは、データベースに送信されるSQLクエリをTableauで変換

する方法を確立する際に使用される、以下のダイアレクトがサポートされています。
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l MySQL
l PostgreSQL
l 一般的なSQL-92

接続情報を収集する

以下の接続情報を収集します。

l 接続時にURLフィールドに入力するJDBC接続文字列。JDBCドライバーに対して適切な

形式を使用していることを確認するには、ドライバーのドキュメントを参照してください。例は次

のとおりです。

jdbc:postgresql://www.exampledatabase.com:5432/databasename
l jdbc -常に jdbcプレフィックスを使用します。これ以外の場合は、サインインボタンが

無効になります。

l postgresql -使用しているJDBCドライバーのクラスを定義します。Tableauでは、

Tableauドライバーフォルダーでドライバーの一致を確認します。JDBCドライバーに

は、関連するサブプロトコルがあります (PostgreSQLのpostgresqlやMySQLの

mysqlなど)。
l www.exampledatabase.com -お使いのデータベースサーバーに対するネットワー

クアドレス。ホスト名または IPアドレスを使用できます。

l 5432 –データベースが指定されたネットワークアドレスで応答するポート。

l databasename -お使いのデータベースサーバーのデータベース名またはスキーマ

名。

l 使用しているダイアレクト: MySQL、PostgreSQL、またはSQL-92。
l サーバーにサインインするための認証資格情報 :ユーザー名およびパスワード。

l (オプション)ドライバーの動作をカスタマイズするためのJDBCプロパティ。詳細については、

Tableauコミュニティの「プロパティファイルを使用してJDBC接続をカスタマイズする(英語 )」を
参照してください。

接続する

JDBCドライバーを使用してデータに接続するには、次の手順を行います。

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [その他のデータベース (JDBC)]を選択します。データ接

続の完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。

2. [URL] フィールドでJDBC接続文字列を入力します。

3. ドロップダウンリストから[ダイアレクト] を選択します。

4. サーバーにサインインするためのユーザー名とパスワードを入力します。

5. (オプション) JDBCプロパティファイルを参照します。プロパティファイルを使用すると、クラスレベ
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ルのプロパティを上書きします。

6. [サインイン]を選択します。

重要 :データベースへの接続に[その他のデータベース (JDBC)]を使用する場合、結果は異な

る場合があり、Tableau Desktop機能との互換性は保証されません。

必要としているとおりに接続が機能する場合は、分析を開始できます。ただし、機能やパフォーマンス

を改善するためにJDBC接続をカスタマイズする必要がある場合は、関連項目 ページ521から記事

をご覧ください。

パブリッシュとプラットフォーム間の移植性を構成する

汎用 JDBC接続で作業する場合、作成したワークブックやデータソースを異なるコンピューターやプ

ラットフォームで使用できるようにするには、追加の構成が必要です。

パブリッシュとプラットフォーム間の移植性のために、ドライバーをインストールしてワークブックまたはデー

タソース接続を照合する必要があります。

その例として、Ashley Garciaが作成するその他のデータベース (JDBC)データソースを取り上げま

す。このデータソースは、Windowsコンピューターにインストールされている関連 JDBCドライバーを使

用して接続します。

Ashleyは、他のユーザーがデータソースを使用できるようにするために、データソースで次ができます。

l AshleyはデータソースをTableau Serverにパブリッシュできます。このときAshleyは、Tableau
Serverの管理者に依頼して、Tableau Serverコンピューターに関連付けられたJDBCドライ

バーをインストールしてもらう必要があります。こうすると、Ashleyと他のユーザーはデータソース

にアクセスできるようになります。

l Ashleyはメールでデータソースを同僚に提供できます。Ashleyは同僚に、関連付けられてい

るJDBCドライバーを各自のコンピューターにインストールするように依頼する必要があります。

こうすることで同僚のユーザーはTableau Desktopでデータソースを開くことができるようになり

ます。

JDBCドライバーをインストールせずにその他のデータベース (JDBC)コネクタを使用して作成された

ワークブックやデータソースを開こうとすると、「No suitable driver」というメッセージが含まれたエ

ラーが表示されます。このエラーを解決するには、ワークブックやデータソースのパブリッシャーか、

Tableau Server管理者に問い合わせて、ワークブックやデータソースを照合するJDBCドライバーを

取得します。次に、コンピューターにドライバーをインストールします。
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データの確認

Tableauでは、その他のデータベース (JDBC)コネクタを使用して接続しているデータベースをまだテ

ストしていない可能性があります。したがって、期待していた内容が反映されているか、時間をかけて

データを確認することが重要です。

メタデータをチェックするには、データソースページのデータタブとデータグリッドで、適切な表および列

が表示されること、データ型が正しいことを確認します。

データベースを変更する

[その他のデータベース (JDBC)]を使用してデータに接続する場合は、接続するデータベースを

[URL]フィールド内のJDBC接続文字列で指定します。接続後に別のデータベースに変更する場

合は、接続文字列を編集するか、新しい文字列によって新しい接続を追加する必要があります。そ

うしないと、エラーが返され、次の例のような結果が表示されます。

Tableau Desktop Tableau Prep Builder

その他のデータベース(JDBC)接続に対するTableauサポート

Tableauが提供するその他のデータベース (JDBC)を使用した接続向けのカスタマーサポートには

制限があります。たとえばサポートは、Tableau Desktopで接続できてもTableau Serverでは接続

できない場合にお手伝いします。ただし、Tableauでは JDBCプロパティファイルの作成やデバッグは

サポートしていません。ヘルプ情報は関連項目 見開きページ以下のマニュアルのリストを参照してく

ださい。さらに、Tableau開発者コミュニティフォーラムに質問を送信してアドバイスを求めることもでき

ます。
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関連項目

TableauとJDBC –パフォーマンスの向上と一般的な問題の解決に役立つヒントが記載されていま

す。

Tableauコミュニティの「プロパティファイルを使用してJDBC接続をカスタマイズする(英語 )」

Tableauナレッジベースの「JDBC接続のカスタマイズ (英語 )」

TableauとJDBC

Tableauでは、複数のコネクタに対してJDBC (Java Database Connectivity)ドライバーがサポートさ

れています。これらのコネクタには、Athenaなどの公式の名前付きコネクタと、その他のJDBCベース

のドライバーと併用する汎用コネクタ(その他のデータベース (JDBC)コネクタと呼ばれる)の両方が含

まれます。

JDBCには Javaが必要です。Javaにより、ドライバーがプラットフォームに依存しなくなります。バー

ジョン2020.2以降では、すべてのTableauアプリケーションがJavaランタイムにバンドルされているの

で、個別にインストールする必要はありません。

注 : 2020.2より前のバージョンのTableau Desktopを使用している場合、Javaのインストール

手順については、「ドライバーのダウンロード」ページを参照してください。

JDBCコネクタのパフォーマンスの微調整

Tableauは、JDBCデータ接続のカスタマイズ機能をサポートし、接続の操作性を劇的に向上させる

ことができます。詳細については、「接続のカスタマイズと微調整」を参照してください。

JDBC接続に対するTableauサポート

Tableauは、特定のODBCドライバーまたはデータベースをその他のデータベース (JDBC)コネクタで

使用することによってデータへの接続やクエリの実行が成功することを保証するわけではありません。い

くつかのJDBCドライバーでは、Tableauでの完全なインタラクティブ操作を行えますが、その他は抽

出の作成のみを行えます。一部のJDBCドライバーはTableauでは機能しない場合があります。

注 : Tableauは JDBCドライバーとの接続のトラブルシューティングをサポートする、妥当なレベ

ルのカスタマーサポートを提供しますが、特定のJDBCドライバーを操作するためのコネクタを

作成またはカスタマイズすることはできません。
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よくある質問

よくある問題と解決までのステップを紹介します。

「Java が見つかりません」というメッセージが表示されます。何を意味しているのでしょうか?

このエラーは、2020.2よりも前のバージョンのTableauを使用している場合や、Windowsで
Kerberosを使用している場合に発生することがあります。コネクタ用に正しいバージョンのJavaをイ

ンストールする手順については、「ドライバーのダウンロード」ページを参照してください。

バージョン2020.2以降では、すべてのTableauアプリケーションがJavaランタイムにバンドルされてい

るので、このエラーは発生しません。

「ドライバーが見つかりません」というメッセージが表示されます。どうすればよいでしょうか?

次のいずれかのパスで、ドライバーと依存するすべてのライブラリをインストールします。

l Windows: C:\Program Files\Tableau\Drivers
l Mac: /Library/JDBC or ~/Library/JDBC
l Linux: /opt/tableau/tableau_driver/jdbc

Tableauを実行しているユーザーまたはTableau Serviceユーザーがドライバーを読み取れることを

確認します。

Tableau 用に複数の JDBC ドライバーをインストールしていますが、接続に問題があります。どうす

ればよいでしょうか?

Tableau用に複数のJDBCドライバーをインストールしている場合、ドライバーが同じサードパーティ

製ライブラリの異なるバージョンを使用する可能性があります。これにより、予測できない状況で問題

が発生する場合があります。JDBCドライバーフォルダーに複数のJDBCドライバーがインストールさ

れているとき、接続中に未知のエラーが発生した場合は、次の手順を使用すると、それらのドライ

バーを分離できます。

次のライブラリがJDBCフォルダーにインストールされているとします。

l athena-driver.jar
l athena-dependency.jar
l athena-dependency.so
l postgres-driver.jar

PostgresドライバーからAthenaドライバーを分離するには、これらのドライバーを次のような別々の

サブディレクトリにインストールします。

l Athena/athena-driver.jar
l Athena/athena-dependency.jar
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l Athena/athena-dependency.dll
l Postgres/postgres-driver.jar

ドライバーを移動した後、Tableauを再起動します。

“ClassNotFoundException” というメッセージ (またはそれに似たメッセージ) が表示されます。どうす

ればよいでしょうか?

Java 11と互換性がないJDBCドライバーを実行している場合、Tableau Serverの実行中に問題が

生じる可能性があります。

問題の原因がJava 11であると思われる場合は、次の手順を実行します。

1. Java 64ビットJRE (Java Runtime環境 )または JDK (Java開発キット)をAdoptOpenJDKか

らダウンロードします。

a. https://adoptopenjdk.net/releases.htmlに移動します。

b. [OpenJDK 11] > Hotspotの順に選択します。

c. [Other Platforms (その他のプラットフォーム)]を選択して、オプションの完全なリストを

表示します。

d. ご使用のオペレーティングシステムに合うJREまたは JDKをダウンロードします。

2. Tableauを実行しているコンピューターで、次のいずれかの環境変数を設定します。

TABLEAU_JAVA_HOME=C:\Program Files\AdoptOpenJDK\jre-8.0.232.09-hotspot

または

TABLEAU_JAVA_HOME=C:\Program Files\AdoptOpenJDK\jdk-8.0.252.09-hotspot

プロキシの問題を解決する方法を教えてください。

バージョン2019.4以降では、WindowsでTableauを実行するときに、Javaの

useSystemProxiesオプションを有効にすると、Tableauがプロキシ設定を読み取ります。

場合によっては、プロキシ設定を読み取ると、問題が発生する可能性があります。たとえば、[すべて

のプロトコル用に同じプロキシサーバーを使用する]を選択した場合、Java仮想マシンはSOCKSプ

ロキシを使用しようとします。

この問題を解決するための手順については、Tableauナレッジベースの記事「プロキシ経由で

TableauからAmazon Athenaに接続できない (エラーコード37CE01A3)」を参照してください。この

記事はAthenaについて具体的に説明していますが、どのJDBCコネクタにも当てはまります。

SSL を使用してサーバーに接続できません。どのような手順を試すとよいですか?

「SSL検証パスが見つかりませんでした」などのエラーメッセージが表示される場合は、証明書または

秘密キーを構成する必要がある場合があります。
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証明書の使用手順については、「JDBC接続の一方向 SSL」を参照してください。Oracle JDBCド

ライバーを使用している場合、適切な証明書またはキーを使用して接続する方法については、

「SSL接続を使用したOracle JDBC」を参照してください。

Postgres JDBC ドライバーを使用して他のデータベース (JDBC) コネクタを使用すると、抽出の作

成を試みても失敗することがあります。どのような手順を試すとよいですか?

Postgresドライバーのフェッチサイズが設定されていない場合や、自動コミットが有効になっている場

合は、エラーが発生することがあります。ドライバーで一度に処理されるデータが多すぎるため、処理

できません。

次の手順を試してください。

1. defaultRowFetchSizeを使用して、データのフェッチサイズを設定します。

詳細については、PostgreSQLサイトのJDBCドライバーページを参照してください。

2. TDCファイルを作成するか、既存のTDCファイルを編集して、自動コミットを無効にします。

TDCファイルに次の項目を含めます。

<?xml version='1.0' encoding='utf-8' ?>

<connection-customization class="genericjdbc" enabled="true"

version="10">

<vendor name="genericjdbc"/>

<driver name="postgresql"/>

<customizations>

<customization name="CAP_JDBC_QUERY_DISABLE_AUTO_COMMIT"

value="yes"/>

</customizations>

</connection-customization>

注 :このステップは、その他のデータベース(JDBC)コネクタを使用する場合に必要です

が、名前が付いているTableauコネクタの場合は、自動コミットがデフォルトで設定さ

れているため必要ありません。

JDBC接続にTDCファイルを使用する方法の詳細については、「接続のカスタマイズと微調

整」を参照してください。

関連項目

その他のデータベース(JDBC) –汎用 JDBCコネクタを使用してデータに接続する方法について説明

しています。
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接続のカスタマイズと微調整 - TDCファイルとプロパティファイルを使用して接続をカスタマイズする方

法について説明しています。

JDBC接続の一方向 SSL –証明書とJDBCドライバーを使用してSSLでサーバーにアクセスする手

順について説明しています。

Tableau JDBC機能のカスタマイズの参考資料 –データソースによりサポートされるTableau機能の

定義に使用できるカスタマイズをリストしています。

JDBC接続の一方向 SSL

JDBCベースのコネクタで通常の (一方向 ) SSLを使用していて、自己署名証明書や非パブリック認

証局 (CA)によって署名された証明書がある場合は、証明書の信頼を構成する必要があります。

Tableauでは、次のいずれかの方法を使用して、JDBC接続に対して一方向 SSL信頼を構成でき

ます。

l 証明書を埋め込む下

l システムの信頼ストアに証明書をインストールする次のページ

l カスタムドライバープロパティを使用するページ528

証明書を埋め込む

一部のコネクタは、ワークブックまたはデータストアへの証明書の埋め込みに対応しています。埋め込

みが利用可能な場合は、Tableau Desktopを使用してCA証明書を埋め込むことができます。
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システムの信頼ストアに証明書をインストールする

埋め込みを利用できない場合は、証明書を信頼するようにJavaランタイムを構成する必要があり

ます。また、この方がすべてのワークブックに証明書を埋め込むよりも簡単に行うことができます。

Windowsの場合 :

CA証明書や自己署名証明書をWindowsルートCA信頼ストアにインストールできます。Javaラ

ンタイムは、システムのルート信頼ストアで信頼されたCAを検索します。中間証明書ストレージは

検索されません。

注 :ルートCAをインストールしても接続の確立に問題がある場合は、中間証明書が欠落し

ている可能性があります。TLS標準では、サーバーがルート証明書を除くすべての証明書を

チェーンで送信することが要求されますが、すべてのサーバーが準拠しているわけではありませ

ん。サーバーが中間証明書を送信しない場合は、中間証明書を正しく転送するようにサー

バーを修正するか、ルート信頼ストアに中間証明書をインストールします。または、データソー

スに証明書を埋め込むか、ドライバーのプロパティを使用して信頼ストアを構成することもでき

ます。

1. Windowsで「証明書」を検索します。

2. [コンピューター証明書の管理 ]を選択します。

3. [操作 ]メニューで [すべてのタスク]を選択し、Windowsのバージョンに応じて次のいずれかの

操作を行います。

l [インポート]を選択してから、[ローカルマシン]を選択する。

l [証明書の検索 ]を選択する。

4. 証明書ファイルを検索します。

5. [信頼されたルート証明機関 ]にインポートします。

Macの場合 :

カスタム証明書をMacにインストールするには、次の手順に従って"システム"キーチェーンに証明書

をインポートします。

注 :Macのキーチェーンから証明書を読み込むと、ほぼすべてのドライバーで動作します。ごく

まれに、PROPERTIESファイルを使用して信頼ストアを構成する必要があります。詳細につ

いては、「接続のカスタマイズと微調整」を参照してください。
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1. https://support.apple.com/guide/keychain-access/add-certificates-to-a-keychain-
kyca2431/macに移動します。

2. 証明書を("システムルート"ではなく) "システム"キーチェーンにインポートします。

3. 信頼を次のように有効にします。

a. キーチェーンのプリケーションで、新しい証明書を右クリックします。

b. [Get Info (情報の取得 )]を選択します。

c. ダイアログで [信頼 ] セクションを開き、[When using this certificate always trust (こ
の証明書を使用する場合は常に信頼する)]を選択します。

注 : 2020.2より前のTableauバージョンでのSAP HANA接続では、MacではなくJREに証

明書を追加します。詳細については、SAP HANAコネクタのヘルプトピックで「Macに信頼され

たSSL証明書をインストールする」セクションを参照してください。

Linuxの場合 :

多くのLinuxディストリビューションでは、システム証明書からJava形式のトラストストアが生成されま

す。このファイルを作成するには、パッケージマネージャからJavaをインストールする必要があります。

これにより、JREはオペレーティングシステムと同じ証明書を使用できます。

注 : Tableau Serverは、このファイルを次の標準の場所で検索します。

/etc/ssl/certs/java/cacerts

/etc/pki/java/cacerts

別の場所を設定するには、次のコマンドを実行します。

tsm configuration set -k native_api.ConnectivityTrustStore -v <path-

to-cacerts> --force-keys

このファイルでは、次を実行する必要があります。

l 信頼できるすべてのCA証明書と自己署名証明書を含める。

l 公開キーのみを含める。

l JKS形式にする。

l Tableauの特権のないユーザー (「実行ユーザー」)が読み取れるようにする。

l 既定のJKSパスワード"changeit"を使用する。

カスタムCA証明書や自己署名証明書をインストールするには、ディストリビューションのドキュメントを

参照してください。適切なコマンドを実行してキーストアを生成します。例 :

update-ca-certificates
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カスタムドライバープロパティを使用する

プロパティファイルを使用して、JDBC接続オプション(信頼ストアの場所など)をカスタマイズできま

す。このプロパティファイルは、各接続パラメーターのキーと値のペアを含むプレーンテキストファイルで

す。特定のプロパティ設定の詳細については、ドライバーのドキュメントを参照してください。

たとえば、このプロパティファイルの行は、信頼設定を構成するために使用されています。

javax.net.ssl.trustStore=C:\\My_Folder\\truststore.jks
javax.net.ssl.trustStoreType=JKS
javax.net.ssl.trustStorePassword=password

ファイルを作成して正しい場所に保存すると、ファイル内のプロパティが、同じデータソースタイプへの

すべてのJDBC接続に適用されます。

汎用の "その他のデータベース(JDBC)"コネクタを使用する場合は、接続ダイアログでプロパティファ

イルを直接指定できます。

詳細については、「接続のカスタマイズと微調整」を参照してください。

関連項目

l Oracle JDBC接続にSSLを要求する- Oracle JDBC接続に信頼されたSSL証明書を追

加するためのインストール手順。

その他のデータベース(ODBC)

Tableauの起動時に、[接続 ]を確認すると、Tableau Desktopでサポートされているファイルやデー

タベースのタイプを把握できます。詳細なリストを確認するには、[詳細 ]を選択します。サポートされ

るファイルまたはデータベースの場合、Tableauはそれらのデータソース用に構築および最適化された

ビルトインコネクターを提供します。

重要 :ファイルまたはデータベースの種類が [接続 ]の下に表示されている場合は、この名前

付きコネクタを使用してデータに接続します。

お使いのファイルまたはデータベースのタイプが [接続 ]にリストされていない場合、Other Databases
(ODBC)コネクターを使用して接続できる場合があります。ODBC (Open Database Connectivity)
は、データベースに接続するための標準の方法です。接続に使用するデータベースドライバーが

ODBC標準を満たしている場合、お使いのデータベースのODBCドライバーおよびTableauの

Other Databases (ODBC)コネクターを使用してTableauに接続できます。
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注 : Tableau Prep Builderバージョン2019.2.2では、Other Databases (ODBC)コネクタを使用して

データへの接続がサポートされています。ただし、Tableau Desktopと同じ機能はサポートされていま

せん。Tableau Prep Builderの場合は、Tableau Prep Builderオンラインヘルプの「ODBCを使用し

た接続」に記載された手順に従ってください。

接続する

ODBCドライバーを使用してデータに接続するには、次の手順を行います。

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で [その他のデータベース (ODBC)]を選択します。データ接続

の完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。

2. 接続に必要な情報を入力します。

表またはスキーマ名が表示されていない場合、検索アイコンをクリックするかテキストボックスに

名前を入力して検索アイコンをクリックしてから、名前を選択します。

注 :データベースへの接続にOther Databases (ODBC)を使用する場合、結果は異なる場

合があり、Tableau Desktop機能との互換性は保証されません。

必要としているとおりに接続が機能する場合は、分析を開始できます。ただし、機能やパフォーマンス

を改善するためにODBC接続をカスタマイズする必要がある場合は、その他のデータベース (ODBC)
前のページから記事をご覧ください。

パブリッシュとプラットフォーム間の移植性を構成する

汎用 ODBC接続で作業する場合、作成したワークブックやデータソースを異なるコンピューターやプ

ラットフォームで使用できるようにするには、追加の構成が必要です。

パブリッシュとプラットフォーム間の移植性のために、次のように実行します。

l システム間の異なるドライバーや構成に対応するようにデータソース名 (DSN)を使用すること

をお勧めします。

l ドライバーとDSNは、ワークブックまたはデータソース接続を照合するようにインストールおよび

構成する必要があります。

重要 : DSNを設定する際は、機密データ(ユーザー名やパスワードなど)がプレーンテキストでログに

記録され、ログにアクセスできるすべてのユーザーから読み取り可能になることに注意してください。

その例として、Ashley Garciaが作成するOther Databases (ODBC)データソースを取り上げます。

このデータソースは、Windowsコンピューターにインストールされている関連 ODBCドライバー向けの

DSNを使用して接続できるようになります。次に、Ashleyが作成したデータソースの構成例 (データ

ソース名を含む)を示します。
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Ashleyは、他のユーザーがデータソースを使用できるようにするために、データソースで次ができま

す。

l AshleyはデータソースをTableau Serverにパブリッシュできます。このときAshleyは、

Tableau Serverの管理者に依頼して、同じDSNを作成することと、Tableau Serverコン

ピューターに関連付けられたODBCドライバーをインストールしてもらう必要があります。こうす

ると、Ashleyと他のユーザーはデータソースにアクセスできるようになります。

l Ashleyはメールでデータソースを同僚に提供できます。Ashleyは同僚に、関連付けられてい

るODBCドライバーをコンピューターにインストールして、同じDSNを作成するように頼む必要

があります。こうすることで同僚のユーザーはTableau Desktopでデータソースを開くことができ

るようになります。

Other Databases (ODBC)コネクターを使用して作成されたワークブックまたはデータソースを開こう

としたときに、ワークステーションが正しく構成されていない (ワークブックまたはデータソースのDSNが

構成されていないか、ODBCドライバーがインストールされていない)と、Generic ODBC

requires additional configuration (汎用 ODBCには追加の構成が必要です)で始ま

るエラーメッセージが表示されます。このエラーを解決するには、ワークブックやデータソースのパブリッ

シャーか、Tableau Server管理者に問い合わせて、ワークブックやデータソースを照合するDSNと
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ODBCドライバー情報を取得してください。それからドライバーをコンピューターにインストールしてDSN
を構成します。

DSNの作成

DSNの作成方法は、オペレーティングシステムによって異なります。

l WindowsODBCドライバーマネージャーを使用してDSNを作成します。

l OS X。ODBCマネージャーユーティリティを使用してDSNを作成します。お使いのMacにこの

ユーティリティがインストールされていない場合は、http://www.odbcmanager.net/などからダウ

ンロードできます。または、odbc.iniファイルを手動で編集することもできます。

DSNを作成するための特定の手順については、お使いのオペレーティングシステムのマニュアルを確

認してください。

その他のデータベース(ODBC)接続に対するTableauサポート

Tableauが提供するOther Databases (ODBC)を使用した接続向けのカスタマーサポートには制

限があります。サポートでは、Tableauのマニュアルに提供されているサンプルコードや、Tableau
Desktopで接続できてもTableau Serverでは接続できない場合などにお手伝いします。ただし、

TableauはカスタムTDCファイルの作成またはデバッグをサポートしていません。ヘルプ情報について

は、このセクションにあるその他のトピックを参照してください。さらに、Tableau開発者コミュニティ

フォーラムに質問を送信してアドバイスを求めることもできます。

TableauおよびODBC

Tableauには、多くのデータベース用のビルトインコネクターが含まれます。これらのコネクターはこれら

のデータソースに固有の機能や最適化を活用しており、堅牢性を確保し、優れたパフォーマンスを提

供するよう開発とテストが行われています。

ただし、Tableauが接続していないデータベースで作業する場合があります。その場合でも、Tableau
をデータベースに接続することができます。Tableauには、ODBC標準を使用するコネクターがありま

す。ODBCを使用することで、SQL標準をサポートするデータソースにアクセスしてODBC APIを実

施できます。

ODBCの基本

ODBC (Open Database Connectivity)は、幅広いソフトウェアがデータへアクセスすることができる業

界標準です。ODBCの基本は、SQLクエリの標準的な構文であり、ソフトウェアアプリケーションが

データベースに接続しデータを要求するために使用します。ODBCドライバー (通常データベースベン

ダーによって提供される)は、この標準的な構文の要求を受け取り、その要求をターゲットデータベー
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スで優先されるネイティブの書式設定へ変換します。実際のところ、ODBCドライバーは、汎用的な

要求からデータベース固有の要求へ変換するための翻訳レイヤーです。

たとえば、ODBCの仕様は、SQLステートメント内で日時を指定する方法を詳しく述べるために、構

文 {d 'yyyy-mm-dd'}を使用します。この書式設定は、ドライバーによって現在のデータベース

の適切な日付の構文へ翻訳されます。ODBCコネクターを使用してOracleデータベースに接続して

いる場合、ODBCコネクターはこの形式でOracle ODBCドライバーに要求を送信します。

select name from emp where birthdate > {d '1987-12-29'}

ドライバーは、要求をOracleデータベースが必要とする次のような実際の書式設定へ変換します:

select name from emp where birthdate > '29-DEC-87'

ODBCの仕様には、関数要求を作成する構文、結合構文、データ型、およびデータ型の変換が含

まれます。SQL言語自体が、ネストされたクエリ、相関サブクエリ、一時表、およびselect句、where
句、group by句、join句などで使用できるいくつかの関数などの複雑な概念をサポートしています。

ODBCドライバーは、これらすべての要求をターゲットデータベースの構文へ適切に変換します。

TableauによるODBCドライバーの機能の決定方法

データベースベンダーごとにODBC標準の機能を実装する方法が異なるります。TableauはODBC
で機能ディスカバリAPIを使用して、サポートする機能についてデータベースドライバーに質問しま

す。Tableauがドライバーレポートに基づいてどのように挙動を変更するかの例の１つは、計算フィー

ルドを作成する時に使用可能な関数の一覧です。ドライバーの制限が少ないほど、より多くの関数

を使用することができます。

場合によっては、TableauはODBCコネクターによって返されたデータからデータ抽出を作成すること

を要求します。それに加えて、Tableauが接続できないいくつかのODBCドライバーとデータベースが

あります。

ODBCディスカバリ

初回接続時、Tableauはドライバーの機能を決定するため、ドライバーおよびSQL検出クエリに対

する要求を実行します。

Tableauが実行する機能ディスカバリには、次の例が含まれます:

l 使用可能なスカラー関数と集計関数。

l 使用可能な日付関数と時刻操作関数。

l 一時的なテーブルを作成できるか?
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l IFとSELECTをステートメントで使用できるか?

l サブクエリはサポートされるか?

l トップクエリと限定クエリはサポートされるか?

l どの結合スタイル (外部、内部、全部 )がサポートされるか?

l サポートされているデータ型。

機能ディスカバリの結果に基づき、Tableauは現在の接続を4つのカテゴリに分類します:

l 完全に機能する。これは、Tableauが使用するすべての関数と機能をサポートするドライバー

です。

l 若干の制限。これは、重要でない少数の制限を持つドライバーです。例は、通常 Tableauが

利用できるようにする数字、文字列、または日付関数の完全なセットをサポートしないドライ

バーです。Tableauは、これらの制限を説明して継続するために、その挙動を修正します。

l 重要な制限。これは、多くの制限がある、またはTableauが依存するサポートされていない重

要な機能を持つドライバーです。これらの厳しい制限があるにもかかわらず、Tableauは、

Tableau抽出を作成し、後でデータベースからオフラインで作業を行うためにデータをTableau
に取り出すために十分な接続が行えます。この場合、Tableauは抽出を作成することをお勧

めします。抽出を作成する際、データソース上にフィルターを作成して抽出のデータ量を削減

できない場合があります。(詳細については、データソースからデータをフィルターするページ860
を参照してください。)データが抽出されると、抽出で作業を行う時にすべてのTableau機能を

使用することができます。

l 致命的な制限。これは、抽出ファイルを作成するために、Tableauが接続して基本クエリを実

行するために必要な、最小限の機能セットをサポートしていないドライバーです。したがって、

Tableauは、これ以上このドライバーを使用することはできません。

接続が確立した後、使用可能な機能がこの接続を「完全に機能する」より下のカテゴリに分類するこ

とをTableauが決定した場合、検出された制限を伝えるメッセージが表示されます。たとえば、若干

の制限を持つODBCドライバーへの接続は、このメッセージを表示します:
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より重大な制限に関しては、警告ダイアログボックスが表示され、継続するためにTableau抽出を

作成するようアドバイスします。

ODBCコネクターのパフォーマンスの微調整

Tableauは、ODBCデータ接続のカスタマイズ機能をサポートし、接続の操作性を劇的に向上させ

ることができます。詳細については、接続のカスタマイズと微調整 ページ546を参照してください。

ODBC接続に対するTableauサポート

Tableauは、特定のODBCドライバーまたはデータベースをTableauで使用することによってデータへ

の接続やクエリの実行が成功することを保証するわけではありません。いくつかのODBCドライバーで

は、Tableauでの完全なインタラクティブ操作を行えますが、その他は抽出の作成のみを行えます。

一部のODBCドライバーはTableauでは機能しない場合があります。

注 : TableauはODBCドライバーとの接続のトラブルシューティングをサポートする、妥当なレ

ベルのカスタマーサポートを提供しますが、特定のODBCドライバーを操作するためのコネク

ターを作成またはカスタマイズすることはできません。

ODBCのFAQ

ODBCコネクターの一般的な使用事例は何か。

ODBC接続の主な使用事例の1つは、データへアクセスして特にTableau抽出内へ取得すること

です。このデータをTableau抽出内へ持ち込むと、完全なTableau機能でデータを処理することが

できます。多くのODBCドライバーは、抽出を実行するために要求される、単純なクエリに接続して

実行するために必要な機能をサポートします。すべてのデータを抽出する場合も、いくつかの列を選

択していくつかのフィルターを設定して関連するサブセットを取得する場合も、このODBCの使用法

は便利です。
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どこでデータベース用のODBCドライバーを取得できますか?

多くのデータベースのベンダーは、自社のデータベースを使用するためのODBCドライバーを配布して

います。ドライバーの取得は、データベースのベンダーへお問い合わせください。また、多くのODBCドラ

イバーのサードパーティメーカーがあり、さまざまな一般的なデータベースのドライバーを提供していま

す。

必要なODBCドライバーのバージョンは何ですか?

バージョン3またはそれ以降のバージョンのODBCドライバーをご使用ください。これは、ODBC仕様

のバージョン3を実装しているということを意味します。それぞれのドライバーのプロバイダーは、ドライ

バーのバージョンに独自のバージョン番号方式を採用しています。これは、実装するODBCバージョン

番号とは異なる場合があります。ODBCバージョン3仕様は、1995年に発表されました。そのため

データベースのプロバイダーは、このレベルの適合性を実装するドライバーを持っていると思われます。

これまで、バージョン3に準拠していないドライバー (接続に失敗します)を持つ多数のTableauカスタ

マーが見られました。それらのカスタマーは、その後、新しいドライバーへアップグレードして接続すること

ができました。

Tableauはデータベース[x]をテストしましたか?

Tableauは、多数のデータソースを使用してODBC接続をテストしましたが、莫大な量のODBCド

ライバーが市場に出ているため、すべてのドライバーをテストしてはいません。また、Tableauはこの幅

広いテストを実行することもできません。特定のドライバーに対して最もお勧めすることは、試してみる

ことです。どのように動作するかを報告してください。

動作しなかったらどうすればよいのですか?

初めに、ドライバーのバージョンを確認してください。Tableauロゴを見ると、ドライバーが報告する

ODBCバージョンレベルが表示されます。次のようなステートメントのログを検索します。

ODBCProtocol: driver ODBC version: 03.52

最後の数値がODBCのバージョンレベルを表します。03.00より小さい場合、ドライバーをアップグ

レードする必要があります。

接続した時にサポートされていない機能に関する警告が表示された場合、さらに多くの機能をサポー

トしている更新されたドライバーがあるかデータベースのベンダーへ確認してください。すべてのドライ

バーがTableauで動作するわけではありません。
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名前付きデータベースコネクターまたはODBC接続を使用する必要がありま

すか?

Tableauが名前付き接続オプションを持つデータベースへ接続している場合、名前付きコネクターを

使用してください。名前の付いたコネクターは特定のデータベース用に最適化されています。

関連項目

その他のデータベース (ODBC)ページ528 – ODBCコネクターを使用してデータに接続する方法を説

明します。

接続のカスタマイズと微調整 ページ546 –機能とパフォーマンスの改善のために接続情報を微調整

する方法について説明します。

Tableau 機能のカスタマイズの参考資料 ページ567 –データソースによりサポートされている

Tableau機能定義に使用できるカスタマイズを一覧表示します。

ODBC/SQL カスタマイズの参考資料 ページ586 – ODBCドライバーレポートがサポートしている

ODBCおよびSQL標準の部分を表すカスタマイズをリスト表示します。

Tableau Exchangeからパートナーが作成したコネクタを使用する

Tableau Desktopには、サポートされている選択可能なコネクタが多数用意されています。また、

Tableau Exchangeでは、パートナーが作成したその他のコネクタも検索できます。

注 : Tableau Exchangeのコネクタは、現在、Tableau Bridgeでは使用できません。

独自のコネクタを作成してTableau Exchangeに提出する方法についての詳細は、「「Tableauコネ

クタSDKを使用して構築されたコネクタプラグイン」を参照してください。

パートナーが作成した接続を選択してインストールする

パートナーが作成したコネクタ、またはその他のカスタムコネクタは、[接続 ]ペインから利用できます。

これらのコネクタは [追加の接続 ]に表示され、Tableau Exchangeコネクタページからも利用できま

す。

1. 左側のペインで、[接続 ]をクリックします。

2. [接続 ]ペインの [追加の接続 ]セクションから、使用するコネクタをクリックします。
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3. [Tableau をインストールして再起動する]をクリックします。

コネクタがインストールされると、[接続 ]ペインの [サーバーへ]セクションにコネクタが表示されま

す。

注 :コネクタを読み込めないという警告が表示された場合は、Tableau Exchangeコネクタペー

ジから必要な .tacoファイルをインストールします。ドライバーをインストールするよう求められた

ら、Tableau Exchangeにアクセスしてドライバーのダウンロード手順とダウンロードする場所を

確認してください。

接続する

Tableau Exchangeからインストールしたコネクタを使用してデータに接続するには、次の手順を実行

します。

1. Tableauを起動し、[接続 ]の下で、インストールしたコネクタの名前を選択します。データ接続

の完全なリストについては、[サーバーへ]の [詳細 ] を選択します。

2. 接続に必要な情報を入力します。

表またはスキーマ名が表示されていない場合、検索アイコンをクリックするかテキストボックスに

名前を入力して検索アイコンをクリックしてから、名前を選択します。

データを操作する

パートナーが作成したコネクタを使用してデータに接続すると、Tableauでサポートされているコネクタと

同じ機能が提供されます。データに接続したら、次の操作が行えます。

l データソースを定義する

l データを視覚化する

l サーバーにパブリッシュする(サーバーにコネクタがインストールされている場合 )

注 :パートナーが作成したコネクタでは、現在、Tableau Cloudへのパブリッシュはサポートされ

ていません。

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。
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l TableauコネクタSDKを使用して構築されたコネクタ-独自のコネクタを作成し、Tableau
Exchangeに提出します。

TableauコネクタSDKを使用して構築されたコネクタ

Tableauには、ほぼすべての場所のデータを視覚化できる優れた接続性があります。Tableauは、

多数の組み込みコネクタとパートナーが作成した追加のコネクタ(Tableau Exchangeで入手できま

す)に加えて、カスタマイズされたコネクタをTableauコネクタSDKで構築するためのツールを提供し

ます。

注 : TableauコネクタSDKを使用して構築されたコネクタは、データに接続できるように

Tableauにプラグインを接続するため、プラグインとも呼ばれます。

TableauコネクタSDKとコネクタファイルについて

TableauコネクタSDKを使用すると、カスタムコネクタを構築できます。パートナーが作成したコネク

タ(自分または他のユーザーが作成したコネクタ)は、通常、組み込みのTableauコネクタとほとんど

同じ機能をサポートします。これらの機能には、データソースの定義、データの視覚化、サーバーへ

のパブリッシュ(サーバーにコネクタがある場合 )などが含まれます。

各コネクタは、XMLファイルとJavaScriptファイルのセットで構成され、パッケージ化された単一の .jar
ファイルに圧縮されて、".taco"ファイル拡張子が付けられます。このTACOファイルは、開発者が信

頼できるパブリック認証局を使用して署名します。XMLファイルとJavaScriptファイルは、次の内容を

記述する構成ファイルです。

l データソースへの接続を作成するときに、ユーザー入力を収集するために必要になるUI要素

l 接続に必要なダイアレクトまたはカスタマイズ

l ODBCまたは JDBCドライバーを使用して接続する方法

TableauコネクタSDKを使用して開発されたコネクタは、SQLを使用してインターフェイスとして機能

するODBCまたは JDBCドライバーへの接続に適しています。この基盤テクノロジーは、リレーショナ

ルデータベースで適切に機能します。

注 :パートナーが作成したコネクタは、Tableauではサポートされていません。ただし、Tableau
Exchangeにあるパートナーが作成したコネクタを使用する場合は、そのコネクタのページの

[サポート]リンクをクリックしてヘルプを参照してください。
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独自のコネクタを構築する

独自のカスタマイズされたコネクタを構築するには、GitHubのTableauコネクタSDKリポジトリにある

ツールと手順を使用します。

注 : SDK、またはいずれかの開発者サンプルに問題が見つかった場合は、GitHubに問題を報

告してください。

コネクタをTableau Exchangeに提出する

コネクタをTableau Exchangeに提出する場合は、TableauコネクタSDKで概説されているステップ

に従います。

TableauコネクタSDKで構築されたコネクタを使用する

TableauコネクタSDKを使用してコネクタを作成した後、次の手順に従って、Tableauでコネクタを使

用します。
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1. コネクタファイル ([コネクタ名 ].taco)をダウンロードします。

2. .tacoファイルを次のディレクトリ(既定の場所 )に配置します。

l 2021.2以降の場合 :

Tableau Desktop の

場合

Tableau Prep Builder
の場合

Tableau Server、Tableau
Prep Conductor、Tableau
Prep Flow Authoring の場

合

l Windowsの場

合 : C:\Users\
[Windowsユー

ザー]\Docume-
nts\マイ

Tableauリポジ

トリ

\Connectors
l macOSの場

合 : /Users/
[ユー

ザー]/Docume-
nts/マイ

Tableauリポジ

トリ

/Connectors

l Windowsの場

合 : C:\Users\
[Windowsユー

ザー]\Document-
s\マイTableau
Prepリポジトリ

\Connectors
l MacOSの場合 :
/Users//Docume-
nts/マイTableau
Prepリポジトリ

/Connectors

l Windows: :\Program
Files\Tableau\Conne
ctors

l Linux:
/opt/tableau/connecto
rs

l 2021.1以前の場合 :

Tableau
Desktop の場合

Tableau Prep
Builder の場合

Tableau Server、Tableau Prep
Conductor、Tableau Prep Flow
Authoring の場合

l Windows
の場合 :
C:\Users\
[Windows
ユー

ザー]\Doc-

l Windows
の場合 :
C:\Users\
[Windows
ユー

ザー]\Docu-

l Tableau Server:[Tableau_
Server_Installation_
Directory]/data/tabsvc/vizqlserve-
r/Connectors

Prepのコネクタを有効にするには、次の

場所に tacoを追加する必要もあります。
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uments\マ
イ

Tableau
リポジトリ

\Connect-
ors

l macOSの

場合 :
/Users/
[ユー

ザー]/Doc-
uments/マ
イ

Tableau
リポジトリ

/Connect-
ors

ments\マイ

Tableau
Prepリポジ

トリ

\Connector-
s

l MacOSの

場合 :
/Users//Do-
cuments/マ
イTableau
Prepリポジ

トリ

/Tableau

l Tableau Prep Conductor:
[Tableau_Server_Installation_
Directory]/data/tabsvc/flowproce-
ssor/Connectors

l Tableau Prep Flow Authoring:
[Tableau_Server_Installation_
Directory]/data/tabsvc/flowquery-
service/Connectors

3. 接続する前に、ODBCまたは JDBCドライバーをインストールしておきます。データの参照元で

提供されるドライバーのインストール手順に従います。

コネクタをインストールすると、Tableauのコネクタのリストに表示されます。

データへのTableauの接続

1. Tableauを起動し、[接続 ]でインストールしたばかりのコネクタの名前を選択します。データコ

ネクタの完全なリストについては、[サーバーへ]の下にある[詳細 ] を選択します。

2. 要求された情報を入力して、[サインイン]を選択します。

3. コネクタがデータをTableauに取り込むまで待機します。

4. シートタブを選択して分析を開始します。

コネクタのロード順序について

コネクタのクラスが既に登録されているコネクタのクラスと同じである場合、新しいコネクタは拒否されま

す。つまり、2つのコネクタが同じクラス名を共有している場合、最初に読み込まれたコネクタが優先さ

れます。

Tableauは、次の順序でディレクトリごとにコネクタを読み込みます。
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1. Tableauのネイティブコネクタ

2. C:\Program Files\Tableau\Connectors (Windows)または

/opt/tableau/connectors (Linux)にあるコネクタ

3. My Tableau Repository/Connectorsにあるコネクタ

4. (オプション) -DConnectPluginsPathで指定された開発パス内のコネクタ

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

l TableauコネクタSDK -独自のカスタマイズされたコネクタを構築してテストするための情報と

ツールを参照してください。

l Tableau Exchange からパートナーが作成したコネクタを使用するページ536 - Tableau
Exchangeからコネクタを検索してインストールしてください。

Webデータコネクタ3.0 SDKを使用して構築されたコネクタ

Webデータコネクタ3.0は、Webデータコネクタの最新版であり、ODBC/JDBCドライバーではなく

APIを介して公開されるWebアプリケーションおよびサービスのデータに接続するためのTableauのソ

リューションです。

Webデータコネクタ3.0 SDKは、Webデータに対する独自のカスタムコネクタを構築するために必

要なツールを提供します。さらに、パートナーが作成したコネクタをTableau Exchangeから使用でき

ます。

注 :Webデータコネクタ3.0は、2022.3 Tableauリリースの一部です。

Webデータコネクタ3.0について

Webデータコネクタ(WDC) 3.0では、これまでのWebデータコネクタとは異なり、Tableauコネクタ

SDKと同様に、Webデータへのカスタムコネクタを構築でき、コネクタを.tacoファイルとしてパッケージ

化できます。WDC 3.0コネクタは、TableauコネクタSDKを使用して構築されたドライバーベースの

コネクタと同じように使用でき、独自のWebサーバーでコネクタをホストする必要はありません。

WDC 3.0コネクタは、他の .tacoコネクタと同様に、XMLおよびJavascriptやTypeScriptファイルの

セットを含む署名済みのパッケージ化された .jarファイルです。これらのファイルでは、以下を含むコネ

クタの外観と動作を定義します。
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l WebベースのコネクタUI
l アプリケーションまたはサービスエンドポイントからデータを取得するためのAPI呼び出し

l 取得したデータをTableau抽出にマッピングする手順

注 :Webデータコネクタ3.0は抽出専用ですが、それ以外は他のデータソースと同様に、デー

タを視覚化して分析をパブリッシュできます。

独自のコネクタを構築する

独自のカスタムコネクタの構築を開始するには、公式の「Webデータコネクタ3.0ドキュメント」を参照

してください。

Webデータコネクタ3.0 SDKを使用して構築されたコネクタを使用する

Webデータコネクタ3.0 SDKを使用してコネクタを作成した後、次の手順に従って、Tableauでコネ

クタを使用します。
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1. コネクタファイル ([コネクタ名 ].taco)をダウンロードします。

2. .tacoファイルを次のディレクトリ(既定の場所 )に配置します。

l 2021.2以降の場合 :

Tableau Desktop の

場合

Tableau Prep Builder
の場合

Tableau Server、Tableau
Prep Conductor、Tableau
Prep Flow Authoring の場

合

l Windowsの場

合 : C:\Users\
[Windowsユー

ザー]\Docume-
nts\マイ

Tableauリポジ

トリ

\Connectors
l macOSの場

合 : /Users/
[ユー

ザー]/Docume-
nts/マイ

Tableauリポジ

トリ

/Connectors

l Windowsの場

合 : C:\Users\
[Windowsユー

ザー]\Document-
s\マイTableau
Prepリポジトリ

\Connectors
l MacOSの場合 :
/Users//Docume-
nts/マイTableau
Prepリポジトリ

/Connectors

l Windows: :\Program
Files\Tableau\Conne
ctors

l Linux:
/opt/tableau/connecto
rs

l 2021.1以前の場合 :

Tableau
Desktop の場合

Tableau Prep
Builder の場合

Tableau Server、Tableau Prep
Conductor、Tableau Prep Flow
Authoring の場合

l Windows
の場合 :
C:\Users\
[Windows
ユー

ザー]\Doc-

l Windows
の場合 :
C:\Users\
[Windows
ユー

ザー]\Docu-

l Tableau Server:[Tableau_
Server_Installation_
Directory]/data/tabsvc/vizqlserve-
r/Connectors

Prepのコネクタを有効にするには、次の

場所に tacoを追加する必要もあります。
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uments\マ
イ

Tableau
リポジトリ

\Connect-
ors

l macOSの

場合 :
/Users/
[ユー

ザー]/Doc-
uments/マ
イ

Tableau
リポジトリ

/Connect-
ors

ments\マイ

Tableau
Prepリポジ

トリ

\Connector-
s

l MacOSの

場合 :
/Users//Do-
cuments/マ
イTableau
Prepリポジ

トリ

/Tableau

l Tableau Prep Conductor:
[Tableau_Server_Installation_
Directory]/data/tabsvc/flowproce-
ssor/Connectors

l Tableau Prep Flow Authoring:
[Tableau_Server_Installation_
Directory]/data/tabsvc/flowquery-
service/Connectors

注 :コネクタをインストールすると、Tableauのコネクタのリストに表示されます。

WDCライブラリ、シミュレータ、または開発者サンプルで問題を発見した場合は、Githubで問題を送

信してください。

データへのTableauの接続

1. Tableauを起動し、[接続 ]でインストールしたばかりのコネクタの名前を選択します。データコ

ネクタの完全なリストについては、[サーバーへ]の下にある[詳細 ] を選択します。

2. 要求された情報を入力して、[サインイン]を選択します。

3. コネクタがデータをTableauに取り込むまで待機します。

4. シートタブを選択して分析を開始します。

コネクタの読み込み順序

コネクタのクラスが既に登録されているコネクタのクラスと同じである場合、新しいコネクタは拒否されま

す。2つのコネクタがクラス名を共有している場合、最初に読み込まれたコネクタが優先されます。

Tableauは、次の順序でディレクトリごとにコネクタを読み込みます。
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1. Tableauのネイティブコネクタ

2. C:\Program Files\Tableau\Connectors (Windows)または

/opt/tableau/connectors (Linux)にあるコネクタ

3. My Tableau Repository/Connectorsにあるコネクタ

4. (オプション) -DConnectPluginsPathで指定された開発パス内のコネクタ

関連項目

l データソースの設定 ページ596 –このデータソースにさらにデータを追加したり、データ分析の

前にデータを準備したりします。

l グラフの構築とデータの分析 ページ953 –データ分析を開始します。

l TableauコネクタSDK -独自のカスタマイズされたコネクタを構築してテストするための情報と

ツールを参照してください。

l Tableau Exchange からパートナーが作成したコネクタを使用するページ536 - Tableau
Exchangeからコネクタを検索してインストールしてください。

接続のカスタマイズと微調整

TDCファイルを使用して接続をカスタマイズすることができます。

JDBCベースの接続をカスタマイズする場合は、プロパティファイルでカスタマイズすることもできます。

詳細については、「PROPERTIESファイルを使用してJDBC接続をカスタマイズする」を参照してくだ

さい。

TDCファイルを使用して接続をカスタマイズする

TDC (Tableau Datasource Customization)ファイルは、ファイル名拡張子が “.tdc”のXMLファイル

です。これらのファイルは、Tableau固有の設定をカスタマイズするために使用されます。ODBCベー

スの接続では、TDCファイルを使用して、ODBCドライバーでサポートされるODBCおよびSQL標

準の部分を定義することができます。

TDCファイルには、ベンダー名、ドライバー名、および<connection-customization> (クラスも

含む)セクションが含まれます。ネイティブコネクタの場合、ベンダー名とドライバー名は、コネクタのクラ

ス名と一致する必要があります。ほとんどの場合、ベンダー名はドライバー名と一致します。その他の

データベースコネクタには、次の2つの一般的なクラス名が使用されます。

l その他のデータベース(JDBC)コネクタの場合、クラス名は "genericjdbc"です。

l その他のデータベース(ODBC)コネクタの場合、クラス名は "genericodbc"です。
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既存のワークブックまたはデータソースファイルに有効なカスタマイズセクションが既に含まれる場合、

Tableauで定義されたカスタマイズのみが使用され、TDCファイルで定義されたカスタマイズは使用さ

れません。

詳細については、Tableauナレッジベースの「Tableau ServerでTDCファイルを使用する」を参照して

ください。

重要 : Tableauでは、TDCファイルのテストやサポートは行っていません。これらのファイルは探

索するためのツールとして使用してください。そうでないと、データ接続でアドレス問題が生じるこ

とがあります。TDCファイルを作成し維持するには、注意深く手動で編集する必要がありま

す。これらのファイルの共有はサポートされていません。

TDCファイルの構造

各 TDCファイルは、次の基本構造に従います。

<connection-customization class=DSCLASS enabled='true' version='10.0'>

<vendor name=VENDOR />

<driver name=DRIVER />

<customizations>

<customization name='CAP_FAST_METADATA' value='yes'/>

...

</customizations>

</connection-customization>

TDCファイルには、次の3つの主要なセクションがあります。

l 接続カスタマイズ変数

l ベンダーとドライバー名

l カスタマイズ内容

connection-customizationセクションには、次の項目が含まれます。

l クラス:接続してカスタマイズするデータソース。

l 有効化 : このTDCファイルの接続カスタマイズが適用されるかどうか。TDCファイルでは、常に

"true"に設定されます。

l バージョン: Tableauはバージョン番号を無視します。

次のセクションは、このTDCファイルのデータソースのデータベースプロバイダーのベンダー名とドライ

バー名を識別するため、非常に重要です。各 TDCファイルは、1つのタイプのデータソースにのみバイ

ンドできます。ネイティブデータソースの場合、これらの名前はどちらもデータソースクラス名と一致し
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ている必要があります (たとえば、Teradata接続の場合は "teradata")。ODBCデータソースの場

合、TDCファイルのベンダー名とドライバー名は、データベースとドライバーによってTableauに報告さ

れる内容と一致する必要があります (たとえば、"SQLite"と"SQLite3 ODBC Driver")。

最後のセクションは、実際の接続のカスタマイズを示します。

詳細については、「Tableau JDBC機能のカスタマイズ」を参照してください。

PROPERTIESファイルを使用してJDBC接続をカスタマイズする

PROPERTIESファイルは JDBCによって使用され、JDBCドライバーに直接渡されます。これらのファ

イルは、ファイル名拡張子が ".properties"のプレーンテキストファイルです。また、これらのファイルには

各接続パラメーターのキーと値のペアが含まれます。

JDBC接続でPROPERTIESファイルを使用することは、ODBC接続用のTDCファイルでodbc-

connect-string-extrasパラメーターを使用することに似ています。

注 : PROPERTIESファイルはLatin-1形式である必要があります

(https://en.wikipedia.org/wiki/.propertiesを参照してください)。ただし、ASCII文字のみが含

まれている限り、BOM (バイトオーダーマーク)なしで、ファイルをUTF-8形式で安全に保存で

きます。

ファイル内で、キーと値の各ペアを、区切り記号なしで、それぞれの行に配置します。ファイルには対

応するコネクタと同じ名前を付けますが、ファイル名拡張子は ".properties"です。たとえば、SAP
HANAコネクタのPROPERTIESファイルは "saphana.properties"になります。

l Tableau Desktopの場合、次のディレクトリにプロパティファイルを配置します。

My Tableau Repository/Datasources

l Tableau Serverのプロパティファイルを有効にするには、ファイルを各 Serverノードの次のディ

レクトリに配置します。

Windows: ProgramData\Tableau\Tableau
Server\data\tabsvc\vizqlserver\Datasources

Linux: /var/opt/tableau/tableau_
server/data/tabsvc/vizqlserver/Datasources/

l Prepフローの場合、次のディレクトリにプロパティファイルを配置します。

Linux:
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/var/opt/tableau/tableau_

server/data/tabsvc/flowprocessor/Datasources/

/var/opt/tableau/tableau_

server/data/tabsvc/flowminerva/Datasources/

Windows:

ProgramData\Tableau\Tableau

Server\data\tabsvc\flowprocessor\Datasources

ProgramData\Tableau\Tableau

Server\data\tabsvc\flowminerva\Datasources

l 仮想接続 の場合、次のディレクトリにプロパティファイルを配置します。

Linux: /var/opt/tableau/tableau_
server/data/tabsvc/minerva/Datasources/

Windows: ProgramData\Tableau\Tableau
Server\data\tabsvc\minerva\Datasources

ファイルを正しい場所に保存すると、プロパティは同じデータソースタイプのすべてのJDBC接続に適

用されます。

JDBCベースの接続を使用してワークブックをパブリッシュする

JDBCベースの接続からワークブックをパブリッシュするには、Tableau Desktopコンピューターと

Tableau Serverコンピューターの両方にPROPERTIESファイルのコピーを含める必要があります。

関連項目

「ネイティブコネクタの接続文字列のカスタマイズ」 – Tableauコミュニティのこの記事では、odbc-

connect-string-extrasカスタマイズを使用してネイティブコネクタによる接続を変更する方法

を説明します。

例 : ODBC接続をカスタマイズする

SQLをサポートするデータベースにコネクターを使用する場合、Tableauはそのデータベースに対して

調整されたSQLステートメントを生成します。TableauにはODBCデータソースで使用されるSQL
ダイアレクトに関する詳細な表示がないため、さまざまなテストにより、サポートされている構文を推測

する必要があります。ドライバーから、サポートしているSQLダイアレクトについて不正確または不完

全な情報が報告されると、ユーザーは機能やパフォーマンスを向上させるため、Tableauカスタマイズ

を使用してこの接続情報を微調整できます。
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この記事では、ODBC接続を作成し、作成されたTableauデータソース(TDS)ファイルを調べま

す。その後、その一部を使用して、ODBC接続のカスタマイズに使用できるTableauデータソースカ

スタマイズ (TDC)ファイルを作成します。始める前に、Tableau およびODBCページ531のコンテン

ツに精通しておく必要があります。

注 : TableauはODBCドライバーとの接続のトラブルシューティングをサポートする、妥当なレ

ベルのカスタマーサポートを提供しますが、特定のODBCドライバーを操作するためのコネク

ターを作成またはカスタマイズすることはできません。

ODBC接続を行う

このセクションでは、例を使用して、ODBC接続の作成方法を示します。例では、SQLite ODBCド

ライバーを使用してSQLiteデータベースに接続します。

前提条件

この記事のODBC接続は、オープンソースデータベースであるSQLite (http://www.sqlite.org/)に基

づいています。

次の2つのアイテムをダウンロードする必要があります:

免責条項 : この情報はサードパーティー製品に関するものです。この例は、この商品の競合

製品に対する裏書ではありません。

l SQLite 32ビットODBCドライバー (32ビットまたは64ビットWindowsで必要 )。次からダウン

ロードおよびインストールします (SQLite 2ドライバーを選択 )。

http://www.ch-werner.de/sqliteodbc/sqliteodbc.exe

l Northwindデータベースなど、Microsoftが作成したサンプルSQLiteデータベース。次からダウ

ンロードおよび展開します:

http://download.vive.net/Northwind.zip

接続の作成

ODBC接続を作成するには、SQLite3 ODBCドライバーを使用して"Northwind"データベースに接

続してから、接続をTableauデータソース(TDS)ファイルとして保存します。

1. Tableau Desktopを開きます。

2. スタートページの [接続 ]で、[その他のデータベース (ODBC)]をクリックします。
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注 : Tableauでサポートされるコネクタが既に存在するデータベースの場合は、そのコネクタの名

前をクリックして接続を作成できます。

3. [次を使用して接続 ]の下で [ドライバー]を選択し、ドロップダウンリストから[SQLite3 ODBC
Driver]を選択します。

4. [接続 ]をクリックします。

5. [データベース名 ]テキストボックスの横にある[参照 ]をクリックし、Northwind.sl3ファイルの場

所に移動してから、[開く]をクリックします。

6. [OK]をクリックしてダイアログボックスを閉じてから、[サインイン]をクリックします。

7. データソースページの [表 ]テキストボックスに「Orders」と入力します。

8. キャンバスに[Orders]表をドラッグしてキャンバスに移動し、シートタブをクリックします。

"TableauがODBCデータソースの制限を識別しました"ダイアログボックスが開きます。詳細

を表示するか、ダイアログボックスを削除して続行します。詳細については、「Tableauによる

ODBCドライバーの機能の決定方法」を参照してください。

9. [データ] > [Orders [Northwind.sl3 へのパス] > [保存されたデータソースに追加 ]を選択しま

す。

10. [保存 ]をクリックします。

11. ワークブックを閉じます。変更を保存するよう求められたら、[いいえ]をクリックします。

これで、TDSファイルを開いてSQLite接続を調べることができます。

TDSファイルのXML構造のレビュー

保存されたTableauデータソース(TDS)ファイルをテキストエディターで開き、XML構造を表示しま

す。既定では、上記で作成したファイルには「Northwind.sl3.tds」という名前が付けられ、次のパ

スにあります。

Users\[your name]\Documents\My Tableau Repository\Datasources

または

Users\[your name]\Documents\My Tableau Repository (Beta)\Datasources

これは、Northwind Orders表へのSQLite接続を説明する簡単なXMLドキュメントです。

<connection>セクション内に<connection-customization>要素があります。この要素に

は、編集可能な<customization>要素が含まれています。
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ベンダーおよびドライバー名

接続のカスタマイズセクションは、TableauがODBCドライバーおよびデータベースベンダーとして検

出した名前から始まります。Tableauはこの情報を使用して、特定の接続カスタマイズと単一種類

のODBCデータソースを関連付けます。セクションは次のようになります。

<connection-customization class='genericodbc' enabled='false'

version='10.1'>

<vendor name='SQLite' />

<driver name='SQLite3 ODBC Driver' />

<customizations>

カスタマイズの種類

Tableauは、2種類のカスタマイズを許可しています。Tableauに固有の機能、および

SQLGetInfoに対するODBC API呼び出しです。これらのカスタマイズは簡単な名前 /値のペア

で、その名前は、Tableau機能では「CAP_」、SQLGetInfo API呼び出しでは「SQL_」の規則に従い

ます。

保存したデータソースファイルには、両方の種類のカスタマイズ例が含まれています。これらのカスタ

マイズは、接続開始時にTableauがドライバーをクエリすることで検出できた値を示しています。カス

タマイズのリストは不完全または間違っています。ODBCデータソースに接続する際には、Tableau
の動作をカスタマイズおよび変更できます。

次の記事には、カスタマイズに関する完全なリファレンスが含まれます。お使いの環境で期待どおり

動作するよう、ODBC接続を調節する方法を把握しておく必要があります。リストを見直すことで、

ODBC接続の微調整に使用できるカスタマイズについて把握することができます。

l Tableau 機能のカスタマイズの参考資料 ページ567

l ODBC/SQL カスタマイズの参考資料 ページ586

カスタマイズ値の書式設定

l カスタマイズ値はすべて、それぞれの名前 /値のペアの文字列として表現されます。

l Tableau機能ではすべて、「yes」または「no」で表現されるブール値です。

l SQLGetInfo値は長整数型、短整数型、または文字列データですが、指定した識別子に関

してSQLGetInfoから返されると期待される値により異なります。

l 多くの整数フィールドは、一連の機能を表すビットマスクです。
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TDCファイルを使用してグローバルなカスタマイズを行う

カスタマイズによって指定したODBCデータソースのすべての接続に変更を適用するには、Tableau
データソースカスタマイズ (TDC)ファイルを作成する必要があります。このファイルには

<connection-customization>セクションのみが含まれ、TDCファイルに記載されているデータ

ベースベンダー名とドライバー名と一致する新しいTableau接続に適用されます (ベンダーおよびドラ

イバー名 前のページに記載されているとおり)。有効なカスタマイズセクションを既に含む既存のすべて

のワークブックまたはデータソースファイルは、TDCファイルではなく、それ自体が供給するカスタマイズ

内容のみを使用します。

重要 : Tableauでは、TDCファイルのテストやサポートは行っていません。これらのファイルは探

索するためのツールとして使用してください。そうでないと、データ接続でアドレス問題が生じるこ

とがあります。TDCファイルを作成し維持するには、注意深く手動で編集する必要がありま

す。これらのファイルの共有はサポートされていません。

TDCファイルを作成する

TDCファイルを作成する際には、接続で使用できるよう、正しい場所に保存する必要があります。

Tableau Serverにパブリッシュするワークブックを作成する場合は、サーバーにTDCファイルも保存す

る必要があります。詳細については、Tableauナレッジベースの「Tableau ServerでTDCファイルを使

用する」を参照してください。

TDCファイルの構造

各 TDCファイルは、次の基本構造に従います。

<connection-customization class=DSCLASS enabled='true' version='10.0'>

<vendor name=VENDOR />

<driver name=DRIVER />

<customizations>

<customization name='CAP_FAST_METADATA' value='yes'/>

...

</customizations>

</connection-customization>

TDCファイルには、次の3つの主要なセクションがあります。

l 接続カスタマイズ変数

l ベンダーとドライバー名

l カスタマイズ内容
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connection-customizationセクションには、次の項目が含まれます。

l クラス:接続してカスタマイズするデータソース。

l 有効化 : このTDCファイルの接続カスタマイズが適用されるかどうか。TDCファイルでは、常に

"true"に設定されます。

l バージョン: Tableauはバージョン番号を無視します。

次のセクションは、このTDCファイルのデータソースのデータベースプロバイダーのベンダー名とドライ

バー名を識別するため、非常に重要です。各 TDCファイルは、1つのタイプのデータソースにのみバ

インドできます。ネイティブデータソースの場合、これらの名前はどちらもデータソースクラス名と一致

している必要があります (たとえば、Teradata接続の場合は "teradata")。ODBCデータソースの場

合、TDCファイルのベンダー名とドライバー名は、データベースとドライバーによってTableauに報告さ

れる内容と一致する必要があります (たとえば、"SQLite"と"SQLite3 ODBC Driver")。

最後のセクションは、実際の接続のカスタマイズを示します。

Tableau DesktopでTDCファイルを使用する

1. テキストエディターを使用して、保存したデータソースファイルの<connection-

customization>セクション全体をコピーして貼り付けます。参考資料については、「サンプ

ルSQLite TDCファイル」を参照してください。

2. ファイルにodbc-sqlite.tdcと名前を付け、Documents\My Tableau

Repository\Datasourcesに保存します。

注 :ファイルは.tdc拡張子を使用して保存する必要がありますが、その前の部分の

名前は任意で問題ありません。

3. 変更を反映するには、Tableau Desktopを再起動します。

4. 「接続の作成」で記載したとおり、SQLiteへの新しい接続を作成します。

5. Tableau Desktopログファイルに移動して開き、以下の例のようなレコードを探し、このカスタ

マイズファイルが新しい接続に適用されていることを確認します。

ログファイルの場所 レコードの例

C:\Users\<user>\Documents\マイTableau
リポジトリ\Logs (既定 )

Found matching TDC

'C:\\Users\\<name>\\Documents\\My

Tableau

Repository\\Datasources\\odbc-

sqlite.tdc' for
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ログファイルの場所 レコードの例

class='genericodbc',

vendor='SQLite', and

driver='SQLite3 ODBC Driver'

Tableau Prep BuilderでTDCファイルを使用する

1. テキストエディターを使用して、保存したデータソースファイルの<connection-

customization>セクション全体をコピーして貼り付けます。参考資料については、「サンプ

ルSQLite TDCファイル」を参照してください。

2. ファイルにodbc-sqlite.tdcと名前を付け、以下の場所に保存します。

l Windowsの場合 :

Documents\My Tableau Prep Repository\Datasource
l Macの場合 :

Documents/My Tableau Prep Repository/Datasources

注 :ファイルは.tdc拡張子を使用して保存する必要がありますが、その前の部分の名

前は任意で問題ありません。

3. Prepを再起動して、変更内容が適用します。

4. ログファイルに移動して開き、以下の例のようなレコードを探し、このカスタマイズファイルが新し

い接続に適用されていることを確認します。

ログファイルの場所 レコードの例

C:\Users\<user>\Documents\マイTableau
Prepリポジトリ\Logs (既定 )

Found matching TDC

'C:\\Users\\<name>\\Documents\\My

Tableau Prep

Repository\\Datasources\\odbc-

sqlite.tdc' for

class='genericodbc',

vendor='SQLite', and

driver='SQLite3 ODBC Driver'
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Tableau ServerでTDCファイルを使用する

1. テキストエディターを使用して、保存したデータソースファイルの<connection-

customization>セクション全体をコピーして貼り付けます。参考資料については、「サンプ

ルSQLite TDCファイル」を参照してください。

2. ファイルにodbc-sqlite.tdcと名前を付け、以下の場所に保存します。

l Windowsの場合 :

Tableau Serverバージョン2018.2より前 :

Program Files\Tableau\Tableau Server\<version>\bin

Tableau Serverバージョン2018.2以降 :

Program Files\Tableau\Tableau Server\packages\bin.<build

number>

またはすべてのTableau Serverバージョン:

ProgramData\Tableau\Tableau

Server\data\tabsvc\vizqlserver\Datasources

ファイルを保存するには、サーバーコンピューターのWindows管理者である必要があり

ます。

l Linuxの場合 :

/var/opt/tableau/tableau_

server/data/tabsvc/vizqlserver/Datasources/

注 :ファイルは.tdc拡張子を使用して保存する必要がありますが、その前の部分の

名前は任意で問題ありません。TDCファイルは、動作に一貫性を持たせるためにすべ

てのサーバーノードに保存する必要があります。

3. Tableau Prep Conductor (フローの実行 )またはPrepWeb Authoring (Web上のフローの編

集 )の場合は、TDCファイルを追加のディレクトリに配置する必要があります。

Prep Conductor
l Windowsの場合 :

<data directory>\tabsvc\flowprocessor\Datasources
l Linuxの場合 :

<data directory>/tabsvc/flowprocessor/Datasources

PrepWeb作成
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l Windowsの場合 :

<data directory>\tabsvc\flowminerva\Datasources
l Linuxの場合 :

<data directory>/tabsvc/flowmineva/Datasources

4. 変更を反映するには、Tableau Serverを再起動します。

5. Tableau Serverログファイルに移動して開き、以下の例のようなレコードを探し、このカスタマイ

ズファイルが新しい接続に適用されていることを確認します。

ログファイルの場所 レコードの例

<install path>\Tableau
Server\data\tabsvc\log\vizqlser
ver

<install path>\Tableau
Server\data\tabsvc\log\backgr
ounder

<install path>\Tableau
Server\data\tabsvc\log\dataser
ver

<install path>\Tableau
Server\data\tabsvc\log\vizport
al

Found matching TDC

'C:\\ProgramData\\Tableau\\Tableau

Server\\data\\tabsvc\\vizqlserver\\Datasour-

ces\\odbc-sqlite.tdc for

class='genericodbc', vendor='SQLite', and

driver='SQLite3 ODBC Driver'

サンプルのSQLite TDCファイル

<?xml version='1.0' encoding='utf-8' ?>

<connection-customization class='genericodbc' enabled='true'

version='7.8'>

<vendor name='SQLite' />

<driver name='SQLite3 ODBC Driver' />

<customizations>

<customization name='CAP_CREATE_TEMP_TABLES' value='yes' />

<customization name='CAP_QUERY_BOOLEXPR_TO_INTEXPR' value='yes' />

<customization name='CAP_QUERY_GROUP_BY_ALIAS' value='no' />

<customization name='CAP_QUERY_GROUP_BY_DEGREE' value='yes' />
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<customization name='CAP_QUERY_JOIN_ACROSS_SCHEMAS' value='no' />

<customization name='CAP_QUERY_JOIN_REQUIRES_SCOPE' value='no' />

<customization name='CAP_QUERY_SUBQUERIES' value='yes' />

<customization name='CAP_QUERY_SUBQUERIES_WITH_TOP' value='yes' />

<customization name='CAP_SELECT_INTO' value='no' />

<customization name='CAP_SELECT_TOP_INTO' value='yes' />

<customization name='SQL_AGGREGATE_FUNCTIONS' value='127' />

<customization name='SQL_SQL_CONFORMANCE' value='4' />

</customizations>

</connection-customization>

ODBC接続のカスタマイズ

データソースへのODBC接続を作成し、必要なメタデータを取得できることを検証したと想定しま

す。次に、抽出を作成するか、必要な機能を提供するライブ接続を使用するかを決定する必要が

あります。その場合、作成したTDCファイルは十分であり、接続をカスタマイズする必要はありませ

ん。

必要としている動作をTDCファイルが実行しない場合は、接続をカスタマイズできます。お使いの環

境で期待どおり動作するよう、ODBC接続を調節する方法を把握しておく必要があります。リストを

見直すことで、ODBC接続の微調整に使用できるカスタマイズを確認できます。

l Tableau 機能のカスタマイズの参考資料 ページ567

l ODBC/SQL カスタマイズの参考資料 ページ586

機能向上のための一般的なカスタマイズ

次のカスタマイズは、最適でない既定機能を持つデータソースの機能の向上に役立ちます。

l CAP_SUPPRESS_DISCOVERY_QUERIES -この値をtrue に設定すると、Tableauが接続

開始時に任意のSQLクエリを実行し、ドライバーの機能を決定するのを防ぐことができます。

Tableauは自動的に機能を決定することができないため、他のどの機能を明示的に有効に

するかを検討する必要があります。

l SQL_SQL_CONFORMANCE –この設定は、データソースにより完全にサポートされているSQL
standardレベルを宣言します。Tableauは最低でエントリーレベルの準拠で最もよく動作する

ため、データソースがサポートする場合、この値は最低 1である必要があります。

l SQL_AGGREGATE_FUNCTIONS –この設定は、MIN、MAX、SUMなどのサポートされている集

計関数うを示します。'127'の値は、すべての標準 SQL集計関数のサポートを示します。
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大幅に制限されたデータソースの処理

データソースによっては大幅に制限されているため、Tableauが接続作成手順を完了できない場合

があります。これはドライバー内のクラッシュが原因で起こる場合があり、そのためTableauの動作が

停止する場合があります。グローバルTDCファイルを使用すると、Tableauがクエリを発行したり、不

安定性と関連する可能性のある機能をチェックするのを防ぐことができます。

このファイルを作成するには、データベースベンダー名およびODBCドライバー名を知っている必要が

あります。

1. Tableau内で新しい接続を作成し、ログファイルを開いて次のような行を探します:

GenericODBCProtocol::Connect: Detected vendor: 'SQLite' and

driver: 'SQLite3 ODBC Driver'

2. vendor 名およびdriver 名が記載されたTDCファイルを作成します。例については、ベン

ダーおよびドライバー名 ページ552を参照してください。

3. 制限されたデータソースとTableauが関わるのを制限するため、CAP_SUPPRESS_

DISCOVERY_QUERIESなどのカスタマイズの使用を検討してください。

ODBCドライバー設定の構成

ODBCドライバーは、サーバー、ユーザー名、パスワードなどの接続情報詳細を入力するダイアログ

ボックスを提供します。多くのダイアログには、接続動作をコントロールする高度なオプションがありま

す。ODBC接続の機能やパフォーマンスを向上させる方法を探している場合は、このオプションを検

討してください。特に、これまでTableauでは次の項目がODBC接続における問題の原因となってき

たため、それをコントロールする設定を探してください。

l トランザクション分離 -クエリ結果に保留状態のトランザクションのデータを含めない場合は、

READ、COMMITTEDまたはSERIALIZABLE を優先します。

l カーソル -ストリーミングカーソルではなく、保持可能カーソルまたはスクロール可能カーソルを

優先します。Tableauは読み取り専用の分析クエリを発行するごとにトランザクションを閉じる

ため、ストリーミングカーソルは切り捨てられ、Tableauに不完全な結果が表示される場合が

あります。

l 行 /結果セットバッファ-多数の行を取得する際のパフォーマンスを向上させるには、サイズの

大きいバッファを優先します。これにより、抽出作成速度が大きく向上する可能性があります。

キャッシュサイズまたは応答サイズと呼ばれる場合もあります。

l 文字セット-次の順で優先順位が低くなります: UTF-16、UTF-8、ASCII。
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高度なSQLiteカスタマイズ

Tableauには、製品に組み込まれたSQLiteの特別なカスタマイズが導入されています。これらのカス

タマイズ内容は、ワークブックファイル、データソースファイル、またはグローバルTDSファイルの

SQLiteの接続カスタマイズより優先されます。SQLite接続をカスタマイズしての高度な変更を行うに

は、TableauがSQLiteダイアレクトを無視するように操作する必要があります。そのためには、データ

ベースベンダーの報告名 (<customization name='SQL_DBMS_NAME' value='SQLite'

/>)を、SQLite-Tableau」などの異なる値に変更する必要があります。

ODBCドキュメントの参考資料

MicrosoftのMSDNには、ODBC standardに関する文書があります。特に、この記事の情報のリ

ソースとしては「ODBC付録」が最適です。

l 付録 C: 「SQL Grammar」-特に「SQL MinimumGrammar」および「ODBC Escape
Sequences」が該当します

l 付録 D:データ型

l 付録 E:スカラー関数

関連項目

その他のデータベース (ODBC)ページ528 – ODBCコネクターを使用してデータに接続する方法を説

明します。

Tableau およびODBCページ531 – ODBCに関する背景情報を提供、TableauによるODBCドラ

イバーの機能の判断方法を説明、およびよく寄せられる質問をリストします。

Tableau 機能のカスタマイズの参考資料 ページ567 –データソースによりサポートされている

Tableau機能定義に使用できるカスタマイズを一覧表示します。

ODBC/SQL カスタマイズの参考資料 ページ586 – ODBCドライバーレポートがサポートしている

ODBCおよびSQL標準の部分を表すカスタマイズをリスト表示します。

「ネイティブコネクタの接続文字列のカスタマイズ」 – Tableauコミュニティのこの記事では、odbc-

connect-string-extrasカスタマイズを使用してネイティブコネクタによる接続を変更する方法

を説明します。

Tableau JDBC機能のカスタマイズの参考資料

JDBC接続で対応するTableau機能を定義するため、Tableau Datasource Customization
(TDC)ファイルで次の機能のカスタマイズを設定できます。
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これらのカスタマイズ内容の多くは、Tableauが発行するSQLクエリ型に影響します。定義されていな

い設定の場合、Tableauはさまざまな形式のSQLクエリを発行して経験的にどの形式に対応してい

るのかを確認することで、各機能の適切な値を決定しようとします。

CAP_CREATE_TEMP_TABLES Tableauが特定の複雑なクエリや最適化されたクエ

リに必要な一時テーブルを作成することができる場

合、「yes」に設定します。CAP_SELECT_INTOも

参照してください。

CAP_CONNECT_STORED_
PROCEDURE

ストアドプロシージャへの接続に対応することを許可

する場合は、「yes」に設定します。

CAP_FAST_METADATA スキーマが小規模から中規模の場合は、「yes」に設

定します。この機能は、Tableauが接続直後にすべ

てのオブジェクトを列挙するかどうかを制御します。値

を「yes」に設定するとこの機能が有効になり、新規

接続の作成時のパフォーマンスが改善されます。この

機能を無効にすると、すべてのオブジェクトを取得す

る代わりに、特定のスキーマやテーブルを検索できま

す。空の文字列を使用すると、すべてのオブジェクト

を検索できます。この機能は、9.0以降で使用でき

ます。

CAP_ISOLATION_LEVEL_READ_
COMMITTED

データソースで対応している場合、強制的にトランザ

クション分離レベルを"Read Committed"にするに

は、「yes」に設定します。4つのトランザクション分離

レベルのうち、1つのみを「yes」に設定します。次も参

照してください: CAP_SET_ISOLATION_LEVEL_
VIA_SQL。

CAP_ISOLATION_LEVEL_READ_
UNCOMMITTED

データソースで対応している場合、強制的にトランザ

クション分離レベルを"Read Uncommitted"にするに

は、「yes」に設定します。4つのトランザクション分離

レベルのうち、1つのみを「yes」に設定します。この機

能はロック競合を減らすことにより速度を向上させる

可能性がありますが、クエリ結果のデータが部分的ま

たは一貫性のない状態になる可能性があります。次

も参照してください: CAP_SET_ISOLATION_
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LEVEL_VIA_SQL。

CAP_ISOLATION_LEVEL_
REPEATABLE_READS

データソースで対応している場合、強制的にトランザ

クション分離レベルを"Repeatable Reads"にするに

は、「yes」に設定します。4つのトランザクション分離

レベルのうち、1つのみを「yes」に設定します。次も参

照してください: CAP_SET_ISOLATION_LEVEL_
VIA_SQL。

CAP_ISOLATION_LEVEL_
SERIALIZABLE

データソースで対応している場合、強制的にトランザ

クション分離レベルを"Serializable"にするには、

「yes」に設定します。4つのトランザクション分離レベ

ルのうち、1つのみを「yes」に設定します。これは非

常に標準的な設定で、パフォーマンスは低下します

が、安定性は向上する可能性があります。次も参

照してください: CAP_SET_ISOLATION_LEVEL_
VIA_SQL。

CAP_JDBC_BIND_DETECT_ALIAS_
CASE_FOLDING

Tableauで、予想されるフィールド名ではなく、大文

字や小文字のみを使用する結果セットのフィールド

名を報告するJDBCデータソースを検出し、それか

ら復元を許可するには、「yes」に設定します。

CAP_JDBC_EXPORT_DATA_BATCH JDBC一括操作をデータの挿入に使用するのを無

効するには、「no」に設定します。

CAP_JDBC_METADATA_GET_
INDEX_INFO

インデックス情報の読み取りを無効にするには、「no」
に設定します。

CAP_JDBC_METADATA_READ_
FOREIGNKEYS

外部キーメタデータの読み取りを無効にするには、

「no」に設定します。

CAP_JDBC_METADATA_READ_
PRIMARYKEYS

プライマリキーメタデータの読み取りを無効にするに

は、「no」に設定します。

CAP_JDBC_METADATA_USE_
RESULTSET_FOR_TABLE

選択 *クエリの結果セットから列のメタデータを取得

するには、「yes」に設定します。Tableau 2020.4以

降で使用できます。
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CAP_JDBC_QUERY_ASYNC 別のスレッドでクエリを実行するには、「yes」に設定し

ます。

CAP_JDBC_QUERY_CANCEL ドライバーがクエリをキャンセルできる場合は、「yes」
に設定します。

CAP_JDBC_QUERY_DISABLE_
AUTO_COMMIT

クエリの実行時に既定の自動コミットモードを無効に

するには、「yes」に設定します。Tableau 2020.4以

降で使用できます。

CAP_JDBC_QUERY_FORCE_
PREPARE

実行前に常にクエリを準備するには、「yes」に設定し

ます。Tableau 2020.4以降で使用できます。

CAP_JDBC_SUPPRESS_EMPTY_
CATALOG_NAME

欠落しているカタログを無視するには、「yes」に設定

します。

CAP_JDBC_SUPPRESS_
ENUMERATE_DATABASES

データベースの列挙を無効にするには、「yes」に設定

します。

CAP_JDBC_SUPPRESS_
ENUMERATE_SCHEMAS

スキーマの列挙を無効にするには、「yes」に設定しま

す。

CAP_JDBC_METADATA_
SUPPRESS_PREPARED_QUERY

CAP_JDBC_METADATA_USE_RESULTSET_
FOR_TABLEが有効になっている場合は、この機能

を「yes」に設定して、テーブルメタデータの読み取り

に使用されるクエリの準備を無効にします。where-
false句でラップされたクエリを実行します。

CAP_JDBC_USE_ADAPTIVE_
FETCH_SIZE

ResultSetメタデータを使用して最適な取得サイズを

決定するには、「yes」に設定します。正しく動作する

ためには、CAP_JDBC_QUERY_FORCE_
PREPAREを有効にする必要がある場合がありま

す。Tableau 2020.4以降で使用できます。

CAP_MULTIPLE_CONNECTIONS_
FROM_SAME_IP

Tableauがデータベースへの1つを超えるアクティブな

接続を作成するのを防ぐには、「no」に設定します。

これは標準的な設定で、パフォーマンスは下がります

が、安定性は高まる可能性があります。
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CAP_QUERY_BOOLEXPR_TO_
INTEXPR

Tableauで、任意のブール式を整数値にし、結果

セットに含める必要がある場合は、「yes」に設定しま

す。

CAP_QUERY_FROM_REQUIRES_
ALIAS

FROM句で、特定のテーブルに別名を提供する必

要がある場合は、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_GROUP_ALLOW_
DUPLICATES

SQLクエリでGROUP BY句に重複する式を含める

ことができない場合は、「no」に設定します (一般的

ではありません)。

CAP_QUERY_GROUP_BY_ALIAS 集計のあるSQLクエリで、SELECT一覧の対応す

る別名よりグループ化列を参照することができる場合

は、「yes」に設定します。例 :GROUP BY "none_
ShipCountry_nk"。

CAP_QUERY_GROUP_BY_DEGREE 集計のあるSQLクエリで、各列の位置よりグループ

化列を参照することができる場合は、「yes」に設定

します。例 :GROUP BY 2, 5。CAP_QUERY_
SORT_BY_DEGREEも参照してください。

CAP_QUERY_HAVING_REQUIRES_
GROUP_BY

Tableauで、HAVING句はあるもののグループ化列

のない任意のクエリで人工グループ化フィールドを使

用する必要がある場合、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_HAVING_
UNSUPPORTED

HAVINGのSQL構文に対応していない場合、

「yes」に設定します。Tableauでは、サブクエリを使

用してこれを回避することができる場合があります。

CAP_QUERY_SUBQUERIESも参照してください。

CAP_QUERY_INCLUDE_GROUP_
BY_COLUMNS_IN_SELECT

すべてのGROUP BY式がSELECT式一覧にも表

示されるよう要求するには、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_JOIN_ACROSS_
SCHEMAS

SQLクエリが、異なるスキーマに位置するテーブルの

結合を表すことができる場合、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_JOIN_ASSUME_
CONSTRAINED

データベーステーブルにFK-PK関係がない場合でも

内部結合をカリングするには、「yes」に設定します。
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CAP_QUERY_JOIN_PUSH_DOWN_
CONDITION_EXPRESSIONS

結合を書き換えてON句の条件を単純化してシン

プルな識別子の比較にするには、「yes」に設定しま

す。

CAP_QUERY_JOIN_REQUIRES_
SCOPE

正しい評価順にするために、SQLクエリがかっこ内の

それぞれの結合句を詳細に調べる必要がある場

合、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_JOIN_REQUIRES_
SUBQUERY

サブクエリで構成される2つを超えるテーブルを含む

結合式を強制するには、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_NULL_REQUIRES_
CAST

データソースですべてのNULLリテラルが1つの明示

的なデータ型であることが要求される場合、「yes」に
設定します。

CAP_QUERY_SELECT_ALIASES_
SORTED

Tableauで、SELECT式 (別名ごとに並べ替え)に
対して決定的な命令を出し、Tableau視覚化でク

エリ結果と各フィールドを正しく一致させる必要があ

る場合、「yes」に設定します。これは、クエリ結果を

含むメタデータが返されるときにSELECT式の別名

を保存しないデータソースの場合にのみ要求されま

す。

CAP_QUERY_SORT_BY_DEGREE SQLクエリが、各列の順序位置に基づいて並べ替え

列を参照することができる場合は、「yes」に設定しま

す。例 :ORDER BY 2, 5。CAP_QUERY_GROUP_
BY_DEGREEも参照してください。

CAP_QUERY_SUBQUERIES データソースがサブクエリに対応している場合、

「yes」に設定します。

CAP_QUERY_SUBQUERIES_WITH_
TOP

データソースがサブクエリ内のTOPやLIMIT行制限

句に対応している場合、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_SUBQUERY_
DATASOURCE_CONTEXT

サブクエリでフィルターされたクエリコンテキストを使用

してデータソースフィルターを実装するには、「yes」に
設定します。この機能は、Tableau 8.0からTableau
9.3でのみ使用できます。
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CAP_QUERY_SUBQUERY_QUERY_
CONTEXT

Tableauで、一時テーブルとローカルでキャッシュした

結果ではなく、コンテキストフィルターのサブクエリを強

制的に使用するには、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_TOP_N データソースが任意の形式の行制限句に対応して

いる場合、「yes」に設定します。対応している正確

な形式は、次のとおりです。

CAP_QUERY_TOPSTYLE_LIMIT データソースが行制限句としてLIMITを使用する場

合、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_TOPSTYLE_ROWNUM データソースが行制限句として、ROWNUMに関し

てOracleスタイルのフィルターに対応している場合、

「yes」に設定します。

CAP_QUERY_TOPSTYLE_TOP データソースが行制限句としてTOPを使用する場

合、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_USE_QUERY_FUSION Tableauが複数の個々のクエリを1つのクエリにまと

めるのを回避するには、「no」に設定します。パフォー

マンスを調整する必要がある場合、またはデータベー

スが大量のクエリを処理できない場合は、この機能

をオフにします。この機能は既定では有効で、

Tableau 9.0以降のTableauデータ抽出を除くすべ

てのデータソースで使用できます。Tableau 9.0.6か

ら、Tableauデータ抽出でこの機能に対応していま

す。

CAP_SELECT_INTO Tableauが別のクエリの結果セットのフライに関する

テーブルを作成することができる場合、「yes」に設定

します。CAP_CREATE_TEMP_TABLESも参照し

てください。

CAP_SELECT_TOP_INTO Tableauがクエリの結果セットからテーブルを作成す

るときにTOPやLIMIT行制限句を使用できる場合

は、「yes」に設定します。

CAP_SET_ISOLATION_LEVEL_VIA_
SQL

Tableauで、SQLクエリを使用しているデータソース

のトランザクション分離レベルを強制的に設定するに
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は、「yes」に設定します。4つのCAP_ISOLATION_
LEVEL機能のいずれかが「yes」に設定されている場

合、CAP_SET_ISOLATION_LEVEL_VIA_SQLを

「yes」に設定する必要があります。

CAP_STORED_PROCEDURE_
PREFER_TEMP_TABLE

一時テーブルを使用して、ストアドプロシージャ結果

セットに対するリモートクエリに対応するには、「yes」
に設定します。

CAP_STORED_PROCEDURE_
REPAIR_TEMP_TABLE_STRINGS

メタデータで幅が示されない場合や正数以外の幅が

示される場合に実際の文字列の幅を計算するに

は、「yes」に設定します。

CAP_STORED_PROCEDURE_TEMP_
TABLE_FROM_BUFFER

一時テーブルにバッファされた結果セットをそのまま設

定するには、「yes」に設定します。

CAP_STORED_PROCEDURE_TEMP_
TABLE_FROM_NEW_PROTOCOL

この操作で作成された別のプロトコルから一時テーブ

ルにデータを設定するには、「yes」に設定します。

CAP_SUPPRESS_DISCOVERY_
QUERIES

Tableauで、対応しているさまざまな句のSQL構文

を検出するのを防ぐには、「yes」に設定します。

CAP_SUPPRESS_DISPLAY_
LIMITATIONS

このデータソースの制限に関するすべての警告を非

表示にするには、「yes」に設定します。

関連項目

その他のデータベース (JDBC)ページ516 –その他のデータベース(JDBC)コネクタを使用してデータに

接続する方法を説明します。

Tableau機能のカスタマイズの参考資料

ODBC接続でサポートされるTableau機能を定義するため、Tableau Datasource Customization
(TDC)ファイルで次の機能のカスタマイズを設定できます。詳細については、接続のカスタマイズと微

調整 ページ546を参照してください。

これらのカスタマイズ内容の多くは、Tableauが発行するSQLクエリ型に影響します。定義されていな

い設定の場合、「TableauによるODBCドライバーの機能の決定方法」で説明されているように、

Tableauはさまざまな形式のSQLクエリを発行して経験的にどの形式がサポートされているかどうか

を確認することで、各機能の適切な値を決定しようとします。
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CAP_CREATE_TEMP_TABLES Tableauが特定の複雑なクエリや最適化されたクエ

リに必要な一時テーブルを作成することができる場

合、「yes」に設定します。CAP_SELECT_INTOも

参照してください。

CAP_CONNECT_STORED_
PROCEDURE

ストアドプロシージャへの接続に対応することを許可

する場合は、「yes」に設定します。

CAP_FAST_METADATA スキーマが小規模から中規模の場合は、「yes」に
設定します。この機能は、Tableauが接続直後にす

べてのオブジェクトを列挙するかどうかを制御します。

値を「yes」に設定するとこの機能が有効になり、新

規接続の作成時のパフォーマンスが改善されます。

この機能を無効にすると、すべてのオブジェクトを取

得する代わりに、特定のスキーマやテーブルを検索

できます。空の文字列を使用すると、すべてのオブ

ジェクトを検索できます。この機能は、9.0以降で使

用できます。

CAP_ISOLATION_LEVEL_READ_
COMMITTED

データソースで対応している場合、強制的にトラン

ザクション分離レベルを"Read Committed"にするに

は、「yes」に設定します。4つのトランザクション分離

レベルのうち、1つのみを「yes」に設定します。次も

参照してください:CAP_SET_ISOLATION_LEVEL_
VIA_SQL、CAP_SET_ISOLATION_LEVEL_VIA_
ODBC_API。

CAP_ISOLATION_LEVEL_READ_
UNCOMMITTED

データソースで対応している場合、強制的にトラン

ザクション分離レベルを"Read Uncommitted"にする

には、「yes」に設定します。4つのトランザクション分

離レベルのうち、1つのみを「yes」に設定します。この

機能はロック競合を減らすことにより速度を向上させ

る可能性がありますが、クエリ結果のデータが部分

的または一貫性のない状態になる可能性がありま

す。次も参照してください:CAP_SET_ISOLATION_
LEVEL_VIA_SQL、CAP_SET_ISOLATION_
LEVEL_VIA_ODBC_API。
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CAP_ISOLATION_LEVEL_
REPEATABLE_READS

データソースで対応している場合、強制的にトラン

ザクション分離レベルを"Repeatable Reads"にする

には、「yes」に設定します。4つのトランザクション分

離レベルのうち、1つのみを「yes」に設定します。次

も参照してください:CAP_SET_ISOLATION_
LEVEL_VIA_SQL、CAP_SET_ISOLATION_
LEVEL_VIA_ODBC_API。

CAP_ISOLATION_LEVEL_
SERIALIZABLE

データソースで対応している場合、強制的にトラン

ザクション分離レベルを"Serializable"にするには、

「yes」に設定します。4つのトランザクション分離レベ

ルのうち、1つのみを「yes」に設定します。これは非

常に標準的な設定で、パフォーマンスは低下します

が、安定性は向上する可能性があります。次も参

照してください:CAP_SET_ISOLATION_LEVEL_
VIA_SQL、CAP_SET_ISOLATION_LEVEL_VIA_
ODBC_API。

CAP_SET_ISOLATION_LEVEL_VIA_
ODBC_API

「yes」に設定すると、TableauはODBC APIを使用

してデータソースのトランザクション分離レベルを強

制的に設定します。4つのCAP_ISOLATION_
LEVEL機能のいずれかが「yes」に設定されている

場合、CAP_SET_ISOLATION_LEVEL_VIA_
ODBC_APIは「yes」に設定されている必要がありま

す。

CAP_SET_ISOLATION_LEVEL_VIA_
SQL

Tableauで、SQLクエリを使用しているデータソース

のトランザクション分離レベルを強制的に設定するに

は、「yes」に設定します。4つのCAP_ISOLATION_
LEVEL機能のいずれかが「yes」に設定されている

場合、CAP_SET_ISOLATION_LEVEL_VIA_SQL
を「yes」に設定する必要があります。

CAP_MULTIPLE_CONNECTIONS_
FROM_SAME_IP

Tableauがデータベースへの1つを超えるアクティブ

な接続を作成するのを防ぐには、「no」に設定しま

す。これは標準的な設定で、パフォーマンスは下がり

ますが、安定性は高まる可能性があります。
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CAP_ODBC_BIND_DETECT_ALIAS_
CASE_FOLDING

Tableauで、予想されるフィールド名ではなく、大文

字または小文字のみを使用する結果セットのフィー

ルド名を報告するODBCデータソースを検出し、そ

れから復元するのを許可するには、「yes」に設定し

ます。

CAP_ODBC_BIND_BOOL_AS_
WCHAR_01LITERAL

ブール値データ型を値「0」または「1」を含む

WCHARとして結び付けるには、「yes」に設定しま

す。

CAP_ODBC_BIND_BOOL_AS_
WCHAR_TFLITERAL

ブール値データ型を値「ｔ」または「ｆ」を含むWCHAR
として結び付けるには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_BIND_FORCE_DATE_
AS_CHAR

TableauネイティブODBCプロトコルで、日付値を

強制的にCHARとして結び付けるには、「yes」に設

定します。

CAP_ODBC_BIND_FORCE_
DATETIME_AS_CHAR

TableauネイティブODBCプロトコルで、日付時刻

値を強制的にCHARとして結び付けるには、「yes」
に設定します。

CAP_ODBC_BIND_FORCE_MAX_
STRING_BUFFERS

TableauネイティブODBCプロトコルで、メタデータに

記述されたサイズではなく、文字列用の最大サイズ

のバッファ(1MB)を強制的に使用するには、「yes」
に設定します。

CAP_ODBC_BIND_FORCE_
MEDIUM_STRING_BUFFERS

TableauネイティブODBCプロトコルで、メタデータに

記述されたサイズではなく、文字列用の中間サイズ

のバッファ(1K)を強制的に使用するには、「yes」に
設定します。

CAP_ODBC_BIND_FORCE_SMALL_
STRING_BUFFERS

TableauネイティブODBCプロトコルで、メタデータに

記述されたサイズではなく、文字列用の小さいバッ

ファを強制的に使用するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_BIND_FORCE_SIGNED 整数を強制的に署名として結びつけるには、「yes」
に設定します。

CAP_ODBC_BIND_PRESERVE_BOM 文字列に存在する場合にBOMを保護するには、

570 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



「yes」に設定します。Hiveは、BOMを返し、それを

含む文字列を異なるエンティティとして扱います。

CAP_ODBC_BIND_SKIP_LOCAL_
DATATYPE_UNKNOWN

ネイティブODBCプロトコルで、予期されるメタデータ

内のローカルデータ型 DataType::Unknownを持つ

列へのバインドが行われないようにするには、「yes」
に設定します。

CAP_ODBC_BIND_SPATIAL_AS_
WKT

空間データをWKT (Well Known Text)として強制

的にバインドするには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_BIND_SUPPRESS_
COERCE_TO_STRING

TableauネイティブODBCプロトコルが、非文字列

データを文字列として結びつける(つまり、ドライバー

コンバージョンの要求 )のを防ぐには、「yes」に設定し

ます。

CAP_ODBC_BIND_SUPPRESS_
INT64

TableauネイティブODBCプロトコルが、大きな数値

データとして64ビットの整数を使用するのを防ぐに

は、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_BIND_SUPPRESS_
PREFERRED_CHAR

TableauネイティブODBCプロトコルが、ドライバーの

既定と異なる文字種を優先するのを防ぐには、

「yes」に設定します。

CAP_ODBC_BIND_SUPPRESS_
PREFERRED_TYPES

TableauネイティブODBCプロトコルが、優先するワ

イヤ種類にしたがって任意のデータを結びつけるのを

防ぐには、「yes」に設定します。この機能が設定さ

れていると、Tableauはメタデータから、ODBCドライ

バーにより説明されるデータ型に従ってのみ結びつけ

ます。

CAP_ODBC_BIND_SUPPRESS_
WIDE_CHAR

TableauネイティブODBCプロトコルが、文字列

WCHARを結びつけるのを防ぐには、「yes」に設定

します。または、1バイトのCHAR配列として結合

し、含まれる任意のUTF-8文字がローカルで処理さ

れます。

CAP_ODBC_CONNECTION_STATE_
VERIFY_FAST

迅速なODBC API呼び出しで接続が切断されてい

るかどうかを確認するには、「yes」に設定します。
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CAP_ODBC_CONNECTION_STATE_
VERIFY_PROBE

強制的なプローブで接続が切断されているかどうか

を確認するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_CONNECTION_STATE_
VERIFY_PROBE_IF_STALE

強制的なプローブで接続が切断されているかどうか

を確認するには、「yes」に設定します (「stale」(つま

り、約 30分間未使用 )の場合のみ)。

CAP_ODBC_CONNECTION_STATE_
VERIFY_PROBE_PREPARED_
QUERY

準備されたクエリで接続が切断されているかどうかを

確認するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_CURSOR_DYNAMIC TableauネイティブODBCプロトコルで、すべてのス

テートメントのカーソル型を強制的にDynamic (スク

ロール可能、追加 /削除 /変更された行を検出 )に設

定するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_CURSOR_FORWARD_
ONLY

TableauネイティブODBCプロトコルで、すべてのス

テートメントのカーソル型を強制的にForward-only
(スクロール不可能 )に設定するには、「yes」に設定

します。

CAP_ODBC_CURSOR_KEYSET_
DRIVEN

TableauネイティブODBCプロトコルで、すべてのス

テートメントのカーソル型を強制的にKeyset-driven
(スクロール可能、行内の変更された値を検出 )に設

定するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_CURSOR_STATIC TableauネイティブODBCプロトコルで、すべてのス

テートメントのカーソル型を強制的にStatic (スクロー

ル可能、変更を検出しない)に設定するには、

「yes」に設定します。

CAP_ODBC_ERROR_IGNORE_
FALSE_ALARM

TableauネイティブODBCプロトコルが、

SQLSTATEが「00000」(「エラーなし」の意味 )であ

るSQL_ERROR条件を無視するのを許可するに

は、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_ERROR_IGNORE_
SQLNODATA_FOR_COMMAND_
QUERIES

データが返されることが予期されない場合でも

SQLExecDirectからSQL_NO_DATAが返されると

きに無視するには、「yes」に設定します。
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CAP_ODBC_EXPORT_ALLOW_
CHAR_UTF8

Unicode文字列をUTF-8として結び付けるために

シングルバイトのCHARデータ型を使用することを許

可するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_BIND_
FORCE_TARGET_METADATA

パラメーター化された挿入ステートメントのODBCメ

タデータの代わりに、ターゲットテーブルからのすべて

のメタデータに基づいてエクスポート用に結びつける

には、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_BIND_
PREFER_TARGET_METADATA

パラメーター化された挿入ステートメントのODBCメ

タデータの代わりに、ターゲットテーブルからの特定の

型のメタデータに基づいたエクスポート用に結びつけ

るには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_BUFFERS_
RESIZABLE

パフォーマンスの向上のために、最初のバッチの後で

エクスポートバッファの再割り当てを許可するには、

「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_BUFFERS_
SIZE_FIXED

一度に挿入する合計行を計算する場合に、単一

行の幅を無視するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_BUFFERS_
SIZE_LIMIT_512KB

エクスポートバッファを512 KBに制限するには、

「yes」に設定します。これは一般的な設定ではあり

ません。

CAP_ODBC_EXPORT_BUFFERS_
SIZE_MASSIVE

強制的に大きいバッファを挿入に使用するには、

「yes」に設定します。CAP_ODBC_EXPORT_
BUFFERS_RESIZABLEが設定されていない、また

は無効の場合、固定の行カウントが使用されます。

CAP_ODBC_EXPORT_BUFFERS_
SIZE_MEDIUM

強制的に中間サイズのバッファを挿入に使用するに

は、「yes」に設定します。CAP_ODBC_EXPORT_
BUFFERS_RESIZABLEが設定されていない、また

は無効の場合、固定の行カウントが使用されます。

CAP_ODBC_EXPORT_BUFFERS_
SIZE_SMALL

強制的に小さいバッファを挿入に使用するには、

「yes」に設定します。CAP_ODBC_EXPORT_
BUFFERS_RESIZABLEが設定されていない、また

は無効の場合、固定の行カウントが使用されます。
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CAP_ODBC_EXPORT_CONTINUE_
ON_ERROR

エラーがある場合でもデータの挿入を続行するに

は、「yes」に設定します。一部のデータソースは警

告をエラーとして報告します。

CAP_ODBC_EXPORT_DATA_BULK ODBC一括操作をデータの挿入に使用するのを許

可するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_DATA_BULK_
VIA_INSERT

パラメーター化されたクエリ「INSERT INTO」に基づ

いてODBC一括操作を使用するのを許可するに

は、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_DATA_BULK_
VIA_ROWSET

ODBC一括操作を行セットカーソルに基づいて使

用するのを許可するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_FORCE_
INDICATE_NTS

NULL終了文字列 (NTS)を識別するためにインジ

ケーターバッファを強制的に使用するには、「yes」に
設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_FORCE_
SINGLE_ROW_BINDING

単一行を強制的に使用してデータを挿入するエクス

ポートバッファを結びつけるには、「yes」に設定しま

す。

CAP_ODBC_EXPORT_FORCE_
SINGLE_ROW_BINDING_WITH_
TIMESTAMPS

タイムスタンプデータを処理する際に、単一行を強

制的に使用してエクスポートバッファを結びつけるに

は、「yes」に設定します。一部のバージョンの

Teradataではこれが必要です。

CAP_ODBC_EXPORT_FORCE_
STRING_WIDTH_FROM_SOURCE

(Tableauメタデータの)ソース文字列の幅を強制的

に使用して(挿入パラメーターメタデータの)目的の

文字列の幅をオーバーライドするには、「yes」に設

定します。

CAP_ODBC_EXPORT_FORCE_
STRING_WIDTH_USING_OCTET_
LENGTH

オクテット長からソース文字列の幅を強制的に使用

するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_SUPPRESS_
STRING_WIDTH_VALIDATION

ターゲット文字列の幅がソース文字列の幅に対応

できるかどうかを検証することを省略するには、

「yes」に設定します。
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CAP_ODBC_EXPORT_
TRANSACTIONS_COMMIT_BATCH_
MASSIVE

INSERTステートメントの大きなバッチ(~100,000)
でコミットするには、「yes」に設定します。これは、単

一行のエクスポートのバインドに役立つ場合がありま

す。

CAP_ODBC_EXPORT_
TRANSACTIONS_COMMIT_BATCH_
MEDIUM

INSERTステートメンの中間サイズのバッチ(~50)で
コミットするには、「yes」に設定します。1つのステー

トメントが複数のレコードにバインドされている場合

があります。

CAP_ODBC_EXPORT_
TRANSACTIONS_COMMIT_BATCH_
SMALL

INSERTステートメントの小さなバッチ(~5)でコミット

するには、「yes」に設定します。1つのステートメント

が複数のレコードにバインドされている場合がありま

す。

CAP_ODBC_EXPORT_
TRANSACTIONS_COMMIT_BYTES_
MASSIVE

データの大きなバッチ(~100 MB)でコミットするには、

「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_
TRANSACTIONS_COMMIT_BYTES_
MEDIUM

データの中間サイズのバッチ(~10 MB)でコミットする

には、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_
TRANSACTIONS_COMMIT_BYTES_
SMALL

データの小さなバッチ(~1 MB)でコミットするには、

「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_
TRANSACTIONS_COMMIT_EACH_
STATEMENT

各 INSERTステートメントの実行後にコミットするに

は、「yes」に設定します。1つのステートメントが複

数のレコードにバインドされている場合があります。

CAP_ODBC_EXPORT_
TRANSACTIONS_COMMIT_
INTERVAL_LONG

経過時間の長い間隔 (~100秒 )でコミットするに

は、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_
TRANSACTIONS_COMMIT_
INTERVAL_MEDIUM

経過時間の中くらい間隔 (~10秒 )でコミットするに

は、「yes」に設定します。
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CAP_ODBC_EXPORT_
TRANSACTIONS_COMMIT_
INTERVAL_SHORT

経過時間の短い間隔 (~1秒 )でコミットするには、

「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_
TRANSACTIONS_COMMIT_ONCE_
WHEN_COMPLETE

エクスポートの完了後に最後に一度だけコミットする

には、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_EXPORT_TRANSLATE_
DATA_PARALLEL

並列ループを使用してエクスポートでTableau
DataValueをワイヤバッファに変換するには、「yes」
に設定します。

CAP_ODBC_FETCH_ABORT_
FORCE_CANCEL_STATEMENT

キャンセルの例外でSQLFetchを中断するときにス

テートメントハンドルを取り消すには、「yes」に設定

します。

CAP_ODBC_FETCH_BUFFERS_
RESIZABLE

パフォーマンスの向上またはデータ切り捨ての処理の

ために、取得後にバッファの再割り当てを許可するに

は、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_FETCH_BUFFERS_
SIZE_FIXED

取得する合計行を計算する場合、単一行の幅を

無視するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_FETCH_BUFFERS_
SIZE_MASSIVE

強制的に大きいバッファを使用するには、「yes」に設

定します。CAP_ODBC_FETCH_BUFFERS_
SIZE_FIXEDが有効の場合、固定の行カウントが

使用されます。

CAP_ODBC_FETCH_BUFFERS_
SIZE_MEDIUM

強制的に中間サイズのバッファを使用するには、

「yes」に設定します。CAP_ODBC_FETCH_
BUFFERS_SIZE_FIXEDが有効の場合、固定の

行カウントが使用されます。

CAP_ODBC_FETCH_BUFFERS_
SIZE_SMALL

強制的に小さいバッファを使用するには、「yes」に設

定します。CAP_ODBC_FETCH_BUFFERS_
SIZE_FIXEDが有効の場合、固定の行カウントが

使用されます。

CAP_ODBC_FETCH_CONTINUE_ TableauネイティブODBCプロトコルが、エラー (デー
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ON_ERROR タソースによっては警告がエラーとして報告される)が
ある場合でも結果セットの取得を続行するのを許可

するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_FETCH_IGNORE_
FRACTIONAL_SECONDS

TableauネイティブODBCプロトコルが、クエリ結果

セットデータを取得する場合に時間値の不完全な

秒コンポーネントを無視するのを許可するには、

「yes」に設定します。10億分の1として表現する必

要がある、不完全な秒に関するODBCの仕様に従

わないデータソースを操作する場合に、特に便利で

す。

CAP_ODBC_FETCH_RESIZE_
BUFFERS

TableauネイティブODBCプロトコルが、データ切り

捨てが行われた場合に自動でバッファサイズを変更

し、再度取得するのを許可するには、「yes」に設定

します。

CAP_ODBC_FORCE_SINGLE_ROW_
BINDING

TableauネイティブODBCプロトコルで、結果セット

転送のために、より効率の良い一括フェッチではなく

単一行を強制的に使用するには、「yes」に設定し

ます。

CAP_ODBC_IMPORT_ERASE_
BUFFERS

それぞれのブロックの取得前にデータバッファのコンテ

ンツをリセットするには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_IMPORT_TRANSLATE_
DATA_PARALLEL

データのローカルでの並列デコードを無効にするに

は、「no」に設定します。

CAP_ODBC_METADATA_FORCE_
LENGTH_AS_PRECISION

TableauネイティブODBCプロトコルで、列「長さ」を

数値の有効桁数として強制的に使用するには、

「yes」に設定します。これは一般的な設定ではあり

ません。

CAP_ODBC_METADATA_FORCE_
NUM_PREC_RADIX_10

TableauネイティブODBCプロトコルで、数値の有

効桁数が10進法の桁で報告されていると強制的

に仮定するには、「yes」に設定します。これは一般

的な設定ではありません。

CAP_ODBC_METADATA_FORCE_ ネイティブODBCプロトコルで、関連付けられた列を
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UNKNOWN_AS_STRING 無視する代わりに、未知のデータ型を文字列として

扱うには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_METADATA_FORCE_
UTF8_IDENTIFIERS

プロトコルで、ドライバーと通信する場合に識別子を

強制的にUTF-8として処理するには、「yes」に設

定します。

CAP_ODBC_METADATA_SKIP_
DESC_TYPE_NAME

SQLColAttribute APIを含むSQL_DESC_TYPE_
NAME属性のチェックを削除するには、「yes」に設

定します。

CAP_ODBC_METADATA_STRING_
LENGTH_UNKNOWN

Tableauで、既知ではないか正しく報告されていな

い可能性があるドライバーが報告した文字列長に

基づいたメモリーの割り当てを防ぐには、「yes」に設

定します。代わりに、Tableauは固定サイズの文字

列長を使用し、固定サイズのバッファーに対しては大

きい文字列データを処理するために必要に応じて再

割り当てを実行します。

CAP_ODBC_METADATA_STRING_
TRUST_OCTET_LENGTH

文字数からオクテット長を計算するのではなく、文字

列についてドライバーが報告したオクテット長を使用

するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_METADATA_
SUPPRESS_EXECUTED_QUERY

Tableauで、メタデータを読み取る方法としてクエリを

実行するのを防ぐには、「yes」に設定します。一般

的に、Tableauでは、そのようなメタデータクエリの行

制限句が含まれますが (たとえば、「LIMIT」または

「WHERE 1=0」)、クエリオプティマイザーの乏しい

データベースシステムに対するCustom SQL接続で

使用する場合は、役立たない可能性があります。こ

の機能のため、Tableauが接続メタデータを正しく決

定することができない可能性があることに注意してく

ださい。

CAP_ODBC_METADATA_
SUPPRESS_PREPARED_QUERY

Tableauで、メタデータを読み取る方法として準備さ

れたクエリを実行するのを防ぐには、「yes」に設定し

ます。通常、準備されたクエリが、正確にメタデータ

を読み取る最速の方法です。ただし、データベース
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システムによっては、クエリを実際に実行せずに、準

備したクエリのメタデータを報告する機能がない場合

があります。特定のメタデータ(たとえば、Custom
SQLを使用する接続 )は、この機能およびCAP_
ODBC_METADATA_SUPPRESS_EXECUTED_
QUERYがいずれも設定されている場合、取得する

ことができません。

CAP_ODBC_METADATA_
SUPPRESS_READ_IDENTITY_
COLUMNS

アイデンティティ列のメタデータの読み取りを防止する

には、「no」に設定します。

CAP_ODBC_METADATA_
SUPPRESS_SELECT_STAR

「select *」クエリを使用してメタデータを読み取るのを

防ぐには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_METADATA_
SUPPRESS_SQLCOLUMNS_API

Tableauで、ODBCデータソースのメタデータ読み

取りに、古くて正確さの低いAPIを使用するのを防

ぐには、「yes」に設定します。この機能を設定する

と、Tableauが完全な「select *」クエリを発行してメ

タデータを読み取るのを許可することができます。こ

れには多くの負荷がかかりますが、極度に制限され

たか不安定なデータソースの接続を有効にできる可

能性があります。

CAP_ODBC_METADATA_
SUPPRESS_SQLFOREIGNKEYS_API

Tableauで、外部キー制限を説明するメタデータの

読み取りの試行を防ぐには、「yes」に設定します。

ODBC APIは簡単ですが、ドライバーによっては動

作が不安定になるか、不正確な結果が生成される

場合があります。この機能を設定すると、Tableau
で、複数表の結合を行う効率性の低いクエリを強

制的に作成することができます。

CAP_ODBC_METADATA_
SUPPRESS_SQLPRIMARYKEYS_API

SQLPrimaryKeys APIまたは同等のクエリを使用し

て、主キーのメタデータを読み取るのを防止するに

は、「Yes」と設定します。この機能は、Tableau 9.1
以降で使用できます

CAP_ODBC_METADATA_ 独自の制約の読み込みと、SQLStatistics APIやそ
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SUPPRESS_SQLSTATISTICS_API れと同等のクエリを使用した表のカーディナリティの推

定を防ぐには、「yes」に設定します。この機能は、

Tableau 9.0以降で使用できます。

CAP_ODBC_QUERY_USE_
PREPARE_PARAMETER_MARKER

リテラル値の代わりに、あらかじめパラメーターマー

カーが指定されているステートメントを使用できるよう

にします。浮動小数点、整数、および文字列値に

のみ適用されます。

CAP_ODBC_REBIND_SKIP_UNBIND TableauネイティブODBCプロトコルで、強制的に

列を直接再バインドし、バインド解除をスキップする

には、「yes」に設定します。これにより、バッファサイ

ズを変更して切り捨てられたデータを再取得する場

合にODBC API呼び出しが減少します。

CAP_ODBC_SUPPORTS_LONG_
DATA_BULK

ドライバーが一度に複数の長いデータ行を取得でき

る場合は、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_SUPPORTS_LONG_
DATA_ORDERED

長いデータ列を長いデータでない列の後に配置する

ことがドライバーで要求されている場合は、「yes」に
設定します。

CAP_ODBC_SUPPRESS_INFO_
SCHEMA_STORED_PROCS

ストアドプロシージャを列挙するときに

INFORMATION.SCHEMAスキーマがクエリされるの

を防ぐには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_SUPPRESS_INFO_
SCHEMA_TABLES

EnumerateTablesで "information_schema"スキー

マのテーブルが返されないようにするには、「yes」に
設定します。

CAP_ODBC_SUPPRESS_PG_TEMP_
SCHEMA_TABLES

EnumerateTablesで "pg_temp"スキーマのテーブル

が返されないようにするには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_SUPPRESS_
PREPARED_QUERY_FOR_ALL_
COMMAND_QUERIES

すべてのコマンドを直接 (つまり、準備したステートメ

ントなしで)実行するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_SUPPRESS_
PREPARED_QUERY_FOR_DDL_

DDLコマンド(CREATE TABLEなど)を直接 (つま

り、準備したステートメントなしで)実行するには、
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COMMAND_QUERIES 「yes」に設定します。

CAP_ODBC_SUPPRESS_
PREPARED_QUERY_FOR_DML_
COMMAND_QUERIES

DMLコマンド(INSERT INTOなど)を直接 (つまり、

準備したステートメントなしで)実行するには、「yes」
に設定します。

CAP_ODBC_SUPPRESS_
PREPARED_QUERY_FOR_NON_
COMMAND_QUERIES

コマンドでないすべてのクエリを直接 (準備したステー

トメントなしで)実行するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_SUPPRESS_SYS_
SCHEMA_STORED_PROCS

ストアドプロシージャを列挙するときに、「SYS」ス
キーマをスキーマの除外に明示的に追加するには、

「yes」に設定します。

CAP_ODBC_TRANSACTIONS_
COMMIT_INVALIDATES_
PREPARED_QUERY

トランザクションがすべての準備されたステートメント

を無効化し、開かれたカーソルをすべて閉じるように

指定するには、「yes」に設定します。

CAP_ODBC_TRANSACTIONS_
SUPPRESS_AUTO_COMMIT

ネイティブODBCプロトコルが既定の自動コミットト

ランザクション動作をODBCで使用するのを防ぐに

は、「yes」に設定します。この機能は、CAP_
ODBC_TRANSACTIONS_SUPPRESS_
EXPLICIT_COMMITと一緒に使用することはできま

せん。

CAP_ODBC_TRANSACTIONS_
SUPPRESS_EXPLICIT_COMMIT

ネイティブODBCプロトコルが明示的にトランザクショ

ンを管理しないようにするには、「yes」に設定しま

す。この機能は、CAP_ODBC_TRANSACTIONS_
SUPPRESS_AUTO_COMMITと一緒に使用する

ことはできません。

CAP_ODBC_TRIM_CHAR_LEAVE_
PADDING

「yes」に設定すると、文字またはテキストデータ型の

末尾に空白を残します。大半のデータソースでは、

この空白は自動的に削除されますが、動作はドライ

バーによって異なります。

CAP_ODBC_TRIM_VARCHAR_
PADDING

TableauネイティブODBCプロトコルで、VARCHAR
列からドライバーが誤って追加した末尾の空白を強

制的に切り捨てるには、「yes」に設定します。
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CAP_ODBC_UNBIND_AUTO TableauネイティブODBCプロトコルで、自動的に

列の結び付けおよび割り当て解除を強制的に行う

には、「yes」に設定します。これにより、ODBC API
呼び出しが減少する可能性があります。

CAP_ODBC_UNBIND_BATCH TableauネイティブODBCプロトコルで、1回のバッ

チ操作で列の結びつけおよび割り当ての解除を強

制的に行うには、「yes」に設定します。これにより、

ODBC API呼び出しが減少する可能性がありま

す。

CAP_ODBC_UNBIND_EACH TableauネイティブODBCプロトコルで、個別の列の

結びつけおよび割り当ての解除を強制的に実行す

るには、「yes」に設定します。これにより、安定性が

向上する場合があります。

CAP_ODBC_UNBIND_
PARAMETERS_BATCH

単一のバッチ操作ですべてのパラメーターの結びつき

を解除するには、「yes」に設定します。

CAP_ORACLE_SHOW_ALL_
SYNONYM_OWNERS

Oracleのall_synonymsビューのすべての所有者を

リストするには、「yes」に設定します。この機能は、

9.0以降で使用できます。

CAP_QUERY_BOOLEXPR_TO_
INTEXPR

Tableauで、任意のブール式を整数値にし、結果

セットに含める必要がある場合は、「yes」に設定し

ます。

CAP_QUERY_FROM_REQUIRES_
ALIAS

FROM句で、特定のテーブルに別名を提供する必

要がある場合は、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_GROUP_ALLOW_
DUPLICATES

SQLクエリでGROUP BY句に重複する式を含める

ことができない場合は、「no」に設定します (一般的

ではありません)。

CAP_QUERY_GROUP_BY_ALIAS 集計のあるSQLクエリで、SELECT一覧の対応す

る別名よりグループ化列を参照することができる場

合は、「yes」に設定します。例 :GROUP BY "none_
ShipCountry_nk"。
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CAP_QUERY_GROUP_BY_DEGREE 集計のあるSQLクエリで、各列の位置よりグループ

化列を参照することができる場合は、「yes」に設定

します。例 :GROUP BY 2, 5。CAP_QUERY_
SORT_BY_DEGREEも参照してください。

CAP_QUERY_HAVING_REQUIRES_
GROUP_BY

Tableauで、HAVING句はあるもののグループ化列

のない任意のクエリで人工グループ化フィールドを使

用する必要がある場合、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_HAVING_
UNSUPPORTED

HAVINGのSQL構文に対応していない場合、

「yes」に設定します。Tableauでは、サブクエリを使

用してこれを回避することができる場合があります。

CAP_QUERY_SUBQUERIESも参照してください。

CAP_QUERY_INCLUDE_GROUP_
BY_COLUMNS_IN_SELECT

すべてのGROUP BY式がSELECT式一覧にも表

示されるよう要求するには、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_JOIN_ACROSS_
SCHEMAS

SQLクエリが、異なるスキーマに位置するテーブルの

結合を表すことができる場合、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_JOIN_ASSUME_
CONSTRAINED

データベーステーブルにFK-PK関係がない場合で

も内部結合をカリングするには、「yes」に設定しま

す。

CAP_QUERY_JOIN_PUSH_DOWN_
CONDITION_EXPRESSIONS

結合を書き換えてON句の条件を単純化してシン

プルな識別子の比較にするには、「yes」に設定しま

す。

CAP_QUERY_JOIN_REQUIRES_
SCOPE

正しい評価順にするために、SQLクエリがかっこ内の

それぞれの結合句を詳細に調べる必要がある場

合、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_JOIN_REQUIRES_
SUBQUERY

サブクエリで構成される2つを超えるテーブルを含む

結合式を強制するには、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_NULL_REQUIRES_
CAST

データソースですべてのNULLリテラルが1つの明示

的なデータ型であることが要求される場合、「yes」に
設定します。
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CAP_QUERY_SELECT_ALIASES_
SORTED

Tableauで、SELECT式 (別名ごとに並べ替え)に
対して決定的な命令を出し、Tableau視覚化でク

エリ結果と各フィールドを正しく一致させる必要があ

る場合、「yes」に設定します。これは、クエリ結果を

含むメタデータが返されるときにSELECT式の別名

を保存しないデータソースの場合にのみ要求されま

す。

CAP_QUERY_SORT_BY_DEGREE SQLクエリが、各列の順序位置に基づいて並べ替

え列を参照することができる場合は、「yes」に設定

します。例 :ORDER BY 2, 5。CAP_QUERY_
GROUP_BY_DEGREEも参照してください。

CAP_QUERY_SUBQUERIES データソースがサブクエリに対応している場合、

「yes」に設定します。

CAP_QUERY_SUBQUERIES_WITH_
TOP

データソースがサブクエリ内のTOPやLIMIT行制限

句に対応している場合、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_SUBQUERY_
DATASOURCE_CONTEXT

サブクエリでフィルターされたクエリコンテキストを使用

してデータソースフィルターを実装するには、「yes」に
設定します。この機能は、Tableau 8.0からTableau
9.3でのみ使用できます。

CAP_QUERY_SUBQUERY_QUERY_
CONTEXT

Tableauで、一時テーブルとローカルでキャッシュした

結果ではなく、コンテキストフィルターのサブクエリを

強制的に使用するには、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_TOP_0_METADATA データソースがメタデータを取得するための "TOP 0"
要求を処理できる場合は、'yes'に設定します。

CAP_QUERY_TOP_N データソースが任意の形式の行制限句に対応して

いる場合、「yes」に設定します。対応している正確

な形式は、次のとおりです。

CAP_QUERY_TOPSTYLE_LIMIT データソースが行制限句としてLIMITを使用する場

合、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_TOPSTYLE_ROWNUM データソースが行制限句として、ROWNUMに関し
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てOracleスタイルのフィルターに対応している場合、

「yes」に設定します。

CAP_QUERY_TOPSTYLE_TOP データソースが行制限句としてTOPを使用する場

合、「yes」に設定します。

CAP_QUERY_USE_QUERY_FUSION Tableauが複数の個々のクエリを1つのクエリにまと

めるのを回避するには、「no」に設定します。パフォー

マンスを調整する必要がある場合、またはデータ

ベースが大量のクエリを処理できない場合は、この

機能をオフにします。この機能は既定では有効で、

Tableau 9.0以降のTableauデータ抽出を除くすべ

てのデータソースで使用できます。Tableau 9.0.6か

ら、Tableauデータ抽出でこの機能に対応していま

す。

CAP_QUERY_WHERE_FALSE_
METADATA

データソースがメタデータを取得するための

"WHERE <false>"句を処理できる場合は、'yes'に
設定します。

CAP_SELECT_INTO Tableauが別のクエリの結果セットのフライに関する

テーブルを作成することができる場合、「yes」に設定

します。CAP_CREATE_TEMP_TABLESも参照し

てください。

CAP_SELECT_TOP_INTO Tableauがクエリの結果セットから表を作成するとき

にTOPまたはLIMIT行制限句を使用できる場合

は、「yes」に設定します。

CAP_STORED_PROCEDURE_
PREFER_TEMP_TABLE

一時テーブルを使用して、ストアドプロシージャ結果

セットに対するリモートクエリに対応するには、「yes」
に設定します。

CAP_STORED_PROCEDURE_
REPAIR_TEMP_TABLE_STRINGS

メタデータで幅が示されない場合や正数以外の幅

が示される場合に実際の文字列の幅を計算するに

は、「yes」に設定します。

CAP_STORED_PROCEDURE_
TEMP_TABLE_FROM_BUFFER

一時テーブルにバッファされた結果セットをそのまま設

定するには、「yes」に設定します。
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CAP_STORED_PROCEDURE_
TEMP_TABLE_FROM_NEW_
PROTOCOL

この操作で作成された別のプロトコルから一時テー

ブルにデータを設定するには、「yes」に設定します。

CAP_SUPPRESS_DISCOVERY_
QUERIES

Tableauで、対応しているさまざまな句のSQL構文

を検出するのを防ぐには、「yes」に設定します。

CAP_SUPPRESS_DISPLAY_
LIMITATIONS

このデータソースの制限に関するすべての警告を非

表示にするには、「yes」に設定します。

関連項目

その他のデータベース (ODBC)ページ528 – ODBCコネクターを使用してデータに接続する方法を説

明します。

Tableau およびODBCページ531 – ODBCに関する背景情報を提供、TableauによるODBCドラ

イバーの機能の判断方法を説明、およびよく寄せられる質問をリストします。

接続のカスタマイズと微調整 ページ546 –機能とパフォーマンスの改善のために接続情報を微調整

する方法について説明します。

ODBC/SQL カスタマイズの参考資料 下 – ODBCドライバーレポートがサポートしているODBCおよ

びSQL標準の部分を表すカスタマイズをリスト表示します。

ODBC/SQLカスタマイズの参考資料

ODBCドライバーでサポートされるODBCおよびSQL標準の部分を定義するため、Tableau
Datasource Customization (TDC)ファイルで次の機能のカスタマイズを設定できます。

SQLGetInfoのためのドキュメントリソース

これらのカスタマイズ内容の名前は、SQLGetInfoのパラメーターとして使用されている識別子から取

られています。

詳細については、MSDNドキュメンテーションおよびソースコードヘッダーファイルsqlext.hで各カ

スタマイズ内容と関連する数値およびビットマスク値を参照してください。

l ODBC API関数 SQLGetInfoに関するMicrosoftドキュメンテーション:

http://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/ms711681%28VS.85%29.aspx

l SQLGetInfoと使用されるODBC API識別子値に関するサンプルヘッダーファイル
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「sqlext.h」:

http://cpansearch.perl.org/src/MIMER/DBD-Mimer-1.00/sqlext.h

SQLGetInfo長整数型値

SQL_ODBC_INTERFACE_
CONFORMANCE

現在使用されていません。

SQL_SQL_CONFORMANCE 整数ビットマスク。データソースがSQL標準を遵守するレベ

ルを、次のように定義します: 「1」はエントリーレベルSQL-92
準拠、「2」はFIPS 127-2トランジショナル、「4」は中間、「8」
は完全準拠。

SQL_CATALOG_USAGE 整数ビットマスク。カタログ識別子を使用することができる

SQLステートメントを定義します。

SQL_SCHEMA_USAGE 整数ビットマスク。スキーマ識別子を使用することができる

SQLステートメントを定義します。

SQL_AGGREGATE_
FUNCTIONS

整数ビットマスク。サポートされている標準的なSQL集計形

式を定義します。

SQL_NUMERIC_FUNCTIONS 整数ビットマスク。サポートされているSQLスカラー数値関数

を定義します。

SQL_STRING_FUNCTIONS 整数ビットマスク。サポートされているSQLスカラー文字列関

数を定義します。

SQL_TIMEDATE_FUNCTIONS 整数ビットマスク。サポートされているSQLスカラー日付 /時
刻関数を定義します。

SQL_TIMEDATE_ADD_
INTERVALS

整数ビットマスク。TIMESTAMPADDスカラー関数でサポート

されている日付 /時刻間隔を定義します。

SQL_TIMEDATE_DIFF_
INTERVALS

整数ビットマスク。TIMESTAMPDIFFスカラー関数でサポート

されている日付 /時刻間隔を定義します。

SQL_DATETIME_LITERALS 整数ビットマスク。DATE / TIME制限および INTERVALを表

現するのにサポートされているSQL-92リテラルを定義します。

SQL_SYSTEM_FUNCTIONS 整数ビットマスク。次の特殊なSQLシステムスカラー関数の
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サポートを定義します: IFNULL、DBNAME、および

USERNAME。

SQL_SQL92_VALUE_
EXPRESSIONS

整数ビットマスク。テスト値および操作値をサポートしている

論理関数を定義します: CASE、CAST、およびNULLIF。

SQL_SQL92_NUMERIC_
VALUE_FUNCTIONS

整数ビットマスク。次を含む非数値データから数値を生成す

ることができる関数を定義します: EXTRACT (日付 /時刻部

分抽出 )、CHAR_LENGTH, CHARACTER_LENGTH、およ

びPOSITION(.. IN ..)。

SQL_SQL92_STRING_
FUNCTIONS

整数ビットマスク。サポートされている文字列操作関数を定

義します。

SQL_SQL92_DATETIME_
FUNCTIONS

整数ビットマスク。現在の日付、時刻、またはタイムスタンプの

決定をサポートしている日付 /時刻操作関数を定義します。

SQL_OJ_CAPABILITIES 整数ビットマスク。サポートされている外部結合の型を定義し

ます。

SQL_SQL92_RELATIONAL_
JOIN_OPERATORS

整数ビットマスク。サポートされているJOIN操作の型を定義

します。例 : INNER、OUTER。

SQL_SQL92_PREDICATES 整数ビットマスク。値の論理テストをサポートしている述語を

定義します。例 : IS NULL, LIKE, IN.

SQL_CONVERT_FUNCTIONS 整数ビットマスク。1つのデータ型から別のデータ型へのCAST
またはCONVERTをサポートしているODBCスカラー関数を

定義します。

SQL_CONVERT_TINYINT 整数ビットマスク。ODBCスカラー関数 CONVERTを使用し

てこの名前付きの型を変換することができる他のデータ型を

判別します。

SQL_CONVERT_SMALLINT 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_INTEGER 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_BIGINT 整数ビットマスク。上記と同じ。
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SQL_CONVERT_REAL 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_FLOAT 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_DOUBLE 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_CHAR 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_VARCHAR 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_
LONGVARCHAR

整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_DECIMAL 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_NUMERIC 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_BIT 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_GUID 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_BINARY 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_VARBINARY 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_
LONGVARBINARY

整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_DATE 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_TIME 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_TIMESTAMP 整数ビットマスク。上記と同じ。

SQL_CONVERT_INTERVAL_
DAY_TIME

整数ビットマスク。上記と同じ。

SQLGetInfo短整数型値

SQL_CURSOR_COMMIT_
BEHAVIOR

短整数値。データソースのコミット時に準備されたステートメ

ントがクローズされる場合は、"0"です。
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SQL_MAX_IDENTIFIER_LEN 整数値。識別子で使用できる最大文字数を定義します。

Tableauは、文字列の終端文字として1文字分の余白を

残しています。

SQL_TXN_CAPABLE 短整数値。データソースがトランザクションをサポートしていな

い場合は、"0"です。

SQL_QUOTED_IDENTIFIER_
CASE

整数ビットマスク。

SQLGetInfo文字列値

SQL_COLUMN_ALIAS ブール値。"データソースがSELECT句に挙げられている列

の別名の使用をサポートしている場合、「Y」になります。

SQL_IDENTIFIER_QUOTE_
CHAR

文字列値。引用する識別子として使用できる文字を示し

ます。接続カスタマイズはXMLドキュメントであるため、すべ

てのエンティティは正しくエンコードする必要があります。たと

えば、二重引用符は「&quot;」になります。また、この文字

は識別子前後では開きかっこおよび閉じかっことして機能す

るため、識別子を囲うために「[]」が必要なデータソースでは

サポートされていない場合があります。

SQL_CATALOG_NAME_
SEPARATOR

文字値。識別子をカタログ、スキーマ、または表名で修飾す

る場合、識別子間に使用する区切り文字を示します。一

般的なピリオドです。

SQL_SPECIAL_CHARACTERS 文字列値。識別子文字列で許可されている特殊文字を

示します。

SQL_CATALOG_TERM 文字列値。このODBCデータソースのTableau接続ダイア

ログに表示される、データベースカタログの説明用語です。

SQL_SCHEMA_TERM 文字列値。このODBCデータソースのTableau接続ダイア

ログに表示される、データベーススキーマの説明用語です。

SQL_TABLE_TERM 文字列値。このODBCデータソースのTableau接続ダイア

ログに表示される、データベース表の説明用語です。
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SQL_DRIVER_NAME 文字列値。データベースODBCドライバーの名前です。

SQL_DRIVER_VER 文字列値。ODBCドライバーのバージョン番号です。

SQL_DRIVER_ODBC_VER 文字列値。ドライバーがサポートしているODBC APIのバー

ジョンです。

SQL_ODBC_VER 文字列値。Windows ODBCドライバーマネージャーがサ

ポートしているODBCのバージョンです。カスタマイズする必

要はありません。

SQL_DBMS_NAME 文字列値。データベースベンダーの名前です。

SQL_DBMS_VER 文字列値。データベースシステムのバージョンです。

SQL_SERVER_NAME 文字列値。データベースサーバーの名前付きネットワークア

ドレスです。

SQL_USER_NAME 文字列値。現在認証されているユーザーの名前です。

関連項目

その他のデータベース (ODBC)ページ528 – ODBCコネクターを使用してデータに接続する方法を説

明します。

Tableau およびODBCページ531 – ODBCに関する背景情報を提供、TableauによるODBCドラ

イバーの機能の判断方法を説明、およびよく寄せられる質問をリストします。

接続のカスタマイズと微調整 ページ546 –機能とパフォーマンスの改善のために接続情報を微調整

する方法について説明します。

Tableau 機能のカスタマイズの参考資料 ページ567 –データソースによりサポートされている

Tableau機能定義に使用できるカスタマイズを一覧表示します。

初期 SQLの実行

注 : Tableau Prep Builderバージョン2019.2.2以降では初期 SQLの使用がサポートされています

が、Tableau Desktopでサポートされているオプションと同じオプションがすべてサポートされているわけ

ではありません。Tableau Prep Builderでの初期 SQLの使用については、Tableau Prep Builderオン

ラインヘルプの「初期 SQLを使用した接続のクエリ」を参照してください。

一部のデータベースに接続する場合は、データベースに接続する時、たとえば、ワークブックを開く、抽

出の更新、Tableau Serverへのサインイン、またはTableau Serverへのパブリッシュ時に実行する初
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期 SQLコマンドを指定できます。ビューの更新時には初期 SQLは実行されません。この初期 SQL
はカスタムSQL接続とは異なります。カスタムSQL接続はクエリの発行対象となる関係 (表 )を定

義します。詳細については、「カスタムSQLクエリへの接続」を参照してください。

このコマンドを使用すると、次を実行できます。

l セッション中に使用する一時表の設定。

l カスタムデータ環境の設定。

[サーバー接続 ]ダイアログボックスまたは [データソース]ページでは初期 SQLコマンドを追加するオ

プションを利用できます。

注 : データソースが初期 SQLステートメントの実行をサポートしている場合、[サーバー接続 ]
ダイアログボックスの左下隅に[初期 SQL]リンクが表示されます。データソースの詳細につい

ては、「サポートされるコネクタ」を参照してください。

初期 SQLを使用するには

1. [サーバー接続 ]ダイアログボックスで、[初期 SQL]をクリックします。または [データソース]ペー

ジで、接続先のデータベースに応じ、[データ] > [初期 SQL]か、[データ] > [クエリバンディング

および初期 SQL]を選択します。

2. [初期 SQL]ダイアログボックスにSQLコマンドを入力します。[挿入 ]ドロップダウンメニューを

使用してデータソースにパラメーターを渡すことができます。
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注 : Tableauはステートメントのエラーを調べません。このSQLステートメントは、接続時にデー

タベースにそのまま送信されます。

ソフトウェアライセンスにより、接続への初期 SQLの使用が制限される場合があります。Tableau
Serverにパブリッシュする場合、初期 SQLステートメントを許可するようにサーバーが設定されている

必要があります。既定では、ワークブックをWebブラウザーに読み込んだときにこれらのステートメント

を実行できるようにサーバーソフトウェアが設定されています。

管理者は、tsm configuration setコマンドを使用してサーバーを構成し、初期 SQLステート

メントを無視することができます。

tsm configuration set -k vizqlserver.initialsql.disabled -v true

サーバーで初期 SQLステートメントが許可されていない場合、ワークブックは開きますが、初期 SQL
コマンドは送信されません。

tsm configuration setコマンドの詳細については、「Tableau Serverヘルプ」を参照してくださ

い。

初期 SQLステートメントのパラメーター

初期 SQLステートメントのデータソースにパラメーターを渡すことができます。これが役立つ理由は複

数あります。

l TableauServerUserまたはTableauServerUserFull パラメーターを使用して偽装を設定で

きます。

l データソースがサポートしている場合は、ユーザーが表示する権限を持つデータのみを表示す

るよう、低レベルのセキュリティ(たとえば、Oracle VPDやSAP Sybase ASEなど)を設定できま

す。

l ログに、Tableauバージョンやワークブック名などの詳細を提供できます。

次のパラメーターは初期 SQLステートメントでサポートされます。

パラメーター 説明 返される値の例

TableauServerUser 現在のサーバーユーザーのユーザー

名。サーバーでの擬装の設定時に使

用します。ユーザーがTableau Server
にサインインしていない場合は、空の

文字列を返します。

taroyamada
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TableauServerUserFull 現在のサーバーユーザーのユーザー

名およびドメイン。サーバーでの擬装

の設定時に使用します。ユーザーが

Tableau Serverにサインインしていな

い場合は、空の文字列を返します。

domain.lan\taroyamada

TableauApp Tableauアプリケーションの名前。 Tableau Desktop
Professional

Tableau Server

TableauVersion Tableauアプリケーションのバージョン。 9.3

WorkbookName Tableauワークブックの名前。埋め込

みデータソースが入ったワークブックで

のみ使用します。

財務分析

警告 : Tableau Desktopにはドメインが含まれていません。委任を使用しておらず、tsm設定「set -k
DelegationUseFullDomainName=-v true--force-keys」を設定している場合は、これを含めることが

できます

次の例は、初期 SQL ステートメントでパラメーターを使用できるさまざまな方法を示しています。

l この例では、Microsoft SQL Serverでセキュリティコンテキストを設定します。

EXECUTE AS USER = [TableauServerUser] WITH NO REVERT;

l この例では、DataStaxデータソースでパラメーターを使用して、ログに詳細を追加したり、デー

タを追跡するためのセッション変数を設定する方法を説明しています。

SET TABLEAUVERSION [TableauVersion];

l この例を使用すると、Oracle VPDに低レベルのセキュリティを設定する際に役立ちます。

begin

 DBMS_SESSION.SET_IDENTIFIER([TableauServerUser]);

end;

注 :ブロックを終了するため、Oracle PL/SQLブロックの最後にセミコロンを付ける必要がありま

す。正しい構文については、Oracleドキュメントを参照してください。
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サーバーに対する実行の保留

サーバー上でのみ実行されるよう、初期 SQLステートメントを保留にすることができます。サーバーへ

の実行を保留する理由の1つに、偽装を設定したコマンドを実行するパーミッションを持っていない場

合があります。サーバー上でのみ実行されるコマンドを囲うには<ServerOnly></ServerOnly>タグを

使用します。

例 :

CREATE TEMP TABLE TempTable(x varchar(25));

INSERT INTO TempTable VALUES (1);

<ServerOnly>INSERT INTO TempTable Values(2);</ServerOnly>

セキュリティと偽装

初期 SQLステートメントでTableauServerUserまたはTableauServerUserFullパラメーターを使

用している場合、他のユーザーと共有できない専用接続を作成することになります。これによりキャッ

シュの共有が制限され、セキュリティが向上し、低パフォーマンスにつながる可能性があります。

MySQLおよびOracle接続で「表を作成する」際のトラブルシューティング

MySQL接続で、初期 SQLを使用して表を作成しても表が一覧表示されない

MySQLへの接続時に、次のような初期 SQLステートメントを実行すると、Tableauでのクエリの構築

方法が理由で表が表示されない場合があります。

CREATE TABLE TestV1.testtable77(testID int);

この問題を解決するには、次のようにIF NOT EXISTSをSQLステートメントに追加します。

CREATE TABLE IF NOT EXISTS TestV1.TestTable(testID int);

Oracle接続で、初期 SQLを使用して表を作成するとTableauが停止する

Oracleに接続して次のような初期 SQLステートメントを実行すると、Tableauでのクエリの構築方法

が原因でTableauが車輪のマークが回転した状態のまま停止します。

CREATE TABLE TEST_TABLE (TESTid int)

この問題を解決するには、次のSQLステートメントを使用します。

BEGIN

EXECUTE IMMEDIATE 'create table test_table(testID int)';
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EXCEPTION

WHEN OTHERS THEN NULL;

END;

データソースの設定
データに接続した後、[データソース]ページを使用してデータソースを設定し、データ分析の準備を

行います。分析を開始する前に設定できる多くのオプション構成があります。データソースページで

行った設定により、Tableauがデータの解釈や操作に使用するデータソースが作成されます。

このセクションのトピックでは、データソースを分析用に最適化するために、これらの構成を使用する

方法について説明します。

データソースの計画

Tableauの中心にあるのはユーザーのデータです。データの探索、質問への回答、ビジュアライゼー

ションの構築を自分や他のユーザーが正常に実行できるかどうかは、基礎となるデータによって変わり

ます。

簡単な探索やアドホック分析を行うことを目的とする場合は、ホップインしていくつかのデータに接続

し、ドラッグアンドドロップしていくつかのvizを作成することができます。また、必要な情報を使用して

ホップアウトすることも可能です。ただし、複数回使用する分析やデータソースを作成することが目

的の場合は、データソース全体について考え、計画を立てることをお勧めします。

Tableauデータソース

Tableauデータソースは、ソースデータとTableauの間のリンクです。基本的には、データの合計 (ラ
イブ接続や抽出 )、接続情報、テーブルの名前やデータが含まれているシート、Tableauで動作する

ためにデータに基づいて作成するカスタマイズです。これらのカスタマイズには、データの組み合わせ方

法や、計算、名前変更されたフィールド、既定の書式設定といったメタデータなどが含まれます。

Tableauデータソースには、異なるデータベースやファイルへの複数のデータ接続が含まれる場合が

あります。接続情報には、データが配置されている場所 (ファイル名、パス、ネットワークの場所など)
や、データへの接続方法に関する詳細 (データベースサーバー名やサーバーのサインイン情報など)
が含まれます。
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注 :データソースとデータ接続という用語はこれまで区別されずに使用され、古い資料では明

確な区別が行われていませんでした。

また、Tableauデータソース(Tableauによるデータへのアクセスと、関連する可能性のあるすべ

てのカスタマイズ)と、ソースデータ自体 (データベースやExcelスプレッドシートなど)の違いにつ

いても念頭に置いておくことが重要です。データベースの設計という意味でのデータソースの計

画については、このトピックの対象ではありません。

Tableauデータソースは、最初に作成されたワークブックに埋め込まれたままにすることも、個別にパブ

リッシュすることもできます。パブリッシュされたデータソースでは、キュレーションされたデータソースの一

元化やスケーリングが可能です。詳細については、パブリッシュされたデータソースのベストプラクティス

ページ3057を参照してください。

Tableauデータソースに関する考慮事項

まず、データソースの目的を明確にしてください。さまざまなユーザーからのさまざまな質問に回答する

ための、あらゆる状況に対応できるデータソースを作成する場合は、パフォーマンスを最適化するため

のニッチなデータソースを構築する場合とは異なる方法で処理します。最初から目的を理解しておく

ことが重要です。

この目的を念頭に置いたうえで、Tableauでデータソースを構築する前に次のいくつかの項目につい

て検討し、計画しておきます。

l 場所とアクセス

l 形状とクリーンさ

l データモデルとデータの結合

l メタデータとカスタマイズ

l スケーラビリティ、セキュリティ、検出可能性

l パフォーマンスと最新度

場所とアクセス

データの場所は、コンピューター上の単一のExcelファイルや作成したGoogleスプレッドシートと同じく

らいシンプルにすることも、さまざまな技術を駆使した複数のデータベースと同じくらい複雑にすることも

できます。Accessには、特定のドライバー、データベースのコネクタ、データベースサーバーのログイン

情報なども含めることができます。

考慮すべき質問 :

l データとTableauへのアクセス権やパーミッションを持つ、適切なユーザーですか?
l どのユーザーアカウントをデータベースへのログインに使用する必要がありますか?
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l ユーザーのフィルターリングや行レベルのセキュリティは必要ですか?
l ソースデータはオンプレミスですか、クラウドにありますか?

l データがTableau Cloudにパブリッシュされる場合に影響が出る可能性があります。

l サポートされるコネクタページ235はありますか?
l そのデータベースに制限はありますか (使用するすべての機能に対応していますか)?

形状とクリーンさ

組織には、接続可能なよく構造化されたデータや、活用できるETLプロセスが既に提供されている

場合があります。また、Tableau Prep Builderを使用して、データを有用な形式にするためのクリーニ

ング操作とシェイピング操作を実行する必要が生じる場合があります。

考慮すべき質問 :

l データはTableauで使用するためによく構造化されていますか?
l Tableau Prep BuilderとTableau Prep Conductorを使用して、データの準備フローのクリー

ニングと自動化を行う必要がありますか?
l Tableauでネイティブに行う際に最適な計算や操作は何ですか?
l 不要なデータはありますか?欠落しているデータはありますか?

データモデルとデータの結合

Tableauでは、データのクエリ方法を把握する必要があります。これは、Tableau データモデルペー

ジ666で説明されています。データが複数のテーブルから取得される場合は、組み合わせる必要が

あります。データを組み合わせる方法には、リレーションシップ、結合、ブレンドなどがあります。

考慮すべき質問 :

l データは複数のシステムに分散されていますか?
l データの各テーブルを組み合わせるための最適な方法は何ですか?

メタデータとカスタマイズ

ユーザーが快適に使用できるような、簡単な方法でデータが保存されていないことがよくあります。た

とえば、既定のフィールド名が使いづらい、カスタムの書式設定が必要、省略形やコードの定義が欠

落している、基になるデータに共通の計算が存在しないといった場合があります。これらの情報が含

まれるメタデータレイヤーを作成すると、データをより簡単に理解し、使用できるようになります。

考慮すべき質問 :

l どのような計算を追加する必要がありますか?
l テーブルの名前やフィールド名はわかりやすいですか?
l フィールドの既定の設定は便利ですか、それともカスタマイズする必要がありますか?
l 「データに聞く」やTableau Catalogに対応するために調整を行う必要がありますか?

この時点では、[データの説明 ]はマルチテーブルデータソースに対応していません。
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スケーラビリティ、セキュリティ、検出可能性

データソースは、作成したワークブック内 (埋め込みデータソース)にそのまま残るか、Tableau Server
やTableau Cloudの分析で所有するコンテンツ資産として独自にパブリッシュされます。パブリッシュさ

れたデータソースの一元化に、セキュリティとスケーリングという利点が追加され、複数のユーザーが一

貫性のあるデータソースにアクセスできるようになりました。また、パブリッシュされたデータソースは

Tableau Catalogや推奨事項を活用して、組織に真の単一ソースを提供することもできます。

考慮すべき質問 :

l データソースをワークブックに埋め込んだままにする必要がありますか?

(次の質問は、データソースがパブリッシュされていることを前提としています)

l データソースはどこでパブリッシュされますか?
l データソースの所有者は誰ですか?
l どのような認証とパーミッションが必要ですか?
l 認定されますか?

パフォーマンスと最新度

Tableauデータソースをソースデータへのライブ接続にすることも、データを更新可能な抽出としてコ

ピーすることもできます。抽出により、分析のパフォーマンスが向上したり、データベースシステムに対す

るリソースの枯渇を防いだりできます。

考慮すべき質問 :

l データ接続をライブにしたり抽出したりする必要がありますか?
l 抽出した場合、更新スケジュールはありますか? (Tableau Server | Tableau Cloud) 
l Tableau Cloudにパブリッシュされた場合、Tableau Bridgeを使用する必要がありますか?

品質の高いデータソースを構築する

適切に設計されたパフォーマンスの高いデータソースには、多くの情報が含まれています。ただし、最

初の試行をパブリッシュする必要はありません。優れたビジュアライゼーションを作成するように、データ

ソースの構築は継続的なプロセスになります。必要なデータを組み合わせて、ニーズを満たす vizが
構築できているかどうかを確認してみてください。いつでも戻って新しい計算を書き込んだり、別のデー

タテーブルを取り込んだりすることができます。ユーザーテストを行い、同僚にフィールド名が理解でき

るかどうか尋ねてみてください。

もちろん、信頼できるデータソースのみをパブリッシュし、品質保証に合格したデータソースのみを認

定することが最善です。データソースがユーザーの前に表示されるときまでに、信頼できるものに仕上

げることが必要です。
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データの組み合わせ

データを単一のテーブルから取得している場合は、データに接続してデータソースを作成し、テーブル

をキャンバスにドラッグしてから、ビューの構築を開始できます。ただし、データが複数のテーブルやデー

タベースに分散している場合は、データを組み合わせる必要があります。データの結合は、[データ

ソース]ページで行われます。

単一のデータベース 複数のデータベース

1. データに接続します。これにより、データ

ソースが作成されます。

2. テーブルやデータシートをキャンバスにド

ラッグアンドドロップします。

3. 2番目のテーブルやシートをキャンバスに

ドラッグアンドドロップします。自動リレー

ションシップが形成されたことを示す "ヌー

ドル"が形成されるか、[リレーションシップ

の編集 ]ダイアログが開き、2つのテーブ

ルを関連付けるフィールドをTableauに

指示するよう求めるメッセージが表示さ

れます。

4. テーブルの追加を続けます。

1. データに接続します。これにより、データ

ソースが作成されます。

2. テーブルやデータシートをキャンバスにド

ラッグアンドドロップします。

3. 最初のデータテーブルを表示した後、

左側のペインで [接続 ]ヘッダーの右側に

ある[追加 ]リンクをクリックします。

4. 左側のペインでデータ接続を切り替えて

から、目的のテーブルをキャンバスにド

ラッグアンドドロップします。自動リレー

ションシップが形成されたことを示す "ヌー

ドル"が形成されるか、[リレーションシップ

の編集 ]ダイアログが開き、2つのテーブ

ルを関連付けるフィールドをTableauに

指示するよう求めるメッセージが表示さ

れます。

5. テーブルの追加を続行し、関連するデー

タ接続間で切り替えます。

注 :異なるデータベース間でテーブルを関連付けるには、新しいデータソースではなく、同じ

データソース内のデータ接続として追加する必要があります。データ接続は、左側のペインの

[追加 ]リンクから追加されます。新しいデータソースは、[データ]メニュー、または下の図に示す

ように、[データソース]の名前の横にあるアイコンからドロップダウンメニューを使用して作成で

きます。

600 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/basicconnectoverview.htm


データの結合方法

リレーションシップは、Tableauでデータを組み合わせる既定の方法です。関係は、複数のテーブルの

データを分析用に組み合わせる動的で柔軟な方法です。必要に応じて、テーブルを結合したりユニ

オンしたりすることもできます。データソースをブレンドすることも可能です。Tableauでデータを組み合

わせる方法についてのオプションと、各方法が有用となる状況について見ていきます。

関係 関連フィールドに基づいて、2つのテーブル間の結合の可能性を確立します。

固定されたテーブルを新規作成するために、データをマージしないでください。

分析中に、コンテキストに応じた適切な結合を使用して関連テーブルを自動

的にクエリし、カスタムデータテーブルを分析用に生成します。

適切な詳細レベルを維持し、データを失うことなく適切な集計を維持しなが

ら、NULLを処理します。

結合 結合句と結合タイプに基づいて2つのデータテーブルをマージし、固定された

データテーブルを新規作成します。基本的な行構造が同じデータの新しい列

を追加するために使用されることが多くあります。

フィールドがすべてのテーブルに存在しない場合、一部の結合タイプでデータが

失われる可能性があります。テーブルの詳細レベルが異なる場合、データが重

複する可能性があります。

ユニオン 複数のデータテーブルをマージして、固定されたデータテーブルを新規作成し

ます。基本的な列構造が同じデータの新しい行を追加するために使用されま

す。

ブレンド 複数の個別のTableauデータソースで作業します。データは個別の状態のま

まです。Tableauは、データソースを個別にクエリし、そのシートに対して設定さ
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れたリンクフィールドに基づいて、ビュー内で結果をまとめ、視覚化します。左

結合の動作を模倣して、セカンダリデータソースからのデータをフィルターできる

場合があります。

注 :データをカスタムSQLと組み合わせることも可能です。多くの場合、キャンバス内で直接

データを組み合わせるか、データブレンドで組み合わせることをお勧めします。これにより、

Tableauで最適化に対する柔軟性が最大限に高まります。ただし、一部のシナリオでは、カ

スタムSQLを使用する理由があります。Tableauでは、カスタムSQLステートメントを書き込

まれたとおりに実行する必要があるため、パフォーマンスに影響がでる可能性があります。

関係

関連付けは、複数のテーブル間の共有フィールド(列 )に基づいて複数テーブルのデータを使用する

方法です。リレーションシップを確立すると、行を複数のテーブルで接続する方法がTableauに通知

されます。Tableauはその情報を保持しますが、行をすぐにまとめるわけではありません。代わりに、ビ

ジュアライゼーションが作成されると、分析に関連するフィールドがリレーションシップを通じて追跡さ

れ、適切なデータが元のテーブルから返されます。

データがビジュアライゼーションのコンテキスト外で単一のテーブルに完全に取り込まれることはないた

め、データの詳細レベルや粒度が異なる場合は、リレーションシップが便利です。たとえば、1つのテー

ブルで毎日の降雨量に関するデータを使用する必要があるが、別のテーブルでは1時間ごとの温度

を使用する必要がある場合などです。

Tableauは、同じデータベース内のテーブル間、および異なるデータベース内のテーブル間のリレー

ションシップをサポートします。

リレーションシップを使用してテーブルを組み合わせる方法の詳細については、データの関連付け

ページ621およびTableauブログ投稿を参照してください。

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

結合

結合は、共通のフィールドによって関連する表を組み合わせる方法です。結合を使用してデータを

組み合わせるとテーブルが作成され、データの列が追加されることによって横方向に拡張されます。
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Tableauでのデータの結合方法の詳細については、データの結合 ページ739を参照してください。

データブレンド

データブレンドを使用してデータを組み合わせる場合は、プライマリデータソースと呼ばれるデータを、

1つ以上のセカンダリデータソースの共通のフィールドと組み合わせます。

データブレンドは、データソースの構成方法をシート単位で変更する必要がある場合や、

キューブデータソースやパブリッシュされたデータソースなどリレーションシップや結合が許可されていな

いデータベースを結合する場合に便利です。

データブレンドを使用してデータを組み合わせると仮想のテーブルが作成され、データの列が追加され

ることによって横方向に拡張されます。各データソースのデータは、ビジュアライゼーションでまとめて表

示される前に、共通のレベルに集計されます。

Tableauでのデータブレンドの仕組みやデータをブレンドする方法の詳細については、データのブレン

ドページ766を参照してください。

ユニオン

ユニオンは、値 (行 )をテーブルに追加する方法です。同じ列がある場合、表のユニオンを作成できま

す。ユニオンを使用してデータを組み合わせると、同じ列を持つ仮想の表ができあがりますが、データ

の行が追加されることによって縦方向に拡張されます。
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表のユニオンを行うには、手動とワイルドカード検索の2つの方法があります。Tableauでこれらのメ

ソッドのいずれかを使用したデータのユニオン方法の詳細については、データのユニオンページ797を
参照してください。

分析用構造データ

データ準備と分析用にデータを構造化する方法を理解するために基本となる概念がいくつかありま

す。データは、実にさまざまな形式で生成、キャプチャ、保存できますが、分析に関してはすべての

データ形式が等しく作成されているわけではありません。

データの準備とは、適切に書式設定されたデータを単一の表または複数の関連する表に取り込

み、Tableauで分析できるようにするプロセスです。このプロセスには、構造 (行と列 )、ならびに適切

なデータ型や適切なデータ値などのデータクレンリネスの側面が含まれます。

ヒント:独自のデータセットを使用する際、次のトピックを参照すると役立つでしょう。使用できるデー

タセットがまだない場合は、適切なデータセットを探すでヒントを参照してください。

構造が分析に与える影響

データ構造は制御できない場合もあります。このトピックの残りの部分は、生データとそれを加工する

ために必要なツール (Tableau Prep Builderなど)にアクセスできることを前提としています。しかし、

望んだとおりにデータをピボットまたは集計できない場合があります。多くの場合、分析の実行が可

能であっても、計算やデータへのアプローチ方法を変更する必要が生じる場合があります。異なる

データ構造で同じ分析を実行する方法の例については、「Tableau Prepのある日のシナリオ:
Tableau Desktopでの2番目の日付を使用した分析」を参照してください。しかし、データ構造を最

適化できれば、分析がはるかに簡単になります。

データ構造

Tableau Desktopは、スプレッドシートのように書式設定された表内のデータに最適です。つまり、行

と列に格納され、最初の行に列見出しがあるデータと相性が良いのです。それでは、行や列とは一

体何でしょうか？
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行とは何ですか？

小売店での取引に関する情報から、特定の場所の気象測定、ソーシャルメディア投稿に関する統

計など、どんなものでも行またはレコードになりえます。

データ内のレコード(行 )が何を表すのかを知ることが重要です。これがデータの粒度です。

ここでは、各レコードは1日です ここでは、各レコードは1か月です

ヒント: ベストプラクティスは、一意の ID (UID:各行を一意のデータとして識別する値 )を持たせること

です。各レコードの社会保障番号やURLのようなものと考えてください。スーパーストアでは、これは

行 IDになります。すべてのデータセットにUIDがあるわけではありませんが、UIDがあっても問題には

ならないという点に注意してください。

「データセットの行は何を表すのか？」という質問に答えられるようにしましょう。これは、「TableName
(Count)フィールドは何を表しているのか?」という質問に対する回答と同じです。その点を明確に説明

できなければ、分析を行うデータの構造が不十分になる可能性があります。

集計と粒度

行を構成するものに関連する概念は、スペクトルの反対側の端である集約と粒度の概念です。

集計

l 複数のデータ値がどのように1つの値にまとめられているかを指します。たとえば、パンプキンパイ

用のスパイスに関するGoogle検索をすべて数えたり、特定の日にシアトル周辺のすべての温
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度測定値の平均を取ったりできます。、

l 規定では、Tableauのメジャーは常に集計されます。規定の集計はSUMです。集計は、

Average、Median、Count Distinct、Minimumなどのオプションに変更できます。

粒度

l そのデータがどれほど詳細なのかを示します。データセット内の行またはレコードは何を表して

いますか？マラリアにかかっている人ですか？その月におけるある地域のマラリアの総症例数で

すか？それが粒度です。

l データの粒度を把握することは、詳細度 (LOD)式を操作する上で非常に重要です。

集計と粒度を理解することは、多くの理由から非常に重要な概念です。有用なデータセットの検

索、必要なビジュアライゼーションの構築、データの関連付けや結合、LOD式の使用などに影響を

及ぼします。

Tip:詳細については、「Tableauでのデータ集計」を参照してください。

フィールドまたは列とは何ですか？

表内のデータ列は、データペインのフィールドとしてTableau Desktopに取り込まれますが、これらは

本質的にはどちらを使っても変わりはない用語です。(Tableau Desktopでの用語列を、列と行の

シェルフで使用し、特定のビジュアライゼーションを記述するために保存します)。データのフィールドに

は、より大きなリレーションシップにグループ化できる項目を含める必要があります。項目自体は値ま

たはメンバーと呼ばれます(不連続ディメンションにのみメンバーが含まれます)。

所定のフィールドに許可される値は、そのフィールドのドメインによって決まります(以下の注を参照し

てください)。たとえば、「食料品店の売り場」の列には、「デリ」「ベーカリー」、「農産物」などが含まれ

ている場合がありますが、「パン」や「サラミ」は売り場ではなく項目であるため含まれません。別の言

い方をすれば、売り場フィールドのドメインは、食料品店の売り場だけに限定されます。

さらに、よく構造化されたデータセットには単一の「お金」という列ではなく、「売上高」と「利益」の列

があると思いますが、利益とは売上高とは異なる概念だからです。

l 「売上高」フィールドのドメインは、負の値にできないため、0以上の値になります。

l しかし、利益は負の値になる可能性があるため、「利益」フィールドのドメインはすべての値に

なります。

注 :ドメインは、そのデータに存在する値を意味することもあります。「食料品店の売り場」列

に誤って「サラミ」が含まれている場合、この定義によって、その値はその列のドメインに含まれ

ることになります。この定義はわずかに矛盾しています。一方はそこに存在する可能性のある

値、または存在するべき値であり、他方では実際に存在する値です
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フィールドの分類

データ表の各列は、フィールドとしてTableau Desktopに表示されますが、これはデータペインに表示

されます。Tableau Desktopのフィールドは、ディメンションやメジャー ([データ]ペインでテーブル内が

テーブルで区切られた状態 )のいずれかでなければならず、不連続や連続 (色分け:青色のフィール

ドは不連続フィールド、緑色のフィールドは連続フィールド)のいずれかでなければなりません。

l ディメンションは定性的です。測定はできませんが、説明はできることを意味します。ディメンショ

ンは、多くの場合、都市や国、目の色、カテゴリ、チーム名などです。ディメンションは通常、不

連続です。

l メジャーは定量的です。数値で測定および記録できることを意味します。メジャーには、売上

高、身長、クリック数などがあります。Tableau Desktopでは、メジャーは自動的に集計されま

す。規定の集計はSUMです。通常、メジャーは連続的です。

l 不連続は、個別に分離または区別できることを意味します。トヨタはマツダとは異なります。

Tableau Desktopでは、不連続値がラベルとしてビューに表示され、ペインが作成されます。

l 連続的という意味は、途切れのない、連続的な全体を形成するという意味です。7の後ろに

8が続き、8は9までの同じ距離になり、7.5は7と8の間の中間になります。Tableau
Desktopでは、連続値は軸としてビューに表示されます。

l ディメンションは通常不連続的であり、メジャーは通常連続的です。ただし、これは必ずしも当

てはまるわけではありません。日付は、不連続または連続のいずれかになる場合があります。

l 日付はディメンションであり、自動的に不連続としてビューに表示されます(日付部分と

も言われ、「8月」などであり、これは8月を考慮するものの、年のような他の情報を考

慮しません)。不連続な日付があるタイムラインに適用されるトレンドラインは、ペインご

とに1つずつ、複数のトレンドラインに分かれます。

l 必要に応じて連続日付を使用することができます (日付トランケーションとも言われ、

「2024年 8月」などであり、「2025年 8月」とは異なります)。連続する日付があるタイ

ムラインに適用されるトレンドラインは、日付軸全体に対して単一のトレンドラインがあ

ります。

Tip:詳細については、「ディメンションとメジャー、青と緑」を参照してください。

Tableau Prepでは、ディメンションとメジャーとの区別はされません。ただし、詳細を理解する場合や、

プロファイルウィンドウでのデータの概要表示を理解する場合は、不連続または連続の背景にある概

念を理解することは大切です。

l 詳細 :詳細ビューでは、すべてのドメイン要素が不連続ラベルとして表示され、すべてのデータ

の視覚的な概要として表示するビジュアルスクロールバーがあります。
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l 概要 :概要ビューには、連続軸上でヒストグラムとしてビンされた値が表示されます。

ビニングとヒストグラム

年齢や給料などのフィールドは連続的であると見なされます。34歳と35歳の間には関係性があり、

34歳から35歳までは、35歳から36歳までと同じく離れています。しかし、10歳あたりを過ぎると、通

常は「9歳半」や「7歳と9か月」などと言わなくなります。私たちはすでに年齢を整った年サイズの増分

にビニングしています。12,850日の人は12,790日の人より年上ですが、境界を定めて、両方とも35
歳としています。同様に、年齢グループは、多くの場合、実際の年齢の代わりに使用されています。

映画チケットの子供料金は12歳以下の子供のためのものであり、アンケートでは20歳から24歳、25
歳から30歳などの年齢グループを選択するように求められる場合があります。

ヒストグラムは、ビニングを使用して数値データの分布をビジュアライズするために使用されます。ヒス

トグラムは棒グラフに似ていますが、棒ごとに不連続なカテゴリになるのではなく、ヒストグラムを構成

する長方形が、花の数の範囲 ( 0-4、5-9、10-14など)などのように連続軸の1つのビンに表示され

ます。長方形の高さは、頻度やそれらの値の数によって決定されます。ここでは、y軸はそれぞれのビ

ンに入る植物の数を表しています。7つの植物には0-4個の花があり、2つの植物には5-9個の花

があり、43個の植物には20-24個の花があります。
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Tableau Prepでは、概要ビューはビンされている値のヒストグラムが表示されます。詳細ビューには、

すべての値の頻度が表示され、データの全体的な分布を示す横方向へのビジュアルスクロールバー

が表示されます。

概要ビュー 詳細ビュー

分布と外れ値

データセットの分布を確認すると、外れ値の検出に役立ちます。

l 分布 :ヒストグラム内のデータの形状です。これはビンのサイズによって異なります。ヒストグラム

ビューですべてのデータを表示できることで、データが正しく、完全であると思われるかどうかを判

断するのに役立ちます。分布の形状は、データを理解しており、その分布が意味をなすかどう

かを解釈できる場合にのみ使用されます。

l たとえば、1940年から2017年にかけてブロードバンドインターネットを利用する住宅の

数のデータセットを見ると、非常に傾斜した分布が見られると思います。しかし、2017
年 1月から2017年 12月までは、ブロードバンドインターネットを利用する住宅の数を

見ると、かなり均一な分布となることが予想されます。

l Google検索のデータセットで「パンプキンスパイスラテ」を検索する場合、秋はかなり急
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激なピークが見られると思いますが、「摂氏から華氏への変換」の検索はかなり安定し

ている可能性があります。

l 外れ値 :他の値と比較して極端な値。外れ値は正しい値かもしれませんが、エラーを示して

いる可能性もあります。

l 一部の外れ値は正しく、実際の異常を示します。これらの値は削除したり変更したり

しないでください。

l 一部の外れ値は、コンマの代わりにピリオドが入力されたため、$50,000ではなく$50
の給与など、データのクリーンさに関する問題を示しています。

分布を使用したビジュアルでの外れ値の検出

次のようなリストが表示される場合 :

一見すると奇妙には見えません。しかし、ラベルのリストではなく、これが連続的なビンされた軸にプ

ロットされた場合、次のようになります。
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そして、最後の観測値が最初の観測値から遠く離れており、エラーにより外れ値となっている可能性

があることは非常に明白です。

データ型

データベースは、スプレッドシートとは異なり、通常、データ型に対して厳密な規則を適用します。デー

タ型は、特定のフィールドにあるデータを分類し、データの書式設定、解釈、およびそのデータに対し

て実行できる操作に関する情報を提供します。たとえば、数値フィールドには数学的な演算を適用

し、地理フィールドにはマップを適用できます。

Tableau Desktopは、フィールドがディメンションまたはメジャーのいずれかを割り当てますが、フィールド

にはデータ型に依存するその他の特性があります。これらの特性は、各フィールドにあるアイコンで示さ

れます(ただし、一部のタイプはアイコンを共有します)。Tableau Prepでは、同じデータ型を使用しま

す。列にデータ型が適用され、既存の値が割り当てられたデータ型と一致しない場合は、nullとして

表示されます (「purple」は数値としては何も意味しないため)。

関数によっては、特定のデータ型が必要になる場合があります。例えば、CONTAINSを数値フィール

ドで使用することはできません。Type関数は、フィールドのデータ型を変更するために使用されます。

たとえば、DATEPARSEは特定の形式のテキスト日付を取得して日付にすることで、ビュー内で自動

ドリルダウンなどを行うことができます。

アイコン データ型

テキスト(文字列 )値
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アイコン データ型

日付値

日付 /時刻値

数値

ブール値 (リレーショナルのみ)

地理的値 (マップと併用 )

ヒント:詳細については、データ型のヘルプ記事を参照してください。

データのピボットおよびピボット解除

分かりやすいデータは、多くの列を含む幅広の形式でキャプチャおよび記録されていることがよくありま

す。Tableauが好むような機械が読み取れるデータとしては、列数が少なく、行数が多い、細長い

形式の方が優れています。

注 :通常、データのピボットとは、縦長から横長 (行から列 )に移行することを意味し、ピボット

解除とは、横長から縦長 (列から行 )に移行することを意味します。しかし、Tableauで使用

するピボットという語は、列を行に変換することで横長 (ユーザーが見やすい)のものから縦長

(機械での読み取りが可能 )のものに移行することを意味します。このドキュメントでは、ピボッ

トはTableauの感覚を参照します。わかりやすくするために、「列を行にピボット」または「行を

列にピボット」と指定すると役立ちます。

詳細については、ヘルプ記事「データのピボット」および「データ操作のヒント」を参照してくださ

い。

横長のデータ

WHOのマラリアに関するデータセットには、国の列があり、次に年ごとに1つの列があります。各セル

は、その国と年でのマラリアの症例数を表しています。この形式では、108行と16列あります。
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この形式を人が読み取り、理解するのは簡単です。ただし、このデータをTableau Desktopに取り込

む場合は、列ごとにフィールドを取得することになります。2000年のフィールド、2001年のフィールド、

2002年のフィールドなどがあります。
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別の考え方をすると、15のフィールドがすべて同じ基本的なもの(マラリアの報告された症例数 )を表

し、時間については単一のフィールドはありません。このため、データが別々のフィールドに格納される

ため、時間全体で分析を行うのは非常に困難になります。

例 :横長のデータの操作

Q: 2000年から2014年までの国ごとのマラリア症例総数を示すマップを作成するにはどうすればよい

でしょうか？  

A:すべての年を合計する計算フィールドを作成します。
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注 :この画像は最新のUIを反映するように更新されていません。[データ]ペインには、ディメンションとメジャーがラベルと
して表示されなくなりました。

このフォーマットが分析には理想的でないことを示すもう1つの兆候としては、実際の値の意味につい

て情報がどこにもないことです。2012年のアルジェリアでは、この値は55となっています。55とは何を

意味しているのでしょうか？データの構造からは明らかではありません。

列の名前が値が何であるかを記述するのではなく、追加情報を伝えるものである場合、これはその

データをピボットする必要があるという兆候になります。

縦長のデータ

データをピボットすると、データの形状が横長から縦長に変わります。ここでは、年ごとに1つの列では

なく、単一の列である年と新しい列である報告された症例数があります。この形式では、1,606行と3
列が表示されています。このデータ形式は、横長というよりも縦長になります。
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Tableau Desktopでは、年フィールド、報告された症例数フィールド、もともとあった国フィールドが表

示されるようになっています。それぞれのフィールドは、データセット(場所、時間、値 )に関する一意

の属性を表すため、分析がはるかに簡単になります。

注 :この画像は最新のUIを反映するように更新されていません。[データ]ペインには、ディメンションとメジャーがラベル
として表示されなくなりました。

例 :縦長データの操作
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Q: 2000年から2014年までの国ごとのマラリア症例総数を示すマップを作成するにはどうすればよい

でしょうか？  

A: [報告された症例数 ]フィールドを使用します。

注 :この画像は最新のUIを反映するように更新されていません。[データ]ペインには、ディメンションとメジャーがラベルと
して表示されなくなりました。

2012年のアルジェリアでは、55が報告された症例数を指すことを理解するのは簡単です(この新しい

列にラベルを付けることができるため)。

注 :この例では、横長のデータは、国ごとに単一のレコードで構成されています。縦長のデータ

形式では、国ごとに15行あります(データでは15年ごとに1つ)。国ごとに複数の行が存在す

る点に注意することが重要です。

「土地面積」の列がある場合、その値は、縦長のデータ構造ではそれぞれの国で15行ごとに

繰り返されます。[国 ]を[行 ]に、[土地エリア]を[列 ]に表示して棒グラフを作成した場合、既

定では、ビューは国ごとに15行すべての土地面積を合計します。
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一部のフィールドでは、合計やフィルター処理ではなく、平均または最小値で集計して二重カ

ウント値を補正する必要がある場合があります。

正規化

リレーショナルデータベースは、何らかの方法で相互に関連付けられたり、リンクされたりできる複数

の表で構成されます。それぞれの表には、レコードごとに一意の識別子 (キー)が含まれています。

キーを関連付けたり結合したりすることで複数のレコードがリンクされ、単一のテーブルに含まれる情

報よりも多くの情報を提供することができます。それぞれの表に情報を入力する情報は、使用する

データモデルによりますが、重複を減らすことが一般的な原則となります。

たとえば、結婚式のようなイベントの計画を考えてみましょう。グループ(家族やカップルなど)のレベル

の情報だけでなく、個人レベルでの情報を追跡する必要があります。

すべての情報を組み合わせた表を作成できます。

ただし、住所が不正で修正が必要となる場合は、複数の行にわたって修正が必要となり、エラーや

競合が発生する可能性があります。より優れた構造は、グループに関連する情報 (住所や招待状

が送信された場合など)と個人に関する情報 (座席の割り当てや食事制限など)の2つの表を作成

することです。

グループ表 個人表
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グループ表のグループレベル情報と個人表の個人レベルの情報を追跡および分析する方がはるかに

簡単です。たとえば、必要な椅子の数は、個人表の「出席 =はい」のレコード数から取得でき、ギフト

に必要なスタンプの数は、「ギフト」がnullではないグループ表のレコード数から取得できます。

すべてのデータを複数の表に分割し、どの表にどの列が含まれているかを把握するプロセスを正規化

と呼んでいます。正規化は、冗長データを削減し、データベースの編成を簡素化するのに役立ちま

す。

ただし、複数の表にまたがる情報が必要な場合もあります。たとえば、新婦の側のグループが新郎の

側のグループと混ざり合うような座席配置 (個人 )のバランスをとりたい場合はどうなるでしょうか？ (新
婦側所属か新郎側所属かはグループレベルで追跡されます。これを実現するには、個人がグループ

に関する情報に関連付けられるようにテーブルを関連付けし直す必要があります。適切な正規化を

行うには、単にテーブルを分割するだけでなく、データをもう一度組み合わせるために使用できる、共

有されている関連フィールドや一意の識別子の存在が必要となります。ここでは、その関連フィールド

が [グループ]です。このフィールドは両方の表に存在するため、このフィールドで結合して元の単一表

形式に戻ることができます。これは非正規化構造です。

では、なぜ元の非正規化表を保持しなかったのでしょうか？メンテナンスが難しく、冗長な情報を格

納していたためです。大規模なものでは、データの重複レベルが膨大になる可能性があります。同じ

情報を何度も格納することは効率的ではありません。

正規化表には、いくつかの主要なプロパティがあります。

l それぞれの行には一意の識別子が必要

l それぞれの表には、他の表 (キー)に接続し直すために使用できる1つまたは複数の列が必要

です。

これらの共有 (キー)列は、テーブルの関連付けや結合をやり直すために使用されます。データでは、

関係や結合句が各テーブルの [グループ]フィールドに表示されます。
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結合タイプ

Tableau Desktopでデータを組み合わせる既定の方法は関連付けですが、Tableau Desktopや

Tableau Prep Builderでテーブルを結合する必要が生じる場合があります。結合の基本的な概要

と結合タイプについては、「データの結合」を参照してください。

データの「整頓」

ハドリー・ウィッカムは、2014年に統計ソフトウェア誌「Tidy Data」( 2014年8月、第59巻、第10号 )に
ある記事を掲載しました。この記事では、分析用に十分に構造化されたデータのフレームワークを見

事にレイアウトした内容が書かれています。この記事はこちら(ハドリー・ウィッカムのアカデミック・ポー

トフォリオ) またはこちら( r-project.org提供 ) で確認できます。
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注 :この記事は外部のWebサイトで提供されています。Tableauは外部プロバイダーによって

管理されているページの正確さや最新度に関して責任を負いかねます。コンテンツに関するご

質問はサイトの所有者にお問い合わせください。

データの関連付け

関係は、複数のテーブルのデータを分析用に組み合わせる動的で柔軟な方法です。関係は、2つの

テーブルが相互にどのように関連しているかを表しますが、テーブルがマージされることはありません。

テーブル間でリレーションシップを作成しても、テーブルは独立したままで、詳細レベルやドメインはそれ

ぞれ維持されます。

関係は、2つのテーブル間の契約と考えることができます。これらのテーブルのフィールドを使ってVizを
構築する場合、Tableauは、その契約を使用してこれらのテーブルからデータを取り込み、適切な結

合を使用してクエリを作成します。

詳細 :関係を使用してデータを組み合わせることは、Tableauの新しいデータモデリングの重要な機

能です。詳細については、「データソースと分析で変更された内容 ページ642」を参照してください。リ

レーションシップのしくみの詳細については、Tableauブログ投稿を参照してください。

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

ビデオを視聴する: Tableauで関係を使用する方法については、この5分間のビデオを参照してくださ

い。

注 :このビデオで示されている関係を編集するためのインターフェースは、現在のリリースとは少し異なり

ますが、同じ機能を備えています。

Action Analyticsは、Tableauで関係を使用する際に役立つビデオポッドキャストも提供します。はじ

めに、「Tableauが関係を発明した理由」を参照してください。他のポッドキャストを表示するには、

Action AnalyticsのWebサイトライブラリで [ビデオポッドキャスト]をクリックします。

リレーションシップとは

リレーションシップとは、データソースの論理テーブル間で作成した柔軟な接続線のことです。親しみを

込めて関係を「ヌードル」と呼ぶ人もいますが、通常、ヘルプドキュメントでは「関係」と呼んでいます。
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関係によってデータの準備と分析がより簡単かつ直感的に行えるようになるため、データを結合する

際の最初のアプローチとして関係を使用することをお勧めします。結合は、必要不可欠な場合にの

み使用してください。

複数テーブルのデータに結合を使用する場合と比べると、リレーションシップには次のような利点があ

ります。

l テーブル間で結合のタイプを構成する必要はありません。必要なのはリレーションシップに必要

なフィールドを選択することだけです。

l 関連付けたテーブルは明確に分離したままで、単一テーブルにはマージされません。

l 関係では結合が使用されますが、その処理は自動的に行われます。ビジュアライゼーションで

使用されているフィールドに基づいて結合タイプが自動的に選択されます。分析中は、結合

タイプがインテリジェントに調整され、ネイティブの詳細レベルがデータ内で保持されます。

l ワークシートで使用されているフィールドの現在のコンテキストに基づいて、分析時に正しい集

計と適切な結合が生成されます。

l 単一のデータソースでさまざまな詳細レベルの複数テーブルが使用できます。多くのテーブル

を含むデータモデルを構築し、Vizの作成に必要なデータソースの数を減らすことができま

す。

l 一致しないメジャー値は削除されません (データが誤って失われることはありません)。
l 結合で発生する可能性のあるデータの複製やフィルターに関する問題が回避されます。

l Tableauは、現在のビューに関連するデータに対するクエリのみを生成します。

関連情報については、以下を参照してください。

l 複数テーブルのデータ分析に関係を使用するページ639
l 関係と結合の違いページ677
l 関係を使用する複数テーブルのデータソースでの分析動作 ページ696
l 関係を気軽に使ってみるページ716

リレーションシップの要件

l テーブルを関連付ける際は、リレーションシップを定義するフィールドが同じデータ型である必

要があります。

l リレーションシップは地理的フィールドに基づいて定義することはできません。

l データモデルでは循環関係に対応していません。

l パブリッシュされたデータソース間の関係を定義することはできません。

関連付けたテーブルを使用する利点には、次のような制約要因があります。

l テーブル内にダーティデータがある(たとえば、適切に構造化されたモデルを考慮して作成して

おらず、メジャーとディメンションが複数のテーブルに混在している)場合、複数テーブルの分析
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がさらに複雑になることがあります。

l データソースフィルターを使用すると、データ内で結合選択を行うTableauの機能が制限され

ます。結合選択とは、Tableauで不要な結合を削除してクエリを簡略化する方法のことです。

l 関係全体を通じて一致しない値が多く含まれるテーブル。

l 複数のファクトテーブルと複数のディメンションテーブルを相互に関連付けた場合 (共有ディメ

ンションや適合ディメンションのモデル化を試みた場合 )。

関連付けできないデータ

ほとんどのリレーショナル接続タイプは完全にサポートされています。キューブ、SAP HANA (OLAP属

性が設定されている)、JSON、Googleアナリティクスは、Tableau 2020.2で単一の論理テーブルに制

限されています。ストアドプロシージャは、単一の論理テーブル内でのみ使用できます。

パブリッシュされたデータソースを相互に関連付けることはできません。

未対応

l キューブデータベースは、新しい論理レイヤーをサポートしていません。キューブに接続すると、

2020.2より前のバージョンと同じ操作ができるようになります。

l ストアドプロシージャ:フェデレーション、関係、結合に対応していません。これらは1つの論理

テーブルで表され、結合 /ユニオンキャンバス(物理レイヤー)を開くことは許可されていません。

l Splunk:左結合 (したがって論理テーブルに関連付ける)をサポートしていません。

l JSON:フェデレーション、カスタムSQL、結合、関係 (ユニオンのみ)に対応していません。

l LOD calcsに対応していないデータソース。詳細は、詳細レベル表現に対するデータソースの

制約 ページ2543を参照してください。

限定サポート

l SalesforceとWDC標準接続 :論理テーブル内では結合テーブルとして示されます。現在、単

一の論理テーブルのデータソースに対してのみ、これらの接続の追加がサポートされています。

標準接続は既存のテーブルに結合できません。

l SAP HANA:接続にOLAP属性が設定されている場合、関連する論理テーブルはサポートさ

れません。

リレーションシップの作成と定義

最初のテーブルをデータソースの最上位キャンバスにドラッグした後は、新しいテーブルをキャンバスに

ドラッグするたびに、そのテーブルと既存のテーブルのリレーションシップを作成する必要があります。論

理レイヤー内のテーブル間で関係を作成するときは、データソースのデータモデルを構築します。

注 : Tableau 2020.3以降では、計算フィールドに基づいて関係を作成でき、関係に使用する

フィールドを関係定義の演算子を用いて比較できます。
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リレーションシップの作成

データソースの論理レイヤーでリレーションシップを作成します。これは、[データソース]ページに表示

されるキャンバスの既定のビューです。

注 : Salesforceコネクタは非等価演算子をサポートしていません。Google Big Queryおよび

MapRコネクタは、バージョン2021.4以降、非等価結合をサポートしています。MapRコネク

タは、バージョン2022.3で非推奨になりました。

1. テーブルをキャンバスにドラッグします。

2. 別のテーブルをキャンバスにドラッグします。2つのテーブル間に「ヌードル」が表示されたら、そ

のテーブルをドロップします。

[リレーションシップの編集 ]ダイアログボックスが開きます。Tableauでは、既存のキー制約およ

び一致するフィールドに基づいてリレーションシップを作成して定義することを自動的に試みま

す。一致するフィールドを判別できない場合は、ユーザーがそれらのフィールドを選択する必要

があります。

フィールドを変更するには、フィールドペアを選択してから、下にあるフィールドのリストをクリック

し、一致するフィールドの新しいペアを選択します。

複数のフィールドペアを追加するには、最初のペアを選択した後で [閉じる]をクリックし、

[フィールドを追加 ]をクリックします。

制約が検出されない場合は、多対多のリレーションシップが作成され、参照整合性が

[Some records match (一部のレコードが一致 )]に設定されます。これらの既定の設定は

安全な選択肢であり、データソースに最大限の柔軟性を提供します。既定の設定では完全

外部結合に対応しており、分析する際はテーブルデータを集計してから結合を形成するとク

エリを最適化できます。分析には、各テーブルのすべての列データと行データを使用できます。

多くの分析シナリオでは、関係の既定の設定を使用して、分析に必要なすべてのデータを得

ることができます。多対多の関係を使用すると、データがに多対 1または1対 1の場合でも

機能します。データの特定のカーディナリティと参照整合性がわかっている場合は、パフォーマ

ンスオプションの設定を調整して、データをより正確に記述し、Tableauがデータベースのクエ

リを行う方法を最適化できます。
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3. 必要に応じて、同じ手順に実行してテーブルを追加します。

複数テーブルの関連データソースを作成したら、そのデータを調査できます。詳細については、関係を

使用する複数テーブルのデータソースでの分析動作 ページ696と複数テーブルの分析のトラブル

シューティングページ711を参照してください。

テーブルを移動して別のリレーションシップを作成

テーブルを移動するには、別のテーブルの横にドラッグします。または、テーブルにカーソルを合わせ、矢

印をクリックして、[移動 ]を選択します。
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ヒント:別のテーブルの上にテーブルをドラッグして置き換えます。

データモデルのルートテーブルの変更

ルートテーブルを別のテーブルと交換するには:データモデル内の別の論理テーブルを右クリックし、

[Swap with root (ルートと交換 )]を選択して変更を加えます。

リレーションシップからテーブルを削除

テーブルを移動するには、テーブにカーソルを合わせ、矢印をクリックして、[削除 ]を選択します。
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キャンバス内のテーブルを削除すると、関連する子孫も自動的に削除されます。

リレーションシップの表示

l リレーションシップの線 (ヌードル)にカーソルを合わせると、そのリレーションシップを定義する一

致フィールドが表示されます。また、任意の論理テーブルにカーソルを合わせて、そのテーブルに

含まれる内容を確認することもできます。

リレーションシップの編集

l リレーションシップの線をクリックして、[リレーションシップの編集 ]ダイアログボックスを開きます。リ

レーションシップの定義に使用するフィールドを追加、変更、削除できます。フィールドペアを追

加すると、複合関係を作成できます。

複数のフィールドペアを追加するには、最初のペアを選択した後で [閉じる]をクリックし、[フィー
ルドを追加 ]をクリックします。
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リレーションシップの作成に関するヒント

l キャンバスにドラッグした最初のテーブルは、データソース内のデータモデルのルートテーブルに

なります。ルートテーブルをドラッグした後、任意の順序でさらに別のテーブルをドラッグできま

す。相互に関連付ける必要があるテーブルに加えて、各関係に対して定義する、一致した

フィールドペアを考慮する必要があります。

l リレーションシップの作成を開始する前に、分析前または分析中にデータソースのデータを表

示すると、各テーブルの範囲を把握するときに役立ちます。詳細については、参照元データの

表示 ページ2602を参照してください。また、[データの表示 ]を使用すると、リレーションシップが

無効な場合にテーブルの参照元データを表示することができます。

l スタースキーマを作成する場合は、最初にファクトテーブルをドラッグしてから、ディメンション

テーブルをそのテーブルに関連付けると便利です。

l 各関係は、少なくとも1つの一致するフィールドペアで構成する必要があります。複数の

フィールドペアを追加すると、複合リレーションシップを作成できます。一致するペアは同じデー

タ型である必要があります。[データソース]ページでデータ型を変更しても、この要件は変更

されません。Tableauでは、クエリの参照元データベースのデータ型が引き続き使用されます。

l リレーションシップは計算フィールドに基づきます。リレーションシップを定義する際は、演算子を

使用してフィールドの比較方法を指定することもできます。

l キャンバス内のテーブルを削除すると、関連する子孫も自動的に削除されます。
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l ルートテーブルを別のテーブルと交換できます。データモデル内の別の論理テーブルを右クリッ

クし、[Swap (ルートと交換 )]を選択して変更を加えます。

データソース内のリレーションシップの検証

分析用のデータモデルを検証するには、いくつかのオプションがあります。データソースのモデルを作成

する際は、シートにアクセスしてそのデータソースを選択し、Vizを構築して、レコード数、一致しない

値、NULL、またはメジャー値の重複を調べることをお勧めします。さまざまなテーブルのフィールドを使

用して、すべてが想定したとおりに表示されることを確認してください。

検索対象 :

l データモデル内のリレーションシップで、テーブルに合った適切なフィールドが使用されています

か?
l 異なるディメンションやメジャーをビューにドラッグするとどうなりますか?
l 予期される行数が表示されますか?
l 複合リレーションシップはリレーションシップをより正確にしますか?
l パフォーマンスオプションの設定のいずれかを既定の設定から変更した場合、想定したとおりの

値がVizに表示されますか?そうでない場合は、設定を確認するか、既定の設定にリセットし

てください。

関係とデータモデルを検証するためのオプションは次のとおりです。

l すべてのテーブルにはレコードの数が、そのテーブルの詳細レベルに、TableName(Count)フィー
ルドとして含まれています。テーブルのレコード数を表示するには、[カウント]フィールドをビューに

ドラッグします。すべてのテーブルの数を表示するには、[データ]ペインで各テーブルの [カウント]
フィールドを選択し、[表示形式 ]の [テキストテーブル]をクリックします。

l [データ]ペインの [データの表示 ]をクリックして、テーブルごとの行数とデータ数を確認します。ま

た、関係の作成を始める前に、分析前や分析中にデータソースからデータを表示すると、各

テーブルの範囲を把握するのに役立ちます。詳細については、参照元データの表示 ページ

2602を参照してください。

l ディメンションを行にドラッグして、ステータスバーの行数を確認します。一致しない値を表示す

るには、[分析 ]メニューをクリックし、[テーブルレイアウト] > [空の行を表示 ]または [空の列を

表示 ]を選択します。また、Vizで表されているテーブルの1つから<YourTable>(カウント)など

のさまざまなメジャーをビューにドラッグすることもできます。これにより、そのテーブルのディメンショ

ンのすべての値が表示されます。

ヒント:関係に対して生成されるクエリを表示する場合は、Tableau Desktopのパフォーマンスレコー

ダーを使用できます。
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1. [ヘルプ]メニューをクリックし、[設定とパフォーマンス] > [パフォーマンス記録の開始 ]を選択しま

す。

2. ビューにフィールドをドラッグしてVizを作成します。

3. [ヘルプ]メニューをクリックし、[設定とパフォーマンス] > [パフォーマンス記録の停止 ]を選択しま

す。

4. パフォーマンスの概要ダッシュボードの [時間で並べ替えられたイベント]で、[クエリの実行 ]バー

をクリックし、以下のクエリを表示します。

より高度なもう1つのオプションは、GitHubにあるTableau Log Viewerを使用することです。end-

protocol.queryを使用して、特定のキーワードにフィルターを適用できます。詳細については、ま

ずGitHubにあるTableau Log ViewerのWikiページをご覧ください。

ディメンションのみの視覚化

関連テーブルを含む複数テーブルのデータソースを使用する場合 :ディメンションのみのvizを作成

すると、Tableauは内部結合を使用するため、一致しないドメイン全体は表示されません。

ディメンション値の部分的な組み合わせを表示するには、次の方法を使用します。

l [空の行 /列を表示 ]を使用して、すべての可能な行を表示します。[分析 ]メニューをクリック

し、[テーブルレイアウト] > [空の行を表示 ]または [空の列を表示 ]を選択します。

l Vizで表されているテーブルの1つから<YourTable>(カウント)などのメジャーをビューに追加し

ます。これにより、そのテーブルのディメンションのすべての値が表示されます。

詳細については、関係を使用する複数テーブルのデータソースでの分析動作 ページ696と複数テー

ブルの分析のトラブルシューティングページ711を参照してください。

リレーションシップ(論理テーブル) vs結合 (物理テーブル)

結合とリレーションシップは類似していますが、Tableauでは動作が異なり、データモデルの異なるレイ

ヤーで定義します。リレーションシップは、データソースの最上位の論理レイヤーにある論理テーブルの

間に存在します。結合は、データソースの物理レイヤーにある物理テーブルの間に存在します。

結合を使用すると、分析を始める前に2つのテーブルのデータが1つのテーブルにマージされます。

テーブルのマージでは、一方のテーブルや両方のテーブルのデータが複製されたりフィルターされること

があります。また、左結合、右結合、または完全外部結合を使用すると、データにNULL行が追加

されることもあります。結合されたデータを分析する場合は、結合がデータに与える影響を正しく処

理する必要があります。
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注 :結合の重複またはフィルターリングが効果的である場合は、結合を使用して、関係ではな

くテーブルをマージします。論理テーブルをダブルクリックして物理レイヤーを開き、結合テーブル

を追加します。

関係は、2つの独立したテーブルが相互にどのように関連しているかを表しますが、テーブルがマージさ

れることはありません。これにより、結合で発生する可能性のあるデータの複製やフィルターに関する

問題が回避され、データの処理が容易になります。
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結合タ

イプを

必須

にする

結合また

はユニオン

されたテー

ブルのコン

テナーのよ

うに動作

する

論理

テーブ

ルに

マージ

されま

す。
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リレーション

シップ
結合

Vizに関

連する

データだけ

が必要で

す。カー

ディナリ

ティと参照

整合性の

設定を調

整してクエ

リを最適

化できま

す。

すべて

のクエ

リの一

部とし

て実

行

詳細レベ

ルは vizの
集計にあ

ります

詳細

レベル

は、単

一テー

ブルの

行レベ

ルにあ

りま

す。

結合タイ

プは、分

析のコンテ

キストに基

づいて

Tableau
によって自

動的に形

成されま

す。

Tableau

結合タ

イプ

は、分

析コン

テキス

トに関

係な

く、

データ

ソース

内で
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リレーション

シップ
結合

では、Viz
のメジャー

とディメン

ションに基

づいて、必

要な結合

を判定し

ます。

静的

で固

定され

ます。

結合と

ユニオ

ンは分

析の

前に

確立さ

れ、変

化しま

せん。

行は複製

されない

マージ

した

テーブ

ルで

は、

データ

の重

複が

発生

する可

能性

があり

ます。

明示的に

除外され

ない限り、

一致しな

いレコード

が集計に

含まれま

一致し

ないレ

コード

はマー

ジされ

たデー

タから
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リレーション

シップ
結合

す 除外さ

れます

複数の詳

細レベル

で独立し

たドメイン

を作成し

ます

抽出

フィル

ターや

集計

など、

データ

の単

一テー

ブルが

必要

なシナ

リオに

対応

できま

す

関係とブレンド

関係とブレンドでは異なる詳細レベルでの解析を使用できますが、それぞれ明確な違いがあります。

リレーションシップにブレンドを使用する理由の1つは、分析にパブリッシュされたデータソースを組み

合わせることです。

リレーショ

ンシップ
ブレンド

データ

ソース

で定義

される

プライ

マリ

データ

ソース

とセカ

ンダリ

データ

ソース
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リレーショ

ンシップ
ブレンド

の間の

ワーク

シート

で定義

される

公開

可能

公開で

きませ

ん

すべて

のテー

ブルは

意味

的に等

しい

プライ

マリ

データ

ソース

とセカ

ンダリ

データ

ソース

の選択

と、その

構造に

よって

異なり

ます。

完全

外部

結合を

サポー

ト

左結

合のみ

をサ

ポート

ローカ

ルで計

算

SQLク

エリの

一部と

して計

算され
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リレーショ

ンシップ
ブレンド

ます。

関連

フィー

ルドは

固定さ

れてい

ます

関連

フィー

ルドは

シート

によっ

て異な

ります

(シート

単位で

カスタ

マイズ

できま

す)。

データを組み合わせるさまざまなオプション機能 :リレーションシップ、結合、ブレ

ンド

データテーブルの組み合わせには数多くの方法があり、それぞれに適したシナリオや微妙な違いがあ

ります。

関連 異なる詳細レベルのデータを組

み合わせる場合に使用します。

l 2つの論理テーブル間で

フィールドを一致させる

必要があります。複数の

一致するフィールドペア

で、リレーションシップを定

義できます。

l Vizでのフィールドの関連

付けと使用方法に基づ

いて、正しい集計とコンテ

キスト結合を自動的に

使用します。
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l 多対多結合と外部結合

をサポートします。

l リレーションシップはブック

全体で一貫しており、パ

ブリッシュできます。

l パブリッシュできますが、

パブリッシュされたデータ

ソースを関連付けること

はできません。

l 計算フィールドまたは地

理的フィールドに基づい

てリレーションシップを定

義することはできません。

l データソースフィルターを

使用すると、リレーション

シップの結合のカリングの

利点が制限されます。

結合 同じ行構造にデータの列を追

加する場合に使用します。

l 2つの物理テーブル間に

共通のフィールドが必要

です。

l 結合句と結合の種類を

確立する必要がありま

す。

l 計算で結合できます。

l 結合された物理テーブル

は、固定データの組み合

わせで単一の論理テー

ブルにマージされます。

l すべてのテーブルにフィー

ルドまたは値が存在しな

い場合は、データが失わ

れる可能性があります

(使用する結合タイプに

よって異なります)。
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l フィールドが異なる詳細

レベルにある場合、デー

タの重複が発生する可

能性があります。

l データソースフィルターを

使用できます。

ユニオ

ン

同じ列構造を持つデータの行を

追加する場合に使用します。

l 2つのテーブル間で一致

する列に基づいていま

す。

l ユニオン化された物理

テーブルは、固定データ

の組み合わせを持つ単

一の論理テーブルにマー

ジされます。

ブレン

ド

異なる詳細レベルのデータを組

み合わせる場合に使用します。

l パブリッシュされたデータ

ソースは、組み合わせる

ために使用することはで

きますが、パブリッシュす

ることはできません。

l リレーショナルデータソー

スとキューブデータソース

の間で使用できます。

l データソースはシート単

位でブレンドできます。

l 常に効果的に残された

結合 (セカンダリデータ

ソースからのデータが失

われる可能性がありま

す)。
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複数テーブルのデータ分析に関係を使用する

このキャンバスにドラッグしたテーブルでは、リレーッションシップを使用します。リレーッションシップは、

Tableauで複数テーブルを分析するためにデータを組み合わせる柔軟な方法です。

関係は、2つのテーブル間の契約と考えることができます。これらのテーブルのフィールドを使ってVizを
構築する場合、Tableauは、その契約を使用してこれらのテーブルからデータを取り込み、適切な結

合を使用してクエリを作成します。

関係によってデータの準備と分析がより簡単かつ直感的に行えるようになるため、データを結合する

際の最初のアプローチとして関係を使用することをお勧めします。結合は、必要不可欠な場合にの

み使用してください。この5分間のビデオで、リレーッションシップを作成するための基本について学んで

ください。

注 :このビデオで示されている関係を編集するためのインターフェースは、現在のリリースとは少

し異なりますが、同じ機能を備えています。

リレーションシップのしくみの詳細については、Tableauブログ投稿を参照してください。

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

また、「Tableauが関係を発明した理由」など、Action Analyticsからの関係に関するビデオポッドキャ

ストも参照してください。詳細については、ライブラリの [ビデオポッドキャスト]をクリックしてください。

新しいデータソースとワークブックを作成していますか?

データソースの構築を開始するには、テーブルを[データソース]ページキャンバスにドラッグします。

データソースで、分析に必要なすべてのディメンションフィールドとメジャーフィールドを含む単一のテー

ブルを作成することができます。
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また、複数テーブルのデータソースを作成するには、さらに多くのテーブルをドラッグして、それらのリ

レーッションシップを定義します。

リレーッションシップの使用を開始する方法については、この1分間のビデオをご覧ください。
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注 :このビデオで示されている関係を編集するためのインターフェースは、現在のリリースとは少

し異なりますが、同じ機能を備えています。

関係の使用に関する詳細については、「データの関連付け」、「関係と結合の違いページ677」、
「Tableau データモデルページ666」、「関係の作成と定義」を参照してください。

Tableau 2020.2でのデータソースおよび分析の変更の詳細については、「2020.2のデータソースと分

析で変更された内容」と「2020.2の関係、データモデル、データソースに関する質問」を参照してくだ

さい。

古いワークブックやデータソースを開いていますか?

2020.2より前のワークブックやデータソースを2020.2で開くと、データソースがキャンバス内で単一の

論理テーブルとして表示され、「Migrated Data (移行済みのデータ)」という名前か元のテーブル名が

付けられます。データは保持され、ワークブックはこれまでどおり使用できます。

単一の論理テーブルを構成する物理テーブルを表示するには、その論理テーブルをダブルクリックし

て、物理レイヤーで開きます。結合とユニオンを含む、基となる物理テーブルが表示されます。

Tableau 2020.2でのデータソースおよび分析の変更の詳細については、「2020.2のデータソースと分

析で変更された内容」と「2020.2の関係、データモデル、データソースに関する質問」を参照してくだ

さい。
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データソースと分析で変更された内容

Tableauバージョン2020.2以降では、複数テーブルの分析を簡単かつ直感的に行えるように、いく

つかの主要な機能強化を行いました。このトピックでは、これらの変更について説明します。

Tableauの新しいデータモデリング機能により、複数のテーブルにわたってデータを簡単に分析できま

す。データソースの新しい論理レイヤーとリレーションシップを使用すると、複数テーブルのデータモデ

ルを、異なる詳細レベル (LOD)の複数のファクトテーブルを持つスタースキーマとスノーフレークス

キーマの形式で作成できます。

l データソースの構築、保守、分析が容易になります。データソースに、テーブル間の柔軟なリ

レーションシップを作成できる新しい論理レイヤーが追加されました。異なる詳細レベルでテー

ブルを関連付けることにより、複数のファクトテーブルを持つ複数テーブルのデータモデルを作

成できます。複数のテーブルからデータを簡単に取り込み、分析ニーズに合わせて管理する

データソースを減らします。

l リレーションシップにより、より直感的に分析を実行できます。データの分析準備をする場合、

結合の詳細な計画を行い、どのような結合タイプが必要かを想定する必要がなくなりました。

ビジュアライゼーションで使用されているフィールドに基づいて結合タイプが自動的に選択され

ます。分析中は、結合タイプがインテリジェントに調整され、ネイティブの詳細レベルがデータ

内で保持されます。元となる結合について考えずに、Vizのフィールドの詳細レベルで集計を

見ることができます。関係は多対多にすることができ、完全外部結合を使用できます。

FIXEDなどのLOD式を使用して、関連付けられたテーブル内でデータが重複しないようにす

る必要はありません。

l [データソース] ページ、[データの表示 ] ウィンドウ、[データ] ペインが更新され、複数テーブル

の分析が可能になりました。[データソース]ページキャンバスの最初のビューが論理レイヤーに

なり、テーブル間のリレーションシップを定義できるようになりました。複数テーブルの分析に対

応するために、Tableauインターフェイスのいくつかの部分が変更されました。[データソース]
ページ (キャンバス、データグリッド)、[データの表示 ]ウィンドウ、ワークシートの [データ]ペインが

更新され、複数テーブルの分析が可能になりました。詳細については、「インターフェイスのさま

ざまな部分に対する変更」を参照してください。[データの表示 ]にアクセスするためのAPIも、

複数テーブルの分析を実行できるように更新されました。

l コンテキスト対応クエリは、必要に応じて関連データを取り込みます。リレーションシップを使用

するデータソースを使用すると、より多くのテーブル、より多くのデータ行、複数のファクトテーブ

ルを1つのデータソースに簡単に作成できます。データソース全体に照会する代わりに、ビ

ジュアライゼーションで再生中のフィールドに基づいて、ワークシートに必要なテーブルのみから

データが取り込まれます。

ビデオを視聴する:データソースの機能強化の概要とTableauでの関係の使用の概要については、

この5分間のビデオを参照してください。
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注 :このビデオで示されている関係を編集するためのインターフェースは、現在のリリースとは少し異なり

ますが、同じ機能を備えています。

リレーションシップクエリのしくみについての詳細は、これらのTableauブログ投稿を参照してください。

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

また、「Tableauが関係を発明した理由」など、Action Analyticsからの関係に関するビデオポッドキャ

ストも参照してください。詳細については、ライブラリの [ビデオポッドキャスト]をクリックしてください。

データソース、データモデル、クエリセマンティクスの変更

複数テーブルデータソースへの対応

Tableauのデータソースでは正規化されたデータが認識され、保持されます。複数テーブルデータ

ソースを使って、Tableauは、1つのデータソースで複数の詳細レベルを処理できます。そのため、平

均や合計などの集計を制御する特殊な計算を作成しなくても、データの準備と確認を容易に実行

できます。スタースキーマとスノーフレークスキーマでテーブルを組み合わせて、複数のファクトテーブル

をシームレスに関連付けることができます。新しい論理レイヤーはコンテキスト型の動的結合を使用

し、より良いドメイン制御を提供します ( 対応しているデータモデルのスキーマページ673)。

表間の基礎となるリレーションシップを認識して維持できるため、必要な結合や計算の数が少なくな

ります。拡張されたデータソースにより、より広範な質問に答えることができるため、作成して保守する

個別のデータソースの数を統合できます。より少ないデータソースで同じデータを表すことができます。

変更されていない点

論理レイヤー内のリレーションシップにより、以前のバージョンよりもデータを結合するためのオプションが

増えました(削除されたものはありません)。引き続き、単一テーブルデータソースを作成できます。結

合、ユニオン、カスタムSQLなどの組み合わせを使用して論理テーブルを作成できます。Tableauで

単一テーブルの分析を行う動作は変更されていません。ディメンションとメジャーの混合を含む単一の

論理テーブルの分析は、Tableau 2020.1以前と同様に機能します。

「関係、データモデル、データソースに関する質問 ページ655」も参照してください。

データソースの新しい論理レイヤー

以前のバージョンのTableauでは、データソースにあるデータモデルは、結合とユニオンを指定できる

単一の物理レイヤーで構成されていました。結合やユニオンを使用して物理レイヤーに追加された
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テーブルによって、分析に使用できる単一の平坦化された(非正規化済みの)テーブルが作成され

ていました。

以前のバージョン 2020.2 以降

Tableauバージョン2020.1以前では、データ
モデルには物理レイヤーしかありませんでした

Tableauバージョン2020.2以降では、データモデルには論
理レイヤーと物理レイヤーの2つのレイヤーがあります。

Tableauバージョン2020.2以降では、データソースにあるデータモデルは物理レイヤーの上のセマン

ティックレイヤー (論理レイヤーと呼ばれます)があり、このレイヤーに、複数のテーブルを追加し、それ

らを一致したフィールドペアに基づいて相互に関連付けることができます。論理レイヤーにあるテーブ

ルは、データソースにマージされず、独立した(正規化された)状態のままで、ネイティブの詳細レベル

が維持されます。

論理テーブルは物理テーブルのコンテナのように機能します。物理テーブル間の結合とユニオンを使

用することはできます。論理テーブルをダブルクリックして開き、結合またはユニオンを操作するだけで

す。

論理レイヤーにより、さまざまな分析シナリオに合わせてデータを簡単に組み合わせることができま

す。正規化されたデータモデルをスタースキーマとスノーフレークスキーマの形式で使用および作成

し、さまざまな粒度のファクトテーブルを持つ柔軟なモデルを作成できるようになりました。

詳細については、Tableau データモデルページ666と対応しているデータモデルのスキーマページ

673を参照してください。

リレーションシップに基づく新しいクエリセマンティクス

関係は、複数のテーブルのデータを分析用に組み合わせる動的で柔軟な方法です。関係は多対

多にすることができ、完全外部結合を使用できます。FIXEDなどのLOD式を使用して、関連付け

られたテーブル内でデータが重複しないようにする必要はありません。
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関係は、2つのテーブル間の契約と考えることができます。これらのテーブルのフィールドを使ってVizを
構築する場合、Tableauは、その契約を使用してこれらのテーブルからデータを取り込み、適切な結

合を使用してクエリを作成します。

関係によってデータの準備と分析がより簡単かつ直感的に行えるようになるため、データを結合する

際の最初のアプローチとして関係を使用することをお勧めします。結合は、必要不可欠な場合にの

み使用してください。

l 結合タイプが不要。必要な操作は、一致するフィールドを選択して関係を定義することだけで

す (結合タイプは定義しません)。結合タイプを指定しないため、リレーションシップの設定時に

Venn図は表示されません。

l コンテキストに応じた自動処理。関係では、分析時にコンテキストが発生するまで結合が行わ

れません。ビジュアライゼーションで使用されているフィールドに基づいて結合タイプが自動的に

選択されます。分析中は、結合タイプがインテリジェントに調整され、ネイティブの詳細レベルが

データ内で保持されます。元となる結合について考えずに、Vizのフィールドの詳細レベルで集

計を見ることができます。

l 柔軟。リレーションシップを使用してテーブルを組み合わせるのは、全データがワークブックの単

一データソースに入っている、すべてのViz用の柔軟なカスタムデータソースを作成するような

ものです。Tableauでは、ビジュアライゼーションのフィールドとフィルターに基づいて必要なテーブ

ルのみがクエリされるため、さまざまな分析フローに使用できるデータソースを構築できます。

詳細については、「データの関連付け」、「リレーションシップを敬遠しないで」、「関係 (パート1):
Tableauで新しいデータモデリングを導入する」を参照してください。

注 :元の結合キャンバスに移動するには、最上位のビュー (データソースの論理レイヤー)で論

理テーブルをダブルクリックします。データソースの物理レイヤー内のテーブル間では引き続き結

合を指定できます。詳細については、Tableau データモデルページ666を参照してください。

移行したデータソース

2020.2以前のバージョンのワークブックやデータソースを2020.2以降のバージョンのTableauで開く

と、データソースは単一の論理テーブルとしてキャンバスに表示されます。このワークブックを以前と同

じように使用できます。

データソースに複数の結合やユニオンされたテーブルが含まれていた場合、論理テーブルは [移行済

みデータ]という名前で表示されます。[移行済みデータ]というテーブル名は変更できます。

単一の論理テーブルを構成する物理テーブルを表示するには、その論理テーブルをダブルクリックし

て、物理レイヤーで開きます。結合とユニオンを含む、基となる物理テーブルが表示されます。
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Web作成

Tableau ServerやTableau CloudのWeb作成で [データソース]ページを使用してリレーションシッ

プとパフォーマンスオプションを編集するには、ワークブックで埋め込みデータソースを使用する必要が

あります。

抽出

抽出データは、論理テーブル (単一テーブルのオプションを置き換える)や物理テーブル (複数テーブ

ルのオプションを置き換える)に基づいて保存されるようになりました。詳細については、抽出の作成

ページ876を参照してください。

インターフェイスのさまざまな部分に対する変更

[データソースページ]の変更

[データソース]ページキャンバスに、論理レイヤーと物理レイヤーの2つのレイヤーが追加されまし

た。[データソース]ページに表示される既定のビューが新しくなり、テーブル間のリレーションシップ

(「ヌードル」)を使用する論理レイヤーが表示されるようになりました。

引き続き物理層のテーブル間に結合とユニオンを追加することも可能であり、最上位の論理ビュー

で論理テーブルをダブルクリックするだけで物理レイヤーに切り替えることができます。詳細について

は、Tableau データモデルページ666を参照してください。

646 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



データグリッド

データソースが複数の関連するテーブルで構成されている場合、論理テーブルを選択すると、その

テーブルのデータが下のデータグリッドに表示されます。リレーションシップでは、データがマージされてい

ないので、現在選択されている論理テーブルの値が表示されます。列をピボットする必要がある場合

は、論理テーブルを開き、データソースの物理テーブルビューでデータをピボットする必要があります。
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ワークシートのデータペイン

リレーションシップと複数テーブル分析に対応するために、[データ]ペインが更新されました。

[データ]ペインに [ディメンション]と[メジャー]のラベルは表示されなくなります。ディメンションとメジャー

のフィールドは、テーブル ([データソースの表ごとにグループ化 ])やフォルダー ([フォルダーごとにグルー

プ化 ])によって整理できます。ディメンションは灰色の線の上に表示され、メジャーは各テーブルやフォ

ルダーの、灰色の線の下に表示されます。場合によっては、最初はテーブルにディメンションのみ、ま

たはメジャーのみが表示されます。
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論理テーブルを含むデータソースに [レコード数 ]フィールドが表示されなくなります。すべてのテーブル

にはレコードの数が、そのテーブルの詳細レベルに、TableName(Count)フィールドとして含まれていま

す。前の例では、アドレス(カウント)、顧客 (カウント)、およびLineItems (カウント)を参照してくださ

い。

テーブルのカウント=テーブルごとのレコード数の合計。テーブルの [カウント]フィールドの上に計算を作

成することはできません。[カウント]は集計専用です。

メモ:ビューで [レコード数 ]を使用していた2020.2以前のワークブックを開くと、[データ]ペインに

[レコード数 ]フィールドが表示されることがあります。

すべての入力フィールドを同じテーブルから取得している場合、計算フィールドは元のフィールドと共に

リストされます。

セットとグループは、元のフィールドと共にテーブルの下に表示されます。
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特定のテーブルに属していないフィールドや、フォルダーの下にグループ化されていないフィールドは、

テーブルの下の一般領域に表示されます。これには、集計計算、複数のテーブルのフィールドを使

用する計算、該当する場合はレコード数、メジャーネーム、メジャーバリューなどがあります。

データの表示

データソースに複数の論理テーブルが含まれている場合、[データの表示 ]ウィンドウでは、各テーブル

の行数とデータ数が固有の詳細レベルで個別のタブに表示されます。

詳細については、参照元データの表示 ページ2602を参照してください。

計算フィールドは、元のフィールドと共に一覧表示されます。

LOD計算はテーブル自体とは粒度が異なる可能性があるため、LOD計算は必ずしも論理テーブ

ルのデータの表示に表示されません。LOD計算の次元に単一のテーブルのフィールドが含まれてい

る場合、そのLOD計算はデータペインの所有テーブルに表示されます。

Tableauバージョン2020.2以降におけるデータ表示の列の順序変更

Tableauバージョン2020.1のデータソースをTableauバージョン2020.2以降で開くと、列の順序が

変わる場合があります。[データの表示 ]ウィンドウでは列の表示方法が異なるため、データをCSV形

式にエクスポートすると列の順序が変わる場合があります。

関係と論理テーブルをサポートするには、このような [データの表示 ]ウィンドウの列の順序変更が必

要となります。

カスタマイズされた列の順序に依存するスクリプトを使用する場合は、データの表示にTableau拡張

機能 APIを使用して、参照元データをCSV形式にダウンロードすることをお勧めします。

複数テーブルデータソースを使用した分析の変更

複数の関連するテーブルを持つデータソースを使用すると、Tableauでの分析の動作に影響しま

す。複数の関連付けられたテーブルがそれぞれ独立したドメインを持ち、ネイティブの詳細レベルを保

持するため、フィールドをビューにドラッグした結果は次のようになります。

l データが自然な詳細レベルでクエリされます。

l Vizに関連するデータだけがクエリされます。

l テーブル間の関係がクエリの結果に影響します。Vizの構築フローは、データモデル内での

フィールドのテーブルの相互関係や、直接関連しているかどうかによって異なる可能性があり

ます。

リレーションシップを持つ複数テーブルデータソースを使用する利点は次のとおりです。

l 関係では結合が使用されますが、その処理は自動的に行われます。ビジュアライゼーションで

使用されているフィールドに基づいて結合タイプが自動的に選択されます。分析中は、結合

650 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



タイプがインテリジェントに調整され、ネイティブの詳細レベルがデータ内で保持されます。

l ワークシートで使用されているフィールドの現在のコンテキストに基づいて、分析時に正しい集

計と適切な結合が生成されます。

l 1つのデータソースで複数のテーブルに様々な詳細レベルで対応しているため、同じデータを表

すために必要なデータソースが少なくなります。

l 一致しないメジャー値は削除されません (データが誤って失われることはありません)。
l 結合で発生する可能性のあるデータの複製やフィルターに関する問題が回避されます。

詳細については、データの関連付けページ621、関係を使用する複数テーブルのデータソースでの分

析動作 ページ696、複数テーブルの分析のトラブルシューティングページ711を参照してください。

リレーションシップクエリのしくみの関連情報については、Tableauの次のブログ投稿を参照してくださ

い。

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

変更されていない点

Tableauで単一テーブルの分析を行う動作は変更されていません。ディメンションとメジャーの混合を

含む単一の論理テーブル上の分析は、Tableau 2020.2以前と同様に機能します。

ディメンションのみの視覚化

関連テーブルを含む複数テーブルのデータソースを使用する場合 :ディメンションのみのvizを作成す

ると、Tableauは内部結合を使用するため、一致しないドメイン全体は表示されません。

ディメンション値の部分的な組み合わせを表示するには、次の方法を使用します。

l [空の行 /列を表示 ]を使用して、すべての可能な行を表示します。[分析 ]メニューをクリックし、

[テーブルレイアウト] > [空の行を表示 ]または [空の列を表示 ]を選択します。この設定では、

[日付 ]フィールドと[数値ビン]フィールドの高密度化もトリガーされますが、高密度化は不要な

場合があります。

l Vizで表されているテーブルの1つから<YourTable>(カウント)などのメジャーをビューに追加し

ます。これにより、そのテーブルのディメンションのすべての値が表示されます。

ディメンションと一致しない値の動作に驚いた場合

複数の論理テーブルのディメンションを使用するビジュアライゼーションを構築すると、最初は驚く可能

性があります。既定では、ビジュアリゼーション内のディメンションや行レベルの計算への入力で複数の

論理テーブルのフィールドを使用した場合、結果に表示されるのはすべてのディメンションに一致する

値がある箇所だけです。
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たとえば、データセットに [Customers (顧客 )]と[Purchases (購入 )]という2つの論理テーブルが含

まれているが、一部の顧客は購入を行っていないため、一致する行が [Purchases (購買 )]テーブル

にないとします。ディメンション[Customers].[Customer Name]を使用すると、購入を行ったかどうか

に関係なく、すべての顧客のリストが表示されます。その後、ディメンション[Purchases].[Product]を
ビジュアライゼーションに追加すると、結果が変化し、購入を行った顧客だけが購入した製品と共に

表示されます。

これが既定の動作です。この動作には次のようないくつかの方法で対処できます。

l すべての可能な行を表示する[空の行 /列を表示 ]を使用して、ディメンションと一致しない値

を再び表示できます。[分析 ]メニューをクリックし、[テーブルレイアウト] > [空の行を表示 ]また

は [空の列を表示 ]を選択します。この設定では、[日付 ]フィールドと[数値ビン]フィールドの

高密度化もトリガーされますが、高密度化は不要な場合があります。

l いずれかのディメンションをメジャーに変換します。たとえば、COUNT([Purchases].[Product])
を代わりに使用すると、購入を行っていない顧客も表示され、該当箇所には「0」が表示され

ます。すべての製品を表示する場合は、この方法を実行できない可能性があります。

l 一致しない値を持つテーブルからメジャーをビューに取り込みます。たとえば、COUNT
([Customers])を[詳細 ]シェルフに追加すると、すべての製品を表示したまま、一致しない顧

客を再び表示できます。

l 論理レベルで2つのテーブルを関連付ける代わりに、以前のバージョンのTableauと同様に、

物理レベルで外部結合を使用してテーブルを結合できます。一致しない値をこの方法で表

示すると、副作用があまりありません。クエリは常に両方のテーブルに対して実行され、一致し

ないテーブルのフィールドが使用されていない場合でもNULL値がビジュアライゼーションとク

イックフィルターに表示されるため、結合によって発生した不要な重複を削除するLOD計算

を作成する必要があります。

テーブルの [レコード数 ]ではなく[カウント]フィールドが使用される

論理テーブルを含むデータソースに [レコード数 ]フィールドが表示されなくなります。すべてのテーブル

にはレコードの数が、そのテーブルの詳細レベルに、TableName(Count)フィールドとして含まれていま

す。前の例では、アドレス(カウント)、顧客 (カウント)、およびLineItems (カウント)を参照してくださ

い。

テーブルのカウント=テーブルごとのレコード数の合計。テーブルの [カウント]フィールドの上に計算を

作成することはできません。[カウント]は集計専用です。

メモ:ビューで [レコード数 ]を使用していた2020.2以前のワークブックを開くと、[データ]ペイン

に [レコード数 ]フィールドが表示されることがあります。
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クロステーブル計算

複数のテーブルにまたがる計算を作成できます。クロステーブル計算では、既定で内部結合クエリセ

マンティクスが使用されます。この計算は、参照する論理テーブル間の結合の上で実行されます。ま

た、外部結合を行う行レベルの計算をテーブル間で作成できるようになりました。

計算はNULLディメンションが追加された後に評価されるため、IFNULL([Dimension], "Missing")の
ような計算を使用してNULLを他の値に変更できます。

SUMを使用した総計

SUMを使用した総計は、小計のSUMではなく、フィールドの論理テーブルの固有の詳細レベルでの

実際の合計を反映します。

リレーションシップによって発生する自動結合とNULL

Tableauバージョン2020.2以降で、関係によって発生する結合を実行する際に、NULLに対して

NULLが結合されることはありません。

一致しない値によるNULLの動作

ディメンションに関連付けられていない値が含まれるメジャーをビューに追加すると、NULLディメンショ

ン値が追加されます。

Tableauでは、一致しない値 (または関連付けられていないディメンション値 )が参照元データソース

内の本物のNULL値と同じように処理されるため、この現象が発生します。集計やフィルターでは、

両方のNULL値がまとめて処理されます。

たとえば、SUM(Sales),[State]に一致するそれぞれの [State (都道府県 )]値は都道府県を表し

ます。そのSUM(Sales)は、単一の都道府県での合計です。一致しない値によるNULLがあると、

SUM(Sales)は複数の都道府県の値を反映する可能性があります。

この動作が望ましくない場合は、メジャーテーブルのすべての行がディメンションテーブルの行と一致す

るようにデータをクリーンアップできます。この処理はTableau Prepで実行できます。または、シート内

でNULLをクリックして[除外 ]を選択することにより、NULLを除外できます。その後、パフォーマンスオ

プションの設定で [All Records Match (すべてのレコードが一致 )]を選択することにより、メジャー

テーブルとディメンションテーブルの間のリレーションシップを編集できます。

一致しない値によるNULLを[フィルターの編集 ]ダイアログボックスで処理する

ディメンションにフィルターを適用する際にNULLが出現した場合、次の規則が当てはまります。

l [全般 ]タブでは、NULL行を含めるか除外するかをチェックボックスによって明示的に指定でき

ます。
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l [ワイルドカード]タブの設定はNULLが表示されるかどうかに影響しません (処理されるのはテ

キスト値だけであり、NULLはテキスト値として扱われないため)。
l [条件 ]タブや [上位 ]タブでは、[なし]以外の設定を使用すると"NULL"状態が除外されま

す。

関係の検証

分析用のデータモデルを検証するには、いくつかのオプションがあります。データソースのモデルを作成

する際は、シートにアクセスしてそのデータソースを選択し、Vizを構築して、レコード数、想定される

データ、一致しない値、NULL値、繰り返されるメジャー値を調べることをお勧めします。さまざまな

テーブルのフィールドを使用して、すべてが想定したとおりに表示されることを確認してください。

検索対象 :

l データモデル内のリレーションシップで、テーブルに合った適切なフィールドが使用されています

か?
l 複数の一致するフィールドペアを追加すると、関係がより正確になりますか?
l さまざまなディメンションとメジャーをさまざまなテーブルからビューにドラッグするとどうなりますか?
l 予期される行数が表示されますか?
l パフォーマンスオプションの設定の一部を既定の設定から変更した場合、想定したとおりの値

がVizに表示されますか?そうならない場合は、設定を確認するか既定値にリセットできま

す。

関係とデータモデルを検証するためのオプションは次のとおりです。

l すべてのテーブルにはレコードの数が、そのテーブルの詳細レベルに、TableName(Count)
フィールドとして含まれています。テーブルのレコード数を表示するには、[カウント]フィールドを

ビューにドラッグします。すべてのテーブルの数を表示するには、[データ]ペインで各テーブルの

[カウント]フィールドを選択し、[表示形式 ]の [テキストテーブル]をクリックします。

l [データ]ペインの [データの表示 ]をクリックして、テーブルごとの行数とデータ数を確認します。

また、関係の作成を始める前に、分析前や分析中にデータソースからデータを表示すると、

各テーブルの範囲を把握するのに役立ちます。詳細については、参照元データの表示 ページ

2602を参照してください。

l ディメンションを行にドラッグして、ステータスバーの行数を確認します。一致しない値を表示

するには、[分析 ]メニューをクリックし、[テーブルレイアウト] > [空の行を表示 ]または [空の列

を表示 ]を選択します。また、Vizで表されるテーブルの1つから<YourTable>(カウント)など、

さまざまなメジャーをビューにドラッグすることもできます。これにより、そのテーブルのディメンショ

ンのすべての値が表示されます。

ヒント:関係に対して生成されるクエリを表示する場合は、Tableau Desktopのパフォーマンスレコー

ダーを使用できます。
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1. [ヘルプ]メニューをクリックし、[設定とパフォーマンス] > [パフォーマンス記録の開始 ]を選択しま

す。

2. ビューにフィールドをドラッグしてVizを作成します。

3. [ヘルプ]メニューをクリックし、[設定とパフォーマンス] > [パフォーマンス記録の停止 ]を選択しま

す。[Performance Recording (パフォーマンス記録 )]ワークブックが自動的に開きます。

4. パフォーマンスの概要ダッシュボードの [時間で並べ替えられたイベント]で、[クエリの実行 ]バー

をクリックし、以下のクエリを表示します。

より高度なもう1つのオプションは、GitHubにあるTableau Log Viewerを使用することです。end-

protocol.queryを使用して、特定のキーワードにフィルターを適用できます。詳細については、ま

ずGitHubにあるTableau Log ViewerのWikiページをご覧ください。

関係、データモデル、データソースに関する質問

Tableauのデータモデリングと関係について寄せられた質問の一部を次に示します。このリストにない

質問がある場合は、このヘルプページの右下隅にある青い [フィードバックの送信 ]アイコンをクリックし

て、その質問を共有してください([はい]または [いいえ]をクリックし、[コメント]フィールドに質問を追加

して、[送信 ]をクリックします)。

関係

関係は結合の名前が異なっているだけですか。

関係は、複数のテーブルのデータを分析用に組み合わせる動的で柔軟な方法です。関係では、2つ

の独立した論理テーブルを相互に関連付ける方法が説明されていますが、テーブルがマージされるこ

とはありません。(論理テーブルとは)テーブル間で関係を作成しても、各テーブルは分離 (正規化 )さ
れていて、ネイティブの詳細レベルやドメインは維持されます。関係を使用して、マルチファクトデータ

モデルを作成できます。

関係に結合タイプを設定することはできません。関係では、分析時にコンテキストが発生するまで結

合が行われません。分析中は、結合タイプがインテリジェントに調整され、ネイティブの詳細レベルが

データ内で保持されます。元となる結合について考えずに、Vizのフィールドの詳細レベルで集計を見

ることができます。

関係は多対多にすることができ、完全外部結合を使用できます。FIXEDなどのLOD式を使用し

て、関連付けられたテーブル内でデータが重複しないようにする必要はありません。

詳細情報 :関係を使用したデータの組み合わせに関する関連情報については、次のトピックとブログ

投稿も参照してください。

l データの関連付け

l Tableau データモデルページ666
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l 関係と結合の違いページ677
l 複数テーブルのデータ分析に関係を使用するページ639
l 関係を気軽に使ってみるページ716
l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

また、「Tableauが関係を発明した理由」など、Action Analyticsからの関係に関するビデオポッド

キャストも参照してください。詳細については、ライブラリの [ビデオポッドキャスト]をクリックしてくださ

い。

論理テーブル間の結合を使用できますか。

論理テーブル間の関係を使用する必要があります。論理テーブルに含まれている物理テーブル間で

のみ結合を使用できます。論理テーブルをダブルクリックして開きます。

関係によってデータの準備と分析がより簡単で直感的に行えるようになるため、データを結合する際

の最初のアプローチとして関係を使用することをお勧めします。結合は、必要不可欠な場合にのみ

使用してください。結合を使用する状況としては、次のような場合が考えられます。

l 2020.2より前のバージョンから2020.2にアップグレードしたTableauに対してデータソースを

引き続き使用する

l 特定の結合タイプを明示的に使用する

l 共有ディメンションに対応するデータモデルを使用する

結合について結合を使用してテーブルのデータを組み合わせることはできますか?

結合は、データを組み合わせるためのオプションとして引き続き使用できます。結合を操作するには

論理テーブルを開くだけです (論理テーブルをダブルクリックして開く)。結合するテーブルは、単一の論

理テーブルにマージされます。

結合についてページ680

関係はブレンドのようなものですか?ブレンドを使用する場合はいつですか?

関係とブレンドでは異なる詳細レベルでの解析を使用できますが、それぞれ明確な違いがあります。

パブリッシュされたデータソースのデータを組み合わせる場合、ブレンドが現在選択できる唯一のオプ

ションとなります。

また、2つのテーブルを結合するために使用されるフィールドがワークシートに依存している場合にも、

ブレンドを使用することを選択できます。

ブレンドでは左結合のみがサポートされ、関係は完全外部結合をサポートします。ブレンドはシート

ごとにカスタマイズできます。
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関係とブレンドページ634

データソース、データモデル、接続

データソースはどのように変更されましたか?

2020.1より前のTableauバージョンでは、結合とユニオンを使用して [データソース]ページで組み合

わせたテーブルによって、データソースのデータモデルが構成されていました。データは単一のフラット

テーブルにマージされていました。

Tableau 2020.2以降では、Tableauのデータモデルに新しい論理レイヤーが追加されています。この

論理レイヤーと関係により、必要なデータをTableauに取り込むためのオプションが拡張されます。詳

細レベルが異なる複数のテーブルを持つ、正規化されたデータソースを作成できるようになりました。

関連付けられたテーブルはマージされず、個別のテーブルのままとなります。関係を使用すると、複数

のテーブル間で行うデータの作成や分析がより柔軟で直感的になります。

引き続き、単一テーブルデータソースを作成できます。結合、ユニオン、カスタムSQLなどの組み合

わせを使用して論理テーブルを作成できます。Tableauで単一テーブルの分析を行う動作は変更さ

れていません。ディメンションとメジャーの混合を含む単一の論理テーブル上の分析は、Tableau
2020.2以前と同様に機能します。ワークブックやデータソースをTableauバージョン2020.2にアップグ

レードすると、2020.2より前のデータソースを表す単一の論理テーブルが含まれ、以前と同じように動

作します。

論理テーブルと物理テーブルとは何ですか？

Tableauバージョン2020.2以降のデータソースでは、テーブルを関連付けることができる論理レイ

ヤーと、テーブルを結合またはユニオンすることができる物理レイヤーの2つのレイヤーを持つデータモ

デルを使用します。論理レイヤーにドラッグしたテーブルは、関係を使用し、論理テーブルと呼ばれま

す。すべての論理テーブルには、物理レイヤーより1つ多くの物理テーブルを含めることができます。

詳細については、Tableau データモデルページ666を参照してください。

異なる接続のテーブル間に関係は存在しますか。

はい。異なる接続のテーブル間で関係を持つデータソースを作成できます。詳細については、「データ

ソースの計画 ページ596」の「データの組み合わせページ600」を参照してください。

不等価演算子または計算フィールドを使用して関係を定義できますか?

Tableau 2020.3以降では、計算フィールドに基づいて関係を作成でき、関係に使用するフィールドを

関係定義の演算子を用いて較できます。

次のコネクタは不等価演算子をサポートしていないことに注意してください。
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l Google BigQuery
l MapR
l Salesforce

すべての接続タイプは論理テーブルと関係をサポートしていますか？

ほとんどのリレーショナル接続タイプは完全にサポートされています。キューブ、SAP HANA (OLAP属

性付き)、JSON、Googleアナリティクスは、20.2では1つの論理テーブルに制限されています。スト

アドプロシージャは、単一の論理テーブル内でのみ使用できます。

パブリッシュされたデータソースを相互に関連付けることはできません。

未対応

l キューブデータベースは、新しい論理レイヤーをサポートしていません。キューブに接続すると、

2020.2より前のバージョンと同じ操作ができるようになります。

l ストアドプロシージャ:フェデレーション、関係、結合に対応していません。これらは1つの論理

テーブルで表され、結合 /ユニオンキャンバス(物理レイヤー)を開くことは許可されていません。

l Splunk:左結合 (したがって論理テーブルに関連付ける)をサポートしていません。

l JSON:フェデレーション、カスタムSQL、結合、関係 (ユニオンのみ)に対応していません。

l LOD calcsに対応していないデータソース。詳細は、「詳細レベル表現に対するデータソース

の制約 ページ2543」を参照してください。

限定サポート

l SalesforceとWDC標準接続 :論理テーブル内では結合テーブルとして示されます。現在、

単一の論理テーブルデータソースに対してのみ、追加がサポートされています。標準接続は

既存のテーブルに結合できません。

l SAP HANA:接続にOLAP属性が設定されている場合、論理テーブルの関連付けに対応し

ません。

どのようなタイプのデータモデルに対応していますか?

Tableau データモデルページ666と対応しているデータモデルのスキーマページ673を参照してくださ

い。

使用できる[データソース]ページのクラシックビューはありますか?

[データソース]ページキャンバスの物理レイヤーは、基本的には、以前のバージョンのTableauで使

用されている[データソース]ページの「クラシックビュー」です。

[データソース]キャンバスの既定のビューは、Tableauバージョン2020.2以降の論理レイヤーです。

キャンバスの物理レイヤーに移動するには、[データソース]ページキャンバスで論理テーブルをダブル

クリックする必要があります。
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単一のテーブルデータソースを作成する方法

[データソース]ページのキャンバス(論理レイヤー)に単一のテーブルをドラッグします。ワークシートで、

[データ]ペインのテーブルにあるフィールドを分析用に使用します。

テーブルをダブルクリックすると、単一の論理テーブル内にデータを追加できます。これにより、[データ

ソース]ページのキャンバスの物理レイヤーが開きます。結合やユニオンを使用する必要がある場合

は、結合したりユニオンしたりするテーブルを物理レイヤーキャンバスにドラッグできます。物理テーブル

が単一の論理テーブルにマージされます。

この例では、データソースの関係キャンバス(論理レイヤー)に [Book]テーブルが表示されます。

[Book]論理テーブルをダブルクリックすると、結合 /ユニオンキャンバス(物理レイヤー)が開きます。結

合によって、[Award]テーブルと[Info]テーブルが [Book]テーブルにマージされます。

行レベルのセキュリティは変更されていますか?

行レベルのセキュリティ機能に変更はありません。行レベルのセキュリティの詳細については、Tableau
Serverヘルプの「行レベルセキュリティのベストプラクティス」を参照してください。

新しいデータモデルでカスタムSQLを使用する方法

[データソース]ページの左ペインにある[新しいカスタムSQL]オプションをダブルクリックします (以前と

同様 )。カスタムSQLは、単一の論理テーブルに含まれます。

Tableauバージョン2020.2で古いデータソースを開くとどうなりますか?

データは変更されずに移行され、ワークブックはこれまでどおり使用できます。
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2020.2以前のバージョンのワークブックやデータソースを2020.2以降のバージョンのTableauで開く

と、データソースは "Migrated Data (移行済みのデータ)"という名前の単一の論理テーブルとしてキャ

ンバスに表示されます。[移行済みデータ]というテーブル名は変更できます。

元の非正規化済みのデータは、もともと結合やユニオンを使用して1つまたは複数のテーブルから構

築された可能性があります。データソースをTableauバージョン2020.2以降で開くと、Tableauは、

データやワークブックが変更されずに移行されるように、非正規化されたデータモデルを新しいデータ

モデル内の単一の論理テーブルに移行します。

単一の論理テーブルを構成する物理テーブルを表示するには、その論理テーブルをダブルクリックし

て、物理レイヤーで開きます。結合とユニオンを含む、基となる物理テーブルが表示されます。

移行したデータソースを結合ではなく関係を使用するように変更する必要があります

か?

物理レイヤーの結合を使用して定義された既存の複数テーブルのデータソースがある場合でも、以

前と同様に機能します。データソースを変更する必要はありません。論理テーブルを移行したテーブ

ルに関連付けることはできますが、論理テーブルをダウングレードすることはできません。

データモデルにテーブルを追加する場合は、結合ではなく関係を使用するようにデータソースを変更

することを検討してください。この場合、物理レイヤーからテーブルを削除した後で、論理レイヤーに

追加する必要があります。

Web上のデータモデルを表示または編集するにはどうすればよいですか。

パブリッシュされたデータソースのデータモデルは、Web上で表示または編集できます。詳細について

は、「パブリッシュされたデータソースを編集するページ3068」を参照してください。

Tableau Desktopの以前のバージョン(バージョン2020.1以前 )で、Tableau Serverま
たはTableau Cloud (バージョン2020.2以降 )のデータソースを使用できますか?

以前のバージョンのTableau Desktop (バージョン2020.1以降 )で、パブリッシュされたデータソースま

たはパブリッシュされたワークブックをTableau ServerまたはTableau Cloudバージョン2020.2以降

から開こうとすると、データソースのルートテーブルに関連していた論理テーブルが削除されます。ルー

トテーブル (そのデータソースモデルに最初に追加されたテーブル)だけが残ります。

以前のバージョンのTableauで、ローカルファイルデータソースを使用しようとすると、次の問題が発

生します。

l Tableauでは、データソースが新しいバージョンのTableauからのものであり、以前のバージョ

ンと互換性がないことを示す警告が表示されます。

l [データソース]ページでは、ルートテーブルだけがデータソースに残ります。
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l Tableau Destktopワークシートの [データ]ペインに、ルートテーブルの一部ではないフィールド

の横にエラー (赤い感嘆符 )が表示されます。

以前のバージョンのTableauで、パブリッシュされたデータソースを使用しようとすると、次の問題が発

生します。

l Tableauでは、データソースが新しいバージョンのTableauからのものであり、以前のバージョン

と互換性がないことを示す警告が表示されます。

l Tableau Desktopワークシートの [データ]ペインで、選択したデータソースの横にエラー (赤い

感嘆符 )が表示されるほか、接続を更新する必要があることを示すメッセージが返されます。エ

ラーの詳細については、[詳細を表示 ]をクリックしてください。

パブリッシュされたデータソースを相互に関連付けることができますか。

パブリッシュされたデータソースを相互に関連付けることはできません。ただし、パブリッシュされたデータ

ソースのデータモデルを編集および表示することはできます。

パブリッシュされたデータソースのデータを組み合わせる場合、ブレンドが現在選択できる唯一のオプ

ションとなります。

関係とブレンドページ634

抽出は関連する論理テーブルとどのように連係しますか。

抽出データは、論理テーブル (単一テーブルのオプションを置き換える)や物理テーブル (複数テーブル

のオプションを置き換える)に基づいて保存されるようになりました。詳細については、抽出の作成 ペー

ジ876を参照してください。

2020.1以前のバージョンにダウングレードする必要がある場合、論理テーブル間の関係

はどうなりますか?

ワークブックを2020.1以前のバージョンのTableauにダウングレードすると、モデルのルートテーブルに

関連付けられたすべての論理テーブルがデータソースから削除されます。ルートテーブル (そのモデル

に最初に追加されたテーブル)だけが残ります。

論理テーブル (ルート以外 )のフィールドを使用したワークブック内のすべてのシートは、テーブルとフィー

ルドがデータモデルから削除されているため、無効になります。

ダウングレードは、単一テーブルのデータソースを含むワークブックに最適です。

新しいデータモデルはキューブとどのように連係しますか。

キューブは、Tableauの以前のバージョンと同じように動作します。キューブデータソースは、現在と同

様に単一テーブルのデータソースとして表示されます。キューブデータを使用して関係を作成すること

はできません。
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その他のTableauの機能や製品を使用した操作

"データの説明を見る"は、関係を使用する複数テーブルのデータソースで動作します

か?

Tableauバージョン2020.3以降では、複数の関連するテーブルを含むデータソースで「データの説

明を見る」を使用できます。"データの説明を見る"で複数テーブルの関連データを分析するには、関

係のカーディナリティと参照整合性を正しく設定する必要があります。

Tableauバージョン2020.2以降では、単一テーブルのデータソースでのみ「データの説明を見る」を

使用できます。データソースには、1つまたは複数の物理テーブルで定義された単一の論理テーブル

を含めることができます。

[データに聞く]は、複数テーブルのデータソースで動作しますか?

[データに聞く]は、複数テーブルの正規化されたデータソースに完全に対応します。

新しいデータモデリング機能は、Tableau Bridgeの使用にどのような影響を与えます

か?

Tableau Bridgeの最新バージョンを使用すると、Tableauバージョン2020.2以降のデータモデリング

機能との完全な互換性が提供されます。

Tableau Prepを使用してデータソースを作成する場合と、Tableau Desktop、Tableau
Cloud、Tableau Serverで作成する場合の違いは何ですか?

Tableau Prepは、データをクリーンアップし、物理テーブルが含まれるフロー、抽出、パブリッシュされた

データソースを作成します。

Tableau Desktop、Tableau Cloud、Tableau ServerのWeb作成では、正規化されたデータモデル

を使用するデータソースを作成できます。これらのデータモデルは論理テーブルと物理テーブルで構

成でき、データソースは、ライブデータソースや抽出として保存できます。

関係で組み合わせることができるのは論理テーブルだけです。物理テーブルは結合したりユニオンし

たりできます。

複数テーブルのデータソースを使用した分析

関係を使用する複数テーブルのデータソースでは分析動作が異なりますか?

複数の関連するテーブルを持つデータソースを使用すると、Tableauでの分析の動作に影響しま

す。複数の関連付けられたテーブルがそれぞれ独立したドメインを持ち、ネイティブの詳細レベルを保

持するため、フィールドをビューにドラッグした結果は次のようになります。
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l データが自然な詳細レベルでクエリされます。

l Vizに関連するデータだけがクエリされます。

l テーブル間の関係がクエリの結果に影響します。Vizの構築フローは、データモデル内での

フィールドのテーブルの相互関係や、直接関連しているかどうかによって異なる可能性がありま

す。

詳細については、「関係を気軽に使ってみる」、関係を使用する複数テーブルのデータソースでの分

析動作 ページ696、ディメンションと一致しない値の動作に驚いた場合 ページ651、複数テーブルの

分析のトラブルシューティングページ711を参照してください。

LODは新しいデータモデルでも同じように動作しますか。LODを使用する場合はいつで

すか。

LODの式と計算は同じように動作します。Tableauで入力テーブルの詳細レベル (LOD)を把握でき

るようになったため、LOD計算を使用して結合による不要な重複を削除する必要がなくなりました。

LOD calcsを使用して次の目的を実行する場合もあります。

l ソーステーブル内の不要な重複の処理

l マルチレベル集計の計算 (合計の平均など)
l コホート分析を行うには(例えば、各顧客の最初の注文日を計算する)

LOD計算のディメンションに単一のテーブルのフィールドが含まれている場合、そのLOD計算は [デー

タ]ペインに含まれるテーブルに表示されます。

データと関係を正しく組み合わせたかどうかを確認する方法はありますか。

分析用のデータモデルを検証するには、いくつかのオプションがあります。データソースのモデルを作成

する際は、シートにアクセスしてそのデータソースを選択し、Vizを構築して、レコード数、想定される

データ、一致しない値、NULL値、繰り返されるメジャー値を調べることをお勧めします。さまざまな

テーブルのフィールドを使用して、すべてが想定したとおりに表示されることを確認してください。

検索対象 :

l データモデル内のリレーションシップで、テーブルに合った適切なフィールドが使用されています

か?
l 複数の一致するフィールドペアを追加すると、関係がより正確になりますか?
l 異なるディメンションやメジャーをビューにドラッグするとどうなりますか?
l 予期される行数が表示されますか?
l パフォーマンスオプションの設定の一部を既定の設定から変更した場合、想定したとおりの値

がVizに表示されますか?そうならない場合は、設定を確認するか既定値にリセットできます。

関係とデータモデルを検証するためのオプションは次のとおりです。
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l すべてのテーブルにはレコードの数が、そのテーブルの詳細レベルに、TableName(Count)
フィールドとして含まれています。テーブルのレコード数を表示するには、[カウント]フィールドを

ビューにドラッグします。すべてのテーブルの数を表示するには、[データ]ペインで各テーブルの

[カウント]フィールドを選択し、[表示形式 ]の [テキストテーブル]をクリックします。

l [データ]ペインの [データの表示 ]をクリックして、テーブルごとの行数とデータ数を確認します。

また、関係の作成を始める前に、分析前や分析中にデータソースからデータを表示すると、

各テーブルの範囲を把握するのに役立ちます。詳細については、参照元データの表示 ページ

2602を参照してください。

l ディメンションを行にドラッグして、ステータスバーの行数を確認します。一致しない値を表示

するには、[分析 ] メニューをクリックし、[テーブルレイアウト] > [空の行を表示 ]または [空の列

を表示 ]を選択します。また、Vizで表されるテーブルの1つから<YourTable>(カウント)など、

さまざまなメジャーをビューにドラッグすることもできます。これにより、そのテーブルのディメンショ

ンのすべての値が表示されます。

Tableauが関係に対して生成しているクエリを表示できますか。

関係に対して生成されるクエリを表示する場合は、Tableau Desktopのパフォーマンスレコーダーを

使用できます。

1. [ヘルプ]メニューをクリックし、[設定とパフォーマンス] > [パフォーマンス記録の開始 ] を選択しま

す。

2. ビューにフィールドをドラッグしてVizを作成します。

3. [ヘルプ]メニューをクリックし、[設定とパフォーマンス] > [パフォーマンス記録の停止 ] を選択しま

す。[Performance Recording (パフォーマンス記録 )]ワークブックが自動的に開きます。

4. パフォーマンスの概要ダッシュボードの [時間で並べ替えられたイベント]で、[クエリの実行 ]バー

をクリックし、以下のクエリを表示します。

より高度なもう1つのオプションは、GitHubにあるTableau Log Viewerを使用することです。end-

protocol.queryを使用して、特定のキーワードにフィルターを適用できます。詳細については、ま

ずGitHubにあるTableau Log ViewerのWikiページをご覧ください。

インターフェイスのさまざまな部分に対する変更

[データソースページ]はどのように変更されましたか？ データグリッド？データの表示？
データペイン？

[データソース]ページ (キャンバス、データグリッド)、[データの表示 ]、[データ]ペインが更新され、複数

テーブルの分析操作に対応しています。

データソースキャンバスの最初のビューが論理レイヤーになり、関係を定義します。[データグリッド]に
は、各テーブルの詳細レベルの行データが表示されます。
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[データ]ペインでは、フィールドと計算フィールドがネイティブの詳細レベル別に自動的に整理されま

す。

[データの表示 ]ウィンドウには、レプリケーションを行わずに、行レベルのデータが適切な詳細レベルで

表示され、検証が容易になります。[Table(Count)]フィールドを使用して、[データ]ペインの各テーブル

の行数を取得します。

[データソースページ]の変更 ページ646

データグリッドページ647

データの表示 ページ650

ワークシートのデータペインページ648

Tableau 2020.2以降におけるデータ表示の列の順序変更

Tableau 2020.2以降で以前のバージョンのTableauからデータソースを開くと、列の順序が変わる

場合があります。[データの表示 ]ウィンドウでは列の表示方法が異なるため、データをCSV形式にエ

クスポートすると列の順序が変わる場合があります。

関係と論理テーブルをサポートするには、このような [データの表示 ]ウィンドウの列の順序変更が必要

となります。

カスタマイズされた列の順序に依存するスクリプトを使用する場合は、データの表示にTableau拡張

機能 APIを使用して、参照元データをCSV形式にダウンロードすることをお勧めします。

テーブルの数とレコード数の比較

論理テーブルを含むデータソースに [レコード数 ]フィールドが表示されなくなります。すべてのテーブル

にはレコードの数が、そのテーブルの詳細レベルに、TableName(Count)フィールドとして含まれていま

す。前の例では、アドレス(カウント)、顧客 (カウント)、およびLineItems (カウント)を参照してくださ

い。

テーブルのカウント=テーブルごとのレコード数の合計。テーブルの [カウント]フィールドの上に計算を作

成することはできません。[カウント]は集計専用です。

メモ:ビューで [レコード数 ]を使用していた2020.2以前のワークブックを開くと、[データ]ペインに

[レコード数 ]フィールドが表示されることがあります。

セット、グループ、計算フィールドはどこに表示されますか?

フィールドがテーブルに属している場合は、テーブルの下に一覧表示されます。そうでない場合は、

[データ]ペインの下部にある[一般領域 ]にリストされます。
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すべての入力フィールドを同じテーブルから取得している場合、計算フィールドは元のフィールドと共に

リストされます。

セットとグループは、元のフィールドと共にテーブルの下に表示されます。

特定のテーブルに属していないフィールドは、テーブルの下の一般領域に表示されます。これには、

集計計算、複数テーブルのフィールドを使用する計算、メジャーネーム、メジャーバリューなどがあり

ます。

Tableauデータモデル

Tableauで作成したすべてのデータソースには、データモデルがあります。データモデルとは、接続し

たデータベーステーブルでデータをどのようにクエリするかをTableauに伝える図のようなものです。

[データソース]ページでキャンバスに追加したテーブルによって、そのデータモデルの構造が作成され

ます。データモデルには、単一テーブルのように単純なものもあります。また、複数のテーブルを含む

複雑なモデルには、リレーションシップ、結合、ユニオンなどのさまざまな組み合わせが使用されていま

す。

データモデルには、次の2つのレイヤーがあります。

l [データソース]ページのキャンバスで最初に表示される既定のビューは、そのデータソースの論

理レイヤーです。論理レイヤーでは、リレーションシップ(ヌードル)を使用してデータを組み合わ

せます。このレイヤーは、[データソース]ページのリレーションシップのキャンバスと考えてくださ

い。詳細については、「複数テーブルのデータ分析に関係を使用するページ639」を参照して

ください。

l 次のレイヤーは物理レイヤーです。物理レイヤーでは、結合とユニオンを使用してテーブル間

でデータを組み合わせます。このレイヤーでは、それぞれの論理テーブルに少なくとも1つの物

理テーブルが含まれています。物理レイヤーは、[データソース]ページの結合 /ユニオンのキャン

バスと考えてください。論理テーブルをダブルクリックして、結合とユニオンを表示または追加し

ます。

論理レイヤー 物理レイヤー

ヌードル=リレーションシップ ベン図 =結合
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論理レイヤー 物理レイヤー

複数の関連するテーブルがあるデータソースの最上
位ビュー。これが論理レイヤーになります。論理テー
ブルは、リレーションシップ(ヌードル)を使用して組み
合わせることができます。結合タイプは使用されませ
ん。論理テーブルは物理テーブルのコンテナのように
機能します。

論理テーブルをダブルクリックで開き、物理テーブルを表
示します。物理テーブルは、結合またはユニオンを使用
して組み合わせることができます。この例では、書籍の
論理テーブルが、結合された3つの物理テーブル (書
籍、賞、情報 )で構成されています。

論理レイヤー 物理レイヤー

[データソース]ページのリレーションシップの

キャンバス

[データソース]ページの結合 /ユニオンのキャン

バス

ここにドラッグしたテーブルは論理テーブルと

呼ばれます

ここにドラッグしたテーブルは物理テーブルと呼

ばれます

論理テーブルは他の論理テーブルに関連付

けることができます

物理テーブルは、他の物理テーブルに結合ま

たはユニオンすることができます

論理テーブルは物理テーブルのコンテナのよ

うに機能します

論理テーブルをダブルクリックすると、その物理

テーブルが表示されます。

詳細レベルは、論理テーブルの行レベルに

あります。

詳細レベルは、マージされた物理テーブルの行

レベルにあります。

論理テーブルは、データソースにマージされ

ず、行の重複が削除された(正規化 )状態

のままになります。

物理テーブルは、論理テーブルを定義する単

一のフラットなテーブルにマージされます。
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データモデルのレイヤー

データソースで表示されるトップレベルビューは、データモデルの論理レイヤーです。このレイヤーで

は、結合ではなくリレーションシップを使用してテーブルを組み合わせるため、リレーションシップのキャ

ンバスとみなすこともできます。

複数のテーブルのデータを組み合わせる場合、論理レイヤーのキャンバスにドラッグするテーブルには

別のテーブルとのリレーションシップが存在する必要があります。関係の結合タイプを指定する必要は

ありません。Tableauでは、ワークシート内の分析のフィールドとコンテキストに基づいて、適切な結合

タイプが自動的に選択されます。

データモデルの物理レイヤーでは、結合とユニオンを使用してデータを組み合わせることができます。

このキャンバスではピボットのみを使用できます。このレイヤーは、結合 /ユニオンのキャンバスと考える

ことができます。以前のバージョンのTableauでは、データモデル内で物理レイヤーが唯一のレイヤー

でした。それぞれの論理テーブルには、1つまたは複数の物理テーブルを含めることができます。

重要 : Tableauでは引き続き、結合とユニオンを使用する単一テーブルのデータソースを作成するこ

とができます。Tableauで単一テーブルの分析を行う動作は変更されていません。アップグレードした

ワークブックは、2020.2以前と同じように動作します。

詳細情報 :関係を使用したデータの組み合わせに関する関連情報については、次のトピックとブログ

投稿も参照してください。

l 関係と結合の違いページ677
l 複数テーブルのデータ分析に関係を使用するページ639
l データの関連付け

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

また、「Tableauが関係を発明した理由」など、Action Analyticsからの関係に関するビデオポッド

キャストも参照してください。詳細については、ライブラリの [ビデオポッドキャスト]をクリックしてくださ

い。

[データモデル]について

以前のバージョンのTableauでは、データモデルには物理レイヤーしかありませんでした。Tableau
2020.2以降では、データモデルには論理レイヤーと物理レイヤーがあります。これにより、分析に合

わせてスキーマを使用してデータを結合するためのオプションが増えます。
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Tableau 2020.2以降では、データソースに論理レイヤーが追加されました。論理テーブルには、物理レイヤーの中に
物理テーブルが含まれています。

以前のバージョンのTableauでは、データソースにあるデータモデルは、結合とユニオンを指定できる

単一の物理レイヤーで構成されていました。結合やユニオンを使用して物理レイヤーに追加された

テーブルによって、分析に使用できる単一の平坦化された(非正規化済みの)テーブルが作成されて

いました。

以前のバージョン 2020.2 以降

2020.2より前のバージョンのTableauでは、
データモデルには物理レイヤーだけが含まれて
います。

2020.2以降では、データモデルには論理レイヤーと物理レイ
ヤーの2つのレイヤーがあります。

Tableau 2020.2では、データソースのデータモデルには、物理レイヤーの上に新しいセマンティックレ

イヤー (論理レイヤー)が含まれ、ここでは、複数のテーブルを追加して相互に関連付けることができま

す。論理レイヤーにあるテーブルは、データソースにマージされず、独立した(正規化された)状態のま

まで、ネイティブの詳細レベルが維持されます。
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論理テーブルは、マージされた物理テーブルのコンテナーのように機能します。論理テーブルには、単

一の物理テーブルを含めることができます。または、結合またはユニオンを使用してマージされた複数

の物理テーブルを含めることができます。

新しいモデルの構築

基本的に、論理レイヤーに1つまたは複数のテーブルを追加すると、データソースのデータモデルを

構築できます。単一の論理テーブルからデータソースを作成するか、複数のテーブルをキャンバスに

ドラッグして複雑なモデルを作成できます。

l キャンバスにドラッグした最初のテーブルは、データソース内のデータモデルのルートテーブルに

なります。

l ルートテーブルをドラッグした後、任意の順序でさらに別のテーブルをドラッグできます。相互に

関連付ける必要があるテーブルに加えて、各関係に対して定義する、一致したフィールドペ

アを考慮する必要があります。

l スタースキーマを作成する場合は、最初にファクトテーブルをドラッグしてから、ディメンション

テーブルをそのテーブルに関連付けると便利です。

l キャンバス内のテーブルを削除すると、関連する子孫も自動的に削除されます。ルートテーブ

ルを削除すると、モデル内の他のすべてのテーブルも削除されます。

l 各関係は、少なくとも1つの一致するフィールドペアで構成する必要があります。複数の

フィールドペアを追加すると、複合リレーションシップを作成できます。一致するペアは同じデー

タ型である必要があります。[データソース]ページでデータ型を変更しても、この要件は変更

されません。Tableauでは、クエリの参照元データベースのデータ型が引き続き使用されます。

l リレーションシップは計算フィールドに基づきます。

l リレーションシップを定義する際は、演算子を使用して、リレーションシップで使用するフィール

ドの比較方法を指定できます。

関係の詳細については、「データの関連付け」の「関係の作成と定義」を参照してください。

複数テーブルのモデル

l 複数テーブルのモデルを作成するには、テーブルを[データソース]ページのキャンバスの論理レ

イヤーにドラッグします。
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[データソース]ページのキャンバスの論理レイヤーにドラッグするテーブルは、相互に関連している必要

があります。追加のテーブルを論理レイヤーのキャンバスにドラッグすると、Tableauでは、既存のキー

制約と一致するフィールドに基づいて、リレーションシップを自動的に作成し、そのリレーションシップの

定義を試みます。一致するフィールドを判別できない場合は、ユーザーがそれらのフィールドを選択す

る必要があります。

制約が検出されない場合は、多対多のリレーションシップが作成され、参照整合性が [Some
records match (一部のレコードが一致 )]に設定されます。これらの既定の設定は安全な選択肢で

あり、データソースに対して最大の柔軟性を提供します。既定の設定では完全外部結合に対応し

ており、分析する際はテーブルデータを集計してから結合を形成するとクエリを最適化できます。分析

には、各テーブルのすべての列データと行データを使用できます。

テーブルをダブルクリックすると、任意の論理テーブル内にデータを追加できます。これにより、[データ

ソース]ページのキャンバスの物理レイヤーが開きます。結合やユニオンを使用する必要がある場合

は、結合したりユニオンしたりするテーブルを物理レイヤーキャンバスにドラッグできます。物理テーブル

は論理テーブルにマージされます。

複数のテーブルを組み合わせるには、「リレーションシップの作成と定義」の手順に従ってください。

単一テーブルのモデル

l 単一テーブルのモデルを作成するには、[データソース]ページの論理レイヤーのキャンバスに

テーブルをドラッグします。その後、[データ]ペインのテーブルのフィールドを分析に使用できま

す。
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他のテーブルを含む単一テーブルのモデル

テーブルをダブルクリックすると、単一の論理テーブル内にデータを追加できます。これにより、[データ

ソース]ページのキャンバスの物理レイヤーが開きます。結合やユニオンを使用する必要がある場合

は、結合したりユニオンしたりするテーブルを物理レイヤーキャンバスにドラッグできます。物理テーブル

は論理テーブルにマージされます。
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この例では、データソースの関係キャンバス(論理レイヤー)に [Book]テーブルが表示されます。

[Book]論理テーブルをダブルクリックすると、結合 /ユニオンキャンバス(物理レイヤー)が開きます。

この例では、結合によって賞と情報のテーブルが書籍のテーブルにマージされます。この場合、賞の詳

細レベルでは、書籍と賞との結合は一対多になります。これにより、書籍と情報のメジャーバリューが

重複します。重複を避けるため、書籍の論理テーブル内で賞と情報を結合する代わりに、それらを書

籍に関連付けることができます。

対応しているデータモデルのスキーマ

Tableau 2020.2で導入されたデータモデリング機能は、スターモデルやスノーフレークデータモデルな

どの一般的な複数のテーブルによるデータシナリオの分析を容易に行えるように設計されています。

Tableauのデータソースでは、次のモデルタイプが対応しています。

単一テーブル

ディメンションとメジャーの混合を含む単一の論理テーブル上の分析は、Tableau 2020.2以前と同様

に機能します。結合、ユニオン、カスタムSQLなどの組み合わせを使用して論理テーブルを作成でき

ます。

スタースキーマとスノーフレークスキーマ

エンタープライズデータウェアハウスでは、メジャーが中央のファクトテーブルに含まれ、ディメンションが

独立したディメンションテーブルに個別に格納される、スタースキーマまたはスノーフレークスキーマで

データが構造化されるのが一般的です。このデータの編成では、ロールアップやドリルダウンなど、多く

の一般的な分析フローがサポートされます。
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これらのモデルは、Tableau 2020.2以降で使用できるデータモデリング機能のリレーションシップで直

接表現できます。

まず、ファクトテーブルをモデルにドラッグしてから、ディメンションテーブルをファクトテーブル (スタース

キーマ内 )または他のディメンションテーブル (スノーフレーク内 )に関連付けます。

通常、適切にモデルされたスタースキーマまたはスノーフレークスキーマでは、ファクトテーブルとディメ

ンションテーブルの間のリレーションシップは多対 1になります。この情報がデータウェアハウスにエン

コードされている場合、Tableauは自動的にこれを使用してリレーションシップのパフォーマンスオプ

ションを設定します。設定されていない場合は、この情報を自分で設定できます。詳細については、

「パフォーマンスオプションを使用して関係のクエリを最適化する」を参照してください。

適切にモデル化したスタースキーマやスノーフレークスキーマでは、ファクトテーブルのすべての行に、

各ディメンションテーブルの一致するエントリが含まれます。これが trueでデータウェアハウスの整合

性制約にキャプチャされた場合、Tableauは自動的にこの情報を使用して、[パフォーマンスオプショ

ン]の参照整合性設定を設定します。一部のファクトテーブル行がディメンションテーブル内に一致

する行を持たない場合 ("遅延到着ディメンション"または "早期到着ファクト"とも呼ばれます)は、メ

ジャーの計算時にすべての行が保持されますが、ディメンションヘッダーを表示するときに値が削除さ

れる可能性があります。詳細については、「パフォーマンスオプションを使用して関係のクエリを最適

化する」を参照してください。

複数のテーブルでメジャー含むスタースキーマとスノーフレークスキーマ

一部のスタースキーマまたはスノーフレークスキーマでは、分析のすべてのメジャーがファクトテーブル

に含まれています。ただし、多くの場合、分析のディメンションテーブルに関連する追加のメジャーが

関係している可能性があります。ディメンションテーブルにメジャーが含まれていない場合でも、分析

でディメンションの値をカウントしたり集計するのが一般的です。このような場合は、ファクトテーブルと

ディメンションテーブルはあまり明確に区別されていません。データモデルをわかりやすく表示するに
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は、まず最も細かいテーブルをデータソースのキャンバスに追加してから、そのテーブルに他のすべての

テーブルを関連付けることをお勧めします。

これらのテーブルを結合して1つの論理テーブルにする場合、LOD計算またはCOUNT DISTINCTを

使用して値を重複しないようにする予防措置を講じなければ、ディメンションテーブル内のメジャーが

レプリケートされ、集計が歪んでしまいます。ただし、これらのテーブル間にリレーションシップを作成する

場合、Tableauは、結合を実行する前にメジャーを集計し、不要な重複の問題を回避します。これ

により、測定の詳細レベルを慎重に追跡する必要が解消されます。

マルチファクト分析

Tableauのデータモデリング機能では、マルチファクト分析の一部の形式に対応しています。前述のモ

デルが1つのディメンションテーブルにのみ関連する場合は、追加のファクトテーブル (メジャーを含む)
を追加できます。たとえば、Customer 360などの分析のように、複数のファクトテーブルテーブルまと

めてから共有ディメンションを分析できます。これらのファクトテーブルは、ディメンションテーブルとは異

なる詳細レベルにしたり、それぞれを異なる詳細レベルにすることができます。また、ディメンションテー

ブルと多対多のリレーションシップを持つことができます。このようなシナリオの場合、Tableauでは集計

の前に値がレプリケートされないようにします。
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ファクトテーブルを関連付ける共有ディメンションテーブルがない場合は、カスタムSQLを使用する

か、他のディメンションテーブルの結合またはユニオンを使用して、ディメンションテーブルを動的に作

成できる場合があります。

ファクトテーブルが2つある場合は、共通ディメンション上で相互に直接関連付けることができます。

このタイプの分析は、ファクトテーブルの1つに共通ディメンションのスーパーセットが含まれている場

合に最適です。

対応していないモデル

l 複数の共有ディメンションテーブルに関連付けられた複数のファクトテーブル。ユースケースに

よっては、複数の共有ディメンションテーブルに複数のファクトテーブルが関連付けられている

のはよくあることです。たとえば、2つの共通ディメンションテーブル (日付と顧客 )に2つのファク

トテーブル (店舗販売とインターネット販売 )を関連付けているとします。通常、このようなシナ

リオでは、データモデルで循環リレーションシップを作成する必要があります。循環関係は現

在サポートされていません。

このタイプのモデルを近似するには、一部のテーブルを物理レイヤーにマージします。たとえば、

店舗販売とインターネット販売を単一のテーブルにまとめて、そのテーブルを[日付 ]と[顧客 ]
に関連付けることができます。あるいは、日付と顧客をクロス結合して、単一のディメンション

テーブルを作成し、それを店舗販売とインターネット販売に関連付けることができます。
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l 共有ディメンション上で 3 つ以上のファクトテーブルを直接関連付ける。論理レイヤーでこのモ

デルを構築することは可能ですが、単一のテーブルのディメンションのみを使用しない限り、不

要な結果が表示される場合があります。

データモデルにおけるリレーションシップの要件

l テーブルを関連付ける際は、リレーションシップを定義するフィールドが同じデータ型である必要

があります。[データソース]ページでデータ型を変更しても、この要件は変更されません。

Tableauでは、クエリの参照元データベースのデータ型が引き続き使用されます。

l リレーションシップは地理的フィールドに基づいて定義することはできません。

l データモデルでは循環関係に対応していません。

l パブリッシュされたデータソース間の関係を定義することはできません。

関連付けたテーブルの利点が限られる要因

l テーブル内にダーティデータがある(つまり、適切に構造化されたモデルを考慮して作成してお

らず、メジャーとディメンションが複数のテーブルに混在している)場合、複数テーブルの分析が

さらに複雑になることがあります。

l データソースフィルターを使用すると、データ内で結合選択を行うTableauの機能が制限され

ます。結合選択とは、Tableauで不要な結合を削除してクエリを簡略化する方法のことです。

l 関係全体を通じて一致しない値が多く含まれるテーブル。

l 複数のファクトテーブルと複数のディメンションテーブルを相互に関連付けた場合 (共有ディメ

ンションや適合ディメンションのモデル化を試みた場合 )。

関係と結合の違い

関係は、複数のテーブルのデータを分析用に組み合わせる動的で柔軟な方法です。リレーションシッ

プの結合タイプは定義しないため、リレーションシップを作成するときにはベン図が表示されません。

関係は、2つのテーブル間の契約と考えることができます。これらのテーブルのフィールドを使ってVizを
構築する場合、Tableauは、その契約を使用してこれらのテーブルからデータを取り込み、適切な結

合を使用してクエリを作成します。

l 結合タイプが不要。必要な操作は、一致するフィールドを選択して関係を定義することだけで

す (結合タイプは定義しません)。Tableauでは、既存のキー制約と一致するフィールド名に基

づいて、リレーションシップの作成を試みます。次に、それらが使用するフィールドであることを確

認するか、フィールドペアを追加して、テーブルを関連付ける方法をさらに明確に定義します。

l コンテキストに応じた自動処理。関係では、分析時にコンテキストが発生するまで結合が行わ

れません。ビジュアライゼーションで使用されているフィールドに基づいて結合タイプが自動的に

選択されます。分析中は、結合タイプがインテリジェントに調整され、ネイティブの詳細レベルが

データ内で保持されます。元となる結合について考えずに、Vizのフィールドの詳細レベルで集
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計を見ることができます。FIXEDなどのLOD式を使用して、関連付けられたテーブル内で

データが重複しないようにする必要はありません。

l 柔軟。関係は多対多にすることができ、完全外部結合を使用できます。リレーションシップを

使用してテーブルを組み合わせるのは、全データがワークブックの単一データソースに入ってい

る、すべてのViz用の柔軟なカスタムデータソースを作成するようなものです。Tableauでは、

ビジュアライゼーションのフィールドとフィルターに基づいて必要なテーブルのみがクエリされるた

め、さまざまな分析フローに使用できるデータソースを構築できます。

詳細については、「データの関連付け」と「関係を敬遠しないで」を参照してください。

結合は、データを組み合わせるためのオプションとして引き続き使用できます。論理テーブルをダブル

クリックして、結合キャンバスに移動します。詳細については、結合についてページ680を参照してくだ

さい。

ビデオを視聴する: Tableauで関係を使用する方法については、この5分間のビデオを参照してくだ

さい。

注 :このビデオで示されている関係を編集するためのインターフェースは、現在のリリースとは少し異な

りますが、同じ機能を備えています。

また、「Tableauが関係を発明した理由」など、Action Analyticsからの関係に関するビデオポッド

キャストも参照してください。詳細については、ライブラリの [ビデオポッドキャスト]をクリックしてくださ

い。

リレーションシップクエリのしくみの関連情報については、Tableauの次のブログ投稿を参照してくださ

い。

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

リレーションシップと結合の特性

関係は、複数のテーブルのデータを分析用に組み合わせる動的で柔軟な方法です。関係によって

データの準備と分析がより簡単かつ直感的に行えるようになるため、データを結合する際の最初のア

プローチとして関係を使用することをお勧めします。結合は、必要不可欠な場合にのみ使用してくだ

さい。

リレーションシップを使用してテーブルを組み合わせると、次のような利点があります。

l データソースの定義、変更、再利用が容易になります。

l 正確な詳細レベル (LOD)での複数テーブルにまたがるデータ分析が容易になります。
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l 詳細レベルが異なる分析では、LOD式またはLOD計算を使用する必要はありません。

l 現在のビジュアライゼーションで使用されているフィールドを持つテーブルのデータに対してのみ、

クエリが実行されます。

関係

l 論理テーブル間に柔軟性の高いヌードルとして表示されます。

l 2つの論理テーブル間で一致するフィールドを選択する必要があります。

l 結合タイプを選択する必要はありません。

l 関連付けられたテーブルのすべての行データと列データをデータソースでも使用できるようにしま

す。

l データソースでは分析中も、各テーブルの詳細レベルを維持します。

l 複数の詳細レベルで独立したドメインを作成します。テーブルはデータソースにはマージされま

せん。

l 分析では、使用しているフィールドに基づいて適切な結合が自動的に作成されます。

l 集計値を重複させない (パフォーマンスオプションを[多対多 ]に設定している場合 )
l 一致しないメジャーバリューを保持する(パフォーマンスオプションを[Some Records Match (一

部のレコードが一致 )]に設定している場合 )

結合

結合とは、データの静的に組み合わせる方法です。分析を行う前に、物理テーブル間の結合を事前

に定義する必要があり、定義を変更すると、そのデータソースを使用するすべてのシートに影響が及

びます。結合したテーブルは常に単一のテーブルにマージされます。その結果、結合したデータに不一

致の値が欠落するか、集計値が重複する場合があります。

l 物理テーブルごとにベン図アイコンが表示されます。

l 結合タイプと結合句を選択する必要があります。

l 結合した物理テーブルは、データの組み合わせが固定された単一の論理テーブルにマージされ

ます。

l 不一致のメジャーバリューをドロップする可能性があります。

l フィールドが異なる詳細レベルである場合、集計値が重複する可能性があります。

l 抽出フィルターや集計など、データの単一テーブルが必要なシナリオに対応できます

リレーションシップの使用要件

l テーブルを関連付ける際は、リレーションシップを定義するフィールドが同じデータ型である必要

があります。[データソース]ページでデータ型を変更しても、この要件は変更されません。

Tableauでは、クエリの参照元データベースのデータ型が引き続き使用されます。

l リレーションシップは地理的フィールドに基づいて定義することはできません。
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l データモデルでは循環関係に対応していません。

l パブリッシュされたデータソース間の関係を定義することはできません。

関連付けたテーブルの利点が限られる要因

l テーブル内にダーティデータがある(つまり、適切に構造化されたモデルを考慮して作成してお

らず、メジャーとディメンションが複数のテーブルに混在している)場合、複数テーブルの分析が

さらに複雑になることがあります。

l データソースフィルターを使用すると、データ内で結合選択を行うTableauの機能が制限さ

れます。結合選択とは、Tableauで不要な結合を削除してクエリを簡略化する方法のことで

す。

l 関係全体を通じて一致しない値が多く含まれるテーブル。

l 複数のファクトテーブルと複数のディメンションテーブルを相互に関連付けた場合 (共有ディメ

ンションや適合ディメンションのモデル化を試みた場合 )。

結合について

データソースの物理レイヤー内のテーブル間では引き続き結合を指定できます。論理テーブルをダブ

ルクリックして、物理レイヤーの結合 /ユニオンのキャンバスに移動し、結合またはユニオンを追加しま

す。

すべての最上位の論理テーブルには、少なくとも1つの物理テーブルが含まれています。論理テーブ

ルを開くと、その物理テーブル間の結合を表示、編集、作成できます。論理テーブルを右クリックし、

[開く]をクリックします。テーブルをダブルクリックしても開くことができます。
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作成したデータソースには2つのレイヤーがあります。最上位のレイヤーは、データソースの論理レイ

ヤーです。論理レイヤーでは、関係を使用して表間でデータを組み合わせます。

次のレイヤーは、データソースの物理レイヤーです。物理レイヤーでは、結合を使用してテーブル間で

データを組み合わせます。詳細については、「データモデルの構造」を参照してください。

パフォーマンスオプションを使用してリレーションシップクエリを最適化する

パフォーマンスオプションは、リレーションシップ内の2つのテーブル間のカーディナリティ(一意性 )と参
照整合性 (一致する記録 )を定義するオプションの設定です。これらの設定は、Tableauでの分析中

にクエリを最適化するのに役立ちます。

l 適切な選択肢がわからない場合は、Tableauで表示される既定の推奨設定を使用してくだ

さい。既定値は安全に使用でき、分析中に正しい集計と結合が自動的に生成されます。基

数や参照整合性がわからない場合は、これらの設定を変更する必要はありません。

l データの形状がわかっている場合は、必要に応じてこれらの設定を変更し、2つの表のレコード

間の一意性と一致を表すことができます。

多くの分析シナリオでは、関係の既定の設定を使用すると、分析に必要なすべてのデータを得ること

ができます。シナリオによっては、パフォーマンスオプションの設定を調整してデータをより正確に記述で

きます。リレーションシップを使用してデータを組み合わせて分析する詳細については、「データの関連

付け」とTableauブログ記事「リレーションシップ、パート1: Tableauに新しいデータモデリングを導入

する」を参照してください。
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カーディナリティと参照整合性の設定の意味

カーディナリティオプション

カーディナリティの設定は、分析中にデータを自動的に結合する際の前後に表データを集計するかど

うかを決定します。

l フィールドの値が一意でない場合や一意かどうかわからない場合は、[Many (多 )]を選択しま

す。分析中に結合を形成する前に、関連データが集計されます。

l フィールド値が一意の場合は、[One (1)]を選択します。分析中、集計前に関連データが結

合されます。このオプションを設定すると、リレーションシップ内のフィールド値が一意の場合に

ワークブック内のクエリが適切に最適化されます。ただし、フィールド値が一意でない場合に

[One (1)]を選択すると、ビューに重複する集計値が表示される場合があります。

注 : [1] を選択すると、各キー値が一意で、NULL値を持つ行が1つだけの場合と同様にレコードが

扱われます。

参照整合性オプション

参照整合性の設定では分析中にメジャーのディメンション値を取得するために使用する結合のタイ

プを決定できます。

682 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l フィールドの一部の値が他のテーブルの値と一致しない場合や、一致しているかどうかが不明

な場合は、[一部のレコードが一致する]を選択します。分析中、Tableauでは外部結合を使

用してメジャーのディメンション値が取得されます。一致しないメジャーを含むすべてのメジャー

値がビューに表示されます。

l フィールドの値が他のテーブルの値と確実に一致する場合は、[すべてのレコードが一致する]を
選択します。この設定により、分析時に生成される結合は少なく、またシンプルになり、クエリが

最適化されます。この表に一致しない値がある場合、分析中に表示される結果が一貫しなく

なる(一致しない値が削除されたりビューに表示されなかったりする)ことがあります。

注 : [すべてのレコードが一致する] を選択すると、リレーションシップに使用されるフィールドにNULL値

が存在しない場合と同様にレコードが処理されます。分析中には、Tableauは内部結合を使用して

メジャーの値が取得されます。既定では、TableauはNULLキーを結合しません。

カーディナリティと参照整合性の概念の詳細については、「カーディナリティと参照整合性」を参照して

ください。

結合について

データソースの物理レイヤー内のテーブル間では引き続き結合を指定できます。論理テーブルをダブ

ルクリックして、結合キャンバスに移動します。

すべての最上位の論理テーブルには、少なくとも1つの物理テーブルが含まれています。論理テーブル

を開くと、その物理テーブル間の結合を表示、編集、作成できます。論理テーブルを右クリックし、[開
く]をクリックします。テーブルをダブルクリックしても開くことができます。
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作成したデータソースには2つのレイヤーがあります。最上位のレイヤーは、データソースの論理レイ

ヤーです。論理レイヤーでは、関係を使用して表間でデータを組み合わせます。

次のレイヤーは、データソースの物理レイヤーです。物理レイヤーでは、結合を使用してテーブル間

でデータを組み合わせます。詳細については、「データモデルの構造」を参照してください。

パフォーマンスオプションの使用に関するヒント

データの形状がわかっている場合は、[パフォーマンスオプション]のオプション設定を使用して、テーブ

ルのカーディナリティを互いに(1対 1、1対多、多対多など)確立し、参照整合性を示すことができ

ます (1つのテーブルの値は常に他のテーブルに一致があります)。

[パフォーマンスオプション]の各設定の意味は、「はい」と「いいえ」ではなく、「はい」と「わからない」と考

えることができます。テーブルの値が一意であることが確実である場合は、[1]を選択します。一方の

テーブルの各レコードが、もう一方のテーブルの1つ以上のレコードと一致することを確認する場合

は、[すべてのレコードが一致する]チェックボックスをオンにします。それ以外の場合は、既定の設定

をそのまま使用します。

データの形状が不明な場合は、既定の設定を使用します。Tableauのデータ内でこれらの設定を

検出できない場合の既定の設定は、次のとおりです。

l カーディナリティ:多対多

l 参照整合性 :一部のレコードが一致す

Tableauがデータ内の主要なリレーションシップや参照整合性を検出すると、それらの設定が使用さ

れ、「検出済み」として表示されます。

既定の設定を再適用するには、[既定値に戻す ]をクリックします。
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用語の定義

カーディナリティとは、フィールド(列 )やフィールドの組み合わせに含まれるデータの一意性を指します。

分析する表に多くのデータ行が含まれる場合、クエリに時間がかかる場合があります (および全体的

なデータソースのパフォーマンスが影響されます)。そのため、Tableauでは、表間の関連列のカーディ

ナリティに基づいてデータを組み合わせる方法を選択することをお勧めします。

l 低カーディナリティー:関連する列に多くの繰り返しデータがある場合。たとえば、[Products (製
品 )]というテーブルには、[Furniture (家具 )]、[Office Supplies (オフィス用品 )]、[Technology
(テクノロジー)]という3つの値を含む [カテゴリ]列が含まれる場合があります。

l 高基数 :関連する列に非常に一意なデータがある場合。たとえば、[Orders (注文 )]というテー

ブルには、商品の注文ごとに一意の値を含む [Order ID (注文 ID)]列が含まれる場合がありま

す。

参照整合性とは、一方のテーブルの行に一致する行が常に他方のテーブルにも存在することを意味

します。たとえば、売上表の行には常に製品カタログの表に一致する行があります。

カーディナリティと参照整合性

どのような方法でデータを結合する場合でも、データソースを設定するには、各テーブルのデータ構造

と、データを結合する有効な方法を理解する必要があります。考慮する必要のある重要な要素がい

くつかあります。

l 詳細レベル:データの詳細度 (粒度 )。これは、「何が行を定義するのか？」という質問の答えだ

と考えることができます。粒度の詳細については、分析用構造データページ604を参照してくだ

さい。

l 共有フィールド:テーブル間のリンクを形成するために使用できるフィールドが少なくとも1つ必

要です。結合の場合、これらのフィールドは結合句を定義します。関連テーブルの場合、これ

らのフィールドは関係を確立します。

l カーディナリティ:共有フィールドにある一意の値の数 (一意性 )。詳細については、次のセクショ

ンを参照してください。

l 参照整合性 : 1つのテーブルにある値が、別のテーブルにある値に一致することが保証されま

す。つまり、1つのテーブルには、対応するレコードが別のテーブルにないレコードを含めることは

できません。詳細については、以下を参照してください。

カーディナリティ

単一の列またはフィールドのカーディナリティは、一意の値の種類数を示します。カーディナリティが低い

ということは、一意の値の種類が少ないことを意味します (例 :目の色を示すフィールドの値 )。カーディ

ナリティが高いということは、一意の値の種類が多いことを意味します (例 :電話番号を示すフィールド

の値 )。
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テーブル間のカーディナリティは似ていますが、1つのテーブルの行を別のテーブルの複数の行にリンク

できるかどうかを示します(カーディナリティでは、テーブルにデータが欠落しているかどうかについては扱

われないことに注意してください。欠落データがあるかどうかは、参照整合性で扱われます。これらの

概念は連動していますが、これらは関係の2つの異なる属性です)。

オプションは、一対一、一対多、多対一、または多対多です。

一対一

l 定義 : 1つのテーブ

ルの共有フィール

ドの各値は、別の

テーブルの共有

フィールドの1つだ

けの値に関連付

けられます。

l 略記 : 1:1

例 :すべての車には独自

のナンバープレートがあ

り、ナンバープレートは

個々の車に固有のもの

です。車対ナンバープ

レートは一対一です。

車が登録されていない場

合や、ナンバープレート

番号がまだ車に割り当て

られていない場合でも、

その不一致は参照整合

性によって説明されること

に注意してください。車は

1つのナンバープレートし

か持てず、ナンバープレー

トは1台の車のみに割り

当てることができるため、

カーディナリティは一対一

のままです。

686 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



一対多または多対一

l 定義 : 1つのテーブ

ルの共有フィール

ドの各値は、別の

テーブルの複数の

行に関連付けら

れます (その値は、

別のテーブルで繰

り返されます)。
l 略記 : m:1または

1:m
l テーブルの順序に

よって、多対一か

一対多かが決まり

ます (左右の結合

に似ています)。

例 :多くの従業員が同じ

経営者の下で働いてい

ます。従業員対経営者

は多対一です。経営者

対従業員は一対多で

す。

多対多

l 1つのテーブルの

共有フィールドに

ある複数の値は、

別のテーブルの複

数の行に関連付

けることができます

(共有フィールドの

値は、どちらのテー

ブルの複数の行で

も繰り返すことが

できます)。
l 略記はm:mで
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す。

l データソースで他

の設定が検出さ

れない場合は、多

対多が既定の設

定になります。

例 :ある俳優が多くの映

画に出演していて、ある

映画には多くの俳優が

出演しています。俳優対

映画は多対多です。同

じトランザクションで複数

の書籍を購入でき、1冊

の書籍を複数回購入で

きます。ISBN対

OrderIDは多対多です。

カーディナリティは、パフォーマンスオプションの設定で指定できます。詳細については、パフォーマンス

オプションを使用してリレーションシップクエリを最適化するページ681を参照してください。

参照整合性

参照整合性と呼ばれる関連概念があります。これは、共有フィールドの値の場合のように、1つの

テーブルの1つの行は別のテーブルの1つの行に常に一致することを意味します。データベースに、ナ

ンバープレートが割り当てられていない車のレコード、または車に割り当てられていないナンバープレー

トのレコードがない場合、その関係は参照整合性を持ちます。

Tableauでは、参照整合性は関係の両側で構成されます。パフォーマンスオプションの設定の [一
部のレコードが一致する]は、参照整合性がない (または参照整合性があるかどうかが不明である)
ことを意味します。[すべてのレコードが一致する]は、参照整合性があることを意味します。既定の

設定では、参照整合性がないと仮定されています ([一部のレコードが一致する]に設定 )。

詳細については、パフォーマンスオプションを使用してリレーションシップクエリを最適化するページ681
を参照してください。

自分でテストする

各図のカーディナリティと参照整合性を定義できますか？言葉で説明できますか？  

例 :
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左のテーブルを書籍として設定し、右のテーブルをAuthorIDにリンクされた著者として設定する場

合、図は、次のように説明できます。

l 1 冊の書籍は複数の著者に関連付けられる(紫色のレコードは左側の書籍テーブルの1行を

示し、右側の著者テーブルの複数のレコードに対応しています)。
l 複数の書籍に関連付けられている著者は存在しない (右側の各著者のレコードは、左側の1

つの書籍レコードのみに結び付けられます)。
l 著者に関連付けられていない書籍はない (左側のレコードは右側のレコードに必ず対応して

います)。
l 一部の著者は書籍に関連付けられていない (右側の灰色の著者レコードには、左側に対応

する書籍レコードがありません)。

各セクションをクリックして展開してください。

知識の確認

解決策
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カーディナリティと参照整合性が重要である理由

カーディナリティまたは参照整合性の設定を正しく構成すると、クエリの最適化によってパフォーマンス

が向上します。ただし、構成が正しくないと、データの損失や重複に起因する集計の問題が発生す

る可能性があります。パフォーマンスオプションの既定の設定は、カーディナリティが [多数 ]で、参照

整合性が [一部のレコードが一致する]です。これらの設定は、データの特性が正しい場合にのみ調

整してください。

Tableauで各設定を処理する方法の詳細については、カーディナリティと参照整合性の設定の意

味 ページ682を参照してください。

Tableauでの例

カーディナリティが不適切に構成されている場合に何が起こるかを見てみましょう。
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注 :次の例では、Bookshop データセットページ187のテーブルのサブセットを使用していま

す。ワークブックをダウンロードして手順に従うか、生データをダウンロードして自分でデータソー

スを作成できます。使用するテーブルは、Bookshop.xlsxの (一部のフィールドのみが保持され

ている) [Book (書籍 )]、[Info (情報 )]、および [Edition (版 )]とBookshopLibraries.xlsxの
[LibraryProfile (ライブラリプロファイル)]と[Catalog (カタログ)]です。

[Book (書籍 )]テーブルと[Info (情報 )]テーブルには一対一の関係があります。実質的に、[Info (情
報 )]は、[Book (書籍 )]テーブルの追加の列です。そのため、関連付けは可能ですが、これらのテーブ

ルを結合して、すべての列を持つ新しい論理テーブルを作成する方が理にかなっています。[Edition
(版 )]については、単一の書籍に対して複数の版 (通常、形式が異なる)が存在する可能性があるた

め、この結合されたテーブルとの間で多対一の関係が形成されます(以下の図では、[Book (書籍 )] +
[Info (情報 )]テーブルから[Edition (版 )]への関係が示されているので、一対多の関係であることに注

意してください)。

[Edition (版 )]は、ISBNで一対多の関係として [Catalog (カタログ)]に関連付けられています。

[Catalog (カタログ)]テーブルと[LibraryProfile (ライブラリプロファイル)]テーブルは、ライブラリIDで多対

多の関係として関連付けられています。重要なポイントは、[LibraryProfile (ライブラリプロファイル)]
テーブルには、ライブラリごとに複数の行が含まれており、これらの行は、各スタッフタイプ(ライブラリア

ン、ライブラリアシスタント、ライブラリ技術者 )ごとに1つ割り当てられていることです。これらのテーブル

の構造の詳細については、Bookshop データセットページ187を参照してください。

正しい設定

[Catalog (カタログ)]と[LibraryProfile (ライブラリプロファイル)]の関係が正しく設定されている場合、い

くつかの書籍について、各ライブラリのスタッフ数を示すシンプルなVizを作成できます。ここで作成する

Vizはたわいないものですが、重要な点を説明するのに役立ちます。Idle Hour Library (アイドル状態
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のライブラリ)には、話題にする書籍に関係なく130人のスタッフがいます。スタッフタイプには3つの

値があるため、各合計は3つのレコード(括弧内の数字 )で構成されます。

ライブラリとタイトルごとのスタッフ数 (括弧内の数字は、各マークのレコード数を示します)。

間違った設定 :一対一

関係が一対一に誤って設定されている場合、Vizでは、[Catalog (カタログ)]の各タイトルは、実質

的に [LibraryProfile (ライブラリプロファイル)]テーブルの1つのレコードのみとペアになります (括弧内

のレコード数が示しているように)。

ライブラリとタイトルごとのスタッフ数 (括弧内の数字は、各マークのレコード数を示します)。

上記のように、各ライブラリには最小のスタッフ数のみが表示されます(以下のVizの太字の数字を

参照してください。最小のスタッフ数は、スタッフ数のVizに反映された数です)。
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タイプとライブラリごとのスタッフ内訳

関係がVizのコンテキスト結合になる方法の詳細については、Tableauブログの「Tableauで新しい

データモデリングを導入する(英語 )」を参照してください。

間違った設定 :結合

このような問題を回避する方法がいくつかあり、詳細レベル表現が一般的になっていますが、粒度が

異なるテーブルや、カーディナリティが「多数」のテーブルを結合すると、重複が発生する可能性があり

ます。ここでは、スタッフ数は1つの形式しかないタイトルでは正確ですが、[Edition (版 )]テーブルに2
つの形式がある書籍では、その倍数がスタッフ数にも渡されます (括弧内のレコード数が正しい数字

3ではなく、6になっていることに注意してください)。

ライブラリとタイトルごとのスタッフ数 (括弧内の数字は、各マークのレコード数を示します)。

間違った設定 :参照整合性の誤った仮定

参照整合性がない場合に、参照整合性 (すべてのレコードが一致する)があるとTableauに通知す

ると、値が削除される可能性があります。ここでは、これらの2つのVizは似ていますが、右側のViz
は、参照整合性を前提として構成されたデータソースからのものです。右側のVizにはNullがありま

せん。状況によっては問題ありませんが、これらのNullが何を表しているのかを理解することが重要で

す。ここでは、Vizが各ライブラリの版数を表示する場合、Nullは、[Edition (版 )]テーブルに存在する
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が、どのライブラリにも保持されていない2つの版を示します。これは重要な見落としであり、参照整

合性を誤って仮定したことに起因する過失です。

ワークブックとそのデータソースを調べ、不適切に結合されたテーブルから発生する可能性がある他

の問題を確認します。

パフォーマンスへの影響

これらの設定を誤って構成すると、データが欠落または重複する可能性があります。そうであるなら、

Tableauで設定の変更が許可される理由は何でしょうか？多くの場合、テーブルを結合する代わり

に関連付けて、カーディナリティを多対多のままにし、参照整合性を仮定しないという既定の設定を

そのまま使用することをお勧めします。特に使用すべき設定が不明な場合は、既定の設定を使用し

てください。

ただし、既定の設定がパフォーマンスに影響を及ぼす可能性があるため、カーディナリティと参照整合

性はパフォーマンスオプションになっています。データの構造が明確な場合は、正しい設定を構成す

ると、クエリ実行時間を短縮して、速度を向上させることが可能です。

内部のプロセス

注 :このセクションでは、データの他の結合手法との類似点を取り上げて、概念的なフレーム

ワークのみについて説明します。Tableauが関係のパフォーマンス設定をどのように使用するか

を技術的に説明したものではありません。

カーディナリティ

関係のカーディナリティは、集計が発生するタイミングに影響を与えます。これはブレンドの観点から

考えることができます。データブレンドでは、2つのデータソースを個別にクエリします。各データソース

は、他のデータソースに関係なく、ビューの必要な詳細レベルに合うように集計されます。関係の場

合、カーディナリティの設定は、集計が結合の前に発生するか後に発生するかに影響します。
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上記の例では、[多数 ]設定は、各ライブラリのスタッフ数を集計してから、そのデータを書籍情報と結

合することを意味するため、すべての書籍に正しい番号を付けることができます。カーディナリティが

誤って [1つ]に設定された場合、書籍データと結合する前にスタッフの数が集計されず、誤った値が

生成されていました。

誤った値が表示されるだけでなく、すべての値が3つのスタッフタイプから取得されているにもかかわら

ず、これらの値がスタッフタイプLibrarians (ライブラリアン)に割り当てられることに注意してください。こ

の設定を誤って構成すると、予測不能な値や誤った値が表示されます。この結果のフィルターリング

は、不適切に設定された関係の反対側にある別のテーブルのフィールドがビューで使用される場合に

のみ発生します。

ただし、値が一意の場合、Tableauではクエリを最適化する際に、結合前の集計を削除できます。

参照整合性

参照整合性は関係の設定を指しますが、結合タイプの観点から考えることができます。完全外部結

合では、他のテーブルに一致する値があるかどうかに関係なく、すべてのレコードが保持されますが、
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パフォーマンスが犠牲になります。レコードが失われるかどうかが不明な場合は、外部結合の方が安

全です。参照整合性がない (一部のレコードが一致する)可能性がある場合、テーブルはこのように

処理されます。

内部結合では、両方のテーブルに一致する値がある場合のレコードのみが保持され、各テーブルに

表示されないレコードが削除されます。内部結合で必要なデータが削除されないことがわかっている

場合は、より効率的です。パフォーマンスオプションが [すべてのレコードが一致する]に設定されてい

る場合、参照整合性が仮定され、一致しない値を考慮せずに、結合が実行されます。

参照整合性の誤った設定が、結合されたデータにフィルターのような影響を与える可能性があり、一

致しない値が削除される場合があります。一致しないレコードを保持する機能の詳細については、

Tableauブログの「複数の関連テーブルにまたがって質問する(英語 )」を参照してください。結合タイ

プの詳細については、データの結合 ページ739を参照してください。

既定の設定を維持

分析のパフォーマンスが許容できる場合は、パフォーマンスオプションの設定を既定の多対多のまま

にし、参照整合性を仮定しないことを強くお勧めします。関係の有用性は、分析で使用されるテー

ブルに基づいて、正確でコンテキストに応じた適切な結果を提供する機能によりもたらされます。こ

れらの設定を変更すると、関係のセマンティックな柔軟性が失われます。

関係を使用する複数テーブルのデータソースでの分析動作

複数の関連するテーブルを持つデータソースを使用すると、Tableauでの分析の動作に影響しま

す。複数の関連付けられたテーブルがそれぞれ独立したドメインを持ち、ネイティブの詳細レベルを保

持するため、フィールドをビューにドラッグした結果は次のようになります。

l データが自然な詳細レベルでクエリされます。

l Vizに関連するデータだけがクエリされます。

l テーブル間の関係がクエリの結果に影響します。Vizの構築フローは、データモデル内での

フィールドのテーブルの相互関係や、直接関連しているかどうかによって異なる可能性があり

ます。

データソースの機能強化の概要とリレーションシップの使用の概要については、この5分間のビデオ

を参照してください。

注 :このビデオで示されている関係を編集するためのインターフェースは、現在のリリースとは少

し異なりますが、同じ機能を備えています。

696 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://www.tableau.com/about/blog/2020/6/relationships-part-3-asking-questions-across-multiple-related-tables
https://www.tableau.com/about/blog/2020/5/relationships-part-1-meet-new-tableau-data-model


関係のしくみの詳細については、「関係を気軽に使ってみるページ716」および次のTableauブログ投

稿を参照してください。

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

また、「Tableauが関係を発明した理由」など、Action Analyticsからの関係に関するビデオポッドキャ

ストも参照してください。詳細については、ライブラリの [ビデオポッドキャスト]をクリックしてください。

注 : Tableauでは、単一テーブルのデータソースを引き続き作成できます。結合、ユニオン、カ

スタムSQLなどの組み合わせを使用して論理テーブルを作成できます。Tableauで単一テー

ブルの分析を行う動作は変更されていません。ディメンションとメジャーの混合を含む単一の論

理テーブル上の分析は、Tableau 2020.2以前と同様に機能します。

分析に関する考慮事項

関係の検証

分析用のデータモデルを検証するには、いくつかのオプションがあります。データソースのモデルを作成

する際は、シートにアクセスしてそのデータソースを選択し、Vizを構築して、レコード数、想定される

データ、一致しない値、NULL値、繰り返されるメジャー値を調べることをお勧めします。さまざまな

テーブルのフィールドを使用して、すべてが想定したとおりに表示されることを確認してください。

検索対象 :

l データモデル内のリレーションシップで、テーブルに合った適切なフィールドが使用されています

か?
l 複数の一致するフィールドペアを追加すると、関係がより正確になりますか?
l 異なるディメンションやメジャーをビューにドラッグするとどうなりますか?
l 予期される行数が表示されますか?
l パフォーマンスオプションの設定の一部を既定の設定から変更した場合、想定したとおりの値

がVizに表示されますか?そうならない場合は、設定を確認するか既定値にリセットできます。

関係とデータモデルを検証するためのオプションは次のとおりです。

l すべてのテーブルにはレコードの数が、そのテーブルの詳細レベルに、TableName(Count)フィー
ルドとして含まれています。テーブルのレコード数を表示するには、[カウント]フィールドをビューに

ドラッグします。すべてのテーブルの数を表示するには、[データ]ペインで各テーブルの [カウント]
フィールドを選択し、[表示形式 ]の [テキストテーブル]をクリックします。
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l [データ]ペインの [データの表示 ]をクリックして、テーブルごとの行数とデータ数を確認します。

また、関係の作成を始める前に、分析前や分析中にデータソースからデータを表示すると、

各テーブルの範囲を把握するのに役立ちます。詳細については、参照元データの表示 ページ

2602を参照してください。

l ディメンションを行にドラッグして、ステータスバーの行数を確認します。一致しない値を表示

するには、[分析 ]メニューをクリックし、[テーブルレイアウト] > [空の行を表示 ]または [空の列

を表示 ]を選択します。また、Vizで表されるテーブルの1つから<YourTable>(カウント)など、

さまざまなメジャーをビューにドラッグすることもできます。これにより、そのテーブルのディメンショ

ンのすべての値が表示されます。

ヒント:関係に対して生成されるクエリを表示する場合は、Tableau Desktopのパフォーマンスレコー

ダーを使用できます。

1. [ヘルプ]メニューをクリックし、[設定とパフォーマンス] > [パフォーマンス記録の開始 ]を選択しま

す。

2. ビューにフィールドをドラッグしてVizを作成します。

3. [ヘルプ]メニューをクリックし、[設定とパフォーマンス] > [パフォーマンス記録の停止 ]を選択しま

す。[Performance Recording (パフォーマンス記録 )]ワークブックが自動的に開きます。

4. パフォーマンスの概要ダッシュボードの [時間で並べ替えられたイベント]で、[クエリの実行 ]バー

をクリックし、以下のクエリを表示します。

より高度なもう1つのオプションは、GitHubにあるTableau Log Viewerを使用することです。end-

protocol.queryを使用して、特定のキーワードにフィルターを適用できます。詳細については、ま

ずGitHubにあるTableau Log ViewerのWikiページをご覧ください。

ディメンションのみの視覚化

関連テーブルを含む複数テーブルのデータソースを使用する場合 :ディメンションのみのvizを作成

すると、Tableauは内部結合を使用するため、一致しないドメイン全体は表示されません。

ディメンション値の部分的な組み合わせを表示するには、次の方法を使用します。

l [空の行 /列を表示 ]を使用して、すべての可能な行を表示します。[分析 ]メニューをクリック

し、[テーブルレイアウト] > [空の行を表示 ]または [空の列を表示 ]を選択します。この設定で

は、[日付 ]フィールドと[数値ビン]フィールドの高密度化もトリガーされますが、高密度化は不

要な場合があります。

l Vizで表されているテーブルの1つから<YourTable>(カウント)などのメジャーをビューに追加し

ます。これにより、そのテーブルのディメンションのすべての値が表示されます。

詳細については、ディメンションと一致しない値の動作に驚いた場合 ページ651と複数テーブルの分

析のトラブルシューティングページ711も参照してください。
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LOD計算および式を使用する状況

Tableauは入力テーブルの詳細レベル (LOD)を認識するため、LOD calcsを使用して、結合による

不要な重複を除去する必要はありません。

LOD calcsを使用して次の目的を実行する場合もあります。

l ソーステーブル内の不要な重複の処理

l マルチレベル集計の計算 (合計の平均など)
l コホート分析を行うには(例えば、各顧客の最初の注文日を計算する)

LOD計算の次元に単一のテーブルのフィールドが含まれている場合、そのLOD計算はデータペイン

の所有テーブルに表示されます。

複数テーブルの分析例

次の一連の例は、複数の関連するテーブルにまたがるデータのクエリ方法を示しています。この複数

テーブルのデータソースには、俳優が出演した映画での役柄を示す短いリストが含まれています。

[Appearance (出演 )]テーブルの各行は、ある俳優が特定の映画である役柄を演じたことを意味しま

す。このデータセットで各俳優に指定できる出演回数は0以上です。

リレーションシップのしくみの詳細については、Tableauブログ投稿を参照してください。

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

例 1:結合データと関連データでの単一の質問の分析

Tableau 2020.2以前にデータに接続した場合、データソースは、単一テーブルで構成されるか、単

一の非正規化テーブルに結合またはユニオンされた複数テーブルで構成されていました。Tableau
2020.2以降では、複数テーブルのデータソースの正規化データを認識して保持します。テーブル

データは分離したままであり、各テーブルはネイティブの詳細レベルを維持しています。次の例は、単

一テーブルのデータソースと複数テーブルのデータソースでは、分析がどのように異なるかを示していま

す。

この例は、映画データを含む3つのテーブル ([Appearance (出演 )]、[Actors (俳優 )]、[Movies (映
画 )])を示しています。
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これらのテーブルを結合する際は、Actor = Actorを使用して [Appearance (出演 )]テーブルを

[Actors (俳優 )]テーブルと、Movie = Movieを使用して [Appearance (出演 )]テーブルを[Movies
(映画 )]テーブルと結合できます。結合が完全外部結合である場合、行は失われず、最終的な出

力は次のようになります。結合句で使用されるフィールドが2回出現することに注意してください。

このようにデータを単一テーブルにまとめる方法を、非正規化または平坦化と呼びます。

この結合済みのデータは平坦化されたデータです。各行は、俳優が出演した映画の役柄で構成さ

れています (たとえば、John Rhys-Davies (ジョン・リス＝デイヴィス)はThe Return of the King (王の

帰還 )で2つの役柄を演じたため、対応する2つの行があります)。したがって、データの粒度は映画

内の役柄のレベルになります。複数の行に関連する情報は複製されています。The Return of the
King (王の帰還 )の初公開日は、この映画内の2つの役柄がデータセットに存在するため、2回出

現します。John Rhys-Davies (ジョン・リス＝デイヴィス)の身長は、彼が出演した役柄 /映画の一意

の組み合わせが5つあるため、リストに5回出現します。

したがって、この平坦化されたデータには、注意すべき特性がいくつかあります。たとえば、出演した映

画の平均興行収入別に俳優の身長をプロットする場合は、[Height (身長 )]を列に、[Gross (興行
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収入 )]を行にドラッグした後、[Gross (興行収入 )]の平均を取得することが想定されます。しかし、既

定のビューでこれを行うと正しい結果にならないようです。ここで、John Rhys-Davies (ジョン・リス＝デ

イヴィス)は身長 925 cm、つまり30フィート以上あるとみなされています。

これは、既定の集計がSUMであるためです。データ内に彼の行が5回出現するため、実際の身長

である185 cmの5倍になっています。この問題は、[Height (身長 )]の集計を平均や最小値に変更

することで修正できます。結果として、1つの行の値だけが返されます (すべての行で値が同じであるた

め)。
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集計を変更すると、身長はずっと現実的な値になります。次は、平均興行収入に注意を払う必要

があります。John Rhys-Davies (ジョン・リス＝デイヴィス)の身長について5つの行がすべてカウントさ

れたことを覚えていることでしょう。彼が出演した映画の平均興行収入は、5つの行の平均ではな

く、3本の映画の平均である必要があります。彼が2つの役柄を演じたからといって、The Return of
the King (王の帰還 )の興行収入を2回数える必要はないでしょう。しかし、そうなっていないでしょう

か?

シンプルな計算により、The Lord of the Rings (ロード・オブ・ザ・リング)シリーズの平均興行収入は

(869 + 923 + 1119)/3、つまり$970.3になるはずです。しかし、散布図での値は$990.6です。現在

の平均は5つの行から計算されます ((869 + 923 + 923 + 1119 + 1119)/5)。

これを修正するのは、身長の問題を集計の変更によって修正したときほど簡単ではありません。詳

細レベル (LOD)の式を使用して、Tableauで参照される詳細レベルを既定の [Appearance (出演 )]
から[Movie (映画 )]のレベルに変更する必要があります。計算 [LOD Gross (LOD興行収入 )]を
{FIXED [Movie] : MIN([Gross (USDmillions)])}として作成した後、その新しい [LOD Gross (LOD
興行収入 )]フィールドの平均をビューで使用できます。

このLOD式は、「各映画について興行収入の最小値を返す」という意味です。これにより、映画と

俳優によってビューを構築した場合でも映画ごとの興行収入が常に返されるため、重複の問題が解

消されます。
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これで数字は正しくなりました。John Rhys-Davies (ジョン・リス＝デイヴィス)の身長は185 cmで、こ

のデータセットにある彼の出演映画の平均興行収入は970.3です。正しい値が返されたことを確認

する前に、データがレプリケートされた方法と、Tableauで表示されるデータが集計された方法を理解

しておく必要があります。

複数のテーブルにある正規化されたデータ

論理テーブル間のリレーションシップの作成は結合の作成と似ていますが、必要な回数だけレプリケー

トを行ってデータを1つのテーブルに平坦化する代わりに、テーブル間のリレーションシップに関する情

報をTableauに認識させます。情報は各テーブルから適切な詳細レベルで取り出され、他のデータに

関連付けられます。

[データソース]ページに、平坦化されたテーブルの "完全な"グリッドビューが表示されることはなく、そ

れ自体存在しません。3つのテーブルはすべてそのままTableau内に保持され、単にリレーションシップ

が確立されるだけで、ビューで必要なデータがまとめられます。
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同じ散布図を作成するには、[Height (身長 )]と[Gross (興行収入 )]をビューにドラッグし、[Gross
(興行収入 )]を平均に設定するだけです。各テーブルのデータが他の関連するテーブルのデータと関

連している方法が参照され、身長の表示方法 (俳優別 )と平均興行収入の計算方法 (映画別 )
が推定されます。
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例 2:単一テーブルからのディメンション

ビジュアライゼーション内のディメンションが単一テーブルから取得される場合は、1つのテーブルだけが

クエリされてドメイン全体の結果が表示されます。メジャーを追加した後も、引き続きドメイン全体が

表示されます。

たとえば、上記の [Movie Appearance (出演映画 )]データソースを使用して、[Actor (俳優 )]フィール

ドをビジュアライゼーションに追加すると、結果は次のようになります。
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Viz内の唯一のディメンションは [Actors (俳優 )]テーブルから取得されたため、[Actors (俳優 )]テーブ

ルに対してのみクエリが実行されます。出演映画があるかどうかに関係なく、[Actors (俳優 )]テーブル

に出現するすべての俳優がVizに表示されます。

[Appearance Actor (出演俳優 )]フィールドをメジャーとしてビューに取り込み、COUNT集計を適用

すると、俳優ごとの出演回数を示すビューが作成されます。このデータセットではSigourney Weaver
(シガニー・ウィーバー)に出演映画はありませんが、依然としてビューに名前があることに注目してくだ

さい。
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例 3:複数のテーブルからのディメンション

ビュー内のディメンションが複数のテーブルからのものである場合、すべてのディメンションが関連付けら

れているテーブルが検索され、そのテーブルのドメインが表示されます。その結果、例 1で見たディメン

ション値の一部は変化します。

たとえば、[Movies (映画 )]テーブルからフィールドをVizにドラッグすると、クエリが変更されます。

[Movies (映画 )]テーブルと[Actors (俳優 )]テーブルは [Appearance (出演 )]テーブルによって関連付

けられているため、このクエリでは [Appearance (出演 )]テーブルに存在する俳優 /映画のペアだけが返

されます。

Sigourney Weaver (シガニー・ウィーバー)はこのデータセットでは出演映画がないため (したがって

[Movies (映画 )]内のデータに関連付けられていないため)、俳優 /映画ペアのVizには表示されませ

ん。
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例 4:ディメンションで分割できないメジャー

メジャーをディメンションで分割できない場合、そのメジャーは当該のディメンション間でレプリケートさ

れます。

次のビジュアライゼーションは、映画ごとの合計興行収入を示しています。どちらのフィールドも

[Movies (映画 )]テーブルから取得されるため、[Movies (映画 )]テーブルだけがクエリされます。
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[Movies (映画 )]テーブルには、次のビジュアライゼーションに示すように、各映画の集計済みの

[Gross (興行収入 )]が含まれています (Infinity War (インフィニティ・ウォー)の興行収入はこのデータ

セットの作成時にはわからなかったため、ゼロとして表示されています)。

このビジュアライゼーションに [Actor (俳優 )]を追加すると、[Actor (俳優 )]によって [Movie Gross (映画

の興行収入 )]を分割できないことがTableauによって認識されます (より詳細なこの情報がデータモ

デルで使用できないため)。そのため、代わりに各映画について [Movie Gross (映画の興行収入 )]が
表示され、俳優間でレプリケートされます。
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例 5:メジャーに階層的に関連付けられていないディメンション

前のビジュアライゼーションから[Movie (映画 )]ディメンションを削除すると、各俳優の [Movie Gross
(映画の興行収入 )]メジャーの合計がクエリされます。その結果、俳優が出演したすべての映画につ

いて集計された [Movie Gross (映画の興行収入 )]が得られます。

この場合、複数の俳優が同じ映画に出演した可能性があるため、[Actor (俳優 )]ディメンションと

[Movie Gross (映画の興行収入 )]メジャーの間に階層的なリレーションシップはありません。たとえ

ば、Benedict Cumberbatch (ベネディクト・カンバーバッチ)とChris Hemsworth (クリス・ヘムズワース)
は共にDr. Strange (ドクター・ストレンジ)に出演しました。この場合、Dr. Strange (ドクター・ストレン

ジ)の [Movie Gross (映画の興行収入 )]は両方の俳優の合計に含まれます。

同じ[Movie Gross (映画の興行収入 )]値が複数の俳優の合計に含まれているため、Tableauでは

これらの値を直接合計することができません。
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ただし、このビジュアライゼーションで合計が表示される際は、重複する映画を含めずに [Movie Gross
(映画の興行収入 )]の合計が正しく計算されます。

複数テーブルの分析のトラブルシューティング

複数テーブルを関連付けたテーブルでは、次の状況が考えられます。次の表に、分析のトラブル

シューティング方法に関する既知のシナリオと概要を示します。
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分析状況 説明

ディメンションのみのVizの内

部結合

同じビューに複数のディメンションを追加したときに、予測し

ていたすべての値がすぐに表示されない場合があります。ま

たは、別のテーブルからVizに新しいディメンションを追加す

ると、一部の値がVizから消えることに気づく場合がありま

す。

Tableauでは、データ内に実際に存在する値の組み合わせ

を保持するクエリを使用します。つまり、Vizにディメンションを

提供するテーブルの内部結合によって生成される行が表示

されます。

ディメンション値の部分的な組み合わせを表示する場合

は、[空の行 /列を表示 ]をオンにして、すべての可能な行を

表示するか、ビューに示されたテーブルの1つから

<MyTable>(カウント)などのメジャーを追加して、そのテーブ

ルのディメンションのすべての値を表示することができます。

計算の定数 複数テーブルのデータソースでは、定数値は、単一行の

テーブルから取得されたかのように動作します。定数値を集

計すると、集計が1行であるかのように動作します。Sum
(10)は常に10に等しくなります。また、Avg(10)も常に10
に等しくなります。Count(10)は常に1に等しくなります。

後方互換性を確保するために、単一論理テーブルのデータ

ソースの定数値は、テーブル内の各値に対してレプリケート

されるかのように動作します。

行レベルの計算の定数は、計算の行の詳細レベルを変更

しません。計算 [Sales (売上 )] + 10は、[Sales (売上 )]
フィールドと同じテーブルから取得されたかのように動作しま

す。

外部結合の強制 Tableauでは、すべてのメジャー値がVizに示されるため

(データ内で実際に発生するすべてのディメンション値の組み

合わせと一緒に)、データ内の可能なすべての値 (「一致し

ないNULL」を含む)を確認したい場合は、ワークシートの各
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分析状況 説明

テーブルからメジャーをビューに取り込むことにより、すべての

値を確認することができます。

クロステーブル計算に期待す

るメジャー値が表示されない

計算のドメインは、その入力の内部結合です。メジャー計

算のすべての入力に一致する値がない場合、それらはメ

ジャー計算に含まれません。

行レベルの計算を作成する前に、LOD計算を使用して、メ

ジャー値を同じオブジェクトに移動することを検討してくださ

い。

異なる論理テーブルのフィール

ドを切り替える計算が予期し

ない結果を生成する

Caseステートメント、Ifステートメント、"IFNULL"などの関

数を使用して、行レベルのフィールドを切り替える計算があ

る場合、この計算はすべての行 (行は計算の入力間の内

部結合 )に対して実行されるため、予期しない結果が発生

する可能性があります。

行レベルの計算内で切り替えるよりも、集計値を切り替え

る方が適切な方法です。これにより、単一テーブルのシナリ

オでのパフォーマンスも向上します。

また、これはテーブルをまたいだ計算の問題にすぎないため、

LOD計算を使用してすべてのフィールドを同じテーブルに移

動することもできます。

以下は行わないでください。

SUM( IF [Parameter] == "Foo" THEN [Field

1] ELSE [Field 2] END )

以下を実行します。

IF [Parameter] == "Foo" THEN SUM([Field

1]) ELSE SUM([Field 2]) END

予期しない不一致のNULL 予期していなかったNULLディメンション値に関連付けられ

たメジャー値が表示されることがあります。これは、データ

ソース内のリレーションシップが正しく構成されなかったことを
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分析状況 説明

示している可能性があります。また、メジャーが含まれるテー

ブルには実際に一致しない値があり、ディメンションテーブル

には対応する行がないことを示している可能性もあります。

以前に間違った結合タイプを選択した場合は、このデータが

失われることがありました。リレーションシップを使用すると、こ

れらの一致しない値が保持されます。一致しない値を表示

したくない場合は、フィルターを使用して、一致しない値を除

外できます。

正しくない集計値 リレーションシップか結合を使用していますか?リレーション

シップを使用している場合は、既定で集計が正しく計算さ

れます。結合を使用している場合は、LOD calcsを記述し

て、値の重複を除去する必要があります。

リレーションシップにパフォーマンスオプションを誤って設定しま

したか?パフォーマンスオプションを既定にリセットして、正し

い集計が生成されるかどうかを確認してください。

ディメンションで、メジャー値が

パーティション分割されるので

はなく、レプリケートされる

ディメンションフィルターがメ

ジャーのサブセットを設定しな

い

リレーションシップの定義に使用されるフィールドが正しいこと

を確認します。

Tableauが生成するクエリが

多すぎるか、左結合を多く含

むクエリを生成する

ログやパフォーマンスの記録を調べ、生成されたクエリの数と

使用されている左結合の数を確認します。Tableauでは、

新しいデータモデリング機能により、左結合が含まれるクエリ

や追加のクエリを生成し、一致しないメジャー値が常にビ

ジュアライゼーションに含まれるようにします。一致しない値を

表示する必要がない場合は、フィルターを使用して、ビジュ

アライゼーションから一致しない (NULL)値を削除します。こ

れで、クエリの数が少なくなります。
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分析状況 説明

一致しない値がデータに含まれていないことがわかっている

場合は、パフォーマンスオプションで各リレーションシップの参

照整合性設定を[すべての値が一致 ]に設定できます。こ

のように設定した場合も、クエリの数が少なくなります。

また、ビジュアライゼーションの複雑さを軽減し、生成される

クエリ数を減らすことができます。メジャーを削除し、フィル

ターコントロールを非表示にすることは、複数テーブルの関

連付けられたデータのクエリを簡略化する主要な方法で

す。

クエリに多くのサブクエリがある ログまたはパフォーマンスの記録を調べて、Tableauが生成

するクエリの複雑さを確認します。

Tableauでは、必要に応じて、サブクエリを自動的に生成し

てデータの重複を除去し、正しい集計を生成します。これ

は、LOD計算によって生成されるクエリに似ています。

データの論理テーブル間のリレーションシップに多対 1または

1対 1のカーディナリティが含まれることがわかっている場合

は、リレーションシップのパフォーマンスオプションでこのカー

ディナリティ情報を設定できます。これにより、Tableauで

は、重複が発生する可能性はないと認識されるため、不要

なサブクエリを排除できます。

結合を使用してデータをフィル

ターした

2020.2では、Tableauは一致しない値を回復します。これ

は、内部結合を指定した左結合を使用して、データを意図

的に除外すること意味する場合があります。

この結合によって取り込まれる一致しない値を除外すると、

Tableauでは、クエリを内部結合に最適化できます。

特定のシナリオによっては、この内部結合を論理テーブル内

の物理結合としてモデル化することが適切な場合がありま

す。メジャーが含まれるテーブルを使用してディメンションテー

ブルをフィルターする場合は、メジャーレプリケーションを追加
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分析状況 説明

する必要がないため、このモデル化は特に強力です。

関係を気軽に使ってみる

新しいデータモデリング機能を使用すると、リレーションシップを中心に構築された柔軟なデータソー

スを作成できます。

リレーションシップでは、異なるテーブルの共通する列 (フィールド)を調べ、その情報を使用して各

テーブルの情報を分析で集めることで、それらのテーブルのデータを組み合わせます。

リレーションシップは結合やユニオンとは異なり、複数のテーブルを1つのテーブルに平坦化することな

くデータソースを形成します。それで、関連するデータソースでは、各フィールドの由来がどのテーブル

であるかがわかります。つまり、各フィールドでは、そのコンテキスト、すなわち詳細レベルを保持してい

ます。したがって、関連するデータソースでは、重複やデータの消失という問題が生じることなく、異な

る粒度のテーブルを処理することができます。

関連するデータソースでは、結合は初めから設定されていません。すべてのデータをマージするので

はなく(また、それぞれのVizで何を必要としているかにかかわらずすべてのデータを操作する必要が

あるのではなく)、関連するデータのみが、必要に応じてシートごとに組み合わされます。ドラッグアン

ドドロップすると、Tableauで関連するフィールドとテーブルのリレーションシップが評価されます。これら

のリレーションシップを使用し、正しい結合の種類、集計、Nullの処理を含むクエリを作成します。

データの組み合わせ方法や、データソースのアーティファクトの補正方法を考えるのではなく、データ

の適合方法やどのような質問の回答を得たいかについて考えることができます。

リレーションシップは、従来のデータの結合方法 (結合、ユニオン、ブレンド)に取って代わるものでは

ありません。むしろ、リレーションシップは複数のソースのデータをまとめる新しい柔軟な方法です。既

存の方法も残り、それらは引き続き特定のシナリオで役立ちます。

注 :リレーションシップクエリのしくみについては、Tableauの次のブログ投稿を参照してください。

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

また、「Tableauが関係を発明した理由」など、Action Analyticsからの関係に関するビデオポッド

キャストも参照してください。詳細については、ライブラリの [ビデオポッドキャスト]をクリックしてくださ

い。
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リレーションシップを使用する

このトピックでは、関連するデータソースの構築とそれを使用した分析について取り上げます。手順に

従って進めたい場合は、Bookshopデータセットをダウンロードすることができます。生データで最初か

ら開始するにはBookshop.xlsxを選択し、関連するデータソースの構成済みの基本的な内容を使

用して開始するにはMinimalBookshop.tdsxを選択します。

注 :リレーションシップは、Tableau 2020.2以降でサポートされています。

ビデオ:移行済みデータ

Tableau 2020.2以降を使用して以前のTableauバージョン(2020.1以前 )から既存のワークブックを

開くと、[データソース]タブに[移行済みデータ]テーブルが表示される場合があります。

このトピックには複数のビデオが埋め込まれています。なお、各ビデオ下部の展開可能セクションには、トランスクリプトを
ご用意しています。

移行済みデータのビデオトランスクリプト

リレーションシップが使用可能になる前に作成済みワークブックを開くと(バージョン2020.2より前 )、
データソースの外観が異なる場合があります。結合されたテーブルやユニオンテーブルがある場合、"
移行済みデータ"という名前の1つの論理テーブルとして表示されます。ダブルクリックすると参照元の

テーブルが表示されます。それらのテーブルは今後もそこに残り、分析も予期したとおりに動作します。

"移行済みデータ"テーブルのみを使用している場合、[データ]ペインの動作は以前のバージョンの

Tableau Desktopと似たようになります。

新しいテーブルを"移行済みデータ"テーブルにさらに直接関連付け、データモデルを拡張することが

できます。

データモデルにリレーションシップを追加すると、[データ]ペインが更新されて新しいレイアウトになり、各

テーブル内にはディメンションとメジャーが保持され、"移行済みデータ"テーブルは単一のマージされた

テーブルとして表示されます。

ビデオ:テーブルの関連付け

注 :このビデオで示されている関係を編集するためのインターフェースは、現在のリリースとは少

し異なりますが、同じ機能を備えています。
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テーブルの関連付けのビデオトランスクリプト

関連付けられたテーブルのデータソースを構築するには、データに接続し、テーブルをキャンバスにド

ラッグします。2つ目のテーブルをドラッグします。可能な場合にはリレーションシップが自動的に形成

されます。Tableauで関連フィールドを検出できない場合は、ユーザー自身が選択するよう求める

メッセージが表示されます。

表示されているキャンバスは、テーブルを互いに関連付けることができるデータモデルの新しいレイ

ヤーです。追加のテーブルをドラッグすると、それがデータモデルに追加されます。"ヌードル"はどの

テーブルが関連しているかを示しています。

リレーションシップは計算フィールドに基づきます。リレーションシップを定義する際は、演算子を使用

してフィールドの比較方法を指定することもできます。

結合を追加する

結合を作成するには、テーブルをダブルクリックして結合キャンバス(物理レイヤーとも呼ばれます)を
開きます。その後、テーブルをドラッグして結合を作成します。結合の作成エクスペリエンスは、以前

のバージョンのTableauと同じです。必要に応じて計算を含む結合句を設定し、結合タイプを構成

できます。

結合キャンバスを閉じると、リレーションシップキャンバス(論理レイヤーとも呼ばれます)上のテーブル

に、参照元の結合を示す結合アイコンが表示されます。結合によってテーブルがマージされ、単一の

新しいテーブルが形成されるためです。関連付けられたテーブルは、引き続き個別のままです。

ユニオンを追加する

[ユニオンの新規作成 ]をドラッグし、ユニオンを追加します。ユニオンでは結合と同様、実際にデータ

をマージし、論理レイヤーにアイコンを表示します。ユニオン(または名前が不明瞭なすべてのテーブ

ル)の名前は、より使いやすいものに常に変更することをお勧めします。

ビデオ:パフォーマンスオプション

注 :このビデオで示されている関係を編集するためのインターフェースは、現在のリリースとは少

し異なりますが、同じ機能を備えています。

パフォーマンスオプションのビデオトランスクリプト
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どのリレーションシップにも、パフォーマンスオプションのほかに関連付けられたフィールドがあります。

Tableauでは、これらのオプションに対して安全な既定値が自動的に選択されます。ただし、データの

特性を把握している場合は、これらのオプションを変更することで、分析中に自動結合を構成する最

適な方法について詳しい情報を得ることができます。基数オプションと参照整合性オプションを設定す

ると、クエリを最適化する方法について詳しい情報が得られます。

カーディナリティ

基数は、リンクフィールドレコードが一意であるかどうかを示します。複数の本で著者が同一であり、

各著者が著者のテーブルで一度だけ記載されている場合、これら2つのテーブルの間でAuthIDの基

数は [Many (多 )]、"Author (著者 )"の基数は [One (1つ)]になります。この設定は、Tableauによる

集計の処理方法に結合前と結合後とで影響があります。

参照整合性

参照整合性は、あるテーブルのレコードに、別のテーブルでのリレーションシップがあることを保証するか

どうかを示します。すべての書籍に著者がいる場合、"Book (書籍 )"には "Author (著者 )"に対する参

照整合性があります。必ずしもすべての著者に対して書籍があるわけではない場合、"Author (著
者 )"には "Book (書籍 )"に対する参照整合性はありません。この設定は、Tableauによる結合タイプ

の選択方法と、一致しないレコードの処理方法に影響を与えます。

詳細については、カーディナリティと参照整合性 ページ685を参照してください。

例 :書店データ

ここから少し、このデータソースを使用して分析を行っていき、データについてお話しします。

データセットは (架空の)書籍に関するもので、書籍と版の区別を考慮することが重要です。書籍と

は、それ自体がタイトル、著者、ジャンルなどの属性を持つ概念的な作品のことです。また、書籍には

版もあり、ISBNで識別される価格や形式 (ハードカバーやペーパーバック)などの属性があります。書

籍の版には出版社とページ数が含まれますが、書籍には受賞歴がある場合やシリーズに含まれる場

合があります。

MinimalBookshop.tdsxをダウンロードして順に進めていくか、冒険心を持ってBookshop.xlsxから自

分でモデルを構築することができます。テーブルを組み合わせると、IDフィールドの多くを非表示にする

ことができます。
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ビデオ:複数のテーブルを操作する

注 :このビデオで示されている関係を編集するためのインターフェースは、現在のリリースとは少

し異なりますが、同じ機能を備えています。

複数のテーブルを操作するのビデオトランスクリプト

データソースページ

[シート]タブに移動する前に、下のデータグリッドビューに、一度に1つのテーブルのフィールドのみが

表示されることに注目してください。別のテーブルをクリックすると、そのテーブルに含まれるデータが表

示されます。関連データは分析で使用されるまでまとめられることはないため、全体のビューはありま

せん。現時点では、データはテーブルごとの状態なので、テーブルごとに表示されます。

参照元の結合やユニオンを含むテーブルをクリックすると、そのマージされたデータが、関係する可能

性があるNullと一緒に表示されます。

データペイン

シートをクリックすると、[データ]ペインの外観が以前のバージョンのTableauとは異なることにお気づ

きになるかもしれません。ディメンションとメジャーを主に組織していたのが、今度はテーブルに焦点を

当てるようになりました。テーブルごとにディメンションとメジャーの独自の内容があり、この行で示され

ます。必要な場合は、代わりにフォルダーごとにグループ化することもできます。
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レコード数とカウント

また、[レコード数 ]フィールドもありません。レコード数の概念が変更されたためです。データソースのレ

コード数は1つもありません。各テーブルに[カウント]フィールドがあり、このフィールドをそのテーブルの

ローカルレコード数とみなすことができます。

複数のテーブルのレコード数を同時に把握するには、メジャーネームとメジャーバリューを使用するか、

カウントフィールドを複数選択して [表示形式 ]を使用し、Vizを作成します。

ビデオ:基本的な計算

基本的な計算のビデオトランスクリプト

このデータセットを少し使いやすくするために、いくつかの計算を行うことができます。最初に、名と姓を

組み合わせ、著者名全体にする計算を作成できます。名、スペース、姓だけの"Author Name (著
者名 )"という計算を作成します。この計算ではそのテーブルのフィールドのみを使用するため、計算は

"Author (著者 )"のテーブルに留まります。

[First Name] + " " + [Last Name]

販売を行う場合、販売金額は、価格 (出版社により固定され、版や ISBNに固有 )と販売時の割

引が組み合わされたものになります。それで、"Sales Amount (販売額 )"の計算は、価格に1を乗

じた値から割引を差し引いた値になります。ZN (ゼロNull)関数を使用し、割引なしの売上を処理し

ているため、Nullにはなりません。この計算は、複数のテーブルのフィールドを使用するため、[データ]
ペインの下部にある共有領域に表示されます。集計計算は、[データ]ペインの下部にも表示されま

す。

[Price] * (1-ZN([Discount]))

ビデオ:セットとグループ

セットとグループのビデオトランスクリプト

書籍がシリーズに含まれるかどうかを識別するため、書籍のセットを作成します。"Book (書籍 )"テーブ

ルで"Title (タイトル)"を右クリックし、[作成 ] > [セット]の順に選択します。ここでは、これに"In a
series (シリーズの一部 )"と名前を付けます。[条件 ]タブで、[By field (フィールドごと)]を選択し、
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"Series Name (シリーズ名 )"、[カウント]、>= 1とします。

"Edition (版 )"テーブルの [Format (形式 )]フィールドにはとても詳しい内容があり、大量市場や大型

ペーパーバックの指定などもあります。このような詳しい内容が役立つ場合もありますが、ハードカ

バーとペーパーバックの間で一般化が必要になることがあります。[データ]ペインで [Format (形式 )]
フィールドを右クリックし、[作成 ] > [グループ]を選択します。ここでは、これに"Cover (カバー)"と名
前を付けます。Controlキーを押しながら、ハードカバー以外をすべて選択し、[グループ]をクリックし

ます。グループの名前が自動的に強調表示され、ここでは名前を"Paperback (ペーパーバック)"と
します。

"Author Name (著者名 )"の計算と同様に、これらの作成した項目には1つのテーブル内での関連

性があるため、[データ]ペインのそのテーブル内に留まります。

関連データを分析する

リレーションシップ間や結合間で分析がどのような外観になるかを比較してみましょう。上記で使った

データソースを使わずに、質問 1と質問 2に付属のワークブックをダウンロードすることをお勧めしま

す。データソース構成や質問 1の手順に関する問題に気づく場合には、それらの問題がシナリオの

都合上、意図的に含められていることに注意してください。

質問 1:各書籍にはいくつの版がありますか? 

重要 :質問 1のビデオは、ベータ版のソフトウェアで録画されたものです。2020.2のリリースバージョン

では、関連するデータソースにエラーを持ち込もうとしても正しく処理します。ビデオの通りに操作する

と、ご利用のワークブックでは結果が異なり、リレーションシップの値は正しいものになります。製品を

改良し、エラーは教育目的に留めるように努めますのでご理解をお願いします。

これは、両方のデータソースでいくらかの基本的な分析を行うことで設定します。それぞれで棒グラフ

を作成し、タイトルごとに版数を確認します。

関連 結合

関連するデータソースを使用する:

1. "Title (タイトル)"を[行 ]に移動させる

2. "Edition (Count) (版 (カウント))"を[列 ]
に移動させる

3. ツールバーの [ラベル]アイコンをクリック

し、ラベルをオンにする

4. ツールバーの [降順に並べ替え]アイコン

をクリックする

結合データソースを使用する:

1. "Title (タイトル)"を[行 ]に移動させる

2. ISBNを[列 ]に移動する

3. フィールドを右クリックし、[メジャー] > [カウ

ント]の順に選択する

4. ツールバーの [ラベル]アイコンをクリック

し、ラベルをオンにする

5. ツールバーの [降順に並べ替え]アイコン

をクリックする
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[カウント]が結合データの正しい集計でないことはすぐにわかります。また、関連データも何かが正しく

ありません。データを表示し、何が起きているか、どのように修正するかを見てみましょう。ビデオを視聴

し(またはトランスクリプトを読み)、方法を確認してください。

ビデオ:データ検証とデータモデルの修正

質問 1のビデオトランスクリプト

結合

ここでは、結合データを確認しています。結合したVizで、マークの参照元データを確認していきま

す。

この [データの表示 ]ダイアログには、[サマリー]と[参照元データ]の2つのタブがあります。

l 同じブックには大量の行がありますが、すべての結合が原因で重複している可能性がありま

す。

重複を処理するために、ビューの [ISBN]フィールドの集計を[個別カウント]に変更します。この重複

についてはほぼすべての分析シナリオで考慮し、適切な集計、フィルターリング、Vizの構造をどのよう

に指定するかに対応する必要があります。
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関連

関連データソースの構造を見て、結合の内容についても確認していきましょう。関連するVizで、

マークの参照元データを確認していきます。

ここでも[データの表示 ]ダイアログに2つのタブがありますが、今回は [参照元データ]ではなく

[Edition (版 )]タブです。Vizで使用しているテーブルにはどれも、独自のタブがあります。

l この書籍には行が2つずつあり、結合が重複の原因である可能性があること、また、このデー

タソースの "Book (書籍 )"テーブルが実際には、"Info (情報 )"や "Award (賞 )"と結合された

"Book (書籍 )"テーブルであることはわかっています。

"Title (タイトル)"と"Award Name (賞の名前 )"を使ってVizを作成し、下にスクロールして調べます。

すると、Mallemarokingが2つの賞を受賞していました。これらのテーブルは結合するより、関連付け

る方が良さそうです。

[データソース]タブに戻り、結合から"Awards (賞 )"のテーブルを削除し、代わりに関連付けます。こ

れで、このデータソースでは重複の問題について心配する必要はなくなります。

質問 2:シリーズに含まれる書籍の著者では、誰に最も多くの書籍ツアーイベントの経

験がありますか?

ビデオ:さまざまな詳細レベルを操作する

質問 2のビデオトランスクリプト

どの著者を操作するかを見てみましょう。関連するデータソースを使用し、"Author Name (著者

名 )"と"Series Name (シリーズ名 )"を[行 ]に移動します。

関連するデータソースでは、ディメンションのみを含むテーブル内の不一致データが減っているため、

自分たちに関連するデータに焦点が当たっています。著者は7人で、そのうちの2人は2つのシリー

ズを書き下ろしたことがわかります。一致する値のみを表示しない場合は、[分析 ]メニュー> [テーブ

ルのレイアウト]に移動し、[空の行を表示 ]にチェックを入れると、一致しない値を復元することができ

ます (従来の動作と似ています)。

関連 結合

関連するデータソースを使用する:

1. "Book (書籍 )"のテーブルから"In a series (シリーズの一部 )"のセット

結合データソー

スを使用する:
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を[フィルター]シェルフに移動します。既定では、セット内のメンバーの

みにフィルター処理が適用されます。

2. "Author Name (著者名 )"を[行 ]に移動します。

3. "Book Tour Events (書籍ツアーイベント)"を[列 ]に移動します。

1. "In a
series (シ
リーズの一

部 )"のセッ

トを[フィル
ター]シェル

フに移動し

ます。

2. "Author
Name (著
者名 )"を
[行 ]に移

動します。

3. "Book
Tour
Events
(書籍ツ

アーイベン

ト)"を[列 ]
に移動し

ます。

ここで、数字に少

しずれがあるよう

です。

結合データでは、結合のために重複が生じ、一部の著者には複数のシリーズがあることもわかってい

ます。このため集計を、たとえばMINやMAXに変更することはできません。複数のシリーズの作品が

ある著者で情報が失われるためです。

本当に必要としているのは、著者ごとに視覚化された、シリーズあたりのイベント数です。これは、詳

細レベル (LOD)表現の典型的な事例です。以下により"Series Events (シリーズイベント)"の計

算を作成します。

{FIXED [Series Name] : MIN ([Book Tour Events])}

MINは単一シリーズのイベントの重複を処理するためのものです。

この新しいフィールドを元のイベントフィールドではなく[列 ]に移動すると、正しい値が得られます。
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関連データについては、それを実行する必要はありませんでした。リレーションシップは、ネイティブの詳

細レベルや、"Author (著者 )"テーブルを"Book (書籍 )"テーブルや "Info (情報 )"テーブル、"Series
(シリーズ)"テーブルに関連付ける方法を理解したり、"Events (イベント)"メジャーを"Author Name
(著者名 )"に適切に再度結合して集計したりするための賢い方法で、どれもLOD計算を記述する

必要はありません。

それで、データの関連付けを敬遠しないでください。ご自分で確かめてください! Bookshopデータをダ

ウンロードするか、ご自分のデータを使用することができます。フィルター処理、表計算の使用、さまざ

まなチャートタイプの構築、パフォーマンスオプションの構成、リレーションシップの作成をできるだけ試

してみてください。

関連データを操作する際のヒント

l あるマークが何を示しているかを確認するため、頻繁に参照元データの表示 ページ2602して

ください。

l 結合が必要ない (また、必要になるかもしれない理由がある)場合は、リレーションシップを使

用すると柔軟性が高まります。

l 一致する値のみを表示しない場合は、[分析 ]メニュー> [テーブルレイアウト] > [空の行を表

示 ]に移動すると、一致しない値を復元することができます。

関連リソース

次のレベルに行く準備ができたら、リレーションシップで計算を気軽に使ってみる下に進んでください。

あるいはこのまま続けて、関係を使用して複雑な分析を行う方法を調べたいでしょうか? 高度なリ

レーションシップを使ってみるページ729を参照してください。

製品管理チームが発信する関係の技術的基盤の詳細については、Tableauのブログのリレーション

シップに関する連載を参照してください。

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

また、「Tableauが関係を発明した理由」など、Action Analyticsからの関係に関するビデオポッド

キャストも参照してください。詳細については、ライブラリの [ビデオポッドキャスト]をクリックしてくださ

い。

リレーションシップで計算を気軽に使ってみる

計算を使用するのは大変だと感じるかもしれません。リレーションシップを使用するデータソースでの

計算は、さらに大変だと感じるかもしれません。しかし、リレーションシップでの計算を恐れる必要はあ

りません。
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注 :関係を使用するデータソースの基本的な動作にまだ慣れていない場合は、このトピックに

進む前に関係を気軽に使ってみるページ716を参照してください。

計算タイプ

行レベルの計算は、データ内の各レコードに対して計算されるものです。たとえば、各販売トランザク

ションには売上額と定価があり、割引率によって次のように調整される可能性があります: Price *

(1- ZN([Discount]))。これは、各トランザクションの行ごとに計算されます。計算の結果は、売

上高のデータソースに新しい列として追加されると考えることができます。

集計計算もあります。集計計算はビジュアライゼーションの詳細レベルで計算され、その値はビューの

構造によって異なります。カウント数は、集計計算の例です。Count([Title])の値は、書式、著

者、または販売日でカウント数を表示するかどうかによって異なります。

計算タイプの詳細については、ブログを参照してください。

テーブルの詳細レベル

Tableauデータソースの各テーブルは独自の詳細レベルを持つことができるため、計算が関連付けら

れているテーブルがどれであるかによって影響が大きく異なります。たとえば、以前のTableau (2020.2
より前のリレーションシップより前 )では、定数値 1を使用して計算を作成し、それを合計することで

データソース内のレコード数をカウントしていました。データソースの各行に1を割り当てたので、合計

すると行数になりました。

ただし、この計算は値 1になります。定数計算は、データソース全体に対するグローバルな詳細レベ

ルではなく、データペインの下部にあるまだ割り当てられていない領域にあります。定数計算には独自

の詳細レベルがあります。1の合計は単に1です。

前述のように、テーブルと同じ詳細レベルを持つ計算は、通常であればテーブルのフィールドが含まれ

ているため、[データ]ペインのそのテーブルに属します。たとえば、各著者のフルネームを取得するため

に行う姓と名の連結 (つまり[First Name] + " " + [Last Name])は、著者テーブルに配置

されます。

ただし、1つの計算で複数のテーブルのフィールドを使用する場合は、計算は [データ]ペインの下部に

あるまだ割り当てられていない領域に移ります。これは、テーブル間の行レベル計算と呼ばれます。関

連するテーブルの行レベルで結合する必要があるため、パフォーマンスに影響を与える可能性がありま

す。(リレーションシップのパフォーマンスオプションで、正しいカーディナリティが設定されていることを確

認してください。)
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詳細レベルの割り当て

テーブルの詳細レベルで計算の結果が制御されるため、適切なテーブルで計算を行うことが重要で

す。FIXED詳細レベル表現を使用すると、特定のテーブルに計算をプルできます。式が固定される

フィールド(ディメンション宣言 )によって、結果の詳細レベルが決まります。

例 :著者ブックツアー

Q:各著者が参加しているブックツアーイベントはいくつありますか?

A: この数字は各著者に「属する」ものですので、著者のテーブルに入れる必要があります。

l 著者ブックツアーイベント= {FIXED [Author Name] : SUM([Book Tour

Events])}
l (これは、平易な言い方をすると「各著者に関するブックツアーイベントの合計数」と考えるこ

とができます。

Q:ブックツアーを行っていない著者は何人いますか?

A:次のような計算を試してみるのもよいでしょう。

l COUNTD(IF ISNULL([Book Tour Events]) THEN ([Author Name]) END)
l (これは、平易な言い方をすると「ブックツアーイベントが空値の場合、著者の名前を返し、

一意の著者名を数える」と考えることができます。)

ただし、ブックツアーイベントはシリーズテーブルからの値であり、作成者名は作成者テーブルからの

値なので、この計算はテーブル間の行レベルの計算になります。また、このようなテーブル間の計算で

は内部結合が使用され、両方のテーブルに対応する値がない場合、行は結合結果から削除され

ます。つまり、存在しないものをTableauに数えさせる必要があります。2つのフィールドが同じテーブ

ルにある場合は、この方法で行うのも良いでしょう。計算がデータソースの構造とうまく連動していな

いということ以外は、問題はありません。

代わりに、著者ごとにブックツアーイベントの有無を示し、その結果を著者テーブルに保持する必要

があります。「ブックツアーに参加している」かどうかというフラグが各著者に立てられると、ブックツアーを

行っていない人数を数えることができます。

l ブックツアーの参加者か? = IF {FIXED [Author Name]: COUNT([Book Tour

Events])} = 0 THEN "No" ELSE "Yes" END
l (これは、平易な言い方をすると「著者ごとにブックツアーイベントの数を数える」と考えることが

できます。カウント数がゼロの場合は著者に「いいえ」というラベルを付け、それ以外の場合は

「はい」というラベルを付けます。そのフィールドに「ブックツアーの参加者か?」という名前を付け

ると、そこにははいといいえが並びます。
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ここで、いいえの数を数えると、元の質問に答えることができます。

ブックツアーを行わない著者 = IF [Book tour participant?]= "No" THEN ([Author

Name]) ENDという計算を行うと、ブックツアーを行っていない著者のリストが得られます。(これは、

「ブックツアーの参加者か?がいいえである著者について、名前をリストアップする」と考えることができ

ます。

計算が COUNTD(IF [Book tour participant?]= "No" THEN ([Author Name])

END)の場合、データペインの下部にある未割り当ての領域に結果が数値で表示されます。なぜで

しょうか。それは、この計算は集計されているからです。

ボーナス質問 :

ブックツアーの参加者か?の計算の構造を直接使用して、著者名のリストを返すこともできます。IF

{FIXED [Author Name]: COUNT([Book Tour Events])} = 0 THEN ([Author

Name]) ENDこの計算はデータペインのどこに表示されるでしょうか。なぜでしょうか。Tableau
Desktopの独自のコピーで試してみるか、このワークブックをダウンロードして確認してください。

(Tableau Desktop 2020.2以降が必要です。ワークブックに入ったら、[データ]ペインで計算を右クリッ

クし、[編集 ]を選択して計算エディターを開き、計算コメントの説明を確認します。)

関連リソース

ちょっと難しいと感じたら、関係を気軽に使ってみるページ716を試してください。

あるいはこのまま続けて、関係を使用して複雑な分析を行う方法を調べたいでしょうか? 高度なリレー

ションシップを使ってみる下を参照してください。

製品管理チームが発信する関係の技術的基盤の詳細については、Tableauのブログのリレーション

シップに関する連載を参照してください。

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

また、「Tableauが関係を発明した理由」など、Action Analyticsからの関係に関するビデオポッドキャ

ストも参照してください。詳細については、ライブラリの [ビデオポッドキャスト]をクリックしてください。

高度なリレーションシップを使ってみる

リレーションシップの性質上、フィールドの由来やそのドメインおよびNullが表す内容を理解することが

これまで以上に重要です。[データソース]ページや [データ]ペインにアクセスせずにVizを表示した場

合にそれを正しく解釈するには、作成者が提供するタイトルやその他の情報が手がかりになるという点

に注意してください。
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注 :関係を使用するデータソースの基本的な動作にまだ慣れていない場合は、このトピックに

進む前に関係を気軽に使ってみるページ716を参照してください。

すべての日付フィールドが等しくないのはなぜですか?

2つのフィールド名に"日付"という単語が含まれていても、それらのフィールドの内容が同じというわけ

ではないことに注意してください。年のレベルに関する例を見てみましょう。つまり、月や日付の値は

無視して、フィールドがどの年を範囲に入れているかに注目します。

Bookshop データセットページ187には、日付のデータ型を持つ複数のフィールドがあります。

l 生年月日

l 出版日

l 発売日

l また、受賞年と創立年には日付情報も含まれますが、それらは数値フィールドです。

l NB: [データ]ペインのアイコンが緑の場合、このフィールドが連続していることを示しま

す。[データ]ペインで [フィールド名 ]を右クリックして、[不連続に変換 ]を選択します。ア

イコンが青に変わります。必要に応じて、“受賞年 ”と“創立年 ”でもこれを行います。

ただし、ドメイン(各フィールドの値 )は異なります。各フィールドを行のシェルフに順番に移動します。

その際、左下隅のマークの数を確認して各フィールドを削除してから、次のフィールドを移動します。

l 年 (生年月日 )にある27個のはマークは、ドメインに27の異なる年が含まれていることを示し

ます。

l 年 ([出版日 ])にはマークが15個あり、ドメインは15年で構成されています。

l 受賞年にはマークが11個あります

l 創立年にはマークが4個あります

l 年 ([発売日 ])にはマークが1個あります

ドメインのこうした違いに留意することが非常に重要です。年 ([出版日 ])にあるエディションと賞のテー

ブルを受賞年に関連付ける場合、内部結合の分析をさらに掘り下げて、受賞年のみに絞り込むこ

とができます。その結果、受賞年に該当しない書籍はすべて除外されます。(これは、受賞歴のない

書籍をフィルターすることとは異なることに注意してください。書籍の受賞年に出版された書籍は、受

賞歴がなくても除外されません。完全に除外されるのは、受賞年に該当しない書籍です。結合から

のフィルターアクションは、書籍ではなく年のレベルにあります)。

例 : 出版日と生年月日

[出版日 ]を[列 ]に、[生年月日 ]を[行 ]に設定すると、Abcのテーブルが表示されます。ワークブック

をダウンロードして、このテーブルの詳細を確認してください(Tableau Desktop 2020.2以降が必要で

す)。
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年以外のデータがないため、Abcは単なるプレースホルダーです。Tableauではマークに値は付きません。Abcはマーク
の分布を示すためのものです。

このテーブルには空白が多く含まれています。出版年 2180年と生年月日の年 2133年が交差する

ところにはプレースホルダーがありません。つまり、2133年に生まれた著者が2180年に出版しなかった

ということです。

それは確かですが、なぜそれが重要なのでしょうか?

たとえば、経時的な分析をしようと考えているとします。ハードカバーの売上は時間の経過とともに増

加しているでしょうか?その場合、形式をハードカバーのみにフィルターし、行に売上 (カウント)、列に

日付があるタイムラインとしてのグラフを想像するでしょう。しかし、使用するのはどの日付フィールドで

しょうか?出版日、生年月日、発売日も必要です。これらのフィールドにはわかりやすい名前が付いて

いるので、発売についての質問は通常、「発売日」を使用します。ただし、すべてのデータセットに明

確な名前が付いているわけではありません。フィールドが "Date1"や "Date3"のような場合は、見分け

るのはかなり難しくなります。分析的な質問が明確に考慮されていない場合は特に難しくなります。

フィールドが属するテーブルや、フィールドのドメインが表す内容は、分析に重大な影響を与えます。

日付フィールドを変更すると、分析を完全に変更することができます。次の2つのVizを見てみましょ

う。
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1つ目は、「各年に生まれた著者が執筆した書籍数」と解釈することができます。ここでは、「著者の

年齢が高いほど執筆した書籍数も多いか?」(いいえ)という質問や、「最も多くの作品を残した著者

は何年に生まれたか?」(2155年 )といった質問をします。

2つ目は「毎年何冊の書籍を出版したか?」と解釈することもできます。ここでは、「最も多くの書籍を

出版したのは何年か?」(2188年 )という質問や、「書籍の出版は時間の経過とともに安定している

か?」(いいえ)といった質問をします。

生年月日を使用するVizでは、概念の組み合わせが扱いにくく、質問の仕方が難しくなります。しか

し、Tableauでは質問の良し悪しが判断されることはなく、意図するかしないかにかかわらず、どんな

質問でも尋ねることができます。これは重要な点です。Date1を使用すべきところでDate 3を引き出

しても、TableauにVizが表示されます。しかし、すべての日付フィールドが同じ意味を持つわけでは

ないので、分析を正確に行うためにどのフィールドを使用するかは作成者の判断となります。

フィールドが属しているテーブルの重要性について詳しくは、このブログ投稿を参照してください。

データが欠落しているとはどういう意味ですか?

ゼロとNullには違いがあります。

ゼロは、測定した結果、それが存在しないことを意味します。その値はもちろんゼロです。ゼロという

値のスピード違反のチケットを持っているとしたら、おそらくあまりスピードは出ていないでしょう。

l NB: 0と1は、多くの場合 True/False、はい/いいえ、合格 /失敗など、他の二項値と同じ意

味で使用されます。この場合、ゼロは数値ではなくラベルとして使用されます。

Nullは、測定していないか、データを記録していなかったため、値がわからないことを意味します。運

転記録でスピード違反のチケットの欄が単に空白になっていても、スピード違反をしたことがあるかど

うかはわかりません。

Nullは、データが欠落しているか、データが存在しないことを表します。
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l 運転記録でスピード違反のチケットの値がNullの場合でも、記録されていないスピード違反

のチケットがある可能性もあります。つまり、データが欠落していると仮定する必要があります。

l 存在しないデータはN/Aとして記録される可能性がありますが、不可能な事柄は追跡する必

要がないため、単に記録されないことがよくあります。バスに乗っている間、スピード違反のチ

ケットを何枚もらいましたか?そのデータはデータセットに存在しない可能性があります。「交通

手段」と「スピード違反のチケット」のマトリックスには、意味をなさない組み合わせがあります。

その場合、データが存在しないものと見なされる場合があります。

Nullが意味をなす場合

Nullが真に未知のもの (スピード違反のチケット数に関する情報の欠如 )であるか、存在しないデータ

(バスの乗客がスピード違反のチケットをもらうことについての情報の欠如 )を表しているかどうかを認識

するには、データの知識が必要です。データに十分な信頼性があり、情報の欠如はデータの欠落で

はなく存在しないデータによるものとみなすことができるか? 主題の専門知識を適用すると、Nullが意

味をなすようになります。

Abcのテーブルをもう一度見てみましょう。プレースホルダーを使用しなくてもスペースを分析することが

できます。このデータの信頼性は高く、Nullは不完全なデータではなく存在しないデータであると仮定

します。

プレースホルダーがない場合、その年にある著者が生まれ (行が存在する)、その年にある書籍が出

版された(列が存在する)が、出版された書籍はその年に生まれた著者が執筆したものではない (セ
ルは空 )ことを示します。その空のスペースに、「出版なし」という意味のあるラベルを割り当てることもで

きます。さらに、これらのNull値の分析を行うこともできます。たとえば、データに存在する日付の場

合、書籍を出版せずに何年経過しているかを著者ごとに表示することができます。
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注 :生年月日の領域にもギャップがあります。2131年と2132年に生まれた著者がいない場

合、年の範囲は2130年から2133年となります (2131年と2132年の行は存在しない)。こ
れらの欠落した年は、「このデータセットには、その年に生まれた著者が執筆した書籍は含ま

れていない」と解釈することができます。ただし、上記のように日付フィールドのドメインについて

説明する場合、ドメインに欠落した値があるということは、リレーションシップを構築する際や、

Viz内のヘッダーまたは軸に使用するフィールドを選択する際に考慮すべき重要な情報です。

リレーションシップでのNullの操作の詳細については、このブログ投稿を参照してください。

実践練習

各 Vizのタイトルを付けてみましょう。平易な言葉で内容を説明してください。ライブVizを探索する

には、ワークブックをダウンロードしてください(このワークブックでは、Bookshop データセットページ

187を微調整したバージョンを使用し、2つのテーブルのみを使用します。日付フィールドは、関連

フィールドとして使用できるように調整されています)。

Vizのマトリックスの読み方

l 年間のエディション数 (紫色 )と受賞数 (緑 )が棒で表示されます。

l 各列の軸の日付フィールドは異なります。左側の列はエディションテーブルからの [出版年 ]、
中央の列は賞テーブルからの [受賞年 ]、右側の列は [出版日 ]を使用した計算フィールドで

すが、そのフィールドがNullの場合は、[受賞年 ]を使用します (この計算は両方のドメインが

完全に表示されるようにするために使用します)。
l 行ごとに賞とエディションのテーブルを組み合わせるリレーションシップが異なります。一番上の

行は書籍 IDのテーブルに関連付けられ、中央の行は年に関連付けられ、下の行は書籍 ID
と年の両方に関連付けられています。

l 2183年を示す棒は、比較しやすくするために太くなっています。以下のソリューションでは、そ

の年の値の詳細を確認できます。

l 網掛けされた2つのVizの値が同じであることに注意してください。
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行き詰ってしまった場合

Vizの各部分を手順を追って確認します。データソースの構造、軸とヘッダー、マークに使用する

フィールド(およびどのテーブルに属しているか)を確認します。なぜそこにNullがあるのかを考えてみて

ください。特定のマークや2つのマークのデータを表示し、どのレコードが含まれているかを確認します。
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l データソースは、書籍 IDのエディションに関連している賞です。

l 日付軸は出版年です。

l 値は受賞数とエディション数です。

Vizで単一のマークを選択し、それを定義してください。2183年のVizは、エディション数が7で受賞

数が3であることを示しています。参照元データの表示 ページ2602を参考にして、各マークにどのレ

コードが表示されているかを調べます。

エディション

賞
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これらを組み合わせると、「2183年に出版された7冊の書籍を返し、それらの書籍について受賞年

に関係なく受賞した賞をすべて一覧表示する」と解釈することができます。TM925は2179年に初め

て出版され、ハードカバー版はその年に2つの賞を受賞しました。2183年には、もう1つのエディショ

ン(おそらくペーパーバック版 )が出版されました。受賞数の値は、年ではなく書籍に関連付けられてい

ます。

Viz全体では、「各年に出版されたエディション数と、その年に出版された書籍の書籍別受賞数」ま

たは「各年に出版されたエディション数とそれらの書籍の受賞数」と解釈することができます。

実践練習のソリューション

2183年 (太い棒 )は解釈に焦点が置かれている年です。エディションに関する情報は紫色で、賞に

関する情報は緑色で表示されています。2187年は、受賞はしていないものの書籍が出版された年

であるため、説明が記載されています。このように、軸に使用する日付フィールドによって得られる結

果が図でわかりやすく示されています。このニュアンスは、青色で記載されています。リレーションシップ

の設定に使用するフィールドの重要性は、ピンク色で記載されています。
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こうしたビジュアルは、ユーザーの便宜を図るために提供されていますが、ユーザーエクスペリエンスを

さらに向上させるには、ワークブックをダウンロードし、それをTableau Desktop 2020.2以降で開くと、

ツールヒントやデータの表示といったインタラクティブな機能を利用できるようになります。シートの詳細

を確認する場合は、下部にあるいずれかのダッシュボードタブを右クリックして [すべてのシートの再表

示 ]を選択します。これにより個々のVizがすべて使用可能になり、各シートからは、どのフィールドが

どのシェルフにあるかなど、[データ]ペインと作成環境を確認できます。3つの異なるリレーションシップ

(上記のマトリックスの行 )を達成するには、3つの異なるデータソースがあることに注意してください。

関連リソース

ちょっと難しいと感じたら、関係を気軽に使ってみるページ716を試してください。

次のレベルに行く準備ができたら、リレーションシップで計算を気軽に使ってみるページ726に進んでく

ださい。

製品管理チームが発信する関係の技術的基盤の詳細については、Tableauのブログのリレーション

シップに関する連載を参照してください。
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l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

また、「Tableauが関係を発明した理由」など、Action Analyticsからの関係に関するビデオポッドキャ

ストも参照してください。詳細については、ライブラリの [ビデオポッドキャスト]をクリックしてください。

データの結合

多くの場合、目的の分析を実行するには、複数の場所 (異なるテーブルやデータソース)からデータを

組み合わせる必要があります。データの構造と分析のニーズに応じて、テーブルを組み合わせるため

のいくつかの方法があります。

関係と結合

Tableau Desktopでの既定の方法は、関係を使用することです。関係は、情報を組み合わせるとき

に元のテーブルの詳細レベルを保持します。関係を使用すると、コンテキストベースの結合をシート単

位で実行でき、各データソースの柔軟性が向上します。ほとんどの場合、データを組み合わせる方法

として関係が推奨されています。詳細については、関係と結合の違いページ677を参照してください。

ただし、意図的なフィルター―処理や重複など、関係と比較して結合が制御され望ましい結果とな

るように、結合を直接確立する必要がある場合があります。

注 :関係は、最終的に結合を活用します (バックグラウンドで実行 )。たとえば、データソース間

の関係では、Vizが異なるデータソースのテーブルのフィールドを使用するときに、クロスデータ

ベース結合が生成されます。そのため、クロスデータベース結合のパフォーマンス向上 ページ

758が関連している場合もあります。

一般的な問題

l 結合を表示、編集、または作成するには、関係キャンバスで論理テーブル (データソースを初

めて開くか作成する際に表示される領域 )を開き、結合キャンバスにアクセスする必要がありま

す。

l パブリッシュされたTableau データソースは結合に使用できません。パブリッシュされたデータ

ソースを結合するには、元のデータソースを編集して、結合をネイティブに含めるか、データブレ

ンドを使用する必要があります。

l テーブルを結合する際は、結合するフィールドが同じデータ型である必要があります。テーブル

の結合後にデータ型を変更すると、結合が壊れます。
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l 結合句に使用するフィールドは、結合を解除しなければ削除することができません。データを

結合して重複するフィールドをクリーンアップするには、Tableau DesktopではなくTableau
Prep Builderを使用します。

ヒント: Tableau Desktopには結合を作成し、基本的なデータを形成する機能がありますが、

Tableau Prep Builderはデータの準備を目的として設計されています。複数の結合の実行、フィー

ルド名のクリーンアップ、データ型の変更、複数のピボットの実行、またはその他の関連するデータの

準備などを行う場合は、Tableau Prep Builderの使用を検討してください。

結合の作成

1. 結合を作成するには、関連するデータソースまたはソースに接続します。データへの接続 ペー

ジ233を参照してください。

これらは、同じデータソース(データベース内のテーブルやExcelスプレッドシート内のシートな

ど)、または異なるデータソース(クロスデータベース結合と呼ばれます)に含めることができま

す。クロスデータベース結合を使用してテーブルを組み合わせると、キャンバスのテーブルとデー

タグリッドの列に色が付けられ、データがどの接続から来ているかが示されます。

注 :パブリッシュされたTableauデータソースを含むすべてのデータソースでクロスデータ

ベース結合がサポートされているわけではありません。パブリッシュされたデータソースを

結合するには、元のデータソースを編集して、結合をネイティブに含めるか、データブレ

ンドを使用します。

2. 最初のテーブルをキャンバスにドラッグします。

この時点で2つ目のテーブルをドラッグすると、関係が形成されます。
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3. メニューから[開く]を選択するか、最初のテーブルをダブルクリックして結合キャンバス(物理レイ

ヤー)を開きます。

関係キャンバスでテーブルをダブルクリックすると、結合キャンバスが開きます。

4. 別のテーブルをダブルクリックするか、結合キャンバスにドラッグします。

次のテーブル全体が別のデータソースから作成されている場合、左のペインの [接続 ]から[追

加 ]ボタン(Web作成では )をクリックして、新しい接続をTableauデータソースに追加しま

す。接続を選択した状態で、目的のテーブルを結合キャンバスにドラッグします。

5. 結合アイコンをクリックして既存の結合を構成します。データソースで使用されている利用可

能なテーブルからフィールドを選択し、追加したテーブルから結合演算子およびフィールドを選

択して、1つ以上の結合句を追加します。
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注 :不要な結合句を削除するには、結合句の右側にカーソルを移動すると表示され

る、"x"をクリックします。

6. 完了したら、[結合 ]ダイアログと結合キャンバスを閉じます。

結合を作成したら、データの結合 ページ739します。結合のトラブルシューティングを行うには、データ

の結合 ページ739を参照してください。

結合のしくみ

結合は、結合句と同様に、その型によって定義されます。

結合タイプ

一般的に、Tableauで使用できる結合には、内部、左、右、完全外部の4つのタイプがあります。

複数テーブルのデータを組み合わせるために使用する結合タイプが不明な場合は、リレーションシッ

プを使用する必要があります。

結合タ

イプ

結果

内部 内部結合を使用してテーブルを組み合わせると、結果は両方のテーブルに一致が

ある値を含むテーブルになります。

値が両方のテーブルで一致しない場合、その値は完全に削除されます。

左 左結合を使用してテーブルを組み合わせると、結果は左のテーブルのすべての値お

よび右のテーブルからの一致する値を含むテーブルになります。
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左のテーブルの値に対応する一致が、右のテーブルにない場合、データグリッドに

NULL値が表示されます。

右 右結合を使用してテーブルを組み合わせると、結果は右のテーブルのすべての値お

よび左のテーブルからの一致する値を含むテーブルになります。

右のテーブルの値に対応する一致が、左のテーブルにない場合、データグリッドに

NULL値が表示されます。

完全外

部

完全外部結合を使用してテーブルを組み合わせると、結果は両方のテーブルのす

べての値を含むテーブルになります。

いずれかのテーブルの値が、他のテーブルと一致しない場合、データグリッドにNULL
値が表示されます。

ユニオン ユニオンは結合の一種ではありませんが、1つのテーブルの行にあるデータを別のテー

ブルに追加することによって2つ以上のテーブルを組み合わせる別の方法です。ユニ

オンを実行する2つのテーブルのフィールド数が同じであり、両方のフィールドで名前

とデータ型が一致していることが理想です。ユニオンの詳細については、データのユニ

オンページ797を参照してください。

すべてのデータベースですべての結合のタイプがサポートされているわけではありません。結合ダイアロ

グでオプションが使用できない場合は、データソースの制約が原因となっている可能性があります。

結合句

結合は、1つまたは複数の結合句を設定することによって実行されます。結合句は、どのフィールドを

テーブル間で共有し、対応する行をどのように照合するかをTableauに指示します。たとえば、同じ

IDを持つ行は結果のテーブル内に並べられます。

ほとんどの場合、結合句は等値演算子 (=)を使用して、同じ値を持つ行を照合します。より小さい

(<)や等しくない (<>)などの非等値結合を実行することもできます。

また、結合には複数の結合句を含めることができます。たとえば、姓と名が別々の列に保存されてい

る場合は、"First name = First name (名 =名 )"と"Last name = Last name (姓 =姓 )"の場合にのみ

結合すると効果的です。行を結合する場合は、両方の条件が trueである必要があります。または、

姓が共有されているが、名が共有されていないときに結果を返す必要がある場合、結合句は "First
name <> First name (名 <>名 )"と"Last name = Last name (姓 =姓 )"になります。

結合句には計算を含めることもできます。たとえば、結合句は名前フィールドの連結 "[First name] +
[Last name] = [First name] + [Last name]"になります。すべてのデータソース接続が結合句での計

算をサポートしているわけではないことに注意してください。
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結合キーのNULL値について

一般的に、結合はデータベースレベルで実行されます。テーブルの結合に使用しているフィールドに

NULL値が含まれている場合、ほとんどのデータベースではNULL値を含む行以外のデータを返しま

す。ただし、特定の単一接続データソースの場合は、Tableauから、NULL値を含むフィールドと

NULL値を含む別のフィールドとの結合を許可する追加オプションが提供されます。

データソースを設定した後、[データソース]ページで [データ] > [Null 値をNull 値に結合する]を選

択します。

このオプションがグレー表示されている場合は、データソースでは使用できません。このオプションを使

用するデータソースに2つ目の接続を追加すると、結合によって既定の動作 (NULL値の行を除外

する)に戻されます。

クロスデータベース結合

Tableauでは、異なるデータソースのテーブルからの結合が可能ですが、プラットフォームに互換性が

あるデータベース側からの制限もあります。クロスデータベース結合を行うには、複数接続データソー

スを設定する必要があります。つまり、テーブルを結合する前に各データベースに新しい接続を作成

します。

1. 最初のデータソースに接続したら、[データ]ペインの [追加 ]オプションを使用して、別の接続を

追加します。

注 :別の接続を追加するときに、必要なコネクタが [接続 ]リストから利用できない場

合は、結合するソースの組み合わせに対してクロスデータベース結合がサポートされて

いません。これには、キューブデータ(Microsoft Analysis Servicesなど)、ほとんどの抽
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出専用データ(Google AnalyticsおよびODataなど)、パブリッシュされたTableau
Serverデータソースへの接続が含まれます。

2. これにより、まったく異なるデータソースではなく、2つ目の接続が作成されます。[データソース]
タブで、2つ以上の接続を切り替えることができます。

3. ワークシートに移動して分析を開始すると、データソースは単一のデータソースの組み合わせ

として機能します。これは、ワークシート上で切り替えることができる2つの独立したデータソー

スと大きく異なる点です。

Book+データソースには、クロスデータベース結合を持つ2つの接続が含まれています。これは、単一のデータ
ソースとして機能します。映画化データソースは独立したデータソースです。

注 :一般的に、同じデータベースからテーブルを結合すると、パフォーマンスが向上します。これ

は、同じデータベース上に保存されているデータのクエリの場合、所要時間が短くなり、データ
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ベースのネイティブの機能を活用して結合を実行するためです。クロスデータベース結合のパ

フォーマンスの詳細については、クロスデータベース結合のパフォーマンス向上 ページ758を参

照してください。

データグリッドで結合の結果を確認する

キャンバスで結合を作成した後、データグリッドを確認し、期待した結果が得られたことを確認しま

す。データグリッドに期待していないデータが表示された場合、結合の変更が必要となる場合があり

ます。

データグリッドの結果

l データなし:データグリッドにデータが表示されない場合、結合条件に使用する結合タイプまた

は結合フィールドの変更が必要になる場合があります。結合のフィールド間に不一致が疑わ

れる場合は、代わりに計算フィールドを使用します。詳細については、結合で計算を使用し

てフィールド間の不一致を解決する下を参照してください。

l 重複データ:重複データが表示される場合は、対処する方法がいくつかあります。テーブルを

結合するのではなく、関連付けることを検討してください。詳細については、「データの関連付

け」を参照してください。

l 不足しているデータ:データグリッドに不足しているデータがある場合、結合条件に使用する

結合タイプまたは結合フィールドの変更が必要になる場合があります。この場合も、結合の

フィールド間に不一致が疑われる場合は、代わりに計算フィールドを使用します。詳細につい

ては、結合で計算を使用してフィールド間の不一致を解決する下を参照してください。

l 多くのnull 値 :期待されないnull値が多く表示される場合、結合タイプを完全外部タイプか

ら内部タイプに変更しなければならないことがあります。

l 1つのテーブルのすべてのnull値 : 1 つのテーブルのすべての値が nullの場合、結合するテー

ブルの間に一致はありません。これが期待どおりでなかった場合は、結合タイプを変更すること

を検討してください。

結合で計算を使用してフィールド間の不一致を解決する

結合条件のフィールドが一致しない場合、それは結合条件に使用されているフィールドの値間の不

一致であり、データグリッドにはデータがほとんど、またはまったく表示されません。フィールド間の不一

致はいくつかの理由によって発生する可能性がありますが、多くの場合、フィールドの文字列値また

は日付値の書式設定の不一致によって発生します。多くの場合、計算を使用して結合のフィール

ド間の不一致を解決できます。
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ほとんどの関数を計算で使用して、結合条件のフィールドを作成および置き換えることができます (た
だし、集計関数と表計算関数は除く)。

注 : 結合の計算はQuickBooks Online、Marketo、Oracle Eloqua、Anaplan、ServiceNow
ITSM、およびWebデータコネクタではサポートされていません。

文字列の不一致

文字列データを操作する際の一般的な不一致シナリオは、結合条件の一方のフィールドの1つが、

結合条件のもう一方の1つ以上のフィールドと同等の場合に発生します。この場合、計算を使用し

て2つのフィールドを組み合わせて、書式設定を結合条件のもう一方のフィールドと一致させます。

たとえば、次のデータを含む2つのテーブルを結合するとします。

パトロン 連絡先

名 姓 支

社

メン

バー

登

録

年

借

りて

い

る

ユ

ニッ

ト

料金 制

限

の

案

Alan Wang 北 200-
0

1 0 15

John Smith 北 200-
0

36 3.50 15

Ashle-
y

Garci-
a

南 200-
0

243 11.3-
0

15

Fred Suzu-
ki

北 200-
0

52 .90 15

名前 会

員

番

号

緊急連

絡先

関

係

緊

急

電

話

番

号

Adam
Davis

555-
032-
4

Ellen
Davis

パー

ト

ナー

555-
088-
4

Alan
Wang

555-
035-
6

Jean
Wilson

母 555-
032-
7

Fred
Suzuki

555-
018-
8

Jim
Suzuki

兄

弟

555-
318-
8

Henry
Wilson

555-
010-
0

Laura
Rodriqu-
ez

パー

ト

ナー

555-
010-
3

Michell- 555- Steven パー 555-
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名前 会

員

番

号

緊急連

絡先

関

係

緊

急

電

話

番

号

e Kim 019-
9

Kim ト

ナー

012-
5

2つのテーブル間の共通フィールドは名前のようです。ただし、"Patron (パトロン)"テーブルには、別の

列に姓と名があり、"Contact (連絡先 )"テーブルには、同じ列に姓と名があります。これらのテーブル

を名前で結合するには、結合条件の左側の計算を使用して、姓の列と名の列をマージする必要が

あります。

結果として、結合ダイアログからのみアクセス可能な、結合条件の左側の計算フィールドが生成され

ます。この計算では、"Patron (パトロン)"テーブルのフィールドが、結合条件の右側の "Contact (連
絡先 )"テーブルのフィールドの書式設定と一致するようになった書式設定に変換されます。
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結合で計算を使用すると、次の組み合わせられたテーブルが生成されます。

名 姓 支

社

メンバー登

録年

借りているユ

ニット

料金 制限の

案

名前 電話番

号

Alan Wang 北 2000 1 0 15 Alan
Wang

555-
0356

Fred Suzuki 北 2000 52 .90 15 Fred
Suzuki

555-
0188

日付の不一致

日付データを操作する際の一般的な不一致シナリオは、結合条件の1つのフィールドの日付値が、

結合条件の他のフィールドと異なる詳細レベルでキャプチャされた場合に発生します。この場合、結

合条件で計算を使用して一方の結合条件のフィールドの書式設定を変更し、書式設定を結合条

件のもう一方のフィールドと一致させます。

たとえば、次の2つのデータのテーブルがあるとします。

プロジェクターのレンタル パトロン

日付 予

約

タ

イ

プ

申請者

ID

1/1/2000 個

人

2334455-
89

1/28/200- 学 3659489-

ID 名 姓 支

社

メン

バー

登

録

年

借

りて

い

る

ユ

ニッ

ト

料金 制

限

の

案

4546139- Adam Davis 西 201- 25 0 10
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日付 予

約

タ

イ

プ

申請者

ID

2 生 99

1/29/200-
2

非

営

利

団

体

2334488-
88

12/5/200-
2

学

生

3659489-
99

5/5/2003 非

営

利

団

体

3340154-
76

3/12/200-
4

非

営

利

団

体

3340154-
76

3/15/200-
6

市

区

町

村

2118969-
80

7/8/2007 学

生

3340154-
76

1/4/2008 個 5604955-

ID 名 姓 支

社

メン

バー

登

録

年

借

りて

い

る

ユ

ニッ

ト

料金 制

限

の

案

81 2

2325028-
70

Alan Wang 北 200-
0

1 0 15

2980009-
16

Amand-
a

Smith 北 200-
1

54 6.4 15

2334455-
66

Ashley Garcia 南 200-
0

24-
3

11.3-
0

15

9000051-
22

Brian Frank 東 201-
1

12 .10 10

9214917-
69

Elizabe-
th

Johns-
on

西 201-
0

19 .5 10

2334455-
89

Fred Suzuki 北 200-
0

52 .90 15

3445566-
77

Henry Wilson 南 200-
5

3 .2 15

9395028-
70

Jane Johns-
on

西 201-
7

0 0 10

2334489-
78

John Smith 北 200-
0

36 3.50 15
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日付 予

約

タ

イ

プ

申請者

ID

人 23

3/8/2009 非

営

利

団

体

2334455-
66

2/14/201-
4

非

営

利

団

体

2334455-
66

12/21/20-
15

非

営

利

団

体

2334455-
66

2/10/201-
6

非

営

利

団

体

2334455-
66

新しいパトロンの動向を詳しく調べるには、"Patron (パトロン)"テーブルを"Projector Rental (プロジェ

クターのレンタル)"テーブルに結合すれば、どのようなライブラリサービスが新規会員の獲得につながる

かが分かるかもしれません。2つのテーブル間の共通フィールドは "Date (日付 )" および "Member
since (入会年 )"のようです。ただし、各フィールドの日付値は異なる詳細レベルで取り込まれていま

す。これらのテーブルをそれぞれの日付フィールドで結合するには、それぞれの結合条件の計算で

DATE関数を組み合わせて使用することにより、各フィールドの詳細レベルを一致させます。
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DATE(DATETRUNC('year', [Date])) DATE('01/01/'+STR([Member since]))

結合で計算を使用すると、次の組み合わせられたテーブルが生成されます。

日付 予

約

タ

イ

プ

申請者 ID ID 名 姓 支

社

メン

バー

登録

年

借り

てい

るユ

ニッ

ト

料金 制

限

の

案

1/1/200
0

個

人

23344558-
9

23250287-
0

Alan Wang 北 2000 1 0.00 15

1/1/200-
0

個

人

23344558-
9

23344558-
9

Fred Suzuki 北 2000 52 0.90 15

1/1/200-
0

個

人

23344558-
9

23344556-
6

Ashley Garcia 南 2000 243 11.30 15

1/1/200-
0

個

人

23344558-
9

23344897-
8

John Smith 北 2000 36 3.50 15

パトロンが自身のメンバーシップを開始した年度にプロジェクターをレンタルしたかどうかを判別するに

は、IDに基づいて結合に句を1つ追加します。

追加の結合条件は、1人のパトロンのみがプロジェクターをレンタルするためのメンバーシップを開始し

ている可能性があることを示しています。
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日付 予

約

タイ

プ

申請者 ID ID 名 姓 支

社

結合 借り

てい

るユ

ニッ

ト

料金 制

限

の

案

1/1/2000 個

人

23344558-
9

23344558-
9

Fred Suzuki 北 2000 52 0.90 15

結合のトラブルシューティング

注 :結合でデータがミスカウントされている場合は、代わりに関係を使用する必要があることを

示している可能性があります。関係の詳細については、データの関連付けページ621を参照し

てください。Tableauでさまざまな詳細レベルのデータ(多対多の関係など)の組み合わせがど

のように処理されるかについては、「カーディナリティと参照整合性」を参照してください。

オーバーカウント値または重複データ

複数のテーブルに接続して結合する場合は、データソースの非正規化バージョンを設定します。場

合によっては、Tableauは複数のテーブルを1つのテーブルとして扱います。複数のテーブルを1つの

テーブルとして扱う場合、テーブルが結合された後にすべてのテーブルがクエリされます。これにより、値

がオーバーカウントされる可能性があります。

たとえば、2つのテーブルがあるとします。最初のテーブルには、従業員 IDや給与などの従業員情報

が含まれます。2つめのテーブルには部門名などの組織情報が含まれます。

テーブル 1

従業員

ID
名前 給与

20106 Kim,
Michelle

63,000

20107 Wilson,
Henry

61,000

20108 Smith, 65,000

表 2

部門 雇用開始

日

従業員

ID
組

織

開発 6/16/2016 20289 戦

略

サポー

ト

7/28/2015 20107 操

作

サポー 8/05/2016 20299 操
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John ト 作

売上 8/25/2016 20107 操

作

従業員 IDでこれらのテーブルを結合すると、従業員が複数の部門と関連付けられているため、従

業員の給与が2回以上カウントされます。

従業員 ID 名前 給与 部門 雇用開始日 組織

20107 Wilson, Henry 61,000 サポート 7/28/2015 操作

20107 Wilson, Henry 61,000 売上 8/25/2016 操作

これは、一対多のカーディナリティの例です (テーブル1の1つの従業員 IDは、テーブル2の複数の

結果に対応しています)。テーブル間のカーディナリティの詳細については、パフォーマンスオプションを

使用してリレーションシップクエリを最適化するページ681を参照してください。

この問題を解決するには、次のいずれかを実行できます。

l データの関連付け:データが重複する可能性がある結合を作成する代わりに、関係を使用

できます。詳細については、データの関連付けページ621を参照してください。

集計の変更 :分析に応じて、MINまたはAVG集計を使用して二重計算を削除します。

たとえば、"Salary (給与 )"の集計を"SUM (合計 )"から"MIN (最小値 )"、"SUM (合計 )"か
ら"AVG (平均値 )"に変更する場合。

l 重複値を削除する計算フィールドを作成する:重複しているフィールドの合計を、重複を引き

起こしているフィールドのインスタンスの数で除算する計算フィールドを作成できます。

たとえば、"Salary (給与 )"の値は、Wilson、Henryの "Employee ID (従業員 ID)"のインスタ

ンス数によって重複しています。この場合、ビューでは、Salaryが次の式を使用する計算

フィールドに置き換えられます。SUM ([Salary])/ COUNT ([Employee ID]).

また、詳細レベルの式を使用して重複データを削除することもできます。詳細については、

Tableauナレッジベースの「LOD計算を使用して重複データを削除する」を参照してくださ

い。

l カスタムSQL の使用 : Tableauでは、カスタムSQLを使用した、データソース内の複数の

テーブルへの接続をサポートしています。GROUP BY句で結合する前に、テーブルを事前に

集計できます。このオプションでは、SQLクエリの記述に関するある程度の知識と、可能であ
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れば、データベース専門家からのサポートが必要になります。TableauからカスタムSQLクエリ

への接続方法の詳細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してくださ

い。

壊れたテーブルの結合とクロスデータベース結合

同じデータソース内でまたはクロスデータベース結合を使用してテーブルを結合する前に、結合キーの

データ型が一致していることを確認します。結合キーのデータ型が一致していない場合、結合は壊

れ、赤い感嘆符とエラーメッセージ「結合フィールドで型が一致していません」で示されます。壊れた

結合を修正するには、次のいずれかの提案を実行します。

l 結合計算を作成することで結合キーを一致させるよう、結合ダイアログでフィールドの書式設

定 (データ型を含む)を変更できます。結合計算は、組み合わせる1つ以上のテーブルで結合

キーの書式設定を変更できる、計算のサブセットをサポートしています。結合計算を作成する

には、壊れた結合を持つテーブルの間にある[結合 ]アイコンをクリックし、書式設定の変更が

必要なフィールドをクリックしてから、[結合計算の作成 ]を選択します。詳細については、結合

のトラブルシューティングページ753を参照してください。

l テキストまたはExcelベースのデータの場合は、データグリッド内のデータ型メニューを使用し

て、結合キー内のテキストフィールドまたはExcelフィールドのいずれかのデータ型を変更しま

す。

l Tableau Desktop のみ:ほとんどの接続では、[カスタムSQL に変換 ]オプションで、CAST ()
などの関数を使用し、結合キーのいずれかのフィールドのデータ型を変更できます。[カスタム

SQL に変換 ]オプションは、データソースに接続が1つだけ含まれている場合にのみ使用可能

です。この場合は、2番目の接続を削除してから、[データ] > [カスタムSQL に変換 ] を選択し

ます。

結合の参照整合性を仮定する

ある場合には、[参照整合性の仮定 ]オプションを[データ]メニューから選択し、結合でクエリのパ

フォーマンスを向上させることができます。このオプションを使用すると、ビュー内のフィールドによって具

体的に参照される場合、Tableauはクエリ内の結合された表を含めます。
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データに参照整合性 (下の定義を参照 )があるが、データベースが参照整合性を強制していない、

または強制できないことがわかっている場合は、この設定を使用するのが適切です。データベース内

の参照整合性を構成するオプションがある場合は、データベースとTableauの両方でパフォーマンス

を向上させることができるので、この設定を使用するより適切なオプションです。Tableauの [参照整

合性を仮定 ]オプションは、Tableau側のパフォーマンスにのみ影響を与える可能性があります。デー

タに参照整合性がない場合、この設定をオンにすると、クエリの結果が信頼できない可能性がありま

す。

参照整合性を理解するには、2つの表がある売上データへの接続を想像しください。売上および製

品カタログ。これら2つの表を以下に示します。

売上

製品 ID
(外部

キー)

売上

高

取引

日

1 100 2012
年 10
月 1日

1 2000 2012
年 10
月 2日

2 50 2012
年 9月

製品カタログ

製品

ID (主
キー)

製品名

1 10イン

チタブ

レット

2 スマート

フォン

3 電気ス

タンド
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30日

3 10 2012
年 8月

21日

4 メモリス

ティック

販売されるすべての製品は製品カタログ内のリストに記載されている必要があるため、売上表のすべ

ての行には製品カタログ表と一致する行があります。これら2つの表が製品 ID上で結合される際、

最終的には次のように表示されます。

製品 ID 製品名 製品 ID 売上高 取引日

1 10インチタブレット 1 100 2012年 10月 1日

1 10インチタブレット 1 2000 2012年 10月 2日

2 スマートフォン 2 50 2012年 9月 30日

3 電気スタンド 3 10 2012年 8月 21日

では、地域ごとに売上高を確認するビューを構築するとしましょう。既定では、売上高フィールドを

ビューにドラッグすると次のようなクエリを作成することができます。

SELECT SUM([Sales Amount]) FROM [Sales] S INNER JOIN [Product Catalog]

P ON S.ProductID = P.ProductID

[照整合性を仮定する]オプションを選択することで、Tableauは結合された表に参照整合性があると

認識します。言い換えると、売上表には常に製品カタログの表に一致する行があります。これは true
なので、Tableauはこれらの結果を返すために製品カタログの表からの情報を必要としません。[売上

高 ]フィールドをビューにドラッグすると、Tableauではクエリを次のように簡素化できます。

SELECT SUM([Sales Amount]) FROM [Sales]

結合の演算子が削除されているため、この簡素化されたクエリはより速く頻繁に結果を返すことがで

きます。このオプションは内部結合にのみ影響を与え、1つの表を持つデータソースには影響を及ぼし

ません。
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クロスデータベース結合のパフォーマンス向上

重要 :この機能により、データが一時的にTableauの外部に移動します。接続先のデータベースが

信頼できるソースからのものであることを確認してください。

Tableauが、Hyperではなく、データベースを使用して結合を実行できるようにすることで、単一ファイ

ルと単一データベースのデータを結合する際のパフォーマンスを向上させることができます。このオプ

ションを有効にすると、Tableauは最も高速なオプション(Hyperまたは接続されているデータベース)
を選択します。Tableauが接続されているデータベースを使用する場合、ファイル接続のデータは

データベース内の一時テーブルに移動され、そこで結合が実行されます。

機能の条件

このオプションは、次の条件が満たされる場合にのみ使用できます。

l データソースは、1つ以上のファイルベースの接続と1つのSQLベースの接続で構成されてい

ます。

l ファイルは、Microsoft Excel、PDF、またはテキスト(.csv、.txt、.tsv、.tab)のファイルタイプで

す。

l 接続されているデータベースは、次のいずれかです。

l Microsoft SQL Server
l Oracle
l PostgreSQL
l Vertica
l Teradata

l 結合タイプは内部結合です。

l Web 作成で: [ユーザーにWeb 作成の使用を許可 ]オプションが有効になります。

機能の条件のオーバーライド

管理者は、ファイルサイズ、結合タイプ、および単一のファイル接続の制限をオーバーライドして、

Tableauが稼働中のデータベースを使用して結合を実行するように強制できます。これにより、最適

なパフォーマンス構成を試してからその判断をすることができます。単一のデータベース接続の要件は

引き続き適用されます。

このオプションを有効にするには、コマンドラインから次の情報を入力します。

l Tableau Desktop:コマンドtableau.exe -

DForceAlternativeFederationEngine=trueを入力します。

l Tableau Server: tsm configurationコマンドtsm configuration set -k native_

api.force_alternative_federation_engine -v trueを入力します。
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Tableau Serverで構成値を設定する詳細については、Tableau Serverヘルプのtsm
configuration setのオプションを参照してください。

クロスデータベース結合でのパフォーマンスオプションの有効化

1. 最初のデータソースに接続します。

l Tableau Desktopで:スタートページの [接続 ]で、サポートされているファイルタイプま

たはデータベースタイプに接続します。この手順では、Tableauデータソースの最初の

接続を作成します。

l Web 作成で: [ホーム]または [検索 ]ページで [作成 ] > [ワークブック]をクリックし、新し

いワークブックを開始してデータに接続します。この手順では、Tableauデータソースの

最初の接続を作成します。

2. 接続先のファイルまたはデータベースを選択した後、テーブルをダブルクリックするか、キャンバス

にドラッグします。

3. 左のペインで、[接続 ]の下で [追加 ]ボタン(Web作成では )をクリックして、2番目の接続

をTableauデータソースに追加します。
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[クロスデータベース結合 ]オプションが表示されます。

注 :このオプションが表示されない場合は、サポートされているデータソースだけを使用

していること、および2つのデータソース(ファイル1つとデータベースタイプ1つ)のみを

使用していることを確認してください。それでも表示できない場合、サイト管理者が [ク
ロスデータベース間結合 ]構成オプションを[Tableau のみ]に設定した可能性がありま

す。

4. Tableauによる結合の実行方法を変更するには、[データベース間結合 ]オプションの隣にあ

る[編集 ]をクリックします。

5. [クロスデータベース結合 ]ダイアログで、次のいずれかのオプションを選択し、[OK]をクリックし

ます。

l Tableau または既存のデータベースを使用。このオプションにすると、Tableauが結合

を最も高速に実行するオプション(Hyperまたは接続されているデータベースのどちらか)
を選択できます。
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l Tableau のみを使用。このオプションは既定で、結合の実行に常にHyperを使用しま

す。

[データベース間結合 ]オプションを使用すると、選択した内容に応じ、既定オプションである

[Tableau の使用 ] (Hyperを使用 )から、新しいオプションである[データベースの使用 ]に切り

替えられます。

重要 : [Tableau または既存のデータベースを使用 ]を選択すると、結合の実行時に最も速い

オプションが選択されます。この動作は、結合タイプを含む一連の基準によって事前に決定さ

れます。たとえば、Tableauは非内部結合に対してHyperを常に選択します。

Tableauが結合の実行にHyperを使用する場合、このプロセスはバックグラウンドで実行さ

れ、結合が行われた場所を特定する指標は表示されません。

6. データソースのフィールド、結合演算子、追加したテーブルのフィールドを選択して、1つまたは

複数の結合句を追加します。結合句を検査し、予想どおりにテーブルを接続しているかどうか

を確認します。
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マルチ接続データソースについて

マルチ接続データソースの操作は、本セクションで説明した、いくつかのキャンバスを使用した他の

データソースの場合と同様です。

接続内のユニオンデータ

データのユニオンを作成するには、同じ接続のテキストテーブルまたはExcelテーブルを使用する必

要があります。つまり、異なるデータベースのテーブルをユニオンすることはできません。Tableau
Desktopでは、さまざまなディレクトリにあるさまざまなExcelワークブックおよびファイルをまたがって

テーブルをユニオンできます。詳細については、ワイルドカード検索を使用してユニオン表を作成する

(Tableau Desktop)ページ801を参照してください。

異なるデータベースのデータでユニオンを作成する必要がある場合は、Tableau Prepを使用します。

照合順序

照合順序は、文字列の値を比較および並べ替える方法を決定するデータベースのルールです。通

常、照合順序はデータベースによって処理されます。ただし、クロスデータベース結合を操作する場

合は、照合順序が異なる列を結合する場合があります。

たとえば、クロスデータベース結合が、SQL Serverの大文字と小文字を区別する列と、Oracleの大

文字と小文字を区別しない列で構成される結合キーを使用しているとします。このような場合、

Tableauは間違って解釈される値を最小限に抑えるため、特定の照合順序を他に対してマッピング

します。

次の規則はクロスデータベース結合で使用されます。

l 列がユニコード国際コンポーネント(ICU)の照合順序標準を使用している場合、Tableauは

他の列にもその照合順序を使用します。

l すべての列が ICUの照合順序標準を使用している場合、Tableauは左のテーブルの列にも

その照合順序を使用します。

l いずれの列もICUの照合順序標準を使用していない場合、Tableauはバイナリ照合順序を

使用します。バイナリ照合順序はデータベースのロケールを意味し、列のデータ型によって、文

字列の値の比較および並べ替え方法が決まります。

Excelデータの大文字と小文字の区別を維持する

結合の実行時にExcelデータの大文字と小文字の区別を維持する必要がある場合は、[データ]メ
ニューから[大文字と小文字の維持 (Excel)]オプションを有効にします。
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このオプションを選択すると、Tableauでは、大文字と小文字が異なる値を結合するのではなく、大

文字と小文字の区別が維持されて、大文字と小文字が異なる値が一意的に識別されるため、結

果の行数に差が出ます。

たとえば、「House」を含むワークシートと、「house」と「HOUSE」を含む別のワークシートを考えてみま

しょう。既定では、Tableauは大文字と小文字の区別を無視し、「house」の3つのバリエーションをす

べて同じものとみなします。[大文字と小文字の維持 (Excel)]オプションを有効にすると、Tableauで

は、テーブルの結合時に大文字と小文字の区別が維持され、「House」、「house」、「HOUSE」は別

の値として扱われます。

注 :このオプションはTableauがサポートするすべての言語で使用でき、オペレーティングシステ

ムのロケールに依存しません。このオプションは、Microsoft Excelデータソースでのみ使用でき

ます。

計算およびマルチ接続データソース

マルチ接続データソースでは、計算のサブセットのみを使用できます。

l Tableau Desktop では、次の両方に当てはまる場合、特定の計算を使用できます。

l マルチ接続データソース内のすべての接続でサポートされる

l Tableau抽出でサポートされます。

l Web 作成 (Tableau Cloud および Tableau Server) では、特定の計算が複数接続データ

ソース内のすべての接続でサポートされる場合、その計算を使用できます。

Tableau Software 763

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



ストアドプロシージャ

ストアドプロシージャは複数接続データソースでは使用できません。

接続内のデータのピボット

データのピボットを作成するには、同じ接続のテキスト列またはExcel列を使用する必要がありま

す。つまり、異なるデータベースの列をピボットに含めることはできません。

抽出ファイルを最初の接続にする(Tableau Desktopのみ)

複数接続のデータソースで抽出ファイルに接続する場合は、抽出 (.hyper)ファイルへの接続が最初

の接続であることを確認します。これにより、抽出の一部となる可能性のあるカスタマイズを保持しま

す (既定のプロパティ、計算フィールド、グループ、別名などに対する変更を含む)。

注 :複数接続のデータソースで複数の抽出ファイルに接続する必要がある場合、最初の接

続内の抽出のカスタマイズのみが保持されます。

ファイルベースのデータへの接続を含むマルチ接続データソースの抽出 (Tableau
Desktopのみ)

Excelなどのファイルベースのデータが含まれる複数接続データソースの抽出をパブリッシュする場合

は、[外部ファイルを含める]オプションを選択すると、ファイルベースのデータがデータソースの一部とし

てコピーされます。この場合、ファイルベースのデータのコピーをダウンロードでき、そのコンテンツは他の

ユーザーによってアクセスされます。抽出から意図的に除外したファイルベースのデータに機密情報が

含まれている場合は、データソースをパブリッシュする際に[外部ファイルを含める]を選択しないでく

ださい。
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データソースのパブリッシュの詳細については、データソースのパブリッシュページ3063を参照してくださ

い。

クエリとクロスデータベース結合について

各接続について、Tableauは結合のデータベースに独立クエリを送信します。結果は、抽出ファイルの

形式で一時テーブルに保存されます。

重要 :クロスデータベース結合では、データベース間でデータが移動する場合があります。結合する

データベースが信頼できるソースであることを確認してください。

たとえば、「dbo.listings」と「reviews$」という2つのテーブルへの接続を作成するとします。これらのテー

ブルは、2つの異なるデータベース(SQL ServerおよびExcel)に保存されます。Tableauは各接続で

独立してデータベースのクエリを行います。データベースはクエリを実行してフィルターや計算などのカス

タマイズを適用し、Tableauは各接続の結果を一時テーブルに保存します。この例では、FQ_Temp_
1はSQL Serverへの接続用の一時テーブル、FQ_Temp_2はExcelへの接続用の一時テーブルで

す。

SQL Server テーブル Excel テーブル

クロスデータベース結合を実行すると、Tableau Desktopによって一時テーブルが結合されます。これ

らの一時テーブルは、Tableauがクロスデータベース結合を実行するため必要です。

テーブルを結合した後、Top Nフィルターが適用され、データグリッドに表示する値の数を最初の

1,000行に制限します。このフィルターはデータグリッドの応答性と、[データソース]ページの全体的な

パフォーマンスを維持するために適用されます。

結合テーブル
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データのブレンド

データブレンドは、複数のソースからのデータを組み合わせる方法のひとつです。セカンダリデータ

ソースからの追加情報が取り込まれ、プライマリデータソースからのデータと共にビューに直接表示さ

れます。

データブレンドは、ブレンドの関係 (リンクフィールド)をシート単位で変更する必要がある場合や、パ

ブリッシュされたデータソースを結合する場合に特に便利です。

データ結合のオプション

データの組み合わせ方法は数多くありますが、それぞれに長所や短所があります。

リレーションシップは既定の方法であり、詳細レベルが異なるテーブルを含め、ほとんどのインスタンス

で使用できます。関係には柔軟性があり、シート単位での分析構造に適応できます。ただし、パブ

リッシュされたデータソース間の関係を作成することはできません。

結合は、類似する行構造にデータの列を追加することによりテーブルを組み合わせます。ただし、

テーブルが異なる詳細レベルである場合はデータが失われたり、重複することがあるため、分析を開

始する前に結合を確立させる必要があります。パブリッシュされたデータソースを結合で使用すること

はできません。

ブレンドは、関係や結合とは異なり、データを直接組み合わせることはしません。ブレンドは各データ

ソースに対して個別にクエリを実行し、その結果を適切なレベルに集計して、すべての結果をビュー

に視覚的に表示します。これにより、ブレンドはさまざまなレベルの詳細に対応し、パブリッシュされた

データソースを処理することができます。ブレンドは、ブレンドされたデータソースを新たに作成するわ

けではありません (したがって、「ブレンドされたデータソース」としてパブリッシュすることはできません)。
これらは単に、シートごとにブレンドした結果を視覚化したものです。

データブレンドの手順

データブレンドはシート単位で実行され、2番目のデータソースのフィールドがビューで使用されると

きに確立されます。
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ワークブックでブレンドを作成するには、少なくとも2つのデータソースに接続する必要があります。次

に、フィールドを1つのデータソースからシートに移動します。これがプライマリデータソースになります。

別のデータソースに切り替え、1つのフィールドを同じシートで使用します。これがセカンダリデータソー

スになります。リンクアイコンがデータペインに表示され、データソースのブレンドに使用されている

フィールドを示します。

1. ワークブックに複数のデータソースがあることを確認してください。2番目のデータソースは、

[データ] > [新しいデータソース]から追加する必要があります。

Tip:ブレンドには、データペインに個別に表示される複数の異なるデータソースが必要です。

最初のデータソースに別の接続を追加すると、[データソース]ページで関係と結合が有効に

なります。

2. フィールドをビューにドラッグします。このデータソースがプライマリデータソースになります。

3. 別のデータソースに切り替え、プライマリデータソースに対するブレンドの関係があることを確認

します。

l

リンクフィールドアイコン( )がある場合、そのデータソースは自動的に関連付けられ

ています。少なくとも1つのアクティブなリンクがある限り、データをブレンドできます。

l

破損リンクアイコン( )がある場合は、2つのデータソースをリンクするフィールドの横

にあるアイコンをクリックします。スラッシュが消え、アクティブなリンクになります。

l 目的のフィールドの横にリンクアイコンが表示されない場合は、ブレンドするリレーション

シップを定義するページ771を参照してください。

4. セカンダリデータソースからフィールドをビューにドラッグします。

この2番目のデータソースが同じビューで使用されると、ブレンドがすぐに確立されます。以下の例で

は、プライマリデータソースは [Movie Adaptations (映画版 )]で、セカンダリデータソースは

[Bookshop (本屋 )]です。

l プライマリデータソースはデータソース上の青色のチェックマークで示されます。ビューで使用さ

れているプライマリデータソースのフィールドにはマークがありません。

l セカンダリデータソースは、データソース上のオレンジ色のチェックマークとデータペインの横のオ

レンジ色のバーで示されます。ビューで使用されているセカンダリデータソースのフィールドには

オレンジ色のチェックマークがあります。
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プライマリデータソースとセカンダリデータソースを理解する

データブレンドには、1つのプライマリデータソースと1つまたは複数のセカンダリデータソースが必要

です。ビューで使用される最初のデータソースはプライマリデータソースになり、ビューを定義します。

これにより、セカンダリデータソースからの値を制限して、プライマリデータソースに対応する一致があ

るセカンダリデータソースの値のみをビューに表示できます。これは左結合に相当します。

たとえば、プライマリデータソースの [Month (月 )]フィールドに [April (4月 )]、[May (5月 )]、[June (6
月 )]だけが含まれている場合、セカンダリデータソースに12か月分の値があるとしても、月に基づい

て作成されたビューには [April (4月 )]、[May (5月 )]、[June (6月 )]だけが表示されます。必要な分

析に12の月のすべてが関係する場合は、他方のデータソースを最初に使用してシートを再構築す

ることにより、プライマリデータソースを切り替えてみてください。

詳細情報 :データソースの順序の影響

以下の例では、同じフィールドでリンクされている同じデータソースを使用しており、Vizも同じように

作成されています。結果の違いは、プライマリとして指定されているデータソースが原因です。

1. ここでは、[Rainfall (雨量 )]データソースの [Month (月 )]フィールドが最初にビューに取り込ま

れています。[Rainfall (雨量 )]には3つの月しか含まれていないため、[Pollen (花粉 )]データ

セットがセカンダリとして追加されるとき、3つの月だけがビューに取り込まれます。
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2. 別のシートでは、[Pollen (花粉 )]データセットの [Month (月 )]フィールドが最初にビューに取り

込まれています。12の月すべてが表示されています。[Rainfall (雨量 )]データセットがセカンダ

リとして追加されると、そのデータセットの3つの月の雨量だけが表示されます。

ブレンドされたデータソース全体の処理

データブレンドの性質により、ブレンドされたデータソースで作業する場合に考慮する必要のある点が

いくつかあります。
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複数のデータソースのフィールドを使用した計算の実行は、通常の計算とは若干異なる可能性が

あります。計算は単一のデータソースで作成する必要があります。計算エディターの上部には、計算

の対象となるデータソースが示されます。

l 集計。別のデータソースから使用されるフィールドには集計 (既定ではSUM)が付いています

が、これは変更できます。計算では集計引数と非集計引数を組み合わせることができないた

め、計算のホストデータソースのフィールドも集約する必要があります。(以下の画像で、

SUM集計は自動的に追加され、sum集計は手動で追加されました)。
l ドット表記。計算で参照されるフィールドのうち、他のデータソースに属するものは、ドット表記

を使用してそのデータソースを参照します。(以下の画像で、[サンプル - スーパーストア]用に

作成された計算では、[Sales Target (売上目標 )]フィールドは [Sales.Targets].[Sales
Target] になります。計算が [Sales Targets (売上目標 )]で作成される場合、[Sales (売
上 )]フィールドは [サンプル - スーパーストア].[Sales]になります)。

l これらは、各データソースで作成される同じ計算の等価バージョンです。どちらの場合も、これ

はSUM(Sales) / SUM(Sales Target)です。
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計算が少し異なる方法で処理されることに加えて、セカンダリデータソースにはいくつかの制限があり

ます。セカンダリデータソースのフィールドによって並べ替えができなかったり、アクションフィルターがブレ

ンドされたデータで予期したとおりに動作しなかったりする場合があります。詳細については、その他の

データブレンドの問題 ページ792を参照してください。

ブレンドするリレーションシップを定義する

Tableauで複数のソースからのデータの組み合わせ方法が認識されるようにするには、データソース

間に共通のディメンションが必要です。この共通のディメンションはリンクフィールドと呼ばれます。セカン

ダリデータソースのデータペインでは、アクティブなリンクフィールドにはアクティブなリンクアイコン( )

が表示され、リンクしている可能性のあるフィールドには破損リンクアイコン( )が表示されます。リン

クフィールドは、プライマリデータソースに表示されません。

たとえば、トランザクションデータと割り当てデータのブレンドでは、地理的フィールドをリンクフィールドと

して使用すると、同じ地域の割り当てとそのパフォーマンスの両方を分析することができます。

注 :ブレンドが機能するには、リンクフィールドで値またはメンバーを共有する必要があります。

Tableauでは、共有値に基づいてブレンドデータのビューが作成されます。たとえば、[Color
(色 )]が両方のデータソースのリンクフィールドの場合、プライマリの [Purple (紫色 )]とセカンダリ

の [Purple (紫 )]のデータがマッチングされます。しかし、[Lt. Blue (ライトブルー)]は正しく[Light
Blue (ライトブルー)]にマッチングされないため、これらのいずれかの別名を変更する必要があり

ます。Tableauがリンクフィールドを識別できるようにフィールドの名前を変更するのと同様に、

これらのフィールド内のメンバーの別名を編集できます。詳細については、ビュー内でメンバー名

を変更する別名を作成するページ1017を参照してください。

リンクの確立

プライマリデータソースとセカンダリデータソースでリンクフィールドの名前が同じ場合は、自動的にリ

レーションシップが作成されます。プライマリデータソースが確立されている(つまり、フィールドがビュー

で使用されている)場合、データペインでセカンダリデータソースを選択すると、2つのデータソース間

で同じ名前を持つフィールドのセカンダリデータソースに、リンクアイコン( または )が表示され

るようになります。プライマリデータソースの関連フィールドがビューで使用されている場合、リンクは自

動的にアクティブになります。

セカンダリデータソースにリンクアイコンがない場合は、次の2つの方法のいずれかでリンクを確立しな

ければならない場合があります。
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1. 共通のディメンションが同じ名前ではない (たとえば、[Title (タイトル)]と[Book Title (本のタイ

トル)]である)場合は、一方の名前を変更すると共通のディメンションとして識別され、リンクが

確立されます。

2. または、プライマリデータソースとセカンダリデータソースのフィールド間のリレーションシップを手

動で定義することができます。手動のリンクのリレーションシップを作成する方法について詳しく

は、以下を参照してください。

アクティブなリンクフィールドやリンクしている可能性のあるフィールドは、必要なだけ作成できます。

データペインで破損リンクアイコン( )をクリックすると、関係がアクティブになります。

リンクのリレーションシップを手動で定義する

共通のディメンションが同じ名前を共有していない場合、それらの間でリレーションシップを手動でマッ

ピングできます。

1. [データ] > [Edit Blend Relationships... (ブレンドのリレーションシップの編集 )]を選択しま

す。

2. [Blend Relationships (ブレンドのリレーションシップ)]のダイアログボックスで、[プライマリデータ

ソース]のドロップダウンメニューからプライマリデータソースが選択されていることを確認しま

す。

3. [セカンダリデータソース]ペインでセカンダリデータソースを選択します。既存の自動ブレンド

関係が表示されます (行にカーソルを合わせて [x]をクリックすると削除できます)。リレーション

シップのリストで [カスタム]を選択し、[追加 ]をクリックします。
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4. [フィールドマッピングの追加 /編集 ]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。

a. プライマリデータソースからフィールドを選択します。

b. セカンダリデータソースから比較可能なフィールドを選択します。

c. [OK]をクリックします。

この例では、[Segment (区分 )]が [Cust Segment (顧客区分 )]にマッピングされま

す。
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ヒント:日付の場合は、リレーションシップを正確に指定できます。日付フィールド

を展開し、正確な日、月、年など、日付の適切な側面を選択します。

5. フィールドマッピングを必要に応じて作成した後、[OK]をクリックします。

複数のリンク

リレーションシップや結合と同様に、データソース間のリンクが複数のフィールドによって定義されてい

る場合があります。たとえば、地域の売上ノルマが月単位である場合、正しいデータがビューに取り

込まれるように、地域と月の両方に基づいてトランザクション売上データと売上ノルマデータの間のブ

レンドを確立する必要があります。複数のリンクを同時にアクティブにできます。

詳細 :複数のリンクフィールドの影響

データを複数のフィールドに基づいてブレンドする際、それらのフィールドのデータの組み合わせが両方

のデータセット間で一致する場合にのみ、値はビューに含められます。これを理解するための例を見

てみましょう。
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ここに2つのテーブルがあります。1つはバードウォッチャーが実際に観察した鳥について、もう1つは観

察が報告された鳥についてです。

および

プライマリデータソース([Birds seen (観察された鳥 )]) のフィールド[Birdwatchers (バードウォッ

チャー)]および [Number of birds (鳥の数 )]を含むブレンドビューを設定し、セカンダリデータソース

([Birds reported (報告された鳥 )])のフィールド[Number of reports (報告数 )]を取り込むと、自

動的に[Birdwatcher (バードウォッチャー)]に基づいてブレンドが実行されます。

バードウォッチャーAが3羽の鳥を観察して2件の報告を行い、Bが4羽の鳥を観察して1件の報

告を行い、Cが8羽の鳥を観察して2件の報告を行ったことがわかります。

しかし、[Species seen (観察された種類 )] もリンクフィールドとして使用できます。このフィールドでも

ブレンドを実行してみましょう。違いは生じるでしょうか。
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かなり大きな違いが生じます。バードウォッチャーAとCによる報告がそれぞれ 1件だけになり、Bは

0件になりました。どういうことでしょうか。

これらのバードウォッチャーがそれほど正直でないことが判明しました。日記の項目に基づいて観察内

容を報告しただけのとき(上の画像にある青色のバー)、報告された種類は実際に観察された種類

と一致しませんでした([Birds seen (観察された鳥 )]セカンダリデータソースの2番目の列がNULL
になっていることに注目してください)。報告を写真で裏付けたとき(オレンジ色のバー)、その報告は正

直でした([Species seen (観察された種類 )]の両方の列が一致します)。

3つのレポートで種類が一致しなかったため、[Species seen (観察された種類 )]がリンクフィールド

として使用されたときに、該当するデータ行が削除されました。ビューには、両方のリンクフィールドで

値が一致するデータだけが表示されます。

Takeaway

複数のフィールドでリンクする場合は注意してください。アイコンをクリックしてアクティブなリンクを確立

することは非常に簡単かもしれませんが、リンクフィールドが多すぎたり不適切だったりすると、分析に

重大な影響が及ぶ可能性があります。
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結合とデータブレンドの違い

データブレンドは、従来の左結合のシミュレーションを行います。2つの主な違いは、集計が実行され

るタイミングです。結合では、データが組み合わされてから集計されます。ブレンドでは、データが集計

されてから組み合わされます。

左結合

左結合を使用してデータを組み合わせると、結合が実行されたデータベースにクエリが送信されます。

左結合では、左のテーブルのすべての行と、右のテーブルでそれに対応する行が返されます。結合の

結果はTableauに返され、ビジュアライゼーションでの表示用に集計されます。

左結合では、左の表のすべての行が取得されます。共通の列は [User ID (ユーザー ID)]と[Patron
ID (パトロン ID)]です。右の表に対応する情報がある場合は、そのデータが返されます。それ以外の

場合は、NULLが入ります。

同じ表を使用しますが、順序を反転したとします。この新しい左結合の結果は異なります。今回も新

しい左の表からはすべてのデータが取得されますが、右の表の行は基本的に無視されます。[User ID
(ユーザー ID)]が4であるデータ行は、左の表に [Patron ID (パトロンID)]が4である行がないため、

含められません。
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データブレンド

データブレンドを使用してデータを組み合わせる場合、シートで使用される各データソースのデータ

ベースにクエリが送信されます。クエリの結果は集計されたデータとしてTableauに返され、ビジュアラ

イゼーションでまとめて表示されます。

注 :メジャーを集計することは簡単です。数値の合計、平均、最大値その他の集計を簡単に

実行できます。メジャーの値は、ビューにおけるフィールドの集計方法に基づいて集計されま

す。ただし、セカンダリデータソースのすべてのフィールドが集計される必要があります。ディメン

ションの場合はどうでしょうか。ディメンション値はATTR集計関数を使用して集計され、セカ

ンダリデータソースのすべての行に対して1つの値が返されます。これらの行に複数の値があ

る場合は、アスタリスク(*)が表示されます。これは、「ビューのこのマークについてセカンダリ

データソースに複数の値がある」と解釈できます。

ビューはリンクフィールドに基づいて、プライマリデータソース(左の表として機能する)のすべての値

と、セカンダリデータソース(右の表 )の対応する行を使用します。

次の表があるとします。リンクフィールドが [User ID (ユーザー ID)]と[Patron ID (パトロン ID)]であ

る場合は、次の理由により、一部の値が結果の表の一部にならない可能性があります。

l 左の表の行に対応する行が右の表にありません。これは結果でNULL値によって示されま

す。

l 右の表の行に対応する値が複数あります。これは結果でアスタリスク(*)によって示されます。

メジャーが関係する場合は、メジャーも次のように集計されます。
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重要 :ブレンドされたデータを含むビュー内のアスタリスク(*)は複数の値を示します。これは、プライマリ

データソースの各マークについて、セカンダリデータソースで一致する値を1つだけにする(プライマリ

データソースとセカンダリデータソースを入れ替えることもできます)ことによって解決できます。詳細に

ついては、データブレンドのトラブルシューティングページ785を参照してください。

データブレンドの概要

l データブレンドはシート単位で行われます。

l フィールドが使用される順序によって、どのデータソースがセカンダリデータソースに対するプライ

マリになるかが決まります。

l プライマリデータソースは青色のチェックマークで示され、セカンダリデータソースとそのフィールド

にはオレンジ色のチェックマークが付けられます。

l リンクフィールドを共有フィールド名に基づいて自動的に決定するか、ブレンドのリレーションシッ

プを手動で作成することができます。

l データブレンドは左結合のように動作するため、セカンダリデータソースのデータが除外されるこ

ともあります。

l アスタリスク(*)が表示される場合もあります。これは、1つのマークで複数のディメンション値が

存在することを示します。これが生じるのは、データブレンドでは集計された結果がビューで組

み合わされるためです。

l セカンダリデータソースを使用して、プライマリデータソース内のフィールド値に別名を付け直す

こともできます。詳細については、データブレンドを使用してフィールドの値に別名を付ける次

のページを参照してください。

Tableau Software 779

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



データブレンドの制限事項

l COUNTD、MEDIAN、RAWSQLAGGなどの非加算的な集計に関しては、一部のデータブ

レンドの制限があります。詳細については、データブレンドのトラブルシューティングページ785
を参照してください。

l ブレンドされたデータソースを1つの単位としてパブリッシュすることはできません。代わりに、各

データソースを個別に(同じサーバーに)パブリッシュした後、パブリッシュ済みデータソースをブ

レンドします。

l セカンダリデータソースのデータは、常に計算で集計される必要があります。

l キューブデータソースをブレンドする場合は、それがプライマリデータソースである必要がありま

す。

データブレンドを使用してフィールドの値に別名を付ける

データブレンドは、データを組み合わせる方法です。データブレンドは、1つのプライマリデータソース

をセカンダリデータソースのデータで補完することによって機能します。

別名の作成は、ディメンションフィールドに値を割り当てることができる代替名です。別名を使用し

て、ディメンション内の特定のフィールド値の名前を変更できます。これは、元のデータが提供する

ビューより関連性または記述性が高いディメンション値を表示する場合に便利です。

別のデータソースのフィールド名を使用してデータソース内の値に別名を付け直す方法として、デー

タブレンドを使用できます。これを行うには、プライマリデータソース内のフィールドに対する別名を含

む、セカンダリデータソース内のフィールドが存在する必要があります。

たとえば、果物の名前や果物が関連付けられているコード値など、果物に関する情報を含むプライ

マリデータソースがあるとします。セカンダリデータソースには、より説明的なコード値の入ったフィール

ドが含まれます。

プライマリデータソース

果物 果物 ID

Apple A

バナナ B

セカンダリデータソース

代替 ID

APP

BAN

プライマリデータソース内のフィールドの別名を付け直す場合、元のコード値をより説明的なコード

値で置き換えるビューを作成できます。

注 :セカンダリデータソースを使用してプライマリデータソースの別名を提供したら、セカンダリデータ

ソースは必要なくなるため、閉じることができます。
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フィールドの値に別名を付け直すには

1. プライマリデータソースとセカンダリデータソースを設定し、データソース間のリレーションシップを

確立します。詳細については、データのブレンドページ766を参照してください。この例で使用し

たデータソースは "Fruit Stand (フルーツスタンド)"と"Alternate ID (代替 ID)"です。

2. [データ] ペインでプライマリデータソースを選択してから、別名を付けるフィールドをビューまでド

ラッグします。

この例では、"Fruit Stand (フルーツスタンド)"がプライマリデータソースです。

3. [データ] ペインのセカンダリデータソースを選択し、別名情報を含むフィールドをビューまでドラッ

グします。

たとえば、"Alternate ID (代替 ID)"はセカンダリデータソースです。注 :プライマリデータソース

内のフィールド値の別名に使用しているフィールドを、プライマリデータソースとセカンダリデータ

ソースをリンクさせるために使用するリンクフィールドにすることはできません。

この例では、セカンダリデータソースの [代替 ID]フィールドは、プライマリデータソースの [Fruit
Stand (フルーツスタンド)]フィールドで必要とされる別名情報が含まれます。

4. セカンダリデータソースのフィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[プラ

イマリ別名の編集 ]を選択します。

プライマリデータソースの値には、セカンダリデータソースに対応する別名値が必要です。[別
名あり]の下のアスタリスクは、データソースに対応する別名値があることを確認します。
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注 : [別名あり]の下にアスタリスクが表示されない場合、セカンダリデータソースにプライマリ

データソースのフィールド値と一致する相当の別名がないか、セカンダリデータソースの同じ

別名を持つフィールド値が、プライマリデータソース内に1つ以上あることを示します。このよう

な場合、セカンダリデータソースの値を使用してプライマリデータソースのフィールド値に別名

を付け直すことはできません。

5. [OK]をクリックします。セカンダリデータソースの別名の値は、プライマリデータソース内の

フィールド値を置き換えます。この例では、"Alternate ID (代替 ID)"フィールドのより説明的な

コード値が、"Fruit ID (フルーツID)"フィールドの値に置き換えられます。

6. (オプション) [データ] メニューでのセカンダリデータソースを選択し、[閉じる] を選択します。
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フィールドをプライマリデータソースに取り込む

データブレンドは、データを組み合わせる方法です。データブレンドは、1つのプライマリデータソースを

セカンダリデータソースのデータで補完することによって機能します。

セカンダリデータソースの一部のデータのみを必要とする場合、プライマリデータに取り込む必要があ

るフィールドのみを運ぶプライマリグループを作成できます。これによりセカンダリデータソースの必要性

がなくなるため、ワークブックのサイズが小さくなり、ワークブックのパフォーマンスを改善できます。

たとえば、"Superstore (スーパーストア)"と"Population (人口 )"の2つのデータソースがあるとします。

"Superstore (スーパーストア)"データソースには多数のデータが含まれていますが、最も重要なこと

は、このデータソースには州と、各州に関連付けられた地域に関する情報が含まれているという点で

す。"Population (人口 )"データソースには州および人口データが含まれていますが、地域に関する

データは含まれていません。この場合、"Population (人口 )"と"Superstore (スーパーストア)"データ

ソースをブレンドしてプライマリグループを作成できます。次に、"Superstore (スーパーストア)"データ

ソースの "Region (地域 )"フィールドを"Population (人口 )"データソースにプルできるよう、

"Superstore (スーパーストア)"データソースの必要性をまとめて排除します。

2つのデータソースをブレンドしてプライマリグループを作成するには

1. Tableau Publicから次のワークブックをダウンロードして開きます。

a. https://public.tableau.com/profile/tableau.docs.team#!/vizhome/BringaFieldintothe
PrimaryDataSource/Sheet1に移動します。

b. 右上隅にある[ワークブックのダウンロード]をクリックしてからワークブックを開きます。

ワークブックで、[州 ] ディメンションは既に [行 ] シェルフにあるため、ビューの最初のフィールドとな

り、"Population (人口 )"データソースがシートのプライマリデータソースとして確立されます。

"Superstore (スーパーストア)"データソースも、セカンダリデータソースとしてワークブックや関数

に含まれます。

2. [データ]ペインで、"Superstore (スーパーストア)"を選択、"Region (地域 )" ディメンションを

[行 ]シェルフまでドラッグし、[州 ]の前に配置します。

ビューには、"Superstore (スーパーストア)"データソース(セカンダリ)の地域と、これらの地域と

関連付られた"Population (人口 )"データソース(プライマリ)のすべての州が表示されます。特

定の地域と関連付けられていない "Population (人口 )"データソース(プライマリ)の2つの州

(アラスカとハワイ)があります。これらの2つの州は "NULL"地域に割り当てられます。
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3. "Superstore"データソース(セカンダリ)の [行 ] シェルフの [地域 ]フィールドを右クリックし、[プラ

イマリグループの作成 ] を選択します。

4. [グループの編集 ]ダイアログボックスで、"Alaska (アラスカ)"と"Hawaii (ハワイ)"を("null" 地域

から) "West (西部 )"地域までドラッグします。このタスクは "Population (人口 )"データソース

(プライマリ)の州 ("NULL"地域にあるもの)をある地域に割り当てます。

784 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



5. [OK] をクリックして、[グループの編集 ]ダイアログボックスを閉じます。

6. [データ]ペインで、"State (州 )"データソース(セカンダリ)を選択します。これで、"Population
(人口 )"データソース(プライマリ)に"State (group) (州 (グループ))" という新しいグループ

フィールドがリストされました。

7. "State (group) (州 (グループ))"ディメンションを[行 ]シェルフの "地域"ディメンションまでドラッ

グして置き換えます。

8. "Superstore (スーパーストア)" (セカンダリ)データソースの地域に基づいて人口を表示するに

は、"2016 Population (2016 年の人口 )" メジャーを[列 ] シェルフまでドラッグします。

9. (オプション) "Superstore (スーパーストア)"データソース(セカンダリ)を閉じてから、分析を続行

します。セカンダリデータソースがなくてもデータソースまたはワークブックをパブリッシュできます。

これは、セカンダリデータソース("Region (地域 )")から使用しているフィールドが、プライマリ

データソースで作成されたプライマリグループに置き換えられたためです。

データブレンドのトラブルシューティング

データブレンドを使用して異なるデータソースのデータを組み合わせる場合、いくつかの一般的な問

題が発生する場合があります。このトピックでは、それらの問題をリストし、それぞれの状況への対応
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方法について説明します。

データソースをブレンドするときの一般的な警告とエラー

プライマリデータソースとのリレーションシップがない

セカンダリデータソースからビューにフィールドをドラッグすると、次のような警告が表示されることがあり

ます。

Fields cannot be used from the [name of secondary data source] data source, because
there is no blend relationship to the primary data source. (プライマリデータソースとのブレ

ンド関係がないため、[セカンダリデータソースの名前 ]データソースからのフィールドを使用で

きません。)[データ]ペインで [セカンダリデータソースの名前 ]データソースに切り替えて、少

なくとも1つのリンクアイコンをクリックしてデータソースを結合してください。

この警告は、セカンダリデータソースにアクティブなリンクがない場合に発生します

たとえば、"State (州 )" および"Date (日付 )" フィールドによって関連付けられた2つのデータソース

があるとします。セカンダリデータソースのこれらのフィールドの少なくとも1つの横に、アクティブリンク

アイコン( )が表示されている必要があります。[データ] ペインで破損リンクアイコン( )をクリック

するか、ビューのプライマリデータソースからのリンクフィールドを使用することによって、リンクをアクティ

ブにできます。

セカンダリデータソースにプライマリデータソースへのリンクがない場合もあります。[データ] ペインでリ

ンクアイコンを探してください。Tableauでは、同じ名前を持つフィールドが自動的にリンクされます。

同じ名前のフィールドがない場合はフィールド間でリンクを定義する必要があります。詳細について

は、データのブレンドページ766を参照してください。

プライマリ接続とセカンダリ接続は、同じデータソースの表のものです

セカンダリデータソースからビューにフィールドをドラッグすると、次のような警告が表示されることがあり

ます。

プライマリ接続とセカンダリ接続は、同じデータソース内の表のものです。接続をリンクさせる

代わりに、[データ]メニューを使用してデータを結合します。結合により、多くの表からのデー

タを統合でき、パフォーマンスとフィルターリングを改善する場合があります。

この警告は、同じデータベースに接続する別のデータソースがワークブックに含まれている場合に発

生します。このようにデータを組み合わせることもできますが、同じデータベースのデータを組み合わせ

る際は結合やリレーションシップを使用することをお勧めします。これにより、ブレンドでは実現できな

い仕方でデータベースのネイティブ最適化機能の一部を利用できます。
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1つ以上のフィールドがサポートされていない集計を使用しているため、セカンダリデータ

ソースをブレンドできません

データブレンドには、COUNTD、MEDIAN、RAWSQLAGGなどの非加算的集計に関する一部の制

限があります。非加算的集計は、ディメンションに沿って集計できない結果を生成する集計関数で

す。代わりに、値を個別に計算する必要があります。数値関数は、MAXおよびMINを除いてすべて

非加算的集計です。詳細については、Tableau 関数 (カテゴリ別 )ページ2320を参照してください。

これらの制限により、特定の状況下においてビューの特定のフィールドが無効となります。これらの無

効なフィールドのいずれかをマウスでポイントすると、次のエラーが表示されます。

1つ以上のフィールドがサポートされていない集計を使用しているため、セカンダリデータソー

スをブレンドできません。

このエラーは、次のいずれかの理由で発生する場合があります。

l プライマリデータソースからの非加算的集計 :一時テーブルの使用を許可するリレーショナル

データベースのデータソースを使用している場合、非加算的集計はプライマリデータソースで

のみサポートされます。この問題を回避するため、データソースの抽出を作成することを検討し

てください。抽出は一時テーブルをサポートします。
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l セカンダリデータソースからの非加算的集計 :プライマリデータソースからのリンクフィールドが

ビューに含まれている場合、また、セカンダリデータソースからの非集計ディメンションがビュー

に含まれていない場合、非加算的集計はセカンダリデータソースでのみサポートされます。一

部の数値関数は、加算集計が含まれていても使用できます。たとえば、ROUND([Sales],1)
の代わりにROUND(SUM([Sales]),1)を使用します。

l ライブ接続を使用するマルチ接続データソースからの非加算的集計 :ライブ接続を使用して

データに接続するマルチ接続データソースは、一時テーブルをサポートしていません。そのた

め、ライブ接続を使用してデータに接続するマルチ接続データソースを使用する場合、ブレン

ド機能と非加算集計を共に使用することは禁止されています。この問題を回避するため、マ

ルチ接続データソースの抽出を作成することを検討してください。抽出は一時テーブルをサ

ポートします。

l セカンダリデータソースのLOD 式 :このエラーは、データブレンドを使用するビューで詳細レベ

ルの式を使用する場合にも発生します。エラーを解決するため、セカンダリデータソースの

LOD式を使用する前に、プライマリデータソースのリンクフィールドがビュー内にあることを確

認し、セカンダリデータソースからディメンション(ディメンションフィルターを含む)を削除してくだ

さい。

論理テーブルを含むデータソースは、データブレンドのセカンダリデータソースとして使用

できません。

セカンダリデータソースは、次の条件が満たされている限り、論理結合を使用できます。

l プライマリデータソースからのアクティブなリンクフィールドはすべて、フィルターシェルフ以外の

シェルフのビューに含まれている必要があります

l ディメンションを含む、セカンダリデータソースからのすべてのフィールドが集計されます

シート内にアスタリスクが表示される

データをブレンドする場合、プライマリデータソースの各マークに対して、一致しているセカンダリデー

タソースの値が1つのみであることを確認してください。一致する値が複数ある場合、データをブレン

ドした後、結果のビュー内にアスタリスクが表示されます。

たとえば、"Population (人口 )"と"Superstore (スーパーストア) "という2つのデータソースがあるとしま

す。プライマリデータソースである"Population (人口 )"には、"State (州 )"と呼ばれるフィールドがあ

ります。セカンダリデータソースである"Superstore (スーパーストア)"には、"State (州 )"および

"Segment (セグメント)" と呼ばれるフィールドを含みます。セカンダリデータソースの各州には、複数

のセグメントがあります。たとえば、"Alabama (アラバマ)"には、"Consumer (消費者 )"、"Corporate
(企業 )"、および "Home Office (ホームオフィス)"の3セグメントがあります。
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プライマリデータソース セカンダリデータソース

2つのデータソースを[State (州 )]フィールドでブレンドする場合は、(プライマリデータソースで)個々

の州の値が (セカンダリデータソースで)複数のセグメント値を持つことができるリンクを作成します。こ

の場合、プライマリデータソースの対応する各状態値に対し、セカンダリデータソースに複数のセグメ

ント値があるため、次のイメージのように、ビューにアスタリスクが表示されます。

ブレンドされたデータ

シート内のアスタリスクを解決する

プライマリデータソースの各マークに対して、一致しているセカンダリデータソースの値が1つのみであ

ることを確認してシート内のアスタリスクを回避します。確実な方法は作成しようとしているデータと
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ビューによって異なりますが、次で提案するいずれかの方法でシート内のアスタリスクを解決することを

検討してください。

l 詳細レベルがより高いフィールドを、プライマリデータソースからシートに追加します。

たとえば、上記で使用した例に類似するビューを使用しているとします。"City (市 )"などの

フィールドは、その値が "State (州 )"のようなフィールドより詳細レベルが高いことから、シートへ

の追加を検討します。

l プライマリとセカンダリのそれぞれのデータソースを切り替えるためにビューを再作成します。一

般に、値の詳細レベルがより高いデータソースをプライマリデータソースにする必要がありま

す。

たとえば、上記で使用した例に類似するビューを使用しているとします。"Superstore (スー

パーストア)"をプライマリデータソースにして、"Population (人口 )"をセカンダリデータソースに

することを検討します。

データソースのブレンド後にNULL値が表示される

データブレンドを使用する場合、ビューの必要なデータの場所にNULL値が表示されることがありま

す。NULL値が表示される理由は、いくつかあります。

l プライマリデータソースの対応する値に対する値が、セカンダリデータソースに含まれていな

い。

l ブレンド対象のフィールドのデータ型が異なっている。

l プライマリデータソースとセカンダリデータソースの値が、異なる大文字と小文字を使用して

いる。

データブレンドは、リンクフィールドに基づき、プライマリデータソースのデータをセカンダリデータソース

のデータで補完することによって機能します。つまり、Tableauはプライマリデータソースのすべての

データと、セカンダリデータソース内の対応する一致のみを取得します。Tableauは、プライマリデー

タソースにもの対応する値に対し、セカンダリデータソース内の一致する値を1つも識別できない場

合、NULL値を表示します。

この問題を解決するには、次の手順を行います。

l セカンダリデータソースにデータを挿入する:セカンダリデータソース内に欠落しているデータを

挿入し、プライマリデータソース内のすべてのレコードが一致するデータを持つようにします。た

とえば、プライマリデータソースに米国の50の州すべての値が含まれ、セカンダリデータソース

には米国の30の州の値のみが含まれるとします。この問題を解決するには、セカンダリデータ

ソースの参照元データセットに米国の残りの20州の値を追加します。あるいは、参照元デー
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タを変更できないときは、フィールドをプライマリデータソースに取り込むページ783またはデータ

ブレンドを使用してフィールドの値に別名を付けるページ780を実行し、NULL値を回避できる

場合があります。

l プライマリデータソースとセカンダリデータソースの値のデータ型が一致していることを検証す

る。たとえば、両方のデータソースでブレンドに使用するフィールドの文字列を使用するか、両

方のフィールドに数値が含まれる必要があります。数字を含むフィールドと文字列を含むフィー

ルドをブレンドすることはできません。

l プライマリデータソースとセカンダリデータソースの値の大文字と小文字が一致していることを

検証する。1つのデータソースが大文字と小文字の名前の両方を使用し、別のデータソース

が大文字のみを使用している場合、NULL値が表示されます。詳細については、「データをブ

レンドするときにNullが表示される」を参照してください。

データソースをパブリッシュした後のブレンドの問題

2つのデータベースをブレンドするフィールドレベルのカスタマイズを作成する場合、カスタマイズはデー

タソースの1つ、プライマリデータソースに基づいて行われます。次に、プライマリデータソースやセカン

ダリデータソースがTableau ServerやTableau Cloudにパブリッシュされると、カスタマイズを含む (例 :
セカンダリデータソースへの参照を含む)プライマリデータソースは機能しなくなります。プライマリデー

タソースとセカンダリデータソースの間のブレンド関係が失われるため、カスタマイズは機能しなくなりま

す。これは、プライマリデータソースとセカンダリデータソースの間のブレンド関係がワークブックレベル

で定義されているためです。

たとえば、"Store - Main (ストア-メイン)"および "Store - West (ストア-西部 )"。プライマリデータソー

ス("Store - Main (ストア-メイン)")の合計売上高と、セカンダリデータソースの合計売上高 ("Store -
West (ストア-西部 )")と組み合わせたフィールドレベルのカスタマイズ (計算など)を作成します。

Tableau ServerまたはTableau Cloudにデータソースをパブリッシュするとすぐに、"Store - Main (スト

ア-メイン)"の計算は機能しなくなります。これは、計算が、場所がまだ決められていないセカンダリ

データソースの "Store - West (ストア-西部 )"を参照しているためです。

このシナリオを回避するには、次の方法を使用します。

1. フィールドレベルのカスタマイズを作成する前に、まず各データソースをパブリッシュします。

2. 各データソースに接続します。

3. 必要なフィールドレベルのカスタマイズを含むワークブックを作成します。

4. ワークブックをTableau Serverにパブリッシュします。

このワークブックを"テンプレート"として使用し、自分や他のユーザーによって共有およびダウン

ロードできます。
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キューブ(多次元 )データソースとのブレンド

キューブデータソースは、Tableauでデータをブレンドするためのプライマリデータソースとしてのみ使

用できます。それらをセカンダリデータソースとして使用することはできません。

その他のデータブレンドの問題

データをブレンドするときに発生する他の問題については、次のリンクを参照してください。

並べ替えは使用できません

l 計算フィールドでの並べ替えの問題については、「データブレンドされたメジャーでフィールド別

の並べ替えを利用できない」を参照してください。

l 計算された並べ替えの問題については、「データブレンドを行う際にツールバーで並べ替えオ

プションを利用できない」を参照してください。

操作が期待どおりに動作しない

l セカンダリデータソースのフィールドをURLアクションに追加することはできません。「ブレンドさ

れたデータソースからのフィールドをURLアクションで利用できない」を参照してください。

l アクションフィルターは期待どおり動作しません。「アクションフィルターとブレンドされたデータを

使用すると期待どおり動作しない」を参照してください。

予期しない値とフィールドの変更

l ビュー内の各日付値の後に合計を複製します。「日付フィールドのブレンドに関する問題」を

参照してください。

l 参照元のデータがブレンドされたデータとは異なる値を示します。「Underlying Data from
Secondary Data Source Not Displayed or Consistent with Blended Data (セカンダリデータ

ソースからの参照元のデータが表示されないかブレンドされたデータと異なる)」を参照してくだ

さい。

サマリーデータのブレンド

データブレンドは、データを組み合わせる方法です。データブレンドは、1つのプライマリデータソース

をセカンダリデータソースのデータで補完することによって機能します。
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作業しているデータソースのいずれかが大きい場合、データブレンドを使用することでクエリ時間を削

減し、プライマリデータソースのデータとセカンダリ(大きなデータソース)からのサマリーデータを組み合

わせることができます。

たとえば、"Store - North (ストア-北部 )"および "Store - South (ストア-南部 )"。"Store - North (スト

ア-北部 )"はプライマリデータソース、"Store - South (ストア-南部 )"は大きなセカンダリデータソース

です。"Store - South (ストア-南部 )"などの大きなデータソースで操作する際のクエリ時間を削減す

るため、大きなセカンダリデータソース("Store - South (ストア-南部 )")のサマリーデータで、より早い

と推測されるプライマリデータソース("Store - North (ストア-北部 )")のデータとブレンドするためにの

み、データブレンドを使用できます。

サマリーデータをブレンドするには、次を実行できます。

1. データソース間のリレーションシップを作成します。

2. セカンダリデータソースからのサマリーデータをプライマリデータソースに取り込む。

3. プライマリデータソースを、セカンダリデータソースのサマリーデータを比較します。

ステップ1: プライマリデータソースとセカンダリデータソースの間のリレーションシップの作

成

1. Tableau Publicから以下をダウンロードして開きます。

a. https://public.tableau.com/profile/tableau.docs.team#!/vizhome/BlendonSummary
Data/Sheet1に移動します。

b. 右上隅にある[ワークブックのダウンロード]をクリックします。

ワークブックで、"Order Date (注文日 )"ディメンションは既に [列 ]シェルフにあるため、ビューの最

初のフィールドとなり、"Store - North (ストア-北部 )"がシートのプライマリデータソースとして確

立されます。"Store - South (ストア-南部 )"データソースも、大きなセカンダリデータソースとし

てワークブックや関数に含まれます。

2. [データ] > [リレーションシップの編集 ]を選択します。

3. [リレーションシップ]ダイアログボックスで、[カスタム]を選択し、[追加 ]をクリックします。

4. [フィールドマッピングの追加 /編集 ]ダイアログボックスの両方のリストで、"Order Date (注文

日 )"の横の矢印をクリックして"Year(Order Data) (年 (注文データ))"を選択し、[OK]をクリッ

クします。

5. [リレーションシップ]ダイアログボックスで、[追加 ]を再度クリックします。

6. [フィールドマッピングの追加 /編集 ]ダイアログボックスの両方のリストで、"Prod Type 1 (製品
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タイプ1)"、[OK]の順にクリックします。

ステップ2: セカンダリデータソースからのサマリーデータをプライマリデータソースに取り込

む

1. [データ]ペインで、"Store - North (ストア-北部 )"データソースを選択します。

2. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ] を選択します。

3. 計算ダイアログボックスで、次を実行します。

a. 名前テキストボックスに、「Sales for Store - South (ストア - 南部の売上高 )」と入力

します。

b. 式テキストボックスに、ZN関数、SUM関数、および "Store - South (ストア-南部 )"
データソースの売上合計高フィールドを入力します。

式は次のようになります。ZN(SUM([Store - South].[Sales Total]))
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この式は、大きなセカンダリデータソースから売上データのみ取り込みます。

4. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ] を選択します。

5. 計算ダイアログボックスで、次を実行します。

a. 名前テキストボックスに、「Total Sales (North and South) (合計売上高 (北部と南

部 )」と入力します。

b. 式テキストボックスに、次のように入力します。

IF ISNULL([Sales for Store - South]) THEN 0 ELSE [Sales for

Store - South]END

+

IF ISNULL (SUM([Sales Total])) THEN 0 ELSE SUM([Sales Total])

END

この式は、大きなセカンダリデータソースからの売り上げデータを、プライマリデータソー

スの売り上げデータに追加し、"Store - South (ストア-南部 )"および "Store - North (ス
トア-北部 )"の組み合わせられた売上高を取得します。
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手順 3: プライマリデータソースを、セカンダリデータソースのサマリーデータを比較します

1. [データ]ペインから、"Order Date (注文日 )"を[列 ]シェルフに、"Prod 1 (製品 1)"を[行 ]
シェルフにドラッグします。

2. [メジャーネーム]を[行 ]シェルフ、および [フィルター]シェルフまでドラッグします。

3. [フィルター]ダイアログボックスで、[なし]をクリックしてから、"Sales Total (売上合計 )"、
"Sales for Store - South (店舗売上高 - 南部 )"、および"Total Sales (North and
South) (合計売上高 (北部および南部 ))"のチェックボックスをオンにします。

4. [データ]ペインから、[メジャーバリュー]を[テキスト]までドラッグします。

最終結果として、"Order Year (注文の年 )"と製品カテゴリーでプライマリデータソースとセカンダリ

データソースをまとめたビューが表示されます。
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注 : "Store - North (ストア-北部 )"および "Store - South (ストア-南部 )"の両方の売り上げ

データの例は同じため、"Sales Total (売上高合計 )"および"Sales for Store - South (スト

ア - 南部の売上高 )"フィールドの両方で同じ結果が生じます。

データのユニオン

1つの表から別の表へ値 (行 )を付加することで、2つ以上の表を組み合わせたデータのユニオンを作

成することができます。Tableauデータソースでデータのユニオンを作成するには、同じ接続の表を使

用する必要があります。

サポートされるコネクタ

データソースでユニオンがサポートされている場合、データに接続するとデータソースページの左ペイン

に[ユニオンの新規作成 ]オプションが表示されます。サポートされるコネクタは、Tableau Desktop、
Tableau Server、およびTableau Cloud間で異なる場合があります。
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最善の結果を得るには、ユニオンを使用して組み合わせる表の構造が同じである必要があります。

つまり、各表のフィールド数が同じであり、関連するフィールドのフィールド名とデータ型が一致してい

る必要があります。

たとえば、次の顧客購入情報が3つの表に保存されており、月で区切られているものとします。表の

名前は "May2016"、"June2016"、および "July2016"です。

May2016

日 Custo-
mer

Purch-
ases

タ

イ

プ

4 Lane 5 ク

レ

ジ-
ッ

ト

1-
0

Chris 6 ク

レ

ジ-

June2016

日 Custo-
mer

Purch-
ases

タ

イ

プ

1 Lisa 3 ク

レ

ジ-
ッ

ト

2-
8

Isaac 4 現

金

July2016

日 Custo-
mer

Purch-
ases

タ

イ

プ

2 Mario 2 ク

レ

ジ-
ッ

ト

1-
5

Wei 1 現

金
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日 Custo-
mer

Purch-
ases

タ

イ

プ

ッ

ト

2-
8

Juan 1 ク

レ

ジ-
ッ

ト

日 Custo-
mer

Purch-
ases

タ

イ

プ

2-
8

Sam 2 ク

レ

ジ-
ッ

ト

日 Custo-
mer

Purch-
ases

タ

イ

プ

2-
1

Jim 7 現

金

これらの表のユニオンにより、すべての表のすべての行を含む次のような1つの表が作成されます。

ユニオン

日 Customer Purchases タイプ

4 Lane 5 クレジット

10 Chris 6 クレジット

28 Juan 1 クレジット

1 Lisa 3 クレジット

28 Isaac 4 現金

28 Sam 2 クレジット

2 Mario 2 クレジット

15 Wei 1 現金

21 Jim 7 現金

手動で表のユニオンを作成する

このメソッドを使用して、個別の表のユニオンを手動で作成します。この方法では、[データソース]
ページの左ペインから個々の表を選択し、それを[ユニオン]ダイアログボックスにドラッグできます。
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手動で表のユニオンを作成するには

1. データソースページで、[新しいユニオン]をダブルクリックして、ユニオンをセットアップします。

2. 左ペインから[ユニオン]ダイアログボックスに表をドラッグします。

3. 左ペインから別の表を選択し、最初の表の下に直接ドラッグします。
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ヒント:複数の表を1つのユニオンに同時に追加するには、左ペインで、ShiftまたはCtrl
(MacではShiftまたはCommand)を押しながら、ユニオンの対象とする表を選択し、

それらを最初の表の下に直接ドラッグします。

4. [適用 ]または [OK]ボタンをクリックしてユニオンを行います。

ワイルドカード検索を使用してユニオン表を作成する(Tableau Desktop)

このメソッドを使用し、ユニオンに表を自動的に含めるための検索条件を設定します。ワイルドカード

文字 (アスタリスク"*")を使用すると、Excelワークブック/ワークシートの名前、Googleスプレッドシート

ワークブック/ワークシート名、テキストファイル名、JSONファイル名、.pdfファイル名、およびデータベー

スの表名内の文字のシーケンスやパターンを照合できます。

Excel、テキストファイルデータ、JSON ファイル、および .pdfファイルデータを扱う場合は、このメソッド

を使用してフォルダー全体でファイルのユニオンを作成したり、ワークブック全体でワークシートのユニオ

ンを作成したりできます。検索範囲は選択した接続となります。接続、および接続で利用可能な表

は、[データソース]ページの左ペインに表示されます。
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ワイルドカード検索を使用して表のユニオンを作成するには

1. データソースページで、[新しいユニオン]をダブルクリックして、ユニオンをセットアップします。

2. [ユニオン]ダイアログボックスで [ワイルドカード(自動 )]をクリックします。

3. ユニオンに含める表を検索するために、Tableauが使用する検索条件を入力します。
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たとえば、[次を含める] ボックスに「*2016」と入力し、名前の最後に"2016"を付けます。このよ

うな検索により、選択した接続から、May2016、June2016、July2016表 (Excelワークシート)
のユニオンが作成されます。この場合、接続は "Sales (売上高 )"と呼ばれ、必要なワークシー

トを含むExcelワークブックに対する接続は "Sales (売上高 )"ディレクトリのquarter_3フォル

ダーにありました(例 :Z:\sales\quarter_3)。

4. [適用 ]または [OK]ボタンをクリックしてユニオンを行います。

より多くのExcel、テキスト、JSONおよび .pdfデータを検索する拡張検索

ユニオンで最初に利用可能な表は、選択した接続を範囲としています。現在のフォルダー以外

(Excel、テキスト、JSONおよび .pdfファイルの場合 )または異なるワークブック(Excelワークシートの

場合 )にある表のユニオンを行う場合は、[ユニオン]ダイアログボックスの1つまたは両方のチェックボッ

クスをオンにして、検索範囲を拡大します。

たとえば、ユニオンを行うとします。すべて現在のフォルダー内で、名前の最後に"2016"が付くすべて

のExcelファイルを探します。上記の例では、初期接続は同じディレクトリ(Z:\sales\quarter_3)内に

あるExcelワークブックに対して行われます。
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l 次を含める:[次を含める] ボックスに「*2016」と入力し、ダイアログの残りの検索条件を現状の

まま残すと、Tableauは現在のフォルダー内にあるすべてのExcelワークシートから、名前の最

後に"2016" が付くものを探します。

以下の図では、黄色にハイライトされたアイテムは現在の場所、つまり"quarter_3"で接続先

を作成したExcelワークブックを表します。緑のボックスは、この検索条件の結果としてユニオ

ンされたワークブックとワークシートに所属する表を示します。

l 次を含める+ 検索対象をサブフォルダーに広げる:[次を含める]ボックスに「*2016」と入力し、

[検索対象をサブフォルダーに広げる]チェックボックスをオンにすると、Tableauは次の操作を

実行します。

l 現在のフォルダー内で、名前の最後に"2016"が付くすべてのExcelファイルを探しま

す。

l その他のExcelワークシートで名前の最後に"2016"が付き、"quarter_3"フォルダーの

サブフォルダーのExcelワークブックにあるものを探します。

以下の図では、黄色にハイライトされたアイテムは現在の場所、つまり"quarter_3"フォルダー

内で接続先を作成したExcelワークブックを表しています。緑のボックスは、この検索条件の

結果としてユニオンされたワークブックとワークシートに所属する表を示します。
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l 次を含める+ 検索対象を親フォルダーに広げる:[次を含める]ボックスに「*2016」と入力し、

[検索対象を親フォルダーに広げる]チェックボックスをオンにすると、Tableauは次の操作を実

行します。

l 名前の最後に"2016"が付くすべてのExcelファイルを現在のフォルダー ("quarter_3"
内 )で探します。

l その他のExcelワークシートで名前の最後に"2016"が付き、"quarter_3" フォルダー内

の並列フォルダー内にあるものを探します。この例では、"quarter_4"は並列フォルダーで

す。

以下の図では、黄色にハイライトされたアイテムは現在の場所、つまり"quarter_3"フォルダー

内で接続先を作成したExcelワークブックを表しています。緑のボックスは、この検索条件の結

果としてユニオンされたワークブックとワークシートに所属する表を示します。

l 次を含める+ 検索対象を親フォルダーに広げる+ 検索対象を親フォルダーに広げる:[次を含

める]ボックスに「*2016」と入力し、[検索対象をサブフォルダーに広げる]および [検索対象を

親フォルダーに広げる] チェックボックスをオンにすると、Tableauは次の操作を実行します。

l 現在のフォルダー内で、名前の最後に"2016"が付くすべてのExcelファイルを現在の

フォルダー ("quarter_3"内 )で探します。

l その他のExcelワークブックで、現在のフォルダー "quarter_3"のサブフォルダー内にある

ものを探します。

l その他のExcelワークブックで、並列フォルダーおよび現在のフォルダー "quarter_3"フォ
ルダーの並列フォルダーおよびサブフォルダー内にあるものを探します。この例では、

"quarter_4"は並列フォルダーです。

以下の図では、黄色にハイライトされたアイテムは現在の場所、つまり接続先を作成した

Excelワークブックを表しています。緑のボックスは、この検索条件の結果としてユニオンされた

ワークブックとワークシートに所属する表を示します。
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注 : Excelデータを扱う場合、ワイルドカード検索は名前付き範囲を含め、Data Interpreter
によって見つかった表を除外します。

ユニオンの名前の変更、修正、削除を行う

[データソース]ページのキャンバスで直接、基本的なユニオンタスクを実行します。

ユニオンの名前を変更するには

1. ユニオンされた物理テーブルを含む論理テーブルをダブルクリックします。

2. 物理レイヤーキャンバスのユニオンテーブルをダブルクリックします。

3. このユニオンの新しい名前を入力します。

ユニオンで表を追加または削除するには

1. ユニオンされた物理テーブルを含む論理テーブルをダブルクリックします。

2. ユニオンのドロップダウン矢印をクリックし、[ユニオンの編集 ]をクリックします。

3. 左ペインからユニオンの対象とする別の表をドラッグするか、削除アイコンが表示されるまで表

をポイントし、アイコンをクリックして表を削除します。

806 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



4. [適用 ]または [OK]をクリックして、タスクを完了します。

ユニオンを削除するには

l ユニオンされた物理テーブルを含む論理テーブルをダブルクリックし、ユニオンのドロップダウン矢

印をクリックして[削除 ]を選択します。

フィールド名またはフィールドの順序を一致させる

ユニオンに含まれるテーブルは、フィールド名を一致させて組み合わせます。Excel、Googleスプレッド

シート、テキストファイル、JSONファイル、または .pdfファイルデータの操作で一致するフィールド名が

ない場合 (または表に列ヘッダーが含まれない場合 )は、ユニオンを作成してユニオンドロップダウンメ

ニューから[フィールド名を自動に生成 ]オプションを選択し、参照元データのフィールドの順序に基づ

いてテーブルを組み合わせるよう、Tableauに指示することができます。
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ユニオンに関するメタデータ

ユニオンの作成後、ユニオンに関する追加フィールドが生成され、グリッドに追加されます。この新しい

フィールドでは、ユニオンに含まれる元の値がどこから来ているかについての情報を、シート名および

表名を含めて提供します。これらのフィールドは、分析で重要な一意の情報がシート名または表名

に埋め込まれている場合に役立ちます。

上の例の表には、データ自体ではなく表名に保存されている一意の年月の情報が含まれています。

このような場合、ユニオンにより生成される[表名 ]フィールドを使用し、この情報にアクセスして分析

に使用することができます。

名前付き範囲がユニオンで使用されている場合、[シート]フィールドの下にNULL値が表示されま

す。
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注 :結合キーとして、ユニオンにより生成されたフィールドである[シート]および [表名 ]を使用で

きます。結合内のユニオン表は、別の表またはユニオン表とともに使用できます。

ユニオンの一致しないフィールドをマージする

ユニオンのフィールド名が一致しない場合、ユニオンのフィールドにはNULL値が含まれます。マージオ

プションを使用して一致しないフィールドを1つのフィールドにマージし、NULL値を削除できます。マー

ジオプションを使用すると、元のフィールドが新しいフィールドに置き換えられ、一致しないフィールドの

各行の先頭にNULLでない値が表示されます。

独自の計算を作成したり、参照元のデータを変更し、一致しないフィールドを組み合わせることもでき

ます。

たとえば、4番目の表である"August2016"が参照元データに追加されたものとします。標準的な

"Customer"フィールド名でなく、省略バージョンである"Cust."が含まれています。

August2016

日 Cust. Purchases タイプ

7 Maria 2 クレ

ジット

9 Kathy 1 クレ

ジット

18 Vijay 7 現金

これらの表のユニオンにより、表のすべての行を含み、複数のNULL値がある1つの表が作成されま

す。マージオプションを使用し、関連する顧客フィールドを1つのフィールドにまとめることができます。

ユニオン(NULL値を含む)

日 Custom-
er

Purchas-
es

タイ

プ

Cus-
t.

4 Lane 5 クレ

ジッ

ト

NUL-
L

ユニオン(マージされた列を含む)

日 Purchas-
es

タイ

プ

顧

客、

Cus-
t。

4 5 クレ Lane
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日 Custom-
er

Purchas-
es

タイ

プ

Cus-
t.

10 Chris 6 クレ

ジッ

ト

NUL-
L

28 Juan 1 クレ

ジッ

ト

NUL-
L

1 Lisa 3 クレ

ジッ

ト

NUL-
L

28 Isaac 4 現

金

NUL-
L

28 Sam 2 クレ

ジッ

ト

NUL-
L

2 Mario 2 クレ

ジッ

ト

NUL-
L

15 Wei 1 現

金

NUL-
L

21 Jim 7 現

金

NUL-
L

7 NULL 2 クレ

ジッ

ト

Mari-
a

9 NULL 1 クレ

ジッ

ト

Kath-
y

日 Purchas-
es

タイ

プ

顧

客、

Cus-
t。

ジッ

ト

10 6 クレ

ジッ

ト

Chris

28 1 クレ

ジッ

ト

Juan

1 3 クレ

ジッ

ト

Lisa

28 4 現

金

Isaac

28 2 クレ

ジッ

ト

Sam

2 2 クレ

ジッ

ト

Mario

15 1 現

金

Wei

21 7 現

金

Jim

7 2 クレ

ジッ

Maria
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日 Custom-
er

Purchas-
es

タイ

プ

Cus-
t.

18 NULL 7 現

金

Vijay

日 Purchas-
es

タイ

プ

顧

客、

Cus-
t。

ト

9 1 クレ

ジッ

ト

Kathy

18 7 現

金

Vijay

フィールドをマージした後は、マージから生成したフィールドをピボットまたは分割で使用するか、結合

キーとしてフィールドを使用できます。マージから生成されたフィールドのデータ型を変更することもでき

ます。

一致しないフィールドをマージするには

1. 2つ以上の列をグリッドで選択します。

2. 列ドロップダウン矢印をクリックし、[一致しないフィールドをマージ]を選択します。

マージを削除するには

l マージされたフィールドの列ドロップダウン矢印をクリックし、[マージの削除 ]を選択します。

概要 :ユニオンの操作

Tableau DesktopとWeb作成 (Tableau CloudとTableau Server)

l ユニオン表は結合で使用できます。

l ユニオン表は、結合で別のユニオン表と共に使用できます。

l ユニオンにより生成されたフィールドである[シート]および [表名 ]は、結合キーとして使用でき

ます。
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l 名前付き範囲がユニオンで使用されている場合、[シート]フィールドの下にNULL値が表示

されます。

l マージから生成されたフィールドはピボットで使用できます。

l マージから生成されたフィールドは結合キーとして使用できます。

l マージから生成されたフィールドのデータ型を変更できます。

l 表のユニオンは同じ接続内で作成します。つまり、異なるデータベースの表のユニオンを作成

することはできません。

Tableau Desktopのみ

l Excelデータを扱う場合、ワイルドカード検索は名前付き範囲を含め、Data Interpreterに
よって見つかった表を除外します。

l マージから生成されたフィールドはピボットまたは分割で使用できます。

l JSON ファイルのユニオンを作成するには、拡張子が .json、.txt、または .logのファイルが必要

です。JSON データの操作の詳細については、JSON ファイルページ251を参照してください。

ll ワイルドカード検索を使用して .pdfファイル形式で表のユニオンを作成する場合、ユニオンの

結果は最初に接続した .pdfファイルでスキャンされたページ範囲に限定されます。.pdfファイ
ル形式でのデータの操作の詳細については、PDF ファイルページ257を参照してください。

l ストアドプロシージャでユニオンを実行することはできません。

l データベースデータを扱う場合は、ユニオンをカスタムSQLに変換できます。

クリップボードデータを使用したデータソースの作成と新しい接続

の追加

外部ソースからデータを入手し、すばやく分析する必要がある場合があります。新しくデータソース全

体を作成してからTableauに接続するのではなく、データをコピーして直接ワークブックに貼り付ける

ことができます。Tableauにより自動的にデータソースが作成され、分析を開始することができます。

データソースページでデータを貼り付けると、Tableauによって既存のデータソース内に新しい接続

が作成されます。

シートにデータを貼り付けると、分析を開始できる新しいデータソースがTableauによって作成されま

す。データをデータソースとして貼り付けると、ワークブックを保存したときにデータソースはテキストファ

イルとしてTableauリポジトリに保存されます。
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データは、Microsoft ExcelやMicrosoft Wordなどのさまざまなオフィスアプリケーションからコピーして

貼り付けることができます。WebページからHTML表をコピーして貼り付けることもできます。Tableau
にはコンマ区切りまたはタブ区切りの値としてコピーされた表を貼り付けることができます。

注 : コピーする際にすべてのアプリケーションでこれらの書式設定が使用されるとは限りません。

1. コピーするデータを選択し、クリップボードにコピーします。

2. Tableau Desktopを開き、次のいずれかを実行します。

1. データソースページで、[データ] > [データを接続として貼り付け]または [データをデータ

ソースとして貼り付け]を選択します。

2. シートで、[データ] > [貼り付け] を選択し、データをデータソースとして貼り付けます。

3. [ファイル] > [保存 ]を選択して、データソースを保存します。

ワークブックを保存すると、どちらのメソッドを選択するかによって、データは既存のデータソース

の一部となるかリポジトリに追加されます。データをデータソースとして貼り付けると、パッケージ

化されたワークブック(.twbx)としてワークブックを保存したときに、データソースがワークブックとと
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もに保存されます。

カスタムSQLクエリへの接続

ほとんどのデータベースは、データセット全体ではなく、特定のクエリに接続できます。データベースは

互いに少し異なるSQL構文を持っているため、1つのデータベースへの接続に使用するカスタム

SQLは別のデータベースへの接続に使用するSQLとは異なる場合があります。ただし、カスタム

SQLの使用は、必要な情報がわかっていてSQLクエリの作成方法を理解している場合に便利で

す。

カスタムSQLを使用する一般的な理由はいくつかありますが、カスタムSQLを使用すると、表全体

でデータのユニオンを作成、フィールドを再キャストしてクロスデータベース結合を実行、分析用のデー

タのサイズを再構築または削減などを行うことができます。

Excelおよびテキストファイルデータソースの場合、このオプションはTableau Desktop 8.2以前に作

成された、または従来の接続でWindows上のTableau Desktopを使用しているワークブックでのみ

使用できます。レガシー接続を使用してExcelまたはテキストファイルに接続するには、ファイルに接

続してから、[開く]ダイアログボックスの [開く]ドロップダウンメニューをクリックし、[レガシー接続を開く]
を選択します。
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注 :Tableau 2020.2以降、従来のExcel接続とテキスト接続はサポートされなくなりました。レ

ガシー接続の使用に代わる方法については、Tableauコミュニティの「Legacy Connection
Alternatives」ドキュメントを参照してください。

カスタムSQLクエリへの接続

1. データに接続した後、[データソース]ページの [新しいカスタムSQL]オプションをダブルクリックし

ます。

2. テキストボックスにクエリを入力するか、貼り付けます。クエリは単一のSELECT*ステートメント

である必要があります。

3. 終了したら、[OK]をクリックします。

[OK]をクリックすると、クエリが実行され、カスタムSQLクエリテーブルがキャンバスの論理レイヤーに表

示されます。カスタムSQLクエリ内の関連するフィールドのみが [データソース]ページのデータグリッド

に表示されます。
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キャンバスの論理レイヤーと物理レイヤーの詳細については、Tableau データモデルページ666を参

照してください。

カスタムSQLクエリの例

表を縦方向に組み合わせる (ユニオン)

データを互いに追加する必要がある場合は、Tableauでキャンバスの物理レイヤーにあるユニオンオ

プションを使用できます。お使いのデータベースがこのオプションをサポートしていない場合は、代わり

にカスタムSQLを使用できます。

たとえば、次のように、11月と12月という、2つの表があるとします。

11 月 12 月

次のカスタムSQLクエリを使用して、2番目の表「12月」を最初の表「11月」に追加できます。
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SELECT * FROM November UNION ALL SELECT * FROM December

データグリッドでは、クエリの結果は次のようになります。

ユニオンオプションの詳細については、データのユニオンページ797を参照してください。

フィールドのデータ型を変更してクロスデータベース結合を実行する

キャンバスの物理レイヤーにある2つのテーブルの間で結合を実行する場合は、結合するフィールドの

データ型が同じである必要があります。フィールドのデータ型が同じでない場合、結合を実行する前

に、カスタムSQLを使用してデータ型フィールドを変更 (キャスト)することができます。

たとえば、それぞれが "ルート"フィールドと"ID"フィールドを使用している、"メイン"と"サブ"の2つの表

を結合するとします。"ルート"フィールドは数字タイプ、"ID"フィールドは文字列タイプです。次のカスタ

ムSQLクエリを使用してルートのデータ型を数字から文字列に変更し、ルートフィールドとIDフィール

ドを使用して"メイン"表と"サブ"表を結合できます。

SELECT [Main].[Root] AS [Root_Number]

CAST([Main].[Root] AS INT] AS [Root_String]

FROM [Main]

このクエリの結果は、元のルートフィールドと、ルートフィールドキャストを文字列として表示します。
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結合とクロスデータベース結合の詳細については、データの結合 ページ739を参照してください。

データのサイズを小さくする

大きなデータセットで作業を行う際は、最初にサイズを小さくした場合、データでの作業時間を節約

できる場合があります。

たとえば、"FischerIris"という大きい表があるとします。次のカスタムSQLクエリを使用して指定した

列やレコードを取得し、Tableauから接続するデータセットのサイズを減らすことができます。

SELECT

[FischerIris].[Species] AS [Species],

[FischerIris].[Width] AS [Petal Width],

COUNT([FischerIris].[ID]) AS [Num of Species]

FROM [FischerIris]

WHERE [FischerIris].[Organ] = 'Petal'

AND [FischerIris].[Width] > 15.0000

GROUP BY [FischerIris].[Species], [FischerIris].[Width]

データの再構築 (ピボット)

場合によっては、分析前に再構築が必要な表で作業することもあります。このタイプのタスクはピボッ

トなどのオプションを使用してTableauのキャンバス内にある物理レイヤーで実行できますが、データ

ベースがオプションに対応していない場合があります。この場合、代わりにカスタムSQLを使用できま

す。

たとえば、次の表があるとします。
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Tableauでの分析用に構造を変更し、データを最適化するには、次のカスタムSQLクエリを使用でき

ます。

SELECT Table1.Season ID AS [Season ID],

Table1.Items - Don't like AS [Quantity],

"Don't Like" AS [Reason]

FROM Table1

UNION ALL

SELECT Table1.Season ID AS [Season ID],

Table.Items - Defective AS [Quantity],

"Defective" AS [Reason]

FROM Table1

UNION ALL

SELECT Table1.Season ID AS [Season ID],

Table1.Items - Too big AS [Quantity],

"Too Big" AS [Reason]

FROM Table1

UNION ALL

SELECT Table1.Season ID AS Season ID,

Table1.Items - Too small AS [Quantity]

"Too Small" AS [Reason]

FROM Table1

データグリッドでは、クエリの結果は次のようになります。
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ピボットオプションの詳細については、ピボットデータ([列 ] から[行 ])ページ842を参照してください。

データを組み合わせて (結合 ) 集計する

テーブルを組み合わせて、データを集計する必要がある場合は、結合と既定の集計タイプオプション

の両方をTableauのキャンバス内にある物理レイヤーで使用できます。代わりにカスタムSQLを使

用する必要が生じることもあります。

たとえば、次のように、"注文"と"ベンダー"という、2つの表があるとします。

注文 ベンダー

820 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



次のカスタムSQLクエリを使用して、注文数のカウントを見つけ、"注文"および "ベンダー"表で左結

合を実行できます。

SELECT Vendors.Name,COUNT(Orders.Order) AS Number Of Orders

FROM Orders

LEFT JOIN Vendors

ON Orders.VendorID=Vendors.VendorID

GROUP BY Name;

クエリの結果は次のようになります。

結合の詳細については、データの結合 ページ739を参照してください。

重複列が参照されている場合のエラー

カスタムSQLクエリが重複列を参照している場合、Tableauの分析でいずれかの列を使用しようとす

るとエラーが発生することがあります。これはクエリが有効な場合でも発生します。たとえば、次のクエリ

を見てみましょう。

SELECT * FROM authors, titleauthor WHERE authors.au_id =

titleauthor.au_id

クエリは有効ですが、このケースではau_idフィールドが「authors」表と「titleauthor」表の両方に存在

するため、あいまいになっています。Tableauはクエリに接続しますが、au_id フィールドを使用しようと

するたびにエラーが発生します。これは、どの表を参照すべきかがTableauに不明なためです。

注 :カスタムSQLクエリでは、可能な場合にはAS句を含む列の別名を定義するのがベストプ

ラクティスです。各データベースでは、列名の自動生成に関し、別名を使用しない場合に常に

使用する独自ルールが設定されているためです。

カスタムSQLクエリの編集

カスタムSQL クエリを編集するには
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1. キャンバスの [データソース]ページで、論理レイヤーのカスタムSQLクエリをダブルクリックしま

す。

2. 矢印が表示されるまで、物理レイヤーのカスタムSQLテーブルにカーソルを合わせます。

3. 矢印をクリックし、[カスタムSQL クエリの編集 ]を選択します。

4. ダイアログボックスで、カスタムSQLクエリを編集します。

カスタムSQL クエリ名を変更するには

カスタムSQLクエリをキャンバスの論理レイヤーにドラッグすると、既定であるCustom SQL Query、
Custom SQL Query1などの名前が付けられます。既定の名前は意味を持つ名前に変更できま

す。

1. [データソース]ページのキャンバス内にある論理レイヤーで、カスタムSQLクエリテーブルのド

ロップダウン矢印を選択し、[名前の変更 ]を選択します。

2. カスタムSQLクエリに使用する名前を入力します。

カスタムSQLクエリでパラメーターを使用する

SQLクエリステートメントでパラメーターを使用すると、定数値を動的な値に置換できます。置換後

にワークブック内でパラメーターを更新して接続を変更します。たとえば、pageIDで指定されている特

定のページのWebトラフィックデータを得るためのカスタムSQLクエリに接続します。SQLクエリ内で

pageIDに定数値を使用する代わりに、パラメーターを挿入できます。挿入後に接続を終了すると、

ワークブック内でパラメーターコントロールを表示できます。パラメーターコントロールを使用すると、接

続の編集または複製を行わずにpageIDをオフにして関心のあるページごとにデータを入手できま

す。
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Tableau Desktopでは、Custom SQLダイアログボックスから直接パラメーターを作成することも、

ワークブックにあるパラメーターを使用することもできます。新しいパラメーターを作成すると、それらのパ

ラメーターは、それ以外のパラメーターと同様にワークブックで使用できるようになります。詳細について

は、パラメーターの作成 ページ1072を参照してください。

Web 作成 (Tableau Cloud または Tableau Server)の場合は、Tableau Desktopからパブリッシュ

された既存のパラメーターを使用できます。Web作成時に新しいパラメーターを作成することはできま

せん。

パラメーターをカスタムSQL クエリに追加するには

1. [データソース]ページで、編集アイコンが表示されるまで表をポイントし、編集ボタンをクリックし

ます。

2. ダイアログボックスの一番下で、[パラメーターの挿入 ]をクリックします。

3. SQLステートメントで定数値を選択し、[パラメーターの挿入 ]ドロップダウンメニューから代わり

に使用するパラメーターを選択します。まだパラメーターを作成していない場合、[新しいパラ

メーターの作成 ]を選択します。新しいパラメーターを作成するには、パラメーターの作成 ペー

ジ1072の手順を行います。

注 :パラメーターは、リテラル値のみを置換できます。パラメーターは、式または表名などの識別

子を置換することはできません。

下の例では、カスタムSQLクエリは優先度に"Urgent (緊急 )"のマークが表示されているすべての注

文を返します。カスタムSQLステートメントでは、順序の優先順位は一定の値です。接続を"High
(高 )"の優先度の注文を表示するように変更するには、そのデータソースを編集する必要がありま

す。
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同じクエリの多数の変形を作成し維持する代わりに、定数の注文の優先度をパラメーターで置換し

ます。このパラメーターは、[注文の優先度 ]がとり得るすべての値を含んでいる必要があります。

パラメーターを作成したら、定数値を置換するためのSQLステートメントに挿入できます。
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接続の編集が終わったら、新しいパラメーターは [データ]ペインの下部にある[パラメーター]エリアのリ

ストに表示され、パラメーターコントロールがそのビューの右側に表示されます。異なる値を選択する

と、接続が更新されます。
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注 :抽出を使用している場合、パラメーターに加えられた変更内容を反映するために抽出を

更新する必要があります。カスタム SQLパラメーターを使用したデータソースをパブリッシュす

ると、そのパラメーターが含まれます。パラメーターは、そのデータソースに接続する任意のワー

クブックに転送されます。

Tableau CatalogのカスタムSQLに関するサポート

Tableau CatalogでのカスタムSQLのサポートは、カスタムSQLクエリに依存します。

Tableau Catalogは、Tableau ServerとTableau Cloudに対するデータ管理 の一部として

使用できます。Tableau Catalogの詳細については、Tableau ServerまたはTableau Cloud
ヘルプの「Tableau Catalogについて」を参照してください。

サポートされているクエリ

Catalogは、ANSI SQL-2003規格を満たすカスタムSQLクエリをサポートしていますが、次の3つの

例外があります。

l タイムゾーン式

l マルチセット式

l Tableauパラメーター

2021.4以降、Tableau Catalogは、次の例外を除いて、カスタムSQLでのTransact-SQL (T-SQL)
ダイアレクトの使用もサポートしています。

l ヒント

l FOR句

l OPENROWSET、OPENXML、およびOPENJSON関数

l ODBCスカラー関数

l FOR SYSTEM_TIME
l TABLESAMPLE
l MATCH (式 )
l CONTAINS式

l FREETEXT式

Tableau Cloud 2023年 10月およびTableau Server 2023.3以降、Tableau Catalogでは、次の

例外を除き、PostgreSQLを使用するカスタムSQLクエリのサポートも提供しています。

l XML関数

l JSON関数と演算子
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サポートされている機能

Catalogは、MySQL、またはPostgreSQLドライバー (Amazon Aurora for MySQL、Amazon
RedShift、Pivotal Greenplum Database、MemSQL、Denodoなど)を使用する接続を含むデータ

ソース、ワークブック、フローで以下の追加機能をサポートしています。

l MySQL GROUP_CONCAT関数

l PostgreSQL配列

l PostgreSQL EXTRACT()関数

その他のカスタムSQLシナリオや機能が動作する場合もありますが、そのテストやサポートをTableau
が特に行うことはありません。

サポートされている系列

アセットがカスタムSQLを使用している場合、[Show Custom SQL Query (カスタムSQLクエリの表

示 )]ボタンが付いたメッセージがアセットページの [系列 ]タブに表示されます。ボタンをクリックして、接

続で使用されているカスタムSQLを確認します。次に、カスタムSQLをクリップボードにコピーする場

合は、[コピー]をクリックします。

カスタムSQLのタイプによっては、アップストリーム系列が不完全になる場合があります。これが発生

すると、その情報を含むメッセージが表示されます。フィールドの詳細カードには、接続されている列へ

のリンクが含まれていない場合や、接続されている列がまったく表示されない場合があります。列の詳

細カードには、列を使用するフィールドへのリンクが含まれていない場合や、フィールドがまったく表示さ

れない場合があります。

テーブルの系列を調べる場合、Catalogでは、カスタムSQLを使用して収集したテーブルのメタデータ

の系統に含まれる列情報は表示されないことに注意してください。ただし、他のアセットが同じテーブ

ルを使用していて、カスタムSQLを使用していない場合は、Tableau Catalogで、これらの他のアセッ

トで検出された列に関する情報を表示できる場合があります。
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次のスクリーンショットでは、factAccountOpportunityByQuarter表がデータソースによって使用され

るため、このインデックス化が行われています。ただし、カスタムSQLクエリによって参照されているた

め、列情報を使用することはできません。

複数のデータソース、ワークブック、またはフローがテーブルを使用する場合、カスタムSQLクエリを使

用するテーブルのダウンストリームアセットは列レベルのフィルターを適用すると除外されます。結果と

して、系列に表示されるダウンストリームの資産の数は、実際に使用される数よりも少なくなります。

系列の使用についての詳細は、Tableau ServerまたはTableau Cloudヘルプの「インパクト分析で

の系列の使用」を参照してください。

関連項目

カスタムSQL およびRAWSQL を使用した高度な空間分析の実行 ページ1638

ストアドプロシージャの使用

ストアドプロシージャは、アプリケーションで使用できるサブルーチンであり、リレーショナルデータベース

システムへアクセスすることができます。TableauでSAP Sybase ASE、Microsoft SQL Server、
Teradataデータベースへ接続すると、接続を定義するためにストアドプロシージャを使用することが

できます。

Oracleの場合、接続を定義する表関数を使用できます。Oracle表関数はストアドプロシージャと

同様に機能し、[データソース]ページ上の [ストアドプロシージ]にリストされます。

これらのデータ型のいずれかを使用してデータソースを作成している場合、Microsoft SQL Serverの
例に示したように、使用可能なプロシージャはストアドプロシージャに一覧表示されています。
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プロシージャを左側のペインからキャンバスへドラッグするか、一覧表示されているプロシージャのいずれ

かをダブルクリックします。パラメーターをプロシージャで使用できる場合は、[パラメーター]ダイアログ

ボックスが自動的に表示されます。

値を入力する代わりに、既存のTableauパラメーターを使用するかまたは新しいTableauパラメー

ターを作成することができます。
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その後ビュー内のTableauパラメーターを表示する場合、ユーザーはプロシージャ内のパラメーターの

値を対話形式で変更することができます。

ストアドプロシージャはフェデレーション、関連付け、結合に対応していません。これらは論理レイヤー

の1つの論理テーブルで表され、結合 /ユニオンキャンバス(物理レイヤー)を開くことは許可されてい

ません。

ストアドプロシージャに関するメモ

ストアドプロシージャを使用してTableauのデータソースを定義する場合、次の事柄に留意してくだ

さい。

l ストアドプロシージャが1つ以上の結果セットを返す場合、Tableauは最初の結果を読み取

り、それ以外は無視します。

l ストアドプロシージャが出力パラメーターを持っている場合、Tableauはフィルターしてストアド

プロシージャを取り除きます。

l 非スカラー型のパラメーターを持つストアドプロシージャは除外されます。

l Tableau内に一致する型がない結果セット列 (varbinary、geometry、hierarchyidなど)は記

録されます。すべての結果セット列が不明なデータ型にマッピングされる場合、Tableauに

「結果セット..に使用可能な列がありません」というメッセージが表示されます。

l 結果セットなしを返すストアドプロシージャは、[データソース]ページにリストされますが、選択

する場合は機能しません。

l ストアドプロシージャが要求するパラメーターに対して値が提供されていない場合、エラーが発

生します。Tableauではパラメーターが必要かどうかを前もって判断できません。

l Tableauは、ストアドプロシージャのいずれの取引も管理しません。つまり、ストアドプロシー

ジャの作成者は、ストアドプロシージャを呼び出す前の取引の開始またはその後それらのコ
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ミットを、Tableauに依存することはできません。

l 列名は作業するストアドプロシージャで一意である必要があります。同じ名前の列が2つある

場合、または名前が指定されていない場合、そのプロシージャで次のエラーが表示されます。

l 1つのストアドプロシージャに複数のクエリがある場合 (たとえば、別の表から値を読み取る場

合、または一時的な組み合わせを保留にする場合 )、各クエリは同じ列セットを同じ順番で返

す必要があります (同じ名前とデータ型 )。クエリ結果で列の順番と名前が一致するには、デー

タ型が正しいことを確認するために明示的にCAST し、確実に正しいデータ型になるようにし

(たとえば、 CAST(Username as VARCHAR(20)))、列に明示的に名前を付けます。スト

アドプロシージャがこれらのガイドラインに従わない場合、次のエラーメッセージが表示されま

す。

"InsertData:非結合列エラー"

l 1つのストアドプロシージャに複数のクエリがあり(たとえば、別の表から値を読み取る場合、ま

たは一時的な組み合わせを保留にする場合 )、プロシージャによりエラーが生成される場合、プ

ロシージャの一番上にSET NOCOUNT ONの追加を試みます。これにより、Transact-SQLス

テートメントにより影響される行数カウントを示すメッセージが、クエリの結果セットの一部として

返されるのを防ぎます。

さらに、特定のデータベースに対して次の制限が適用されます。

Teradataデータベースに対するストアドプロシージャの制限

Teradataデータベースのストアドプロシージャに対して次の制限が適用されます。

l 値をすべてのパラメーターに対して提供する必要があります。ユーザーが値を1つ以上のパラ

メーターに提供しない場合、ストアドプロシージャに提供される値が少なすぎるという旨の

Teradataデータベースエラーが表示されます。

SQL Serverデータベースに対するストアドプロシージャの制限

SQL Serverデータベースのストアドプロシージャに対して次の制限が適用されます。

l ストアドプロシージャの結果セットに IMAGE型やTEXT型の列が含まれる場合、ストアドプロ

シージャは失敗し、"不適切な構文"エラーメッセージが表示されます。

l 結果セットの全幅 (各行のバイト数 )が8,060を超える場合、ストアドプロシージャは機能しま

せん。これは、非常に幅の広い表 (何百もの列 )や大規模なテキスト列のある表が、何千もの

テキスト文字を保持しようとすることが原因で生じる可能性があります。

l Tableauでは、"sys"スキーマからのストアドプロシージャは表示されません。
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l ユーザーが、プロシージャが要求する1つ以上のパラメーターの値を提供しない場合、

Tableauには次のようなSQL Serverデータベースエラーが表示されます。「「プロシージャがパ

ラメーター@xの値を要求しましたが、提供されませんでした。」

l 複数のクエリを含むストアドプロシージャは、「ストアドプロシージャに関するメモ」(上記 )に一

覧表示されているガイドラインに従う必要があります。

l Tableau Desktopでは、Microsoft SQL ServerのTIMEデータ型はサポートされていません。

この種類のフィールドがMicrosoft SQL Serverデータベースのストアドプロシージャに含まれる

場合、Tableau Desktopではインポートされません。

SAP Sybase ASEデータベースに対するストアドプロシージャの制限

次の制約は、SAP Sybase ASE データベース(Windowsのみ)でのストアドプロシージャーに適用さ

れます。

l データベースがリモートサーバーを適切に構成している必要があります。

l ユーザーが、プロシージャが要求する1つ以上のパラメーターの値を提供しない場合、

Tableauには次のようなSybase ASEデータベースエラーが表示されます。「「プロシージャが

パラメーター@xの値を要求しましたが、提供されませんでした。」

認証済みデータソースを使用する

データの検証および設定のプロセスを加速させるには、認証済みデータソースを使用します。認証

済みデータソースは、サイト管理者およびプロジェクトリーダーによって慎重に選出されたものです。

既に利用可能な関連するコンテンツの利点を活用して、作業の重複を防ぎ、より多くの時間を分

析にかけることができます。

注 :このようなTableau Desktopの機能にアクセスするには、[サーバー]メニューからTableau
ServerまたはTableau Cloudにサインインする必要があります。

Tableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュされた認定データソース

認定データソースは固有の認定バッジ付きで表示されます。バッジをポイントすると、そのデータソー

スの認定者を確認し、提供されている説明文を読み、接続タイプを確認できます。

Tableau Desktopでデータに接続したときに認定済みデータソースが表示される様子をここに示しま

す。
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以下は、Tableau ServerまたはTableau Cloudで認定済みデータソースを特定する方法を示して

います。

Tableau Software 833

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



フィールドを日付フィールドに変換する

各データベースでは日付フィールドの保存の仕方が多少異なります。Tableauでは最善の方法で日

付フィールドを解釈していますが、フィールドがテキスト文字列または数値フィールドとしてTableauに

インポートされる場合があります。このような場合は数ステップで問題を解決可能です。

日付フィールドの検証

[データソース]ページでは、

日付フィールドが文字列として表示される場合がありま

す。

[データ]ペインに文字列として表示さ

れます
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日付が文字列として解釈される場合、ドリルダウン、日付計算の使用、連続メジャーと不連続メ

ジャーの切り替えなど、日付フィールドの操作に伴うすべての機能や利便性が失われます。

日付が正しく解釈されない場合、以下のステップを順に行ってください。

1. フィールドのデータ型を変更する下

2. DATEPARSE 関数を使用して計算を作成する次のページ

3. DATE 関数を使用して計算を作成するページ840

フィールドのデータ型を変更する

日付フィールドの解釈に関する問題を解決する最初のステップとして、データ型が [日付 ]または [日
付と時刻 ]に設定されていることを確認します。

1. [データソース]ペインや [データ]ペインでデータ型アイコンをクリックし、データ型を[日付 ]や [日
付と時刻 ]に変更します。
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2. ビューまたは [データソース]ペインのデータを点検します。Null値が多く表示される場合は、

データ型を[文字列 ]に戻し、DATEPARSE 関数を使用して計算を作成する下に進んで問

題を修正します。

DATEPARSE関数を使用して計算を作成する

日付が保存される配列の形式はほぼ無限です。月の前に年がある日付フィールドや日付部分がピ

リオドで分かれている日付フィールド、また形式を組み合わせて使用している日付フィールドもありま

す。Tableauで日付フィールドを解釈できない場合、その原因は特定の形式を変換できないことに

あるかもしれません。
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DATEPARSE関数を使用すると、フィールドのどの部分が日付のどの部分かをはっきりと定義できま

す。本質としては、Tableauが文字列を日付フィールドに変換するのに使用可能なマップを作成して

おり、このマップが形式と呼ばれます。

注 :この関数を使用できるコネクタは、非レガシーのExcelおよびテキストファイル接続、

Amazon EMRのHadoop Hive、Cloudera Hadoop、Googleスプレッドシート、Hortonworks
Hadoop Hive、MapR Hadoop Hive、MySQL、Oracle、PostgreSQL、およびTableau抽出

です。書式設定によってはすべての接続で使用できない場合があります。

注 : DATEPARSEはHiveバリアントではサポートされていません。サポートされているのは、

Denodo、Drill、Snowflakeのみです。

DATEPARSE 計算を作成する

1. 日付フィールドの現在の形式を点検します。月、年、時間、日がフィールドのどこに表示される

かに注目します。この情報はDATEPARSE関数で必要になります。

A.月の日

B.月

C.年

D.時間、分、秒、ミリ秒、期間

2. [ディメンション]ペインで日付フィールドを右クリックし、[作成 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択

します。

3. ダイアログでDATEPARSE 関数を書きます。DATEPARSE 関数には2つの部分があります。

形式と文字列です。文字列は変換したいフィールドで、文字列データ型にする必要がありま

す。
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形式は、Tableauが文字列を日付として解釈するために使用するガイドとなります。日付ま

たは時刻の文字列の各部には、以下の表のとおり、対応する記号があります。形式は、日

付の表示方法と正確にそろえる必要があります。たとえば、文字列が2桁の年コード("97")
の場合に単一の年コード("Y")を使用すると、計算ではNull値が返されることがあります。

注 :表示文字列と形式を正確にそろえることの例外として、日付の長い部分

("September")は4つの記号 ("September" = "MMMM")で書式設定することができま

す。

この形式には、文字列が正しく解釈されるよう、スペース、ハイフン、アルファベッドでない他の

記号をすべて含める必要があります。

日付フィールド記号

日付部分 記号 文字列例 形式の例

年 y 97、2017 yy、yまたは yyyy

"年の週"の年 Y 1997 Y

タイムゾーン Z、z -0800、PST-08:00、
PST

Z、ZZZZ、zzz

月 M 9、09、Sep、
September

M、MM、MMM、

MMMM

年の週 (1 ～ 52) w 8、27 w、ww
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四半期 Q Q2、第 2四半期 QQQ、QQQQ

曜日 E 月曜日、月曜日 EEE、EEEE

月の日 d 1、15 d、dd

年の日 (1 ～ 365) D 23、143 D、DD、DDD

期間 (午前 /午後のマーカー) a AM、am、PM aa、aaaa

時間 (1 ～ 12)、時間 (0 ～
23)

h、H 1、10、16 h、hh、HH

分 m 8、59 m、mm

1分間の秒数 s 5、05 s、ss

不完全な秒 S 2、23、235、2350 S、SS、SSS、SSSS

1日のミリ秒 A 34532 AAAAA

日付記号の一覧については、ユニコードページの「国際コンポーネントに関する日付と時刻の

概要の書式設定 (英語 )」を参照してください。

注 :一部の日付形式は、すべてのデータベースファイルやファイルの種類ではサポートさ

れていません。

4. Tableauで表示される文字列と比較して形式を確認します。記号と書式設定が正しい場合

は、[OK]を選択して新しい計算フィールドを作成します。計算フィールドはビューで日付フィー

ルドとして動作します。
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Hyper抽出

.hyper抽出データソースの場合、記号はユニコードコンソーシアムによって定義されていま

す。.hyper抽出内でDATEPARSE関数と一緒に使用できるフィールドタイプと記号のサブセットの

詳細については、抽出データソースでのDATEPARSE 関数の形式構文 ページ1121を参照してく

ださい。

ロケールの考慮事項

DATEPARSE関数は、変換する文字列を解釈かつ表示するために、コンピューター設定で指定さ

れているロケールによって異なります。すなわち、ロケールは特定の書式設定を認識できるかどうかに

影響を及ぼします。つまり、書式設定がロケールでサポートされていない場合、Null値が表示された

り、返される値がない場合があります。たとえば、データ内に次の文字列があるとします。

12Sep2016:9:8:8.6546

この文字列に対してDATEPARSE関数から返される値はロケールによって異なります。英語のロ

ケールでは特定の値を取得しますが、日本語のロケールでは値を取得できません。この場合、日本

語のロケールは “Sep”を認識しないため、返される値がありません。

日付時刻値

英語のロケール 日本語のロケール

#9/12/2016 9:08:09 AM# -

すべての日付に該当することですが、既定では、DATEPARSE関数を使用して文字列を日付時

刻型に変換した後、Tableauはロケールの既定の書式設定で日付時刻値を表示します。ロケール

を変更すると、DATEPARSE関数の結果は新しい日付時刻値を別の書式設定で表示する可能

性があります。

注 :ジェット制限により、DATEPARSE関数は、Accessデータソースから作成された抽出に

おいて、コンピューター設定で指定されたロケール情報を正しく識別することができません。この

問題を解決するため、AccessデータをExcelにエクスポートすることを検討してください。

DATE 関数を使用して計算を作成する

作業中のデータでDATEPARSE関数を使用できない場合や、変換を試みているフィールドが数値

データ型の場合は、代わりにDATE関数を使用できます。

DATE関数は数字、文字列または日付式を日付タイプに変換します。DATE関数を使用する計

算を作成した場合、TableauはTableauデータソースに日付データを日付として操作できる新しい
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フィールドを作成します。DATE関数を使用して日付値から数時、文字列、または日付式を生成す

るには、Tableauが文字列のコンポーネントを日付部分に解釈できる必要があります。日付のコン

ポーネントが識別された後、Tableauはコンピューターロケールを使用して日付の既定の書式設定を

決定します。

たとえば、作業している表に、"元の日付"と呼ばれる日付データの列が含まれると想定します。""元
の日付"列は文字列タイプです。

元の日付

03Jan2017

05Jan2017

07Mar2017

19Mar2017

30Apr2017

この場合は、"新しい日付"という名前の、DATE関数で式を使用する計算フィールドを作成し、"元の

日付"フィールドの文字列値を日付値に変換できます。

この例では、日付式は日コンポーネントを隔離するLEFT関数、年コンポーネントを隔離するMID関

数、および年コンポーネントを隔離するRIGHT関数で構成されます。

DATE (LEFT([Original Date], 2) + "/" + MID([Original Date],3,3) + "/"

+ RIGHT([Original Date],4))

"新しい日付"計算により、次の列が生成されます。

新しい日付

1/3/2017

1/5/2017

3/7/2017

3/19/2017

4/30/2017

この例では、新しい日付値は英語のロケールと既定の書式設定に基づいています。
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関連項目

カスタム日付形式 ページ1113

ISO-8601 の週や年を使用した日付の書式設定 ページ1130

日付関数 ページ2204

すべての関数 (カテゴリ別 ):日付

STR()関数はデフォルトの日付および数値の書式設定を無視する(英語 ) (Tableauナレッジベース)

ピボットデータ([列 ]から[行 ])
クロス集計の書式で保存されているデータの分析は、Tableauでは困難な場合があります。

Microsoft Excel、テキストファイル、Googleスプレッドシート、.pdfのデータソースを扱う際には、デー

タのピボット処理を行うことにより、クロス集計書式からコラム書式に変換することができます。その他

のデータソースを操作している場合は、カスタムSQL を使用するピボット(Tableau Desktop)ペー

ジ844することができます (Tableau Desktop)。

たとえば、3社のベンダーが四半期ごとに販売したデバイスの台数が、個別のフィールドに入っている

ものとします。この場合、ピボット処理により、ベンダーを1つのフィールドに、デバイスの販売数を別の

フィールドに入れることができます。

データのピボット処理

データソースをセットアップしたら、グリッドで、2列以上の列を選択します。列名の隣のドロップダウン

アローをクリックして、[ピボット]を選択します。新しい列、「ピボットフィールド名」および "「ピボット

フィールド値」が作成され、データソースに追加されます。ピボットを作成するために選択した元の列

は、新しい列で置き換えられます。
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ピボットへの追加

ピボットにさらにデータを追加するには、別の列を選択し、列名の横にあるドロップダウン矢印をクリック

して、[ピボットに追加 ]を選択します。分析を開始する前に、ピボットの列とそれらの値が予期したとお

りであることを確認してください。

ピボットを削除するには、ピボット列の名前の隣のドロップダウンアローをクリックして、[ピボットの削除 ]を選択します。
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ピボットのトラブルシューティング

l ビューの赤いフィールド、および [データ] ペインの感嘆符の付いたフィールド:元のフィールドは

新しいピボットフィールドに置き換えられるため、ビュー内の元のフィールドへの参照は機能し

なくなります。これにより、ビュー内のフィールドが赤色になるか、[データ] ペイン内のフィールド

の横に赤色の感嘆符が表示されます。

l グリッド内のNULL 値 :ピボットに使用されている元のフィールドがすべて削除されている場合

(抽出の更新など)、ピボットフィールドにNULL値が表示されます。

l ピボットオプションなし:ピボットは、単一のMicrosoft Excel、テキストファイル、Googleスプ

レッドシート、.pdfのデータソースで2つ以上の列を選択する場合に表示されます。Tableau
Desktopで別のデータソースを使用している場合は、カスタムSQLを使用してピボット処理を

行うことができます。

カスタムSQLを使用するピボット(Tableau Desktop)

Excel、テキストファイル、Googleスプレッドシート、.pdfのデータソースを操作していない場合でも、

カスタムSQLを使用してデータをピボット処理することもできます。カスタムSQLクエリでUNION ALL
演算子を使用する場合、個別の列から値を取得し、その値を新しい列に配置することができます。

たとえば、"Contest"という表があるとします。

Contest

Runner Start Time End Time

Amanda 9/3/2016 3:04 PM 9/3/2016 3:25 PM

Oscar 9/3/2016 3:04 PM 9/3/2016 3:21 PM

William 9/3/2016 3:04 PM 9/3/2016 3:16 PM

Tableauでこのデータの分析を最適化するには、次のカスタムSQLを使用して、"Start Time (開始

時刻 )" および "End Time (終了時刻 )" 列をピボット処理し、それらの値を1つの列に配置できます。

Select [Runner]

, 'Start' as [Action]

, [Start Time] as [Time]

From [Contest]

Union ALL
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Select [Runner]

, 'End' as [Action]

, [End Time] as [Time]

From [Contest]

上記のカスタムSQLクエリは次を実行します。

l "Start Time (開始時刻 )"列ヘッダーを"Start (開始 )"という名前の文字列にピボット処理

し、その値を"Action (操作 )"という名前の新しい列に追加します。

l "End Time (終了時刻 )"列ヘッダーを"End (終了 )"という名前の文字列にピボット処理し、

その値を"Action (操作 )"という名前の新しい列に追加します。

l "Start Time (開始時刻 )"と"End Time (終了時刻 )"列をピボット処理し、それらの値が

"Time (時刻 )"という名前の新しい列に入るようにします。

次の表は、このカスタムSQLクエリの結果を示しています。

Runner アクション Time

Amanda 開始 9/3/2016 3:04 PM

Oscar 開始 9/3/2016 3:04 PM

William 開始 9/3/2016 3:04 PM

Amanda 終了 9/3/2016 3:25 PM

Oscar 終了 9/3/2016 3:21 PM

William 終了 9/3/2016 3:16 PM

カスタムSQLを使用してデータをピボット処理するには

1. データに接続します。

2. 左ペインの [新しいカスタムSQL]オプションをダブルクリックします。詳細については、カスタム

SQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。

3. [カスタムSQL の編集 ]ダイアログボックスで次のカスタムSQLクエリをコピーして貼り付け、内

容を表に関する情報に置換します。
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Select [Static Column]

, 'New Value (from Column Header 1)' as [New Column Header]

, [Pivot Column Values 1] as [New Values]

From [Table]

Union ALL

Select [Static Column]

, 'New Value (from Column Header 2' as [New Column Header]

, [Pivot Column Values 2] as [New Values]

From [Table]

Union ALL

Select [Static Column]

, 'New Value (from Column Header 3' as [New Column Header]

, [Pivot Column Values 3] as [New Values]

From [Table]

次が trueの場合 :

l "Static Column (静的な列 )":ピボットに含めない、"Table (表 )"の列のコンマ区切りリ

スト(ディメンションとメジャーの両方 )。

l "New Value (from Column Header 1-3) (新しい値 (列ヘッダー1-3))":ピボットの行の

値として使用される、元の列ヘッダーに付ける新しい名前。

l "Pivot Column Values 1-3 (列の値 1-3のピボット処理 )":値を1つの列へとピボット処

理する必要がある列。

l "New Column Header (新しい列ヘッダー)": "New Value (from Column Header 1-3)
(新しい値 (列ヘッダー1-3))"の新しい行の値を含む新しい列に付ける名前。

l "New Values (新しい値 )": "Pivot Column Values 1-3 (列の値 1-3のピボット処理 )"の
元の値を含む新しい列に付ける名前。

l "Table (表 )": 接続する表。
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4. [OK]をクリックします。

Excel、CSV、PDF、およびGoogleスプレッドシートからのデータイ

ンタープリターを使用するデータのクリーニング

データをExcelスプレッドシートで追跡する際には、人によるインターフェイスを想定して作成していま

す。スプレッドシートを読みやすくするために、タイトル、積み重ねられたヘッダー、注、空欄を追加する

ための空の行や列、さらに複数のデータのタブなども含める場合があります。

データをTableauで分析する際は、上記の美的な属性によりTableauによるデータの解析が非常に

困難になります。データインタープリターはこの点に役立ちます。

ヒント: TableauのExcelアドインはサポートされなくなりましたが、データインタープリターはお持

ちのデータの形状をTableauでの分析用に整えます。

データインタープリターの役割

データインタープリターはデータクリーンアップ時に有利にスタートが切れます。タイトル、注、フッター、

空のセルなどを検出してバイパスし、データセットの実際のフィールドや値を特定できます。

さらに、追加のテーブルやサブテーブルでさえも検出して、他のデータとは独立してデータのサブセットを

操作できるようにします。

データインタープリターの処理後、その作業を選択して必要なデータがキャプチャーされ適切に特定さ

れていることを確認できます。次に、必要な調整があれば行います。

作業したいデータを選択後、分析を開始する前に、データを必要な形状で得るためにデータのピボッ

ト化、フィールド分割、またはフィルターの追加などの追加のクリーニングステップを行う必要がある場

合もあります。

注 :データインタープリターが行う以上のクリーニングがデータに必要である場合は、Tableau
Prepを試してください。

Data Interpreterをオンにして結果を確認する

1. 接続ペインから、Excelスプレッドシートまたはテキスト(.csv)ファイル、PDFファイルまたは

GoogleスプレッドシートなどのData Interpreterに対応しているその他のコネクタに接続しま

す。
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2. 表をキャンバスにドラッグして(必要があれば)、データソースページの、左ペインで、データイ

ンタープリターの使用チェックボックスを選択して、データインタープリターがデータのクリーニング

に役立つかどうかを確認します。

注 :Data Interpreterを使用してデータをクリーンアップすると、Data Interpreterはデータ

ソース内の接続に関連付られたすべてのデータをクリーンアップします。Data Interpreter
が参照元のデータを変更することはありません。

3. データペインで、結果の確認 リンクをクリックしてデータインタープリターの結果を確認します。

データソースのコピーが、[Data Interpreter のキー]タブにExcel形式で開きます。キーを見

て、結果を読み取る方法を確認します。
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4. それぞれのタブをクリックして、データインタープリターでデータソースがどのように解釈されたか確

認します。

データインタープリターに追加の表がある場合は、これは見つかった表またはサブ表とも呼ばれ

ますが、セル範囲の輪郭を描くことで<sheet name>_subtablesタブを特定します。個別タブ

も各サブ表に含まれ、ヘッダーとデータ行を認識するために色分けされます。

データインタープリターで期待した結果が得られない場合は、[データインタープリターでクリーニ

ング済 ]チェックボックスをクリアして元のデータソースを使用することができます。

5. 現在の表を任意の見つかった表に交換する場合は、現在の表をキャンバスの外にドラッグし、

次に使用したい見つかった表をキャンバスにドラッグします。
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データインタープリター見つかった表の範囲を誤って識別した場合は、見つかった表をキャンバ

スにドラッグした後で、表のドロップダウン矢印をクリックし、[見つかった表の編集 ] を選択して、

見つかった表表の隅 (表の左上のセルと右下のセル)を調整します。

6. 作業したいデータを取得したら、追加のクリーニング処理をデータに適用して、データを分析で

きるようにします。

データインタープリターの拡張機能

この例では、2016年の都市および州ごとの凶悪犯罪データを含むExcelスプレッドシートに接続し

ます。このスプレッドシートは1シートに複数の表があり、追加の書式設定が施されています。

A. タイトル

B. マージしたヘッダーセル

C. 追加の空白

D. サブ表
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このスプレッドシートの追加の書式設定におり、Tableauはフィールドヘッダーおよび値が何であるかの

判断が困難です。

代わりに、データを垂直的に読み取って、各列に既定値 F1、F2、F3 (フィールド1、フィールド2、
フィールド3)などと割り当てます。空白セルはnull値として読まれます。

データインタープリターがこのデータセットのクリーニングに対応するかどうかを確認するには、データイン

タープリターの使用を選択します。

データインタープリターはフィールドの適切なヘッダーを検出し、追加の書式設定を削除し、複数のサ

ブ表を見つけます。サブ表はデータペインのシートセクションに一覧されていて、元のシート名および、

各サブ表のセル範囲を使って名前を付けられます。

この例では、3つのサブ表があります。 Crimes 2016 A4:H84、Crimes 2016 K5:L40、および

Crimes 2016 O5:P56。

データインタープリターの結果をより密接に検証するには、データペインの結果を表示リンクをクリックし

てスプレッドシートの注釈付きコピーを表示します。

ここでは、どのデータがヘッダーデータか、およびどのデータがフィールド値として認識されているかを見る

ために色分けされた、元のデータのコピーを確認できます。
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次のタブは、データインタープリターが見つけて、セル範囲により輪郭を描いたサブ表を表示します。

この例では1番目のサブ表、Crimes 2016 A4:H84に処理したい主なデータがあります。この表を

データ表として使用するには、元の表をキャンバスの外にドラッグして、次に新しい表をキャンバスにド

ラッグするだけです。
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処理したいデータをキャンバスに準備したら、データの追加クリーニングを実行できます。例えば、以下

が可能です。

l フィールド名を都市、週、月の名称を現すように変更する。

l 月フィールドをピボットする。

l 3番目のサブ表 Crimes 2016 o5:P56にドラッグして、Stateフィールドにある1番目のサブ表

と結合し、分析に州の人口を加えます。

l 結合した結果追加されたフィールドを非表示にして複製する。

結果は次のようになります。
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Tableauでのデータ分析の開始準備が完了しました。

Data Interpreterが使用できない場合

Data Interpreterオプションは、次の理由で使用できない場合があります。

l データソースがすでにTableau が解釈できる形式になっている:Tableau DesktopがData
Interpreterが提供する追加のヘルプによって独自の形式や余分な情報を扱う必要がない場

合、Data Interpreterオプションは使用できません。

l 行や列の数が多すぎる:データが次の属性を持っている場合、Data Interpreterオプションは

使用できません。

l データに2000を超える列が含まれている。

l データに3000を超える行と150を超える列が含まれている。

l データソースがサポートされていない:データインタープリターはMicrosoft Excel、テキスト

(.csv)ファイル、PDFファイルおよびGoogleスプレッドシートでのみ利用できます。Excelでは、

データは .xlsまたは .xlsx形式である必要があります。
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フィールドを複数フィールドに分割

データ内に複数の異なる情報を含む文字列フィールドがあると(例えば、顧客の姓と名 )、それらの値

を別々のフィールドに分割できる場合があります。

Tableau Desktopの [分割 ]オプションを使用すると、フィールドの各行に存在するセパレーター (区切

り文字 )や値の繰返しパターンに基づいて、それらの値を分離することができます。顧客名の例では、

一般的な区切り文字は、姓と名の間のスペース「 」です。

分割オプションの選択

Tableau Desktop (ブラウザーでのWeb編集ではありません)には、自動分割またはカスタム分割の

選択するメニューがあります。これらはSPLIT文字列関数に基づいており、この関数を手動で計算に

使用して、分割を完全に制御することもできます。

すべてのデータソースがSPLITをサポートしているとは限りません。[分割 ]オプションや [カスタム分割 ]
オプションがあるか確認すると、データがSPLIT関数をサポートしているかどうかがわかります。
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l [データソース]ページで、[分割 ]および [カスタム分割 ] のメニューを確認します。

l シートの [データ]ペインで、[変換 ] > [分割 ] および [カスタム分割 ]のメニューを確認します。

ウェブ上での分割

Web作成は、メニューからの分割をサポートしていません。SPLIT計算を手動で作成すると、ブラウ

ザーでの作業中にデータを分割できます。「メニューからの分割の代替手段 ページ858」を参照してく

ださい。

フィールドの分割

文字列フィールドは、Tableauがフィールド内で検出する一般的な区切り文字に基づいて自動分

割できます。分割を手動で定義することもできます
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接続の種類に応じて、フィールドの値を最大 10個の新しいフィールドに自動的に分割することができ

ます。

フィールドの自動分割

[データソース] ページのグリッドで、フィールド名の隣にあるドロップダウン矢印をクリックし、[分割 ]を選

択します。

[データ]ペインで、分割するフィールドを右クリックしてから、[変換 ] > [分割 ]を選択します。

分割の結果は、他の計算フィールドと同様に編集または削除できる標準の計算フィールドです。分

割によって生成される新しいフィールドのデータ型は、Tableauが検出するパターンの組み合わせに応

じて異なります。

フィールドのカスタム分割

分割をより細かく制御するには、カスタム分割オプションを使用します。区切り文字を指定し、最初に

現れたN個の区切り文字で値を分割するか、最後のN個で分割するか、または現れたすべてで分

割するかを選択できます。

[データソース] ページのグリッドで、フィールド名の隣にあるドロップダウン矢印をクリックします。[カスタ

ム分割 ]を選択します。

[データ] ペインで、分割するフィールドを右クリックし、[変換 ] > [カスタム分割 ]を選択します。

カスタム分割によって生成される新しいフィールドは、常に文字列データ型となります。

注 : 自動分割に時間がかかりすぎて新しいフィールドを生成できない場合や、一般的な区切

り文字が見つからない場合は、カスタム分割のダイアログボックスが表示されることがあります。

カスタム分割は、区切り文字の数が値ごとに異なる場合に役立ちます。このような場合、自動分割

は使用できません。

たとえば、[従業員情報 ]フィールドに次の値があるとします。

l jsmith| accounting | north
l dnguyen | humanresources
l lscott | recruiting| west
l karnold |recruiting |west

カスタム分割は、パイプ文字「|」で分割し、すべての列を分割するように構成できます。地区の記載

がない値の場合、その行の3番目の結果フィールドはNullになります。
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メニューからの分割の代替手段

SPLIT 関数を使用して手動で分割

SPLIT関数はカスタム分割と同様に機能しますが、計算ごとに1つの結果フィールドのみが返されま

す。区切り文字を定義し、トークン番号を指定することにより、返す値を指定します。

たとえば、顧客名を姓と名に分割するには、次の2つの計算フィールドを作成します。

l 名 : SPLIT([Customer Name], " ", 1)
l 姓 : SPLIT([Customer Name], " ", 2)

従業員情報の例 ("jsmith| accounting | north"など)では、次の3つの計算フィールドを使用しま

す。

l ユーザー名 : SPLIT([Employee Info], |, 1)
l 部門 : SPLIT([Employee Info], |, 2)
l 地域 : SPLIT([Employee Info], |, 3)

詳細については、「SPLIT関数」を参照してください。

LEFT 関数とRIGHT 関数を使用して手動で分割

ユースケースが、区切り文字に基づいて文字列を分割するのではなく、文字列の特定の部分を抽

出することである場合は、LEFT関数とRIGHT関数を使用できます。これらは、指定された文字数

に基づいて文字列の一部のみを返します。

たとえば、行の値が IGW8892の場合、次のようになります。

計算 結果

RIGHT([Value], 4) 8892

LEFT([Value], 4) IGW8

LEFT(RIGHT([Value], 2) , 1) 9
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詳細については、文字列関数 ページ2190のLEFTとRIGHTを参照してください。

区切り文字が混在するフィールドに正規表現を使用

区切り文字の種類が異なる場合、フィールドを自動的に分割することはできません。たとえば、フィー

ルドに次の値が含まれるとします。

l smith.accounting
l dnguyen-humanresources
l lscott_recruiting
l karnold_recruiting

このような場合は、望ましい情報を抽出するために正規表現を使用することを検討します。詳細につ

いては、その他の関数 ページ2314を参照してください。

分割とカスタム分割の操作

分割とカスタム分割を使用する際に留意すべき点。

l 新しいフィールドは、表を結合するキーとしては使用できませんが、データソースをブレンドする

キーとして使用できます。

l 新しいフィールドをピボットで使用することはできません。

l [分割 ]オプションと[カスタム分割 ]オプションは、セット、グループ、パラメーター、ビンをサポートし

ていません。

l Microsoft SQL Serverでは最大 4つの分割フィールドしか許可されません。

l 10個を超える新しいフィールドを生成するには、複数回分割することを検討してください。最

初の分割で得られたフィールドにまだ複数の情報が含まれている場合、もう一度分割を使用

できます。

分割とカスタム分割のトラブルシューティング

分割やカスタム分割を使用する際に発生する可能性のある既知の問題を以下に示します。

l [分割 ] と[カスタム分割 ] オプションを、対応している種類のデータソースで使用できない: [分
割 ]と[カスタム分割 ]オプションを使用できるのは、種類が文字列データであるフィールドのみで

す。

l NULL 値 :分割またはカスタム分割の作成後、新しいフィールドにNULL値が含まれるか、値

が全く含まれない場合があります。NULL値または空のセルは、想定される新しいフィールドに

値がない場合に発生します。
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l データが削除されている: Tableauでは、区切り文字としてフィールドの値の一部を使用する

場合があります。フィールドの値の一部を区切り文字として使用する場合、それらの値は新し

いフィールドに表示されなくなります。

例 :

元の値 分割されたフィールド値

Zip-98102 98102

Zip-98109 98109

Zip-98119 98199

Zip-98195 98195

この分割では、「Zip-」の文字列全体が区切り文字として使用されるため、「Zip-」用のフィー

ルドが作成されません。

データソースからデータをフィルターする

データソースにフィルターを作成し、データソース内のデータ量を削減することができます。この機能

は、CreatorがTableau CloudおよびTableau Serverで利用できます。

既にデータソースフィルターを備えたデータソースから抽出を作成した場合、それらのフィルターは抽

出フィルターとして自動的に推奨され、[抽出 ]ダイアログに表示されます。これらの推奨されるフィル

ターは、[抽出 ]フィルターリストの一部である必要はなく、データソースフィルターの既存のセットに影

響を与えることなく安全に削除できます。

ワークブックまたはデータソースをパブリッシュする場合、データソースフィルターはデータユーザーを制

限するのに役立ちます。Tableau Serverにデータソースをパブリッシュする場合、データソースと関連

ファイルまたは抽出がサーバーに完全にトランスポートされます。データソースをパブリッシュする際、

データソースをダウンロードまたは変更するためのアクセスパーミッションを定義できます。また、その

データソースに対してTableau Server経由でリモートからクエリを発行できるユーザーとグループを選

択できます。ユーザーにクエリパーミッションがあってダウンロードパーミッションがない場合、リッチデー

タモデルを共有してフィールド、エイリアス、グループ、セット、その他を計算することができます。ただ

し、照会の場合のみです。

さらに、パブリッシュされたデータソースを照会するユーザーは、もともとパブリッシュされたデータソース

上に存在するデータソースフィルターを表示したり変更したりすることはできませんが、ユーザーのクエ

リはすべて、それらのデータソースフィルターの対象となります。これは、たとえば特定のユーザーとグ

ループのディメンションをフィルターする、または固定または相対的な日付範囲に基づいてデータソー
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スフィルターを定義することで、データの限定されたサブセットを提供するための優れた方法です。これ

は、多くの場合、データセキュリティに関して役立つうえに、Tableau Serverがユーザーの代わりに最

終的に照会するリモートデータベースのパフォーマンスを管理することもできます。区分やインデックス

に大きく依存するシステムでは、データソースフィルターは、Tableauによって発行されたクエリのパ

フォーマンスを著しく制御する可能性があります。

データソースフィルターの作成

データソースフィルターを作成する主な方法は、データソースページに基づいています。

データソースフィルターを作成するには

1. [データソース]ページの右上隅にある[フィルター]セクションで、[追加 ]をクリックします。

ワークシートでデータソースフィルターを作成するには、データソースを右クリック(Macでは

Controlを押しながらクリック)し、[データソースフィルターの編集 ]を選択します。

[データソース]ページまたはワークシートのいずれから開始したか関わらず、既存のすべての

データソースフィルターがリストされる[データソースフィルターの編集 ]ダイアログボックスが表示

されます。

2. データソース内のすべてのフィールドをリストする[フィルターの追加 ]ダイアログボックスを開くに

は、[追加 ]をクリックします。

3. フィルターするフィールドをクリックして選択します。その後、[フィルター]シェルフに対するのと同様

に、フィールドをフィルター方法を指定します。

データソースフィルターを追加するには、この手順を繰り返します。

グローバルフィルターとデータソースフィルター

データソースフィルターを作成すると、該当するデータソースを使用しているすべてのグローバルフィル

ターが自動的に[データソースフィルターの編集 ]ダイアログボックスに表示されます。

Tableau Desktopでは、グローバルフィルターをデータソースフィルターに昇格させることができます。グ

ローバルフィルターをデータソースフィルターに昇格するには、[OK]をクリックします。
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Tableau Desktopでグローバルフィルターをデータソースフィルターに昇格させると、そのグローバル

フィルターはワークブックのワークシートには表示されなくなります (データソースフィルターになるため)。

重要 :昇格するために[データソースフィルターの編集 ]ダイアログボックスでグローバルフィル

ターを選択する必要はありませんので注意してください。[OK]をクリックすると、リスト内のすべ

てのグローバルフィルターが昇格します。

グローバルフィルターがデータソースフィルターに昇格しないようにするには、[データソースフィ

ルターの編集 ]ダイアログボックスで該当のグローバルフィルターを選択し、[削除 ]をクリックし

ます。

フィールド型の検出と命名の向上について理解する

Tableauは、一般的に使用される一連のパターンによってデータの検知や変換を行い、作業を簡易

化します。たとえば、[データ]ペインのフィールドを操作する場合、Tableauはデータソースからデータ
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を取得してタイプを検出し、ディメンションとメジャーに分割します。

注 : Tableauが元になっているデータを変更することはありません。

Tableauでは、ディメンションとして扱われるフィールドを検出し、フィールド名を読みやすくすることに

よってクリーンアップを行うこともできます。この向上が有効になるのは、データソースの列ヘッダーが元

となっているフィールド名が次のパターンや条件に一致する場合のみです。

参照元データに追加された新しいフィールド

新しいフィールドを参照元データに追加してからTableauでデータソースを更新する場合、新しく追

加されたフィールドでは元のデータベース名が保持されます。Tableauでこれらのフィールド名を自動

的に変更したい場合は、その同じデータソースへの新しい接続を作成する必要があります。

参照元データのフィールドタイプとフィールド名を保持することを希望する場合は、この記事の下部の

「Tableauによる変更を元に戻す」セクションを参照してください。

ディメンションとして扱われるフィールド

フィールド名に特定のキーワードが含まれる場合は、フィールドの値が数値であってもディメンションとし

て扱われます。

キーワードコード、キー、および ID

次のキーワードを含み、リストされている条件に一致するフィールド名は、メジャーではなくディメンショ

ンとして扱われます。

条件 :

l キーワードCode、ID、またはKeyを含む。

l キーワードとは、英字以外の文字でフィールド名の他のテキストと区切られているか、すべて大

文字であるか、大文字と小文字が混合しているフィールド名で最初の文字が大文字であるも

の。

l キーワードはフィールド名の先頭または末尾にあり、前または後に英字以外の文字がありま

す。中国語、日本語、韓国語では、キーワードをフィールド名の末尾に配置する必要がありま

す。

言語 キーワード

英語 (英国および米国 ) Code、Id、Key

中国語 (簡体字 ) 代码、ID、键
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言語 キーワード

中国語 (繁体字 ) 代碼、ID、金鑰

フランス語 (カナダおよびフランス) Code、ID、clé

ドイツ語 Code、Id、Schlüssel

イタリア語 Codice、ID、chiave

日本語 コード、ID、キー

韓国語 코드、ID、키

ポルトガル語 Código、ID、chave

スペイン語 Código、ID、clave

スウェーデン語 Kod、ID、nyckel

タイ語 รหั ส、ID、คี ย์

キーワードNumber、Num、およびNbr

Number、Num、またはNbrで終わるフィールド名は、メジャーではなくディメンションとして扱われま

す。たとえば、「Record Number」はディメンションとして扱われますが、「Number of Records」はディメ

ンションとして扱われません。さらに、韓国語のフィールド名は4文字以内である必要があります。

言語 キーワード

英語 (英国および米国 ) Number、Num、Nbr

中国語 (簡体字 ) 数字

中国語 (繁体字 ) 數字

フランス語 (カナダおよびフランス) Nombre

ドイツ語 Nr、Nummer

イタリア語 Numero、N°

日本語 数値

864 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



言語 キーワード

韓国語 숫자

ポルトガル語 Número

スペイン語 Número

スウェーデン語 Nummer

タイ語 ตั วเลข

日付に関連するキーワード

日付の一部として認識されるキーワードを含むフィールド名は、ディメンションとして扱われます。これら

のフィールド名は、修飾する日付に関わらず1つの追加の単語のみを含むことができます。たとえば、

「Fiscal Year」はディメンションとして扱われますが、「Fiscal Year Information」はディメンションとして扱

われません。さらに、中国語のフィールド名は4文字以内である必要があり、数字を含めてはいけま

せん。日本語と韓国語のフィールド名は4文字以内である必要があります。

言語 キーワード

英語 (英国および米国 ) Year、Yr、Day、Day of Week、Week、Wk、
Month、Quarter、Qtr、FY

中国語 (簡体字 ) 年、天、周中某天、周、月、季度、会计年度

中国語 (繁体字 ) 年、天、週中某天、週、月、季、會計年度

フランス語 (カナダおよびフランス) Année、Jour、Jour de la Semaine、Semaine、
Mois、Trimestre、AF

ドイツ語 Jahr、Tag、Wochentag、Woche、Monat、
Quartal、GJ

イタリア語 Anno、A、Giorno、Giorno della Settimana、
Settimana、Sett、Mese、Trimestre、Trim、AF

日本語 年、日、曜日、週、月、四半期、年度

韓国語 년、일、요일、주、월、분기、회계 연도
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ポルトガル語 Ano、Dia、Semana、Mês、Trimestre、AF

スペイン語 Año、Día、Día de la Semana、Semana、
Mes、Trimestre、AF

スウェーデン語 År、Dag、Veckodag、Vecka、Månad、
Kvartal、Räkenskapsåret

タイ語 ปี 、วั น、วั นของสั ปดาห์ 、สั ปดาห์ 、เดื อ
น、ไตรมาส、FY

フィールド名のクリーンアップ

特殊文字を含むフィールド名や、特定の方法で大文字が使われているフィールド名は変更されま

す。角括弧を含むフィールド値は自動的に丸括弧に変換されます。

アンダースコア文字、空白文字、タブ文字を含むフィールド名

フィールド名の先頭と末尾以外のアンダースコア(_)文字は、空白 ( )文字に変換されます。フィール

ド名のキャリッジリターン文字やラインフィード文字は削除されます。ただし、フィールド名の先頭にア

ンダースコア文字が含まれる場合は変更されません。さらに、フィールド名の先頭と末尾の空白は削

除されます。このタイプのフィールド名のクリーンアップは、英語、フランス語、ドイツ語、ポルトガル語、

およびスペイン語にのみ適用されます。

例 1:フィールド名「Country_Name」は「Country Name」に変換されます。

例 2:フィールド名「_Days_On_Market」は「_Days On Market」に変換されます。

連続した複数のアンダースコア文字を含むフィールド名は変更されません。たとえば、「Country__
Name」は「Country__Name」のままです。

フィールド名に複数のタブ文字が含まれている場合、タブはアンダースコアに変換されます。

フィールド名と大文字の使用

英字以外の文字を含み、すべて大文字を使用しているフィールド名は、英字以外の文字の直後の

文字を除き、すべて小文字に変換されます。

さらに、すべて小文字のフィールド名は、フィールド名の最初の文字が大文字になるように変換され

ます。

このタイプのフィールド名のクリーンアップは、英語、フランス語、ドイツ語、ポルトガル語、およびスペイ

ン語にのみ適用されます。
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例 1:フィールド名「PC1」は「Pc1」に変換されます。フィールド名「COUNTRY_NAME」
は「Country Name」に変換されます。しかし、「Budget COGS」は「Budget COGS」のま

まです。

例 2:フィールド名「FDA」は変更されません。しかし、フィールド名「FDA_Sales」は「Fda
Sales」に変換されます。

例 3:フィールド名「age」は「Age」に変換されます。

フィールド名に大文字 /小文字が混合しており、英字以外の文字を含んでいる場合、大文字 /小文

字の区切りには空白文字が追加されます。

例 :フィールド名「ThisCase」は「This Case」に変換されます。

2文字または 3文字のフィールド名

複数の単語のフレーズの一部である2文字または3文字のフィールド名は、2文字または3文字の

単語に母音 (a、e、i、o、またはu)を含まれない限り、単語の各文字が大文字になるように変換され

ます。

例 :フィールド名「Unit Qty」は、「Unit QTY」に変換されます。しかし、フィールド名

「Sales Amt」は「Sales Amt」.

3文字の頭字語は、すべて大文字に変換される場合もあります。3文字の頭字語には、次のような

ものがあります。

CIF FDA MPI

DMA FOB MSA

DOB FTE SKU

EIN KPI UPC

ESP LOB URL

USD

次のフィールド名は、名前がフィールド名の先頭になっていない限り、すべて小文字に変換されます。

1st as down of th (数字の接尾

辞 )
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2nd at for on than

3rd but in off the

a by inclu. or to

an de into over vs

and da la per with

注 : 1文字の長さのフィールド名の大文字 /小文字は変更されません。

Tableauによる変更を元に戻す

参照元データで指定されたフィールドタイプとフィールド名を保持することを希望する場合は、手動に

よりデータソースレベルで、または自動によりアプリケーションレベルのいずれかでTableauによる変

更を元に戻すことが駅ます。

手動で変更を元に戻すには

1. ワークブックを開いて、[データソース]ページに移動します。

2. 変更を元に戻すフィールドのドロップダウン矢印をクリックして、[名前のリセット]を選択します。

変更するフィールドが複数ある場合

1. ワークブックを開いて、[データソース]ページに移動します。

2. 必要に応じて、メタデータグリッドボタンをクリックします。

3. Ctrl + クリック(Windows)またはCommand + クリック(Mac)で変更を元に戻すフィールドを

選択します。

4. 選択したいずれかのフィールドのドロップダウン矢印をクリックし[名前のリセット]を選択します。

Tableauによる変更をアプリケーションレベルで自動的に元に戻すには、「フィールドの自動的な名

前変更を上書きする」の記事の手順に従います。このメソッドは、Tableau Desktopからアクセスでき

るすべてのデータソースに影響します。

データの抽出

抽出は、パフォーマンスの改善や、元のデータでは使用不可能または未対応であったTableau機能

の利用を可能にするための、データの保存済みサブセットです。データの抽出を作成すると、フィル

ターを使用したり制限を設定したりしてデータの合計量を削減できます。抽出を作成したら、元の
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データからのデータを使用して更新できます。データを更新するときには、完全更新を実行してすべて

の抽出内容を置換することも、増分更新を実行して前回の更新以降の新しい行のみを追加するこ

ともできます。

抽出にはいくつかの理由で利点があります。

l 大規模なデータセットをサポート:何十億行ものデータを含む抽出を作成できます。

l パフォーマンス向上を助ける:抽出されたデータソースを使用するビューを操作すると、通常は

元データへの接続に基づくビューで操作するより良いパフォーマンスが体感できます。

l 追加機能のサポート:抽出により、カウント計算の能力など元データでは提供されていない、

またはサポートされていないTableau機能を活用できます。

l データにオフラインでアクセス可能 : Tableau Desktopを使用している場合は、抽出を使用する

と、元のデーを利用できないときでもデータをローカルに保存して操作できます。たとえば、移動

中などに作業が可能です。

抽出に関する最新の変更点

Web内の抽出

バージョン2020.4以降では、抽出はWeb作成とコンテンツサーバーで使用できます。これにより、

Tableau Desktopを使用してデータソースを抽出する必要がなくなりました。詳細については、「Web
上での抽出の作成」を参照してください。

論理テーブルと物理テーブルの抽出

バージョン2020.2でTableauデータモデルに論理テーブルと物理テーブルが導入された結果、抽出

ストレージオプションが [単一テーブル]と[複数テーブル]から[論理テーブル]と[物理テーブル]に変更

されました。これらのオプションでは、抽出の格納方法がより詳しく説明されています。詳細について

は、抽出データの保存方法を決定するページ876を参照してください。

.tde形式の非推奨化

注 : 2023年 3月以降、Tableau Cloud、Tableau Public、Tableau Server (バージョン

2023.1.0)では、.tde形式を使用する抽出は非推奨になりました。詳細については、「.hyper
形式への抽出のアップグレードページ885」を参照してください。

バージョン10.5から、新しい抽出を作成すると.hyper形式が使用されます。.hyper形式の抽出で

は、大規模データセットでより迅速な分析およびクエリパフォーマンスをサポートする、改善されたデー

タエンジンを活用します。
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同様に、バージョン10.5以降を使用して抽出関連タスクが .tdeの抽出ファイルに実行されると、そ

の抽出は .hyper抽出に更新されます。.tde抽出が .hyper抽出に更新された後は、.tde抽出に戻

すことはできません。詳細については、.hyper 形式への抽出のアップグレードページ885を参照してく

ださい。

ビュー内の値とマークの変更

抽出の効率とスケーラビリティを改善するために、バージョン10.4以前と比較してバージョン10.5以

降では抽出の値を異なる方法で計算できます。値の計算方法を変更すると、ビューのマークを入力

する方法に影響を与えます。一部の稀なケースでは、この変更によって、ビューの形状の変化や空

白化を引き起こすことがあります。これらの変更は、複数接続データソース、ライブ接続をファイル

ベースのデータに使用するデータソース、Googleスプレッドシートのデータに接続するデータソース、

クラウドベースのデータソース、抽出のみのデータソース、WDCデータソースにも適用できます。

バージョン2022.4を使用してビューで現れる可能性のあるいくつかの違いを把握するには、以降の

セクションを参考にしてください。

日付と日時の値の書式

バージョン10.5以降では、DATE、DATETIME、DATEPARSE 関数を使用して日付文字列がどの

ように解釈されるかについて、抽出がより一貫した厳密なルールに従います。これにより、日付の解

析方法、またはこれらの関数で許可される日付形式やパターンに影響が出ます。具体的には、ルー

ルは次のように一般化できます。

1. 日付が評価され、行ではなく列ごとに解析される。

2. 日付が評価され、ワークブックを開いているコンピューターのロケールではなくワークブックが作

成された場所のロケールに基づいて解析が行われる。

これらの新しいルールによって、抽出がより効率化され、商用データベースと調和した結果を生成で

きます。

これらのルールの結果として、特に、ワークブックを開いているロケールまたはワークブックがパブリッシュ

されるサーバーとは異なるロケールでワークブックが作成される国際的なシナリオでは、1.)日付値と

日付時刻値の別の日付値および日付時刻値への変化、または2.)日付値と日付時刻値の

NULLへの変化を目にすることがあります。日付値と日付時刻値を別の日付値および日付時刻値

へ変更したり、日付値がNULLになったりする場合は、参照元データに問題があることを示している

可能性が高いです。

バージョン10.5以降を使用した抽出データソースで日付値および日付時刻値に変化が見られるの

には、いくつかの共通の理由があります。
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日付値 /日付時刻値に変化が見られ

る一般的な理由

NULL 値に対する一般的な理由

l 関数を使用して、単一列内で

複数の日付形式を解決する必

要がある場合。日付があいまい

でいくつかの異なる方法で解釈

できる場合、日付はTableauが

その列に対して決定する形式に

基づいて解釈されます。一部の

例については、以下の日付のシ

ナリオ1次のページおよび日付

のシナリオ2ページ873を参照し

てください。

l 関数でYYYY-MM-DD (ISO)形
式を解析する必要がある場合。

たとえば、日付のシナリオ3ペー

ジ874を参照してください。

l 関数に時間を算出するための十

分な情報がない場合。時間、

分、秒、ミリ秒に"0" を使用し

て、値を"00:00:00.0"で解釈で

きます。

l 関数に日付を算出するための十

分な情報がない場合。月に対

する値を"1"または "January"で
解釈できます。

l 関数を年で解析する場合。次

のように解釈できます。

l "07" は "2007"と解釈でき

ます。

l "17" は "2017"と解釈でき

ます。

l "30" は "2030"と解釈でき

ます。

l "69" は "2069"と解釈でき

ます。

l 関数を使用して、単一列内

で複数の日付形式を解決

する必要がある場合。

Tableauで日付形式を決定

したら、その形式から外れる

列のその他すべての日付が

NULL値になります。一部の

例については、以下の日付

のシナリオ1次のページおよ

び日付のシナリオ2ページ

873を参照してください。

l 関数でYYYY-MM-DD
(ISO)形式を解析する必要

がある場合。"YYYY"、
"MM"、または "DD"で許可さ

れている値を超過する値の

ためにNULL値となる場合。

たとえば、日付のシナリオ3
ページ874を参照してくださ

い。

l 関数で、末尾の文字を含む

日付値を解析する必要があ

る場合。たとえば、タイムゾー

ンや夏時間を表すサフィック

ス、および "midnight"などの

キーワードによってNULL値

になる可能性があります。

l 関数で無効な日付や時刻

を解析する必要がある場

合。たとえば、32/3/2012に

よってNULL値になる可能

性があります。他にも、

25:01:61はNULL値の原因

となります。
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日付値 /日付時刻値に変化が見られ

る一般的な理由

NULL 値に対する一般的な理由

l "70" は "1970"と解釈でき

ます。

l 関数で矛盾する入力値を解

析する必要がある場合。たと

えば、パターンが 'dd.MM
(MMMM) y'で入力文字列

が '1.09 (August) 2017' ("9" 
と"August" は月 )の場合が

想定されます。月の値が一

致しないため、結果はNULL
値となります。

l 関数で矛盾するパターンを

解析する必要がある場合。

たとえば、グレゴリオ暦 (y)と
ISO週 (ww)を混在させて指

定したパターンではNULL値

となります。

日付のシナリオ1

英語のロケールで .tde抽出データソースを使用するワークブックを作成したとします。以下の表は、

抽出データソースに含まれている文字列データの列を示しています。

10/31/2018

31/10/2018

12/10/2018

特定の英語のロケールに基づいて、日付列の書式はMDY (月、日、年 )書式に従うように決められ

ていました。次の表は、DATE関数を使用して文字列値を日付値に変換する場合に、このロケール

に基づいてTableauで表示される内容を示しています。

October 31,
2018

October 31,
2018
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December 10,
2018

抽出がドイツ語のロケールで開かれると、次のように表示されます。

31 Oktober 2018

31 Oktober 2018

12 Oktober 2018

ただし、抽出をバージョン10.5以降を使用してドイツ語のロケールで開くと、ドイツ語ロケールのDMY
(日、月、年 )書式が厳密に適用され、値のうちの1つがDMY書式に従っていないためNULL値とな

ります。

Null

October 31,
2018

October 12,
2018

日付のシナリオ2

英語のロケールで .tde抽出データソースを使用する別のワークブックを作成したとします。以下の表

は、抽出データソースに含まれている日付数値データの列を示しています。

1112018

1212018

1312018

1412018

特定の英語のロケールに基づいて、日付列の書式はMDY (月、日、年 )書式に従うように決められ

ていました。次の表は、DATE関数を使用して数値を日付値に変換する場合のこのロケールに基づ

いてTableauで表示される内容を示しています。

11/1/2018
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12/1/2018

Null

Null

日付のシナリオ3

.tde抽出データソースを使用するワークブックを作成したとします。以下の表は、抽出データソース

に含まれている文字列データの列を示しています。

2018-10-31

2018-31-10

2018-12-10

2018-10-12

この日付は ISO形式を使用するため、日付列は常にYYYY-MM-DD形式に従います。次の表は、

DATE関数を使用して文字列値を日付値に変換する場合に、Tableauで表示される内容を示し

ています。

October 10,
2018

Null

December 10,
2018

October 12,
2018

注 :バージョン10.4 (およびそれ以前 )で、ISO形式とその他の日付形式では、ワークブックの作成場

所のロケールによって結果が異なることがあります。たとえば、英語ロケールでは、2018-12-10と

2018/12/10はいずれもDecember 12, 2018となります。ですが、ドイツ語ロケールでは2018-12-10
はDecember 12, 2018となり、2018/12/10はOctober 12, 2018となることがあります。

並べ替え順序と大文字 /小文字の区別

抽出が照合順序に対応しているため、アクセントや大文字小文字が異なる文字列値をより適切に

並べ替えることができます。
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たとえば、文字列値の表があるとします。並べ替え順序に関しては、Égypteなどの文字列値が、今

では適切にEstonieの後で、Fidjiの前に一覧されるようになっています。

Excelデータについて

ケーシングに関して、ここでは、Tableauでの値の保存方法がバージョン10.4 (およびそれ以前 )とバー

ジョン10.5 (およびそれ以降 )で変わったことを意味しています。ただし、値の並べ替えおよび比較に関

するルールに変更はありません。バージョン10.4 (およびそれ以前 )では、"House"、"HOUSE"、
"houSe"のような文字列値が同一と見なされ、1つの代表的な値で保存されます。バージョン10.5
(およびそれ以降 )では、これらの文字列値が一意と見なされ、個別の値として保存されます。詳細に

ついては、値の計算方法の変更 ページ239を参照してください。

上位 N 個のクエリで同数を破棄する

抽出時に上位 N個のクエリの特定のランク位置に重複する値が生成された場合、バージョン10.5
以降を使用すると同数を破棄する位置を変更できます。たとえば、上位 3個のフィルターを作成する

とします。3、4、5番目の値が同じです。バージョン10.4以前では、上位フィルターで1、2、3番目の

値を返すことができました。しかし、バージョン10.5以降を使用すると、上位フィルターで1、2、5番目

の値を返すようになります。

浮動小数点値の精度

抽出は、コンピューターの使用可能なハードウェアリソースをより効率的に利用するため、高度な並

列方式で数学的演算を実行できます。このため、.hyper抽出では実数を異なる順序で集計できま

す。数値が異なる順序で集計されると、ビューでは、集計が完了するたびに小数点の後に異なる値

が表示される場合があります。これは、浮動小数点の加算と乗算が必ずしも結合的ではないためで

す。つまり、(a + b) + cは必ずしもa + (b + c)と同じではありません。また、浮動小数点乗算は必ずし

も配分的ではないため、実数が異なる順序で集計されることがあります。つまり、(a x b) x cは必ずし

もa x b x cと同じではありません。.hyper抽出のこのタイプの浮動小数点丸め動作は、商用データ

ベースの浮動小数点丸め動作に類似しています。

たとえば、ワークブックに浮動小数点値で構成される集計フィールドのスライダーフィルターが含まれて

いるとします。浮動小数点値の精度は変化するため、フィルターではフィルターの範囲の上限または

下限を定義するマークが除外されるようになりました。これらの数値が欠落している部分は、空白で

表示されます。この問題を解決するには、フィルターでスライダーを移動するか、フィルターを削除して

再度追加します。

集計の精度

抽出は、コンピューターの使用可能なハードウェアリソースを利用することでサイズの大きいデータセッ

トを最適化するため、高度な並列方式で集計を計算できます。このため、.hyper抽出によって実行

される集計は、統計計算に特化したソフトウェアからの結果より、商用データベースからの結果に類
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似している場合があります。サイズの小さいデータセットで作業している場合、または高度な精度が

必要な場合は、リファレンスライン、サマリーカード統計、または分散、標準偏差、相関、母共分散

などの表計算関数を介して集計を実行することを検討してください。

抽出の [今すぐ計算 ]オプションについて

以前のバージョンのTableau Desktopを使用している.tde抽出で [今すぐ計算 ]オプションが使用さ

れた場合は、特定の計算フィールドがマテリアライズされているため、事前に計算されてから抽出に

保存されています。抽出を.tde抽出から.hyper抽出にアップグレードすると、以前に抽出でマテリア

ライズされた計算は含まれません。もう一度 [今すぐ計算 ]オプションを使用して、マテリアライズされた

計算がアップグレード後の抽出に含まれていることを確認する必要があります。詳細については、抽

出での計算のマテリアライズページ891を参照してください。

新しい抽出 API

抽出 API 2.0を使用して .hyper抽出を作成できます。抽出のパブリッシュなど、これまでTableau
SDKを使用して実行していたタスクでは、Tableau Server REST APIまたはTableau Serverクライ

アントライブラリ(Python)を使用できます。更新タスクでもTableau Server REST APIを使用できま

す。詳細については、Tableau Hyper APIページ904を参照してください。

抽出の作成

Tableauワークフローにおいては、抽出を作成できるオプションが多数ありますが、ここでは主な方法

を説明します。

1. [データソース]ページで、データに接続してデータソースをセットアップした後、右上の角で [抽
出 ] を選択してから、[編集 ] リンクをクリックして [データの抽出 ]ダイアログボックスを開きま

す。

2. (オプション)次のいずれか1つまたは複数のオプションを構成して、Tableauで保存方法、フィ

ルター定義、および抽出のデータ量制限を設定します。

l 抽出データの保存方法を決定する

2つの構造 (スキーマ)、つまり論理テーブル (正規化されたスキーマ)または物理テーブ

ル (正規化されたスキーマ)のいずれかを使用し、抽出されたデータをTableauに保存
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することもできます。論理および物理テーブルの詳細については、Tableau データモデル

ページ666を参照してください。

選択するオプションは、目的に応じて異なります。

l 論理テーブル

データソース内の各論理テーブルに対して1つの抽出テーブルを使用してデータ

を格納します。論理テーブルを定義する物理テーブルは、その論理テーブルと

マージされて保管されます。たとえば、データソースが1つの論理テーブルで構成

されている場合、データは1つのテーブルに格納されます。データソースが3つの

論理テーブル (それぞれに複数の物理テーブルを含む)で構成されている場合、

抽出データは3つのテーブル (論理テーブルごとに1つずつ)に格納されます。

抽出フィルター、集計、上位 N、または非正規化データを必要とするその他の機

能などの追加の抽出プロパティを使用して、抽出内のデータの量を制限したい

場合は論理テーブルを選択します。また、データがパススルー関数 (RAWSQL)
を使用する場合にも使用します。抽出データの保存にTableauではこの構造が

既定で使用されます。抽出に結合が含まれるときにこのオプションを使用する場

合は、抽出の作成時に結合が適用されます。

l 物理テーブル

データソース内の各物理テーブルに対して1つの抽出テーブルを使用してデータ

を格納します。

抽出が1つまたは複数の等価結合と組み合わされたテーブルで構成されてお

り、以下の物理テーブルオプションを使用する条件 下を満たす場合は、[物理

テーブル]を選択します。このオプションを使用する場合、結合はクエリ時に実行

されます。

このオプションにより、パフォーマンスが向上し、抽出ファイルのサイズが小さくなる

可能性があります。物理テーブルの使用をTableauでどのように推奨しているか

の詳細については、物理テーブルオプションを使用する条件 ページ884を参照し

てください。このオプションは、行レベルのセキュリティの回避策として使用できる場

合もあります。Tableauを使用した行レベルのセキュリティに関する詳細は、デー

タ行レベルでのアクセスの制限 ページ3082を参照してください。

物理テーブルオプションを使用する条件

物理テーブルオプションを使用する抽出を保存するには、抽出に含まれるデータ

が以下の条件すべてを満たしている必要があります。
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l 物理テーブルの結合がすべて等価 (=)結合である

l 関係プまたは結合に使用される列のデータ型は同一です。

l パススルー関数 (RAWSQL)が使用されていない

l 増分更新が構成されていない

l 抽出フィルターが構成されていない

l 上位 Nやサンプリングが構成されていない

抽出が [物理テーブル]として保存される場合、それにデータを追加することはで

きません。論理テーブルでは、複数の論理テーブルが含まれる抽出にデータを

追加することができません。

注 : [論理テーブル]オプションと[物理テーブル]オプションのどちらも、抽出のデータの保

存方法にしか影響しません。このオプションを使用しても、データソースページでの抽

出の表の表示方法には影響しません。

たとえば、抽出が3つの物理テーブルを含む1つの論理テーブルで構成されているとし

ます。既定のオプションである[論理テーブル]を使用するように構成されている抽出

(.hyper)ファイルを直接開く場合、データソースページには1つの表が記載されます。し

かし、パッケージドデータソース(.tdsx)ファイルまたはデータソース(.tdsx)ファイルを使

用し、対応する抽出 (.hyper)ファイルと共に抽出を開く場合は、データソースページに

は抽出を構成する3つの表すべてが表示されます。

l 抽出するデータの量を決定する

[追加 ]をクリックして1つまたは複数のフィルターを定義し、フィールドとその値に基づい

て、抽出するデータ量を制限します。
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l 抽出のデータを集計する
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[表示可能なディメンションのデータの集計 ]を選択し、既定の集計を使用してメジャー

を集計します。データの集計により、行を統合し、抽出ファイルのサイズを最小限に抑

え、パフォーマンスを向上させることができます。

データの集計を選択すると、年、月など指定した日付に[日付のロールアップ]を選択

することもできます。下記の例は選択できる各集計オプションでどのようにデータが抽出

されるかを示します。

元のデータ 各レコードは

別々の行として

表示されます。

データには7行が

含まれます。

表示可能

なディメン

ションの

データの集

計

(ロールアッ

プなし)

同じ日付と地域

のレコードが1行

に集計されていま

す。抽出には5
行が含まれます。
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表示可能

なディメン

ションの

データの集

計

(日付を月

にロール

アップ)

日付は月レベル

にロールアップさ

れ、同じ地域の

レコードが1行に

集計されていま

す。抽出には3
行が含まれます。

l 抽出する行を選択する

抽出する行数を選択します。

すべての行、または上位 N行を抽出できます。Tableauでは、最初にフィルターと集計

が適用され、次にフィルターおよび集計の結果から指定の行数が抽出されます。行数

のオプションは、抽出元のデータソースのタイプによって異なります。

注 :

l サンプリングをサポートしていないデータソースもあります。このため、[サンプリング]
オプションが [データの抽出 ]ダイアログボックスに見当たらない場合もあります。

l [データソース]ページまたはシートタブで最初に非表示にしたフィールドはすべて

抽出から除外されます。[使用していないフィールドをすべて非表示 ]ボタンをク

リックすると、そのような非表示のフィールドを抽出から削除できます。

3. 終了したら、[OK]をクリックします。

4. シートタブをクリックします。シートタブをクリックすると抽出の作成が開始します。

5. この後に表示されるダイアログボックスで、抽出を保存する場所を選択し、抽出ファイルに名

前を付け、[保存 ]をクリックします。

[保存 ]ダイアログボックスが表示されない場合、以下の抽出のトラブルシューティングページ

885セクションを参照してください。

抽出での操作のヒント

抽出への接続を維持するためワークブックを保存する

抽出を作成した後、ワークブックはデータの抽出されたバージョンを使用し始めます。しかし、データの

抽出バージョンへの接続はワークブックを保存するまで維持されません。つまり、ワークブックを閉じる前

に保存しなかった場合、次回そのワークブックを開いたときは元のデータソースに接続されます。
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サンプリングされたデータと抽出全体を切り替える

大規模な抽出を操作しているとき、サンプリングされたデータを作成してクエリするごとに待機時間が

長くならないように、ビューを設定することをお勧めします。そうすれば、[データ]メニューでデータソー

スを選択し、[抽出の使用 ]を選択すると、抽出 (データがサンプリングされた状態 )とデータソース全

体の使用を切り替えることができます。

抽出に直接接続しない

抽出はファイルシステムに保存されるため、新しいTableau Desktopインスタンスを使用して直接接

続できます。ただし、これは以下の理由から推奨されていません。

l テーブルの名前が変わります。抽出で格納されたテーブルは、名前の一意性を保証するため

に特別な命名方法を使用しているため、人間では判読できない場合があります。

l 抽出を更新できません。抽出に直接接続する場合、Tableauではこのファイルを基になる

データのコピーではなく、真のソースとして扱います。そのため、ソースデータに再度関連付け

ることができません。

l データモデルと関係が失われます。テーブル間のデータモデルと関係は .tdsファイルに格納さ

れ、.hyperファイルには格納されないため、.hyperファイルに直接接続するとこの情報は失わ

れます。また、論理テーブルのストレージを使用して抽出を行うと、参照元となる元の物理

テーブルへの参照が表示されなくなります。

ワークブックから抽出を削除する

[データ]メニューで抽出データソースを選択し、[抽出 ] > [削除 ]を選択すると、いつでも抽出を削除

できます。抽出を削除するときは、[ワークブックからのみ抽出を削除する]または [抽出ファイルを削

除する]のいずれかから選択できます。後者を選択すると、抽出がハードドライブから削除されます。

抽出履歴の参照

[データ]メニューでデータソースを選択し、[抽出 ] > [履歴 ]を選択すると、抽出の最終更新日時や

その他の詳細を表示できます。
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抽出と共に保存されたワークブックを開いたときにTableauが抽出を見つけられない場合は、[Extract
Not Found (抽出が見つかりません)]ダイアログボックスで要求されたときに次のオプションの1つを選

択してください。

l 抽出の検索 :抽出が、Tableauが最初に保存した以外の場所に存在する場合、このオプショ

ンを選択します。[OK] をクリックすると、[ファイルを開く]ダイアログボックスが開き、そこから抽出

ファイル用に新しい場所を指定できます。

l 抽出の削除 :抽出が必要なくなった場合はこのオプションを選択します。これはデータソースの

終了に相当します。そのデータソースを参照する、開いているすべてのワークシートは削除され

ます。

l 抽出の無効化 : 抽出が作成された元のデータソースを抽出の代わりに使用します。

l 抽出の再生成 :抽出を再度作成します。抽出を最初に作成したときに指定したすべてのフィ

ルターとその他のカスタマイズが自動的に適用されます。
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物理テーブルオプションを使用する条件

Tableauでは通常、抽出を使用して設定および操作を行う場合は、既定のデータストレージオプ

ションである[論理テーブル]の使用を推奨しています。多くの場合において、抽出フィルターなど抽出

に必要な機能の一部は [論理テーブル]オプションを使用する場合にのみ使用可能となります。

想像以上に大きい抽出に対する[物理テーブル]オプション

[物理テーブル]オプションの使用は控えめにして、データソースが物理テーブルオプションを使用する

条件 ページ877を満たす場合や抽出サイズが想像以上に大きい場合など、特定の状況に役立て

る必要があります。抽出が必要以上に大きいかどうかを判断するには、[論理テーブル]オプションを

使用した抽出の合計行数が、抽出を作成する前にすべての表を組み合わせた合計行数よりも多く

なる必要があります。このシナリオが発生した場合は、代わりに [物理テーブル]オプションを使用して

みてください。

[物理テーブル]オプションを使用する場合の代替的なフィルターリングの提案

[物理テーブル]オプションを使用する場合、抽出データを減らすために役立つその他のオプション(抽
出フィルター、集計、上位 N、サンプリングなど)が無効になります。[物理テーブル]オプションを使用

する抽出でデータを減らす必要がある場合は、データをフィルターリングしてから次の提案のいずれか

を使用してTableau Desktopに取り込むことを検討してください。

l データに接続し、カスタムSQL を使用してフィルターを定義する:データベーステーブルに接続

する代わりに、カスタムSQLを使用してデータに接続します。カスタムSQLクエリを作成する
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場合は、抽出でデータを減らす際に必要となる適切なレベルのフィルターリングを必ず含めるよ

うにしてください。Tableau DesktopのカスタムSQLの詳細については、カスタムSQL クエリへ

の接続 ページ814を参照してください。

l データベースのビューを定義する:データベースへの書き込みアクセス権がある場合は、抽出に

必要なデータのみが含まれるデータベースビューを定義してから、Tableau Desktopでデータ

ベースビューに接続することを検討してください。

抽出を使用した行レベルのセキュリティ

行レベルで抽出データを保護する場合は、[物理テーブル]オプションを使用することがこのシナリオを

達成するために推奨される方法です。Tableauでの行レベルのセキュリティに関する詳細は、データ行

レベルでのアクセスの制限 ページ3082を参照してください。

抽出のトラブルシューティング

l 抽出の作成に時間がかかる: データセットのサイズによっては、データの抽出に時間がかかる場

合があります。ただし、データを抽出してコンピューターに保存した後は、パフォーマンスが向上し

ます。

l 抽出は作成されませんでした:データセットに非常に多数 (数千単位 )の列が含まれている場

合、Tableauは、抽出を作成できない場合があります。問題が発生した場合は、抽出する列

の数を減らすか、元となるデータの再構築を検討してください。

l [保存 ]ダイアログが表示されない、または抽出が .twbxから作成されない場合 :上記の手順に

従ってパッケージ化されたワークブックからデータを抽出した場合、[保存 ]ダイアログは表示され

ません。パッケージ化されたワークブック(.twbx)から抽出が作成されると、抽出ファイルはパッ

ケージドワークブックに関連付られたファイルのパッケージに自動的に保存されます。パッケージ

化されたワークブックから作成した抽出ファイルにアクセスするには、ワークブックをアンパッケージ

する必要があります。詳細については、パッケージドワークブックページ3012を参照してくださ

い。

.hyper形式への抽出のアップグレード

Tableauバージョン2018では、Tableau抽出に..hyper形式を導入し、従来の.tde形式と置き

換えました。.hyper形式は、2018年以降、Tableauで抽出を作成する際の標準形式となってお

り、抽出の大部分は..hyperファイルで作成されます。2023年初頭から、TableauはTableau
CloudおよびTableau Publicでの.tde形式のサポートを終了します。詳細については、この

Tableauコミュニティの投稿を参照してください。
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TDE抽出ファイルのサポート終了について

2023年以降、Tableau抽出の.tde形式は非推奨になります。この形式は2018年に.hyper

形式に置き換えられましたが、2023年 3月までにアップロードされたファイルには引き続き有効で

す。

l この変更は、2023年 3月時点のTableau CloudおよびTableau Publicに対して行われま

す。

l Tableau Serverのバージョン2023.1.0以降、.tde形式のファイルのアップロードは既定で無

効になっています。

既存の.tdeファイルが存在することはごく稀です。これらのファイルは2018年に.hyper形式ファイ

ルに置き換えられていて、ファイルに対していくつかの一般的な操作を行うと、サポートされている

.hyper形式に自動的かつ恒久的に変換されるためです。詳細については、以下を参照してくださ

い。

抽出のアップグレードを引き起こすタスク

.tde抽出の .hyper抽出へのアップグレードは、1.)抽出の更新 (完全または増分 )、2.)抽出への

データの追加、3.)手動による抽出のアップグレード、これら3つのタイミングで行われます。Tableau
Desktopを使用して抽出がアップグレードされると、.tde抽出が他のワークブックから参照されている

場合、抽出は自動的に削除されません。

抽出のアップグレードを行うタスクの他に、Tableau Desktopの外部で実行される抽出タスクを使用

したときに .tde抽出へのアップグレードが引き起こされることがあります。これには次のタスクが含まれ

ます。

l 手動更新 (Tableau ServerおよびTableau Cloud)

l Tableau Bridgeからパブリッシュされた抽出データソースの増分更新 (Tableau Cloud)

l スケジュールされた抽出データソースの完全更新または増分更新 (Tableau Serverおよび

Tableau Cloud)

l Tableau Bridgeからのスケジュールされた増分抽出の更新 (Tableau Cloud)

抽出を手動でアップグレードする

抽出をローカルで管理している場合、Tableau Desktopを使用して、.tde抽出を.hyper抽出に

手動でアップグレードすることができます。
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1. Tableau Desktopで、.tde抽出を使用するワークブックを開きます。

2. [データ]メニューから抽出データソースを選択し、[抽出 ] > [アップグレード]の順に選択します。

3. [ファイル] > [保存 ]を選択すると、ワークブックが保存され、抽出のアップグレードも完了しま

す。

抽出の更新

元のデータが変更された場合、[データ]メニューでデータソースを選択し、[抽出 ] > [更新 ]を選択す

ると、Desktopを使用して抽出を更新できます。抽出は、完全に更新されるように構成して、参照元

のデータソースの内容ですべてのデータを置換することも、増分更新されるように構成して、前回の

更新以降の新しい行のみを追加することもできます。

注 : Tableauデータ抽出コマンドラインユーティリティを使用して、抽出の更新を自動化するこ

ともできます。詳細については、Tableau データ抽出コマンドラインユーティリティページ894を
参照してください。

抽出を更新する前に

抽出を更新したい場合、抽出の更新を実行する前に抽出のファイル形式をメモに取っておきます。

バージョン2022.4を使用して.tde抽出の更新を実行した場合、その抽出は自動的に .hyper

抽出にアップグレードされます。.hyper抽出へのアップグレードには多くの利点がありますが、以前の

バージョンのTableau Desktopでは抽出を開けなくなります。詳細については、.hyper 形式への抽出

のアップグレードページ885を参照してください。

抽出の完全更新を構成する

既定では、抽出は完全に更新されるよう構成されています。これは、抽出を更新するたびに、参照

元データソース内のデータによってすべての行が置換されることを意味します。この種の更新は、元の

データに入っているものとまったく同じ複製を所持できるようにしますが、抽出のサイズによっては、完全

抽出に長い時間がかかり、データベース上でのコストが高くなる場合があります。抽出で増分抽出に

構成されていない場合、抽出の更新を選択すると、抽出の完全更新が実行されます。

Tableau Serverへのパブリッシュ

抽出をデータソースとしてTableau Serverにパブリッシュする予定の場合、パブリッシュ中に抽出更新

のスケジュールを指定できます。
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同様に、ワークブックの抽出をTableau Serverにパブリッシュする場合でも、パブリッシュ中に抽出更

新にスケジュールを指定できます。詳細については、ワークブックをパブリッシュする際に抽出の更新を

スケジュールするページ3081を参照してください。

Tableau Cloudへのパブリッシュ

抽出をデータソースとしてTableau Cloudにパブリッシュする予定の場合、データの更新オプションは

データソースの特徴によって決まります。特定のデータソースのデータの更新に関する詳細について

は、「データソース別の抽出更新オプション」を参照してください。

注 : Tableau Cloudを使用する場合は、最初にTableau Desktopで抽出を作成してから、Tableau
Cloudにもう一度パブリッシュする必要があります。

抽出の増分更新を構成する

ほとんどのデータソースで増分更新がサポートされています。抽出全体を更新する代わりに、前回

データを抽出して以降の新しい行のみを追加するように抽出を構成することができます。たとえば、

新しい販売トランザクションで毎日更新されるデータソースがあるとします。その場合、抽出全体を

毎日再構築する代わりに、その日に発生した新しいトランザクションのみを追加できます。そして、念

のため完全更新を週 1回実行し、最新データが確実に手元に残るようにすることもできます。

注 :ソースデータのデータ構造が変更された場合 (たとえば、新しい列が追加された場合 )、
増分更新を再び開始する前に、完全な抽出更新を実行する必要があります。
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抽出が増分更新されるように設定するには、次の手順を行います。

1. [データ]メニューでデータソースを選択し、[データを抽出 ]を選択します。

2. [データの抽出 ]ダイアログボックスで、抽出する行の数として[すべての行 ]を選択します。増分

更新は、データベースのすべての行を抽出する場合にのみ定義できます。サンプル抽出は増

分できません。

3. [増分更新 ]を選択し、新しい行の識別に使用するデータベース内の列を指定します。たとえ

ば、[日付 ]フィールドを選択した場合、更新すると、日付が前回の更新以降であるすべての

行が追加されます。また、データベースに行が追加されるにしたがって増えるID列を使用する

こともできます。

注 :完全更新では、抽出を更新するたびに、すべての行が元のデータソースのデータに

置き換えられます。完全更新には時間がかかるため、データベースにかかるコストが高く

なる可能性があります。

注 : Tableauが抽出を作成する際に使用する根本的なメカニズムとなるデータエンジン

は、最大 3小数点の精度で時刻値を格納します。[列を利用して新しい行を識別 ]に
日時またはタイムスタンプ列を指定し、データベースがTableauよりも高い精度を使用

している場合は、増分更新の後に行が重複する場合があります。たとえば、データベー

スに日時の値として2015-03-13 17:30:56.502352と2015-03-13

17:30:56.502852という2つの行がある場合、Tableauは2015-03-13

17:30:56.502という一時の値で両方の行を保存するので、重複行が作成されま

す。

4. 終了したら、[抽出 ]をクリックします。
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上記の手順は、増分更新のための新しい抽出の定義または既存の抽出の編集に使用できます。

既存の抽出を編集する場合は、前回の更新が表示されるので、正しいデータで抽出が更新される

ことを確認できます。

抽出履歴の参照

[データ]メニューでデータソースを選択し、[抽出 ] > [履歴 ]を選択すると、抽出の更新履歴を表示

できます。

[抽出履歴 ]ダイアログボックスには、各更新の日付と時刻、完全更新と増分更新の区別、追加さ

れた行数が表示されます。更新がファイルから行われた場合は、ソースファイル名も表示されます。

抽出にデータを追加

抽出へ新しいデータを追加する方法は2つあります。1つはファイルから追加し、もう1つはデータ

ソースから追加するという方法です。ただし、新しいデータを追加するためには、最初にデータに接続

してから、新しいデータソースを作成する必要があります。また、ファイルまたはデータソース内の列が

抽出内の列と一致している必要があります。

ファイルからのデータの追加

ファイルベースのデータソースから新しいデータを抽出に追加できます。抽出のファイルタイプが追加

するデータと同じファイルタイプの場合、このオプションを使用します。また、抽出 (.hyper)ファイルから

データを追加することもできます。たとえば、毎日実行されるタスクのために生成されるテキストファイ

ルがあるとします。元のデータソースもテキストファイルである、1日ごとの情報を抽出に追加するに

は、[ファイルからデータを追加 ]コマンドを使用します。

1. [データ]メニューでデータソースを選択し、[抽出 ] > [ファイルからデータを追加 ]を選択します。

2. 新しいデータを含むファイルを参照し、選択します。
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注 : 既定では、抽出の元のデータソースのファイル形式が使用されます。Tableauデー

タ抽出からデータを追加するには、[ファイル形式 ]ドロップダウンリストをクリックし、

[Hyper 抽出 (*.hyper)]を選択します。

3. 終了したら、[OK]をクリックします。

データソースからのデータの追加

また、ワークブック内で既に開かれている他のデータソースから新しいデータを抽出に追加することもで

きます。追加するデータソースのデータが、抽出される前の抽出データソースと一致する場合にこのオ

プションを使用します。例として、過去 10年分のデータがあるSQL Serverデータベースからの抽出を

作成します。ただし、そのデータの保持されているバージョンは、異なるSQL Serverデータベース上に

保管されています。[データソースからデータを追加 ]コマンドを使用して、新しいデータを抽出に追加

することができます。

注 : 結合またはカスタムSQLは、抽出にデータを追加する前にデータソースで指定する必要

があります。

1. [データ]メニューでデータソースを選択し、[抽出 ] > [データソースからデータを追加 ]を選択し

ます。

2. ダイアログボックスで、追加するデータソースを選択します。

3. 終了したら、[OK]をクリックします。

次のいずれかのオプションを使用すると、抽出に新しい行が追加されます。追加された行数のサマリー

を表示するには、[データ]メニューでデータソースを選択し、[抽出 ] > [履歴 ]を選択します。

注 :この抽出を更新すると、データは元のデータからのデータで置換されます。

抽出での計算のマテリアライズ

[今すぐ計算 ]オプションを使用して、抽出の計算をマテリアライズできます。計算がマテリアライズされ

ると、特定の計算と抽出に保存された値が事前に計算されます。抽出に使用される計算の複雑性

によっては、Tableauで計算を事前に実行できることでその後のクエリの処理速度が向上する可能性

もあります。また、Tableauで計算に対するクエリが作成されるたびに値を計算するのではなく、事前

に計算された値を使用することができます。
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Tableauで既にマテリアライズされた計算の式が変更される場合、または計算がデータソースから削

除される場合、マテリアライズされた計算は再度 [今すぐ計算 ]オプションを使用するまで抽出から削

除されます。

計算をマテリアライズする状況

すべての抽出に[今すぐ計算 ]オプションを使用することはできません。このオプションは、文字列操作

や正規表現などの複雑な計算により抽出のクエリパフォーマンスが悪い場合にのみ使用するように

します。

計算のマテリアライズ

抽出で計算をマテリアライズするには、次の手順を実行します。

1. Tableau Desktopで、[データ]メニューから抽出データソースを選択します。

2. [抽出 ] > [今すぐ計算 ]を選択します。

既にTableau CloudまたはTableau Serverにパブリッシュされた抽出の計算をマテリア

ライズする

既にTableau CloudまたはTableau Serverにパブリッシュされた抽出の計算をさかのぼってマテリア

ライズする必要がある場合、以下の選択肢があります。

l 抽出をダウンロードしてそれをTableau Desktopで開き、[今すぐ計算 ]オプション(上記のとお

り)を使用し、抽出を再パブリッシュします。

l サイト管理者またはデータソース所有者は、パブリッシュ済みの抽出の更新に tabcmdを--

addcalculationsオプションと共に使用し、計算をマテリアライズすることができます。

tabcmdコマンドオプションの詳細については、Tableau Cloudヘルプの「refreshextracts」また

はTableau Serverヘルプの「refreshextracts」を参照してください。

注 :計算をマテリアライズすると、抽出のサイズが大きくなる可能性があります。

マテリアライズできない計算

次の計算はマテリアライズできません。

l NOW()やTODAY()などの不安定な関数を使用する計算

l RAWSQLやRなどの外部関数を使用する計算

l 表計算

l 詳細レベル (LOD)の計算

l 依存する列グループが抽出の更新によってマテリアライズされるまで列グループを使用する計

算
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抽出を使用しているサーバーデータソースの更新

Tableau ServerまたはTableau Cloudへパブリッシュされた抽出データソースを更新するためには、

次のオプションがあります。

l オプション1: Tableau ServerまたはTableau Cloud上の更新スケジュールに接続するための

データソースまたはワークブックを追加できます (クラウドベースのデータソースのみ)。

l オプション2:Tableau Desktopでデータソースを更新し、それを再パブリッシュできます。

l オプション3:Tableau Desktopで最初に抽出を追加したり、更新したりすることなく、Tableau
ServerまたはTableau Cloud上でTableau Desktopからデータソースを追加または更新する

ことができます。

このトピックの残りの部分では、オプション3について説明します。

Tableau DesktopからのTableau ServerまたはTableau Cloud抽出の更新

Tableau ServerまたはTableau Cloud上の抽出データソースの更新を試みる前に、まずTableau
Desktopがパブリッシュされたデータソースに接続されていることを確認します。[データ]ペインのデータ

ソース名の隣にあるTableau Serverアイコンで、Tableau Desktopがパブリッシュされたデータソース

に接続されていることを確認できます。

パブリッシュされたデータソースを更新するには、以下に従ってください。

1. Tableau Desktopで、[データ]ペインのデータソースを右クリック(Macではコントロールクリック)
します。

2. [Tableau データサーバー]を選択し、次のオプションのいずれかを選択します。

l サーバーとサイトパスの編集

Tableau ServerまたはTableau Cloudでデータソースの場所を変更した場合は、その新規の

正しい場所にTableau Desktopをポイントするようにこのオプションを選択します。

l ソースからの更新

Tableau Software 893

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



元のデータを使用して抽出を更新 (完全または増分 )します。

このコマンドは、元のデータへの接続を含む抽出のみに使用できます。抽出ファイル (.hyper)
に直接接続してそれをパブリッシュした場合、元のデータへの接続は含まれていないため、この

オプションは使用できません。

l データソースから追加

別のオープン(および互換性のある)データソースから抽出を更新します。抽出ファイル

(.hyper)に直接接続してそれをパブリッシュした場合、元のデータへの接続は含まれていない

ため、このオプションは使用できません。

注 : [Tableauデータサーバー]オプションが表示されるのにサブメニューのコマンドが使用できな

い場合、データソースはサーバー上に存在しますが、抽出ではありません。

コマンドラインユーティリティを使用してTableau Server上の抽出を更新することもできます。詳細に

ついては、Tableau データ抽出コマンドラインユーティリティ下を参照してください。

Tableauデータ抽出コマンドラインユーティリティ

Tableauデータ抽出コマンドラインユーティリティを使用すると、抽出更新タスクを自動化できます。

これはTableau Desktopに付属のコマンドラインユーティリティです。これを使用することで、パブリッ

シュされた抽出データソースを更新したり、データをファイルからデータソースに追加したりできます。

Tableauデータ抽出コマンドラインユーティリティの使用要件には、次のような条件が含まれていま

す。

l Windowsに搭載されているTableau Desktopで使用可能であり、Windowsシステムでのみ

実行可能です。

l Tableau Desktopのトライアル版では使用できません。

l OAuthを使用しない抽出データソースに使用できます。

l 単一接続データソースの更新にのみ使用できます。マルチ接続データソースには使用できま

せん。

2022 年 10 月に非推奨 :このユーティリティは、Tableau Cloudの多要素認証要件により、

以降のリリースでは使用できません。Tableau Cloudから直接アクセスできないデータソースま

たは仮想接続データを更新するには、代わりにTableau Bridgeを使用します。詳細について

は、「Bridge更新スケジュールの設定」を参照してください。
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スクリプトを使用して更新ジョブを開始するには、tabcmd refreshextractsまたはREST API抽
出更新タスクの実行を使用します。

ユーティリティの実行

1. 管理者としてコマンドプロンプトを開き、Tableau Desktopのbinディレクトリに変更します。例 :

cd C:\Program Files\Tableau\Tableau 2022.4\bin

2. 以下の表で説明するパラメーターを追加して、次のいずれかのコマンドを使用します。

l tableau refreshextract

l tableau addfiletoextract

注 :ユーティリティを実行する場合は、コマンドラインまたはスクリプトで、tableau.exeではな

く、必ずtableauを指定します。

注 :トラブルシューティングを行うには、\マイTableauリポジトリ\Logsフォルダー内にある

tableaucom.txtファイルでログを確認します。

注 :マルチサイト環境では、コマンドを適用するサイトを指定します。

tableau refreshextractコマンドの構文およびパラメーター

Tableau ServerまたはTableau Cloudの抽出を更新するには、tableau refreshextractを使

用します。抽出を更新すると、前の更新以降、データソースに加えられた変更によって既存の抽出

が更新されます。

このコマンドのヘルプを参照するには、Windowsコマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。

tableau help refreshextract

パラメーターの使用

l すべてのオプションにはダブルハイフンを使用する完全形式があります (--serverなど)。

l また、シングルハイフンを使用する短い形式を持つオプションもあります (-sなど)。
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l オプションの値に空白が含まれる場合は、引用符で囲みます。

l 更新されるソースは、抽出 (.hyper)ではなく元のデータソースである必要があります。

tableau refreshextractコマンドオプション

短い形式 完全形式 説明

--source-

username <user

name>

データソース接続に対する有効なユーザー名。

このオプションは--source-passwordと共に使用す

るか、

--original-fileをユーザー名およびパスワードオ

プションの代わりに使用します。

注 :データソースが埋め込み認証資格情報を

使用してパブリッシュされた場合あっても、パブリッ

シュされた抽出を更新する時にユーザー名とパス

ワードを提供する必要があります。

--source-

password

"<password>"

データソースユーザーのパスワード。

--original-

file <path and

file name>

または

--original-

file <path and

folder name>

サーバー上でリフレッシュされるデータソースのパスおよ

びファイル名。例 : --original-file
c:\folder\file.csv

マルチファイルデータソースを更新するには、データファ

イルを含むフォルダーへのパスを渡します。例 : --
original-file c:\folder。

ファイルがネットワーク共有上にある場合は、パスに

UNC形式を使用します。

\\server\path\filename.csv

--force-full-

refresh

データソースが増分更新されるよう設定されている場

合、このオプションを使用して完全な抽出の更新を強

制的に実行します。このオプションを含ませない場合

は、増分更新が実行されます。増分更新をサポートし

ていないデータソースもあります。
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-s <server

http

address>

--server <URL> データがパブリッシュされるTableau ServerのURL。

Tableau Cloudの場合、

https://online.tableau.comと指定します。

-t <site

id>

--site

<siteid>

複数サイト環境では、コマンドが適用されるサイトを指

定します。Tableau Cloudでは、ユーザー名が複数のサ

イトに関係している場合にこの引数を使用します。

Tableau Serverでは、サイトを指定しない場合、既定

サイトが使用されます。

サイトIDはサイト名とは無関係であり、ブラウザーでサ

イトを表示する際にURLに表示されます。たとえば、

Tableau Cloudにサインインした後に表示されるページ

のURLが次の場合、

https://online.tableau.com/t/vernazza/-

views

サイトIDはvernazzaです。

--datasource

<datasource>

Tableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュさ

れているデータソースの名前。

--project

<projectname>

データソースが属するプロジェクト。このオプションを含め

ない場合、既定のプロジェクトが使用されます。

指定するプロジェクトがプロジェクト階層内でネストされ

ている子プロジェクトの場合、このパラメーターを--

parent-project-pathパラメーターとともに使用す

る必要があります。

--parent-

project-path

path/to/projec-

t

データソースのパブリッシュ先のプロジェクトがプロジェク

ト階層の最上位レベルにない場合、このパラメーターを

--projectパラメーターとともに使用し、ネストされた

プロジェクトのパスを指定します。

階層でプロジェクトレベルを区切るには、フォワードス

ラッシュ文字 (/)を使用します。プロジェクト名にフォワー

ドスラッシュ文字またはバックスラッシュ文字が入るイン

スタンスを避けるには、バックスラッシュ(\)を使用しま
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す。

たとえば、最上位レベルのマーケティングで、プロジェクト

Social、プロジェクト名がSandboxの場合は次のとおり

です。

--project Sandbox --parent-project-

path Marketing/Social

-u <user

name>

--username

<username>

Tableau ServerまたはTableau Cloudの有効なユー

ザー。

-p

"<passwor-

d>"

--password

"<password>"

Tableau ServerまたはTableau Cloudの特定のユー

ザーのパスワード。

--proxy-

username

<username>

プロキシサーバー用のユーザー名。

--proxy-

password

"<password>"

プロキシサーバーのパスワード。

-c "<path

and file

name>"

--config-file

"<path and

file name>"

コマンドの構成オプションを含むファイルのパスとファイル

名情報。パスは常に二重引用符で囲みます。詳細に

ついては、後述の構成ファイルの使用 ページ902を参

照してください。

tableau refreshextractコマンドの例

次のコマンドは、オンプレミスのTableau ServerへパブリッシュされたCurrentYrOverYrStatsという名

前の抽出を更新します。このコマンドは次を指定します。

l Tableau Serverの名前。

l サーバーユーザー名およびパスワード。

l プロジェクト名。

l 更新するデータソースの名前およびデータソースユーザー名とパスワード。

C:\Program Files\Tableau\Tableau 2022.4\bin>tableau

refreshextract --server https://our_server_name --username
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OurServerSignIn --password "OurServerPwd" --project "New

Animations" --datasource "CurrentYrOverYrStats" --source-username

OurDatabaseSignIn --source-password "OurDatabasePassword"

次のコマンドは、Tableau CloudへパブリッシュされたCurrentYrOverYrStatsという名前の抽出を更

新します。このコマンドは次を指定します。

l Tableau Cloudユーザーおよびパスワード。

l Tableau Cloudサイトおよびプロジェクト名。

l ホストされているデータソースへサインインするためのデータソース、ユーザー名およびパスワー

ド。この場合データソースは、クラウドベースのデータソースプロバイダー (たとえば、

Salesforce.comなど)によってホストされているデータソースです。

C:\Program Files\Tableau\Tableau 2022.4\bin>tableau

refreshextract --server https://online.tableau.com --username

email@domain.com --password "OurServerPwd" --site vernazza --

project "New Animations" --datasource "CurrentYrOverYrStats" --

source-username database_user@hosted_datasource_provider.com --

source-password "db_password"

ファイルベースのデータソースの抽出を更新するには、抽出を作成した元のファイルへのパスを提供し

ます。ファイルがネットワーク共有上にある場合は、マッピングされたドライブの代わりにUNC形式を使

用します。

C:\Program Files\Tableau\Tableau 2022.4\bin>tableau

refreshextract --server https://online.tableau.com --username

email@domain.com --password "OurServerPwd" --site vernazza --

project "New Animations" --datasource "CurrentYrOverYrStats" --

original-file "\\server\path\filename.csv"

tableau addfiletoextractの構文

Tableau ServerまたはTableau Cloudへパブリッシュされた抽出にファイルの内容を追加するには、

tableau addfiletoextractを使用します。このコマンドを使用して2つのファイルを組み合わせ

ます。

Tableau Software 899

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



最後に行った変更が適用された既存の抽出の更新のみを行う場合は、代わりに

refreshextractコマンドを使用します。既存の抽出を更新するためにaddfiletoextractを

使用すると、代わりにデータが複製されます。

このコマンドのヘルプを参照するには、Windowsコマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。

tableau help addfiletoextract

すべてのオプションにはダブルハイフンを使用する完全形式があります (--serverなど)。また、シン

グルハイフンを使用する短い形式を持つオプションもあります (-sなど)。オプションの値に空白が含ま

れる場合は、引用符で囲みます。

tableau addfiletoextractコマンドオプション

短い形式 完全形式 説明

--file <path and

file name>

追加するデータを含むデータファイルのパスとファ

イル名情報。このファイルは、Excelまたは

Access形式、Tableauデータ抽出、または区切

りテキストファイルの場合があります。ファイルをパ

スワードで保護することはできません。ファイルが

ネットワーク共有の場合は、UNC形式を使用し

ます。たとえば、

\\server\path\filename.csv

-s <server

http address>

--server <URL> データがパブリッシュされるTableau Serverの
URL。

Tableau Cloudの場合、

https://online.tableau.comと指定しま

す。

-t <site id> --site <site id> 複数サイト環境では、コマンドが適用されるサイ

トを指定します。Tableau Cloudでは、ユーザー

名が複数のサイトに関係している場合、この引

数を含める必要があります。Tableau Serverで
は、サイトを指定しない場合、既定サイトが使用

されます。

--datasource Tableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッ
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<datasource> シュされているデータソースの名前。

--project

<projectname>

データソースが属するプロジェクト。このオプション

を含めない場合、既定のプロジェクトが使用され

ます。

指定するプロジェクトがプロジェクト階層内でネス

トされている子プロジェクトの場合、このパラメー

ターを--parent-project-pathパラメーター

とともに使用する必要があります。

--parent-

project-path

path/to/project

データソースのパブリッシュ先のプロジェクトがプロ

ジェクト階層の最上位レベルにない場合、このパ

ラメーターを--projectパラメーターとともに使

用し、ネストされたプロジェクトのパスを指定しま

す。

階層でプロジェクトレベルを区切るには、フォワー

ドスラッシュ文字 (/)を使用します。プロジェクト

名にフォワードスラッシュ文字またはバックスラッ

シュ文字が入るインスタンスを避けるには、バック

スラッシュ(\)を使用します。

たとえば、最上位レベルのマーケティングで、プロ

ジェクトSocial、プロジェクト名がSandboxの場

合は次のとおりです。

--project Sandbox --parent-

project-path Marketing/Social

-u <username> --username

<username>

Tableau ServerまたはTableau Cloudの有効な

ユーザー。

-p

"<password>"

--password

"<password>"

Tableau ServerまたはTableau Cloudの特定の

ユーザーのパスワード。

--proxy-username

<username>

プロキシサーバー用のユーザー名。

--proxy-password

"<password>"

プロキシサーバーのパスワード。
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-c "<path and

filename>"

--config-file

"<path and

filename>"

コマンドの構成オプションを含むファイルのパスと

ファイル名情報。パスは常に二重引用符で囲み

ます。詳細については、後述の構成ファイルの使

用 下を参照してください。

tableau addfiletoextractコマンドの例

C:\Program Files\Tableau\Tableau 2022.4\bin>tableau

addfiletoextract --server https://our_server_name --username

OurServerSignIn --password "OurServerPwd" --project "New

Animations" --datasource "CurrentYrOverYrStats" --file

"C:\Users\user1\Documents\DataUploadFiles\AprMay.csv"

C:\Program Files\Tableau\Tableau 2022.4\bin>tableau

addfiletoextract --server https://online.tableau.com --username

email@domain.com --password "OurServerPwd" --site vernazza --

project "New Animations" --datasource "CurrentYrOverYrStats" --

file "C:\Users\user2\Documents\DataUploadFiles\AprMay.csv"

構成ファイルの使用

tableau refreshextractまたはtableau addfiletoextractのいずれかで使用すること

ができるconfig (構成 )ファイルを作成するために、ノートパッドやText Editなどのプレーンテキストエ

ディターを使用することができます。構成ファイルは、同じデータソースを長時間定期的に更新するこ

とが予想される場合に役立ちます。コマンドを実行するたびに同じオプションを入力する代わりに、構

成ファイルを指定します。構成ファイルは、コマンドラインにユーザー名とパスワードを表示しないという

利点もあります。

構成ファイルの作成

たとえば、config.txtという名前のファイルを作成し、Documentsフォルダーに保存したとします。そし

て、ファイル内で次に示すようなパラメーター情報を含ませました。

Tableau Serverにパブリッシュされた抽出の場合 :

server=https://our_server_name

username=OurServerSignIn

password=OurServerPwd
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project=New Animations

datasource=CurrentYrOverYrStats

ホストされているデータソースからの抽出で、Tableau Cloudにパブリッシュされ、サーバーが

https://online.tableau.comの場合 :

server=https://online.tableau.com

site=vernazza

username=email@domain.com

password=OurPassword

project=New Animations

datasource=CurrentYrOverYrStats

source-username=database_user@hosted_datasource_provider.com

source-password=db_password

コマンドラインからの構成ファイルの参照

構成ファイルを作成後、tableau refreshextractまたはtableau addfiletoextractコ

マンドを実行します。この際、コマンドラインで使用する唯一のオプションとして構成ファイルを指定し、

構成ファイルのパスを二重引用符で囲みます。構文は、次のとおりです。

tableau refreshextract --config-file "<path>"

たとえば、構成ファイルの作成 前のページセクションのサンプル内で指定された抽出を更新するには、

次のコマンドを実行します (Tableau Desktopのバージョンのbinディレクトリで作業を行っていることを

確認してください)。

C:\Program Files\Tableau\Tableau 2022.4\bin>tableau

refreshextract --config-file

"C:\Users\user1\Documents\config.txt"

構成ファイルの構文の違い

構成ファイル内でオプションを指定する構文は、コマンドラインで使用する構文とは次のような点にお

いて異なります。

l オプション名はダッシュやハイフンからは始まりません。

l オプション名とオプション値を区切るには、等号 (スペースなし)を使用します。
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l スペースを含んでいる場合であっても(前に示したサンプル内のprojectオプションの場合な

ど)、値の前後に引用符は必要ありません (または許可されていません)。

Windowsタスクスケジューラを使用した抽出更新

WindowsタスクスケジューラをTableauデータ抽出コマンドラインユーティリティと共に使用すると、

企業のファイアウォール内のTableau Desktopデータソースを自動で定期的に更新することができま

す。タスクが1日、1週、または1月に1回、あるいは特定のシステムイベント後に発生するよう設

定することができます。たとえば、コンピューター起動時にタスクを実行します。

詳細については、Microsoft TechNetライブラリの「タスクスケジューラの操作方法」ページを参照して

ください。

Tableau Hyper API

Tableau Hyper APIを使用して.hyper抽出ファイル (Tableau 10.5以降でサポートされています)
を作成できます。Hyper APIを使用すると、これらのファイルからのデータを挿入、読み取り、更新、

および削除できるアプリケーションを構築できます。

l Tableau Hyper APIの詳細については、Hyper APIのドキュメントを参照してください。

l .hyper形式の詳細については、.hyper 形式への抽出のアップグレードページ885を参照し

てください。

Tableau 10.5以降を使用している場合でも、抽出 API 2.0からHyper APIへのアップグレードを使

用 して.hyperファイルを作成できます。ただし、Hyper APIには、抽出ファイルを操作するためのよ

り多くのオプションが用意されており、パフォーマンスが向上します。

Hyper APIはWindows、Linux、macOSで実行され、C++、Java、Python、および .NET (C#)を含

む複数のプログラミング言語をサポートしています。

データソースの管理
このセクションのトピックでは、データソースの設定後に実行可能なタスクについて説明します。

データソースの編集

分析中にいつでも、ワークブックで使用されているデータソースを編集することができます。
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データソースの編集方法

1. [データ]メニューでデータソースを選択し、[データソースの編集 ]を選択します。

2. データソースページで、データソースを変更します。

次の目的のために、データソースを編集することが考えられます。

l データの結合 ページ739

l カスタムSQL クエリへの接続 ページ814 (Tableau Desktop)

l ストアドプロシージャの使用 ページ828 (Tableau Desktop)

データグリッドの操作
[データソース]ページのグリッドに対する次の拡張機能により、データソース内のデータがより見やすく

なり、分析の準備に役立つようになりました。

列と行の並べ替え

列の並べ替え: [フィールドの並べ替え]ドロップダウンリストから並べ替えオプションを選択して、グリッド

とメタデータグリッド内の列を並べ替えます。表またはデータソース順に列を並べ替えます。
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一部のタスクによってグリッドに新しい列が追加された場合、並べ替え状態が変更される場合があります。

行の並べ替え:行を並べ替えるには、並べ替えボタンをクリックします。並べ替えボタンを1回クリック

すると昇順、もう一度クリックすると降順に列が並べ替えられます。さらにクリックすると並べ替えがクリ

アされます。

フィールド名の変更またはリセット

列名の変更 :列名をダブルクリックして、フィールドの名前を変更します。
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名前のリセット:フィールドの名前を変更した場合、列ドロップダウンメニューをクリックしてから[名前の

リセット]を選択し、フィールドの元の名前に戻します。複数の列を選択し、同じアクションを実行する

こともできます。

元の名前は、基本データで指定された名前を示します。[元に戻す]コマンドを使用すると、Tableauが自動的にデー
タソースに加える命名の向上の結果として変更されたフィールド名をリセットできます。詳細については、フィールド型の

検出と命名の向上について理解するページ862を参照してください。

新しい列の作成と抽出データの表示

新しい計算の作成 : データソースの既存のフィールドに基づいて、新しい計算、グループ、ビンを作成

します。[列 ]ドロップダウン矢印をクリックし、それぞれのオプションを1つ選択します。
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集計計算を作成する場合、グリッド内に表示される値は、ビューの詳細レベルのコンテキストで計算が使用
されるまで意味を持ちません。

抽出データの表示 : Webデータコネクタ、抽出モードのファイルベースおよびリレーショナルベースの

データソースの場合、グリッドに抽出データ(MEDIANなどの抽出のみの計算も含める)を表示でき

ます。

抽出モードの場合、データソース内における値の行の順序は、ライブモードにおける値の行の順序と異なる場合があ
ります。
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値のコピー

値のコピー: グリッド内で値をコピーするには、値を選択して、Ctrl + C (MacではCommand - C)を押

します。あるいは、メタデータグリッド内の値をコピーするには、値を選択してから、右クリックし、[コピー]
を選択します。

メタデータを調べる

メタデータエリアを使用すると、Tableauのデータソースの構造をすばやく調べ、変更することができま

す。メタデータエリアでは、データ内の列とそのデータタイプの確認、さらに列の名前変更や列の非表

示、列のデータ型の変更、列の場所による役割の変更などの定型的な管理上のタスクを実行でき

ます。

注 : メタデータの管理タスクは、多次元データソースを扱う場合には異なってきます。

メタデータエリアに移動する

データソースをセットアップしたら、メタデータエリアボタンをクリックします。キューブ(多次元 )データ

ソースに接続している場合は、メタデータエリアは既定で表示されます。SalesforceやTableauデー

タ抽出 などの他のデータソースタイプの場合、既定のビューは異なります。
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メタデータの確認

データソースの列は、メタデータエリアでは行で表現されます。各行には、列のデータ型、Tableau
データソースの列名、列の元になっているデータの表名、元になっているデータの列名が表示されま

す。

メタデータの管理

接続しているデータのタイプによっては、複数の列を一度に非表示にしたり、列の名前をすばやく変

更したりするなど、定期的な管理タスクを実行することができます。たとえば、複数の列を一度に非

表示にするには、CtrlキーまたはCommandキーを押しながら非表示にする列を選択し、列名の隣

のドロップダウンアローをクリックして、[非表示 ]をクリックします。データソースのメタデータエリアで変

更を加えても、元になるデータには影響しません。
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データソースの場所の変更

データソースを編集する場合、データソースの場所を変更することもできます。たとえば、使用してい

るデータソースの名前または場所が変更され、以前の接続情報でアクセスできなくなったとします。こ

の場合、作業内容を失わずにワークブックに正しい場所を設定できます。

これと同様の方法により、あるデータソースに対して実行された分析を類似したデータソースに適用

できます。市場、製品、売上高、および利益を含む複数のビューを持つワークブックを作成し、この分

析を新しいデータソースに適用するとします。各ビューを最初から作成する代わりに、元のデータ接続

を編集して新しいデータソースを指定できます。

データソースの場所を変更するには

1. [データ]ペインでデータソースを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[接続の

編集 ]を選択します。

2. [接続の編集 ]ダイアログボックスで、データソースの場所に移動するか、新しいデータソースを

選択します。

Tableau Software 911

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



フィールドの参照の置換

新しいデータソースに正常に接続すると、以前に元のデータソースを参照していたワークブック内の

すべてのワークシートが新しいデータソースを参照するようになります。新しいデータソースは、元の

ワークブックで使用されていたものと同じフィールド名がない場合、フィールドは無効になり感嘆符

が表示されます。この問題は、フィールドの参照を置換することで迅速に解決することができま

す。

たとえば、"Customer Name (顧客名 )"フィールドを含むデータソースに接続されたワークブックがある

とします。データソース接続を編集して、"Customer Name (顧客名 )"の代わりに"Name (名前 )"に
フィールド名が変更された以外はすべて同じデータを持つ新しいデータソースを参照するようにしま

す。[データ]ペインには "Customer Name (顧客名 )"フィールドがまだ表示されていますが、無効の

マークが表示されています。このフィールドを有効にするには、参照を置換します。つまり、無効な

フィールドを新しいデータソースの有効なフィールドにマッピングします ("Customer Name (顧客名 )"
を"Name (名前 )"に対応させるなど)。
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フィールドの参照の置換

1. [データ]ペインで無効なフィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[参
照の置換 ]を選択します。

2. [参照の置換 ]ダイアログボックスで、無効なフィールドに対応するフィールドを新しいデータソー

スから選択します。
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データソース名の変更

データソースに接続すると、Tableau Desktopで使用する名前を指定するオプションが表示されま

す。

データソースの名前を変更するには

l [データ]メニューで [名前の変更 ]を選択します。

接続に名前を指定すると、1つのワークブックを多数のデータソースに接続している場合に便利で

す。割り当てた名前で、接続の詳細を管理できます。また、[データ]メニューでデータソースを選択

し、[プロパティ]を選択しても、接続のプロパティを確認できます。
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データソースの複製 (Tableau Desktop)

表を追加する、フィールドを表示および非表示にする、フィールドの既定値を設定するなど、データ

ソースを変更することができます。このような変更を加えると、そのデータソースを使用するすべての

シートが影響を受けます。データソースを複製すると、既存のシートに影響を与えずに変更をすること

ができます。

データソースを複製するには

l [データ]メニューでデータソースを選択し、[複製 ]を選択します。

データソースを複製すると、複製されたソース名の末尾に「(copy)」と付加されます。
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データソースの更新

変更されたデータソースに接続している場合は、[データ]メニューでデータソースを選択し、[更新 ]を
選択すると、直ちにTableau Desktopに変更を反映できます。

すべての接続が同じように動作するわけではありません。主な接続タイプは3つあります。ライブ接

続、抽出、パブリッシュされたデータソースです。接続タイプは、[データ]ペインのデータソースの横に

あるアイコンで表示されます。

ライブ接続
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ライブ接続は、クエリをデータベースに送信し、結果に応じてビューを更新します。ただし、接続が最初

に作成される際に、クエリされた特定のフィールドが定義されます。データソースを更新すると、新しい

フィールドまたは変更されたフィールドが更新されます。詳細については、データへの接続 ページ233を
参照してください。

抽出

抽出を更新すると、抽出の作成元のデータソースがクエリされ、抽出が再構築されます。このプロセ

スには、抽出のサイズによって異なりますが、時間がかかる場合があります。詳細については、データの

抽出 ページ868を参照してください。

パブリッシュされたデータソース

パブリッシュされたデータソースに接続する場合、データソースはライブ接続か抽出のどちらかになりま

す。[データソース]タブを選択すると、パブリッシュされたデータソースがライブ接続か抽出かが表示さ

れます。データソースが抽出の場合、抽出のすべての更新はTableau Serverによって管理され、

サーバーによってのみ更新できます。

詳細については、パブリッシュされたデータソースのベストプラクティスページ3057を参照してください。

参照元データに対する変更

Tableauワークシートで使用されているフィールドをデータソースの参照元データから削除してから、

データソースを更新した場合は、フィールドがビューから削除されたためワークシートに正しく表示され

ないことを示す警告メッセージが表示されます。

新しいフィールドや行の追加、データ値やフィールド名の変更、データの削除など、元になるデータ

ソースを変更した場合、Tableauではこれらの変更を次回データソースに接続したときに反映しま

す。ただし、Tableau Desktopはデータのクエリを実行し、データをインポートしないため、Tableauを直

ちに更新して、接続を切断しないでデータソースの変更を反映することもできます。その場合、データ

ソースで変更をまず保存している必要があります。

Web 作成 (Tableau Cloud とTableau Server) についての注 :パブリッシュされたフラットファ

イル (Excelやテキスト)にTableau CloudやTableau Serverで直接接続する場合、データが

変更されても更新は行われません。データがオンプレミスのサーバーにありTableau Desktopよ

りWebにパブリッシュされる場合、抽出としてレンダリングされ、更新は行われません。Web上
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でTableau Desktopよりパブリッシュしたデータを最新に保つ必要がある場合、Tableau
Bridgeを使用します。これらの要件の詳細については、「データを最新に保つ」およびBridge
を使用してデータを最新に保つページ3079を参照してください。

データソースの置換

注 : Tableau CloudまたはTableau Serverでは、データソースの置換はサポートされていませ

ん。

ユーザーは、別のデータソースを使ってワークブックやシートを更新できます。データソースを置換して

も、データソースはマージまたは編集されません。データソースの置換では、ワークシート内で使用さ

れているフィールドが、新しいデータソース内の対応するフィールドへのマッピングのためにリダイレクトさ

れます。ユーザーが元のデータソースで作成したフィールドは、新しいデータソースにコピーされます。

元のデータソースに含まれていないフィールドは、古いデータソースを置換する前に、新しいデータ

ソースに手動でコピーして貼り付ける必要があります。古いデータソースを置換したときに、フォルダー

構造はコピーされません。

2つのデータソースは同一である必要はありませんが、データソース間に相違がある場合、ワークブッ

クのシートおよびビューのフィールドに影響を及ぼします。新しいデータソースに存在しない (または異

なる名前を持つ)フィールド、グループ、セット、および計算フィールドは、[データ]ペインから削除され

ます。フィールド参照を置換して無効なフィールドを修正する方法の詳細については、データソース

の編集 ページ904を参照してください。

データソースを置換する

データソースを置換するには、次の手順を実行します。

1. 元のデータソースに接続するワークブックを開きます。

2. [データ] > [新しいデータソース]を選択して、新しいデータソースに接続します。

3. [データソース]ページで、表をキャンバスまでドラッグし、データソースを設定します (自動的に

行われない場合 )。

4. シートタブに移動し、[データ] > [データソースの置換 ]を選択します。

注 : [データソースの置換 ]オプションを使用するには、ビューの中に少なくともフィールド

が1つ存在する必要があります。
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5. [データソースの置換 ]ダイアログボックスで、[現在 ]データソースと[置換 ]データソースを選択

します。

6. (オプション) [現在 ]フィールドで、現在のワークシートのみを置換するチェックボックスを選択しま

す。

7. 終了したら、[OK]を選択します。

元のデータソースを使用していたすべてのワークシート、ダッシュボード、およびストーリーは、新しい

データソースを使用するように更新されます。変更を元に戻し、元のデータソースに戻るには、ツール

バーの [元に戻す]をクリックします。

注 :両方のデータがリレーショナルデータソースの場合、または両方のデータソースがキューブ

(多次元 )データソースの場合にのみデータソースを別のデータソースと置換できます。

Tableauでは、Windowsのみキューブデータソースをサポートしています。

1つのシートのデータソースを置換する

データソースを置換すると、そのデータソースを使用しているすべてのシートが更新されます。1つの

シートのデータソースを置換する場合は、次の回避策を講じる必要があります。

1. シートを新しいワークブックにコピーします。

2. 古いワークブックからシートを削除します。

3. 新しいワークブックで、データソースを置換します。

4. シートを元のワークブックにコピーします。データソースの他に、パラメーターやセットなどシートに

関連するすべてのアイテムもコピーされます。詳細については、ワークブック間でのシートのコピー

および貼り付けページ3032を参照してください。

パブリッシュされたデータソース

ユーザーがデータソースをワークブックからパブリッシュすると、Tableau Desktop内の現在のワークブッ

クは、パブリッシュされたデータソースに自動的に接続され、ローカルのデータソースが閉じられます。
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データソースのパブリッシュの詳細については、「データソースのパブリッシュページ3063」を参照してく

ださい。

データソースの保存

他のワークブックと共に使用したり、同僚と共有したりするためのデータ接続を作成している場合、

データソースをファイルにエクスポート(保存 )できます。結合された表、既定のプロパティ、またはグ

ループ、セット、計算フィールドやビニングされたフィールドなどのカスタムフィールドを[データ]ペインに

追加した場合も、これを行うことをお勧めします。

注 :このトピックでは、Tableau ServerやTableau Cloudにパブリッシュせずにローカルで再利

用するデータソースを保存する方法について説明します。データソースをサーバーで共有する

方法の詳細については、「データソースとワークブックのパブリッシュ」を参照してください。

ローカルデータソースの保存オプション

データソースは次のいずれかの形式で保存することができます。

データソース (.tds) -以下のデータソースへ接続するために必要な情報のみを含みます。

l データソースタイプ

l データベースサーバーのアドレス、ポート、ローカルファイルの場所、表など、データソースペー

ジで指定される接続情報

l グループ、セット、計算フィールド、ビン

l 数値形式、集計、並べ替え順序などの既定のフィールドプロパティ

この形式は、データソースを使用する全ユーザーが、接続情報で定義された、元になっているファイ

ルまたはデータベースに対するアクセス権を持つ場合に使用されます。たとえば、あなたのコンピュー

ター上にあるCSV ファイルを基盤のデータとし、このデータを使用するのがあなただけの場合や、デー

タをクラウドプラットフォームでホストしており、すべての同僚があなたと同じアクセス権でこのデータを

使用している場合があります。

パッケージドデータソース (.tdsx) -データソース(.tds)ファイルのすべての情報と、任意の

ローカルファイルベースのデータまたは抽出のコピーを含みます。
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パッケージドデータソースは、単一の圧縮ファイルです。この形式は、接続情報で定義した基盤の

データへのアクセス権を持っていないユーザーとデータソースを共有する場合に使用します。

データソースを保存する

1. ファイルとして保存したいデータに接続するワークブックをTableau Desktopで開きます。

2. [データ]ペインの最上部にあるデータソースの名前を右クリック(MacではControlを押しながら

クリック)してから[保存されたデータソースに追加 ]を選択します。

3. ファイル名を入力し、ファイルタイプ(.tdsまたは .tdsx)を選択してから[保存 ]をクリックします。

データソースに接続する

既定では、TableauはユーザーのTableauリポジトリのDatasourcesフォルダーに .tdsまたは .tdsx
ファイルを保存します。既定の場所を使用すると、[接続 ]ペインのデータソースに接続できます。

既定以外の場所を指定する場合は、[ファイル] > [開く]を選択してファイルに移動すると、データソー

スに接続することができます。

元となるデータの場所を変更した後でのデータソースの更新

.tdsファイルにリファレンスが含まれているローカルデータファイルを移動する場合、データソースを

Tableauで開こうとすると、元のデータソースの場所を示すか、データソースを置き換えるように求めら

れます。元のデータソースを置き換える場合、置換後のデータは、同じタイプ(Excel、MySQLなど)
である必要があります。特定のファイルパスを保存しないようにするには、データソースを.tdsx ファイル

として保存します。
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データソースのアップグレード

Tableau Desktop 8.2以前で作成し、Microsoft Excelやテキストファイルデータソースを使用する

ワークブックがある場合、またはExcelやテキストファイルの従来の接続オプションを使用している場

合は、ワークブック内のデータソースをアップグレードすることもできます。Excelおよびテキストファイル

のデータソースをアップグレードすることで、1.)データ解釈および2.) Macでの互換性が向上するとい

うメリットがあります。新しい接続を使用するために既存のワークブックのアップグレードを検討している

のであれば、以下の表を確認し、レガシーの接続タイプと既定の接続タイプとの間のデータ処理およ

び表示方法の違いを比較してください。

ご使用のデータが特定のJetドライバーの機能に依存している場合、期待どおりの結果を得るため

にはレガシー接続を使用する必要がある場合があります。Tableau Desktop 8.2以前に作成され、

Excelやテキストファイルのデータソースを使用するワークブックは、自動的にレガシー接続を使用し

ます。Tableau Desktopでレガシー接続を使用する新しいワークブックを作成するには、Excelまたは

テキストファイルのデータに移動して[開く]のドロップダウン矢印をクリックし、[レガシー接続で開く]を
選択します。

注 :Tableau 2020.2以降、従来のExcel接続とテキスト接続はサポートされなくなりました。

レガシー接続の使用に代わる方法については、Tableauコミュニティの「Legacy Connection
Alternatives」ドキュメントを参照してください。

ファイル形式および属性

以下の表は、Excelやテキストファイルの種類の一部の例を示しています。既定の接続タイプを使

用する際、この表を使用してTableauに接続できます。

Excel

ご使用の

データ

レガシー接続 既定の接続

.xlsbファイ

ル形式

.xlsbファイル形式でのExcel
データへの接続を許可します。

.xlsb形式でのExcelデータへの接続を許可しま

せん。代わりに .xlsまたは .xlsxファイル形式での

Excelデータへの接続を使用できます。

Excelの組

み込みの

名前付き

範囲

組み込みの名前付き範囲へ

の接続を許可します。

組み込みの名前付き範囲が非表示です。
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ご使用の

データ

レガシー接続 既定の接続

非表示の

シート

非表示のシート内の表への接

続を許可します。

非表示のシート内の表を非表示にします。

非表示の

シート

極めて非表示 (Very hidden)
のシート。

極めて非表示 (Very hidden)のシート内の表を

非表示にします。

グラフを含

む表

Excelのグラフを含む表への接

続を許可します。ただし、表に

は値が含まれていません。

Excelのグラフを含む表を非表示にします。

空の表 空の表への接続を許可しま

す。

空の表を非表示にします。

表のヘッ

ダー

表の最初の行をヘッダーとして

処理します。

表の最初の行がヘッダーかどうかを自動的に検出

します。

表の幅 表の幅を255列に制限しま

す。

表の幅の制約はありません。

空の列と行 空の列と行が表示されます。 値が含まれていないため、空の列と行が非表示

になります。

テキスト

ご使用のデー

タ

レガシー接続 既定の接続

ファイル名の長

さ

ファイル名が64文字を超えるファ

イルへの接続を許可しません。

ファイル名に長さの制約はありません。

ファイル名に複

数のピリオドが

含まれる

ファイル名に複数のピリオドを含む

ファイルへの接続を許可しません。

ファイル名にピリオドの制約はありません。

ファイル内の列

の数

最初の行に存在するフィールドの

数を使用してファイル内の列の数

を決定します。

ファイル全体をスキャンし、行のフィールドの

最も一般的な数を使用してファイル内の列

数を決定します。

ヘッダー行 ファイルの最初の行がヘッダーかど ファイルの最初の行がヘッダーかどうか自動
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ご使用のデー

タ

レガシー接続 既定の接続

うか自動的には検出しません。

注 : ファイルの最初の行がヘッダー

であることを手動で指定できます。

的に検出します。

注 : 検出は手動で無効にすることができま

す。

空の列 空の列が表示されます。 値が含まれていないため、空の列が非表示

になっています。

文字と書式

以下の表は、レガシー接続タイプや既定の接続タイプを使用する際、Excelやテキストファイルの

データがTableauでどのように表示されるかの例を示します。

Excel

ご使用の

データ

レガシー接続 既定の接続

フィールド

名の文字

数

フィールド名は64文字に切り捨てられます。 フィールド名の文字数に制約

はありません。

フィールド

名に含ま

れる特殊

文字

フィールド名に特殊文字は使用できません。たとえ

ば、引用符やピリオドなどの特殊文字は番号記

号に変換されます。角括弧は丸括弧に変換され

ます。

フィールド名に特殊文字を使

用できます。

フィールド

名の先頭

と末尾の

スペース

フィールド名の先頭と末尾にスペースを使用できま

す。

フィールド名に含まれる先頭と

末尾のスペースは、列名から自

動的に削除されます。

重複する

フィールド

名

フィールド名が重複する場合、フィールド名にイン

デックス番号が付加されます。

たとえば、「Test Scores1」のようになります。

フィールド名が重複する場合、

フィールド名にスペースとインデッ

クス番号が1つずつ追加されま

す。

たとえば、「Test Scores 1」のよ
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ご使用の

データ

レガシー接続 既定の接続

うになります。

Excelのセ

ルの書式

設定

Excelのセルの書式設定オプションを使用したセル

の書式設定をサポートします。

Excelの [セルの書式設定 ]オ
プションを使用したセルの書式

設定はサポートされていませ

ん。

通貨の値

と精度

通貨の値を含むフィールドは、最大 4桁の精度で

表現されます。

通貨の値の全精度が表示され

ます。

テキスト

ご使用のデー

タ

レガシー接続 既定の接続

ファイル名に

含まれる特殊

文字

ファイル名には特殊文字を使用

できません。

たとえば、ピリオドなどの特殊文

字は番号記号に変換されます。

特殊文字が許可されます。

ヘッダーフィー

ルド名の文字

ヘッダーフィールド名から先頭の

スペースを自動的に削除しま

す。

ヘッダーフィールド名から先頭と末尾のスペース

を自動的に削除します。

フィールド区

切り

フィールド区切りとしてコンマのみ

認識します。

注 : 検出は手動で無効にするこ

とができます。

フィールドの区切りを自動的に検出します。

注 : 検出は手動で無効にすることができます。

引用符で囲

まれたテキス

ト

テキスト値を囲むのに使用される

引用符は表示されたままになり

ます。

テキスト値を囲むのに使用される引用符が自

動的に非表示になります。

ANSIとOEM
のコードペー

ジ

ANSIとOEMのコードページが

サポートされます。

ANSIとOEMのコードページがクロスプラット

フォームの互換性を持つように自動的に変換

されます。
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ご使用のデー

タ

レガシー接続 既定の接続

BOMコード

ページ

BOMコードページが一貫性なく

サポートされます。

BOMコードページをサポートします。

データ型の検出

以下の表は、レガシー接続タイプや既定の接続タイプを使用する際、Tableauでデータ型がどのよう

に検出され、特定の値がどのように表示されるかの例を示します。

Excel

データ型の検出 レガシー接続 既定の接続

列 列のデータ型は、先頭の8行

で決定されます。

注 : 表内の列のデータ型が決

定されると、それを変更すること

はできません。

列のデータ型は、先頭の10000
行の95%で決定されます。

注 : 検出は手動で無効にするこ

とができます。

時間のない日付値 日付値には、datetimeデータ

型が割り当てられます。

時間のない日付値には、date
データ型が割り当てられます。時

間を含む日付値には、datetime
データ型が割り当てられます。

数値 すべての数値は実数として表さ

れます。

小数点のない数値は整数として

表されます。

null値 列にnullのセルが含まれている

場合、列のデータ型は自動的

に文字列データ型として指定さ

れます。

nullのセルはデータ型の検出に

は影響を与えません。

参照エラーまたは空のセル 列に参照エラーや空のセルのあ

るセルが含まれている場合、列

全体が文字列データ型として

解釈されます。

参照エラーや値のないセルは

データ型の検出には影響を与え

ません。

926 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



データ型の検出 レガシー接続 既定の接続

データ型の検出のオーバー

ライド

表内の列のデータ型が決定さ

れると、それを変更することはで

きません。

列のデータ型は、自動検出後に

変更できます。

時間値の精度 時間値の最小の測定値は完

全な秒です。

時間値の最小の測定は不完全

な秒です。

DecimalSymbolと
CurrencyDecimalSymbol
のschema.ini値

DecimalSymbolと
CurrencyDecimalSymbolの両

方のschema.iniの値が認識さ

れます。

DecimalSymbolと
CurrencyDecimalSymbolの
scheam.iniの値が認識されま

す。ただし、両方の値が使用さ

れる場合、DecimalSymbolが
優先されます。

テキストとして書式設定され

たセル

セルがExcelで [セルの書式設

定 ]オプションを使用してテキス

トとして書式設定されている場

合、列のデータ型は文字列

データ型として検出されます。

Excelの [セルの書式設定 ]オプ

ションを使用したセルの書式設

定はサポートされていません。

テキスト

データ型の検

出

レガシー接続 既定の接続 (8.2 以降 )

列 列のデータ型は、先頭の25行で決定されま

す。

列のデータ型は、先頭の1024
行で決定されます。

ブール値

(True/False)
の値

ブール値には、文字列データ型が割り当てら

れます。

ブール値には、ブール値データ型

が割り当てられます。

nullになる値 セル内のスペースは、引用符で囲まれている

かどうかに関わらずnull値として扱われます。

null値を持つ列は、文字列データ型として検

出されます。

行内の2つのフィールド区切りは

null値として扱われます。null値
はデータ型の検出時には無視さ

れます。
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データソース接続のプロパティ

以下の表は、レガシー接続タイプや既定の接続タイプを使用する際、Tableauにおけるデータソース

接続プロパティの違いの例を示します。

プロパ

ティ

レガシー接続 既定の接続

カスタ

ム

SQL

カスタムSQLが許可されます。 カスタムSQLの使用を許可しま

せん。

結合

タイプ

左結合、右結合、内部結合タイプを許可します。 左結合、右結合、内部結合、

および完全外部結合タイプを許

可します。

結合

演算

子

等しい (=)、より大きい (>)、以上 (>=)、より小さい

(<)、以下 (<=)、および等しくない (<>)の結合演算

子を許可します。

等しい (=)結合演算子を許可し

ます。

データソースを閉じる

データソースはいつでも閉じることができます。データ接続を閉じてもデータソースは変更されませ

ん。代わりに、Tableauがデータから切断され、クエリを実行できなくなります。さらに、[データ]ペイン

からデータソースがクリアされ、データソースに関連するすべての開いているワークシートがクリアされま

す。誤ってデータソースを閉じた場合は、[元に戻す]ボタンを使用して再度開きます。データソースを

閉じるには、次のいずれかを行います。

l データウィンドウの一番上にあるデータソースを右クリック(MacではControlを押しながらク

リック)し、[閉じる]を選択します。
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l [データ]メニューでデータソースを選択し、[閉じる]を選択します。

注 :Web上で作成する場合、ワークシートでデータソースを使用してもデータソースを閉じるこ

とはできません。
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キューブデータソース
キューブデータソース(多次元 OLAPデータソースとも呼ばれる)には、Tableauで作業する際、リ

レーショナルデータソースと差別化される特定の特長があります。このトピックではそれらの違いにつ

いて説明し、キューブデータソースへの接続時に使用できない一部のTableau機能を特定します。

多くの場合、これらの機能をキューブデータソースで使用できないことを補完するための代替アプ

ローチがありますが、キューブデータソースのソースとして使用されたリレーショナルデータベースに直

接接続するというオプションもあります。このオプションを使用できるかどうかについては、データベース

管理者に確認してください。

注 :Tableau Desktopでは、Windowsのみでキューブデータソースをサポートしています (Mac
ではサポートされません)。

キューブデータソースとは

キューブデータソースは、階層や集計がキューブの設計者によって事前に作成されたデータソースで

す。

キューブは非常に強力で、情報を迅速に返します。多くの場合、リレーショナルデータソースよりもは

るかに早くなります。ただし、キューブの速度に理由は、集計や階層が事前に構築されているためで

す。キューブが再構築されるまで、これらの定義は静的なままとなります。尋ねる必要がある質問の

タイプが、元のデザイナーによって予測されたものではない場合や、キューブが作成された後に変更さ

れた場合、キューブデータソースはリレーショナルデータベースほど柔軟ではありません。

Tableauでサポートされるキューブデータソース:

l Oracle Essbase
l Teradata OLAP
l Microsoft Analysis Services (MSAS)
l SAP NetWeaver Business Warehouse
l Microsoft PowerPivot

MDX式を使用して計算メンバーを作成する

キューブデータソースで作業する場合は、Tableauの式を使用する代わりにMDX式を使用して計

算されたメンバーを作成することができます。MDX (Multidimensional Expressions:多次元式 )は、

OLAPデータベースのクエリ言語です。MDXで計算されたメンバーを使用すると、メジャーとディメン

ションの両方が存在するさらに複雑な計算や参照を作成できます。計算されたメンバーは、計算さ

れたメジャー (計算フィールドと同様のデータソース内の新しいフィールド)または計算されたディメン
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ションメンバー (既存の階層内の新しいメンバー)です。詳細については、計算されたメンバーの作成

方法 ページ938を参照してください。

キューブデータソースの使用時に影響を受けるTableauの機能

キューブデータソースを使用する場合、すべてのTableau機能がリレーショナルデータソースと同じよ

うに動作するわけではありません。また、中には使用できない機能もあります。次の表は、相違点の

詳細を示しています。

機能 キューブデータソースの状態

アクション Microsoft Analysis Services接続を使用する場合、キューブで定義されるドリルダウ

ンアクションはTableauで使用できません。

キューブデータソースは、リレーショナルキューブデータソースまたは他のキューブデー

タソースのアクションを受け入れません。

たとえば、MySQLデータソースを使用するビュー、キューブデータソースAを使用する

2つ目のビュー、キューブデータソースBを使用する3つ目のビューを含むワークブック

があるとします。MySQLデータソースを使用するビュー内のアクションは、キューブデー

タソースを使用するビューに影響を与えることはなく、キューブデータソースのビュー内

のアクションも他のビューに影響を与えることはありません。ただし、キューブデータソー

スを使用するビュー内のアクションは、MySQLデータソースを使用するビューに影響を

与える可能性があります。

高度な分

析機能

詳細レベルの式、傾向線、予測、およびクラスタリングは、キューブデータソースでは

サポートされません。

集計計算

関数

キューブデータソースは事前集計されているため、SUM()、AVG()、CNT()などの集

計機能をサポートしていません。

Tableauのキューブからのセルレベルの結果で集計操作を実行するために、表計算

を使用することもできます。

別名 キューブデータベースの別名はキューブの設計者によって作成され、Tableauで [デー

タ]メニューからデータソース、[別名ファイル]の順で選択することで有効化されます。

お使いのデータベースで利用可能な別名があるかどうかを確認するには、データベース

管理者にご相談ください。別名は、Microsoft Analysis Servicesデータベースではサ

ポートされていません。

既定では、すべてのディメンションの全メンバーの別名は、最初に元のメンバー名として

定義されます。
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ビン キューブデータソースの場合、メジャーで [ビンの作成 ]コマンドはメジャーでは使用で

きません。

ただし、キューブセルの結果を取り込んでそこからビンを作成する簡単な計算を記述

できます。例は次のとおりです。

str((INT([Internet Sales Amount]/1000)) * 1000)

キューブ

KPIデータ

型

Microsoft Analysis Servicesへの接続時、キューブ内に定義されたすべてのKPI計
算は使用できません。

ただし、独自のKPI計算をTableau内で記述できます。また、Tableauパラメーター

を使用して非常に柔軟な "What-if"のKPI分析を作成することもできます。詳細につ

いては、キープログレスインジケーターの視覚化 ページ1522を参照してください。

キューブの

Lag関数

キューブデータソースの場合、Tableau計算エディターのキューブの lag関数を使用で

きません。代わりに、Tableauの表計算を使用して、特定の割合と合計を計算できま

す。詳細については、表計算での値の変換 ページ2482を参照してください。

または、計算されたメンバーを使って、Tableauで直接 MDX Lag関数を使用できま

す。例は次のとおりです。

Avg ( { [Date].[Calendar].CurrentMember.Lag(4) : [Date].

[Calendar].CurrentMember } , [Measures].[Internet Sales

Amount] )

カスタム多

次元セッ

ション式

(MDX)ス
テートメン

ト

キューブに接続する場合、カスタムMDXステートメントに接続することはできません。

キューブの必要なパースペクティブ、区分、ディメンション、またはセルセキュリティまたは

そのいずれかを実装して、サブキューブの定義すべてをサーバーに作成する必要があ

ります。

データブレ

ンド

キューブデータソースは、Tableauでデータをブレンドするためのプライマリデータソース

としてのみ使用できます。それらをセカンダリデータソースとして使用することはできませ

ん。詳細については、データブレンドのトラブルシューティングページ785を参照してくだ

さい。

日付ディメ

ンション

キューブデータソースの場合、日付ディメンションは通常、年、四半期、月などのレベ

ルを含む階層に整理されます。さらに一部の多次元データソースでは、タイムインテリ

ジェンスが有効になっており、年別月、四半期別月などのデータレベルをさまざまな方
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法で表示することができます。これらのレベルは階層の属性として表されます。詳細に

ついては、日付と時刻 ページ1097を参照してください。

データソー

スフィル

ター

キューブデータソースではデータソースフィルターを使用できません。Tableauでの分

析の前に、すべてのフィールド値をキューブ内で定義する必要があります。

抽出 ほとんどの場合、キューブデータソースから抽出を作成することはできません。キューブ

とリレーショナルデータソースのデータ構造には互換性がありません。このため、ほとん

どの場合、キューブからデータを抽出し、それをデータエンジンなどのリレーショナルデー

タソースに保存することはできません。

10.4以降では、Tableauから特別なプロダクトキーを取得せずにSAP BW抽出を作

成できます。SAP BW 抽出のサポートおよび制限の詳細については、SAP
NetWeaver Business Warehouseページ463を参照してください。

フィルター キューブディメンションにフィルターを表示する場合、そのディメンションに対するすべての

レベルの階層がフィルターに含まれます。例は次のとおりです。
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キューブ属性をフィルターをして使用し、階層の代わりに1つのレベルのみを表示する

ことができます。[データ]ペインで、属性は [ディメンション]セクションに表示され、このア

イコンで表示されます。

フィルターのスライスの動作は、キューブデータソースとリレーショナルデータソースとは

少し異なります。詳細については、スライスフィルターの作成 見開きページを参照して

ください。

一部のディメンションフィルターカードオプションは使用できません。これには、単一の

値 (ドロップダウン)や複数の値 (カスタムリスト)などが含まれます。ビューに表示された

ディメンションフィルターの階層の外観は保持されますが、特定のリストタイプに変更

することはできません。階層の特定の値を含むTableauセットを作成し、このセットを、

予期されるフィルターオプションが付いたフィルターとして使用できます ([データ]ペインで

このセットを右クリックし、[フィルターを表示 ]をクリックします)。

グループ キューブデータソースでの作業時にグループを作成することはできません。グループ化

の概念は、次元属性またはキューブのセットとしてキューブ内にあらかじめ定義されて

いる必要があります。

ただし、グループを作成するため、計算されたメンバーを使用して多次元式 (MDX)を
直接 Tableau内に記述できます。例 :

[Customer].[Customer Geography].[France] + [Customer].

[Customer Geography].[Germany]

階層 キューブデータソースの場合、分析の前にキューブ内で階層を定義する必要がありま

す。

パラメー

ター

キューブデータソースの場合、パラメーター値を使用してMDX計算のディメンションを

フィルターすることはできません。

パブリッ

シュ

キューブデータソースを使用しているワークブックはTableau Serverにパブリッシュでき

ますが、パススルー接続はサポートしていません。つまり、これらのデータソースを使用

してTableau Serverからの接続を作成することはできません。また、Tableau Server
でデータソースを使用してワークブックを作成することもできません。詳細については、

Tableau Serverヘルプの「キューブデータソース」を参照してください。

キューブデータソースをTableau Serverにパブリッシュすると、サーバーにデータソース

を保存することができます。ただし、データソースを使用するには、データソースを

Tableau Desktopにダウンロードし、それをローカルで使用する必要があります。
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キューブデータソースを使用するワークブックをTableau Cloudにパブリッシュすることは

できません。

セット キューブデータソースは、データを選択されたメンバーとそのすべての子孫にフィルター

する階層セットをサポートします。詳細については、セットの例 ページ1054を参照して

ください。

Tableau
文字列関

数

キューブデータソースの場合、計算エディターではディメンションを使用できません。

ただし、ディメンション値を処理するため、計算されたメンバーを使用してMDXを直接

Tableau内に記述できます。例は次のとおりです。

LEFT([Product].[Product

Categories].DataMember.MemberValue,LEN([Product].[Product

Categories].DataMember.MemberValue)-5)

型変換 キューブデータソースの場合、一部の型変換関数は計算エディターで使用できませ

ん。規則として、データ型変換は分析前にキューブ内で定義する必要があります。

特に、Tableauでキューブディメンションのデータ型を日付に変更すると、誤った情報

が出力される場合があります。この機能は、キューブ内で日付がどのように書式設定

されているかに応じて、一部のキューブディメンションでサポートされます。

計算されたメンバーを使用して、多次元式 (MDX)を直接 Tableau内で記述し、

キューブディメンションのデータ型を日付に変更できます。例は次のとおりです。

CDATE([Date].[Date].CurrentMember.MemberValue)

スライスフィルターの作成

フィルターのスライス(スライサーまたは計算フィルター)はディメンションフィルターであり、リレーショナル

データソースに対する多次元データソースの処理とは異なる動作を行います。

Tableauでは、Windowsのみで多次元データソースをサポートしています。

スライスフィルターは、次のような場合に存在します。

l [フィルター]シェルフに配置したディメンションが、他のシェルフで使用されていない場合。

l 複数の値を含めるようにフィルターが定義されている場合。例は次のとおりです。
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リレーショナルデータベースの場合、フィルターのスライスに関して特に目立ったことはありません。

Tableauは構成済みの集計を使用して、各メジャーの値を再計算します。

ただし、多次元データソースにはデータソースに集計されるデータが含まれているため、ディメンション

フィルターが個々のメジャーの値を切断する「スライス」に集計を定義することはできません。従って、

Tableauは自動的に合計を実行します。複数の値が定義されているため、結果は合計グループの

合計です。

たとえば、下のビューには、地域および州ごとの収益が表示されています。
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"Quarter (四半期 )"ディメンションのQ3 (第 3四半期 )およびQ4 (第 4四半期 )メンバーを含むスライ

スフィルターがデータに適用されます。

結果のビューでは、オレゴンの収益が2,567ドルとなっています。この数値は第 3四半期と第 4四半

期のデータを合計して計算されました。

上記のビューの [フィルター]シェルフにある合計記号 (Σ)は、それがスライスフィルターであることを示し

ます。フィールドの元の集計が非加算的 (Count Distinctなど)な場合、スライスフィルターを適用した

後に表示される値が予期しないものとなる可能性があります。
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計算されたメンバーの作成方法

多次元データソースを使用している場合は、Tableauの式を使用する代わりにMDX式を使用して

計算されたメンバーを作成することができます。計算されたメンバーは、計算されたメジャー (計算

フィールドと同様のデータソース内の新しいフィールド)または計算されたディメンションメンバー (既存

の階層内の新しいメンバー)です。たとえば、"Product (製品 )"というディメンションが3つのメンバー

("Soda (ソーダ)", "Coffee (コーヒー)"、"Crackers (クラッカー)")を持つ場合は、"Soda (ソーダ)"および

"Coffee (コーヒー)"メンバーの合計である"Beverages (飲み物 )"という新しい計算されたメンバーを

定義できます。その後、"Products (製品 )"ディメンションを[行 ]シェルフに配置すると、"Soda (ソー

ダ)"、"Coffee (コーヒー)"、"Crackers (クラッカー)"、"Beverages (飲み物 )"の4つの行が表示されま

す。

注 : Tableauでは、Windowsのみで多次元データソースをサポートしています。

計算されたメンバーの定義

計算されたディメンションメンバーを定義するには、[データ]ペインのメニューで [計算されたメンバー]
を選択します。[計算されたメンバー]ダイアログボックスが開き、計算されたメンバーの作成、削除、

編集ができます。

新しい計算されたメンバーを作成するには、次の手順を行います。
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1. [新規 ]をクリックして、ダイアログボックス上部にある計算されたメンバーのリストに新しい行を追

加します。

2. ダイアログボックスの [計算されたメンバーの定義 ]エリアで、新しいメンバーの名前を入力しま

す。

3. 新しい計算されたメンバーの親メンバーを指定します。[すべてのメンバー]は既定で選択され

ています。ただし、[選択されているメンバー]を選択して階層を参照し、特定の親メンバーを選

択することもできます。

注 : Oracle Essbaseに接続している場合は、親メンバーの指定は利用できません。

4. 新しいメンバーに解決順序を指定します。

データソース内の1つのセルを2つの異なる式で定義できる場合があります。解決順序では、

各式の優先順位を定義します。解決順序が低い式は先に解決されます。既定の解決順序

はゼロです。

Tableau Software 939

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



5. Microsoft Analysis Servicesデータソースに接続している場合は、計算エディターに[SSAS
の前に実行 ]チェックボックスが含まれています。Microsoft Analysis Servicesによる計算の前

にTableau計算を実行するには、このオプションを選択します。Microsoft Analysis Services
データソースへの接続については、「Microsoft Analysis Servicesページ398」を参照してく

ださい。

6. 大きな白いテキストボックスにMDX式を入力するか貼り付けます。

7. [式の確認 ]をクリックして、式が有効であることを確認します。

8. 終了したら、[OK]をクリックします。

新しいメンバーは、[メジャー]を親メンバーとして選択した場合は [データ]ペインの [メジャー]エリアに

表示され、それ以外の場合は [ディメンション]エリアで指定された親メンバーの下に表示されます。

新しいメンバーはビュー内の他のフィールドと同じように使用できます。

多次元階層

多次元データソースには、階層が含まれています。たとえば、データベースには製品ファミリーや製品

部門などの階層に分かれたメンバーを持つ"Product (製品 )"ディメンションや、年、四半期、月など

を含む "Time (時間 )"ディメンションが含まれることがあります。

注 : Tableauでは、Windowsのみで多次元データソースをサポートしています。
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キューブデータソース階層でのドリルダウンとドリルアップ

注 :以下の内容は、特定の多次元データソースにのみ適用されます。

多次元 (キューブ)データソースには階層が含まれています。階層内を移動するのに最も便利な方

法の1つは、ドリルダウンとドリルアップです。たとえば、さまざまな年度の合計売上高を調べる場合、

ドリルダウンして各年度内のすべての月の売上高を表示することができます。同様に、すべての月の

合計売上高を調べる場合、ドリルアップして各年度の売上高を表示することができます。

キューブデータソースの階層

キューブデータソースに接続されている場合、Tableau で階層を作成またはカスタマイズすることはで

きません。Tableauでキューブに接続する前に、キューブで階層を作成する必要があります。

階層は [データ]ペインの次のアイコンと共に表示されます。

階層の例を以下に示します。

注 :階層に含まれるフィールドでのみドリルアップまたはドリルダウンを実行できます。

階層のすべてのディメンションメンバーでドリルアップおよびドリルダウンを実行する

階層のすべてのディメンションメンバーでドリルダウンまたはドリルアップを実行するには:

l [列 ]シェルフまたは [行 ]シェルフ、または [マーク]カードで、ドリルダウンするにはプラス記号 (+)、
ドリルアップするにはマイナス記号 (-)をクリックします。
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階層の個々のディメンションメンバーでドリルアップとドリルダウンを実行する

階層の個々のディメンションメンバーでドリルダウンおよびドリルアップを実行するには:

l 表ヘッダーを右クリックし、[ドリルダウン]または [ドリルアップ]を選択します。
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特定のレベルのメンバーをすべて表示するのではなく、関心のあるメンバーのみを表示するた

め、これは不均一ドリルダウンと呼ばれることがあります。

たとえば、すべてのディメンションメンバーでのドリルダウンと個々のディメンションメンバーでのド

リルダウンは以下のように異なります。

個々のディメンションメンバー: 自転車

すべてのディメンションメンバー
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不均一ドリルダウンを使用する理由の1つは、データソースに不規則な階層 (非対称のレイアウト)
が含まれていることです。関心のあるメンバーについてのみ、子を表示することもできます。

注 :ドリルダウンとドリルアップによってデータがフィルターされます。
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完全なピボット

注 :以下の内容は、特定の多次元データソースにのみ適用されます。

Tableauでは、完全なピボットとは次のように階層を使用することを意味します。

l レベルのスキップなど、さまざまな詳細レベルを使用 (国や市をスキップして州のみを入れるな

ど)。

l 異なるワークシートシェルフのさまざまな詳細レベルを同時に使用 ([列 ]シェルフの製品ファミ

リーと[色 ]の製品部門など)。

l 詳細レベルを通常の順序以外で使用 (年度の前に四半期など)。

たとえば、次のビューでは "Market (市場 )"階層が分割されて、"State (州 )"レベルが [行 ]として、

"Region (地域 )"レベルが [色 ]として表示されています。

一意の値の定義

注 :以下の内容は、特定の多次元 (キューブ)データソースにのみ適用されます。
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Tableauでビューを構築する際に、フィールドに同名のメンバーが複数表示されることがあります。たと

えば、数年間にわたる月間収益の平均を示すビューがあるとします。2月が複数回表示されます

(各年につき1回ずつ)。

2月という名前は重複していますが、2月の各インスタンスは類似または一意の値にすることができま

す。これらを類似と見なしている場合は、年度のフィールドを[色 ]に移動すると、同じ列に表示され

ます。ただし、これらを一意と見なしている場合は、2つの異なる値として扱われます。
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日付や時刻のフィールド内で名前が重複することは一般的に問題ありませんが (前の例のように)、顧
客名のフィールドで名前が重複している場合、2人の顧客を同じ人物であると見なすことは望ましく

ありません。

Tableauで重複する値を一意と見なすかどうかを定義するには、[データ] ペインのディメンションを右ク

リック(MacではControlを押しながらクリック)し、[一意の値 ] コンテキストメニューで次のいずれかを

選択します。

l キーによって:各メンバーは、データベースの設定時にシステム管理者によって指定されたキー

に基づいて一意と見なされます。同名であっても異なるキーのメンバーは、一意の値として扱わ

れます。

l 名前によって:各メンバーは、メンバー名に基づいて一意と見なされます。同名のメンバーは

(キーにかかわらず)同じものとして扱われます。

既定では、一意の日付値と時刻値は名前で判断され、他のすべての値はキーで判断されます。

ユーティリティディメンション

注 :以下の内容は、特定の多次元データソースにのみ適用されます。
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Oracle Essbaseデータベースには、比較値をモデリングするための特殊なディメンションがあります。

たとえば、実経費と予算や今年度と前年度などの比較です。これらのディメンションはユーティリティ

ディメンションで、シナリオまたは年度としてしばしば設定されます。例として、シナリオディメンションの

メンバーを以下に示します。

上の図では、実際の売上高、売上高の予算などが表示されています。ただし、実際の売上高と売

上高の予算をブレットグラフで比較する場合はどうでしょうか。この場合は、シナリオディメンションが

ユーティリティディメンションとして使用されるように設定する必要があります。ディメンションをユーティリ

ティディメンションとして設定すると、ユーティリティディメンションのどのメンバーをビューの各メジャーに

使用するかを指定できるようになります。たとえば、下のブレットグラフは、実際の売上高と売上高の

予算を地域ごとに表示しています。

"Sales (売上高 )"メジャーがビュー内で2回使用されているのがわかります。1回は実際の売上高を

示し、もう1回は売上高の予算を示しています。
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ディメンションをユーティリティディメンションとして使用するには

1. [データ]ペインでディメンションを右クリックし、[ユーティリティディメンションとして設定 ]を選択し

ます。

[データ]ペインのディメンション(この例では "シナリオ")は、ビュー内のディメンションフィールドとし

ては使用できなくなります。[データ]ペインの [メジャー]エリアは、ユーティリティディメンションの存

在を示します (この例では、(シナリオ別 )はユーティリティディメンションを示します)。
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2. メジャーをビューにドラッグします。

3. ビュー内でそのメジャーのフィールドメニューを開き、メジャーをアンカーするユーティリティディメ

ンションのメンバーを選択します。
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ユーティリティディメンションを削除するには

[データ]ペインの上部にあるドロップダウンメニューを開き、[ユーティリティディメンションのクリア]を選択

します。

ユーティリティディメンションを削除すると、ビューでそれが参照するメジャーは有効でなくなりま

す。
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グラフの構築とデータの分析

Tableau Desktopは、データに隠された意味を発見できる研究所のようなものです。

このセクションでは、ビューを構築する際に自由に使えるさまざまな機能を発見し、優雅で洞察力の

あるビュー、ダッシュボード、ストーリーの作成に必要な基本的スキルを学習できます。

「データに聞く」 (Ask Data)機能を使用した自動

的なビューの構築
「データに聞く」とメトリクスへの重要な変更点

「データに聞く」機能とメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Serverバー

ジョン2024.2で廃止されます。自然言語技術の進歩に伴い、Tableauは、データに関する質問や

変更点の把握をより簡単に行えるように、インターフェイスの改善に取り組んでいます。詳細について

は、「Tableau AIとTableau Pulseによるデータエクスペリエンスの再構築」を参照してください。

「データに聞く」を使用すると、一般的な言葉で質問を入力し、Tableauで即座に回答を得ることが

できます。回答は自動的なデータビジュアライゼーションの形で得られ、フィールドを手動でドラッグア

ンドドロップしたり、データ構造のニュアンスを理解したりする必要はありません。

「データに聞く」を使用すると、時系列分析や空間分析のような主要な分析概念をサポートし、「去

年」や「一番人気の」といった会話調のフレーズを理解することで、高度な質問を自然に行うことがで

きます。
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「データに聞く」レンズに移動する

「データに聞く」 (Ask Data)を使用してデータソースのクエリを実行する前に、Tableau作成者は、ま

ずレンズを作成して、レンズで使用するデータフィールドのサブセットを指定する必要があります。

Tableauで「データに聞く」レンズにアクセスできる場所は次のとおりです。

l Tableau CloudまたはTableau Serverサイトのトップレベルにある[すべてのレンズ]ページ。

l レンズを作成したデータソースの「データに聞く」タブ。
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l ダッシュボードの「データに聞く」オブジェクト。

レンズページまたはダッシュボードオブジェクトから「データに聞く」

レンズに移動して、データをもっと詳しく知る

1. レンズに移動するには、Tableauサイトの [すべてのレンズ]ページ、データソースの [データに聞

く]タブ、ダッシュボードの [データに聞く]オブジェクトなどを選択します。

2. (オプション) [Recommended Visualizations (ビジュアライゼーションの候補 )]で、エントリをク

リックすると、レンズの作成者が組織用に作成した視覚化がすばやく表示されます。

推奨事項が現在のデータ分析のニーズに対応していない場合は、クエリを作成して独自の質

問を作成してください。

3. 左側の [データ]ペインで、各フィールドにカーソルを合わせると、そこに含まれるデータの詳細が

表示されます。
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幅が狭いダッシュボードオブジェクトでは、[データ]ペインが非表示になっている場合があります

が、[フィールド]ドロップダウンメニューをクリックすると同様の情報を表示できます。

テキストを入力してクエリを作成する

1. [フィールドまたは値を検索してビジュアライゼーションを作成する]というボックスに入力します。

956 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



2. 入力すると、「データに聞く」 (Ask Data)はデータフィールド、関数、および文字列値を検索

し、結果をドロップダウンリストに表示します。リスト内のアイテムをクリックして、検索ボックスの

上に表示されている現在のエントリに追加します。現在のエントリを使用してVizを自動的に

作成するには、任意の時点でEnter キーを押します。

フィールドと分析関数を検索してクエリを変更する

A現在のエントリB.現在のフィルターC.検索ボックスD.返されたフィールドE.返された分析関数 F.返された
フィールド値

提案されたフレーズを追加してクエリを作成する

Tableauは、あなたのレンズや組織内の他のユーザーから尋ねられた、よくある問い合わせに基づいて

フレーズを提案します。レンズを開くと、よくある質問にすばやく答えられるような提案が表示されます。
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これらの提案をクリックすると、クエリに追加できます。クエリにフレーズを追加すると、より関連性の高

いフレーズで提案が動的に更新されます。選択するたびに、自動的にビューが構築されます。

フィールドとフィルターを追加してクエリを作成する

1. [フィールドの追加 ]または [フィルターの追加 ]をクリックします。

2. 目的のフィールドをクリックします。(長いリストを絞り込むには、最初に[検索フィールド]ボック

スに入力します。)
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3. サブオプション(数値フィールドの集計タイプ、文字列フィールドと日付フィールドのグループ化な

ど)を設定します。

4. フィールドまたはフィルターをさらに追加するには、プラス記号をクリックします。

クエリの要素がどのように適用されているかを確認する

クエリの要素がどのように適用されているかを確認するには、テキストボックスまたはその上の解釈に

カーソルを合わせます。使用されていない単語はグレー表示されているため、「データに聞く(Ask
Data)」に伝わりやすくなるようにクエリのフレーズを変更できます。
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質問のフレーズの変更

ユーザーインターフェイスでオプションやデータフィールド、フィルターなどをクリックすることによって、質

問のフレーズを変更することもできます。

Vizタイプの変更

既定のVizからデータの十分な情報が取得できない場合は、右上隅にあるメニューをクリックし、以

下のサポートされているVizタイプから選択します。

l 棒グラフ

l ガント棒

l ヒートマップ

l ヒストグラム

l 折れ線グラフ

l マップ

l 円グラフ

l 散布図

l 積み上げ棒グラフ

l テキストテーブル

l ツリーマップ
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注 :特定のVizタイプを自動的に作成するため、「データに聞く」 がエントリに [レコード数 ]など

のフィールドを追加する場合があります。

フィールド、フィルター、表示データを変更する

「データに聞く」 (Ask Data)により、フィールド値の表示方法をいくつかの方法で微調整できます。

l 縦軸と横軸で使用するフィールドを切り替えるには、Viz選択メニューの左にある[軸の交換 ]

ボタン をクリックします。

l フィールドを変更するには、最初にクエリエントリでフィールドをクリックしてから、下のフィールド

名をクリックします。(差の計算に使用されるフィールドを変更するには、「時間の経過による差

異の比較 ページ964」を参照してください。)
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l フィールドの集計タイプまたはグループ化タイプを変更 (平均から合計に変更するなど)するに

は、テキストボックスのフィールド名をクリックしてから、別の集計タイプまたはグループ化タイプ

を選択します。

l カテゴリフィルターの場合は、以下の例の「米国を除外」のように、値をクリックして特定の値を

変更するか、ワイルドカードパラメーターを入力します。
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l 数値範囲を調整するには、「高い」、「中間」、「安い」などの単語をクリックします。

l フィールドやフィルターを削除するには、カーソルを合わせて「X」をクリックします。

日付フィルターの調整

日付フィルターを調整するには、「最後の」、「前の」などの単語をクリックします。その後、次のいずれ

かをクリックします。

l [特定の日付 ]をクリックして、特定の期間または日付の値を入力します。

l [相対日付 ]をクリックして、現在の日付を基準にした日付範囲を表示します。

l [日付範囲 ]をクリックして、特定の開始点および終了点を入力します。

[特定の日付 ]では、[日付の詳細 ]メニューで次のような固有のオプションが提供されます。

l [期間 ]オプションでは、連続した日付の範囲が1つ表示されます。

l [日付の値 ]オプションでは、複数の期間で繰り返すことができる複数の範囲が表示されます。

たとえば、複数年にわたる第 1四半期の売上実績を組み合わせる場合は、[日付の値 ]で
[四半期 ]を選択します。
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時間の経過による差異の比較

「データに聞く」を使用すると、「前年比」や「四半期比」などの語句を使用して期間を比較できま

す。結果は、「データに聞く」から保存したワークブックの差分または差の割合表計算として表示され

ます。
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テキストボックスで差分計算をクリックして、他のフィールド、集計方法、および期間を選択します。

単純計算を適用する

「データに聞く」 (Ask Data)では2つのメジャー間の単純計算がサポートされており、以下の記号を使

用して適用できます。

+メジャーを合計する

-メジャーの差を計算する
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*乗算を行う

/除算を行う

「データに聞く」 (Ask Data)で保存されたワークブックでは、これらの計算は計算フィールドになる代わ

りに [列 ]、[行 ]、[マーク]シェルフでアドホック計算になります。詳細については、「アドホック計算 ペー

ジ2569」を参照してください。

他のVizを含むシートを追加する

レンズから複数の異なるVizをすばやく作成するには、「データに聞く」 (AskData)でシートを追加し

ます。

Webページの一番下で、次のいずれかを実行します。

l 名前付きシートの右側にある[Add Sheet (シートの追加 )]アイコンをクリックします。

l シート名を右クリックし、[Duplicate (複製 )]または [削除 ]を選択します

(「データに聞く」 (Ask Data)からシートの名前を変更するには、新しいワークブックに保存する

必要があります)。
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メール、Slack、またはリンクを介して「データに聞く」 (Ask Data)の
Vizを共有する

「データに聞く」 (AskData)のVizは、レンズにアクセスできる人なら誰とでもすばやく共有できます。

1. ブラウザーの右上隅にある[Share (共有 )]アイコンをクリックします。

2. 次のいずれかを実行します。

l メールまたはSlackでVizを共有するには、テキストボックスに特定のユーザー名を入力

します。(メールとSlackの統合は、Tableau管理者によって事前に構成されている必

要があります。)
l カスタムメールやその他のメッセージに貼り付けることができるURLをコピーするには、[リ

ンクのコピー]をクリックします。

ヒント: Slack通知を見つけるには、「Tableau App for Slack を使用した通知の受

信、検索、共有 ページ3349」を参照してください。

レンズ所有者にフィードバックを送信する

レンズの構造や「データに聞く」の活用方法について質問がある場合、作者に直接フィードバックを送

信できます。(このオプションは既定で有効になっていますが、レンズ作成者はそれを無効にすることが

できます)。

1. 「データに聞く」のクエリボックスの左側にある[「データに聞く」のヒント]のアイコンをクリックしま

す。
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2. ヒントダイアログの下部にある[レンズ作成者に連絡 ]をクリックします。

クエリを正常に実行するためのヒント

「データに聞く」 (Ask Data)に対する質問を組み立てるときに、次のヒントを活用すると、より良い結

果が得られます。

l キーワードを使用する-たとえば、「これらの空港がある国をすべて表示したい」ではなく「空港

と国」で試してみてください。

l フィールド名や値の正確な文字列を使用する—たとえば、レンズに"Airport Code (空港コー

ド)"、"Airport Name (空港名 )"、"Airport Region (空港の地域 )"フィールドが含まれる場合、

これらを名前で指定します。

l ランク付けされたリストを表示する- 「データに聞く」では、「最高」や「最低」といった用語はそ

れぞれ上位 1位と下位 1位にマッピングされています。より広い範囲のランキングを表示する

場合は、代わりに「高」や「低」を使用します。たとえば、「低価格の家」と入力します。

l 表計算のクエリ—表計算フィールドのクエリ式では、「前年差」をフィルター、制限、または含

めることはできません。

l 通常よりも長い値を引用符で囲む—行の改行、タブ、11個以上の単語を含む長いフィー

ルド値を分析する場合は、それらを引用符で囲みます。パフォーマンスを向上させるため、

「データに聞く」 (Ask Data)は、その長さのフィールド、または最初の200,000の一意のフィー

ルド値を超えるフィールドにはインデックスを作成しません。

「データに聞く」 (Ask Data)からVizを埋め込み、保存する

「データに聞く」とメトリクスへの重要な変更点

「データに聞く」機能とメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Serverバー

ジョン2024.2で廃止されます。自然言語技術の進歩に伴い、Tableauは、データに関する質問や

変更点の把握をより簡単に行えるように、インターフェイスの改善に取り組んでいます。詳細について

は、「Tableau AIとTableau Pulseによるデータエクスペリエンスの再構築」を参照してください。

Tableau Creatorである場合は、「データに聞く」 (Ask Data)使用してVizを作成した後に、Vizを埋

め込んで保存できます。

Webページに「データに聞く」 (Ask Data)レンズを埋め込む

「データに聞く」 (Ask Data)レンズに質問すると、[埋め込みコード]アイコンがツールバーに表示されま

す。これをクリックすると、任意のWebページに組み込み可能なコードがコピーされます。
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レンズが埋め込まれているWebページを読み込むと、Vizを使用しなくてもレンズが開き、ユーザーが

質問するのを待機します。

Webページに埋め込まれているレンズを表示するには、ユーザーは、データソースに接続するための

Tableauライセンスとパーミッションを持っている必要があります。これらのユーザーはTableau Cloudや

Tableau Serverのインターフェイスと同様に「データに聞く」 (Ask Data)を操作可能ですが、結果の

Vizは保存できません。

Vizを新しいワークブックで保存する

「データに聞く」 (Ask Data)からVizを保存して、それをワークブック内の他のTableauビューおよびダッ

シュボードと組み合わせると、そこからTableauのすべてのデータ分析および視覚化ツールにアクセス

できます。

ヒント:作成したVizの代わりにインタラクティブな「データに聞く」 (Ask Data)エクスペリエンスを

ワークブックに組み込むには、ダッシュボードに「データに聞く」レンズを追加するページ976を参

照してください。

1. Vizの上で保存アイコン をクリックし、初めてVizを保存する場合は [名前を付けて保

存 ]、以前保存したバージョンを上書きするには [保存 ]を選択します。

2. [名前を付けて保存 ]を選択し、アクセス権を持っていないユーザーがVizを表示する場合は、

[データソースのパスワードの埋め込み]を選択します。

保存したワークブックにすばやく移動するには、もう一度保存アイコンをクリックし、[ワークブック

の編集 ]を選択します。

「データに聞く」機能でサポートされる分析機能

「データに聞く」とメトリクスへの重要な変更点
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「データに聞く」機能とメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Serverバー

ジョン2024.2で廃止されます。自然言語技術の進歩に伴い、Tableauは、データに関する質問や

変更点の把握をより簡単に行えるように、インターフェイスの改善に取り組んでいます。詳細について

は、「Tableau AIとTableau Pulseによるデータエクスペリエンスの再構築」を参照してください。

「データに聞く」は、集計、グループ作成、並べ替え、数値やカテゴリーのフィルターリングなど、

Tableauの主要な分析機能をサポートしています。

注 : 「データに聞く」では英語の分析フレーズを使用する必要がありますが、英語以外のデー

タでも優れた働きをします。たとえば、食料品店で果物を注文するときのデータがスペイン語

だった場合は、“how many pedidos where fruta is manzanas”と聞くことができます。

集計

「データに聞く」を使用する際、集計フレーズとして“Sum of Sales (売上高の合計 )”、“Average
Profit (平均収益 )”、“Count of Customers (顧客数 )”などを使用します。平均には “mean (平均 )”、
カウントには “cnt (カウント)”など、これらの用語に対応するよくある同義語を使用することもできま

す。

l Sum (合計 )

l Average (平均 )

l Median (中央値 )

l Count (カウント)

l Distinct count (個別のカウント)

l Minimum (最小 )

l Maximum (最大 )

グループ作成

グループ作成フレーズには “by (別 )”という言葉がありますが、“by Region (地域別 )”や “by Sales (売
上高別 )”などのように使用します。

この表現は、標準的なTableau Vizの作成時に [列 ]シェルフや [行 ]シェルフにディメンションや非集

計メジャーを配置することに相当します。

並べ替え

並べ替えフレーズの例には、“sort Products in ascending order by sum of Profit (製品を収益合計

別に昇順で並べ替える)”や “sort Customer Name in alphabetical order (顧客名をアルファベット順
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で並べ替える)”などがあります。また、昇順には “from smallest (一番小さいものから)”、降順には

“from largest (一番大きいものから)”のような同義語を使用することもできます。

l Ascending (昇順 )

l Descending (降順 )

l Alphabetical (アルファベット順 )

数値フィルター

「データに聞く」を使用すると、データを関心ある数値範囲までフィルターし、その後、必要に応じてそ

の範囲を微調整することが可能です。フレーズの例としては、“sum of Sales at least $2,000 ($2,000
以上の売上高の合計 )”や “prices between $10 and $20 ($10から$20の間の価格 )”などがありま

す。.

l At least (少なくとも)

l At most (多くても)

l Between (の間 )

数値制限 (上限値と下限値 )

“top 10 cars sold last year (昨年売れた上位 10位の自動車 )”や “bottom Region by average
Profit (平均収益別で最も低い地域 )”などのフレーズを含むフィールドの上限値と下限値を簡単に表

示することができます。

l Top (上限値 )

l Bottom (下限値 )

「データに聞く」では “low (低い)”、“high (高い)”、“lowest (一番低い)”、“highest (一番低い)”など、

ユーザーがデータで使用する傾向がある一般的な用語もサポートしています。通貨ベースのフィールド

では、低価格のものに"cheap (安い)"、高価格のものに"expensive (高い)"など、こうした用語に対

応する同義語を使用することができます ("show me the cheapest houses in Ballard (バラードで最

安の家を表示する)"など)。

テキスト値のカテゴリーフィルター

カテゴリーフィルターを使用すると、関心のある特定のテキスト値にまでデータを狭めることができます。

フィルターの各タイプの例は以下のとおりです。

l Is (State is “Ohio” (州は “オハイオ”))
l Is not (State is not “Ohio” (州は “オハイオ”でない))

l Starts with (State starts with “O” (“O”で始まる州 ))
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l Ends with (State ends with “O” (“O”で終わる州 ))

l Contains (State contains “O” (“O”を含む州 ))

l Does not contain (State does not contain “hi” (“hi”を含まない州 ))

時刻フィルターリング

「データに聞く」は “Sales in the last 10 years (過去 10年間の売上高 )”や “Profit between 2012
and 2014 (2012年から2014年の間の収益 )”などのフレーズを含む時刻フィルターリングをサポート

しています。“starting at (で始まる)”ではなく“starts in (に始まる)”など、以下のフレーズの同義語を

使用することもできます。

l In (特定の日付が続く)

l 前へ

l 最終

l Following (続く)

l 次へ

l Between (の間 )

l Starting at (に始まる)

l Ending at (に終わる)

ヒント:時間の経過に伴う差異と表計算を比較することもできます。

特定の対象者に焦点を当てた「データに聞く」のレンズを作成する

「データに聞く」とメトリクスへの重要な変更点

「データに聞く」機能とメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Serverバー

ジョン2024.2で廃止されます。自然言語技術の進歩に伴い、Tableauは、データに関する質問や

変更点の把握をより簡単に行えるように、インターフェイスの改善に取り組んでいます。詳細について

は、「Tableau AIとTableau Pulseによるデータエクスペリエンスの再構築」を参照してください。

多くの人は、データソースにある全ての情報を必要としているわけではなく、自分の職務、たとえば、

販売、マーケティング、サポートなどに関連するデータについての視覚化を望んでいます。Tableau作

成者は、このようなさまざまな対象者の「データに聞く」 (Ask Data )を最適化するため、選択した

フィールドのサブセットに対してクエリを実行する個別の「データに聞く」 (Ask Data)レンズを作成しま

す。選択したフィールドには、フィールドの名前や値の同義語を指定することができます。たとえば「ロ
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サンゼルス」を「LA」と言うように、レンズの利用者が一般的な言葉で使う用語を織り込んでおくことが

できます。レンズ作成者は、「データに聞く」 (Ask Data)のクエリボックスの下に表示されるビジュアライ

ゼーションの候補をカスタマイズすることもできます。ビジュアライゼーションの候補を利用すると、ユー

ザーは1回のクリックで答えを得ることができます。

注 : 「データに聞く」レンズは、Tableauサイトに個別にパブリッシュされたデータソースに対しての

み作成できます。ワークブックに埋め込まれたデータソースや仮想接続を使用するデータソー

スに対しては、レンズを作成することはできません。

Tableauサイトでレンズのページを作成または構成する

Tableauサイトには、レンズごとに個別のページがあります。そのページで、ユーザーは「データに聞く」に

問い合わせることができ、作成者はレンズのフィールドや同義語、質問の候補などを構成できます。

Tableauサイトのレンズページ

1. Tableauサイトにレンズページを作成するには、データソースページに移動し、[新規 ] > [「デー

タに聞く」 (Ask Data) レンズ]を選択します。

既存のレンズを構成するには、サイトのレンズページに移動します。(または、ダッシュボードの

「データに聞く」 (Ask Data)オブジェクトで上隅のポップアップメニューをクリックし、[レンズページ

に移動 ]を選択します。)
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2. 新しいレンズを作成する場合は、名前、説明、プロジェクトの場所を入力して、[レンズのパブ

リッシュ]をクリックします。

3. 左側の [フィールド]ペインの上部で、鉛筆のアイコンをクリックします。レンズのユーザーに関係

のあるフィールドを選択し、[保存 ]をクリックします。

4. 左側で、個々の表またはフィールドにカーソルを合わせ、鉛筆アイコンをクリックします。

その後、次のいずれかを実行します。
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l 右側の鉛筆アイコンをクリックして、より代表的な名前を付けます。

l レンズユーザーがクエリに入力できるフィールド名と値の一般的な同義語を追加しま

す。詳細については、「「データに聞く」の同義語の追加」を参照してください。

l ユーザーがフィールドにカーソルを合わせたときに表示される説明を編集します。

推奨ビジュアライゼーションのリストを変更する

レンズユーザーからの一般的なクエリに対処するために、クエリボックスの下に表示される推奨ビジュア

ライゼーションをカスタマイズできます。

推奨ビジュアライゼーションを追加または置換する

1. テキストボックスにクエリを入力し、EnterキーまたはReturnキーを押します。

2. ビジュアライゼーションが表示されたら、ツールバーのピンアイコンから、[Pin to Recommended
Visualizations (推奨ビジュアライゼーションにピン留めする)]または [Replace
Recommendation (推奨を置換する)]を選択します。

3. 推奨を新たに追加する場合は、名前を入力し、それを表示するセクションを選択します。推

奨を置換する場合は、上書きする既存の推奨を選択してください。

セクションのタイトルと推奨ビジュアライゼーションの名前を編集するか、推奨を削除する

l

セクションタイトルを編集するには、タイトルの右にある鉛筆アイコン をクリックします。

l

既存の推奨を変更するには、カーソルを合わせて鉛筆アイコン をクリックします。推奨を削
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除するには、[X]をクリックします。

ダッシュボードに「データに聞く」レンズを追加する

ダッシュボードに「データに聞く」のオブジェクトを追加して、パブリッシュされたデータソースをTableau
サイトのレンズでクエリできるようにします。

1. Tableau CloudまたはTableau Serverでダッシュボードを編集しているときに「データに聞く」の

オブジェクトをキャンバスにドラッグします。

注 : Tableau Desktopでも、「データに聞く」のオブジェクトをキャンバスにドラッグして、配

置することもできます。ただし、レンズを選択するには、Tableau CloudまたはTableau
Serverにパブリッシュし、そこでオブジェクトを編集する必要があります。

2.
3. 以前にワークブックに接続されたパブリッシュ済みのデータソースを選択します。
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4. 既存のレンズを使用するには、レンズを選択して、[レンズを使用 ]をクリックします。

新しいレンズを作成するには、次のいずれかの操作を行います。

l データソースのレンズがない場合は、[データソースのページに移動 ]をクリックします。

l レンズがすでにある場合は、ダイアログの下部にあるデータソース名をクリックします。

5. (新しいレンズのみ) Tableau サイトでレンズのページを作成または構成するページ973の手順

を実施します。

6. [Toolbar Options for Lens Users (レンズユーザーのツールバーオプション)]で、ユーザーが

使用できるボタンを選択します。

l [Add Visualization to Pins (ビジュアライゼーションをピンに追加 )]を使用すると、ユー

ザーはクエリボックスのすぐ下に表示される推奨ビジュアライゼーションのリストに追加で

きます。

l [Publish as Workbook (ワークブックとしてパブリッシュ)]を使用すると、ユーザーは

Tableauサイトにビジュアライゼーションをワークブックシートとして保存できます。

l [Share Visualization (ビジュアライゼーションの共有 )]を使用すると、ユーザーはメー

ル、Slack、またはリンクを介して共有できます。

レンズでは、パブリッシュ(保存アイコン)、ピン留め、共有のオプションが右上隅に表示さ

れます。

7. (新しいレンズのみ)レンズを作成したら、ダッシュボードの [レンズ]オブジェクトに戻り、[更新 ]を
クリックします。次に、新しいレンズを選択し、[レンズを使用 ]をクリックします。
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ダッシュボードの「データに聞く」オブジェクトに別のレンズを適用する

1. オブジェクトの上部のポップアップメニューから、[構成 ]を選択します。

2. ダッシュボードに「データに聞く」レンズを追加するページ976に移動し、手順 2以降を繰り返

します。

レンズの名前、説明、プロジェクトの場所を変更する

1. Tableau CloudまたはTableau Serverでレンズのページに移動します。

2. ページ上部のレンズ名の右側にある3つのドット(...)をクリックし、[ワークブックの編集 ]を選択

します。

3. [レンズの詳細を編集 ]をクリックします。

レンズを通した「データに聞く」の利用状況を確認する

データソースの所有者またはレンズ作成者である場合は、「データに聞く」 (Ask Data)のダッシュボー

ドで、よく利用されるクエリやフィールド、ビジュアライゼーションがクリックされた回数などの有用な情報

を確認できます。フィルターを使用して、特定のユーザーや時間範囲にデータを絞り込むことができま

す。これらの統計情報を活用してレンズをさらに最適化すると、ユーザーの体験を向上できます。

注 : Tableau Serverを使用している場合は、Tableau Serverリポジトリでこのデータにアクセ

スすることができ、カスタムダッシュボードを作成できます。

1. Tableau ServerまたはTableau Cloudで、レンズのページに移動します。

2. 「データに聞く」(Ask Data)テキストボックスの左側にある[Ask Data tips (「データに聞く」(Ask
Data)のヒント)]アイコンをクリックします。
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3. ヒントダイアログの左下隅にある[使用状況分析 ]をクリックします。

ユーザーがレンズに関する質問をメールで送信できるようにします。

レンズ所有者は、ユーザーがデータ構造や期待される結果などに関する質問をメールで送信できるよ

うにすることもできます。このオプションは既定でオンになっていますが、以下のステップを使用してオフに

することができます。

1. Tableau ServerまたはTableau Cloudで、レンズのページに移動します。

2. 上記のレンズを通した「データに聞く」の利用状況を確認する前のページ]に表示されている、

「データに聞く」(Ask Data)テキストボックスの左側の [i]をクリックします。

3. ヒントダイアログの下部で、[Contact the Lens Author (レンズ作成者に連絡 )]の横にある目の
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アイコンをクリックして、フィードバックを有効または無効にします。

レンズのパブリッシュと表示のパーミッション

ダッシュボードの「データに聞く」オブジェクトについては、パーミッションを変更する必要はありません。デ

フォルトで、既存のワークブック作成者がレンズを作成でき、既存のダッシュボード利用者がレンズを

表示できます。ただし、データソースページを介したダッシュボードと直接アクセスについては、必要な

レンズのパーミッションについて、概要を参考までに以下に示します。

レンズの作成とパブリッシュに必要な権限 :
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l 作成者またはエクスプローラーのユーザーロール

l データソースに対するレンズ作成パーミッション(デフォルトでは接続パーミッションから継承され

ます)
l レンズをパブリッシュする親プロジェクトに対する書き込みパーミッション

パブリッシュされたレンズへのアクセスと操作に必要な権限 :

l 閲覧者以上のロール

l データソースに対する接続パーミッション

l レンズに対する閲覧パーミッション

注 :デフォルトでは、閲覧などのレンズのパーミッションは、ワークブックに対するプロジェクトの

パーミッションが反映されます。Tableau管理者がデフォルトのレンズのパーミッションを変更した

い場合、各プロジェクトに対して個別に変更することも、パーミッションAPIを使用して一括で

変更することもできます。

「データに聞く」 (Ask Data)機能でのデータの最適化

「データに聞く」とメトリクスへの重要な変更点

「データに聞く」機能とメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Serverバー

ジョン2024.2で廃止されます。自然言語技術の進歩に伴い、Tableauは、データに関する質問や

変更点の把握をより簡単に行えるように、インターフェイスの改善に取り組んでいます。詳細について

は、「Tableau AIとTableau Pulseによるデータエクスペリエンスの再構築」を参照してください。

データソースを管理してパブリッシュする際、以下のいくつかのヒントは「データに聞く」 (Ask Data)を
ユーザーがさらに上手に使用するのに役立ちます。このプロセスに少し時間を割くと、組織の幅広い

人員がデータ分析を使用し始めることができ、自主的に答えを得たり、より深い洞察を得たりするの

に役立ちます。

「データに聞く」 (Ask Data)機能でのデータの最適化

データソースの所有者は、「データに聞く」 (Ask Data)インターフェイスの左側にある[データ]ペインで、

フィールドの同義語を追加したり、無関係な値を除外したりすることができます。

データソースまたはレンズレベルでの設定の変更

「データに聞く」 (Ask Data)の [データ]ペインで設定を変更するときは、データソースレベルとレンズレ

ベルのどちらで変更するのかをしっかり確認してください。(詳細については、「特定の対象者に焦点を

当てた「データに聞く」 (Ask Data)のレンズを作成する」を参照してください。)
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l データソースレベルでは、左上隅に円筒形のデータソースアイコンが表示されます。[データ]
ペインで行った変更内容は、既定で、その後に作成されるすべてのレンズに適用されます。

注 :抽出の場合、シリンダーが2つ表示されます。

l 個々のレンズについては、左上隅に引用符アイコンが表示されます。[データ]ペインで行った

変更内容は、このレンズにのみ適用されます。
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フィールドの名前と値に対応する同義語の追加

データソースにある用語と同じ用語を使用しないユーザーもいるかもしれません。このため、データ

ソース所有者やTableau管理者は、特定のデータフィールドの名前と値に対応する同義語を追加

できます。入力する同義語は組織全体が使用するため、全員がデータ分析をすばやく簡単に行える

ようになります

検索結果から特定のフィールド値を除外する

「データに聞く」 (Ask Data)における検索結果の有用性を向上させるために、特定のフィールド値をイ

ンデックス作成から除外することができます。「データに聞く」 (Ask Data)では、インデックスが作成され

ていない値は検索結果に追加されませんが、関連する値は引き続きビジュアライゼーションに表示さ

れます。たとえば、検索結果に不要な詳細が追加されないようにするため、"製品"フィールドの値から

インデックスを作成しない場合でも、「データに聞く」 (Ask Data)では結果データのビジュアライゼーショ

ンに"iPhone 12"などの値が表示されます。また、ユーザーは、インデックスが作成されていない値を引

用符で囲んでクエリに手動で追加できます ("iPhone 12"を含む製品の売上など)。

注意 :データソースのインデックス作成設定の値が [無効 ]に設定されている場合、このフィール

ドレベルの設定は無視されます。フィールド名と関連する同義語には、常にインデックスが作

成されます。

1. データソースまたは個々のレンズの [「データに聞く」 (Ask Data)]タブに移動します。

2. 左側のソースフィールドにカーソルを合わせ、[フィールドの詳細を編集 ]アイコン(鉛筆 )をクリッ

クします。

3. [Index field values (フィールド値のインデックス作成 )]の選択を解除します。

表示されるテキストボックスをクリックしてデータソースのインデックスをもう一度作成するか、通

常のインデックス作成スケジュールに基づいてインデックスをもう一度作成します。
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データソースを最適化する

「データに聞く」 (Ask Data)で最適なエクスペリエンスが得られるようにするには、元のデータソースを

最適化します。

注 : 「データに聞く」では、多次元キューブデータソースや、Googleアナリティクスのようなリレー

ショナルデータソースではないデータソース、仮想接続を使用するデータソースはサポートさ

れていません。

「データに聞く」 (Ask Data)のインデックス作成を最適化する

データソースの所有者は、「データに聞く」 (Ask Data)のフィールド値のインデックス作成の頻度を変

更して、システムパフォーマンスを最適化することができます。

1. [データソース]ページの上部で [詳細 ]アイコンをクリックします。

2. 「データに聞く」 (Ask Data)セクションで、[編集 ]をクリックします。

3. フィールド値のインデックス作成のオプションを選択します。

l [自動 ]にすると、ライブの場合、更新された抽出がある場合、または再パブリッシュされ

た場合に、変更があるかを24時間ごとに確認し、データソースを分析します。このオプ

ションは、「データに聞く」 (Ask Data)を使用することが多いデータソースで選択し、ユー

ザーがクエリを発行する前に使用できるようにしてください。

l [手動 ]にすると、Tableau作成者がデータソースページにインデックス作成をトリガー

する場合にのみ、データソースを分析します。このオプションは、データソースに頻繁に

変更があるものの、ユーザーがたまにしか「データに聞く」 (Ask Data)を使用してクエリを

発行しない場合に選択してください。

手動のインデックス作成をトリガーするには、[データソース]ページに移動して、左側の

[データ]ペインで円で囲まれた"i"をクリックし、[Reindex Data Source (データソース

のインデックス再作成 )]をクリックします。
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l [無効 ]にすると、値ではなくフィールド名のみが分析されます。

4. [保存 ]をクリックします。

データ抽出を使用してパフォーマンスを向上させる

パフォーマンスを向上させ、大規模なデータセットをサポートするには、ライブデータソースではなく、パ

ブリッシュされた抽出と共に「データに聞く」を使用します。詳細については、「抽出の作成」を参照して

ください。

ユーザーがデータソースにアクセスできるようにする

ユーザーが「データに聞く」 (Ask Data)を使用するには、個々のデータソースに接続するためのパーミッ

ションが必要です。データソースに行レベルのパーミッションがある場合、それらのパーミッションは「デー

タに聞く」 (Ask Data)にも適用されますが、安全な値は認識されず、関連する統計的な推奨事項も

ありません。

サポートされていないデータソース機能に注意する

「データに聞く」 (Ask Data)では、以下を除くすべてのTableauデータソース機能がサポートされてい

ます。データソースにこれらが含まれている場合、「データに聞く」 (Ask Data)のユーザーは関連フィー

ルドのクエリを実行できません。

l セット

l 組み合わせフィールド

l パラメーター

ユーザーの質問を予測する

ユーザーがしそうな種類の質問を予測し、以下の技術を使用して、これらの質問に合わせてデータ

ソースを最適化します。

l Tableau Prepや類似ツールでデータをクリーニングまたは加工します。

l データを結合し、ある表でユーザーが質問を持つかもしれないすべてのフィールドを含め、パ

フォーマンスを向上させます。
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l ユーザーのよくある質問に回答する計算フィールドを追加します。

l ヒストグラムまたはビニングされた別の形状としてユーザーが表示する可能性が高い定量的変

数に対し、適切なサイズのビンを作成します。

データを簡素化する

ユーザーと「データに聞く」 (Ask Data)の両方がデータを理解しやすくなるよう、データ準備プロセスで

可能な限りデータソースを簡素化します。

1. パフォーマンスを向上させるため、不要なフィールドは削除します。

2. 各フィールドに固有の意味のある名前を付けます。

l たとえば、冒頭に“Sales… (売上高 …)”が付くフィールド名が5つある場合、「データ

に聞く」 (Ask Data)が “sales (売上高 )”という用語を適切に解釈できるよう、適切な

区別を付けておきます。

l “Number of records (レコード数 )”という名前も、より分かりやすいものに変更します。

たとえば、各レコードが地震であるデータソースでは、“Number of earthquakes (地震

数 )”を使用します。

l フィールド名が数字、日付、ブール (“true”または “false”)値にならないようにします。

l “Sales in 2015 (2015年の売上高 )”や “Average Products Sold (平均販売製品数 )”
などの分析表現に類似した名前は使わないようにします。

3. 意味のあるフィールド値の別名を作成し、ユーザーが会話で用いる用語を反映させます。

フィールドの適切な既定の設定

「データに聞く」 (Ask Data)がデータを正しく分析できるよう、既定のフィールド設定が各フィールドの

コンテンツを反映するようにしてください。

l テキスト、時刻、日付、地理的値、他の値に対してデータ型を設定します。

l 適切なデータの役割を割り当てます:ディメンションまたはメジャー、連続または不連続。

l Tableau Desktopで各メジャーに対し、色、並べ替え順序、数値形式 (パーセンテージ、通

貨など)、集計関数などの適切な既定の設定を割り当てます。たとえば、"Sales (売上 )には

SUMが適切ですが、"Test Score (テストスコア)"にはAVERAGEが既定としてより適してい

る場合があります。

ヒント:既定のコメントではユーザーが「データに聞く」 (Ask Data)でフィールドにカーソル

を合わせると説明情報が表示されるため、各フィールドで既定のコメントを設定すると

特に役立ちます。
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地理的フィールドとカテゴリーフィールドでの階層の作成

時刻データでは、Tableauは自動的に階層を作成するため、ユーザーは簡単にVizをドリルアップお

よびドリルダウンすることができます (日から週、月など)。ただし、地理的データおよびカテゴリーデータ

では、カスタム階層を作成して、フィールド間の関係を反映するビジュアライゼーションを「データに聞

く」 (Ask Data)が生成しやすくすることをお勧めします。「データに聞く」 (Ask Data)ではデータペインに

階層が表示されません。

「データに聞く」 (Ask Data)は階層名のインデックスを作成せず、階層内のフィールド名でのみインデッ

クスを作成します。たとえば、[Location (場所 )]という名前の地理的階層に [Country (国 )]フィールド

と[City (市区町村 )]フィールドが含まれている場合、ユーザーは「データに聞く」 (Ask Data)の質問

に、「Country (国 )」と「City (市区町村 )」を入力する必要があります。

「データに聞く」機能に対応する同義語の追加

「データに聞く」とメトリクスへの重要な変更点

「データに聞く」機能とメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Serverバー

ジョン2024.2で廃止されます。自然言語技術の進歩に伴い、Tableauは、データに関する質問や

変更点の把握をより簡単に行えるように、インターフェイスの改善に取り組んでいます。詳細について

は、「Tableau AIとTableau Pulseによるデータエクスペリエンスの再構築」を参照してください。

データソースにある用語と同じ用語を使用しないユーザーもいるかもしれません。このため、データ

ソース所有者やTableau管理者は、特定のデータフィールドの名前と値に対応する同義語を追加

できます。入力する同義語は組織全体が使用するため、全員がデータ分析をすばやく簡単に行える

ようになります

注 : “by (別 )”や “max (最大 )”などの標準的な分析用語を反映する同義語を使用することは

できません。同様に、セット、ビン、クラスタ、階層、組み合わせフィールド、表計算、緯度と経

度という特殊なタイプのデータに関しては同義語を作成することはできません。

特定のデータソースまたはレンズに対応するフィールドと値の同義語を追加す

る

1. データソースまたは個々のレンズの [「データに聞く」 (Ask Data)]タブに移動します。

2. 左側のソースフィールドにカーソルを合わせ、[フィールドの詳細を編集 ]アイコン(鉛筆 )をクリッ

クします。
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3. フィールド名に対応する同義語を入力するには、[同義語 ]テキストボックスを使用します。

4. フィールド値に対応する同義語を入力するには、左下隅の矢印をクリックします。

次に、検索ボックスを使用して特定の値を検索し、それに対応する同義語を右側に入力し

ます。
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ヒント: 「データに聞く」がユーザーの質問をより適切に解釈できるよう、フィールド値に対

応する同義語は一意で短いものにしてください。

複数のデータソースに対応する同義語を追加する

フィールドや値を組織全体で同じように使用している場合は、データの役割を使用して複数のデータ

ソースに同じ同義語を適用します。たとえば、すべての子会社が各事業部門に同じ名称を使用して

いる場合や、製品ラインに一貫したサブ製品のセットがある場合は、データの役割が最適な選択肢と

なります。

同義語にデータの役割を使用すると、Tableau CloudやTableau Serverで一元的に管理できるた

め、時間を大幅に節約できます。「データに聞く」を使用して、新しいデータの役割をパブリッシュし、

「データに聞く」やTableau Prepで作成した既存のデータの役割を適用できます。
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新しいデータの役割に同義語をパブリッシュする

1. 特定のデータソースに対してフィールド名と値の同義語を追加するには、いくつかの手順に従

います。

2. [データの役割 ]メニューで、[Publish Data Role (データの役割をパブリッシュ)]を選択しま

す。

3. 役割の名前を入力してから、[パブリッシュ]をクリックします。

既存のデータの役割から同義語を適用する

注 : 既存のデータの役割を適用する場合は、アクセス権限のある役割のみ選択できます。

1. データソースまたは個々のレンズの [「データに聞く」 (Ask Data)]タブに移動します。

2. 左側のデータフィールドにカーソルを合わせ、[フィールドの詳細を編集 ]アイコン(鉛筆 )をクリッ

クします。

3. [データの役割 ]メニューで [Apply Data Role (データの役割を適用 )]を選択します。

4. 役割のリストを絞り込むには、検索語句を入力します。次に、リストから役割を選択し、[適
用 ]をクリックします。

役割では同義語が灰色で表示されますが、[データの役割 ]のページ中央で編集することが

できます。

990 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



灰色で表示された同義語は、[データの役割 ]ページで編集する必要があります。この例では、[エリア]がデータ
の役割から取得された値で、[垂直方向 ]は現在のデータソースに固有の値です。

適用されたデータの役割を変更したり削除したりする

注 : 国、都道府県、市区町村などの地理的フィールドでは、組み込みのデータの役割を変更

できません。

1. データソースまたは個々のレンズの [「データに聞く」 (Ask Data)]タブに移動します。

2. 左側のデータソースフィールドにカーソルを合わせ、[フィールドの詳細を編集 ]アイコン をク

リックします。

3. 現在適用されているデータの役割の名前をクリックし、[Apply a Different Data Role (別の

データの役割を適用 )]や [Remove Data Role (データの役割を削除 )]のいずれかを選択しま

す。

データの役割に対するフィールド名または値の同義語を編集する

1. データソースまたは個々のレンズの [「データに聞く」 (Ask Data)]タブに移動します。

2. 左側のデータソースフィールドにカーソルを合わせ、[フィールドの詳細を編集 ]アイコン をク

リックします。

3. 現在適用されているデータの役割の名前をクリックし、[View Data Role (データの役割を表

示 )]を選択します。
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4. データの役割の中央ページで、次の操作を行います。

l フィールド名の同義語を入力するには、ページ上部の [同義語 ]セクションをクリックしま

す。次に、テキストボックスで同義語を追加または削除し、[保存 ]をクリックします。
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l フィールド値の同義語を編集するには、[値 ]の横にある鉛筆アイコンをクリックします。

次に、[同義語 ]列の値を編集し、[保存 ]をクリックします。値のリストが長いフィールドの

場合は、右側の検索ボックスを使用して絞り込みます。

サイトでの「データに聞く」 (Ask Data)機能の無効化または有効化

「データに聞く」とメトリクスへの重要な変更点

「データに聞く」機能とメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Serverバー

ジョン2024.2で廃止されます。自然言語技術の進歩に伴い、Tableauは、データに関する質問や
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変更点の把握をより簡単に行えるように、インターフェイスの改善に取り組んでいます。詳細について

は、「Tableau AIとTableau Pulseによるデータエクスペリエンスの再構築」を参照してください。

既定で「データに聞く」 (Ask Data)はサイトに対して有効になっていますが、Tableau管理者はそれ

を無効にすることができます。

1. [全般 ]サイト設定に移動します。

2. (Tableau Serverのみ) [Web 作成 ]セクションで、[Let users edit workbooks in their
browser (ユーザーが自分のブラウザーでワークブックを編集するのを許可する)]を選択しま

す。

3. [Availability of Ask Data (「データに聞く」の可用性 )]セクションで、次のオプションから選択

します。

l [有効 ]にすると、パブリッシュされたすべてのデータソースに対して「データに聞く」 (Ask
Data)のレンズを作成できます。

l [無効 ]にすると、サイト全体で「データに聞く」 (Ask Data)が非表示になりますが、以

前作成したレンズに関する情報は保持されるため、「データに聞く」 (Ask Data)を再度

有効にする場合はレンズを復元できます。

Web画像をワークシートに動的に追加する
Tableauでは、画像はデータを分析する際の強力なツールです。靴の月別売上高のVizを想像し

てみてください。データは、ウェッジヒールよりもハイヒールのほうが売れていることを示していますが、こ

の2つのタイプの靴の違いを想像することはできません。そこで、イメージの役割が登場します。Web
画像をワークシートに動的に追加し、それらをヘッダーで使用して視覚的な詳細を追加することがで

きます。
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データソースを準備する

イメージの役割は、Web画像を指すURLを含む個別のディメンションフィールドに割り当てることがで

きます。データを準備するには、画像フィールドが、イメージの役割を割り当てるためのTableauによっ

て設定されている要件を満たしていることを確認します。

l URLで移動する先が、.png、.jpeg、.jpg、.svg、.webp、.jfif、.ico、.gifのいずれかの画像ファイ

ルであることを確認します。

l 各 URLがhttpまたはhttpsで始まっていることを確認します。トランスポートプロトコルが含ま

れていない場合、Tableauはhttpsを想定します。

l データセットで使用される画像の数を最適化します。通常は、フィールドごとに最大 500個の

画像を読み込むことができます。

l 各画像ファイルが200 KB未満であることを確認します。

注 : Tableau 23.1以前を使用している場合、URLは、ファイル拡張子が .jpg、.jpeg、または

.pngの画像ファイルに移動する必要があります。

Tableau 23.2以降では、.gifファイルがサポートされていますが、.gifアニメーションは、クライア

ント側レンダリングが有効になっているTableau CloudおよびTableau Serverでのみ表示され

ます。サーバー側レンダリングが有効になっているTableau DesktopおよびTableau Serverで
は、.gifファイルが静的画像として表示されます。

Vizの複雑さによっては、Tableauがデフォルトでサーバー側のレンダリングを使用する場合があ

ります。その場合、フィールドあたりの画像数は100に制限されます。複雑性の設定とサー

バー側のレンダリングの詳細については、「クライアント側レンダリングの構成」を参照してくださ

い。

データセットの例 :

製品名 製品画像 URL 製品売上高

フラット https://img.example.com/flats.png 12,118

ハイヒール https://img.example.com/highheels.png 15,865

ランニングシューズ https://img.example.com/runningshoes.png 14,200

ウェッジ https://img.example.com/wedges.png 8,665
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イメージの役割をURLに割り当てる

データソースに接続したら、[データソース]ページまたはワークシートの [データ]ペインからイメージの

役割をURLに割り当てることができます。

[データソース]ページから割り当てる:

1. 画像のURLがある列を見つけます。

2. 列の左上にあるアイコンを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[イメージの役

割 ] > [URL]を選択します。

アイコンが画像アイコンに変わり、画像を使用できるようになります。

ワークシートから割り当てる:

1. 新しいワークシートを開きます。

2. 画像のURLがある個別のディメンションフィールドを見つけます。

3. ディメンションフィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[イメージの役

割 ] > [URL]を選択します。

アイコンが画像アイコンに変わり、画像を使用できるようになります。

ビジュアライゼーションに画像を追加する

ワークシートから、[イメージの役割 ]フィールドを[行 ]または [列 ]シェルフにドラッグします。これでViz
上で画像と関連データを表示できるようになりました。
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ビジュアライゼーションを共有する

画像を含むワークブックはエクスポートして共有することができます。Vizで使用する画像は、Vizを共

有するすべてのユーザーが閲覧できるようにしてください。たとえば、ファイアウォールの内部にある内部

サーバーでホストされている画像を使用している場合は、Vizを共有するユーザー全員が画像にアク

セスするための十分な権限を持っていることを確認します。この例では、同じサーバーに接続してViz
を表示しているユーザーは、問題なく画像を表示しています。ただし、VizをTableau Cloudサーバー

上のPDFにエクスポートしているユーザーは、画像を表示できない場合があります。

エクスポートされたワークブックをViewerがTableau 2022.3以前で開こうとすると、画像を表示するこ

とができません。

注 :ベストプラクティスとして、スクリーンリーダーやその他のアクセシビリティソフトウェアがコンテ

ンツにアクセスできるように、イメージの役割フィールドは常にテキストの説明と一緒に配置しま

す。

画像の接続に関するトラブルシューティング

フィールドごとに許可されている画像の数を超えてる場合や、複雑なVizに大きな画像ファイルがある

場合、またはモバイルデバイスでVizを表示している場合に、画像が表示されないことがあります。こ

のセクションは、このようなエラーのトラブルシューティングに役立ちます。
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Vizに画像が表示されない

Viz内の画像が多すぎる

Vizの複雑さにもよりますが、通常、フィールドごとに500個の画像を読み込むことができます。複雑

なVizの場合は、既定でサーバー側レンダリングになることがあります。サーバー側レンダリングでは、

フィールドごとに100個の画像を読み込むことができます。

Viz内の画像が多すぎるというエラーメッセージが表示された場合は、画像をフィルターで除外してか

らやり直してください。

Tableauが画像にアクセスできない

画像の代わりに破損した画像アイコンが表示される場合は、まず画像を表示するための十分な権

限があることを確認してください (または、画像がファイアウォールの内側にある場合など)。Tableauは

画像にアクセスできなければならず、画像を表示するために別の認証を要求することはできません。

画像を表示する権限があり、サイズ要件を満たしている場合は、設定ページでWeb画像が有効に

なっていることを確認してください。

Tableau Desktopの場合 :

1. ワークブックから、ツールバーの [ヘルプ]をクリックします。

2. [設定とパフォーマンス] > [ダッシュボードWeb 表示セキュリティ]の順に選択します。

3. [Web ページオブジェクトとWeb 画像を有効にする]がオンになっていることを確認します。

Tableau Cloudの場合 :

1. ナビゲーションパネルで、[設定 ]をクリックします。

2. [全般 ]で、下にスクロールして[Web ページオブジェクト] と[Web 画像 ]を見つけます。

3. [Web ページオブジェクトとWeb 画像を有効にする]がオンになっていることを確認します。

一部の画像がVizに表示されない

画像ファイルが大きすぎる

レンダリングするには、各画像ファイルを200 KB未満にする必要があります。画像ファイルのサイズを

確認して、もう一度やり直してください。
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以前のバージョンのTableauを使用している

Tableau 23.1以前を使用している場合、.png、.jpeg、および .jpg画像ファイルのみがサポートされま

す。Tableauのバージョンをアップグレードするか、使用しているTableauのバージョンでサポートされて

いる種類のファイルを使用してください。

画像のURLは httpまたは httpsで始まる必要があります

各画像のURLはhttpまたはhttpsで始まる必要があります。Tableauは現在、FTP/SMTP呼び出

しをサポートしていません。URLの形式を確認して、もう一度やり直してください。

画像ファイルはURLキーである必要があります。

イメージの役割は、.png、.jpeg、または .jpg、.svg、.webp、.jfif、.ico、.bmp、または .gifの画像ファイ

ルに移動するURLにのみ割り当てることができます。URLの形式を確認して、もう一度やり直してく

ださい。

画像ファイルの種類がサポートされていない

イメージの役割は、.png、.jpeg、または .jpg、.svg、.webp、.jfif、.ico、.bmp、または .gifの画像ファイ

ルに移動するURLにのみ割り当てることができます。URLの形式を確認して、もう一度やり直してく

ださい。

Tableau 23.1以前を使用している場合、.png、.jpeg、および .jpg画像ファイルのみがサポートされま

す。Tableauのバージョンをアップグレードするか、使用しているTableauのバージョンでサポートされて

いる種類のファイルを使用してください。

Tableau 23.2以降では、.gifファイルがサポートされていますが、.gifアニメーションは、クライアント側レ

ンダリングが有効になっているTableau CloudおよびTableau Serverでのみ表示されます。サーバー

側レンダリングが有効になっているTableau DesktopおよびTableau Serverでは、.gifファイルが静的

画像として表示されます。

画像ファイルに不適切な文字が含まれている

次の文字が含まれるURLにはイメージの役割を割り当てることはできません。
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< > & \ ^ '

または以下の文字シーケンス:

..\\.\r \n \t

URLにこれらの文字または文字列が含まれていないことを確認してから、もう一度やり直してくださ

い。

ワークシートの外に画像が表示されない

ツールヒントVizに画像が表示されない

ツールヒントのVizはサーバー側レンダリングで処理されるため、フィールドごとに最大 100個の画像

を読み込むことができます。フィールドごとの画像が100個未満であることを確認してから、もう一度

やり直してください。

サーバー側とクライアント側のレンダリングの詳細については、「クライアント側レンダリングの構成」を

参照してください。

ツールヒントVizの詳細については、「ツールヒント内でビューを作成する(ツールヒントViz)」を参照し

てください。

[サムネイルで表示 ]に画像が表示されない

[サムネイルで表示 ]はサーバー側レンダリングで処理されるため、フィールドごとに最大 100個の画像

を読み込むことができます。フィールドごとの画像が100個未満であることを確認してから、もう一度

やり直してください。

サーバー側とクライアント側のレンダリングの詳細については、「クライアント側レンダリングの構成」を

参照してください。

ワークブックをエクスポートすると画像が表示されない

すべてのエクスポートおよびエクスポート関連の機能は、サーバー側レンダリングで処理されます。これ

により、フィールドごとに最大 100個の画像を読み込むことができます。フィールドごとの画像が100
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個未満であることを確認してから、もう一度やり直してください。

モバイルデバイスで画像が表示されない

モバイルデバイスはコンピューターに比べて複雑性のしきい値が低いため、サーバー側レンダリングで処

理を完了します。そのため、フィールドごとに最大 100個の画像を読み込むことができますフィールドご

との画像が100個未満であることを確認してから、もう一度やり直してください。

モバイルデバイスで複雑性の設定を変更できます。複雑性のしきい値の詳細については、「コン

ピューターとモバイルデバイスの複雑性のしきい値を構成する」を参照してください。

データペイン内のフィールドの整理とカスタマイズ
データペインには、フィールドの整理とカスタマイズに役立つ機能が多くあります。

グループ化や並べ替えのオプションを使用できるのは、リレーショナルデータソースのみです。キューブ

(多次元データソース)では使用できません。

データペインの整理

単一テーブルのデータソースは、デフォルトで、フォルダーごとにグループ化されます。マルチテーブルの

データソースは、デフォルトで、元のテーブルごとにフィールドがグループ化されます。

フォルダーごとにグループ化すると、フィールドを整理する方法を手動で決定できます。

テーブルごとにグループ化すると、ディメンションとメジャーをテーブルの下にまとめられます。この構造

は、類似した名前のフィールドが複数のテーブルに表示される場合に役立ちます。

デフォルトに関係なく、データソースのテーブルごとのグループ化と、フォルダーごとのグループ化を切り替

えることができます。

ヒント:フォルダーごとのグループ化とテーブルごとのグループ化はいつでも変更できます。すべてのフォル

ダー情報が保持されます。

フォルダーごとにグループ化

[データ]ペインにあるフィールド、パラメーター、セットなどの項目は、フォルダーごとに手動でグループ化

することができます。

l [データ]ペインのメニュー (データソースの下 )を開き、[フォルダーごとにグループ化 ] を選択しま

す。

Tableau Software 1001

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/server/ja-jp/browser_rendering.htm#configure-the-complexity-threshold-for-computers-and-mobile-devices
https://help.tableau.com/current/server/ja-jp/browser_rendering.htm#configure-the-complexity-threshold-for-computers-and-mobile-devices


l または、[データ]ペインでフィールドを右クリックし、[グループ化 ]、[フォルダー]の順に選択しま

す。
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注 : [データ]ペインのコンテキストメニューの多くは、アクセスした方法によって異なります。探して

いるものがメニューにない場合は、別の場所からメニューを開いてみてください。フィールドを右ク

リックするか、[データ]ペインの空白を右クリックするか、検索バーのドロップダウンメニューを使用

してアクセスできます。

他の設定 ([フォルダーの作成 ]など)に応じて表示されたり、グレー表示されたりするオプションも

あります。

フォルダーを設定するまで、すべてのフィールドがディメンションとともに上部に、メジャーとともに下部にリ

ストされます。
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フォルダーの作成

[グループ化 ]オプションを[フォルダー]に設定したら、フォルダーを作成する必要があります。

1. [データ]ペインで、グループ化するフィールドを選択して右クリックします (または [データ]ペイン

の何もない場所で右クリックします)。
2. [フォルダー]、[フォルダーの作成 ]の順に選択します。

3. プロンプトが表示されたら、新しいフォルダーの名前を入力します。

フォルダーは、[データ]ペインではアルファベット順に並べ替えられます。フォルダー名の先頭を数字に

すると、特定の順序で表示されるように強制できます。

フォルダーへのフィールドの追加

フォルダー構造を作成したら、フィールドをフォルダーに配置します。

l フォルダー名の上にフィールドをドラッグします。フォルダーを展開すると、フィールドをフォルダー

へドラッグすることができます。

l または、フィールドを右クリックして[フォルダー]、[フォルダーに追加 ]の順に選択し、目的のフォ
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ルダーを選択します。

フィールドは1つのフォルダーにしか表示できませんが、複数のフォルダーで使用できるようにしたい

フィールドを複製 (右クリックして [複製 ])することができます。

[データ]ペインでフィールドを並べ替える

テーブルごとにグループ化するか、フォルダーごとにグループ化するかに関係なく、フィールドの並べ替え

方法を設定できます。[並べ替え]オプションは、[データ]ペインのメニューにもあります。
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次のいずれかのオプションを使用して並べ替えることができます。

l 名前で並べ替え。ディメンションとメジャーを、フィールドの別名のアルファベット順に並べ替えま

す。

l データソースの順序で並べ替え。ディメンションとメジャーを、参照元データソース内にリストさ

れている順序で並べ替えます。

フィールドの検索

[データ]ペインをフィルタリングすると、特定の種類のフィールドのみを表示することができます。検索

ボックスの横にある[フィルター条件 ]アイコンを選択して、クリック可能なオプションのリスト(ディメンショ

ン、メジャー、計算、コメント付きのフィールド)を表示します。検索ボックスのXを使用してフィルター

をクリアします。
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フィールドの検索

フィールド、フォルダー、階層などのアイテムを[データ]ペインで検索できます。

1. データソースの下の [データ]ペインの上部にある検索バーをクリックします。

2. 検索ボックスに入力し始めると、[データ]ペインのコンテンツがフィルタリングされ、入力した文字

列を含むアイテムが表示されます。
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3. [フィルター条件 ] のプレフィックスを使用すると、検索を特定のタイプのフィールドに限定できま

す。例えば、「名前」を検索する前に「D:」と入力すると、文字列「名前」を含むディメンション

のみが返されます。

l C: 計算用

l D: ディメンション用

l M: メジャー用

l F:コメント付きのフィールド用

フィールド名の変更

[データ]ペインでフィールドの名前を変更できます。たとえば、データソース内の "Customer
Segment (顧客区分 )" というフィールドの名前を変更し、Tableauで"Business Segment (事業

区分 )" と表示することができます。ユーザーが作成したフィールドの名前を変更することもできます。

フィールドの名前を変更しても、参照元データソースのフィールド名は変更されず、Tableauワーク

ブックでのみ表示される特別な名前が付けられます。変更されたフィールド名は、ワークブックと共に

保存され、データソースをエクスポートするときにも保存されます。すべての種類のフィールド(ディメン

ション、メジャー、セット、パラメーター)の名前を変更できます。

フィールド名の変更

1. [データ]ペインでフィールド名をクリックし、フィールド名が編集ボックスに表示されるまで長押し

します。

F2またはCtrl + Enterキーを押してフィールド名を編集可能にすることもできます。

2. フィールドの新しい名前を入力し、Enterキーを押します。

[データ]ペインにフィールドの新しい名前が表示されます。
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既定のフィールド名への復元

フィールド名を元に戻すには、[データ]ペインでフィールド名をクリックし、フィールド名が編集ボックスに

表示されるまでマウスボタンを長押しします。編集フィールドの右には小さな環状矢印があり、クリック

すると元のデータソースフィールド名にリストアできます。

元のデータソース内に合った複数のフィールド名を戻すには、すべてを選択してから右クリックし、[名
前のリセット]を選択します。

フィールドの組み合わせ

フィールドを組み合わせると、異なるディメンションのメンバーの外積を作成できます。複数のディメン

ションを使用してデータビューをエンコードする場合は、ディメンションを組み合わせます。

フィールドを組み合わせるには、[データ]ペインで複数のディメンションを選択してからフィールドを右ク

リック(MacではControlを押しながらクリック)して、[作成 ] > [フィールドの組み合わせ]を選択しま

す。

注 : キューブ(多次元 )データソースの場合は、異なる階層のレベルを選択する必要がありま

す。Tableauでは、Windowsのみでキューブデータソースをサポートしています。

たとえば、例のように選択すると、「カテゴリ」ディメンションと「サブカテゴリ」ディメンションで構成される新

しいフィールドが生成されます。
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その2つのディメンションは1つの新しいディメンションにまとめられます。フィールドの名前は元のフィー

ルド名から自動的に作成されます。新しいフィールドを右クリック(MacではControlを押しながらク

リック)し、[名前の変更 ]を選択して名前を変更します。

ビュー内で新しいフィールドを使用するときには、元の2つのディメンションの結合ごとにヘッダーが作

成されます。たとえば、次のビューには、「カテゴリ」フィールドと「サブカテゴリ」フィールドを組み合わせた

要素が表示されます。
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注 :キューブデータソースの場合、[データ]ペイン内で組み合わせたフィールドを右クリック(Mac
ではControlを押しながらクリック)し、[修飾メンバー名 ]を選択すると、完全修飾名の表示を

選択できます。

フィールドの表示または非表示

[データ]ペインで、フィールドを選択的に表示または非表示にすることができます。フィールドを非表示

にするには、フィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)して[非表示 ]を選択しま

す。

非表示のフィールドを表示する場合は、[データ]ペインメニューの [非表示のフィールドを表示 ]を選

択します。
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非表示のフィールドは、[データ]ペインで灰色に表示されます。1つ以上の非表示フィールドを選択

し、右クリック(MacではControlを押しながらクリック)して[再表示 ]を選択します。

[データ]ペインのメニューで [使用していないフィールドをすべて非表示 ]を選択すると、ワークブックで

使用されていないすべてのフィールドがすぐに非表示になります。

注 :非表示のフィールドは抽出から自動的に除外されるため、フィールドを非表示にすること

はデータ抽出ファイルのサイズを小さくするために適した方法と言えます。
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[データ]ペインへの計算フィールドの追加

[データ]ペインに表示される計算フィールドを作成することができます。これらの新しい計算フィールド

は、他のフィールドと同じように使用できます。[データ]ペインのメニューから[計算フィールドの作成 ]を
選択します。または [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

フィールドの既定の設定の編集

フィールドをシェルフにドラッグすると、データはマークとしてビューに表示されます。フィールドとそれらの

マークは、最初は既定の設定に基づいて表示されます。これらの既定の設定は、フィールドのドロップ

ダウン矢印をクリックすることで制御できます。

[既定のプロパティ]メニューには、集計、コメント、数値形式、色、形状、および合計の既定の設定

が含まれます (フィールドのタイプに基づく)。

メジャーの既定集計の設定

任意のメジャーに対して既定の集計を指定することができます。既定の集計は、メジャーがビューで最

初に合計されたときに自動的に使用されます。
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1. [データ]ペインでメジャーを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[既定のプロ

パティ] > [集計 ]を選択します。

2. [集計 ]リストで集計を選択します。

シェルフでフィールドの集計を指定する場合も、[データ]ペインで既定の集計を指定する場合

も、いくつかの集計から選択できます。各種類の集計の詳細については、Tableau でのデー

タ集計 ページ171を参照してください。

特定フィールドの既定のコメントの追加

フィールドについて説明したコメントを付けることができます。コメントは [データ]ペインと[計算フィール

ド]ダイアログボックスのツールヒントに表示されます。フィールドのコメントは、データソースのデータに

コンテキストを追加するのに適した方法です。コメントは、他のユーザーが使用するワークブックを作

成している場合に特に役立ちます。
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フィールドの既定のコメントを追加する

1. [データ]ペインでフィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[既定のプロ

パティ] >[コメント]を選択します。

2. 次に表示されたダイアログボックスにコメントを書き込みます。コメントでは、ツールヒントに表示

されるリッチテキスト書式がサポートされています。

3. 終了したら、[OK]をクリックします。

[データ]ペインのフィールドにカーソルを合わせると、コメントが表示されます。

既定の数値形式の設定

日付フィールドと数値フィールドに既定の数値形式を設定することができます。たとえば、売上高の値

を常に米ドル記号と小数点以下 2桁の通貨として表示したいとします。また、"Discount (割引率 )"
を常にパーセントで表示する場合もあります。

既定の書式を設定するには、日付または数値フィールドを右クリック(MacではControlを押しながら

クリック)し、[既定のプロパティ]メニューの [日付形式 ]または [数値形式 ]を選択します。既定の書式

を指定できるダイアログボックスが表示されます。
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既定の色の設定

ディメンションを使用してビューを色エンコードすると、既定の色がフィールドの値に割り当てられます。

色エンコードは同じデータソースを使用する複数のワークシート間で共有され、データの表示が一貫

したものになります。たとえば、西部地域を緑色に指定した場合、ワークブックの他のすべてのビュー

でも自動的に緑色になります。フィールドの既定の色エンコードを設定するには、[データ]ペインで

フィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[既定のプロパティ] > [色 ]を選択し

ます。

カラーパレットの詳細、およびTableauでの色の構成方法やカスタマイズ方法の詳細については、カ

ラーパレットと色効果 ページ1236を参照してください。

既定の形状の設定

ディメンションを使用してビューを形状エンコードすると、既定の形状がフィールドの値に割り当てられ

ます。形状エンコードは同じデータソースを使用する複数のワークシート間で共有され、データの表

示が一貫したものになります。たとえば、家具製品を四角形のマークで表すように指定した場合、

ワークブックの他のすべてのビューでも自動的に四角形のマークに変更されます。

フィールドの既定の形状エンコードを設定するには、[データ]ペインでフィールドを右クリック(Macでは

Controlを押しながらクリック)し、[既定のプロパティ] > [形状 ]を選択します。

カテゴリーフィールドにおける値の既定の並べ替え順序の設定

カテゴリー別フィールド内の値に既定の並べ替え順序を設定して、ビューでフィールドを使用するたび

に、値が正しく並べられるようにすることができます。たとえば、"High (高 )"、"Medium (中 )"、"Low
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(低 )"の値を含む "Order Priority (注文の優先度 )"フィールドがあるとします。これらをビューに配置す

ると、既定ではアルファベット順に表示されるため、"High (高 )"、"Low (低 )"、"Medium (中 )"の順番で

表示されます。既定の並べ替え順序を設定して、これらの値が常に正しく表示されるようにすることが

できます。

既定の並べ替え順序を設定するには、ディメンションを右クリック(MacではControlを押しながらクリッ

ク)し、[既定のプロパティ] > [並べ替え]を選択します。次に、[並べ替え]ダイアログボックスで並べ替

え順序を指定します。

注 :既定の並べ替え順序では、ビュー内のフィルターでのフィールド値の表示方法も制御され

ます。

ビュー内でメンバー名を変更する別名を作成する

ビューで別のラベルが表示されるように、ディメンションでメンバーの別名 (代替名 )を作成できます。

不連続なディメンションのメンバーにのみ別名を作成することが可能です。連続するディメンション、日

付、メジャーには別名を作成できません。
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別名を作成する

1. [データ]ペインで、ディメンションを右クリックして[別名 ]を選択します。

ヒント:ダイアログに別名が表示されない場合は、パブリッシュされたデータソースに接続してお

らず、別名を設定しようとしているフィールドが不連続ディメンションであることを確認します。

2. [別名の編集 ]ダイアログボックスの [値 (別名 )]でメンバーを選択し、新しい名前を入力しま

す。
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ヒント:メンバー名を元の名前にリセットするには、[別名のクリア]をクリックします。

3. 変更内容を保存するには:
l Tableau Desktopの場合は、[OK]をクリックします。

l Tableau ServerまたはTableau Cloudの場合は、ダイアログボックスの右上隅にあるX
アイコンをクリックします。

フィールドをビューに追加すると、別名がビューのラベルとして表示されます。例は次のとおりです。

別名オプションを使用できない場合

メジャーの別名を変更できない

データ値自体を変更することになるため、Tableauではメジャーの別名を変更することは許可されてい

ません。データ内に0や1などの値が含まれているフィールドがあるものの、実際には「いいえ」や「は

い」などの情報をエンコードしている場合、Tableauはこれを連続メジャーとして解釈します。それを不
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連続ディメンションに変換すると、その値の別名を変更することができます。不連続と連続、および

ディメンションとメジャーの詳細については、以下を参照してください。

l ディメンションとメジャー、青と緑 ページ145
l メジャーのディメンションへの変換 見開きページ

l 不連続フィールドと連続フィールドの変換 下

パブリッシュされたデータソース

または、パブリッシュされたデータソースに接続しているため、不連続ディメンションの [別名 ]オプション

が表示されない場合があります。パブリッシュされたデータソースを使用する場合は、別名の作成や

編集を行うことはできません。ワークブックで作成するフィールド上の別名のみ変更することができま

す。データソースをパブリッシュしていない場合は、フィールドを複製 (右クリック> [複製 ])すると、その

複製の別名を無制限に編集することができます。

不連続フィールドと連続フィールドの変換

メジャーは不連続から連続、連続から不連続に変換できます。さらに、日付ディメンションやその他

の数値ディメンションを不連続または連続のいずれかに変換できます。連続および不連続フィールド

についての詳細は、ディメンションとメジャー、青と緑 ページ145を参照してください。

また、メジャーのディメンションへの変換 見開きページすることもできます。

メジャーの変換

メジャーは不連続から連続、連続から不連続に変換できます。フィールドをクリックし、[不連続 ]また

は [連続 ]を選択します。連続フィールドは緑、不連続フィールドは青になります。

[データ]ペインのメジャーからフィールドを右クリックし、[不連続に変換 ]または [連続に変換 ]を選択

します。それに応じてフィールドの色が変わります。

日付フィールドの変換

日付フィールドは不連続と連続を切り替えることができます。不連続な日付はラベルとして機能し、

連続日付にはメジャーと同様の軸があります。

不連続から連続、または連続から不連続に変更するには、ビューでいずれかの日付フィールドをク

リックし、コンテキストメニューでオプションを1つ選択します。

[データ]ペインの日付フィールドを変換するには (およびそれによってビューにドラッグしたときの既定の

結果を決定するには)、フィールドを右クリックし、[不連続に変換 ]または [連続に変換 ]を選択しま

す。
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メジャーのディメンションへの変換

現在のビューでフィールドをメジャーからディメンションに変換できます。または、ワークブックにおける将

来のフィールドの使用を反映するよう変更する場合は、[データ]ペインのフィールドをメジャーからディメ

ンションに変換できます。ディメンションとメジャーの詳細については、ディメンションとメジャー、青と緑

ページ145を参照してください。

また、不連続フィールドと連続フィールドの変換 前のページすることもできます。

ビュー内のメジャーの不連続ディメンションへの変換

[データ]ペインからメジャーフィールドをドラッグできますが、その後は、ビューでディメンションとして使用

します。たとえば、考えられる各割引率の、集計した合計売上高を知りたい場合。目的のビューは次

のようになります。

"Discount (割引 )"フィールドには数値が含まれているため、データソースに接続すると、Tableauは

そのフィールドを[データ]ペインの [メジャー]エリアに割り当てます。Tableau Desktopに含まれるサンプ

ル -スーパーストアデータソースでは、"Discount (割引 )" 値の範囲は0%から80%です。

上記のビューを作成する手順は、次のとおりです。

1. [行 ]に"Sales (売上高 )"を、[列 ]に"Discount (割引 )"をドラッグします。Tableauは散布

図を表示します。これは、1つのメジャーを[行 ]、別のメジャーを[列 ]においた場合の既定のグ
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ラフです。

Tableauは "Discount (割引 )"をAVG、"Sales (売上高 )"をSUMに集計します。いずれ

のフィールドも連続的なため、ビューの下と左側に沿って軸 (および列 /行ヘッダー)が表示され

ます。

2. "Discount (割引 )"をディメンションとして処理するには、フィールド([列 ]シェルフ)のドロップダ

ウン矢印をクリックし、コンテキストメニューから[ディメンション]を選択します。Tableauでは

"Discount (割引 )"の値が集計されなくなり、線が表示されるようになりました。ただし、

"Discount (割引 )"の値はまだ連続となっているため、両方のフィールドに連続軸が表示され

たままとなります。
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3. プロセスを完了するには、"Discount (割引 )"でもう一度ドロップダウン矢印をクリックし、コンテ

キストメニューから"Discount (割引 )"を選択します。これで、"Discount (割引 )"の変換が

完了しました。これで、トピックの始めに初期画像として棒グラフが表示されるようになりました。

一番下には、軸ではなく列ヘッダー (0%、10%、20%など)が表示されるようになりました。

ここまでの流れを振り返ってみましょう。

アクション 結果

"Discount (割引 )"をメ

ジャーからディメンションに変

換 ...

"Sales (売上高 )"の値は割引率に沿って集計されなくなっ

たため、線グラフの代わりに散布図が表示されます。

"Discount (割引 )"を連続か

ら不連続に変換 ...
Tableauはビューの下に、連続軸ではなくヘッダーを表示し

ます。

ユーザーは、"Sales (売上高 )"を[ラベル]にドラッグするだけで、ラベルの書式を読みやすく設

定できます。

データソース内の"Discount (割引 )"に対して一意の値が12のみのため、結果として表示されるグ

ラフはある程度、約に立ちます。各行に対して一意の値があり(数値フィールドとしては珍しくない)、
結果として表示されるビューの個々のバーの数字はデータソースの行数と等しくなります。おそらくこれ

は役に立つ可視化にはつながりません。
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[データ]ペインのメジャーをディメンションに変換する

初めてデータソースに接続すると、Tableauは定量的な数値情報 (値が数値のフィールド)を含むほ

とんどのフィールドを、[データ]ペインで [メジャー]フィールドとして割り当てます。例外として、フィールド

名が年や月 (Tableauが [日付 ]ディメンションとして特定する)または「ID」や「キー」などの単語を含

むフィールドなどのデータ型を示している場合があります。Tableauでは、これらが数値であってもディ

メンションとして分類されます。

しかし、Tableauがメジャーに分類したこれらのフィールドの一部を、ディメンションとして処理しなけれ

ばならない場合があります。よく使われる例として郵便番号があります。郵便番号は多くの場合数

字のみで構成されますが、情報はカテゴリー別であり、連続ではありません。郵便番号を追加したり

平均して集計することはありません。同様に、個人の年齢を含むフィールドは、数値データを含んで

いるためTableauでは既定によりメジャーとして分類される可能性があります。時には年齢を追加ま

たは平均する場合もありますが、ビンまたはカテゴリーとして各個人の年齢も確認する可能性もあり

ます。その場合、このフィールドには軸ではなくヘッダーを作成します。ビューで年齢をこのように使用

する場合は、フィールドをディメンションに変換できます。

[データ]ペインでメジャーをディメンションに変換するには、次のいずれかを実行します。

l [データ]ペインの [メジャー]エリアからフィールドをクリックしてドラッグし、[ディメンション]エリアに

ドラッグします (線の上 )。
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l [データ]ペインでメジャーを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[ディメンション

に変換 ]を選択します。

メジャーからディメンション変換したフィールドをシェルフに配置すると、軸ではなくヘッダーが生成されま

す。
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階層の作成

データソースに接続すると、vizを簡単に絞り込めるようにTableauで日付フィールドが自動的に階

層に分割されます。また、独自のカスタム階層を作成することもできます。たとえば、"Region (地
域 )"、"State (州 )"、"County (郡 )"という一連のフィールドがある場合、vizのレベル間をすばやくドリル

ダウンできるようにこれらのフィールドから階層を作成することができます。

階層を作成する

階層を作成するには

1. [データ]ペインで、フィールドをドラッグして別のフィールドの上部に直接ドロップします。

注 : フォルダー内にフィールドから階層を作成する場合、フィールドを右クリック(Macで
はControlを押しながらクリック)し、[階層の作成 ]を選択します。

2. プロンプトが表示されたら、階層の名前を入力し、[OK]をクリックします。

3. 必要に応じ、別のフィールドを階層にドラッグします。また、階層のフィールドを新しい位置にド

ラッグすることで、並べ替えることもできます。
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階層でのドリルダウンとドリルアップ

階層からvizにフィールドを追加すると、階層内をすばやくドリルダウンまたはドリルアップして複

数の詳細レベルを追加したり抽出したりできます。

Tableau DesktopまたはWeb作成で階層でのドリルダウンまたはドリルアップを実行するには:

Tableau Software 1027

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l vizの階層フィールドで、[+]または [-]アイコンをクリックします。

Web上でビジュアライゼーションを編集または表示している場合は、オプションとして、

フィールドラベルの横にある+アイコンまたは -アイコンをクリックすることもできます。
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階層の削除

階層を削除するには

l [データ]ペインで階層を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[階層の

削除 ]を選択します。

階層内のフィールドが階層から削除され、[データ]ペインに階層が表示されなくなりま

す。

データのグループ化

フィールド内の関連メンバーを組み合わせるために、グループを作成できます。たとえば、専攻ごとの試

験の平均点を示すビューを操作している場合は、専攻カテゴリーを作成するため特定の専攻をグ

ループ化します。英語と歴史を教養学科専攻というグループにまとめたり、生物学と物理は科学専

攻というグループにまとめたりすることができます。

グループは、データエラーの修正 (CA、Calif.、Californiaを1つのデータポイントにまとめるなど)にも

"what if"タイプの質問の答え(「東地域と西地域を組み合わせた場合はどうなるか」など)にも役立ち

ます。

グループの作成

グループの作成にはいくつかの方法があります。[データ]ペインのフィールドからグループを作成したり、

ビューでデータを選択してからグループアイコンをクリックしたりしてグループを作成できます。

ビュー内のデータを選択してグループを作成する

1. ビュー内で、1つ以上のデータポイントを選択してから、表示されるツールヒントで、グループア

イコン をクリックします。

注 :ワークスペースの最上部にあるツールバーのグループアイコンを選択することもできます。

ビュー内に複数レベルの詳細がある場合は、メンバーをグループ化するレベルを選択しなくては

なりません。1つだけでなく、すべてのディメンションをグループ化するために選択できます。
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データペインのフィールドからグループを作成する

1. [データ]ペインでフィールドを右クリックして、[作成 ] > [グループ]を選択します。

2. [グループの作成 ]ダイアログボックスで、グループ化する複数のメンバーを選択してから、[グ
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ループ] をクリックします。

選択したメンバーは、1つのグループに組み合わされます。組み合わされたメンバー名を使用して、既

定の名前が作成されます。

グループの名前を変更するには、リスト内で選択して [名前の変更 ] をクリックします。

ヒント:ダイアログボックスの右下周辺にある[検索 ] オプションでメンバーを検索できます。(Tableau
Desktopのみ)
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その他のグループの作成

Tableauでグループを作成するとき、残りすべての、またはグループ化されなかったメンバーを「その他」

のグループとしてグループ化するオプションがあります。

[その他を含める]オプションはあるグループを強調する、または特定のグループをその他と対比する際

に有用です。例えば、売上高に対する収益製品カテゴリーを表示するビューがある場合に、好成績

および成績の悪いカテゴリーだけを強調したいとき、その他のカテゴリーを「その他」のグループにグルー

プ化することで実現可能です。

その他を含める その他を含めない
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その他のグループを作成するには:
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1. [データ]ペインでグループフィールドを右クリックして、[グループの編集 ]を選択します。

2. [グループの編集 ]ダイアログボックスで、[「その他」を含める]を選択します。

グループの編集

グループ化フィールドを作成した後、グループでメンバーの追加および削除、新しいグループの作成、

既定のグループ名の変更、グループ化フィールド名の変更が行えます。これらの変更はビューで直接

行うことができる場合もあれば、[グループの編集 ]ダイアログボックスで行う必要がある場合もありま

す。

既存のグループにメンバーを追加するには:
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l [データ]ペインでグループフィールドを右クリックしてから、[グループの編集 ]をクリックします。

l [グループの編集 ]ダイアログボックスで、1人以上のメンバーを選択して、希望するグループにド

ラッグします。

l [OK]をクリックします。

既存のグループからメンバーを削除するには:

l [データ]ペインでグループフィールドを右クリックしてから、[グループの編集 ]をクリックします。

l [グループの編集 ]ダイアログボックスで、1人以上のメンバーを選択してから、[グループ解除 ] を
クリックします。
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現在のグループからメンバーが削除されます。「その他」グループがある場合、削除されたメン

バーはそちらに追加されます。

l [OK]をクリックします。

グループフィールドで新規グループを作成するには:

l [データ]ペインでグループフィールドを右クリックしてから、[グループの編集 ]をクリックします。

l [グループの編集 ]ダイアログボックスで、1人以上のメンバーを選択してから、[グループ] をク

リックします。

l [OK]をクリックします。

注 :グループの名前を変更するには、[グループの編集 ]ダイアログボックスでグループを選択し

た後、[名前の変更 ]をクリックします。

関連項目

グループを使用したビューの色付け下

データのグループ化によりデータエラーの修正またはディメンションメンバーを組み合わせるページ
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グループを使用したビューの色付け

データエラーの修正とディメンションの組み合わせに加えて、マークを直接選択して関連するマークの

グループを視覚的に識別できます。グループを定義するときに選択できるヘッダーがない散布図また

はビューで作業する場合、この方法は特に便利です。

1. キーボードのCtrlキーまたはShiftキーを押しながら、ビューで1つまたは複数のマークを選択

します。Macでは、Shiftキーを使用します。

2. グループを作成するには、次のいずれかの操作を行います。

l

Tableau Desktopで、ツールバーの [グループ]ボタン をクリックするか、右クリック

して[グループ]を選択します。

l Tableau ServerまたはTableau Cloudで、ツールヒントの [グループ]アイコンをクリック
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します。

選択したマークはグループ化され、その他のすべてのメンバーは "その他"のカテゴリに組み合わされま

す。新しいグループフィールドが [色 ]に自動的に追加されます。[その他 ]を使用するフィールドのグ

ループ化の詳細については、その他のグループの作成 ページ1032を参照してください。
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注 :フィールドが [色 ]に既にある場合は、フィールドは [詳細 ]に移動され、グループフィールド

に置き換えられます。

マークを選択してグループを作成すると、マークが複数のディメンションを表す可能性があります。たと

えば、散布図に売上高に対する収益を地域とカテゴリー別に表示することができます。この場合、選

択したマークは、地域とカテゴリーの両方のディメンションのメンバーを表します。選択が複数のディメ

ンションを表す場合、[グループ]メニューを使用して、すべてのディメンションまたは特定のディメンショ

ンでのグループ化を選択することができます。
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上記の例で、選択した5個のマークは地域と次のサブカテゴリーの組み合わせを表します。

l 西部、コピー機

l 西部、バインダー

l 西部、付属品

l 東部、コピー機

l 中部、コピー機

l 南部、美術品

l 南部、封筒

l 南部、ラベル

l 西部、封筒

l 西部、ラベル

下の図は、"All Dimensions (すべてのディメンション)"、"Sub-Category (サブカテゴリー)"、"Region (地
域 )" でのこれらのメジャーをグループ化した結果を示します。

すべてのディメンション サブカテゴリー 地域

5個のマークは組み合わされ、

残りのマークは "その他"のカテ

ゴリに追加されます。

3つのサブカテゴリーに関連す

るすべてのマークは組み合わさ

れ、残りすべてのマークは "その

他"のカテゴリに追加されます。

4つの地域に関連するすべての

マークは組み合わされ、残りす

べてのマークは "その他"のカテ

ゴリに追加されます。
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データのグループ化によりデータエラーの修正またはディメンションメンバーを組

み合わせる

グループを使用してデータのエラーを修正する場合 (たとえば、「CA」 および「California」を組み合わ

せる)またはディメンションのメンバーを組み合わせる場合 (たとえば、"East"および "West"の地域を

組み合わせる)、最も簡単なオプションはビュー内のヘッダーを選択することです。

1. キーボードのCtrlキーまたはShiftキーを押しながら、ビューで複数のヘッダーを選択します。

Macでは、Commandキーを押しながら選択します。

2. グループを作成するには、次のいずれかの操作を行います。

l

Tableau Desktopで、ツールバーの [グループ]ボタン をクリックするか、右クリック

して[グループ]を選択するか、またはツールヒントの [グループ]アイコンをクリックします。

l Tableau ServerまたはTableau Cloudで、ツールヒントの [グループ]アイコンをクリック

します。
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選択したメンバーは、1つのメンバーに組み合わされます。この例では、ビューにすべてのバインダー、

封筒およびファスナーのSUM(Sales)が単一のマークとして表示されています。組み合わされたメン

バーの名前を使用して、既定が自動的に作成されます。[行 ]シェルフまたは [列 ]シェルフのディメン

ションは新しいグループ化フィールドに置き換えられます。

セットの作成

セットを使用すると、データのサブセットを比較し、それに関する質問が行えます。セットは、いくつかの

条件に基づいてデータのサブセットを定義するカスタムフィールドです。

セットアクションページ1382で使用することにより、セットをより動的でインタラクティブにすることができ

ます。セットアクションを使用すると、オーディエンスは直接 Vizまたはダッシュボードを操作し、分析の

側面を制御することができます。ユーザーがビューでマークを選択する際、セットアクションによりセット

内の値を変更することができます。

セットアクションに加えて、セットコントロールと呼ばれるフィルターのようなインターフェイスを使用して

セットのメンバーシップを変更することもできます。これにより、インタラクティブな分析を促進する計算

に入力を簡単に指定できるようになります。詳細については、ビューでのセットコントロールの表示

ページ1051を参照してください。
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動的なセットの作成

セットには、動的セットと固定セットの2種類があります。動的なセットのメンバーは、参照元データの

変更に応じて変更されます。動的なセットは1つのディメンションのみに基づきます。

動的なセットの作成

1. [データ]ペインでディメンションを右クリックして、[作成 ] > [セット]を選択します。

2. [セットの作成 ]ダイアログボックスで、セットを構成します。次のタブを使用してセットを構成で

きます。

l 全般 : [全般 ]タブを使って、セットを計算するときに考慮する1つまたは複数の値を選

択します。

または、[すべて使用 ]オプションを選択すると、新しいメンバーが追加または削除された

時にも常にすべてのメンバーを考慮できます。
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l 条件 : [条件 ]タブを使用して、セットに含めるメンバーを決定するルールを定義します。

たとえば、合計売上高が$100,000を超える製品だけを含むように条件を指定できま

す。
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注 :セット条件は、フィルター条件と同じように機能します。詳細については、

ビューからのデータのフィルターページ1251を参照してください。

l 上位 : [上位 ]タブを使用して、セットに含めるメンバーへの制限を定義します。

たとえば、制限に、合計売上高の上位 5つの製品だけを含むように指定できます。
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注 :セット制限は、フィルター制限と同じように機能します。詳細については、

ビューからのデータのフィルターページ1251を参照してください。

3. 終了したら、[OK]をクリックします。

新しいセットが [データ]ペインの一番下の [セット]セクションの下に追加されます。セットアイコン

が、フィールドがセットであることを示します。
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固定セットの作成

固定セットのメンバーは、参照元データが変更されても変わりません。固定セットは1つのディメンショ

ンまたは複数のディメンションに基づきます。

固定セットの作成

1. 視覚化で、ビューから1つ以上のマーク(またはヘッダー)を選択します。

2. マークを右クリックして、[セットの作成 ]を選択します。

3. [セットの作成 ]ダイアログボックスに、セットの名前を入力します。

4. 必要に応じて、次のいずれかを実行します。

l 既定では、セットにはダイアログボックスに表示されているメンバーが含まれます。オプ

ションを選択して、代わりにこれらのメンバーを除外することもできます。除外すると、

セットには選択しなかったメンバーすべてが含まれます。
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l 列見出しをポイントした時に表示される赤い "x"アイコンをクリックして、考慮しないディメ

ンションを削除します 。

l セットに含めない特定の行を削除するには、赤い "x"アイコンをクリックします。このアイコ

ンは、 行にカーソルを移動すると表示されます。

l 選択したマークが複数のディメンションを表す場合、セットの各メンバーはこれらのディメ

ンションの組み合わせとなります。ディメンション値を区切る文字を指定できます。そのた

めに、Separate members by (次の文字でメンバーを分割 )に、任意の文字を入力し

ます。

l 作成した後、セットを[フィルター]シェルフに自動的に移動させるには、[フィルターシェル

フに追加 ]を選択します。

5. 終了したら、[OK]をクリックします。

新しいセットが [データ]ペインの一番下の [セット]セクションの下に追加されます。セットアイコン

が、フィールドがセットであることを示します。
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セットでのデータポイントの追加または削除

特定のデータポイントからセットを作成した場合、セットに別のデータを追加したり、セットからデータ

を引いたりすることができます。

セットでデータポイントを追加または削除するには:

1. ビジュアライゼーションで、追加または削除するデータポイントを選択します。

2. 表示されたツールチップで、[セット]ドロップダウンメニューアイコンをクリックしてから、[[セット名 ]
に追加 ]や [[セット名 ] から削除 ]を選択し、特定のセットでデータを追加するか削除します。

視覚化内のセットの使用

セットを作成すると、[セット]セクションの [データ]ペイン下部に表示されます。他のフィールドと同じよ

うに、Vizにセットをドラッグすることができます。

Tableau DesktopでセットをVizにドラッグすると、セットのメンバーを表示するか、メンバーをIn/Out
カテゴリーで集計するかを選択できます。

Tableau ServerまたはTableau Cloudでは、セットのメンバーは In/Outカテゴリーでのみ集計できま

す。

セットの In/Outメンバーの表示

ほとんどの場合、セットをVizにドラッグすると、Tableauは In/Outモードを使ってセットを表示します。

このモードはセットを2つのカテゴリーに分けます。
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l In -セットに含まれているメンバー。

l Out -セットに含まれていないメンバー。

たとえば、上位 25の顧客として定義されたセットでは、上位の顧客は In (入力 )カテゴリーの一部

で、他のすべての顧客はOut (出力 )カテゴリーの一部となります。

In/Outモードを使用すると、セットのメンバーと他のメンバーを比較することが容易になります。

視覚化の In/Out メンバーの表示

l Tableau Desktopで、視覚化ワークスペースでセットを右クリックし、[セットの In/Out を表示 ]
を選択します。
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セットが In/Outモードの場合、シェルフのフィールドは「IN/OUT」から始まり、その後にセット名が続き

ます。

注 : In/Outモードは、8.2より前のバージョンで作成されMicrosoft Excelやテキストファイル

データソースを使用するワークブック、レガシー接続を使用するワークブック、Microsoft
Accessデータソースを使用するワークブックでは利用できません。
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セットのメンバーを表示

In/Outモードを使ってセットを表示する他の方法として、セットでメンバーをリストすることができます。

セットにメンバーを表示することにより、セットのメンバーのみを含むビューにフィルターを自動的に追加

します。

個別メンバーを表示するセットの切り替え

l 視覚化ワークスペースで、セットを右クリックして[セットのメンバーを表示 ]を選択します。

注 :キューブの完全修飾メンバー名を表示するには、[データ]ペインでセットを右クリックして、

[修飾メンバー名 ]を選択します。

ユーザーによる設定値の変更の許可

セットアクションの追加

セットアクションを使用すると、オーディエンスはビジュアライゼーションの分析をさらに細かく制御できま

す。

セットアクションには既存セットがあり、そのセットに含まれる値はVizでのユーザーのアクションに基づ

いて更新されます。作成者は作成済みのセットを使用し、セットアクションの範囲を定義することがで

きます。

セットアクションの作成方法および使用方法の詳細については、セットアクションページ1382を参照

してください。

ビューでのセットコントロールの表示

対象ユーザーがセットのメンバーをすばやく変更できるように、セットコントロールを表示することもでき

ます。セットコントロールは、パラメーターコントロールやフィルターカードに非常によく似たワークシート

カードです。セットコントロールはワークシートやダッシュボードに追加でき、Tableau Serverや
Tableau Cloudにパブリッシュするとき、Tableau PublicでWebに保存するときに追加できます。

セットコントロールを表示するには、[データ]ペインでセットを右クリック(Controlを押しながらクリック)
し、[セットの表示 ] を選択します。
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他のカードと同様に、セットコントロールにはカードの右上隅にあるドロップダウン矢印を使用して開く

ことができるメニューがあります。このメニューを使用して、単一値と複数値の両方の選択モードに対

応するコントロールの表示をカスタマイズします。たとえば、個々の選択に対応するラジオボタンを表

示したり、複数の選択に対応するドロップダウンリストを表示したりできます。

注 : 表示できるのは動的なセットのセットコントロールのみで、固定セットには表示できませ

ん。これは設計によるもので、固定セットがメンバーシップを変更することを意図していないこと

が理由です。また、動的なセットがビューで再生中のセットではない場合 (つまり、計算で参

照されていない場合やシート上でインスタンスが作成されていない場合 )、コンテキストメ

ニュー項目が無効になり、そのセットをビューに追加するように通知されます。

セットの組み合わせ

メンバーを比較するために2つのセットを組み合わせることができます。セットを組み合わせると、両

セットの全メンバー、両セットに存在するメンバー、1つのセットだけに存在するメンバーを含む新しい

セットを作成できます。
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セットを結合することで、複雑な質問に答えてデータのコホートを比較することができます。たとえば、

昨年と今年、2年続けて製品を購入した顧客のパーセントを判断するには、各年の顧客を含む2つ

のセットを組み合わせて、両セットに存在する顧客のみを返すことができます。

2つのセットを組み合わせるには、それらが同じディメンションを基にしている必要があります。つまり、

上位の顧客を含むセットと昨年購入した顧客を含む別のセットを組み合わせます。ただし、上位の

顧客セットと上位の製品セットを組み合わせることはできません。

セットを組み合わせるには

1. [データ]ペインの [セット]で、組み合わせる2つのセットを選択します。

2. セットを右クリックして、[セットの組み合わせの作成 ]を選択します。

3. [セットの作成 ]ダイアログボックスで、次を実行します。

l 新しく組み合わせたセットの名前を入力します。

l 組み合わせる2つのセットは、2つのドロップダウンメニューから選択するようにしてくださ

い。

l セットを組み合わせる方法については、次のいずれかのオプションを選択します。

l 両方のセットのすべてのメンバー -組み合わせたセットには、両方のセットのメン

バーすべてが含まれます。

l 両方のセットの共有メンバー -組み合わせたセットには、両方のセットに存在する

メンバーのみが含まれます。

l 共有メンバーを除く-組み合わせたセットには、2つ目のセットに存在しない特定

セットのメンバーすべてが含まれます。このオプションは、別のセットから1つのセッ

トを引いたものに相当します。たとえば、1つ目のセットにリンゴ、ミカン、梨が含ま

れ、2つ目のセットに梨とナッツが含まれている場合、1つ目のセットの結合部分

には、共有メンバーを除くリンゴとミカンだけが含まれます。梨は2つ目のセットに

も存在するため、結合から除かれます。

l 必要に応じて、セットが複数のディメンションを示す場合、メンバーを分割する文字を指

定します。

4. 終了したら、[OK]をクリックします。

注 :この機能は以下のワークブックでは利用できません (バージョン8.2以前のバージョンで作

成されたMicrosoft Excelやテキストファイルデータソースを使用するワークブック、旧来の接

続を使用するワークブック、またはMicrosoft Accessデータソースを使用するワークブック)。
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セットの例

セットを使用することで複雑な質問に答えたりデータのコホートを比較できる多くの方法があります。

セットを使用することで、データのサブセットを定義して比較するいくつかの例を以下に示します。

セットのメンバーは合計にどのように寄与していますか。

セットのメンバーがどのように合計に寄与するかに関し、さまざまな質問があるかもしれません。たとえ

ば、合計売上高の何割がリピート顧客によるものであるかです。セットの IN/OUTモードを使用して、

この類の質問に回答することができます。

次の例では、売上データを使用して、5,000ドル以上の製品を購入した顧客のセットを作成しま

す。

セットの作成

1. [データ]ペインで [Customer Name] (顧客名 )ディメンションを右クリック(MacではControlを
押しながらクリック)して、[作成 ] > [セット]を選択します。

2. [セットの作成 ]ダイアログボックスに、セットの名前を入力します。この例では、セットを

"Customers (顧客 )"とします
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3. [すべて使用 ]オプションを選択し、新しい顧客が追加されたときにも、条件が常にすべての値

に適用されるようにします。

4. [条件 ]タブで、[フィールドごと]をクリックし、[販売 ]の [合計 ]が5,000より大きい顧客のみを含

むように条件を定義します。

5. [OK]をクリックします。

視覚化の作成

1. [データ]ペインの下部にある[セット]エリアから新しいセットを[行 ]シェルフにドラッグします。

2. [Sales (売上 )]を[列 ]シェルフにドラッグします。ビューには、5,000ドルを超える製品を購入し

た顧客の合計売上高とその他すべての顧客の合計売上高が表示されます。

3. 最後に、[列 ]シェルフの [Sum (Sales) (合計 (売上高 ))]フィールドでドロップダウン矢印をクリッ

クし、コンテキストメニューから[簡易表計算 ] > [合計に対する割合 ]を選択します。

ビューには、合計売上高の約 39 %を占める5,000以上の売り上げの顧客が表示されます。
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別のセットには、どれほどのメンバーが存在するのでしょうか。

セットの別の一般的な用途は、データやコホートのサブセットを比較することです。たとえば、どれほど

の顧客が去年も今年も購入したのかを考えるかもしれません。または、顧客が特定の製品を購入し

た場合、どのような製品も他に購入しているでしょうか。複数のセットを作成して結合することで、こ

の類の質問に回答することができます。次の例では、売上データを使用し、どれほどの顧客が2012
年と2013年に製品を購入したかを判断します。

セットの組み合わせの作成

1. [Customer Name (顧客名 )]フィールドを[行 ]シェルフにドラッグします。

2. [Order Date (発注日 )]フィールドを[フィルター]シェルフにドラッグします。

3. [フィールドのフィルター]ダイアログボックスで、[年 ]を選択し、[次へ]をクリックします。

4. [フィルター]ダイアログボックスで、[2012]を選択し、[OK]をクリックします。

1056 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



5. ビューに戻り、キーボードのCTRL + A (MacではCommand - A)を押し、すべての顧客を選択

します。

6. 選択項目を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[セットの作成 ]を選択しま

す。

7. [セットの作成 ]ダイアログボックスに、セットの名前を入力します。この例では、セットを

"Customers (2012) (顧客 (2012年 ))"とします。

8. [OK]をクリックします。

9. [フィルター]シェルフで、[注文日 ]を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[フィ
ルターの編集 ]を選択します。

10. [フィルター]ダイアログボックス内で、フィルターを変更して、[2012 年 ]ではなく[2013 年 ]のみを

含めます。その後、[OK]をクリックします。
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11. 再び、キーボードでCTRL + A (MacではCommand - A)を押して、すべての顧客を選択しま

す。

12. ビュー内で、選択項目を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[セットの作成 ]
を選択します。

13. [セットの作成 ]ダイアログボックスに、セットの名前を入力します。このセットを"Customers
(2013) (顧客 (2013年 ))"とします.

14. [OK]をクリックします。

15. [データ]ペイン内で、キーボードのCtrlキー (MacではCommandキー)を押しながら

[Customers 2012 (顧客 2012)]と[Customers 2013 (顧客 2013)]の両方を選択します。

16. 選択項目を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[セットの組み合わせの作

成 ]を選択します。
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17. [セットの作成 ]ダイアログボックスに、新しいセットの名前を入力します。この例では、セットを

"Customers (2012 & 2013) (顧客 (2012および2013年 ))"とします.

18. 正しい2つのセットがドロップダウンメニューで選択されていることを確認します。

19. オプションを選択して、[両方のセットの共有メンバー]を含めます。

20. [OK]をクリックします。

視覚化の作成

1. ワークブックの下で、[新しいワークシート]アイコン をクリックします。

2. 新しいワークシート内で、[行 ]シェルフに[Customer Name (顧客名 )]ディメンションをドラッグ

します。

3. [行 ]シェルフの "Customer Name (顧客名 )"フィールドのドロップダウン矢印をクリックし、コンテ

キストメニューで [メジャー] > [Count (Distinct) (カウント(個別 ))]を選択します。

4. 最後に、[データ]ペインの [セット]エリアから[顧客 (2012 年と2013 年 )]フィールドを[フィル
ター]シェルフにドラッグします。437人の顧客が2012年と2013年の両年で購入したことがわ
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かります。

階層セットとその子孫

階層セットは、データを選択されたメンバーとそのすべての子孫にフィルターします。それらは多次元

(キューブ)データソースに一意で、Tableau Desktopに接続する前にデータソース内で定義されま

す。
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Tableau内でキューブデータソースからセットを作成すると、子孫と階層構造に選択したメンバーが

自動的に内包されます。

たとえば、「Dairy (乳製品 )」という名前のセットは、「Product (製品 )」階層から作成されます。次に

示すように、"Dairy (乳製品 )"製品区分のみが含まれます。

次のビューを考えてみましょう。"Product Department (製品部門 )"ディメンションは [行 ]シェルフに、

"Store Sales (店舗売上高 )"メジャーは [列 ]シェルフに配置します。
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"Dairy (乳製品 )"セットを[フィルター]シェルフに配置すると、ビューがフィルターされて"Dairy (乳製

品 )"製品カテゴリーのみが含まれることを確認できます。

次に示すように、"Product Department (製品区分 )"にドリルダウンすると"Product Category
(製品カテゴリー)"レベル、"Product - Subcategory (製品 – サブカテゴリー)"レベル、および

"Brand Name (商標名 )"レベルを表示できます。これらの子孫が表示されると、行ヘッダーがビュー

に追加されます。これは、セットのフィルターにより、フィルターされたメンバーに含まれている詳細レベ

ルを表示できるためです。
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上位 Nとそれ以外のセット

大規模なデータのセットを収集して視覚化する場合、表示される情報の量を重要なレコードのサブ

セットに制限することにより、より効果的にデータを処理したりデータに関する疑問への答えを得たりで

きる可能性があります。

この記事では、顧客を次の2つの動的なグループに分割するインタラクティブなビューを作成する方法

について説明します。

l 上位 N人の顧客

l その他のすべての顧客

このビューには、ユーザーが調整することによって上位顧客グループに含める顧客の数を変更できるコ

ントロールが含まれています。数が変更されると、ビューはそれに応じて更新されます。

セットとサポートされるデータソース

この記事で説明されている上位顧客のビューの作成方法では、セットの In/Out機能を使用します。

セットはTableau Desktopバージョン8.0で導入されました。

ライブ接続の場合、In/Out機能ではリレーショナルまたは多次元データソースが必要です。

Microsoft Excelワークブックやテキストファイルなど、ファイルベースのデータソースを使用する場合、

抽出を使用してセットを作成できます。
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ステップ1:パラメーターの作成

1. Tableau Desktopで新しいワークブックを開き、"Sample - Superstore (サンプル - スーパー

ストア)"データソースに接続します。

2. 新しいワークシートを開きます。

3. [データ]ペインで、右上隅のドロップダウン矢印をクリックし、[パラメーターの作成 ]を選択しま

す。

4. [パラメーターの作成 ]ダイアログボックスで、次の手順を行います。

l [名前 ]テキストボックスに「Top Customers 2」と入力します。

l [データ型 ]で [整数 ]を選択します。

l [現在の値 ]に「5」とを入力します。

l [許容値 ]で、[範囲 ]をクリックします。

l [値の範囲 ]で、次の手順を行います。

l [最小 ]をクリックし、「5」と入力します。

l [最大 ]をクリックし、「20」と入力します。

l [ステップサイズ]をクリックし、「5」と入力します。

ビューの上位 N値をすばやく調整するため、このパラメーターは、次の手順で作成するTop Nセット

と組み合わせて使用されます。

ステップ2:上位 N人の顧客セットの作成

1. [データ]ペインで [Customer Name (顧客名 )]ディメンションを右クリックし、[作成 ] > [セット]
を選択します。

2. 開かれた [セットの作成 ]ダイアログボックスで、次の手順を行います。

l [名前 ]テキストボックスに「売上の上位 N 人の顧客」と入力します。

l [上位 ]タブをクリックします。

l [フィールド単位 ]を選択します。

l フィールドのドロップダウンリスト(カテゴリ)から、[Sales]を選択します。

l 集計のドロップダウンリストから、[合計 ]を選択します。

l 終了したら、[OK]をクリックします。
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ステップ3:ビューの設定

1. [データ]ペインの [セット]から、[Top N Customers by Sales (売上の上位 N 人の顧客 )]を
[行 ]シェルフにドラッグします。

2. [Customer Name (顧客名 )]ディメンションを[行 ]シェルフにドラッグし、セットの右側に配置し

ます。

3. [Sales (売上 )]メジャーを[列 ]シェルフにドラッグします。

4. ツールバーで [降順に並べ替え]ボタン をクリックし、セットが機能していることを確認しま

す。

5. [データ]ペインで、[Top N Customers by Sales (売上上位 10 人の顧客 )]セットを右クリック

してから、[計算フィールドの作成 ]をクリックします。

6. 開かれた [計算フィールド]ダイアログボックスで、次の手順を完了します。
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l [名前 ]テキストボックスに「サブセットラベル」を入力します。

l [式 ]テキストボックスに次の式を入力して、セット内の顧客に使用する動的なラベルを

作成します。

IF [Top N Customers by Sales]

THEN "Top " + str([Top Customers 2]) + " Customers"

ELSE "Others"

END

l 終了したら、[OK]をクリックします。

7. [データ]ペインから[Subset Labels (サブセットラベル)]を[行 ]シェルフにドラッグして、Top N
セットと[Customer Name (顧客名 )]ディメンションの間に配置します。

8. [行 ]シェルフで、[IN/OUT(売上の上位 N 人の顧客 )]セットを右クリックしてから、[ヘッダーの

表示 ]をクリアします。

これにより、In/Outラベルが非表示になると同時に、Top Nサブセットが常にビューの最上部に

表示されるように並べ替え順序が保持されます。

9. [データ]ペインから、[Top N Customers by Sales (売上上位 N 人の顧客 )]セットを[マー

ク]カードの [色 ]にドラッグします。
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ステップ4:上位 N人のセットの動的なパラメーターとの組み合わせ

1. [データ]ペインで"Top N Customers by Sales (売上上位 N 人の顧客 )"を右クリックし、

[セットの編集 ]を選択します。

2. [セットの編集 ]ダイアログボックスで、次を実行します。

l [上位 ]タブを選択します。

l [値 ]ドロップダウンメニューをクリックして、"Top Customers 2 (上位顧客 2)"パラメー

ターを選択します。

l [OK]をクリックします。
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これにより、"Top N Customers by Sales (売上上位 N 人の顧客 )"セットが"Top
Customers 2 (上位顧客 2)"動的パラメーター (10の静的リストではなく)にリンクされます。

ビューのTop N値を調整するため、このパラメーターは、"Top N Customer by Sales (売上上

位 N人の顧客 )"セットと組み合わせて使用されます。

3. [データ]ペインの [パラメーター]で、[Top Customers 2 (上位顧客 2)]パラメーターを右クリッ

クし、[パラメーターの表示 ]を選択します。

Top N値は、ビューに表示される"Top Customers 2 (上位顧客 2)"パラメーターを使用し

て制御できます。
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ビューの機能向上のための追加のヒント

次に示すのは、ビューアーが顧客サブセットをより柔軟に表示できるようにするための追加の手順で

す。

1. [データ]ペインのドロップダウンメニューから、[パラメーターの作成 ]を選択します。

2. 開かれた [パラメーターの作成 ]ダイアログボックスで、次の手順を行います。

l [名前 ]に、「Expand or Collapse」と入力します。

l [データ型 ]で [文字列 ]を選択します。

l [許容値 ]については、[リスト]を選択します。

l [値のリスト]に、値「Expand」および「Collapse」を入力します。
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l 終了したら、[OK]をクリックします。

3. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

4. 開かれた [計算フィールドの作成 ]ダイアログボックスで次の操作を行って、作成したパラメー

ターを使用する計算を作成します。この計算により、ビューアーは "Others (その他 )"サブセット

で顧客を表示する方法を指定できるようになります。

l [名前 ]に、「Customer Names Calc」と入力します。

l 式ボックスで次の式を入力し、[OK]をクリックします。

IF [Expand or Collapse]="Collapse" THEN

IF [Top N Customers by Sales]

THEN [Customer Name]

ELSE "Others" END

ELSE [Customer Name] END

5. [データ]ペインの [パラメーター]で、[Expand or Collapse (展開または折りたたみ)]パラメー

ターを右クリックし、[パラメーターの表示 ]を選択します。

6. [列 ]シェルフから、"SUM(Sales) (合計 (売上 ))"メジャーを[マーク]カードの [ラベル]にドラッグ

します。
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7. [データ]ペインから、[Customer Names Calc (顧客名の計算 )]を[行 ]シェルフの [Customer
Name (顧客名 )]フィールドの上に直接ドラッグして置換します。

これで、"Expand or Collapse (展開または折りたたみ)"パラメーターコントロールを使用し

て、上位 N人の顧客名のリストを表示し、残りの顧客を単一の"Others (その他 )"エントリに

まとめることができます。
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パラメーターの作成

パラメーターは、数値、日付、文字列などのワークブック変数であり、計算、フィルター、リファレンスラ

インで定数値の代わりに使用できます。

たとえば、売上高が$500,000を超える場合は真を返し、それ以外の場合は偽を返す計算フィール

ドを作成することができます。式の “500000”という定数値をパラメーターで置換することができます。

これにより、パラメーターコントロールを使用して、計算のしきい値を動的に変更することができます。

パラメーターを使用するには、以下を実行する必要があります。

1. 初期パラメーターを設定する

2. 計算、フィルター、レファレンスラインなどの要素でそのパラメーターを使用する

3. パラメーターの値は、以下の方法で調整できます。

l パラメーターコントロールを表示

l パラメーターアクションを使用

l 動的パラメーターを設定して自動的に更新

パラメーターの作成

[データ]ペインからパラメーターを作成するには、以下を実行します。
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1. [データ]ペインで、右上隅のドロップダウン矢印をクリックし、[パラメーターの作成 ]を選択しま

す。
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2. [パラメーターの作成 ]ダイアログボックスで、フィールドに名前を付けます。

3. 受け入れる値のデータ型を指定します。

4. オプション:現在の値を指定します。これが、パラメーターの既定値になります。
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5. オプション:ワークブックを開くときに値を指定します。

6. パラメーターコントロールで使用する表示形式を指定します (Tableau Desktopのみ)。

7. パラメーターが値を受け入れる方法を指定します。次のオプションから選択できます。

l すべて:パラメーターコントロールは、単純なテキストフィールドになります。

l リスト:パラメーターコントロールにより、値を選択するためのリストが表示されます。

l [リスト]を選択した場合、値のリストを指定する必要があります。左側の列内を

クリックして値のリストを入力します。または、[次から値を追加 ]を選択すると、

フィールドのメンバーを追加するかクリップボードから貼り付けることができます。

l 範囲 :パラメーターコントロールにより、指定の範囲内で値を選択できるようになります。

l [範囲 ]を選択した場合、最小値、最大値、およびステップサイズを指定する必

要があります。ステップサイズは、各数値 (5、6、7...)を選択したり、5から10、さ
らに15に移ったりするなど、値間のジャンプを制御します。

Tableau Software 1075

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



これらのオプションを使用できるかどうかは、データ型によって決まります。例えば、文字列パラ

メーターは [範囲 ]をサポートしていません。

ワークブックを開くたびにパラメーターの値 (またはドメイン)のリストが更新されるようにするに

は、[リスト]または [範囲 ]を選択し、[ワークブックを開くとき]を選択します。ワークブックの値は

データソースから動的に取得されるため、いくつかのオプションは灰色に表示されています。

8. 終了したら、[OK]をクリックします。

[データ]ペインの下部にある[パラメーター]セクションにパラメーターが表示されるようになりました。

パラメーターの編集

パラメーターの編集は、[データ]ペインまたはパラメーターコントロールから行うことができます。編集と

は、許容範囲の変更やデータ型の変更などです。値またはパラメーターを単純に変更するには、パ

ラメーターコントロールを使用します。「viz でのパラメーターコントロールの表示 ページ1078」を参照

してください。

パラメーターを編集するには、以下を行います。

1. 次のいずれかを実行します。

l [データ]ペインでパラメーターを右クリックし、[編集 ]を選択します。

l パラメーターコントロールのメニューで、[パラメーターの編集 ]を選択します。

2. [パラメーターの編集 ]ダイアログボックスで、変更を加えます。

3. [OK]をクリックします。パラメーターと、そのパラメーターを使用する要素が更新されます。

パラメーターの削除

パラメーターを削除するには、[データ]ペインで右クリックし、[削除 ]を選択します。削除したパラメー

ターを使用する計算フィールドは、無効になります。

パラメーターの使用

パラメーターは、Viz内の要素に関連付けられた場合にのみ機能します。パラメーターは、計算、フィ

ルター、参照線で参照できます。パラメーターは、ワークブック全体で有効なので、どのワークシートで

も使用することができます。
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その要素がパラメーターを参照したら、必ずviz でのパラメーターコントロールの表示 次のページように

します (あるいは、パラメーターアクションまたは動的パラメーターを設定します)。パラメーターの値を変

更する方法がない場合は、そもそもパラメーターを設定しても意味がありません。

計算でのパラメーターの使用

パラメーターを使用すると、計算で値を動的に変更することができます。計算 (およびその計算に依存

するすべて)を手動で編集するのではなく、パラメーターを使用することができます。値を変更する場

合、パラメーターコントロールを開いて値を変更すると、そのパラメーターを使用するすべての計算が

更新されます。

計算でパラメーターを使用するには、フィールド名を入力するのと同じように、パラメーターの名前を入

力すると、提示されたオプションにその名前が表示されます。[データ]ペインからパラメーターをドラッグ

して、計算エディターにドロップすることもできます。

フィルターでのパラメーターの使用

パラメーターを使用すると、上位 Nフィルターで値を動的に変更することができます。フィルターに表示

する値の数を手動で設定する代わりに、パラメーターを使用できます。パラメーターのリストは、[フィル
ター]ダイアログボックスの [上位 ]タブのドロップダウンリストに表示されます。フィルターで使用するパラ

メーターを選択します。
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リファレンスラインでのパラメーターの使用

パラメーターを使用すると、リファレンスライン、バンド、またはボックスを動的に変更することができま

す。たとえば、軸上の固定された場所にリファレンスラインを表示する代わりに、パラメーターを参照で

きます。その後、パラメーターコントロールを使用して、リファレンスラインを移動できます。

パラメーターのリストは、[リファレンスライン、バンド、またはボックスの追加 ]ダイアログボックスの [値 ]
ドロップダウンリストに表示されます。使用するパラメーターを選択します。リファレンスラインは、パラ

メーターによって指定された [現在の値 ]に描画されます。

vizでのパラメーターコントロールの表示

パラメーターコントロールとは、ユーザーがパラメーター値を変更できるワークシートカードです。パラ

メーターコントロールは、ビューを変更するコントロールを含んでいるという点でフィルターカードと似て

います。ワークシートとダッシュボードでパラメーターコントロールを開くことができます。これらのパラメー

ターコントロールは、Webに保存するかTableau Serverにパブリッシュするときに埋め込まれます。

パラメーターコントロールを開くには、[データ]ペインでパラメーターを右クリック(controlを押しながらク

リック)し、[パラメーターの表示 ]を選択します。
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他のカードと同様に、パラメーターコントロールにはカードの右上隅にあるドロップダウン矢印を使用し

て開くことができるメニューがあります。このメニューを使用して、コントロールの表示をカスタマイズしま

す。たとえば、値のリストをラジオボタン、コンパクトなリスト、スライダー、フィールド内の型として表示す

ることができます。

このメニューで使用できるオプションは、パラメーターのデータ型と、パラメーターが値のすべて、リスト、ま

たは範囲のうちどれを受け入れるかに応じて異なります。

動的パラメーターの作成

パラメーターアクション

パラメーターアクションページ1357で使用することにより、パラメーターをより動的でインタラクティブにす

ることができます。パラメーターアクションにより、利用者はVizでマークのクリックや選択などの直接的

な操作を行ってパラメーター値を変更できるようになります。

動的な現在の値

現在の値を、計算結果、(フィールドに基づく)値のリスト、または値の範囲に更新できるパラメーター

を作成できます。この更新は、ワークブックが開かれるたび、またはデータソースのコンテキストメニュー

から[更新 ]を選択するたびに行われます。

パラメーターの現在の値として計算を使用する

現在の値が計算の結果である場合、その計算は単一値の、ビューに依存しない計算である必要が

あります。計算の結果が複数の値になる可能性があると、ワークブックはデフォルト値を選択できなく

なります。Vizが変化したときに値が変化しないよう、ビューに依存しない計算を設定する必要があり

ます。
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これを行うには、Vizの構造に依存しないFIXED詳細レベル (LOD)式を使用できます。FIXED
LOD式には計算のすべての部分を含める必要があります。FIXED LOD式をデフォルト値として使

用し、コンテキストフィルターを使用している場合、動的パラメーターにはコンテキストフィルターが反

映されません。

LOD式の詳細については、Tableau での詳細レベル表現の作成 ページ2522を参照してください。

パラメーターのトラブルシューティング

デフォルトのパラメーター値や、更新可能なパラメーター値 (ドメイン)のリストが、期待どおりに更新さ

れない場合のシナリオをいくつか示します。

l 既定のフィールドで、パラメーターのデータ型と互換性のない値が返されました。

l 既定のフィールドで、パラメーターの現在の値として単一値が返されませんでした。

l 既定のフィールドでNULLが返されました。

l 既定のフィールドが、接続されていないデータソースにあります。

l 既定のフィールドが削除されています。

l Tableauからの接続が試行されている間に、ユーザーがデータソースへのクエリをキャンセルし

ました。

Tableau Desktopでは、これらのクエリが最初に評価されるのは、ワークブックを開いてフィールドの

データソースに初めて接続したときです。データソースを更新してクエリを評価することもできます。こ

れを行うには、F5キーを押すか、データソースのコンテキストメニューを開き、[更新 ]を選択します。

Tableau ServerおよびTableau Cloudで、ツールバーの [データソースの更新 ]ボタンをクリックする

と、データソースを更新できます。ただし、この場合、返される値はサーバーのキャッシュポリシーに

よって異なります。

既定のフィールドで値が返されない場合、パラメーターは次のように動作します。

l 現在の値は、最新の有効な値を維持します。

l Tableauではクエリから返された値がワークブック内でシリアル化されないため、値のリストは空

になります。

現在の値をパラメーターに割り当てるには、値のリストに含める必要があります。値のリストが空の場

合、パラメーターにはデータ型に従ってフォールバック値 (整数の場合は1、浮動小数点数の場合は

1.0、文字列の場合は ""、日付と日時の場合は現在の日付 )が割り当てられます。

パラメーターを使用してビューをさらにインタラクティブにする

パラメーターは、レポートに対話機能を追加する場合、レポートの柔軟性を高めたりする場合、

"What-if"シナリオで実験を行う場合などに役立ちます。ビューにどのフィールドを含めればよいか、ま
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た閲覧者にとってどのレイアウトが最適か定かでない場合があります。ビューにパラメーターを組み込む

ことで、ビューアーがデータの表示方法を自ら選択できるようになります。

パラメーターを使用する場合は、それを次のような方法でビューに結び付ける必要があります。

l ビューで使用されている計算や計算フィールドでパラメーターを使用します。

l ユーザーがパラメーターを選択できるよう、ビューにパラメーターコントロールを表示します。

l パラメーターアクションでパラメーターを参照します。

最初に、どのフィールドをインタラクティブにするかを決定します。たとえば、ユーザーがディメンション内の

カテゴリーを色ごとに表示したり、ユーザーが選んだ期間における売上データを表示したりすることがで

きます。ここで説明する例では、列と行に表示するディメンションをユーザーが選択できる表を設定し

ます。

ビデオを見る:プレゼンテーションの詳細については、Parameters | Oh, the places you'll go!を視聴し

てください。(45分間 )を参照してください。

詳細情報 : Tableauブログの「パラメーターを使用して、ビジュアライゼーションに複数のビューを追加す

る」や、Data School Webサイトに掲載されているパラメーターの使用方法に関するいくつかの実践的

なトピックを参照してください。

パラメーターの作成

次の手順では、スーパーストアサンプルを使用して新しいパラメーターを作成します。

1. [データ]ペインで、右上隅のドロップダウン矢印をクリックし、[パラメーターの作成 ]を選択しま

す。

2. [パラメーターの作成 ]ダイアログボックスで、次の手順を完了します。

a. ビューアーがパラメーターの役割を理解できるように、パラメーターにわかりやすい名前を

付けます。この例では、「Select Column 1 Heading」とします。

b. [データ型 ]で [文字列 ]を選択します。

c. [許容値 ]で [リスト]を選択し、リストの最初の値として「なし」と入力し、Enterを押しま

す。

d. パラメーターを通して公開する他のディメンションフィールドの名前を入力して、リストを

完成させます。

注 : この例では、Customer Name、Customer Segment、Region、Department、およ

びCategoryの各フィールドを使用します。これらはすべて、同じデータ型 (string)のディ

メンションです。リストに"Profit (利益 )"などのメジャーを含めたい場合は、メジャーを文
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字列値に変換できます。計算フィールド作成時にSTR()関数を使用して、文字列

値に変換します。この記事では、単一のデータ型を使用したシナリオのみを説明しま

す。

[表示 ]の別名は、既定でフィールド名になります。この演習では、フィールド名のままに

します。

e. [OK]をクリックして [計算フィールド]ダイアログボックスに戻ります。

3. 上記の手順を繰り返して、次のパラメーターも追加で作成します。

l 列 2の見出しを選択する

l 行 1の見出しを選択する

l 行 2の見出しを選択する
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ヒント:リストに各値を入力する代わりに、[パラメーターから追加 ]をクリックして、Select
Column 1 Headingから追加できます。

計算フィールドの作成

これらの手順では、Superstoreサンプルを使用して、お使いのパラメーターを利用する計算フィールド

を作成します。

1. [データ]ペインで、右上隅のドロップダウン矢印をクリックし、[計算フィールドの作成 ]を選択しま

す。

2. [計算フィールド]ダイアログボックスで、[名前 ]に「Column 1 Category」と入力します。

3. [計算フィールド]ダイアログボックスの [式 ]で、次の計算を作成します。

CASE [Select Column 1 Heading]

WHEN 'Customer Name' THEN [Customer Name]

WHEN 'Customer Segment' THEN [Customer Segment]

WHEN 'Region' THEN [Region]

WHEN 'Department' THEN [Department]

WHEN 'Category' THEN [Category]

ELSE ''

END

ステータスメッセージが、式が有効であることを示していることを確認してから、[OK]をクリックし

ます。

注 : ELSEは、パラメーターに含めた「なし」の値を示しており、空の文字列を返します。

4. さらに、追加で作成したそれぞれのパラメーターに対応する3つの計算フィールドを作成しま

す。
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パラメーター名 計算フィールド名

列 2の見出しを選択

する

Column 2
Category

行 1の見出しを選択

する

Row 1 Category

行 2の見出しを選択

する

Row 2 Category

各計算フィールドの基本的な計算式は上記の手順と同じですが、それぞれのCASE

statement. で異なるパラメーターを参照します。

ビューアーがビューを操作できるようにする

次に、表示するカテゴリーをユーザーが選択できるように、パラメーターコントロールを公開します。

1. 作成した各パラメーターに対して、次の手順を行います。

[パラメーター]で、パラメーターを右クリックして、[パラメーターコントロールの表示 ]を選択しま

す。

2. [データ]ペインから、作成した計算フィールドを[列 ]シェルフと[行 ]シェルフにドラッグします。

3. [データ]ペインから、メジャーをビューにドラッグします。この例では、[Sales (売上 )]を[マーク]
カードの [ラベル]に配置します。

4. パラメーターコントロールでフィールドを選択して、パラメーターをテストします。

ヒント:
l 動的なディメンションフィールドをアルファベット順に並べ替えます。

l 行と列のフィールドラベルを非表示にします。
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5. すべてのパラメーターを「なし」にリセットして、ワークブックをTableau Serverにパブリッシュしま

す。

ビューアーは、自身でレポートを設定し、各自のパラメーター設定を保存して、ビューを他の

ユーザーと共有できます。

追加情報

ビューの動的な構築の詳細については、「パラメーターを使用したメジャーのスワップ」を参照してくださ

い。

パラメーターを作成して組み込むことができるTableauインターフェイスのさまざまな領域の詳細につい

ては、Tableauヘルプのパラメーターの作成 ページ1072および関連トピックを参照してください。

免責条項 : このトピックには、サードパーティブログ、「The Information Lab: Data School」のパ

ラメーターに関する情報が含まれています。サードパーティコンテンツが正確で最新のものであ

るように確認する最善の努力を払っていますが、ここに参照される情報は、Webサイトのコンテ

ンツの変更に伴い、予告なしに変更される可能性があることに注意してください。
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例 :パラメーターをマップビューに追加する

この例では世界指標 サンプルデータソースを使用して次の内容を示します:

l 世界中の各国の出生率を示すマップビューの構築方法。

l 出生率が低い国と高い国を区別する計算フィールドの作成方法。

l ユーザーが低い出生率と高い出生率のしきい値を設定できるよう、パラメーターを作成して表

示する方法。

マップビューの作成

1. [データ]ペインで、"Latitude (緯度 )"、"Longitude (経度 )"の順にダブルクリックします。

Tableauは [緯度 ]を[列 ]、[経度 ]を[行 ]に配置し、世界地図を表示します。

2. "Year (年 )"ディメンションを[フィルター] にドラッグします。

3. フィールドのフィルター [年 ]ダイアログボックスで、[年 ]を選択し、[次へ] をクリックします。

4. フィルター [年の年 ]ダイアログボックスで、[2012]を選択し、[OK]をクリックします。

1086 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



5. [詳細 ] に"Country (国 )"ディメンションをドラッグします。

6. [マーク]タイプを[マップ]に設定します。
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7. [ラベル]に"Birth Rate (出生率 )"メジャーをドラッグします。

これで、世界中の国 /地域の出生率を示すマップが表示されました。
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各国のヒントを見るには、マップをズームまたはポイントします。

計算フィールドを作成してしきい値を設定する

次に、出生率が低い国と高い国を区別します。

1. 一番上のメニューから、[分析 ] > [計算フィールドの作成 ] を選択します。

2. フィールドに「High Birth Rateという名前を付け、式フィールドに次の計算を貼り付けま

す。

IF ([Birth Rate]) >= 0.014 THEN "High" ELSE "Low" END

値は0.014と1.4%に等しくなります。マップに表示される実際の値の範囲は、1%未満から最

大でおよそ5%です。

[OK]をクリックしてこの計算を保存すると、Tableauはこの計算をディメンションとして分類しま

す。

3. "High Birth Rate (高い出生率 )"を[色 ]にドラッグします。

これで、マップは出生率が低い国 /地域を1つの色で、出生率が高い国を別の色で表示する

ようになりました。

1.4%以上を高い出生率とする定義は任意です。この値は、世界の国 /地域の平均値という

理由で選ばれたものです。
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代わりに、ユーザーに対してしきい値の定義を許可するか、しきい値を変更するとマップがどの

ように変化するかを確認するためのコントロールを与えることができます。このような場合は、パ

ラメーターを作成します。

パラメーターの作成

1. [データ] ペインを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)して、[作成 ] > [パラメー

ター] を選択します。

注 :[データ]ペインのフィールドをクリックすると、一部のフィールドは入力される場合があ

ります。必要に応じて、フィールドを変更できます。

2. [パラメーターの作成 ]ダイアログボックスで、新しいパラメーターに「Set Birth Rate (出生

率の設定 )」などの名前を付けます。

[パラメーターの作成 ]ダイアログボックスのフィールドの詳細については、「パラメーターの作成

ページ1072」を参照してください。

[データタイプ]はパラメーターコントロールであるフロートのため、次の手順で表示したときに

はスライダー形式になります。これは、浮動小数点の値が連続的なためです。考えられる値

は有限です。
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[現在の値 ]はパラメーターの既定値に設定されます。0.019は1.9%です。[値の範囲 ]セク

ションは最大値、最大値、およびステップサイズ (値を変更可能な最小の量 )を示します。

3. [OK]をクリックします。

パラメーターコントロールの作成と表示

次に、パラメーターと"High Birth Rate (高い出生率 )"フィールドを接続する必要があります。

1. [データ] ペインで "High Birth Rate (高い出生率 )" を右クリックし、[編集 ] を選択します。

2. フィールド定義のハードコードされた0.014という値を、パラメーター名に置換します。

IF ([Birth Rate]) >= [Set Birth Rate] THEN "High" ELSE "Low" END

[OK]をクリックします。

3. [データ]ペインの"Set Birth Rate (出生率の設定 )"パラメーターを右クリックし、[パラメーター

コントロールの表示 ] を選択します。

既定では、パラメーターコントロールは右に表示されます。次に、ユーザーおよびビューのユーザーはこ

の値を徐々に増減させ、"high birth rate (高い出生率 )"の変更がマップに与える影響を確認します。

例 :パラメーターを使用したメジャーのスワップ

2つのメジャーの値が互いにどう比較されるかを示すビューを作成する場合があります。ただし、比較

するメジャーを選択する場合、または、ユーザーが比較するメジャーを選択できるコントロールをビュー
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に追加する場合はどうでしょうか。パラメーターと計算フィールドを使用してこのようなビューを作成でき

ます。計算フィールドはビューのメジャーを置き換えるものであり、パラメーターコントロールやパラメー

ターアクションを使用して、ユーザーがインタラクティブに設定することができます。メジャーのスワップを

使用すると、動的な軸タイトルも使用できるようになります。

一般的な手順

1. パラメーターを作成します。

2. ビューのメジャーを変更する計算フィールドを作成します。

3. ビューを設定します。

この記事には、ステップ2の代替策として使用できる追加セクションが含まれています。

l メジャーを変更して集計を指定する計算フィールドを作成する

以下のセクションでは、これらの手順を具体的な説明に分割します。

このシナリオでは、Tableau Desktopに付属のサンプル - スーパーストアデータソースを使用していま

す。

パラメーターの作成

次の手順に従います。

1. [データ]ペインで、右上隅のドロップダウン矢印をクリックし、[パラメーターの作成 ]を選択しま

す。

2. [パラメーターの作成 ]ダイアログボックスで、次の手順を行います。

a. パラメーターに「Placeholder 1 Selector」と名付けます。

b. [データ型 ]を[文字列 ]を選択します。

c. [許容値 ]フィールドまでスキップして移動し、[リスト]を選択します。

d. [値のリスト]エリアに個々のメジャーネームを入力します。"Discount (割引 )"、"Profit
(収益 )"、"Quantity (数量 )"、および"Sales (売上 )"。

[パラメーターの作成 ]ダイアログボックスは、次のようになります。
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e. [OK] をクリックして、[パラメーターの編集 ]ダイアログボックスを閉じます。

3. 全く同じ構成で2番目のパラメーター"Placeholder 2 Selector (プレースホルダー 2 セレク

ター)"を作成します。

さまざまな方法でこれを行うことができます。最も簡単な方法は、[データ]ペインの

"Placeholder 1 Selector (プレースホルダー 1 セレクター)"をクリックして[複製 ]を選択し、

"Placeholder 2 Selector (プレースホルダー 2 セレクター)"の重複パラメーターの名前に変更

することです。

ビューのメジャーを変更する計算フィールドの作成

次の手順に従います。
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1. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択して、計算エディターを開きます。計算に

"Placeholder 1"と名前を付け、式エリアに次を入力または貼り付けます。

CASE [Placeholder 1 Selector]

WHEN "Discount" THEN [Discount]

WHEN "Profit" THEN [Profit]

WHEN "Quantity" THEN [Quantity]

WHEN "Sales" THEN [Sales]

END

注 :計算フィールドは指定された行の [値 ]エントリを参照し、[表示名 ]値は参照しま

せん。

2. [OK]をクリックして [計算フィールド]エディターを終了します。

3. 同じ定義を使用して2番目の計算フィールド"Placeholder 2 (プレースホルダー 2)"を作成

します。この場合も、最も簡単な方法は、[データ]ペインの"Placeholder 1 (プレースホル

ダー 1)"をクリックして[複製 ]を選択し、"Placeholder 2 (プレースホルダー 2)"の重複フィー

ルドの名前に変更することです。次に、位置引数 1のセレクタを位置引数 2に置き換えま

す。

ビューの設定

次の手順に従います。

1. "Placeholder 2 (プレースホルダー 2]フィールドを[列 ]シェルフにドラッグし、その後、

"Placeholder 1 (プレースホルダー 1)"フィールドを[行 ]シェルフにドラッグします。

メジャーを両方のシェルフにドラッグしたため、既定ビューは散布図になります。Tableauがこれ

を行う理由の詳細については、例 : 散布図、集計、および粒度 ページ181を参照してくださ

い。

2. [顧客名 ]を[詳細 ]に、[地域 ]を[色 ]にドラッグします。

3. [データ]ペインの [パラメーター]エリアで、それぞれの"Placeholder 1 Selector (プレースホル

ダー 1 セレクター)"をクリックして、[パラメーターコントロールの表示 ]を選択します。これを、

"Placeholder 2 Selector (プレースホルダー 2 セレクター)"でも同様に行います。

4. Tableauでは、既定でビューの右側の上にパラメーターコントロールが表示されます。ユーザー

に見えやすくするため、それらを左側にドラッグします。
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ビューが完成しました。パラメーターコントロールによって、X軸とY軸で使用されるメジャーを選択でき

ます。たとえば、左下のビューは数量と割引を、右のビューでは、パラメーターコントロールは収益と売

上を表示するために使用されています。

メジャーを変更して集計を指定する計算フィールドを作成する

上記の「ビューのメジャーを変更する計算フィールドの作成」セクションの代わりに、個々のメジャーに

集計を指定する計算フィールドを作成することを検討してください。上記のように、計算フィールドは集

計を指定しません。上記の画像では、"Placeholder 1 (プレースホルダー 1)"と"Placeholder 2 (プ
レースホルダー 2)"フィールドに集計 (SUM)を自動的に割り当てていることに注意してください。ところ

が、あなたはデータを把握しており、Tableauがメジャーで使用する集計を自分で決定する場合があ

ります。そのため、上記の計算フィールドの定義の代わりに、次のような定義を検討します。

CASE [Placeholder 1 Selector]

WHEN "Discount" THEN SUM([Discount])

WHEN "Profit" THEN AVG([Profit])

WHEN "Quantity" THEN SUM([Quantity])

WHEN "Sales" THEN AVG([Sales])

END

フィールド定義でメジャーを明示的に集計するかどうかの決定、管理者次第です。ただし、定義を組

み合わせることはできません。つまり、あるメジャーに対して集約を定義し、他のメジャーに対しては定

義しないということはできません。
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次に示すのは、収益と売上散布図が、これらのフィールドの集計として"AVG"を選択した場合の変

化と、それに対し、集計を指定せず、Tableauによって既定の "SUM"のままにした場合を示していま

す。

収益と売上高 (既定の集計を使用 ) 収益と売上高 (明示的な集計を使用 )

似ていますが、異なります。
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日付と時刻

Tableauでの日付の使用方法は、リレーショナルデータソースを使用しているか、多次元データソー

スを使用しているかによって異なります。このセクションでは、この違いについて説明します。

キューブ(多次元データソース)での日付

Tableau Desktopでは、Windowsでのみキューブ(多次元 )データソースをサポートしていま

す。

キューブデータソースの場合、日付ディメンションは通常、年、四半期、月などのレベルを含む階層

に整理されます。さらに一部の多次元データソースでは、タイムインテリジェンスが有効になっており、

年別月、四半期別月などのデータレベルをさまざまな方法で表示することができます。これらのレベル

は階層の属性として表されます。階層および属性は、キューブが作成され、Tableauで変更できない

場合に定義されます。たとえば、Oracle Essbaseデータソースの"Year (年 )"ディメンションを下に示

します。

シェルフに多次元の日付を配置すると、フィールドは他のディメンションと同じように扱われます。たとえ

ば、ドリルダウンやドリルアップなどを行うことができます。

リレーショナルデータソースでの日付

リレーショナルデータソースの場合、日付と時刻は [データ]ペインの [ディメンション]エリアに自動的に

配置され、日付 または日付時刻 アイコンによって示されます。たとえば、Excelデータソースの

"Order Date (注文日 )"および "Ship Date (出荷日 )"ディメンションを下に示します。
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リレーショナルな日付をシェルフに配置すると、既定の日付レベルを反映するようにフィールド名が自

動的に変更されます。Tableauでは、既定の日付レベルが複数のインスタンスがあるレベルに設定さ

れます。たとえば日付フィールドに複数の年が含まれている場合、既定のレベルは年になります。ただ

し、日付フィールドに1年だけのデータと複数の月が含まれている場合、既定のレベルは月になりま

す。

Tableauによる日付レベルの自動選択を希望せず、日付ディメンションを連続フィールドとして定義

する場合は、[データ]ペインでフィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[連
続に変換 ]を選択します。次いでそのディメンションは [データ]ペインで緑色になり、ビューでそのディメ

ンションを使用すると連続ディメンションとなります。元に戻すには、[データ]ペインでフィールドのコンテ

キストメニューから[不連続に変換 ]を選択します。シェルフ上にあるビューのフィールドを連続フィール

ドに変換するには、コンテキストメニュー (フィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリッ

ク)すると表示されます)で [連続 ]を選択します。シェルフのフィールドは緑色に変わりますが、[デー

タ]ペインのフィールドは不連続のままです。
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データソースの日付のプロパティ

データソースの日付のプロパティを設定できます。設定するには、[データ]ペインのデータソースを右ク

リック(MacではControlを押しながらクリック)し、[日付のプロパティ]を選択します。

日付のプロパティのオプション

既定のカレンダー

使用するカレンダーの体系を、[標準グレゴリオ暦 ]または [週ベース (ISO-8601)]のいずれかから指定

します。既定のカレンダーを設定すると、ビューで日付が既定でどのように使用されるかが決まります。

日付関数 ページ2204を参照してください。

週の開始

週の初日と見なす曜日を指定します。特定の日付関数について、データソースレベルの週の開始を

上書きするには、start_of_weekパラメーターを含めます。日付関数 ページ2204を参照してくださ

い。

この設定の初期値は、ユーザーのデータソースによって決まる場合があります。データソースが週の開

始日を初期化しない場合、Tableauはシステムのロケール設定を参照します。週の初日とみなされ

る日は地域によって異なります。たとえば、米国では日曜日が週の最初の日ですが、欧州では月曜

日です。

この情報はキューブデザイナーが日付時刻ディメンションを作成するときに定義されるため、多次元

データソースではこの設定を利用できません。

データソースの作成後、週の開始値はホストのオペレーティングシステムとの同期を保つために自動

的に更新されません (たとえば、パブリッシュされたデータソースが別の国で使用されている場合 )。カレ

ンダーコントロールには、データソースの [週の開始 ]設定ではなく、ワークブックロケールが反映されま

す。
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注 :例外は、週番号を表示する週の切り捨てです。この関数は、データソースの週の開始設

定を使用して、カレンダーに一貫した週番号の値を提供します。

会計年度の開始

会計年度の最初の月と見なす日を指定します。この設定はデータソース全体に適用されます。

特定の日付フィールド

特定のフィールドで標準カレンダー (1月 1日から12月 31日 )を使用するか、会計カレンダーを使

用するかを指定するには、次の手順を実行します。

1. [データ]ペインでそのフィールドを右クリックします。

2. [既定のプロパティ]、[会計年度の開始 ]の順に選択します。

ビューの任意の日付フィールドで、標準カレンダーまたは会計年度カレンダーを使用するかを指定で

きます。詳細については、会計年度の日付 ページ1110を参照してください。

日付形式

ツールヒントやラベルなどの場所にある日付フィールドの既定の形式を指定します。既定の日付形

式を上書きするには、[データ]ペインでそのフィールドを右クリックし、[既定のプロパティ]、[日付形式 ]
の順に選択して、形式を設定します。

曜日の並べ替え

Tableauが曜日の名前をアルファベット順に並べ替える場合は、ワークブックのロケールを確認してく

ださい。ローカル設定は、正しい時系列で曜日を並べ替える方法をTableauに指示します。ロケー

ルの設定に関する詳細については、言語とロケールページ107を参照してください。

サポートされるロケールのいずれも適切でない場合、手動で曜日を並べ替えることができます。視覚

化内でのデータの並べ替えページ1288を参照してください。

サポートされている日付形式

日付で作業を行うと、Tableauはデータソースから自動的に日付形式を取得します。

サポートされる日付形式のリストについては、カスタム日付形式 ページ1113でサポートされる日付形

式記号の表を参照してください。

日付レベルの変更

フィールドの日付レベルを変更するには、それを[行 ]または [列 ] (または別のシェルフ)にドラッグし、コ

ンテキストメニューをクリックしてレベルを選択します。
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各レベルでは、設定の効果を示すプレビューが表示されます。

詳細 :日付についての関連する概念については、TableauビジョナリであるJosh Milliganの

VizPainterブログで「Dates in Tableau make me want to tear my hair out!」 (Tableauの日付は髪を

かきむしりたくなる!)を参照してください。日付部分と日付値の仕組みに関する詳細なデモを見るに

は、無料のビデオプレゼンテーション「Greatest of All Time Analytics: Conquering Date
Calculations」(58分間 )をご覧ください。

Tableau Desktopでは、Windowsでのみキューブ(多次元 )データソースをサポートしています。

キューブ(多次元 )の日付の場合、コンテキストメニューで使用できるレベルは、日付階層で定義され

たレベルによって決まります。

日付レベルの設定

日付レベルの設定は日付部分と日付値のセクションごとに整理されています。
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日付部分は、日付の特定の部分のレベルに集計されたデータを提供します。たとえば、任意の年の

5月や、任意の月の8日などです。

日付部分

日付値では、2015年 5月や2015年 5月 8日など、特定のレベルに切り詰められた実際の日付

が示されます。
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日付値 (切り詰められた日付としても知られる)

最も細かい詳細レベル (行レベルまたはレコードレベルのデータとしても知られる)を取得するには、[正
確な日付 ]を選択します。
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正確な日付

特定のレベルを選択すると、その日付フィールドに対する計算が行われます。データソースの特定の

行の日付が01/23/16だとします。年は2016、1月は第一四半期となるため四半期は1、1月 23
日は第四週のため、週番号は4になります。

日付レベルの計算方法は、データソースの [日付のプロパティ]の設定によって異なります。詳細につ

いては、データソースの日付のプロパティページ1099を参照してください。

注 : すべての日付レベルが常に関連しているわけではありません。たとえば、日付形式に時

間、分、秒などの時間情報が含まれていない場合、これらのオプションはビューにデータを追

加しません。
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同じVizで複数の日付レベルを使用する

さまざまな詳細レベルの日付を同時に使用することができます。これを行うには、ビューの日付フィール

ドで コントロールをクリックします。これを日付のドリルダウンと言います。たとえば、不連続日付 [年

(オーダー日 )]にドリルダウンすると、Tableauは初めの日付の右に2番目のフィールド[四半期 (オー

ダー日 )]を追加します。日付フィールドで利用可能で最も詳細なレベルに到達するまでドリルダウンし

続けることができます。

また、日付フィールドを[行 ]シェルフまたは [列 ]シェルフに複数回ドラッグしてネストし、さまざまな詳細

レベルにドリルダウンすることもできます。

たとえば、このビューでは、年レベルからドリルダウンして、四半期レベルも表示します。

日付フィールドのいずれかを削除し、残っている日付フィールドのコンテキストメニューから[月 ]を選択

すると、すべての年にまたがって各月を表示できます。
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さらに細かいレベルまで表示するには、下にある、フィールドのコンテキストメニューの連続セクションか

ら[月 ]を選択します。
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利用可能な年の範囲で、日付が月別の細かさのレベルで表示されます。
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カスタム日付

カスタム日付は、常に特定のレベルで日付を使用する場合や、ビニングされた、または切り捨てられ

た日付に依存する計算を作成する場合に便利です。

カスタム日付は、[データ]ペインで作成するか、DATEPARTまたはDATETRUNC関数を使用して計

算を記述することにより作成できます。

1. [データ]ペインで日付フィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[作
成 ]、[カスタム日付の作成 ]の順に選択します。

2. [詳細 ]リストから、表示するレベルを選択します。

3. カスタム日付を不連続 ([日付部分 ])にするか、連続 ([日付値 ])にするかを指定します。
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4. オプション:フィールドに独自の名前を入力します。

5. 完了したら、[OK]をクリックします。

このように作成されたカスタム日付は、[データ]ペインに新しいフィールドとして表示されます。

例 -列ヘッダーの書式を「月、日、年」に設定します

この例では、サンプル -スーパーストアデータソースを使用します。

1. [列 ]に[オーダー日 ]をドラッグします。

2. [行 ]に[売上 ]をドラッグします。

3. [列 ]シェルフ上の [オーダー日 ]を右クリックし、[詳細 ]、[カスタム]の順に選択します。

4. [カスタム日付 ]ダイアログボックスで、[詳細 ]ドロップダウンリストから[月 / 日 /年 ]を選択しま

す。

ビューの列ヘッダーが正しい形式で表示されるようになりました。
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会計年度の日付

日付フィールドを組織の会計年度に関連付けて表さなければならないことがあります。カレンダーの

年は1月 1日に始まって12月 31日に終わりますが、組織の会計年度は別の月に始まる場合が

あります。たとえば、ある会社の会計年度が、6月 1日に始まって5月 31日に終わる場合がありま

す。このような場合、一部の日付値は、カレンダー年度でなく、会計年度 (会計年度、会計四半

期、および会計週数 )を使用してビューに表示するのが適切です。

データソースの会計年度の開始月を設定するには、次の手順に従います。

1. [データ]ペインでデータソースを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[日付の

プロパティ]ダイアログボックスを開きます。

2. [会計年度の開始 ]フィールドを適切な月に設定します。

日付ディメンションごとに会計年度の開始月を個別に設定します。[日付 ]ペインで、日付ディメン

ションを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[既定のプロパティ] > [会計年度の開

始 ]を選択します。

所定の日付ディメンションのレベルが [会計年度のカレンダー]の使用によって影響を受けるかどうか

は、特定の状況によって異なります。

日付レベル 会計年度に変換した場合

年 会計年度が反映されます。たとえば、[会計年度の開始 ]を4月に設定すると、

2004年 6月 1日の年は、FY 2005 (2005会計年度 )と表示されます。

四半期 会計四半期が反映されます。たとえば、[会計年度の開始 ]を4月に設定する

と、2004年 6月 1日の四半期は、Q1 (第 1四半期 )と表示されます。

月 動作に変化はありません。カレンダーの月は会計年度の月と同じです。

日 動作に変化はありません。カレンダーの日は会計年度の日と同じです。

時間 動作に変化はありません。カレンダーの時間は会計年度の時間と同じです。

分 動作に変化はありません。カレンダーの分は会計年度の分と同じです。

秒 動作に変化はありません。カレンダーの秒は会計年度の秒と同じです。

週番号 会計週の番号が反映されます。たとえば、[会計年度の開始 ]を4月に設定する

と、2004年 4月 1日の週数は、1と表示されます。

曜日 動作に変化はありません。カレンダーの曜日は会計年度の曜日と同じです。
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日付レベル 会計年度に変換した場合

MM/YYYY 動作に変化はありません。この日付形式では、会計年度が割り当てられていても

常にカレンダーの日付が表示されます。

M/D/Y この日付形式では、会計年度が割り当てられていても常にカレンダーの日付が表

示されます。

会計年度を使用中であることが明らかに示される日付レベルは、年レベルおよび四半期レベルだけで

す。具体的には、会計年度および会計四半期にはFYのプレフィックスが付きます。これは会計期間

であることを示す特別なマークがない会計月や週番号には当てはまりません。

所定の日付ディメンションへの会計年度の割り当ては、Tableauワークブックのフィールドのすべてのイ

ンスタンスに適用されます。会計年度の日付は、リレーショナルデータソースのディメンションにのみ適

用されます。

会計年度形式は、年、あるいは年および四半期を含むすべての日付形式に適用されます。特に、カ

スタム日付形式を適用し、「y」および「q」プレースホルダーを使用するだけの場合、各年の初めにFY

が付きます。

日付レベル

日付ディメンションが会計年度カレンダーを使用している場合、ビュー内に表示される以下の日付部

分と切り捨てが会計年度に反映されます。

日付部分または

切り捨て

会計年度を使用する場合

年日付部分 [会計年度の開始 ]を4月に設定すると、2004年 6月 1日の年は、FY 2005
(2005会計年度 )と表示されます。

四半期日付部

分

[会計年度の開始 ]を4月に設定すると、2004年 6月 1日の四半期は、Q1
(第 1四半期 )と表示されます。

週数日付部分

date part
[会計年度の開始 ]を4月に設定すると、2004年 4月 1日の週数は、1と表

示されます。

年日付の切り捨

て

[会計年度の開始 ]を5月に設定すると、2004年 6月 1日の日付は、2004
年 5月 1日となります。

四半期日付の

切り捨て

[会計年度の開始 ]を7月に設定すると、2004年 6月 1日の日付は、2004
年 4月 1日となります。
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日付を使用した完全なピボット

異なるワークシートのシェルフに異なる日付レベルを同時に配置することによって、日付の完全なピ

ボットを行うことができます。日付フィールドをさまざまなシェルフに配置し、フィールドのコンテキストメ

ニューから必要な日付レベルを選択します。

たとえば、次の折れ線グラフでは、年が列ヘッダーとして表示され、マークが四半期別に色エンコード

されています。

下に示すように、月および四半期別にマークを分けることができます。
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カスタム日付形式

この記事では、カスタム日付形式フィールドを使用してビュー内の日付を書式設定する方法を説明

します。Tableauで日付が処理される方法の概要については、「日付と時刻」または「日付レベルの

変更」を参照してください。データソースの日付プロパティを設定する方法については、「データソース

の日付プロパティ」を参照してください。

カスタム日付形式フィールドを見つける方法

ビュー内の日付フィールドの書式設定 (Tableau Desktop)

Tableau Desktopでビュー内の日付フィールドを書式設定するには、フィールドを右クリック(Macでは

Controlを押しながらクリック)し[書式設定 ]を選択します。
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これにより、ビューの左側に[書式設定 ]パネルが開きます。[日付 ]フィールドを選択します。

日付の書式設定を行うと、利用可能な形式のリストが表示されます。通常、リストの最後の項目は

[カスタム]です。「サポートされている日付形式記号」の表に記載されている形式記号を単独で使

用するか、組み合わせて使用し、カスタム日付を指定できます。
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ビュー内の日付フィールドの書式設定 (Tableau CloudおよびTableau Server)

Tableau CloudおよびTableau Serverでビュー内の日付フィールドを書式設定するには、フィールドを

右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し[書式設定 ]を選択します。

[データ]ペイン内の日付フィールドの書式設定 (Tableau Desktopのみ)

[データ]ペインの日付フィールドを書式設定するには、フィールドを右クリックして[既定のプロパティ] >
[日付形式 ]を選択します。

Tableau Software 1115

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



表の日付形式は、ワークブックがTableau抽出に接続されている場合、または日付形式をサポート

するデータソースへのライブ接続がある場合にサポートされます。(希望する日付形式がサポートされ

ていることを確認するには、データソースのドキュメントを参照してください。)

Tableauはデータソースから日付形式を取得します。また、Tableau Serverは、Tableau Serverを
実行しているサーバーの実行ユーザーアカウントから日付形式を取得することもできます。

注 :次の日付形式は、Type Conversion関数で使用されるものと異なる場合があります。詳

細については、「文字列を日付フィールドに変換する」を参照してください。

サポートされている日付形式記号

次の記号を使用して、カスタム日付形式を作成します。

記号 説明

(:) 時間区切り文字。一部のロケールでは、時間区切り文字を表すた

め、別の文字列が使用されます。時間区切り文字は、時間の値を

書式設定したときに時間、分、秒を区切ります。書式設定された

出力で時間区切り文字として使用される実際の文字は、コンピュー

タのシステム設定によって決定されます。

(/) 日付区切り文字。一部のロケールでは、日付区切り文字を表すた
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めに別の文字が使用されます。日付区切り文字は、日付の値を書

式設定したときに日、月、年を区切ります。書式設定された出力で

日付区切り文字として使用される実際の文字は、コンピュータのシ

ステム設定によって決定されます。

c 日付をddddd、

時間をtttttとしてこの順で表示します。日付シリアル番号に分

数部分がない場合は日付情報のみを表示し、整数部分がない場

合は時間情報のみを表示します。

d 日付を先頭にゼロを付けずに数字 (1 ～ 31)で表示します。

dd 日付を先頭にゼロを付けて数字 (01 ～ 31)で表示します。

ddd 曜日を略語 (Sun、Sat)で表示します。

dddd 曜日を完全な名前 (Sunday、Saturday)で表示します。

ddddd 日付をお使いのシステムの短い日付形式設定に従って書式設定さ

れた完全な日付 (日、月、年を含む)で表示します。既定の短い日

付形式はm/d/yyです。

dddddd 日付のシリアル番号を、システムで認識されている長い日付設定に

従って書式設定された完全な日付 (日、月、年を含む)で表示しま

す。既定の長い日付形式はmmmm dd, yyyyです。

aaaa ddddと同じですが、文字列のローカライズされたバージョンです。

w 曜日を数字 (日曜日は1、土曜日は7など)で表示します。

ww 週 (年間 )を数字 (1 ～ 54)で表示します。

M 月の先頭にゼロを付けずに数字 (1 12)で表示します。「m」の直後

に「h」または「hh」が来る場合、月ではなく分が表示されます。

MM 月を先頭にゼロを付けて数字 (01 ～ 12)で表示します。「m」の直

後に「h」または「 hh」が来る場合、月ではなく分が表示されます。

MMM 月を略語 (Jan ～ Dec)で表示します。

MMMM 月を完全な名前 (January ～ December)で表示します。
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MMMMM 月を1文字の略語 (J ～ D)で表示します。

oooo MMMMと同じですが、ローカライズされます。

q 年の四半期を数字 (1 ～ 4)で表示します。

y 年の通算日を数字 (1 ～ 366)で表示します。

yy 年を2桁の数字 (00 ～ 99)で表示します。

yyyy 年を4桁の数字 (100 ～ 9999)で表示します。

h 時間を先頭にゼロを付けずに数字 (0 ～ 23)で表示します。

Hh 時間を先頭にゼロを付けて数字 (00 ～ 23)で表示します。

N 分の先頭にゼロを付けずに数字 (0 59)で表示します。

Nn 分の先頭にゼロを付けて数字 (00 59)で表示します。

S 秒の先頭にゼロを付けずに数字 (0 59)で表示します。

Ss 秒の先頭にゼロを付けて数字 (00 59)で表示します。

000 ミリ秒を表示します。ミリ秒を指定する前の区切り文字として、ピリオ

ドを使用します。

t t t t t 時間をシステムで認識される時間形式で定義された時間区切り文

字を使用した形式の、完全な時刻 (時、分、秒を含む)で表示しま

す。先頭にゼロを付けるオプションが選択され、時刻が10:00 A.M.
またはP.M.より前の場合、先頭にゼロが表示されます。既定の時

間形式はh:mm:ssです。

AM/PM 12時間形式を使用し、正午より前の時刻には大文字の「AM」、

正午から11:59 P.M.の時刻には大文字の「PM」を付けて表示しま

す。

am/pm 12時間形式を使用し、正午より前の時刻には小文字の「AM」、

正午から11:59 P.M.の時刻には小文字の「PM」を付けて表示しま

す。

A/P 12時間形式を使用し、正午より前の時刻には大文字の「A」、正
午から11:59 P.M.の時刻には大文字の「P」を付けて表示します。
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a/p 12時間形式を使用し、正午より前の時刻には小文字の「A」、正
午から11:59 P.M.の時刻には小文字の「P」を付けて表示します。

AMPM 12時間形式を使用し、システムで定められたとおり、正午より前の

時刻にはAM文字列リテラル、正午から11:59 P.M.の時刻には大

文字のPM文字列リテラルが表示されます。AMPMには大文字か

小文字のいずれかを使用できますが、文字列の大文字 /小文字は

システム設定で定義された文字列と同じになります。既定の形式は

AM/PMです。

カスタム日付形式の例

上記の表の日付形式記号は、単独で使用するか、組み合わせて使用することができます。

カスタム形式 yyyy-MM-dd HH:mm:ss.000を指定すると、2015-05-10 11:22:16.543という形式で日

付が生成されます。このような形式は科学的データに適している場合があります。

カスタム形式 DDDD DDを指定すると、以下のように曜日と日付を表示するデータが生成されます。

カスタム形式 yy-mm-dd (dddd)を指定すると、形式 18-01-04 (木曜日 )の日付が生成されま

す。
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カスタム形式 "Q"1 YYYYを指定すると、Q1 2018を示す日付が生成されます。

日本の元号に基づいた日付形式のサポート

Tableauは日本の元号に基づいた日付 (和暦 )形式をサポートします。元号に基づいた日付形式

をビューのフィールドに適用する方法は、次のとおりです。

1. ワークブックのロケールを日本に設定します。

2. 日付形式を設定するビューのフィールドを右クリックします。

3. [書式設定 ]を選択します。

4. [書式設定 ]ペインの、[日付 ]ドロップダウンリストから、形式を選択します。

希望する形式が一覧にない場合は、独自の日付形式を作成できます。これを行うには、[日付 ]
ボックスで [カスタム日付 ]を選択してから、Tableauの日付プレースホルダーを使用して書式を入力

します。使用できる元号に基づいたプレースホルダーは、次のとおりです。

記号 説明

g 元号の省略形 (平成の場合は「H」など)。

gg 元号名 (「平成」など)。

ggg 元号の長い名前 (日本語の場合、この名前は標準的な元号名と同じです)。

e 元号に基づいた年 (例 :元号の最初の年は1)。

ee 元号に基づいた年 (例 :元号の最初の年は01)。1桁しかない場合、元号に基づいた年

の先頭にゼロが1つ追加されます。

ワークブックのロケールが日本語ではない場合、次のように、カスタム日付形式を作成してから形式

の前に言語コード「!ja_JP!」を挿入ます。

!ja_JP! gg ee"年"mm"月"dd"日"

言語コードは、日付を強制的に日本の日付として処理します。

元号に基づいた日付は、Tableau Serverブラウザビューでは完全にはサポートされていません。特

に、インタラクティブフィルターを含むワークブックをパブリッシュする場合、eおよびgプレースホルダー

は入力されません。
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この問題を回避するため、ワークブックをブラウザーで表示する場合は、元号をベースにした日付をイ

ンタラクティブフィルターで表示しないでください。

日付形式でリテラルテキストを使用する

日付形式に、言葉や語句を含める場合があります (yyyy 年度の第 q 四半期など)。ただし、テキス

トをTableauの書式設定ボックスに直接入力すると、文字は日付として処理される場合があります。

Tableauがこれを行うのを防ぐため、日付として処理しない文字と単語を二重引用符で囲みます。

"Fiscal Quarter" q "of" yyyy

引用されたセクションの内側にリテラル引用を使用する場合は、このコード"\""を挿入します。たと

えば、"Fiscal "\"" Quarter"という形式は、第 “四半期として書式設定されます。

抽出データソースでのDATEPARSE 関数の形式構文

抽出でDATEPARSE関数を使用している場合は、Unicode Consortium (ユニコードコンソーシアム)
が定義する構文を使用します。

次表にDATEPARSE 関数の形式パラメーターに示すことができるフィールドタイプが一覧されていま

す。各フィールドの種類をクリックすると、記号、フィールドのパターン、例、説明が表示されたUnicode
ConsorttiumのWebサイトが表示されます。

時間の単

位

注

Era (元号 ) N/A

Year (年 ) .hyper抽出では "U"を除くすべての記号がサポートされていま

す。

注 :

l マイナスの値は、紀元前 (BC)を表します。たとえば、

DATEPARSE('y','-10')では紀元前 11世紀の最初

の1月を返し、DATEPARSE('y','-0')では紀元前 1
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時間の単

位

注

世紀の最初の1月を返します。

l 暦年に"y"を使用している場合、パターン"yy"にはその

年の下 2桁が必要です。70超の数値の場合、

DATEPARSE関数は2000+x年を返します。70以下の

数値の場合、DATEPARSE関数は1900+x年を返しま

す。

l カレンダー日に基づいて"ISO暦週日付"に"Y"を使用し

ている場合は、年の移行は週の境界で行われ、暦年の

移行とは異なる場合があります。指定した"Y"は ISO年

-週 カレンダーのパターン文字 "w"と併せて使用されま

す。ISO暦週日付システムは、日付と時刻の表記に関

する国際規格であるISO 8601に含まれるうるう週のカレ

ンダーシステムに効果的です。"y"と同様に、"Y"のマイナ

ス値は紀元前 (BC)を表します。

Month (月 ) .hyper抽出では "I"を除くすべての記号がサポートされていま

す。

注 :

l 月の指定は、日付を表す "d "とともに使用されます。

l ICUとは異なり、.hyper抽出では1 ～ 12の値が許可さ

れます。それ以外の値を使用するとエラーが発生します。

Week (週 ) .hyper抽出では "W"を除くすべての記号がサポートされていま

す。

注 :

l ICUとは異なり、"w"を使用している場合は .hyper抽出

で有効な週のみが許可されます。1年は52週または53
週です (ISO 8601)。DATEPARSE関数で入力値が検

証されます。たとえば、2016年に53週目はないため、

2016年の53週目ではエラーが発生します。

l ICUでは "W"の使用はサポートされていませんが、9月の
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時間の単

位

注

第 1月曜日などの日付を指定する場合に便利です。

Day (日 ) 注 :

l ICUとは異なり、"d"を使用している場合は .hyper抽出

で有効な日の数値のみが許可されます。たとえば、2月

31日の場合はエラーが発生します。

l ICUとは異なり、"D"を使用している場合は .hyper抽出

で有効な日の数値のみが許可されます。たとえば、2017
年の366日目ではエラーが発生します。

Hour (時 ) .hyper抽出では、記号 "h" と"H"のみがサポートされています。

注 :

l "h"を使用している場合、.hyper抽出のフィールドにはマ

イナスの値を使用できません。マイナスの値を使用すると

エラーが発生します。

l "H"を使用している場合、.hyper抽出のフィールドにはマ

イナスの値を使用できません。マイナスの値を使用すると

エラーが発生します。

Minute (分 ) 注 : ICUとは異なり、.hyper抽出のフィールドにはマイナスの値を

使用できません。マイナスの値を使用するとエラーが発生しま

す。

Second
(秒 )

注 :

l ICUとは異なり、.hyper抽出のフィールドにはマイナスの

値を使用できません。マイナスの値を使用するとエラーが

発生します。

l "S"を使用している場合、DATEPARSE('ss.SSSS',

'12.3456')では1990-01-01 00:00:12:3456 ADを返

します。

Quarter (四
半期 )

注 : ICUとは異なり、.hyper抽出では1 ～ 4の値のみ許可され

ます。それ以外の値を使用するとエラーが発生します。
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時間の単

位

注

Weekday
(曜日 )

注 :

l ICUとは異なり、"e"および "ee"を使用している場合は

.hyper抽出で1 ～ 7の値のみが許可されます。それ以

外の値を使用するとエラーが発生します。

l ICUとは異なり、"c..cc"を使用している場合は .hyper抽
出で1 ～ 7の値のみが許可されます。それ以外の値を

使用するとエラーが発生します。

Period (期
間 )

N/A

週ベースの ISO-8601暦

週ベースの ISO-8601暦は、日付関連データの国際標準です。ISO-8601暦の目的は、日付を表

現して計算するための一貫した明快な方式を提供することです。ISO-8601暦では、日付を年、四

半期、週、曜日に分割します。グレゴリオ暦とは異なり、ISO-8601暦では、各四半期の週数は一

定であり、各週の日数も一定です。このため、小売や金融の日付を計算する際には、ISO-8601歴

がよく使用されます。

ISO-8601を既定のカレンダーとして設定

データソースで ISO 8601暦を設定するには、次の手順に従います。

1. [データ]ペインでデータソースを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)して、[日付

のプロパティ]ダイアログボックスを開きます。

2. [デフォルトのカレンダー]フィールドを[ISO-8601週ベース]に設定します。
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シェルフの各日付フィールドで個別にカレンダーのタイプを設定できます。シェルフで日付ディメンション

を右クリックし(MacではCtrlを押しながらクリック)、[週ベース (ISO-8601)]を選択します。

ISO-8601暦と標準的なグレゴリオ暦の相違点

会計カレンダーでは、すべての日付レベルが関連するわけではありません。

グレゴ

リオ暦
ISO-8601 暦の違い

年 ISOYEAR ISO-8601の年は、常に1月 1日に最も近い最初の月曜日から始ま

ります。つまり、1年の始まりは12月 29日から1月 4日の間であれば

どこでもよいことになります。グレゴリオ暦では、常に1月 1日が1年の

始まりです。このため、これらの日付の前後では、2つの暦体系の間で

年の不一致が生じる場合があります。ISO-8601の各年は、ISO-
8601年の開始日に応じて、52週または53週の、長い年または短い

年のいずれかになります。

四

半

期

ISOQUARTER ISO-8601の最初の3つの四半期は常に13週です。最後の四半期

は、13週 (短い年 )または14週 (長い年 )のいずれかになります。

月 週ベースの ISO-8601暦では、月を使用しません。多くの小売や金融

のシステムでは、ISO-8601の四半期を4週、4週、5週の3つのセグ

メントに分割していますが、別の「月」パターンも存在します。これらは、

計算で定義できます。「4-4-5 カレンダーの作成 ページ1127」を参照し

てください。

週

番

号

ISOWEEK 週ベースの ISO-8601暦では、すべての週は正確に7日間あり、月曜

日から始まります。1つの週が複数の年にまたがることを許容するグレ

ゴリオ暦とは異なり、各週は1つの年に属します。長い年は53週、短

い年は52週です。

日 週ベースの ISO-8601暦では、数字の日 (14日や23日など)は使用

しません。

曜

日

ISOWEEKDAY ISO-8601の曜日は常に月曜日から始まり、1桁で表されます。月曜

日は1、火曜日は2、日曜日は7までです。
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ISO-8601をサポートする日付関数

以下の日付関数は、週ベースの ISO-8601暦と互換性があります。

DATEADDおよびDATEDIFF

非 ISO-8601の日付部分 (day またはmonth)が使用されている場合、結果は ISO-8601日付を

最も近い ISOレベルに切り捨てられます。たとえば、ISO-8601の日付に1か月を足すと、iso-

weekが変更されます。

DATENAME

iso-year、iso-quarter、iso-week、iso-weekdayの日付部分を使用しない限り、結果は

グレゴリオ暦の日付になります。

DATEPART

iso-year、iso-quarter、iso-week、iso-weekdayの日付部分を使用しない限り、結果は

グレゴリオ暦の日付になります。

DATETRUNC

ISO-8601日付を最も近い ISOレベルに切り捨てます。たとえば、ISO-8601では月を使用しません

が、「月」で ISO日付を切り捨てると、グレゴリオ月の最初のiso-weekが表示されます。
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4-4-5カレンダーの作成

週ベースの ISO-8601暦では、月を使用しません。多くの小売や金融のシステムでは、ISO-8601の

四半期を4週、4週、5週の3つのセグメントに分割していますが、別の分割方式も存在します。

これらの手順に従い、Tableau Desktopでの4-4-5カレンダーの実装方法を学習します。

ステップ1:ビジュアライゼーションの設定

1. Tableau Desktopを開き、保存済みの"Sample - Superstore (サンプル - スーパーストア)"
データソースに接続します。

2. [データ]ペインでデータソースを右クリックして、[日付のプロパティ]ダイアログボックスを開きま

す。[デフォルトのカレンダー]を[ISO-8601週ベース]に変更します。

3. [データ]ペインから[オーダー日 ]を[行 ]シェルフにドラッグします。

4. [行 ]シェルフで ISOYEAR(オーダー日 )の「+」アイコンをクリックし、ISOQUARTER(オーダー日 )
を展開します。

5. [データ]ペインから、[売上 ]を[列 ]シェルフにドラッグします。
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ステップ2:各四半期の週数の確認

4-4-5分割カレンダーでは、各四半期は4週または5週の3つのセグメント(月に相当 )に分割され

ます。各四半期をセグメントに分割するには、各四半期が何週であるかを調べなければなりません。

1. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

2. 計算フィールドに「四半期の週」という名前を付けます。

3. 計算ダイアログに次の計算を入力します。

DATEPART('iso-week', [オーダー日 ]) - (DATEPART('iso-quarter', [オーダー日 ])-
1)*13

ステップ3: 4-4-5カレンダー計算の作成

1. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

2. 計算フィールドに「4-4-5 セグメント」という名前を付けます。
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3. 計算ダイアログに次の計算を入力します。

IF([四半期の週 ] <= 4) THEN "1" ELSEIF ([四半期の週 ] <= 8) THEN "2" ELSE "3"
END

値 1、2、3は3つのセグメントのラベルであり、選択した任意の値に置き換えることができます。

4. データペインから、[4-4-5 セグメント]計算フィールドを[行 ]シェルフにドラッグします。

結果のVizでは、各四半期が3つのセグメントに分割されています。

パターンの修正

4-4-5 セグメントの計算では、<=4と<=8のカットオフは4-4-5パターンに由来しています。
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1番目のセグメントのカットオフは、最初の1 ～ 4週で<=4です。2番目のセグメントのカットオフは、

5 ～ 8週を含む<=8です。残りの9 ～ 13週はELSE部分に取り込まれます。IFステートメントは

条件が真になるまで計算されるため、2番目のセグメントは上限のみを指定する必要があります。

これらのカットオフは、他のパターンで変更できます。具体的には次のとおりです。

l 4-5-4カットオフ: 4 (最初の4週は1 ～ 4)および9 (次の5週は5 ～ 9)
l 5-4-4カットオフ: 5および9

関連項目

日付と時刻 ページ1097

日付関数 ページ2204

ISO-8601の週や年を使用した日付の書式設定

多くの欧州のロケールの場合 (以下に記載 )、Tableauでは ISO-8601の週や年を使用して日付を

書式設定できます。

Tableauで ISO-8601をサポートする欧州のロケールを表示するに

は展開してください。

da-DK、デンマーク語 (デンマーク)

se-SE、北部サーミ語 (スウェーデン)

rm-CH、ロマンシュ語 (スイス)

sms-FI、スコルトサーミ語 (フィンランド)

is-IS、アイスランド語 (アイスランド)

de-DE、ドイツ語 (ドイツ)

km-KH、クメール語 (カンボジア)

nl-NL、オランダ語 (オランダ)

smj-SE、ルレサーミ語 (スウェーデン)

fi-FI、フィンランド語 (フィンランド)

nn-NO、ノルウェーニーノシュク語 (ノルウェー)
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it-IT、イタリア語 (イタリア)

it-CH、イタリア語 (スイス)

nb-NO、ノルウェーブークモール語 (ノルウェー)

pl-PL、ポーランド語 (ポーランド)

sv-SE、スウェーデン語 (スウェーデン)

et-EE、エストニア語 (エストニア)

lv-LV、ラトビア語 (ラトビア)

hsb-DE、高地ソルブ語 (ドイツ)

kl-GL、グリーンランド語 (グリーンランド)

mk-MK、マケドニア語 (北マケドニア)

fo-FO、フェロー語 (フェロー諸島 )

se-NO、北部サーミ語 (ノルウェー)

as-IN、アッサム語 (インド)

fy-NL、フリジア語 (オランダ)

se-FI、北部サーミ語 (フィンランド)

ps-AF、パシュトゥー語 (アフガニスタン)

prs-AF、ダーリ語 (アフガニスタン)

de-CH、ドイツ語 (スイス)

sv-FI、スウェーデン語 (フィンランド)

dsb-DE、低地ソルブ語 (ドイツ)

de-LU、ドイツ語 (ルクセンブルク)

fr-CH、フランス語 (スイス)

smj-NO、ルレサーミ語 (ノルウェー)

de-LI、ドイツ語 (リヒテンシュタイン)

sma-NO、南部サーミ語 (ノルウェー)

sma-SE、南部サーミ語 (スウェーデン)

smn-FI、イナリサーミ語 (フィンランド)
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ISO-8601カレンダーの週や年の番号は標準グレゴリオ暦とは異なります。2011年 1月 2日は、次

のように表示されます。

カレンダーシステム 週番号 年番号

標準グレゴリオ暦 1 2011

ISO-8601 52 2010

日付を書式設定するときは、月、週、年の番号がすべて同じカレンダーシステムから来ていることを

確認することが重要です。そのようにしないと場合、日付が意味をなさない可能性があります。これ

は2つの方法で実行できます。

l 各カレンダーで使用するカレンダーシステムをTableauに推測させます。たとえば、「mm

yyyy」(月、年の順 )と入力すると、Tableauは標準グレゴリオ暦を使用します。この場合、年

と月番号を一緒に使用しても意味がありません。

l 書式設定文字列では、各週 (ww)または年 (yyyy)プレースホルダーの後に注釈を配置し、

どのような種類のプレースホルダーにするかを示します。

注釈 使用するカレンダー 文字列の書式設定の例

[Y] ISO-8601 ww[Y] yyyy[Y]

[y] 標準グレゴリオ暦 ww[y] yyyy[y]

重要 : ISO-8601週番号を正しく取得するには、コンピューターの場所を上記のロケールのいずれ

かに設定し、データソースで週の開始を月曜日に設定する必要があります。(この手順の詳細につ

いてはデータソースの日付のプロパティページ1099)を参照してください。

そうでない場合、Tableauはデータソースの週の開始設定を使用して週に番号を付けるため、年の

最初と最後に部分的な週が作成される可能性があります。

注 :選択したロケールにかかわらず、会計年度 (1月から開始しない)を使用している場合、ISO週

番号は発生しません。

2013年 12月 31日のサンプル書式設定文字列

2013年 12月 31日の書式設定文字列の例は、次のようになります。ここで、「m」は月または日付

プレースホルダーを示します。時間、分、秒などの時間プレースホルダーは、年が週ベースであっても

1132 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



年ベースであっても影響を受けません。

書式設定文字列 書式設定された出力

yyyy 2013

yyyy[Y] 2014

yyyy ww 2014 1

yyyy mm 2013 12

ww yyyy 1 2014

mm yyyy 12 2013

ww yyyy[y] 1 2013

mm yyyy[Y] 12 2014

yyyy mm ww 2013 12 1

mm yyyy ww 12 2013 1

wwmm yyyy 1 12 2013

wwmm yyyy[Y] 1 12 2014

ww yyyy mm 1 2014 12 (書式設定はあいまい)

ww yyyy[y] mm 1 2013 12

ww yyyy mm yyyy 1 2014 12 2013

ww yyyy yyyy mm 1 2014 2013 12

yyyy mm ww yyyy 2013 12 1 2014

連続日付

デフォルトでは、日付は不連続フィールドとしてビューに表示されます。日付部分 (年や月など)は、他

の不連続フィールドと同様に使用でき、ビューでラベルを形成します。

ただし、必要に応じて日付を連続に変更することもできます。フィールドのコンテキストメニューで [連
続 ]日付オプションのいずれかを選択すると、日付部分の代わりに、日付の切り捨て(2020年 3月や

2022年 3月 25日など)を使用できます。連続日付は、ビューで軸を形成します。
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不連続な日付部分 連続した日付の切り捨て

デフォルトの変更

所定の日付フィールドをデフォルトで連続にするには、[データ]ペインでそのフィールドを右クリック

(MacではControlを押しながらクリック)し、[連続に変換 ]を選択します。ビューで使用すると、フィー

ルドが緑色になり、デフォルトで連続した日付になります。再度不連続に戻すには、[データ]ペインで

フィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[不連続に変換 ]を選択します。

関連項目

連続フィールドと不連続フィールドの詳細については、「ディメンションとメジャー、青と緑 ページ145」
を参照してください。
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ゼロからのデータビューの作成
このセクションでは、自由に使えるさまざまな機能と、Tableauでのビジュアライゼーションの構築に関

連するタスクについて説明します。

Tableauで作成するすべてのビューは、質問から始まります。何を知りたいですか。フィールドをビューま

たはシェルフにドラッグするときは常に、データに関して質問します。質問は、さまざまなフィールドをド

ラッグする場所、フィールドのタイプ、フィールドをビューにドラッグした順序によって異なります。

データに関する質問ごとに、Vizのマークを更新して回答を視覚的 (形状、テキスト、サイズ、色、ヘッ

ダー、軸、階層、表構造 )に表示します。

Webでのビジュアライゼーションの構築および表示の詳細については、Web でのTableau の使用

ページ3094を参照してください。

使用するデータセットをお探しですか?適切なデータセットを見つけるためのヒントをチェックしてくださ

い。

フィールドをビューにドラッグしてビジュアライゼーションの構築を開始

する

各ビューの基本的な構造は、[行 ]および [列 ]シェルフ、ならびに [マーク]カードのさまざまなプロパティ

に配置されたディメンションとメジャーから成ります。

[データ]ペイン内のフィールドをビューに追加して、ビジュアライゼーションを構築します。ビジュアライゼー

ションを構築すると、ビュー内のさまざまなエリアに必要なだけフィールドを追加して、データの探索時に

これらのフィールドを移動することができます。

ビューの作成を開始するための異なる方法

ビューを構成する際、[データ]ペインのフィールドを追加します。これはさまざまな方法で行うことができ

ます。例は次のとおりです。

l [データ]ペインからフィールドをドラッグし、各 Tableauワークシートの一部であるカードとシェルフ

にドロップすることができます。

l [データ]ペインで1つ以上のフィールドをダブルクリックできます。

l [データ]ペインで1つ以上のフィールドを選択し、その後、選択したフィールドに適したグラフタイ

プを特定する[表示形式 ]からグラフタイプを選択することができます。詳細については、表示

形式を使用したビューの開始 ページ1173を参照してください。
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l tabularパースペクティブからビューを作成し始めるには、フィールドを[ここにフィールドをドロッ

プ]グリッドにドロップします。

Tableauでデータの探索を開始すると、ビューを作成するさまざまな方法があることがわかりま

す。Tableauは極めて柔軟で、非常に寛容でもあります。ビューを作成する際に、質問に回

答していないパスを通ると、常に、探索の直前のポイントに戻すことができます。

l
元に戻すまたはやり直すには、ツールバーで [元に戻す] または [やり直す] をクリッ

クします。

ワークブックを開いた最終時点まで遡って元に戻すことができます。何度でも元に戻す、また

はやり直すことができます。

基本要素のドラッグ

空白のワークシートに新しいデータビューを作成する場合は、[データ]ペインからフィールドをドラッグ

してシェルフではなくビュー内に直接ドロップします。
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Tableau Desktopでは、フィールドをドラッグしている途中、ビュー内の異なるエリアをポイントし、ビュー

の構造にフィールドがどのように組み込まれるかを確認することができます。たとえば、一般にディメン

ションは行と列ヘッダーをビューに追加し、メジャーは連続軸を追加します。以下は、フィールドがどのよ

うにビューに追加されるかの例です。

ディメンションはヘッダーを追加します メ

ジャー

は軸を

追加し

ます

表示

形式

はベス

トプラ

クティ

スに

従って

フィー

ルドを

自動

的に

追加

します
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ディメンションとメジャーの詳細については、ディメンションとメジャー、青と緑 ページ145を参照してくだ

さい。

フィールドをビュー内のアクティブエリアの1つにドロップすると、フィールドがビューに追加され、シェルフ

またはカードの1つにも追加されます。たとえば、次のビューでは "Segment (区分 )"ディメンションは

[行 ]シェルフに追加され、"Profit (収益 )"メジャーは [列 ]シェルフに追加されました。そしてデータ内

の値が合計されるよう自動的に集計されました。

もちろんフィールドをビュー内のアクティブエリアの代わりにシェルフに直接ドラッグすることもできます。

また、あるシェルフから別のシェルフにフィールドをドラッグすることもできます。フィールドをシェルフから

削除するには、ワークシートからドラッグして外すか、フィールドメニュー (ビュー内でフィールドを右クリッ

ク(MacではControlを押しながらクリック)すると表示されます)の[削除 ]を選択します。Tableau
Desktopで、複数のフィールドをシェルフからすばやく削除するには、シェルフを右クリック(Macでは

Controlを押しながらクリック)し、[シェルフのクリア]を選択します。

ヘッダーの追加

不連続な (青色の)ディメンションをドラッグして既存のヘッダーの隣または軸の左側にドロップすること

で、ヘッダーをビューに追加できます。たとえば、下のビューでは、"Region (地域 )"ディメンションをド
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ラッグしてサブカテゴリー名の右側にドロップすることで、このディメンションを追加できます。

ビューをポイントすると、ヘッダーを追加できるアクティブエリアを示す黒い点線が表示されます。

"Region (地域 )"をそこにドロップすると、表の一番上に沿って地域の列が追加され、各サブカテゴ

リー内に各地域の結果が表示されるようデータをスライスします。
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軸の追加

連続メジャー (緑色 )をドラッグしてビューのアクティブなエリアにドロップすることで、軸を追加することが

できます。ビュー内に軸が既に存在する場合は、その軸を置換したり、新しいメジャーと既存の軸を

ブレンドしたり、セカンダリ軸として追加したりできます。

既存の軸の置換

新しいメジャーをビュー内の軸の左上にドラッグします。小さな正方形のドロップゾーンと単一軸のアイ

コンが表示され、メジャーをドロップすると1つの軸が残ることを示します。この場合、1つのメジャー

("Sales (売上高 )")を別のメジャー ("Profit (収益 )")と置換しています。
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1つの軸でのメジャーのブレンド

既存の軸の上に新しいメジャーをドラッグすることによって、1つの軸に複数のメジャーを表示することが

できます。メジャーのブレンドには、[メジャーネーム]および [メジャーバリュー]フィールドを使用します。

詳細については、メジャーバリューとメジャーネームページ1160を参照してください。

次のイメージでは2つ目のメジャー ("Profit (収益 )")を軸上の既存のメジャー ("Sales (売上高 )")に
追加しています。

その結果、1つの軸に両方のメジャーがプロットされたビューが表示されます。この場合は、"Sales (売
上高 )"がオレンジ色で表示され、"Profit (収益 )"が青色で表示されています。
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二重軸の追加

フィールドをビューの右側にドラッグして、メジャーを二重軸として追加します。二重軸は、異なるス

ケールを使用する2つのフィールドを比較する際に役立ちます。この場合、2つの軸をブレンドする

と、ビューが不正確になることがあります。その代わりに、二重軸を追加することができます。

その結果、"利益"軸が青色の線に対応し、"売上"軸がオレンジ色の線に対応する二重軸が表示

されます。

最大 4つの軸をビューに追加できます。メジャーを二重軸に変更するには、[行 ]または [列 ]シェルフ

でフィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[二重軸 ]を選択します。

行と列の再配置

[行 ]シェルフまたは [列 ]シェルフでフィールドの順序を変更するか、ヘッダーまたは軸の枠線を選択し

てドラッグすることで、ビューの行と列を再配置できます。
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ダブルクリックでフィールドをビューに自動的に追加する

Tableauでは、自動ダブルクリックと呼ばれるデータのビューを自動的に生成するための追加の方法を

サポートしています。この方法を使用するには、[データ]ペインで目的のフィールドをダブルクリックしま

す。自動的に各フィールドがビューに追加されます。つまり、ダブルクリックするたびにフィールドがシェル

フに自動制御されて追加されます。表示形式と同様に、この機能はデータの表示方法において合理

的な最善の提案を行います。ダブルクリックをすると、変更を行わずに使用することができるビューが作

成される場合があります。大抵の場合、理想的な結果を得るために後で編集できる開始点を指定

することができます。

1. [データ]ペインの"Profit (収益 )"メジャーをダブルクリックすると、そのフィールドがビューに自動

制御されて追加されます。
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2. [データ]ペインの"Category (カテゴリー)"ディメンションをダブルクリックすると、"Profit (収益 )"
が既に [行 ]シェルフにあるため、そのフィールドがビューに自動的に追加されます。
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3. [データ] ペインの"Order Date (発注日 )"ディメンションをダブルクリックすると、ビューのその他

のフィールドの配置に基づいて、そのフィールドが [列 ]シェルフに自動的に追加されます。フィー

ルドをダブルクリックすると、順番にビューに追加されます。フィールドをクリックする順序によって、

作成されるビューの種類が決まります。
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次の表では、[データ]ペイン内のフィールドのダブルクリックによるビューの自動作成に使用されるいく

つかのルールを説明します。

テキス

ト

テーブ

ル

最初にディメンションを追加すると、テキストテーブル (またはクロス集計 )が生成されま

す。その後にフィールドをクリックすると、テキストテーブルが微調整されます。

棒グ

ラフ

最初にメジャーを追加し、次にディメンションを追加すると、棒グラフのビューが生成されま

す。その後のクリックでは棒グラフのビューが微調整されますが、日付のディメンションを追

加するとその時点でビューは折れ線グラフに変わります。

折れ

線グ

ラフ

メジャーを追加し、次に日付ディメンションを追加すると、折れ線グラフのビューが生成さ

れます。その後のクリックでは折れ線グラフのビューが微調整されます。

連続

折れ

線グ

ラフ

連続ディメンションを追加し、次にメジャーを追加すると、連続折れ線グラフのビューが生

成されます。その後にディメンションを追加すると、連続折れ線グラフのビューが微調整さ

れます。メジャーを追加するとビューに定量的軸が追加されます。
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散布

図

メジャーを追加し、次に別のメジャーを追加すると、散布図ビューが生成されます。その

後にディメンションを追加すると、散布図ビューが微調整されます。メジャーを追加すると

散布図マトリックスが生成されます。

マップ 地理的フィールドを追加すると、軸が緯度および経度で [詳細レベル]シェルフに地理的

フィールドを持つマップビューが生成されます。その後にディメンションを追加するとビューに

行が追加されますが、メジャーを追加するとサイズおよび色のエンコードが追加されてマッ

プが微調整されます。

他のリソース

データを探索するための基本的なビューの作成 ページ3

データビューで一般的なグラフタイプを構築するページ1419
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ビュー内で複数のメジャーに軸を追加する

1つのビューで複数のメジャーを比較するためのさまざまな方法があります。実行できること:

l 各メジャーに個別の軸を作成します。

l 2つのメジャーをブレンドして1つの軸を共有する。

l 2つの独立軸が同じペインに重なっている二重軸を追加する。

これらはいずれの場合も、各軸に対するマークをカスタマイズして複数のマークタイプを使用したり、異

なるレベルの詳細を追加したりできます。カスタマイズされたマークのあるビューは、複合グラフまたはコ

ンボグラフと呼ばれます。

注記 :軸の編集方法の詳細については、軸の編集 ページ2884を参照してください。

メジャーに個別の軸を追加します

[行 ]および [列 ]のシェルフにメジャーをドラッグすると、各メジャーに個別の軸を追加できます。

l [行 ]シェルフ上に連続フィールドを追加すると、表の行に軸が追加されます。

l [列 ]シェルフ上に連続フィールドを追加すると、表の列に軸が追加されます。

以下の例では四半期ごとの売上高と収益が示されています。"Sales (売上高 )"および "Profit (収
益 )"の軸は、表内の個別の行であり、個別のスケールが使用されます。

列シェルフの注文日フィールドは不連続な日付ディメンションです。不連続なので、軸ではなくヘッダー

が作成されます。軸の編集方法の詳細については、軸の編集 ページ2884を参照してください。
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複数のメジャーの軸を単一軸にブレンドします

複数のメジャーで1つの軸を共有することで1つのペイン内にすべてのマークを表示できます。

複数のメジャーをブレンドするには、1つのメジャーまたは軸をドラッグし、既存の軸にドロップします。
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行と列をビューに追加する代わりにメジャーをブレンドすると、行または列が1つ表示され、1つの連続

軸上に各メジャーのすべての値が表示されます。たとえば、次のビューでは、共有している軸上に四半

期ごとの売上高と収益が示されています。

注 :メジャーをキャンバスにドラッグしたとき、次のような二重ルーラーインジケーターの代わりに1
つのルーラーインジケーターしか表示されない場合、Tableauではブレンドされた軸ではなく二

重軸が作成されます。二重軸の作成方法の詳細については、二重軸を使った2 つのメジャー

の比較 次のページを参照してください。

メジャーのブレンドには、[メジャーネーム]フィールドと[メジャーバリュー]フィールドを使用します。これ

らのフィールドは、使用しているデータソース内のすべてのメジャーネームとすべてのメジャーバリューを

含むフィールドとして生成されます。共有の軸は、[メジャーバリュー]フィールドを使用して作成されま

す。メジャーごとに線が描画されるように、[メジャーネーム]フィールドは [色 ]シェルフに追加されます。

最後に、[メジャーネーム]フィールドは、ブレンドするメジャーのみを含むようにフィルターされます。

注 :軸のブレンドは、似たスケールと単位を使用するメジャーを比較する場合に最も適した手

法です。2つのメジャーのスケールが大きく異なる場合、傾向が歪む可能性があります。
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二重軸を使った2つのメジャーの比較

上下にレイヤーで重ねられた2本の独立した軸である二重軸を使用すると複数のメジャーを比較で

きます。二重軸は、異なるスケールのメジャーが2つある場合の分析に役立ちます。

メジャーを二重軸として追加するには、フィールドをビューの右側にドラッグし、黒色の点線が表示さ

れたらドロップします。

また、[行 ]または [列 ]シェルフのメジャーを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[二
重軸 ] を選択することもできます。

その結果、"利益"軸が青色の線に対応し、"売上"軸がオレンジ色の線に対応する二重軸が表示

されます。

最高 4つの軸をレイヤーで重ねて追加できます。[列 ]シェルフに2つ、[行 ]シェルフに2つを配置でき

ます。

軸を同期して同じスケールを使用する

二重軸の2本の軸を同じスケールを使用するよう揃えるには、セカンダリ軸を右クリック(Macではコ

ントロールを押しながらクリック)して[軸の同期 ]を選択します。これにより、セカンダリ軸のスケールが

プライマリ軸のスケールに揃えられます。

この例では、"Sales (売上高 )"軸はセカンダリ軸であり、"Profit (収益 )"軸はプライマリ軸です。

注 :軸を同期させるには、両方のメジャーのデータ型を同じにする必要があります。メジャーの

データ型が異なる場合、以下のセクションを参照してください。

一致しない数値データ型での二重軸を同期できるようになりました。たとえば、整数データ型

を使用する軸および小数点データ型を使用する軸を同期できます。
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プライマリとなる軸やセカンダリとなる軸を変更するには、セカンダリの [列 ]シェルフまたは [行 ]シェルフで

フィールドを選択してから、シェルフのプライマリフィールドの前までドラッグし、オレンジ色の三角が表示

されたら放します。

この例では、[行 ]シェルフで [SUM(Sales)]フィールドを選択し、[SUM(Profit)]フィールドの前へドラッ

グできます。これで、"Sales (売上高 )"軸がプライマリ、"Profit (収益 )"軸がセカンダリになりました。

異なるデータ型のメジャーによる軸の同期

[軸の同期 ]オプションは、二重軸チャートで調整された正しい比較を実施できるようにします。ただ

し、このオプションが利用できない (グレー表示されている)場合もあります。これは、いずれかの軸の

データ型が他の軸のものと異なるためです。

注 :二重軸を含むグラフでは、バージョン2018.1から、一致しない数値データ型での二重軸を

同期できるようになりました。たとえば、整数データ型を使用する軸および小数点データ型を使

用する軸を同期できます。

この問題を解決するには、いずれかの軸のデータ型を変更する必要があります。次の例に従って軸の

データ型を変更してください。

1. 新しいワークシート アイコンをクリックして新しいワークシートを開きます。

2. "Order Date (発注日 )"を[列 ]までドラッグします。次に、シェルフにあるフィールドのドロップダ

ウン矢印をクリックし、コンテキストメニューから[月 ]を選択します。

3. "Sales (売上高 )"を[行 ]までドラッグします。次に、"Quantity (数量 )"をビューの右側にド

ラッグし、黒色の点線が表示されて二重軸になったらドロップします。

[数量 ]軸を右クリックすると、[軸の同期 ]オプションが灰色で表示されます

4. [データ]ペインで"Quantity (数量 )"フィールドのドロップダウン矢印をクリックしてから、コンテキ

ストメニューの [データ型の変更 ] > "Number (decimal) (数値 (小数 )) "を選択します。これ

により、このフィールドのデータ型が変わります。
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5. ビューの [数量 ]メジャーを置き換えます。

6. セカンダリ軸を右クリックしてから、[軸の同期 ]を選択します。

メジャーのマークをカスタマイズします

1. カスタマイズするメジャーの [マーク]カードを選択します。[行 ]および [列 ]シェルフのメジャーごと

に [マーク]カードが1つずつあります。

2. メジャーの新しいマークタイプを選択します。
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マークタイプ、形状、サイズ、色、詳細レベルなどのマークのプロパティに加えたすべての変更内

容は、選択されているメジャーに適用されます。

たとえば、下のビューでは、"Sales (売上高 )"マークカードはアクティブです。マークタイプは "
棒"に変更されており、"Sales (売上高 )"マークカードの [色 ]シェルフに"Product Type (商
品タイプ)"を配置すると、エンコードと詳細レベルは "Sales (売上高 )"マークのみに適用されま

す。"Budget Sales (予算売上高 )"マークは、"Product Type (製品別 )"に分類されません。
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ヒント

l マークカードのプロパティだけを変更するようにフィールドを選択します。

l [すべて]を選択してすべてのマークカードを選択すると、すべてのメジャーのプロパティを一度に

変更できます。

l ビューでフィールドのマークの順番を変更するには、軸を右クリックして、マークを前面に移動を

選択します。

複合グラフの作成 (異なるマークタイプをメジャーに追加 )

1つのビュー内で複数のメジャーを使用して作業している場合、メジャーごとにマークタイプをカスタマ

イズできます。メジャーごとにカスタマイズしたマークを使用できるため、各メジャーの詳細レベル、サイ

ズ、形状、および色エンコードをカスタマイズできます。
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例えば、2つのメジャーをに二重軸で使用するビューを作成できます。あるメジャーは収益を線マーク

で表示し、別のメジャーは売り上げを棒マークで表示します。メジャーを個別の軸またはブレンドされた

軸として表示するように選択することも可能です。

この例のような複合グラフを作成するには

1. サンプル -スーパーストアデータソースに接続します。

2. 注文日メジャーを列シェルフにドラッグし、次に［注文日変更年から月］をクリックします。
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3. "Sales (売上 )"メジャーを[行 ]シェルフにドラッグします。

4. ［収益］メジャーをビューの右側にドラッグし、黒色の点線が表示されたらドロップします。
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5. ［売上］カードをクリックします。［売上］マークタイプを棒に変更します。

オプション: "Sales (売上 )"マークと"Profit (収益 )"マークに使用する色を調整するには、以下

を実行します。
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1. [すべて]カードで、[色 ]をクリックしてから[色の編集 ]をクリックします。

2. [Profit data (収益データ)]の項目をクリックし、次にパレットで別の色をクリックします。

[Sales data (売上データ)]の項目をクリックし、次にパレットで別の色をクリックします。

3. [適用 ]、[OK]の順にクリックします。

メジャーバリューとメジャーネーム

[データ]ペインには、元のデータから作成されたものではないフィールドが必ずいくつか含まれていま

す。そのうちの2つが [メジャーバリュー]と[メジャーネーム]です。Tableauでは、複数のメジャーが

関与する特定のタイプのビューを作成できるように、これらのフィールドが自動的に作成されます。

l [メジャーバリュー]フィールドには、データのすべてのメジャーが連続する値を使用して1つの

フィールドに集められています。個々のメジャーフィールドを[メジャーバリュー]カードの外にド

ラッグして、これらのフィールドをビューから削除します。

l [メジャーネーム]フィールドには、データのすべてのメジャーの名前が不連続の値を使用して1
つのフィールドに集められています。

[メジャーネーム]と[メジャーバリュー]の使用方法

Tableauでは、複数のメジャーが関与する特定のタイプのビューを作成できるように、これらのフィール

ドが自動的に作成されます。

[メジャーバリュー]および [メジャーネーム]は、大部分においてTableauの他のフィールドと同じで

す。

l [メジャーネーム]のフィルターを表示できます。

l [メジャーバリュー]を書式設定できます。書式設定は、既定の書式設定としてすべてのメ

ジャーに継承されます。

l [メジャーバリュー]および [メジャーネーム]をシェルフにドロップできます。

l [メジャーネーム]の値に別名を割り当てることができます。

l [メジャーネーム]の値の手動の並べ替え順序を変更できます。

[メジャーバリュー]カード

ビュー内に[メジャーバリュー]がある場合、Tableauは、[メジャーバリュー]カードを作成します (下図

の赤枠 )。ここには、データソース内のメジャーが既定の集計を使ってリストされます。
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ビューから個々のメジャーを削除するには、メジャーを[メジャーバリュー]カードの外までドラッグしま

す。

メジャーネームについて

複数のメジャーを1つのビューに表示するときは、[メジャーバリュー]フィールドと[メジャーネーム]
フィールドを使用できます。[メジャーネーム] を追加すると、すべてのメジャーネームが行ヘッダーまた

は列ヘッダーとしてビューに表示されます。ヘッダーには各メジャー名が含まれます。この機能は、複数

のメジャーが表示されるテキストテーブルを使用する場合に便利です。たとえば、地域別の製品カテ

ゴリーごとに集計された収益が含まれるテキストテーブルがあるとします。
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ここで、カテゴリーごとに、"Profit (収益 )" と"Sales (売上高 )" の両方を表示したいとします。

"Sales (売上高 )" をテキストテーブルに追加する(ドラッグしてビューにドロップする)と、メジャーが組

み合わされて、[メジャーバリュー] フィールドが [テキスト]に配置されます。[メジャーネーム]フィールド

は [行 ]シェルフに自動的に追加されます。
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既定で、ヘッダー名によって集計ラベルが削除されていることに留意してください。集計を含ませるか、

"Total Profit (合計収益 )"および "Total Sales (合計売上高 )"と入力します。メジャーネームを変更す

るには、[行 ]シェルフの "メジャーネーム"フィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)
し、[別名の編集 ]を選択します。変更を加え、[OK]をクリックします。

[メジャーネーム]と[メジャーバリュー]を使用したビジュアライゼーションの作成

[メジャーバリュー]および [メジャーネーム]を使用して、同時に既定の集計を使用しながら、データ

ソース内のすべてのメジャーの値を表示することができます。以下のビューは、サンプル -スーパーストア

データソースを使用して作成されました。既定の集計を使用して、[データ]ペインにすべてのメジャー

の値が表示されます。

このビューを作成するには

Superstoreサンプルワークブックを使用して、新しいワークシートを作成します。

[メジャーバリュー]を[行 ]へドラッグします。

[表示形式 ]で [テキスト表 ]をクリックします。

[表示形式 ]から[テキスト表 ]が選択されます。
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もちろん、このビューはデータの簡易調査以上の目的にはあまり適しません。なぜなら、同じものを

測っていない数値を比較しても、十分な洞察が得られないからです。"Profit (収益 )"と"Sales (売
上高 )"はどちらもドルですが、"Discount (割引 )"と"Profit (収益率 )"はパーセントです。

[メジャーネーム]と[メジャーバリュー]をビューに自動で追加するタイミング

Tableauは、ユーザーの特定のアクションに応じて、[メジャーネーム]および [メジャーバリュー]フィー
ルドをビューに自動的に追加します。

軸のブレンド

軸をブレンドすることによって、同じ連続軸に複数のメジャーを表示することができます。詳細につい

ては、複数のメジャーの軸を単一軸にブレンドしますページ1150を参照してください。この方法を使
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用すると、Tableauが [メジャーネーム]と[メジャーバリュー]をビューに自動的に追加するので、ブレン

ドされた軸に追加メジャーを追加できます。

ビューに複数のメジャーがある場合の [表示形式 ]の使用

ビューに複数のメジャーがある場合、[表示形式 ]で特定の視覚化タイプを選択すると、Tableauが

[メジャーネーム]および [メジャーバリュー] (または [メジャーネーム]のみ)を自動的に追加します。

l ビューに複数のメジャーがある場合、横並びのバーを選択すると、Tableauは [メジャーバ

リュー]と[メジャーネーム]の両方を追加します。たとえば、元のビューで、ラインを使用して一

定期間の"Sales (売上高 )"と"Profit (収益 )"が表示されていたとします。

l [表示形式 ]で横並びのラインを選択した場合、ビューが [メジャーネーム]と[メジャーバリュー]
を含むように更新されます。
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l ビューに複数のメジャーがある場合に、[表示形式 ]で横並びの円を選択すると、Tableauは

[メジャーバリュー]と[メジャーネーム]を追加します。

l ビューに複数のメジャーがある場合に、[表示形式 ]でデュアルラインを選択すると、Tableau
は [メジャーネーム]を追加しますが、[メジャーバリュー]は追加しません。
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これは軸のブレンドと似ています。ただしこちらの場合は、Tableauは個別の値の範囲 (1つは

ビューの左側、もう1つは右側 )を使用して、ラインをできる限り近付けて配置します。ブレンド

された軸では、Tableauは1つの値の範囲を使用するため、ラインがうまく配置される場合とさ

れない場合があります。

メジャーごとの凡例を使用した [メジャーネーム]と[メジャーバリュー]の操作方法

ビューに[メジャーバリュー]と[メジャーネーム]がある場合、各メジャーのコードデータに色を付けるこ

とができます。詳細については、メジャーバリューと色の凡例 ページ88を参照してください。

NULL値およびその他の特殊な値の取り扱い

一部のデータはTableauで特殊な処理を行う必要があります。具体的には次のとおりです。

l null値
l 不明またはあいまいな地理的位置

l 論理スケールで作業する際には負の値またはゼロ

l ツリーマップで作業する際には負の値またはゼロ

特殊な値のインジケーター

データにこれらの特殊な値のいずれかが含まれている場合、Tableauではその値をビューにプロットで

きません。代わりに、ビューの右下隅にインジケーターが表示されます。インジケーターをクリックすると、

これらの値を処理する方法のオプションが表示されます。
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値の処理方法が不明な場合は、特殊な値のインジケーターを表示させたままにすることができます。

通常、ビューに表示されていないデータを認識できるように、インジケーターを表示させたままにするこ

とをお勧めします。ただし、インジケーターを非表示にするには、インジケーターを右クリック(Macでは

Controlを押しながらクリック)し、[インジケーターを非表示 ]を選択します。

Nullの数値と日付、および対数軸の負の値

Null値は空白のフィールドで、欠損値や不明な値を示します。

メジャーまたは連続日付をビューにドラッグすると、値は連続軸に沿って表示されます。フィールドに

Null値が含まれている場合や、対数軸上のゼロ値や負の値が含まれる場合、Tableauではそれら

の値をプロットできません。これらの値が存在する場合、Tableauでは、ビューの右下隅に、不明な

値が存在することを示すインジケーターが表示されます。インジケーターをクリックし、次のオプションか

ら選択します。

l データのフィルター -フィルターを使用してビューからnull値を除外します。データをフィルターす

ると、null値はビューで使用されているすべての計算からも除外されます。

l 既定の位置のデータを表示 -軸の既定の位置にデータを表示します。null値は引き続き計

算に含められます。既定の位置はデータ型によって異なります。次の表に既定値を示しま

す。

データ型 既定の位置

数値 0
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データ型 既定の位置

日付 12/31/1899

対数軸の負の値 1

不明な地理的位置 (0,0)

Null値の非表示

l Null値を含むディメンションまたは不連続メジャーをフィルター処理するには、ピルを[フィルター]
シェルフにドラッグし、[Null]の選択を解除します。Null値は不連続な値を含むリストに表示さ

れるので、そこでNull値を削除できます。

l 通常、メジャーに含まれているNULL値は、ビュー内ではゼロとしてプロットされます。これらの

Null値を完全に非表示にする方法など、その他のオプションを参照するには、NULL 値の書

式設定 ページ2940を参照してください。

注 :計算フィールドでNull値を処理する際に使用できるISNULL()や IFNULL()などの関数に

ついては、論理関数 ページ2227を参照してください。

不明な地理的位置

マップおよび地理的フィールドを使用する場合、不明またはあいまいな位置はビューの右下隅のイン

ジケーターで識別されます。インジケーターをクリックし、次のオプションから選択します。

l 場所の編集 -データを既知の位置にマッピングして、位置を修正します。

l データのフィルター -フィルターを使用してビューから不明な位置を除外します。この位置は計

算に含められません。

l 既定の位置のデータを表示 -マップ上の既定の位置 (0, 0)に値を表示します。

ツリーマップのゼロ値または負の値

ツリーマップを使用する場合、null値またはゼロ値はビューの右下隅のインジケーターに表示されま

す。インジケーターをクリックし、次のオプションから選択します。

l データのフィルター -フィルターを使用してビューから不明な位置を除外します。この位置は計

算に含められません。

l 絶対値の使用 -絶対値を使用して、ビュー内の対応するエリアのサイズを特定します。たとえ

ば、5および -5は同じサイズとして表示されます。

Tableau Software 1169

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ





欠落した値や空の行と列の表示または非表示

日付または数値ビンを使用する場合、Tableauにはデータに表されている値のみが表示されます。

データに値の範囲全体が含まれていない場合、欠落した値は表示されません。たとえば、日付に1
月から3月までと9月から12月までのデータが含まれているとします。ただし、6月、7月、8月に記

録されたデータがありません。この場合にTableauで折れ線グラフを作成すると、欠落した月は表示

されません。欠落した月を表示して、この期間に記録されたデータが存在しないことを明確にすること

もできます。

注 : ZN()関数を使用した計算フィールドで、欠落している値を置き換えることができます。詳

細は、数値関数 ページ2175を参照してください。

欠落した値の非表示 (既定 )

既定では、日付範囲または数値ビンの欠落した値は表示されません。

欠落した値の表示

欠落した値を表示して不完全なデータを示すことができます。
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範囲内の欠落した値を表示するには、日付またはビンヘッダーを右クリック(MacではControlを押

しながらクリック)し、[欠落した値を表示 ]を選択します。
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注 :ビューに表示されている欠落した値に対して計算を実行することもできます。これを行うに

は、上部にある[分析 ]メニューを開き、[Infer Properties from Missing Values (欠落した

値からプロパティを推測する)]を選択します。この例については、生成されたマークを使用した

予測モデリングページ2060を参照してください。

空の行および列の表示と非表示

日付または数値ビンでないフィールドで作業する場合、Tableauでは欠落した値が既定で非表示に

なります。たとえば、特定の月のワーカーとその勤務時間を表示しているとします。あるワーカーがその

月に一度も勤務しなかった場合、そのワーカーのデータベースには行が1つもない可能性があります。

"Worker (ワーカー)"フィールドを[行 ]シェルフにドラッグすると、勤務しなかったワーカーが既定で非表

示になります。空の行を表示するには、[分析 ] > [表のレイアウト] > [空の行を表示 ]を選択します。

同様に、空の列を表示するには、[分析 ] > [表のレイアウト] > [空の列を表示 ]を選択します。

空の行を非表示 (既定 )

ボブは1月に勤務しなかったため、ボブのデー

タベースにはレコードがありません。既定で、ボ

ブはリストに表示されません。

空の行を表示

ボブは1月に勤務しませんでしたが、リストに

表示されます。ただし、マークは描画されませ

ん。

表示形式を使用したビューの開始

表示形式は、ビューで既に使用されているフィールドと、[データ]ペインで選択されているフィールドに

基づいてビューを作成します。表示形式を開くには、ツールバー の [表示形式 ]をクリックし

ます。
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選択したフィールドに基づくビューの開始

表示形式を使用するには、[データ]ペインで分析するフィールドを選択し、[表示形式 ]ペインで作成

するビューの種類を選択します。Tableauは選択されたフィールドを自動的に評価し、これらのフィー

ルドに適切ないくつかの種類のビューのオプションを示します。さらに、表示形式はデータに最も一致

するビジュアライゼーションタイプをハイライトします。

1. [データ]ペインで、分析したいフィールドを選択します。複数選択を行うには、Ctrlキー (Mac
ではCommandキー)を押しながら選択します。

2. ツールバーの [表示形式 ]をクリックして、作成するビューの種類を選択します。
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グレーアウトされていないビューの種類では、データのビューが生成されます。各ビューの種類を

ポイントすると、下部に最小要件が表示されます。この例では [積み上げ棒グラフ]が選択され

ています。

3. 結果を表示します。Tableauは自動的にデータのビューを作成します。
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表示形式を使用した折れ線グラフの作成

この例では、表示形式を使って、収益を時間の関数として表示する折れ線グラフを作成しま

す。

1. [データ]ペインで、[Order Date (オーダー日 )]と[Profit (収益 )]を選択します。フィー

ルドを選択する際、Ctrlキー (またMacではCommandキー)を押したままにします。
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2. [表示形式 ]カードが表示されていない場合、ツールバーの [表示形式 ]をクリックすると

表示されます。

3. [表示形式 ]ペインから、Tableauがどのタイプのビューを推奨しているかを確認してくださ

い。
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日付ディメンションとメジャーが選択されているため、Tableauは折れ線グラフビューを

構築することをお勧めします。たいていの場合、一定の期間にわたってメジャーバリュー

の変化を観察するには、折れ線グラフが最適な方法です。

以下のビューは結果のグラフを示しています。線上の各点は、対応する年の収益の合計を表

しています。
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ツールバーの [マークラベルを表示 ]ボタンをクリックすると、ポイントがもっと見やすくなります。
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表示形式を使用した散布図の作成

この例では、表示形式を使用して、製品および顧客ごとの売上高と収益の対比を示すため

の散布図を構築します。

1. [データ]ペインで、[Customer Name (顧客名 )]と[Product Name (製品名 )]ディメ

ンションフィールド、[Profit (収益 )]と[Sales (売上 )]メジャーフィールドを選択します。

複数のフィールドを選択する際、Ctrlキー (またMacではCommandキー)を押したま

まにしてフィールドをクリックします。

2. ツールバーの [表示形式 ]をクリックします。
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3. [表示形式 ]から散布図のグラフタイプを選択します。

Tableauは選択したフィールドを使用して散布図を作成します。フィールドをドラッグして、

ビューをさらに調整することができます。

Tableau Software 1181

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



詳細の追加

[マーク]カードは、Tableauでビジュアル分析を行う際の主要な要素です。メジャーおよびディメンショ

ンを[マーク]カードへドラッグすると、データが色、サイズ、形状、テキストや、ビューにコンテキスト、詳

細、マークの意味を追加するその他のプロパティでエンコードされます。

ビュー内のマークのタイプを変更する

ビューに表示されるマークのタイプを分析に合わせて変更することができます。たとえば、マークをバー

から線に変更できます。この記事では、ビューで使用されるマークのタイプを変更する方法と、使用

可能なさまざまなタイプのマークについて説明しています。マークの関連情報については、ビュー内の

マークの表示を制限するページ1205および[マーク] カードページ59を参照してください。

マークタイプの変更

マークタイプを変更するには、次のようにします。

l [マーク] カードページ59で、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、リストからオプションを選択

します。
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各マークタイプの説明については、以下のセクションを参照してください。

l 自動マーク

l 棒マーク

l 線マーク

l エリアマーク

l 四角マーク

l 円マーク

l 形状マーク

l テキストマーク

l マップマーク

l 円グラフマーク

l ガント棒マーク

l 多角形マーク

l 密度マーク

自動マーク

[マーク]カードドロップダウンメニューを[自動 ]に設定すると、データビューに最適なマークタイプが自

動的に選択されます。自動的に選択されるマークタイプは、[行 ]と[列 ]シェルフの内部フィールドに

よって決定されます。どのタイプのマークが自動選択されたかは [マーク]カードドロップダウンメニュー内

のアイコンによって示されます。以下のマークタイプは、次のシナリオに対して自動的に選択されます。
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テキスト

テキストマークタイプは、[行 ]と[列 ]シェルフ両方の内部フィールドとしてのディメンションが存在する

場合に自動的に選択されます。

形状

形状のマークタイプは、[行 ]と[列 ]シェルフ両方の内部フィールドとしてのメジャーが存在する場合に

選択されます。
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棒

棒マークタイプは、[行 ]と[列 ]シェルフの内部フィールドとしてのディメンションとメジャーが存在する場

合に選択されます。
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線

線のマークタイプは、[行 ]と[列 ]シェルフの内部フィールドとしての日付フィールドとメジャーが存在す

る場合に選択されます。
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注 :既定の選択内容を上書きし、データに関する知見をもたらす任意のマークタイプを使用す

ることができます。ただし、結果として生成されるビューにデータに関する重要な情報が現れな

い可能性があるため、マークタイプを手動で選択する際には注意が必要です。

棒マーク

棒マークタイプは、カテゴリ全体でメジャーを比較する場合や、データを積み上げ棒に細分化する場

合に便利です。Tableauで棒を使用してデータが表示されるのは、次のような場合です。

l [マーク]カードドロップダウンメニューが [自動 ]に設定され、ディメンションとメジャーを[行 ]と
[列 ]シェルフの内部フィールドとして配置する場合。ディメンションが日付ディメンションの場合

は、代わりに線マークが使用されます。

l [マーク]カードドロップダウンメニューから[棒 ]を選択した場合。

マークが自動的に積み上げられます。

注 :マークタイプが [棒 ]で、[行 ]と[列 ]の両方に連続 (緑 )フィールドがあるビューの場合、

Tableauは、棒が固定されている軸上の棒マークのサイズを変更するための追加オプションと
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既定をサポートしています。詳細については、マークのサイズの変更 ページ1207の「連続軸

マークのサイズ変更」セクションを参照してください。

次のデータビューでは、ディメンションが表の列として表示され、メジャーが表の行として表示されてい

ます。また、このビューは、ディメンション(カテゴリ)ごとに色分けされています。[マーク]カードドロップダ

ウンメニューが [自動 ]に設定されているため、データは棒を使用して表示されます。

棒グラフ作成の実践練習を行うには、棒グラフの作成 ページ1421を参照してください。

線マーク

線マークタイプは、時間に対するデータの傾向を示す場合やデータの順序が指定されている場合、

または補間を行うことが適切である場合に便利です。Tableauで線を使用してデータが表示される

のは、次のような場合です。

l [マーク]カードドロップダウンメニューが [自動 ]に設定されており、[列 ]シェルフまたは [行 ]シェ

ルフに1つ以上のメジャーを配置して、日付ディメンションまたは連続ディメンションに対してメ

ジャーをプロットする場合。

l [マーク]カードドロップダウンメニューから[線 ]を選択した場合。
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注 : 線マークタイプを使用するビューでは、[マーク]カード内の [パス]プロパティを使用して、線

マークのタイプ(線形、ステップ、またはジャンプ)を変更したり、特定の描画順序を使用して

マークを接続することでデータをエンコードしたりすることができます。詳細については、ビュー内

のマークの表示を制限するページ1205の「パスのプロパティ」を参照してください。

次のデータビューでは、日付ディメンションが表の列として表示され、メジャーが表の行として表示され

ています。

データの密集度が高くなると、線を使用した方が傾向を確認しやすくなります。このビューには93個の

データポイントが表示されています。
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折れ線グラフ作成の実践練習を行うには、折れ線グラフの作成 ページ1471を参照してください。

エリアマーク

エリアマークタイプは、ビューのマークが積み上げられていて、オーバーラップしていない場合に便利で

す。積み上げられたマークの詳細については、スタックマークページ1234を参照してください。エリア

チャートでは、線と線の間の領域が色で塗りつぶされます。このタイプのチャートは、線と一緒に特定

の値を示すのには適していませんが、合計値を明確に示すことができるため、ディメンションが全体の

傾向にどのくらい寄与しているかを把握することができます。Tableauでエリアを使用してデータが表

示されるのは、次のような場合です。

l [マーク]カードドロップダウンメニューが [自動 ]に設定され、日付ディメンションまたは連続ディ

メンションに対して1つ以上のメジャーをプロットする場合。[分析 ] > [スタックマーク]オプション

もオンである必要があります。

次のビューでは、[列 ]シェルフに日付ディメンションが、[行 ]シェルフにメジャーが表示されています。各

線は、製品カテゴリの売上高を表しています。線はオーバーラップしないように積み上げられていま

す。
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注 :ラベルの追加、色の凡例の編集、およびエリアのハイライトができます。さらに、マークの枠

線など色の効果をオンにすることができます。詳細については、ビュー内のマークの表示を制限

するページ1205を参照してください。

四角マーク

四角マークタイプは、個々のデータポイントを明確に示す場合に便利です。[マーク]カードドロップダ

ウンメニューで [四角 ]を選択すると、データが四角を使用して表示されます。

次のビューでは、行シェルフと列シェルフの両方に複数のディメンションが表示されています。既定で

は、データはテキストを使用して表示されます。ただし、[色 ]にメジャーを配置すると、Tableauはマー

クを四角に変換し、ヒートマップを作成します。ハイライト表作成の実践練習を行うには、ハイライト

表またはヒートマップを作成するページ1456を参照してください。
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[マーク] カードの [詳細 ]、[色 ]、[形状 ]、[サイズ]、または [ラベル]にディメンションを配置して詳細レ

ベルを追加すると、四角形は、横並びでセルを満たすようにラップされて表示されます。アプリケーショ

ンウィンドウが小さすぎてすべての四角形が表示できない場合は、省略符号が表示され、表示でき

ない値があることを示します。

また、四角マークは、ツリーマップを作成するためにも使用できます。ツリーマップは、ネストされた長方

形のセットとして階層的なデータを表示します。ツリーマップ作成の実践練習を行うには、ツリーマップ

の作成 ページ1502を参照してください。

円マーク

[マーク]カードドロップダウンメニューで [円 ]を選択すると、データが塗りつぶし円を使用して表示され

ます。

マークタイプが [自動 ]に設定されている場合、データは形状 (つまり白丸 )を使用して表示されま

す。
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形状マーク

形状マークタイプは、個々のデータポイントを明確に示しながら、同時にポイントに関連付けられたカ

テゴリも示す場合に便利です。Tableauで形状を使用してデータが表示されるのは、次のような場合

です。

l [マーク]カードドロップダウンメニューが [自動 ]に設定されており、1つ以上のメジャーを[行 ]
シェルフと[列 ]シェルフの両方に配置した場合。

l [マーク]カードドロップダウンメニューから[形状 ]を選択した場合。

次のビューには2つのメジャーのデータが表示されています。[マーク]カードドロップダウンメニューが [自
動 ]に設定されているため、データは形状を使用して表示されます。
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既定で使用される形状は白丸です。別の形状を選択するには、[マーク]カードの [形状 ]をクリックし

ます。20個の一意の形状が使用できます。

ビューにさらにデータを追加するには、[マーク]カードの [形状 ]にフィールドを配置します。Tableauで

は、フィールドの値に従ってマークが分類されます。フィールドがディメンションの場合は、各メンバーに

固有の形状が割り当てられます。フィールドがメジャーである場合、メジャーはそれぞれのバケットに
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自動的にビンされ、各バケットには個別の形状が割り当てられます。形状の凡例に、形状がどのよう

に割り当てられたかが表示されます。

次に示すとおり、[マーク]カードの [形状 ]に"Ship Mode (出荷モード)"ディメンションが配置され、注

文の出荷方法に関する情報があるマークがそれぞれ色分けされています。

散布図の作成方法の詳細については、散布図の作成 ページ1489を参照してください。

テキストマーク

テキストマークタイプは、1つ以上のディメンションメンバーに関連付けられた数値を表示する場合に

便利です。このタイプのビューは、テキストテーブル、クロス集計、ピボットテーブルなどと呼ばれることも

あります。Tableauでテキストを使用してデータが表示されるのは、次のような場合です。

l [マーク]カードドロップダウンメニューが [自動 ]に設定されており、1つ以上のディメンションを

[行 ]シェルフと[列 ]シェルフの両方に内部フィールドとして配置した場合。

l [マーク]カードドロップダウンメニューから[テキスト]を選択した場合。

最初、データはAbcと表示されます。
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ビューを完成するには、[マーク]カードの [テキスト]にフィールド(通常はメジャー)を配置する必要が

あります。下のビューでは、合計として集計された"Sales (売上高 )"メジャーを使用して表を完成し

ます。
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注 : 任意のデータビューのクロス集計を作成するには、[ワークシート] > [クロス集計として複製 ]
を選択します。

[マーク]カードの [詳細 ]、[色 ]、[形状 ]、[サイズ]、または [テキスト]にディメンションを配置して詳細レ

ベルを追加すると、値は、横並びでセルを満たすようにラップされて表示されます。テキストを積み重ね

られるようにすることで、次に示すようなワードクラウドビジュアリゼーションを作成できます。
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アプリケーションウィンドウが小さすぎてすべてのテキスト値を表示できない場合、表示されるテキスト

値の一部が切り捨てられます。

アプリケーションウィンドウが小さすぎてすべてのテキスト値を表示できない場合、セルに省略符号

(...)が表示され、表示しきれない量のテキストがあることを示します。表示できない数値はポンド記

号 (#)で示されます。

テキストテーブルの作成方法の詳細については、テキストテーブルの作成 ページ1494を参照してく

ださい。

マップマーク

マップマークタイプはジオコーディングを使用して、データに基づいた色で多角形や線を塗りつぶしま

す。マップマークタイプの主な用途は、多角形や線図の作成です。塗りつぶす領域は、ビューで使

用される地理的フィールドによって定義されます。Tableauで色塗りマップを使用してデータが表示さ

れるのは、次のような場合です。

l 地理的ディメンションが [マーク]カードの [詳細 ]に配置され、[緯度 ]および [経度 ]が [行 ]お
よび [列 ]シェルフに配置されている場合。メジャーまたは連続ディメンションは [マーク]カードの

[色 ]に追加されます。

l [マーク]カードドロップダウンメニューから[マップ]を選択した場合。
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次のデータビューは、[マーク]カードの [詳細 ]に"State (州 )"地理的ディメンションが配置されている

マップを示しています。""Profit (収益 )"メジャーが [マーク]カードの [色 ]に配置されています。

各州の多角形は、その州の収益に基づいた色で塗りつぶされています。テキサス州の収益は低く(事
実上赤字 )、カリフォルニア州の収益は高くなっています。

また、2つのメジャーを相互に対してプロットする場合にマップマークタイプを使用することもできます。

既定では、メジャーを[行 ]シェルフと[列 ]シェルフの両方に配置すると、散布図が作成されます。ただ

し、地理的ディメンションを追加すると、マークタイプをマップに変更できます。各マークは、地理的

フィールドによって定義された領域になります。たとえば、次のビューは、選択した州の"Sales (売上

高 )"に対する"Profit (収益 )"を示しています。このビューでは、各州のラベルが付いた丸いマークを表

示するのではなく、マップマークタイプを使用して各州の輪郭が描画されます。この方法は認識可能

な領域では効果的ですが、形状が似た領域または認識困難な領域には適切ではありません。
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マップの作成の詳細については、Tableau でマッピングを始めるページ1593およびTableau のマップ

および地理的データの分析 ページ1593を参照してください。

円グラフマーク

円グラフマークを使用して、割合を表示できます。一般的にこの種の情報は積み上げ棒グラフを使

用するとより良く示すことができますが、円グラフが非常に効果的な場合があります。たとえば地理的

に近い州でマーケティング経費の関連性が高いときに、州ごとのマーケティング経費の割合を示す場

合です。

Tableauでは、円グラフマークは自動マークタイプに使用されませんが、[マーク]カードドロップダウン

メニューの [円グラフ]を選択することができます。

円グラフマークタイプを選択すると、[角度 ]という名前の追加ターゲットを[マーク]カード上で表示で

きます。[角度 ]ターゲットによって、円グラフの扇形の角度メジャーが決定されます。たとえば、"Sales
(売上高 )"などのメジャーを[マーク]カードの [角度 ]に配置した場合、円グラフの360度が合計売

上高に相当し、[マーク]カードの [色 ]のフィールドの値によってそれぞれ扇形に分割されます。

次のビューは、各出荷モード別の製品の配達所要時間を示しています。データが地図上に重ねら

れ、州別に示されています。ほとんどの地域では、通常クラスの出荷に最も時間がかかっていること

が確認できます。
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円グラフの作成方法や使用方法の詳細については、円グラフの作成 ページ1485およびTableau で

マッピングを始めるページ1593を参照してください。

ガント棒マーク

l [マーク]カードドロップダウンメニューが [自動 ]に設定されており、[列 ]シェルフまたは [行 ]シェ

ルフに1つ以上のディメンションを配置して、連続した数量に対してディメンションをプロットする

場合。

l [マーク]カードドロップダウンメニューから[ガント棒 ]を選択した場合。

ガント棒の特徴は、各マークの長さが [マーク]カードの [サイズ]に配置されたメジャーに比例している

ことです。

次のビューでは、連続日付の関数としてディメンションが表示されています。[マーク]カードドロップダウ

ンメニューが [自動 ]に設定されている場合、データは棒を使用して表示されます。[ガント棒 ]を選択

して、フィールドを追加すると、次のようなビューが表示されます。
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特に [マーク]カードの [サイズ]に"Days to Ship (配達所要日数 )"メジャーを配置すると、ビューの

すべての棒が、注文の配達時間を示す長さで描画されます。さらに、[マーク]カードの [色 ]に"Ship
Mode (出荷モード)"ディメンションを配置すると、各棒が出荷モード別に色分けされます。

ガント棒チャートの作成方法の詳細については、ガントチャートの作成 ページ1450を参照してくださ

い。

多角形マーク

多角形は、点を線でつなぎ、領域を囲んだものです。多角形マークタイプは、点をつないでデータエ

リアを作成する場合に便利です。Tableauでは、[マーク]メニューから[多角形 ]を選択すると、多角

形を使用してデータが表示されます。

多角形マークはよく使用されるものではなく、多くの場合は特別に作成されたデータソースが

必要になります。

次のビューは、地理的データと選挙データを保持する特別に作成されたデータソースに基づいていま

す。緯度と経度の関数として米国の48の隣接した州が表示され、各州は2000の大統領選挙結

果に基づいて色でエンコードされています。

[マーク]が [自動 ]に設定されている場合、データは形状を使用して表示されます。手動で [多角形 ]
を選択し、さらにフィールドをビューに追加すると、別のビューが作成されます。
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'

すべての州はデータソースで多角形と見なされます。[詳細 ]ターゲットの"PolygonID (多角形 ID)"
フィールドは州ごとに異なります。このフィールドをフィルターすることで、ビューから州を削除できます。

さらに、[パス]ターゲットにフィールドを配置すると、各多角形を構成する線の描画順序を指定するこ

とができます。この例では、"PointOrder (ポイント順 )"メジャーを使用して各州が描画されています。

密度マーク(ヒートマップ)

密度マークを使用すると、重なる多くのマークを使用して密度データのパターンや傾向を視覚化する

ことができます。一般的にこのタイプの情報は円マークを使用して表示することができますが、密度

マークが非常に効果的になる場合があります。たとえば、エリアに多くのデータポイントがあり、それらの

マークがどこに最も集中しているかを理解する必要がある場合です。密度マークは、ポイントベースの

マーク(散布図、単位ヒストグラム、個々のマークに対するボックスプロット、ポイントマップ)を使用す

るマップまたはグラフと一緒に効率的に使用できます。

Tableauでは、重複するマークをグループ化し、グループ内のマークの数に応じてカラーコードすること

でこのグラフを作成します。

密度マークは、グラフの特定のエリアに含まれるデータの相対密度を表示するために色を使用すること

で機能します。密度マークの色は、[マーク]カードで [色 ]を選択すると調整できます。10色の密度の

カラーパレットから選択するか、既存のカラーパレットから選択します。
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[色 ]メニューで、濃度スライダーを使用して密度マークの鮮明度を調整します。たとえば、濃度や鮮

明度を上げるには、データの「最大ヒート」地点を下げるとより鮮明に表示されるようになります。

低強度 (50%) 高強度 (80%)
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以下に表示するビューは、マンハッタンで1ヵ月にタクシーが拾われた多くの地理的ポイントを含むデー

タソースからのものです。タクシーが拾われた場所と頻度が表示されており、薄い色の頻度が最も高

くなっています。

[マーク]カードドロップダウンメニューから[密度 ]を選択できます。

密度マップまたは密度グラフの作成方法の詳細については、Tableau での傾向や密度を表示する

ヒートマップの作成 ページ1741および密度マークを使用した構築 (ヒートマップ)ページ1441を参照し

てください。

ビュー内のマークの表示を制限する

[マーク]カードを使用して、ビューのマークの色、サイズ、形状、詳細、テキスト、ツールヒントを制御し

ます。[マーク]カードのボタンにフィールドをドラッグすると、マークデータがエンコードされます。[マーク]
カードのボタンをクリックして、マークプロパティを開きます。マークの関連情報については、ビュー内の

マークのタイプを変更するページ1182および[マーク] カードページ59を参照してください。
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注 : [マーク]カードのディメンションフィールドの順序は、上から下に階層構造で表示され、

ビュー内での並べ替えに影響します。Tableauでは、ビュー内でマークを並べ替える際、最初

に [マーク]カードの最上位のディメンションフィールドを検討し、次にその下に位置するディメン

ションを検討します。

色をマークに割当

色をビュー内のマークに割り当てるには、次のいずれかを実行します。

l [マーク]カードで、[色 ]をクリックしてメニューからマークの色を選択します。

これによりすべてのビュー内のマークを選択した色に更新します。[マーク]カードの [色 ]にフィー

ルドがない場合、すべてのマークは既定の色になります。ほとんどのマークの既定色は青、テキ

ストの既定色は黒です。

l フィールドを[データ]ペインから[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

Tableauはフィールド値およびメンバーに基づいて様々な色をマークに割り当てます。例えば、

カテゴリーなどの不連続フィールド(青フィールド)を、色にドロップすると、ビュー内のマークはカ

テゴリー別に細分化され、各カテゴリーに色が割り当てられます。

合計 (売上 )などの連続フィールドを、色にドロップすると、各ビュー内のマークはその売上高を
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もとに色付けされます。

色の編集

カラーパレットを変更する、または色がマークに適用される方法をカスタマイズするには。

l [マーク]カードで、[色 ] > [色の編集 ]をクリックします。

詳細については、カラーパレットと色効果 ページ1236を参照してください。

マークのサイズの変更

ビュー内のマークのサイズを変更するには、次のいずれかを実行します。

l [マーク]カードで [サイズ]をクリックし、スライダーを左か右に動かして調整します。

次の表で説明するように、サイズのスライダーの効果はマークタイプに応じて異なります。

マークタイプ 説明

円、四角、形状、テキスト マークのサイズが変わります。

Tableau Software 1207

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



マークタイプ 説明

棒、ガント棒 棒の幅が変わります。

線 線の太さが変わります。

多角形 多角形のサイズは変更できません。

円グラフ 円グラフの全体のサイズが変わります。

[サイズ]のスライダーを使用してマークを変更した場合、データビューのサイズは変更されませ

ん。ただし、ビューのサイズを変更すると、新しい書式設定に合わせてマークのサイズが変わる

ことがあります。たとえば、表を大きくすると、マークも一緒に大きくなる場合があります。

l フィールドを[データ]ペインから[マーク]カードの [サイズ]にドラッグします。

[マーク]カードの [サイズ]に不連続フィールドを配置すると、ディメンション内のメンバーに従ってマーク

が分類され、各メンバーに固有のサイズが割り当てられます。サイズには固有の順序 (小さなものか

ら大きなものへ)があるので、年度や四半期など、順序があるデータにはカテゴリー別のサイズが最適

です。

不連続フィールドを持つサイズエンコードされたデータでは、[詳細 ]プロパティと同じ方法でマークが

分類され、各マークに追加情報 (サイズ)が指定されます。カテゴリー別サイズエンコードをビューに追

加すると、[サイズ]ターゲットのフィールドの各メンバーに割り当てられているサイズを示す凡例が表示

されます。これらのサイズをどのように配分するかを[サイズの編集 ]ダイアログボックスで変更すること

ができます。

[マーク]カードの [サイズ]に連続フィールドを配置すると、Tableauは連続範囲を使用して各マーク

を異なるサイズで描画します。最も小さな値に最も小さなマークが割り当てられ、最も大きな値は最

も大きなマークで表示されます。
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定量的サイズエンコードをビューに追加すると、サイズが割り当てられた値の範囲を示す凡例が表示

されます。これらのサイズをどのように配分するかを[サイズの編集 ]ダイアログボックスで変更することが

できます。

マークサイズの編集

マークサイズを編集、またはサイズがビュー内のマークに適用される方法を編集するには、

1. [サイズの凡例カード](フィールドをマークカードのサイズに追加すると表示 )で、右隅にあるド

ロップダウン矢印をクリックして[サイズの編集 ]を選択します。

2. 表示される[サイズの編集 ]ダイアログボックスで、変更を苦あえて[OK]をクリックします。

利用可能なオプションは、[サイズ]に適用されているフィールドが連続または不連続フィールドか

によります。

連続フィールドでは、次の操作を実行できます。

l [さまざまなサイズ]で、ドロップダウンボックスをクリックして次のいずれかを選択します。

l 自動 -このデータに最適なマッピングを選択します。データが数値で、0をまたが

ない場合 (すべて正の数または負の数 )は、[0から]のマッピングが使用されます。

それ以外の場合は、[範囲ごと]のマッピングが使用されます。

l 範囲ごと–データ内の最小値と最大値を使用してサイズの配分を決定します。

たとえば、フィールドの値が14から25までの場合は、この範囲内でサイズが配

分されます。

l 0 から-サイズは0から補間され、最大のマークサイズは0から最も離れたデータ

値の絶対値に割り当てられます。
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l 範囲スライダーを使用して、サイズの配分を調整します。[サイズの変化 ]から[0から]の
マッピングを選択した場合、低い方のスライダーは常に0に設定されるので無効になり

ます。

l [反転 ]を選択して、最も大きなマークを最も小さな値に、最も小さなマークを最も大き

な値に割り当てます。[0から]のマッピングを実行する場合、最も小さなマークは常に0
に割り当てられるので、このオプションは使用できません。

l サイズの配分を変更するには、[凡例の開始値 ]および [範囲の終了値 ]チェックボック

スを選択し、範囲の開始値と終了値を入力します。

不連続フィールドでは、次の操作を実行できます。

l 範囲スライダーを使用して、サイズの配分を調整します。

l [反転 ]を選択して、最も大きなマークを最も小さな値に、最も小さなマークを最

も大きな値に割り当てます。
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連続軸マークのサイズ変更

マークタイプが [バー]で、[行 ]と[列 ]の両方に連続 (緑 )フィールドがあるビューの場合、Tableauは、

バーが固定されている軸上のバーマークのサイズを変更するための追加オプションと既定をサポートし

ています。

l ヒストグラム内のバーマークは既定では連続 (マークの間にスペースなし)ですが、ビンのサイズ

に合わせてサイズが変更されます。例については、ヒストグラムの作成 ページ1463を参照してく

ださい。

l [サイズ]の上に1つのフィールドがある場合は、[サイズ]上のフィールドを使用してバーが固定さ

れている軸上のバーマークの幅を決めることができます。これを実行するには、[サイズ]カードを

クリックして[固定 ]を選択します。

l [サイズ]の上にフィールドがない場合は、軸の単位でバーが固定されている軸上のバーマーク

の幅を指定できます。これを実行するには、[サイズ]カードをクリックして、[固定 ]を選択してか

ら、[軸単位の幅 ]フィールドに数値を入力します。
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l バーが固定されている軸上に連続日付フィールドがある場合、マークの幅は日付フィールドの

レベルに合わせて設定されます。たとえば、連続日付フィールドのレベルが月の場合、バーは

正確に1か月の幅になります。つまり、31日の月は30日の月よりわずかに広くなります。[サ
イズ]カードをクリックして、[固定 ]を選択してから、[日単位の幅 ]フィールドに数値を入力して

バーの幅を構成できますが、その結果のバーの幅では、月や年などの可変の時間の長さは

考慮されません。

マークにラベルまたはテキストを追加

マークラベルまたはテキストを追加してビジュアライゼーションするには:

l フィールドを[データ]ペインから[マーク]カードの [ラベル]または[テキスト]にドラッグします。

テキスト表を使用すると、ラベルシェルフはテキストに置換され、これによりデータビューに関連付けら

れた数字が表示できます。データビューのテキストエンコードの効果は、ディメンションを使用するかメ

ジャーを使用するかによって異なります。

l ディメンション– [マーク]カードの [ラベル]または [テキスト]にディメンションを配置すると、ディメ

ンション内のメンバーに従ってマークが分割されます。ディメンションメンバー名によってテキスト

ラベルが与えられます。
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l メジャー– [マーク]カードの [ラベル]または [テキスト]にメジャーを配置すると、メジャーの値に

よってテキストラベルが与えられます。メジャーは集計済みでも非集計でもかまいません。ただ

し、非集計のメジャーではテキストがしばしばオーバーラップされるので、一般的に有益でありま

せん。

テキストはテキスト表の既定のマークタイプで、クロス集計またはピボットテーブルとしても参照されま

す。

ビュー内のマークをディメンションメンバーで分類する

ビュー内のマークを隔てるには(またはさらなる粒度を追加するには) :

l ディメンションを[データ]ペインから[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグします。
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ディメンションを[マーク]カードの [詳細 ]にドロップすると、そのディメンションのメンバーに応じて、データ

ビュー内のマークは分類されます。[行 ]または [列 ]シェルフにディメンションをドロップする場合とは異

なり、[マーク]カードの [詳細 ]にドロップすると、表の構造を変えずにより多くのデータを表示すること

ができます。

ツールヒントをマークに追加

ツールヒントは、ビュー内の1つ以上のマークをポイントしたときに表示される詳細です。ツールヒントを

使用すると、選択した項目のフィルターや削除、参照元データの表示などをすばやく簡単に行うこと

もできます。静的テキストと動的テキストの両方を含めるようにツールヒントを編集できます。また、

ツールヒントに含めるフィールドや、これらのフィールドを使用してビューでマークを選択できるようにする

かどうかを変更することもできます。

ツールヒントに含まれるワークシート(ツールヒント内 Viz)のビジュアライゼーションの表示については、

ツールヒント内でビューを作成する (ツールヒント内 Viz)ページ1317を参照してください。

ツールヒントの追加

1. [マーク]カードの [ツールヒント] にフィールドをドラッグします。

2. [マーク] カードの [ツールヒント] をクリックして、[ツールヒントの編集 ]ダイアログボックスを開く

と、テキストの追加、ツールヒントコンテンツの再配置、追加のフィールドの挿入を行うことがで

きます。
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注 :ディメンションは、ATTR集計を使用してツールヒントに追加されます。つまり、ツールヒント

がアスタリスクとして表示される場合があります。アスタリスクは、ポイントしているマークに適用さ

れる複数のディメンションメンバーがあることを示します。たとえば、すべての地域の売上集計を

示すマークがあったとします。"Region (地域 )"フィールドをツールヒントに追加すると、そのマーク

が複数の地域を示すため、アスタリスクが表示されます。アスタリスクを表示しないようにするに

は、ディメンションを[マーク]カードの [詳細 ]に追加するか、ビュー内の他の場所で使用して、

マークが同じ詳細レベルになるようにします。

ツールヒントオプション

[ツールヒントの編集 ]ダイアログボックスを開いた後、ビュー内のツールヒントの書式設定や、動作を構

成するためのオプションの選択肢がいくつか表示されます。以下のオプションから選択できます。
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l 形式のツールヒント:ツールヒントは、シートごとに指定し、[ツールヒントの編集 ]ダイアログボッ

クスの上部にあるツールを使用して書式設定できます。

l 動的テキストの追加 :ダイアログボックスの上部にある[挿入 ]メニューを使用して、フィールド

値、シートプロパティなどの動的テキストを追加します。[挿入 ]メニューの [すべてのフィールド]
コマンドは、ビューの任意のマークのツールヒントにビューで使用されているすべてのフィールドの

名前と値を追加します。

l ツールヒントの表示 :ツールヒントは既定で表示されます。自動ツールヒントを非表示にするに

は、[ツールヒントの表示 ]チェックボックスをオフにします。

l ツールヒントの動作の構成 : [ツールヒントの表示 ] チェックボックスの横にあるドロップダウンリス

トで次のオプションのいずれかを選択し、ツールヒントの動作を構成することができます。

l 即時応答 - 即時にツールヒントを表示 :このオプションを選択した場合、カーソルを

ビューのマークにポイントすると即時にツールヒントを表示します。これはすべてのビュー

の既定です。

このオプションの場合、ツールヒントにはコマンドボタンは表示されません。コマンドボタ

ンを表示するには、最初にビュー内のマークをクリックする必要があります。

l ポイント時 - ポイントでツールヒントを表示 :このオプションを選択した場合、カーソルで

マークをポイントした後にのみツールヒントを表示します。ただし、このオプションを使用す

ると、ユーザーが何のアクションも行わなくてもツールヒントにコマンドボタンが表示されま

す ([ツールヒントの編集 ]ダイアログボックスで指定した場合を除く)。
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l コマンドの表示 : [コマンドボタンを含める]チェックボックスをオンにすると、ツールヒントの上部最

下部に[選択したデータのみを保持 ]、[除外 ]、[メンバーのグループ化 ]、[セットの作成 ] および

[データの表示 ] ボタンが追加されます。これらのボタンは、Tableau Desktop、およびビューが

Webにパブリッシュされた場合またはモバイルデバイスに表示された場合に表示されます。

メンバーのグループ化の詳細については、データのグループ化によりデータエラーの修正または

ディメンションメンバーを組み合わせるページ1040を参照してください。セットの作成の詳細に

ついては、セットの作成 ページ1041を参照してください。

l ツールヒントのビューでマークを選択します。[カテゴリ別の選択を許可 ]チェックボックスをオンに

して、ツールヒントの不連続フィールドでクリックすることで、同じ値を持つビューでマークを選択

できるようになります。このチェックボックスがオンになっている場合、ビューがWebにパブリッシュ

されているかモバイルデバイスで表示されていれば、この機能を使用してTableau Desktopの

ビューでマークを選択できます。

l フィールドの追加または削除 : 自動ツールヒントを使用している場合、フィールドの追加と削除

を行うには、ビュー内のいずれかのシェルフ上のフィールドを右クリックし(MacではControlを押

しながらクリック)、[ツールヒントに含める]を選択します。

注 : [ツールヒントに含める]オプションは、ツールヒントをカスタマイズしていない場合にのみ使用

できます。ツールヒントがカスタマイズされている場合に自動ツールヒントに戻すには、[マーク]
カード上の [ツールヒント]をクリックし、[ツールヒントの編集 ]ダイアログボックスの [リセット]をク

リックします。
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マークの形状の変更

マークの形状を変更するには:

l フィールドを[データ]ペインから[マーク]カードの [形状 ]にドラッグします。

[マーク]カードの [形状 ] にディメンションを配置すると、ディメンション内のメンバーに従ってマークが分

類され、各メンバーに固有の形状が割り当てられます。形状の凡例には、各メンバー名とそれに関

連付けられた形状が表示されます。[マーク] カードの [形状 ] にメジャーを配置すると、そのメジャーは

不連続のメジャーに変換されます。

形状エンコードされたデータでは、[詳細 ]プロパティと同じ方法でマークが分類され、各マークに追加

情報 (形状 )が指定されます。形状は、メジャーが [行 ]シェルフと[列 ]シェルフの両方の内部フィール

ドである場合の既定のマークタイプです。

次のビューでは、"Customer Segment (顧客区分 )"ディメンションのメンバーに従って、マークはさま

ざまな形状に分類されます。各形状は、顧客区分の収益と売上高に対する貢献度を反映してい

ます。

形状の編集

既定では、10個の異なる形状がディメンションのエンコードに使用されます。メンバー数が10より多

い場合は、同じ形状が繰り返し使用されます。既定のパレットに加えて、塗りつぶし形状、矢印、天
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気記号など、さまざまな形状パレットを選択することができます。

1. [マーク] カードの [形状 ] をクリックするか、凡例のカードメニューから[形状の編集 ] を選択しま

す。

2. [形状の編集 ]ダイアログボックスの左側でメンバーを選択し、次に右側のパレットで新しい形

状を選択します。[パレットの割り当て]をクリックして、形状をフィールドのメンバーにすばやく割

り当てることもできます。

右上のドロップダウンメニューを使用して、別の形状パレットを選択します。

注 :形状エンコードは同じデータソースを使用する複数のワークシート間で共有されます。たと

えば、家具製品を四角形で表すように指定した場合、ワークブックの他のすべてのビューでも

自動的に四角形になります。フィールドの既定の形状エンコードを設定するには、[データ] ペイ

ンでフィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[既定のプロパティ] > [形
状 ] を選択します。

カスタム形状の使用

ドキュメントフォルダー内のTableauリポジトリのShapesフォルダーに形状イメージファイルを複製す

ることで、ワークブックにカスタム形状を追加できます。カスタム形状を使用すると、その形状はワーク

ブックと共に保存されます。これにより、ワークブックを他のユーザーと共有できます。
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1. 形状イメージファイルを作成します。各形状は独自のファイルとして保存する必要がありま

す。ビットマップ(.bmp)、portable network graphic (.png)、.jpg、graphics interchange format
(.gif)など、さまざまなイメージ形式のうちいずれかを使用できます。

2. 形状ファイルをドキュメントフォルダーのマイTableauリポジトリ\Shapesフォルダーの新しいフォ

ルダーに複製します。フォルダーの名前がTableauのパレット名として使用されます。下の例で

は、"Maps (マップ)"と"My Custom Shapes (マイカスタム形状 )"という2つの新しいパレットが

作成されています。

3. Tableauで [形状の凡例 ]のドロップダウン矢印をクリックし、[形状の編集 ] を選択します。
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4. ドロップダウンリストで新しいカスタムパレットを選択します。Tableauの実行中に形状を変更

した場合は、[形状の再読み込み] ボタンをクリックします。

5. メンバーに形状を1つずつ割り当てるか、[パレットの割り当て]をクリックしてメンバーに形状を

自動的に割り当てることができます。
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注 : [リセット]ボタンをクリックすると、既定のパレットに戻すことができます。これは、形状がワー

クブックの一部として保存されるためです。ただし、[形状の編集 ]ダイアログボックスの [形状の

再読み込み]をクリックすると、代わりに自分のリポジトリ内の形状を使用できます。

既定の形状パレットとカスタムの形状パレットの両方を使用するビューの例をいくつか以下に示しま

す。
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カスタム形状の作成のヒント

カスタム形状を作成する際に、ビュー内での形状の外観や機能を向上させるために行うことのできる

ことがいくつかあります。独自の形状を作成する場合は、アイコンやクリップアートの作成に関する次の

ような一般的なガイドラインに従うことをお勧めします。

l 推奨サイズ - [サイズ]を使用して形状を非常に大きくする予定がある場合を除き、オリジナル

の形状のサイズは32 × 32ピクセルに近いサイズにすることをお勧めします。ただし、元のサイズ

はTableauで使用可能にするサイズの範囲によって決まります。[マーク] カードの [サイズ]をク

リックするか、[書式設定 ] メニューの [セルのサイズ]のオプションを使用して、Tableauでの形状

のサイズを変更することができます。

l 色エンコードの追加 - [色 ]を使用して形状をエンコードする予定がある場合は、透明な背景を

使用することをお勧めします。そうしないと、記号だけでなく、イメージの正方形全体に色が付

いてしまいます。GIFおよびPNGファイル形式はどちらも透明度をサポートしています。GIFファ

イルは100%透明な単色の透明度をサポートしており、PNGファイルはイメージのすべてのピク

セルで利用可能な透明度の範囲を持つアルファチャンネルをサポートしています。Tableauで

記号を色エンコードする場合は、ピクセルごとの透明度は変更されないため、スムーズなエッジ

を維持できます。
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注意 : イメージの周囲をあまり透明にし過ぎないでください。カスタム形状のサイズは、

できるだけイメージと同じサイズにします。イメージのエッジ周辺のピクセルの透明度を

上げると、イメージの近くをポイントしたりクリックしたりするときに悪影響が出る可能性

があります。特に複数のカスタム形状が重なっている場合は注意が必要です。実際の

形状が目に見える形より大きくなる場合、ポイントやクリック動作がより難しくなり、ユー

ザーが予測しづらくなってしまいます。

l ファイル形式 - Tableauでは、Enhanced Meta File (.emf)形式はサポートされていません。

形状イメージファイルは、.png、.gif、.jpg、.bmp、および .tiffです。

マーク間にパスを描く

[パス]プロパティは、[マーク]カードドロップダウンメニューから[線 ]または [多角形 ]のマークタイプを

選択した場合にのみ利用できます。お使いのビジュアライゼーションに表示ｓれるマークタイプを変更

する方法の詳細については、ビュー内のマークのタイプを変更するページ1182を参照してください。

[マーク]カードの [パス]プロパティを使用して、線マークのタイプ(線形、ステップ、またはジャンプ)を変

更したり、特定の描画順序を使用してマークを接続することでデータをエンコードしたりすることができ

ます。ディメンションまたはメジャーを使用してデータをパスエンコードできます。

l ディメンション- [マーク]カードの [パス]にディメンションを配置すると、ディメンション内のメンバー

に従ってマークが連結されます。ディメンションが日付の場合、描画順序は日付順になりま

す。ディメンションに顧客名や商品タイプなどの単語が含まれている場合、描画順序はデータ

ソース内のメンバーの順序になります。メンバーの並べ替え順序を変更することで、データポイ

ントの接続順序を変更できます。詳細については、視覚化内でのデータの並べ替えページ

1288を参照してください。

l メジャー– [マーク]カードの [パス] にメジャーを配置すると、メジャーの値に従ってマークが連結

されます。メジャーは集計済みでも非集計でもかまいません。

線のタイプ(線形、ステップ、ジャンプ)を変更する

マークタイプが線 (自動または線 )に設定されている場合、[マーク]カードの [パス]プロパティをクリック

して線のタイプを変更できます。

勘定残高、在庫レベル、金利など、変化や差分を目立たせる必要がある、長期間にわたって一定

な数値データに、これらの線のタイプを使用します。ステップラインは、変化の程度を強調するのに最

適です。ジャンプラインは、データポイント間の変化の期間を強調する場合に役立ちます。
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1. [マーク]カードで [パス]をクリックします。

2. [線形 ]、[ステップ]、または [ジャンプ]を選択して線のタイプを変更します。

線のパターン(実線、破線、点線 ) を変更する

Tableau 23.2以降では、マークタイプが線 (自動または線 )に設定されている場合、[マーク]カードの

[パス]プロパティをクリックして線のパターンを変更できます。

セカンダリメジャーを区別するには、さまざまな線のパターンを使用します。たとえば、実際の値とベー

スラインメトリクスをハイライトしたい場合です。線のパターンは、特定の線がしきい値 (目標や制限な

ど)であり、他のメジャーががそれほど確かではない (予測やモデル化されたデータなど)ことを示す場

合に役立ちます。線のパターンは線の視覚的な重みを和らげ、複数の傾向を相互に比較するとき

に、特定の傾向が主要な焦点になるのを防ぐことができます。

1. [マーク]カードで [パス]をクリックします。

2. 線のパターンを変更するには、[実線 ]、[破線 ]、または [点線 ]を選択します。
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注 :破線および点線のパターンは、連続したサイズエンコードと互換性がありません。定量的

な値に基づいてサイズや太さを変更するマークセットがある場合は、実線のパターンを使用す

る必要があります。

パスエンコードされたビューを作成する

パスエンコードされた有益なビューを作成するには、データ表にメジャーが少なくとも1つ含まれている

必要があります。カテゴリデータ(ディメンション)のみを連結するパスを作成することはできません。

次のビューは、2010年の大西洋海盆の暴風雨データを使用して作成されました。このビューでは、

暴風雨の日付によって決定されるパスと共に線マークを使用しています。これにより、暴風雨の経路

が表示されます。[マーク] カードの [パス]に連続日付を配置することで、Tableauに、時系列に線を

描画するよう伝えます。詳細については、時間の推移を示すマップをTableau で作成するページ

1734およびTableau で起点と終点の間のパスを示すマップを作成するページ1747を参照してくだ

さい。
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マークラベルの表示、非表示、および書式設定

Viz内のマークにラベルを追加できます。ラベルには、そのマークが表しているデータを表示することも、

その他のフィールドをマークカードの [ラベル]シェルフに追加することもできます。

ラベルは、注釈とは異なり、コメントのようなものではありません。注釈の詳細については、注釈の追加

ページ1306を参照してください。

ラベルをオンまたはオフにする

Vizでマークラベルを表示するには、次のいずれかを行います。

l

ツールバーで [マークラベル]を選択する

l [マーク]カードで [ラベル]を選択し、[マークラベルを表示 ]を選択する

l [マーク]カードの [ラベル]シェルフにフィールドをドラッグする
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注 :マークタイプがテキスト(自動テキストを含みます)の場合は、ラベルシェルフは [ラ
ベル] ではなく[テキスト]と表示されている場合があります。

ラベルをオフにするには、[マークラベル]ボタンをもう一度選択するか、[マークラベルを表示 ]オプション

を解除します。

ラベルとして特定のフィールドを使用する

ラベルとして使用するフィールドを指定しなかった場合、Tableauはデフォルトのフィールドを使用しま

す。特定のフィールドをラベルとして設定するには、目的のフィールドを[マーク]カードの [ラベル]シェル

フにドラッグします。

表示されるラベルを変更する

デフォルトでは、ラベルが重ならない限り、すべてのマークにラベルが付けられます。近くにマークが多す

ぎるとラベルが重なって読みにくくなりますが、強制的にオンにすることもできます。

[マーク]カードで、[ラベル]をクリックします。オプション[ラベルが他のマークに重なることを許す]を選択

します。

ラベルを付けるマークを設定する

[ラベルを付けるマーク]セクションでは、どのようなラベルが表示されるか、より詳細な設定ができま

す。

すべてのオプションがいつでも利用できるわけではありません。[折れ線の端 ]などの一部のものは、Viz
の構造がサポートしている場合にのみ表示されます。ダイアログの外観は、Tableau Desktopを使用

しているか、ブラウザーでWeb編集を使用しているかによって異なります。
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Tableau Desktopのラベルオプション:すべて Web編集のラベルオプション:最小 /最大

[マーク]カードで、[ラベル]をクリックします。以下のオプションを選択します。

l すべてViz内の全てのマークにラベルを付けます (これがデフォルトです)。
l 最小 /最大Viz内のフィールドの最小値と最大値にのみラベルを付けます。この設定では以下

の追加のオプションが表示されます。

l スコープ:テーブル全体、ペインごと、セルごと、または折れ線や円グラフごとに、最小 /最
大のラベルを付けることができます。

l フィールド:どのフィールドの最小 /最大を使用するかを設定できます。

l オプション:最小値のみ、最大値のみ、またはその両方にラベルを付けることを選択でき

ます。

l 折れ線の端すべての折れ線の端にラベルを付けます。追加のオプションを使用すると、始端ま

たは終端にのみラベルを付けることができます。

l 選択したものViz内で選択した1つまたは複数のマークにラベルが表示されます。

l ハイライトしたものビュー内でハイライトされたマークのみにラベルを付けます。ハイライト表示は

いくつかの方法で実行できます。

l 凡例内のメンバーの選択

l Viz内のマークの選択 (これは、[選択したもの]オプションと同じ動作です)
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l ハイライターの使用ハイライターの使用方法の詳細については、コンテキスト内のデータ

ポイントをハイライトするページ1342を参照してください。

l 最新のものビュー内の最新のマークにラベルを付けます。ビューに日付フィールドがある場合、

ビュー内の最新の日付または時刻に対応するすべてのマークにラベルを付けることができま

す。[最小 /最大 ]と同じように、この設定にはスコープのオプションがあります。

特定のマークラベルの表示と非表示

特定のマークにのみラベルを表示したり、重複する特定のマークラベルを非表示にしたりすることがで

きます。

Vizでマークラベルを表示または非表示にするマークを右クリックし、[マークラベル]を選択して、次の

オプションのいずれかを選択します。

l 自動 :ビューと[ラベル]ドロップダウンメニューの設定に応じてラベルをオンまたはオフにするに

は、このオプションを選択します。

l 常に表示 :マークラベルを表示するには、このオプションを選択します。

l 表示しない:マークラベルを非表示にするには、このオプションを選択します。

マークラベルの書式設定

ラベルの外観を調整するのに役立ついくつかの書式設定オプションがあります。テキストのカスタマイ

ズ、フォントのプロパティの調整、配置の設定を行うことができます。これらのオプションはTableau
Desktopでのみ使用できます。
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ラベルのテキストの編集

注 : ラベルのテキストを編集するには、フィールドが [ラベル]シェルフに存在している必要がありま

す。

1. [マーク]カードで、[ラベル]をクリックします。

2. 開いたダイアログボックスで、[ラベルの外観 ]の [テキスト] の横にあるその他のオプションのボタ

ン[ ]をクリックします。

3. テキストを編集します。

l このテキストエディターでフォントや配置を編集できますが、より完全なオプションについ

ては、[ラベル]ダイアログそのものを使用してください (次のセクションを参照 )。
l エディターの [挿入 ]ボタンを使用してラベルにフィールドを追加できますが、そのドロップダ

ウンで使用できるのは、ラベルシェルフに追加されたフィールドのみです。

4. [OK]を選択します。

ラベルのフォントの編集

1. [マーク]カードで、[ラベル]をクリックします。

2. 開いたダイアログボックスで、[ラベルの外観 ]にある[フォント]ドロップダウンをクリックします。ここ

では以下を行うことができます。

l フォントタイプ、サイズ、強調を選択します。

l ラベルの色を選択します。

l 特定の色を選択するには、オプションから色をクリックします。

l ラベルをマークの色と一致させるには、[マークカラーの一致 ]をクリックします。

l メニュー下部のスライダーを移動して、ラベルの不透明度を調整します。

ラベルの配置の編集

1. [マーク]カードで、[ラベル]をクリックします。

2. 開いたダイアログボックスで、[ラベルの外観 ]にある[配置 ]ドロップダウンをクリックします。ここで

は以下を行うことができます。

l 水平方向にラベルの配置を調整します (左、中央、右 )。
l テキストの向きを変更します。

l 垂直方向にラベルの配置を調整します (下、中、上 )。
l [折り返して表示 ]を自動、オン、またはオフに設定します。
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マークラベルの手動での移動

ラベルが表示されていたら、新しい位置にドラッグすることができます。たとえば、積み上げ棒グラフの

マークラベルは各棒の中心に自動的に配置されます。ただし、長いラベルが重ならないようにラベル

を調整できます。

マークラベルを選択し、マウスボタンを放さずにラベルを目的の位置までドラッグします。

マークの移動

多くのマークを含む二重軸ビューでは、一部のマークが他のマークの後ろに隠れ、ビューで詳細を確

認しづらくなります。Tableauでは、選択した軸に応じて、選択したマークを前後に移動する[マーク

の移動 ]オプションを提供します。

マークを前後に移動するには、軸を1つ右クリックし、次のいずれかのオプションを選択します。

l マークを前面に移動

l マークを背面に移動

例 -マークを前面に移動

この例では、二重軸に[円 ]マークタイプを使用し、[カテゴリ]ごとに部門の [売上高 ]および [利益 ]
を表示するビューがあると仮定します。

各マークの形状は [売上高 ]と[利益 ]を表し、[カテゴリ]が [カラー]としてエンコードされています。右

軸が [売上高 ]マークを表す一方で、左軸は [利益 ]マークを表します。

利益マークが前面にあるので、[事務用品 ]カテゴリの [売上高 ]マークが見えづらくなっています。

[売上高 ]マークを[利益 ]マークの前に移動するには、次の操作を実行します。

1. [売上高 ]軸を右クリックします。

2. コンテキストメニューから[マークを前面に移動 ]を選択します。
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"Sales (売上高 )"マークを前面に移動すると、以前はほとんど表示されていなかった、rubber
bands are below $100,000を売上高で確認できます。
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スタックマーク

スタックマークは、データビューに数値軸が含まれる場合に関係します。つまり、1つ以上のメジャー

が [行 ]シェルフまたは [列 ]シェルフに配置されている場合です。マークを積み上げると、マークは軸に

対して累積的に描画されます。マークを積み上げない場合、マークは軸に対して個別に描画されま

す。つまり、オーバーラップします。

スタックマークは、棒グラフで特に便利なので、Tableauでは自動的に棒が積み上げられます。また、

線など他のマークでもスタックマークが便利な場合があります。

特定のビューでマークを積み上げるかオーバーラップさせるかを制御するには、[分析 ] > [スタックマー

ク]メニュー項目を選択します。

マークを積み上げるかどうかをTableauが自動的に選択することを許可するか、[オン]または [オフ]
を指定することができます。既定のモードは、自動です。自動モードの場合、[スタックマーク]メニュー

にスタックマークがオンかオフかが示されます。

[スタックマーク]メニューで [オン]または [オフ]を選択すると、手動モードに切り替わります。この選択

は、ビューに加えるすべての変更に適用されます。

次の例は、スタックマークを示します。

例 –積み上げ棒グラフ

次の積み上げ棒グラフのビューを見てみましょう。これは、[列 ]シェルフにディメンションを、[行 ]シェルフ

にメジャーを配置し、データをディメンションに基づいて色でエンコードして作成されました(つまり、

[マーク]カードの [色 ]のディメンションをドロップすることです)。
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例 –線の積み上げ

次のデータビューを考えてみましょう。これは、[列 ]シェルフにディメンションを、[行 ]シェルフにメジャーを

配置し、データをディメンションに基づいて色でエンコードして作成されました(つまり、[マーク]カードの

[色 ]のディメンションをドロップすることです)。マークタイプは線であるため、マークは自動的に積み上げ

られません。代わりに、線は横軸から個別に描画されます。
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カラーパレットと色効果

[マーク]カードの [色 ]にフィールドがない場合、すべてのマークは既定の色になります。ほとんどのマー

クの既定色は青、テキストの既定色は黒です。色をマークに割当 ページ1206および例 – [色 ] の複

数フィールドページ1246も参照してください。

カテゴリー別パレット

[マーク]カードの [色 ]に不連続の値 (一般的には寸法 )の入ったフィールドをドロップした場合、

Tableauは、カテゴリ別パレットを使用し、フィールドの各値に色を割り当てます。カテゴリ別パレットに

は、順序を継承しない値があるフィールド(部門は発送方法など)に適しています。

フィールドの値に応じて色を変えるには、色の凡例の右上の角をクリックします。Tableau Desktopの

場合、コンテキストメニューで [色の編集 ]を選択してください。Tableau ServerあるいはTableau
Cloudの場合、自動的に [色の編集 ]ダイアログが開きます。

Tableau Desktop のバージョン Web バージョン
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値の色の変更

1. 左側の [データ項目の選択 ]でアイテムをクリックします。

2. 右側のパレットで新しい色をクリックします。Tableau Desktopの場合、色見本をポイントして

色を識別できます。

3. 変更する値の数だけ操作を繰り返します。

4. Tableau Desktopにて[OK]をクリックして [色の編集 ]ダイアログボックスを終了します。

Tableau ServerあるいはTableau Cloudの場合、ダイアログボックスを閉じるだけで結構で

す。

別のパレットを選択する

[色の編集 ]ダイアログボックスの [カラーパレットの選択 ]ドロップダウンリストは、非表示のフィールドに

使用できるカラーパレットを提供します。このリストにはカテゴリ別パレットと濃淡パレットの両方が含ま

れます。

リストの一番上には、Tableau 10などのカテゴリ別パレットがあります。上記のとおり、順序を継承して

いない不連続のフィールドにはカテゴリ別パレットが適しています。

リストの一番下には、オレンジなどの濃淡パレットがあります。通常のパレットには関連色の範囲が含

まれており、日付や数字などの順序が関連付けられたフィールドに適しています。

パレットを選択したら、[パレットの割り当て]をクリックすると、新しいパレットの色がフィールド内のメン

バーに自動的に割り当てられます。
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自動パレットおよび既定の色割り当てに戻すには、[色の編集 ]ダイアログボックスで [リセット]をクリッ

クします。

定量的パレット

[マーク]カードに連続した値の入ったフィールド(一般的にはメジャー)をドロップした場合、Tableau
では、連続したカラーレンジに定量的凡例が表示されます。

この範囲で使用される色、色の配分、その他のプロパティを変更できます。色を編集するには、色の

凡例の右上をクリックします。Tableau Desktopの場合、コンテキストメニューで [色の編集 ]を選択

してください。Tableau ServerあるいはTableau Cloudの場合、自動的に [色の編集 ]ダイアログが

開きます。

フィールドにマイナスとプラスの値が両方ある場合、既定の値範囲は2色を使用し、そのフィールドの

[色の編集 ]ダイアログボックスには範囲のいずれかの端に四角いカラーボックスが表示されます。これ

を分岐パレットと言います。

Tableau Desktop のバージョン Web バージョン

分岐パレットの [色の編集 ]ダイアログボックス

すべての値がプラスあるいはマイナスの場合、値の既定範囲は単色を使用し、そのフィールドの [色
の編集 ]ダイアログボックスには範囲の右端にのみ四角いカラーボックスが表示されます。これを連

続パレットと言います。
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Tableau Desktop のバージョン Web バージョン

連続パレットの [色の編集 ]ダイアログボックス

Tableauが [色 ]の連続したフィールドで分岐パレットまたは連続パレットを使用するかを指定したり、

フィールドの値のカラーレンジを構成することもできます。

[パレット]ドロップダウンリストには選択可能なカラーパレットの範囲を提供します。連続フィールドに

利用可能な定量的パレットには2種類あります:

l 名前に分岐の付くパレットはすべて分岐定量的パレットです。例 :オレンジ -青、分岐。どの連

続したフィールドでも分岐パレットを選択できます。値範囲にプラスとマイナスの両方の数を含

める必要はありません。

分岐パレットの色を変更するには、パレットスペクトルの一方の端の四角いカラーボックスの1
つをクリックします。作成をTableau Desktopあるいはウェブ上のどちらで行っているかに応じ

て、次のいずれかを実行します。

l Tableau Desktopの場合、色構成ダイアログボックス(お使いのコンピューターのOSが

装備しているもの)にて、カラーピッカーで色を選ぶか、任意の値を入力します。

l Tableau ServerあるいはTableau Cloudの場合、[カスタム色 ]フィールドに任意の16
進数を入力します。値が不正な場合、何も変更されません。

l それ以外のパレットはすべて連続定量的パレットです。連続パレットの色を変更するには、パ

レットスペクトルの右端の四角いカラーボックスをクリックして、色構成ダイアログボックスを開く

か (Tableau Desktop)、[カスタム色 ]フィールドに任意の16進数を入力します (Tableau
ServerあるいはTableau Cloud)。

Tableau Software 1239

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



定量的パレットのオプション

次のオプションは連続フィールドの [色の編集 ]ダイアログボックスで利用可能です。

注 :明示されている箇所では、Tableau ServerとTableau Cloudとでオプションが異なりま

す。

ステップドカラー

[ステップドカラー]を選択し、それぞれ一色と関連付けられている均等なビンに値をグループ化しま

す。スピンコントロールを使用して作成するステップ(bin)の数を指定します。たとえば、0から100の

範囲の値では、5つのステップを指定でき、5つのbin (0 ～ 20、20 ～ 40など)に値を並べ替えること

ができます。

Tableau Desktop のバージョン Web バージョン

分岐カラーパレットが選択されている場合は、色の間のパレットの切り替えは、色の傾斜と小さな黒

色のマークに表示されます。ステップ数が奇数の場合、マークは移行ステップの中央に配置されま

す。ステップ数が偶数の場合、マークは色範囲が変化するステップの間の境界に配置されます。

反転

[反転 ]を選択し、範囲内の色の順序を入れ替えます。たとえば、連続パレットで低い値に濃い色を

割り当てる場合は、パレットを反転させます。分岐パレットでは、カラーパレットを反転させるとパレッ

ト内の2つの色が入れ替わり、各カラーレンジ内の影も反転されます。
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フルカラーレンジの使用

分岐 (2色 )カラーパレットを使用している場合は、[フルカラーレンジを使用 ]を選択できます。

Tableauは、最初の数値と最後の数値に、両方のカラーレンジの最も濃い色を割り当てます。した

がって、範囲が -10 ～ 100の場合、負の数を表す色は、正の数を表す色より速いペースで色の

シェードが変化します。[フルカラーレンジを使用 ]を選択しない場合、Tableauは値の範囲が -100
～ 100の場合と同じように色の濃度を割り当てるため、0の両側の色のシェードは同じペースで変化

します。つまり、プラス側では値の範囲は0から100となるのに対し、マイナス側でいくら値を変更して

も、実際の値の範囲は -10から0となります。

左下の画像は -858から72,986の値の赤 /緑分岐パレットを示しています。フルカラーレンジを使用

しない場合、プラス側 72,986に対し、-858はマイナス側におよそ1%にすぎないため、-858 (チャート

右下の小さなボックスに関連付けられた)はグレーで表示されます。フルカラーレンジを使用すると、

右の画像のように、858は最大のプラス値と等しい強度の、濃い赤色を示します。

合計を含める

合計、小計、総計をカラーエンコーディングに含める場合は、[合計を含める]を選択します。このオプ

ションは、合計の値がビューに含まれている場合にのみ適用されます。

カラーレンジの制限

Tableau Desktopにて、[色の編集 ]ダイアログボックスで [詳細 ]をクリックし、チェックボックスをオンに

してフィールドに新しい値を入力することで、範囲の開始値、終了値、中央値を指定でき、それに応

じて色の傾斜が調整されます。

開始値は範囲の下限、終了値は上限、中央値は分岐カラーパレットで中間色がある場所です。

注 :現在のところ、このオプションはTableau ServerやTableau Cloudでは使用できません。
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カラーレンジのリセット

自動パレットおよび既定の色割り当てに戻すには、[色の編集 ]ダイアログボックスで [リセット]をクリッ

クします。

注 : Web作成モードで [リセット]をクリックすると、カラーパレットが初期設定に戻ります。[詳
細 ]オプションで設定したオプションもすべてリセットされます。この操作を取り消す場合は、トッ

プメニューで [元に戻す]をクリックしてください。既に変更が保存されている場合、Tableau
Desktopにて [詳細 ]オプションを変更し、ビューを更新する必要があります。

色効果の設定

実際に表示されている色と関係ない追加の色設定を構成するには、[マーク]カードの [色 ]ドロップ

ダウンをクリックします。

Tableau Desktop のバージョン Web バージョン

不透明度

スライダーを動かして、マークの不透明度を変更します。

不明度の調節は密度の高い散布図、および地図や背景画像をオーバーレイするデータを探してい

る場合に、特に便利です。スライダーを左に動かすと、マークがより透明になります。
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マークの枠線

既定では、Tableauにすべてのマークが枠線なしで表示されます。テキスト、ライン、形状を除くすべて

のマークタイプで、マークの枠線をオンにすることができます。[色 ]のドロップダウンコントロールで、マー

クの枠線の色を選択します。

Tableau Desktop のバージョン Web バージョン

枠線は、マーク間のスペースが狭い場合でマークを区別するのに役立ちます。たとえば、下のビューで

は、左側はマークの枠線がオンになっており、右側はオフになっています。枠線がオンになっていると、

複数のマークが接近している場所でより簡単に区別を付けることができます。
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注 :また、不透明度設定を使用してマークの密集度を示すこともできます。

カラーエンコードされた小さいマークを大量に表示する場合、通常はマークの枠線はオフにする方が

適しています。そのようにしにと、ビューで枠線が支配的になり、カラーエンコーディングが見にくくなりま

す。

たとえば、下のビューでは、多数の色エンコードされたディメンションメンバーによって分割された棒グラ

フが表示されています。マークの枠線がオンになっていると(右 )、一部の細いマークは色で識別する

のが困難です。枠線をオフにすると(左 )、マークがはっきりと見えるようになります。
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マークのハロー

背景イメージやマップに対し、マークがはっきりと見えるよう、各マークはハローと呼ばれる単色の対比

色で囲まれています。マークのハローは、背景イメージや背景マップを使用するときに利用できます。

[色 ]のドロップダウンコントロールで、マークのハローの色を選択します。

マーカー

Tableau Desktopにて線マークタイプを使用する場合は、マーカーの効果を追加して、線に沿ってポ

イントを表示または非表示にすることができます。選択したポイントだけを表示したり、すべてのポイン

トを表示したり、すべてを非表示にしたりできます。[色 ]のドロップダウンコントロールで、[効果 ] セク

ションのマーカーを選択します。

注 :現在のところ、このオプションはTableau ServerやTableau Cloudでは使用できません。
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例 – [色 ]の複数フィールド

[色 ]上であるフィールドを別のフィールドにドロップすると、2番目のフィールドは最初のフィールドに置

き換えられます。ただし、たとえば、ツリーマップやブレットグラフなど、チャートタイプによって、複数の

フィールドに色を付けることができます。1つのフィールドを使用して色合いを設定し、別のフィールドで

その色合い内のグラデーションを表示します。

[色 ]上にツリーマップと2つのフィールドを構築するには、これらのステップにしたがってサンプル -スー

パーストアを使用します。

1. [カテゴリ]および [サブカテゴリ]を[列 ]にドラッグします。

2. [マーク]カードの [サイズ]にSales (売上高 )をドラッグします。

3. ツールバーで [表示形式 ]をクリックしてから、ツリーマップチャートタイプを選択します。
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Tableauは [サイズ]と[色 ]の両方に[SUM(売上高 )]を、[ラベル]に[カテゴリ]および [サブカテ

ゴリ]を配置し、すべてのフィールドを[マーク]カードに移動します。
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4. マークカードで [カテゴリ]の左の [ラベル]アイコンをクリックし、[色 ]を選択します。

[カテゴリ]は [色 ]の [SUM(売上高 )]に置き換えられます。マークのサイズは引き続き[売上

高 ]の合計によって決まりますが、[カテゴリ]別に色分けされるようになりました。
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5. マークカードで [サブカテゴリ]の左の [ラベル]アイコンをクリックし、[色 ]を選択します。

最初のフィールドである[カテゴリ]には、明確なカテゴリ別の色、次のフィールドの [サブカテゴリ]
には値を区別するための連続した影の範囲を使用しています。
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個々の長方形のサイズは [売上高 ]の [カテゴリ]および [サブカテゴリ]によって決定します。

[色 ]の2つのフィールド([カテゴリ]および [サブカテゴリ])は階層内で関連付けられています。

そのため、[マーク]カード上でそれらの位置を交換し、[サブカテゴリ]を[カテゴリ]に移動させる

と、ビューから[カテゴリ]をまとめて削除した場合と同じ効果があります。ツリーマップが変化し、

各サブカテゴリに対して固有の色が付いタ長方形を示します:

[色 ]上の2つのフィールドが階層内で関連付けられていない場合、マークカード上でフィール

ドの順序を切り替え、カテゴリ別の色に使用されていたフィールドを連続シェードに使用した

り、その逆にすることができます。

Tableauで使用された色が好みでないない場合は変更できます。以下のいずれかを実行し

て [色の編集 ]ダイアログを開きます。

l Tableau Desktopでは、色の凡例をダブルクリックします。

l Tableau ServerまたはTableau Cloudでは、凡例の右上隅にあるドロップダウン矢印

をクリックします。

6. [ラベル]に[カテゴリ]、[サブカテゴリ]、[売上高 ]を追加してビューを見やすくします。ユーザー

は、小さすぎて既定ではテキストが表示されない任意の長方形をポイントすると、ヒントを表
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示できます。

ビューでのデータのフィルターリングと並べ替え

このセクションでは、Tableauビジュアライゼーションでデータのフィルターリングと並べ替えを行うさまざま

な方法について説明します。ビジュアライゼーションのデータをフィルターリングする方法、複数のワーク

シートやデータソースにまたがるデータをフィルターリングする方法、ビジュアライゼーションのデータを並

べ替える方法、ネストされた並べ替えを作成する方法などについては、以下の記事をお読みくださ

い。

ビューからのデータのフィルター

フィルターリングはデータ分析に不可欠な部分です。この記事では、ビューからデータをフィルターできる

多くの方法について説明します。また、ビューにインタラクティブフィルターを表示したり、ビュー内でフィ

ルターを書式設定したりする方法についても説明します。
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操作のフィルター順序

Tableauでのデータのフィルターを開始する前に、ワークブック内でTableauがフィルターを実行する

順序を把握しておくことが重要です。

Tableauは、ビューの操作を特定の順序で実行できます。これを「操作順序」と言います。フィルター

は以下の順序で実行されます。

1. 抽出フィルター

2. データソースフィルター

3. コンテキストフィルター

4. ディメンションに対するフィルター ([フィルター]シェルフまたはビュー内のフィルターカードのいずれ

か)

5. メジャーに対するフィルター ([フィルター]シェルフまたはビュー内のフィルターカードのいずれか)

詳細については、Tableau の操作の順序 ページ160を参照してください。

注 : 不連続ディメンションを[フィルター]シェルフにドラッグする場合、[フィルター]ダイアログボッ

クスにはフィルターリングのための次の4つのタブが表示されます: [全般 ]、[ワイルドカード]、[条
件 ]、[上位 ]。これらの各タブでの設定は加算的なもので、[全般 ]タブから開始となります。各

タブでの設定内容は、右側にある各タブでのフィルター結果に影響します。[フィルター]ダイア

ログボックスの詳細については、ディメンション、メジャー、および日付フィールドを [フィルター]
シェルフまでドラッグするページ1254およびカテゴリーデータ(ディメンション) のフィルターページ

1255を参照してください。

ビューにデータポイントを含めるか、データを除外するよう選択します

ビューから個別の日付ポイント(マーク)、または選択したデータポイントをフィルターできます。たとえ

ば、外れ値が入った散布図がある場合、残りのデータに集中できるように、それらの外れ値を削除す

る場合に便利です。

ビューからマークをフィルターするには、1つのマーク(データポイント)を選択するか、ビューをクリックア

ンドドラッグして複数のマークを選択します。表示されるツールヒントで、次を実行できます。

l ビュー内で選択したオプションのみを保持するには、[選択したデータのみを保持 ]を選択しま

す。
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l [除外 ]を選択し、選択したマークをビューから削除します。

注 : 同じフィールドにワイルドカード照合フィルターが既に指定されている場合、これらのフィル

ターオプションは使用できません。ワイルドカード照合フィルターの詳細については、ディメンショ

ン、メジャー、および日付フィールドを [フィルター] シェルフまでドラッグする次のページを参照し

てください。

ヘッダーを選択してデータをフィルターする

ヘッダーを選択してそれらをビューからフィルターすることもできます。

ビューからデータの行や列全体をフィルターするには、ビューのヘッダーを選択します。表示されたツール

ヒントで、選択したデータの [除外 ] または [選択したデータのみを保持 ]を選択します。

階層の一部である表のヘッダーを選択すると、次のレベルのヘッダーもすべて選択されます。たとえば、

下に示したビューは、[列 ]シェルフに配置された2つの無関係のディメンションと、[行 ]シェルフに配置さ

れた同じ階層の2つのレベルで構成されます。
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選択された行ヘッダーには "Category (カテゴリー)"ディメンションの "Furniture (家具 )"メンバー、お

よび"Sub-category (サブカテゴリー)"ディメンションの "Binders (バインダー)"メンバーと"Labels (ラ
ベル)"メンバーが含まれます。"Furniture (家族 )"が選択されると、階層内の次 (内側 )のレベルから

すべてのメンバーが自動的に選択されます。この場合、"Bookcases (本箱 )"、"Chairs (椅子 )"、
"Furnishings (家具 )"、および "Tables (テーブル)"メンバーを表します。

ディメンション、メジャー、および日付フィールドを[フィルター]シェルフまでドラッグする

フィルターを作成するもう1つの方法として、[フィルター]シェルフに [データ]ペインのフィールドを直接ド

ラッグできます。
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フィールドを[フィルター]シェルフに追加すると、[フィルター]ダイアログボックスが開き、フィルターを定義

できます。フィルターの対象がカテゴリーデータ(ディメンション)、定量的データ(メジャー)、日付フィール

ドのいずれであるかにより、[フィルター]ダイアログボックスは異なります。

カテゴリーデータ(ディメンション)のフィルター

ディメンションには、不連続のカテゴリーデータが格納されるため、この種類のフィールドをフィルターす

るには、包含または除外する値を選択する必要があります。

Tableau Desktopで [データ]ペインから[フィルター]シェルフにディメンションをドラッグすると、次の [フィ
ルター]ダイアログボックスが表示されます。
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l 全般 : [全般 ]タブを使用して、包含または除外する値を選択します。

l ワイルドカード(Tableau Desktopのみ):フィルター対象となるパターンを定義するには、[ワイル

ドカード]タブを使用します。たとえば、電子メールアドレスをフィルターする場合、特定のドメイ

ンからのメールのみを含めることができます。Googleの電子メールアドレスのみを含めるため

に、"@gmail.com"で終わるワイルドカードフィルターを定義できます。

l 条件 :フィルター基準となるルールを定義するには、[フィルター]ダイアログボックスの [条件 ]タブ

を使用します。たとえば、一連の製品の平均単価を表示するビューでは、平均単価が25ド

ル以上の製品のみを表示する場合があります。ビルトインのコントロールを使用して条件を作

成したり、カスタム式を作成したりできます。

l 上位 : [フィルター]ダイアログボックスの [上位 ]タブを使用して、ビューに含まれるデータを計算

する式を定義します。たとえば、一連の製品の平均配達所要時間を示すビューで、売上高

ごとに上位 (または下位 ) 15位 の製品のみを表示するように指定できます。特定の売上高

範囲 ($100,000より高いなど)を定義する代わりに、フィールド(製品 )内の他のメンバーを基

準とした制限値 (上位 15)を定義できます。
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重要な注意事項 :各タブでは、フィルターに定義が追加されます。たとえば、[全般 ]タブから値

を除外し、[上位 ]タブの下に制限を追加することもできます。両方のタブの選択内容と構成が

フィルターに適用されます。

いつでも、[全般 ]タブの [サマリー]の下でフィルターの定義を確認できます。

定量的データ(メジャー)のフィルター

メジャーには、定量的データが格納されるため、この種類のフィールドをフィルターするには、含める値

の範囲を選択する必要があります。

Tableau Desktopでは、[データ]ペインから[フィルター]シェルフにメジャーをドラッグすると、次のダイア

ログボックスが表示されます。

フィールドの集計方法を選択してから、[次へ]をクリックします。

次に表示されるダイアログボックスで、4種類の定量的フィルターを作成するオプションを選択できま

す。

[値の範囲 ]:ビューに含める範囲の最小値と最大値を指定するには、[値の範囲 ]オプションを選択し

ます。指定した値は範囲に含まれます。
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最小 :指定した最小値以上のすべての値を含めるには、[最小 ]オプションを選択します。この種類の

フィルターは、データが頻繁に変更されるために上限の指定が困難な場合に便利です。

最大 :指定した最大値以下のすべての値を含めるには、[最大 ]オプションを選択します。この種類の

フィルターは、データが頻繁に変更されるために下限の指定が困難な場合に便利です。

特別 : Null値をフィルターする[特別 ]オプションを選択します。[NULL値のみ]、[NULL以外の値の

み]、または [すべての値 ]を含めます。

注 : データソースが大きい場合、メジャーをフィルターすると、パフォーマンスが大幅に低下しま

す。メジャーを含むセットを作成してから、そのセットにフィルターを適用する方が、はるかに効

率的な場合もあります。セットの作成の詳細については、セットの作成 ページ1041を参照し

てください。

日付のフィルター

Tableau Desktopでは、[データ]ペインから[フィルター]シェルフに日付フィールドをドラッグすると、次

の [フィールドのフィルター]ダイアログボックスが表示されます。
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相対日付でフィルターするかどうか、日付範囲の間をフィルターするかどうか、ビューからフィルターする

不連続の日付または個別の日付を選択するかどうかを選択できます。

l 相対的日付のフィルター: [相対日付 ]をクリックすると、ビューを開いた日付と時刻に基づいて、

更新する日付の範囲を定義できます。たとえば、今年度の累計売上高、過去 30日間のす

べてのレコード、先週処理したバグの情報などを表示するとします。相対日付フィルターは、当

日ではなく特定のアンカー日付を基準とすることもできます。

l 日付範囲のフィルター:日付の範囲を選択し、フィルター対象となる固定範囲の日付を定義

します。たとえば、2009年 3月 1日と2009年 6月 12日の間のすべての注文を表示すること

ができます。

l 不連続の日付のフィルター:日付レベル全体を含める場合は、ダイアログボックスの不連続の

日付を選択します。たとえば、"Quarters (四半期 )"を選択すると、年に関係なく、ビューから特

定の四半期 (例 :Q1、Q2、Q3、Q4)をフィルターするよう選択できます。

最新の日付のプリセット: ワークブックが共有されているか、開かれているときに、フィルターで

データソース内の最新の日付のみが選択されるように確保する場合は、月 /日 /年または個別

の日付などの不連続の日付を選択し、その後、[全般 ]タブで [ワークブックを開いたときに最新

の日付値にフィルターします]を選択します。
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注 :最新の日付値をフィルターする場合は、この設定をワークブック内のデータソースフィ

ルターのみに適用します。

操作の順序で、最新の日付フィルターはワークブックにグローバルに適用されますが、コ

ンテキストフィルターはワークシートごとに適用されます。最新の日付は、ワークブックを

開いて初めて使用した直後、データソースフィルターの後、コンテキストフィルターの前

に決まります。その時点で日付が設定され、最新の日付プリセットがディメンションフィル

ターとして使用されます。

ビュー内で追加のフィルターを使用しており(相対日付フィルターやコンテキストフィルター

を含む)、それらの追加のフィルターがデータベース内の最新の日付からデータを選択し

ない場合、最新の日付値設定はデータのない空のビューとなることがあります。

Tableau ServerおよびTableau Cloudでは、ビューを初めてブラウザーに読み込んだと

きにプリセットが適用されますが、ブラウザーまたはデータの更新時は適用されません。

l 個別の日付のフィルター:個別の日付を選択し、ビューから特定の日付をフィルターします。

l その他の日付フィルターオプション: [相対日付 ]または [日付範囲 ]を選択すると、[フィルター]
ダイアログボックスが開きます。そのダイアログボックスで、[開始日 ]または [終了日 ]を定義でき

ます。[特別 ]を選択し、[NULLの日付 ]、[NULLでない日付 ]、または [すべての日付 ]を含める

こともできます。

表計算のフィルター

表計算のフィルターを作成するには、計算されたフィールドを作成してから、そのフィールドを[フィル
ター]シェルフに配置します。

表計算フィルターは操作順序の最後に適用されるため、表計算に基づくフィルターはデータセット内

の参照元データをフィルターしません。つまり、Tableauは最初のビュー内のあらゆる表計算を評価

し、その後、現在のビューの結果に表計算フィルターを適用します。

表計算フィルターの合計への適用

ビュー内に合計を表示し、表計算フィルターを合計に適用する場合は、そのフィルターのドロップダウン

メニュー ([フィルター]シェルフ上 )で [合計に適用 ]を選択できます。このオプションを使用して、表計算

フィルターが合計に適用されるタイミングを決定できます。
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このオプションは、ビュー内に合計を表示しており、ビューに表計算フィルターを追加している場合に

使用できます。合計を含む表内のすべての結果に表計算フィルターを適用するには、[合計に適用 ]
を選択します。

ビューでインタラクティブフィルターを表示する

インタラクティブフィルターが表示されている場合は、ビューにデータを迅速に含めたり、除外したりす

ることができます。
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注 : Web作成では、フィールドを[フィルター]シェルフにドラッグすると、自動的にビューにインタラ

クティブフィルターが追加されます。

ビューでフィルターを表示するには:

1. ビューでフィールドドロップダウンメニューをクリックし、[フィルターを表示 ]を選択します。

フィールドは自動的に [フィルター]シェルフに追加され (まだフィルターされていない場合 )、フィル
ターカードがビューに表示されます。カードを操作してデータをフィルターします。
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注 : Tableau Desktopでは、現在、ビューで使用されていないフィールド用のインタラクティブ

フィルターをビューに追加できます。そのためには、[データ]ペインでフィールドドロップダウンメ

ニューをクリックし、[フィルターを表示 ]を選択します。

フィルターカードの操作と外観のオプションを選択する

フィルターを表示すると、フィルターの機能とその外観を制御するためのさまざまなオプションがありま

す。これらのオプションには、ビュー内のフィルターカードの右上隅にあるドロップダウンメニューをクリッ

クしてアクセスできます。

一部のオプションは、あらゆる種類のフィルターで使用できますが、その他のオプションはフィルターの

対象がカテゴリーフィールド(ディメンション)か、定量的フィールド(メジャー)かによって異なります。

ビューやダッシュボードでのフィルターの表示方法、または Tableau ServerやTableau Cloudにパブ

リッシュする場合のフィルターの表示方法をカスタマイズすることができます。

一般的なフィルターカードオプションには、次のようなものがあります。

l [フィルターの編集 ] -このオプションを選択すると、メインの [フィルター]ダイアログボックスが開

き、条件や制限を追加することでフィルターをさらに絞り込むことができます。

l [フィルターの削除 ] - [フィルター]シェルフからフィルターを削除し、ビュー内のフィルターカードを

削除します。

l [ワークシートに適用 ] -フィルターを現在のワークシートにのみ適用するか、複数のワークシート

で共有するかを指定できます。詳細については、フィルターを複数のワークシートに適用する

ページ1285を参照してください。

l [フィルターの書式設定 ] (Tableau Desktopのみ) -ビュー内のすべてのフィルターカードのフォン

トと色をカスタマイズします。

l [関連値のみ] -フィルターに表示する値を指定します。このオプションを選択すると、他のフィル

ターが考慮され、それらのフィルターを通過した値のみが表示されます。たとえば、"State (州 )"
のフィルターで "Region (地域 )"のフィルターを使用すると、東部の州のみが表示されます。フィ
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ルターカードの上部のトグルを使用すると、このオプションと[データベース内のすべての値 ]オプ

ションを切り替えることができます。

l [階層内のすべての値 ] -フィルターに表示する値を指定します。階層フィールドからフィルターを

作成する場合、既定でこのオプションが選択されます。フィルター値は、階層内の親子関係の

関連性に基づいて表示されます。

l [データベース内のすべての値 ] -フィルターに表示する値を指定します。このオプションを選択す

ると、ビューのその他のフィルターにかかわらず、データベース内のすべての値が表示されます。

l [コンテキスト内のすべての値 ] (Tableau Desktopのみ) -ビュー内のフィルターの1つがコンテキ

ストフィルターである場合、異なるフィルターでこのオプションを選択すると、コンテキストフィル

ターを通過する値のみが表示されます。詳細については、コンテキストフィルターの使用 ページ

1280を参照してください。

l [値を含める] -このオプションを選択すると、フィルターカードの選択項目がビューに含められま

す。

l [除外値 ] -このオプションを選択すると、フィルターカードの選択項目がビューから除外されま

す。

l [カードの非表示 ] (Tableau Desktopのみ) -フィルターカードを非表示にしますが、フィルターは

[フィルター]シェルフから削除されません。

カードモードのフィルター

フィルターカードモードを選択し、ビュー内のフィルターカードの外観や操作をコントロールできます。

フィルターカードモードを選択するには、フィルターカードのドロップダウンメニューをクリックし、リストから

モードを選択します。
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オプションのリストに表示されるフィルターカードモードの種類は、フィルターの対象がディメンションで

あるかメジャーであるかによって異なります。次の表に、ディメンションやフィルターカードで利用可能な

フィルターカードモードの種類の短い説明を示します。

ディメンションの場合は、次のフィルターモードから選択できます。

l 単一値 (リスト):フィルターの値は、一度に1つの値のみを選択できるラジオボタンのリストとし

て表示されます。

l 単一値 (ドロップダウン):フィルターの値は、一度に1つの値のみを選択できるドロップダウンリ

ストに表示されます。

l 単一値 (スライダー):フィルターの値は、スライダーの範囲に沿って表示されます。度に選択で

きる値は1つのみです。このオプションは、日付などの暗黙的な順序のあるディメンションに役
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立ちます。

l [複数の値 (リスト)] -フィルターの値は、複数の値を選択するためのチェックボックスのリストとし

て表示されます。

l [複数の値 (ドロップダウン)]:フィルターの値は、一度に複数の値を選択できるドロップダウンリス

トに表示されます。

l 複数値 (カスタムリスト):数文字を入力して値を検索できるテキストボックスが表示されます。

または、値のリストをテキストボックスに入力するか貼り付けて、含める値のカスタムリストを作

成することもできます。

l ワイルドカード一致 :数文字を入力できるテキストボックスが表示されます。それらの文字に一

致するすべての値が自動的に選択されます。ワイルドカード文字としてアスタリスク文字を使用

できます。たとえば、「tab」という文字で始まるすべての値を選択するには、「tab*」と入力しま

す。パターン照合では、大文字と小文字は区別されません。多次元データソースを使用して

いる場合は、単一レベルの階層と属性をフィルターするときにのみ、このオプションを使用できま

す。

メジャーの場合は、次のフィルターモードから選択できます。

l [値 /日付の範囲 ] -フィルターされた値が、その他の値を含める/除外するよう調節できる2つの

スライダーとして表示されます。値を含めたり除外したりするには、スライダーを調整します。手

動で値を入力するには、上限および下限の読み出しをクリックします。

スライダーの範囲内の暗い部分をデータバーと呼びます。このバーには、ビュー内のデータポイ

ントが実際に位置する範囲が示されます。このインジケーターを使用して、データソース内の

データに適したフィルターを決定してください。たとえば、200,000 ～ 500,000ドルの値のみを含

む "Sales (売上高 )"フィールドをフィルターできますが、ビューには250,000 ～ 320,000ドルの

値のみが含まれるとします。ビューに表示されるデータの範囲は、データバーで示されますが、

フィルター範囲はスライダーで示されます。

l

注 : データバーは、フィルターされたフィールドもビュー内で使用されているフィルター内の

みで表示され (たとえば、列、行、マークカード上など)、[フィルター]シェルフのフィールド

と同じ集計レベルです。たとえば、SUM(Sales)のフィルターは、SUM(Sales)フィールド

がビューで使用される場合に、データバーのみを表示します。AVG(Sales)がビューで使

用されると表示されません。どちらのシナリオでも、フィルターされた [Sales (売上高 )]
フィールドがビューで使用され、後者の場合の集計はフィルターの集計とは異なります。
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l [最小 /開始日 ] -固定した最小値の単一のスライダーが表示されます。上限または下限を指

定しない範囲を使用してフィルターを作成するには、このオプションを使用します。

l [最大 /終了日 ] -固定した最大値のスライダーが表示されます。上限または下限を指定しな

い範囲を使用してフィルターを作成するには、このオプションを使用します。

l [現在を基準にする] -ビューを開いた日時に基づき、更新される動的な日付範囲を定義す

るためのコントロールが表示されます。このオプションは、連続日付フィールドのあるフィルターに

のみ利用できます。

l [期間を参照 ] -過去の日、週、月、3か月、1年、5年など、一般的な日付範囲が表示さ

れます。このオプションは、連続日付フィールドのあるフィルターにのみ利用できます。

注 :メジャーバリューまたはメジャーネーム用のフィルターを単一値のリストとして公開する場

合、[すべて]を選択することでフィルターが自動的に複数値のリストに変換されます。メジャー

バリューとメジャーネームの詳細については、メジャーバリューとメジャーネームページ1160を
参照してください。

フィルターカードのカスタマイズ

一般的なフィルターオプションやフィルターモードに加え、ワークシートやダッシュボードでのフィルターの

表示方法、またはWebにパブリッシュするとき、さらにTableau Desktopでパブリッシュするときのフィ

ルターの表示方法を制御することができます。

フィルターをカスタマイズするには、フィルターカードドロップダウンメニューをクリックして[カスタマイズ]を
選択します。
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次のオプションから選択できます。

l ["すべて" の値を表示 ] -複数値のリストおよび単一値のリストで既定で表示される[すべて]オ
プションの表示と非表示を切り替えます。

l [[検索 ] ボタンを表示 ] -フィルターの上部の [検索 ]ボタンの表示と非表示を切り替えます。

l [[含める/除外する] を表示 ] -フィルターカードメニューの [値を含める]コマンドと[値を除外 ]コ
マンドの表示と非表示を切り替えます。表示すると、ユーザーは包含モードと除外モード間で

フィルターを切り替えることができます。

l [コントロールタイプの表示 ] -ユーザーが表示されたクイックフィルターのタイプを変更できるよう

にするかどうかを切り替えます。たとえば、表示した場合、ユーザーは複数値のリストをコンパク

トリストに変更することができます。

l [[増やす/減らす] ボタンを表示 ] -フィルターの上部の [増やす/減らす]ボタン の表示と非表

示を切り替えます。

l

[すべての値を表示 ] ボタン-フィルターカードでの [すべての値を表示 ]ボタン の表示と非表

示を切り替えます。

ファイルターでデータが除外されている場合は常に、小さな赤い "x"が [すべての値を表示 ]ボタ

ンに表示されます。すべての値が表示されている場合は、赤い "x"が非表示になります。

l [[適用 ] ボタンを表示 ] -フィルターの下部の [適用 ]ボタンの表示と非表示を切り替えます。表

示される場合、フィルターへの変更は、ボタンをクリックした後にのみ適用されます。保留中の
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変更は緑色で表示されます。このオプションは、複数値のリストとドロップダウンでのみ使用す

ることができます。このオプションはWeb作成で使用可能です。

l [読み出しを表示 ] -範囲の上に最小値と最大値をテキストとして表示するかどうかを制御し

ます。読み出しを使用すると、スライダーを使用する代わりに新しい値を手動で入力すること

ができます。

l [スライダーを表示 ] -スライダーを表示するかどうかを制御します。このオプションがオフの場合、

フィルターには読み出しのみが表示されます。

l [NULL コントロールを表示 ] -フィルターでのNULL値の処理方法を制御するためのドロップダ

ウンリストを表示します。範囲内の値、範囲内の値とNULL値、NULL値のみ、NULL以外

の値、またはすべての値を選択できます。

l

注 : 上記のオプションには、Tableau ServerまたはTableau Cloudに対してパブリッシュ

されたビューで利用できないものもあります。

関連項目

l データソースからデータをフィルターするページ860

l データ行レベルでのアクセスの制限 ページ3082

複数のデータソースでのデータのフィルター

ワークブック内の複数のデータソースを操作する際、共通のフィールドを使用してそれらの間のデータ

を比較しなければならない場合があります。これを行うため、複数のプライマリデータソースでデータ

をフィルターできます。

たとえば、次のダッシュボードはカスタマーの注文数量、平均売上高、平均収益を示しています。3
つのビューがあります。各ビューはプライマリデータソースとして異なるデータソースを使用し、これらの

データソースにすべて共通のフィールドがあります。カスタマー名。また、"Customer Name (カスタマー

名 )"のビューにもフィルターカードがあります。
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これは多くの優れた情報を含む興味深いダッシュボードですが、分析対象の顧客別に、ダッシュボー

ド内のすべてのビューを同時に更新しなければならない場合があります。たとえば、顧客の1人である

"Aaron Riggs"からの平均売上高、収益、注文数を確認する場合があります。

これを行うため、[カスタマー名 ]フィールドで3つのデータソースすべてをフィルターリングできます。

次の手順に従い、複数のデータソースでデータをフィルターリングする方法を学習します。

はじめる前に、以下を把握しておく必要があります。

バージョン10.0以降、複数のプライマリデータソースをまたぐデータをフィルターできるようになりました。

セカンダリデータソースをまたぐデータのフィルターはできません。現在のTableau Desktopでは、ワーク

シートのセカンダリデータソースでのデータのフィルターリングはサポートされていません。

セカンダリデータソース全体でデータをフィルターする場合は、次の代替案を検討してください。

l ブレンドではなく、同じデータソース内の表を結合します。詳細については、データの結合 ペー

ジ739を参照してください。

l 表が異なるデータソース内にある場合は、クロスデータベース結合を作成します。詳細につい

ては、データの結合 ページ739を参照してください。

Tableau Software 1271

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l プライマリデータソースをセカンダリデータソースに、セカンダリデータソースをプライマリにしま

す。注 :これにより、必ずしも最終的なビューに必要な詳細レベルを実現できるとは限りませ

ん。

注 :大文字と小文字が混合しているデータ文字列が、フィルターで大文字と小文字を区別し

ないで処理されるようにするには、UPPER()文字列関数を使用して計算フィールドを作成

し、その計算フィールドを使用してフィルターのリレーションシップを作成します。

データソースフィルターのその他のFAQについては、Tableauコミュニティの「クロスデータソースフィ

ルターリングのFAQ」フォーラム投稿を参照してください。

Step 1データソース間の関係を定義する

データソース間のリレーションシップを作成する前に、マッピングの対象となるデータソース間に共通の

フィールドがあることを確認する必要があります。フィールドの名前を各データソースで同じにする必

要はありませんが、共通のデータを入れる必要があります。

共通のフィールドを特定した後、それらのフィールド間でリレーションシップを作成するか、フィールドを

互いにマッピングする必要があります。

フィールドの名前が同じ場合、Tableauはそれらが関連していると自動的に認識します。Tableauで

自動作成された既存のリレーションシップを変更するか、次の手順に従って異なるデータソース間の

2つのフィールドで新しいリレーションシップを作成できます。

2つのデータソース間のリレーションシップを定義するには:

1. [データ] > [リレーションシップの編集 ]を選択します。

2. [リレーションシップの編集 ]ダイアログボックスで、次を実行します。

l [プライマリデータソース]のデータソース、[セカンダリデータソース]のデータソースの

順に選択します。

l [カスタム]を選択します。

l 異なる名前を持つフィールド間のリレーションシップを定義するには、[追加 ] をクリックし

ます。

既存のリレーションシップを編集するには、右のフィールドを選択して、[編集 ] をクリック

します。

3. [フィールドマッピングの追加 /編集 ]ダイアログボックスで、次の操作を実行し、[OK]をクリック

します。
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l [プライマリデータソースフィールド]で、フィールドを選択します。

l [セカンダリデータソースフィールド]で、プライマリデータソースに選択したフィールドと同

様のデータが入ったフィールドを選択します。

リレーションシップの編集の詳細については、データのブレンドページ766を参照してくださ

い。

注 :リレーションシップを定義した後、データソース全体をフィルターするためにブレンドを

有効化する必要はありません ([データ]ペインのリンクアイコンをクリックする必要はありま

せん)。

プライマリデータソースとセカンダリデータソースの違いの詳細については、データのブレ

ンドページ766を参照してください。

Step 2フィルターをビューに追加する

データソース間のリレーションシップを定義した後、いずれかのワークシートに移動し、ディメンションを

[フィルター] シェルフにドラッグします。次に、ビューにデータを含める、またはデータを除外するよう選択

します。データのフィルターリングの詳細については、ビューからのデータのフィルターページ1251を参照

してください。

オプションのステップ:ビューでフィルターカードを表示します。[フィルター]シェルフのフィールドを右クリック

して、[フィルターの表示 ]を選択します。ビューに表示されるフィールドのフィルターカード。

フィルターカード(以前のクイックフィルター)の詳細については、ビューでインタラクティブフィルターを表

示するページ1262を参照してください。

Step 3フィルターをワークシートに適用する

フィルターを設定した後、関連するデータソースを使用するワークブック内のすべてのデータソースにそ

のフィルターを適用するか、選択したワークシートに適用できます。

l 関連データソースを使用するすべてのワークシートにフィルターを適用するには、[フィルター]
シェルフのフィールドを右クリックして [ワークシートに適用 ] > [関連データソースを使用するもの

すべて] を選択します。

[カスタマー名 ]フィールドが、関連データソースを使用するすべてのワークシートの [フィルター]
シェルフに追加されます。[フィルター]シェルフのフィールドの隣にアイコンが追加され、複数の

データソースにフィルターが適用されていること示します。
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任意のワークシートで [フィルター]シェルフのフィールドをポイントすると、そのフィルターのタイプ、

そのフィルターのソースフィールド、フィルターが適用される他のシートに関する詳細がわかりま

す。

l 選択したワークシートにフィルターを適用するには、[フィルター] シェルフのフィールドを右クリック

して [ワークシートに適用 ] > [選択したワークシート] を選択します。

[カスタマー名 ]フィールドが、選択したワークシートの [フィルター] シェルフに追加されます。[フィ
ルター]シェルフのフィールドの隣にアイコンが追加され、選択したワークシートにフィルターが適

用されていること示します。

次に、ダッシュボードでビューにフィルターを適用して"Aaron Riggs"に絞り込むと、これらの3つの

ビューがすべて更新され、"Aaron"は2010年、2011年、および2013年に注文を行い、平均

3,700ドルを支払ったことがわかります。これらの注文の平均収益は、1,000ドルになります。
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ソースフィールドとターゲットフィールド

複数のデータソースにフィルターを適用するときは、1つのソースフィールドと1つ以上のターゲット

フィールドを作成します。それぞれのワークシートの [フィルター] シェルフにソースフィールドとターゲット

フィールドの両方が表示されます。

ソースフィールドは、フィルターリングの対象となるフィールドです。

指定したワークシート上のターゲットフィールドは、そのデータフィールドに関連する別のデータソースの

フィールドです。そのワークシート上で実際にフィルターリングの対象となるフィールドです。

ソースフィールドにより、ターゲットフィールドから含めるフィールドや除外するデータが決まります。たと

えば、プライマリデータソースとして3つの異なるデータソース(A、B、およびC)を使用するワークシー

トが3つあるとします。各データソースには共通のフィールド(フルーツ)があり、データは次のようになり

ます。

データソースA からのフルーツ データソースB からのフルーツ データソースC からのフルーツ

リンゴ リンゴ リンゴ

オレンジ グレープフルーツ グレープフルーツ
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バナナ オレンジ オレンジ

梨 トマト

バナナ

データソースAからの "フルーツ"フィールドがクロスデータソースフィルターのソースフィールドの場

合、ターゲットフィールドに表示されるデータは、次のようになります。

データソースA からのフルー

ツ- ソースフィールド

データソースB からのフルーツ

- ターゲットフィールド

データソースC からのフルーツ

- ターゲットフィールド

リンゴ リンゴ リンゴ

オレンジ オレンジ オレンジ

バナナ バナナ

ソースフィールド内のデータと一致しないデータはターゲットフィールドから除外され、ワークシートや

フィルターカードには表示されません。

[フィルター]シェルフで、ソースフィールドは アイコン(ソースフィールドが、関連データソースを使用

するすべてのワークシートに適用される場合 )または アイコン(選択したワークシートに適用される

場合 )で示されます。ターゲットフィールドは、[フィルター]シェルフのフィールドに アイコンで示されま

す。また、[フィルター]シェルフのフィールドの横に または アイコンが表示されます。

相対日付フィルターの作成

相対日付フィルターは動的に更新され、現在の週、日付までの1年間、過去 10日間など、ビュー

を開いたときの期間が表示されます。相対日付フィルターを使用すると、常に最新のデータを表示す

るビューを簡単に作成できます。
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ステップ1:日付フィールドをフィルターシェルフにドラッグ

日付フィールドを[データ]ペインから[フィルター]シェルフにドラッグします。[フィールドのフィルター]ダイア

ログボックスで、[相対日付 ]を選択し、[次へ].をクリックします。

ステップ2:時間単位の選択

[フィルター]ダイアログボックスで、[相対日付 ]をクリックし、フィルターの時間の単位を選択します。たと

えば、過去 3週間のみを表示するには、[週 ] を選択します。
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ステップ3:期間の定義

[フィルター]ダイアログボックス下部のオプションを使用すると、ビューに含める期間を指定できます。た

とえば、過去 3週間を表示するには、[Last (過去 )]をクリックし、数字の3を選択します。

選択した特定の時間の範囲は、[フィルター]ダイアログボックスの右上に表示されます。
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注 : 「最終」の日付期間には、まだ一部の日付がまだ到来していない場合でも、現在の暦の

単位がすべて含まれます。たとえば、最終月を選択し、現在の日付が1月 7日である場合、

1月 1日から1月 31日までの日付が表示されます。

ステップ4:ビューの更新の確認

選択した相対日付範囲が常に表示されるようにビューが更新されます。

作成した相対日付フィルターをカードとしてビューに表示できます。ビューでインタラクティブフィルターを

表示するページ1262を参照してください。特定の日付範囲を確認するには、フィルターカードのメ

ニューをクリックします。
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コンテキストフィルターの使用

既定では、Tableauで設定したすべてのフィルターは個別に計算されます。つまり、各フィルターは他

のフィルターにかかわらず、データソース内のすべての行にアクセスします。ただし、ビューのコンテキスト

フィルターとして1つまたは複数のカテゴリーフィルターを設定することができます。コンテキストフィル

ターは、独立したフィルターと考えることができます。設定するその他のフィルターは、コンテキストフィ

ルターを通過するデータのみを処理するので、依存型フィルターとして定義されます。

コンテキストフィルターは次の目的で作成できます。

l 最初にフィルターを強制的に実行します。

l 依存型数値フィルターまたは上位 Nフィルターを作成します。対象データのみを含めるコンテ

キストフィルターを設定してから、数値フィルターまたは上位 Nフィルターを設定できます。

たとえば、大手食料品店チェーンの朝食製品を担当しているとします。タスクは、全店舗に関して収

益性の面で上位 10位の朝食用製品を見つけることです。データソースが非常に大きい場合、朝

食用製品のみを含めるようにコンテキストフィルターを設定します。その後、依存型フィルターとして

収益面で上位 10位のフィルターを作成すると、コンテキストフィルターを通過するデータのみが処理

されます。

コンテキストフィルターの作成

コンテキストフィルターを作成するには、既存のカテゴリーフィルターのコンテキストメニューで [コンテキ

ストに追加 ]を選択します。コンテキストが一度計算され、ビューが生成されます。その他のフィルター

は、すべてそのコンテキストを基準として計算されます。コンテキストフィルター:

1280 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l [フィルター]シェルフの上部に表示されます。

l [フィルター]シェルフ上の灰色のアイコンで示されます。

l シェルフに再配置することはできません。

下のように、"Ship Mode (出荷モード)"ディメンションがビューのコンテキストとなるように設定されま

す。"Region (地域 )"フィルターは、"Ship Mode (出荷モード)"を通過したデータのみを使用して計

算されます。

コンテキストフィルターは次の方法で変更できます。

l [フィルター]シェルフからフィールドを削除する–シェルフに他のコンテキストフィルターが残ってい

る場合、新しいコンテキストが計算されます。

l フィルターを編集する–コンテキストフィルターを編集するたびに新しいコンテキストが計算され

ます。

l [コンテキストから削除 ]を選択する–フィルターは標準のフィルターとしてシェルフに残ります。コ

ンテキストフィルターがシェルフに残っている場合、新しいコンテキストが計算されます。

コンテキストフィルターの高速化

特に大きいデータソースでコンテキストフィルターのパフォーマンスを向上させるには、次の一般的な規
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則に従います。

l データセットのサイズを大幅に削減できる1つのコンテキストフィルターを使用する方が、多く

のコンテキストフィルターを適用するよりはるかに優れています。

l データのモデル化をすべて完了してから、コンテキストを作成します。データモデルの変更 (ディ

メンションからメジャーへの変換など)では、コンテキストの再計算が必要です。

l コンテキストに必要なフィルターを設定し、コンテキストを作成してからフィールドを他のシェルフ

に追加します。この作業を最初に行うことにより、他のシェルフ上のフィールドを削除するときに

実行されるクエリが非常に高速になります。

l 日付に対してコンテキストフィルターを設定する場合、連続する日付を使用することができま

す。ただし、不連続の日付に対してYEAR(date)のような日付ビンやコンテキストフィルターを

使用すると、非常に効果的です。

注 :データソースの [データ]メニューで [参照整合性を想定 ]オプションを使用すると、コンテキ

ストフィルターがクエリパフォーマンスの向上に悪影響を及ぼす可能性があります。詳細につ

いては、「結合の参照整合性を仮定するページ755」を参照してください。

例 :コンテキストフィルターの作成

この例では、コンテキストフィルターを作成する方法を示します。まず、売上高が上位 10位の製品

を表示するようにビューをフィルターします。次に、上位 10位の家具製品を表示できるように、製品

カテゴリーでコンテキストフィルターを作成します。

1. サンプル - スーパーストアデータソースを使用して、下のような初期ビューを作成します。この

ビューでは、売上高が最も高いものが一番上になるように、すべてのサブカテゴリーが並べ替え

られています。
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2. 次に、上位 10位フィルターを作成し、ベストセラー製品のみを表示します。このフィルターは、

[フィルター]シェルフに"Sub-Category (サブカテゴリー)"フィールドをドラッグすることによって作

成できます。[フィルター]ダイアログボックスで [上位 ]タブに切り替え、合計売上高が上位 10
位のフィルターを定義します。上位 Nフィルターの定義の詳細については、ビューからのデータの

フィルターページ1251を参照してください。

3. [OK]をクリックすると、ビューがフィルターされ、売上高が上位 10位の製品が表示されます。
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4. ここで、家具製品のみを表示する別のフィルターを追加しましよう。[フィルター]シェルフに

"Category (カテゴリー)"フィールドをドラッグし、"Furniture (家具 )"のみを選択します。終了

したら、[OK]をクリックします。

ビューはフィルターされますが、10製品ではなく3製品のみが表示されます。これは、既定で

はすべてのフィルターは個別に評価され、ビューには結果の交差点が表示されるためです。そ

のため、このビューは、全体の上位 10位の製品の3つは家具製品であることを示していま

す。

5. 上位 10位の家具製品を確認するには、"Category (カテゴリー)"フィルターをコンテキストフィ

ルターにする必要があります。[フィルター]シェルフのフィールドを右クリックし、[コンテキストに追

加 ]を選択します。

6. コンテキストフィルターとしてマークされたフィルターとビューが更新され、上位 4位の家具製品

が表示されます。なぜ上位 10位ではないのでしょうか？なぜならば、サブカテゴリーのうち4つ

のみが家具を含んでいるからです。ただし、そのコンテキストの結果で上位 10位フィルターが

評価されていることがわかります。
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フィルターを複数のワークシートに適用する

フィルターをワークシートに追加すると、既定により、そのフィルターは現在のワークシートに適用されま

す。ワークブック内の他のワークシートにフィルターを適用しなければならない場合もあります。

フィルターを適用する特定のシートを選択するか、同じデータソースや関連データソースを使用するす

べてのワークシートにフィルターをグローバルに適用することができます。たとえば、特定の対象地域ま

たは対象商品のみを含めるフィルターを使用できます。新しいワークシートを作成するたびにこのフィル

ターを追加するのではなく、フィルターを一度作成してから、複数のワークシートにそれを適用すること

ができます。

グローバルフィルターの他の例については、Ryan Sleeper's Webサイトの「The Global Filters
Tab」、Interworksブログの「Dashboard Design: Adding Interactivity」も参照してください。

関連プライマリデータソースを使用しているすべてのワークシートにフィルターを適用する

このオプションは、関連データソースをプライマリデータソースとして使用しているすべてのワークシート

にフィルターを適用します。

注 :Web作成で、関連するプライマリデータソースを使用するワークシートにフィルターを適用

するには、Tableau Desktopでデータソース間の関係を設定してから、Webにパブリッシュする

必要があります。

詳細については、複数のデータソースでのデータのフィルターページ1270を参照してください。

関連プライマリデータソースを使用しているすべてのワークシートにフィルターを適用するには:

l [フィルター]シェルフで、フィールドを右クリックし、[ワークシートに適用 ] > [関連データソースを

使用するすべてのアイテム]の順に選択します。

このオプションを使用するフィルターは、ワークブック全体で有効になります。
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すべての関連データソースに適用されるフィルターに、アイコンが付いて表示されます。既存のワーク

シート上でフィルターが自動的に作成され、新しいワークシートで関連データソースを使用します。

フィルターに加えた変更は、すべてのワークシートに影響します。

現在のプライマリデータソースを使用しているすべてのワークシートにフィルターを適用す

る

このオプションは、現在のワークシートのプライマリデータソースをプライマリデータソースとして使用し

ているすべてのワークシートにフィルターを適用します。

現在のプライマリデータソースを使用しているすべてのワークシートにフィルターを適用するには:

l [フィルター]シェルフで、フィールドを右クリックし、[ワークシートに適用 ] > [このデータソースを使

用するすべてのアイテム]の順に選択します。

このオプションを使用するフィルターは、ワークブック全体で有効になります。

すべてのワークシートに適用されるフィルターは、データソースアイコン が付いて表示されます。

フィールドをビューにドラッグした後で新しいワークシートを作成すると、そのワークシート上でフィルター

が自動的に作成されます。

フィルターに加えた変更は、すべてのワークシートに影響します。

注 :ビュー内で複数のデータソースをブレンドしている場合、[このデータソースを使用するすべ

てのアイテム]を使用すると、現在のシートで同じプライマリデータソースを使用するすべての

シートにフィルターが追加されます。フィルターが適用されるシートは、フィルターフィールドの

データソースに基づいていません。

フィルターを適用してワークシートを選択する

このオプションを選択するとダイアログボックスが開き、そこから同じデータソースまたは関連データ

ソースを使用するワークシートをリストから選択できます。

ワークシートを選択するフィルターを適用するには:

l [フィルター]シェルフで、フィールドを右クリックし、[ワークシートに適用 ] > [選択したワークシー

ト]の順に選択します。

l [フィルターに適用 ]ダイアログボックスで、フィルターを適用するワークシートを選択します。同じ

フィールドにフィルターが含まれているシートが既にある場合は、ダイアログボックスにそのフィル

ターに関する詳細が表示されます。
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シートを選択すると、現在のフィルターによって既存のフィルター選択内容がオーバーライドされ

ます。

選択したワークシートに適用されるフィルターは、ワークシートアイコン が付いて表示されます。フィ

ルターに加えた変更は、選択したすべてのワークシートに影響します。

フィルターを現在のワークシートにのみ適用する

このオプションは現在のワークシートにのみ適用されます。このオプションは、新しいフィルターを作成す

るときに既定で選択されます。現在のワークシートに対してローカルなフィルターは、追加のアイコンな

しで表示されます。

フィルターを現在のワークシートにのみ適用するには:

l [フィルター]シェルフで、フィールドを右クリックし、[ワークシートに適用 ] > [このワークシートのみ]
の順に選択します。

すべてのシートまたは選択したワークシートにフィルターを適用してから、フィルターを現在のワークシー

トにのみ適用するように設定を変更した場合、フィルターはすべてのワークシートから削除されるわけ
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ではありません。そうではなく、フィルターは接続解除され、各ワークシートに対してローカルになりま

す。各ワークシートに移動して、フィルターを削除するか、選択項目を変更することができます。

ダッシュボードのすべてのワークシートをフィルターする

このオプションは、同じデータソースまたは関連データソースをプライマリデータソースとして使用して

いる、ダッシュボード内のすべてのワークシートにフィルターを適用します。

ダッシュボードのすべてのワークシートをフィルターするには:

l ダッシュボードで、フィルターカードのドロップダウンメニューをクリックし、[ワークシートに適用 ] >
[選択したワークシート] を選択します。

l [ワークシートにフィルターを適用 ]ダイアログボックスで、[ダッシュボード全体 ] を選択してから、

[OK] をクリックします。

注 :以前のバージョンのTableau Desktopでは、[このデータソースを使用するすべてのアイテ

ム]オプションは [グローバルにする]、[このワークシートのみ]オプションは [ローカルにする]と呼ば

れていました。

視覚化内でのデータの並べ替え

Tableauではさまざまな方法でデータを並べ替えることができます。Vizを表示しているときは、軸、

ヘッダー、またはフィールドラベルを1回クリックするだけで、データを並べ替えることができます。作成

環境では、ツールバーの並べ替えアイコンを使用してヘッダーや凡例を手動で並べ替えたり、並べ替

えメニューから並べ替えたりすることもできます。

ヒント:以下の例で使用されているワークブックをダウンロードして、実際に操作してみてください

(Tableau Desktopが必要です)。

軸、ヘッダー、またはフィールドラベルからすばやく並べ替え

並べ替えボタンを1回クリックすることにより、さまざまな方法でVizを並べ替えることができます。

いずれの場合も、1 回クリックすると降順で並べ替えが実行され、2 回クリックすると昇順で並べ替え

が実行され、3 回クリックすると並べ替えがクリアされます。
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軸 (メトリクスA)、ヘッダー (ライトグリーン)、フィールドラベル (色合い)に表示された並べ替えアイコン

参照元データが変化すると、並べ替えは更新されます。

軸からの並べ替え

1. 数値軸にカーソルを合わせて並べ替えアイコンを表示します。

2. アイコンをクリックして並べ替えます。

並べ替え:各色合い内の色がメトリクスAによって降順で並べ替えられる

この例では、[Metric A (メトリクスA)]の値に基づいて並べ替えが [Color (色 )]に適用されます (行の

並べ替え)。上図のような階層ディメンションがある場合、並べ替えは最も内側のディメンションに適用

されます。この例では、[色 ] は [色合い]の中で並べ替えられます。[濃いマゼンタ]は、[紫 ]の色合いの

ペインの中にとどまる必要があるため、Vizの最上部に並べ替えられることはありません。
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ヘッダーからの並べ替え

1. ヘッダーにカーソルを合わせて並べ替えアイコンを表示します。

2. アイコンをクリックして並べ替えます。

並べ替え: [Material (材料 )]が [Metric B (メトリクスB)]の [Green (緑 )]によって昇順で配置されている。

この例では、[Green (緑 )]のヘッダーが並べ替えに使用されているため、その値に基づいて並べ替え

が [Material (材料 )]に適用されます (列 ([Paint (塗料 )]、[Fabric (布 )]、[Paper (紙 )])の並べ替

え)。

注 :並べ替えオプションは、ヘッダーのツールヒントからも利用できます。ビューに表計算が含ま

れていても、ヘッダーのツールヒントに並べ替えオプションが表示されます。ただし、ヘッダーの並

べ替えオプションには表示されません。ビューに表計算が含まれている場合、このオプション

は、現在ビューにあるデータに基づいて手動の並べ替えを作成します。

フィールドラベルからの並べ替え

1. フィールドラベルにカーソルを合わせて並べ替えアイコンを表示します。

フィールドラベルの並べ替えアイコンは、ヘッダーや軸とは若干異なります。デフォルトのオプショ

ンはアルファベット順の並べ替えですが、ビュー内のフィールドによって並べ替えることができるメ

ニューもあります。

2. 「A-Z」アイコンをクリックして、アルファベット順に並べ替えます。または、メニューをクリックして、

並べ替えるフィールドを選択します。アイコンが棒グラフアイコンに切り替わったら、クリックして

並べ替えることができます。
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並べ替え: [Hue (色合い)]が [Metric B (メトリクスB)]によって降順で並べ替えられる。

この例では、[Metric B (メトリクスB)]の合計に基づいて並べ替えが最も外側のディメンション([Hue
(色合い)])に適用されます ([Metric B (メトリクスB)]が各色合い内のすべての色について集計されて

[Hue (色合い)]が並べ替えられます。したがって、[Purple (紫 )]、[Green (緑 )]、[Blue (青 )]の順になり

ます)。

並べ替えアイコンが表示されない場合

並べ替えアイコンが表示されない場合は、この機能がオフになっているか、そのビューを並べ替えること

ができない可能性があります。並べ替えアイコンは、散布図または表計算の軸では使用できません。

たとえば、散布図ではマークの位置がデータによって完全に決定されるため、数値軸で並べ替えること

ができません。

作成時の並べ替えオプション

オーサリング環境では、追加のオプションを使用できます。

ツールバーからの並べ替え

1. 並べ替えるディメンションを選択します。

フィールドを選択しないで並べ替えた場合、デフォルトの動作では最も内側のディメンションが

並べ替えられます。

2. ツールバーで適切な並べ替えボタン(昇順または降順 )を選択します。

Tableau Software 1291

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



この例の場合、[材料 ]フィールドを選択して並べ替えない限り、並べ替えは [色合い]に適用されま

す。ツールバーからの並べ替えは最も左側のメジャー (この場合は [Metric B (メトリクスB)])にも適用

されます。[Metric A (メトリクスA)]によって並べ替えるには、[列 ]シェルフでメジャーの順序を逆にする

か、別の並べ替え方法を使用する必要があります。この例は、[材料 ]による並べ替えの効果を示し

ています。[色合い]がビューから削除されます。

ドラッグアンドドロップによる並べ替え

手動で並べ替えるには、Vizや凡例でヘッダーを選択し、適切な位置までドラッグします。黒い太線

は、ヘッダをドロップする場所を示します)。

注 :凡例の並べ替えでは、凡例の表示方法だけでなくマークの順序も変更されます。最も下

にある凡例が、Viz内で最も下にあるマークになります。これは、軸やヘッダーに最も近いマー

クを意味し、マークが重なることができる散布図やその他のVizタイプでは最も下にあるマーク

を意味します。
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Vizでの特定フィールドの並べ替え

Tableauは、最新の International Components for Unicode (ICU)ライブラリを使用して並べ替え順

序を決定します。特定のフィールドの並べ替えメニューを使用すると、並べ替えをカスタマイズできま

す。(並べ替えメニューは連続メジャーでは使用できません)。

1. 並べ替えるフィールドを右クリック(Windows)またはControlを押しながらクリック(Mac)し、[並
べ替え]を選択します。

2. [並べ替え順 ]オプションを選択してから次のように動作を構成します。

l データソース順は、データソース内の並べ替え順序でデータを並べ替えます。一般に、

リレーショナルデータソースには自然な並べ替え順序が使用される傾向があります。自

然な並べ替え順序はアルファベット順の並べ替え順序の一種ですが、複数桁の数値

が1つの文字として扱われます。たとえば、アルファベット順では19が2より前に配置さ

れます (1が2より小さいため)が、自然な並べ替えでは2が19より前に配置されます

(2が19より小さいため)。

多次元のキューブデータソースを使用している場合、データソースの順序は、ディメン

ション内のメンバーの階層的な順序で定義されます。

l アルファベット順は、アルファベット順にデータを並べ替えます。この並べ替えでは大文字

と小文字が区別され (A ～ Zがa ～ zより前に配置される)、複数の桁が個別に処理

されます (19は2より前に配置されます)。

大文字と小文字を区別せずに並べ替えるには、UPPER()またはLOWER()関数を使

用して計算フィールドを作成し、大文字と小文字の違いを取り除きます。詳細について

は、文字列関数 ページ2190を参照してください。

l フィールドでは、並べ替え順序の決定に使用するフィールド値を指定します。このフィー

ルドをVizで使用する必要はありません。並べ替えフィールドの集計を選択することもで

きます。使用可能な集計オプションはフィールドタイプによって異なります。

l 手動では、値を選択し、リストにドラッグするか右側の矢印を使用して、目的の位置に

移動します。

l ネストでは、並べ替え順序の決定に使用するフィールド値を選択します。このフィールド

をVizで使用する必要はありません。並べ替えフィールドの集計を選択することもできま

す。使用可能な集計オプションはフィールドタイプによって異なります。

ネストされた並べ替え

並べ替える値が複数のペイン内に存在する場合は、2種類の並べ替え方法 (ネストとネストなし(ま
たは比較 ))があります。下図では、[Hue (色合い)]内の3つの値すべてが [Material (材料 )]内の3
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つのペインすべてに存在しています。ネストされた並べ替えでは、全ペインでの集計ではなく、ペインご

との値が扱われます。

ネスト ネストなし

ネストされた並べ替えでは、各ペインが個別に

扱われ、それぞれで行が並べ替えられます。

[Purple (紫 )]は [Fabric (布 )]と[Paper (紙 )]で
は [Green (緑 )]の上に配置されますが、[Paint
(塗料 )]では [Green (緑 )]の下に配置されま

す。

ネストなしの並べ替えでは、ペインをまたがって

値が考慮され、ペインごとに値の順序は同じに

なります。

[Purple (紫 )]は集計時に [Green (緑 )]を上回

るため、すべての材料で [Green (緑 )]の上に配

置されます。

ネストされた並べ替えは各ペインの視点からは

正しく見えますが、全体として見たときの違いを

示す集計情報を伝えることはできません。

ネストなしの並べ替えはペイン単位では正しく

ないように見えるかもしれませんが、全体として

見たときの違いを示す集計値を伝えることがで

きます。

軸からの並べ替えでは、既定ではネストされた

並べ替えが実行されます。

フィールドラベルからの並べ替えでは、既定では

ネストなしの並べ替えが実行されます。

注 :ネストされた並べ替えを作成すると、ディメンションをドリルダウンする際にその並べ替えが

継承されます。たとえば、[Hue (色合い)]によるネストされた並べ替えが [Color (色 )]に適用さ

れます。
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ディメンションをメジャーと同じシェルフに配置すると、そのメジャーには、ディメンションの各値に対応す

る軸がビューに表示されます。軸の並べ替えアイコンを使用すると、特にその値に関するネストされた

並べ替えが生成されます。

このシナリオでは、並べ替えられたディメンションの並べ替えメニューダイアログに追加のフィールドが追

加されます。この値による並べ替えの分割を停止するには、[フィルター条件 ]で当該のボックスをオフ

にします。

"不適切な"並べ替えについて

並べ替えロジックが明確でないと、ビューが正しく並べ替えられていないと思いがちです。ネストなしの

並べ替えが予期される場合にネストされた並べ替えが行われていると(またはその逆の場合 )、ビュー
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が正しくないと思える可能性があります。複数のペインがあるときに並べ替えを行うと、結果が並べ替

えていないように見えることもあります。

たとえば、このビューは並べ替えられていないように見えますが、実際には [メトリクスA]による[色合

い]で並べ替えられています。

ビューをシンプルにすると、並べ替えがよりはっきりします。

並べ替えアイコンにカーソルを合わせて並べ替えの説明を参照するか、ビューを一時的にシンプルに

して並べ替えをはっきりさせることができます。

並べ替えをクリアする

データの並べ替えは、ビューの多くの領域から行うことができます。一度にすべての並べ替えをクリアす

ると便利な場合があります。

特定のフィールドで並べ替えを削除するには、右クリックしてメニューを開き、[並べ替えのクリア]を選

択します。

ビュー内のすべての並べ替えを削除するには、ツールバーの [シートをクリア]アイコンの横にあるメ

ニューを開き、[並べ替えのクリア]を選択します。または、[ワークシート]メニューから、[クリア]、[並べ

替え]の順にクリックします。
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並べ替え機能を削除する

作成者は、パブリッシュされたコンテンツの並べ替えアイコンを無効にできます。これは、現在の並べ替

えを作成したとおりに維持するのに役立ちます。[ワークシート]メニューに移動し、[ソートコントロール

の表示 ]オプションのチェックをオフにします。これにより、ビューのユーザーが軸、ヘッダー、フィールドラベ

ルにカーソルを合わせたときに並べ替えアイコンが表示されなくなります。

フィールドラベル、ヘッダー、または軸を非表示にすることによっても、並べ替えアイコンを削除できま

す。

インサイトの紹介

このセクションでは、データのインサイトにスポットライトを当てるさまざまな方法について説明します。合

計を表示する方法、注釈を追加する方法、データポイントにカーソルを合わせたときに表示される

ツールヒントにビジュアライゼーションを埋め込む方法については、以下の記事をお読みください。タイト

ルやキャプションなどのテキストエレメントについては、タイトル、キャプション、ツールヒントおよび凡例の

書式設定 ページ2919を参照してください。

ビジュアライゼーションでの合計の表示

この記事では、ビジュアライゼーションでの総計および小計の表示方法のほか、これらの合計の計算

方法やビジュアライゼーションでの表示場所をカスタマイズする方法を示します。

総計の表示

ビジュアライゼーションで総計を表示するには:

1. [アナリティクス]ペインをクリックします。

2. [アナリティクス]ペインの [要約 ]で、[合計 ]を[合計の追加 ]ダイアログにドラッグし、[行の総計

を表示 ]または [列の総計を表示 ]オプションの上でドロップします。
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行の総計がビジュアライゼーションの右側に自動的に表示されます。列の総計がビジュアライゼーショ

ンの下部に自動的に表示されます。合計を表示する場所の移動方法の詳細については、合計の

移動 ページ1305を参照してください。

総計をオンにするには:

l ビューに少なくとも1つのヘッダーがあること–ヘッダーはディメンションを[列 ]シェルフまたは [行 ]
シェルフに配置すると表示されます。列ヘッダーが表示されている場合、列の総計を計算でき

ます。行ヘッダーが表示されている場合、行の総計を計算できます。

l メジャーが集計されていること–総計で表示される値は集計によって決まります。詳細につい

ては、総計と集計 ページ1301を参照してください。

l 連続ディメンションには総計を適用できません。

データのグラフィックビューについても総計を表示できます。下の図では、表に列ヘッダーしか含まれて

いないので、列の総計のみが計算されています。
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注 : 既定では、Microsoft Analysis Servicesデータソースに接続されている場合、合計はサー

バーで計算されます。Essbaseデータソースに接続されている場合は、キューブ内で指定され

ている集計を使用してローカルで計算されます。詳細については、合計の集計の構成 ページ

1305を参照してください。

総計計算のオプション

はじめて総計をオンにすると、合計は参照元データソースの非集計データを使用して計算されます。

次のビューを考えてみましょう。
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総計の下の最初の行の右にある平均は、$339です。しかし、行の4つの値 ($329、$306、$390、
$348)の平均を計算すると、結果は$339ではなく$343.25セントになります。この矛盾は、

Tableauが参照元データソースのデータの平均値を求めるため生じます。この場合、平均値を求め

る数値が4つ以上あり、おそらくそれ以上あります。結果は、地域に関係なく、"Ship Mode = First
Class (出荷モード=ファーストクラス)"、"Category = Furniture (カテゴリ=家具 )"というプロパティを

持つすべての値の平均から得られます。

ビュー内の数値に対応する合計を表示するには、Tableauで2つの平均計算を必要とします。たと

えば、"Ship Mode = First Class (出荷モード=ファーストクラス)"、"Category = Furniture (カテゴリ=
家具 )"、そして"Region = Central (地域 =中部 )"というプロパティを持つ全ての値を平均することで、

はじめにビュー内の個々のマーク(またはセル)の値を得なければなりません。その後、個々のマークの

結果を平均することで、それぞれの地域の結果を得なければなりません。幸いにも、2つの処理を行

う必要はありません。この種類の結果を表示するには、[分析 ]メニューから[合計 ] > [使用する全て

の合計 ] > [平均 ] を選択します。これで、データソース内の非集計データではなく、表示されている

値が平均されます。
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この種類の合計は、時々ツーパス合計として参照されます。その理由として、総計列に表示される平

均が2回集計されることが挙げられます。1回は列または行の値を得るために、その後総計を得るため

に再度列または行が集計されます。

総計と集計

総計をオンにすると、初期値はビューにあるフィールドの現在の総計を使用して計算されます。この場

合、合計はビュー内のデータではなく参照元データに基づいています。

たとえば、複数の製品についてSUM(Profit)を合計している場合、総計は収益の合計の合計になり

ます。SUMなどの集計では、複数の合計を合計しても依然として合計なので、総計を確認するのは

簡単です。ただし、他の集計方法を使用している場合、特にカスタム集計を使用している場合は、

予期しない結果になることがあるので注意が必要です。詳細については、「合計の集計の構成 ペー

ジ1305」を参照してください。集計や総計などの計算を確認するには、元になっている非集計のデー

タを表示することができます。

次の表では、標準の集計と、[分析 ]メニューの [合計 ] > [次を使用して総計 ]が既定値の [自動 ]に
設定されている場合に既定で計算される総計について説明します。

注 : [自動 ]の合計は、表計算およびセカンダリデータソースからのフィールドのみに使用可能で

す。合計の集計は、表計算やセカンダリデータソースからのフィールドには適用できません。

詳細については、Tableauナレッジベースの「総計をブレンドされたデータと共に表示する」およ

び「総計および小計に表計算で予想された数が表示されない」を参照してください。
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集計
計算の説

明

す。

分

散

分散を

使用し

た総計

は、それ

が属す

る行と

列の分

散では

なく、行

または

列の背

後にあ

る参照

元データ

です。

小計の表示

ビジュアライゼーションで小計を表示するには:

1. [アナリティクス]ペインをクリックします。

2. [アナリティクス]ペインの [要約 ]で、[合計 ]を[合計の追加 ]ダイアログにドラッグし、[小計 ]の
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上でドロップします。

合計の移動

既定では、行の総計と小計はビューの右側、列の総計と小計はビューの一番下に表示されます。

Tableau Desktopでは、合計をビューの左または一番上に表示するよう選択することもできます。

行の合計をビューの左に移動するには:

l [分析 ] > [合計 ]を選択し、[行の合計を左へ]を選択します。

列の合計をビューの一番上へ移動するには:

l [分析 ] > [合計 ]を選択し、[列の合計を一番上へ]を選択します。

合計の集計の構成

ビジュアライゼーションで合計をオンにした場合 (総計または総計、あるいは両方 )、合計の計算方法

を指定できます。たとえば、合計を計算するときは、合計、平均、最小、最大のいずれかから選択で

きます。

すべての合計を構成するには:

l [分析 ] > [合計 ] > [次を使用して総計 ]を選択し、リストから集計を選択します。
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特定のフィールドの合計を構成するには:

l ビュー内のフィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[次を使用して合

計 (自動 )]を選択してから、リストより集計を選択します。

[自動 ]を選択すると、非集計でビュー内のデータではない参照元データに基づいて合計されます。

総計計算のオプションページ1299を参照してください。Tableauの現在の集計を使用した合計の計

算方法に関する詳細については、総計と集計 ページ1301を参照してください。

他の値のいずれかを選択すると("合計"、"平均"、"最小"、または "最大")、全ての合計は選択さ

れた集計を使用して計算されます。計算は、ビュー内に表示されている集計データで実行されま

す。

追加の値である[サーバー]を利用できる場合があります。サーバーでの計算が必ずしも可能である

とは限りません。ビュー内の特定のメンバーで合計が空になる場合があります。サーバーでの計算を

使用する場合は、次の情報に留意してください。

l サーバーでの計算はASOキューブでのみ使用できます。

l サーバーでの計算は動的階層では使用できません。つまり、ビュー内のメンバーが、動的であ

ることを示すタグが付いているディメンションまたは階層の一部になっている場合、それらのメン

バーを合計の計算に使用する値のセットに含めることができません。そのため、そのメンバーは

ビューの中では空白になります。

l 集計の対象が、階層の別のレベルでの計算メンバーについての仮定に依存する式で定義さ

れた計算フィールドである場合、その集計はビューに空白で表示されます。

関連項目

高度な分析のビューへの適用 ([アナリティクス] ペイン)ページ45

注釈の追加

注釈をビジュアライゼーションに追加して、特定のマーク、地図上の場所などの特定のポイント、また

は散布図マークのクラスタなどのエリアをコールアウトします。

注 : Web作成では、(ワークシートまたはダッシュボード内の)ビューを右クリックしてポイントまた

はマーク注釈を選択することにより、注釈の作成や削除を実行できます。注釈を再度右ク

リックすると注釈を編集または削除できます。現時点では、注釈の書式設定や移動はWeb
ではサポートされていません。

ビジュアライゼーションに他のテキストエレメントを追加して書式設定するには、タイトル、キャプショ

ン、ツールヒントおよび凡例の書式設定 ページ2919を参照してください。
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注釈の追加

注釈をvizに追加するには

1. ワークシートでデータポイントを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)するか、vizで
注釈を追加する場所を特定して[注釈を付ける]を選択し、追加する注釈のタイプを選択し

ます。

Tableauでは、次の3つの注釈タイプがあります。

l マーク-選択したマークに関連付ける注釈を追加するには、このオプションを選択しま

す。このオプションは、データポイント(マーク)が選択されている場合にのみ使用できま

す。

l ポイント-ビュー内の特定のポイントに注釈を付けるには、このオプションを選択します。

l エリア-外れ値のクラスタ、対象範囲など、viz内のエリアに注釈を付けるには、このオプ

ションを選択します。

2. [注釈の編集 ]ダイアログボックスを開いて、注釈に表示するテキストを入力します。

注釈テキストに動的変数を挿入するには、[挿入 ]メニューを使用します。たとえば、注釈は参

照元データが変更されると更新されるデータ値を表示できます。使用できる動的変数は、マー

ク、ポイント、またはエリアに注釈を付けているかどうかによって決まります。

3. 終了したら、[OK]をクリックします。
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vizに注釈が付いて更新されます。

注釈の編集

注釈を編集するには
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1. viz内の注釈を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[編集 ]を選択します。

2. [注釈の編集 ]ダイアログボックスを開いて注釈テキストを編集し、[OK]をクリックします。

注釈の再配置

注釈を追加したら、注釈の移動、サイズの変更、線の調整、およびテキストの移動を行うことができ

ます。注釈の種類によって再配置や変更の方法が異なります。このセクションでは、注釈の種類ごと

に再配置、サイズ変更、および変更の方法について説明します。

マーク注釈

マーク注釈を選択すると、本体と線が選択され、複数のサイズ変更ハンドルが表示されます。これら

のハンドルを使用して、本体と線のサイズを変更します。
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本体の位置を変更するには

l 選択した注釈の本体をクリックして新しい位置にドラッグします。

本体のサイズを変更するには

l 本体のサイズ変更ハンドルをクリックして左右にドラッグします。テキストと高さは、本体の幅に

合わせて自動的に調整されます。

線のサイズを変更するには

l
線のサイズ変更ハンドルをクリックしてドラッグします。

ポイント注釈
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ポイント注釈は、リファレンスラインや軸上の値など、ビューの特定のポイントにマークを付けます。ポイ

ント注釈は、線とテキストで表示されます。ポイント注釈を選択すると、複数のサイズ変更ハンドルが

表示されます。これらのハンドルを使用して、本体と線の位置とサイズを変更します。

本体の位置を変更するには

l 選択した注釈の本体をクリックして新しい位置にドラッグします。本体を移動すると、選択した

特定のポイントを指すように、線のサイズは自動的に変更されます。

Tableau Software 1311

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



本体のサイズを変更するには

l 両側のサイズ変更ハンドル をクリックして左右にドラッグします。テキストと高さは、本体の幅

に合わせて自動的に調整されます。

線の終点を移動するには

l 新しい位置を指すように、線の終点 をクリックしてドラッグします。

エリア注釈
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エリア注釈を使用すると、ビューのエリアをハイライトまたはコールアウトすることができます。エリア注釈

は特定のマークに関連付けられておらず、一般的には複数のマークのコールアウトに使用されます。エ

リア注釈を選択すると、複数のサイズ変更ハンドルと2つのテキストハンドルが表示されます。これら

のハンドルを使用して、ボックスとテキストの位置とサイズを変更します。
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ボックスの位置を変更するには

l 選択した注釈のボックスをクリックして新しい位置にドラッグします。

ボックスのサイズを変更するには

l ボックスのサイズ変更ハンドルのいずれかをクリックしてドラッグします。
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テキストの位置を変更するには

l
中央のテキストハンドル をクリックして新しい位置にドラッグします。

テキストの幅を変更するには

l
右のテキストハンドル をクリックして左から右へドラッグします。テキストの高さは、幅に合わせ

て自動的に調整されます。
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注釈の書式設定

注釈のテキスト、本文、行を変更できます。たとえば、本体をボックスや単一端にするか、または完

全に非表示にするかどうかを指定できます。また、マークやポイント注釈の線の最後に矢印や点を付

けるか、線のままにするかなどを指定できます。

注釈を書式設定するには

1. 1つまたは複数の注釈を選択し、選択した注釈の1つを右クリック(MacではControlを押し

ながらクリック)して、[書式設定 ]を選択します。

[データ]ペインのワークスペース左側にある [書式設定 ] ペインを開きます。

2. [書式設定 ]ペインでドロップダウンを使用して、フォントのプロパティ、テキストの配置、線のス

タイル、および網掛けを指定します。

注釈の削除

vizから注釈を削除するには

1. vizで1つまたは複数の注釈を選択します。

2. 選択した注釈の1つを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)して、[削除 ]を選択

します。

関連項目

マークラベルの表示、非表示、および書式設定 ページ1227
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ツールヒント内でビューを作成する(ツールヒント内 Viz)

ビューを作り込み、データについての詳細を明らかにするための方法として、ビジュアライゼーション(Viz)
をツールヒント内に埋め込むことができます。これは、別名「ツールヒントViz」と呼ばれます。

ユーザーがマークにカーソルを合わせると、そのマークに対して別のビジュアライゼーションがフィルターさ

れて、ツールヒントに、関連するデータと詳細が表示されます。

関連するVizをツールヒント内に見せることで、現在のコンテキストにとどまり現在のビューに利用でき

るスペースを最大化しながら、異なるレベルあるいはより深いレベルで見る人をデータに惹き込むことが

できます。

ビデオを視聴する:より高度なヒントについては、55分間の無料のビデオプレゼンテーション「次のレベ

ルのツールヒント内 Viz」を視聴してください。

通常のツールヒントの編集方法については、ツールヒントの書式設定 ページ2923を参照してくださ

い。

ツールヒント内 Vizの一般的な作成手順

1. Tableauのソースワークシート内で、ビジュアライゼーションを作成します。

2. [ターゲット]ワークシートビューで、ツールヒント内 Vizとして機能する視覚化を作成します。ツー

ルヒント内 Vizとして見つけやすいように、ワークシートに名前を付けます。

3. ソースワークシートで、[マーク]カードの [ツールヒント]をクリックします。ツールヒントエディタで、

ツールヒント内 Vizターゲットワークシートに参照を挿入します。詳細については、ツールヒント
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内 Viz の構成 次のページを参照してください。

4. オプション:ツールヒント内 Vizのターゲットシートを非表示にします。詳細については、ツールヒ

ント内でビューを作成する (ツールヒント内 Viz)前のページを参照してください。

5. ソースワークシートビューで、各マークにカーソルを重ねてツールヒント内 Vizを確認します。

ツールヒントウィンドウに対してツールヒント内 Vizが大きすぎる場合は、ターゲットワークシー

ト視覚化の高さと幅を調整します。また、ターゲット視覚化で構造と詳細を簡素化したいと

考えるかもしれません。詳細については、ツールヒント内 Viz のサイズ変更 ページ1322を参照

してください。

注 : 既定では、ツールヒント内 Vizは、すべてのフィールドでフィルターされます。

[Selected Fields (選択されたフィールド)]のフィルターを定義して、ツールヒント内 Viz
の詳細レベルを変更します。詳細については、ツールヒント内 Viz のフィルター変更

ページ1323を参照してください。

ツールヒント内 Vizの構成

ツールヒント内 vizの作成には、ソースワークシート視覚化およびターゲットワークシート視覚化が必

要です。

これらの手順はソースビューの例として州別の営業利益を示すマップを使用し、ターゲットシートとし

て製品サブカテゴリーごとの利益を示すチャートを使用します。

ワークシートでのソースおよびターゲット視覚化の作成

1. Tableauで、ソースビジュアライゼーションとして使用するワークシートを見つけます。あるいは、

新しいワークシートに新しい視覚化を作成します。これがあなたのソースビューになります。

2. ターゲット視覚化として機能する、新しいワークシートを作成します。

ターゲットビューで使用されるフィルター数を最少にします。

3. その他のシートのリストで見つけられるように、ターゲットビューに名前を付けます。

ソースワークシートツールヒントへのターゲットワークシートへの参照の挿入

1. ソースシートで、[マーク]カードの [ツールヒント]ボタンをクリックしてツールチップエディターを開

きます。
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2. ツールチップエディターで [挿入 ]メニューをクリックします。[挿入 ]メニューで、[シート]を選択し

てからターゲットシートを選択します。

例 :
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ツールヒント内 vizのマークアップは自動的に追加できます。(この例では、元のマークアップ

フィールドは削除されています。)
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ツールヒント内 vizで自動的に生成されたマークアップの例

これは、この例で結果として生じるマークアップです。

<Sheet name="Tooltip: Profit by Sub-Category" maxwidth="300"

maxheight="300" filter="<All Fields>">

既定では、ツールヒント内 vizは「すべてのフィールド」 (可能な限りすべてのフィールド、および

最も具体的な詳細のレベルでフィルターリングされる)でフィルターリングされます。

[OK]をクリックします。

3. ソースシートに戻ってツールヒント内 vizをテストします。異なるマークの上にカーソルをかざし

て、結果として生じるツールヒント内 vizを見て確認します。ツールヒント内 Vizを改善するため

に必要であればターゲットビューに調整を行います。
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この例でのツールヒント内 vizは、ターゲットビュー内の一部のデータが表示されていないことを

示すメッセージを表示しています。このメッセージが表示されたら、ツールヒント内 Vizのパラ

メーターで高さと幅の設定を調整し、ビューのサイズを大きくすることができます。

ツールヒント内 Vizのサイズ変更

ツールヒント内 vizをリサイズするため、手動でmaxwidthおよびmaxheightの値を変更できま

す。既定のサイズは300 × 300ピクセルです。サイズを変更するには、"300"を手動で別の値と置き

換えます。600ピクセルを超える値を設定する必要がある場合は、ターゲットビューがそのツールヒン

ト内 vizにとって良い提供情報の候補であるかを再考しなくてはならないかもしれません。

1. ソースシートで、[マーク]カードの [ツールヒント]ボタンをクリックしてツールチップエディターを開

きます。

2. maxwidthおよびmaxheight内の数値を選択し、異なる値を入力して置き換えます。例 :

<Sheet name="Tooltip: Profit by Sub-Category" maxwidth="500"

maxheight="500" filter="<All Fields>">
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3. [OK]をクリックします。

幅および高さに500ピクセルを設定したツールヒント内 vizの例。作成者はターゲットシート

ビュー内でヘッダーテキストにも、より大きなスペースを作りました。

ツールヒント内 Vizのフィルター変更

既定では、ツールヒントVizは、すべてのフィールドでフィルターされます。つまり、ビューは現在のビュー

([フィルター]シェルフのフィールドは含まない)のすべてのディメンションに対し、最も具体的な詳細レベ

ルでフィルターされます。

フィルターアクションの選択されたフィールドと同じように、選択されたフィールドにフィルターを定義する

ことで、ツールヒント内 vizの詳細レベルを変更できます。

1. ソースシートで、[マーク]カードの [ツールヒント]ボタンをクリックしてツールチップエディターを開き

ます。

2. フィルターの値 (filter="<place cursor here>")の中にカーソルを置いて、[挿入 ] メ
ニューをクリックして利用可能なフィールドを選択します。または、手動で<すべてのフィールド>
の値をビュー内のフィールド名で置き換えます。例 :

<Sheet name="Tooltip: Profit by Sub-Category" maxwidth="300"

maxheight="500" filter="<State>">
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また、コンマでフィールド名を区切ることで、一つ以上の選択されたフィールドをフィルターリング

することができます。例 :

<Sheet name="Tooltip: Profit by Sub-Category" maxwidth="300"

maxheight="500" filter="<Country>,<State>">

日付レベルでフィルターするには、日付レベルを指定する文字列をフィールド名とともに含める

必要があります。例 :

<Sheet name="Tooltip: Profit by Month" maxwidth="300"

maxheight="300" filter="<MONTH(Order Date)>">

注 :ツールヒントVizスクリプトの日付フィルターは、ビュー内のフィールドの日付レベルと

正確に一致している必要があります。

ツールヒント内 Vizワークシートの非表示と表示を切り替えます

ダッシュボードやストーリーの場合と同様のオプションを使用して、ツールヒントVizで使用されるワーク

シートの表示と非表示を切り替えることができます。

ツールヒント内 Vizワークシートの非表示

注 : ダッシュボードのソースシートが非表示になっている場合、最初にそのダッシュボードから

ワークシートを表示に切り替えてアクセスできるようにする必要があります。詳細については、

ダッシュボードとストーリーでのシートの管理 ページ2750を参照してください。

ツールヒントVizのワークシートを非表示に切り替えるには、ツールヒントVizであるターゲットワーク

シートのタブで、[非表示 ]を選択します。
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ツールヒント内 Vizワークシートの表示

ツールヒントVizワークシートを表示するには、ソースワークシートのタブで [すべてのシートの再表示 ]
を選択します。
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ツールヒント内 Vizの例

ツールヒント内 Vizを作成すると、ユーザーはあるマーク上にカーソルをかざして詳細を必要な時に、

元のビューのコンテキスト内で吟味できます。ツールヒント内 Vizとはデータの静的な画像を現在の

ビュー内のマークに関連する別のビューから見たものです。マーク上にカーソルをかざすか選択すること

で、もう1枚のシートから、そのマークに関する内容にフィルターリングされたデータがツールヒント内に

表示されます。

ビデオを視聴する:詳細な例と関連する概念を確認するには、55分間の無料のビデオプレゼンテー

ションである「次のレベルのツールヒント内 Viz (英語 )」を参照してください。

ツールヒント内 vizは、次を見せるために使用します。
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l 別の詳細レベルにあるデータ

l 異なるが、関連するデータ

l マークの値が時間の経過と共にどう変化するか
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l 1つのツールヒントに複数のビジュアライゼーション
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l メインビューの凡例
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関連ビューをツールヒント内に見せることで、見る人をデータにより深いレベルで惹き込み、現在利用

できるビューを最大限活用できます。

ツールヒント内 Vizの使用と構成に関するヒントと注意事項

l ツールヒント内 Vizを作成するためにワークシートを使用できますが、ダッシュボードやストー

リーは使用できません。

l ツールヒント内 vizはターゲットビューの静的な画像であり、インタラクティブなシートではありま

せん。ツールヒント内 vizは、それ自身のツールヒント内 vizを持つことができません。

l ツールヒント内 vizの作成には、ソースワークシート視覚化およびターゲットワークシート視覚

化が必要です。ターゲットビューを作成して、ツールヒントエディター内で利用可能にする必

要があります。

l ターゲットシートに関しては、ツールヒント:ビュー名 など、ツールヒント内で表示する予定の標

準的な命名規則を使用します標準的な命名規則を使用することで、ツールヒントで使用し

ているビューを把握する役に立ちます。

l ターゲットビューでは、ビューのデータのサイズと、ツールヒント内でどのように見えるのかを考慮

します。構成中にツールヒント内 vizのサイズを指定できますが、パブリッシュ前に実際にどのよ

うに表示されるかを見て、倍によってはビュー内で調整をする必要があるでしょう。

ターゲットビューは、ソースビューのコンテキストで表示されます。ターゲット視覚化をシンプルに

しておくと、パフォーマンスと認知的負荷の軽減に役立ちます。

l ソースシートで [表示形式 ]をクリックすると、ビューの構造が変化し、ツールヒント内 Viz参照

を含む、すべてのツールヒントの編集がリセットされます。ツールヒント内 Vizを再構成する必

要があります。

l 1枚のターゲットシートは、参照シートから直接フィルターが適用されるため、一度に1つの

ツールヒントのみから参照できます。あるシートがツールヒント内のターゲットシートとして既に

使用中の場合、ツールヒントエディタ内では選択できなくなります。

l 既定では、ツールヒント内 vizはすべてのフィールドでフィルターリングされ、これによりレコードを

マッチングする際にビュー内の全フィールド(最も具体的な詳細のレベル)が考慮されます。フィ

ルターアクションの[Selected Fields (選択されたフィールド)]と同じように、[Selected Fields
(選択されたフィールド)]にフィルターを定義することで、ツールヒント内 vizの詳細レベルを変更

できます。関連する詳細については、詳細なハイライトアクションの作成 ページ1347を参照し

てください。

[Selected Fields (選択されたフィールド)]でのフィルタリングは、異なるデータソースには影響し

ません。ソースビューとターゲットビューが異なるデータソースを使用している場合、すべての
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フィールドをフィルターリングすると、自動的に共通のフィールド(同じ別名を使用している場合 )
を検出し、それらをフィルターリングします。ただし、[Selected Fields (選択されたフィールド)]の
フィルターリングは機能しません。
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アクション

アクションを使用してコンテキストとインタラクティブ性をデータに追加します。ユーザーはマークを選択し

たり、カーソルを合わせたり、メニューをクリックしたりすることでビジュアライゼーションを操作し、設定し

たアクションは移動やビュー内の変更に対応できます。

たとえば、地域別の住宅販売個数を示すダッシュボードでアクションを使用すると、選択した地域の

関連情報を表示できます。あるビューで地域を選択すると、マップビューで関連住宅をハイライトする

アクションがトリガーされ、販売された住宅のリストがフィルターされ、地域の人口調査データを示す外

部 Webページが開きます。関連情報と例については、Tableau Publicブログの「ダッシュボードアク

ションに関する大まかなガイド(英語 )」を参照してください。

次に、さまざまなタイプのアクションを使用する方法を示します。

l フィルター。あるビューのデータを使用して別のビューのデータをフィルターし、分析のガイドに役

立てることができます。

l ハイライト。特定のマークに色を付け、他のすべてのマークを薄く表示して、興味のあるマークに

注意を喚起します。

l URL に移動。Webページ、ファイル、別のTableauワークシートなどの外部リソースへのハイ

パーリンクを作成します。

l シートに移動。他のワークシート、ダッシュボード、またはストーリーへの移動を簡素化します。

l パラメーターの変更。ユーザーはViz上でマークを直接操作することで、パラメーター値を変更

することができます。

l 設定値の変更。ユーザーはViz上でマークを直接操作することで、セットに含まれる値を変更

することができます。

フィルターアクション

フィルターアクションにより、ワークシート間で情報が送信されます。通常、フィルターアクションは、選

択したマークから関連情報を示す別のシートに情報を送信します。フィルターアクションはバックグラウ

ンドで、関連するソースフィールドのデータ値をフィルターとして送信先のシートに送信します。

たとえば、住宅の販売価格を示すビューで特定の住宅を選択する場合、フィルターアクションを使用

すると別のビューで比較物件をすべて表示できます。フィルターのソースフィールドには販売価格と敷

地面積が含まれる場合があります。

実際のアクションについてのビデオを見る。フィルターアクションについては 2:20 の時点で取り上げられ

ています。
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フィルターアクションの作成と編集

1. 次のいずれかを実行します。

l ワークシートで [ワークシート] > [アクション]を選択します。

l ダッシュボードから[ダッシュボード] > [アクション]を選択します。

ダッシュボードシートのドロップダウンメニューから、[フィルターとして使用 ]を選択するこ

ともできます。[アクション]ダイアログボックスでは、この方法で作成されたアクションの既

定の名前に"生成済み"が表示されます。
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2. [アクション]ダイアログボックスで、[アクションの追加 ]をクリックして、[フィルター]を選択します。

または、既存のアクションを選択し、[編集 ]を選択します。

3. アクションの名前を指定します。

ヒント:アクションをツールヒントメニューから起動する場合は、ユーザーがアクションの目

的を理解できるよう説明的な名称を使用します。[名前 ]ボックスの右にあるメニューか

ら、選択したフィールドの値から得られる変数を挿入できます。

4. ソースシートまたはデータソースを選択します。データソースまたはダッシュボードを選択する場

合、アクションを起動する関連するシートを選択できます。
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5. アクションの実行方法を指定します。

l ポイント-ユーザーがビュー内のマークの上にカーソルを合わせる場合に実行します。

l 選択 -ユーザーがビュー内のマークをクリックする場合に実行します。複数のマークを選

択しているときにアクションを実行しないようにするには、[シングルクリックのみ]を選択し

ます。

l メニュー -ビュー内の選択したマークを右クリック(Windows)またはControlを押しなが

らクリック(Mac OS)して、ツールヒントメニューのオプションを選択します。

6. ターゲットシートを選択します。ダッシュボードを選択したら、その中に一緒に1つまたは複数

のシートを選択できます。

7. ビュー内の選択がクリアされた場合の動作を指定します。

l フィルターを残す -フィルター済の結果をターゲットシートに表示しつづけます。(Web作

成モードでは、これには[Keep filtered values (フィルター済みの値を保持する)]という

1336 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



ラベルが付いています。

l すべての値を表示 -すべての値を含むようにフィルターを変更します。

l すべての値を除外 -すべての値を除外するようにフィルターを変更します。別のシートの

値が選択された場合に複数のシートのみを表示するダッシュボードを作成する際は、こ

のオプションが役立ちます。

8. ターゲットシートに表示するデータを指定します。[すべてのフィールド]または [選択したフィール

ド]でフィルターします。

9. [ソースフィールド]を選択する場合、[ソースフィールド]列のドロップダウンメニューをクリックし

て、フィールドを選択します。次に、ターゲットデータソースとフィールドを選択します。

注 : USERNAME()などのユーザー関数に依存するフィルターアクションは、行レベルの

セキュリティによってデータへのアクセスが制限されるため、機能しません。

利用可能なターゲットフィールドの理解

［フィルターの追加］ダイアログボックスで、ターゲットフィールドドロップダウンリストで利用可能なフィー

ルドは、ソースフィールドのデータ型に限られています。例えば、ソースのテキストフィールドを選択する

と、テキストフィールドだけがターゲットとして利用可能です。

リレーショナルデータソースに接続している場合、フィールド名が一致しなくても、シートリンクをデータ

ソースに追加できます。たとえば、あるデータソースに"Latitude"フィールド、別のデータソースに"Lat"
フィールドがある場合、［フィルターの追加］ダイアログボックスのドロップダウンリストを使用してフィール

ドを関連付けることができます。多次元データソースを使用する場合、送信先シートは同じデータ

ソースをソースシートとして使用し、ソースフィールド名とターゲットフィールド名が一致している必要が

あります。( Tableauでは、Windowsのみで多次元データソースをサポートしています)。
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ハイライトアクション

ハイライトアクションにより、特定のマークに色を付け、他のすべてのマークを薄く表示して、興味のあ

るマークに注意を喚起することができます。さまざまなツールを使用してビュー内のマークをハイライト

できます。たとえば、ハイライトするマークを手動で選択、色の凡例を使用して関連するマークを選

択、ハイライターを使用してコンテキスト内のマークを検索、または詳細なハイライトアクションを作成

することができます。

次の表は、ビュー、ダッシュボード、ストーリーでのマークのハイライトに使用できるさまざまな方法を示

しています。

ハイライト方

法

利点 ハイライトを使用する場面

マークの選択

ページ2595

l マークのグループを手動で選択して

ビューでハイライトを行います。

l 選択内容はワークブックに保存され

ます。

l 選択したマークを手動でハイ

ライトし、それ以外を薄く表示

する場合。

l 小規模のドメインまたは少量

のデータのビューに適していま

す。

凡例 l 1方向および双方向ハイライトをサ

ポートします。

l 色、サイズ、形状でのハイライト。

l ワークブックやシートのハイライトアク

ションは、ツールバーから無効または

有効にすることができます。

l 選択項目はワークブックに保存さ

れ、パブリッシュ時にダッシュボードや

ストーリーに含めることができます。

l ビュー内で選択メンバーに焦

点を当て、それ以外のメン

バーを暗くする場合。

l 凡例のみ、またはビューの凡

例を使用してハイライトする

場合。

l 小規模のドメインまたは少量

のデータのビューに適していま

す。

ハイライター l キーワードを使用するか、ドロップダ

ウンリストから選択してビューのデー

タポイントを検索します。

l 他のデータポイントのコンテキストを

保持しながらマークをハイライトしま

す。

l ビューに含まれる不連続フィー

ルドのマーク、またはマークのグ

ループをハイライトする場合。

l 瞬時にハイライトして、アドホッ

ク比較を実行する場合。

l 大規模なドメインおよび大量
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l 参照元データを更新すると、値は

自動的に更新されます。

l ワークシートに追加されたハイライ

ターは、ダッシュボードやストーリーに

も表示されます。

のデータに適しています。

アクション

(Tableau
Desktopの

み)

l 定義する条件に基づいてデータを

ハイライトします。

l ハイライト操作を適用するソースお

よびターゲットシートを指定します。

l ハイライトに使用するフィールドを指

定します。

l 1回のクリックで実行するさまざまな

種類の操作を指定できます (フィル
ターとハイライトなど)。

l ダッシュボード内でインタラク

ティブな探索を構築する場

合。

l 特定のフィールドを使用して

ダッシュボード内のデータポイ

ントをハイライトする場合。

凡例のハイライト

凡例のハイライトを使用して、ビュー内の特定のマークにユーザーの注意を集めることができます。凡

例のハイライトをオンにすると、凡例項目に関連付けられたマークがハイライトされ、その他のマークは

薄く表示されます。

1方向 または双方向 ハイライトのいずれかを使用して、ビュー内のマークをハイライトできます。

凡例の上部のアイコンは、使用中のモードを示しています。

l 一方向ハイライトでは、凡例内の値を使用してマークをハイライトできます。

l 双方向ハイライトでは、凡例またはビューのいずれかを使用してマークをハイライトすることがで

きます。これはデフォルトの設定です。ビューのマークをハイライトすると、凡例の一致するメン

バーもハイライトされます。

また、ワークブックやシートのハイライトは、ツールバーから無効にすることもできます。この操作は、凡

例上のハイライトアイコンを非表示にします。ツールバーのハイライトオプションの使用の詳細について

は、[ハイライト] ツールバーボタンページ1345を参照してください。

この例では、次のビューにはいくつかの製品の注文数と利益の関係が示されています。左のビューには

色の凡例の標準の機能が使用され、すべてのマークは出荷モードに基づいて色分けされています。

右のビューには、セカンドクラスで出荷済みの製品をコールアウトする凡例のハイライトが使用されて

います。
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通常の色の凡例 ハイライトが有効な色の凡例

凡例のハイライトモードと標準モードは、[凡例 ]カードメニューを使用すると簡単に切り替えることが

できます。色の凡例の場合、ビューのハイライトされている状態が適切な場合は、ハイライト色をカ

ラーパレットに割り当てることができます。元の色はハイライト色に置き換えられます。

凡例のハイライトをオンにする

1. 凡例の上部にある[ハイライト]ボタン をクリックします。

Tableau Desktopを使用している場合は、凡例カードメニューの [選択したアイテムをハイライ

ト]を選択して凡例のハイライトをオンにすることもできます。

この例は、色の凡例を使用してハイライトを示します。色の凡例は既定でオンになっていま

す。
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2. 色の凡例でアイテムを選択します。

凡例のハイライトをオンにすると、色の凡例で別のアイテムを選択して、ビューの特定のデータに

すばやく注目することができます。凡例のハイライトをオンにすると、ハイライトアクションが作成

され、[アクション]ダイアログボックスで変更できます。

凡例のハイライトをオフにする

凡例の上部にある[ハイライト]ボタン をクリックします。これによりハイライトを一方向に変更し、凡

例を使用してビュー内の一致するマークをハイライトできます。

Tableau Desktopでの凡例のハイライト

Tableau Desktopを使用している場合は、凡例カードメニューの [選択したアイテムをハイライト]を選

択して凡例のハイライトをオフにすることもできます。ハイライターの凡例のハイライトをオフにすると、[ア
クション]ダイアログボックスからアクションが削除されます。

ビューのハイライトされている状態が適切なため、凡例のハイライトモードをオフにしても特定のメン

バーをハイライトしたままにするには、ハイライト色を既存のカラーパレットに割り当てます。元の色の

凡例は破棄され、ハイライト色がその凡例の新しいカラーパレットになります。

ハイライト色をカラーパレットに割り当てるには、[色の凡例 ]カードメニューの [ハイライト色をパレットに

割り当てる]を選択します。
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コンテキスト内のデータポイントをハイライトする

大量のデータが含まれるビューがある場合、特定のマークやマークのグループをインタラクティブに探索

し、同時にビュー内に表示されるこれらのコンテキストを維持しなければならないことがあります。

これを行うために、ビューに含まれ、詳細のレベルに影響する1つ以上の不連続フィールドに対して

ハイライトをオンにすることができます (詳細については、ディメンションのビューの詳細レベルへの影響

ページ149を参照してください)。

キーワードを使用して一致するデータポイントを検索できます。ハイライターは、キーワード検索と一

致または部分一致するマークをただちにハイライトします。ビュー内の参照元データソースを更新する

と、ハイライターに表示されるビューも自動的に更新されます。

以下の例では、ハイライターは "College (大学 )"フィールドでオンになっています。「Public」の部分

キーワード検索を入力すると、2つの一致候補が返されます。ビュー内で、部分検索に一致する

マークのグループがハイライトされます。Public AffairsおよびPublic Health。
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ビュー内で必要なだけ不連続フィールドにハイライターをオンにできます。ただし、ハイライトに使用でき

る値は1回に1つのみです。ダッシュボードやストーリーにハイライトオプションを含めるには、ダッシュ

ボードに追加する前にワークシート内でそれらのオプションをオンにし、次に上部メニューの [分析 ] >
[ハイライター]、リスト内のフィールドの順に選択します。

Tableau Desktop のみ:ハイライターカードの書式設定をオンにした後で変更するには、[書式設定 ]
> [ハイライター] を選択します。

ダッシュボード上のワークシートに同じフィールドが含まれている場合、ハイライターはこれらの

ワークシート全体で動作します。同じフィールドが見つからない場合、ハイライトされた値に一

致が見つからず、これらのワークシートの値は薄く表示されます。ダッシュボードに複数のハイラ

イターを表示する場合、一度に1つのハイライターのみをアクティブにできます。この場合、ハイ

ライトは最後に使用されたハイライターを示します。

ハイライトをオンにする

1. ビューに含まれていて、かつ、ビューの詳細レベルに影響を与えている不連続フィールドを右ク

リックします。次に、コンテキストメニューから[ハイライターの表示 ]を選択します。
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2. ハイライターダイアログボックス内をクリックし、次のいずれかを実行します。

l ハイライトするマークと一致する検索キーワードを入力します。

l 検索テキストを含むすべての関連一致を検索するには、部分キーワードを入力しま

す。

l ドロップダウンリストで項目を選択します。1度 1つのアイテムを選択できます。

l ドロップダウンリストでアイテムをポイントし、ビューのマークをハイライトしてアドホック分

析を行います。
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上の画像をクリックするとアニメーションが再生されます。

3. ステップ1と2を繰り返してハイライターを追加します。

ハイライトされたマークにマークラベルを表示することもできます。[マーク]カードでマークラベルを

オンにするには、[ラベル]をクリックして[マークラベルの表示 ]チェックボックスを選択し、[ラベル

を付けるマーク]セクションで [ハイライト]を選択します。

[ハイライト]ツールバーボタン

ハイライトアクションを追加するもう1つの方法は、ツールバーのハイライトボタンの使用です。凡例の

ハイライトと同様、ツールバーのボタンを使用すると、関連するマークのコレクションをビューの中でハイ

ライトでき、双方向のハイライトと同様に機能します。ハイライトをオンにするには、ツールバーメニュー

で、ハイライトに使用するフィールドを選択します。ドロップダウンリストには、ビューのアクティブなフィー

ルドが表示されます。次に、関連するデータを表示するためビュー内のマークを選択します。
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たとえば、次のビューには、[ 売上 ]と[収益 ]を[地域 ]別に表示することができます。[出荷モード]の
ハイライトをオンを選択し、マークを選択すると、そのマークの出荷モードを使用して出荷されたその

他のマークがすべてハイライトされます。この場合、セカンドクラスで出荷された米国中のすべての製

品をすばやく確認できます。

また、ツールバーメニューにより、[すべてのフィールド]または[日付と時刻 ]をハイライトできます。[すべ

てのフィールド]を選択すると、レコードの一致を確認する際にビュー内のすべてのフィールドが考慮さ

1346 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



れます。[日付と時刻 ]を選択すると、ビュー内のすべての "日付"および "時刻"フィールドが考慮され

ます。

Tableau Desktopで [ハイライト]ツールバーボタンを使用すると、[アクション]ダイアログボックスでアク

ションが作成されます。アクションを変更して、より詳細なハイライト動作を作成できます。アクションの

編集の詳細については、詳細なハイライトアクションの作成 下を参照してください。

最後に、ツールバーボタンを使用して、ワークブック全体のハイライトまたはアクティブシートのみのハイ

ライトを無効にすることもできます。このオプションは凡例のハイライトのみを無効にします。マークを手

動でハイライトしたり、ハイライターコントロールを使用する機能はオフになりません。

ツールバーボタンからハイライトをオフにすると、凡例でハイライトアイコンが非表示になり、凡例のコン

テキストメニューで [選択したアイテムをハイライト]メニューオプションが灰色で表示されます。

詳細なハイライトアクションの作成

[アクション]ダイアログボックスを使用して、より詳細なハイライトアクションを定義できます。ソースと

ターゲットのシートと共に、ハイライトに使用するフィールドを指定できます。次の手順に従って、ハイラ

イトアクションを作成します。

1. ワークシートで [ワークシート] > [アクション]を選択します。ダッシュボードから[ダッシュボード] >
[アクション]を選択します。

2. [アクション]ダイアログボックスで、[アクションの追加 ]ボタンをクリックして、[ハイライト]を選択し

ます。
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3. [アクション]ダイアログボックスでそのアクションを示す名前をアクションに指定します。説明的な

名前 (「配送トラックで出荷済みの製品をハイライトする」など)にしてください。ドロップダウンリ

ストから変数を選択し、それらを名前に使用できます。次に、それらは選択フィールドの値に

基づいて入力されます。

4. ドロップダウンリストを使用して、ソースシートまたはデータソースを選択します。データソース

またはダッシュボードシートを選択する場合、それらに含まれる個々のシートをさらに選択でき

ます。

5. アクションをトリガーする方法を選択します。次のオプションから選択できます。

l ポイント-アクションを実行するビュー内のマークにポインターを合わせます。このオプショ

ンは、ダッシュボード内のハイライトアクションとフィルターアクションに対して有効に機能

します。
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l 選択 -アクションを実行するビュー内のマークをクリックします。このオプションは、すべての

タイプのアクションに対して有効に機能します。

l メニュー -ビュー内の選択したマークを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)
して、コンテキストメニューのオプションを選択します。このオプションは、フィルターアクショ

ンとURLアクションに対して有効に機能します。

6. ターゲットシートを選択します。ダッシュボードを選択する場合、ダッシュボード内で個々のシー

トをさらに選択できます。

7. ハイライトするために使用するフィールドを選択します。次のオプションから選択します。

l すべてのフィールド-ターゲットシートのマークは、ソースシートで選択されたマークと一

致するとハイライトされます。一致を確認する際は、すべてのフィールドが考慮されます。

l 日付と時刻 -ターゲットシートのマークは、日付と時刻がソースシートで選択されたマー

クのものと一致するとハイライトされます。ソースおよびターゲットのワークシートで使用で

きる日付フィールドはそれぞれ 1つのみですが日付フィールドに複数の名前を付けること

ができます。

l 選択したフィールド-ターゲットシートのマークが、選択フィールドに基づいてハイライトさ

れます。たとえば、"Ship Mode (出荷モード)"フィールドを使用してハイライトする場合、

アクションを起動すると、ソースシートの選択したマークと出荷モードが同じターゲット

シートのすべてのマークがハイライトされます。

8. 終了したら、[OK]を2回クリックしてダイアログボックスを閉じ、ビューに戻ります。

関連項目

ハイライトアクションページ1338

コンテキスト内のデータポイントをハイライトするページ1342
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URLアクション

URLアクションは、Tableauの外部にあるWebページ、ファイル、または他のWebベースリソースを

指すハイパーリンクです。URLアクションを使用すると、メールのほか、データに関する追加情報へのリ

ンクを作成することができます。データに基づいてリンクをカスタマイズする場合は、URLにフィールド

値をパラメーターとして自動的に入力できます。

ヒント: URLアクションも、ダッシュボードのWebページオブジェクトで開くことができます。詳細につい

ては、「アクションとダッシュボード」を参照してください。

URLアクションは、ツールヒントメニューから実行されます。リンクには、ターゲットURLではなく、アクション名が反映さ
れます。

URLアクションでWebページを開く

1. ワークシートで [ワークシート] > [アクション]を選択します。ダッシュボードから[ダッシュボード] >
[アクション]を選択します。

2. [アクション]ダイアログボックスで、[アクションの追加 ]をクリックして、[URL に移動 ]を選択しま

す。

3. 次のダイアログボックスで、アクションの名前を入力します。名前にフィールド変数を入力する

には、[名前 ]ボックスの右側にある[挿入 ]メニューをクリックします。

注 :ツールヒントのリンクテキストは、URLではなく、アクションの名前なので、そのアク

ションにはわかりやすい名前を付けます。たとえば、製品の詳細情報にリンクしている場

合、「詳細を表示する」などが適切な名前になります。

4. ドロップダウンリストを使用して、ソースシートまたはデータソースを選択します。データソース

またはダッシュボードを選択する場合、それに含まれる個々のシートを選択できます。
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5. ユーザによるアクションの実行方法を選択します。

このオプショ

ンを選択し

た場合

ユーザーが次の操作を行ったときにアクションが実行される

ポイントす

る

ビューのマークをポイントする。このオプションは、ダッシュボード内のハイライトア

クションに対して最適に機能します。

選択する ビュー内のマークをクリックする。このオプションは、すべてのタイプのアクションに

対して有効に機能します。

メニュー ビュー内の選択したマークを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)
して、ツールヒント(メニュー)のオプションを選択します。このオプションは、URL
アクションに対して特に有効に機能します。

6. URLターゲットでは、リンクで以下を開く場所を指定します。

l Web ページオブジェクトが存在しない場合の新しいタブ—Webページオブジェクトが

存在しないシート上で、そのURLがブラウザで開くようにします。これは [ソースシート]
が [すべて]またはデータソースに設定されている場合に良い選択肢となります。

l 新しいブラウザタブ—デフォルトのブラウザで開きます。

l Web ページオブジェクト— (Webページオブジェクトを含むダッシュボードでのみ使用可

能 )選択したWebページオブジェクトで開きます。
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7. URLを入力します。

l URL は次のいずれかのプレフィックスで開始する必要があります:http, https, ftp,
mailto, news, gopher, tsc, tsl, sms, or tel

注 :プレフィックスが入力されていない場合、先頭にhttp://が自動的に追加

され、Tableau DesktopでURLアクションが機能するようになります。ただし、プ

レフィックスがないURLアクションがTableau ServerまたはTableau Cloudにパ

ブリッシュされると、ブラウザでURLアクションが失敗します。ダッシュボードがパブ

リッシュされる場合は、アクションに完全修飾 URLを常に指定してください。

注 : FTPアドレスの指定は、ダッシュボードにWebオブジェクトが含まれていない

場合にのみ行うことができます。Webオブジェクトが存在する場合、FTPアドレ

スは読み込まれません。

l Tableau Desktopは、C:\Example folder\example.txtのようなローカルパス

やファイルURLアクションもサポートしています。

l URLにフィールド値とフィルター値を動的な値として入力するには、URLの右側にある

[挿入 ]メニューをクリックします。ビューで参照フィールドを使用する必要があることに注

意してください。詳細については、URL におけるフィールド値およびフィルター値の使用

ページ1355を参照してください。
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入力したURLの下にはハイパーリンクが付いている例があり、クリックしてテストすることができます。

8. (オプション) [データ値 ]セクションで、次のオプションのいずれかを選択します。

l URL でサポートしていないデータ値をエンコードする-ブラウザがURLで許可していない

文字の値がデータに含まれている場合、このオプションを選択します。たとえば、"売上

高 &金融"など、データ値の1つにアンパサンドが含まれている場合、アンパサンドは、

ブラウザが認識する文字に変換する必要があります。

l URL パラメーターで複数の値を許可する-値のリストをURL内のパラメーター経由で

受け取ることのできるWebページにリンクしている場合、このオプションを選択します。た

とえば、ビューでいくつかの製品を選択し、Webページでホストされている各製品の詳細
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を表示するとします。サーバーが識別子 (製品 IDまたは製品名 )のリストに基づいて

複数の製品の詳細を読み込むことができる場合、複数選択を使用して識別子のリス

トをパラメーターとして送信できます。

複数の値を許可した場合は、区切り文字となるエスケープ文字も定義する必要があ

ります (コンマなど)。この文字は、リスト内の各項目を区切る文字であり、コンマなどが

使用されます。また、区切り文字エスケープも定義する必要があります。区切り文字

がデータ値で使用されている場合にこれを使用します。

URLアクションを使用したメールの作成

1. ワークシートで [ワークシート] > [アクション]を選択します。ダッシュボードから[ダッシュボード] >
[アクション]を選択します。

2. [アクション]ダイアログボックスで、[アクションの追加 ]をクリックして、[URL に移動 ]を選択しま

す。

3. [ソースシート]ドロップダウンリストで、送信先の電子メールアドレスが入ったフィールドが含ま

れるシートを選択します。

4. [URL]ボックスで、次の操作を実行します。

l 「mailto:」と入力し、右側の [挿入 ]メニューをクリックして、電子メールアドレスを含む

データフィールドを選択します。

l 「?subject=」と入力し、[件名 ]行のテキストを入力します。

l 「&body=」と入力し、右側の [挿入 ]メニューをクリックして、メールの本文に含める情

報のフィールドを選択します。

次の例では、"Email (メール)"フィールドにメールアドレスが含まれ、件名は "City Information
(市区町村の情報 )"であり、メールの本文はメールアドレスに関連した市区町村と州のデータ

で構成されています。
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:
5. (オプション)ワークブックからのデータを、メールの本文で既定の横方向リストの代わりに縦方向

リストとして表示できます。たとえば、"シカゴ、パリ、バルセロナ"という横方向リストを、次のよう

に縦方向に表示すると想定します。

シカゴ

パリ

バルセロナ

リストを垂直方向にするには、[データ値 ]セクションで次を実行します。

l [URL でサポートしていないデータ値をエンコードする]の選択をクリアします

l [URL パラメーターで複数の値を許可する]を選択します。

l [値の区切り文字 ]テキストボックスに「%0a」と入力して、リスト内の各項目の間に改行

を追加します(これは改行を表すURLエンコード文字です)。

URLにおけるフィールド値およびフィルター値の使用

ユーザーが選択したマークからURLアクションをトリガーすると、Tableauはフィールド値、フィルター

値、およびパラメーター値をURL内の変数として送信できます。たとえば、URLアクションがマッピング

Webサイトにリンクしている場合、アドレスフィールドを挿入して、現在選択されているアドレスをWeb
サイトで自動的に開くことができます。
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1. [URLアクションの編集 ]ダイアログボックスで、リンクのURLを入力します。

2. フィールド値、パラメーター値、またはフィルター値を挿入する場所にカーソルを置きます。

3. テキストボックスの右側にある[挿入 ]メニューをクリックして、挿入するフィールド、パラメー

ター、フィルターなどを選択します。変数は山括弧内に表示されます。必要な数だけ変数を

追加できます。

注 :ビューで参照フィールドを使用する必要があります。そうでない場合、[リンクのテス

ト]をクリックしたときにリンクが機能したとしても、リンクがVizに表示されません。

集計フィールドを含める

使用可能なフィールドのリストには、非集計フィールドのみが含まれます。集計フィールド値をリンクパ

ラメーターとして使用するには、まず関連する計算フィールドを作成し、そのフィールドをビューに追加

します(ビジュアライゼーションに計算フィールドが必要ない場合は、計算フィールドを[マーク]カードの

[詳細 ]にドラッグします)。

パラメーター値を挿入する

パラメーター値を挿入すると、URLアクションは既定で [表示名 ]値を送信します。代わりに、実際の

値を送信するには、パラメーター名の後に文字 ~naを追加します。
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たとえば、IPアドレスを含むパラメーターがあり、その実際の値の文字列が10.1.1.195で、表示名の

文字列がComputer A (10.1.1.195)などのわかりやすい値だとします。実際の値を送信するに

は、URLのパラメーターをhttp://<IPAddress~na>/page.htmのように修正します。

パラメーターアクション

パラメーターアクションを使用すると、オーディエンスはマークのクリックや選択など、Vizを直接操作して

パラメーター値を変更することができます。リファレンスライン、計算、フィルター、SQLクエリでパラメー

ターアクションを使用し、ビジュアライゼーションでのデータの表示方法をカスタマイズできます。

パラメーターアクションを使用すると、計算を使用せずに、サマリー値や統計を作成する新しい可能

性が開かれます。パラメーターアクションは、ユーザーが複数のマークを選択して単一のパラメーター値

に自動的に集計されるように構成することができます。たとえば、パラメーターアクションにより、現在選

択中のマークでAVG(売上 )またはCOUNTD(オーダー)を表示できます。

パラメーターアクションの使用方法の例については、パラメーターアクションの例 ページ1362を参照し

てください。
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パラメーターアクションはTableau Desktop、Tableau Cloud、およびTableau Serverで作成できま

す。

パラメーターアクションを定義する場合は、次を含める必要があります。

l ソースシートまたはその適用先のシート。

l アクション(ポイント、選択、メニュー)を実行するユーザーの行動。

l ターゲットパラメーター、ソースフィールド、およびそれぞれの集計 (該当する場合 )。

アクションで参照されるパラメーターは、ビジュアライゼーションの一部で参照される必要もあります。こ

れは計算フィールドのパラメーターやVizで使用されるリファレンスラインを参照するなど、さまざまな

方法で実行できます。また、パラメーターアクションで参照されるソースフィールドを使用するビューを

構築することもできます。
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パラメーターアクションを作成する一般的な手順

1. パラメーターを1つ以上作成します。詳細については、パラメーターの作成 ページ1072を参照

してください。

2. オプション:ユーザーが分析に使用できるようにする動作によっては、パラメーターを使用する計

算フィールドの作成が必要になる場合があります。計算フィールドの作成の詳細については、

計算フィールドの作成 ページ2128を参照してください。

3. パラメーターアクションを活用するビジュアライゼーションを作成します。

たとえば、パラメーターを使用する計算フィールドを作成した場合は、その計算フィールドを使

用してビューを構築します。または、パラメーターに関連付ける予定のフィールドをビューにドラッ

グします。

4. パラメーターを使用するパラメーターアクションを作成します。目的が異なる場合には複数のパ

ラメーターアクションを作成することができます。パラメーターアクションは、ビジュアライゼーション

のシート名、パラメーター名、およびパラメーターが関連付けられるソースフィールドを参照する

必要があります。

5. パラメーターアクションをテストして必要に応じて設定やビジュアライゼーションの他の関連する

要素を調整し、オーディエンスが必要とする動作が得られるようにします。

注 :パラメーターアクションでパラメーターを使用を始める前に、Tableauでのパラメーターの使用方法

を理解しておくと役立ちます。詳細情報 :

l パラメーターの作成 ページ1072のヘルプトピックおよび関連するパラメータートピックを参照し

てください。

l Tableauブログの「パラメーターを使用して、ビジュアライゼーションに複数のビューを追加する」

を参照してください。また、Data School Webサイトの「Four Steps to Creating a Parameter」
など、パラメーターの使用方法に関するいくつかの実践的なトピックを参照してください。

l プレゼンテーションの詳細については、Parameters | Oh, the places you'll go!を視聴してくださ

い。(45分間 )を参照してください。

パラメーターアクションの作成

1. ワークシートで [ワークシート] > [アクション]を選択します。ダッシュボードで [ダッシュボード] > [ア
クション]を選択します。

2. [アクション]ダイアログボックスで、[アクションの追加 ]をクリックして、[Change Parameter (パラ

メーターの変更 )]を選択します。
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3. [アクション]ダイアログボックスで、アクションに意味のある名前を指定します。

4. ソースシートまたはデータソースを選択します。既定では現在のシートが選択されています。

データソースまたはダッシュボードを選択する場合、それに含まれる個々のシートを選択できま

す。
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5. ユーザによるアクションの実行方法を選択します。

l ポイント-ユーザーがマウスのカーソルをビュー内のマークに合わせる場合に実行します。

また、マークのツールヒントに含まれるアクションのオプションも表示されます。

l 選択 -ユーザーがビュー内のマークをクリックするまたは複数のマークを選択する場合に

実行します。

l メニュー -ユーザーがビュー内の選択したマークを右クリック(macOS: Controlを押しなが

らクリック)して、コンテキストメニューのオプションを選択する場合に実行します。また、

マークのツールヒントに含まれるアクションのオプションも表示されます。

6. [ターゲット]で、ターゲットパラメーターとソースフィールドを指定します。ワークブック内のすベて

のパラメーターは、[パラメーター]リストにあります。

ユーザーが複数のマークを選択して単一のパラメーター値に集計できるようにするには、集計タ

イプを選択します。

注 :ユーザーが複数のマークを選択できるようにする必要がある場合は、集計を選択す

る必要があります。[集計 ]が [なし]に設定されており、ソースフィールドの異なる値を含

む複数のマークが選択されている場合、パラメーターアクションは実行されません。
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パラメーターアクションで選択する集計は、ビュー内のそのフィールドで使用される集計とは異

なる場合があります。たとえば、SUM(売上 )を使用するビューを作成できますが、集計で [平
均 ]を使用するには、パラメーターアクションで参照される[Sales (売上 )]ソースフィールドを設

定します。その後ビュー内の [Sales (売上 )]フィールドの集計をAVG(売上 )に変更した場合

は、パラメーターアクションを[Sales (売上 )]フィールドを再度参照するように更新する必要が

あります。

7. 選択がクリアされた場合の動作を指定します。

l 現在の値を保持する-現在のパラメーター値はビューに残ります。

l 値を設定する-パラメーター値は指定された値に戻ります。

8. [OK]をクリックして変更内容を保存し、ビューに戻ります。

9. ビジュアライゼーションを操作してパラメーターアクションをテストします。アクションの一部の設

定を調整し、必要に応じて動作を調整します。

パラメーターアクションの例

次の例は、パラメーターアクションの使用方法を示していますが、できることの一部にすぎません。手

順に従うには、パラメーターおよび計算フィールドの作成と使用に精通していると助けになります。詳

細については、パラメーターの作成 ページ1072および計算フィールドの作成 ページ2128を参照してく

ださい。
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パラメーターアクションの使用方法の他の例については、以下を参照してください。

l パラメーターアクションを使用する方法とタイミング(英語 )
l Parameter Actions: KPI Navigator
l Parameter Actions: Year over Year Comparison
l Parameter Actions: Layered Analysis
l Parameter Actions: Concatenation
l PlayfairData Webサイト内のTableauビジョナリ、Ryan Sleeperによる記事「3 Creative
Ways To Use Tableau Parameter Actions」

l VizPainter Webサイト内のTableauビジョナリ、Joshua Milliganによる記事「Tableau
Parameter Actions Sneak Peek」

リファレンスラインを動的にする

この例は、計算を使用せずに、パラメーターアクションを使用してリファレンスラインをインタラクティブに

更新する方法を示しています。

リファレンスラインは、ビジュアライゼーションの値を比較する便利な方法です。パラメーターアクションを

使用し、リファレンスラインを動的にすることができます。リファレンスラインをパラメーターに関連付けた

後に、パラメーターアクションを使用してパラメーターをインタラクティブにすることができます。ユーザーが

ビューを操作すると、リファレンスラインが自動的に更新され、データに関するさらに詳しいコンテキスト

が得られます。
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このビューでは、次のフィールドが使用されます。
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動的なリファレンスラインの例の詳細

1. パラメーターを作成します。パラメーターには "Threshold "という名前が付いています。データ型

は [浮動小数点数 ]に設定されています。
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2. "Threshold"パラメーターを使用するリファレンスラインを作成します。ラベルは [値 ]に設定され

ています。[下を塗りつぶし]オプションは明るい灰色に設定されています。
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3. パラメーターアクションを作成します。このアクションは "Threshold"パラメーターと[Values (値 )]
フィールドを参照します。アクションはカーソルを合わせると実行されます。
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4. シートでパラメーターアクションをテストします。ビュー内のマークにカーソルを合わせると、リファ

レンスラインが更新され、その値が他のカテゴリのデータの中でどのように表示されるかがわか

ります。
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選択階層の表示

この例では、計算フィールドによって参照されているパラメーターアクションを使用し、オーディエンスが

ビューに表示されている情報を制御する方法を示します。
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パラメーターの一般的な使用方法の1つとして、計算の入力値を変更するためにパラメーターを使

用します。この例では、果物の種類にパラメーター "ChooseAType"を使用し、果物の種類の多様

性を返す計算フィールド[Varieties]を使用します。この計算フィールドは、元のフィールド[Fruit
variety (果物の多様性 )]の代わりにビューに追加されています。ユーザーはパラメーターコントロール

を使用して果物の種類を選択し、表示される果物の種類と多様性を変更できます。
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計算を含むパラメーターとパラメーターコントロールを使用し、パラメーター値をインタラクティブに変更する

これはユーザーがビュー内のデータを確認するための1つの方法です。パラメーターアクションを使用す

ると、この同じシナリオが可能になりますが、機能と利点が向上します。ビュー内のマークを操作してい

るユーザーに基づいて、パラメーターの値を更新するパラメーターアクションを作成する場合 :

l ユーザーによるVizの操作がさらに自然になります。ユーザーは、データを確認するフローを使

用することができます。パラメーターコントロールを操作する必要はなく、Vizにカーソルを合わ

せるかクリックしてパラメーター値を更新することができます。

l 今後どこかの時点でデータソースが更新され、さらに多くの果物の種類と多様性の値が追加

される場合、それらの値が自動的にVizに表示され、パラメーターで自動的に使用可能になり

ます。

パラメーターアクションを組み込むため、この例では果物の種類の名前で構成される2番目のシート

(Fruit Type (果物の種類 ))を使用します。2つのシート(Fruit Type (果物の種類 )とVarieties (多様

性 ))は、ダッシュボード(Fruits (果物 ))にまとめられます。

選択階層の例の詳細
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1. 上の図に示されているワークブックは、"ChooseAType"パラメーターと[Varieties]計算フィール

ドを使用しています。

"ChooseAType"パラメーターは、[すべての値 ]を許可するように設定されています。

[Varieties]計算フィールドは "ChooseAType"パラメーターを参照し、[Fruit type (果物の種

類 )]で選択した現在の値に基づいて、[Fruit variety (果物の多様性 )]フィールドの値を表示

します。

2. このワークブックは、"Select Fruit (果物の選択 )"という名前のパラメーターアクションを使用し

ます。パラメーターアクションを作成するには、作成者がシートをクリックし、[ワークシート] > [ア
クション] > [アクションの追加 ] > [Change Parameter (パラメーターの変更 )]を選択します。
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このアクションでは、"Fruit (果物 )"データソースを使用します。パラメーターと計算の両方で

[Fruit type (果物の種類 )]フィールドが機能することを認識しておく必要があるため、"Fruit
Type (果物の種類 )"シートと"Varieties (多様性 )"シートの両方を選択する必要があります。

パラメーター "ChooseAType"は、[Fruit type (果物の種類 )]フィールドに関連付けられていま

す。パラメーターアクションは、ユーザーが "Fruits (果物 )"ダッシュボードの果物の種類のテキス

トや "Fruit Type (果物の種類 )"シートにカーソルを合わせるたびに実行されます。

"Varieties (多様性 )"シートでは、[Fruit type (果物の種類 )]フィールドは [行 ]シェルフ上にあり

ますが、このビューから果物の種類のラベルを削除するためにこのフィールドでは [ヘッダーの表

示 ]オプションがオフになっています。
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3. "Fruits (果物 )"ダッシュボードでパラメーターアクションをテストします。果物の種類にカーソル

を合わせると、その果物の多様性が表示されるようにビューが更新されます。
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選択したマークのサマリーデータの表示

データのサブセットのサマリー統計情報の取得は、優れた分析ツールとなります。この例では、選択し

たマークで集計されたパラメーターアクションを使用し、サマリーデータを自動的に生成する方法を示

しています。

"Options (オプション)"というシートのこのビューには、果物の品種とその対象となる市場が表示されて

います。
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パラメーターが機能するには、両方のシートに [SUM(値 )]フィールドが存在する必要があります。

[SUM(値 )]は、このビューの [マーク]カードの [詳細 ]に配置されています。

以前の "Options (オプション)"ビューはこの2番目のビューのセレクターとして機能し、散布図は同じ

マークを合計値と数量に対してプロットします。[SUM(値 )]は、このビューの [行 ]に配置されていま

す。

1376 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



パラメーターアクションを使用すると、2つのビューをダッシュボードで連携させることができます。
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サマリーデータの例の詳細

1. パラメーターを作成します。このパラメーターには "Average Value"という名前が付けられてい

ます。データ型は [浮動小数点数 ]に設定されています。
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2. "Average Value"パラメーターを使用するリファレンスラインを作成します。このラベルは [カスタ

ム]に設定されており、テキストは "平均値 : <値>"となっています。[線 ]オプションは茶色に設

定されています。

3. この2つのシートをダッシュボードで組み合わせます。パラメーターアクションを作成するには、

ダッシュボードタブをクリックし、[ダッシュボード] > [アクション] > [アクションの追加 ] > [Change
Parameter (パラメーターの変更 )]を選択します。

このアクションには "Average Value"という名前が付けられています。ターゲットパラメーターは、

"Average Value"パラメーターを参照します。ソースフィールドは [SUM(値 ) (果物 )]に設定され

ています。
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集計の設定では、サマリー統計情報が役立ちます。[平均 ]、[中央値 ]、[カウント]などを選択

し、必要な統計情報で更新するパラメーターを設定します。

集計は [平均 ]に設定されています。また、ビュー内のソースフィールドの集計は、パラメーター

アクションで使用する集計とは異なる場合があることに留意してください。

オプションで、[オプション]ビューで選択されているマークでハイライトアクションを作成することも

できます。
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4. ダッシュボードでパラメーターアクションをテストします。ヘッダーとマークを選択すると、リファレンス

ラインは動的に更新され、値の平均が表示されます。
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セットアクション

セットアクションを使用すると、オーディエンスは直接 Vizまたはダッシュボードを操作し、分析の側面

を制御することができます。ユーザーがビューでマークを選択する際、セットアクションによりセット内の

値を変更することができます。セットアクションの使用方法の例については、セットアクションの例 ペー

ジ1387を参照してください。
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セットアクションには既存セットがあり、そのセットに含まれる値はVizでのユーザーアクションに基づい

て更新されます。セットアクションは、次を含むように定義できます。

l ソースシートまたはその適用先のシート。

l アクション(ポイント、選択、メニュー)を実行するユーザーの行動。

l ターゲットセット(データソースおよび使用するセット)。
l 選択がクリアされた場合の動作。

ビジュアライゼーションを変更したり、これに影響を与えたりするには、アクションで参照されているセット

を何かの方法でビジュアライゼーション内で使用する必要があります。これにはいくつかの方法がありま

すが、たとえば、計算フィールドでセットを使用し、それを使用してVizを構築するか、またはセットを

ビューまたは [マーク]カードプロパティに配置します。

セットアクションはTableau Desktop、Tableau Cloud、およびTableau Serverで作成できます。ただ

し、セットアクションはストーリーページ2761では使用できません。

セットアクションの一般的な手順

1. セットを1つ以上作成します。作成するセットは、現在選択されているデータソースと関連付

けられます。セットの作成の詳細については、セットの作成 ページ1041を参照してください。

2. 作成したセットのいずれかを使用するセットアクションを作成します。目的が異なる場合には複

数のセットアクションを作成することができます。

3. ユーザーが分析に使用できるようにする動作によっては、セットを使用する計算フィールドの作

成が必要になる場合があります。計算フィールドの作成の詳細については、計算フィールドの

作成 ページ2128を参照してください。

4. セットアクションにより参照されるセットを使用するビジュアライゼーションを構築します。たとえ

ば、セットを使用する計算フィールドを作成する場合は、その計算フィールドを使用してビューを

構築します。または、セットを[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

5. セットアクションをテストして必要に応じて設定を調整し、オーディエンスが必要とする動作が

得られるようにします。

開始する:設定操作を作成するために必要な内容の概要については、「Data Viz linds」ブロ

グの「位置について、設定し、開始する。設定操作で開始するために必要なすべてのこと」を

参照してください。
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セットアクションの作成

1. ワークシートで [ワークシート] > [アクション]を選択します。ダッシュボードで [ダッシュボード] >
[アクション]を選択します。

2. [アクション]ダイアログボックスで、[アクションの追加 ]をクリックして、[設定値の変更 ]を選択し

ます。

3. [セットアクションの追加 ] または [セットアクションの編集 ]ダイアログボックスで、アクションに意

味のある名前を指定します。

4. ソースシートまたはデータソースを選択します。既定では現在のシートが選択されています。

データソースまたはダッシュボードを選択する場合、それに含まれる個々のシートを選択できま

す。
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5. ユーザによるアクションの実行方法を選択します。

l ポイント-ユーザーがマウスのカーソルをビュー内のマークに合わせる場合に実行します。

l 選択 -ユーザーがビュー内のマークをクリックする場合に実行します。このオプションは、

セットアクションに対して有効に機能します。

l メニュー -ユーザーがビュー内の選択したマークを右クリック(MacではControlを押しな

がらクリック)して、コンテキストメニューのオプションを選択する場合に実行します。

6. ターゲットセットを指定します。まずはデータソースを選択し、次にセットを選択します。

ターゲットセットリストで利用可能なセットは、ユーザーが選択するデータソース、およびその

データソースに関連付けられているワークブックで作成したセットによって決まります。
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この例のターゲットセットでは、データソースとして [Global Superstore 2016 (グローバルスー

パーストア2016)]を、セットとして [High Shipping Cost Orders(出荷コストの高い注文 )]を使

用しています。

7. ビュー内のアクションが実行された場合の動作を指定します。

l [Assign values to set (設定する値を割り当てる)] -セット内のすべての値を選択し

た値に置き換えます。

l [設定する値を追加する] -選択した値をセットへ個別に追加します。

l [セットから値を削除する] -選択した値をセットから個別に削除します。

注 : [セットアクション]ダイアログで [設定する値を追加する]や [セットから値を削除す

る]を選択すると、セットの定義の [全般 ]タブで選択した値が [Assign values to set
(設定する値を割り当てる)]で実行されるように変更されます。これは、ツールヒントに

あるセットのコンテキストメニューを経由する作成モードでのみ使用可能な [追加先 ]と
[Remove from (削除元 )]機能とは異なります。[追加先 ]と[Remove from (削除
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元 )]機能は、指定された条件が適用された後でセットに値をユニオンするか、セットから

値を削除します。

8. ビュー内の選択がクリアされた場合の動作を指定します。

l 設定値の保持 -セットの現在の値がセットに残ります。

l 設定へのすべての値の追加 -可能性のあるすべての値をセットに追加します。

l 設定からのすべての値の削除 -以前選択した値をセットから削除します。

9. [OK]をクリックして変更内容を保存し、ビューに戻ります。

10. ビジュアライゼーションを操作してセットアクションをテストします。アクションの一部の設定を調

整し、必要に応じて選択動作を調整します。

セットアクションの例

以下の例では、セットアクションの使用方法をいくつかのみ示しています。手順に従うには、セットおよ

び計算フィールドの作成と使用に精通している必要があります。詳細については、セットの作成 ペー

ジ1041および計算フィールドの作成 ページ2128を参照してください。

詳細 :Tableauでの設定操作の使用方法の詳細については、以下を参照してください。

l Tableauブログの「セットアクションによってVizオーディエンスに強力な新しい比較を提供する

8つの方法 (英語 )」
l 「Tableauのセットアクションによって表現する8つの分析概念 (英語 )」(Tableauブログ)
l 「Tableauのセットアクションを使用した高度な分析アプリケーションの設計 (英語 )」(Tableau

ブログ)
l Data Viz Lindsブログのセットアクションについてのトピック。

l TabLabsの「Art of the Vizable」Webサイトにあるセットアクションの例。

ビデオを視聴する:

l 準備、設定、アクション(1時間 )
l 「セットの訴求力」(1時間 )
l Beyond set actions | Interactive statistics (1時間 )

プロポーショナルブラッシング

セットアクションの従来の使用事例はプロポーショナルブラッシングですが、Tableauブログの「セットア

クションを使用してプロポーショナルハイライトを実行する方法 (英語 )」および Information Labブログ

の「Tableauのセットアクション(英語 )」で (他の例とともに)説明されています。
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プロポーショナルブラッシングの例の詳細

この例では、サンプル -スーパーストアデータソースを使用します。このセットアクションは、セットに含

まれるマークまたはセットに含まれないマークの割合に基づき、ビュー内の既存のマークの色を変更し

ます。

1. Tableau Desktopでサンプル -スーパーストアデータに接続します。

2. 新しいシートで、[Sales (売上 )]メジャーを[列 ]に、[Segment (セグメント)]ディメンションを

[行 ]にドラッグします。
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3. 別の空のシートで、[Sales (売上 )]メジャーを[列 ]に、[Sub-Category (サブカテゴリー)]ディメ

ンションを[行 ]にドラッグします。
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4. "Segment (セグメント)"ディメンションに対して"Segment Set (セグメントセット)"という名前の

セットを作成します。.
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5. "Sub-Category (サブカテゴリー)"別に"Sales (売上 )"が表示されているシートで、"Segment
Set (セグメントセット)"を[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。
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セットのマークINまたはOUTを表示するために使用する色を入れ替えます。

6. 新しいダッシュボードを作成します。両方のシートをダッシュボードにドラッグします。

[ダッシュボード]メニューで、[アクション]を選択します。[アクションの追加 ]をクリックし、[設定

値の変更 ]を選択します。
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7. 以下の図に示されているのと同じ設定でアクションを構成します。
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8. [OK]をクリックして変更内容を保存し、ビューに戻ります。

9. 各セグメントのマークをクリックしてセットアクションをテストします。

非対称のドリルダウン

セットアクションは複数のセットに対して使用し、さらに複雑な操作を行うこともできます。データセッ

トに"Category (カテゴリー)"、"Sub-Category (サブカテゴリー)"、"Manufacturer (製造業者 )"などの

階層情報がある場合、通常は、階層をドリルダウンすると、所定のレベルですべての値が展開しま

す。とはいえ、非対称のドリルダウンに対してセットアクションを使用すると、選択した値に対応する次

の階層レベルのみを開くことができます。
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非対称のドリルダウンに関する例の詳細

この例では、サンプル -スーパーストアデータソースを使用します。

非対称のドリルダウンエクスペリエンスが得られるように、ここではセットアクションを2つの計算フィール

ドと組み合わせて使用しています。

1. [Category (カテゴリー)]フィールドに対して"Category set (カテゴリーセット)"という名前のセット

を作成します。

そのセットのメンバーになるカテゴリーを選択します。このメンバーシップは一時的なもので、セッ

トアクションにより上書きされます。

2. "Asymmetric Sub-Category (非対称のサブカテゴリー)"という名前の計算フィールドを作成し

ます。

[データ]ペインのサブカテゴリーフィールドを右クリックして、[計算フィールドの作成 ]を選択しま

す。

次の計算を入力します。

IF [Category set] THEN [Sub-Category] ELSE [Category] END
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ビュー内のマークのカテゴリーが "Category set (カテゴリーセット)"に含まれる場合は、計算に

より、その "Category (カテゴリー)"の "Sub-categories (サブカテゴリー)"が返されます。そうで

ない場合は、"Category (カテゴリー)"が再度返されます。

セットはビュー内でまだ使用されておらず、それに関連付けられているアクションがないため、現

在のところは静的です。

3. [Category (カテゴリー)]フィールド、[Asymmetric Sub-Category非対称のサブカテゴリー)]
フィールド、を[行 ]に(この順で)ドラッグしてビューを構築します。次に、[Sales (売上 )]を
[マーク]カードの [テキスト]にドラッグします。
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4. セットアクションの作成。

[ワークシート]メニューで、[アクション]を選択します。[アクションの追加 ]をクリックし、[設定値の

変更 ]を選択します。

アクションに"Asymmetric Drill to Sub-Category (サブカテゴリーへの非対称ドリル)"という名前

を付けます。
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次のオプションを選択します。

l ソースシート:現在のシートのみが選択されていることを確認します。

l アクションの実行対象 : [選択 ]を選択します。ユーザーがビュー内のマークを選択する

際に、アクションが適用されます。

l ターゲットセット:最初のドロップダウンリストから現在のデータソースを、2番目のドロッ

プダウンリストから"Category set (カテゴリーセット)"を選択します。

l 選択項目をクリアした結果 : [設定からのすべての値の削除 ]を選択します。

[OK]をクリックして変更を保存します。

5. セットアクションをテストします。
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ビュー内のヘッダーまたはマークをクリックすると、次のレベルに展開されます。カテゴリーバーをク

リックすると、そのサブカテゴリーが展開されます。

カラースケール

Viz内の色の値は、外れ値のために不正確になる可能性があります。ある国で別の国よりも値が顕

著に大きい場合、極値でないそれらの値の差のニュアンスは失われる可能性があります。

セットアクションは、Vizでの選択内容に基づいて"Country set (国セット)"の値を更新することができ

ます。その後、このセットは、関連メジャーの値をそのセットに含まれる国に関してのみ計算する計算

フィールドで使用され、この計算フィールドは [色 ]に配置されます。ここで国をマップで選択すると、カ

ラーパレットはそれらの国のみに基づくようになり、それらの値に関し、さらに優れた視覚的な差が表

示されます。

カラースケールの例の詳細

この例では、"Global Superstore (グローバルスーパーストア)"データソースを使用します。

1. [Country (国 )]フィールドに対して"Country set (国セット)"という名前のセットを作成します。.そ
のセットのメンバーになる国を選択します。このメンバーシップは一時的なもので、セットアクショ

ンにより上書きされます。

2. "Country Shipping Cost (国出荷コスト)"という名前の計算フィールドを作成します。
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[データ]ペインを右クリックして、[計算フィールドの作成 ]を選択します。

次の計算を入力します。

IF [Country set] THEN ([Shipping Cost]) END

ビュー内のマークの国が "Country set (国セット)"に含まれる場合は、計算により、"Shipping
Cost (出荷コスト)"が返されます。そうでない場合は、何も起こりません。

計算フィールドはセットをビューに結び付けます。

3. "Country (国 )"ディメンションをダブルクリックすると、マップが自動的に作成されます。

4. [マーク]カードの [色 ]に"Country Shipping Cost (国出荷コスト)"をドラッグします。マップが自

動的に色塗りマップに更新されます。
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5. セットアクションである"Country color scaling (国のカラースケール)"を作成します。

[ワークシート]メニューで、[アクション]を選択します。[アクションの追加 ]をクリックし、[設定値の

変更 ]を選択します。

アクションに"Country color scaling (国のカラースケール)"という名前を付けます。
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次のオプションを選択します。

l ソースシート:現在のシートのみを選択します。

l アクションの実行対象 : [選択 ]を選択します。ユーザーがビュー内のマークを選択する

際に、アクションが適用されます。

l ターゲットセット:最初のドロップダウンリストから現在のデータソースを、2番目のドロッ

プダウンリストから"Category set (カテゴリーセット)"を選択します。

l 選択項目をクリアした結果 : [設定へのすべての値の追加 ]を選択します。

6. [OK]をクリックして変更を保存します。

7. セットアクションをテストします。

ビュー内でマークまたはマークのグループを選択すると、データセット全体ではなく、それらの

マークの値を代表することによりカラーパレットが対応します。
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関連する日付

このダッシュボードの例には、関連する日付の計算が複数含まれています。ターゲットの日付に基づ

き、ダッシュボードには前日からの差、前年の同月からのパーセント変化、今年度の累計売上高、前

年度の累計売上高が表示されます。

このダッシュボードに含まれるセットアクションは、タイムライン上でマークをクリックしているユーザーに対

応し、ターゲットの日付および関連する日付計算を更新します。

関連する日付の例の詳細

この例では、"Global Superstore (グローバルスーパーストア)"データソースを使用します。

この例のセットアクションはダッシュボードの "Timeline (タイムライン)"シートに適用され、このシートを

使用してダッシュボードの動作を駆動します。ユーザーがタイムラインビュー内のマークを選択すると、

セットアクションにより単一の日付値を含む "Selected Date set (選択した日付セット)"が更新されま

す。

この例では、次のようになります。
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l "Selected Date set (選択した日付セット)"が [Order Date (注文日 )]フィールド上に構築され

ます。

l "Update Target Date (ターゲットの日付の更新 )"セットアクションにより"Selected Date set
(選択した日付セット)"が更新されるため、ビューで選択されたマークの日付値がセットに含ま

れる唯一の値になります。

l [Target Date (ターゲットの日付 )]計算フィールドは "Selected Date set (選択した日付セット)"
の日付値をキャプチャし、その計算フィールドはVizに含まれる他の関連する日付計算により

参照されます。

l ダッシュボードの各シートは、表示される値を更新するために計算フィールドを使用します。

注 : この例はさらに複雑なため、以下では、具体的な詳細ではなく、関連する主要なステップ

と設定の概要を説明しています。

"Timeline (タイムライン)" シートの設定

"Sales (売上 )"が [行 ]の上にあります。"Target Date (ターゲットの日付 )"という名前の計算フィール

ドは、リファレンスラインで利用できるように [詳細 ]に配置されています。

Tableau 2020.2 以降 :上記の画像は、最新のユーザーインターフェイスを反映していませ

ん。[データ]ペインの各テーブルやフォルダーで、ディメンション(行の上部 )とメジャー (行の下

部 )が灰色の線で区切られます。[ディメンション]ラベルと[メジャー]ラベルは、[データ]ペインで

使用されなくなりました。

"Order Date (注文日 )"が [正確な日付 ]として [列 ]の上にあります。
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リファレンスラインは [Order Date (注文日 )]フィールドに適用され、"Minimum of Target Date (最小の

ターゲットの日付 )"になるように設定されます。
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セットアクションは、ビューで選択されているマークに基づき、"Selected Date set (選択した日付セッ

ト)"を更新するこのシートに適用されます。
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アクションの実行

アクションの作成方法に応じて、次の3つの方法のいずれかを使用してアクションを実行できます。

l ポイント-アクションを実行するビュー内のマークにポインターを合わせます。このオプションは、

ダッシュボード内のハイライトアクションとフィルターアクションに対して有効に機能します。

l 選択 -アクションを実行するビュー内のマークをクリックします。このオプションは、すべてのタイプ

のアクションに対して有効に機能します。

l メニュー - Tableau Desktopで、ビュー内の選択したマークを右クリック(MacではControlを押

しながらクリック)して、コンテキストメニューのオプションを選択します。Tableau Serverまたは

Tableau Cloudで、ビュー内で選択したマークを左クリック(Macではクリック)して、コンテキスト

メニューを表示します。このオプションは、フィルターアクションとURLアクションに対して有効に

機能します。

ポイントする 選択する メニュー
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すべてのワークシートとマークでリンクが常に表示可能とは限りません。リンクは、データソースの特定

のフィールドにマッピングされているため、マッピングされたフィールドを使用するワークシートにのみ使用

可能です。たとえば、緯度と経度の両方をリンクのパラメーターとして使用するハイパーリンクを追加

する場合、リンクは緯度と経度をビューで使用するワークシートに対してのみ使用可能になります。さ

らに、リンクは関連した値を含むマークとヘッダーでのみ使用可能です。

アクションとダッシュボード

ソースまたは送信先がダッシュボードの場合、アクションはしばしば特殊な動作を行います。ダッシュ

ボードに複数のビューが含まれている可能性があるため、単一のフィルターまたはハイライトアクション

が大きな影響を与えます。ダッシュボードにはWebページオブジェクトを含めることもでき、インタラク

ティブなURLアクションを使用してこれをターゲットにすることができます。

1つのビューを使用してダッシュボードの他のビューをフィルターする

収益性に関する3つのビュー (マップ、棒グラフ、および顧客名の表 )を含むダッシュボードがあると想

像してください。フィルターアクションを使用して、ダッシュボードのビューのいずれか (マップビューなど)
をそのフィルターアクションのコントロールビューにすることができます。マップで地域を選択すると、他の

ビューのデータはフィルターされ、その地域に関連するデータのみが表示されます。

1. ダッシュボードで、フィルターとして使用するビューを選択します。

2. ビューのショートカットメニューで、[フィルターとして使用 ]を選択します。[フィルターとして使用 ]

アイコン をクリックして、同じアクションを実行できます。
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データが複数のデータソースから来る場合、フィルターアクションを使用してダッシュボードのデータに

フィルターを適用することもできます。詳細については、Tableauナレッジベースの「パラメーターを使用

して複数のデータソースをフィルターする」を参照してください。

フィルターアクションの詳細については、フィルターアクションページ1333を参照してください。

複数のビューを使用してダッシュボードの他のビューをフィルターする

1つのビューを使用してダッシュボードの他のビューをフィルターする方法と同様に、複数のビューをフィ

ルターとして使用することもできます。また、これらのビューをフィルターとして使用するだけでなく、ビュー

自体にフィルターを適用する機能を無効にすることもできます。
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1. 3つ以上のビューを持つダッシュボードを作成するか、開きます。

2. フィルターとして使用する最初のビュー (マップなど)を選択してから、ショートカットメニューで

[フィルターとして使用 ]を選択します。
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3. 同じビューのショートカットメニューをもう一度開き、[アクションを無視する]を選択します。これ

により、次に作成するものを含め、他のフィルターアクションがこのビューに影響しないようにしま

す。
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4. フィルターとして使用する他のビューに対し、手順 2および3を繰り返します。

これらのコントロールビューのマークを選択すると、他のコントロールビューに影響を与えること

なく、1つ以上の詳細ビューのデータがフィルターされます。
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あるビューから別のビュー、ダッシュボード、またはストーリーに移動する

[シートに移動 ]アクションを使用すると、ユーザーは元のビューのマークまたはツールヒントメニュー項目

をクリックして、関連するビジュアライゼーション(ダッシュボード、シート、またはストーリー)に簡単に移

動できます。

注 :ユーザーによるデータ操作を必要とせずに、あるダッシュボードから別のダッシュボードに簡

単に移動するには、ナビゲ―ションオブジェクトを使用することを検討してください。

1. ダッシュボードから[ダッシュボード] > [アクション]を選択します。

2. [アクション]ダイアログボックスで、[アクションの追加 ]をクリックして、[シートに移動 ]を選択しま

す。
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3. アクションの名前を指定します。(ツールヒントメニューを使用してアクションを実行するよう選択

する場合は、ここで指定した名前がツールヒントに表示されます)。

4. アクションを開始するソースシートを選択します。
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5. ダッシュボードを閲覧する人物がどのようにしてアクションを実行するかを指定します。ナビゲー

ションアクションでは [選択 ]または [メニュー]を選択するのが最善です。

[選択 ]を選ぶ場合は、複数のマークが選択されているときにユーザーがビューから離れていって

しまわないように、[シングルクリックのみ]を選択することを検討してください。

6. ターゲットシートでは、ユーザーがソースシートのマークまたはツールヒントメニュー項目をクリック

すると表示される移動先を選択します。[OK]をクリックします。

ダッシュボード内でのインタラクティブなWebページの表示 (Tableau Desktopで作成す

る)

ダッシュボード内でWebの情報をインタラクティブに表示するには、WebページオブジェクトでURLア

クションを使用します。たとえば、国別の収益を示すダッシュボードがある場合があります。ダッシュボー

ド内の収益データ以外にも、Webサイトからその国に関する補足情報を表示する場合もあります。

ヒント:ダッシュボードで複数のWebページオブジェクトを簡単に整理してターゲットにするに

は、その名前を変更します。

1. Web ページオブジェクトをダッシュボードにドラッグし、URLを入力します。

2. ダッシュボードから[ダッシュボード] > [アクション]を選択します。

3. [アクション]ダイアログボックスで、[アクションの追加 ]をクリックして、[URL に移動 ]を選択しま

す。

4. リンクの名前を指定します。ツールヒントのメニューオプションなど、メニューを使用してアクション

を実行するよう選択する場合は、ここで指定した名前が表示されます。
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5. [参照元シート]で、アクションを開始するビューまたはデータソースを選択します。たとえば、

ユーザーがマップのツールヒントにあるリンクをクリックしたらアクションを開始する場合は、マップ

ビューを選択します。

6. ダッシュボードを閲覧する人物がポイント時、選択時、またはメニューでアクションを実行するか

を指定します。詳細については、アクションの実行 ページ1407を参照してください。

7. http://やhttps://プレフィックスで始まるURLを入力します (http://www.example.comな

ど)。

フィールド値をURLのパラメーターとして使用できます。たとえば、[Country (国 )]がダッシュ

ボード内のビューで使用されているフィールドの場合、<Country>をURLのパラメーターとし

て使用できます。詳細については、URL アクションページ1350を参照してください。

8. URLターゲットで [Web ページオブジェクト]を選択し、ステップ1で作成したオブジェクトを選

択します。

アクションを起動すると、別のWebブラウザーウィンドウを開かなくても、ダッシュボード内で

Webページが自動的に読み込まれます。
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アクション名におけるフィールド値およびフィルター値の使用

URLでフィールド値、パラメーター値、およびフィルター値を使用するほか、アクション名でも変数として

この情報を使用できます。メニューを使用してアクションが起動されると、アクション名がコンテキストメ

ニューに表示されます。その名前でフィールドおよびフィルターの変数を使用すると、選択したマークに

固有のアクションを作成する際に便利です。不動産情報を示すビューでは、"Show satellite image of
<Address> (<Address>の衛星写真を表示 )"というオンラインマッピングサービスの衛星写真を指す

URLアクションを指定することもできます。特定のマークを右クリックすると、<Address>タグがそのマー

クに関連付けられた場所の値で置換されます。

Tableau Software 1417

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



1. [アクションの追加 ]ダイアログボックスで、アクションの名前を入力します。

2. フィールド値またはフィルター値を挿入する場所にカーソルを置きます。

3. テキストボックスの右側にある矢印をクリックして、変数として追加するフィールドまたはフィル

ターを選択します。フィールド名またはフィルター名が山括弧の間に追加されます。

ツールヒントメニューから実行するアクションの完成例を次に示します。
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データビューで一般的なグラフタイプを構築する

このセクションには、データビューで一般的なグラフタイプを構築するための手順を示す詳細な演習が

含まれています。すべての演習で、Tableau Desktopに付属しているサンプル -スーパーストアデータ

ソースを使用します。これらのトピックは、Tableauで作成できる数多くのタイプのデータビューのサンプ

ルにすぎません。ビューを最初から作成するオプションの詳細については、ゼロからのデータビューの作

成 ページ1135およびデータを探索するための基本的なビューの作成 ページ3を参照してください。

面グラフの作成

面グラフは、線と軸の間の面がある色で網掛けされている折れ線グラフです。このグラフは、一般的に

一定の期間における累計を表示するために使用され、積み上げ線を表示する一般的な方法です。

次の手順に従って、面グラフを作成します。

面グラフは、以下の基本のブロックで構成されています。

マークタイプ: 面

[列 ] シェルフ: ディメンション

[行 ] シェルフ: メジャー

色 : ディメンション

面グラフを作成するには、次の手順を行います。

1. Tableau Desktopを開き、サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. 新しいワークシートに移動します。

3. [データ]ペインから、[オーダー日 ]を[列 ]シェルフにドラッグします。

4. [列 ]シェルフで [年 (オーダー日 )]を右クリックし、[月 ]を選択します。
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5. [データ] ペインから、[数量 ]を[行 ] シェルフまでドラッグします。

6. [データ]ペインから、[出荷モード]を[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

7. [マーク]カードで、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[エリア]を選択します。

ビジュアライゼーションが更新され、次のようになります。
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面グラフには書式設定を追加できます。たとえば、色の凡例を編集したり、マークラベルや枠

線をオンにしたりすることができます。詳細については、ワークシートレベルで書式設定 ページ

2867を参照してください。

面グラフではハイライトアクションを使用できます。たとえば、凡例の色を選択するか、ハイライ

ターをオンにすると、単に線だけではなく、面全体がハイライトされます。詳細については、ハイラ

イトアクションページ1338を参照してください。

棒グラフの作成

カテゴリー間でデータを比較するには、棒グラフを使用してください。[行 ]シェルフにディメンションを、

[列 ]シェルフにメジャーを配置するか、その逆を行うことによって、棒グラフを作成します。

棒グラフは、バーマークタイプを使用します。以下に示す2つのフィールド構成のうちの1つにデータ

ビューが一致した場合、Tableauはこのマークタイプを選択します。これらのシェルフにフィールドを追

加できます。

[バー]マークタイプの詳細については、棒マークページ1187を参照してください。

注 :手順の最後は、バーの最上部に合計を表示するための追加手順です。

縦棒の作成 横棒の作成
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4年間の売上高の合計を表示する棒グラフを作成するには、次の手順に従います。

1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

注 : Tableau 2020.2以降では、[データ]ペインに [ディメンション]と[メジャー]がラベルと

して表示されなくなりました。フィールドはテーブルやフォルダー別に一覧で表示されま

す。

2. [注文日 ]ディメンションを[列 ]にドラッグし、[売上高 ]メジャーを[行 ]にドラッグします。

データは年別に集計され、列ヘッダーが表示されることに注目してください。Sales (セールス)
メジャーは合計として集計され、軸が作成され、列ヘッダーはビューの下部に移動します。日

付ディメンションを追加したので、Tableauはマークタイプに線を使用します。
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3. [マーク]カードで、ドロップダウンリストから[棒 ]を選択します。

ビューが棒グラフに変化します。
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軸が垂直であるため、マーク(ここでは棒 )は垂直になります。各マークの長さは、その年の売

上高の合計を表します。サンプルデータが時折変わるため、ここに表示される実際の数値

が、見ている数値と一致しない場合があります。

4. [Ship Mode (出荷モード)]ディメンションを[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

ビューには、さまざまな出荷モードが一定の期間における総売上高に対してどのように貢献し

ているかが表示されます。比率は毎年一貫しているように見えます。
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5. "Region (地域 )"ディメンションを[行 ]にドラッグして、"Sales (売上高 )"の左側にドロップし、

地域ごとの売上高に対して複数の軸を作成します。
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6. 西部のデータのみ表示するには、他の地域を除外できます。これを行うには、データウィンドウ

の"Region (地域 )"ディメンションを今度は [データ]ペインから[フィルター]シェルフに再びド

ラッグします。

7. [地域をフィルター]ダイアログボックスで、[中部 ]、[東部 ]、[南部 ]のチェックボックスをオフに

し、[OK]をクリックします。
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このビューでは、たとえば西部で4年間のうちに出荷モードがどのように変化したかなど、データに関し

て深く理解することができます。

作業を確認します。以下のステップ1 ～ 7をご覧ください。

注 : Tableau 2020.2以降では、[データ]ペインには [ディメンション]と[メジャー]がラベルとして

表示されなくなりました。フィールドはテーブルやフォルダー別に一覧で表示されます。

残り1ステップ:スタックバーへ合計を追加する

ツールバーの [マークラベルを表示 ]アイコンをクリックするだけで、グラフ内のバーの上部に合計を追加

できます。ただし、バーが色やサイズによって分類されている場合は、バーの合計ではなく、各個別セ

グメントのラベルが表示されます。作成したばかりのビューのように棒グラフがさらに分割されていても、

いくつかの手順を行うことで、各棒グラフの最上部に合計のラベルを追加できます。次の手順では、

技術的にリファレンスラインを追加します。ただし、その "ライン"を特定の方法で構成することにより、

最終的に希望するラベルを表示できます。
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1. [アナリティクス]ペインから、[リファレンスライン]をビューにドラッグし、[セル]にドロップします。

2. [ライン、バンド、またはボックスの編集 ]ダイアログボックスで"SUM(Sales)"の集計を"Sum
(合計 )"、[ラベル]を[値 ]に、[書式設定 ]の下の [ライン]を[なし]に設定します。
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次に、[OK]をクリックして [リファレンスライン、リファレンスバンド、またはリファレンスボックスの編

集 ]ダイアログボックスを閉じます。

ビューで、各バーの上部に通貨の合計が表示されるようになりました。
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ビューが正しく表示されるよう、調節が必要になる場合があります。棒が細すぎる場合は、数

字が切り捨てられています。これを修正するには、キーボードでCtrl +右矢印を押して棒の幅

を広くします。または、棒の上の合計を中央に配置する場合があります (既定では、左揃えに

なっています)。次を実行します。

3. 棒グラフのいずれかの合計を右クリックし、[書式設定 ]を選択します。

4. [書式設定 ]ウィンドウの [リファレンスラインラベル]エリアで、[配置 ]コントロールを開き、[水
平方向 ]の配置で [中央 ]オプションを選択します。
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他のリソース

「グループバーチャートの作成」:並列棒グラフとも呼ばれるグループ化された棒グラフの作成方法を

説明するビデオが埋め込まれたナレッジベース記事

ボックスプロットの作成

軸に沿った値の分布を示すには、ボックスプロット(別名、箱ひげ図 )を使用します。

ボックスは、データの中央 50% (つまり、データ分布の真ん中の2つの四分位 )を示しています。

次の図に示すように、ひげと呼ばれる線を設定して、四分位の1.5倍の範囲内にあるすべての点 (つ
まり、隣接するボックスの幅の1.5倍以内にあるすべての点 )を表示する、またはデータの最大範囲で

のすべての点を表示できます。
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ボックスプロットと箱ひげ図は、以下の基本ブロックで構成されています。

マークタ

イプ:
円

[列 ] シェ

ルフ:
ディメンション

[行 ] シェ

ルフ:
メジャー

詳細 : ディメンション

リファレ

ンスライ

ン:

ボックスプロット

リファレンスラインの追加方法の詳細については、リファレンスライン、リファレンスバン

ド、リファレンス分布、およびリファレンスボックスページ1924を参照してください。

地域および顧客区分ごとの割引を表示するボックスプロットを作成するには、次の手順に従いま

す。
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1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. [列 ]に"Segment (区分 )"ディメンションをドラッグします。

3. [行 ]に"Discount (割引 )"メジャーをドラッグします。

Tableauは、縦軸を作成し、棒グラフを表示します。[列 ]シェルフにディメンションがあり、[行 ]
シェルフにメジャーがある場合の既定のグラフタイプです。

4. [列 ]に"Region (地域 )"ディメンションをドラッグし、"Segment (区分 )"の右側にドロップしま

す。

「地域」(下部に表示 )が「区分」(上部に表示 )の中にネストされ、ビュー内の左側から右側に

かけて2階層のディメンションが表示されます。

5. ツールバーの [表示形式 ]をクリックしてから、箱ひげ図グラフタイプを選択します。

次のボックスプロットが表示されます。
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各ボックスプロットに限られたマークしかないことがわかります。また、Tableauによって、[列 ]
シェルフから[マーク]カードに[地域 ]が再割り当てされます。チャートタイプをボックスプロット

に変更すると、Tableauによりプロット内の個々のマークが何を表すかが決定されます。マーク

が地域を表すことが決定されました。それを変更します。

6. [区分 ]の右側にある[列 ]に[マーク]カードから[地域 ]をドラッグします。
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水平線とは平らになったボックスプロットです。これは、ボックスプロットが単一のマークに基づく

場合に生成されます。

ボックスプロットはデータの分布の表示を目的としているため、現在のビューのようにデータが集

計されている場合は表示が難しくなる場合があります。

7. データを非集計するには、[分析 ] > [メジャーの集計 ]を選択します。

このコマンドは集計のオン/オフを切り替え、Tableauでは既定でデータが集計されるようになっ

ているため、初めてこのコマンドを選択するとデータの非集計が機能します。

詳細については、データの非集計方法 ページ180を参照してください。

そうすると、ビュー内の各列に対して単一のマークの代わりにマークの範囲がデータソース内の

行ごとに1つ表示されます。
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これで、ビューに希望する情報が表示されるようになります。以下の残りの手順では、ビューを

より読みやすく魅力的にします。

8. [切り替え] ボタンをクリックし、軸を切り替えます。

ボックスプロットが左から右に表示されます。

9. 一番下の軸を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し[リファレンスラインの編集 ]
を選択します。

10. [リファレンスラインの編集 ]ダイアログボックスで、[塗りつぶし]ドロップダウンリストから興味のあ

るカラースキームを選択します。
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これらオプションの詳細については、「リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布、

およびリファレンスボックス」記事のボックスプロットの追加 ページ1945を参照してください。

これでビューが完成しました。

[西部 ]のすべての区分に対して [割引 ]が同じであったことがわかります。[割引 ]に関する四分位範囲

(25%から75%)は、[中部 ]地域の [消費者 ]および [企業 ]区分で最大だったこともわかります。

ボックスプロットの詳細については、リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布、およびリ

ファレンスボックスページ1924を参照してください。
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作業を確認します。以下のステップ1 ～ 10をご覧ください。

注 : Tableau 2020.2以降では、[データ]ペインに [ディメンション]と[メジャー]がラベルとして表示されなくなりました。
フィールドはテーブルやフォルダー別に一覧で表示されます。

ブレットグラフの作成

ブレットグラフは棒グラフの変形で、ダッシュボードのゲージとメーターを置き換えるために開発されまし

た。ブレットグラフはプライマリメジャーのパフォーマンスを1つまたは複数の他のメジャーと比較する場

合に便利です。以下は、実際の売上高と予測を比較した単一のブレットグラフです。

次の手順に従って、ブレットグラフの作成方法を学習してください。

1. Tableau Desktopを開き、[世界指標 ]データソースに接続します。

2. 新しいワークシートに移動します。

3. キーボードのShiftキーを押しながら、[データ]ペインの [開発 ]で、"Tourism Inbound (国内

旅行 )"と"Tourism Outbound (国外旅行 )"を選択します。

4. アプリケーションの右上隅にある[表示形式 ]をクリックします。

5. [表示形式 ]で、[ブレットグラフ]イメージを選択します。

6. 閉じるためにもう一度 [表示形式 ]をクリックします。
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7. [データ] ペインから、"Region (地域 )"を[行 ] シェルフまでドラッグします。

グラフが更新されて次のような表示になります。

作業を確認します。以下のステップ3 ～ 7をご覧ください。

注 : Tableau 2020.2以降では、[データ]ペインに [ディメンション]と[メジャー]がラベルとして表示されなくなりました。
フィールドはテーブルやフォルダー別に一覧で表示されます。

リファレンスラインフィールドのスワップ

リファレンスラインフィールドをスワップする場合もあります。たとえば、実際の売上高がバーではなく、リ

ファレンス分布として表示されている場合です。
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2つのメジャーをスワップするには、軸を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)して[リファ
レンスラインフィールドのスワップ]を選択します。

分布の編集

ビューで軸を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[リファレンスラインの編集 ]を選択

し、変更するリファレンスラインの1つを選択します。
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密度マークを使用した構築 (ヒートマップ)

密度グラフを使用すると、多くの重複マークを使用して密度データのパターンや傾向を視覚化すること

ができます。Tableauでは、重複するマークをグループ化し、グループ内のマークの数に応じてカラー

コードすることでこのグラフを作成します。

密度マップは、データポイントの数が多いまたは少ない場所を特定するのに便利です。

Tableauでは、密度マークを[列 ]シェルフにある1つ以上の連続メジャー上に、および [行 ]シェルフに

ある1つ以上のディメンションまたはメジャー上に配置してから(またはその逆 )、フィールドを[マーク]
カードに追加してグラフを作成します。

注 :密度グラフは、データポイントが多数含まれるデータソースを使用する場合に最適です。

密度グラフは、以下の基本のブロックで構成されています。

マークタイプ: 密度
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行と列 : 1つ以上の連続メジャーおよび1つ以上のメジャーまたはディメンション

[マーク] カード: 1つ以上の連続メジャー

密度グラフは、[密度 ]マークタイプを使用します。既定では、Tableauは自動マークタイプを使用し

ます。

密度グラフがTableauの重複するマークを理解する上でどのように役立つかを示すため、まずは多く

のマークを含む散布図から始めて、密度グラフに作り替えていきます。

密度グラフを使用して日付順に表示するには、次の手順に従います。

1. [スタート]画面の [保存されたデータソース]セクションから、[世界指標 ]データソースを開き

ます。

2. [Health (ヘルス)]フォルダーで、[Infant Mortality (幼児死亡率 )]を[列 ]シェルフにドラッグし

ます。メジャーが合計として集計され、横軸が作成されます。

3. [Life Expectancy Female (女性の平均寿命 )]を[行 ]シェルフにドラッグします。

これで、次のような1マークの散布図が表示されます。
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4. 幼児死亡率と平均寿命の両方が、平均ではなく[合計 ]で記載されます。両方のメジャーを

右クリックして、[Measure (Sum)(メジャー (合計 ))]を[Average (平均 )]に変更します。
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5. [Country (国 )]ディメンションを[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグします。

これで、ビューにより多くのマークが表示されます。ビューのマーク数が、データセットにある個々

の国の数と等しくなりました。マークにカーソルを合わせると、国名、女性の平均寿命、幼児

死亡率が表示されます。
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これで基本的な散布図が作成されましたが、ビューに重複するマークが多く、最も密度の高い

マークがどこにあるのかがよくわかりません。

6. [マーク]カードのメニューから[密度 ]を選択し、この散布図を密度グラフに変更します。
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Tableauでは、kernelというマークを重ね、これらのkernelが重複している場所をカラーコード

することで密度グラフを作成しました。重複しているデータポイントが多いほど、色が濃くなりま

す。
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既定では青いカラーパレットが選択されていますが、10色の密度のカラーパレットから選択す

ることも、既存のカラーパレットから選ぶこともできます。

7. [マーク]カードから[色 ]を選択し、メニューから[明るくて濃い多色 ]を選択します。
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カラーパレットの名前で、グラフの背景に明色を使用するか暗色を使用するかがわかります。

ここでは、グラフに明色の背景が使用されているため、「Light (明色 )」パレットを選択します。

これにより、グラフのカラーパレットが変更されます。密度の高い領域は赤色で、マークが重複

していない領域は緑色で表示されるようになります。

注 :色の凡例は、密度マークには使用できません。

8. [色 ]メニューで、濃度スライダーを使用して密度マークの鮮明度を調整します。たとえば、濃

度や鮮明度を上げるには、データの「最大ヒート」地点を下げるとより鮮明に表示されるように

なります。
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9. [マーク]カードの [サイズ]を選択して、密度のkernelのサイズを調整します。

詳細については、ビュー内のマークのタイプを変更するページ1182およびTableau での傾向や密度を

表示するヒートマップの作成 ページ1741を参照してください。
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ガントチャートの作成

一定期間におけるイベントやアクティビティを表示するには、ガントチャートを使用します。

ガントチャートにおいて、個別のマーク(通常は棒 )は期間を示します。たとえば、さまざまな製品の

平均配達時間を表示するガントチャートを使用するとします。

ガントチャートは、以下の基本のブロックで構成されています。

マークタイプ: 自動またはガントバー

[列 ] シェルフ: 日付または時刻フィールド(連続メジャー)

[行 ] シェルフ: ディメンション

サイズ: 連続メジャー

ガントバーマークタイプの詳細については、ガント棒マークページ1201を参照してください。

発注日と出荷日の間の平均経過日数を表示するガントチャートを作成するには、次の手順に従

います。

1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. [列 ]に"Order Date (発注日 )"ディメンションをドラッグします。

Tableauは年別に日付を集計し、年のラベルを使用して列ヘッダーを作成します。

3. [列 ]シェルフで、[年 (発注日 )]ドロップダウン矢印をクリックし、[週数 ]を選択します。
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列ヘッダーが変化します。列ヘッダーが変化します。4年間の期間には非常に多くの週 (208
週 )があり、ビューにラベルとして表示できないので、個々の週は目盛りで表示されています。

4. [行 ]シェルフに"Sub-Category (サブカテゴリー)"および"Ship Mode (出荷モード)"ディメン

ションをドラッグします。"Sub-Category (サブカテゴリー)"の右側に"Ship Mode (出荷モー

ド)"をドロップします。

これにより、左側の軸に沿ってネストされた2階層のディメンションが作成されます。
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次に、発注日と出荷日の間隔の長さに比例してマークの大きさを変更します。これを行うに

は、その間隔を把握する計算フィールドを作成します。

5. ツールバーメニューで [分析 ] > [計算フィールドの作成 ] をクリックします。[データ]ペインの任

意の場所で右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[作成 ] > [計算フィールド]
を選択することもできます。
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6. 計算ダイアログボックスで、計算フィールドに"OrderUntilShip"という名前を付けます。

7. 既定で [式 ]ボックスに表示されている内容を削除します。

8. [式 ]ボックスで、次の式を入力し[OK]をクリックします。

DATEDIFF('day',[Order Date],[Ship Date])

この式により、日数で"Order Date (発注日 )"と"Ship Date (出荷日 )"の値の差異を把握

するカスタムメジャーが作成されます。

9. [マーク]カードの [サイズ]に[OrderUntilShip]メジャーをドラッグします。

OrderUntilShipの既定の集計は合計ですが、ここでは値を平均した方が理にかなっていま

す。

10. [マーク]カードの [合計 (OrderUntilShip)]フィールドを右クリック( ではControlを押しながらク

リック)します。[メジャー (合計 )] > [平均 ]を選択します。

ビューは順調に作成されています。ただし、ビューに表示されているマークは多すぎます。
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より小さな時間窓にフィルターすることでデータをさらに読みやすくできます。

11. Ctrlキー (MacではOptionキー)を押しながら、"Week(Order Date)"フィールドを[列 ]シェル

フから[フィルター]シェルフまでドラッグします。

Tableauでは、Ctrlキー (またはOptionキー)を押したままにすることで、以前の場所から削除

するのではなく、追加したカスタマイズを使用して新しいフィールドにコピーすることができます。

12. [フィールドのフィルター] ダイアログボックスで、[日付の範囲 ]を選択し、[次へ]をクリックしま

す。
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13. 範囲を1/1/2013 (2013年 1月 1日 )から3/31/2013 (2013年 3月 31日 )などの3か月の間

隔に設定し、[OK]をクリックします。

スライダーを使用して正確な日付を取得することが難しい場合があります。日付ボックスに希

望の数字を直接入力するか、カレンダーを使用して日付を選択したほうが簡単です。

14. [Ship Mode (出荷モード)]ディメンションを[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

ビューに発注日と出荷日の時間差に関するあらゆる情報が表示されるようになります。
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たとえば、どの出荷モードの遅延時間が長くなりがちか、遅延時間はカテゴリーによって異なる

かどうか、および遅延時間は長期にわたって一貫しているかどうか、などの情報を参照できま

す。

注 :Tableau Serverにこのビューをパブリッシュする場合、ユーザーが時間枠を変更したり、さま

ざまなカテゴリーや出荷モードをフィルターから除外することで、ビューとやりとりできるクイックフィ

ルターを含めることができます。詳細については、データソースとワークブックのパブリッシュペー

ジ3041を参照してください。

作業を確認します。以下のステップ1 ～ 14をご覧ください。

注 : Tableau 2020.2以降では、[データ]ペインに [ディメンション]と[メジャー]がラベルとして表示されなくなりました。
フィールドはテーブルやフォルダー別に一覧で表示されます。

ハイライト表またはヒートマップを作成する

色を使用してカテゴリーデータを比較するには、ハイライト表を使用します。

Tableauでは、[列 ]シェルフと[行 ]シェルフにそれぞれ 1つ以上のディメンションを配置することによっ

て、ハイライト表を作成します。マークタイプに[四角 ]を選択し、[色 ]シェルフに目的のメジャーを配

置します。
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この基本的なハイライト表は、表内のセルのサイズや形状を設定してヒートマップを作成することで強

化できます。

収益が地域、製品サブカテゴリー、顧客区分によってどのように変わるのかを示すハイライト表を作成

するには、次の手順に従います。

1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. [列 ]に"Segment (区分 )"ディメンションをドラッグします。

ディメンションメンバーの名前に由来するラベルを持つヘッダーが作成されます。

3. [行 ]に"Region (地域 )"と"Category (カテゴリー)"ディメンションをドラッグし、"Region (地
域 )"の右側に"Category (カテゴリー)"をドロップします。

これで、カテゴリーデータのネストされた表が作成されました("Sub-Category (サブカテゴリー)"
ディメンションは "Region (地域 )"ディメンションの中にネストされています)。

4. [マーク]カードの [色 ]に"Profit (収益 )"メジャーをドラッグします。

メジャーが合計として集計されます。色の凡例には、連続するデータ範囲が表示されます。

このビューでは、中部地域のデータのみを参照できます。その他の地域のデータを参照するに

は、下にスクロールします。

中部地域では、"Copiers (コピー機 )"が最も利益の高いサブカテゴリーで、"Binders (バイン

ダー)"および "Appliances (家電 )"が最も利益の低いカテゴリーであることがわかります。
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5. [マーク]カードの [色 ]をクリックして、構成オプションを表示します。[枠線 ]ドロップダウンリスト

で、次の図のようにセルの枠線に対して中位の灰色を選択します。

これで、ビュー内の個々のセルがより見やすくなりました。
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6. 既定カラーパレットは、オレンジ/青分岐です。収益には、赤 /緑分岐パレットがより適している

可能性があります。カラーパレットを変更し、色をよりはっきりと区別するには、次を実行しま

す。

l SUM(Profit) の色の凡例をポイントし、その後表示されるドロップダウン矢印をクリックし

てから、[色の編集 ]を選択します。

l [色の編集 ] ダイアログボックスの [パレット]フィールドで、ドロップダウンリストから[赤 /緑
分岐 ] を選択します。

l [フルカラーレンジを使用 ]チェックボックスを選択し、[適用 ]、[OK]の順にクリックしま

す。
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このオプションを選択した場合、Tableauは最初の数値と最後の数値に一番濃い色

を割り当てます。範囲が -10 ～ 100の場合、負の数を表す色は、正の数を表す色よ

り速いペースで色のシェードが変化します。

[フルカラーレンジを使用 ]を選択しない場合、Tableauは -100 ～ 100の場合と同じ

ように色の濃度を割り当てるので、0の両側の色のシェードは同じペースで変化しま

す。この効果により、ビュー内の色の対比がよりはっきりと区別できるようになります。

色のオプションの詳細については、カラーパレットと色効果 ページ1236を参照してくださ

い。
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サイズを変更してヒートマップを作成する

7. [マーク]カードの [サイズ]に"Sales (売上高 )"メジャーをドラッグすることで、"Sales (売上高 )"
メジャーによってボックスのサイズを制御します。絶対的な販売数 (ボックスのサイズ別 )と収益

(色別 )を比較できます。

初めは、マークは次のように表示されます。

8. マークを拡大するには、[マーク]カードの [サイズ]をクリックしてサイズのスライダーを表示しま

す。
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9. ビュー内のボックスが最適なサイズになるまで、スライダーを右にドラッグします。これでビューが

完成しました。
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作業を確認します。以下のステップ1 ～ 9をご覧ください。

注 : Tableau 2020.2以降では、[データ]ペインに [ディメンション]と[メジャー]がラベルとして表示されなくなりました。
フィールドはテーブルやフォルダー別に一覧で表示されます。

ヒストグラムの作成

ヒストグラムとは、分布の形状を表示するチャートです。ヒストグラムは棒グラフのように見えますが、連

続メジャーの値を範囲、またはビンにグループ化します。

ヒストグラムは、以下の基本のブロックで構成されています。

マークタイプ: 自動

[行 ] シェルフ: 連続メジャー (カウントまたは

カウント(個別 )で集計 )

[列 ] シェルフ: Bin (連続または不連続 )

注 :このbinは [行 ]シェルフの

連続メジャーから作成する必
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要があります。連続メジャー

からbinを作成する方法の

詳細については、連続メ

ジャーから連続のbin を作

成するページ1543を参照し

てください。

Tableauでは、[表示形式 ]を使用してヒストグラムを作成できます。

1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. [列 ]に"Quantity (数量 )"をドラッグします。

3. ツールバーの [表示形式 ]をクリックし、ヒストグラムグラフタイプを選択します。

ビューに1つのディメンションが含まれており、メジャーが含まれていない場合のみ、[表示形式 ]
でヒストグラムグラフタイプを使用できます。

[表示形式 ]でヒストグラムのアイコンをクリックすると、次の3つの動作が行われます。
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l ビューが変化し、連続したx軸 (1 ～ 14)と連続したy軸 (0 ～ 5,000)を持つ縦棒が表

示されます。

l [列 ]シェルフに配置し、[SUM (合計 )]として集計された"Quantity (数量 )"メジャーは、

連続の"Quantity (bin) (数量 (ビン))"ディメンションに置き換えられます。([列 ]シェルフ

のフィールドが緑色の場合、そのフィールドが連続であることを示します。)

このbinを編集するには、[データ]ペインでbinを右クリックして[シェルフで編集 ]を選択

します。

l "Quantity (数量 )"メジャーが [行 ]シェルフに移動し、集計がSUM (合計 )からCNT
(カウント)に変化します。

"Quantity (数量 )"メジャーは、特定の注文に含まれるアイテム数を取得します。ヒストグラム

は、約 4,800件の注文が2つのアイテム (2番目のバー)を、約 2,400件の注文が4つのアイ

テム (3番目のバー)を含んでいることを示しています。

このビューをさらに発展させ、"Segment (区分 )"を[色 ]に追加して、顧客区分 (消費者、企

業、またはホームオフィス)と注文ごとのアイテムの数量との関係を検出できるかどうか見てみま

しょう。
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4. [色 ]に[区分 ]をドラッグします。

色は明確なトレンドを示していません。各セグメントに属する各バーのパーセンテージを表示

します。

5. Ctrlキーを押しながら、[CNT (数量 )]フィールドを[行 ]シェルフから[ラベル]シェルフにドラッグ

します。
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Ctrlキーを押したままにすると、フィールドが元の場所から削除されることなく、新しい場所にコ

ピーされます。

6. [マーク]カード上の"CNT (数量 )"フィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリッ

ク)し、[簡易表計算 ] > [百分位 ]を選択します。

これで、各バーに含まれる色の付いた各セクションが合計数量に対する割合を示すようになり

ました。

Tableau Software 1467

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



ただし、割合をバー単位にします。

7. [マーク]カードの [CNT (数量 )]フィールドを再度右クリックし、[表計算の編集 ]を選択しま

す。

8. [表計算 ]ダイアログボックスで、[次の値を使用 ]フィールドの値を[セル]に変更します。
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これで目的のビューが完成しました。

Tableau Software 1469

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



ただし、注文アイテム数が増えるに従って、顧客区分別の割合がなんらかの傾向を示すという証拠

はまだありません。
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作業を確認します。ステップ1から8の動作をご確認ください。

注 : Tableau 2020.2以降では、[データ]ペインに [ディメンション]と[メジャー]がラベルとして表示されなくなりました。
フィールドはテーブルやフォルダー別に一覧で表示されます。

折れ線グラフの作成

折れ線グラフは、データビュー内の個々のデータポイントを接続します。折れ線グラフは、一連の値を

視覚化する簡単な方法であり、時間の経過に伴う傾向を把握する場合や、未来の値を予測する

場合に役立ちます。線のマークタイプの詳細については、線マークページ1188を参照してください。

注 : 線マークタイプを使用するビューでは、[マーク]カード内の [パス]プロパティを使用して、線

マークのタイプ(線形、ステップ、またはジャンプ)を変更したり、特定の描画順序を使用して

マークを接続することでデータをエンコードしたりすることができます。詳細については、ビュー内

のマークの表示を制限するページ1205の「パスのプロパティ」を参照してください。

すべての年の売上高と収益のそれぞれの合計を表示し、その後、傾向を決定するために予測を使

用するビューを作成するには、次の手順に従います。

Tableau Software 1471

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. [列 ]に"Order Date (発注日 )"ディメンションをドラッグします。

Tableauは年別に日付を集計し、列ヘッダーを作成します。

3. [行 ]に"Sales (売上高 )"メジャーをドラッグします。

Tableauは "Sales (売上高 )"を合計として集計し、シンプルな折れ線グラフを表示します。

4. [行 ]に"Profit (収益 )"メジャーをドラッグし、"Sales (売上高 )"メジャーの右側にドロップしま

す。

"Sales (売上高 )"と"Profit (収益 )"の左余白に別々の軸が作成されます。
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2つの軸のスケールが異なることがわかります。"Sales (売上高 )"の軸は0 ～ 700,000ドルの

スケールであるのに対し、"Profit (収益 )"の軸は0 ～ 100,000ドルのスケールとなっています。

これでは売上高の値が収益の値を超えることを確認するのが困難になる可能性があります。

折れ線グラフに複数のメジャーを表示している場合、軸を調整またはマージして、ユーザーによ

る値の比較をより簡単にすることができます。

軸の調整の詳細については、二重軸を使った2 つのメジャーの比較 ページ1152を参照してく

ださい。

複数メジャー間での1つの軸の強制については、複数のメジャーの軸を単一軸にブレンドしま

すページ1150を参照してください。
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これらのオプションのいずれかを使用すると、複合グラフを作成していずれかのメジャーのマーク

タイプを変更できます。

詳細については、複合グラフの作成 (異なるマークタイプをメジャーに追加 ) ページ1156を参

照してください。

5. "SUM(Profit)"フィールドを[行 ]から"Sales (売上高 )"軸にドラッグして、ブレンドされた軸を

作成します。2本の淡緑色の並列棒は、マウスのボタンを放すと"Profit (収益 )"と"Sales
(売上高 )"がブレンドされた軸を使用することを示しています。
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ビューが更新されて次のような表示になります。

年間ベースで値の合計を見ているため、ビューはかなりまばらです。

6. [列 ] シェルフの"Year(Order Date)" フィールドのドロップダウン矢印をクリックして、コンテンツメ

ニューの下部にある [月 ] を選択し、4年間にわたる値の連続範囲の値を表示します。
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結果のビューは元のビューよりずっと詳細に表示されています。
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値が各年の終了間際にかなり高くなっていることがわかります。このようなパターンは季節性とし

て知られています。ビューの予測機能をオンにする場合、季節的傾向が今後も明らかに続くこ

とを予期する必要があるかどうかを確認できます。

7. 予測を追加するには、[アナリティクス]ペインの [予測 ]モデルをビューまでドラッグし、[予測 ]に
ドロップします。

この結果、Tableauの予測によると季節的傾向が将来も続くことがわかります。
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作業を確認します。以下のステップ1 ～ 7をご覧ください。
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注 : Tableau 2020.2以降では、[データ]ペインに [ディメンション]と[メジャー]がラベルとして表示されなくなりました。
フィールドはテーブルやフォルダー別に一覧で表示されます。

パックバブルチャートの作成

円のクラスタでデータを表示するには、パックバブルチャートを使用します。ディメンションは個々のバブ

ルを定義し、メジャーは個々の円のサイズや色を定義します。

パックバブルチャートは、以下の基本のブロックで構成されています。

マークタイプ: 円

詳細 : ディメンション

サイズ: メジャー

色 : ディメンションまたはメジャー

ラベル (オプション): ディメンションまたはメジャー

異なる製品カテゴリーの売上高と収益情報を表示する基本的なパックバブルチャートを作成するに

は、次の手順に従います。

1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. [列 ]に"Category (カテゴリー)"ディメンションをドラッグします。

横軸は製品カテゴリーを表示します。

3. [行 ]に"Sales (売上高 )"メジャーをドラッグします。

メジャーは合計として集計され、縦軸が表示されます。

[列 ]シェルフにディメンションと[行 ]シェルフにメジャーがある場合、Tableauでは既定のグラフタ

イプである棒グラフが表示されます。

4. ツールバーの [表示形式 ]をクリックし、パックバブルグラフタイプを選択します。
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次のパックバブルチャートが表示されます。
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5. "Region (地域 )"を[マーク]カードの [詳細 ]へドラッグすると、より多くのバブルがビューに表示

されます。
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次に、情報の他のレイヤーをビューに追加します。

6. [マーク]カードの [色 ]に"Profit (収益 )"をドラッグします。
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7. "Region (地域 )"を [マーク]カードの [ラベル]へドラッグすると、各バブルが何を表すかが明確

になります。
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バブルのサイズは、地域とカテゴリーの異なる組み合わせの売上高を表します。バブルの色は

収益を表します (緑が濃いほど収益は大きくなります)。

マークラベルのフォーマットに関する情報については、マークラベルの表示、非表示、および書

式設定 ページ1227を参照してください。

このビューをさらに発展させるには、"Profit (収益 )"の色を編集してマイナスの収益を異なる色で表

示するか、または、売上高で割った収益 (利ざや)を表示した計算フィールドを作成し、純利益の代

わりに[色 ]にドロップすることができます。詳細については、カラーパレットと色効果 ページ1236を参

照してください。
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作業を確認します。以下のステップ1 ～ 7をご覧ください。

注 : Tableau 2020.2以降では、[データ]ペインに [ディメンション]と[メジャー]がラベルとして表示されなくなりました。
フィールドはテーブルやフォルダー別に一覧で表示されます。

円グラフの作成

円グラフを使用して全体に占める割合を表示できます。

円グラフは、以下の基本のブロックで構成されています。

マークタイプ: 円グラフ

色 : ディメンション

角度 : メジャー

さまざまな製品カテゴリーが合計売上高にどのように貢献しているのかを示す円グラフのビューを作成

するには、次の手順に従います。
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1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. [売上高 ]メジャーを[列 ] にドラッグし、[サブカテゴリ]ディメンションを[行 ]にドラッグします。

Tableauで [Sales (売上 )]メジャーが合計として集計されます。既定では、Tableauには棒

グラフが表示されます。
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3. ツールバーの [表示形式 ]をクリックし、円グラフタイプを選択します。円グラフには、少なくとも

1つ以上のディメンションと1つまたは2つのメジャーが必要です。利益率などの集計フィールド

は、これらの要件には寄与しません。

かなり小さな円グラフが表示されます。グラフを大きくするには、ツールバーの [フィット]メニューに

移動して[ビュー全体 ]を選択します。
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4. ラベルを追加するには、[サブカテゴリー]ディメンションを[データ]ペインから[マーク]カードの [ラ
ベル]にドラッグします。

ラベルが表示されない場合は、Ctrl + Shift + B (Macではñ +z + B)を押して個々のラベルを表示

できることを確認します。

ダッシュボード内で円グラフをインタラクティブにすることができます。詳細については、アクションとダッ

シュボードページ1408を参照してください。
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注 :円グラフは、視覚化の中でマークタイプとしても使用できます。詳細については、円グラフマーク

ページ1200を参照してください。

作業を確認します。ステップ1 ～ 4をご覧ください。

散布図の作成

散布図を使用すると、数値変数の間の関係を視覚化できます。

Tableauでは、[列 ]シェルフと[行 ]シェルフの両方に1つ以上のメジャーを配置することによって、散

布図を作成します。これらのシェルフにディメンションとメジャーの両方が含まれている場合は、メジャー

が最深部のフィールドとして配置されます。つまりこのメジャーは常に、これらのシェルフにも配置されて

いる任意のディメンションの右側にあります。この場合における"最深部"という言葉は、表の構造に

言及しています。

シンプルな散布図の作成 散布図マトリックスの作成
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散布図では複数のマークタイプを使用できます。既定では、Tableauは形状マークタイプを使用し

ます。データによっては、円や四角形などの他のマークタイプを使用する場合もあります。詳細につい

ては、ビュー内のマークのタイプを変更するページ1182を参照してください。

散布図と傾向線を使用して売上高と収益を比較するには、次の手順に従います。

1. サンプル - スーパーストアデータソースを開きます。

2. [列 ]に"Profit (収益 )"メジャーをドラッグします。

メジャーが合計として集計され、横軸が作成されます。

3. [行 ]に"Sales (売上高 )"メジャーをドラッグします。

メジャーが合計として集計され、縦軸が作成されます。

メジャーは連続する数値データで構成できます。一方の数値を他方の数値に対してプロット

する場合、2つの数値が比較されます。結果のグラフは x座標とy座標を持つ直交座標グラ

フに似ています。

これで、次のような1マークの散布図が表示されます。

4. [マーク]カードの [色 ]に"Category (カテゴリー)"ディメンションをドラッグします。
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これによりデータは各ディメンションメンバーに対応する3つのマークに分類され、マークは色を

使用してエンコードされます。

5. [マーク]カードの [詳細 ]に"Region (地域 )"ディメンションをドラッグします。

ビューには多くのマークがあります。マークの数値は、部門の数値を掛けたデータソース内の個

別の地域の数値と等しくなります。(関心がある場合は、ツールバーの [元に戻す]ボタンを使

用して、"Region (地域 )"ディメンションを[詳細 ]の代わりに[形状 ]に配置するとどうなるか確

認してください。)
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6. 傾向線を追加するには、[アナリティクス] ペインからビューまで [傾向線 ]モデルをドラッグし、モ

デルタイプの上にドロップします。

傾向線により、2つの数値間関係の統計的定義が提供されます。傾向線をビューに追加す

るには、両方の軸に数値として解釈できるフィールドが含まれている必要があります。定義

上、それは常に散布図に当てはまります。

この場合は、3つのカテゴリーを区別するために使用している各色に対応する3本の線形傾

向線が追加されています。
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7. 傾向線にカーソルをポイントすると、傾向線の作成に使用したモデルについての統計情報を参

照することができます。

詳細については、傾向線の有意性の評価 ページ1961を参照してください。また、傾向線をカ

スタマイズして、さまざまなモデルタイプを使用したり信頼区間を含めたりすることもできます。

詳細については、ビジュアライゼーションへの傾向線の追加 ページ1950を参照してください。
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作業を確認します。以下のステップ1 ～ 7をご覧ください。

関連項目

例 : 散布図、集計、および粒度 ページ181

テキストテーブルの作成

通常、Tableauでは一方のディメンションを[行 ]シェルフに、他方のディメンションを[列 ]シェルフに配

置することで、テキストテーブル (クロス集計またはピボット表とも呼ばれる)を作成します。その後、1
つ以上のメジャーを[マーク]カードの [テキスト]にドラッグしてビューを完成させます。

テキストテーブルではテキストのマークタイプを使用します。ビューがディメンションのみで作成される

場合、Tableauは自動的にこのマークタイプを使用します (マークタイプが"Automatic"に設定され

ていると仮定します)。テキストのマークタイプの詳細については、テキストマークページ1195を参照し

てください。

年およびカテゴリー別に合計売上高を示すテキストテーブルを作るには、次の手順に従います。

1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. [列 ]に"Order Date (発注日 )"ディメンションをドラッグします。

Tableauは年別に日付を集計し、列ヘッダーを作成します。
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3. [行 ]に"Sub-Category (サブカテゴリー)"ディメンションをドラッグします。

行ヘッダーが作成されます。ヘッダーのある列に加えて、ヘッダーのある行があるということは、有

効な表の構造が存在するということを意味します。行ヘッダーと列ヘッダーのレイアウトの変更の

詳細については、「 表構造の定義 ページ2949」を参照してください。

これで、実際のデータを参照するためにメジャーをビューに追加できます。

4. [マーク]カードの [テキスト]に"Sales (売上高 )"メジャーをドラッグします。

メジャーが合計として集計されます。

Tableauではテキストがマークタイプとして使用されます。表のそれぞれのセルには、特定の年

とサブカテゴリーに対する売上高の合計が表示されます。

"Chairs (椅子 )"および "Phones (電話機 )"サブカテゴリーの売上高が毎年最も高かったことが

わかります。

5. [行 ]に"Region (地域 )"ディメンションをドラッグし、"Sub-Category (サブカテゴリー)"の左側

にドロップします。新しいフィールドが既存のフィールドの左側に挿入されることを示す、小さな

三角形が表示されます。
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ビューが更新され、年度とサブカテゴリーに加えて地域ごとに売上高が分割されます。
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地域はアルファベット順にリストされます。"Sub-Category (サブカテゴリー)"の右側に

"Region (地域 )"をドラッグすることで、ビューがまず製品カテゴリー別に整理され、次に地域

別に整理されます。

表計算を使用して、生のドル価値ではなく合計の割合を表示できます。まず、計算を構成す

る方法を決定する必要があります。

この場合、ビューには次の3つのディメンションがあります。"Order Date (発注日 )"、"Sub-
Category (サブカテゴリー)"、および"Region (地域 )"。

1つのディメンションに対して合計の割合を表示する必要がありますが、不格好になる可能性

があります。たとえば、地域のみで割合を表示する場合、割合は残り2つのディメンション間で

計算されます。つまり、"Sub-Category (サブカテゴリー)" (17個のサブカテゴリー)と"Year
(Order Date) (年 (発注日 ))" (4つの年度 )です。したがって、合計で17 x 4 = 68通りに分割

されることになります。それにより、いくつかが非常に小さな割合になる可能性があります。

代わりに、次の2つのディメンションを使用して割合を表示します。"Year(Order Date) (年
(発注日 ))"および"Region (地域 )"。その後、残りのディメンション"Sub-Category (サブカテ

ゴリー)"について割合が計算されます。つまり、次の画像のハイライトされている各エリア内で

合計に対する割合を計算します。
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計算の構成に使用されるディメンションは方向の指定フィールドと呼ばれます。また、計算を

実行するフィールドは方向の指定です。

これらの概念の詳細については、基本 : 方向の指定と区分の指定 ページ2483を参照してく

ださい。

6. 割合を表示する表計算を作成するには、[マーク]カードの"SUM(Sales)"フィールドを右ク

リック(MacではControlを押しながらクリック)し、[表計算の追加 ]を選択します。
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7. [表計算 ]ダイアログボックスで、[計算タイプ]を[合計に対する割合 ]に設定します。

ダイアログボックスのオプションは、選択する計算の種類に応じて変更されます。
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表計算の使用の詳細については、表計算での値の変換 ページ2482を参照してください。

8. 計算の定義の場合、[ペイン (下 )] を選択してから[表計算 ]ダイアログボックスを閉じます。

各サブカテゴリー内で計算され、各地域内の年度ごとに複製された割合が表示されます。ハ

イライトされているエリア内の数値は、合計 100%になります。
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計算を表の各ペイン内で上から下まで実行する必要があると指定されているため、[ペイン

(下 )]は適切な選択です。表には縦のディメンションが2つあるため、[表 (下 )]を選択すると、

"Region (地域 )"ディメンションを無視して表全体における上から下までの合計の割合が計

算されていた可能性があります。

ペインは関連する方向 (横または下 )に対して常に最も詳細なレベルとなります。縦軸に3つ

のディメンションがある場合は、[行 ]シェルフの左から最も遠いディメンション(表として定義 )と
右から最も遠いディメンション(ペインとして定義 )のみが構造上のオプションで取り込まれる可

能性があるため、フィールド名を使用して計算を定義する必要があった可能性があります。
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作業を確認します。以下のステップ1 ～ 8をご覧ください。

ツリーマップの作成

ツリーマップは、ネストされた長方形にデータを表示します。ディメンションを使用してツリーマップの構

造を定義し、メジャーを使用して個々の長方形のサイズまたは色を定義します。ツリーマップは、比

較的単純なデータ可視化であり、視覚的に魅力的な形式です。

ツリーマップは、以下の基本のブロックで構成されています。

マークタイプ: 自動または四角

色 : ディメンションまたはメジャー

サイズ メジャー

ラベルまたは詳細 : ディメンション

広範な製品カテゴリーにわたり集計された合計売上高を表示するツリーマップを作成するには、次の

手順に従います。

1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. [列 ]に"Sub-Category (サブカテゴリー)"ディメンションをドラッグします。
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製品カテゴリーを示す横軸が表示されます。

3. [行 ]に"Sales (売上高 )"メジャーをドラッグします。

メジャーが合計として集計され、縦軸が作成されます。

[列 ]シェルフにディメンションと[行 ]シェルフにメジャーがある場合、Tableauでは既定のグラフタ

イプである棒グラフが表示されます。

4. ツールバーの [表示形式 ]をクリックし、ツリーマップグラフタイプを選択します。

次のツリーマップが表示されます。
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このツリーマップでは、長方形のサイズと長方形の色の両方は"Sales (売上高 )"の値によって

決定されています。各カテゴリーにおける売上高の合計が大きいほど、ボックスが大きくて濃く

なります。

5. [Ship Mode (出荷モード)]ディメンションを[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。結果として

表示されるビューでは、"Ship Mode (出荷モード)"によって長方形の色が決定し、4つに分

かれたエリアをそれぞれ並べ替えます。"Sales (売上高 )"が長方形の大きさを決定します。
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6. ツリーマップを変更する他のオプションを試す:[元に戻す]ボタンをクリックして、ビューから"Ship
Mode (出荷モード)"を削除します。

7. [マーク]カードの [色 ]に"Profit (収益 )"メジャーをドラッグします。今度は "Profit (収益 )"が
長方形の色を決定し、"Sales (売上高 )"が長方形のサイズを決定しています。

ツリーマップを使用する場合、サイズと色は重要な要素です。[サイズ]と[色 ]にメジャーを配置できま

すが、他の場所に配置すると効果はありません。ツリーマップは複数のディメンションに[色 ]の1つまた

は2つのディメンションなど、ディメンションをいくつでも含めることができます。それ以外にも、ディメンショ

ンを追加すると、マップはさらに多数の小さな長方形に分割されます。ツリーマップの [色 ]に2つのディ

メンションを配置する方法の詳細については、例 – [色 ] の複数フィールドページ1246を参照してくだ

さい。
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作業を確認します。以下のステップ1 ～ 7をご覧ください。

複合グラフの作成

複合グラフは、同じビジュアライゼーション内で複数のマークタイプを使用しているビューです。たとえ

ば、収益の合計を棒で表示し、棒の上に売上の合計を示す線を表示することができます。また、複

合グラフを使用すると、複数のレベルの詳細を同じビューに表示することができます。たとえば、個々

の線が各顧客区分に対する一定の時間の売上平均の折れ線グラフを示している場合、顧客区分

全体の平均を別の線で表示することができます。

複合グラフを作成するには、次の手順を行います。

1. Tableau Desktopを開き、サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. 新しいワークシートに移動します。

3. [データ]ペインから、[オーダー日 ]を[列 ]シェルフにドラッグします。

4. [列 ]シェルフで [年 (オーダー日 )]を右クリックし、[月 ]を選択します。

1506 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



5. [データ] ペインから、[売上 ]を[行 ] シェルフにドラッグします。

6. [データ]ペインから、[収益 ]を[行 ]シェルフにドラッグして、[SUM(売上 )]の右に配置します。

7. [行 ]シェルフで、SUM(収益 )を右クリックして[二重軸 ]を選択します。
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ビューが更新されます。[マーク]カードの [色 ]に [メジャーネーム]が追加されて、線が区別でき

るようになっています。
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注 :マークが別のマークの下に隠れる場合があります。マークを前面または背面に移動

させるには、ビジュアライゼーションでいずれかの軸を右クリックし、[マークを背面に移動 ]
または [マークを前面に移動 ]を選択します。

8. [マーク]カードのSUM(Profit)で、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[棒 ]を選択します。
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9. ビジュアライゼーションで、"Profit (収益 )"軸を右クリックして[軸の同期 ]を選択します。
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ビューが更新されて次のような表示になります。
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高度なグラフタイプを構築する

このセクションのトピックでは、業界標準の分析的なベンチマークや視覚化タイプを含むビューの作成

方法を示しています。

注 :これらの例の大半は、Webでビューを編集することなく、Tableau Desktop内のみで作成

できます。これらのトピックのいずれかで手順に従う前に、トピックの上部にある[適用先 ]行を

確認して、プロシージャがWeb編集用に有効であるかどうかを判別してください。Tableau
ServerとTableau Cloudがリストされていない場合、プロシージャはWeb上で動作しませ

ん。

ビューへの計算列の追加

取り扱うデータの中に、分析に必要な要素が含まれていない場合があります。このような場合、一

般的には、計算列 (計算フィールドまたは単に計算とも呼びます)を作成して既存のデータに修正を

加えます。計算を作成するには、[分析 ]メニューを開いて[計算フィールドの作成 ...]を選択します。

異なる計算方法で、計算フィールドに同じ結果が得られる場合がよくあります。また、計算結果の

正確な値は、データの加工方法やビジュアライゼーションの設定方法によって異なる場合がありま

す。計算方法を決定する際は、取り扱うデータの構造とvizの構築のされ方を理解している必要が

あります。

計算が役に立つ場合の例

姓と名を組み合わせる

2つの異なる列に姓と名があるものの、姓名用に1つのフィールドが必要な場合があります。
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計算 :

[First name] + " " + [Last name]

完成したビューは次のようになります。
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文字列内のシーケンスを検索する

製品 IDのフィールド内で、特定の製造コード「XYZ」 を含むレコードにフラグを設定したい場合があ

ります。

そのコードが存在する場合は「true」を返し、存在しない場合は「false」を返します。

CONTAINS([Product ID}, "XYZ")

完成したvizは、[色 ]の計算を使用して、このように見えるかもしれません。
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値の範囲にカテゴリーを割り当てる

複数のしきい値に基づいてカテゴリーを割り当てたい場合があります。

この計算では、各学生のGPAをカットオフ値に対して評価し、ラベルを割り当てます。

IF [GPA] <3 THEN "Needs Improvement" ELSEIF [GPA] <3.5 THEN

"Sufficient" ELSE "Excellent" END

完成したVizは、[色 ]の計算を使用して、このように見えるかもしれません。
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変化率を計算する

1歳から2歳までの子どもの体重の変化率を対前年比 (YOY)で表示したい場合があります。
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各子供の差分 /元の体重を計算します。

(SUM((IF [Age] = 2 THEN [Weight] ELSE 0 END)) - SUM((IF [Age] = 1 THEN

[Weight] ELSE 0 END)))/SUM(IF [Age] = 1 THEN [Weight] ELSE 0 END)

完成したビューは次のようになります。

この例では、データ構造によって計算が大きく変わる可能性があります。たとえば、1歳のときの体重

のフィールドと2歳のときの体重のフィールドがある場合、計算は ([2歳の体重 ] - [1歳の体重 ]) / [1歳
の体重 ]で済みます。ただし、上記のデータ構造の方が標準的であり、使用される場合がより多くなり

ます。

演習 : YOY計算を作成する

目的

次のように、最初の2列に2年間の売上高の結果、3列目に前年比変化率をパーセンテージで表

示するビューを作成する。このシナリオでは、Tableau Desktopに付属のサンプル - スーパーストアの

データソースを使用して、上記のVizを構築する方法を示します。
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必要な計算フィールドを作成する

1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択して、計算エディターを開きます。計算に"2013"と
名前を付け、式エリアに次を入力または貼り付けます。

IF YEAR([Order Date]) = 2013 THEN [Sales] ELSE 0 END

3. 2番目の計算フィールドを作成して「2014」と名付けます。式は同じですが、2013の代わりに

2014を使用します。

IF YEAR([Order Date]) = 2014 THEN [Sales] ELSE 0 END

4. 3番目の計算フィールド、"前年比変化率"を作成し、2013年から2014年への変化を計
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算します。

(SUM([2014]) - SUM([2013])) / SUM([2013])

計算フィールドの書式設定

1. [データ]ペインの [メジャー]エリアで"2013"をクリックしてから、[既定プロパティ] > [数値形式 ]
を選択します。

2. [既定の数値形式 ]ダイアログボックスで、書式設定を[通貨 (カスタム)]に、小数点を0に設

定します。

3. "2014"メジャーを全く同じ方法で書式設定します。

4. YOY Pct.の書式設定"前年比変化率"フィールドを、小数点 2桁の [パーセンテージ]に書

式設定します。

ビューの作成

1. "2013"を[マーク]カードの [テキスト]にドラッグします。

2. "2014"、"前年比変化率"の順にダブルクリックします。の変更。

3. [メジャーネーム]を[行 ]から[列 ]までドラッグします。
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4. [行 ]に"Sub-Category (サブカテゴリー)"をドラッグします。

これで、このセクションの冒頭のビューのようになります。

Zスコアの計算

統計において、観測値のZスコア(または標準スコア)とは、標準偏差の数が母平均より上または下

である度合いのことです。

Zスコアを計算するには、母平均と母集団の標準偏差を知っている必要があります。母集団のすべ

ての観測値を観測することが不可能な場合、無作為抽出を使用して標準偏差を推定できます。

次のような質問に回答するため、Zスコアの視覚化を作成します。

l 特定の値により下である値の割合はどれほどか。

l 例外と見なすことができる値は何か。たとえば、IQテストにおいて上位 5%を表すスコアは何

か、などです。

l 別の分布に対するある分布の相対スコアは何か。たとえば、Michaelが平均男性より背が高

く、Emilyが平均女性より背が高い場合に、同姓に対してどちらがより背が高いか、などで

す。

一般的な原則として、-1.96未満か1.96を超えるZスコアは異常であり、興味を引きます。つまり、

これは統計的に意味を持つ外れ値です。

この記事では、TableauでZスコアを計算する方法について説明します。

1. Tableau Desktopに付属のサンプル -スーパーストアデータソースに接続します。

2. 平均売上高を求める計算フィールドを作成します。

[分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択して、計算エディターを開きます。計算に"Average
Sales (平均売上高 )"と名前を付け、式エリアに次を入力または貼り付けます。

WINDOW_AVG(SUM([Sales]))

3. 標準偏差を計算する別の計算フィールドを作成します。計算に"STDEVP Sales (STDEVP
売上高 )"と名前を付け、式エリアに次を入力または貼り付けます。

WINDOW_STDEVP(SUM([Sales]))

4. 1つ以上の計算フィールドを作成します。これはZスコアを計算するものです。計算に"Z-
score (Z スコア)"と名前を付け、式エリアに次を入力または貼り付けます。

(SUM([Sales]) - [Average Sales]) / [STDEVP Sales]

5. [データ]ペインから、"Z-score (Z スコア)"を[列 ]に、"State (州 )"を[行 ]にドラッグします。
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[列 ]の"Z-score (Z スコア)"フィールドには、右側に表計算アイコン(小さい三角形 )があること

に注意してください。

STDEVP Sales関数は、表計算関数であるWINDOW_STDEVP関数に基づいています。

結局のところ、"Z-Score (Z コア)"関数は定義にSTDEVP Salesが含まれるため、表計算で

す。ビューで表計算関数を含む計算フィールドを使用する場合は、表計算を手動でフィールド

に追加するのと同じです。フィールドを表計算として編集できます。実際、次に行うのはまさに

その操作です。

6. [列 ]の [Z スコア]フィールドをクリックし、[次を使用して計算 ] > [州 ]を選択します。

これにより、Zスコアが州ごとに計算されます。

7. ツールバーの [降順に並べ替え]アイコンをクリックします。

8. Ctrlキーを押しながら、[Z スコア]フィールドを[列 ]シェルフから[フィルター]シェルフにドラッグし

ます。

Ctrlを押しながらドラッグすることで、フィールドを現在構成されている場所から追加の場所へと

コピーします。

9. もう一度、Ctrlを押したまま[列 ]から[Z スコア]をドラッグします。今回は、[ラベル]にドラッグし

ます。

これで、Zスコアの分布が州ごとに分割されました。"California (カリフォルニア)"と"New York (ニュー

ヨーク)"は両方ともZスコアが1.96より大きくなっています。このことから、カリフォルニアとニューヨークで

の売上は他の州の平均売上より大幅に高いと結論できます。
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キープログレスインジケーターの視覚化

この記事では、キープログレスインジケーター (KPI)を表示するビューの作成方法を示します。キー

パフォーマンスインジケーターは、会社が主要なビジネスの目的をどのように効果的に達成している

かを示す測定可能な値です。詳しく説明すると、手順では次を実行する必要があります。

1. 評価対象のフィールド(メジャー)を含むビューを作成します。

2. 失敗と成功を分けるしきい値を確立する計算フィールドを作成します。

3. KPI固有の形状マークを使用し、どの値がしきい値を超えており、どの値がしきい値を下回っ

ているかを示すようビューを更新します。

注 : Microsoft Analysis Servicesへの接続時、キューブ内に定義されたすべてのKPI計算は

Tableauでは使用できません。以下の手順が示すように、Tableau内で独自のKPI計算を

直接書き出し、Tableauパラメーターを使用して非常に柔軟な "What-if" KPI分析を作成で

きます。キューブデータソースに特有の考慮事項については、キューブデータソースページ

930を参照してください。
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このシナリオでは、Tableau Desktopに付属のサンプル -スーパーストアデータソースを使用し、売上

額が$25,000を上回る場合には緑色のチェックマークを表示、$25,000未満の場合には赤いXを

表示するKPIビューを構築する方法を示します。

評価対象のフィールドを含むビューを作成する

この場合、そのフィールドは [売上高 ]です。

1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. [データ]ペインから、[サブカテゴリ]を [行 ] に、[地域 ]を[列 ] にドラッグします。

3. [データ]ペインから[売上 ]を[マークカード]の [テキスト]にドラッグします。

失敗と成功を分けるしきい値を確立する計算フィールドを作成します

1. [分析 ]メニューで [計算フィールドの作成 ]を選択して、計算エディターを開きます。計算に

"KPI"と名前を付け、式エリアに次を入力または貼り付けます

IF SUM ([Sales]) > 25000 THEN "Above Benchmark" ELSE "Below

Benchmark" END

2. [OK]をクリックします。
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KPI固有の形状マークを使用するようビューを更新する

1. [マーク]カードで、ビューのドロップダウンリストから[形状 ]を選択します。

2. [データ]ペインの [メジャー]エリアから"KPI"フィールドを、[マーク]カードの [形状 ]にドラッグし

ます。

3. [マーク]カードの [形状 ]をクリックして、[形状の編集 ]ダイアログボックスを開きます。

4. [形状パレットの選択 ]ドロップダウンリストから、KPIを選択します。

これで、KPIフィールドの特定の値を特定の形状と関連付ける準備が整いました。

5. [データ項目の選択 ]で [ベンチマークより上 ]を選択し、次にパレットで緑色チェックマークをク

リックします。

6. [データ項目の選択 ]で [ベンチマークより上 ]を選択し、次にパレットで赤色のXをクリックしま

す。

[形状の編集 ]ダイアログボックスは次のようになります。
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7. [OK] をクリックして、[形状の編集 ]ダイアログボックスを閉じます。

ビューの形状は、正しいインジケーターを示します。次に、売上高の数字を非表示にする必要

があります。

8. [マーク]カードの"SUM(Sales)"を[詳細 ]にドラッグします。
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これで、4つの地域すべてにおける個別の製品 (サブカテゴリー)の業績を示す完全なビューができま

した。

ビュー単独ではあまり興味深く見えないかもしれませんが、他のパフォーマンスメトリクスを示したダッ

シュボードへ追加することで良い結果になる可能性があります。

パレート図の作成

パレート図は棒グラフと線グラフの両方を含むグラフのタイプです。ここで個別の値は棒グラフによって

降順に表され、昇順の累計は線グラフによって表されます。パレート図はイタリア人エンジニア、社会

学者、経済学者、政治学者、および哲学者であるヴィルフレド・パレートにちなんで名づけられまし

た。彼はパレートの原則として知られるものを形成しました。パレートは、土地の80%が一般的に、

人口の20%によって所有されていることを観測しました。パレートは自分の庭の20%の豆の苗に、

80%の豆が含まれていることを観測することで、この原則を広げました。最終的に、この原則は他の

人物によってさらに推測され、多くの事象では、効果のおよそ80%は原因の20%から発生すること

1526 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



が提唱されました。たとえば、ビジネスでは、収益の80%が利用可能な製品の20%から得られてい

ることがよくあります。

Tableauでは、売上データに表計算を適用することで、売上合計のうちで上位の製品から得られる

売上の割合を示すグラフを作成できます。これにより、ビジネスの成功に最も重要な顧客ベースの重

要なセグメントを特定することができます。

手順では、Tableau Desktopに付属のサンプル - スーパーストアデータソースを使用しています。

分析の準備

分析を開始する前に、回答を求める質問を決定します。それらの質問によって、分析の基準とするカ

テゴリ(ディメンション)および数値 (メジャー)が決定されます。次の例では、売上高の合計の大部分

がどの製品 ([サブカテゴリー]ディメンションによってキャプチャする)アカウントによるものか、と質問を使

用します。

詳しく説明すると、プロセスでは次を実行する必要があります。

1. "Sales (売上高 )"を"Sub-Category (サブカテゴリー)"別で降順に示す棒グラフを作成しま

す。

2. "Sub-Category (サブカテゴリー)"別の"Sales (売上高 )"を表示する線グラフを追加します。

3. 線グラフに表計算を追加し、売上高を累計および合計に対する割合としてサブカテゴリー別に

表示します。

このシナリオでは、Tableau Desktopに付属のサンプル - スーパーストアデータソースを使用しています

"Sales (売上高 )"を"Sub-Category (サブカテゴリー)"別で降順に示す棒グラフを作成す

る

1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. [データ]ペインから、"Sub-Category (サブカテゴリ)" を [列 ] に、"Sales (売上 )"を[行 ] にド

ラッグします。

3. [列 ]の [サブカテゴリー]を右クリックし、[並べ替え]を選択します。

[並べ替え]ダイアログボックスで、次を実行します。

a. [並べ替え順序 ]で [降順 ]を選択します。

b. [並べ替え順 ]で、[フィールド] を選択します。

c. "Sales (売上高 )"を選択したフィールド、"Sum (合計 )"を選択した集計のままにする

のを含め、その他すべての値に変更を加えずそのまま残します。

d. [OK]をクリックして [並べ替え]ダイアログボックスを終了します。
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売上高が最も高い製品から最も低い製品へと製品が並べ替えられます。

"Sub-Category (サブカテゴリー)"別の "Sales (売上高 )"を表示する線グラフを追加す

る

1. [データ]ペインで、"Sales (売上 )"をビューの右端に(点線が表示されるまで)ドラッグします。

注 : Tableau 2020.2以降では、[データ]ペインに [ディメンション]と[メジャー]がラベルとして表示されなくなりま
した。フィールドはテーブルやフォルダー別に一覧で表示されます。

2. "Sales (売上高 )"をドロップし、二重軸のビューを作成します。この時点で、"Sales (売上高 )"
棒グラフには2つのインスタンスがありますが、同じ構成をしているため、確認することは少し困

難です。

3. [マーク]カードで"SUM(Sales) (2) (合計 (売上高 ) (2))"を選択し、マークタイプを[線 ]に変

更します。
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この時点でビューは次のようになります。

線グラフに表計算を追加し、売上高を累計および合計に対する割合としてサブカテゴ

リー別に表示します

1. [行 ]で [SUM(Sales)]の2番目のコピーをクリックしてから、[表計算の追加 ]を選択します。

2. プライマリ表計算をSUM(Sales)に追加して、売上高を累計として表示します。

[計算タイプ]として[累計 ]を選択します。

表計算ダイアログボックスを閉じないでください。

3. データを合計に対する割合として表示するには、2番目の表計算を追加します。
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[セカンダリ計算の追加 ]をクリックし、[セカンダリ計算のタイプ]に [合計に対する割合 ]を選択

します。

この時点で、表計算ダイアログボックスは次のようになります。

4. [表計算 ]ダイアログボックスの右上隅にあるXをクリックして閉じます。

5. [マーク]カードで [色 ]をクリックし、行の色を変更します。
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これで、結果はパレート図になりました。
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人口ピラミッドの作成

人口ピラミッドは年齢構成図としても知られ、人口におけるさまざまな年齢グループの分布を示しま

す。

このタイプの視覚化でよく使用される一般的な分布は、年齢別の男性と女性の人口です。

Tableauを使用して人口ピラミッドを作成するには、最初に人口 (メジャー)を男性と女性の2つのグ

ループに分けてから、"ビン"を、人口ピラミッドで表示したい年齢コホートに対して作成します。

たとえば、人口、性別および年齢データを含む、米国国勢調査局の表を操作するとします。

ビンを作成し、メジャーを2つのグループに分割するため。
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1. Tableau Publicから次のワークブックをダウンロードして開きます。

1. https://public.tableau.com/profile/tableau.docs.team#!/vizhome/CreateaPopulation
Pyramid/Sheet1に移動します。

2. 右上隅にある[ワークブックのダウンロード]をクリックしてからワークブックを開きます。

2. [ワークシート] > [クリア] > [シート]を選択します。

3. [データ]ペインで"年齢"フィールドを右クリックし、[作成 ] > [ビン]を選択します。

4. [ビンの作成 ]ダイアログボックスで、関心のある年齢グループに基づくビンサイズを入力してか

ら、[OK]をクリックします。

たとえば、ビンサイズは10です。これは、年齢コホートが10年の増分で定義されることを意味

します。

5. 作成したばかりのビンを[行 ]シェルフにドラッグします。
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6. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択し、以下を実行します。

l 計算の名前を入力します。この例では、「男性の人口」と入力します。

l 次のような計算式を入力し、人口から男性の構成要素を隔離します。

IF [Gender] = 1 THEN [ESTBASE2010] END

この場合、国勢調査データは男性の [性別 ]値を"1"として定義します。フィールド

"ESTBASE2010"には、予測される人口値が含まれます。

7. ステップ5と同様に、[分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択し、以下を実行します。

l 計算の名前を入力します。この例では、「女性の人口」と入力します。

l 次のような計算式を入力し、人口から女性の構成要素を隔離します。

IF [Gender] = 2 THEN [ESTBASE2010] END

この場合、国勢調査データは女性の [性別 ]値を"2"として定義します。フィールド

"ESTBASE2010"には、予測される人口値が含まれます。

8. 作成した計算フィールドを[行 ]シェルフおよび [色 ]シェルフの [性別 ]フィールドにドラッグしま

す。

注 :色の割り当てを変更するには、[色 ]シェルフをクリックしてから、[色の編集 ]をクリックしま

す。
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9. [男性の人口 ]の軸を右クリックして[軸の編集 ]を選択し、次に[反転 ]のチェックボックスを選

択して軸に表示される値の順序を逆にしてから、[OK]をクリックします。

ビンの並べ替え順序を変更した後、人口ピラミッドは次のようになります。
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パラメーターおよびセットを使用した同時発生の視覚化の作成

Tableauでは同時発生の視覚化を作成できます。同時発生の視覚化を使用すると、ユーザーは1
つのフィールドの値を取得してから、他のどのフィールドが、どのような頻度で同時発生するかを見る

ことができます。このような分析の実践的な用途の1つとして、顧客の購買行動を見つけたり理解し

たりするマーケットバスケット分析があります。マーケットバスケット分析は次のような質問に回答する

ために使用することができます。

l 製品 Aと製品 Bの両方を購入したのは何人か。

l 製品 Aを購入した人々は一般的に、他にどのような製品を購入しているか。

l コースAに登録している学生は、他のどのコースに登録していることが多いか。

この記事の手順に従い、パラメーター、計算フィールド、およびセットを使用して同時発生の視覚化

(この場合はマーケットバスケット分析ビュー)を作成します。詳しく説明すると、次のような手順になり

ます。

1. 選択した項目に基づいてビューを動的に変更するために使用するパラメーターを作成します。

2. 特定の項目が注文されたときに、どの項目も一緒に注文されているかを返すために使用する

計算フィールドを作成します。

3. パラメーターコントロールで選択された項目が注文に含まれるかどうかを判断するセットを作

成します。

4. 選択した項目と共に注文に含まれる項目を表示するビューを構築します。

このシナリオでは、Tableau Desktopに付属のサンプル - スーパーストアデータソースを使用していま

す。詳細については、次のセクションで説明します。

パラメーターの作成

次の手順に従ってパラメーターを作成した後、"Sub-Category (サブカテゴリー)"値を取得するため

にユーザーが使用できるパラメーターコントロールを表示します。

1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. [データ] ペインを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)して、[作成 ] > [パラメー

ター] を選択します。

3. [パラメーターの作成 ]ダイアログボックスで、次の手順を行います。
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a. パラメーターに「Order Contains (注文に含まれるもの)」という名前を付けます。

b. [データ型 ]では、[文字列 ]を選択します。

c. [許容値 ]では、[リスト]を選択します。

d. [値のリスト]セクションで、[フィールドから追加 ] > [サブカテゴリー]をクリックします。

e. [OK]をクリックします。

4. [データ]ペインの"Order Contains (注文に含まれるもの)"パラメーターを右クリックし、[パラ

メーターコントロールの表示 ]を選択します。

計算フィールドの作成

次の手順に従い、(パラメーターコントロール経由で)ユーザーが選択した項目が注文されたときに、ど

の項目も一緒に注文されているかを表示するために使用する計算フィールドを作成します。

1. (ユーザーが選択したもの以外に)注文に含まれている製品を識別する計算フィールドを作成

します。

[分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択して、計算エディターを開きます。計算フィールドに

「Then Order Also Contains (注文に一緒に含まれるもの)」と名前を付け、式エリアに次を

入力または貼り付けます。

IF [Sub-Category] <> [Order Contains] THEN [Sub-Category] END

貼り付け後に、&lt;&gt;を<>に置き換える必要がある場合があります。

2. 一致する製品を特定する別の計算フィールドを作成します。

フィールドに「Product Matches (製品の一致 )」と名前を付け、式エリアに次を入力または貼

り付けます。

IF [Sub-Category] = [Order Contains] THEN 1 END

セットの作成

1. 次に、パラメーターコントロールで選択された項目が注文に含まれるかどうかを判断するセット

を作成します。

2. カーソルを[データ]ペインのディメンションの"Order ID (注文 ID)"に重ね、フィールド右端にあ

る下矢印をクリックしてから、[作成 ] > [セット]を選択します。
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3. [セットの作成 ]ダイアログボックスの [名前 ]テキストボックスに、「Order Has Selected
Product (選択した製品が注文に含まれる)」と入力します。

4. [条件 ]タブに移動して[フィールド別 ]を選択し、ドロップダウンリストで次の選択とエントリを

行って条件を構築します。

a. 最初のドロップダウンリストから[製品の一致 ]を選択します。

b. 2つ目のドロップダウンリストから、[合計 ]を選択します。

c. 次のドロップダウンリストで、「>=」を選択します。

d. 最後のテキストボックスに「1」と入力します。

e. [OK]をクリックします。

5. [OK]をクリックします。

ビューの作成

最後に、選択した項目と共に注文に含まれる項目を表示するビューを構築します。

1. [列 ]に"Then Order Also Contains (注文に一緒に含まれるもの)"ディメンションをドラッグ

します。

2. [Order ID (注文 ID)]を[行 ]にドラッグします。

警告ダイアログボックスで、[すべてのメンバーの追加 ]をクリックします。

3. [行 ]の"Order ID (注文 ID)"フィールドをクリックし、[メジャー] > [カウント(個別 )]を選択して

集計を変更します。
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4. X軸のNullバーを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[除外 ]を選択します。

5. "Order Has Selected Product (選択した製品が注文に含まれる)"フィールドを[フィルター]
シェルフにドラッグします。

6. Ctrl+Wを押して [行 ]と[列 ]のフィールドを入れ替えます。

これで、ユーザーは "Order Contains (注文に含まれるもの)"パラメーターコントロールを使用して注

文内の項目を選択し、選択した項目と共に注文に含まれる他の項目を示す棒グラフを確認できるよ

うになりました。

Benfordの法則の可視化

Benfordの法則は、現実世界の多くのデータソースでは、先頭または一番左の桁は非常に特定の

方法で分布しているとする数学的法則です。具体的に、数字 1はが桁の先頭に使われている確率

は約 30%であり、数字が大きくなると出現する頻度は低くなり、数字 9が使用される確率は5%未

満になります。詐欺師がデータを偽造する場合、彼らはBenfordの法則を準拠した偽データの作成

方法を知らない可能性があり、場合によっては、偽データを検出したり、真実性に対する疑念を生み

出すことができる場合があります。

この記事では、Tableau Desktopが提供するサンプル -スーパーストアデータソースを使用して、

Benfordの法則を売上データに適用する方法について説明します。

プロセスでは次を実行する必要があります。

1. ビューで使用する計算フィールドを作成します。

2. ビューを設定します。

以下のセクションでは、これらの手順を具体的な説明に分割します。
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ビューで使用する計算フィールドの作成

1. [分析 ]メニューで [計算フィールドの作成 ]を選択して、計算エディターを開きます。計算に、"
一番左の整数"と名付け、式エリアに次を入力または貼り付けます。

LEFT(STR([Sales]),1)

2. 2番目の計算フィールドを作成し、「Benford の法則」と名付けます。次の内容を式エリアに

入力または貼り付けます。

LOG(INT([Leftmost Integer])+1)-LOG(INT([Leftmost Integer]))

ビューの設定

1. [データ]ペインの [Leftmost Integer (一番左の整数 )]を[列 ] までドラッグし、[Orders
(Count) (注文 (カウント))]を[行 ] までドラッグします。

2. [行 ]で [CNT(Orders) (CNT (注文 ))]をクリックし、[簡易表計算 ] > [合計に対する割合 ]を
選択します。

これで、ビューが最初の桁の分布を示すようになり、バーのサイズ (左から右へと減少している)
は、この場合のデータがBenfordの法則を準拠していることを示します。リファレンス分布を追

加することで、データを組み立てるためにさらに多くのことを実行できます。

3. [データ]ペインから[Benfords Law (Benford の法則 )]を[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグ

します。[マーク]カードで [Benfords Law (Benford の法則 )]をクリックし、[メジャー] > [最小

値 ]を選択します。

4. [データ]ペインから[分析 ]ペインに切り替え、[分布バンド]をビューまでドラッグします。[セル]
にドロップします。
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注 :分布バンドはTableau 10.2以降のWebプラットフォームでサポートされます。

5. [リファレンスライン、リファレンスバンド、またはリファレンスボックスの編集 ]ダイアログボックスで、

次を実行します。

a. [値 ]フィールドをクリックして、オプションのその他のセットを表示します。

b. [パーセンテージ]エリアで、「80,100,120」と入力します。
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これにより、範囲を80から100パーセント、および100から120パーセントに広がるよ

う指定します。次に、パーセンテージが参照する値を指定します。

c. [次のパーセント]フィールドで、[MIN(Benford の法則 )]を選択します。

[値 ]フィールドの表示「80%,100%,120% of Average Min. Benfords Law」と

なります。

残りのステップでは、リファレンスバンドの外観を構成します。

d. [ラベル]を[なし]に設定します。

e. [ライン]を最も細い線に設定します。

f. [これより下を塗りつぶす]を選択します。

g. [塗りつぶし]から、[スポットライト]を選択します。

h. [OK]をクリックして [リファレンスライン、リファレンスバンド、またはリファレンスボックスの

編集 ]ダイアログボックスを閉じます。

6. マークラベルを表示するためのツールバーボタンをクリックします。

完了したビューは次のようになります。
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"Superstore"はデモデータですが、Benfordの法則に準拠している限りは現実的です。青いバーは、

最初の桁の実際のパーセンテージが、ビュー内の予測されるBenford値を表す100%の値 (分布バ

ンドの黄色いゾーンから緑のゾーンを分けるライン)と正しく揃っていることを示しています。

連続メジャーから連続のbinを作成する

連続メジャー (または数値ディメンション)をbinに変換すると便利な場合があります。

Tableauの任意の不連続フィールドは、ビンのセットと見なすことができます。たとえば、[行 ]に"Profit
(収益 )"を、[列 ]に"State (州 )"を持つビューを作成するとします。"State (州 )"フィールドをbinの

セットと見なすことができます。各収益値は、値が記録された状態に対応するbinに並べ替えられま

す。ただし、ディメンションを参照せずに、ビンに割り当てられている"Profit (収益 )"の値を表示する

場合は、各ビンが値の範囲に対応するような数値ビンを作成できます。
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注 :データのビニングは、リレーショナルデータソースでのみ行うことができ、ビニングされたフィー

ルドは計算では使用できません。ただし、特定サイズのビンを複製する計算フィールドを作成

することはできます。例 : (FLOOR([Sales]/1000)*1000)はサイズが1000のビンを作成

します。この計算をディメンションペインにドラッグすると、これらのビンをキューブデータソースお

よび計算フィールドとともに使用することができます。

メジャーでビンを作成すると、新しいディメンションが作成されます。これは、無制限の連続した値の

範囲を持つフィールドから、限定された不連続の値の集合を持つフィールドを作成しているためで

す。ただし、ディメンションを作成した後で、連続ディメンションに変換できます。この方法は、ヒストグ

ラムを作成する場合などに便利です。ビニングされたディメンションからヒストグラムを作成するページ

1546を参照してください。

ビニングされたディメンションの作成 :

1. [データ]ペインでメジャーを右クリック( ではControlを押しながらクリック)し、[作成 ] > [ビン]を
選択します。

2. [ビンの作成 ]ダイアログボックスで、提案された [新しいフィールド名 ]を受け入れるか、新しい

フィールドに異なる名前を指定します。
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Webでは、このダイアログボックスの名前は [ビンの編集 ]です。外観は多少異なりますが同じ

オプションです。

3. [ビンのサイズ]フィールドに値を入力するか、Tableauに値を計算させます。

Tableauが最適化計算を迅速に実行できる場合、[ビンのサイズ]に最初に表示される値は、

Tableauによる最適なビンサイズの推定値です。

Tableauが迅速に最適化計算を実行できない場合、[ビンのサイズ]フィールドは既定で10に

なります。その場合、[ビンのサイズを提案 ]をクリックしてTableauに最適化計算を実行させる

ことができます。

最適なビンのサイズを計算するのにTableauが使用する式は、次のとおりです

Number of Bins = 3 + log2(n) * log(n)

式の中で、nは表に含まれる不連続行の数です。各ビンのサイズは、最小値と最大値の差を

ビンの数で割って決定されます。

[ビンの作成 ]ダイアログボックスの下部にある4つの読み取り専用フィールドには、Tableauがビンのサ

イズを提案するのに使用するデータが表示されます。手動でビンのサイズを設定する場合、これらの

値を考慮できます。値は次のとおりです。

Min フィールドの最小値。

Max フィールドの最大値。

Diff フィールドの最小値と最大値の差。

CntD データ内の不連続値 (行 )の数。

[OK]をクリックして [ビンの作成 ]ダイアログボックスを閉じると、ビニングされた新しいフィールドが [デー

タ]ペインの [ディメンション]エリアに表示されます。
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ビューにビニングされたディメンションを追加すると、各ビンは、特定の値の範囲でデータが要約される

同じサイズのコンテナーとして動作します。列または行のヘッダーが作成されます。各ビンのラベルは、

そのビンに割り当てられた数値の範囲の下限を示します。下限はそのビンに含まれることに注意して

ください。

ビニングされたディメンションからヒストグラムを作成する

ビニングされたディメンションを作成する場合は、これをヒストグラム作成の出発点として使用します。

上記の指示に従って作成された"Sales (bin) (売上高 (bin))"ディメンションを使用し、次の手順で

ヒストグラムを作成します。

注 :ヒストグラムをすばやく作成するには、[表示形式 ]を使用します。[表示形式 ]を使用して

ヒストグラムを作成する方法については、実践練習セクションのヒストグラムの作成 ページ

1463を参照してください。

1. [データ]ペインで"Sales (bin) (売上高 (bin))"ディメンションをクリックしてから、[連続に変換 ]
を選択します。

2. [データ]ペインから"Sales (bin) (売上高 (bin))"ディメンションをドラッグし、[列 ]シェルフにド

ロップします。
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3. [データ]ペインの [メジャー]エリアから元の"Sales (売上高 )"フィールドをドラッグし、[行 ]シェル

フにドロップします。

4. [行 ]で [SUM(Sales)]をクリックし、集計方法を「Sum」から「Count」に変更します。

結果はヒストグラムです。

アクセシビリティのためのデータビューの作成

できるだけ多くの人にとってアクセス可能なビューを作成する必要がある場合、またはUS Section 508
要件やその他のアクセシビリティ関連の法律や規制を順守する環境で作業している場合、Tableau
を使用することにより、Webコンテンツアクセシビリティガイドライン(WCAG 2.1 AA)に準拠したデータ

ビューを作成することができます。スクリーンリーダー、点字キーボード、キーボードオンリーナビゲーショ

ンなどを使用するユーザーがアクセス可能なビューも作成できます。
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アクセシビリティをサポートするビューコントロール

Tableau Desktopを使用して、Webコンテンツアクセシビリティガイドライン(WCAG 2.1 AA)に準拠

した要素を含むアクセシブルなビューを作成し、そのビューをパブリッシュして、同様にWCAG 2.1 AA
に準拠したWebページに埋め込むことができます。

以下の例のビューには散布図が含まれており、アクセシビリティを改善する様々な要素が含まれてい

ます。詳細については、アクセシブルなビューを設計するためのベストプラクティスページ1550および

アクセシビリティのためのビューの作成 ページ1556を参照してください。

タイトル (1)、単一値フィルターと複数値フィルター (2)、カテゴリ別凡例 (3)、キャプション(4)、タブ

(5)、Vizの代替テキスト(6)、色盲パレット(7)、データの表示ウィンドウ( 8)。

注 : [色弱 ]パレットを使用すると、視覚障害を持つユーザーが認識できる色を選択することが

できます。各ディメンション値に色を割り当てるときは、それらの色が十分なコントラストを提供

しており、明暗スペクトルにおいて色同士が近すぎないようにしてください。
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アクセシブルなビューのための追加サポート

図に示されているコントロールのほかに、Tableauでは、アクセシブルなビューを作成するために次のよ

うな機能もサポートされています。

l キーボードナビゲーション

l 支援技術用のプログラミングコンテキスト(ARIA役割を使用 )

l グラフおよび視覚化に相当するテキスト

l コントラスト規格の準拠

l 埋め込みビューのためにTableau Serverにサインインする際の認証

l ビジュアライゼーションの代替テキスト(Tableau Cloudバージョン23.2以降 )

注 : 認証が必要なデータソースを使用する場合は、パブリッシュ時にデータソースの認証資格

情報を埋め込むことにより、認証ページが表示されないようにし、アクセスしやすくすることがで

きます。データソースの認証資格情報を埋め込む方法の詳細については、「パブリッシュされた

データにアクセスするための認証資格情報を設定するページ3073」の「認証タイプの設定」

で、「埋め込みパスワード」のセクションを参照してください。

その他のリソース

以下の外部リソースは、アクセシビリティのためのビューを設計する際に役立ちます。

l Webコンテンツアクセシビリティガイドライン(WCAG 2.1)

l カラーコントラストのツールとヒント

l カラーコントラストアナライザー

免責条項 :これらの外部ウェブサイトへのリンクが正確そして最新であり、関連性があるように

確認する最善の努力を払っていますが、Tableauは外部プロバイダーによって管理されている

ページの正確さや最新度に関して責任を負いかねます。コンテンツに関する質問の答えを求

める場合、外部サイトにお問い合わせください。

アクセシブルなビューの作成方法に関する詳細、ガイドライン、および例については、このセクションの

後続のトピックを参照してください。
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アクセシブルなビューを設計するためのベストプラクティス

素晴らしいビューを作成したら、ビューのアクセシビリティを高めて、取りまとめたデータをすべてのユー

ザーが見て理解できるようにしたいと考えます。

Tableauは、アクセシブルなビューを作成できるいくつかのコントロールをサポートし、US Section 508
要件およびWebコンテンツアクセシビリティガイドライン(WCAG 2.1 AA)への準拠を支援します。

Tableau CloudまたはTableau Serverから共有されるコンテンツが、「アクセシビリティのためのビュー

の作成 ページ1556」の手順に従い、次のWCAG 2.1 AA原則に沿っていることを確認してください。

l 知覚可能 -情報およびユーザーインターフェイスコンポーネントは、ユーザーが知覚できる方

法でユーザーに提示しなければならない。コンテンツを文章で説明したり、その他の方法で把

握できるようにすることを検討してください。

l 操作可能 -ユーザーインターフェイスコンポーネントおよびナビゲーションは、さまざまなデバイ

スから利用可能であり、さまざまな方法でビューを操作可能でなければならない。

l 理解可能 -ビューに提示する情報は、ユーザーにとって理解可能なものでなければならない。

たとえば、ビューに表示される各エレメントには、はっきりと区別できる名前やラベルを使用しま

す。

この記事で説明しているベストプラクティスに従い、「アクセシビリティのためのビューの作成 ページ

1556」で示している手順を取り入れることにより、Tableau ServerやTableau Cloudでパブリッシュし

たビューをすべてのユーザーにとってアクセシブルであるように構築します。

シンプルにする

WCAG 2.1 AA 原則 :理解可能

ビューで大量の情報を提供しなければならない場合があります。しかし、情報が多すぎるビューは、

分かりづらくなったり、スクリーンリーダーやキーボードを使用したナビゲートが困難になる場合がありま

す。次のガイドラインを使用すると、ビューに詰め込みすぎてユーザーを圧倒することなく、必要な内

容をすべて伝えることができます。

l 可能な場合はデータを集計し、表示するマークの数を減らします。また、ビューに1000個を

超えるマークを表示すると、ブラウザーではなくサーバーでビューがレンダリングされることがありま

す。サーバーでレンダリングされたビューは、WCAG準拠にまだ対応していません。

ユーザーは、[データの表示 ]ページ (既定で有効化 )にアクセスしてマークの参照元データを

確認することも、このページからアクセス可能なアプリケーションにデータをダウンロードする方法

でマークを確認することもできます。

例 :この例では、2種類の棒グラフビューを使用して、詳細なビューと集計されたビューの違い

を説明します。
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簡単に理解できない - マークが多すぎる アクセシビリティが高い - 集計されたビュー

l 詳細すぎて理解しづらいビューになっ

ています。

l 5,000個以上のマークが表示され、

各マークが何を表しているのかを示す

十分なテキストがありません。

l このビューは、スクリーンリーダーを必

要とするユーザーには難しすぎて使え

ません。

l この例は、より高いレベルで集計され

たデータを使って同じビューを表示し

ています。

l 重要なデータポイントは含んだまま、

ユーザーにとって読みやすく、理解し

やすくなりました。

l マークの数が5,000個以上からおよ

そ20個に減っています。

l ユーザーは、焦点をビューの上に置

き、Enterキーを押して[データの表

示 ]ページを開くことにより、マークの

参照元となる詳細情報を確認でき

ます。

l 棒グラフや折れ線グラフのように、テキスト、色、図形を使用でき、より多くのコンテキストを

ビューに追加できる、シンプルなグラフィック要素を使用することを検討します。

l マークの数を最も重要なデータポイントを強調するマークだけに限定します。

このタイプのビューの作成方法の詳細と例については、アクセシビリティのためのビューの作成 ページ

1556のシンプルにするページ1557を参照してください。
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タイトルとキャプション

WCAG 2.1 AA 原則 :知覚可能、理解可能

分かりやすい説明文をタイトルやキャプションに使用することで、支援技術を使っているユーザーにコ

ンテキストを提供し、ビュー内のデータの理解を助けることができます。次のガイドラインに従って

Tableauの視覚的な性質を適応させることで、すべてのユーザーのニーズを満たすことができます。

l ビューは、説明に使用するテキストの補足であると考えます。

l タイトルやキャプションでテキストを使用して、視覚化および表示内容について説明します。

l シンプルでわかりやすい言語を使用します。専門用語や頭字語、略語は避けます。

l 「～のイメージ」や「～の写真」などの言葉がすでにスクリーンリーダーに自動的に含まれる場

合があるため、説明文には含めません。

l 見出しやタイトルなどで大文字のみ使用することは、読み取りにくくなる可能性があるため避

けます。

例 :この例は、2種類の棒グラフを示しています。1つはテキストをほとんど使用しておらず、も

う1つはタイトルとキャプションを使ってコンテキストを追加しています

簡単に理解できない - テキストが少なすぎる
アクセシビリティが高い - 説明文を補足してコ

ンテキストを提供する

l 1語だけのタイトルでは説明が不十

分です。

l マークが色とサイズで区別されていま

す。しかし、テキストが追加されてい

ないので、各マークのコンテキストが

l この例は、同じビューを表示していま

すが、タイトルとキャプションの両方に

説明文が追加されています。

l 同じコントラストカラースケールとサイ

ズを使って区別されていますが、コン
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分かりづらい可能性があります。

l このビューについて説明するキャプショ

ンやその他の説明文がありません。

テキストを追加するためにバーマーク

にラベルが追加されています。

コンテキストを提供するテキストを表示するビューの構築方法の詳細と例については、アクセシビリティ

のためのビューの作成 ページ1556のより多くのテキストを表示して分かりやすいビューにするページ

1568を参照してください。

追加テキスト

WCAG 2.1 AA 原則 :知覚可能、理解可能

ビュー全体でタイトルやキャプションに加えてテキストを使用することで、表示しているさまざまなエレメ

ントのコンテキストをユーザーが理解しやすくなります。これらは、さまざまなコントロール (凡例とフィル

ターなど)とデータ間の関係を説明するのにも役立ちます。

テキストを追加る際には、次のガイドラインを使用してください。

l 凡例やフィルターの見出しにテキストを使用し、コントロールや何を行うかについて説明します。

また、ダッシュボードのテキストゾーンを使用して視覚化に対するコンテキストを追加し、表示

内容をさらに説明することもできます。

l ビジュアライゼーションに代替テキストを追加します。Tableauは、Tableau 23.1でVizの代替

テキストの自動生成を開始しました。Tableau 23.2以降では、自動生成された代替テキスト

を編集して、閲覧者にとって重要であることがわかっている追加のコンテキストを追加できます。

l 可能であれば、ラベルによってコントロールを参照します。たとえば、凡例のラベルを[サブカテゴ

リ]から[商品タイプのカラーキー]に変更することで、コントロールとデータ間の関係がユーザー

に分かりやすくなります。

l ビューにリンクテキストを含める場合は、リンクがユーザーをどこへ移動させるかを説明するテキ

ストを使用します。たとえば、「1990 ～ 2000年の地球温暖化統計情報」のようなリンクテキ

ストを使用します。「ここをクリック」、「その他」、「詳細」などの文言は避けます。一般的すぎて

ユーザーが混乱する可能性があるため、使用を避けます。

l 例 : 2種類のバブルチャートを示しています。一方のビューでは、ビューの作成時にデフォルトで

表示されるテキストのみを使用し、もう一方のビューでは、意味を伝えるためにビュー全体にコ

ンテキストを追加するテキストを使用しています。

簡単に理解できない - テキストが少なすぎる アクセシビリティが高い - 説明文を追加
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l このビューは、シートのタイトルにデフォ

ルトのテキストのみを使用し、フィル

ターおよび凡例にデフォルトのラベルを

使用しています。

l マークがサイズと色のみで区別されて

います。

l このビューには、コンテキストを提供す

るキャプションやその他の説明文があ

りません。

l この例は、同じビューを表示していま

すが、説明文が追加されています。

l タイトルおよびキャプションにテキストを

追加することにより、マークの関係を

説明したり、ビューが何を示している

かを説明するコンテキストを提供する

ことができます。

l マークラベルを追加することで数値を

示すことができるため、ユーザーが情

報を理解する際に、色のみに頼らず

に済みます。

コンテキストの補足テキストを含めたビューの構築方法と例については、「アクセシビリティのための

ビューの作成 ページ1556」の「より多くのテキストを表示して分かりやすいビューにするページ1568」と
「アクセシビリティのためのビューの作成 ページ1556」を参照してください。

色とコントラスト

WCAG 2.1 AA 原則 :知覚可能、理解可能
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色を使用して、ビューのマークを区別することができます。ただし、特に多くのマークがあるビューで色だ

けを使用すると、視覚障害を持つユーザーが十分に区別できない場合があります。ビューで色を使用

する際には、次のガイドラインを使用してください。

l Tableauは、ビューに合った適切な色を選択する際に使用する色弱パレットを提供していま

す。使用するすべてのカラーパレットについて、十分なコントラストを提供し、明暗スペクトルで

それぞれ区別できる色を割り当てるようにします。

l 線マークについては、形状、サイズ、ラベルなどの追加オプションを使用して、区別しやすくしま

す。

l コントラスト分析ツールを使用して、テキストの色と背景に最適なコントラスト比を選択します。

カラーコントラストを強くし、4.5:1 (大きいテキストの場合は3:1)のコントラスト比標準を満たす

ようにします。

例 :この例は、2つの線グラフを示しています。1つは色のみで線を区別し、もう1つはより適切

な色と形状でマークを区別しています

簡単に理解できない - 色のみでマークを区別
アクセシビリティが高い - 色と形状でマークを

区別

l このビューは、色のみでそれぞれの線

を区別しています。

l このビューのマークは、視覚障害を持

つユーザーにとって十分にアクセシビリ

ティが高いカラーパレットを使用してい

ません。

l この例は、同じビューを表示していま

すが、色と形状を使ってマークを識別

しています。

l 明確なタイトルの付いた色の凡例と

形状の凡例があるため、ビューで色や

形状が何を表しているかが分かりま

す。

Tableau Software 1555

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://www.paciellogroup.com/resources/contrastanalyser/


色を使ってマークを区別するビューの構築方法の詳細と例については、アクセシビリティのための

ビューの作成 下のアクセシビリティのためのビューの作成 下を参照してください。

ビューのパブリッシュ

WCAG 2.1 AA 原則 :知覚可能、操作可能、理解可能

ビューをユーザーが使用できるようにするには、ツールバーメニューで [共有 ]をクリックしてビューを

Tableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュします。ユーザーはスクリーンリーダーやキーボー

ドを使用してビューとツールバーボタンを操作できます。詳細については、Tableau ビューのキーボー

ドでのアクセシビリティページ3174を参照してください。

ワークブックをパブリッシュして埋め込む方法、埋め込みコードを探してWebページにコピーする方

法、ツールバーをオフにする方法の詳細については、アクセシビリティのためのビューの作成 下のビュー

のパブリッシュと共有 ページ1589を参照してください。

アクセシビリティのためのビューの作成

この記事では、アクセシブルなビューを設計するためのベストプラクティスページ1550で説明されてい

る設計ガイドラインについてより詳しく説明し、Tableau Desktop (バージョン10.2以降 )でこれらの

ビューを作成する方法について説明します。

一般的な手順

コンテンツ作成者は、次の一般的な手順に従うと、Webコンテンツアクセシビリティガイドライン

(WCAG)に準拠するのに役立つビューを作成できます。

ステップ1: アクセシビリティのベストプラクティスに従ってビューを作成します。

ステップ2:ビューをTableau ServerまたはTableau Cloud (バージョン10.2以降 )にパブリッシュしま

す。

ステップ3:ユーザーがTableau CloudまたはTableau Serverでコンテンツにアクセスするためのリンク

を共有するか、ユーザーがコンテンツにアクセスするためのビューをWebページに埋め込みます。

ベストプラクティスガイドラインを使用してビューを作成すると、よりアクセシブルになります。スクリーン

リーダーでは、タイトルと説明を含む画像として扱われます。ユーザーは、キーボードナビゲーションを

使用して [データの表示 ]ペインを開くと、ビューの参照元データにアクセスできます。

ビューの作成

Tableauで効果的なビューの作成に適用される原則の多くは、アクセシブルなビューの作成にも当て

はまります。アクセシブルなビューを作成する際の主な違いは、ビューで色を使用する際に、必ず他の
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タイプのマークエンコードを提供する必要がある点です。また、ビューおよびビューのマークのコンテキス

トを提供するために、ビューでより多くのテキストを使用する必要があります。

シンプルにする

アクセシブルなビューを作成する場合、ビューをシンプルにします。シンプルにすることで、データの関係

や共通部分がより簡単に分かるようになります。

どうしたらビューをよりシンプルにできるでしょうか。最も関連性のある重要なデータのみを強調します。

ビュー内のマークを必要なものだけに減らします。ビューの詳細レベルおよび粒度を制限することによ

り、認知の過負荷を避けることができます。

ビューを設計するときは、ユーザーがビューで参照元データにアクセスすることを念頭に置きます。ビュー

に含めたデータは、ユーザーが [データの表示 ]ペインの [サマリー]タブで参照元データにアクセスしたと

きに、スクリーンリーダーが読み上げます。

シンプルさをサポートするガイドライン:

l ビュー内のマークの数を制限する

l 視認性を確保するためにビューの向きを変える

l 単一のビュー内の色と形状の数を制限する

l フィルターを使って所定の時間に表示されるビュー内のマークの数を減らす

ビュー内のマークの数を制限する

サーバーではなくブラウザーでビューがレンダリングされるように、マークの数が1,000個未満になるよう

にします。

注 :クライアントでレンダリングされたビューは、サーバーでレンダリングされたビューよりもアクセスし

やすい場合があります。埋め込みビューがブラウザーでレンダリングされるように、ビュー内のマー

クが必ず1,000個未満になるようにします (凡例やフィルター内の項目を含みます)。

ビュー内にあるマークの数は、Tableau Desktopでビューを作成するときに確認できます (ウィンドウの

左下隅 )。

マークが多すぎるビューの例

次の例は、マークが20,000個以上あるビューを示しています。このビューは、集計されたビューよりも

細かい詳細レベルのデータを示しています。複数のディメンション([地域 ]、[カテゴリ]、[サブカテゴリ])と
メジャー ([売上高 ]、[収益 ]、[注文ごとの収益 ]、[収益率 ])がビューに追加されています。[詳細 ]に [商
品名 ]があると、データセットに含まれているすべての商品のマークが追加されます。
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マークが少ないビューの例

次の例は、よりアクセス可能なビューを示しています (マークが100個未満 )。データが集計され、詳

細レベルの粒度が荒いデータが表示されます。2つのディメンション([地域 ]と[商品カテゴリ])および1
つのメジャー ([売上高 ])がビューで使用されています。

これらの概念の詳細については、Tableau でのデータ集計 ページ171とディメンションのビューの詳細

レベルへの影響 ページ149を参照してください。

マークの数を制限する方法をいくつか紹介します。
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l 詳細レベルの粒度が細かいデータのビューではなく、集計されたデータのビューを作成します。

数千個の値を持つディメンションを[マーク]カードの [詳細 ]に配置しないようにします。

l 階層内のディメンションを使用したいが、ビューでは階層を使用できるようにしたくない場合、そ

の特定のディメンションのコピーを使用します。使用したいフィールドを階層からコピーし、ディメ

ンションのコピーを使ってビューを作成します。

それにより、ユーザーが埋め込みビューで階層を展開するのを防ぐことができます。埋め込み

ビューで階層を展開すると、ビュー内のマークの数が増え、ブラウザーではなくサーバーでビュー

がレンダリングされます。

1. 階層内のディメンションを右クリックし、[複製 ]をクリックします。ディメンションのコピーが表

示されます。

2. コピーしたディメンションを右クリックし、[名前の変更 ]をクリックします。コピーしたディメン

ションに意味のある一意の名前を付けます。このディメンションを使ってビューを作成しま

す。

l ビューの作成に使用するメジャーおよびディメンションの数を制限します。

アクセシビリティが低い:次の例は、[行 ]に4つのメジャーと[列 ]に3つのディメンションがある

ビューを示しています。フィールドの数が多いほど、複雑なビューが作成されます。
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アクセシビリティが高い:このビューは、[列 ]に2つのディメンションと[行 ]に1つのメジャーがあり

ます。ビュー構造内のフィールドが少ないほど、認知的過負荷が減ります。

視認性を確保するためにビューの向きを変える

水平方向のラベルやヘッダーは、垂直方向のラベルよりも簡単に読み取れます。

アクセシビリティが低い:この例では、テキストが縦向きに表示されています。
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アクセシビリティが高い:この例では、テキストを横向きに表示できるように、スペースがビューに追加さ

れています。

ビューとそのヘッダーおよびラベルの向きを変更するには、ツールバーで [切り替え]ボタンをクリックする

か、またはビューのサイズを変更し、横向きにラベルを表示するための余裕を設けます。この例では、

テーブルのサイズが変更されました。詳細については、表とセルのサイズ変更 ページ2946を参照してく

ださい。
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1つのビュー内の色と形状の数を制限する

[色 ]または [形状 ]でディメンションを表示する場合、ユーザーがそれぞれの色と形状を区別できて、

重要なパターンを理解できるように、10種類を超える色や形状を1つのビューで使用しないようにし

ます。

してはいけないこと:次の例では、10番目のマークが [商品タイプ]に適用されてから、線の色が反復

を開始しています。

すべきこと:次の例では、フィルターを使って、一度に表示できるマークの数を制限しています。その結

果、ビュー内の色と形状の数が10個を超えることがなくなります。
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フィルターを使ってビュー内のマークの数を減らす

フィルターを使うことにより、ビュー内のマークの数を、ユーザーに見てもらいたいものだけに絞ることがで

きます。フィルターの作成の詳細については、「ビューからのデータのフィルター」を参照してください。

また、次のフィルターモードを表示することにより、ユーザーがビュー内のデータを制御できるようになり

ます。Tableauでよりアクセシブルなビューをサポートするフィルターモードは、以下の通りです。

l 単一値 (リスト):ラジオボタンを使ったフィルター。一度に選択できるアイテムは1つだけです。

ユーザーに単一値のフィルターを提供するという方法は、ビュー内のマークの数を減らす良い方

法です。

l 複数値 (リスト):同時に選択できるアイテムのリスト(チェックボックス付き)を使用したフィル

ター。複数値のフィルターでは、同時により多くのマークを表示できます。
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l 単一値 (ドロップダウン):アイテムのドロップダウンリストを使用したフィルター。一度に選択でき

るアイテムは1つだけです。ユーザーに単一値のフィルターを提供するという方法は、ビュー内

のマークの数を減らす良い方法です。

l 複数値 (ドロップダウン):同時に選択できるアイテムのドロップダウンリストを使用したフィル

ター。複数値のフィルターでは、同時により多くのマークを表示できます。
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フィルターを表示するには、フィルターとして使用したいフィールドを右クリックし、[フィルターの表示 ]を
選択します。

フィルターモードを選択するには、フィルターのドロップダウンメニューから、[単一値 (リスト)]、[単一値

(ドロップダウン)]、[複数値 (リスト)]、または [複数値 (ドロップダウン)]フィルターを選択します。

Tableau Software 1565

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



[単一値 (リスト)]または [単一値 (ドロップダウン)]フィルターでは、フィルターから[すべて]オプションを

削除することができます。フィルターのドロップダウンメニューから[カスタマイズ]を選択し、[" すべて"の
値を表示 ]オプションをクリアします。

次の画像は、フィルターの [カスタマイズ]オプションを示しています。
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ワークシートで複数のフィルターを使用している場合、次のガイドラインを念頭に置いてください。

l ビューを作成する際は、ブラウザーを200%まで拡大してみて、ビュー内のすべてのコンポーネン

トが意図したとおりに表示されることを確認します。

l ワークシートにフィルターを横方向に配置することは避けてください。ブラウザーウィンドウの幅が

十分でない場合、ビュー内のコンポーネント(フィルターなど)が視覚化とオーバーラップします。

l フィルターをビューに追加した後にフィルターの位置を変更しないでください。フィルターの位置や

順序を変更すると、タブの順序が変わる可能性があります。

この例は、[単一値 (リスト)]フィルターを[商品カテゴリ]に、[複数値 (リスト)]フィルターを[商品注文

日 ]に設定したビューを示しています。[単一値 (リスト)]フィルターでは、一度に表示できるのは1つの

商品タイプのみです ([すべて]は非表示 )。

Tableau Software 1567

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



より多くのテキストを表示して分かりやすいビューにする

ビューには、タイトル、キャプション、マークラベルを表示するようにします。タイトルおよびキャプションを

編集することにより、ユーザーがビューを理解しやすくするためのコンテキストや詳細をより多く提供す

ることができます。

l ビューのすべてのオブジェクトに正確で一貫性のある名前を付けます。

l 視覚化のコンポーネントがどのように関連しているかを説明するテキストを提供します。

l 冗長性を排除するため、テキストを簡素化します。

また、ビューのフィールド名が意味のある名前になるように、[データ]ペインでメジャーやディメンションの

名前を変更することもできます。

表示および編集が可能なビューの各種要素は、次のとおりです。

l タイトル (ワークシート、フィルター、凡例 )。ワークシート、フィルター、凡例のタイトルを表示しま

す。既定のタイトルテキストは、フィルターまたは凡例によって参照されているシートまたは

フィールドの名前です。より多くのコンテキストを提供するためにタイトルを編集できます。

l キャプション (ワークシート)。ワークシートにキャプションを表示します。既定のキャプションテキ

ストは、ビューの表示内容のサマリーを提供します。より多くのコンテキストを提供するために、

このテキストに追加することができます。

l ラベル ([マーク] カード、[ラベル] ボタン)。デフォルトでは、ラベルがビューに表示されないため、

ラベルを表示するオプションを選択する必要があります。

アクセシビリティが低い:この例は、テキストが制限されているビューを示しています。ワークシートキャプ

ション、マークラベル、説明的なタイトル、タイトルエリアに表示されるビューについての追加テキストな

ど、多くのテキスト要素が表示されていません。また、フィルターおよび凡例のタイトルが、より多くのコ

ンテキストを提供するように編集されていません。
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アクセシビリティが高い:この例は、同じビューを示していますが、より多くの詳細およびコンテキストを提

供するために、複数のテキストエレメントが表示されています。ワークシートにタイトルとキャプションが

表示されています。ワークシートのタイトルが編集されて、ビューでデータがどのように示されているかを

説明するテキストが含まれています。ワークシートのキャプションには、Tableauによって自動生成され

る既定のサマリーテキストが含まれています。このビューにおいて意味のあるタイトルになるように、凡

例のタイトルが編集されています。ユーザーが色のみに頼らずに済むように、マークラベルによって [収
益 ]の値が示されています。
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同様のデータを表示するこのテキストテーブルの例のように、テキストのみを表示するビューを作成す

ることもできます。

ワークシートのタイトルとキャプションを表示・編集するには

1. [ワークシート] > [タイトルを表示 ]を選択してから、[ワークシート] > [キャプションを表示 ]を選

択します。
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2. ビューの最上部にあるタイトルボックスで、ドロップダウンメニューをクリックし、[タイトルの編集 ]
をクリックします。

テキストエリアにテキストを入力して書式設定したら、[OK]をクリックします。マークアップテキス

トに加えてテキストを追加したり、マークアップテキストを置き換えることができます。

3. キャプションボックスでドロップダウンメニューをクリックし、[キャプションの編集 ]をクリックします。

テキストエリアにテキストを入力して書式設定したら、ドロップダウンメニューをクリックして[OK]
をクリックします。既定のテキストに加えてテキストを追加したり、既定のテキストを置き換えるこ

とができます。

ビューにマークラベルを表示するには
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l [マーク]カードで [ラベル]をクリックし、[マークラベルを表示 ]をクリックします。

[データ] ペインのフィールド名を編集するには

1. ディメンションまたはメジャーを右クリックし、[名前の変更 ]をクリックします。

2. 名前を編集し、Enterキーを押します。

詳細については、「フィールド名の変更」を参照してください。

フィルターまたは凡例のタイトルを編集するには

凡例およびフィルターに関連付けられているテキストは、それらの目的を明確に説明するテキストで

なければなりません。フィルターおよび凡例のタイトルが機能を説明するタイトルになるように編集しま

す。ワークシートのタイトルまたはキャプションに入力する説明では、フィルターを名前で呼びます。
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1. フィルターのドロップダウンメニューをクリックし、[タイトルの編集 ]をクリックします。

2. テキストを編集し、[OK]を選択します。
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フォントサイズ

テキストのフォントサイズを大きくすると、よりアクセシブルになります。[書式 ]、[ワークブック]の順に選

択して、ワークブック全体のデフォルトのテキストサイズを変更します。詳細については、「作業の書

式設定」を参照してください。
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ワークシートレベルでフォントサイズを変更することもできます。

代替テキストを編集して、より説明的にする(Tableau CloudおよびTableau Desktop)

Tableau Cloud 23.2およびTableau Desktop 23.3以降では、Tableauによって自動生成された代

替テキストをカスタマイズして説明を加え、閲覧者が理解しやすいテキストにすることができます。

ダッシュボードでは、コンテキストメニューから代替テキストエディターにアクセスできます。

1. Vizをタップして選択して [その他のオプション]メニューを展開し、[アクセシビリティ]を選択しま

す。
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2. 代替テキストの説明ボックスで代替テキストを更新し、[OK]を選択します。

ワークシートでは、ツールバーまたは [データガイド]ペインから代替テキストエディターにアクセスできま

す。

ツールバーからアクセスする:

1. [ワークシート]を選択して、[アクセシビリティ]を選択します。

2. 代替テキストの説明ボックスで代替テキストを更新し、[OK]を選択します。

[データガイド]ペインからアクセスする:

1. オーサリングモードで、[データガイド] アイコンをクリックして [データガイド]ペインを開きま

す。

2. [アクセシビリティ]で、[代替テキストを編集 ]を選択します。
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3. 代替テキストの説明ボックスで代替テキストを更新し、[OK]を選択します。

注 :代替テキストを編集するには、オーサリングモードである必要があります。データガイドにア

クセスできない場合は、管理者にお問い合わせください。組織によってはデータガイドが非表

示に設定されている可能性があります。

色使いを工夫し、コントラストをつける

[マーク]カードの [色 ]に配置されているフィールドのタイプに応じて、さまざまなカラーパレットを使用で

きます。使用するすべてのカラーパレットについて、十分なコントラストを提供し、明暗スペクトルでそ

れぞれ区別できる色を割り当てるようにします。

l ディメンション(不連続 )については、[色弱 ]パレットを使用することをお勧めします。各ディメン

ション値に割り当てられる色を調整する必要があります。十分なコントラストを提供し、明暗ス

ペクトルでそれぞれ区別できる色を割り当てます。一色型色覚の場合、[ステップドカラー]を5
に設定して[シアトルの灰色 ]パレットを使用してみてください。

l メジャー (連続 )については、[ステップドカラー]オプションを5に設定して[青 ]または [オレンジ -
青分岐 ]パレットを使用してみてください。使用するステップの数値を調整する必要がありま

す。一色型色覚の場合、[ステップドカラー]を5に設定して[灰色 ]パレットを使用することを

検討してください。

テキストカラーについては、一般的なガイドラインは、テキストの視覚的な表現やテキストの画像のコ

ントラスト比を4.5:1 (大きいテキストの場合は3:1)にすることです。Tableauの既定の色書式設定

は、これらの既定のコントラスト比に従っています。コントラスト分析ツールを使用して、テキストの色と

背景のコントラスト比をテストすることができます。

重要 :ビューで色を使用する場合、ラベル、サイズ、形状、位置など、他のタイプのマークエン

コードも提供する必要があります。マークの違いを表すのに色のみに頼らないようにしてくださ

い。
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[色 ]に配置されたディメンション

アクセシビリティが低い:このビューは、不連続ディメンションが [色 ]に配置されていて、[Tableau 20]パ
レットが設定されている例を示しています。線のパスは有益な位置情報を提供しますが、色では線

マークをはっきりと区別できません。

アクセシビリティが高い:次の例では、[色弱 ]パレットが使用されています。色で示されている内容を

強化するために、形状も使用されています。

[色 ]に配置されたメジャー

アクセシビリティが低い:このビューは、連続メジャーが [色 ]に配置されていて、グラデーション色を備え

た [薄い青色 ]パレットが設定されている例を示しています。このビューは、色と色のコントラストが十

分でなく、明暗スペクトルにおけるコントラストが不十分です。サイズの使用はこのビューで役立ってい
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ますが、このカラーパレットを使用すると、色覚異常のあるユーザーがマーク間のコントラストの違いを

確認するのが難しくなる可能性があります。

アクセシビリティが高い:このビューは、ステップドカラーを備えた [オレンジ -青分岐 ]パレットを使用して

います。このパレットの使用により、マーク間のコントラストが改善されています。
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パレットを選択するには

このオプションを使用するには、メジャーまたはディメンションをビューの [色 ]に配置しておく必要があり

ます。

1. [マーク]カードで [色 ]をクリックし、[色の編集 ]をクリックします。

2. [カラーパレットの選択 ]で、ドロップダウン矢印をクリックしてパレットを選択します。

この例では、[色弱 ]パレットが選択されています。
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[色弱 ]パレットで、[パレットの割り当て]をクリックし、[OK]をクリックします。または、[OK]をク

リックします。

値の色を変更するには:

1. 左側の [データ項目の選択 ]で値をクリックします。

2. 右側のパレットで新しい色をクリックします。色見本をポイントして色を識別します。変

更する値の数だけ操作を繰り返します。

3. [OK]をクリックして [色の編集 ]ダイアログボックスを終了します。

次の例は、[ステップドカラー]を5ステップに設定した [オレンジ -青の分化 ]パレットを示してい

ます。
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3. [色弱 ]パレットで、[パレットの割り当て]をクリックし、[OK]をクリックします。または、[OK]をク

リックします。

色とパレットの詳細については、「色プロパティ」を参照してください。

色以外の視覚キューの提供 :位置、サイズ、形状

フィールド値に色を使用する場合、ラベル、位置、サイズ、形状など、他のタイプのマークエンコード

も提供する必要があります。同じフィールド値に位置、サイズ、または形状を使用することにより、

マーク間の違いを強化することができます。これらのメカニズムはすべて、データに関する情報をユー

ザーに伝えます。

色を使ってメジャーまたはディメンションの値を示す場合、各マークに割り当てる色に対し、十分な明

暗スペクトルコントラストを提供します。

アクセシビリティが低い:この例は、色、形状、またはサイズを使用せずにコントラストを作成している

同一散布図を示しています。マークの位置によって意味のある情報が提供されていますが、ビューで

はより多くの視覚ビューを使用できます。
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アクセシビリティが高い:この例では、[クアドラント]という名前の計算されたフィールドが色と形状で使

用されています。位置、色、形状を使用して各マークが区別されています。軸もマークの位置と意味

を明確にしています。
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すべて一緒に使用する

次の例は、テキスト、形状、色、およびサイズのすべてを組み合わせて使用することにより、アクセス

可能なビューを作成する方法を示しています。売上高がそれぞれの円 (マーク)のサイズによって表さ

れます。収益が色とテキストで表されます。ビューのタイトルおよびキャプションが表示されており、より

多くのコンテキストを提供するように編集されています。フィルターおよび凡例のタイトルも、より多くの

コンテキストを提供するように編集されています。

演習 :アクセシビリティが低いビューからアクセシビリティが高いビューへの改善

非常にアクセス可能でないvizをアクセス可能な vizに変換します。この開始ビュー内のデータには、

より細かいレベルの詳細と、スクリーンリーダーでの認知的過負荷の一因となる可能性のある構造

が含まれています。
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このビューでは、各販売地域の売上合計とともに収益率を表示することにより、どのタイプの商品が

良く売れているように見えて、実は収益率が高くないかを判断することができます。収益と注文ごとの

収益も表示します。

この記事で前述されている概念とベストプラクティスに基づいて、このビューに変更を加えます。

ステップ1:ビューの詳細レベルを下げます。

[詳細 ]に [商品名 ]ディメンションがあるため、データセット内のすべての商品が、ビューでマークによって

表されています。

l [詳細 ]から[商品名 ]を削除します。この変更により、ビュー内のマークの数が20,000個以上

から272個に減ります。

ビューのマーク数を減らすと、サーバーではなくブラウザーで埋め込みビューがレンダリングされるように確

保できます。

Tableau Software 1585

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



ステップ2:より集計されたデータのビューを作成します。

1. [列 ]のメジャーの数と、[行 ]のディメンションの数を減らします。

2. [地域 ]を削除します ([地域 ]のフィルターを使用 )。マークの数が68個に変わります。

3. [カテゴリ]と[サブカテゴリ] (どちらのディメンションも[商品 ]階層の一部 )を、[商品カテゴリ]と
[商品タイプ]に名前を変更したコピー (階層の一部ではない)に置き換えます。[サブカテゴリ]
フィルターを削除します。

それにより、ユーザーが埋め込みビューで階層を展開するのを防ぐことができます。埋め込み

ビューで階層を展開すると、ビュー内のマークの数が増え、サーバーではなくブラウザーでビュー

がレンダリングされる場合があります。

ビューはすでにより集計され、簡素化されたビューになっていますが、さらに続けます。
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l [収益 ]、[注文ごとの収益 ]、[収益率 ]を[列 ]シェルフから[ツールヒント]に移動します。

これでマークの数が17個になりました。データ内の参照元となる詳細情報は、依然として [データの

表示 ]ウィンドウで確認できます。しかし、マークの数を減らしたことにより、ビューがブラウザーでレンダリ

ングされるため、ビューがよりアクセシブルになります。

ステップ3:カラーパレット設定を確認します。

パレットの設定は [オレンジ -青分岐 ]です。

l [ステップドカラー]を5に設定します。
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ステップ4:ビューのテキストを更新して表示します。

1. 新しいビューに合わせてタイトルを変更します。

2. ワークシートのキャプションを表示します。

3. マークラベルを表示します。

4. [収益率 ]を[マーク]カードの [ラベル]までドラッグします。

5. フィルターと凡例のタイトルを編集します。

ステップ5:[データの表示 ]ウィンドウの [サマリー]タブを開きます。

これが、このビューでスクリーンリーダーが読み上げるテキストです。各商品タイプの参照元データに4
つのメジャーが含まれています。
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ビューのパブリッシュと共有

ビューを作成し終えたら、よりアクセシブルなビューにするために、次のことを行うことができます。

l ビューをTableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュし、リンクを共有するか、アクセシ

ブルなWebページにビューを埋め込みます。ビューのパブリッシュ方法の詳細については、ワーク

ブックをパブリッシュするための包括的な手順 ページ3048を参照してください。

l ユーザーがビューにアクセスするためのパーミッションを持っていて、参照元データを[データの表

示 ]ウィンドウで表示可能であることを確認します。

Tableau Publicへのパブリッシュ

ワークブックを作成し、Tableau Publicに保存した後、エンドユーザーが [データの表示 ]ウィンドウを開

けるようにするには、[他のメンバーによるワークブックやデータのダウンロードを許可する]オプションを有

効にする必要があります。
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Web編集パーミッションをオフにする

ユーザーにビューツールバーの [編集 ]オプションが表示されないようにするには、ワークブックをパブリッ

シュするときにWeb編集パーミッションを[拒否 ]に設定します。ワークブックをパブリッシュするときに

ユーザーにWeb編集モードのアクセスを許可しない場合は、Tableau Cloud管理者にも知らせる必

要があります。

1. Desktopで、[サーバー] > [ワークブックのパブリッシュ]を選択します。

2. [パーミッション]で [編集 ]、[すべてのユーザー]を選択し、もう一度 [編集 ]を選択します。

3. Web編集パーミッションで [拒否 ]を選択します。[適用 ]、[OK]の順にクリックします。
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ビューの共有または埋め込み

共有する準備が整ったら、Tableau ServerまたはTableau Cloudでビューに移動して、ビューのツー

ルバーの [共有 ]ボタンをクリックし、リンクをコピーするか、サイトのユーザーと共有します。ビューツール

バーとナビゲーションパネルは準拠用に備えられており、キーボードナビゲーション用の [Skip to
Content (コンテンツにスキップ)]オプションとフォーカスインジケータが含まれています。

または、WCAG準拠のWebページのHTMLコードにビューを埋め込むことができます。ビューを埋め

込む方法の詳細については、Web ページへのビューの埋め込みページ3283を参照してください。

サンプル埋め込みコード

<script type='text/javascript' src='http://Your_

Server/javascripts/api/viz_v1.js'></script>

<div class='tableauPlaceholder' style='width: 1256px; height: 818px;'>

<object class='tableauViz' width='1256' height='818'

style='display:none;'>

<param name='host_url' value='http%3A%2F%2FYour_Server%2F' />

<param name='site_root' value='' />

<param name='name' value='name of the visualization' />

<param name='tabs' value='yes' />

<param name='showShareOptions' value='true' />

</object>

</div>

ビューURLでの場合 :

https://myserver/t/Sales/views/MyCoSales/SalesScoreCard?embed=y

埋め込みビューは、ブラウザー (サーバーではなく)でレンダリングする必要があります。

サーバーでレンダリングされたビューは、クライアントでレンダリングされたビューよりもアクセスしにくくなりま

す。埋め込みビューがブラウザーでレンダリングされるように、必ずビュー内のマークを1,000個未満に

するか、埋め込みビューのURLで renderをtrueに設定します。

例は次のとおりです。

http://localhost/views/Supplies/MyView?:render=true

既定では、クライアント側レンダリングが有効化 (true)されています。
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パーミッションについて

参照元データにアクセスする必要があるユーザーは、埋め込みビューを表示して操作するための適

切なサイトロールとパーミッションが必要です。これには、ビューが含まれているプロジェクトおよびワー

クブックへのアクセス権も含まれます。[表示 ]および [サマリーデータのダウンロード]のパーミッションが

最低限必要です。スクリーンリーダーを使用するユーザーは、参照元データを表示できなければなり

ません。

埋め込みビューを表示するユーザーは、次のものが必要です。

l Explorer、Viewerまたはゲストのサイトロール。

注 : Viewerのサイトロールは制限が多いため、フィルターを使用したり、[全データ]タブを表示

したりすることができません。

l ワークブックが含まれているプロジェクトの [表示 ]パーミッション。

l ワークブックとそのビューの [表示 ]パーミッション。

l [データの表示 ]ウィンドウの [サマリー]タブでビューの参照元データを読み取るための [サマリー

データのダウンロード]パーミッション。

l [全データのダウンロード]パーミッション。ユーザーが [データの表示 ]ウィンドウの [全データ]タブ

で、データソースの利用可能なすべてのデータを読み取ることが可能でなければならない場

合。

ワークブックとビューのパーミッションを設定する方法の詳細については、Tableau Cloudヘルプの「コン

テンツのパーミッションの設定」を参照してください。

ビューのテスト

埋め込みビューのキーボードショートカットを使用して、埋め込みビューをテストします。ユーザーガイ

ドでこの情報をユーザーに提供します。
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Tableauのマップおよび地理的データの分析
マップ上へのデータのプロットに関し、Tableauには必要なものが含まれています。このセクションでは、

Tableauでマップを使い始めるために必要なすべてのドキュメントを紹介します。

最初に見るトピック

Tableau でマッピングを始める下

マッピングの概念

Tableau のマッピングワークスペースページ1627

マップデータ

マップの作成

マップのカスタマイズ

Tableauでマッピングを始める

このチュートリアルでは、Tableauでマップを作成するときの代表的な操作について順を追って説明し

ます。

ここでは、地理的データへの接続と結合の方法やそのデータをTableauで書式設定する方法、場所

の階層の作成方法、基本的なマップビューの作成とプレゼンテーションの方法について学習します。

それぞれの過程で主要なマッピングの機能を適用しながら説明していきます。

Tableauで初めてマップを作成するユーザーにとってこのチュートリアルは最適な出発点です。

ステップ1:地理的データへの接続

地理的データには様々な形状と書式があります。Tableau Desktopを起動して表示される最初の

ページには、左側の [接続 ]ペインに利用可能なコネクターが表示されます。これは、データがどのよう

に接続されているかを示します。

地理的データを操作するには、空間ファイルに接続するか、スプレッドシート、テキストファイル、サー

バー上に保存されているデータに接続します。

シェープファイルまたはgeoJSONファイルなどの空間ファイルには、実際のジオメトリ(点、線、多角形 )
が含まれます。一方のテキストファイルまたはスプレッドシートには、経度や緯度の座標で表す点の場

所や名前付きの場所が含まれます。この名前付きの場所をTableauに取り込むとTableauジオコー

ディング(データの参照先である保存されたジオメトリ)に接続します。

Tableauでサポートされている接続の全リストについては、Tableau Webサイトで接続可能なデータ

を参照してください。
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このチュートリアルでは、Tableau Desktopに同梱されているExcelファイルに接続します。このファイ

ルにはTableauがジオコーディングできる場所の名前が含まれています。マップビューを作成すると、

Tableau Map Serviceに保存されているジオメトリが、ユーザーがフィールドに割り当てた地理的役

割に基づいた場所の名前で参照されます。地理的役割の詳細については、このチュートリアルの後

半で説明します。

1. Tableau Desktopを開きます。

2. [接続 ]ペインで [Excel]をクリックします。

3. [ドキュメント] > [マイTableau リポジトリ] > [データソース]に進み、サンプル - スーパースト

ア.xlsファイルを開きます。

一度データソースに接続すると、次のような画面になります。
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これは [データソース]ページと呼ばれ、Tableauで使用する場所データを準備できるのがこのページで

す。

[データソース]ページで実行可能なタスクには次のものがありますが、マップビューを作成するためにこ

のすべてを実行する必要はありません。

l 別の接続を追加してデータを結合する

l データソースに複数のシートを追加する

l フィールドに地理的役割を割り当てる、または変更する

l 列のデータ型を変更する(数字から文字列への変更など)
l 列の名前変更

l 住所がすべて含まれている1列を分割して、県、市区町村、番地に分け、複数の列に割り

当てる

[データソース]ページとこのページで実行できる一部のタスクの詳細については、データソースの設定

ページ596セクションを参照してください。

ステップ2:データの結合

データは、複数のデータソースやシートに保持されていることがよくあります。これらのデータソースや

シートの列が共通である限り、データはTableauで結合できます。結合は、共通のフィールド上の関

連データを組み合わせる方法です。結合を使用したデータの組み合わせの結果は、データの列を追

加することによって通常は横方向に拡張された仮想テーブルです。
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結合は、地理的データ、特に空間データでしばしば必要とされます。たとえば、米国のオレゴン州の

校区に対するカスタムの地理情報を含むKMLファイルと、これらの校区に関する人口統計情報を

含むExcelスプレッドシートを結合できます。

この例では、Sample-Superstoreデータソースの2種類のシートを結合します。

1. [データソース]ページの左側の [シート]で [注文 ]をダブルクリックします。

2. [シート]で"People (人々 )"をダブルクリックします。

両方のスプレッドシートから"Region (地域 )"列が結合フィールドとして使用され、この2種類

のスプレッドシートの内部結合がTableauで作成されます。これで、地域に加えてデータソー

スのすべての場所に営業担当者が割り当てられます。

この結合を編集するには、結合のアイコン(2つの円 )をクリックします。表示される[結合 ]ダイ

アログボックスで結合を編集できます。Tableauでのデータの結合の詳細については、データ
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の結合 ページ739を参照してください。

ステップ3:地理的データをTableauで書式設定する

データソースの設定後は、地理的データをTableauで使用できるように準備する必要が生じる場合

があります。マップビューを作成するためにこれらすべての手順が必要になるとは限りませんが、

Tableauで使用するための準備という観点で理解しておくことが重要です。

作成するマップの種類によって異なりますが、フィールド(または列 )に、特定のデータ型、データの役

割、地理的役割を割り当てる必要があります。

たとえば、ほとんどの場合、緯度と経度のフィールドには、データ型としての数字 (10 進数 )およびデー

タの役割を表すメジャーを含める必要があり、また、緯度と経度という地理的役割を割り当てる必要

があります。他のすべての地理的なフィールドには、データ型として文字列とデータの役割であるディメ

ンションを含める必要があり、該当する地理的役割を割り当てる必要があります。

注 :空間ファイルに接続する場合は、[ジオメトリ]フィールドが作成されます。このフィールドのデータの

役割はメジャーにする必要があります。

次のステップでは、この条件を満たすための地理的データの書式設定の方法を実際に操作して説明

します。

列のデータ型を変更する

地理的データに初めて接続したときに、Tableauがすべての列にデータ型を割り当てます。これらの

データ型には、"Number (decimal) (数字 (10進数 ))"、"Number (whole) (数字 (整数 ))"、"Date and
Time (日付と時刻 )"、"Date (日付 )"、"String (文字列 )"、および "Boolean (ブール値 )"があります。

Tableauがこれらのデータ型を正しく処理しない場合は、編集する必要があります。たとえば、データ
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型の "Number (whole) (数字 (整数 ))"が郵便番号の列に割り当てられることがあります。マップ

ビューを作成するには、郵便番号のデータは "String (文字列 )"のデータ型に割り当てる必要があり

ます。

列のデータ型を変更するには:

1. [データソース]ページで、"String (文字列 )"としてデータ型のアイコン(地球儀 )をクリックし、

"Postal Code (郵便番号 )"を選択します。

データ型の詳細については、データ型 ページ156を参照してください。

地理的データに地理的役割を割り当てる

Tableauでは、緯度と経度の値を持つフィールドの各値には、地理的役割が関連付けられます。あ

るフィールドに適切な地理的役割を割り当てると、インストール済みのジオコーディングデータベース

のビルトイン値との一致がTableauで検索されて、そのフィールド内の各場所に緯度と経度の値が

割り当てられます。Tableauではこのようにユーザーの場所がマップにプロットされます。

州などの地理的役割がフィールドに割り当てられると、Tableauでは "Latitude (generated) (緯度

(生成 ))"および "Longitude (generated) (経度 (生成 ))"というフィールドが作成されます。
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この例のように、地理的役割がデータに自動的に割り当てられる場合があります。列に地球儀のアイ

コンが表示されている場合は、データに地理的役割が割り当てられていることを表します。

地理的役割が自動的に割り当てられない場合は、手動でフィールドに割り当てることができます。今

回の例ではその必要はありませんが、自分のデータにこの操作ができると理解しておくことは重要で

す。

地理的役割を割り当てる、または編集するには:

1. [データソース]ページで地球儀のアイコンをクリックします。

2. [地理的役割 ]をクリックしてから、データに最も相応しい役割を選択します。

たとえば、この例では、[国 ]列には地理的役割が割り当てられていないために、[国 /地域 ]とい
う地理的役割を割り当てます。

注 :データに地理的役割を割り当てることが難しい場合、またはTableauマップサーバーに組

み込まれていないデータがある場合もTableauでこのようなデータを操作する方法はいくつかあ

ります。地理的役割の割り当てページ1669を参照してください。
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ディメンションからメジャーへの変更

地理的データに接続すると、Tableauではすべての列にデータの役割も割り当てられます。列には

ディメンションまたはメジャーを割り当てることができます。ほとんどの場合で、緯度と経緯の列はメ

ジャーにする必要があります。特殊な例として、データソース内のすべての場所を、市区町村や州

(都道府県 )などの詳細レベルにドリルアップ/ダウンする機能がないままマップにプロットしたい場合

は、ディメンションにすることができます。このための優れた方法がポイント分布マップです。

残りの地理的データはディメンションにする必要があります。

今回の例では列のデータの役割を変更する必要はありませんが、自分のデータにこの操作ができる

と理解しておくことは重要です。例を使って何度でも練習できます。操作を間違ってもいつでもやり

直すことができます。

列のデータの役割を変更するには:

1. [データソース]ページで、Sheet 1をクリックします。

ワークスペースが更新されて次のように表示されます。

これがワークシートと呼ばれている、マップを作成する場所です。画面の左側が [データ]ペイン

です。データソース内の全列がこのペインにフィールドとして一覧表示されます。たとえば、

"Country and State (国および州 )"です。これらのフィールドには列のすべての生データが含ま

れています。Tableauで緯度と経度のフィールドが生成されていることに注意してください

(Latitude (generated) (緯度 (生成 ))およびLongitude (generated)) (経度 (生成 ))です。こ

れはデータに地理的役割を割り当てているためです。
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[データ]ペインのフィールドは、メジャーとディメンションに分割されています。[データ]ペインの

[ディメンション]セクションのフィールドにはよく、日付や顧客 IDなどのカテゴリを表すデータが配

置され、同じペインの [メジャー]セクションのフィールドには、売上高や数量などの定量的な

データが配置されます。

2. [データ]ペインの [ディメンション]から、"Row ID (行 ID)"などのフィールドを選択して [メジャー]
セクションにドラッグします。
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このフィールドが [メジャー]セクションに追加され、色が青から緑に変化します。これでディメン

ションからメジャーへの変換ができました。メジャーからディメンションにフィールドを変換するに

は、フィールドを[メジャー]セクションから[ディメンション]セクションにドラッグしてください。

詳細については、ディメンションとメジャー、青と緑 ページ145を参照してください。
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ステップ4:地理的階層の作成

現在のワークシートのスペースでは、地理的階層を作成できます。この操作はマップビューの作成に

は必須ではありませんが、地理的階層を作成することで、データに含まれている地理的な詳細レベル

に指定した順序ですばやく絞り込めるようになります。

地理的階層を作成するには:

1. [データ]ペインで地理的フィールドを右クリックし、"Country (国 )"をクリックしてから

"Hierarchy (階層 )"> "Create Hierarchy (階層の作成 )"を選択します。

2. "Create Hierarchy (階層の作成 )"ダイアログボックスが表示され、階層にMapping Items (マッ

ピング項目 )など名前を付けてから[OK]をクリックします。

"Country (国 )"フィールドを持つMapping Itemsという階層が [ディメンション]セクションの最下

部に作成されます。

3. [データ]ペインで、"State (州 /都道府県 )"フィールドをこの階層にドラッグし、"Country (国 )"
フィールドの下に配置します。

4. "City (市区町村 )"や "Postal Code (郵便番号 )"の各フィールドについてもステップ3を繰り返

します。

操作が終了すると、次のような順序の階層になります。
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l 国

l 都道府県

l 市区町村

l 郵便番号

ステップ5:基本マップの作成

これまでに、データへの接続、データの結合、データの書式設定、地理的階層の作成が終了しまし

た。いよいよマップの作成を開始します。基本のマップビューの作成から始めます。

1. [データ]ペインで、"Country (国 )"をダブルクリックします。

[マーク]カードの [詳細 ]に"Country (国 )"フィールドが追加され、[列 ]および [行 ]シェルフに"
緯度" (生成 )および "経度" (生成 )が追加されます。1つのデータポイントを持つ1つのマップ

ビューが作成されました。地理的役割は "Country (国 )"に割り当てられているため、Tableau
でマップビューが作成されます。ディメンションやメジャーなどこれ以外のフィールドをダブルクリッ

クすると、ビューの内容に応じて、[行 ]や [列 ]のシェルフ、または [マーク]カードにそのフィールド

がTableauによって追加されます。ただし、[マーク]カードでは、地理的なフィールドは常に [詳
細 ]に配置されます。

このデータソースに存在する国は1つのみのため、(合衆国 )が表示される唯一のデータポイ

ントです。データポイントをさらに多く表示するには、より詳細なレベルを追加する必要があり

ます。地理的階層を作成したので、この操作は簡単にできます。

2. [マーク]カードで、"Country (国 )"フィールドから+アイコンをクリックします。
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"State (州 /都道府県 )"フィールドが [マーク]カードに追加され、データソースに存在するすべて

の州 (都道府県 )のデータポイントが含まれるようにマップが更新されます。

階層を作成しなかった場合は、"Country (国 )"フィールドの+アイコンは利用できません。この

場合は、別のレベルの詳細として"State (州 /都道府県 )"を追加するために、[データ]ペインか

ら"State (州 /都道府県 )" を[マーク]カードの [詳細 ] に手動でドラッグします。

おめでとうございます!これで基本マップが作成されました。次のステップではこのマップをカスタマイズし

てビルドできます。

ステップ6:ポイントから多角形への変更

Tableauの既定のマップタイプは多くの場合、ポイントマップです。しかし、地理的役割を地理的デー

タに割り当てている場合は、これらのデータポイントは多角形に簡単に変更できます。

注 :市区町村や空港に対して色塗りマップは使用できません。

1. [マーク]カードで、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[色塗りマップ]を選択します。

マップは多角形マップに更新されます。

ステップ7:視覚的な詳細を追加する

[マーク]カードにメジャーまたはディメンションを追加してビューに視覚的な詳細を加えることができま

す。この例では、ビューに色とラベルを追加します。
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色の追加

l [メジャー]から[マーク]カードの [色 ] に"Sales (売上高 )"をドラッグします。

売上高に応じて州に色を付けます。"Sales (売上高 )"はメジャーのため、定量的カラーパレッ

トを使用します。ディメンションに色を付ける場合は、カテゴリ別のカラーパレットを使用しま

す。

ラベルの追加

1. [メジャー]から"Sales (売上高 )"を[マークカード]の[ラベル]にドラッグします。

売上高のラベルが各州に付きます。ただし、数値に書式設定を少し加える必要があります。

2. [データ]ペインで、"Sales (売上高 )"を右クリックして[既定のプロパティ] > [数値の書式設

定 ]を選択します。

3. 表示される[数値の書式設定 ]ダイアログボックスで、"Number (Custom) (数値 (カスタ

ム))"を選択して次のように実行します。

l "Decimal Places (小数位 )"に「0」と入力します。

l [単位 ]として"Thousands (K) (4 桁 )"を選択します。

l [OK]をクリックします。
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指定した書式設定でラベルと色の凡例が更新されます。

ステップ8:バックグラウンドマップのカスタマイズ

バックグラウンドマップとは、マーク(境界、海、場所の名前など)の背景にあるものすべてを指します。

このバックグラウンドマップのスタイルをカスタマイズできる他にも、マップレイヤーやデータレイヤーも追

加できます。バックグラウンドマップのカスタマイズに加えて、独自のWMSサーバーやMapboxマップに

も接続できます。詳細については、Web Map Service (WMS) サーバーの使用 ページ1825および

Mapbox マップの使用 ページ1822を参照してください。

バックグラウンドマップをカスタマイズするには:

1. [マップ] > [マップレイヤー] の順に選択します。

ワークスペースの左側に [マップレイヤー]ペインが表示されます。この場所でバックグラウンド

マップのすべてのカスタマイズを実行します。

2. [マップレイヤー]ペインで [スタイル]ドロップダウンをクリックして[標準 ]を選択します。

バックグラウンドマップの外観は次のように更新されます。
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3. [マップレイヤー]ペインの [マップレイヤー]で、[海岸線 ]を選択し、[国境 /地域境界 ]、[国名 /
地域名 ]、"State/Province Borders (都道府県境 /州境 )"、および"State/Province
Names (都道府県名 /州名 )"のチェックをすべて外します。
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4. [マップレイヤー]ペインの最上部でXをクリックして[データ]ペインに戻ります。

これでバックグラウンドマップがシンプルになり、データに注目しやすくなりました。

ステップ9:カスタム領域の作成

マップビューでデータを作成するときは、既存の位置をまとめてグループ化し、組織の販売地域など、

独自の領域や地域を作成することもできます。

1. [データ]ペインで"State (州 )"を右クリックし、[作成 ] > [グループ]の順に選択します。

2. 表示される[グループの作成 ]ダイアログボックスで、[カリフォルニア]、[オレゴン]、[ワシントン]を
選択してから[グループ]をクリックします。作成するグループごとに領域が表示されます。

注 : Ctrlキー (Macではコマンドキー)を押しながら州を選択すると複数選択できます。

3. 作成したばかりの新しいグループを右クリックして[名前の変更 ]を選択します。

4. グループの名前をWest Coast (西海岸 )に変更します。

5. 次の領域として、[アラバマ]、[フロリダ]、[ジョージア]、[ルイジアナ]、[ミシシッピ]、[サウスカロライ

ナ]、[テキサス]を選択してから[グループ]をクリックします。

6. このグループの名前をSouth (南部 )に変更します。
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7. 3番目の領域として、[コネチカット]、[デラウェア]、[ワシントンD.C]、[メイン]、[メリーランド]、
[マサチューセッツ]、[ニューハンプシャー]、[ニュージャージー]、[ニューヨーク]、[ペンシルベニア]、
[ロードアイランド]、[バーモント]、そして最後の [ウェストバージニア]を選択し、[グループ]をク

リックします。

8. このグループの名前をEast Coast (東海岸 )に変更します。

9. "Include Other (その他を含める)"を選択して残りの州をグループ化します。

10. このOther (その他 )グループの名前をCentral (中部 )に変更します。

11. [OK]をクリックします。

[データ]ペインの他のマッピング項目の下に、"State (group) (州 (グループ))"というフィールドが

表示されます。
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12. [データ]ペインから"State (group) (州 (グループ))"を[マークカード]の [色 ]にドラッグします。

ビューが更新されて次のような表示になります。

グループごとに異なる色が付いています。

13. [マーク]カードで色のアイコンをクリックし、[色の編集 ]を選択します。

14. 表示される[色の編集 ]ダイアログボックスで、[パレットの割り当て]を選択してから[OK]をク

リックします。

マークが新しい色で更新されます。
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15. [メジャー]から"Sales (売上高 )"を[マーク]カードの [ツールヒント] にドラッグします。

州をポイントすると、その州の売上高と他の情報を表示したツールヒントが現れます。このツー

ルヒントの編集方法については後述します。

16. [マーク]カードで、"Country (国 )"フィールドでマイナス記号 (-)のアイコンをクリックして詳細レ

ベルから州を削除します。

1612 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



階層を作成しなかった場合は、ビューの外に"State (州 )"をドラッグすると削除できます。どの

フィールドもビューの外にドラッグすると削除できます。

これで州がマップに表示されなくなりました。ラベルの売上高やツールヒントが更新されたことに

気が付きましたか。これは、カスタム領域が、グループ内のそれぞれの場所で個別に集計され

るのではなくグループレベルで集計されたためです。したがって、西海岸のグループに表示され

る売上高は、カリフォルニア州、オレゴン州、ワシントン州の売上高の合計です。

ステップ10:二重軸マップの作成

これまでに、2種類のマップビューを作成しました。1つは州ごとに、もう1つは地域ごとに売上高を示

すビューです。これらのマップを重ねることはできるでしょうか。できます。Tableauでは、2層のマークを

持つマップを作成できます。Tableauではこれを二重軸マップと呼び、多角形上でのポイントのレイ

ヤーによく使われます。この例では、2つの多角形マップを重ねます。

二重軸マップを作成するには:

1. [データ]ペインから、"Longitude (generated) (経度 (生成 ))"を[列 ]シェルフにドラッグして、

最初の "Longitude (経度 )"フィールドの右側に配置します。

ビューは、2つの同一のマップを使用して更新されます。
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[マーク]カードには、各マップビューに1つずつと両側のビュー (すべて)に1つ、合計 3つのタブ

があります。これらを使用して、マップビューの視覚的な詳細を制御できます。上の [緯度 ]タ
ブはビューの左のマップに対応し、下の [緯度 ]タブは、ビューの右側のマップに対応します。

2. [マーク]カードで、"Longitude (generated) (経度 (生成 ))"タブを選択します。
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3. [メジャー]から、"Sales (売上高 )"を、"Longitude (generated) (経度 (生成 ))"マークカードの

最上部の [色 ]にドラッグします。

マップの左側が更新されます。

4. "Longitude (generated) (経度 (生成 ))"マークカードで、"Country (国 )"フィールドの+アイコ

ンをクリックして、州レベルの詳細に再びドリルダウンします。

5. [マーク]カードで、[色 ]をクリックしてから[色の編集 ]を選択します。

6. 表示される[色の編集 ]ダイアログボックスで、[パレット]ドロップダウンをクリックして[灰色 ]を選

択してから[OK]をクリックします。

この時点でマップの表示は次のようになります。

7. [列 ]シェルフで、右側の"Longitude (generated) (経度 (生成 ))"フィールドを右クリックして

[二重軸 ]を選択します。
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8. [マーク]カードで、最下部の"Longitude (generated) (経度 (生成 ))"タブを選択します。

9. 最下部の"Longitude (generated) (経度 (生成 ))" [マーク]カードで、ビューから両方の

[SUM(売上高 )]フィールドをビューの外にドラッグして削除します。

これで各マップのラベルはオーバーラップしなくなります。

10. 最下部の"Longitude (generated) (経度 (生成 ))" [マーク]カードで、[色 ]をクリックしてから

"Opacity (不透明度 )"に「50%」と入力します。

最下部のレイヤーのマップを表示できるようにする場合、これは重要な手順です。

マップビューが更新されて次のように表示されます。
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これで、各グループ内の各州がどのように編集されたか確認できます。

11. 最下部の”Longitude (generated) (経度 (生成 ))" [マーク]カードで、[ツールヒント]をクリック

します。

[ツールヒントの編集 ]ダイアログボックスが表示されます。

12. 次のテキストをコピーして [ツールヒントの編集 ]ダイアログボックスに貼り付けてから[OK]をクリッ

クします。

Total <State (group)> region sales: <SUM(Sales)>

編集後のツールヒントは次のようになります。
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おめでとうございます!二重軸マップが作成できました!残りはあと1つです。

二重軸マップの詳細については、Tableauコミュニティの「Dual Axis Mapping - Many Ways」
(二重軸マッピング--多様な方法 )を参照してください。

ステップ11:他のユーザーによるマップの操作方法のカスタマイズ

マップビューを作成したら、次に他のユーザーによるマップの操作方法をカスタマイズしていきます。た

とえば、他のユーザーがマップを拡大 /縮小したり、パンを操作したり、マップのスケールを表示すること

もできます。これら2種類のオプションなどは [マップオプション]ダイアログボックスを使用してカスタマイ

ズできます。

他のユーザーによるマップの操作方法をカスタマイズするには:

1. [マップ] > [地図のオプション]を選択します。

2. 表示される[マップオプション]ダイアログボックスで、次のように実行します。

l [マップスケールの表示 ]を選択します。

l [マップ検索の表示 ]をオフにします。

l [ビューツールバーの表示 ]をオフにします。

マップの右下隅にスケールが表示され、マップの左上隅に表示されていたマップ検索のアイコン

とツールバーが消えます。キーボードのショートカットを使用するとパンとズームは引き続き実行

できます。詳細については、ビューのズームとパン、マークの選択 ページ2592を参照してくださ

い。

終了です!これでマップビューをプレゼンテーションで表示したり、ダッシュボードの別のビューと

組み合わせることができるようになりました。ダッシュボードの詳細については、ダッシュボードの

作成 ページ2629を参照してください。

これまでの学習を見直しますか? Tableau Publicからサンプルワークブックをダウンロードできま

す。

他のチュートリアル

マップのビジュアライゼーションの基本を身に付ける

Tableauで作成できるマップの種類と作成方法について学習する

高度なコンテンツをお探しの場合Tableau Communityのマッピングに関する連載を参照してくださ

い。
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マッピングに関する他のヘルプコンテンツを参照する

特定の質問や問題がある場合TableauコミュニティのMapping Forum (マッピングフォーラム)をチェッ

クするか「ナレッジベース」で検索してください。

Tableauでのマッピングの概念

データを地理的に分析する場合は、Tableauでマップにデータをプロットできます。このトピックでは、

マップ視覚化にデータを配置する理由と場合について説明します。また、Tableauで作成できるマップ

のいくつかの種類について説明し、それぞれの作成方法を示すトピックへのリンクを提供します。

Tableauで初めてマップを作成する場合は、学習を開始するのに適しています。

データをマップに配置する理由

マップ上にデータを配置する理由は多数あります。データソース内にいくつかの位置データがある場

合。マップを使うことでデータが一般向けになると考える場合もあるでしょう。これらは両方ともマップ視

覚化を作成するのに十分な理由ですが、マップには、他のタイプの視覚化のように特定の目的があり

ます。

マップの場合は空間的な質問に回答することです。

空間的な質問があり、データの傾向やパターンを理解するためにマップを使用する必要があるため、

Tableauでマップを作成します。空間的な質問とは何でしょうか。

l 例として、次のようなものがあります。

l 市場が最もたくさんある州はどれか。

l 肥満率が最も高い米国の地域はどこか。

l 自分の市の各地下鉄路線の中で最も混雑する駅はどこか。

l 嵐は時間とともにどのような経路をたどったか。

地域の自転車シェアプログラムでは、自転車がどこで借りられ、どこで返却されているか。これらはす

べて空間的な質問です。

しかし、マップはこれらの質問に回答する最善の方法でしょうか。

マップを使用してデータを提示する必要があるのはどのような場合ですか?空間的な質問がある場

合、マップビューはこれに回答する最適な方法である可能性があります。

例えば、先ほどのリストの最初の質問です。ファーマーズマーケットが最も多いのはどの州でしょうか?
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例として、上記のリストの最初の質問を使用します。市場が最もたくさんある州はどれか。州あたりの

市場のリストが含まれるデータソースがある場合、次のようなビューを作成できます。

ニューヨークとカリフォルニアの違いを簡単に述べることができますか?市場がより多いのはどちらです

か?代わりに棒グラフを作成するとどうなりますか?これで、市場の数が最も多い州がわかりやすくなり

ましたか?
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上記の例は、別のタイプの視覚化が、マップより適切に空間的な質問に回答できる、多くのケースの

1つです。

では、マップビューを使用する必要があるかどうかはいつわかるでしょうか。

一般的なルールの1つは、別のビジュアライゼーションを使用すると、より早く、簡単に質問に答えられ

るか自問することです。答えが「はい」の場合、使用しているデータに最適なビジュアライゼーションはお

そらくマップビューではありません。答えが「いいえ」の場合は、次の内容を考慮してください。

質問に適切に回答するマップは、適切なデータ表現と、魅力的なデータ表現の両方を備えていま

す。言い換えれば、データが誤解を招かず、マップが魅力的であることです。

マップが美しくても、データがわかりにくいく場合や、洞察が得られない場合は、データを誤認されるリス

クがあります。そのため、データを正確かつ魅力的に表示するマップの作成が重要になります。

Tableauで作成できるマップの種類は?

Tableauでは、次の一般的なマップタイプを作成できます。

l 比例シンボルマップ下

l コロプレスマップ (色塗りマップ)次のページ

l ポイント分布マップ次のページ

l 密度マップ (ヒートマップ)ページ1623
l フローマップ (パスマップ)ページ1624
l スパイダーマップ (起点 - 終点マップ)ページ1625

比例シンボルマップ

比例シンボルマップは、個々の場所の定量的なデータを示す場合に優れています。たとえば、世界

中での地震をマッピングし、マグニチュード別にそれらのサイズを設定できます。

比例シンボルマップ、およびTableauでそれらを作成する方法の詳細については、Tableau で定量

的な値を示すマップを作成するページ1715を参照してください。
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コロプレスマップ(色塗りマップ)

コロプレスマップは、Tableauでは色塗りマップとも呼ばれ、比率データを表示するのに適しています。

たとえば、米国全土の肥満率を確認する場合、空間的な傾向を見つけられるかを確認するため、

コロプレスマップの作成を検討することができます。

コロプレスマップ、およびTableauでそれらを作成する方法の詳細については、Tableau で比率また

は集計データを表示するマップを作成するページ1726を参照してください。

ポイント分布マップ

ポイント分布マップは、およその場所を示し、データの視覚的クラスターを探す場合に使用できます。

たとえば、昨年米国のどこで雹を伴う嵐 が発生したかを見る場合、ポイント分布マップを作成して、
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クラスターが見つかるかどうかを確認することができます。

ポイント分布マップ、およびTableauでそれらを作成する方法の詳細については、データの視覚的クラ

スターをハイライトするマップをTableau で作成するページ1721を参照してください。

密度マップ(ヒートマップ)

密度マップ(ヒートマップとも呼ばれます)を使用すると、データのクラスタの傾向を視覚的に示すことが

できます。たとえば、マンハッタンのどのエリアでタクシーが最も拾われているかを確認する場合は、密

度マップを作成し、どのエリアが最も人気かを表示できます。

密度マップおよびTableauでそれらを作成する方法の詳細については、Tableau での傾向や密度を

表示するヒートマップの作成 ページ1741を参照してください。
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先頭に戻る

フローマップ(パスマップ)

フローマップを使用すると、マップ全体でパスを接続し、時間とともに何かが発生した場所を見ること

ができます。たとえば、ある期間に世界中で発生した大きな嵐の経路を追跡できます。

フローマップおよびTableauでそれらを作成する方法の詳細については、時間の推移を示すマップを

Tableau で作成するページ1734を参照してください。
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スパイダーマップ(起点 -終点マップ)

スパイダーマップを使用して、起点の場所と、1つ以上の終点の場所の作用を示すことができます。

たとえば、地下鉄の駅の間のパスを接続してそれらをマップ上に図式化し、起点から1つ以上の終点

への自転車シェアの移動を追跡することができます。

スパイダーマップ、およびTableauでそれらを作成する方法の詳細については、Tableau で起点と終

点の間のパスを示すマップを作成するページ1747を参照してください。
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始める際に役立つリソース

Tableauでマップビューの構築を開始する前に、次のリソースの一部を見直してください。

Tableauに地理的データを取り込む

l 空間ファイルからTableau マップを作成するページ1687: Esriシェープファイル、Mapinfoテー

ブル、KMLファイルを持っている場合は、ここから開始します。
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l Tableau が認識しない場所をジオコーディングし、マップ上にプロットするページ1653:Tableau
が認識しないデータがある場合は、ここから開始します。

l 地理的データのブレンドページ1662:別のデータソースとブレンドする地理的データがある場

合は、ここから開始します。

地理的フィールドの書式設定

l 地理的役割の割り当てページ1669:地理的データをTableauに取り込んだ後、Tableauで

使用するためにデータを書式設定する必要があります。

関連項目

ビルドイットユアセルフ:マップビューの作成

マップの外観のカスタマイズページ1794

Mapbox マップの使用 ページ1822

Web Map Service (WMS) サーバーの使用 ページ1825

Tableauのマッピングワークスペース

Tableauのマッピングワークスペースは以下の要素で構成されています。
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データペイン

[データ]ペインでは場所データをディメンションとメジャーに整理します。通常、場所フィールド(国、

州、都市名など)はディメンションにし、緯度および経度フィールドはメジャーにします。とはいえ、緯度

および経度フィールドがディメンションになるシナリオもあります。

[データ]ペインの場所フィールドの横にある地球儀アイコンは、地理的役割がそのフィールドに割り当

てられていることを意味します。詳細については、地理的役割の割り当てページ1669を参照してくだ

さい。
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A:地球儀アイコン-フィールドが地理的フィールドで、Tableauにより自動的にマッピング可能であるこ

とを示します。

B:場所フィールド-これらのカテゴリーフィールドは、場所名であることが多く、[ディメンション]の下にあ

ります。多くの場合、これがTableauで認識されます。
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C:緯度および経度の生成フィールド-データソースに地理的フィールドがあると、多くの場合、

Tableauは緯度および経度フィールドを生成します。これらを使用してマップを作成したり、独自の緯

度および経度フィールドを含めることができます。

マークカード

[マーク]カードは、マップビューの粒度と視覚的な詳細を制御する場所です。[マーク]カードでは、場

所を[詳細 ]にドラッグして粒度をさらに高くしたり、フィールドを[色 ]、[サイズ]、[ラベル]にドラッグして

視覚的な詳細を追加したり、マップタイプをポイントマップから多角形マップに変更したりできます。

A:場所フィールドを[詳細 ]に追加し、ビューに粒度を追加します。

B:ポイントマップでは [自動 ]マークタイプを選択し、多角形 (色塗り)マップでは [マップ]マークタイプ

を選択します。

C:フィールドを[色 ]、[サイズ]、[ラベル]に追加し、ビュー内でのマーク(データポイント)の視覚的な詳

細を変更します。
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ビューツールバー

ビューツールバーには、マップデータの探索に必要な多くのツールがあります。

A:マップ検索アイコンは、マップ内の場所を検索するのに使用します。

B:プラスアイコンとマイナスアイコンは、マップのズームインおよびズームアウトに使用します。

D:ズームエリアアイコンは、マップの特定エリアをズームインするのに使用します。

E:パンアイコンは、マップの周りをパンするのに使用します。

F:選択ツールは、長方形、円、または描画エリア内のデータポイントを選択するのに使用します。円

形選択ツールを使用すると距離の測定も行うことができます。詳細については、マップ内のデータポイ

ントおよび位置間の距離の測定 ページ1835を参照してください。

マップメニュー

マップメニューにはマップ固有のオプションがいくつかあります。
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l [マップ] > [バックグラウンドマップ]を選択すると、マップサービス(MapboxやWMSサーバーな

ど)を追加したり、ワークブック内で利用可能なバックグラウンドマップ間を切り替えできます。

詳細については、独自のバックグラウンドマップをインポートページ1796を参照してください。

l [マップ] > [背景イメージ]を選択すると、ビューにバックグラウンドマップではなく静的イメージを

追加できます。

l [マップ] > [ジオコーディング]を選択すると、Tableauにより認識されない場所をワークブックに

インポートできます。詳細については、Tableau が認識しない場所をジオコーディングし、マッ

プ上にプロットするページ1653を参照してください。

l [マップ] > [場所の編集 ]を選択すると、場所データをTableauのマップデータと一致するよう

に編集できます。詳細については、不明な場所またはあいまいな場所の編集 ページ1673を
参照してください。

l [マップ] > [マップレイヤー]を選択すると、バックグラウンドマップのスタイルをカスタマイズしたり、

マップレイヤーの追加や削除を行ったり、米国データレイヤーを追加したりできます。詳細につ

いてはマップの外観のカスタマイズページ1794を参照してください。

l [マップ] > [マップオプション]を選択すると、ユーザーがパンやズーム、場所の検索、ビューツー

ルバーの使用を行えるかを制御できます。詳細については、ユーザーによるマップの操作方法

のカスタマイズページ1817を参照してください。

行と列のシェルフ

[行 ]シェルフと[列 ]シェルフは、緯度フィールドと経度フィールドを配置する場所です。ユーザーの緯

度フィールドや経度フィールドであるか、またTableauが作成した生成フィールドであるかに関係な

く、"Longitude (経度 )"は [列 ]シェルフ、"Latitude (緯度 )"は [行 ]シェルフに配置します。
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マップのビジュアライゼーション

これはユーザーのマップです。マップに変更を加えると、vizが更新されます。このビジュアライゼーション

は動的で、操作可能です。マークの上にカーソルを合わせると、各場所の詳細を知ることができます。

現れたツールヒント内に表示される情報を編集するには、[マーク]カードの [ツールヒント]ボタンを使用

します。詳細については、ツールヒントをマークに追加 ページ1214およびツールヒント内でビューを作成

する (ツールヒント内 Viz)ページ1317を参照してください。

マッピングワークスペースで利用可能なオプション以外にも、Tableauにはデータ分析のために他に多

くのオプションがあります。カスタム領域の作成、ビューからのデータのフィルター、パラメーターのセット

アップ、セットの作成などを行えます。

関連項目

Tableau でマッピングを始めるページ1593

マップビューの作成においてTableauでサポートされる場所データ

Tableauは世界中の空港コード、市区町村、国、地域、領域、州、郡、および一部の郵便番号と

二級行政区画 (郡相当 )をサポートしています。米国エリアコード、コアベース統計地域 (CBSA)、
大都市圏 (MSA)、選挙区、および郵便番号もTableauによってサポートされています。さらに、緯度

や経度の座標は、10進数形式になっている限りサポートされます。

注 : Tableauがサポートする国別の場所データ一覧については、Tableau Webサイトの

「Tableauのマップについて」を参照してください。

Tableauが場所データを認識しない場合にするべきこと

l Tableau がユーザーの位置データを認識し、フィールドに地理的役割を自動的に割り当てる

と([データ]ペインの横にある地球儀アイコン はこれが行われたことを示します)、マップビュー

を構築する準備が整います。これらの地理的フィールドをダブルクリックするだけでマップが表示

されます。
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l Tableau がデータを直ちに地理的データとして認識せず、マップビューを構築できない場合、

フィールドに地理的役割を割り当てる必要があります。詳細については、地理的役割をフィー

ルドに割り当てるページ1670セクションを参照してください。

注 :この手順は、位置データがTableauでサポートされている場合にのみ機能します。データ

がTableauでサポートされていない場合、その間、そのデータをTableauにマッピングするた

め、いくつかの操作を試すことができます。

l データソースに含まれる場所名を、Tableauの場所名と一致するように編集する

l データのカスタムジオコード

l 地理的データのブレンド

l 空間データを使用してマップビューを構築する

注 :空間データへの接続は、Tableau Desktopバージョン10.2以降でのみサポートさ

れます。

関連項目

Tableauのマップデータについて

Tableauのマップパートナーについて

空間ファイル

このトピックでは、Tableauをシェープファイル、MapInfo表、KML (Keyhole Markup Language)ファイ
ル、TopoJSONファイル、GeoJSONファイル、およびEsri File Geodatabasesに接続する方法につ

いて説明します。

注 :空間データへの接続は、Tableau Desktopバージョン10.2以降でサポートされます。

接続する前に

空間ファイルに接続する前に、次のファイルがすべて同じディレクトリに含まれていることを確認しま

す。

l Esri シェープファイルの場合 :フォルダーには.shp、.shx、.dbf、.prjファイル、およびEsri
シェープファイルの.zipファイルを含める必要があります。

Esri File Geodatabases の場合 :フォルダーにはFile Geodatabaseの.gdbまたはFile
Geodatabaseの.gdb.の.zipファイルを含める必要があります。
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l MapInfo 表の場合 (Tableau Desktopのみ):フォルダーには.TAB、.DAT、.MAP、および.ID

または.MID、および.MIFファイルを含める必要があります。

l KML ファイルの場合 :フォルダーに.kmlファイルが含まれている必要があります(他のファイルは

不要です)。

l GeoJSON ファイルの場合 :フォルダーには.geojsonファイルを含める必要があります (他の

ファイルは不要 )。

l TopoJSON ファイルの場合 :フォルダーに.jsonまたは.topojsonファイルが含まれている

必要があります(他のファイルは不要です)。

注 :フラットファイルにはフォルダー全体の内容が取り込まれます。パフォーマンス上の理由から、

不要なファイルを削除し、ファイル内のデータ量を減らしてください。

注 :現在のバージョンのTableauでは、ポイントジオメトリ、線形ジオメトリ、多角形にのみ接

続できます。混合ジオメトリタイプに接続することはできません。

注 :データに付加記号 (文字の上のアクセントマーク)が適切に表示されない場合は、ファイル

がUTF-8にエンコードされていることを確認する必要があります。

接続してデータソースを設定する

Tableau Desktop: [新規データソース]アイコンをクリックし、[空間ファイル]を選択します。

Tableau CloudまたはTableau Server (Creatorの役割 ): [作成 ] > [ワークブック]を選択します。[ファ
イル]タブを選択します。

その後、次を実行します。

1. 空間データを含むフォルダーへ移動し、接続する空間ファイルを選択します。

2. [開く]を選択します。

空間ファイルデータソースの例

MacコンピューターでTableau Desktopを使用した空間ファイルデータソースの例 :
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[ジオメトリ]列の操作

フィールドの非表示や名前変更など、分析を始める前にデータに対して実行できる操作は多数あり

ます。ただし、[ジオメトリ]列の操作では次の制限が適用されることに注意してください。

l [ジオメトリ]列を非表示にすることはできません。

l [ジオメトリ]列を分割することはできません。

l データソースページで、[ジオメトリ]列を使用して計算フィールドを作成することはできません。

Tableau Desktopの .ttdeファイルおよび .hhyperファイルについて

コンピューターのディレクトリを移動していると、.ttdeまたは .hhyperファイルに気づくかもしれません。お

使いのデータに接続するTableauデータソースを作成すると、Tableauは .ttdeまたは .hhyperファイ
ルを作成します。このファイルはシャドー抽出としても知られ、Tableau Desktopでデータソースの読

み込み速度を向上させるのに使用されます。シャドー抽出には参照元データや標準的なTableau
抽出に似た他の情報が含まれますが、シャドー抽出は別の形式で保存されているため、データの復

元には使用できません。

関連項目

空間ファイルからTableau マップを作成するページ1687
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データベースの空間データへの接続

データベースに格納されている空間列を使用して、Tableauでのマップの視覚化を構築できます。サ

ポートされている空間データソースに接続すると、それらを使用してビジュアライゼーションを作成して

空間データを分析したり、カスタムSQLやRAWSQLクエリに接続して高度な空間分析を実行したり

できます。

Tableauでは以下のコネクタによる空間データへの直接接続がサポートされています。

l Amazon Redshift
l Microsoft SQL Server
l PostgreSQL + PostGIS
l Pivotal Greenplum + PostGIS
l Oracle
l Snowflake

これらのコネクタの使用方法の詳細については、Microsoft SQL Serverページ400、PostgreSQL
ページ433、Pivotal Greenplum Databaseページ431、Oracleページ412、Snowflakeページ489
のコネクタの例を参照してください。

サポートされている空間データおよびSRIDs

Microsoft SQL ServerではGeography 型の空間データのみがサポートされています。

PostgreSQL + PostGIS、Oracle、Pivotal Greenplum + PostGISは、Geography型と

Geometry型のフィールドに対応しています。Geometryフィールドでは、空間フィールドとして認識する

ためにgeo型 (例えば、POINT、LINESTRING)およびSRIDを指定する必要があります。

Geographyフィールドでは、認識されるためにgeo型を指定する必要があります。

注 : PostgreSQL + PostGISでは、両方の混合形状タイプ(ポイント、ライン、および多角形 )
のあるテーブルに接続することができますが、Tableauはこれらを同時にレンダリングしません。

以下のSRIDは、これらのコネクタでサポートされています。

l NAD83 (EPSG:4269)

l ETRS89 (EPSG:4258)

l WGS84 (EPSG:4326)

PostgreSQL + PostGISでは、SRIDは常にWGS84 (EPSG:4326)になります。

Tableauは、これらのコネクタを使用して接続と抽出の両方をサポートします。
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空間フィールドへの接続

1. Tableauを開きデータに接続します。

対応するコネクタを使用してデータに接続する方法の詳細については、Microsoft SQL
Serverページ400、PostgreSQLページ433、Oracleページ412、Pivotal Greenplum
Databaseページ431、Snowflakeページ489コネクタの例を参照してください。

2. [データソース]ページの左側のペインにある[表 ]より、空間データを含む表をキャンバスにド

ラッグします。

空間列は、データベース内にある同じ名前を表示します。

これで、Tableauで空間データを使用して、マップを作成する準備ができました。空間ファイル

からマップを作成する方法の詳細については、空間データからマップビューを構築するページ

1689を参照してください。

カスタムSQLおよびRAWSQLを使用した高度な空間分析の実行

カスタムSQLクエリへの接続

1. Tableauを開きデータベースに接続します。

2. [データソース]ページの左側のペインより、[新しいカスタムSQL]をキャンバスにドラッグしま

す。

3. 表示された [カスタムSQLの編集 ]ダイアログボックスにクエリを入力するか、貼り付けます。空

間データで使用できるカスタムSQLの例については、カスタムSQL クエリの例 見開きページ

を参照してください。

4. 終了したら、[OK]をクリックします。

詳細については、カスタムSQL クエリへの接続 ページ814を参照してください。
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カスタムSQLクエリの例

以下のクエリは例です。カスタムSQLクエリはデータソースによって異なる点に注意してください。

データに学校や公園などポイントが2セット含まれ、交点を表示する場合 :

SELECT S.[name] as SchoolName, P.[name] as PubSpaceName, S.geog_
schools.STBuffer(<Parameters.Radius>) as Geog_School, P.geog_pub_space as Geog_
Pub_Space FROM TestSpatial.dbo.seattle_public_schools S LEFT JOIN
TestSpatial.dbo.seattle_pub_space P ON S.geog_schools.STBuffer
(<Parameters.Radius>).STIntersects(P.geog_pub_space) = 1

このクエリの例では、学校から公共スペースの多角形までの距離が「半径」(メートル)以内の場合、そ

れぞれの行が作成されます。データグリッドでは、クエリの結果は次のようになります。

注 :この例では「Radius」という名前のパラメーターを参照します。距離 (メートル)を測定し、以下の

設定になっています。

l データ型 :フロート

l 現在の値 : 600
l 許容値 :範囲

l 最小 : 100
l 最大 2,000
l ステップサイズ: 50

このパラメーターを使用すると、学校と公共スペースの関係を動的に調整できます。

詳細については、カスタムSQL クエリでパラメーターを使用するページ822を参照してください。
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特定のポイント周辺のデータのみが必要な場合

SELECT * FROM [Test_spatial_<username>].[dbo].[SDOT_Collisions]

C WHERE C.geom.STIntersects(geography::STGeomFromText('POINT(-

122.344706 47.650388)', 4326).STBuffer(1000))=1

このクエリ例ではデータをポイント周辺の1,000メートルに制限します。最初の例で使用したパラメー

ターのように、半径をパラメーターにできます。

または、ポイントと半径ではなく、長方形を使用できます。例は次のとおりです。

SELECT * FROM [Test_spatial_<username>].[dbo].[SDOT_Collisions]

C

WHERE C.geom.STIntersects(geography::STGeomFromText('POLYGON ((-

122.3625 47.6642,-122.3625 47.6493,-122.3427 47.6493,-122.3422

47.6642,-122.3625 47.6642))', 4326))=1

多角形ポイントのワインディング順 (時計回りまたは反時計回り)で、取得するポイントのセットが決

まります。ワインディング順はSQL Server関数 ReorientObject()で反転できます。

混合データ型でエラーが発生する場合

SELECT *, F.geom.STGeometryType() as geomtype FROM [Test_

spatial_<username>].[dbo].[us_historic_fire_perimeters_dd83] F

WHERE F.geom.STGeometryType() = 'MultiPolygon' OR

F.geom.STGeometryType() = 'Polygon'

TableauはMicrosoft SQL Server接続でgeometry型の空間データをレンダリングできないため、こ

のクエリ例ではgeometry型の空間データを除外するようにフィルターします。他の空間型も選択可

能です。

Tableauでのデータのレンダリングが遅すぎる場合

SELECT [Id], [OBJECTID], [fire_num], [year_], [acres], [fire_

name], [unit_id], [Shape_Leng], [Shape_Area], [geom].Reduce(500)

as SimpleGeom

FROM [Test_spatial_<username>].[dbo].[us_historic_fire_

1640 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



perimeters_dd83]

WHERE [geom].Reduce(500).STGeometryType() = 'MultiPolygon' OR

[geom].Reduce(500).STGeometryType() = 'Polygon'

このクエリ例ではデータサイズが大幅に小さくなることがあります(オブジェクトによってはポイントに減らさ

れ、これらは破棄されます)。

RAWSQLの使用

空間データでRAWSQLを使用するために、RAWSQL_SPATIALまたはRAWSQLAGG_SPATIAL
関数を使用して計算フィールドを作成できます。例は次のとおりです。

RAWSQL_SPATIAL("Select %1.STIntersection(%2.STBuffer(200))",

[school_geom], [park_geom])

この式により、2つの値の交点に基づいて一意の空間データが返されます。

RAWSQLAGG_SPATIAL("ST_ConvexHull(ST_Collect(%1))", [Geog])

RAWSQLAGG_SPATIAL("ST_ConcaveHull(ST_Collect(%1), %2, false)",

[Geog], [ParameterValue])

これらの各式からは、指定したデータポイントの周囲にある境界領域が返されます。ConcaveHull
は、精度 (この関数のパラメーター値 )に基づく最小境界領域です。

空間データでのRAWSQLの使用の詳細については、パススルー関数 (RAWSQL)ページ2253を参

照してください。計算フィールドの作成方法の詳細については、計算フィールドの作成 ページ2128を
参照してください。

注 :Oracleに接続している場合、RAWSQL空間関数は使用できません。

注 : PostgreSQL + PostGISを使用する場合、PostGIS関数に固有のRAWSQLを使用する

ときにエラーが発生する可能性があります。
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空間接続のトラブルシューティング

パフォーマンスの問題

大量のレコードを含む結合した空間列を操作する場合、マークの重複が生じることがあります。これ

によりパフォーマンス低下につながる可能性があります。

パフォーマンスを向上させるには、結合したデータソースを抽出します。詳細については、データの抽

出 ページ868を参照してください。

Microsoft SQL Serverのエラーメッセージとソリューション

空間表がサポートされていない空間参照を使用している場合

エラーメッセージ:

Microsoft SQL Serverのデータソース '<data source name>'との通信中にエラーが発生しました。

接続不良 : Tableauはデータソースに接続できませんでした。

[Microsoft][ODBC Driver 13 for SQL Server][SQL Server]オペランド型のクラッシュ: geographyに
はジオメトリとの互換性がありません

[Microsoft][ODBC Driver 13 for SQL Server][SQL Server]ステートメントを準備できませんでした。

解決策 :

l 空間データをMicrosoft SQL Serverからシェープファイルにエクスポートし、それをTableauに

接続します。空間ファイル接続はデータ変換プロセスを経て、何千もの投影に対応するように

なります。

l Microsoft SQL Serverからデータをエクスポートし、QGISやArcGISなどのGISツールを使用

してデータを変換します。その後、表をMicrosoft SQL Serverに再読込みします。

空間表に複数型の空間オブジェクトが含まれる場合

エラーメッセージ:

アクションを完了できません

空間操作により、MixedGeometryまたはMixedGeographyになりましたが、これはまだTableauで

サポートされていません。

空間操作により、MixedGeometryまたはMixedGeographyになりましたが、これはまだTableauで

サポートされていません。
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解決策 :

カスタムSQLを使用してデータをフィルターします。詳細については、混合データ型でエラーが発生す

る場合 ページ1640のカスタムSQLの例を参照してください。

ビジュアライゼーションでメジャーが集計される場合

エラーメッセージ:

Microsoft SQL Serverのデータソース '<data source name>'との通信中にエラーが発生しました。

接続不良 : Tableauはデータソースに接続できませんでした。

集計やサブクエリが含まれる式に対して集計関数を実行することはできません。

解決策 :

ビジュアライゼーション内のメジャーを非集計する: [分析 ]を選択してから、[メジャーの集計 ]をクリアし

ます。

PostgreSQL + PostGIS、Oracle、Pivotal Greenplum + PostGISエラーメッセージと解

決策

混在 SRIDモードを使用していて、SRIDsの1つがサポートされて

いない場合

エラーメッセージ:

PostgreSQLのデータソース '<data source name>'との通信中にエラーが発生しました。

接続不良 : Tableauはデータソースに接続できませんでした。

エラー：混合 SRID geometriesでの操作；
クエリ実行中のエラー

<datasource>からの<query>
HAVING (COUNT(1) > 0)

解決策 :

ビジュアライゼーション内のメジャーを非集計する: [分析 ]を選択してから、[メジャーの集計 ]をクリアし

ます。これにより、エラーメッセージとSRIDがサポートされていないデータを削除します。

空間表がサポートされていない空間参照を使用している場合
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PostgreSQL + PostGISでは、サポートされていないSRIDがある表に接続できますが、[ジオメトリ]
列には「不明」と表示されます。

解決策 :

l 空間データをPostgreSQL + PostGISからシェープファイルにエクスポートし、それをTableau
に接続します。空間ファイル接続はデータ変換プロセスを経て、何千もの投影に対応するよう

になります。

l PostgreSQL + PostGISからデータをエクスポートし、QGISやArcGISなどのGISツールを使

用してデータを変換します。その後、表をPostgreSQL + PostGISに再読込みします。

クエリ結果が1GBの制限を超える場合

エラーメッセージ:

エラー:配列サイズが最大許容値を超えています(0.1073741823)、クエリの実行中にエラーが発生し

ました

ST_Collect(geom)を<data source>から選択

解決策 :

計算をより効率的に書き直します。Tableau での計算作成のベストプラクティスページ2157または

効果的な計算の作成 ページ2994を参照してください。

例 - Microsoft SQL Serverの空間データによるマップの作成

次の例では、ワシントン州シアトルで公園の600メートル以内にある学校を表示する以下のマップの

作成方法について説明します。
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この例では、"TestSpatial (テスト空間 )"という名前のデータベースに対するMicrosoft SQL Server接
続を使用します。このデータベースより次の表を使用します。

l seattle_schools
l seattle_public_space

ステップ1:接続

1. Tableau Desktopを開き、Microsoft SQL Serverに接続します。

2. [データソース]ページの左側のペインより、[新しいカスタムSQL]をキャンバスにドラッグします。

3. 表示された [カスタムSQLの編集 ]ダイアログボックスにクエリを入力するか、貼り付けます。

この例では次のクエリを使用しています。

SELECT S.[name] as SchoolName, P.[name] as PubSpaceName, S.geog_
schools.STBuffer(<Parameters.Radius>) as Geog_School, P.geog_pub_space as
Geog_Pub_Space FROM TestSpatial.dbo.seattle_public_schools S FULL JOIN
TestSpatial.dbo.seattle_public_space P ON S.geog_schools.STBuffer
(<Parameters.Radius>).STIntersects(P.geog_pub_space) = 1

注 :この例では「Radius」という名前のパラメーターを参照します。詳細については、カスタム

SQL クエリでパラメーターを使用するページ822を参照してください。
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このクエリの結果は次のようになります。

ステップ2:マップの作成

1. 新しいワークシートに移動します。

2. [データ]ペインで、空間フィールドをダブルクリックします。

この例では、Geog_Schoolが使用されています。ダブルクリックすると、それらは [マーク]カー

ドの [詳細 ]に自動的に追加され、マップビューが作成されます。

3. [データ]ペインから、ディメンションフィールドを[マーク]カードの [ラベル]にドラッグします。この

例では、"School Name (学校名 )"が使用されています。

4. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

5. 開いた計算エディターで、次の操作を実行します。
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l 計算フィールドに名前を付けます。この例では、計算フィールドに「Intersection (交点 )」
という名前を付けています。

l RAWSQL式を入力します。この例では次の式を使用します。

RAWSQL_SPATIAL ("Select %1.STIntersection(%2)", [Geog_School], [Geog_
Pub_Space])

この式により、2つのジオメトリの交点に基づいて一意の空間データが返されます。

l 終了したら、[OK]をクリックします。

6. [分析 ]を選択してから、[メジャーの集計 ]をクリアします。

7. [データ]ペインから、新しい計算フィールド(この場合は Intersection (交点 ))を[マーク]カード

の [詳細 ]にドラッグします。

マップが、交点フィールドからの多角形の新しいレイヤーで更新されます。マークはRAWSQL
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式のために一意の空間形状になっています。

8. [データ]ペインから、ディメンションフィールドを[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグします。このよ

うにしてもマークの集計は行われません。

この例では、ディメンションとして「PubSpaceName (公共スペース名 )」が使用されています。

9. [データ]ペインから、同じディメンションを[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

この例では、各公共スペースに色が割り当てられました。
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1. マップを書式設定します。詳細については、マップの外観のカスタマイズページ1794を参照して

ください。

この例では次の書式設定を適用しています。

l [School] (学校 )バッファーマーク(Geog_School)の色は灰色。

l [School Name] (学校名 )マークラベルの色は白。

l マップのバックグラウンドスタイルは [暗い]に設定。

l 道路 /高速道路レイヤーがバックグラウンドマップに表示されています。

これでマップは完成です。

関連項目

空間ファイルからTableau マップを作成するページ1687
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カスタムSQL クエリへの接続 ページ814

パススルー関数 (RAWSQL)ページ2253

Tableau での計算の開始 ページ2126

シェープファイルまたはGeoJSONからインポートされたKMLまたはSQL空間データを使用するとき、

空間結合が遅く、反転した結果を返す

Tableauで空間ファイルを結合する

Tableauでは、空間データを使用してマップやその他のタイプのチャートを作成することができます。空

間データソースが2つある場合、それらの空間機能 (地形または形状 )を使用して結合することがで

きます。2つの空間ファイルを結合するか空間計算を使用すると、空間ファイルを緯度と経度のフィー

ルドを含む非空間データと結合することができます。

Tableauは、次の空間データソースへの接続をサポートしています。

l シェープファイル

l MapInfoテーブル

l キーホールマークアップ言語 (KML)ファイル

l GeoJSONファイル

l TopoJSONファイル

l EsriファイルGeodatabases

CSVまたはExcelファイルにWKT (既知のテキスト)がある場合は、データをインポートしてから、

[データソース]ページで空間データに変換できます。MAKEPOINTを使用して、緯度と経度の座標

を持つデータを空間データに変換することもできます。「MAKEPOINT を使用した空間データソース

の作成 ページ2304」を参照してください。

Tableauで接続可能な空間ファイルのタイプの詳細や、そのファイルへの接続方法については、「空

間ファイルページ1634」のコネクタの例を参照してください。

重要な注意 : Tableau 2021.3以降では、ポイントとポリゴン、ポリゴンとライン、ポリゴンとポリ

ゴン、ラインとポリゴンの機能間で空間結合を作成できます。Tableau 2021.2以前のバージョ

ンでは、ポイントとポリゴンの間にのみ空間結合を作成できます。

空間ファイルの結合

ヒント:空間結合を作成、編集、表示するには、関係キャンバスで論理テーブル (データソースを初

めて最初開くか作成する際に表示される領域 )をまず開き、結合キャンバスにアクセスする必要があ
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ります。

1. Tableauを開き、1番目の空間データソースに接続します。

2. キャンバス上のテーブルをダブルクリックしてデータソースの結合キャンバスを開き、結合キャンバ

ス(物理層 )を開きます。

3. [データソース]ページの左上の [接続 ]で [追加 ]をクリックします。

4. 表示される[接続の追加 ]メニューで、2番目のデータソースに接続します。2番目のデータ

ソースを結合キャンバスにドラッグします。

5. [結合 ]アイコンをクリックします。

6. 表示される[結合 ]ダイアログボックスで、次のように実行します。

l 結合タイプを選択します。

こうした各タイプの詳細については、データの結合 ページ739を参照してください。

l [データソース]で、結合の基準となる空間フィールドを選択します。

注 :ジオメトリは、ユーザーがフィールド名を作成するSQLサーバーの場合を除き、空間

ファイルソースのデフォルトのフィールド名になります。空間フィールドは、隣に地球のアイ

コン があります。

l 2番目のデータソースでは別の空間フィールドを選択します。2番目のデータソースが

空間ファイルではなく、緯度と経度のフィールドが含まれる場合は、結合句として [結合

計算の作成 ]を選択し、データを空間結合で使用できるようにします。詳細について

は、空間関数 ページ2300を参照してください。

l =記号をクリックしてから、[交点 ]をドロップダウンメニューから選択します。結合できるの

Tableau Software 1651

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



は2つの空間フィールドだけです。

7. 終了したら、[結合 ]ダイアログボックスを閉じます。

マップが更新され、各流域での水鳥の目撃数が表示されます。これで、空間データの分析を

開始する準備が整いました。

異なるチャートタイプの構築の詳細については、グラフの構築とデータの分析 ページ953を参

照してください。

空間結合のトラブルシューティング

SQL Serverエラー:形状が地形に合わない

SQL Serverは地形および形状データ型両方に対応していますが、Tableauは以下の地形からの

SQL Serverの地形データ型にしか対応していません: EPSG:WGS84 = 4326、EPSG:NAD83 =
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4269、EPSG:ETRS89=4258。異なる地形を追加、またはSQL Serverからの形状フィールドを分析

に追加しようとすると、エラーを受信します。

Vertexオーダー

異なる形状システムは、交点を異なってオーダーしている場合があります。2つの空間ファイルが、2つ

の異なる交点オーダーを含んでいる場合、分析に問題が生じます。Tableauは仕様のオーダーを、

空間データソースのオーダーに準じて解釈します。

詳細については、「シェープファイルまたはGeoJSONからインポートされたKMLまたはSQL空間デー

タを使用するとき、空間結合が遅く、反転した結果を返す」およびTableauナレッジベースの

「Tableauで線とポリゴンのエッジが変更され、高度な空間分析を参照してください。サポート」を参照

してください。

次も参照してください。

空間ファイルページ1634

データの結合 ページ739

空間ファイルからTableau マップを作成するページ1687

Tableau での二重軸 (レイヤー) マップの作成 ページ1762

Tableauが認識しない場所をジオコーディングし、マップ上にプロットする

番地などTableauがマッピングできない場所がある場合は、それらの場所をカスタムジオコーディング

することができます。カスタムジオコーディングとは、Tableauが正確にそれらをプロットできるように緯度

と経度の座標を場所に割り当てることです。また、それを使用することで、Tableauでマップビューを作

成する際に使用できる地理的役割を作成できます。

たとえば、データに国、都道府県 /州、地名番地のデータが含まれている場合、Tableau Desktopは

データを国と都道府県 /州レベルでジオコーディングしますが、地名番地のデータまでは認識しません。

この場合、地名番地のデータに対してカスタムの地理的役割を作成することで、Tableauのマップ

ビューにそのデータをプロットすることができます。

以下の手順では、データをカスタムジオコーディングする方法について説明します。
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はじめる前に:データのカスタムジオコードには注意が必要です。開始する前に、地理的役割

の割り当てページ1669トピックを読み、Tableauが認識する地理的役割とデータ型を学習す

ることをお勧めします。

ステップ1:位置データが入ったCSVファイルを作成する

データのカスタムジオコーディングの最初の手順は、CSVファイルを作成してTableauにインポートす

ることです。このファイルの内容は、Tableauに既存の地理的階層を拡張するか、新しい地理的役

割を追加するか、または新しい階層を追加するかにより異なります。

ただし、以下はすべてのカスタムジオコーディングファイルに適用されます。

l .csvファイルには [緯度 ]および [経度 ]列を含める必要があります。

l 追加する緯度と経度の値は実数でなければなりません。これらの値を指定する場合、少なく

とも小数点以下 1桁を含める必要があります。

既存の役割の拡張

Tableauのビルトインの地理的役割には階層があり、データに関連する場所を含むように拡張でき

ます。たとえば、既存の階層である"国" > "都道府県 /州"には、データのすべての州は含まれない場

合があります。このレベルは、他の州を含むように拡張できます。

このタイプのジオコーディング用のインポートファイルには、拡張するレベルより上の各階層レベルが含

まれている必要があります。たとえば、都道府県 /州の地理的役割を拡張 (データを追加 )する場

合、既存の都道府県 /州の階層には、国と都道府県 /州の列とともに緯度と経度の列があります。

インポートファイルでは、列の名前が地理的役割を定義します。既存の役割を拡張するときは、列

名が、拡張する階層内の既存の地理的役割に一致する必要があります。これにより新しい場所が

適切な役割および階層に追加されます。

インポートファイルでの階層の整理方法の詳細については、以下の表を参照してください。
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ビルトイン階層 .csv ファイルに含める列 (左から右の順 )

Country (Name) Country (Name)

緯度

経度

国 (名前 )、都道府県 /州 Country (Name)

都道府県 /州

緯度

経度

国 (名前 )、都道府県 /州、市区町村 Country (Name)

都道府県 /州

市区町村

緯度

経度

国 (名前 )、都道府県 /州、郡 Country (Name)

都道府県 /州

郡

緯度

経度

国 (名前 )、郵便番号 Country (Name)

郵便番号

緯度

経度

Country (Name), Area Code Country (Name)

市外局番

緯度

経度
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Country (Name), CBSA Country (Name)

CBSA

緯度

経度

Country (Name)の列だけでなく、オプションで次の列を含めることもできます:2文字の国コード(ISO
3166-1)、3文字の国コード(ISO 3166-1)、および国 (FIPS 10)。これらの列を含める場合は、この

列を順不同でCountry (Name)列の右側にする必要があります。

注 :階層内の最上位レベルは国であり、大陸など、より上のレベルを含めるように拡張するこ

とはできません。

新しい役割の追加

Tableauの既存の地理的階層に新しい地理的役割を追加するには、親役割と共に新しい役割が

含まれるようにインポートファイルを書式設定します。

既存の階層に新しい役割を追加する場合、それらの役割のインポートファイルには、既存階層の各

レベルの列が含まれる必要があります。各地理的階層に含める列の詳細については、「既存の役

割の拡張」セクションの「ビルトイン階層テーブル」を参照してください。

以下のテーブルは、北米のクレーター衝突の場所を含んだインポートファイルの例です。以下のファイ

ルをインポートすると、地理的役割であるクレーター名が既存の国 (名前 )、都道府県 /州の階層に

追加されます。国の列名が既存の "国 (名前 )"の地理的役割に一致していることに注意してくださ

い。

インポートファイルを作成したら、コンピューターのフォルダーにコンマ区切り(.csv)ファイル (Macの場

合は、Windowsコンマ区切り)として保存します。

ステップ2 (オプション): schema.iniファイルを作成する

Tableauで .csvファイルを使用してカスタムジオコーディング情報をインポートしようとすると、「.csv
could not be used because it does not contain a unique column"というエ
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ラーメッセージが表示されることがあります。

これは、ご使用の .csvファイルに数字の郵便番号などの数値データが含まれている可能性があるた

めです。Tableauは、新しい地理的役割にはテキストフィールドのみを承認します。ただし、

schema.iniファイルを作成し、インポートする数値フィールドをテキストフィールドとして処理するように

Tableauに指示できます。

schema.iniファイルの作成方法の詳細については、schema.ini ファイルを作成するページ1660を参

照してください。

ステップ3:カスタムジオコーディングファイルをTableau Desktopにインポートする

カスタムジオコーディングを使用して .csvファイルを作成したら、そのファイルをTableauにインポートで

きます。

1. Tableau Desktopを開き、新しいワークシートまたは既存のワークシートへ移動します。

2. [マップ] > [ジオコーディング] > [カスタムジオコーディングのインポート] の順に選択します。

3. [カスタムジオコーディングのインポート]ダイアログボックスで、テキストフィールドの右にあるボタ

ンをクリックし、インポートファイルを保存するフォルダーを参照します。フォルダー内のすべての

ファイルがTableauにインポートされます。
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4. [インポート]をクリックします。

カスタムジオコーディングデータがワークブックにインポートされ、新しい地理的役割が使用できるよう

になります。

Tableauではカスタムジオコーディングデータはどこに保存されますか。

カスタムジオコーディングをインポートすると、データはTableauリポジトリ内のローカルデータフォル

ダーに保存されます。カスタムジオコーディングをインポートするには、Tableauリポジトリがローカル

ハードドライブ上にある必要があります。その後、カスタムジオコーディングはすべてのワークブックで使

用できるようになります。

カスタムジオコーディングファイルをローカルコンピュータの別々のフォルダーに保存します。異なる一

連のカスタムジオコーディングファイルがある場合は、各ファイルをそのフォルダー名で保存します。

Tableauリポジトリに保存されているカスタムジオコーディングを削除するには、[マップ] > [ジオコーディ

ング] > [カスタムジオコーディングの削除 ]の順にクリックします。この操作を行ってもジオコーディング

はパッケージドワークブックから削除されませんが、マイTableauリポジトリのローカルデータフォルダー

にあるカスタムジオコーディングが削除されます。
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ワークブックを保存すると、カスタムジオコーディングデータはどうなりますか。

ワークブックをパッケージドワークブックとして保存する場合、カスタムジオコーディングデータがワークブッ

クと共にパッケージ化されます。パッケージドワークブックを開く場合、そのワークブックのカスタムジオ

コーディングをそのTableauリポジトリにインポートできます。

注 :新しいカスタムジオコーディングファイルをインポートすると、以前 Tableauにインポートした

カスタムの地理的役割がすべて置き換わります。

ステップ4:フィールドに地理的役割を割り当てる

カスタムジオコーディングをワークブックにインポートすると、カスタムの地理的役割が使用できるように

なります。次の手順では、データソース内のフィールドにこれらの地理的役割を割り当てます。

たとえば、北米のクレーター衝突の緯度と経度の座標を表示する新しい地理的役割を追加する場

合、クレーターの名前を示すデータソース内のフィールドに地理的役割を割り当てることで、そのビュー

を使用してマップビューを作成します。クレーター衝突はマップビューの正しい場所に配置されます。

フィールドにカスタムの地理的役割を割り当てるには、[データ]ペインでフィールドの横にあるデータ型ア

イコンをクリックし、[地理的役割 ] を選択します。次に、リストからカスタムの地理的役割を選択しま

す。
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これで、カスタムの地理的役割を使用してマップビューの構築を開始できます。マップビューの構築

方法の詳細については、Tableau でのマッピングの概念 ページ1619を参照してください。

関連項目

データブレンドとカスタムジオコーディングページ1667

地理的データのブレンドページ1662

schema.iniファイルを作成する

Tableauで .csvファイルを使用してカスタムジオコーディング情報をインポートしようとすると、「.csvに
一意の列が含まれていないので、.csvを使用できません」というエラーメッセージが表示されることが

あります。

これは、ご使用の .csvファイルに数字の郵便番号などの数値データが含まれている可能性があるた

めです。Tableauは、新しい地理的役割にはテキストフィールドのみを承認します。ただし、

schema.iniファイルを作成し、インポートする数値フィールドをテキストフィールドとして処理するように

Tableauに指示できます。
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schema.iniファイルは、Microsoft JETエンジンに関連付けられたMicrosoft構成ファイルです。これ

は、データ構造、日付形式、およびその他の設定を含むテキストファイルのコンテンツを解釈する方法

をJETに指示します。たとえば、インポートファイルに含まれる郵便番号をテキストとして処理するよう

に指定するschema.iniファイルを作成すると、マップ上に郵便番号をプロットできます。

schema.iniファイルを作成するには

1. テキストファイルを開きます。

2. テキストファイルで、次の構文を使用してインポートファイル内の各列の名前とデータ型を指定

します。

[YOURCSVFILENAME.csv]

ColNameHeader=True

Format=CSVDelimited

Col1="Name of 1st Column Header in your .csv file" Dataype

Col2="Name of 2nd Column Header in your .csv file" Dataype

Col3="Name of 3rd Column Header in your .csv file" Dataype

Col4="Name of 4th Column Header in your .csv file" Dataype

たとえば、インポート(.csv)ファイルに[ドイツの郵便番号 ]、[緯度 ]、および [経度 ]列が含まれ

ており、German Postal Codes.csvと命名されている場合、schema.iniファイルは次のように

なります。

[German Postal Codes.csv]

ColNameHeader=True

Format=CSVDelimited

Col1="German Post Code" Text

Col2="Latitude" Double

Col3="Longitude" Double

3. このファイルをschema.iniとして .csvファイルと同じフォルダーに保存します。

これで、Tableauにschema.iniファイルをインポートする準備ができました。

関連項目

Tableau が認識しない場所をジオコーディングし、マップ上にプロットするページ1653
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地理的データのブレンド

この例では、2つの小さなサンプルデータソースを使用して、Tableauで地理データをブレンドする方

法について示します。地理データを定義するファイルの作成方法、2つのデータソースのブレンド方

法、2つのデータソースを使用して下のマップビューを構築する方法については、このトピックの手順

に従います。

以下の埋め込みビューは、世界各地の有名な劇場を示しており、別のデータソースとの地理的デー

タをブレンドすることによって作成されました。各劇場の情報を表示するには、ビュー内のマークの上

にマウスを移動します。このトピックの手順に従って進むには、以下のビューの [ダウンロード]をクリック

し、[Tableau ワークブック]を選択します。これにより、Tableau Desktopでビューが開きます。

ステップ1:地理データを定義するファイルを作成します

Tableauで自動的にジオコードが作成され地理情報を含むデータソースがある場合、最初の手順

としては、その情報の緯度と経度の値を定義する2番目のデータソースを作成します。後で

Tableau Desktop内のこのファイルに接続し、元のデータソースとブレンドします。

次の情報を持つ2番目のデータソースを作成します。
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l [地名 ] 列 :この列は、マップビューにプロットするあらゆる地理情報を含み、通常は元のデータ

内の地理に関する列名と一致します。たとえば、元のデータソースに [番地 ]という列がある場

合、2つ目のデータソースにも[番地 ]列が必要です。この列のデータは、マップビューにプロット

する番地をすべて含みます。

列が元のデータソース内の地理に関する列名と一致しない場合、Tableau Desktop内の2
つのデータソース間の関係を編集する必要があります。詳細については、ステップ3を参照し

てください。

最後に、この列はすでにTableau内にある[郡 ]、[市外局番 ]、または [CBSA/MSA]などの地

理的役割の名前のいずれとも異なる必要があります。

注 : これらの列のデータは、文字列または数値にすることができます。ただし、場所が番

号、特に先行ゼロを持つ番号の場合 (例、00501)、Tableau内でフィールドのデータ型

が [文字列 ]に設定されていることを確認してください。詳細については、データ型 ペー

ジ156を参照してください。

l [緯度および経度 ] 列 :これらの列の値は10進角にする必要があります (例 : 47.651808、-
122.356881)。

以下は、地理的な場所が含まれる元のデータソースと、それらの地理的な場所を定義する2番目

のデータソースの例です。

元のデータソース 2 番目のデータソース

ステップ2:データソースに接続する

1. 元のデータソースに接続します。

2. 地理的データを定義するデータソースへ接続します。

Tableau Software 1663

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



ステップ3:リレーションシップの編集

(オプション) 2つのデータソースに同じ列名を共有している場合、フィールドをビューに追加するとデー

タは自動的にブレンドされます。ただし、地理データを定義するために作成したファイルの列名が、元

のデータソースの地理データと異なる場合、[リレーションシップの編集 ]オプションを使用してこれらの

2つのフィールドのリレーションシップを作成する必要があります。リレーションシップの編集方法の詳細

については、データのブレンドページ766を参照してください。

ステップ4: データをマップビュー上にプロットする

1. [データ]ペインで、地理的データを定義する2番目のデータソースを選択します。[メジャー]
で、[緯度 ] フィールドに[緯度 ]の地理的役割を、[経度 ] フィールドに[経度 ]の地理的役割

を割り当てます。詳細については、「地理的役割の割り当てページ1669」を参照してくださ

い。
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2. [データ]ペインで元のデータソースを選択し、地図上にプロットするフィールドを[マーク] カード

の [詳細 ] にドラッグします。
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注 : このフィールドは、データ型が文字列でディメンションのデータが入ります。フィールド

のデータ型の変更方法の詳細については、データ型 ページ156を参照してください。

3. [データ] ペインで2番目のデータソースを選択し、[緯度 ] と[経度 ] をダブルクリックしてからそ

れらを[列 ] および [行 ] シェルフに追加します。

リンクアイコン は、[番地 ]フィールドが、元のデータソースの [番地 ]フィールドとブレンドされ

たことを示します。壊れたリンクのアイコン は、[番地 ]フィールドが、元のデータソースの [番
地 ]フィールドとブレンドされていないことを示します。
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ビューが完全になりました。各マークは、元のデータソースからの住所を表します。

関連項目

データブレンドとカスタムジオコーディング下

データブレンドとカスタムジオコーディング

データ内に、Tableau内に自動的にジオコードが付けられていない地理的な場所がある場合は、

データブレンドとカスタムジオコーディングの2つの方法でそれらをマップビュー上にプロットできます。

データブレンドとカスタムジオコーディングではいずれも地図上に独自の場所をプロットできます。デー

タブレンドは簡単に設定でき、どのデータソースからでもデータを操作できます。カスタムジオコーディ
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ングを使用すると、既存の役割へ追加、階層の作成ができます。カスタムジオコーディングは、設定

とインポートが完了すると簡単に使用できます。

このトピックでは、地理情報と別のデータソースをブレンドする処理と、カスタムジオコーディングデー

タをTableauにインポートする処理の違いについて説明します。

次にデータブレンドとカスタムジオコーディングの簡単な比較を示します。

機能 データブレンド カスタムジオコーディング

マップビューに独自のロケーションをプロットする はい はい

任意のデータを使用する はい いいえ、テキストファイルのみ

新しい地理的役割を追加する いいえ はい

既存の地理的役割に追加する いいえ はい

新しい地理的階層を作成する いいえ はい

他のワークブックに再使用できる いいえ はい

データブレンド

データブレンドは地図ビュー上にデータをプロットする最も簡単な方法です。データブレンドは緯度と

経度がある単一レベルの地理情報を追加する場合に適しています。テキストファイルのみを使用で

きるカスタムジオコーディングとは異なり、任意のデータソースを使用できます。Tableau Server上の

地理的データソースは他のワークブックと共有できます。ジオコーディングデータのみを含む抽出を作

成することで、マップのパフォーマンスを高速化することもできます。

次に地理的データをブレンドするための概要の手順を示します。詳細な例については、地理的デー

タのブレンドページ1662を参照してください。

地理データをブレンドするには

1. 地理的データを定義するデータソースを作成します。

2. Tableau Desktopで、マップする元データに接続してから、地理的データを定義するデータ

ソースに接続します。

3. 2つのデータソースをブレンドします。詳細については、データのブレンドページ766を参照して

ください。

4. データをマップビュー上にプロットします。
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カスタムジオコーディング

カスタムジオコーディングを使用すると、より柔軟にマップ上でデータをプロットできます。インポートが完

了すると、カスタムジオコーディングデータはコンピューター上のすべてのワークブックで使用できるように

なります。カスタムジオコーディングデータは、パッケージドワークブック(.twbx)、あるいはカスタムの地

理的役割を使用するパブリッシュされたワークブックにコピーされます。これにより、ワークブックの容量

は約 40MB大きくなります。

Tableau Desktopをアップグレードする場合、Tableauのジオコーディングデータに対する修正を利用

するには、カスタムジオコーディングの更新が必要となる場合があります。

カスタムジオコーディングでは、追加の列を使用してより大きな地理的場所を定義できます。たとえ

ば、米国の人口調査地域セットを作成する場合、対象となる米国内の群を定義する必要が生じる

ことがあります。インポートファイルに追加の列を含めて、より大きな地理的場所を定義できます。

また、リレーションシップが一致する複数の地理的役割に対し、複数のファイルを使用することもできま

す。つまり、国または都道府県 /州などのより大きな地理的データを共有します。カスタムジオコーディ

ングデータがインポートされると、地理的データに割り当てることができる追加の地理的役割が表示さ

れます。

さらに、カスタムジオコーディングを使用すると、市区町村の役割に新しい市区町村を追加するなど、

場所に対して既存の地理的役割に場所を追加することもできます。また、ビルドイン階層 (例 :国内

の人口調査標準地域など)を拡張する地理的役割の階層を定義したり、新しい階層 (例 :領域内

のサブ領域など)を定義することができます。

カスタムジオコーディングの詳細については、Tableau が認識しない場所をジオコーディングし、マップ

上にプロットするページ1653を参照してください。

関連項目

地理的役割の割り当て下

schema.ini ファイルを作成するページ1660

地理的役割の割り当て

この記事では、Tableauで地理的役割をフィールドに割り当て、それを使用してマップビューを作成す

る方法について説明します。

地理的役割は、フィールドの各値に緯度と経度の値を関連付けます。フィールドに地理的役割を割

り当てると、TableauはTableauマップサーバー内で既に構築されているデータに基づき、各場所に

緯度と経度の値を割り当てます。
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地理的役割をフィールドに割り当てる

場所のタイプに基づいて地理的役割を割り当てる(州と郵便番号など)ことで、マップビューにデータ

を正しくプロットすることができます。たとえば、市区町村名のリストを含むフィールドに市区町村の地

理的役割を割り当てることができます。

フィールドに地理的役割が割り当てられている場合、フィールドを[マーク]カードの [詳細 ]に追加す

るとTableauによってマップビューが作成されます。つまり、Tableauによってそのフィールド内の情報

にジオコーディングされます。

地理的役割をフィールドに割り当てるには:

l [データ]ペインのフィールドの隣にあるデータ型アイコンをクリックし、[地理的役割 ] を選択して

フィールドに割り当てる地理的役割を選択します。

フィールドに地理的役割を割り当てると、次の2つのフィールドが [データ]ペインの [メジャー]領域に

追加されます。[緯度 (生成 )]と[経度 (生成 )]という2つの自動フィールドが追加されます。

これらのフィールドには緯度と経度の値が含まれ、緯度と経度の地理的役割が割り当てられます。

これらの各フィールドをダブルクリックすると、[列 ]および [行 ]シェルフに追加され、Tableau背景マップ
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を使用してマップビューを作成します。

Tableauの地理的役割のタイプ

次の表は、Tableauで利用可能な地理的役割を示しています。役割の多くは国際的なものです

が、米国のみに限定されるものもあります。

フィールドに含まれている地理的データのタイプに基づいて、そのフィールドに地理的役割を割り当てる

ことができます。たとえば、国際航空運送協会 (IATA)コードを含むフィールドに"Airport (空港 )"地理

的役割を割り当てることができます。

位置データがこれらの役割のいずれかに合わない場合、カスタムジオコーディングをインポートしてその

データを地図上にプロットしなければならないことがあります。詳細については、「Tableau が認識しな

い場所をジオコーディングし、マップ上にプロットするページ1653」を参照してください。

地理的役割 次を含む場合はこの役割をフィールドに割り当てます。

空港 国際航空運送協会 (IATA)または国際民間航空機関 (ICAO)空港コー

ド。

市外局番 (米
国 )

米国の市外局番 (番号のみ)

コアベース統計

地域 /大都市統

計地域

(CBSA/MSA)
(米国 )

米国行政管理予算局が定義している、大都市統計地域 (MSA)を含む米

国のコアベース統計地域 (CBSA)CBSA/MSAコードおよび名前が認識され

ます。
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市区町村 人口が15,000人以上の世界の市区町村。それぞれの名前は、英語 (英
国または米国 )、フランス語、ドイツ語、スペイン語、ブラジルポルトガル語、日

本語、韓国語、および中国語 (簡体字および繁体字 )で表すことができま

す。

下院議員選挙

区 (米国 )
下院議員選挙区 (米国 )

国 /地域 世界の国、地域、および領域。名称は、英語 (英国または米国 )、フランス

語、ドイツ語、スペイン語、ブラジルポルトガル語、日本語、韓国語、中国語

(簡体字および繁体字 )、スウェーデン語、タイ語に対応しています。Tableau
はFIPS 10、ISO 3166-1アルファ2、および ISO 3166-1アルファ3も認識しま

す。名前は、ロング、ショート、さまざまな省略形など、さまざまなフォームに含

まれています。

郡 国の選択で使用される第 2レベルの行政区画。たとえば、米国の

counties、フランスのdépartements、ドイツのkrieseなど。

注 : 二級行政区画の定義は郡ごとに異なります。Tableauでは、すべての二

級行政区画が郡の地理的役割でジオコーディングされます。詳細について

は、マップビューの作成においてTableau でサポートされる場所データページ

1633セクションを参照してください。

NUTSヨーロッパ NUTS (地域統計分類単位 )レベル1 – 3コードコードや名前 (同義語を含

む)がサポートされます。

緯度 10進角による緯度。数値フィールドでのみ使用可能。

経度 10進角による経度。数値フィールドでのみ使用可能。

都道府県 /州 世界の国の州名、県名、およびその他の一級行政区画。それぞれの名前

は、英語 (英国または米国 )、フランス語、ドイツ語、スペイン語、ブラジルポル

トガル語、日本語、韓国語、および中国語 (簡体字および繁体字 )で表す

ことができます。注 : 地元の書式でのみ利用できる名前もあります。

郵便番号 選択した国の郵便番号。たとえば、米国の5桁の郵便番号、オーストラリア

の4桁の郵便番号、ドイツの5桁の郵便番号など。詳細については、「マッ
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プビューの作成においてTableau でサポートされる場所データページ1633」
セクションを参照してください。

関連項目 :

マップビューの作成においてTableau でサポートされる場所データページ1633

Tableau が認識しない場所をジオコーディングし、マップ上にプロットするページ1653

地理的データのブレンドページ1662

空間ファイルからTableau マップを作成するページ1687

不明な場所またはあいまいな場所の編集 下

不明な場所またはあいまいな場所の編集

場合によっては、データ内の場所の名前の一部をTableauが認識しないことがあります。このような

場合、それらの値はマップビューの右下隅で不明としてマークされます。Tableauで認識されない場

所や略語がある場合や、場所があいまいで複数の場所に存在する可能性があるときに起こる場合

があります。

このような場合、ビューに追加情報を追加して場所を定義するか、不明な場所の名前を編集して既

知の場所にマッピングすることができます。

ビューへの他のフィールドの追加

データセットに不明な場所が含まれている場合 ("Aberdeen"など複数の州や国に表示される可能

性がある)、[State (都道府県 )]や [Country (国 )]など別の地理的フィールドをビューに追加すると、そ

のデータの正しい場所が定義されます。データペインに階層がある場合、適切な階層レベルが自動

的に使用され、場所のあいまいさが解決されます。

[特殊な値 ]メニューでの場所の編集

不明な場所では、スペルミスなどの問題のためにメッセージが表示される場合があります。この場合に

は、[特殊な値 ]メニューを使用して、データに含まれる不明な場所やあいまいな場所を修正すること

ができます。これを実行する手順は以下のとおりです。

1. ビューの右下隅で、マップ内の不明な場所の数が記載されている[特殊な値 ]インジケータをク

リックします。[特殊な値 ]メニューが開きます。
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2. [特殊な値 ]ダイアログボックスで、[場所の編集 ]を選択します。

注 : [特殊な値 ]インジケータが表示されない場合、[マップ] > [場所の編集 ]を選択することも

できます

[場所の編集 ]ダイアログでは、Tableauの場所で認識されない値やあいまいな値を明確にすること

ができます。

あいないな場所の編集

[場所の編集 ]ダイアログボックスには、認識されない場所とあいまいな場所の両方がリストされる場

合があります。

一部のあいまいな場所については、データが1つの都道府県または国にしかわたっていない場合に

は値をハードコードすることで、またはTableauでその情報を参照するフィールドを指定することで、

データの特定フィールドより各市区町村の [国 /地域 ]や [都道府県 /州 ]を指定して修正可能です。

このオプションは、[場所の編集 ]ダイアログボックスの [地理的役割 ]セクションにあります。たとえば、

あいまいな市区町村が複数ある場合、これらに [都道府県 /州 ]を指定して修正できます。
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[場所の編集 ]メニューの [国 /地域 ]タブや [都道府県 /州 ]タブにあいまいな場所や不明な場所がある

場合、最初にこれらの場所を修正すると、市区町村など小さな地理的役割であいまいな場所がいく

らか解決される場合があります。

不明な場所の編集

[場所の編集 ]ダイアログボックスで、[認識不可 ]セルのいずれかをクリックして不明なデータを既知の

場所に一致させます。認識されないセルをクリックすると、検索ボックスが表示されます。検索ボックス

内にテキストを入力するにつれ、可能性がある場所のリストが生成されます。リストから場所を選択し

ます。
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または、緯度および経度を入力して、マップ上のポイントの場所に手動で値をマッピングすることもで

きます。これには、認識不可のセルへの入力を開始し、ドロップダウンメニューから[緯度と経度の入

力 ]を選択します。
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注 : 緯度および経度を入力する場合、10進角で書式設定された値を入力します。たとえば、

アディスアベバは緯度 9.033140、経度 38.750080です。

リストの場所を制限する

既定では、可能性のあるすべての場所がドロップダウンメニューに表示されます。リストをデータと一致

していない場所のみに制限するには、[場所の編集 ]ダイアログボックスの左下隅にある[ドロップダウン

リストに一致していない場所のみを表示 ]オプションを選択します。

関連項目 :

地理的役割の割り当てページ1669

マップビューの作成においてTableau でサポートされる場所データページ1633

Tableauでのマップの作成
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どのタイプのマップを作成する必要がありますか。

シンプルなマップ 空間ファイルからのマップ
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比例シンボルマップ ポイント分布マップ
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ヒートマップ(密度マップ) 色塗り(コロプレス)マップ
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フロー (パス)マップ 起点 -終点マップ
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二重軸 (レイヤー)マップ 円グラフを使用した色塗りマップ

シンプルなマップの作成

Tableauでは、地理的分析のために数種類のマップを作成できます。マップを初めて使用する場合

や、Tableauで用意されている組み込みのマッピング機能を利用するだけでよい場合、以下の例の

ようなシンプルなポイントマップまたは色塗り(多角形 )マップを作成できます。

前提条件 :シンプルなマップを作成するには、データソースに場所データ(例えば、場所の名前、また

は緯度や経度の座標など)が含まれている必要があります。データソースに場所データが含まれてい

ない場合、場所データに接続する方法については、「データのマッピング」を参照してください。
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このトピックでは、サンプルを使用してシンプルなマップを作成する方法を説明します。以下の例に沿っ

た手順を行うには、Tableau Desktopを開き、Tableauに付属の"Sample - Superstore (サンプル -
スーパーストア)"データソースに接続します。

シンプルなポイントマップの作成

1. ワークシートに移動します。

2. [データ]ペインで、[場所 ]フォルダーを開き、[都道府県 ]をダブルクリックします。

"State (都道府県 )"フィールドは地理的フィールドのため、マップビューが自動的に作成されま

す。地理的フィールドとその作成方法の詳細については、地理的役割をフィールドに割り当て

るページ1670を参照してください。

3. [データ]ペインの [オーダー]表から、[マーク]カードの [テキスト] に[売上 ]をドラッグします。

マップ上のデータポイントが、売上高に比例して表示されるように更新されます。

4. [マップ] > [バックグラウンドレイヤー]の順に選択します。

5. [バックグラウンド]ペインで [スタイル]ドロップダウンをクリックして [標準 ]を選択します。

Tableau Software 1683

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



6. [バックグラウンドマップレイヤー]で [国名 /地域名 ]をオフにします。バックグラウンドマップは新

しい設定で更新されます。

シンプルな色塗り(多角形 )マップの作成

1. 新しいワークシートに移動します。

2. [データ]ペインで、[場所 ]フォルダーを開き、[都道府県 ]をダブルクリックします。

マップビューが自動的に作成されます。

3. [マーク]カードで、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[マップ]を選択します。
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マップビューは色塗り(多角形 )マップに更新されます。

4. [データ]ペインの [オーダー]表から、[マーク]カードの [色 ] に[売上 ]をドラッグします。

マップ上の多角形が、色により売上高が表示されるように更新されます。

ヒートマップ(密度マップ)の作成

ヒートマップ(密度マップとも呼ばれます)は、データポイントの数が多い場所か少ない場所かを特定

するのに便利です。ヒートマップは、多くのデータポイントを含むデータセットで、マップ上のマークとマー

クが大幅に重なっている場合に最も効果的です。

ヒートマップ、およびヒートマップを作成してカスタマイズする方法の詳細については、「Tableau での傾

向や密度を表示するヒートマップの作成 ページ1741」を参照してください。
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この例に従って作業するには、「heatmap_taxi_howtoサンプルワークブック」をダウンロード(右上隅

の [ダウンロード]をクリック)し、Tableau Desktopで開きます。

1. 新しいワークシートに移動します。

2. [データ]ペインから、[乗車経度 ]と[乗車緯度 ]の両方をキャンバスにドラッグします。

マップビューが自動的に作成されます。

注 : Tableauはデータの緯度と経度を平均しているため、キャンバスにはマークが1つしかあり

ません。これは、メジャーを追加すると更新されます。

3. [マーク]カードの [詳細 ]に、IDなどのメジャーフィールドをドラッグします。

4. [マーク]カードで、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[密度 ]を選択します。
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マークが地図上で更新され、タクシーへの乗車の集中度が場所ごとに表示されます。

暗い色は乗車が多い場所を示し、明るい色は乗車が少ない場所を示します。

関連項目 :

Tableau でのマッピングの概念 ページ1619

Tableau でのマップの作成 ページ1677

マップの外観のカスタマイズページ1794

空間ファイルからTableauマップを作成する

Tableau Desktopでは次の種類の空間ファイルに接続できます。シェープファイル、MapInfo表、KML
(Keyhole Markup Language)ファイル、GeoJSONファイル、TopoJSONファイル、およびEsri File
Geodatabasesです。その後、これらのファイルのデータを使用して、ポイント、線、または多角形マップ

を作成できます。

Tableau CloudまたはTableau ServerのCreatorライセンスでは、新しいワークブックを作成してデー

タに接続するときに、1つのファイルのみを必要とする空間ファイル形式 (.zipにパッケージ化された

KML、GeoJSON、TopoJSON、Esriシェープファイル、および拡張子 .gdb.zipのEsri File
Geodatabases)を[ファイル]タブでアップロードすることができます。

注 : 現在のバージョンのTableauでは、ポイントジオメトリ、線形ジオメトリ、または多角形にの

み接続できます。混合ジオメトリタイプに接続することはできません。
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空間ファイルをどこで見つけることができるか

空間ファイルをまだ作成していない場合は、多くのオープンデータポータルで見つけることができます。

また、提供されている場合は、お住いの都市や特定の組織のWebサイトで見つけることもできま

す。

例 :

l LONDON DATASTORE
l EGIS南アフリカ

l U.S. Energy Information Administration米国エネルギー省エネルギー部 )
l USGSWater Resources (米国地質調査所水資源部門 )
l 国土地理院 (日本 )
l Data.gov
l Census.gov

空間ファイルへの接続

1. Tableau Desktop: [新規データソース]アイコンをクリックし、[空間ファイル]を選択します。

Tableau CloudまたはTableau Server (Creatorの役割 ): [作成 ] > [ワークブック]を選択しま

す。[ファイル]タブを選択します。

2. 空間データを含むフォルダーへ移動し、接続する空間ファイルを選択して、[開く]をクリックしま

す。

注 :空間ファイルに接続するには、次のファイルをすべて同じディレクトリに含める必要があります。

l Esri シェープファイルの場合 :フォルダーには.shp、.shx、.dbf、.prjファイル、および

.zipファイルを含める必要があります。Tableau CloudまたはTableau ServerでEsriシェー

プファイルに接続する場合、そのファイルは.zipにパッケージ化されている必要があります。

Esri File Geodatabases の場合 :フォルダーにはFile Geodatabaseの.gdbまたはFile
Geodatabaseの.gdb.の.zipファイルを含める必要があります。Tableau Cloudまたは

Tableau ServerでEsriシェープファイルに接続する場合、そのEsri File Geodatabaseは拡

張子 .gdb.zipでパッケージ化されている必要があります。

l MapInfo 表の場合 (Tableau Desktopのみ):フォルダーには.TAB、.DAT、.MAP、および

.IDまたは.MID、および.MIFファイルを含める必要があります。

l KML ファイルの場合 :フォルダーに.kmlファイルが含まれている必要があります(他のファイル

は不要です)。

l GeoJSON ファイルの場合 :フォルダーには.geojsonファイルを含める必要があります (他の

ファイルは不要 )。
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l TopoJSON ファイルの場合 :フォルダーに.jsonまたは.topojsonファイルが含まれている

必要があります(他のファイルは不要です)。

Tableauによる空間データの解釈方法

空間データに接続するとすぐ、Tableauはデータセットの空間参照情報を読み取り、データを緯度座

標と経度座標に変換します。空間参照システムに関係なく、すべてのデータはWGS84
(EPSG:4326)に変換されます。

注 :データが付加記号 (文字の上のアクセントマーク)を適切に表示しない場合は、ファイルが

UTF-8エンコードされていることを確認する必要があります。

ジオメトリフィールド

空間データに接続する際、Tableauはポイントジオメトリや多角形用にジオメトリフィールドを作成し

ます。ジオメトリフィールドを使用して空間データでマップを作成することができます。

このフィールドの値は、ポイント(ポイントジオメトリの場合 )、ラインストリングやマルチラインストリング

(線形ジオメトリの場合 )、ポリゴンやマルチポリゴン(多角形の場合 )などのジオメトリプリミティブを表

示します。ただし、これは単に参照元の空間的データの別名です。

ジオメトリフィールドでマップを構築する詳細については、空間データからマップビューを構築する下セ

クションを参照してください。

空間データの結合

空間データにはジオメトリ情報のみが含まれ、人口統計や他の情報が含まれていない場合がありま

す。この場合、空間データソースを別のデータソースタイプと結合することができます。さらに、分析に

必要な追加のデータが含まれている別の空間ファイルとも、共通の列 (またはフィールド)がある場合

は結合できます。

たとえば、米国のオレゴン州の校区に対するカスタムの地理情報を含むKMLファイルと、これらの校

区に関する人口統計情報を含むExcelスプレッドシートを結合できます。

空間データを結合するさまざまな方法の詳細については、Tableau で空間ファイルを結合するページ

1650を参照してください。

空間データからマップビューを構築する

1. 新しいワークシートを開きます。

2. [データ]ペインの [メジャー]で、[ジオメトリ]フィールドをダブルクリックします。
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[マーク]カードの [詳細 ]に"ジオメトリ"が追加され、[列 ]および [行 ]シェルフに"緯度 (生成 )"
および "経度 (生成 )"フィールドが追加されます。マップビューが作成されました。

ジオメトリをフィルターしてビューのパフォーマンスを向上させる

大きな空間データセットを操作するときは、レンダリングに長時間を要する場合があります。このよう

なケースでは、データソースの別のディメンションを使用して、ビューに追加されるジオメトリの数をフィ

ルターすることができます。データのフィルターの詳細については、ビューからのデータのフィルターページ

1251を参照してください。

たとえば、以下の図では、ディメンション"Family Nam (家族数 )"を使用して、ビューが多角形の小さ

なサブセットにフィルターされています。「IUCNの絶滅の恐れのある種のリスト」のデータソースには、

世界中の絶滅危惧種の哺乳類のデータが含まれています。したがって、ディメンション"Family Nam
(家族数 )"には哺乳類の "科"の名前のリストが含まれています。ビューは、サイという1つの科の名

前に絞り込まれています。ビューにはサイのポリゴンのみ表示されます。

フィルターを使用していない場合、データソースには、世界中のすべての哺乳類のポリゴンが表示さ

れ、ビューでマークを選択するなどのアクションを実行するたびにビューのレンダリングに長い時間がか

かります。
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ビューへの詳細レベルの追加

[ジオメトリ]フィールドはメジャーであり、既定では、ビューに追加されたときにCOLLECT集計を使用

して1つのマークに集計されます。ビューにはすべてのポリゴンまたはマークがありますが、単一のマーク

として動作します。したがって、次のように行う必要があります。

l ビューにより詳しいレベルの詳細を追加して、指定する詳細レベルに応じた個々のマークに分

割する

または

l 全データを非集計にしてすべてのマーク(ポリゴンまたはデータポイント)を分離する

詳細レベルをビューに追加するには:

Tableau Software 1691

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l [ディメンション]から1つ以上のフィールドを[マーク]カードの [詳細 ]までドラッグします。

データを非集計にするには:

l [分析 ]をクリックしてから、[メジャーの集計 ]をクリアします。

ジオメトリの外観のカスタマイズ

点、多角形、および線の外観はカスタマイズできます。具体的には、色の追加、多角形の線の非

表示、最上部に表示する多角形やデータポイントの指定、データポイントのサイズの調節です。

色の追加

データポイントや多角形に色を追加するには、ディメンションまたはメジャーを[マーク]カードの [色 ]ま
でドラッグします。
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たとえば、上のイメージでは、ディメンション"Presence (現存 )"は、特定のエリアに動物が現存してい

ることを示す [色 ]に配置されます。

多角形の線を非表示にする

既定では、空間データから多角形を作成すると多角形の線が表示されます。見やすいビューにする

場合は削除できます。

例として次の画像を取り上げます。最初の画像は、多角形の線が表示されています。2番目の画像

は、多角形の線が表示されていません。

既定では、多角形の線が表示されます。
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多角形の線が削除されています。

多角形を非表示にするには:
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1. [マーク]カードで、[色 ]をクリックします。

2. [効果 ]で [枠線 ]ドロップダウンを選択してから、[なし]をクリックします。

最上部に表示する多角形やデータポイントを指定する

多角形またはデータポイントは互いに重なる場合があります。ビューに色またはサイズの凡例がある

場合、最上部に表示する多角形やデータポイントを指定できます。

たとえば、以下の図では、南アフリカの大きな青緑の多角形の影に、小さな多角形が隠れています。
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最上部に表示されるデータポイントや多角形をコントロールするため、凡例内の項目を再配置でき

ます。これを行うため、最上部に表示する項目を凡例で選択し、リストの一番上までドラッグします。

データポイントのサイズの調節

ポイントジオメトリを使用している場合は、マップビューの点のサイズを調節できます。こうすると、売

上の平均や収益などの定量的な値でデータポイントの割合を示す場合に便利です。

データポイントのサイズを調節するには:
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1. メジャーを[データ]ペインから[マーク]カードの [サイズ]にドラッグします。

2. [マーク]カードで、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[円 ]を選択します。

3. オプション: 1つまたは複数のディメンションを[データ]ペインから[マーク]カードの [詳細 ]にドラッ

グし、ビューにさらに多くのデータポイントを追加します。

注 :詳細レベルによって、サイズ変更されるデータソースが決定します。詳細レベルを追

加するには、[マーク]カードの [詳細 ]に他のディメンションを追加します。そうしないと、最

終的に大きな1つのデータポイントになる場合があります。

ビューに詳細レベルを追加する方法については、ビューへの詳細レベルの追加 ページ1691セクション

を参照してください。

空間データから二重軸ビューを構築する

空間ファイルを別の空間ファイル、または別のファイルタイプのいずれかと結合する場合は、これらの

ファイルの地理的データを使用して二重軸を作成できます。こうすると、マップにデータの層を2つ以上

作成できるようになります。

たとえば、以下は、2つの空間ファイルを使用して作成された二重軸マップです。ニューヨーク市の区を

多角形として表示するマップと、市内の地下鉄の入り口のデータポイントを示すマップの2つのマップ

が含まれます。地下鉄入口のデータは、区の多角形の上に重ねて表示されます。
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1. Tableau Desktopで、新しいワークシートを開きます。

2. データソースに接続します。

3. 最初のマップビューを作成します。

空間ファイルからマップビューを構築する方法の詳細については、上記の空間データからマップ

ビューを構築するページ1689を参照してください。

4. [列 ]シェルフで、Controlを押しながら"Longitude (経度 )"フィールドをドラッグ(Macでは

Commandを押しながらドラッグ)してコピーし、最初の"Longitude (経度 )"フィールドの右に

配置します。

重要 :この例では、Tableauで空間データに接続するときに作成される"緯度 (生成 )"
および "経度 (生成 )"フィールドを使用しています。データソースに独自の "緯度"およ

び "経度"フィールドがある場合は、Tableauで生成されるフィールドの代わりにそれらを

使用したり、Tableauで生成されるフィールドと組み合わせて使用することができます。

詳細については、Tableau での二重軸 (レイヤー) マップの作成 ページ1762を参照し

てください。
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これで2つの同じマップビューができました。[マーク]カードには、各マップビューに1つずつと両

側のビュー (すべて)に1つ、合計 3つのタブがあります。これらを使用して、マップビューの視覚

的な詳細を制御できます。上の [緯度 ]タブはビューの左のマップに対応し、下の [緯度 ]タブ

は、ビューの右側のマップに対応します。

5. [マーク]カードで、[緯度 ]タブのいずれかをクリックし、そのタブ上のすべてのフィールドを削除しま

す。

これで、マップビューの1つが空白になりました。

6. [データ]ペインから、適切なフィールドを[マーク]カードの空白の"Longitude (経度 )"タブまで

ドラッグし、2つ目のマップビューを作成します。
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7. 2つのマップビューが完了したら、[列 ]シェルフで右側の"Longitude (経度 )"フィールドを右ク

リックして、[二重軸 ]を選択します。

これでマップデータがマップビューの上に重ねられます。
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最上部に表示されるデータを変更するには、[列 ]シェルフで右の"Longitude (経度 )"フィール

ドをドラッグして、左側の"Longitude (経度 )"フィールドの前に配置します。

関連項目

空間ファイルページ1634

Tableau 10.2での地理空間の簡単な分析 (Tableauブログ投稿 ) (英語 )

Tableau で空間ファイルを結合するページ1650

Tableau でのマッピングの概念 ページ1619

Tableau での二重軸 (レイヤー) マップの作成 ページ1762

マップの地理的レイヤーを作成する

複数の地理的データのレイヤーをマップに追加する必要がある場合は、[マーク]カードでマークレイ

ヤーを使用します。マークレイヤーは、重ね合わせる透明なシートのように動作します。各レイヤーは

独立して機能し、独自のマークタイプやキャプション、色を持つことができます。

注 :

l マークレイヤーは、地理的データでのみ使用できます。

l フィールドはマークレイヤー間で共有できますが、フィールドに適用するフィルターはすべてのマー

クレイヤーに適用されます。

マークレイヤーを使用してビューを作成する

マップを作成すると、ビューに地理的フィールドを追加するとき、マークレイヤーを作成するためのオプ

ションを使用できるようになります。

マークレイヤーを追加する

1. ビューで最初のマップを作成します。これをベースレイヤーと考えてください。

2. 地理的フィールドをビューにドラッグします。[マークレイヤーの追加 ]コントロールがビューの左上

隅に表示されます。

3. [マークレイヤーの追加 ]コントロールに地理的フィールドをドロップします。新しいマークレイヤー
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が [マーク]カードに追加され、そのレイヤーがビューに表示されます。

例 :マークレイヤーの操作

次の説明では、サンプルのワークブック「マークレイヤーの例」を使用します。

1. [マークレイヤーの例 ]ワークブックを開きます。このワークブックでは地理的データソースへの接

続を使用します。

2. [近隣の配置 ]フィールドをビューにドラッグします。これにより、ビューにマップが作成されます。

3. [マーク]カードの [色 ]に [近隣名 ]フィールドドラッグします。

4. [建物の配置 ]フィールドをビューにドラッグします。[マークレイヤーの追加 ]のドロップ先が、

ビューの左上隅に表示されます。
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[マーク]カードに [ボストン_建物 .建物の配置 ]と[ボストン_地区 .近隣の配置 ]というラベルの

付いた2つのレイヤーが含まれています。

5. 次に、他のデータのレイヤーをビューに追加します。[コミュニティセンターの配置 ]をビューにドラッ

グします。注 :地理的フィールドを右クリックし、ドロップダウンメニューで [新しいレイヤーに追加 ]
をクリックするショートカットも利用できます。
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6. サンプルのワークブックで、新しいレイヤーをクリックして [マーク]オプションを開き、[コミュニティセ

ンター名 ]フィールドを[色 ]にドラッグします。

7. マークの種類を変更するには、[マークの種類 ]ドロップダウンをクリックして [形状 ]を選択しま

す。このレイヤーの [マーク]カードの [形状 ]フィールドをクリックし、太字の 'X'を選択します。
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各レイヤーのマークタイプや色、フォーマットは、個別に設定できます。レイヤーの外観を変更するに

は、そのレイヤーをクリックして [マーク]カードを展開し、[色 ]などの [マーク]カードのプロパティのいずれ

かに地理的フィールドをドラッグします。

レイヤー内のマークの選択を制御する

ビューにレイヤーを追加した後、ユーザーがレイヤーをどのように操作するかを制御できます。1つのレイ

ヤーでは、単一のマークを選択して、キャプションやテキストラベルなどの追加情報を取得するのは簡

単です。ただし、複数のレイヤーでは、すべてのレイヤーのすべてのマークを誰でも選択できるようにす

ることが、最適なユーザーエクスペリエンスになるとは限りません。マークレイヤーの設定で、ユーザーが

レイヤーをどのように操作するかを制御できます。

ユーザーがビュー内のレイヤーを選択する方法を制御するには、2つの方法があります。

マークの選択を無効にする

[マーク]カードで、レイヤーのドロップダウン矢印をクリックし、[選択を無効にする]を選択します。これに

より、ユーザーはビュー内でそのレイヤーからマークを選択できなくなります。

レイヤーを表示しない

レイヤー上のすべてのマークを非表示にするには
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1. [マーク]カードで、レイヤー名の左側にある[レイヤー表示の制御 ]アイコンをクリックします。

アイコンは、[マーク]カードでレイヤーを選択すると表示され、レイヤーの表示を無効にすると

表示されたままになります。

2. レイヤーを表示するには、アイコンをもう一度クリックします。

レイヤー設定の変更

複数のレイヤーを含むマップを作成した後、レイヤーの順序の変更、レイヤー名の変更、レイヤーの

削除、レイヤーの非表示を行うことができます。

レイヤーの順序を変更する

Tableauでは、[マーク]カードの順序に基づいてレイヤーを表示しています。リストの上位にあるレイ

ヤーのマークが、リストの下位にあるレイヤーのマークよりも前面に表示されます。レイヤの順序を変

更するには、次の操作を行います。

1.[マーク]カードでレイヤー名をクリックし、オレンジ色のインジケータ矢印が表示されるまでドラッグしま

す。オレンジ色は、レイヤーの移動先を示しています。

2.新しい順序の位置にそのレイヤーをドロップします。注 :レイヤーをドラッグしている途中で移動を

キャンセルするには、ビューの別の部分 (オレンジ色のインジケーター矢印が表示されていない場所 )
にレイヤーをドロップします。
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レイヤーの名前を変更する

新しいレイヤーが作成されると、Tableauはテーブル名とフィールド名に基づいて自動的に名前を割り

当てます。データソースが大きい場合、多くの異なるレイヤーを管理することが困難になる場合があり

ます。各レイヤーの名前をわかりやすい名前に変更すると、容易に管理できるようになります。レイ

ヤーの名前を変更するには、次の操作を行います。

1.[マーク]カードでレイヤー名をクリックし、レイヤー名の右側にあるドロップダウン矢印をクリックします。

2.[名前の変更 ]を選択し、新しい名前を入力してEnterキーを押します。
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レイヤーを削除する

レイヤーが不要になった場合は削除できます。

レイヤーを削除するには、次の操作を行います。

1. [マーク]カードで、レイヤー名をクリックします。

2. レイヤー名の右側にあるドロップダウン矢印をクリックして、[削除 ]を選択します。
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ズーム範囲への追加

デフォルトでは、マップに新しいレイヤーを追加すると、Tableauはビュー内のすべてのマークを含めま

す。マークの縮尺に大きな違いがある場合、たとえば、あるレイヤーが近隣のすべての街灯を表示し、

別のレイヤーが全国の電力網を表示する場合、所望の詳細が失われる可能性があります。

これを解決するために、この機能をレイヤーごとに無効にすることができます。レイヤー名のドロップダウ

ン矢印を選択して、[ズーム範囲への追加 ]の選択をオフにします。
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ユーザーがレイヤーコントロールを使用してビューをカスタマイズできるようにする

マップの地理レイヤーにより、高密度で情報が豊富に盛り込まれたビューを作成できるようになりまし

た。ただし、これらのビューでは、レイヤーとマークの数が増えるにつれてナビゲートするのが難しくなる

可能性があります。

レイヤーコントロールは、選択するとビュー内で展開されるパネルです。パネルには、すべての地理

データレイヤーが表示されるため、各マークレイヤーにすばやくアクセスできます。
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レイヤーコントロールを使用すると、各レイヤーで操作を非表示または無効にすることができます。ま

た、パブリッシュされたワークブックで作業している場合は、その選択をカスタムビューとして保存するこ

とがきます。

レイヤーコントロールを有効にする

作成者は、ワークブックをパブリッシュする前にレイヤーコントロールを有効にすることができます。

l [マップ] > [マップオプション]の順に選択してから、[レイヤーコントロール]をオンまたはオフにしま

す

既定では、[レイヤーコントロール]がオンになっているため、ワークブックがパブリッシュされると、ユーザー

はパネルにアクセスして、マークレイヤーを表示または非表示にすることができます。
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レイヤーコントロールを使用する

レイヤーコントロールが有効になっている場合、ビューの左上にあるマップコントロールにレイヤーコン

トロールアイコンが表示されます。アイコンをクリックすると、パネルが展開され、ビュー内のすべての

マークレイヤーが表示されます。
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レイヤーコントロールはビューの周りを自由にドラッグできますが、ビューが再読み込みされるたびに位

置がリセットされます。

パネルの各レイヤーの横には、操作アイコンと表示切替がセットになった2つのアイコンがあります。コン

トロールを使用して行った変更はすべて、マークレイヤーに反映されます。コントロールの機能を使用

してレイヤーを非表示にすると、マークレイヤーカードでレイヤーを非表示にしたときとまったく同じ状態

になります。

操作アイコンを選択すると、そのレイヤーのマークを選択または操作する機能がオフになります。これ

は、投げ縄選択を行うときにバックグラウンド要素が選択されないようにする場合などに非常に役立ち

ます。
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表示をオフに切り替えると、レイヤーのすべてのマークが非表示になり、オンに切り替えると、レイヤー

内のすべてのマークが表示されます。非表示になっているマークも選択から削除されることに注意し

てください。
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レイヤーコントロールを使用したカスタムビュー

レイヤーコントロールを有効にしてビューをパブリッシュすると、ユーザーがレイヤーコントロールを使用し

てレイヤーに加えた変更は保持されません。ただし、ユーザーはカスタムビューの使用 ページ3240し
て、変更をそのまま維持することができます。

Tableauで定量的な値を示すマップを作成する

Tableau Desktopでは、定量的な値を示すマップを作成できます。このようなタイプのマップは比例シ

ンボルマップと呼ばれます。

比例シンボルマップは、個々の場所の定量的な値を示す場合に優れています。このようなマップは、

場所ごとに2つの定量的な値を示すことができます (一方の値にはサイズ、もう一方には必要に応じ

て色がエンコードされます)。たとえば、1981年から2014年までに世界中で記録されている地震図

式化し、マグニチュード別にそれらのサイズを設定できます。また、データポイントをマグニチュード別に

色付けして視覚的な詳細を加えることもできます。

このトピックでは、例を使用して比例シンボルマップを作成する方法を示します。以下の例に従って

データソースを設定して、比例記号マップのビューを構築する方法を学びます。

データソース

比例シンボルマップを作成するには、データソースに次のタイプの情報を含める必要があります。

l 定量的値

l 各場所名に対する緯度と経度の座標 (Tableauによって認識されている場合 )。

大きなばらつきのある値を含むデータを使用することをお勧めします。そうでない場合、ビュー内の記

号がほぼ同じサイズで表示されます。
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次の表は、Tableau Publicの「Tableauサンプルワークブックでの比例シンボルマップの作成」に含ま

れている"Earthquake (地震 )"データソースのスニペットです。これには、地震のマグニチュードとマグ

ニチュードの10乗の列、緯度と経度の値の列が含まれます。また、わかりやすさと整理のため、日付

と地震の IDに対する列も含まれます。

地震の

日時

ID マグニ

チュード

マグニチュード

^10
緯度 経度

1/1/73 centennial19730101114235 6.00000 17,488,747.04 -35.570 -15.427

1/2/73 pde19730102005320300_66 5.50000 25,329,516.21 -9.854 117.427

1/3/73 pde19730103022942800_33 4.80000 6,492,506.21 1.548 126.305

1/4/73 pde19730104003142000_33 4.50000 3,405,062.89 41.305 -29.272

1/5/73 pde19730105003948200_36 4.70000 5,259,913.22 0.683 -80.018

1/6/73 pde19730106061852300_83 4.90000 7,979,226.63 -22.354 -69.310

基本のマップ構築ブロック:

[列 ] シェルフ: "経度" (連続メジャー、経度の地理的役割が割り当てられる)

[行 ] シェルフ: "緯度" (連続メジャー、緯度の地理的役割が割り当てられる)

詳細 : 1つ以上のディメンションフィールド

サイズ: メジャーフィールド(集計済み)

マークタイプ: 自動

マップビューの作成

この例に従うには、Tableau Publicから「Tableauサンプルワークブックでの比例シンボルマップの作

成」をダウンロードしてTableau Desktopで開きます。

1. 新しいワークシートを開きます。

2. [データ]ペインで、[緯度 ]と[経度 ]をダブルクリックします。

"Latitude (緯度 )"は [行 ]シェルフに、"Longitude (経度 )"は [列 ]シェルフに追加されます。1つ

のデータポイントを持つ1つのマップビューが作成されました。
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3. [データ]ペインで [ID]を[マークカード]の [詳細 ]にドラッグします。警告ダイアログボックスが表

示された場合は、[すべてのメンバーの追加 ]をクリックします。

低い詳細レベルがビューに追加できます。

4. [データ]ペインで、[マグニチュード̂ 10]を[マーク]カードの [サイズ]にドラッグします。

サイズのエンコードには、[マグニチュード]フィールドではなく、[マグニチュード̂ 10]フィールドを使

用します。これは、[マグニチュード̂ 10]にはより広い範囲の値が含まれるためです。これにより、

値の違いを視覚的に確認できます。
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これで、比例シンボルマップができました。大きなデータベースはマグニチュードが大きい地震を

表し、小さいデータポイントはマグニチュードが小さい地震を表します。

ほとんどの場合、1つの場所に対する定量的値を示す必要があるのはこの程度です。ただ

し、この場合、ビュー内に非常に多くのデータポイントがあるため、地震のマグニチュードを区

別して傾向を見抜けるようにするには、より多くのビジュアルが必要となります。

5. [データ]ペインで、[マグニチュード]をマークカードの [色 ]にドラッグします。

6. [マーク]カードで、[色 ] > [色の編集 ]をクリックします。

7. [色の編集 ]ダイアログボックスで、次を実行します。

l 色ドロップダウンをクリックし、リストから[オレンジ - 青分岐 ]パレットを選択します。

l [ステップドカラー]を選択し、「8」を入力します。

これにより、オレンジのグラデーションが4色、青のグラデーションが4色の8色が作成さ

れます。

l [反転 ]を選択します。

これにより、パレットが逆になるため、オレンジは青よりも高いマグニチュードを表します。

l [詳細 ]をクリックし、[中心 ]を選択してから、「7」と入力します。

これにより、カラーパレットが切り替わり、マグニチュード7.0より大きい地震はオレンジ
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色、マグニチュード7.0より小さい地震は青色で表示されます。

l [OK]をクリックします。

8. [マーク]カードで [色 ]をもう一度クリックしてから、次の手順を行います。

l "Opacity (不透明度 )"に「70%」と入力します。

l [効果 ]から[枠線 ]ドロップダウンメニューをクリックして、濃い青の枠線を選択します。

マップビューは新しい色を使用して更新されます。濃いオレンジ色のデータポイントはマグニ

チュードが大きい地震を表し、濃い青色のデータポイントはマグニチュードが小さい地震を表し

ています。マークの不透明度は70%のため、データポイントが重なっている場所を見ることがで

きます。

9. [マーク]カードで、[ID]フィールドを右クリックし、[並べ替え]を選択します。

10. [並べ替え]ダイアログボックスで、次を実行します。

l [並べ替え順序 ]で [フィールド]を選択し、ドロップダウンをクリックしてから[マグニチュード]
を選択します。

l [並べ替え順序 ]で、[降順 ]を選択します。

l [OK]をクリックします。

これにより、ビューのデータポイントを並べ替え、大きなマグニチュードが一番上に表示されま

す。
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これで、比例シンボルマップが完成しました。

ポイントの場所と属性の意味

マップのシンボルが、実際の地表面を表すと誤解される場合がある点に注意することが重要です。た

とえば、北米全体で地球に衝突したクレーターをプロットするマップビューがあり、衝突エリアの直径

(キロメートル)で各記号のサイズを設定する場合、マップビューは次のようになります。

特にこのような場合では、これらのデータポイントのサイズがクレーターの実際の地上面積を表してい

ると解釈される可能性が高くなります。オーディエンスは、アメリカのモンタナ州南西部の大部分がク
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レーターによって破壊されてしまったと考えるかもしれませんが、それは正しくありません。実際には、モ

ンタナのクレーターは単純に、データソース内で最大のクレーターの1つであり、それに従ってサイズが

設定されています。

誤解を防ぐため、実際にどのような大きさを表しているかについて、注釈や解説をつけることをお勧め

します。例え明確なようであっても行います。

次も参照してください。

Tableau でのマッピングの概念 ページ1619

地理的役割の割り当てページ1669

データの視覚的クラスターをハイライトするマップをTableauで作成する

Tableau Desktopでは、視覚的クラスターを探すのに役立つマップを例のように作成できます。このよ

うなタイプのマップは、ポイント分布マップと呼ばれます。

ポイント分布マップは、ユーザーのデータポイントがどのような場所に分布しているかを示すのに最適

です。

このトピックでは、サンプルを使用してポイント分布マップを作成する方法を説明します。このトピックの

例に従ってデータソースの設定方法を学習し、ポイント分布マップ用にビューを構築します。

データソース

ポイント分布マップを作成するには、データソースに次のタイプの情報を含める必要があります。
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l すべての場所の緯度と経度の座標

たとえば、次の表は、Tableau Publicの「Tableauサンプルワークブックでのポイント分布マップの作

成」に含まれている"Hail (雹 )"データソースのスニペットです。ここには、1955年から2013年に米国

で発生した雹を伴う嵐の緯度と経度の座標の列が含まれています。

緯度 経度

32.2000 -101.5000

38.5800 -92.5800

41.2000 -89.6800

39.2800 -87.4000

41.7800 -87.7800

39.5000 -90.0800

基本のマップ構築ブロック

[列 ] シェルフ: 経度 (連続ディメンション、経度の地理的役割が割り当てられる)

[行 ] シェルフ: 緯度 (連続ディメンション、緯度の地理的役割が割り当てられる)

マークタイプ: 自動

マップビューの作成

この例に従うには、Tableau Publicから「Tableauサンプルワークブックでのポイント分布マップの作

成」をダウンロードし、Tableau Desktopで開きます。

1. 新しいワークシートを開きます。

2. "Latitude (緯度 )"フィールドに"Latitude (緯度 )"の地理的役割が割り当てられ、

"Longitude (経度 )"フィールドに"Longitude (経度 )"の地理的役割が割り当てられているこ

とを確認してください。

詳細については、地理的役割をフィールドに割り当てるページ1670を参照してください。

3. [データ]ペインで、"Latitude (緯度 )"、"Longitude (経度 )"の順にダブルクリックしてビューに

追加します。
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[Latitude (緯度 )]および [Longitude (経度 )]フィールドが [列 ]および [行 ]シェルフに追加され、

1つのデータポイントを含むマップビューが作成されます。

4. [列 ]シェルフで、"Longitude (経度 )"を右クリックして、[ディメンション]を選択します。
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5. [行 ]シェルフで、"Latitude (緯度 )"を右クリックして、[ディメンション]を選択します。

マップビューはデータソースにあるすべての場所で更新されます。

注 :ビューの一部のデータポイントについて、フィルターが必要になる場合があります。

6. [マーク]カードで、[サイズ]をクリックし、スライダーを左まで動かします。
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これでポイント分布マップは完成です。これで、マップにはデータソース内のすべての場所のデータポイ

ントがプロットされています (ビューにフィルターを適用したポイントは除きます)。米国の東部半分で発

生した雹を伴う嵐の大部分を確認することができるようになりました。

関連項目 :

Tableau でのマッピングの概念 ページ1619

Tableau で定量的な値を示すマップを作成するページ1715
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Tableauで比率または集計データを表示するマップを作成する

Tableau Desktopでは比率または集計データを表示するマップを例のように作成することができま

す。このような種類のマップはコロプレスマップまたは色塗りマップと呼ばれます。

コロプレスマップは地図上の多角形に比率または集計データを表示する場合に適しています。これ

らの多角形は、国、地域、州、またはTableauでジオコーディング可能なほかのエリアや地域にする

ことができます。Tableauで作成したカスタム地域にすることもできます。詳細については、マップで領

域を作成するページ1810を参照してください。

注 :集計データを使用するときは、カウントの使用法に注意してください。多くの場合は、カウ

ントは地域の人口規模に関連しています。たとえば、人数のカウントが高い地域では売上の

カウントが高くなる傾向があります。

このトピックでは、例を使用してコロプレスマップを作成する方法を示します。このトピックの例に従っ

てデータソースの設定方法を学習し、コロプレスマップ用にビューを構築します。

データソース

コロプレスマップを作成するには、データソースに次のタイプの情報を含める必要があります。

l 定量的または定性的値。

l 場所名 (Tableauで認識される場合 )、またはカスタムの多角形。詳細については、空間ファ

イルからTableau マップを作成するページ1687を参照してください。
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次の表は、"countyObesity + (Obesity_State_County)"データソースのスニペットで、Tableau Public
の「Tableauサンプルワークブックでのコロプレスマップの作成」に含まれています。これには、"州"、"郡
"、および "肥満率 -2012"の列が含まれます。

州 郡 肥満率 - 2012

アラバマ オートーガ郡 30.9000

アラバマ ボールドウィン郡 26.7000

アラバマ バーバー郡 40.8000

アラバマ ビッブ郡 40.1000

アラバマ ブラウント郡 32.4000

アラバマ ブロック郡 44.5000

基本のマップ構築ブロック:

[列 ] シェルフ: "経度" (連続メジャー、経度の地理的役割が割り当てられる)

[行 ] シェルフ: "緯度" (連続メジャー、緯度の地理的役割が割り当てられる)

詳細 : 1つ以上の地理的な単位 (地理的役割が割り当てられたディメンション)

色 : メジャーまたはディメンション

マークタイプ: 自動またはマップ

マップビューの作成

この例に従うには、Tableau Publicから「Tableauサンプルワークブックでのコロプレスマップの作成」を

ダウンロードしてTableau Desktopで開きます。

1. 新しいワークシートを開きます。

2. [データ]ペインの [State, County (州、郡 )]フォルダーで、[State (州 )]をダブルクリックします。

[マーク]カードの [詳細 ]に"州"が、[列 ]および [行 ]シェルフに"緯度"と"経度"が追加されま

す。マップビューは、データソース内の各州のデータポイントを使用して作成されます。

3. マップビューで、"Alaska (アラスカ)"および"Hawaii (ハワイ)"データポイントを選択してから、

表示されたツールヒントで [除外 ]をクリックします。
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4. [マーク]カードで、"State (州 )"フィールドの横にあるプラスアイコンをクリックし、"County (郡 )"
詳細レベルにドリルダウンします。

これで、データソース内のすべての郡にデータポイントができました。

5. [データ]ペインの [countyObesity$]フォルダーから[Percent-2012 (パーセント- 2012)]を
[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

マップビューは、色塗りマップマークタイプに変わり、多角形は緑色になります。"Percent-
2012"メジャーの既定の集計は "SUM"になっています。

6. [マーク]カードで、"Percent-2012 (パーセント- 2012)"フィールドを右クリックし、[属性 ]を選

択します。

このフィールドのデータはすでにパーセンテージになっているため、合計として集計しても意味を

なしません。

7. [マーク]カードで、[色 ]をクリックし、[色の編集 ]を選択します。
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8. [色の編集 ]ダイアログボックスで、色ドロップダウンをクリックし、[オレンジ]を選択してから、[OK]
をクリックします。

9. [マーク]カードで [色 ]をクリックし、[効果 ]から[枠線 ]ドロップダウンをクリックして[なし]を選択し

ます。
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これで、コロプレスマップが完成しました。マップビューの各多角形 (郡 )に対する肥満の割合がありま

す。

空間コンテキストの追加

別のレイヤーをマップに追加することにより、州境などの空間コンテキストを追加できます。

1. [データ]ペインから[State (州 )]をワークシートにドラッグし、[マークレイヤーの追加 ]にドロップし

ます。

これで、[マーク]カードに [State (州 )]と[郡 ]の2つのレイヤーが表示されます。

2. [マーク]カードの [State (州 )]レイヤーで、マークタイプを[マップ]に設定します。
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3. [色 ]をクリックしてから、不透明度の割合を80%から0%にドラッグします。

マップが更新され、郡のデータの上に追加コンテキストの州境が表示されます。

色の分布に関する注記事項

多角形に色を指定する分布は、ユーザーによるデータの解釈に大きく影響を及ぼします。たとえば、

マップビューの作成 ページ1727セクションで作成したマップは、Tableauの既定の色分布を使用し

ました。ここでは、すべての値に色が均等に割り振られていました。マップビューは次のように表示され

ます。

しかし、5色 (Tableauのステップドカラー)に値を割り振るように決定すると、マップビューは次のように

表示されます。
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または、四分位値で表示することもできます。データに百分位値を使用していて、4つのステップに対

してステップドカラーを使用する場合は、各ステップにデータの25%が含められ、次のように表示されま

す。

四分位値で表示する方が南部での高肥満率が明らかであることがわかります。

色の分布は、示そうとしている情報に合わせて選択します。

たとえば、南部で肥満率がより高いことを示す場合、四分位値の例を選択できます。しかし、米国が

全般的に肥満率が高いことを示す場合は、色を均等に分布する最初の例を選択できます。どちらの

マップが正しいとか間違っているということはなく、別々のストーリーを語っているにすぎません。
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詳細レベルに関する注記事項

コロプレスマップで指定する詳細レベルにより、データに表示されるパターンが決定します。よりシンプ

ルなパターンを表示する場合は、集計を高い詳細レベルで行うことを検討してください。より小さな傾

向に掘り下げる場合は、集計を低い詳細レベルで行うことを検討してください。

たとえば、マップビューの作成 ページ1727セクションで作成されたマップビューは、"County (郡 )"詳細

レベルで集計されます。""County (郡 )"詳細レベルは、データソースの一番低い詳細レベルです。

データセットに応じて、"State (州 )"などのより高い詳細レベルで集計することもできます。

関連項目 :

Tableau でのマッピングの概念 ページ1619

地理的役割の割り当てページ1669

Tableau で定量的な値を示すマップを作成するページ1715

マップで領域を作成するページ1810

時間の推移を示すマップをTableauで作成する

Tableau Desktopでは、時間の経過に応じてパスを表示するマップを例のように作成できます。この

ような種類のマップはフローマップまたはパスマップと呼ばれます。

フローマップは、嵐の経路など、時間の経過とともに変化するものを表示する場合に最適です。

このトピックでは、サンプルを使用してフローマップを作成する方法を説明します。以下の例に従って

データソースの設定方法を学習し、フローマップ用のビューを構築してください。
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データソース

注 :バージョン10.4以降のTableauでは線形ジオメトリを含む空間ファイルに接続できます。

線形ジオメトリが含まれた空間データがある場合、以下の手順が不要になる場合があります。

線形ジオメトリが含まれた空間データでマップを作成する方法の詳細については、空間ファイル

からTableau マップを作成するページ1687を参照してください。

フローマップを作成するには、データソースに次のタイプの情報を含める必要があります。

l パスの各データポイントの緯度と経度の座標

l ポイントの接続順序を定義する列 (これは日付情報にすることも、1、2、3、4、5のように手動

で番号を適用することもできます)
l 各パスの一意の ID
l 各パスを線に形成するのに十分な数のデータポイント

たとえば、次の表は、Tableau Publicの「Tableauサンプルワークブックでのフローマップの作成」に含

まれている"Storm (嵐 )"データソースのスニペットです。このスニペットには嵐の経路のデータと、

"Latitude (緯度 )"、"Longitude (経度 )"、[日付 ]、"Storm Name (嵐の名前 )"の列が含まれてい

ます。この例では、データポイントを接続する順序として [日付 ]列が使用され、嵐の各経路の一意

の IDとして"Storm Name (嵐の名前 )"列が使用されています。
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この例では、嵐 PAKHARのデータポイント数個のみを示していますが、実際のデータソースには、

2012年に記録されたすべての嵐の詳細な経路を提供するのに十分な数のエントリが含まれていま

す。

表には2つのオプションの列である、"Basin (海盆 )"および "Speed (風速 )"も含まれています。これら

のフィールドを使用すると、ビューに素早くフィルターを適用し、視覚的な詳細を追加できます。実際

の手順は、マップビューの作成 下セクションで確認できます。

嵐の名前 日付 緯度 経度 海盆 風速 (kt)

PAKHAR 3/26/12 12:00:00 AM 9.5000 115.700 西部太平洋 0

PAKHAR 3/26/12 6:00:00 AM 9.5000 115.400 西部太平洋 0

PAKHAR 3/26/12 12:00:00 PM 9.5000 115.100 西部太平洋 0

PAKHAR 3/26/12 6:00:00 PM 9.4000 114.800 西部太平洋 0

PAKHAR 3/27/12 12:00:00 AM 9.4000 114.500 西部太平洋 0

PAKHAR 3/27/12 6:00:00 AM 9.4000 114.300 西部太平洋 35

基本のマップ構築ブロック:

[列 ] シェルフ: "経度" (連続メジャー、経度の地理的役割が割り当てられる)

[行 ] シェルフ: "緯度" (連続メジャー、緯度の地理的役割が割り当てられる)

詳細 : ディメンション(各経路の一意の ID)

パス: 日付フィールドまたは順序フィールドでデータポイントの接続順序を定義

マークタイプ: 折れ線グラフ

マップビューの作成

この例に従うには、Tableau Publicから「Tableauサンプルワークブックでのフローマップの作成」をダ

ウンロードし、Tableau Desktopで開きます。

1. 新しいワークシートを開きます。

2. [データ]ペインの [メジャー]で、"Latitude (緯度 )"、"Longitude (経度 )"の順にダブルクリック

します。
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[Latitude (緯度 )]および [Longitude (経度 )]フィールドが [列 ]および [行 ]シェルフに追加され、

1つのデータポイントを含むマップビューが作成されます。

3. [ディメンション]から"Storm Name (嵐の名前 )"をマークカードの [詳細 ]までドラッグします。

マップビューは、データソースにあるすべての嵐のデータポイントで更新されます。次のステップ

では、2012年に西部太平洋で発生した嵐のみに絞り込みます。

4. [ディメンション]から[日付 ]を[フィルター]シェルフまでドラッグします。

5. [フィールドのフィルター]の [日付 ]ダイアログボックスで [年 ]を選択し、[次へ]をクリックします。

6. 表示されるフィルターの [日付の年 ]ダイアログボックスで [2012]をクリックし、[OK]をクリックしま

す。

マップビューが更新され、2012年に発生した嵐のみが表示されます。

7. [ディメンション]から"Basin (海盆 )"を[フィルター]シェルフまでドラッグします。

8. フィルターのフィールド[沿岸 ]ダイアログボックスで [西部太平洋 ]を選択し、[OK]をクリックしま

す。

マップビューが更新され、西部太平洋で発生した嵐のみが表示されます。

9. [マーク]カードで、[マークの種類 ]ドロップダウンをクリックし、[ライン]を選択します。
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[マーク]カードに [パス]ボタンが付き、マップビューが更新され、すべてのデータポイントを接続

したラインが表示されます。
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10. [ディメンション]から[日付 ]を[マーク]カードの [パス]までドラッグします。

ラインが見えなくなります。これは、[日付 ]フィールドに不連続の年が設定されたためです。

"Storm (嵐 )"データソースの日付フィールドには日、月、年、時刻が含まれるため、これは

フィールドの正しい詳細レベルではありません。

11. [マーク]カードでYEAR(Date)フィールドを右クリックし、[正確な日付 ]を選択します。

すると、マップビューは、記録されたすべてのデータポイントの日付と日時で更新されます。これ

でそれぞれの嵐の個々の経路を見ることができるようになります。
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12. [メジャー]から"Wind Speed (風速 )"を[マーク]カードの [サイズ]までドラッグします。

マップビューが更新され、嵐の各経路とともに、変化する風速が表示されます。

13. [マーク]カードでSUM(Wind Speed)フィールドを右クリックして、[メジャー]、[平均 ]の順に選

択します。

14. [ディメンション]から"Storm Name (嵐の名前 )"をマークカードの [色 ]までドラッグします。

嵐の経路ごとに色が割り当てられ、フローマップが完成します。

これで、2012年に西部太平洋海盆で記録されたすべての嵐の経路を見ることができます。また、そ

の経路や風速で最強だったのがどのポイントかも確認できます。
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関連項目 :

Tableau でのマッピングの概念 ページ1619

Tableau で起点と終点の間のパスを示すマップを作成するページ1747

Tableauコミュニティの投稿 : (起点 -終点マップ(またはフローマップ)

Tableauでの傾向や密度を表示するヒートマップの作成

Tableauでマップを作成して、マップ上の重複するマークにのために見えなくなっているパターンや関連

する密度を明らかにすることができます。この場合、一般的なマップタイプの1つは、ヒートマップとも呼

ばれる密度マップです。Tableauでは、重複するマークをグループ化し、グループ内のマークの数に応じ

てカラーコードすることで密度マップを作成します。

密度マップは、データポイントの数が多いまたは少ない場所を特定するのに便利です。また、多くの

データポイントを含むデータセットで、マップ上のマークが大幅に重なり合っている場合に最も効果的

です。

データソース

密度マップを作成するには、データソースにポイントジオメトリ、緯度と経度の座標、または場所の名

前 (Tableauによって場所の名前として認識される場合 )が含まれている必要があります。

Tableau Software 1741

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://community.tableau.com/people/sarah.battersby.0/blog/2018/01/12/origin-destination-maps-or-flow-maps


Tableauでは、場所の名前を認識し、Tableauのジオコーディング場所に割り当てられたポイントの

場所を使用して密度マップを作成しますが、この密度マップは場所が限られた領域で調整されてい

る場合など、場所データが非常に正確な場合に最も効果を発揮します。密度マークは、区や近隣

といったばらばらの場所に制限されている値ではなく、特定の場所が継続的に変更される場合や領

域内を柔軟に往来する場合に最適です。

基本のマップ構築ブロック:

[列 ] シェルフ: 経度 (連続ディメンション、経度の地理的役割が割り当てられる)

[行 ] シェルフ: 緯度 (連続ディメンション、緯度の地理的役割が割り当てられる)

詳細 : 多くの参照元データポイントを使用した1つ以上のフィールド

マークタイプ: 密度

マップビューの作成

マークタイプドロップダウンから[密度 ]を選択すると、Tableauはビュー上の面密度を計算します。

密度面は、残りのマークでデータを拡大またはフィルターするときに再計算されます。[ページ]ビュー、

または小さい複数のビューを使用する場合、密度は比較分析用にデータのフルドメインで計算され

ます。

この例に従うには、「Tableauサンプルワークブックでのヒートマップの作成」をダウンロードし(右隅のダ

ウンロードをクリック)し、Tableau Desktopで開きます。

1. 新しいワークシートを開き、データソースに接続します。

この例で使用するデータソースでは、フィールドに [Pickup Latitude (緯度の集合 )]と[Pickup
Longitude (経度の集合 )]という名前が付いています。[Latitude (緯度 )]フィールドに [Pickup
Latitude (緯度の集合 )]の地理的役割が割り当てられ、[Longitude (経度 )]フィールドに

[Pickup Longitude (経度の集合 )]の地理的役割が割り当てられていることを確認してくださ

い。

詳細については、「地理的役割をフィールドに割り当てる」を参照してください。

2. [データ]ペインで、[Pickup Latitude (緯度の集合 )]と[Pickup Longitude (経度の集合 )]の両

方を選択して、キャンバスにドラッグします。

[Latitude (緯度 )]および [Longitude (経度 )]フィールドが [列 ]および [行 ]シェルフに追加され、

1つのデータポイントを含むマップビューが作成されます。
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3. 次に、個別のマークをビューに追加していきます。IDを右クリック(MacではControlを押しなが

らクリック)して、[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグします。各集合体に独自の IDがあるため、こ

のアクションによって、マークをばらばらにしてマップ上の別の集合体と区別します。

追加されたフィールドには推奨される最大数の1,000を超えるマークが含まれていることを通

知する警告が表示されます。[すべてのメンバーの追加 ]を選択します。

マップビューが更新され、データソースにあるすべての集合体の場所のマークが表示されます。

すべての場所がマンハッタン内にあるため、マップをニューヨーク市のマンハッタンにフォーカスして

拡大します。
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注 :ビューから一部のデータポイントをフィルターして指定する拡大レベルを作成する必

要が生じる場合があります。

4. [マーク]カードで、[自動 ]の右にあるドロップダウンメニューから[密度 ]を選択し、密度に対す

るマークタイプを変更します。

5. 基本的な密度マップが作成されます。

これで、タクシーを拾うのに最も人気のあるエリアがミッドタウンであることがわかりますが、ズー
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ムツールを使用すると焦点をさらに細かく調整することができます。密度は拡大 /縮小に合わせ

て再計算されます。

密度マップの任意の場所で、個々のデータポイントを選択できます。これらのマークには既定

のサイズ (10ピクセル)および色 (青色 )が適用されています。参照元のマークのサイズと色を調

整することはできません。

マップのあちこちを拡大して、データを分析します。選択、ツールヒント、ラベル、ホバーはすべ

て、ビューのズームで表示されるマークに基づいて機能します。密度マップには固定された、また

は一貫した表示形式はなく、ズームするたびに再計算されます。

外観の調整

密度マップでデータを分析しやすくするために、色、密度、マークのサイズを調整することができます。
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色 : [マーク]カードの [色 ]を選択して、密度マップの色を調整します。10色の密度のカラーパレットか

ら選択するか、既存のカラーパレットから選択します。密度のカラーパレットは、明るいまたは暗い

ベースマップでの操作に合わせて調整できます。

1746 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



注 :データソースに負の値が含まれている場合、メジャーフィールドを[色 ]に追加すると、これ

らの値も表示されます。分岐カラーパレットを使用して正負の値をはっきりと区別します。

強度 : [色 ]メニューで、[強度 ]スライダーを使用してマップの鮮明度を増減します。たとえば、密度が

高くなるとデータ内の「最大ヒート」地点が低くなり、より鮮明に表示されるようになります。

次の画像では、低密度マップが50%に、高密度マップが75%に設定されています。

サイズ: [サイズ]シェルフを使用して、密度マークのサイズを調整できます。[サイズ]をクリックすると、サ

イズのスライダーが表示されます。スライダーを調節して、密度マップを作成するマークグループのサイ

ズを増減させます。

Tableauで起点と終点の間のパスを示すマップを作成する

Tableau Desktopでは、起点と終点の間のパスを示すマップを例のように作成できます。このようなタ

イプのマップはスパイダーマップまたは起点 -終点マップと呼ばれます。

スパイダーマップは、周囲の多くのポイントと接続するハブを操作する場合に便利です。これらは、起

点と2つ以上の終点の場所の間のパスを示す優れた方法です。

Tableauでは、スパイダーマップの作成方法はたくさんあります。このトピックでは、2つの例を使用して

スパイダーマップを作成する方法を示します。このトピックの例に従って、データソースを設定する方法

と、2つの異なるスパイダーマップのビューを構築する方法を学習します。

お使いのデータにより近いその他の例については、Tableau Publicの次のワークブックを参照してくださ

い。
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l Puget Sound Radio Tower Bandwidth (ピュージェットサウンドの電波塔の帯域幅 )

l Recruitment Strategies in the English Premier League (イギリスプレミアリーグにおけるリク

ルート戦略 )

l 2014 U.S. Flight Departure Delays (2014年の米国のフライト出発遅延 )

注 :次の例では、データソースに含まれているポイントは、それぞれが一意のパスIDを持ち、

それぞれが異なる行にあります。出発地と目的地のデータが同じ行にある場合は、

MAKELINE関数を使用して2つの空間ポイント間に線のマークを生成できます。

「MAKELINE を使用してビジュアライゼーションを作成するページ2305」を参照してください。

例 1:フランス、パリ市の地下鉄駅のトラフィック

作成方法を学習します。

データソースの設定

Tableauでこのタイプのスパイダーマップを作成するには、データソースに次の情報を含める必要があ

ります。

l すべての一意のパスに対するパスID。詳細については、以下の[ライングループ (パス ID)] 列
見開きページを参照してください。

l 各データポイント(場所 )の描画順序を定義する数字。詳細については、以下の[ポイントの

順序 ] 列 見開きページを参照してください。

l 各場所の緯度と経度の座標。以下の表の例を参照してください。

l 場所の名前を含む列 (推奨されますが、必須ではありません)。

次の表は、Tableau Publicの「Tableauサンプルワークブック1でのスパイダーマップの作成」に含ま

れている"Transport (交通 )"データソースのスニペットです。これには、フランスのパリのすべての地下

鉄路線に関するトラフィックデータが含まれます。2つの地下鉄路線の最初の3つの地下鉄駅はこ

の例に含まれており、必須列 [ライングループ (パス ID)]、[ポイントの順序 ]、[緯度 ]、および [経度 ]
を含んでいます。また、わかりやすさと整理上の目的で追加の列 [ライン]、[駅 ]、および [トラフィック]
も含まれていますが、これらはマップビューの作成には必要ありません。

折れ線グラ

フ

ライング

ループ (パ
ス ID)

ポイン

トの順

序

駅 緯度 経度 トラフィック
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1 1 1 La Défense
(Grande
Arche)

48.891934 2.237883 14,275,382

1 1 2 Esplanade de
la Défense

48.887843 2.250442 9,843,051

1 1 3 Pont de
Neuilly

48.884509 2.259892 6,902,931

10
BOUCLE

10 1 Boulogne-
Jean-Jaurès

48.842222 2.238836 3,847,782

10
BOUCLE

10 2 Porte d'Auteuil 48.848074 2.258648 687,237

10
BOUCLE

10 3 Michel-Ange-
Auteuil

48.847740 2.264297 2,222,709

[ライングループ (パス ID)] 列

各パスに対して、そのパスのすべての場所に追加される一意のキーまたは文字列があります。

この例では、一意のパスをそれぞれ識別するため、"ライングループ(パスID)"が使用されています。こ

の列を使用してスパイダーマップを作成します。

たとえば、上記の表では、2つの地下鉄路線 (1および10 Boucle)があり、これらの地下鉄路線には

それぞれ、[ライングループ (パス ID)]列にリストされている一意のパスIDがあります。地下鉄路線 1
の場合、ライングループは1です。地下鉄路線 10 Boucleの場合、ライングループは10です。ライン

1のすべての場所はライングループ1に含まれ、ライン10 Boucleのすべての場所はライングループ10
に含まれます。

[ポイントの順序 ] 列

この列は、マップ上の最初のデータポイントから最後のデータポイントに描画されるラインとなり、ポイン

トの順序と向きを定義します。この例では、地下鉄路線の起点と終点です。パスに2より多い場所

がある場合、希望する順序でパスを描画するため、このフィールドは非常に重要です。(これはドットの

つながりのようなものと考えることができます)。

上記の表の例では、ライン1に3つの駅があります。それらは [ポイントの順序 ]列の番号 1から3を

使用して、"La Défense (Grande Arche)"から"Pont de Neuilly"の順序でリストされます。ライン10
Boucleにも同じことが当てはまります。
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基本のマップ構築ブロック:

[列 ] シェルフ: "経度" (連続メジャー、経度の地理的役割が割り当てられる)

[行 ] シェルフ: "緯度" (連続メジャー、緯度の地理的役割が割り当てられる)

詳細 : [パスID]フィールド(不連続ディメンション)

パス: 順序フィールド(連続ディメンション)

マークタイプ: 折れ線グラフ

マップビューの作成

この例に従うには、Tableau Publicから「Tableauサンプルワークブック1でのスパイダーマップの作

成」をダウンロードし、Tableau Desktopで開きます。

1. [Tableau のワークブックの例でスパイダーマップを作成する]で、[新規ワークシート]アイコンを

クリックします。

2. 新しいワークシートの [メジャー]から、[列 ]シェルフに[緯度 ]を、[行 ]シェルフに[経度 ]をドラッ

グします。

3. [データ]ペインで [ライングループ (パス ID)]を[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグします。

4. [マーク]カードで、[マークの種類 ]ドロップダウンをクリックし、[ライン]を選択します。

すべてのポイントを接続するラインを使用してマップビューが更新されます。[パス]ボタンが

[マーク]カードに表示されます。

5. [データ]ペインで [ポイントの順序 ]を[マーク]カードの [パス]にドラッグします。
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[ポイントの順序 ]は合計として集計されます。

6. [マーク]カードで、[SUM(ポイントの順序 ))]フィールドを右クリックし、[ディメンション]を選択しま

す。

マップビューは、すべての地下鉄路線に対するラインを使用して更新されます。

7. [データ]ペインで [ライングループ (パス ID)]を[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

各ラインには独自の色が関連付けられており、ビューに色の凡例が追加されます。

8. [データ]ペインで [経度 ]を[列 ]シェルフにドラッグし、最初の [経度 ]フィールドの右側に配置し

ます。

これで [列 ]シェルフには、2つの [緯度 ]フィールドがあります。ビューは、2つの同一のマップを使

用して更新されます。[マーク]カードは2つのタブを使用して更新されます (1つは左側のマッ

プ、1つは右側のマップ用 )。これらのタブをそれぞれカスタマイズして、各マップビューの視覚的

な詳細を変更できます。同時に、両方のマップの視覚的な詳細をコントロールするための [すべ

て]タブがあります。
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9. [マーク]カードで、下の [AVG(経度 )(2)]タブをクリックします。

10. [マーク]カードで、下の [AVG (経度 )]タブの下で [マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[自
動 ]を選択します。

右側のマップビューが更新され、ポイントマップとなります。

1752 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



11. [列 ]シェルフで2つ目の [AVG (経度 )]フィールド(右側 )を右クリックして、[二重軸 ]を選択し

ます。

マップビューが上下にレイヤーで重ねられます。
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12. [データ]ペインペインで [トラフィック]を[AVG (経度 )]マークカードの下部にある[サイズ]にド

ラッグします。

データポイントのサイズが、駅あたりの交通量を表すよう更新されます。

13. [マーク]カードで、[サイズ]をクリックし、スライダーを右まで動かします。

14. [マーク]カードで [色 ]をクリックし、[効果 ]から[枠線 ]ドロップダウンをクリックして [色 ]を選択し

ます。

ビューが完全になりました。最も交通量が多い、各地下鉄路線の駅を素早く見つけることが

できます。

ビューに表示する情報の量をフィルターする

ビューに表示されるラインの量をフィルターする場合 :

l [データ]ペインで [ライングループ]を[フィルター]シェルフにドラッグします。
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[ライングループ]フィールドを右クリックして[フィルターの表示 ]を選択し、ビューでフィルターカー

ドを表示することもできます。

例 2:ワシントン州シアトルの自転車シェアデータ

作成方法を学習します。

データソースの設定

最初の例のように、このタイプのスパイダーマップでは、データソースには次の情報を含める必要があり

ます。

l すべての一意のパスに対するパスID。詳細については、以下の[パス ID] 列 次のページを参照

してください。

l 各場所の緯度と経度の座標。以下の表の例を参照してください。

l パスごとにデータソース内の2つの行。出発地データに対して1つの行、目的地データに対し

て1つの行が必要であり、これをすべてのパスに対して繰り返します。これは、Tableauによる

パスの正確な描画を可能にする重要なステップです。詳細については、以下の[始点 - 終点 ]
行 次のページを参照してください。

l 場所の名前を含む列 (推奨されますが、必須ではありません)。
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次の表は、「Tableauサンプルワークブック2でのスパイダーマップの作成」に含まれている、"Seattle
bike share (シアトルの自転車シェア)"データソースのスニペットです。これには、[始点 - 終点 ]、
[駅 ]、[パス ID]、[緯度 ]、および [経度 ]の列があります。スパイダーマップの作成には必要なのはこの

データソースの最後の3つの列のみですが、わかりやすさと整理のため、[起点 -終点 ]および [場所

名 ]列が提供されます。

始点 - 終点 駅 パス ID 緯度 経度

始点 BT-01 BT-01_BT-01 47.61841 -122.35101

終点 BT-01 BT-01_BT-01 47.61841 -122.35101

始点 BT-01 BT-01_BT-03 47.61841 -122.35101

終点 BT-03 BT-01_BT-03 47.61576 -122.34843

始点 BT-01 BT-01_BT-04 47.61841 -122.35101

終点 BT-04 BT-01_BT-04 47.61613 -122.34108

始点 BT-01 BT-01_BT-05 47.61841 -122.35101

終点 BT-05 BT-01_BT-05 47.61303 -122.34410

[始点 - 終点 ] 行

作成する一意のパスに対しそれぞれ、データソース内の起点となる場所用の行が1つと、終点とな

る場所用の行が1つ必要です。つまり、起点の場所はすべての終点の場所とペアになります。

たとえば、市内の自転車シェアの始点の場所といくつかの終点の場所の間のパスを示す場合は、す

べてのパスに対して、始点の場所用に1つの列、終点の場所用に1つの列が必要となります。

上記の例では、起点の場所 BT-01はいくつかの異なる終点の場所 (BT-01、BT-03、BT-04、BT-
05)とペアになっており、自転車がBT-01の場所でチェックアウトされ、同じ場所または異なる場所の

いずれかで返却されたことを示します。起点 -終点の各ペアは色コーディングされ、1つのパスを形成

していることを示します。この概念を詳しく示す [起点 -終点 ]の列がありますが、この列は必要ありま

せん。

[パス ID] 列

[パスID]列は、一意の各始点 -終点パスの識別に使用されます。この列を使用してスパイダーマッ

プを作成します。

起点と終点のそれぞれの場所に対して、それらをペアとして識別する一意のキーまたは文字列があり

ます。
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下の例では、最初の起点 -終点パスの場合、パスIDはBT-01_BT-01です。2つめの起点 -終点パ

スの場合、パスIDはBT-01_BT-03です。各パスIDは、元の場所で1回、終点の場所で1回の2
回リストされます。ここでも、各ペアは色コーディングされ、1つのパスを形成していることを示します。

始点 - 終点 場所名 パス ID 緯度 経度

始点 BT-01 BT-01_BT-01 47.61841 -122.35101

終点 BT-01 BT-01_BT-01 47.61841 -122.35101

始点 BT-01 BT-01_BT-03 47.61841 -122.35101

終点 BT-03 BT-01_BT-03 47.61576 -122.34843

注 :パスIDには、任意のものを使用できます。ただし、場所を後でフィルターするのに役立つ複

雑な計算フィールドを作成する場合は、すべてのパスでパスIDが一貫していると便利です。こ

れを行う優れた方法は、起点と終点の場所名を組み合わせ、区切り記号で区切ったパスID
を作成することです。たとえば、起点の場所 BT-01と終点の場所 BT-03のパスIDはBT-01_
BT-03です。これを実行する理由の例については、オプション2:動的フィルターの作成 :ページ

1760セクションを参照してください。

基本のマップ構築ブロック:

[列 ] シェルフ: 経度 (連続ディメンション、経度の地理的役割が割り当てられる)

[行 ] シェルフ: 緯度 (連続ディメンション、緯度の地理的役割が割り当てられる)

詳細 : [パスID]フィールド(不連続ディメンション)

マークタイプ: 折れ線グラフ

マップビューの作成

データソースの設定後、それをTableau Desktopに接続し、スパイダーマップを作成します。この例に

従うには、Tableau Publicから「Tableauサンプルワークブック2でのスパイダーマップの作成」をダウン

ロードします。
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1. [データ]ペインで [経度 ]を[列 ]シェルフに、[緯度 ]を[行 ]シェルフにドラッグします。

2. [列 ]シェルフで、[緯度 ]フィールドを右クリックして[ディメンション]を選択します。[行 ]シェルフ

の [緯度 ]フィールドで同様の操作を行います。

これにより、Tableauが起点と終点の場所を集計するのを防ぎます。

データソースのすべての場所を、マップ上のデータポイントとして見る必要があります。この例

では、データソースのすべての自転車シェア地点にデータポイントがあります。

3. [マーク]カードで、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[線 ]を選択します。ビューが更新さ

れて各データポイントを接続するラインを表示され、[マーク]カードはが更新されて [パス]ボタ

ンが付きます。

4. [データ]ペインで [パス ID]を[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグします。

ただし、始点 -終点ペアの数が少ない場合、ビューは次のようになります。
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ただし、多くの始点 -終点ペアがある場合、ビューは次のようになります。

これは非常に一般的であり、パスの大部分をビューからフィルターすることによって修正できま

す。次のセクションに進み、これを実行するためのいくつかの方法を学習します。

ビューに表示する情報の量をフィルターする

データソースに多数の起点 -終点のペアが含まれる場合は、それらのほとんどをフィルターしてビューか

ら除外することができます。

オプション1:シンプルフィルターの作成 :
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1. [データ]ペインで [パス ID]を[フィルター]シェルフにドラッグします。

2. 開かれた [フィルター]ダイアログボックスで、次の手順を行います。

l [全般 ]タブで、[なし]を選択します。

l [ワイルドカード]タブをクリックします。

l [ワイルドカード]タブの [値の一致 ]で、「BT-01」と入力してから、[で始まる]をクリックし

ます。

l [OK]をクリックします。

これにより、BT-01で開始するパスのみを示すよう、ビューをフィルターします。

オプション2:動的フィルターの作成 :

また、計算フィールドを作成し、それをパラメーターと組み合わせ、ビューで表示するパスを切り替える

こともできます。以下のステップからその方法を学べます。

ステップ1:パラメーターの作成

1. [データ] ペインで [データ]ペインのドロップダウン矢印をクリックし、[パラメーターの作成 ]を選択

します。

2. [パラメーターの作成 ]ダイアログボックスで、次の手順を行います。

l パラメーターに「StationSelected」と名付けます。

l [データ型 ]で [文字列 ]を選択します

l [許容値 ]で [リスト]をクリックし、[フィールドから追加 ]、[場所名 ]フィールドの順に選択

します。

l [OK]をクリックします。

ステップ2:計算フィールドの作成

1. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

2. 計算エディターで、計算フィールドに「Select by Origin-Destination (起点 - 終点によって

選択 )」と名前を付けてから、次の式を入力します。

IF

LEFT([Path ID], FIND([Path ID], "_") -1) =

[StationSelected] THEN "Origin"
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ELSEIF

RIGHT([Path ID], LEN([Path ID]) - FIND([Path ID], "_")) =

[StationSelected] THEN "Destination"

ELSE

"Unselected stations"

END

上記の表では、各パスID (例 :BT-01_BT-03)には、起点名 (BT-01)名と終点名 (BT-03)を
分ける区切り記号としてアンダーバー (_)が使用されています。区切り記号は、Tableauに対

し、どの場所が起点で、どの場所が終点かを伝える(この手順のステップ1で作成したパラメー

ターで選択しました)ために、式で使用されます。上記で作成したパラメーターも式

(StationSelected)で使用されます。

3. 計算が有効であることを確認してから、[OK]をクリックします。

ステップ3:[フィルター] シェルフに計算フィールドを追加する

1. [データ]ペインで計算フィールドを[フィルター]シェルフにドラッグします。

2. [フィルター]ダイアログボックスで、[出発地 ]を選択し、[OK]をクリックします。

ステップ4:パラメーターコントロールを表示

[データ]ペインで、作成したパラメーターを右クリックして[パラメーターコントロールの表示 ]を選択しま

す。

ビューのパラメーターコントロールから起点を選択し、マップビューのマークが更新されるようになりまし

た。
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関連項目 :

Tableauコミュニティの投稿 : (起点 -終点マップ(またはフローマップ)

時間の推移を示すマップをTableau で作成するページ1734

Tableau でのマッピングの概念 ページ1619

パラメーターの作成 ページ1072

ビューからのデータのフィルターページ1251

Tableauでの二重軸 (レイヤー)マップの作成

この記事では、いくつかの例を使ってTableauで二重軸 (レイヤー)マップを作成する方法を説明しま

す。二重軸マップとは、一方の地理的データのセットをもう一方の地理的データのセットの上に重ね

て表すマップです。たとえば、米国の色塗りマップ上に各都市のデータポイントを重ねて表示したもの

などです。

Tableauでは、次の3つの方法で二重軸マップを作成できます。

l Tableauの [緯度 (生成 )]および [経度 (生成 )]フィールドを使用する

l 緯度および経度のカスタムフィールドを使用する

l Tableauの [緯度 (生成 )]および [経度 (生成 )]フィールドと緯度および経度のカスタムフィール

ドを組み合わせて使用する

以下の手順に従って、これらの方法を使用して二重軸マップを作成する方法について学習します。
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Tableauの [緯度 (生成 )]および [経度 (生成 )]フィールドから二重軸マップを作成する

1. Tableau Desktopを開きます。

2. [接続 ]ペインの [保存されたデータソース]の下で、" Superstore (サンプル - スーパーストア)"
データソースに接続します。

3. [データ]ペインの [ディメンション]で"State (州 )"をダブルクリックします。

マップビューが作成されました。

4. [マーク]カードで、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[マップ]を選択します。
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5. [データ]ペインの [メジャー]から、"Sales (売上高 )" を[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

マップが更新され、州別の売上高が表示されます。売上が多い州では青色が濃く、少ない

州では薄くなります。
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6. [列 ]シェルフで、Controlを押しながら”Longitude (generated) (経度 (生成 ))"フィールドをド

ラッグ(MacではCommandを押しながらドラッグ)してコピーし、最初の "Longitude (経度 )"
フィールドの右に配置します。

7. [マーク]カードで、"Longitude (generated) (経度 (生成 ))"タブを選択します。
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8. [データ]ペインの [ディメンション]から、"Region (地域 )"を[マーク]カードの [色 ]にドラッグしま

す。

左側のマップビューが更新されます。
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9. [列 ]シェルフで、右側の"Longitude (generated) (経度 (生成 ))"フィールドを右クリックして

[二重軸 ]を選択します。

これでマップビューが上下に重なるようになります。最下部のレイヤーのマップを表示できない場

合があります。

10. [マーク]カードで、下部の "Longitude (generated) (経度 (生成 ))"タブが選択されていることを

確認し、[色 ] > [色の編集 ]をクリックします。

11. 表示される[色の編集 ]ダイアログボックスで、[パレット]ドロップダウンをクリックして[灰色 ]を選

択してから[OK]をクリックします。

マップの色が更新されていることに注目してください。
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12. [マーク]カードで、[色 ]をもう一度クリックします。

13. [色 ]ポップアップダイアログボックスの [不透明度 ]で、スライダーを約 75%に移動します。

これで二重軸 (レイヤー)マップは完成です。各地域に関し、どの州の売上が最も多いか確認できる

ようになりました。
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ヒント:最上部に表示するマップを変更するには、[列 ]シェルフで "Longitude (generated) (経度 (生
成 ))"フィールドを再配置します。

緯度および経度のカスタムフィールドから二重軸マップを作成する

データソースに緯度および経度のカスタムフィールドがある場合、Tableauの [緯度 (生成 )]および

[経度 (生成 )]フィールドの代わりに、それらのフィールドを使用して二重軸マップを作成できます。以

下のステップからその方法を学べます。

1. Tableauを開き、緯度および経度のカスタム値が含まれているデータソースに接続します。

2. 新しいワークシートに移動します。

3. [データ]ペインで、カスタム緯度フィールドを右クリックし、[地理的役割 ] > [緯度 ]を選択しま

す。
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地理的役割の [緯度 ]は、既にフィールドに割り当てられている場合があります。

4. [データ]ペインで、カスタム経度フィールドを右クリックし、[地理的役割 ] > [経度 ]を選択しま

す。

地理的役割の [経度 ]は、既にフィールドに割り当てられている場合があります。

5. [データ]ペインから、カスタム緯度フィールドを[行 ]シェルフにドラッグします。

6. [データ]ペインから、カスタム経度フィールドを[列 ]シェルフにドラッグします。

7. [データ]ペインの [ディメンション]から、地理的フィールドを[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグし

ます。

この例では、地理的フィールドとして"Country (Name) (国 (名称 ))"が使用されています。
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8. [マーク]カードで、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[マップ]を選択します。
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マップが色塗りマップに更新されます。

9. [行 ]シェルフで、Control (MacではCommand)を押しながらカスタム緯度フィールドをクリック

し、右にドラッグします。フィールドがコピーされます。

2つ目の同じマップが作成され、[マーク]カードが更新されてタブが3つになります。真ん中のタ

ブは上のマップ用で、一番下のタブは下のマップ用です。
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10. [マーク]カードで、一番下のタブをクリックし、地理的フィールドを外側にドラッグして削除しま

す。

11. [データ]ペインから、新しい地理的フィールドを[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグします。

この例では、"Airport (City) (空港 (都市 ))"が使用されています。
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12. [マーク]カードで、[色 ]をクリックしてマークの色を選択します。この例では、オレンジ色が使用

されています。

13. [行 ]シェルフで、右側のカスタム緯度フィールドを右クリックし、[二重軸 ]を選択します。

2つのマップが組み合わされました。
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生成された緯度 /経度フィールドとカスタム緯度 /経度フィールドの組み合わせから二重軸

マップを作成する

各シナリオの手順に従って、生成された緯度 /経度フィールドとカスタム緯度 /経度フィールドから二重

軸マップを作成する方法について学習します。

2セットの緯度および経度フィールドを使用して二重軸マップを作成するためのベストプ

ラクティス:

l [緯度 (生成 )]および [経度 (生成 )]フィールドを、[列 ]および [行 ]シェルフに配置する必要があ

ります。

l カスタム緯度および経度フィールドを[マーク]カードの [詳細 ]に配置してから、ディメンションに

変換する必要があります。詳細については、シナリオ1のステップ11および12を参照してくだ

さい。

l 緯度および経度のカスタムフィールドには、[緯度 ]と[経度 ]の地理的役割を割り当てる必要

があります。詳細については、地理的役割の割り当てページ1669を参照してください。
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l データソースを結合する場合は、完全外部結合を使用します。詳細については、データの結

合 ページ739を参照してください。

シナリオ1:単一データソースから生成された緯度 /経度フィールドおよびカスタム緯度 /
経度フィールドを使用する

1. Tableau Desktopを開き、データソースに接続します。

この例では、国名および都市名と、世界中の空港の場所を示す緯度および経度のカスタム

列が含まれたExcelスプレッドシートが使用されています。

2. 新しいワークシートに移動します。

[データ]ペインの [メジャー]に、2セットの緯度および経度フィールドがあることに注目してくださ

い。データソースからの緯度および経度のカスタムフィールドと、Tableauが地理的フィールド

から作成する生成された緯度および経度フィールドです。

3. [データ] ペインの [メジャー]から、[経度 (生成 )]を[列 ]シェルフまでドラッグします。
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4. [データ] ペインの [メジャー]から、[緯度 (生成 )]を[行 ]シェルフまでドラッグします。

5. [データ]ペインの [ディメンション]から、地理的位置を[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグします。

この例では、[国 (名称 )] が使用されています。データソース内の各国のデータポイントを含む

マップビューが作成されます。

6. [マーク]カードで、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[マップ]を選択します。
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7. [行 ]シェルフで、Control (MacではCommand)を押しながら[緯度 (生成 )]フィールドをクリッ

クし、右にドラッグします。フィールドがコピーされます。

2つ目の同じマップが作成されます。[マーク]カードが更新されて、[緯度 (生成 )]というラベル

の付いた2つのタブが表示されます。上のタブは上のマップ用で、下のタブは下のマップ用で

す。
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8. [マーク]カードで、下の [緯度 (生成 )] タブをクリックし、[国 (名称 )]を削除します。

9. [データ]ペインの [メジャー]から、カスタム緯度フィールドを[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグしま

す。
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10. [データ]ペインの [メジャー]から、カスタム経度フィールドを[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグし

ます。

11. [マーク]カードで、カスタム緯度フィールドを右クリックし、[ディメンション]を選択します。

12. カスタム経度フィールドについてもステップ11を繰り返します。

13. [マーク]カードで、[色 ]をクリックしてから新しい色を選択します。

この例では、オレンジ色が使用されています。

14. [行 ]シェルフで、右側の"Latitude (generated) (緯度 (生成 ))"フィールドを右クリックして

[二重軸 ]を選択します。
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2つのマップが組み合わされました。必要に応じてビューをフィルターしたり、特定のエリアをズー

ムインすることができます。
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作業を確認します。以下のステップ2 ～ 14をご覧ください。
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シナリオ2:独立したデータソースを使用して空間データを結合し、両者からのデータを同

一マップ上にプロットする

1. Tableau Desktopを開き、空間データに接続します。詳細については、空間ファイルへの接続

ページ1688を参照してください。

この例では、米国の多角形データを含む形状ファイルが使用されています。

2. [データソース]ページの [接続 ]ペインで、[追加 ]をクリックします。

3. もう一方のデータソースに接続します。

この例では、緯度および経度のカスタム列が含まれたExcelスプレッドシートが使用されていま

す。

4. 完全外部結合を使用して、新しいデータソースを空間データに結合します。データの結合方

法の詳細については、データの結合 ページ739を参照してください。

この例では、各データソースから州名を含む列を使用して、Excelスプレッドシートを形状ファイ

ルに結合しています。

5. 新しいワークシートに移動します。

[データ]ペインで、[ディメンション]が2セットと[メジャー]が2セットあることに注目してください。

各データソースに1つずつあります。

6. [データ] ペインの [メジャー]から、[緯度 (生成 )]を[行 ]シェルフまでドラッグします。

7. [データ] ペインの [メジャー]から、[経度 (生成 )]を[列 ]シェルフまでドラッグします。
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空白のマップが作成されます。

8. [マーク]カードの [詳細 ]へ、[データ]ペインの空間データソースから[ジオメトリ]フィールドをド

ラッグするか、またはExcelデータソースから地理的フィールドをドラッグします。

選択したフィールドが、データの最下部のレイヤーになります。たとえば、空間ファイルに多角

形データがある場合、[ジオメトリ]フィールドを使用すると、最下部のレイヤーは塗りつぶされた

多角形になります。空間ファイルに線形ジオメトリがある場合、Excelデータソースから地理

的フィールドを使用して、マップを色塗りマップまたはポイントマップにします。

この例では、形状ファイルから[ジオメトリ]フィールドが使用されています。マップが更新されて

米国の色塗りマップになります。

9. [行 ]シェルフで、Control (MacではCommand)を押しながら[緯度 (生成 )]フィールドをクリッ

クし、右にドラッグします。フィールドがコピーされます。

2つ目の同じマップが作成されます。[マーク]カードが更新されて、[緯度 (生成 )]というラベル

の付いた2つのタブが表示されます。上のタブは上のマップ用で、下のタブは下のマップ用で

す。

10. [マーク]カードで、下の [緯度 (生成 )] タブをクリックし、地理的フィールドを削除します。

この例では、[収集 (ジオメトリ)]が削除されます。
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11. [データ]ペインの [メジャー]で、カスタム緯度フィールドを右クリックし、[地理的役割 ] > [緯度 ]
を選択します。詳細については、地理的役割の割り当てページ1669を参照してください。

12. [データ]ペインの [メジャー]で、カスタム経度フィールドを右クリックし、[地理的役割 ] > [経度 ]
を選択します。

13. [データ]ペインの [メジャー]から、カスタム緯度フィールドを[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグし

ます。

この例では、カスタム緯度フィールドにYという名前が付いています。

14. [データ]ペインの [メジャー]から、カスタム経度フィールドを[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグし

ます。

この例では、カスタム経度フィールドにXという名前が付いています。
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15. [マーク]カードで、カスタム緯度フィールドを右クリックし、[ディメンション]を選択します。

16. カスタム経度フィールドについてもステップ13を繰り返します。
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17. [マーク]カードで、[色 ]をクリックしてから新しい色を選択します。

この例では、オレンジ色が使用されています。

18. [行 ]シェルフで、右側の"Latitude (generated) (緯度 (生成 ))"フィールドを右クリックして[二
重軸 ]を選択します。

2つのマップが組み合わされました。必要に応じてビューをフィルターしたり、特定のエリアをズー

ムインすることができます。
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作業を確認します。以下のステップ1 ～ 18をご覧ください。

関連項目

空間データから二重軸ビューを構築するページ1697

データの結合 ページ739

空間ファイルページ1634

地理的役割の割り当てページ1669

Tableauでの円グラフを使用した色塗りマップの作成

円グラフマークタイプは、関連する全体に対する簡単な割合を示すのに便利です。たとえば、円グラ

フは地理的位置ごとに製品の利益率を示す場合に効果的な場合があります。
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この例では、色塗りマップマークタイプで円グラフマークタイプを使用して、州ごとの総利益に対する

事務用品、家具、およびテクノロジーの利益率を示します。Tableau Desktopに付属している

"Sample- Superstore (サンプル -スーパーストア)"データソースを使用します。

レイヤーを使用してマップビューを構築する

1. Tableauで新しいワークブックを開き、「サンプル -スーパーストア」データソースに接続します。

2. [データソース]ページで [シート1]をクリックして新しいワークシートに移動します。

3. [データ]ペインの [オーダー]テーブルで [場所 ]フォルダーを開き、[都道府県 ]をダブルクリックし

ます。

Tableauで「サンプル -スーパーストア」データソースの各州のデータポイントを使用したシンボ

ルマップが作成されます。

4. [マーク]カードで [マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[地図 ]マークタイプを選択します。

5. [データ]ペインから[収益 ]を[マーク]カードの [色 ]へドラッグします。

6. [データ]ペインの [オーダー]テーブルで [場所 ]フォルダーを開き、[都道府県 ]を地図にドラッグ

します。フィールドが地図上にある場合、[マークレイヤーを追加 ]するオプションが表示されま

す。[都道府県 ]をここにドロップして、新しいレイヤーを作成します。
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これで、レイヤーを2つ持つマップが作成されました。塗りつぶされた州のポリゴンが利益を示

し、各州の中央には点の位置が示されています。次のステップで、これらの点を円グラフに変換

します。

7. レイヤーを整理して名前を付ける場合は、レイヤー名の右にあるドロップダウン矢印をクリックし

て [名前の変更 ]を選択し、レイヤーの名前をその内容を反映した名前 (「円グラフ」など)に変

更します。

8. [円グラフ]レイヤーで [マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[円 ]のマークタイプを選択しま

す。

9. [データ]ペインの [オーダー]テーブルから、[都道府県 ]を[円グラフ]レイヤーの [マーク]カードの

[サイズ]にドラッグします。

各州の売上合計が、その大きさに比例したサイズの円で表示されます。

10. [データ]ペインの [オーダー]テーブルで [製品 ]フォルダーを開き、[カテゴリ]を[マーク]カードの

[色 ]にドラッグします。

ヒント:円グラフのサイズが小さすぎる場合は、[マーク]カードの [サイズ]をクリックしてサイズを調

節します。

地図が更新され、各州と各カテゴリに対して、利益合計と売上合計が表示されるようになりま

した。
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二重軸を使用してマップビューを構築する

1. Tableauで新しいワークブックを開き、「サンプル -スーパーストア」データソースに接続します。

2. [データソース]ページで [シート1]をクリックして新しいワークシートに移動します。

3. [データ]ペインの [オーダー]テーブルで [場所 ]フォルダーを開き、[都道府県 ]をダブルクリックし

ます。

Tableauで「サンプル -スーパーストア」データソースの各州のデータポイントを使用したシンボ

ルマップが作成されます。

4. [マーク]カードで [マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[地図 ]マークタイプを選択します。

1792 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



5. [データ]ペインから[収益 ]を[マーク]カードの [色 ]へドラッグします。

6. [データ]ペインから[緯度 (生成 )]を[行 ] シェルフにドラッグし、他の [緯度 ]フィールドの右に配

置します。

これで2つの同じマップビューができました。

7. [行 ]シェルフの2つ目の [緯度 ]フィールドを右クリックして、[二重軸 ]を選択します。

2つ目のマップは最初のマップの上に重ねて表示されます。[マーク]カードには、各マップビュー

に1つずつと、両方 (すべて)のビューに1つ、合わせて3つのドロップダウンがあります。それぞれ

のマップビューの視覚的な詳細の制御に使用できる、3つの異なるマークカードがあります。

8. [マーク]カードで、[経度 (生成 )]タブのいずれかをクリックし、[マークタイプ]ドロップダウンをクリッ

クして[円グラフ]マークタイプを選択します。

Tableau Software 1793

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



9. [データ]ペインの [オーダー]テーブルから、選択した [緯度 (生成 )]の [マーク]カードの [サイズ]
に[売上 ]をドラッグします。

各州の売上合計が、その大きさに比例したサイズの円で表示されます。

10. [オーダー]テーブルで [製品 ]フォルダーを開き、[カテゴリ]を同じ[マーク]カードの [色 ]にドラッグ

します。

ヒント:円グラフのサイズが小さすぎる場合は、[マーク]カードの [サイズ]をクリックしてサイズを

調節します。

マップビューは各州、各カテゴリの収益の合計と売上合計を表示するようになりました。

関連項目 :

Tableau でのマッピングの概念 ページ1619

Tableau でマッピングを始めるページ1593

マップのカスタマイズ

マップの外観のカスタマイズ

この記事では、Tableauのマップビューの外観をカスタマイズする方法をご説明します。

注 :この記事で紹介する作業の多くで [マップレイヤー]ペインを使用します。このペインを開くには、

[マップ] > [マップレイヤー]を選択します。古いバージョンのTableauの場合は、[マップ] > [マップオプ

ション]を選択してください。
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Tableauバックグラウンドマップのスタイルを選択

Tableauバックグラウンドマップへ接続している場合は、すでに用意されている6つのスタイル (標準、

明るい、暗い、ストリート、アウトドア、サテライト)の中からバックグラウンドマップのスタイルを選択でき

ます。これらのスタイルは下で確認できます。

標準 明るい 暗い

ストリート アウトドア サテライト

Tableau バックグラウンドマップのスタイルを選択する方法
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1. [マップ] > [マップレイヤー] の順に選択します。

2. ワークスペースの左側にある[マップレイヤー]ペインの [バックグラウンド]のところで [スタイル]ド
ロップダウンメニューをクリックし、バックグラウンドマップのスタイルを選択します。

すでに用意されているTableauバックグラウンドマップの詳細については、バックグラウンドマッ

プの選択 ページ1820を参照してください。

独自のバックグラウンドマップをインポート

用意されているTableauバックグラウンドマップのスタイルが気に入らない場合は、WebMap
Service (WMS)サーバーから独自のバックグラウンドマップを、あるいはMapboxマップをインポートで

きます。

独自のバックグラウンドマップをインポートする方法

1. [マップ] > [バックグラウンドマップ] > [マップサービス]の順に選択します。

2. [マップサービス]ダイアログボックスで [追加 ]をクリックし、WMSサーバーあるいはMapboxマッ

プのどちらを追加するか選択します。

3. 指示に従い、選択したマップサービスにTableauを接続します。

詳細については、Web Map Service (WMS) サーバーの使用 ページ1825あるいはMapbox
マップの使用 ページ1822を参照してください。

4. 終了したら、[閉じる]をクリックします。

5. [マップ] > [バックグラウンドマップ]の順に選択し、さらに使用するバックグラウンドマップを選択
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します。

マップが更新され、選択したバックグラウンドマップが含まれるようになります。

静的な背景画像の追加

独自のバックグラウンドマップをインポートできるだけでなく、ワークブックに静的な背景画像を追加し

て、データをその上に表示することもできます。たとえばGoogle Mapの画像を用意して、データをその

上に表示できます。

詳細については、次のトピックを参照してください。

l ビューで背景イメージを使用するページ1840
l Tableau でGoogle マップおよびOpenStreetMap のイメージを背景イメージとして追加する

ページ1850
l 背景イメージの座標を見つけるページ1852

マップレイヤーの表示と非表示

Tableauバックグラウンドマップ、あるいはカスタムレイヤーを含むWMSマップあるいはMapboxマップ

を使用している場合、バックグラウンドマップでレイヤーを表示または非表示にすることで、地理空間

データを形成するバックグラウンド要素をカスタマイズすることができます。たとえば、道路 /高速道路、

あるいは郡境を地図に重ね、環境をデータに反映することができます。

マップレイヤーを追加または削除する方法

1. [マップ] > [マップレイヤー]の順に選択します。

2. [マップレイヤー]ペインの [マップレイヤー]セクションでマップレイヤーを選択 (複数可 )します。

注 :一部のレイヤーは、特定のズームレベルでのみ表示できます。現在のズームレベル

でマップレイヤーを使用できない場合、灰色に表示されます。
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利用できないレイヤーを使用するには、ビューでさらにズームインします。

一部のマップレイヤーは特定のスタイルで機能するように作成されています。以下は、使用可能なさ

まざまなマップレイヤーの説明です。一部のレイヤーは特定のマップスタイルを使用する場合にのみ

使用できます。
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レイヤー名 説明
使用できる

マップスタイル

ベース 海域や陸地を含むベースマップを表示します。 すべて

土地被覆 自然区域や公園などに陰影を付け、マップに奥行きを与え

ます。

サテライト以

外すべて

Terrain (地形 ) 標高の変化を示すレリーフを表示します。 サテライト以

外すべて

海岸線 海岸線を表示します。 明るい、暗

い、標準

道路 /高速道路 高速道路と細かい街路を示します。このレイヤーには、高

速道路名と街路名も含まれています。

すべて

国境 /地域境界 (薄
色 )

国 /地域の境界と名前に薄い灰色のアウトラインを表示しま

す。

明るい、暗

い、標準

国名 /地域名 (薄
色 )

国名と地域名を薄い灰色で表示します。 明るい、暗

い、標準

国境 /地域境界 国および地域の境界を濃い灰色でハイライトします。 すべて

国名 /地域名 国および地域名を濃い灰色でハイライトします。 すべて

都道府県境 /州境

(薄色 )
州境と州名に薄い灰色のアウトラインを表示します。 明るい、暗

い、標準

都道府県名 /州名

(薄色 )
都道府県 /州名を薄い灰色で表示します。 明るい、暗

い、標準

都道府県境 /州境 都道府県 /州境を濃い灰色でハイライトします。 すべて

都道府県名 /州名 都道府県 /州名を濃い灰色でハイライトします。 すべて

郡境 米国の郡の境界と第 2レベルの行政境界をハイライトしま

す。

明るい、暗

い、標準

郡名 米国の郡名と第 2レベルの行政名をハイライトします。 明るい、暗

い、標準
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レイヤー名 説明
使用できる

マップスタイル

郵便番号境界 米国および選択した国の郵便番号と郵便番号の境界を

マークします。このレイヤーを表示するにはズームインする必

要があります。

明るい、暗

い、標準

郵便番号ラベル 米国および選択した国の郵便番号と郵便番号の境界のラ

ベルを表示します。このレイヤーを表示するにはズームイン

する必要があります。

明るい、暗

い、標準

市外局番境界 米国の市外局番の境界をマークします。このレイヤーを表

示するにはズームインする必要があります。

明るい、暗

い、標準

市外局番ラベル 米国の市外局番のラベルを表示します。このレイヤーを表

示するにはズームインする必要があります。

明るい、暗

い、標準

大都市圏境界 (米
国 /CBSA)

米国の大都市圏と小都市圏の境界をマークします。 明るい、暗

い、標準

大都市圏名ラベル

(米国 /CBSA)
米国の大都市圏と小都市圏のラベルを示します。 明るい、暗

い、標準

水域ラベル 水塊のラベルを表示します。 すべて

市区町村 市区町村のラベルを表示します。 すべて

目標物 学校、公園、墓地、会社、重要建造物など、目標物のラ

ベルを表示します。このレイヤーはズームレベルに依存しま

す。

すべて

地区 市区町村内の地区のラベルを表示します。このレイヤーを

表示するにはズームインする必要があります。

すべて

Subway and Train
Stations (地下鉄と

鉄道の駅 )

地下鉄と鉄道の駅の名前を表示します。このレイヤーを表

示するにはズームインする必要があります。

サテライト以

外すべて

建物形状 建物の輪郭を表示します (使用可能な場合 )。このレイ

ヤーを表示するにはズームインする必要があります。

サテライト、

ストリート、

アウトドア
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レイヤー名 説明
使用できる

マップスタイル

House Numbers
(番地 )

建物形状を表示または非表示にして建物の番地を表示し

ます。このレイヤーを表示するにはズームインする必要があり

ます。

ストリート、

アウトドア

Contour Lines (等
高線 )

標高の変化をメートル単位で示す線を表示します。このレ

イヤーはズームレベルに依存します。

アウトドア

米国の人口統計データのレイヤーを追加する

Tableauバックグラウンドマップを使用している場合、米国国勢調査情報を表示するさまざまな事前

定義済みのデータレイヤーをオンにすることができます。これらのレイヤーのデータは、米国地域社会

調査によって収集された人口統計データに関するものです。

注 :マップデータレイヤーは、米国内の場所にのみ利用できます。

必要な人口統計情報を含むWMSサーバーに接続することで、米国以外の場所にあるデー

タレイヤーを追加することができます。詳細については、Web Map Service (WMS) サーバー

の使用 ページ1825を参照してください。

マップビューに米国データレイヤーを追加する方法

1. [マップ] > [マップレイヤー]の順に選択します

2. [マップレイヤー]ペインの [データレイヤー]のところで、次の作業を行います。

l [レイヤー]ドロップダウンメニューをクリックし、データレイヤーを選択します。

l [対象 ]ドロップダウンメニューをクリックし、[州 ]、[郡 ]、[郵便番号 ]、[ブロックグループ]の
中から、データレイヤーの基準となる要素を選択します。

l [次を使用 ] ドロップダウンメニューをクリックして配色を選択します。
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データレイヤーを選択したら、レイヤーは地図に色の濃淡として追加され、レイヤーの各色を説明す

る凡例が表示されます。[マップ] > [地図の凡例 ]の順に選択すれば、いつでもこの凡例の表示、非

表示を切り替えることができます。

マークタイプの変更

既定では、地理的フィールドをビューに追加する際に、Tableauがポイントマップを作成します。ま

た、これを多角形 (色塗り)マップ、線形マップ、または密度マップ(ヒートマップ)に変更することができ

ます。

注 :市区町村や郵便番号のレベルでは、色塗りマップを利用できません。

ポイントマップを色塗りマップあるいは線形マップに変更する方法
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l [マーク]カードで、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[マップ]を選択します。

ポイントマップをヒートマップ(密度マップ)に変更する方法 :
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l [マーク]カードで、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[密度 ]を選択します。

詳細レベルの追加

地図に詳細なレイヤーを追加することで、データの精度を上げることができます。たとえば、以下の例

のように、肥満者の割合を州毎に確認したり、郡レベルで全体を把握したりすることもできます。詳

細レベルを追加あるいは削除することで、地図上のデータ表示を変えることができます。
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ビューに詳細レベルを追加する方法

l 地理的フィールドを[ディメンション]から[マーク]カードの [詳細 ]までドラッグします。

色の追加

マップビューに色を追加する方法は2種類あり、カテゴリ毎に、あるいは定量的に各場所に色を付け

ることができます。

地図の各場所をカテゴリ毎に色付けする方法

l ディメンションを[データ]ペインから[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

次の画像は、地域毎 (西部、中部、南部、東部 )に米国の各州を色付けしたものです。[マー

ク]カードの [色 ]には、[地域 ]というディメンションがあります。

定量的に地図の各場所を色付けする方法

l メジャーを[データ]ペインから[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

次の画像は、達成した売上を基準にして米国の各州を色付けしたものです。[マーク]カードの
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[色 ]には、[売上 ]というメジャーがあります。

色の詳細については、カラーパレットと色効果 ページ1236を参照してください。

ラベルの追加

各場所にラベルを追加し、コンテキストを充実させることができます。たとえば、場所の名前や売上と

いったラベルを追加できます。

データにラベルを追加するには、[データ]ペインから、ディメンションまたはメジャーを[マーク]カードの [ラ
ベル]までドラッグします。

ラベルがその場所の中央 (多角形の場合 )、あるいは脇 (データポイントの場合 )に表示されます。

ラベルは複数追加できます。
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データポイントのサイズの調節

比較や区別をしやすくするためにデータポイントのサイズを調整したり、小さいデータポイントを作って

閲覧しやすくしたりできます。

データポイントのサイズを一様に調節する方法
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l [マーク]カードで [サイズ]をクリックし、スライダーを左か右に動かして調整します。

データポイントのサイズを定量的に決める方法
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l [メジャー]からフィールドを[マーク]カードの [サイズ]までドラッグします。

カスタムツールヒントの作成

ユーザーが各場所にカーソルを合わせた、あるいはクリックした際に詳細情報を表示するカスタムツー

ルヒントを作成することができます。すべてのマークで表示する独自の情報を入力したり、各マークに

固有の情報を基にして更新されるフィールドを追加したりできます。
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ツールヒントにフィールドを追加する方法

l フィールドを[データ]ペインから[マーク]カードの [ツールヒント]にドラッグします。

ツールヒントを編集するには:

1. [マーク]カードで、[ツールヒント]をクリックします。

2. [ツールヒントの編集 ]ダイアログボックスで、好みに合わせてツールヒントの外観を決定します。

ツールヒントのカスタマイズの詳細については、ツールヒントの書式設定 ページ2923およびツールヒン

トをマークに追加 ページ1214を参照してください。

関連項目 :

Tableau でのマッピングの概念 ページ1619

Web Map Service (WMS) サーバーの使用 ページ1825

Mapbox マップの使用 ページ1822

バックグラウンドマップの選択 ページ1820

マップで領域を作成する

マップビューでデータを分析するときに、既存の位置をまとめてグループ化し、組織の販売地域など、

独自の領域や地域を作成することもできます。

Tableauでは、複数の方法で領域を作成できます。

l オプション1:マップ上のグループの場所を選択する見開きページ

l オプション2:地理的フィールドから領域を作成するページ1814
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l オプション3:別の地理的フィールドを使用して領域フィールドのジオコードを作成するページ

1814

オプション1:マップ上のグループの場所を選択する

マップビューを作成したら、マップ上の位置 (マーク)を選択およびグループ化することで領域を作成で

きます。

たとえば、次のマップビューは、ある会社のオーストラリア全体の総売上高を郵便番号順に示したもの

です。

最初に気づくかもしれないのは、郵便番号の多さです。実際、このマップビューには、オーストラリアの

4桁の郵便番号すべてにマークがついています。そしてそれぞれのマークには売上高のSUM (合計 )
の集計がついています。オーストラリア全体の郵便番号すべての売上高情報を探している場合、これ

は適切なビューです。

ただし、マップビューの個別の場所すべてを分析しない場合もあります。代わりに、全体的に分析した

い自分のカスタムエリア、地域または領域を持っていることがあります。たとえば、組織はオーストラリア

を5つの異なる売上高領域に分けて、それぞれの合計売上高を分析する場合があります。
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この場合、マップビューがすでに構成されているため、独自の領域を作成するために、マップを直接選

択してグループ化できます。以下のステップからその方法を学べます。

ステップ1:領域にグループ化する場所をマップで選択する

マップビューで、独自の領域にグループ化する位置 (マーク)を選択してください。マークの選択方法

の詳細については、マークの選択 ページ2595を参照してください。

ステップ2:最初のグループ(最初の領域 )を作成する

ビューのマークを選択するとき、または選択したものにポイントするとき、ツールヒントが表示されます。

そのツールヒントから[グループ]アイコンをクリックし、位置をグループ化するための詳細レベルを選択し

てください。

新しいグループフィールドが、その横のグループアイコンとともに[データ]ペインに追加されます。随

時、グループ内の場所を変更する場合は、[データ] ペインでグループフィールドを右クリックし、[グ
ループの編集 ]を選択します。
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新しいフィールドは [マーク]カードの [色 ]にも追加されます。

選択されたマークは、すべて同じ色になっていることに注目してください。

ステップ3:領域を追加するためにデータのグループ化を続ける

ステップ1と2を繰り返して、追加領域を作成します。各領域はステップ2で作成されたグループ

フィールド内で、グループとして追加されます。領域は必要に応じて作ることができます。

ステップ4:グループフィールドをビューに追加する

[データ]ペインから、新たに作成されたグループフィールドを[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグします。

次に、各領域を1つのマークとして表示するには、ビューから関連する地理的フィールドも削除する必

要があります。

たとえば、"郵便番号および国レベル"で郵便番号をグループ化した場合、"郵便番号"フィールドと"
国"フィールドをビューから削除する必要があります。

以下の画像で、[マーク] カードの [詳細 ]に"郵便番号" フィールドと"国"フィールドがなくなっている

ことに注目してください。"郵便番号と国" (グループ)フィールドに置き換えられたためです。

この例では、"郵便番号と国" (グループ)フィールド内に5つのグループがあるため、マップ上で5つの領

域が表示されます。SUM (Sales)などの集計は、領域内の各位置に応じて個別に計算されるので

はなく、領域のレベルで計算されます。

各領域のSUM (Sales)を色で区別して見ることができます。領域 5の売上高が最高です。
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オプション2:地理的フィールドから領域を作成する

[データ] ペインでグループを作成することで、領域を作成することもできます。

1. [データ] ペインで、地理的フィールド([市区町村 ]や [州 ]など)を右クリックし、[作成 ] > [グ
ループ] を選択します。

2. [グループの作成 ]ダイアログボックスで、最初の領域に含める場所を選択し、[グループ]をク

リックします。作成するグループごとに領域が表示されます。

3. すべての領域を作成するまで手順 2を繰り返してから、[OK]をクリックします。

新しいグループフィールドが [データ] ペインに追加されます。

4. [データ]ペインから、新たに作成されたグループフィールドを[マーク]カードの [詳細 ]にドラッグ

します。

また、フィールドを [マーク] カードの [色 ]または [ラベル]にドラッグすると、各領域を区別しやす

くなります。

領域グループの場所の変更

随時、領域グループ内の場所を変更する場合は、[データ] ペインでグループフィールドを右クリック

し、[グループの編集 ]を選択します。

オプション3:別の地理的フィールドを使用して領域フィールドのジオコードを作成する

データソースに既にカスタム領域フィールドが含まれている場合、データソースの既存の地理的フィー

ルドを使用してそれをTableau内の地図にすばやくジオコードできます。
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たとえば、次のデータソースには、"ゾーン" 地理という地理的ゾーンのカスタム領域フィールドが含まれ

ています。これに含まれる値は、"北部"、"中部"および"南部"です。

このフィールドを単独でTableauに取り込んでも、Tableauは地理的データとして認識できません。

ただし、このデータソースには、Tableauが認識する3つの地理的フィールドも含まれています。"国"、
"地域"、および"市区町村"。

このデータソース内の各行には、国、地域、市区町村、および地理的ゾーンの値が含まれます。その

ため、それぞれの場所にはカスタム領域フィールドの値が割り当てられます。

[ゾーン]地理的フィールドが含まれている地理的フィールドのワークブックには、Tableauが認識する場

所が含まれているため、これらのフィールドのいずれかの詳細レベルでジオコードを選択できます。

次の手順に従い、別の地理的フィールドを使用して領域フィールドのジオコードを作成します。

ステップ1:領域フィールドに地理的役割を割り当てる

[データソース]ページでカスタム領域フィールドのデータ型アイコンをクリックしてから、[地理的役割 ] >
[作成対象 ]を選択し、フィールドを集計する詳細レベルを選択します。
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表示されるオプションは、データソース内のフィールドで利用可能な地理的役割によって異なりま

す。ビューで使用する集計レベルを選択します。ビューにどのような影響があるか定かでない場合は、

複数の詳細レベルを試します。いつでも元に戻して再試行できます。

領域フィールドに地理的役割を割り当てると、その地理的役割は場所階層のそれぞれの場所に追

加されます。任意のワークシートに移動すると、[データ] ペインにそれが表示されます。

注 :また、[データ]ペインでフィールドの横にあるデータ型アイコンをクリックし、上記の手順で領

域フィールドをジオコードすることもできます。
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ステップ2:ビューに領域フィールドを追加する

マップビューを作成し、最近ジオコードを作成した領域フィールドを [マーク]カードに追加します。詳

細、色、ラベル、ツールヒントにそれを配置できます。[詳細 ] のフィールドによって、ビューの集計レベル

が決定します。

カスタム領域フィールド機能は他の地理的フィールドと似ています。

以下の例では、カスタム領域フィールド("地理"ゾーン)は [マーク] カードの [詳細 ] および [色 ]です。

各領域に対して平均収益が表示されます (最も低い詳細レベルが領域フィールドのため)。

[マーク] カードの [詳細 ]に別の地理的フィールドを追加した場合は ("国フィールド(支払 )"など)、集
計が更新され、その詳細レベルの情報を示します。

カスタム領域データのブレンド

データソースに領域フィールドが含まれない場合、領域フィールドをデータソース内の別の地理的

フィールドとブレンドできます。詳細については、地理的データのブレンドページ1662を参照してくださ

い。カスタム領域フィールドと別のフィールドをブレンドした後、「ステップ1:カスタム領域フィールドに地

理的役割を割り当てる」の手順に従います。

ユーザーによるマップの操作方法のカスタマイズ

マップビューを作成する場合、既定のいくつかの方法でビューを吟味し操作することができます。マップ

検索を使用すると、ビューのズームイン、ズームアウト、パン、マークの選択、世界中の場所の検索を

行うことができます。
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ただし、オーディエンスがマップを操作する方法を制限することもできます。

次のように、[マップオプション]ダイアログボックスを使用して、オーディエンスがビューを操作するさまざ

まな方法をカスタマイズできます。

マップスケールの表示

オーディエンスがデータポイント間の距離を理解できるよう、マップにスケールを表示できます。このス

ケールはビューの右下隅に表示され、マップを拡大縮小すると更新されます。

注 :マップスケールは、Plate Carrée (標準緯線を赤道に配置 )を使用するWMSなど、Web
メルカトル以外の投影を表示しません。

マップにマップスケールを表示する:

1. [マップ] > [地図のオプション] を選択します。

2. ビューに表示された [マップオプション]ダイアログボックスで、[マップスケールの表示 ]を選択し

ます。

3. [単位 ]の下でドロップダウンをクリックし、希望する測定単位を選択します。

l スケールの測定結果をメートルとキロメートルで表示する場合、[メトリクス] を選択しま

す。

l スケールの測定結果をフィートとマイルで表示する場合、[米国 ] を選択します。

l 測定単位をワークブックのロケールによって決定する場合、[自動 ]を選択してください。

注 :この設定により、ラジアルツールが距離の測定に使用する単位が決まりま

す。詳細については、マップビュートピックでデータポイントおよび位置間の距離

の測定トピックの測定単位の変更 ページ1839セクションを参照してください。

マップ検索の非表示

マップビュー内でオーディエンスが場所を検索できないように、マップ検索アイコンを非表示にできま

す。

マップ検索アイコンを非表示にするには:

1. [マップ] > [地図のオプション]を選択します。

2. ビューに表示された [マップオプション]ダイアログボックスで、[マップ検索の表示 ] をクリアしま

す。
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注 : マップ検索アイコンを非表示にすると、Webにパブリッシュされた [現在地 ]も非表示になり

ます。[現在地 ]ボタンの詳細については、マップ内のデータの探索 ページ1831を参照してくださ

い。

ビューツールバーの非表示

マップビューのビューツールバーを非表示にすることで、オーディエンスが所定の位置にマップをロックし

たり、すべてのデータにマップをズームしたりするのを防ぎます。

ビューツールバーを非表示にするには:

1. [マップ] > [地図のオプション] を選択します。

2. ビューに表示された [マップオプション]ダイアログボックスで、[ビューツールバーを表示 ] をクリア

します。

注 : ビューのツールバーを非表示にしても、キーボードショートカットを使用してビューのズームイ

ンおよびズームアウト、パン、マークの選択を実行できます。詳細については、マークの選択およ

びナビゲーションへのショートカットページ3377を参照してください。

パンとズームをオフにする

オーディエンスがビューのパン、ズームイン、ズームアウトを実行できないように、マップビューまたは背景

イメージでパンとズームをオフにできます。

パンとズームをオフにするには:

1. [マップ] > [地図のオプション] を選択します。

2. [マップオプション]ダイアログボックスで、[パンとズームを許可する] をクリアします。

パンとズームをオフにすると、パンツールとすべてのズームコントロールはビューツールバーから削除さ

れ、長方形のツールが既定のツールになります。ビューでズームインおよびズームアウト、またはパンを

行うキーボードショートカットは使用できなくなりました。マップ検索アイコンが非表示でない場合、マッ

プの検索ボックスで場所を検索してビューを移動できます。

関連項目 :

マップ内の場所の検索 ページ1834

ビューのズームとパン、マークの選択 ページ2592
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バックグラウンドマップの選択

Tableauには、マップビューを作成するためにアクセスできるオンラインおよびオフラインのバックグラウン

ドマップのセットが用意されています。

既定では、Tableauはオンラインマッププロバイダーに接続します。

以下は、Tableauに付属する3つのバックグラウンドマップです。[マップ] > [バックグラウンドマップ]メ
ニューで検索できます。ワークブック作成者がWMSサーバーまたはMapboxマップをワークブックに追

加している場合は、[マップ] > [バックグラウンドマップ]メニューで作成者が付けた名前を使用して、こ

れらが同様にリストに表示されます。

なし 緯度軸と経度軸の間にデータが表示されます。

オフライン このバックグラウンドマップは、マップを構成するイメージをマシンのキャッシュに保存し

ます。これにより、パフォーマンスが向上し、オフラインでアクセスできるようになります。

詳細については、以下のオフラインマップセクションを参照してください。

Tableau Tableauバックグラウンドマップに接続します。既定では、すべてのマップビューは、

別途指定しない限りこのバックグラウンドマップに接続します。

新しいバックグラウンドマップを選択するには:

l Tableau Desktop、Tableau Server、またはTableau Cloudで、[マップ] > [バックグラウンド

マップ]の順に選択し、ビューのバックグラウンドマップとして使用するマップを選択します。

注 : Tableau Serverでは、管理者はユーザーがオフラインマップのみを使用するよう制限でき

ます。この動作を構成する特定のサーバーコマンドについては、こちらを参照してください。

Tableau Desktopの既定のバックグラウンドマップの設定

既定では、すべてのマップビューは、Tableauバックグラウンドマップに接続します。Tableau Desktop
で、マップビューがTableauバックグラウンドマップで自動的に作成されないようにする場合は、別の

バックグラウンドマップを既定として指定できます。

既定のバックグラウンドマップを指定するには:

1. Tableau Desktopで [マップ] > [バックグラウンドマップ]を選択し、既定に設定するバックグラ

ウンドマップを選択します。

2. [マップ] > [バックグラウンドマップ] > [既定値として設定 ]の順に選択し、選択したバックグラウ

ンドマップを既定に設定します。
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バックグラウンドマップはTableauマップソース(.tms)として自動的に保存され、マイTableau
リポジトリの [マップソース]フォルダーに配置されます。これで、すべての新しいワークシートに対

する既定のバックグラウンドマップが設定されました。

Tableau Desktop、Tableau Cloud、またはTableau Serverでのオフラインバックグラウン

ドマップの使用

Tableau Desktopに付属のオフラインバックグラウンドマップを使用して、マップビュー内のデータをオフ

ラインで作成および検査できます。

オフラインバックグラウンドマップを使用するには:

l Tableauで [マップ] > [バックグラウンドマップ] > [オフライン]の順に選択します。

注 :オフラインバックグラウンドマップは、マシンに保存されているマップイメージを使用します。これらの

イメージは次の場所で見つけることができます。

l Windowsの場合 : C:\Program Files\Tableau\<Tableau

Version>\Local\Maps
l Macの場合 : //Applications/<Tableau
Version>.app/Contents/install/local/maps

ただし、保存されていないマップイメージをTableauで取得する必要がある操作もいくつかあります。

新しい地図がマシンに保存されていない場合、Tableauに付属のオンラインマップに再接続するまで

地図を読み込むことはできません。

次の1つまたは複数の操作を実行する場合、オンラインマップへの再接続が必要になる場合があり

ます。

l レイヤーのオン/オフの切り替え-キャッシュに保存されていないレイヤーをオンにする場合、必要

な情報を取得するためにTableauをオンライン接続する必要があります。

l ズームイン/ズームアウト-地図上でのズームインまたはズームアウトには異なるマップイメージが

必要です。指定されたズームレベルのイメージがキャッシュにない場合、Tableauは更新された

地図を取得する必要があります。

l パン-パンを行うと、新しいマップイメージが必要になる場合があります。オフラインで作業中に

必要なマップイメージと凡例がキャッシュに保存されていない場合、新しいイメージと凡例は読

み込まれません。

Tableau マップに再接続するには:

l Tableau Desktopで、[マップ] > [バックグラウンドマップ] > [Tableau]の順に選択します。
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注 :マップをオフラインに設定してからワークブックをパブリッシュした場合、パブリッシュされたワー

クブックはオフラインの保存済みマップを使用し、上記のオフラインマップの機能と制限事項を

すべて使用します。

Tableauバックグラウンドマップについて

Tableauバックグラウンドマップには、更新されたマップと人口統計データが含まれるだけでなく、文体

が改良されました。これは、Tableauのクラシックバックグラウンドマップに置き換わります。Tableau
Desktopの以前のバージョンで作成したマップビューで、Tableauクラシックバックグラウンドマップに

接続しているビューは、Tableau Desktopバージョン9.0以降で開くと自動的にTableauバックグラウ

ンドマップに接続します。

注 : Tableau Desktopバージョン8.3以前でTableauクラシックバックグラウンドマップを使用

してデータレイヤーを持つマップビューを作成し、そのビューをTableau Desktop 9.0で開くと、

データレイヤーの色が違う色で表示されます。これは、Tableauバックグラウンドマップにデータ

レイヤリングとカラーランプ(カラーパレット)が改善されたためです。

Mapboxマップの使用

Mapboxマップにアクセスできる場合は、それらをワークブックに追加したり、Tableau Desktopでマップ

ビューを作成できます。使用可能な国別データの一覧については、「サポートされているマップデー

タ」を参照してください。

Mapboxマップを使用するビューをTableau Server、Tableau Cloud、Tableau Publicにパブリッシュ

すると、オーディエンスはMapboxアカウントを持っていなくてもデータとMapboxマップを表示できま

す。

Tableau Desktop 2019.2より、既定でMapboxスタイルの [ストリート]、[アウトドア]、[サテライト]を
Tableauの [マップレイヤー]ペインで使用できます。マップスタイルとマップレイヤーの詳細について

は、マップの外観のカスタマイズページ1794を参照してください。

ワークブックにMapboxマップを追加する

Tableau Desktopでは、ワークブックにMapboxマップを追加し、バックグラウンドマップとして使用でき

ます。

Mapboxマップをワークブックに追加した後、マップは、ワークブックと共に保存され、ワークブックを共

有するユーザー全員が使用できます。他のユーザーがソースにすばやく接続して自分たちのワーク

ブックで使用できるように、MapboxマップをTableauマップソース(.tms)ファイルとして保存して他の
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ユーザーと共有することもできます。詳細については、マップソースの保存 ページ1830を参照してくだ

さい。Mapboxマップを追加するには、次のようにします。

1. Tableau Desktopで、[マップ] > [バックグラウンドマップ] > [Mapbox マップ]の順に選択しま

す。

2. [Mapboxマップの追加 ]ダイアログボックスで、次の情報を追加します。

l [スタイル名 ]: Mapboxマップの名前を入力します。これには希望する名前を使用できま

す。マップを追加後、この名前は [バックグラウンド]マップメニューに表示されます。

l [URL]:追加するMapboxマップのスタイルURLを入力します。

このURLにはMapboxマップのスタイル ID、アクセストークン、ユーザー名が含まれま

す。次のようになります。

https://api.mapbox.com/styles/v1/<username>/<styleid>?ac

cess_token=<access token>

上記のアイテムの詳細については、Mapbox APIヘルプの「アクセストークン」、「マッ

プ」、および「スタイル」セクションを参照してください。

3. 完了したら、[OK]をクリックして [Mapboxマップの追加 ]ダイアログボックスを終了し、[閉じる]
をクリックしてビューに戻ります。

Mapboxマップを使用したマップビューの作成

Mapboxマップを使用してマップビューを作成するには、[マップ] > [バックグラウンドマップ]の順に選択

し、使用するMapboxマップを選択します。次に、マップビューを作成します。詳細については、

「Tableau でのマッピングの概念 ページ1619」を参照してください。
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ビューからのマップレイヤーの追加または抽出

Mapbox StudioマップをTableauに追加すると、マップのすべてのレイヤーも追加されます。Mapbox
Studioのレイヤーグループと単一レイヤーは、Tableauの [マップレイヤー]ペインで個々のレイヤーと

して表示され、Mapbox Studioで設定されたレイヤー構成を保持します。

Mapbox Studioのレイヤーグループに含まれているサブレイヤーがオフになっている場合、それらのサ

ブレイヤーはマップがTableauに追加されるときもオフになり、そのレイヤーグループは [マップレイヤー]
ペインで単一レイヤーとして表示されます。Tableauでオフになっているレイヤーグループをオンに戻す

と、そのレイヤーグループのすべてのサブレイヤーもオンになります。

マップレイヤーはTableauのデータレイヤーとは異なります。Tableauにおけるデータレイヤーは、州

や国などのさまざまなレベル別の人口統計情報を含む組み込みのタイルです。Tableauではデータ

レイヤーとMapboxは相互に独立しています。データレイヤーのしくみの詳細については、マップの外

観のカスタマイズページ1794を参照してください。

注 :カスタムマップをMapbox StudioからTableauに追加すると、レイヤーがオフになっている

場合でも、すべてのレイヤーのデータがインポートされます。マップに多くのレイヤーやサブレイ

ヤーが含まれている場合は、パフォーマンスに影響する可能性があります。パフォーマンスを向

上させるため、レイヤーとサブレイヤーの追加と削除は、マップをTableauに追加する前に

Mapbox Studioで行ってください。

関連項目 :

Web Map Service (WMS) サーバーの使用 見開きページ
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マップソースの保存 ページ1830

マップソースのインポートページ1831

バックグラウンドマップの選択 ページ1820

マップの外観のカスタマイズページ1794

Web Map Service (WMS)サーバーの使用

Tableau Desktopでは、WebMap Service (WMS)プロトコルを使用しているマップサーバーに接続で

きます。WMSは、地理的参照画像を要求および受信するための標準プロトコルです。

WMS 1.0.0、1.1.0、または1.1.1標準をサポートするすべてのWMSサーバーに接続できます。

WMSサーバーへの接続

1. Tableau Desktopで、[マップ] > [バックグラウンドマップ] >WMS サーバーの順に選択します。

2. [WMSサーバーの追加 ]ダイアログボックスで、Tableauで接続したいサーバーのURLを入力

してから、[OK]をクリックします。

ワークブックにはいくつでもマップサーバーを追加できます。追加した各 WMSサーバーは、[バックグラウ

ンドマップ]メニューのバックグラウンドマップとして表示されます。

WMSサーバーをTableauマップソースとして保存する

WMSサーバーをワークブックに追加した後、WMSサーバーは、ワークブックと共に保存され、ワーク

ブックを共有するユーザー全員が使用できます。他のユーザーがソースにすばやく接続して自分たちの

ワークブックで使用できるように、WMSサーバーをTableauマップソース(.tms)ファイルとして保存して

他のユーザーと共有することもできます。

Tableauマップをマップソースとして保存する方法の詳細については、マップソースの保存 ページ

1830を参照してください。
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WMSバックグラウンドマップを使用する

WMSサーバーへ接続した後、Tableauで作成されるWMSバックグラウンドマップを使用してマップ

ビューを作成できます。

WMS サーバーを使用してマップビューを作成するには:

1. Tableau Desktopで [マップ] > [バックグラウンドマップ]の順に選択し、ビューで使用する

WMSバックグラウンドマップを選択します。

2. 地理的フィールドをビューに追加します。

詳細については、Tableau でのマッピングの概念 ページ1619を参照してください。

3. [マップ] > [マップレイヤー]の順に選択し、ビューで表示するマップレイヤーを選択します。
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詳細については、マップの外観のカスタマイズページ1794を参照してください。

パフォーマンスの考慮事項

WMSサーバーのコンテンツ、速度、パフォーマンスは、ネットワークとWMSプロバイダーに依存します。

インターネット接続が中断されたり、制限されたファイアウォールの背後で作業する場合は、マップ

ビューの構築中のパフォーマンスの問題を回避するため、Tableau Desktopと共にインストールされた

オフラインバックグラウンドマップを使用できます。いつでもWMSサーバーに切り替えることができま

す。

注 :オフラインバックグラウンドマップでは、最大 4レベルのズームしかアクセスできない場合があ

ります。詳細については、バックグラウンドマップの選択 ページ1820を参照してください。

サポートされている空間的参照系

Tableauは、以下の空間参照系 (SRS)/欧州石油調査グループ(EPSG)コードのリストを自動的に

サポートします。WMSサーバーがTableauマッピング機能と互換性を持つには、次のいずれかの空間

的参照系をサポートしている必要があります。

Tableau でサポートされているSRS/EPSG コード:

3857 - WGS 84 /擬似メルカトル [既定 ]

4326 - WGS 84

4269 - NAD83

3824 - TWD97
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3889 - IGRS

4019 - GRS 80楕円体に基づく未知のデータム

4023 - MOLDREF99

4030 - WGS 84楕円体に基づく未知のデータム

4031 - GEM 10C楕円体に基づく未知のデータム

4046 - RGRDC 2005

4075 - SREF98

4081 - REGCAN95

4126 - LKS94( ETRS89)

4130 - Moznet

4140 - NAD83(CSRS98)

4148 - Hartebeesthoek94

4151 - CHTRF95

4152 - NAD83( HARN)

4163 -イエメンNGN96

4166 -韓国 1995

4167 - NZGD2000

4170 - SIRGAS 1995

4171 - RGF93

4172 - POSGAR

4173 - IRENET95

4176 -オーストラリアの南極

4180 - EST97

4189 - REGVEN

4190 - POSGAR 98

4258 - ETRS89

4283 - GDA94
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4319 - KUDAMS

4612 - JGD2000

4617 - NAD83(CSRS)

4619 - SWEREF99

4627 - RGR92

4640 - RRAF 1991

4645 - RGNC 1991

4659 - ISN93

4661 - LKS92

4667 - IKBD-92

4669 - LKS94

4670 - IGM95

4674 - SIRGAS 2000

4686 - MAGNA-SIRGAS

4687 - RGPF

4693 - Nakhl-e Ghanem

4694 - POSGAR 94

4702 -モーリタニア1999

4737 -韓国 2000

4742 - GDM2000

4747 - GR96

4749 - RGNC91-93

4755 - DGN95

4756 - VN-2000

4757 - SVY21

4758 - JAD2001

4759 - NAD83(NSRS2007)
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4761 - HTRS96

4762 - BDA2000

4763 -ピトケアン2006

4764 - RSRGD2000

4765 -スロベニア1996

102100 - WGS 84Webメルカトル (補助球体 )

関連項目 :

Mapbox マップの使用 ページ1822

マップソースの保存 下

マップソースのインポート見開きページ

バックグラウンドマップの選択 ページ1820

マップの外観のカスタマイズページ1794

マップソースの保存

MapboxマップまたはWMSサーバーをワークブックに追加した後、Tableauマップソース(.tms)として

保存できます。

MapboxマップまたはWMSサーバーをTableauマップソースとして保存すると、マップを他のユーザー

と共有できるため、他のユーザーは自身のワークブックにすばやくインポートし、それを使用して新しい

マップビューを作成できます。Tableau Mapソースのワークブックへのインポートの詳細については、

マップソースのインポート見開きページを参照してください。

1. [マップ] > [バックグラウンドマップ] > [マップサービス]の順に選択します。[マップサービス]ダイア

ログボックスが開きます。

2. Tableauマップソースとして保存するマップを選択し、[エクスポート] をクリックします。[接続の

エクスポート]ダイアログボックスが開きます。

3. ファイル名を入力し、場所を選択して、[保存 ]をクリックします。

Tableauマップソースには、ワークブック内でユーザーが指定した既定のマップレイヤー設定が含まれ

ています。たとえば、マップソースには、既定で表示するように指定したマップレイヤーのカスタムセッ

トが含まれています。詳細については、「マップレイヤーの設定」トピックのマップの外観のカスタマイズ

ページ1794を参照してください。
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注 : マップレイヤーのオプションの既定設定を変更した場合、マップソースをエクスポートし直し

てTableauマップソースファイルに新しい設定を含めることをお勧めします。

関連項目 :

バックグラウンドマップの選択 ページ1820

マップソースのインポート

だれかと共有しているワークブックにTableauマップソース(.tms)をインポートし、カスタムのマップ

ビューを作成するために使用できます。

1. [マップ] > [バックグラウンドマップ] > [マップサービス]の順に選択します。[マップサービス]ダイア

ログボックスが開きます。

2. [インポート]をクリックします。[接続のインポート]ダイアログボックスが開きます。

3. インポートする保存済みのTableauマップソースファイル (.tms)に移動し、選択して[開く] をク

リックします。これにより[接続のインポート]ダイアログボックスが閉じ、[マップサービス]ダイアロ

グボックスのマップソースのリストにTableauマップソースが追加されます。

最近追加したTableauマップソースを編集する場合は、リストからマップソースを選択し、[編
集 ]をクリックします。それ以外の場合は、[閉じる]をクリックしてビューに戻ります。

ワークブックにはいくつでもTableauマップソースをインポートできます。追加した各 Tableauマップソー

スは、[バックグラウンドマップ]メニューにバックグラウンドマップとして表示され、別のTableauマップ

ソースがインポートされるか、WMSサーバーまたはMapboxマップに接続する、または別のバックグラウ

ンドマップを使用するよう選択するまで既定のバックグラウンドとして自動的に選択されます。

注 : 新しいマップビューを作成する場合は、そのビューのマップを作成するために[バックグラウン

ドマップ]メニューで選択されたバックグラウンドマップが使用されます。

関連項目 :

マップソースの保存 前のページ

バックグラウンドマップの選択 ページ1820

マップ内のデータの探索

Tableauのマップは、世界中のデータをすばやく見つけて、分析できるように支援します。マップビュー

を探索および操作する方法は数通りあります。ビューツールバーからマークをズームイン、ズームアウ
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ト、パン、および選択したり、マップ検索を使用して世界中の場所を検索できます。

ビューツールバーまたはマップ検索アイコンが表示されない場合、またはパンやズームができない場合

は、おそらく、他のユーザーがビューを操作できる方法をワークブック作成者がカスタマイズしたためで

す。

ワークブック作成者はツールバーおよびマップ検索アイコンがビューに表示されないよう、それらを非表

示にすることを選択できます。同様に、ワークブック作成者はパンとズームをオフにして、オーディエンス

によるビューの操作方法を制御できます。

詳細については、「ユーザーによるマップの操作方法のカスタマイズ」を参照してください。

マーク、パン、ズームの選択

ビューの左上隅にあるビューツールバーを使用すると、マップビューでマークを選択、パン、ズームイン

やズームアウトできます。詳細については、ビューのズームとパン、マークの選択 ページ2592を参照し

てください。

場所の検索

マップ検索アイコン を使用して、マップビュー内の場所を検索できます。詳細については、「マッ

プ検索オプションの設定」を参照してください。
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現在の場所の検索

Tableau ServerまたはTableau Cloudでマップビューを探索している場合は、[現在地 ]ボタンを使用

して現在の場所をすばやくパンおよびズームできます。そのためには、ビューの左上隅のマップ検索アイ

コンをクリックしてから、表示される検索ボックスの隣の [現在地 ]ボタンをクリックします。

注 :現在の場所の検索はTableau Desktopではサポートされていません。

注 : [現在地 ]をクリックすると、Webブラウザーから、Tableauに対して現在の場所の検索へア

クセスを許可するよう求めるプロンプトが表示されます。アクセスをブロックすると、Tableauは現

在の場所にズームインできなくなります。

最初のビューに戻る

ビューを拡大 /縮小したり、パンで新しい場所を表示したりした後で、マップの初期表示に戻すことがで

きます。手順は以下のとおりです。
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Tableau Desktopで、ビューツールバーの [軸のリセット]ボタン をクリックします。

Tableau ServerまたはTableau Cloudで、ビューツールバーの [ズームホーム]ボタン をクリックし

ます。

マップ内の場所の検索

マップ検索は、マップビュー内の場所を見つけるために役立ちます。これにより、データを調査しやすく

なります。マップ検索アイコンは、ビューの左上隅に表示されます。検索 アイコンをクリックする

と、検索ボックスが表示されます。

検索ボックス内にテキストを入力するにつれ、マップ検索によって、マップビュー内の可能性がある場

所を提案します。この提案は、データソース内の場所名とテキストに基づいています。

次の場所の種類を検索できます。

l 大陸

l 国

l 州または県

l 郡

l 市区町村

l 郵便番号
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提案されたリストから場所を選択し、マップのその場所にパンまたはズームします。

マップ検索の非表示

既定では、マップ検索アイコンはビューの左上隅に表示されます。ビューをTableau Serverまたは

Tableau Cloudにパブリッシュするか、Tableau Readerを介してビューを共有すると、マップ検索アイコ

ンはビュー内に残ります。ビューアーがマップビュー内の場所を検索できないようにするには、マップ検索

アイコンを非表示にできます。

マップ検索を表示および非表示にする方法の詳細については、ユーザーによるマップの操作方法のカ

スタマイズページ1817を参照してください。

マップ内のデータポイントおよび位置間の距離の測定

マップビューでデータを探索する際、周囲の地形、場所、またはランドマークとデータとの関係について

疑問が生じる場合があります。そのようなタイプの質問には、ラジアルツールを使用して、マップビュー

内のおよその距離を測定することで答えることができます。

次のビューは、世界中で1994年 1月から2014年 2月の間に発生した、マグニチュード6.0以上の

地震の回数を示しています。

Tableau Software 1835

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



世界規模で見るとこのビューは非常に強力ですが、ズームして特定のエリアをより詳しく見たいという

可能性があります。たとえば、インドネシアの首都ジャカルタから100マイルの範囲内で、過去 10年

間に発生した地震の回数を確認したい場合です。

これを行うには、ラジアルツールを使用して首都から半径約 100マイル圏内のすべての地震を検索

できます。

以下の手順に従って、ラジアルツールで距離を測定する方法を学習してください。

ステップ1:エリアまたは場所へのズームイン

ラジアルツールを使用してマップ内の距離を測定する最初のステップは、マップビューのエリアまたは

場所へズームインすることです。ビューにズームインしたり、ビューからズームアウトする方法の詳細に

ついては、ビューのズームとパン、マークの選択 ページ2592を参照してください。

また、マップ検索を使用してマップ内の場所へすばやく移動することもできます。マップ検索の使用方

法の詳細については、マップ内の場所の検索 ページ1834を参照してください。

注 :ラジアルツールを使用して距離を測定するには、何回かマップにズームインする必要がありま

す。マップからズームアウトし過ぎると、測定された距離が表示されません。詳細については、測定精

度 ページ1839セクションを参照してください。
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ステップ2:ラジアルツールの選択

ビューで特定の領域または場所にズームインした後、ビューツールバーのラジアルツールを選択し、

ビュー内をクリックしてドラッグします。測定された距離は、ビューをドラッグしたときに描かれる円の右側

に表示されます。

ラジアルツールの使用方法の詳細については、マークの選択 ページ2595を参照してください。

注 : 測定された距離が表示されない場合、ビュー内の場所またはエリアにさらにズームインする

必要があります。

Tableau Software 1837

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



注 : ビューのツールバーが非表示になっている場合、キーボードのSキーを押してラジアルツー

ルを使用します。

ドラッグすると、ラジアルツールは円の半径内にあるマークを選択します。この例では、半径は100マ

イルで、中心はジャカルタです。このデータから、選択された地震のすべて(25個 )が過去 10年間に

ジャカルタの半径約 100マイル以内で発生していたことがわかります。
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測定精度

マップの投影内では赤道から離れるに従って距離が誇張され伸びるため、既定では、ラジアルツール

の測定値にはわずかな誤差の範囲が含まれます。つまり、ラジアルツールはおおよその距離のみ測定

できることを意味します。

ラジアルツールは、赤道に近ければ近いほど、またビューをズームインすればするほど、より正確に距

離を測定できます。

注 : 測定が不正確になる可能性があるため、設計上、ビューからズームアウトしすぎると、ラジ

アルツールには測定された距離は表示されません。

測定単位の変更

既定では、ラジアルツールが距離の測定に使用する単位は、お使いのワークブックのロケールによって

決まります。お使いのワークブックのロケールが、英ポンド・ヤード単位を使用する国に設定されている

場合、ラジアルツールは距離をフィートやマイルで測定します。お使いのワークブックのロケールが、メー
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トル法を使用する国に設定されている場合、ラジアルツールは距離をメートルやキロメートルで測定

します。

ワークブック内の任意のマップビューにおいて、距離の測定のためにラジアルツールが使用する単位

を変更することができます。

そのためには、[マップ] > [地図のオプション] の順に選択します。次に、[単位 ]の下にあるドロップダウ

ンメニューをクリックして、次の選択肢から選びます。

l メートルやキロメートルで距離を測定する場合、[メートル法 ] を選択します。

l フィートとマイルで距離を測定する場合、[米国 ] を選択します。

l 測定単位をワークブックのロケールによって決定する場合、[自動 ]を選択してください。

選ばれた単位はワークブックとともに保存され、マップビューをTableau Server、Tableau Cloudまた

はTableau Publicにパブリッシュすれば単位は残ります。

関連項目 :

マップスケールの表示 ページ1818

マップの保存

オンラインマッププロバイダーを使用してマップビューを作成する場合、地図を構成しているイメージ

はTableauによってキャッシュに保存されます。これによって、引き続き分析する場合に地図が取得

されるのを待つ必要はありません。また、地図を保存することによって、オフラインのときもある程度の

作業ができます。詳細については、バックグラウンドマップの選択 ページ1820を参照してください。

地図のキャッシュは、インターネット一時ファイルに保存されるため、ブラウザーの一時ファイルを削除

するといつでもクリアできます。

保存されているマップイメージと凡例は、約 30日間有効です。この期間を経過すると、Tableauは

保存済みのイメージを使用せず、再度接続して更新された地図を取得するように求めるメッセージ

が表示されます。これによって、マップイメージが古くなることを防ぎます。

ビューで背景イメージを使用する

背景イメージは、ビューのマークにさらにコンテキストを追加するために、データの下に表示するイメー

ジです。背景イメージは一般的に、データの座標系に対応するカスタムマップイメージを追加するた

めに使用します。
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たとえば、建物の複数のフロアに対応するデータがあるとします。背景イメージを使用して建物の実際

の平面図にそのデータを重ねると、より多くのコンテキストを提供することができます。背景イメージを

使用する例として他に、海底のモデルの表示、Webログを解析するためのWebページのイメージの

表示、テレビゲームのプレーヤーの統計を視覚化するためのテレビゲームのレベルの表示などがありま

す。

Tableauではオンラインとオフラインのプロバイダーから動的マップを読み込むことができますが、背景イ

メージには、特殊なマップである独自のカスタムイメージや、データに対応する他のイメージを使用す

ることができます。

背景イメージをワークブックに追加する

ビューに背景イメージを追加する場合は、データベースのフィールドの値にX軸とY軸の両方をマッピ

ングすることで、座標系を指定する必要があります。マップを追加する場合、X軸とY軸は10進表

記の経度と緯度にする必要があります。ただし、独自の座標系に基づく関連フィールドにも軸をマッピ

ングすることができます。

背景イメージを追加するには

1. [マップ] > [背景イメージ]の順に選択し、データソースを選択します。

2. [背景イメージ]ダイアログボックスで、[イメージの追加 ]をクリックします。
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3. [背景イメージの追加 ]ダイアログボックスで、次の操作を行います。

l [名前 ]テキストボックスにイメージの名前を入力します。

l [参照 ]をクリックし、背景に追加するイメージに移動して選択します。オンラインでホス

トされているイメージにリンクするURLを入力することもできます。

l イメージのx軸にマッピングするフィールドを選択し、左と右の値を指定します。マップを

追加する場合は、度 /分 /秒またはN/S/E/Wではなく10進値を使用して、経度値をx
軸にマッピングする必要があります。

l イメージのy軸にマッピングするフィールドを選択し、上と下の値を指定します。マップを

追加する場合は、度 /分 /秒またはN/S/E/Wではなく10進値を使用して、緯度値をy
軸にマッピングする必要があります。

l ウォッシュアウトスライダーを使用してイメージの明度を調整することができます。データ
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の背後に表示されるイメージは、スライダーを右に動かすほどより薄くなります。

4. [オプション]タブを使用して、次のオプションを指定できます。

l アスペクト比の固定 -軸を操作する際にイメージの元のディメンションを維持するには、

このオプションを選択します。このオプションの選択を解除すると、イメージの形状を歪ま

せることができます。

l 常にイメージ全体を表示 -データがイメージの一部のみを含む場合に画像のトリミング

を避けるには、このオプションを選択します。ビューの両方の軸を固定すると、このオプ

ションは無効になる場合があります。

l イメージを表示する条件を追加します。条件の定義の詳細については、ビューからの
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データのフィルターページ1251を参照してください。

5. [OK]をクリックします。

xフィールドとｙフィールドをビューの行シェルフと列シェルフに追加すると、背景イメージはデータの後ろ

に表示されます。背景イメージが表示されない場合は、xとyフィールドに非集計のメジャーが使用

されていることを確認してください。すべてのメジャーを非集計するには、[分析 ] >[メジャーの集計 ]を
選択します。各メジャーを個別に変更するには、シェルフ上のフィールドを右クリックし、[ディメンション]
を選択します。最後に、生成された [緯度 ]フィールドと[経度 ]フィールドをxおよびyフィールドに使

用した場合は、背景イメージが表示される前にビルトインマップを無効にしますを無効にする必要が

あります。[マップ] >[背景マップ] >[なし]を選択して、ビルトインマップを無効にします。

ビュー内のマークを背景イメージ上に配置したときはっきりと見えるようにするため、各マークは

ハローと呼ばれる単色の対比色で囲まれています。マークのハローをオフにするには、[書式設

定 ] > [マークのハローを表示 ]を選択します。

背景イメージを使用してビューを構築する

背景イメージを追加した後、イメージに指定したxおよびyのマッピングに合わせてビューを作成する

必要があります。つまり、xおよびyに指定したフィールドは適切なシェルフにある必要があります。次

の手順に従って、ビューを適切に設定します。
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1. x軸にマッピングしたフィールドを[列 ]シェルフに配置します。

マップで作業している場合は、経度フィールドを[列 ]シェルフに配置します。最初は逆に思える

かもしれませんが、[列 ]シェルフ上のフィールドによってx軸に分布される値が決まります。

2. y軸にマッピングしたフィールドを[行 ]シェルフに配置します。

マップで作業している場合は、緯度フィールドを[行 ]シェルフに配置します。最初は逆に思える

かもしれませんが、[行 ]シェルフ上のフィールドによってy軸に分布される値が決まります。

背景イメージの編集

背景イメージを追加した後、いつでも編集画面に戻り、xおよびyフィールドのマッピングだけでなく、

[オプション]タブのオプションも編集できます。

イメージを編集するには

1. [マップ] > [背景イメージ]の順に選択します。

2. [背景イメージ]ダイアログボックスで編集するイメージを選択し、[編集 ]をクリックします。または

イメージの名前をダブルクリックすることもできます。

3. [背景イメージの編集 ]ダイアログボックスで、イメージを変更し、[OK]クリックします。

背景イメージを有効または無効にする

ワークブックには複数のイメージを追加できますが、イメージのサブセットを特定のワークシートのセット

に対してのみ使用する必要がある場合があります。たとえば、1つのビューに米国全体のマップを表示

し、別のビューには個々の州のマップを表示する場合などです。
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[背景イメージ]ダイアログボックスのチェックボックスを使用して、現在のワークシートのイメージを有効

または無効にします。1つのワークシートで複数のイメージを有効にすることで、複数のイメージを表

示できます。たとえば、背景に複数のイメージを並べて表示して大きな背景イメージを作成すること

ができます。

背景イメージを有効または無効にするには

1. [マップ] > [背景イメージ]の順に選択します。

2. [背景イメージ]ダイアログボックスで、有効にするイメージの横にあるチェックボックスをオンにし

ます。

3. [OK]をクリックします。

背景イメージに条件の表示および非表示を追加する

背景イメージを追加して有効にすると、ビューで使用する必須フィールドがあるワークシートに自動的

にそのイメージが表示されます。すべてのワークシートにイメージが表示されることを避けるには、表示

/非表示条件を指定します。表示 /非表示条件は、イメージの表示条件を指定するために定義する

条件ステートメントです。たとえば、高層建築の平面図のイメージがあるとします。それぞれのイメー

ジが同じ座標 (建物の隅 )に関連付けられている場合、3階の情報を見るときは1階のマップを表

示しないとします。この場合、"Floor (フロア)"フィールドが1のとき1階のイメージのみを表示する条

件を指定できます。

表示 /非表示条件を指定するには

1846 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



1. [マップ] > [背景イメージ]の順に選択し、データソースを選択します。

2. [背景イメージ]ダイアログボックスで条件を追加するイメージを選択し、[編集 ]をクリックしま

す。

3. 次に表示されたダイアログボックスで、[オプション]タブを選択します。

4. ダイアログボックスの下部にある[追加 ]ボタンをクリックします。

5. 条件の根拠になるフィールドを選択します。上記の例ではフィールドは "Floor (フロア)"です。
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6. フィールドの値を選択することで、イメージをいつ表示するかを指定します。この例では1が選

択されています。
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7. [OK]をクリックします。

条件ステートメントがイメージに追加されます。建物の平面図の例では、条件ステートメントは

"Floor (フロア)"が1の場合にのみイメージを表示します。

8. [OK]を2回クリックし、[背景イメージ]ダイアログボックスを閉じて変更を適用します。

複数の条件を追加すると、背景イメージはすべての条件が満たされたときにのみ表示されま

す。たとえば、背景イメージに"Property Name (不動産物件名 )"と"Floor (フロア)"の2つの

条件がある場合、"Property (不動産物件 )"がGreenwood Estatesで "Floor (フロア)"が3の

ときにのみ表示されます。

背景イメージを削除する

背景イメージを使用しない場合は、これを無効にするか削除して、すべてのワークシートで使用でき

ないようにすることができます。

イメージを削除するには

1. [マップ] > [背景イメージ]の順に選択します。

2. [背景イメージ]ダイアログボックスで、削除するイメージを選択し、[削除 ]をクリックします。

3. [OK]をクリックします。
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関連項目

l Tableau のマップおよび地理的データの分析 ページ1593

TableauでGoogleマップおよびOpenStreetMapのイメージを背景イメージと

して追加する

GoogleマップまたはOpenStreetMapのイメージを静止した背景イメージとしてTableauで追加して

から、それらにデータポイントをプロットすることができます。GoogleマップまたはOpenStreetMapの

背景イメージにデータポイントをプロットするには、データの緯度と経度の両方の座標が必要です。

このトピックでは、GoogleマップおよびOpenStreetMapの緯度と経度の座標を取得する方法と、

Tableauで背景イメージにそれらをプロットする方法について説明します。

ステップ1:マップ座標を見つける

次の手順に従って、GoogleマップまたはOpenStreetMapsのマップ座標を見つけます。

オプション1:データポイントをGoogleマップにマッピングする

1. http://www.gorissen.info/Pierre/maps/googleMapLocation.phpにアクセスし、データポイン

トをプロットする地理的領域を見つけます。

2. 必要な領域が見つかったら、その領域の東端にマウスのポインタを置き、経度座標 (マップの

右下隅に表示される)をメモします。領域の西端についても同じ操作を行います。

3. 領域の北端にマウスのポインタを置き、緯度座標をメモします。領域の南端についても同じ

操作を行います。

これで2つの緯度座標 (上部と下部 )と2つの経度座標 (西と東 )が分かりました。

これらの座標を使用して、Tableauで背景イメージのスケールを定義し、経度および緯度座

標を使用してこのイメージにデータポイントをプロットできることを確認します。

4. マップのスクリーンショットを撮って、コンピューターに保存します。
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5. 「ステップ2:マップイメージを背景イメージとして追加する下」の手順に従って、Tableauで背

景イメージとしてイメージを追加します。

オプション2:データポイントをOpenStreetMapのマップにマッピングする

1. http://www.openstreetmap.orgにアクセスし、データポイントをプロットしたい地理的領域に

ズームインします。

2. 一番上のメニューバーで、Exportをクリックします。

[エクスポート]ペインに、ビュー内の領域の緯度と経度が表示されます。これらの座標を編集し

て別の領域を選択することができます。

3. ボックスに表示されている座標をメモします。

4. ページの右側にある共有アイコンをクリックし、[ダウンロード]ボタンをクリックします。

5. 「ステップ2:マップイメージを背景イメージとして追加する下」の手順に従って、Tableauで背

景イメージとしてイメージを追加します。

ステップ2:マップイメージを背景イメージとして追加する

1. Tableau Desktopを開き、マップイメージ上にプロットしたいデータに接続します。

2. [マップ] > [背景イメージ]を選択し、背景イメージ上でデータをプロットするのに使用するデータ

ソースを選択します。

3. [背景イメージ]ダイアログボックスで、[イメージの追加 ]をクリックします。

4. [背景イメージの追加 ]ダイアログボックスで、[参照 ]をクリックし、次のステップで作成したマップ

イメージの場所に移動します:ステップ1:マップ座標を見つける。

5. [背景イメージの追加 ]ダイアログボックスで、次の操作を行います。

l [X フィールド]ドロップダウンリストで、[経度 (生成 )]を選択します。

l [左 ]ボックスに、マップイメージの東端の経度を入力します。

l [右 ]ボックスに、マップイメージの西端の経度を入力します。

l [Y フィールド]ドロップダウンリストで、[緯度 (生成 )]を選択します。

l [下 ]ボックスに、マップイメージの南端の緯度を入力します。

l [上 ]ボックスに、マップイメージの北端の緯度を入力します。

6. 完了したら、[背景イメージの追加 ]および [背景イメージ]ダイアログボックスの両方で [OK]を
クリックします。

7. [マップ] > [バックグラウンドマップ] > [なし]を選択します。
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背景イメージはバックグラウンドマップがない場合にのみ表示されます。

8. [メジャー]ペインから、[緯度 (生成 )]を[行 ]シェルフまでドラッグし、[経度 (生成 )]を[列 ]シェ

ルフまでドラッグします。

背景イメージがビューに表示されます。表示されない、または間違ったスケールで表示される

場合は、次の手順を完了して軸を固定します。

9. ビューで、Y軸をダブルクリックします。

10. [軸の編集 ]ダイアログボックスの [範囲 ]で [固定 ]を選択します。

11. [開始値を固定 ]テキストボックスに、マップイメージの一番下の経度を入力します。

12. [終了値を固定 ]テキストボックスに、マップイメージの一番上の経度を入力します。

13. [OK]をクリックします。

14. もう一方の軸について手順 9 ～ 13を繰り返します。

背景イメージにデータをプロットする方法については、背景イメージの座標を見つける下のステップ

1、2、4を参照してください。

関連項目 :

ビューで背景イメージを使用するページ1840

背景イメージの座標を見つける下

Mapbox マップの使用 ページ1822

Web Map Service (WMS) サーバーの使用 ページ1825

バックグラウンドマップの選択 ページ1820

背景イメージの座標を見つける

多くのシナリオでは、データをTableauマップの代わりに背景イメージにマッピングしたいと思う可能性

があります。この記事では、データポイントを背景イメージにプロットする方法を説明します。

このプロセスには、次の複数の手順が含まれます。

1. データソースでXおよびY座標を示す表を作成する。

2. Tableau Desktopでデータソースに接続し、座標の表を残りのデータと結合する。

3. 背景イメージをインポートしてビューを構築する。

4. 背景イメージにポイント注釈を付ける。
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5. データソース内の座標の表に座標を追加する。

6. Tableauでデータソースを更新する。

ステップ1:座標の表を作成する

データソースで、固有のマークを識別する列が含まれる表を作成します。この例では、次の3つの列

があります。

l 最初の列は、各マークの固有の識別子を保持します。

l 他の2つの列は、XおよびY座標を示します。

列を作成した後、この新しい座標の表を元のデータソースに結合します。この結合は、元のデータ

ソースと座標の表の両方で使用される固有の識別子 (単一のマークを表す識別子 )に基づいて行わ

れます。

1. 背景イメージに適したスケールを選択します。イメージの幅が高さを超える場合は、X:0-100と

Y:0-50を使用します。

2. この例では、TableauリポジトリにあるExcelファイル "Sample Superstore (サンプル -スーパー

ストア)"をExcelで開き、新しいシートタブを選択します。

3. 新しいタブで、固有の識別子のいずれかと2つのスケール用に選択したXおよびYエンドポイ

ントが含まれる行を作成します。

この例では、"Product Sub-category (商品サブカテゴリ)"は "Sample - Superstore (サンプ

ル -スーパーストア)"内の列であり、"Tables (テーブル)"はそのメンバーの1つです。これは背

景イメージ用のスケールであるため、Xエンドポイントは100であり、Yエンドポイントは50で

す。

4. タブ名を「Coords」(座標 )に変更してファイルを保存します。

ステップ2:座標の表に接続する

1. 新しいTableauワークブックで、[データに接続 ]を選択します。

2. [データに接続 ]ダイアログボックスで、[Microsoft Excel]を選択して[次へ]をクリックします。
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3. データソースページで次の手順を行います。

l "Orders (オーダー)"シートを結合エリアにドラッグします。

l "Coords (座標 )"シートを結合エリアにドラッグします。

l 結合アイコンをクリックして既存の結合を変更します。

l 開いた [結合 ]ダイアログボックスで、[左 ]を選択してから、"データソース"列で

"Product Sub-Category (商品サブカテゴリ)"、"Coords (座標 )"列で"Product
Name (Coords) (商品名 (座標 ))"を選択します。

4. [結合 ]ダイアログボックスを閉じてから、シートタブを選択してワークシートに移動します。

ステップ3:背景イメージをインポートする

1. 新しいワークシートで、[マップ] > [背景イメージ] > [サンプル - スーパーストア]を選択します。

[背景イメージ]ダイアログボックスが開きます。

2. [背景イメージ]ダイアログボックスで、[イメージの追加 ]をクリックします。

3. [背景イメージの追加 ]ダイアログボックスで、ファイルを参照して選択します。

4. [X フィールド]で、リストから"X"を選択します。

注 :リストに"X"フィールドがない場合、"X"フィールドを連続数に変更する必要があるこ

とを意味します。

フィールドを数値に変更するには、[データ]ペインで"X"フィールドを右クリックして[デー

タ型の変更 ] > [数値 (整数 )]を選択します。フィールドを連続数に変更するには、

[データ]ペインで"X"フィールドを右クリックして[連続に変換 ]を選択します。
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"Y"フィールドについて、上の手順を繰り返します。

5. [右 ]テキストボックスに「100」と入力します (100は座標の表で使用した数です)。

6. [Y フィールド]で、リストから"Y"を選択します。

7. [上 ]テキストボックスに「50」と入力します (50は座標の表で使用した数です)。必ず正しいテ

キストボックスに入力してください。

8. [OK]をクリックしてから、[背景イメージ]ダイアログボックスで [OK]をクリックします ([背景イメー

ジ]ダイアログボックスの [有効 ]設定が [いいえ]になっていることは無視してください)。

ステップ4:座標を見つける

1. [データ]ペインから、"X"を[列 ]シェルフに、"Y"を[行 ]シェルフにドラッグします。

2. [列 ]シェルフで、"X"を右クリックして[ディメンション]を選択します。

3. [行 ]シェルフで、"Y"を右クリックして[ディメンション]を選択します。
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注 :この手順が必要なのは、"X"と"Y"のフィールドがメジャーとしてTableauに読み込

まれた場合だけです。

背景イメージがビューに表示されます。

4. X軸を右クリックし、[軸の編集 ]を選択します。
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5. [軸の編集 ]ダイアログボックスで、[固定 ]を選択した後、[開始 ]テキストボックスに「0」と入力

し、[終了 ]テキストボックスに「100」と入力します。

6. [OK]をクリックします。

7. Y軸を右クリックし、[軸の編集 ]を選択します。

8. [軸の編集 ]ダイアログボックスで、[固定 ]を選択した後、[開始 ]テキストボックスに「0」と入力

し、[終了 ]テキストボックスに「50」と入力します。

9. [OK]をクリックします。

両軸の始点がゼロになります。

10. イメージ内の座標を知りたい場所を右クリックし、[注釈を付ける] > [ポイント]を選択します。

ビューにマークやポイントを付ける方法の詳細については、Tableauヘルプの注釈の追加 ペー

ジ1306のトピックを参照してください。
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11. [注釈の編集 ]ダイアログボックスで、[OK]をクリックします。

12. 注釈を付けるポイントごとに手順 10および11を繰り返します。

座標は背景イメージにコールアウトとして表示されます。コールアウトは、クリックしてドラッグす

ることにより、見やすい位置に移動できます。いずれかのサイズハンドルをドラッグすることによ

り、コールアウトのサイズを変更することもできます。矢印の先をクリックしてドラッグすると、座

標ポイントを移動できます。コールアウト内の座標は新しい位置を反映するように変化しま

す。
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13. 次の座標をサンプル -スーパーストアExcelファイルの "Coords (座標 )"シートに追加し、変更

を保存します。
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14. Tableauで、[データ] > [サンプル - スーパーストア] > [更新 ]を選択します。

更新されたビューでは、座標の位置にマークが表示されます。

コールアウトを表示する必要がない場合は、背景イメージで選択して削除できます。
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その他のアイデア

[サイズ]シェルフに別のメジャーをドラッグしてみたり、[マーク]カードの [色 ]にディメンションやメジャーを

ドラッグしたりできます。独自のカスタム形状を追加することもできます。このビューと他の分析の間でア

クションを作成することにより、強力な独自の分析を開発してください。

XやYのスケールを非表示にするには、[列 ]または [行 ]シェルフでそれぞれのフィールドを右クリックして

[ヘッダーの表示 ]をオフにします。
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関連項目

l ビューで背景イメージを使用するページ1840

l Tableau のマップおよび地理的データの分析 ページ1593

データの分析
このセクションでは、Tableauでより高度な分析を行うさまざまな方法について説明します。計算

フィールドの作成、データ内のクラスタの発見、パーセンテージの計算、およびさまざまなツールによる

データの探索と調査の方法については、以下の記事をお読みください。

「データの説明を見る」を使用して、インサイトをより早く発見する

データガイドの「データの説明を見る」を使用すると、データを検索する際に、Viz内のマークを調査し

ながら新たな発見を得て、データを深く掘り下げることができます。「データの説明を見る」を使用し

て、ダッシュボード、シート、または選択したマークを分析し、参照元データに異常値や相関関係が

ある可能性があるかどうかを確認することができます。「データの説明を見る」を実行すると、統計モ

デルが構築され、現在のビューで使用されていないデータソースの潜在的な関連データなど、Viz内
の個々のマークについて考えられる説明が提供されます。

「データの説明を見る」の実行と説明の探索については、「データの説明を見る」を使い始める見開

きページを参照してください。

注 :このトピックでは、Tableau 2021.2以降のバージョンで「データの説明を見る」がどのように

機能するかについて説明します。以前のバージョンのTableauを使用している場合は、「デー

タの説明を見る」のヘルプのバージョン2021.1 でこのトピックをお読みください。

さまざまなビューを構築するときに「データの説明を見る」を出発点として使用すると、データをさらに

深く検索してより良い質問をするのに役立ちます。詳細については、「データの説明を見る」を使用し

て分析を強化する見開きページ参照してください。「データの説明を見る」で使用するデータソース

をより興味深くするための特性については、「データの説明を見る」を使用する場合の要件と考慮事

項 ページ1902を参照してください。

「データの説明を見る」へのアクセス

デフォルトでは、「データの説明を見る」はサイトレベルで有効になっています。サーバー管理者

(Tableau Server)とサイト管理者 (Tableau Cloud)は、サイトで「データの説明を見る」を使用できる
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かどうかを制御できます。詳細については、サイトに対する「データの説明を見る」の無効化または有

効化 ページ1923を参照してください。

ワークブックの編集が可能で、かつ、ワークブックの「データの説明を見る」の実行権限を持っている作

成者は、編集モードで「データの説明を見る」を実行できます。「データの説明を見る」の実行権限を

を持つすべてのユーザーは、Tableau CloudおよびTableau Serverの表示モードで「データの説明を

見る」を実行できます。

サイト管理者によって許可されている場合は、他のTableau CloudやTableau Serverユーザーと

メールやSlackを介して説明を表示モードで共有することができます。詳細については、「ユーザーが

メールや Slack を介して説明を共有できるようにTableau を構成するページ1910」を参照してくださ

い。

作成者は、「データの説明を見る」の設定を使用して、[データガイド]ペインに表示される説明のタイ

プを制御できます。

「データの説明を見る」、説明タイプ、およびフィールドへのアクセスの制御については、「データの説明

を見る」へのアクセスの制御 ページ1905を参照してください。

「データの説明を見る」を使用して分析を強化する

「データの説明を見る」は、データ内の関係を明らかにし、説明するツールです。関係の原因やデータ

の解釈方法は教えてくれません。あなたこそがデータのエキスパートです。ドメインに関する知識や直

感を持つことで、さまざまなビューを使用しながらさらに深く探索できる興味深い特性を決定すること

ができます。関連情報については、「データの説明を見る」のしくみページ1911および「データの説明

を見る」を使用する場合の要件と考慮事項 ページ1902を参照してください。

「データの説明を見る」のしくみと、分析を強化するために「データの説明を見る」を使用する方法に関

する詳細情報については、Tableau Conferenceのプレゼンテーションを参照してください。

l アナリストから統計学者へ:実際の「データの説明を見る」 (1時間 )
l 「データの説明を見る」の活用 (45分 )

「データの説明を見る」を使い始める

Vizのマークを詳しく調べるときは、分析のフローで「データの説明を見る」を使用します。「データの説

明を見る」は、[Data Guide (データガイド)]ペインが開いているときに自動的に実行され、現在の選

択 (ダッシュボード、シート、またはマーク)に基づいて更新されます。

「データの説明を見る」を使用する

l ダッシュボード、シート、マークで「データの

説明を見る」を実行する次のページ

ワークブックの作成とアクセスの制御

l 「データの説明を見る」を使用する場合

の要件と考慮事項
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l 説明を掘り下げるページ1867
l 分析したフィールドを表示するページ

1867
l 説明での用語と概念 ページ1869
l 説明のタイプ

l 「データの説明を見る」設定の変更 (作
成者のみ)

l 「データの説明を見る」へのアクセスの制

御 ページ1905
l サイトに対する「データの説明を見る」の

無効化または有効化 ページ1923
l 「データの説明を見る」のしくみページ

1911

ダッシュボード、シート、マークで「データの説明を見る」を実行する

Tableau Desktop、Tableau Cloud、Tableau Serverで「データの説明を見る」を実行するための基

本的な手順は次のとおりです。

1. ワークブックでダッシュボードまたはシートを開きます。

2. ナビゲーションツールで、[データガイド] を選択し、[データガイド]ペインを開きます。

3. ダッシュボードが開いている場合は、「データの説明を見る」が外れ値があるかどうかを分析し

ます。

ダッシュボードでシートを選択している場合、「データの説明を見る」がそのシートのマークを分

析し、外れ値を検出します。
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ダッシュボードでマークを選択している場合、「データの説明を見る」がそのマークだけを分析し

て説明します。

説明されているマークは、対応する説明を選択するとVizで強調表示されます。

Tableau Software 1865

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



必要に応じて、Viz内のマークを選択し、マークにカーソルを合わせることができます。ツールヒントメ

ニューで、[データガイド] を選択します。

Tableau Publicで、ツールヒントメニューの電球を選択して、「データの説明を見る」を実行します。

分析されたマークの値について考えられる説明は、[Data Guide (データガイド)]ペインに表示されま

す。別の説明名を選択して詳細を展開し、探索を始めます。

説明を見るために必要な「データの説明を見る」のパーミッション

[検出された外れ値 ]が「Vizの所有者に連絡してください」という注記とともに表示される場合、これ

らのタイプの説明を表示するにはパーミッションが必要になります。所有者名を選択して、所有者の

メールアドレスが記載されたTableauコンテンツページに移動します。所有者に連絡して、ワークブッ

クまたはビューの「データの説明を見る」のパーミッションを付与するよう依頼してください。

ワークブックの所有者である場合、パーミッションの設定の詳細については、「「データの説明を見る」

を使用できるユーザーとユーザーが表示できる内容の制御 ページ1906」を参照してください。

「データの説明を見る」を使用するためのヒント

l 複数のマークを選択して、相互に比較することができます。

l ビューには、SUM、AVG、COUNT、COUNTD、AGGなどの計算フィールドを使用して集計さ

れたマークを含める必要があります。

l 「データの説明を見る」では、選択されたマークのタイプを分析できない場合、その理由を示す

メッセージが表示されます。詳細については、「「データの説明を見る」が使用できない状況」

を参照してください。
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l データは、単一のプライマリデータソースから取得する必要があります。「データの説明を見る」

は、ブレンドされたデータソース、またはキューブデータソースでは機能しません。

l 「データの説明を見る」で使用するデータソースをより興味深くするための特性については、

「データの説明を見る」を使用する場合の要件と考慮事項 ページ1902を参照してください。

説明を掘り下げる

1. [データガイド]ペインで、説明名を選択して詳細を表示します。

説明を選択すると、詳細を展開したり、折りたたんだりすることができます。

2. スクロールすると、説明の詳細が表示されます。

3. 解説のチャートにカーソルを合わせると、各データポイントの詳細が表示されます。[開く] ア

イコンを選択すると、Vizの拡大版を表示できます。

CreatorまたはExplorerが編集のためにビューを開いた場合は、[開く] アイコンを選択する

と、新しいワークシートでVizが開き、より詳しくデータを調べることができます。

注 :編集権限を持つCreatorとExplorerは、「データの説明を見る」の設定を制御する

こともできます。詳細については、「データの説明を見る」へのアクセスの制御 ページ

1905を参照してください。

4. ヘルプアイコン にカーソルを合わせると、説明のためのツールヒントのヘルプを参照できます。

ヘルプアイコン を選択して、ツールヒントを開いたままにします。[詳細 ]リンクを選択すると、

関連するヘルプトピックが開きます。

分析したフィールドを表示する

1. ダッシュボード、シート、マークで「データの説明を見る」を実行するページ1864。

Tableau Software 1867

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



2. [データガイド]ペインの [Explore underlying values for (基になる値の探索 )]で、対象のメ

ジャー名を選択します。

1868 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



3. ペインの下部にある[number-of-fields (フィールド数 )]リンクを選択します。

作成者は、「データの説明を見る」の設定を開いて、分析に含めるフィールドを制御することもできま

す。詳細については、「統計分析に使用するフィールドの変更」を参照してください。

説明での用語と概念

説明では、以下の用語や概念が頻繁に登場します。「データの説明を見る」におけるこれらの意味を

理解しておくと役立つ場合があります。

マークとは

マークとは、参照元のデータの中からいくつかのレコードの値を集約したものであり、選択可能なデータ

ポイントとして表示されます。1つのマークは、1つのレコード、または複数のレコードをまとめて作られて

います。Tableauでは、線、図形、棒、セルテキストなどのさまざまな方法でマークを表示できます。

Tableauは、ビュー内のフィールドの交差に基づいて、マークを作り上げるレコードを取得します。
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分析されたマークとは、「データの説明を見る」で分析された、ダッシュボードやシートのマークを指しま

す。

マークの詳細については、「マーク」を参照してください。

予測とは

マークの予測値は、Vizの参照元データの予測範囲の中央値です。予測範囲は、分析されたマー

クに対して統計モデルが予測する15パーセンタイルから85パーセンタイルまでの値の範囲です。

Tableauは、選択したマークに対して統計分析を実行するたびに、予測範囲を算出します。

期待値の概要で、マークが予想よりも低いか予想よりも高いと説明されている場合、集計済みの

マーク値が、統計モデルがマークで予測している値の範囲外にあることを意味します。予測値の概

要で、マークが予測よりもわずかに低いか予測よりもわずかに高いと説明されているか、自然変動幅

の範囲内にあると説明されている場合は、集約されたマーク値は予測範囲内にあるが、中央値より

も低いか高いことを意味します。

詳細については、「予測範囲とは」を参照してください。

ディメンションとメジャーとは

データベースの各列名はフィールドです。たとえば、製品名と売上は、それぞれフィールドです。

Tableauでは、製品名などのように、データを分類するフィールドはディメンションと呼びます。いっぽ

う、売上などのように、定量化できるデータを持つフィールドはメジャーと呼びます。Tableauは、メ

ジャーをビューにドラッグすると、デフォルトでメジャーを集計します。

いくつかの説明では、参照元のレコードの値とそれらの値を集計したものが、分析されたマークの値に

どのように影響しているかを説明しています。別の説明では、分析されたマークのディメンション全体

で、値がどのように分布しているかを説明しています。

マーク上で「データの説明を見る」を実行すると、ビューに表示されていない、データソースのディメン

ションとメジャーについても分析で考慮されます。それらのフィールドは、非視覚化ディメンションや非

視覚化メジャーと呼びます。

ディメンションとメジャーの詳細については、「ディメンションとメジャー」を参照してください。

集計や集約とは
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集計や集約とは、要約したり、合計したりした値です。Tableauでは、メジャーを行、列、マークカード

オプション、ビューなどにドラッグするたびに、SUMやAVGなどの集計値を自動的に計算します。たと

えば、メジャーがSUM(売上 )やAVG(売上 )などと表示されていると、メジャーがどのように集計されて

いるかを示しています。

「データの説明を見る」を使用するには、SUM、AVG、COUNT、COUNTD、AGGなどで集計された

メジャーをビジュアライゼーションで使用している必要があります。

集計の詳細については、「Tableauでのデータ集計」を参照してください。

レコードの値とは

レコードは、データベーステーブルの行です。行には、各フィールドに対応する値が含まれています。こ

の例では、カテゴリ、製品名、売上などがフィールド(または列 )です。家具、フロアランプ、96ドルなど

が値です。

カテゴリ 製品名 売上

家具 フロアランプ $96.00

分布とは

分布とは、データが取り得るすべての値 (または間隔 )のリストです。各値が発生する頻度 (発生頻

度 )も示します。

「データの説明を見る」の説明タイプ

Tableauは、vizやダッシュボードで新しいマークを選択して「データの説明を見る」を実行するたびに、

そのマークとワークブックの参照元データを使用して新たな統計分析を行います。考えられる説明は、

[データガイド]ペインの展開可能なセクションに表示されます。「データの説明を見る」が説明を分析

して評価するしくみについては、「「データの説明を見る」のしくみページ1911」を参照してください。

基になる値を探索する

このセクションには、説明可能な各メジャー (ターゲットメジャーと呼ばれます)の説明が一覧表示され

ます。一覧表示される各説明は、分析されたマーク上で調べたターゲットメジャーの値との関係を説

明しています。実世界でそのデータが実用的にどのような意味を持つかに基づいて、「データの説明を

見る」で検出された関係に意味があり、確認する価値があるかどうかを判断します。
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この例では、走行距離がターゲットメジャーです

基になる特性

この説明では、ビュー内のマークの参照元レコードが、説明されているメジャーの集計値にどのように

影響している可能性があるかを解説しています。マークの属性には、そのマークの極値、Null値、レ

コード数、平均値などがあります。

注 :説明で使用する一般的な用語の定義については、「説明での用語と概念 ページ1869」
を参照してください。

極値

この説明タイプでは、1つまたは複数のレコードの値が、ほとんどのレコードと比べて大幅に高いか低

いかを説明します。説明しているモデルがある場合は、分析されたマークのターゲットメジャーに極値

が影響を与えていることを示します。

マークに極値が含まれていても、ただちに、それらの値は外れ値である、または、ビューからそれらのレ

コードを除外する必要がある、という意味ではありません。選択すべき内容は分析に応じて異なりま

す。説明は、単にマークの極値について指摘しているだけです。たとえば、バナナの価格が10セント
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ではなく10ドルであるレコードであれば、誤って入力された値だとわかるかもしれません。または、特定

の営業担当者がある四半期に優れた成績を収めていたことが明らかになるかもしれません。

注 :パブリッシュされたワークブックの表示モードで説明を表示するには、作成者がその説明の

表示を有効にする必要があります。詳細については、「データの説明を見る」へのアクセスの制

御 ページ1905を参照してください。

この説明では

以下を示しま

す。

l 分析さ

れた

マーク

の参照

元レ

コード

の数。

l ターゲッ

トメ

ジャー

の値に

影響す

る1つ

または

複数の

極値。

l マーク

内の値

の分

布。

l 各値の

分布に

対応す

るレ

コード

の詳

この例では、463時間というレンタル時間の1つの極値が、予測よりも高い

613時間という総レンタル時間に影響しています。

この高い値の理由としては、誰かが自転車を返却したときにドッキングするの

を忘れた可能性が考えられます。このような場合は、作成者は将来の分析

のためにこの値を除外することをお勧めします。
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細。

探索オプショ

ンを以下に示

します。

l グラフ

の円に

カーソ

ルを合

わせる

と、対

応する

値を表

示でき

ます。

l 詳細リ

ストの

下にあ

る左矢

印また

は右矢

印を選

択する

と、レ

コード

の詳細

をスク

ロール

できま

す。

l 利用

可能な

場合

は、[フ
ルデー

1874 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



タを表

示 ]を
選択し

てか

ら、[フ
ルデー

タ]タブ

を選択

すると、

テーブ

ル内に

あるす

べての

レコー

ドを表

示でき

ます。

l [開く]

アイ

コンを

選択す

ると、

Vizの
拡大

版を表

示でき

ます。

さらなる分析

のための手順

を以下に示し

ます。

l レコー

ド数が

少ない
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場合

は、そ

れらの

値を極

値と比

較して

調べて

くださ

い。

l 極値が

他のレ

コード

値より

も大幅

に高い

または

低い場

合は、

極値を

除外す

ると、

分析さ

れた

マーク

の値が

どのよう

に変化

するか

確認し

てくださ

い。

l 極値が

ある場

合とな

い場合
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のデー

タを検

討する

ときは、

その

データ

につい

ての実

用面で

の知識

を活用

する必

要があ

ります。

違いを視覚

化する

このセクション

では次のこと

を示していま

す。

l 極値を

除いた

場合の

分析さ

れた

マーク

値の変

化。
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探索オプショ

ンを以下に示

します。

l [開く]

アイ

コンを

選択す

ると、

Vizの
拡大

版を表

示でき

ます。

l 極値が

ある場

合とな

い場合

の違い

を調べ

ます。

l 作成

者は、

ビューを

新しい

シート

として

開き、

フィル

ターを

適用し

て極値

この例では、483という極値を除外すると、分析されたマークは、ビュー内の

他のマークと比較してとくに高くないことがわかります。他のマークが目立つよう

になりました。自転車のレンタル時間が他のいくつかの場所で長く、作成者は

その理由を確認しようとして、他のマークを調べたいと考えるでしょう。
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を除外

できま

す。

さらなる分析

のための手順

を以下に示し

ます。

l 極値が

他のレ

コード

値より

も大幅

に高い

または

低い場

合は、

極値を

除外す

ると、

分析さ

れた

マーク

の値が

どのよう

に変化

するか

確認し

てくださ

い。

l 極値が

ある場

合とな

い場合

のデー

タを検
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討する

ときは、

その

データ

につい

ての実

用面で

の知識

を活用

する必

要があ

ります。

Null値

Null値の説明タイプは、想定よりも多くの欠落データがマーク内にあることを示しています。これは、

Nullであるターゲットのメジャーバリューの割合と、Null値がそのメジャーの集計値にどのように寄与し

ているかを示しすものです。

この説明では

以下を示しま

す。

l 分析さ

れた

マーク

(青色の

円 )の
ターゲッ

トメ

ジャーの

Null値
の割合

探索オプション

を以下に示し

ます。

この例では、ター

ゲットメジャーの

Null値の割合が

青色の円で示され

ています。
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l 散布図

の各円

にカーソ

ルを合

わせる

と、詳

細を表

示でき

ます。

l スクロー

ルする

と、グラ

フをさら

に表示

できま

す。

l [開く]
アイコン

を選択

すると、

Vizの
拡大版

を表示

できま

す。

さらなる分析

のための手順

を以下に示し

ます。

l 必要に

応じ

て、マー

クの

Null値
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を除外

し、分

析を進

めます。

レコード数

この説明タイプでは、参照元レコードの数が合計に影響を与えている場合を説明します。この分析

では、マークに集計されているレコードの数と、マークの実際の値との関係を確認します。

当たり前に思えるかもしれませんが、この説明タイプを利用すると、分析されたマークの値が、レコー

ドの値に影響を受けているのか、レコードの数に影響を受けているのかを確認できます。

この説明では

以下を示しま

す。

l 分析さ

れた

マーク

(濃い青

色の

バー)の
ターゲッ

トメ

ジャーの

レコード

数。

l ソース

のビジュ

アライ

ゼーショ

ンの他

のマーク

(薄い水

色の

バー)の
ターゲッ

この例では、元のビジュアライゼーションのディメン

ションである乗車月ごとに、走行距離のレコード数

が一覧表示されています。8月は総走行距離の

値が最も高くなっています。
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トメ

ジャーの

レコード

数。

探索オプション

を以下に示し

ます。

l 各バー

にカーソ

ルを合

わせる

と、詳

細を表

示でき

ます。

l スクロー

ルする

と、グラ

フをさら

に表示

できま

す。

l [開く]
アイコン

を選択

すると、

Vizの
拡大版

を表示

できま

す。

さらなる分析

のための手順

を以下に示し

8月に走行距離の値が最も高くなっているのは、8
月には多くの人が乗車したからか、それとも一部

の人が長く走行したからかを確認することができま

す。
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ます。

l 個々の

レコード

の値が

低いか

高い

か、また

は分析

された

マークの

レコード

数が少

ないか

多いか

を比較

します。

l レコード

の数が

多すぎ

るとわ

かった

場合

は、作

成者は

データを

正規化

する必

要があ

るかもし

れませ

ん。

マークの平均値

この説明タイプでは、メジャーの平均が合計に影響を与えている場合を説明します。平均値が低い

か高いか、またはレコード数が少ないか多いかを比較できます。
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この説明では

以下を示しま

す。

l ソース

のビジュ

アライ

ゼーショ

ンで使

用して

いるディ

メンショ

ンの各

値の

ターゲッ

トメ

ジャーの

平均。

探索オプション

を以下に示し

ます。

l 各バー

にカーソ

ルを合

わせる

と、詳

細を表

示でき

ます。

l スクロー

ルする

と、グラ

フをさら

に表示

できま

す。

この例では、8月の平均走行距離は、ほかの月と

比べて大幅に高くも低くもありません。これは、8月

は乗車時間が長い人がいたからではなく、乗車回

数が多かったため、8月の総走行距離が長かった

ことを示しています。
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l [開く]
アイコン

を選択

すると、

Vizの
拡大版

を表示

できま

す。

さらなる分析

のための手順

を以下に示し

ます。

l 平均値

が低い

か高い

か、また

はレコー

ド数が

少ない

か多い

かを比

較でき

ます。た

とえば、

利益が

大き

かったの

は、たく

さんの

商品を

販売し

たから

か、また

は高価

1886 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



な商品

を販売

したから

か。

l 分析さ

れた

マークの

平均値

が大幅

に高い

または

低い理

由を確

認しま

す。

関連する単一の値

この説明を使用すると、分析されたマークを構成するレコード値の構成を確認できます。

この説明タイプでは、視覚化されていないディメンションの単一の値が、分析されたマークの集計値に

影響している可能性がある場合を説明します。視覚化されていないディメンションとは、データソース

内に存在するが、現在ビューでは使用されていないディメンションを指します。

この説明では、ディメンションの参照元レコードがすべて同じ値である場合や、分析されたマークに対

して多くのレコードまたは少数のレコードが同じ値であるためにディメンション値が目立つ場合について

示しています。

注 :説明で使用する一般的な用語の定義については、「説明での用語と概念 ページ1869」
を参照してください。
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この説明では

以下を示しま

す。

l ソース

のビジュ

アライ

ゼーショ

ンのす

べての

マーク

(灰色の

バー)に
対する

分析さ

れた

マーク

(青い

バー)に
ついて、

ディメン

ションの

単一値

のレコー

ド数の

パーセ

ント。

l ソース

のビジュ

アライ

ゼーショ

ンのす

べての

マーク

(灰色の

バー)に

この例では、統計分析により、多くの乗車が

バック湾の駅周辺から行われていることが明

らかになりました。「駅周辺」は視覚化されて

いないディメンションであり、ビジュアライゼー

ションの参照元データの走行距離と何らかの

関係があることがわかります。
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対する

分析さ

れた

マーク

(青い

バー)に
ついて、

ディメン

ションの

他のす

べての

値のレ

コード

数の

パーセ

ント。

l 分析さ

れた

マーク

(青い

バー)と
すべて

のマーク

(灰色の

バー)に
ついて、

ディメン

ションの

単一値

のター

ゲットメ

ジャーの

平均。

l ソース

のビジュ
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アライ

ゼーショ

ンのす

べての

マーク

(灰色の

バー)に
対する

分析さ

れた

マーク

(青い

バー)に
ついて、

ディメン

ションの

他のす

べての

値の

ターゲッ

トメ

ジャーの

平均。

探索オプション

を以下に示し

ます。

l 各バー

にカーソ

ルを合

わせる

と、詳

細を表

示でき

ます。
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l [開く]
アイコン

を選択

すると、

Vizの
拡大版

を表示

できま

す。

さらなる分析

のための手順

を以下に示し

ます。

l この説

明を使

用する

と、分

析され

たマーク

を構成

するレ

コード

値の構

成を確

認でき

ます。

l この説

明で明

らかに

なった

視覚化

されて

いない

ディメン

ションを
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分析す

るため

に、作

成者は

新しい

ビジュア

ライゼー

ションを

作成し

たいと

思うか

もしれま

せん。

影響を及ぼしている上位値

この説明を使って、分析されたマークの中で最も大きな割合を占める値を確認してください。

COUNT集計の場合、影響を及ぼしている上位値には最も多くのレコードを持つディメンジョン値が

表示されます。SUMの場合、この説明には、部分和が最も大きいディメンションの値が表示されま

す。

関連するディメンション

この説明を使用すると、分析されたマークを構成するレコード値の構成を確認できます。

この説明タイプでは、視覚化されていないディメンションの分布が、分析されたマークの集計値に影

響している可能性があることを説明します。この説明タイプは、ターゲットメジャーの合計、カウント、

平均に使用します。視覚化されていないディメンションとは、データソース内に存在するが、現在

ビューでは使用されていないディメンションを指します。

注 :説明で使用する一般的な用語の定義については、「説明での用語と概念 ページ1869」
を参照してください。
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この説明では

以下を示しま

す。

l ソース

のビジュ

アライ

ゼーショ

ンのす

べての

マーク

(灰色の

バー)の
ディメン

ションの

すべて

の値に

対す

る、分

析され

たマーク

(青い

バー)の
ディメン

ションの

すべて

の値の

レコード

数の

パーセ

ント。

l すべて

のマーク

(灰色の

バー)の
ディメン

この例では、統計分析により、全体的な乗

車のマークと比較して、サウス駅とMITから

の乗車が多く、チャールズサークル駅とケン

ダル駅からの乗車が少ないことが明らかにな

りました。

「駅名」は視覚化されていないディメンション

であり、ビジュアライゼーションの参照元デー

タの走行距離と何らかの関係があることがわ

かります。
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ションの

すべて

の値に

対す

る、分

析され

たマーク

(青い

バー)の
ディメン

ションの

すべて

の値の

ターゲッ

トメ

ジャーの

平均。

探索オプション

を以下に示し

ます。

l 各バー

にカーソ

ルを合

わせる

と、詳

細を表

示でき

ます。

l スクロー

ルする

と、グラ

フをさら

に表示

できま

す。

1894 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l [開く]
アイコン

を選択

すると、

Vizの
拡大版

を表示

できま

す。

さらなる分析

のための手順

を以下に示し

ます。

l この説

明を使

用する

と、分

析され

たマーク

を構成

するレ

コード

値の構

成を確

認でき

ます。

l この説

明で明

らかに

なった

視覚化

されて

いない

ディメン

ションを
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分析す

るため

に、作

成者は

新しい

ビジュア

ライゼー

ションを

作成し

たいと

思うか

もしれま

せん。

関連するメジャー

この説明タイプでは、視覚化されていないメジャーの平均が、分析されたマークの集計値に影響して

いる可能性があることを説明します。視覚化されていないディメンションとは、データソース内に存在

するが、ビューでは現在使用していないディメンションを指します。

この説明により、視覚化されていないメジャーとターゲットメジャーの間の線形関係または二次関係

が明らかになります。

注 :説明で使用する一般的な用語の定義については、「説明での用語と概念 ページ1869」
を参照してください。
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この説明では

以下を示しま

す。

l ビュー

内の分

析され

たマーク

(青い

円 )とす
べての

マーク

(灰色の

円 )につ

いて、

ターゲッ

トメ

ジャーの

合計と

視覚化

されて

いない

メジャー

の平均

との関

係。

l 視覚化

されて

いない

メジャー

の平均

値が高

いまた

は低い

ために、

ターゲッ

この例では、走行距離が長い理由の1つと

して、平均合計レンタル時間が長いことが考

えられます。
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トメ

ジャーの

合計が

高いま

たは低

い場

合。

探索オプション

を以下に示し

ます。

l 各円に

カーソル

を合わ

せると、

詳細を

表示で

きます。

l [開く]
アイコン

を選択

すると、

Vizの
拡大版

を表示

できま

す。

さらなる分析

のための手順

を以下に示し

ます。

l この説

明で明

らかに
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なった

視覚化

されて

いない

メジャー

を分析

するた

めに、

作成者

は新し

いビジュ

アライ

ゼーショ

ンを作

成した

いと思う

かもし

れませ

ん。

その他の探索項目

このセクションには、分析されたマークが一意的または異常であると考えられる理由が示されていま

す。これらの説明については、以下の点に注意してください。

l このマークがなぜその値であるかは説明していません。

l ソースの視覚化におけるメジャーの値とは関係がありません。

l ターゲットメジャーを考慮していません。

その他の興味深いディメンション

この説明を使用すると、分析されたマークを構成するレコード値の構成を確認できます。

分析されたマーク内の視覚化されていないディメンションの分布は、ビュー内の他のすべてのマークの

値の分布と比較して異常です。視覚化されていないディメンションとは、データソース内に存在する

が、現在ビューでは使用されていないディメンションを指します。

注 :説明で使用する一般的な用語の定義については、「説明での用語と概念 ページ1869」
を参照してください。
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この説明では

以下を示しま

す。

l ソース

のビジュ

アライ

ゼーショ

ンのす

べての

マーク

(灰色の

バー)の
ディメン

ションの

すべて

の値に

対す

る、分

析され

たマーク

(青い

バー)の
ディメン

ションの

すべて

の値の

レコード

数の

パーセ

ント。

探索オプション

を以下に示し

ます。

l 各バー

この例では、高い割合のレコードが曇りの天気

に関連付けられています。データはボストンでの

レンタサイクルに関するものであり、分析された

マークは8月の走行距離であるため、通常、天

気は暖かくて湿度が高いと推測できます。暑さ

を避けるために、曇りの日には自転車がより頻

繁に借りられたかもしれません。8月は曇りの日

が多かった可能性もあります。
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にカーソ

ルを合

わせる

と、詳

細を表

示でき

ます。

l スクロー

ルする

と、グラ

フをさら

に表示

できま

す。

l [開く]
アイコン

を選択

すると、

Vizの
拡大版

を表示

できま

す。

さらなる分析

のための手順

を以下に示し

ます。

l この説

明を使

用する

と、分

析され

たマーク

を構成
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するレ

コード

値の構

成を確

認でき

ます。

l この説

明で明

らかに

なった

視覚化

されて

いない

ディメン

ションを

分析す

るため

に、作

成者は

新しい

ビジュア

ライゼー

ションを

作成し

たいと

思うか

もしれま

せん。

「データの説明を見る」を使用する場合の要件と考慮事項

Tableau Desktopの作成者は、いつでも「データの説明を見る」を使用できます。

Tableau CloudおよびTableau Serverでは、「データの説明を見る」がサイトに対して有効になって

いる場合、適切なパーミッションを持つCreatorとExplorerは、ワークブックを編集する際に「データの

説明を見る」を実行できます。適切な権限を持つすべてのユーザーは、パブリッシュされたワークブック
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の表示モードで「データの説明を見る」を実行できます。詳細については、「データの説明を見る」への

アクセスの制御 ページ1905を参照してください。

「データの説明を見る」の使用に最適なVizとは

「データの説明を見る」は、要約されたデータを伝達するインフォグラフィックスタイルの説明的なVizで
はなく、より深い調査と分析を必要とするビジュアライゼーションで使用するのが最も適しています。

l 「データの説明を見る」がデータのモデルを作成し、説明を生成するには、行レベルのデータが

必要です。参照元データの行レベルのデータを含むVizで、視覚化されていないフィールドに

関係が存在する可能性がある場合は、「データの説明を見る」を実行する絶好の機会です。

l 事前に集計されたデータに基づくVizで、行レベルのデータにアクセスできない場合は、「データ

の説明を見る」によって実行される統計分析には適していません。

「データの説明を見る」に最適なデータ

ワークシートで「データの説明を見る」を使用する場合は、「データの説明を見る」は以下と連携するこ

とを覚えておいてください。

l 単一のマークのみ:「データの説明を見る」は単一のマークを分析します。複数のマークの分析

はサポートされていません。

l 集計データ:ビューには、SUM、AVG、COUNT、またはCOUNTDを使用して集計された1つ

以上のメジャーを含める必要があります。少なくとも1つのディメンションがビューに存在する必

要があります。

l 単一のデータソースのみ:データは単一のプライマリデータソースから抽出する必要がありま

す。「データの説明を見る」は、ブレンドされたデータソース、またはキューブデータソースでは機

能しません。

ワークブックのデータソースを準備する際、分析時に「データの説明を見る」を使用する場合は、次の

点に注意してください。

l 十分に広域な参照元データを含むデータソースを使用します。理想的なデータセットには、

説明を行う1つまたは複数の集計メジャーに加えて、10 ～ 20以上の列が含まれています。

l 列 (フィールド)にわかりやすい名前を付けます。

l 冗長な列とデータ準備アーティファクトを排除します。詳細については、統計分析に使用され

るフィールドを変更するページ1919を参照してください。

l データソース内の視覚化されていない列は破棄しないでください。「データの説明を見る」で

は、マークを分析するときに、参照元データのフィールドが考慮されます。
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l カーディナリティディメンションが低い方が適切に機能します。カテゴリーディメンションの説明

は、基数が高すぎない方が解釈しやすくなります (20カテゴリー未満 )。ディメンションに500個

を超える一意の値が含まれる場合は、分析対象として見なされません。

l 原則として、データは事前に集計しないでください。ただし、データソースが大規模な場合は、

データを適切な詳細レベルに事前に集約することを検討してください。

l ライブデータソースに対しては抽出を使用します。抽出は、ライブデータソースよりも速く実

行されます。ライブデータソースを使用すると、説明を作成するプロセスで多数のクエリ(各候

補の説明ごとに約 1つずつ)が作成されるため、説明の生成により長い時間がかかってしまい

ます。

「データの説明を見る」が使用できない場合

データソースやビューの特性によっては、「データの説明を見る」を選択したマークで使用できない場

合があります。「データの説明を見る」で選択したマークを分析できない場合、「データの説明を見

る」アイコンとコンテキストメニューコマンドは使用できません。

「データの説明を見る」は、以下を使

用するビューでは実行できません。

l マップの座標フィルター

l ブレンドされたデータソース

l パラメーターを含むデータソース

l AccessなどのCOUNTD構文またはCOUNT
(DISTINCT...)構文をサポートしないデータソー

ス。

l 集計メジャーのフィルター

l 非集計メジャー

「データの説明を見る」は、以下を選

択した場合は実行できません。

l 複数のマーク

l 軸

l 凡例

l 総計

l 傾向線またはリファレンスライン

l 非常に少ない数のマークを含むビュー内のマーク

「データの説明を見る」は、以下の説

明に使用されるメジャーでは実行で

きません。

l SUM、AVG、COUNT、COUNTDを使用して集

計されません

l 表計算です

l メジャーバリューで使用されます

「データの説明を見る」は、以下の場

合にディメンションの説明を提供でき

l 計算フィールド

l パラメーター
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ません。 l メジャーネームとメジャーバリューで使用される場

合

l 500個を超える一意の値が含まれるフィールド。

ディメンションに500個を超える一意の値が含まれ

る場合は、分析対象として見なされません。

「データの説明を見る」へのアクセスの制御

「データの説明を見る」へのアクセスは、サイトロールととコンテンツパーミッションによって異なります。

Tableau Desktopの作成者は、いつでも「データの説明を見る」を使用できます。適切なパーミッショ

ンを持つ作成者は、Tableau CloudおよびTableau Serverの編集モードで「データの説明を見る」を

実行できます。

また、作成者は、パブリッシュされたワークブックの表示モードで「データの説明を見る」を表示するかど

うか、およびどの説明タイプを表示するかを制御できます。

「データの説明を見る」では、ビューに表示されていないデータソースのディメンションとメジャーから値を

表示することもできます。作成者は、「データの説明を見る」を実行し、結果として表示される説明を

確認して、公開されたワークブックに機密データが公開されていないことをチェックする必要がありま

す。

「データの説明を見る」にアクセスできるユーザー

デフォルトでは、「データの説明を見る」はサイトレベルで有効になっています。サーバー管理者

(Tableau Server)とサイト管理者 (Tableau Cloud)は、サイトで「データの説明を見る」を使用できる

かどうかを制御できます。詳細については、サイトに対する「データの説明を見る」の無効化または有

効化 ページ1923を参照してください。

モード アクセスできるユーザー

表示モード TableauのViewer、Explorer、Creator ([Run Explain Data
(「データの説明を見る」を実行 )]パーミッション機能を持つ)は、

「データの説明を見る」の説明を表示モードで実行および探索でき

ます。

編集モード TableauのCreatorは、Tableau Desktop、Tableau Cloud、
Tableau Serverでビューを編集するときに「データの説明を見る」を

実行できます。[Run Explain Data (「データの説明を見る」を実行 )]
パーミッション機能と編集権限を持つExplorerは、Tableau Cloud
またはTableau Serverでワークブックを編集するときに「データの説

明を見る」を実行できます。
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モード アクセスできるユーザー

Creatorと編集権限を持つExplorerは、新しいワークシートを開い

てさらに分析することができます。

また、「データの説明を見る」の設定を使用して、「データの説明を

見る」を使用できるユーザーと表示内容を制御することもできます。

「データの説明を見る」を使用できるユーザーとユーザーが表示できる内容の制御

Tableau CloudおよびTableau Serverの編集モードと表示モードで「データの説明を見る」を使用

できるようにするには、設定の組み合わせを有効にする必要があります。

編集モード

作成者が編集モードで「データの説明を見る」を実行したり、「データの説明を見る」の設定を編集

したりするための要件は次のとおりです。

l サイト設定 : [「データの説明を見る」の可用性 ]が [有効 ]に設定されている。デフォルトで有

効に設定されています。

l サイトロール: CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )。
l パーミッション: [Run Explain Data (「データの説明を見る」を実行 )]が [許可 ]に設定されて

いる。既定では指定されていません。このパーミッションを使用したワークブック(Tableauバー

ジョン2022.1以前 )をTableauバージョン2022.2以降で開く場合は、[Run Explain Data
(「データの説明を見る」を実行 )]を[許可 ]にリセットする必要があります。

注 : CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )の [すべてのデータのダウンロード]機能は、極

値の説明の [フルデータの表示 ]オプションを表示するかどうかを制御します。Viewerの場

合、[すべてのデータのダウンロード]機能が常に拒否されます。ただし、「データの説明を見る」

の設定で極値の説明のタイプが有効になっている場合は、すべてのユーザーがレコードレベル

の詳細を表示できます。

編集権限と[Run Explain Data (「データの説明を見る」を実行 )]パーミッション機能を持つCreator
とExplorerは、以下を制御するためのオプションを提供する[「データの説明を見る」の設定 ]にアク

セスできます。

l [データガイド]ペインに表示される説明タイプ

l 統計分析に含めるフィールドと除外するフィールド。

これらのオプションはワークブック全体に対する設定であり、[「データの説明を見る」の説明 ]ダイアログ

ボックスでのみ設定できます。
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表示モード

すべてのユーザーが「データの説明を見る」を表示モードで実行するための要件は次のとおりです。

l サイト設定 : [「データの説明を見る」の可用性 ]が [有効 ]に設定されている。デフォルトで有効

に設定されています。

l サイトロール: Creator、Explorer、またはViewer。
l パーミッション: [Run Explain Data (「データの説明を見る」を実行 )]が [許可 ]に設定されてい

る。既定では指定されていません。このパーミッションを使用したワークブック(Tableauバージョ

ン2022.1以前 )をTableauバージョン2022.2以降で開く場合は、[Run Explain Data (「デー

タの説明を見る」を実行 )]を[許可 ]にリセットする必要があります。

注 :データガイドで検出された外れ値の説明を表示するには、Vizのユーザーは、ワークブック

またはビューに対して許可された「データの説明を見る」のパーミッションを持っている必要があり

ます。ワークブックの所有者は、Tableau ServerまたはTableau Cloudでこのワークブックの

パーミッション設定を開き、そのユーザーに「データの説明を見る」のパーミッションを許可する必

要があります。

「データの説明を見る」の説明のダイアログボックスを開く

1. [分析 ]メニューから、[「データの説明を見る」の設定 ]を選択します。または、[データガイド]ペ
インで、設定のアイコン(右下 )をクリックします。
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「データの説明を見る」の表示に説明タイプを含めるか除外する

Creatorと編集権限を持つExplorerは、すべてのワークブックユーザーに表示する説明タイプを、除

外するか含めるか選択できます。

1. [「データの説明を見る」の設定 ]ダイアログボックスで、[説明のタイプ]タブをクリックします。

2. 説明タイプのリストで、説明タイプを選択またはクリアします。

3. [OK]をクリックします。

公開されたワークブックを保存して閉じ、ワークブックから表示モードでビューを開くことにより、設定を

テストします。通常、極値の説明があるマークを選択し、「データの説明を見る」を実行して説明の

結果を確認します。

統計分析に使用するフィールドを含めるか除外する

Creatorと編集権限を持つExplorerは、分析の対象とするフィールドを、除外するか含めるか選択

できます。

1. [データガイド]ペイン(右下 )で、設定のアイコンをクリックします。または、[分析フィールド

ビュー]の [編集 ]ボタンをクリックします。
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2. [「データの説明を見る」の設定 ]ダイアログボックスで、[フィールド]タブをクリックします。

3. [含める]の下のフィールドのリストで、ドロップダウン矢印をクリックして[自動 ]を選択し、その

ワークブックで「データの説明を見る」が実行されるたびに適格なフィールドが含まれるようにしま

す。

分析に含めるには、フィールドの一意の値が500個未満である必要があります。
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特定のフィールドを明示的に除外するには、[含めない]を選択します。

フィールドを考慮せずにデータの統計分析を実行するには、[含めるものがない]を選択しま

す。

デフォルト設定に戻すには、[リセット]を選択します。

4. [OK]をクリックします。

公開されたワークブックを保存して設定をテストします。マークを選択して「データの説明を見る」を実

行し、説明の結果を確認します。

ユーザーがメールやSlackを介して説明を共有できるようにTableauを構成する

Tableau管理者は、メールまたはSlackを介して説明を表示モードで他のTableauユーザーと共有

できるかどうかを制御できます。

次の手順に従って、Tableau CloudまたはTableau ServerでメールおよびSlackを介して通知や共

有を行うことを許可します。

1. [設定 ]をクリックします。

2. [全般 ]タブで、[通知の管理 ]セクションまでスクロールします。
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3. コラボレーションの場合、[Tableau 上 ]、[メール]、および [Slack]を介した[共有 ]を選択しま

す。

Slackを介して説明を共有するには、TableauアプリがSlackワークスペースに設定されている必要が

あります。Tableau Cloudでは、Slackを介した説明の共有が既定で有効になっています。

Tableau Serverでは、管理者がTableau Slackアプリを設定する必要があります。詳細について

は、「TableauとSlackワークスペースの統合」を参照してください。

「データの説明を見る」のしくみ

「データの説明を見る」は、データをより詳細に探索するための増分出発点として使用します。データ

が生成する説明によって、ビュー内の分析済みマークを構成する値や関連する値など、さまざまな値

を表示できるようになりますこれにより、データソース内のデータポイントの特性、および統計モデリング

を使用したデータの関連付け方法 (相関性 )について説明できるようになります。これらの説明では、

データを調査したり次に探索する内容についての興味深いヒントを見つけたりするための別のツールが

提供されます。

注 : データの説明を見るは、データ内の関係を明らかにし、説明するツールです。関係の原因やデー

タの解釈方法は教えてくれません。あなたこそがデータのエキスパートです。さまざまなビューを使用し

てさらに深く掘り下げていこうと興味がわく特性を判断する鍵となるのは、ドメインに関するあなたの知

識や直感です。

「データの説明を見る」のしくみと、分析を強化するために「データの説明を見る」を使用する方法に関

する関連情報については、Tableau Conferenceのプレゼンテーションを参照してください。

l アナリストから統計学者へ:実際の「データの説明を見る」 (1時間 )
l 「データの説明を見る」の活用 (45分 )

「データの説明を見る」であるもの (および「データの説明を見る」ではないもの)

「データの説明を見る」とは次のものを指します。

l ドメインの専門知識を活用するツールとワークフロー。

l データの関係を明らかにし、次にどこを見るべきかを推奨するツール。

l データ分析を迅速化しより広範なユーザーがデータ分析にアクセスしやすくするためのツールと

ワークフロー。

「データの説明を見る」とは次のものを指しません。

l 統計テストツール。

l 仮説を証明または反証するツール。

l データの因果関係について、回答を与えたり、何かを教えるツール。
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マークで「データの説明を見る」を実行するときは、次の点に注意してください。

l データの形状、サイズ、およびカーディナリティを考慮する。「データの説明を見る」は小さな

データセットで使用できますが、十分な幅と、モデルを作成するための十分なマーク(粒度 )が
含まれている必要があります。

l 因果関係を想定しない。相関関係は因果関係ではありません。説明はデータのモデルに基

づいていますが、因果関係を説明するものではありません。

相関関係があるとは、いくつかのデータ変数の間 (たとえばAとBの間 )に関係があることを意

味します。データの関連性を見ただけで、Aが原因でBになった、Bが原因でAになった、ま

たはもっと複雑な何かが実際に起きていることは断定できません。データのパターンは、それぞ

れの場合で全く同じであり、アルゴリズムによりそれぞれの場合の違いを示すことはできませ

ん。2つの変数が一緒に変化すると思われるというだけで、必ずしも一方が他方の変化の原

因であるとは限りません。3つ目の要素がその両方の変化の原因の可能性もあれば、それが

偶然で全く因果関係がない場合もあります。

とはいえ、どういうことかを特定するのに役立つ、データに含まれていない外的知識がある場合

があります。一般的な類の外的知識と言えば、実験でデータを収集した状況があります。コ

イン投げでBが選択されたことを知っているなら、Aの違いの一貫したパターン(単なるランダ

ムノイズではない)はBが原因でなければいけません。これらの概念の詳細な説明について

は、Hal Varianの記事「Causal inference in economics and marketing」を参照してくださ

い。

説明の分析および評価方法

「データの説明を見る」は、ダッシュボードやシート上で統計分析を行い、異常値となっているマーク

や、選択した具体的なマークを検索します。また、現在のビューには表示されていない、データソー

スの関連するデータポイントの可能性も考慮されます。

「データの説明を見る」では、最初にビジュアライゼーションに存在するデータのみを使用してマークの

値を予測します。次に、データソース内のデータ(現在のビューではない)が考慮され、モデルに追加

されます。モデルによって、予測されるマーク値の範囲が決まりますが、これは予測値の1標準偏差

以内です。

予測範囲とは

マークの予測値は、Vizの参照元データの予測範囲の中央値です。予測範囲は、分析されたマー

クに対して統計モデルが予測する15パーセンタイルから85パーセンタイルまでの値の範囲です。

Tableauは、選択したマークに対して統計分析を実行するたびに、予測範囲を算出します。
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考えられる説明は、統計モデルを使用して説明能力が評価されます。説明ごとに、期待値と実際の

値とが比較されます。

値 説明

予測より高い / 予測よ

り低い

期待値の概要で、マークが予想よりも低いか予想よりも高いと説明され

ている場合、集計済みのマーク値が、統計モデルがマークで予測してい

る値の範囲外にあることを意味します。予測値の概要で、マークが予測

よりもわずかに低いか予測よりもわずかに高いと説明されているか、自然

変動幅の範囲内にあると説明されている場合は、集約されたマーク値は

予測範囲内にあるが、中央値よりも低いか高いことを意味します。

予測値 マークに予測値がある場合、その値が、そのマークの統計モデルが予測し

ている予測値の範囲内にあることを意味します。

ランダムな変動 分析されたマークのレコード数が少ない場合、「データの説明を見る」で

使用できる十分なデータがないため、統計的に有意な説明が作成され

ない可能性がありますマークの値が予測範囲外の場合、この予期しな

い値がランダムな変動によるものなのか、参照元レコードの意味のある違

いによるものなのかを「データの説明を見る」で判断できません。

説明なし 分析されたマーク値が予想範囲外で、「データの説明を見る」で使用す

る統計モデルに適合しない場合、説明は生成されません。

分析に使用されるモデル

「データの説明を見る」はビュー内のデータに関するモデルを作成してマークの値を予測し、そのモデル

を踏まえ、マークが予測より高いか低いかを判断します。次に、データソースからビューへの列の追加

やレコードレベルの外れ値のフラグ付けといった追加の情報を潜在的な説明として検討します。潜在

的な説明ごとに、「データの説明を見る」で新しいモデルを適合させ、新しい情報を踏まえてマークが

どの程度想定外であったかを評価します。説明が必要となる変動性の大きさに対して複雑性 (デー

タソースから追加される情報の量 )をトレードオフすることで、説明が採点されます。わかりやすい説

明とは、変化のある説明よりも簡単であることです。

説明のタイプ 評価

極値 極値は、視覚化されたマークのモデルに基づく、外れ値となる集計マーク

です。選択したマークは、レコード値がデータで期待値分布の端にある場

合に極値を含むと見なされます。
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説明のタイプ 評価

極値は、極値がある場合とない場合の集計マークを比較することによっ

て決定されます。値を削除してもマークがあまり減らなければ、高い得点

が得られます。

マークに極値が含まれていても、ただちに、それらの値は外れ値である、ま

たは、ビューからそれらのレコードを除外する必要がある、という意味では

ありません。選択すべき内容は分析に応じて異なります。説明は単に

マーク内の興味深い極値を示しています。たとえば、バナナの価格が10
セントではなく10ドルであるレコードであれば、誤って入力された値だとわ

かるかもしれません。または、特定の営業担当者がある四半期に優れた

成績を収めていたことが明らかになるかもしれません。

レコード数 レコード数は、個数を集計する観点から集計の合計をモデル化して説

明したものです。いっぽう、レコードの平均値は、平均を集計する観点か

らモデル化しています。モデルが合計をより適切に説明するほど、スコアは

高くなります。

ここでは、数が多いまたは少ないか、平均が高いまたは低いことが原因で

合計が興味深いかどうかについて説明します。

マークの平均値 このタイプの説明は、合計を表す集計マークで使用されます。集計する

個数または平均の観点から、SUM(X) = COUNT(X) * AVG(X)の関係を

踏まえて、そのマークが他のマークと一致しているかどうかを説明します。

ここでは、数が多いまたは少ないか、平均が高いまたは低いことが原因で

合計が興味深いかどうかについて説明します。

関連するディメンション この説明は、視覚化されていないディメンションのカテゴリ間の分析という

観点から、分析されたマークのターゲットメジャーをモデル化します。この

分析により、モデルの複雑さとマークの説明のバランスを取ることができま

す。

視覚化されていないディメンションとは、データソース内に存在するが、現

在ビューでは使用されていないディメンションを指します。このタイプの説

明は、合計、カウント、平均に使用されます。

非視覚化ディメンションのモデルは、説明する列の分類値に従ってマーク

を分割してから、ソースのビジュアライゼーションに含まれるすべてのデータ

ポイントが含まれた値を使用してモデルを構築し、作成されます。行ごと

に、モデルが各マークを形成する個々のコンポーネントの復元を試みま
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説明のタイプ 評価

す。分析では、視覚化されていないディメンションの値が不明なモデルを

使用した場合と比べて、視覚化されていないディメンションに対応するコ

ンポーネントをモデル化して合計すると、モデルがマークをより適切に予測

するかどうかを示します。

集計ディメンションの説明では、マークの値が条件を指定せずにどの程度

詳しく説明されているかを調べます。次に、潜在的な説明となる各列の

値にモデルが条件を付けます。説明の列の分布に条件を付けることに

よって、より優れた予測が得られます。

関連するメジャー この説明は、視覚化されていないメジャーの観点から、視覚化されたディ

メンション全体で平均を集計してマークをモデル化します。視覚化されて

いないディメンションとは、データソース内に存在するが、ビューでは現在

使用していないディメンションを指します。

関連するメジャーの説明によって、視覚化されていないメジャーとターゲッ

トメジャーの間の線形関係または二次関係が明らかになります。

「データの説明を見る」の分析済みフィールド

「データの説明を見る」は、ダッシュボードやシート上で統計分析を行い、異常値となっているマーク

や、選択した具体的なマークを検索します。また、現在のビューには表示されていない、データソース

の関連するデータポイントの可能性も考慮されます。

「データの説明を見る」の分析では、データソースのすべての列が含まれるわけではありません。多くの

場合、特定の種類のフィールドは自動的に分析から除外されます。詳細については、既定で除外さ

れるフィールドページ1922を参照してください。
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注 : 500を超える一意の値を持つディメンションは、分析の対象とは見なされません (「データ

の説明を見る」の設定で作成者によって許可されている場合を除く)。

すべてのユーザーは、現在の分析に含まれるフィールドまたは除外されるフィールドに関する情報を

表示できます。編集パーミッションを持つCreatorとExplororは、「データの説明を見る」で使用する

フィールドを編集して、統計分析に使用することができます。

「データの説明を見る」によって分析されたフィールドを表示する

マークの値に寄与するメジャーの説明を展開すると、分析で考慮されるフィールド数を示すリンクが

[データガイド]ペインの下部に表示されます。
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リンクをクリックして、現在の統計分析に含まれるフィールドのリスト、または現在の統計分析から除外

されるフィールドのリストを表示します。

データソースに含まれるディメンションやメジャーのうちビジュアライズされていないものが1,000個を超

える場合、「データの説明を見る」でさらにフィールドを考慮するかどうかを尋ねるアラートが表示される

ことがあります。[すべて説明 ]をクリックして、フィールドをさらに含めて分析を実行します。分析が完了

するまで時間がかかる場合があります。

「データの説明を見る」が統計分析に使用するフィールドを表示するには

1. ダッシュボード、シート、マーク上で「データの説明を見る」を実行します。

2. [データガイド]ペインの [値への寄与 ]で、メジャー名をクリックします。
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3. ペインの下部にある[number-of-fields (フィールド数 )]リンクをクリックします。
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統計分析に使用されるフィールドを変更する

編集パーミッションを持つCreatorとExplorerは、[「データの説明を見る」]ダイアログボックスの [フィー
ルド]タブで、統計分析に含めるフィールドまたは統計分析から除外するフィールドを選択できます。
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データソース内のディメンションに一意の値が多数含まれる場合 (500個まで)、それらのフィールドは

分析対象とは見なされません。

「データの説明を見る」が統計分析に使用するフィールドを編集するには

分析済みフィールドの設定は、データソースレベルで適用されます。

1. ビューを編集するときに、マーク上で「データの説明を見る」を実行します。

2. [データガイド]ペインで、ペインの下部にある設定のアイコンをクリックします。または、

[Analyzed Fields (分析済みフィールド)]ビュー (分析済みフィールドを開く方法 )の [編集 ]ボタ

ンをクリックします。
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3. [「データの説明を見る」の設定 ]ダイアログボックスで [フィールド]タブをクリックします。

4. フィールド名の横にあるドロップダウン矢印をクリックし、[Automatic (自動 )]または[Never
Include (含めない)]を選択して、[OK]をクリックします。

分析に含めるには、フィールドの一意の値が500個未満である必要があります。
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既定で除外されるフィールド

既定で除外されるフィールド 除外の理由

データソースに1,000を超えるメジャーが

あるときの、すべてのビジュアライズされてい

ないメジャー。

データソースに1,000を超えるディメンショ

ンがあるときの、すべてのビジュアライズされ

ていないディメンション。

1,000個を超えるビジュアライズされていないメジャー

やディメンションの説明を計算すると、計算に時間が

かかり、場合によっては数分かかることがあります。こ

れらのフィールドは初期分析では規定により除外さ

れますが、さらに分析するためにそれらを含めるよう

選択することができます。

このような場合は、「データの説明を見る」で複数の

フィールドを考慮するかどうかを確認するアラートが

表示されることがあります。詳細を表示するには、ア

ラートのリンクをクリックします。[すべて説明 ]をクリック

して、フィールドをさらに含めて分析を実行します。

ジオメトリ、緯度、または経度を使用する

フィールド

ジオメトリ、緯度、経度だけでは説明にはなりえませ

ん。緯度や経度を説明として呼び出す説明は、偽

の相関関係によるものであり、確実な説明ではない
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既定で除外されるフィールド 除外の理由

可能性が高いです。

濃度の高いディメンション(500人を超える

メンバーを持つディメンション)
高濃度のディメンションは、計算に時間がかかりま

す。ディメンションに500個を超える一意の値が含ま

れる場合は、分析対象として見なされません。

グループ、ビン、またはセット 現在サポートされていません。

表計算 表計算がビューとは異なる詳細レベルにある場合

は、表計算を分析することはできません。

平均化できないビジュアライズされていな

いメジャー

平均化できないビジュアライズされていないメジャー

には、計算式に集計が含まれる計算フィールドであ

るメジャーが含まれます (シートに追加するとAGG()
フィールドとして表示されます)。

非連続メジャーと連続ディメンション 現在サポートされていません。

非表示のフィールド 利用できません。

エラーのある計算フィールド 分析する値がありません。

サイトに対する「データの説明を見る」の無効化または有効化

既定で「データの説明を見る」はサイトに対して有効になっていますが、Tableau管理者はそれを無

効にすることができます。

1. [全般 ]サイト設定に移動します。

2. (Tableau Serverのみ) [Web 作成 ]セクションで、[Let users edit workbooks in their
browser (ユーザーが自分のブラウザーでワークブックを編集するのを許可する)]を選択しま

す。

3. [Availability of Explain Data (「データの説明を見る」の可用性 )]セクションで、次のオプショ

ンから選択します。

l 有効にすると、適切なパーミッションを持つCreatorとExplorerが「データの説明を見

る」を編集モードで実行できるようになります。表示モードが有効になっている場合、適

切な権限を持つすべてのユーザーが「データの説明を見る」を実行できます。

l 無効にすると、すべてのユーザーが「データの説明を見る」を実行したり、ワークブックの

「データの説明を見る」設定にアクセスしたりできなくなります。
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傾向の検出

リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布、およびリファレンスボッ

クス

リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布、またはリファレンスボックスプロットを追加し

て、Tableauビュー内の連続軸上の特定の値や地域、範囲を識別することもできます。たとえば、さ

まざまな製品の月間売上高を分析している場合、平均売上高マークにリファレンスラインを含め、

各製品の平均に対する実績を確認できます。

Tableauでは、リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布およびリファレンスボックスプ

ロットをいくつでもビューに追加できます。

リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布、およびリファレンスボックスの種

類

リファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布または (Tableau Desktop内ではなくWeb上

の)リファレンスボックスプロットを、ビュー内の任意の連続軸に追加できます。

l リファレンスライン-軸上の定数または計算値にリファレンスラインを追加できます。計算値

は、指定したフィールドに基づいて算出できます。また、リファレンスラインに信頼区間を含める

こともできます。
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l リファレンスバンド-リファレンスバンドは、ビューの軸上にある2つの定数値または計算値の間

にあるマークの背後の網掛け部分です。
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l リファレンス分布 -リファレンス分布は網掛けのグラデーションを追加して、軸に沿って値の分

布を示します。分布はパーセンテージ、百分位値、分位値 (次のイメージのとおり)、または標

準偏差で定義できます。
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リファレンス分布はブレットチャートの作成にも使用できます。指定方法の詳細については、こ

の記事後半のブレットグラフの追加 ページ1942を参照してください。

l ボックスプロット-ボックスプロット(ボックス、または箱ひげ図とも呼ばれる)は、軸を使用して値

の分布について説明する標準的なグラフです。ボックスプロットには四分位数 (ヒンジ)とヒゲが

表示されます。Tableauではさまざまなボックスプロットのスタイルを提供しており、ヒゲの位置

や他の詳細な点を構成できます。
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リファレンスラインの追加

リファレンスラインは、ビュー内の任意の連続軸に追加できます。

リファレンスラインを追加するには

1. [分析 ] ペインから[リファレンスライン]をドラッグしてビューにドロップします。Tableauは、使用

可能な宛先を示します。選択の範囲は、アイテムの種類と現在のビューによって異なります。

単純なケースでは、ドロップターゲット領域では3つのオプションが提供されます。
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上記のビューはWeb編集セッションを引用しています。Tableau Desktopでもプロセスは同じ

ですが、ユーザーインターフェイスが若干異なります。表、ペイン、およびセルという各用語は、

アイテムのスコープを定義します。

複数の軸や二重軸を使用した折れ線グラフを含むビューなど、より複雑なビューの場合は、拡

張ドロップターゲット領域が表示されます。
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ヘッダー内の3つの大きなボックスのいずれか ([テーブル]ボックスなど)にアイテムをドロップした

場合、ビュー内の各連続フィールドに別のリファレンスラインが追加されます。

特定の連続フィールドを基準にして整列する下のボックスのいずれかにアイテムをドロップする

と、指定された範囲で対応する軸にラインが追加されます。

ターゲットエリアにラインをドロップすると、Tableauでは次のダイアログボックスが表示されま

す。

Tableau Desktop のバージョン Web バージョン
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2. [線 ]オプションがダイアログボックスの上部で既に選択されています。

3. [値 ]フィールドの連続フィールドをリファレンスラインの基準として選択します。また、パラメーター

を選択することもできます。

現在ビューにない連続フィールドをリファレンスラインの基準として選択することはできません。こ

のような連続フィールドを使用する場合は、以下を実行します。

a. 連続フィールドを[データ]ペインから[マーク]カードの [詳細 ]ターゲットまでドラッグしま

す。

b. 必要に応じて、連続フィールドの集計を変更します。
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これによってビューは変更されませんが、連続フィールドをリファレンスバンドの基準とし

て使用できるようになります。

c. ビューのリファレンスラインをクリックし、[編集 ]を選択して[ラインの編集 ]ダイアログボッ

クスを再度開きます。

4. 集計を選択します。表示される集計は、選択した連続フィールドによって異なります。

l 総計 -セル、ペイン、またはビュー全体のすべての値の集計値に線を配置します。この

オプションは、平均の平均値ではなく加重平均を算出するときに特に便利です。カスタ

ム集計の計算を処理する場合にも有効です。総計は参照元データを使用して計算

され、[分析 ]メニューから総計オプションの1つを選択する場合と同じ動作になります。

l 合計 -セル、ペイン、またはビュー全体のすべての値の合計に線を配置します。

l 定数 -軸上の指定した値に線を配置します。

l 最小 -最小値に線を配置します。

l 最大 -最大値に線を配置します。

l 平均 -軸に沿って平均値に線を配置します。

l 中央 -中央値に線を配置します。

5. ラインにラベルを付ける方法を選択します。

l なし–リファレンスラインのラベルを表示しない場合は、このオプションを選択します。

l 値 –軸上の線の値に対応するラベルを表示するには、このオプションを選択します。

l 計算 –リファレンスラインや実行する計算の元である連続フィールドの名前を表示する

には、このオプションを選択します。

l カスタム–テキストボックスにカスタムラベルを作成するにはこのオプションを選択しま

す。テキストボックスの右側のメニューを使用して、計算や値などの値を挿入できま

す。ボックスに直接テキストを入力し、<Field Name> = <Value>などの値を作成

することもできます。

6. ツールヒントの表示方法を選択します。

l なし–リファレンスラインのツールヒントを表示しない場合は、このオプションを選択しま

す。

l 自動 –リファレンスラインの既定のツールヒントを表示する場合は、このオプションを選

択します。
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l カスタム–ツールヒントにカスタムラベルを表示する場合は、このオプションを選択しま

す。テキストボックスの右側のメニューを使用して、計算や値などの値を挿入できます。

ボックスに直接テキストを入力し、<Field Name> = <Value>などの値を作成する

こともできます。

7. 線と信頼区間、線のみ、または信頼区間のみのいずれを表示するかを指定します。

信頼区間の分布バンドは、母集団平均が時間のnに入る範囲を網掛けします。この場合、

nは右のドロップダウンで選択した値です。リストされた数値の1つ、またはパラメーターを選択

できます。

選択した値が大きいほど、バンドの幅は広くなります。

8. Tableau Desktopでは、線の書式設定オプションを指定することもできます。
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9. オプションとして、線の上または下の塗りつぶし色を追加します。

線と信頼区間を表示すると、網掛けは信頼区間内ではより暗く、それより上ではより明るくな

ります。
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線を使用せずに信頼区間を表示すると塗りつぶし色は無視されますが、設定は保持されるた

め、後から線を表示するよう決定した場合に適用できます。

10. ハイライトまたは選択したデータポイントに対する再計算されたラインの表示を実行するかどう

かを指定します。詳細については、マークデータと再計算されたラインの比較 ページ2585を参

照してください。

リファレンスバンドの追加

リファレンスバンドは、ビューの軸上にある2つの定数値または計算値の間にあるマークの背後の網

掛け部分です。リファレンスバンドは、ビュー内の任意の連続軸に追加できます。

リファレンスバンドを追加するには

1. [分析 ] ペインから[リファレンスバンド]をドラッグしてビューにドロップします。Tableauは、使用

可能な宛先を示します。選択の範囲は、アイテムの種類と現在のビューによって異なります。

単純なケースでは、ドロップターゲット領域で次の3つのオプションのみが提供されます。
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表、ペイン、およびセルという各用語は、アイテムのスコープを定義します。

複数の軸や二重軸を含むビューなど、より複雑なビューの場合は、次のような拡張ドロップ

ターゲット領域が表示されます。
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ヘッダー内の3つの大きなボックスのいずれか ([テーブル]ボックスなど)にアイテムをドロップした

場合、ビュー内の各連続フィールドに別のバンドセットが追加されます。

特定の連続フィールドを基準にして整列する下のボックスのいずれかにアイテムをドロップする

と、指定された範囲で対応する軸にバンドが追加されます。

ターゲットエリアにバンドをドロップすると、Tableauでは次のダイアログボックスが表示されます。

Tableau Desktop のバージョン Web バージョン
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2. [バンド]エリアがダイアログボックスの上部で既に選択されています。

3. 2つの連続するフィールドを選択して、各 [値 ]フィールドのリファレンスバンドの基準として使用

します。また、ドロップダウンリストからパラメーターを選択することもできます。両方のエリアで

同一の連続フィールドと集計を選択しないでください。

現在ビューにない連続フィールドをリファレンスバンドの基準として選択することはできません。

このような連続フィールドを使用する場合は、以下を実行します。
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a. 連続フィールドを[データ]ペインから[マーク]カードの [詳細 ]ターゲットまでドラッグしま

す。

b. 必要に応じて、連続フィールドの集計を変更します。

これによってビューは変更されませんが、連続フィールドをリファレンスバンドの基準として

使用できるようになります。

c. ビューのリファレンスバンドをクリックして[編集 ]を選択して[バンドの編集 ]ダイアログボッ

クスを再度開き、[値 (起点 )]エリアと[値 (終点 )エリアで各 1つ連続フィールドを選択し

ます。

4. 各値の計算を選択します。表示される集計は、選択した連続フィールドによって異なります。

l 合計 -バンドを、セル、ペイン、またはビュー全体のすべての値の集計値にある値に延

長します。このオプションは、平均の平均値ではなく加重平均を算出するときに特に便

利です。カスタム集計の計算を処理する場合にも有効です。総計は参照元データを

使用して計算され、[分析 ]メニューから総計オプションの1つを選択する場合と同じ動

作になります。

l 合計 -バンドを、セル、ペイン、またはビュー全体のすべての値のSUMにある値に延長

します。

l 定数 -軸上の指定した値にバンドを延長します。

l 最小 -最小値にある値にバンドを延長します。

l 最大 -最大値にある値にバンドを延長します。

l 平均 -軸に沿った平均値にある値にバンドを延長します。

l 中央 -中央値にある値にバンドを延長します。

5. バンドにラベルを付ける方法を選択します。

l なし-リファレンスバンドのラベルを表示しない場合は、このオプションを選択します。

l 値 –軸上のバンドの値に対応するラベルを表示するには、このオプションを選択します。

l 計算 -リファレンスバンドや実行する計算の基準である連続フィールドの名前を表示す

るには、このオプションを選択します。

l カスタム–テキストボックスにカスタムラベルを作成するにはこのオプションを選択します。

テキストボックスの右側のメニューを使用して、計算や値などの値を挿入できます。ボッ

クスに直接テキストを入力し、<Field Name> = <Value>などの値を作成すること

もできます。

6. ツールヒントの表示方法を選択します。
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l なし–リファレンスバンドのツールヒントを表示しない場合は、このオプションを選択しま

す。

l 自動 –リファレンスバンドの既定のツールヒントを表示する場合は、このオプションを選

択します。

l カスタム–ツールヒントにカスタムラベルを表示する場合は、このオプションを選択しま

す。テキストボックスの右側のメニューを使用して、計算や値などの値を挿入できま

す。ボックスに直接テキストを入力し、<Field Name> = <Value>などの値を作成

することもできます。

1. Tableau Desktopでは、バンドの書式設定オプションを指定することもできます。2個の値を

線で示したり、バンドの網掛けの色を選択したりできます。

2. ハイライトまたは選択したデータポイントに対する再計算されたラインの表示を実行するかど

うかを指定します。詳細については、マークデータと再計算されたラインの比較 ページ2585を
参照してください。

リファレンス分布の追加

リファレンス分布を追加する場合は、1、または2以上の値を指定します。1つの値を使用した場

合、結果はラインになり、2つ以上の値の場合、結果は1つまたは2つ以上のバンドとなります。

リファレンス分布を追加するには

1. [分析 ] ペインから[分布バンド]をドラッグしてビューにドロップします。Tableauは、使用可能

な宛先を示します。選択の範囲は、アイテムの種類と現在のビューによって異なります。

2. 分布の範囲を選択します。表、ペイン、およびセルという各用語は、アイテムのスコープを定義

します。
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3. 分散の作成に使用する計算を選択します。

l パーセンテージ -指定したパーセンテージ値の区間に網掛けします。2つ以上のパーセ

ンテージ値を区切るにはコンマを使用してから(例 : 60, 80)、そのパーセンテージに使

用するメジャーと集計を指定します。

l 百分位値 -指定した百分位値の区間に網掛けします。[値 ]ドロップダウンリストから

[値の選択 ]を選択し、2つ以上の数値をコンマで区切って入力します (例 : 60,80や

25, 50, 75)。

l 分位値 -網掛けと線を使用して指定したタイル数にビューを分割します。この計算を選

択した場合、タイル数も指定する必要があります (3から10、それぞれを含む)。たとえ

ば、3を選択すると、Tableauでは一般的な分位関数を呼び出して33.33と66.66分
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位値を求めることで、最初と2番目と3番目の3分位の間の境界を計算します。3つ

の3分位にそれぞれ別の網掛けします。

Tableauは、分位値と百分位を計算するためにR標準で推定タイプ7を使用しま

す。

l 標準偏差 -線と網掛けを配置して、指定した数の標準偏差を平均値の上下に示し

ます。このオプションを選択すると、標準偏差の数を示す係数と、計算をサンプルと母

集団のどちらで行うかを指定する必要があります。

4. 分布バンドにラベルを付ける方法を指定します。

l なし-分布バンドのラベルを表示しない場合は、このオプションを選択します。

l 値 –軸上の各分布バンドの値に対応するラベルを表示するには、このオプションを選

択します。

l 計算 -分布バンドや実行する計算の基準である連続フィールドの名前を表示するに

は、このオプションを選択します。

l カスタム–テキストボックスにカスタムラベルを作成するにはこのオプションを選択しま

す。テキストボックスの右側のメニューを使用して、計算や値などの値を挿入できま

す。ボックスに直接テキストを入力し、<Field Name> = <Value>などの値を作成

することもできます。

5. ハイライトまたは選択したデータポイントに対する再計算されたバンドの表示を行うかどうかを

指定します。詳細については、Tableau Desktopオンラインヘルプのマークデータと再計算さ

れたラインの比較 ページ2585を参照してください。

ブレットグラフの追加

リファレンス分布はブレットグラフの作成にも使用できます。ブレットグラフは棒グラフの変形で、ダッ

シュボードのゲージとメーターを置き換えるために開発されました。ブレットグラフは通常、「悪い、まあ

まあ、良い」など、業績の定性的範囲のコンテキストでプライマリメジャーを1つ以上の他のメジャー

と比較する場合に使用されます。ブレットグラフを作成するには、業績の定性的範囲を示す分布と

目標を示す線を追加します。次の手順では、[表示形式 ]を使用してこのプロセスをより簡単にして

います。

1. [データ]ペインで1つ以上のディメンションと2つのメジャーを選択します。ブレットグラフではメ

ジャーの値を比較します。たとえば、予算と実績、実績と目標などです。Ctrlキーを押したまま

にしてフィールドをクリックし、[データ] ペインで複数のフィールドを選択します。"Superstore"サ
ンプルワークブックを使用している場合は、以下のフィールドを選択できます。
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2. ツールバーの [表示形式 ]ボタンをクリックします。

3. [表示形式 ]ペインの [ブレットグラフ]を選択します。
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Tableauにより、メジャーの平均の60%と80%に定義されているリファレンス分布が [詳細 ]に追加

されます。また、同じメジャーの平均を示すリファレンスラインも追加されます。その他のメジャーは

[行 ]シェルフに配置されます。
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これらのいずれかを変更して定義を変更します。たとえば、分布バンド値のセットに100%を追加した

り、定数値に線を描画したりできます。分布バンドの外端をクリックして、[編集 ]を選択します。

ボックスプロットの追加

Web上ではなくTableau Desktopで、ボックスプロットを連続軸に追加できます。

軸に沿った値の分布を示すには、ボックスプロット(別名、箱ひげ図 )を使用します。

ボックスは、データの中央 50% (つまり、データ分布の真ん中の2つの四分位 )を示しています。

次の図に示すように、ひげと呼ばれる線を設定して、四分位の1.5倍の範囲内にあるすべての点 (つ
まり、隣接するボックスの幅の1.5倍以内にあるすべての点 )を表示する、またはデータの最大範囲で

のすべての点を表示できます。

ビュー内に1つ以上のメジャーがある場合、ボックスプロットは [表示形式 ]ペインからも利用できます。
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表示形式の詳細については、表示形式を使用したビューの開始 ページ1173を参照してください。

ボックスプロットを追加するには:

1. 定量的軸上で右クリックし(MacではControlを押しながらクリック)、[リファレンスラインの追

加 ]を選択します。
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2. [リファレンスライン、リファレンスバンド、またはリファレンスボックスの追加 ]ダイアログボックスで、

[ボックスプロット]を選択します。
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3. [プロットオプション]で、ヒゲの配置を指定します。

l IQR の 1.5 倍以内のデータ-四分位範囲の1.5倍のヒゲを配置します (つまり、接し

ているボックスの幅の1.5倍 )。これは概略式ボックスプロットとしても知られています。

l データの最大限の範囲 -最も遠いデータポイント(マーク)にヒゲを配置します。これは

骨格式ボックスプロットとしても知られています。

4. 基本的なマーク(外れ値以外 )を非表示にするかどうかを指定します。つまり、ヒゲの域を越

えている値のマークを除くすべてのマークを非表示にするかどうかを指定します。

5. [スタイル]、[塗りつぶし]、[枠線 ]、および [ヒゲ]を選択してプロットの外観を構成します。

ボックスプロットの代替方法 :表示形式とリファレンスライン、リファレンスバンド、およびリ

ファレンスボックスの追加

表示形式を使用したボックスプロットの追加と、[リファレンスラインの追加 ]を使用したボックスプロッ

トの追加の違いは、表示形式を使用した場合はボックスプロット自体が視覚化であるのに対して、
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リファレンスライン、リファレンスバンド、またはリファレンスボックスプロットを使用する場合はボックスプ

ロットが既存の視覚化に追加される点です。たとえば、まず [表示形式 ]で円のビューを選択し、[リファ
レンスラインの追加 ]からボックスプロットを追加して次のビューを作成できます。

既存のリファレンスライン、リファレンスバンド、リファレンス分布の編集

既存のライン、バンド、または分布を編集できます。これを行うには、ラインまたはバンドの外縁をクリッ

クして [編集 ] を選択し、そのオブジェクトの編集ダイアログボックスを再度開きます。

リファレンスライン、リファレンスバンド、またはリファレンス分布の削除

リファレンスライン、リファレンスバンド、またはリファレンス分布を一度に削除するには、ラインかバンド

の外縁をクリックして[削除 ] を選択します。また、ラインやバンドをビューの外にドラッグすることもできま

す。
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ビジュアライゼーションへの傾向線の追加

ビジュアライゼーションで傾向線を表示し、データの傾向をハイライトできます。傾向線を含むビューを

パブリッシュしたり、Web上で編集しながらビューに傾向線を追加したりすることができます。

傾向線をビューに追加する場合、傾向線の表示と動作を指定できます。

ビューへの傾向線の追加

ビジュアライゼーションに傾向線を追加するには:

1. [アナリティクス]ペインを選択します。

2. [アナリティクス]ペインから[傾向線 ]をビューにドラッグし、[線形 ]、[対数 ]、[指数 ]、[多項 ]、[累
乗 ]の各モデルタイプにドロップします。

こうした各モデルタイプの詳細については、傾向線モデルタイプページ1957を参照してください。

傾向線の追加および追加できない状況について

傾向線をビューに追加するには、両方の軸に数値として解釈できるフィールドが含まれている必要が

あります。たとえば、[列 ]シェルフに文字列を含む"Product Category (製品カテゴリ)"ディメンショ

ン、[行 ]シェルフに"Profit (収益 )"メジャーを持つビューには傾向線を追加できません。一方、売上

高と時間はどちらも数値として解釈できるため、時間に対する売上高のビューには傾向線を追加す

ることができます。
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多次元データソースでは、日付の階層には実際には数値ではなく文字列が含まれています。した

がって、傾向線は使用できません。また、すべてのデータソースで 'm/d/yy'および 'mmmm yyyy'の日

付形式には傾向線を使用できません。

傾向線をオンにして、傾向線を使用できない状態にビューを変更すると、傾向線は表示されません。

傾向線を使用できる状態にビューを戻すと、傾向線が表示されます。

Tableauでは、ほとんどの場合、棒グラフのマークを自動的に積み上げます。ただし、積み上げ

棒グラフに対して傾向線をオンにすることはできません。[分析 ] > [スタックマーク]オプションをオ

フにすると、スタックマークをオフにすることができます。

傾向線の編集

ビジュアライゼーションに傾向線を追加すると、分析に応じて編集できます。

傾向線を編集するには:

Tableau Desktop:ビジュアライゼーションの傾向線を右クリックし、[傾向線の編集 ]を選択します。

Web 編集モード:

1. ビジュアライゼーションで傾向線をクリックし、カーソルを合わせます。

2. 表示されるツールヒントで [編集 ]を選択し、[傾向線のオプション]ダイアログボックスを開きま

す。

注 : Tableau CloudまたはTableau Serverで傾向線を編集するには、Webの編集権限が必

要です。
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[傾向線のオプション]ダイアログボックスで次のオプションを設定できます。

l モデルタイプを選択します。詳細については、傾向線モデルタイプページ1957を参照してくだ

さい。

l 傾向線モデルで係数を使用するフィールドを選択します。詳細については、傾向線モデルで

係数として使用するフィールドを選択する下を参照してください。

l 色を除外するかどうかを判断するには、[色ごとの傾向線を許可する]オプションを使用しま

す。ビューで色分けを使用している場合、このオプションを使用すると、色エンコードを無視し

てすべてのデータをモデル化する1つの傾向線を追加できます。

l 信頼区間を表示するかどうかを決定します。既定では、傾向線を追加する際、Tableauの

信頼幅には上下 95%の信頼線が表示されます。信頼線は、指数モデルではサポートされて

いません。

l Y 切片をゼロに強制するかどうかを選択します。このオプションは、傾向線をゼロから始める場

合に便利です。このオプションは、[行 ]シェルフおよび [列 ]シェルフの両方に、散布図のような

連続フィールドが含まれる場合にのみ使用できます。

l ビジュアライゼーションでデータを選択またはハイライトするときに再計算されたラインを表示す

るかどうかを決定します。

傾向線モデルで係数として使用するフィールドを選択する

複数のフィールドを検討している傾向モデルの場合、傾向線モデルで特定のフィールドを係数として

除外できます。

通常は、傾向線モデルをフィールドのメンバーまたは値に基づいて分けるのではなく、表の行全体に

基づいて作成する場合に、係数を削除します。次の例を考えてみましょう。次のビューは、地域ごと

に分けられたさまざまな製品カテゴリの月間売上高を示しています。
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地域ごとに個別のモデルが作成されることがわかります。

ここで、[傾向線のオプション]ダイアログボックスで選択を解除して、モデルの係数から"Region (地
域 )"を削除します。
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1つのカテゴリ内の傾向線モデルがすべての地域にわたって同じになったことがわかります。これによっ

て、すべての地域で同じ傾向線に対して実際の売上高を比較できます。
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傾向線の削除

傾向線をビジュアライゼーションから削除するには、ビジュアライゼーションの領域の外に傾向線をド

ラッグします。また、傾向線をクリックして[削除 ]を選択することもできます。

ビューからすべての傾向線を削除するには、[分析 ] > [傾向線 ] > [傾向線の表示 ]を選択します。

注 : Tableau Desktopでは、傾向線のオプションが保持されています。それにより、[アナリティク

ス]メニューからもう一度 [傾向線の表示 ]を選択した場合、オプションが最後に設定していた

状態になります。ただし、傾向線をオフにした状態でワークブックを閉じると、傾向線オプション

は既定値に戻ります。

傾向線および傾向線モデルに関する説明の表示

傾向線を追加すると、傾向線上に統計を表示することができます。たとえば、R-2乗やP値とともに

式が表示されます。説明で使用されているモデルタイプおよび項の詳細については、傾向線モデルの

項 ページ1959および傾向線モデルタイプページ1957セクションを参照してください。

傾向線に関する説明を表示するには:

l 傾向線の任意の部分にカーソルを合わせると、その説明が表示されます。
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Tableau Desktop のみ

l ビジュアライゼーションで傾向線を右クリックし、[傾向線の説明 ]を選択します。

現在のビューで使用されているモデルの説明をすべて表示するには:

l ビジュアライゼーションで傾向線を右クリックし、[傾向モデルの説明 ]を選択します。
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傾向線モデルタイプ

傾向線では、線形 下、対数 下、指数 次のページ、累乗 次のページ、多項 次のページというモデル

タイプを使用できます。

次の計算式で、Xは説明変数を、Yは応答変数を表します。

線形

線形モデルタイプでの計算式は、以下のようになります。

Y = b0 + b1 * X

b1は線の傾き、b0は切片です。

対数

対数モデルタイプでの計算式は、以下のようになります。

Y = b0 + b1 * ln(X)

対数は0以下の数では定義されないため、説明変数が負であるマークはモデル予測の前にフィル

ターされます。フィルターされたデータが無効であることを知らない場合、データを破棄するモデルの使

用は控えてください。傾向線の記述はモデル予測の前にフィルターされたマークの数を報告します。
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指数

指数モデルタイプでの計算式は、以下のようになります。

Y = exp(b0)* exp(b1 * X)

指数モデルでは、応答変数がモデルの予測の前に自然対数によって変換されるため、さまざまな説

明値を入力してln(Y)の値を検索することで、ビューにプロットされたマークを検出します。

ln(Y) = b0 + b1 * X

これらの値は、傾向線をプロットするために累乗されます。指数モデルは、次のような形式で表示さ

れます。

Y = b2*exp(b1 * X)

b2はexp(b0)の値です。対数は0以下の数では定義されないため、応答変数が負であるマーク

はモデル予測の前にフィルターされます。

累乗

累乗モデルタイプでの計算式は、以下のようになります。

Y = b0 * X^b1

累乗モデルでは、両方の変数が次の計算式で得られるモデルの予測の前に自然対数によって変

換されます。

ln(Y) = ln(b0) + b1 * ln(X)

これらの値は、傾向線をプロットするために累乗されます。

対数は0未満の数では定義されないため、応答変数または説明変数が負の数になるマークはモデ

ルの予測の前にフィルターされます。

多項

多項モデルタイプでは、応答変数は指定された角度の多項シリーズに変換されます。式は、次のよ

うになります:

Y = b0 + b1 * X + b2 * X^2 + …

多項モデルタイプでは、角度も2 ～ 8の間で選択する必要があります。高い多項角度はデータ値

間での相違を誇張します。データが急速に増加する場合、低い順序の項は高い順序の項と比べて

ほとんど変化がなく、モデルが正確な予測を行うことは不可能です。また、さらに複雑で高い順序の

多項モデルは予測のためにさらにデータを必要とします。このタイプの正確なモデルが不可能であるこ

とを示す赤色の警告メッセージで、個別の傾向線のモデルについての説明を確認します。
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傾向線モデルの項

傾向線モデルの説明を表示するときにリストされるいくつかの値があります。このセクションでは、これら

の値のそれぞれが何を意味するのかについて説明します。

モデル式

これは、完全な傾向線モデルの式です。式には、モデルから係数を除外するよう指定したかどうかが

反映されます。

モデル化された観測の数

ビューで使用されている行の数。

フィルターされた観測の数

モデルから除外された観測の数。

モデルの自由度

モデルを完全に指定するために必要となるパラメーター数。線形、対数、および指数の傾向では、モ

デルの自由度は2です。多項傾向のモデルの自由度は、1に多項の程度を足したものになります。

たとえば、立方の傾向ではモデルの自由度は4になります。これは、立方、平方、線形、および定数

項のパラメーターが必要となるためです。

残差の自由度 (DF)

固定されたモデルの場合、この値は観測数からモデルで予測されたパラメーターの数を引いたものとし

て定義されます。

SSE (合計二乗誤差 )

誤差は、観察された値とモデルによって予測された値の間の差異です。分散分析表で、この列は実

際には特定の行の単純なモデルのSSEと、すべての係数を使用する完全なモデルのSSEの差を示

します。また、このSSEは、小さい方のモデルと完全なモデルから予測された値の二乗誤差の合計に

も対応します。

MSE (平均二乗誤差 )

項 MSEは "平均二乗誤差"を示します。これは、対応する自由度で除算されたSSEの数量です。
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R-2乗

R-2乗は、データがどれほど線形モデルに適合しているかを測定します。データの全分散に対する、

モデルの誤差の分散または説明できない分散の割合です。

Y切片がモデルによって決定する場合、R-2乗は次の等式を使用して取得されます。

Y切片が強制的に0となる場合、R-2乗は次の等式を代用して求められます。

後者の場合、等式は必ずしもExcelと一致するとは限りません。この場合、R-2乗は厳密に定義さ

れておらず、Tableauの動作がExcelではなくRと一致するためです。

注 :線形傾向線モデルのR-2乗値は、CORR関数の結果の2乗に相当します。CORRの

構文および例については、Tableau 関数 (アルファベット順 )ページ2419を参照してください。

標準誤差

完全なモデルのMSEの平方根です。モデル式の "ランダム誤差"の標準偏差 (ばらつき)の予測。

p値 (基準値 )

上記の自由度を持つFランダム変数が、分散分析表のこの行の観測されたFを超える確率です。

分散分析

この表はANOVA表とも呼ばれ、傾向線モデルの係数ごとに情報をリストします。この値は、特定の

係数を含まないモデルと、すべての係数を含むモデル全体との比較です。
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個々の傾向線

この表は、ビューの各傾向線に関する情報を示します。リストを見ると、どのペイン(ある場合 )が統計

的に最も有意であるかを確認できます。この表には、各傾向線の係数統計もリストされています。行

では、各傾向線モデルの係数をそれぞれ説明しています。たとえば、各傾向線に対して2つの行を

必要とする切片のある線形モデルが挙げられます。[線 ]列で、各線のp値とDFはすべての係数行

にわたります。[DF]列は、各線の推定中に使用できる残余の自由度を示します。

項

独立した項の名前。

値

独立した項の予測係数値。

StdErr

係数予測のサンプリング分布の分散メジャー。この誤差は、予測で使用する情報の質と量が増加す

るに伴い減少します。

t値

係数の真の値がゼロであるという帰無仮説を試すために使用される統計。

p値

係数の真の値がゼロである場合に大きなまたはより大きな t値が観察される確率。つまり、p値が

0.05の場合、95%の確率で真の値がゼロではないことがわかります。

傾向線の有意性の評価

ビューで任意の傾向線の関連情報を表示するには、カーソルでポイントします。
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ヒントの最初の線は、"Year of Order Date (注文日の年度 )"の値から"Profit (収益 )"の値を計

算するために使用する方程式を示します。

2本目の線はRを2乗した値であり、データの全分散に対する、モデルによって説明されるデータの

分散の割合を示します。詳細については、傾向線モデルの項 ページ1959を参照してください。

3本目のP値は、最初の線の方程式が偶然の結果であった可能性を報告しています。p値が小さ

いほど、モデルの有意性は高くなります。大抵は、0.05以下のp値が十分と判断されます。

モデル全体の有意性

傾向線をビューに追加したら、通常は、モデルの予測の質を示すメジャーであるモデルの適合度が

必要となります。さらに、モデルに貢献している各係数の有意性が必要になる場合もあります。これ

らの数字を表示するには、[傾向モデルの説明 ]ダイアログボックスを開き、ビューを右クリック(Macで
はControlを押しながらクリック)して[傾向線 ] > [傾向モデルの説明 ]を選択します。

有意性をテストする場合は、p値が重要となります。p値が小さいほど、モデルまたは係数の有意性

は高くなります。統計的な有意性はあるが、全体的な有意性に貢献しない個別の傾向線または

個別の傾向線の項のあるモデルが存在する可能性があります。

[傾向線モデル]で、モデルのp値 (有意性 )を示す線を探します。p値が小さいほど、関連メジャー

またはメジャーの有無に関係なく、説明できないモデル間の分散の相違がランダムに偶然生じる可

能性が低くなります。
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このモデルのp値は、モデル全体の適合度と、総平均 (データビューのデータの平均 )のみで構成され

たモデルの適合度の比較です。つまり、それによって係数が一定の線形、多項、指数、または対数で

あるモデル式の定量的項 f(x)の説明能力を評価します。通常は "95%信頼度"ルールを適用して

有意性を評価します。したがって、上記のように、0.05以下のp値が良好と判断されます。

カテゴリ係数の有意性

分散分析表 (ANOVA表とも呼ばれる)には、モデルの係数として使用される各フィールドがリストされ

ています。各フィールドについて、他の値と共にp値が表示されます。この場合、p値は、モデル全体

の有意性に対するフィールドの効果を示します。p値が小さいほど、フィールドがあるモデルとフィールド

がないモデルの間の、原因不明の分散の差が無作為に生じた偶然の結果である確率はより低くなり

ます。フィールドごとに表示される値は、そのフィールドを含まないモデルとモデル全体を比較することで

得られます。

次の図は、3つの異なる製品カテゴリの過去 2年間における四半期売上高のビューの分散分析表

を示しています。

ご覧のとおり、"Category (カテゴリ)"と"Region (地域 )"のp値は両方ともかなり小さな値です。こ

れらの係数は、どちらもこのモデルで統計的に有意です。

具体的な傾向線の項の詳細については、傾向線モデルの項 ページ1959を参照してください。

ANOVAモデルの場合、傾向線は次の数式で定義されます。
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Y = factor 1 * factor 2 * ...factorN * f(x) + e

項 Yは応答変数と呼ばれ、予測しようとしている値に対応しています。項 Xは説明変数で、e
(epsilon)はランダムエラーです。式の係数はビューのカテゴリフィールドに対応します。また、各係数

はマトリックスで表されます。*は特殊なマトリックス乗算演算子で、行数が同じ2つのマトリックスを

取得して、行数が同じ新しいマトリックスを返します。つまり、式のfactor 1 * factor 2に係

数 1と係数 2のメンバーのすべての組み合わせが組み込まれます。たとえば、係数 1と係数 2の両

方にメンバーが3個ずつある場合、全部で9個の変数がこの演算子によってモデル式に組み込まれ

ます。

傾向線の前提

Tableauの傾向線で報告されるp値は、データに関するいくつかの前提に応じて異なります。

1つ目は、テストを実行した場合、常に平均のモデルは (少なくともおおよそ)正しいという前提です。

2つ目は、モデル式で参照される"ランダム誤差" (傾向線モデルタイプページ1957を参照 )は複数

の異なる観測で独立しており、すべてが同じ分布を持つという前提です。応答変数についてカテゴリ

間で正確な傾向線に対して大きなばらつきがあった場合、この制限に反します。

傾向線の計算に必要となる前提

個別の傾向線を(最小二乗推定法を使用して)計算するために必要となる前提は、次のとおりで

す。

l 使用しているモデルが真のデータ生成プロセスの正確で関数的な単純化であること(たとえ

ば、対数線形関係に対して線形モデル以外を使用するなど)。

l 誤差が平均ゼロであり、独立した変数と相関関係にないこと(たとえば、独立した変数の測

定で誤差がない場合など)。

l 誤差に定数分散があり、誤差間に相関関係がないこと(たとえば、独立した変数の増加に

伴い誤差分布が増加しないなど)。

l 説明変数が相互の正確な線形関数 (正確な多重共線性 )ではないこと。

傾向線に関するよくある質問

このセクションでは、Tableauの傾向線に関してよく尋ねられるいくつかの質問について説明します。

モデルで使用する信頼水準を変更するにはどうすればよいですか。

Tableauでは、信頼水準を使用しません。p値を示すことで、単にモデル全体または特定のフィール

ドの有意性を報告します。p値は、ディメンションを考慮せずに同じ傾向結果を取得する可能性を

測定します。たとえば、時間当たりの売上の傾向についてのp値が0.05である場合、時間を考慮

に入れずに同じ値を取得する可能性が5%あることを意味します。
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モデルのp値は有意であるが、分散分析表の特定のフィールドのp値が有意でない場

合は何を意味しますか。

分散分析表のp値は、フィールドによってモデル全体の有意性がどれくらい増減するかを示します。p
値が小さいほど、フィールドがあるモデルとフィールドがないモデルの間の、原因不明の分散の差が無

作為に生じた偶然の結果である確率はより低くなります。フィールドごとに表示される値は、そのフィー

ルドを含まないモデルとモデル全体を比較することで得られます。したがって、モデルのp値が有意であ

るが、特定のフィールドのp値が有意でない場合は、モデルが統計的には有意であるが、問題の

フィールドがそれに対して貢献しているかどうかは定かでないことがわかります。モデルからその係数を

削除した方がよくないかどうか検討してください。

分散分析表の特定のフィールドのp値が有意であるが、モデルのp値が有意でない場

合は何を意味しますか。

これは、各ペイン内に"傾向"がない場合に発生することがあります。たとえば、折れ線グラフは平坦で

も、その平均は指定された係数によって異なります。

ドロップライン

ビュー内のマークの識別や、位置のコールアウトにはドロップラインを使用します。たとえば、散布図

マークが密集したビューでは、ドロップラインをオンにして特定のデータポイントの位置を示すことができ

ます。ドロップラインを追加すると、ラインがマークからいずれかの軸に延長されます。ドロップラインは

常に表示することも、マークの選択時にのみ表示することもできます。
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注 : ビューをTableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュする場合、ドロップラインは

表示されません。

ドロップラインをビューに追加するには、ペインを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)
し、[ドロップライン]> [ドロップラインの表示 ]を選択します。

既定では、ドロップラインは、マークが選択された場合にのみ表示されるように設定されています。[ド
ロップライン]ダイアログボックスでこの設定を変更し、他のオプションを指定できます。

ペインを右クリック(MacではContorlをクリック)し、[ドロップライン] > [ドロップラインの編集 ]を選択

して [ドロップライン]ダイアログボックスを開きます。

[ドロップライン]ダイアログボックスでラインを描画する軸を選択し、ドロップラインを常に表示するかど

うか、ラベルを表示するかどうかを選択します。
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データ内のクラスターを見つける

クラスター分析はビュー内のマークをクラスターに区分します。各クラスター内のデータの値は、他のクラ

スター内のマークより互いに似ています。

サンプルデータを使用したクラスターの作成プロセスを示す例については、例 : 世界経済インジケー

ターデータを使用してクラスターを作成するページ1982を参照してください。
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クラスターの作成

Tableauのビューでクラスターを見つけるには、次の手順に従います。

1. ビューを作成します。

2. [クラスタ]を [分析 ]ペインからビューまでドラッグし、ビュー内のターゲットエリアにドロップしま

す。

また、[クラスター]をダブルクリックしてビューでクラスターを見つけることもできます。

[クラスター]をドロップまたはダブルクリックすると次のことが起こります。

l Tableauは [色 ] でクラスターを作成し、ビュー内のマークをクラスター別に色付けます。

[色 ]に既にフィールドがある場合、Tableauはそのフィールドを[詳細 ]に移動し、[色 ]
でその値をクラスタリングの結果に置き換えます。

Tableauはビュー内の各マークをクラスターのいずれかに割り当てます。場合によって

は、クラスターに適合しないマークは "非クラスター化"クラスターに割り当てられます。

l Tableauには、クラスターをカスタマイズできる[クラスター]ダイアログボックスが表示され
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ます。

3. [クラスター]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行してクラスター結果をカスタマイズしま

す。

l [データ]ペインから[クラスター]ダイアログボックスの [変数 ]エリアに新しいフィールドをド

ラッグします。フィールドは [変数 ]エリアの外にドラッグして削除することもできます。

変数を追加すると、メジャーはフィールドの既定の集計を使用して集計され、ディメン

ションはATTRを使用して集計されます。これは、Tableauがディメンションを集計する

標準の方法です。

変数の集計を変更するには、それを右クリックします。

l クラスターの数を指定します (2 ～ 50)。値を指定しない場合、Tableauは最大 25のク

ラスターを自動的に作成します。

4. クラスターのカスタマイズを完了したら、[クラスター]ダイアログボックスの右上隅にあるXをクリッ

クして閉じます。
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注 : クラスターフィールドを[色 ]からビューの別のシェルフに移動できます。ただし、[フィルター]
シェルフから[データ] ペインにクラスターフィールドを移動することはできません。

結果のクラスターの名前を変更するには、まずクラスターをグループとして保存する必要があります。

詳細については、クラスター結果からグループを作成するページ1973およびクラスターの編集 見開き

ページを参照してください。

クラスタリングの制約事項

クラスタリングはTableau Desktopでは利用できますが、Webでの作成は利用できません (Tableau
Server、Tableau Cloud)。クラスタリングは、次のいずれかの条件が適用される場合にも使用できま

せん。

l キューブ(多次元 )データソースを使用している場合。

l この場合、ビューにはブレンドされたディメンションがあります。

l ビューのクラスタリングに対して変数 (入力 )として使用可能なフィールドがない場合。

l 集計ビューにディメンションがない場合。

これらのいずれかの条件が適用される場合、[アナリティクス]ペインの [クラスター]をビューまでドラッグ

することはできません。

さらに、次のフィールドタイプをクラスタリングの変数 (入力 )として使用することはできません。

l 表計算

l ブレンドされた計算

l アドホック計算

l 生成された緯度 /経度の値

l グループ

l セット

l ビン

l パラメーター

l 日付

l メジャー名 /メジャーの値
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クラスターの編集

既存のクラスターを編集するには、[色 ] の [クラスター]フィールドを右クリック(MacではControlを押し

ながらクリック)し、[クラスターの編集 ] を選択します。

各クラスターで使用される名前を変更するには、まず [クラスター]フィールドを[データ]ペインにドラッグ

し、それをグループとして保存する必要があります。詳細については、クラスター結果からグループを作

成するページ1973参照してください。

クラスターグループを右クリックして[グループの編集 ]を選択し、各クラスターで変更を行います。
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[グループ]のリストでクラスターグループを選択し、[名前の変更 ]をクリックして、名前を変更します。
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クラスター結果からグループを作成する

[データ] ペインにクラスターをドラッグすると、そのクラスターはグループディメンションとなります。グループ

ディメンション内の個々のメンバー (クラスター1、クラスター2など)に含まれるマークはアルゴリズムに

よって決定され、他のマークより互いに似ています。

クラスターグループを [データ] ペインまでドラッグした後、それを他のワークシートで使用できます。

Tableauグループを作成するには、[クラスター]を[マーク]カードから[データ]ペインにドラッグします。

クラスターからグループを作成すると、グループと元のクラスターは分離され、個別になります。クラス

ターを編集してもグループには影響を与えず、グループを編集してもクラスターには影響しません。グ

ループは、他のTableauグループと同じ特性を持ちます。データソースの一部です。元のクラスターと

は異なり、ワークブック内の他のワークシートでグループを使用できます。そのため、保存されたクラス

ターグループの名前を変更すると、その名前の変更はビューの元のクラスターには適用されません。
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データのグループ化によりデータエラーの修正またはディメンションメンバーを組み合わせるページ

1040を参照してください。

クラスターをグループとして保存することに関する制約

次の状況では、クラスターを[データ]ペインに保存することはできません。

l ビュー内のメジャーが不連続で、クラスタリング変数として使用するメジャーがビュー内のメ

ジャーと異なる場合。詳細については、データの非集計方法 ページ180を参照してください。

l 保存するフィルターが [フィルター]シェルフ上にある場合。

l [メジャー名 ]または [メジャー値 ]がビュー内にある場合。

l この場合、ビューにはブレンドされたディメンションがあります。

保存済みクラスタの再適合

[クラスター]フィールドをグループとして保存する場合、その分析モデルと共に保存されます。他のワー

クシートやワークブックのクラスターグループを使用できますが、自動的には更新されません。

この例では、保存済みクラスターグループとその分析モデルが別のワークシートに適用されています。

その結果、マークの一部がまだクラスタリングに含まれていません (灰色マークで示される)。

参照元データが変更になると、[再適合 ]オプションを使用して保存済みクラスターのデータを更新お

よび再計算できます。

保存済みクラスターを再適合するには

1974 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l [データ]ペインのクラスターグループを右クリックしてから[再適合 ]をクリックします。

これは、保存済みクラスターを再適合後の更新したクラスタリングの例です。
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保存済みクラスターを最適合すると新しいクラスターが作成され、各クラスターグループカテゴ

リーの既存の別名が新しく汎用性のあるクラスターの別名に置き換えられます。保存済みクラ

スターを最適合すると、既存のクラスターおよび別名を使用するビジュアライゼーションが変更

されますのでご注意ください。

クラスタリングのしくみ

クラスター分析はビュー内のマークをクラスターに区分します。各クラスター内のデータの値は、他のク

ラスター内のマークよりも互いに似ています。Tableauは色を使用してクラスターを区別します。

注 : Tableauでのクラスタリングの仕組みに対するさらなるインサイトについては、ブログ記事

「Tableau 10のクラスタリングを理解する」を参照してください。

クラスターアルゴリズム

Tableauはクラスタリングにk平均法を使用します。クラスターkの指定された数字に対し、アルゴリ

ズムはデータをk個のクラスターに区分します。各クラスターには、そのクラスターのすべてのポイントの

平均値である中心 (centroid)があります。K平均法では、クラスター内の個別ポイントとクラスターの

中心の間の距離を最小化する手順を繰り返して、中心を配置します。Tableauでは、ユーザーは

希望するクラスターの数を指定できます。またはTableauがさまざまな kの値をテストし、最適なクラ
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スター数を決定できます (詳細については、最適なクラスター数を判断するのに使用する基準 ページ

1979を参照してください)。

K平均法では、クラスター中央値の初期仕様が必要です。1つのクラスターから開始し、メソッドは、

平均がデータを2つに分割するためのしきい値として使用される変数を選択します。これらの2つの

部分の重心は、次にk平均法を初期化し、2つのクラスターのメンバーシップを最適化するために使

用されます。次に、2つのクラスターから分割対象となるものを1つ選択し、そのクラスター内で、平均

がデータを2つに分割するためのしきい値として使用される変数を選択します。次に、k平均法を使

用してデータを3つのクラスター内にパーティション化し、分割クラスターの2つの部分の重心と、残り

のクラスターの重心で初期化します。このプロセスは、クラスターの設定数に到達するまで繰り返され

ます。

TableauはLloydの平方ユークリッド距離のアルゴリズムを使用して、各 kのk平均値クラスタリング

を計算します。分割手順と組み合わせ、各 k > 1に対する最初の中心を決定します。結果として表

示されるクラスターは決定論的で、結果はクラスター数によってのみ異なります。

アルゴリズムは最初に初期クラスターの中心を選びます。

次に、各マークを最も近い中心に割り当てることでパーティションを作成します。
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次に、同じクラスターに割り当てられるすべてのポイントを平均し、各パーティションの新しい中心を計

算して結果を微調整します。
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その後、クラスターに対するマークの割り当てを見直し、以前とは異なる中心に近くなったマークを再

度割り当てます。

変更が発生しなくなるまでクラスターの再定義とマークの再割り当てが繰り返されます。

最適なクラスター数を判断するのに使用する基準

TableauはCalinski-Harabasz検索条件を使用してクラスターの質を評価します。Calinski-
Harabasz検索条件は次のように定義されます

ここで、SSBはクラスター間の全体的な分布、SSWはクラスター内の全体的な分布、kはクラスター

数、Nは観察数です。

この割合の値が大きくなるほど、クラスターはより凝集し(クラスター内の分布が小さい)、個々のクラス

ターがより特徴的となり、分離しています (クラスター間の分布が大きい)。

Calinski-Harabaszは k=1に対して定義されないため、1クラスターの事例の検出に使用できませ

ん。

ユーザーがクラスター数を指定使用しない場合、TableauはCalinski-Harabaszインデックスの最初

のローカル最大値に対応するローカル数を使用します。既定では、インデックスの最初のローカル最大

値がkの最小値に到達しない場合、k平均法は最大 25個のクラスターに対して実行されます。最

大で50個のクラスターを設定できます。

注 :カテゴリー変数 (ディメンション)の一意の値が25より多い場合、Tableauはクラスターの計

算時にその変数を無視します。

"非クラスター化"カテゴリーに割り当てられた値は何ですか。

メジャーにNULL値が含まれる場合、TableauはNULL値の入った行の値を非クラスター化カテゴ

リーに割り当てます。ATTRに*を返す (すべての値が同一ではないことを意味します)カテゴリー変数

(ディメンション)もクラスター化されていません。

拡張

Tableauは値のサイズを自動的に調節し、拡大率が大きい列に結果が占領されないようにします。

たとえば、アナリストはインフレとGDPをクラスタリングの入力変数に使用できますが、GDP値は数兆
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ドル単位のため、計算時にインフレ値がほとんど完全に無視される可能性があります。Tableauは、

min-max標準化と呼ばれるスケーリングメソッドを使用します。このメソッドでは、最小値を抽出して

範囲で除算し、各変数の値を0と1の間の値にマッピングします。

クラスターで使用される統計モデルの情報

[クラスタリングの説明 ]ダイアログボックスは、Tableauがクラスタリング用に計算するモデルに関する

情報を提供します。これらの統計を使用して、クラスターの品質を評価できます。

ビューにクラスターが含まれる場合、[マーク] カードの [クラスター]を右クリック(MacではControlを押

しながらクリック)して [クラスターの説明 ]ダイアログボックスを開き、[クラスターの説明 ]を選択できま

す。[クラスターの説明 ]ダイアログボックスの情報は読み取り専用ですが、[クリップボードにコピー]を
クリックして、画面の内容を書き込み可能なドキュメントに貼り付けることができます。

クラスターの説明 – [サマリー]タブ

[サマリー]タブはクラスターの生成に使用された入力を識別し、クラスターを表すいくつかの統計を提

供します。

クラスタリングの入力

変数

識別子は、Tableauがクラスターの計算に使用するフィールドです。[クラスター]ダイアログボックスの

[変数 ]ボックス内にはフィールドのリストが表示されます。

詳細レベル

ビューの詳細レベルに貢献しているフィールド(集計のレベルを決定するフィールド)を識別します。詳

細については、ディメンションのビューの詳細レベルへの影響 ページ149を参照してください。

拡張

事前処理に使用した拡張方法を識別します。正規化は、現在 Tableauが使用している唯一の拡

張方法です。この方法 (min-max標準化 )の式は(x – min(x))/(max(x) - min(x))で

す。

サマリー診断

クラスター数

クラスター内の個々のクラスターの数。

ポイント数

ビュー内のマークの数。
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グループ間の平方和

クラスター間の分離を、各クラスターの中心 (平均値 )とデータセットの中心の残差平方和、クラス

ターに割り当てられたデータポイントの数別に重み付け、データセットの中心値として定量化するメト

リクス。値が大きいほど、クラスター間がうまく分離しています。

グループ内の平方和

各クラスターの中心とクラスター内の個々のマークの間の残差平方和としてクラスターの凝集を定量

化するメトリクス。値が小さいほど、クラスターはより凝集しています。

総平方和

グループ間の平方和とグループ内の平方和の合計。(グループ間の平方和 )/(総平方和 )の割合は、

モデルによって説明される分布の比率を示します。値は0から1の間で、一般的に大きい値はより上

位のモデルを示します。ただし、クラスターの数を増やすだけでこの割合を増やすことができます。その

ため、この値のみを使用して5クラスターのモデルと3クラスターのモデルを比較すると誤解を招くおそ

れがあります。

クラスター統計

クラスタリングの各クラスターで、次の情報が提供されます。

アイテム数

クラスター内のマークの数。

中心

各クラスター内の平均 (数値で表示 )。

最も一般的

各クラスターの最も一般的な値 (カテゴリー別アイテムでのみ表示されます)。

クラスターの説明 - [モデル]タブ

分散分析 (ANOVA)は、グループまたはクラスターに区分された観察の間の差を分析する便利な統

計モデルと関連手順の集まりです。この場合、分布の分析は変数ごとに計算され、結果として表示

される分散分析テーブルを使用して、クラスターの識別に最も効果的な変数を決定します。

クラスタリングに関連する分散分析統計には、次が含まれます。

F統計値

一方向、一元配置のANOVAは、変数によって説明される分散の分数です。全分散に対するグ

ループ間の分散の全分散の割合です。

F統計の値が大きいほど、対応する変数がクラスター間を適切に分離しています。
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p値

p値は、F統計が変数の実際のF統計より大きい値を取る、F統計に考えられるすべての値のF
分布の可能性です。p値が指定された重大度を下回った場合、NULL仮説 (変数の個別クラス

ターが同じ人口のランダムのサンプルとなる)は却下される場合があります。このF分布の自由度は

(k - 1、N - k)です。ここで、kはクラスター数、Nはクラスターされるアイテム (行 )の数です。

p値が小さいほど、対応する変数の要素の期待値はクラスター間で異なります。

モデルの平方和と自由度

モデル平均平方和は、モデルの自由度に対するグループ間の平方和の割合です。グループ間平方

和は、クラスター平均の間の分布を測定します。クラスター平均が互いに近い (および全体的な平

均に近い)場合、この値は小さくなります。モデルの自由度は、k-1です。ここで、kはクラスターの数

です。

平方和誤差と自由度

誤差平方和は、誤差の自由度に対するグループ内の平方和の割合です。グループ内平方和は、

各クラスター内の観察の間の分布を測定します。誤差の自由度はN-kです。ここで、Nはクラスター

化された観察 (行 )の合計数、kはクラスターの数です。

誤差平方和は、全体平均平方誤差として考えることができます。この場合、各クラスターの中心

は、各クラスターに対する「真」であると想定します。

例 :世界経済インジケーターデータを使用してクラスターを作成する

Tableauクラスター機能はビュー内のマークをクラスターに区分します。各クラスター内のデータの値

は、他のクラスター内のマークより互いに似ています。この例では、調査員がクラスターを使用して

データソースの最適なマークのセット(この場合は国 /地域 )を見つける方法を示します。

目的

世界中で平均寿命が延び、年長者がよりアクティブとなっているため、高齢者の観光は潜在顧客を

探し、惹きつける方法を知っている企業にとって利益の多い市場となっています。Tableauに付属し

ている世界インジケーターには、正しい種類の顧客が十分存在している国または地域を特定するの

に役立つようなデータが含まれています。

適した国 /地域を探す

これらの企業による、高齢者の観光ビジネスが成功できる国 /地域の特定をサポートするために、

Tableauクラスターを使用した例は、次のとおりです。自分がアナリストであると想像してください。進

め方は、次のとおりです。
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1. Tableau Desktopで、世界指標 サンプルデータソースを開きます。

2. [データ]ペインで [国 /地域 ]をダブルクリックします。

Tableauは自動的にマップビューを作成し、各国 /各地域にマークを付けます。

3. [マーク]カードでマークタイプを[マップ]に変更します。

すべての国 /地域が一色で塗りつぶされたマッププロジェクションが表示されます。
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4. 次の手順では、クラスター用の変数として使用できるフィールドを特定します。選択可能な

フィールド:

フィールド 含める理由

"Life Expectancy
Female (女性の平均

寿命 )"と"Life
Expectancy Male (男
性の平均寿命 )"

人が年齢を重ねると、高齢になってから旅行に関心を持つ可

能性はより高くなります。

"Population Urban
(都市の人口 )"

人口密度が高いエリアの方が、サービスのマーケティングは容

易になります。

"Population 65+ (65
才を超える人口 )"

ターゲットとする人口は、旅行にかける時間とお金を持っている

高齢者です。

TourismPerCapita これは、名前付き計算フィールドとして作成する必要があるメ

ジャーです。式は、次のようになります:

SUM([Tourism Outbound])/SUM([Population
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Total])

「Tourism Outbound (国外旅行 )」 は、国 /地域の居住者が

年間に海外旅行に費やす金額 (米ドル)を集計します。しか

し、各国民が海外旅行に費やす平均金額を判断するには、

この合計を各国 /各地域の人口で割る必要があります。

これらが選択に最適なフィールドである保証や、これらのフィールドによって明確ではっきりとした

クラスター結果が生成される保証はありません。クラスタリングは、反復プロセスです。検出を導

くための実験を行うことにより、さらに実験を導きます。

5. これら5つのフィールドを [データ]ペインから[マーク] カードの [詳細 ]までドラッグします。

6. クリックして[アナリティクス] ペインを開きます。

7. [分析 ] ペインから[クラスター]をドラッグしてビューにドロップします。
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Tableauには [クラスター]ダイアログボックスが表示され、ビューのメジャーを変数のリストに追

加します。

クラスターを[色 ] に追加することにより、ビューも更新します。この場合、Tableauは2つの異

なるクラスターを検出し、特定の国 /地域 (赤みがかかったピンク色 )をいずれかのクラスターに

割り当てることはできません。
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注 :クラスタリングのしくみページ1976を参照し、Tableauが "非クラスター化"に割り当

てたデータの詳細を確認してください。

8. あなたは2つのクラスターでは不十分であると判断しますが、世界の半分の国 /地域で店舗を

設定するリソースはありません。[クラスター]ダイアログボックスの [クラスターの数 ]フィールドに

「4」を入力します。

マップは、より興味をそそるものになります。
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では、これらのクラスターを、選択した変数と関連付けるにはどうすればよいでしょうか。高齢

者の旅行をサポートする要因と最も相関関係の強いものはどれでしょうか。クラスターの影に

ある統計を確認する時間です。

9. [クラスター]ダイアログボックスを閉じるには、右上隅にあるアイコンをクリックします。

10. [マーク] カードで [クラスター] フィールドをクリックしてから、[クラスターのサブスクライブ] を選択

します。

[クラスターの説明 ]ダイアログボックスの [モデル]タブの下にある表は、各クラスターの各変数

に対する平均値を示します。

クラスター4は平均寿命が最も高く(男性と女性の両方 )、都市部人口密度が最も高く、海

外旅行に費やす金額も最高となっています。1人あたり$1360.40。クラスター4で最高値と
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なっていない唯一の変数は、"Population 65+ (65 歳を超える人口 )"です。この変数は、クラ

スター3では0.15493 (16%弱 )、クラスター4では0.11606 (11%強 )となっています。

クラスタリングアルゴリズムには、これらの変数の最大値、最小値、またはその中間の値のどれ

をユーザーが探しているのがわかりません。ただし、相関関係のみを探します。これらの変数の

値が高い場合は、探している兆候であることが分かっているため、クラスター4が最適な選択と

なります。

11. マップからクラスター4の国 /地域の取得を試みることもできますが、さらに簡単な方法がありま

す。[クラスターの説明 ]ダイアログボックスを閉じ、色の凡例で [クラスター 4]をクリックしてから、

[選択したデータのみを保持する]をクリックします。

12. [表示形式 ]からテキストテーブルを選択します。

クラスター4に国 /地域のリストが表示されるようになりました。
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このリストは、プロセスの終わりではありません。異なる変数のセットや異なるクラスター数で再

度クラスター化を試みたり、他の要因に基づいていくつかの国 /地域をリストに追加して他の国

/地域を削除する場合があります。たとえば、御社のツアーが主に南国を対象としている場

合、これらの国 /地域の住人は南国行きのツアーに惹かれないと考えられるため、キュラソー、

アルバ、バハマなどの国 /地域をリストから削除できます。
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もう1つのオプションは再クラスターの前にデータをフィルターし、人口が特定のしきい値を上回

る国 /地域のみを表示するか、特定の地理的エリアの国 /地域を対象とする方法です。

予測

ビューに少なくとも1つの日付ディメンションと1つのメジャーがある場合、ビューに予測を追加できま

す。Tableauで利用可能な予測モデリングの詳細については、Tableau における予測モデリング関数

の仕組みページ2016を参照してください。

予測をオンにするには、ビジュアライゼーションを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)して

[予測 ] > [予測の表示 ]を選択するか、[分析 ] > [予測 ] > [予測の表示 ]を選択します。

日付ディメンションが存在しない場合、ビューに整数値を持つディメンションフィールドがある場合は予

測を追加できます。詳細については、ビューに日付がない場合の予測 ページ2002を参照してくださ

い。

Tableau Desktopで指数平滑法モデルを使用して定量的時系列データを予測できます。指数平滑

法では、古い観察より最近の観察に比較的大きな重みが付けられます。これらのモデルはデータの

動向や季節性を把握するか、その将来を推定します。予測は完全に自動化されていると同時に、

設定も可能です。多くの予測の結果は、視覚化のフィールドになる可能性があります。

予測が表示されると、メジャーのための将来の値が実際の値の隣に表示されます。

予測の制約事項

多次元データソースでは予測がサポートされていません。Tableau Desktopでは、Windowsのみで

多次元データソースをサポートしています。

予測を含むビューをパブリッシュして、Webでビューを表示または編集するときに予測を確認できます

が、Webでのビューの編集時に予測を変更または追加することはできません。

また、以下のいずれかを含む場合、ビューに予測を追加することはできません。

l 表計算

l 非集計メジャー

l 割合計算

l 総計または小計

l 集計が [正確な日付 ]に設定された日付値
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Tableauの予測のしくみ

Tableauの予測機能では、指数平滑法と呼ばれるテクニックが使用されます。予測アルゴリズムは、

将来に向けて継続できる規則的なパターンをメジャーに見つけようとします。Tableauで利用可能な

予測モデリングの詳細については、Tableau における予測モデリング関数の仕組みページ2016を参

照してください。

通常は、日付フィールドと少なくとも1つのメジャーを含むビューに予測を追加します。ただし、日付が

存在しない場合、Tableauは少なくとも1つのメジャーに加えて、整数値を持つディメンションを含む

ビューの予測を作成できます。

予測の作成の詳細については、予測の作成 ページ1998を参照してください。整数ディメンションを

使用した予測の詳細については、ビューに日付がない場合の予測 ページ2002を参照してください。

概要

すべての予測アルゴリズムは、実際のデータ生成プロセス(DGP)のシンプルなモデルです。高品質な

予測では、DGPのシンプルなパターンが、合理的に十分なモデルで説明されるパターンと一致する

必要があります。品質メトリクスは、モデルがDGPに一致する程度を測定します。品質が低い場

合、信頼区間は不正確な推定の精度を測定するため、信頼区間は重要ではありません。

Tableauにより自動的に最大 8つのモデルから最適なモデルが選択され、その最適なモデルによって

最も高品質の予測が生成されます。各モデルの平滑法パラメーターは、Tableauにより予測品質が

評価される前に最適化されます。グローバルな方法で最適化が行われます。そのため、ローカルで

最適な平滑法パラメーターを選択すると、グローバルには最適でないという可能性もあります。ただ

し、初期値のパラメーターはベストプラクティスに従って選択されますが、それ以上は最適化されてい

ません。そのため、初期値のパラメーターは最適でない可能性があります。Tableauで得た8つのモ

デルは、次のOTexts Webサイト:A taxonomy of exponential smoothing methodsで説明されてい

ます。

視覚化に十分なデータがない場合、Tableauは時間的により詳細なレベルで予測を試み、その

後、予測を集計して視覚化の詳細に反映させます。Tableauは閉じた形の方程式でシミュレーショ

ンまたは計算された可能性がある予測帯を提供します。乗算コンポーネントまたは集計予測を含む

すべてのモデルでは予測帯がシミュレーションされていますが、その他すべてのモデルは閉じた形の方

程式を使用します。

指数平滑法と傾向

指数平滑法モデルは、規則的な時系列の値の将来値を、その時系列の過去の値の加重平均か

ら反復的に予測します。最も単純なモデルである単純指数平滑法は、次のレベル値、つまり平滑

値を、前回の実績値と前回の平滑値の加重平均から計算します。この方法が指数平滑法と呼ば
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れるのは、各レベルの値がその前の各実績値の影響を受ける度合いが指数関数的に減少するため

です。つまり、過去のデータのうち、最近のデータになるほど大きな重みをかけられます。

傾向要素または季節性要素のある指数平滑法モデルは、予測の基準となる期間に予測対象メ

ジャーが傾向または季節性を示している場合に効果的です。傾向とは、データが時間の経過と共に

増減する傾向のことです。季節性とは、反復的で予測可能な値の変化のことです。

通常、時系列に含まれているデータポイントが多いほど、予測の質は高くなります。季節性をモデル

化する場合には、モデルはより複雑であり、合理的なレベルの精度を実現するのにデータの形でより

多くの証拠を必要とするので、十分なデータを準備することが特に重要です。一方、2つ以上の異な

るDGPによって生成されたデータを使用して予測する場合、モデルは1つしか照合できないので、予

測の質が低下します。

季節性

Tableauでは、予測の対象となる時系列に典型的な長さの季節的なサイクルがあるかどうかがテスト

されます。そのため、月ごとに集計している場合は、12か月サイクルがあるかどうかが調べられ、四半

期ごとに集計している場合は、四半期サイクルが検索され、日ごとに集計している場合は、週単位

の季節性の有無が確認されます。したがって、月次の時系列に6か月サイクルがある場合、2つの

類似したサブパターンを含んでいる12か月パターンが見つかる可能性があります。一方、月次の時

系列に7か月サイクルがある場合、サイクルはまったく見つからない可能性があります。ただし、7か月

サイクルは一般的でないため、これが問題となることはあまりありません。

Tableauは、季節の長さを導き出すために2つの方法のいずれかを使用できます。元の一時的な方

法は、ビューの時間粒度 (TG)の自然な季節の長さを使用します。時間粒度とは、ビューで表現され

た時刻の最も細かい単位を意味します。たとえば、月に切り詰められた連続する緑色の日、または

不連続の青色の年と月の日付の部分のいずれかを含むビューの場合、時間粒度は月です。

Tableau 9.3で導入された新しい非時間的法は、候補の長さに関して周期的回帰を使用し2から

60の季節の長さをチェックします。

Tableauは特定のビューに最も適した方法を自動的に選択します。Tableauがビューの中で日付を

使ってメジャーを整列する際、時間粒度が四半期、毎月、毎週、毎日、または毎時の場合、季節

の長さはそれぞれほぼ確実に4、12、13、7、24になります。そのため、TGが元々持つ長さのみを使

用してTableauがサポートする5つの季節指数平滑法モデルが構築されます。5つの季節モデルの

AICと3つの非季節モデルのAICが比較され、最も低いものが返されます。(AICメトリクスの説明に

ついては、「予測の説明」を参照してください。)

Tableauが予測に整数ディメンションを使用している場合、2番目の方法が使用されます。この場

合、時間粒度 (TG)が存在しないため、可能性のある季節の長さをデータから取得する必要があり

ます。
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時間粒度が年ごとであれば、2番目の方法も使用されます。年系列が季節性を持つことはほとんど

ありませんが、季節性を持つ場合は、それもまたデータから導き出される必要があります。

2番目方法は、分または秒の時間粒度を持つビューにも使用されます。そのような系列に季節があ

る場合、季節の長さはおそらく60です。ただし、一般的な実世界のプロセスを測定する場合、プロ

セスは時計に対応しない定期的な繰り返しになる可能性があります。そのためTableauは、分およ

び秒に関してはデータの中で60と異なる長さもチェックします。これは、Tableauが同時に2つの異

なる季節の長さをモデル化できるという意味ではありません。むしろ、60の季節の長さのモデルが5
つ、データから得られた季節の長さのモデルが5つ、計 10種類の季節モデルが予想されます。10個

の季節モデルまたは3つの非季節モデルのいずれか最も低いAICを持つモデルが、予測を計算する

のに使用されます。

年、分、または秒の順に並べられた系列の場合、パターンがかなりはっきりしている場合はデータから

1シーズンの長さがテストされます。整数順の系列の場合、5つの季節モデルすべてに対して、はっき

りしない最大 9つの潜在的な季節の長さが予測され、最も低いAICを持つモデルが返されます。適

切な季節の長さの候補が存在しない場合は、非季節モデルのみが推定されます。

Tableauがデータから潜在的なシーズンの長さを導き出す場合、すべての選択が自動的に行われ

るので、[予測オプション]ダイアログの [モデルタイプ]メニューの「自動」の既定モデルタイプは変更さ

れません。[季節性のない自動 ]を選択すると、季節モデルのすべての季節の長さの検索と予想を除

外することでパフォーマンスが向上します。

データから得られた季節の長さを使用する時期を決定するのにTableauが使用するヒューリスティッ

クは、候補となるそれぞれの季節の長さの周期的回帰の誤差の分布に依存します。季節が実際に

データ内に存在する場合、周期的回帰により季節の長さの候補のアセンブリは通常、1つまたは2
つの明らかにリードする長さを生成するので、候補が1つ返される場合、ふさわしい季節性を示しま

す。この場合、Tableauは、年、分、秒の粒度について、この候補と季節モデルを予測します。返さ

れるのが最大 10個の候補者よりも少ない場合、潜在的な季節性を示します。この場合、Tableau
は整数順のビューに対して返されたすべての候補を持つ季節モデルを予測します。候補者の最大

数が返される場合、ほとんどの長さの誤差が類似していることを示します。したがって、いかなる季節

性も存在する可能性は低くなります。この場合、整数順または年順に並べられた系列の非季節モ

デルと、その他の一時的に並べられたビューの元来の季節の長さを持つ季節モデルのみがそれぞれ

予測されます。

整数順、年順、分順、秒順に並べられたビューにおけるモデルタイプ「自動」の場合、候補の季節

の長さは常に、それらが使用されるかどうかにかかわらず、データから導き出されます。モデル予想は

周期的回帰よりも時間がかかるので、パフォーマンスへの影響は中程度である必要があります。
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モデルタイプ

[予測オプション]ダイアログボックスで、Tableauユーザーが予測に使用するモデルタイプを選択できま

す。一般的に[自動 ]設定は、ほとんどのビューで最適です。[カスタム]を選択すると個別に傾向文

字および季節性文字を指定することができますが、その際、[なし]、[加算 ]、または [乗算 ]を選択し

ます。

加算モデルはモデルコンポーネントの貢献度を合計するモデルですが、乗算モデルは少なくとも一部

のコンポーネントの貢献度を乗算するモデルです。乗算モデルでは顕著にデータの予測品質が向上

する可能性がありますが、傾向または季節性はデータ水準 (規模 )により影響されます。

カスタムモデルを作成し、乗算を行う予測モデルを作成する必要はないことに留意してください。[自
動 ]設定により、乗算予測がデータに適切かどうかが判断できます。しかし、予測するメジャーに0以

下の値が1つ以上ある場合、乗算モデルで計算することはできません。

時間を使用した予測

日付を使用して予測する場合、ビューに存在できる基準日は1つのみです。部分日付はサポートさ

れますが、すべての部分が同一の基準フィールドを参照する必要があります。日付は [行 ]、[列 ]、ま
たは [マーク]上に表示できます (ツールヒントターゲットを除く)。

Tableauでは、3種類の日付をサポートしており、そのうち2種類を予測に使用できます。
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l たとえば、2017年 2月など、切り詰められた日付で、具体的な時間粒度で履歴の特定の

時点を参照します。通常、日付は連続しており、ビューの中で背景は緑色です。切り詰めら

れた日付は、予測に対して有効です。

l 日付の部分は、2月など、時間メジャーの特定のメンバーを参照します。各日付の部分は、

さまざまな、通常は個別のフィールドで表されます (青色の背景 )。予測には、少なくとも日付

の年の部分が必要です。具体的には、予測には以下の日付の部分のいずれかの組み合わ

せを使用できます。

o 年

o 年 +四半期

o 年 +月

o 年 +四半期 +月

o 年 +週

o カスタム:月 /年、月 /日 /年

四半期または四半期 +月のような、その他の日付の部分は、予測には使用されません。異

なる日付タイプの詳細については、不連続フィールドと連続フィールドの変換 ページ1020を参

照してください。

l 正確な日付は、2012年 2月 1日 14:23:45.0など、最大の時間粒度によって履歴中の特

定の時点を参照します。正確な日付は、予測では無効です。

日付なしで予測することも可能です。ビューに日付がない場合の予測 ページ2002を参照してくださ

い。

詳細レベルと切り捨て

予測を作成する際は、日付値の測定単位を指定する日付ディメンションを選択します。Tableauの

日付は、年、四半期、月、日などのさまざまな時間単位をサポートしています。日付値に対して選

択する単位は、日付の詳細レベルと呼ばれます。

メジャーに含まれているデータは、通常、選択した詳細レベルの単位と正確には一致していません。

日付値を四半期に設定しても、実際のデータは四半期の途中、たとえば11月末で終了する場合

があります。この不完全な四半期の値は、完全な四半期の値より小さいのが一般的であるにもかか

わらず、予測モデルによって完全な四半期として処理されるため、このことは問題となる可能性があ

ります。予測モデルがこのデータを考慮に入れることを許可されている場合、結果として得られる予

測は不正確になります。この問題の解決策は、データを切り捨てることによって、ｙ層を誤った方向に

導く可能性のある末尾の期間を無視することです。このような不完全な期間の削除または切り捨て
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には、[予測オプション]ダイアログボックスの [最後を無視する]オプションを使用します。既定では1期

間を切り捨てます。

取得するデータの増加

Tableauで傾向を推定するためには、時系列にデータポイントが少なくとも5個必要です。また、季

節性を推定するためには、少なくとも2季節または1季節と5期間に十分なデータポイントが必要

です。たとえば、4四半期の季節性サイクルをもつモデルを推定するには、少なくとも9個のデータポ

イントが必要であり(4 + 5)、12か月の季節性サイクルをもつモデルを推定するには、少なくとも24個

のデータポイントが必要となります (2 * 12)。

有効な予測をサポートするための十分な数のデータポイントをもたないビューで予測機能を有効にす

ると、より高い詳細レベルがデータソースで検索され、有効な予測を生成するための十分なデータポ

イントが取得されることがあります。

l ビューに9年より少ないデータが含まれている場合は、既定で四半期データがデータソースで

検索されて、四半期予測が推定され、年次予測に集計されたうえでビューに表示されます。

それでもまだ十分なデータポイントがない場合は、月次予測が推定され、年次予測に集計さ

れたうえでビューに表示されます。

l ビューに9四半期より少ないデータが含まれている場合は、既定で月次予測が推定され、四

半期予測に集計されたうえでビューに表示されます。

l ビューに9週間より少ないデータが含まれている場合は、既定で日次予測が推定され、週次

予測に集計されたうえでビューに表示されます。

l ビューに9日間より少ないデータが含まれている場合は、既定で時予測が推定され、日次予

測に集計されたうえでビューに表示されます。

l ビューに9時間より少ないデータが含まれている場合は、既定で分予測が推定され、時予測

に集計されたうえでビューに表示されます。

l ビューに9分間より少ないデータが含まれている場合は、既定で秒予測が推定され、分予測

に集計されたうえでビューに表示されます。

これらの調整はバックグラウンドで行われ、一切の設定を必要としません。Tableauは、視覚化の外

観を変更せず、日付値を実際に変更するわけでもありません。ただし、[予測の説明 ]ダイアログボッ

クスと[予測オプション]ダイアログボックスの予測期間のサマリーには、実際に使用される詳細レベル

が反映されます。

Tableauでは、予測するメジャーの集計がSUMまたはCOUNTの場合にのみ、より多くのデータを取

得できます。使用可能な集計タイプと集計タイプの変更方法については、Tableau でのデータ集計

ページ171を参照してください。
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予測の作成

予測を作成するには、ビューで1つ以上の日付ディメンションおよびメジャーを使用している必要があ

ります。

予測をオンにするには、ビジュアライゼーションを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し
て[予測 ] > [予測の表示 ]を選択するか、[分析 ] > [予測 ] > [予測の表示 ]を選択します。

次に、予測の作成をサポートする構造の例を示します。

l 予測するフィールドが [行 ]シェルフにあり、連続日付フィールドが [列 ]シェルフにある。

l 予測するフィールドが [列 ]シェルフにあり、連続日付フィールドが [行 ]シェルフにある。

l 予測するフィールドが [行 ]シェルフまたは [列 ]シェルフにあり、不連続日付が [行 ]シェルフまた

は [列 ]シェルフにある。含まれる日付レベルのうち少なくとも1つは年でなければなりません。

l 予測するフィールドが [マーク]カードにあり、連続日付または不連続日付セットが[行 ]、[列 ]
または [マーク]にある。

注 :また、日付ディメンションが存在しない場合に、ビューに整数値を持つディメンションがある

場合は予測を作成できます。ビューに日付がない場合の予測 ページ2002を参照してくださ

い。

予測をオンにすると、実際の履歴値に加え、Tableauは将来のメジャーバリューを推定できるように

なります。推定値は、既定では履歴データと同じ色の薄い色味で表示されます。
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予測間隔

上記イメージの網掛け部分は、予測の95%予測間隔を示します。つまり、売上値が予測期間の

網掛け部分に入る確率値が95%であることが、このモデルより特定されます。[予測オプション]ダイア

ログボックスの [予測間隔を表示 ]設定を使用して、予測帯の信頼水準百分位、また予測帯が予

測に含まれるかどうかを構成することができます。

予測の予測帯を表示しない場合は、チェックボックスを外します。予測間隔を設定するには、いずれ

かの値を選択するか、カスタム値を入力します。信頼水準に対して設定した百分位が小さいほど、

予測帯も狭くなります。

予測間隔の表示は、予測したマークのマークタイプにより異なります。

予測マークタイプ 次を使用して予測間隔を表示

折れ線グラフ 帯

形、四角、円、棒、または円グラフ 箱ヒゲ図
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次の例では、予測データは薄く網掛けした円により示され、予測間隔は箱ヒゲ図で終わる線により

示されます。

予測の向上

各予測値について、[データ]ペインから予測メジャーの別のインスタンスを[マーク]カードの [詳細レベ

ル]シェルフにドラッグし、フィールドを右クリックしてコンテンツメニューを開き、利用可能ないずれかの

オプションを選択することで、予測の品質または精度を検証することを検討します。
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これらのオプションの説明については、フィールドの予測結果 次のページを参照してください。

このプロセスを繰り返して、各予測値の結果タイプを追加できます。結果タイプの変更に関する詳細

については、フィールドの予測結果 次のページの「予測フィールドの変更」を参照してください。

[詳細レベル]シェルフにこのような結果タイプを追加することで、予測データに基づくすべてのマークの

ツールヒントに、予測に関する情報を追加することになります。
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ビューに日付がない場合の予測

有効な日付がビューにない場合は、Tableauはビューの中から整数値を持つディメンションを探しま

す。そのようなディメンションを発見した場合、それを使用してビュー内のメジャー用の追加の値を予

測します。日付に関しては、予測されるメジャーを並べるのに整数ディメンションが選択されると、デー

タを分割するのに日付が使用されなくなります。そのような整数ディメンションが複数ある場合、

Tableauはその順に従います。

l [列 ]シェルフの整数ディメンション。そのような整数ディメンションが複数ある場合、最初のディ

メンションが使用されます (シェルフの最も左側のもの)。

l [行 ]シェルフの整数ディメンション。

l [ページ]シェルフの整数ディメンション。

l [マーク]カードの整数ディメンション。

Tableauが予測に整数ディメンションを使用している場合、[予測のオプション]と[予測の説明 ]ダイ

アログボックスは、予測が期間によって自動的に集計されることを示します。

フィールドの予測結果

Tableauは数種類の予測結果を提供します。これらの結果タイプをビューに表示するには、メジャー

フィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)して[予測結果 ]を選択し、いずれか
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のオプションを選びます。

以下のオプションがあります。

l 実績 & 予測—予測データによって拡張された実際のデータを示します。

l 傾向—季節性要素が除去された予測値を示します。

l 精度—設定した信頼水準の予測値から予測間隔の隔たりを示します。

l 精度 %—予測値のパーセントとしての精度を示します。

l 品質—0 (最悪 )から100 (最良 )までのスケールで予測の品質を示します。このメトリクスはス

ケールMASEであり、MASEは現在の期間の値が次の期間の値と同じことを想定するナイー

ブ予測のエラーに対する予測エラーの比率である、予測のMASE (Mean Absolute Scaled
Error:品質に使用される実際の式は、次のとおりです。

ナイーブ予測の品質は0です。一般的なMAPEメトリクスに比べてMASEメトリクスの利点

は、MASEはゼロを含む時系列に定義されますが、MAPEはそうではありません。また、MASE
はエラーに同等の重みを付けますが、MAPEはポジティブ/極端なエラーをより重視します。

l 予測間隔上限—将来の真の値が、高品質モデルを仮定する期間の信頼水準百分率にな

る値を示します。信頼水準のパーセント数は、[予測オプション]ダイアログボックスの [予測間

隔 ]設定で制御できます。予測オプションの設定 次のページを参照してください。

l 予測間隔下限—予測値より小さい90、95、または99%信頼水準を示します。実際の間隔

は、[予測オプション]ダイアログボックスの [予測間隔 ]設定で制御できます。

l インジケーター—文字列 [実際 ]は予測がアクティブでない場合に既にワークシートにある行、

[予想 ]は予測をアクティブにした場合に追加された行を示します。

l なし—このメジャーの予測データを表示しません。

予測の説明の情報は、ワークシートの説明にも含まれています。ワークブック内のフィールドと

シートの詳細の取得 ページ2619を参照してください。

新しいメジャーの予測

予測が既に有効になっている視覚化に新しいメジャーを追加すると、Tableauは未来の値を予測し

ようとします。

Tableau Software 2003

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



予測結果タイプの変更

メジャーの予測結果タイプを変更するには、メジャーフィールドを右クリック(MacではControlを押し

ながらクリック)し、[予測結果 ]を選択して、結果タイプを選択します。

予測オプションの設定

以下のような予測オプションを設定するには、[予測オプション]ダイアログボックスを使用します。

l 予測期間

l 予測を生成するソースデータの範囲と時間的な集計
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l 予測モデル

l 予測間隔

予測を有効にすると、[分析 ] > [予測 ] > [予測オプション]の順に選択して、[予測オプション]ダイアロ

グボックスを開くことができます。

予測期間

[予測期間 ]セクションでは、未来のどの時点まで予測するかを決めます。次のいずれかを選択しま

す。

l 自動 : Tableauにより、データに基づいて予測期間が決定されます。

l [完全一致 ]:指定した単位の数だけ予測を延長します。

l [まで]:将来の指定した時点まで予測を延長します。

ソースデータ

以下を指定するために[ソースデータ]セクションを使用します。

l [集計基準 ]:時系列の時間的な詳細を指定します。既定値 (自動 )を設定すると、推定に

最適な詳細レベルが選択されます。これは通常、視覚化の時間的な詳細 (つまり、予測の基

準となる日付ディメンション)と一致します。ただし、視覚化の時系列が短すぎて推定できない

ときには、視覚化より細かいレベルの予測モデルを推定することができ、それが望ましい場合も

あります。

注 :予測するのに日付ディメンションの代わりに整数ディメンションを使用している場合、

[集計基準 ]は常に [期間 ]です。ビューに日付がない場合の予測 ページ2002を参照し

てください。

l 最後を無視する:実際のデータの最後で予測モデルの推定に使用しない期間数を指定しま

す。この期間中は、実際のデータではなく予測データが使用されます。この機能を使用して、

予測を誤った方向に導く可能性のある信頼できない期間や末尾の一部分を切り捨てます。

[ソースデータ]セクションで指定した予想の詳細レベルが視覚化で指定したレベルより細かい

場合は、切り捨てた期間が予想期間になります。その結果、最後部分の実際の視覚化期

間が予測期間となる可能性があります。この予測期間は、予想レベルの実際の期間と予測

期間の集計です。対照的に、NULL値はゼロで埋められていないため、予測を行うためにフィ

ルターする必要があります。

l 欠落値をゼロで埋める:予測しようとしているメジャーに欠落値がある場合、それらの欠落値に

ゼロを入れるようにTableauに指定できます。
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予測モデル

[予測モデル]セクションでは、予測モデルの生成方法を指定します。

ドロップダウンを使用して、Tableauがすべてのモデル ([自動 ])、季節性コンポーネントがないモデル

([季節性のない自動 ])、または指定するモデル ([カスタム])に最適なものを選択するかどうかを指定

してください。

[カスタム]オプションを選択する場合、新しい2つのフィールドが [予測オプション]ダイアログボックスに

表示され、それを使用するとモデルに傾向文字および季節性文字を指定することができます。

2つのフィールドで選択肢は同じです。

l なし:傾向で [なし]を選択する場合、モデルでは傾向のデータが評価されません。季節で [な
し]を選択する場合、モデルでは季節性のデータが評価されません。

l 加算 :加算モデルでは、さまざまな独立した係数の影響を組み合わせると、分離した各計数

の影響の合計になります。ビューでは、加算した傾向、加算した季節性、またはその両方の

データを評価することができます。

l 乗算 :乗算モデルでは、さまざまな独立した係数の影響を組み合わせると、分離した各計数

の影響の積になります。ビューでは、乗算した傾向、乗算した季節性、またはその両方のデー

タを評価することができます。

視覚化に1つを超える時系列がある場合、同じカスタムモデルを使用して、カスタムオプションにより

強制的にそれらの時系列すべてが予測にされます。通常、この方法でモデルを制限すると、モデルの

自動選択で作成されるより、モデルの品質が低くなります。

乗算モデルの制約

l 予測になるメジャーに0以下の値が1つ以上ある場合、または一部のデータポイントが、その

他のデータポイントと比較して極めてゼロに近い場合にも、乗算モデルを使用することはでき

ません。
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l 結果の数値が不安定な可能性があるため、乗算した傾向および加算した季節を使用したモ

デルを指定することはできません。

予測間隔

予測間隔を90、95、または99パーセントに設定するか、カスタム値を入力します。この値は、次の2
つの場所で使用されます:

l 予測を含む予測帯。

l ビューでメジャーの予測結果タイプとして使用できる予測間隔オプション(予測間隔上限およ

び予測間隔下限 )。

予測サマリー

[予測オプション]ダイアログボックスの下部にあるテキストボックスには、現在の予測の説明が表示さ

れます。予測サマリーは、上記のいずれかの予測オプションを変更するたびに更新されます。予測に
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問題がある場合、このテキストボックスには、問題の解決に役立つ可能性のあるエラーメッセージが

表示されます。予測エラーの解決 ページ2013を参照してください。

予測の説明

[予測の説明 ]ダイアログボックスは、Tableauが視覚化用に計算した予測モデルについて説明しま

す。

予測が有効になっていると、[分析 ] > [予測 ] > [予測の説明 ]の順に選択して、このダイアログを開き

ます。

[予測の説明 ]ダイアログボックスの情報は読み取り専用ですが、[クリップボードにコピー]をクリックし

て、画面の内容をドキュメントに貼り付けることができます。

[予測の説明 ]ダイアログボックスには、[サマリー]タブと[モデル]タブがあります。

[予測の説明 ] – [サマリー]タブ

[サマリー]タブは、Tableauが作成した予測モデルと、データに見られる一般的なパターンを説明しま

す。

予測モデルの作成に使用されるオプション

このセクションには、Tableauが予測の作成に使用するオプションの要約が表示されます。これらのオ

プションは、Tableauによって自動的に選択されたか、[予測オプション]ダイアログボックスに指定した

ものです。

l 時系列—時系列を定義するために使用される連続日付フィールド。場合によっては、この値

は実際には日付ではない可能性があります。ビューに日付がない場合の予測 ページ2002を
参照してください。

l メジャー—値を予想するメジャー。

l 次の予測—予測の長さと日付範囲。

l 次に基づく予測—予測の作成に使用される実際のデータの日付範囲。

l 最後を無視する—無視する実際のデータの最後の期間の数。この期間には予測データが表

示されます。この値は、[予測オプション]ダイアログボックスの [最後を無視する]オプションに

よって決定されます。

l 季節性パターン—データに見られた季節的なサイクルの長さ。季節的なサイクルが予測に見

られなかった場合は [なし]。
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予測サマリー表

予測された各メジャーについて、予測を記述するサマリー表が表示されます。ビューがディメンションに

より複数のペインに分かれている場合、各表にディメンションを識別する列が挿入されます。サマリー

予測表には、次のフィールドがあります。

l 初期—最初の予測期間の値と予測間隔。

l 初期からの変更—最初と最後の予測推定ポイントの差異。2つのポイントの間隔は列ヘッ

ダーに表示されます。値がパーセンテージとして表されている場合、このフィールドには、最初の

予測期間からの変更率が表示されます。

l 季節変動の影響—これらのフィールドは、季節変動、つまり長い期間にわたって繰り返される

変動パターンがあることが特定されたモデルに表示されます。ここには、実績値と予測値を組

み合わせた時系列において、最後の完全な季節的サイクルを構成する季節性要素の最大

値と最小値が表示されます。季節性要素は、傾向からの逸脱を表すため、ゼロの前後で変

化し、季節を通じて合計がゼロになります。

l 貢献度—傾向と季節性が予測にどの程度貢献しているかを表した値。これらの値は常に

パーセンテージで表され、合計が100%になります。

l 品質—予測が実際のデータにどれほど適合しているかを示します。正の値はGOOD、OK、お
よびPOORです。ナイーブ予測は、次の期間の値が現在の期間の値と同等であると想定す

る予測として定義されます。品質はナイーブ予測に対して相対的に表され、OKは予測の方

がナイーブ予測よりエラーが少なく、GOODは予測のエラーがナイーブ予測のエラーの半分より

少なく、POORは予測の方がエラーが多いことを示します。

[予測の説明 ] – [モデル]タブ

[モデル]タブは、予測の基礎となるHolt-Winters指数平滑法モデルのさらに詳しい統計とスムージン

グ係数値を提供します。予測された各メジャーにつき、メジャーに対してTableauで作成された予測

モデルについて説明する表が表示されます。ビューがディメンションにより複数のペインに分かれている

場合、各表にディメンションを識別する列が挿入されます。表は次のセクションで構成されています。

モデル

[レベル]、[傾向 ]、または [季節 ]の各要素が、予測の作成に使用されたモデルの一部であるかを指

定します。各要素の値は、次のいずれかです。

l なし—要素がモデルに存在しません。

l 加算—この要素が存在し、他の要素に追加されて全体の予測値になっているものと判断され

ました。
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l 乗算—この要素が存在し、他の要素に乗算されて全体の予測値になっているものと判断さ

れました。

品質メトリクス

この値セットはモデルの品質に関する統計情報を提供します。

値 定義

RMSE:根平均二乗誤差

MAE:平均絶対誤差

MASE:平均絶対スケール誤差

MASEは、ナイーブ短期予測の誤差の大きさと比

較して誤差の大きさを比率で測定します。ナイーブ

予測は、今日の値が明日も同じであると仮定しま

す。そのため、MASE 0.5は、予測の誤差はナイー

ブ予測の誤差の半分の可能性があるという意味で

す。これは、MASE 1.0より良いということであり、ナ

イーブ予測に等しいということです。これは、すべての

値のために定義される正規化統計であり、誤差に

均等に重みをつけるため、異なる予測方法の品質

と比較するための優れた指標です。

一般的なMAPE指標に比べてMASE測定基準

の利点は、MASE基準はゼロを含む時系列に定

義されますが、MAPEはそうではありません。また、

MASEはエラーに同等の重みを付けますが、MAPE
はポジティブ/極端なエラーをより重視します。

MAPE:平均絶対パーセント誤差

MAPEは、データの大きさと比較して誤差の大きさ

を割合として測定します。したがって、MAPE 20 %
は、MAPE 60 %より良いということです。誤差は、モ
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デルが推定する反応値と、データ内の各説明値の

実際の反応値の間の差です。これは正規化統計

であるため、Tableauで計算される異なるモデルの

品質を比較するために使用されます。しかし、誤差

の種類によっては他の誤差より重みを付けるため、

比較によっては信憑性に欠けます。また、値がゼロ

のデータは定義されません。

AIC:赤池の情報量基準。

赤池弘次により開発されたAICは、モデル品質の

指標で、複雑なモデルを制限し、過適合するのを

防ぎます。この定義では、kは初期状態を含む推

定パラメーター数で、SSEは二乗誤差の合計で

す。

前述の定義では、変数は以下のとおりです。

変数 意味

t 時系列における期間のインデックス。

n 時系列の長さ。

m 季節 /周期における期間の数。

A(t) 期間 t時点でのタイムシリーズの実際の値。

F(t) 期間 ｔ時点での近似値または予測値。

残差 : e(t) = F(t)-A(t)

スムージング係数

データのレベル、傾向、季節的な要素の変化率に応じて、古いデータ値より新しいデータ値に重みが

付いてスムージング係数が最適化され、サンプル内短期予測誤差を最小限に抑えます。アルファは

レベルスムージング係数、ベータは傾向スムージング係数、ガンマは季節性スムージング係数です。

スムージング係数が1.00に近いほど、実行されるスムージングは少なくなり、迅速にコンポーネントを

変更し、最近のデータへの依存度を高くすることができます。スムージング係数が0.00に近いほど、

実行されるスムージングは多くなり、徐々にコンポーネントを変更し、最近のデータへの依存度を低く

することができます。
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予測のトラブルシューティング

このトピックでは、Tableauの予測機能を使用する際に生じる可能性のある問題について説明しま

す。

NULL予測

予測機能を使用しているときに、予測機能と互換性のない方法でビューを変更すると、NULL予測

が生じます。NULL予測が生じていることを示す最も明らかな兆候は、ビューに予測データが表示さ

れておらず、「予測なし」のテキストも表示されていないことです。Tableauで予測を作成できない理

由を表示するには、このメッセージにカーソルを合わせてください。

もう1つの兆候は、[マーク]カードの [予測インジケーター]フィールドに推定値ではなく実績値が表

示されていることです。

NULL予測を診断するには、[分析 ]メニューから[予測の説明 ]ダイアログボックスを開いて([分析 ] >
[予測 ] > [予測の説明 ])、エラーメッセージを確認します。次に、解決のヒントについて予測エラーの

解決 見開きページを参照します。

Tableauの [予測オプション]ダイアログボックス([分析 ] > [予測 ] > [予測オプション])には、エラーメッ

セージも表示されます。

NILL日付値が中央にある時系列の予測は計算できないため、データをフィルターするアクションは、

明示的か暗示的かを問わずNULL予測をトリガーする可能性があります。ツールヒントの [保持 ]コ
マンドと[除外 ]コマンドは、データを暗示的にフィルターできるアクションの例です。これらのコマンド

は、予測が表示されているときに削除される場合もあります。たとえば、2008年から2012年までの
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各四半期の売上に関する時系列があり、2010年第 2四半期の売上値を除外した場合は、時系

列が変則的になるため、NULL予測が発生します。そうではなく、2008年第 1四半期を除外した場

合、時系列は短くなりますが、規則性は保たれます。そのため、有効な予測が依然として可能になり

ます。

予測エラーの解決

Tableauがビューの予測を提供できない場合は、通常、ビューで日付値を変更することによって問題

を解決できます (日付レベルの変更 ページ1100を参照してください)。

予測エラーは、時系列の集計レベル (月、週など)が予測対象データにとって細かすぎるか、粗すぎる

場合に発生します。これにより、次で説明している"過剰データ"または「または "データ不足"エラーの

原因となります。日付の集計を行うと、予測機能が過剰な量のデータをメジャーから抽出しようとす

る、"過剰 NULL"状況が生じる可能性があります。たとえば、売上データの参照元の詳細レベルが

月単位である場合に、週ごとの集計を行うと、大量のNULL値が生じる可能性があります。

また、ビューの集計と([予測オプション]ダイアログボックスの [集計基準 ]フィールドを使用して)予測に

指定した集計の間に互換性がない場合にも問題が発生します。Tableauは、予測集計の詳細レベ

ルがビューの集計のそれより低い場合に予測を作成できますが、高い場合には予測を作成できませ

ん。予測集計の詳細レベルの方が高い場合でも、Tableauが使用することのできる厳格な階層がな

ければ、2つの値の間に互換性があることにはなりません (たとえば、四半期は3か月に均等に分割

できますが、月を週に均等に分割することはできません)。このような状況を回避するには、[集計基

準 ]を[自動 ]に設定します。

次のリストは、Tableauで無効な予測から発生する可能性のあるエラーと、その解決方法に関するア

ドバイスを示しています。

エラーメッセージ 解決のヒント

連続日付をビュー内の日

付フィールドから生成するこ

とはできません。

予測機能には、連続して解釈できる日付フィールドが必要です。日

付フィールドが明示的に連続していない場合は、そこに含まれている

日付レベルのいずれかが "年"でなければなりません。

このエラーが返されるのは、ビュー内に日付がない場合、ビュー内の

日付が階層全体を形成していない場合 (たとえば、日付に年と日が

含まれているが、月は含まれていない場合 )、または、ビュー内の日

付がサポートされていない階層 (たとえば、年、週、日 )を形成してい

る場合です。

予測するには、時系列が

短すぎます。

ビュー内の時系列を展開して、含める日付値の数を増やします。

このエラーが返されるのは、予測を誤った方向に導く可能性のある信
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頼できない期間や末尾の一部分を切り捨てた後で、データポイント

の数が3個以下になった場合です。

NULL日付値を含む時系

列の予測は計算できませ

ん。

日付フィールドをフィルターするか、詳細レベルの低い日付を使用す

る(たとえば、月から四半期に切り替える)ことによって、ビュー内の日

付フィールドからNULL値を排除します。

複数の異なる日付フィール

ドがビューに含まれている場

合は、予測を計算できませ

ん。

このエラーは、ビューに複数のデータフィールドがある場合に返されま

す。たとえば、注文日と出荷日の両方が同じビューにある場合、予

測することはできません。

[予測オプション]で選択さ

れている[集計基準 ]の値

は視覚化に対応していま

せん。

ビュー内の日付は、[予測オプション]ダイアログボックスの [集計基

準 ]の値と互換性がなければなりません。たとえば、[集計基準 ]が "
週"に設定され、ビュー内の日付が "月"に設定されている場合は、

このエラーが発生します。

2つの日付の互換性が保たれるように一方の日付を変更するか、

[集計基準 ]を"自動"に設定します。

欠落値が多すぎるため、予

測を計算できません。

このエラーは、ペインのデータ全体の40%以上が欠落している場合

に返されます。

[予測オプション]ダイアログボックスの [欠落値をゼロで埋める]を選

択しても、このエラーは解決されません。ディメンションを削除するか、

「週」から「月」など日付レベルを変更することで、高い詳細レベルに

データを集計します。

そうしない場合は、ソースデータを変更するか、別のソースからのデー

タを使用する必要があります。

予測するメジャーがありませ

ん。

このエラーは、予測できるメジャーがビュー内に存在しない場合に返

されます。予測メジャーは、[行 ]シェルフと[列 ]シェルフのいずれか、ま

たはマークカードに配置されていなければなりません。

予測するメジャーは数値で

なければなりません。

メジャーの中には、数値として解釈できないために予測できないもの

があります。

ディメンションの予測は計

算できません。

予測する値は、ディメンションではなくメジャーでなければなりません。
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予測を計算するデータが多

すぎます。

予測は、クエリからの結果セットが長過ぎる場合は実行できません。

制限は、約 10,000行です。予測を修正するには、より高いレベル

(たとえば、週の代わりに月 )で時系列の値を集計するか、データを

フィルターします。

過剰な数の行、列、または

色にデータが分かれている

ため、予測を計算できませ

ん。

一部のディメンションをフィルターまたは削除することによって、ビューを

簡素化してエラーを解決します。

ビューに表計算が含まれて

いるため、予測を計算でき

ません。

表計算が含まれていないバージョンのビューを作成します。

[フィルター]シェルフにメ

ジャーがあるため、予測を

計算できません。

[フィルター]シェルフからメジャーを削除します。

[メジャーの集計 ]が選択さ

れていないため、予測を計

算できません。

[メジャーの集計 ]は [分析 ]メニューのオプションです。Tableau での

データ集計 ページ171およびデータの非集計方法 ページ180を参照

してください。

ビューに割合計算が含まれ

ているため、予測を計算で

きません。

[パーセンテージ]は [分析 ]メニューのオプションです。Tableau での割

合の計算 ページ2573を参照してください。

[総計 ]または [小計 ]が有

効になっていないため、予

測を計算できません。

これらのオプションは、[分析 ]メニューの [合計 ]コマンドを使用して制

御します。ビジュアライゼーションでの合計の表示 ページ1297を参照

してください。

予測するメジャーに0以下

の値が1つ以上あるため、

乗算モデルで計算すること

はできません。

傾向セットおよび季節性セットを使用したカスタムモデルを乗算に作

成しました。この値を変更するか、予測モデルを[自動 ]に設定してく

ださい。

数値が不安定であるため、

乗算した傾向および加算

した季節を使用したモデル

を使用することはできませ

ん。

構成したカスタムモデルには、メッセージが説明しているエラーが含ま

れています。カスタムモデルの設定を変更するか、予測モデルを[自
動 ]に設定してください。
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時系列が短すぎるため、季

節性モデルを計算すること

はできません。

ビュー内の時系列を展開して、含める日付値の数を増やします。

一部のデータが残りのデー

タと比較して極めてゼロに

近いため、選択した乗算モ

デルを計算することはできま

せん。

構成したカスタムモデルには、メッセージが説明しているエラーが含ま

れています。カスタムモデルの設定を変更するか、予測モデルを[自
動 ]に設定してください。

予測モデリング

Tableauの予測モデリング関数は、線形回帰を使用して予測モデルを構築し、データに関する予測

を生成します。2つのテーブル計算 MODEL_PERCENTILEおよびMODEL_QUANTILEを使用す

ると、予測を生成したり、データ内の関係を明らかにしたりすることができます。これらは、外れ値の識

別、スパースデータまたは欠損データの値の推定、および将来の期間の値の予測に使用できます。

このセクションでは、Tableauで予測モデリング使い始めるために必要なすべてのドキュメントを紹介

します。

Tableauにおける予測モデリング関数の仕組み

ビジュアライゼーションに傾向線や予測を追加できるようになりましたが、さらにできることがあります。

統計エンジンの機能を使用してモデルを構築すると、データが傾向線や最適なラインの周りにどのよ

うに分布しているかを理解することができます。以前は、TableauをRおよびPythonと統合して高

度な統計計算を実行し、Tableauで視覚化する必要がありました。今は、予測モデリング関数を使

用して、データから予測を行って表計算に含めることができます。表計算の使用の詳細については、

「表計算を使用して値を変換する」を参照してください。

これらの予測モデリング関数を使用すると、変数を更新し、さまざまな予測変数の組み合わせで複

数のモデルを視覚化することで、ターゲットと予測変数を選択できます。任意の詳細レベルでデータ

をフィルター処理、集計、および変換することができ、モデル (つまり予測 )はデータに合わせて自動的

に再計算されます。

これらの関数を使用して予測計算を作成する方法の詳細な例については、「例 - 予測モデリング関

数を使用した女性の平均寿命の調査 ページ2044」を参照してください。
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Tableauで使用できる予測モデリング関数

MODEL_PERCENTILE

構文 MODEL_PERCENTILE(        

model_specification (optional),

target_expression,

predictor_expression(s))

定義 予測値が観測されたマーク以下である確率 (0から1の間 )を返します。マーク

は、ターゲット式と他の予測変数で定義されます。これは、累積分布関数

(CDF)とも呼ばれる事後予測分布関数です。

例 MODEL_PERCENTILE( SUM([Sales]),COUNT([Orders]))

MODEL_QUANTILE

構文 MODEL_QUANTILE(       

model_specification (optional),

quantile,

target_expression,

predictor_expression(s))

定義 指定した分位数で、ターゲット式と他の予測変数によって定義された推定範

囲内のターゲット数値を返します。これは事後予測分位です。

例 MODEL_QUANTILE(0.5, SUM([Sales]), COUNT([Orders]))

予測モデリング関数の能力

給与データを使用した例を、まずはMODEL_QUANTILEで見てみましょう。

次の例では、MODEL_QUANTILEを使用して、同じデータセットに対する予測分布の10パーセンタ

イルと90パーセンタイルを表示しています。統計エンジンは、既存のデータに基づいて線形回帰モデ

ルを使用し、各在職期間の最高給与が緑の線を下回る確率が90%であり、各在職期間の最低

給与が青い線を下回る確率が10%であると判断しました。

つまり、分位数を0.9に設定すると、モデルはこの時点のすべての給与が90%の緑の線以下になる

と予測しています。青い線は0.1つまり10%に設定されているので、10%の給与だけが青い線以下

になり、その逆 (90%)は青い線より上に表示されます。
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事実上これにより1つの帯が作られ、将来発生する可能性のあるポイントや観測されていないデー

タの80%がその帯の内部に入ると予測できます。

次に、データをさらに理解するために、MODEL_QUANTILEの逆関数であるMODEL_
PERCENTILEを見てみましょう。

MODEL_PERCENTILE関数を使用すると、データセットの外れ値を識別できます。MODEL_
PERCENTILEは、観測されたマークが各マークの予測値のどの範囲内にあるかをパーセンタイルで

示します。パーセンタイルが0.5に非常に近ければ、その観測値は予測される中央値に非常に近い

値です。パーセンタイルが0または1に近ければ、その観測値はモデルの予測範囲の下限または上

限の境界にあり、比較的予想外の値です。

以下では、MODEL_PERCENTILEを画像の上半分の給与のビジュアライゼーションに色として適

用し、どの値が最も期待されるかを理解できるようにしています。
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予測モデリング関数の構文の詳細

MODEL_QUANTILEとは?

MODEL_QUANTILEは、事後予測分位、つまり指定した分位数での期待値を計算します。

l 分位数 : 最初の引数は0から1の間の数値であり、どの分位を予測するかを示します。たとえ

ば、0.5は中央値を予測することを指定します。

l ターゲット式 : 2番目の引数は、予測するメジャーとなる「ターゲット」です。

l 予測変数の式 : 3番目の引数は、予測に使用する予測変数です。予測変数は、ディメンショ

ン、メジャー、またはその両方です。

結果は、可能性のある範囲内の数値です。

MODEL_QUANTILEを使用すると、信頼区間や、将来の日付などの欠損値を生成したり、基にな

るデータセットに存在しないカテゴリを生成したりできます。
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MODEL_PERCENTILEとは?

MODEL_PERCENTILEは、累積分布関数 (CDF)として知られる、事後予測分布関数を計算し

ます。これにより、MODEL_QUANTILEの逆数である0と1の間の特定の値の分位数が計算され

ます。

l ターゲット式 :最初の引数は、評価する値を識別する対象となるメジャーです。

l 予測変数の式 : 2番目の引数は、予測に使用する予測変数です。

l 追加の引数はオプションであり、予測を制御する場合に含めます。

計算の構文は似ていますが、MODEL_QUANTILEでは定義した分位数が引数として追加されま

す。

結果は、期待値がマークで表される観測値以下である確率です。

MODEL_PERCENTILEを使用すると、データベース内の相関とリレーションシップを表示できます。

MODEL_PERCENTILEが0.5に近い値を返す場合、観測されたマークは、選択した他の予測変

数を指定すると、予測値の範囲の中央値に近くなります。MODEL_PERCENTILEが0または1に

近い値を返す場合、観測されたマークは、選択した他の予測変数を指定すると、モデルが期待する

範囲の下限または上限に近くなります。

注 :予測変数として使用されるディメンションは、順序付きまたは非順序付きです。順序付きディメ

ンションとは、値をシーケンスできるディメンション(MONTHなど)です。非順序付きディメンションと

は、値に性別や色などの固有のシーケンスがないディメンションです。ガウスプロセス回帰を使用する

場合、この区別は重要です。このモデルと他のモデルの詳細については、予測モデルの選択 ページ

2023を参照してください。

上級ユーザーの場合、予測を制御するために含めることができるオプションの引数が他に2つありま

す。詳細については、予測モデリングの正則化と増強 ページ2066を参照してください。

何が計算されているか?

モデルの作成に使用する入力はマトリックスであり、各マークが行で、各マークに対して評価したター

ゲット式と予測変数の式が列となります。vizで指定された行は、統計エンジンによって計算される

データセットの行を定義するものです。

以下では、行 (つまりマーク)が役職で定義され、列がターゲット式 MEDIAN([Annual Rt])である例

を見てみましょう。これらに続いて、オプションで追加の予測変数 MEDIAN([Tenure in Months
(Measure)] (在職月数 (メジャー))とATTR([Department Generic (group)] (部門汎用 (グループ))を
見てみましょう。
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注 :いくつかの役職には、部門の下にアスタリスクが表示されています。これは、この役職が複数の部

門に存在し、Tableauではそれらのすべての役職が同じ部門にあるかのように扱うからです。さらに、

統計エンジンはレコードの数を考慮せず、各マークを可能性が同等にあるものとして扱います。これ

は、Tableauは集計されていないデータに対して表計算を実行できず、表計算の結果を集計できな

いためです。集計の詳細については、「Tableauでのデータ集計」を参照してください。

モデルの構築と予測の生成に使用するデータの詳細については、「予測モデリングにおける計算と

データ分割 ページ2036」を参照してください。

どのモデルがサポートされるか?

予測モデリング関数は、線形回帰、正規化線形回帰、およびガウスプロセス回帰をサポートします。

これらのモデルは、さまざまなユースケースと予測タイプをサポートするほか、制限も異なります。詳細

については、予測モデルの選択 ページ2023を参照してください。

予測変数の選択

予測変数は、計算フィールドを含む、データソース内の任意のフィールド(メジャーまたはディメンショ

ン)です。

注 :ディメンションを予測変数として使用する場合は、ATTRラッパー (例 :単に [State]でなくATTR
([State])を使用する必要があります。これは、通常、ディメンションがビジュアライゼーションの詳細レベ

ルに直接、または階層内で上位にある場合にのみ機能するためです。

たとえば、[市区町村 ]、[州 ]、および[地域 ]フィールドを含むデータセットがあり、[州 ]内に複数の [市区

町村 ]レコードが存在し、[地域 ]内に複数の [州 ]レコードが存在するとします。

[州 ]をマークとして使用するビジュアライゼーションでは、予測変数 ATTR([State])またはATTR
([Region])の両方が予測変数として機能します。ただし、視覚化された州の中に複数の市区町村

が存在しても予測変数として使用できないため、予測変数 ATTR([City])は *に変換されます。つま

り、vizよりも詳細レベルが低い予測変数を含めると、予測に値は追加されません。ほとんどの場合、

vizよりも詳細レベルが低い予測変数は *と評価されるため、すべて同じように扱われます。
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ただし、マークとして [市区町村 ]を使用するvizを同じデータセットを使用して生成する場合、ATTR
([City])、ATTR([State])、およびATTR([Region])はすべて予測変数として正常に使用できます。

ATTR関数の詳細については、「属性 (ATTR)関数を使用する場合」を参照してください。

ディメンションとメジャーは、予測変数として含めるために(ビューまたは viz内で)視覚化する必要は

ありません。詳細なガイダンスについては、「予測変数の選択 ページ2025」を参照してください。

推奨事項

予測計算の最適な使用方法は、次の通りです。

l Viz内の各マークが、集計されたデータではなく、製品、売上、個人などの個別のエンティティ

を表す、個々のレコードの値を予測すること。これは、1つのマークが100レコードで構成さ

れ、もう1つのマークがそれぞれ 1つのレコードで構成されている場合でも、Tableauは各マー

クを同等に見なすためです。統計エンジンは、マークを構成するレコードの数に基づいてマーク

の重み付けを行いません。

l 集計されたターゲット式にはSUMとCOUNTを使用して値を予測すること。

注 : AVG、MEDIAN、MIN、MAXを使用して集計されたターゲット式の値を、MODEL_QUANTILE
やMODEL_PERCENTILEで予測することは推奨されません。

制限事項

l 時系列を将来に拡張するには、計算フィールドを使用する必要があります。詳細について

は、「将来を予測する」を参照してください。

l 予測変数は、ビューと同じか高いレベルの詳細にする必要があります。つまり、ビューが州別に

集計される場合は、州または地域を予測変数として使用する必要があり、市区町村は使

用できません。詳細については、「予測変数の選択 ページ2025」を参照してください。

予測計算はいつ中断されるか?

使用しているモデルに関係なく、モデルが応答を返すためには、各パーティション内に少なくとも3つ

のデータポイントが必要です。

ガウスプロセス回帰をモデルとして指定した場合、このモデルは、1つの順序付きディメンション予測

変数と任意の数の非順序付きディメンション予測変数を使った予測計算に使用できます。メジャー

は、ガウスプロセス回帰計算では予測変数としてサポートされませんが、線形回帰計算および正規

化線形回帰計算で使用できます。モデルの選択の詳細については、予測モデルの選択 見開き

ページを参照してください。

計算でATTR[State]を予測変数として使用し、Vizにマークとして州が含まれているものの、市区町

村などのより低い詳細レベルの他のフィールドが含まれていない場合は、エラーが返されます。これを

防ぐには、マークと予測カテゴリの間に1対 1の関係がないことを確認します。
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これらの問題およびその他の予測問題の詳細については、「予測モデリング関数のエラーの解決」を

参照してください。

FAQ

複数の予測変数グループのマークはどうなりますか?

複数の予測変数グループ内に存在するデータから行を集計した場合、ATTR関数の値は複数の値

を持つ特殊な値になります。たとえば、複数の州に存在するすべての都市は、同じ予測値を持ちま

す (別の予測変数がない場合 )。予測変数を選択する場合は、vizと同じかそれ以上の詳細レベル

の予測変数を使用することをお勧めします。ATTR関数の詳細については、「属性 (ATTR)関数を

使用する場合」を参照してください。

ATTR集約が *値を返す場合はどうなりますか?

*は、他のもとは異なる値として扱われます。ATTRがすべてのマークに対して*を返す場合、本質的

には定数値の予測変数と同じであり、無視されます。これは、その予測変数をまったく含まないのと

同じです。

ATTRが一部のマークに対して*を返す場合、すべての *値が同じとみなされる1つのカテゴリとして

扱われます。このシナリオは、複数の予測グループにマークが存在する上記のシナリオと同じです。

[次を使用して計算 ]の表計算メニューオプションについてはどうですか?

これは、他の表計算における[次を使用して計算 ]と同じように機能します。詳細については、「予測

モデリングにおける計算とデータ分割 ページ2036」を参照してください。

エラーが発生する理由は?

予測モデリング関数を使用するときにエラーが発生する理由はいくつかあります。詳細なトラブル

シューティングの手順については、「予測モデリング関数のエラーの解決」を参照してください。

予測モデルの選択

予測モデリング関数は、線形回帰、正規化線形回帰、およびガウスプロセス回帰をサポートします。

これらのモデルは、さまざまなユースケースと予測タイプをサポートするほか、制限も異なります。

サポートされているモデル

線形回帰

線形回帰 (通常の最小二乗回帰またはOLSとも呼ばれる)は、予測と予測ターゲットの間に線形

関係を持つ予測変数が1つまたは複数あり、これらの予測変数が基礎となる同じ条件の影響を受

けず、同じデータの2つのインスタンス(たとえば、ドルとユーロで表される売上高 )を表さない場合に使
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用するのが最適です。線形回帰は、Tableauの予測モデリング関数の既定のモデルです。モデルを

指定しない場合は、線形回帰が使用されます。このモデルは、表計算の最初の引数として

"model=linear"を含めることによって明示的に指定できます。

例 :

MODEL_QUANTILE(     

"model=linear",

0.5,

SUM([Sales]),

ATTR(DATETRUNC('month',([Order Date]))

)

正規化線形回帰

正規化線形回帰は、2つ以上の独立変数の間に近似線形関係がある場合に使用するのが最適

であり、多重共線性とも呼ばれます。これは、実際のデータセットで頻繁に見られます。既定の線

形回帰の代わりに、このモデルを使用するには、表計算の最初の引数として"model=rl"を含めま

す。

例 :

MODEL_QUANTILE(     

"model=rl",

0.5,

SUM([Sales]),

ATTR(DATETRUNC('month',([Order Date]))

)

ガウスプロセス回帰

ガウスプロセス回帰は、時間や空間などの連続ドメインで予測を生成する場合や、変数と予測ター

ゲットの間に非線形関係がある場合に使用するのが最適です。Tableauのガウスプロセス回帰は、

予測変数として1つの順序付きディメンションを持つ必要がありますが、予測変数として複数の非

順序付きディメンションを含めることができます。メジャーは、Tableauのガウスプロセス回帰では予測

変数として使用できないことに注意してください。既定の線形回帰の代わりに、このモデルを使用す

るには、表計算の最初の引数として"model=gp"を含めます。
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注 :順序付きディメンションとは、値をシーケンスできるディメンション(MONTHなど)です。非順序付き

ディメンションとは、値に性別や色などの固有のシーケンスがないディメンションです。

例 :

MODEL_PERCENTILE(     

"model=gp",

AVG([Days to Ship Actual]),

ATTR(DATETRUNC('month',([Order Date])))

)

単純なヒューリスティックとして、以下の基準を使用してモデルを選択できます。

l 線形回帰 (既定 ):予測変数が1つしかなく、その予測変数がターゲットメトリクスに対して線

形関係を持つ場合に使用します。

l 正規化線形回帰 :複数の予測変数がある場合、特にそれらの予測変数がターゲットメトリク

スに対して線形関係を持ち、それらの予測変数が基礎となる類似の関係や傾向の影響を受

ける可能性がある場合に使用します。

l ガウスプロセス回帰 :時間予測変数または空間予測変数がある場合、またはターゲットメトリ

クスに対して線形関係を持たない可能性がある予測変数を使用する場合に使用します。

予測変数の選択

Tableauで予測モデリング関数を使用して予測計算を作成するには、予測変数を選択する必要が

あります。予測変数とは、結果変数 (目的変数や応答変数とも呼ばれます)を予測するために使用

する入力変数です。通常、予測変数には、よく知っている分野で、予測対象と強く相関しているた

め、優れた予測子となることが想定されるデータを使用します。ただし、選択した予測変数を評価し

て、正しい選択であったか確認してみることもお勧めします。常に少なくとも1つの予測変数を選択し

ますが、複数の予測変数を選択したい場合もよくあります。

まず、予測する対象を選択します。これは当たり前に聞こえますが、予測したいものに基づいて予測

変数を選択しているか確認することは、重要な最初のステップです。例えば、女性の平均寿命と最

も相関する分野は、男性の平均寿命と最も相関する分野とは大きく異なる可能性があります。同

様に、売上と最も相関する分野は、利益と最も相関する分野とは大きく異なる可能性があります。

もう1つ注意すべきは、既定では予測モデリング関数では基本にする統計モデルとして線形回帰が

使用されるということです。このモデルでは、最も相関性の高い予測変数は、ターゲットと線形関係に
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なります。サポートされている別のモデルの使用については、予測モデルの選択 ページ2023を参照し

てください。

予測変数の選び方をよく理解して課題に最適な予測を出せるように、女性の平均寿命データを見

てみましょう。続けるには、Tableau Publicからワークブック「予測変数を選択して予測する」をダウン

ロードしてください。

予測変数としてのメジャー

メジャーを予測変数として使用する場合、Tableauを使用するとターゲットとの相関関係を評価でき

ます。散布図を作成するのも1つの方法です。以下は、国の女性の平均寿命の中央値と、他の

様々なメジャーを比較したものです。

乳児死亡率や出生率などのメジャーは、散布図の負の傾きに見られるように、女性の平均寿命と

明確な負の相関関係があります。他のメジャーは、それほど明確ではありません。それでもはっきりと

わかることがもう1つあり、GDPの中央値、携帯電話の使用量の中央値、一人当たりの保険医療

費はL字型に分布しています。L字型の分布は、対数変換を使用するとより正確にデータを分析

できる可能性があることを示しています。列の値がすべて正の値であるかどうかも注意点です。

Tableauで対数変換を使用するには、ピルを編集して式をLOG関数でラップします。

これにより、スケールの両極端を区別するのが難しいL字型の分布から、スケールの両極端による

圧縮が少ない、より均一な分布へと導くことができます。
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他のL字型の分布でもこの操作を繰り返すと、次のようになります。

決定係数 (R二乗値 )

マークの分布が直線に近づくほど、2つのメジャー間の相関が強くなります。相関性は、傾向線を追

加すると評価しやすくなります。[分析 ]ペインから[傾向線 ]をビューにドラッグし、[線形 ]にドロップしま

す。傾向線にカーソルを合わせるとR二乗値 (決定係数 )がわかります。この値は、従属変数 (ター

ゲット)を独立変数 (予測変数 )がどの程度よく説明しているかを示しています。R二乗値が1に近い

予測変数は、R二乗値が0に近い予測変数よりも優れています。

散布図を見ると、女性の平均寿命の中央値の最良の予測値は、R二乗値が0.87の乳児死亡率

の中央値であることがわかります。

Tableau Software 2027

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/trendlines_add.htm
https://en.wikipedia.org/wiki/Coefficient_of_determination


その他の良い予測値は、出生率の中央値 (R二乗値 = 0.76)と対数変換した一人当たりの保険

医療費の中央値 (R二乗値 =0.56)です。

注 :ラインの傾きは、どの予測変数が最も高いR二乗値を持つかを明確に示すものではありませ

ん。X軸の目盛りは選択した特定の変数の範囲次第で変わるため、線の傾きは使用する特定の変

数によって大きく影響されます。

下の図では、女性の平均寿命の中央値に対して女性の平均寿命の中央値を視覚化したもので

す。結果として生じるビジュアライゼーションは傾き45°で完全に直線になります。予想通り、X軸の

値とY軸の値の間にはR二乗値が1の完全な相関関係があります。

いっぽう、以下に示すように、LOG(MEDIAN([GDP)])は他の傾向線よりも傾斜が急ですが、R二乗

値は0.169しかありません。これは、そのペインでX軸の目盛りをどのように取るかによるためです。
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次に、いくつかのマークが傾向線の傾きにどのように大きく影響するかを見てみましょう。ビジネス税率

の中央値の散布図を拡大すると、マークの大部分は0から1くらいの間の税率ですが、6つの国につ

いては2から3の間のはるかに高い税率であることがわかります。すべてのマークのR二乗値は

0.0879です。

ここで、6つのマークのクラスターを取り除くと何が起こるかを見てみましょう。
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傾向線はほぼ横ばいで、R二乗値は0.0006に低下します。ビジネス税率の中央値と女性の平均

寿命の中央値との間には、本質的に相関関係がないことを示しています。データを視覚化し、適切

な統計手法を使用して予測変数を選択する際には、結論に影響を与える可能性のある外れ値や

その他のデータ特性があるかどうかを慎重に検討することが重要です。

注 :サマリー統計で全体像を把握できない例については、「Anscombeのカルテット」を参照してくだ

さい。

予測変数としてのディメンション

ディメンションを予測変数として使用する場合も、同様の手順を使用して相関性を特定できます。

ただし、ターゲットとの関係のレベルでは、さまざまなディメンション間に大きな相違があることに気づく

かも知れません。たとえば、地域で細分化する場合、ある地域ではターゲットを予測する上で非常

に優れた予測変数であっても、別の地域では相関が大幅に少なくなる可能性があります。これは、

そのディメンションを予測変数として使用すべきではないという意味ではなく、追加のメジャーやディメ

ンションを使用することがモデルの改善に役立つかどうか、ひいては予測を改善するのに役立つかどう

かを検討することもできることを示唆しています。
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データセットの最良の予測変数は、乳児死亡率の中央値、出生率の中央値、および対数変換し

た一人当たりの保険医療費の中央値であると判断したので、vizを次の3つの変数に絞りましょう。

次に、[マーク]カードの [色 ]に[地域 ]を追加してデータを分割し、vizに何が起こるか見てみます。

予測変数間でR二乗値を比較する

各予測変数について、各地域の傾向線ごとにR二乗値がどのようになるか比較してみましょう。

上の表では、各予測変数の一番低いR二乗値が赤で強調表示され、2番目に低い値が黄色で

強調表示されています。
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ヨーロッパでは乳児死亡率の中央値と出生率の中央値に対してR二乗値が最も低く、アフリカでは

一人当たりの保険医療費の中央値 (赤で強調表示 )を対数変換したものに対してR二乗値が最

も低くなっています。また、アフリカでは乳児死亡率の中央値と出生率の中央値の両方に対してR
二乗値が低くなっています。

ディメンションを追加するとモデルに詳細な情報を提供でき、情報をより追加することで予測の品質

を向上させることができます。ただし、特定の区分 (この場合は地域 )内では、予測品質が向上した

り低下したりする可能性があります。場合によっては、特定のグループに最適な予測値であるメ

ジャーに基づいて、各区分のモデルを個別に作成したいことがあるかもしれません。

この例では、乳児死亡率はすべての地域で女性の平均寿命とかなり強い相関がありますが、アフリ

カとヨーロッパではやや弱いです。出生率の中央値はオセアニアとアジアでは優れた予測変数です

が、ヨーロッパの女性の平均寿命との相関はほとんどありません。対数変換した保険医療費の中央

値は、アフリカを除くすべての地域で妥当な予測変数です。4つのすべての予測変数 (乳児死亡

率、出生率、対数変換した保険医療費、地域 )で構築したモデルを使用すると、ヨーロッパとアフリ

カの国々では最も精度の低い予測になると予想できます。データをさらに詳しく調べると、ヨーロッパ

やアフリカにより適したモデルを構築するために使用できる、追加の予測変数または代替の予測変

数があるかどうかを確認できます。

予測モデリング関数の作成

適切な予測変数が見つかったので、予測モデリング関数を作成して適用し、実際の動作を確認し

ましょう。

1. 上部の [分析 ]メニューを開き、[計算フィールドの作成 ]を選択します。

2. [計算エディター]で計算に名前を付け、次の手順を行います。

o 計算に名前を付けます:Quantile_LifeExpFemale_
HealthExpend,BirthRate,Mortality,Region

o 次の式を入力します。

MODEL_QUANTILE(0.5,MEDIAN([Life Expectancy Female]),

LOG(MEDIAN([Health Exp/Capita])),

MEDIAN([Birth Rate]),

MEDIAN([Infant Mortality Rate]),

ATTR([Region]))

この計算は、選択した予測変数 (保険医療費、出生率、乳児死亡率、および地域 )に基づいて、

モデル化された女性の平均寿命の中央値の範囲にある中央値 (0.5)を返します。
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次に、実際の女性の平均寿命の中央値と予測された女性の平均寿命の中央値の両方を示す散

布図を作成します。

素晴らしい!予測は、各地域の実際の値とかなり一致しています。

もう1つ操作を行って、予測がマークから最も離れている場所を見つけましょう。Residual_
LifeExpFemale_HealthExpend,BirthRate,Mortality,Region という別の計算を次のように作成し

ます。

MEDIAN([Life Expectancy Female]) - [Quantile_LifeExpFemale_

HealthExpend,BirthRate,Mortality,Region]

この残差計算では、予測した中央値と実際の中央値の差が返されるため、女性の平均寿命の実

際の中央値と予測された中央値の差が最も大きい国がわかります。

次に、この残差計算を色 に適用します。
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上のvizでは、ほとんどの地域のほとんどの国では、予測した値と実際の値の差が小さいことがわか

ります。アフリカは、大きな差がある国の数が最も多い地域ですが、どのような違いがあるのかを確認

するために、もう1つ操作を行いましょう。

差は -17から+9の範囲にあるので、vizを±3年未満の差、±5年未満の差、±10年未満の差、

±10年以上の差があるグループに分けます。

Grouped_Residual_LifeExpFemale_HealthExpend,BirthRate,Mortality,Region というもう一

つの計算を次のように作成します。

IF [Residual_LifeExpFemale_

HealthExpend,BirthRate,Mortality,Region] <= 3

AND [Residual_LifeExpFemale_

HealthExpend,BirthRate,Mortality,Region] >= -3

THEN "±3"

ELSEIF [Residual_LifeExpFemale_

HealthExpend,BirthRate,Mortality,Region] <= 5

AND [Residual_LifeExpFemale_

HealthExpend,BirthRate,Mortality,Region] >= -5

THEN "±5"
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ELSEIF [Residual_LifeExpFemale_

HealthExpend,BirthRate,Mortality,Region] <= 10

AND [Residual_LifeExpFemale_

HealthExpend,BirthRate,Mortality,Region] >= -10

THEN "±10"

ELSE

"> ±10"

END

再び、計算を色 に追加します。

予測の大半は3年未満しかずれていなくて、10年以上ずれているのはごく一部であることがわかりま

す。全体的に、かなり良い予測です。

これは、このモデルを使用すると、女性の平均寿命の中央値が外れ値である国を正確に識別した

り、このデータが欠落している国の女性の平均寿命をモデル化して提供できることを意味しています。
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予測モデリングにおける計算とデータ分割

表計算に予測モデリング関数、MODEL_QUANTILEまたはMODEL_PERCENTILEを含めること

により、データからの予測を行います。

表計算においては、[次を使用して計算 ]の方向が指定されている必要があります。方向の指定や

区分が異なるディメンションが結果に与える影響の概要については、「表計算での値の変換 ページ

2482」を参照してください。

注 :表計算を追加するときには、区分 (スコープ)または方向の指定 (順序 )のいずれかに、詳細レベ

ルのすべてのディメンションを使用する必要があります。計算をグループ化する方法 (計算を実行する

対象となるデータの範囲 )を定義するディメンションは、区分の指定フィールドと呼ばれます。表計算

は、各区分内で別々に実行されます。表計算を実行する残りのディメンションは方向の指定フィー

ルドと呼ばれ、計算する方向を決定します。詳細については、「基本 :方向の指定と区分」を参照し

てください。

予測モデリング関数では、[次を使用して計算 ]オプションを使用して、予測モデルの構築に使用す

るデータセットを区分 (スコープ化 )します。
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予測モデリング関数には方向の指定 (順序 )という概念はありません。選択された予測変数に基づい

てマークごとに異なる結果をモデルが返すためです。つまり、累計であれば、方向を指定するディメン

ションがフィールドを追加する順序や結果を返す順序を決定しますが、予測モデリング関数では本質

的に順序がありません。ビジュアライゼーションで指定された詳細レベルで、関数のターゲットと予測

変数で定義されたデータから作成したモデルを使用して結果を計算します。そのデータには、日付

ディメンションなどの順序付き予測変数を使用しない限り、順序付けの概念はありません。

また、モデルの構築に使用するデータを定義するときは、ビジュアライゼーションの詳細レベルを常に使

用します。すべての表計算は vizと同じ詳細レベルで動作し、予測モデリング関数も例外ではありま

せん。

予測モデリング関数の推奨事項

予測モデリング関数を使用するときは、区分を作成するディメンションを指定して選択することを推奨

します。1つのvizまたはダッシュボードで複数の予測計算を行う可能性があるため、特定のディメン

ションを選択して区分すると、個々の関数に対して同じ参照元データセットを使用してモデルを作成

でき、同様のモデルの結果を比較できます。

Tableauで予測モデリング関数を使用する場合、モデルのさまざまな反復 (たとえば、さまざまな予測

変数の選択 )とさまざまなビジュアライゼーションの両方で、異なるインスタンス化を行っても一貫性を

維持することが重要です。方向性のある[次を使用して計算 ]オプションを使用した場合、視覚化さ

れたデータを少し変更するとモデルの構築に使用されるデータに大きな影響を与え、異なるビジュアラ

イゼーションにわたる有効性と整合性に影響を与える可能性が広がります。

ディメンションの選択

以下の例では、Tableau Desktopに付属しているサンプル - スーパーストアのデータソースを使用しま

す。

ディメンションを選択すると、Tableauはそのディメンション全体で予測モデルを構築することに注意し

てください。つまり、区分するディメンションとして[Order Date]を選択すると、Tableauは設けられたそ

の他の区分の中でデータを使用しますが、[Order Date]の値の順番に沿ってデータを使用します。

下の図は、モデルの構築に使用されるデータを黄色で強調表示し、モデルの出力をオレンジ色で強

調表示しています。この例では予測変数がないため、すべての応答は特定のサブカテゴリ内で同一

であり、最適な予測変数を選択するとより意味のある結果を生成できます。最適な予測変数の詳

細については、「予測変数の選択 ページ2025」を参照してください。
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同様に、区分するディメンションとしてサブカテゴリが選択されていると、次のようにTableauは指定さ

れた月の中で、複数のサブカテゴリの順番に沿ってデータを使用します。データをさらにペインに分割

する場合は、モデルを構築する際にペインの境界に注意する必要があります。

区分に関する注意事項

データを視覚的に区分すると、モデルの構築や予測の生成に使用するデータに大きな影響を及ぼし

ます。より高い詳細レベルを追加すると(たとえば、1つのシェルフに都道府県と市区町村の両方を

含むなど)、データは高いLODで区分されます。これは、ピルがシェルフに置かれる順序に関係なく

当てはまります。たとえば、これらは同じ予測を返します。

ピルを追加して詳細レベルを変更すると、データが [行 ]や [列 ]シェルフ、[マーク]カードの [色 ]、[サイ

ズ]、[ラベル]、[詳細 ]、[図形 ]などに追加された場合は、データが区分されます。ツールヒントに別の

詳細レベルでピルを追加しても、データは区分されません。

下の例では、カテゴリとサブカテゴリのピルが両方とも行にあるため、モデルはカテゴリによって自動的

に区分されます。予測計算は、上位のピルであるカテゴリの境界内のサブカテゴリ全体で計算されて

います。
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これは、予測変数の適用方法に影響を与えます。以下の例を見てみましょう。この例では、3つの

MODEL_QUANTILEの表計算が適用されます。

Predict_Sales_City Predict_Sales_State Predict_Sales_Region

MODEL_QUANTILE

(0.5,sum([Sales]),

ATTR([City]))

MODEL_QUANTILE

(0.5,sum([Sales]),

ATTR([State]))

MODEL_QUANTILE

(0.5,sum([Sales]),

ATTR([Region]))

3つすべての場合で [次を使用して計算 ] > [市区町村 ]を選択しました。ノースカロライナ州のいくつ

かの市区町村を見てみましょう:
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異なる予測変数を使用しているにもかかわらず、3つの計算結果は指定した州ですべて同じになり

ました。

[行 ]シェルフから[地域 ]を削除しても結果は変わらず、指定した州の中で同じです。

ただし、行シェルフから[州 ]を削除すると、計算ごとに異なる結果が表示されます。
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どういうことでしょうか。

最初の例では、[行 ]シェルフの地域と州が市区町村を区分しています。そのためPredict_Sales_
City、Predict_Sales_State、Predict_Sales_Regionのモデルは、同じデータを受け取り、同じ予

測を生成しています。

すでに州と地域内のデータを視覚的に区分しているので、モデルに値を追加する予測変数はなく、

結果に影響はありません。

[行 ]シェルフから[地域 ]を削除しても、州で区分されているため、モデルの構築に使用されるデータに

変更はありません。同じように、すでに州内のデータを視覚的に区分しているので、いずれの予測変

数もモデルに値を追加したり、結果に影響を与えたりしません。
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ただし、州を削除するとデータの区分が解除され、計算ごとに異なる予測が表示されます。どういう

ことか詳しく見てみましょう。

Predict_Sales_Cityの場合、ATTR([City])を予測変数として使用しています。これは vizと同じ詳

細レベルであるため、値を追加することなく無視されます。すべての市区町村の売上を集計して統

計エンジンに渡し、売上の予測を計算しています。他の予測変数は含まれていないので、市区町

村ごとに同じ結果が表示されます。1つまたは複数のメジャーを含めていれば、結果にばらつきが見

られます。
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Predict_Sales_State の場合、ATTR([State])を予測変数として使用しています。予測変数 は、す

べての市区町村データを州別に区分しています。1つの州の中では同じ結果が得られ、異なる州で

は別の結果が得られると予想されます。

しかし、必ずしもそのようにはなりません。キャリー市、チャペルヒル市、シャーロット市は、予想通り

2,084ドルと同じ予測をしています。しかし、バーリントン市は9,366ドルという異なる予測をしていま

す。

これは、複数の州 (アイオワ州、ノースカロライナ州、バーモント州 )に「バーリントン」という名前の市が

存在するためです。そのため、州は「複数の値」を意味する*に解決されています。州が *に解決され

るすべてのマークは一緒に評価されるため、複数の州に存在する他の市も予測が9,366ドルになるこ

とになります。
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Predict_Sales_Regionの場合、ATTR([Region])を予測変数として使用しています。予測変数

は、すべての市区町村データを地域別に区分しています。1つの地域の中では同じ結果が得られ、

異なる地域では別の結果が得 られると予想されます。

バーリントン市は複数の地域 (中部、東部、南部 )に存在するため、地域は *に解決されます。バー

リントン市の予測は、複数の地域に存在する各市区町村と同じものになります。

このように、ディメンションの予測変数が、ビジュアライゼーションの詳細レベルと区分の両方に正しく

配置されていることを確認することは非常に重要です。任意のディメンションでビジュアライゼーション

を細分化すると、意図しない影響が予測に反映される可能性があります。

例 -予測モデリング関数を使用した女性の平均寿命の調査

この例では、Tableauに付属している、世界指標の保存済みデータソースを使用します。予測モデ

リング関数 MODEL_QUANTILEとMODEL_PERCENTILEを使用して、一人当たりの保険医療

費、女性の平均寿命、出生率の関係を調べます。

まず、各国の保険医療費と女性の平均寿命を比較するビジュアライゼーションから始めましょう。手

順に従って作成済みのビューとダッシュボードにアクセスし、ソリューションを表示するために、Tableau
Publicから次のワークブックをダウンロードしてください:「女性の平均寿命の予測モデリング」
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MODEL_PERCENTILEの使用

まず、表示されているマークの平均寿命と保険医療費を評価します。これにより、Tableauはこれら

のマークからモデルを構築し、モデル内の各パーセンタイルを返します。

ステップ1:予測計算を作成する

Tableau DesktopではなくTableau ServerまたはTableau Cloudを利用してWeb上で作成したい

場合は、ワークブックをTableau Serverにパブリッシュしてください。[ワークブック]をクリックしてワーク

ブックを選択してから、[アクション]にある[ワークブックの編集 ]を選択します。

ワークブックを開くと、いくつかのシートが含まれていることを確認できます。これらのシートを使用して

ビューを作成します。

1. スターターワークブックで、[パーセンタイルスターター]シートをクリックします。

2. 上部の [分析 ]メニューを開き、[計算フィールドの作成 ]を選択します。

3. 計算エディターで、次の手順を実行します。
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o 計算に名前を付けます:保険医療費に対する平均寿命の比率

注 :スターターワークブックの手順では、この例で使用している計算とは異なる名前が

表示されます。ここで説明するようにフィールドに名前を付けることができますので、重

複して作成する必要はありません。ソリューションの名前は異なるかもしれませんが、ビ

ジュアライゼーションは同じように見えるはずです。

o 次の式を入力します。

MODEL_PERCENTILE(AVG([Life Expectancy Female]), LOG(MEDIAN

([Health Exp/Capita])))

この計算では、平均寿命を目標式として使用し、保険医療費の中央値を予測変数

として使用しています。ここでは、保険医療費の軸と予測変数に対数変換を使用し

ています。

注 :このデータセットは非常に大きな値に偏っているので、対数目盛を使用してデータ

を変換しました。これは、他の値よりもはるかに大きな値がいくつかあるデータを分析す

るときに役立ち、データの傾向と関係を特定しやすくなります。

4. [OK]をクリックします。

予測計算が [データ]ペインに計算フィールドとして追加されます。

ステップ2:ビューに予測計算を追加する

上記のvizでは、女性の平均寿命に対する各国の保険医療費を2012年でフィルターリングして見

ることができます。

次に、MODEL_PERCENTILE計算をビューに追加し、どのような洞察を得ることができるかを見て

みましょう。

1. [保険医療費に対する平均寿命の比率 ]をマークカードの [色 ]にドラッグします。

2. ピルのドロップダウン矢印をクリックし、[次を使用した計算 ] > [国 /地域 ]を選択します。

3. マークカードで [色 ]をクリックし、[色の編集 ]をクリックします。

o [パレット]で [オレンジ - 青の分岐 ]を選択します。

o [ステップカラー] のチェックボックスを選択します。

o [反転 ] のチェックボックスを選択します。

4. [OK]をクリックします。
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保険医療費のレベルに応じて、平均寿命が予想よりも高い国と低い国の分布を見ることがで

きます。一般的に、濃い赤いマークは平均寿命が保険医療費のレベルに対して長いことを示

し、濃い青のマークは短いことを示し、灰色のマークはモデルの期待値に近いことを意味しま

す。

ステップ3:色で結果をグループ化する

分析を簡単にするために、新しい計算の中で予測計算を使用して、結果をグループ化しましょう。グ

ループを作成して、90パーセンタイルを超えるマークと10パーセンタイルより下のマークをグループにま

とめ、80~90パーセンタイル範囲のマークと10~20パーセンタイル範囲のマークをグループにまとめま

す。また、null値のマークを強調表示し、後で別の予測モデリング関数 MODEL_QUANTILEを使用

して取り上げます。
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1. 計算エディターで、次の手順を実行します。

o 計算に名前を付けます:色で分けた比率

o 次の式を入力します。

IF

ISNULL([Percentile Expectancy vs Spending])

THEN "Null"

ELSEIF [Percentile Expectancy vs Spending] >=0.9 OR

[Percentile Expectancy vs Spending] <=0.1

THEN "<10th & >90th percentile"

ELSEIF [Percentile Expectancy vs Spending] >=0.8 OR

[Percentile Expectancy vs Spending] <=0.2

THEN "<20th & >80th percentile"

ELSEIF [Percentile Expectancy vs Spending] >=0.7 OR

[Percentile Expectancy vs Spending] <=0.3

THEN "<30th & >70th percentile"

ELSEIF [Percentile Expectancy vs Spending] >=0.6 OR

[Percentile Expectancy vs Spending] <=0.4

THEN "<40th & >60th percentile"

ELSE "50th percentile +-10"

END

2. 新しい計算をマークカードの [色 ]に追加します。

3. ピルのドロップダウン矢印をクリックし、[次を使用した計算 ] > [国 /地域 ]を選択します。

4. マークカードで [色 ]をクリックし、[色の編集 ]をクリックします。

o 傾向を見やすくするために色を調整します。ここでは [交通信号 ]のカラーパレットを使

用し、Nullの場合はグレーを使用しましょう。

5. [OK]をクリックします。
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隅にあるオレンジ色のマークを見ると、米国は女性の平均寿命が81歳であるのに対して、1
人あたり8,895ドルの保険医療費を支払っていることがわかります。X軸に沿って左に移動す

ると、他の国では平均寿命が同じで保険医療費が少ないことがわかります。

モデルを使用すると各点の関係の強さを評価することができます。米国はモデルが予測する範

囲の上限に近い位置にあります。

ステップ4:平均寿命と出生率を比較する

次に、女性の平均寿命と出生率を比較するvizを見てみましょう。出生率と女性の平均寿命の間

には負の相関関係があることに注意してください。ただし、これは出生率が高いために女性の平均寿

命が短くなることを意味するものではありません。このデータのビューでは表示されていない、出生率と

女性の平均寿命の両方に影響を与える要因が他にある可能性があります。モデルを追加して、保

険医療費に対して女性の平均寿命が長いまたは短いとモデルが予測するところを見てみましょう。
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1. [出生率 ]シートで、[色で分けた比率 ]の予測計算をマークカードの [色 ]に追加して、ビュー

に表示します。

2. ピルのドロップダウン矢印をクリックし、[次を使用した計算 ] > [国 /地域 ]を選択します。

3. マークカードで [色 ]をクリックし、[色の編集 ]をクリックします。以前と同じように[交通信号 ]パ
レットとNullのグレーを使用して色を編集します。

4. [OK]をクリックします。
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これで、データが細かく区分されました。右下隅の赤い帯は、平均寿命が最も短いが出生率

が最も高く、平均寿命に対する保険医療費が低いところです。左上象限にある2つの赤い

マークは、アルバニアとアルメニアを選び出したものですが、両国の女性の平均寿命は長く、出

生率は低く、保険医療費は低いことがわかります。

ご覧のように、MODEL_PERCENTILEを使用すると、これら2つの国が外れ値であることを識

別できました。どちらの国も保険医療費は比較的低いにもかかわらず、出生率の観点では平

均寿命は比較的長いままです。
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それでは、他の予測モデリング関数 MODEL_QUANTILEを使用して分析を続ける方法を見

てみましょう。

MODEL_QUANTILEの使用

MODEL_QUANTILEを使用して、指定の目標パーセンタイル、目標式、予測変数に対する数値

予測を生成します。これは、MODEL_PERCENTILEの逆関数です。

結果にはいくつかのnull値があり、一部の国には保険医療費のデータがないことを思い出してくださ

い。これらの足らない値を推定するには、MODEL_QUANTILEを使用します。

ステップ1:予測計算を作成する

次の計算はすでに行いました。

MODEL_PERCENTILE(AVG([Life Expectancy Female]), LOG(MEDIAN([Health

Exp/Capita])))

まず、この関数を逆にして、女性の平均寿命に基づく保険医療費を予測します。

1. スターターワークブックで、[分位数スターター] シートをクリックします。

2. 上部の [分析 ]メニューを開き、[計算フィールドの作成 ]を選択します。

3. 計算エディターで、次の手順を実行します。
o 計算に名前を付けます: 保険医療費に対する平均寿命の分位数

o 次の式を入力します。
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POWER(10, MODEL_QUANTILE(0.5, LOG(MEDIAN([Health

Exp/Capita])), AVG([Life Expectancy Female])))

この計算を分解して理解を深めましょう。

l まず、MODEL_QUANTILEは最初の引数が0.5であり、何の百分位数を予測

するか指定しています。

l 目標の式は、一人当たりの保険医療費の中央値です。

l 予測変数は、女性の平均寿命です。

l さらに、関数をPOWER関数の内部にラップしていて、対数変換された目標の

式を金額に変換しています。

4. [OK]をクリックします。

予測計算が [データ]ペインに計算フィールドとして追加されます。

ステップ2:ビューに予測計算を追加する

1. [保険医療費に対する平均寿命の分位数 ]をマークカードの [ツールヒント]にドラッグします。

2. ピルのドロップダウン矢印をクリックし、[次を使用した計算 ] > [国 /地域 ]を選択します。

3. マークカードの [ツールヒント]をクリックし、MODEL_QUANTILE予測の行を追加します。

o ツールヒント行に名前を付けます:女性の平均寿命から予測した保険医療費

o [挿入 ]をクリックして計算を選択し、vizを操作するときにツールヒントにマークの一意の

予測が動的に表示されるようにします。

4. [OK]をクリックします。

今のところ、MODEL_QUANTILE計算には、女性の平均寿命という1つの予測変数しかあり

ません。左から右に移動して、平均寿命が同じであるマークのツールヒントを表示すると、それ

ぞれに同じ予測保険医療費があることに注意してください。インドネシアの平均寿命から予測

される保険医療費は336ドルですが、フィジー、エジプトなど、女性の平均寿命が同じ他の国

も同様です。
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これは、各マークに対して同じ予測値の保険医療費をモデルが与えるためです。使用してい

る予測変数が1つだけ (女性の平均寿命 )のため、予測変数が同じ値を持つすべてのマーク

に対して、モデルは同じ結果を返します。予測変数を追加することで、モデルにさらにニュアン

スを追加できます。

ステップ3: 2番目の予測変数を使用して予測を追加する

予測を作成するときは、どのフィールドがターゲット値に対して良い予測変数になるかを検討し、それ

らを計算に含める必要があります。ディメンションとメジャーはいくつでも組み合わせることができます。

たとえば、予測変数としてGDPや人口など、その他のフィールドを追加して予測を改善できます。こ

こでは地域を追加しましょう。

1. 計算エディターで、次の手順を実行します。

o 計算に名前を付けます:平均寿命と地域に対する保険医療費の分位数

o 前の計算と同じ次の式を入力し、予測変数として[地域 ]を追加します。

POWER(10, MODEL_QUANTILE(0.5, LOG(MEDIAN([Health

Exp/Capita])), AVG([Life Expectancy Female]), ATTR

([Region])))

2. [OK]をクリックします。

3. 次に、マークカードの [ツールヒント]に新しい計算を追加します。

4. [ツールヒント]をクリックし、「女性の平均寿命と地域から予測した保険医療費」のように新し

い予測を説明する行を追加します。

これで、ツールヒントに両方の予測が表示されます。

ステップ4:実際の値と予測値を比較する

分析の最後のステップとして、実績値と予測値を組み合わせた予測計算を作成します。この例で

は、データがある場合は実際の保険医療費を表示し、データがない場合は保険医療費の予測値

を表示します。
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1. 計算エディターで、次の手順を実行します。

o 計算に名前を付けます:保険医療費の実績値と予測値

o 予測の数値を返す、次の式を入力します。

ROUND(IFNULL(AVG([Health Exp/Capita]),[Quantile_HE/Cap_

LEF,Region]),0)

2. [OK]をクリックします。

3. 次のように別の計算を作成します。

o 計算に名前を付けます:保険医療費の実績値と予測値のタグ

o 上記の計算のラベルとして機能する、次の式を入力します。

STR(IF ISNULL(AVG([Health Exp/Capita])) THEN "(Estimate)"

ELSE "(Actual)" END)

4. [OK]をクリックします。

5. 両方の計算をマークカードの [ツールヒント]に追加します。

6. [ツールヒント]をクリックし、新しい計算を説明する行を追加します。

o 一人当たりの保険医療費 (実績値または予測値 ):

o これらの新しい計算を順次挿入します。

7. [OK]をクリックします。

これで、Vizを操作するときに、各国の一人当たりの保険医療費を確認したり、データから実

際の値が欠落していた場合 (null)には予測値を表示したりできます。
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このように、Tableauで予測モデリング関数を使用すると、データに関する洞察を得ることがで

きます。

時系列ビジュアライゼーションにおける予測モデリング関数

このドキュメントでは、時間軸を将来に拡張するために必要な手順について説明します。予測モデリ

ング関数を使用して、将来の日付に対する予測を行うことができます。

以下の例に沿ってその方法を確認します。

ステップ1:ビジュアライゼーションを作成する

1. Tableau Desktopで、Tableauに付属のサンプル -スーパーストア保存済みデータソースに接

続します。

2. ワークシート[シート1]に移動します。

3. [データ]ペインから、"Order Date (オーダー日 )"ディメンションを[列 ]シェルフにドラッグします。

4. メジャーのコンテキストメニューを開き、リストレベルを[月 ]と[年 ]に変更します。
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5. [利益 ]を[行 ]シェルフにドラッグします。

ステップ2:予測計算を作成する

1. 上部の [分析 ]メニューをクリックして開き、[計算フィールドの作成 ]を選択します。

2. 計算エディターで、次の手順を実行します。

o 計算に名前を付けます:利益中央値の分位数予測

o 次の式を入力します。

MODEL_QUANTILE(0.5, SUM([Profit]),ATTR(DATETRUNC

('month', [Order Date])))

MODEL_QUANTILE関数は、指定した分位数で、入力した予測変数に基づいて値を予測

します。この例では分位数 = 0.5であり、中央値を予測します。利益を予測したいので、ター
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ゲット式はSUM([Profit])です。過去のパフォーマンスに基づいて予測を行いたいので、予測

変数として日付を含める必要があります。

注 :予測モデリング関数では、集計された引数と集計されていない引数を混在させることはで

きません。ターゲット式は集計式でなければならないので、予測変数も集計されている必要

があります。この例では、ATTR(DATETRUNC(‘month', [Order Date]))を使用しています。

ATTR関数の詳細については、「属性 (ATTR)関数を使用する場合」を参照してください。

3. 終了したら、[OK]をクリックします。

予測計算が [データ]ペインに計算フィールドとして追加されます。

ステップ3:ビューに予測計算を追加する

1. 予測計算をSUM(Profit)の右側の [行 ]シェルフにドラッグします。

2. メジャーを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[二重軸 ] を選択します。

3. 二重軸のグラフで2本の軸を揃えて同じ目盛りを使用するには、第 2軸 (この例では利益中

央値の分位数予測 )を右クリック(Macではコントロールを押しながらクリック)して[軸の同期 ]
を選択します。これにより、2つの軸の目盛りが揃います。
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ステップ4:日付範囲を拡張し、データの密度を高くする

最後のステップでは、現在の日付範囲を超えるマークを追加できるように、水平軸を将来の日付まで

拡張します。

1. これを行うには、MONTH (発注日付範囲 )フィールドのコンテキストメニューを開き、[日付範

囲の拡張 ]を選択します。

2. [日付範囲の拡張 ]ダイアログで、軸を16か月延長してみましょう。

Tableauは、水平軸を拡張してビューを自動的に更新したので、これらの将来の日付の予測

が含まれるようになりました。
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青い [Profit (利益 )]の線がグラフの端まで伸びていません。一方、予測計算を表すオレンジ

色の線は、グラフ[Quantile Predict Median Profit (利益の予測中央変位値 )]は、グラフ

の端まで伸びています。将来の日付での予測利益の計算はデータの高密度化の1つの例

です。Tableauが欠落した値を補完するためにビュー内に追加のマークを作成すると計算が

行われます。基になるデータソースにデータは追加されません。マークが生成され、ビューに追

加されるだけです。

注 :日付範囲を将来まで拡張すると、Tableauは [分析 ]メニューの [Infer Properties from
Missing Values (欠落した値からプロパティを推測する)]オプションを自動的に有効にします。これ

により、予測計算が行われ、欠落した値が補完されます。このメニューオプションの詳細については、

「生成されたマークを使用した予測モデリング下」を参照してください。

データの高密度化についての詳細は、Data Plus Scienceのデータ高密度化についての投稿を参照

してください。

生成されたマークを使用した予測モデリング

Tableauを一定期間使用している方は、「データの高密度化」という言葉を聞いたことがあるかもし

れません。データの高密度化は、参照元データソースのレコードでサポートされていないマークであっ
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ても、Tableauによってマークが生成され、ビューに追加されるプロセスを指します。このプロセスは、日

付軸を拡張するために、または予測モデリング関数を使用している場合は予測を表示するために実

行される場合があります。

ビデオを視聴する:データの高密度化に関する詳細については、TC19のプレゼンテーション「データを

どのように操作しましたか?データの帰属化と高密度化の詳細」を参照してください。

詳細 : Data Plus Scienceによるデータの高密度化に関するブログ投稿を参照してください。

欠落した値に関する予測を計算する

たとえば、将来の日付の予測を追加する必要がある場合があります。既定では、Tableauで欠落し

た値は表示されませんが、次の手順を実行して、これらのマークを生成できます。

1. 日付ヘッダーまたはビンヘッダーを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)します。

2. [欠落した値を表示 ]を選択します。
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ただし、これだけでは生成されたマークに関する予測を行うのに十分ではありません。これらの

マークに対して計算を実行しようとすると(予測計算かどうかに関係なく)、TableauはNULL
値を返します。これらのマークは存在しない欠落値に基づいているため、これは予期された動

作です。

これらの欠落した値に関する予測を行うには、上部の [分析 ]メニューを開き、[欠落した値の

プロパティを推測 ]を選択します。
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注 :既定の設定では、[欠落した値を表示 ]がオンの場合でも、[欠落した値のプロパティを推

測 ]がオフになっています。[欠落した値を表示 ]を使用して展開できるフィールドまたは軸に

は、この設定を適用できます。
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生成されたマークに関する予測の例

ここで、この動作について詳しく説明します。[欠落した値を表示 ]と[欠落した値のプロパティを推測 ]
の設定のどちらかまたは両方がオン/オフになっているかどうかに応じて、ビジュアライゼーションにどのよ

うな影響があるかを示した3つの図を比較します。続けるには、Tableau Publicからワークブック「欠

落した値に関する予測」をダウンロードします。

ATTR(DAY([Order Date]))を予測変数として使用した予測が含まれています。これはデータの最適

な予測変数ではありませんが (不十分な予測を生成します)、この記事の目的に沿う形で、[欠落し

た値のプロパティを推測 ]の適切な図を示しています。

以下に示すように、各 Vizでは、[行 ]シェルフに4つの同じメジャーが含まれています。

l 行 1: SUM([Profit])
l 行 2: RUNNING_SUM(SUM([Profit]))
l 行 3: ATTR(DAY([Order Date]))
l 行 4: MODEL_QUANTILE(0.5, SUM([Profit]),ATTR(DAY([Order Date])))

図 1

上の図では、[欠落した値を表示 ]と[欠落した値のプロパティを推測 ]の両方がオフになっています。

これは、Tableauの既定の設定です。

[欠落した値のプロパティを推測 ]がオンで、[欠落した値を表示 ]がオフになっている場合、同じViz
が表示されます。これは、[欠落した値のプロパティを推測 ]は、[欠落した値を表示 ]がオンになって

いることに依存するためです。
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図 2

上の図では、[欠落した値を表示 ]がオンで、[欠落した値のプロパティを推測 ]がオフになっています。

既定の設定では、[欠落した値を表示 ]がオンの場合でも、[欠落した値のプロパティを推測 ]がオフに

なっています。

この状況では、欠落した値 のATTR on DAY([Order Date])の値は計算されないことに注意してくだ

さい (行 3)。高密度化された日付の予測は生成されますが、行 3に示すように実際のATTR(DAY
([Order Date]))を推測することができないため、すべての欠落した日付の予測は同じになります。事

実上、これらのマークは、DAY([Order Date])がNULLであるかのように計算されています。
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図 3

この図では、[欠落した値を表示 ]と[欠落した値のプロパティを推測 ]の両方がオンであり、動作中

の [欠落した値のプロパティを推測 ]設定が示されています。

図に示されているように、ATTR(DAY([Order Date]))を推測できるため (行 3)、行 4の予測で使用

して、スムーズな予測曲線を生成することができます。

予測モデリングの正則化と増強

Tableauを使用する多くのユーザーは、予測モデルを使用していないかもしれず、ましてや予測モデ

ルの適合性や予測品質を向上させる方法を探してはいないかもしれません。この記事は、データサ

イエンスのこの分野に関心がある上級ユーザー向けです。

予測を微調整するために、ターゲット式 (予測するメジャー)や予測変数の式 (予測に使用するメ

ジャーやディメンション)などの既定の引数に加えて、2つの引数ラムダ、(正則化率 )と増強を追加

できます。そのためには、計算の構文に新しい引数を追加する必要があります。

正則化と増強で動作するモデル

Tableauの予測モデリング関数では、線形回帰 (最小二乗回帰またはOLSとも呼ばれます)、正
則化線形回帰 (またはリッジ回帰 )、およびガウスプロセス回帰の3つのモデルをサポートしています。

線形回帰またはリッジ回帰を使用している場合、モデルが非線形パターンを取り出す能力を増強に

よって高めることができます。リッジ回帰を使用している場合、正則化率は、モデルの正則化効果を

調整するためのスカラーとして使用できます。
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正則化と増強はガウスプロセス回帰には適用されません。

正則化と増強について説明する前に、これらの2つのモデルを確認します。

線形回帰は、予測と予測ターゲットの間に線形関係を持つ予測変数が1つまたは複数ある場合に

使用するのが最適です。これらの予測変数は、同じ条件の影響を受けず、同じデータを表す2つの

インスタンス(たとえば、ドルとユーロの両方で表す売上高 )ではないことが必要です。

正則化された線形回帰は、安定性の向上、共線性の影響の軽減、計算効率と汎化性能の向上

に使用されます。Tableauでは、L2正則化が使用されます。L2正則化の詳細については、リッジ回

帰に関するレッスンを参照してください。

正則化とは

リッジ回帰は、正則化された線形回帰の一種です。正則化では、モデルの係数の大きさにペナルティ

を課します。正則化の強さは、正則化の全体的な影響を微調整するために使用するスカラーである

ラムダによって制御します。値が高いほど、ペナルティが重くなります (すなわち、正則化が拡大しま

す)。

リッジ回帰は、次のような線形回帰の問題に対処したものです。

l 予測変数間の多重共線性によってもたらされた異常を除去する。

l データポイントの数が特徴の数より少ない場合など、最小二乗問題の条件が悪い場合、ラ

ムダが一意の解を選択する。

l 線形モデルの一般化を改善する方法を提供する。

Tableauのリッジ回帰のデフォルト値はラムダ= 0.5です。これは、この値が適切に機能する場合が

多いためです。ラムダ値を変更するには、テーブル計算を編集します (以下の例を参照 )。

増強とは

MODEL_QUANTILEとMODEL_PERCENTILEの増強は、データ増強の簡単な例です。予測変

数がより高次の多項式に拡張されます。Tableauでは、予測モデリング関数に多項式増強が組み

込まれており、そのタイプは2つあります。

l 順序付けられたディメンションの場合、3次までのルジャンドル多項式により、増強された予測

変数と応答の間の2次と3次の関係を線形モデルで捉えることができます。

l メジャーの場合、2次のエルミート多項式により、増強された予測変数と応答の2次の関係を

線形モデルで捉えることができます。

線形回帰では、順序付けられたディメンションのみがデフォルトで増強されます

(augmentation=on)。リッジ回帰 (model=rl)では、メジャーのみがデフォルトで増強されます。計算
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での各予測変数の増強を無効にするには、augmentation=offに変更します。設定は上書きさ

れ、高次の多項式は追加されません。

データセットが非常に小さい場合、増強をオフにすると有利です。増強すると元のデータに存在する

ノイズに過剰に適合する可能性があることや、結果として得られる関係がより単純で直感的である

ためです。

注 : 増強の設定は、予測変数ごとに(つまり、計算の予測変数の引数内で)オンとオフを切り換える

ことができます。ラムダ(およびモデル)は、より上位のレベルで (予測変数の式の外で)適用されま

す。

計算でラムダと増強を設定する

正則化率 (ラムダ)とデータ増強について理解したので、次は予測計算のコンテキストでそれらを確

認します。

MODEL_QUANTILE("model=rl, lambda=0.05", 0.5, SUM([Profit]),

"augmentation=off", SUM([Sales]))

次の表は、増強とラムダをデフォルトから変更した場合、線形モデルに与える影響について要約した

ものです。

増強 ラムダ

リッジ回帰 あり あり

線形回帰 あり 該当なし

正則化と増強に関する考慮事項

l データのモデルが間違っていると、正則化率または増強を変更しても、結果が大幅に改善さ

れる可能性はあまりありません。データ型が正しいかどうか、ディメンションに対するメジャーを

確認することを検討します。たとえば、参照元データが時系列である場合は、テーブル計算の

モデルをmodel=gpで変更して、ガウスプロセス回帰 を使用することを検討します。

l OLSは正則化されないため、変更できるラムダ値はありません。

l データセットが非常に小さく、ディメンション(特にカーディナリティの高いディメンション)がある場

合は、テーブル計算にmodel=rlを追加して、リッジ回帰を使用することを検討します。

l すべてが等しい場合 (増強がオンかオフのいずれであっても、同じデータセットの場合 )、ラムダ

を小さくすると、適合性は向上しても、一般化を損ない過剰に適合する原因となる可能性

があります。

2068 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/predictions_choosing_model.htm#gaussian-process-regression


l 逆に、ラムダを大きくすると、どの予測変数にも依存しない、定数モデルへの適合を促す可能

性があります。その場合、モデルの能力が下がり、適合不足の原因となります。

例 1

この例は、男性と女性の平均コレステロールと心臓病の関係を示しています。男性は四角いマークで

表され、女性は円で表されています。

最初のビジュアライゼーションでは、青いマークは予測ターゲットを示し、オレンジ色のマークはモデル化

された値です。データに非常にノイズが多く、増強をオンにしてラムダ値を0.01と小さくすると、非現実

的なことに心臓病の発生率が1を超えます。データにノイズが多く、おそらくすべての外れ値が原因

で、依存関係が非常に急になっています。

MODEL_QUANTILE("model=rl, lambda=0.01", 0.5, AVG([Target]), ATTR([Sex]), "augmentation=on", AVG
([Chol]))

次のビジュアライゼーションでは、増強をオフにしてラムダ値を10にし、予測ターゲットを別のモデルと

比較します。このモデルの方が現実的であり、心臓病の発生率が1を超えるマークはありません。
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MODEL_QUANTILE("model=rl, lambda=10", 0.5, AVG([Target]), ATTR([Sex]), "augmentation=off", AVG
([Chol]))

例 2

次に、別の実際の例を見てみます。これは、ボストンのBluebikes (旧Hubway)という自転車シェア

システムの利用者数のデータです。この場合、線形回帰がうまく機能します。2017年の各四半期

で集計された、次のビジュアライゼーションを比較します。

MODEL_QUANTILE('model=rl, lambda=0.05', 0.5, sum([Trip.Duration]), AVG([Temp]))
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MODEL_QUANTILE('model=rl, lambda=0.05', 0.5, AVG([Speed]), AVG([Temp]))

どちらも過剰に適合する傾向はなく、ラムダが小さいのでラムダへの依存度は弱くなります。

次に、最後のビジュアライゼーションを確認します。

MODEL_QUANTILE('model=rl, lambda=2', 0.5, sum([Trip.Duration]), AVG([Temp]))

Lambdaを大きくすると、近似は平坦になり、勾配がなくなります。つまり、過剰に正則化されるか、

「適合不足」になります。

予測モデリング関数のエラーの解決

Tableauで予測モデリング関数を使用する場合、vizに計算を追加しようとするとエラーが発生するこ

とがあります。

一般的に、まず最初に [次を使用して計算 ]で使用するディメンションを再確認します。次に、予測

変数で指定した詳細レベルとビューの詳細レベルとの間に不一致がないか確認します。また、現在の

ビジュアライゼーションを前提として、予測変数がモデルに関連データを提供しているか確認します。

この記事では、いくつかの一般的な問題と、その対処方法について詳しく説明します。
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予測モデリング関数のエラーは、通常、使用しているモデルに応じて、次の1つまたは複数の問題に

よって発生します。

一般的なエラー

l [次を使用して計算 ] で使用するディメンションが無効 下

l ディメンション予測変数が、視覚化された詳細レベルと競合する見開きページ

l 複数の予測変数が互いに競合する見開きページ

l モデルを構築するための十分なデータがないページ2074
l 提供されたデータで正常なモデルを構築できないページ2074

ガウスプロセス回帰のエラー

l ガウスプロセス回帰は 1 つの順序付きディメンション予測変数だけを必要とするページ2075
l ガウスプロセス回帰はディメンションを予測変数としてのみサポートするページ2076
l 1 つまたは複数の予測ターゲットのトレーニングデータがないページ2077
l 5,000 以上のマークがあるページ2077

[次を使用して計算 ]で使用するディメンションが無効

予測モデリング関数を視覚化する場合は、[次を使用して計算 ]で使用するディメンションを指定す

る必要があります。方向性のあるディメンション([表で横から下へ]や [ペインで横へ]など)ではなく、

特定のディメンション([地域 ]や [カテゴリー]など)を選択することをお勧めします。

Vizまたはダッシュボードに複数の予測モデリング関数が含まれている可能性があるため、特定の区

分ディメンションを選択すると、個々の関数に同じ基本データセットを使用してモデルを構築できま

す。つまり、類似モデルと類似モデルで結果を比較できます。

方向の指定と区分の詳細については、「表計算での値の変換 ページ2482」を参照してください。

予測モデリング関数を使用するときは、モデルのさまざまな反復 (たとえば、異なる予測変数を選択

するなど)とさまざまな vizの両方で、インスタンス化が異なっても一貫性を維持する必要がありま

す。方向性のあるディメンションを[次を使用して計算 ]で使用すると、視覚化されたデータの些細な

変更がモデルの構築に使用されているデータに大きな影響を与え、異なるvizの有効性と一貫性に

影響を与える可能性が広がります。

[次を使用して計算 ]で使用するディメンションが指定されていない場合、または無効なディメンション

が選択されている場合、NULL値が表示されることがあります。

[次を使用して計算 ]で使用する無効なディメンションには次のものがあります。

l セル:このディメンションは、モデルの構築に常に単一のデータポイントが使用されるため、正

常に実行されません。
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l 上位レベルのネストされたディメンション(たとえば、地域と州の両方が軸上で視覚化されてい

て、州のマークは生成されているが地域でグループ化されている場合 )。区分ディメンションとし

て[地域 ]が選択されている場合、このビューには [地域 ]に対して形式化されたマークがないた

め、Null値が返されます。

上記のvizの場合、[次を使用して計算 ]で使用できる有効なディメンションは州とカテゴリーです。州

またはカテゴリーでデータを区分すると、モデルの構築に使用できる複数の有効なマークが生成されま

す。

[地域 ] は [次を使用して計算 ]の選択肢として表示されますが、このビューの詳細レベルではマークを

生成せず、データの区分に使用することはできません。

詳細については、「予測モデリングにおける計算とデータ分割 ページ2036」を参照してください。

ディメンション予測変数が、視覚化された詳細レベルと競合する

ディメンション予測変数は、視覚化されているのと同じ詳細レベルかそれ以上にする必要があります。

つまり、州でデータを視覚化する場合は、予測変数として州、地域、国を使用できますが、市区町

村を使用するとエラーが発生します。州の中には複数の市区町村があるため、この予測変数はすべ

てのマークに対して*に解決され、意味のある情報は返されません。Tableauでは無視されます。

各ディメンション予測変数は、次のようなATTR関数で囲む必要があります。

MODEL_PERCENTILE(SUM([Sales]), ATTR([State]), ATTR([Category])

複数の予測変数が互いに競合する

特定の予測モデリング関数内で使用される各予測変数は、独立した情報を計算に対して提供する

必要があります。選択した2つの予測変数が全く等価であったり、拡大または縮小されたバージョン
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であったり、互いに逆関数であったりすると、予測モデリング関数は視覚化されたときにエラーを返しま

す。

たとえば、時間の経過に沿って気象条件を追跡するデータセットには、IsRain (雨降り)とIsClear
(晴れ)の2つのフィールドがあるかもしれません。これら2つのフィールドは互いに逆になります。つまり

、IsClear =真 であれば IsRain=偽、またはその反対です。IsClearとIsRainの両方を単一の予

測モデリング関数の予測変数として含めると、エラーが返されます。

上記は、予測変数としてのメジャーとディメンションの両方に当てはまります。

どちらの場合も、予測変数を変更して高い相関性のある予測変数を削除することで、エラーを解

決できます。詳細については、「予測変数の選択 ページ2025」を参照してください。

モデルを構築するための十分なデータがない

予測モデリング関数がモデルを構築して予測を生成できるようにするには、区分の中に最低 3つの

マークが必要です。表示されたデータと[次を使用して計算 ]で使用するディメンションによって定義さ

れたデータセットにあるマークが2つ以下の場合、予測モデリング関数はnullの結果を返します。

この問題を解決するには、詳細レベル、データをフィルターリングするパラメーター、[次を使用して計

算 ]で使用するディメンションなどを変更して、各区分にあるマークを3つ以上にします。

提供されたデータで正常なモデルを構築できない

このエラーは、選択した予測変数、視覚化された詳細レベル、または [次を使用して計算 ]で選択し

たディメンションの間に矛盾があり、予測変数を使用して合理的なモデルを構築できない場合に発

生します。

たとえば、次のMODEL_QUANTILE計算を見てみましょう。

MODEL_QUANTILE(0.5, MEDIAN([Profit]), ATTR(MONTH([Order Date])))

各マークが州の値を表す vizにこの計算を適用 すると、以下のエラーが返されます。
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[オーダー日 ] はデータの視覚化やセグメント化には使用しないので、予測モデリング関数は指定され

た予測変数を使用してモデルを構築できません。

これを解決するには、次の手順を実行します。

l 予測変数をディメンションとして含むように、ビジュアライゼーションを更新します。

l 実行できない予測変数を削除するように、関数を更新します。

このエラーは、ビジュアライゼーションと表計算の特定の予測変数との間に不一致があることを反映し

ていることに注意してください。これと同じ計算でも、オーダー日をディメンションとして含むビジュアライ

ゼーションに適用すれば、問題なく機能します。

ガウスプロセス回帰は 1つの順序付きディメンション予測変数だけを必要とす

る

ガウスプロセス回帰を使用するには、1つの順序付きディメンションだけを予測変数として含める必要

があります。追加の非順序付きディメンションを予測変数として含めることができます。メジャーは、ガ

ウスプロセス回帰では予測変数として使用できません。

このエラーが発生した場合は、表計算に順序付きディメンション予測変数を追加するか、余分な順

序付きディメンション予測変数を削除するか、順序付きディメンションの1つを非順序付きディメンショ

ンとして扱うように指定します。

ガウスプロセス回帰は時系列データに最適であるため、通常、ATTR(DATETRUNC('month',[Order
Date]))のような時間ベースの予測変数の形式になります。DATETRUNC式では、任意のdate_
partを使用できますが、date_partはVizと同じかそれ以上の詳細レベルにする必要があります。つま

り、Vizが集計レベルとしてWEEK([Order Date])を使用する場合、date_partは、'week'、'month'、
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'quarter'などにする必要があります。'dayofyear'、'day'、'weekday'、'hour'などにすることはできませ

ん。

ATTR(MONTH([Date]))は文字列値を返すため、手動で指定しない限り、順序付きディメンション

予測変数として機能しないことに注意してください。手動で指定するには、以下のように、予測変数

の直前に"ordered"を含めます。

MODEL_PERCENTILE(     

"model=gp",

SUM([Sales]),

"ordered",ATTR(MONTH([Order Date]))

)

予測変数に複数の時間ディメンションを含める場合は、どのディメンションを非順序付きディメンショ

ンとして使用するかを指定する必要があります。指定するには、以下のように、ディメンションの直前

に"unordered"を含めます。

MODEL_PERCENTILE(     

"model=gp",

SUM([Sales]),

ATTR(DATETRUNC('month',[Order Date]))

"unordered",ATTR(DATETRUNC('year',[Order Date]))

)

ATTR(DATETRUNC('year',[Order Date])の前に"unordered"を指定せずに上記の計算を使用

しようとすると、エラーが返されます。

さらに、ガウスプロセス回帰の方向の指定 (順序 ) (または [次を使用して計算 ])は、順序付きディメ

ンション予測変数と同じフィールドに設定する必要があります。

すべてのモデルでは、1つの方向の指定 (順序 ) (または [次を使用して計算 ])のみを選択できます。

ガウスプロセス回帰はディメンションを予測変数としてのみサポートする

ガウスプロセス計算では、どのメジャーも予測変数として使用できません。メジャー予測変数を削除

してください。

この制限は、ガウスプロセス回帰を指定する予測モデリング関数にのみ適用されます。線形回帰

(またはOLS、既定 )関数と正規化線形回帰関数はどちらも、メジャーを予測変数としてサポートし

ます。
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1つまたは複数の予測ターゲットのトレーニングデータがない

ガウスプロセス回帰では、予測モデルを構築して予測を返すために、各データパーティションに少なく

ともn個のデータポイントが必要です。このエラーが発生した場合は、予測を修正してください。

5,000以上のマークがある

ガウスプロセス回帰は、5,000未満のマークを持つVizのみでサポートされます。この問題を解決する

には、詳細レベルを更新してマークの数を減らすか、別の統計モデルを選択します。

Einstein Discovery予測をTableauに統合する

Einstein Discoveryによる動的な予測をTableauのビューやダッシュボードで表示できます。Tableau
2021.1以降では、次の方法でEinstein Discoveryの予測機能を利用できます。

l Einstein Discoveryの分析拡張機能に接続して、Einstein Discoveryを使用した予測モデル

をTableauから操作する。

l 生成されたEinstein Discoveryの表計算スクリプトをTableauの計算フィールドに貼り付け

て、Tableauワークブックに予測を埋め込む。

l Einstein Discoveryのダッシュボード拡張機能を使用して、Tableauのデータに基づくオンデマ

ンドで動的な予測をユーザーへ提供する。

l Tableau PrepでEinstein Discovery予測をフローに追加する。これにより、フロー出力を予測

で強化することができ、オプションで改善と主要因を使用することもできます。

注 : TableauのEinstein Discoveryの概要については、「TableauのEinstein Discovery」ペー

ジとtableau.comの「デモ」を参照してください。

Einstein Discoveryとは

Einstein Discoveryは、機械学習モデルと包括的な統計分析を使用して、人工知能の力でデータ

分析を強化する分析ツールです。Einstein Discoveryは、数百万行のデータをすばやく選別して、重

要な相関関係を見つけて結果を予測し、予測結果を改善する方法を提案します。

Einstein Discoveryの詳細については、Salesforceヘルプの「Discoveryを使い始める」と「Einstein
Discoveryを使用した説明、予測、アクション」を参照してください。また、TrailheadのEinstein
Discoveryトレイルでインサイトを取得して、知識を広げることもできます。

注 : TableauのEinstein Discoveryは、salesforce.comによって提供されます。適用条件につ

いては、salesforce.comとの契約を確認してください。
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アクセス要件

TableauでEinstein Discovery予測を構成して使用するには、Tableauワークブックで予測を表示

するユーザーに、SalesforceとTableauで特定のライセンス、アクセス、パーミッションが必要です。

Salesforceの要件

TableauとEinstein Discoveryの統合はTableauバージョン21.1以降でサポートされています。統

合には次が必要です。

要件 説明

Salesforce のライセンス 次のいずれかのライセンス:

l Einstein Discovery in Tableauのライセンス

l Tableau CRM Plusのライセンス

l Einstein Predictionsのライセンス

これらのライセンスの利用には追加料金が発生します。

Salesforce のユーザーア

カウント

Einstein Discoveryにアクセスするように構成されたアカウントの場

合。

Einstein Discovery in Tableauのライセンスを使用する場合は、

ユーザーアカウントにConnect API を介してEinstein Discovery
の推奨事項を表示するシステムパーミッションを割り当てる必要が

あります。

Tableau CRM PlusのライセンスとEinstein Predictionsのライセン

スのいずれかを使用する場合 :

l すでに導入しているEinstein Discovery予測を使用して予

測を取得するには、アカウントに「Einstein Discovery 推奨

事項の表示」のシステム権限が割り当てられている必要が

あります。

l Einstein Discoveryで予測を構築、展開、管理するには、

アカウントにEinstein Discovery を管理するパーミッション

を割り当てる必要があります。

ユーザアカウントを構成するには、Salesforceヘルプの「Einstein
Discoveryの設定」を参照してください。

管理者設定 Salesforce管理者は、次の操作を行う必要があります。
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要件 説明

l 分析拡張機能 : Salesforceを構成してTableau Server用
の接続アプリを作成します (基本 )。この操作はTableau
Serverでのみ必要です。

l ダッシュボードの拡張機能 : Tableau ServerまたはTableau
CloudのWebサイトドメインをSalesforceクロスオリジンリ

ソース共有 (CORS)の許可リストに追加します。

Tableauの要件

要件 説明

Tableau のライセンスとパー

ミッション

Einstein Discoveryのダッシュボードの拡張機能を構成する作成者

には、CreatorまたはExplorerのライセンスと、ワークブックの編集と

保存を行えるパーミッションが必要です。

Einstein Discoveryのダッシュボードの拡張機能で予測を利用する

には、Creator、Explorer、ViewerはSalesforce組織アカウントにサ

インインする必要があります。

Tableau のユーザーアカウ

ント

Tableau CloudおよびTableau Serverでは、Salesforceユーザー

アカウントのログイン情報をTableauユーザーアカウントと共に保存

できます。

管理者設定 Tableau Server管理者は、TableauサーバーをOAuth用に構成

する必要があります (Tableauから予測へのアクセスを有効にしま

す)。詳細については、Tableau Serverヘルプの「Einstein
Discovery統合の構成」を参照してください。

パブリッシュされた表計算でユーザーが予測を確認できるようにする

には、Tableau Server管理者はサイトの分析拡張機能を有効に

する必要があります。詳細については、Tableau Serverヘルプの

「分析拡張機能を使用した接続の構成」を参照してください。

Tableau Server構成の詳細については、「Einstein Discovery統
合の構成 (Tableau Server)」を参照してください。

Tableau Cloud構成の詳細については、「Einstein Discovery統合

の構成 (Tableau Cloud)」を参照してください。
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Einstein Discovery予測の分析拡張機能のサポート

TableauのEinstein Discoveryを使用すると、組織のすべてのTableauユーザーが、信頼性が高く

直感的なEinstein Discoveryの予測と改善を活用できるようになります。ワークブックの作成者は、

SalesforceのEinstein Discoveryの予測モデルと動的に統合された、ビジュアライゼーションとダッ

シュボードを構築して共有できます。

作成者は、Einstein Discoveryの分析拡張機能をワークブックで使用できるように設定し、計算

フィールドを使用するTableauにEinstein Discoveryによる予測を直接埋め込むことができます。

Tableauの計算フィールドでのEinstein Discovery予測へのアクセス

TableauをEinstein Discoveryの分析拡張機能に接続すると、計算フィールドに予測を直接埋め

込むことができます。SalesforceでModel Managerを使用してTableauの表計算スクリプトを自動

生成し、そのスクリプトを計算フィールドに貼り付けてTableauワークブックで使用できるようにします。

表計算スクリプトは、Salesforceに導入された予測モデルに対して、予測 IDを呼び出して必要な

データを渡すことによりアクセスします。

予測機能によって強化されたビジュアライゼーションをTableau Desktop、Tableau Cloud、または

Tableau Serverで作成したり、Webにパブリッシュしたりできます。
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詳細については、「Einstein Discoveryページ2106」の「分析拡張機能を使用した式の受け渡し

ページ2104」を参照してください。

TableauのEinstein Discoveryダッシュボード拡張機能

Einstein Discoveryのオンデマンドで解釈可能な予測をTableauダッシュボードで統合します。作成

者は、ワークシートとダッシュボードを作成し、選択したEinstein Discovery予測の定義を使用できる

ようにEinstein Discoveryのダッシュボードの拡張機能を構成します。これにより、ダッシュボードでソー

スデータを使用して予測を導出します。ダッシュボードの閲覧者と利用者は、Tableauビジュアリゼー

ションでさまざまなマークをクリックして予測を探索できます。

詳細については、「Einstein Discovery ダッシュボードの拡張機能を使用して、Tableau で予測を

探索する下」を参照してください。

Einstein Discoveryダッシュボードの拡張機能を使用して、Tableauで予測を

探索する

Einstein Discoveryダッシュボードの拡張機能を使用して、Tableauでリアルタイムの予測を表示しま

す。ダッシュボードの拡張機能は、TableauワークブックのソースデータでEinstein Discovery予測モ

デルを使用して、予測をインタラクティブに、かつオンデマンドで生成します。
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ダッシュボードでマークをクリックすると、動的な予測、重要な推進要因、およびEinstein Discoveryの予測モデルに
基づく予測の改善方法が表示されます。

ダッシュボードの作成者は、上記の図に示すように、ワークシート内の集計データについての予測を

実行するようダッシュボードの拡張機能を構成できます。また、ユーザーがパラメーターを使用して、

単一の入力値セットに基づいた"what-if"シナリオを探索できるようにすることも可能です。

Einstein Discoveryダッシュボードの拡張機能を追加する方法については、このトピックのEinstein
Discovery のダッシュボード拡張機能の追加と構成 ページ2085を参照してください。アクセス要件

ページ2078も参照してください。
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パラメーターの入力を選択して、これらの値が予測にどのような影響を与えるかを確認します。

Einstein Discoveryの詳細については、Salesforceヘルプの「Discoveryを使い始める」と「Einstein
Discoveryを使用した説明、予測、アクション」を参照してください。また、TrailheadのEinstein
Discoveryトレイルでインサイトを取得して、知識を広げることもできます。

注 : TableauのEinstein Discoveryは、salesforce.comによって提供されます。適用条件について

は、salesforce.comとの契約を確認してください。

Einstein Discoveryのダッシュボード拡張機能を使用する

Einstein Disvoeryのダッシュボード拡張機能を使用するダッシュボードで予測を探索するには、ビュー

で異なるマークまたはパラメーター値を選択します。予測は選択したデータに基づいて更新されます。

ダッシュボードの拡張機能で使用される予測定義にアクセスできるように、Salesforce orgアカウント

にサインインする必要がある場合があります。

Tableau Desktopでは、Einstein Discoveryのダッシュボード拡張機能を使用するときは常に

Salesforceアカウントにサインインする必要があります。Salesforceのセッションから自動的にサインア

ウトされる場合は、ダッシュボードの拡張機能を再読み込みする必要があります (拡張機能オブジェク

トのドロップダウン矢印をクリックして、[再読み込み]を選択します)。

Tableauアカウント設定で認証資格情報が保存されている場合は、Tableau CloudおよびTableau
Serverに一度だけサインインする必要があります。

関連情報については、Tableauヘルプの「ダッシュボードの拡張機能の使用」とSalesforceヘルプの

「Einstein Discoveryを使用した説明、予測、アクション」を参照してください。
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Einstein Discovery予測の読み方

ダッシュボードの拡張機能には、次の3つのセクションがあります。

l 予測 —予測結果

l 上位予測変数 :予測結果に影響を与える条件

l 改善方法 :予測結果の改善のために推奨されるアクション

セクション 説明 例

予測

予測はユースケース

の目標を反映したも

のです。

目標は、結果を最大

限に高めるか、最小

限に抑えるかのどちら

かです。たとえば、目

標には、配送時間を

最小限に抑える、ま

たは、配送当たりの

平均売上収益を最

大化するなどがありま

す。
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セクション 説明 例

上位予測変数

予測結果に最も大き

な影響を与える条件

(大きさの降順 )。

条件は、フィールドに

関連付けられたデー

タ値です。

予測変数は、1つま

たは2つの条件で構

成されます。2つの条

件が表示されている

場合、それらは条件

の交差を表すために

andによって結合され

ます。

緑 (上矢印 )は、予

測変数が予測結果

を改善することを示し

ます。

赤 (下矢印 )は、予

測変数が予測結果

を悪化させることを示

します。

改善方法

予測結果を改善する

ためにユーザーが実

行できる推奨アクショ

ン。

改善点は、配送方

法やサブスクライバー

のメンバーシップレベ

ルなど、ユーザーが制

御できると思われる要

因に関連付けられま

す。

Einstein Discoveryのダッシュボード拡張機能の追加と構成

TableauでEinstein Discoveryのダッシュボード拡張機能を構成して使用するには、以下が必要と

なります。
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l Salesforce org、Tableau Desktop、Tableau Server、またはTableau Cloudへのアクセス。

l Salesforceで展開されているEinstein Discoveryの予測定義。

l Einstein Discoveryの予測定義で必要なモデルフィールドに一致するフィールドを含む

Tableauのソースデータ

l 予測のソースデータを含むTableauのワークシート。

l ダッシュボードでフィルターとして使用できる追加のワークシート。

l ダッシュボード内のEinstein Discoveryのダッシュボード拡張機能。

TableauでEinstein Discovery予測を構成して使用するには、Tableauワークブックで予測を表示

するユーザーに、SalesforceとTableauで特定のライセンス、アクセス、パーミッションが必要です。詳

細については、アクセス要件 ページ2078を参照してください。

モデルとワークブックの準備

1. 使用するEinstein Discovery予測定義を構築して展開します。また、他のユーザーが構築

して展開した予測定義を使用することもできます。詳細については、Salesforceヘルプの「モ

デルの構築、展開、および管理」を参照してください。

2. Einstein Discovery予測定義で必要なすべてのモデルフィールドにマッピングできるフィールド

を含むデータソースを使用して、Tableauワークブックを作成します。

3. ダッシュボードの拡張機能のソースデータを含むワークシートを作成します。

このソースデータには、Einstein Discovery予測定義による結果予測で必要となるすべての

フィールドが含まれている必要があります。また、ソースデータはEinstein Discovery予測定

義で期待される粒度と一致している必要があります。たとえば、予測定義で個々の注文ごと

の売上が期待されている場合、Tableauデータには個々の注文の詳細レベルのフィールドが

含まれている必要があります。

l ワークシートは、複数行のデータの予測をサポートします (一括予測 )。ワークシートの

行または列のシェルフ、またはマークカードのプロパティに必要なフィールドを含めること

ができます。ワークシートはダッシュボードには表示されませんが、シンプルなビューでも

十分機能します。たとえば、テキストテーブルを作成したり、
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基本的な棒グラフを作成したりすることができます。

モデルのソースデータとして使用するワークシートに、50,000行を超えるデータを含める

ことはできません。[メジャーネーム]または [メジャーバリュー]をビューのフィールドとして使

用することはできません。
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l パラメーターは、単一行の予測をサポートします。ワークシートを設定するには、ビュー

でパラメーターを表示します。このワークシートのビューにフィールドを追加する必要はあ

りません。例 :

4. ビジュアライゼーションが含まれる1つ以上のワークシートを作成して、ダッシュボードで [フィル
ターとして使用 ]に設定します。

ビジュアライゼーションでは、モデルに使用されるフィールドのサブセットを使用できます。ダッシュ

ボードのこれらのビューでマークをクリックすると、ダッシュボードの拡張機能の予測が更新され

ます。

5. ダッシュボードを作成します。[オブジェクト]セクションで、[浮動 ]をクリックします。[シート]セク

ションから、ソースデータワークシートをキャンバスにドラッグします。ユーザーのダッシュボードに

表示されないようにするため、そのシートのサイズを変更して非表示にします。1つ以上のワー

クシートをキャンバスにドラッグして、ダッシュボードでフィルターとして使用します。
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シートオブジェクトメニューで、ビジュアライゼーションが含まれる少なくとも1つのワークシートを

[フィルターとして使用 ]に設定します。
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拡張機能の構成

1. [オブジェクト]セクションで [浮動 ]を選択し、拡張機能オブジェクトをダッシュボードキャンバス

にドラッグします。Tableau Exchangeで、[Einstein Discovery]を選択します。

Salesforceアカウントにサインインします。サインインすると、SalesforceアカウントがTableau
にアクセスするのを許可するかどうかを尋ねるWebページが開きます。[Allow (許可 )]をクリッ

クして続行し、ブラウザーで表示されるタブを閉じます。

Tableau Desktopでは、Einstein Discoveryのダッシュボード拡張機能を使用するときは常に

Salesforceアカウントにサインインする必要があります。Salesforceのセッションから自動的に

サインアウトされる場合は、ダッシュボードの拡張機能を再読み込みする必要があります (拡
張機能オブジェクトのドロップダウン矢印をクリックして、[再読み込み]を選択します)。このタイ

ムアウト設定は構成可能です。詳細については、Salesforceヘルプの「プロファイルでのセッ

ション設定の編集」を参照してください。

Tableauアカウント設定で認証資格情報が保存されている場合は、Tableau Cloudおよび

Tableau Serverに一度だけサインインする必要があります。

2. ダッシュボードの拡張機能の構成。

[予測定義 ]で、[予測の検索 ]をクリックし、Salesforceに展開されている予測モデルの名前

を選択します。

予測のソースデータとして、[ワークシート]または [パラメーター]を選択します。ワークシートを

使用すると、集計値が含まれる選択したマークに基づいた予測が行われます。パラメーター

は、単一の入力値セットのインタラクティブな “what if”予測分析をサポートします。

[ワークシート]で、[Select an Option (オプションの選択 )]をクリックし、ソースデータが含まれ

るワークシートの名前を選択します。[パラメーター] では、他の設定は必要ありません。

2090 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.salesforce.com/articleView?id=sf.users_profiles_session.htm&type=5
https://help.salesforce.com/articleView?id=sf.users_profiles_session.htm&type=5


[進む]をクリックします。

3. モデルのフィールドをワークシートのフィールドにマッピングします。可能な場合は、拡張機能に

よってフィールドが名前に基づいて自動的にマッピングされます。

マッピングを追加または変更するには、予測フィールドの横にある検索ボックスをクリックし、使

用可能なワークシートのフィールドまたはパラメーターのリストから名前を選択します。
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次の構成設定セットに進むには、すべてのフィールドをマッピングする必要があります。一致す

るフィールドが一覧表示されない場合は、次のトラブルシューティングステップを試してくださ

い。
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[次へ]をクリックして続行します。

4. 予測の表示方法のオプションを選択します。

予測ラベル:フィールドをクリックして、予測する結果を表すラベルを入力します。例 :期限内納
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品の可能性既定では、展開済みのモデル名が表示されます。

予測スコアの単位 :予測スコアの単位を示す記号またはテキストを入力します。例 : %単位を

スコアの前に表示する場合は、[Unit precedes score (単位をスコアの前に表示 )]を選択し

ます。たとえば、通貨記号 ($など)は、通貨金額の前に表示されます。

集計 :ソースデータワークシートで選択したレコード([平均 ]、[中央値 ]、または [合計 ])を集

計する方法を指定します。Tableauは、選択したデータを1つの値セットに集約し、それを

Einstein Discovery予測定義に入力として送信します。粒度は、モデルに期待される粒度と

一致する必要があります。

上位予測変数 :予測に影響する上位予測変数を表示するかどうかを指定します。表示す

る上位予測変数の数、および影響値を各予測変数の横に表示するかどうかを指定すること

もできます。

上位改善点 :予測結果の確率を向上させるための情報を表示するかどうかを指定します。

また、表示する改善点の数、および各改善点の横に影響値を表示するかどうかを指定する

こともできます。改善のしきい値の割合 では、割合 (0 ～ 99)を指定して、その割合で予測を

改善した場合にのみ改善点を表示するようにします。

予測の警告を表示 :必須フィールドの欠損値や範囲外の値など、予測モデルに関する警告

を表示するかどうかを指定します。

最初にすべてを表示し、その後に、ダッシュボードのユーザーと共有する内容を微調整するよ

うにしてください。

5. [完了 ]をクリックします。Tableauは、ターゲットのEinstein Discovery予測定義にすぐにデー

タを送信し、その結果を表示します。

6. ダッシュボードで、少なくとも1つのワークシートが [フィルターとして使用 ]に設定されていること

を確認します。ダッシュボード内のすべてのワークシートが [フィルターとして使用 ]に設定される

と、拡張機能によって予測が現在の選択内容に基づいて更新されるようになります。

ダッシュボード内の異なるマークとエリアをクリックして選択 (または異なるパラメーター値を選択 )し、そ

のデータのサブセットに対してEinstein Discoveryが予測する結果を確認して、ダッシュボードをテス

トします。

2094 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



Tableau CloudまたはTableau Serverでワークブックを保存します。または、ダッシュボードをTableau
DesktopからTableau CloudまたはTableau Serverサイトにパブリッシュしてして、より多くのユーザー

と共有します。Tableauライセンス、Tableau CRM Plusライセンス、またはEinstein予測ライセンスを

使用して同じSalesforce orgとEinstein DiscoveryにアクセスできるExplorerおよびViewerは、この

拡張機能を使用できます。

フィールドマッピングのトラブルシューティング

使用するフィールドが使用可能なフィールドの一覧にない場合は、Tableauでフィールドのデータ型を

確認する必要があります。

Einstein DiscoveryとTableauでは、ディメンション、メジャー、およびデータ型が常に同じ方法で認識

されるわけではないため、Einstein Discoveryのフィールドの解釈方法に一致するよう、ワークシートの

[データ]ペインでデータ型とデータの役割 (ディメンションまたはメジャー)を変更しなければならない場

合があります。

1. [拡張機能 : Einstein Discovery]ウィンドウを閉じます。

2. ソースデータのワークシートに移動します。[データ]ペインで、Tableauの問題のあるフィールド

のデータ型と役割を変更して、マッピング設定のEinstein Discoveryフィールドのデータ型と役

割に一致させます。データ型または役割を変更した後、ビュー内の不適切なフィールドを[デー

タ]ペインで更新したフィールドに置き換える必要があります。

3. ダッシュボードで、拡張機能のドロップダウンメニューをクリックし、[構成 ]を選択します。フィール

ドのマッピング設定に進み、リストからフィールドを選択します。

4. リストに必要なフィールドが表示されない場合は、ソースデータのワークシートに戻ります。マッピ

ングするフィールドが欠落している場合は、[マーク]カード、行、または列シェルフから削除しま

す。
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欠落しているフィールドを[データ]ペインから[マーク]カードの [ツールヒント]までドラッグします。

5. ステップ3を繰り返して、マッピングするフィールドを選択します。

外部アクションの統合

注 : Tableauの外部アクションは、Salesforceフローから提供される機能を使用しています。こ

の機能は、選択したデータを、別個のSalesforceインフラストラクチャで実行されている

Salesforceフローに送信します。Salesforceフローとその他のSalesforce製品およびサービス

の使用には、Salesforceとの契約が適用されます。

Tableauでデータを確認して理解したら、次は何をするのでしょうか。通常、データから得られるイン

サイトをもとにアクションを起こすには、あるアプリケーションから別のアプリケーションに移動し、データを

コピー＆ペーストしますが、途中で文脈を失うことがよくあります。Tableau外部アクション機能を使

用すると、直接 Tableauダッシュボードからデータ駆動型ワークフローを作成して操作し、Salesforce
フローを使用して次のステップを自動化することができます。

Salesforceフローについて

Salesforceフローは、プロセスを自動化して時間を節約できるノーコードのツールです。フローは、

Salesforce組織でデータを収集し、アクションを実行するSalesforceフローのコンポーネントです。

Salesforceフローで利用可能なフロータイプはいくつかありますが、Tableauの外部アクションワーク

フローは、自動起動フローにのみ対応しています。

注 : フローの詳細については、Trailheadの「Flow Builderを使用したフローの構築」を参照し

てください。

外部アクションのしくみ
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TableauダッシュボードのVizに外部アクションワークフローを設定すると、対応するVizにカスタマイズ

されたボタンが使用できない状態で表示 (グレー表示 )されます。Vizで該当するマークを選択すると

(1)、ボタンが使用可能になります。次に、そのボタンをクリックすると(2)、選択したマークのデータが

Salesforceフローで作成および構成されたフローに直接送信されます (3)。

外部アクションワークフローの作成者として、以下を定めます。

l どのフローにデータを送信するのか

l どのダッシュボードからデータを取得するのか

l ワークフローをトリガーするダッシュボードボタンのテキストと外観

注 :ダッシュボードには複数の外部アクションワークフローを追加できますが、対応する各フロー

は同じSalesforce組織に展開する必要があります。

外部アクションワークフローを使用する方法

外部アクションワークフローを使用して組織内の既存のプロセスを自動化する方法は無限にありま

す。たとえば、経理担当者が未払い注文を追跡するために使用しているダッシュボードから、直接顧

客に請求書を送信できるワークフローがあると、労力を節約できるでしょう。あるいは、サポートチーム

の案件管理を効率化する方法を探しているかもしれません。サポートチームのメンバーが案件を追跡

するために使用しているるダッシュボードから、直接案件をエスカレーションできるワークフローがあると、

時間を大幅に節約できる可能性があります。外部アクションワークフローを使用すると、ユーザーの業

務フローを維持しつつ、組織が効率化の恩恵を受けることができるようになります。

外部アクションワークフローを作成すると、Tableauのあらゆる種類のデータソースとSalesforceのフ

ローを接続するブリッジを構築することになります。ワークフロー自体がその接続を作成するため、デー

タソースとSalesforceデータベースを接続する必要はありません。複数のグループが別々のデータ

ソースを使用して、同じプロセスの異なるステップを完了する場合、このワークフローは特に有用です。

たとえば、顧客がeコマースサイトで注文するときに、さまざまなチームとツールが関与しているとしま

す。この場合、販売担当者はSalesforceを使用して、売上を追跡し、サプライチェーンマネージャー

はサプライチェーン管理ツールを使用して、顧客が購入したアイテムを製品在庫全体から差し引きま

す。さらに、サポートチームは、Salesforceにログインしたり、Tableauダッシュボードで分析したりして、

顧客が製品を受け取るときに発生する問題をトラブルシューティングします。外部アクションワークフ

ローを使用すると、これらの各チームからのデータをすべて接続して、プロセスを合理化したり、場合に

よっては、既存のステップの一部を自動化したりすることができます。
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外部アクションワークフロー作成者向けのベストプラクティス

重要 :外部アクション機能を使用して、Salesforceフローに組み込まれているフローにダッシュ

ボードデータを接続するダッシュボード作成者は、フローを作成したSalesforceの管理者や

アーキテクトと緊密に連携する必要があります。

Salesforceフローに組み込まれているフローは、高度なビジネス自動化プログラムです。これらの自

動化により組織は大きなメリットを得ることができますが、フローを利用する外部アクションワークフ

ローを展開する前に、フローの仕組みを理解することが重要です。TrailheadのSalesforceフロート

レーニングを完了し、フローに関するドキュメントを確認してください。設計では「フローのベストプラク

ティス」を考慮し、「フローの制限および考慮事項」を念頭に置いてください。

注 : Salesforceフローで利用可能なフロータイプはいくつかありますが、外部アクションワークフ

ローは、自動起動フローにのみ対応しています。

外部アクションワークフローを注意深く実装して、Salesforceフローに組み込まれているフローのアー

キテクチャに関する制約に適合させる必要があります。フローは強力ですが、リソースを大量に消費

したり、複雑になったりする可能性があります。ライセンス発行、実行スロットル、同時実行の潜在

的な問題について検討し、データベースの読み取り/書き込み制限を評価およびテストする必要があ

ります。

また、フローに関連する重要なセキュリティ上の検討事項があります。フローを管理するパーミッション

を持つユーザーは、対応するSalesforce組織のすべてのデータとリソースを表示および変更できま

す。フローを実行するパーミッションを持つユーザーは、Salesforce組織のほぼすべてのアクティブフ

ローを実行できます。アクセスをリクエストしたユーザー (ダッシュボード作成者やワークフローユーザー)
のみにアクセスを制限するために、Salesforce管理者は、フローの既定の動作を上書きする設定を

有効にすることができます。詳細については、「フローセキュリティの仕組み」を参照してください。

外部アクションワークフローを作成するダッシュボード作成者は、望ましくない結果を防ぐために、ワー

クフローを実装する前にSalesforce管理者と相談する必要があります。

ワークフローの作成

ダッシュボード作成者は外部アクションワークフローを作成する前に、Salesforce管理者と協力し

て、ニーズを満たすフローを見つけたり、作成したりする必要があります。たとえば、経理チームが未

払い注文のダッシュボードから請求書を直接送信できるようにすることが目標であるとします。この目

標を達成するには、顧客の連絡先情報と注文の詳細をダッシュボードから取得し、請求書に入力

できるフローが必要です。
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使用するフローが決定したら、次のステップでは、フローを接続するダッシュボードを特定します。ユー

ザーは、適切に機能する既存のダッシュボードをすでに使用している可能性があります。ただし、必要

に応じて、新しいダッシュボードを作成できます。

適切なフローと適切なダッシュボードを念頭に置いて、ダッシュボードのデータタイプとフローの必須入

力フィールド(変数と呼ばれる)との互換性について考える必要があります。たとえば、未払い注文の

ダッシュボードには、顧客の請求書を送信するために必要なすべての関連する注文の詳細を含む

Vizが含まれている必要があります。これらの詳細には、注文日、顧客の名前と連絡先情報、商品

の説明と金額、支払い金額などの情報が含まれる場合があります。

必要なコンポーネントがダッシュボードにすべて揃ったら、ワークフローオブジェクトを追加します。

1. Tableauワークブックで、既存のダッシュボードを開くか、新しいダッシュボードを作成します。

2. [ダッシュボード]ペインの [オブジェクト]セクションから、[ワークフロー]をダッシュボードのVizにド

ラッグします。

3. プロンプトが表示されたら、フローに関係するSalesforce組織のログイン認証資格情報を入

力します。

注 :ワークフローが設定されたダッシュボードにユーザーがアクセスする場合、ユーザー

は、自分のSalesforce認証資格情報を入力する必要があります。ユーザーがダッシュ

ボードを表示しているときに、Salesforce認証資格情報の有効期限が切れた場合

は、もう一度認証を行うように促されます。

4. [ワークフローの構成 ]をクリックします。

5. [ワークフローの追加 ]ダイアログで、フロー名またはフロー作成者をもとにフローを検索します。

Tableau Software 2099

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/dashboards_create.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/dashboards_create.htm


6. フローを選択して、フローが必要とするVizからの入力 (Salesforce変数 )を含む詳細を表示

します。[戻る]をクリックして別のフローを選択するか、[次へ]をクリックして続行します。

7. [シートの選択 ]ドロップダウンから、ユーザーが選択してフローに送信するマークが含まれた

シート(ワークシート、ダッシュボード、またはストーリー)を選択します。

注 :フローの必須入力にマッピングするエンコードされたフィールドが含まれたマークがあ

るシートを選択してください。たとえば、フローのforecast_revenue変数を

TableauのSUM(Sales)フィールドにマッピングする場合、Sum(Sales)フィールドで

エンコードされたマークがあるシートを選択する必要があります。

8. [次へ]をクリックします。

9. フローの各必須入力 (Salesforce変数 )に対して、[シートの選択 ]ステップで選択した

Tableauシートから適切なフィールドを選択します。

注 :各入力では、Salesforce変数のデータ型とTableauフィールドが一致する必要が

あります。

10. [次へ]をクリックします。

11. 外部アクションワークフローをトリガーするためにユーザーがクリックするボタンの外観を設定しま

す。ボタンのタイトル、背景の色、枠線の色を指定します。プレビューを確認して、ボタンの外

観を確定します。

注 :ユーザーは、[シートの選択 ]ステップで選択されたVizからマークを選択する必要

があることに注意してください。マークが選択されるまで、ボタンは利用できません。ユー

ザーがどのVizを操作するのか、ボタンをクリックすると何が起こるかを正確に把握でき

るように、ダッシュボードにガイド文を追加することを検討してください。

12. [完了 ]をクリックしてワークフローを作成し、対応するボタンをダッシュボードのVizに追加しま

す。

ワークフローの使用

ワークフローユーザーとして使用を開始するには、ワークフローがダッシュボード作成者によって追加さ

れているダッシュボードを開きます。ワークフローボタンが表示されていれば、ワークフローを使用でき

ます。ダッシュボード作成者がボタンの名前と書式設定をカスタマイズしますが、ユーザーがボタンをク

リックしたときのアクション(「データの送信」や「レコードの更新」など)をボタンで明確に示す必要があ

ります。ダッシュボードのVizから当該のマークを選択し、ボタンをクリックしてワークフローを開始しま

す。
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ワークフローボタンをクリックするとデータの送信がトリガーされ、選択したマークによって送信されるデー

タが決まります。そのため、マークを選択するまでボタンは使用できません (グレー表示されます)。マー

クを選択してもボタンがまだ使用できない場合は、ワークフローの有効なVizでマークを選択したか確

認してください。どのVizが有効かわからない場合は、ダッシュボード作成者に問い合わせてください。

構成によっては、一部のワークフローの実行に長い時間がかかり、すぐに完了しない場合があります。

選択したワークフローが期待どおりに機能しているかどうかを判断できない場合は、ダッシュボード作

成者またはSalesforce管理者に問い合わせてください。

ワークフローのトラブルシューティング

外部アクションワークフローの問題を解決するときは、次のトラブルシューティングガイダンスが役立ち

ます。

アクセスに関する問題

l Tableau Desktop を使用しているダッシュボード作成者の場合 :ワークフローオブジェクトが

[ダッシュボード]ペインの [オブジェクト]セクションに表示されない場合は、Tableau Serverまた

はTableau Cloudサイトにサインインしていることを確認してください。サインインしていない場合

は、ワークフロー拡張機能にアクセスできません。

l ダッシュボード作成者の場合 :ワークフローオブジェクトが [ダッシュボード]ペインの [オブジェクト]
セクションに表示されない場合は、Tableau管理者に問い合わせて、拡張機能がオンになって

いることを確認してください。

l すべてのユーザーの場合 :
l Salesforce管理者が接続アプリケーションを作成していない場合は、外部アクション機

能は動作しません。SalesforceでTableau Server向けに接続アプリケーションを作成

するようにSalesforce管理者に依頼してください。

l ダッシュボードに表示されたワークフローボタンをクリックできない場合は、ワークフローの

有効なVizでマークを選択していることを確認してください。どのVizが有効かわからな

い場合は、ダッシュボード作成者に問い合わせてください。
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認証に関する問題

l Tableau Cloud または Tableau Server のユーザーの場合 :ブラウザーでダッシュボードを更

新します。

l すべてのユーザーの場合 :外部アクションワークフローが追加されたSalesforce組織にサイン

インしていることを確認してください。必要に応じて、ダッシュボード作成者に問い合わせて、正

しいSalesforce組織を確認してください。

エラーメッセージ

エラーメッセージ 説明と解決方法

このサイトでワークフローがオフに

なっています。詳細については、

Tableau管理者にお問い合わせ

ください。

Tableau管理者がサイト向けのワークフローダッシュボード拡

張機能をオフにしているため、拡張機能を使用できません。

Tableau管理者に問い合わせて、拡張機能へのアクセスをオ

ンにすることについて相談してください。

Tableau Readerではワークフ

ローがサポートされていません。

ワークフローダッシュボード拡張機能と外部アクション機能は、

Tableau Cloud、Tableau Desktop、またはTableau Server
バージョン2022.3以降を使用してデータをフローに送信する

場合にのみ使用できます。

フローに1つまたは複数のサポー

トされていないデータ型が含まれ

ています。前のステップに戻って、

別のフローを選択するか、このフ

ローからサポートされていない

データ型を削除するように

Salesforceフロー管理者に依頼

してください。

選択したフローが、Tableauダッシュボードで使用できないデー

タ型入力を要求しています。または、そのフローには外部アク

ションワークフローとの互換性がありません。適切な代替フ

ローがある場合は、別のフローを選択するか、Salesforce管

理者に問い合わせて、次のステップを確認します。

入力フィールドのマッピングにデー

タ型の不一致が1つまたは複数

存在します。

入力変数フィールドにマッピングされる1つまたは複数のダッ

シュボード値のデータ型が同じではありません。

たとえば、フローが収益の数値変数を要求しているが、ダッ

シュボードからマッピングされる値がテキスト文字列である場

合があります。この問題を解決するには、シナリオに応じて2
つのオプションがあります。TableauのRevenue (収益 )フィー
ルドのデータ型をテキスト文字列から数値に変更できます。ま

たは、数値データ型が含まれているダッシュボードから別の
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エラーメッセージ 説明と解決方法

フィールドをマッピンするようにワークフローの構成を編集しま

す。

Salesforceフローにデータを送信

できません。

外部アクションワークフローでデータをダッシュボードからフロー

に送信しようとしたときに、不明なエラーが発生しました。ダッ

シュボード作成者に問い合わせて、トラブルシューティングして

ください。

エラーが発生しました:
<exception code>。Salesforce
フロー管理者にお問い合わせくだ

さい。

フローインタビュー (フローの実行中のインスタンス)が失敗しま

した。例外コードをSalesforce管理者と共有して、対応する

エラーに関するメールを見つけ、それに応じてトラブルシューティ

ングします。

ワークフローが失敗しました。

Salesforceフロー管理者にお問

い合わせください。

ダッシュボードで選択したマークのデータはフローに送信されま

したが、そのデータをフローに変換する際に問題が発生しまし

た。Salesforce管理者に問い合わせて、トラブルシューティン

グしてください。

フローにデータを送信できませ

ん。ワークフロー作成者にお問い

合わせください。

ダッシュボードで選択したマークのデータがフローに送信されま

せんでした。ダッシュボード作成者に問い合わせて、トラブル

シューティングしてください。

フローに関する問題

l 一部のフローは非同期的に実行されるため、外部アクションワークフローの一部であるフローが

正常に実行されたかどうかがすぐにわからない場合があります。フローが失敗して、詳細な

フィードバックを即座に提供せずに、変更をロールバックすることがあります。ただし、フローが失

敗した場合、エラーに関する詳細なメールがワークフローユーザー、ダッシュボード作成者、

Salesforce管理者に送信されます。フローエラーに関するメールを受け取ったワークフローユー

ザーは、ダッシュボード作成者に問い合わせる必要があります。ダッシュボード作成者と

Salesforce管理者は協力して、エラーをトラブルシューティングして解決することができます。フ

ローに関する問題のトラブルシューティングの詳細については、「フローのトラブルシューティング」

を参照してください。

ライセンスに関する問題

l ダッシュボード作成者の場合 : Tableau側では、ワークフローをダッシュボードに追加するために

特別なパーミッションは必要ありません (サイトで外部アクションが有効になっている限り)。
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Salesforce側では、フローを管理するパーミッション(Salesforceプロフィールに追加された)が
必要になります。

l ワークフローユーザーの場合 : Tableau側では、ワークフローが含まれたダッシュボードにアクセ

スできるすべてのユーザーがワークフローを実行できます。Salesforce側では、フローを実行す

るパーミッション(Salesforceプロフィールに追加された)が必要になります。

外部アクションをオンまたはオフにする

Tableau 2022.3より、外部アクション機能は既定でオンになっています。Tableau管理者が

Tableau外部アクションに対する組織全体のアクセスを構成する方法の詳細については、「外部アク

ションワークフロー統合の構成」を参照してください。

分析拡張機能を使用した式の受け渡し

バージョン2021.2以降、どのサイトでも複数の分析拡張機能の接続を作成できるようになりまし

た。2021.2より前のバージョンでは、どのサイトも単一の分析拡張機能に制限されています。

分析拡張機能への接続を作成すると、計算フィールドを介して外部のサービスと通信できるようにな

ります。各計算フィールドは式のためのSCRIPT 関数 ページ2112を使用し、表計算として機能しま

す。

分析拡張機能の構成

Tableauでは、一連のSCRIPT関数を使用して分析拡張機能に接続することができます。

SCRIPT関数を分析の拡張機能に渡すには、まずサービスへの接続を構成する必要があります。

1. Tableau Desktopで、[ヘルプ]メニューをクリックし、[設定とパフォーマンス] > [分析拡張機能

の接続の管理 ]の順に選択します。
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接続する分析の拡張機能を選択します。MATLAB 接続は、分析拡張機能のAPIで管理

します。

2. 分析サービスを選択して構成します。

l Einstein Discoveryを使用する場合は、[有効 ]を選択します。デフォルトのブラウザー

が開き、Salesforceへの接続を認証できるようになります。接続したら、このヘルプト

ピックのEinstein Discovery次のページのセクションに移動して手順を続けます。

l Tabpy、Matlab、RServなどのその他のサービスでは、次のダイアログが表示されます。

3. ドメインまたは IPアドレスを使用してサーバー名を入力または選択します。

サーバーでSSL暗号化を使用している場合は、[SSL が必須 ]オプションを選択します。

Tableauは、オペレーティングシステムのキーストアにインストールされている証明書を読み取

り、セキュリティで保護された接続を確立します。

注 : TabPyまたはRServeへの接続でTableauがサポートしている証明書は、PEMで

暗号化された証明書のみです。

4. ポートを指定します。

l ポート6311は、プレーンテキストRserveサーバーのデフォルトのポートです。

l ポート4912は、SSL暗号化 Rserveサーバーのデフォルトのポートです。

l ポート9004は、TabPyのデフォルトのポートです。

5. [テスト接続 ]をクリックします。
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6. [保存 ]をクリックします。

接続を確立できない場合はエラーメッセージが表示されます。メッセージ内の [詳細を表示 ]をクリッ

クして、サーバーによって返される診断情報を参照します。

Web作成での分析拡張機能の使用

Web 作成を使用してワークブックを作成または編集する場合は、[分析 ] > [Manage Analytics
Extension Connections (分析拡張機能接続の管理 )]を選択し、ワークブックに使用する分析

拡張機能を選択します。ワークブックごとに使用できる分析拡張機能は1つだけです。

l Tableau Serverについては、「分析拡張機能を使用した接続の構成」(Windows | Linux)を
参照してください。

Einstein Discovery

Einstein Discoveryは、機械学習を利用してインサイトと予測を提供する、Salesforceの強力な分

析ツールです。Einstein Discoveryには、Einstein Analytics Plusライセンス、Tableau CRM Plusラ
イセンス、またはEinstein Predictionsライセンスが必要です。これらは追加料金で利用できます。

詳細については、「アクセス要件 ページ2078」を参照してください。

Einstein Discoveryの詳細については、Salesforceヘルプの「Discoveryを使い始める」と「Einstein
Discoveryを使用した説明、予測、アクション」を参照してください。また、TrailheadのEinstein
Discoveryトレイルでインサイトを取得して、知識を広げることもできます。

注 : TableauのEinstein Discoveryは、salesforce.comによって提供されます。適用条件について

は、salesforce.comとの契約を確認してください。
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TableauへのEinstein Discoveryモデルの統合

TableauをEinstein Discoveryの分析拡張機能に接続すると、計算フィールドとTableauテーブル

拡張機能に予測を直接埋め込むことができます。SalesforceでModel Managerを使用して

Tableauの表計算スクリプトを自動生成し、そのスクリプトを計算フィールドに貼り付けてTableau
ワークブックで使用できるようにします。表計算スクリプトは、Salesforceに導入された予測モデルに対

して、予測 IDを呼び出して必要なデータを渡すことによりアクセスします。

注 : Model Managerによって生成されたスクリプトにオプションで追加のパラメーターを含めて、

表計算またはTableauテーブル拡張機能で使用することができます。詳細については、

「Model Manager によって生成されたスクリプトへのオプションパラメーターの追加 ページ

2109」を参照してください。

計算への予測の埋め込み

1. Einstein DiscoveryのSalesforceアカウントを開き、Model Managerに移動します。Tableau
に統合するモデルを選択します。モデルのタブで、[設定の編集 ] > [Tableau 表計算の作成 ]
を選択します。

Model Managerは、使用する予測定義の ID、モデルで使用するフィールド(変数 )、および対

応するTableauのソースフィールドを含むスクリプトを生成します。
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2. [クリップボードにコピー]をクリックします。

3. Tableauワークブックで、[分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択し、生成されたスクリプトを

計算エディターに貼り付けます。

各 ATTRまたはSUM関数のフィールド名を、Tableauデータの一致するフィールドの名前に

置き換えてから、計算フィールドを保存します。

この計算は、他のTableau計算と同じように使用できます。詳細については、以下の「式のた

めのSCRIPT 関数 ページ2112」を参照してください。

スクリプトが実行されると、入力データを含む予測要求がSalesforceの予測定義に送信さ

れます。Einstein DiscoveryからTableauに結果が返され、ワークシートまたはダッシュボード

に表示されます。
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Tableauテーブル拡張機能への予測の埋め込み

Model Managerによって生成されたスクリプトを使用して、Tableauテーブル拡張機能を作成するこ

ともできます。Model Managerによって生成されたスクリプトをテーブル拡張機能で使用するには、ス

クリプトのSCRIPT_REAL部分を削除し、中かっこの中にある要求本文のみを含めます。

Model Managerによって生成されたスクリプトへのオプションパラメーターの追加

Model Managerによって生成されたスクリプトに、オプションで追加のパラメーターを含めることができま

す。これらのパラメーターは完全にオプションです。スクリプトはパラメーターの有無にかかわらず機能し

ます。これらのオプションのパラメーターは、計算フィールドまたはテーブル拡張機能で使用できます。

オプションのパラメーター 構文 説明

maxMiddleValues "maxMiddleValues": integer 応答で返す上

位の予測子の

数を指定しま

す。

整数を設定しま

す。

回帰モデルおよ

び二項分類モデ

ルでのみ使用で

きます。

maxPrescriptions "maxPrescriptions": integer 応答で返す改

善の最大数を

指定します。

整数を設定しま

す。

回帰モデルおよ

び二項分類モデ

ルでのみ使用で

きます。

showMultiClassProbabilities "showMultiClassProbabilities":

boolean

マルチクラス分

類モデルで確率

を表示するかど

うかを選択しま
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オプションのパラメーター 構文 説明

す。

trueまたは false
を設定します。

マルチクラス分

類モデルでのみ

使用できます。

次のスクリプト例は、計算フィールドのスクリプトでこれらのオプションパラメーターを使用する方法を

示しています。

SCRIPT_REAL(

'{ "modelOrPredictionDefinitionId": "1ORB0000000HC3KOAW",

"columns": ["Postal_Code", "City", "Ship_Mode", "Row_ID", "Profit",

"Category", "Sub_Category", "Order_Date",

"Quantity", "Ship_Date", "Region", "Sales", "State", "Segment"],

"maxMiddleValues": 3,

"maxPrescriptions": 5,

"showMultiClassProbabilities": false }',

SUM([Postal Code]), ATTR([City]), ATTR([Ship Mode]), SUM([Row ID]),

SUM([Profit]), ATTR([Category]), ATTR([Sub-Category]),

ATTR([Order Date]), SUM([Quantity]), ATTR([Ship Date]), ATTR

([Region]), SUM([Sales]), ATTR([State]), ATTR([Segment])

)
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次の例は、このスクリプトをテーブル拡張機能で使用する方法を示しています。テーブル拡張機能の

場合は、中かっこ内にスクリプトのみを含めます。中かっこの外側にSCRIPT_REAL関数と属性を含

めないでください。

{

"modelOrPredictionDefinitionId": "1ORB0000000HC3KOAW",

"columns": ["Postal_Code", "City", "Ship_Mode", "Row_ID", "Profit",

"Category", "Sub_Category", "Order_Date",

"Quantity", "Ship_Date", "Region", "Sales", "State", "Segment"],

"maxMiddleValues": 3,

"maxPrescriptions": 5,

"showMultiClassProbabilities": false

}

RServe

Rは、オープンソースソフトウェアプログラミング言語であり、統計的計算やグラフィック向けのソフト

ウェア環境です。

RServe接続の実装

Tableau Desktopは、プレーンテキストまたはSSL暗号化トラフィックのいずれかを経由してRに接続

できます。使用するタイプについては、システム管理者にお問い合わせください。

注 : R統合用に、TableauはRのバージョン3.4.4から3.5.1、およびRserveのバージョン0.6-
8から1.7.3でテスト済みです。
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RServe分析拡張機能の中間証明書チェーン

注 :ユーザーはTableau DesktopをRserveに接続するためにTableau Serverを使用する

必要はありません。

Tableau Serverバージョン2020.1では、Tableau Server経由でRserve外部接続に接続している

Tableau Desktopコンピューター (WindowsとMac)に完全な証明書チェーンをインストールする必

要があります。この要件は、Rserveがセキュア接続でハンドシェイクを管理する方法が原因です。

Tableau Desktopにルート証明書をインポートするだけでは不十分であり、証明書チェーン全体をク

ライアントコンピューターにインポートする必要があります。

MATLAB

MATLABは、分析拡張機能のAPIを介して接続できる高級言語であり、計算量の多いタスクを

C、C++、Fortranなどの従来のプログラミング言語よりも高速に実行できます。信号および画像処

理、通信、制御設計、テストと測定、財務モデリングと分析、計算生物学などの広範な用途で

MATLABを使用できます。Tableauと連携するようにMATLABサーバーを構成する方法について

は、MATLABサポートにお問い合わせください。

TableauでのMATLABの可能性の詳細については、「Put your MATLAB models and algorithms
to work in Tableau (MATLABモデルおよびアルゴリズムをTableauで使用する)」を参照してくださ

い。

TabPy

Pythonは、汎用プログラミングで多く使用される高度なプログラミング言語です。Pythonコマンドを

分析拡張機能に送信することで、顧客離れの予測やセンチメント分析などを実行できます。

Tableau Python Server (TabPy)は、Tableauの拡張性オプションの範囲を拡張するのに不可欠で

す。TabPyをインストールするには、こちらのGitHubページにアクセスします。TableauでのPython
の可能性の詳細については、「TabPyを使用した高度な分析アプリケーションの構築」を参照してく

ださい。

式のためのSCRIPT関数

Tableau Desktopでは、分析拡張機能に式を渡して結果を取得するために4種類のSCRIPT 関
数を使用できます。関数は次のとおりです。

SCRIPT_BOOL

SCRIPT_INT
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SCRIPT_REAL

SCRIPT_STR

詳細と例については、SCRIPT_BOOLページ2284を参照してください。

分析拡張機能への接続にはネットワークのオーバーヘッドが伴うため、可能な場合には常に、個別の

行の値としてではなく、データを一度に渡すほうが効率的です。たとえば、方向の指定を[セル]に設

定した場合 (たとえば、ビューのフィールドをクリックし、[次に沿って計算 ] > [セル]を選択した場合 )、
Tableauは分析拡張機能に対して行ごとに個別の呼び出しを行います。この行は、ビジュアライゼー

ションのマークごとに作成されたものです。データのサイズによっては、これにより非常に多くの個別の呼

び出しが発生する可能性があります。

分析拡張機能を効率的に呼び出す最も簡単な方法は、[表計算の編集 ]に移動して[特定のディ

メンション]を選択し、各ディメンションの横にあるチェックボックスをオンにして、そのディメンションの方向

を指定することです。これにより、生成される分析拡張機能の呼び出しは、ビジュアライゼーション全

体に対して1つだけになります。チェックされていないディメンションはパーティション化され、ビジュアライ

ゼーションの要素ごとに個別の呼び出しが生成されます。ビジュアライゼーションに多くのマークがある

場合は、計算が適切に処理される前に頻繁に実行されないように、ディメンションを選択するときに

[自動更新の一時停止 ]を選択しておくと便利です。
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外部分析モデルに対して直接クエリを実行する

4つの一連の関数は、分析の拡張機能で展開されたモデルに対して直接クエリを実行できます。こ

れにより、スクリプト関数に長い計算を書き込む必要がなくなります。これらを総称してMODEL_

EXTENSION関数と呼びます。上記のスクリプト関数と同様に、次の4つの反復があります。

MODEL_EXTENSION_BOOL

MODEL_EXTENSION_INT

MODEL_EXTENSION_REAL

MODEL_EXTENSION_STR

4つの関数は、返す値だけが異なります。たとえば、MODEL_EXTENSION_BOOL関数はブール値を

返します。MODEL_EXTENSION関数を使用するには、外部分析サービスにモデルを展開する必

要があり、外部分析サービスは、そのモデルに対してクエリが直接実行されることを許可する必要が

あります。

注 :現在は、TabPyモデルのみがMODEL_EXTENSION関数をサポートしています。

MODEL_EXTENSION関数の一部

A.呼び出しているモデル。モデル名は、展開されているモデルと一致する必要があります。

B.モデルの入力。管理者に問い合わせて、使用しているモデルで期待される入力を確認してくださ

い。

C. Tableauからモデルに渡される値。

詳細と例については、「表計算関数 ページ2273」を参照してください。

これらのSCRIPT関数は表計算であるため、方向の指定とパーティションの概念が適用されます。

(これらの概念の説明については、基本 : 方向の指定と区分の指定 ページ2483を参照してくださ

い。)Tableauは区分ごとに分析拡張機能へ1つの呼び出しを行います。つまり、計算が区分されて

いるディメンションごとに、ビジュアライゼーションに存在するそのディメンションのすべてのメンバーに対し

て1つの呼び出しが行われるということです。このため、区分が必要でない限り、方向の指定にディメ

ンションを配置することをお勧めします。

2114 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



分析拡張機能接続が必要なワークブックの共有

分析拡張機能を含むワークブックを他のユーザーに送信する必要が生じる場合があります。このユー

ザーは他のコンピューター上でTableau Desktopの異なるコピーを使用している可能性があります。ま

たは、ユーザーが分析拡張機能を含むTableau Serverからワークブックをダウンロードする可能性が

あります。ワークブックを他のユーザーと共有する場合は、そのユーザーのコンピューターで分析拡張機

能接続を構成する必要があります。

分析拡張機能接続が必要なワークブックのパブリッシュ

l Tableau Serverについては、「分析拡張機能を使用した接続の構成」(Windows | Linux)を
参照してください。

パブリッシュが正常に完了したら、ワークブックに関連付ける構成済みの分析拡張機能を選択する必

要があります。
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解析拡張接続のトラブルシューティング

このトピックでは、Tableauが外部解析拡張サービスに接続する際に受け取る可能性のあるエラー

について説明します。

注 : Tableauテクニカルサポートでは、外部スクリプトの記述、トラブルシューティング、またはデ

バッグはサポートできません。

任意の解析拡張との通信時に発生する可能性のあるエラー

エラーメッセージ コメント

サポートされていない

タイプが引数として

SCRIPT関数に渡さ

れました。

Tableauでは以下のTableauデータ型のみをRにエクスポートできま

す。

l Number (小数 )

l Number (整数 )

l ブール値

l 文字列

l 日付

l 日付 /時刻

SCRIPT関数によって

返された予期しない

数の結果。関数は

%2の値を返す予定

でしたが、%1の値が

返されました。

スクリプトの結果はすべての行に対して複製されている長さ1のスカ

ラーまたはベクトルであるか、Tableauの結果の表にある行の数に等し

い長さのベクトルである必要があります。

証明書ファイルは指

定された接続 (%1
%2:%3)で有効では

ありません。サーバーと

クライアントの両方で

同じ証明書が使用さ

外部サービスへの接続に使用する証明書が正しくエンコードおよび書

式設定されていることを確認します。拡張子 .crtが付いた有効な

PEM暗号化 x509証明書を使用して接続する必要があります。
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れていること、証明書

ファイルが破損してい

ないこと、また日付が

有効であることを確認

してください。

SCRIPT関数により

返される結果が、予

期された長さではあり

ません。

無効なデータ型を受け取る際に発生します。Tableauでは以下の

データ型のみをRserveサーバーからインポートできます。

l RDouble

l RInteger

l RLogical

l RCharacter

TabPyでは、Tableauは以下のデータ型をインポートできます。

l 浮動小数点数のリスト

l 整数のリスト

l ブール値のリスト

l 文字列のリスト

このエラーは、結果がNULLの場合、またはTableauが外部サーバー

からの説明を収集できないためにスクリプト実行エラーがあった場合に

も報告されます。

外部サービスとの通信

中にエラーが発生しま

した。

Tableauはすべての外部スクリプトを"try"外部関数。このエラーは、

“try”関数が評価エラーを補足する際に外部サービスが生成したエ

ラーメッセージとともに表示されます。

この外部サービス接続

は、認証をサポートし

ていません。パスワード

を指定せずに接続を

してみてください。
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認証に失敗しました。

有効な外部サービス

のユーザー名およびパ

スワードを指定してくだ

さい。

サポートされていない

認証タイプが外部サー

ビスでは有効です。

外部サービス認証を無効にするか、プレーンテキストパスワード認証

に変更します。

設定されている外部

サービス接続はありま

せん。サーバー名を指

定し、再試行してくだ

さい。

分析拡張機能を使用した式の受け渡しページ2104を参照してくださ

い。

計算 '%1'に、内部

サービス接続を必要と

するSCRIPT_関数

が含まれています。外

部サービス接続を構

成し、カスタムスクリプ

トを有効にします。

分析拡張機能を使用した式の受け渡しページ2104を参照してくださ

い。

パブリッシュしようとして

いるワークブックには、

外部サービス接続を

必要とするSCRIPT_
関数が含まれていま

す。パブリックワーク

ブックではカスタムスク

リプトは許可されてい

ません。

外部サービススクリプトを含むワークブックはTableau Publicにパブリッ

シュできません。

Tableau Publicは外 "このエラーにおけるTableau Public"についてはTableau Desktop
Publicを参照してください。
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部サービスが必要なカ

スタムスクリプトの実

行をサポートしていま

せん。外部サービスを

利用するには、

Tableau Desktop
Professional Edition
にアップグレードしてく

ださい。

Tableau Readerでは

外部サービスが必要

なカスタムスクリプトの

実行がサポートされて

いません。外部サービ

スを利用するには、

Tableau Desktop
Professional Edition
にアップグレードしてく

ださい。

Tableau Readerでは外部サービススクリプトを含むワークブックを表

示できません。

Rserveサーバーで発生する可能性のあるエラー

エラーメッセージ コメント

Rserveの署名を認

識できません。

Rserveヘッダーの署名は "Rsrv"である必要があります。

Rserveのバージョンを

認識できません。

Rserveヘッダーのバージョンは "0103"である必要があります。

Rserveのプロトコルを

認識できません。

Rserveヘッダーのプロトコルは "QAP1"である必要があります。

Rへの接続時に認証 TableauはRserveを使用して認証しようとしましたが失敗しました。有
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に失敗しました。 効なパスワードが入力されていることを確認してください。

パラメーター/本文のバ

イト数が間違っていま

す。

Tableauが読み取る

データの長さが、ヘッ

ダーによって約束され

た長さと等しくなりませ

ん。

応答型を認識できま

せん。

結果を読み取る際のトランスポートプロトコルタイプが予想どおりに

SEXPではありませんでした。

非常に長い<型>の

ベクトル。

破損したプロトコルヘッダーを示す可能性のあるRserveとの間で送受

信するデータの長さを測定する不当に多い数です。

無効なRserveコマン

ド。

TableauがRserveプロトコルを不適切に実装している可能性がありま

す。

サーバーからの応答が

エラー "<< (uint32_
t)status << "でした。

詳細については、

Rsrv.hを参照してくだ

さい。

さまざまなエラー状態については、Rsrv.h内のコメントで文書化されて

います。

非常に長いヘッダーの

オフセット。

これは、応答データに対して不適切なオフセットを持つ文字化けしてい

るヘッダーにより発生する可能性があります。

Rserveソケット操作

に失敗しました。

ログイン、スクリプト評価、読み取り保留中の確認、またはRスクリプト

の引数の割り当てへのTableauフィールドが標準以外の例外をスロー

しました。

外部サービスは、サ

ポートされていない認

RserveインスタンスへのSSLが有効化された接続とプレーンテキスト

接続の両方の実行をサポートするには、Rserveサーバー管理者が
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証タイプを使用しま

す。

RserveサーバーのRserve構成ファイルに次のエントリを追加する必要

があります。

plaintext enable

暗号システムエラーが

RServeで発生しまし

た。

エラーがRServeの暗号化システムで発生しました。RServeログで詳

細を確認してください。

セキュリティ違反が発

生したため、RServe
が終了し始めました。

セキュリティ違反が発生したため、RServeが接続を終了しました。

RServeログで詳細を確認してください。

外部サービス構成が

セキュア接続で設定さ

れていますが、証明書

が見つかりません。

外部サービスへのセキュア接続を確立する際は、この外部サービスが

署名されると考えられる証明書をアップロードする必要があります。この

証明書によって署名されていないサーバーへの接続は拒否されます。

これにより、データが信頼できるサーバーにのみ送信されます。

証明書ファイルは指

定された接続 (%1
%2:%3)で有効では

ありません。サーバーと

クライアントの両方で

同じ証明書が使用さ

れていること、証明書

ファイルが破損してい

ないこと、また日付が

有効であることを確認

してください

提供された証明書はこの接続構成で有効ではありません。外部サービ

スサーバーに署名している証明書と一致していること、PEM暗号化さ

れていること、また今日の日付で有効であることを確認します。

外部サービス接続証

明書が無効です

提供された証明書が無効です。証明書がPEM暗号化されているこ

と、また今日の日付で有効であることを確認します。

外部サービス接続で

SSL/TLSコンテキスト

の作成に失敗しました

Tableauはこの指定された外部サービス構成でセキュアな環境を初期

化できませんでした。ホストとポートが正しいこと、また証明書が有効で

あることを確認します。
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外部サービスが

SSL/TLSを使用して

接続できませんでした

Tableauが外部サービスへのセキュア接続を確立できませんでした。外

部サービスがセキュア接続をサポートするように構成されていること、ま

た提供された証明書が外部サービスに署名している証明書と一致して

いることを確認します。

外部サービスサーバー

プロトコルが認識され

ません

Tableauにより認識またはサポートされていないホストにプロトコルが追

加されました。RServeに接続する場合、予想されるプロトコルはありま

せん。TabPyに接続する場合、プレーンテキスト接続の確立では

HTTPプロトコルが予想され、セキュア接続の確立ではHTTPSプロト

コルが予想されます。

その他の問題

SCRIPT関数は falseと評価する論理型ステートメントでも実行する

実行中の外部サービスインスタンスに式を送る関数は、それ以外の場合は実行できないようにする

論理型ステートメントにある場合でも実行されます。これは、IF、IIF、およびCASEなどの論理関数

に対して trueです。例は次のとおりです。

IF 1==0 THEN

[[R script code]]

ELSE

"1 does not equal 0"

END

テーブル拡張機能

テーブル拡張機能を使用すると、分析拡張スクリプトを使用してデータテーブルを作成できます。カ

スタムのTabPyまたはRserveスクリプトを記述したり、オプションで1つまたは複数の入力表を追加

したりできます。

注 :テーブル拡張機能は、ワークブックを開いたり、データソースを更新したりするたびに更新

されます。

利点

テーブル拡張機能は、新規のユーザーと経験豊富なユーザーのどちらにも次のような利点を提供し

ます。
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l スクリプトや高度な機能をTableauに簡単に統合

l Tableauデータ接続からデータを簡単にドラッグしてスクリプトへ入力

l ローコードエディターにより、コードをデータソースへ容易に追加

l データガイドおよび「データの説明を見る」と統合

l TabPy、Rserve、その他の分析拡張機能と統合

l 結果を使用して、ダッシュボードやビジュアライゼーションを構築

前提条件

テーブル拡張機能を使用する前に、次の操作を行う必要があります。

l DesktopまたはWeb作成でデータソースを開きます。

l 分析拡張機能の構成
o 分析拡張機能の接続を設定する手順については、「分析拡張機能を使用した式の

受け渡し」を参照してください。

テーブル拡張機能の作成

テーブル拡張機能を作成するには、次の手順を実行します。

1. ワークブックを開きます。

2. データソースを開くか作成します。

3. [接続 ]で、[新しいテーブル拡張機能 ]を選択します。

4. シートをデータモデルにドラッグします。

5. (オプション)テーブルをデータ接続からテーブル拡張ペインにドラッグして、分析拡張機能のスク

リプトまたは関数への入力として使用します。

デフォルトでは、Tableauからのデータは分析拡張機能に渡され、variable _arg1として

定義されます。これは、{‘column_name’: [1,2,3], ‘column_name_2’: [3,4,5]

のように、辞書のような構造です。

l Python 入力データ:入力データは、次のコードを使用してpandasデータフレームに変

換できます。import pandas as pddf = (pd.DataFrame(_arg1))
l Rserve 入力データ:入力データはvariable.arg1として定義され、データ型はリス

トの名前付きリストです。

l カスタムSQL 入力データ:サポートされているリレーショナルデータソースの場合、カスタ

ムSQLをテーブル拡張機能への入力として使用できます。パラメーターがカスタムSQL
クエリで使用されている場合、パラメーターを変更すると、クエリが再実行され、スクリプト

が再計算されます。これにより、ダッシュボードでパラメーターを動的に更新してフィルター

処理するか、値をテーブル拡張機能のスクリプトに渡すためのパスが作成されます。
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注 :パラメーターがテーブル拡張機能で使用されている場合、そのパラメーター

は拡張機能から削除されるまで削除できません。テーブル拡張機能で呼び出

されるパラメーターを削除すると、致命的なエラーが発生する可能性がありま

す。

6. [スクリプト]に、スクリプトまたは関数呼び出しを入力します。スクリプトは、辞書またはリストの

リスト(JSONオブジェクトなど)を返す必要があります。RServeのスクリプトは、data.frameま

たは名前付きリストのリストを返す必要があります。Pythonのスクリプトは辞書を返す必要が

あります。

l Python の例 :次の明示的な returnコマンドを使用します。return df.to_dict

(orient='list')

注 : TabPyでTABPY_EVALUATE_ENABLEが無効になっている場合、テー

ブル拡張機能はTabPyエンドポイントの直接呼び出しをサポートしません。
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7. [適用 ]を選択してスクリプトを実行します。

8. (オプション)テーブル拡張機能をデータモデル内の別のテーブルに関連付ける場合は、各テー

ブルの少なくとも1つのフィールド間の関係を定義します。

9. [出力テーブル]のデータグリッドで [今すぐ更新 ]を選択します。結果は [出力テーブル]タブに

表示されます。

注 :データモデル内のテーブルとの関係を定義していない場合、[入力テーブル]タブは空であ

り、「データプレビューは利用できません」というメッセージが表示されます。

10. (オプション) [名前 ]フィールドに、新しいテーブル拡張機能の一意の名前を入力します。

11. [シート]タブに移動して、データの探索と視覚化を開始します。

12. ワークブックをパブリッシュして共有します。パブリッシュ先では、適切なタイプの分析拡張機能

を有効にして設定する必要があります。
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トラブルシューティングのヒント:テーブル拡張機能でエラーが発生した場合は、まずすべてのコードと

書式が正しいことを確認してください。次に、ツールバーにある円形の [データソースの更新 ]ボタンを

使用するか、もう一度 [適用 ]をクリックしてみてください。

拡張機能のタイプの比較

以下の製品の一部は関連していませんが、テーブル拡張機能と分析拡張機能はいくつかの機能を

共有しています。テーブル拡張機能は、分析拡張機能との接続に依存して機能します。それぞれ

の機能を詳しく見てみましょう。

ダッシュボード拡張機能

ダッシュボード拡張機能を使用すると、Dashboard Extension SDKを使用してカスタムWebアプリ

ケーションをダッシュボードに追加できます。

テーブル拡張機能

テーブル拡張機能を使用すると、データソース内にテーブルを作成して、データとスクリプトを分析拡

張機能に送信し、結果として完全なテーブルを返すことができます。返された結果は、データモデル

のテーブルとして、およびワークブックのメジャーとディメンションとして表示されます。

分析拡張機能

分析拡張機能を使用すると、Pythonなどのプログラミング言語、外部ツール、外部プラットフォーム

を使用してTableauの計算を拡張できます。

分析拡張機能への接続を作成したら、SCRIPT_XまたはMODEL_EXTERNAL_Xと呼ばれる計算

フィールドを介して外部サーバーと通信できます。ここで、Xは予期される戻り値のデータ型です。詳

細については、「分析拡張機能を使用した式の受け渡し」を参照してください。

計算を使用したカスタムフィールドの作成

参照元データに含まれているフィールドだけでは必要な情報を確認できない場合は、Tableauで計

算を使用して新しいフィールドを作成し、それらをデータソースの一部として保存します。これらの

フィールドは、計算フィールドと呼ばれます。

このセクションでは、Tableauで計算を使い始めるために必要なすべてのドキュメントを紹介します。

Tableauでの計算の開始

この記事は、例を使ってTableauで計算フィールドを作成し使用するかを説明します。
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Tableauの計算のコンセプトと、計算フィールドの作成および編集方法を学びます。また、計算エディ

ターでの作業方法、ビューでの計算フィールドの使用方法も学習します。

Tableauでの計算の経験が浅い方、または計算フィールドを作成したことのない方には、ここから始め

ることをお勧めします。

計算フィールドを使用する理由

計算フィールドを使うと、データソースに既に存在するデータから新しいデータを作成できます。計算

フィールドを作成するとき、基本的にはお使いのデータソース内に新しいフィールド(または列 )を作成

し、その値または計算によって割り出されるメンバーを制御します。この新しい計算フィールドは

Tableauでお使いのデータソースに保存され、さらに強力なビジュアライゼーションを作成するために

使用できます。ただし、元のデータには影響を与えないので、ご心配はいりません。

計算フィールドは多くの用途に使用できます。次にいくつか例を挙げます。

l データのセグメント化

l 文字列を日付に変換するなど、フィールドのデータタイプを変換する

l データの集計

l 結果のフィルターリング

l 比率を計算する

計算の種類

計算フィールドは、計算を使用して作成します。Tableauで計算フィールド作成に使用できる主な計

算の種類は3つあります。

l 基本計算 -基本計算では、データソースレベルの詳細 (列レベルの計算 )またはビジュアライ

ゼーションレベルの詳細 (集計 )値またはメンバーを変換できます。

l 詳細レベル (LOD) 表現 -基本計算と同様、LOD計算はデータソースレベルまたはビジュアラ

イゼーションレベルで値を変換できるようにします。ただし、LOD計算は計算したい粒度のレベ

ルをさらにコントロール可能です。視覚化の粒度に関しては、粒度のより細かいレベル

(INCLUDE)、それよりも粒度の大きなレベル (EXCLUDE)、またはまったく個別のレベル

(FIXED)で計算を行えます。

詳細については、Tableau での詳細レベル表現の作成 ページ2522を参照してください。

l 表計算 -表計算では、ビジュアライゼーションの詳細レベルでのみ値を変換できます。詳細に

ついては、表計算での値の変換 ページ2482を参照してください。

選択する計算の種別は分析の必要性と、答えたい質問によって異なります。
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計算フィールドの作成

使用したい計算の種別が判明したら、次は計算フィールドを作ってみましょう。この例では、基本計

算を使用します。

注 :この記事での例は、Tableau Desktopに付属するSample-Superstoreデータソースを

使用しています。この記事の手順に沿って従うため、Sample-Superstore保存済みデータ

ソースに接続し、シート1に移動します。

1. Tableauで [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

2. 開かれた計算 エディターで、次の手順を行います。

l 計算ビューの名前を入力します。この例では、フィールドはDiscount Ratio (割引率 )
と呼ばれています。

l 式を入力します。この例では次の式を使用します。

IIF([Sales] !=0, [Discount]/[Sales],0)

この式は売上がゼロと等しいかどうかを確認します。trueの場合、式は割引率 (割引

／売上 )の結果を戻します。falseの場合、式は0を戻します。

ヒント:利用可能な関数のリストを表示するには、計算エディターの右側にある三角形のアイ

コンをクリックします。

各関数には構文、説明そして参考例が含まれます。リストで関数をダブルクリックして、式に

追加します。他のヒントについては、Tableau で計算フィールドを使って作業するためのヒント

ページ2564を参照してください。

3. 完了したら、[OK]をクリックします。新しい計算フィールドは数値を返すため、メジャーとして

データペインに追加されます。等号 (=)がデータ種別アイコンの隣に現れます。[データ]ペイン

では、すべてのフィールドの隣に等号が表示されます。
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ビュー内での計算フィールドの使用

ステップ1:ビューの作成

1. [データ] ペインから、[地域 ]を[列 ] シェルフにドラッグします。

2. [データ] ペインから、[カテゴリ]を[行 ] シェルフにドラッグします。

3. [行 ]シェルフで、[Category (カテゴリー)]フィールド上のプラス(+) アイコンをクリックし、

[Subcategory (サブカテゴリー)]にドリルダウンします。

ステップ2:ビューに計算フィールドを追加する

1. [データ]ペインから、[割引率 ]を[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。ビューが更新され、テー

ブルが強調表示されます。

l 「バインダー」が中部地区で大きく値引きされていることが分かります。このように、

Discount Ratio (割引率 )が自動的に合計として集計されます。

2. [列 ]シェルフ上で、[SUM(Discount Ratio)(合計 (割引率 ))]を右クリックして[Measure
(Sum)(メジャー (合計 ))] > [Average (平均 )]の順に選択します。ビューが更新され、割引率

の平均が表示されます。

計算フィールドの編集

計算を変更する必要がある場合は、いつでも計算フィールドを編集が可能で、編集後はワークブック

全体が更新されます。

計算フィールドを編集するには:
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1. [データ]ペインで計算フィールドを右クリックして、[編集 ]を選択します。

2. 開かれた計算 エディターで、次の手順が実行可能です。

l 計算フィールドの名前編集。

l 式を更新します。

この例では、式は2000 USDを超える売上のオーダーの割引率を戻すように変更されまし

た。

IIF([Sales] > 2000, [Discount]/[Sales],0)

3. [OK]をクリックします。

ビューが更新され、自動的に変更を反映します。更新された計算フィールドをビューに再度追

加する必要はありません。

関連項目

Tableau での計算を理解するページ2132

Tableau での計算の書式設定 ページ2164

Tableau で使用する関数 ページ2175

Tableau での詳細レベル表現の作成 ページ2522
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表計算での値の変換 ページ2482

簡単な計算フィールドの作成

データソースに、分析に必要なフィールド(または列 )が含まれていないことがあります。たとえば、デー

タソースに"Sales (売上 )"と"Profit (収益 )"を示す各値のフィールドはありますが "Profit Ratio (収益

率 )"値のフィールドがありません。この場合は、"Sales (売上 )"および "Profit (収益 )"フィールドのデー

タを使用して"Profit Ratio (収益率 )"の計算フィールドを作成できます。

このトピックでは、例を使用して簡単な計算フィールドを作成する方法を示します。

ステップ1:計算フィールドの作成

1. Tableauのワークシートで [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

2. 計算エディターが開いたら、計算フィールドに名前を付けます。この例では、計算フィールドに

「利益率」という名前を付けています。

ステップ2:式の入力

1. 計算エディターで、次の式を入力します。

SUM([Profit])/SUM([Sales])

式では、関数、フィールド、演算子を組み合わせて使用します。Tableauでの式の作成の詳

細については、Tableau での計算の書式設定 ページ2164およびTableau で使用する関数

ページ2175を参照してください。

2. 終了したら、[OK]をクリックします。新しい計算フィールドが [データ]ペインに追加され、計算

フィールドであることを示す=がデータタイプアイコンの前に表示されます。

これで、ビューで計算フィールドを使用する準備が整いました。
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作業を確認します。アクション内に簡単な計算フィールドを作成する方法について確認

してください。

関連項目

Tableau での計算の開始 ページ2126

Tableau での計算の書式設定 ページ2164

Tableau で使用する関数 ページ2175

Tableau での詳細レベル表現の作成 ページ2522

表計算での値の変換 ページ2482

Tableauでの計算を理解する

このシリーズでは、Tableauにおける計算の基本について説明します。このトピックでは、計算を使用

する理由と状況について学習します。

計算を使用する理由

計算によって、データソースに既に存在するデータから新しいデータを作成することができます。また、

データに対して計算を実行することもできます。これにより、複雑な分析を行ったり、独自のデータ

ソースにすばやくフィールドを追加したりできるようになります。
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計算を使用する状況

Tableauで計算について学習する際の最初のハードルは、実際に計算を使用する必要が発生する

状況について認識することです。計算は多くの用途に使用できます。次にいくつか例を挙げます。

l データのセグメント化

l 文字列を日付に変換するなど、フィールドのデータタイプを変換する

l データの集計

l 結果のフィルターリング

l 比率を計算する

次のような一般的なシナリオがあります。

l 分析に必要なデータがデータソースにない。

たとえば、データソースに"Sales (販売 )"フィールドと"Profit (収益 )"フィールドがあり、コストの

計算をする必要がある場合は、次のような式を使用して"Cost (コスト)"フィールドを作成しま

す。

[Sales] - [Profit]

l ビジュアライゼーションで値を変換したい。

たとえば、年毎の収益の差を計算する必要があるとします。簡易表計算を使用してビジュアラ

イゼーションに収益の差を表示します。
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l データをすばやく分類したい。

たとえば、ビジュアライゼーションで収益の高いデータと低いデータを簡単に色分けする必要が

あるとします。以下のような計算を使用して計算フィールドを作成し、[マーク]カードの [色 ]に
追加できます。

IF SUM([Profit]) > 0

THEN "Profitable"

ELSE "Nonprofitable"

END
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Tableauでの計算の種類

この記事では、Tableauで使用できる計算の種類について説明します。各計算の違いとそれぞれの

計算方法について学習します。

Tableauで計算フィールド作成に使用できる主な計算の種類は3つあります。

l 基本的な式

l 詳細レベル (LOD)の式

l 表計算 ページ2143

基本的な式

基本的な式では、データソースの詳細レベル (列レベルの計算 )またはビジュアライゼーションの詳細

レベル (集計計算 )で値やメンバーを変換できます。

たとえば、次のようなサンプルの表について検討します。ここでは、2人のファンタジー作家とその作品に

ついてのデータが含まれています。作者の姓だけを使用する列や各シリーズで出版された部数を表示

する列を作成する可能性があります。

Book ID (書
籍 ID)

Book Name (書籍名 ) Series (シ
リーズ)

Year Released
(出版年 )

Author (作者 )

1 ライオンと魔女 ナルニア国

物語

1950 C.S.ルイス

2 カスピアン王子のつのぶ ナルニア国 1951 C.S.ルイス
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え 物語

3 アスラン王と魔法の島 ナルニア国

物語

1952 C.S.ルイス

4 銀のいす ナルニア国

物語

1953 C.S.ルイス

5 馬と少年 ナルニア国

物語

1954 C.S.ルイス

6 魔術師のおい ナルニア国

物語

1955 C.S.ルイス

7 さいごの戦い ナルニア国

物語

1956 C.S.ルイス

8 ドーター・オブ・ザ・フォレ
スト

セブンウォー

ターズ

1999 ジュリエット・マリ

リアー

9 サン・オブ・ザ・シャドーズ セブンウォー

ターズ

2000 ジュリエット・マリ

リアー

10 チャイルド・オブ・ザ・プロ

フェシー

セブンウォー

ターズ

2001 ジュリエット・マリ

リアー

11 エア・オブ・セブンウォー

ターズ

セブンウォー

ターズ

2008 ジュリエット・マリ

リアー

12 シーアー・オブ・セブン

ウォーターズ

セブンウォー

ターズ

2010 ジュリエット・マリ

リアー

13 フレーム・オブ・セブン

ウォーターズ

セブンウォー

ターズ

2012 ジュリエット・マリ

リアー

行レベルの計算

データソースの行ごとに作者の姓を表示する列を作成するには、次の行レベルの計算 (スペースで

分割された)を使用します。
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SPLIT([Author], '', 2 )

結果が以下のように表示されます。[Author Last Name (作者姓 )]という新しい列が右端に表示さ

れます。色は、計算を実行する詳細レベルを示します。ここでは行レベルのデータソースで計算を実

行するため、各行の色が異なります。

Book ID
(書籍 ID)

Book Name (書
籍名 )

Series
(シリーズ)

Year
Released (出
版年 )

Author (作
者 )

Author Last
Name (作者姓 )

1 ライオンと魔女 ナルニア

国物語

1950 C.S.ルイス ルイス

2 カスピアン王子のつ

のぶえ

ナルニア

国物語

1951 C.S.ルイス ルイス

3 アスラン王と魔法

の島

ナルニア

国物語

1952 C.S.ルイス ルイス

4 銀のいす ナルニア

国物語

1953 C.S.ルイス ルイス

5 馬と少年 ナルニア

国物語

1954 C.S.ルイス ルイス

6 魔術師のおい ナルニア

国物語

1955 C.S.ルイス ルイス

7 さいごの戦い ナルニア

国物語

1956 C.S.ルイス ルイス

8 ドーター・オブ・ザ・
フォレスト

セブン

ウォーター

ズ

1999 ジュリエット・
マリリアー

マリリアー

9 サン・オブ・ザ・シャ

ドーズ

セブン

ウォーター

ズ

2000 ジュリエット・
マリリアー

マリリアー

10 チャイルド・オブ・ セブン 2001 ジュリエット・ マリリアー
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ザ・プロフェシー ウォーター

ズ

マリリアー

11 エア・オブ・セブン

ウォーターズ

セブン

ウォーター

ズ

2008 ジュリエット・
マリリアー

マリリアー

12 シーアー・オブ・セブ

ンウォーターズ

セブン

ウォーター

ズ

2010 ジュリエット・
マリリアー

マリリアー

13 フレーム・オブ・セブ

ンウォーターズ

セブン

ウォーター

ズ

2012 ジュリエット・
マリリアー

マリリアー

集計計算

各シリーズの冊数を表示する列を作成するには、次の集計計算を使用できます。

COUNT([Series])

結果が以下のように表示されます。[Number of Books in Series - at Series level of detail (シ
リーズの冊数 - シリーズの詳細レベル)]という新しい列に、ビューのシリーズの詳細レベルで計算がど

のように実行されるかが表示されます。色は、計算を実行する詳細レベルを示します。

Series (シ
リーズ)

Number of Books in Series - at Series level of detail (シリーズの冊数 - シ
リーズの詳細レベル)

ナルニア国物

語

7

ナルニア国物

語

ナルニア国物

語

ナルニア国物
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語

ナルニア国物

語

ナルニア国物

語

ナルニア国物

語

セブンウォー

ターズ

6

セブンウォー

ターズ

セブンウォー

ターズ

セブンウォー

ターズ

セブンウォー

ターズ

セブンウォー

ターズ

Tableauでは、データが次のように表示されます。
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ただし、集計計算はビジュアライゼーションの詳細レベルで実行されるため、[Book ID (書籍 ID)] (よ
り詳細なフィールド)にドラッグすると、この新しい詳細フィールドに基づいて計算が更新されます。

詳細レベル (LOD)の式

基本的な式と同様に、詳細レベル (LOD)表現ではデータソースレベルおよびビジュアライゼーション

レベルで値を計算できます。ただし、LOD表現は計算したい粒度のレベルをさらにコントロール可能
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です。粒度のより細かいレベル (INCLUDE)、それよりも粒度の大きなレベル (EXCLUDE)、またはまっ

たく個別のレベル (FIXED)で計算を行えます。

詳細については、Tableau での詳細レベル表現の作成 ページ2522を参照してください。

たとえば、上記の同じサンプル表について検討します。あるシリーズ本が創刊された年を計算するに

は、次のLOD式を使用します。

{ FIXED [Series]:(MIN([Year Released]))}

結果が以下のように表示されます。[Series Launched (シリーズ創刊年 )]という新しい列に、各シ

リーズの最初の年が表示されます。色は、計算を適用する詳細レベルを示します。

Book ID
(書籍 ID)

Book Name (書
籍名 )

Series
(シリーズ)

Year
Released
(出版年 )

Author
(作者 )

Series Launched
(シリーズ創刊年 )

1 ライオンと魔女 ナルニア

国物語

1950 C.S.ルイス 1950

2 カスピアン王子の

つのぶえ

ナルニア

国物語

1951 C.S.ルイス 1950

3 アスラン王と魔法

の島

ナルニア

国物語

1952 C.S.ルイス 1950

4 銀のいす ナルニア

国物語

1953 C.S.ルイス 1950

5 馬と少年 ナルニア

国物語

1954 C.S.ルイス 1950

6 魔術師のおい ナルニア

国物語

1955 C.S.ルイス 1950

7 さいごの戦い ナルニア

国物語

1956 C.S.ルイス 1950

8 ドーター・オブ・ザ・
フォレスト

セブン

ウォー

ターズ

1999 ジュリエッ

ト・マリリ

アー

1999

Tableau Software 2141

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



9 サン・オブ・ザ・シャ

ドーズ

セブン

ウォー

ターズ

2000 ジュリエッ

ト・マリリ

アー

1999

10 チャイルド・オブ・
ザ・プロフェシー

セブン

ウォー

ターズ

2001 ジュリエッ

ト・マリリ

アー

1999

11 エア・オブ・セブン

ウォーターズ

セブン

ウォー

ターズ

2008 ジュリエッ

ト・マリリ

アー

1999

12 シーアー・オブ・セ
ブンウォーターズ

セブン

ウォー

ターズ

2010 ジュリエッ

ト・マリリ

アー

1999

13 フレーム・オブ・セ
ブンウォーターズ

セブン

ウォー

ターズ

2012 ジュリエッ

ト・マリリ

アー

1999

Tableauでは、計算にFIXED関数が使用されるため、シリーズの詳細レベルでの計算が維持され

ます。
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別のフィールドをビューに追加 (より詳細なレベルを追加 )しても、集計計算とは異なり、計算値に影

響が出ることはありません。

表計算

Tableauの計算では、ビジュアライゼーションの詳細レベルでのみ値を変換できます。

詳細については、表計算での値の変換 ページ2482を参照してください。

たとえば、上記の同じサンプル表について検討します。作者が最後の本を発行してからの年数を計

算する場合は、次の表計算を使用できます。

ATTR([Year Released]) - LOOKUP(ATTR([Year Released]), -1)

結果が以下のように表示されます。[Years Since Previous Book (前作からの経過年数 )]という新

しい列に、前の行の本の発行年からその行の本の発行年を引いた数値 (列の右端 )と、表計算での

計算方法 (列の左端 )を示します。

色によって、表計算の計算方法がわかります。ここでは表計算が各ペインの下方向に実行されてい

ます。

注 :表計算および表での計算方法によって結果が異なります。詳細については、表計算での

値の変換 ページ2482を参照してください。

Book ID Book Name Series Year Author Years Since Previous
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(書籍

ID)
(書籍名 ) (シリー

ズ)
Released
(出版年 )

(作者 ) Book (前作からの経過年

数 )

1 ライオンと魔女 ナルニア

国物語

1950 C.S.ルイ

ス

NULL

2 カスピアン王子

のつのぶえ

ナルニア

国物語

1951 C.S.ルイ

ス

1951- 1950 1

3 アスラン王と魔

法の島

ナルニア

国物語

1952 C.S.ルイ

ス

1952- 1951 1

4 銀のいす ナルニア

国物語

1953 C.S.ルイ

ス

1953- 1952 1

5 馬と少年 ナルニア

国物語

1954 C.S.ルイ

ス

1954- 1953 1

6 魔術師のおい ナルニア

国物語

1955 C.S.ルイ

ス

1955- 1954 1

7 さいごの戦い ナルニア

国物語

1956 C.S.ルイ

ス

1956- 1955 1

8 ドーター・オブ・
ザ・フォレスト

セブン

ウォー

ターズ

1999 ジュリエッ

ト・マリリ

アー

NULL

9 サン・オブ・ザ・
シャドーズ

セブン

ウォー

ターズ

2000 ジュリエッ

ト・マリリ

アー

2000- 1999 1

10 チャイルド・オ
ブ・ザ・プロフェ

シー

セブン

ウォー

ターズ

2001 ジュリエッ

ト・マリリ

アー

2001- 2000 1

11 エア・オブ・セブ

ンウォーターズ

セブン

ウォー

ターズ

2008 ジュリエッ

ト・マリリ

アー

2008- 2001 7
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12 シーアー・オブ・
セブンウォーター

ズ

セブン

ウォー

ターズ

2010 ジュリエッ

ト・マリリ

アー

2010- 2008 2

13 フレーム・オブ・
セブンウォーター

ズ

セブン

ウォー

ターズ

2012 ジュリエッ

ト・マリリ

アー

2012- 2010 2

Tableauでは、データが次のように表示されます。

ただし、ビューからディメンションを削除するなど、レイアウトに影響が出るような方法でビジュアライゼー

ションを変更すると、計算値も変わります。

たとえば、以下の図では、[Author (作者 )]がビジュアライゼーションから削除されます。表計算はペイ

ンごとに実行されるため、[Author (作者 )]を削除するとビジュアライゼーションの詳細とレイアウトが変

わります (2つのペインが1つになります)。したがって、表計算では1956年から1999年までの期間が

計算されます。
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適切な計算の種類の選択 下に進む適切な計算の種類の選択

下

関連項目

Tableauでの計算を理解する

計算の作成方法を学習する際のヒント

適切な計算の種類の選択

選択する計算タイプは、分析の必要性、答えたい質問、視覚化のレイアウトによって異なります。

どの計算が目的の分析にとって正しいでしょうか？

分析に使用するための計算タイプの選択は、必ずしも簡単ではありません。決定するときには以下

の質問と例を検討してください。
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注 :このコンテンツは、もともとTableauブログで発行されたものです。「質問に対して正しい計

算を選ぶための便利な手引き書」を参照してください。

基本的な式か表計算か？
質問 1:

必要なデータ値は、すべて視覚化の中にありますか?

l 答えがはいの場合 :表計算を使うことができます。

l 答えがいいえの場合 :基本的な計算を使います。

例 :

次の二つの視覚化について考えます。左側の視覚化は、国 /地域別の合計売上を示す棒グラフで

す。右側の視覚化も、国 /地域別の売り上げを示していますが、売上は非集計です。

これらの視覚化で、売上の90番目の百分位数をどうやって計算しますか?

左側の棒グラフはSUMで集計されています。そのため、このビューでは表計算を使用するための充分

な詳細がありません。基本的な集計式を使って、この例の各国の売上の90番目の百分位数を計

算することができます。次の式を使います。

PERCENTILE([Sales], .90)
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これによって、棒グラフの各棒のラベルとして、国別の90番目の百分位数の値が得られます。

ただし、左側のグラフには各売上順のデータ値が含まれます。より大きな分散と外れ値が示されま

す。ビューの中に表計算を使用するのに充分な詳細があります。

分布バンド(表計算と同等 )を使って、この例の各国の売上の90番目の百分位数を計算すること

ができます。この視覚化にはさらに多くのコンテキストがあります。
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両方の計算で同じ値が得られますが、視覚化内の詳細レベル (データの量 )によってそれぞれから得

られる洞察は異なります。

基本的な式か詳細レベル (LOD)式か？
視覚化に必要なデータが全て揃っていない場合は、計算をデータソースに通す必要があります。つま

り、基本的な計算か、LOD式を使う必要があるということです。

質問 1にいいえと答えた場合は、次のことを考えてみてください。

質問 2:

質問の粒度は、ビジュアライゼーションの粒度またはデータソースの粒度と一致していますか?

l 答えがはいの場合 :基本的な式を使います。

l 答えがいいえの場合 :詳細レベル (LOD)式を使います。
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例

次の視覚化を考えてみましょう。各国の全ての注文の、売上の90番目の百分位数を示していま

す。

この例では、Tableauに付属している"Sample- Superstore (サンプル -スーパーストア)"データソー

スを使用します。"Sample- Superstore (サンプル -スーパーストア)"データソースを見たことがあった

ら、"Order ID (注文 ID)"ごとのデータの行があるのをご存知かもしれません。従って、データソースの

粒度は "Order ID (注文 ID)"です。ところが、視覚化の粒度は国です。

注文 IDレベルの粒度で各国の注文の売上の90番目の百分位数を知りたければ、次のLOD式

を使うことができます。

{INCLUDE [Order ID] : SUM([Sales])}

次に、フィールドを変更して、ビュー内で90番目の百分位数の集計を取ることができます。
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そのために、フィールドのドロップダウンリストをクリックして、[Measure (メジャー)] > [Percentile (百分

位数 )] > [90]を選択します。

次の図は、このケースでどのようにLOD式が機能するかを示しています。

1. データは、まずSUM(Sales)で全て集計され、国の詳細レベル、つまりSUM(Sales) at
Countryで集計されます。

2. LOD計算が適用され、データの粒度が高くなります。国のSUM(Sales) + Order IDになりま

す。

3. > LOD計算が90番目の百分位数で集計されます。PCT90(SUM(Sales) at Country +
Order ID)

結果は、次のようになります。
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表計算か詳細レベル (LOD)式か？
表計算かLOD計算かを選ぶのは、表計算と基本的な式の間でどちらを選ぶかという場合とプロセ

スはよく似ています。次の質問を考えてみてください。

必要なデータ値は、すべて視覚化の中にありますか?

l 答えがはいの場合は、表計算を使うことができます。

l 答えがいいえの場合は、次の質問に答えてください。質問の粒度は、視覚化の粒度または

データソースの粒度と一致していますか?答えがいいえの場合は、LOD計算を使います。
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表計算のみ

表計算のみが使えるというシナリオもあります。次のような場合です。

l ランキング

l 帰納 (例 :累計 )
l 移動計算 (例 :ローリング平均 )
l 行間計算 (例 :期間 vs.期間計算 )

分析でこれらのシナリオのいずれかが必要な場合は、表計算を使用します。

例

次の視覚化を考えてみましょう。2014年 9月から2015年 9月までの数種類の株の平均終値を示

しています。
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終値が過去最高値を超えた回数を確認したい場合、表計算、特に帰納的計算を使用する必要

があります。

なぜでしょうか。表計算では、データの各区分 (セル、ペイン、表 )に対して複数の値を出力すること

ができるからです。基本的な式やLOD式では、各区分またはデータのグループに対して、単一の値

しか出力できません。

各株について終値が過去最高値を超えた回数を計算するには、必要なステップがいくつかありま

す。

1. 新しい最大終値に届いたかどうかを判断するには、全ての過去の値について考慮する必要

があります。これは、RUNNING_MAX関数で行うことができます。たとえば、Record to Date
(今日までの記録 )というタイトルの、日 (表全体 )を使って計算した次の計算を考えてみま

す。

RUNNING_MAX(AVG([Close]))

2. 次に、Count Days Record Broken (記録が破られた日をカウントする)というタイトルの、日

(表全体 )を使って計算した次の計算を使って、記録が破られた日にフラグを立てることができ

ます。

IF AVG([Close]) = [Record to Date]

THEN 1
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ELSE 0

END

3. 最後に、日 (表全体 )を使って計算した次の計算を使ってこれらの日をカウントすることができ

ます。

RUNNING_SUM([Count Days Record Broken])

ビューに、Avg(Close)の代わりに最後の計算フィールドを追加すると、次のようなものが得られ

ます。

計算の作成方法を学習する際のヒント下に続く

このシリーズの関連項目 :
Tableauでの計算を理解する

Tableauでの計算の種類

計算の作成方法を学習する際のヒント

計算の種類と使用するタイミングはわかりましたが、実際に計算式を作るにはどうすればよいでしょう

か。ここが重要なポイントです。
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完璧な式の作り方を知る簡単な方法はなく、練習と研究が必要です。そこで、学習を始める際に

実行できるいくつかのヒントをご紹介します。

疑問点や目的を理解する

必要なデータの種類がわかっていれば、正しい関数を選択し、適切に書式設定するのに役立ちま

す。たとえば、注文に対する収益を表示する必要がある場合は、SUM (売上 ) - SUM (コスト)のよう

な式を作成できます。

Tableau 関数について学習する

Tableauではさまざまな関数を使用できます。どの関数にもそれぞれ用途があります。詳細について

は、Tableau で使用する関数 ページ2175を参照してください。

計算の書式設定方法について学習する

Tableauの関数の種類や用途についての理解が深まったら、適切な構文を使用して計算の書式

設定を行う方法について学習します。詳細については、Tableau での計算の書式設定 ページ2164
を参照してください。

他の例を使用して学習する

例を使用した学習は効果的です。一般的な計算のリストを収集し、日々の分析に使ってみましょ

う。使用可能なリソースを以下に示します。

l Tableauブログ: Tableauで行う表計算トップ10
l Tableauブログ: LOD表現トップ15
l Tableauブログ:時間を節約し一貫性を保つ計算フィールドのテンプレート

問題が解決しない場合は、

Tableau Communityにお問い合わせください。.

このシリーズの関連項目 :
Tableauでの計算を理解する

Tableauでの計算の種類

適切な計算の種類の選択 ページ2146

計算に関するその他のコンテンツ

Tableau での計算の開始 ページ2126

簡単な計算フィールドの作成 ページ2131
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Tableauでの計算作成のベストプラクティス

この記事では、Tableauで効率的な計算を作成するためのさまざまなヒントやガイドラインを取り上げ

ます。これらのガイドラインはワークブックのパフォーマンスを最適化することを目的としています。ワーク

ブックのパフォーマンス向上を行えるすべての方法については、ワークブックのパフォーマンスの最適化

ページ2972シリーズを参照してください。

一般的なルール:別の計算で計算フィールドを複数回使用するのを避ける

別の計算で同一の計算フィールドを複数回参照すると、パフォーマンスの問題が発生します。計算で

計算フィールドを使用する(ネストされた計算の作成としても知られる)場合には、その計算で1回の

み参照するようにしてみてください。

計算でフィールド(ターミナルフィールド)を複数回参照しても、パフォーマンスが低下することはありま

せん。

例

複数行の複雑な計算を使用する計算フィールドを作成し、ツイートに含まれるメンションまたは

Twitterハンドルを見つけるとします。計算フィールドはタイトルの付いたTwitterハンドルです。返され

る各ハンドルは '@'記号で始まります (@ユーザーなど)。

分析のため、'@'記号を削除する必要があります。

これを実行するには、以下の計算を使用して文字列から最初の文字を削除します。

RIGHT([Twitter Handle], LEN([Twitter Handle]) -1)

この計算はとてもシンプルです。ですが、Twitterハンドル計算を2回参照しているため、データソース

の各レコードで計算を2回実行します。1回はRIGHT関数、もう1回はLEN関数です。

同じ計算を2回以上実行するのを回避するには、Twitterハンドル計算を1回のみ使用するように

計算を書き直すことができます。この例では、以下のようにMIDを使用すると、同じ目標を達成でき

ます。

MID([Twitter Handle], 2)

ヒント1:複数の等価比較を1つのCASE計算式またはグループに変換する

計算で以下のように、計算フィールド、Person (calc)を複数回使用し、OR関数が並んでいるとしま

す。この計算の論理式はシンプルではありますが、Person (calc)計算を最低 10回実行しているため

クエリパフォーマンスの問題が生じる原因となります。
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IF [Person (calc)] = 'Henry Wilson'

OR [Person (calc)] = 'Jane Johnson'

OR [Person (calc)] = 'Michelle Kim'

OR [Person (calc)] = 'Fred Suzuki'

OR [Person (calc)] = 'Alan Wang'

THEN 'Lead'

ELSEIF [Person (calc)] = 'Susan Nguyen'

OR [Person (calc)] = 'Laura Rodriguez'

OR [Person (calc)] = 'Ashley Garcia'

OR [Person (calc)] = 'Andrew Smith'

OR [Person (calc)] = 'Adam Davis'

THEN 'IC'

END

等価比較を使用するのではなく、以下の解決策を試してみてください。

解決策 1

CASE式を使用します。例 :

CASE [Person (calc)]

WHEN 'Henry Wilson' THEN 'Lead'

WHEN 'Jane Johnson' THEN 'Lead'

WHEN 'Michelle Kim' THEN 'Lead'

WHEN 'Fred Suzuki' THEN 'Lead'

WHEN 'Alan Wang' THEN 'Lead'

WHEN 'Susan Nguyen' THEN 'IC'

WHEN 'Laura Rodriguez' THEN 'IC'

WHEN 'Ashley Garcia' THEN 'IC'

WHEN 'Andrew Smith' THEN 'IC'

WHEN 'Adam Davis' THEN 'IC'

END

この例で計算フィールド、Person (calc)は1回しか参照されていません。このため、実行されるのは

1回のみです。また、クエリパイプラインでCASE式もさらに最適化されるため、パフォーマンスにおけ

るメリットはさらに大きくなります。
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解決策 2

計算フィールドではなくグループを作成します。詳細については、データのグループ化 ページ1029を参

照してください。

ヒント2:複数の文字列計算を単一のREGEXP式に変換する

注 : REGEXP計算は、Tableauデータ抽出を使用している場合のみ、またはテキストファイ

ル、Hadoop Hive、Google BigQuery、PostgreSQL、Tableau Data Extract、Microsoft
Excel、Salesforce、Vertica、Pivotal Greenplum、Teradata (バージョン14.1以上 )、および

Oracleデータソースに接続している場合のみ利用できます。詳細については、その他の関数

ページ2314を参照してください。

例 1: CONTAINS

計算で以下のように、計算フィールド、Category (calc)を複数回使用しているとします。この計算の

論理式はやはりシンプルではありますが、Category (calc)計算を複数回実行しているためクエリパ

フォーマンスの問題が生じる原因となります。

IF CONTAINS([Segment (calc)],'UNKNOWN')

OR CONTAINS([Segment (calc)],'LEADER')

OR CONTAINS([Segment (calc)],'ADVERTISING')

OR CONTAINS([Segment (calc)],'CLOSED')

OR CONTAINS([Segment (calc)],'COMPETITOR')

OR CONTAINS([Segment (calc)],'REPEAT')

THEN 'UNKNOWN'

ELSE [Segment (calc)] END

何回も繰り返さなくても、REGEXP式を使用すると同じ結果が得られます。

解決策

IF REGEXP_MATCH([Segment (calc)],

'UNKNOWN|LEADER|ADVERTISING|CLOSED|COMPETITOR|REPEAT') THEN

'UNKNOWN'

ELSE [Segment (calc)] END
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同様のパターンを使用する文字列計算では、同じREGEXP式を使用できます。

例 2: STARTSWITH

IF STARTSWITH([Segment (calc)],'UNKNOWN')

OR STARTSWITH([Segment (calc)],'LEADER')

OR STARTSWITH([Segment (calc)],'ADVERTISING')

OR STARTSWITH([Segment (calc)],'CLOSED')

OR STARTSWITH([Segment (calc)],'COMPETITOR')

OR STARTSWITH([Segment (calc)],'REPEAT')

THEN 'UNKNOWN'

解決策

IF REGEXP_MATCH([Segment (calc)], '^

(UNKNOWN|LEADER|ADVERTISING|CLOSED|COMPETITOR|REPEAT)') THEN

'UNKNOWN'

ELSE [Segment (calc)] END

この解決策では '^'記号を使用していることに注意してください。

例 3: ENDSWITH

IF ENDSWITH([Segment (calc)],'UNKNOWN')

OR ENDSWITH([Segment (calc)],'LEADER')

OR ENDSWITH([Segment (calc)],'ADVERTISING')

OR ENDSWITH([Segment (calc)],'CLOSED')

OR ENDSWITH([Segment (calc)],'COMPETITOR')

OR ENDSWITH([Segment (calc)],'REPEAT')

THEN 'UNKNOWN'

ELSE [Segment (calc)] END

解決策

IF REGEXP_MATCH([Segment (calc)], '

(UNKNOWN|LEADER|ADVERTISING|CLOSED|COMPETITOR|REPEAT)$') THEN
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'UNKNOWN'

ELSE [Segment (calc)] END

この解決策では '$'記号を使用していることに注意してください。

ヒント3: LEFT、MID、RIGHT、FIND、LENではなくREGEXPを使用して文字列を操

作する

正規表現はとても強力なツールになります。複雑な文字列操作を実行する場合には、正規表現の

使用を検討してください。多くの場合、正規表現を使用すると、計算はより短く効率的になります。

正規表現の詳細については、Tableauブログの記事「正規表現になって不完全なデータを処理する

(英語 )」を参照してください。

例 1

計算で以下のように、URLからプロトコルが削除されているとします。たとえば、

"https://www.tableau.com"が "www.tableau.com"になっています。

IF (STARTSWITH([Server], "http://")) THEN

MID([Server], Len("http://") + 1)

ELSEIF(STARTSWITH([Server], "https://")) THEN

MID([Server], Len("https://") + 1)

ELSEIF(STARTSWITH([Server], "tcp:")) THEN

MID([Server], Len("tcp:") + 1)

ELSEIF(STARTSWITH([Server], "\\")) THEN

MID([Server], Len("\\") + 1)

ELSE [Server]

END

解決策

REGEXP_REPLACE関数を使用し、計算を簡潔にしてパフォーマンスを向上できます。

REGEXP_REPLACE([Server], "^(http://|https://|tcp:|\\\\)", "")

例 2

計算で以下のように、IPv4アドレスの2番目の部分が返されるとします。たとえば、"172.16.0.1"は
"16"になります。
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IF (FINDNTH([Server], ".", 2) > 0) THEN

MID([Server],

FIND([Server], ".") + 1,

FINDNTH([Server], ".", 2) - FINDNTH([Server], ".", 1) - 1

)

END

解決策

REGEXP_EXTRACT関数を使用し、計算を簡潔にしてパフォーマンスを向上できます。

REGEXP_EXTRACT([Server], "\.([^\.]*)\.")

ヒント4:計算にセットを使用しない

計算にセットを使用している場合、それを等価計算以外の別の要素に置き換えてください。

例

計算で以下のように、セットであるTop Customers (set)が使用されているとします。

IF ISNULL([Customer Name]) OR [Top customers (set)] THEN

[Segment] ELSE [Customer Name] END

解決策 1

セットがシンプルな場合、同じ結果を返す計算フィールドをセットとして作成できます。例 :

CASE [Customer Name]

WHEN 'Henry Wilson' THEN True

WHEN 'Jane Johnson' THEN True

WHEN 'Michelle Kim' THEN True

WHEN 'Fred Suzuki' THEN True

WHEN 'Alan Wang' THEN True

ELSE False

END
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注 :セットの使用によるパフォーマンスの問題が生じないようにするため、この状況ではWHEN TRUE
…ELSEのパターンを使用することが推奨されます。これは多くのシナリオで推奨されるパターンではあ

りません。

解決策 2

セットがさらに複雑な場合、セットに含まれるすべての要素を'IN'などの指定した値または属性にマッ

ピングするグループの作成を検討し、その後、その値 /属性を確認するように計算を変更してください。

例 :

IF ISNULL([Customer Name]) OR [Top Customers(group)]='IN' THEN

[Segment] ELSE [Customer Name] END

詳細については、データのグループ化 ページ1029およびセットの作成 ページ1041を参照してください。

ヒント5:データのグループ化にセットを使用しない

セットはデータのサブセットを比較することを目的としています。グループはフィールドに含まれる関連す

るメンバーを組み合わせることを目的としています。以下の例のようにセットをグループに変換すること

は推奨されていません。

IF [Americas Set] THEN "Americas"

ELSEIF [Africa Set] THEN "Africa"

ELSEIF [Asia Set] THEN "Asia"

ELSEIF [Europe Set] THEN "Europe"

ELSEIF [Oceania Set] THEN "Oceania"

ELSE "Unknown"

END

以下の理由で推奨されていません。

l セットは常には排他的でない。一部のメンバーは複数のセットに表示されることがあります。たと

えば、ロシアは欧州セットとアジアセットのどちらにも配置される可能性があります。

l セットはグループに常には変換できない。セットが除外、条件、または制限により定義される場

合、同等のグループを作成することが難しい、または不可能な場合さえあるかもしれません。

解決策

グループ機能を使用してデータをグループ化します。詳細については、データのグループ化 ページ1029
を参照してください。
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関連項目

効果的な計算の作成 ページ2994

ワークブックのパフォーマンスの最適化 ページ2972

Tableau での計算の種類 ページ2135

Tableau で使用する関数 ページ2175

Tableauでの計算の書式設定

この記事では、Tableauで計算を作成したり書式設定する方法について説明します。計算の基本

的なコンポーネントを一覧表示し、それぞれの適切な構文を説明します。

計算の構成ブロック

Tableau計算の基本コンポーネントは次の4種類です。

l 関数 :フィールド内の値や要素の変換に使用するステートメント。

l 関数には引数、または特定の情報が必要です。引数は関数によって異なり、フィール

ド、リテラル、パラメーター、ネストされた関数になります。

l フィールド:データソースのディメンションやメジャー。

l 演算子 :演算の意味を持つ記号。

l リテラル式 : 「高い」や「1,500」など、ハードコーディングされた定数値。

すべての計算に4つのすべてのコンポーネントを含める必要はありません。さらに、計算には次が含ま

れる場合があります。

l パラメーター:定数値を置き換えるために計算に挿入できるプレースホルダー変数。パラメー

ターの詳細については、パラメーターの作成 ページ1072を参照してください。

l コメント:計算またはその一部についてのメモ。計算の演算処理には含まれません。

各コンポーネントの使用方法と書式設定については、以降のセクションで説明します。

計算の例の説明

たとえば、日付 ([初回訪問 ])に14日を足す次の計算を考えてみます。このような計算は、2週間

のフォローアップの日付を自動的に見つけるのに役立ちます。

DATEADD('day', 14, [Initial Visit)

この計算のコンポーネントは、次のように分割できます。
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l 関数 : DATEADD。これには3つの引数が必要です。

l 日付部分 ('日 ')
l 間隔 (14)
l 日付 ([初回訪問 ])

l フィールド: [初回訪問 ]
l 演算子 :該当なし

l リテラル式 :
l 文字列リテラル: '日 '
l 数値リテラル: 14

この例では、ハードコーディングされた定数 14をパラメーターに置き換えることができます。これにより、

ユーザーは何日後にフォローアップの予定を確認するかを選択できるようになります。

DATEADD('day', [How many days out?], [Initial Visit)

計算の構文一覧

コン

ポーネ

ント

構文 例

関数 Tableauの全関数を書式設定する方法については、Tableau
関数 (アルファベット順 )ページ2419またはTableau 関数 (カテゴ

リ別 )ページ2320を参照してください。

SUM(expression)

フィー

ルド

多くの場合、計算ではフィールドを角かっこ[ ]で囲みます。

詳細についてはフィールドの構文 ページ2167を参照してくださ

い。

[Category]

演算

子

+, -, *, /, %, ==, =, >, <, >=, <=, !=, <>, ^, AND, OR, NOT,
( ).

Tableau計算で使用可能な演算子型と、計算式で実行される

演算順序については、「演算子の構文 ページ2168」を参照して

ください。

[Price]*(1-

[discount])

リテラル

式

数値リテラルは数字で記述されます。

文字列リテラルは引用符で囲んで記述されます。

日付リテラルは記号 #を使用して記述されます。

ブール値リテラルは trueまたは falseとして記述されます。

1.3567

"Unprofitable"

#August 22,

2005#
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Nullリテラルはnullとして記述されます。

詳細については、リテラル式の構文 ページ2172を参照してくださ

い。

true

Null

パラ

メー

ター

計算では、フィールドと同じように、パラメーターは角かっこ[ ]で囲

まれます。詳細については、パラメーターの作成 ページ1072を参

照してください。

[Bin Size]

コメント 計算にコメントを入力するには、2個のスラッシュ//を入力しま

す。詳細については、計算にコメントを追加するページ2173を
参照してください。

複数行のコメントを追加するには、/ *を入力してコメントを開始

し、* /を入力してコメントを終了します。

SUM([Sales]) /

SUM([Profit])

/*John's

calculation

To be used for

profit ratio

Do not edit*/

計算の構文の詳細

次のセクションでは、Tableau計算のさまざまなコンポーネントの詳細について、およびこれらを

Tableauで書式設定する方法について説明します。

関数の構文

関数は、計算の主要コンポーネントであり、さまざまな目的に使用することができます。

Tableauのすべての関数は特定の構文で記述する必要があります。たとえば、次の計算では、LEN
とLEFTという2つの関数と、いくつかの論理演算子 (IF、THEN、ELSE、END、および>)を使用し

ています。

IF LEN([Name])> 5 THEN LEFT([Name],5) ELSE [Name] END

l LENは、LEN([Name])のように引数を1つ取り、[名前 ]フィールドの各値の文字数 (つま

り、長さ)を返します。

l LEFTは、LEFT([Name], 5)のようにフィールドと数値という2つの引数を取り、[名前 ]
フィールドの各値の左から最初の5文字を返します。

l 論理演算子 IF、THEN、ELSE、ENDが連携して論理テストを作成します。

この計算では名前の長さが評価され、名前が5文字を超える場合は最初の5文字のみが返され

ます。それ以外の場合は、名前全体を返します。

計算エディターでは、関数は青色で表示されます。
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計算エディターの参照ペインを使用する

特定の関数の使用方法や書式設定は、いつでも検索可能です。Tableauで関数のリストを開くに

は次のようにします。

1. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

2. 計算エディターが開きます。エディターの右端の展開 (三角形 )のアイコンをクリックします。

関数のリストが表示され、ここから検索できます。リストから関数を選択すると、右端のセクショ

ンが更新され、その関数に必要な構文 (1)、説明 (2)、1つまたは複数の例 (3)の情報が表示

されます。

1つの計算で複数の関数を使用する

計算では複数の関数を使用できます。例 :

ZN(SUM([Order Quantity])) - WINDOW_AVG(SUM([Order Quantity]))

この計算にはZN、SUM、およびWINDOW_AVGの3つの関数が使用されています。ZN関数と

WINDOW_AVG関数は、減算演算子 (-)を使用して区切ります。

ある関数を別の関数の一部にする(ネストする)こともできます。たとえば、上記の例のZN(SUM

([Order Quantity]))の部分がこれにあたります。この場合、[Order Quantity] (注文高 )の
SUM はかっこで囲まれているため、ZN関数より先に計算されます。この理由について詳しくはかっこ

ページ2171を参照してください。

フィールドの構文

計算にはフィールドを挿入することができます。多くの場合、関数の構文から、計算のどの場所に

フィールドを挿入すべきかがわかります。例 : SUM(expression)。

フィールド名にスペースが含まれるか一意でない場合、フィールド名は、角かっこ[ ]で囲んで計算に入

れる必要があります。たとえば、[Sales Categories]とします。
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使用する関数の型によって使用するフィールドの型が決まります。たとえば、SUM関数の場合、数

値のフィールドは挿入できますが、日付のフィールドは挿入できません。詳細については、計算のデー

タ型を理解するページ2174を参照してください。

また、計算の目的によって、計算に含めるフィールドが異なります。たとえば、利益率を計算したい場

合は、次のようにデータソースの [Sales and Profit]フィールドを計算に使用します。

SUM([Sales])/SUM([Profit])

計算にフィールドを追加するには、次のいずれかを実行してください。

l [データ]ペインまたはビューからフィールドをドラッグして計算エディターにドロップする。

l 計算エディターでフィールド名を入力する。注 :計算エディターでフィールド名のオートコンプリー

ト入力が試行されます。

Tableau計算では、フィールドはオレンジ色で表示されます。

演算子の構文

計算を作成するには、Tableauでサポートされている演算子について理解している必要があります。

このセクションでは、利用可能な基本的な演算子とその実行順序 (優先順位 )について説明しま

す。

Tableau式では演算子は黒色で表示されます。
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+ (加算 )

演算子 +は、数値に適用される場合は加算を意味し、文字列に適用される場合は連結を意味し

ます。日付に適用される場合は、日数を日付に加算するために使用できます。

例 :

l 7 + 3
l Profit + Sales
l 'abc' + 'def' = 'abcdef'
l #April 15, 2024# + 15 = #April 30, 2024#

– (減算 )

演算子 -は、数値に適用される場合は減算を意味し、式に適用される場合は符号反転を意味し

ます。日付に適用される場合は、日数を日付から減算するために使用できます。そのため、2つの日

付の日数差を計算するためにも使用できます。

例 :

l 7 - 3
l Profit - Sales
l -(7+3) = -10
l #April 16, 2024# - 15 = #April 1, 2024#
l #April 15, 2024# - #April 8, 2024# = 7

* (乗算 )

演算子 *は数値の乗算を意味します。

例 : 5 * 4 = 20

/ (division)

演算子 /は数値の除算を意味します。

例 : 20 / 4 = 5

% (剰余 )

%演算子は、除算演算の余りを返します。Moduloは整数のみを演算できます。

例 : 9 % 2 = 1。(これは、9を2で割ると4余り1になるためです)
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==、=、>、<、>=、<=、!=、<> (比較 )

式で使用できる基本的な比較演算子です。それらの意味は次のとおりです。

l == または= (等しい)
l > (より大きい)
l < (未満 )
l >= (以上 )
l <= (以下 )
l != または<> (等しくない)

各演算子は2つの数値、日付、または文字列を比較して、TRUE、FALSE、またはNULLのいず

れかを返します。

^ (べき乗 )

この記号はPOWER関数に相当します。指定された回数、数値を掛け合わせます。

例 : 6^3 = 216

AND

論理演算子です。演算子の両側に式またはブール値を置く必要があります。

例 : IIF(Profit =100 AND Sales =1000, "High", "Low")

詳細については、論理関数 ページ2227のANDを参照してください。

OR

論理演算子です。演算子の両側に式またはブール値を置く必要があります。

例 : IIF(Profit =100 OR Sales =1000, "High", "Low")

詳細については、論理関数 ページ2227のORを参照してください。

NOT

論理演算子です。別のブール値または式を符号反転するために使用できます。例は次のとおりで

す。

IIF(NOT(Sales = Profit),"Not Equal","Equal")
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その他の演算子

CASE、ELSE、ELSEIF、IF、THEN、WHEN、ENDも論理関数 ページ2227に使用される演算子

です。

演算子の優先順位

計算ではすべての演算子が特定の順序で評価されます。たとえば、2*1+2は4に等しく、6には等し

くありません。これは乗算を加算より前に演算するためです (演算子 *は常に演算子 +より前に評価

されます)。

2つの演算子の優先順位が同じである場合 (加算と減算 (+) (-)など)、これらの演算子は式の中の

位置に基づいて、左から右の順に評価されます。

かっこを使用すると優先順位を変更することができます。詳細については、かっこ下のセクションを参

照してください。

優先順位 演算子

1 – (符号反転 )

2 ^ (べき乗 )

3 *, /, %

4 +, –

5 ==, >, <, >=, <=, !=、<>

6 NOT

7 AND

8 OR

かっこ

かっこは、必要に応じて優先順位を強制的に変更するために使用できます。かっこで囲まれた演算

子は、かっこの外にある演算子の前に評価され、一番内側のかっこから順に外側に向かって評価さ

れます。

たとえば、(1 + (2*2+1)*(3*6/3)) = 31のようになります。これは、最も内側のかっこ内の演算子が最初

に実行されるためです。この計算は次の順序で行われます。
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1. (2*2+1) = 5
2. (3*6/3) = 6
3. (1+ 5*6) = 31

リテラル式の構文

このセクションは、Tableau計算で使用するリテラル式の適切な構文について説明します。リテラル式

とは、文字どおりに表された定数値のことです。関数を使用する場合は、リテラル式を使用して数

値、文字列、日付などを表す必要が生じることがあります。

たとえば、日付を入力としてもつ関数があるとします。この場合、文字列と解釈される“May 1, 2005”
と入力するのではなく、#May 1, 2005#と入力します。こうすると、引数を文字列から日付に変換す

るdate関数の演算と等価になります (日付関数 ページ2204を参照してください)。

Tableau計算では、数値、文字列、日付、ブール値、およびnullのリテラルを使用できます。次に、

それぞれの型と書式設定方法について説明します。

Tableau計算では、リテラル式は黒色と灰色で表されます。

数値リテラル

数値リテラルは数字で記述されます。たとえば、数字の1を数値リテラルとして入力する場合は、1と

入力します。数字の0.25を数値リテラルとして入力する場合は、0.25と入力します。

文字列リテラル

文字列リテラルは、一重引用符または二重引用符を使用して記述できます。

文字列内に一重引用符または二重引用符が含まれている場合は、最も外側の文字列リテラルに

もう一方のオプションを使用します。

たとえば、文字列 "cat"を文字列リテラルとして入力する場合は、'"cat"'と入力します。

'cat'の場合は、"'cat'"と入力します。文字列をShe's my friendを文字列リテラルとして

入力する場合は、"She's my friend."のようにリテラルに二重引用符を使用します。

日付リテラル

日付リテラルはポンド記号 (#)で表されます。日付の “August 22, 2005”を日付リテラルとして入力

する場合は、ISOフォーマットの日付である#2005-08-22#を入力します。
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ブール値リテラル

ブール値リテラルは trueまたは falseとして記述されます。“true”をブール値リテラルとして入力する場

合は、trueと入力します。

Nullリテラル

NullリテラルはNullとして記述されます。“Null”をNullリテラルとして入力する場合は、Nullと入力し

ます。

計算にパラメーターを追加する

パラメーターは、定数値の代わりに計算に挿入できるプレースホルダー変数です。計算でパラメーター

を使用している場合は、ビューまたはダッシュボード内にパラメーターコントロールを表示すると、ユー

ザーがその値を動的に変更できます。

詳細については、パラメーターの使用 ページ1076を参照してください。

Tableau計算では、パラメーターは紫色で表されます。

計算にコメントを追加する

コメントを追加して計算またはその一部のメモを作成することができます。このコメントは計算処理に

含まれないことに注意してください。

計算にコメントを追加するには、2個のフォワードスラッシュ(//)文字を入力します。

例 :

SUM([Sales])/SUM([Profit]) //My calculation

この例では//My calculationがコメントです。

コメントは2個のフォワードスラッシュ(//)で始まり、行末で終わります。計算を続行するには、新規の

行で始める必要があります。

複数行のコメントを記述する際は、フォワードスラッシュの後にアスタリスク(/*)を入力して開始し、終

了する際はアスタリスクの後にフォワードスラッシュ(*/)を入力します。例 :

SUM([Sales])/SUM([Profit])

/* This calculation is

used for profit ratio.

Do not edit */

Tableau計算では、コメントは灰色で表されます。
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計算のデータ型を理解する

計算フィールドを作成するには、計算に複数のデータ型を使用して組み合わせる方法に関する知

識が必要です。計算式を定義する際に使用できる多くの関数は、特定のデータ型に適用しないと

機能しません。

たとえば、DATEPART()関数が引数として受け入れることができるのは、日付 /日付時刻データ型だ

けです。「DATEPART('year',#2024-04-15#)」と入力した場合の有効な結果は2024と期待

できます。「DATEPART('year',"Tom Sawyer")」と入力しても、有効な結果は期待できませ

ん。実際には、この例では "Tom Sawyer"は文字列であり、日付 /日付時刻ではないため、エラー

が返されます。

注 : Tableauはすべての計算を完全に検証しようとしますが、データ型エラーの中には、クエリ

がデータベースに対して実行されるまで検出されないものもあります。これらの問題は、[計算 ]
ダイアログボックスに表示されるのではなく、クエリの際にエラーダイアログとして表示されます。

Tableauによってサポートされているデータ型は次のとおりです。データ型間の変換については、型変

換 ページ2221を参照してください。

文字列

ゼロ個以上の連続した文字。たとえば、"Wisconsin"、"ID-44400"、および "Tom Sawyer"はす

べて文字列です。文字列は一重引用符または二重引用符で認識されます。引用符そのものを文

字列に含めることもできます。これを行うには、引用符を繰り返して入力します。たとえば、

'O''Hanrahan'のように使用します。

日付 /日付時刻

日付または日付と時刻。たとえば、"January 23, 1972"または「January 23, 1972

12:32:00 AM"日付を日付 /日付時刻として解釈させるには、日付を#記号で囲みます。たとえ

ば、"January 23, 1972"は文字列データ型として処理されますが、#January 23, 1972#は

日付 /日付時刻データ型として処理されます。

数値

Tableau内の数値は、整数または浮動小数点数のいずれかです。

浮動小数点数では、一部の集計結果は予測ほど正確ではない場合があります。たとえば、合計が

ぴったり0になるはずの数値フィールドで、SUM関数が -1.42e-14などの値を返すことがあります。こ

れは、電気電子学会 (IEEE) 754浮動小数点標準で、数値をバイナリ形式で保存することが求め

られていることに起因します。つまり、数値は極めて高い精度で丸められる場合があります。小数点

以下の数桁をより少なくするように数値を書式設定することにより、このような障害の可能性を除外
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できます。詳細については、Tableau で利用可能な数値関数 :次のページのROUNDを参照してく

ださい。

同じ理由から、同等かどうか浮動小数点値をテストする操作は予期しない動作をする可能性があり

ます。そのような比較は、詳細レベルの式をディメンションとして使用する場合、カテゴリーのフィルターリ

ング、アドホックグループの作成、IN/OUTセットの作成、およびデータブレンドで発生します。

注 :最大の符号付き64ビット整数は9,223,372,036,854,775,807です。新しいデータソース

に接続する場合、データ型が [数値 (整数 )]に設定されている列はこの上限値まで対応でき

ます。それを超える数値の場合、[整数 (数値 )]は浮動小数点を使用しないため、"Null"が表

示されます。データ型が [数値 (小数 )]に設定されている場合は、より大きな値を収容できま

す。

ブール値

値 TRUEまたはFALSEが含まれているフィールド。比較の結果が不明な場合は、不明な値が返さ

れます。たとえば、式 7 > Nullは不明な値を返します。不明なブール値は自動的にNullに変換さ

れます。

関連項目

Tableau での計算を理解するページ2132

簡単な計算フィールドの作成 ページ2131

Tableau での計算の開始 ページ2126

Tableauで使用する関数

Tableauでは、Tableau計算で使用する多数の関数がサポートされます。Tableauで使用する関数

の詳細については、以下の記事および参照トピックを参照してください。

数値関数

この記事は、数値関数とTableauでの用途について紹介します。また、例を使用して数値計算を作

成する方法を示し。

数値関数を使う理由

数値関数により、フィールド内のデータ値で計算することが可能になります。数値関数は、数値を含

むフィールドでのみ使用することができます。詳細については、データ型 ページ156を参照してください。
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たとえば、「予算分散」という名前の、予算の分散の値を含むフィールドがあるとします。値の一つが -
7とします。ABS関数を使って、その数値と、そのフィールド内のその他すべての数値の絶対値を返

すことができます。

計算結果は次のようになります。

ABS[Budget Variance]

-7の値の場合、出力は7になります。

Tableauで利用可能な数値関数 :

ABS

構文 ABS(number)

出力 数値 (正 )

定義 指定された<number>の絶対値を返します。

例 ABS(-7) = 7

ABS([Budget Variance])

2番目の例では、Budget Varianceフィールドに含まれているすべての数値の

絶対値を返します。

注 SIGN ページ2185も参照してください。

ACOS

構文 ACOS(number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 指定された<number>のアークコサイン(角度 )を返します。

例 ACOS(-1) = 3.14159265358979

注 逆関数 COS ページ2178は、ラジアン単位の角度を引数として受け取り、コ

サインを返します。
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ASIN

構文 ASIN(number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 指定された<number>のアークサイン(角度 )を返します。

例 ASIN(1) = 1.5707963267949

注 逆関数 SIN ページ2186は、ラジアン単位の角度を引数として受け取り、サ

インを返します。

ATAN

構文 ATAN(number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 指定された<number>のアークタンジェント(角度 )を返します。

例 ATAN(180) = 1.5652408283942

注 逆関数 TANは、ラジアン単位の角度を引数として受け取り、タンジェントを返

します。

ATAN2 下 とCOT 次のページも参照してください。

ATAN2

構文 ATAN2(y number, x number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 2つの数値 (xとy)の間のアークタンジェント(角度 )を返します。結果はラジア

ン単位です。

例 ATAN2(2, 1) = 1.10714871779409

注 ATAN 上、TAN ページ2187、COT 次のページも参照してください。
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CEILING

構文 CEILING(number)

出力 整数

定義 <number>を等しいかより大きな最も近い整数に切り上げます。

例 CEILING(2.1) = 3

注 FLOOR ページ2180とROUND ページ2185も参照してください。

データベースの

制限

CEILINGは次のコネクタで利用できます。Microsoft Excel、テキストファイル、

統計ファイル、パブリッシュされたデータソース、Amazon EMR Hadoop Hive、
Amazon Redshift、Cloudera Hadoop、DataStax Enterprise、Google
Analytics、Google BigQuery、Hortonworks Hadoop Hive、MapR Hadoop
Hive、Microsoft SQL Server、Salesforce、Spark SQL。

COS

構文 COS(number)

引数の数値はラジアン単位の角度です。

出力 数値

定義 角度のコサインを返します。

例 COS(PI( ) /4) = 0.707106781186548

注 逆関数 ACOS ページ2176は、引数としてコサインを受け取り、角度をラジア

ン単位で返します。

PI ページ2184も参照してください。角度を度単位からラジアン単位に変換

するには、RADIANS ページ2184を使用します。

COT

構文 COT(number)

引数の数値はラジアン単位の角度です。
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出力 数値

定義 角度のコタンジェントを返します。

例 COT(PI( ) /4) = 1

注 ATAN ページ2177、TAN ページ2187、PI ページ2184も参照してくださ

い。角度を度単位からラジアン単位に変換するには、RADIANS ページ2184

を使用します。

DEGREES

構文 DEGREES(number)

引数の数値はラジアン単位の角度です。

出力 数値 (度 )

定義 ラジアン単位の角度を度単位に変換します。

例 DEGREES(PI( )/4) = 45.0

注 逆関数 RADIANS ページ2184は、角度を度単位で受け取り、ラジアン単位

で返します。

PI ページ2184()も参照してください。

DIV

構文 DIV(integer1, integer2)

出力 整数

定義 <integer1>を<integer2>で割った割り算の整数部分を返します。

例 DIV(11,2) = 5
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EXP

構文 EXP(number)

出力 数値

定義 指定された<number>でeを累乗した値を返します。

例 EXP(2) = 7.389

EXP(-[Growth Rate]*[Time])

注 LN 見開きページも参照してください。

FLOOR

構文 FLOOR(number)

出力 整数

定義 <number>を等しいかより小さな最も近い整数に切り下げます。

例 FLOOR(7.9) = 7

注 CEILING ページ2178とROUND ページ2185も参照してください。

データベースの

制限

FLOORは次のコネクタで利用できます。Microsoft Excel、テキストファイル、統

計ファイル、パブリッシュされたデータソース、Amazon EMR Hadoop Hive、
Cloudera Hadoop、DataStax Enterprise、Google Analytics、Google
BigQuery、Hortonworks Hadoop Hive、MapR Hadoop Hive、Microsoft
SQL Server、Salesforce、Spark SQL。

HEXBINX

構文 HEXBINX(number, number)

出力 数値

定義 x、y座標を最も近い六角形のビンのx座標にマッピングします。ビンの横幅は

1です。入力時には適切に拡大縮小する必要があります。
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例 HEXBINX([Longitude]*2.5, [Latitude]*2.5)

注 HEXBINX とHEXBINY 下 は、六角形のビン用のビニング関数とプロット関

数です。六角形のビンは、マップなどのx/y平面内でデータを可視化するため

の効率的で洗練されたオプションです。ビンは六角形なので、各ビンは円に近

似し、データ点からビンの中心への距離のばらつきを最小限に抑えます。これ

により、クラスタリングがより正確かつ有益なものになります。

HEXBINY

構文 HEXBINY(number, number)

出力 数値

定義 x、y座標を最も近い六角形のビンのy座標にマッピングします。ビンの横幅は

1です。入力時には適切に拡大縮小する必要があります。

例 HEXBINY([Longitude]*2.5, [Latitude]*2.5)

注 HEXBINX 前のページも参照してください。

LN

構文 LN(number)

出力 数値

引数がゼロ以下の場合、出力はNullになります。

定義 <number>の自然対数を返します。

例 LN(50) = 3.912023005

注 EXP 前のページとLOG 下 も参照してください。

LOG

構文 LOG(number, [base])
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オプションの基底の引数が存在しない場合は、10が基底として使用されま

す。

出力 数値

定義 指定された基底について数値の対数を返します。

例 LOG(16,4) = 2

注 POWER ページ2184とLN 前のページも参照してください。

MAX

構文 MAX(expression)またはMAX(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最大値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MAXは集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MAX(4,7) = 7

MAX(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #2/20/2021#

MAX([Name]) = "Zander"

注 文字列の場合

MAXは、通常、アルファベット順で最後に来る値です。

データベースのデータソースでは、MAXの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も高い値です。

日付の場合

日付の場合、MAXは最新の日付です。MAXが集計の場合、結果には日付

の階層がありません。MAXが比較の場合、結果には日付の階層が保持され

ます。

集計として

MAX(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。
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比較として

MAX(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MIN 下 も参照してください。

MIN

構文 MIN(expression)またはMIN(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最小値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MIN は集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MIN(4,7) = 4

MIN(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #3/25/1986#

MIN([Name]) = "Abebi"

注 文字列の場合

MINは、通常、アルファベット順で最初に来る値です。

データベースのデータソースでは、MINの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も低い値です。

日付の場合

日付の場合、MINは最も早い日付です。MINが集計の場合、結果には日付

の階層がありません。MINが比較の場合、結果には日付の階層が保持されま

す。

集計として

MIN(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MIN(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MAX 前のページも参照してください。
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PI

構文 PI()

出力 数値

定義 数値定数 pi (3.14159...)を返します。

例 PI() = 3.14159

注 入力がラジアン単位の三角関数に便利です。RADIANS 下 も参照してくだ

さい。

POWER

構文 POWER(number, power)

出力 数値

定義 <number>を<power>で指定された回数掛け合わせます。

例 POWER(5,3) = 125

POWER([Temperature], 2)

注 5^3 = POWER(5,3) = 125のように、̂ 記号を使用することもできます。

EXP ページ2180、LOG ページ2181、SQUARE ページ2186も参照してくだ

さい。

RADIANS

構文 RADIANS(number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 指定された<number>を度単位からラジアン単位に変換します。

例 RADIANS(180) = 3.14159

注 逆関数 DEGREES ページ2179は、角度をラジアン単位で受け取り、度単位

で返します。
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ROUND

構文 ROUND(number, [decimals])

出力 数値

定義 指定された桁数に<number>を丸めます。

オプションのdecimals引数は、最終結果に含める小数点以下の桁数 (精
度 )を指定します。decimalsを省略した場合、数値は最も近い整数に丸め

られます。

例 ROUND(1/3, 2) = 0.33

注 MS SQL Serverなどの一部のデータベースでは、桁数に負の値を指定できま

す。たとえば、-1は数値を十の位で丸め、-2は百の位で丸めます。このことは、

すべてのデータベースに当てはまるわけではありません。たとえば、Excelと
Accessには当てはまりません。

ヒント: ROUNDでは、参照元の数値の浮動小数点表現 (9.405から9.40に

丸めるなど)が原因で問題が発生する可能性があるため、丸めるのではなく目

的の小数点以下の桁数になるように数値を書式設定する方が望ましい場合

があります。9.405を小数点以下 2桁に書式設定すると、9.41になります。

CEILING ページ2178とFLOOR ページ2180も参照してください。

SIGN

構文 SIGN(number)

出力 -1、0、または1

定義 <number>の符号を返します。数値が負の場合は -1、数値がゼロの場合は

0、数値が正の場合は1を返します。

例 SIGN(AVG(Profit)) = -1

注 ABS ページ2176も参照してください。
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SIN

構文 SIN(number)

引数の数値はラジアン単位の角度です。

出力 数値

定義 角度のサインを返します。

例 SIN(0) = 1.0

SIN(PI( )/4) = 0.707106781186548

注 逆関数 ASIN ページ2177は、引数としてサインを受け取り、角度をラジアン

単位で返します。

PI ページ2184も参照してください。角度を度単位からラジアン単位に変換

するには、RADIANS ページ2184を使用します。

SQRT

構文 SQRT(number)

出力 数値

定義 <number>の平方根を返します。

例 SQRT(25) = 5

注 SQUARE 下 も参照してください。

SQUARE

構文 SQUARE(number)

出力 数値

定義 <number>の平方を返します。

例 SQUARE(5) = 25
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注 SQRT 前のページとPOWER ページ2184も参照してください。

TAN

構文 TAN(number)

引数の数値はラジアン単位の角度です。

出力 数値

定義 角度のタンジェントを返します。

例 TAN(PI ( )/4) = 1.0

注 ATAN ページ2177、ATAN2 ページ2177、COT ページ2178、PI ページ

2184も参照してください。角度を度単位からラジアン単位に変換するには、

RADIANS ページ2184を使用します。

ZN

構文 ZN(expression)

出力 任意、または0

定義 式の値がNullでない場合は<expression>を返し、それ以外は0を返しま

す。

この関数を使用すると、Null値をゼロに置き換えることができます。

例 ZN(Grade) = 0

注 Nullを含む可能性のあるフィールドを計算で使用する場合に便利な関数で

す。フィールドをZNでラップすると、Nullによる計算エラーの発生を防ぐことがで

きます。

数値計算の作成

次の手順に従って、数値計算の作成方法を学習してください。
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1. Tableau Desktopで、Tableauに付属のサンプル -スーパーストア保存済みデータソースに接

続します。

2. ワークシートに移動し、[分析 ]> [計算フィールドの作成 ]を選択します。

3. 開いた計算エディターで、次の操作を実行します。

l 計算フィールドに"Minimum Sales transaction (最小売上トランザクション)"と名前を

付け

l 次の式を入力します。

MIN(Sales)

l 終了したら、[OK]をクリックします。

新しい数値フィールドは、[データ] ペインの [メジャー] に表示されます。他のフィールドと同様に、この

フィールドを1つ以上のビジュアライゼーションで使用できます。

最小売上がワークシートの [マーク]カードの [テキスト]に配置されると、すでに最も詳細なレベル (全
レコードの最も小さな売上値 )まで集計されているので、名前がAGG(最小売上 ) に変更され、それ

以上集計できないことを示します。

この例は、カテゴリごとの最小売上を示しています。
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サブカテゴリがビューに表示されると、サブカテゴリの最小売上が示されます。
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関連項目

Tableau で使用する関数 ページ2175

Tableau 関数 (アルファベット順 )ページ2419

Tableau 関数 (カテゴリ別 )ページ2320

Tableau での計算の書式設定 ページ2164

文字列関数

この記事は、文字列関数とTableauでの用途について紹介します。また、例を使用して文字列計

算を作成する方法を示します。

文字列関数を使う理由

文字列関数は、文字列データ(つまりテキストデータ)の操作を可能にします。Tableauは、文字列

を比較するときに、最新の International Components for Unicode (ICU)ライブラリを使用します。

文字列の並べ替えや比較の方法は言語とロケールの両方に基づいています。ICUが継続的な更

新と言語サポートの向上に伴い、Vizが変更される可能性があります。

たとえば、全顧客の姓名を含むフィールドがあるとします。あるメンバーは Jane Johnsonです。文字

列関数を使って、全顧客の姓だけを新しいフィールドに取り込むことができます。
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計算結果は次のようになります。

SPLIT([Customer Name], ' ', 2)

そのため、SPLIT('Jane Johnson' , ' ', 2) = 'Johnson'となります。

Tableauで利用可能な文字列関数

ASCII

構文 ASCII(string)

出力 数値

定義 <string>の最初の文字のASCIIコードを返します。

例 ASCII('A') = 65

注 これはCHAR関数の逆です。

CHAR

構文 CHAR(number)

出力 文字列

定義 ASCIIコード<number>で符号化される文字を返します。

例 CHAR(65) = 'A'

注 これはASCII関数の逆です。

CONTAINS

構文 CONTAINS(string, substring)

出力 ブール値

定義 指定された文字列に指定された部分文字列が含まれている場合、trueを返
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します。

例 CONTAINS("Calculation", "alcu") = true

注 論理関数 INおよびサポートしているRegExについては、その他の関数につい

てのドキュメントも参照してください。

ENDSWITH

構文 ENDSWITH(string, substring)

出力 ブール値

定義 特定の文字列が指定されたサブ文字列で終わる場合は、trueを返します。

行末の空白は無視されます。

例 ENDSWITH("Tableau", "leau") = true

注 サポートしているRegExについては、その他の関数についてのドキュメントも参

照してください。

FIND

構文 FIND(string, substring, [start])

出力 数値

定義 文字列内の部分文字列のインデックス位置を返します。部分文字列が見つ

からない場合は0を返します。文字列の最初の文字の位置は1です。

オプションの数値引数 startを追加した場合、関数は開始位置より前に出

現する部分文字列のインスタンスをすべて無視します。

例 FIND("Calculation", "alcu") = 2

FIND("Calculation", "Computer") = 0

FIND("Calculation", "a", 3) = 7

FIND("Calculation", "a", 2) = 2
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FIND("Calculation", "a", 8) = 0

注 サポートしているRegExについては、その他の関数についてのドキュメントも参

照してください。

FINDNTH

構文 FINDNTH(string, substring, occurrence)

出力 数値

定義 指定した文字列内の部分文字列がn番目に現れる位置を返します。ここ

で、nは引数 occurrenceによって定義されます。

例 FINDNTH("Calculation", "a", 2) = 7

注 FINDNTHはすべてのデータソースで使用できるわけではありません。

サポートしているRegExについては、その他の関数についてのドキュメントも参

照してください。

LEFT

構文 LEFT(string, number)

出力 文字列

定義 文字列の左端から<number>個の文字を返します。

例 LEFT("Matador", 4) = "Mata"

注 MIDページ2195とRIGHTページ2197も参照してください。

LEN

構文 LEN(string)

出力 数値
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定義 文字列の長さを返します。

例 LEN("Matador") = 7

注 空間関数 LENGTHと混同しないでください。

LOWER

構文 LOWER(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>をすべて小文字にして返します。

例 LOWER("ProductVersion") = "productversion"

注 UPPERページ2200とPROPERページ2197も参照してください。

LTRIM

構文 LTRIM(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>を先頭の空白を削除して返します。

例 LTRIM(" Matador ") = "Matador "

注 RTRIMページ2198も参照してください。

MAX

構文 MAX(expression)またはMAX(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最大値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MAXは集計として単一フィールドにも適用できます。
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例 MAX(4,7) = 7

MAX(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #2/20/2021#

MAX([Name]) = "Zander"

注 文字列の場合

MAXは、通常、アルファベット順で最後に来る値です。

データベースのデータソースでは、MAXの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も高い値です。

日付の場合

日付の場合、MAXは最新の日付です。MAXが集計の場合、結果には日付

の階層がありません。MAXが比較の場合、結果には日付の階層が保持され

ます。

集計として

MAX(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MAX(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MIN 次のページも参照してください。

MID

構文 (MID(string, start, [length])

出力 文字列

定義 指定されたstart位置から始まる文字列を返します。文字列の最初の文字

の位置は1です。

オプションの数値引数 lengthを追加した場合、返される文字列には、その

引数に相当する数の文字だけが含まれます。

例 MID("Calculation", 2) = "alculation"

MID("Calculation", 2, 5) ="alcul"
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注 サポートしているRegExについては、その他の関数についてのドキュメントも参

照してください。

MIN

構文 MIN(expression)またはMIN(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最小値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MIN は集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MIN(4,7) = 4

MIN(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #3/25/1986#

MIN([Name]) = "Abebi"

注 文字列の場合

MINは、通常、アルファベット順で最初に来る値です。

データベースのデータソースでは、MINの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も低い値です。

日付の場合

日付の場合、MINは最も早い日付です。MINが集計の場合、結果には日

付の階層がありません。MINが比較の場合、結果には日付の階層が保持さ

れます。

集計として

MIN(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MIN(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MAX ページ2194も参照してください。
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PROPER

構文 PROPER(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>を各単語の最初の文字を大文字、残りの文字を小

文字にして返します。

例 PROPER("PRODUCT name") = "Product Name"

PROPER("darcy-mae") = "Darcy-Mae"

注 スペースや句読点などの英数字以外の文字も区切り文字として扱われます。

LOWERページ2194とUPPERページ2200も参照してください。

データベースの

制限

PROPERは、一部のフラットファイルおよび抽出でのみ使用できます。

PROPERをサポートしていないデータソースでPROPERを使用する必要があ

る場合は、抽出の使用を検討してください。

REPLACE

構文 REPLACE(string, substring, replacement

出力 文字列

定義 <string>で<substring>を検索し、それを<replacement>で置き換

えます。<substring>が見つからない場合、文字列は変更されません。

例 REPLACE("Version 3.8", "3.8", "4x") = "Version 4x"

注 その他の関数についてのドキュメントのREGEXP_REPLACEも参照してくださ

い。

RIGHT

構文 RIGHT(string, number)

出力 文字列
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定義 文字列の右端から<number>個の文字を返します。

例 RIGHT("Calculation", 4) = "tion"

注 LEFTページ2193とMIDページ2195も参照してください。

RTRIM

構文 RTRIM(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>を末尾の空白を削除して返します。

例 RTRIM(" Calculation ") = " Calculation"

注 LTRIMページ2194とTRIM見開きページも参照してください。

SPACE

構文 SPACE(number)

出力 文字列 (具体的にはスペースのみ)

定義 指定された文字数分の空白からなる文字列を返します。

例 SPACE(2) = " "

SPLIT

構文 SPLIT(string, delimiter, token number)

出力 文字列

定義 指定した文字列を基に、区切り文字を使用して連続したトークンに文字列を

分割したサブストリングを返します。

例 SPLIT ("a-b-c-d", "-", 2) = "b"

SPLIT ("a|b|c|d", "|", -2) = "c"
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注 文字列は区切り文字とトークンが交互に連続する文字列として解釈されま

す。そのため、文字列がabc-defgh-i-jklで、区切り文字が「-」の場

合、トークンは (1) abc、(2) defgh、(3) i、(4) jlkになります。

SPLITはトークン番号に対応するトークンを返します。トークン番号が正の場

合、トークンは文字列の左端からカウントされます。トークン番号が負の場

合、トークンは文字列の右からカウントされます。

サポートしているREGEXについては、その他の関数についてのドキュメントも

参照してください。

データベースの

制限

splitコマンドとcustom splitコマンドは、次の種類のデータソースで使用できま

す。Tableauデータ抽出、Microsoft Excel、テキストファイル、PDFファイル、

Salesforce、OData、Microsoft Azure Market Place、Googleアナリティクス、

Vertica、Oracle、MySQL、PostgreSQL、Teradata、Amazon Redshift、
Aster Data、Google Big Query、Cloudera Hadoop Hive、Hortonworks
Hive、Microsoft SQL Server。

データソースによっては、文字列の分割に制限があります。このトピックで後述

するSPLIT関数の制限事項を参照してください。

STARTSWITH

構文 STARTSWITH(string, substring)

出力 ブール値

定義 stringがsubstringで始まる場合は、trueを返します。先頭の空白は無

視されます。

例 STARTSWITH("Matador, "Ma") = TRUE

注 CONTAINSページ2191、およびサポートしているREGEXについては、その他

の関数についてのドキュメントも参照してください。

TRIM

構文 TRIM(string)
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出力 文字列

定義 指定された<string>を、先頭と末尾の空白を削除して返します。

例 TRIM(" Calculation ") = "Calculation"

注 LTRIMページ2194とRTRIMページ2198も参照してください。

UPPER

構文 UPPER(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>をすべて大文字にして返します。

例 UPPER("Calculation") = "CALCULATION"

注 PROPERページ2197とLOWERページ2194も参照してください。

文字列計算の作成

次の手順に従って、文字列計算の作成方法を学習してください。

1. Tableau Desktopで、Tableauに付属のサンプル -スーパーストア保存済みデータソースに接

続します。

2. ワークシートに移動します。

3. [データ] ペインの [ディメンション]から、"Order ID (注文 ID)"を[行 ] シェルフまでドラッグしま

す。
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各注文 IDには、国 (たとえばCAやUS)、年 (2011)、注文番号 (100006)が含まれていま

す。この例では、フィールドから注文番号のみを取り込む計算を作成します。

4. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

5. 開いた計算エディターで、次の操作を実行します。

l 計算フィールドに「Order ID Numbers (注文 ID番号 )」と名前を付けます。

l 次の式を入力します。

RIGHT([Order ID], 6)

この式は、文字列の右から指定された桁数 (6)を新しいフィールドに取り込みます。

そのため、RIGHT('CA-2011-100006' , 6) = '100006'となります。

l 終了したら、[OK]をクリックします。

新しい計算フィールドは、[データ]ペインの [ディメンション]に表示されます。他のフィール

ドと同様に、このフィールドを1つ以上のビジュアライゼーションで使用できます。

6. [データ] ペインから、"Order ID Numbers (注文 ID 番号 )"を[行 ]シェルフにドラッグします。

"Order ID (注文 ID)"の右側に配置します。

フィールドが変わりました。
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データソースによるSPLITの制限

データソースによっては、文字列の分割に制限がある場合があります。次の表は、負のトークン数を

サポートするデータソースや、データソースごとに許可される分割の数に制限があるかどうかを示しま

す。

負のトークン番号を指定するSPLIT関数は、他のデータソースでは有効ですが、これらのデータ

ソースでは「このデータソースでは、右からの分割はサポートされません。」というエラーを返します。

データソース 左 /右の制約 分割の

最大数

バージョンの制限

Tableau Data
Extract

両方 無制限

Microsoft
Excel

両方 無制限

テキストファイル 両方 無制限

Salesforce 両方 無制限

OData 両方 無制限

Google アナリ

ティクス

両方 無制限
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Tableau データ

サーバー

両方 無制限 バージョン9.0でサポート。

Vertica 左のみ 10

Oracle 左のみ 10

MySQL 両方 10

PostgreSQL バージョン9.0より前は左のみ。

バージョン9.0以降は両方。

10

Teradata 左のみ 10 バージョン14以降

Amazon
Redshift

左のみ 10

Aster
Database

左のみ 10

Google
BigQuery

左のみ 10

Hortonworks
Hadoop Hive

左のみ 10

Cloudera
Hadoop

左のみ 10 Impalaはバージョン2.3.0以

降でサポートされます。

Microsoft SQL
Server

両方 10 2008以降

関連項目

Tableau で使用する関数 ページ2175

Tableau 関数 (アルファベット順 )ページ2419

Tableau 関数 (カテゴリ別 )ページ2320

Tableau での計算の書式設定 ページ2164
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日付関数

日付は、多くのデータソースに共通する要素です。フィールドに認識可能な日付が含まれている場

合、そのフィールドは日付または日時のデータ型になります。Vizで日付フィールドを使用すると、日

付階層の自動ドリルダウン、日付固有のフィルターオプション、特別な日付書式設定オプションな

ど、一連の特別な機能を利用することができます。計算で日付を使用するには、多くの場合、日付

固有の関数を使用する必要があります。

他の日付の概念を理解する

日付関数は、date_part引数、オプションの[start_of_week]パラメーター、日付リテラル (#)
など、日付固有の要素を参照することがあります。これらについては、このトピックの最後で詳しく説

明します。

日付関数の機能ではありませんが、他にも興味深いトピックがいくつかあります。

l Vizで日付を表示する書式設定 :カスタム日付形式 ページ1113
l デフォルトの日付プロパティの設定 :データソースの日付のプロパティページ1099
l 会計年度の日付の操作 :会計年度の日付 ページ1110
l ISO-8601カレンダーの使用 :週ベースの ISO-8601 暦 ページ1124

ヒント:使用するフィールドはすでに日付として認識されていて([データ]ペインに日付アイコンが表示

されている)、Viz内での表示方法を制御しようとしていますか?

日付関数を使用するのではなく、書式を設定する必要がある場合があります。日付フィールドの操

作については、カスタム日付形式 ページ1113と関連トピックを参照してください。このページの日付

関数を使用すると、表示形式を設定するのではなく、日付計算のフィールドを操作することになりま

す。

Tableauで利用可能な日付関数

DATE
文字列や数値の式を日付の型に変換する関数。式は、認識可能な形式である必要があります。

構文 DATE(expression)

出力 日付

定義 指定された数値、文字列、または日付の<expression>に対して、日付を返

します。
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例 DATE([Employee Start Date])

DATE("September 22, 2018")

DATE("9/22/2018")

DATE(#2018-09-22 14:52#)

注 DATEPARSE ページ2207とは異なり、DATEは多くの標準的な日付形式を自

動的に認識するため、パターンを指定する必要はありません。ただし、DATEが

入力を認識しない場合は、DATEPARSEを使用して形式を指定してみてくださ

い。

MAKEDATE ページ2211も同様の関数ですが、MAKEDATEは年、月、日の数

値を入力する必要があります。

DATEADD
日付部分 (月、日など)に指定された期間を開始日に加えます。

構文 DATEADD(date_part, interval, date)

出力 日付

定義 指定された<date>の指定された<date_part>に、<interval>で指定

された数値を追加した日付を返します。例えば、開始日に3か月を足したり、

12日間を足したりするなどです。

例 すべての締め切り日を1週間延長する

DATEADD('week', 1, [due date])

2021年 2月 20日の280日後

DATEADD('day', 280, #2/20/21#) = #November 27, 2021#

注 ISO 8601の日付をサポートしています。

DATEDIFF
2つの日付の差を日付部分 (週、年など)の数で返します。
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構文 DATEDIFF(date_part, date1, date2, [start_of_week])

出力 整数

定義 <date_part>の単位で表された、<date1>と<date2n>の差異を返します。例

えば、バンドに入った日と抜けた日を引き算して、その人がバンドにいた期間を確認し

ます。

例 1986年 3月 25日と2021年 2月 20日の間の日数

DATEDIFF('day', #3/25/1986#, #2/20/2021#) = 12,751

その人がバンドに参加していた月数

DATEDIFF('month', [date joined band], [date left band])

注 ISO 8601の日付をサポートしています。

DATENAME
指定された日付部分の名前を、個別の文字列として返します。

構文 DATENAME(date_part, date, [start_of_week])

出力 文字列

定義 <date>の<date_part>を文字列として返します。

例 DATENAME('year', #3/25/1986#) = "1986"

DATENAME('month', #1986-03-25#) = "March"

注 ISO 8601の日付をサポートしています。

よく似た計算にDATEPART見開きページがあります。これは、指定された日

付部分の値を、連続した整数として返します。DATEPARTは数値演算である

ため、より高速に処理できます。

計算結果の属性 (ディメンションかメジャーか、連続か不連続か)と日付の書

式を変更すると、DATEPARTとDATENAMEの結果は同じ書式にできます。

逆関数 DATEPARSE見開きページは、文字列値を受け取り、日付として

書式設定します。

2206 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



DATEPARSE
特別にフォーマットされた文字列を日付として返します。

構文 DATEPARSE(date_format, date_string)

出力 日付

定義 <date_format>引数は<date_string>フィールドがどのように配置されているか

を示します。文字列フィールドはさまざまな順序で配置することができるため、<date_

format>は正確に一致する必要があります。詳細については、「フィールドを日付

フィールドに変換する」を参照してください。

例 DATEPARSE('yyyy-MM-dd', "1986-03-25") = #March 25, 1986#

注 DATE ページ2204は、多くの標準的な日付形式を自動的に認識する類似の関数

です。DATEで入力パターンを認識できない場合は、DATEPARSEの方が適している

可能性があります。

MAKEDATE ページ2211も同様の関数ですが、MAKEDATEは年、月、日の数値を

入力する必要があります。

日付を分解して日付部分の値を返す逆関数は、DATEPART 下 (整数出力 )と
DATENAME 前のページ (文字列出力 )です。

データ

ベースの

制限

DATEPARSEは次のコネクタで利用できます。レガシーでないExcelとテキストファイル

の接続、Amazon EMR Hadoop Hive、Cloudera Hadoop、Googleスプレッドシート、

Hortonworks Hadoop Hive、MapR Hadoop Hive、MySQL、Oracle、PostgreSQL、
およびTableau抽出。書式設定によってはすべての接続で使用できない場合があり

ます。

DATEPARSEはHiveバリアントではサポートされていません。サポートされているのは、

Denodo、Drill、Snowflakeのみです。

DATEPART
指定された日付部分の名前を、整数として返します。

構文 DATEPART(date_part, date, [start_of_week])

出力 整数
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定義 <date>の<date_part>を整数として返します。

例 DATEPART('year', #1986-03-25#) = 1986

DATEPART('month', #1986-03-25#) = 3

注 ISO 8601の日付をサポートしています。

よく似た計算にDATENAME ページ2206があります。これは、指定された日付

部分の名前を、個別の文字列として返します。DATEPARTは数値演算であ

るため、より高速に処理できます。フィールドの属性 (ディメンションかメジャー

か、連続か不連続か)と日付の書式を変更すると、DATEPARTとDATENAME

の結果は同じ書式にできます。

逆関数 DATEPARSE 前のページは、文字列値を受け取り、日付として書式

設定します。

DATETRUNC
この関数は、日付の丸め機能と考えることができます。特定の日付を受け取り、希望する特別な条

件でその日付の変化形を返します。すべての日付には、日、月、四半期、および年の値が必ずある

ため、DATETRUNCは、指定された日付部分までの各日付部分に最小値を設定します。詳細につ

いては、例を参照してください。

構文 DATETRUNC(date_part, date, [start_of_week])

出力 日付

定義 <date_part>で指定された精度で<date>を切り捨てます。この関数は新

しい日付を返します。たとえば、月の中旬にある日付を月レベルで丸めた場

合、この関数はその月の第 1日を返します。

例 DATETRUNC('day', #9/22/2018#) = #9/22/2018#

DATETRUNC('iso-week', #9/22/2018#) = #9/17/2018#

(2018/9/22を含む週の月曜日 )

DATETRUNC(quarter, #9/22/2018#) = #7/1/2018#

(2018/9/22を含む四半期の最初の日 )
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注 :週とISO週では、start_of_weekが影響します。ISO週の始ま

りは、常に月曜日です。この例のロケールでは、start_of_weekが

指定されていない場合、週の始まりは日曜日になります。

注 ISO 8601の日付をサポートしています。

DATETRUNCは、たとえば、Vizの日時フィールドの時刻の表示を停止するた

めなどに使用しないでください。日付の表示を切り捨てたい場合は、日付の

精度を丸めるのではなく、書式を調整してください。

例えば、DATETRUNC('day', #5/17/2022 3:12:48 PM#)は、vizで
秒まで表示される書式設定の場合、5/17/2022 12:00:00 AMと表示さ

れます。

DAY
日付の日の部分 (1 ～ 31)を整数として返します。

構文 DAY(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の日の部分を整数として返します。

例 Day(#September 22, 2018#) = 22

注 WEEK ページ2216、MONTH ページ2214、QUARTER ページ2215、YEAR

ページ2216、および ISOの相当するものも参照してください。

ISDATE
文字列が有効な日付形式かどうかを確認します。

構文 ISDATE(string)

出力 ブール値

定義 指定された<string>が有効な日付の場合、trueを返します。

例 ISDATE(09/22/2018) = true
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ISDATE(22SEP18) = false

注 必須の引数は文字列でなければなりません。ISDATEは、日付データ型の

フィールドには使用できません。計算によりエラーが返されます。

ISOQUARTER

構文 ISOQUARTER(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の ISO8601週ベースの四半期の部分を整数として返し

ます。

例 ISOQUARTER(#1986-03-25#) = 1

注 ISOWEEK 下、ISOWEEKDAY 下、ISOYEAR 見開きページ、および非 ISO
の相当するものも参照してください。

ISOWEEK

構文 ISOWEEK(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の ISO8601週ベースの週を整数で返します。

例 ISOWEEK(#1986-03-25#) = 13

注 ISOWEEKDAY 下、ISOQUARTER 上、ISOYEAR 見開きページ、および非

ISOの相当するものも参照してください。

ISOWEEKDAY

構文 ISOWEEKDAY(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の ISO8601週ベースの曜日を整数で返します。

2210 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



例 ISOWEEKDAY(#1986-03-25#) = 2

注 ISOWEEK 前のページ、ISOQUARTER 前のページ、ISOYEAR 下、および非

ISOの相当するものも参照してください。

ISOYEAR

構文 ISOYEAR(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の ISO8601週ベースの年を整数で返します。

例 ISOYEAR(#1986-03-25#) = 1,986

注 ISOWEEK 前のページ、ISOWEEKDAY 前のページ、ISOQUARTER 前のペー

ジ、および非 ISOの相当するものも参照してください。

MAKEDATE

構文 MAKEDATE(year, month, day)

出力 日付

定義 指定された<year>、<monthg>、<day>から構成される日付値を返しま

す。

例 MAKEDATE(1986,3,25) = #1986-03-25#

注
注 :値を誤って入力した場合、4月 31日は存在しないというエラーが返

されるのではなく、MAKEDATE(2020,4,31) = May 1, 2020のよう

に日付が調整されます。

Tableauのデータ抽出で利用できます。他のデータソースで利用可能か確認

します。

MAKEDATEでは、各日付部分に数値を入力する必要があります。日付であ

るはずのデータが文字列の場合は、DATE ページ2204関数を試してくださ

い。DATEは、多くの標準的な日付形式を自動的に認識します。DATEが入
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力を認識しない場合は、DATEPARSE ページ2207を使用してみてください。

MAKEDATETIME

構

文

MAKEDATETIME(date, time)

出

力

日時

定

義

<date>と<time>を組み合わせた日付時刻を返します。日付は、日付、日付時刻、ま

たは文字列の種類になることがあります。時刻は日付時刻である必要があります。

例 MAKEDATETIME("1899-12-30", #07:59:00#) = #12/30/1899 7:59:00

AM#

MAKEDATETIME([Date], [Time]) = #1/1/2001 6:00:00 AM#

注 この関数は、MySQL互換の接続 (TableauではMySQLおよびAmazon Aurora)でのみ

使用できます。

MAKETIME 下 は、Tableauデータ抽出およびその他のデータソースで使用できる類似の

関数です。

MAKETIME

構文 MAKETIME(hour, minute, second)

出力 日時

定義 指定された<hour>、<minute>、<second>から構成される日付値を返し

ます。

例 MAKETIME(14, 52, 40) = #1/1/1899 14:52:40#

注 Tableauは時刻のデータ型をサポートしておらず、日付時刻のみをサポートし

ているため、出力は日付時刻になります。フィールドの日付部分は1899年 1
月 1日になります。

MYSQL互換の接続でのみ使用できるMAKEDATETIME 上 に類似の関数

2212 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



です。

MAX

構文 MAX(expression)またはMAX(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL。

定義 2つの引数の最大値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MAXは集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MAX(4,7) = 7

MAX(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #2/20/2021#

MAX([Name]) = "Zander"

注 文字列の場合

MAXは、通常、アルファベット順で最後に来る値です。

データベースのデータソースでは、MAXの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も高い値です。

日付の場合

日付の場合、MAXは最新の日付です。MAXが集計の場合、結果には日付の

階層がありません。MAXが比較の場合、結果には日付の階層が保持されま

す。

集計として

MAX(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MAX(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MIN 次のページも参照してください。
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MIN

構文 MIN(expression)またはMIN(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最小値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MIN は集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MIN(4,7) = 4

MIN(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #3/25/1986#

MIN([Name]) = "Abebi"

注 文字列の場合

MINは、通常、アルファベット順で最初に来る値です。

データベースのデータソースでは、MINの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も低い値です。

日付の場合

日付の場合、MINは最も早い日付です。MINが集計の場合、結果には日

付の階層がありません。MINが比較の場合、結果には日付の階層が保持さ

れます。

集計として

MIN(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MIN(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MAX 前のページも参照してください。

MONTH

構文 MONTH(date)
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出力 整数

定義 指定された<date>の月を整数で返します。

例 MONTH(#1986-03-25#) = 3

注 DAY ページ2209、WEEK 次のページ、QUARTER 下、YEAR 次のページ、お

よび ISOの相当するものも参照してください。

NOW

構文 NOW()

出力 日時

定義 現在のローカルシステムの日付と時刻を返します。

例 NOW() = 1986-03-25 1:08:21 PM

注 NOWは引数を取りません。

日付時刻でなく日付を返す同様の計算であるTODAY 次のページも参照し

てください。

データソースがライブ接続の場合、システムの日付と時刻は別のタイムゾーン

になる可能性があります。これに対処する方法の詳細については、「ナレッジ

ベース」を参照してください。

QUARTER

構文 QUARTER(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の四半期を整数で返します。

例 QUARTER(#1986-03-25#) = 1

注 DAY ページ2209、WEEK 次のページ、MONTH 前のページ、YEAR 次のペー

ジ、および ISOの相当するものも参照してください。
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TODAY

構文 TODAY()

出力 日付

定義 現在のローカルシステムの日付を返します。

例 TODAY() = 1986-03-25

注 TODAYは引数を取りません。

日付ではなく日付時刻を返す同様の計算であるNOW前のページも参照し

てください。

データソースがライブ接続の場合、システムの日付は別のタイムゾーンになる

可能性があります。これに対処する方法の詳細については、「ナレッジベース」

を参照してください。

WEEK

構文 WEEK(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の週を整数で返します。

例 WEEK(#1986-03-25#) = 13

注 DAY ページ2209、MONTH ページ2214、QUARTER 前のページ、YEAR

下、および ISOの相当するものも参照してください。

YEAR

構文 YEAR(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の年を整数で返します。
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例 YEAR(#1986-03-25#) = 1,986

注 DAY ページ2209、WEEK 前のページ、MONTH ページ2214、QUARTER

ページ2215、および ISOの相当するものも参照してください。

date_part引数

Tableauの多くの日付関数は引数 date_partを取ります。これは、日付のどの部分 (日、週、四

半期など)を考慮するかを関数に伝える文字列定数です。使用できる有効なdate_partの値は

次のとおりです。

date_part 値

'year' 4桁の年

'quarter' 1 ～ 4

'month' 1 ～ 12または "January"、"February"など

'dayofyear' 年初来日数 (1月 1日は1、2月 1日は32など)

'day' 1 ～ 31

'weekday' 1 ～ 7または "Sunday"、"Monday"など

'week' 1 ～ 52

'hour' 0 ～ 23

'minute' 0 ～ 59

'second' 0 ～ 60

'iso-year' ISO 8601の4桁の年

'iso-quarter' 1 ～ 4

'iso-week' 1 ～ 52、週の開始は常に月曜日

'iso-weekday' 1 ～ 7、週の開始は常に月曜日

[start_of_week]パラメーター

一部の関数には、オプションのパラメーター[start_of_week]があります。start_of_weekパラ

メーターを使用すると、「日曜日」か「月曜日」かなど、どの日を週の最初の日と見なすかを指定でき
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ます。省略すると、週の始まりはデータソースによって決定されます。データソースの日付のプロパ

ティページ1099を参照してください。

以下の例では、9月 22日が日曜日で、9月 24日が火曜日です。DATEDIFF関数は、これらの

日付の間の週数を計算するために使用されています。

DATEDIFF('week', #2013-09-22#, #2013-09-24#, 'monday') = 1

l start_of_weekは「月曜日」であるため、これらの日付は異なる週になります。

DATEDIFF('week', #2013-09-22#, #2013-09-24#, 'sunday') = 0

l start_of_weekは「日曜日」であるため、これらの日付は同じ週になります。

日付リテラル (#)

例では、シャープ記号 (#)を日付式で使用することがよくあります。これは、テキスト文字列に引用

符を使用するのと同様の日付リテラルであり、記号に囲まれた値が日付であることをTableauに伝

えます。

日付リテラルがない場合、日付は他のさまざまなデータ型として解釈される可能性があります。例 :

形式 データ型 値

'March 25, 1986' 文字列 'March 25, 1986'

#1986/03/25# 日付 #1986/03/25#

#1986/03/25# 浮動小数 0.00006042

#1986/03/25# 整数 1,958

March 25, 1986 無効

詳細については、「リテラル式の構文 ページ2172」を参照してください。
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日付計算の作成

Superstoreサンプルデータソースを使用して、日付計算の作成を練習します。

1. Tableau Desktopで、Tableauに付属の"Sample-Superstore (サンプル - スーパーストア)"
保存したデータソースに接続します。

2. ワークシートを開きます。

3. [データ] ペインの [ディメンション]から、"Order Date (注文日 )"を[行 ]シェルフまでドラッグしま

す。

4. [行 ] シェルフで、[YEAR(Order Date)] フィールド上のプラス(+)アイコンをクリックします。

"QUARTER(Order Date)"が [行 ]シェルフとに追加され、ビューが更新されます。

5. [行 ]シェルフで、[QUARTER(Order Date)]フィールド上のプラス(+) アイコンをクリックし、

[MONTH(Order Date)]にドリルダウンします。
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6. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

7. 開いた計算エディターで、次の操作を実行します。

l 計算フィールドに"Quarter Date"と名前を付けます。

l 次の式を入力します。DATETRUNC('quarter', [Order Date])
l 終了したら、[OK]をクリックします。

新しい日付計算フィールドは、[データ] ペインの [ディメンション] に表示されます。他の

フィールドと同様に、このフィールドを1つ以上のビジュアライゼーションで使用できます。

8. [データ]ペインの [ディメンション]から、"Quarter Date"を[行 ]シェルフにドラッグして、

"MONTH(Order Date)"の右に配置します。視覚化が、年の値で更新されます。これは、

Tableauが日付データを最も高い詳細レベルで動かしているためです。

9. [行 ]シェルフでYEAR(Quarter Date)を右クリックし、[正確な日付 ]を選択します。

10. [行 ]シェルフでYEAR(Quarter Date)をもう一度右クリックし、[不連続 ]を選択します。

視覚化は、表の各行の正確なquarter dateで更新されます。
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型変換

この記事では、型変換関数とTableauでのこの関数の使用について説明します。また、例を使用し

て型変換計算を作成する方法について説明します。

型変換関数を使用する理由

型変換関数を使用すると、フィールドのデータ型を別のデータ型に変換できます (これは「キャスト」と

呼ばれています)。たとえば、文字列データ型のフィールドに日付情報がある場合、フィールドを日付

データ型にキャスト(変更 )しなければ、そのフィールドを日付計算で使用することはできません。

たとえば、DATEDIFF関数で文字列日付フィールドを使用するには、日付型変換も使用する必要

があります。

DATEDIFF('day', [Date Field], DATE([String Date Field]) )

DATE関数でデータ型を変更しなければ、「DATEDIFFが (文字列、日付、文字列 )で呼び出され

ています」というエラーが発生します。

ヒント: [データ]ペインのフィールドには、デフォルトのデータ型 ページ156が設定されています。多くの場

合、型変換関数を使用する必要はありません。フィールドのデータ型はアイコンをクリックすることで変

更できます。ただし、特定の計算に対してのみデータ型を変更すると便利な場合や、Tableauが

フィールドの内容を目的のデータ型に正しくキャストできない場合 (日付形式が認識されないなど)が
あります。そのような場合、以下にリストされているような型変換関数を使用する必要があります。
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Tableauで使用可能な型変換関数

DATE

構文 DATE(expression)

出力 日付

定義 指定された数値、文字列、または日付式に対する日付を返します。

例 DATE([Employee Start Date])

DATE("September 22, 2018")

DATE("9/22/2018")

DATE(#2018-09-22 14:52#)

注 DATEPARSEとは異なり、DATEは多くの標準的な日付形式を自動的に認

識するため、パターンを指定する必要はありません。ただし、DATEが入力を

認識しない場合は、DATEPARSEを使用して形式を指定してみてください。

MAKEDATEも同様の関数ですが、MAKEDATEは年、月、日の数値を入

力する必要があります。

DATETIME

構文 DATETIME(expression)

出力 日時

定義 指定された数値、文字列、または日付式に対する日付時刻を返します。

例 DATETIME("April 15, 2005 07:59:00") = April 15, 2005 07:59:00

FLOAT

構文 FLOAT(expression)

出力 浮動小数点数 (10進数 )
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定義 引数を浮動小数点数としてキャストします。

例 FLOAT(3) = 3.000

注 整数を返す INTも参照してください。

INT

構文 INT(expression)

出力 整数

定義 引数を整数としてキャストします。引数が式の場合、この関数は結果をゼロに

最も近い整数に丸めます。

例 INT(8/3) = 2

INT(-9.7) = -9

注 文字列が整数に変換される場合、この文字列はまず浮動小数点数に変換さ

れてから、丸められます。

小数を返すFLOATも参照してください。

ROUND、CEILING、FLOORも参照してください。

MAKEDATE

構文 MAKEDATE(year, month, day)

出力 日付

定義 指定した数値の年、月、日から構成された日付値を返します。

例 MAKEDATE(1986,3,25) = #1986-03-25#

値を誤って入力した場合、4月 31日は存在しないというエラーが返されるので

はなく、MAKEDATE(2020,4,31) = May 1, 2020のように日付が調整されるこ

とに注意してください。

注 Tableauのデータ抽出で利用できます。他のデータソースで利用可能か確認

します。
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MAKEDATEでは、暦の各単位に数値を入力する必要があります。日付であ

るべきデータが文字列である場合は、DATE関数を試してください。DATEは、

多くの標準的な日付形式を自動的に認識します。DATEが入力を認識しな

い場合は、DATEPARSEを使用してみてください。

MAKEDATETIME

構

文

MAKEDATETIME(date, time)

出

力

日時

定

義

日付と時刻を組み合わせた日付時刻を返します。日付は、日付、日付時刻、または文

字列の種類になることがあります。時刻は日付時刻である必要があります。

例 MAKEDATETIME("1899-12-30", #07:59:00#) = #12/30/1899 7:59:00

AM#

MAKEDATETIME([Date], [Time]) = #1/1/2001 6:00:00 AM#

注 この関数は、MySQL互換の接続 (TableauではMySQLおよびAmazon Aurora)でのみ

使用できます。

MAKETIMEは、Tableauデータ抽出およびその他のデータソースで使用できる類似の関

数です。

MAKELINE

構

文

MAKELINE(<Spatial Point1>,<Spatial Point2>)

出

力

ジオメトリ空間オブジェクト(線 )

定

義

2点間に線のマークを生成します。

例 MAKELINE(OriginPoint, DestinationPoint)
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MAKELINE( MAKEPOINT(OriginLat],[OriginLong]) , MAKEPOINT

([DestinationLat],[DestinationLong] )

注 出発地と目的地のマップを作成したり、MAKEPOINTを使用して緯度と経度を空間オブ

ジェクトに変換したりする場合に便利です。

MAKEPOINT

構文 MAKEPOINT(<latitude>, <longitude>)

出力 ジオメトリ空間オブジェクト(点 )

定義 緯度列および経度列のデータを、空間オブジェクトに変換します。

例 MAKEPOINT([AirportLatitude],[AirportLongitude])

注 MAKEPOINTを使用すると、データソースを空間的に有効化し、空間結合を

使用している空間ファイルと結合することができます。詳細については、

Tableau で空間ファイルを結合するページ1650を参照してください。

MAKEPOINTを使用するには、データに緯度と経度の座標を含める必要があ

ります。

MAKETIME

構文 MAKETIME(hour, minute, second)

出力 日付時刻注を参照してください。

定義 指定した時、分、秒から構成された日付値を返します。

例 MAKETIME(14, 52, 40) = #1/1/1899 14:52:40#

注 Tableauは時刻データ型をサポートしておらず、日時のみをサポートしているた

め、出力は日時になります。フィールドの日付部分は1899年 1月 1日になり

ます。

MYSQL互換の接続でのみ使用できるMAKEDATETIMEに類似の関数。
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STR

構文 STR(expression)

出力 文字列

定義 引数を文字列としてキャストします。

例 STR([ID])

ブール式のキャスト

ブール値は整数、浮動小数点数、文字列にキャストできますが、日付にはキャストできません。

l Trueは1、1.0、「1」にマッピングされます

l Falseは0、0.0、「0」にマッピングされます

l UnknownはNullにマッピングされます

型変換計算の作成

次の手順に従って、型変換計算を作成する方法について学習します。

1. Tableau Desktopで、Tableauに付属のサンプル -スーパーストア保存済みデータソースに接

続します。

2. ワークシートに移動します。

3. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

4. 開いた計算エディターで、[郵便番号 ]フィールドを数値から文字列に変換します。

l 計算フィールドに"Postal Code String (郵便番号文字列 )"という名前を付けます。

l 次の式を入力します。

STR([Postal Code])

l 終了したら、[OK]をクリックします。

新しい計算フィールドは、[データ]ペインの [ディメンション]に表示されます。他のフィールドと同様に、

このフィールドを1つ以上のビジュアライゼーションで使用できます。

このフィールドを数値から文字列に変更すると、Tableauは数値ではなく文字列として処理します

(そのため、集計されません)。

関連項目

データ型 ページ156
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フィールドを日付フィールドに変換するページ834

Tableau での計算の書式設定 ページ2164

Tableau で使用する関数 ページ2175

Tableau 関数 (アルファベット順 )ページ2419

Tableau 関数 (カテゴリ別 )ページ2320

論理関数

この記事では、論理関数とTableauでの用途について紹介します。また、例を使用して論理計算を

作成する方法を示します。

論理計算を使用する理由

論理計算を使用すると、特定の条件が trueか falseかを判断できます (ブール論理 )。たとえば、特

定の限界値に基づいて値を分類したい場合があります。

論理計算は次のようになります。

IF [Profit] > 0

THEN 'Profitable'

ELSEIF [Profit] = 0 THEN 'Break even'

ELSE 'Loss'

END

Tableauで利用可能な論理関数と演算子

AND

構文 <expr1> AND <expr2>

定義 2つの式の論理積を実行します (この論理計算は、両方が trueの場合に trueを返し

ます)。

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

例 IF [Season] = "Spring" AND "[Season] = "Fall"

THEN "It's the apocalypse and footwear doesn't matter"

END

「(季節 =春 )と(季節 =秋 )の両方が同時に真である場合は、「黙示録なので履き
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物は関係ありません」と返します。」

注 多くの場合、IFページ2231や IIFページ2232とともに使用されます。NOTページ

2237とORページ2237も参照してください。

両方の式がTRUEの場合 (つまりFALSEでもNULLでもない場合 )、結果はTRUEに

なります。いずれかの式がNULLの場合、結果はNULLになります。それ以外の場

合、結果はFALSEになります。

AND比較の結果がワークシートに表示される計算を作成すると、TableauではTRUE

やFALSEと表示されます。この設定を変更するには、書式設定ダイアログボックスの

[書式設定 ]エリアを使用してください。

注 : AND演算子は、「短絡評価」を採用しています。そのため、最初の式が

FALSEとして評価された場合、2番目の式はまったく評価されません。このこと

は、最初の式がFALSEとして評価されているときに、2番目の式でエラーが発

生した場合に役に立ちます。なぜならば、短絡評価が採用されている場合、2
番目の式は一度も評価されないからです。

CASE

構文 CASE <expression>

WHEN <value1> THEN <then1>

WHEN <value2> THEN <then2>

...

[ELSE <default>]

END

出力 <then>の値のデータ型に応じて異なります。

定義 expressionを評価し、指定されたオプション(<value1>、<value2>な

ど)と比較します。valueが式と一致した場合、CASEは対応するreturn

を返します。一致しなかった場合は、(オプションの)既定値を返します。既定

値も一致した値もない場合は、Nullを返します。

例 CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'
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ELSE 'Sneakers'

END

「[季節 ]フィールドを確認してください。値が「夏」の場合は、「サンダル」を返し

ます。値が「冬」の場合は、「ブーツ」を返します。[季節 ]フィールドの内容が計

算内の選択肢と一致しない場合は、「スニーカー」を返します。」

注 IFページ2231とIIFページ2232も参照してください。

WHENページ2239、THENページ2238、ELSE下、END次のページととも

に使用されます。

ヒント:多くの場合、グループを使用して複雑なCASE関数と同じ結果を取

得したり、前の例のようにCASEを使用してネイティブのグループ化機能を置

き換えたりすることができます。自身のシナリオで、どちらの方がパフォーマンス

がよいかを確認できます。

ELSE

構文 CASE <expression>

WHEN <value1> THEN <then1>

WHEN <value2> THEN <then2>

...

[ELSE <default>]

END

定義 IF式またはCASE式で、テスト結果がいずれもtrueでない場合に返す既定

値を指定するためのオプションの部分。

例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'

ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers' 

END

CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers'

END
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注 CASEページ2228、WHENページ2239、IF見開きページ、ELSEIF下、

THENページ2238、END下 とともに使用されます。

ELSEはCASEとIFのオプションです。ELSEが指定されていない計算では、

<test>がいずれもtrueでない場合、計算全体でNullが返されます。

ELSEは条件 ([Season] = "Winter"など)を必要とせず、Null処理の一

種と考えることができます。

ELSEIF

構文 [ELSEIF <test2> THEN <then2>]

定義 IF式のオプションの部分であり、最初の IFに一致しない場合に追加の条件

を指定するために使用されます。

例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'

ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSEIF [Season] = "Spring" THEN 'Sneakers'

ELSEIF [Season] = "Autumn" THEN 'Sneakers'

ELSE 'Bare feet'

END

注 IF見開きページ、THENページ2238、ELSE前のページ、END下 とともに使

用されます。

ELSEIFは、追加のIF句と考えることができます。ELSEIFはオプションであ

り、複数回繰り返すことができます。

ELSEとは異なり、ELSEIFには条件が必要です ([Season] = "Winter"

など)。

END

定義 IF式またはCASE式を閉じるために使用されます。

例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'

ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers' 
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END

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を

確認します。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらの式もtrueで

ない場合は、「スニーカー」を返します。」

CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers'

END

「[季節 ]フィールドを確認してください。値が「夏」の場合は、「サンダル」を返し

ます。値が「冬」の場合は、「ブーツ」を返します。[季節 ]フィールドの内容が計

算内の選択肢と一致しない場合は、「スニーカー」を返します。」

注 CASEページ2228、WHENページ2239、IF下、ELSEIF前のページ、THEN
ページ2238、ELSEページ2229とともに使用されます。

IF

構文 IF <test1> THEN <then1>

[ELSEIF <test2> THEN <then2>...]

[ELSE <default>]

END

出力 <then>の値のデータ型に応じて異なります。

定義 一連の式をテストし、最初の真の<test>の<then>値を返します。

例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'

ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers' 

END

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を

確認します。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらの式もtrueで

ない場合は、「スニーカー」を返します。」
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注 IF前のページとIIF下 も参照してください。

ELSEIFページ2230、THENページ2238、ELSEページ2229、ENDページ

2230とともに使用されます。

IFNULL

構文 IFNULL(expr1, expr2)

出力 <expr>の値のデータ型に応じて異なります。

定義 Null以外の場合は<expr1>を返し、それ以外の場合は<expr2>を返しま

す。

例 IFNULL([Assigned Room], "TBD")

「[割り当てられた部屋 ]フィールドがNullでない場合は、その値を返します。

[割り当てられた部屋 ]フィールドがNullの場合は、代わりに「TBD」を返しま

す。」

注 ISNULLページ2234と比較します。IFNULLは常に値を返します。ISNULL

はブール値 (TrueまたはFalse)を返します。

ZNページ2240も参照してください。

IIF

構文 IIF(<test>, <then>, <else>, [<unknown>])

出力 式内の値のデータ型によって異なります。

定義 条件が満たされているかどうかを確認し(<test>)、テストが trueの場合は<then>を

返し、テストが falseの場合は<else>を返し、テストがNullの場合は<unknown>の

オプションの値を返します。オプションのunknown (不明 )が指定されていない場合は、

IIFはNullを返します。

例 IIF([Season] = 'Summer', 'Sandals', 'Other footwear')

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、「その他の履物」を

返します。」
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IIF([Season] = 'Summer', 'Sandals',

IIF('Season' = 'Winter', 'Boots', 'Other footwear')

)

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を確認しま

す。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらもtrueでない場合は、「スニー

カー」を返します。」

IIF('Season' = 'Summer', 'Sandals',

IIF('Season' = 'Winter', 'Boots',

IIF('Season' = 'Spring', 'Sneakers', 'Other footwear')

)

)

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を確認しま

す。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらの式もtrueでない場合は、「ス

ニーカー」を返します。」

注 IFページ2231とCASEページ2228も参照してください。

IIFには、(IFのように) ELSEIFや、(CASEのように)繰り返されるWHEN句に相当する

ものはありません。代わりに、IIFステートメントを<unknown>要素としてネストすること

で、複数のテストを順番に評価できます。最初 (一番外側 )の trueが返されます。

つまり、以下の計算では、A=Aが trueと評価されるとすぐに式の評価をやめるため、結

果はオレンジではなく赤になります。

IIF('A' = 'A', 'Red', IIF('B' = 'B', 'Orange', IIF('C' = 'D',

'Yellow', 'Green')))

IN

構文 <expr1> IN <expr2>

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

定義 <expr1>の値が<expr2>のいずれかの値と一致する場合、TRUEを返しま

す。

例 SUM([Cost]) IN (1000, 15, 200)
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「コストフィールドの値は1000、15、または200ですか?」

[Field] IN [Set]

「フィールドの値はセット内に存在しますか?」

注 <expr2>の値は、セット、リテラル値のリスト、または組み合わせフィールドにす

ることができます。

WHENページ2239も参照してください。

ISDATE

構文 ISDATE(string)

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

定義 指定された<string>が有効な日付の場合、trueを返します。入力式は文

字列 (テキスト)フィールドである必要があります。

例 ISDATE("2018-09-22")

「文字列 2018-09-22は適切にフォーマットされた日付ですか?」

注 有効な日付とみなされる日付は、計算を評価するシステムのロケールによって

異なります。例 :

アメリカでは:

l ISDATE("2018-09-22") = TRUE
l ISDATE("2018-22-09") = FALSE

イギリスでは:

l ISDATE("2018-09-22") = FALSE
l ISDATE("2018-22-09") = TRUE

ISNULL

構文 ISNULL(expression)
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出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

定義 <expression>がNULLの場合 (有効なデータが含まれていない場合 )、
trueを返します。

例 ISNULL([Assigned Room])

「[割り当てられた部屋 ]フィールドはNullですか?」

注 IFNULLページ2232と比較します。IFNULLは常に値を返します。ISNULL

はブール値を返します。

ZNページ2240も参照してください。

MAX

構文 MAX(expression)またはMAX(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最大値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MAXは集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MAX(4,7) = 7

MAX(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #2/20/2021#

MAX([Name]) = "Zander"

注 文字列の場合

MAXは、通常、アルファベット順で最後に来る値です。

データベースのデータソースでは、MAXの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も高い値です。

日付の場合

日付の場合、MAXは最新の日付です。MAXが集計の場合、結果には日付の

階層がありません。MAXが比較の場合、結果には日付の階層が保持されま

す。

集計として
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MAX(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MAX(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MIN 下 も参照してください。

MIN

構文 MIN(expression)またはMIN(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最小値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MIN は集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MIN(4,7) = 4

MIN(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #3/25/1986#

MIN([Name]) = "Abebi"

注 文字列の場合

MINは、通常、アルファベット順で最初に来る値です。

データベースのデータソースでは、MINの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も低い値です。

日付の場合

日付の場合、MINは最も早い日付です。MINが集計の場合、結果には日

付の階層がありません。MINが比較の場合、結果には日付の階層が保持さ

れます。

集計として

MIN(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MIN(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

2236 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



MAX ページ2235も参照してください。

NOT

構文 NOT <expression>

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

定義 1つの式で論理否定を実行します。

例 IF NOT [Season] = "Summer"

THEN 'Don't wear sandals'

ELSE 'Wear sandals' 

END

「季節が夏でない場合は、「サンダルを履かないでください」を返します。そうで

ない場合は、「サンダルを履いてください」と返します。」

注 多くの場合、IFページ2231や IIFページ2232とともに使用されます。AND
ページ2227とOR下 も参照してください。

OR

構文 <expr1> OR <expr2>

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

定義 2つの式の論理和を実行します。

例 IF [Season] = "Spring" OR [Season] = "Fall"

THEN "Sneakers"

END

「(「季節」=「春」)または (「季節」=「秋」)のいずれかが trueの場合、「スニー

カー」を返します。」

注 多くの場合、IFページ2231や IIFページ2232とともに使用されます。AND
ページ2227とNOT上 も参照してください。

いずれかの式がTRUEの場合、結果はTRUEになります。両方の式がFALSE
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の場合、結果はFALSEになります。両方の式がNULLの場合、結果は

NULLになります。

OR比較の結果がワークシートに表示される計算を作成すると、Tableauでは

TRUEやFALSEと表示されます。この設定を変更するには、書式設定ダイア

ログボックスの [書式設定 ]エリアを使用してください。

注 : OR演算子は、「短絡評価」を採用しています。そのため、最初の式

がTRUEとして評価された場合、2番目の式はまったく評価されません。

このことは、最初の式がTRUEとして評価されているときに、2番目の式

でエラーが発生した場合に役に立ちます。なぜならば、短絡評価が採

用されている場合、2番目の式は一度も評価されないからです。

THEN

構文 IF <test1> THEN <then1>

[ELSEIF <test2> THEN <then2>...]

[ELSE <default>]

END

定義 IF、ELSEIF、CASEの式の必須部分であり、特定の値またはテストが true
の場合に返す結果を定義するために使用されます。

例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'

ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers' 

END

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を

確認します。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらの式もtrueで

ない場合は、「スニーカー」を返します。」

CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers'

END
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「[季節 ]フィールドを確認してください。値が「夏」の場合は、「サンダル」を返し

ます。値が「冬」の場合は、「ブーツ」を返します。[季節 ]フィールドの内容が計

算内の選択肢と一致しない場合は、「スニーカー」を返します。」

注 CASEページ2228、WHEN下、IFページ2231、ELSEIFページ2230、
THEN前のページ、ELSEページ2229、ENDページ2230とともに使用されま

す。

WHEN

構文 CASE <expression>

WHEN <value1> THEN <then1>

WHEN <value2> THEN <then2>

...

[ELSE <default>]

END

定義 CASE式の必須部分。<expression>と一致する最初の<value>を見つ

け、対応する<then>を返します。

例 CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers'

END

「[季節 ]フィールドを確認してください。値が「夏」の場合は、「サンダル」を返し

ます。値が「冬」の場合は、「ブーツ」を返します。[季節 ]フィールドの内容が計

算内の選択肢と一致しない場合は、「スニーカー」を返します。」

注 CASEページ2228、THEN前のページ、ELSEページ2229、ENDページ2230
とともに使用されます。

CASEは次のようなWHEN IN構造もサポートします。

CASE <expression>

WHEN IN <set1> THEN <then1>

WHEN IN <combinedfield> THEN <then2>

...
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ELSE <default>

END

WHEN INで比較される値は、セット、リテラル値のリスト、または組み合わせ

フィールドである必要があります。INページ2233も参照してください。

ZN

構文 ZN(expression)

出力 <expression>のデータ型によって異なります。または0です。

定義 Nullでない場合は<expression>を返し、それ以外は0を返します。

例 ZN([Test Grade])

「テストの成績がNullでない場合は、その値を返します。テストの成績がNull
の場合は、0を返します。」

注 ZNは IFNULLページ2232の特殊なケースであり、式がNullの場合の代替

値は計算で指定されるのではなく、常に0になります。

ZNは、追加の計算を実行し、Nullによって計算全体がNullになる場合に特

に便利です。ただし、これらの結果をNullとして解釈することは、必ずしも0と

同義ではなく、欠損データを表す可能性があるので注意が必要です。

ISNULLページ2234も参照してください。

注 :これらのうちいくつかは、実際には論理演算子であり、青ではなく黒で表示されます。詳細につい

ては、「演算子の構文 ページ2168」を参照してください。

CASE、IF、IIFに関する注

通常、CASEは IFまたは IIFより簡単に使用できます。多くの場合、IF、IIF、CASEは同じ意味で

使用できます。CASE文は常に IF文として再記述できますが、一般的にCASE関数の方が理解

しやすく簡潔です。ただし、各 ELSEIFは別のフィールドを参照する可能性があるため、すべての IF
文をCASE文として記述できるわけではありません。
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ヒント:これら3つの関数で同じロジックを使用した例を比較してみましょう。

CASE IF IIF

CASE [Region]

WHEN 'West'

THEN 1

WHEN 'East'

THEN 2

WHEN 'South'

THEN 3

WHEN 'North'

Then 4

ELSE 5

END

IF [Region] = 'West'

THEN 1

ELSEIF [Region] = 'East'

THEN 2

ELSEIF [Region] =

'South' THEN 3

ELSEIF [Region] =

'North' THEN 4

ELSE 5

END

IIF([Region] =

'West', 1,

IIF([Region] =

'East', 2,

IIF([Region] =

'South', 3,

IIF([Region] =

'North', 4,

5, 0)

)

)

)

CASEの構造は非

常にシンプルで、記

述しやすく、理解し

やすいです。ただし、

式 (ここでは [地域 ])
は、IFや IIFとは異

なり、論理演算にす

ることはできません。

CASEの場合でも、

Nullは IFの場合と

同様に処理されま

す。

IF THEN構造では複数の

ELSEIF句が許可されるため、IIF
よりも複数の評価がはるかに簡単

になります。

Null 処理 :不明な結果 (null)は
すべて、同じELSE句によって

falseの結果として処理されます。

ここで、指定された4つ以外の地

域 (nullを含む)には値 5が割り

当てられます。

IIF構造では、不明な結果を

falseの結果とは異なる方法で

処理し、IFとは異なる構文を

持ちます。具体的なNull処理

のトレードオフは、上記のように

入れ子になるため、記述したり

理解したりするのが難しくなる

可能性があります。

Null 処理 :指定された4つ以

外のNullでない地域には値 5
が割り当てられますが、Null値
には0が割り当てられます。

注 : 多くの場合、グループを使用すると、複雑なCASE関数と同じ結果を得ることができます。

どちらを選んだ方がパフォーマンスがよいか、試して確認してみてください。

例

CASE関数は、次のようなシナリオに役立ちます。
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CASE LEFT(DATENAME('weekday',[Order Date]),3)

WHEN 'Sun' THEN 0

WHEN 'Mon' THEN 1

WHEN 'Tue' THEN 2

WHEN 'Wed' THEN 3

WHEN 'Thu' THEN 4

WHEN 'Fri' THEN 5

WHEN 'Sat' THEN 6

END

または、パラメーターとともに使用する場合に、エンドユーザーがグラフに表示するメジャーを選択でき

るようにします。

CASE [Choose a Measure]

WHEN "Sales" THEN SUM([Sales])

WHEN "Profit" THEN AVG([Profit])

WHEN "Quantity" THEN COUNT([Quantity])

WHEN "Shipping Cost" THEN MEDIAN([Shipping Cost])

END

論理計算の作成

次の手順に従って、論理計算の作成方法を学習してください。

1. Tableau Desktopで、Tableauに付属のサンプル -スーパーストア保存済みデータソースに接

続します。

2. ワークシートに移動します。

3. [データ] ペインから、"州"を[行 ] シェルフにドラッグします。

4. [データ]ペインから、"カテゴリ"を[行 ]シェルフにドラッグして、"State (州 )"の右に配置します。

5. [データ] ペインから、"売上"を[列 ] シェルフにドラッグします。

6. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

7. 開いた計算エディターで、次の操作を実行します。

l 計算フィールドに「KPI」と名前を付けます。

l 次の式を入力します。

SUM([Profit]) > 0

メンバーが1人以上いるかどうかをこの計算で簡単に確認できます。1人以上いる場

合は true、いない場合は falseが返されます。

l 終了したら、[OK]をクリックします。
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新しい計算フィールドが [データ]ペインの [メジャー]の下に表示されます。他のフィールドと同様

に、このフィールドを1つ以上のビジュアライゼーションで使用できます。

8. [データ]ペインから"KPI"を[マークカード]の [色 ]にドラッグします。

これで、州ごとにどのカテゴリーの売上が落ちているかを確認できるようになりました。

関連項目

キープログレスインジケーターの視覚化 ページ1522

Tableau で使用する関数 ページ2175

Tableau 関数 (カテゴリ別 )ページ2320

Tableau 関数 (アルファベット順 )ページ2419

Tableau内の集計関数

この記事は、集計関数とTableauでの用途について紹介します。また、例 を使用して集計計算を

作成する方法を示しています。

集計関数を使う理由

集計関数を使用すると、データの集計、あるいは粒度の変更が可能です。

たとえば、特定の年にあなたの店舗で正確にいくつの注文があったかを知りたいとします。COUNTD
関数を使用して会社の正確な注文数を集計し、年ごとに視覚化することができます。
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計算結果は次のようになります。

COUNTD(Order ID)

ビジュアライゼーションは次のようになります。

Tableauで利用可能な集計関数

集計と浮動小数点演算 :集計結果のいくつかは、必ずしも期待通りになるとは限りません。たとえ

ば、合計が正確に0になるはずの数値列で、Sum関数が -1.42e-14などの値を返すことがありま

す。これは、電気電子学会 (IEEE) 754浮動小数点標準で、数値をバイナリ形式で保存すること

が求められていることに起因します。つまり、数値は極めて高い精度で丸められる場合があります。

ROUND関数 (数値関数 ページ2175を参照 )を使用することにより、または小数点以下の数桁を

より少なくするように数値を書式設定することにより、このような混乱が起こることを回避できます。

ATTR

構文 ATTR(expression)

定義 すべての行に単一の値がある場合に式の値を返します。それ以外の場合はア

スタリスクを返します。NULL値は無視されます。

AVG

構文 AVG(expression)

定義 式内のすべての値の平均を返します。NULL値は無視されます。

注 AVGは数値フィールドでのみ使用できます。

2244 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



COLLECT

構文 COLLECT(spatial)

定義 引数フィールドの値を組み合わせる集計計算。NULL値は無視されます。

注 COLLECTは空間フィールドでのみ使用できます。

CORR

構文 CORR(expression1, expression2)

出力 -1から1までの数値

定義 2つの式のピアソン相関係数を返します。

例 example

注 ピアソン相関係数は、2つの変数の間の線形関係を測定します。結果は -1か

ら+1の範囲となります。ここで、1は完全な正の線形関係を示し、0は変数

間に線形関係がないことを示し、−1は完全な負の線形関係を示します。

CORR結果の2乗は、線形傾向線モデルのR-2乗の値に相当します。「傾

向線モデルの用語」を参照してください。

テーブルスコープのLOD 式での使用

CORRを使用すると、テーブルスコープの詳細レベルの式を使用して、集計し

ていない散布図で相関関係を視覚化できます。例 :

{CORR(Sales, Profit)}

詳細レベルの式では、相関はすべての行で実行します。CORR(Sales,

Profit) (詳細レベルの式にするには括弧を使用しない)のような式を使用し

た場合、ビューはそれぞれ未定義の他のデータポイントを使用した散布図にお

ける、各個別ポイントの相関を示します。

データベースの

制限

CORRは次のデータソースで利用できます。Tableauデータ抽出、Cloudera
Hive、EXASolution、Firebird (バージョン3.0以降 )、Google BigQuery、
Hortonworks Hadoop Hive、IBM PDA (Netezza)、Oracle、PostgreSQL、
Presto、SybaseIQ、Teradata、Vertica。
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他のデータソースについては、データを抽出するかWINDOW_CORRを使用する

ことを検討してください。「表計算関数」を参照してください。

COUNT

構文 COUNT(expression)

定義 アイテムの数を返します。Null値は数に含まれません。

COUNTD

構文 COUNTD(expression)

定義 グループ内の一意のアイテム数を返します。Null値は数に含まれません。

COVAR

構文 COVAR(expression1, expression2)

定義 2つの式の標本共分散を返します。

注 共分散は2つの変数の変化をまとめて定量化します。ある変数の値が大き

い場合は、平均して、他の変数の大きい値に対応している傾向があるため、

プラスの共分散は変数が同じ方向に移動する傾向があることを示します。標

本共分散では、母共分散で (COVARP関数で)使用されるnではなく、Null
でないデータポイント数 n-1を使用して共分散計算を標準化します。標本

共分散は、データが、大きな母集団に対する共分散の見積もりに使用される

ランダムな標本の場合に適しています。

<expression1>と<expression2>が同じ場合、たとえば、COVAR

([profit], [profit])の場合、COVARは値がどの程度広い範囲で分

散しているかを示す値を返します。

COVAR(X, X)の値はVAR(X)の値と同等であり、STDEV(X)^2の値とも

同等です。

データベースの

制限

COVARは次のデータソースで利用できます。Tableauデータ抽出、Cloudera
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Hive、EXASolution、Firebird (バージョン3.0以降 )、Google BigQuery、
Hortonworks Hadoop Hive、IBM PDA (Netezza)、Oracle、PostgreSQL、
Presto、SybaseIQ、Teradata、Vertica。

他のデータソースについては、データを抽出するかWINDOW_COVARを使用す

ることを検討してください。「表計算関数」を参照してください。

COVARP

構文 COVARP(expression 1, expression2)

定義 2つの式の母共分散を返します。

注 共分散は2つの変数の変化をまとめて定量化します。ある変数の値が大きい

場合は、平均して、他の変数の大きい値に対応している傾向があるため、プラ

スの共分散は変数が同じ方向に移動する傾向があることを示します。母共分

散は標本共分散に(n-1)/nを乗算したものです。ここで、nはNullでないデー

タポイントの合計です。母共分散は、対象のすべてのアイテムに対して利用

可能なデータがある場合に最適です。反対に、アイテムのランダムなサブセット

のみがある場合には、標本共分散 (COVAR関数を使用 )が適しています。

<expression1>と<expression2>が同じ場合、たとえば、COVARP

([profit], [profit])の場合、COVARPは値がどの程度広い範囲で分

散しているかを示す値を返します。注 : COVARP(X, X)の値はVARP(X)の

値と同等であり、STDEVP(X)^2の値とも同等です。

データベースの制

限

COVARPは次のデータソースで利用できます。Tableauデータ抽出、Cloudera
Hive、EXASolution、Firebird (バージョン3.0以降 )、Google BigQuery、
Hortonworks Hadoop Hive、IBM PDA (Netezza)、Oracle、PostgreSQL、
Presto、SybaseIQ、Teradata、Vertica。

他のデータソースについては、データを抽出するかWINDOW_COVARを使用す

ることを検討してください。「表計算関数」を参照してください。

MAX

構文 MAX(expression)またはMAX(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。
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定義 2つの引数の最大値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MAXは集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MAX(4,7) = 7

MAX(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #2/20/2021#

MAX([Name]) = "Zander"

注 文字列の場合

MAXは、通常、アルファベット順で最後に来る値です。

データベースのデータソースでは、MAXの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も高い値です。

日付の場合

日付の場合、MAXは最新の日付です。MAXが集計の場合、結果には日付の

階層がありません。MAXが比較の場合、結果には日付の階層が保持されま

す。

集計として

MAX(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MAX(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MIN 見開きページも参照してください。

MEDIAN

構文 MEDIAN(expression)

定義 式のすべてのレコードの中から中央値を返します。Null値は無視されます。

注 MEDIANは数値フィールドでのみ使用できます。

データベースの

制限

MEDIANは次のデータソースでは使用できません。Access、Amazon
Redshift、Cloudera Hadoop、HP Vertica、IBM DB2、IBM PDA (Netezza)、
Microsoft SQL Server、MySQL、SAP HANA、Teradata。
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他のデータソースタイプの場合は、この関数を使用してデータを抽出ファイル

に抽出できます。「データの抽出」を参照してください。

MIN

構文 MIN(expression)またはMIN(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最小値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MIN は集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MIN(4,7) = 4

MIN(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #3/25/1986#

MIN([Name]) = "Abebi"

注 文字列の場合

MINは、通常、アルファベット順で最初に来る値です。

データベースのデータソースでは、MINの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も低い値です。

日付の場合

日付の場合、MINは最も早い日付です。MINが集計の場合、結果には日付

の階層がありません。MINが比較の場合、結果には日付の階層が保持されま

す。

集計として

MIN(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MIN(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MAX ページ2247も参照してください。
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PERCENTILE

構文 PERCENTILE(expression, number)

定義 指定された<number>に対する指定された式の百分位値を返します。

<number>は0と1の間 (0と1を包む)の数値定数である必要があります。

例 PERCENTILE([Score], 0.9)

注

データベースの

制限

この関数は次のデータソースで使用できます。非レガシーMicrosoft Excelお
よびテキストファイル接続、抽出および抽出専用のデータソースタイプ

(Google Analytics、OData、またはSalesforceなど)、Sybase IQ 15.1以降

のデータソース、Oracle 10以降のデータソース、Cloudera Hiveおよび

Hortonworks Hadoop Hiveデータソース、EXASolution 4.2以降のデータ

ソース。

他のデータソースタイプの場合は、この関数を使用してデータを抽出ファイル

に抽出できます。「データの抽出」を参照してください。

STDEV

構文 STDEV(expression)

定義 サンプル母集団に基づいて、指定された式のすべての値の統計的標準偏差

を返します。

STDEVP

構文 STDEVP(expression)

定義 バイアス母集団に基づいて、指定された式のすべての値の統計的標準偏差

を返します。
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SUM

構文 SUM(expression)

定義 式内のすべての値の合計を返します。NULL値は無視されます。

注 SUMは数値フィールドでのみ使用できます。

VAR

構文 VAR(expression)

定義 母集団の標本に基づいて、指定された式のすべての値の統計的分散を返し

ます。

VARP

構文 VARP(expression)

定義 母集団全体について、指定された式のすべての値の統計的変異を返しま

す。

集計計算の作成

次の手順に従って、集計計算の作成方法を学習してください。

1. Tableau Desktopで、Tableauに付属のサンプル -スーパーストア保存済みデータソースに接

続します。

2. ワークシートに移動し、[分析 ]> [計算フィールドの作成 ]を選択します。

3. 開いた計算エディターで、次の操作を実行します。

l 計算フィールドに"Margin"と名前を付けます。

l 次の式を入力します。

IIF(SUM([Sales]) !=0, SUM([Profit])/SUM([Sales]), 0)
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注 :関数参照を使って集計関数およびその他の関数 (例：この例の論理 IIF)を見つけ

て計算式に追加することができます。詳細は、計算エディターで関数参照を使用する

ページ2565を参照してください。

l 終了したら、[OK]をクリックします。

新しい集計計算は、[データ] ペインの [メジャー] に表示されます。他のフィールドと同様に、こ

のフィールドを1つ以上のビジュアライゼーションで使用できます。

注 :集計計算は常にメジャーです。

Marginがワークシート内のシェルフまたはカードに配置されると、その名前は、集計計算であ

りそれ以上集計できないことを示す "AGG(Margin)"に変わります。

集計計算のルール

集計計算に適用される規則は次のとおりです。
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l 集計計算では、集計後の値と集計前の値を組み合わせることはできません。たとえば、SUM
(Price)は集計され Itemsは集計されないため、SUM(Price)*[Items]は有効な式ではありませ

ん。しかし、SUM(Price*Items)とSUM(Price)*SUM(Items)は両方とも有効です。

l 式の中の定数項は、場合に応じて集計値または非集計値として解釈されます。例 : SUM
(Price*7)とSUM(Price)*7は両方とも有効な式です。

l すべての関数を集計値に基づいて評価できます。ただし、どの関数の引数にも、集計値のみ

または非集計値のみを指定する必要があります。例 : Salesは集計され、Profitは集計されな

いため、MAX(SUM(Sales),Profit)は有効な式ではありません。しかし、MAX(SUM
(Sales),SUM(Profit))は有効な式です。

l 集計計算の結果は、常にメジャーです。

l 事前定義済みの集計と同様に、集計計算でも総計が正しく計算されます。詳細について

は、「総計」を参照してください。

関連項目

計算を理解する:集計計算

Tableau でのデータ集計 ページ171

Tableau で使用する関数 ページ2175

Tableau 関数 (カテゴリ別 )ページ2320

Tableau 関数 (アルファベット順 )ページ2419

パススルー関数 (RAWSQL)

これらのRAWSQLパススルー関数を使用すると、初めにSQL式をTableauによって解釈しないで

直接データベースに送信できます。Tableauで認識されていないカスタムデータベース関数がある場

合は、パススルー関数を使用してこれらのカスタム関数を呼び出すことができます。

通常、データベースはTableauに表示されているフィールド名を理解できません。パススルー関数に含

めるSQL式はTableauによって解釈されないため、式でTableauフィールド名を使用すると、エラー

が発生することがあります。代替構文を使用すると、Tableau計算のための正しいフィールド名または

式をパススルーSQLに挿入できます。たとえば、いくつかの値の中央値を計算する関数があると、この

関数をTableau列 [Sales]に対して呼び出す方法は次のとおりです。

RAWSQLAGG_REAL(“MEDIAN(%1)”, [Sales])

Tableauでは式が解釈されないため、集計を定義する必要もあります。集計式を使用する場合は、

RAWSQLAGG関数を使用できます。
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RAWSQLパススルー関数は、パブリッシュされたデータソースやTableau抽出では動作しま

せん。

Tableau Desktop 8.2以降では、それ以前のバージョンのTableau Desktopと比較して、これ

らの関数で異なる結果が返される場合があります。これは、Tableauでは現在、パススルー

関数にOLE DBではなくODBCが使用されているためです。実際の値を整数として返す場

合、ODBCでは切り捨てますが、OLE DBでは丸めます。

RAWSQL 関数

Tableauでは、次のRAWSQL関数を利用できます。

RAWSQL_BOOL(“sql_expr”, [arg1], …[argN])
指定されたSQL式からブールの結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接渡されま

す。SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。

例

次の例では、%1は [Sales]、%2は [Profit]に等しくなります。

RAWSQL_BOOL("%1 > %2", [Sales], [Profit])

RAWSQL_DATE(“sql_expr”, [arg1], …[argN])
指定されたSQL式から日付の結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接渡されます。

SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。

例

次の例では、%1は [Order Date]に等しくなります。

RAWSQL_DATE(“%1”, [Order Date])

RAWSQL_DATETIME(“sql_expr”, [arg1], …[argN])
指定されたSQL式から日付と時刻の結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接渡さ

れます。SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例では、%1
は [Delivery Date]に等しくなります。
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例

RAWSQL_DATETIME("%1", [Order Date])

RAWSQL_INT(“sql_expr”, [arg1], …[argN])
指定されたSQL式から整数の結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接渡されます。

SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例では、%1は [Sales]
に等しくなります。

例

RAWSQL_INT(“500 + %1”, [Sales])

RAWSQL_REAL(“sql_expr”, [arg1], …[argN])
参照元データベースに直接渡される指定されたSQL式から数値結果を返します。SQL式では、

データベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例では、%1は [Sales]に等しくなりま

す。

例

RAWSQL_REAL(“-123.98 * %1”, [Sales])

RAWSQL_SPATIAL
参照元データソースに直接渡される指定されたSQL式から空間を返します。SQL式では、データ

ベース値の代替構文として%nを使用してください。

例

次の例では、%1は [Geometry]に等しくなります。

RAWSQL_SPATIAL("%1", [Geometry])

RAWSQL_STR(“sql_expr”, [arg1], …[argN])
参照元データベースに直接渡される指定されたSQL式から文字列を返します。SQL式では、データ

ベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例では、%1は [Customer Name]に等しく

なります。
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例

RAWSQL_STR(“%1”, [Customer Name])

RAWSQLAGG_BOOL(“sql_expr”, [arg1], …[argN])
指定された集計 SQL式からブールの結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接渡され

ます。SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。

例

次の例では、%1は [Sales]、%2は [Profit]に等しくなります。

RAWSQLAGG_BOOL(“SUM( %1) >SUM( %2)”, [Sales], [Profit])

RAWSQLAGG_DATE(“sql_expr”, [arg1], …[argN])
指定された集計 SQL式から日付の結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接渡され

ます。SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例では、%1は

[Order Date]に等しくなります。

例

RAWSQLAGG_DATE(“MAX(%1)”, [Order Date])

RAWSQLAGG_DATETIME(“sql_expr”, [arg1], …[argN])
指定された集計 SQL式から日付と時刻の結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接

渡されます。SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例で

は、%1は [Delivery Date]に等しくなります。

例

RAWSQLAGG_DATETIME(“MIN(%1)”, [Delivery Date])

RAWSQLAGG_INT(“sql_expr”, [arg1,] …[argN])
指定された集計 SQL式から整数の結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接渡され

ます。SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例では、%1は

[Sales]に等しくなります。
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例

RAWSQLAGG_INT(“500 + SUM(%1)”, [Sales])

RAWSQLAGG_REAL(“sql_expr”, [arg1,] …[argN])
参照元データベースに直接渡される指定された集計 SQL式から数値結果を返します。SQL式で

は、データベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例では、%1は [Sales]に等しくな

ります。

例

RAWSQLAGG_REAL(“SUM( %1)”, [Sales])

RAWSQLAGG_STR(“sql_expr”, [arg1,] …[argN])
参照元データベースに直接渡される指定された集計 SQL式から文字列を返します。SQL式では、

データベース値の代替構文として%nを使用してください。この例では、%1は [Discount]に等しくなり

ます。

例

RAWSQLAGG_STR(“AVG(%1)”, [Discount])

ユーザー関数

この記事では、ユーザー関数とTableauでの用途について紹介します。また、例を使用してユーザー

計算を作成する方法を示します。

ユーザー関数を使う理由

ユーザー関数は、ユーザーフィルターや、Tableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュされたビ

ジュアライゼーションに影響を与える行レベルのセキュリティフィルターの作成に使用できます。これによ

り、特定のユーザーのみがビジュアライゼーションを表示できるようにします。

たとえば、Tableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュされた部門の従業員ごとの売り上げ

実績を表示するビジュアライゼーションがある場合、従業員がビジュアライゼーションにアクセスするとき

に自分の売上数字のみが表示されるようにする必要があります。

この場合は、ISMEMBEROF関数を使用して、サーバーにサインインしたユーザーのユーザー名がサー

バー上の指定されたグループ("Managers (マネージャー)"グループなど)のメンバーである場合に true
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を返すフィールドを作成できます。次に、この計算フィールドを使用してビューにフィルターを設定する

と、グループに含まれるユーザーのみがデータを表示できるようになります。

この場合の計算は、次のようになります。

ISMEMBEROF('Managers')

注 :グループ名またはユーザー名にアルファベット以外の文字が含まれている場合は、以下の

関数を使用するときに、特殊文字にHTML URLエンコードを使用する必要があります。

アンダースコア、かっこ、感嘆符などの一部の特殊文字は、HTML URLエンコードなしでも使用でき

ます。 _ ( ) ! 他の多くの文字はエンコードする必要があります。

たとえば、関数 ISMEMBEROF("USERS+")は、'%2B'が '+'記号のHTML URL エンコードなので、

ISMEMBEROF("USERS%2B")と書く必要があります。HTML URLエンコードの詳細については、

W3schools Web開発者サイトの「HTML URLエンコードの参照 (英語 )」を参照してください。

Tableau Cloudの埋め込みのワークフローのみ

ユーザー関数のうち、ユーザー属性関数のサブセットはTableau連携アプリで使用することができま

す。ユーザー属性関数 (USERATTRIBUTEおよびUSERATTRIBUTEINCLUDES)を使用する

と、認証ワークフローの一部として、Tableauがランタイムにユーザー属性を取得できるようになりま

す。ユーザー属性がJSONWeb Tokens (JWT)から渡されると、これらの関数を使用して作成され

た埋め込みコンテンツで、ユーザーに表示されるデータを制御およびカスタマイズすることができます。

注 :

l ワークフローに影響を与える可能性のある既知の問題については、Embedding API v3のヘ

ルプを確認してください。

l ユーザー属性関数は、Tableau DesktopまたはTableau Cloudで作成されたコンテンツに含

めることができます。

l Tableau DesktopやTableau Cloudで作成する場合、これらの関数を使用したコンテンツの

プレビューは利用できません。ユーザー属性関数は、NULLまたはFALSE値を返します。

ユーザー属性関数が期待通りに機能できるようにするため、外部アプリケーションに埋め込ん

だ後にコンテンツを確認することをお勧めします。これらのユーザー関数を含む埋め込みのワー

クフローについては、「埋め込みAPI v3」のヘルプを参照してください。
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Tableauで利用可能なユーザー関数

FULLNAME( )

構文 FULLNAME( )

出力 文字列

定義 現在のユーザーのフルネームを返します。

例 FULLNAME( )

サインインしたユーザーのフルネームを返します (「Hamlin Myrer」など)。

[Manager] = FULLNAME( )

Hamlin Myrerというマネージャーがサインインしている場合、この例では、ビュー

の [マネージャー]フィールドに「Hamlin Myrer」が含まれているときにのみ TRUE
を返します。

注 この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server: サインインしたユーザーのフル

ネーム

l Tableau Desktop:ユーザーのローカルまたはネットワークのフルネーム

ユーザーフィルター

フィルターとして使用すると、[Username field] = FULLNAME( )などの

計算フィールドにより、サーバーにサインインしているユーザーと関連性のある

データのみを表示するユーザーフィルターを作成できます。

ISFULLNAME

構文 ISFULLNAME("User Full Name")

出力 ブール値

定義 現在のユーザーのフルネームが指定されたフルネームに一致する場合にTRUE

を返し、一致しない場合はFALSEを返します。
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例 ISFULLNAME("Hamlin Myrer")

注 <"User Full Name">引数はフィールドではなくリテラル文字列である必要

があります。

この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server: サインインしたユーザーのフル

ネーム

l Tableau Desktop:ユーザーのローカルまたはネットワークのフルネーム

ISMEMBEROF

構文 ISMEMBEROF("Group Name")

出力 ブール値またはNull

定義 現在 Tableauを使用しているユーザーが指定された文字列と一致するグルー

プのメンバーである場合はTRUE、メンバーでない場合はFALSE、サインインし

ていない場合はNULLを返します。

例 ISMEMBEROF('Superstars')

ISMEMBEROF('domain.lan\Sales')

注 <"Group Full Name">引数はフィールドではなくリテラル文字列である必

要があります。

Tableau CloudまたはTableau Serverにユーザーがサインインしている場合、

グループメンバーシップはTableauグループによって決定されます。指定された

文字列が「全ユーザー」の場合、この関数はTRUEを返します。

ISMEMBEROF( )関数は、Active Directoryのドメインにも対応しています。

Active Directoryドメインは、グループ名を使用して計算内で宣言される必要

があります。

ユーザーのグループメンバーシップに変更が加えられた場合、グループメンバー

シップに基づくデータの変更は、新しいセッションを使用してワークブックまたは

ビューに反映されます。既存のセッションには古いデータが反映されます。
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ISUSERNAME

構文 ISUSERNAME("username")

出力 ブール値

定義 現在のユーザーのユーザー名が、指定されたusernameに一致する場合は

TRUEを、一致しない場合はFALSEを返します。

例 ISUSERNAME("hmyrer")

注 <"username">引数はフィールドではなくリテラル文字列である必要がありま

す。

この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server: サインインしたユーザーのフル

ネーム

l Tableau Desktop:ユーザーのローカルまたはネットワークのユーザー名

USERDOMAIN( )

構文 USERDOMAIN( )

出力 文字列

定義 現在のユーザーのドメインを返します。

注 この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server:サインインしているユーザーの

ユーザードメイン

l Tableau Desktop:ユーザーがドメイン上に存在する場合はローカルドメ

イン

USERNAME( )

構文 USERNAME( )

出力 文字列
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定義 現在のユーザーのユーザー名を返します。

例 USERNAME( )

サインインしているユーザーのユーザー名 (「hmyrer」など)を返します。

[Manager] = USERNAME( )

hmyrerというマネージャーがサインインしている場合、この例では、ビューの [マ
ネージャー]フィールドに「hmyrer」が含まれているときにのみ TRUEを返します。

注 この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server: サインインしたユーザーのフル

ネーム

l Tableau Desktop:ユーザーのローカルまたはネットワークのユーザー名

ユーザーフィルター

フィルターとして使用すると、[Username field] = USERNAME( )などの

計算フィールドにより、サーバーにサインインしているユーザーと関連性のある

データのみを表示するユーザーフィルターを作成できます。

USERATTRIBUTE

注 : Tableau Cloudの埋め込みのワークフローでのみ使用できます。詳細については、「認証

と埋め込みビュー」を参照してください。

構文 USERATTRIBUTE('attribute_name')

出力 文字列またはNull

定義 <'attribute_name'>がTableauに渡されたJSONWebトークン(JWT)
の一部である場合、この計算は<'attribute_name'>の最初の値を返し

ます。

<'attribute_name'>が存在しない場合はNullを返します。

例 「地域」が、JWTに含まれるユーザー属性であり、サイト管理者によって設定

済みの接続済みアプリを使用してTableauに渡されているとします。
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ワークブックの作成者は、ビジュアライゼーションを設定し、指定された地域に

基づいてデータをフィルターすることができます。そのフィルターでは、次の計算を

参照できます。

[Region] = USERATTRIBUTE("Region")

西部地域のUser2が埋め込まれたビジュアライゼーションを表示すると、

Tableauは適切な西部地域のデータのみを表示します。

注 <'attribute_name'>が複数の値を返すと予測される場合は、

USERATTRIBUTEINCLUDES関数を使用することができます。

USERATTRIBUTEINCLUDES

注 : Tableau Cloudの埋め込みのワークフローでのみ使用できます。詳細については、「認証と

埋め込みビュー」を参照してください。

構文 USERATTRIBUTEINCLUDES('attribute_name', 'expected_

value')

出力 ブール値

定義 次の両方が trueの場合にTRUEを返します。

l <'attribute_name'>は、Tableauに渡されるJSONWebトークン

(JWT)の一部である

l <'attribute_name'>値のいずれかが<'expected_value'>と

等しい

そうでない場合はFALSEを返します。

例 「地域」が、JWTに含まれるユーザー属性であり、サイト管理者によって設定

済みの接続済みアプリを使用してTableauに渡されているとします。

ワークブックの作成者は、ビジュアライゼーションを設定し、指定された地域に基

づいてデータをフィルターすることができます。そのフィルターでは、次の計算を参

照できます。

USERATTRIBUTEINCLUDES('Region', [Region])
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西部地域のUser2が埋め込まれたビジュアライゼーションにアクセスすると、

Tableauはユーザー属性 [地域 ]が [地域 ]フィールドの値のいずれかと一致す

るかどうかをチェックします。trueである場合、ビジュアライゼーションは適切な

データを表示します。

北部地域のUser3が同じビジュアライゼーションにアクセスすると、[地域 ]フィー
ルドの値と一致するものがないため、データを表示することができません。

ユーザー計算の作成

ユーザー計算は、Tableau ServerまたはTableau Cloudで設定したユーザーおよびグループが直接

操作します。ユーザー計算を作成して、フィルターとして使用することができます。これにより、関連す

るデータのみを表示できます。

たとえば、米国の48州を対象とする売り上げデータを表示するマップに類似するマップビジュアライ

ゼーションがある場合、ユーザー計算を作成して各ユーザーに関連する部分のマップ(地域マネー

ジャーと統括マネージャーに関連するデータなど)のみを表示することができます(統括マネージャーは

国全体のデータを表示できますが、地域マネージャーには管理する地域のデータのみが表示される

ようにする必要があります)。

統括マネージャーがサインインすると、次のビジュアライゼーションが表示されます。

西部地域マネージャーがサインインすると、次のようにその地域の売上のみが表示されます。
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この例に類似したユーザー関数を作成するには、次の手順を行います。

はじめる前に

この例に沿った手順を行うには、Tableau ServerまたはTableau Cloudへのアクセス権を所有してい

る必要があります。また、サーバーまたはサイト管理者である必要があります。

ステップ1:ユーザーとグループの作成

1. Tableau ServerまたはTableau Cloudへのサインイン。

2. Tableau ServerあるいはTableau Cloudで、次のユーザーを追加します。

l Sadie Pawthorne

l Chuck Magee

l Fred Suzuki

l Roxanne Rodriguez

詳細については、Tableau Serverヘルプの「サイトへのユーザーの追加」を参照してください。

3. "National Managers (統括マネージャー)"という新規グループを作成します。
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詳細については、Tableau Serverヘルプの「ローカルグループの作成」を参照してください。

4. "National Managers (統括マネージャー)"グループに自分を追加します。

詳細については、Tableau Serverヘルプの「グループへのユーザーの追加」を参照してくださ

い。

ステップ2:ビジュアライゼーションの作成

1. Tableau Desktopを開き、Tableauに付属の"Sample - Superstore (サンプル - スーパース

トア)"データソースに接続します。

2. ワークスペースの左下隅で、[データソース]タブをクリックします。

3. [データソース]ページの左側にある[接続 ]ペインから、"People (人 )"シートを結合エリアにド

ラッグします。

4. 結合アイコンをクリックし、[左 ]を選択します。

5. 新しいワークシートに移動します。

6. [データ]ペインの [ディメンション]で"State (州 )"をダブルクリックします。

マップビューが作成されました。

7. [データ]ペインの [メジャー]から、"Sales (売上高 )" を[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

8. [列 ]シェルフで [経度 ]フィールドを選択し、キーボードのControl (MacではCommand)を押

したままコピーします。コピーを[列 ]シェルフにある元データの右側にドラッグします。
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9. [マーク]カードで、2番目 (下部 )の [経度 ]タブをクリックします。

10. [データ]ペインから"Region (地域 )"を[マークカード]の [色 ]にドラッグします。

右側のマップビューが新しい色を使用して更新されます。
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11. [マーク]カードで、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[マップ]を選択します。
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12. [マーク]カードの [不透明度 ]で [色 ]をクリックし、スライダーを50%に調整します。

13. [マーク]カードで、最初の [経度 ]タブをクリックします。

14. [マーク]カードで [色 ] > [色の編集 ]をクリックし、次にカラーパレットのドロップダウンリストから

[灰色 ]を選択します。

左側のマップビューが更新されます。
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15. [列 ]シェルフの右側にある[経度 ]フィールドを右クリックして、[二重軸 ]を選択します。

マップは次のようになります。
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ステップ3:ユーザー計算の作成

1. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

2. 開いた計算エディターで、次の操作を実行します。

l 計算フィールドに"User Filter (ユーザーフィルター)"と名前を付けます。

l 次の式を入力します。

[Regional Manager] = USERNAME() OR ISMEMBEROF("National

Managers")

この計算では、ユーザーが "Region (People) (地域 (人 ))"フィールドに含まれているか、

または "National Managers (統括マネージャー)"グループに含まれているかを確認しま

す。含まれている場合は、trueを返します。

l 終了したら、[OK]をクリックします。

新しい計算フィールドが [データ]ペインの [ディメンション]の下に表示されます。他のフィールドと

同様に、このフィールドを1つ以上のビジュアライゼーションで使用できます。
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ステップ4: [フィルター]シェルフへのユーザー計算の追加

1. [データ]ペインの [ディメンション]から、"User Filter (ユーザーフィルター)"を[フィルター]シェルフ

までドラッグします。

2. 開いた [フィルター]ダイアログボックスで [True]を選択してから、[OK]をクリックします。

注 : Tableau ServerまたはTableau Cloudにサインインしていない場合は、[True]オプ

ションを表示できません。Tableau Desktopで、Tableau ServerまたはTableau Cloud
にサインインして選択します。詳細については、Tableau Server または Tableau
Cloud へのサインインページ194を参照してください。

ステップ5: 計算のテスト

1. Tableau Desktopで、ワークスペースの右下隅にある[ユーザーとしてフィルター]ドロップダウン

をクリックし、ユーザーをSadie Pawthorneに変更します。

Sadieは "People (人 )"シートの "West (西部 )"地域に割り当てられているため、マップが更新

されて"United States (米国 )"の "West (西部 )"地域のみが表示されます。

2. [ユーザーとしてフィルター]ドロップダウンをもう一度選択し、ユーザーをRoxanne Rodriguezに
変更します。

Roxanneは "People (人 )"シートの "Central (中央部 )"地域に割り当てられているため、マッ

プが更新されて"United States (米国 )"の "Central (中央部 )"地域のみが表示されます。

3. [ユーザーとしてフィルター]ドロップダウンを再度選択し、ユーザーを[Chuck Magee]に変更し

ます。

Chuckは "People (人 )"シートの "East (東部 )"地域に割り当てられているため、マップが更新

されて"United States (米国 )"の "East (東部 )"地域のみが表示されます。

4. [ユーザーとしてフィルター]ドロップダウンをもう一度選択し、ユーザーをFred Suzukiに変更し

ます。

Fredは "People (人 )"シートの "South (南部 )"地域に割り当てられているため、マップが更新

されて"United States (米国 )"の "South (南部 )"地域のみが表示されます。

5. [ユーザーとしてフィルター]ドロップダウンをもう一度選択し、ユーザーを自分に戻します。

自分はサーバーの "National Managers (統括マネージャー)"グループに含まれているため、

マップが更新されてすべてのデータが表示されます。
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ビューをTableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュすると、動作が保持されます。"National
Managers (統括マネージャー)"グループまたは "Sample - Superstore (サンプル -スーパーストア)"
データソースの "People (人 )"シートに記載されていないユーザーには、空白のビジュアライゼーション

のみが表示されます。

関連項目

Tableau で使用する関数 ページ2175

Tableau 関数 (カテゴリ別 )ページ2320

Tableau 関数 (アルファベット順 )ページ2419

表計算関数

この記事では、表計算関数とTableauでの用途について説明します。また、計算エディターを使用し

て表計算を作成する方法を示します。

表計算関数を使用する理由

表計算関数を使用して、表内の値を計算できます。

たとえば、個々の売上の合計に対する割合を1年単位や複数年単位で計算できます。

Tableauで使用可能な表計算関数

FIRST( )

現在の行からパーティション内の最初の行までの行数を返します。たとえば、次のビューには四半期ご

との売上高が示されています。FIRST()が日付パーティション内で計算される場合、2番目の行から

の最初の行のオフセットは -1です。
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例

現在の行のインデックスが3の場合、FIRST() = -2.

INDEX( )

値に関しては並べ替えをせずに、パーティション内の現在の行のインデックスを返します。最初の行の

インデックスは1から始まります。たとえば、次の表には四半期ごとの売上高が示されています。

INDEX()が日付パーティション内で計算される場合、各行のインデックスは1、2、3、4のようになりま

す。

例

パーティション内の3番目の行の場合、INDEX() = 3.

LAST( )

現在の行からパーティション内の最後の行までの行数を返します。たとえば、次の表には四半期ごと

の売上高が示されています。LAST()が日付パーティション内で計算される場合、2番目の行からの

最後の行のオフセットは5です。
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例

現在の行のインデックスは7個中 3つ目の場合、LAST() = 4.

LOOKUP(expression, [offset])

現在の行からの相対オフセットとして指定されたターゲット行にある式の値を返します。パーティション

内の最初 /最後の行に相対的なターゲットには、オフセット定義の一部としてFIRST() + nとLAST() -
nを使用してください。offsetを省略した場合は、比較対象行をフィールドメニューで設定できま

す。この関数は、ターゲット行を特定できない場合は、NULLを返します。

次のビューには四半期ごとの売上高が示されています。LOOKUP (SUM(Sales), 2)が日付パー

ティション内で計算される場合、各行には2四半期後の売上高が表示されるようになります。
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例

LOOKUP(SUM([Profit]), FIRST()+2)はパーティション内の3番目の行のSUM(Profit)を計

算します。

MODEL_EXTENSION_BOOL (model_name, arguments,
expression)

TabPy外部サービス上に展開されている名前付きモデルによって計算された式のブール結果を返し

ます。

Model_nameは、使用する展開済みの分析モデルの名前です。

各引数は、展開されたモデルが受け入れる入力値を設定する単一の文字列であり、分析モデルに

よって定義されます。

式を使用して、Tableauから分析モデルに送信される値を定義します。結果を集計するには、必ず

集計関数 (SUM、AVGなど)を使用してください。

関数を使用する場合、式のデータ型と順序は入力引数のデータ型と一致する必要があります。

例

MODEL_EXTENSION_BOOL ("isProfitable","inputSales", "inputCosts", SUM

([Sales]), SUM([Costs]))

MODEL_EXTENSION_INT (model_name, arguments,
expression)

TabPy外部サービス上に展開されている名前付きモデルによって計算された式の整数結果を返し

ます。

Model_nameは、使用する展開済みの分析モデルの名前です。

各引数は、展開されたモデルが受け入れる入力値を設定する単一の文字列であり、分析モデルに

よって定義されます。

式を使用して、Tableauから分析モデルに送信される値を定義します。結果を集計するには、必ず

集計関数 (SUM、AVGなど)を使用してください。

関数を使用する場合、式のデータ型と順序は入力引数のデータ型と一致する必要があります。
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例

MODEL_EXTENSION_INT ("getPopulation", "inputCity", "inputState", MAX

([City]), MAX ([State]))

MODEL_EXTENSION_REAL (model_name, arguments,
expression)

TabPy外部サービス上に展開されている名前付きモデルによって計算された式の実際の結果を返し

ます。

Model_nameは、使用する展開済みの分析モデルの名前です。

各引数は、展開されたモデルが受け入れる入力値を設定する単一の文字列であり、分析モデルに

よって定義されます。

式を使用して、Tableauから分析モデルに送信される値を定義します。結果を集計するには、必ず

集計関数 (SUM、AVGなど)を使用してください。

関数を使用する場合、式のデータ型と順序は入力引数のデータ型と一致する必要があります。

例

MODEL_EXTENSION_REAL ("profitRatio", "inputSales", "inputCosts", SUM

([Sales]), SUM([Costs]))

MODEL_EXTENSION_STRING (model_name, arguments,
expression)

TabPy外部サービス上に展開されている名前付きモデルによって計算された式の文字列結果を返し

ます。

Model_nameは、使用する展開済みの分析モデルの名前です。

各引数は、展開されたモデルが受け入れる入力値を設定する単一の文字列であり、分析モデルに

よって定義されます。

式を使用して、Tableauから分析モデルに送信される値を定義します。結果を集計するには、必ず

集計関数 (SUM、AVGなど)を使用してください。

関数を使用する場合、式のデータ型と順序は入力引数のデータ型と一致する必要があります。
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例

MODEL_EXTENSION_STR ("mostPopulatedCity", "inputCountry",

"inputYear", MAX ([Country]), MAX([Year]))

MODEL_PERCENTILE(target_expression, predictor_
expression(s))

予測値が観測されたマーク以下である確率 (0から1の間 )を返します。マークは、ターゲット式と他

の予測変数で定義されます。これは、累積分布関数 (CDF)とも呼ばれる事後予測分布関数で

す。

この関数は、MODEL_QUANTILEの逆です。予測モデリング関数について詳しくは、Tableau にお

ける予測モデリング関数の仕組みページ2016を参照してください。

例

次の式は、注文数に対して調整された、売上合計のマークの分位を返します。

MODEL_PERCENTILE(SUM([Sales]), COUNT([Orders]))

MODEL_QUANTILE(quantile, target_expression, predictor_
expression(s))

指定した分位数で、ターゲット式と他の予測変数によって定義された推定範囲内のターゲット数値

を返します。これは事後予測分位です。

この関数は、MODEL_PERCENTILEの逆です。予測モデリング関数について詳しくは、Tableau に

おける予測モデリング関数の仕組みページ2016を参照してください。

例

次の式は、注文数に対して調整された、売上合計の予測中央値 (0.5)を返します。

MODEL_QUANTILE(0.5, SUM([Sales]), COUNT([Orders]))

PREVIOUS_VALUE(expression)
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前の行のこの計算の値を返します。現在の行がパーティション内の最初の行の場合は、指定された

式を返します。

例

SUM([Profit]) * PREVIOUS_VALUE(1)はSUM(Profit)の累積積を計算します。

RANK(expression, ['asc' | 'desc'])

パーティション内の現在の行に対して標準の競争ランクを返します。同一の値には同一のランクが割

り当てられます。昇順または降順を指定するには、オプションの'asc' | 'desc'因数を使用して

ください。既定では降順です。

この関数を使用すると、値のセット(6、9、9、14)は (4、2、2、1)とランク付けされます。

Nullはランキング関数では無視されます。これらには番号が付けられておらず、百分位値のランク計

算のレコード総数に含まれません。

異なるランキングオプションの詳細については、ランク計算 ページ2505を参照してください。

例

次の図は、値のセットにおけるさまざまなランキング関数 (RANK、RANK_DENSE、RANK_
MODIFIED、RANK_PERCENTILE、およびRANK_UNIQUE))の効果を示しています。データセット

には、14名の生徒 (生徒 Aから生徒 N)に関する情報が含まれています。[年齢 ]列には各生徒の

現在の年齢が表示されます (すべての生徒は17歳から20歳の間です)。その他の列には、年齢値

に対する各ランク関数の結果が示されます。常に、関数の既定の順序 (昇順または降順 )が前提と

なります。

RANK_DENSE(expression, ['asc' | 'desc'])
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パーティション内の現在の行に対して密度ランクを返します。同一の値には同一のランクが指定され

ますが、数列にギャップは挿入されません。昇順または降順を指定するには、オプションの'asc' |

'desc'因数を使用してください。既定では降順です。

この関数を使用すると、値のセット(6、9、9、14)は (3、2、2、1)とランク付けされます。

Nullはランキング関数では無視されます。これらには番号が付けられておらず、百分位値のランク計

算のレコード総数に含まれません。

異なるランキングオプションの詳細については、ランク計算 ページ2505を参照してください。

RANK_MODIFIED(expression, ['asc' | 'desc'])

パーティション内の現在の行に対して変更された競争ランクを返します。同一の値には同一のランク

が割り当てられます。昇順または降順を指定するには、オプションの'asc' | 'desc'因数を使

用してください。既定では降順です。

この関数を使用すると、値のセット(6、9、9、14)は (4、3、3、1)とランク付けされます。

Nullはランキング関数では無視されます。これらには番号が付けられておらず、百分位値のランク計

算のレコード総数に含まれません。

異なるランキングオプションの詳細については、ランク計算 ページ2505を参照してください。

RANK_PERCENTILE(expression, ['asc' | 'desc'])

パーティション内の現在の行に対して百分位値のランクを返します。昇順または降順を指定するに

は、オプションの'asc' | 'desc'因数を使用してください。既定では昇順です。

この関数を使用すると、一連の値 (6、9、9、14)は (0.25、0.75、0.75、1.00)とランク付けされます。

Nullはランキング関数では無視されます。これらには番号が付けられておらず、百分位値のランク計

算のレコード総数に含まれません。

異なるランキングオプションの詳細については、ランク計算 ページ2505を参照してください。

RANK_UNIQUE(expression, ['asc' | 'desc'])

パーティション内の現在の行の一意のランクを返します。同一の値に異なるランクが指定されます。

昇順または降順を指定するには、オプションの'asc' | 'desc'因数を使用してください。既定で

は降順です。
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この関数を使用すると、値のセット(6、9、9、14)は (4、2、3、1)とランク付けされます。

Nullはランキング関数では無視されます。これらには番号が付けられておらず、百分位値のランク計

算のレコード総数に含まれません。

異なるランキングオプションの詳細については、ランク計算 ページ2505を参照してください。

RUNNING_AVG(expression)

パーティション内の最初の行から現在の行までの、指定された式の累積平均を返します。

次のビューには四半期ごとの売上高が示されています。RUNNING_AVG(SUM([Sales])が日付

パーティション内で計算される場合、結果は四半期ごとの売上高の累積平均になります。

例

RUNNING_AVG(SUM([Profit]))はSUM(Profit)の累積平均を計算します。

RUNNING_COUNT(expression)

パーティション内の最初の行から現在の行までの、指定された式の累積数を返します。

例

RUNNING_COUNT(SUM([Profit]))はSUM(Profit)の累積数を計算します。
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RUNNING_MAX(expression)

パーティション内の最初の行から現在の行までの、指定された式の累積最大値を返します。

例

RUNNING_MAX(SUM([Profit]))はSUM(Profit)の累積最大値を計算します。

RUNNING_MIN(expression)

パーティション内の最初の行から現在の行までの、指定された式の累積最小値を返します。
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例

RUNNING_MIN(SUM([Profit]))はSUM(Profit)の累積最小値を計算します。

RUNNING_SUM(expression)

パーティション内の最初の行から現在の行までの、指定された式の累積合計を返します。
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例

RUNNING_SUM(SUM([Profit]))はSUM(Profit)の累積合計を計算します。

SIZE()

パーティション内の行数を返します。たとえば、次のビューには四半期ごとの売上高が示されていま

す。日付パーティション内には7行があるため、日付パーティションのSize()は7になります。

例

現在のパーティションに5行含まれる場合、SIZE() = 5。

SCRIPT_BOOL

指定された式からブールの結果を返します。式は実行中の分析拡張サービスインスタンスに直接渡

されます。

R式では、パラメーターに .argn (先頭にピリオド)を使用してパラメーターを参照します

(.arg1、.arg2、など)。

Python式では、_argn (先頭にアンダースコア)を使用します。

例

このRの例では、.arg1はSUM([Profit])に等しくなります。

SCRIPT_BOOL("is.finite(.arg1)", SUM([Profit]))

それ以外の場合はFalseを返します。次の例はワシントンのストアIDに対してTrueを返します。こ

の例は "IsStoreInWA"という計算フィールドの定義となる可能性があります。

SCRIPT_BOOL('grepl(".*_WA", .arg1, perl=TRUE)',ATTR([Store ID]))
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Python用のコマンドは以下のようになります。

SCRIPT_BOOL("return map(lambda x : x > 0, _arg1)", SUM([Profit]))

SCRIPT_INT

指定された式から整数の結果を返します。式は実行中の分析拡張サービスインスタンスに直接渡さ

れます。

R式では、パラメーターに .argn (先頭にピリオド)を使用してパラメーターを参照します (.arg1、.arg2、
など)。

Python式では、_argn (先頭にアンダースコア)を使用します。

例

このRの例では、.arg1はSUM([Profit])に等しくなります。

SCRIPT_INT("is.finite(.arg1)", SUM([Profit]))

次の例では、k-meansクラスタリングが3つのクラスタ作成に使用されます。

SCRIPT_INT('result <- kmeans(data.frame(.arg1,.arg2,.arg3,.arg4),

3);result$cluster;', SUM([Petal length]), SUM([Petal width]),SUM

([Sepal length]),SUM([Sepal width]))

Python用のコマンドは以下のようになります。

SCRIPT_INT("return map(lambda x : int(x * 5), _arg1)", SUM([Profit]))

SCRIPT_REAL

指定された式から実際の結果を返します。式は実行中の分析拡張サービスインスタンスに直接渡さ

れます。R

R式では、パラメーターに .argn (先頭にピリオド)を使用してパラメーターを参照します (.arg1、.arg2、
など)。

Python式では、_argn (先頭にアンダースコア)を使用します。

例

このRの例では、.arg1はSUM([Profit])に等しくなります。
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SCRIPT_REAL("is.finite(.arg1)", SUM([Profit]))

次の例では、温度の値をセ氏からカ氏に変換します。

SCRIPT_REAL('library(udunits2);ud.convert(.arg1, "celsius", "degree_

fahrenheit")',AVG([Temperature]))

Python用のコマンドは以下のようになります。

SCRIPT_REAL("return map(lambda x : x * 0.5, _arg1)", SUM([Profit]))

SCRIPT_STR

指定された式から文字列の結果を返します。式は実行中の分析拡張サービスインスタンスに直接

渡されます。

R式では、パラメーターに .argn (先頭にピリオド)を使用してパラメーターを参照します

(.arg1、.arg2、など)。

Python式では、_argn (先頭にアンダースコア)を使用します。

例

このRの例では、.arg1はSUM([Profit])に等しくなります。

SCRIPT_STR("is.finite(.arg1)", SUM([Profit]))

次の例ではより複雑な文字列から州名の省略形を抽出します (元のフォーム13XSL_CA, A13_
WAにおいて)。

SCRIPT_STR('gsub(".*_", "", .arg1)',ATTR([Store ID]))

Python用のコマンドは以下のようになります。

SCRIPT_STR("return map(lambda x : x[:2], _arg1)", ATTR([Region]))

TOTAL(expression)

表計算パーティションで指定された式の合計を返します。

例

このビューから始めるものとします。
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計算エディタを開いて、[総計 ]という名前の新しいフィールドを作成します。

[総計 ]を[テキスト]にドロップして、SUM(Sales)と置き換えます。ビューが、既定の [次を使用して計

算 ]値に基づいて値を合計した結果に変わります。
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ここで、既定の [次を使用して計算 ]値は何か、という疑問が生じさます。[データ]ペイン内の [総計 ]
を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)して、[編集 ]を選択します。少量の追加の情報

を使用できます。

既定の [次を使用して計算 ]値は、[表 (横 )]です。結果は、[総計 ]が表の各行の横の合計となり

ます。そのため、各行で横方向に表示される値は、元のバージョンの表の値の合計となります。

元の表の "2011/Q1 (2011年第 1四半期 )"行の値は、$8601、$6579、$44262、および$15006
でした。SUM(Sales)を[総計 ]で置き換えた後の表内の値は、すべて$74,448で、4つの元の値の

合計になります。

[テキスト]にドロップすると、[総計 ]の横に三角形が表示されます。
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これは、このフィールドが表計算を使用していることを示します。フィールドを右クリックして[表計算の

編集 ]を選択し、関数を異なる[次を使用して計算 ]値にリダイレクトできます。たとえば、それを

Table (Down)に設定できます。その場合、表は次のようになります。

WINDOW_AVG(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式の平均を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されます。パー

ティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使用してくだ

さい。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。
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たとえば、次のビューには四半期ごとの売上高が示されています。日付パーティション内の期間平均

は、全日付にわたって平均した売上高の値を返します。

例

WINDOW_AVG(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2行目から現在の行までのSUM
(Profit)の平均を計算します。

WINDOW_CORR(expression1, expression2, [start, end])

ウィンドウ内の2つの式のピアソン相関係数を返します。ウィンドウは、現在の行からのオフセットとし

て定義されます。パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよび

LAST()-nを使用してください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

ピアソン相関係数は、2つの変数の間の線形関係を測定します。結果は -1から+1の範囲となりま

す。ここで、1つの変数のプラスの変化はもう一方の変数の対応する倍率のプラスの変化を示し、1
は正確なプラスの直線関係を示します。0は分布間に線形の関係がないことを示し、−1は正確な

マイナスの関係を示します。

同等の集計関数 :CORRがあります。Tableau 関数 (アルファベット順 )ページ2419を参照してくださ

い。

例

次の計算式は、5行前から現在の行のSUM(Profit)およびSUM(Sales)のピアソン相関係数を返

します。

WINDOW_CORR(SUM[Profit]), SUM([Sales]), -5, 0)
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WINDOW_COUNT(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式の数を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されます。パーティ

ション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使用してくださ

い。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

例

WINDOW_COUNT(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2行目から現在の行までのSUM
(Profit)の件数を計算します。

WINDOW_COVAR(expression1, expression2, [start, end])

ウィンドウ内の2つの式の標本共分散を返します。ウィンドウは、現在の行からのオフセットとして定義

されます。パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-n
を使用してください。開始および終了引数を省略すると、ウィンドウはパーティション全体となります。

標本共分散では、母共分散によって(WINDOW_COVARP関数で)使用されるnではなく、non-
nullデータポイントの数であるn-1を使用して共分散計算を標準化します。標本共分散は、データ

が、大きな母集団に対する共分散の見積もりに使用されるランダムな標本の場合に適しています。

同等の集計関数 :COVARがあります。Tableau 関数 (アルファベット順 )ページ2419を参照してくだ

さい。

例

次の計算式は、2行前から現在の行のSUM(Profit)およびSUM(Sales)の標本共分散を返しま

す。

WINDOW_COVAR(SUM([Profit]), SUM([Sales]), -2, 0)

WINDOW_COVARP(expression1, expression2, [start, end])

ウィンドウ内で2つの式の母共分散を返します。ウィンドウは、現在の行からのオフセットとして定義さ

れます。パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを

使用してください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

母共分散は標本共分散に(n-1)/nを乗算したものです。ここで、nはNullでないデータポイントの合

計です。母共分散は、対象のすべてのアイテムに対して利用可能なデータがある場合に最適です。
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反対に、アイテムのランダムなサブセットのみがある場合には、標本共分散 (WINDOW_COVAR関

数を使用 )が適しています。

同等の集計関数 :COVARPがあります。Tableau 関数 (アルファベット順 )ページ2419

例

次の計算式は、2行前から現在の行のSUM(Profit)およびSUM(Sales)の母共分散を返します。

WINDOW_COVARP(SUM([Profit]), SUM([Sales]), -2, 0)

WINDOW_MEDIAN(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式の中央値を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されます。

パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使用し

てください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

たとえば、次のビューには四半期ごとの利益が示されています。日付パーティション内のウィンドウの中

央値は、全日付にわたる利益の中央値を返します。

例

WINDOW_MEDIAN(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までの

SUM(Profit)の中央値を計算します。
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WINDOW_MAX(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式の最大値を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されます。

パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使用して

ください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

たとえば、次のビューには四半期ごとの売上高が示されています。日付パーティション内の期間最大

値は、全日付にわたる売上高の最大値を返します。

例

WINDOW_MAX(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までのSUM
(Profit)の最大値を計算します。

WINDOW_MIN(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式の最小値を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されます。

パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使用して

ください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

たとえば、次のビューには四半期ごとの売上高が示されています。日付パーティション内の期間最小

値は、全日付にわたる売上高の最小値を返します。
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例

WINDOW_MIN(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までのSUM
(Profit)の最小値を計算します。

WINDOW_PERCENTILE(expression, number, [start, end])

ウィンドウ内の指定した百分位値に対応する値を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットに

より定義されます。パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよび

LAST()-nを使用してください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

例

WINDOW_PERCENTILE(SUM([Profit]), 0.75, -2, 0)は、2行前から現在の行にSUM
(Profit)の75%を返します。

WINDOW_STDEV(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式のサンプルの標準偏差を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義

されます。パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-n
を使用してください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。
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例

WINDOW_STDEV(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までの

SUM(Profit)の標準偏差を計算します。

WINDOW_STDEVP(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式のバイアス標準偏差を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義さ

れます。パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを

使用してください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

例

WINDOW_STDEVP(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までの

SUM(Profit)の標準偏差を計算します。

WINDOW_SUM(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式の合計を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されます。パー

ティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使用してくだ

さい。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

たとえば、次のビューには四半期ごとの売上高が示されています。日付パーティション内で計算される

期間合計は、全四半期にわたる売上高の合計を返します。
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例

WINDOW_SUM(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までのSUM
(Profit)の合計を計算します。

WINDOW_VAR(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式の標本分散を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されます。

パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使用し

てください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

例

WINDOW_VAR((SUM([Profit])), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までの

SUM(Profit)の分散を計算します。

WINDOW_VARP(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式のバイアス分散を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されま

す。パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使

用してください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

例

WINDOW_VARP(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までのSUM
(Profit)の分散を計算します。

計算エディターを使用した表計算の作成

次の手順に従って、計算エディターを使用した表計算の作成方法について学習してください。

注 : Tableauでは、表計算の作成方法が複数あります。ここではそのうちの1つを例として取り上げ

ます。詳細については、表計算での値の変換 ページ2482を参照してください。

ステップ1:ビジュアライゼーションの作成

1. Tableau Desktopで、Tableauに付属の"Sample-Superstore (サンプル - スーパーストア)"
保存したデータソースに接続します。

2. ワークシートに移動します。

2296 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



3. [データ] ペインの [ディメンション]から、[オーダー日 ]を[列 ] シェルフまでドラッグします。

4. [データ] ペインの [ディメンション]から、[サブカテゴリ]を[行 ] シェルフまでドラッグします。

5. [データ]ペインの [メジャー]から、[売上高 ] を[マーク]カードの [テキスト]にドラッグします。

ビジュアライゼーションがテキスト表に更新されます。

ステップ2:表計算の作成

1. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

2. 開いた計算エディターで、次の操作を実行します。

l 計算フィールドに"Running Sum of Profit (収益の累計 )"という名前を付けます。

l 次の式を入力します。

RUNNING_SUM(SUM([Profit]))

この式で、収益の累計を計算します、計算は表全体に対して実行されます。

Tableau Software 2297

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l 終了したら、[OK]をクリックします。

新しい表計算フィールドが [データ]ペインの [メジャー]の下に表示されます。他のフィー

ルドと同様に、このフィールドを1つ以上のビジュアライゼーションで使用できます。

ステップ3:ビジュアライゼーションでの表計算の使用

1. [データ]ペインの [メジャー]から、"Running Sum of Profit (収益の累計 )" を[マーク]カード

の [色 ]にドラッグします。

2. [マーク]カードで、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[四角 ]を選択します。

ビジュアライゼーションが更新され、次のようにテーブルがハイライトされます。

ステップ4:表計算の編集

1. [マーク]カードの"Running Sum of Profit (収益の累計 )"を右クリックし、[表計算の編集 ]
を選択します。
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2. 開いた [表計算 ]ダイアログボックスの [次を使用して計算 ]で、[表 (下 )]を選択します。

ビジュアライゼーションが更新され、次のようになります。

関連項目

表計算の作成 ページ2491

表計算のタイプページ2494

表計算のカスタマイズページ2520

簡易表計算 ページ2514

Tableau で使用する関数 ページ2175

Tableau 関数 (カテゴリ別 )ページ2320

Tableau 関数 (アルファベット順 )ページ2419
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空間関数

空間関数を使用すると、高度な空間分析を実行し、テキストファイルやスプレッドシートなど他の形

式のデータを含む空間ファイルを組み合わせることができます。たとえば、市議会の地区の空間ファイ

ルと、窪みが報告された緯度と経度の座標を含むテキストファイルがあるとします。データソースの作

成時に空間計算を使用してこれらのファイルを結合し、どの地区で窪みの修復に最も時間がかかる

かを分析することができます。

起点 -終点マップの2つのデータポイントを接続する線を作成することもできます。たとえば、通勤者

の移動の開始場所と終了場所を示す公共交通機関データに関するスプレッドシートがあるとしま

す。この場合、空間計算を使用して、通勤者が通っている経路を確認することができます。

Tableauで利用可能な空間関数

AREA

構文 AREA(Spatial Polygon, 'units')

出力 数値

定義 <spatial polygon>の総表面積を返します。

例 AREA([Geometry], 'feet')

注 対応している単位名 (計算では'miles'のように引用符で囲む必要があり

ます):

l メートル: meters、metres、m
l キロメートル: kilometers、kilometres、km
l マイル: miles、mi
l フィート: feet、ft

BUFFER

構

文

BUFFER(Spatial Point, distance, 'units')

BUFFER(Linestring, distance, 'units')

出

力

ジオメトリ

2300 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



定

義

空間ポイントの場合、半径が<distance>と<unit>の値で決まる、<spatial

point>を中心とする多角形の形状を返します。

ラインストリングの場合、ラインストリングから半径距離内のすべての点を含めることによって

形成される多角形を計算します。

例 BUFFER([Spatial Point Geometry], 25, 'mi')

BUFFER(MAKEPOINT(47.59, -122.32), 3, 'km')

BUFFER(MAKELINE(MAKEPOINT(0, 20),MAKEPOINT (30, 30)),20,'km'))

注 対応している単位名 (計算では'miles'のように引用符で囲む必要があります):

l メートル: meters、metres、m
l キロメートル: kilometers、kilometres、km
l マイル: miles、mi
l フィート: feet、ft

DISTANCE

構文 DISTANCE(SpatialPoint1, SpatialPoint2, 'units')

出力 数値

定義 指定された<unit>で2つのポイント間の距離を返します。

例 DISTANCE([Origin Point],[Destination Point], 'km')

注 対応している単位名 (計算では'miles'のように引用符で囲む必要がありま

す):

l メートル: meters、metres、m
l キロメートル: kilometers、kilometres、km
l マイル: miles、mi
l フィート: feet、ft

データベースの

制限

この関数はライブ接続でのみ作成することができますが、データソースが抽出に

変換された場合も引き続き機能します。
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INTERSECTS

構文 INTERSECTS (geometry1, geometry2)

出力 ブール値

定義 2つのジオメトリが空間で重なっているかどうかを示すTrueまたはFalseを返

します。

注 サポートされている組み合わせ:ポイント/ポリゴン、ライン/ポリゴン、およびポリゴ

ン/ポリゴン

MAKELINE

構文 MAKELINE(SpatialPoint1, SpatialPoint2)

出力 ジオメトリ(線 )

定義 2点間に線のマークを生成します

例 MAKELINE(MAKEPOINT(47.59, -122.32), MAKEPOINT(48.5, -123.1))

注 出発地と目的地のマップを作成するのに役立ちます。

MAKEPOINT

構文 MAKEPOINT(latitude, longitude, [SRID])

出力 ジオメトリ(点 )

定義 <latitude>列および<longitude>列のデータを、空間オブジェクトに変

換します。

オプションの<SRID>引数を追加すると、入力として他の投影地理座標を使

用できます。

例 MAKEPOINT(48.5, -123.1)

MAKEPOINT([AirportLatitude], [AirportLongitude])

MAKEPOINT([Xcoord],[Ycoord], 3493)
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注 MAKEPOINTでは、自動的に生成された緯度と経度のフィールドを使用できま

せん。データソースには座標がネイティブに含まれている必要があります。

SRIDは、ESPG参照系コードを使用して座標系を指定する空間参照識別

子です。SRIDを指定しない場合はWGS84が使用され、パラメーターは度を

単位とする緯度 /経度で処理されます。

MAKEPOINTを使用すると、データソースを空間的に有効化し、空間結合を

使用している空間ファイルと結合することができます。詳細については、

Tableau で空間ファイルを結合するページ1650を参照してください。

LENGTH

構文 LENGTH(geometry, 'units')

出力 数値

定義 指定された<units>を使用して、<geometry>内の1つまたは複数のライン

ストリングの測地パスの長さを返します。

例 LENGTH([Spatial], 'metres')

注 ジオメトリ引数にラインストリングがない場合、他の要素は許可されますが、結

果は<NaN>になります。

OUTLINE

構文 OUTLINE(spatial polygon)

出力 ジオメトリ

定義 多角形のジオメトリをラインストリングに変換します。

注 塗りつぶしとは異なるスタイルを設定できる、枠線用の別のレイヤーを作成する

場合に便利です。

マルチ多角形内の多角形をサポートします。
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SHAPETYPE

構文 SHAPETYPE(geometry)

出力 文字列

定義 Empty、Point、MultiPoint、LineString、MultiLinestring、Polygon、
MultiPolygon、Mixed、およびサポートされていないものなどの空間

<geometry>の構造を説明する文字列を返します。

例 SHAPETYPE(MAKEPOINT(48.5, -123.1)) = "Point"

空間計算の使用

MAKEPOINTを使用した空間データソースの作成

MAKEPOINTを使用すると、データソースを空間的に有効化し、空間結合を使用している空間

ファイルと結合することができます。MAKEPOINTを使用するには、データに緯度と経度の座標を含

める必要があります。

1. Tableauを開き、空間データソースに接続します。

2. [接続 ]で [追加 ]をクリックし、2つ目の非空間データソースを追加します。

2つのデータソースがキャンバスに追加されます。

ヒント: [結合 ]ダイアログボックスを表示するには、キャンバス上のデータソースをダブルクリック

(MacではControlを押しながらクリック)します。

3. 非空間データソースを[結合 ]ダイアログボックスにドラッグします。

4. [結合 ]アイコンをクリックします。

5. 表示される[結合 ]ダイアログボックスで、次のように実行します。

l 結合タイプを選択します。

l [データソース]より、結合する空間ファイルより空間フィールドを選択します。空間フィー

ルドの隣には地球儀アイコンがあります。
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6. 非空間データソースの場合、結合句として [結合計算の作成 ]を選択します。

計算は次のようになります。

MAKEPOINT(Latitude,Longitude)

7. [OK]を選択します。

8. [交点 ]結合句演算子を選択し、空間分析用のデータソースを作成します。

9. 終了したら、[結合 ]ダイアログボックスを閉じます。

空間結合の詳細については、「Tableau で空間ファイルを結合するページ1650」を参照してくださ

い。

MAKELINEを使用してビジュアライゼーションを作成する

Tableau Desktopでは、Flight Pathワークブックを、ここから入手可能なTableau Publicからダウン

ロードします。

1. 新しいワークシートに移動します。

2. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

3. 開いた計算で、次の操作を実行します。

l 計算フィールドに「Flight Path(フライトパス) 」と名付けます。

l 次の式を入力します
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MAKELINE(MAKEPOINT([Lat],[Lng]),MAKEPOINT([Dest Lat],[Dest

Lng]))

この式は、原点および宛先の都市から緯度座標と経度座標を取り、空間分析のために地

理的にポイント化します。これらの座標は、原点と宛先の間に2点間の線を作成するために

使用されます。

4. 終了したら、[OK]をクリックします。

新しい計算フィールドは、[データ]ペインの [ディメンション]に表示されます。他のフィールドと同

様に、このフィールドを1つ以上のビジュアライゼーションで使用できます。

5. [データ]ペインで、[Flight Paths]をダブルクリックしそれを視覚的に追加します。これにより、自

動的にマップとしてレンダリングされます。

この計算では、線が地球儀の広がりより長くなると、曲線の測地線が自動的に作成されま

す。

BUFFERを使用してエリアを視覚化する

Tableau Desktopでは、Flight Pathワークブックを、ここから入手可能なTableau Publicからダウン

ロードします。

1. 新しいワークシートに移動します。

2. [データ]ペインを右クリックして、[パラメーターの作成 ]を選択します。
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3. 開いた [パラメーター]ダイアログで、次のオプションを設定します。

l パラメーターに「バッファー距離」という名前を付けます

l [データ型 ]を[整数 ]に設定します

l [許容値 ]を[範囲 ]に設定します

l [最小範囲 ]を100、最大値範囲を1000、ステップサイズを100に設定します。

4. 終了したら、[OK]をクリックします。

このパラメーターを使用すると、100から1000マイルまでの範囲でバッファー半径をカスタマイズ

できます。パラメーターを右クリックし、[パラメーターの表示 ]を選択します。

5. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

6. 開いた計算で、次の操作を実行します。

l 計算フィールドに「バッファー」と名前を付けます。

l 次の式を入力します
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BUFFER(MAKEPOINT([Dest Lat],[Dest Lng]),[Buffer

Distance],"miles")

BUFFER計算は、点空間データを受け取り、そのデータを[バッファー距離 ]パラメーターで決

定された半径 (マイル単位 )を持つ図形に変換します。

注 : BUFFERは点空間データでのみ使用できるため、前の例で示したように、緯度と

経度のデータをMakepointを使用して点に変換しています。

7. 終了したら、[OK]をクリックします。

新しい計算フィールドが [データ]ペインに表示されます。他のフィールドと同様に、このフィール

ドを1つ以上のビジュアライゼーションで使用できます。

8. [データ]ペインで、[Buffer (バッファー)]をダブルクリックしてVizに追加します。これにより、自

動的にマップとしてレンダリングされます。

9. [マーク]カードの [カラー]パネルに[Destination (終点 )]をドラッグして、Vizを完了します。

注 : ビューが上の図のように表示されない場合は、[マーク]の種類が [円 ]ではなく[マップ]に
設定されていることを確認します。[マーク]の種類に関する詳細については、ビュー内のマーク

のタイプを変更するページ1182を参照してください。

予測モデリング関数

この記事では、予測モデリング関数とTableauでのこの関数の使用について説明します。また、予

測モデリング関数を使用して表計算を作成する方法を例を通じて説明します。
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予測モデリング関数を使用する理由

予測モデリング関数を使用すると、表計算を活用して、データのように操作、視覚化、エクスポートで

きる予測をすばやく生成できます。

以前は、高度な統計計算を実行してTableauで視覚化するために、TableauをRおよびPythonと

統合する必要がありました。変数を更新し、予測変数のさまざまな組み合わせを使用して複数のモ

デルを視覚化することで、ターゲットと予測変数を選択できるようになりました。データはすべての詳細

レベルでフィルター処理、集計、および変換が可能であり、入力と予測は、ビュー内のデータと一致す

るように自動的に再計算されます。

Tableauの予測モデリング関数の詳細については、Tableau における予測モデリング関数の仕組み

ページ2016を参照してください。

Tableauで使用できる予測モデリング関数

MODEL_PERCENTILE

構文 MODEL_PERCENTILE(        

model_specification (optional),

target_expression,

predictor_expression(s))

定義 予測値が観測されたマーク以下である確率 (0から1の間 )を返します。マーク

は、ターゲット式と他の予測変数で定義されます。これは、累積分布関数

(CDF)とも呼ばれる事後予測分布関数です。

例 MODEL_PERCENTILE( SUM([Sales]),COUNT([Orders]))

MODEL_QUANTILE

構文 MODEL_QUANTILE(       

model_specification (optional),

quantile,

target_expression,

predictor_expression(s))

定義 指定した分位数で、ターゲット式と他の予測変数によって定義された推定範

囲内のターゲット数値を返します。これは事後予測分位です。

Tableau Software 2309

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/calculations_tablecalculations.htm


例 MODEL_QUANTILE(0.5, SUM([Sales]), COUNT([Orders]))

予測計算の作成

次の手順に従って、MODEL_QUANTILE関数を使用した簡単な予測計算の作成方法について

学習してください。より詳細な例については、例 - 予測モデリング関数を使用した女性の平均寿命

の調査 ページ2044を参照してください。

ステップ1:ビジュアライゼーションを作成する

1. Tableau Desktopで、Tableauに付属のサンプル -スーパーストア保存済みデータソースに接

続します。

2. ワークシートに移動します。

3. [データ]ペインから、"Order Date (オーダー日 )"ディメンションを[列 ]シェルフにドラッグします。
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4. メジャーのコンテキストメニューを開き、リストレベルを[月 ]と[年 ]に変更します。

5. [Sales (売上 )]を[行 ]シェルフにドラッグします。

ステップ2:計算フィールドを作成する

1. 上部の [分析 ]メニューをクリックして開き、[計算フィールドの作成 ]を選択します。

2. 計算エディターで、次の手順を実行します。
o 計算に"Predict Median Sales (売上中央値の予測 )"という名前を付けます。
o 次の式を入力します。

MODEL_QUANTILE(0.5, SUM([Sales]),ATTR(DATETRUNC('month',

[Order Date])))

注意 : MODEL_QUANTILE関数は、指定された分位を取り、入力した予測変数に基

づいて値を予測します。

Tableau Software 2311

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



この式を分析します。

l この例では分位数 = 0.5であり、中央値を予測します。

l 売上を予測したいので、ターゲット式はSUM([Sales])です。

l 過去の実績に基づいて予測を行うため、予測変数として日付を含めます。日

付は計算の最後の引数です。

3. 終了したら、[OK]をクリックします。

予測計算が [データ]ペインに計算フィールドとして追加されます。

ステップ3:ビューに予測計算を追加する

1. 予測計算を[行 ]シェルフにドラッグし、"SUM(Sales) (合計 (売上 ))"の右に配置します。

2. メジャーを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[二重軸 ]を選択します。

3. 二重軸チャートの2本の軸を揃えて同じスケールを使用するようにするには、セカンダリ軸 (こ
の場合は、"Predict Median Sales (売上中央値の予測 )")を右クリック(MacではControl
を押しながらクリック)して[軸の同期 ]を選択します。これにより、2つの軸の目盛りが揃いま

す。
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それ以外の処理は必要ありません。日付軸を拡張して将来を予測する方法については、時系列ビ

ジュアライゼーションにおける予測モデリング関数 ページ2056を参照してください。

予測計算のルール

l 集計および非集計の引数を混在させることはできません。ターゲット式が集計の場合は、予

測変数も集計である必要があります。

l これらの関数は、各マークが別個のエンティティ(個人、製品、売上など)を表しているVizで、

個々のレコードの値を予測するのに最適です。

l これらの関数は、SUMとCOUNTを使用してターゲット集計式の値を予測するのに最適で

す。

l これらの関数は、AVG、MEDIAN、MIN、またはMAXを使用してターゲット集計式の値を予

測することは推奨されません。

l これらの関数は、同じ詳細レベルまたはVizよりも高い詳細レベルの予測変数を使用する必

要があります。
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その他の関数

REGEXP_REPLACE(string, pattern, replacement)
正規表現のパターンが置換文字列に置き換えられている特定の文字列のコピーを返します。この

関数はテキストファイル、Hadoop Hive、Google BigQuery、PostgreSQL、Tableau Data Extract、
Microsoft Excel、Salesforce、Vertica、Pivotal Greenplum、Teradata (バージョン14.1以上 )、
Snowflake、およびOracleデータソースで利用できます。

Tableauデータ抽出では、パターンおよび置換を定数にする必要があります。

正規表現の構文の詳細については、お使いのデータソースのドキュメントを参照してください。

Tableau抽出の場合、正規表現の構文は、現在の International Components for Unicode (ICU)
の標準に準拠しています。ICUは、Unicodeのサポート、ソフトウェアの国際化、およびソフトウェアの

グローバル化を目的とした、成熟したC/C++およびJavaライブラリのオープンソースプロジェクトで

す。オンラインの ICUユーザーガイドの「正規表現」のページを参照してください。

例

REGEXP_REPLACE('abc 123', '\s', '-') = 'abc-123'

REGEXP_MATCH(string, pattern)
指定した文字列のサブストリングが正規表現パターンに一致した場合に trueを返します。この関数

はテキストファイル、Google BigQuery、PostgreSQL、Tableau Data Extract、Microsoft Excel、
Salesforce、Vertica、Pivotal Greenplum、Teradata (バージョン14.1以降 )、Impala 2.3.0
(Cloudera Hadoopデータソースを介して)、Snowflake、およびOracleデータソースで利用できま

す。

Tableauデータ抽出では、パターンを定数にする必要があります。

正規表現の構文の詳細については、お使いのデータソースのドキュメントを参照してください。

Tableau抽出の場合、正規表現の構文は、現在の International Components for Unicode (ICU)
の標準に準拠しています。ICUは、Unicodeのサポート、ソフトウェアの国際化、およびソフトウェアの

グローバル化を目的とした、成熟したC/C++およびJavaライブラリのオープンソースプロジェクトで

す。オンラインの ICUユーザーガイドの「正規表現」のページを参照してください。

例

REGEXP_MATCH('-([1234].[The.Market])-','\[\s*(\w*\.)(\w*\s*\])')=true
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REGEXP_EXTRACT(string, pattern)
正規表現のパターンと一致する文字列の一部を返します。この関数はテキストファイル、Hadoop
Hive、Google BigQuery、PostgreSQL、Tableau Data Extract、Microsoft Excel、Salesforce、
Vertica、Pivotal Greenplum、Teradata (バージョン14.1以上 )、Snowflake、およびOracleデータ

ソースで利用できます。

Tableauデータ抽出では、パターンを定数にする必要があります。

正規表現の構文の詳細については、お使いのデータソースのドキュメントを参照してください。

Tableau抽出の場合、正規表現の構文は、現在の International Components for Unicode (ICU)
の標準に準拠しています。ICUは、Unicodeのサポート、ソフトウェアの国際化、およびソフトウェアの

グローバル化を目的とした、成熟したC/C++およびJavaライブラリのオープンソースプロジェクトで

す。オンラインの ICUユーザーガイドの「正規表現」のページを参照してください。

例

REGEXP_EXTRACT('abc 123', '[a-z]+\s+(\d+)') = '123'

REGEXP_EXTRACT_NTH(string, pattern, index)
正規表現のパターンと一致する文字列の一部を返します。部分文字列はn番目 (nは指定された

インデックス)のキャプチャリンググループと照合されます。indexが0の場合、文字列全体が返されま

す。この関数は、テキストファイル、PostgreSQL、Tableau Data Extract、Microsoft Excel、
Salesforce、Vertica、Pivotal Greenplum、Teradata (バージョン14.1以降 )、およびOracleデータ

ソースで利用できます。

Tableauデータ抽出では、パターンを定数にする必要があります。

正規表現の構文の詳細については、お使いのデータソースのドキュメントを参照してください。

Tableau抽出の場合、正規表現の構文は、現在の International Components for Unicode (ICU)
の標準に準拠しています。ICUは、Unicodeのサポート、ソフトウェアの国際化、およびソフトウェアの

グローバル化を目的とした、成熟したC/C++およびJavaライブラリのオープンソースプロジェクトで

す。オンラインの ICUユーザーガイドの「正規表現」のページを参照してください。

例

REGEXP_EXTRACT_NTH('abc 123', '([a-z]+)\s+(\d+)', 2) = '123'
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Hadoop Hive固有の関数

注 : PARSE_URLおよびPARSE_URL_QUERY関数は、Cloudera Impalaデータソースに

のみ対応しています。

GET_JSON_OBJECT(JSON string, JSON path)
JSONパスに基づいたJSON文字列内のJSONオブジェクトを返します。

PARSE_URL(string, url_part)
コンポーネントがurl_partで定義されている特定のURL文字列のコンポーネントを返します。有効

なurl_partの値は、'HOST'、'PATH'、'QUERY'、'REF'、'PROTOCOL'、'AUTHORITY'、'FILE'、
'USERINFO'などです。

例

PARSE_URL('http://www.tableau.com', 'HOST') = 'www.tableau.com'

PARSE_URL_QUERY(string, key)
特定のURL文字列内にある指定したクエリパラメーターの値を返します。クエリパラメーターはキー

で定義されます。

例

PARSE_URL_QUERY('http://www.tableau.com?page=1&cat=4', 'page') = '1'

XPATH_BOOLEAN(XML string, XPath expression string)
XPath式がノードに一致した場合、または trueに評価された場合に trueを返します。

例

XPATH_BOOLEAN('<values> <value id="0">1</value><value

id="1">5</value>', 'values/value[@id="1"] = 5') = true

XPATH_DOUBLE(XML string, XPath expression string)
XPath式の浮動小数点値を返します。
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例

XPATH_DOUBLE('<values><value>1.0</value><value>5.5</value> </values>',

'sum(value/*)') = 6.5

XPATH_FLOAT(XML string, XPath expression string)
XPath式の浮動小数点値を返します。

例

XPATH_FLOAT('<values><value>1.0</value><value>5.5</value>

</values>','sum(value/*)') = 6.5

XPATH_INT(XML string, XPath expression string)
XPath式の数値を返します。または、XPath式が数字に評価できない場合はゼロを返します。

例

XPATH_INT('<values><value>1</value><value>5</value> </values>','sum

(value/*)') = 6

XPATH_LONG(XML string, XPath expression string)
XPath式の数値を返します。または、XPath式が数字に評価できない場合はゼロを返します。

例

XPATH_LONG('<values><value>1</value><value>5</value> </values>','sum

(value/*)') = 6

XPATH_SHORT(XML string, XPath expression string)
XPath式の数値を返します。または、XPath式が数字に評価できない場合はゼロを返します。

例

XPATH_SHORT('<values><value>1</value><value>5</value> </values>','sum

(value/*)') = 6
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XPATH_STRING(XML string, XPath expression string)
最初に一致したノードのテキストを返します。

例

XPATH_STRING('<sites ><url domain="org">http://www.w3.org</url> <url

domain="com">http://www.tableau.com</url></sites>', 'sites/url

[@domain="com"]') = 'http://www.tableau.com'

Google BigQuery固有の関数

DOMAIN(string_url)
URL文字列が指定された場合に、ドメインを文字列として返します。

例

DOMAIN('http://www.google.com:80/index.html') = 'google.com'

GROUP_CONCAT(expression)
各レコードの値をコンマで区切られた1つの文字列に連結します。この機能は、文字列に対して

SUM()を実行するのと同じです。

例

GROUP_CONCAT(Region) = "Central,East,West"

HOST(string_url)
URL文字列が指定された場合に、ホスト名を文字列として返します。

例

HOST('http://www.google.com:80/index.html') = 'www.google.com:80'

LOG2(number)
数値の対数 (底 2)を返します。

例

LOG2(16) = '4.00'
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LTRIM_THIS(string, string)
最初のstringから、2つ目のstringを先頭から削除した文字列を返します。

例

LTRIM_THIS('[-Sales-]','[-') = 'Sales-]'

RTRIM_THIS(string, string)
最初のstringから、2つ目のstringを末尾から削除した文字列を返します。

例

RTRIM_THIS('[-Market-]','-]') = '[-Market'

TIMESTAMP_TO_USEC(expression)
TIMESTAMPデータ型をUNIXタイムスタンプ(ミリ秒単位 )に変換します。

例

TIMESTAMP_TO_USEC(#2012-10-01 01:02:03#)=1349053323000000

USEC_TO_TIMESTAMP(expression)
UNIXタイムスタンプ(ミリ秒単位 )をTIMESTAMPデータ型に変換します。

例

USEC_TO_TIMESTAMP(1349053323000000) = #2012-10-01 01:02:03#

TLD(string_url)
URL文字列が指定された場合に、URL内のトップレベルドメインと国ドメイン(ある場合 )を返しま

す。

例

TLD('http://www.google.com:80/index.html') = '.com'

TLD('http://www.google.co.uk:80/index.html') = '.co.uk'

Tableau Software 2319

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



TableauでのFORMAT()関数の回避

Tableauにはフィールドを書式設定するためのFORMAT()関数はありませんが、ワークブック内の

フィールドの構造と外観を変更するためのさまざまな手段が提供されています。

l 地理的フィールドを書式設定する方法の詳細については、地理的役割の割り当てページ

1669を参照してください。

l 日付フィールドまたは数値フィールドを書式設定する方法の詳細については、既定の数値形

式の設定 ページ1015を参照してください。さらに、カスタム日付形式を作成する方法につい

ては、カスタム日付形式 ページ1113を参照してください。

l フィールドの書式設定を指定するために使用できる記号と表記法については、リテラル式の

構文 ページ2172を参照してください。

l 数値とnull値の書式設定については、数字とNULL 値の書式設定 ページ2927を参照して

ください。

Tableauは、ビュー内の文字列フィールドの外観をカスタマイズするために使用できる広範な文字列

関数も提供しています。文字列関数 ページ2190を参照してください。

Tableau関数 (カテゴリ別 )

このリファレンスのTableauの機能はカテゴリ別にまとめられています。カテゴリをクリックすると機能を

参照できます。または、Ctrl + Fキー (MacではComman-Fキー)を押して検索ボックスを開くと特定

の機能のページを検索できます。

数値関数

ABS

構文 ABS(number)

出力 数値 (正 )

定義 指定された<number>の絶対値を返します。

例 ABS(-7) = 7

ABS([Budget Variance])

2番目の例では、Budget Varianceフィールドに含まれているすべての数値の
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絶対値を返します。

注 SIGN ページ2330も参照してください。

ACOS

構文 ACOS(number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 指定された<number>のアークコサイン(角度 )を返します。

例 ACOS(-1) = 3.14159265358979

注 逆関数 COS ページ2323は、ラジアン単位の角度を引数として受け取り、コ

サインを返します。

ASIN

構文 ASIN(number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 指定された<number>のアークサイン(角度 )を返します。

例 ASIN(1) = 1.5707963267949

注 逆関数 SIN ページ2330は、ラジアン単位の角度を引数として受け取り、サ

インを返します。

ATAN

構文 ATAN(number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 指定された<number>のアークタンジェント(角度 )を返します。

例 ATAN(180) = 1.5652408283942
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注 逆関数 TANは、ラジアン単位の角度を引数として受け取り、タンジェントを返

します。

ATAN2 下 とCOT 見開きページも参照してください。

ATAN2

構文 ATAN2(y number, x number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 2つの数値 (xとy)の間のアークタンジェント(角度 )を返します。結果はラジア

ン単位です。

例 ATAN2(2, 1) = 1.10714871779409

注 ATAN 前のページ、TAN ページ2331、COT 見開きページも参照してくださ

い。

CEILING

構文 CEILING(number)

出力 整数

定義 <number>を等しいかより大きな最も近い整数に切り上げます。

例 CEILING(2.1) = 3

注 FLOOR ページ2324とROUND ページ2329も参照してください。

データベースの

制限

CEILINGは次のコネクタで利用できます。Microsoft Excel、テキストファイル、

統計ファイル、パブリッシュされたデータソース、Amazon EMR Hadoop Hive、
Amazon Redshift、Cloudera Hadoop、DataStax Enterprise、Google
Analytics、Google BigQuery、Hortonworks Hadoop Hive、MapR Hadoop
Hive、Microsoft SQL Server、Salesforce、Spark SQL。
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COS

構文 COS(number)

引数の数値はラジアン単位の角度です。

出力 数値

定義 角度のコサインを返します。

例 COS(PI( ) /4) = 0.707106781186548

注 逆関数 ACOS ページ2321は、引数としてコサインを受け取り、角度をラジア

ン単位で返します。

PI ページ2328も参照してください。角度を度単位からラジアン単位に変換

するには、RADIANS ページ2329を使用します。

COT

構文 COT(number)

引数の数値はラジアン単位の角度です。

出力 数値

定義 角度のコタンジェントを返します。

例 COT(PI( ) /4) = 1

注 ATAN ページ2321、TAN ページ2331、PI ページ2328も参照してください。

角度を度単位からラジアン単位に変換するには、RADIANS ページ2329を使

用します。

DEGREES

構文 DEGREES(number)

引数の数値はラジアン単位の角度です。

出力 数値 (度 )
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定義 ラジアン単位の角度を度単位に変換します。

例 DEGREES(PI( )/4) = 45.0

注 逆関数 RADIANS ページ2329は、角度を度単位で受け取り、ラジアン単位

で返します。

PI ページ2328()も参照してください。

DIV

構文 DIV(integer1, integer2)

出力 整数

定義 <integer1>を<integer2>で割った割り算の整数部分を返します。

例 DIV(11,2) = 5

EXP

構文 EXP(number)

出力 数値

定義 指定された<number>でeを累乗した値を返します。

例 EXP(2) = 7.389

EXP(-[Growth Rate]*[Time])

注 LN ページ2326も参照してください。

FLOOR

構文 FLOOR(number)

出力 整数

定義 <number>を等しいかより小さな最も近い整数に切り下げます。
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例 FLOOR(7.9) = 7

注 CEILING ページ2322とROUND ページ2329も参照してください。

データベースの

制限

FLOORは次のコネクタで利用できます。Microsoft Excel、テキストファイル、統

計ファイル、パブリッシュされたデータソース、Amazon EMR Hadoop Hive、
Cloudera Hadoop、DataStax Enterprise、Google Analytics、Google
BigQuery、Hortonworks Hadoop Hive、MapR Hadoop Hive、Microsoft
SQL Server、Salesforce、Spark SQL。

HEXBINX

構文 HEXBINX(number, number)

出力 数値

定義 x、y座標を最も近い六角形のビンのx座標にマッピングします。ビンの横幅は

1です。入力時には適切に拡大縮小する必要があります。

例 HEXBINX([Longitude]*2.5, [Latitude]*2.5)

注 HEXBINX とHEXBINY 下 は、六角形のビン用のビニング関数とプロット関数

です。六角形のビンは、マップなどのx/y平面内でデータを可視化するための

効率的で洗練されたオプションです。ビンは六角形なので、各ビンは円に近似

し、データ点からビンの中心への距離のばらつきを最小限に抑えます。これによ

り、クラスタリングがより正確かつ有益なものになります。

HEXBINY

構文 HEXBINY(number, number)

出力 数値

定義 x、y座標を最も近い六角形のビンのy座標にマッピングします。ビンの横幅は

1です。入力時には適切に拡大縮小する必要があります。

例 HEXBINY([Longitude]*2.5, [Latitude]*2.5)

注 HEXBINX 上 も参照してください。
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LN

構文 LN(number)

出力 数値

引数がゼロ以下の場合、出力はNullになります。

定義 <number>の自然対数を返します。

例 LN(50) = 3.912023005

注 EXP ページ2324とLOG 下 も参照してください。

LOG

構文 LOG(number, [base])

オプションの基底の引数が存在しない場合は、10が基底として使用されま

す。

出力 数値

定義 指定された基底について数値の対数を返します。

例 LOG(16,4) = 2

注 POWER ページ2328とLN 上 も参照してください。

MAX

構文 MAX(expression)またはMAX(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最大値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MAXは集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MAX(4,7) = 7

MAX(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #2/20/2021#
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MAX([Name]) = "Zander"

注 文字列の場合

MAXは、通常、アルファベット順で最後に来る値です。

データベースのデータソースでは、MAXの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も高い値です。

日付の場合

日付の場合、MAXは最新の日付です。MAXが集計の場合、結果には日付

の階層がありません。MAXが比較の場合、結果には日付の階層が保持され

ます。

集計として

MAX(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MAX(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MIN 下 も参照してください。

MIN

構文 MIN(expression)またはMIN(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最小値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MIN は集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MIN(4,7) = 4

MIN(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #3/25/1986#

MIN([Name]) = "Abebi"

注 文字列の場合

MINは、通常、アルファベット順で最初に来る値です。
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データベースのデータソースでは、MINの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も低い値です。

日付の場合

日付の場合、MINは最も早い日付です。MINが集計の場合、結果には日付

の階層がありません。MINが比較の場合、結果には日付の階層が保持されま

す。

集計として

MIN(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MIN(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MAX ページ2326も参照してください。

PI

構文 PI()

出力 数値

定義 数値定数 pi (3.14159...)を返します。

例 PI() = 3.14159

注 入力がラジアン単位の三角関数に便利です。RADIANS 見開きページも参

照してください。

POWER

構文 POWER(number, power)

出力 数値

定義 <number>を<power>で指定された回数掛け合わせます。
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例 POWER(5,3) = 125

POWER([Temperature], 2)

注 5^3 = POWER(5,3) = 125のように、̂ 記号を使用することもできます。

EXP ページ2324、LOG ページ2326、SQUARE ページ2331も参照してくだ

さい。

RADIANS

構文 RADIANS(number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 指定された<number>を度単位からラジアン単位に変換します。

例 RADIANS(180) = 3.14159

注 逆関数 DEGREES ページ2323は、角度をラジアン単位で受け取り、度単位

で返します。

ROUND

構文 ROUND(number, [decimals])

出力 数値

定義 指定された桁数に<number>を丸めます。

オプションのdecimals引数は、最終結果に含める小数点以下の桁数 (精
度 )を指定します。decimalsを省略した場合、数値は最も近い整数に丸め

られます。

例 ROUND(1/3, 2) = 0.33

注 MS SQL Serverなどの一部のデータベースでは、桁数に負の値を指定できま

す。たとえば、-1は数値を十の位で丸め、-2は百の位で丸めます。このことは、

すべてのデータベースに当てはまるわけではありません。たとえば、Excelと
Accessには当てはまりません。
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ヒント: ROUNDでは、参照元の数値の浮動小数点表現 (9.405から9.40に

丸めるなど)が原因で問題が発生する可能性があるため、丸めるのではなく目

的の小数点以下の桁数になるように数値を書式設定する方が望ましい場合

があります。9.405を小数点以下 2桁に書式設定すると、9.41になります。

CEILING ページ2322とFLOOR ページ2324も参照してください。

SIGN

構文 SIGN(number)

出力 -1、0、または1

定義 <number>の符号を返します。数値が負の場合は -1、数値がゼロの場合は

0、数値が正の場合は1を返します。

例 SIGN(AVG(Profit)) = -1

注 ABS ページ2320も参照してください。

SIN

構文 SIN(number)

引数の数値はラジアン単位の角度です。

出力 数値

定義 角度のサインを返します。

例 SIN(0) = 1.0

SIN(PI( )/4) = 0.707106781186548

注 逆関数 ASIN ページ2321は、引数としてサインを受け取り、角度をラジアン

単位で返します。

PI ページ2328も参照してください。角度を度単位からラジアン単位に変換

するには、RADIANS 前のページを使用します。
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SQRT

構文 SQRT(number)

出力 数値

定義 <number>の平方根を返します。

例 SQRT(25) = 5

注 SQUARE 下 も参照してください。

SQUARE

構文 SQUARE(number)

出力 数値

定義 <number>の平方を返します。

例 SQUARE(5) = 25

注 SQRT 上 とPOWER ページ2328も参照してください。

TAN

構文 TAN(number)

引数の数値はラジアン単位の角度です。

出力 数値

定義 角度のタンジェントを返します。

例 TAN(PI ( )/4) = 1.0

注 ATAN ページ2321、ATAN2 ページ2322、COT ページ2323、PI ページ

2328も参照してください。角度を度単位からラジアン単位に変換するには、

RADIANS ページ2329を使用します。
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ZN

構文 ZN(expression)

出力 任意、または0

定義 式の値がNullでない場合は<expression>を返し、それ以外は0を返しま

す。

この関数を使用すると、Null値をゼロに置き換えることができます。

例 ZN(Grade) = 0

注 Nullを含む可能性のあるフィールドを計算で使用する場合に便利な関数で

す。フィールドをZNでラップすると、Nullによる計算エラーの発生を防ぐことがで

きます。

文字列関数

ASCII

構文 ASCII(string)

出力 数値

定義 <string>の最初の文字のASCIIコードを返します。

例 ASCII('A') = 65

注 これはCHAR関数の逆です。

CHAR

構文 CHAR(number)

出力 文字列

定義 ASCIIコード<number>で符号化される文字を返します。
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例 CHAR(65) = 'A'

注 これはASCII関数の逆です。

CONTAINS

構文 CONTAINS(string, substring)

出力 ブール値

定義 指定された文字列に指定された部分文字列が含まれている場合、trueを返

します。

例 CONTAINS("Calculation", "alcu") = true

注 論理関数 INおよびサポートしているRegExについては、その他の関数につい

てのドキュメントも参照してください。

ENDSWITH

構文 ENDSWITH(string, substring)

出力 ブール値

定義 特定の文字列が指定されたサブ文字列で終わる場合は、trueを返します。行

末の空白は無視されます。

例 ENDSWITH("Tableau", "leau") = true

注 サポートしているRegExについては、その他の関数についてのドキュメントも参

照してください。

FIND

構文 FIND(string, substring, [start])

出力 数値

定義 文字列内の部分文字列のインデックス位置を返します。部分文字列が見つ
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からない場合は0を返します。文字列の最初の文字の位置は1です。

オプションの数値引数 startを追加した場合、関数は開始位置より前に出

現する部分文字列のインスタンスをすべて無視します。

例 FIND("Calculation", "alcu") = 2

FIND("Calculation", "Computer") = 0

FIND("Calculation", "a", 3) = 7

FIND("Calculation", "a", 2) = 2

FIND("Calculation", "a", 8) = 0

注 サポートしているRegExについては、その他の関数についてのドキュメントも参

照してください。

FINDNTH

構文 FINDNTH(string, substring, occurrence)

出力 数値

定義 指定した文字列内の部分文字列がn番目に現れる位置を返します。ここ

で、nは引数 occurrenceによって定義されます。

例 FINDNTH("Calculation", "a", 2) = 7

注 FINDNTHはすべてのデータソースで使用できるわけではありません。

サポートしているRegExについては、その他の関数についてのドキュメントも参

照してください。

LEFT

構文 LEFT(string, number)

出力 文字列

定義 文字列の左端から<number>個の文字を返します。
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例 LEFT("Matador", 4) = "Mata"

注 MID次のページとRIGHTページ2339も参照してください。

LEN

構文 LEN(string)

出力 数値

定義 文字列の長さを返します。

例 LEN("Matador") = 7

注 空間関数 LENGTHと混同しないでください。

LOWER

構文 LOWER(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>をすべて小文字にして返します。

例 LOWER("ProductVersion") = "productversion"

注 UPPERページ2341とPROPERページ2338も参照してください。

LTRIM

構文 LTRIM(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>を先頭の空白を削除して返します。

例 LTRIM(" Matador ") = "Matador "

注 RTRIMページ2339も参照してください。
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MAX

構文 MAX(expression)またはMAX(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最大値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MAXは集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MAX(4,7) = 7

MAX(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #2/20/2021#

MAX([Name]) = "Zander"

注 文字列の場合

MAXは、通常、アルファベット順で最後に来る値です。

データベースのデータソースでは、MAXの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も高い値です。

日付の場合

日付の場合、MAXは最新の日付です。MAXが集計の場合、結果には日付

の階層がありません。MAXが比較の場合、結果には日付の階層が保持され

ます。

集計として

MAX(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MAX(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MIN ページ2327も参照してください。

MID

構文 (MID(string, start, [length])
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出力 文字列

定義 指定されたstart位置から始まる文字列を返します。文字列の最初の文

字の位置は1です。

オプションの数値引数 lengthを追加した場合、返される文字列には、その

引数に相当する数の文字だけが含まれます。

例 MID("Calculation", 2) = "alculation"

MID("Calculation", 2, 5) ="alcul"

注 サポートしているRegExについては、その他の関数についてのドキュメントも参

照してください。

MIN

構文 MIN(expression)またはMIN(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最小値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MIN は集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MIN(4,7) = 4

MIN(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #3/25/1986#

MIN([Name]) = "Abebi"

注 文字列の場合

MINは、通常、アルファベット順で最初に来る値です。

データベースのデータソースでは、MINの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も低い値です。

日付の場合

日付の場合、MINは最も早い日付です。MINが集計の場合、結果には日付

の階層がありません。MINが比較の場合、結果には日付の階層が保持されま

す。
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集計として

MIN(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MIN(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MAX ページ2326も参照してください。

PROPER

構文 PROPER(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>を各単語の最初の文字を大文字、残りの文字を小

文字にして返します。

例 PROPER("PRODUCT name") = "Product Name"

PROPER("darcy-mae") = "Darcy-Mae"

注 スペースや句読点などの英数字以外の文字も区切り文字として扱われます。

LOWERページ2335とUPPERページ2341も参照してください。

データベースの

制限

PROPERは、一部のフラットファイルおよび抽出でのみ使用できます。

PROPERをサポートしていないデータソースでPROPERを使用する必要が

ある場合は、抽出の使用を検討してください。

REPLACE

構文 REPLACE(string, substring, replacement

出力 文字列

定義 <string>で<substring>を検索し、それを<replacement>で置き換

えます。<substring>が見つからない場合、文字列は変更されません。
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例 REPLACE("Version 3.8", "3.8", "4x") = "Version 4x"

注 その他の関数についてのドキュメントのREGEXP_REPLACEも参照してくださ

い。

RIGHT

構文 RIGHT(string, number)

出力 文字列

定義 文字列の右端から<number>個の文字を返します。

例 RIGHT("Calculation", 4) = "tion"

注 LEFTページ2334とMIDページ2336も参照してください。

RTRIM

構文 RTRIM(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>を末尾の空白を削除して返します。

例 RTRIM(" Calculation ") = " Calculation"

注 LTRIMページ2335とTRIMページ2341も参照してください。

SPACE

構文 SPACE(number)

出力 文字列 (具体的にはスペースのみ)

定義 指定された文字数分の空白からなる文字列を返します。

例 SPACE(2) = " "
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SPLIT

構文 SPLIT(string, delimiter, token number)

出力 文字列

定義 指定した文字列を基に、区切り文字を使用して連続したトークンに文字列を

分割したサブストリングを返します。

例 SPLIT ("a-b-c-d", "-", 2) = "b"

SPLIT ("a|b|c|d", "|", -2) = "c"

注 文字列は区切り文字とトークンが交互に連続する文字列として解釈されま

す。そのため、文字列がabc-defgh-i-jklで、区切り文字が「-」の場

合、トークンは (1) abc、(2) defgh、(3) i、(4) jlkになります。

SPLITはトークン番号に対応するトークンを返します。トークン番号が正の場

合、トークンは文字列の左端からカウントされます。トークン番号が負の場

合、トークンは文字列の右からカウントされます。

サポートしているREGEXについては、その他の関数についてのドキュメントも

参照してください。

データベースの

制限

splitコマンドとcustom splitコマンドは、次の種類のデータソースで使用できま

す。Tableauデータ抽出、Microsoft Excel、テキストファイル、PDFファイル、

Salesforce、OData、Microsoft Azure Market Place、Googleアナリティクス、

Vertica、Oracle、MySQL、PostgreSQL、Teradata、Amazon Redshift、
Aster Data、Google Big Query、Cloudera Hadoop Hive、Hortonworks
Hive、Microsoft SQL Server。

データソースによっては、文字列の分割に制限があります。このトピックで後述

するSPLIT関数の制限事項を参照してください。

STARTSWITH

構文 STARTSWITH(string, substring)

出力 ブール値

定義 stringがsubstringで始まる場合は、trueを返します。先頭の空白は無
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視されます。

例 STARTSWITH("Matador, "Ma") = TRUE

注 CONTAINSページ2333、およびサポートしているREGEXについては、その他

の関数についてのドキュメントも参照してください。

TRIM

構文 TRIM(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>を、先頭と末尾の空白を削除して返します。

例 TRIM(" Calculation ") = "Calculation"

注 LTRIMページ2335とRTRIMページ2339も参照してください。

UPPER

構文 UPPER(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>をすべて大文字にして返します。

例 UPPER("Calculation") = "CALCULATION"

注 PROPERページ2338とLOWERページ2335も参照してください。

日付関数

Tableauの多くの日付関数は引数 date_partを取ります。これは、日付のどの部分 (日、週、四

半期など)を考慮するかを関数に伝える文字列定数です。使用できる有効なdate_partの値は

次のとおりです。

Tableau Software 2341

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/functions_functions_additional.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/functions_functions_additional.htm


date_part 値

'year' 4桁の年

'quarter' 1 ～ 4

'month' 1 ～ 12または "January"、"February"など

'dayofyear' 年初来日数 (1月 1日は1、2月 1日は32など)

'day' 1 ～ 31

'weekday' 1 ～ 7または "Sunday"、"Monday"など

'week' 1 ～ 52

'hour' 0 ～ 23

'minute' 0 ～ 59

'second' 0 ～ 60

'iso-year' ISO 8601の4桁の年

'iso-quarter' 1 ～ 4

'iso-week' 1 ～ 52、週の開始は常に月曜日

'iso-weekday' 1 ～ 7、週の開始は常に月曜日

注 :日付関数は、構成された会計年度の開始を考慮しません。「会計年度の日付 ページ

1110」を参照しください。

DATE
文字列や数値の式を日付の型に変換する関数。式は、認識可能な形式である必要があります。

構文 DATE(expression)

出力 日付

定義 指定された数値、文字列、または日付の<expression>に対して、日付を返

します。
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例 DATE([Employee Start Date])

DATE("September 22, 2018")

DATE("9/22/2018")

DATE(#2018-09-22 14:52#)

注 DATEPARSE ページ2345とは異なり、DATEは多くの標準的な日付形式を自

動的に認識するため、パターンを指定する必要はありません。ただし、DATEが

入力を認識しない場合は、DATEPARSEを使用して形式を指定してみてくださ

い。

MAKEDATE ページ2349も同様の関数ですが、MAKEDATEは年、月、日の数

値を入力する必要があります。

DATEADD
日付部分 (月、日など)に指定された期間を開始日に加えます。

構文 DATEADD(date_part, interval, date)

出力 日付

定義 指定された<date>の指定された<date_part>に、<interval>で指定

された数値を追加した日付を返します。例えば、開始日に3か月を足したり、

12日間を足したりするなどです。

例 すべての締め切り日を1週間延長する

DATEADD('week', 1, [due date])

2021年 2月 20日の280日後

DATEADD('day', 280, #2/20/21#) = #November 27, 2021#

注 ISO 8601の日付をサポートしています。

DATEDIFF
2つの日付の差を日付部分 (週、年など)の数で返します。
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構文 DATEDIFF(date_part, date1, date2, [start_of_week])

出力 整数

定義 <date_part>の単位で表された、<date1>と<date2n>の差異を返します。例

えば、バンドに入った日と抜けた日を引き算して、その人がバンドにいた期間を確認し

ます。

例 1986年 3月 25日と2021年 2月 20日の間の日数

DATEDIFF('day', #3/25/1986#, #2/20/2021#) = 12,751

その人がバンドに参加していた月数

DATEDIFF('month', [date joined band], [date left band])

注 ISO 8601の日付をサポートしています。

DATENAME
指定された日付部分の名前を、個別の文字列として返します。

構文 DATENAME(date_part, date, [start_of_week])

出力 文字列

定義 <date>の<date_part>を文字列として返します。

例 DATENAME('year', #3/25/1986#) = "1986"

DATENAME('month', #1986-03-25#) = "March"

注 ISO 8601の日付をサポートしています。

よく似た計算にDATEPART見開きページがあります。これは、指定された日

付部分の値を、連続した整数として返します。DATEPARTは数値演算である

ため、より高速に処理できます。

計算結果の属性 (ディメンションかメジャーか、連続か不連続か)と日付の書

式を変更すると、DATEPARTとDATENAMEの結果は同じ書式にできます。

逆関数 DATEPARSE見開きページは、文字列値を受け取り、日付として

書式設定します。
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DATEPARSE
特別にフォーマットされた文字列を日付として返します。

構文 DATEPARSE(date_format, date_string)

出力 日付

定義 <date_format>引数は<date_string>フィールドがどのように配置されているか

を示します。文字列フィールドはさまざまな順序で配置することができるため、<date_

format>は正確に一致する必要があります。詳細については、「フィールドを日付

フィールドに変換する」を参照してください。

例 DATEPARSE('yyyy-MM-dd', "1986-03-25") = #March 25, 1986#

注 DATE ページ2342は、多くの標準的な日付形式を自動的に認識する類似の関数

です。DATEで入力パターンを認識できない場合は、DATEPARSEの方が適している

可能性があります。

MAKEDATE ページ2349も同様の関数ですが、MAKEDATEは年、月、日の数値を

入力する必要があります。

日付を分解して日付部分の値を返す逆関数は、DATEPART 下 (整数出力 )と
DATENAME 前のページ (文字列出力 )です。

データ

ベースの

制限

DATEPARSEは次のコネクタで利用できます。レガシーでないExcelとテキストファイル

の接続、Amazon EMR Hadoop Hive、Cloudera Hadoop、Googleスプレッドシート、

Hortonworks Hadoop Hive、MapR Hadoop Hive、MySQL、Oracle、PostgreSQL、
およびTableau抽出。書式設定によってはすべての接続で使用できない場合があり

ます。

DATEPARSEはHiveバリアントではサポートされていません。サポートされているのは、

Denodo、Drill、Snowflakeのみです。

DATEPART
指定された日付部分の名前を、整数として返します。

構文 DATEPART(date_part, date, [start_of_week])

出力 整数
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定義 <date>の<date_part>を整数として返します。

例 DATEPART('year', #1986-03-25#) = 1986

DATEPART('month', #1986-03-25#) = 3

注 ISO 8601の日付をサポートしています。

よく似た計算にDATENAME ページ2344があります。これは、指定された日付

部分の名前を、個別の文字列として返します。DATEPARTは数値演算であ

るため、より高速に処理できます。フィールドの属性 (ディメンションかメジャー

か、連続か不連続か)と日付の書式を変更すると、DATEPARTとDATENAME

の結果は同じ書式にできます。

逆関数 DATEPARSE 前のページは、文字列値を受け取り、日付として書式

設定します。

DATETRUNC
この関数は、日付の丸め機能と考えることができます。特定の日付を受け取り、希望する特別な条

件でその日付の変化形を返します。すべての日付には、日、月、四半期、および年の値が必ずある

ため、DATETRUNCは、指定された日付部分までの各日付部分に最小値を設定します。詳細につ

いては、例を参照してください。

構文 DATETRUNC(date_part, date, [start_of_week])

出力 日付

定義 <date_part>で指定された精度で<date>を切り捨てます。この関数は新

しい日付を返します。たとえば、月の中旬にある日付を月レベルで丸めた場

合、この関数はその月の第 1日を返します。

例 DATETRUNC('day', #9/22/2018#) = #9/22/2018#

DATETRUNC('iso-week', #9/22/2018#) = #9/17/2018#

(2018/9/22を含む週の月曜日 )

DATETRUNC(quarter, #9/22/2018#) = #7/1/2018#

(2018/9/22を含む四半期の最初の日 )
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注 :週とISO週では、start_of_weekが影響します。ISO週の始ま

りは、常に月曜日です。この例のロケールでは、start_of_weekが

指定されていない場合、週の始まりは日曜日になります。

注 ISO 8601の日付をサポートしています。

DATETRUNCは、たとえば、Vizの日時フィールドの時刻の表示を停止するた

めなどに使用しないでください。日付の表示を切り捨てたい場合は、日付の

精度を丸めるのではなく、書式を調整してください。

例えば、DATETRUNC('day', #5/17/2022 3:12:48 PM#)は、vizで
秒まで表示される書式設定の場合、5/17/2022 12:00:00 AMと表示さ

れます。

DAY
日付の日の部分 (1 ～ 31)を整数として返します。

構文 DAY(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の日の部分を整数として返します。

例 Day(#September 22, 2018#) = 22

注 WEEK ページ2354、MONTH ページ2352、QUARTER ページ2353、YEAR

ページ2354、および ISOの相当するものも参照してください。

ISDATE
文字列が有効な日付形式かどうかを確認します。

構文 ISDATE(string)

出力 ブール値

定義 指定された<string>が有効な日付の場合、trueを返します。

例 ISDATE(09/22/2018) = true
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ISDATE(22SEP18) = false

注 必須の引数は文字列でなければなりません。ISDATEは、日付データ型の

フィールドには使用できません。計算によりエラーが返されます。

ISOQUARTER

構文 ISOQUARTER(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の ISO8601週ベースの四半期の部分を整数として返し

ます。

例 ISOQUARTER(#1986-03-25#) = 1

注 ISOWEEK 下、ISOWEEKDAY 下、ISOYEAR 見開きページ、および非 ISO
の相当するものも参照してください。

ISOWEEK

構文 ISOWEEK(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の ISO8601週ベースの週を整数で返します。

例 ISOWEEK(#1986-03-25#) = 13

注 ISOWEEKDAY 下、ISOQUARTER 上、ISOYEAR 見開きページ、および非

ISOの相当するものも参照してください。

ISOWEEKDAY

構文 ISOWEEKDAY(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の ISO8601週ベースの曜日を整数で返します。
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例 ISOWEEKDAY(#1986-03-25#) = 2

注 ISOWEEK 前のページ、ISOQUARTER 前のページ、ISOYEAR 下、および非

ISOの相当するものも参照してください。

ISOYEAR

構文 ISOYEAR(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の ISO8601週ベースの年を整数で返します。

例 ISOYEAR(#1986-03-25#) = 1,986

注 ISOWEEK 前のページ、ISOWEEKDAY 前のページ、ISOQUARTER 前のペー

ジ、および非 ISOの相当するものも参照してください。

MAKEDATE

構文 MAKEDATE(year, month, day)

出力 日付

定義 指定された<year>、<monthg>、<day>から構成される日付値を返しま

す。

例 MAKEDATE(1986,3,25) = #1986-03-25#

注
注 :値を誤って入力した場合、4月 31日は存在しないというエラーが返

されるのではなく、MAKEDATE(2020,4,31) = May 1, 2020のよう

に日付が調整されます。

Tableauのデータ抽出で利用できます。他のデータソースで利用可能か確認

します。

MAKEDATEでは、各日付部分に数値を入力する必要があります。日付であ

るはずのデータが文字列の場合は、DATE ページ2342関数を試してくださ

い。DATEは、多くの標準的な日付形式を自動的に認識します。DATEが入
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力を認識しない場合は、DATEPARSE ページ2345を使用してみてください。

MAKEDATETIME

構

文

MAKEDATETIME(date, time)

出

力

日時

定

義

<date>と<time>を組み合わせた日付時刻を返します。日付は、日付、日付時刻、ま

たは文字列の種類になることがあります。時刻は日付時刻である必要があります。

例 MAKEDATETIME("1899-12-30", #07:59:00#) = #12/30/1899 7:59:00

AM#

MAKEDATETIME([Date], [Time]) = #1/1/2001 6:00:00 AM#

注 この関数は、MySQL互換の接続 (TableauではMySQLおよびAmazon Aurora)でのみ

使用できます。

MAKETIME 下 は、Tableauデータ抽出およびその他のデータソースで使用できる類似の

関数です。

MAKETIME

構文 MAKETIME(hour, minute, second)

出力 日時

定義 指定された<hour>、<minute>、<second>から構成される日付値を返し

ます。

例 MAKETIME(14, 52, 40) = #1/1/1899 14:52:40#

注 Tableauは時刻のデータ型をサポートしておらず、日付時刻のみをサポートし

ているため、出力は日付時刻になります。フィールドの日付部分は1899年 1
月 1日になります。

MYSQL互換の接続でのみ使用できるMAKEDATETIME 上 に類似の関数
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です。

MAX

構文 MAX(expression)またはMAX(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL。

定義 2つの引数の最大値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MAXは集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MAX(4,7) = 7

MAX(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #2/20/2021#

MAX([Name]) = "Zander"

注 文字列の場合

MAXは、通常、アルファベット順で最後に来る値です。

データベースのデータソースでは、MAXの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も高い値です。

日付の場合

日付の場合、MAXは最新の日付です。MAXが集計の場合、結果には日付の

階層がありません。MAXが比較の場合、結果には日付の階層が保持されま

す。

集計として

MAX(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MAX(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MIN ページ2327も参照してください。
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MIN

構文 MIN(expression)またはMIN(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最小値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MIN は集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MIN(4,7) = 4

MIN(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #3/25/1986#

MIN([Name]) = "Abebi"

注 文字列の場合

MINは、通常、アルファベット順で最初に来る値です。

データベースのデータソースでは、MINの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も低い値です。

日付の場合

日付の場合、MINは最も早い日付です。MINが集計の場合、結果には日

付の階層がありません。MINが比較の場合、結果には日付の階層が保持さ

れます。

集計として

MIN(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MIN(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MAX ページ2326も参照してください。

MONTH

構文 MONTH(date)
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出力 整数

定義 指定された<date>の月を整数で返します。

例 MONTH(#1986-03-25#) = 3

注 DAY ページ2347、WEEK 次のページ、QUARTER 下、YEAR 次のページ、お

よび ISOの相当するものも参照してください。

NOW

構文 NOW()

出力 日時

定義 現在のローカルシステムの日付と時刻を返します。

例 NOW() = 1986-03-25 1:08:21 PM

注 NOWは引数を取りません。

日付時刻でなく日付を返す同様の計算であるTODAY 次のページも参照し

てください。

データソースがライブ接続の場合、システムの日付と時刻は別のタイムゾーン

になる可能性があります。これに対処する方法の詳細については、「ナレッジ

ベース」を参照してください。

QUARTER

構文 QUARTER(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の四半期を整数で返します。

例 QUARTER(#1986-03-25#) = 1

注 DAY ページ2347、WEEK 次のページ、MONTH 前のページ、YEAR 次のペー

ジ、および ISOの相当するものも参照してください。
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TODAY

構文 TODAY()

出力 日付

定義 現在のローカルシステムの日付を返します。

例 TODAY() = 1986-03-25

注 TODAYは引数を取りません。

日付ではなく日付時刻を返す同様の計算であるNOW前のページも参照し

てください。

データソースがライブ接続の場合、システムの日付は別のタイムゾーンになる

可能性があります。これに対処する方法の詳細については、「ナレッジベース」

を参照してください。

WEEK

構文 WEEK(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の週を整数で返します。

例 WEEK(#1986-03-25#) = 13

注 DAY ページ2347、MONTH ページ2352、QUARTER 前のページ、YEAR

下、および ISOの相当するものも参照してください。

YEAR

構文 YEAR(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の年を整数で返します。
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例 YEAR(#1986-03-25#) = 1,986

注 DAY ページ2347、WEEK 前のページ、MONTH ページ2352、QUARTER

ページ2353、および ISOの相当するものも参照してください。

論理関数

AND

構文 <expr1> AND <expr2>

定義 2つの式の論理積を実行します (この論理計算は、両方が trueの場合に trueを返し

ます)。

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

例 IF [Season] = "Spring" AND "[Season] = "Fall"

THEN "It's the apocalypse and footwear doesn't matter"

END

「(季節 =春 )と(季節 =秋 )の両方が同時に真である場合は、「黙示録なので履き

物は関係ありません」と返します。」

注 多くの場合、IFページ2359や IIFページ2360とともに使用されます。NOTページ

2364とORページ2365も参照してください。

両方の式がTRUEの場合 (つまりFALSEでもNULLでもない場合 )、結果はTRUEに

なります。いずれかの式がNULLの場合、結果はNULLになります。それ以外の場

合、結果はFALSEになります。

AND比較の結果がワークシートに表示される計算を作成すると、TableauではTRUE

やFALSEと表示されます。この設定を変更するには、書式設定ダイアログボックスの

[書式設定 ]エリアを使用してください。

注 : AND演算子は、「短絡評価」を採用しています。そのため、最初の式が

FALSEとして評価された場合、2番目の式はまったく評価されません。このこと

は、最初の式がFALSEとして評価されているときに、2番目の式でエラーが発
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生した場合に役に立ちます。なぜならば、短絡評価が採用されている場合、2
番目の式は一度も評価されないからです。

CASE

構文 CASE <expression>

WHEN <value1> THEN <then1>

WHEN <value2> THEN <then2>

...

[ELSE <default>]

END

出力 <then>の値のデータ型に応じて異なります。

定義 expressionを評価し、指定されたオプション(<value1>、<value2>な

ど)と比較します。valueが式と一致した場合、CASEは対応するreturn

を返します。一致しなかった場合は、(オプションの)既定値を返します。既定

値も一致した値もない場合は、Nullを返します。

例 CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers'

END

「[季節 ]フィールドを確認してください。値が「夏」の場合は、「サンダル」を返し

ます。値が「冬」の場合は、「ブーツ」を返します。[季節 ]フィールドの内容が計

算内の選択肢と一致しない場合は、「スニーカー」を返します。」

注 IFページ2359とIIFページ2360も参照してください。

WHENページ2366、THENページ2366、ELSE見開きページ、ENDページ

2358とともに使用されます。

ヒント:多くの場合、グループを使用して複雑なCASE関数と同じ結果を取

得したり、前の例のようにCASEを使用してネイティブのグループ化機能を置

き換えたりすることができます。自身のシナリオで、どちらの方がパフォーマンス

がよいかを確認できます。
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ELSE

構文 CASE <expression>

WHEN <value1> THEN <then1>

WHEN <value2> THEN <then2>

...

[ELSE <default>]

END

定義 IF式またはCASE式で、テスト結果がいずれもtrueでない場合に返す既定

値を指定するためのオプションの部分。

例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'

ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers' 

END

CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers'

END

注 CASE前のページ、WHENページ2366、IFページ2359、ELSEIF下、THEN
ページ2366、END次のページとともに使用されます。

ELSEはCASEとIFのオプションです。ELSEが指定されていない計算では、

<test>がいずれもtrueでない場合、計算全体でNullが返されます。

ELSEは条件 ([Season] = "Winter"など)を必要とせず、Null処理の一

種と考えることができます。

ELSEIF

構文 [ELSEIF <test2> THEN <then2>]

定義 IF式のオプションの部分であり、最初の IFに一致しない場合に追加の条件を

指定するために使用されます。
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例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'

ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSEIF [Season] = "Spring" THEN 'Sneakers'

ELSEIF [Season] = "Autumn" THEN 'Sneakers'

ELSE 'Bare feet'

END

注 IF見開きページ、THENページ2366、ELSE前のページ、END下 とともに使

用されます。

ELSEIFは、追加のIF句と考えることができます。ELSEIFはオプションであ

り、複数回繰り返すことができます。

ELSEとは異なり、ELSEIFには条件が必要です ([Season] = "Winter"

など)。

END

定義 IF式またはCASE式を閉じるために使用されます。

例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'

ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers' 

END

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を

確認します。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらの式もtrueで

ない場合は、「スニーカー」を返します。」

CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers'

END

「[季節 ]フィールドを確認してください。値が「夏」の場合は、「サンダル」を返し

ます。値が「冬」の場合は、「ブーツ」を返します。[季節 ]フィールドの内容が計

算内の選択肢と一致しない場合は、「スニーカー」を返します。」
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注 CASEページ2356、WHENページ2366、IF下、ELSEIFページ2357、
THENページ2366、ELSEページ2357とともに使用されます。

IF

構文 IF <test1> THEN <then1>

[ELSEIF <test2> THEN <then2>...]

[ELSE <default>]

END

出力 <then>の値のデータ型に応じて異なります。

定義 一連の式をテストし、最初の真の<test>の<then>値を返します。

例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'

ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers' 

END

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を

確認します。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらの式もtrueで

ない場合は、「スニーカー」を返します。」

注 IF上 とIIF次のページも参照してください。

ELSEIFページ2357、THENページ2366、ELSEページ2357、END前のペー

ジとともに使用されます。

IFNULL

構文 IFNULL(expr1, expr2)

出力 <expr>の値のデータ型に応じて異なります。

定義 Null以外の場合は<expr1>を返し、それ以外の場合は<expr2>を返しま

す。

例 IFNULL([Assigned Room], "TBD")
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「[割り当てられた部屋 ]フィールドがNullでない場合は、その値を返します。[割
り当てられた部屋 ]フィールドがNullの場合は、代わりに「TBD」を返します。」

注 ISNULLページ2362と比較します。IFNULLは常に値を返します。ISNULLは

ブール値 (TrueまたはFalse)を返します。

ZNページ2332も参照してください。

IIF

構文 IIF(<test>, <then>, <else>, [<unknown>])

出力 式内の値のデータ型によって異なります。

定義 条件が満たされているかどうかを確認し(<test>)、テストが trueの場合は<then>を

返し、テストが falseの場合は<else>を返し、テストがNullの場合は<unknown>の

オプションの値を返します。オプションのunknown (不明 )が指定されていない場合は、

IIFはNullを返します。

例 IIF([Season] = 'Summer', 'Sandals', 'Other footwear')

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、「その他の履物」を

返します。」

IIF([Season] = 'Summer', 'Sandals',

IIF('Season' = 'Winter', 'Boots', 'Other footwear')

)

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を確認しま

す。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらもtrueでない場合は、「スニー

カー」を返します。」

IIF('Season' = 'Summer', 'Sandals',

IIF('Season' = 'Winter', 'Boots',

IIF('Season' = 'Spring', 'Sneakers', 'Other footwear')

)

)

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を確認しま

す。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらの式もtrueでない場合は、「ス

2360 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



ニーカー」を返します。」

注 IFページ2359とCASEページ2356も参照してください。

IIFには、(IFのように) ELSEIFや、(CASEのように)繰り返されるWHEN句に相当する

ものはありません。代わりに、IIFステートメントを<unknown>要素としてネストすること

で、複数のテストを順番に評価できます。最初 (一番外側 )の trueが返されます。

つまり、以下の計算では、A=Aが trueと評価されるとすぐに式の評価をやめるため、結

果はオレンジではなく赤になります。

IIF('A' = 'A', 'Red', IIF('B' = 'B', 'Orange', IIF('C' = 'D',

'Yellow', 'Green')))

IN

構文 <expr1> IN <expr2>

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

定義 <expr1>の値が<expr2>のいずれかの値と一致する場合、TRUEを返しま

す。

例 SUM([Cost]) IN (1000, 15, 200)

「コストフィールドの値は1000、15、または200ですか?」

[Field] IN [Set]

「フィールドの値はセット内に存在しますか?」

注 <expr2>の値は、セット、リテラル値のリスト、または組み合わせフィールドにす

ることができます。

WHENページ2366も参照してください。

ISDATE

構文 ISDATE(string)

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)
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定義 指定された<string>が有効な日付の場合、trueを返します。入力式は文

字列 (テキスト)フィールドである必要があります。

例 ISDATE("2018-09-22")

「文字列 2018-09-22は適切にフォーマットされた日付ですか?」

注 有効な日付とみなされる日付は、計算を評価するシステムのロケールによって

異なります。例 :

アメリカでは:

l ISDATE("2018-09-22") = TRUE
l ISDATE("2018-22-09") = FALSE

イギリスでは:

l ISDATE("2018-09-22") = FALSE
l ISDATE("2018-22-09") = TRUE

ISNULL

構文 ISNULL(expression)

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

定義 <expression>がNULLの場合 (有効なデータが含まれていない場合 )、
trueを返します。

例 ISNULL([Assigned Room])

「[割り当てられた部屋 ]フィールドはNullですか?」

注 IFNULLページ2359と比較します。IFNULLは常に値を返します。ISNULL

はブール値を返します。

ZNページ2332も参照してください。

MAX

構文 MAX(expression)またはMAX(expr1, expr2)

2362 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/server/ja-jp/lang_intro.htm


出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最大値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MAXは集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MAX(4,7) = 7

MAX(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #2/20/2021#

MAX([Name]) = "Zander"

注 文字列の場合

MAXは、通常、アルファベット順で最後に来る値です。

データベースのデータソースでは、MAXの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も高い値です。

日付の場合

日付の場合、MAXは最新の日付です。MAXが集計の場合、結果には日付

の階層がありません。MAXが比較の場合、結果には日付の階層が保持され

ます。

集計として

MAX(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MAX(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MIN ページ2327も参照してください。

MIN

構文 MIN(expression)またはMIN(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最小値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MIN は集計として単一フィールドにも適用できます。

Tableau Software 2363

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



例 MIN(4,7) = 4

MIN(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #3/25/1986#

MIN([Name]) = "Abebi"

注 文字列の場合

MINは、通常、アルファベット順で最初に来る値です。

データベースのデータソースでは、MINの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も低い値です。

日付の場合

日付の場合、MINは最も早い日付です。MINが集計の場合、結果には日付

の階層がありません。MINが比較の場合、結果には日付の階層が保持されま

す。

集計として

MIN(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MIN(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MAX ページ2326も参照してください。

NOT

構文 NOT <expression>

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

定義 1つの式で論理否定を実行します。

例 IF NOT [Season] = "Summer"

THEN 'Don't wear sandals'

ELSE 'Wear sandals' 

END

「季節が夏でない場合は、「サンダルを履かないでください」を返します。そうで
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ない場合は、「サンダルを履いてください」と返します。」

注 多くの場合、IFページ2359や IIFページ2360とともに使用されます。DATE
ページ2342とOR下 も参照してください。

OR

構文 <expr1> OR <expr2>

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

定義 2つの式の論理和を実行します。

例 IF [Season] = "Spring" OR [Season] = "Fall"

THEN "Sneakers"

END

「(「季節」=「春」)または (「季節」=「秋」)のいずれかが trueの場合、「スニー

カー」を返します。」

注 多くの場合、IFページ2359や IIFページ2360とともに使用されます。DATE
ページ2342とNOT前のページも参照してください。

いずれかの式がTRUEの場合、結果はTRUEになります。両方の式がFALSE

の場合、結果はFALSEになります。両方の式がNULLの場合、結果は

NULLになります。

OR比較の結果がワークシートに表示される計算を作成すると、Tableauでは

TRUEやFALSEと表示されます。この設定を変更するには、書式設定ダイア

ログボックスの [書式設定 ]エリアを使用してください。

注 : OR演算子は、「短絡評価」を採用しています。そのため、最初の式

がTRUEとして評価された場合、2番目の式はまったく評価されません。

このことは、最初の式がTRUEとして評価されているときに、2番目の式

でエラーが発生した場合に役に立ちます。なぜならば、短絡評価が採

用されている場合、2番目の式は一度も評価されないからです。
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THEN

構文 IF <test1> THEN <then1>

[ELSEIF <test2> THEN <then2>...]

[ELSE <default>]

END

定義 IF、ELSEIF、CASEの式の必須部分であり、特定の値またはテストが true
の場合に返す結果を定義するために使用されます。

例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'

ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers' 

END

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を

確認します。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらの式もtrueで

ない場合は、「スニーカー」を返します。」

CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers'

END

「[季節 ]フィールドを確認してください。値が「夏」の場合は、「サンダル」を返し

ます。値が「冬」の場合は、「ブーツ」を返します。[季節 ]フィールドの内容が計

算内の選択肢と一致しない場合は、「スニーカー」を返します。」

注 CASEページ2356、WHEN下、IFページ2359、ELSEIFページ2357、
THEN上、ELSEページ2357、ENDページ2358とともに使用されます。

WHEN

構文 CASE <expression>

WHEN <value1> THEN <then1>

WHEN <value2> THEN <then2>

...
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[ELSE <default>]

END

定義 CASE式の必須部分。<expression>と一致する最初の<value>を見つ

け、対応する<then>を返します。

例 CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers'

END

「[季節 ]フィールドを確認してください。値が「夏」の場合は、「サンダル」を返し

ます。値が「冬」の場合は、「ブーツ」を返します。[季節 ]フィールドの内容が計

算内の選択肢と一致しない場合は、「スニーカー」を返します。」

注 CASEページ2356、THEN前のページ、ELSEページ2357、ENDページ

2358とともに使用されます。

CASEは次のようなWHEN IN構造もサポートします。

CASE <expression>

WHEN IN <set1> THEN <then1>

WHEN IN <combinedfield> THEN <then2>

...

ELSE <default>

END

WHEN INで比較される値は、セット、リテラル値のリスト、または組み合わせ

フィールドである必要があります。INページ2361も参照してください。

ZN

構文 ZN(expression)

出力 <expression>のデータ型によって異なります。または0です。

定義 Nullでない場合は<expression>を返し、それ以外は0を返します。

例 ZN([Test Grade])
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「テストの成績がNullでない場合は、その値を返します。テストの成績がNull
の場合は、0を返します。」

注 ZNは IFNULLページ2359の特殊なケースであり、式がNullの場合の代替値

は計算で指定されるのではなく、常に0になります。

ZNは、追加の計算を実行し、Nullによって計算全体がNullになる場合に特

に便利です。ただし、これらの結果をNullとして解釈することは、必ずしも0と

同義ではなく、欠損データを表す可能性があるので注意が必要です。

ISNULLページ2362も参照してください。

集計関数

ATTR

構文 ATTR(expression)

定義 すべての行に単一の値がある場合に式の値を返します。それ以外の場合はア

スタリスクを返します。NULL値は無視されます。

AVG

構文 AVG(expression)

定義 式内のすべての値の平均を返します。NULL値は無視されます。

注 AVGは数値フィールドでのみ使用できます。

COLLECT

構文 COLLECT(spatial)

定義 引数フィールドの値を組み合わせる集計計算。NULL値は無視されます。

注 COLLECTは空間フィールドでのみ使用できます。
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CORR

構文 CORR(expression1, expression2)

出力 -1から1までの数値

定義 2つの式のピアソン相関係数を返します。

例 example

注 ピアソン相関係数は、2つの変数の間の線形関係を測定します。結果は -1か

ら+1の範囲となります。ここで、1は完全な正の線形関係を示し、0は変数

間に線形関係がないことを示し、−1は完全な負の線形関係を示します。

CORR結果の2乗は、線形傾向線モデルのR-2乗の値に相当します。「傾

向線モデルの用語」を参照してください。

テーブルスコープのLOD 式での使用

CORRを使用すると、テーブルスコープの詳細レベルの式を使用して、集計し

ていない散布図で相関関係を視覚化できます。例 :

{CORR(Sales, Profit)}

詳細レベルの式では、相関はすべての行で実行します。CORR(Sales,

Profit) (詳細レベルの式にするには括弧を使用しない)のような式を使用し

た場合、ビューはそれぞれ未定義の他のデータポイントを使用した散布図にお

ける、各個別ポイントの相関を示します。

データベースの

制限

CORRは次のデータソースで利用できます。Tableauデータ抽出、Cloudera
Hive、EXASolution、Firebird (バージョン3.0以降 )、Google BigQuery、
Hortonworks Hadoop Hive、IBM PDA (Netezza)、Oracle、PostgreSQL、
Presto、SybaseIQ、Teradata、Vertica。

他のデータソースについては、データを抽出するかWINDOW_CORRを使用する

ことを検討してください。「表計算関数」を参照してください。

COUNT

構文 COUNT(expression)

定義 アイテムの数を返します。Null値は数に含まれません。
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COUNTD

構文 COUNTD(expression)

定義 グループ内の一意のアイテム数を返します。Null値は数に含まれません。

COVAR

構文 COVAR(expression1, expression2)

定義 2つの式の標本共分散を返します。

注 共分散は2つの変数の変化をまとめて定量化します。ある変数の値が大き

い場合は、平均して、他の変数の大きい値に対応している傾向があるため、

プラスの共分散は変数が同じ方向に移動する傾向があることを示します。標

本共分散では、母共分散で (COVARP関数で)使用されるnではなく、Null
でないデータポイント数 n-1を使用して共分散計算を標準化します。標本

共分散は、データが、大きな母集団に対する共分散の見積もりに使用される

ランダムな標本の場合に適しています。

<expression1>と<expression2>が同じ場合、たとえば、COVAR

([profit], [profit])の場合、COVARは値がどの程度広い範囲で分

散しているかを示す値を返します。

COVAR(X, X)の値はVAR(X)の値と同等であり、STDEV(X)^2の値とも

同等です。

データベースの

制限

COVARは次のデータソースで利用できます。Tableauデータ抽出、Cloudera
Hive、EXASolution、Firebird (バージョン3.0以降 )、Google BigQuery、
Hortonworks Hadoop Hive、IBM PDA (Netezza)、Oracle、PostgreSQL、
Presto、SybaseIQ、Teradata、Vertica。

他のデータソースについては、データを抽出するかWINDOW_COVARを使用す

ることを検討してください。「表計算関数」を参照してください。

COVARP

構文 COVARP(expression 1, expression2)
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定義 2つの式の母共分散を返します。

注 共分散は2つの変数の変化をまとめて定量化します。ある変数の値が大き

い場合は、平均して、他の変数の大きい値に対応している傾向があるため、

プラスの共分散は変数が同じ方向に移動する傾向があることを示します。母

共分散は標本共分散に(n-1)/nを乗算したものです。ここで、nはNullでな

いデータポイントの合計です。母共分散は、対象のすべてのアイテムに対して

利用可能なデータがある場合に最適です。反対に、アイテムのランダムなサブ

セットのみがある場合には、標本共分散 (COVAR関数を使用 )が適していま

す。

<expression1>と<expression2>が同じ場合、たとえば、COVARP

([profit], [profit])の場合、COVARPは値がどの程度広い範囲で

分散しているかを示す値を返します。注 : COVARP(X, X)の値はVARP(X)

の値と同等であり、STDEVP(X)^2の値とも同等です。

データベースの制

限

COVARPは次のデータソースで利用できます。Tableauデータ抽出、

Cloudera Hive、EXASolution、Firebird (バージョン3.0以降 )、Google
BigQuery、Hortonworks Hadoop Hive、IBM PDA (Netezza)、Oracle、
PostgreSQL、Presto、SybaseIQ、Teradata、Vertica。

他のデータソースについては、データを抽出するかWINDOW_COVARを使用す

ることを検討してください。「表計算関数」を参照してください。

MAX

構文 MAX(expression)またはMAX(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最大値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MAXは集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MAX(4,7) = 7

MAX(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #2/20/2021#

MAX([Name]) = "Zander"

注 文字列の場合

MAXは、通常、アルファベット順で最後に来る値です。
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データベースのデータソースでは、MAXの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も高い値です。

日付の場合

日付の場合、MAXは最新の日付です。MAXが集計の場合、結果には日付の

階層がありません。MAXが比較の場合、結果には日付の階層が保持されま

す。

集計として

MAX(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MAX(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MIN ページ2327も参照してください。

MEDIAN

構文 MEDIAN(expression)

定義 式のすべてのレコードの中から中央値を返します。Null値は無視されます。

注 MEDIANは数値フィールドでのみ使用できます。

データベースの

制限

MEDIANは次のデータソースでは使用できません。Access、Amazon
Redshift、Cloudera Hadoop、HP Vertica、IBM DB2、IBM PDA (Netezza)、
Microsoft SQL Server、MySQL、SAP HANA、Teradata。

他のデータソースタイプの場合は、この関数を使用してデータを抽出ファイル

に抽出できます。「データの抽出」を参照してください。

MIN

構文 MIN(expression)またはMIN(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。
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定義 2つの引数の最小値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MIN は集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MIN(4,7) = 4

MIN(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #3/25/1986#

MIN([Name]) = "Abebi"

注 文字列の場合

MINは、通常、アルファベット順で最初に来る値です。

データベースのデータソースでは、MINの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も低い値です。

日付の場合

日付の場合、MINは最も早い日付です。MINが集計の場合、結果には日

付の階層がありません。MINが比較の場合、結果には日付の階層が保持さ

れます。

集計として

MIN(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MIN(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MAX ページ2326も参照してください。

PERCENTILE

構文 PERCENTILE(expression, number)

定義 指定された<number>に対する指定された式の百分位値を返します。

<number>は0と1の間 (0と1を包む)の数値定数である必要があります。

例 PERCENTILE([Score], 0.9)

注
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データベースの

制限

この関数は次のデータソースで使用できます。非レガシーMicrosoft Excelおよ

びテキストファイル接続、抽出および抽出専用のデータソースタイプ(Google
Analytics、OData、またはSalesforceなど)、Sybase IQ 15.1以降のデータ

ソース、Oracle 10以降のデータソース、Cloudera HiveおよびHortonworks
Hadoop Hiveデータソース、EXASolution 4.2以降のデータソース。

他のデータソースタイプの場合は、この関数を使用してデータを抽出ファイルに

抽出できます。「データの抽出」を参照してください。

STDEV

構文 STDEV(expression)

定義 サンプル母集団に基づいて、指定された式のすべての値の統計的標準偏差

を返します。

STDEVP

構文 STDEVP(expression)

定義 バイアス母集団に基づいて、指定された式のすべての値の統計的標準偏差

を返します。

SUM

構文 SUM(expression)

定義 式内のすべての値の合計を返します。NULL値は無視されます。

注 SUMは数値フィールドでのみ使用できます。

VAR

構文 VAR(expression)

定義 母集団の標本に基づいて、指定された式のすべての値の統計的分散を返し
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ます。

VARP

構文 VARP(expression)

定義 母集団全体について、指定された式のすべての値の統計的変異を返しま

す。

ユーザー関数

FULLNAME( )

構文 FULLNAME( )

出力 文字列

定義 現在のユーザーのフルネームを返します。

例 FULLNAME( )

サインインしたユーザーのフルネームを返します (「Hamlin Myrer」など)。

[Manager] = FULLNAME( )

Hamlin Myrerというマネージャーがサインインしている場合、この例では、ビュー

の [マネージャー]フィールドに「Hamlin Myrer」が含まれているときにのみ TRUE
を返します。

注 この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server: サインインしたユーザーのフル

ネーム

l Tableau Desktop:ユーザーのローカルまたはネットワークのフルネーム

ユーザーフィルター

フィルターとして使用すると、[Username field] = FULLNAME( )などの
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計算フィールドにより、サーバーにサインインしているユーザーと関連性のある

データのみを表示するユーザーフィルターを作成できます。

ISFULLNAME

構文 ISFULLNAME("User Full Name")

出力 ブール値

定義 現在のユーザーのフルネームが指定されたフルネームに一致する場合に

TRUEを返し、一致しない場合はFALSEを返します。

例 ISFULLNAME("Hamlin Myrer")

注 <"User Full Name">引数はフィールドではなくリテラル文字列である必

要があります。

この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server: サインインしたユーザーのフル

ネーム

l Tableau Desktop:ユーザーのローカルまたはネットワークのフルネーム

ISMEMBEROF

構文 ISMEMBEROF("Group Name")

出力 ブール値またはNull

定義 現在 Tableauを使用しているユーザーが指定された文字列と一致するグルー

プのメンバーである場合はTRUE、メンバーでない場合はFALSE、サインインし

ていない場合はNULLを返します。

例 ISMEMBEROF('Superstars')

ISMEMBEROF('domain.lan\Sales')

注 <"Group Full Name">引数はフィールドではなくリテラル文字列である必

要があります。
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Tableau CloudまたはTableau Serverにユーザーがサインインしている場合、

グループメンバーシップはTableauグループによって決定されます。指定された

文字列が「全ユーザー」の場合、この関数はTRUEを返します。

ISMEMBEROF( )関数は、Active Directoryのドメインにも対応しています。

Active Directoryドメインは、グループ名を使用して計算内で宣言される必要

があります。

ユーザーのグループメンバーシップに変更が加えられた場合、グループメンバー

シップに基づくデータの変更は、新しいセッションを使用してワークブックまたは

ビューに反映されます。既存のセッションには古いデータが反映されます。

ISUSERNAME

構文 ISUSERNAME("username")

出力 ブール値

定義 現在のユーザーのユーザー名が、指定されたusernameに一致する場合は

TRUEを、一致しない場合はFALSEを返します。

例 ISUSERNAME("hmyrer")

注 <"username">引数はフィールドではなくリテラル文字列である必要がありま

す。

この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server: サインインしたユーザーのフル

ネーム

l Tableau Desktop:ユーザーのローカルまたはネットワークのユーザー名

USERDOMAIN( )

構文 USERDOMAIN( )

出力 文字列

定義 現在のユーザーのドメインを返します。
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注 この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server:サインインしているユーザーの

ユーザードメイン

l Tableau Desktop:ユーザーがドメイン上に存在する場合はローカルドメ

イン

USERNAME( )

構文 USERNAME( )

出力 文字列

定義 現在のユーザーのユーザー名を返します。

例 USERNAME( )

サインインしているユーザーのユーザー名 (「hmyrer」など)を返します。

[Manager] = USERNAME( )

hmyrerというマネージャーがサインインしている場合、この例では、ビューの [マ
ネージャー]フィールドに「hmyrer」が含まれているときにのみ TRUEを返しま

す。

注 この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server: サインインしたユーザーのフル

ネーム

l Tableau Desktop:ユーザーのローカルまたはネットワークのユーザー名

ユーザーフィルター

フィルターとして使用すると、[Username field] = USERNAME( )などの

計算フィールドにより、サーバーにサインインしているユーザーと関連性のある

データのみを表示するユーザーフィルターを作成できます。
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USERATTRIBUTE

注 : Tableau Cloudの埋め込みのワークフローでのみ使用できます。詳細については、「認証と

埋め込みビュー」を参照してください。

構文 USERATTRIBUTE('attribute_name')

出力 文字列またはNull

定義 <'attribute_name'>がTableauに渡されたJSONWebトークン(JWT)
の一部である場合、この計算は<'attribute_name'>の最初の値を返し

ます。

<'attribute_name'>が存在しない場合はNullを返します。

例 「地域」が、JWTに含まれるユーザー属性であり、サイト管理者によって設定

済みの接続済みアプリを使用してTableauに渡されているとします。

ワークブックの作成者は、ビジュアライゼーションを設定し、指定された地域に基

づいてデータをフィルターすることができます。そのフィルターでは、次の計算を参

照できます。

[Region] = USERATTRIBUTE("Region")

西部地域のUser2が埋め込まれたビジュアライゼーションを表示すると、

Tableauは適切な西部地域のデータのみを表示します。

注 <'attribute_name'>が複数の値を返すと予測される場合は、

USERATTRIBUTEINCLUDES関数を使用することができます。

USERATTRIBUTEINCLUDES

注 : Tableau Cloudの埋め込みのワークフローでのみ使用できます。詳細については、「認証と

埋め込みビュー」を参照してください。

構文 USERATTRIBUTEINCLUDES('attribute_name', 'expected_

value')
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出力 ブール値

定義 次の両方が trueの場合にTRUEを返します。

l <'attribute_name'>は、Tableauに渡されるJSONWebトークン

(JWT)の一部である

l <'attribute_name'>値のいずれかが<'expected_value'>と

等しい

そうでない場合はFALSEを返します。

例 「地域」が、JWTに含まれるユーザー属性であり、サイト管理者によって設定

済みの接続済みアプリを使用してTableauに渡されているとします。

ワークブックの作成者は、ビジュアライゼーションを設定し、指定された地域に基

づいてデータをフィルターすることができます。そのフィルターでは、次の計算を参

照できます。

USERATTRIBUTEINCLUDES('Region', [Region])

西部地域のUser2が埋め込まれたビジュアライゼーションにアクセスすると、

Tableauはユーザー属性 [地域 ]が [地域 ]フィールドの値のいずれかと一致す

るかどうかをチェックします。trueである場合、ビジュアライゼーションは適切な

データを表示します。

北部地域のUser3が同じビジュアライゼーションにアクセスすると、[地域 ]フィー
ルドの値と一致するものがないため、データを表示することができません。

表計算

FIRST( )

現在の行からパーティション内の最初の行までの行数を返します。たとえば、次のビューには四半期

ごとの売上高が示されています。FIRST()が日付パーティション内で計算される場合、2番目の行か

らの最初の行のオフセットは -1です。
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例

現在の行のインデックスが3の場合、FIRST() = -2.

INDEX( )

値に関しては並べ替えをせずに、パーティション内の現在の行のインデックスを返します。最初の行の

インデックスは1から始まります。たとえば、次の表には四半期ごとの売上高が示されています。

INDEX()が日付パーティション内で計算される場合、各行のインデックスは1、2、3、4のようになりま

す。

例

パーティション内の3番目の行の場合、INDEX() = 3.

LAST( )

現在の行からパーティション内の最後の行までの行数を返します。たとえば、次の表には四半期ごと

の売上高が示されています。LAST()が日付パーティション内で計算される場合、2番目の行からの

最後の行のオフセットは5です。
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例

現在の行のインデックスは7個中 3つ目の場合、LAST() = 4.

LOOKUP(expression, [offset])

現在の行からの相対オフセットとして指定されたターゲット行にある式の値を返します。パーティション

内の最初 /最後の行に相対的なターゲットには、オフセット定義の一部としてFIRST() + nとLAST()
- nを使用してください。offsetを省略した場合は、比較対象行をフィールドメニューで設定できま

す。この関数は、ターゲット行を特定できない場合は、NULLを返します。

次のビューには四半期ごとの売上高が示されています。LOOKUP (SUM(Sales), 2)が日付パー

ティション内で計算される場合、各行には2四半期後の売上高が表示されるようになります。
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例

LOOKUP(SUM([Profit]), FIRST()+2)はパーティション内の3番目の行のSUM(Profit)を計

算します。

MODEL_EXTENSION_BOOL (model_name, arguments,
expression)

TabPy外部サービス上に展開されている名前付きモデルによって計算された式のブール結果を返し

ます。

Model_nameは、使用する展開済みの分析モデルの名前です。

各引数は、展開されたモデルが受け入れる入力値を設定する単一の文字列であり、分析モデルに

よって定義されます。

式を使用して、Tableauから分析モデルに送信される値を定義します。結果を集計するには、必ず

集計関数 (SUM、AVGなど)を使用してください。
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関数を使用する場合、式のデータ型と順序は入力引数のデータ型と一致する必要があります。

例

MODEL_EXTENSION_BOOL ("isProfitable","inputSales", "inputCosts", SUM

([Sales]), SUM([Costs]))

MODEL_EXTENSION_INT (model_name, arguments,
expression)

TabPy外部サービス上に展開されている名前付きモデルによって計算された式の整数結果を返し

ます。

Model_nameは、使用する展開済みの分析モデルの名前です。

各引数は、展開されたモデルが受け入れる入力値を設定する単一の文字列であり、分析モデルに

よって定義されます。

式を使用して、Tableauから分析モデルに送信される値を定義します。結果を集計するには、必ず

集計関数 (SUM、AVGなど)を使用してください。

関数を使用する場合、式のデータ型と順序は入力引数のデータ型と一致する必要があります。

例

MODEL_EXTENSION_INT ("getPopulation", "inputCity", "inputState", MAX

([City]), MAX ([State]))

MODEL_EXTENSION_REAL (model_name, arguments,
expression)

TabPy外部サービス上に展開されている名前付きモデルによって計算された式の実際の結果を返

します。

Model_nameは、使用する展開済みの分析モデルの名前です。

各引数は、展開されたモデルが受け入れる入力値を設定する単一の文字列であり、分析モデルに

よって定義されます。

式を使用して、Tableauから分析モデルに送信される値を定義します。結果を集計するには、必ず

集計関数 (SUM、AVGなど)を使用してください。
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関数を使用する場合、式のデータ型と順序は入力引数のデータ型と一致する必要があります。

例

MODEL_EXTENSION_REAL ("profitRatio", "inputSales", "inputCosts", SUM

([Sales]), SUM([Costs]))

MODEL_EXTENSION_STRING (model_name, arguments,
expression)

TabPy外部サービス上に展開されている名前付きモデルによって計算された式の文字列結果を返し

ます。

Model_nameは、使用する展開済みの分析モデルの名前です。

各引数は、展開されたモデルが受け入れる入力値を設定する単一の文字列であり、分析モデルに

よって定義されます。

式を使用して、Tableauから分析モデルに送信される値を定義します。結果を集計するには、必ず

集計関数 (SUM、AVGなど)を使用してください。

関数を使用する場合、式のデータ型と順序は入力引数のデータ型と一致する必要があります。

例

MODEL_EXTENSION_STR ("mostPopulatedCity", "inputCountry", "inputYear",

MAX ([Country]), MAX([Year]))

MODEL_PERCENTILE(target_expression, predictor_
expression(s))

予測値が観測されたマーク以下である確率 (0から1の間 )を返します。マークは、ターゲット式と他の

予測変数で定義されます。これは、累積分布関数 (CDF)とも呼ばれる事後予測分布関数です。

この関数は、MODEL_QUANTILEの逆です。予測モデリング関数について詳しくは、Tableau におけ

る予測モデリング関数の仕組みページ2016を参照してください。

例

次の式は、注文数に対して調整された、売上合計のマークの分位を返します。
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MODEL_PERCENTILE(SUM([Sales]), COUNT([Orders]))

MODEL_QUANTILE(quantile, target_expression, predictor_
expression(s))

指定した分位数で、ターゲット式と他の予測変数によって定義された推定範囲内のターゲット数値

を返します。これは事後予測分位です。

この関数は、MODEL_PERCENTILEの逆です。予測モデリング関数について詳しくは、Tableau に

おける予測モデリング関数の仕組みページ2016を参照してください。

例

次の式は、注文数に対して調整された、売上合計の予測中央値 (0.5)を返します。

MODEL_QUANTILE(0.5, SUM([Sales]), COUNT([Orders]))

PREVIOUS_VALUE(expression)

前の行のこの計算の値を返します。現在の行がパーティション内の最初の行の場合は、指定された

式を返します。

例

SUM([Profit]) * PREVIOUS_VALUE(1)はSUM(Profit)の累積積を計算します。

RANK(expression, ['asc' | 'desc'])

パーティション内の現在の行に対して標準の競争ランクを返します。同一の値には同一のランクが割

り当てられます。昇順または降順を指定するには、オプションの'asc' | 'desc'因数を使用して

ください。既定では降順です。

この関数を使用すると、値のセット(6、9、9、14)は (4、2、2、1)とランク付けされます。

Nullはランキング関数では無視されます。これらには番号が付けられておらず、百分位値のランク計

算のレコード総数に含まれません。

異なるランキングオプションの詳細については、ランク計算 ページ2505を参照してください。
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例

次の図は、値のセットにおけるさまざまなランキング関数 (RANK、RANK_DENSE、RANK_
MODIFIED、RANK_PERCENTILE、およびRANK_UNIQUE))の効果を示しています。データセット

には、14名の生徒 (生徒 Aから生徒 N)に関する情報が含まれています。[年齢 ]列には各生徒の

現在の年齢が表示されます (すべての生徒は17歳から20歳の間です)。その他の列には、年齢値

に対する各ランク関数の結果が示されます。常に、関数の既定の順序 (昇順または降順 )が前提と

なります。

RANK_DENSE(expression, ['asc' | 'desc'])

パーティション内の現在の行に対して密度ランクを返します。同一の値には同一のランクが指定されま

すが、数列にギャップは挿入されません。昇順または降順を指定するには、オプションの'asc' |

'desc'因数を使用してください。既定では降順です。

この関数を使用すると、値のセット(6、9、9、14)は (3、2、2、1)とランク付けされます。

Nullはランキング関数では無視されます。これらには番号が付けられておらず、百分位値のランク計

算のレコード総数に含まれません。

異なるランキングオプションの詳細については、ランク計算 ページ2505を参照してください。

RANK_MODIFIED(expression, ['asc' | 'desc'])

パーティション内の現在の行に対して変更された競争ランクを返します。同一の値には同一のランクが

割り当てられます。昇順または降順を指定するには、オプションの'asc' | 'desc'因数を使用し

てください。既定では降順です。

この関数を使用すると、値のセット(6、9、9、14)は (4、3、3、1)とランク付けされます。

Nullはランキング関数では無視されます。これらには番号が付けられておらず、百分位値のランク計

算のレコード総数に含まれません。
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異なるランキングオプションの詳細については、ランク計算 ページ2505を参照してください。

RANK_PERCENTILE(expression, ['asc' | 'desc'])

パーティション内の現在の行に対して百分位値のランクを返します。昇順または降順を指定するに

は、オプションの'asc' | 'desc'因数を使用してください。既定では昇順です。

この関数を使用すると、一連の値 (6、9、9、14)は (0.25、0.75、0.75、1.00)とランク付けされます。

Nullはランキング関数では無視されます。これらには番号が付けられておらず、百分位値のランク計

算のレコード総数に含まれません。

異なるランキングオプションの詳細については、ランク計算 ページ2505を参照してください。

RANK_UNIQUE(expression, ['asc' | 'desc'])

パーティション内の現在の行の一意のランクを返します。同一の値に異なるランクが指定されます。

昇順または降順を指定するには、オプションの'asc' | 'desc'因数を使用してください。既定で

は降順です。

この関数を使用すると、値のセット(6、9、9、14)は (4、2、3、1)とランク付けされます。

Nullはランキング関数では無視されます。これらには番号が付けられておらず、百分位値のランク計

算のレコード総数に含まれません。

異なるランキングオプションの詳細については、ランク計算 ページ2505を参照してください。

RUNNING_AVG(expression)

パーティション内の最初の行から現在の行までの、指定された式の累積平均を返します。

次のビューには四半期ごとの売上高が示されています。RUNNING_AVG(SUM([Sales])が日付

パーティション内で計算される場合、結果は四半期ごとの売上高の累積平均になります。
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例

RUNNING_AVG(SUM([Profit]))はSUM(Profit)の累積平均を計算します。

RUNNING_COUNT(expression)

パーティション内の最初の行から現在の行までの、指定された式の累積数を返します。

例

RUNNING_COUNT(SUM([Profit]))はSUM(Profit)の累積数を計算します。

RUNNING_MAX(expression)

パーティション内の最初の行から現在の行までの、指定された式の累積最大値を返します。
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例

RUNNING_MAX(SUM([Profit]))はSUM(Profit)の累積最大値を計算します。

RUNNING_MIN(expression)

パーティション内の最初の行から現在の行までの、指定された式の累積最小値を返します。
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例

RUNNING_MIN(SUM([Profit]))はSUM(Profit)の累積最小値を計算します。

RUNNING_SUM(expression)

パーティション内の最初の行から現在の行までの、指定された式の累積合計を返します。

例

RUNNING_SUM(SUM([Profit]))はSUM(Profit)の累積合計を計算します。

SIZE()

パーティション内の行数を返します。たとえば、次のビューには四半期ごとの売上高が示されています。

日付パーティション内には7行があるため、日付パーティションのSize()は7になります。
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例

現在のパーティションに5行含まれる場合、SIZE() = 5。

SCRIPT_BOOL

指定された式からブールの結果を返します。式は実行中の分析拡張サービスインスタンスに直接渡

されます。

R式では、パラメーターに .argn (先頭にピリオド)を使用してパラメーターを参照します

(.arg1、.arg2、など)。

Python式では、_argn (先頭にアンダースコア)を使用します。

例

このRの例では、.arg1はSUM([Profit])に等しくなります。

SCRIPT_BOOL("is.finite(.arg1)", SUM([Profit]))

それ以外の場合はFalseを返します。次の例はワシントンのストアIDに対してTrueを返します。こ

の例は "IsStoreInWA"という計算フィールドの定義となる可能性があります。

SCRIPT_BOOL('grepl(".*_WA", .arg1, perl=TRUE)',ATTR([Store ID]))

Python用のコマンドは以下のようになります。

SCRIPT_BOOL("return map(lambda x : x > 0, _arg1)", SUM([Profit]))

SCRIPT_INT

指定された式から整数の結果を返します。式は実行中の分析拡張サービスインスタンスに直接渡

されます。

R式では、パラメーターに .argn (先頭にピリオド)を使用してパラメーターを参照します

(.arg1、.arg2、など)。

Python式では、_argn (先頭にアンダースコア)を使用します。

例

このRの例では、.arg1はSUM([Profit])に等しくなります。

SCRIPT_INT("is.finite(.arg1)", SUM([Profit]))
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次の例では、k-meansクラスタリングが3つのクラスタ作成に使用されます。

SCRIPT_INT('result <- kmeans(data.frame(.arg1,.arg2,.arg3,.arg4),

3);result$cluster;', SUM([Petal length]), SUM([Petal width]),SUM

([Sepal length]),SUM([Sepal width]))

Python用のコマンドは以下のようになります。

SCRIPT_INT("return map(lambda x : int(x * 5), _arg1)", SUM([Profit]))

SCRIPT_REAL

指定された式から実際の結果を返します。式は実行中の分析拡張サービスインスタンスに直接渡さ

れます。R

R式では、パラメーターに .argn (先頭にピリオド)を使用してパラメーターを参照します (.arg1、.arg2、
など)。

Python式では、_argn (先頭にアンダースコア)を使用します。

例

このRの例では、.arg1はSUM([Profit])に等しくなります。

SCRIPT_REAL("is.finite(.arg1)", SUM([Profit]))

次の例では、温度の値をセ氏からカ氏に変換します。

SCRIPT_REAL('library(udunits2);ud.convert(.arg1, "celsius", "degree_

fahrenheit")',AVG([Temperature]))

Python用のコマンドは以下のようになります。

SCRIPT_REAL("return map(lambda x : x * 0.5, _arg1)", SUM([Profit]))

SCRIPT_STR

指定された式から文字列の結果を返します。式は実行中の分析拡張サービスインスタンスに直接

渡されます。

R式では、パラメーターに .argn (先頭にピリオド)を使用してパラメーターを参照します (.arg1、.arg2、
など)。

Python式では、_argn (先頭にアンダースコア)を使用します。
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例

このRの例では、.arg1はSUM([Profit])に等しくなります。

SCRIPT_STR("is.finite(.arg1)", SUM([Profit]))

次の例ではより複雑な文字列から州名の省略形を抽出します (元のフォーム13XSL_CA, A13_
WAにおいて)。

SCRIPT_STR('gsub(".*_", "", .arg1)',ATTR([Store ID]))

Python用のコマンドは以下のようになります。

SCRIPT_STR("return map(lambda x : x[:2], _arg1)", ATTR([Region]))

TOTAL(expression)

表計算パーティションで指定された式の合計を返します。

例

このビューから始めるものとします。

計算エディタを開いて、[総計 ]という名前の新しいフィールドを作成します。
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[総計 ]を[テキスト]にドロップして、SUM(Sales)と置き換えます。ビューが、既定の [次を使用して計

算 ]値に基づいて値を合計した結果に変わります。

ここで、既定の [次を使用して計算 ]値は何か、という疑問が生じさます。[データ]ペイン内の [総計 ]
を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)して、[編集 ]を選択します。少量の追加の情報

を使用できます。
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既定の [次を使用して計算 ]値は、[表 (横 )]です。結果は、[総計 ]が表の各行の横の合計となり

ます。そのため、各行で横方向に表示される値は、元のバージョンの表の値の合計となります。

元の表の "2011/Q1 (2011年第 1四半期 )"行の値は、$8601、$6579、$44262、および$15006
でした。SUM(Sales)を[総計 ]で置き換えた後の表内の値は、すべて$74,448で、4つの元の値の

合計になります。

[テキスト]にドロップすると、[総計 ]の横に三角形が表示されます。

これは、このフィールドが表計算を使用していることを示します。フィールドを右クリックして[表計算の

編集 ]を選択し、関数を異なる[次を使用して計算 ]値にリダイレクトできます。たとえば、それを

Table (Down)に設定できます。その場合、表は次のようになります。
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WINDOW_AVG(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式の平均を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されます。パー

ティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使用してくだ

さい。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

たとえば、次のビューには四半期ごとの売上高が示されています。日付パーティション内の期間平均

は、全日付にわたって平均した売上高の値を返します。
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例

WINDOW_AVG(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2行目から現在の行までのSUM
(Profit)の平均を計算します。

WINDOW_CORR(expression1, expression2, [start, end])

ウィンドウ内の2つの式のピアソン相関係数を返します。ウィンドウは、現在の行からのオフセットとし

て定義されます。パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよび

LAST()-nを使用してください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

ピアソン相関係数は、2つの変数の間の線形関係を測定します。結果は -1から+1の範囲となりま

す。ここで、1つの変数のプラスの変化はもう一方の変数の対応する倍率のプラスの変化を示し、1
は正確なプラスの直線関係を示します。0は分布間に線形の関係がないことを示し、−1は正確な

マイナスの関係を示します。

同等の集計関数 :CORRがあります。Tableau 関数 (アルファベット順 )ページ2419を参照してくださ

い。

例

次の計算式は、5行前から現在の行のSUM(Profit)およびSUM(Sales)のピアソン相関係数を返

します。

WINDOW_CORR(SUM[Profit]), SUM([Sales]), -5, 0)

WINDOW_COUNT(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式の数を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されます。パーティ

ション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使用してくださ

い。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

例

WINDOW_COUNT(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2行目から現在の行までのSUM
(Profit)の件数を計算します。

WINDOW_COVAR(expression1, expression2, [start, end])
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ウィンドウ内の2つの式の標本共分散を返します。ウィンドウは、現在の行からのオフセットとして定義

されます。パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-n
を使用してください。開始および終了引数を省略すると、ウィンドウはパーティション全体となります。

標本共分散では、母共分散によって(WINDOW_COVARP関数で)使用されるnではなく、non-
nullデータポイントの数であるn-1を使用して共分散計算を標準化します。標本共分散は、データ

が、大きな母集団に対する共分散の見積もりに使用されるランダムな標本の場合に適しています。

同等の集計関数 :COVARがあります。Tableau 関数 (アルファベット順 )ページ2419を参照してくだ

さい。

例

次の計算式は、2行前から現在の行のSUM(Profit)およびSUM(Sales)の標本共分散を返しま

す。

WINDOW_COVAR(SUM([Profit]), SUM([Sales]), -2, 0)

WINDOW_COVARP(expression1, expression2, [start, end])

ウィンドウ内で2つの式の母共分散を返します。ウィンドウは、現在の行からのオフセットとして定義さ

れます。パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを

使用してください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

母共分散は標本共分散に(n-1)/nを乗算したものです。ここで、nはNullでないデータポイントの合

計です。母共分散は、対象のすべてのアイテムに対して利用可能なデータがある場合に最適です。

反対に、アイテムのランダムなサブセットのみがある場合には、標本共分散 (WINDOW_COVAR関

数を使用 )が適しています。

同等の集計関数 :COVARPがあります。Tableau 関数 (アルファベット順 )ページ2419

例

次の計算式は、2行前から現在の行のSUM(Profit)およびSUM(Sales)の母共分散を返します。

WINDOW_COVARP(SUM([Profit]), SUM([Sales]), -2, 0)

WINDOW_MEDIAN(expression, [start, end])
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ウィンドウ内の式の中央値を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されます。

パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使用し

てください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

たとえば、次のビューには四半期ごとの利益が示されています。日付パーティション内のウィンドウの中

央値は、全日付にわたる利益の中央値を返します。

例

WINDOW_MEDIAN(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までの

SUM(Profit)の中央値を計算します。

WINDOW_MAX(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式の最大値を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されます。

パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使用し

てください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

たとえば、次のビューには四半期ごとの売上高が示されています。日付パーティション内の期間最大

値は、全日付にわたる売上高の最大値を返します。
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例

WINDOW_MAX(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までのSUM
(Profit)の最大値を計算します。

WINDOW_MIN(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式の最小値を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されます。

パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使用して

ください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

たとえば、次のビューには四半期ごとの売上高が示されています。日付パーティション内の期間最小

値は、全日付にわたる売上高の最小値を返します。
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例

WINDOW_MIN(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までのSUM
(Profit)の最小値を計算します。

WINDOW_PERCENTILE(expression, number, [start, end])

ウィンドウ内の指定した百分位値に対応する値を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットに

より定義されます。パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよび

LAST()-nを使用してください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

例

WINDOW_PERCENTILE(SUM([Profit]), 0.75, -2, 0)は、2行前から現在の行にSUM
(Profit)の75%を返します。

WINDOW_STDEV(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式のサンプルの標準偏差を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義

されます。パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-n
を使用してください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。
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例

WINDOW_STDEV(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までの

SUM(Profit)の標準偏差を計算します。

WINDOW_STDEVP(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式のバイアス標準偏差を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義さ

れます。パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを

使用してください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

例

WINDOW_STDEVP(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までの

SUM(Profit)の標準偏差を計算します。

WINDOW_SUM(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式の合計を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されます。パー

ティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使用してくだ

さい。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

たとえば、次のビューには四半期ごとの売上高が示されています。日付パーティション内で計算される

期間合計は、全四半期にわたる売上高の合計を返します。
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例

WINDOW_SUM(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までのSUM
(Profit)の合計を計算します。

WINDOW_VAR(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式の標本分散を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されます。

パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使用し

てください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

例

WINDOW_VAR((SUM([Profit])), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までの

SUM(Profit)の分散を計算します。

WINDOW_VARP(expression, [start, end])

ウィンドウ内の式のバイアス分散を返します。ウィンドウは現在の行からのオフセットにより定義されま

す。パーティション内の最初または最後の行からのオフセットには、FIRST()+nおよびLAST()-nを使

用してください。開始と終了を省略すると、パーティション全体が使用されます。

例

WINDOW_VARP(SUM([Profit]), FIRST()+1, 0)は、2番目の行から現在の行までのSUM
(Profit)の分散を計算します。

パススルー関数 (RAWSQL)

これらのRAWSQLパススルー関数を使用すると、初めにSQL式をTableauによって解釈しないで

直接データベースに送信できます。Tableauで認識されていないカスタムデータベース関数がある場

合は、パススルー関数を使用してこれらのカスタム関数を呼び出すことができます。

通常、データベースはTableauに表示されているフィールド名を理解できません。パススルー関数に

含めるSQL式はTableauによって解釈されないため、式でTableauフィールド名を使用すると、エ

ラーが発生することがあります。代替構文を使用すると、Tableau計算のための正しいフィールド名ま
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たは式をパススルーSQLに挿入できます。たとえば、いくつかの値の中央値を計算する関数がある

と、この関数をTableau列 [Sales]に対して呼び出す方法は次のとおりです。

RAWSQLAGG_REAL(“MEDIAN(%1)”, [Sales])

Tableauでは式が解釈されないため、集計を定義する必要もあります。集計式を使用する場合は、

RAWSQLAGG関数を使用できます。

RAWSQLパススルー関数に関係が含まれている場合、この関数は、抽出やパブリッシュされ

たデータソースでは動作しません。

RAWSQL 関数

Tableauでは、次のRAWSQL関数を利用できます。

RAWSQL_BOOL(“sql_expr”, [arg1], …[argN])

指定されたSQL式からブールの結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接渡されます。

SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。

例

次の例では、%1は [Sales]、%2は [Profit]に等しくなります。

RAWSQL_BOOL(“IIF( %1 > %2, True, False)”, [Sales], [Profit])

RAWSQL_DATE(“sql_expr”, [arg1], …[argN])

指定されたSQL式から日付の結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接渡されます。

SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。

例

次の例では、%1は [Order Date]に等しくなります。

RAWSQL_DATE(“%1”, [Order Date])
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RAWSQL_DATETIME(“sql_expr”, [arg1], …[argN])

指定されたSQL式から日付と時刻の結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接渡さ

れます。SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例では、%1
は [Delivery Date]に等しくなります。

例

RAWSQL_DATETIME(“MIN(%1)”, [Delivery Date])

RAWSQL_INT(“sql_expr”, [arg1], …[argN])

指定されたSQL式から整数の結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接渡されます。

SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例では、%1は [Sales]
に等しくなります。

例

RAWSQL_INT(“500 + %1”, [Sales])

RAWSQL_REAL(“sql_expr”, [arg1], …[argN])

参照元データベースに直接渡される指定されたSQL式から数値結果を返します。SQL式では、

データベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例では、%1は [Sales]に等しくなりま

す。

例

RAWSQL_REAL(“-123.98 * %1”, [Sales])

RAWSQL_SPATIAL

参照元データソースに直接渡される指定されたSQL式から空間を返します。SQL式では、データ

ベース値の代替構文として%nを使用してください。
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例

次の例では、%1は [Geometry]に等しくなります。

RAWSQL_SPATIAL("%1", [Geometry])

RAWSQL_STR(“sql_expr”, [arg1], …[argN])

参照元データベースに直接渡される指定されたSQL式から文字列を返します。SQL式では、データ

ベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例では、%1は [Customer Name]に等しく

なります。

例

RAWSQL_STR(“%1”, [Customer Name])

RAWSQLAGG_BOOL(“sql_expr”, [arg1], …[argN])

指定された集計 SQL式からブールの結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接渡され

ます。SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。

例

次の例では、%1は [Sales]、%2は [Profit]に等しくなります。

RAWSQLAGG_BOOL(“SUM( %1) >SUM( %2)”, [Sales], [Profit])

RAWSQLAGG_DATE(“sql_expr”, [arg1], …[argN])

指定された集計 SQL式から日付の結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接渡されま

す。SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例では、%1は

[Order Date]に等しくなります。

例

RAWSQLAGG_DATE(“MAX(%1)”, [Order Date])
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RAWSQLAGG_DATETIME(“sql_expr”, [arg1], …[argN])

指定された集計 SQL式から日付と時刻の結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接

渡されます。SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例で

は、%1は [Delivery Date]に等しくなります。

例

RAWSQLAGG_DATETIME(“MIN(%1)”, [Delivery Date])

RAWSQLAGG_INT(“sql_expr”, [arg1,] …[argN])

指定された集計 SQL式から整数の結果を返します。SQL式は参照元データベースに直接渡され

ます。SQL式では、データベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例では、%1は

[Sales]に等しくなります。

例

RAWSQLAGG_INT(“500 + SUM(%1)”, [Sales])

RAWSQLAGG_REAL(“sql_expr”, [arg1,] …[argN])

参照元データベースに直接渡される指定された集計 SQL式から数値結果を返します。SQL式で

は、データベース値の代替構文として%nを使用してください。次の例では、%1は [Sales]に等しく

なります。

例

RAWSQLAGG_REAL(“SUM( %1)”, [Sales])

RAWSQLAGG_STR(“sql_expr”, [arg1,] …[argN])

参照元データベースに直接渡される指定された集計 SQL式から文字列を返します。SQL式では、

データベース値の代替構文として%nを使用してください。この例では、%1は [Discount]に等しくな

ります。
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例

RAWSQLAGG_STR(“AVG(%1)”, [Discount])

空間関数

空間関数を使用すると、高度な空間分析を実行し、テキストファイルやスプレッドシートなど他の形

式のデータを含む空間ファイルを組み合わせることができます。

AREA

構文 AREA(Spatial Polygon, 'units')

出力 数値

定義 <spatial polygon>の総表面積を返します。

例 AREA([Geometry], 'feet')

注 対応している単位名 (計算では'miles'のように引用符で囲む必要があり

ます):

l メートル: meters、metres、m
l キロメートル: kilometers、kilometres、km
l マイル: miles、mi
l フィート: feet、ft

BUFFER

構

文

BUFFER(Spatial Point, distance, 'units')

BUFFER(Linestring, distance, 'units')

出

力

ジオメトリ

定

義

空間ポイントの場合、半径が<distance>と<unit>の値で決まる、<spatial

point>を中心とする多角形の形状を返します。
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ラインストリングの場合、ラインストリングから半径距離内のすべての点を含めることによって

形成される多角形を計算します。

例 BUFFER([Spatial Point Geometry], 25, 'mi')

BUFFER(MAKEPOINT(47.59, -122.32), 3, 'km')

BUFFER(MAKELINE(MAKEPOINT(0, 20),MAKEPOINT (30, 30)),20,'km'))

注 対応している単位名 (計算では'miles'のように引用符で囲む必要があります):

l メートル: meters、metres、m
l キロメートル: kilometers、kilometres、km
l マイル: miles、mi
l フィート: feet、ft

DISTANCE

構文 DISTANCE(SpatialPoint1, SpatialPoint2, 'units')

出力 数値

定義 指定された<unit>で2つのポイント間の距離を返します。

例 DISTANCE([Origin Point],[Destination Point], 'km')

注 対応している単位名 (計算では'miles'のように引用符で囲む必要があり

ます):

l メートル: meters、metres、m
l キロメートル: kilometers、kilometres、km
l マイル: miles、mi
l フィート: feet、ft

データベースの

制限

この関数はライブ接続でのみ作成することができますが、データソースが抽出

に変換された場合も引き続き機能します。

INTERSECTS

構文 INTERSECTS (geometry1, geometry2)
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出力 ブール値

定義 2つのジオメトリが空間で重なっているかどうかを示すTrueまたはFalseを返

します。

注 サポートされている組み合わせ:ポイント/ポリゴン、ライン/ポリゴン、およびポリゴ

ン/ポリゴン

MAKELINE

構文 MAKELINE(SpatialPoint1, SpatialPoint2)

出力 ジオメトリ(線 )

定義 2点間に線のマークを生成します

例 MAKELINE(MAKEPOINT(47.59, -122.32), MAKEPOINT(48.5, -123.1))

注 出発地と目的地のマップを作成するのに役立ちます。

MAKEPOINT

構文 MAKEPOINT(latitude, longitude, [SRID])

出力 ジオメトリ(点 )

定義 <latitude>列および<longitude>列のデータを、空間オブジェクトに変

換します。

オプションの<SRID>引数を追加すると、入力として他の投影地理座標を使

用できます。

例 MAKEPOINT(48.5, -123.1)

MAKEPOINT([AirportLatitude], [AirportLongitude])

MAKEPOINT([Xcoord],[Ycoord], 3493)

注 MAKEPOINTでは、自動的に生成された緯度と経度のフィールドを使用できま

せん。データソースには座標がネイティブに含まれている必要があります。
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SRIDは、ESPG参照系コードを使用して座標系を指定する空間参照識別

子です。SRIDを指定しない場合はWGS84が使用され、パラメーターは度を

単位とする緯度 /経度で処理されます。

MAKEPOINTを使用すると、データソースを空間的に有効化し、空間結合を

使用している空間ファイルと結合することができます。詳細については、

Tableau で空間ファイルを結合するページ1650を参照してください。

LENGTH

構文 LENGTH(geometry, 'units')

出力 数値

定義 指定された<units>を使用して、<geometry>内の1つまたは複数のライ

ンストリングの測地パスの長さを返します。

例 LENGTH([Spatial], 'metres')

注 ジオメトリ引数にラインストリングがない場合、他の要素は許可されますが、

結果は<NaN>になります。

OUTLINE

構文 OUTLINE(spatial polygon)

出力 ジオメトリ

定義 多角形のジオメトリをラインストリングに変換します。

注 塗りつぶしとは異なるスタイルを設定できる、枠線用の別のレイヤーを作成す

る場合に便利です。

マルチ多角形内の多角形をサポートします。

SHAPETYPE

構文 SHAPETYPE(geometry)
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出力 文字列

定義 Empty、Point、MultiPoint、LineString、MultiLinestring、Polygon、
MultiPolygon、Mixed、およびサポートされていないものなどの空間

<geometry>の構造を説明する文字列を返します。

例 SHAPETYPE(MAKEPOINT(48.5, -123.1)) = "Point"

その他の関数

詳細については、「パススルー関数 (RAWSQL)」を参照してください。

l 正規表現 下

l Hadoop Hive 固有の関数 ページ2415

l Google BigQuery 固有の関数 ページ2417

正規表現

REGEXP_REPLACE(string, pattern, replacement)

正規表現のパターンが置換文字列に置き換えられている特定の文字列のコピーを返します。この関

数はテキストファイル、Hadoop Hive、Google BigQuery、PostgreSQL、Tableau Data Extract、
Microsoft Excel、Salesforce、Vertica、Pivotal Greenplum、Teradata (バージョン14.1以上 )、
Snowflake、およびOracleデータソースで利用できます。

Tableauデータ抽出では、パターンおよび置換を定数にする必要があります。

正規表現の構文の詳細については、お使いのデータソースのドキュメントを参照してください。

Tableau抽出の場合、正規表現の構文は ICU規格 (Unicodeの国際的なコンポーネント)、
Unicodeサポートのための成熟したC/C++ライブラリとJavaライブラリのオープンソースプロジェクト、

ソフトウェアの国際化、およびソフトウェアのグローバル化に準拠しています。オンラインの ICUユーザー

ガイドの「正規表現」のページを参照してください。

例

REGEXP_REPLACE('abc 123', '\s', '-') = 'abc-123'

REGEXP_MATCH(string, pattern)
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指定した文字列のサブストリングが正規表現パターンに一致した場合に trueを返します。この関数

はテキストファイル、Google BigQuery、PostgreSQL、Tableau Data Extract、Microsoft Excel、
Salesforce、Vertica、Pivotal Greenplum、Teradata (バージョン14.1以降 )、Impala 2.3.0
(Cloudera Hadoopデータソースを介して)、Snowflake、およびOracleデータソースで利用できま

す。

Tableauデータ抽出では、パターンを定数にする必要があります。

正規表現の構文の詳細については、お使いのデータソースのドキュメントを参照してください。

Tableau抽出の場合、正規表現の構文は ICU規格 (Unicodeの国際的なコンポーネント)、
Unicodeサポートのための成熟したC/C++ライブラリとJavaライブラリのオープンソースプロジェクト、

ソフトウェアの国際化、およびソフトウェアのグローバル化に準拠しています。オンラインの ICUユー

ザーガイドの「正規表現」のページを参照してください。

例

REGEXP_MATCH('-([1234].[The.Market])-','\[\s*(\w*\.)(\w*\s*\])')=true

REGEXP_EXTRACT(string, pattern)

正規表現のパターンと一致する文字列の一部を返します。この関数はテキストファイル、Hadoop
Hive、Google BigQuery、PostgreSQL、Tableau Data Extract、Microsoft Excel、Salesforce、
Vertica、Pivotal Greenplum、Teradata (バージョン14.1以上 )、Snowflake、およびOracleデータ

ソースで利用できます。

Tableauデータ抽出では、パターンを定数にする必要があります。

正規表現の構文の詳細については、お使いのデータソースのドキュメントを参照してください。

Tableau抽出の場合、正規表現の構文は ICU規格 (Unicodeの国際的なコンポーネント)、
Unicodeサポートのための成熟したC/C++ライブラリとJavaライブラリのオープンソースプロジェクト、

ソフトウェアの国際化、およびソフトウェアのグローバル化に準拠しています。オンラインの ICUユー

ザーガイドの「正規表現」のページを参照してください。

例

REGEXP_EXTRACT('abc 123', '[a-z]+\s+(\d+)') = '123'

REGEXP_EXTRACT_NTH(string, pattern, index)

正規表現のパターンと一致する文字列の一部を返します。部分文字列はn番目 (nは指定された

インデックス)のキャプチャリンググループと照合されます。indexが0の場合、文字列全体が返されま

す。この関数は、テキストファイル、PostgreSQL、Tableau Data Extract、Microsoft Excel、
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Salesforce、Vertica、Pivotal Greenplum、Teradata (バージョン14.1以降 )、およびOracleデータ

ソースで利用できます。

Tableauデータ抽出では、パターンを定数にする必要があります。

正規表現の構文の詳細については、お使いのデータソースのドキュメントを参照してください。

Tableau抽出の場合、正規表現の構文は ICU規格 (Unicodeの国際的なコンポーネント)、
Unicodeサポートのための成熟したC/C++ライブラリとJavaライブラリのオープンソースプロジェクト、

ソフトウェアの国際化、およびソフトウェアのグローバル化に準拠しています。オンラインの ICUユーザー

ガイドの「正規表現」のページを参照してください。

例

REGEXP_EXTRACT_NTH('abc 123', '([a-z]+)\s+(\d+)', 2) = '123'

Hadoop Hive固有の関数

注 : PARSE_URLおよびPARSE_URL_QUERY関数は、Cloudera Impalaデータソースにの

み対応しています。

GET_JSON_OBJECT(JSON string, JSON path)

JSONパスに基づいたJSON文字列内のJSONオブジェクトを返します。

PARSE_URL(string, url_part)

コンポーネントがurl_partで定義されている特定のURL文字列のコンポーネントを返します。有効な

url_partの値は、'HOST'、'PATH'、'QUERY'、'REF'、'PROTOCOL'、'AUTHORITY'、'FILE'、
'USERINFO'などです。

例

PARSE_URL('http://www.tableau.com', 'HOST') = 'www.tableau.com'

PARSE_URL_QUERY(string, key)

特定のURL文字列内にある指定したクエリパラメーターの値を返します。クエリパラメーターはキーで

定義されます。
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例

PARSE_URL_QUERY('http://www.tableau.com?page=1&cat=4', 'page') = '1'

XPATH_BOOLEAN(XML string, XPath expression string)

XPath式がノードに一致した場合、または trueに評価された場合に trueを返します。

例

XPATH_BOOLEAN('<values> <value id="0">1</value><value id="1">5</value>', 'values/value
[@id="1"] = 5') = true

XPATH_DOUBLE(XML string, XPath expression string)

XPath式の浮動小数点値を返します。

例

XPATH_DOUBLE('<values><value>1.0</value><value>5.5</value> </values>', 'sum(value/*)')
= 6.5

XPATH_FLOAT(XML string, XPath expression string)

XPath式の浮動小数点値を返します。

例

XPATH_FLOAT('<values><value>1.0</value><value>5.5</value> </values>','sum(value/*)') =
6.5

XPATH_INT(XML string, XPath expression string)

XPath式の数値を返します。または、XPath式が数字に評価できない場合はゼロを返します。

例

XPATH_INT('<values><value>1</value><value>5</value> </values>','sum(value/*)') = 6

XPATH_LONG(XML string, XPath expression string)

XPath式の数値を返します。または、XPath式が数字に評価できない場合はゼロを返します。
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例

XPATH_LONG('<values><value>1</value><value>5</value> </values>','sum(value/*)') = 6

XPATH_SHORT(XML string, XPath expression string)

XPath式の数値を返します。または、XPath式が数字に評価できない場合はゼロを返します。

例

XPATH_SHORT('<values><value>1</value><value>5</value> </values>','sum(value/*)') = 6

XPATH_STRING(XML string, XPath expression string)

最初に一致したノードのテキストを返します。

例

XPATH_STRING('<sites ><url domain="org">http://www.w3.org</url> <url
domain="com">http://www.tableau.com</url></sites>', 'sites/url[@domain="com"]') =
'http://www.tableau.com'

Google BigQuery固有の関数

DOMAIN(string_url)

URL文字列が指定された場合に、ドメインを文字列として返します。

例

DOMAIN('http://www.google.com:80/index.html') = 'google.com'

GROUP_CONCAT(expression)

各レコードの値をコンマで区切られた1つの文字列に連結します。この機能は、文字列に対して

SUM()を実行するのと同じです。

例

GROUP_CONCAT(Region) = "Central,East,West"

HOST(string_url)
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URL文字列が指定された場合に、ホスト名を文字列として返します。

例

HOST('http://www.google.com:80/index.html') = 'www.google.com:80'

LOG2(number)

数値の対数 (底 2)を返します。

例

LOG2(16) = '4.00'

LTRIM_THIS(string, string)

最初のstringから、2つ目のstringを先頭から削除した文字列を返します。

例

LTRIM_THIS('[-Sales-]','[-') = 'Sales-]'

RTRIM_THIS(string, string)

最初のstringから、2つ目のstringを末尾から削除した文字列を返します。

例

RTRIM_THIS('[-Market-]','-]') = '[-Market'

TIMESTAMP_TO_USEC(expression)

TIMESTAMPデータ型をUNIXタイムスタンプ(ミリ秒単位 )に変換します。

例

TIMESTAMP_TO_USEC(#2012-10-01 01:02:03#)=1349053323000000

USEC_TO_TIMESTAMP(expression)

UNIXタイムスタンプ(ミリ秒単位 )をTIMESTAMPデータ型に変換します。

例

USEC_TO_TIMESTAMP(1349053323000000) = #2012-10-01 01:02:03#
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TLD(string_url)

URL文字列が指定された場合に、URL内のトップレベルドメインと国 /地域ドメイン(ある場合 )を返

します。

例

TLD('http://www.google.com:80/index.html') = '.com'

TLD('http://www.google.co.uk:80/index.html') = '.co.uk'

関数についてより詳しく知りたいですか？

関数のトピックをご覧ください。

関連項目

Tableau 関数 (アルファベット順 )下

Tableau関数 (アルファベット順 )

このリファレンス内のTableau関数はアルファベット順に整理されています。文字をクリックすると、リスト

内のその場所にジャンプします。Ctrl+F (MacではCommand-F)を使用して検索ボックスを開き、特

定の関数を検索することもできます。

A B C D E F G H I J K L M NO P Q R S T U VW X Y Z

A

ABS

構文 ABS(number)

出力 数値 (正 )

定義 指定された<number>の絶対値を返します。

例 ABS(-7) = 7

ABS([Budget Variance])
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2番目の例では、Budget Varianceフィールドに含まれているすべての数値の

絶対値を返します。

注 SIGN ページ2470も参照してください。

ACOS

構文 ACOS(number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 指定された<number>のアークコサイン(角度 )を返します。

例 ACOS(-1) = 3.14159265358979

注 逆関数 COS ページ2427は、ラジアン単位の角度を引数として受け取り、コ

サインを返します。

AND

構文 <expr1> AND <expr2>

定義 2つの式の論理積を実行します (この論理計算は、両方が trueの場合に trueを返

します)。

出力 ブール値

例 IF [Season] = "Spring" AND "[Season] = "Fall"

THEN "It's the apocalypse and footwear doesn't matter"

END

「(季節 =春 )と(季節 =秋 )の両方が同時に真である場合は、「黙示録なので履き

物は関係ありません」と返します。」

注 多くの場合、IFページ2444や IIFページ2445とともに使用されます。NOTページ

2461とORページ2462も参照してください。

両方の式がTRUEの場合 (つまりFALSEでもNULLでもない場合 )、結果はTRUEに

なります。いずれかの式がNULLの場合、結果はNULLになります。それ以外の場

合、結果はFALSEになります。
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AND比較の結果がワークシートに表示される計算を作成すると、TableauではTRUE

やFALSEと表示されます。この設定を変更するには、書式設定ダイアログボックスの

[書式設定 ]エリアを使用してください。

注 : AND演算子は、「短絡評価」を採用しています。そのため、最初の式が

FALSEとして評価された場合、2番目の式はまったく評価されません。このこと

は、最初の式がFALSEとして評価されているときに、2番目の式でエラーが発

生した場合に役に立ちます。なぜならば、短絡評価が採用されている場合、2
番目の式は一度も評価されないからです。

AREA

構文 AREA(Spatial Polygon, 'units')

出力 数値

定義 <spatial polygon>の総表面積を返します。

例 AREA([Geometry], 'feet')

注 対応している単位名 (計算では'miles'のように引用符で囲む必要があり

ます):

l メートル: meters、metres、m
l キロメートル: kilometers、kilometres、km
l マイル: miles、mi
l フィート: feet、ft

ASCII

構文 ASCII(string)

出力 数値

定義 <string>の最初の文字のASCIIコードを返します。

例 ASCII('A') = 65
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注 これはCHAR関数の逆です。

ASIN

構文 ASIN(number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 指定された<number>のアークサイン(角度 )を返します。

例 ASIN(1) = 1.5707963267949

注 逆関数 SIN ページ2470は、ラジアン単位の角度を引数として受け取り、サ

インを返します。

ATAN

構文 ATAN(number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 指定された<number>のアークタンジェント(角度 )を返します。

例 ATAN(180) = 1.5652408283942

注 逆関数 TANは、ラジアン単位の角度を引数として受け取り、タンジェントを返

します。

ATAN2 下 とCOT ページ2427も参照してください。

ATAN2

構文 ATAN2(y number, x number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 2つの数値 (<y number>と<x number>)の間のアークタンジェント(角度 )
を返します。結果はラジアン単位です。
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例 ATAN2(2, 1) = 1.10714871779409

注 ATAN 前のページ、TAN ページ2474、COT ページ2427も参照してくださ

い。

ATTR

構文 ATTR(expression)

定義 すべての行に単一の値がある場合に<expression>の値を返します。それ

以外の場合はアスタリスクを返します。NULL値は無視されます。

AVG

構文 AVG(expression)

定義 <expression>内のすべての値の平均を返します。Null値は無視されま

す。

注 AVGは数値フィールドでのみ使用できます。

先頭に戻る

B

BUFFER

構文 BUFFER(Spatial Point, distance, 'units')

出力 ジオメトリ

定義 半径が<distance>と<unit>の値で決まる、<spatial point>を中心

とする多角形の形状を返します。

例 BUFFER([Spatial Point Geometry], 25, 'mi')

BUFFER(MAKEPOINT(47.59, -122.32), 3, 'km')

注 対応している単位名 (計算では'miles'のように引用符で囲む必要がありま
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す):

l メートル: meters、metres、m
l キロメートル: kilometers、kilometres、km
l マイル: miles、mi
l フィート: feet、ft

先頭に戻る

C

CASE

構文 CASE <expression>

WHEN <value1> THEN <then1>

WHEN <value2> THEN <then2>

...

[ELSE <default>]

END

出力 <then>の値のデータ型に応じて異なります。

定義 expressionを評価し、指定されたオプション(<value1>、<value2>な

ど)と比較します。valueが式と一致した場合、CASEは対応するreturn

を返します。一致しなかった場合は、(オプションの)既定値を返します。既定

値も一致した値もない場合は、Nullを返します。

例 CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers'

END

「[季節 ]フィールドを確認してください。値が「夏」の場合は、「サンダル」を返し

ます。値が「冬」の場合は、「ブーツ」を返します。[季節 ]フィールドの内容が計

算内の選択肢と一致しない場合は、「スニーカー」を返します。」

注 IFページ2444とIIFページ2445も参照してください。

WHENページ2479、THENページ2474、ELSEページ2436、ENDページ
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2438とともに使用されます。

ヒント:多くの場合、グループを使用して複雑なCASE関数と同じ結果を取

得したり、前の例のようにCASEを使用してネイティブのグループ化機能を置

き換えたりすることができます。自身のシナリオで、どちらの方がパフォーマンス

がよいかを確認できます。

CEILING

構文 CEILING(number)

出力 整数

定義 <number>を等しいかより大きな最も近い整数に切り上げます。

例 CEILING(2.1) = 3

注 FLOOR ページ2441とROUND ページ2468も参照してください。

データベースの

制限

CEILINGは次のコネクタで利用できます。Microsoft Excel、テキストファイル、

統計ファイル、パブリッシュされたデータソース、Amazon EMR Hadoop Hive、
Amazon Redshift、Cloudera Hadoop、DataStax Enterprise、Google
Analytics、Google BigQuery、Hortonworks Hadoop Hive、MapR Hadoop
Hive、Microsoft SQL Server、Salesforce、Spark SQL。

CHAR

構文 CHAR(number)

出力 文字列

定義 ASCIIコード<number>で符号化される文字を返します。

例 CHAR(65) = 'A'

注 これはASCII関数の逆です。

Tableau Software 2425

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



COLLECT

構文 COLLECT(spatial)

定義 引数フィールドの値を組み合わせる集計計算。NULL値は無視されます。

注 COLLECTは空間フィールドでのみ使用できます。

CONTAINS

構文 CONTAINS(string, substring)

出力 ブール値

定義 指定された<string>に指定された<substring>が含まれている場合、

trueを返します。

例 CONTAINS("Calculation", "alcu") = true

注 論理関数 INおよびサポートしているRegExについては、その他の関数につい

てのドキュメントも参照してください。

CORR

構文 CORR(expression1, expression2)

出力 -1から1までの数値

定義 2つの式のピアソン相関係数を返します。

例 example

注 ピアソン相関係数は、2つの変数の間の線形関係を測定します。結果は -1
から+1の範囲となります。ここで、1は完全な正の線形関係を示し、0は変

数間に線形関係がないことを示し、−1は完全な負の線形関係を示します。

CORR結果の2乗は、線形傾向線モデルのR-2乗の値に相当します。「傾

向線モデルの用語」を参照してください。

テーブルスコープのLOD 式での使用
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CORRを使用すると、テーブルスコープの詳細レベルの式を使用して、集計し

ていない散布図で相関関係を視覚化できます。例 :

{CORR(Sales, Profit)}

詳細レベルの式では、相関はすべての行で実行します。CORR(Sales,

Profit) (詳細レベルの式にするには括弧を使用しない)のような式を使用し

た場合、ビューはそれぞれ未定義の他のデータポイントを使用した散布図に

おける、各個別ポイントの相関を示します。

データベースの

制限

CORRは次のデータソースで利用できます。Tableauデータ抽出、Cloudera
Hive、EXASolution、Firebird (バージョン3.0以降 )、Google BigQuery、
Hortonworks Hadoop Hive、IBM PDA (Netezza)、Oracle、PostgreSQL、
Presto、SybaseIQ、Teradata、Vertica。

他のデータソースについては、データを抽出するかWINDOW_CORRを使用する

ことを検討してください。「表計算関数」を参照してください。

COS

構文 COS(number)

引数の数値はラジアン単位の角度です。

出力 数値

定義 角度のコサインを返します。

例 COS(PI( ) /4) = 0.707106781186548

注 逆関数 ACOS ページ2420は、引数としてコサインを受け取り、角度をラジアン

単位で返します。

PI ページ2464も参照してください。

COT

構文 COT(number)

引数の数値はラジアン単位の角度です。
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出力 数値

定義 角度のコタンジェントを返します。

例 COT(PI( ) /4) = 1

注 ATAN ページ2422、TAN ページ2474、PI ページ2464も参照してください。

COUNT

構文 COUNT(expression)

定義 アイテムの数を返します。Null値は数に含まれません。

COUNTD

構文 COUNTD(expression)

定義 グループ内の一意のアイテム数を返します。Null値は数に含まれません。

COVAR

構文 COVAR(expression1, expression2)

定義 2つの式の標本共分散を返します。

注 共分散は2つの変数の変化をまとめて定量化します。ある変数の値が大き

い場合は、平均して、他の変数の大きい値に対応している傾向があるため、

プラスの共分散は変数が同じ方向に移動する傾向があることを示します。標

本共分散では、母共分散で (COVARP関数で)使用されるnではなく、Null
でないデータポイント数 n-1を使用して共分散計算を標準化します。標本

共分散は、データが、大きな母集団に対する共分散の見積もりに使用される

ランダムな標本の場合に適しています。

<expression1>と<expression2>が同じ場合、たとえば、COVAR

([profit], [profit])の場合、COVARは値がどの程度広い範囲で分

散しているかを示す値を返します。
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COVAR(X, X)の値はVAR(X)の値と同等であり、STDEV(X)^2の値とも

同等です。

データベースの

制限

COVARは次のデータソースで利用できます。Tableauデータ抽出、Cloudera
Hive、EXASolution、Firebird (バージョン3.0以降 )、Google BigQuery、
Hortonworks Hadoop Hive、IBM PDA (Netezza)、Oracle、PostgreSQL、
Presto、SybaseIQ、Teradata、Vertica。

他のデータソースについては、データを抽出するかWINDOW_COVARを使用す

ることを検討してください。「表計算関数」を参照してください。

COVARP

構文 COVARP(expression 1, expression2)

定義 2つの式の母共分散を返します。

注 共分散は2つの変数の変化をまとめて定量化します。ある変数の値が大きい

場合は、平均して、他の変数の大きい値に対応している傾向があるため、プラ

スの共分散は変数が同じ方向に移動する傾向があることを示します。母共分

散は標本共分散に(n-1)/nを乗算したものです。ここで、nはNullでないデー

タポイントの合計です。母共分散は、対象のすべてのアイテムに対して利用

可能なデータがある場合に最適です。反対に、アイテムのランダムなサブセット

のみがある場合には、標本共分散 (COVAR関数を使用 )が適しています。

<expression1>と<expression2>が同じ場合、たとえば、COVARP

([profit], [profit])の場合、COVARPは値がどの程度広い範囲で分

散しているかを示す値を返します。注 : COVARP(X, X)の値はVARP(X)の

値と同等であり、STDEVP(X)^2の値とも同等です。

データベースの制

限

COVARPは次のデータソースで利用できます。Tableauデータ抽出、Cloudera
Hive、EXASolution、Firebird (バージョン3.0以降 )、Google BigQuery、
Hortonworks Hadoop Hive、IBM PDA (Netezza)、Oracle、PostgreSQL、
Presto、SybaseIQ、Teradata、Vertica。

他のデータソースについては、データを抽出するかWINDOW_COVARを使用す

ることを検討してください。「表計算関数」を参照してください。

先頭に戻る
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D

DATE
文字列や数値の式を日付の型に変換する関数。式は、認識可能な形式である必要があります。

構文 DATE(expression)

出力 日付

定義 指定された数値、文字列、または日付の<expression>に対して、日付を返

します。

例 DATE([Employee Start Date])

DATE("September 22, 2018")

DATE("9/22/2018")

DATE(#2018-09-22 14:52#)

注 DATEPARSE ページ2432とは異なり、DATEは多くの標準的な日付形式を自

動的に認識するため、パターンを指定する必要はありません。ただし、DATEが

入力を認識しない場合は、DATEPARSEを使用して形式を指定してみてくださ

い。

MAKEDATE ページ2454も同様の関数ですが、MAKEDATEは年、月、日の数

値を入力する必要があります。

DATEADD
日付部分 (月、日など)に指定された期間を開始日に加えます。

構文 DATEADD(date_part, interval, date)

出力 日付

定義 指定された日付の指定された<date_part>に、<interval>で指定され

た数値を追加した日付を返します。例えば、開始日に3か月を足したり、12
日間を足したりするなどです。

例 すべての締め切り日を1週間延長する
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DATEADD('week', 1, [due date])

2021年 2月 20日の280日後

DATEADD('day', 280, #2/20/21#) = #November 27, 2021#

注 ISO 8601の日付をサポートしています。

DATEDIFF
2つの日付の差を日付部分 (週、年など)の数で返します。

構文 DATEDIFF(date_part, date1, date2, [start_of_week])

出力 整数

定義 date_partの単位で表された、date1とdate2の差異を返します。例えば、バンド

に入った日と抜けた日を引き算して、その人がバンドにいた期間を確認します。

例 1986年 3月 25日と2021年 2月 20日の間の日数

DATEDIFF('day', #3/25/1986#, #2/20/2021#) = 12,751

その人がバンドに参加していた月数

DATEDIFF('month', [date joined band], [date left band])

注 ISO 8601の日付をサポートしています。

DATENAME
指定された日付部分の名前を、個別の文字列として返します。

構文 DATENAME(date_part, date, [start_of_week])

出力 文字列

定義 日付の<date_part>を文字列として返します。

例 DATENAME('year', #3/25/1986#) = "1986"

DATENAME('month', #1986-03-25#) = "March"
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注 ISO 8601の日付をサポートしています。

よく似た計算にDATEPART見開きページがあります。これは、指定された日

付部分の値を、連続した整数として返します。DATEPARTは数値演算である

ため、より高速に処理できます。

計算結果の属性 (ディメンションかメジャーか、連続か不連続か)と日付の書

式を変更すると、DATEPARTとDATENAMEの結果は同じ書式にできます。

逆関数 DATEPARSE 下 は、文字列値を受け取り、日付として書式設定しま

す。

DATEPARSE
特別にフォーマットされた文字列を日付として返します。

構文 DATEPARSE(date_format, date_string)

出力 日付

定義 <date_format>引数は<date_string>フィールドがどのように配置されている

かを示します。文字列フィールドはさまざまな順序で配置することができるため、

<date_format>は正確に一致する必要があります。詳細については、「フィールド

を日付フィールドに変換する」を参照してください。

例 DATEPARSE('yyyy-MM-dd', "1986-03-25") = #March 25, 1986#

注 DATE ページ2430は、多くの標準的な日付形式を自動的に認識する類似の関数

です。DATEで入力パターンを認識できない場合は、DATEPARSEの方が適している

可能性があります。

MAKEDATE ページ2454も同様の関数ですが、MAKEDATEは年、月、日の数値を

入力する必要があります。

日付を分解して日付部分の値を返す逆関数は、DATEPART 見開きページ (整数

出力 )とDATENAME 前のページ (文字列出力 )です。

データ

ベースの

制限

DATEPARSEは次のコネクタで利用できます。レガシーでないExcelとテキストファイル

の接続、Amazon EMR Hadoop Hive、Cloudera Hadoop、Googleスプレッドシー

ト、Hortonworks Hadoop Hive、MapR Hadoop Hive、MySQL、Oracle、
PostgreSQL、およびTableau抽出。書式設定によってはすべての接続で使用でき

ない場合があります。
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DATEPARSEはHiveバリアントではサポートされていません。サポートされているのは、

Denodo、Drill、Snowflakeのみです。

DATEPART
指定された日付部分の名前を、整数として返します。

構文 DATEPART(date_part, date, [start_of_week])

出力 整数

定義 日付の<date_part>を整数として返します。

例 DATEPART('year', #1986-03-25#) = 1986

DATEPART('month', #1986-03-25#) = 3

注 ISO 8601の日付をサポートしています。

よく似た計算にDATENAME ページ2431があります。これは、指定された日付

部分の名前を、個別の文字列として返します。DATEPARTは数値演算であ

るため、より高速に処理できます。フィールドの属性 (ディメンションかメジャー

か、連続か不連続か)と日付の書式を変更すると、DATEPARTとDATENAME

の結果は同じ書式にできます。

逆関数 DATEPARSE 前のページは、文字列値を受け取り、日付として書式

設定します。

DATETIME

構文 DATETIME(expression)

出力 日時

定義 指定された数値、文字列、または日付式に対する日付時刻を返します。

例 DATETIME("April 15, 2005 07:59:00") = April 15, 2005 07:59:00
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DATETRUNC
この関数は、日付の丸め機能と考えることができます。特定の日付を受け取り、希望する特別な条

件でその日付の変化形を返します。すべての日付には、日、月、四半期、および年の値が必ずある

ため、DATETRUNCは、指定された日付部分までの各日付部分に最小値を設定します。詳細につ

いては、例を参照してください。

構文 DATETRUNC(date_part, date, [start_of_week])

出力 日付

定義 <date_part>で指定された精度で<date>を切り捨てます。この関数は新

しい日付を返します。たとえば、月の中旬にある日付を月レベルで丸めた場

合、この関数はその月の第 1日を返します。

例 DATETRUNC('day', #9/22/2018#) = #9/22/2018#

DATETRUNC('iso-week', #9/22/2018#) = #9/17/2018#

(2018/9/22を含む週の月曜日 )

DATETRUNC(quarter, #9/22/2018#) = #7/1/2018#

(2018/9/22を含む四半期の最初の日 )

注 :週とISO週では、start_of_weekが影響します。ISO週の始ま

りは、常に月曜日です。この例のロケールでは、start_of_weekが

指定されていない場合、週の始まりは日曜日になります。

注 ISO 8601の日付をサポートしています。

DATETRUNCは、たとえば、Vizの日時フィールドの時刻の表示を停止するた

めなどに使用しないでください。日付の表示を切り捨てたい場合は、日付の

精度を丸めるのではなく、書式を調整してください。

例えば、DATETRUNC('day', #5/17/2022 3:12:48 PM#)は、vizで
秒まで表示される書式設定の場合、5/17/2022 12:00:00 AMと表示さ

れます。

2434 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/dates_custom_date_formats.htm


DAY
日付の日の部分 (1 ～ 31)を整数として返します。

構文 DAY(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の日の部分を整数として返します。

例 Day(#September 22, 2018#) = 22

注 WEEK ページ2479、MONTH ページ2461、Quarter ページ2466、YEAR

ページ2481、および ISOの相当するものも参照してください。

DEGREES

構文 DEGREES(number)

引数の数値はラジアン単位の角度です。

出力 数値 (度 )

定義 ラジアン単位の角度を度単位に変換します。

例 DEGREES(PI( )/4) = 45.0

注 逆関数 RADIANS ページ2466は、角度を度単位で受け取り、ラジアン単位

で返します。

PI ページ2464()も参照してください。

DISTANCE

構文 DISTANCE(<SpatialPoint1>, <SpatialPoint2>, 'units')

出力 数値

定義 指定されたunitsで2つのポイント間の距離を返します。

例 DISTANCE([Origin Point],[Destination Point], 'km')
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注 対応している単位名 (計算では引用符で囲む必要があります):

l メートル: meters、metres、m
l キロメートル: kilometers、kilometres、km
l マイル: miles、mi
l フィート: feet、ft

データベースの

制限

この関数はライブ接続でのみ作成することができますが、データソースが抽出に

変換された場合も引き続き機能します。

DIV

構文 DIV(integer1, integer2)

出力 整数

定義 <integer1>を<integer2>で割った割り算の整数部分を返します。

例 DIV(11,2) = 5

DOMAIN
DOMAIN(string_url)

Google BigQueryに接続時のみサポートしています。詳細については、「その他の関数」を参照して

ください。

先頭に戻る

E

ELSE

構文 CASE <expression>

WHEN <value1> THEN <then1>

WHEN <value2> THEN <then2>

...

[ELSE <default>]

END
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定義 IF式またはCASE式で、テスト結果がいずれもtrueでない場合に返す既定

値を指定するためのオプションの部分。

例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'

ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers' 

END

CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers'

END

注 CASEページ2424、WHENページ2479、IFページ2444、ELSEIF下、THEN
ページ2474、END次のページとともに使用されます。

ELSEはCASEとIFのオプションです。ELSEが指定されていない計算では、

<test>がいずれもtrueでない場合、計算全体でNullが返されます。

ELSEは条件 ([Season] = "Winter"など)を必要とせず、Null処理の一

種と考えることができます。

ELSEIF

構文 [ELSEIF <test2> THEN <then2>]

定義 IF式のオプションの部分であり、最初の IFに一致しない場合に追加の条件を

指定するために使用されます。

例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'

ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSEIF [Season] = "Spring" THEN 'Sneakers'

ELSEIF [Season] = "Autumn" THEN 'Sneakers'

ELSE 'Bare feet'

END

注 IFページ2444、THENページ2474、ELSE前のページ、END次のページととも

に使用されます。
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ELSEIFは、追加のIF句と考えることができます。ELSEIFはオプションであ

り、複数回繰り返すことができます。

ELSEとは異なり、ELSEIFには条件が必要です ([Season] = "Winter"

など)。

END

定義 IF式またはCASE式を閉じるために使用されます。

例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'

ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers' 

END

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を

確認します。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらの式もtrueで

ない場合は、「スニーカー」を返します。」

CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers'

END

「[季節 ]フィールドを確認してください。値が「夏」の場合は、「サンダル」を返し

ます。値が「冬」の場合は、「ブーツ」を返します。[季節 ]フィールドの内容が計

算内の選択肢と一致しない場合は、「スニーカー」を返します。」

注 CASEページ2424、WHENページ2479、IFページ2444、ELSEIF前のペー

ジ、THENページ2474、ELSEページ2436とともに使用されます。

ENDSWITH

ENDSWITH

構文 ENDSWITH(string, substring)
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出力 ブール値

定義 指定された<string>が指定された<substring>で終わる場合、trueを

返します。行末の空白は無視されます。

例 ENDSWITH("Tableau", "leau") = true

注 サポートしているRegExについては、その他の関数についてのドキュメントも参

照してください。

EXCLUDE
詳細については、「詳細レベル表現」を参照してください。

EXP

構文 EXP(number)

出力 数値

定義 指定された<number>でeを累乗した値を返します。

例 EXP(2) = 7.389

EXP(-[Growth Rate]*[Time])

注 LN ページ2453も参照してください。

先頭に戻る

F

FIND

構文 FIND(string, substring, [start])

出力 数値

定義 <string>内の<substring>のインデックス位置を返します。部分文字列

が見つからない場合は、0を返します。文字列の最初の文字の位置は1で

す。
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オプションの数値引数 startを追加した場合、関数は開始位置より前に出

現する部分文字列のインスタンスをすべて無視します。

例 FIND("Calculation", "alcu") = 2

FIND("Calculation", "Computer") = 0

FIND("Calculation", "a", 3) = 7

FIND("Calculation", "a", 2) = 2

FIND("Calculation", "a", 8) = 0

注 サポートしているRegExについては、その他の関数についてのドキュメントも参

照してください。

FINDNTH

構文 FINDNTH(string, substring, occurrence)

出力 数値

定義 指定された<string>内の<substring>がn番目に現れる位置を返し

ます。ここで、nは<occurence>引数で定義されます。

例 FINDNTH("Calculation", "a", 2) = 7

注 FINDNTHはすべてのデータソースで使用できるわけではありません。

サポートしているRegExについては、その他の関数についてのドキュメントも参

照してください。

FIRST
FIRST()

詳細については、「表計算の関数」を参照してください。

FIXED
詳細については、「詳細レベル表現」を参照してください。
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FLOAT

構文 FLOAT(expression)

出力 浮動小数点数 (10進数 )

定義 引数を浮動小数点数としてキャストします。

例 FLOAT(3) = 3.000

注 整数を返すINT ページ2447も参照してください。

FLOOR

構文 FLOOR(number)

出力 整数

定義 <number>を等しいかより小さな最も近い整数に切り下げます。

例 FLOOR(7.9) = 7

注 CEILING ページ2425とROUND ページ2468も参照してください。

データベースの

制限

FLOORは次のコネクタで利用できます。Microsoft Excel、テキストファイル、統

計ファイル、パブリッシュされたデータソース、Amazon EMR Hadoop Hive、
Cloudera Hadoop、DataStax Enterprise、Google Analytics、Google
BigQuery、Hortonworks Hadoop Hive、MapR Hadoop Hive、Microsoft SQL
Server、Salesforce、Spark SQL。

FULLNAME

構文 FULLNAME( )

出力 文字列

定義 現在のユーザーのフルネームを返します。

例 FULLNAME( )
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サインインしたユーザーのフルネームを返します (「Hamlin Myrer」など)。

[Manager] = FULLNAME( )

Hamlin Myrerというマネージャーがサインインしている場合、この例では、ビュー

の [マネージャー]フィールドに「Hamlin Myrer」が含まれているときにのみ TRUE
を返します。

注 この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server: サインインしたユーザーのフル

ネーム

l Tableau Desktop:ユーザーのローカルまたはネットワークのフルネーム

ユーザーフィルター

フィルターとして使用すると、[Username field] = FULLNAME( )などの

計算フィールドにより、サーバーにサインインしているユーザーと関連性のある

データのみを表示するユーザーフィルターを作成できます。

先頭に戻る

G

GET_JSON_OBJECT
GET_JSON_OBJECT(JSON string, JSON path)

Hadoop Hiveに接続時のみサポートしています。詳細については、「その他の関数」を参照してくださ

い。

GROUP_CONCAT
GROUP_CONCAT(expression)

Google BigQueryに接続時のみサポートしています。詳細については、「その他の関数」を参照して

ください。

先頭に戻る
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H

HEXBINX

構文 HEXBINX(number, number)

出力 数値

定義 x、y座標を最も近い六角形のビンのx座標にマッピングします。ビンの横幅は

1です。入力時には適切に拡大縮小する必要があります。

例 HEXBINX([Longitude]*2.5, [Latitude]*2.5)

注 HEXBINX とHEXBINY 下 は、六角形のビン用のビニング関数とプロット関数

です。六角形のビンは、マップなどのx/y平面内でデータを可視化するための

効率的で洗練されたオプションです。ビンは六角形なので、各ビンは円に近似

し、データ点からビンの中心への距離のばらつきを最小限に抑えます。これによ

り、クラスタリングがより正確かつ有益なものになります。

HEXBINY

構文 HEXBINY(number, number)

出力 数値

定義 x、y座標を最も近い六角形のビンのy座標にマッピングします。ビンの横幅は

1です。入力時には適切に拡大縮小する必要があります。

例 HEXBINY([Longitude]*2.5, [Latitude]*2.5)

注 HEXBINX 上 も参照してください。

HOST
HOST(string_url)

Google BigQueryに接続時のみサポートしています。詳細については、「その他の関数」を参照してく

ださい。

先頭に戻る
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I

IF

構文 IF <test1> THEN <then1>

[ELSEIF <test2> THEN <then2>...]

[ELSE <default>]

END

出力 <then>の値のデータ型に応じて異なります。

定義 一連の式をテストし、最初の真の<test>の<then>値を返します。

例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'

ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers' 

END

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を

確認します。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらの式もtrueで

ない場合は、「スニーカー」を返します。」

注 IF上 とIIF見開きページも参照してください。

ELSEIFページ2437、THENページ2474、ELSEページ2436、ENDページ

2438とともに使用されます。

IFNULL

構文 IFNULL(expr1, expr2)

出力 <expr>の値のデータ型に応じて異なります。

定義 Null以外の場合は<expr1>を返し、それ以外の場合は<expr2>を返しま

す。

例 IFNULL([Assigned Room], "TBD")

「[割り当てられた部屋 ]フィールドがNullでない場合は、その値を返します。

[割り当てられた部屋 ]フィールドがNullの場合は、代わりに「TBD」を返しま
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す。」

注 ISNULLページ2449と比較します。IFNULLは常に値を返します。ISNULL

はブール値 (TrueまたはFalse)を返します。

ZNページ2482も参照してください。

IIF

構文 IIF(<test>, <then>, <else>, [<unknown>])

出力 式内の値のデータ型によって異なります。

定義 条件が満たされているかどうかを確認し(<test>)、テストが trueの場合は<then>を返

し、テストが falseの場合は<else>を返し、テストがNullの場合は<unknown>のオプ

ションの値を返します。オプションのunknown (不明 )が指定されていない場合は、IIFは

Nullを返します。

例 IIF([Season] = 'Summer', 'Sandals', 'Other footwear')

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、「その他の履物」を返

します。」

IIF([Season] = 'Summer', 'Sandals',

IIF('Season' = 'Winter', 'Boots', 'Other footwear')

)

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を確認しま

す。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらもtrueでない場合は、「スニー

カー」を返します。」

IIF('Season' = 'Summer', 'Sandals',

IIF('Season' = 'Winter', 'Boots',

IIF('Season' = 'Spring', 'Sneakers', 'Other footwear')

)

)

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を確認しま

す。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらの式もtrueでない場合は、「ス

ニーカー」を返します。」
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注 IFページ2444とCASEページ2424も参照してください。

IIFには、(IFのように) ELSEIFや、(CASEのように)繰り返されるWHEN句に相当する

ものはありません。代わりに、IIFステートメントを<unknown>要素としてネストすること

で、複数のテストを順番に評価できます。最初 (一番外側 )の trueが返されます。

つまり、以下の計算では、A=Aが trueと評価されるとすぐに式の評価をやめるため、結果

はオレンジではなく赤になります。

IIF('A' = 'A', 'Red', IIF('B' = 'B', 'Orange', IIF('C' = 'D',

'Yellow', 'Green')))

IN

構文 <expr1> IN <expr2>

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

定義 <expr1>の値が<expr2>のいずれかの値と一致する場合、TRUEを返しま

す。

例 SUM([Cost]) IN (1000, 15, 200)

「コストフィールドの値は1000、15、または200ですか?」

[Field] IN [Set]

「フィールドの値はセット内に存在しますか?」

注 <expr2>の値は、セット、リテラル値のリスト、または組み合わせフィールドにす

ることができます。

WHENページ2479も参照してください。

INCLUDE
詳細については、「詳細レベル表現」を参照してください。

INDEX
INDEX( )
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詳細については、「表計算の関数」を参照してください。

INT

構文 INT(expression)

出力 整数

定義 引数を整数としてキャストします。引数が式の場合、この関数は結果をゼロに

最も近い整数に丸めます。

例 INT(8/3) = 2

INT(-9.7) = -9

注 文字列が整数に変換される場合、この文字列はまず浮動小数点数に変換さ

れてから、丸められます。

小数を返すFLOAT ページ2441も参照してください。

ROUNDページ2468、CEILINGページ2425、FLOORページ2441も参照して

ください。

INTERSECTS

構文 INTERSECTS (<geometry1>, <geometry2>)

出力 ブール値

定義 2つのジオメトリが空間で重なっているかどうかを示すTrueまたはFalseを返し

ます。

注 サポートされている組み合わせ:ポイント/ポリゴン、ライン/ポリゴン、およびポリゴ

ン/ポリゴン

ISDATE
文字列が有効な日付形式かどうかを確認します。

構文 ISDATE(string)
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出力 ブール値

定義 指定された<string>が有効な日付の場合、trueを返します。

例 ISDATE(09/22/2018) = true

ISDATE(22SEP18) = false

注 必須の引数は文字列でなければなりません。ISDATEは、日付データ型の

フィールドには使用できません。計算によりエラーが返されます。

ISFULLNAME

構文 ISFULLNAME("User Full Name")

出力 ブール値

定義 現在のユーザーのフルネームが指定されたフルネームに一致する場合に

TRUEを返し、一致しない場合はFALSEを返します。

例 ISFULLNAME("Hamlin Myrer")

注 <"User Full Name">引数はフィールドではなくリテラル文字列である必

要があります。

この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server: サインインしたユーザーのフル

ネーム

l Tableau Desktop:ユーザーのローカルまたはネットワークのフルネーム

ISMEMBEROF

構文 ISMEMBEROF("Group Name")

出力 ブール値またはNull

定義 現在 Tableauを使用しているユーザーが指定された文字列と一致するグルー

プのメンバーである場合はTRUE、メンバーでない場合はFALSE、サインインし

ていない場合はNULLを返します。
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例 ISMEMBEROF('Superstars')

ISMEMBEROF('domain.lan\Sales')

注 <"Group Full Name">引数はフィールドではなくリテラル文字列である必

要があります。

Tableau CloudまたはTableau Serverにユーザーがサインインしている場合、

グループメンバーシップはTableauグループによって決定されます。指定された

文字列が「全ユーザー」の場合、この関数はTRUEを返します。

ISMEMBEROF( )関数は、Active Directoryのドメインにも対応しています。

Active Directoryドメインは、グループ名を使用して計算内で宣言される必要

があります。

ISNULL

構文 ISNULL(expression)

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

定義 <expression>がNULLの場合 (有効なデータが含まれていない場合 )、true
を返します。

例 ISNULL([Assigned Room])

「[割り当てられた部屋 ]フィールドはNullですか?」

注 IFNULLページ2444と比較します。IFNULLは常に値を返します。ISNULLは

ブール値を返します。

ZNページ2482も参照してください。

ISOQUARTER

構文 ISOQUARTER(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の ISO8601週ベースの四半期の部分を整数として返し

ます。
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例 ISOQUARTER(#1986-03-25#) = 1

注 ISOWEEK 下、ISOWEEKDAY 下、ISOYEAR 下、および非 ISOの相当する

ものも参照してください。

ISOWEEK

構文 ISOWEEK(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の ISO8601週ベースの週を整数で返します。

例 ISOWEEK(#1986-03-25#) = 13

注 ISOWEEKDAY 下、ISOQUARTER 前のページ、ISOYEAR 下、および非

ISOの相当するものも参照してください。

ISOWEEKDAY

構文 ISOWEEKDAY(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の ISO8601週ベースの曜日を整数で返します。

例 ISOWEEKDAY(#1986-03-25#) = 2

注 ISOWEEK 上、ISOQUARTER 前のページ、ISOYEAR 下、および非 ISOの

相当するものも参照してください。

ISOYEAR

構文 ISOYEAR(date)

出力 整数

定義 指定された日付の ISO8601週ベースの年の部分を整数として返します。
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例 ISOYEAR(#1986-03-25#) = 1,986

注 ISOWEEK 前のページ、ISOWEEKDAY 前のページ、ISOQUARTER ページ

2449、および非 ISOの相当するものも参照してください。

ISUSERNAME

構文 ISUSERNAME("username")

出力 ブール値

定義 現在のユーザーのユーザー名が、指定された<username>に一致する場合

はTRUEを、一致しない場合はFALSEを返します。

例 ISUSERNAME("hmyrer")

注 <"username">引数はフィールドではなくリテラル文字列である必要がありま

す。

この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server: サインインしたユーザーのフル

ネーム

l Tableau Desktop:ユーザーのローカルまたはネットワークのユーザー名

先頭に戻る

J

先頭に戻る

K

先頭に戻る

L

LAST
LAST()

詳細については、「表計算の関数」を参照してください。
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LEFT

構文 LEFT(string, number)

出力 文字列

定義 文字列の左端から<number>個の文字を返します。

例 LEFT("Matador", 4) = "Mata"

注 MIDページ2458とRIGHTページ2468も参照してください。

LEN

構文 LEN(string)

出力 数値

定義 <string>の長さを返します。

例 LEN("Matador") = 7

注 空間関数 LENGTH 下 と混同しないでください。

LENGTH

構文 LENGTH(geometry, 'units')

出力 数値

定義 指定された<units>を使用して、<geometry>内の1つまたは複数のライ

ンストリングの測地パスの長さを返します。

例 LENGTH([Spatial], 'metres')

注 ジオメトリ引数にラインストリングがない場合、他の要素は許可されますが、

結果は<NaN>になります。

文字列関数 LEN 上 と混同しないでください。
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LN

構文 LN(number)

出力 数値

引数がゼロ以下の場合、出力はNullになります。

定義 <number>の自然対数を返します。

例 LN(50) = 3.912023005

注 EXP ページ2439とLOG 下 も参照してください。

LOG

構文 LOG(number, [base])

オプションの基底の引数が存在しない場合は、10が基底として使用されま

す。

出力 数値

定義 指定された<base>に対する<number>の対数を返します。

例 LOG(16,4) = 2

注 POWER ページ2465とLN 上 も参照してください。

LOG2
LOG2(number)

Google BigQueryに接続時のみサポートしています。詳細については、「その他の関数」を参照してく

ださい。

LOOKUP
LOOKUP(expression, [offest])

詳細については、「表計算の関数」を参照してください。
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LOWER

構文 LOWER(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>をすべて小文字にして返します。

例 LOWER("ProductVersion") = "productversion"

注 UPPERページ2477とPROPERページ2465も参照してください。

LTRIM

構文 LTRIM(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>を先頭の空白を削除して返します。

例 LTRIM(" Matador ") = "Matador "

注 RTRIMページ2469も参照してください。

LTRIM_THIS
LTRIM_THIS(string, string)

Google BigQueryに接続時のみサポートしています。詳細については、「その他の関数」を参照して

ください。

先頭に戻る

M

MAKEDATE

構文 MAKEDATE(year, month, day)

出力 日付
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定義 指定された<year>、<monthg>、<day>から構成される日付値を返しま

す。

例 MAKEDATE(1986,3,25) = #1986-03-25#

注
注 :値を誤って入力した場合、4月 31日は存在しないというエラーが

返されるのではなく、MAKEDATE(2020,4,31) = May 1, 2020の

ように日付が調整されます。

Tableauのデータ抽出で利用できます。他のデータソースで利用可能か確認

します。

MAKEDATEでは、各日付部分に数値を入力する必要があります。日付であ

るはずのデータが文字列の場合は、DATE ページ2430関数を試してくださ

い。DATEは、多くの標準的な日付形式を自動的に認識します。DATEが入

力を認識しない場合は、DATEPARSE ページ2432を使用してみてください。

MAKEDATETIME

構

文

MAKEDATETIME(date, time)

出

力

日時

定

義

<date>と<time>を組み合わせた日付時刻を返します。日付は、日付、日付時刻、ま

たは文字列の種類になることがあります。時刻は日付時刻である必要があります。

例 MAKEDATETIME("1899-12-30", #07:59:00#) = #12/30/1899 7:59:00

AM#

MAKEDATETIME([Date], [Time]) = #1/1/2001 6:00:00 AM#

注 この関数は、MySQL互換の接続 (TableauではMySQLおよびAmazon Aurora)でのみ

使用できます。

MAKETIME ページ2457は、Tableauデータ抽出およびその他のデータソースで使用でき

る類似の関数です。
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MAKELINE

構文 MAKELINE(SpatialPoint1, SpatialPoint2)

出力 ジオメトリ(線 )

定義 2点間に線のマークを生成します

例 MAKELINE(MAKEPOINT(47.59, -122.32), MAKEPOINT(48.5, -123.1))

注 出発地と目的地のマップを作成するのに役立ちます。

MAKEPOINT

構文 MAKEPOINT(latitude, longitude, [SRID])

出力 ジオメトリ(点 )

定義 <latitude>列および<longitude>列のデータを、空間オブジェクトに変

換します。

オプションの<SRID>引数を追加すると、入力として他の投影地理座標を使

用できます。

例 MAKEPOINT(48.5, -123.1)

MAKEPOINT([AirportLatitude], [AirportLongitude])

MAKEPOINT([Xcoord],[Ycoord], 3493)

注 MAKEPOINTでは、自動的に生成された緯度と経度のフィールドを使用できま

せん。データソースには座標がネイティブに含まれている必要があります。

SRIDは、ESPG参照系コードを使用して座標系を指定する空間参照識別

子です。SRIDを指定しない場合はWGS84が使用され、パラメーターは度を

単位とする緯度 /経度で処理されます。

MAKEPOINTを使用すると、データソースを空間的に有効化し、空間結合を

使用している空間ファイルと結合することができます。詳細については、

「Tableauで空間ファイルを結合する」を参照してください。
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MAKETIME

構文 MAKETIME(hour, minute, second)

出力 日時

定義 指定された<hour>、<minute>、<second>から構成される日付値を返し

ます。

例 MAKETIME(14, 52, 40) = #1/1/1899 14:52:40#

注 Tableauは時刻のデータ型をサポートしておらず、日付時刻のみをサポートして

いるため、出力は日付時刻になります。フィールドの日付部分は1899年 1月

1日になります。

MYSQL互換の接続でのみ使用できるMAKEDATETIME ページ2455に類似

の関数です。

MAX

構文 MAX(expression)またはMAX(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最大値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MAXは集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MAX(4,7) = 7

MAX(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #2/20/2021#

MAX([Name]) = "Zander"

注 文字列の場合

MAXは、通常、アルファベット順で最後に来る値です。

データベースのデータソースでは、MAXの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も高い値です。

日付の場合
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日付の場合、MAXは最新の日付です。MAXが集計の場合、結果には日付の

階層がありません。MAXが比較の場合、結果には日付の階層が保持されま

す。

集計として

MAX(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MAX(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。

MIN 見開きページも参照してください。

MEDIAN

構文 MEDIAN(expression)

定義 式のすべてのレコードの中から中央値を返します。NULL値は無視されます。

注 MEDIANは数値フィールドでのみ使用できます。

データベースの

制限

MEDIANは次のデータソースでは使用できません。Access、Amazon
Redshift、Cloudera Hadoop、HP Vertica、IBM DB2、IBM PDA (Netezza)、
Microsoft SQL Server、MySQL、SAP HANA、Teradata。

他のデータソースタイプの場合は、この関数を使用してデータを抽出ファイル

に抽出できます。「データの抽出」を参照してください。

MID

構文 (MID(string, start, [length])

出力 文字列

定義 指定された<start>位置から始まる文字列を返します。文字列の最初の

文字の位置は1です。

オプションの数値引数 <length>を追加した場合、返される文字列には、そ

の引数に相当する数の文字だけが含まれます。
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例 MID("Calculation", 2) = "alculation"

MID("Calculation", 2, 5) ="alcul"

注 サポートしているRegExについては、その他の関数についてのドキュメントも参

照してください。

MIN

構文 MIN(expression)またはMIN(expr1, expr2)

出力 引数と同じデータ型、または引数の一部がNullの場合 NULL 。

定義 2つの引数の最小値を返します (2つの引数は同じ型でなければなりません)。

MIN は集計として単一フィールドにも適用できます。

例 MIN(4,7) = 4

MIN(#3/25/1986#, #2/20/2021#) = #3/25/1986#

MIN([Name]) = "Abebi"

注 文字列の場合

MINは、通常、アルファベット順で最初に来る値です。

データベースのデータソースでは、MINの文字列値は、その列でデータ

ベースが定義しているソート順が最も低い値です。

日付の場合

日付の場合、MINは最も早い日付です。MINが集計の場合、結果には日付

の階層がありません。MINが比較の場合、結果には日付の階層が保持されま

す。

集計として

MIN(expression)は集計関数であり、集計された単一の結果を返しま

す。VizではAGG(expression)と表示されます。

比較として

MIN(expr1, expr2)は2つの値を比較し、行レベルの値を返します。
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MAX ページ2457も参照してください。

モデルの拡張機能

詳細については、「表計算の関数」を参照してください。

l MODEL_EXTENSION_BOOL
l MODEL_EXTENSION_INT
l MODEL_EXTENSION_REAL
l MODEL_EXTENSION_STR

MODEL_PERCENTILE

構文 MODEL_PERCENTILE(        

model_specification (optional),

target_expression,

predictor_expression(s))

定義 予測値が観測されたマーク以下である確率 (0から1の間 )を返します。マー

クは、ターゲット式と他の予測変数で定義されます。これは、累積分布関数

(CDF)とも呼ばれる事後予測分布関数です。

例 MODEL_PERCENTILE( SUM([Sales]),COUNT([Orders]))

MODEL_QUANTILE

構文 MODEL_QUANTILE(        

model_specification (optional),

quantile,

target_expression,

predictor_expression(s))

定義 指定した分位数で、ターゲット式と他の予測変数によって定義された推定範

囲内のターゲット数値を返します。これは事後予測分位です。

例 MODEL_QUANTILE(0.5, SUM([Sales]), COUNT([Orders]))
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MONTH

構文 MONTH(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の月を整数で返します。

例 MONTH(#1986-03-25#) = 3

注 DAY ページ2435、WEEK ページ2479、Quarter ページ2466、YEAR ペー

ジ2481、および ISOの相当するものも参照してください。

先頭に戻る

N

NOT

構文 NOT <expression>

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

定義 1つの式で論理否定を実行します。

例 IF NOT [Season] = "Summer"

THEN 'Don't wear sandals'

ELSE 'Wear sandals' 

END

「季節が夏でない場合は、「サンダルを履かないでください」を返します。そうで

ない場合は、「サンダルを履いてください」と返します。」

注 多くの場合、IFページ2444や IIFページ2445とともに使用されます。このリファ

レンス内のTableau 関数はアルファベット順に整理されています。文字をクリッ

クすると、リスト内のその場所にジャンプします。Ctrl+F (Mac では Command-
F) を使用して検索ボックスを開き、特定の関数を検索することもできます。

ページ2419とOR次のページも参照してください。
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NOW

構文 NOW()

出力 日時

定義 現在のローカルシステムの日付と時刻を返します。

例 NOW() = 1986-03-25 1:08:21 PM

注 NOWは引数を取りません。

日付時刻でなく日付を返す同様の計算であるTODAY ページ2476も参照

してください。

データソースがライブ接続の場合、システムの日付と時刻は別のタイムゾーン

になる可能性があります。これに対処する方法の詳細については、「ナレッジ

ベース」を参照してください。

先頭に戻る

O

OR

構文 <expr1> OR <expr2>

出力 ブール値 (TrueまたはFalse)

定義 2つの式の論理和を実行します。

例 IF [Season] = "Spring" OR [Season] = "Fall"

THEN "Sneakers"

END

「(「季節」=「春」)または (「季節」=「秋」)のいずれかが trueの場合、「スニー

カー」を返します。」

注 多くの場合、IFページ2444や IIFページ2445とともに使用されます。このリ

ファレンス内のTableau 関数はアルファベット順に整理されています。文字を

クリックすると、リスト内のその場所にジャンプします。Ctrl+F (Mac では

Command-F) を使用して検索ボックスを開き、特定の関数を検索することも
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できます。ページ2419とNOTページ2461も参照してください。

いずれかの式がTRUEの場合、結果はTRUEになります。両方の式が

FALSEの場合、結果はFALSEになります。両方の式がNULLの場合、結

果はNULLになります。

OR比較の結果がワークシートに表示される計算を作成すると、Tableauでは

TRUEやFALSEと表示されます。この設定を変更するには、書式設定ダイア

ログボックスの [書式設定 ]エリアを使用してください。

注 : OR演算子は、「短絡評価」を採用しています。そのため、最初の

式がTRUEとして評価された場合、2番目の式はまったく評価されませ

ん。このことは、最初の式がTRUEとして評価されているときに、2番目

の式でエラーが発生した場合に役に立ちます。なぜならば、短絡評価

が採用されている場合、2番目の式は一度も評価されないからです。

OUTLINE

構文 OUTLINE(<spatial polygon>)

出力 ジオメトリ

定義 多角形のジオメトリをラインストリングに変換します。

注 塗りつぶしとは異なるスタイルを設定できる、枠線用の別のレイヤーを作成する

場合に便利です。

マルチ多角形内の多角形をサポートします。

先頭に戻る

P

PARSE_URL
PARSE_URL(string, url_part)

Cloudera Impalaに接続されている場合のみサポートされます。詳細については、「その他の関数」を

参照してください。
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PARSE_URL_QUERY
PARSE_URL_QUERY(string, key)

Cloudera Impalaに接続されている場合のみサポートされます。詳細については、「その他の関数」を

参照してください。

PERCENTILE

構文 PERCENTILE(expression, number)

定義 指定された<number>に対する指定された<expression>の百分位値を

返します。<number>は0と1の間 (0と1を包む)の数値定数である必要が

あります。

例 PERCENTILE([Score], 0.9)

データベースの

制限

この関数は次のデータソースで使用できます。非レガシーMicrosoft Excelお
よびテキストファイル接続、抽出および抽出専用のデータソースタイプ

(Google Analytics、OData、またはSalesforceなど)、Sybase IQ 15.1以降

のデータソース、Oracle 10以降のデータソース、Cloudera Hiveおよび

Hortonworks Hadoop Hiveデータソース、EXASolution 4.2以降のデータ

ソース。

他のデータソースタイプの場合は、この関数を使用してデータを抽出ファイル

に抽出できます。「データの抽出」を参照してください。

PI

構文 PI()

出力 数値

定義 数値定数 pi (3.14159...)を返します。

例 PI() = 3.14159

注 入力がラジアン単位の三角関数に便利です。
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POWER

構文 POWER(number, power)

出力 数値

定義 <number>を<power>で指定された回数掛け合わせます。

例 POWER(5,3) = 125

POWER([Temperature], 2)

注 5^3 = POWER(5,3) = 125のように、̂ 記号を使用することもできます。

EXP ページ2439、LOG ページ2453、SQUARE ページ2472も参照してくだ

さい。

PREVIOUS_VALUE
PREVIOUS_VALUE(expression)

詳細については、「表計算の関数」を参照してください。

PROPER

構文 PROPER(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>を各単語の最初の文字を大文字、残りの文字を小

文字にして返します。

例 PROPER("PRODUCT name") = "Product Name"

PROPER("darcy-mae") = "Darcy-Mae"

注 スペースや句読点などの英数字以外の文字も区切り文字として扱われます。

LOWERページ2454とUPPERページ2477も参照してください。

先頭に戻る
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Q

Quarter

構文 QUARTER(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の四半期を整数で返します。

例 QUARTER(#1986-03-25#) = 1

注 DAY ページ2435、WEEK ページ2479、MONTH ページ2461、YEAR ページ

2481、および ISOの相当するものも参照してください。

先頭に戻る

R

RADIANS

構文 RADIANS(number)

出力 数値 (ラジアン単位の角度 )

定義 指定された<number>を度単位からラジアン単位に変換します。

例 RADIANS(180) = 3.14159

注 逆関数 DEGREES ページ2435は、角度をラジアン単位で受け取り、度単位

で返します。

RANK表計算関数

詳細については、「表計算の関数」を参照してください。

l RANK(expression, ['asc' | 'desc'])
l RANK_DENSE(expression, ['asc' | 'desc'])
l RANK_MODIFIED(expression, ['asc' | 'desc'])
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l RANK_PERCENTILE(expression, ['asc' | 'desc'])
l RANK_UNIQUE(expression, ['asc' | 'desc'])

RAWSQL関数

詳細については、「パススルー関数 (RAWSQL)」を参照してください。

l RAWSQL_BOOL("sql_expr", [arg1], … [argN])
l RAWSQL_DATE("sql_expr", [arg1], … [argN])
l RAWSQL_DATETIME("sql_expr", [arg1], … [argN])
l RAWSQL_INT("sql_expr", [arg1], … [argN])
l RAWSQL_REAL("sql_expr", [arg1], … [argN])
l RAWSQL_SPATIAL
l RAWSQL_STR("sql_expr", [arg1], … [argN])
l RAWSQLAGG_BOOL("sql_expr", [arg1], … [argN])
l RAWSQLAGG_DATE("sql_expr", [arg1], … [argN])
l RAWSQLAGG_DATETIME("sql_expr", [arg1], … [argN])
l RAWSQLAGG_INT("sql_expr", [arg1], … [argN])
l RAWSQLAGG_REAL("sql_expr", [arg1], … [argN])
l RAWSQLAGG_STR("sql_expr", [arg1], … [argN])

REGEXP関数

詳細については、「その他の関数」を参照してください。

l REGEXP_EXTRACT(string, pattern)
l REGEXP_EXTRACT_NTH(string, pattern, index)
l REGEXP_EXTRACT_NTH(string, pattern, index)
l REGEXP_MATCH(string, pattern)
l REGEXP_REPLACE(string, pattern, replacement)

REPLACE

構文 REPLACE(string, substring, replacement

出力 文字列

定義 <string>で<substring>を検索し、それを<replacement>で置き換

えます。<substring>が見つからない場合、文字列は変更されません。
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例 REPLACE("Version 3.8", "3.8", "4x") = "Version 4x"

注 その他の関数についてのドキュメントのREGEXP_REPLACEも参照してくださ

い。

RIGHT

構文 RIGHT(string, number)

出力 文字列

定義 文字列の右端から<number>個の文字を返します。

例 RIGHT("Calculation", 4) = "tion"

注 LEFTページ2452とMIDページ2458も参照してください。

ROUND

構文 ROUND(number, [decimals])

出力 数値

定義 指定された桁数に<number>を丸めます。

オプションのdecimals引数は、最終結果に含める小数点以下の桁数 (精
度 )を指定します。decimalsを省略した場合、数値は最も近い整数に丸

められます。

例 ROUND(1/3, 2) = 0.33

注 MS SQL Serverなどの一部のデータベースでは、桁数に負の値を指定できま

す。たとえば、-1は数値を十の位で丸め、-2は百の位で丸めます。このこと

は、すべてのデータベースに当てはまるわけではありません。たとえば、Excelと
Accessには当てはまりません。

ヒント: ROUNDでは、参照元の数値の浮動小数点表現 (9.405から9.40に

丸めるなど)が原因で問題が発生する可能性があるため、丸めるのではなく

目的の小数点以下の桁数になるように数値を書式設定する方が望ましい

場合があります。9.405を小数点以下 2桁に書式設定すると、9.41になりま
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す。

CEILING ページ2425とFLOOR ページ2441も参照してください。

RTRIM

構文 RTRIM(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>を末尾の空白を削除して返します。

例 RTRIM(" Calculation ") = " Calculation"

注 LTRIMページ2454とTRIMページ2476も参照してください。

RTRIM_THIS
RTRIM_THIS(string, string)

Google BigQueryに接続時のみサポートしています。詳細については、「その他の関数」を参照してく

ださい。

RUNNING表計算関数

詳細については、「表計算の関数」を参照してください。

l RUNNING_AVG(expression)
l RUNNING_COUNT(expression)
l RUNNING_MAX(expression)
l RUNNING_MIN(expression)
l RUNNING_SUM(expression)

先頭に戻る

S

SCRIPT分析拡張機能

詳細については、「表計算の関数」を参照してください。
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l SCRIPT_BOOL
l SCRIPT_INT
l SCRIPT_REAL
l SCRIPT_STR

SHAPETYPE

構文 SHAPETYPE(<geometry>)

出力 文字列

定義 Empty、Point、MultiPoint、LineString、MultiLinestring、Polygon、
MultiPolygon、Mixed、およびサポートされていないものなどの空間ジオメトリ

の構造を説明する文字列を返します。

例 SHAPETYPE(MAKEPOINT(48.5, -123.1)) = "Point"

SIGN

構文 SIGN(number)

出力 -1、0、または1

定義 <number>の符号を返します。数値が負の場合は -1、数値がゼロの場合は

0、数値が正の場合は1を返します。

例 SIGN(AVG(Profit)) = -1

注 ABS ページ2419も参照してください。

SIN

構文 SIN(number)

出力 数値

定義 角度のサインをラジアン単位で返します。

例 SIN(0) = 1.0
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SIN(PI( )/4) = 0.707106781186548

注 逆関数 ASIN ページ2422は、引数としてサインを受け取り、角度をラジアン

単位で返します。

PI ページ2464も参照してください。角度を度単位からラジアン単位に変換

するには、RADIANS ページ2466を使用します。

SIZE
SIZE()

詳細については、「表計算の関数」を参照してください。

SPACE

構文 SPACE(number)

出力 文字列 (具体的にはスペースのみ)

定義 指定された文字数分の空白からなる文字列を返します。

例 SPACE(2) = " "

SPLIT

構文 SPLIT(string, delimiter, token number)

出力 文字列

定義 <delimiter>文字を使用して文字列を<tokens>のシーケンスに分割し、

<string>の部分文字列を返します。

例 SPLIT ("a-b-c-d", "-", 2) = "b"

SPLIT ("a|b|c|d", "|", -2) = "c"

注 文字列は区切り文字とトークンが交互に連続する文字列として解釈されま

す。そのため、文字列がabc-defgh-i-jklで、区切り文字が「-」の場合、

トークンは (1) abc、(2) defgh、(3) i、(4) jlkになります。
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SPLITはトークン番号に対応するトークンを返します。トークン番号が正の場

合、トークンは文字列の左端からカウントされます。トークン番号が負の場合、

トークンは文字列の右からカウントされます。

サポートしているREGEXについては、その他の関数についてのドキュメントも参

照してください。

データベースの

制限

splitコマンドとcustom splitコマンドは、次の種類のデータソースで使用できま

す。Tableauデータ抽出、Microsoft Excel、テキストファイル、PDFファイル、

Salesforce、OData、Microsoft Azure Market Place、Googleアナリティクス、

Vertica、Oracle、MySQL、PostgreSQL、Teradata、Amazon Redshift、
Aster Data、Google Big Query、Cloudera Hadoop Hive、Hortonworks
Hive、Microsoft SQL Server。

データソースによっては、文字列の分割に制限があります。このトピックで後述

するSPLIT関数の制限事項を参照してください。

SQRT

構文 SQRT(number)

出力 数値

定義 <number>の平方根を返します。

例 SQRT(25) = 5

注 SQUARE 下 も参照してください。

SQUARE

構文 SQUARE(number)

出力 数値

定義 <number>の平方を返します。

例 SQUARE(5) = 25

注 SQRT 上 とPOWER ページ2465も参照してください。
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STARTSWITH

構文 STARTSWITH(string, substring)

出力 ブール値

定義 stringがsubstringで始まる場合は、trueを返します。先頭の空白は無

視されます。

例 STARTSWITH("Matador, "Ma") = TRUE

注 CONTAINSページ2426、およびサポートしているREGEXについては、その他

の関数についてのドキュメントも参照してください。

STDEV

構文 STDEV(expression)

定義 母集団の標本に基づいて、指定された<expression>のすべての値の統計

的標準偏差を返します。

STDEVP

構文 STDEVP(expression)

定義 バイアスした母集団に基づいて、指定された<expression>のすべての値の

統計的標準偏差を返します。

STR

構文 STR(expression)

出力 文字列

定義 引数を文字列としてキャストします。

例 STR([ID])
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SUM

構文 SUM(expression)

定義 <expression>内のすべての値の合計を返します。NULL値は無視されま

す。

注 SUMは数値フィールドでのみ使用できます。

先頭に戻る

T

TAN

構文 TAN(number)

<number>の引数はラジアン単位の角度です。

出力 数値

定義 角度のタンジェントを返します。

例 TAN(PI ( )/4) = 1.0

注 ATAN ページ2422、ATAN2 ページ2422、COT ページ2427、PI ページ

2464も参照してください。角度を度単位からラジアン単位に変換するには、

RADIANS ページ2466を使用します。

THEN

構文 IF <test1> THEN <then1>

[ELSEIF <test2> THEN <then2>...]

[ELSE <default>]

END

定義 IF、ELSEIF、CASEの式の必須部分であり、特定の値またはテストが true
の場合に返す結果を定義するために使用されます。

例 IF [Season] = "Summer" THEN 'Sandals'
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ELSEIF [Season] = "Winter" THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers' 

END

「「季節」=「夏」の場合、「サンダル」を返します。そうでない場合は、次の式を

確認します。「季節」=「冬」の場合、「ブーツ」を返します。どちらの式もtrueで

ない場合は、「スニーカー」を返します。」

CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'

ELSE 'Sneakers'

END

「[季節 ]フィールドを確認してください。値が「夏」の場合は、「サンダル」を返し

ます。値が「冬」の場合は、「ブーツ」を返します。[季節 ]フィールドの内容が計

算内の選択肢と一致しない場合は、「スニーカー」を返します。」

注 CASEページ2424、WHENページ2479、IFページ2444、ELSEIFページ

2437、THEN前のページ、ELSEページ2436、ENDページ2438とともに使用

されます。

TIMESTAMP_TO_USEC
TIMESTAMP_TO_USEC(expression)

Google BigQueryに接続時のみサポートしています。詳細については、「その他の関数」を参照してく

ださい。

TLD
TLD(string_url)

Google BigQueryに接続時のみサポートしています。詳細については、「その他の関数」を参照してく

ださい。
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TODAY

構文 TODAY()

出力 日付

定義 現在のローカルシステムの日付を返します。

例 TODAY() = 1986-03-25

注 TODAYは引数を取りません。

日付ではなく日付時刻を返す同様の計算であるNOW ページ2462も参照し

てください。

データソースがライブ接続の場合、システムの日付は別のタイムゾーンになる

可能性があります。これに対処する方法の詳細については、「ナレッジベース」

を参照してください。

TOTAL
TOTAL(expression)

詳細については、「表計算の関数」を参照してください。

TRIM

構文 TRIM(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>を、先頭と末尾の空白を削除して返します。

例 TRIM(" Calculation ") = "Calculation"

注 LTRIMページ2454とRTRIMページ2469も参照してください。

先頭に戻る
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U

UPPER

構文 UPPER(string)

出力 文字列

定義 指定された<string>をすべて大文字にして返します。

例 UPPER("Calculation") = "CALCULATION"

注 PROPERページ2465とLOWERページ2454も参照してください。

USEC_TO_TIMESTAMP
USEC_TO_TIMESTAMP(expression)

Google BigQueryに接続時のみサポートしています。詳細については、「その他の関数」を参照してく

ださい。

USERDOMAIN

構文 USERDOMAIN( )

出力 文字列

定義 現在のユーザーのドメインを返します。

注 この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server:サインインしているユーザーの

ユーザードメイン

l Tableau Desktop:ユーザーがドメイン上に存在する場合はローカルドメ

イン

USERNAME

構文 USERNAME( )
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出力 文字列

定義 現在のユーザーのユーザー名を返します。

例 USERNAME( )

サインインしているユーザーのユーザー名 (「hmyrer」など)を返します。

[Manager] = USERNAME( )

hmyrerというマネージャーがサインインしている場合、この例では、ビューの [マ
ネージャー]フィールドに「hmyrer」が含まれているときにのみ TRUEを返します。

注 この関数は以下をチェックします。

l Tableau CloudおよびTableau Server: サインインしたユーザーのユー

ザー名

l Tableau Desktop:ユーザーのローカルまたはネットワークのユーザー名

ユーザーフィルター

フィルターとして使用すると、[Username field] = USERNAME( )などの

計算フィールドにより、サーバーにサインインしているユーザーと関連性のある

データのみを表示するユーザーフィルターを作成できます。

ユーザー属性 JSONWebトークン関数

l USERATTRIBUTE('attribute_name')
l USERATTRIBUTEINCLUDES('attribute_name', 'expected_value')

詳細については、「ユーザー関数」を参照してください。

先頭に戻る

V

VAR

構文 VAR(expression)

定義 母集団の標本に基づいて、指定された式のすべての値の統計的分散を返し

ます。
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VARP

構文 VARP(expression)

定義 母集団全体について、指定された式のすべての値の統計的変異を返しま

す。

先頭に戻る

W

WEEK

構文 WEEK(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の週を整数で返します。

例 WEEK(#1986-03-25#) = 13

注 DAY ページ2435、MONTH ページ2461、Quarter ページ2466、YEAR

ページ2481、および ISOの相当するものも参照してください。

WHEN

構文 CASE <expression>

WHEN <value1> THEN <then1>

WHEN <value2> THEN <then2>

...

[ELSE <default>]

END

定義 CASE式の必須部分。<expression>と一致する最初の<value>を見つ

け、対応する<then>を返します。

例 CASE [Season]

WHEN 'Summer' THEN 'Sandals'

WHEN 'Winter' THEN 'Boots'
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ELSE 'Sneakers'

END

「[季節 ]フィールドを確認してください。値が「夏」の場合は、「サンダル」を返し

ます。値が「冬」の場合は、「ブーツ」を返します。[季節 ]フィールドの内容が計

算内の選択肢と一致しない場合は、「スニーカー」を返します。」

注 CASEページ2424、THENページ2474、ELSEページ2436、ENDページ

2438とともに使用されます。

CASEは次のようなWHEN IN構造もサポートします。

CASE <expression>

WHEN IN <set1> THEN <then1>

WHEN IN <combinedfield> THEN <then2>

...

ELSE <default>

END

WHEN INで比較される値は、セット、リテラル値のリスト、または組み合わせ

フィールドである必要があります。INページ2446も参照してください。

ウィンドウ表計算

詳細については、「表計算の関数」を参照してください。

l WINDOW_AVG(expression, [start, end])
l WINDOW_CORR(expression1, expression2, [start, end])
l WINDOW_COUNT(expression, [start, end])
l WINDOW_COVAR(expression1, expression2, [start, end])
l WINDOW_COVARP(expression1, expression2, [start, end])
l WINDOW_MAX(expression, [start, end])
l WINDOW_MEDIAN(expression, [start, end])
l WINDOW_MIN(expression, [start, end])
l WINDOW_PERCENTILE(expression, number, [start, end])
l WINDOW_STDEV(expression, [start, end])
l WINDOW_STDEVP(expression, [start, end])
l WINDOW_SUM(expression, [start, end])
l WINDOW_VAR(expression, [start, end])
l WINDOW_VARP(expression, [start, end])
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先頭に戻る

X

XPATH関数

Hadoop Hiveに接続時のみサポートしています。詳細については、「パススルー関数 (RAWSQL)」を
参照してください。

l XPATH_BOOLEAN(XML string, XPath expression string)
l XPATH_DOUBLE(XML string, XPath expression string)
l XPATH_FLOAT(XML string, XPath expression string)
l XPATH_INT(XML string, XPath expression string)
l XPATH_LONG(XML string, XPath expression string)
l XPATH_SHORT(XML string, XPath expression string)
l XPATH_STRING(XML string, XPath expression string)

先頭に戻る

Y

YEAR

構文 YEAR(date)

出力 整数

定義 指定された<date>の年を整数で返します。

例 YEAR(#1986-03-25#) = 1,986

注 DAY ページ2435、WEEK ページ2479、MONTH ページ2461、Quarter

ページ2466、および ISOの相当するものも参照してください。

先頭に戻る
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Z

ZN

構文 ZN(expression)

出力 <expression>のデータ型によって異なります。または0です。

定義 Nullでない場合は<expression>を返し、それ以外は0を返します。

例 ZN([Test Grade])

「テストの成績がNullでない場合は、その値を返します。テストの成績がNull
の場合は、0を返します。」

注 ZNは IFNULLページ2444の特殊なケースであり、式がNullの場合の代替

値は計算で指定されるのではなく、常に0になります。

ZNは、追加の計算を実行し、Nullによって計算全体がNullになる場合に特

に便利です。ただし、これらの結果をNullとして解釈することは、必ずしも0と

同義ではなく、欠損データを表す可能性があるので注意が必要です。

ISNULLページ2449も参照してください。

先頭に戻る

関連項目

Tableau 関数 (カテゴリ別 )ページ2320

Tableau で使用する関数 ページ2175

表計算での値の変換

この記事ではTableauの表計算の基本とその作成方法について説明します。

表計算とは

表計算は、ビジュアライゼーション内の値に適用する変換です。表計算は、Tableau内のローカル

データに基づいて計算を行う特殊なタイプの計算フィールドです。これらはビジュアライゼーション内に

現在表示されている内容に基づいて計算し、ビジュアライゼーションからフィルターされたメジャーや

ディメンションは考慮しません。
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次のようにさまざまな目的で表計算を使用できます。

l 値をランキングに変換する

l 値を変換して累計を表示する

l 値を変換して合計に対する割合を表示する

どのTableauビジュアライゼーションにも、ビューのディメンションで決定される仮想テーブルがあります。

この表は、データソース内の表と同一ではありません。特に、仮想テーブルは「詳細レベル」内のディメ

ンション(Tableauワークシート上の次のシェルフまたはカードのいずれかのディメンション)によって決定

します。

基本 :方向の指定と区分の指定

表計算を追加するときには、区分の指定 (範囲 )または方向の指定 (順番 )のいずれかで、詳細レベ

ルのすべてのディメンションを使用する必要があります。

計算をグループ化する方法 (計算を実行する対象となるデータの範囲 )を定義するディメンションは、

区分の指定フィールドと呼ばれます。表計算は、各区分内で別々に実行されます。

表計算を実行する残りのディメンションは方向の指定フィールドと呼ばれ、計算する方向を決定しま

す。

区分の指定フィールドは、ビューを複数のサブビュー (またはサブテーブル)に分けます。その後、各区

分内のマークに表計算が適用されます。計算が移動する順番 (たとえば、累計の計算や値の間の

差の計算など)は、方向の指定フィールドによって決まります。したがって、[表計算 ]ダイアログボックス
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の [特定のディメンション]セクションでフィールドを上から下へ並べた場合、計算が区分内のさまざま

なマークを移動する順番を指定することになります。

[次を使用して計算 ]オプションを使用して表計算を追加する場合、Tableauは選択内容の結果と

して、どのディメンションが方向の指定で、どのディメンションが区分の指定かを自動的に識別しま

す。ただし、特定のディメンションを使用する場合、方向の指定および区分の指定にどのディメンショ

ンを使用するかはユーザーが決定します。

表 (横 )

表の長さにわたり横方向に計算し、各区分の後に再開します。

たとえば以下の表で、行 (MONTH(Order Date) (月 (発注日 )))ごとに列 (YEAR(Order Date) (年
(発注日 )))を横方向に計算します。

表 (下 )

表の長さにわたり下方向に計算し、各区分の後に再開します。

たとえば以下の表で、列 (YEAR(Order Date) (年 (発注日 )))ごとに行 (MONTH(Order Date) (月
(発注日 )))を下方向に計算します。
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表 (横から下へ)

表の長さにわたり横方向、その後、表の長さにわたり下方向に計算します。

たとえば以下の表で、列 (YEAR(Order Date) (年 (発注日 )))を横方向に計算して行 (MONTH
(Order Date) (月 (発注日 )))を1行下に移動し、その後表全体で列を横方向に計算します。
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表 (下から横へ)

表の長さにわたり下方向、その後、表の長さにわたり横方向に計算します。

たとえば以下の表で、行 (MONTH(Order Date) (月 (発注日 )))を下方向に計算して列 (YEAR
(Order Date) (年 (発注日 )))を1列横に移動し、再度行を下方向に計算します。
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ペイン(下 )

ペイン全体を下方向に計算します。

たとえば以下の表で、1つのペインで行 (MONTH(Order Date) (月 (発注日 )))を下方向に計算しま

す。
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ペイン(横から下へ)

ペイン全体を横方向に計算し、その後、ペインを下方向に移動します。

たとえば以下の表で、ペインの長さにわたり列 (YEAR(Order Date) (年 (発注日 )))を横方向に計算

して行 (MONTH(Order Date) (月 (発注日 )))を1行下に移動し、その後ペインの長さにわたり、再

度列を横方向に計算します。

ペイン(下から横へ)

ペイン全体を下方向に計算し、その後、ペインを横方向に移動します。

たとえば以下の表で、ペインの長さにわたり行 (MONTH(Order Date) (月 (発注日 )))を下方向に計

算して列 (YEAR(Order Date) (年 (発注日 )))を1列横に移動し、その後ペインの長さにわたり、再

度下方向に計算します。
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セル

1つのセル内で計算します。

特定のディメンション

指定するディメンション内でのみ計算します。
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たとえば以下のビジュアライゼーションで、ディメンション"Month of Order Date (発注日の月 )"と
"Quarter of Order Date (発注日の四半期 )"が方向の指定フィールドであり(これらは選択されてい

るため)、"Year of Order Date (注文日の年度 )"が区分の指定フィールドです (これは選択されてい

ないため)。つまり、計算により1年のすべての四半期で各月の相違が変換されます。計算は年ごと

に繰り返されます。

すべてのディメンションが選択されている場合、表全体が範囲に含まれます。

実行レベル

[実行レベル]オプションは、[表計算 ]ダイアログボックスで [特定のディメンション]を選択し、[次を使

用して計算 ]オプションのすぐ下にあるフィールドで1つ以上のディメンションを選択している(つまり、

方向の指定フィールドで1つ以上のディメンションを定義している)場合に使用できます。

[次を使用して計算 ]を使用して表計算を定義している場合、それら値は位置によって区分の指定

を確立するため、このオプションは使用できません。ただし、[特定のディメンション]では、ビジュアル構

造と表計算を必ずしも整列させる必要がないため、[実行レベル]オプションを使用して計算を微調

整できます。

この設定を使用して、特定のディメンションに基づいて、ビュー内での計算の中断 (計算の再開 )を
設定します。ディメンションを区分の指定に使用する場合との違いは何ですか。実際は、こちらも区

分の指定には変わりませんが、位置ではなく、[次を使用して計算 ]オプションで定義される値によっ

て区分を指定します。
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上の例で、[実行レベル]ボックスから利用可能な選択肢は次のとおりです。

最も深い 最も詳細なレベルの粒度で計算を実行するよう指定します。既定のオプション

です。

発注日の四半

期

四半期レベルで計算を実行するよう指定します。

発注日の月 月レベルで計算を実行するよう指定します。

表計算の作成

表計算の作成方法を学習するには、以下の例のステップに従ってください。簡易表計算の作成方法

を学習するには、簡易表計算 ページ2514を参照してください。

ステップ1:ビジュアライゼーションの作成

1. Tableauを開き、"Sample - Superstore (サンプル - スーパーストア)"保存済みデータソース

に接続します。

2. 新しいワークシートに移動します。

3. [データ]ペインから[オーダー日 ]を[行 ]シェルフにドラッグします。ディメンションがYEAR(オー

ダー日 )に更新されます。

4. [行 ]シェルフで"YEAR(Order Date) (年 (注文日 ))"を右クリックし、[四半期 ]を選択します。

5. [行 ]シェルフで"QUARTER(Order Date) (四半期 (発注日 ))" の+アイコンをクリックします。

MONTH(オーダー日 )がシェルフに追加されます。

6. [データ]ペインの [ディメンション]から、[オーダー日 ]を[列 ]シェルフまでドラッグします。ディメン

ションがもう一度 YEAR(Order Date)に更新されます。

7. [データ]ペインから[売上 ]を[マークカード]の [テキスト]にドラッグします。
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ステップ2:表計算の追加

1. [マーク]カードの "SUM(Sales) (合計 (売上 ))"を右クリックし、[表計算の追加 ]を選択します。

2. 開かれた [表計算 ]ダイアログボックスで、次の手順を行います。

l [表計算のタイプ]は [差の割合 ]を選択します。

Tableauで使用できる表計算のタイプについて、またそれらの構成方法については、表

計算のタイプページ2494を参照してください。

l [次を使用して計算 ]は [表 (横 )]を選択します。計算の実行方法を選択すると、ビ

ジュアライゼーションはユーザーを導く視覚的なインジケーターにより更新されます。

これらのオプションの詳細については、基本 : 方向の指定と区分の指定 ページ2483セ
クションを参照してください。

l 完了したら、[表計算 ]ダイアログボックスの上隅にある[X]をクリックして閉じます。

計算は、ビジュアライゼーション内の値に適用されます。
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作業を確認します。

表計算の編集

表計算を編集するには:

1. 表計算が適用されたビューのメジャーを右クリックし、[表計算の編集 ]を選択します。

2. 開かれた [表計算 ]ダイアログボックスで、変更を行います。

3. 完了したら、[表計算 ]ダイアログボックスの上隅にある[X]をクリックして閉じます。

表計算の削除

表計算を削除するには:

l 表計算が適用されたビューのメジャーを右クリックし、[表計算のクリア]を選択します。メジャー

から表計算が削除され、元の値でビジュアライゼーションが更新されます。

関連項目

表計算 ページ2143

簡易表計算 ページ2514

表計算のタイプ次のページ
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表計算のタイプ

この記事ではTableauで使用可能な表計算のタイプとその使用タイミングを説明します。簡単な例

を通し、各計算で表内のデータがどのように変換されるかを説明します。表計算の作成および構成

方法の詳細は、表計算の作成 ページ2491を参照してください。

差の計算

[差 ]表計算は、視覚化の各マークに対して、表内の現在の値と別の値の差を計算します。

[差 ]、[差の割合 ]、または [割合 ]を使用する場合、現在の値、そして差を計算する値の2つの値を

常に考慮する必要があります。ほとんどの場合、上記の手順のように、現在の値と以前の値の差を

計算します。場合によっては、別の値を求める必要があります。

差を計算する値を指定するには:

1. ビューのメジャーを右クリックし、[表計算の追加 ]を選択します。

2. [表計算 ]ダイアログボックスで、[基準 ] について次のいずれかのオプションを選択します。

前へ パーティション内で、現在の値と以前の値の差を計算します。これ

は既定の値です。

次へ パーティション内で、現在の値と次の値の差を計算します。

最初 パーティション内で、現在の値と最初の値の差を計算します。

最後 パーティション内で、現在の値と最後の値の差を計算します。

例

以下のテキストテーブルを検討します。大手店舗チェーンでの2011年、2012年、2013年、2014
年の月毎の合計売上が表示されています。
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[差 ]表計算を使用すると、年によってどのように売上が変動しているか (どれほど増減があるか)を月

毎に計算することができます。

1月の売上が表示されていますが、2012年と2013年では売上に368ドルの差があり、2013年と

2014年では売上に26,161ドルの差があります。
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ヒント: 前年比成長率を計算する場合、初年度には比較する前の年がなく、列が空白になります。

表示しない列を非表示にすると、計算はそのまま残ります。詳細については、行と列の非表示 ペー

ジ57を参照してください。

なぜでしょうか。初年度をフィルターしてビューに表示されないようにすると、計算からも除外されるた

め、2年目と比較する前の年がなく、空白になります。フィルターするのではなく、列を非表示にする

と、計算はそのまま残ります。

移動計算

ビュー内の各マークについて、[移動計算 ]表計算 (ローリング計算と呼ばれる場合もあります)は、現

在の値の前 /後の指定した数の値にわたって集計 (合計、平均、最小値、または最大値 )を実行

し、ビュー内のマークに対する値を判断します。

移動計算は多くの場合、データの短期間の変動を滑らかにして長期間のトレンドを見るために使用

されます。たとえば、セキュリティデータは毎日の変動が激しいため、日々の上がり下がりの中で全体

像を見るのが難しくなっています。移動計算を使用すると、選択した集計を使用して要約する値の

変異を定義することができます。

例

以下のテキストテーブルを検討します。大手店舗チェーンでの2011年、2012年、2013年、2014
年の月毎の合計売上が表示されています。
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移動計算を使用すると、長期間にわたって合計売上高のトレンドがどのようになっているかを見つけ

ることができます。これを行うには、各月の合計を変換し、その月と過去 2か月の期間にわたる合計

の平均にします。

長期間にわたる売上平均が表示されています。たとえば、2011年 12月の値は、2011年 10月、11
月、12月の売上平均です。2012年 1月の値は、2011年 11月と12月、2012年 1月の売上平

均です。

セカンダリ計算を追加

[累計 ]および [移動計算 ]表計算では、値を2回変換し、希望する結果を取得できます。つまり、プ

ライマリ表計算の上にセカンダリ表計算を追加できます。たとえば、初期表計算を追加して、各個別

年度内での月ごとの売上高の累計を計算します。その後、セカンダリ計算を追加し、ある年度から次

の年度に対する、各月の前年比割合の差を計算することができます。

セカンダリ計算の作成方法を示す例については、累計の計算 ページ2507を参照してください。

差の割合の計算

[差の割合 ]表計算は、視覚化の各マークに対して、表内の現在の値と別の値の差を割合として計

算します。

[差 ]、[差の割合 ]、または [割合 ]を使用する場合、現在の値、そして差を計算する値の2つの値を

常に考慮する必要があります。ほとんどの場合、上記の手順のように、現在の値と以前の値の差を

計算します。場合によっては、別の値を求める必要があります。

差を計算する値を指定するには:
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1. ビューのメジャーを右クリックし、[表計算の追加 ]を選択します。

2. [表計算 ]ダイアログボックスで、[基準 ] について次のいずれかのオプションを選択します。

前へ パーティション内で、現在の値と以前の値の差を計算します。これ

は既定の値です。

次へ パーティション内で、現在の値と次の値の差を計算します。

最初 パーティション内で、現在の値と最初の値の差を計算します。

最後 パーティション内で、現在の値と最後の値の差を計算します。

例

以下のテキストテーブルを検討します。大手店舗チェーンでの2011年、2012年、2013年、2014
年の月毎の合計売上が表示されています。

[差の割合 ]表計算を使用すると、年によってどのように売上が変動しているか (どれほど増減がある

か)を月毎に計算することができます。値はパーセンテージとして計算されます。
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2011年 1月から2月にかけて売上に-66%の差がありますが、2011年 2月から3月にかけて売上

に1,058%の大きな改善がありました。

割合の計算

[割合 ]表計算は、視覚化の各マークに対して、他の値に対するパーセンテージ (一般的には表内の

前の値に対するパーセンテージ)として値を計算します。

[差 ]、[差の割合 ]、または [割合 ]を使用する場合、現在の値、そして差を計算する値の2つの値を

常に考慮する必要があります。ほとんどの場合、上記の手順のように、現在の値と以前の値の差を

計算します。場合によっては、別の値を求める必要があります。

差を計算する値を指定するには:

1. ビューのメジャーを右クリックし、[表計算の追加 ]を選択します。

2. [表計算 ]ダイアログボックスで、[基準 ] について次のいずれかのオプションを選択します。

前へ パーティション内で、現在の値と以前の値の差を計算します。これは

既定の値です。

次へ パーティション内で、現在の値と次の値の差を計算します。

最初 パーティション内で、現在の値と最初の値の差を計算します。

最後 パーティション内で、現在の値と最後の値の差を計算します。
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例

以下のテキストテーブルを検討します。大手店舗チェーンでの2011年、2012年、2013年、2014
年の月毎の合計売上が表示されています。

[割合 ]表計算を使用すると、以前の値のパーセンテージを計算できます。たとえば、2011年 1月に

対する2011年 2月の売上のパーセンテージを計算できます。
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2011年 2月の売上は2011年 1月の34%、2011年 3月の売上は2月の1,158%などです。

合計に対する割合の計算

ビュー内の各マークについて、[合計に対する割合 ] 表計算は現在の区分のすべての値のパーセン

テージとして値を計算します。

例

以下のテキストテーブルを検討します。大手店舗チェーンでの2011年、2012年、2013年、2014
年の月毎の合計売上が表示されています。
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[合計に対する割合 ]表計算を使用すると、四半期の各月における合計売上のパーセンテージを計

算できます。たとえば、2011年 1月は第 1四半期の売上の18.73%を占めています。

または、各月が1年のうちに達成した合計売上のパーセンテージを計算できます。たとえば、2011
年 1月は2011年の売上の2.88%を占めています。
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百分位計算

ビュー内の各マークについて、[百分位 ]表計算はパーティションの各値に対し、百分位のランクを計

算します。

例

以下のテキストテーブルを検討します。大手店舗チェーンでの2011年、2012年、2013年、2014
年の月毎の合計売上が表示されています。
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[百分位 ]表計算を使用すると、整数 (1から10など)ではなく、1年のうち各月のパーセンテージとし

ての合計売上にランクを付けることができます。

2012年には2月の売上高が合計と比較して非常に少なかったため、0.0%としていランクしています

(または、この例は昇順で最小から最大の順にランクが付けられるため、12のうち番号 1 )。2012年

1月の売上はわずかに高かったため、9.1%としてランクしました(または、12か月のうち番号 2)。11
月の売上は2012年で最も多かったため、100%としてランクしました(または、12のうち番号 12)。
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降順と昇順

昇順は、最小から最大の順に値を並べ替えます。降順は、最大から最小の順に値を並べ替えま

す。

ランク計算

ビュー内の各マークについて、[ランク]表計算はパーティションの各値に対するランクを計算します。

例

以下のテキストテーブルを検討します。大手店舗チェーンでの2011年、2012年、2013年、2014
年の月毎の合計売上が表示されています。

[ランク]表計算を使用すると、1年のうち各月のランキングを計算できます。
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11月の売上高は2012年で最も多かったため、ランクは番号 1です (ランクが降順、つまり最大から

最小の順になっているため)。2月の売上高が2012年で最も少なかったため、ランクは番号 12で

す。

降順と昇順

昇順は、最小から最大の順に値を並べ替えます。降順は、最大から最小の順に値を並べ替えま

す。[ランク]表計算では、既定の値は [降順 ]です。

ランクのタイプ

ランク計算に関する問題の1つは、同じ値を持つマークが複数存在する場合があるということです。

たとえば、中部地域のテーブルと南部地域の電化製品の売上高がどちらもちょうど36,729ドルの場

合は何が起こるでしょうか？Tableauでは [計算タイプ]を[ランク]に設定する際、[表計算 ]ダイアロ

グボックスに追加フィールドを含めることでこのようなケースを処理できます。

選択肢を次に示します。それぞれのオプションの最初の数列は、オプションが4つの仮想的な値の

セットをどのようにランク付けするかを示します。

オプション 結果

競合 (1, 2, 2, 4) 同一の値には同一のランクが割り当てられます。最高の

値のランクは「1」、次の2つの同一の値のランクは両方と

も「2」となります。次の値のランクは「4」です。
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変更された競合 (1, 3, 3, 4) 同一の値には同一のランクが割り当てられます。最高の

値のランクは「1」、次の2つの同一の値のランクは両方と

も「3」となります。次の値のランクは「4」です。

密度 (1, 2, 2, 3) 重複値は全て同じランクが指定され、これは順位付け

シーケンス内の次の数値です。重複値の次の値は、重

複値が単一値であったかのように計算されます。

固有 (1, 2, 3, 4) 重複値は、順位付けが計算されている方向に従って、一

意の順位が付けられます。

累計の計算

ビュー内の各マークについて、[累計 ]表計算は区分の集計値を累計して計算します。これを行うには

値を合計、平均またはすべての値を実際の値の最小値または最大値に置き換えます。

最初に、年別 (左から右 )、四半期別、月別 (上から下 )に売上合計高の内訳を示す、次のテキスト

ビューが表示されていると想定します。

絶対的な売上高の値の代わりに、それぞれの年の売上高の累計を表示し、各月の売上高をその前

のすべての月の売上合計に追加します。
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基本的なビューの作成

1. サンプル - スーパーストアデータソースに接続します。

2. [データ]ペインから"Order Date (発注日 )"フィールドをクリックし、[列 ]シェルフにドラッグしま

す。

既定の日付レベルはYEAR(Order Date)です。

3. "Order Date (発注日 )"をもう一度クリックしてドラッグし、今回は [行 ]シェルフにドロップしま

す。

4. フィールドの右側をクリックし、コンテキストメニューを開きます。次に、[四半期 ]を選択しま

す。

[四半期 ]という名前のオプションが2つ表示されます。最初のオプションを選択してください。

フィールドは "QUARTER(Order Date)"となります。
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注 : Webでビューを作成する場合、メニューは少し異なります。

5. "Order Date (発注日 )"をもう一度 (3回目 )クリックしてドラッグし、"QUARTER(Order
Date)"の右にある[行 ]シェルフにドロップします。

6. フィールドの右側をクリックし、コンテキストメニューを開き、今回は [月 ]を選択します (このとき

も、[月 ]と名前のオプションのうち最初のものを選択してください)。フィールドは "MONTH
(Order Date)"となります。

7. [データ]ペインから"Sales (売上高 )"をドラッグし、[マーク]カードの [テキスト]にドロップします。

これで、4年間の注文日別売上高を、月、四半期、年ごとに示す基本ビューが表示されました。

[累計 ]表計算を基本ビューに追加する

1. [マーク]カードでSUM(Sales)フィールドをクリックしてから、[表計算の追加 ]をクリックします。

2. [表計算 ]ダイアログボックスで、[計算タイプ]に[累計 ]を選択します。

3. [次を使用して計算 ]リストから[表 (下 )]を選択します。

ビューのハイライトは、この [次を使用して計算 ]の値によってビュー内の計算範囲を設定する

方法を示します。
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元のテキストビューの値とこのビューの値を比較し、結果が正しいことを示します。月の値が安

定して昇順に表示され、12月の値 (484,247)は列の総計を表示する([分析 ]メニューから、

[合計 ] > [列の総計を表示 ]を選択 )場合と同じになります。

4. [表計算 ]ダイアログボックスの右上隅にあるXをクリックして閉じます。

累計を必ずしも合計にする必要はない

[累計 ]表計算では、合計以外の方法で値を累計して更新できます。[計算タイプ]フィールドの下に

あるボックスからいずれかのオプションを選択してください。

オプション 意味

合計 以前の値に各値が追加されます。

平均 累計は、現在および以前のすべての値を平均します。

最小 すべての値は、元の区分で最も小さい値に置き換えられます。

最大 すべての値は、元の区分で最も大きい値に置き換えられます。

[再開間隔 ]オプション

[再開間隔 ]オプションは、[表計算 ]ダイアログボックスで [特定のディメンション]を選択し、[次を使

用して計算 ]オプションのすぐ下にあるフィールドで1つ以上のディメンションを選択している(つまり、

方向の指定フィールドで1つ以上のディメンションを定義している)場合に使用できます。

[次を使用して計算 ]を使用して表計算を定義している場合、このオプションは使用できません。

この設定を使用して、特定のディメンションに基づいて、ビュー内での計算の中断 (計算の再開 )を
設定することができます。

[再開間隔 ]は次のような場合に役立ちます。

l 日付やその他の階層では、毎月再開すると、"Year (年 )"や "Quarter (四半期 )"に入るたび

に、Tableauは自動的にパーティションを把握します。

l 階層以外を使用すると、[再開間隔 ]は並べ替えに影響します。Products (製品 )" で場所

を指定して"State (州 )"別にパーティションを作成し、各州内の"SUM(Sales)"で製品を並

べ替える場合、[特定のディメンション]の方向の指定フィールドに"States (州 )"を含めてか
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ら、すべての州を再開する必要があります。そうでない場合、SUM(Sales)による並べ替えは

州全体で各製品の売上の合計に基づいて行われます。

たとえば、上記で追加した累計計算の結果を使用すると、次の操作を実行することで [再開間隔 ]
の影響を確認できます。

1. [マーク]カードでSUM(Sales)フィールドをクリックしてから、[表計算の編集 ]をクリックします。

2. [表計算 ]ダイアログボックスで、[特定のディメンション]を選択します。

ディメンションのリストボックスで、2つのディメンションにチェックが付けられました。"Quarter of
Order Date (発注日の四半期 )"と"Month of Order Date (発注日の月 )"です。これらは場

所の指定フィールドであり、方向の指定に1つ以上のフィールドが使用されているため、[再開

間隔 ]を利用できます。

[実行レベル]ボックスから利用可能な選択肢は次のとおりです。

なし 最大のレベルの粒度で計算を実行するよう指定します。既定のオプションです。

このオプションを選択してもビューは変更されません。

発注日の

四半期

四半期レベルで計算を実行するよう指定します。

3. "Quarter of Order Date (発注日の四半期 )"を選択すると、ビューが更新され、この変更の影

響を示します。
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計算を四半期ごとに再開するようになりました。[表計算 ]ダイアログボックスの外をクリックする

と(これによりハイライトが消える)、さらに明確になります。

4. [表計算 ]ダイアログボックスの右上隅にあるXをクリックして閉じます。

セカンダリ計算を追加

[累計 ]および [移動計算 ]表計算では、値を2回変換し、希望する結果を取得できます。つまり、

プライマリ表計算の上にセカンダリ表計算を追加できます。たとえば、初期表計算を追加して、各個

別年度内での月ごとの売上高の累計を計算します。その後、セカンダリ計算を追加し、ある年度か

ら次の年度に対する、各月の前年比割合の差を計算することができます。

これを実行するには、上記のように、最初にプライマリ表計算を追加します。続いて、次の手順を実

行します。

1. [マーク]カードでSUM(Sales)フィールドをクリックしてから、[表計算の編集 ]を選択します。

2. [表計算 ]ダイアログボックスで、[セカンダリ計算の追加 ]をクリックします。

[表計算 ]ダイアログボックスが拡張され、2つ目のパネルが表示されます。
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3. 2番目のパネルで、[セカンダリ計算タイプ]に[差の割合 ] を選択します。

4. [次を使用して計算 ]の選択を変更する必要はありません。[表 (横 )]が正しいオプションです。

5. 右上隅にあるXをクリックして [表計算 ]ダイアログボックスを閉じます。

これでビューに必要な結果、つまり累計の割合の差 (前年比 )が表示されるようになりました。
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関連項目

表計算の作成 ページ2491

基本 : 方向の指定と区分の指定 ページ2483

簡易表計算

簡易表計算では、実行する計算のタイプに対し最も一般的な設定を使用して、ビジュアライゼー

ションに共通の表計算をすばやく適用できます。この記事では、例を使用してビジュアライゼーション

に簡易表計算を適用する方法について説明します。

Tableauでは、次の簡易表計算を使用することができます。

l 累計

l 差

l 差の割合

l 合計に対する割合

l ランク

l 百分位

l 移動平均

l 現時点年間累計の合計

l 複合成長率

l 前年比成長率

l 現時点年間累計の成長

このうちいくつかの詳細については、表計算のタイプページ2494を参照してください。
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簡易表計算と表計算の相違点

簡易表計算とは、Tableauのビジュアライゼーションに簡単に適用できる表計算です。選択した計算

タイプで最も一般的な設定でビジュアライゼーションに適用されるため、分析を続行することができま

す。従来の表計算でも同じ設定を適用できますが、手動で適用する必要があります。

ビジュアライゼーションへの簡易表計算の適用

以下の手順に従って、ビジュアライゼーションへの簡易表計算の適用方法を学習してください。

Step 1ビジュアライゼーションの設定

1. Tableau Desktopを開きTableauに付属の"Sample - Superstore (サンプル - スーパースト

ア)"データソースに接続し、新しいワークシートに移動します。

2. [データ]ペインから[オーダー日 ]を[列 ]シェルフにドラッグします。

3. [州 (都道府県 )]を[行 ]シェルフにドラッグします。

4. [売上 ]を[マーク]カードの [テキスト]にドラッグします。

5. [利益 ]を[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。
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6. [マーク]カードで、[マークタイプ]ドロップダウンをクリックし、[四角 ]を選択します。

ビジュアライゼーションが更新されて次のような表示になります。
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Step 2簡易表計算の適用

1. [マーク]カードの [SUM (収益 )]を右クリックし、[簡易表計算 ] > [移動平均 ]を選択します。

注 :簡易表計算は、ビューのメジャーでのみ実行できます。

デルタ記号がフィールドに表示され、簡易表計算がフィールドに適用されたことを示します。ビ

ジュアライゼーションの色が更新され、年間収益の移動平均が表示されます。
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Step 3(オプション)簡易表計算のカスタマイズ

1. [マーク]カードの [SUM (収益 )]を右クリックし、[表計算の編集 ]を選択します。

2. ダイアログボックスが開き、次のオプションを構成できます。

l 表計算のタイプ

l 値の集計方法

l 計算の実行方法 (計算の場所と区分の指定方法 )

これらのオプションの詳細については、表計算のタイプページ2494および基本 : 方向の指定と

区分の指定 ページ2483を参照してください。
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ビジュアライゼーションは、計算に加えた変更に応じて更新されます。ハイライトと番号を使用

して、計算の実行方法について説明します。たとえば、次の画像では、表の各州に対して計

算を実行しています。

この設定を変更すると、ビジュアライゼーションとハイライトが更新されて変更が示されます。
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関連項目

計算を理解する:表計算

表計算での値の変換 ページ2482

表計算のカスタマイズ下

表計算のカスタマイズ

[表計算 ]ダイアログボックスで編集することでいつでも表計算をカスタマイズできますが、それ以外に

も、より特別な方法で表計算をカスタマイズできます。

コンテキストメニューを使用した表計算のカスタマイズ

ビューで任意のフィールドをクリックすると、フィールドをカスタマイズする方法を示したコンテキストメ

ニューが表示されます。ビュー内のフィールドに表計算がある場合は、[次を使用して計算 ]オプション

(ビューのビジュアル構造に対して相対的に計算の方向と範囲を決定するオプション)を変更できま

す。フィールドをクリックし、[次を使用して計算 ]リストからオプションを選択することで、これを実行で

きます。

[差 ]、[差の割合 ]、および [割合 ]表計算には、差を計算するさまざまなフィールドも指定できます。

フィールドをクリックし、[次を基準にする]リストからオプションを選択することで、これを実行できます。

オプションは [前の]、[次へ]、[最初 ]、および [最後 ]です。

計算エディターを使用した表計算のカスタマイズ

計算エディターにドラッグすることで、表計算をカスタマイズできます。
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計算エディターで表計算を編集するときは、エディターの右下隅にある[既定の表計算 ]をクリックする

と[表計算 ]ダイアログボックスで計算が開きます。これにより、新しい名前付き計算フィールドを作成

し、このフィールドに計算の参照元と同じ表計算を使用することができます。

ネストされた表計算

ネストされた表計算は、2種類の計算フィールドのいずれかになります。

l 1つ以上の計算フィールドで表計算を使用する計算フィールド(以下の例のとおり)、または

l それ自体に表計算があり、表計算を使用する計算フィールドを1つ以上含む計算フィールド。

ネストされた表計算では、個別の計算で独立して[次を使用して計算 ]を設定できます。

次に、Tableau Desktopに含まれるサンプル -スーパーストアデータソースを使用して試すことができる

シナリオを示します。このシナリオでは、ネストされた表計算が作成されます。

1. [列 ]に"Sub-Category (サブカテゴリー)"を、[行 ]に"Region (地域 )"をドラッグします。

2. 定義「TOTAL(SUM([Sales]))」を使用した計算フィールド、「1-nest」を作成します。

TOTALは表計算関数です。そのため、この計算フィールドは自動的に表計算を持ちます。こ

の関数をビューで使用する場合、フィールドには表計算であることを示す表の三角が表示され

ます。
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表計算関数の詳細については、表計算関数 ページ2273を参照してください。

3. 定義「TOTAL(SUM([Profit]))」を使用した2番目の計算フィールド、「2-nest」を作成し

ます。

4. 定義「[1-nest] + [2-nest]」を使用した3番目の計算フィールド「3-nest」を作成しま

す。

5. "3-nest"をドラッグし、[列 ]のSub-Categoryの右にドロップします。

6. [列 ]で [3-nest]をクリックし、[表計算の編集 ]を選択します。

[表計算 ]ダイアログボックスで、参照元の表計算を別に設定できるようになりました。

Tableauでの詳細レベル表現の作成

詳細レベル表現 (LOD表現とも呼びます)ではデータソースレベルおよびビジュアライゼーションレベ

ルで値を計算できます。さらに、LOD表現は計算したい粒度のレベルをコントロールできます。粒度

のより細かいレベル (INCLUDE)、それよりも粒度の大きなレベル (EXCLUDE)、またはまったく個別の

レベル (FIXED)で計算を行えます。

この記事では、Tableauで使用できるLOD表現の種類のほか、それらの使用タイミングや書式設

定方法について説明します。

LOD表現の作成方法

次のステップに沿って、TableauでLOD表現を作成し、使用する方法を説明します。
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ステップ1:ビジュアライゼーションの設定

1. Tableau Desktopを開き、保存済みの"Sample - Superstore (サンプル - スーパーストア)"
データソースに接続します。

2. 新しいワークシートに移動します。

3. [データ] ペインから、[地域 ]を[列 ] シェルフにドラッグします。

4. [データ] ペインから、[売上 ]を[行 ] シェルフにドラッグします。

各地域の売上の合計を示す棒グラフが表示されます。

Tableau Software 2523

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



ステップ2: LOD表現の作成

各地域の全売上の合計ではなく、各地域の顧客あたりの平均売上を表示したい場合があります。

LOD表現を使うと、これを実行できます。

1. [分析 ] > [計算フィールドの作成 ]を選択します。

2. 開いた計算エディターで、次の操作を実行します。

l 計算に「顧客あたりの売上」と名前を付けます。

l 次のLOD表現を入力します。

{ INCLUDE [Customer Name] : SUM([Sales]) }

3. 終了したら、[OK]をクリックします。

新しく作成されたLOD式が [データ]ペインに追加されます。使用できるLOD表現の種類の

詳細については、LOD 表現の種類 ページ2529セクションを参照してください。

ステップ3:ビジュアライゼーションでのLOD表現の使用

1. [データ]ペインから、[顧客あたりの売上 ]を[行 ]シェルフにドラッグして、[SUM(売上 )]の左に

配置します。

2. [行 ]シェルフで [顧客あたりの売上 ]を右クリックし、[メジャー (合計 )]、[平均 ]の順に選択しま

す。

各地域の全売上の合計と顧客あたりの平均売上の両方を表示できるようになりました。たと

えば、中部地域での売上合計は約 500,000ドル、各顧客の平均売上は約 800ドルである

ことがわかります。
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クイックLOD表現を使用する

計算ダイアログに完全な計算を入力しなくても、FIXED LOD表現を作成することができます。

クイックLOD計算は、2つの方法で作成できます。

1. [データ] ペインで、集計するメジャーをCtrlキーを押しながらクリックして目的のディメンションに

ドラッグします。新しいフィールドがFIXED LOD表現として表示されます。

集計式で使用する集計は、メジャーの既定の集計から取得されます。これは通常「合計」で

す。集計を変更するか、LODを編集するには、新しいフィールドを右クリックして計算を編集し

ます。

2. あるいは、[データ] ペインで、集計するメジャーを選択し、集計するディメンションをCtrlキーを

押しながらをクリックします。
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l 選択したフィールドを右クリックして、[作成 ]、[LOD計算 ...]の順に選択します。

l (オプション)計算エディターでLODを変更します。

l [OK]を選択します。

LOD表現の構文

詳細レベル表現の構造は、次のとおりです。

{[FIXED | INCLUDE | EXCLUDE] <ディメンションの宣言 > : <集計式>}

{ }

詳細レベル表現は、全体が波括弧で囲まれます。

[FIXED | INCLUDE | EXCLUDE]

左波括弧のあとに配置される最初の要素は、次のスコープキーワードのいずれかです。

FIXED

l FIXED詳細レベル表現は、ビューの詳細レベルに関係なく(つまり、ビューの中の他のいずれ

のディメンションにも関係なく)、指定されたディメンションを使用して値を計算します。
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l FIXED詳細レベル表現は、コンテキストフィルター、データソースフィルター、および抽出フィル

ター以外のビュー内のすべてのフィルターを無視します。

例 : { FIXED [Region] : SUM([Sales]) }

FIXED詳細レベル表現について、またFIXED詳細レベルのシナリオ例については、FIXEDページ

2529セクションを参照してください。

INCLUDE

l INCLUDE詳細レベル表現は、ビューに含まれるディメンションに加えて、指定されたディメン

ションを使用して値を計算します。

l INCLUDE詳細レベル表現は、ビューにないディメンションを含める場合に最も役に立ちます。

例 : { INCLUDE [Customer Name] : SUM([Sales]) }

INCLUDE詳細レベル表現について、また INCLUDE詳細レベルのシナリオ例については、INCLUDE
ページ2531セクションを参照してください。

EXCLUDE

l EXCLUDE詳細レベル表現は、式からディメンションを明示的に除外します。つまり、ビューの

詳細レベルからディメンションを除去します。

l EXCLUDE詳細レベル表現は、ビューに含まれるディメンションを除外する場合に最も役に立

ちます。

例 : {EXCLUDE [Region]: SUM([Sales])}

EXCLUDE詳細レベル表現について、またEXCLUDE詳細レベルのシナリオ例については、

EXCLUDEページ2534セクションを参照してください。

表範囲

l 表範囲の詳細レベル表現の場合、範囲を指定するキーワードは必要ありません。詳細につい

ては、表範囲 ページ2536セクションを参照してください。

<ディメンションの宣言>

キーワードに従って、集計式のスコープを設定する1つまたは複数のディメンションを指定します。
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l FIXED [名前 ]

複数のディメンションを区切るには、コンマを使用します。

l [Segment], [Category], [Region]

日付式を含む、ディメンションとして評価される任意の式を使用できます。

l {FIXED YEAR([Order Date]) : SUM(Sales)}は、[売上 ]の合計を年レベルで集

計します。

l {INCLUDE DATETRUNC('day', [Order Date]) : AVG(Profit)}は、[売上 ]の
合計を[オーダー日 ]の「日」の日付部分で丸めて集計します。これは INCLUDE式なので、

値を集計するにはビューのディメンションも使用します。

注 :ディメンション宣言を作成する場合は、手入力せずに、フィールドを計算エディターまでド

ラッグすることをお勧めします。たとえば、シェルフに「年 ([オーダー日 ])」と表示されている場合、

それをディメンション宣言として入力すると、シェルフ上のフィールドと一致しません。ただし、

フィールドをシェルフから式までドラッグすると、フィールドは「日付部分 ('year', [オーダー日 ])」と
なり、シェルフ上のフィールドと一致します。

計算を[データ]ペインに保存すると、Tableauは計算の名前をその内容と一致させることができませ

ん。例 :

l MyCalculation = YEAR([Order Date])という計算を作成します。

l EXCLUDE詳細レベルの式 {EXCLUDE YEAR([Order Date]) : SUM(Sales)}を作

成します。

ビューで両方の計算を使用する場合、MyCalculationは除外されません。LODは、年 ([オーダー

日 ])がMyCalculation と同じものであることを認識しません。

同様に、EXCLUDE式でMyCalculation ({EXCLUDE MyCalculation : SUM(Sales)})を指

定した場合、年 ([注文日 ])は除外されません。

: (コロン)

コロンは、ディメンション宣言を集計式から分離します。

<集計式>

集計式は、実行される計算です。たとえば、SUM(Sales)やAVG(Discount)などです。集計式

の計算結果は、ディメンションの宣言とキーワードによって異なります。
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集計式は集計される必要があります。ただし、ATTR集計はサポートしていません。単純な集計であ

る必要はなく、他のLOD表現などの計算を含めることができます。{FIXED [Question] : AVG

(IF [Answer] = "Red" THEN 1 ELSE 0 END )}

集計式では、表計算は許可されていません。

表範囲 LODには、次のように中括弧内に集計式のみが含まれます。{MIN(Grade)}

LOD表現の種類

Tableauで作成可能なLOD表現には次の3つの種類があります。

l FIXED下

l INCLUDEページ2531
l EXCLUDEページ2534

LOD表現の範囲には表も含めることができます。これは表範囲 ページ2536 LOD表現と呼ばれてい

ます。

FIXED

FIXED詳細レベル表現は、ビュー内のディメンションに関係なく、指定されたディメンションを使用して

値を計算します。

例

次のFIXED詳細レベル表現は、地域ごとの売上合計を計算します。

{FIXED [Region] : SUM([Sales])}

この [地域ごとの売上 ]という名前の詳細レベルは、その後、[テキスト]に配置され、地域ごとの売上

合計を表します。

ビューの詳細レベルは、[地域 ]と[州 ]です。ただし、FIXED詳細レベル表現は、ビュー内のディメンショ

ンを調べず、計算で指定されたディメンション(ここでは、地域 )のみを調べます。そのため、各地域の

個々の州の値は同じです。詳細については、集計と詳細レベル表現 ページ2540を参照してくださ

い。
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キーワードがFIXEDではなくINCLUDEであれば、値は州ごとに異なります。INCLUDEは、式を評

価するときに、式 ([地域 ])内のディメンションと、ビュー内の追加のディメンション([州 ])を使用します。
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INCLUDE

INCLUDE詳細レベル表現は、ビューに含まれるディメンションに加えて、指定されたディメンションを使

用して値を計算します。

INCLUDE詳細レベル表現は、データベース内では細かな詳細レベルで計算し、ビュー内では大まか

な詳細レベルで再集計して表示するのに便利です。INCLUDE詳細レベル表現に基づくフィールド

は、ビューからディメンションを追加または削除すると変化します。

例 1

次の INCLUDE詳細レベル表現は、顧客ごとの売上合計を計算します。

{ INCLUDE [Customer Name] : SUM([Sales]) }

[行 ]シェルフにLODを配置して「平均」として集計し、[列 ]シェルフに [地域 ]を指定すると、ビューには

地域ごとの顧客の平均売上額が表示されます。
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例 2

次の INCLUDE詳細レベル表現は、州別ベースで売上合計を計算します。

{ INCLUDE [State] : SUM(Sales)}

計算は [行 ]シェルフに配置され、平均として集計されます。結果のビジュアライゼーションは、州別の

売上合計をカテゴリ全体で平均します。
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[セグメント]を[列 ]シェルフに追加し、計算を[ラベル]に移動すると、LOD表現の結果が更新されま

す。これで州ごとの売上の平均合計が、カテゴリやセグメントを横断するとどのように変化するかを確

認できます。
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EXCLUDE

EXCLUDE詳細レベル表現は、詳細レベルのビューから省略するディメンションを宣言します。

EXCLUDEは、「合計に対する割合」や「全体的な平均との差異」のシナリオで役立ちます。これら

は、「合計」や「リファレンスライン」の機能に相当します。

EXCLUDEは、省略できるディメンションがない、行レベルの式では使用できません。ビューレベルの

計算やその他のLODを変更できます。

例 1

次のEXCLUDE詳細レベル表現は、月あたりの平均売上合計を計算し、月の部分を除外しま

す。

1. まず、[オーダー日 ]の [月 /年 ]のフィールドを作成します。

l [データ]ペインで [オーダー日 ]を右クリックし、[作成 ]、[カスタム日付の作成 ]の順に選

択します。

l 詳細リストから「月 /年」を選択します。不連続を選択したままにします。
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2. 次に、「月別の平均売上」という名前のLOD表現を作成します。

{EXCLUDE [Order Date (Month / Year)] : AVG({FIXED [Order

Date (Month / Year)] : SUM([Sales])})}

これはネストされた詳細レベル表現、つまり、別の詳細レベル表現に含まれた詳細レベル表現

であることに注意してください。

3. この計算は、[行 ]シェルフ上のアドホック計算により、月あたりの売上合計から差し引くことがで

きます。

4. [列 ]シェルフに月 ([オーダー日 ]) を配置します。

その結果、月あたりの売上実績と、4年間の月平均売上との差を示すビューが表示されます。

例 2

[売上 ]合計から[地域 ]を除外する、「ExcludeRegion」という名前の詳細レベル表現を作成します。

{EXCLUDE [Region]: SUM([Sales])}

地域別、月別に売上合計を表示する、次のビューを考えます。
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[ExcludeRegion]を[色 ]に置くと、月別の売上合計が地域的な要素を含まずに表示されるように

網掛けされます。

表範囲

範囲のキーワードを使用せずに、表レベルで詳細レベル表現を定義することができます。たとえば、

次の式はテーブル全体で最小の (最も早い)オーダー日を返します。

{MIN([Order Date])}

これは、ディメンション宣言のないFIXED詳細レベル表現に相当します。

{FIXED : MIN([Order Date])}
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関連項目

詳細レベル表現の概要

LOD表現をさらに詳しく

LOD表現のさらに奥へ

LOD表現トップ15

LOD表現について

Tableau での詳細レベル表現のしくみ下

Tableauでの詳細レベル表現のしくみ

この記事ではTableauでどのように詳細レベル表現が計算され、機能するかを説明します。LOD表

現の詳細とそのしくみについては、Tableau Webサイトのホワイトペーパー「詳細レベル (LOD)表現に

ついて」を参照してください。

行レベルの式とビューレベルの式

Tableauでは、非集計データソースの列を参照する式は参照元となる表の行ごとに計算されます。

この場合、式の次元は、行レベルです。行レベルの式の例は次のとおりです。

[Sales] / [Profit]

この計算は、データベースの各行で評価されます。各行について、その行の [売上 ]の値がその行の

[収益 ]値で除算され、乗算の結果 (利益率 )を含む新しい列が生成されます。

この定義を使用して計算を作成する場合、[ProfitRatio]という名前で保存し、それを[データ]ペイ

ンからシェルフまでドラッグします。通常は、Tableauがビューの計算フィールドを集計します。

SUM([ProfitRatio])

これとは対照的に、集計されたデータソースの列を参照する式は、ビュー内でディメンションにより定

義された次元で計算されます。この場合、式の次元は、ビューレベルです。ビューレベルの式の例は

次のとおりです。

SUM(Sales) / SUM(Profit)

この計算をシェルフまでドラッグすると(またはアドホック計算としてシェルフに直接入力すると)、AGG関

数で囲まれます。
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AGG(SUM(Sales) / SUM(Profit))

これが集計計算と呼ばれるものです。詳細については、Tableau 内の集計関数 ページ2243を参

照してください。

次の図でハイライトされた任意の場所に配置されているディメンションとセットフィールドは、ビューの

詳細レベルに寄与します。

Tableauで詳細レベル表現がサポートされる以前は、ビューレベル以外の詳細レベルで計算を作成

できませんでした。たとえば、次の式を保存しようとすると、次のようなエラーメッセージが表示されて

いました。「この関数の集計および非集計の引数を混在させることはできません。」

[Sales] – AVG([Sales])

この場合、ユーザーは、個別のストアのストア売上高と全ストアの平均売上高とを比較しようとして

います。このような内容は、現在では詳細レベル表現を使用して実現できるようになりました。

[Sales] - {AVG([Sales])}

これは、表範囲の詳細レベル表現として知られています。表範囲 ページ2536を参照してください。
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詳細レベル表現の制限事項

詳細レベル表現には、次のような制限および制約が適用されます。詳細レベル表現に対するデータ

ソースの制約 ページ2543も参照してください。

l 浮動小数点のメジャーを参照する詳細レベル表現は、式の中の値を比較する必要がある

ビューで使用されると、不安定な動作を見せることがあります。詳細については、計算のデータ

型を理解するページ2174を参照してください。

l 詳細レベルの式は、[データソース]ページには表示されません。[データソース] ページページ

21を参照してください。

l ディメンション宣言でパラメーターを参照する場合、必ずパラメーターの値ではなくパラメーター

名を使用してください。

l データブレンドでは、セカンダリデータソースの詳細レベル表現を使用するには、プライマリデー

タソースのリンクフィールドがビューに含まれている必要があります。データブレンドのトラブル

シューティングページ785を参照してください。

さらに、一部のデータソースは、複雑さの制限があります。Tableauは、これらのデータベースに関する

計算を無効にしませんが、計算があまりにも複雑な場合、クエリのエラーが発生する可能性がありま

す。

ディメンションまたはメジャーのいずれかになる詳細レベル表現

詳細レベル表現を保存する際、式は [データ]ペインの [ディメンション]または [メジャー]エリアのいずれ

かに追加されます。

FIXED詳細レベル表現は、集計式の中の参照元となるフィールドに応じて、メジャーかディメンション

のいずれかになります。そのため、MIN([Date])}は、[Date]がディメンションであるためディメンションとな

り、{fixed Store : SUM([Sales])}は [Sales]がメジャーであるためメジャーになります。FIXED詳細レベ

ル表現がメジャーとして保存されると、それをディメンションに移動することができます。

INCLUDEおよびEXCLUDE詳細レベル表現は、常にメジャーです。

フィルターと詳細レベル表現

Tableauにはいくつか異なる種類のフィルターが含まれており、それらは上から下へ次の順序で実行さ

れます。
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右側のテキストは、このシーケンスで詳細レベル表現が評価される位置を表します。

抽出フィルター (オレンジ色 )は、Tableau Extractをデータソースから作成する場合にのみ関係しま

す。表計算フィルター (ダークブルー)は、計算が実行された後に適用されるので、計算に使用され

る参照元のデータを除外せずにマークを非表示にします。

SQLに詳しいのであれば、メジャーフィルターがクエリ内のHAVING句に相当し、ディメンションフィル

ターがWHERE句に相当すると考えることができます。

FIXED計算はディメンションフィルターの前に適用されるので、[フィルター]シェルフ上のフィールドをコ

ンテキストフィルターの使用 ページ1280にプロモートしない限り、フィールドは無視されます。たとえ

ば、ビューの中で、1つのシェルフに次のような計算があり、別のシェルフに [State]があるとします。

SUM([Sales]) / ATTR({FIXED : SUM([Sales])})

この計算からは、総売上高に対する州の売上高の比率が計算されます。

その後、[フィルター]シェルフに [State]を配置して州の一部を非表示にすると、フィルターは計算の分

子の部分にのみ影響します。分母はFIXED詳細レベルの式なので、ビューに表示されたままの州の

売上が、ビューから除外された州を含む全州の総売上に対して割り算されます。

INCLUDEおよびEXCLUDE詳細レベル表現は、ディメンションフィルターの後に考慮されます。その

ため、FIXED詳細レベル表現にはフィルターを適用するけれども、コンテキストフィルターは使用しな

いのであれば、INCLUDE式またはEXCLUDE式としてフィルターを書き換えることを考慮してくださ

い。

集計と詳細レベル表現

ビューの詳細レベルによって、ビューの中のマークの数が決まります。ビューで詳細レベル表現を使用

する場合、Tableauは2つの詳細レベル (1つはビューに含まれ、もう1つは式に含まれる)を調整す
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る必要があります。

ビュー内の詳細レベル表現の挙動は、式の詳細レベルが大まか、細かい、またはビュー内の詳細レベ

ルと同じであるかどうかに依存して変化します。この場合、「大まか」または「細かい」とはどういう意味

ですか?

ビューの詳細レベルよりも大まかな詳細レベル表現

ビュー内のディメンジョンのサブセットを参照する際、式には、ビューより大まかな詳細レベルが含まれま

す。たとえば、[Category]ディメンジョンおよび [Segment]ディメンジョンを含むビューの場合、次のディ

メンションのいずれかのみを使用する詳細レベル表現を作成します。

{FIXED [Segment] : SUM([Sales])}

この場合、式には、ビューより大まかな詳細レベルが含まれます。その値は1つのディメンジョン

([Segment])に基づきますが、ビューは2つのディメンジョン([Segment]および [Category])に基づき

ます。

その結果、ビュー内で詳細レベル表現を使用すると特定の値が複製されます。つまり、複数回表示

されます。

複製された値は、カテゴリー内で特定の値を平均値と比較する際に役立ちます。たとえば、以下の

計算では、総平均売上高から顧客の平均売上高を減算します。

[Sales] - {FIXED [Customer Name] : AVG([Sales])}
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値の複製中、ビューの中の関連フィールドの集計を(たとえば、AVGからSUMに)変更しても、集計

結果は変更されません。

ビューの詳細レベルより細かい詳細レベルの式

ビュー内のディメンジョンのスーパーセットを参照する際、式には、ビューより細かい詳細レベルが含ま

れます。ビューの中でそのような式を使用すると、ビューレベルまで結果を集計します。たとえば、以

下の詳細レベルは、2つのディメンジョンを参照します。

{FIXED [Segment], [Category] : SUM([Sales])}

詳細レベルとして [区分 ]のみを持つビューの中でこの式を使用する場合、値は集計する必要があり

ます。その式をシェルフにドラッグすると表示される内容は、次のとおりです。

AVG([{FIXED [Segment]], [Category]] : SUM([Sales]])}])

集計―この場合は平均―は自動的に割り当てられます。必要に応じて、集計を変更できます。

ビューへの詳細レベル表現の追加

ビューの中で、詳細レベル表現が集計されるか複製されるかは、式のタイプ(FIXED, INCLUDE, or
EXCLUDE)および式の詳細がビューより大まかか細かいかによって決まります。

l INCLUDE詳細レベル表現には、ビューと同じ詳細レベル、またはビューより細かい詳細レベル

のいずれかがあります。そのため、値が複製されることはありません。

l FIXED詳細レベル表現は、ビューより細かい詳細レベル、より大まかな詳細レベル、または同

等の詳細レベルを持つことができます。FIXED詳細レベルの結果を集約する必要性は、

ビュー内のディメンジョンが何かに依存します。

l EXCLUDE詳細レベル表現は、ビューに複製された値が常に表示されるようにします。

EXCLUDE詳細レベル表現を含む計算がシェルフに配置されると、式は実際には集計され

ず、集計を変更してもビューに影響が及ばないことを示すために、デフォルトでATTR集計

(SUMまたはAVGとは対照的 )になります。

詳細レベル表現は、ビュー内のシェルフに追加される際、ディメンジョンとして使用される場合を除

き、常に自動的に集計されます。シェルフとタイプをダブルクリックすると、

{FIXED[Segment], [Category] : SUM([Sales])}

その後、Enterキーを押し、シェルフに現在表示されている式をコミットします。

SUM({FIXED[Segment], [Category] : SUM([Sales])})

ただし、シェルフをダブルクリックして式を編集する場合、編集モードで表示されるのは元の式です。
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詳細レベルの作成時に、集約レベルの式を集計にラップすると、その式を含む任意の計算がシェルフ

に配置された場合、集計を新たに割り当てるのではなく、指定した集計が使用されます。集計が必

要ない場合 (式の詳細レベルは、ビューの詳細レベルよりも大まかなため)、式がシェルフにある場合、

指定した集約がそのまま示されますが、無視されます。

詳細レベル表現に対するデータソースの制約

一部のデータソースでは、より新しいバージョンでのみ詳細レベル表現をサポートしています。一部の

データソースは、詳細レベル表現をまったくサポートしていません。

さらに、一部のデータソースは、複雑さの制限があります。Tableauは、これらのデータベースに関する

計算を無効にしませんが、計算があまりにも複雑な場合、クエリのエラーが発生する可能性がありま

す。

データソース サポート

Actian Vectorwise サポートされていません。

Amazon EMR
Hadoop Hive

Hive 0.13以降でサポート。

Amazon Redshift サポート済み。

Aster Database バージョン4.5以降でサポート。

Cloudera Hadoop Hive 0.13以降でサポート。

Cloudera Impala Impala 1.2.2以降でサポート。

キューブ(多次元

データソース)
サポートされていません。

DataStax
Enterprise

サポートされていません。

EXASOL サポート済み。

Firebird バージョン2.0以降でサポート。

汎用 ODBC 制限。特定のデータソースに依存。

Google Big Query 標準 SQLはサポートされていますが、レガシーSQLはサポートされていま

せん。
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Hortonworks
Hadoop Hive

Hive 0.13以降でサポート。

HIVEバージョン1.1では、交差結合を生成する詳細レベル表現は、信頼

性が高くありません。

交差結合は、結合する明示的なフィールドがない場合に発生します。たと

えば、詳細レベル表現 {fixed [Product Type] : sum(sales)}

では、ビューが1つのディメンション[Ship Mode]のみを含んでいる場合、交

差結合が作成されます。交差結合では、1番目のテーブルの各行と2番

目のテーブルの各行を組み合わせた行を生成します。

IBM BigInsights サポート済み。

IBM DB2 バージョン8.1以降でサポート。

MarkLogic バージョン7.0以降でサポート。

Microsoft Access サポートされていません。

Microsoft Jetベース

の接続 (Microsoft
Excel、Microsoft
Access、およびテキ

スト用のレガシーコ

ネクタ)

サポートされていません。

Microsoft SQL
Server

SQL Server 2005以降。

MySQL サポート済み。

IBM PDA (Netezza) バージョン7.0以降でサポート。

Oracle バージョン9i以降でサポート。

Actian Matrix
(ParAccel)

バージョン3.1以降でサポート。

Pivotal Greenplum バージョン3.1以降でサポート。

PostgreSQL バージョン7以降でサポート。

Progress サポート済み。
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OpenEdge

SAP HANA サポート済み。

SAP Sybase ASE サポート済み。

SAP Sybase IQ バージョン15.1以降でサポート。

Spark SQL サポート済み。

Splunk サポートされていません。

Tableau Data
Extract

サポート済み。

Teradata サポート済み。

Vertica バージョン6.1以降でサポート。

関連項目

Tableau での詳細レベル表現の作成 ページ2522

詳細レベル (LOD)表現について

表範囲の詳細レベル表現

スコーピングキーワードを使用せずに、テーブルレベルで詳細レベルの式を定義することができます。た

とえば、次の式はテーブル全体で最小の (最も早い)オーダー日を返します。

{MIN([Order Date])}

これは、ディメンション宣言のないFIXED詳細レベル表現に相当します。

{FIXED : MIN([Order Date])}

FIXED詳細レベル表現

FIXED詳細レベル表現は、ビュー内のディメンションに関係なく、指定されたディメンションを使用して

値を計算します。

次の例は、サンプル - スーパーストアデータソースを使用して再作成できます。

例 1

以下のビューは、顧客の初回購入日とその後の購入日との間の間隔を示しています。
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手順

ここでは、Tableau Desktopが提供するサンプル -スーパーストアデータソースを使用して上のビュー

を作成する方法について説明します。

1. FIXED詳細レベル表現と日付の減算の2つの計算フィールドを作成します。

名前 式

初回購入日 {FIXED [Customer Name] : MIN([Order Date])}

初回の購入以来の

日数

DATETRUNC('day', [Order Date])-DATETRUNC('day', [First
Purchase Date])

2. [データ]ペインの [メジャー]エリアから、[初回購入依頼の日数 ]を[ディメンション]エリアまでド

ラッグします。

この計算フィールドには減算操作が含まれているため、結果が数値になります。そのため、

Tableauはこのフィールドをメジャーカテゴリーに割り当てます。ただし、ディメンションとして使

用することもできます。

3. [初回の購入以来の日数 ]を[列 ]までドラッグします。

4. [列 ]の [初回の購入以来の日数 ]をクリックし、[連続 ]を選択します。

2546 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



5. [行 ]に[売上 ]をドラッグします。

6. [行 ]の [売上 ]の集計方法を[SUM]から[AVG]に変更します。

7. [行 ]の [売上 ]に累計の簡易表計算を追加します。

8. [初回購入日 ]を[色 ]までドラッグします。

9. [色 ]のYEAR(First Purchase Date)フィールドの [+]ボタンをクリックして、日付階層の次の下

位レベルを追加します:QUARTER(First Purchase Date)。

10. Tableauでは、2つのフィールドが [色 ]に自動的に配置されませんが、QUARTER(First
Purchase Date)フィールドの左のアイコンをクリックして [色 ]を選択することにより、そうすること

ができます。
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11. [色の凡例 ]をビューの左側にある[マーク]カードの下までドラッグします。

この時点で、ビューは次のように見えます。

視覚化により、ビューを操作する際の洞察性が高まります。左側の色の凡例で個別の四半期を選

択すると、特定の四半期に購入した顧客が、その後の各四半期にどのように消費を継続しているか

が分かります。初期 (2013年 )に購入した顧客は、お金を使う期間が他よりも長いことを考慮に入

れたとしても、他よりも高い比率でお金を使う傾向があります。したがって、青い線 (2013年 )は、x
軸上で他の線よりも高い位置まで上昇しています。標準の日付値をy軸で使用した場合、ビュー

の作成はより簡単でしたが、線がすべて同じ座標からスタートしないため、取得率が比較しづらくなり

ます。
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YEAR(First Purchase Date)またはQUARTER(First Purchase Date)を[色 ]からドラッグして外し

て、季節または年間の傾向をよりはっきりとさせることもできます。

例 2

次のFIXED詳細レベル表現は、地域ごとの売上合計を計算します。

{FIXED [Region] : SUM([Sales])}

この、[地域ごとの売上高 ]という名前の詳細レベルは、その後、[テキスト]に配置され、地域ごとの売

上高合計を表します。

ビューの詳細レベルは [地域 ]プラス[州 ]ですが、FIXED詳細レベル表現がビューの詳細レベルを考

慮しないので、計算では [地域 ]ディメンションのみが使用されるので、各地域の個々の州の値は同じ

になります。その理由については、詳細レベルの式と集計 ページ2559を参照してください。

FIXEDの代わりに INCLUDEキーワードが詳細レベル表現で使用されている場合、式の値を決める

にあたってTableauがビュー ([州 ])内の追加のディメンションを使用して式 ([州 ])にディメンションを追

加するので、州ごとに値が異なります。結果は次のようになります。
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INCLUDE詳細レベル表現

INCLUDE詳細レベル表現は、ビューに含まれるディメンションに加えて、指定されたディメンションを

使用して値を計算します。

INCLUDE詳細レベル表現は、データベース内では細かな詳細レベルで計算し、ビュー内では大ま

かな詳細レベルで再集計して表示するのに便利です。INCLUDE詳細レベル表現に基づくフィール

ドは、ビューに対してディメンションを追加または削除するに従って変化します。

例 1

次の INCLUDE詳細レベル表現は、顧客ごとの売上高合計を計算します。

{ INCLUDE [Customer Name] : SUM([Sales]) }

計算がAVGとして集計され、[行 ]シェルフに配置され [地域 ]ディメンションが [列 ]シェルフに配置さ

れると、ビューには地域ごとの顧客の平均売上高が表示されます。
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[Sales (売上 )]メジャーを[行 ]シェルフにドラッグすると、売上高の合計 (地域ごとに390,000ドルから

700,000ドルの間 )と顧客あたりの平均売上高 (地域ごとに750ドルから1100ドルの間 )との差異が

結果として表示されます。
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例 2

次の INCLUDE詳細レベル表現は、各州ベースでの売上高合計を計算します。

{ INCLUDE [State] : SUM(Sales)}

[行 ]シェルフに直接計算を入力し、フィールドのコンテキストメニューを使用して集計をAVGに変更

します。結果のビューは、カテゴリ全体の州ごとに売上高の合計を平均します。
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ビューは、"Segment (セグメント)"を[列 ]に追加し、アドホック計算を[列 ]から[ラベル]にコピー

(Ctrl+ドラッグを使用 )することでさらに拡張できます。下のイメージでは、"Segment (セグメント)"を
[色 ]までドラッグしてから、美的な効果を出すため、色を編集しています。これで州ごとの売上高の平

均合計が、カテゴリや区分を横断するとどのように変化するかを確認できます。
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EXCLUDE詳細レベル表現

詳細レベル (LOD)表現に関する基本的な概念については、Tableau での詳細レベル表現の作成

ページ2522およびTableau での詳細レベル表現のしくみページ2537を参照してください。

詳細レベル表現は、計算の詳細レベル (粒度 )を変更または制御するために使用します。ほとんど

のフィールドと計算は、ビューまたはデータソースの粒度に関連付けられています。LOD表現を使用

すると、計算の粒度を明示的に設定できます。

l FIXED LOD表現では、計算の間ずっと1つまたは複数の特定のディメンションに固定しま

す。たとえば、血圧の最高値を患者の IDに固定することで、血圧のデータセット全体の最高

値ではなく、各患者の最高血圧を返します。

l INCLUDE LOD表現では、ビューに表示されていないディメンションも考慮して計算されるよう

になります。たとえば、ビューに性別の情報が含まれていなくても、性別を考慮に入れて各患

者の平均血圧を表示します。

l EXCLUDE LOD表現では、計算のためにビューから一部の詳細を除外します。たとえば、特

定の薬を服用している患者の平均血圧を表示するために、患者ごとのビューであっても、

個々の患者の詳細を考慮せずに計算します。

注 : FIXED LODを使用すると、ビジュアライゼーションに関係なく同じ結果が得られます。INCLUDE
LODまたはEXCLUDE LODを使用すると、ビューの構造によって値が変わる可能性があります。

2554 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



キーワードINCLUDEを使用すると、ビューのコンテキストを取得し、計算で考慮するディメンションを

追加します。EXCLUDEを使用すると、ビューに存在するディメンションを計算のコンテキストから削除

します。そのため、これらの計算を別のコンテキストで使用すると、異なる結果が得られます。

患者 ID、年齢、性別から成るビュー (A)と、患者 ID、年齢、体重から成る別のビュー (B)を考えま

す。

l FIXED LOD表現では、どちらの場合も同じ値になります。これは、ビューにあるものは無視し

て、LOD表現のディメンションのみを考慮して計算するためです。

l INCLUDE LOD表現では、体重を含めるとビューごとに異なる値になります。これは、ビューA
にはディメンションが追加されますが、すでに体重が設定されているビューBにはディメンションが

追加されないためです。

l EXCLUDE LOD表現では、体重を除外するとビューごとに異なる値になります。これは、ビュー

Bからはディメンションが削除されますが、体重が設定されていないビューAのコンテキストは変

更されないためです。

EXCLUDE

EXCLUDE詳細レベル表現では、ビューに存在する1つまたは複数のディメンションを計算で使用で

きないようにします。

EXCLUDE詳細レベル表現は、「合計の割合」または「全体平均との差異」シナリオに役立ちます。

それらは、[合計 ]および [リファレンスライン]などの機能に相当します。

EXCLUDE詳細レベル表現は、行レベルの式 (省略するディメンションがない式 )では使用できません

が、ビューレベルの計算またはそれらの中間の計算 (つまり、EXCLUDE計算を使用して他の詳細レ

ベル表現からディメンションを削除できます)のいずれかを変更するのに使用できます。

例 1

下の画像は、4か国の平均血圧の経時変化を性別に分けて示しています。
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時間の経過に伴う各国の平均血圧を、男性と女性に分けずに確認するには、EXCLUDE詳細レ

ベル表現 {EXCLUDE [Sex] : AVG[Average blood pressure]}を使用します。これは viz
の灰色の線としてプロットされます。
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[分析 ]ペインから平均線を引き出しても、それは単に性別と年を無視した国ごとの平均血圧の水平

線に過ぎないので、分析として機能しません。

注 :この例では、平均の平均を取っていますが、これは誤った分析手法です。ここでは、説明

のみを目的として行っています。このビジュアライゼーションで分析を行うべきではありません。

例 2

次の詳細レベル表現は、[Sales]の合計の計算から[Region]を除外します。

{EXCLUDE [Region]: SUM([Sales])}
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式は、[ExcludeRegion]として保存されます。

この式がどのように役に立つかを説明するために、まずは売上高合計を地域ごとまたは月ごとに分類

する次のビューを検討してみましょう。

[ExcludeRegion]を[色 ]にドロップすることで、月別の売上高合計が地域的な要素抜きで表示す

るようにビューが網掛けされます。

例 3

次のEXCLUDE詳細レベル表現は、月ごとの平均売上高合計を計算し、月の部分を除外しま

す。

{EXCLUDE [Order Date (Month / Year)] : AVG({FIXED [Order Date (Month

/ Year)] : SUM([Sales])})}
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これはネストされた詳細レベル表現、つまり、別の詳細レベル表現に含まれた詳細レベル表現である

ことに注意してください。

[average of sales by month]として保存された計算は、[列 ]シェルフ上のアドホック計算により月次

売上高合計から差し引くことができます。

[列 ]シェルフ上のMonth([Order Date])によって、4年間にわたる月次売上実績と4年間全体の月

次平均売上との差異を示すビューが作成されます。

詳細レベルの式と集計

ビューの詳細レベルによって、ビューの中のマークの数が決まります。ビューで詳細レベル表現を使用す

る場合、Tableauは2つの詳細レベル (1つはビューに含まれ、もう1つは式に含まれる)を調整する

必要があります。

ビュー内の詳細レベル表現の挙動は、式の詳細レベルが大まか、細かい、またはビュー内の詳細レベ

ルと同じであるかどうかに依存して変化します。この場合、「大まか」または「細かい」とはどういう意味

ですか?

ビューの詳細レベルよりも大まかな詳細レベル表現

ビュー内のディメンジョンのサブセットを参照する際、式には、ビューより大まかな詳細レベルが含まれま

す。たとえば、[Category]ディメンジョンおよび [Segment]ディメンジョンを含むビューの場合、次のディ

メンションのいずれかのみを使用する詳細レベル表現を作成します。
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{FIXED [Segment] : SUM([Sales])}

この場合、式には、ビューより大まかな詳細レベルが含まれます。その値は1つのディメンジョン

([Segment])に基づきますが、ビューは2つのディメンジョン([Segment]および [Category])に基づき

ます。

その結果、ビュー内で詳細レベル表現を使用すると特定の値が複製されます。つまり、複数回表示

されます。

複製された値は、カテゴリー内で特定の値を平均値と比較する際に役立ちます。たとえば、以下の

計算では、総平均売上高から顧客の平均売上高を減算します。

[Sales] - {FIXED [Customer Name] : AVG([Sales])}

値の複製中、ビューの中の関連フィールドの集計を(たとえば、AVGからSUMに)変更しても、集計

結果は変更されません。

ビューの詳細レベルより細かい詳細レベルの式

ビュー内のディメンジョンのスーパーセットを参照する際、式には、ビューより細かい詳細レベルが含ま

れます。ビューの中でそのような式を使用すると、ビューレベルまで結果を集計します。たとえば、以

下の詳細レベルは、2つのディメンジョンを参照します。

{FIXED [Segment], [Category] : SUM([Sales])}

詳細レベルとして [区分 ]のみを持つビューの中でこの式を使用する場合、値は集計する必要があり

ます。その式をシェルフにドラッグすると表示される内容は、次のとおりです。
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AVG([{FIXED [Segment]], [Category]] : SUM([Sales]])}])

集計―この場合は平均―は自動的に割り当てられます。必要に応じて、集計を変更できます。

ビューへの詳細レベル表現の追加

ビューの中で、詳細レベル表現が集計されるか複製されるかは、式のタイプ(FIXED, INCLUDE, or
EXCLUDE)および式の詳細がビューより大まかか細かいかによって決まります。

l INCLUDE詳細レベル表現には、ビューと同じ詳細レベル、またはビューより細かい詳細レベル

のいずれかがあります。そのため、値が複製されることはありません。

l FIXED詳細レベル表現は、ビューより細かい詳細レベル、より大まかな詳細レベル、または同

等の詳細レベルを持つことができます。FIXED詳細レベルの結果を集約する必要性は、

ビュー内のディメンジョンが何かに依存します。

l EXCLUDE詳細レベル表現は、ビューに複製された値が常に表示されるようにします。

EXCLUDE詳細レベル表現を含む計算がシェルフに配置されると、式は実際には集計され

ず、集計を変更してもビューに影響が及ばないことを示すために、デフォルトでATTR集計

(SUMまたはAVGとは対照的 )になります。

詳細レベル表現は、ビュー内のシェルフに追加される際、ディメンジョンとして使用される場合を除き、

常に自動的に集計されます。シェルフとタイプをダブルクリックすると、

{FIXED[Segment], [Category] : SUM([Sales])}

その後、Enterキーを押し、シェルフに現在表示されている式をコミットします。

SUM({FIXED[Segment], [Category] : SUM([Sales])})

ただし、シェルフをダブルクリックして式を編集する場合、編集モードで表示されるのは元の式です。

詳細レベルの作成時に、集約レベルの式を集計にラップすると、その式を含む任意の計算がシェルフ

に配置された場合、集計を新たに割り当てるのではなく、指定した集計が使用されます。集計が必

要ない場合 (式の詳細レベルは、ビューの詳細レベルよりも大まかなため)、式がシェルフにある場合、

指定した集約がそのまま示されますが、無視されます。

フィルターと詳細レベル表現

Tableauにはいくつか異なる種類のフィルターが含まれており、それらは上から下へ次の順序で実行さ

れます。
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右側のテキストは、このシーケンスで詳細レベル表現が評価される位置を表します。

抽出フィルター (オレンジ色 )は、Tableau Extractをデータソースから作成する場合にのみ関係しま

す。表計算フィルター (ダークブルー)は、計算が実行された後に適用されるので、計算に使用され

る参照元のデータを除外せずにマークを非表示にします。

SQLに詳しいのであれば、メジャーフィルターがクエリ内のHAVING句に相当し、ディメンションフィル

ターがWHERE句に相当すると考えることができます。

FIXED計算はディメンションフィルターの前に適用されるので、[フィルター]シェルフ上のフィールドをコ

ンテキストフィルターの使用 ページ1280にプロモートしない限り、フィールドは無視されます。たとえ

ば、ビューの中で、1つのシェルフに次のような計算があり、別のシェルフに [State]があるとします。

SUM([Sales]) / ATTR({FIXED : SUM([Sales])})

この計算からは、総売上高に対する州の売上高の比率が計算されます。

その後、[フィルター]シェルフに [State]を配置して州の一部を非表示にすると、フィルターは計算の分

子の部分にのみ影響します。分母はFIXED詳細レベルの式なので、ビューに表示されたままの州の

売上が、ビューから除外された州を含む全州の総売上に対して割り算されます。

INCLUDEおよびEXCLUDE詳細レベル表現は、ディメンションフィルターの後に考慮されます。その

ため、FIXED詳細レベル表現にはフィルターを適用するけれども、コンテキストフィルターは使用しな

いのであれば、INCLUDE式またはEXCLUDE式としてフィルターを書き換えることを考慮してくださ

い。

詳細レベル表現に対するデータソースの制約

一部のデータソースでは、より新しいバージョンでのみ詳細レベル表現をサポートしています。一部の

データソースは、詳細レベル表現をまったくサポートしていません。
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さらに、一部のデータソースは、複雑さの制限があります。Tableauは、これらのデータベースに関する

計算を無効にしませんが、計算があまりにも複雑な場合、クエリのエラーが発生する可能性がありま

す。

データソース サポート

Amazon EMR
Hadoop Hive

Hive 0.13以降でサポート。

Aster Database バージョン4.5以降でサポート。

Cloudera Hadoop Hive 0.13以降でサポート。

Cloudera Impala Impala 1.2.2以降でサポート。

キューブ(多次元

データソース)
サポートされていません。

DataStax
Enterprise

サポートされていません。

Firebird バージョン2.0以降でサポート。

汎用 ODBC 制限。特定のデータソースに依存。

Google Big Query 標準 SQLはサポートされていますが、レガシーSQLはサポートされていま

せん。

Hortonworks
Hadoop Hive

Hive 0.13以降でサポート。

HIVEバージョン1.1では、交差結合を生成する詳細レベル表現は、信頼

性が高くありません。

交差結合は、結合する明示的なフィールドがない場合に発生します。たと

えば、詳細レベル表現 {fixed [Product Type] : sum(sales)}

では、ビューが1つのディメンション[Ship Mode]のみを含んでいる場合、交

差結合が作成されます。交差結合では、1番目のテーブルの各行と2番

目のテーブルの各行を組み合わせた行を生成します。

IBM DB2 バージョン8.1以降でサポート。

MarkLogic バージョン7.0以降でサポート。

Tableau Software 2563

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



Microsoft Access サポートされていません。

Microsoft Jetベース

の接続 (Microsoft
Excel、Microsoft
Access、およびテキ

スト用のレガシーコ

ネクタ)

サポートされていません。

Microsoft SQL
Server

SQL Server 2005以降。

Mongo DB サポートされていません。

IBM PDA (Netezza) バージョン7.0以降でサポート。

Oracle バージョン9i以降でサポート。

Actian Matrix
(ParAccel)

バージョン3.1以降でサポート。

Pivotal Greenplum バージョン3.1以降でサポート。

PostgreSQL バージョン7以降でサポート。

SAP Sybase IQ バージョン15.1以降でサポート。

Splunk サポートされていません。

Vertica バージョン6.1以降でサポート。

Tableauで計算フィールドを使って作業するためのヒント

Tableauでより効率的に計算フィールドを作成および編集するために、この記事では計算エディター

で作業するためのくつかのヒントを記載しています。

注 :このトピックのgifは、古いバージョンのUIを示しています。データペインではディメンションと

メジャーが呼び出されなくなりました。
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計算エディターにフィールドをドラッグアンドドロップする

計算エディターでフィールドを作成する時、いつでも[データ]ペインからエディターに既存のフィールドを

ドラッグすることができます。

計算エディターから[データ]ペインに式をドラッグアンドドロップする

計算エディターで計算を入力するときに、式のすべてまたは一部をハイライトし、[データ]ペインにドラッ

グして、新しい計算フィールドを作成することができます。次に、名前を入力してフィールド名を変更し

ます。詳細については、アドホック計算 ページ2569を参照してください。

計算エディターで関数参照を使用する

計算エディターで計算を入力するときに、関数参照を使ってTableauで使用できる全ての関数を参

照することができます。

関数参照を開くには
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計算エディターで、エディターの右側の三角形のアイコンをクリックします。

参照から式に関数を追加するには

関数参照で、関数をダブルクリックします。

式の自動補完機能のメリットを活用する

計算エディターで式を入力すると、Tableauは式の項目を完成するためのオプションを提案します。

Tableauは、入力した文字列で始まる、あるいはそれを含む、関数、データソースのフィールド、パラ

メーター、セット、およびビンを提案します。提案のリストは入力するに従い更新されます。

自動補完から式に項目を追加するには

キーボードでEnterを押して、ハイライトされた提案を選択します。キーボードの上下矢印を使って

自動補完リストの項目内を移動することができます。
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表計算を編集するために計算エディターにドラッグする

表計算を作成するときに、計算エディターにドラッグして式を確認したり変更したりすることができま

す。

計算エディターで表計算を編集するには

1. [分析 ]メニューで [計算フィールドの作成 ]を選択します。

2. ワークシートから、表計算を計算エディターにドラッグします。

3. 終了したら、[OK]をクリックします。

計算エディターでテキストをサイズ変更する

計算を作成または編集するときに、計算エディターでテキストのサイズを調整することができます。

計算エディターでテキストのサイズを拡大するには

キーボードで、CTRLと+キー (MacではCommand +キー)を押します。
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計算エディターでテキストのサイズを縮小するには

キーボードで、CTRLおよび-キー (MacではCommand -キー)を押します。

注 :テキストサイズは、エディターを閉じるまで保持されます。次にエディターを開くときには、テ

キストは既定サイズになっています。

どのシートが計算フィールドを使用しているかを確認する

計算フィールドを編集するときに、[Sheets Affected (影響を受けるシート)]をクリックして、他にどの

シートがそのフィールドを使用しているかを確認することができます。変更をコミットすると、これらの

シートも更新されます。

数字と日付の書式設定

ヒント:計算が必要なく、書式設定だけが必要な場合もあります。

数字や日付の値が正しくても、期待通りに表示されないことがあります。たとえば、日付が2027年

2月 2日ではなく2027/02/02と表示される場合があります。これを修正するのに日付計算は必要

ありません。代わりに、目的の視覚的なプレゼンテーションになるように日付を書式設定します。

同様に、ROUND() 関数の結果も、データソースの詳細が原因で適切に表示されないことがありま

す。結果の表示方法を制御するには、数値形式を設定して、小数点以下の桁数を指定します。
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アドホック計算

アドホック計算は、ビュー内のシェルフ上にあるフィールドの操作時に作成および更新できる計算で

す。アドホック計算は、タイプイン計算またはインライン計算とも呼ばれます。

アドホック計算の作成

編集を開始するには、既存の

フィールドをダブルクリックしま

す。

空のシェルフまたはシェルフの

空の部分をダブルクリックして

も、新しい計算を作成できま

す。

入力して式を更新するか、

[データ]ペインまたはビュー内

の別の場所から新しいフィー

ルドを式にドラッグします。

EnterキーまたはTabキーを

押すか、式の外側をクリックす

ると、式がコミットされ、計算

が終了し、ビューが更新され

ます。

式をコミットし、計算を閉じず

にビューを更新するには、Ctrl
+ Enter (MacではCommand
+ Enter)を押します。

アドホック計算は、[行 ]、[列 ]、[マーク]、[メジャーバリュー]の各シェルフでサポートされます。[フィル
ター]シェルフまたは [ページ]シェルフではサポートされません。

Tableau Desktopで作業している場合、アドホック計算でのエラーは赤い下線で示されます。エラーの

部分をポイントすると、解決のヒントが表示されます。
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注 :アドホック計算には名前が付けられてデータペインに保存されることはありませんが、ワーク

ブックを閉じると保存されます。アドホック計算を他のワークブックシートで使用するために保

存する場合は、[データ]ペインにコピーします。Tableau Desktopでは、計算に名前を付ける

ように求められます (ブラウザーでは求められません)。名前を付けたアドホック計算は、計算エ

ディターで作成した計算と同じであり、ワークブック内の他のシートで使用できます。Tableau
での計算の開始 ページ2126を参照してください。

複数行のアドホック計算

アドホック計算を入力する際にShift + Enterキーを押すと新しい行を開始できます。ただし、アドホッ

ク計算に表示されるのは現在の行のみであるため、複数の行が含まれていることを知らないユーザー

が計算を表示したり編集したりするのに混乱する可能性があります。

複数行のアドホック計算の最初の行は、計算用のタイトルとして機能するコメントにできます。これ

は、計算のコミット後にシェルフ上に表示される唯一の行です。

//City and State

[City] + ', ' + [State]

アドホック計算および集計

Tableauでは、入力された式がメジャー (つまり、数値を返す)であると判断した場合、式のコミット時

に自動的に集計を式に追加します。たとえば、アドホック計算にDATEDIFF('day',[Ship

Date],[Order Date])と入力してEnterキーを押すと、次のように表示されます。

SUM(DATEDIFF('day',[Ship Date],[Order Date]))

すでに集計フィールドであるフィールド(SUM([Profit])など)をアドホック計算で使用した場合、結果

は集計計算になります。たとえば、アドホック計算 SUM([Profit])/SUM([Sales])をコミットす

ると、結果は次のようになります。

AGG(SUM([Profit])/SUM([Sales]))

集計計算の詳細については、Tableau 内の集計関数 ページ2243を参照してください。

インサイトおよび実験のためのアドホック計算

アドホック計算を作成する典型的な例として、次のような処理があります。

l 当て推量のテスト

l what-ifシナリオの試行
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l 複雑な計算のデバッグ

アドホック計算の管理

アドホック計算の管理には、次のキー入力を使用します。

l [行 ]、[列 ]、[マーク]、または [メジャーバリュー]シェルフの既存のフィールド内をダブルクリックし、

アドホック計算として開きます。

l 新しいアドホック計算を一から作成するには、これらのシェルフの他の場所をダブルクリックしま

す。

l アドホック計算を取り消すには、Escキーを押します。

l アドホック計算をコミットするには、Enterキーを押します。この操作により、ビューが更新され、

アドホック計算が閉じられます。変更内容をコミットし、アドホック計算を閉じずにビューを更新

するには、Ctrl + Enterキーを押します。

l Tableau Desktopで作業しており、同じシェルフ上の現在のアドホック計算の右側にフィールド

が存在する場合、Tabキーを押すと、そのフィールドをアドホック計算として開くことができます。

シェルフ上の現在のアドホック計算の右側にフィールドがない場合は、Tabキーを押すと、新し

いアドホック計算が表示されます。Shift + Tabキーにも同様の機能がありますが、左側に移動

します。

l シェルフ上の名前付きフィールドを編集のためにダブルクリックした場合、元の名前付きフィール

ドは変更されません。

また、アドホック計算の使用については、次のルールが適用されます。

l 一度に開くことができるアドホック計算は1つだけです。

l 地理的役割または会計年度設定が関連付けられているフィールドが追加されたアドホック計

算は、その役割または設定を継承します。

l アドホック計算の右クリックコンテキストメニューでは、同じタイプのビューにある他のフィールドで

使用可能なものと同じオプション(集計の変更や書式設定など)がサポートされます。

l グループ、セット、階層、またはパラメーターを作成する場合、アドホック計算は使用できませ

ん。

l アドホック計算は、傾向線や予測、リファレンスライン、バンド、およびディストリビューションを作

成する場合に有効です。

例 -計算を使用したスポットライト

スポットライトとは、メジャーの値に基づいて別々のしきい値を示すテクニックです。たとえば、10,000を

超える場合は緑色、10,000未満の場合は赤色で表示するように売上を色分けすることができます。

スポットライトの計算は、結果が不連続メジャーになる特殊なケースの計算です。連続メジャーは従

属変数の計算 (したがってメジャー)ですが、結果は連続ではなく不連続になります。それで不連続メ

ジャーという名前になっています。例は次のとおりです。
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この例の式では、Sales Spotlightという不連続メジャーを定義しています。不連続メジャーは、

[データ]ペイン内では常に青いabc アイコンで表示されます。Sales Spotlight (売上高スポットライ

ト)は、別のメジャーの関数であるため、Tableau内でメジャーとして分類されます。このメジャーは、

不連続値 ("Good"および "Bad")を生成するため、不連続です。次に、このカテゴリーメジャーの使

用例を示します。

ここでは、Sales Spotlight (売上高スポットライト)が [マーク]カードの [色 ]にあります。これは集計

関数なので、AGG プレフィックスと共に表示されています。10,000を超える値と10,000未満の値に

は異なる色が割り当てられています。
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Tableauでの割合の計算

Tableauでのすべての分析は、割合で表すことができます。たとえば、製品ごとの売上高を見るので

はなく、各製品の売上高をすべての製品の総売上高に対する割合として見ることができます。

割合について

割合の計算に関与する2つの要因があります。

1.すべての割合計算の比較先であるデータ

割合とは数字の比率です。分子は特定のマークの値です。分母は目的の割合の種類によって異な

り、すべての計算の比較対象となる値です。比較は、表全体、行、ペインなどに基づいて行うことがで

きます。既定では、表全体が使用されます。その他の割合計算は、[割合 ]メニュー項目から使用で

きます。割合のオプションページ2575を参照してください。

下の図は、割合をテキストテーブルで表示した例です。割合は、合計として集計された"Sales (売
上高 )"メジャーを使用して計算されており、表全体に基づいています。

2.集計

割合は、各メジャーの集計に基づいて計算されます。標準的な集計には、合計、平均。その他いく

つかあります。詳細については、Tableau でのデータ集計 ページ171を参照してください。
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たとえば、"Sales (売上高 )"メジャーに適用された集計が合計である場合、既定の割合計算 (表
に対する割合 )では、そのマークのSUM(Sales)を表全体のSUM(Sales)で除算した値が表示され

ます。

事前定義済みの集計に加えて、割合の計算ではカスタム集計も使用できます。独自の集計を定

義するには、計算フィールドを作成します。新しいフィールドが作成されたら、他のフィールドと同じ方

法でそのフィールドに割合を適用できます。詳細については、Tableau 内の集計関数 ページ2243を
参照してください。

割合の計算は、非集計のデータにも適用できます。この場合、すべての値が合計に対する割合とし

て表記されます。他の集計はいずれも使用できません。

例

下のビューには、2つのディメンションと最大値として集計した1つのメジャーを使用して作成した、ネ

ストされた棒グラフが表示されています。さらに、データはディメンション別に色エンコードされ、既定の

割合計算が適用されています。軸ラベルが変更され、割合の計算を反映します。

ツールヒントには、東部における2001年度の家具の最大売上高は、表全体の最大値の17.70%
であることが示されています。表全体の最大値は、南部での2005年度の売上高です。ビューを再

作成すると、最大値は "South (南部 )"、"Technology (テクノロジー)"カテゴリー、"2011 (2011年 )"
に発生したことがわかります。この部分のツールヒントには、100%の最大売上高が示されます。

次のビューには、2つの非集計のメジャーが散布図として表示されています。ここでも、既定の割合

計算が適用され、それが軸ラベルに反映されています。
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ツールヒントには、選択したデータポイントが、総利益の -0.475%、総売上高の0.3552%を構成して

いることが表示されます。この割合計算は、データソース全体に基づいます。

割合の計算方法

ビジュアライゼーションで割合を計算するには:

l [分析 ] > [次のパーセンテージ]を選択し、割合のオプションを選択します。

割合のオプション

割合の計算では、その元になる合計を指定する必要があります。既定の割合計算は表全体に基づ

いて行われます。別のオプションから選択することもできます。

選択したオプションは、ワークシートに表示されるすべてのメジャーに適用されます。あるメジャーに[列
の割合 ]を選択し、別のメジャーに[行の割合 ]を選択することはできません。

[分析 ]メニューの割合オプションは、表計算の割合に対応します。割合オプションを選択する

と、実際には表計算の [合計に対する割合 ]が追加されます。詳細については、表計算での

値の変換 ページ2482を参照してください。
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現在の割合計算の意味がわからない場合は、総計を表示します。これによって、より詳細な行およ

び列の情報が得られます。たとえば、総計を表示して[行の割合 ]を選択すると、各行の合計は

100%であることがわかります。総計の詳細については、ビジュアライゼーションでの合計の表示 ペー

ジ1297を参照してください。

割合計算のオプションについては、次のセクションで説明しています。それぞれのケースで、総計も表

示されます。

表の割合

[分析 ]メニューから[パーセンテージ] > [表 ] を選択すると、ワークシート上の各メジャーがワークシー

ト全体 (表 )の合計に対する割合として表示されます。たとえば、"East (東部 )"地域の

"Technology (テクノロジー)"は、2014年度の合計売上高の3.79%を占めています。行の総計は、

2014年には総売上高の31.95%を占めていることを示しています。行の総計を合計しても、列の

総計を合計しても、合計は100%になります。

列の割合

[分析 ] メニューから[パーセンテージ] > [列 ] を選択すると、ワークシート上の各メジャーがペイン内の

特定の列の合計に対する割合として表示されます。赤色の各ボックス内の数値は、合計 100%に

なります。
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行の割合

[行の割合 ]を選択すると、ワークシート上の各メジャーが行の合計に対する割合で表示されます。赤

色の各ボックス内の数値は、合計 100%になります。
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ペインの割合

[分析 ] メニューから[パーセンテージ] > [ペイン] を選択すると、ワークシート上の各メジャーがビュー内

のペインの合計に対する割合で表示されます。このオプションは、表が1つのペインのみで構成され

ている場合は [表の割合 ]と同等です。

次のビューで、赤いボックスは単一のペインを構成します。赤いボックス内の値を合計すると、100%
になります。

ペイン内の行の割合

[分析 ] メニューから[パーセンテージ] > [ペイン内の行の割合 ] を選択すると、ワークシート上の各メ

ジャーがペイン内の特定の行の合計に対する割合として表示されます。このオプションは、表の幅が

1ペイン分しかない場合は [行の割合 ]と同等です。

次のビューで、赤いボックスはペイン内の行を構成します。赤いボックス内の値を合計すると、100%
になります。
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注 : [メジャーネーム]を[列 ]シェルフの内部ディメンションとして配置すると(つまり右端にある

ディメンションです)、複数のメジャーネームの値を合計できないので、各マークに対して100%
が返されます。たとえば、SUM(Sales)とSUM(Profit)の値を合計することはできません。

ペイン内の列の割合

[分析 ] メニューから[パーセンテージ] > [ペイン内の列の割合 ] を選択すると、ワークシート上の各メ

ジャーがペイン内の特定の列の合計に対する割合として表示されます。このオプションは、表の高さが

1ペイン分しかない場合は [列の割合 ]と同等です。

次のビューで、赤いボックスはペイン内の列を構成します。赤いボックス内の値を合計すると、100%に

なります。
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[メジャーネーム]を[行 ]シェルフの内部ディメンションとして配置すると(つまり、シェルフの右端

にあるディメンションです)、複数のメジャーネームの値を合計できないので、各マークに対して

100%が返されます。たとえば、SUM(Sales)とSUM(Profit)の値を合計することはできませ

ん。

セルの割合

[分析 ]メニューから[パーセンテージ] > [セル]を選択すると、ワークシート上の各メジャーがビュー内の

各セルの合計に対する割合で表示されます。ほとんどのビューでは、1つのセルにつき1つの値しか

表示されません。この場合、すべてのセルが100%のパーセンテージを示します。しかし場合によっ

て、たとえばデータを非集計する場合は、1つのセルに複数の値を含めることができます。

関連項目

表計算での値の変換 ページ2482
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ビューでのデータの探索と調査
ビューを探索および分析する準備が整ったら、Tableauで目的のデータを分離するのに役立つ一連

の動的データ検査ツールを使用できます。たとえば、密集したデータビューでは、特定の地域に注目

し、外れ値のグループを選択し、各マークの参照元データソース行を表示します。

マークの選択によるビュー内のデータポイントのハイライト

ビューにハイライトを追加する最も簡単な方法は、ハイライトするマークを選択することです。ビューで

マークを手動選択すると、他のマークはすべて薄く表示され、選択項目への注意を喚起することがで

きます。選択内容はワークブックに保存されます。

選択ツールの使用方法の詳細については、マークの選択 ページ2595を参照してください。また、凡例

のハイライトページ1339、コンテキスト内のデータポイントをハイライトするページ1342、[ハイライト]
ツールバーボタンページ1345、およびハイライトアクションページ1338も参照してください。

キーボードのCtrlキーを押したまま(MacではCommandキー)、各マークを選択することで、複数の

マークを選択できます。高度な選択ツールのいずれかを使用して、特定の形状内のマークを選択する

こともできます。
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マークとヘッダーを選択して、ビューに表示される内容をフィルターすることもできます。詳細について

は、ビューにデータポイントを含めるか、データを除外するよう選択しますページ1252およびヘッダー

を選択してデータをフィルターするページ1253を参照してください。

ツールヒントを使用した選択したマークの分析

ビュー内で1つまたは複数のマークを選択し、同じ部分にカーソルを合わせていると、ツールヒントに

データを調べるためのいくつかのオプションが表示されます。

Tableau Desktop のバージョン Web バージョン

ツールヒントには、ビュー内のマークに関する追加情報が表示され、ここから次のデータ分析オプショ

ンを使用できます。

l

ビュー内で選択したマークのみを保持します。

詳細については、ビューにデータポイントを含めるか、データを除外するよう選択しますページ

1252を参照してください。

l

選択したマークをビューから除外します。

詳細については、ビューにデータポイントを含めるか、データを除外するよう選択しますページ

1252を参照してください。

l

選択したマークに基づいてグループを作成します。 詳細については、データのグループ化

によりデータエラーの修正またはディメンションメンバーを組み合わせるページ1040を参照して

ください。

l
選択したマークを含むセットを作成します (Tableau Desktopのみ)。 詳細については、

セットの作成 ページ1041を参照してください。
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l 選択したマークの参照元データを表示します。 詳細については、参照元データの表示 ペー

ジ2602を参照してください。

ツールヒントに関する詳細については、ツールヒントページ81を参照してください。

関連する分析ツールの詳細については、ビューのズームとパン、マークの選択 ページ2592、「マークの

選択」、元に戻す/やり直すページ2598、ドロップラインページ1965を参照してください。

ツールヒントでのカテゴリ別のデータのハイライト

不連続 (カテゴリー)のディメンションまたはメジャーをツールヒントに含めると、これらを使用して同じ値

を持つビューのマークを選択できます。ツールヒントの選択がワークシートで有効になっている場合、こ

れらのフィールドにマウスをかざすと下線付きのテキストで表示されます。ツールヒントの選択をクリック

すると、同じ値を持つビュー内のすべてのマークが選択されます。

下の例では、[Bill Shonely] ("Customer Name (顧客名 )"の値 )をツールヒントでクリックすると、その

ビュー内でBill Shonelyを顧客として含めているすべてのマークが選択され、他のマークはすべて薄く

表示されます。

この機能を無効または有効にするには、[ツールヒントの編集 ]ダイアログボックスで、[カテゴリ別の選

択を許可 ]チェックボックスをオンにします。ツールヒントのプロパティ設定の詳細については、ツールヒン

トをマークに追加 ページ1214を参照してください。
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マップ内のデータの探索

Tableauのマップは、世界中のデータをすばやく見つけて、分析できるように支援します。マップビュー

を探索および操作する方法は数通りあります。ビューツールバーからマークをズームイン、ズームアウ

ト、パン、および選択したり、マップ検索を使用して世界中の場所を検索できます。

詳細については、マップ内のデータの探索 ページ1831、マップ内の場所の検索 ページ1834、および

マップ内のデータポイントおよび位置間の距離の測定 ページ1835を参照してください。

アナリティクスオブジェクトのビューへの追加 (傾向線、予測値、リ

ファレンスラインおよびリファレンスバンド)
ワークスペースの左側に表示されている[アナリティクス]ペインから、リファレンスライン、ボックスプロッ

ト、傾向線、予測などのオブジェクトをビューにドラッグできます。[データ]ペインと[アナリティクス]ペイ

ンを切り替えるには、サイドバーの上部にあるタブをクリックします。詳細については、高度な分析の

ビューへの適用 ([アナリティクス] ペイン)ページ45を参照してください。
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Tableau Desktopの [アナリティクス]ペイン

Tableau Desktopでは、アナリティクスオブジェクトをビューに追加するオプションを[アナリティクス]ペイ

ンまたはメニュー、あるいはビューのコンテキストで使用できます。たとえば、軸を編集するときはリファレ

ンスラインおよびバンドを使用でき、傾向線と予測値は [アナリティクス]メニューから使用できます。

[アナリティクス]ペインでは、ドラッグ&ドロップでさまざまなオプションにアクセスできます。

Webでは、ほとんどのアナリティクスオブジェクトを[アナリティクス]ペインから使用できます。

マークデータと再計算されたラインの比較

ビュー内に平均線、定数線、傾向線、リファレンスライン、リファレンスバンド、分布ライン、分析バンド

などのアナリティクスオブジェクトがあるときに、ビュー内で1つまたは複数のマークを選択すると、選択

したマークをビュー全体のデータと照合した分析データの比較が即時に行えます。

たとえば、傾向線を含むビュー内でマークを選択すると、再計算された2つ目の傾向線が作成されま

す。この傾向線の値は選択したマークのみから決定されるため、この傾向線が示す傾向を全体の傾

向と比較することができます。
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アナリティクスオブジェクトが既に含まれているビュー内でマークを選択すると、再計算されたラインが

既定で表示されます。Tableau Desktopで、再計算された線を作成しない場合、オフにすることが

できます。

再計算された線をオフにする (Tableau Desktop のみ):

1. ビューのアナリティクスオブジェクトを選択し、[編集 ]をクリックします。

2. [編集 ]ダイアログボックスで、[ハイライトまたは選択したデータポイントに対する再計算された

ラインの表示 ]をオフにします。
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または、ビューでアナリティクスオブジェクトを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)
して[セットの In/Out を表示 ]を選択します。

ビューに戻り、マークを選択またはハイライトすると、再計算されたラインは表示されません。詳

細については、ハイライトアクションページ1338を参照してください。

再計算されたラインおよびハイライトアクション

再計算されたラインは、ワークシートとダッシュボードのどちらでも、ハイライトアクションと一緒に操作す

ることもできます。

たとえば、1つのシート内でマークを選択することによって、ダッシュボード内でハイライトアクションを作

成すると、そのダッシュボード内の他のシート内のマークがハイライトされます。これらのシートに傾向

線、リファレンスライン、その他のアナリティクスオブジェクトが含まれている場合、再計算されたライン

は、ビューの更新時に表示されます。
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[データの詳細 ]を使用したビジュアライゼーション情報の表示

2019.3以降、Tableau Catalogは、Tableau ServerとTableau Cloudに対するデータ管理

の一部として使用できます。Tableau Catalogが環境で有効になっている場合、[データの詳

細 ]ペインにビジュアライゼーション情報を表示できます。Tableau Catalogの詳細について

は、Tableau ServerまたはTableau Cloudのヘルプの「Tableau Catalogについて」を参照し

てください。

パブリッシュされたビューを確認しており、お使いの環境でTableau Catalogが有効になっている場

合、ワークブックやダッシュボードのビュー上部にあるツールバーで [データの詳細 ]を選択すると、

ビューで使用されているデータに関する情報を表示できます。詳細は次のとおりです。

l 過去 12週間にシートまたはダッシュボードが表示された回数を示すスパークライン。

l ワークブックに関する情報 (名前、プロジェクト、作成者、変更日、データ品質に関する警

告 )。
l シートまたはダッシュボードで使用されたデータソース。

l 使用中のフィールドのリスト。フィールドを選択すると、説明や計算などのフィールドメタデータ

が表示されます。
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[データの詳細 ]ペインのリンクをクリックすると、そのアイテムが別のウィンドウで開かれます。

ビュー、ワークブック、またはダッシュボードで使用されているいずれかのデータの系列にデータ品質に関

する警告がある場合、[データの詳細 ]タブには、白い感嘆符を囲む青い円が表示されます。[データ

の詳細 ]タブ、次にデータ品質に関する警告をクリックし、警告の詳細を表示します。
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高い可視性のデータ品質警告

データアイテムの所有者や管理者が、データ品質に関する警告が重要であることを示すタグを付け

た場合は、次のようになります。

l 影響を受けるアセットが使用されているパブリッシュ済みのビューを開くと、[データの詳細 ]ペイ

ンへのリンクを含む通知が表示されます。

l [データの詳細 ]ペイン(また、Tableauの他の場所 )では、黄色の警告記号によってその警告

の可視性が高まります。
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フィールドにはアップストリームの説明を表示できます。

ビューで使用されているフィールドにワークブック内の説明が含まれていなくても、説明が存在する場

合はCatalogでアップストリームのフィールドまたは列から説明を検索して表示できます。パブリッシュさ

れたデータソースがアップストリームであり、そこにこのフィールドの説明が含まれている場合、[データの

詳細 ]ペインにはそのフィールドの説明が表示されます。説明が含まれていない場合は、このフィールド

には、アップストリームのテーブル内でフィールドが参照する列からの説明が表示されます。

フィールドがアップストリームソースから説明を継承すると、説明の継承元を示す情報アイコンが [説
明 ]の横に表示されます。
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計算フィールド、グループフィールド、またはセットフィールドなどの一部のフィールドでは、アップスト

リームソースからの説明の表示はサポートされていません。また、ワークブックとデータソースでは、アッ

プストリームのフィールドや列の説明を表示することはできません。

説明の追加については、Web コンテンツの管理 ページ3219の「説明の追加または編集」を参照し

てください。

ビューのズームとパン、マークの選択

ビューの左上隅にあるビューツールバーを使用すると、ビューの拡大 /縮小やパン、データマークの選

択を行うことができます。
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ビューツールバーの表示 /非表示

ヒント: Tableau CloudやTableau Serverでビューツールバーが表示されない場合は、コンテ

ンツの所有者に、次の手順を使用して表示するように依頼してください。または、キーボード

ショートカットを使用して、ズーム、パン、マークの選択を行います。

マップビューにカーソルを合わせると、既定でビューツールバーが表示されますが、その動作は変更で

きます。詳細については、ユーザーによるマップの操作方法のカスタマイズページ1817を参照してくださ

い。また、散布図やボックスプロットなど、他のタイプのビューでもツールバーを表示できます。

1. ダッシュボードを使用している場合は、ツールバーを表示 /非表示するゾーンを選択します。

2. トップメニューから、[ワークシート] > [ビューツールバーの表示 ]を選択します。次に、以下のい

ずれかのオプションを選択します。

l [自動 ] -ツールバーは、マップビューにカーソルを合わせると表示されます。

l [ポイント時に表示 ] -ツールバーは、いずれかのタイプのビューにカーソルを合わせると表

示されます。

l [非表示 ] -ツールバーは、選択したビューに表示されません(ただし、モバイルデバイスの

使用可能性を向上させるため、スクロール可能なビューでの操作や複数選択を行う

と、ツールバーが表示されます)。
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ヒント: Tableau Desktopでは、ツールバーのオンとオフをすばやく切り替えることができます。

ビュー内の任意の場所を右クリックし、[ビューツールバーを表示 ]や [ビューツールバーを非表

示 ]を選択します。

ズームとパン

ビューツールバーでは、ズームコントロールと、ズームされたビューのさまざまなエリアを表示できるパン

ツールが提供されます。

ズームインとズームアウト

ズームインするにはビューツールバーの [ズームイン]ボタン をクリックし、ズームアウトするには

[ズームアウト]ボタン をクリックします。

ビューツールバーが非表示になっている場合、ズームインするにはビューをダブルクリックし、ズームア

ウトするにはShiftキーを押しながらビューをダブルクリックします。

特定のエリアにズーム

ビューの特定のエリアにズームインするには、ビューツールバーの [ズームエリア]ツールボタン を

クリックしてから、ビューにドラッグします。

ビューツールバーが非表示になっている場合、Ctrl + Shiftキー (Windows)やCommand + Shiftキー

(Mac)を押したまま[ズームエリア]ツールを使用します。

ビューのリセット

ズームインまたはズームアウトした後、ビュー内の軸は特定の範囲にロックされています。すべての

データにビューを自動的にズームするように軸をすばやくリセットするには、次のいずれかを実行しま

す。

l

Tableau Desktopで、ビューツールバーの [リセット]ボタン をクリックします。

l

Tableau ServerまたはTableau Cloudで、ビューツールバーの [ズームホーム]ボタン をク

リックします。
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ビューのパン

パンするには、次のいずれかを実行します。

l Shiftキーを押しながら、ビュー内をドラッグします。

l

ビューツールバーで矢印にカーソルを合わせ、[パン]ツール を選択してからビュー内でドラッ

グします。

マークの選択

マークを選択すると、表示されるツールヒントにマークに関する情報が表示されます。また、ビューから

基になるデータを簡単に表示したり、選択したマークをフィルターしたりすることもできます。詳細につい

ては、ツールヒントページ81を参照してください。

ビューでマークを選択すると、他のマークはすべて薄く表示され、選択項目への注意を喚起することが

できます。選択内容はワークブックに保存されます。
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個々のマークまたは複数のマークの選択

個々のマークを選択するには、そのマークをクリックします。個々のマークを選択した範囲に追加する

には、Ctrlキー (Windows)やCommandキー (macOS)を押したままにします。

複数のマークを同時に選択するには、ビューツールバーの [矩形 ]、[ラジアル]、[投げ縄 ]ツールを使用

して、ビューをドラッグします。

矩形の選択

矩形ツールを使用すると、矩形内のマークが選択されます。矩形ツールを使用するには、ビューツー

ルバーの矢印にカーソルを合わせて [矩形 ]ツールボタン をクリックし、ビューにドラッグします。

注 : 矩形ツールはほとんどのビューの既定のツールであるため、ビューツールバーに表示されて

いない場合があります。この場合、矩形ツールを使用するビューに向かってドラッグすることがで

きます。
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ラジアルの選択

ラジアルツールを使用すると、環状エリア内のマークが選択されます。ラジアルツールを使用するに

は、ビューツールバーの矢印にカーソルを合わせて [ラジアル]ツールボタン をクリックし、ビューにド

ラッグします。

また、ラジアルツールを使用してマップビューで距離を測定することもできます。詳細については、マッ

プ内のデータポイントおよび位置間の距離の測定 ページ1835を参照してください。

投げ縄の選択

投げ縄ツールを使用すると、フリーハンド形状をマークの周囲に描画することで、複数のマークを選択

できます。このツールは、特定のマークのみを含め、その周りの他のマークを除外するのに便利です。

投げ縄ツールを使用するには、ビューツールバーの矢印をポイントして [投げ縄 ]ツールボタン を

クリックし、選択するマークの周りにフリーハンド形状を描画します。
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元に戻す/やり直す

Tableau Desktopでは、ほぼすべてのアクションの取り消しとやり直しと、Tableau CloudやTableau
Serverのコンテンツ表示モードと作成モードを無制限に実行できます。たとえば、直前まで表示して

いたシートにすばやく戻ったり、編集中のデータソースに対する変更を繰り返したりすることができま

す。

Tableauは、ユーザーが終了するまで、すべてのワークシートに対して行った元に戻す/やり直しの実

行履歴を保存します。セッション間では履歴が保存されません。

キーボードショートカット

変更をすばやく元に戻したりやり直したりするには、次のキーボードショートカットを使用します。

l Windowsの場合は、Ctrl + Zを押して元に戻し、Ctrl + Yを押してやり直します。

l macOSの場合は、Command+Zを押して元に戻し、Command+Shift+Zを押してやり直し

ます。

[元に戻す]ボタンと[やり直す]ボタン

Tableau Desktop、Tableau Cloud、Tableau Serverの左上隅にある[元に戻す]ボタンと[やり直し]
ボタンをクリックできます。
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次に、Tableau Desktopでこれらのボタンが表示される方法を示します。

Tableau CloudとTableau Serverでの表示方法は次のとおりです。

ブラウザーのウィンドウが狭い場合は、ボタンが次のように表示されます。
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ボタンのツールバーが表示されない

いくつかのオプションを実行します。前述のキーボードショートカットを使用するか、次の操作を行いま

す。

l Tableau Desktopの場合は、[ウィンドウ] > [ツールバーの表示 ]を選択します。

l Tableau CloudやTableau Serverの埋め込みビューの場合は、コンテンツ所有者に「ツール

バー」のURLパラメーターを使用してツールバーを表示するように依頼します。

これで、Tableau内でいくつかのワイルドな変更を実行できるようになったので、思う存分元に戻す/
やり直す操作を実行できます。

サマリーカード

"サマリーカード"は [カードの表示 /非表示 ]ツールバーメニュー から使用でき、選択項目また

はデータソース全体についての情報を簡単に表示できます。

ビューでデータを選択すると、サマリーカードが更新され、選択項目に含まれているデータに関する情

報のみが表示されます。
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既定でサマリーカードには、ビュー内のデータの合計値、平均値、最小値、最大値、および中央値

が表示されます。サマリーカードの値は更新され、選択しているデータポイントのこれらの値を表示し

ます。(平均値は、すべての関連値を合計し、値の合計数で除算することで計算されます。中央値

は、値を最小から最大の順に並べ替え、中央の値を選択することで計算されます。)カードの最上部

にあるカウント値はビューまたは選択箇所のマーク数を示します。

サマリーカードのドロップダウンメニューを使用すると、次の追加的な統計を表示できます。

l 標準偏差

平均値の周辺のデータ分散のメジャー。データそのものと同じ単位で測定されます。サンプル

標準偏差は、母集団標準偏差の不偏推定値に多少の修正を加えたものです。この標準偏

差には修正が含まれています。

l 第 1 四分位数

分散の堅牢なメジャーを得るために、一般的に他の四分位数と共に使用される場所のメ

ジャーです。この場合の堅牢とは、外れ値に対して標準偏差ほど敏感ではないことを意味しま

す。第 1四分位数は25%に相当し、通常はボックスプロット内の下の線になります。

l 第 3 四分位数

分散の堅牢なメジャーを得るために、一般的に他の四分位数と共に使用される場所のメ

ジャーです。この場合の堅牢とは、外れ値に対して標準偏差ほど敏感ではないことを意味しま

す。第 3四分位数は75%に相当し、通常はボックスプロット内の上の線になります。

l 歪み
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片側にデータの極値がある傾向のメジャー。正の歪みとは極値が右側にあり、負の歪みとは

極値が左側にあることを意味します。

l 過剰な尖度

データが正規分布より極値または外れ値にある傾向のメジャー。正規分布は尖度 3である

ため、この値は尖度 -3です。

参照元データの表示

Tableauのビジュアライゼーションを見て、どのようなデータが各マークまたはすべてのVizを構成して

いるかを考えたことがありますか?一般的なVizには、ビュー内のディメンション構造に基づいて集計さ

れたメジャーが含まれています。Vizに表示されるすべてのマークには、基になる列と行のデータが含

まれています。[データの表示 ]ウィンドウには、このデータが表形式で表示され、現在の選択または

現在のビューに範囲が設定されます。

必要なパーミッションを持っている場合は、ワークシート、ダッシュボード内のシートまたは [データソー

ス]ページで、参照元データを表示できます。ワークシートでは、[データの表示 ]ウィンドウをカスタマイ

ズして、そのカスタマイズしたビューをCSV形式でダウンロードできます。

注 :カスタマイズされた並べ替えの結果は、ダウンロードされたデータには含まれません。

既定では、[データの表示 ]ウィンドウには、Tableau Desktopでは最大 10,000行のデータが表示さ

れ、Tableau CloudおよびTableau Serverでは最大 200行のデータが表示されます。

注 :Tableauバージョン2020.2以降、Tableauバージョン2020.1以前のデータソースを開く

と、列の順序が異なる場合があります。[データの表示 ]ウィンドウでは列の表示方法が異なる

ため、データをCSV形式にエクスポートすると列の順序が変わる場合があります。Tableau
バージョン2022.1以降では、データをエクスポートする前に、列の順序を手動でカスタマイズ

できます。

関係と論理テーブルをサポートするには、このような [データの表示 ]ウィンドウの列の順序変

更が必要となります。カスタマイズされた列の順序に依存するスクリプトを使用する場合は、

データの表示にTableau拡張機能 APIを使用して、参照元データをCSV形式にダウンロー

ドすることをお勧めします。

[データの表示 ]ウィンドウを開くことができる場所

[データの表示 ]ウィンドウに表示されるデータは、開いた場所のコンテキストによって異なります。
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コンテキスト スコープ 方法

ワークシート:
選択した1 つ

または複数の

マーク

Tableau
Cloud、
Tableau
Server、
Tableau
Desktop

ワークシー

トで、1つ

以上のマー

クを選択

し、ツールヒ

ントメ

ニューから

[データの表

示 ]を選択

すると、

個々のマー

クまたは

マークのグ

ループに範

囲が設定

された参照

元データが

表示されま

す。

注 : [データ

の表示 ]ボ
タンを使用

できるように

するには、

ツールヒント

で [コマンド

ボタンを含

める]オプ

ションを選

択する必

要がありま

す。

このビュー

はカスタマ

ビューで1つ以上のマークを選択し、ツールヒントメニューから[デー

タの表示 ]を選択します。
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コンテキスト スコープ 方法

イズしてダ

ウンロード

できます。

データソース

ページ:テーブ

ルごと

Tableau
Cloud、
Tableau
Server、
Tableau
Desktop

[データソー

ス]ページ

で、データ

ソース(左
側のペイン)
にリストされ

ている各

テーブルの

[データの表

示 ]を開くこ

とができま

す。

このビュー

で列を移

動および並

べ替えるこ

とはできま

すが、デー

タをダウン

ロードする

ことはできま

せん。

[データソース]ページの左側のペインで、テーブルの横にある[データ

の表示 ]を選択します。

[カスタムSQL]ダイアログボックスの [結果のプレビュー]をクリックし

て、カスタムSQLの [データの表示 ]ウィンドウを表示することもでき

ます。

ワークシート:
ツールバーの

ダウンロード

ボタン

Tableau
Cloudと

Tableau
Server

ワークシー

ト(表示

モードまた

は編集モー

ド)で、[ダウ

ンロード]ボ
タンメ

ニューから

[ダウンロード]ボタンメニューから、[データ]を選択します。
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コンテキスト スコープ 方法

[データ]を
選択する

と、Vizで
使用されて

いるすべて

の参照元

データが表

示されま

す。

ダッシュボー

ドでは、選

択したワー

クシートに

基づいて参

照元データ

を表示でき

ます。[ダウ

ンロード]ボ
タンをクリッ

クして [デー

タ]オプショ

ンを使用可

能にする前

に、ダッシュ

ボードで

シートを選

択します。

このビュー

はカスタマ

イズしてダ

ウンロード

できます。

ワークシート:
データペイン

ワークシー [データ]ペインで、[検索 ]フィールドの横にある[データの表示 ]ボタン

をクリックします。

Tableau Software 2605

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



コンテキスト スコープ 方法

Tableau
Desktopのみ

トで、[デー

タ]ペインの

上部にある

[データの表

示 ]を選択

すると、

データソー

スの各

フィールドの

表形式の

データが

テーブルご

とに表示さ

れます。

このビュー

はカスタマ

イズしてダ

ウンロード

できます。

ワークシート:
分析メニュー

Tableau
Desktopのみ

ワークシー

トで、[分
析 ]メニュー

から[データ

の表示 ]を
選択する

と、Vizで
使用される

すべての参

照元データ

が表示され

ます。Viz
で使用され

るメジャー

に対応する

[分析 ]メニューから、[データの表示 ]を選択します。

テキストテーブルではないVizでは、ビューを右クリックして、[データ

の表示 ]を選択することもできます。
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コンテキスト スコープ 方法

1つまたは

複数のテー

ブルが [タ
ブ]ペインに

一覧表示

されます。

このビュー

はカスタマ

イズしてダ

ウンロード

できます。

ワークシートで [データの表示 ]を開く

ワークシートで [データの表示 ]を開くと、[データの表示 ]ウィンドウの表示をカスタマイズして、そのカスタ

マイズされたビューをダウンロードできます。

[データの表示 ]ウィンドウには、ウィンドウの左側に複数のタブが表示されます。タブの数とタイプは、現

在の範囲によって異なります。
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l [サマリー]タブには、ビューを定義するディメンションに加えて、マークを構成する集計メジャーま

たはメジャーが表示されます。

ビューで複数の連続日付フィールドが使用されている場合、フィールド値の行は集計データに

結合されません。この動作は一般に連続ディメンションに適用されますが、最も一般的には

日付フィールドで発生します。

l ビューにメジャーが存在する各テーブルのタブ。このタブには、そのテーブルのすべてのフィールド

が表示されます。[フルデータ]タブは、単一テーブルのデータソースに対して表示されます。

すべてのフィールドを表示するには、[フィールドを表示 ]で [(すべて)]を選択します。[(すべて)]
をオンにすると、各タブには、ディメンションがどのテーブルから来ているかに関係なく、ビューを

定義するすべてのディメンションが表示されます。

l フィールド名は列のヘッダーとして表示されます。列の上部にカーソルを合わせると、ドロップダ

ウンメニューと[並べ替え]ボタンが表示されます。列のヘッダーの任意の場所をクリックして、ド

ロップダウンメニューを表示することもできます。

l ビューで使用される計算の一部は、タブにも表示されます。

l テーブルをまたいだ集計計算など、[データ]ペインのテーブルに属していない計算。

l LOD計算 (FIXEDまたはINCLUDEのみ) ([データ]ペインのテーブルに存在する場合

でも)アドホックLOD計算は、[データの表示 ]には表示されません。

l 計算に使用される関連フィールドは、元のテーブルと計算自体の値に関係なく、すべ

て表示されます。

1つまたは複数のマークの [データの表示 ]をVizで開く

マークをクリックすると、そのツールヒントが表示されます。ツールヒントメニューで、[データの表示 ]アイ

コン をクリックします。複数のマークを同時に選択し、ツールヒントメニューの [データの表示 ]をク

リックして、結合された [データの表示 ]の結果を表示することもできます。

注 : [データの表示 ]ボタンを使用できるようにするには、Vizのツールヒントで [コマンドボタンを

含める]オプションを選択する必要があります。
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ビュー全体の [データの表示 ]を開く

Tableau CloudとTableau Server

ビュー全体の参照元データを表示するには、表示モードまたは編集モードで、ツールバーの [ダウン

ロード]ボタンをクリックし、[データ]を選択します。ビューでマークを選択していないことを確認してくださ

い。選択している場合、データは選択した範囲に絞られます。

ダッシュボードでは、選択したワークシートに基づいて参照元データを表示できます。[ダウンロード]ボタ

ンをクリックして [データ]オプションを使用可能にする前に、ダッシュボードでシートを選択します。

Tableau Desktop

ビュー全体の参照元データを表示するには、[分析 ]メニューから[データの表示 ]をクリックします。

[データの表示 ]ウィンドウには、マークのデータの表示と似た結果が表示されますが、ビューに使用する

すべてのデータが表示されます。

[データ]ペインの [データの表示 ]を開く

データソースの各フィールドの参照元データをテーブルごとに表示するには、[データ]ペイン上部の [検

索 ]フィールドの横にある[データの表示 ]アイコン をクリックします。
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[データ]ペインの [データの表示 ]は、Tableau Desktopでのみ開くことができます。

[データソース]ページで [データの表示 ]を開く

[データの表示 ]ウィンドウは、データソースのテーブルごとに開くことができます。分析前や分析中に

データソースのデータを表示すると、各テーブルの範囲、フィールドおよびその値、データに関する全

体的な印象を把握しやすくなります。

[データソース]ページで [データの表示 ]を開くと、[データの表示 ]ウィンドウでフィールド列を移動およ

び並べ替えることはできますが、データをダウンロードすることはできません。

[データソース]ページで、左ペインのテーブルやシートにカーソルを合わせると、[データの表示 ]アイコ

ン が表示されます。

[データの表示 ]ウィンドウには、そのテーブルのデータが表示されます。

[データの表示 ]ウィンドウをカスタマイズする

ワークシートで [データの表示 ]を開くと、すべてのカスタマイズオプションが利用可能になり、ダウンロー

ドされているデータに使用できます。

カスタマイズした内容は、[データの表示 ]ウィンドウを閉じるまで保持されます。[データの表示 ]ウィン

ドウを閉じると、カスタマイズした内容がすべて破棄されます。

2610 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



注 : [データソース]ページの [データの表示 ]で使用できるオプションは、フィールドの並べ替えと

移動のみです。

オプショ

ン
方法 場所

フィー

ルド

列を

表示

または

非表

示に

する

[フィールド

を表示 ]を
クリックし

て、フィール

ド名の

チェックボッ

クスをオン

またはオフ

にします。

すべての

フィールドを

表示するに

は、[(すべ

て)]を選択

します。

現在表示

されている

フィールドの

右側に

フィールドが

追加されま

す。
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オプショ

ン
方法 場所

フィー

ルド

列を

移動

する

1つ以上の

フィールド

列を選択

し、ウィンド

ウの上部に

ある右矢

印または左

矢印をク

リックしま

す。また

は、ドロップ

ダウンメ

ニューを選

択し、[右
に移動 ]と
[左に移動 ]
をクリックし

ます。

Tip:
隣

接し

てい

ない

列を

グ

ルー

プ化

する

に

は、

Ctrl
キー
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オプショ

ン
方法 場所

を押

しな

がら

列を

選

択

し、

選

択し

た列

を左

また

は右

に移

動し

ま

す。

フィー

ルド

列を

削除

する

フィールド

列を選択

し、ドロップ

ダウンメ

ニューから

[削除 ]を
選択しま

す。また

は、[フィー
ルドを表

示 ]をクリッ

クし、フィー

ルドのチェッ

クボックスを

オフにして
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オプショ

ン
方法 場所

列を削除

します。

データ

の並

べ替

え

列の上部

にカーソル

を合わせる

と、[並べ替

え]ボタンが

表示されま

す。[並べ

替え]ボタ

ンをクリック

して、並べ

替えを変

更します。

必要に応

じて、ドロッ

プダウンメ

ニューをク

リックし、

[昇順に並

べ替え]ま
たは [降順

に並べ替

え]を選択

します

注 :
カス

タマ

イズ

され

た並
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オプショ

ン
方法 場所

べ替

えの

結

果

は、

ダウ

ン

ロー

ドさ

れた

デー

タに

は含

まれ

ませ

ん。

表示

される

最大

行数

を編

集す

る

デフォルト

では、[デー

タの表示 ]
ウィンドウに

は、

Tableau
Desktopで

は最初の

10,000行

までのデー

タが表示さ

れ、

Tableau
Cloudおよ

びTableau
Serverで
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オプショ

ン
方法 場所

は最初の

200行まで

のデータが

表示されま

す。

[データの表

示 ]ウィンド

ウに表示さ

れる最大

行数は、

増やしたり

減らしたり

することが

できます。

この設定

は、[ダウン

ロード]ボタ

ンをクリック

したときにエ

クスポート

される行数

には影響し

ません。

[行数 ]
フィールドを

クリックして

編集しま

す。矢印ボ

タンをクリッ

クするか、

キーボード

のEnter
キーを押し
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オプショ

ン
方法 場所

て、変更を

適用しま

す。

別名

を表

示す

る

[設定 ]ボタ

ンをクリック

して、すべ

てのフィー

ルド名の別

名を表示

または非表

示にしま

す。

[データの表示 ]ウィンドウからデータをダウンロードする

選択したタブのすべてのデータをエクスポートするには、[ダウンロード]ボタンをクリックします。

データは、[データの表示 ]ウィンドウの現在の設定を使用してCSVファイルにエクスポートされます。

[データの表示 ]ウィンドウに現在表示されている行数に制限されるわけではありません。

注 :カスタマイズされた並べ替えの結果は、ダウンロードされたデータには含まれません。

Null値は空の文字列としてダウンロードされます。
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注 :自分がワークブックの作成者であり、閲覧者が参照元データをコピーできないようにする場

合は、ツールヒントのコマンドボタンをオフにするか、サマリーデータまたはフルデータをダウン

ロードするためのワークブックのパーミッションを拒否することを検討してください。

[データの表示 ]ウィンドウからデータをコピーする

[データの表示 ]ウィンドウからデータの一部をコピーして、スプレッドシートやその他のTableauワーク

ブック(実際には、テキストを貼り付けることができるすべての場所 )で使用できます。Null値は空の

文字列としてコピーされます。

l 目的のセルを選択し、Ctrl + C (Windows)またはCommand + C (Mac)を押してから、データ

をスプレッドシート、別のTableauワークブック、または選択した別の宛先に貼り付けます。

注 :参照元データのすべての値をダウンロードする場合は、[ダウンロード]ボタンをクリックしま

す。列を選択してコピーすると、[データの表示 ]ウィンドウに現在読み込まれている値のみがコ

ピーされ、参照元データのすべての値が含まれない場合があります。

[データの表示 ]アイコンが表示されないのはなぜですか? 

マークの [データの表示 ]アイコンが見つからない場合は、ツールヒントとツールヒントメニューのコマンド

のボタンがオンになってることを確認します。具体的には、[データの表示 ]ボタンをツールヒントで使用

できるようにするには、Vizのツールヒントに対して[ツールヒントの表示 ]および [コマンドボタンを含め

る]オプションを選択する必要があります。または、マークを右クリックして、ドロップダウンメニューから
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[データの表示 ]を選択します。この方法は、ツールヒントやコマンドボタンが有効になっていない場合

に機能します。

パブリッシュされたVizでマークの [データの表示 ]アイコンが表示されない場合、いくつかの理由が考え

られます。

l ツールヒントが有効になっていない。

l ツールヒントのコマンドボタンがオフになった。

l データを表示するために必要な権限がない。

ワークブック内のフィールドとシートの詳細の取得

Vizで使用されている要素の詳細を表示するには、[ワークシート]メニューを選択し、[シートの説明 ]
をクリックします。

フィールド(データの役割、データ型、定義域、集計、計算式など)の詳細については、[データ]ペイン

にあるフィールドのコンテキストメニューの [説明 ]をクリックします。その後、サマリーテキストをコピーし

て、他のユーザーと詳細を共有できます。

注 :関連情報については、TableauビジョナリのRyan Sleeper (PlayfairData)とBridget
Cogley (TableauFit)のブログ記事「説明機能がTableauの使用を支援する3つの方法 (英
語 )」および「他のユーザーのワークブックを渡された際に役立つTableauの10個の簡単なヒン

ト(英語 )」を参照してください。

シートの詳細を表示する

[ワークシート] > [シートの説明 ]をクリックすると、現在のワークシートのワークブック、データソース、

フィールド、およびレイアウトの説明を表示できます。このサマリーの最初の行にはキャプションが表示さ

れ、他の重要なサマリー情報について説明しています。この情報をコピーして他のアプリケーションに貼

り付けることができます。
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注 : [傾向線 ]をオンにした場合、[シートの説明 ]ダイアログボックスには、傾向線モデルについ

ての情報が表示されます。詳細については、「傾向線の有意性の評価 ページ1961」を参照

してください。[予測 ]をオンにした場合、[シートの説明 ]ダイアログボックスには、推定値につい

ての情報が表示されます。詳細については、「予測の説明 ページ2008」を参照してください。

フィールドの詳細を表示する

[データ]ペインにあるフィールドのコンテキストメニューの [説明 ]をクリックすると、現在のワークシートの

ワークブック、データソース、フィールド、およびレイアウトの説明を表示できます。このサマリーの最初

の行にはキャプションが表示され、他の重要なサマリー情報について説明しています。この情報をコ

ピーして他のアプリケーションに貼り付けることができます。
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ダッシュボード

ダッシュボードとは複数のビューの集合で、さまざまなデータを同時に比較できます。たとえば、毎日確

認しているビューのセットがある場合には、別々のワークシートに移動するのではなく、一度にすべての

ビューを表示するダッシュボードを作成できます。

ワークシートのように、ワークブックの下部にあるタブからダッシュボードにアクセスします。シートのデータ

とダッシュボードは連携しているため、シートを変更するとそれを含むダッシュボードは変更され、その逆

も同様に変更されます。シートとダッシュボードは、データソースの利用可能な最新データを使用して

更新されます。

効果的なダッシュボードのベストプラクティス
上手く設計されたダッシュボードは組織の努力に沿い、重要なインサイトの発見に役立ち、意思決

定にかかる時間を短縮します。Tableauで効果的なダッシュボードを作成するためのベストプラクティ

スに関するこのヒントのトピックを使用してください。

目標は何ですか。

目的とオーディエンスを把握する

優れた視覚化には、明確な目的があり、対象のオーディエンスに働きかけます。このダッシュボードで

伝えたいことは何ですか。結論や重要な質問を提示していますか。

自分が何を言おうとしているかだけでなく、誰に伝えようとしているかを知ることが重要です。オーディエ

ンスはこの主題を非常に熟知していますか、それとも初心者ですか。どのようなキューが必要でしょう

か。設計フェーズに入る前にこれらの質問について考えることで、優れたダッシュボードの作成に役立

ちます。

最も閲覧されている箇所を活用する

ほとんどのビューアーは、Webページ左上からWebコンテンツのスキャンを開始します。ダッシュボード

の主な目的がわかったら、最も重要なビューがダッシュボードの左上隅に来るように配置します。次の

ダッシュボードでは、作者はマップビューに重要なメッセージが含まれていると判断しました。
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現実世界用の設計

最終ディスプレイサイズでの作成者

既定では、Tableauダッシュボードは固定サイズを使用するよう設定されています、この設定を保持

する場合は、表示されるサイズで視覚化を作成するようにしてください。[サイズ]を[自動 ]に設定す

ることもできます。これにより、Tableauはサイズ画面に基づいて仮想化のディメンション全体を自動

的に適応します。ダッシュボードを1300 x 700ピクセルで設計すると、Tableauは小さいディスプレイ

用にサイズを変更します。これにより、ビューの表示が崩れたり、スクロールバーが表示される場合が

あります。[範囲 ]サイズ調節機能は、これを防ぐのに役立ちます。

2624 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



Tableau Desktopを使用してダッシュボードを作成している場合は、特定のデバイスのレイアウトをデ

ザインすることもできます。たとえば、タブレット上ではダッシュボードに1組のビューとオブジェクトを表示

し、電話では別の内容を表示するよう設定できます。手順については、異なるデバイスタイプのダッ

シュボードレイアウトの作成 ページ2718を参照してください。

ビューの数を制限する

一般的に、ダッシュボードに含めるビューの数を2つまたは3つに制限するのは良い考えです。追加す

るビューの数が多すぎる場合、視覚的な鮮明さや全体像の詳細が失われる場合があります。ストー

リーの範囲を2つまたは3つのビューに広げる必要がある場合は、いつでも追加のダッシュボードを作

成できます。

ビューが多すぎる場合も、パブリッシュ後のダッシュボードのパフォーマンスを妨げる可能性があります。

パフォーマンスの詳細については、視覚化の高速化 ページ2997を参照してください。
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画像をクリックして再生する。

インタラクティビティ追加による探索強化

フィルターを表示

フィルターは、ユーザーがビュー内に表示するデータを指定するのに役立ちます。

フィールドのフィルターをオンにするには:

l Tableau Desktopでは、データウィンドウのフィールドを右クリックし、[フィルターを表示 ]を選択

します。

l Tableau ServerまたはTableau Cloudでは、ツールバーで [カードの表示 /非表示 ] > [フィル
ター]をクリックします。

各フィルターを、異なるデータ型用にカスタマイズできます。たとえば、フィルターを複数選択チェック

ボックス、単一選択ラジオボタン、ドロップダウンリストなどの形式で表示することができます。検索ボ

タン、すべてのフィールドの表示オプション、NULLコントロールなどを含めることができます。また、フィ

ルターのタイトルを編集し、ビューアーにデータの操作について明確な指示を与えることができます。
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ハイライトを有効にする

ツールバーの [ハイライト] ボタンを使用し、ビュー間のハイライトを設定することができます。ハイライト

がオンの場合、1つのビューで選択すると、別のビューの関連データがハイライトされます。すべての

フィールドのハイライトをオンにするか、特定のフィールドを選択することができます。データのハイライト

に使用できるさまざまな方法の詳細については、「ハイライトアクション」を参照してください。

また、顧客が入力内容や選択内容に基づいてビューの部分をハイライトできるハイライターを表示で

きます。

ハイライターを表示するには:

1. ビューが格納されているワークシートに移動 (またはダッシュボードから[シートに移動 ]を選択 )
します。

2. ハイライトするフィールド(個別のフィールドである必要があります)を右クリックして、[ハイライ

ターを表示 ]を選択します。
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ハイライターでは、データを選択または入力して1つのビューでのデータをハイライトできます。
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ダッシュボードの作成
1つ以上のシートを作成すると、それらをダッシュボードで組み合わせて、インタラクティビティ追加など

を行うことができます。

ヒント:すばやく開始して実行するには、「アクセラレーターを使用してデータを迅速に可視化す

るページ2647」を参照してください。

ダッシュボードを作成し、シートの追加や置換を行う

ダッシュボードは、新しいワークシートとほぼ同じ方法で作成できます。

1. ワークブックの下で、[新しいダッシュボード]アイコンをクリックします。

2. 左側の [シート]リストから、右側のダッシュボードにビューをドラッグします。

3. シートを置き換えるには、これを右側のダッシュボードで選択します。左側の [シート]リストで、

置換用シートにカーソルを合わせ、[シートのスワップ]ボタンをクリックします。
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注 :シートを置き換える際、Tableauはパディング、境界線、または背景色を保持しま

す。ただし、コンテンツが大きく異なる場合は、シートのサイズの調整が必要になる場

合があります。また、フィルターなど以前のシートに固有のダッシュボードアイテムを削除

する必要がある場合もあり、これは空白になります。

双方向性の追加

双方向性をダッシュボードに追加すると、ユーザーのデータインサイトを強化することができます。次

の方法を試してみてください。

l シートの上隅で [フィルターとして使用 ]オプションを有効にし、シート内で選択したマークをダッ

シュボード内の他のシートのフィルターとして使用します。
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l Tableau Desktopで作成する場合、アクションを追加して複数のシートをフィルターとして使用

したり、あるシートから別のシートに移動したり、Webページを表示したりすることができます。

詳細については、「アクションとダッシュボードページ1408」を参照してください。

ダッシュボードオブジェクトの追加とオプション設定

シートだけでなく、魅力的で操作性を高めるダッシュボードオブジェクトを追加できます。各タイプのガ

イダンスは以下のとおりです。

l 水平オブジェクトと垂直オブジェクトは、関連するオブジェクトを一緒にグループ化し、ユーザー

の操作時にダッシュボードでサイズ変更を微調整できる、レイアウトコンテナを提供します。

l テキストオブジェクトでは、ヘッダー、説明、その他の情報を提供することができます。

l 画像オブジェクトはダッシュボードに視覚的要素を加え、特定のターゲットURLにリンクすること

もできます。Webページオブジェクトも画像に使用できますが、完全なWebページの表示に

適しています。画像オブジェクトは、画像特有の調整、リンク付け、代替テキストなどのオプショ

ンを提供します。

l Web ページオブジェクトはダッシュボードのコンテキストでターゲットページを表示します。これら

のWebセキュリティオプションを確認するようにし、一部のWebページは埋め込みを許可して

いないことに注意してください。Googleがその一例です。

Tableau Software 2631

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



注 :セキュリティ上の理由から、Tableau管理者がWebページオブジェクトと画像オブ

ジェクトでターゲットURLを表示できないようにする場合があります。

l 空白オブジェクトは、ダッシュボードの項目間の間隔調整に役立ちます。

l ナビゲーションオブジェクトは、閲覧者があるダッシュボードから別のダッシュボードや他のシー

ト、ストーリーに移動できるようにします。ユーザーに対してボタンのリンク先を示すテキストまた

は画像を示したり、カスタムの境界線と背景色を指定したり、情報のヒントを表示したりでき

ます。

l ダウンロードオブジェクトは、閲覧者がPDFファイル、PowerPointスライド、ダッシュボード全

体のPNGイメージ、または選択したシートのクロス集計をすばやく作成できるようにします。書

式設定オプションは、ナビゲーションオブジェクトに似ています。

注 :クロス集計のダウンロードは、Tableau CloudまたはTableau Serverにパブリッシュ

した後にのみ行うことができます。

l 拡張機能オブジェクトは、固有の機能をダッシュボードに追加したり、Tableau以外のアプリ

ケーションに統合したりできるようにします。

l 「データに聞く」オブジェクトは、作成者が営業、マーケティング、サポートスタッフなどの特定の

対象者向けに最適化した特定のデータソースフィールドに対して、ユーザーが会話的なクエ

リを入力できるようにします。

オブジェクトの追加

左側の [オブジェクト]セクションから、右側のダッシュボードにアイテムをドラッグします。

オブジェクトをコピーする

オブジェクトは、現在のダッシュボード内、または他のシートやファイルのダッシュボードからコピーして貼

り付けることができます。WebブラウザーのTableau DesktopとTableauの間でオブジェクトをコピー

することもできます。

ただし、以下をコピーすることはできません。
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l ダッシュボード内のシート

l フィルター、パラメーター、凡例など、特定のシートに依存するアイテム

l シートやフィルターなど、内部でコピーできないものが含まれるレイアウトコンテナー

l デバイスレイアウト上のオブジェクト

l ダッシュボードタイトル

ヒント:以下で説明するメニューコマンドに加えて、標準のキーボードショートカットを使用して

オペレーティングシステムにコピーして貼り付けることもできます。

1. ダッシュボードオブジェクトを選択し、オブジェクトメニューから[Copy Dashboard Item (ダッ

シュボードアイテムのコピー)]を選択します。または、メインメニューから[ダッシュボード] >
[Copy Selected Dashboard Item (選択したダッシュボードアイテムのコピー)]を選択します。

2. オブジェクトを貼り付けるダッシュボードに移動します。次に、ダッシュボードの左上隅には何も

貼り付けないことを選択するか、既存のアイテムを選択して横に貼り付けます。

3. Tableau Desktopで、[ファイル] > [貼り付け]を選択します。ブラウザーで、[編集 ] > [貼り付け]
を選択するか、キーボードショートカットを使用して貼り付けます。

4. オブジェクトは、ダッシュボードまたは選択したオブジェクトの左上隅の右下 10ピクセルに貼り付
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けられます。貼り付けたオブジェクトを移動するには、上部のハンドルをドラッグします。

注 :コピーされた [表示 /非表示 ]ボタンは、元のオブジェクトをターゲットにすることができます。

また、ボタンは無効にすることもできます。その手順については、ボタンのクリックによるオブジェ

クトの表示と非表示 ページ2637を参照してください。

オブジェクトのオプションの設定

オブジェクトをクリックして選択します。その後、上の隅にある矢印をクリックし、ショートカットメニューを

開きます(メニューオプションはオブジェクトによって異なります)。
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画像オブジェクトの詳細オプション

画像オブジェクトを使用して、画像ファイルをダッシュボードに挿入するか、Web上に掲載されている

画像にリンクすることができます。いずれの場合も、クリックしたときに画像が開くURLを指定することに

より、ダッシュボードに対話的な操作性を追加できます。

注 :Webベースの画像 URLには、セキュリティを向上させるためにHTTPSプレフィックスが必

要です。他のプレフィックスが付いた画像 URLの場合は、Webページオブジェクトを使用しま

す。

1. 左側の [オブジェクト]セクションから、右側のダッシュボードに画像オブジェクトをドラッグします。

または、ダッシュボードの既存の画像オブジェクトで上隅のポップアップメニューをクリックし、[画
像の編集 ]を選択します。

2. [画像ファイルの挿入 ]をクリックして画像ファイルをワークブックに埋め込むか、[画像にリンク]を
クリックしてWebベースの画像にリンクします。

次の場合は、Webベースの画像へのリンクを検討してください。

l 画像が非常に大きく、ダッシュボードの閲覧者はブラウザーで画像を表示する(挿入さ

れた画像は、Webベースの画像とは異なり、シートを開くたびにダウンロードする必要が

あるため、パフォーマンスが低下します)。
l 画像はアニメーションGIFファイルである(挿入された画像は、アニメーションGIFをサ

ポートしていません)。
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3. 画像を挿入する場合は、[選択 ]をクリックしてファイルを選択します。画像にリンクする場合

は、Web URLを入力します。

4. 画像のフィッティング、URLリンク、代替テキストなどの残りのオプションを設定します。代替テ

キストを使用すると、アクセシビリティを向上させるための画面読み上げアプリケーションで画像

を説明することもできます。

ナビゲーションオブジェクトおよびダウンロードオブジェクトの詳細オプション

ナビゲーションオブジェクトおよびダウンロードオブジェクトには、移動先またはファイル形式を視覚的

に示すのに役立ついくつかの固有のオプションがあります。
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ボタンのスタイルにテキストを使用しているナビゲーションボタン

1. オブジェクトの上隅でオブジェクトメニューをクリックし、[ボタンを編集 ]を選択します。

2. 次のいずれかを実行します。

l [移動先 ]メニューから、現在のダッシュボードの外側のシートを選択します。

l [エクスポート先 ]メニューからファイル形式を選択します。

3. [ボタンのスタイル]のイメージまたはテキストを選択し、表示するイメージまたはテキストを指定

してから、関連する書式設定オプションを設定します。

4. [Tooltip text (ツールヒントテキスト)]では、ビューアーがボタンにカーソルを合わせると表示され

る説明テキストを追加します。このテキストはオプションであり、通常はイメージボタンと共に使

用するのが最適です(たとえば、ミニチュアの売上グラフを表示するナビゲーションボタンの移動

先を明確にするには、「Open Sales viz (売上のViz)」と入力します。)

注 :パブリッシュされたダッシュボードを表示すると、ボタンをクリックするだけで、移動やエクスポー

トができます。ただし、ダッシュボードを作成している場合は、Alt (Windows)またはOption
(macOS)を押しながらクリックする必要があります。

ボタンのクリックによるオブジェクトの表示と非表示

[表示 /非表示 ]ボタンにより、ダッシュボードの閲覧者は、ダッシュボードのオブジェクトが必要なときに

のみ表示されるように切り替えることができます。
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非表示オブジェクトがレイアウトに与える影響

フローティングオブジェクトを非表示にすると、その下にあるオブジェクトが表示されます。[表示 /非表

示 ]ボタンを使用すると、フィルターのフローティンググループを一時的に非表示にして、多くのVizを
表示することができます。

タイルオブジェクトを非表示にすると、オブジェクトのレイアウト階層におけるレベルによって異なる結

果が得られます。

l 水平または垂直のレイアウトコンテナでは、非表示にしたオブジェクトのスペースは、コンテナ

内の他のオブジェクトで埋めることができます。そのため、非表示にする予定のオブジェクトは、

通常、水平または垂直のレイアウトコンテナに配置することをお勧めします。

l 一方、レイアウト階層の最上部にあるタイルレイアウトコンテナでは、オブジェクトを非表示に

すると空白のスペースが残ります。

表示 /非表示ボタンの追加と構成

1. ダッシュボードのオブジェクトを選択します。

2. オブジェクトの上隅にあるポップアップメニューから、[表示 /非表示ボタンの追加 ]を選択しま

す。

2638 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



3. ボタンメニューから[ボタンを編集 ]を選択します。

4. 以下のオプションを設定します。

l [表示 /非表示にするダッシュボード項目 ]では、対象のオブジェクトを指定します。対象

のオブジェクトを操作できる表示 /非表示ボタンは一度に1つだけです。別の表示 /非表

示ボタンでコンテナを操作する場合は、[なし]を選択します。

l [ボタンのスタイル]では、ボタンに画像とテキストのどちらを表示するかを指定します。

l [ボタンの外観 ]では、項目が表示中および非表示のときにボタンがどのように表示され

るかを指定します。[表示アイテム]と[非表示アイテム]をクリックして、各状態に対応す

る画像やテキストを選択します。

l [ツールヒントテキスト]では、ボタンにカーソルを合わせたときに表示される説明テキスト

を指定します。たとえば、フィルターメニューのあるコンテナで、「フィルターの表示または

非表示」などと入力できます。

5. 必要に応じて、ボタンを別の場所にドラッグするか、レイアウトに合わせてサイズを変更します。

注 :パブリッシュされたダッシュボードを表示している場合は、[表示 /非表示 ]ボタンをクリックする

だけでオブジェクトの表示が切り替わります。ただし、ダッシュボードを作成している場合は、Alt
(Windows)またはOption (macOS)を押しながらクリックする必要があります。

Webページオブジェクトのセキュリティ

ダッシュボードにWebページオブジェクトを含める場合は、次の手順を実行してセキュリティを最適化

できます。

可能な場合はHTTPSプロトコルを使用します。

ベストプラクティスとして、URLではHTTPS (https://)を使用します。これにより、ダッシュボードから

Webページへの接続が確実に暗号化されます。また、Tableau ServerがHTTPSを実行中で、URL
アクションでHTTPを使用した場合、ユーザーのブラウザーはURLアクションが提示するWebページ

を表示できません。プロトコルを指定しない場合、HTTPが使用されます。
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Webページオブジェクトのセキュリティオプション(Tableau Desktopのみ)

[ヘルプ] > [設定とパフォーマンス] > [Set Dashboard Web View Security (ダッシュボードWeb 表

示セキュリティの設定 )]を選択して、以下のオプションを設定します。(組織によっては、これらのオプ

ションはTableau管理者によってすべてのマシンで制御されます)。

注 : これらのセキュリティオプションに加えた変更内容は、既存のWebページオブジェクトと新

たに作成したWebページオブジェクトの両方に適用されます。

l [JavaScript を有効にする]をオンにすると、WebビューでのJavaScriptサポートが許可され

ます。このオプションをオフにすると、JavaScriptを必要とする一部のWebページがダッシュ

ボード内で正しく機能しなくなる可能性があります。

l [プラグインを有効にする]をオンにすると、Adobe FlashやQuickTimeプレーヤーなど、Web
ページで使用するプラグインが有効になります。

l [ポップアップをブロック]を選択すると、ポップアップがブロックされます。

l [URL のホバーアクションを有効にする]をオンにすると、URLポイントアクションが許可されま

す。詳細については、「URL アクションページ1350」を参照してください。

l [Web ページオブジェクトとWeb 画像を有効にする]をオンにすると、Webページオブジェクト

と画像オブジェクトにターゲットURLを表示できるようになります。このオプションの選択を解除

すると、WebにリンクするWebページオブジェクトと画像オブジェクトはダッシュボードに残りま

すが、コンテンツは表示されません。

データガイドでダッシュボードを探検する
Tableauの新しいダッシュボードを見つけたとき、データの意味や使い方に疑問を持ったことはありま

せんか?また、新しいダッシュボードをパブリッシュしたとき、ダッシュボードの使い方について説明を加

えられないかと思ったことはありませんか?

データガイドは、ダッシュボードについての有用な情報と、その背後にあるデータに関する洞察を提供

します。データガイドは、ダッシュボードの作成者がエンドユーザーに対して、説明やリソースへのリンク

など、より分かりやすいコンテキストをダッシュボードに直接提供できるようにするためのものです。ま

た、データガイドは、データの説明を見るによって提供されるインサイトを自動的に表示するため、

ユーザーは外れ値を見つけたり、マークの説明について学習したりすることができます。「データの説明

を見る」 を利用した「Vizの説明を見る」は、異常値を示すメジャーとその背後にある潜在的なキー

ドライバーを特定します。

これらのコンテキストに関連する詳細を確認すると、ダッシュボードのユーザーは、新しいダッシュボード

をより簡単に操作することができ、より速くインサイトを見つけ、正しいデータを見ていることを確信し、

データにコンテキストを持たせ、自信を持ってVizを理解できるようになります。
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データガイドを作成者としてカスタマイズする

1. ダッシュボードから[編集 ]ボタンを選択します。

2. ツールバーの [データガイド]を選択します。

3. [データガイド]ペインに、エンドユーザーがダッシュボードの目的を理解するのに役立つ説明を

入力します。

4. [リンクの追加 ]を選択し、リンクテキストとURLの説明ラベルを入力します。

5. [OK]を選択します。

6. Viz (ダッシュボードのシート)を選択します。データガイドは自動的に更新されるので、ダッシュ

ボードの各 Vizに関連する説明やリソースを追加することができます。

7. 説明を入力し、そのVizに関連するリンクを追加します。

8. [OK]を選択します。

ヒント:データガイドを使用してカスタム代替テキストを記述し、Vizのアクセシビリティを向上させるに

は、「より多くのテキストを表示して分かりやすいビューにする」参照してください。

データガイドをダッシュボードのユーザーとして探索する

1. ダッシュボードで、ツールバーの [データガイド]を選択します。

2. ダッシュボードの説明を読み、ダッシュボードの作成者が提供するリソースを検索します。

3. [このダッシュボードのデータ]と[検出された外れ値 ]を展開し、ダッシュボードで使用されている

参照元のデータについて詳細を表示します。

4. Viz (ダッシュボード内のオブジェクト)を選択します。

5. Vizの説明を読み、ダッシュボードの作成者が提供するリソースを探索します。

6. [データサマリー]と[検出された外れ値 ]を展開すると、そのVizで使用されているデータの詳

細が表示されます。

7. [このマークのデータ]と[適用フィルター]に関する情報を表示するには、グラフの棒やマップの地

域など、マーク(または複数のマーク)を選択します。単一のマークを選択すると、その値につい

て考えられる[説明 ]が表示されます。
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データガイドをさまざまなレベルで探索する

既定では、ワークブックを開いたとき、データガイドは閉じられています。データガイドは、ツールバーで

を開くことができます。[データガイド]ペインの上部には、選択したダッシュボードまたはVizの名前が

表示されます。ダッシュボードの作成者は、ダッシュボードと、ダッシュボードを構成する個々のVizの
両方に説明を書くことができます。

ダッシュボードレベルの詳細を理解する

ダッシュボードレベルでは、データガイドで次を行うことができます。

l ダッシュボードの名前、作成者、最終パブリッシュ日を表示する。

l ダッシュボードの作成者が書いた説明や、ビデオやWikiページなどの関連リソースへのリンクを

含める。

l ダッシュボードが使用するデータソースや、どのディメンションやメジャーが使用されているかな

ど、データに関する詳細を一覧表示する。
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l 「データの説明を見る」で特定された、ダッシュボード内の検出された外れ値を明らかにする。

詳細については、「「データの説明を見る」を使い始めるページ1863」を参照してください。

Vizレベルの詳細を理解する

ユーザーが特定のViz (ダッシュボードオブジェクト)を選択すると、データガイドは以下を行います。
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l Vizの名前を表示する。

l ダッシュボードの作成者が書いた説明や、ビデオやWikiページなどの関連リソースへのリンクを

含める。

l ダッシュボードで使用するデータソース(使用するディメンションとメジャーを含む)を一覧表示

する。

l 適用されたフィルターとVizで使用するデータを一覧表示にすることで、ユーザーが操作する

フィルターによってデータがどのように影響されるかを特定する。ユーザーが変更できるフィル

ターのみが表示されます。

l データポイントの数や並べ替えの詳細など、Vizで使用されるデータの概要を表示する。

l 「データの説明を見る」で特定された、Vizで検出された外れ値を明らかにする。詳細につい

ては、「「データの説明を見る」を使い始めるページ1863」を参照してください。
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マークレベルの詳細を理解する

ユーザーがマップ上で地域などのマークを1つまたは複数選択すると、データガイドは以下を行いま

す。
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l マークの名前を表示する。

l 適用されたフィルターとVizで使用されたデータを一覧表示し、何が含まれ、何が除外された

かがわかるようにする。

l 「データの説明を見る」で特定された、Vizで検出された外れ値を明らかにする。詳細につい

ては、「「データの説明を見る」を使い始めるページ1863」を参照してください。
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データガイドの表示制御

既定では、ワークブックを開いたとき、データガイドは閉じられています。データガイドを開いたり閉じた

りしても、サイトではすべてのワークブックがこの状態になります。2023.1以降、サイト管理者は、すべ

てのユーザーに対してデータガイドを非表示にすることができます。これを選択すると、サイト上のすべ

てのワークブックのTableauツールバーから[データガイド]ボタンが削除されます。データガイドを非表

示にするには:

1. 左側のペインで、[設定 ]を選択します。

2. [全般 ]タブで [Availability of Data Guide (データガイドの利用可否 )]にスクロールします。

3. [非表示 ]を選択します。

4. [保存 ]を選択します。

アクセラレーターを使用してデータを迅速に可視化

する
Tableau Acceleratorは、データ分析を迅速に開始できるように設計された、事前に構築済みのダッ

シュボードです。アクセラレーターは、特定の業界や企業のアプリケーションに合わせて、サンプルデータ

で構築されています。自社のデータに置き換えると、最小限の設定でインサイトを得ることができま

す。

SalesforceのSales Cloudのパイプラインアクセラレーター
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アクセラレーターの入手先

Tableau ExchangeとTableau Desktopで、すべてのアクセラレーターにアクセスできます。また、

Tableau Cloudでワークブックを作成する際に、厳選されたアクセラレーターを使用することができま

す。

Tableau ExchangeのWebサイトの場合

1. Tableau ExchangeのWebサイトのアクセラレーターページにアクセスします。アクセラレーター

は、適用する業界や、接続するデータの種類でフィルタリングして検索することができます。

2. Tableau ExchangeのWebサイトにサインインします。アカウントをお持ちでない場合は、アカ

ウントを作成してください。

3. 使用したいアクセラレーターが見つかったら、[ダウンロード]をクリックしてTWBXファイルを取得

します。

アクセラレーターは単にパッケージ化されたワークブックなので、ダウンロードしたファイルは

Tableau Desktopで開くか、Tableau Cloud上のサイトやTableau Serverにアップロードする

ことができます。ワークブックのアップロードの詳細については、「Tableauサイトへのワークブック

のアップロード」を参照してください。

Tableau Desktopの場合

1. Tableau Desktopのスタートページで、[その他のアクセラレーター]を選択します。

2. このリストにあるアクセラレーターは、Tableau ExchangeのWebサイトに表示されているものと

同じですが、Tableau Desktopを離れることなくアクセラレーターを開くことができるという利便

性が追加されています。

3. 使用したいアクセラレーターが見つかったら、[開く]を選択して作業を開始します。

Tableau Cloudの場合

Tableau Cloudでワークブックを作成する際に使用できるアクセラレーターの数には制限があります。

これらのアクセラレーターは、Salesforce、ServiceNow ITSM、LinkedIn Sales Navigator、
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Marketo、Oracle Eloquaなどのクラウドベースのデータに接続します。

1. Tableau CloudのCreatorである場合は、[ホーム]または [検索 ]ページに移動し、[新規 ]ボタ

ンをクリックして[ワークブック]を選択します。

注 :サイト管理者は、ホームページの [アクセラレーター]とラベル付けされたセクションか

らアクセラレーターにアクセスすることもできます。

2. [データへの接続 ]ウィンドウの上部にある[アクセラレーター]を選択すると、Tableau Cloudで

接続できるアクセラレーターを参照することができます。

Tableau ExchangeからTableau Cloudにアクセラレーターをアップロードすると、Tableau Desktopの

場合と同様に使用することができます。ただし、Tableau Cloudの手順ではなく、Tableau Desktopの

手順に従ってデータをアクセラレーターに取り込む必要があります。

Tableau Exchangeからアクセラレーターを使用する

Tableau ExchangeのWebサイトからダウンロードしたアクセラレーターや、Tableau Desktopから開い

たアクセラレーターを使用するには、このセクションの手順に従います。Tableau Cloudでワークブックを

作成する際にアクセラレーターを使用する手順については、「Tableau Cloud でアクセラレーターを直

接使用するページ2658」を参照してください。
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Tableau Desktopでアクセラレーターにデータを追加する

データマッパーを使用する

Tableau Desktop 2023.1の限定された数のアクセラレーターにデータマッピングが導入されました。

2023.2以降、データマッパーに以下の機能が追加されました。

l データマッパーを閉じると選択内容が保存され、中断したところから再開できます。

l 接続されているさまざまなデータソースを切り替えることができます。

l 数多くのアクセラレーターに対応します。

データマッパーを使用すると、データに接続して、アクセラレーターに必要なフィールドにデータ内の

フィールドをマッピングすることができます。ダウンロードしたアクセラレーターがデータマッパーをサポート

している場合は、作業を開始するためのプロンプトが表示されます。データマッパーをサポートするア

クセラレーターを見つけるには、Tableau ExchangeWebサイトで [データマッピングが有効 ]フィルター

を選択します。

データマッパーをサポートしていないアクセラレーターの場合は、「データを手動で追加するページ

2652」の手順に従ってください。

1. アクセラレーターを開くと、データマッパーが開きます。[Get started (開始する)].を選択しま

す。

データマッパーを閉じた場合、[データ]メニューから[データマッパーを開く]を選択すると、いつ

でももう一度開くことができます。

2. 既にデータに接続している場合は、マッピングに使用するデータソースを選択します。それ以

外の場合は、[データに接続 ]を選択し、アクセラレーターで使用するファイルまたはクラウドベー

スのデータを選択します。

3. テーブルが複数ある、パブリッシュされていないデータソースの場合、データをキャンバスに追加

して、Tableauがフィールドにアクセスできるようにする必要があります。データを設定するプロン

プトが表示された場合は、1つ以上のテーブルまたはシートをデータソースキャンバスにドラッ

グします。追加したデータが、アクセラレーターにマッピングできるようになります。
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データソースの構築の詳細については、「複数テーブルのデータ分析に関係を使用する」を参

照してください。

4. データを追加すると、データマッパーの [宛先 ]列にフィールドが表示されます。アクセラレーター

の各フィールドに対して、データと同じデータ型のフィールドを選択します。フィールドにカーソルを

合わせると、詳細が表示されます。

データ内のフィールドが間違った型としてマークされていることに気付いた場合は、データ型を変

更してマッピングします。詳細については、「データ型」を参照してください。

データマッピングに使用するデータソースを切り替えるには、[宛先 ]の後にデータソース名を選

択し、接続している他のデータソースを選択するか、[新しいデータソース]を選択します。デー

タソースを切り替えると、選択した内容はクリアされます。
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5. データマッパーの左下にあるインジケーターは、割り当てたフィールドの数を示します。割り当て

を完了したら、[データの置換 ].を選択します。

マッピングされていないフィールドがあると、それらのフィールドを使用するダッシュボードが壊れる

原因になります。これは、データを置き換えると、すべてのサンプルデータがアクセラレーターか

ら削除されるためです。

6. アクセラレーターのサンプルデータをユーザーのデータに置き換えます。データマッパーを閉じる

前に、ダッシュボードをチェックして、データが期待どおりにマッピングされていることを確認してく

ださい。データに問題がある場合は、[Make Changes (変更を加える)]を選択すると、割り

当て画面に戻ります。調整後、もう一度データを置換します。

Tableau Desktop 2023.2以降、データマッパーを閉じた後に調整を行う場合は、[データ]、[データ

マッパーを開く]の順に選択し、対象を絞り込みます。Tableau Desktop 2023.1では、選択した内容

は保持されず、データマッパーをもう一度開いた場合、データソースを追加してフィールドごとに割り

当てるプロセスを繰り返す必要があります。

データを手動で追加する

アクセラレーターにデータを追加する方法には、データソースを新しいデータソースに置き換える方法

(1)と、既存のデータソースに新しい接続を追加する方法 (2)の2つがあります。

2652 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



方法 1 方法 2

複数のテーブルを持つデータソース

で使用できる。

物理テーブルを1つしか持たないデータソースで使用でき

る。

Tableau Desktopでフィールド名を

変更して、アクセラレーターと一致さ

せることができる。

Tableau Desktopではフィールド名を変更できないため、

データソースのフィールド名とアクセラレーターのフィールド名

が一致している必要がある。

アクセラレーターのフォルダー構造が

保持されない。

アクセラレーターが使用するフィールドを整理するためのフォ

ルダー構造を保持します。

方法 1:データソースを置き換える

複数のテーブルを含むデータソースを追加する場合は、この方法を使用します。

1. Tableau Desktopでアクセラレーターを開いた状態で、[データ] > [新しいデータソース]を選択

します。

2. 使用するデータに接続します。詳細については、「データへの接続」を参照してください。

Salesforce Acceleratorを使用している場合、アカウントにSalesforceインスタンスへのAPIア
クセス権があることを確認します。

3. [データソース]タブで、テーブルをキャンバスにドラッグして、新しいデータソースを構築します。

詳細については、「複数テーブルのデータ分析に関係を使用する」を参照してください。

4. ダッシュボードに移動し、リストされているいずれかのシートの [シートに移動 ]アイコンを選択しま

す。
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置き換えできるのは、ワークシートからのデータのみで、ダッシュボードやストーリータブからの

データは置き換えできません。ワークブック内のシートの種類の詳細については、「ワークブック

とシート」を参照してください。

5. [データ] > [データソースの置換 ]を選択します。詳細については、「データソースの置換」を参

照してください。

6. [置換 ]で、追加したデータソースを選択し、[OK]をクリックします。

7. [データ]ペインで元のデータソースを右クリックし、[閉じる]を選択します。詳細については、

「データソースを閉じる」を参照してください。
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壊れた参照の修正

新しいデータソースに元のデータソースと同じフィールド名がない場合、アクセラレーターの一部が空

白になります。壊れた参照を置き換えて、新しいデータソースの正しいフィールドが使用されるようにし

ます。

1. ダッシュボードに移動し、リストされているいずれかのシートの [シートに移動 ]アイコンを選択しま

す。

2. [データ]ペインで、アクセラレーターの必須フィールドを特定します。Tableau Exchangeのアクセ

ラレータページで、説明セクションにこれらのフィールドがリストされます。

3. 赤い感嘆符でマークされているすべてのフィールドのフィールド参照を置き換えます。
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詳細については、「フィールド参照の置換」を参照してください。

方法 2:データソースを編集する

アクセラレーターの物理テーブルを直接置き換えることができる物理テーブルが1つしかないデータ

ソースがある場合は、この方法を使用します。

1. Tableau Desktopでアクセラレーターを開いた状態で、[データソース]タブを選択します。

2. [接続 ]の横にある[追加 ]を選択します。使用するデータに接続します。詳細については、

「データへの接続」を参照してください。
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3. データソースキャンバスで、論理テーブルをダブルクリックして、物理テーブルを開きます。論理

テーブルと物理テーブルの詳細については、「データモデルのレイヤー」を参照してください。

4. 追加したデータソースのテーブルをドラッグして、既存の物理テーブルにドロップすると、サンプル

データが置き換わります。データソースは、1つの物理テーブルのみである必要があります。

5. [接続 ]でサンプルデータの接続を右クリックし、[削除 ]を選択します。
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Tableau Cloudでアクセラレーターを直接使用する

Tableau Cloudでワークブックを作成する際に使用できるアクセラレーターの数には制限があります。

これらのアクセラレーターを使用すると、データを手動で追加するのではなく、クラウドベースのデータ

ソースに直接接続するように促されます。

1. Tableau Cloudで、新しいワークブックを作成します。

2. [データに接続 ]ウィンドウの上部にある[アクセラレーター]を選択します。

3. あらかじめ作成されているデザインのリストから、必要なデータソースやビジネスメトリクスを反

映しているオプションを見つけ、[ダッシュボードを使用 ]を選択します。

4. サンプルデータを使用したワークブックの外観をすばやく表示するには、[サインインせずに続

行 ]を選択します。独自のデータを使用してワークブックを作成するには、[続行 ]を選択しま

す。

5. 名前とそのワークブックに含むプロジェクトを指定します。

6. ユーザーのデータを使用してワークブックを作成する場合は、ユーザーのデータソースに接続し

ます。Tableauはユーザーのデータの抽出を準備しますが、レイアウトを確認できるようにサン

プルデータが表示されます。

注 : Tableau Cloudにアップロードする目的でTableau Exchangeからアクセラレーターをダウ

ンロードした場合、「Tableau Exchange からアクセラレーターを使用するページ2649」の説

明に従ってデータを置き換える必要があります。
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アクセラレーターを同僚と共有するようにパーミッションを変更する

機密データが晒されてしまうことのないよう、アクセラレーターのワークブックは既定で作成者と管理者

のみに表示されます。アクセラレーターを同僚と共有するには、以下のステップに従ってください。

1. Tableau Cloudでアクセラレーターのワークブックに移動します。

2. ワークブックで、[アクション] > [権限 ].の順に選択します。

3. ダッシュボードを表示する必要があるユーザーまたはグループに対し、ビューパーミッションを付

与します。詳細については、Tableau Cloudヘルプの「パーミッションの編集」を参照してくださ

い。

サンプルデータをユーザーのデータに置換する

ダッシュボードにサンプルデータを使用することを選択した場合でも、いつでもそれを自分のデータに置

換できます。

1. Tableau Cloudでアクセラレーターのワークブックに移動します。

2. [データソース]タブでデータソースを選択します。[アクション]メニューから[接続の編集 ]を選択

します。

3. 認証に関しては [接続に埋め込まれた認証資格情報 ]を選択し、既存のユーザーアカウント

を選択するか、新しいアカウントを追加します。[保存 ].を選択します。

4. [更新スケジュール]タブでスケジュールを選択します。[アクション]メニューから[今すぐ実行 ]を
選択します。

フィールド名の置換による灰色ビューの修正

組織がクラウドベースシステムのデータ構造をカスタマイズした場合、データをアクセラレーターに読み

込んだ後、それらの変更をアクセラレーターで一致させる必要があります。たとえば、組織が

Salesforceのフィールド名を「アカウント」から「顧客」に変更した場合、以下のようにアクセラレーター

で対応する変更を行い、ビューが灰色にならないようにする必要があります。
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フィールド参照を置き換えて、破損したフィールドを修正します。

1. ダッシュボードで [編集 ]を選択します。

2. 灰色のシートに直接移動します。

3. 左側にある[データ]ペインでフィールド名の隣にある赤い感嘆符 (!)を探します。この感嘆符

は組織が別の名前を使用していることを示します。

4. これらのフィールドをそれぞれ右クリックし、[参照の置換 ]を選択します。その後、正しいフィー
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ルド名をリストから選択します。

既定のデータ範囲の変更による空のダッシュボードの修正

ダッシュボードが完全に空に見える場合、原因として、既定の日付範囲がソースデータの日付と対

応していないことが考えられます。

1. ワークブックをダウンロードしてから、Tableau Desktopで開きます。

2. [データソース]タブを選択します。

3. 左上隅にあるデータソース名の隣の矢印をクリックし、[接続の編集 ]を選択します。その後、

サインインします。
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4. データに含まれる日付を反映する日付範囲を指定し、[接続 ]を選択します。

5. [サーバー] > [データソースのパブリッシュ]を選択し、Tableau Cloudのデータの抽出を更新し

ます。

Tableau Exchange用アクセラレーターの作成
Tableauアクセラレーターは、ユーザーがTableauでの分析をすぐに開始できるようにする、事前に作

成されたダッシュボードです。アクセラレーターを使用すると、業界やアプリケーションに特化して設計

された堅牢なダッシュボードに自分のデータを接続し、それを使用してデータを調査できます。

アクセラレーターは、Tableau Exchangeからダウンロードできるほか、Tableau Desktopから(一部の

サブセットではTableau Cloudからも)アクセスできます。アクセラレーターの使用についての詳細は、

「アクセラレーターを使用してデータを迅速に可視化するページ2647」を参照してください。

アクセラレーターの作成

アクセラレーターをTableau Exchangeに投稿できるのは、Tableauパートナーネットワークに属する

マネージドパートナーのみです。パートナーでない場合でも、アクセラレーターのように機能するワーク

ブックを作成してTableau Publicにパブリッシュすることはできますが、Tableau Exchangeに掲載で

きる資格はありません。

パートナーである場合、このガイドは、アクセラレーターがTableau Exchangeの要件を満たしている

ことを確認するのに役立ちます。優れたアクセラレーターは、ビジネス上の問題に対するインサイトを

提供し、ユーザーがデータに関する質問に答えるのに役立つストーリーを伝えます。アクセラレーター

を設計するときは、ユーザーの問題解決を支援することに焦点を当てましょう。
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Tableauパートナーネットワークのパートナーアカウントマネージャーと協力して、Acceleratorを
Tableau Exchange用に準備します。アクセラレーターを審査に出す前に、アクセラレーターが以下の

ガイダンスに従っていることを確認してください。

データモデル

アクセラレーターが備えているデータセットは、ユーザーが自分のデータに簡単に置き換えることができ

る必要があります。Salesforce、ServiceNow、Shopifyなどのクラウドプラットフォーム用に事前に設

計されたスキーマを使用すると、統一された方法でデータに接続することができます。

作成するデータモデルは現実的で、明確にラベル付けされ、ディメンションテーブルとファクトテーブル

が分離されている必要があります。データモデルの詳細については、「Tableau データモデルページ

666」を参照してください。

データの匿名化

アクセラレーターのデータは、個人を特定できる情報を含まないように匿名化する必要があります。

データセット内の名前や場所から、ユーザーが現実の世界の結論を引き出すことができないようにし

ます。人への言及を一般的な名前のリストで置き換え、場所への言及をゴルフコースやスキー場など

の公共の目的地で置き換えます。

データのパッケージ化

平凡なデータの抽出を作成し、アクセラレーターのTWBXファイルの一部としてパッケージ化します。

詳細については、「パッケージドワークブックページ3012」を参照してください。データをパッケージ化す

る前に、未使用のフィールドを非表示にし、アクセラレーターに関係のない範囲のデータを除外しま

す。

計算

計算フィールドにわかりやすい名前を付け、複雑な計算フィールドには計算とその使用方法を説明す

るコメントを追加します。詳細については、「計算にコメントを追加するページ2173」を参照してくださ

い。

表計算の使用を最小限に抑えます。表計算を含める場合は、ユーザーが自分のデータをアクセラ

レーターに追加したときに、計算が維持されるようにしてください。

日付範囲

関数 (DATEADD('day', DATEDIFF('day', #max-date#, today()),[date-

field]))を使用して、今日を基準とした日付範囲を設定します。ここで、max-dateは
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MM/DD/YYYY形式でデータセット内で最大の日付であり、date-fieldはプライマリ日付フィール

ドです。詳細については、「日付関数 ページ2204」を参照してください。

予測

予測を行うには、Tableauにネイティブな機能のみを使用してください。外部データソースから予測を

読み込まないでください。

セキュリティ

アクセラレーターがセキュリティリスクをもたらさないようにするために、URLアクションやリンクをダッシュ

ボードに含めたり、ダッシュボードの拡張機能やコネクタを使用したりしないでください。アクセラレー

ターにはネイティブ接続の情報を含めないでください。

デザイン

アクセラレーターは、ダッシュボードデザインのベストプラクティスに従った、一貫性のある見やすいレイ

アウトである必要があります。詳細については、「視覚的なベストプラクティス」を参照してください。

ダッシュボードのコンポーネントは対話型である必要があります。ユーザーがさまざまなディメンションを

選択してフィルタリングできたり、データを経時的に分析できるようにする必要があります。

カラーパレットが色弱者に優しいものであることを確認し、異なるディメンションには異なるカラーパ

レットを使用してください。アクセシビリティについては、「アクセシビリティに対応したダッシュボードの構

築 ページ2732」を参照してください。

ダッシュボードデザインの一般的なベストプラクティスに従うだけでなく、次のTableau Exchangeの

基準に従ってダッシュボードの書式を設定する必要があります。

l ダッシュボードの最大幅を1000ピクセルに設定

l すべてのテキストにTableau Bookフォントを使用する

l ヘッダーテキスト: 18ポイント以上

l サブヘッダーテキスト: 12ポイント

l タイトル: 10または12ポイント

l マークラベル: 8 ～ 10ポイント

l ツールヒント: 9 ～ 12ポイント

アクセラレーターの提出

Tableauパートナーネットワークのメンバーとして、パートナーアカウントマネージャーの助けを借りて、

アクセラレーターをTableau Exchangeに提出します。提出する前に、アクセラレーターに必要な提

出資料がすべて揃っていることを確認してください。
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提出資料

項目 詳細

Tableau
Exchange契

約

ServiceNowを通じて署名するためのTableau Exchange契約書のコピーをお

送りします。

アクセラレー

ター

抽出され匿名化されたデータソースを含むパッケージ化されたワークブック

アイコン PNG、JPEG、GIF、SVGなどの形式の280 x 280ピクセルのロゴ

説明 アクセラレーターの機能、提供する価値、誰が使用するべきかを説明してくださ

い。

テンプレート

[ユースケース]のTableau Acceleratorを使用すると、[サブジェクトエリア]のデー

タ主導のインサイトをすぐに得ることができます。[ペルソナ]はこのアクセラレーター

を使用し、[ユースケースの例 ]をよりよく理解して [利点 ]を得ることができます。

サービス利用

規約

PDFまたはURL。Tableauサービス利用規約を使用したくない場合は、独自の

条件を含めてください。

プライバシーポ

リシー

PDFまたはURL

サポートURL ユーザーがトラブルシューティングのヘルプを得ることができるWebサイト

Webサイトのア

クセラレーター

のランディング

ページ

アクセラレーターを作成した理由と対象者、アクセラレーターを使用した実際の

結果、データをアクセラレーターにマッピングする手順を説明するページ

動的な軸の範囲の使用
データを正しく分析できるように、Vizで表される範囲をユーザーが理解することは重要です。特に、

ダッシュボード内の複数のVizや複数のワークシートを同時に分析する場合、Vizによって軸の範囲

が異なるとユーザーがデータを誤解しやすくなります。たとえば、2つの棒グラフが隣り合って表示される

場合、両方のグラフの棒は同じサイズに見えることがあります。しかし、軸の範囲が大きく異なる場合

があり、グラフが誤解を招く可能性があります。
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ユーザーが軸の範囲を理解しやすいように、作成者は、軸の範囲の最小値と最大値を数値パラ

メーターまたは日付パラメーターで設定できる「動的な軸の範囲」を使用することができます。その

後、ユーザーがViz間を移動すると、軸が同期して更新されます。これにより、ユーザーは複数の

Vizにわたるデータを簡単かつ正確に分析できるようになります。また、データの範囲を制限すること

で、参照元のデータをフィルタリングしたり、データの移動平均に影響を与えたりすることなく、データの

サブセットを表示できます。

動的な軸の範囲を使用すると、参照元データをフィルタリングすることなく軸の範囲を広くしたり狭くし

たりすることもできます。これは、目標に対する進捗状況を示したり、移動平均を示したりするのに

最適です。

サポートされているフィールドタイプ

動的な軸の範囲は、選択した連続軸と互換性のあるパラメーターに対応しています。次に例を示し

ます。

l 数値パラメーター

l 時間パラメーター (日付または日時 )

動的な軸の範囲の設定

1. Tableauシートで、軸のパラメーターを作成します。

2. 軸を右クリックし、[軸の編集 ]を選択します。

3. [範囲 ]で、[カスタム]を選択します。次に、開始軸範囲または終了軸範囲に対して作成した

パラメーターを選択します。

4. ダイアログボックスを閉じます。

5. ダッシュボードで複数のシートを使用している場合は、異なるシートの軸に対してこれらの手

順を繰り返します。
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制限とエッジケースについて

動的な軸の範囲は、ストーリー内では更新されません。軸に使用されているパラメーターが削除され

た場合、最新のパラメーター値が軸範囲として残ります。次回軸を編集するときに、使用する新しい

パラメーターを選択するように求めるエラーメッセージが表示されます。

動的な軸タイトルの使用
Tableauの柔軟性により、作成者はさまざまなデータセットをすばやく分析し、データを別の方法で視

覚化してより深い分析を行うことができます。ただし、その柔軟性には、Vizで使用されるデータを正

確に伝える責任が伴います。たとえば、パラメーター値に応じて変化する測定単位を伝えることは重

要です。天気予報のVizで、25度という気温が表示がされているとします。その予報によると、華氏

では、素晴らしいスキー旅行になるかもしれません。しかし、摂氏では、海水浴へ行くことになるかもし

れません。

作成者は、動的な軸タイトルを使用すると、パラメーターの値または単一値フィールド(LOD計算な

ど)に基づいて軸タイトルを更新できます。パラメーターのスワップを使用すると、取り扱っているデータ

に応じて軸のタイトルを更新できます。

サポートされているフィールドタイプ

動的な軸タイトルとして使用するには、フィールドが次の条件を満たす必要があります。

l 単一値と固定 LOD計算

l パラメーター
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l 定数の計算フィールド

l 上位 1セット

動的な軸タイトルの設定

1. Tableauシートから、連続フィールドをシェルフにドラッグします。

2. 軸をダブルクリックして [軸の編集 ]ダイアログを開きます。

3. [軸のタイトル]セクションで、軸のタイトルに使用するフィールドをリストから選択します。

4. [軸の編集 ]ダイアログを閉じます。

より複雑なユースケースの場合は、まず「例 :パラメーターを使用したメジャーのスワップ」の手順に従

います。次に、以下の手順を実行します。

1. X軸をダブルクリックして[軸の編集 ]ダイアログを開きます。

2. [軸のタイトル]セクションで [パラメーター]を選択し、[プレースホルダー2]セレクターを選択しま

す。

3. [軸の編集 ]ダイアログを閉じます。

4. プレースホルダー1を使用し、これらの手順をY軸に対して繰り返します。

これで、パラメーターが変更され、軸のタイトルが表示データに応じて更新されます。

制限とエッジケースについて

動的な軸のタイトルは、[表示形式 ]を使用してVizタイプを変更するとクリアされます。また、サブタイ

トルを使用する場合、カスタムタイトルの場合と同様に、サブタイトルは動的な軸タイトルの後に表

示されます。自動サブタイトルは、少なくとも2つの期間を持つ単一の年にフィルター処理された、連

続日付値の軸がある場合にのみ設定されます。動的な軸のタイトル機能は、ストーリー (情報を伝

えるために連携して機能する一連のビジュアライゼーション)でワークシートを使用する場合は機能し

ません。

Dynamic Zone Visibilityの使用
ダッシュボードスペースは、特にデータに関するインサイトを累進的に明らかにしたい場合に重要にな

ります。Dynamic Zone Visibilityを使用すると、フィールドやパラメーターの値に基づいてゾーン(ダッ

シュボードのタイルエレメントまたは浮動エレメント)を隠したり、見せたりできます。ダッシュボードの操

作に伴って、ダッシュボード上のゾーンが表示または非表示になります。その結果、望ましいレイアウ

トが損なわれない動的なダッシュボードが実現します。

ダッシュボードでボタンをクリックすることで、オブジェクトを表示または非表示にすることもできますが、

Dynamic Zone Visibilityを使用すると、オブジェクトが自動的に表示または非表示になります。この

2668 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/parameters_swap.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/dashboards_create.htm#Show


動作は、さまざまなユーザーグループがダッシュボードを使用する場合に最適です。たとえば、ダッシュ

ボードにアクセスしてきたユーザーグループに応じて、異なるゾーンを表示したい場合があるかもしれま

せん。

その場合は、Dynamic Zone Visibilityでパラメーターアクションを使用することもできます。たとえば、

ユーザーがVizのマークをクリックすると、それまで非表示になっていたゾーンが表示されます。この機能

を使用すると、より深いレベルのデータを表示するタイミングを選択できるようになるため、複雑なダッ

シュボードに最適です。

サポートされているフィールドタイプ

Dynamic Zone Visibilityでフィールドを使用するには、フィールドパラメーターは次の要件を満たす必

要があります。

l ブール値。

l 1つの値。

l Vizと無関係。つまり、フィールドは、固定された詳細レベル (LOD)の計算など、Vizの構造と

は関係がない定数値を返します。

動的なダッシュボードゾーンを構成する

次の例には、Superstore (スーパーストア)データを使用する2つのシートがあります。最初のシートに

は、カテゴリ別の売上が示された棒グラフが、2つ目のシートには、サブカテゴリ別の売上が示された棒

グラフがあります。Dynamic Zone Visibilityを使用すると、[Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]
ゾーンのマークがクリックされた後にのみ、2つ目のシートが表示されます。この例では、パラメーターア

クションのソースフィールドとして使用されるブール型の計算フィールドを利用しています。パラメターア

クションのソースフィールドとして計算を使用するには、計算を[マーク]カードに追加する必要がありま

す。

1. [Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]シートから、パラメーターを作成します。この例では、

パラメーターのデータ型をブール値に設定する必要があります。

2. [Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]シートから、計算フィールドを作成します。この例で

は、次の計算を使用します。True

3. [Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]シートで、作成した計算を[マーク]カードの [Details
(詳細 )]にドラッグします。

4. ダッシュボードを作成します。

5. 常に表示するシートをダッシュボードにドラッグします。この例では、[Sales by Category (カテゴ

リ別の売上 )]を常に表示します。
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6. ダッシュボードで、[Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]ゾーン(ダッシュボードオブジェクト)
をクリックします。次に、ダッシュボードの [ワークシート]メニューから、パラメーターアクションを作

成します。この例では、次の [Change Parameter (パラメーターの変更 )]アクションを使用し

ています。

ソースシートが、作成したダッシュボードと[Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]シートを使

用するように設定されました。

[ターゲットパラメーター]は、作成したパラメーターです。

[ソースフィールド]は、作成した計算です。

7. [Sales by Sub-Category (サブカテゴリ別の売上 )]ワークシートをダッシュボードにドラッグしま

す。

8. [Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]ゾーンをクリックします。右上のドロップダウン矢印をク

リックして、[フィルターとして使用 ]を選択します。

9. [Sales by Sub-Category (サブカテゴリ別の売上 )]ゾーンをクリックしてから、[レイアウト]タブを

クリックします。

10. [Control visibility using value (値を使用して表示を制御 )]ボックスをオンにします。
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11. ドロップダウンから、ゾーンの表示を制御するために作成したパラメーターを選択します。

注 : [Control visibility using value (値を使用して表示を制御 )]のオプションに目的のフィールド

が含まれていない場合は、フィールドが、サポートされているフィールドタイプであることを確認し

ます。

これで、[Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]ゾーンのカテゴリマークをクリックすると、ダッシュボード

に [Sales by Sub-Category (サブカテゴリ別の売上 )]ゾーンが表示されるようになりました。
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ダッシュボードのサイズとレイアウト
ダッシュボードを作成したら、ユーザーにとって使いやすいようにサイズを変更したり、再整理したりする

ことができます。

全体的なダッシュボードサイズのコントロール

ベストプラクティスは、レイアウト作業が正しいサイズで開始されるように、サイズの設定から始めるこ

とです。

ダッシュボードサイズオプション

固定サイズ (既定 ):表示に使用するウィンドウのサイズに

関わらず、ダッシュボードは同じサイズに保たれます。ダッ

シュボードがウィンドウより大きい場合、ダッシュボードはス

クロールできるようになります。プリセットサイズから選択す

るか、カスタムサイズを指定できます。

固定サイズのダッシュボードを使用すると、オブジェクトの

正確な場所とダッシュボードのコンテンツの位置を指定で

きるため、フローティングオブジェクトがある場合に便利で

す。

固定サイズを使用するパブリッシュされたダッシュボード

は、サーバーにキャッシュされたバージョンを使用する傾向

があるので、より早くロードできます。その他のパフォーマン

スのヒントについては、ワークブックのパフォーマンスの最適

化 ページ2972を参照してください。

範囲 :指定した最小サイズと最大サイズの間で、ダッシュ

ボードが拡大 /縮小されます。ダッシュボードの表示に使

用しているウィンドウが最小サイズよりも小さい場合、スク

ロールバーが表示されます。最大サイズより大きい場合

は、空白スペースが表示されます。

同じコンテンツと同様の形状が必要な、2つの異なるディ

スプレイサイズ (小型のブラウザーウィンドウと中型のブラ

ウザーウィンドウなど)を設計する際にこの設定を使用し

ます。範囲は、垂直レイアウトのモバイルダッシュボードに
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も適しています (モバイルデバイスの幅に合わせて幅を変

更できますが、垂直スクロールの場合は高さが固定され

ます)。

自動 :ダッシュボードのサイズが自動的に変更され、ウィン

ドウ全体に表示されます。

Tableauでサイズ変更を処理する際は、この設定を使

用します。最適な結果を得るために、(フローティングでは

なく)タイル状のダッシュボードレイアウトを使用します。自

動サイズ設定では、さまざまな画面で予期しない結果が

生じる可能性があるため、ダッシュボードが使用される場

所がわからない場合は、この設定を慎重に使用するよう

にしてください。

可変サイズのダッシュボードの場合は、すべてのブラウザー

要求に対してレンダリングを更新する必要がありますが、

パフォーマンスに影響を与える可能性があります。

ヒント: Tableau Desktopを使用している場合は、異なるデバイスタイプのダッシュボードレイ

アウトの作成 ページ2718を参照してデスクトップコンピューター、タブレット、電話に最適化さ

れた一意のレイアウトを作成します。異なる画面サイズに合わせるだけでなく、各デバイスレイ

アウトは異なるアイテムを含むことができます。

全体的なダッシュボードのサイズの設定

l [ダッシュボード]ペインの [サイズ]で、ダッシュボードのディメンション([デスクトップブラウザー]な
ど)またはサイズ調整動作 ([固定サイズ]など)を選択します。
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レイアウトコンテナーを使用してアイテムをグループ化する

レイアウトコンテナーは、関連するダッシュボードアイテムを一緒にグループ化するので、すばやく配置

できます。コンテナー内のアイテムのサイズと配置を変更するので、その他のコンテナーアイテムは自

動的に調整されます。レイアウトコンテナーは書式設定にも使用できます。

レイアウトコンテナーのタイプ

横レイアウトコンテナーはそこに含まれるビューやオブジェクトの幅のサイズを変更し、縦レイアウトコン

テナーは高さを調節します。

水平レイアウトコンテナー 垂直レイアウトコンテナー
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2つのビューが、水平レイアウトコンテナーに配

置されています。

3つのビューが、垂直レイアウトコンテナーに積

み上げられています。

レイアウトコンテナーの追加

1. [ダッシュボード]ペインの [オブジェクト]から[水平 ]または [垂直 ]を選択します。

2. コンテナーをダッシュボードまでドラッグします。
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3. レイアウトコンテナーにビューやオブジェクトを追加します。
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レイアウトコンテナーのアイテムの均等な分散

1. レイアウトコンテナーを選択します。コンテナーを選択できない場合は、コンテナー内のアイテム

ごとに選択し、ショートカットメニューから[コンテナーの選択 ]を選択します。

2. レイアウトコンテナーが選択された状態で、ショートカットメニューの [均等配置 ]を選択しま

す。
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すでにレイアウトコンテナー内に存在するアイテムは、均等に配置され、追加したアイテムと同

様に動作します。

レイアウトコンテナーのシートを自動的にサイズ調整

関連するデータのある複数のシートをレイアウトコンテナーに追加する場合、マークが一枚のシートに

選択されていれば、関連するシートを自動的にサイズ調整できます。

この例では、マップ内でマークが選択されると、棒グラフが更新されて、そのマークの利益と売上が表

示されます。マップ内でマークが選択されていない場合、マップはレイアウトコンテナーを満たすように

自動的に拡張されます。

マークを選択 マークを選択しない
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1. 関連するデータを含む複数のシートをレイアウトコンテナーに追加します。

2. 展開したいシートのドロップダウンメニューから、[フィルターとして使用 ]を選択します。

3. [ダッシュボード]、[アクション]の順に選択し、作成したフィルターをダブルクリックします。

4. [フィルターアクションの編集 ]ダイアログボックスの [対象シート]セクションで、レイアウトコンテナー

にある別シートを選択します。

5. ソースシートにマークが選択されていない場合に対象シートのサイズ調整方法を制御するに

は、次のいずれかを選択します。

l [すべての値を表示 ]は対象シートを元のサイズに戻し、全データを表示します。

l [すべての値を除く]は対象シートをタイトルの下に折りたたみ、全データを非表示にしま

す。
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レイアウトコンテナーを削除して含まれるアイテムを個別に編集

1. ダッシュボードまたは、レイアウトペインのアイテム階層いずれかにあるコンテナーを選択しま

す。

2. コンテナーの上のドロップダウンメニューから、コンテナーの削除を選択します。

ダッシュボードアイテムのタイルまたはフロート

タイルレイアウトとフローティングレイアウト

ダッシュボード上に配置する各オブジェクト、レイアウトコンテナー、およびビューは、タイル (既定 )また

はフローティングです。

タイルレイアウト フローティングレイアウト

タイルアイテムは重なりあいません。単一レイヤ

のグリッドの一部となり、ダッシュボード全体のサ

イズに基づいてサイズ調整します。

フローティングアイテムは別おオブジェクトの上に

重なり合います。以下の例では、マップがタイル

ビューでフロートしています。

最適な結果を得るために、固定サイズのダッ

シュボードで、フローティングオブジェクトおよび

ビューに固定サイズと位置を指定します。
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新規アイテムをフロートまたはタイル

1. ダッシュボードペインの [オブジェクト]で、使用したいレイアウトオプションをクリックします。[フ
ローティング]または [タイル]。

2. ビューまたはオブジェクトを右側のダッシュボードにドラッグします。

ヒント:また、キーボードのShiftを押したままダッシュボードにドラッグする方法でも、アイテムにフ

ローティングレイアウトを割り当てることができます。

Tableau Software 2681

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



既存のアイテムをタイルからフローティングに切り替え

1. ダッシュボードでアイテムを選択します。

2. アイテムのショートカットメニューで、[フローティング]を選択します。

個々のダッシュボードアイテムのサイズ、位置、並べ替え、および

名前の変更

アイテムのサイズと位置の設定

配置を詳細に制御する場合は、[固定サイズ]を選択し、次に各アイテムのサイズと位置を[レイアウ

ト]ペインを使用して設定します。

2682 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



1. 位置とサイズを指定するダッシュボードアイテムを選択します。レイアウトペインで、項目の名

前は [選択した項目 ]の下に表示されます。

ヒント: [ダッシュボード]ペインと[レイアウト]ペインを素早く切り替えるには、[T]キーを押

します。

2. ダッシュボードの左上隅からのオフセットとして、アイテムの位置 xと位置 yをピクセル単位で定

義します。たとえば、オブジェクトをダッシュボードの左上隅に配置するには、x = 0およびy = 0
を指定します。

値には、正または負の整数を入力できますが。

3. アイテムのサイズを変更するには、クリックしてダッシュボードにドラッグします。また、[サイズ]の設

定を使用することもできます。

4. 選択したアイテムのタイトルを非表示にするには、[タイトルを表示 ]チェックボックスをオフにしま

す。(類似する[ダッシュボード]ペインコントロールの [ダッシュボードタイトルを表示 ]チェックボッ

クスは、ダッシュボードのタイトル全体を制御します。)

ヒント:フローティングアイテムを迅速に配置するには、矢印キーを押して1ピクセル移動させる

か、またはShift+矢印キーで10ピクセル移動させます。アイテムサイズを迅速に調整するに

は、[Alt (Windows)]または [Option (macOS)]を上記ショートカットに追加します。

アイテムをグリッドに合わせる

視覚的に一致したデザインにするために、ダッシュボードのアイテムをグリッドで並べ替えおよびサイズ調

整します。
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1. [ダッシュボード] > [グリッド表示 ]。

2. グリッドサイズを変更するには、[ダッシュボード] > [グリッドオプション]を選択します。

ヒント:グリッドのオンとオフを素早く切り替えるには、[G]キーを押します。

オブジェクトを並べ替える

[レイアウト]ペインの [アイテムの階層 ]領域では、ダッシュボードでのオブジェクトのレイヤー化とグルー

プ化の方法をすばやく変更できます。リストの一番上にあるアイテムが前に表示され、一番下にある

アイテムが後ろに表示されます。

Tableau CloudまたはTableau Serverでオブジェクトを並べ替える

Tableau CloudとTableau Serverでは、階層内のタイルオブジェクトと浮動オブジェクトの両方を並

べ替えることができます。アイテムは現在のコンテナー内でドラッグしたり、任意のレベルの他のコンテ

ナーにドラッグしたりすることができます。これにより、キャンバスで編集するよりも柔軟にアイテムをネス

トでき、オブジェクトの配置場所が最も内側のコンテナー内に制限されます。

Tableau Desktopで浮動オブジェクトを並べ替える

Tableau Desktopでは、階層の最上位にある浮動アイテムをドラッグして、アイテムをレイヤー化する

方法を変更できます。
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アイテム名の変更

ダッシュボードアイテムの区別を明確にするため、名前を変更することができます。

[レイアウト]ペインの [アイテムの階層 ]領域でアイテムを右クリックし、[ダッシュボード項目の名前変

更 ]を選択します。ダッシュボード自体では、このコマンドは各オブジェクトのドロップダウンメニューから

も利用できます。
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パディング、境界線および背景色をアイテム周辺に追加する

パディングによりダッシュボード上でアイテムの間隔を正確に設定できるようになり、境界線と背景色

により視覚的に強調することもできます。内側パディングはアイテムコンテンツ間のスペースと、境界

線と背景色の外周を設定します。外側パティングは境界線と背景色を越えた追加のスペースを設

定します。

注 :境界線または背景色を特定のダッシュボードアイテムで変更できない場合、その形式を

ワークシートレベルで変更します。

A.外側のパディングB.青い境界線 C.内側のパディング、水色の背景

1. 個別のアイテムまたはダッシュボード全体を選択します。

2. 左側の [レイアウト]タブで、境界線のスタイルと色、背景色と透過度、またはピクセル単位の
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パディングサイズを指定します。

ダッシュボードスペーシングに関するヒントをいくつか紹介します。

l 1つのダッシュボードアイテムを別のアイテムと正確に合わせるには、[全辺を同じに] の選択を

解除して、パディングをある1辺だけ調整します。
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l シームレスなデザインを作り出すには、隣り合うアイテムに外側パディングゼロを指定します。

要素の透明性との視覚的統合

透明な要素は、ダッシュボードの外観をシームレスにするため、その裏側にあるオブジェクトやイメージ

が表示されます。

ヒント:透明な浮動要素を通して見える背景イメージを作成するには、イメージオブジェクトを

唯一のタイルアイテムとして追加します。固定サイズのダッシュボードを使用すると、画面サイ

ズに関係なく、浮動要素においてイメージとの一貫した視覚的関連性が保たれます。
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ワークシートの背景を透明にする

1. ダッシュボードでシートを選択します。

2. [書式設定 ] > [網掛け]を選択し、[ワークシート]メニューをクリックして背景色に[なし]を選択

します。

シートの表示が不透明な場合、裏側にあるダッシュボード、オブジェクト、レイアウトコンテナー

の背景色を[なし]に変更します。これらのアイテムはダッシュボードの [レイアウト]タブですぐに

調整できます。

3. 透明なシートをその他のダッシュボードアイテムとスムーズに統合するには、[書式設定 ] > [枠
線 ]および [書式設定 ] > [線 ]を選択して枠線や線を削除するか、それらの色を変更します。

透明なマップにするための追加手順

1. [書式設定 ] > [網掛け]を選択し、[ペイン]メニューをクリックして色に[なし]を選択します。

2. [マップ] > [マップレイヤー]を選択し、[ベース]の不透明なレイヤーを選択解除します。その

後、透明マップがズームアウトの際により明瞭になるようにするには、[海岸線 ]レイヤーを選択

します。

マップのスタイルによっては、他のレイヤーを表示または非表示にしてみる必要が生じる場合も

あります。
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シートの一部を透明にする

1. ダッシュボードの [レイアウト]ペインで、シートを選択します。

2. [バックグラウンド]の色をクリックして、色と不透明度を設定します。

フロートは凡例、フィルター、ハイライター、およびパラメーターを透明にします

フィルター、パラメーター、およびハイライターを関連データに視覚的に接続するには、既定により透明

である、これらのアイテムをフロートさせます。テキストは読みやすいように常に全体的に不透明です。

フローティングオブジェクトが引き続き色を表示する場合は、オブジェクトレベルおよびワークシートレ

ベルの設定を確認します。

l オブジェクトを選択し、[レイアウト]タブで、[バックグラウンド]色を選択し、[なし]を選択しま

す。

l [書式設定する]メニューをクリックし、次に[凡例 ]、[フィルター]、[ハイライター]、または [パラ
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メーター]を選択します。次に、左側の書式設定ペインで、[網掛け] > [なし]を選択します。

詳細については、ワークシートレベルで書式設定 ページ2867を参照してください。

ダッシュボードの微調整

ダッシュボードを作成およびレイアウトした後、手順を戻り、評価する時間を取ります。このトピックで

は、確認して微調整するためのエリアをいくつか示します。
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すべてが正しく配置されているか。

配置の確認

重要な結果や主な質問を含むビューが、ダッシュボードの左上隅に配置されていることを確認してく

ださい。ビューでは、最も重要なデータはXおよびY軸上に、重要度の低いデータは色、サイズ、形

状に表示されます。

ラベルの向きと読みやすさの確認

ビューアーが読みやすいよう、重要なラベルは横書きにする必要があります。
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サイズ変更とレイアウトのレビュー

作業をテストし、サイズを調節する

ダッシュボードを終了したら、ベストプラクティスとしてテストし、ユーザーと同じように体験します。たとえ

ば、ユーザーはラップトップでTableau Readerを使用してダッシュボードを表示するか、ダッシュボード

はTableau Serverでパブリッシュされるか、Webアプリケーションに埋め込んでタブレットから表示する

かなどです。

ダッシュボードをテストした後、サイズ、項目の配置方法や表示場所など、何かが変更したことに気

付かれる場合があります。

Tableauダッシュボードは、一般的なデスクトップで正しく機能するよう固定の既定サイズに設定され

ています。ただし、パブリッシュする(Webやブログ、プレゼンテーションなどに)際に、それ以外にも制限

があることに気づく場合があります。

左側の [ダッシュボード]エリアの [サイズ]の下にある設定で、ダッシュボード全体のサイズを指定できま

す。ドロップダウンメニューを使用して新しいサイズを選択します。
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l 自動 -ダッシュボードのサイズが自動的に変更され、ウィンドウ全体に表示されます。

l 固定サイズ -ダッシュボードは、常に特定のサイズを維持します。ダッシュボードがウィンドウより

大きい場合、ダッシュボードはスクロールできるようになります。

l 範囲 -指定した最小サイズと最大サイズの間でダッシュボードが拡大 /縮小され、スクロール

バーまたは空白が表示されます。

画像表示のカスタマイズ (Tableau Desktopのみ)

イメージオブジェクトをダッシュボードに追加すると、イメージのメニューのオプションを選択することでイ

メージの表示方法をカスタマイズできます。たとえば、[イメージを合わせる]を選択すると、イメージが

ダッシュボードのイメージオブジェクトのサイズに拡大 /縮小されます。

既定では、ダッシュボードで使用する高解像度イメージは、標準的な解像度で表示され、標準また

はRetinaディスプレイで表示する場合、同じサイズが維持されます。

ダッシュボードでRetinaディスプレイで表示するよう意図している高解像度イメージのメリットを利用

するには、@2xの命名規則を使用できます。

1. Retinaディスプレイを搭載したコンピューターで高解像度イメージに移動します。

2. 高解像度イメージの名前を変更し、<image-name>@2x<file-extension>形式で@2xの
修飾子を含めます。たとえば、logo@2x.pngです。

3. ワークブックで、イメージオブジェクトをクリックしてダッシュボードまでドラッグします。

4. 要求されたら、@2xの命名規則で名前を変更したイメージを選択し、[開く]をクリックしま

す。

注 :EMFイメージファイル形式は、Macに搭載したTableau Desktopとは互換性がありませ

ん。
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レイアウトコンテナーの使用

レイアウトコンテナーは1つのビューが別のビューをフィルターする際にダッシュボードオブジェクトの再配

置やサイズ変更をサポートし、ユーザーにとってよりスムーズな体験を実現します。

以下の図は、2つのビューを垂直レイアウトコンテナーに配置した場合と、レイアウトコンテナーに配置

していない場合のダッシュボードの動作を示します。レイアウトコンテナーを使用するダッシュボードで

は、異なるフィルターを適用するとビューが縦方向に調節されます。
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画像をクリックして再生する。

レイアウトコンテナーを追加するには
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1. 水平方向または垂直方向のレイアウトコンテナーをダッシュボードまでドラッグします。

2. レイアウトコンテナーにシートやオブジェクトを追加します。レイアウトコンテナーをポイントする

と、オブジェクトがレイアウトコンテナーの流れに追加されることが青色のボックスで示されます。
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3. 項目を均等に位置付けるには、レイアウトコンテナーのショートカットメニューから[均等配置 ]
を選択します。
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[均等配置 ]コマンドは、ダッシュボードに明示的に追加したレイアウトコンテナーでのみ

使用可能です。項目の追加時に自動的に追加されたレイアウトコンテナーでは使用で

きません。

浮動レイアウトを使用してスペースをかせぐ

Tableauはダッシュボードの既定でタイルレイアウトを使用し、各ビュー、凡例、オブジェクトは、タイル

状の床のように、単一レイヤーグリッド上に配置されます。

アイテムを別のアイテムと重ねる場合は、代わりに1つ以上のアイテムに浮動レイアウトを使用できま

す。
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凡例は、タイルのまま残らず、他のアイテムの上に移動する場合があります。
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詳細については、ダッシュボードのサイズとレイアウトページ2672を参照してください。

Tableau Desktopのみ:ダッシュボード用にデバイスレイアウトを作成する場合は、[タイル]レイ

アウトを使用します。これにより、オブジェクトが表示される位置を最大限に制御できます。手

順については、異なるデバイスタイプのダッシュボードレイアウトの作成 ページ2718を参照して

ください。

重要事項のハイライト

ユーザーが必要とする情報のみを表示する

凡例、タイトル、キャプション、およびフィルターはビューアーにとって便利な可能性があります。ユーザー

が必要とする情報のみを提供するようにしてください。

ユーザーへの表示内容を変更するには:

1. ダッシュボードでビューを選択します。

2. 選択したビューの右上隅のドロップダウンメニューをクリックし、表示するアイテムを選択します。

たとえば、タイトル、キャプション、凡例、さまざまなフィルターなどを表示できます。
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または、[ダッシュボード]ペインの [レイアウト]セクションのアイテムを右クリックしても、これらのす

べてのコマンドにアクセスできます。
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注 :フィルターは、元のビューに使用されているフィールドにのみ利用できます。

クラッターの排除

一般的に、1つのダッシュボード内で使用するカラーパレットは2つ以内にすることをお勧めします。

データが定量的な場合は、1つのカラーパレットのみを使用するのが適しています。ビューアーが操作

可能な情報を提供しない不要なテキスト、ライン、網掛けを削除します。最終的な、ダッシュボードの

パブリッシュサイズを考慮し、提供するすべての凡例が本当に必要であることを確認します。

Tableau Software 2703

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



画像をクリックして再生する。

ダッシュボード用のシート選択メニューを作成する

パラメーターと計算フィールドの組み合わせを使用して、ダッシュボードに合わせて自動的に展開する

個々のビューをユーザーが選択できるドロップダウンメニューを作成できます。
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ヒント:単一のメニューではなく、個別のボタンを使用してシートを表示するには、[表示 /非表

示 ]ボタンを使用します。これは非常にシンプルな方法ですが、各ボタンをクリックすると個別の

オブジェクトが表示されます。ダッシュボードを離れて、まったく別のシートを開くには、ナビゲー

ションオブジェクトを使用します。

1. 個々のワークシートで、左側にある[データ]ペインの空のエリアを右クリックし、[パラメーターの

作成 ]を選択します。
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2. [パラメーターの作成 ]ダイアログボックスで、次の手順を行います。

l 「Select a View」(ビューの選択 )のようにメニュー上部に表示される名前を入力しま

す。

l [データ型 ]で [文字列 ]を選択します。

l [許容値 ]については、[リスト]を選択します。

l [値のリスト]の下の、最初の値で「All」(すべて)と入力し、ダッシュボードの各ビューの
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名前を使用して値を追加します。

3. [OK]をクリックします。

4. 任意のシートで左側にある[データ]ペインの空のエリアを右クリックし、[計算フィールドの作成 ]
を選択します。

5. 計算に「Display sheet」(シートの表示 )のようにわかりやすい名前を付けます。式テキスト

ボックスに上で作成したパラメーターの名前を入力します。[OK]をクリックします。
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6. ダッシュボードに追加しようと考えているシートを開き、新しい計算を[フィルター]シェルフにド

ラッグします。次に、[フィルター]ダイアログボックスで以下の操作を行います。

l [カスタム値のリスト]を選択します。

l テキストボックスに「All」(すべて)と入力し、[項目の追加 ]ボタンをクリックします。

l テキストボックスに現在のビュー名 (「Map」(マップ)など)を入力し、[項目の追加 ]ボタ

ンをクリックします。

完了したら、[OK]をクリックします。
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7. ダッシュボードに追加するすべてのシートについて、ステップ6を繰り返します。

8. [ダッシュボード] > [新しいダッシュボード]を選択します。

9. 左下の [オブジェクト]セクションより、[垂直方向 ]または [水平方向 ]レイアウトコンテナーをダッ

シュボードにドラッグします。
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10. 各シートを濃い青色の輪郭で識別されるレイアウトコンテナーにドラッグします。

11. ビシートセレクターを表示するには、ビューの上部にあるドロップダウンメニューから[パラメー

ター] > [新しいパラメーター名 ]を選択します。

12. 選択したビューがダッシュボードに表示されるようにするには、次の手順を実行します。
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l 各ビューの上部にあるドロップダウンメニューで、[固定幅 ]が選択されていないことを確

認します。

l ダッシュボードで、各ビューのタイトルエリアを右クリックし、[タイトルを非表示 ]を選択し

ます

これでシートセレクターはいつでも使用できます。同様の例については、パラメーターを使用してビュー

をさらにインタラクティブにするページ1080を参照してください。

ダッシュボードの再ブランド化

Tableau Desktopは視覚化の見た目が最初から良くなるよう、既定の書式設定に視覚的なベスト

プラクティスを構築します。ただし、ダッシュボードの書式設定を変更する場合があります (たとえば、組

織のブランドに合わせるなど)。

この記事では、"Citywide Bike Share (市内自転車シェア)"という架空の組織に対すダッシュボードの

再ブランド化プロセスを通じて説明します。ブランドの色にはターコイズ、オレンジ、および灰色が、フォ

ントにはCentury Gothicが含まれます。全体的に軽く、洗練された外観になり、すべてが自転車に

関する内容になりました。

前 後

タイトルのフォントおよびフォント色を変更する

通常、フォントや色は組織のブランドの重要な部分です。ダッシュボード内のすべてのタイトルを素早

く、大規模に変更する最も速い方法は、ワークブックレベルでそれらを変更することです。書式設定に

使用できる最大のコンテナーは、ワークブックです。
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1. [書式設定 ] > [ワークブック]をクリックします。

2. [ワークブックの書式設定 ]ペインの [フォント]で変更を加えます。

ここでは、フォントをCentury Gothic、フォント色をターコイズに変更しています。ワークブックの

すべてのタイトルを変更するよう選択されていますが、個別のタイトルの外観も変更できます。

使用するフォントがTableau内に既定で存在しない場合は、追加できます。詳細について

は、「カスタムフォントの使用 ページ2916」を参照してください。

マークのカラーを変更する

マークはビュー内のデータを表します。この再ブランディングシナリオでは、マークはバイクの共有場所

を示します。組織のブランドを対象ユーザーに伝える別の方法として、マークの色の変更があります。

特定のタイプのマークでは、ハロー (マーク周辺の色付きリング)を追加および書式設定できます。

1. ダッシュボードのビューに移動し、ビューのショートカットメニューから[シートに移動 ]をクリックし

ます。

2. ビューで、[マーク]カードの [色 ]をクリックします。

3. 新しい色を選択します。

ここでは、"Chicago Ride Share (シカゴライドシェア)"マップのマークを灰色、ターコイズのハ

ローを使用するように変更しています。
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4. ダッシュボードの各ビューで上記の手順を繰り返します。

希望する色を使用できない場合、独自のカスタムパレットを作成できます。詳細については、カスタム

カラーパレットの作成 ページ2952を参照してください。たとえば、カスタム分岐パレットで作成された棒

グラフの色を変更しました。
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フォントとマークの色を少し変えただけで、ダッシュボードのブランドはすでに形成されています。

ツールヒントのカスタマイズ

ツールヒントは、マウスでマークをポイントすると表示されます。ほとんどのビューでは、既定でツールヒ

ントが表示されます。ブランドを強化し、より優れたストーリーを伝える優れた方法があります。

マップのツールヒントは、既定で次のようになります:
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1. ビューのワークシートに移動して、[ワークシート] > [ツールヒント]をクリックします。

2. ツールヒントに必要な詳細が表示されていることを確認します。フォント、順序、テキスト、配置

および色を変更できます。

この再ブランディングシナリオでは、ユーザーが最も関心を持つ内容を素早く見つけることができ

るよう、ツールヒントに表示されるアイテムの数を減らしています。また、いくつかのアイテムのテキ

ストを変更し、ブランドに適した、コントラストとなる色として、オレンジを追加しました。
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マップツールヒントは、次のように表示されます:

イメージまたはロゴの追加

独自のイメージを追加して、組織のブランドをワークブックに加えることもできます。たとえば、既定の

ダッシュボードタイトルを表示する代わりに、ロゴをインポートしてダッシュボードの上部で使用すること

ができます。

タイトルを削除してイメージを追加するには:

1. [ダッシュボード]ペインで、左下隅にある[ダッシュボードのタイトルを表示 ]チェックボックスをオ

フにして、ダッシュボードのタイトルの表示を停止します。

2. ロゴを表示するエリアまで [イメージ]オブジェクトをドラッグします。また、他のダッシュボードオブ

ジェクトを調節したり、削除する必要があります。
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画像をクリックして再生する。

最終的な再ブランディングされたワークブックは、次のようになります。
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異なるデバイスタイプのダッシュボードレイアウトの

作成
ダッシュボードには、幅広い画面サイズにわたるさまざまなタイプのデバイスのレイアウトを含めることが

できます。これらのレイアウトをTableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュすると、ダッシュ

ボードを表示する人々は、スマートフォン、タブレット、またはデスクトップに向けてデザインが最適化さ

れていることに気付きます。作成者としては、単一のダッシュボードを作成し、単一のURLを配布す

る必要しかありません。

ヒント:モバイル向けのレイアウトの最適化に加えて、ワークブックのパフォーマンスの最適化

ページ2972することで、帯域幅が限られていて、急いでいることが多いモバイルユーザーの

ニーズに対応できるようになりました。
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既存ダッシュボードとデバイスレイアウトの関係性

デバイスレイアウトは、[ダッシュボード]タブの [既定 ]に表示されます。最初は、各デバイスレイアウト

には、既定ダッシュボードのすべてのアイテムが含まれ、サイズやレイアウトも同様に既定から取得され

ます。

既定ダッシュボードが親、デバイスレイアウト(デスクトップ、タブレット、電話 )は子であると考えてくださ

い。デバイスレイアウトに追加するビュー、フィルター、操作、凡例、またはパラメーターは、最初に既

定のダッシュボード内に配置されている必要があります。

スマートフォンレイアウトと既定のダッシュボード

変更内容を自動的に既定のダッシュボードに反映させるユニークなスマートフォンレイアウトオプション

を使用して時間を節約するには、開いたロックアイコン をクリックするか、ポップアップメニューから[レ
イアウトの自動生成 ]を選択します。

閉じたロックアイコン をクリックするか、メニューから[レイアウトの編集 ]を選択すると、スマートフォン

レイアウトが完全に独立するので、アイテムの追加と配置を手動で行い、変更内容を既定のダッシュ

ボードに反映させる必要があります。
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デスクトップレイアウトおよびタブレットレイアウトと既定のダッシュボード

スマートフォンレイアウトとは異なり、デスクトップレイアウトおよびタブレットレイアウトはダッシュボード

に手動で追加する必要があります。デスクトップレイアウトおよびタブレットレイアウトは常に既定の

ダッシュボードから独立しているため、各デバイスレイアウトにはオブジェクトの独自の配置を含めるこ

とができます。

電話のレイアウトを自動で追加する

2つのオプションで、電話レイアウトを自動的に追加できます。
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l 不足している古いダッシュボードを開くたびに電話のレイアウトを作成するには、ダッシュボード

>既存のダッシュボードに電話レイアウトを追加を選択します。

l 新しいダッシュボードを作成するたびに電話レイアウトを作成するには、[ダッシュボード] > [新し

いダッシュボードに電話レイアウトを追加 ]を選択します(このオプションは既定で有効になってい

ます。)

デバイスレイアウトのプレビューと追加

1. ダッシュボードシートを開きます。

2. 左側の [ダッシュボード]タブで、[デバイスのプレビュー]をクリックします。

デバイスのプレビューモードで、これらのオプションはダッシュボードの上に表示されます。

3. [デバイスタイプ]や [モデル]をクリックし、さまざまな画面サイズを探索します。次に、これらのオ

プションを設定します。

l

ダッシュボードが横モードまたは縦モードでどのように表示されるかを確認するには、

をクリックします。通常、横はタブレット、縦は携帯電話に最適です。

l Tableau Mobile アプリを選択して、ブラウザーではなくアプリでダッシュボードが表示され

た場合にどう見えるかを確認します。このオプションは iOSまたはAndroidデバイスで利

用可能で、ダッシュボードをわずかに縮小し、アプリ制御用のスペースを残ります。
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4. [デバイスのタイプ] (タブレットなど)を選択します。

5. 右上隅で、選択したデバイス種別の [レイアウトの追加 ] ボタンをクリックします (例えば、[タブ

レットレイアウトの追加 ]。

6. 新しい [デバイスのタイプ]を選択し、[レイアウトの追加 ]をクリックしてレイアウトを追加します。
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各デバイスタイプにレイアウトを作成すると、ユーザーが別のデバイスからダッシュボードを閲覧し

た際のユーザー体験を最大限にコントロールできます。3つのレイアウトすべてを備えたダッシュ

ボードをパブリッシュした後は、ユーザーは既定のダッシュボードレイアウトを目にしません。その

代わりに、適切なデバイス固有のレイアウトが常に表示されます。

注 :ビューに変更を加える場合は、関連するデバイスレイアウトをダブルクリックし、期待通りの

外観になっていることを確認してください。

デバイスレイアウトのカスタマイズ

デバイスレイアウトをダッシュボードに追加した後、オブジェクトの再配置を開始して好みの外観を作

成することができます。
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1. デスクトップレイアウトおよびタブレットレイアウトでは [カスタム]をクリックします。

スマートフォンレイアウトでは、ロックアイコン をクリックするか、ポップアップメニューから[レイ

アウトの編集 ]を選択します。
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2. レイアウトに追加した内容は、左側の [レイアウト]の下に表示されます。アイテムに付いた青い

チェックマークは、現在作業中のデバイスレイアウトの一部であることを意味します。

3. アイテムを削除しても、現在のデバイスレイアウトから削除されるだけです。既定のダッシュボー

ド上にはまだ存在しているため、デバイスレイアウトに再び追加できます。
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4. [デバイスモデル]オプションを順にクリックし、さまざまなレイアウトでレイアウトがどのように表示

されるかを確認します。

最終的には、ダッシュボードを読み込むWebブラウザーのサイズによってデバイス上に表示す

るレイアウトが決まります。詳細については、デバイスが表示するレイアウトの確認 ページ2730
を参照してください。

5. [サイズ]の下にある左側のオプションを使ってみてください。

既定 :デバイスレイアウトの高さと幅は、既定ダッシュボードが使用しているものを模倣します。

たとえば、タブレットのレイアウトを作成して既定ダッシュボードをデスクトップブラウザー (1000 x
800)の固定サイズに設定し、[サイズ]を[既定 ]に設定すると、タブレットレイアウトのサイズは

1000 x 800になります。

すべてを適応 :すべてのアイテムは、デバイスのフレームサイズに合わせて自動的にサイズ変更

されます。デバイスのフレームサイズはデバイスのタイプ、モデル、向き(縦または横 )設定によっ

て決まります。

幅に合わせる(携帯電話の推奨設定 ):アイテムはデバイスフレームの幅に合わせて自動的

にサイズ変更されますが、高さは固定されます。これは、携帯電話のレイアウトや縦スクロール

レイアウトに適したオプションです。
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携帯電話用に最適化

携帯電話で画面が小さくても、さらに最適化するとメリットが得られます。これらの技術を試してみてく

ださい。

手動でのスマートフォンレイアウトの最適化

自分でスマートフォンレイアウトを編集することにした場合、フィルターの配置をすぐに最適化するほ

か、空白の削除などを行うことができます。[ダッシュボード]タブで、[スマートフォン]の右側にあるポップ

アップメニューをクリックし、[レイアウトの最適化 ]を選択します。

このコマンドでは、現在スマートフォンレイアウトにあるアイテムの再配置のみが行われます。スマート

フォンレイアウトを継続的に更新し、すべての変更内容を既定のダッシュボードに反映させる場合

は、[レイアウトの自動生成 ]を選択します。

インスタントメッセージと電話呼び出しを起動するリンクの追加

携帯電話ユーザーがカギを握る人々にダッシュボードのコンテンツについて迅速に連絡できるように、

自動的にSMSメッセージと通話を起動するURLアクションをオブジェクトに追加します。リンク形式

sms:phone-numberまたはtel:phone-numberを使用します。必要に応じて国コードと市外局

番を含めてください。

携帯電話固有のバージョンのビューの作成

既定のダッシュボードの特定のビューの複製を作成し、1つをデスクトップ表示に最適化して2つを携

帯電話用に最適化します。
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1. ビューのワークシートに移動し、タブをクリックしてから、[シートの複製 ]を選択します。

2. モバイル閲覧用にビューをカスタマイズします。

たとえばマップに関しては、既定で特定の地域にズームインしたり、パン、ズーム、およびその

他の機能を無効化する場合もあります。ユーザーによるマップの操作方法のカスタマイズペー

ジ1817を参照してください。
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3. 新しいビューを既定のダッシュボードに追加し、作成中のデバイスレイアウトで利用できるように

します。

タイトルの短縮化

モバイルの閲覧には、短いタイトルが適しています。タイトルを編集するには、ダブルクリックします。

空白の最適化

空白は考慮すべき別の視覚要素です。携帯電話では画面のスペースが小さく、そのスペースを最大

限に活用する必要がある一方、ユーザーがフィルターやその他のアイテムを不用意に選択しないよう、

ユーザーがタップやスクロールを開始できる安全な場所を提供しなければならない場合もあります。

空白を追加するには、パディングまたは[ブランク]オブジェクトを使用します。詳細については、ダッシュ

ボードのサイズとレイアウトページ2672を参照してください。

ダッシュボードのパブリッシュ

1. [サーバー] > [ワークブックのパブリッシュ] をクリックします。まだサインインしていない場合は、認

証資格情報を求められます。

2. [Tableau Serverにワークブックをパブリッシュ]ダイアログボックスで、[シートをタブとして表示 ]
チェックボックスがオフになっていることを確認します。

デバイス固有のダッシュボードでこのチェックボックスをオンにすると、Webブラウザーのサイズを

正しく検出し、正しいレイアウトを読み込むサーバーの機能とタブのサイズ調整要件が干渉し

ます。

3. [パブリッシュ]をクリックします。
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ダッシュボードのテスト

ダッシュボードをTableau ServerやTableau Cloudにパブリッシュした後、別のブラウザーサイズで表

示してダッシュボードをテストします。

1. Tableau ServerまたはTableau Cloudでダッシュボードを開きます。

2. ページの右上隅で [共有 ]をクリックし、[リンク]テキストボックスの内容をコピーします。

3. 文字列をWebブラウザーURLに貼り付けます。文字列には、embed=yを含める必要があ

ります

4. ブラウザーURLとして埋め込みコード文字列を使用し、Webブラウザーウィンドウのサイズを

変更して異なるレイアウトを試してから更新してください。

デバイスが表示するレイアウトの確認

デバイスの表示するダッシュボードレイアウトはTableauビューが表示されるiframeの極小寸法 (高
さまたは幅 )に基づきます。時折デスクトップ、タブレット、または携帯電話レイアウトが他の種別のデ

バイスに現れることがあります。例えば、デスクトップコンピューターのディスプレイまたはブラウザーウィ

ンドウが小さければ、タブレットレイアウトが現れる可能性があります。

iframe の最小サイズの場合 ... このデバイスレイアウトは次の場合に現れます...

500ピクセル以下 携帯電話

501 ～ 800ピクセル タブレット
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800ピクセル超 Desktop

Tableau CloudやTableau Serverのユーザーが、スマートフォンやタブレットのレイアウトに制限が多い

と感じたら、ツールバーの表示設定ボタンを使用して、デスクトップイアウトを表示することができます。

このボタンは、デスクトップレイアウトとモバイルレイアウトを切り替えることができるトグルです。ボタンの

配置は、ダッシュボードを表示しているデバイスによって異なります。

デスクトップデバイスの表示設定

タブレットの表示設定
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スマートフォンの表示設定

アクセシビリティに対応したダッシュボードの構築
できるだけ多くの人にとってアクセス可能なダッシュボードを作成する必要がある場合、またはUS
Section 508要件やその他のアクセシビリティ関連の法律や規制を順守する環境で作業している場

合、Tableauを使用することにより、Webコンテンツアクセシビリティガイドライン(WCAG 2.0 AA)に
準拠したダッシュボードを作成することができます。

アクセシビリティに対応したダッシュボードを作成するには:

1. Tableau Desktopで、またはTableau ServerやTableau CloudのWeb作成でダッシュボー

ドを作成します。

2. ダッシュボードをパブリッシュし、それをWebコンテンツアクセシビリティガイドライン(WCAG 2.0
AA)に準拠するWebページに埋め込みます。

このトピックでは、ユーザーにとってスクリーンリーダーがダッシュボードの移動にどのように役立つか、ス

クリーンリーダーがダッシュボード内のオブジェクトやビューを読み上げる順序、ダッシュボード内のどの

アイテムがアクセシビリティに対応するか、すべてのユーザーにおいて既存のダッシュボードでアクセシビ

リティ性をどのように高めるかについて説明します。
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ダッシュボードのキーボードナビゲーションとフォーカス順序

Tableauにはキーボードショートカットが含まれており、ユーザーがキーボードのみを使用して移動する

のに役立ちます。詳細については、Tableau ビューのキーボードでのアクセシビリティページ3174を参

照してください。

ダッシュボードを作成する際、スクリーンリーダーがダッシュボード内のビューやオブジェクトをその追加順

で読み上げることに注意してください。たとえば、ダッシュボードの説明に役立つ情報を含むテキストオ

ブジェクトがダッシュボードに含まれている場合には、最初にダッシュボードにこのオブジェクトを追加しま

す。

XMLディレクトリを直接編集して、ダッシュボード階層を編集することもできます。詳細については、

Tableauコミュニティの投稿「How can I set the focus order of the views and objects in a
dashboard? (ダッシュボード内のビューやオブジェクトのフォーカス順を設定するにはどうすればよいです

か?)」を参照してください。

アクセシビリティに対応したダッシュボードの作成

Tableauワークスペース内の多くのアイテムとオブジェクトはキーボードナビゲーションをサポートしてお

り、画面読み上げソフトウェアなどの支援技術との互換性があります。以下のアイテムは、アクセシビリ

ティに対応させたいダッシュボードで使用することができます。

l ダッシュボードオブジェクトの追加とオプション設定 ページ2631
l テキストオブジェクト

l Webページオブジェクト

l ボタンオブジェクト

l イメージオブジェクト

l ツールバー

l ダッシュボードタイトル

l ビュー、特に以下のもの:

l タイトル

l [ワークブック]タブ

l [データの表示 ]ウィンドウ

l キャプション(表示しているとき)

l カテゴリー凡例
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l

単一フィルターおよび複数値フィルター

ビューの詳細については、アクセシビリティのためのデータビューの作成 ページ1547を参照して

ください。

注 :ビュー内のインタラクティビティ(マーク選択、ツールヒントなど)はアクセシビリティに対応して

いません。

演習 :既存のダッシュボードでアクセシビリティ性を高める

完成したワークブックを使用し、アクセシビリティ性をさらに高めるために逆向きに作業していきましょ

う。
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このワークブックでアクセシビリティ性を高めるため、次の操作を行います。

1. ダッシュボードおよびワークブックレベルでアクセシビリティのために書式設定する次のページ

2. マークを集計して減らすページ2738

3. 冗長情報を排除するページ2740

4. 色と形状でマークを区別するページ2740

5. フィルターを使ってビュー内のマークの数を減らすページ2744

6. キャプションと凡例を追加するページ2747

このダッシュボードは、各販売地域と製品タイプの合計売上を表示するように設計されています。下

部の折れ線グラフには、製品タイプごとの毎月の売上高が表示されています。このダッシュボードの作

成者は色を使用し、"Superstore (スーパーストア)"の企業カラーである緑色と灰色でダッシュボードを

印象付けたいと考えました。

残念ながらこのダッシュボードには、会社の配色など、ユーザーにとってアクセシビリティの問題となる機

能がいくつかあります。以下の手順では、このダッシュボードでアクセシビリティ性を高めるためのいくつか

の方法が示されています。
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ダッシュボードおよびワークブックレベルでアクセシビリティのために書式設定す

る

灰色の背景に緑色のテキストを表示すると、視覚的なコントラスト感度が失われているユーザーが

作業できるだけの十分な高さのコントラスト比が得られません。このワークブックをすべてのユーザーが

利用でき、可能な限りコントラスト比を高くするため、背景を白にし、グラフ上のテキストの色を黒に

変更します。

ダッシュボードの網掛けの色を更新するには、[書式設定 ] > [ダッシュボード]メニューで [ダッシュボー

ドの網掛け]を[なし]に変更します。

テキストの書式設定の変更については、各ワークシートで書式設定を手動で変更することができま

す。とはいえ、その方法では時間がかかりすぎます。このダッシュボードには2つのビューしかありません

が、多くの場合、ダッシュボードにはもっと多くのビューがあります。

ダッシュボードのテキストを黒に更新するには、[書式設定 ] > [ワークブック]を選択し、[フォント] > [す
べて]より[黒 ]に変更します。
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これにより、ワークブックのすべてのシートのフォント色が黒に変更され、これがダッシュボードに含まれる

ビューに適用されます。カラーコントラストの外部情報については、「Color Contrast and Why You
Should Rethink It」を参照してください。

アクセシビリティが低い -コントラストが低い アクセシビリティが高い -コントラストが高い

アイテム周辺での背景色の追加の詳細については、「パディング、境界線および背景色をアイテム周

辺に追加する」を参照してください。
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マークを集計して減らす

ダッシュボードまたはビューで大量の情報を提供しなければならない場合があります。ただし、ビューの

上部にある棒グラフのようにマークが多く密度の高いビューでは、スクリーンリーダーやキーボードを使

用して理解するのが難しい可能性があります。

ダッシュボードの上部のビューには、グラフの各棒にそのカテゴリに含まれる各製品の名前が含まれる

ため、5,000個以上のマークが表示されます。ビューに1,000個を超えるマークが使用されている場

合、ブラウザーではなくサーバーでビューがレンダリングされます。サーバーでレンダリングされたビュー

は、WCAG準拠がサポートされていません。マークの数を最も重要なデータポイントを強調するマー

クだけに限定します。

このビューでアクセシビリティ性を高めるには、[マーク]カードの [詳細 ]から[Product Name (製品

名 )]フィールドを削除し、積み上げ棒グラフを棒グラフにします。これにより、ビュー内のマークの数が

5,000個以上から68個に減ります。

アクセシビリティが低い - マークが多すぎる アクセシビリティが高い - 集計されたビュー

ユーザーは、[データの表示 ]ウィンドウ(既定で有効化 )にアクセスしてマークの参照元データを確認

することも、このページからアクセス可能なアプリケーションにデータをダウンロードする方法でマークを

確認することもできます。

さらに認知的過負荷を減らし、フィールド内のマークの数を減らすには、関連するメンバーのグループ

をフィールドで作成します。類似した製品のグループを作成するには、次の操作を行います。
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1. フィールドを右クリックし、[作成 ] > [グループ]を選択します。

2. [グループの作成 ]ダイアログボックスで、グループ化する複数のメンバーを選択してから、[グルー

プ] をクリックします。

グループ化の詳細については、データのグループ化 ページ1029を参照してください。ここで、ビューの外

観をグループ化および集計の前後で比較したものを示します。

アクセシビリティが低い - マークが多すぎる
アクセシビリティが高い - 集計およびグループ化さ

れたビュー
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このタイプのビューの作成方法の詳細と例については、アクセシビリティのためのビューの作成 ページ

1556のシンプルにするページ1557を参照してください。

冗長情報を排除する

集計およびグループ化された棒グラフではユーザーの認知的過負荷が軽減しますが、色が必要ない

場合でも意味を伝えるためにやはり色が使用されています。各棒のサイズは既に売上高の数字を

表しているため、[マーク]カードの [色 ]から売上フィールドを削除して色をグラフから削除することがで

きます。色を削除すると、スクリーンリーダーが読み上げる色の凡例も削除されます。

アクセシビリティが低い - 不要なマーク
アクセシビリティが高い - 不要なマークが削除され

ている

色と形状でマークを区別する

このダッシュボードの折れ線グラフには色によってのみ区別されるマークが含まれています。このため、

色覚異常を持つ方がマークを区別することは不可能、またはほぼ不可能です。線のパスは有益な

位置情報を提供しますが、色では線マークをはっきりと区別できません。
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この折れ線グラフでアクセシビリティ性をさらに高めるには、[色弱 ]パレットの適用と形状の追加を行

い、色あり表示されているものを強化します。

[色弱 ]パレットを適用するには:

1. [マーク]カードで [色 ]を選択します。

2. [カラーパレット]メニューから[色弱 ]を選択します。

3. [パレットの割り当て]、[適用 ]を選択し、これをビューに適用します。

色に加えて形状を折れ線グラフに追加するには、複合グラフまたは二重軸グラフを作成します。
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1. Controlを押しながら[行 ]シェルフにフィールドをドラッグ(MacではCommandを押しながらド

ラッグ)してコピーし、最初のフィールドの右に配置します。これにより、[行 ]シェルフのフィールド

ごとに1つずつ、[マーク]カードに2つのタブが作成されます。

2. [マーク]カードで、[フィールド名 (2)]というタイトルが付いている下部のタブを選択します。[マー

ク]カードのドロップダウンメニューから[形状 ]を選択します。

3. フィールド名の右側にある[色 ]マークを選択し、[形状 ]を選択します。
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4.

これにより、フィールド内のマークごとに別々の形状が作成されます。この時点で2つの異なるグラフが

あります。1つは色に関する折れ線グラフ、もう1つは形状を使用した散布図です。

これら2つのグラフをマージして二重軸グラフにするには、[行 ]シェルフで右側のフィールドを選択し、

[二重軸 ]を選択します。複合グラフの詳細については、複合グラフの作成 ページ1506を参照してくだ

さい。

アクセシビリティが容易でない アクセシビリティが高い - 色弱パレットと形状
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グラフは向上しましたが、線の色と形状は10番目のマークが適用された後に繰り返しになります。

ビューの外観が複雑になり理解が難しくなるため、認知的過負荷に繋がります。フィルターと凡例を

追加し、これを修正しましょう。

フィルターを使ってビュー内のマークの数を減らす

フィルターを使うことにより、ビュー内のマークの数を、ユーザーに見てもらいたいものだけに絞ることがで

きます。

次のフィルターモードを表示することにより、ユーザーがビュー内のデータを制御できるようになります。

現在は、次のフィルターモードがTableauにおいてWCAG準拠でサポートされています。

l 単一値 (リスト):ラジオボタンを使ったフィルター。一度に選択できるアイテムは1つだけです。

ユーザーに単一値のフィルターを提供するという方法は、ビュー内のマークの数を減らす良い

方法です。

l 複数値 (リスト):同時に選択できるアイテムのリスト(チェックボックス付き)を使用したフィル

ター。複数値のフィルターでは、同時により多くのマークを表示できます。

l 単一値 (ドロップダウン):アイテムのドロップダウンリストを使用したフィルター。一度に選択でき

るアイテムは1つだけです。ユーザーに単一値のフィルターを提供するという方法は、ビュー内

のマークの数を減らす良い方法です。

l 複数値 (ドロップダウン):同時に選択できるアイテムのドロップダウンリストを使用したフィル
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ター。複数値のフィルターでは、同時により多くのマークを表示できます。

フィルターを表示するには、フィルターとして使用したいフィールドを右クリックし、[フィルターの表示 ]を
選択します。

フィルターモードを選択するには、フィルターのドロップダウンメニューから、[単一値 (リスト)]、[単一値

(ドロップダウン)]、[複数値 (リスト)]、または [複数値 (ドロップダウン)]フィルターを選択します。
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折れ線グラフは単一値リストなので、フィルターから[すべて]オプションを削除することができます。フィ

ルターのドロップダウンメニューから[カスタマイズ]を選択し、[" すべて"の値を表示 ]オプションをクリア

します。
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これにより、ダッシュボードの使用者の認知的過負荷にならないよう、ビュー内のマークのレベルが少な

くなります。

アクセシビリティが低い - マークが多すぎる
アクセシビリティが高い - ビュー内のマークが

少ない

詳細については、「フィルターを使ってビュー内のマークの数を減らす」を参照してください。

Vizの使用をさらに簡単にするための別の方法としては、次の方法があります。

キャプションと凡例を追加する

ユーザーにとってさらにわかりやすくなるよう、ダッシュボードの説明のほか、追加したフィルターやカテゴ

リーの凡例の使用方法などダッシュボードでのフィルター方法や各ビューの使用方法が記載されてい

るテキストオブジェクトを追加することができます。テキストオブジェクトを追加するには:

1. [オブジェクト]メニューから[テキスト]をつかみ、ダッシュボードにドラッグします。

2. [テキストの編集 ]ウィンドウを使用し、ダッシュボードの目的とその使用方法を説明するテキス

トを追加します。
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グラフのキャプションをダッシュボードに追加することもできます。既定のキャプションテキストには、

ビューに表示される内容の概要が記載されていますが、追加またはこのテキストの編集により、さらに

十分なコンテキストを提供することができます。これには、ダッシュボードのグラフをクリックし、[その他の

オプション]ドロップダウンメニューで [キャプション]を選択します。

最後に、凡例のタイトルを更新して関連するグラフを参照し、スクリーンリーダーが使用する冗長テ

キストの量を減らします。これを実行するには、凡例のタイトルをダブルクリックするか、右クリックして

[タイトルの編集 ]を選択し、[フィルターのタイトルの編集 ]ウィンドウでテキストを追加または編集しま

す。

これにより、ダッシュボードにダッシュボードとグラフのキャプションの説明が含まれ、ユーザーにとって冗

長なテキストが排除されます。
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ダッシュボードのパブリッシュと埋め込み

ビューを作成し終えたら、WCAG準拠のビューにするために、次のことを行う必要があります。

l ビューをTableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュしてから、WCAG準拠のWeb
ページにビューを埋め込みます。ビューのパブリッシュ方法の詳細については、ワークブックをパブ

リッシュするための包括的な手順 ページ3048を参照してください。

l WCAGに準拠したビューではWeb編集はサポートされていないため、パブリッシュされたワーク

ブックではWeb編集パーミッションをオフにする必要があります。

l 埋め込みビューで、ツールバーの [カスタムビュー]、[サブスクリプション]、[アラート]ボタンを非表

示にします。

l ユーザーが埋め込みビューにアクセスするためのパーミッションを持っていて、参照元データを

[データの表示 ]ウィンドウで表示可能であることを確認します。

これらの各手順の詳細については、「アクセシビリティのためのビューの作成」の「ビューのパブリッシュと

埋め込み」を参照してください。
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ダッシュボードとストーリーでのシートの管理
シートの非表示、表示、およびシートへの移動を行う場合は、ワークブックの管理やダッシュボードの

デザインを簡単に行うことができます。

シートの表示および非表示

大きなワークブックの編集プロセスを合理化するために、作業時にシートの非表示と表示を行いま

す。

ツールヒントVizについては、ツールヒント内 Viz ワークシートの非表示と表示を切り替えます

ページ1324を参照してください。

非表示にできるシート

ワークブックの編集中に、ダッシュボードまたはストーリーに含まれるどのシートも非表示にできます(こ
れにはストーリー内のダッシュボードシートも含みます)。

ワークブックの編集中に、ダッシュボードまたはストーリーに含まれないシートは常に表示されます。た

だし、Tableau CloudまたはTableau Desktopにパブリッシュするワークブックに含まれるシートはどれ

も非表示にできます。ワークブックをパブリッシュするための包括的な手順 ページ3048を参照してくだ

さい。

すべてのシートの表示または非表示

ダッシュボードまたはストーリーの全シートを非表示にするには、画面の下部にあるダッシュボードのタ

ブを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[すべてのシートを非表示 ]を選択します。

必要に応じて、[すべてのシートを再表示 ]を後で選択できます。
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個別シートの非表示

1. 画面下部のタブでシートを探します。または、ダッシュボードまたはストーリーを表示している場

合は、左側の [シート]リスト内を探します。

2. シート名を右クリック(Windows)またはControlを押しながらクリック(macOS)し、[シートを非

表示 ]を選択します。
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注 :ダッシュボードまたはストーリーの左側にあるシートリストからは、特定のダッシュボー

ドまたはストーリーで使用されているシートのみを非表示にできます。これらのシート

は、シートアイコンにある青色のチェックマークで識別できます。

個別シートの再表示

1. 画面下部で、シートを含むダッシュボードまたはストーリーのタブをクリックします。ダッシュボード

とストーリーは、それぞれグリッドアイコンとブックアイコンで識別できます。

注 : ストーリーで非表示のシートがある非表示のダッシュボートがある場合に、まずス

トーリーから非表示のダッシュボートに移動し、そのダッシュボードから非表示のシートに

移動します。

2. 左側のリストで、シートを右クリック(Windows)またはControlを押しながらクリック(macOS)
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し、[シートを非表示 ]チェックボックスをオフにします。

シート、ダッシュボード、ストーリー間の移動

Tableauを使用すると、シートと関連するダッシュボードとストーリー間をすばやく移動できるため、それ

ぞれの設計をより適切に最適化できます。

ダッシュボードまたはストーリーからそれを含むシートに移動する

ヒント:シートが非表示の場合、このテクニックは一時的にシートを表示して、詳細に確認でき

るようにします。別のシートに切り替えると、シートはまた非表示になります。

次のいずれかを実行します。

l ダッシュボード自体で、非表示のシートを参照する項目を選択します。その後、左上隅または

右上隅のドロップダウン矢印をクリックし、[シートに移動 ]を選択します。
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l ダッシュボード左側の [シート]リストで、シート名の右にあるアイコンをクリックします。

シートから関連するダッシュボードとストーリーに移動する

シートが表示されるダッシュボードやストーリーにすばやく移動するには、シートタブを右クリックし、

[使用先 ]メニューを開きます。
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ダッシュボードの拡張機能の使用
拡張により、固有の機能をダッシュボードに追加したり、Tableau以外のアプリケーションに直接統合

できます。拡張の追加は簡単です。他のダッシュボードオブジェクトと同じようにダッシュボードのレイア

ウトに組み込みます。

拡張によりダッシュボードの機能は、サードパーティー開発者により作成されたWebアプリケーションで

改善しました。ユーザーが開発者であり、独自の拡張を作成したい場合は、GitHubの「Tableau拡

張 APIドキュメンテーション」 を参照してください。

注 : Tableau管理者は、Tableau Desktop、Tableau Server、およびTableau Cloudのダッ

シュボードの拡張機能をオフにすることができます。

拡張機能をダッシュボードに追加する

1. Tableauワークブックで、ダッシュボードシートを開きます。

2. [オブジェクト]セクションから、[拡張機能 ]をダッシュボードにドラッグします。

3. [Add an Extension (拡張機能の追加 )]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

l 拡張機能を検索して選択します。

l [Access Local Extensions (ローカルの拡張機能にアクセス)]をクリックして、先ほどダ

ウンロードした .trexファイルを開きます。

4. プロンプトが表示されたら、ワークブックにあるデータへのダッシュボードの拡張機能のアクセスを

許可または拒否します。詳細については、データセキュリティ、ネットワーク対応、およびサンド

ボックス拡張機能 ページ2757を参照してください。

アクセスを許可する場合は、画面上の指示に従って拡張機能を設定します。
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注 : Tableau ServerまたはTableau Cloudを使用している場合、拡張機能オブジェク

トは、印刷物、PDF、およびダッシュボードの画像 (登録メールの画像を含む)で空白

表示されます。

ダッシュボードの拡張機能の構成

機能をカスタマイズできる構成オプションを提供するダッシュボードの拡張機能もあります。

1. 拡張機能をダッシュボードで選択し、右上隅のドロップダウンメニューから[構成 ]をクリックしま

す。

2. 画面上の指示に従って拡張機能を構成します。

ダッシュボードの拡張機能の再読み込み

ダッシュボードの拡張機能が応答しなくなったら、再読み込みする必要があります。これは、ブラウ

ザーでWebページを更新するのと似ています。

1. 拡張機能をダッシュボードで選択し、右上隅のドロップダウンメニューから[再読み込み]をクリッ

クします。

ダッシュボードの拡張機能が更新され、その元々の状態に設定されます。

2. 拡張機能を再読み込みしても使用できる状態に復元できない場合は、ダッシュボードから削

除して再度追加してみてください。
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データセキュリティ、ネットワーク対応、およびサンドボックス拡張機

能

ダッシュボード拡張機能は、次の2つの形式のWebアプリケーションです。

l ネットワーク対応拡張機能は、ローカルネットワークの外部にあるWebサーバーで実行されま

す。

l サンドボックス化された拡張機能は、Web上の他のリソースやサービスにアクセスすることなく、

保護された環境で実行されます。

ネットワーク対応拡張機能の追加または、拡張でダッシュボードを表示する前に、それをホストしてい

るWebサイトが信頼できるか確認します。デフォルトにより、ダッシュボードの拡張機能はHTTPSプロ

トコルを使用します。これにより、データの送受信用の暗号化チャネルが保証され、ある程度のプライ

バシーとセキュリティが保証されます。

ダッシュボードの拡張機能を使用する際のデータセキュリティの詳細については、「拡張機能のセキュ

リティ-展開に関するベストプラクティス」を参照してください。

ネットワーク対応拡張機能へのデータアクセスの許可または拒否

拡張機能の設計に応じて、ビュー内の表示データ、または参照元データ全体、データソースからの表

およびフィールド名、さらにデータソース接続についての情報のいずれかにアクセスできます。拡張機能

を追加、または拡張機能でダッシュボードを表示する場合は、拡張機能の実行およびデータへのアク

セスを許可または拒否する機会があります。

フルデータアクセスを必要とするがアクセスが拒否されている拡張機能を含むダッシュボードを表示し

ている場合は、拡張機能の代わりにメッセージが表示されます。拡張機能を信頼しこれを使用した

い場合は、パーミッションをリセットして拡張機能の実行を許可します。
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1. 拡張機能をダッシュボードで選択し、右上隅のドロップダウンメニューから[パーミッションのリセッ

ト]をクリックします。

2. [許可 ]をクリックして拡張機能を実効しデータにアクセスするか、または [拒否 ]をクリックして

拡張機能の実行を防ぎます。

Tableau DesktopでJavaScriptが有効になっていることを確認する

ダッシュボードの拡張機能は JavaScriptライブラリであるTableau拡張 APIライブラリを使用してデー

タを操作します。拡張機能を使用する場合は、ダッシュボードのセキュリティ設定でJavaScriptが有

効になっていることを確認します。

[ヘルプ] > [設定とパフォーマンス] > [ダッシュボードWeb 表示セキュリティ] > [JavaScript を有効に

する]を選択します。

拡張機能がTableau CloudまたはTableau Serverで実行してい

ることを確認する

拡張機能を、Tableau Desktopからパブリッシュするワークブックに追加したり、Tableau Cloudおよ

びTableau ServerのWeb作成モードに直接追加したりすることが可能です。Tableau管理者は、

拡張のサイトでの実行を可能にし、ネットワーク対応拡張を安全なリストに追加する必要がありま

す。管理者は、テスト済で信頼できる拡張だけを許容すべきです。

ダッシュボードの拡張機能をTableau CloudまたはTableau Serverで使用する場合は、管理者に

「ダッシュボードの拡張機能をTableau Cloudで管理」または「ダッシュボードの拡張機能をTableau
Serverで管理」を参照するように指示します。

サンドボックス拡張機能でサポートされるWebブラウザー

サンドボックス拡張機能は、Internet Explorer 11を除くすべてのブラウザーでサポートされている

Tableau ServerとTableau Cloudで実行されます。

サンドボックス拡張機能でサポートされているバージョンのTableau Server

サンドボックス拡張機能は、Tableau Server 2019.4以降で使用できます。

ダッシュボードの拡張機能についてのサポートを得る

拡張機能のヘルプを得るには、それを作成した開発者か企業に連絡する必要があります。
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1. 拡張機能をダッシュボードで選択し、右上隅のドロップダウンメニューから[拡張機能について]
をクリックします。

2. [サポートを得る]をクリックして拡張機能の開発者のサポートページに進みます。

注 : Tableauは、拡張 APIとインターフェイスする拡張や他のプログラムはサポートしてい

ません。ただし、Tableau開発者コミュニティに質問を送信してアドバイスを求めることが

できます。
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ストーリー

Tableauのストーリーとは、情報を伝達するために連続した視覚化を組み合わせたものです。ストー

リーを作成することで、データを物語風に語ったり、背景を提供したり、決定と結果の関連を示すこと

ができます。または単に強力な説明を行うこともできます。

ストーリーはシートであるため、ワークシートやダッシュボードの作成、名前付けなどの管理に使用する

のと同様の方法がストーリーにも適用されます (詳細については、ワークブックとシートページ92を参照

してください)。それと同時に、ストーリーは順番に配置された一連のシートでもあります。ストーリーに

含まれる各シートはストーリーポイントと呼ばれます。

ストーリーを共有する場合 (たとえば、Tableau Public、Tableau Server、またはTableau Cloudに

ワークブックをパブリッシュする)、ユーザーはストーリーも操作し、データに関して新しい点を示したり、

質問したりすることができます。

ストーリーワークスペース
ストーリーを操作する際、以下のコントロール、要素、および機能を使用することができます。
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A. 新しいストーリーポイントを追加するためのオプション: [空白 ]を選択して新しいポイントを追加す

るか、現在のストーリーポイントを新しいストーリーポイントの開始点として使用する場合は、[複製 ]
をクリックします。

B. [ストーリー] ペイン:このペインを使用してダッシュボード、シート、説明文をストーリーシートまでド

ラッグします。ここでは、ストーリーのサイズを設定したり、タイトルを表示または非表示にする設定も

行います。

C. [レイアウト] ペイン:ナビゲーターのスタイルを選択したり、前向きや後ろ向きの矢印を表示または

非表示にしたりします。

D. [ストーリー] メニュー:このメニューをTableau Desktopで使用して、ストーリーを書式設定したり、

現在のストーリーポイントをイメージとしてコピーまたはエクスポートしたりします。ここでは、ストーリー

全体をクリアしたり、ナビゲーターやストーリーのタイトルを表示または非表示にする設定も行います。

E. ストーリーのツールバー:ナビゲーターエリアにマウスカーソルを合わせるとこのツールバーが表示さ

れます。このツールバーを使用して変更を元に戻したり、ストーリーポイントへの更新の適用やストー

リーポイントの削除を行ったり、現在のカスタマイズされたストーリーポイントから新しいストーリーポイン

トを作成したりすることができます。

F. ナビゲーター:ナビゲーターではストーリーポイントの編集や整理ができます。また、閲覧者がユー

ザーのストーリーをどのように進むかも示します。ナビゲーターのスタイルを変更するには、[レイアウト]
ペインを使用します。

これらのオプションの詳細については、ストーリーの作成 ページ2768を参照してください。
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優れたストーリーのためのベストプラクティス
優れたデータストーリーは、人々の生活にデータだけでなく事実をもたらします。Tableauのストーリー

ポイント機能を使用するためのベストプラクティスのヒントにこの記事を使用してください。

ストーリーの目的

ストーリーの構築を始める前に、ストーリーの目的と、閲覧者をどのような旅に連れて行きたいのか、

少し考えてみましょう。行動喚起、シンプルな物語、それとも事例の提示でしょうか?

事例を提示しようという場合は、結論を導くデータポイントを示すのか、あるいは、結論から始め、次

に、結論を裏付けるデータポイントを示すのかを決定します。後者の手法は多忙な閲覧者に効果が

あります。

最後に、自分のストーリーを、まずは紙やホワイトボードに書き出します。これはシーケンスの問題をす

ばやく特定するのに役立ちます。

データストーリーの7つのタイプ

ストーリー機能を使用するのは、ポイントのシーケンスを構築するときです。ポイントごとに、ビュー、ダッ

シュボード、またはテキストだけでも含めることができます。ストーリーによっては、ストーリー全体を示す

1つのビューに、物語の横糸をサポートするテキストの注釈を入れたり、多様なポイントに適用した多

様なフィルターを使用する場合があります。

次の表は、利用可能な7種類のデータストーリーの手法について、それぞれ例を挙げて説明したも

のです。各データストーリーの種類については、Tableau Publicの「データストーリーのサンプルワーク

ブック」の説明を参照してください。単一のストーリーで2つ以上の手法を使用することもできます。例

- 傾向を検証するストーリーページ2776を参照してください。

データストーリーの種類 説明

時間と共に変化

内容 :傾向を解説するために年表を使用する。

最初のディスカッション:発生の理由、または発生し続けている理由と

は?発生を防いだり、強制的に発生させることはできるか?

例 :武器庫での負傷の危機
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ドリルダウン

内容 :どのような特定のカテゴリーの事態が起きているかについて、閲

覧者の理解を深めるために背景を設定する。

最初のディスカッション:この人物、場所、ものが他と違うのはなぜか?
この人物のパフォーマンス、場所、またはものをどのように比較するか?

例 :Tell Me About Will (Willについて教えて)、The Simpsons
Vizipedia (「ザシンプソンズ」のビジュアル版ウィキペディア)

ズームアウト

内容 :閲覧者が大局的な見地から物事にどのように関心を持つか説

明する。

最初のディスカッション:自分の関心をより大局的に捉えるとどのように

比較できるか?ある1つの領域が全体にどのような影響を及ぼすか?

例 :Vancouver Cyclists (バンクーバーの自転車乗り)

比較

内容 :2つ以上のテーマがどう違うかを示す。

最初のディスカッション:それぞれのアイテムはなぜ異なるのか? Aはどう

すればBのパフォーマンスを実現できるか?どの領域に焦点を当てる

べきか、成功しているのはどの領域か?

例 :The Pyramids of Egypt (エジプトのピラミッド)

交差

内容 :あるカテゴリーが別のカテゴリーを追い越す時点を重要な転換と

してハイライトする。

最初のディスカッション:何がこの転換を引き起こすのか?これは良い

転換か悪いか?この転換は計画の他の側面にどのように影響する

か?

例 :US vs. THEM (私たち対彼ら)
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要素

内容 :種類やカテゴリーに分類することで主題を説明する。

最初のディスカッション:さらに着目すべき特定のカテゴリーがあるか?
これらのアイテムは関心を持っているメトリクスにどの程度影響してい

るか?

例 :Planet Earth (地球 )

外れ値

内容 :特異性または物事に例外的な相違が生じている地点を示す。

最初のディスカッション:このアイテムはなぜ異なるのか?

例 :SOS Children's Villages (SOS子供村 )

シンプルにする

よくある間違いは、1つのストーリーに入れようとするビューやダッシュボードが多すぎることです。その結

果、閲覧者が表示するポイントが多すぎることになります。

それぞれのストーリーポイントを明確にすることも重要です。ストーリーを見たことのない誰かの視点

で、自分のストーリーを一歩離れたところから検討してください。すべての要素が目的を果たす必要が

あります。必要のないキャプション、タイトル、凡例、グリッド線は、削除しましょう!

前 後
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ダッシュボードの "Fit to (調整 )"を使用する

ダッシュボードはTableauストーリーの代表的な構成要素です。ストーリーに含める予定のダッシュ

ボードには、[ダッシュボード]ペインのサイズで"Fit to (調整 )"オプションを使用できます。このオプ

ションは、作成中のストーリーに合うようにダッシュボードのサイズを変更します。
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読み込み時間の短縮を計画する

どれほど優れたストーリーも、パブリッシュ後の読み込みに時間がかかり過ぎると効果が薄れてしまいま

す。待ち時間が長いとストレスになります。

読み込みが遅くなる主な原因はフィルターです。フィルターは分析するデータ量を制限するのに効果

がありますが、クエリのパフォーマンスに影響を及ぼすのも確かです。たとえば、[除外 ]フィルターは [選
択項目のみ保持 ]フィルターよりも処理が遅くなる傾向があります。これは、[除外 ]フィルターが、保持

するデータだけでなくディメンションのすべてのデータを読み込むためです。Tableau の操作の順序

ページ160を把握しておくことも、読み込み時間の短縮に役立ちます。

ユーザーが作者として行う、最も重要なパフォーマンスに関する決定事項の一つは、最初のビューや

ストーリーすら作成していない、データの準備段階から始まります。作業中のデータをよく理解するた

めの時間を取ってください。探すべき対象とデータの上手な処理方法のヒントについて、Tableau
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Desktopのオンラインヘルプでデータベースレベルでデータを把握するページ2990とデータのテストと

抽出の使用 ページ2991を参照してください。

ストーリーの作成
ストーリーを使用すると、どのように事実が結びついているか、決断がどのように成果につながっている

かを説得力をもって示すことができます。その後、ストーリーをWebにパブリッシュしたり、聴衆に対し

てプレゼンテーションを行ったりできます。

異なるビューやダッシュボードに基づいていてそれぞれのストーリーを作成することも、同じ視覚化に基

づき、別のフィルターや注釈を追加して、別の段階を表示することでストーリー全体を作成することも

できます。

ストーリーポイントの作成

1. [新しいストーリー]タブをクリックします。

Tableauで開始点として新しいストーリーが開かれています。
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2. 画面の左下隅でストーリーのサイズを選択します。事前に定義されているいずれかのサイズを

選択するか、次のようにカスタムのサイズをピクセル単位で設定します。

注 : ストーリーを作成するサイズではなく、ストーリーが閲覧されるサイズを選択します。

3. 既定では、ストーリーはシート名からタイトルを取得します。編集するには、シートタブを右ク

リックして[シート名の変更 ]を使用します。

Tableau Desktopを使用している場合は、タイトルをダブルクリックしてストーリーの名前を変更

することもできます。

4. ストーリーの構築を開始するには、左側のシートをダブルクリックしてストーリーポイントに追加し

ます。

Tableau Desktopで、ドラッグしてシートをストーリーポイントに移動することもできます。
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シートをストーリーポイントに追加する場合、そのシートは元のシートに接続されたままになり

ます。元のシートを変更する場合、このシートを使用するストーリーポイントに変更が自動的

に反映されます。

Tableau Cloudを使用してWeb上で作成している場合、元のシートで [自動更新の

一時停止 ]が有効になっていると、ストーリーシートは自動更新が再開されるまで空

白になります。

5. [キャプションの追加 ]をクリックしてストーリーポイントを要約します。

Tableau Desktopで閲覧者にとっての重要事項をハイライトするには、テキストオブジェクトを

ストーリーのワークシートまでドラッグして、コメントを入力します。

6. ストーリーポイントの主なアイデアをさらにハイライトするには、フィルターを交換するか、ビュー

のフィールドでソートします。次に、ナビゲーターボックスの上にあるストーリーツールバーで[更
新 ]をクリックして変更を保存します。
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7. 次のいずれかを行って、別のストーリーポイントを追加します。

l 次のストーリーポイントに新しいシートを使用する場合は、[空白 ]をクリックします。

l ストーリーポイントのカスタマイズを開始し、ナビゲーターボックスの上にあるツールバーで

[新規として保存 ]をクリックします。

l 現在のストーリーポイントを新しいストーリーポイントのベースとして使用する場合は、

[複製 ]をクリックします。

レイアウトオプションの探索

[レイアウト]タブのオプションを使用して、ストーリーの外観を微調整できます。

1. [レイアウト]タブをクリックします。

2. ストーリーに最適なナビゲーターのスタイルを選択し、[次へ]/[前へ]矢印を表示 /非表示にしま
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す。

ストーリーの書式設定

キャプションのサイズ変更 (Tableau Desktopのみ)

1つ以上のキャプションのテキストが長すぎて、ナビゲーターの高さに収まりきらない場合があります。こ

の場合、上下左右にキャプションのサイズを変更できます。

1. ナビゲーターでキャプションを選択します。

2. キャプションのサイズを水平方向に変更するには枠線を左右にドラッグし、垂直方向に変更

するには下にドラッグします。隅を選択して斜め方向にドラッグすると、水平および垂直方向

にキャプションのサイズを変更できます。

ナビゲーターのすべてのキャプションが、新しいサイズに更新されます。

キャプションのサイズを変更する際に選択できるのは、キャプションの左右、または下の枠線だ

けです。

ダッシュボードをストーリーに合わせる

ダッシュボードをストーリーの正確なサイズに合わせることができます。たとえば、ストーリーがちょうど

800 x 600ピクセルの場合、ダッシュボードがそのスペースの中に入るように縮小または拡大できます。

[サイズ] ドロップダウンメニューをクリックして、ダッシュボードを入れるストーリーを選択します。
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l

ストーリーのシェーディング、タイトル、テキストオブジェクトなどをフォーマットしま

す(Tableau Desktopのみ)。

[ストーリーの書式設定 ]ペインを開くには、[書式設定 ] > [ストーリー]を選択します。
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すべての書式設定のクリア(Tableau Desktopのみ)

l ストーリーを既定の書式設定にリセットするには、[ストーリーの書式設定 ]ペインの下部にある

[クリア]ボタンをクリックします。

l 単一の書式設定をクリアするには、[ストーリーの書式設定 ]ペインで元に戻す書式設定を右

クリック(MacではControlを押しながらクリック)します。次に[クリア]を選択します。

たとえば、ストーリータイトルの配置をクリアする場合、[タイトル]セクションで [配置 ]を右クリッ
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ク(MacではControlを押しながらクリック)し、[クリア]を選択します。

ストーリーポイントの削除

ポイントのキャプションの上にあるツールバーでXをクリックします。

ストーリーの提示

1. Tableau Desktopで、ビューツールバーのプレゼンテーションモードボタン をクリックします。

または、Tableau CloudまたはTableau Serverにストーリーをパブリッシュし、ブラウザーの右上

隅にある[全画面表示 ]ボタンをクリックします。
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2. ストーリーを確認するには、ストーリーポイントの右側にある矢印をクリックします。または

Tableau Desktopで、キーボードの矢印キーを使用します。

3. プレゼンテーションモードまたは全画面表示モードを終了するには、Escを押します。

例 -傾向を検証するストーリー
この記事では、時間と共に推移する地震発生の傾向というストーリーを構築する例について段階的

に説明します。

Tableauのストーリー機能がこの種の分析を表示するのに優れているのは、時間と共に閲覧者を導

くことができる、手順を追った形式を持つためです。

すべてのビューやダッシュボードの作成方法を最初から説明するのではなく、この例では、既存のワー

クブックから始めます。ユーザーが行うのは、ストーリーをまとめ上げることです。手順に従って、事前に

作成されたビューとダッシュボードにアクセスするには、Tableau Publicから次のワークブックをダウン

ロードします:「An Earthquake Trend Story (地震の傾向に関するストーリー)」。

ストーリーの枠組みを決める

成功するストーリーには優れた構成があります。つまり、目的が明確だということです。この例のストー

リーの目的は、次の質問に回答することです。"大地震が発生する頻度は増えているか?"

優れたストーリーのためのベストプラクティスページ2763のリストには採用できるいくつかの手法があり

ますが、ここで全体的な手法として使用しているのは、"一定期間における変化"です。これは、傾

向に関する質問に回答する場合に特に優れているためです。ストーリーを構築するにつれ、全体的

な手法をサポートするために、他のデータストーリーの種類であるドリルダウンや外れ値がブレンドさ

れていることがわかります。

ストーリーを作成する

ストーリーのワークシートを作成する

1. Tableau Desktopを使用して、ダウンロードした「Earthquake Trend Story (地震の傾向に関

するストーリー)」ワークブックを開きます。

Tableau DesktopではなくTableau ServerまたはTableau Cloudを利用してWeb上で作

成したい場合は、ワークブックをTableau Serverにパブリッシュしてください。[ワークブック]をク

リックしてワークブックを選択してから、[アクション]にある[ワークブックの編集 ]を選択します。
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ワークブックを開くと、ダッシュボードが3つ含まれていることが確認できます。これらのダッシュ

ボードを使用してストーリーを構築します。また、このワークブックにはストーリーの完了版も含ま

れています。

ヒント:ダッシュボード内の個々のビューを表示するには、ダッシュボードタブを右クリック

し、[すべてのシートの再表示 ]を選択します。

2. [新しいストーリー]タブをクリックします。

Tableauで新しいワークシートが開始点として開きます。

3. [ストーリー 2]タブを右クリックして[シートの変更 ]を選択し、ワークシート名として

「Earthquake story」 (地震のストーリー)と入力します。

質問を提示する

ストーリーのタイトルは常に表示されるため、画面の中央と前面にストーリーの目的を維持するのに便

利です。既定では、Tableauはワークシート名をストーリータイトルとして使用します。Tableau
Desktopでは、次のいずれかを実行して上書きできます。
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1. タイトルをダブルクリックします。

2. [タイトルの編集 ]ダイアログボックスで、<Sheet Name>「シート名」を次のように変更します。

大地震は増えているか?

3. [OK] をクリックします。

Tableau ServerまたはTableau Cloudで作成している場合は、ストーリータブがタイトルを変

更できる唯一の場所になります。

全体から始める

閲覧者のオリエンテーションを助けるために、作成する最初のストーリーポイントでは、全世界のすべ

ての地震という、できるだけ広い着眼点を示します。

1. [ストーリー]ペインで [ダッシュボードのマップ]をダブルクリックして、ストーリーシートに配置しま

す。Tableau Desktopを使用している場合は、ドラッグアンドドロップ機能を使用してビューと

ダッシュボードをストーリーシートに追加することもできます。

こうすると、水平のスクロールバーが表示され、凡例は全体が表示されなくなります。
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ダッシュボードにはこれが発生しないようにする特殊な設定があります。

2. [ダッシュボードのマップ]を選択し、[ダッシュボード]ペインの [サイズ]で、"Fit to Earthquake
story (地震のストーリーに合わせる)"を選択します。この設定で、ダッシュボードがストーリーに

応じて最適なサイズになるように調整されます。
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もう一度、地震のストーリーを見てみましょう。サイズが調整され、スクロールバーが表示され

なくなっています。

3. Tableau Desktopを使用している場合は、このストーリーポイントの説明を「1973年以降、

マグニチュード4.0以上の地震が正確には131,834回記録されている」などのように追加しま

す。

4. "Write the story point description text here (ストーリーポイントの説明文をここに記入 )"
と表示されている領域をクリックしてキャプションのテキストを追加します。

5. キャプションで [更新 ]をクリックしてストーリーポイントへの変更を保存します。
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ドリルダウン

優れた小説のプロットと同様に、データストーリーもアクションを動かす必要があります。次のストーリー

ポイントの手始めに、ストーリーの範囲を絞り込んで物語的な移動を行うために、ドリルダウンテクニッ

クを使用します。

1. 現在のストーリーポイントを新しいストーリーポイントの基準値として使用するために、左側の

[新しいストーリーポイント]で、[複製 ]をクリックします。

2. [マグニチュード]フィルターを[7.000 – 9.100]に変更します。これで、この基準以下の小規模

地震がマップから除外されるようにフィルターされます。マップは大規模な地震の大半が発生し

ている「環太平洋火山帯」をピックアップして表示しています。
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3. 次のようにキャプションを追加します。「"重大"と判定される地震が毎年 2つ発生していること

について」

4. Tableau Desktopを使用している場合は、このストーリーポイントで行った内容の説明を編

集します。例は次のとおりです。2004年以降、13万回以上の地震が発生しているがそのう

ちマグニチュード7.0以上の地震は174回だけであり、大地震の年間発生回数はおよそ2
回である。しかし、多くの人々が "地震が起きる頻度が増えているのでは?"と考えている。

5. キャプション上部にあるストーリーツールバーで [更新 ]をクリックして、変更を保存します。

次のストーリーポイントでは、さらにドリルダウンして、ストーリーを焦点を特定の地震 "巨大地震"に
絞り込み、ビューに取り込みます。

1. 2番目のストーリーポイントで [複製 ]をクリックし、これを3番目のストーリーポイントの基準

値として使用します。

2. [マグニチュード]フィルダーを[8.000 – 9.100]に変更します。これで、巨大地震以外のすべて

の地震がマップから除外されるようにフィルターされます。

3. キャプションと説明文を追加します。
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l キャプション:このような巨大地震は大きな注目を集めている

l 説明 (Tableau Desktopのみ):昨今のマグニチュード8.0以上の巨大地震は、多くの

場合で甚大な被害と多数の死者を出している。インドネシアと日本の海底で発生した

巨大地震は津波も引き起こし、数千人の人命が失われた。

4. 変更を保存するには、[更新 ]をクリックします。

外れ値をハイライトする

次のストーリーポイントでは、対象範囲で最も離れた場所にあるデータポイントである、近年で最も

深刻な2つの地震を検証することで、閲覧者の関心をさらに惹きつけます。

1. これまで同様、[複製 ]を使用して新しいストーリーポイントの開始点を作成します。

2. [マグニチュード]を[9.000–9.100]に調整すると2つのデータポイントだけが表示されます。

3. 「2004年のマグニチュード9.1のインド洋の地震と津波」のように、マークの1つを選択します。

4. マップのメニュー上でパンツールを使用して、ストーリーポイントを中央に表示します。
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5. キャプションと説明文を追加します。例は次のとおりです。

l キャプション: 2004年のインド洋の地震と津波

l 説明 (Tableau Desktopのみ): 2004年のインド洋地震は、海底の巨大断層地震で

2004年 12月 26日に発生した。過去に記録された中で3番目の大地震であり、

8.3～10分間という、観測史上最長の断層活動時間を記録している。

6. 変更を保存するには、[更新 ]をクリックします。

7. 次のキャプションと説明文を使用して、2011年の日本の地震と津波について、前述の手順

を繰り返します。

l キャプション: 2011年の日本の地震と津波

l 説明 (Tableau Desktopのみ): 2011年に東北沖で発生した地震はマグニチュード

9.0の海底の巨大断層地震だった。過去に日本を襲った最強の地震として知られて

おり、世界でも5番目の大地震として記録されている。

単一のダッシュボードで、データのフィルターリングとマップのズームとパンを行っただけですが、す

でに視覚的に説得力のあるストーリーが作成できたことがわかります。
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ただし、鍵となる質問にはまだ答えていません。「大地震は増えているか?」という質問です。次

のストーリーポイントでは、その角度から掘り下げていきます。

傾向を示す

次のストーリーポイントでは、折れ線グラフ(タイムラインダッシュボード)に切り替えて、ビューとダッシュ

ボードを最初に作成したときに気が付いた傾向を閲覧者に示します。
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1. 構築しているストーリーから[タイムラインダッシュボード]に切り替えます。

2. [タイムラインダッシュボード]で、サイズを"Fit to Earthquake story (地震のストーリーに合わ

せる)"に設定します。

3. ストーリーに戻り、[空白 ]をクリックして新しいストーリーポイントを作成します。

4. [タイムラインダッシュボード]をダブルクリックしてストーリーシートに追加します。

1973年以降、報告されている地震は増加しています。実際のところ、大幅に増えています!

5. キャプションを追加します。(例 : 「検出される地震はますます増えている」)

6. [ドラッグしてテキストを追加 ]を使用して、次の傾向の説明を追加します (Tableau Desktop
のみ)。「1973年以降、記録される地震の数は着実に増えている。2003年以降は、その傾

向が加速している」
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分析を提供する

今回のストーリーで [ダッシュボードのマップ]を使用したこれまでの作業から、地震の頻度においては

地域的な相違があることがわかりました。次のストーリーポイントでは、"Timeline by region
dashboard (地域別タイムラインダッシュボード)"を使用して、地域ごとに地震を分類し、傾向線を

追加することで、データのばらつきを抑えることに役立てます。

1. [空白 ]をクリックして新しいストーリーシートを作成します。

2. [地域別タイムラインダッシュボード]をダブルクリックしてストーリーシートに追加します。APAC
(アジア太平洋地域 )が明らかに目立っています。

3. キャプションを追加し、[ドラッグしてテキストを追加 ]を使用してAPAC地域で地震が多いこと

を指摘するコメントを追加します。

l キャプション:環太平洋東部で特に多い

l 説明 (Tableau Desktopのみ):地域 (経度 )から見た大まかな分類が示しているのは、
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地震の観測件数が最も増加したのは環太平洋地域である。

質問に回答する

これまでのところ、データストーリーは環太平洋地域で地震が発生する頻度は1973年以降増えて

いると結論付けています。しかし、当初の質問は、大地震が増えているかどうか、ということでした。

この質問に回答するために、最後のストーリーポイントでは、震度の小さな地震をフィルターで除外

し、傾向線がどのような結果を示すか見ることにします。

1. [複製 ]をクリックして新しいストーリーシートを作成します。

2. [マグニチュード]フィルターを[5.000–9.100]に設定します。傾向線が平らになってきたことが

分かりますが、まだ若干の増加を示しています。

3. キャプションを追加し、[ドラッグしてテキストを追加 ]を使用してストーリーポイントに答えを追

加します。

キャプション:しかし、大地震の傾向は明白ではない

2788 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



説明 (Tableau Desktopのみ):大地震は微増していると見られる。ただし、この傾向が本物な

のか、あるいは、近年、例外的に巨大な地震が数件発生したためにそのように見えるのかにつ

いてさらなる調査が必要である。

ストーリーがさらなる疑問で終わるというのは、データストーリーではよくあることです。

そうです、確かに傾向はあります。近年、大地震 (マグニチュード5.000 - 9.100)の報告件数

は、特に環太平洋地域で増えています。しかし、これは自然なばらつきで発生しているのでは

ないでしょうか?それが次のストーリーの格好のトピックになるかもしれません。

Tableau Software 2789

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



Tableauデータストーリーを作成する

(英語のみ)
Tableauダッシュボードのエグゼクティブサマリーを書いたことのある方は、それが時間のかかる作業で

あることをご存じでしょう。どのインサイトを共有するか選ぶだけでも時間がかかり、データが更新され

るたびに要旨を書き直す必要もあります。Tableauデータストーリーを利用するとダッシュボード内に

物語風のインサイトを自動的に生成することができ、時間を節約できるだけでなく、関連するインサ

イトを明らかにできます。ダッシュボード内のVizを探索すると、データストーリーによって書かれたス

トーリーが調整され、データをより深く掘り下げて、重要なインサイトをより迅速に特定できるようにな

ります。

Tableauで作業しているとき、すばやくその場所でデータストーリーオブジェクトをダッシュボードに追

加できます。また、ストーリーで使用する用語や指標をカスタマイズできるので、ビジネスで使用して

いることばを使ってデータストーリーに語らせることができます。

現在は、Tableauを使用している場所であればどこからでもTableauデータストーリーを書いたり見

たりすることができます。データストーリーを作成すると、Tableau Mobileで表示できるようになりま

す。ただし、ダッシュボードをPDFなどにエクスポートする場合、データストーリーは含まれません。

データストーリーがデータを扱う方法を理解する
データストーリーを書くために、TableauはTableau CloudまたはTableau Server環境でホストされ

るサービスを使用します。ダッシュボードにTableau データストーリーを追加する見開きページした

り、ダッシュボードからデータストーリーを表示したりすると、Tableauは、Cloudのセキュリティおよび

Tableau Serverのセキュリティで概説されているセキュリティ標準を使用して、関連するワークシート

のデータをログインしている環境 (つまり、Tableau CloudサイトまたはTableau Serverインスタンス)
に送信します。データストーリーは、Tableauを使用している場所であればどこからでも書いたり見た

りすることができます。

データストーリーの書き方について学ぶ
Tableauデータストーリーは、ルールベースのテンプレート化された自然言語生成 (NLG)を搭載し

ています。データストーリーは自動分析を実行して、基本的な計算からより高度な統計に至るま

で、参照元データについて関連性のある正確な事実を判断します。ストーリーを書くために、データ

ストーリーは事前定義された言語テンプレートのライブラリを使用して、これらの事実を自然言語のイ
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ンサイトに合成します。データストーリーは、接続されているTableauワークシートからの最新の概要

データを使用して、ランタイムにこれらのテンプレートを処理します。カスタム言語機能を活用して、独

自の言語テンプレートの生成、機能の追加、ビジネスルールの定義を行うことで、より関連性が高く

状況に応じたデータストーリーを構築することができます。

注 :データストーリーでは、インサイトやストーリーを作成する際に、生成 AI、大規模言語モデ

ル (LLM)、または機械学習は使用しません。

サイトのデータスストーリーを管理する
Tableau管理者は、サイトでTableauデータストーリーを使用するかどうかを選択できます。データス

トーリーは既定でオンになっています。

1. Tableauサイトにサインインします。

2. 左側のペインで、[設定 ]を選択します。

3. [全般 ]タブで、[Availability of Data Stories (データストーリーの可用性 )]セクションまでスク

ロールします。

4. データストーリーをオンにするかオフにするかを選択します。

注 :データストーリーがオフになっている場合、機能をオンに戻すと、ダッシュボードに既に存在

していたデータストーリーが復元されます。

ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加

する
ダッシュボードを作成した後、データストーリーオブジェクトをダッシュボードに追加すると、vizについて

自然言語で書かれた洞察を表示できます。現在、Tableauデータストーリーは英語のみで書かれて

おり、Tableau Cloud、Tableau Server (バージョン2023.1以降 )、およびTableau Desktopで利用で

きます。データストーリーを作成する際、データサイズに制限はありません。ただし、大量のデータを分

析しようとすると、45秒でストーリーの生成がタイムアウトしてしまいます。データストーリーは、データ

ポイントが1,000以下のビジュアライゼーションで使用することをお勧めします。
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注 : Tableauデータストーリーはポップアップウィンドウで開くため、必ずポップアップを許可してく

ださい。全画面モードを使用している場合は、データストーリーを新しいタブで開くことができま

す。

1. データストーリーオブジェクトをTableauダッシュボードにドラッグします。まだ行っていない場合

は、ダッシュボードにシートを追加してTableauデータストーリーを使用します。

2. [データストーリー]ダイアログボックスで、説明する対象のワークシートを選択してストーリーを

設定します。[次へ」 をクリックすると、Tableauは関連するすべてのワークブックデータを、ユー

2792 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



ザーがログインしているTableau CloudまたはTableau Serverに送信します。
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3. ストーリーに含めるディメンションとメジャーを選択します。

2794 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



4. データを最もよく説明するストーリーのタイプを選択します。

[不連続 ]は、名前や日付などの定性的な値に適しています (横棒グラフや縦棒グラフなど)。
[連続 ]は、時間の経過に伴う定量的な値に適しています (折れ線グラフなど)。
[全体に占める割合 ]は、全体に対する比率に適しています (円グラフなど)。
[散布図 ]は、数値間の関係に適しています (散布図など)。

5. [完了 ]をクリックします。

ビジュアライゼーションのメニューを開いて [フィルターとして使用 ]をクリックすると、ビジュアライゼーション

のさまざまなセクションをクリックして、データストーリーをフィルタリングすることができます。

ストーリーを生成後、[データストーリー]オブジェクトの上部にある[設定 ]をクリックすると、ストーリーの

パーソナライズやコンテキストの設定に役立つガイドが表示されます。詳細については、「Tableau
データストーリーの構成設定 ページ2799」を参照してください。
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注 : Tableauデータストーリーに不一致が発生した場合 (たとえば、数値がストーリーとビジュ

アライゼーションとで異なる場合 )、ビジュアライゼーションの設定方法が原因である可能性が

あります。別のシートで新しいビジュアライゼーションを作成し、[非表示のシートを使用する

ページ2837]手法を活用して新しいデータストーリーを追加し、問題の原因を明らかにしてく

ださい。

自分のTableauデータストーリーに合った適切な

ストーリータイプを選択する
ダッシュボードにTableau データストーリーを追加するページ2791ときは、データに適したタイプのス

トーリーを選択することが重要です。時間の経過に伴う傾向についてのストーリーが必要ですか?そ

れとも、比較している2つの値についてのストーリーが必要ですか?このトピックでは、適切なストー

リーを伝えられるようにするために、各ストーリータイプの例を含め、さまざまなタイプのストーリーについ

て説明します。

連続

連続ストーリーは、時間の経過に伴う傾向や進行状況を分析するのに最適です。

連続ストーリーを作成すると、ストーリーには、パフォーマンス、セグメント、ボラティリティ、傾向線のコ

ンテンツが含まれます。また、ストーリーには、複数のディメンションを使用するストーリーの貢献度分

析と相関性も含まれます。連続ストーリーを使用するには、ワークシートに次のものが必要です。

l 1 〜 10個のメジャーを持つ1つのディメンション

l 2つのディメンションと最大 3つのメジャー

次の例は、単一のディメンションと複数のメジャーを持つ折れ線グラフの連続ストーリーです。
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不連続

不連続ストーリーは、値を比較し、各値のデータの分布を把握するのに最適です。不連続ストーリー

を作成すると、ストーリーには、データ全体の分布とグループまたはクラスタに関するコンテンツが含まれ

ます。また、ストーリーには、複数のディメンションを使用するワークシートの貢献度分析が含まれま

す。

次の場合は、不連続ストーリーを使用することを検討してください。

l 売上レポートの重要業績評価指標 (KPI)のドライバーを把握する。

l データディスカバリ中に外れ値をすばやく特定して把握する。

l 監査を実行するときに、ビジュアルで簡単に監視できない傾向を特定する。

l 地理的分析のために、複雑な使用率のインサイトを即座に引き出す。

l 売上と利益の間などの重要な関係を特定してコールアウトする。

不連続ストーリーを使用するには、ワークシートに次のものが必要です。

l 1 〜 10個のメジャーを持つ1つのディメンション

l 2つのディメンションと最大 3つのメジャー

次の例は、単一のディメンションと2つのメジャーを持つ棒グラフの不連続ストーリーです。
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全体のパーセント

全体のパーセントストーリーには、円グラフが最適です。全体のパーセントストーリーを使用するに

は、ワークシートに次のものが必要です。

l 1つのディメンション

l 1つのメジャー

次の例は、単一のディメンションと単一のメジャーを持つ円グラフを使用した、全体のパーセントス

トーリーです。

散布図

散布図ストーリーは、2つのメジャー間の関係を把握するのに最適です。散布図ストーリーを作成す

ると、ストーリーには、2つのメジャー間の関係 (回帰 )に関するコンテンツが含まれます。また、ストー

リーには、データ内にグループ(クラスタ)が存在する場合、それらに関するコンテンツが含まれます。
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次の場合は、散布図ストーリーを使用することを検討してください。

l 2つのメジャー間の関係をコールアウトして、影響を特定する(回帰分析 )。
l 定義されたしきい値を上回っている、または下回っている外れ値を特定して把握する。

l データがどのように分布しているかを分析する。

散布図ストーリーを使用するには、ワークシートに次のものが必要です。

l 1つのディメンション

l 2つまたは3つのメジャー

注 :散布図ストーリーを作成した場合、選択した最初のメジャーは独立変数として、2番目の

メジャーは従属変数として扱われます。

次の例は、単一のディメンションと2つのメジャーを持つ散布図を使用した散布図ストーリーです。

Tableauデータストーリーの構成設定
ダッシュボードにTableau データストーリーを追加するページ2791と、Tableauデータストーリーを

ニーズに合わせて構成および編集できます。データに固有の言語を使用したり、記述する分析を指

定したり、Tableauデータストーリーの表示方法をカスタマイズしたりすることができます。

Tableauデータストーリーの設定 :分析

Tableauデータストーリー内で、どの分析について記述するのか、いつの分析について記述するかを

選択できます。ストーリーのタイプと、ストーリーに含まれるディメンションとメジャーの数に応じて、様々
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なタイプの分析を利用できます。ただし、散布図のストーリータイプに対する分析は現在サポートさ

れていません。詳細については、「自分のTableau データストーリーに合った適切なストーリータイプ

を選択するページ2796」を参照してください。

ストーリー用に分析を設定する

1. ダッシュボードにTableau データストーリーを追加するページ2791。
2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックしま

す。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [分析 ]タブをクリックします。

4. スイッチをクリックして、様々なタイプの分析を有効にします。

5. [セグメント]と[傾向線 ]については [設定 ]を展開し、分析を行うしきい値を設定します。

6. [保存 ]をクリックします。

様々なタイプの分析を理解する

相関性

相関姓を使用すると、2つの系列間で真の統計的相関姓を特定できます。系列が3つ以上ある

場合は、すべての組み合わせについて相関姓を分析します。たとえば、相関姓をオンにすると、2つ

の製品が一緒に購入されることが多い時期を特定できます。

クラスタリング

クラスタリングを使用すると、性質が異なるデータポイントのグループ(クラスター)を単一の統計分析

を使用して特定できます。たとえば、クラスタリングをオンにすると、ある製品が特定の地域で非常に

人気が出る時期を特定できます。

分布

分布を使用すると、平均、中央値、歪みなどの非統計的観測値を使用してデータポイントを相互

にランク付けできます。たとえば、分布をオンにすると、利益率が最も高い製品を特定できます。

セグメント

セグメントを使用すると、系列内のデータポイントに対する注目すべき変化を強調表示できます。ま

ず、記述したいセグメント内の変化の最小割合を設定します。定義したしきい値を下回る変化につ

いては記述されません。たとえば、60%を超える変化をセグメントのしきい値として設定した場合、時

系列上で30%の減少が見られる谷間の期間があってもストーリーは記述しません。

しきい値を設定したら、フォーマットを適用するかどうかを選択し、フォーマットしたい変化の最小割合

を設定します。
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傾向線

傾向線を使用すると、線形最適線を計算し、定義された信頼度の範囲内にあるデータを特定でき

ます。変動性の高いデータは、一貫性のあるデータに比べて信頼レベルが低く、その信頼レベルは傾

向線が記述されるかどうかに影響します。傾向線は、ディメンションが1つでメジャーが1つのストー

リーで使用することも、ドリルダウンで使用することもできます。ドリルダウンの詳細については、

「Tableau データストーリー設定の構成 : ナラティブページ2811」を参照してください。

傾向線の信頼度の最小割合を設定します。しきい値を95%に設定すると、90%の信頼度で傾向

線を描画できる場合でも、ストーリーは傾向線について記述しません。しきい値を設定したら、フォー

マットを適用するかどうかを選択します。次に、フォーマットする変化の最小割合を設定します。

傾向線に関するTableauデータストーリーは、ある期間にわたる絶対的な変化を伝えます。傾向線

について記述されたストーリーは、ストーリーに設定した冗長性のレベルによって異なります。ストーリー

が高い冗長性を使用している場合、ストーリーはR二乗値について記述します。これは、データが傾

向線にどの程度適合しているかを定量化する統計的概念です。冗長性設定の詳細については、

「Tableau データストーリー設定の構成 : ナラティブページ2811」を参照してください。

傾向線の設定では、ストーリーに予測を記述する将来の期間を選択することもできます。予測を使

用する場合、ストーリーは傾向線の傾きと切片を使用して、将来の期間の予測値を計算します。予

測の信頼度に応じて、傾向線に設定した信頼度のしきい値に上限と下限を追加します。予測は、

ストーリーにデータポイントが少なくとも30あり、それらが線形である場合に使用できます。

変動性

変動性を使用すると、時間の経過に伴う標準偏差を分析できます。たとえば、データの平均的な範

囲から外れた値についてストーリーに記述させたい場合、変動性を使用します。

ストーリー生成のために分析を使用する方法

この時点で、様々なタイプのストーリー用の分析が、どのように行われるのか気になるところでしょう。

各タイプのストーリーの例を見て、ストーリーの各文を分解してみましょう。

非連続的なストーリーのための分析を理解する

連続的なストーリーでは時間の経過に伴う傾向を測定するため、データストーリーは、パフォーマン

ス、進行、平均、合計、傾向、変動性、セグメント、予測について記述します。

次の連続的なストーリーの例は、月々の売上に関するものです。
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ストーリーの例 ストーリーの内容

l 全 48 か月を通じて平均売上は47,858
ドルでした。

l 最小値は4,520 ドル (2014年 2月 )
で、最大値は 118,448 ドル (2017年 11
月 )でした。

最初の2つの文は、平均関数と範囲関数を使

用して、分析期間の平均値、最大値、最小

値について記述しています。

l 系列全体で売上は489%増加しました

が、最終月には減少に転じ、減少傾向

で終了しました。

3番目の文は、期間中のメジャーの全体的な

パフォーマンスに関するものです。たとえば、特定

の期間に売上が増加したか、減少したか、傾

向が変わったか、といった文が考えられます。

l 単独で最も割合が増加したのは、2014
年 3月 (+1,132%)でした。ただし、単独

で最も絶対数が増加したのは、2014年

9月 (+53,868 ドル)でした。

4番目の文は、進行分析を使用します。この

文は、割合ベースと絶対数ベースの両方で、そ

のメジャーに基づく期間中の最大の増減につい

て記述しています。

l 3 つの系列のうち、最も強い相関を示し

たのは企業とホームオフィスであり、中程

度の正の相関があります。一般的に、

一方 (企業 )が増加すると他方 (ホーム

オフィス)も増加すること(その逆も同様 )
を示唆しています。

この文は、相関関係のインサイトです。このタイ

プの分析インサイトは、データ内の異なる系列

間の顕著な相関関係について記述していま

す。

l 売上には周期性があり、約 12か月ごと

に繰り返される周期がありました。約 3
か月ごとに繰り返される小さな周期のパ

ターンもありました。

この文は、セグメントのインサイトです。このタイ

プの分析インサイトは、時間の経過とともに注

目すべき増減について記述しています。
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l 売上は、2014 年 10 月 (31,453ドル) か
ら2015 年 2 月 (11,951ドル) の間に大

幅なプラスのピークを示し、2014 年 11
月には 78,629 ドルまで上昇しました。

l 系列全体の線形傾向は月 902 ドルの

上昇であり、系列全体では42,394 ドル

の絶対的な変化がありました。この傾向

が次の1か月間続くと、売上は約

69,958 ドルになると予測されます。

この文は、傾向線のインサイトです。このタイプ

のインサイトは、傾向線がデータにどの程度適

合しているかを一定の信頼度で記述していま

す。傾向線を使用すると、過去の傾向に基づ

いて予測を立てることができます。

非連続的なストーリーのための分析を理解する

非連続的なストーリーでは値を比較してデータの分布を把握できるため、ストーリーは、分布、平

均、合計、データのグルーピングやクラスターについて記述しています。

次の非連続的なストーリーの例は、製品ごとの売上に関するものです。

ストーリーの例 ストーリーの内容

l 総売上は、全 17製品で合計 230 万ド

ルです。

最初の文は、メジャーの合計値を計算していま

す。

l 売上 230 万ドルを牽引したのは、電話

機 が330,007 ドル、椅子 が328,449 ド

ル、ストレージが223,844 ドルでした。

2番目の文は、ディメンションのドライバーについ

て記述しています。この例では、ディメンションの

ドライバーは、総売上に最も貢献した製品で

す。

l 平均値 135,129 ドルは中央値 114,800
ドルよりも大きいため、分布は正に偏って

3番目と4番目の文は、データの分布を分析し

ています。平均、中央値、データの集中度 (存
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います。

l 売上は比較的集中しており、17 製品中

8 製品 (47%)が全体の78%を占めてい

ます。

在する場合 )、およびデータがどのように歪んでい

るかを分析します。これらのグループ化された変

数が互いにどの程度バランスが取れているかを

特定するのに役立ちます。

l 上位 2 つの製品で、全体の売上の4
分の1以上 (29%)以上を占めていま

す。

この文では、クラスタリングを使用して、グループ

化できるメジャーについて記述しています。デー

タの中に目立つ明確なグループがあるかどうかを

特定するのに役立ちます。

l 電話機 (330,007 ドル)は、17 製品の平

均の2倍以上です。

最後の文は、注目すべき外れ値について記述

しています。

散布図ストーリー用に分析を理解する

散布図のタイプのストーリーは、2つのメジャー間の関係を理解するために最もよく使用されます。そ

のため、散布図ストーリーには2 ～ 3のメジャーが必要です。散布図分析は、2つのメジャー間の関

係 (回帰 )について記述し、データ内にグループ(クラスター)が存在する場合はそれについて記述し

ています。

次の散布図ストーリーの例は、ディメンション全体の利益と売上に関するものです。

ストーリーの例 ストーリーの内容
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l 提供されたデータに基づくと、数量の増

加と利益の増加に伴い、売上が増加し

ています。具体的には、数量が 1 増え

ると売上が49.55 ドル増え、利益を

1.00ドル増やすには売上を1.20 ドル増

やしました。

l この一般的な関係から逸脱した顧客は

ほとんどなく、この関係はよく当てはまるこ

とを示しています。

最初の2つの文は、回帰分析に基づいていま

す。回帰は、あるメジャーが別のメジャーにどの

ように影響するかを示します。最初の文で、ス

トーリーが利益と売上の関係を特定しているこ

とに注意してください。

l 利益、数量、売上が同程度のグループ

に整理すると、ある特徴的なグループが

目立ちます。利益が -6,626 ドルから

1,488 ドル、数量が2から122、売上が

4.83 ドルから5,690 ドルの顧客が651
人いました。

3番目の文は、クラスタリングから導出していま

す。クラスタリング分析は、データ内のすべての

変数にまたがって、主要なグループやクラスター

の特定を試みます。

l Tamara Chand、Raymond Buch、
Sanjit Chandは、利益と売上の値が他

に比べて高い外れ値でした。Sean
Millerは、低い利益と高い売上で目

立っていました。

4番目の文は、平均を大幅に上回ったり下

回ったりする外れ値について記述しています。

l 利益の最小値は -6,626 ドル (Cindy
Stewart)、最大値は 8,981 ドル

(Tamara Chand)であり、その差は

15,608ドルです。顧客あたりの利益の平

均値は361 ドルで、中央値は228 ドル

です。

l 数量の最小値は2 (Anthony
O'Donnell)、最大値は150 (Jonathan
Doherty)であり、その差は148です。顧

客あたりの数量の平均値は47.76 で、

中央値は44です。

l 売上の分布は4.83 ドル (Thais
Sissman)から25,043 ドル (Sean
Miller)までで、その差は25,038 ドルで

散布図ストーリーの残りの文は、範囲と平均の

分析を使用してインサイトを記述しています。
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す。顧客あたりの売上の平均値は

2,897 ドルで、中央値は2,256 ドルで

す。

ストーリー全体の割合のための分析を理解する

ストーリータイプ全体で割合を示すと、ディメンションやメジャーが全体のどれだけを占めるかをよく把

握できます。

次の全体の割合の例は、セグメント別の売上に関するものです。

ストーリーの例 ストーリーの内容

l 総合計 SUM(売上 )は、3つのエンティ

ティすべてで230万 です。

最初の文は、メジャーの合計値を計算していま

す。

l SUM(売上 ) 230万の内訳は、消費者が

120万、企業が706,146、ホームオフィス

が429,653でした。

2番目の文は、ドライバーについて記述していま

す。この例では、ドライバーは総売上に最も貢

献したセグメントです。

l 最小値は429,653 (ホームオフィス)、最
大値は120万 (消費者 )であり、その差

は731,748、平均は765,734です。

最後の文は、データの分布を分析しています。

Tableauデータストーリー設定の構成 :特性

Tableauデータストリー内で、特性の設定を構成してデータにコンテキストを追加すると、より多くの

インサイトが含まれたストーリーを作成できます。たとえば、ストーリー内の売上のコンテキストでは、

数値が大きいほど適切であることを指定できます。ただし、顧客苦情のコンテキストでは、数値が大

きいほど不適切になります。
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ディメンションを使用して特性を測定する

ストーリーと数値の書式設定は、メジャーが何であるかに基づいて調整されます。既定では、ストー

リーはすべてのメジャーバリューを数値として記述し、追加の計算を実行したり、特別なレンダリング

ルールを適用したりしません。

1. ダッシュボードにTableau データストーリーを追加するページ2791。
2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックします。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [Characteristics (特性 )]タブをクリックします。

4. 数値タイプ、小数点以下の桁数、負の値など、書式設定を構成します。

5. [保存 ]をクリックします。

メジャーの特性の詳細

書式設定

値が [Percentages (パーセンテージ)]として書式設定されている場合、ストーリーは、数値の場合の

ように変化率ではなく、パーセントポイントの差について記述します。[Characteristics (特性 )]タブで

数値を[Percentages (パーセンテージ)]として書式設定すると、データストーリーは数値に100を掛

けて、ストーリーに表示されるパーセンテージを作成します。

値が [Currency (通貨 )]として書式設定されている場合は、希望する通貨を指定できます。大きな

値 (100万を超える数値 )をどのように書式設定するかを指定することもできます。たとえば、

1,300,000.00ドルではなく、130万ドルと書式設定できます。

[Numbers (数値 )]と[Currency (通貨 )]の両方で、大きな値とマイナスの値をどのように記述するか

を指定できます。マイナスの値を括弧で囲んで記述する場合、マイナスの値が括弧で囲まれたフレー

ズ内にあると、入れ子になった括弧がストーリーに表示されることがあります。

[Number (数値 )]の書式設定を選択した場合、ストーリーで (数値を使用するのではなく) 10以下

の数値をスペルアウトするかどうかを指定することもできます。

小数点以下の桁数の場合、[Dynamic (動的 )]が既定のオプションです。これは、数値の大きさに応

じて、ストーリーでは、小数点以下のさまざまな桁数に丸めることを意味します。パーセント値が10未

満の場合、数値には小数点以下 2桁が含まれます。パーセント値が10より大きい場合、数値は最

も近い整数に丸められます。使用する小数点以下の桁数を指定することもできます。これは、ストー

リー全体で一貫して使用されます。

コンテンツ

大きな値に意味を割り当てることができます。たとえば、売上の値は大きいほど適切ですが、損失の

値は大きいほど不適切です。
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さらに、合計または平均で値を集計する方法を選択できます。Vizで使用しているのと同じ集計方

法を選択することをお勧めします。比率メジャーの場合は、[Average (平均 )]を選択し、その比率メ

ジャーのコンポーネントメジャーを選択して比率を定義します。比率のコンポーネントであるメジャー

は、合計可能でなければなりません。

累積メジャー (連続ストーリーのみで使用可能 )の場合は、[Sum (合計 )]を選択してから、メジャー

がすでに累積であることを指定します。連続ストーリーは、シリーズ全体のメジャーの合計について記

述します。

並べ替え

ディメンション値を並べ替えるには、上矢印 /下矢印アイコンをクリックして、ディメンション内の最も古

いまたは最も新しい時間値に基づいて並べ替えます。

注 :ディメンション値の並べ替えは、連続ストーリーのみで使用できます。

Tableauデータストーリー設定の構成 :表示

フォントの色やサイズなど、Tableauデータストーリー内のテキストの表示方法を構成できます。ス

トーリーで箇条書きまたは段落を使用するかどうかを選択することもできます。

ストーリーの表示を構成する

1. ダッシュボードにTableau データストーリーを追加するページ2791。
2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックしま

す。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [表示 ]タブをクリックします。
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4. ストーリー構造を箇条書きにするか段落にするかを選択します。

5. フォントサイズを選択します。

6. 良い変化と悪い変化を表す色を選びます (連続したストーリーで利用可能 )。
7. 動的順序付けを使用するかどうかを選択します。

8. 圧縮ビューを使用するかどうかを選択します。

9. [保存 ]をクリックします。

ストーリー表示設定を使用するタイミングを理解する

色を使用するには、ストーリーが連続している必要があります。色を使用する場合、パレットから色を

選択して、良い変化と悪い変化を表すことができます。ストーリーが良い変化と悪い変化を判断でき

るようにするには、[特性 ]タブで大きな値に意味を割り当てる必要があります。詳細については、

「Tableau データストーリー設定の構成 : 特性 ページ2806」を参照してください。表示を構成した

後、傾向線またはセグメント分析のしきい値に基づいて、スタイルと色がストーリーに適用されます。

[Dynamic Ordering (動的順序付け)]をオンにすると、ストーリー内のメジャーのインサイトが、平均

値の最高値から最低値の順に動的に順序付けられます。維持したい順序がすでにある場合は、

[Dynamic Ordering (動的順序付け)]をオフにします。

[Condensed View (圧縮ビュー)]をオンにすると、ストーリーから追加のスペースが削除されます。こ

れは、ダッシュボードに余計なスペースがあまりない場合、またはダッシュボードに複数のデータストー

リーオブジェクトがある場合に役立ちます。

Tableauデータストーリー設定の構成 :ドライバー

前月比の売上が大幅に増加したとします。何が売り上げを伸ばしたのでしょうか?そして、それらの売

上げの増加を損なった(相殺した)のは何でしょうか?データストーリーにドライバーを設定すると、これ

らの質問に答えることができます。

データストーリーでは、ドライバーは合計値に貢献します。オフセッターは合計値を損ないます。不連

続ストーリーと連続ストーリーで、ドライバーとオフセッターに関するインサイトを引き出します。これらの

インサイトにより、データで何が起こっていて、その原因は何かについて正確に把握できるようになりま

す。

ディメンションドライバーを設定する

1. ダッシュボードにTableau データストーリーを追加するページ2791。
2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックします。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [Drivers (ドライバー)]タブをクリックします。
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4. [Dimension Drivers (ディメンションドライバー)]セクションで、分析に最大の影響を与えるド

ライバーのタイプを選択します。

[Count (カウント)]には、コントリビューターとオフセッターの最大数を設定します。

[Individual % (個別 %)]には、個別のコントリビューターとオフセッターについて記述する際の

しきい値を設定します。

[Cumulative % (累積 %)]には、集合的な価値に基づいてコントリビューターとオフセッターに

ついて記述する際のしきい値を設定します。

5. [保存 ]をクリックします。

ディメンションドライバーのタイプを理解する

l [Count (カウント)]は、ストーリーで呼び出されるエンティティ(コントリビューターとオフセッター)
の数を指定します。たとえば、[Count (カウント)]を使用して、データの上位 3つのコントリ

ビューターとオフセッターを確認できます。

l [Individual % (個別 %)]はしきい値を設定し、そのしきい値よりも高い値がストーリーに含ま

れます。たとえば、[Individual % (個別 %)]を使用すると、合計値の5%以上を占めるエン

ティティのみについて記述することを指定できます。

l [Cumulative % (累積 %)]は、含まれるエンティティが集合的に占める、合計値のパーセン

テージしきい値を設定します。たとえば、[Cumulative % (累積 %)]を使用すると、その合計

値の少なくとも90%に貢献したエンティティについて記述することを指定できます。この例で

は、エンティティの累積値が合計値の90%を占めるまでの大きさの順にエンティティについて記

述しています。

セカンダリコントリビューターを使用する

セカンダリコントリビューターを使用するには、時間ではない2番目のディメンションが必要です。セカ

ンダリコントリビューターを使用する場合、記述される各ドライバーには、セカンダリコントリビューター

の詳細とドライバーも含まれます。たとえば、店舗の売上を分析している場合、セカンダリコントリ

ビューターは部門内のクラスになります。セカンダリコントリビューターは、より深い分析を可能にしま

す。また、セカンダリコントリビューターに多くの情報を含めて、ストーリーの1つの文に収めることがで

きます。

メトリクスドライバーを設定する

他のサブカテゴリーメジャーで構成されるメジャーの場合、ドライバー分析により、各メジャーがトップ

レベルの値に与えた影響を説明できます。たとえば、材料費と運用コストが総コストの要因になりま

す。

メトリクスドライバーを使用するには、メトリクス分析に複数のメジャーを含める必要があります。次

に、各メジャー間の関係を指定できます。
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1. ダッシュボードにTableau データストーリーを追加するページ2791。
2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックします。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [Drivers (ドライバー)]タブをクリックします。

4. [Metric Drivers (メトリクスドライバー)]セクションで、最初に別のメジャーのサブカテゴリーであ

るメジャーを選択します。

5. 次に、プライマリカテゴリーであるメジャーを選択します。

6. [保存 ]をクリックします。

ヒント:詳細度設定はドライバーにも適用されます。ストーリーの詳細度設定を変更することで、イン

サイトの記述方法を調整できます。高い詳細度を使用すると、さらに多くの情報が括弧内に表示さ

れます。低い詳細度を使用すると、ドライバーについて簡潔に記述されたインサイトが得られます。詳

細については、「Tableau データストーリー設定の構成 : ナラティブ下」を参照してください。

Tableauデータストーリー設定の構成 :ナラティブ

Tableauデータストーリーのナラティブ設定をカスタマイズできます。具体的には、ストーリーの詳細度

と分析の詳細レベルを指定したり、データに固有の用語を追加したりできます。これらの設定は、適

切な言語と詳細レベルで記述されたストーリーをダッシュボードに作成するのに役立ちます。
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詳細度を設定する

詳細度は、ストーリーの長さと記述される分析の詳細を指定します。高い詳細度を選択した場合、

ストーリーは、より分析的な長いインサイトを提供します。低い詳細度を選択した場合、ストーリーは

より簡潔になり、詳細が少なくなります。

閲覧者に詳細度の変更を許可すると、パブリッシュされたダッシュボードの閲覧者は、データストー

リーオブジェクトの詳細度レベルを変更できます。これは、ストーリーにさまざまな詳細レベルを求めて

いる閲覧者がいる幅広いユーザーがダッシュボードを使用する場合に役立ちます。

ドリルダウンを設定する

ドリルダウンには2つのディメンションが含まれます。ドリルダウンは、ダッシュボードの各ディメンションに

関連付けられた数値の説明を提供します。

製品カテゴリーごとの月間売上高を示すダッシュボードがあるとします。ストーリーは、時間とカテゴ

リーの両方のディメンションについて記述するように構成されています。この場合、このストーリーには、

時間ディメンション内およびその全体のパフォーマンスを説明する、各カテゴリーに関するインサイトが

含まれます。

ドリルダウンの最大数を設定することで、ストーリーに含まれるインサイトの数を制御できます。ドリル

ダウンインサイトも、メジャーの特性に割り当てられた意味に基づいてランク付けされます。ドリルダウ

ンの数を減らすと、パフォーマンスが最も低いメジャー (悪い意味が割り当てられたメジャー)が削除さ

れます。

ディメンションの用語を追加する

用語を追加することで、ストーリーで各メジャーとディメンションにラベルを付けて参照する方法を定義

できます。

1. ダッシュボードにTableau データストーリーを追加するページ2791。
2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックしま

す。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [ナラティブ]タブをクリックします。

4. ディメンションを展開して、単数と複数の両方の形式でどのように記述されるかを確認します。

5. [Add Term (用語の追加 )]をクリックして、ディメンションの説明に使用するストーリーの別のバ

リエーションを追加します。

6. [保存 ]をクリックします。

ストーリーでは、ディメンションについて記述するときに追加した用語を(ランダムに)使用します。
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メジャーラベルを管理する

ディメンションと同様に、ストーリーのメジャーに使用されるラベルを管理できます。

1. [ナラティブ]タブで、メジャーを展開してラベルを確認します。

2. メジャーに使用する新しいラベルを入力します。

3. [保存 ]をクリックします。

Tableauデータストーリー設定の構成 :関係

[関係 ]の設定を使用すると、複数のメジャーがあるTableauデータストーリーのメジャー間の関係を

割り当てることができます。関係を構成するには、ストーリーに1つのディメンションと複数のメジャーが

必要です。詳細については、「Tableau データストーリーでカスタムメジャー関係を作成するページ

2842」を参照してください。

関係には次の2つのタイプがあります。

l Actual vs. Benchmark (実際のデータとベンチマーク)
l Current/Most Recent vs Previous Period (現在 /最新と前の期間 )

割り当てレポートを実行する場合など、パフォーマンスベンチマークを上回っているか下回っているかを

知りたい場合は、[Actual vs. Benchmark (実際のデータとベンチマーク)]を使用します。また、このタ

イプの関係は、ベンチマークを大幅に上回ったり下回ったりしているため追加の分析が必要なデータ

ポイントを特定するのに役立ちます。[Actual vs. Benchmark (実際のデータとベンチマーク)]を使用

するには、比較するメジャーの値のタイプが同じである必要があります。

主要業績評価指標 (KPI)が時間の経過とともに増加、減少、または一貫性を維持しているかどうか

を確認する場合は、[Current/Most Recent vs. Previous Period (現在 /最新と前の期間 )]を使

用します。[Current/Most Recent vs. Previous Period (現在 /最新と前の期間 )]を使用するに

は、不連続ストーリータイプを使用する必要があります。詳細については、「自分のTableau データ

ストーリーに合った適切なストーリータイプを選択するページ2796」を参照してください。

[Actual vs. Benchmark (実際のデータとベンチマーク)]と[Current/Most Recent vs. Previous
Period (現在 /最新と前の期間 )]を同時に使用することもできます。構成された関係の一部ではな

いVizのメジャーは、別の段落に記述されます。

連続ストーリーまたは不連続ストーリーの [Actual vs. Benchmark (実際のデー

タとベンチマーク)]関係を作成する

1つのメジャーが他のメジャーのベンチマークである場合は、[Actual vs. Benchmark (実際のデータと

ベンチマーク)]関係を使用します。たとえば、実際の売上高と売上目標を比較して、目標を上回った

か下回ったかについてのインサイトをストーリーで記述できます。このタイプの関係を使用した場合、ス
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トーリーでは不要なコンテンツが削除され、最も重要なこと、つまり、メトリクスとその関連するベンチ

マークとの比較に焦点が当てられます。

1. ダッシュボードにTableau データストーリーを追加するページ2791。
2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックしま

す。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [関係 ]タブをクリックします。

4. [Actual vs. Benchmark (実際のデータとベンチマーク)]のボックスをオンにします。

5. 最初に、ベンチマークとなるメジャーを選択します。

6. 次に、ベンチマークと比較するメジャーを選択します。

7. [保存 ]をクリックします。

[Current/Most Recent vs. Previous Period (現在 /最新と前の期間 )]関係を

作成する

[Current/Most Recent vs. Previous Period (現在 /最新と前の期間 )]関係を使用して、一定期

間にわたる2つのメジャーのパフォーマンスを比較します。たとえば、2つの製品を比較して、昨年最

も多くの収益を上げた製品を確認できます。

1. ダッシュボードにTableau データストーリーを追加するページ2791。
2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックしま

す。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [関係 ]タブをクリックします。

4. [Current/Most Recent vs. Previous Period (現在 /最新と前の期間 )]のボックスをオンにし

ます。

5. 最初に、前の期間のメジャーを選択します。

6. 次に、現在の期間のメジャーを選択します。

7. 測定している期間のラベルを入力します (例：年 )。
8. 測定する期間の数を選択します。

9. [保存 ]をクリックします。

Tableauデータストーリーのカスタマイズ
閲覧者に合わせてカスタマイズした言葉を使用して、ビジネスに特化したインサイトでTableauデー

タストーリーを補足できます。閲覧者にとって重要なデータストーリーから分析とデータを特定し、独

自の言語を使用して影響力のあるストーリーを作成します。全体的なTableauデータストーリーと

同様に、カスタムコンテンツで使用されるデータと変数は動的であり、ダッシュボードに合わせて調整

されます。
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独自のインサイトを追加する

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. 記述したいセクションを見つけて、[カスタムアイテムの追加 ]をクリックします。

3. 表示されるフィールドにカスタムテキストを入力します。

4. [保存 ]をクリックします。

ヘッダーとフッターを追加する

データストーリーの上部と下部にカスタムテキストを挿入できます。ヘッダーとフッターを使用すると、ス

トーリーに独自の定性分析を追加したり、データの傾向について追加の説明を含めたり、法的および

プライバシーに関する免責事項を追加したりできます。

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. [メモの表示 ]スイッチをクリックします。

3. カスタムメモを入力します。

4. [保存 ]をクリックします。

これで、メモがデータストーリーの上部または下部に表示されます。

関数を追加する

データストーリーで関数を使用すると、ストーリーをカスタマイズし、あなたやあなたのビジネスにとって

最も重要なインサイトを見つけることができます。
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たとえば、ある期間の観光収入の平均合計を知りたい場合は、関数として [平均 ]を選択し、メ

ジャーとしてSUM(インバウンド観光 )を指定します。これにより、インバウンド観光の平均合計が返さ

れます。

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. ボックスの右側にあるメニューをクリックして、[関数の追加 ]を選択します。

3. [データストーリー関数 ]を選択し、必須フィールドに入力します。

4. [セクションに追加 ]をクリックします。

5. [保存 ]をクリックします。

これで、カスタムコンテンツがデータストーリーに表示されるようになりました。

条件を追加する

作成するカスタム文ごとに、その文がデータストーリーに表示されるかどうかを決定する条件を追加

できます。条件が満たされると、カスタム文がストーリーに表示されます。条件が満たされない場合、

カスタム文は表示されません。

各カスタム文には複数の条件を適用することができ、[条件の追加 ]ダイアログボックス内で [任意 ]ま
たは [すべて]のボタンを使用すると条件を組み合わせることができます。
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条件文は数値比較で最もよく使用されますが、この関数は、等しい (=)または等しくない (!=)記号を

使用した文字列照合もサポートしています。

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. カスタム文を入力します。

3. ボックスの右側にあるメニューをクリックして、[条件の追加 ]を選択します。

4. 条件付きロジックを通知するために使用するカスタム関数を定義します。この例では、「We
have met our quota (ノルマ達成 )」という文は、インバウンド観光の合計が5兆を超えると表示

されます。

5. [セクションに追加 ]をクリックします。

6. [保存 ]をクリックします。

これで、条件が満たされた場合にのみ、カスタム文がデータストーリーに表示されるようになりました。

カスタムコンテンツを複製する

データストーリーに追加されたカスタムコンテンツは簡単に複製できるため、様々なバリエーションの文

を簡単に作成できます。しきい値を適用したり、言語のバリエーションを組み込んだり、様々な論理

的なバリエーションを作成したりする場合は、完全に構築されたカスタム文をコピーすることをお勧めし

ます。

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. 必要に応じて、関数と条件を完全に備えたカスタム文を作成します。

3. 完全な文のボックスで、ボックスの右側にあるメニューをクリックし、[複製 ]を選択します。

4. 複製した文をクリックして、必要に応じて更新し、[セクションに追加 ]をクリックします。

5. [保存 ]をクリックします。
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文をコピーすると、すべての関数と条件文もコピーされます。コピーされた箇条書きは、同じセクション

の元の箇条書きのすぐ下に表示されます。

注 : コピーされた箇条書きは、元の箇条書きが含まれているセクションにのみ追加できます。

ドリルダウンセクションにカスタムコンテンツを追加する

2次元のストーリーの場合、最初のセクションの後の各セクションはドリルダウンセクションと呼ばれま

す。ドリルダウンセクションでは、個々のプライマリディメンションエンティティ(次の例では南北アメリカ)
に焦点を当てています。

ドリルダウンセクションのコンテンツ構造は同じであるため、最初のセクション(ヨーロッパ)で追加された

カスタムコンテンツは、追加の各セクション(南北アメリカ)に適用されます。コンテンツを作成または編

集できるのは、最初のドリルダウンセクションのみです。

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. 最初のドリルダウンセクションで、各エンティティに対して [カスタムアイテムの追加 ]をクリックし

ます。

3. カスタムコンテンツを入力します。

4. [保存 ]をクリックします。
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ドリルダウンセクションのカスタムコンテンツには、現在のカテゴリ値 (動的 )というコンテキスト変数がす

でに含まれています。これにより、現在のカテゴリ値 (動的 )というディメンション値オプションが作成され

ます。これは、ドリルダウンセクションが含まれるセクションを常に表します。

ヒント: 単一の特定のドリルダウンセクションにのみ表示されるコンテンツを作成するには、条件付きロ

ジックを使用して、適切な場所にのみ書き込むようにすることができます。

Tableauデータストーリーのカスタマイズ:コンテキスト変数

コンテキスト変数は、他の関数から参照できる関数です。つまり、コンテキスト変数を使用すると、関

数を他の関数内にネストできます。

コンテキスト変数を定義すると、新しい関数をTableauデータストーリーに追加するときに使用できる

関数のように表示されます。

注 : 各カスタム文に複数のコンテキスト変数を設定できますが、カスタムコンテンツごとに各コン

テキスト変数を個別に定義する必要があります。

コンテキスト変数の設定

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. [カスタムアイテムの追加 ]をクリックします。

3. カスタムコンテンツボックスの右側にあるメニューをクリックし、[コンテキストの設定 ]を選択しま

す。

4. [コンテキストの追加 ]をクリックします。

5. コンテキスト変数に名前を付けて、[関数の設定 ]をクリックします。

6. カスタム関数を定義し、ディメンションを選択します。
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7. [セクションに追加 ]をクリックします。

8. コンテキスト変数を設定した文にクリックして戻ります。

9. 手順に従って [関数を追加するページ2815]します。

これで、関数を追加するときに、コンテキスト変数が [ディメンション値 ]ドロップダウンリストのオプション

として一覧表示されるようになります。

コンテキスト変数を使用するタイミング:複数のメジャーの参照

データストーリーの1つの分析文で、複数のメジャーを参照したいと思います。コンテキスト変数がな

ければ、1つの文に記述できるメジャーは一度に1つだけでしょう。ところが、コンテキスト変数を使用

すると、1つの文で複数のメジャーを参照できます。

コンテキスト変数を使用して複数のメジャーを参照するには、データストーリーに次のものが必要で

す。

l 1つのディメンション

l 2つ以上のメジャー

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. [カスタムアイテムの追加 ]をクリックします。
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3. カスタムコンテンツボックスの右側にあるメニューをクリックし、[コンテキストの設定 ]を選択しま

す。

4. [コンテキストの追加 ]をクリックします。

5. コンテキスト変数に名前を付けて、[関数の設定 ]をクリックします。

6. カスタム関数を定義し、ディメンションを選択します。

7. [セクションに追加 ]をクリックします。

8. コンテキスト変数を設定した文にクリックして戻ります。

9. 1番目の関数を追加し、必要なフィールドに入力します。この例では、

[DimensionValueLabel]を選択し、次に [ディメンション]から[国 /地域 ]を選択し、次に [ディ

メンション値 ]からGDPが最も高い国 (コンテキスト変数 )を選択しました。

10. [セクションに追加 ]をクリックします。

11. 2番目の関数を追加し、必要なフィールドに入力します。この例では、[値 ]を選択し、次に

[ディメンション]から[国 /地域 ]を選択し、[メジャー]からSUM(貸出金利 )を選択し、[ディメン

ション値 ]からGDPが最も高い国 (コンテキスト変数 )を選択しました。
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12. [セクションに追加 ]をクリックします。

13. [保存 ]をクリックします。

データストーリーは、私たちが関心を持っている国 (GDPが最も高い国 )の副次メジャー (貸付金

利 )についての洞察を与える文を書いています。

コンテキスト変数を使用するタイミング:期間ごとの分析

コンテキスト変数は、データストーリーで2つの異なる期間のパフォーマンスを分析する場合に役立

ちます。カスタム文を作成すると、ドリルダウンセクションに表示されるメジャーについて記述し、メ

ジャーを年ごとや月ごとなどの様々な期間で比較することができます。

期間ごとの分析を設定するには、データストーリーに次のものが必要です。

l 2つのディメンション: 1つの期間ディメンション(プライマリ)と1つの非期間ディメ

ンション(セカンダリ)
l 1つから3つのメジャー

1. データストーリーを作成します。

2. [フィールド]ダイアログボックスで、期間ディメンションが最初に順序付けられていることを確認

し、[次へ]をクリックします。

3. [ストーリー]ダイアログボックスで [連続 ]を選択し、[完了 ]をクリックします。

4. [編集 ]ダイアログボックスを開き、最初のドリルダウン領域で [カスタムアイテムの追加 ]を選択

します。
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5. 期間を表すコンテキスト変数を2つ作成します。たとえば、「現在の四半期」と「前の四半期」

を作成します。

6. カスタムの言葉と関数を追加して、「増加した」文を作成します。この文は、

「[CurrentDimensionValueLabel]は四半期で [X%]増加しました」というコンテンツになります。

7. カスタムテキストボックスに、関数に続けて「増加しました」という単語を入力します。

8. 期間中のメジャーの変化率を返す関数を追加します。

9. [セクションに追加 ]をクリックします。

10. カスタムコンテンツを複製するページ2817し、「増加」という単語を「減少」に置き換えて、減

少バージョンを作成します。関数は同じままです。
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11. データに応じて1つだけが書き込まれるように、各文に条件を追加するページ2816します。

12. 「増加した」文について、次の例に従って条件を設定します。

左の引数 =値の関数

ディメンション= Quarter(オーダー日 )。期間ディメンションを選択します

メジャー= SUM(オーダー合計 )。計算に使用したメジャーを選択します

ディメンション値 =現在の四半期。コンテキスト変数の1つ

フィルターディメンション値 =現在の地域の値 (動的 )。これはプリセットされたコンテキス

ト変数です

中央の引数 = > (より大きい)

右の引数 =値の関数

ディメンション= Quarter(オーダー日 )。期間ディメンションを選択します

メジャー= Total(オーダー合計 )。計算に使用したメジャーを選択します

ディメンション値 =前の四半期。コンテキスト変数の1つ

フィルターディメンション値 =現在の地域の値 (動的 )。これはプリセットされたコンテキス

ト変数です
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13. 「減少した」文について、同じ条件を設定しますが、>記号 (より大きい)を<記号 (より小さい)
に置き換えます。右の引数と左の引数は同じままです。

14. [保存 ]をクリックすると、データストーリーに2つの期間の分析から得られたインサイトを含む文

が記述されます。

Tableauデータストーリーのカスタマイズ:関数

関数を使用してTableauデータストーリーをカスタマイズする場合は、使用できる関数、各関数の機

能、各関数に必要なディメンションとメジャーを知っていると役立ちます。

データストーリーに関数を追加するページ2815する方法を説明します。

文字をクリックして、その字で始まる関数を参照します。その字で始まる関数がない場合、アルファベッ

トの次の字で始まる関数が表示されます。Ctrl+F (MacではCommand-F)を押して検索ボックスを

開き、ページ内で特定の関数を検索できます。

A B C D E F G H I J K L M NO P Q R S T U VW X Y Z

Average

説明 :指定されたメジャーの平均値。

構文 : Average(ディメンション,メジャー, filterDimensionValue)
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Count

説明 :指定されたディメンション内のディメンション値の個数。

構文 : Count(ディメンション)

Difference

説明 :指定された2つのディメンション値のメジャー値間の差異。

構文 : Difference(ディメンション,メジャー, firstDimensionValue, secondDimensionValue,
filterDimensionValue)

DifferenceFromMean

説明 :指定されたディメンション値の平均値とメジャー値の差異。

構文 : DifferenceFromMean(ディメンション,メジャー, firstDimensionValue, filterDimensionValue)

Direction

説明 :指定された2つのディメンション値のメジャー値間の方向 (たとえば、増加または減少 )を説明

する言葉。

構文 : Direction(ディメンション,メジャー, firstDimensionValue, secondDimensionValue,
filterDimensionValue,フレーズ)

Ending Label

説明 :系列の最後の期間の名前。

構文 : Label(メジャー)

EndingValue

説明 :指定されたメジャーの系列における最後の期間の値。

構文 : EndingValue(メジャー, filterDimensionValue)

Label

説明 :指定されたメジャーのラベル。
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構文 : Label(メジャー)

LargestNegativeChangeDifference

説明 :指定された系列における、期間ごとの差異の負の最大値 (絶対値ベース)。

構文 : LargestNegativeChangeDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativeChangeEndingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (絶対値ベース)となる終了期間の

名前。

構文 : LargestNegativeChangeEndingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativeChangeEndingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (絶対値ベース)となる時の終了

値。

構文 : LargestNegativeChangeEndingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativeChangePercentDifference

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (絶対値ベース)となる時の変化

率。

構文 : LargestNegativeChangePercentDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativeChangeStartingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (絶対値ベース)となる開始期間の

名前。

構文 : LargestNegativeChangeStartingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativeChangeStartingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (絶対値ベース)となる時の開始

値。
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構文 : LargestNegativeChangeStartingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativePercentChangeDifference

説明 :指定された系列における、期間ごとの差異の負の最大値 (割合ベース)。

構文 : LargestNegativePercentChangeDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativePercentChangeEndingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (割合ベース)となる終了期間の名

前。

構文 : LargestNegativePercentChangeEndingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativePercentChangeEndingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (割合ベース)となる時の終了値。

構文 : LargestNegativePercentChangeEndingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativePercentChangePercentDifference

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (割合ベース)となる時の変化率。

構文 : LargestNegativePercentChangePercentDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativePercentChangeStartingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (割合ベース)となる開始期間の名

前。

構文 : LargestNegativePercentChangeStartingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativePercentChangeStartingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (割合ベース)となる時の開始値。

構文 : LargestNegativePercentChangeStartingValue(メジャー, filterDimensionValue)
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LargestPositiveChangeDifference

説明 :指定された系列における、期間ごとの差異の正の最大値 (絶対値ベース)。

構文 : LargestPositiveChangeDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositiveChangeEndingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (絶対値ベース)となる終了期間の

名前。

構文 : LargestPositiveChangeEndingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositiveChangeEndingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (絶対値ベース)となる時の終了

値。

構文 : LargestPositiveChangeEndingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositiveChangePercentDifference

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (絶対値ベース)となる時の変化

率。

構文 : LargestPositiveChangePercentDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositiveChangeStartingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (絶対値ベース)となる開始期間の

名前。

構文 : LargestPositiveChangeStartingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositiveChangeStartingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (絶対値ベース)となる時の開始

値。

構文 : LargestPositiveChangeStartingValue(メジャー, filterDimensionValue)
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LargestPositivePercentChangeDifference

説明 :指定された系列における、期間ごとの差異の正の最大値 (割合ベース)。

構文 : LargestPositivePercentChangeDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositivePercentChangeEndingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (割合ベース)となる終了期間の名

前。

構文 : LargestPositivePercentChangeEndingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositivePercentChangeEndingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (割合ベース)となる時の終了値。

構文 : LargestPositivePercentChangeEndingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositivePercentChangePercentDifference

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (割合ベース)となる時の変化率。

構文 : LargestPositivePercentChangePercentDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositivePercentChangeStartingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (割合ベース)となる開始期間の名

前。

構文 : LargestPositivePercentChangeStartingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositivePercentChangeStartingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (割合ベース)となる時の開始値。

構文 : LargestPositivePercentChangeStartingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakDifference

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した最長ストリークにおける差異。
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構文 : LongestStreakDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakDirection

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した最長ストリークの方向 (正または負 )。

構文 : LongestStreakDirection(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakEndingLabel

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した最長ストリークの終了期間の名前。

構文 : LongestStreakEndingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakEndingValue

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した最長ストリークにおける終了値。

構文 : LongestStreakEndingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakLength

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した期間の最大数。

構文 : LongestStreakLength(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakPercentDifference

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した最長ストリークにおける割合の差異。

構文 : LongestStreakPercentDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakStartingLabel

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した最長ストリークの開始期間の名前。

構文 : LongestStreakStartingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakStartingValue

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した最長ストリークにおける開始値。
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構文 : LongestStreakStartingValue(メジャー, filterDimensionValue)

MaxLabel

説明 :指定されたメジャーの最大値を持つエンティティの名前。

構文 : MaxLabel(ディメンション,メジャー, filterDimensionValue)

MaxValue

説明 :指定されたメジャーの最大値。

構文 : MaxValue(メジャー)

Median

説明 :指定されたメジャーの中央値。

構文 : Median(ディメンション,メジャー, filterDimensionValue)

MinLabel

説明 :指定されたメジャーの最小値を持つエンティティの名前。構文 : MinLabel(ディメンション,メ
ジャー, filterDimensionValue)

MinValue

説明 :指定されたメジャーの最小値。

構文 : MinValue(ディメンション,メジャー, filterDimensionValue)

PercentDifference

説明 :指定された2つのディメンション値のメジャー値間の割合差。

構文 : PercentDifference(ディメンション,メジャー, firstDimensionValue, secondDimensionValue,
filterDimensionValue)
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PercentOfWhole

説明 :指定されたディメンション値のメジャー値が、そのディメンションのメジャー値合計に占める割合。

構文 : PercentOfWhole(ディメンション,メジャー, dimensionvalue, filterDimensionValue)

PeriodLabel

説明 :系列のn番目の期間 (1から開始 )の名前。

構文 : PeriodLabel(インデックス)

PeriodLabelNewest

説明 :系列のn番目の期間 (最新から開始しカウントバック)の名前。

構文 : PeriodLabelNewest(インデックス)

PeriodValue

説明 :系列のn番目の期間 (1から開始 )における指定されたメジャーの値。

構文 : PeriodValue(メジャー,インデックス, filterDimensionValue)

PeriodValueNewest

説明 :系列のn番目の期間 (最新から開始しカウントバック)における指定されたメジャーの値。

構文 : PeriodValueNewest(メジャー,インデックス)

Range

説明 :指定されたメジャーの最大値と最小値の差。

構文 : Range(ディメンション,メジャー, filterDimensionValue)

SortAscendingLabel

説明 :所定のランク(1から開始 )で降順に並べ替えられた指定されたメジャーのエンティティ名。

構文 : SortAscendingLabel(メジャー,ランク,ディメンション, filterDimensionValue)
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SortAscendingValue

説明 :所定のランク(1から開始 )で昇順に並べ替えられた指定されたメジャーの値。

構文 : SortAscendingValue(メジャー,ランク,ディメンション, filterDimensionValue)

SortDescendingLabel

説明 :所定のランク(1から開始 )で降順に並べ替えられた指定されたメジャーのエンティティ名。

構文 : SortDescendingLabel(メジャー,ランク,ディメンション, filterDimensionValue)

SortDescendingValue

説明 :所定のランク(1から開始 )で降順に並べ替えられた指定されたメジャーの値。

構文 : SortDescendingValue(メジャー,ランク,ディメンション, filterDimensionValue)

StartingLabel

説明 :系列の最初の期間の名前。

構文 : StartingLabel()

StartingValue

説明 :指定されたメジャーの系列における最初の期間の値。

構文 : StartingValue(メジャー, filterDimensionValue)

StartToFinishDifference

説明 :指定された系列の最初と最後の期間の値の差。

構文 : StartToFinishDifference(メジャー, filterDimensionValue)

StartToFinishPercentDifference

説明 :指定された系列の最初と最後の期間の値の割合の差。

構文 : StartToFinishPercentDifference(メジャー, filterDimensionValue)
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StdDev

説明 :指定されたメジャーの標準偏差の値。

構文 : StdDev(ディメンション,メジャー, filterDimensionValue)

Sum

説明 :指定された2つのディメンション値のメジャー値の合計。

構文 : Sum(ディメンション,メジャー, firstDimensionValue, secondDimensionValue,
filterDimensionValue)

Total

説明 :指定されたメジャーの合計値。

構文 : Total(ディメンション,メジャー, filterDimensionValue)

Value

説明 :指定されたディメンション、メジャー、ディメンション値のメトリクス値。

構文 : Value(ディメンション,メジャー,ディメンション値 , filterDimensionValue)

Z-Score

説明 :指定されたメジャーのZスコア。

構文 : Z-Score(ディメンション,メジャー, firstDimensionValue, filterDimensionValue)

Tableauデータストーリーのカスタマイズ:コンテンツの非表示と並べ

替え

ストーリー内のコンテンツを非表示にしたり並べ替えたりすることで、自分やオーディエンスにとって最も

重要なコンテンツで、Tableauデータストーリーをカスタマイズすることができます。
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コンテンツとセクションを非表示にする

1. データストーリーを作成し、[編集 ]をクリックして [編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. セクションの表示 /非表示を設定するには、[Show section (セクションの表示 )]スイッチをク

リックしてオン/オフを切り替えます。

3. 個々の文の右側にある青いボックスにカーソルを合わせ、ボックスをクリックすると表示 /非表示

が切り替わります。

4. [保存 ]をクリックします。

[表示 ]に設定されている文とセクションのみがデータストーリーに表示されます。

セクション内のコンテンツを並べ替える

1. データストーリーを作成し、[編集 ]をクリックして [編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. 並べ替えるコンテンツの左側のメニューにカーソルを合わせます。カーソルが手のアイコンに変

わります。

3. カーソルでアイテムをクリックし、同じセクション内の任意の場所にドラッグします。

4. [保存 ]をクリックします。
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設定した順序でデータストーリーに文章が表示されます。

注 :現在、コンテンツは同じセクション内でのみ移動できます。セクション全体の移動はまだサ

ポートされていません。

Tableauデータストーリーにデータを追加する
データストーリーは、現在、2つのディメンションと1つのメジャー、または1つのディメンションと最大 10
個のメジャーが含まれるストーリーをサポートしています。ダッシュボードに表示する必要のないデータに

ついて記述する場合は、、非表示のシートを使用してダッシュボードを簡素化します。ストーリーに3
つ以上のディメンションを追加する場合は、ディメンションを連結するか、複数のデータストーリーを作

成して積み重ねます。

非表示のシートを使用する

Tableauデータストーリーに含めたいデータがあり、インサイトの獲得をサポートしたすべてのデータを表

示する必要がない場合は、非表示のシートを使用して、ダッシュボードを煩雑にすることなく、ストー

リーに追加のメジャーとディメンションを取り込むことができます。

1. データストーリーオブジェクトをダッシュボードにドラッグして、[データストーリー]ダイアログボック

スに記述できるワークシートを確認します。この例では、記述できる2つのワークシートがありま

す。
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2. 左側のメニューに移動して、[Floating (フローティング)]を選択し、そのシートをダッシュボード

にドラッグすることにより、「人口」などの別のデータソースを取り込みます。
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[データストーリー]ダイアログボックスが、利用可能な新しいデータソースで更新されます。

3. [レイアウト]をクリックし、サイズを1 x 1に調整してシートを非表示にしますが、参照元データは

ストーリーに残します。

これで、この非表示のシートを使用してストーリーを構成できます。

注 :シートを非表示のままにするには、追加の凡例要素の選択を解除する必要がある場合が

あります。

ディメンションを連結する

データに3つのディメンションと1つのメジャーが含まれていて、データが [Discrete Story (不連続ス

トーリー)]である場合、計算フィールドを作成することにより、これらのディメンションのうちの2つを連結

(リンク)できます。

1. ストーリーで使用するワークシートで、[分析 ]をクリックし、[計算フィールドの作成 ]を選択しま

す。

2. 計算フィールドに名前を付け、次の式を使用して計算を作成し、+記号を使用してディメン

ションを結合します。

[Dimension 1] + [Dimension 2]

ヒント:ディメンションを[計算フィールド]ボックスにドラッグして、式に配置します。

Tableau Software 2839

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



3. [OK]をクリックします。

4. 新しい計算フィールドを[Detail (詳細 )]ペインにドラッグして、データストーリーでアクセスでき

るようにします。

複数のデータストーリーを積み重ねる

複数のデータストーリーを作成し、ダッシュボードに垂直または水平に積み重ねて、さらに多くのメ

ジャーとディメンションについて記述します。

たとえば、実際の収益とベンチマーク収益についてのストーリーを作成したい場合は、2つの異なるス

トーリー (1つは実際の収益と最初のベンチマーク、もう1つは実際の収益と2番目のベンチマークに

ついてのストーリー)を作成して、これらのストーリーを比較することができます。

ダッシュボードにTableauポップアップデータストー

リーを追加する
ポップアップウィンドウにTableauデータストーリーを配置できます。ユーザーは、ストーリーを開いて読

み、完了したら閉じることができます。これは、すでに確立されているダッシュボードで使用されている

スペースを節約したり、ダッシュボード上の乱雑な情報の量を減らしたりするための優れた方法です。

1. ダッシュボードにTableau データストーリーを追加するページ2791。
2. メニューをクリックして、[Floating (フローティング)]を選択し、コンテナーを[Floating (フロー

ティング]に設定します。

ヒント:コンテナーを[Floating (フローティング)]に設定するもう1つの方法は、Shiftキーを押しながら

コンテナーをダッシュボードにドラッグすることです。

3. 左側の列の [レイアウト]タブに移動し、背景色を白に設定します。
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4. 浮動コンテナーに関連付けられているメニューをクリックして設定を表示し、[表示 /非表示ボタ

ンの追加 ]を選択します。これにより、ストーリーを表示または非表示にできる[X]アイコンが作

成されます。

注 :ストーリーが選択されている場合、ボタンは、データストーリーオブジェクトの一部であるサ

イドバーオプションによって部分的に隠されています。ボタンを表示するには、ストーリーの外側

をクリックします。

5. [X]アイコンにカーソルを合わせると、ストーリーを開いたり閉じたりする手順が表示されます。こ

の例では、Altキーを押しながら[X]アイコンをクリックするように求められます。

6. プロンプトに示されているキーを押しながら[X]アイコンをクリックして、ストーリーを折りたたみま

す。

ストーリーは折りたたまれますが、ユーザーが必要に応じてストーリーを展開できるように、メニューは

ダッシュボードに残ります。必要に応じて、折りたたみ可能なフローティングストーリーをダッシュボード

内で移動できます。

Tableau Software 2841

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



Tableauデータストーリーでカスタムメジャー関係

を作成する
Tableauデータストーリーで関係ストーリーを作成すると、データを別のデータセットと比較して確認

することができます。関係ストーリーを作成するには、少なくとも2つのメジャーと1つのディメンションが

必要です。多くの場合、比較したいデータはある列のデータでグループ化されています。たとえば、

「年」や「月」などの名前の列で、「2022」や「3月」などの値が設定されています。

簡単な計算フィールドを作成して「2022」と「2021」あるいは「2月」と「3月」で分離すると、2つの期

間を関係ストーリーで比較できます。

1. データストーリーで使用するシートから始めます。

2. [分析 ]をクリックして[計算フィールドの作成 ]を選択します。

3. 「現在の期間」などの名前の計算フィールドを作成します。

ヒント: 計算フィールドはここに示した構造に従いますが、ディメンションやメジャーの名前 (オレンジ色

のテキスト)はご利用の名前に置き換えてください。

4. 「前の期間」などの名前の計算フィールドを作成します。

5. 新しいメジャーを[詳細 ]マークにドラッグします。

6. ダッシュボードでストーリーをクリックし、2つの新しいメジャーをデータストーリーに追加します。
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7. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックします。

8. [データストーリー]ダイアログボックスで [関係 ]タブをクリックします。

9. 2つのカスタムメジャーを使用した関係ストーリーを設定します。
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10. [保存 ]をクリックします。

これで、カスタムメジャーを比較する文がストーリーに記述されるようになりました。

Tableauデータストーリーのパラメーターを更新す

る
ダッシュボードにパラメーターを追加し、データストーリーを使用している場合、パラメーターをクリックす

るとビジュアライゼーションが更新されますが、ストーリーは更新されません。これは、パラメーターがフィ

ルターのように参照元データを更新しないためです。

パラメーターデータを使用してTableauデータストーリーを更新するには、ダッシュボードに [更新 ]ボ
タンを追加して、パラメーターに合わせてストーリーを更新します。

1. ワークブックに新しいシートを作成します。

2. 次の情報を使用して、新しいシートに計算フィールドを作成します。

名前 :更新

コンテンツ: "更新"

3. [OK]をクリックし、新しい計算フィールド(更新 )を新しいシートにドラッグします。

4. フィールドを右クリックし、[ヘッダーの表示 ]をクリックしてヘッダーを非表示にします。

5. ボタンの形状を選択します。
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6. ダッシュボードに戻り、更新ボタンを含むシートをパラメーターの横のダッシュボードにドラッグしま

す。

7. ボタンにカーソルを合わせ、[その他のオプション]を選択し、[タイトル]をクリックしてタイトルを非

表示にします。

8. ボタンにカーソルを合わせ、[フィルターとして使用 ]をクリックします。

9. パラメーターを調整してから、新しい更新ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると、パラメー

ターに合わせてストーリーが更新されます。

Tableauデータストーリーで表計算を使用する
表計算の作成に使用したメジャーに加えて、Tableauデータストーリーのメジャーとして表計算を使

用することができます。

1. マークカードから、フィールドの右側をクリックしてメニューを開き、[簡易表計算 ]をクリックしま

す。
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2. 表計算を作成したら、それを[データ]ペインの[メジャー]にドラッグして名前を変更します。
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3. 元のメジャー (例 :売上高 )を[行 ]シェルフにドラッグして戻し、新しい計算 (例 :売上高の合計 )
を[ツールヒント]にドラッグします。ビジュアライゼーションは同じままでも、新しいメジャーにアクセ

スできるようになりました。

Tableau Software 2847

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



4. ダッシュボードに移動し、データストーリーオブジェクトをダッシュボードにドラッグします。ストー

リーを作成すると、両方のメジャーが表示されます。
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作業の書式設定

適切なフォーマットを選択することは、分析とプレゼンテーションの両方において重要です。フォント、網

掛け、配置、枠線、グラフ線など、ワークシートに表示されるほぼすべての書式を変更することができ

ます。たとえば、テキストテーブルに縞模様の網掛けを追加することで、連続する行やフィールドのグ

ループを視覚的に区切ることができます。

リファレンスラインがある散布図ビューでは、線の太さや色を変えることができます。これらの設定はす

べて、[書式設定 ]ペインで変更できます。ワークシート全体、すべての行、すべてのフィールドの書式

設定を指定することができます。また、ビューの個々の部分を書式設定することもできます。たとえば、

特定のフィールドの書式設定、セルおよびテーブルのサイズ変更、個々の軸の編集を行うことができま

す。

視覚的なベストプラクティス
視覚化の色、網掛け、配置、枠線およびグリッド線は、分析および伝えるストーリーの両方にとって

重要な機能です。Tableau製品は、既定で、視覚的なベストプラクティスを使用して見栄えの良い

視覚化を作成できるように設計されています。特に希望しないかぎり、フォントや色について考える必

要はありません。

カスタマイズを希望する場合は、ワークシートに表示される大半のものの外観を制御できます。この記

事では、理想的なワークフローからツールヒントを最大限活用する方法まで、カスタマイズ中に留意す

る必要がある視覚化のベストプラクティスとヒントを取り上げます。

最大から最小までの書式設定

外観を変更する際は、一番大きなワークフローから一番小さなワークフローの順に使用します。最初

に、ワークブックレベルでフォントとタイトルを書式設定します。その後、ワークシートレベルへ移動しま

す。最後にビューの個別の部分の書式設定を保存します。ワークブックは、書式変更を行う最も大き

なコンテナ―であるため、最初にそのレベルで書式変更することで、時間を節減できます。
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詳細については、ワークブックレベルで書式設定 ページ2856、ワークシートレベルで書式設定 ペー

ジ2867、および「テキストと数値の書式設定 ページ2907を参照してください。

目的による色の変更

視覚化によって色を変更する場合、Tableauではそれを簡単に実行できます。[色 ]カード、[色の編

集 ]の順にクリックするだけです。たとえば、重要な結果を強調する場合があります。明るい単色の中

間色を使用して、閲覧者の注意を集めたいものを強調表示できます。会社のブランドに適合させる

場合は、カスタムパレットを作成できます。手順については、カスタムカラーパレットの作成 ページ

2952を参照してください。

色を変更するときは、次のベストプラクティスを考慮してください。

不連続フィールドとカテゴリーパレット

不連続フィールドは、フィールドの値が固有のフィールドです。この1つの例が顧客名です。Tableau
は互いを区別し、全体として視覚化内で機能するようデザインされた色を持つカテゴリーパレットと

不連続フィールドを自動的に関連付けます。
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個々のフィールドでの色の変更

カテゴリー別パレットを選択すると、特定のフィールドに関連する色を手動で変更できます。

1. [色の編集 ]ダイアログから、[データ項目の選択 ]パネルで任意のフィールドをダブルクリック

(MacではControlを押しながらクリック)します。

2. 使用しているオペレーティングシステムのカラーパレットが開き、選択したアイテムの新しい色を

定義できます。

連続フィールドと定量的パレット

連続フィールドでは、フィールドの値は全体の一部です (経時的な売上高など)。Tableauはこれらの

フィールドを、色が連続体または範囲に沿っている定量的パレットと自動的に関連付けます。フィール

ドの値が正数の場合は、単一のカラーレンジが適しています。

正数と負数の両方の値がある場合は、2カラーレンジを選択します。
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色を制限する

色を正しく使用すると、分析を強化できます。色が多すぎると、ユーザーにとって負担がかかり、分析

が制限される可能性があります。下のビューでは、積み上げ棒グラフは携帯電話のサブスクリプション

を、傾向線は長期間にわたるインターネット使用率を表します。最初の画像では、"Years (年 )"は
[色 ]シェルフにあります。他のすべての色の中から傾向線を選ぶことは非常に困難であり、2色しか

ない2番目の画像では非常に簡単に傾向線を示すことができます。
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画像をクリックして再生する。

オンラインの読みやすさを最適化するフォントを使用する

Tableauのフォントは、データ視覚化と組み合わせることを前提に、小さいサイズでも視認性が最適

化されるように設計されています。Tableau視覚化では既定でそれらが使用されます。
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異なるフォントを使用する必要がある場合は、次のように、オンラインでの読みやすさを最適化する

フォントを選択します。

l Arial
l Trebuchet MS
l Verdana
l Times New Roman
l Lucida sans

ツールヒントでストーリーを強化する

ダッシュボードを閲覧するユーザーは直感的にマウスを使用してマークを調べます。その際、ツールヒン

トが表示されます。ツールヒントはほとんどのビューに既定で表示され、データストーリーを強化する

優れた方法です。ツールヒントをカスタマイズするには、[ワークシート] > [ツールヒント]をクリックしま

す。
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たとえば、Webサイトのページビュー数のビューのツールヒントは次のとおりです。

上記のツールヒントを書き直して書式設定し、このビューを閲覧するユーザーに重要なポイントをハイ

ライトする方法の例を次に示します。

ヒントを書き直し、短いストーリーを伝えることができます。例として、イタリアにおけるオイルリングの数

に関するツールを次に示します。
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次の例では、ツールヒントが文に書き直され、重要な要素を太字にして見る人の注意を引くようにし

ています。

軸を考慮する

既定ではTableauの軸範囲はビジュアライゼーションのデータに基づいて自動的に調節されます。

フィルターや他のアクションによって軸範囲が変更されることがあります。2つのビューの間で特定の比

較を作成しようとしている場合、軸範囲を変更すると、ユーザーの分析が困難になる場合がありま

す。この場合、特定の、固定範囲に軸を設定できます。この方法の手順については、例 : 異なる軸

範囲を使用 (均一、独立、固定 ) ページ2897を参照してください。

かなり大規模な範囲のデータで作業している場合は、固定軸が実用的でない場合があります。こ

の場合、視覚化にグリッド線を追加します。グリッド線は、軸を自動的に調節するときにユーザーが

位置を確認するのに役立ちます。詳細については、線の書式設定 ページ2872を参照してください。

ワークブックレベルで書式設定
ワークシートレベルではなく、ワークブックレベルで書式設定を指定することにより、ワークブック内のす

べてのビューのフォント、タイトルおよび線の見た目を素早く変更できます。
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たとえば、すべてのビューが企業のブランドに適合するよう、特定のフォント、サイズおよび色を使用で

きます。ビューからグリッド線を削除したり、ピクセルサイズや色を増やし、より目立たせる場合もありま

す。

ワークブックで使用するテーマを変更することもできます。テーマは既定のフォント、色、線の太さなどの

項目を制御します。新しいワークブックを作成すると、そのワークブックは自動的に、視覚的なベスト

プラクティスを使用する既定のテーマを使用します。

ワークブックの線の変更

ワークブックのすべてのビューですべてのタイプの線を変更したり、特定のタイプの線のみ (傾向線など)
を変更できます。また、グリッド線を含む、特定のタイプの線をオフにすることもできます。

ワークブックの線の設定を変更した場合、[ワークブックの書式設定 ]ペインの設定の横に灰色のドット

が表示されます。[既定にリセット]ボタンを使用して、素早く既定の設定に戻すことができます。

Tableauでは、線の不透明度が線の色に関連付けられています。線の透明度をワークブック

レベルで設定した場合、ワークブック内のすべてのワークシートに、ワークブックのその線に関する

色設定が反映されます。ある線のタイプについて、線の透明度を変更し、さまざまな色設定を

維持する必要がある場合は、ワークブックレベルの代わりにワークシートレベルで透明度を変

更します。

1. [書式設定 ]メニューで、[ワークブック]を選択します。

2. [ワークブックの書式設定 ]ペインは左側の [データ]ペインを置き換え、一連のドロップダウンを
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使用して、ワークブック内のすべての線の設定を変更できます。

変更がワークブック内のすべてのビューに適用されたことを確認するには、サムネイルを使用できま

す。サムネイルを右クリックし、[すべてのサムネイルの更新 ]を選択します。

ワークブックのフォントの変更

ワークブック内のすべてのフォントを変更したり、特定のエリア(ワークシートのタイトルのみなど)のフォ

ントを変更したりできます。

1. [書式設定 ]メニューで、[ワークブック]を選択します。

2. [書式設定ワークブック]ペインは左側の [データ]ペインを置き換え、一連のドロップダウンを使

用して、ワークブック内のすべてのフォント設定 (ワークシートのタイトル、ストーリー、およびダッ

シュボードのフォント設定など)を変更できます。

注 :ワークブックをオンラインで編集している場合、[ワークブックの書式設定 ]ペインが右

側に表示されます。
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フィルターカードやワークシートのタイトルなど、ワークシートレベルでフォントを変更する

と、ワークブックレベルでのフォントの変更によりこれらの変更が上書きされます。

ワークブックのテーマのアップグレードまたは変更 (Tableau Desktop
のみ)
ワークブックが既定以外のテーマに設定されている場合、Tableauの1つのバージョンから別のバー

ジョンへのアップグレード中、その設定は保持されますが、簡単に既定に変更できます。逆に、ワーク

ブックのテーマを[既定 ]から別の、過去のテーマに変更できます。
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バージョン9.3からバージョン10.xにアップグレードし、バージョン9.3でテーマが [既定 ]に設定されて

いた場合、バージョン10.xでは [以前 ]に設定されます。[既定 ]のテーマに切り替えた後に、ワーク

ブックをチェックして、アイテムが適切なサイズであることを確認してください。手動でのサイズ調整が必

要となる場合もあります。

1. [書式設定 ]メニューで、[ワークブックのテーマ]を選択します。

2. テーマを選択します。

各テーマは異なるバージョンのTableau Desktopと関連付けられています。

このワークブックのテーマ... 関連付けられているTableau のバージョン...

既定 バージョン10.x

前へ バージョン8.0.x ～ 9.3.x

モダン バージョン3.5 ～ 7.0.x

クラシック バージョン1.0 ～ 3.2

ワークブックを既定の設定にリセットする

ワークブックのフォント設定を変更した場合、[ワークブックの書式設定 ]ペインの設定の横に灰色の

ドットが表示されます。[既定にリセット]ボタンを使用して、素早く既定の設定に戻すことができま

す。
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1. [書式設定 ]メニューで、[ワークブック]を選択します。

2. [ワークブックの書式設定 ] ペインで、[既定にリセット] をクリックします。

アニメーションの書式設定

ビジュアライゼーションをアニメーション化すると、データの変化パターンをより良く強調表示して、スパイ

クや外れ値を明らかにしたり、データポイントのクラスタリングや分離の様子を確認したりできます。

アニメーションは、フィルター、並べ替え、ズームの設定、さまざまなページ、ならびにフィルター、パラメー

ター、設定アクションに対する変更をビジュアルで移行します。これらの変化に応じてビジュアライゼー

ションがアニメーション化するため、ユーザーはデータの違いをより明確に認識して、情報に基づいた意

思決定を行うことができます。
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同時および連続したアニメーションを理解する

アニメーションを作成する場合、2つの異なるスタイル (同時または連続するスタイル)を選択可能で

す。それぞれの種類の例を次に示します。

同時アニメーション

デフォルトの同時アニメーションは、より簡単なチャートやダッシュボードで値の変化を示すときに高速

になり、正しく機能します。

上の画像をクリックするとアニメーションが再生されます。

連続したアニメーション

連続したアニメーションは時間がかかりますが、複雑な変更を段階的に表示することで明確にしま

す。

上の画像をクリックするとアニメーションが再生されます。
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ワークブックのビジュアライゼーションをアニメーション化する

新しいワークブックを作成すると、Tableauでは既定でVizのアニメーションが有効になります。ユー

ザーおよびワークブックのレベルでアニメーションのオンとオフを切り替えることができます。

1. [書式設定 ] > [アニメーション]を選択します。

2. すべてのシートをアニメーション化する場合は、[ワークブックの既定値 ]で [オン]をクリックしま

す。その後、次を実行します。

l [継続時間 ]で、プリセットを選択するか、最大 10秒のカスタム時間を指定します。

l [スタイル]では、[同時 ]を選択してすべてのアニメーションを一度に再生するか、[連続 ]
を選択してマークをフェードアウトし、アニメーションを移動して並べ替えてからフェードイン

します。

3. 特定シートに対するワークブック規定値を無効にするには、[選択したシート]の設定を変更し

ます。

注 : [選択したシート]セクションで、「(デフォルトが)」関連するワークブックのデフォルト設
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定を自動的に反映する設定を示します。
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アニメーションを再生するには、ツールバーの [再生 ]ボタンをクリックします。[再生 ]ボタンから、アニ

メーションを再生する速度 (実際の速度、2倍速、または1/2速度 )を選択することができます。

ワークブックのアニメーション設定をリセットする

アニメーションをリセットして、ワークブック全体を既定のアニメーション設定に戻すことができます。これ

を行うとアニメーションは既定でオフになる点に注意してください。

1. [書式設定 ] > [アニメーション]を選択します。

2. [アニメーション]ペインの中央にある[すべてのシートをリセット]をクリックします。

すべてのアニメーションを完全に無効にする

既定では、新しいワークブックを作成すると、Vizのアニメーションが有効になります。ビジュアライゼー

ションを表示しているときにアニメーションが気が散る場合は、それらが再生されないように完全に無

効にすることができます。(これはシステム全体の設定ではなく、それぞれのユーザーが個別に適用す

る必要があります。)

l Tableau Desktopで、[ヘルプ] > [設定とパフォーマンス]を選択し、[アニメーションを有効にす

る]の選択を解除します。

l Tableau CloudまたはTableau Serverで、ブラウザーの右上隅にあるお使いのプロファイル画

像またはイニシャルをクリックし、[マイアカウント設定 ]を選択します。次に、ページの一番下ま

でスクロールし、[アニメーションを有効にする]をオフにして、[変更の保存 ]をクリックします。

注 :アニメーションが無効になっている場合、オーサリングモードで [フォーマット] > [アニメーショ

ン]を選択して設定を調整することはできますが、効果はありません。

軸のアニメーションの小数点を書式設定する

メジャーの小数点が既定で設定されている場合、軸のアニメーションで表示される小数点以下の桁

数が、アニメーションの再生中に変動する可能性があります。これを回避するには、メジャーに表示さ

れる小数点以下の桁数を書式設定します。詳細については、「数値とNull値の書式設定」を参照

してください。
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アニメーションが再生されない理由

サーバーレンダリング

Vizがサーバーでレンダリングされている場合、アニメーションは再生されません。VizがクライアントPC
やモバイルデバイスでレンダリングされるようにするには、次の方法を使用します。

l Vizの作成者は、Vizの複雑さを減らします。

l Tableau Server管理者は、クライアント側レンダリングの複雑さのしきい値を大きくします。

注 :処理能力の低いコンピューターでは、アニメーションが途切れることがありますが、ユーザー

は応答性を低下させることなく、引き続きビジュアライゼーションを操作できます。

サポートされていないブラウザーと機能

アニメーションは、Internet Explorerを除くすべてのWebブラウザーでサポートされています。

次のTableau機能はアニメーション化を行いません。

l Webブラウザーのマップ、多角形、密度マーク

l 円グラフとテキストマーク

l ヘッダー

l 予測、傾向、および参照ライン

l ページ履歴のトレイル (Vizにこれらが含まれている場合は、予期しない動作を避けるためにア

ニメーションをオフにします)。

ワークシートレベルで書式設定
フォント、位置揃え、網掛け、枠線、線、ツールヒントをワークシートレベルで書式設定できます。たと

えば、テキストテーブルのすべての枠線を削除したり、網掛けをビュー内で1列おきに追加したりしま

す。

このレベルで書式設定を変更した場合は、作業中のビューにのみ適用されます。ワークブックのビュー

のすべてのビューに適用される変更を行う方法の詳細については、ワークブックレベルで書式設定

ページ2856を参照してください。
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Tableau Desktopからワークシートの書式設定にアクセスする

Web上でワークシートの書式を設定する場合は、「 Tableau Cloud でワークシートの書式設定に

アクセスするページ2875」を参照してください。

1. ワークシートまたはダッシュボードを表示します。

2. [書式設定 ]メニューから、[フォント]、[枠線 ]、[フィルター]など、書式設定するビューの部分を

選択します。

フォントの書式設定

ビューの場合、ペインテキストやヘッダーテキスト、またはその両方について、フォント、スタイル、サイ

ズ、および色を指定できます。たとえば、次のビューでは、ヘッダーテキストがTableau太字フォントを

使用するように設定されています。

ビューに合計または総計がある場合、これらの値をデータの他の部分より目立たせるために特殊な

フォント設定を指定できます。これは特にテキストテーブルを使用する場合に役立ちます。以下の

ビューのテキストテーブルでは、総計が濃い赤に書式設定されています。
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テキストの配置の書式設定

Tableauはベストプラクティスを使用してビュー内のテキストの配置を決定しますが、テキストをカスタ

マイズすることもできます。たとえば、ヘッダーテキストの向きが縦 (上 )ではなく横 (標準 )となるように

変更できます。

注 : Tableauは、改行の開始または終了を決定する際には地域標準に準拠します。
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画像をクリックして再生する。

各テキストエリアに対し、次の配置オプションを指定できます。

水平方向 -テキストを左揃え、右揃え、または中央揃えのいずれにするかを制御します。

垂直方向 -テキストを上詰め、中央揃え、または下詰めのいずれにするかを制御します。

方向 -テキストを回転させて、水平方向 (標準 )、上から下方向 (上 )、または下から上方向 (下 )に
表示します。

ラップ-長いヘッダーを次の行に折り返すか、省略するかを制御しますが、テキストマークは制御しま

せん。

注 :セルが、複数行のテキストを表示できるだけのサイズでない場合、ラップを有効にしても見

た目は変わりません。このような場合は、両向き矢印が表示されるまでカーソルでセルをポイ

ントし、クリックしてセルのサイズを下に広げるようにドラッグします。
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網掛けの書式設定

網掛け設定は、合計、総計、およびこれらのエリア以外のワークシートエリアのペインおよびヘッダーの

背景色を制御します。

網掛けにより、1行または1列ごとに色を置き換えるバンディングを追加することもできます。網掛けを

交互に変えることによって、連続する行または列を識別しやすくなるため、バンディングはテキスト表に

便利です。

画像をクリックして再生する。

行や列のバンディングでは、次のオプションを使用できます。

ペインとヘッダー -バンドが使用する色。
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[バンドサイズ] -バンドの厚さ。

レベル -行と列のシェルフに複数のフィールドを含むネストされた表がある場合、このオプションを使用

すると特定のレベルにバンディングを追加できます。

枠線の書式設定

枠線とは、ビュー内の表、ペイン、セル、およびヘッダーを囲む線です。セル、ペイン、およびヘッダーエ

リアの枠線のスタイル、幅、および色を指定できます。さらに、行と列の境界線の書式を設定できま

す。たとえば、このビューでは、[行の境界線 ]枠線はオレンジ色を使用するよう書式設定されます。

行と列の境界線は、ビューを視覚的に分割するのに使用され、通常はネストされたテキストテーブル

で使用されます。行および列の境界線のドロップダウンを使用すると、各行または各列を分割する

枠線のスタイル、幅、色、およびレベルを変更できます。このレベルは、分割するヘッダーレベルのこと

です。

線の書式設定

ビューを構成する線 (グリッド線やゼロ線など)と、データの点検に役立つ線 (傾向線、リファレンスラ

イン、ドロップラインなど)の線を制御できます。

たとえば、傾向線で赤色を使用し、太くするよう設定できます。
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ハイライターの書式設定

ワークシートのハイライターを書式設定すると、異なるフォント、スタイル、色、背景色、フォントサイ

ズ、および枠線を使用することができます。フィルターを書式設定すると、フィルターをダッシュボードまた

はワークシートのスタイルにうまく統合することができます。また、ビューの各ハイライターに表示されるタ

イトルを編集することもできます。

ハイライターの使用の詳細については、コンテキスト内のデータポイントをハイライトするページ1342を
参照してください。

クイックフィルターカードの書式設定

クイックフィルターカードには、ユーザーがビューを操作できるコントロールが含まれます。カスタム書式

設定を使用するようクイックフィルターカードを変更できます。たとえば、下のフィルターの本文は、水

色のTableau Boldフォントを使用するよう書式設定されています。
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注 :フィルターとパラメーターの場合、タイトルの書式設定はダッシュボードかWebにパブリッ

シュされたビューでのみ表示されます。

パラメーターコントロールカードの書式設定

パラメーターコントロールは、ビューを変更するコントロールを含むという点でクイックフィルターカードと

よく似ています。パラメーターコントロールを作成すると、その外観をカスタマイズできます。たとえば、

以下のビューの [Sales Range (売上高の範囲 )]パラメーターは、売上高がオレンジで表示されるよう

に書式設定されています。

ワークシートの書式設定をコピー&ペーストする(Tableau Desktopのみ)

ワークシートを書式設定した後、書式設定をコピーして1つ以上の他のワークシートに貼り付けるこ

とができます。リファレンスラインと注釈を除き、[書式設定 ] ペインで設定できるすべての設定はコ

ピーできます。手動でのサイズ調整やズームレベルなどの調節はコピーされません。

1. 書式設定のコピー元となるワークシートを選択します。

2. ワークシートタブを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[書式設定のコピー]
を選択します。

3. 書式設定の貼り付け先となるワークシートを選択します。
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4. ワークシートタブを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[書式設定の貼り付

け]を選択します。

Tableau Cloudでワークシートの書式設定にアクセスする

Tableau Desktopでワークシートの書式を設定する場合は、「Tableau Desktop からワークシートの

書式設定にアクセスするページ2868」を参照してください。

1. ワークシートを表示します。

2. ツールバーで [書式設定 ]、[ワークシート]の順に選択し、[フォント]、[線 ]、[枠線 ]、[境界線 ]な
ど、書式を設定したいビューの部分を選択します。

フォントの書式設定

ビューの場合、ワークシート、ペイン、ヘッダー (列と行をまとめて、または個別に)、およびタイトルのフォ

ント、スタイル、サイズ、および色を指定できます。この例では、ペインはTableau Boldを使用するよう

に設定され、行ヘッダーはTableau Mediumに設定され、列ヘッダーはTableau Regularに設定さ

れ、タイトルはTableau Lightフォントに設定されています。

ラベルの回転

Tableauは視覚的なベストプラクティスに基づいてラベルの文字をビュー内に配置しますが、配置をカ

スタマイズすることもできます。たとえば、ラベルの文字の向きを、水平 (左右 )や垂直 (上下 )に変更

できます。
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ラベルを回転するには、ラベルを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[ラベルの回転 ]
を選択します。
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注 : Tableauは、改行の開始または終了を決定する際には地域標準に準拠します。

網掛けの書式設定

網掛けの設定で、ワークシート、ペイン、ヘッダーの背景色を制御します。

この設定にアクセスするには、[書式設定 ] > [ワークシート] > [網掛け]に移動します。

1行または1列ごとに色を交互に変えるバンディングを追加することもできます。網掛けを交互に変

えることによって、連続する行または列を識別しやすくなるため、バンディングはテキスト表に便利で

す。
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画像をクリックして再生する。

行や列のバンディングでは、次のオプションを使用できます。

ペインとヘッダー -バンドが使用する色。

[バンドサイズ] -バンドの厚さ。

レベル -行と列のシェルフに複数のフィールドを含むネストされた表がある場合、このオプションを使用

すると特定のレベルにバンディングを追加できます。

線の書式設定

グリッドラインやゼロラインなど、ビューの一部であるラインの外観を制御できます。線の表示と非表示

を切り替えたり、線の種類 (実線、点線、破線など)や太さなどの書式を設定したりできます。線の
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色と不透明度を設定することもできます。

たとえば、グリッド線を表示して、閲覧者に定量的な手がかりを与えることができます。この例では、

グリッド線が灰色の点線でVizに追加されています。

傾向線、リファレンスライン、リファレンスバンドの書式をWeb上で設定することもできます。これらの

書式設定にアクセスするには、線のツールヒントをクリックするか、書式ペインが開いているときに線を

クリックします。この例では、傾向線は緑色の実線になるように書式が設定されています。

インタラクティブコントロールの書式設定

ワークシートの書式設定ペインの [インタラクティブコントロール]セクションを使用して、凡例、フィル

ター、ハイライター、パラメーターなどを含む、すべてのインタラクティブコントロールの書式を一度に設

定できます。

これらの設定にアクセスするには、[書式設定 ] > [ワークシート] > [インタラクティブコントロール]に移

動します。
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これらのコントロールに一貫した書式を設定したい場合は、このレベルで書式を設定すると時間を節

約できます。

または、各インタラクティブコントロールの書式を個別に設定することもできます。

凡例の書式設定

ワークシートに凡例がある場合は、その外観をカスタマイズできます。たとえば、この例では、[売上対

予算 ]の凡例は、タイトルが太字で背景が薄い灰色になるように書式設定されています。

凡例の書式設定にアクセスするには、[書式設定 ] > [凡例 ]に移動するか、凡例のメニューをクリックし

て [凡例の書式設定 ]を選択します。このメニューから、凡例の各項目の色を編集したり、タイトルを

編集したり、タイトルや凡例を非表示にすることを選択したりすることもできます。

フィルターの書式設定

クイックフィルターカードには、ユーザーがビューを操作できるコントロールが含まれます。カスタム書式

設定を使用するようクイックフィルターカードを変更できます。たとえば、表示されているフィルターの本

文テキストはTableau Mediumに設定され、タイトルのテキストはTableau Semiboldに設定され、背

景は不透明度 50%の緑に設定され、黒い枠線が追加されています。
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フィルターとセットの書式設定にアクセスするには、[書式設定 ] > [フィルターとセット]に移動するか、

[フィルター]カードのメニューをクリックして [フィルターとセットの書式設定 ]を選択します。

ハイライターの書式設定

ワークシートのハイライターの書式を設定して、希望のフォント、背景色、枠線にカスタマイズすること

ができます。フィルターを書式設定すると、フィルターをダッシュボードまたはワークシートのスタイルにう

まく統合することができます。また、ビューの各ハイライターに表示されるタイトルを編集することもでき

ます。

ハイライターの書式設定にアクセスするには、[書式設定 ] > [ハイライター]に移動するか、[ハイライ

ター]カードのメニューをクリックして [ハイライターの書式設定 ]を選択します。

ハイライターの使用の詳細については、コンテキスト内のデータポイントをハイライトするページ1342
を参照してください

パラメーターの書式設定

パラメーターコントロールは、ビューを変更するコントロールを含むという点でクイックフィルターカードと

よく似ています。パラメーターコントロールを作成すると、その外観をカスタマイズできます。たとえば、

以下のビューの [ビジネス成長率 ]パラメーターは、成長率の文字が緑色で表示されるように書式が

設定されています。
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パラメーターの書式設定にアクセスするには、[書式設定 ] > [パラメーター]に移動するか、パラメーター

カードのメニューをクリックして [パラメーターの書式設定 ]を選択します。

枠線と境界線の書式設定

枠線とは、ビュー内の表、ペイン、ヘッダーを囲む線です。ペインとヘッダーのエリアで、枠線のスタイル、

幅、色を指定できます。さらに、行と列の境界線の書式を設定できます。たとえば、このビューでは、

[行の境界線 ]は青色を使用するよう書式設定されます。

行と列の境界線は、ビューを視覚的に分割するのに使用され、通常はネストされたテキストテーブル

で使用されます。行および列の境界線のドロップダウンを使用すると、各行または各列を分割する枠

線のスタイル、幅、色、およびレベルを変更できます。

デフォルトでは、時間を節約するために、ペインとヘッダーの境界線の書式は同時に設定されます。ペ

インとヘッダーで異なる書式を設定する場合は、リンクアイコンをクリックして書式のリンクを解除し、各

メンバーの書式を個別に設定します。

行と列の境界線が表示または非表示になるように書式設定を切り替えて、使用しないスタイルのオ

プションを非表示にすることもできます。この例では、行の境界線の書式設定がオフになっており、列

の境界線ペインとヘッダーの書式設定のリンクが解除されています。
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行と列の境界線レベルの設定

このレベルは、分割するヘッダーレベルのことです。たとえば、メジャー列にフィールドが2つ(カテゴリと

サブカテゴリなど)ある場合、行の境界線をカテゴリのみ (レベル1)またはカテゴリとサブカテゴリ(レベ

ル2)ごとに設定できます。

この例では、行の境界線はレベル1に設定されています。

この例では、行の境界線はレベル2に設定されています。

軸の編集

[列 ]または [行 ]シェルフに連続フィールド(バックグラウンドが緑色のフィールド)を追加すると、軸を

ビューに追加します。軸は、値の範囲内に存在するデータポイントを示します。軸ごとに、範囲、ス

ケール、目盛のプロパティを指定できます。

軸をダブルクリックして軸の編集 ダイアログボックスを開き、軸の構成と書式設定を変更します。軸

を編集できない場合は、軸を編集できない理由 ページ2886を参照してください。
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この例では、行シェルフの利益フィールド(連続メジャー)は垂直軸を作成し、列シェルフの発注日

フィールド(連続日付ディメンション)は水平軸を作成します。

注記 :ヘッダーおよびフィールドラベルの書式設定の詳細については、ワークシートレベルで書

式設定 ページ2867およびフィールドおよびフィールドラベルの書式設定 ページ2925を参照

してください。連続および不連続フィールドについての詳細は、ディメンションとメジャー、青と緑

ページ145を参照してください。

軸範囲の編集

軸範囲を編集するには、編集したい軸をダブルクリックします。
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注 : Tableau Desktopで、軸を右クリックし( MacではControlを押しながらクリック)、次に軸

の編集を選択します。Web作成では、軸にある→ボタンをクリックし、次に[軸の編集 ]をクリッ

クします。

軸を選択してもその軸に関連付けられたマークは選択されないので、マークを変更することなく軸を

編集または書式設定することができます。

軸に関連付けられたマークを選択するには、軸を右クリックして[マークの選択 ]を選択します。また、

各マークを個別に選択することもできます。詳細については、マークの選択 ページ2595を参照してく

ださい。

軸を編集できない理由

軸を編集できない場合、ほとんどは軸ではなくヘッダーに理由があります。

l 行および列シェルフの連続フィールド(緑色のバックグラウンド)は軸をビューに作成します。軸

を右クリックすると、このメニューが表示されます。
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l 行および列シェルフの不連続フィールド(青色のバックグラウンド)は軸ではなく、ヘッダーをビュー

に作成します。ヘッダーを右クリックすると、このメニューが表示されます。
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ヘッダーを右クリックすると書式設定を編集できるようになるので、書式設定するを選択します。

ヘッダーおよびフィールドラベルの書式設定の詳細については、ワークシートレベルで書式設定 ペー

ジ2867およびフィールドおよびフィールドラベルの書式設定 ページ2925を参照してください。連続

および不連続フィールドについての詳細は、ディメンションとメジャー、青と緑 ページ145を参照してく

ださい。

軸およびヘッダーの非表示と再表示

ビュー内の軸またはヘッダーを非表示にした場合、ビューの関連するフィールドから再度表示すること

ができます。

軸を非表示にするには

ビュー内の軸を右クリックし(MacではControlを押しながらクリック)、[ヘッダーの表示 ]オプションの横

にあるマークのチェックをオフにします。

以前非表示にした軸を表示するには

表示したい軸に関連したビュー内の連続フィールドを右クリックし(MacではControlを押しながらク

リック)、ドロップダウンメニュー、[ヘッダーの表示 ]を順にクリックします。
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関連する詳細については、ビューの各部分 ページ73の軸 ページ77を参照してください。

ヘッダーを非表示にするには

ビュー内のヘッダーを右クリックし(MacではControlを押しながらクリック)、[ヘッダーの表示 ]オプション

の横にあるマークのチェックをオフにします。

以前非表示にしたヘッダーを表示するには

表示したいヘッダーに関連したビュー内の不連続フィールドを右クリックし(MacではControlを押しな

がらクリック)、ドロップダウンメニュー、[ヘッダーの表示 ]を順にクリックします。
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関連する詳細については、ビューの各部分 ページ73のヘッダーページ74を参照してください。

連続および不連続フィールドについての詳細は、ディメンションとメジャー、青と緑 ページ145を参照し

てください。

軸範囲の変更

特定のデータポイントが存在するビューに注目するように軸範囲を制限できます。

たとえば、4年間にわたる売上高をビューで表示するとします。自動軸は0 ～ $750,000にわたる範

囲を表示する場合があります。売上高が$470,000未満にならない場合は、軸範囲を調整して

$470,000で開始し、データポイントが実際に存在するところに注目を維持します。

軸範囲を変更するには:
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1. 編集したい軸をダブルクリックします。軸を右クリックし( MacではControlを押しながらクリッ

ク)、軸の編集を選択することも可能です。

2. [軸の編集 ] ダイアログボックスで、次のオプションいずれかを選択します。

l [自動 ]。軸範囲は、ビューで使用されるデータに基づいて自動的に決定されます。

l [すべての行または列の軸範囲を統一する]。ビュー内のすべてのペインで軸範囲が最

大データ範囲に統一されるように設定します。

l [各行または列の独立した軸範囲 ]。軸範囲を独立させます。軸の範囲はビュー内の各

ペインで異なり、各ペインのデータ範囲によって異なります。

l [固定 ]。特定の値で軸を開始 /終了するよう指定します。軸の両側または一方の端の

みを固定できます。軸の両端を固定すると、軸の範囲は指定した値によって決まりま

す。軸の一方の端のみを固定した場合、軸のもう一方の端を自動、均一、独立として

のみ固定できます。

3. ゼロを含めるかどうかを指定することもできます。[ゼロを含める]チェックボックスをオフにすると、

軸範囲は、データ内の値の範囲のみを表示するように調整されます。

4. [OK]をクリックします。
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軸スケールの反転または対数への変更

軸スケールオプションには[反転 ]と[対数 ]があります。

[対数 ]を選択すると、[正 ]または [対称 ]を指定できます。[対称 ]は正、0、または負の値を含むデー

タをログのスケール軸に表示するので、大きな負の値、大きな正の値、または両方を[対数 ]スケール

に表示するのに最適です。詳細については、対称ログ軸変換について見開きページを参照してくだ

さい。

軸のスケールを変更するには

1. 編集したい軸をダブルクリックします。軸を右クリックし( MacではControlを押しながらクリッ

ク)、軸の編集を選択することも可能です。

2. [軸の編集 ]ダイアログボックスで、[全般 ]タブの、軸スケールに[反転 ]または[対数 ]を選択し

ます。
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対称または正を選択するオプションは、軸範囲が閉じた間隔 [-10, 10]の外に拡張していいる

場合にのみ利用可能です。

対数 : ログスケールの[正 ]または [対称 ]を選択します。[対称 ]オプションは、正の値、0、およ

び負の値をログスケール軸に表示します。既定では、目盛のマークは10のべき乗で描画され

ますが、1より大きい任意の基数を指定できます。

3. [目盛り] タブをクリックして、次のオプションいずれかを選択します。

l [自動 ] -大目盛マークが10のべき乗で描画されます。

l [固定 ] -大目盛マークが指定した指数で描画されます。[べき乗 ]テキストボックスに数

値を入力します。

l [なし] -大目盛マークは表示されません。

4. 終了したら、[OK]をクリックします。

[軸の編集 ]ダイアログボックスの [全般 ]タブにある[スケール]領域で [反転 ]を選択すると軸を反転す

ることもできます。

対称ログ軸変換について

対称ログ軸は、双曲正弦変換を軸に適用します。
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asinh(x) = ln(x + √(x^2 +1))

大きな値 (|x| >> 1)の場合、

asinh(x)~ln(x), x > 0

asinh(x)~-ln(x), x < 0

asinhはすべての実価に定義されているので (特に負の値 )、この変換は、対数スケールの大きな負

の値、および大きな正の値、または両方の可視化も可能にします。

しかし、ログ軸が非常に小さな値の可視化に使用できる一方で、対称ログ軸は非常に小さな値の

スケールを可視化するためには使用できません。

小さな値 (|x| >> 1)の場合、

asinh(x) ≈ x

小さな値に対称ログ軸スケールを使用することは、線形スケールの使用と同じ効果があります(つま

り、通常の定量的軸 )。

軸の外観を変更する

すべての軸にはタイトルがあります。これはビュー内のフィールドに基づいて自動的に生成されます。

[軸の編集 ]ダイアログボックスを使用して、カスタム軸タイトルを指定したり、サブタイトルを追加した

りすることができます。対数スケールを使用するかどうか、軸を反転させるかどうかなど、軸のスケール

も指定できます。

軸の外観を変更するには:

1. 編集する軸を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[軸の編集 ]を選択しま

す。

2. [軸の編集 ]ダイアログボックスで [タイトル]テキストボックスに新しいタイトルを入力します。
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3. カスタムのサブタイトルを追加するには、[自動 ]チェックボックスをオフにします。

4. 軸のスケールを変更するには、次のいずれかのオプションを選択します。

l [反転 ] -軸上の値の順序を反転する場合に選択します。

l [対数 ] -軸に対数スケールを使用する場合に選択します。
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5. [OK]をクリックします。

目盛の書式設定

軸に目盛を表示する間隔を指定できます。Tableauでは、大目盛と小目盛の両方を変更できま

す。大目盛には単位ラベルが付き、小目盛は大目盛の間の小さな増分を表します。自動または固

定の目盛を使用するか、または何も表示しないかを選択できます。

目盛を書式設定するには

1. 編集する軸を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[軸の編集 ]を選択しま

す。

2. [軸の編集 ]ダイアログボックスで、[目盛 ]タブを選択します。

3. 大目盛と小目盛の両方について、次のいずれかのオプションを選択します。
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l [自動 ] -ビュー内のデータに基づいて自動的に目盛を表示します。

l [固定 ] -目盛を表示する間隔と開始値を指定します。

l [なし] –目盛を完全に非表示にします。

4. [OK]をクリックします。

例 :異なる軸範囲を使用 (均一、独立、固定 )

この例では、同じデータを使用して3つのビューを作成します。ただし、各ビューは異なる軸範囲形式

を使用します。これらのビューは、"Sample-Superstore (サンプル - スーパーストア)"データソースを

使用して、4年間の3つの製品カテゴリーの総売上高を表示します。
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同じ軸範囲を使用したビューの作成 下

独立した軸範囲を使用したビューの作成 ページ2900
固定の軸範囲を使用したビューの作成 ページ2902

同じ軸範囲を使用したビューの作成

同じ軸範囲とは、ビュー内の各行または列に同じ範囲が適用されることを意味します。範囲は、参

照元データ値に基づいて自動的に生成されます。

1. [列 ]シェルフに"Order Date (発注日 )"ディメンションを配置し、[行 ]シェルフに"Category
(カテゴリー)"ディメンションを配置します。

2. [行 ]シェルフに"Sales (売上高 )"メジャーを配置します。

メジャーは自動的に合計として集計され、軸がビューに追加されます。既定では、ビューは同
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じ軸範囲を使用します。各製品カテゴリーの軸範囲は、同じです (0 ～ 250,000)。
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独立した軸範囲を使用したビューの作成

独立した軸範囲を使用すると、各行または列は、参照元データ値に基づいた独自の軸範囲を持ち

ます。

1. ビュー内のSUM(Sales)軸を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[軸の編

集 ]を選択します。

2. [軸の編集 ]ダイアログボックスで、[各行または列の独立した軸範囲 ]を選択します。
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3. Xをクリックして現在の設定でダイアログボックスを閉じます。

各製品カテゴリーの軸範囲は、それぞれ異なっています。"Technology (テクノロジー)"および

"Office Supplies (事務用品 )"カテゴリーの範囲は0 ～ 250,000のままですが、"Furniture (家
具 )"カテゴリーの範囲は0 ～ 200,000強です。
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固定の軸範囲を使用したビューの作成

ビュー内に表示するデータの量をカスタマイズするため、軸の片方または両方の端を固定できます。
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最初の例は、軸の両端の固定方法を示します。2行目は軸の一方の端のみを固定してから、ビュー

内のすべてのペインの軸範囲を定義する方法を示します。

軸の両端を固定するには:

1. ビュー内のSUM(Sales)軸を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[軸の編集 ]
を選択します。

2. [軸の編集 ]ダイアログボックスで、[固定 ]を選択し、テキストボックスに入力するか、またはいず

れかの方向にスライダーをドラッグして[開始 ]および [終了 ]を定義します。この例では、[開始 ]
に「0」、[終了 ] に「200,000」と入力します。

3. Xをクリックして現在の設定でダイアログボックスを閉じます。

これで、カテゴリーに最大 $200,000の売上高のみが表示されるようになりました。軸にはピン

のマークが付いています。これは、軸範囲が制限されているため、一部のデータが表示さ
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れない可能性があることを示します。

軸の一方の端を固定するには:
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1. ビュー内のSUM(Sales)軸を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[軸の編集 ]
を選択します。

2. [軸の編集 ]ダイアログボックスで [固定 ]を選択し、[終了値を固定 ]ドロップダウンメニューをク

リックして、[独立 ]を選択します。

3. Xをクリックして現在の設定でダイアログボックスを閉じます。

カテゴリーの軸の範囲が少し違っていることに注意してください。たとえば、"Office Supplies (事
務用品 )"カテゴリーの範囲は0 ～ 250,000ドルですが、"Furniture (家具 )"カテゴリーの範囲

は0 ～ 200,000ドルのみです。
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自動、均一、独立軸範囲の違いの詳細については、軸の編集 ページ2884を参照してくださ

い。
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テキストと数値の書式設定
特定の項目を書式設定する方法については、下のリンクをクリックしてください。

テキストをフォーマット

適切なフォントを選択することで、ビジュアライゼーションのレベルが「良い」から「素晴らしい」に変わり

ます。フォントサイズ、配置、色、または方向を変更する場合でも、Tableauはテキストに合わせてカ

スタマイズした幅広いオプションを提供します。

このレベルで書式設定を変更した場合は、作業中のビューにのみ適用されます。ワークブックのビュー

のすべてのビューに適用される変更を行う方法ついては、「ワークブックレベルで書式設定 ページ

2856」を参照してください。

ワークシートレベルの書式設定にアクセスするには、[書式設定 ]メニューを選択し、[フォント]や [枠
線 ]など、書式設定するビューの部分を選択します。

フォントの書式設定

Tableau ServerまたはTableau Cloudで作業している場合、[書式設定 ]を選択し、書式設定する

要素をメニューから選択します。個々のタイトル、キャプション、凡例、フィルターとセット、ハイライター、

パラメーターなどの書式設定を選択できます。また、[書式設定 ]メニューの [Cear Worksheet
Formatting (ワークシートの書式をクリアにする)]も使用できます。

Tableau Desktopで作業している場合は、[書式設定 ] > [フォント].を選択します。フォントの書式設

定 コントロールペインが開きます。このコントロールペインで、ビューにあるテキストをカスタマイズできま

す。

ワークシート

フォントをワークシートレベルで編集すると、行った変更が、ヘッダーおよびツールヒントフィールドを除く

すべてのテキストフィールドに適用されます。

注 :Tableauはワークシートの書式設定を新しい既定値として扱い、その他のフィールド(タイト

ル、ペイン、ヘッダーなど)への任意の変更はワークシートの書式設定を上書きします。
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ペイン

ここでフォントを調整すると、Tableauがビジュアライゼーションの結果を表示するペインビューに影響

を及ぼします。

ヘッダー
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オプションを選択してビューのヘッダーのフォントを調整します。ヘッダーはビジュアライゼーションで使用ｓ
れるディメンションを表示します。

ツールヒント

ここのフォントを調整すると、ツールヒントのすべてのテキストに変更が適用されます。ツールヒントとは

ビューのマークにカーソルを合わせるとポップアップするフィールドのことです。ツールヒントのフィールドをさ

らに管理したい場合は、テキストをフォーマットページ2907を参照してください。

タイトル
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書式設定オプションを選択してタイトルの外観を簡単に調整します。詳細については、テキストを

フォーマットページ2907を参照してください。

合計ペイン

総計のフォントをペインレベルで調整すると、小計と総計両方が変更されます。合計の設定について

の詳細は、ビジュアライゼーションでの合計の表示 ページ1297を参照してください。

合計ヘッダー
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合計のフォントをヘッダーで調整すると、ビューでの合計 および総計 ラベルの外観が変更されます。

総計ペイン

このオプションを選択してビューの総計結果のフォントを調整します。

総計ヘッダー
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このオプションを選択してビューの総計ラベルのフォントを調整します。

行および列のテキストの書式設定

行および列シェルフにディメンションがある場合、書式設定ペインの行 および列 タブからフォントを個

別に書式設定できます。

ヘッダー、合計、総計の書式設定フォントのオプションは限られています。
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テキストの配置の書式設定

Tableauはベストプラクティスを使用してビュー内のテキストの配置を決定しますが、テキストの配置を

カスタマイズすることもできます。たとえば、ヘッダーテキストの向きが縦 (上 )ではなく横 (デフォルト)と
なるように変更できます。

テキストの配置を書式設定するには、書式設定 >配置 を選択してテキストの配置ペインを開きま

す。

各テキストエリアに対し、次の配置オプションを指定できます。

水平方向 -テキストを左揃え、右揃え、または中央揃えのいずれにするかを制御します。

垂直方向 -テキストを上詰め、中央揃え、または下詰めのいずれにするかを制御します。

方向 -テキストを回転させて、水平方向 (デフォルト)、上から下方向 (上 )、または下から上方向 (下 )
に表示します。
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ラップ-長いヘッダーを次の行に折り返すか、省略するかを制御します。ビジュアライゼーションのテキ

ストのマークは制御しません。

注 :セルが、複数行のテキストを表示できるだけのサイズでない場合、ラップを有効にしても見

た目は変わりません。このような場合は、両向き矢印が表示されるまでカーソルでセルをポイ

ントし、クリックしてセルのサイズを下に広げるようにドラッグします。

Tableauは、改行の開始または終了を決定する際に地域標準に準拠します。

ツールヒントの書式設定

ツールヒントは、ビュー内の1つ以上のマークをポイントしたときに表示される詳細です。ツールヒント

には、選択した項目のフィルターや削除、同じ値を持つマークの選択、参照元データの表示などを

簡単に実行できる便利なツールも用意されています。静的テキストと動的テキストの両方を含める

ようにツールヒントを編集できます。また、自動ツールヒントに含めるフィールドを変更することもできま

す。

ツールヒントを編集するには:

1. [ワークシート] > [ツールヒント]を選択します。ツールヒントは、各シートに対して指定し、[ツー

ルヒントの編集 ]ダイアログボックスの上部にあるツールを使用して書式設定できます。ダイア

ログボックスの上部にある[挿入 ]メニューを使用して、フィールド値、シートプロパティなどの動

的テキストを追加します。

2. [ツールヒントの編集 ]ダイアログボックスの上部にある書式設定ツールを使用します。
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3. (オプション)ダイアログボックスの上部にある [挿入 ]ドロップダウンリストを使用して、フィールド

値、シートプロパティなどの動的テキストを追加します。

[挿入 ] メニューの [すべてのフィールド]オプションは、ビューで使用されているすべてのフィールド

の名前と値を追加します。[すべてのフィールド]パラメーターを挿入すると、ビューの変更に応じ

てツールヒントが更新されます。[すべてのフィールド]オプションを使用してフィールドを除外する

こともできます。

4. (オプション) [コマンドボタンを含める]オプションを選択し、ツールヒントでフィルターオプションお

よびデータの表示オプションを表示します。たとえば、コマンドボタンを含めると、ツールヒントの

最下部に[選択したデータのみを保持 ]、[除外 ]、[データの表示 ]ボタンが追加されます。これ

らのコマンドボタンは、Tableau Desktop、およびビューがWebにパブリッシュされた場合やモバ

イルデバイスに表示された場合に使用できます。

5. (オプション) [カテゴリ別の選択を許可 ]チェックボックスをオンにすると、ツールヒントで不連続

フィールドをクリックすることによって、同じ値を持つビューにあるマークが選択されるようになりま

す。詳細についてはツールヒントページ81を参照してください。

ワークシートタイトル、キャプション、および凡例タイトルの編集

1. 次のいずれかを実行します。

l Tableau ServerまたはTableau Cloudで、変更する項目をダブルクリックします。

l Tableau Desktopで、変更するアイテムを右クリック(MacではControlを押しながらク

リック)し、[<item> の編集 ] (たとえば、[タイトルの編集 ])を選択します。

l ワークシートでタイトルをポイントして右側にあるドロップダウン矢印をクリックし、コンテキ

ストメニューから[タイトルの編集 ] または [キャプションの編集 ] を選択します。

2. [編集 ]ダイアログボックスでテキストを変更し、フォント、サイズ、スタイル、色、および配置を書

式設定します。[挿入 ]メニューを使用して、シートプロパティ、フィールド値などの動的テキスト

を追加します。[OK]をクリックします。
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タイトルを既定に戻すには、[リセット]をクリックします。

カスタムフォントの使用

Tableauでは、視覚化で使用できるさまざまなフォントを提供しています。これには、既定の書体で

あるTableauも含まれます。ただし、提供されているもの以外のフォントを使用する場合もあります。

たとえば、企業のブランドに固有のフォントを使用する場合もあります。

Tableauでカスタムフォントを使用するには、最初にTableauを実行中のコンピューターにそのフォン

トをインストールする必要があります。これにはTableau Desktopや、Tableau Serverにパブリッシュ

する場合は、Tableau Serverを実行中のすべてのコンピューターが含まれます。

Tableau Desktopで指定したフォントがTableau Serverのすべてのノードにインストールされていない

場合、Tableau Serverは代わりに既定のフォントを使用します。

Tableau Serverがフォントを正しくレンダリングできるよう、フォントがほとんどのブラウザーにインストー

ルされているフォントのリストに含まれていることを確認します。共通でインストールされているこれらの

フォントは、"Web対応"フォントと呼ばれます。詳細については、ここで確認してください。

注 : Tableau Serverからワークブックをダウンロードする場合、カスタムフォントはワークブックと

ともにダウンロードされません。

フォントのインストールの詳細については、以下のリンクを参照してください。
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l Windowsでフォントをインストールまたは削除するには (Microsoftナレッジベース)

l Macの基本 :フォントブック(Appleサポート)

フォントをインストールすると、Tableau Desktopの [書式設定 ]ペインに表示され、そこからワークブッ

ク、またはワークシートレベルでフォントを変更できます。詳細については、ワークブックレベルで書式

設定 ページ2856、ワークシートレベルで書式設定 ページ2867、および「テキストと数値の書式設定

ページ2907を参照してください。

カスタムフォントのパブリッシュ

カスタムフォントを使用してワークブックを適切にパブリッシュする方法は、パブリッシュされたワークブック

の作成者が操作方法を把握しているかどうかによって異なります。

カスタムフォントの

作業フローのパブ

リッシュ

A. ワークブックは

Tableau
Desktopで作

成されます。

または

B. ワークブックは

Web作成を

使用して作成

されます。

次に

C. ワークブックは

Tableau
Serverにパブ

リッシュされま

す。

または

D. ワークブックは

Tableau
Cloudにパブ
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リッシュされま

す。

IF THEN

A:ワークブックは

Tableau Desktop
で作成されます。

PCにインストールされているフォントはすべてワークブックで使用できます。

B:ワークブックは

Web作成を使用

して作成されま

す。

テキストの書式設定を行うときは、Tableau ServerまたはTableau Cloud
にインストールされているフォントのみが機能します。

C:ワークブックは

Tableau Server
にパブリッシュされ

ます。

任意のカスタムフォントをすべてのサーバーノードにインストールする必要

があります。

Tableau Serverにフォントがインストールされていない場合は、パブリッシュ

時にアンインストールするフォントが代わりのフォントに置き換えられます。

D:ワークブックは

Tableau Cloudに

パブリッシュされま

す。

Tableau Cloudでサポートされているフォントのみが表示されます。

ワークブック内でサポートされていないフォントは、パブリッシュ時に代わりの

フォントに置き換えられます。サポートされるフォントのリストについては、ナ

レッジベース:「予想どおりのフォント表示がされない」を参照してください。

パブリッシュされたワークブックのカスタムフォントに関するトラブルシューティング

ワークブックがパブリッシュされると、ビューアーに、PCにインストールされているカスタムフォントが必要

となります。これが、フォントをTableauフォントまたはWeb対応フォントに制限することがベストプラ

クティスである理由です。
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問題 実行可能なソリューション

ビュー内には正

確なフォントもあ

れば、そうでない

フォントもありま

す。

ビューに多数のマークがある場合、サーバーではサーバー側でマークをレンダ

リングし、マークを静的イメージとして表示します。これにより、ビュー内で一

部のフォントが他の部分と矛盾してしまう可能性があります。この問題を解

決するには、ビューごとのマークの数を減らします。

フォントの間隔

は、ビューアーごと

に異なって表示

されます。

ビューアーのPCにカスタムフォントがインストールされていれば、そのフォント

が正しく表示されます。ただし、レンダリングするフォントについては各ブラウ

ザーで少しずつ異なる方法を使用しているため、ブラウザー間でフォントがわ

ずかに異なって表示されることが予想されます。

異なるフォントが

ビューアーに表示

されます。

ビューアーのPCにカスタムフォントがインストールされていない場合、ワーク

ブックでアンインストールされたフォントがブラウザーで選択した代わりのフォン

トに置き換えられます。

タイトル、キャプション、ツールヒントおよび凡例の書式設定

テキストをシートに表示する方法はいくつかあります。タイトルとキャプションは任意のシートに表示でき

ます。ツールヒントをマークに追加 ページ1214こともできます。凡例カードは、マークを[色 ] または [サ
イズ] カードにドロップしてエンコードすると、ワークシートに表示されます。ビュー内のマークやポイント、

領域に注釈の追加 ページ1306こともできます。

これらのテキスト要素は、サイズ、色、配置、フォントなどのテキストプロパティや、網掛け、枠線など

の要素プロパティに合わせてカスタマイズできます。

注 :一部の書式設定オプションは、Tableau Desktopでのみ使用できます。

ビューの中には、独自の書式設定と編集の制御を行うものもあります。たとえば、軸 や、ラベルやヘッ

ダーなどのテキストです。

タイトルとその他のテキスト要素の表示

タイトルとキャプション

タイトルやキャプションが表示されていない場合は、[ワークシート]メニューを開いて[タイトルを表示 ]や
[キャプションを表示 ]を選択します。
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ダッシュボードとストーリーについても、それぞれのメニューに同じようなオプションがあります ([ダッシュ

ボード] > [タイトルの表示 ]など)。ダッシュボードやストーリーのタイトルのオン、オフを切り替えるチェック

ボックスも左側のペインにあります。

凡例とその他の要素

デフォルトでは、フィールドが色やサイズ、形状でエンコードされるたびに凡例カードが作成されます。

凡例を削除または非表示にした場合でも、元に戻すことができます。

[解析 ]メニュー> [凡例 ]を開いて、希望するオプションを選択します。選択できるのはそのビューに関

連した凡例だけです。つまり、[サイズ]シェルフに何も表示されていない場合、サイズの凡例を表示す

ることはできません。

ワークシート

これらのアイテムは、マークカードの下など、シートの灰色の領域内の任意の場所を右クリックして切

り替えることもできます。
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凡例、フィルター、パラメーターコントロールなどの要素をワークシートに追加する方法の詳細について

は、その他のシェルフ、凡例、カード、およびコントロールページ71を参照してください。

タイトルとキャプションの編集

1. ワークシートでタイトルをポイントして右側にあるドロップダウン矢印をクリックし、コンテキストメ

ニューから[タイトルの編集 ] または [キャプションの編集 ] を選択します。または、

a. 編集するアイテムを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[編集 ]を選択

します。

b. Web編集では、ワークシートタイトルをダブルクリックします。キャプションと凡例タイトル

はWeb編集では編集できません。

2. [タイトルの編集 ]ダイアログボックスでテキストを修正し、フォント、サイズ、スタイル、色、配置

などの書式設定を行います。必要に応じて、[挿入 ]メニューを使用してシートプロパティ、

フィールド値などの動的テキストを追加します。タイトルやキャプションを既定に戻すには、[リセッ
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ト]をクリックします。

タイトルとキャプションの書式設定

タイトルの表示と非表示の詳細については、タイトルページ83を参照してください。

1. ワークシート上で、タイトル、キャプション、凡例などを右クリック(MacではControlを押しなが

らクリック)し、[<item> の書式設定 ] (たとえば [タイトルの書式設定 ])を選択します。

2. [書式設定 ]ペインのドロップダウンリストを使用して、デフォルトの網掛けと枠線を変更しま

す。
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ダッシュボードタイトルの編集

タイトルの表示と非表示の詳細については、タイトルページ83を参照してください。

1. ダッシュボードでタイトルをダブルクリックします。

2. 表示された [タイトルの編集 ]ダイアログボックスで、タイトルを必要に応じて書式設定します。

ダッシュボードや説明の新しいタイトルを入力したり、フォントタイプ、サイズ、強調、色、および

配置を変更したりできます。WebサイトURLも入力できます。この場合は自動的にハイパーリ

ンクが作成されます。

注 :ハイパーリンクを編集する場合は、ハイパーリンク全体を削除してから新しいものを再

入力してください。そうしなかった場合、ハイパーリンクのテキストは更新されますがURL
パスは更新されません。

3. 終了したら、[OK]をクリックします。ダッシュボードタイトルが変更内容によって更新されます。

ツールヒントの書式設定

ツールヒントは、ビュー内の1つ以上のマークをポイントしたときに表示される詳細です。ツールヒントに

は、選択した項目のフィルターや削除、同じ値を持つマークの選択、参照元データの表示などを簡単

に実行できる便利なツールも用意されています。
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l ツールヒントに関する詳細については、ツールヒントページ81を参照してください。

l ツールヒントVizを表示するには、ツールヒント内でビューを作成する (ツールヒント内 Viz)ペー

ジ1317を参照してください。

静的テキストと動的テキストの両方を含めるようにツールヒントを編集できます。また、自動ツールヒン

トに含めるフィールドを変更することもできます。

1. [マーク]カードで、[ツールヒント]をクリックします。ツールヒントは、各シートに対して指定し、

[ツールヒントの編集 ]ダイアログボックスの上部にあるツールを使用して書式設定できます。

2. ダイアログボックスの上部にある[挿入 ]メニューを使用して、フィールド値、シートプロパティな

どの動的テキストを追加します。

3. [ツールヒントの編集 ]ダイアログボックスの上部にある書式設定ツールを使用します。

オプションのカスタマイズもいくつかあります。

動的テキスト値

ダイアログボックスの上部にある [挿入 ]ドロップダウンリストを使用して、フィールド値、シートプロパ

ティなどの動的テキストを追加します。

[挿入 ] メニューの [すべてのフィールド]オプションは、ビューで使用されているすべてのフィールドの名

前と値を追加します。[すべてのフィールド]パラメーターを挿入すると、ビューの変更に応じてツールヒ

ントが更新されます。[すべてのフィールド]オプションを使用してフィールドを除外することもできます。

コマンドボタン

[コマンドボタンを含める]オプションを選択し、ツールヒントでフィルターオプションおよびデータの表示

オプションを表示します。

たとえば、[コマンドボタンを含める]を選択すると、ツールヒントの最下部に[保持 ]、[除外 ]、[データの

表示 ]ボタンが追加されます。これらのコマンドボタンは、Tableau Desktop、およびビューがWebに

パブリッシュされた場合やモバイルデバイスに表示された場合に使用できます。[コマンドボタンを含め

る]のチェックボックスをオフにすると、複数のマークが選択されている場合でも集計の概要が非表示

になります。

カテゴリ別の選択

[カテゴリ別の選択を許可 ]チェックボックスをオンにすると、ツールヒントで不連続フィールドをクリックす

ることによって、同じ値を持つビューにあるマークが選択されるようになります。詳細についてはツールヒ

ントページ81を参照してください。
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フィールドおよびフィールドラベルの書式設定

ビューの特定のフィールドや個々のフィールドのラベルを書式設定できます。このようにして書式設定を

変更した場合は、書式設定の変更はビュー内に表示されているフィールド、または個別ラベルにのみ

適用されます。

フィールドの書式設定

以下のビューの"Month(Order Date)"フィールドは、ヘッダーがTableau Semiboldフォント、青色に

書式設定されています。"Profit (収益 )"軸のヘッダー値は変更されません。

特定のフィールドを書式設定するには
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1. フィールドを右クリックし(MacではControlを押しながらクリック)、[書式設定 ]を選択します。

[書式設定 ]ペインが開き、選択したフィールドの設定が表示されます。

2. [書式設定 ]ペインに変更を加えます。

"Region (地域 )" "Customer Name (顧客名 )"などの不連続フィールドの場合、ヘッダーとペイ

ンの両方のエリアについてフォントおよび配置プロパティを指定できます。"Profit (収益 )"や
"Sales (売上高 )"などの連続フィールドの場合、ペインおよび軸のフォントプロパティと数値、

形式や目盛の色を書式設定できます。その他の軸オプションの詳細については、軸の編集

ページ2884を参照してください。変更すると同時にビューが更新されるので、ビューに対する色

や書式設定の変更をすぐに確認できます。

フィールドラベルの書式設定

フィールドラベルは、ビューの作成に使用されるデータフィールドを示す行と列の見出しです。既定で

は、フィールドラベルが表示されますが、それらを非表示にするよう選択することもできます。フィール

ドラベルが表示される場合は、ビューの3つの異なる部分 (行、列、コーナー)に表示されます。以

下のビューは、このようなタイプの各フィールドラベルの例です。
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このようなタイプのフィールドラベルごとに、フォント、網掛け、配置、および区切り文字を書式設定で

きます。

特定のフィールドラベルを書式設定するには:

1. ビューのフィールドラベルを右クリックし(MacではControlを押しながらクリック)、[書式設定 ]を
選択します。

2. [書式設定 ] ペインで、フィールドラベルのフォント、網掛け、および配置の設定を指定できま

す。

注 : 行または列のシェルフに複数のディメンションがある場合、フィールドラベルは表内で互いに

並んで表示されます。各フィールドラベルは、フォワードスラッシュ記号で他のラベルと区切られ

ます。[書式設定 ]ペインで別の区切り文字を指定します。

数字とNULL値の書式設定

vizに表示される、メジャー、ディメンション、パラメーター、計算フィールド、軸ラベルなどの数値の形式

を指定できます。

数値形式を指定する場合、数値、通貨、科学、パーセンテージなどの一連の標準形式から選択で

きます。カスタム数値形式を定義して、特殊文字を含めるオプションを使用することもできます。

通常、メジャーにはNULL値が含まれ、ビュー内ではゼロとしてプロットされます。NULL値を別の方法

で処理する(非表示など)ように各メジャーを書式設定できます。
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Tableau Desktopの場合

数値形式を指定する

1. ビュー内の数値を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[書式設定 ]を選択し

ます。

2. [書式設定 ]ペインで、[数値 ]ドロップダウンメニューをクリックします。

3. 数値形式を選択します。

形式によっては追加の設定が必要です。たとえば、[指数 ]を選択した場合、小数点の位置

も指定する必要があります。

Tableauで利用可能な数値の形式および関連オプションを、以下に示します。

数値形式
形式のオプ

ション

自動 :
データ

ソースに

よって指

定された

形式、ま

たはフィー

ルドに含

まれる

なし。
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数値形式
形式のオプ

ション

データの

いずれか

に基づい

て、形式

が自動

的に選択

されま

す。

数値 (標
準 ):形式

は選択さ

れたロ

ケールに

基づきま

す。

ロケール:数
値形式は、

選択された

地理的位

置に応じて

変わります。

数値 (カ
スタム):
必要に応

じて希望

どおりに

書式設

定をカス

タマイズし

ます。

小数点 :表
示する小数

点以下の

桁数。

負の値 :負
の値の表示

方法。

単位 :指定

された単位

で数値を表

示します。た

とえば、数

値が

20,000、単
位が千の場

合、数値は
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数値形式
形式のオプ

ション

20Kと表示

されます。

プレフィックス

/サフィックス:
表示される

各数値の

先頭に付け

る文字と末

尾に付ける

文字。

千の桁区

切りを含め

る:数値に

千の桁区

切りを表示

するかどうか

を指定しま

す (例 :
100,000ま

たは

100000)。

通貨 (標
準 ):形式

および通

貨記号

は選択さ

れたロ

ケールに

基づきま

す。

ロケール:通
貨形式は、

選択された

地理的位

置に基づき

ます。

通貨 (カ 小数点 :表
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数値形式
形式のオプ

ション

スタム):
必要に応

じて形式

および通

貨記号を

カスタマイ

ズしま

す。

示する小数

点以下の

桁数。

負の値 :負
の値の表示

方法。

単位 :指定

された単位

で数値を表

示します。た

とえば、数

値が

20,000、単
位が千の場

合、数値は

20Kと表示

されます。

プレフィックス

/サフィックス:
表示される

各数値の

先頭に付け

る文字と末

尾に付ける

文字。

千の桁区

切りを含め

る:数値に

千の桁区

切りを表示

するかどうか
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数値形式
形式のオプ

ション

を指定しま

す (例 :
100,000ま

たは

100000)。

指数 :科
学的表

記法で

数値を表

示しま

す。

小数点 :表
示する小数

点以下の

桁数。

パーセン

テージ:
数値を

パーセン

テージとし

てパーセ

ント記号

付きで表

示しま

す。値 1
は

100%、

値 0は

0%と解

釈されま

す。

小数点 :表
示する小数

点以下の

桁数。

カスタム:
形式は、

形式のオ

プションで

指定した

カスタム:使
用する形式

を入力しま

す。オプショ

ンで特殊文
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数値形式
形式のオプ

ション

ものに完

全に基づ

きます。

字を含めま

す。詳細に

ついては、

「カスタム数

値形式を定

義する下」

を参照してく

ださい。

カスタム数値形式を定義する

vizにカスタム数値形式を適用するには、次の操作を行います。

1. ビュー内の数値を右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[書式設定 ]を選択し

ます。

2. [書式設定 ]ペインで [数値 ]ドロップダウンメニューをクリックし、[カスタム]を選択します。

3. [書式 ]フィールドで、次の構文 Positive number format;Negative number

format;Zero valuesを使用して書式設定を定義します。

数値形式のコードを定義するときは、次の点に注意してください。

l 数値形式は、正の数、負の数、ゼロの順序に最大 3タイプを指定できます。

l 数値の各タイプはセミコロン(;)で区切る必要があります。

l 数値タイプを1つだけ指定すると、そのタイプの形式がすべての数値に適用されます。

l 数値タイプを2つ指定すると、最初のタイプの形式が正の数とゼロに適用され、2番目のタイプ

の形式が負の数に適用されます。

l 数値形式のコードでタイプをスキップするときは、欠落するタイプごとにセミコロン(;)を含める必

要があります。

カスタム数値形式の例

vizで使用できる一般的なカスタム数値形式のコードの例については、次の表を参照してください。

使用事

例
数値コード構文 結果の例

正の

値の

みを

#,##; ;

(2、3番目のセ

ミコロンの後の

正の値 :
1,234
負の値 : (空
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使用事

例
数値コード構文 結果の例

表示 空白に注意 ) 白部分のみ

表示 )
ゼロ値 : (空
白部分のみ

表示 )

負の

値の

みを

表示

;-#,##; 正の値 : (何
も表示され

ません)
負の値 : -
1,234
ゼロ値 : (何
も表示され

ません)

ゼロ値

のみを

表示

;;0; 正の値 : (何
も表示され

ません)
負の値 : (何
も表示され

ません)
ゼロ値 : 0

ゼロ値

を非

表示

#,###;-#,###;; 正の値 :
1,234
負の値 : -
1,234
ゼロ値 : (何
も表示され

ません)

負の

値を

括弧

内に

表示

#,###;(#,###);; 正の値 :
1,234
負の値 :
(1,234)
ゼロ値 : (何
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使用事

例
数値コード構文 結果の例

も表示され

ません)

値に

文字

のプレ

フィック

スを追

加

$#,###.##;-
$#,###.##;$0;

正の値 :
$1,234.56
負の値 : -
$1,234.56
ゼロ値 : $0

値に

文字

のサ

フィック

スを追

加

#%;-#%;0%; 正の値 :
12%
負の値 : -
34%
ゼロ値 : 0%

テキス

ト記

述子

を追

加

"$"#,#"
Surplus";"$"-
##" Shortage";
"$"0;

正の値 :
$1,234過

剰

負の値 : $-
1,234不足

ゼロ値 : $0

ニーズに合わせて数値形式をカスタマイズする方法はいくつかあります。コードの説明と事例の詳細に

ついては、Microsoftナレッジベースの「数値形式をカスタマイズするためのレビューガイドライン」を参照

してください。

注 :Microsoftが説明しているオプションと、Tableauで使用可能なオプションの間にはわずかな

違いがあります。たとえば、列内のテキストを揃えるカスタム数値形式は、Tableauには関係あ

りません。また、マークカードを使用してテキストに色を付けることができるため、テキストに色を

付けるカスタム数値形式は適用されません。Tableauで適用できるカスタム数値形式のみを

使用してください。
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カスタム数値形式に特殊文字を含める

カスタム数値形式の利点の1つは、特殊文字や記号を含めることができることです。記号を使用す

ると、メジャーと計算の比較をvizですばやく理解しやすくなります。

たとえば、会社で最も売れている3つの製品の利益を月ごとに比較したいとします。標準ラベルを使

用してこれらの製品の利益が先月から+5%、-2%、0%変化したと表示するのではなく、カスタム数

値形式を使用してこれらの変化を▲5%、▼2%、►0と表示することができます。

フィールドに既定の数値形式を設定する

[データ]ペインでフィールドを右クリック(MacでControlを押しながらクリック)し、[既定のプロパティ] >
[数値書式 ]を選択します。

次に表示されるダイアログボックスで、フィールドをビューに追加するときに常に使用される数値形式

を指定します。既定の数値形式は、ワークブックと共に保存されます。接続情報をエクスポートする

ときは、既定の数値形式もエクスポートされます。

注 : [書式設定 ]ペインを使用して数値を書式設定すると、別の箇所に適用した可能性があ

る任意の数値の書式がオーバーライドされます。

メジャーを通貨に書式設定する

次の画像のビューは、一定の期間における収益を示しています。縦軸の収益の数字は、通貨として

書式設定されません。
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数字を通貨として書式設定する方には:

1. "Profit (収益 )"軸を右クリックして[書式設定 ]を選択します。

2. [書式設定 ]ペインの [軸 ]タブで、[スケール]から[数字 ]ドロップダウンリストを選択した後、以

下のいずれかを選択します。

通貨 (標準 ):ドル記号や小数点以下 2桁を数字に追加します。
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通貨 (カスタム):小数点以下の桁数位、負の値の処理方法、単位、プレフィックスまたはサ

フィックスを含めるかどうか、千の桁区切りを含めるかどうかを指定します。

ロケールを使用して数値形式を指定する

既定では、Tableauはお使いのコンピューターのロケールと言語設定を使用して数字を書式設定し

ます。ただし、[書式設定 ]ペインから明示的に別のロケールを設定することもできます。

次の手順では、以前のセクションと同じビューを使用してスイス(ドイツ語圏 )の通貨を設定する方法

を示します。

1. "Profit (収益 )"軸を右クリックして[書式設定 ]を選択します。

2. [軸 ] タブの [スケール] から[数字 ]ドロップダウンリストを選択した後、[通貨 (標準 )] を選択し

ます。
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3. [ロケール]ドロップダウンリストで、アイテムは [言語 (国 )] 形式に表示されます。この例では、

"German (Switzerland) (ドイツ(スイス))"を選択します。

ビューが更新されて売上高をスイスフランで、ドイツ語用に書式設定して表示します。
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ヒント:既定の通貨設定を変更し、"Profit (収益 )"メジャーをビューまでドラッグするたびに希

望する設定を使用します。[データ]ペインで"Profit (収益 )" (またはその他の通貨メジャー)を
右クリックし、[既定のプロパティ] > [数値形式 ]を選択します。次に、フィールドを上記のように

書式設定します。

NULL値の書式設定

通常、メジャーに含まれているNULL値は、ビュー内ではゼロとしてプロットされます。ただし、これによ

りビューが変わることがあるので、NULL値を完全に非表示にする方が良い場合もあります。NULL
値を独自の方法で処理するように各メジャーを書式設定できます。

特定のフィールドのNULL 値を書式設定するには:

1. NULL値を含むビューでフィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[書
式設定 ]を選択します。

2. [ペイン]タブに移動します。

3. [特殊な値 ]エリアでは、ビューの右下隅のインジケーターを使用して、NULL値を表示するか

どうかを必要に応じて指定し、既定値 (数値フィールドのゼロなど)でこれらの値をプロットしま

す。また値を非表示にして行をつなぐか、NULL値が存在することを示すために値を非表示に

して改行するかを指定します。
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4. [テキスト]フィールドでテキストを指定すると、マークラベルがオンの場合に、NULL値に対する

テキストがビューに表示されます。「マークラベルの表示と非表示」を参照してください。

注 : [特殊な値 ]エリアはディメンションや不連続メジャーには使用できません。
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Tableau ServerまたはTableau Cloudの場合

数値形式を指定する

Webでビューを作成している場合は、ビューで使用されるフィールドの数値形式を指定できます。

1. Web編集モードで、ビュー内のメジャーを右クリックし、[数値の書式設定 ]を選択します。
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2. 表示されたダイアログボックスで、数値形式を選択します。

形式によっては追加の設定があります。たとえば、[通貨 ]を選択する場合は、小数点以下の

桁数、単位、およびコンマなどの桁区切りを含めるかどうかも指定する必要があります。

この例では、"Sales (売上高 )"は、小数点以下 0桁の1000 (k)単位の通貨として書式設定

されています。ビュー内の "Sales (売上高 )"の数値は、これらの設定で更新されます。同様

に、ラベルとツールヒントも更新されます。

Tableauで利用可能な数値の形式および関連オプションを、以下に示します。

数値形式
形式のオプ

ション

自動 :
データ

ソースに

よって指

定された

形式、ま

たはフィー

ルドに含

まれる

データの

いずれか

に基づい

て、形式

が自動

的に選択

されま

す。

なし。
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数値形式
形式のオプ

ション

数値 (カ
スタム):
必要に応

じて希望

どおりに

書式設

定をカス

タマイズし

ます。

小数点 :表
示する小数

点以下の

桁数。

単位 :指定

された単位

で数値を表

示します。た

とえば、数

値が

20,000、単
位が千の場

合、数値は

20Kと表示

されます。

桁区切りを

含める:数
値に千の桁

区切りを表

示するかどう

かを指定し

ます (例 :
100,000ま

たは

100000)。

通貨 (カ
スタム):
必要に応

じて形式

および通

貨記号を

小数点 :表
示する小数

点以下の

桁数。
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数値形式
形式のオプ

ション

カスタマイ

ズしま

す。

単位 :指定

された単位

で数値を表

示します。た

とえば、数

値が

20,000、単
位が千の場

合、数値は

20Kと表示

されます。

桁区切りを

含める:数
値に千の桁

区切りを表

示するかどう

かを指定し

ます (例 :
100,000ま

たは

100000)。

パーセン

テージ (カ
スタム):
数値を

パーセン

テージとし

てパーセ

ント記号

付きで表

示しま

小数点 :表
示する小数

点以下の

桁数。
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数値形式
形式のオプ

ション

す。値 1
は

100%、

値 0は

0%と解

釈されま

す。

指数 (カ
スタム):
科学的

表記法

で数値を

表示しま

す。

小数点 :表
示する小数

点以下の

桁数。

表とセルのサイズ変更
表を構成する行、列、およびセルのサイズを変更できます。表のサイズを変更する方法は、ビューの

タイプや、サイズを変更する表要素によって適切な方法が異なります。

コマンドを使用して行と列をサイズ変更する

1. Tableau Desktopのワークシートから、[書式設定 ] > [セルのサイズ]の順に選択します。

Tableau CloudまたはTableau Serverのワークシートから、[Fit (自動調整 )]メニューを展開

し、[セルのサイズ]を選択します。

2. [より高い]、[より短い]、[より広い]、または [より狭い]コマンドを選択します。これらのコマンドを
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すぐに適用するには、行や列へのショートカットおよびサイズ調整 (Tableau Desktop)ページ

3377を参照してください。

たとえば下のビューでは、[より広い]と[より高い]のコマンドを使用してビューをより見やすくしています。

注 :指定されたフィールドのすべてのメンバーが同じ幅と高さになっています。個々のフィールドメ

ンバーのサイズを変更することはできません。

行と列の手動のサイズ変更

行ヘッダー、列ヘッダーまたは軸について幅と高さを手動でサイズ変更するには

1. ヘッダーまたは軸の縦または横の枠線の上にカーソルを置きます。

2. サイズ変更カーソル が表示されたら、枠線をクリックして上下左右にドラッグします。
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表全体のサイズ変更

[セルのサイズ] メニューで [Bigger (大きく)]または [Smaller (小さく)]を選択することで、テーブル全

体のサイズを拡大または縮小することができます。たとえば、下の図のような表示で列の幅と行の高

さを大きくするには、[セルのサイズ] > [Bigger (大きく)]の順に選択します。このオプションにより、ペイ

ンの幅と高さの両方が視覚的に適切な方法で大きくなります。表のサイズを変更すると、行ヘッダー

のサイズは横方向に増加します。

セルのサイズ変更

Tableauで作成できる表には、その基本要素としてセルがあります。テキストテーブルのセルは一般

的なものです。セルは行と列の交点であり、テキストが表示されます。

ただし、作成するビューによっては、セルを指定できない場合や、散布図のように有用ではない場合

があります。

ディメンションが [行 ]および [列 ]シェルフの内部フィールドである場合、セルを操作してデータビューを

拡張すると便利です。この場合、[書式設定 ] > [セルのサイズ]メニューで次の2つのショートカットを

選択できます。

l 四角形セル–セルのアスペクト比が1:1になるようにビューを調整します。これにより、ヒート

マップに役立つ四角形のセルになります。

l テキストセル–セルのアスペクト比が3:1になるようにビューを調整します。これはテキストテー

ブルに役立ちます。

たとえば、次のテキストテーブルには、四角形セルとテキストセルが適用されてるのがわかります。テ

キストセルにより、セルのアスペクト比が強制的に3:1になり、読みやすいコンパクトな表になります。

四角形セル テキストセル
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以下のヒートマップは、[書式設定 ] > [セルのサイズ]メニューの [四角形セル]を選択して変更してい

ます。これにより、セルのアスペクト比が1:1になり、分析しやすいコンパクトな表になります。また、

[マーク] カード上の [サイズ]スライダーを使用して、各マークのサイズを調整することもできます。

セルのサイズを変更したら、Ctrl+BとCtrl+Shift+Bを使用して表のサイズを増減できますが、セルの

アスペクト比は維持されます。Macでは、Command-BとShift-Command-Bを使用します。

表構造の定義
標準の書式設定に加え、表の構成を定義するその他の設定がいくつかあります。これらの設定を変

更するには、[分析 ] > [表のレイアウト] > [詳細 ]を選択して、[表のオプション]ダイアログボックスを開

きます。ここでは、アスペクト比、既定の数値形式、行と列の属性、ビューの下部にあるラベルの既定

の方向を指定できます。これらの設定はビュー全体に適用されますが、一部の設定は [書式設定 ]
ペインを使用して上書きされる場合もあります。
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アスペクト比の設定

アスペクト比とは、ペインの幅と高さの比率です。アスペクト比を特定の値に制限するか、またはまっ

たく制限しないかを選択できます。軸範囲を制限しない場合、軸を同じ長さにする必要がないので

便利です。

手動で行または列のサイズを変更するときはアスペクト比を制限しません。アスペクト比設定は、行

と列の両方のシェルフに連続軸を含むビューにのみ適用されます。指定された軸はアスペクト比の設

定値の影響を受けません。

既定の数値形式の設定

ビュー内の数値について既定で表示する小数点以下の桁数を定義できます。[自動 ] を選択する

と、小数点以下の桁数はフィールド内のデータに基づいて自動的に決定されます。[手動 ]を選択す

ると、表示する小数点以下の桁数を16桁まで設定できます。

行属性の設定

以下の行の属性から選択します。

l 行ラベルの最大レベル:ヘッダーを同じレベルで組み合わせる前に [行 ]シェルフに追加できる

フィールドの数を決定します。
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たとえば、[行ラベルの最大レベル]を3に設定し、[行 ]シェルフに5つの不連続フィールドを配

置すると、1番目、2番目、および3番目の行のヘッダーがコンマで区切られた同じヘッダーに

表示されます (その後同じヘッダーレベルで組み合わされます)。

この例では、[顧客名 ]、[地域 ]、[都道府県 ]、[市区町村 ]、および [郵便番号 ]は、[行シェルフ]
の5つの不連続フィールドです。行ラベルの最大レベルは3に設定されます。結果のビューで

は、[顧客名 ]は最初の列の [地域 ]および [都道府県 ]と組み合わされます。

l 水平行ラベルの最大レベル:表がビューにフィットしない場合、ヘッダーが自動的に水平ではなく

垂直の向きになる前に [行シェルフ]に配置できるフィールドの数を決定します。

列属性の設定

以下の列の属性から選択します。

l 列ラベルの最大レベル:ラベルを組み合わせる前に [列 ]シェルフに配置できるフィールドの数を

決定します。たとえば、[列ラベルの最大レベル]を8に設定し、[列シェルフ]に9つの不連続

フィールドを配置すると、1番目と2番目の列のヘッダーがコンマで区切られた同じヘッダーに表

示されます (その後同じヘッダーレベルで組み合わされます)。

l 垂直軸がある場合のビュー下部の最深部を表示する:垂直軸をビューに追加するとき、上部

ではなく、ビューの下部の列ヘッダーの最深部を表示します。

l ビュー下部の既定のラベル方向 :ビューの下部のラベルの既定の方向を垂直または水平のどち

らにするかを決定します。キーボードのCtrl + Lを押すと(MacではCommandを押しながら

L)、縦と横のオプションを切り替えることができます。
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カスタムカラーパレットの作成
Tableau Desktopには、マップ、ヒートマップ、棒グラフなど、さまざまな場面でデータに効果的に色を

組み合わせて適用できるよう設計されたカラーパレットが用意されています。Tableau Desktopに付

属するPreferences.tpsファイルを変更して、独自のカスタムカラーパレットを作成して使用すること

もできます。たとえば、企業のブランドに合わせたカスタムのカテゴリーパレットを作成できます。

設定ファイルについて

Preferences.tpsファイルに必要な数のカスタムパレットを追加できます。それぞれのパレットには、

必要な数の色を含めることができます。各カスタムパレットに追加できる色の数に制限はありません

が、[色の編集 ]ダイアログボックスには20色しか表示されません。20色を超える色をデータ項目に

手動で割り当てる必要がある場合は、各パレットに20色以下のカスタムパレットを複数作成するこ

とをお勧めします。

Preferences.tpsを変更して色を追加するとき、新しい色には標準のHTML形式 (16進値の

#RRGGBBまたはRed Green Blue形式 )を使用してください。ワークブックを保存してTableau
Desktopを再起動すると、Preferences.tpsに追加したカラーパレット名が [カラーパレットの選択 ]
ドロップダウンリスト([色の編集 ]ダイアログ)に表示されます。新しいパレットは他のパレットと同じよう

に使用できます。

Tableauはカスタムのカラーパレットをテストまたはサポートしていません。そのため、続行する前には

必ずワークブックをバックアップするようにしてください。また、作成したカスタムカラーパレットが将来の

Tableau Desktopのアップグレードで動作するという保証もありません。

注 : Preferences.tpsファイルを編集するときは、ストレート引用符 (' 'や" ")でパレット

名とタイプを区切ります。スマート引用符 (“ ”や ‘ ’)は使用しないでください。

設定ファイルの編集

Preferences.tpsファイルは、[マイTableauリポジトリ]内にあります。ファイルはテキストエディターで

開いて変更できる基本的なXMLファイルです。未編集の設定ファイルは、次のようになります:
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設定ファイルを編集するには:

1. [ドキュメント]ディレクトリの [マイTableauリポジトリ]フォルダーに移動し、Preferences.tpsファ

イルを開きます。

2. workbookの開始タグと終了タグの間に、以下のようにpreferencesの開始タグと終了タ

グを挿入します:

<?xml version='1.0'?>

<workbook>

<preferences>

</preferences>

</workbook>

3. 次の3つの手順のいずれかに従って、カスタムカラーパレットを作成します。

カスタムカラーパレットの作成

カスタムカテゴリーカラーパレットの作成

カテゴリーカラーパレットには、不連続のディメンションメンバーに割り当てることのできる複数の異なる

色が含まれています。たとえば、"Region (地域 )"などの不連続のディメンションを[色 ]カードに配置

すると、カテゴリー別の色の凡例が使用されます。
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次の例は、カテゴリーカラーパレットを追加するために、preferencesタグの間に追加するコマンド

の例です。type属性にregularが指定されているため、このパレットをカテゴリーパレットとして識別

します。

カスタムカテゴリーカラーパレットを作成するには:

1. Preferences.tps ファイルで、"preferences"タグの間に、次を貼り付けます。カラーパレットの

名前とタイプを区切る文字には、曲線型の引用符ではなく直線型の引用符を使うようにして

ください。

<color-palette name="My Categorical Palette" type="regular">

<color>#eb912b</color>

<color>#7099a5</color>

<color>#c71f34</color>

<color>#1d437d</color>

<color>#e8762b</color>

<color>#5b6591</color>

<color>#59879b</color>

</color-palette>

2. Preferences.tps ファイルを保存してから、Tableau Desktopを再起動します。

3. "Superstore - Sample (スーパーストア - サンプル)"などのデータソースを開きます。

4. [データ]ペインから、"Region (地域 )" など、選択した不連続のディメンションを [色 ] までド

ラッグします。

5. 色の凡例メニュー矢印をクリックし、[色の編集 ]を選択します。

6. [色の編集 ]ダイアログボックスのパレットドロップダウンリストから、新しいカスタムパレットを選

択します。
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7. [パレットの割り当て] ボタンをクリックして、それぞれのフィールドにカスタムカラーを割り当てま

す。

8. [OK]をクリックします。
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カスタム連続カラーパレットの作成

もう1つのパレットの種類として、連続カラーパレットがあります。通常、この種類のパレットには、濃

度が変化する単一の色が表示されます。この種類のカラーパレットは、連続フィールド(通常はメ

ジャー)に使用します。

次の例は、連続カラーパレットを追加するために、preferencesタグの間に追加するコマンドの例

です。type属性にordered-sequentialが指定されているため、このパレットを連続パレットと
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して識別します。また、連続パレットの場合は、連続するカラーレンジ内の色の変化を少なくとも2つ

指定する必要があります。

カスタム連続カラーパレットを作成するには:

1. Preferences.tpsファイルで、preferencesタグの間に次のコマンドを貼り付けます。カラー

パレットの名前とタイプを区切る文字には、曲線型の引用符ではなく直線型の引用符を使う

ようにしてください。

<color-palette name="My Sequential Palette" type="ordered-

sequential">

<color>#eb912b</color>

<color>#eb9c42</color>

<color>#ebad67</color>

<color>#eabb86</color>

<color>#eacba8</color>

<color>#ebd8c2</color>

</color-palette>

2. Preferences.tps ファイルを保存してから、Tableau Desktopを再起動します。

3. "Superstore - Sample (スーパーストア - サンプル)" データソースなどのデータソースを開きま

す。

4. [データ] ペインから、メジャー ("Sales (売上 )"など)を[色 ]までドラッグします。

5. 色の凡例メニュー矢印をクリックし、[色の編集 ]を選択します。

6. [色の編集 ]ダイアログボックスのパレットドロップダウンリストから、カスタムパレットを選択しま

す。

7. ボックス内で各色のグラデーションを定義する必要がある場合は、[ステップドカラー] チェック

ボックスをオンにし、[ステップ]テキストボックスに、バーに表示する色のステップ数を入力しま

す。

8. [詳細 ]ボタンをクリックします。

9. [開始 ] チェックボックスをオンにし、テキストボックスに、連続の下限の数値を入力します。

10. [適用 ] ボタンをクリックして結果を確認し、必要に応じて調整を行います。パレットの色は、濃

い色から薄い色 (またはその逆 )が、Preferences.tpsファイルで指定した順序で表示されま

す。Tableauの連続カラーパレットの既定では、連続の上限は濃くなり、下限は薄くなります。

[反転 ]チェックボックスをオンにすると、その逆になります。
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カスタム分岐カラーパレットの作成

カラーパレットの3つ目の種類は、分岐カラーパレットです。分岐パレットには、数値の大きさを示す

色の濃度と、数値が含まれる範囲を示す実際の色を使用して、値の2つの範囲が表示されます。

正の数と負の数の違いを示すために、分岐パレットが最も一般的に使用されます。

次の例は、分岐カラーパレットを追加するために、preferencesタグの間に追加するコマンドの例

です。type属性にordered-divergingが指定されているため、このパレットを分岐パレットとして識

別します。

カスタム分岐カラーパレットを作成するには:

1. Preferences.tpsファイルで、preferencesタグの間に次のコマンドを貼り付けます。カラー

パレットの名前とタイプを区切る文字には、曲線型の引用符ではなく直線型の引用符を使う
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ようにしてください。

<color-palette name="My Diverging Palette" type="ordered-

diverging">

<color>#eb912b</color>

<color>#59879b</color>

</color-palette>

2. Preferences.tps ファイルを保存してから、Tableau Desktopを再起動します。

3. "Superstore - Sample (スーパーストア - サンプル)"などのデータソースを開きます。

4. [パレットの割り当て]ボタンをクリックします。パレットの色は、Preferencesファイルに表示される

順序で使用されます。

連続または分岐パレットを追加する場合は必ず、"type"属性を"regular"から次のいずれかに変更し

てください。

l ordered-sequential
l ordered-diverging

Tableau Software 2959

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



(オプション):既定のカスタムパレットをディメンションとメジャーに割り

当て、データソースとしてパブリッシュする

ワークブックを保存した後、カスタムカラーパレット情報はワークブック(Excelおよび .twbx形式のテ

キストファイルベースのワークブック)に埋め込まれるため、そのワークブックでしか使用できません。つま

り、使用中の色は、特定のワークブックを開いているすべてのユーザーに対して表示されます。

preferencesファイルを変更しなかった場合は、新しい色エンコード用にその色情報を使用することは

できません。

カスタムカラーパレットを使用した新しい色エンコードを許可する、または組織内でTableauワーク

ブックのカスタムカラーパレットを標準化するために、前出のオプションのいずれかを使用してカスタム

カラーパレットを作成し、それをTableau Serverデータソースとしてパブリッシュできます。

1. Preferences.tps ファイルを修正したものと同じコンピューターでTableau Desktopを開きま

す。

2. "Superstore - Sample (スーパーストア - サンプル)" データソースを開きます。

3. [データ] ペインでフィールドを右クリックし、[既定のプロパティ] > [色 ]を選択します。

4. [色の編集 ]ダイアログボックスで、フィールド値とカスタムカラーパレットを関連付け、終了した

ら[OK] をクリックします。

5. [データ] メニューからデータソースを選択し、[サーバーにパブリッシュ]を選択して、データソー

スをパブリッシュするためのプロセスを完了します。

データソースをTableau Serverにパブリッシュした後、新しいワークブックをこのデータソースに接続

し、カスタムカラーパレットを使用します。

カスタムカラーパレットを含むワークブックをパブリッシュした後は、そのパレットは [色の編集 ]ダイアロ

グボックスで表示および使用できなくなることに注意してください。Tableau ServerまたはTableau
CloudでWeb編集を使用する場合、作成者はカスタムパレットを選択できません。

製造中止 (クラシック)カラーパレットの使用

バージョン10.0では、Tableauは新しいカラーパレットの作成、一部の既存カラーパレット([Tableau
10]や [Tableau 20]など)の更新、およびその他のカラーパレットの廃止を行いました。廃止されたカ

ラーパレットの使用を続けたい場合は、Preferences.tpsファイルを編集して、パレットのHEX値を

追加してください。カラーパレットは、必要な数だけ追加できます。詳細については、廃止されたカ

ラーパレットのHEX 値 見開きページおよび廃止された (Classic) パレットの復元 ページ2970を参

照してください。
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廃止されたカラーパレットのHEX値

次の表は、廃止されたカラーパレットとそのXMLコードおよびHEX値のリストです。廃止されたカラー

パレットを復元するには、Preferences.tpsファイルでこれらのコードおよび値を使用してください。コー

ドをそのまま使用すると、パレット名がClassicで始まり、それらがバージョン9.3以前のものであること

が分かります。ほとんどの場合、廃止されたカラーパレットの更新版が存在します。詳細については、

「詳細」列を参照してください。

バージョン

9.x のパレッ

ト名

詳細 Version 9.x HEX 値

Tableau 10 バージョン

10.0以降の

名前は

Tableau
Classic
10。

<color-palette name="Classic 10"

type="regular">

<color>#17becf</color> <color>#bcbd22</color>

<color>#7f7f7f</color> <color>#e377c2</color>

<color>#8c564b</color> <color>#9467bd</color>

<color>#d62728</color> <color>#2ca02c</color>

<color>#ff7f0e</color> <color>#1f77b4</color>

</color-palette>

Tableau 10
Medium

バージョン

10.0以降の

名前は

Tableau
Classic
Medium。

<color-palette name="Classic 10 Medium"

type="regular">

<color>#6dccda</color> <color>#cdcc5d</color>

<color>#a2a2a2</color> <color>#ed97ca</color>

<color>#a8786e</color> <color>#ad8bc9</color>

<color>#ed665d</color> <color>#67bf5c</color>

<color>#ff9e4a</color> <color>#729ece</color>

</color-palette>

Tableau 10
Light

製造中止。 <color-palette name="Classic 10 Light"

type="regular">

<color>#9edae5</color> <color>#dbdb8d</color>

<color>#c7c7c7</color> <color>#f7b6d2</color>

<color>#c49c94</color> <color>#c5b0d5</color>

<color>#ff9896</color> <color>#98df8a</color>

<color>#ffbb78</color> <color>#aec7e8</color>

</color-palette>
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Tableau 20 バージョン

10.0以降の

名前は

Tableau
Classic
20。

<color-palette name="Classic 20"

type="regular"> <color>#9edae5</color>

<color>#17becf</color> <color>#dbdb8d</color>

<color>#bcbd22</color> <color>#c7c7c7</color>

<color>#7f7f7f</color> <color>#f7b6d2</color>

<color>#e377c2</color> <color>#c49c94</color>

<color>#8c564b</color> <color>#c5b0d5</color>

<color>#9467bd</color> <color>#ff9896</color>

<color>#d62728</color> <color>#98df8a</color>

<color>#2ca02c</color> <color>#ffbb78</color>

<color>#ff7f0e</color> <color>#aec7e8</color>

<color>#1f77b4</color>

</color-palette>

灰色 5 製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はシアトルの

灰色 を参照

<color-palette name="Classic Gray 5"

type="regular"> <color>#cfcfcf</color>

<color>#8f8782</color> <color>#414451</color>

<color>#a5acaf</color> <color>#60636a</color>

</color-palette>

Color Blind
10

製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はColor
Blindを参

照

<color-palette name="Classic Color Blind"

type="regular">

<color>#cfcfcf</color> <color>#ffbc79</color>

<color>#a2c8ec</color> <color>#898989</color>

<color>#c85200</color> <color>#5f9ed1</color>

<color>#595959</color> <color>#ababab</color>

<color>#ff800e</color> <color>#006ba4</color>

</color-palette>

Traffic Light 製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

<color-palette name="Classic Traffic Light"

type="regular">

<color>#9fcd99</color> <color>#ffdd71</color>

<color>#f26c64</color> <color>#69b764</color>

<color>#ffc156</color> <color>#d82526</color>
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はTraffic
Lightを参

照

<color>#309343</color> <color>#dba13a</color>

<color>#b10318</color>

</color-palette>

紫 -灰色 6 製造中止。 <color-palette name="Classic Purple-Gray 6"

type="regular">

<color>#d7d5c5</color> <color>#d098ee</color>

<color>#995688</color> <color>#94917b</color>

<color>#dc5fbd</color> <color>#7b66d2</color>

</color-palette>

紫 -灰色

12
製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

は紫 - ピン

ク- 灰色 を

参照

<color-palette name="Classic Purple-Gray 12"

type="regular">

<color>#dbd4c5</color> <color>#8b7c6e</color>

<color>#d098ee</color> <color>#ab6ad5</color>

<color>#d898ba</color> <color>#995688</color>

<color>#b4b19b</color> <color>#5f5a41</color>

<color>#ffc0da</color> <color>#dc5fbd</color>

<color>#a699e8</color> <color>#7b66d2</color>

</color-palette>

Green-
Orange 6

製造中止。 <color-palette name="Classic Green-Orange 6"

type="regular">

<color>#b85a0d</color> <color>#39737c</color>

<color>#ffd94a</color> <color>#3cb7cc</color>

<color>#ff7f0f</color> <color>#32a251</color>

</color-palette>

Green-
Orange 12

製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はGreen-
Orange-
Tealを参照

<color-palette name="Classic Green-Orange 12"

type="regular">

<color>#ccc94d</color> <color>#82853b</color>

<color>#86b4a9</color> <color>#39737c</color>

<color>#ffd94a</color> <color>#b85a0d</color>

<color>#98d9e4</color> <color>#3cb7cc</color>

<color>#ffb977</color> <color>#ff7f0f</color>

<color>#acd98d</color> <color>#32a251</color>

</color-palette>
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Blue-Red 6 製造中止。 <color-palette name="Classic Blue-Red 6"

type="regular">

<color>#e9c39b</color> <color>#ea6b73</color>

<color>#6ba3d6</color> <color>#ac613c</color>

<color>#f02720</color> <color>#2c69b0</color>

</color-palette>

Blue-Red
12

製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はBlue-
Red-Brown
を参照

<color-palette name="Classic Blue-Red 12"

type="regular">

<color>#f4737a</color> <color>#bd0a36</color>

<color>#ddc9b4</color> <color>#ac8763</color>

<color>#b5dffd</color> <color>#6ba3d6</color>

<color>#e9c39b</color> <color>#ac613c</color>

<color>#ffb6b0</color> <color>#f02720</color>

<color>#b5c8e2</color> <color>#2c69b0</color>

</color-palette>

Cyclic 製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はHue
Circleを参

照

<color-palette name="Classic Cyclic"

type="regular">

<color>#6f63bb</color> <color>#8a60b0</color>

<color>#ba43b4</color> <color>#c7519c</color>

<color>#d63a3a</color> <color>#ff7f0e</color>

<color>#ffaa0e</color> <color>#ffbf50</color>

<color>#bcbd22</color> <color>#78a641</color>

<color>#2ca030</color> <color>#12a2a8</color>

<color>#1f83b4</color>

</color-palette>

Green 製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はGreenを

参照

<color-palette name="Classic Green"

type="ordered-sequential">

<color>#09622a</color> <color>#1a7232</color>

<color>#27823b</color> <color>#339444</color>

<color>#69a761</color> <color>#94bb83</color>

<color>#bccfb4</color>

</color-palette>

灰色 製造中止。 <color-palette name="Classic Gray"
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このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

は灰色 を

参照

type="ordered-sequential">

<color>#1e1e1e</color> <color>#282828</color>

<color>#333333</color> <color>#3f3f3f</color>

<color>#4b4b4b</color> <color>#585858</color>

<color>#666666</color> <color>#747474</color>

<color>#838383</color> <color>#929292</color>

<color>#a2a2a2</color> <color>#b2b2b2</color>

<color>#c3c3c3</color>

</color-palette>

Blue 製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はBlueを参

照

<color-palette name="Classic Blue"

type="ordered-sequential">

<color>#26456e</color> <color>#1c5998</color>

<color>#1c73b1</color> <color>#3a87b7</color>

<color>#67add4</color> <color>#7bc8e2</color>

<color>#b4d4da</color>

</color-palette>

Red 製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はRedを参

照

<color-palette name="Classic Red"

type="ordered-sequential">

<color>#9c0824</color> <color>#b10c1d</color>

<color>#c21417</color> <color>#cf1719</color>

<color>#d8392c</color> <color>#e35745</color>

<color>#f57667</color> <color>#f89a90</color>

<color>#eac0bd</color>

</color-palette>

Orange 製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はOrange
を参照

<color-palette name="Classic Orange"

type="ordered-sequential">

<color>#7b3014</color> <color>#a33202</color>

<color>#d74401</color> <color>#f06511</color>

<color>#fd8938</color> <color>#fdab67</color>

<color>#f0c294</color>

</color-palette>

Area Red 製造中止。 <color-palette name="Classic Area Red"
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type="ordered-sequential">

<color>#bd1100</color> <color>#c92b14</color>

<color>#d43e25</color> <color>#e04e35</color>

<color>#ea5e45</color> <color>#f46b55</color>

<color>#fd7864</color> <color>#fe8b7a</color>

<color>#fd9c8f</color> <color>#fbb3ab</color>

<color>#f5cac7</color>

</color-palette>

Area Green 製造中止。 <color-palette name="Classic Area Green"

type="ordered-sequential">

<color>#3c8200</color> <color>#4a8c1c</color>

<color>#569735</color> <color>#60a24d</color>

<color>#6cae59</color> <color>#7abc5f</color>

<color>#8ac765</color> <color>#9ad26d</color>

<color>#acdc7a</color> <color>#c3e394</color>

<color>#dbe8b4</color>

</color-palette>

Area Brown 製造中止。 <color-palette name="Classic Area-Brown"

type="ordered-sequential">

<color>#bb5137</color> <color>#bb6348</color>

<color>#bb7359</color> <color>#c08262</color>

<color>#cc8f63</color> <color>#d89c63</color>

<color>#e4aa63</color> <color>#f0b763</color>

<color>#f7c577</color> <color>#f6d29c</color>

<color>#f3e0c2</color>

</color-palette>

Red-Green
Diverging

製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はRed-
Green
Diverging

<color-palette name="Classic Red-Green"

type="ordered-diverging">

<color>#09622a</color> <color>#1e7735</color>

<color>#2f8e41</color> <color>#69a761</color>

<color>#a2c18f</color> <color>#cacaca</color>

<color>#fc8375</color> <color>#df513f</color>

<color>#d11719</color> <color>#bd1316</color>

<color>#9c0824</color>
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を参照 </color-palette>

Red-Blue
Diverging

製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はRed-
Blue
Diverging
を参照

<color-palette name="Classic Red-Blue"

type="ordered-diverging">

<color>#26456e</color> <color>#1c5998</color>

<color>#1c73b1</color> <color>#3a87b7</color>

<color>#67add4</color> <color>#cacaca</color>

<color>#fc8375</color> <color>#df513f</color>

<color>#d11719</color> <color>#bd1316</color>

<color>#9c0824</color>

</color-palette>

Red-Black
Diverging

製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はRed-
Black
Diverging
を参照

<color-palette name="Classic Red-Black"

type="ordered-diverging">

<color>#1e1e1e</color> <color>#383838</color>

<color>#565656</color> <color>#777777</color>

<color>#9b9b9b</color> <color>#cacaca</color>

<color>#fc8375</color> <color>#df513f</color>

<color>#d11719</color> <color>#bd1316</color>

<color>#9c0824</color>

</color-palette>

Area Red-
Green
Diverging

製造中止。 <color-palette name="Classic Area Red-Green"

type="ordered-diverging">

<color>#4a8c1c</color> <color>#559633</color>

<color>#5ea049</color> <color>#69aa56</color>

<color>#75b65d</color> <color>#82c162</color>

<color>#90cb68</color> <color>#a0d571</color>

<color>#b1de7f</color> <color>#c7e298</color>

<color>#e9dabe</color> <color>#fca294</color>

<color>#fe8e7e</color> <color>#fd7e6b</color>

<color>#f7705b</color> <color>#ef654d</color>

<color>#e6583e</color> <color>#dc4930</color>

<color>#d23a21</color> <color>#c82912</color>

<color>#bd1100</color>

</color-palette>

Tableau Software 2967

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



Orange-
Blue
Diverging

製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はOrange-
Blue
Diverging
を参照

<color-palette name="Classic Orange-Blue"

type="ordered-diverging">

<color>#26456e</color> <color>#1c5998</color>

<color>#1c73b1</color> <color>#3a87b7</color>

<color>#67add4</color> <color>#7bc8e2</color>

<color>#cacaca</color> <color>#fdab67</color>

<color>#fd8938</color> <color>#f06511</color>

<color>#d74401</color> <color>#a33202</color>

<color>#7b3014</color>

</color-palette>

Green-Blue
Diverging

製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はGreen-
Blue
Diverging
を参照

<color-palette name="Classic Green-Blue"

type="ordered-diverging">

<color>#26456e</color> <color>#1c5998</color>

<color>#1c73b1</color> <color>#3a87b7</color>

<color>#67add4</color> <color>#cacaca</color>

<color>#a2c18f</color> <color>#69a761</color>

<color>#2f8e41</color> <color>#1e7735</color>

<color>#09622a</color>

</color-palette>

Red-White-
Green
Diverging

製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はRed-
Green-
White
Diverging
を参照

<color-palette name="Classic Red-White-Green"

type="ordered-diverging">

<color>#09622a</color> <color>#297839</color>

<color>#428f49</color> <color>#74af72</color>

<color>#b9d7b7</color> <color>#ffffff</color>

<color>#fcb4a5</color> <color>#e86753</color>

<color>#cc312b</color> <color>#b41f27</color>

<color>#9c0824</color>

</color-palette>

Red-White-
Black
Diverging

製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

<color-palette name="Classic Red-White-Black"

type="ordered-diverging">

<color>#1e1e1e</color> <color>#393939</color>

<color>#575757</color> <color>#838383</color>
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10.0以降で

はRed-
Black-
White
Diverging
を参照

<color>#bfbfbf</color> <color>#ffffff</color>

<color>#fcb4a5</color> <color>#e86753</color>

<color>#cc312b</color> <color>#b41f27</color>

<color>#9c0824</color>

</color-palette>

Orange-
White-Blue
Diverging

製造中止。

このパレット

の更新版に

ついては、

10.0以降で

はOrange-
Blue-White
Diverging
を参照

<color-palette name="Classic Orange-White-Blue"

type="ordered-diverging">

<color>#26456e</color> <color>#2e5f8a</color>

<color>#3679a8</color> <color>#6a9ec5</color>

<color>#b7cde2</color> <color>#ffffff</color>

<color>#ffc2a1</color> <color>#fb8547</color>

<color>#d85a13</color> <color>#a84415</color>

<color>#7b3014</color>

</color-palette>

Red-White-
Black Light

製造中止。 <color-palette name="Classic Red-White-Black

Light" type="ordered-diverging">

<color>#c6c6c6</color> <color>#d1d1d1</color>

<color>#dddddd</color> <color>#e8e8e8</color>

<color>#f3f3f3</color> <color>#ffffff</color>

<color>#fff0f0</color> <color>#ffe0e1</color>

<color>#ffd1d3</color> <color>#ffc2c5</color>

</color-palette>

Orange-
White-Blue
Light
Diverging

製造中止。 <color-palette name="Classic Orange-White-Blue

Light" type="ordered-diverging">

<color>#c4d8f3</color> <color>#d0e0f6</color>

<color>#dce8f8</color> <color>#e8effa</color>

<color>#f3f7fd</color> <color>#ffffff</color>

<color>#fff5eb</color> <color>#ffead8</color>

<color>#ffe0c5</color> <color>#ffd6b1</color>

<color>#ffcc9e</color>

</color-palette>

Red-White- 製造中止。 <color-palette name="Classic Red-White-Green
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Green Light
Diverging

Light" type="ordered-diverging">

<color>#b7e6a7</color> <color>#c6ebb8</color>

<color>#d5f0ca</color> <color>#e3f5db</color>

<color>#f1faed</color> <color>#ffffff</color>

<color>#fff0f0</color> <color>#ffe0e1</color>

<color>#ffd1d3</color> <color>#ffc2c5</color>

<color>#ffb2b6</color>

</color-palette>

Red-Green
Light
Diverging

製造中止。 <color-palette name="Classic Red-Green Light"

type="ordered-diverging">

<color>#b7e6a7</color> <color>#c1e6b4</color>

<color>#cae6c0</color> <color>#d4e6cc</color>

<color>#dde6d9</color> <color>#e5e5e5</color>

<color>#ecdbdc</color> <color>#f2d1d2</color>

<color>#f8c7c9</color> <color>#fcbdc0</color>

<color>#ffb2b6</color>

</color-palette>

廃止された(Classic)パレットの復元

1. [ドキュメント]ディレクトリの [マイTableauリポジトリ]フォルダーに移動し、Preferences.tps
ファイルを開きます。

2. workbookの開始タグと終了タグの間に、preferencesの開始タグと終了タグを挿入しま

す。

<? xml version='1.0'?>

<workbook>

<preferences>

</preferences>

</workbook>

3. Preferences.tps ファイルで、"preferences"タグ間に、廃止されたパレットのXMLコードを貼

り付けます (廃止されたカラーパレットのHEX 値 ページ2961を参照 )。例は次のとおりです。

<color-palette name="Classic Blue Red 12" type="regular">

<color>#f4737a</color> <color>#bd0a36</color>

<color>#ddc9b4</color> <color>#ac8763</color>
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<color>#b5dffd</color> <color>#6ba3d6</color>

<color>#e9c39b</color> <color>#ac613c</color>

<color>#ffb6b0</color> <color>#f02720</color>

<color>#b5c8e2</color> <color>#2c69b0</color>

</color-palette>

ストレート引用符 (' 'や" ")でパレット名とタイプを区切ります。スマート引用符は使用し

ないでください。

4. Preferences.tps ファイルを保存してから、Tableau Desktopを再起動します。

[色の編集 ]ダイアログボックスを開いて[カラーパレットの選択 ]を選択すると、追加したカラー

パレットがパレットリストの一番下に表示されます。
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ワークブックのパフォーマンスの最適化

パフォーマンスについて話をする際には、Tableauで作業可能な速度を示しています。リモートでアク

セスしている大企業のデータベースに対してTableau Desktopで作業する場合などの、データ分析

の速度を意味する場合があります。または、Tableau Serverからデスクトップにアクセスするビューや

ダッシュボードの読み込み速度を意味することもあります。

少量のデータを使用している場合、このセクションの多くの推奨事項はオプションです。ワークブックの

パフォーマンスはおそらく期待どおりの速度となります。ただし、数億件の記録で作業を行う場合、効

果的なワークブックを設計することは、作業速度にとって非常に重要です。最初のビューの構築を開

始する前に、このセクションのトピックとヒントを読むことをお勧めします。

パフォーマンスの向上はほとんどの場合、トレードオフの実行を意味します。例 :最新のデータを取得

するために速度を犠牲にしますか。分析のすべてのデータを含めることが重要ですか、またはサブセッ

トの実行速度が速くなりますか。データが大きくて複雑なほど、それを解釈しレンダリングされるのに

長い時間がかかります。ただし、プロセスを高速化するためにできることがあります。複数のピースのパ

ズルを操作する際には、ワークブックのパフォーマンスを微調整することを検討してください。このセク

ションのトピックから選択して御社固有のパズルを解決するピースを見つけてください。

このセクションのトピックでは、最初に全体像について説明し、次に特定の機能について掘り下げま

す。最初にデータベース、データ、抽出について説明し、次にデータソースやワークブック、計算、視

覚化に影響を与えることに焦点をあてます。次に、ワークブックのパフォーマンスの記録および分析方

法について説明します。最後に、Tableau serverへのアップロード時間の削減方法について説明し

ます。

詳細 :このトピックを超える詳細および関連情報については、以下を参照してください。

tableau.comでの効率的なブックのデザイン

効率的なワークブックの設計 (1時間 )およびダッシュボードパフォーマンスのベストプラクティス

(50分 ) 無料、ビデオプレゼンテーション

InterWorksブログの「The Tableau Performance Optimization Flowchart」、「The Tableau
Performance Checklist」、および「Tableau Performance Checklist blog series」。

一般的なヒント
この一般的な考慮事項の一覧は、ブックの最適化方法を理解するのに役立ちます。これは、デザ

イン効率の高いブックのホワイトボードのTL;DRページから入手できます。
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l データがクリーンで質問の構造と一致しているほど、ブックが迅速に実行され、物事が簡単に

なります。分析に必要なデータにのみ接続します。

l ほとんどのブックをすばやく実行する素早く簡単な方法は抽出です。リアルタイムデータを必要

としない場合は、大量の行を使用しないでください。

l ダッシュボードが遅い場合、大部分は設計が原因です。特に、1つのダッシュボードに多数のグ

ラフがあるか、多数のデータを一度に表示しようとしていることが原因です。シンプルにする。

ユーザーは、すべての情報を表示するのではなく、詳細を徐々にドリルダウンし、フィルター(プル

分析 )を実行できます。

l 不要なデータを操作する必要はありません。参照するフィールドおよび返す記録の粒度の観

点両方から。フィルターを使用して、未使用のフィールドを非表示に集計します。

l データを減らすときは、フィルターを効率よく使用してください。

l 文字列と日付は低速で、数値とブールは高速です。

l ブックの効率かに特効薬はありません。最初にパフォーマンスの記録を見て、時間がかかる場

所を把握します。時間のかかるクエリ？クエリが多いのか？計算が遅い？複雑なレンダリン

グ？この知見を活用して労力を適切な方向に活用します。

l 最新バージョンへのアップグレードは、他に何も必要とせずに、パフォーマンスを向上させる場合

があります。

l データソースが低速である場合は、Tableau Desktopで低速になります。Tableau Desktopが

低速である場合は、Tableau Serverで低速になります。

l パフォーマンス調整は、環境、データ、分析、およびブックのコンテキストに大きく影響します。あ

る状況で上手くいっていることが、別のケースで上手くいかない場合もあります。御社固有の

ケースでは何がうまくいくのかを確認してください。

ワークブックオプティマイザー
ワークブックオプティマイザーは、ワークブックが特定のパフォーマンスベストプラクティスに従っているかど

うかを識別するツールです。ベストプラクティスのガイドラインは、ワークブックのメタデータから解析で

き、ルールエンジンのアルゴリズムで評価できるものに限定されています。その推奨事項のすべてが、

すべてのワークブックに適用でき、適切であるとは限りません。パフォーマンスにはオプティマイザーでは

捉えきれない多くの側面がありますが、その中には簡単に対処できるものもあります。詳細について

は、ワークブックの合理化 ページ2988とホワイトペーパー「効率的に作業できるワークブックの設計」を

参照してください。
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ワークブックオプティマイザーの実行

ワークブックオプティマイザーは、[サーバー]メニューまたはパブリッシュダイアログから利用できます。

1. [サーバー]メニューで [オプティマイザーの実行 ]をクリックします。

2. ワークブックはガイドラインに照らして自動的に評価され、結果は3つのカテゴリ「アクションの

実行」、「レビューが必要」、「合格」(または「合格および無視」)のいずれかで表示されます。

l 表示されるカテゴリは3つに満たない場合があります該当するガイドラインがない場

合、そのカテゴリは表示されません。

l 各カテゴリを展開して、ガイドラインを確認します。各ガイドラインを展開すると、それが

推奨される理由の詳細を確認することもできます。ワークブックに固有の追加情報が

あるものもあります。

l ガイドラインのいずれかに対処するか、対処しないかを選択できます。オプティマイザー

の実行はパブリッシュプロセスにおいて任意のステップであるため、パブリッシュできなくな

るわけではありません。

3. ダイアログを閉じてワークブックに戻るには、[閉じる]をクリックします。

4. ダイアログを閉じてパブリッシュダイアログに戻る(またはダイアログを開く)には、[パブリッシュ]を
クリックします。

オプティマイザーのカテゴリ

オプティマイザーでは、ガイドラインが3つのカテゴリ(アクションの実行、レビューが必要、合格 )に分

類されます。

アクションの実行は、これらのベストプラクティスに従うようにワークブックを更新しても、ワークブックの

機能への影響は最小限か、まったくないことを示します。おそらく、これらの変更を避ける理由はない

でしょう。

レビューが必要は、これらのベストプラクティスに従うために、データソースの再構築やダッシュボードの

簡素化など、関与の程度がより高い方法でワークブックを修正する必要があることを示します。

l これらのガイドラインについては、適切な見識に基づいて、可能な対処や現実的な対処を決

定してください。

l 一部の推奨事項では、パフォーマンスをほんの少し向上させるために多大な労力が必要にな

り、その労力に値しない場合があります。

l パフォーマンスベンチマークを取得するには、パフォーマンスの記録を使用すると便利な場合が

あります。

l 一部の推奨事項は、意図的に選択される場合があります。
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作成者は、ワークブックを可能な限り効率的にすることに関して、最終的な権限を持っています。コン

テンツを効果的に配信するには、一部のベストプラクティスに従わない場合もあります。パフォーマンス

を向上させるために、ワークブックの目標と変更を常に比較検討してください。

合格は、ガイドラインが満たされ、ワークブックがその領域のベストプラクティスに既に従っていることを

示します。ただし、オプティマイザーでは捉えきれないパフォーマンスの側面も多くあります。このカテゴリ

の名前は、ワークブックのガイドラインが無視された場合、合格および無視に変更されます。

ガイドラインを無視する

ガイドラインが常に状況に当てはまるとは限りません。たとえば、他のユーザーが使用できるようにテン

プレートのワークブックをパブリッシュしようとしており、未使用のフィールドとデータソースを保持する必

要があるとします。オプティマイザーがこれらのガイドラインについて通知し続けるのは望ましくありませ

ん。

ワークブックに対するガイドラインを無視することは可能です。

1. 特定のガイドラインで、[無視 ]ボタンをクリックします。

l ガイドラインはミュートされ、[合格および無視 ] セクションに移動します。オプティマイザー

をもう一度実行しても、そのガイドラインは [アクションの実行 ]または [レビューが必要 ]の
セクションに表示されません。

2. ガイドラインの評価を再開するには、[合格および無視 ]セクションでその行を見つけて、[無視 ]
ボタンをもう一度クリックします。

l オプティマイザーが再び実行され、ガイドラインが評価されます。オプティマイザーが実行

されるたびに、引き続きチェックされます。

ガイドラインの自動修正

ワークブックオプティマイザーからのいくつかの提案は、ユーザー入力なしで実装できます。これらのガイ

ドラインには、ルールを自動修正するボタンがあります。ボタンが表示されない場合は、手動で問題に

対処する必要があります。

特定のガイドラインで、[自動修正 ]ボタンをクリックします。

l 推奨されるアクション(未使用のデータソースを閉じるなど)がバックグラウンドで実行され、ガイ

ドラインが [合格 ]セクションに移動します。

l 自動修正が何らかの理由で失敗した場合は、通知が表示され、手動で問題を解決するよう

に求められます。

l ボタンが使用できない場合、そのガイドラインは自動で修正できず、手動で対処する必要があ

ります。
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ガイドライン

すべてのガイドラインには、パフォーマンスへの影響に対処できる可能性がある方法を提案する「検

討」ステートメントが含まれています。これらは必然的に一般的な内容であり、すべての状況に当て

はまるとは限りません。これらの提案は出発点にすぎません。常に、環境とワークブックの目標に照ら

して意思決定を形作ってください。

注 :すべての提案がブラウザーで実行可能なわけではなく、Tableau Desktopでの編集が必

要になる場合があります。

次の文字でガイドラインに移動します。ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

計算の長さ

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :計算 [My calculation (マイ計算 )]の長さが600文字です。

複雑な計算の結果を算出する場合、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。

計算を分割してデータベースに可能な限り移動するか、分析前にTableau Prepを使用して計算を

作成することを検討してください。

追加情報

複雑で長い計算は、単一の計算で記述することも、ネストして記述することもできます。ネストする

と、一部のコンポーネントは独立した計算として記述し、より大きな計算で利用することができます。

ネストされたコンポーネントを使用して計算を作成すると、トラブルシューティングと保守が容易になる

場合がありますが、さらに複雑になり、処理が増加する可能性があります。可能であれば、これらの

コンポーネントをデータソースにプッシュすると、パフォーマンスが向上します。

計算のコメントは長さに数えられるため、長くて複雑な計算ではなく、長いコメントがこのガイドライン

で指摘される要因になる場合があります。

計算に複数のデータソースを使用

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソースのサプライチェーンには、別のデータソースのフィールドを使用した

17の計算が含まれています。
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計算で複数のデータソースのフィールドを使用する場合、Tableauは最適化を利用できず、ローカル

で計算する必要があります。

Tableau Prepを使用して計算を作成し、抽出を使用することを検討してください。

追加情報

クロスデータベース計算をデータレイヤーに移動すると、ユーザーがダッシュボードを要求する前でも処

理を実行できます。詳細については、「データの結合」および「詳細レベルとランク計算の作成」を参

照してください。

条件によっては、パラメーターがこのガイドラインで指摘される要因になる場合があります。計算で複

数のデータソースを使用しないことがわかっている場合は、パラメーターがあるかどうか、そのパラメー

ターを簡略化できるかどうかを確認してください。

ダッシュボードのサイズが固定されていません

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :ダッシュボード[Q3 分析 ] は固定サイズではありません。

固定サイズのダッシュボードは予測可能なサイズであるため、キャッシュできます。ダッシュボードの自動

サイズ設定を使用する場合は、ユーザーの画面によって設定が異なるため、ダッシュボードを毎回レン

ダリングする必要があります。ダッシュボードをレンダリングすると、多くの場合、パフォーマンスが低下し

ます。

ダッシュボードの固定サイズを使用することを検討してください。

追加情報

Webデザインにおいては応答要素はベストプラクティスですが、ダッシュボードのサイズを変更すると、

コンテンツのレイアウトが歪んだり、再レンダリングによるパフォーマンスへの影響が生じる場合がありま

す。Tableauのビジュアライゼーションでは、ダッシュボードの固定サイズやデバイス固有のダッシュボー

ドを使用して、さまざまなデバイスや画面サイズに対応できるようにすることをお勧めします。

フィルターは条件付きロジックを使用します

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :フィルター [Sample Type (サンプルタイプ)]は、条件付きロジックを使用します。

ディメンションのフィルタリングは、値の一覧、ワイルドカードによる一致、条件付きロジックの使用など、

さまざまな方法で実行できます。条件付きロジックは低速になることがあります。
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条件付きロジックを使用しないようにフィルターを変更することを検討してください。必要に応じて、最

も頻繁な結果が最初に得られるようにロジックのテストを行い、可能な場合はELSEIFまたは

CASEを使用するようにしてください。

追加情報

フィルタリングの詳細については、「データのフィルター」を参照してください。

フィルターは "関連する値のみ"を使用します

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :フィルター [Sample Type (サンプルタイプ)]は、"関連する値のみ"を使用しま

す。

フィルターが "関連する値のみ"を使用する場合、インタラクティブなフィルターコントロールには、ビュー

の現在の状態に応じて適用可能なオプションのみが表示されます。他のフィルターに変更を加えるた

びに、表示される値のリストをもう一度クエリする必要があります。この操作は、パフォーマンスに影響

を与えます。

代わりに、ダッシュボードのフィルターアクションを使用することを検討してください。エンドユーザーがこ

の機能を使用する利点を得られる場合は、データの抽出と抽出の最適化を検討してください。

追加情報

扱いにくいフィルターリストを回避するために、"関連する値のみ"を使用する必要がある場合があり

ます。そのような場合は、インタラクティブフィルターを使用する代わりに、アクションフィルターを使用し

てみてください。たとえば、カテゴリ、サブカテゴリ、製品 IDのカスケードフィルターがあり、製品 IDが

「関連する値のみ」を表示するように設定されているダッシュボードを考えますこの制限を削除する

と、製品のリストが大幅に拡張されます。フィルターを使用する代わりに、単純なビジュアライゼーショ

ン(カテゴリとサブカテゴリの棒グラフなど)を作成して、それをフィルターとして使用することができます。

ユーザーが棒グラフをクリックすると、アクションフィルターがダッシュボードの残りのビジュアライゼーション

に適用されます。詳細については、「ダッシュボードアクション」を参照してください。

ライブデータ接続

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソース[Supply Chain (サプライチェーン)]は抽出ではありません。
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Tableau抽出は、分析で使用できるように、可能な限り効率的に設計されています。抽出の使用

は、データソースによってパフォーマンスを向上させる最も簡単な方法の1つです。抽出には、最適化

するための多くのネイティブ機能もあります。

データソースの抽出を検討してください。

追加情報

抽出を取得すると、Tableau ServerまたはTableau Siteのリソースに望ましくない負担がかかる場合

があります。Tableau管理者と協力して、最善の対処方針を決定してください。

ホワイトペーパー「効率的に作業できるワークブックの設計」には、抽出とそれらをパフォーマンスに利

用する方法に関する広範な情報が含まれています (ホワイトペーパーにアクセスするには、サインイン

が必要になる場合があります)。

データソース内の複数の接続

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソース[Supply chain (サプライチェーン)]が複数のデータ接続を使用し

ています。

接続を複数含むデータソースは、ローカルで計算できません。

Tableau Prepでデータソースを組み合わせ、分析に抽出を使用することを検討してください。

追加情報

詳細については、「データの結合 (Prep)」を参照してください。

ネストされた計算

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :計算 [My Calculation (マイ計算 )]が別の計算を参照しています。

ネスト計算は、特に IFステートメントやその他のパフォーマンス重視の関数で使用すると、計算が複

雑になったり、追加の処理が必要になったりする可能性があります。

計算をデータソースにプッシュするか、抽出でマテリアライズすることを検討してください。

追加情報

このルールは、Viz自体にはないが、Viz内の計算によって参照される計算に対してトリガーされるかも

しれません。たとえば、次の4つのフィールドがあるとします。
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1. 獲得ポイント(データソース内のフィールド)
2. 試験の点数 = [Points earned]*10

3. 曲線グレード= [Quiz score]*1.05

4. 文字グレード=IF [Curved grade] >= 90 THEN "A" ELSEIF [ Curved

grade] >= 80 THEN "B" ELSEIF [Curved grade] >=70 THEN "C" ELSEIF

[Curved grade] >=60 THEN "D" ELSE "F" END

試験の点数は、フィールドを参照するだけの、ネストされていない計算です。曲線グレードと文字グ

レードは、他の計算への参照が含まれているため、ネストされた計算です。Vizで文字グレードのみ

が使用されている場合でも、曲線グレードはネストになった計算ルールもトリガーします。これは文字

グレード内で使用されているためです。

抽出で計算をマテリアライズする方法 (今すぐ計算 )については、「抽出での計算のマテリアライズ

ページ891」を参照してください。

Tableau Prepで計算を構築する方法については、「Tableau Prepでの計算」参照してください。

マテリアライズされていない計算

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソース[Supply Chain (サプライチェーン)]が事前計算されていません。

計算の結果を算出する場合、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。

可能であれば、計算をデータソースにプッシュすることを検討してください。抽出を使用する場合は、

計算をマテリアライズして、その結果を事前計算します。

追加情報

抽出またはバックエンドのデータソースでデータと計算を事前に計算します。この追加処理をデータ

レイヤーに移動すると、ユーザーがダッシュボードを要求する前でも処理が完了します。

データの鮮度と一部の機能にはトレードオフがありますが、データを抽出すると、パフォーマンスが向

上することがよくあります。抽出のオプションの詳細については、データの抽出 ページ868を、計算のマ

テリアライズの詳細については、抽出での計算のマテリアライズページ891を参照してください。

データの抽出 : [データ]ペインの上部にあるデータソースの名前を右クリックし、[データの抽出 ]を選

択します。構成ダイアログで、「今すぐ計算」 を選択します。
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データソースの数

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :ワークブックには17個のデータソースが含まれています。

各データソースは、Tableauがワークブックの読み込みとレンダリングに費やす時間に影響を与えま

す。

特に粒度のレベルが同じであるか、同じ分析がサポートされている場合、可能であれば、データソー

スを組み合わせることを検討してください。

追加情報

データソースの組み合わせの詳細については、「データの関連付けページ621」を参照するか、

Tableau Prepを使用することを検討してください。

ただし、データソースの過剰な組み合わせには注意してください。ワークブックは、適切に設計された

データソースから各分析タイプが構築されている場合に最高のパフォーマンスを発揮します。データ

ソースを組み合わせるのが難しい場合は、ワークブックをより対象を絞った複数のワークブックに分割す

る必要があることを示している可能性があります。

分析を複数のワークブックに分割するには、次のいずれかの方法を試してください。

l ワークブックのコピーを保存し、不要なシート、ダッシュボード、データソースを各ワークブックから

削除します。詳細については、「ワークブックの合理化」を参照してください。

l 特定のシートを新しいワークブックにコピーします。ダッシュボードを新しいワークブックにコピーす

ると、そのダッシュボードに必要なものだけが引き継がれるため、この方法はより効率的です。た

だし、すべての書式設定オプションが転送されるわけではありません。詳細については、ワーク

ブック間での情報のコピーページ3031を参照してください。

フィルターの数

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :シート[Classroom Distribution (クラスルーム分布 )]には17個のフィルターが

含まれています。

ビューのフィルターが多すぎると、クエリが複雑になります。

フィルターの数を減らし、可能な限りフィルターアクションを使用することを検討してください。フィルター

のすべてのタイプと書式設定がパフォーマンスの観点から同じように作成されているわけではないため、

必要なフィルターを最適化することを検討してください。
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追加情報

ホワイトペーパー「効率的に作業できるワークブックの設計」には、フィルターに関する完全なセクショ

ンがあり、さらに詳細に説明されています。概要は次のとおりです。

l フィルターの数を全体的に減らします。

l 複数のワークシートに適用されたフィルターは、変更のたびに複数のクエリをトリガーします。

l [Show only relevant values (関連する値のみを表示 )]の使用を制限します。抽出を使用

すると、この機能が必要な場合に最適化することができます。

l 高カーディナリティを含める/除外するフィルターの使用を回避します。

l [適用 ]ボタンを使用して、ユーザーがフィルターを操作するときに複数回更新しないようにしま

す。

l ビューに存在するフィールドでフィルターを適用します。

l 不連続な日付フィルターではなく、連続日付フィルターを使用します。

l コンテキストフィルターは、パフォーマンスを向上させるためだけに使用するべきではありません。

フィルターアクションは、ダッシュボードを介してユーザーをガイドする効率的な方法です。詳細につい

ては、フィルターアクションページ1333を参照してください。

レイアウトコンテナの数

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :ダッシュボードQ3 分析には42個のレイアウトコンテナ―が含まれています。

レイアウトコンテナによって、ダッシュボードのレンダリングが複雑になる可能性があります。

不要なレイアウトコンテナを削除し、ダッシュボードのデザインを簡素化することを検討してください。

追加情報

レイアウトコンテナとレイアウトペインの詳細については、「レイアウトコンテナーを使用してアイテムを

グループ化するページ2674」を参照してください。

LOD計算の数

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :ワークブックには42個のLOD計算が含まれています。

複雑な計算の結果を算出する場合、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。多くの場

合、LODは、分析前に処理できるデータソースの粒度の問題に対処するためにオンザフライで使用

されます。

2982 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://www.tableau.com/ja-jp/learn/whitepapers/designing-efficient-workbooks


多くのLODが必要にならないように、分析に合わせてデータソースを調整することを検討してくださ

い。

追加情報

詳細レベルの計算は強力なツールですが、コストが高くなります。必要な場合にのみ詳細レベルの計

算を使用してください。

本番環境のデータベースは、大きなクエリ負荷を処理するように設計されており、処理をTableauか

ら移動するための優れたオプションです。FIXED LOD計算は、データベースによって実行される場合

があります。Tableau Prepでは、FIXED LOD計算もサポートされています。詳細については、「データ

の結合」および「詳細レベル、ランク、タイルの計算の作成」を参照してください。

ダッシュボード内のビューの数

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :ダッシュボード[Q3 analytics (Q3 分析 )]には17個のビューが含まれています。

ダッシュボードに要素を表示する前に、すべての要素をダッシュボードに読み込む必要があります。ダッ

シュボードに含まれるビューが多いほど、読み込みに時間がかかります。多くの場合、再設計が必要

になりますが、ダッシュボード内のビュー数を減らすことが、ダッシュボードの効率を高める最良の方法

であることがよくあります。

ビュー、フィルター、およびその他の要素の数を減らして、ダッシュボードをできるだけ効果的かつシンプ

ルにすることを検討してください。あらゆる要素をすぐに削除できます。ダッシュボードの乱雑さを減らす

他の方法については、「ワークブックの合理化」を参照してください。

追加情報

大幅な再設計が必要な場合は、すべてのビューがパフォーマンスに同等の影響を与えるとは限りませ

ん。マーク、フィルター、またはその他の複雑さが最も多いシートに焦点を合わせます。最初のダッシュ

ボードをサマリー情報に限り、ユーザーが要求した場合にのみ追加の詳細を提供することをお勧めし

ます。この種のガイド付きドリルダウンには、次のような多くの戦略があります。

l アクションフィルターを使用します。詳細については、フィルターアクションページ1333を参照し

てください。

l [表示 /非表示 ]ボタンがあるレイアウトコンテナを使用して、コンテナの詳細ビューを非表示にし

ます。詳細については、ボタンのクリックによるオブジェクトの表示と非表示 ページ2637を参照

してください。
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l ダッシュボードを複数のダッシュボードに分割して、ナビゲーションボタンを使用します。詳細に

ついては、ナビゲーションオブジェクトおよびダウンロードオブジェクトの詳細オプションページ

2636を参照してください。

ワークブックシートの数

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :ワークブックには42個の表示可能なシートが含まれています。

ワークブックの全体的なサイズは、処理と表示にかかる時間に影響を与えます。Tableauがワーク

ブックまたはビューを表示する前に、表示可能なすべてのシートを読み込む必要があります。シート

数を減らすと、読み込み時間を短縮できます。

不要なシートを閉じるか、ダッシュボードで使用されているシートを非表示にするか、分析を複数の

ワークブックに分割して、ワークブックのシート数を減らすことを検討してください。

追加情報

分析に不要なシートを削除する:ワークブックの下部にあるシートのタブを右クリックし、[削除 ]を選択

します。

使用中のシートを非表示にする:ダッシュボードまたはストーリーで使用されているワークシートは削

除できませんが、非表示にすることができます。詳細については、ダッシュボードとストーリーでのシート

の管理 ページ2750を参照してください。

l ダッシュボードのすべてのシートを非表示にする:ワークブックの下部にあるダッシュボードのタブ

を右クリックし、[すべてのシートを非表示 ]を選択します。

l 特定のシートを非表示にする:ワークブックの下部にあるシートのタブを右クリックし、[非表示 ]
を選択します。

すべてのシートが必要な場合は、分析をより対象を絞った複数のワークブックに分割できるかどうかを

判断します。

l ワークブックのコピーを保存し、不要なシート、ダッシュボード、データソースを各ワークブックか

ら削除します。詳細については、「ワークブックの合理化」を参照してください。

l 特定のシートを新しいワークブックにコピーします。ダッシュボードを新しいワークブックにコピーす

ると、そのダッシュボードに必要なものだけが引き継がれるため、この方法はより効率的です。

ただし、すべての書式設定オプションが転送されるわけではありません。詳細については、ワー

クブック間での情報のコピーページ3031を参照してください。
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使用していないデータソース

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソース[Supply Chain (サプライチェーン)]がワークブックで使用されていま

せん。

各データソースは、Tableauがワークブックの読み込みとレンダリングに費やす時間に影響を与えま

す。

使用していないデータソースを閉じることを検討してください。

追加情報

データソースが使用されていない場合は、[データ]ペインの上部にあるデータソースの名前を右クリッ

クし、[閉じる]を選択します。

使用していないフィールド

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソース[Supply Chain (サプライチェーン)]には使用されていない42個の

フィールドが含まれています。

使用していないフィールドを非表示にすると、フィールドが不用意にクエリされるのを防ぎ、抽出のサイ

ズを減らすことができます。

データソースが抽出であるかどうかに関係なく、使用していないフィールドを非表示にすることを検討し

てください。

追加情報

使用していないフィールドを非表示にする

l Tableau Desktopの場合 : [データ]ペインの上部にあるドロップダウンメニューを開き、[使用し

ていないフィールドをすべて非表示 ]を選択します。

l Web作成の場合 :使用していないフィールドを右クリックして、[非表示 ]を選択します。Web
作成では、使用していないフィールドを一括で非表示にする方法はありません。フィールドを個

別に非表示にすることが禁止されている場合は、ブラウザーで作業するのではなく、Tableau
Desktopで編集することを検討してください。
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データブレンドを使用する

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :シート[Classroom Distribution (クラスルーム分布 )]はデータブレンドを使

用します。

データブレンドのパフォーマンスは、リンクフィールドの一意のメンバーの数によって決まります。

可能な場合は関係を使用することを検討してください。ブレンドが必要な場合は、カーディナリティの

低いリンクフィールドを使用してみてください。

追加情報

複数のソースからデータを組み合わせるには、いくつかの方法があります。データブレンドでは、2つの

異なるデータソースに2つの異なるクエリが送信され、その結果がVizにまとめて表示されます。これ

らのクエリは、リンクフィールドのレベルにあり、結果はTableauのメモリにマージされます。大規模なク

エリ結果では、最終的なVizを生成するためにさらに処理が必要になります。

ヒント:データブレンドを使用していないが、ワークブックオプティマイザーがこのルールに失敗した場合

は、ワークブックでクロスデータソースフィルタリングが使用されているかどうかを確認してください。デー

タソース全体をフィルタリングすると、フィールドのカーディナリティに関する同様のパフォーマンスの問題

が発生します。

日付計算を使用する

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソース[Supply chain (サプライチェーン)]には17個の日付計算が含ま

れています。

日付ロジックが複雑になる可能性があります。Tableauで実行する必要のある日付の計算と変換

の量を最小限に抑えます。

他のメソッドを試す前にDATEPARSEとMAKEDATEを使用することを検討し、可能な場合は

DATEDIFF()などの組み込み関数を使用するようにしてください。日付でフィルタリングする場合は、

個別のフィルターの代わりに、相対的な日付フィルターまたは連続した日付フィルターを使用します。

追加情報

Tableauで計算を計算すると、特に日付関数など、パフォーマンスに大きな影響を与える可能性が

あります。抽出して計算をマテリアライズするか、計算をデータソースにプッシュすることを検討してくだ

さい。Tableau Prepで計算を作成する方法については、「Tableau Prepで計算を作成する」を参

照してください。
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注 :日付計算が他の計算の中にネストされている場合、親計算がVizで使用されている

フィールドであっても、オプティマイザーはネストされた日付計算にフラグを立てます。

グループ化を使用する

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソース[Supply chain (サプライチェーン)]には17個のグループ化された

フィールドが含まれています。

Tableauのネイティブグループ化機能は、フィールドのドメイン全体を読み込むため、パフォーマンスに

影響を与える可能性があります。

計算フィールドを、グループではなく1つまたは複数のCASEステートメントで使用することを検討して

ください。

追加情報

ホワイトペーパー「効率的に作業できるワークブックの設計」によると、実施されたテストでは、CASE
およびセットを使用したグループ化が、ネイティブグループ機能よりも優れたパフォーマンスを示しまし

た。

CASE関数を使用してグループを作成できます。データに一組のトランプが含まれているシナリオを想

像してみてください。トランプの値 (2-10、J、Q、K、A)のフィールドがありますが、分析では絵柄カード

と数字カードを比較する必要があります。そのグループ化を行うためのcaseステートメントは以下のと

おりです。

CASE [Value]

WHEN "J" THEN "Face card"

WHEN "Q" THEN "Face card"

WHEN "K" THEN "Face card"

ELSE "Number card"

END

セットには、セットアクションの利点が追加されており、従来のグループ化よりも強力で柔軟性が向上

しています。詳細については、「セットの作成 ページ1041」と「セットアクションページ1382」参照してく

ださい。
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ワークブックの合理化

可能な限り削除する

複雑さを慎重に減らすことが、パフォーマンスを向上させるための鍵になります。影響の少ない方法

から始めるには、使用されていない要素を削除します。

ワークブック

l シートの削除 :ワークブックの下部にあるシートのタブを右クリックし、[削除 ]を選択します。

l シートの非表示 :ワークブックの下部にあるシートのタブを右クリックし、[非表示 ]を選択しま

す。

ワークシート

l パラメーター、セット、グループの削除 : [データ]ペインのアイテムを右クリックし、[削除 ]を選択

します。

l 計算の削除 : [データ]ペインの計算を右クリックし、[削除 ]を選択します。

l フィルターの削除 :フィルターシェルフのフィールドを右クリックし、[削除 ]を選択します。クイック

フィルターインターフェイスを削除しても(フィルターメニューを開き、[カードの非表示 ]を選

択 )、フィルター自体は削除されないことに注意してください。

ダッシュボード

l レイアウトコンテナーの削除 : [レイアウト]ペインを開き、アイテムの階層を展開します。各レイ

アウトコンテナー (タイル、水平、または垂直 )を右クリックし、[コンテナーの削除 ]を選択しま

す。

l フィルターまたは凡例の削除 :フィルターまたは凡例を選択してドロップダウンメニューを開き、

[ダッシュボードから削除 ]を選択します。

l デバイスレイアウトの削除 : [ダッシュボード]ペインでデバイスレイアウトのメニューを開き、[レイ

アウトの削除 ]を選択します。

データソース

l データソースを閉じる: [データ]ペインの上部にあるデータソースの名前を右クリックし、[閉じる]
を選択します。

l 使用していないフィールドを非表示にする: [データ]ペインの上部にあるドロップダウンメニュー

を開き、[使用していないフィールドをすべて非表示 ]を選択します。
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l データソースフィルターを使用する: [データ]ペインの上部にあるデータソースの名前を右クリッ

クし、[データソースフィルターの編集 ] > [追加 ]を選択します。

l 抽出を構成する: [データ]ペインの上部にあるデータソースの名前を右クリックし、[データの抽

出 ]を選択します。ダイアログでは、次の操作を行えます。

l 抽出フィルターを使用して、抽出に取り込まれるデータの量を制限する

l 表示可能なディメンションのデータを集計して、不要な粒度を減らす

l 使用していないフィールドをすべて非表示にして、抽出からドロップする

ワーブックの分割

さまざまな分析のために、ワークブックに複数のシートまたはダッシュボードが含まれている場合は、ワー

クブックをより対象を絞った複数のワークブックに分割することを検討してください。

l オプション1:ワークブックのコピーを保存し、不要なシート、ダッシュボード、データソースを各

ワークブックから削除します。いくつかの例については、上記を参照してください。

l オプション2:特定のシートを新しいワークブックにコピーします。ダッシュボードを新しいワークブッ

クにコピーすると、そのダッシュボードに必要なものだけが引き継がれるため、この方法はより効

率的です。ただし、すべての書式設定オプションが転送されるわけではありません。詳細につい

ては、「ワークブック間での情報のコピー」を参照してください。

一般的な推奨事項

これらの推奨事項は、ホワイトペーパー「効率的に作業できるワークブックの設計」から抜粋したもの

です。

l データソースフィルターを追加するか、不要な列をドロップするか、適切なレベルに集計して、

データを制限します。

l 抽出は多くの問題を解決します。ライブ接続から抽出に変更すると、ほとんどのワークブックの

実行が速くなります。抽出を実行していない場合は、データの他の問題を除外するためのテス

トであっても、開始点として抽出に変更します。

l シンプルな方が高速です。

l 複雑さをデータレイヤーに移動します。

l 抽出を使用します。

l 固定されたダッシュボードサイズを使用します。

l 最新バージョンのTableauにアップグレードします。

l データを制限します。データ量は、パフォーマンスの唯一の最も重要な要因です。
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データベースレベルでデータを把握する
データベースの設計の特定の要因がTableauパフォーマンスに与える影響を理解することにより得ら

れる情報を使用し、データベースチームと協力してデータベースレベルでデータを最適化できます。

参照整合性のサポートを有効化

内部結合のパフォーマンスを向上できる、Tableau参照整合性機能の参照整合性をサポートして

いるデータベース。コスト時間とリソースを結合し、データベースサーバー上で処理します。データベー

ス内の複数の表を結合する場合、Tableauでは、一般的にユーザーには見えない結合選別と呼ば

れる機能を使用します。結合選別は、結合内で定義したすべての表ではなく、関連する表のみをク

エリします。結合選別は、参照整合性が表の間で定義されている場合にのみ発生します。詳細に

ついては、「結合の参照整合性を仮定するページ755」を参照してください。

データベースパーミッションが一時表の作成をサポートしていること

を確認する

データベースはユーザーに対し、一時テーブルを作成およびドロップするパーミッションを供与していま

すか、また、環境にはクエリの実行に十分なスプール容量がありますか。Tableauはパフォーマンスと

機能を向上させるため、一時テーブルを作成します。一時テーブルは、接続に固有の情報を一時

的に保有します。データベースでの一時テーブルの作成が制限されている場合、ワークブックとビュー

の全体のパフォーマンスは本来可能な速さにはなりません。

表のインデックスの作成

リレーショナルデータベースの表にインデックスを付けます。データセットに効果的にインデックスを付け

るには、頻繁にフィルターするフィールドを特定し、それらのフィールドをインデックスに追加します。コン

テキストフィルターとして頻繁に使用するフィールドがある場合、それをプライマリインデックスとして設

定することを検討してください。データ行が200,000を超えるAccessテーブルを使用している場合、

表にインデックスを設定することを検討してください。具体的な方法については、Accessのオンライン

ヘルプで "インデックス"を検索して確認してください。Accessデータベースでは公式に、1つのデータ

ベースに2 GBのデータ(約 100万～ 200万行 )を保管できますが、この制限値を大幅に下回ると

パフォーマンスが低下します。

多くのデータベース管理システム (DBMS)環境には、クエリや便利な推奨インデックスを参照する管

理ツールがあります。
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データのバックアップ

多くの場合、大きなデータベース表を複数の小さな表に分割することで、パフォーマンスを向上できま

す。たとえば、セグメントを使用すると、特定のデータサブセットを処理するAccessテーブルのクラスタ

を作成することができます。

データベースサーバーの使用

大量のデータがある場合は、OracleやMySQL、Microsoft SQL Serverなどのデータベースサーバー

にデータを保存することを検討してください。Tableau Professional Editionは、このような大型のデー

タベースサーバーに接続することができます。

データのテストと抽出の使用
おそらく、データベースが実行するハードウェア、処理電力、ディスク容量を管理者が制御することはで

きません。または指定された時間にデータベースへアクセスするユーザー数、実行中のサービスの数、

ネットワークの堅牢性なども制御できません。ただし、ワークブックの構築を開始する前に、作業を行う

環境を理解するため、データの生のパフォーマンスをテストすることはできます。データへの接続の選択

方法、使用するドライバー、接続タイプがライブと抽出のどちらかによって、作成するワークブックのパ

フォーマンスに影響を与える可能性があります。

データをできるだけ詳しくテストする

データの生のパフォーマンスをテストする優れた方法は、データが格納され、いくつかのクエリを実行す

るコンピューターにTableau Desktopをインストールすることです。これにより、パフォーマンスの結果か

らネットワーク帯域幅や遅延などの外部要因を排除でき、データソース内のクエリの生のパフォーマン

スを把握するのに役立ちます。

さらに、DNS名の代わりにデータの localhost名を使用することにより、名前解決やプロキシサーバー

のパフォーマンスの低下などの環境要因を判断できます。

ネイティブデータベースドライバーとの接続

ネイティブデータベースドライバーを使用してデータソースに接続すると、ODBCを使用して同じデー

タソースに接続した場合よりもパフォーマンスが大幅に向上することが多くあります。ネイティブのデータ

ベースドライバーを使用すると、最新のバージョンを使用していることを確認します。データベースベン

ダーは、常にドライバーの向上に取り組んでいます。ドライバーのリストについては、Tableau Webサイ

トの「ドライバーとアクティベーション」を参照してください。
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ライブデータの代わりに抽出を操作する

データに応じて、データソースページでライブ接続または抽出接続を選択できます。ライブ接続は、

データへの直接接続です。Tableauデータ抽出は、ローカルに保存されているデータの圧縮スナップ

ショットで、Tableau視覚化をレンダリングするため、必要に応じてメモリに読み込まれます。抽出は、

お使いのコンピューターのメモリのすべての部分を最適に使用するよう設計されています。

抽出を使用する理由はいくつかありますが、パフォーマンス関連の主な理由は、クエリ実行が遅い場

合です。抽出データ形式は、分析クエリに対する素早い応答を提供するよう設計されています。この

場合、抽出をクエリの高速化キャッシュと考えてください。

Tableau抽出の詳細については、データの抽出 ページ868を参照してください。抽出に関するもう1
つの参考資料は、最初の記事が「Tableauのデータ抽出について」の3部構成のブログ投稿です。

データ量の削減

抽出を作成するときに、フィルターを使用して不要なデータを除外します。また、データソース内のす

べての記録が必要か、抽出を代表的なサンプルのみに制限できるかどうかを自問してください。詳細

については、データの抽出 ページ868を参照してください。

使用していないフィールドを非表示にする

抽出を作成する場合、非表示フィールドは含まれません。抽出を作成する前不要なフィールドを非

表示にするには、[使用していないフィールドをすべて非表示 ]オプションを使用します。これにより抽

出のサイズが小さくなり、パフォーマンスが向上します。詳細については、フィールドの表示または非表

示 ページ1011を参照してください。

抽出の最適化

[今すぐ計算 ]オプションを使用すると、抽出内の計算をマテリアライズできます。これは、特定の計算

を事前に実行し、その値を抽出に格納することを意味します。抽出に使用される計算の複雑性に

よっては、その後のクエリの処理速度が向上する可能性があります。

計算をマテリアライズするには、[データ]メニューでデータソースを選択し、[抽出 ] > [今すぐ計算 ]を
選択します。詳細については、抽出での計算のマテリアライズページ891を参照してください。

ファイルベースのデータに抽出を使用する

一般的に、ベストプラクティスはファイルベースのデータ(CSV、Microsoft Excelスプレッドシート、

Microsoft AccessファイルなどのテキストファイルやSPSS、SAS、およびRなどの統計ファイル)を
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Tableauにインポートすることです。これにより、クエリの速度が大幅に向上し、データ値を格納する

ファイルのサイズも大幅に小さくなります。

データが大きいテキストファイルまたはExcelファイルである場合、抽出を作成することでパフォーマンス

および機能性が向上します。Tableauを大きいテキストファイルに接続する場合、そのファイルが大き

いことが原因でパフォーマンスが低下すると見なされると、データを抽出するように求めるプロンプトが

表示されます。

カスタムSQLの使用を避ける

ほとんどの場合、カスタムSQLの実行速度はTableauで作成したクエリよりも遅くなります。Tableau
はカスタムSQLでクエリの最適化を実行できませんが、カスタムSQLの使用が必要な場合は、抽出

を使用してクエリの実行が1回で済むようにします。詳細については、カスタムSQL クエリへの接続

ページ814を参照してください。

ビューを構築する際のパフォーマンスの設計
データソースに接続しており、データソースを構築しました。次の手順では、Tableau内にビューを構

築します。ワークブックを構築する際には、構築中や作成後の処理速度を速くするため、いくつかの

点に注意する必要があります。

[説明 ]フィールドを使用してデータを把握する

ディメンションを[行 ]シェルフにドラッグして監視する場合は、Tableauが最も低速な視覚化タイプであ

るクロスタブとしてデータをレンダリングする必要があります。そのため、代わりに[フィールドの説明 ]オプ

ションを使用します。[データ] ペインのフィールドを右クリックしてデータソースで報告されたデータ型の

説明およびディメンションメンバーの値のサンプルを表示します。

ワークブックを妥当なサイズに保持する

ワークブック内のワークシートやデータソースの数がより少なければ、実行速度がより速くなります。探

索する大きなトピックがあり、すべてを一枚岩のワークブックにまとめることに惹かれている場合は、考え

直してください。新しいビューの追加や追加クエリにより、ワークブックの速度が低下し始めたことに気

付いてください。ワークブックの範囲を拡大するとパフォーマンスに問題が発生する場合は、ワークブック

を複数のファイルに分割することを検討してください。
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自動更新をオフにする

シェルフにフィールドを配置すると、Tableauはデータに対してクエリを自動的に実行してビューを生成

します。密度の高いデータビューを作成しているときは、クエリに時間がかかるため、システムパフォー

マンスが大幅に低下することがあります。この場合、ビューを構築している間はTableauでクエリをオ

フにすることができます。結果を表示する準備が整ったら、クエリを再開します。詳細については、パ

フォーマンスを向上させるため自動更新をオフにするページ3005を参照してください。

警告を探す

シェルフに大きいディメンション(多くのメンバーを含む)を配置しようとすると、パフォーマンス警告のダイ

アログボックスが表示されます。ダイアログボックスには、次に示す4つのオプションがあります。すべて

のメンバーを追加するよう選択すると、パフォーマンスが大幅に低下することがあります。

また、表内に多数のペインを作成しようとすると、警告が表示される場合があります。この場合、

Tableauは、要求されたテーブルに対し、"推奨されるペインの最大数を超えています"という警告を

表示します。理由の1つとして有益なビューを得られなくなるため、推奨数以上のペインを表示する

のは適切ではありません。

効果的な計算の作成
データだけでは質問への回答に必要なすべての情報を確認できない場合は、分析に役立つ計算

フィールドを作成できます。

計算フィールド内では、ハードコード化されたコンテンツ(税率など)の定義、引き算や掛け算などの

非常にシンプルな数学的操作 (収益 -経費など)を行い、より複雑な数学式を使用して論理テスト
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(IF/THEN, CASE)を実行、型変換、Rなどの外部サービスへの計算式の送信などを実行できます。

Tableauには、別の計算タイプがあります。

基本および集計計算 :これらの種類の計算は参照元データソースに対するクエリの一部として生成

され、データベース内で計算されます。一般的に、基本的な計算や集計計算では、パフォーマンスを

改善できる多くのデータベース調節手法が多くあるため、拡張が非常にうまく行きます。

表計算 :これらはクエリ結果セットを使用してTableauによって計算されます。つまり、Tableauでの作

業が増えると、表計算は一般的に元のデータソース内よりも小さな記録のセットで行われます。表計

算のパフォーマンスが問題の場合 (おそらくTableauに返される結果セットが大きすぎる)場合は、計

算の一部の側面をデータソースレイヤーに戻すことを検討してください。これを実行する方法の1つと

して、計算の集計を実行してから、集計されたデータで計算を実行します。

詳細レベル (LOD) の式 : LOD式は参照元データソースに対するクエリの一部として生成され、デー

タベース内で計算されます。これらはネストされている選択項目としてあらわされるため、データベース

のパフォーマンスに依存します。LOD式よりも表計算やブレンドの方がうまく行く場合も、その逆の場

合もあります。

LOD式によるパフォーマンスの低下が疑われる場合は、表計算はデータブレンドに置き換え、パ

フォーマンスが改善するかどうか確認することができます。詳細については、Tableau の操作の順序

ページ160の例 2を参照してください。

LOD式は結合選別の影響を受ける可能性があります。そのため、LOD式の使用時にクエリ実行に

時間がかかる場合は、結合の参照整合性を仮定するページ755を確認してください。

詳細については、Tableauホワイトペーパー「詳細レベル (LOD)の式について」を参照してください。

条件付き計算式のパラメーターの使用

Tableauの一般的な手法は、計算の実行方法を決定する値をユーザーが選択できるよう、パラメー

ター値を表示することです。一般的に、わかりやすいオプションをユーザーに提供するため、パラメー

ターを文字列型として作成するのが合理的です。ただし、数値計算は文字列計算よりも高速です。

そのため、パラメーターの [表示名 ]機能の長所を活用し、テキストラベルを表示しながら、計算ロジッ

クには参照元の整数値を使用します。詳細については、パラメーターの作成 ページ1072を参照してく

ださい。

日付フィールドの変換

ユーザーは、ネイティブのデータ形式で保存されていない日付データを持っていることがよくあります。た

とえば、日付が文字列や数値タイムスタンプの場合があります。データでサポートされている場合は

DATEPARSE関数を使用できます。この関数は、非レガシーのMicrosoft Excelおよびテキストファ
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イル接続、MySQL、Oracle、PostgreSQL、およびTableauデータ抽出データソースで使用できま

す。そうでない場合、フィールドを「2012-01-01」などの日付文字列に解析します。ISO文字列はロ

ケール固有ではため、推奨されます。次に値をDATE関数に渡します。元のデータが数値フィールド

の場合は、最初に文字列に変換してから日付に変換するのでは不十分です。データを数値にし、

DATEADDと日付のリテラル値を使用して計算を実行する方が優れています。大きなデータセット

では、得られるパフォーマンスが顕著となる可能性があります。これらの関数の詳細については、日

付関数 ページ2204を参照してください。

CASE論理ステートメントの使用

複雑な論理ステートメントを扱う場合、CASEステートメントの方が IFまたはELSEIFステートメント

よりも速く処理される場合があります。

ELSEIFの方がELSE IFよりも早く処理されることを覚えておいてください。これは、ネストされている

IFは、最初の IFステートメントの一部として計算されるのではなく、2番目の IFステートメントとして

計算されるからです。

詳細については、ホワイトペーパー「効率的に作業できるワークブックの設計」を参照してください。

メジャーの集計

作成しているビューの表示に時間がかかる場合、非集計メジャーではなく集計メジャーを使用してい

ることを確認してください。非集計データでは、一度に多くのデータ行を表示しなければならない場合

があります。データを集計することで、行数を減らすことができます。これを行うには、[分析 ] > [メ
ジャーの集計 ]を選択します。

計算のヒント

さまざまな簡単な手順を実行することで、計算のパフォーマンスを改善できます。

l 個別のカウント値はすべてのデータソースの中で最も時間のかかる集計タイプの1つです。

COUNTD集計の使用を控える。

l 広い範囲に影響を与えるパラメーター (カスタムSQLステートメントなど)を使用すると、キャッ

シュのパフォーマンスに影響を与える可能性があります。

l 複雑な計算をフィルターリングすると、参照元データのインデックスに失敗する可能性がありま

す。

l 特にDBMS/Rサーバーとやり取りする必要がある値が多数ある場合、外部サービスの統合

用のRAWSQLやSCRIPT_*などのスクリプト関数には時間がかかる場合があります。
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l タイムスタンプの詳細レベルが必要な場合にのみNOWを使用します。日付レベル計算で

TODAYを使用します。

l ラベル文字列などのリテラル計算であっても、すべての基本的な計算は参照元データに渡され

ます。ラベル (列見出しなど)を作成する必要があり、データが非常に大きい場合、大きなデー

タソースにオーバーヘッドが追加されないよう、1つのレコードのみを保持するシンプルなテキス

ト/Excelファイルデータを作成できます。

視覚化の高速化
要点をわかってもらう、またはストーリーを伝えるには、視覚化 (ビュー、ダッシュボード、ストーリー)に多

数の作業を行う必要があります。視覚化の読み込み時間が長すぎることによってオーディエンスを失う

のは不本意です。このトピックのガイドラインに従うことで、視覚化の速度を改善できます。

範囲を減らす

ビューやダッシュボード、ストーリーを作成する際には、ビューにフィールドやワークシートを追加したり、

ワークブックにシートを追加するのは非常に簡単なため、視覚化に多くの情報を詰め込んでしまいが

ちです。その結果、可視化のレンダリングが徐々に低速化する可能性があります。

各ワークシートはデータに対して1つ以上のクエリを実行します。そのため、シート数が多ければ、視

覚化のレンダリングにかかる時間は長くなります。

Tableauがユーザーにインタラクティブな視覚化を提供するよう設計されているという事実を活用し、

可能であればデータを複数の視覚化に広げます。視覚化を設計する際には戦略的に行ってくださ

い。ワークブック内のワークシートやデータソースの数がより少なければ、実行速度がより速くなります。

ビュー内に表示するフィルターの数を制限する

ビューに表示されるフィルター (以前のクイックフィルター)は、ユーザーに向けて豊かでインタラクティブな

作成できるTableauの非常に強力な機能です。次のスクリーンショットで、右側のハイライトされたフィ

ルターを参照してください。
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ビューにインタラクティブフィルターを追加すると、オプションを生成するためには、ビューの各フィルター

にクエリが必要です。ダッシュボードに多数のインタラクティブフィルターを追加すると、ダッシュボードの

レンダリングに長い時間がかかることがあります。

また、フィルターで「関連する値の表示」を使用する場合は、他のフィルターを変更するたびに表示さ

れる値を更新するクエリが必要です。この機能の使用を控える。

ビュー上のマークの数を減らす

「マークが多すぎる」のはいくつかを定義する鉄の掟はありませんが、マークの数が増えると、それらの

レンダリングに必要な処理能力やメモリが増えることを念頭に置いてください。ステータスバーで

Tableau Desktopウィンドウの左下を見て、マークの数を確認できます。大きなクロス集計や複雑な

カスタムポリゴンを使用した地図に注意します。ビューにデータポイントが多すぎると、情報のオー

バーロードが発生し、ビジュアル分析の値も減少することを考慮してください。

この問題を避けるため、関連ビューをコンパイルしてアクションフィルターに接続し、データを探索する

際、概要からより詳細なビューへと移動できるようにします。[詳細 ] シェルフから不要なディメンション
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を削除するようにします。また、試しにさまざまなタイプのビューでデータを表示して、何が最も効果的

かを確認することもできます。

フィルターを使用せずにズームする

大量のマークを使用する視覚化でユーザーがズームインを使用する場合、Tableauは表示されない

マークのフィルター処理は行いません。変化するのはデータのビューであり、マークの合計数ではありま

せん。データのサブセットが1つのみ必要な場合、不要なデータをフィルターします。

ワークブックパフォーマンスの記録と分析
ワークブックが完了し、パフォーマンスの速度が本来よりも遅い理由について疑問が出ることがありま

す。パフォーマンス低下の原因を見つけるには、パフォーマンスの記録を使用してワークブックを評価し

ます。ワークブックを共有またはパブリッシュする予定がある場合、これは特に良い考えです。

Tableauのパフォーマンス記録機能は、ワークブックの操作中に主要なイベントのパフォーマンス情報

を記録します。次に、Tableauが作成するワークブックでパフォーマンスメトリクスを確認し、パフォーマ

ンスに影響することが知られているさまざまなイベントの分析やトラブルシューティングを行うことができま

す。

l クエリの実行

l クエリのコンパイル

l ジオコーディング

l データソースへの接続

l レイアウト計算

l 抽出の生成

l データのブレンド

l サーバーレンダリング(Tableau Serverのみ)

Tableauサポートにより、パフォーマンス問題の診断を支援するため、パフォーマンスワークブックの作

成が要請されることがあります。

Tableau Desktopでパフォーマンスの記録を作成する

パフォーマンスの記録を開始するには、次の手順に従います。

[ヘルプ] > [設定とパフォーマンス] > [パフォーマンスの記録の開始 ]
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記録を停止して記録セッションからの結果を含む一時ワークブックを表示するには次の手順に従いま

す。

[ヘルプ] > [設定とパフォーマンス] > [パフォーマンスの記録の停止 ]

これで、ワークブックのパフォーマンスを確認し、分析を開始できます。

[ファイル] > [保存 ]をクリックして、選択した場所にワークブックを保存します。Tableau Supportに記

録を送信する場合は、このワークブックをパッケージドワークブック(.twbx)ファイルとして保存して、サ

ポートに送信できます。

パフォーマンス記録ワークブックの解釈

パフォーマンス記録ワークブックには、[Performance Summary (パフォーマンスサマリー)]と[Detailed
Views (詳細ビュー)]という2つの主要なダッシュボードがあります。[Performance Summary (パフォー

マンスサマリー)]ダッシュボードには、最も時間のかかるイベントの高度な概要が表示されます。

[Detailed Views (詳細ビュー)]ダッシュボードには詳細な情報が表示され、上級ユーザーがワーク

ブックを作成するときに使用することを目的としています。[Detailed Views (詳細ビュー)] ダッシュ

ボードは、パフォーマンス記録ワークブックがTableau Desktopを使用して開かれた場合にのみ表示

されます。

Performance Summary (パフォーマンスサマリー)
[Performance Summary (パフォーマンスサマリー)]ダッシュボードには、[タイムライン]、[イベント]、
および [クエリ]の3つのビューがあります。

タイムライン

パフォーマンスサマリー記録ダッシュボードの一番上のビューには、記録中に発生したイベントが左か

ら右へ時系列で配置され表示されます。一一番下の軸には、Tableauが起動してからの経過時間

が秒数で表示されます。

[タイムライン]ビューでは、[ワークブック]、[ダッシュボード]、[ワークシート]の各列にイベントのコンテキ

ストが識別されます。[イベント]の列には、イベントの性質が識別され、最終列には各イベントの期

間と他の記録されたイベントとの時系列比較が表示されます。
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イベント

パフォーマンスサマリーダッシュボードの中央のビューには、期間 (長時間から短時間 )の順にイベント

が表示されます。期間がより長いイベントは、ワークブックを高速化する場合の最初の注目点を識別

するのに役立ちます。

異なる色は異なるタイプのイベントを表します。記録できるイベントの範囲は、次のとおりです。

l レイアウトの計算

レイアウトが長すぎる場合は、ワークブックの簡素化を検討します。

l データソースへの接続

遅い接続は、ネットワーク問題またはデータベースサーバー問題が原因として考えられます。

l クエリのコンパイル

このイベントは、Tableauがクエリの生成に費やした時間をキャプチャします。クエリのコンパイル

時間が長い場合、生成されるクエリが複雑であるということです。そのような複雑さは、フィル

ターの数が多すぎたり計算が複雑であることに起因する場合もありますが、一般的にはワーク

ブックが複雑であることに起因します。複雑な計算の例としては、長い計算、LOD計算、ネス

トされた計算などがあります。ワークブックの簡略化、アクションフィルターの使用、または参照

元データベースへの計算の移動を試みてください。

l クエリの実行

l ライブ接続では、クエリに時間がかかりすぎる場合、参照元のデータ構造がTableau用

に最適化されていない可能性があります。データベースサーバーのドキュメントを参照し
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てください。代わりに、抽出を使用してパフォーマンスの速度を上げることを検討してくだ

さい。

l 抽出でクエリに時間がかかりすぎる場合は、フィルターの使用を見直してください。フィル

ターの数が多すぎる場合、コンテキストフィルターの方が適していませんか。フィルターを

使用するダッシュボードがある場合は、パフォーマンスの向上に役立つアクションフィル

ターの使用を検討してください。

l 抽出の生成

抽出の生成を高速化するには、元のデータソースからデータの一部だけをインポートすること

を検討します。たとえば、特定のデータフィールドでフィルターしたり、指定された行数やデータ

のパーセンテージに基づいてサンプルを作成したりすることができます。

l ジオコーディング

ジオコーディングのパフォーマンスを高速化するには、少ないデータを使用するか、データをフィ

ルターしてみます。

l データのブレンド

データブレンドを高速化するには、使用するデータを少なくするか、データをフィルターしてみま

す。

l サーバーレンダリング

別のマシンで追加のVizQL Serverプロセスを実行することで、サーバーレンダリングを高速化

できます。

クエリ

パフォーマンスサマリーダッシュボードの [タイムライン]または [イベント]セクションのいずれかで、[クエリ

の実行 ]イベントをクリックすると、そのクエリのテキストが [クエリ]セクションに表示されます。

パブリッシュされたデータソースに接続されている場合、クエリのテキストがXMLで表示されます。

データソースに直接接続されている場合、以下のようにクエリがSQLで表示されます。

合理的であれば、データベースチームと協力するクエリテキストを使用し、データベースレベルでデー

タを最適化できます。クエリが切り捨てられている場合は、Tableauログで完全なクエリを検索する必
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要があります。ほとんどのデータベースサーバーでは、インデックスの追加やその他の方法によりクエリを

最適化する方法が提案されています。詳細については、ご使用のデータベースサーバーのドキュメン

テーションを参照してください。

効率性を高めるため、Tableauはデータに対する複数のクエリを1つのクエリへと組み合わせることが

あります。この場合、NULLワークシートに[クエリの実行 ]イベントが表示され、名前を付けたワーク

シートには実行されているクエリが何も表示されない場合があります。

Detailed Timeline (詳細なタイムライン)
このビューは [タイムライン]ビューの詳細版です。すべてのイベントを表示し、[タイムライン]ビューでグ

ループ化された個々のアイテムを分離して表示します。上級ユーザーがワークブックをデザインする際

に使用することを目的としています。

Detailed Views (詳細ビュー)
[Detailed Views (詳細ビュー)]ダッシュボードには、[Depth (深度 )]、[Exclusive CPU (排他的

CPU)]、[Inclusive CPU (包括的 CPU)]、[Elapsed Time (経過時間 )]ビューがあります。

Depth (深度 )

[Depth (深度 )]ビューは、[Detailed Views (詳細ビュー)]ダッシュボードの一番上に表示されます。

要求が行われたときに何が起きているかを把握できます。このビューは、単一のユーザー要求を表示

するようにフィルターした場合に最も役立ちます。ユーザー要求の例としては、ビューの読み込み、マー

クの選択、フィルターの変更などがあります。

[Depth (深度 )]ビューの各バーは、単一のアクティビティを表します。アクティビティとは、ユーザー要求

の処理の一部として実行される作業単位です。単一のユーザー要求により複数のアクティビティが実

行されます。[Depth (深度 )]ビュー上の各バーの長さは、バーが表すアクティビティの経過時間に比例

します。
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上位レベルのアクティビティがビューの上部に表示されます。下位のアクティビティは、上位レベルのア

クティビティによって生成された子アクティビティです。

各バー上にカーソルを合わせると、アクティビティに関する詳細情報が表示され、次のセクションで説

明する[CPU]および [Elapsed Time (経過時間 )]ビューで対応する行がハイライトされます。

要求のどの部分が最も時間が掛かったかを絞り込むために、長時間実行される最上位レベルのアク

ティビティを調査します。

CPUおよびElapsed Time (経過時間 )

[CPU]および [Elapsed Time (経過時間 )]ビューは、[Detailed Views (詳細ビュー)]ダッシュボード

の一番下に表示されます。ラジオボタンをクリックすると、[Exclusive CPU (排他的 CPU)]、
[Inclusive CPU (包括的 CPU)]、[Elapsed Time (経過時間 )]の各ビューが切り替わります。

[Depth (深度 )]ビューは、長時間実行されるアクティビティを視覚的にすばやく識別するのに役立ち

ます。ただし、各インスタンスの時間が短いアクティビティが複数回発生する場合、そのようなアクティ

ビティがハイライトされるとは限りません。[Exclusive CPU (排他的 CPU)]、[Inclusive CPU (包括

的 CPU)]、[Elapsed Time (経過時間 )]ビューには、各アクティビティの総統計が表示されます。ア

クティビティが実行された回数が [カウント]列に表示され、1つのアクティビティに掛かった合計時間が

棒グラフで表示されます。

Tableau Serverへのアップロード時間の減少
ワークブックを作成してパフォーマンス記録を分析し、速度が最適化されていることを確認しました。

これで、ワークブックをTableau Serverにパブリッシュする準備が整いました。常にTableau Serverへ
のアップロードの回数を減らすことはできるとはかぎりませんが、いくつか留意事項があります。

パッケージドワークブックのパブリッシュの回避

ワークブック(.twbファイル)とデータソースを一緒にパッケージドワークブック(.twbxファイル)としてパブ

リッシュするのではなく、別々にパブリッシュするのがベストプラクティスです。このようにしても、一緒に

パブリッシュする場合より、ワークブックとデータソースの初回アップロードは高速になりませんが、ワー

クブックの再パブリッシュが高速になり(データソースは再パブリッシュする必要がない場合 )、新しい

ワークブックのデータソースをオンラインで利用できます。抽出であるデータソースについては、自動更

新をスケジュール化することもできます。
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抽出を小さくする

Tableau抽出については、抽出を小さくすることでアップロードを高速化できます。抽出を作成する場

合、次の点を考慮します。

l 使用していないフィールドを抽出から削除する。

l サンプリングおよびフィルターリングにより抽出を小さくする。

l 表示可能なディメンションのデータを集計する。

関連項目

データの抽出 ページ868

データソースのパブリッシュページ3063

パフォーマンスを向上させるため自動更新をオフに

する
シェルフにフィールドを配置すると、Tableauはデータソースに対してクエリを実行して結果のビューを

生成します。多数のフィールドを含む複雑なデータビューを作成している場合、これらのクエリには時

間がかかる場合があります。パフォーマンスを向上させるには、ビューの作成中に自動更新をオフに

し、完了したらデータソースに対してクエリを実行します。

ワークシートの自動更新

ワークシートの更新を無効にするには、ツールバーの自動更新の一時停止 ボタン をクリックしま

す。また、キーボードでF10 (MacではOption - Command - 0)を押して自動更新のオンとオフを切り

替えることもできます。

自動更新がオフの場合は、ツールバーの [更新を実行 ] ボタンをクリックするか、F9(Macでは

Shift-Command-0)を押すことで、いつでもビューを更新できます。

自動更新がオフの場合の無効な状態の識別

自動更新がオフのとき、無効な状態が発生することがあります。この場合、ビューは薄く表示され、無

効なコマンドが使用できなくなります。ビューとコマンドを再度使用可能な状態にするには、ツールバー
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の [更新を実行 ]をクリックします。

たとえば、次のビューでは自動更新がオフになっています。利益の集計を合計から平均に変更する

と、ビューは現在のビューが無効であることを示すために不飽和状態になりました。

フィルターの自動更新

フィルターを変更すると、ワークシートの自動更新がオフの場合でも、Tableauはデータソースのクエリ

を継続し、ビューを更新します。大規模なデータセットで作業している場合は、この連続クエリアク

ションによってパフォーマンスが低下する場合があります。そのため、Tableauには、フィルターの自動

更新を一時停止するオプションもあります。フィルターの自動更新を一時停止している場合は、

Tableauがフィルターを更新するのを待機することなく、必要なだけ変更を加えることができます。

フィルターの自動更新を一時停止するには、ツールバーの [自動更新を一時停止 ]ボタンでドロップ

ダウン矢印をクリックし、[フィルターを自動更新 ]のチェックマークをクリアします。

フィルターの自動更新を再開するには、ツールバーの [自動更新を一時停止 ]ボタンでドロップダウン

矢印をクリックし、[フィルターを自動更新 ]を再度選択します。また、ツールバーの [更新を実行 ]

ボタンをクリックして、いつでも手動でビューを更新できます。
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自動更新がダッシュボードおよびストーリーに及ぼす影響

ビューごとに自動更新を構成します。つまり、自動的に更新しているビューもあればそうでないビューも

あるダッシュボードを持つことができます。同様に、自動的に更新しているストーリーポイントもあれば

そうでないストーリーポイントもあるストーリーを持つことができます。ただし、ダッシュボードまたはストー

リーがTableau Serverにパブリッシュされる場合、自動更新はストーリーまたはダッシュボード内のどの

貢献しているビューにも影響を与えないか、すべてのビューに影響を与えます。

Tableau Software 3007

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



作業内容の保存

Tableauでデータを分析または使用している間は、いつでも作業内容を保存できます。

Tableau Desktopの場合
Tableau Desktopでは、次のように複数の方法を使用して作業内容を保存できます。

l ワークブックを自動的に保存する-ワークブックを元のファイルと同じ場所に自動的に保存しま

す。クラッシュが発生した場合、復元されたバージョンを使用できます。

l ワークブックの保存 –開いているワークシートをすべて保存します。

l パッケージドワークブックの保存 –ワークブックをすべての参照先ローカルファイルデータソース

およびイメージと共に1つのファイルに保存します。

l ブックマークの保存 –現在のワークシートを保存します。

ワークブックとブックマークは、ワークブックで使用する関連データソースへのアクセス権がある同僚と共

有できます。同僚がデータソースへのアクセス権を持っていない場合は、パッケージドワークブックを

保存できます。

ビニングされたメジャー、計算フィールド、グループ、セットなどのカスタムフィールドは、ワークブックや

ブックマークと一緒に保存されます。

ワークブックを自動的に保存する

Tableau Desktopでは数分毎に作業が自動的に保存されます。Tableauが予期せず終了したとき

に、数時間の作業が失われることはありません。この機能は既定で有効になっていますが、ツール

バーの [ヘルプ] > [設定とパフォーマンス] > [自動保存の有効化 ]からオフにできます。

注 :このオプションが表示されない場合は、システム管理者がこの機能を無効にした可能性

があります。

Tableauがクラッシュした場合、ワークブックの復元されたバージョンが .twbr拡張子を付けて自動的

に作成され、元のファイルと同じ場所、またはマイTableau リポジトリ/Workbooksフォルダーに保

存されます。新しいワークブックは、"Book1" +数値 IDの名前で保存されます。再度 Tableauを開く

と、復旧ダイアログボックスに、フローを続行するために選択して開くことができる、復旧されたファイル

のリストが表示されます。
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同じダイアログボックスから不要なファイルを削除することもできます。

インストール時にこの機能をオンまたはオフにする方法の詳細については、「Tableau Desktop展開ガ

イド」の「インストールの前に」を参照してください。

ワークブックの保存

Tableau Desktopを開くと、自動的に新しいワークブックが作成されます。ワークブックには作成した作

業内容が保持され、1つ以上のワークシートで構成されています。各ワークシートにはデータの特定の

ビューが含まれています。

Tableau ワークブックを保存するには

1. [ファイル] > [保存 ]を選択します。

2. [名前を付けて保存 ]ダイアログボックスでワークブックのファイル名を指定します。

既定では、ファイルは .twb拡張子で保存されます。既定では、ワークブックはマイTableauリポジトリ

の [ワークブック]フォルダーに保存されます。このリポジトリは、[ドキュメント]フォルダーにあります。任意

のディレクトリにTableauワークブックを保存できます。

Tableauファイル名に、フォワードスラッシュ(/)、バックスラッシュ(\)、大なり記号 (>)、小なり記号 (<)、
アスタリスク(*)、疑問符 (?)、二重引用符 (")、パイプ記号 (|)、コロン(:)、セミコロン(;)を含めることは

できません。

開いているワークブックのコピーを保存するには、次の操作を行います。

l [ファイル] > [名前を付けて保存 ]を選択し、新しい名前を指定してファイルを保存します。
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パッケージドワークブックの保存

パッケージドワークブックには、ワークブックと共にローカルファイルデータソースや背景イメージのコ

ピーが含まれます。ワークブックは、元のデータソースやイメージにはリンクされません。これらのワーク

ブックは .twbxファイル拡張子で保存されます。他のユーザーもTableau DesktopまたはTableau
Readerを使用してパッケージドワークブックを開くことができます。このとき、ワークブックが含まれてい

るデータソースにアクセスする必要はありません。

ワークブックをパッケージドワークブックとして保存する方法の詳細については、パッケージドワークブッ

クページ3012を参照してください。

ブックマークの保存

1つのワークシートをTableauブックマークとして保存できます。ブックマークを保存すると、Tableauは

ワークシートのスナップショットを作成します。ブックマークには [ブックマーク]メニューを使用してワーク

ブックからアクセスできます。ブックマークの付いたワークシートを開くと、ブックマークが付けられた時の

状態でワークブックにワークシートが追加されます。自動的に更新または変更されることはありませ

ん。ブックマークは、頻繁に使用するワークシートがある場合に便利です。

Tableau ブックマークを保存するには

1. [ウィンドウ] > [ブックマーク] > [ブックマークの作成 ]を選択します。

2. [ブックマークの作成 ]ダイアログボックスでブックマークのファイル名と場所を指定します。

Tableauによりファイルが .tbm拡張子で保存されます。既定の場所はTableauリポジトリのブック

マークフォルダーです。任意の場所に保存できます。Tableauリポジトリに保存されていないブック

マークは、[ブックマーク]メニューに表示されません。

ブックマークは、ファイルやドキュメントと同様にフォルダーに整理できます。これは、管理するブックマー

クの数が多い場合に便利です。たとえば、ブックマークを従業員名、製品タイプ、売上結果などに基

づいて整理します。ブックマークは、新しいフォルダーの作成、既存のフォルダーの名前変更、既存の

ブックマークファイルの名前変更などを行って整理できます。

ブックマークの削除は、コンピューター上の他のファイルを削除する方法と同じです。Tableauリポジト

リのブックマークフォルダーからブックマークを削除すると、次回 Tableauを開始したときに[ブックマー

ク]メニューに表示されません。

注 : ブックマークは一般にワークシートのスナップショットであり、データ接続、書式設定などを

含んでいますが、パラメーター値や [ページ]シェルフの現在のページ設定は含みません。
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Web作成の場合
Tableau ServerまたはTableau Cloudのビューで作成、編集、および操作する場合に、次のように

作業内容を保存する方法が複数あります。

l ワークブックの保存 -指定したプロジェクトにワークブックを保存します。

l ワークブックのコピーを保存 -指定したプロジェクトにワークブックのコピーを保存します。

l カスタムビューとして変更を保存 -変更内容をカスタムビューとして保存します。カスタムビュー

は元のビューと関連付けられており、元のビューが更新されるとカスタムビューも更新されます。

ワークブックの保存

Tableau ServerまたはTableau Cloudで新しいワークブックを作成したり既存のワークブックを編集し

たりするときは、いつでも作業内容を保存できます。

ワークブックを保存するには、次の操作を行います。

l Web編集モードで、[ファイル] > [保存 ]を選択します。

注 :ワークブックを初めて保存する場合は、必ず [ファイル] > [名前を付けて保存 ]を選

択してください。

既存のワークブックのコピーの保存

既存のビューを変更した内容で上書きしたくない場合もあります。このような場合は、既存のワーク

ブックのコピーを保存できます。これにより、既存のワークブックは変更されずに残り、作成したコピーを

編集できるようになります。

注 :既存のワークブックのコピーを保存しても、元のワークブックが更新または再パブリッシュされ

たときに更新されません。また、元のビューが削除されても削除されることはありません。元の

ビューと共に更新されるビューを作成する場合は、カスタムビューとしての変更の保存 次のペー

ジセクションを参照してください。

ワークブックのコピーを保存するには、次の操作を行います。

1. Web編集モードで、[ファイル] > [名前を付けて保存 ]を選択します。

2. 開かれた [ワークブックの保存 ]ダイアログボックスで、次の手順を行います。
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1. 名前 :ワークブックの名前を入力します。

2. プロジェクト:ワークブックを保存するプロジェクトを選択します。

3. (オプション) [シートをタブとして表示 ]を選択し、ワークブック内のすべてのワークシート、

ダッシュボード、およびストーリーを別のタブで表示します。

4. [保存 ]をクリックします。

注 :データソースをTableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュしたユーザーに

は、保存しようとしているワークブックに含まれるパブリッシュされたデータソースへのアク

セスに対する認証資格情報も設定できる場合があります。これらの認証オプションは、

[ワークブックの保存 ]ダイアログボックスに表示されます。詳細については、トピック「パブ

リッシュされたデータにアクセスするための認証資格情報を設定する」で認証タイプを確

認してください。

カスタムビューとしての変更の保存

ビューを開くたびに同じ変更を加えるようであれば、変更をカスタムビューとして保存することを検討し

た方が良い場合があります。このオプションはWeb編集モードでは使用できませんが、ビューを開い

て操作している間はアクセスできます。

カスタムビューによって元のビューが変更されることはありませんが、カスタムビューは元のビューと関連

付けられています。元のビューが更新または再パブリッシュされると、カスタムビューも更新されます。

また、カスタムビューを他のユーザーに表示するか (パブリック)か、自分だけ (プライベート)にするかを

選択することもできます。

カスタムビューおよびその作成方法の詳細については、カスタムビューの使用 ページ3240を参照して

ください。

関連項目
カスタムビューの使用 ページ3240

パッケージドワークブック
ワークブックは多くの場合、外部リソースを参照しています。たとえば、ワークブックは、背景イメージを

参照したり、Excelファイル、Accessファイル、Tableau抽出ファイル (.hyper)などのローカルファイル

データソースを参照したりします。
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ワークブックを保存すると、これらのリソースへのリンクも保存されます。次回ワークブックを開くと、データ

やイメージに加えられた変更によってビューが自動的に更新されます。ほとんどの場合はこの方法で

ワークブックを保存しますが参照先リソースへのアクセス権のない人とワークブックを共有する場合や、

ワークブックをTableau Serverにパブリッシュする予定がある場合は、代わりにパッケージドワークブック

を保存できます。

パッケージドワークブックには、ワークブックと共にローカルファイルデータソースや背景イメージのコピー

が含まれます。ワークブックは、元のデータソースやイメージにはリンクされません。これらのワークブック

は .twbxファイル拡張子で保存されます。他のユーザーはTableau DesktopまたはTableau Reader
を使用してパッケージドワークブックを開くことができます。

注 : .twbxファイルの内容は、プレーンテキストで保存されます。ユーザーがファイルを開くと、

データの意味的な手がかりとなるフィルター値を含むすべてのデータを読むことができます。

ファイルベースのデータソースを使用した .twbxの作成

1. [ファイル] > [名前を付けて保存 ]を選択します。

2. [名前を付けて保存 ]ダイアログボックスでパッケージドワークブックのファイル名を指定します。

3. [保存形式 ] ドロップダウンリストで [Tableau パッケージドワークブック] を選択します。

4. [保存 ]をクリックします。

既定の場所はTableauリポジトリのワークブックフォルダーです。任意のディレクトリにパッケージドワー

クブックを保存できます。
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パッケージドワークブックには以下のファイルが含まれます。

l 背景イメージ

l カスタムジオコーディング

l カスタム形状

l ローカルキューブファイル

l Microsoft Accessファイル

l Microsoft Excelファイル

l Tableau抽出ファイル (.hyper)

l テキストファイル (.csv、.txtなど)

Microsoft ExcelまたはAccess 2007データソースを含むパッケージドワークブックを共有する

場合、ワークブックを開くユーザーのコンピューターにMicrosoft ExcelとAccess 2007、または

Office 2007 Data Connectivity Componentsがインストールされている必要があります。デー

タ接続コンポーネントはTableauのTableau Driversページからダウンロードできます。

ファイルベース以外のデータソースを使用した .twbxの作成

ワークブックがエンタープライズデータソース、またはMicrosoft SQL、Oracle、MySQLなどの他の非

ファイルベースのデータソースへの接続を含む場合は、データソースからデータを抽出して、それをパッ

ケージドワークブック(.twbx)に含める必要があります。

1. ワークブックの [データ]ペインでデータソースを右クリックし、[データの抽出 ]を選択します。

2. [データの抽出 ]ダイアログボックスで、[抽出 ]ボタンをクリックしてデータソースからすべてのデー

タを抽出します。
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抽出が完了すると、データソースアイコンが変わり、そのデータソースの抽出がアクティブである

ことを示します。単一のシリンダーではなく、矢印で接続された2つのシリンダーになります。
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3. オプション: ワークブックのデータソースごとに上記の手順を繰り返します。

4. [ファイル] > [名前を付けて保存 ]を選択します。

5. [保存形式 ]ドロップダウンメニューから、[Tableauパッケージドワークブック(*.twbx)]を選択し

ます。

ファイルベース以外のすべてのデータソースについて抽出が作成され、パッケージドワークブック

が保存された後、ワークブックを送信できます。

Tableau Serverデータソースを使用した .twbxの作成

ワークブックにパブリッシュ済み Tableau Serverデータソースへの接続が含まれる場合は、Tableau
Serverデータソースのローカルコピーをダウンロードし、その抽出を用意してから、パッケージドワーク

ブック(.twbx)に含める接続をローカルコピーへの接続で置き換える必要があります。
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1. ワークブック内の [データ]ペインでパブリッシュ済みデータソースを右クリックし、[ローカルコピーの

作成 ]を選択します。

パブリッシュされたデータソースのコピーが [データ]ペインに追加されます。

2. ローカルコピーを右クリックし、[データの抽出 ]を選択します。

注 :ローカル・コピーがパブリッシュ済み抽出の場合は、このステップをスキップできます。

3. [データの抽出 ]ダイアログボックスで、[抽出 ]ボタンをクリックしてデータソースからすべてのデー

タを抽出します。データソースの抽出を作成すると、ワークブックの共有相手がデータソースの

コピーにアクセスできるようになります。

Tableau Software 3017

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



4. [データ]ペインでパブリッシュ済みデータソースを右クリックし、[データソースの置換 ]を選択し

ます。
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5. パブリッシュ済みデータソースがローカルデータソースによって置換されていることを確認し、

[OK]をクリックします。

6. パブリッシュ済みデータソースを右クリックして、[閉じる]をクリックします。

7. [ファイル] > [名前を付けて保存 ]を選択します。

8. [保存形式 ]ドロップダウンメニューから、[Tableauパッケージドワークブック(*.twbx)]を選択しま

す。
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ローカルコピーとローカルコピーの抽出が作成され、パッケージドワークブックが保存された後、

ワークブックを送信できます。

.twbxのアンパッケージ

パッケージドワークブックは、アンパッケージできます。

WindowsまたはMacOSコンピューターで、ファイルに .zip拡張子を付けて名前を変更し(たとえば、

myfile.twbxからmyfile.zip)、変更したファイルをダブルクリックします。

ワークブックをアンパッケージすると、通常のワークブックファイル (.twb)に加え、ワークブックと一緒に

パッケージ化されていたデータソースやイメージを含むフォルダーが表示されます。

ワークブックをTableau Publicに保存する
データの検出結果を組織以外と共有する場合は、無料のクラウドサービスであるTableau Public
にワークブックを保存できます。Tableau Publicでは、だれでもビューを操作、またはワークブックや

データソースをダウンロードできます。詳細については、「Tableau Public Webサイト」を参照してくだ

さい。

ワークブックの保存

1. Tableau Desktopでワークブックを開き、[サーバー] > [Tableau Public] > [Tableau Public
に保存 ]を選択します。

注 :このオプションは、少なくとも1つのフィールドが含まれるViz (ビジュアライゼーション)
を作成した場合にのみ使用できます。

2. Tableau Publicアカウントを使用してサインインします。
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アカウントを持っていない場合は、リンクをクリックして新しく作成します。

3. ワークブック名を入力し、[保存 ]をクリックします。

ワークブックをTableau Publicに保存すると、パブリッシュプロセスによりデータ接続の抽出が作

成されます。

ヒント: タイトルは、ビューのメタデータの一部となります。他のメンバーが検索しやすくな

るような一意のタイトルを使用します。(画像のタイトルは、ワークブックの名前の悪い例

を示しています。)

ワークブックをパブリッシュすると、Tableau Public Webサイトの自分のアカウントにリダイレクトさ

れます。

Tableau Publicのプロファイルページで、以下のいずれかの操作を行ってプロファイルをカスタマイズす

ることができます。
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l vizにポインターを合わせて接続し、注目のvizとして選択、vizの非表示、ダウンロード、また

は削除などのアクションを実行します。

l vizにポインターを合わせてから[表示 ]を選択してvizのホームページを開きます。ここで [詳
細の編集 ]を選択し、ワークブック名や説明などのメタデータのカスタマイズ、パーマリンクの追

加、他の設定の変更などを実行できます。

l ソーシャルメディアで共有するためのリンクや、Webページに埋め込むコードを取得するには、

ビューを表示してから、ビューの下部にある[共有 ]をクリックします。(他のTableau Publicユー

ザーのビューへのリンクや埋め込みコードも同じ方法で取得できます)。

ワークブックを最後に保存されたバージョンに戻す
前回保存してからワークブックに加えた変更は、いつでも元の状態に戻すことができます。

ワークブックを最後に保存した状態に戻すには、次の操作を実行します。

l Tableau Desktopで [ファイル] > [前回保存したときの状態に戻す]を選択し、警告ダイアログ

ボックスが開いたら[最初の状態に戻す]を選択します。

l Web作成モードで、[ファイル] > [最初の状態に戻す]を選択します。

Revertコマンドは、抽出データソースに接続していないワークブック(.twb)でのみ使用可能で

す。

ワークブックの自動保存
Tableau Cloudで自動保存すると、作業中に行った編集内容が新規または既存のワークブックに

保存されます。

自動保存のしくみ

新規または既存のワークブックへの変更を開始するとすぐに、ワークブックのプライベートのドラフト

バージョンに変更が自動的に保存され始めます。他のユーザーと変更を共有する準備ができたら、

[パブリッシュ]を使用して、最後にパブリッシュされたリビジョンを下書きに置き換えます。
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注 :自動保存は、特定のタイプのアセットなど、すべてのタイプの変更を自動的に保存するわ

けではありません。このような場合、「編集内容を保存するには、ワークブックをパブリッシュする

必要があります」という通知が表示されます。

ワークブックのファイルサイズ

自動保存は、5 MB未満のワークブックに対して使用できます。サイズが大きいワークブックファイルの

変更を手動で保存するには、パブリッシュする必要があります。

複数のユーザーが同じワークブックを編集した場合はどうなりますか?

複数のユーザーが同じワークブックで作業している場合、各ユーザーの編集内容があなたのプライ

ベートな下書きに関連付けられて保存されます。ワークブックの編集を開始したときに、作業している

バージョンに別のユーザーからのリビジョンがパブリッシュされている場合は、通知が届きます。その場合

は、下書きを破棄して現在のリビジョンを編集するか、あなたのプライベートな下書きの編集を再開す

るかを選択できます。

警告 :プライベートな下書きの編集を開始した後に、別のユーザーがリビジョンをパブリッシュした場合

は、通知は届きません。あなたのバージョンをパブリッシュする前に別のユーザーが下書きをパブリッシュ

している場合、そのユーザーの下書きは、あなたが行った変更内容によって上書きされます。

ワークブックのリビジョン履歴をチェックすると、ワークブックが最後にパブリッシュされた日時を確認できま

す。リビジョン履歴から、リビジョンをプレビューするか、以前のリビジョンを復元するかを選択できます。

詳細については、「コンテンツのリビジョンの操作」を参照してください。

下書きを破棄して現在のリビジョンを編集することを選択した場合、下書きとアップロードされた関連

するアセットファイルは削除されます。アセットとプライベートな下書きで行った編集内容を保持するた

めに、他のユーザーの編集内容をあなたのプライベートな下書きに手動で組み込むことができます。

次に、両方の変更内容を反映したワークブックをパブリッシュします。

パーミッションの要件

自動保存を利用できるのは、ワークブックレベルのWeb編集機能を持つCreatorとExplorer (パブ

リッシュ可能 )です。ユーザーがビューレベルのみのWeb編集機能を持っている場合、自動保存はオ

ンになりません。
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Tableau Desktopから別のアプリケーションへの

ビューのエクスポート
ビューやワークブックをTableau Desktopからプレゼンテーション、レポート、Webページにエクスポート

する方法はいくつかあります。

注 : Tableau CloudやTableau Serverを使用している場合は、ビューとワークブックのダウン

ロードページ3346とビューのPNG、PDF、CSV へのリンクページ3345を参照してください。

ビューを画像としてコピー

個々のビューを画像としてコピーし、Microsoft WordやExcelなどの別のアプリケーションにすばやく

貼り付けることができます。MacでTableau Desktopを使用している場合は、TIFF (Tagged Image
File Format)形式で画像がクリップボードにコピーされます。Windowsでは、BMP (ビットマップ)形式

で画像がコピーされます。

1. [ワークシート] > [コピー] > [イメージ]を選択します。

2. [イメージのコピー]ダイアログボックスで、画像に含める要素を選択します。ビューに凡例が含

まれている場合は、[イメージのオプション]で凡例のレイアウトを選択します。

3. [コピー]をクリックします。

4. ターゲットアプリケーションを開き、クリップボードから画像を貼り付けます。

イメージファイルとしてのビューのエクスポート

再利用できるイメージファイルを作成するには、ビューをコピーするのではなく、エクスポートします。

macOSまたはWindowsでは、BMP、JPEG、PNG、またはSVGの画像ファイル形式を選択できま

す。ただし、SVGでは、Tableauフォント(Tableau Regular、Tableau Semiboldなど)が類似した

フォントに置き換えられます。

1. [ワークシート]、[エクスポート]、[イメージ]の順に選択します。

2. [イメージのエクスポート]ダイアログボックスで、画像に含める要素を選択します。ビューに凡例

が含まれている場合は、[イメージのオプション]で凡例のレイアウトを選択します。

3. [保存 ]をクリックします。
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4. [イメージの保存 ]ダイアログボックスで、ファイルの場所、名前、形式を指定します。[保存 ]をク

リックします。

PowerPointプレゼンテーションとしてエクスポート

ワークブックをMicrosoft PowerPoint形式にエクスポートすると、選択したシートは別々のスライド上で

静的なPNG画像になります。ストーリーシートをエクスポートする場合、すべてのストーリーポイント

が個別のスライドとしてエクスポートされます。エクスポートされたプレゼンテーションにはTableauで現

在適用されているすべてのフィルターが反映されます。

ヒント:ダッシュボードをPowerPoint用に最適化するには、[ダッシュボード]タブで、[サイズ] >
[固定サイズ] > [PowerPoint (1600 x 900)] を選択します。

ワークブックをPowerPointにエクスポートするには、次を実行します。

1. [ファイル] > [PowerPoint 形式でエクスポート]を選択します。

2. プレゼンテーションに含めるシートを選択します(非表示のシートを含めることもできます)。

エクスポートしたPowerPointファイルにはワークブックのファイル名が反映され、タイトルスライド

にはワークブック名とファイルが生成された日付が示されます。

ヒント:個々のシートのタイトル、ビュー、凡例、キャプションを表示したり非表示にしたりするに

は、[ファイル] > [ページ設定 ]を選択します([表示 ]セクションのこれらのオプションは、ダッシュ

ボードでは使用できません)。

PDFへのエクスポート

Tableauフォントを埋め込むベクトルベースのファイルを作成するには、PDFに出力します。[ファイル] >
[ページ設定 ]ダイアログを使用してページ要素のレイアウトをカスタマイズし、[ファイル] > [PDF に出

力 ]を選択します。詳細な手順については、Tableau Desktop でのビューの出力 ページ3035を参照

してください。

Tableauデスクトップからデータをエクスポートする
Tableauデータソースのデータはエクスポートすることができ、元のデータのすべてのレコードまたは一

部のレコードを含めることができます。ビューの生成に使用したデータだけをエクスポートすることもでき

ます。
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注 : Tableau CloudやTableau Serverを使用している場合は、ビューとワークブックのダウン

ロードページ3346とビューのPNG、PDF、CSV へのリンクページ3345を参照してください。

データソースでデータをエクスポートする

1つ以上の接続から表を結合して、使用するTableauデータソースに一般的なカスタマイズ (計算

フィールドやピボットフィールドの作成、グループの作成、データソースの適用、フィルターの抽出など)
を行うと、新しい書式でそのデータを共有したり再利用したりできます。これは、以下のいずれかの方

法で行うことができます。

l .csv ファイルへのデータのエクスポート下

l データの抽出 見開きページ

l データソースのエクスポート見開きページ

注 : 一部の表計算と詳細レベルの式はエクスポートから除外される場合があります。

.csvファイルへのデータのエクスポート

.csv は最も簡潔な構造のデータ形式の一種であるため、ツール、データベース、プログラミング言語

で幅広くサポートされています。この形式を使用したデータをTableauデータソースでエクスポートす

ると、独立したデータセットが作成され、他のユーザーと柔軟にデータを共有することができて便利で

す。

Tableau でデータソースのデータを.csvファイルにエクスポートする方法は主に2つです。データソー

スページからエクスポートする方法と、ビューからエクスポートする方法です。

l [データソース] ページから: [データソース]ページで、[データ]、[データをCSV にエクスポートす

る]を選択して、データソースのすべてのデータを.csvファイルにエクスポートします。

l ビューから: [シート]タブで、フィールドを[列 ]または [行 ]シェルフまでドラッグし、[データ]ペイン
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の [データの表示 ]アイコンをクリックし、[すべてエクスポート]ボタンをクリックします。

データの抽出

すべてのデータまたはデータのサブセットをデータソースにエクスポートするもう1つの方法は、抽出

(.hyper)ファイルを作成することです。抽出は独立したデータセットとして機能します。これを使用する

とTableauから直接接続できます。詳細については、データの抽出 ページ868を参照してください。

データソースのエクスポート

データに接続した後、データソースをTableauデータソース(.tds)ファイルとしてエクスポートおよび保

存できます。データソースを保存するとリモートデータへのショートカットが作成され、特定のデータセッ

トへの新しい接続を毎回作成する必要がなくなります。詳細については、データソースの保存 ページ

920を参照してください。

ビュー内のデータのエクスポート

ビューを作成すると、そのビューの生成に使用されたデータのみをエクスポートすることもできます。

エクスポートされるフィールドはシートのシェルフにあるフィールドです。ただし、外部フィルターとして機能

するフィールドは、言わば [フィルター]シェルフにのみ表示されるフィールドで、エクスポートに含まれませ

ん。基本ビューを変更しないまま、エクスポートされるデータを含む他のフィールドを含める場合は、そ

れらのフィールドを[詳細 ]シェルフに配置します。

ビューの生成で使用されたデータをエクスポートするには、以下のように様々な方法があります。

l ビューのデータをMicrosoft Access または .csv にエクスポートする次のページ

l ビューのデータをクロス集計でExcel にエクスポートする次のページ

l ビューのデータをクリップボードにコピーするページ3029
l ビューのクロス集計のデータをクリップボードにコピーするページ3030
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ビューのデータをMicrosoft Accessまたは .csvにエクスポートする

ビューの生成に使用されたデータをAccessデータベース(Windowsのみ)または .csvファイル (Mac
のみ)としてエクスポートします。

1. Tableau Desktopで、[ワークシート]、[エクスポート]、[データ]の順に選択します。

2. 場所を選択し、Accessデータベースまたは .csvファイルの名前を入力します。

3. [保存 ]をクリックします。

Windowsを使用する場合、[Accessにデータをエクスポート]ダイアログボックスには、作業の

流れを中断することなく、直ちに新しいAccessデータベースを使用し、Accessで作業を続

行するためのオプションが表示されます。

ビューのデータをクロス集計でExcelにエクスポートする

クロス集計として書式設定されたビューの生成に使用されたデータをExcelに直接エクスポートする

ことができます。ビューをクロス集計としてエクスポートすると、TableauでExcelアプリケーションが自

動的に開き、現在のビューのクロス集計バージョンが新しいExcelワークブックに貼り付けられます。

このオプションはデータを別のアプリケーションにエクスポートする直接的な方法ですが、データのコピー

と書式設定を同時に実行するために、エクスポートのパフォーマンスに影響を及ぼす場合がありま

す。エクスポートするビューに大量のデータが含まれている場合は、書式設定をエクスポートするかど

うかを尋ねるダイアログボックスが表示されます。この場合は、エクスポートから書式設定を除外する

ように選択すると、エクスポートのパフォーマンスが向上することもあります。
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l Tableau Desktopの場合、[ワークシート]、[エクスポート]、[Excel へのクロス集計 ]の順に選

択します。

Macを使用している場合、このオプションを選択するとダイアログボックスが開き、そこでファイル

を保存できます。その後、Excelでファイルを手動で開く必要があります。

l Tableau ServerやTableau Cloudの場合、ビューやダッシュボードを開き、[ダウンロード]、[クロ

ス集計 ]の順に選択します。

データのエクスポート元であるワークブックからシートを選択します。

ビューのデータをクリップボードにコピーする

ビューの生成に使用したデータをコピーします。これで、別のアプリケーションに貼り付けることができま

す。

1. ビューを作成します。

2. [ワークシート]、[コピー]、[データ]の順に選択します。

3. Wordなどの別のアプリケーションを開き、データをドキュメントに貼り付けます。

この例では、[列 ]、[行 ]、[色 ]シェルフに配置されているフィールドがドキュメントにコピーされま

す。ただし、"Customer Segment (顧客区分 )"フィールドはコピーされません。これは外部フィ
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ルターで [フィルター]シェルフにのみ表示されるためです。

ビューのクロス集計のデータをクリップボードにコピーする

ビューのクロス集計バージョンをコピーして、そのデータを別のアプリケーションに貼り付けたり移動する

ことができます。貼り付けられたデータは常にクロス集計です。これは、Tableauの最初のデータ

ビューがクロス集計形式でない場合も同様です。

クロス集計のコピーは、一般に、次のいくつかの条件による制約を受けます。

l ビューにはすべてのレコードをコピーする必要があります。レコードのサブセットをコピーすることは

できません。

l このオプションは集計ビューにのみ使用できます。クロス集計は定義上、データの集計ビューで

あるため、データの非集計ビューには使用できません。これは、クロス集計のコピーが正しく動

作するために [分析 ]メニューの [メジャーの集計 ]オプションを選択している必要があることを意

味しています。

l 連続する日付や時刻などの連続ディメンションがビューに含まれている場合は、クロス集計を

コピーできません。

l ビューのデータによっては、その他の制約が適用される場合があります。

一般的な条件が一致したらクロス集計をコピーします。
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1. ビューを作成します。

2. [ワークシート]、[コピー]、[クロス集計 ]の順に選択します。

3. Excelなどの別のアプリケーションを開き、クロス集計を貼り付けます。

ワークブック間での情報のコピー
個々のシート、ダッシュボード、ストーリーは、Tableau Desktopのワークブック間でコピーして貼り付け

ることができます (ただし、Web作成ではこれを行うことはできません)。この機能を使用すると、分析の

コピーや、データソースの別のブックへの移植ができます。ワークブック全体を現在のワークブックにイン

ポートすることもできます。
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選択されたシートでコピーまたは保存されるもの

選択したシートのコピー、保存、エクスポートを行うと、そのシートで使用しているデータソースやソー

スもコピーされます。これには、計算、パラメーター、セットなどが含まれます。カスタムの形状や色も

含まれます。コピーするシートがダッシュボードまたはストーリーである場合、そのダッシュボードで使用

されているすべてのシートも、表示・非表示にかかわらずコピーされます。

カスタムの色と形状は、コピーまたはインポートされたシートでは利用できますが、Tableauリポジトリ

には追加されません。他のブックでもこの設定を維持する場合は、「カスタムカラーパレットの作成

ページ2952」および「カスタム形状の使用」を参照してください。

シート間で書式設定をコピーする場合は、「ワークシートの書式設定のコピーと貼り付け」を参照し

てください。

Tableauが複製項目を扱う方法

異なるワークブックのシートを貼り付けまたはインポートする場合、いくつかの項目は送信先ワークブッ

クに既に存在している場合があり、またある項目は両方の場所で同じ名前を持っている場合があり

ます。Tableauは、データペイン内に計算などの正確な複製項目がある場合、その項目を送信先

ワークブックへ貼り付けまたはインポートしません。しかし、データペイン内のある項目の名前が同じで

も定義が異なる場合、Tableauはそれをインポートし名前を変更します。

また、Tableauでは重複する名前を持つ(名前のみが同一か、名前と内容が同一か)シートとデー

タソースも貼り付けまたはインポートします。また、新しいコピーの名前を変更します。

ワークブック間でのシートのコピーおよび貼り付け

シートをコピーして貼り付けることで、異なるワークブックの情報をすばやく組み合わせ、新しいワーク

ブックを作成できます。また、有益な回避策として、データソース使用するすべてのシートではなく、

単一シートのデータソースを置き換えることもできます。タブ付きシートビュー、フィルムストリップ

ビュー、シートソータービューから1つ以上のシートをコピーできます。Shift +クリックまたはCtrl +ク

リックを使用して複数のシートを選択します。

フィルムストリップビューを使用してワークシートのコピーおよび貼り付けを行うには、次の手順を実行

します。

1. ワークブックを開き、ステータスバーで [フィルムストリップ]をクリックします。
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2. コピーするシートのサムネイルを選択し、右クリック(MacではControlを押しながらクリック)して

[コピー]を選択します。

ワークブックのファイル形式 (.twbまたは .twbx)に情報がコピーされます。

3. 貼り付け先のワークブックを開くか新しいワークブックを作成します。任意のシートのタブで右ク

リック(MacではControlを押しながらクリック)し、[貼り付け]を選択します。

貼り付けられたシートは、既存のワークシート、ダッシュボード、およびストーリーの後に配置され

ます。

注 :アクティブなシートがストーリーの場合、[貼り付け]オプションは使用できません。

4. 変更内容の保存

ワークブック間でのシートのエクスポートおよびインポート

大きなワークブックから情報を抽出してスタンドアロンファイルとして保持する場合は、選択したシート

を新しいワークブックへエクスポートするかまたは保存することができます。そして、そのワークブックを既

存のワークブックへインポートし、シートと他のオブジェクトを既存のワークブックに取り込むことができま

す。

注 :これらの手順は、Tableauワークブック間で作業内容をどのように共有するかを説明しま

す。Tableau以外で使用するためにビューをエクスポートすることもできます。詳細については、

Tableau Desktop から別のアプリケーションへのビューのエクスポートページ3024を参照してく

ださい。
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1. 新しいファイルへエクスポートするシートを含むワークブックを開きます。

2. タブ付きワークシート、フィルムストリップビュー、またはシートソータービューを使用している場

合は、シートタブまたはサムネイルビューを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)
して[エクスポート]を選択して1つのシートをエクスポートします。Shift +クリックまたはCtrl +ク

リックを使用して複数のシートを選択します。

3. [名前を付けて保存 ]ダイアログボックスで保存するファイル形式 (.twbまたは .twbx)を指定し

てから新しいワークブックファイルの場所を選択して名前を付け、[保存 ]をクリックします。
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Tableauワークブック全体のインポート

選択したシートを新しいワークブック(.twb)ファイルへ保存またはエクスポートした後、情報を他のワー

クブックへインポートすることができます。

1. 既存のワークブックを開き、[ファイル] > [ワークブックのインポート]を選択します。

2. 他のワークブックから保存したシートを含むワークブックを選択し、[開く]をクリックします。

次の画像は、既存のワークブックのシートと同じ名前のシートを含むワークブックをインポートした結果

を示しています。Tableauは、インポートしたシートの名前の末尾に数字を追加します。

Tableau Desktopでのビューの出力
出力する前に、[ページ設定 ]ダイアログボックスを使用して出力するページのレイアウトを指定しま

す。その後、プリンターやPDFに出力します。
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ページの設定

ワークブック内のワークシートごとに異なるページ設定オプションを適用できます。たとえば、ワークシー

トのタイトルを表示や非表示にした状態で出力したり、一意のページ方向を指定して出力したりで

きます。

ページ設定を開始するには、[ファイル] > [ページ設定 ]を選択します。

全般的な設定 (ダッシュボードではなく個々のシートで使用可能 )

l 表示 -タイトル、ビュー、キャプション、色の凡例、形状の凡例、サイズの凡例、地図の凡例

を表示 /非表示にすることができます。

l ヘッダーと改ページ -これらのテーブル要素の外観を制御します。

l 各ページでヘッダーと凡例を繰り返す - 1つのビューが複数ページに及ぶと、行と列の

ヘッダーが各印刷ページの上部に追加されます。

l ペイン境界で改ページ -テーブルのセルの途中で改ページが発生しないようにします。

l [ページ] シェルフ-ビューで [ページ]シェルフを使用する場合は、現在のページを印刷するか、

すべてのページを印刷するかを指定します。

レイアウト設定

l 凡例のレイアウト-凡例を1つまたは複数含める場合は、凡例を印刷ページに表示する方

法を選択します。

l 余白 -それぞれのテキストボックスに値を入力して、上、下、左、および右の余白を指定しま

す。

l センタリング-必要に応じて、ビューをページ上で水平方向の中心に配置するか、垂直方向

の中心に配置するか、その両方を選択できます。

印刷スケール設定

これらの設定は、印刷されるドキュメントにのみ影響し、エクスポートされるイメージやPDFには影響

しません。ただし、ページの方向の設定は、ワークブックをTableau CloudやTableau Serverにパブ

リッシュするときの既定の設定として使用されます。

l 印刷スケール -ビューを拡大 /縮小して1ページに収めることも、複数ページにまたがるようにす

ることもできます。次のオプションから選択します。
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l 自動 –用紙サイズに基づいてビューを自動的に拡大 /縮小します。

l 拡大 /縮小 –元のサイズの指定されたパーセントにビューを拡大 /縮小します。

l 調整 –ビューが指定されたエリアに収まるように拡大 /縮小します。横方向と縦方向の

印刷ページのページ数を選択します。たとえば、高さがあまりない横長のビューがある場

合、横 3ページ、縦 1ページと指定することができます。

l ページの方向 -ビューが印刷ページに表示される方向を指定します。次のオプションから選択

します。

l プリンターの設定を使用 –プリンターによって指定済みのページの方向を使用します。

l 縦 –印刷ページ上で縦方向になるようにビューを表示します。

l 横 –印刷ページ上で横方向になるようにビューを表示します。

次の図に縦と横のページの方向の違いを示します。

ビューの印刷

[ページ設定 ]で設定を行った後で、[ファイル] > [印刷 ]を選択します。[印刷 ]ダイアログボックス内の

次のオプションはTableauに固有です。

選択項目を表示

このオプションを選択すると、ビューで選択した項目が印刷時に保持されます。
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印刷範囲の変更

ワークシートが複数あるワークブックから印刷する場合、各ワークシートはページ設定に応じて1ペー

ジ以上の印刷ページを表します。

次の印刷範囲から選択します。

l ワークブック全体 –ワークブック内のワークシートをすべて印刷します。

l アクティブなシート-ワークブックに現在表示されているシートのみを印刷します。

l 選択したシート-選択したシートを印刷します。

1つのワークブック内の複数のワークシートを選択するには、CtrlキーまたはShiftキー (Macの
場合、zキー)を押しながら、目的のワークシートタブをクリックします。

PDFに出力

注 : Tableau CloudやTableau Serverを使用している場合は、ビューとワークブックのダウン

ロードページ3346とビューのPNG、PDF、CSV へのリンクページ3345を参照してください。

Tableau Desktopでは、ビューをハードコピーとして印刷する代わりにPDFファイルとして保存できま

す。お使いのコンピューターにAdobe Acrobatがインストールされている必要はありません。

個々のシートをPDFに出力する際、ビュー内のフィルターは含まれません。フィルターを表示するに

は、シートを含むダッシュボードを作成してダッシュボードをPDFにエクスポートします。

Windowsコンピューターを使用してPDFに出力する

1. ワークブック内のシートごとに、[ページ設定 ]オプションを指定します。

2. [ファイル] > [PDF に出力 ]を選択します。
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3. [PDFに出力 ]ダイアログボックスで、印刷の [範囲 ]を次から選択します。

l ワークブック全体 –ワークブック内のシートをすべてパブリッシュします。

l アクティブなシート-ワークブックに現在表示されているシートのみをパブリッシュします。

l 選択したシート-選択したシートをパブリッシュします。Tableauワークブックで複数の

シートを選択するには、Ctrlキーを押しながらTableauワークブックの下部でシートタブ

を選択します。

4. [用紙サイズ]を選択します。[指定しない]を選択した場合、用紙サイズは1ページにビュー全

体が収まるのに必要なサイズまで拡大されます。

5. 作成後にPDFが自動的に開くようにするには、[出力後にPDF ファイルを表示 ]を選択しま

す。このオプションは、お使いのコンピューターにAdobe Acrobat ReaderまたはAdobe Acrobat
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がインストールされている場合のみ使用できます。

6. 選択項目を表示するかどうかを選択します。このオプションを選択すると、ビューでの選択項

目がPDFに保持されます。

7. [OK]をクリックして、PDFの保存先を選択します。[保存 ]をクリックします。

Macコンピューターを使用してPDFに出力する

1. ワークブック内のシートごとに、[ページ設定 ]オプションを指定します。

2. [ファイル] > [出力 ]を選択します。

3. [出力 ]ダイアログボックスで、[詳細を表示 ]をクリックして印刷範囲を選択します。

l ワークブック全体 –ワークブック内のシートをすべてパブリッシュします。

l アクティブなシート-ワークブックに現在表示されているシートのみをパブリッシュします。

l 選択したシート-選択したシートをパブリッシュします。Tableauワークブックで複数の

シートを選択するには、Commandキーを押しながらTableauワークブックの下部で

シートタブを選択します。

4. [PDF] > [PDF として保存 ]をクリックします。

5. PDFの保存先を指定して、[保存 ]をクリックします。
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データソースとワークブックのパブリッシュ

使用しているデータに新たな範囲の質問が出現するビューを作成し、このデータを使用している他の

ユーザーとこの分析を共有すると想定します。または、アナリストによって使用を承認されたデータモデ

ルの作成、およびセキュリティ、コンプライアンス、パフォーマンスなどに対する組織の要件を満たすこと

を担当しているチームのデータ案内人の場合があります。

Tableau ServerやTableau Cloudにパブリッシュすることで、チームの残りのメンバーと作業を共有で

きます。パブリッシュ後、ユーザーやチームはWebブラウザーまたはTableauモバイルアプリから、パブ

リッシュされたコンテンツにアクセスすることができます。データソースをパブリッシュすることは、一元化さ

れたデータ管理にも役立ちます。

他のリソースでは

パブリッシュ方法の手順については、次のトピックを参照してください。

l データソースのパブリッシュページ3063

l ワークブックをパブリッシュするための包括的な手順 ページ3048
l Tableau サイトへのワークブックのアップロードページ3146

注 :Tableau CloudまたはTableau Serverがない場合、無料クラウドサービスであるTableau
Publicで分析を共有することができます。名前が示すように、Tableau Publicにパブリッシュさ

れたビューは公にアクセスできます。詳細については、www.tableau.com/ja-jp/publicを参照し

てください。

パブリッシュを行う理由
組織内でデータ分析のオーディエンスを広げる必要があるときにデータソースとワークブックをパブリッ

シュできます。パブリッシュを行うことで、以下を実行できるようになります。

l 他のメンバーとの協力と共有

組織内のユーザー (Tableau Desktopを使用していないユーザーを含む)に対し、パブリッシュさ

れたビューの表示、操作、ダウンロード、サブスクライブ、共有、編集、保存を許可します。

ビューをブログポストやWebサイトに組み込みます。

l 一元化されたデータおよびデータベースドライバー管理
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だれでも使用できるデータモデルを作成してパブリッシュします。一元化されたデータ管理で

は、Tableauデータに対する単一のソースを共有できます。パブリッシュされたデータに接続さ

れているすべてのワークブックは、更新を反映します。

さらに、サーバー上のデータにパブリッシュして接続する際は、Tableau Desktopからデータに

接続するユーザーは、自分自身のコンピューターにデータベースドライバーをインストールして

保持する必要はありません。

l モビリティのサポート

WebブラウザーやTableau Mobile iOSアプリ経由で、別のコンピューターまたは場所からデー

タにアクセスします。プライベートネットワークオフサイトから組織のTableau Serverにサインイ

ンします。

パブリッシュできる内容
パブリッシュできるコンテンツのタイプには、次が含まれます。

l データソース:他のユーザーが新しいワークブックを構築可能なデータソースをパブリッシュでき

ます。データソースには、スケジュールに沿って更新できるデータベースや抽出への直接 (ライ

ブ)接続を含めることができます。

詳細については、パブリッシュされたデータソースのベストプラクティスページ3057を参照してく

ださい。

l ワークブック:ワークブックにはビュー、ダッシュボード、ストーリー、データ接続が含まれます。背

景イメージやカスタムジオコーディングなどのローカルリソースが、サーバーまたはTableauユー

ザーがアクセスできない場所にある場合、それらを含めることができます。

パブリッシュできるユーザー
Tableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュするには、サーバー管理者またはサイト管理者

によって次の権限を付与されている必要があります。

l パブリッシュ先のサイトのCreator (以前のパブリッシャー)サイトロール。

l [許可 ]にセットされた、パブリッシュするプロジェクトの表示および保存権限。

Tableau Desktopを使用していて、自分がサーバーにパブリッシュできるかどうか不確かな場合、また

はパブリッシュに問題が発生した場合は、Tableau管理者に連絡してください。管理者の場合、サイ

トロールやパーミッションの詳細については、Tableau Serverヘルプ(またはTableau Cloudバージョ

ン)の「コンテンツへのアクセスと所有権」を参照してください。
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ワークブックのパブリッシュの準備
ワークブックをパブリッシュするときは、他のメンバーがワークブック内のビューやデータにアクセスする方法

を決定する必要があります。また、自分や他のユーザーがサーバー上でビューを操作する際の体験も

考慮する必要があります。ワークブックをパブリッシュする前に、これらの決定に役立つこのトピックの情

報を使用して、ワークブックのパフォーマンスを向上させます。

注 : Tableauサイト管理者がいる場合は、これらの質問に既に回答したガイドラインを組織が

既に発行しているかどうかをサイト管理者に確認してください。

一般的なパブリッシュされているワークブックの構成

パブリッシュプロセスの間に、ワークブックを構成する部分が、どのように相互作用するかを決定する設

定を選択します。次の画像は、ワークブックの構造の概要を簡素化したものです。

A. ワークブックの作成時に接続した参照元 (元の)データ。パブリッシュする際には、このデータへの

アクセスするための認証資格情報を含めるか、ユーザーにアクセスするための認証資格情報の

入力を要求するかを指定します。

B. Tableauデータソース。アクションはここで行われます。これには、参照元データ(A)へのアクセ

ス方法を説明するXMLメタデータ、Tableauで作成したフィールドのカスタマイズや計算、抽

出がある場合は抽出の更新時期が含まれます。

このイメージでは、データはワークブックに埋め込まれ、抽出接続と更新スケジュール、いくつか

の計算などを含みます。
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C. Bからデータを示すビュー。このビューを、同僚がサーバー上で編集または操作できるようにしま

す。パブリッシュする際には、共有するシート(ビュー、ダッシュボード、ストーリーを含む)を選択

できます。

データへのアクセス方法を決定して最新に保つ

パブリッシュ手順の間、データ接続に関する次の質問に回答する必要があります。ヘルプと回答につ

いては、パブリッシュされたデータソースのベストプラクティスページ3057を参照してください。

l ライブ接続を使用してデータにパブリッシュするか、抽出を作成するか。

Tableau Cloudにライブ接続をパブリッシュする場合は、Tableau Cloud にパブリッシュされた

クラウドデータへのアクセスの承認 ページ3076を参照してください。

l ワークブックの接続を個別の、スタンドアロンTableauデータソースとしてパうブリッシュしますか

(その後ワークブックをパブリッシュされたデータに接続する)、またはワークブックにデータを埋め

込みますか?

ヒント:ワークブックが既にTableauデータソースに接続している場合は、既存の接続を保持

します。つまり、この質問に回答したことになります。

l 他のユーザーがワークブックを開いたときにワークブックでデータを表示するか、ユーザーに対し

てデータベースの認証資格情報の提供を要求するか。(いずれにしても、パブリッシュ先のサイ

トやプロジェクトへのアクセス権も必要です。)

ワークブックが接続するデータによっては、複雑になる場合があります。多くの場合、下記の

データへのシンプルパスを使用すると正しく機能します。正しく機能しない場合 (または確信が

ない場合 )は、パブリッシュされたデータにアクセスするための認証資格情報を設定するペー

ジ3073を参照してください。

データ認可のためのシンプルパス

パブリッシュ手順を実施する際には、ワークブックの接続先となるデータに、ワークブックユーザーがど

のようにアクセスするかを指定します。[ワークブックのパブリッシュ]ダイアログボックスの [データソース]
セクションでこれを行うことができます。
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接続タイプによって、お使いの環境でシンプルパスが機能しない場合があります。次のいずれかを実

行することになります。

Tableau データソースに接続する場合 :既存の接続を保持し、パスワードを埋め込みます。

他のデータ接続の場合 :

1. [ワークブックのパブリッシュ]ダイアログボックスを開く前に、抽出を作成して、ワークブックに必要

なデータのみを含めます。

2. [ワークブックのパブリッシュ]ダイアログボックスで、ワークブックに抽出を埋め込み、[更新アクセス

を許可 ]を選択します。後者は、接続に認証資格情報を埋め込みます。

3. 残りの設定を指定した後、[パブリッシュ]をクリックし、更新スケジュールを設定します。

完全な手順については、ワークブックをパブリッシュするための包括的な手順 ページ3048を参照してく

ださい。

データ認可が必要なシナリオでは、いくつかの追加操作が必要

シンプルパスが適さない状況もあります。ここから転換が必要となる場合の理由には、次のようなもの

があります。

l 既存のポリシーによって、データをワークブックに埋め込む代わりに、データソースを個別にパブ

リッシュし、ワークブックをTableauのパブリッシュされたデータに接続することが要求されている。

この場合は、データを埋め込む以外にも、いくつかの追加手順が必要になります。ただし、2つ

のうちから選択する際には、データを別にパブリッシュして、サーバー上で管理することがより良

い方法です。

l 行レベルのセキュリティを強化するため、ユーザーフィルターを追加した場合。このシナリオでは、

ライブ接続のパブリッシュが最も一般的であり、フィルターを保護するための他のステップが必要

です。

Tableau Software 3045

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l Tableau Serverへパブリッシュし、SAP HANAまたは Impalaシングルサインオンを使用してい

るか、ワークブックが偽装ベースの認可 (SQL ServerまたはKerberos対応データ)を使用で

きるデータへ接続している。

l 組織のデータセキュリティや認可ポリシーに関するその他の理由。

この場合、ITスタッフにサポートを依頼します。決定したパスが最適なパスでないと判明した場合で

あっても、再パブリッシュを行うことで簡単に修正できます。場合によっては、サイト管理者がサーバー

上で直接設定を変更できます。

ワークブックのパフォーマンスと使いやすさの評価

パブリッシュするワークブックを作成する際は、パフォーマンスとインタラクションのベストプラクティスを念

頭に置いてください。Tableau Desktopでの作業中、変更が表示されるまでに時間がかかる場合、

サーバー上に表示されるのと同じ、またはそれよりも長い時間がかかります。大きな影響を与えること

ができるシンプルな手順として、ビューに追加するマークの数を制限する、ダッシュボードに追加する

ビューの数を制限する、およびデータソースから未使用のフィールドを削除するなどがあります。

その他のヒントについては、次のトピックを参照してください。

l 視覚化の高速化 ページ2997

l ビューを構築する際のパフォーマンスの設計 ページ2993

l 「効果的なワークブックの設計」(6ページの「効果的なワークブックの作成」から開始します)。
このTableauのホワイトペーパーでは、無料のTableau IDを使用してTableau Webサイト

へのサインインが必要です。この IDは、Tableauコミュニティフォーラムで使用するIDと同じで

す。

ワークブックをパブリッシュするためのシンプルな手

順
ワークブックを同僚と共有する場合、数回クリックするだけでTableau ServerまたはTableau Cloud
にパブリッシュすることができます。他のユーザーは、表示や対話的な操作ができるようになり、さらに

サーバーのパーミッションで許可されていれば編集もできるようになります。

ワークブックをパブリッシュする前に、以下のことを把握しておく必要があります。

l サーバー名とサインインする方法。組織がTableau Cloudを使用している場合は、簡易接続

リンクをクリックできます。
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l Tableau管理者が所有する、パブリッシュに関するガイドライン。パブリッシュするプロジェクト名

など。

ワークブックのパブリッシュ

1. Tableau Desktopでワークブックを開き、ツールバーの [共有 ]ボタンをクリックします。

Tableau ServerまたはTableau Cloudにまだサインインしていない場合はサインインします。ま

だサイトがない場合は、Tableau Cloudで作成できます。

2. [ワークブックのパブリッシュ]ダイアログボックスで、パブリッシュするプロジェクトを選択します。

3. ワークブックを新規作成するか、既存のワークブックをパブリッシュするかに応じてワークブックに

名前を付けます。

4. [データソース]で、[編集 ]を選択します。[認証 ]で、[更新アクセスの許可 ]または [埋め込み

パスワード]を選択します。

一部のデータ接続では、1つの認証オプションだけが表示されます。[なし]と表示される場合

は、その設定のままにします。

1. [パブリッシュ]をクリックします。

初めてワークブックをパブリッシュする場合には、サーバーでテストし、他のユーザーにワークブック

が利用可能なことを伝える前に不具合を修正します。

詳細については、以下のトピックを参照してください。

l ワークブックをパブリッシュするための包括的な手順 次のページ

l データソースのパブリッシュページ3063
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l パブリッシュされたデータにアクセスするための認証資格情報を設定するページ3073

他のユーザーにサーバーでワークブックが利用可能なことを伝える

方法

1. パブリッシュ先のサイトとプロジェクトに同僚がアクセスできることを確認します。

2. ワークブックへの直接リンクを送信します。

3. サインインするとワークブックが開くので、表示、操作、または編集を行うことができます。

ワークブックをパブリッシュするための包括的な手

順

1. Tableau Desktopで、パブリッシュするワークブックを開きます。

2. [サーバー] > [ワークブックのパブリッシュ]を選択します。

[サーバー]メニューに[ワークブックのパブリッシュ]オプションが表示されない場合、[ワークシー

ト]または [ダッシュボード]タブが有効になっている([データソース]タブではない)ことを確認しま

す。

必要に応じて、サーバーにサインインします。Tableau Cloudの場合、

https://online.tableau.comと入力します。詳細については、Tableau Server または

Tableau Cloud へのサインインページ194を参照してください。

3. [ワークブックのパブリッシュ]ダイアログボックスでプロジェクトを選択し、ワークブックの名前を入

力してから、検索タグを追加します。

タグは、サーバーを閲覧する際に関連するワークブックを検索するのに役に立ちます。コンマま

たはスペースを使用してタグを区切ります。スペースを含むタグを追加するには、タグを二重引

用符の中に入れます。
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4. [パーミッション]で、既定のプロジェクト設定を承認します。

一般的に、サイト管理者はサーバー上のパーミッションを管理します。使用しているワークブック

ブックが例外であると思われる場合は、管理者と協力して最適な方法で対処してください。

「データソースやワークブックをパブリッシュする際にパーミッションを設定するページ3070」を参

照してください。

5. データソースの場合 :データをワークブックに埋め込むか、個別にパブリッシュするかを変更する

場合やデータソースでの認証方法を変更する場合は、[編集 ]を選択します。

l 抽出をパブリッシュし、更新スケジュールを設定する場合は、[埋め込みパスワード]また

は [更新アクセスの許可 ]を選択する必要があります。

l ワークブックがTableauデータソースに接続している場合は、パスワードを埋め込むこと

をお勧めします。代わりに、ユーザーにメッセージを表示する場合は、データソースに対

する追加のパーミッションが必要です。

詳細については、パブリッシュされたデータにアクセスするための認証資格情報を設定するペー

ジ3073を参照してください。

6. このワークブックで利用可能な変数パブリッシュオプション下を構成します。

7. [パブリッシュ]をクリックします。

8. (オプション)パブリッシュする各抽出に対して更新スケジュールを設定します。

パブリッシュワークフローはこれらの手順をガイドします。Tableau Cloudにパブリッシュする一部

のデータ型では、パブリッシュプロセスがお使いのコンピューターのTableau Bridgeから開始しま

す。

詳細については、ワークブックをパブリッシュする際に抽出の更新をスケジュールするページ

3081を参照してください。

変数パブリッシュオプション

次のオプションは、ワークブックに適している場合に表示されます。

シートの表示または非表示

既定では、Tableau Desktopはすべてのシートを複数シートワークブックにパブリッシュします。[ワーク

ブックのパブリッシュ]ダイアログボックスの [シート]セクションで、どのシートを含めるかを指定できます。

シートの非表示は、ダッシュボードまたはストーリーの作成に使用されるワークシートを表示せずに、

ダッシュボードまたはストーリーをパブリッシュする場合に便利です。

重要 :シートを非表示にしても、セキュリティ対策にはなりません。ワークブックをダウンロード/コ
ピーを保存する機能を持つユーザーであれば誰でも非表示のシートにアクセスできます。その
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他の編集パーミッションも、非表示のシートへのアクセスを許可します。詳細については、

Tableau Serverヘルプの「コンテンツのアクセスと所有権」を参照してください。

シートをタブとして表示

複数のシートを表示するよう選択する場合は、ユーザーがそれらをどのように移動するかを指定する

ことができます。

l タブベースのナビゲーションを提供するには、[シートをタブとして表示 ]チェックボックスを選択し

ます。

l チェックボックスをオフにして、一度に1つのビューのみを開くことができるようにします。

シートタブの構成方法は、パーミッションにも影響を与えます。ワークブックにシートがタブとして表示さ

れる場合、ワークブックレベルのパーミッションルールがシートに適用されます。シートがタブとして表示

されない場合、ワークブックのパーミッションに加えられた変更は、個々のシート(ビュー)には適用され

ません。ビューレベルのパーミッションを別途設定する必要があります。詳細については、「パーミッショ

ン」トピックの「コンテンツのパーミッションの設定」タブを参照してください。

選択内容を表示

他のユーザーがワークブックを開いたときに、ビューの特定の部分が強調表示されるようにするには、

[選択項目を表示 ]を選択します。パブリッシュプロセスを開始する前に、Tableau Desktopで選択

を行います。
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外部ファイルを含める

一般に、サーバーで使用できない情報がビューに含まれている場合は、パブリッシュ時に[外部ファイル

を含める]を使用することができます。このオプションを使用すると、ローカルフラットファイルを含めるこ

とができます。ただし、このオプションを使用できるかどうかは、Tableau Serverにパブリッシュするか、

Tableau Cloudにパブリッシュするかによって決まります。

Tableau Server の場合

マッピングされたドライブ上のデータやイメージを参照するコンテンツをパブリッシュする場合は、パブリッ

シュ時に[外部ファイルを含める]を選択できます。または、ワークブックがデータへのUNCパスを参照

するように接続情報を変更することもできます。たとえば、D:\datasource.xlsを

\\filesrv\datasource.xlsに変更できます。

Tableau Cloud の場合

Excelやテキストなど、Tableau Cloudが直接接続できないオンプレミスデータに接続されているワー

クブックをパブリッシュする場合は、次のいずれかを実行できます:

l データソース内のすべての接続 (サポートされているコネクタ)がTableau Bridgeでサポートされ

ているかどうかを確認します。サポートされている場合は、このチェックボックスを無視できます

が、データを最新の状態に保つにはTableau Bridgeを使用する必要があります。詳細につい

ては、「Tableau Bridgeを使用してTableau Cloudデータを最新に保つ」を参照してください。

l データソース内の接続の1つがTableau Bridgeでサポートされていない場合は、[外部ファイ

ルを含める]チェックボックスをオンにできます。これにより、Tableau Cloudは、直接接続できる

データを更新できます。ファイルベースのデータは更新できないため、そのデータは静的なままに

なります。

l フラットファイル (Excel、.csv、.txt)の場合は、[外部ファイルを含める]のチェックボックス

をオンにする必要はありません。シャドー抽出が作成され、ビューが適切に表示されま

す。

デバイスレイアウトのプレビュー

モバイルデバイスでのデザインの表示を確認するには、パブリッシュの完了時にブラウザーで [デバイス

のレイアウトをプレビュー]をクリックします。次に、Vizの上でデバイスのタイプを選択し、右側のメニュー

から特定のダッシュボードを選択します。

デバイスのプレビューが気に入らなかった場合は、Tableau Desktopでワークブックを開き、デバイスレ

イアウトを調整して再パブリッシュします。
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ユーザーフィルターでワークブックのサムネイルを生成する方法を選択する

サーバーでは、ユーザーはサムネイルビューを使用してTableauコンテンツを閲覧できます。これらの

サムネイル画像は、ワークブックシートに基づくものです。ワークブックにユーザーフィルターが含まれる

場合は、サムネイルの作成時に使用するユーザーのフィルターを指定できます。たとえば、サムネイル

にすべての地域の売上予測を表示したい場合、すべての地域を表示できるユーザーに基づいてサム

ネイルを生成します。

次のシナリオでは、ビューサムネイルの代わりに汎用イメージが表示されます。

l 選択したユーザーには、データを表示するパーミッションがありません。

l データはデータソースフィルター、ユーザー計算、偽装、またはその他のユーザー設定を使用

するTableau Serverデータソースからのものです。
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ユーザーフィルターの詳細については、データ行レベルでのアクセスの制限 ページ3082を参照してくだ

さい。

ビューをSalesforceにパブリッシュする
ビューをCRM AnalyticsアプリまたはSalesforce Lightningページにパブリッシュすることにより、ビュー

をTableau CloudまたはTableau ServerからSalesforceエコシステムに直接取り込むことができま

す。

詳細については、Salesforceヘルプの「TableauコンテンツをCRM Analyticsにパブリッシュする」を参

照してください。

前提条件

必要なライセンス、アカウント設定、パーミッションなど、前提条件の完全なリストについては、

Salesforceヘルプを参照してください。

ビューをSalesforceにパブリッシュする

ダッシュボード、シート、ストーリーなど、1つ以上のビューを選択します。次に、編集または管理するア

クセス権を持つCRM Analyticsアプリのリストから宛先を選択します。

1. Salesforceにパブリッシュするビューを選択します。

注 : Salesforceにパブリッシュするビューは、一度に最大 25個まで選択できます。

2. [アクション]で、[Publish to Salesforce (Salesforce にパブリッシュ)]を選択します。

3. パブリッシュに使用するSalesforce認証資格情報を選択します。

4. パブリッシュする宛先アプリを選択します。表示できるのは、Salesforceユーザーとしてサインイ

ンして編集または管理できるアプリのみです。
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5. [パブリッシュ]をクリックします。

Salesforceにパブリッシュしたビューを表示できるユーザー

ビューをSalesforceにパブリッシュすると、選択したCRM AnalyticsアプリまたはLightningページにア

クセスできるユーザーは誰でもコンテンツが存在することを確認できます。ただし、ビューを表示できる

のは、既存のTableauパーミッションを使用してサインインしているユーザーのみです。

データクラウド用のセグメントの作成

旧バージョンでワークブックの互換性があるように

する
ワークブックをダウングレードして、古いバージョンのTableau製品を使用しているユーザーと共有する

ことができます。
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重要 :ワークブックを旧バージョンにダウングレードする場合、旧バージョンで利用できない特徴

や機能は互換性のために削除されます。さらに、新しいバージョンで作成された計算フィールド

で旧バージョンでは使用できない関数を使用している場合は、バージョンをダウングレードする

際にそのフィールドを手動で修正または削除する必要があります。

Tableau Desktopで以前のバージョンにエクスポートする

1. Tableau Desktopで、[ファイル] > [バージョン名を付けてエクスポート]を選択し、ダウングレード

後のバージョンを選択します。(エクスポートできる最も古いバージョンは、Tableau Desktop
10.5です。)

2. ワークブックを[マイTableauリポジトリ]や選択したフォルダーに保存します。

Tableau Serverへのパブリッシュ時にワークブックをダウングレードす

る

新しいバージョンのTableau Desktopを古いバージョンのTableau Serverで使用している場合、

[サーバー] > [ワークブックのパブリッシュ]を選択すると古いバージョンのTableau Serverにダウングレー

ドできます。パブリッシュ時にワークブックがダウングレードされることを示す警告メッセージが表示されま

す。
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その後Tableau Desktopの新しいバージョンでダウングレードされたワークブックを開くと、下記に示す

メッセージが表示されます。ワークブックがダウングレードされた場合は、削除された機能を再度追加

する必要が生じる可能性があります。

注 :データソースは、パブリッシュ中はダウングレードされません。
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Tableau CloudやTableau Serverで古いバージョンをダウンロード

する

Tableau CloudやTableau Serverを使用している場合、ワークブックをダウンロードして古いバージョ

ンのTableau Desktopで開くことができます。

1. 使用しているTableau Desktopのバージョンを確認するには、トップメニューから[ヘルプ] >
[Tableau について]を選択します。

2. Tableau ServerやTableau Cloudで、ダウンロードしたいビューを開きます。

3. [ダウンロード]ボタンをクリックし、[Tableau ワークブック]をクリックします。

4. エクスポートするバージョンを選択します。(ダウンロードできる最も古いバージョンは、Tableau
Desktop 10.5です。)

詳細については、「ビューとワークブックのダウンロードページ3346」を参照してください。

互換性に関する追加リソース

Tableau展開ガイドの「バージョン間でワークブックの互換性を確立する」を参照して、さまざまなバー

ジョンのTableau製品がどのように相互作用するかについて詳しく学習します。

パブリッシュされたデータソースのベストプラクティス
データに対する単一のソースを維持するには、Tableau CloudまたはTableau Serverへのデータソー

スのパブリッシュが不可欠です。パブリッシュにより、同僚とデータを共有できるようになります。これに

は、Tableau Desktopを使用していないがWeb編集環境でのワークブックの編集パーミッションを持

つユーザーも含まれます。
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パブリッシュされたデータソースへの更新は、接続されているすべてのワークブックに(ワークブック自体

がパブリッシュされているかどうかに関係なく)適用されます。

パブリッシュされたデータソースの構成

Tableauデータソースは、次で構成されます。

どのデータをTableauに取り込んで分析するかを説明するデータ接続情報。Tableau Desktopの

データに接続する場合は、結合を作成できます。これには、異なるデータ型からの表の間の結合も

含まれます。パブリッシュしたデータソースで作業する人にわかりやすくするため、[データソース]ペー

ジのフィールドの名前を変更できます。

抽出を作成する場合。どのような場合に抽出を作成するかに関するガイドラインは、追加リソースを

含め、以下に含まれています。

データのアクセス方法や更新方法に関する情報。接続には、アクセス情報も含まれます。この種類

の情報の例 :

l 元のExcelファイルへのパス。

l データに直接アクセスするための埋め込み認証資格情報またはOAuthアクセストークン。

l または、認証資格情報を含まない。これにより、(接続するワークブックのビュー、または新しい

ワークブックへ接続する場合のいずれであっても)ユーザーがデータにアクセスするときに入力す

る認証資格情報の入力が要求されます。

詳細については、パブリッシュされたデータにアクセスするための認証資格情報を設定するページ

3073を参照してください。

データソースを効率的に使用するのに役立つカスタマイズとクリーンアップ。ビューを操作するときに

は、計算、セット、グループ、ビン、パラメーターの追加、カスタムフィールドの書式設定の定義、未使

用のフィールドを非表示にするなどができます。

これらの調整はすべて、パブリッシュして保持するデータソースに含まれるメタデータの一部となりま

す。

パブリッシュするデータソースの準備

データソースをパブリッシュするときは、これらのベストプラクティスを考慮してください。

l Tableauで使用する情報に対する接続を作成し、データソースを効率的に使用するのに役

立つカスタマイズとクリーンアップを実行します。
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l 適切であれば、パブリッシュするデータの抽出を作成します。詳細については、次のセクションの

抽出を使用するタイミング下を参照してください。

l データソース命名規則を開発します。
o データソースはパブリッシュした後に、Tableau CloudまたはTableau Serverで名前を

変更できます。パブリッシュされたデータソースの名前を変更するには、データソースの

名前の横にある[その他のアクション]メニューを選択します。次に、[名前の変更 ]を選

択して、新しい名前を入力します。[Update Data Source REST API (データソース

REST APIの更新 )]を使用して、パブリッシュされたデータソースの名前を変更すること

もできます。命名規則は、データの他のユーザーがどのデータソースに接続すべきかを

推測するのに役立つため、よく検討して使用してください。
o パブリッシュされたデータソースの名前が変更されると、次のデータソースの更新が完了

した後に、そのデータソースを使用するすべてのワークブックで新しい名前が使用されま

す。ワークブックの名前の変更と同様に、パブリッシュされたデータソースの名前の変更

は、データソースのリビジョン履歴には保存されません。
o データソースのキャプションは追加および編集できますが、キャプションを変更しても、パ

ブリッシュされた参照元データソースの名前は変更されません。パブリッシュされた参照

元データソース名を編集しても、キャプションは更新されません。ただし、正しいデータ

ソースは引き続き参照されるので、心配する必要はありません。[データソース]タブに、

更新後のパブリッシュされた参照元データソース名が表示されます。

l Tableauユーザーの間で次の役割を指定することを検討してください。

o Tableauコミュニティに、組織の要件を満たすデータソースを作成してパブリッシュする

データ案内人 (チーム)。

o パブリッシュ先のサーバー (Tableau ServerまたはTableau Cloud)上で、パブリッシュさ

れたコンテンツ、抽出の更新、およびパーミッションを管理するサイト管理者。

一元化された管理は、データソースの急増を防ぐのに役立ちます。管理データに接続する作

成者は、自分たちがそこで見つける回答が、ビジネスの現在の状態を反映していると確信を

持つことができます。

抽出を使用するタイミング

次の状況では、ライブでの接続ではなく抽出のパブリッシュが必要となる、または選択する場合があり

ます。
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直接アクセスできないデータをTableau Cloudにパブリッシュする

クラウドのTableau Cloudは、ローカルネットワーク上で保持するデータソースにアクセスできません。

接続状況によっては、Tableau Bridgeを使用して抽出をパブリッシュし、更新スケジュールを設定す

る必要があります。

クラウドでホストされる一部のデータソースでは毎回抽出が必要です。これらにはGoogle
Analytics、Salesforce.com、Oracle、OData、および一部のODBCデータソースが含まれます。こ

れらの一部のデータソースに対する更新スケジュールはTableau Cloudで直接設定できます。その

他のデータソースについてはTableau Bridgeを使用してください。

Webデータコネクタのデータソースでは毎回抽出が必要です。標準のユーザー名およびパスワード

認証を使用してデータソースに接続する場合は、Tableau Bridgeを使用して更新できます。OAuth
認証を使用してWDCデータソースに接続する場合は、別の方法を使用して更新する必要があり

ます。

Tableau BridgeによりTableau Cloudが直接アクセスができない抽出およびデータへのライブ接続が

どのようにサポートされるかについての詳細は、Tableau CloudヘルプのTableau Bridgeを使用した

データの更新オプションの拡張に関する記事を参照してください。

パフォーマンスの向上

サーバーがデータへのライブ接続をサポートしている場合でも、抽出の方が理にかなっています。たと

えば、非常に大きなデータベースや接続に時間がかかる場合、適切な情報のみを含むサブセットを

抽出できます。抽出の方が、ライブでの接続よりもすばやく簡単に作業できます。

ライブ接続や、スケジュールに基づいて更新する抽出を使用している場合、両方のオプションを試し

てどちらがうまく動作するか確かめることもできます。

データソースが本質的にサポートしていない機能を有効化する

たとえば、SQL ServerデータでMEDIAN関数を使用するとします。

データ抽出の作成の詳細については、データの抽出 ページ868を参照してください。

データを個別にパブリッシュするか、ワークブックに埋め込む

ワークブックが接続されているスタンドアロンリソースとしてデータソースをパブリッシュするか、それらに

含まれるデータソースを使用してワークブックをパブリッシュできます。

ワークブックをパブリッシュするときに、同じプロジェクトにパブリッシュされたTableauデータソース以外

に接続が指定されている場合、データはワークブックの一部としてパブリッシュされます (ワークブックへ

の埋め込みと呼ぶ場合があります)。
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データがワークブックに埋め込まれている場合 :

l データソースへのアクセスは、パブリッシュしたワークブックに制限されます。別のワークブックから

そのデータに接続することはできません。

l 抽出の更新スケジュールは、別にパブリッシュするデータソースと同様に設定できます。

いずれのパブリッシュ方法にもメリットがあります。次の表では、いくつかの一般的な比較ポイントを示し

ます。包括的なリストではなく、概念されています。これらおよび他の要因の適用方法は、お客様の

環境に固有の可能性があります。

個別にパブリッシュする ワークブックでの埋め込み

データソースをパブリッシュすることは、デー

タ管理を一元化する上での第 1歩です。

データソースの急増を最小限に抑え、作

業に使用する適切なデータを探しやすくす

るためのポリシーを作成することができま

す。

各埋め込みデータソースには、データへの

接続が個別にあります。

それぞれが、指定された期間に他とは異

なる点があったことを示す可能性がある

(データソースの急増は一般的 )。

共有を目的としている。他のTableau
ユーザーが接続できる。

データはワークブック内でのみ使用できる。

接続している他のTableau Desktopユー

ザーは使用できない。

コンテンツ管理およびセルフサービスのガイ

ドラインがない状況で接続先データソース

の長いリストを参照することは、作業の際

にデータを頼りにしているユーザーが混乱

する可能性があるうえ、サーバーでの管理

がより困難になります。

ユーザーは自分の接続を作成し、自分が

取得しているデータの内容を正確に把握

しています。

共有データソースを変更するユーザーが、

接続されたワークブックにおける変更の影

響がわからないかまたはそれに気付かない

可能性があります。

データを変更する場合、ワークブックを開

いて変更の結果を確認する必要がありま

す。

接続されたワークブックでのデータソース変

更の影響が計画されたものであっても、そ

れらの接続されたワークブックの更新は面

倒です。

ただし上記と同様に、複数のワークブック

で同様のデータが使用され、更新が必要

な場合は、パブリッシュされたデータソース

に接続したほうがよい場合があります。
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個別にパブリッシュする ワークブックでの埋め込み

抽出はスケジュールに沿って更新できま

す。接続されているすべてのワークブックが

常に最新のデータを示すよう、抽出の更

新スケジュールを1つ設定する必要があり

ます。

更新されていない埋め込まれた抽出は、

その時点でのスナップショットを示すのに役

立つ可能性があります。

データを最新の状態に保つには、各ワーク

ブックで独自の更新スケジュールを設定す

る必要があります。

一般的に、サーバーまたはサイト上のパ

フォーマンスを最適化するのに役立ちま

す。

同じ元データに接続する複数のワークブッ

クがサーバーに含まれ、各ワークブックに独

自の更新スケジュールがある場合、パ

フォーマンスに影響を与える可能性があり

ます。

抽出を最新に保つ

抽出を使用するデータソースをパブリッシュする場合は、スケジュールに基づいてそのデータソースを

更新できます。更新のスケジュール方法は、データソースのタイプや、Tableau ServerとTableau
Cloudのどちらにパブリッシュするかによって異なります。

詳細については、次のトピックを参照してください。

l Tableau Cloudでデータを最新に保つ

l Tableau Serverでデータを最新に保つ

その他のリソース

l Tableau Data Extractについて

Tableauブログの、Gordon Roseによるバージョンに依存しない、3部構成のシリーズ。抽出

のファイル構造、抽出を使用する時期に関するガイドライン、およびベストプラクティスの詳細

が含まれます。

l おお抽出よ、あなたはどこに?とTDEか、Liveか?おお抽出よ、あなたはどこに?

Tableauビジョナリ、Jonathan Drummeyのブログ『Drawing with Numbers』の投稿。抽出に

関するヒントが含まれ、さまざまなファイルタイプやさまざまなパブリッシュシナリオについて説明

します。(コメントもお読みください。)
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l Tableau抽出。"何"、"いつ"、"どのように"など

Tableauのゴールドパートナー、The Information Labが管理しているブログ。

免責条項 :これらの外部ウェブサイトへのリンクが正確そして最新であり、関連性があるように

確認する最善の努力を払っていますが、Tableauは外部プロバイダーによって管理されている

ページの正確さや最新度に関して責任を負いかねます。コンテンツに関する質問の答えを求

める場合、外部サイトにお問い合わせください。

データソースのパブリッシュ
他のユーザーにデータソースの利用を許可する準備が整ったら、Tableau ServerまたはTableau
Cloudにパブリッシュできます。データソースがTableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュさ

れたワークブック内にある場合は、保存することで利用できるようになります (Excelまたはテキストファ

イルに組み込まれている必要があります)。詳細については、Web でデータソースをパブリッシュする

ページ3141を参照してください。

注 :データソースの作成や抽出の作成時期に関するベストプラクティスをまだお読みでない場

合は、「パブリッシュされたデータソースのベストプラクティスページ3057を参照してください。

一般的なパブリッシュの手順

次の手順は、データの種類やパブリッシュ対象のサーバーに関係なく使用するパブリッシュワークフロー

の概要を提供します。これらの手順の下に、認証タイプとTableau Bridgeの使用に関する補足情報

があります。

1. [サーバー] > [データソースのパブリッシュ]を選択します。

ワークブックが複数のデータソースに接続されている場合は、パブリッシュされたデータソースサブ

メニューから希望するものを1つ選択します。
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2. Tableau ServerまたはTableau Cloudにまだサインインしていない場合は、サインインします。

サインイン方法は、管理者が環境をどのように設定するかによって異なります。詳細について

は、Tableau Server または Tableau Cloud へのサインインページ194を参照してください。

3. [データソースのパブリッシュ]ダイアログボックスで、次を実行します。

l プロジェクトでは、パブリッシュするプロジェクトを選択し、データソース名を入力します。

l 自分や他のメンバーが見つけやくなるよう説明やタグを追加します。

コンマまたはスペースのいずれかを使用してタグを区切ります。スペースを含むタグを追

加するには、二重引用符の中に入れます (たとえば、"Sales Quotes")。

l [更新スケジュール]では、抽出をパブリッシングする場合、抽出データを最新の状態に

保つために更新スケジュールを選択できます。ここでスケジュールを選択しない場合

は、パブリッシュ後にTableau Serverからスケジュールを選択できます。

注 : このオプションは、[データソース]ページまたはTableau Cloudからパブリッシュする

場合は使用できません。

l [パーミッション]で、既定のプロジェクト設定を承認します。

一般的に、サイト管理者はサーバー上でパーミッションを管理します。自分のデータ

ソースが例外だと思われる場合は、管理者と協力して最適なアクションを決定し、デー

タソースやワークブックをパブリッシュする際にパーミッションを設定するページ3070を参

照してください。

l データソースにアクセスするために認証資格情報を提供する必要がある場合は、[認
証 ]で、データがサーバーにパブリッシュされるときのこの認証の処理方法を指定できま

す。
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データソースへのアクセスで利用可能なオプションは、パブリッシュするデータの種類や、

Tableau ServerとTableau Cloudのどちらにパブリッシュするかによって異なります。

ダイアログボックスの最下部に表示される情報から、データプロバイダーの承認済みリス

トにTableau Cloudを追加するなどのアクションが必要かどうかがわかります。

認証タイプの詳細については、パブリッシュされたデータにアクセスするための認証資格

情報を設定するページ3073を参照してください。

4. Windowsでマッピングされたドライブ上にあるファイルベースのデータをパブリッシュする場合や、

サーバーから利用できないイメージを使用する場合は、[外部ファイルを含める]を選択します。

外部ファイルを含める場合は、ファイルのコピーがデータソースの一部としてサーバーに置かれま

す。ファイルのコピーはサーバー上にも配置され、ファイルベースのデータ(Excelなど)への接続

を含む、マルチ接続データソースの抽出をパブリッシュするときに、データソースの一部として含

まれます。マルチ接続データソースの抽出をパブリッシュする意味の詳細については、データの

結合 ページ739を参照してください。

外部ファイルをサーバーにパブリッシュしない場合は、データソースがフルUNCパスを参照する

ように接続情報を変更します。たとえば、D:\datasource.xlsではなく\\filesrv\datasource.xls
に接続するように変更します。

5. 既定では、Tableauはパブリッシュプロセス中に、新しくパブリッシュされたデータソースを使用

するようワークブック接続を更新します。また、ローカルのデータソースを終了します。

代わりに引き続きローカルのデータソースを使用するには、[ワークブックを更新してパブリッシュ

されたデータソースを使用する]チェックボックスをオフにします。
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注 :データソースをパブリッシュした後に[元に戻す]をクリックすると、Tableauはローカル

のデータソースを使用して元に戻しますが、データソースはパブリッシュされたままになり

ます。さらに、Tableauはキューブ(多次元 )データソースをTableau Serverにパブリッ

シュしたときに、ローカルデータソースを置き換えません(Tableau Cloudはキューブデー

タソースのパブリッシュをサポートしていません)。

6. [パブリッシュ]をクリックします。

パブリッシュが完了すると、Webブラウザーでデータソースの「データに聞く」 (Ask Data)が開

き、質問を行って自動的にVizを作成できます。詳細については、「データに聞く」 (Ask
Data) 機能を使用した自動的なビューの構築 ページ953を参照してください。

7. (オプション)サーバーで更新スケジュールを設定します。詳細については、次のトピックを参照

してください。

l Tableau Serverでの更新のスケジュール

l Tableau Cloudでの更新のスケジュール

l Tableau Bridgeを使用した更新のスケジュール -以下のセクションを参照してくださ

い。

オンプレミスデータのパブリッシュ(Tableau Cloudのみ)
Tableau Cloudにパブリッシュした後にオンプレミスデータに接続するデータソースを最新の状態に保

つには、Tableau Bridgeが必要です。Tableau Cloudでは、Bridgeを使用することでプライベート

ネットワーク内からのみアクセス可能なデータに容易に接続することができます。

パブリッシュプロセスの一環として、Tableau CloudはBridgeが必要かどうかを自動的に検出しま

す。Bridgeが必要な場合、パブリッシュワークフローは上記のパブリッシュプロセスと異なる場合があ

ります。

パブリッシュするデータソースのタイプに応じて、次のいずれかのトピックを参照してください。
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l 抽出接続を使用したデータソースをパブリッシュする場合は、Tableau Cloudヘルプの「Bridge
を使用した更新スケジュールの設定」を参照してください。プライベートクラウドデータベースに

接続するデータソースをパブリッシュする場合は、「プライベートクラウドベースに接続するデー

タソースのスケジュールの設定」を参照してください。

l ライブ接続を使用したデータソースをパブリッシュする場合は、Tableau Cloudヘルプの「ライブ

接続を使用したBridgeデータソースのパブリッシュ」を参照してください。プライベートクラウド

データベースに接続するデータソースをパブリッシュする場合は、「プライベートクラウドベースに

接続するデータソースのパブリッシュ」を参照して、Bridgeを使用してデータの鮮度のタスクを

実行してください。

Webデータコネクタを使用したパブリッシュ

Webデータコネクタデータソースをパブリッシュするには、更新スケジュールを設定する前にWebデー

タコネクタをサーバーにインポートする必要があります。この操作はTableau Serverでのみ実行できま

す。

Tableau Bridgeを使用して、Tableau CloudのWebデータコネクタデータソースの一部を更新でき

ます。

詳細については、Tableau Serverヘルプの「Tableau ServerでのWebデータコネクタ」、または

Tableau Cloudヘルプの「Tableau Bridgeを使用した接続」を参照してください。

ワークブックの非表示フィールド

パブリッシュされたデータソースに接続されているワークブックは、パブリッシュされたデータソースの非表

示フィールドの状態を尊重します。

l 新しいワークブックを作成し、そのワークブックがパブリッシュされたデータソースと非表示のフィー

ルドを使用していた場合、これらのフィールドはワークブックで非表示のままとなり、計算、セッ

ト、グループ、その他のオブジェクト作成に使用することはできません。

l 既存のワークブックで作業し、そのワークブックがパブリッシュされたデータソースと非表示の

フィールドを使用していた場合、これらの非表示のフィールドはワークブック内に赤色で表示さ

れ、そのフィールドを示します。これにより、それらのフィールドを使用するビューや計算は無効と

なります。

次のいずれかの方法でこの問題を解決できます。

l データソース内の関連フィールドを表示 (非表示 )してから再パブリッシュします。

l 非表示のフィールドを除外するには、関連するワークブックを更新します。
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詳細については、フィールドの表示または非表示 ページ1011を参照してください。

関連項目

l データを最新に保つ(Tableau Cloud)

l データソース(Tableau Server)

パブリッシュされたデータソースを編集する
あなたがデータソースをパブリッシュし、チームが多くのワークブックでそのデータソースを使用していると

します。これは順調なスタートですが、あなたは、データソースをすばらしいものにするために変更を加

えることを検討しています。これらの変更を実装する前に、検討している変更がTableauでどのよう

に見えるかを確認する必要があります。そして、最も重要なことは、変更をテストして、データソース

を使用している既存のワークブックに悪影響を与えないようにすることです。

パブリッシュされたデータソースを編集することにより、データソースを単一のデータソースとして維持

しながら、変更をテストしてデータソースを改善できます。

注 :パブリッシュされたデータソースをブラウザで編集できるのは、Creatorのサイトロールを持

つユーザーのみです。

変更を編集してテストする

新しいパブリッシュされたデータソースを作成したり、既存のパブリッシュされたデータソースを編集した

りする場合でも、ブラウザーを離れることなく、[データソース]ページから結合を作成したり、スキーマを

編集したりできます。その後、Scratchpadを使用して、データソースをパブリッシュする前に、変更の

テスト、フォルダーの作成、階層の整理、フィールドとエイリアスの名前変更を行います。データソース

を編集するときは、Tableau Cloudでオーサリングするときと同じ機能をすべて利用できます。詳細に

ついては、「Web作成とTableau Desktop機能の比較」を参照してください。

パブリッシュされたデータソースを編集するには、次の手順を実行します。

1. スタートページまたは [探索 ]ページから、編集するデータソースに移動します。

2. [データソースの編集 ]をクリックします。
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3. [データソース]ページをクリックして、結合を作成するか、スキーマを編集します。

4. [Scratchpad]シートをクリックします。

5. [データ]ペインから、フォルダーの作成、階層の整理、フィールドとそのエイリアスの名前変更、ま

たはパブリッシュされたデータソースとともに保存されているメタデータの更新を行います。

6. フィールドをScratchpadにドラッグアンドドロップして、変更が期待どおりに機能していることを

確認します。

7. [パブリッシュ]をクリックします。

また、ワークブックの場合と同じように、データソースのコピーを作成する場合、名前を付けてパブリッ

シュすることもできます。

注 :パーソナルスペースは、パブリッシュされたデータソースをサポートしていません。

ロールバック変更

パブリッシュされたデータソースの最後のバージョンに戻すには、次の手順を実行します。

1. 元に戻すデータソースに移動します。

2. [ファイル]をクリックします。

3. [前回パブリッシュしたときの状態に戻す]を選択します。

これにより、そのデータソースの前回パブリッシュしたときのバージョンに戻ります。

サポートされている接続を理解する

パブリッシュされたデータソースの編集では、以下をサポートしていません:

l Tableau CloudのTableau Bridgeコネクタ

l Tableau CloudとTableau Serverに埋め込まれたパスワードを使用するデータソース
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また、[データソース]ページは、サポートされていないパブリッシュされたデータソース接続タイプでは使

用できません。これらのタイプには、.hyperファイルタイプが含まれますが、これに限定されません。ど

の接続タイプがサポートされているかを確認するには、Creators: Web 上のデータへの接続 ページ

3131を参照してください。

パーミッションについて学ぶ

パブリッシュされたデータソースを編集するには、Creatorライセンスが必要です。このライセンスには、

それぞれのフォルダー内のデータソースに対する[保存 ]または [名前を付けて保存 ]パーミッションがあ

ります。詳細については、「パーミッション」を参照してください。

フローによってパブリッシュされたデータソースを編集する

フローによってパブリッシュされたデータソースを編集すると、次にスケジュールされたフロー中に変更が

上書きされます。その代わりに、フロー内のデータソースを編集してください。詳細については、

「Tableau ServerまたはTableau Cloudへのフローのパブリッシュ」を参照してください。

データソースやワークブックをパブリッシュする際に

パーミッションを設定する
ワークブックまたはデータソースのパブリッシャーは、パブリッシュプロセスの一部としてパーミッションを設

定できる場合があります。パーミッションを使用することで、Tableau ServerやTableau Cloud上にパ

ブリッシュされているコンテンツへの他のユーザーのアクセスを許可または拒否できます。たとえば、ワー

クブックのビューを操作できるユーザーや、データソースのコピーをダウンロードできるユーザーなど。

パーミッションは、データソースへのアクセス権とは異なる点に注意してください。一部のデータ型にア

クセスする際は、データベース名とパスワードを使用してサインインするか、データベースの認証資格

情報を接続に埋め込む必要があります。詳細については、パブリッシュされたデータにアクセスするた

めの認証資格情報を設定するページ3073を参照してください。

可能な場合は、コンテンツをパブリッシュするプロジェクトの既定のパーミッションルールを使用すること

が最も良い方法です。ロックされたプロジェクトにパブリッシュする場合は、パーミッションを変更できま

せん。ただし、カスタマイズ可能なプロジェクトにコンテンツをパブリッシュする場合、コンテンツに固有

のパーミッションを持たせるべき理由がある場合は、パブリッシュ時にパーミッションルールを設定できま

す。
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パブリッシュと同時のパーミッションの設定について

パブリッシュプロセスを開始すると、適用されるパーミッションがダイアログボックスに表示されます。既

定では、パブリッシュするコンテンツは、パブリッシュ先のプロジェクトのパーミッションルールに従います。

パブリッシュするダイアログボックスでパーミッションを変更する際には、パブリッシュするコンテンツに対す

る固有のパーミッションルールを設定します。つまり、プロジェクトのパーミッションルールを変更してもコ

ンテンツに影響しません。環境によって意図したとおりとなったり、管理者が設定したガイドラインと競

合し、予期しない結果となる可能性があります。

コンテンツにパーミッションを設定するかどうかを決定するためのヒント

l 組織の実践について学習する

組織のガイドラインについては、Tableau管理者にお問い合わせください。一般的には管理者

がプロジェクトに対するパーミッションをロックします (推奨 )。このような環境で作業している場合
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は、コンテンツに固有のパーミッションを設定することはできません。このような環境で作業して

いる場合、パブリッシュ時にパーミッションを設定していても、サーバーでパーミッションを管理す

る人物がこれらの設定を後から変更している可能性がある点に注意してください。

l 明示的なパーミッションの設定による結果を知る

前述の潜在的な競合以外にも、一部のコンテンツに対する固有のパーミッションでは、どのコ

ンテンツに例外があり、どの例外が適用されるかを管理するため、さらにメンテナンスが必要で

す。

l 既定のパーミッション設定を承認して素早くパブリッシュする

管理者は必要に応じて、後からサーバーでパーミッションを更新でき、変更に対する影響をよ

り包括的に見ることができます。

パブリッシュ時のパーミッションの設定方法について

1. パブリッシュダイアログボックスで、現在の設定を示すサマリーの横の [編集 ]をクリックします。

2. 表示されるポップアップで次のいずれかを実行します。

l カスタムの機能を設定し、明示的に役割を割り当てるには、既存のユーザーまたはグ

ループを選択してから[編集 ]または [追加 ]をクリックします。

[パーミッションの追加 /編集 ]ダイアログボックスで、変更を加えます。

[適用 ]をクリックして、変更内容を保存し、ダイアログボックスを開いたまま別のユー

ザーまたはグループを構成します。[OK] をクリックして、ダイアログボックスを閉じます。
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l パーミッションルールを削除するには、ユーザーまたはグループを選択してから[削除 ]をク

リックします。

パーミッションテンプレートの割り当て

コンテンツのパブリッシュ時に、次のテンプレートを選択したユーザーまたはグループに割り当てることが

できます。

l ビュー:ユーザーがワークブックをフィルターしたり、データソースに接続したりするなど、ユーザー

にコンテンツに対する基本的なアクセス権を許可します。

l 探索 :ユーザーがビューテンプレートのすべての機能や、ワークブックの編集やデータソースのダ

ウンロードなどの追加機能を使用できるようにします。

l パブリッシュ:ユーザーがコンテンツを上書きできるようにします (Web編集や元のコンテンツ上の

保存を経由するなど)。また、これによりユーザーへコンテンツの所有権が付与されます。

l 管理 :ユーザーがコンテンツを削除したり、パーミッションを設定したり、コンテンツを管理できるよ

うにします。

パブリッシュされたデータにアクセスするための認証

資格情報を設定する
ワークブックをTableau CloudまたはTableau Serverにパブリッシュするときに、接続するデータソース

をワークブックの一部 (ワークブックに埋め込む)として、または別のスタンドアロンデータソースとしてパ

ブリッシュできます。また、パブリッシュするデータソースで認証が必要な場合、認証資格情報の取得

方法をカスタマイズできます。

データソースに対する認証のタイプは、Tableau ServerまたはTableau Cloudサイトへのユーザーの

サインイン方法からは独立しています。たとえば、ワークブック内のデータへの直接アクセスを許可する

には、データベースに、データソースの接続に対するユーザーの認証資格情報を埋め込みます。ただ

し、ワークブックを表示する人物がワークブックを開くには、Tableau CloudまたはTableau Serverサイ

トにサインインできる必要があります。

このトピックでは、パブリッシュプロセスの一部としてデータ接続で認証を設定する方法について説明し

ます。

注 :このトピックは、認証を必要としない接続 (テキストファイルやExcelファイルなど)には適用

されません。
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認証タイプの設定

多くの接続タイプでは、データベースのユーザー名とパスワードを埋め込んだり、シングルサインオン

(SSO)を使用したりできます。具体的な拡張子については、このトピックで後述します。

次の手順は、データソースまたはワークブックのパブリッシュの一部として認証を設定する方法につい

て説明します。データソースの各接続に対してこれを実行できます。

1. [ワークブックのパブリッシュ]ダイアログボックスで、ワークブックの接続をリストしている[データ

ソース]エリアに行き、[編集 ]を選択します。

2. [データソースの管理 ]ポップアップで、データソースを別にパブリッシュするか、ワークブックの一

部としてパブリッシュするかを決定した後、データソースの各接続に対して認証タイプを選択し

ます。使用できる認証タイプは接続タイプに依存し、次の項目が1つ以上含まれることがあり

ます。

l ユーザーにメッセージを表示 :ビューまたはワークブックを読み込む際にユーザーがパブ

リッシュされたデータにアクセスするには、自分のデータベース認証資格情報を入力す

る必要があります。

l 埋め込みパスワード:接続に使用した認証資格情報は接続とともに保存され、自分

がパブリッシュするデータソースやワークブックにアクセスするすべてのユーザーによって使

用されます。

l サーバーの実行アカウント:ユーザーの認証に単一のKerberosサービスアカウントが使

用されます。Windowsの場合、これがTableau Serverの実行アカウントになります。

Linuxの場合、任意のKerberosアカウントを使用できます。

l Viewer (ビューアー) 認証資格情報 :ビューアーの認証資格情報は、SSO (通常は

Kerberos)を使用してデータベースに渡されます。

l [Impersonate with embedded account (埋め込みアカウントを使用して偽装 )]また

は [Impersonate with server Run As service account (実行サービスアカウントを

使用して偽装 )]:埋め込みの認証資格情報を使用した偽装を使用すると、埋め込み

の認証資格情報に接続し、ビューアーの IDに切り替えます (これをサポートするデータ

ベースのみ)。実行サービスアカウントを使用する偽装は類似していますが、ビューアー

の IDに切り替える前にまずKerberosサービスアカウントに接続します。

l [更新を有効にしない]または [更新のアクセスを許可 ]:これらのオプションはSalesforce
などのクラウドデータの抽出をパブリッシュするときに表示され、参照元のデータにアクセ

スするにはデータベースの認証資格情報が必要です。[更新のアクセスを許可 ]は、接

続に認証資格情報を埋め込み、定期的なスケジュールでその抽出の更新を設定で

きるようにします。

重要 : 抽出したデータの鮮度をどのように保つかも要素となります。
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l 自動更新スケジュールを設定する場合は、接続にパスワードを埋め込む必要があります。

l クラウドデータ接続をTableau Cloudにパブリッシュするときに、Tableau Cloudをデータプロバ

イダーの承認済みリストに追加する必要がある場合は、パブリッシュステップでアラートが表示

されます。

l Kerberos委任され、行レベルでセキュリティで保護されたデータソースより作成した抽出をパブ

リッシュすることはできません。

Dropbox、OneDrive接続

DropboxとOneDriveの場合、Tableauでデータソースやワークブックをパブリッシュして[埋め込みパ

スワード]を選択すると、保存した認証資格情報が作成され、そのデータソースやワークブックに埋め

込まれます。

Tableauデータソースへのワークブックの接続

接続するワークブックをTableau CloudまたはTableau Serverデータソースにパブリッシュする場合

は、参照元のデータソースにアクセスするための認証資格情報を設定する代わりに、接続先のパブ

リッシュされたデータソースにワークブックがアクセスできるかどうかを設定します。元のデータ型に関係

なく、サーバーデータソースの選択肢を常に埋め込みパスワードとするか、ユーザーに要求します。

ユーザーにプロンプトを表示するよう選択している場合、ワークブックを開くユーザーがデータを表示す

るには、データソースの [表示 ]および [接続 ]パーミッションが必要です。パスワードの埋め込みを選択

すると、ユーザーは表示または接続パーミッションを持っていなくてもワークブックの情報を表示できま

す。

仮想接続

Tableau Cloud、Tableau Server 2022.3、およびTableau Desktop 2022.4以降、仮想接続を使用

するデータソースやワークブックなどのTableauコンテンツをパブリッシュして、[埋め込みパスワード]ま
たは [埋め込み認証資格情報 ]を選択すると、コンテンツのビューアーは、仮想接続に接続したり、仮

想接続のクエリを実行したりするための権限を持つことになります。ただし、仮想接続に関連付けられ

ているデータポリシーは、自身の IDではなく、ビューアーの IDを使用して常に評価されます。

たとえば、仮想接続を使用するワークブックをパブリッシュしたとします。ワークブックのビューアーが仮想

接続を介してデータに接続したり、データを照会したりできるようにするには、仮想接続に接続したり、

仮想接続を照会したりするためのパーミッションを埋め込みます。そうすると、仮想接続に関連付けら

れているデータポリシーによって、ワークブックのビューアーが機密データにアクセスすることが防止されま

す。

仮想接続のテーブルを表示したり、そのテーブルにアクセスしたりできるかどうかの評価には、コンテンツ

作成者の IDが使用されます。ただし、仮想接続のテーブルに関連付けられているデータポリシーを

Tableau Software 3075

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



評価するときは、ビューアーの IDが使用されます。また、コンテンツ作成者は、仮想接続に対して、

編集パーミッションではなく、接続パーミッションのみを埋め込むことができます。

パーミッションを埋め込まない場合は、ワークブックまたはデータソースにアクセスするパーミッションを持

つユーザーと、仮想接続に接続するパーミッションを持つユーザーのみがワークブックまたはデータソー

スにアクセスできます。

Tableau Cloud 2022.2, Tableau Server 2022.1、およびTableau Desktop 2022.3以前では、仮想

接続の [埋め込みパスワード]および [埋め込み認証資格情報 ]オプションは機能しません。2022.3
(Tableau CloudおよびTableau Server)または2022.4 (Tableau Desktop)にアップグレードする前

にこれらのオプションを選択した場合、オプションは、アップグレードした後に適切に機能するようになり

ます。その後、仮想接続を照会するためのパーミッションを埋め込むことが可能になります。

関連項目

l Tableau Serverにパブリッシュする場合は、Tableau Serverヘルプの「接続の編集」を参照し

てください。

l Tableau Cloudにパブリッシュし、ワークブックをSalesforce、Google Analytics、Googleスプ

レッドシート、Google BigQuery、OneDrive、Dropbox、およびQuickBooks Onlineデータに

接続する場合は、Tableau Cloudヘルプの「保存した認証資格情報を使用してデータを更

新する」を参照してください。

l Tableau Server管理者が認証の詳細をお探しの場合にはTableau Serverのヘルプトピック

「認証」(Windows | Linux)と「データ接続認証」(Windows | Linux)を参照してください。

Tableau Cloudにパブリッシュされたクラウドデータ

へのアクセスの承認
このトピックでは、Amazon、Google、Salesforce.comなどのクラウドデータへのライブ接続を含む

Tableau Cloudにワークブックやデータソースをパブリッシュするユーザーを想定して説明します。

クラウドデータプロバイダーはセキュリティ対策として、認証済みの IPアドレスのリストの提出を求める

場合があります。外部アプリケーションはこの IPアドレスに基づいてユーザーのデータにアクセスを要

求します。明示的に承認されていない IPアドレスからの要求は却下されます。Tableau Cloudにパ

ブリッシュしているライブ接続が途切れないようにするには、Tableau Cloudをデータプロバイダーの許

可リスト(セーフリスト)に追加します。

表には、サイトの場所に応じてTableau Cloudが使用するIPアドレスの範囲を示しています。

Tableau Cloudにサインインした後に表示されるURLで場所を確認できます。
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ホスト名 (インスタンス) サイトの場所 IP アドレスまたは範

囲

10ax.online.tableau.com 米国西部 -オレゴン州 34.208.207.197

52.39.159.250

10ay.online.tableau.com 米国西部 -オレゴン州 34.218.129.202

52.40.235.24

10az.online.tableau.com 米国西部 -オレゴン州 34.218.83.207

52.37.252.60

us-west-2b.online.tableau.com 米国西部 -オレゴン州 34.214.85.34

34.214.85.244

us-east-1.online.tableau.com 米国東部 -バージニア

州

50.17.26.34

52.206.162.101

prod-useast-a.online.tableau.com 米国東部 -バージニア

州

3.219.176.16/28

prod-useast-b.online.tableau.com 米国東部 -バージニア

州

3.219.176.16/28

dub01.online.tableau.com ヨーロッパ西部 -アイルラ

ンド

34.246.74.86

52.215.158.213

eu-west-1a.online.tableau.com ヨーロッパ西部 -アイルラ

ンド

34.246.62.141

34.246.62.203

prod-apnortheast-
a.online.tableau.com

アジア太平洋 -日本 18.176.203.96/28

prod-apsoutheast-
a.online.tableau.com

アジア太平洋 -オースト

ラリア

3.25.37.32/28

prod-uk-a.online.tableau.com 西ヨーロッパ - UK 18.134.84.240/28
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ホスト名 (インスタンス) サイトの場所 IP アドレスまたは範

囲

prod-ca-a.online.tableau.com カナダ-ケベック 3.98.24.208/28

これらのアドレスは、Tableau専用でTableauによって制御されます。

注 : Tableau Cloudの IP範囲で通信を可能にすることに加え、通信の種類 (HTTPまたは

HTTPS)に応じて、適切なデータベースポート(80または443など)へのアクセスを有効にす

る必要がある場合があります。

お使いのデータプロバイダー用の認可手順を見つける

次のリンクをクリックすると、一般的なデータプロバイダーのWebサイトに移動し、各プラットフォームで

外部アプリケーションを認証する手順が表示されます。

Amazon:

l Redshift

l RDS

l EC2

Microsoft Azure

Google Cloud Platform

免責条項 :上記のリストのリンクをクリックすると、Tableau.comの外に移動します。外部

Webサイトへのリンクが正確かつ最新で関連性が高いものであるように確保するために極力

努めていますが、Tableauでは外部プロバイダーによって維持されているページの正確性また

は新鮮度について責任は負いかねます。コンテンツに関する質問の答えを求める場合、外部

サイトにお問い合わせください。

Tableau CloudへのTableau Bridge接続

オンプレミスデータとTableau Cloud間の接続を円滑にするため、Tableau Bridgeは一般的なポー

ト443を使用して、Tableau Cloudへのアウトバウンドリクエストを行います。詳細については、

「Tableau Bridgeのインストール」トピックの「ネットワークアクセス」セクションを参照してください。
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関連項目

データを最新に保つ(Tableau Cloudヘルプ)

Bridgeを使用してデータを最新に保つ
Tableau Cloudが直接アクセスできないデータソースまたは仮想接続データの場合は、Tableau
Bridgeを使用してデータを最新の状態に保つことができます。たとえば、ファイアウォールの背後でホス

トされているデータにデータソースが接続する場合は、Bridgeを使用します。

注 :パブリックインターネットからアクセス可能なクラウドでホストされている参照元データにデータソー

スを接続する場合、ライブ接続と抽出接続はTableau Cloudから直接実行されます。

Bridgeとは

Tableau Bridgeは、お使いのネットワーク内のマシンで実行されるクライアントソフトウェアです。クライ

アントはTableau Cloudと連携して、Tableau Cloudが直接アクセスできないプライベートネットワーク

データに接続するデータソースを最新の状態に維持します。プライベートネットワークデータには、オン

プレミスデータと仮想クラウドデータが含まれます。

動作方法

Tableau Bridgeは、ExcelファイルやSQL Serverデータなどのプライベートネットワークデータと

Tableau Cloud間をつなぐ経路として機能します。クライアントは、アウトバウンド暗号化接続を介し

てTableau Cloudと通信し、ファイアウォールの背後のデータとTableau Cloudサイト間の接続を有

効にします。

BridgeがTableau Cloudと通信する方法の詳細については、「Tableau Bridgeのセキュリティ」を参

照してください。
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使用できるユーザー

Tableau Cloudの承認ユーザーであれば誰でもBridgeを使用できますが、Bridgeは、組織で次の

職務を遂行するユーザー (サイト管理者とデータソースの所有者 )向けに最適化されています。

サイト管理者 (またはTableau Cloudでサイト管理者またはサイト管理者 Creatorロールを持つ

ユーザー)はBridgeクライアントをインストールして管理します。詳細については、「Bridgeの展開計

画」を参照してください。

コンテンツ所有者 (またはTableau CloudでCreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )ロールを持

つユーザー)は、通常、独自のコンテンツをパブリッシュして管理します。コンテンツの所有者はBridge
を使用して、Tableau Cloudとプライベートネットワークデータ間のライブ接続および抽出接続を行

います。

l ライブ接続の場合、Bridgeは、データソースまたは仮想接続のパブリッシュプロセスの一部と

して自動的に検出されます。ライブ接続のサポートは、プールを通じて有効になります。

データソースの詳細 :ユーザーには、パブリッシュプロセス中にライブ接続を使用してデータ

ソースをパブリッシュするオプションが表示されます。このオプションは、ネットワーク内からのみア

クセス可能なリレーショナルデータベースまたはクラウドデータベースに対してライブ接続がサ

ポートされている場合に使用できます。

ユーザーがデータソースをパブリッシュした後、プール内の使用可能なクライアントがライブクエ

リを実行します。それ以外の処理は必要ありません。

開始するには、データソースをTableau Cloudにパブリッシュし、ライブ接続を維持するための

オプションを選択します。または、ワークブックをパブリッシュしてから、ライブ接続を指定します。

データソースのパブリッシュの詳細については、「ライブ接続を使用したBridgeデータソースの

パブリッシュ」を参照してください。

注 :プライベートクラウドデータベースに接続するデータソースをパブリッシュする場合は、「プラ

イベートクラウドベースのデータソースをパブリッシュする」で説明されている手順に従って、

Bridgeを使用してデータの鮮度に関連するタスクを実行してください。

l 接続抽出の場合、ユーザーはデータソースまたは仮想接続の更新スケジュールを設定できま

す。詳細については、「Bridge更新スケジュールの設定」を参照してください。

注 :プライベートクラウドデータベースに接続するデータソースをパブリッシュする場合は、「プラ

イベートクラウドベースのデータソースのスケジュールを設定する」で説明されている手順に

従って、Bridgeで実行される更新スケジュールを使用してください。
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ワークブックをパブリッシュする際に抽出の更新をス

ケジュールする
抽出に接続しているワークブックをパブリッシュする場合、接続されているワークブックが常に最新とな

るよう、これらの抽出の更新をスケジュールできます。

抽出の更新スケジュールを設定および管理する方法は、パブリッシュ場所や元のデータ型に応じて異

なります。

l Tableau Serverにパブリッシュすると、スケジュールはサーバー上で実行および管理されます。

l Tableau Cloudにパブリッシュする場合 :

l クラウドデータ(Google AnalyticsやSalesforceなど)の抽出の場合は、Tableau
Cloudで実行のスケジュールや管理を行います。

l データの抽出元がオンプレミスとWebデータコネクタ(WDC)のいずれかである場合は、

Tableau Bridgeを使用して更新スケジュールの設定と管理ができます。

注 :多くの組織では、サーバーのコンテンツマネージャーや管理者がすべての更新スケジュール

を管理します。パブリッシュする前に、これらのスケジュールに対するガイドラインがあるかどうか

管理者に確認することをお勧めします。

コンテンツをパブリッシュしながらスケジュールを設定する

パブリッシュプロセスの際、[パブリッシュ]ボタンをクリックすると、データ型に適したスケジュールオプショ

ンとパブリッシュ先が表示されます。

マルチ接続データソースをパブリッシュする場合は、データソースの各抽出接続に対して更新スケ

ジュールを設定する必要があります。

サインインを要求するデータベースに接続する更新スケジュールを使用するには、データベースユー

ザーの認証資格情報と接続を保存 (埋め込む)必要があります。詳細については、パブリッシュされた

データにアクセスするための認証資格情報を設定するページ3073を参照してください。

Tableau Cloud でのパブリッシュと更新

Tableau Cloudにパブリッシュする各データ型の更新に関するサブタイトルについては、「データを最新

に保つ」を参照してください。知っておく必要がある事項の例 :
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l ワークブックをクラウドデータに接続する場合は、クラウドデータプロバイダーの承認済みリスト

(承認リスト)にTableau Cloudを追加します。サイト所在地の IPアドレス範囲は、Tableau
Cloud にパブリッシュされたクラウドデータへのアクセスの承認 ページ3076に記載されていま

す。

l データソースまたはワークブックがオンプレミスのデータに接続している場合、Tableau Bridge
はパブリッシュプロセス中に開始します。

Tableau Bridgeは標準データベース認可をサポートしており、OAuthを通じて接続対象の

データを更新することはできません。詳細については、「Tableau Bridgeを使用したデータの鮮

度に関するオプションの拡張」を参照してください。

l マルチ接続データソースをTableau Cloudにパブリッシュするときに、いずれかの接続で

Tableau Bridgeを使用する必要がある場合は、Bridgeを使用してデータソース内のすべて

の接続を更新しなければなりません。

たとえば、クラウドでホストされているMySQLデータの抽出に接続しているデータソースと、オ

ンプレミスSQL Serverデータベースへのライブ接続をパブリッシュするとします。Tableau Cloud
はホストされているMySQLデータの更新をサポートしますが、この場合はBridgeクライアント

を使用してSQL ServerとMySQL接続の両方を更新する必要があります。

データソースでライブ接続と抽出の接続の両方を使用する方法についての詳細については、

「マルチ接続データソースについて」を参照してください。

Webデータコネクタ抽出の更新

Webデータコネクタ(WDC)データソースを使用してワークブックをパブリッシュする場合、更新スケ

ジュールを設定する前にWebデータコネクタをTableau Serverにインポートする必要があります。こ

の操作はTableau Serverでのみ実行できます。詳細については、Tableau Serverヘルプの

「Tableau ServerでのWebデータコネクタ」を参照してください。

Tableau CloudにパブリッシュされたWebデータコネクタデータソースの更新の詳細については、

Tableau CloudヘルプのTableau Bridgeを使用したデータの更新オプションの拡張に関する記事を

参照してください。

データ行レベルでのアクセスの制限
ワークブックをTableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュして他のユーザーと共有する場

合、既定では、ワークブックへアクセスできるすべてのユーザーにビュー内のすべてのデータが表示され

てしまいます。サーバーにサインインしたユーザーがビューで表示可能なデータ「行」を指定できるフィ

ルターのタイプを適用することでし、この動作を上書きできます。
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行レベルでデータを保護するこの方法は、ライブ接続を使用するデータソース、および表が複数の表

として保存されている抽出データソースに適用されます。複数の表を使用した抽出データ保存の詳

細については、抽出データの保存方法を決定するページ876を参照してください。

注 : Tableauの行レベルのセキュリティを実装するために使用できる代替方法については、

Tableau Serverヘルプの「Tableauの行レベルセキュリティのオプションの概要」を参照してくだ

さい。

その他の関連情報については、ホワイトペーパー「資格テーブルを使用した行レベルのセキュリ

ティに関するベストプラクティス」を参照してください。

ユーザーベースのフィルターリングのしくみ

数年にわたる、さまざまな地理的地域での、製品セットの四半期売上高のレポートを作成すると想

定してください。

このレポートをパブリッシュする際は、各地域マネージャーに対し、彼らの地域に関連するデータのみの

表示を許可する場合があります。各担当者に個別のビューを作成するのではなく、ユーザーの特性

(ロールなど)に基づいてデータへのアクセスを制限するユーザーフィルターを適用できます。

このようにしてデータへのアクセスを制限することを、行レベルのセキュリティ(RLS)と呼びます。Tableau
は行レベルのセキュリティに対し、次アプローチを提供します。
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l 手動でユーザーフィルターを作成し、ユーザーを値にマッピングするページ3086。

この方法は便利ですが、手がかかり、セキュリティが不透明になる可能性があります。ワーク

ブックごとに行う必要があり、ユーザーベースが変更されるたびにフィルターを更新してデータ

ソースをパブリッシュし直す必要があります。

l データでセキュリティフィールドを使用して動的フィルターを作成するページ3088。

この方法を使用して、ユーザーをデータ値へマッピングするプロセスを自動化する計算フィール

ドを作成します。この方法では、フィルターに使用するセキュリティ情報が参照元データに含ま

れている必要があります。

最も一般的なのは、この情報を含む参照 (「ルックアップ」、「エンタイトルメント」、または「セ

キュリティ」)表を使用する方法です。たとえば、ビューを管理者のみが表示できるようにフィル

ターする場合は、参照元データを設定してユーザー名を含め、各ユーザーの役割を指定する

必要があります。

フィルターリングはデータレベルで定義され、計算フィールド別に自動化されるため、このメソッ

ドはユーザーを手動でデータ値にマッピングするよりも安全です。

データソースへのユーザーフィルターの追加

以前のセクションの2つのメソッドでは、ワークブックに埋め込まれたデータにフィルターを追加する方

法について説明しています。複数のワークブックが同じデータに接続している場合、各ワークブック上

で複数のフィルターを使用する代わりに、データソースをフィルターしてから、パブリッシュ後にワークブッ

クをデータソースに接続させることができます。

フィルターされたデータソースに接続するワークブックは、サーバーにサインインしているユーザーが見る

ことを許可されているデータのみを表示します。さらに、接続されているすべてのワークブックはデータ

の更新を実行と同時に表示します。

抽出と、ユーザーフィルターを使用したライブ接続

一般的に、上記メソッドのいずれかを使用する場合、抽出を使用したRLSの方がライブ接続を使

用するデータソースを使用したRLSよりも速く作成され、パフォーマンスも高くなります。

抽出データソースを使用したRLS の要件

上記で述べたように、抽出を使用したRLSを使用するための最初の要件は、抽出のデータを複数

物理テーブルを使用して保存する必要があるということです。抽出を構成し、次の抽出データの保

存方法を決定するページ876に従って複数の物理テーブルを使用してデータを保存できます。

抽出を使用したRLSを使用する予定がある場合は、上記要件に加えいくつかの追加事項を検討

します。複数の表を使用して保存された抽出データは、抽出フィルターや抽出データ量を減らすのに
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役立つその他のいくつかの機能をサポートしていないため、次の提案事項のいずれかを使用すること

を検討します。

l カスタムSQLを使用してデータに接続する

l すでに適切なレベルのフィルターリングが適用されているデータベースビューに接続する

これらの提案の詳細については、[物理テーブル]オプションを使用する場合の代替的なフィルターリン

グの提案 ページ884を参照してください。

抽出データソースを使用したRLS での推奨されるプラクティス

抽出を使用したRLSを効果的に実行するため、Tableauでは抽出時に2つの表 (またはデータベー

スビューやカスタムSQLクエリ)を保持しておくことをお勧めします。つまり、抽出時の表は次のタイプ

の表で構成するようにします。

l データ表 -これは、表示するすべてのデータが含まれる「オブジェクト」の表です。

l 参照表 -これは、ユーザー情報およびユーザーが所属するセキュリティグループが含まれる

「ルックアップ」または「エンタイトルメント」の表です。

抽出内の表をこれらの2つに最小化することで、Tableauで実行する必要のある結合がこれらの2つ

の表の間でのみ実行されるため、データの重複や「結合の爆発」を回避することができます。

RLS および Tableau の以前のバージョンについて

行の重複やパフォーマンスに関する複雑性から、これまでTableauでは抽出を使用したRLSワークフ

ローをサポートすることができませんでした。最終的には、これらの複雑性はデータが単一の表としての

み保存されクエリできる抽出によって発生していました。しかし、Tableau 2018.3以降は、複数の表

を使用して抽出のデータ保存を選択できるようになりました。これにより、これまでライブ接続を使用し

てデータソースで実行していた、抽出を使用したRLSのワークフローが有効になります。

Tableauでの抽出を使用したRLSに関する包括的なディスカッションについては、この分野で豊富な

経験を持つTableauの販売コンサルタントが管理するブログを参照してください。

l 複数のテーブルの (正規化された) Hyper抽出

l 行レベルのセキュリティの解除、パート1

l 行レベルのセキュリティの解除、パート2

免責条項 :このリンクをクリックすると、Tableau.comから離れます。外部 Webサイトへのリンクが正確

かつ最新で関連性が高いものであるように確保するために極力努めていますが、Tableauでは外部

コンテンツへのサポートは提供せず、それらについて責任は負いかねます。
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関連項目

l Tableau Serverヘルプのデータセキュリティ

l Tableau Serverヘルプの「Tableauの行レベルセキュリティオプションの概要」

ユーザーフィルターを作成し、パブリッシュ用にセキュリティで保護す

る

前提条件

ライブデータソースで行レベルセキュリティ(RLS)を実装するには、次の手順に従います。

抽出でRLSを実装するには、いくつかの追加の手順と考慮事項があります。詳細については、抽出

データソースを使用したRLS の要件 ページ3084を参照してください。

注 : TableauでRLSを実装するために使用できる代替手段については、「Tableauの行レベ

ルセキュリティオプションの概要」を参照してください。

手動でユーザーフィルターを作成し、ユーザーを値にマッピングする

ユーザーベースのフィルター処理は、RLSを使用してデータソースやワークブックをセキュリティで保護

するためのオプションの1つです。この手順は、ユーザーまたはグループが小規模で、かなり固定的で

あり、ユーザーフィルターを必要とするワークブックの数が少ない場合に最適です。

1. Tableau Desktopでワークブックを開き、フィルタリングするデータに接続します。

2. フィルターを適用するワークシートに移動します。

3. [サーバー] > [ユーザーフィルターの作成 ]を選択します。次に、ビューのフィルタリングに使用す

るフィールド([地域 ]など)を選択します。

4. プロンプトが表示されたら、サーバーまたはサイトにサインインします。

5. [ユーザーフィルター]ダイアログボックスで、フィルターに名前を付けます。ここでは、「地域マ

ネージャー」とします。

6. 左側でユーザーまたはグループを選択し、右側で表示できる値を指定します。ユーザーまたは

グループごとにこのプロセスを繰り返し、値へのユーザーのマッピングが完了したら[OK]をクリッ

クします。

この例では、Andrew Allenが東部地域を表示するように設定されています。
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7. ユーザーフィルターを作成すると、そのフィルターは [データ]ペインの [セット]エリアに表示されま

す。

8. ユーザーフィルターを[フィルター]シェルフまでドラッグします。フィルターはコンテキストフィルター

となり、表示が許可されているデータを表示するようビューを調整します。
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フィルターをテストまたは微調整する方法

l ビューが空白キャンバスとして表示された場合、自分自身、または自分がメンバーとなっている

グループに対し、地域の表示を許可する必要があります。[データ] ペインの [セット]エリアで、

ユーザーフィルターのドロップダウンメニューを開き、[セットの編集 ] を選択します。

l パブリッシュされたビューでのフィルターのしくみをプレビューするには、ワークブックの右下隅で

[ユーザーとしてフィルター]メニューを開き、リストからユーザーまたはグループを選択します。

注 :パブリッシュされたデータソースにワークブックが接続されている場合、プレビューは

利用できません。

l 自分のワークブックの表示に戻るには、[ユーザーとしてフィルター]メニューの右上隅の [リセッ

ト]を選択します。

l あるユーザーやグループで設定したマッピング選択内容を別のユーザーやグループにコピーする

には (同じ設定を手動でマッピングするのではなく)、選択したフィールド値をあるユーザーから

別のユーザーにコピーするページ3092を参照してください。

既知の制限

Tableau Desktopとパブリッシュされたデータソースを使用している場合、LOD式とユーザー関数の

両方を含む計算はTableau Desktopでは正しく計算できません。これらの計算は取り除かれます。

重要 :ワークブックをパブリッシュするときは、追加の手順を実行して、ユーザーがワークブックを編集し

たり、フィルターを削除したりできないようにする必要があります。詳細については、パブリッシュされたコ

ンテンツでのセキュアなユーザーフィルターページ3091を参照してください。

データでセキュリティフィールドを使用して動的フィルターを作成する

以下の手順は次のビューに基づいて、地域担当者のリストに対する年間売上実績を示していま

す。
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「データ行レベルでのアクセスの制限 ページ3082」で説明されているように、このアプローチでは、フィル

タリングに使用するフィールドがデータベースに含まれている必要があります。

この例では、データには [人々 ]という参照テーブルが含まれており、そのテーブルには [地域 ]と[マネー

ジャー]の2つの列が含まれています。[マネージャー]フィールドの名前はTableau Cloudまたは

Tableau Serverのユーザー名と一致するので、このフィールドをフィルタリングに使用します。

フィールドと値は完全には一致しませんが、Tableau Desktopに付属のスーパーストアのデータを使用

して操作を進めることができます。

データへの接続とユーザーフィルターのセットアップ

1. Tableau Desktopでワークブックを開き、フィルタリングするデータに接続します。この例では、

"Orders (注文 )"という表を使用します。

2. [注文 ]テーブルをダブルクリックして、結合キャンバスを開きます。左結合で参照テーブル

(人々 )を追加します。この例では、[地域 ]フィールドで結合します。

3. ワークシートで [分析 ]、[計算フィールドの作成 ]の順に選択し、「ユーザーはマネージャーであ

る」という名前の次のフィールドを作成します。

USERNAME() = [Manager]
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サーバーにサインインしたユーザーのユーザー名が [人々 ]テーブルの [マネージャー]列に存在

する場合、この計算はTRUEを返します。

4. "User is a manager (ユーザーが担当者 )"フィールドを[フィルター]シェルフに追加します。

5. [フィルター]ダイアログボックスで [True]を選択してから、[OK]をクリックします。

これにより、担当者であるユーザーだけがビュー内のデータを表示できるようにフィルターを設定

します。[マネージャー]フィールドに記載がない場合、オーサリング中のビューが空白のキャンバ

スとして表示されることがあります。

6. 特定の人にビューがどのように見えるかを確認します。右下の [ユーザーとしてフィルター]メ
ニューを開き、マネージャーであることがわかっている人を選択します。

重要 :手動のユーザーフィルターと同様に、パブリッシュされたコンテンツでのセキュアなユーザーフィル

ター見開きページための手順を踏む必要があります。

データソースをフィルターする

パブリッシュされた各ワークブックでユーザーフィルターや特別なパーミッションを維持するのではなく、

データソースをフィルターしてからパブリッシュし、データを使用する1対多の共有リソースとして使用

できるようにします。

この手順は、このトピックで説明した動的フィルターアプローチから構築されます。

1. データでセキュリティフィールドを使用して動的フィルターを作成するページ3088の手順を完

了します。

2. Tableau Desktopの左下エリアで、[データソース]タブを選択します。

3. [データソース]ページの右上のエリアの [フィルター]から、[追加 ]をクリックします。

3090 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



4. [データソースフィルターの編集 ]ダイアログボックスで、[追加 ]をクリックして動的フィルター (ユー

ザーは管理者である)用に作成した計算フィールドを追加し、フィルターをTrueに設定しま

す。[データソース]ページに戻るまで [OK]をクリックします。

グローバルフィルターとデータソースフィルター

データソースフィルターを作成すると、グローバルフィルターを簡単にデータソースフィルターに昇格で

きるように、該当のデータソースを使用しているすべてのグローバルフィルターが自動的に[データソー

スフィルターの編集 ]ダイアログボックスに表示されます。グローバルフィルターをデータソースフィルター

に昇格するには、[OK]をクリックします。

グローバルフィルターをデータソースフィルターに昇格すると、そのグローバルフィルターはワークブックの

ワークシートでは表示されなくなります (データソースフィルターになるため)。

注 : [データソースフィルターの編集 ]ダイアログボックスでグローバルフィルターを選択してプロ

モートする必要はないことに注意してください。[OK]をクリックすると、リスト内のすべてのグロー

バルフィルターが昇格します。グローバルフィルターがデータソースフィルターに昇格しないように

するには、[データソースフィルターの編集 ]ダイアログボックスで該当のグローバルフィルターを

選択し、[削除 ]をクリックします。

パブリッシュされたコンテンツでのセキュアなユーザーフィルター

ユーザーフィルターを使用してワークブックやデータソースをパブリッシュするときは、ワークブックを開く

ユーザーやTableau Serverデータソースに接続するユーザーがフィルターを削除し、それによりすべて

のデータへのアクセスを取得できないようパーミッションを設定する必要があります。

注
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l パブリッシュを行う前に、組織内の既存のポリシー (特にパーミッション設定のためのポリシー)に
関し、Tableau管理者に相談することをお勧めします。データソースやワークブックをパブリッ

シュする際にパーミッションを設定するページ3070も参照してください。

l この情報は、ライブ接続またはデータが複数の表に保存されている抽出を使用するデータ

ソースのパブリッシュに適用されます。

パーミッション設定

ユーザーフィルターを保護するには、パブリッシュ中、またはサーバー上でパブリッシュ後に次の機能を

[拒否 ]に設定する必要があります。

ワークブック データソース

l Web編集

l コピーをダウンロードまた

は保存

l パーミッションの設定

l 保存

l ダウンロード

l パーミッション

の設定

選択したフィールド値をあるユーザーから別のユーザーにコピーする

ユーザーフィルターを手動で作成する場合、ユーザーやグループをデータの値 (メンバー)にマッピング

した後、別のユーザーやグループを同じ方法でマッピングすることがあります。設定をコピーして貼り付

けることでこれを実行できます。

1. [データ]ペインの [セット]から、[ユーザーフィルター]を選択します。ドロップダウン矢印をクリック

し、[セットの編集 ]を選択します。

2. [ユーザーフィルター]ダイアログボックスで、別のユーザーまたはグループから設定を貼り付ける

ユーザーまたはグループを選択します。
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3. [コピー元 ]をクリックし、設定をコピーするユーザーまたはグループを選択します。
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WebでのTableauの使用

はじめに
Tableau サイトでできること見開きペー

ジ

Tableau サイトの概要 ページ3097

Creators: Web 作成入門 ページ3114

Viewer (ビューアー): Tableau Web
ビューでできることページ3189

コンテンツの探索と管理
ビューでのデータの探索と調査 ページ2581

カスタムビューの使用 ページ3240

タグの使用 ページ3196

Web コンテンツの管理 ページ3219

データの更新または自動更新の一時停止 ページ

3239

コンテンツのリビジョンの操作 ページ3232

Webビューの作成
Web 作成とTableau Desktop 機能の

比較 ページ3355

Creators: Web 上のデータへの接続

ページ3131

Web 上のデータの準備 ページ3138

Webでのビューの編集

Tableau サイトへのワークブックのアップ

ロードページ3146

Web 作成中のパブリッシュされたデータ

ソースへの接続 ページ289

ダッシュボードの作成 ページ2629

ストーリーの作成 ページ2768

作業内容の保存

共有と共同作業
Web コンテンツの共有 ページ3265

ビューまたはワークブックへのサブスクリプションの作成

ページ3271

Tableau Cloud または Tableau Server からのデー

タ主導アラートの送信 ページ3276

ビューとメトリクスの埋め込みページ3283

ビューのコメントページ3279
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Tableauサイトでできること
TableauサイトはWeb上のプライベートなワークスペースで、ここではデータのインサイトを共有したり、

同僚と共同作業したりできます。特定のアクセスレベルがあれば、Web上でのデータへの接続やワー

クブックの作成、またはTableau Desktopで作成されたデータソースやワークブックへの接続を行うこと

ができます。サイトロールによりTableauサイトで実行可能な内容が設定されます。

サイトとは

Tableauサイトとは、チームがデータソースやワークブックをパブリッシュして互いに共有する場所です。

Tableauでは、サイトという言葉を、他のサイト(ユーザー、グループ、コンテンツの集まり)から壁で守ら

れている、ユーザー、グループ、およびコンテンツ(ワークブック、データソース)の集まりを意味するため

に使用します。

サイトユーザーは、管理者から付与されるアクセス権に応じ、1つのサイトまたは複数のサイトにサイン

インできる場合があります。サインインすると、アクセス可能なプロジェクトやコンテンツを表示できます。

Tableau Desktopでサイトが機能するしくみ

Tableau DesktopとTableauサイトは連携するように構築されています。Tableau Desktopではデー

タに接続し、ワークブック、ストーリー、ダッシュボードを構築できます。インサイトを他のユーザーと共有

する場合、Tableauサイトにワークブックやデータソースをパブリッシュできます。

Tableauサイトでは、パブリッシュされたビューを表示して、操作および編集することができます。

Tableauサイトを使用して、Tableau Desktopでワークブックを検索および編集することもできます。

Webでできること

サイトロールとコンテンツパーミッションにより、Web上のTableauで表示して実行できる内容が決ま

ります。2018.1より、Tableauサイトロールは、Creator、Explorer、またはViewerです。各サイトロー

ルの詳細については、「Tableauの価格」で権限のグリッドを参照してください。

サイトロールがわからない場合確認するには、イニシャルまたはプロフィール写真があるサイト右

上隅のアイコンを選択し、[マイアカウントの設定 ]を選択します。サイトロールからは、ユーザー

がCreator、Explorer、またはViewerであるかがわかります。

一般的に、

Creator は以下を実行できます。
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l ブラウザーでデータへの新しい接続を作成する

l ワークブック(.twbファイルと.twbxファイル)をアップロードする

l ブラウザーまたはTableau Desktopからデータソースおよびワークブックを構築およびパブリッ

シュする

l パブリッシュされたワークブックをブラウザーまたはTableau Desktopで開き、編集する

l 新しいデータフローの作成と既存のフローの編集

l ダッシュボードスターターを使用する(Tableau Cloudのみ)

l ExplorerやViewer (ビューアー)が実行可能な他のすべての内容

Explorer *は以下を実行できます。

l パブリッシュされたサイト上のデータソースに接続し、新しいワークブックを作成する

l パーソナルスペースに新しいワークブックを保存する

l データを含むワークブックまたはその他のコンテンツをパーソナルスペースにダウンロードします。

l パブリッシュされたワークブックのデータを編集および分析する(パーミッションに応じて、[保存 ]
か [名前を付けて保存 ]かのオプションが変わります。[名前を付けて保存 ]が使用可能な場

合、ワークブックはパーソナルスペースに保存できます。)

l データアラートを作成する

l 他のユーザーのサブスクリプションを作成する

l Viewer (ビューアー)が実行可能な他のすべての内容

*ユーザーレベルのExplorer (パブリッシュ可能 )は、Tableau Desktopからサイトに新しいコンテンツを

パブリッシュしたり、既存のパブリッシュされたデータソースから新しいコンテンツを作成およびパブリッ

シュしたりできるものの、外部データへの接続や新しいデータソースの作成は行えないExplorerを指

します。

Viewer (ビューアー)は以下を実行できます。

l 他のユーザーが作成したパブリッシュされたビューやカスタムビューを表示する

l フィルターと凡例、並べ替え、ツールヒントを使用してビュー内のデータを探索する

l 共有、コメント、コンテンツのダウンロード(パーミッションに応じ、オプションは変化します)

詳細については、「Tableau Webビューでできること」を参照してください。
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Tableauサイトの概要
Tableau ServerまたはTableau Cloudにサインインすると、次の例のようなページが最初に表示され

ます。

l A - サイトピッカー (複数のサイトにアクセスできる場合 )
l B -ホーム

l C -ナビゲーションメニュー

l D -通知

l E - コンテンツとアカウントの設定

注 : Tableau Catalog、Tableau Prep Conductor、およびその他のデータ管理機能が含まれて

いるデータ管理 でサイトがライセンス設定されている場合は、追加機能が表示される場合が

あります。Tableau Catalogが有効になっている場合は、[外部アセット]ページにアクセスして、

データの系列情報などを表示できます。別のTableauコンテンツタイプとしてリストされている

仮想接続も表示されます。詳細については、Tableau CloudまたはTableau Serverヘルプの

Data Managementに関する記事を参照してください。

コンテンツを参照して検索する

Tableauサイト全体でアクセスできるすべてのコンテンツを表示するには、ナビゲーションメニューで [検
索 ]をクリックします。サイトロールとのパーミッションにより、表示可能なコンテンツと利用可能なオプ

ションが決まります。
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l A -コンテンツタイプメニュー

l B -クイックサーチ

l C -アカウントと設定

既定では、[検索 ]では [最上位のプロジェクト]を表示します。他のタイプのコンテンツを表示するに

は、ドロップダウンコンテンツメニューから選択します。
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プロジェクト

プロジェクトを使用すると、サイト上のコンテンツを整理できます。トップレベルプロジェクトには、他の

(ネストされた)プロジェクトを含めることができます。このプロジェクトには、PC上のファイルシステムのよ

うに移動できる階層があります。

プロジェクトを開くと、ネストされたプロジェクトを含め、プロジェクト内のすべてのコンテンツが単一ページ

に表示されます。
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プロジェクトの特定のコンテンツタイプのみを表示するには、[コンテンツタイプ]ドロップダウンメニュー

をクリックし、表示するコンテンツタイプを選択します。[ワークブックをビューとして表示 ]オプションを選

択すると、プロジェクトページに表示されるワークブック内の個別のビューやカスタムビューをすべて表

示できます。
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ワークブック

ワークブックページには、ワークブックに含まれるビュー、ワークブックで使用されるデータソース、ワーク

ブックのビューから作成されたメトリクス、カスタムビュー、ワークブックまたは個々のビューのユーザーサ

ブスクリプション、系列データ(Tableau Catalogが有効な場合 )、および使用統計が表示されます。
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ブックの作成の詳細については、「 Creators: Web 作成入門 ページ3114」を参照してください。

ビュー

ビューページには、共有、サブスクライブ、編集など、ビューを操作するためのオプションが表示されて

います。ツールバーで利用可能なオプションは、サイトの設定およびユーザーのパーミッションに応じて

異なる場合があります。

[シートをタブとして表示 ]オプションを選択してワークブックがTableau Desktopからパブリッシュされた

場合、ビューツールバーの下部にあるタブをクリックして、各シートを表示できます。
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ビューの操作の詳細については、Tableau Web ビューでできることページ3189を参照してください。

メトリクス

メトリクスページには、メトリクスの現在の値、メトリクスが最後に更新された時刻のほか、所有者、説

明、定義など、メトリクスに関する詳細が表示されます。定義の一部としてメトリクスに日付ディメン

ションがある場合は、メトリクスの履歴値を示すタイムラインが表示されます。

メトリクスの詳細については、メトリクスの作成とトラブルシューティング (廃止 )ページ3151を参照してく

ださい。

従来のメトリクス機能の廃止

Tableauの従来のメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Serverバージョ

ン2024.2で廃止されます。2023年 10月に、TableauはTableau CloudおよびTableau Server
バージョン2023.3に従来のメトリクスを埋め込む機能を廃止しました。Tableau Pulseでは、メトリク

スを追跡し、データについて質問するためのエクスペリエンスが向上しました。新しいエクスペリエンスの

詳細については、「Tableau Pulseを使用したメトリクスの作成」を参照し、廃止される機能のについ

ては、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。
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データソース

データソースページには、データベースへの接続やファイルベースのデータ、データソースに接続された

ワークブックが表示されます。データソースが抽出の場合、ページにはスケジュールされた抽出更新

が表示されます。

データソースページから直接データを調べるには、「データに聞く」を使用します。質問を入力すると、

すぐに視覚的な回答が得られます。詳細については、「データに聞く」 (Ask Data) 機能を使用した

自動的なビューの構築 ページ953を参照してください。

データソースのリストを表示している場合、接続と認証の詳細を確認するには、[表示形式 ]メ
ニューの [接続 ]を選択します。
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「データに聞く」レンズ

「データに聞く」レンズを使用すると、データソースから精選されたデータのサブセットを提供し、質問に

関連する回答を簡単に見つけることができます。詳細については、「特定の対象者に焦点を当てた

「データに聞く」のレンズを作成するページ972」を参照してください。

データの役割

データの役割に関するページには、お使いのサイトまたはサーバーにパブリッシュされたカスタムデータの

役割が表示されます。データセット内のフィールド値を使用してTableau Prep Builderのカスタムデー

タの役割を作成し、Tableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュして他のユーザーと共有で

きます。データの役割を使用すると、データのクリーニング時にフィールド値を検証できます。
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データをクリーニングするためのデータの役割の作成と使用に関する詳細については、Tableau Prep
オンラインヘルプの「データの役割を使用したデータの検証」を参照してください。

フロー

フローページでは、フローを表示、編集、監視、および保守し、必要に応じて実行できます。

Tableau Prep Conductorが有効になっているデータ管理 を使用している場合は、複数のフローを

順番に実行するように、フローをスケジュールしたり、リンクされたタスクを設定したりできます。
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フローの操作の詳細については、Tableau Prepヘルプの「フローデータを最新に維持する」を参照し

てください。

仮想接続

仮想接続は、データへのアクセスポイントを一元化するものです。仮想接続を使用すると、データ

ソース、ワークブック、またはフローを作成できます。抽出更新スケジュールがすでに設定されているた

め、データは常に最新の状態に維持されます。また、行レベルのセキュリティが確保されたデータポリ

シーが常に適用されるため、セキュリティを危険にさらすことなく、コンテンツを自由に共有できます。詳

細については、Tableau CloudまたはTableau Serverヘルプの「仮想接続を使用する」を参照してく

ださい。
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重要なコンテンツにすばやくアクセスする

プロジェクトのコンテンツを閲覧するだけでなく、サイトの次の領域を活用して、重要なアイテムを追跡

することができます。

l パーソナルスペース- ExplorerとCreatorが作業を保存または編集するためのプライベートな

場所詳細については、パーソナルスペースでプライベートコンテンツを作成および編集 ページ

3141を参照してください。

l [お気に入り] -あらゆるタイプのコンテンツをお気に入りに追加します。

l [Recents (最近 )] -最近アクセスしたビュー、メトリクス、およびフローを表示します。

l [Shared with Me (自分と共有 )] -他のユーザーから送信されたアイテムを検索します。

l [コレクション] -関連アイテムの独自のコレクションを作成するか、他のユーザーが作成したコレ

クションにアクセスします。詳細については、コレクション内のアイテムを整理するページ3211を
参照してください。

リストまたはグリッドとしてのコンテンツの表示

[表示形式 ]アイコンをクリックすると、コンテンツをサムネイルのリストまたはグリッドとして表示すること

ができます。

リストビューは次のようになります。

リスト表示 :
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l プロジェクトを示します

l

ワークブックを示します

l

ビューを示します

l

メトリクスを示します

l

「データに聞く」レンズを示します

l

データソースを示します

l

データの役割を示します

l

フローを示します

l

仮想接続を示します

また、グリッドビューは次のようになります。

グリッドビューでは、サムネイルにカーソルを合わせるとコンテンツの詳細が表示されます。
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コンテンツの並べ替え

アイテムを並べ替えるには、[並べ替え]ドロップダウンメニューをクリックします。名前、所有者、ビュー

の数、作成日などの特徴で並べ替えを行うことが可能です。

この例では、ページビュー数の並べ替えオプションが表示されています。

列の見出しをクリックしてと、リストを並べ替えることもできます。矢印が昇順 (上矢印 )または降順

(下矢印 )の順番を示しています。
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サイトの特定と移動

Tableau ServerやTableau Cloudの各サイトには名前とIDがあります。

Tableau Serverにサイトが1つしかない場合は、そのサイトに[既定 ]という名前が付けられます。"既
定"サイトにサインインすると、ブラウザーのURLは次のようになります。

https://server-name/#/home

複数のサイトにアクセスできる場合、サインイン時に1つを選択します。

複数のサイトを実行しているTableau CloudまたはTableau Serverのインスタンスでは、ブラウザー

URLの#/site/の後ろにサイトIDが付きます。URLに /siteが含まれない場合は、[既定 ]サイトにサ

インインしています。

次のURL は、サイトIDが financeのオンプレミスTableau Serverサイトを示します。

https://localhost/#/site/finance/home

サインインすると、サイトピッカーから別のサイトを選択し、それに移動できます。1つのサイトのみにアク

セスできる場合は、サイトの選択が表示されません。
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Tableau Pulse
Tableau Pulseは、Tableau Cloudで利用でき、メトリクスに関するインサイトを提供することで、最

新の状態のデータを把握することができます。メトリクスを追跡して、データの変化を含むダイジェスト

をメールまたはSlackで受け取ることができます。また、Tableau Cloudのメトリクスの詳細ページにア

クセスして、データについて質問したり、詳細を確認したりできます。
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Tableau Pulseのメトリクスは、Tableauサイトにパブリッシュされたデータソースに基づいていますが、

サイト上の他のコンテンツとは分離されており、Exploreのプロジェクトには表示されません。Tableau
Pulseにアクセスするには、ナビゲーションメニューから[Pulse]を選択します。詳細については、

「Tableau Pulseでメトリクスを作成する」を参照してください。
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Creators: Web作成入門
WebでのTableauで実行可能なことはたくさんあります。Creatorは、データに直接接続して、分析

を強化したり、魅力的なデータビジュアライゼーションを作成したり、それらのインサイトを他のユー

ザーと共有したりできます。このガイドではTableau Cloud環境での分析用データへの接続と準備、

ワークブックの作成、それらのインサイトの他のユーザーとの共有を扱っています。

ユーザーレベルがわからない場合確認するには、イニシャルまたはプロフィール写真があるサイ

ト右上隅のアイコンを選択し、[マイアカウントの設定 ]を選択します。ユーザーがCreator、
Explorer、またはViewerであるかどうかは、サイトロールから判断できます。

ステップ1: サインインとプロジェクトの参照 見開きページ

ステップ2: 新しいワークブックの作成とデータへの接続 ページ

3116
ステップ3: データの準備 ページ3118
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ステップ4: ビューの作成 ページ3120
ステップ5: 作業内容の提示 ページ3127
ステップ6: 作業内容の保存 ページ3129
ステップ7: 共同作業と結果の共有 ページ3130

ステップ1:サインインとプロジェクトの参照

まず、ユーザー名とパスワードを入力してTableauサイトにサインインします。次に、ナビゲーションペイ

ンで [検索 ]をクリックして、サイト全体でアクセスできるすべてのコンテンツを表示します。

最初は、[上位プロジェクト]が表示されます。これらのプロジェクトを参照するか、他のコンテンツタイプ

を選択できます。
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ワークブック、データソース、データの役割、およびフローは、プロジェクトと呼ばれる場所に保存できま

す。プロジェクトには、ネストされたプロジェクトを含めることもできます。デスクトップのフォルダーと同

様、プロジェクトはサイトのコンテンツを並べ替え、管理するための方法です。既存のサイトに招待さ

れている場合、チームメイトが作成したプロジェクトが表示される場合があります。

プロジェクトに加えて、ワークブックをパーソナルスペースと呼ばれる場所に非公開で保存できます。

パーソナルスペースを使用してワークブックを作成または探索でき、他のユーザーと共有する準備が

整ったら、それらをプロジェクトに移動できます。詳細については、パーソナルスペースでプライベート

コンテンツを作成および編集 ページ3141を参照してください。

他のプロジェクトが利用できない場合、パーソナルスペースと既定のプロジェクトの両方を探索に使

用します。

2019.3以降、Tableau Catalogは、Tableau ServerとTableau Cloudに対するデータ管理 で使

用できます。Tableau Catalogがお使いの環境で有効な場合には、[検索 ]のデータを移動および接

続するだけでなく、[外部資産 ]からデータベースや表などさらに多くの種類のデータで移動および接

続を行うことができます。Tableau Catalogの詳細については、Tableau ServerまたはTableau
Cloudのヘルプの「Tableau Catalogについて」を参照してください。

ステップ2:新しいワークブックの作成とデータへの接続

一部の方法では、データを分析してワークブックを構築するためにデータに接続する必要があります。

CreatorはTableauでWeb上のデータソースに直接接続したり、Tableau Desktopを介して

Tableau Cloudにパブリッシュしたデータソースに接続したりできます。

開始するには、[新規 ]ボタンをクリックして[ワークブック]を選択します。

[データに接続 ]ダイアログには、人気のある混合コンテンツのスクロール可能なリストが表示されま

す。データ管理 ライセンスを持っている場合は、仮想接続を使用してデータに接続することができま

3116 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/server/ja-jp/dm_catalog_overview.htm
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/dm_catalog_overview.htm
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/dm_catalog_overview.htm
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/to_publish.htm
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/to_publish.htm


す。また、データ管理 を持っていてTableau Catalogを有効にしている場合は、データベース、ファイ

ル、テーブルなどの外部アセットに接続することができます。

レスポンシブ検索フィールドには、テキストを入力すると更新される候補のリストが表示されます。デー

タのタイプ、認証状況、または選択したデータのタイプに依存するその他のフィルターを使用して結果

を絞り込むことができます。たとえば、データのタイプによっては、タグ、接続タイプ、データ品質に関する

警告、またはその他の基準に基づいてフィルターできる場合があります。旧バージョンのダイアログの外

観と機能は若干異なりますが、全体的な機能はほぼ同じです。

データに接続でき、これによりワークブックが次のいくつかの方法で強化されます。

l [このサイト上 ]タブを使用してパブリッシュされたデータソースに接続します。

データ管理 ライセンスを持っている場合は、仮想接続を使用してデータに接続することができ

ます。また、データ管理 を持っていてTableau Catalogを有効にしている場合は、データベー

ス、ファイル、テーブルなどの外部アセットに接続することができます。

l [ファイル]タブからExcelやテキストベースのデータソースをアップロードします。

l [コネクタ]タブからサーバーまたはクラウドデータソースに接続します。

l Tableau Cloudで、[ダッシュボードスターター]タブよりLinkedIn Sales Navigator、Oracle
Eloqua、Salesforce、ServiceNow ITSM、Marketoのデータを素早く作成および分析します。

Web上のデータへの接続の詳細については、「Creators: Web上のデータへの接続」を参照してくださ

い。
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Tableau Catalogのユーザーが外部資産からワークブックを作成する

データ管理 でTableau Catalogが有効になっている場合、[外部資産 ]ページからCatalogサポート

接続を行うときに新しいワークブックを作成できます。

データベースページとテーブルページから:

Catalogが接続をサポートしていない場合は、[新しいワークブック]は表示されません。

ステップ3:データの準備

データに接続した後、[データソース]ページを使用して分析用データの準備を行います。
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データソースページの各部分

[データソース]ページには以下の4つのエリアがあります。

A. 左側のペイン:データの詳細を表示します。ファイルベースのデータの場合は、左側のペイン

に、ファイル名とファイル内のワークシートが表示されることがあります。リレーショナルベースの

データの場合は、左側のペインに、サーバー、データベースまたはスキーマ、およびデータベース

内のテーブルが表示されることがあります。

B. キャンバス:接続先がリレーショナルデータやファイルベースデータの場合は、通常、1つまたは

複数のテーブルをキャンバスにドラッグして、分析用にTableauデータソースを設定できます。

C. データグリッド: Tableauデータソースに含まれているフィールド、およびデータの最初の1,000
行を確認するには、グリッドを使用できます。

D. メタデータグリッド:ボタンを使用するとメタデータグリッドに移動しますが、ここではデータソース

内のフィールドが行として表示されるため、データソースの構造を簡単に確認できます。

[データソース]ページでは分析用データを次の方法で準備できます。

l データソース名の変更

l Data Interpreterを使用したデータのクリーンアップ

l テキストファイルのオプション設定
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l データの関連付け

l データ列の編集

Web上での分析用データの準備の詳細については、「Creators: Web上のデータの準備」を参照し

てください。

データの分析準備が整い、画面下部にある[シート1]をクリックすると、ビューを構築するための

Tableauワークスペースに移動します。

ステップ4: ビューの作成

データに接続し、それを分析用に設定すると、データのビジュアル分析を作成する準備が整います。

Tableauではこれをビューと呼びます。Tableau Desktopを使用したことがあれば、ワークスペース領

域はとても似ています。

ワークスペース領域

Tableauワークスペースのレイアウトは以下のとおりです。
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A. ワークブック名。ワークブックにはシートが含まれています。シートは、ワークシート、ダッシュボー

ド、ストーリーのいずれかです。詳細については、「ワークブックとシート」を参照してください。

B. ページシェルフ、フィルターシェルフ、マークカード-ビューにデータを追加するには、フィールドを

ワークスペース内のカードおよびシェルフにドラッグします。詳細については、「シェルフとカードの

参照」を参照してください。

C. 列と行シェルフ:ビューにデータを追加するには、フィールドをワークスペース内のカードおよびシェ

ルフにドラッグします。詳細については、「シェルフとカードの参照」を参照してください。

D. ツールバー:コマンドや分析およびナビゲーションツールにアクセスするには、ツールバーを使用し

ます。「Tableauツールバーボタンリファレンス」を参照してください。

E. ビュー:データの視覚化を作成するためのワークスペースです。

F. サイドバー:ワークシートのサイドバー領域には、[データ]ペインと[アナリティクス]ペインが含まれ

ています。

G. [データソース]ページに移動します。詳細については、「Creators: Web上のデータの準備」を

参照してください。

H. シートタブ:タブは、ワークブック内の各シートを表します。これには、ワークシート、ダッシュボー

ド、およびストーリーが含まれます。

Tableau 2020.2 以降 : [データ]ペインのテーブルやフォルダーごとに、灰色の線でディメンション

(線の上 )とメジャー (線の下 )が区切られています。[ディメンション]ラベルと[メジャー]ラベル

は、[データ]ペインで使用されなくなりました。

ビューの作成を開始するための異なる方法

フィールドをビューまたはシェルフにドラッグするときは常に、そのデータに関して質問します。質問は、さ

まざまなフィールドをドラッグする場所、フィールドのタイプ、フィールドをビューにドラッグした順序によって

異なります。

質問を尋ねるごとに、回答を視覚的に表示するためにマークが付けられビューが変更されます (形
状、テキスト、階層、表構造、軸、色 )。

ワークシートで、データソースの列は[データ]ペインの左側にフィールドとして表示されます。[データ]ペ
インでは、さまざまな種類のフィールドがテーブル別に整理されています。
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ビューを構成する際、[データ]ペインのフィールドを追加します。これはさまざまな方法で行うことがで

きます。例 :

l [データ]ペインからフィールドをドラッグし、各 Tableauワークシートの一部であるカードとシェル

フにドロップすることができます。

l [データ]ペインで1つ以上のフィールドをダブルクリックできます。
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l [データ]ペインで1つ以上のフィールドを選択し、その後、選択したフィールドに適したグラフタイ

プを特定する[表示形式 ]からグラフタイプを選択することができます。詳細については、「表示

形式を使用したビューの開始」を参照してください。
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データのフィルターリング

ビューで特定のデータを表示する場合にのみ、フィルターが必要になるかもしれません。以下を含む、

多くの方法でデータをフィルターできます。

フィールドを[フィルター]シェルフに追加すると、ビュー内にインタラクティブフィルターが表示されます。

その後、ビューに含めるまたは除外するアイテムを選択できます。

l WebでのTableauでフィルターを作成するには、ディメンション、メジャー、または日付フィール

ドをフィルターシェルフにドラッグします。

フィールドを[フィルター]シェルフに追加すると、ビュー内にインタラクティブフィルターが表示され

ます。含めるまたは除外するアイテムをビューで選択したり、値の範囲を選択したりできます。

l 1つのマーク(データポイント)を選択してパブリッシュされたビューを操作したり、ビューをクリック

アンドドラッグして複数のマークを選択することもできます。表示されるツールヒントで、[保持 ]
を選択してビュー内で選択したマークのみを保持するか、[除外 ]を選択して選択したマークを

ビューから削除することができます。

Tableauの操作順序など、Tableauでのフィルターリングの詳細については、「ビューからのデータの

フィルター」を参照してください。
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マークカードを使用する

[マーク]カードを使用して、コンテキストや詳細をビューのマークに追加できます。[マーク]カードを使用

してマークタイプを設定し、データを色、サイズ、形状、詳細、テキストでエンコードします。

フィールドを[マーク]カードに追加した後は、フィールドの隣にあるアイコンをクリックして、使用している

プロパティを変更できます。また、[マーク]カードのプロパティボタンをクリックしてこれらの設定を変更す

ることもできます。
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多くのプロパティは、複数のフィールドを持つことができます。たとえば、[ラベル]、[詳細 ]、[ツールヒン

ト]、および [色 ]には複数のフィールドを追加できます。[サイズ]および [形状 ]は、一度に1つのフィー

ルドのみを持つことができます。詳細については、「ビュー内のマークの表示を制限する」を参照してく

ださい。

作業内容を元に戻す

Tableauは極めて柔軟で、非常に寛容でもあります。ビューを作成する際に、質問に回答していな

いパスを通ると、常に、探索の直前のポイントに戻すことができます。

l
元に戻すまたはやり直すには、ツールバーで [元に戻す] または [やり直す] をクリックしま

す。

ワークブックを開いた最終時点まで遡って元に戻すことができます。何度でも元に戻す、またはやり直

すことができます。

Web上のビューを構築および編集する

Tableauではさまざまな方法でデータを探索できます。Webでの特定のチャートタイプの構築に関す

る指示については、Web でのTableau ビューの編集 ページ3148を参照してください。または、

Tableauでビジュアライゼーションを構築するのに役立つ多くの機能については、「ゼロからのデータ

ビューの作成」を参照してください。
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ステップ5:作業内容の提示

ストーリーを伝え、ビューで見つけたデータのインサイトについて他のユーザーを納得させる多くの方法

があります。

作業の書式設定

ビューの部分、ワークブックのフォント、グラフの線を含め、ワークブックで表示されるものはほとんどすべ

て書式設定できます。

l 視覚的なベストプラクティスの詳細

l ビューの部分の書式設定

l カスタムカラーパレットの作成

l テキストと数値の書式設定

l ワークブックレベルで書式設定

ダッシュボード

ダッシュボードは、さまざまなデータを同時に比較して監視できるように1つのスペースに表示された複

数のワークシートとサポート情報の集合です。

新しいダッシュボードシートを開いてダッシュボードの作成を開始するには、ワークブックの一番下にあ

る[新しいワークシート]アイコンをクリックします。

[ダッシュボード]エリアが左に表示され、ワークブックのシートをリストします。シート上のさまざまなビュー

を関連付けるために、ダッシュボードに1つ以上のビューを追加したり、Webページ、空白スペース、お

よびレイアウトコンテナー、または双方向性を追加することができます。
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l ダッシュボードの詳細

l ダッシュボードエキスパートからヒントとテクニックを学習する

ストーリー

ストーリーとは、情報を伝達するために組み合わせて使用することができる連続したワークシートと

ダッシュボードです。ストーリーを使用すると、どのように事実が結びついているか、決断によりデータを

物語風に伝えるためのストーリーをどのように作成するかを見せることができるため、強力な説明を

行ったり、背景を提供したり、決定と結果の関連を示したり、データでより強力な説明を加えること

ができます。

ストーリーを作成したり、ストーリーについて学習しましょう。
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ステップ6:作業内容の保存

[ファイル] > [名前を付けて保存 ]を選択して、いつでもワークブックを保存できます。ワークブックは、

ワークブックが作成されたフォルダーに保存されます。

後で別のワークブックを作成するためにデータソースを保存したり、チームのメンバーを有効にして各自

が分析用にそのデータを使用することもできます。

データソースを保存するには、ワークスペースの [データ]タブで矢印が表示されるまでデータソース名

にカーソルを合わせます。矢印を選択し、[保存 ]を選択します。
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注 : Web上にデータソースを保存する場合、データソースは、[データに接続 ]ウィンドウのパ

リッシュされたデータソースおよび [データソース]セクションに表示されます。

完了したら、[ファイル] > [閉じる]を選択してワークスペースを終了します。

ステップ7:共同作業と結果の共有

作業内容を共有し、最新の状態を保つ多くの方法があります。

共同作業

組織の他のCreatorやExplorerは、ワークブックがあるプロジェクトへのアクセス権が付与されている

場合、ワークブックやビューを編集または更新できます。アクセス権はサイト管理者により制御され、

サイト管理者はプロジェクトパーミッションの設定、プロジェクト間でのコンテンツの移動、ユーザーの

ロールの変更を行うことができます。データソースを保存する場合、それらのユーザーはデータに接続

し、そのデータを使用して新しいワークブックを作成できます。

ビューの共有とインサイト

サイトに保存されたすべてのビューおよびワークブックは、メールのリンクや他のアプリケーションで共有

したり、Webページ、ウィキ、Webアプリケーションに直接埋め込むことができます。

ユーザーがビューを見るには、Tableau ServerまたはTableau Cloudでそのビューにアクセスするパー

ミッションが必要です。

詳細 :

l Webビューを共有します (ビューのリンクまたはビューの埋め込み)。

l ビューをサブスクライブし、定期的にメールでそのスナップショットを受信します。

l データドリブンアラートを作成し、データが重要なしきい値に達した場合にメール通知を受信

します。

l ビューにコメントし、他のユーザーと会話を共有する。

l Webページにビューおよびダッシュボードを埋め込みます。

l ビューまたはワークブックをダウンロードします。
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Creators: Web上のデータへの接続
ワークブックを作成し、Web上でビューを構築してデータを分析する前に、データに接続する必要があ

ります。Tableauでは、Tableau DesktopからパブリッシュされたWeb上のデータソースへの接続や、

Tableau Cloud、Tableau Server、Tableau Publicを介したデータへの直接接続がサポートされてい

ます。

2019.3以降、Tableau CatalogはTableau ServerとTableau Cloudのデータ管理 の一部として使

用できます。Tableau Catalogがお使いの環境で有効な場合は、[探索 ]からデータに移動して接続

するだけでなく、Tableau Catalogから、データベースやテーブルなどのさまざまなタイプのデータに移動

して接続することもできます。Tableau Catalogの詳細については、Tableau ServerまたはTableau
Cloudのヘルプの「Tableau Catalogについて」を参照してください。2021.4以降、データ管理 には、

データへの中心的なアクセスポイントである仮想接続が含まれています。詳細については、Tableau
ServerまたはTableau Cloudヘルプの「仮想接続とデータポリシーについて」を参照してください。

[データに接続 ]ページを開く

Webでは接続するデータにアクセスするのに [データに接続 ]ページを使用します。Tableau Serverま
たはTableau Cloudにサインインした後、次の2つの方法でこのページを開くことができます。

l [ホーム] > [新規作成 ] > [ワークブック]
l [探索 ] > [新規作成 ] > [ワークブック]

Tableau Publicを使用している場合は、作成者プロフィールからこのページを開くことができます。

l [マイプロフィール] > [Viz の作成 ]

[データに接続 ]ダイアログには、人気のある混合コンテンツのスクロール可能なリストが表示されます。

データ管理 ライセンスを持っている場合は、仮想接続を使用してデータに接続することができます。ま

た、データ管理 を持っていてTableau Catalogを有効にしている場合は、データベース、ファイル、テー

ブルなどの外部アセットに接続することができます。

レスポンシブ検索フィールドには、テキストを入力すると更新される候補のリストが表示されます。デー

タのタイプ、認証状況、または選択したデータのタイプに依存するその他のフィルターを使用して結果

を絞り込むことができます。たとえば、データのタイプによっては、タグ、接続タイプ、データ品質に関する

警告、またはその他の基準に基づいてフィルターできる場合があります。旧バージョンのダイアログの外

観と機能は若干異なりますが、全体的な機能はほぼ同じです。
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[データに接続 ]ページに表示されるタブは、使用している製品によって異なります。

Tableau Server
Tableau Serverでは、[このサイト上 ]、[ファイル]、[コネクタ]のタブから選択してデータへの接続を行い

ます。

[このサイト上 ]のデータへの接続

1. [このサイト上 ]は、パブリッシュされたデータソースの参照や検索を行う場合に選択します。

2. [名前 ]よりデータソースを選択し、[接続 ]ボタンをクリックします。

注 :データソースへの接続に加えてデータ管理 がある場合は、[このサイト上 ]を選択すると

仮想接続を使用してデータに接続できます。Tableau Catalogを有効にすると、データベー

ス、ファイル、およびテーブルにも接続できます。

ファイルへの接続

Tableauは、Excel、テキストベースのデータソース(.xlsx、.csv、.tsv)、およびブラウザーで直接 1つ

のファイル (.kml、.geojson、.topojson、.json、.zipにパッケージ化されたEsriシェープファイルおよび

Esri File Geodatabases)のみを必要とする空間ファイル形式のアップロードをサポートしています。

[データに接続 ]ペインの [ファイル]タブで、ファイルをフィールドにドラッグアンドドロップするか、[コン

ピューターからアップロード]をクリックして、ファイルに接続します。アップロードできるファイルの最大サイ

ズは1 GBです。
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コネクタの使用

[コネクタ]タブより、クラウドデータベースやエンタープライズのサーバーに格納されているデータに接続

できます。作成する各データ接続に接続情報を入力する必要があります。たとえば、ほとんどのデータ

接続では、サーバー名とサインイン情報を提供する必要があります。

「サポートされるコネクタ」には、Tableauをこれらの各コネクタタイプに接続してデータソースを設定す

る方法についての情報が記載されています。[コネクタ]タブに必要なコネクタが表示されない場合、

Tableau Desktopからデータに接続し、Web作成用にTableau CloudやTableau Serverにデータ

ソースをパブリッシュできます。Tableau Desktopで「データソースをパブリッシュする」方法の詳細をご

覧ください。

Tableauでデータへの接続に成功すると[データソース]ページが開かれ、分析用データの準備を行っ

たり、ビューの構築を開始できます。詳細については、「Creators: Web上のデータの準備」を参照し

てください。

Tableau Serverコネクタ

Actian Matrix*

Alibaba AnalyticDB for
MySQL‡

Alibaba Data Lake Analytics‡

Alibaba MaxCompute‡

Amazon Athena‡

Amazon Aurora for MySQL‡

Amazon EMR Hadoop Hive‡

Amazon Redshift‡

Apache Drill‡

Aster Database*

Azure Data Lake Storage
Gen2‡

Box‡

Cloudera Hadoop‡

Databricks‡

Googleドライブ‡

Impala‡

Kognito*

Kyvos‡

Hortonworks Hadoop Hive

IBM BigInsights

IBM DB2‡

IBM PDA (Netezza)*

Kyvos‡

MariaDB‡

MarkLogic*

Microsoft Azure SQLデータベー

ス‡

Microsoft Azure Synapse
Analytics‡

OData‡

OneDrive‡

Oracle‡

Pivotal Greenplum
Database‡

PostgreSQL‡

Progress OpenEdge*

Presto‡

Qubole Presto‡

SAP HANA (仮想接続の

み)‡

SAP Sybase ASE*

SAP Sybase IQ*

Salesforce‡

SharePoint Lists‡

SingleStore (旧
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Datorama by Salesforce‡

Denodo‡

Dremio by Dremio‡

Dropbox‡

Esriコネクタ‡

Exasol‡

Google BigQuery**‡

Google Cloud SQL‡

Microsoft SQL Server‡

MonetDB*

MongoDB BI Connector‡

MySQL‡

MemSQL)‡

Snowflake‡

Spark SQL‡

Teradata***‡

Vertica‡

* Linuxサーバーでは利用できません。

** Google BigQueryでは、Webからデータソースを作成するときにOAuthが必要です。サーバー管

理者がGoogle用にOAuthを設定する方法の詳細をご覧ください。

*** Teradata Web作成では、現在クエリバンディング機能はサポートされていません。詳細について

は、「Teradata」を参照してください。

‡データ管理 をお持ちの場合は仮想接続をサポートします。詳細については、Tableau Serverヘル

プの「仮想接続とデータポリシーについて」を参照してください。

Tableau Catalogサポートされるコネクタ

Tableau Catalogは、Tableau Serverがサポートする一部のデータコネクタとの接続をサポートして

います。データソース、データベース、ファイル、または表がグレー表示されている場合は、Tableau
Serverから接続することができません。ただし、適切なパーミッションがある場合は、Tableau
Desktopの [接続 ]ペインから接続することができます。

Tableau Cloud
Tableau Cloudでは、[このサイト上 ]、[ファイル]、[コネクタ]、[ダッシュボードスターター]のタブから選択

してデータへの接続を行います。

[このサイト上 ]のデータへの接続

1. [このサイト上 ]は、パブリッシュされたデータソースの参照や検索を行う場合に選択します。

2. [名前 ]よりデータソースを選択し、[接続 ]ボタンをクリックします。
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注 :データソースへの接続に加えてデータ管理 がある場合は、[このサイト上 ]を選択すると仮

想接続を使用してデータに接続できます。Tableau Catalogを有効にすると、データベース、

ファイル、およびテーブルにも接続できます。

ファイルへの接続

TableauはブラウザーからのExcelまたはテキストベースのデータソース(.xlsx、.csv、.tsv)の直接アッ

プロードをサポートしています。[データに接続 ]ペインの [ファイル]タブで、ファイルをフィールドにドラッグ

アンドドロップするか、[コンピューターからアップロード]をクリックして、Excelファイルまたはテキストファ

イルに接続します。アップロードできるファイルの最大サイズは1 GBです。

コネクタの使用

[コネクタ]タブより、クラウドデータベースやエンタープライズのサーバーに格納されているデータに接続

できます。作成する各データ接続に接続情報を入力する必要があります。たとえば、ほとんどのデータ

接続では、サーバー名とサインイン情報を提供する必要があります。

「サポートされるコネクタ」には、コネクタを使用してデータをTableauに接続する方法についての情報

が記載されています。[コネクタ]タブに必要なコネクタが表示されない場合、Tableau Desktopから

データに接続し、Web作成用にTableau CloudやTableau Serverにデータソースをパブリッシュでき

ます。Tableau Desktopで「データソースをパブリッシュする」方法の詳細をご覧ください。

注 : Tableau Cloudのデータに接続できない場合は、データベースが公にアクセス可能かどうか

を確認してください。Tableau Cloudは、パブリックインターネットからアクセス可能なデータにの

み接続できます。データがプライベートネットワークの背後にある場合、Tableau Bridgeを使用

して接続可能です。詳細については、「パブリッシャー: Tableau Bridgeを使用して

Tableau Cloudのデータを最新の状態に維持する」を参照してください。

Tableau Cloudコネクタ

Alibaba AnalyticsDB for MySQL‡

Alibaba Data Lake Analytics‡

Alibaba MaxCompute‡

Amazon Athena‡

Amazon Aurora for MySQL‡

Exasol‡

Google BigQuery*‡

Google Cloud SQL (MySQL
互換 )‡§

Googleドライブ‡

Hortonworks Hadoop Hive

OData‡

OneDrive*‡

Oracle‡

Pivotal Greenplum
Database‡

PostgreSQL‡
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Amazon EMR Hadoop Hive‡

Amazon Redshift‡

Apache Drill‡

Azure Data Lake Storage Gen2‡

Azure Synapse Analytics (SQL
Server互換 )

Box‡

Cloudera Hadoop‡

Databricks‡

Datorama by Salesforce‡

Denodo‡

Dremio by Dremio‡

Dropbox*‡

Esriコネクタ‡

IBM DB2‡

Impala‡

Kyvos‡

MariaDB‡

Microsoft Azure SQLデータ

ベース‡

Microsoft Azure Synapse
Analytics‡

Microsoft SQL Server‡

MongoDB BI Connector‡

MySQL‡

Presto‡

Qubole Presto‡

Salesforce‡

SAP HANA (仮想接続

のみ)‡

SharePoint Lists‡

SingleStore (旧
MemSQL)‡

Snowflake‡

Spark SQL‡

Teradata**‡

Vertica‡

*Tableau CloudでGoogle BigQuery、OneDrive、Dropbox接続にOAuth 2.0標準を使用する方

法の詳細については、「OAuth接続」を参照してください。

** Teradata Web作成では、現在クエリバンディング機能はサポートされていません。詳細について

は、「Teradata」を参照してください。

‡データ管理 をお持ちの場合は仮想接続をサポートします。詳細については、Tableau Cloudヘルプ

の「仮想接続とデータポリシーについて」を参照してください。

§Tableau Cloudは、Google Cloud SQLを使用したSSLをサポートしていません。

Tableau Catalogサポートされるコネクタ

Tableau Catalogは、Tableau Cloudがサポートする一部のデータコネクタとの接続をサポートしてい

ます。データソース、データベース、ファイル、または表がグレー表示されている場合は、Tableau
Cloudから接続することができません。ただし、適切なパーミッションがある場合は、Tableau Desktop
の [接続 ]ペインから接続することができます。
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ダッシュボードスターターを使用する

Tableau Cloudでダッシュボードスターターを使用してLinkedIn Sales Navigator、Oracle Eloqua、
Salesforce、ServiceNow ITSM、QuickBooks Onlineのデータを作成および分析することができま

す。[ダッシュボードスターター]タブの事前作成されたデザインのリストよりオプションを選択し、[ダッシュ

ボードを使用 ]をクリックします。詳細については、「クラウドベースのデータソースのダッシュボードス

ターター」を参照してください。

Tableau Public
Tableau Publicでは、サポートされているファイルをアップロードしてデータに接続できます。

ファイルへの接続

TableauはブラウザーからのExcelまたはテキストベースのデータソース(.xlsx、.csv、.tsv)の直接アッ

プロードをサポートしています。[データに接続 ]ペインの [ファイル]タブで、ファイルをフィールドにドラッグ

アンドドロップするか、[コンピューターからアップロード]をクリックして、Excelファイルまたはテキストファ

イルに接続します。アップロードできるファイルの最大サイズは1 GBです。

データセットがない場合は、Tableau Public Webサイトで、無料のサンプルデータセットを確認してく

ださい。

コネクタの使用

[コネクタ]タブから、クラウドデータベースに格納されているデータに接続できます。作成する各データ

接続に接続情報を入力する必要があります。たとえば、ほとんどのデータ接続では、サインイン情報を

入力する必要があります。

「サポートされるコネクタ」には、コネクタを使用してデータをTableauに接続する方法についての情報

が記載されています。[コネクタ]タブに必要なコネクタが表示されない場合は、Tableau Desktopから

データに接続し、データ抽出を作成できます。

注 : Tableau Publicのデータに接続できない場合は、データベースが公にアクセス可能かどうか

を確認してください。Tableau Publicは、パブリックインターネットからアクセス可能なデータにの

み接続できます。

Tableau Publicコネクタ

Googleドライブ
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OData

接続後

Tableauでデータへの接続を行うと[データソース]ページが開かれ、分析用データの準備を行った

り、ビューの構築を開始できます。詳細については、「Creators: Web上のデータの準備」を参照して

ください。

Web作成でデータを最新に保つ

Tableau Cloud または Tableau Server のアップロード済みファイルを更新する: Web作成用のファ

イル (Excelまたはテキスト)を手動でアップロードする場合、Tableauではそのファイルを自動的に更

新できません。データを更新するには、[接続の編集 ]を選択して新しいバージョンのファイルをアップ

ロードします。

Tableau PublicでVzに移動し、[更新の要求 ]をクリックします。Tableau Desktop Public Editionで

[Keep this data in sync (このデータを同期 )]を選択して、データを自動的に最新の状態に保つことも

できます。

Tableau Cloud のファイルベースのパブリッシュ済みデータソースを更新する:ファイルベースのデータ

を使用するパブリッシュ済みのデータソース(Tableau Desktopよりパブリッシュ)がTableau Cloudに

ある場合は、Tableau Bridgeを使用して最新に保つことができます。詳細については、「Tableau
Bridgeを使用したデータの鮮度に関するオプションの拡張」を参照してください。

Web上のデータの準備
Tableau CloudまたはTableau Serverのデータに接続後、[データソース]ページを使用してデータ

ソースを設定し、データ分析の準備を行うことができます。Tableauが好む方法でデータを書式設定

することは、Tableauでのビューの構築や分析を行い、適切な情報を適切なユーザーに伝えるため

に重要です。

この記事では、Tableau CloudまたはTableau Serverを使用したブラウザーでのデータ準備につい

て説明します。TableauではTableau Desktopと同様、ブラウザーでを使用した分析用データの準

備機能を多くサポートしていますが、これら2つの具体的な相違点については、Web 作成と

Tableau Desktop 機能の比較 ページ3355を参照してください。

データを最新に保つことについての注 :パブリッシュされたフラットファイル (Excelやテキスト)に
接続する場合、データが変更されても更新は行われません。データがオンプレミスのサーバー
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にありTableau DesktopよりWebにパブリッシュされる場合、抽出としてレンダリングされ、更新

は行われません。Web上でTableau Desktopよりパブリッシュしたデータを最新に保つ必要が

ある場合、Tableau Bridgeを使用します。これらの要件の詳細については、「データを最新に

保つ」およびBridge を使用してデータを最新に保つページ3079を参照してください。

データソースページの概要

[データソース]ページには以下の4つの部分があります。

A:左側のペイン

データ接続の詳細を表示します。たとえばExcelベースのデータの場合、左側のペインにはExcel
ワークブック名、およびそのワークブックに含まれるシートが表示されます。データベースの場合、左側の

ペインにはサーバー、データベースまたはスキーマ、およびデータベース内の表が表示されます。

B:キャンバス

接続先がリレーショナルデータやファイルベースデータの場合は、通常、1つまたは複数の表をキャン

バスエリアにドラッグして、分析のために表を結合できます。

キャンバスでは、同じデータソースまたは複数のデータソースの表を結合することもできます。

Tableau Software 3139

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/to_keep_data_fresh.htm
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/to_keep_data_fresh.htm


C:データグリッド

データグリッドを使用すると、フィールドの確認や名前の変更、計算の作成、変更のプレビューなどを

行うことができます。

D:メタデータグリッド

メタデータグリッドのボタンを選択すると、データソースに含まれるフィールドが行で表示されます。この

ビューは、データソースの構造を理解するのに役立ちます。

データソースの設定

データに接続した後、[データソース]ページを使用してデータソースを設定し、データ分析の準備を

行います。分析を開始する前に設定できる多くのオプション構成があります。データソースページで

行った設定により、Tableauがデータの解釈や操作に使用するデータソースが作成されます。

データソースの計画 ページ596

データの関連付けページ621

カスタムSQL クエリへの接続 ページ814

データの結合 ページ739

データのユニオンページ797

フィールドを日付フィールドに変換するページ834

ピボットデータ([列 ] から[行 ])ページ842

Excel、CSV、PDF、およびGoogle スプレッドシートからのデータインタープリターを使用するデータ

のクリーニングページ847

データグリッドでフィールドの編集および並べ替えを行う

データグリッドでは、フィールドに変更を加えることができます。フィールド名の変更、それらのグループ

化、別名の作成、計算フィールドの作成、データ型の変更、メジャーへの変換を行うことができます。

フィールド型の検出と命名の向上について理解する

Tableauでの計算の開始

フィールドを日付フィールドに変換する

データ型

フィールドタイプ:ディメンションとメジャー、青と緑
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データソースの管理

データソースの編集 ページ904

データソースの更新 ページ916

データソースの置換 ページ918

データソースを閉じるページ928

データソースの保存 ページ920

初期 SQL の実行 ページ591

Webでデータソースをパブリッシュする
データソースを保存して、Tableau Serverのパブリッシュされたワークブックを共有したり、再利用した

りできます。これを実行するには、ワークブックの編集およびTableau Serverでのパブリッシュを実行す

る特定のパーミッションが必要です。パブリッシュのパーミッションの詳細については、Tableau Serverヘ
ルプの「コンテンツのパブリッシュ権限」を参照してください。

データソースで大きな抽出を使用する場合、このパブリッシュの手順では数分かかります。

1. Tableau Serverで、Web作成でワークブックを開きます。

2. いずれかのワークシートのタブをクリックします。

3. [データ]ペインで、共有するデータソースのドロップダウンメニューをクリックし、[パブリッシュされ

たデータソースとして保存 ]をクリックします。

注 :データソースをWebにパブリッシュした後は、データモデルを編集したり、表示したりできな

くなります。

パーソナルスペースでプライベートコンテンツを作

成および編集
パーソナルスペースは、すべてのExplorerおよびCreatorがTableauサイトで作業するときにコンテン

ツを保存するためのプライベートな場所です。パーソナルスペースに保存されたコンテンツは、他のユー

ザーと共有することはできませんが、他のユーザーに見せる準備ができたらプロジェクトに移動できま

す。パーソナルスペース内で、新しいワークブックを作成したり、ワークブックを個別のコピーとしてパーソ

ナルスペースに保存したりできます。自分が所有する既存のコンテンツをパーソナルスペースに移動し
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て編集し、後でプロジェクトに戻すこともできます。Explorerは、ワークブックに含まれるすべてのデータ

を含めて、ワークブックをパーソナルスペースにダウンロードできます。

パーソナルスペースのプライバシー

パーソナルスペースに保存されたコンテンツは、自分とサイト管理者だけが閲覧できます。サイト管

理者は、ユーザーのパーソナルスペースに直接アクセスしたり、誰かのパーソナルスペースのコンテン

ツを編集したりすることはできませんが、パーソナルスペースのワークブックを表示および管理すること

ができます。パーソナルスペースのワークブックは、管理者の検索結果に表示されるほか、[Explore]
ページでワークブックの場所として表示されます。また、ワークブックはプライベートであるため、ワーク

ブックがパーソナルスペースにある場合、[パーミッション]メニューは使用できません。

Tableau Catalogとパーソナルスペース

2019.3以降、Tableau Catalogは、Tableau ServerとTableau Cloudに対するデータ管理

で使用できます。詳細については、Tableau ServerまたはTableau Cloudヘルプの「Tableau
Catalogについて」を参照してください。

作業環境でTableau Catalogが有効になっている場合、パーソナルスペースに保存したワークブック

に関する情報はCatalogによってインデックス化されます。これらのワークブックは系列カウントに含ま

れますが、ワークブックを表示できるのは自分だけです。さらに、系統ツールを閲覧するユーザーに

は、パーソナルスペース内のワークブックに関する情報の代わりに、必要なパーミッションが表示されま

す。

コラボレーションツール

ワークブックがパーソナルスペースにある場合、共有、メトリクス、コメント、アラート、サブスクリプション

など、一部の機能が無効になります。自分への既存のアラートとサブスクリプションは引き続き実行さ

れますが、コンテンツがプライベートになっているため、他のユーザーへのアラートとサブスクリプションは

失敗します。メトリクスは、パーソナルスペースでは作成できませんが、接続されたワークブックがパー

ソナルスペースに移動されれば引き続き機能します。(従来のメトリクス機能は、Tableau Server
バージョン2024.2と2024年 2月のTableau Cloudで廃止されます。詳細については、「メトリクス

の作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。)

これらの制限は、ワークブックを別の場所に移動または保存すると取り除かれます。たとえば、ワーク

ブックにコメントが含まれていてパーソナルスペースに移動した場合、既存のコメントは非表示になり

ます。ワークブックを別の場所に移動すると、コメントが復元されます。
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パーソナルスペースでの抽出更新

リソースの消費を制限するために、既存の抽出更新は、スケジュールされている場合は引き続き実行

されますが、ワークブックがパーソナルスペースにある間は、新しい抽出更新をスケジュールすることは

できません。

パーソナルスペースのコンテンツを検索

左側のナビゲーションメニューからパーソナルスペースにアクセスすると、パーソナルスペースのすべての

コンテンツを表示したり、新しいワークブックを作成したりできます。また、サイトの任意の場所で作成ま

たは編集したワークブックを、パーソナルスペースに保存することもできます。

[すべてのワークブック]を選択すると、[探索 ]ページからパーソナルスペースのワークブックを表示するこ

とができ、フィルターでパーソナルスペースのコンテンツに絞り込むこともできます。
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パーソナルスペースへのワークブックのパブリッシュ

パーソナルスペースは、Tableau Cloud、Tableau Server、Tableau Desktopから新規または既存の

ワークブックをパブリッシュする、プライベートプロジェクトのように機能します。

Tableau ServerまたはTableau Cloudのパーソナルスペースへのワークブック

のパブリッシュ

1. ワークブックを開いた状態で、[ファイル]、[名前を付けてパブリッシュ]の順に選択します。

2. [場所 ]の下で、[パーソナルスペース]を選択します。

注 : Explorerはワークブックをパーソナルスペースに保存できるだけなので、場所の選択ダイア

ログが表示されない場合があります。

Tableau Desktopからパーソナルスペースへのワークブックのパブリッシュ

2023.1以降、ワークブックをTableau Desktopからパーソナルスペースにパブリッシュできます。
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1. パブリッシュするワークブックをTableau Desktopで開いた状態で、[サーバー]、[ワークブックのパ

ブリッシュ]の順に選択します。

2. [プロジェクト]で、[パーソナルスペース]を選択します。

3. [データソース]で、[編集 ]を選択します。

4. [パブリッシュタイプ]の [データソースの管理 ]ポップアップで、すべてのデータソースについて [ワー

クブックに埋め込まれている]を選択します。パーソナルスペースにデータソースを個別にパブリッ

シュすることはできないため、Tableau Desktopからパブリッシュする場合はデータソースを埋め

込む必要があります。

5. 通常どおり、パブリッシュオプションの残りの部分を入力します。詳細については、「ワークブック

をパブリッシュするための包括的な手順」を参照してください。

ワークブックをパーソナルスペースに移動

ワークブックの所有者であり、パーソナルスペースに空きがある場合は、既存のワークブックをパーソナ

ルスペースに移動できます。パーソナルスペースのストレージ制限は、管理者によって設定されます。

ワークブックをパーソナルスペースに移動するには、次の手順を実行します。

l ワークブックを選択し、[アクション]ドロップダウンメニューをクリックします。

l [移動 ]を選択します。

l [場所 ]の下で、[パーソナルスペース]を選択します。

注 : Explorerはワークブックをパーソナルスペースに保存できるだけなので、移動アクションまた

は場所の選択ダイアログが表示されない場合があります。

詳細については、「Webコンテンツの管理」ヘルプトピックの「アクションの実行」を参照してください。

既存のワークブックまたはデータソースをパーソナルスペースに移動すると、共有、アラート、サブスクリ

プションなどのツールが非表示になります。既存の抽出更新は、スケジュールされている場合は引き

続き実行されますが、ユーザーはパーソナルスペース内で新しい抽出更新をスケジュールすることはで

きません。

既存のサブスクリプションとアラートも継続されますが、パーソナルスペースから編集することはできず、

他のユーザーが受信者である場合は失敗します。既存の接続済みメトリクスは引き続き更新されま

すが、接続済みビューは他のユーザーに表示されません。
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パーソナルスペースからワークブックを移動

パーソナルスペースからワークブックを移動すると、共有、アラート、サブスクリプションなどのコラボレー

ションツールが表示され、既存のコメントが再び表示されます。

Tableauサイトへのワークブックのアップロード
Tableau CloudやTableau Serverサイトのワークブックの多くがTableau Desktopを使用して作成

され、Webにパブリッシュされるか、Webに直接作成されています。Desktopが使用できない場合

は、CreatorサイトロールとExplorer (パブリッシュ可能 )サイトロールがあると、Tableau Cloudや

Tableau ServerサイトにTableauワークブックとTableauパッケージワークブックを直接アップロードで

きます。

Tableauサイトへの新規ワークブックのアップロード

ワークブックをアップロードするには、次の操作を行います。

1. Tableau CloudまたはTableau Serverでサイトにサインインします。

2. [ホーム]ページや [探索 ]ページで、[新規 ] > [Workbook Upload (ワークブックのアップロー

ド)]を選択します。

3. ダイアログが開いたら、次のいずれかの操作を実行します。

l [ファイルの選択 ]を選択して、コンピューターから.twbや .twbxファイルを選択します。

l ファイルをダイアログのアップロード領域にドラッグアンドドロップします。

アップロードするファイルは50 MB以下にする必要があります。
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4. [名前 ]フィールドに、ワークブックの名前を入力します。既定では、ワークブックでファイルの名前

が保持されます。

5. ワークブックをパブリッシュするプロジェクトを選択するか、そのまま残してワークブックを既定のプ

ロジェクトにパブリッシュします。

注 :プロジェクトに既に同じ名前のワークブックが含まれている場合は、警告が表示され

ます。既存のワークブックを上書きしたり、[名前 ]フィールドを更新して別の名前に変更

したりできます。

6. 必要に応じて、ワークブックの説明を追加するか、[シートをタブとして表示 ]を選択してタブベー

スのナビゲーションを提供します。

シートタブの構成方法は、パーミッションにも影響を与えます。ワークブックにシートがタブとして

表示される場合、ワークブックレベルのパーミッションルールがシートに適用されます。シートがタ

ブとして表示されない場合、ワークブックのパーミッションに加えられた変更が個々のシート

(ビュー)に適用されません。ビューレベルのパーミッションを別途設定する必要があります。詳細

については、「パーミッション」トピックの「コンテンツのパーミッションの設定」タブを参照してくださ

い。

7. [アップロード]を選択します。

ワークブックが既存のワークブックを上書きする場合は、上書きすることを確認するか、[キャンセ

ル]を選択して名前を変更します。

8. ワークブックが正常にアップロードされると、ワークブックの最初のシートにリダイレクトされます。
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注 :アップロードによって、ワークブック内のすべてのシートがパブリッシュされます。パブリッシュを

特定のシートに制限するには、Tableau Desktopを使用してアップロードします。

パーミッションとデータソース接続

ワークブックをアップロードするには、サイトとプロジェクトにパブリッシュするためのパーミッションが必要で

す。

ワークブックでパスワードを必要とする埋め込みデータソースが使用されている場合は、ワークブックを

パブリッシュした後で認証資格情報を埋め込むことができます。

ワークブックのアップロードとパブリッシュ後にデータソース接続を編集するには、次の操作を行いま

す。

l 編集するワークブックを開き、[データソース]タブを選択して、[接続の編集 ]を選択します。

l [データソース]タブで、[アクション]メニュー (..)を選択し、[接続の編集 ]を選択します。

WebでのTableauビューの編集
Tableau CloudまたはTableau Serverでビューを表示しているときに[編集 ]ボタンが表示される場

合は、それに変更を加えることができるということです。アクセスレベルやパーミッションに応じ、以下の

ことを行えます。

l パブリッシュ済みの既存ワークブックを編集し、ビュー、ダッシュボード、ストーリーのワークシート

を追加する。

l パブリッシュ済みのデータソースに基づいて新しいワークブックを作成して編集する。

l 既存のワークブックを編集し、ブラウザーでワークシートを追加するか、Tableau Desktopで

ワークブックを開きます。

l 編集中に、パブリッシュされたデータソースに接続します。詳細については、「Web編集中の

パブリッシュされたデータソースへの接続」を参照してください。

Tableauでさまざまな種類のグラフとビューを作成する方法の詳細については、グラフの構築とデータ

の分析 ページ953を参照してください。

注 :モバイルWebブラウザーまたはTableau Mobileアプリを使用するモバイルデバイスでの

ビューの編集はサポートされていません。デスクトップWebブラウザーを使用する必要がありま

す。
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パブリッシュ済みのビューを編集する

1. サイトにサインインして、編集するビューが含まれるワークブックを開くか、[Explore (探索 )]ペー

ジで [すべてのビュー]を表示します。

2. ビューを開きます。

3. ビューツールバーで [編集 ]をクリックします。

[編集 ]をクリックすると、ビューがWeb作成モードで開きます。

これで、ビューを編集することができます。

注 : Tableau Desktopバージョン2021.2以降を使用している場合は、Tableau
Desktopでワークブックを開いて編集することもできます。作成ツールバーで [Edit in

Desktop (Desktopで編集 )]アイコン を選択し、編集が終わったらワークブックをサイ

トにパブリッシュします。
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チャートまたはダッシュボードの作成方法については、「Creators: Web作成入門」のステップ

4、および「ビューでのデータの探索と分析」を参照してください。

4. 使用可能な [保存 ]オプションは、Tableauサイト管理者により設定されているパーミッション

によって異なります。

l 変更を保存せずにビューを閉じるには、[ファイル]、[閉じる]の順に選択します。

l 現在のワークブックの作業を保存するには、[ファイル] > [パブリッシュ]を選択します。

l 新しいワークブックとして作業を保存するには、[ファイル] > [名前を付けてパブリッシュ]
を選択します。Creatorは、ワークブックをプロジェクト内またはプライベートパーソナル

スペースに保存する場所を選択できます。Explorerは、ワークブックをパーソナルス

ペースにのみ保存できます。パーソナルスペースの詳細については、パーソナルスペー

スでプライベートコンテンツを作成および編集 ページ3141参照してください。

注 : Tableau Desktopでワークブックを編集し、変更をパブリッシュする場合は、[サー

バー] > [ワークブックのパブリッシュ] > [パブリッシュ]の順に選択します。ワークブックの場

所と名前は、[パブリッシュ]ダイアログに入力されます。

Web上でパブリッシュされたデータソースから新しいワークブックを

作成する

1. Tableau CloudまたはTableau Serverでサイトにサインインします。

2. 使用するデータソースが含まれるプロジェクトを開くか、[すべてのデータソース]を表示しま

す。

3. データソース名の横にある[…]をクリックしてアクションメニューを開き、[新しいワークブック]を
クリックします。
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新しい空白のワークブックがTableau Server Web編集環境で開きます。

メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )

従来のメトリクスの廃止

この記事は、Tableauの従来のメトリクス機能について説明しています。この機能は、Tableau Cloud
では2024年 2月に廃止され、Tableau Serverではバージョン2024.2では廃止されます。2023年

10月に、TableauはTableau CloudおよびTableau Serverバージョン2023.3に従来のメトリクスを

埋め込む機能を廃止しました。

Tableau Pulseでは、メトリクスを追跡する新しい方法が導入されています。Tableau Pulseでは、作

成したメトリクスを使用してデータに関するインサイトを生成します。これらのデータのインサイトは、メト

リクスをフォローするユーザーに直接送信されるため、ユーザーは仕事の流れの中でデータの変化を知

ることができます。詳細については、「Tableau Pulseでメトリクスを作成する」を参照してください。

引き続き利用したい従来のメトリクスがある場合は、それらのメトリクスのデータソース、メジャー、時

間ディメンションをメモし、Tableau Pulseで再作成します。従来のメトリクスはTableau Pulseに自動

的に移行されません。
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メトリクスを利用すると、データについての情報をいつも入手していることができます。メトリクスは自動

的に更新され、コンテンツのグリッドビューやリストビューに現在の値が表示されるため、気になる主

要な数値をすべて数秒で確認できます。

基本的なレベルのメトリクスでは、売上の合計など、メジャーの集計値を示します。より複雑なメトリ

クスでは、タイムライン、比較、ステータスなどを含めることができます。これにより、前の時点や定義し

た値と比較して、パフォーマンスの状況をわかりやすく示すことができます。

定期的にチェックする一連のダッシュボードがある場合、監視したい数値のメトリクスを作成して、お

気に入りやコレクションに追加したり、同じプロジェクトで作成したりしておくと、まとめて追跡することが

できます。そうすれば、データを深く掘り下げたいとき以外は、ダッシュボードを読み込んでフィルターリ

ングする必要がなくなります。

サイト内のメトリクスを検索する

Tableauサイトでメトリクスを見つけるには、いくつかの方法があります。閲覧権限があるすべてのメト

リクスを参照するには、[探索 ]ページに移動し、コンテンツタイプメニューから[すべてのメトリクス]を
選択します。

特定のビューまたはワークブックに関連するメトリクスを探している場合は、そのコンテンツの接続済み

メトリクスを確認します。ビューの接続済みメトリクスを表示するには、ビューを開き、ビューのツール

バーの [Watch (視聴 )] > [メトリクス]をクリックします。表示されるメトリクスは、最新の作成日から最

も古い作成日の順に並べられます。
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ワークブック内のすべてのビューの接続済みメトリクスを表示するには、ワークブックに移動し、[接続済

みメトリクス]タブをクリックします。[並べ替え]メニューを使用すると、これらのメトリクスを並べ替えること

ができます。
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メトリクスのコンポーネント

メトリクスを定義するために必要なデータは、メジャーの集計だけです。メトリクスはビュー内のマークか

ら作成され、そのマークに関連付けられたメジャーでメトリクスを定義します。集計されていないマーク

は時間が経過しても変化しないため、メジャーは集計されている必要があります。Tableauのディメン

ションとメジャーについては、「ディメンションとメジャー、青と緑」を参照してください。

メトリクスは、オプションで日付ディメンションによって定義することもでき、メトリクスの比較とステータス

を設定することもできます。これらの各コンポーネントは、メトリクスカードに表示されるデータにコンテ

キストを追加します。

メトリクスを定義するメジャーのみを持つメトリクスは、単一の数値として表示されます。この数値は

データが更新されると更新されますが、カードにタイムラインは表示されません。

タイムライン

マークを選択してメトリクスを定義するとき、そのマークに日付ディメンションが関連付けられている場

合、そのディメンションはメトリクスの定義の一部になります。日付ディメンションを持つメトリクスはタイ

ムラインを表示し、メトリクスの履歴比較を設定できます。デフォルトでは、履歴比較は前のマークと

比較されます。
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メトリクスの詳細ページを開くと、タイムラインは、例えば日次売上や月間 ユーザーなど、日付ディメン

ションの粒度に基づくメジャーの値を表示します。履歴の値を表示するには、タイムライン上の点に

カーソルを合わせます。

比較

メトリクスに対して設定できる比較には、履歴比較と定数比較の2種類があります。履歴比較は、

メトリクスに日付ディメンションが関連付けられている場合にのみ設定できますが、定数比較は、任意

のタイプのメトリクスに設定できます。

履歴比較は、現在の値と、数時間前、数日前など、指定された時間単位の以前の値との相対的

な比較です。たとえば、月間売上の現在の値を12か月前の値と比較するように設定できます。履

歴比較は、データがメトリクスに追加されるたびに、新しいデータの日時に基づいて修正されます。
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定数比較は、新しいデータが追加されても変化しない単一の値に対する比較です。たとえば、納期

達成率 90%を維持する必要がある場合など、あるしきい値を上回ることがわかるように比較を設

定できます。または、毎月の月間売上目標など、目指している累積的な目標を定めてもよいでしょ

う。
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ステータス

定数比較を行うメトリクスの場合、比較値より上、下、またはその値であることが、良いこと、悪いこ

と、または中立であるのかを定義できます。「良い」ステータスのメトリクスは、比較値の横にチェック

マークが表示され、メトリクスカードの上部に緑色の帯が表示されます。「悪い」ステータスのメトリクス

は、比較値の横にXが表示され、メトリクスカードの上部に赤い帯が表示されます。「中立」ステータ

スのメトリクスは、ステータスインジケーターのないメトリックと同じように表示されます。アイコンや色は

カードに適用されません。

ビューからメトリクスを作成する

CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )のサイトロールを持っているユーザーや、関連するワーク

ブックで [Create/Refresh Metric (メトリクスの作成 /更新 )]機能を使用できるユーザーは、Tableau
CloudまたはTableau Serverでメトリクスを作成できます。

メトリクスを作成する前に、ビューの接続されたメトリクスをチェックして、作成しようとしているメトリクス

がすでに存在していないことを確認してください。メトリクスを重複して作成する代わりに、既存のメトリ

クスを開いてお気に入りとして追加します。

マークを選択してメトリクスを定義する

1. メトリクスを作成するビューに移動します。

2. ビューのツールバーで、[Watch (視聴 )] > [メトリクス]を選択します。
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メトリクスペインが開きます。

3. 接続済みメトリクスがペインに表示されている場合は、[作成 ]ボタンを選択すると、オーサリン

グモードに入ります。

4. マークを選択します。エラーが発生したら、メトリクスを作成できない場合 ページ3161を参照

してください。

このマークに関連付けられたメジャーで、メトリクスが定義されます。このマークに適用されるフィ

ルターは、メトリクスにも適用されます。このマークに日付ディメンションが関連付けられている

場合、その日付ディメンションでもメトリクスが定義され、メトリクスにはタイムラインが表示され

ます。

メトリクスペインにメトリクスのプレビューが表示されます。プレビューの値はメトリクスの最新の

値であり、選択したマークの値とは、時系列で最新ではない場合、異なる可能性がありま

す。プレビューは、さまざまな設定を試すと更新されます。
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メトリクスの説明と設定

メトリクスの設定に使用できるオプションは、選択したマークや比較のタイプによって異なります。

1. 名前フィールドは選択したマークに基づいて事前に入力されています。メトリクスに別の名前を

付けることもできます。メトリクスは、それが属するプロジェクト内で一意となる名前をつけなけれ

ばなりません。

2. [説明 ]には、他のユーザーがメトリクスを理解するのに役立つオプションのメッセージを入力しま

す。たとえば、メトリクスに適用されるフィルターを説明したり、メトリクスで使用されるデータソー

スを示したりします。

3. 日付範囲 (日付ディメンションを持つメトリクスの場合のみ)には、デフォルトのオプションから1
つ選択するか、カスタム範囲を設定します。メトリクスにマークが大量にある場合、日付範囲に

制限を設けるとタイムラインが読みやすくなります。

4. メトリクスの比較タイプ(履歴または定数 )を選択します。

5. 履歴比較の場合 :
l どれくらい前と比較したいかを入力します。比較するための時間の単位は、時間や月

数など、データの粒度と同じです。

l [比較行の表示 ]を選択すると、タイムライン上に比較期間を示す2行目が表示されま

す。

6. 定数比較の場合 :
l 比較する値を入力します。このフィールドにはコンマや記号を含めないでください。パーセ

ンテージを入力するは、パーセント記号を除いた数値を入力します。たとえば、目標が

25%の場合は0.25ではなく25と入力します。有効なターゲット値を入力すると、プレ

ビューが更新され、現在の値がターゲット値よりどれだけ大きいか、または小さいかが表
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示されます。

l 比較のステータスを設定して、比較値より上、下、またはその値であることが、良いこ

と、悪いこと、または中立であるのかを定義します。デフォルトでは、ステータスは中立に

設定されています。メトリクスをプレビューすると、ステータスの違いによってメトリクスがど

のように変わるか確認できます。

7. [定義 ] > [メジャー]で、定義に使用するメジャーをドロップダウンリストから選択します。このオ

プションは、選択したマークに複数のメジャーが関連付けられている場合にのみ表示されま

す。

メトリクスを完成させる

1. [プロジェクト]で [場所の変更 ]を選択すると、メトリクスの場所を変更できます。既定では、メ

トリクスはビューが属するプロジェクトに追加されます。

プロジェクト内のすべてのメトリクスには、一意に名前を付ける必要があります。メトリクスの名

前とプロジェクトは最初に選択したマークに基づいて設定されるため、別のユーザーがすでにそ

のマークからメトリクスを作成している場合、メトリクスを保存しようとすると競合が発生する可

能性があります。別のプロジェクトや名前をメトリクスに選択するか、既存のメトリクスを上書き

する場合は「メトリクスの上書き」を参照してください。

2. [作成 ]ボタンをクリックします。

追加したプロジェクトのメトリクスへのリンクを含むメッセージが表示されます。

3. [パーミッションの設定 ]のガイドに従って、メトリクスのパーミッションが正しいことを確認します。
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デフォルトでは、メトリクスは作成されたプロジェクトの権限を継承します。メトリクスにアクセスで

きるユーザーは、接続されたビューまたはデータソースにアクセスするパーミッションがなくても、メ

トリクスのデータを表示できます。

メトリクスを作成すると、Tableauサイト上の他の独立したコンテンツを管理するのと同じ方法でメトリ

クスを管理できるようになります。メトリクスはビューから作成されますが、データ駆動型のアラートやサ

ブスクリプションとは異なり、そのビューとは独立して存在します。接続されたビューを移動せずに、メトリ

クスを別のプロジェクトに移動できます。Tableauサイトでのコンテンツの管理については、「Webコンテ

ンツの管理」を参照してください。

メトリクスを上書きする

メトリクスを一度作成したら、メトリクスの名前、説明、構成を変更することはできますが、メトリクスの

定義方法を変更することはできません。メトリクスが使用するデータを変更する場合は、メトリクスを

上書きする必要があります。メトリクスを上書きするには、メトリクスの所有者であるか、操作できる適

切なパーミッションが付与されている必要があります。

1. メトリクスを上書きするには、上書きするメトリクスと同じ名前のメトリクスを同じプロジェクトに作

成します。

[メトリクスの上書き]ダイアログボックスが表示されます。

2. [上書き]ボタンをクリックします。

メトリクスを上書きしても、そのメトリクスをお気に入りに追加したユーザーに対して引き続き表示さ

れ、以前のメトリックのアクセス許可に加えられた変更は新しいメトリクスに適用されます。

メトリクスを作成できない場合

メトリクスに対応していないチャートでマークを選択すると、メトリクスを作成できない理由を説明する

エラーメッセージが表示されます。次の表は、これらのシナリオをまとめたものです。

理由 シナリオ

正しいパーミッションがありませ

ん。

l ワークブックの所有者または管理者が、

[Create/Refresh Metric (メトリクスの作成 /更新 )]機能

を拒否しました。詳細については、「パーミッション」を参

照してください。

完全なデータにアクセスできませ

ん。

l 行レベルのセキュリティやユーザーフィルターにより、表示

できるデータが制限されています。詳細については、

「データ行レベルでのアクセスの制限」を参照してくださ

い。
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理由 シナリオ

ワークブックのデータソースのパ

スワードが埋め込まれていない

か、有効でなくなりました。

l ワークブックがパスワードを要求します。詳細について

は、「パブリッシュされたデータにアクセスするための認証

資格情報を設定する」を参照してください。

データの粒度が正しくありませ

ん。

l グラフのデータは集計されません。メトリクスは、合計や

平均などの集計を使用します。詳細については、

「Tableauでのデータ集計」を参照してください。

l データブレンドの結果として、データのセルごとに複数の

値があります。詳細については、「データブレンドのトラブ

ルシューティング」を参照してください。

日付ディメンションはサポートさ

れていません。

l チャートに日付部分と日付値の両方が含まれていま

す。詳細については、「日付レベルの変更」を参照してく

ださい。

l 日付ディメンションでは、標準のグレゴリオ暦ではなく

ISO 8601暦を使用します。詳細については、「週ベース

の ISO-8601暦」を参照してください。

l 日付ディメンションは、月 /年または月 /日 /年のカスタムレ

ベルで集計されます。詳細については、「カスタム日付」

を参照してください。

メトリクスの構成を編集する

2022.2から、メトリクスの構成を変更できます。メトリクスの構成には、比較、日付範囲、およびス

テータス指標が含まれます。使用可能な構成オプションは、メトリクスのタイプによって異なります。タ

イムラインを使用したメトリクスを使用すると、履歴比較または定数比較を設定できます。単一数値

のメトリクスでは、定数比較のみがサポートされます。

メトリクスの構成には、メトリクス定義 (メトリクス値を生成するメジャーと日付ディメンション)は含まれ

ていません。定義を変更する場合は、メトリクスを新しいメトリクスで上書きします。

メトリクスの構成を編集するには、メトリクスの上書き機能が必要です。

1. 編集するメトリクスのメトリクス詳細ページを開きます。

2. 構成セクションにカーソルを合わせます。セクションの任意の場所をクリックすると、編集モード

になります。
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3. タイムラインメトリクスの場合、メトリクスカードと詳細に表示する日付範囲を設定します。

4. 比較タイプを選択します。定数比較の場合は、比較値とステータスを設定します。履歴比較

の場合は、どれくらい前の値と比較するかを設定し、タイムライン上に比較線を表示するかどう

かを選択します

5. [保存 ]をクリックします。構成の変更内容は、メトリクスを閲覧するすべてのユーザーに表示さ

れます。

メトリクスの更新方法

メトリクスの更新時には、接続されたビュー (メトリクスの作成元のビュー)に新しいデータがないかどう

かがチェックされます。データが変更されていない場合もあるため、更新の実行時にメトリクスの値が更

新されるとは限りません。

メトリクスは、抽出の更新スケジュールに基づく頻度 (あるいは、ライブデータの場合は、60分ごと)で
更新されます。最後の更新時刻がメトリクスに表示されます。

失敗した更新の修正

メトリクスが接続されているビューやその参照元データにアクセスできない場合、更新は失敗します。メ

トリクスの更新に失敗すると、失敗の時刻と影響を受けたメトリクスについての通知を受信します。

メトリクスの更新は、次のいずれかの理由で失敗する場合があります。

l 接続されているビューが削除または変更されました。

l 接続されているビューのパーミッションが変更されました。

l データソースのパスワードが埋め込まれなくなったか、有効でなくなりました。

Tableau Software 3163

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l メトリクスの所有者がメトリクスの更新に必要なサイトロールを持っていません。Creatorまたは

Explorer (パブリッシュ可能 )のサイトロールが必要です。

l 一時的な接続の問題が起きています。この場合は時間が過ぎると解決されます。

障害の原因を特定するには、[メトリクスの詳細 ]を調べてください。メトリクスの所有者がメトリクスの

更新に必要なサイトロールを持っていることを確認してください。次に、[接続済みビュー]を調べま

す。

接続済みビューがまだ一覧にある場合

ビューを開いて、エラーの原因を調査します。

ビューが読み込まれる場合は、メトリクスを定義するメジャーと(オプションの)日付ディメンションが

ビューにまだ存在することを確認します。
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l ビューが変更されていないようである場合は、ビューからメトリクスを更新するパーミッションがな

い可能性があります。コンテンツ所有者またはTableau管理者が [Create/Refresh Metric (メ
トリクスの作成 /更新 )]パーミッション機能を変更できます。詳細については、「パーミッション」を

参照してください。

l メジャーが存在しない場合は、ビューが変更されているため、更新に必要なデータにメトリクス

が接続できません。コンテンツ所有者またはTableau管理者がリビジョン履歴を確認し、以前

のバージョンを復元できます。詳細については、「リビジョン履歴の表示」を参照してください。

ビューが読み込まれず、代わりにパスワードの入力を求められるか、データソースへの接続時にエラー

が表示される場合は、データソースのパスワードが埋め込まれていないか、無効になっています。コン

テンツ所有者またはTableau管理者がデータソース接続を編集し、パスワードを埋め込むことができ

ます。詳細については、「接続の編集」を参照してください。

接続されているビューが一覧にない場合

ビューが削除されたか、ビューにアクセスするためのパーミッションがなくなりました。支援を受けるには、

Tableau管理者にお問い合わせください。

一時停止された更新の再開

更新の失敗が一定の回数に達すると、更新は一時停止されます。メトリクスの更新が一時停止さ

れると、通知を受信します。

メトリクスの更新が一時停止されると、Tableauではそのメトリクスについて新しいデータが取得されな

くなります。更新が一時停止されたメトリクスでは、引き続き過去のデータが表示されます。

失敗の原因が修正された場合は、更新を再開できます。

1. 影響を受けたメトリクスを開きます。

2. 警告メッセージで、[更新の再開 ]をクリックします。

Tableauで更新が試行されます。この試行が成功すると、通知が送信され、更新はスケジュールに

従って実行されるようになります。試行が成功しなかった場合、更新は一時停止されたままになりま

す。

接続されているビューがまだ使用可能な場合は、メトリクスを上書きしてみてください。詳細について

は、「メトリクスを上書きする」を参照してください。それ以外の場合は、過去のデータの参照用にメト

リクスを保持するか、メトリクスを削除できます。

注 :更新に必要なサイトロールがないためメトリクスの更新が一時停止されている場合、更新

を再開したり、メトリクスを削除したりすることはできません。
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Tableau Catalogでのメトリクスの表示

2019.3以降、Tableau Catalogは、Tableau CloudとTableau Serverに対するデータ管理

で使用できます。Tableau Catalogが環境で有効になっている場合、Catalogの系列ツール

でメトリクスを確認でき、データ品質に関する警告の影響を受けるメトリクスにそれらの警告が

表示されます。Tableau Catalogの詳細については、Tableau ServerまたはTableau Cloud
のヘルプの「Tableau Catalogについて」を参照してください。

監視する数値に対してメトリクスを定義している場合は、そのメトリクスが依存するデータが何らかの

影響を受けているかどうかを知ることが重要です。これを知るためにCatalogを使用する方法がいく

つかあります。まず、メトリクスに基づくデータに設定されたデータ品質に関する警告は、メトリクスに表

示されます。これらの警告は、Tableau Mobileでメトリクスを開くと表示されるほか、Tableau Server
およびTableau Cloudで、次に示すように、グリッドビューおよびメトリクスの詳細ページでメトリクスに

カーソルを合わせると表示されます。

詳細については、Tableau ServerまたはTableau Cloudのヘルプの「データ品質に関する警告の設

定」を参照してください。

Tableau Catalogの系列ツールを使用して、メトリクスが依存しているアップストリームソースを確認

することもできます。インパクト分析を行うときに、特定の列またはテーブルが変更されているか非推

奨になっている場合、または特定のワークブックが削除されている場合に影響を受けるメトリクスを確
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認できます。メトリクスを系列に含めると、Catalogでは、変更が環境内のアセットに及ぼす影響の全

体像が示されます。

詳細については、Tableau ServerまたはTableau Cloudのヘルプの「インパクト分析での系列の使

用」を参照してください。

ビューの高速化
CreatorまたはExplorerのライセンスを持つ管理者とワークブックの所有者は、ワークブックを高速化

することができます。管理者は、個々のビューを中断したり、サイトの高速化をオフにしたりすることがで

きます。ビューの高速化では、バックグラウンドプロセスでワークブックのデータを事前に計算して取り出

しておくことで、ビューを高速に読み込みます。ビューを読み込む際の潜在的なボトルネックは2つあり

ます。

1. クエリ(データソースからのデータの取り出し)。
2. レンダリング(図形の描画やマップのレンダリングなどのビジュアルの作成 )。

ワークブックの読み込み時間は、この2つのステップにかかる合計時間によって決まります。ただし、す

べてのビューを高速化できるわけではありません。ビューの高速化によって、最初のステップ(クエリ)の
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パフォーマンスが向上します。ビューの読み込みがクエリ以外の理由で遅い場合、ビューの高速化で

はワークブックのパフォーマンスは向上しません。

ユーザーが高速化されたビューの上にカスタムビューを作成すると、最も使用される10個のカスタム

ビューが自動的に事前計算されます。これらの高速化されたカスタムビューは、ビューの制限数には

カウントされません。過去 14日間アクセスされていないカスタムビューは高速化されません。カスタム

ビューを直接高速化すると、元のビューとカスタムビューの両方が高速化されます。

ビューの高速化

1. Tableau CloudまたはTableau Serverでサイトにサインインします。

2. [ホーム]ページまたは [探索 ]ページから、高速化したいビューに移動します。

3. [アクセラレート]アイコンを選択し、[アクセラレート].に切り替えます。

次の3つの方法のいずれかで、ワークブックページからビューを高速化することもできます。
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1. 目的のビューを選択し、[アクション]メニューから[高速化 ]、[オン]の順に選択します。

2. 目的のビューの [その他のオプション] (...)メニューを選択し、[高速化 ]、[オン]の順に選択しま

す。
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3. ワークブック内のすべてのビューを高速化するには、[その他のオプション] (...)メニューから[高
速化 ]、[オン]の順に選択します。

注 : ビューの高速化は、Tableau Desktopでは使用できません。

高速化されたビューの更新

高速化されたビューのイベントベースの更新

抽出を含むワークブックでは、抽出更新が完了すると、すべての高速化されたビューが更新されま

す。ワークブックが再パブリッシュまたは名前変更されると、ワークブック内のすべての高速化された

ビューが更新されます。

高速化されたビューのスケジュールベースの更新

高速化されたビューを更新するスケジュールを設定できるのは、ワークブックに少なくとも1つのライブ

データソースがある場合です。

ライブデータソースを利用するワークブックの高速化されたビューは、ワークブックのデータ鮮度ポリ

シーに基づいて更新されます。データを更新するスケジュールが設定されていない場合は、デフォルト
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のデータ鮮度ポリシーが使用されます。詳細については、「ワークブックのデータ鮮度ポリシーの編集」

を参照してください。

サイトのビューの高速化を管理する

ビューの高速化は既定で許可されます。

1. Tableau Cloudのサイトにサインインします。

2. 左側のペインで、[設定 ]を選択します。

3. [全般 ]タブで、[ビューの高速化 ]セクションまでスクロールします。

4. CreatorとExplorerがワークブックでビューを高速化できるように、チェックボックスをオンにしま

す。サイトのビューの高速化をオフにするには、チェックボックスをオフにします。

お勧めビューをアクセラレートする

ワークブックのクエリ時間と使用量に基づいて、Tableauは、速度が遅くなっている人気のビューやダッ

シュボードのパフォーマンスを向上させるためにアクセラレーションを推奨することがあります。ビューでア

クセラレーションが利用できる場合、ユーザーは、30日ごとにビューのアクセラレーションを推奨できま

す。

ユーザーがビューにアクセスすると、サイト管理者またはワークブック所有者にアクセラレーションを推奨

するオプションが表示されます。

サイト管理者またはワークブック所有者が同じビューにアクセスすると、ビューを高速化するオプションに

加えて、高速化を推奨しているユーザーの数が表示されます。
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アクセラレーションが推奨されているビューを管理する

サイト管理者は、Tableauがビューのアクセラレーションをいつ推奨したかを確認できます。

1. Tableauサイトにサインインします。

2. 左側のペインで、[タスク]を選択します。

3. [Acceleration status (アクセラレーションのステータス)] 列から、[Recommended (推奨 )]ス
テータスを持つビューを確認します。右側のペインの [フィルター]を使用して、[推奨 ]ステータ

スを持つビューをフィルターすることもできます。

ワークブック所有者または管理者としてアクセラレーションの推奨をパーソナライズできます。

1. Tableauサイトにサインインします。

2. ページの右上から、アカウントメニューのアイコンを選択します。

3. [マイコンテンツ]を選択します。

4. [パフォーマンス]タブを選択します。

5. [アクション]列から[アクセラレート]を選択します。

リソースを節約するためにアクセラレーションを自動的に一時停止

する

リソースを節約するために、管理者は常に失敗しているビューのアクセラレーションを自動的に一時

停止できます。管理者は、アクセラレーションを自動的に一時停止する前に、1日、1週間、または

1か月あたりのアクセラレーションタスクの失敗回数のしきい値を設定できます。

1. Tableauサイトにサインインします。

2. 左側のペインで、[設定 ]を選択します。

3. [全般 ]タブで、[ビューの高速化 ]セクションまでスクロールします。

4. 1日、1週間、または1か月あたりに許可される最大失敗回数を設定します。

5. [保存 ]を選択します。

3172 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



高速化されたワークブックの表示と管理

1. Tableauサイトにサインインします。

2. 左側のペインで、[タスク]を選択します。

3. [アクセラレートされたビュー]タブを選択します。

4. [アクション]メニュー (...)を選択して、選択した1つまたは複数のビューの高速化を再開または

一時停止します。

ビューの高速化の通知を管理する

管理者は、ビューが自動的に一時停止された場合の通知を受け取るかどうかを管理できます。

1. Tableauサイトにサインインします。

2. 左側のペインで、[設定 ]を選択します。

3. [全般 ]タブで、[通知の管理 ]セクションまでスクロールします。

4. 自動的に一時停止されたビューの通知を受け取るには、[ビューの高速化 ]のチェックボックスを

オンにします。

5. [保存 ]を選択します。

ビューが自動的に一時停止された場合、サイト管理者とサーバー管理者に通知が送られます。通知

には、ビューが一時停止された理由とその時間に関する情報が含まれます。通知を選択すると、[タス

ク]ページの [アクセラレートされたビュー]タブに移動します。管理者は、このページでアクセラレーション

のステータスをフィルターして、自動的に一時停止されたビューを見つけることができます。

事前に計算を行うためのユーザーコンテキストを理解する

高速化を有効にしたワークブックの事前計算は、ユーザー1人によるユーザーコンテキストで実行さ

れます。このユーザーは次のいずれかです。

l ワークブックの所有者 (ワークブックまたはデータソースにユーザーフィルターがない場合、または

データソースにユーザーフィルターはあるが、データソースがパブリッシュされている場合 )。
-または -
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l 前回ワークブックをパブリッシュしたときに、サムネイルの生成のために選択したユーザー (ワーク

ブックにユーザーフィルターがあり、データソースがパブリッシュされていない場合 )。

Tableauビューのキーボードでのアクセシビリティ

ビューの操作

Tableau CloudまたはTableau ServerでWCAG準拠のビューまたはワークブックへのリンクを送信し

たユーザーは、キーボードナビゲーションで一般的にサポートされているWAI-ARIA標準を使用して

対話および探索できます。次のキーボードナビゲーションは、埋め込みビューにも適用されます。

すべてのコンポーネント

するべきこと キーストローク

フォーカスを次のナビゲーションコンポーネントに移動します タブ

フォーカスを前のナビゲーションコンポーネントに移動します Shift+Tab

ボタンの有効化 スペースバーまたはEnter

ナビゲーションパネルとツールバー

ナビゲーションパネルとツールバーをスキップするには、[Skip to Content (コンテンツにスキップ)]を選

択します。

するべきこと キーストローク

フォーカスをナビゲーションパネルの次のコンポーネントに移動します タブ

フォーカスをツールバーの次の項目に移動します 右

フォーカスをツールバーの前の項目に移動します 左

選択したツールバーボタンを有効にします Enter

ツールバーボタンウィンドウを終了します Esc

ツールバーボタンウィンドウで、フォーカスをコンポーネント間で移動します タブ

ツールバーボタンウィンドウで、ドロップダウンメニューのフォーカスを移動します 矢印キー
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するべきこと キーストローク

ドロップダウンメニューから新しいメニュー項目を選択します Enter

ユーザー選択ボックス内で、フォーカスをユーザーまたはグループ間で移動しま

す

上矢印 /下矢印

選択したツールバーウィンドウ内で、追加項目を削除します Delete

カスタムビューのツールバーウィンドウ

するべきこと キーストローク

カスタムビューの名前を変更します Ctrl + R

既定のカスタムビューを設定します Ctrl + D

他のユーザーへの表示と非表示を切り替えます Ctrl + P

選択したカスタムビューを削除します Windows: Deleteキー

Mac OS:ファンクション+ Deleteキー

コメントペイン

するべきこと キーストローク

コメントのスナップショットをビューに適用します Enterまたはスペースバー

コメントを削除します DeleteまたはBackspace

シートタブ

するべきこと キーストローク

フォーカスを前に移動します 左 /上

フォーカスを次に移動します 右 /下

フォーカスされたタブに移動します Enter
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凡例

するべきこと
キースト

ローク

フォーカスを前に移動します 上

フォーカスを次に移動します 下

(単一列 )フォーカスを前に移動します。(複数列 )フォーカスを左へ移動します。 左

(単一列 )フォーカスを次に移動します。(複数列 )フォーカスを右へ移動します。 右

フォーカスを最初の項目に移動します ホーム

フォーカスを最後の項目に移動します End

項目の選択を切り替えます スペー

スバー

ハイライトのオンとオフを切り替えます

注 :これは [選択したアイテムをハイライト]に相当するキーボードです。

Enter

項目の選択をすべてクリアします

注 :凡例項目のテキストを高いコントラストで表示するには、凡例項目を個別に

選択し、ハイライトのオンとオフを切り替えます。

Esc

フィルター

するべきこと キーストローク

フォーカスを前の項目に移動します 左 /上

フォーカスを次の項目に移動します 右 /下

フォーカスを最初の項目に移動します ホーム

フォーカスを最後の項目に移動します End

選択を切り替えます (チェックボックスのオン／オフ、ラジオボタンの選択／クリア) スペースバー
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するべきこと キーストローク

[キャンセル]ボタンまたは [適用 ]ボタンが利用可能な場合、変更を適用します Enter

変更をデフォルトの設定に戻します Esc

フィルターコントロールと検索

するべきこと キーストローク

フォーカスをフィルター項目からフィルターコントロールボタン(検索、[単一値 (リス
ト)]/[複数値 (リスト)]、[単一値 (ドロップダウン)]/[複数値 (ドロップダウン)]、[値を含

める]/[値を除外する])へ移動します。ボタンを選択するには、スペースバーを押しま

す。

Shift+Tab

フォーカスをドロップダウンメニュー内で移動します 矢印キー

メニュー項目を選択します Enter

検索ボタンを押して検索用語を入力します スペース

バー

検索入力をクリアします。もう一度 Escキーを押すと、検索が停止します。 Esc

パラメーターコントロール

単一値 (リスト)

するべきこと キーストローク

フォーカスを前の項目に移動します 左 /上

フォーカスを次の項目に移動します 右 /下

選択をコミットしてパラメーター値を更新します スペースバー

単一値 (ドロップダウン)

するべきこと
キースト

ローク

ドロップダウンリストが閉じている場合 :フォーカスを前の項目に移動して値にコミットしま

す。

上
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するべきこと
キースト

ローク

ドロップダウンリストが開いている場合 :フォーカスを前の項目に移動して値にコミットし

ます。値にコミットしません。

ドロップダウンリストが閉じている場合 :フォーカスを次の項目に移動して値にコミットしま

す。

ドロップダウンリストが開いている場合 :フォーカスを次の項目に移動して値にコミットし

ます。値にコミットしません。

下

ドロップダウンリストが閉じている場合 :ドメインリストを開くか閉じます。

ドロップダウンリストが開いている場合 :フォーカスのある項目の選択をコミットします。

スペース

バー

ドロップダウンリストが開いている場合 :選択を行わずにドメインリストを閉じます。 Esc

スライダー

するべきこと キーストローク

ドメイン内の前の項目を参照してコミットします 左 /上

ドメイン内の次の項目を参照してコミットします 右 /下

データ表示ウィンドウ

注 : 「データの表示」のキーボードショートカットは、Tableau Cloud、Tableau Server、および

Tableau Desktopで使用できます。

するべきこと キーストローク

フォーカスをビジュアライゼーション

(viz)に移動します

ダッシュボードまたはワークブック内で、Enterキーを押します

vizにフォーカスを置いて、[データ

の表示 ]ウィンドウを開きます

注 :ご利用のスクリーン

リーダーによっては、複数

Shift+Enter
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するべきこと キーストローク

の修飾キー (Shift、Ctrl、
Alt、Cmd)を組み合わせ

てEnterキーを押す必要

がある場合があります。

使用しているスクリーン

リーダーのドキュメントを参

照してください。

フォーカスをデータグリッド内の任

意のセルに移動します

矢印キー

列を移動します データグリッド内で矢印キーを使用して、フォーカスを目的の

列のセルに移動します。Enterキーを押し、下矢印キーを使

用して[左に移動 ]または [右に移動 ]を選択し、Enterキーを

押します。

列で並べ替えます データグリッド内で矢印キーを使用して、フォーカスを目的の

列のセルに移動します。Enterキーを押し、下矢印キーを使

用して[昇順で並べ替え]または [降順で並べ替え]を選択

し、Enterキーを押します。

列を削除します データグリッド内で矢印キーを使用して、フォーカスを目的の

列のセルに移動します。Enterキーを押し、下矢印キーを使

用して[削除 ]を選択し、Enterキーを押します。

フォーカスを別のデータテーブル

に移動します

Tabキーを押して、フォーカスを[サマリー]タブに移動します。

下矢印キーを使用して、フォーカスを[タブ]ペイン内の目的の

データテーブルに移動します。

行数を編集します Tabキーを押して、フォーカスを[行数 ]フィールドに移動しま

す。目的の行番号を入力して、Enterキーを押します。

別名を表示または非表示にしま

す

Tabキーを押して、フォーカスを[設定 ]ボタンに移動します。

別名を表示するにはEnterキーを押し、別名を非表示にする

にはEnterキーをもう一度押します。

フィールドを追加または削除しま Tabキーを押して、フォーカスを[フィールドの表示 ]ボタンに移
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するべきこと キーストローク

す 動します。Enterキーを押して、データソースのフィールドのリス

トを表示します。矢印キーを使用して、フォーカスを各フィール

ド名に移動します。Enterキーを押して、不要なフィールドを

データグリッドから削除します。フィールドをデータグリッドに追

加し直すには、目的のフィールドでEnterキーを押して、フィー

ルドをもう一度選択します。

[データの表示 ]ウィンドウに表示

されているデータをダウンロードし

ます

Tabキーを押して、フォーカスを[ダウンロード]ボタンに移動し、

Enterキーを押します。カスタマイズされた表示データを含む

CSVファイルがブラウザーでダウンロードされます。

[データの表示 ]ウィンドウを閉じ

ます

Windows: ALT + F4
Mac OS: Cmd+W

[データの表示 ]ウィンドウには、表示するデータをカスタマイズできるように、タブの停止位置がいくつ

かあります。
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l A - データグリッド内の選択されたセル

l B - [タブ]ペイン、展開と折りたたみ

l C - [タブ]ペイン、現在の選択

l D - [行数 ]フィールド

l E - [設定 ]ボタン

l F - [フィールドの表示 ]ボタン

l G - [ダウンロード]ボタン

ビジュアライゼーションヘッダー

するべきこと キーストローク

フォーカスをビジュアライゼーション(viz)に移動します ダッシュボードまたはワークブック内で、Enter
キーを押します

vizに焦点を合わせて、左、上、右、または下のヘッ

ダーに移動します

矢印キー

ヘッダーに移動します Enter

ヘッダーまたはネストされたヘッダー内を移動します 矢印キー

ヘッダーの強調表示のオンとオフを切り替えます スペースバー

ヘッダーから戻ります Esc

例 : Tableau CloudまたはTableau Serverでのビューの移動

この例は、キーボードナビゲーションを使用してビュー内の移動や操作を行う方法を示しています。

1. Tabキーを押して、フォーカスを[設定 ]ボタンに移動します。

注 : [コンテンツにスキップ]ボタンを使用すると、ナビゲーションパネルとツールバーをスキッ

プできます。ページの表示に直接移動するには、Enterキーを押して[コンテンツにスキッ

プ]を選択します。
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注 : 複数のシートタブがあるワークブックでは、Tabキーを押してフォーカスを[タブ]ペイ

ンに移動し、矢印キーを使用してタブ間でフォーカスを移動します。Enterキーまたはス

ペースバーを押して、特定のシートを開きます。

この図は、シートの視覚化エリアを示しています。青い枠線が焦点を示しています。

2. Tabキーを押して、ビューのフィルターおよび凡例に移動します。

フィルターの設定を変更するには、Tabキーを押してフォーカスをフィルターに移動してから、矢

印キーを使って項目間を移動します。

l スペースバーを押すと、項目の選択が切り替わります。

l ドロップダウンフィルターの場合 - Enterキーを押してフィルターの変更を適用します。

Escキーを押すと、変更がデフォルトの設定に戻ります。

凡例の項目を強調表示するには、Tabキーを押してフォーカスを凡例に移動してから、矢印

キーを使って項目間を移動します。

l スペースバーを押すと、項目の選択が切り替わります。

注 :凡例項目のテキストを高いコントラストで表示するには、凡例項目を個別

に選択し、ハイライトのオンとオフを切り替えます。

l Enterキーを押すと、選択した凡例項目がビューでハイライトされます。Enterキーをも

う一度押すと、ハイライトがオフになります。

l Escキーを押すと、項目の選択がすべてクリアされます。

凡例とフィルターのキーストロークオプションについては、この記事の最初に示されているキース

トロークの表を参照してください。
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3. ご利用のスクリーンリーダーで読み取り可能な参照元データにアクセスするには、Tabキーを押

してフォーカスをビジュアライゼーションエリアに移動してから、Enterキーを押します。

注 :ご利用のスクリーンリーダーによっては、修飾キー (Shift、Ctrl、Alt、Cmd)の組み合

わせとEnterキーを連携させる必要がある場合があります。詳細については、使用して

いるスクリーンリーダーのドキュメントを参照してください。

[データの表示 ]ウィンドウは、新しいブラウザーウィンドウで開きます。
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[データの表示 ]ウィンドウで、データグリッドの最初のセルにフォーカスがあります。矢印キーを使

用すると、データグリッド内の任意のセルにフォーカスを移動できます。

セルにフォーカスがある状態でEnterキーを押してコンテキストメニューを開き、列の移動、並

べ替え、または削除を行います。

フォーカスを[タブ]ペインに移動するには、[タブ]を押します。Enterキーを押して、ペインを展

開または折りたたみます。

表に表示されるデータを変更するには、Tabキーを押してフォーカスを[タブ]ペイン内で移動し

ます。矢印キーを使用してフォーカスを特定のデータテーブルに移動し、Enterキーを押しま

す。
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Tabキーを押して、フォーカスを[行数 ]フィールドに移動します。行数を編集するには、目的の

行数を入力してEnterキーを押します。

Tabキーを押して、フォーカスを[設定 ]ボタンに移動します。別名を表示するにはEnterキーを

押し、別名を非表示にするにはEnterキーをもう一度押します。

Tabキーを押して、フォーカスを[フィールドの表示 ]ボタンに移動します。Enterキーを押して、

データソースのフィールドのリストを表示します。矢印キーを使用して、フォーカスを各フィールド

名に移動します。Enterキーを押して、データグリッドのフィールドの選択を切り替えます。

Tabキーを押して、フォーカスを[ダウンロード]ボタンに移動します。Enterキーを押します。カス

タマイズしたデータを含むCSVファイルがブラウザーでダウンロードされます。

注 : ご利用のWebブラウザーによっては、ダウンロードしたファイルを開くために別のキー

の組み合わせが必要になる場合があります。ご利用のブラウザーのドキュメントを参照し

てください。

Alt + F4 (Windows)またはCmd +W (Mac OS)を押して、[データの表示 ]ウィンドウを閉じま

す。

4. ツールバーのボタンにアクセスするには、タブでツールバーエリアにフォーカスを移動し、右矢印で

次のツールバーボタンに移動します。

Enterキーを押すと、ツールバーの [コメント]ボタンがアクティブになります。

[コメントを追加 ]フィールドにコメントを入力します。コメントにスナップショットを追加するには、

Tabキーを押してスナップショットボタンまでフォーカスを移動します。Enterキーを押してスナップ
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ショットを追加します。Tabキーを押し、フォーカスを[投稿 ]ボタンに移動します。Enterキーを

押してコメントを追加します。

ウィンドウの終了を含め、ボタンのウィンドウ内にあるオプションを移動するには、Tabキーを押

します。

コンテンツの管理

Tableau ServerまたはTableau Cloudでコンテンツを管理するには、次のキーボード操作を使用し

ます。

お気に入りやコレクションを整理する

[お気に入り]ページや、自分が所有しているコレクションでは、コンテンツがグリッドビューに表示されて

いるときにアイテムを移動できます。アイテムが表示される順序は、[並べ替え]メニューの下にカスタム

順序として表示されます。詳細については、お気に入りとしてマークするページ3208を参照してくださ

い。

するべきこと キーストローク

アイテムの取得 Windows: Alt + Up、Mac OS: Option + UP

アイテムを左に移動 左

アイテムを右に移動 右

移動を元に戻す EscまたはTab

アイテムをドロップ Windows: Alt + Down、Mac OS: Option + Down

支援技術を使用したビジュアライゼーションの移

動
Tableau 24.1以降では、キーボードやその他の支援テクノロジを使用して、ビジュアライゼーション内

のテキスト表にあるマーク間を移動できるようになりました。
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ビュー内でテキスト表を移動する(Tableau Cloud)

1. このエクスペリエンスを有効にするには、ビュー内のテキスト表に移動し、Enterを押します。

2. マーク間を移動するには、もう一度 Enterを押します。

3. ヘッダー、列、行の間を移動するには、矢印キーを使用します。

4. テキスト表の外に移動するには、Escを押します。

[データの表示 ]ペインでマークを移動する

1. [データの表示 ]ペインを開くには、カーソルをVizに移動して、Shift を押しながらEnter を押し

ます。

2. ヘッダー、列、行の間を移動するには、矢印キーを使用します。

3. [データの表示 ]ペインを閉じるには、ALT を押しながらF4 (Windows)またはCmd を押しなが

らW (Mac OS)を押します。

Tableauでのキーボードナビゲーションの詳細については、「Tableauビューのキーボードアクセシビリ

ティ」を参照してください。
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Webコンテンツの探索と管理

Tableau Webビューでできること

これまでデータグラフを含むプレゼン、メール、文書を幾百も見てきたことでしょう。それらは静的で退

屈です。第一に、データの時刻が変化しません。第二に、何か疑問があるなら、グラフの作成者に尋

ねないといけません...見つけることができればの話ですが。

Tableauは違います。だれかがWebビューのリンクを送ってくる場合、ほとんどの場合、利用可能な

最新データが表示され、さらに重要な点として、それを操作できます。深く掘り下げたり、疑問が生じ

たときに答えを見つけたいと思いますか?Webブラウザーでビューをクリックするだけなので、とても簡単

です。

Tableau Webビューでは何ができますか?たくさんのことができます!

注 :最も一般的なビューの操作方法を取り上げます。ビューの作成者がこれらの機能の一部

のみを有効にする場合があります。

データが損傷することはあるか?

全くありません。ビューを操作するとき、一時的に外観を変更しているにすぎません。同じユーザーや

同僚が次にビューを開くときには、元の表示と全く同じ外観になります。参照元データは常に安全な

状態に保たれるため、好きなように操作していただけます。

データのフィルターと並べ替え

表示されているデータで切り捨てや再配置を行い、関心のあるデータに注目が集まるようにしたいで

すか?簡単ないくつかのオプションがあります。

データのフィルター

多くのビュー作成者は、表示可能なデータを特定の日付範囲、地域、カテゴリーに制限できるフィル

ターを追加します。これらを表示するとき、必要に応じ、それらのフィルターを自由にクリックしたり、ド

ラッグしてください。
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上の画像をクリックするとアニメーションが再生されます。

データの並べ替え

データの表を閲覧しており、それをアルファベット順または数値順に並べ替える必要がある場合、列

ヘッダーにカーソルを合わせ、並べ替えアイコンをクリックするだけです。

上の画像をクリックするとアニメーションが再生されます。

特定データポイントの詳細の表示

ビューでマウスを移動するとき、各データポイント、つまりマークの詳細を明らかにするツールヒントが表

示されることがよくあります。マークには多くの形状がありますが、マップ、棒グラフ、表での外観は次の

ようになります。
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上の画像をクリックするとアニメーションが再生されます。
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参照元データの表示

好奇心の強い人であれば、ビジュアルの背後にある数字についてさらに理解するために、要約された

ソースデータを閲覧したいと考えるかもしれません。ビュー作成者によりパーミッションが付与される場

合、ビュー内のマークをクリックし、[データの表示 ]をクリックできます。

上の画像をクリックするとアニメーションが再生されます。

データのコラボレーション

データは、他のユーザーと探索するとさらに有意義なものとなります。

コメントの追加

すばやく質問したり、インサイトを共有したりするには、ツールバーの [コメント]アイコンをクリックしま

す。発言を、自分が行ったフィルターや他の変更を反映するビューのスナップショットと結び付けること

ができます。
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リンクの共有

データを直接扱う興奮を共有したいと思いますか?ツールバーの [共有 ]をクリックしてビューのリンクをコ

ピーし、メールやインスタントメッセージで組織でTableauアカウントを持つユーザーに送信することがで

きます。
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スケジュールに従ってビューをメールで受信する

定期的なスケジュールでビューに関するメールを自動受信するには (毎週の会議の前など)、ツール

バーで [Watch (視聴 )] > [サブスクリプション]をクリックします。

注 :データがビジネスの重要なしきい値を超えたときにユーザーに通知するデータ主導アラート

など、他のユーザーが向けに調整したビューもメールで受信することができます。

ビューのダウンロード

TableauのインタラクティブなWebビューの機能について見てきました。とはいえ、ブラウザー外でその

データを見せる必要がある場合もあります。ビューの作成者からパーミッションが付与されている場合

3194 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



は、ツールバーの [ダウンロード]アイコンをクリックすると、現在の外観のビューを反映した .png、.pdf、
または .pptxの静的ファイルが作成されます。

最近アクセスしたビューの検索

興味深いビューを見つけたのに、後になってそれがどこにあったかを忘れるとしても心配はいりません。

Tableauはユーザーを追跡しています。[最近使用したサイト]ページには最近アクセスした12の

ビューがあるので、それをナビゲーションパネルから開くことができます。

また、数はさらに少なくなりますが、最近アクセスしたビューの一部をホームページから確認することも

できます。

お気に入りへのビューの追加

組織のTableauコンテンツが増大するにつれ、大切なデータを簡単に見つけたいと思うことでしょう。お

気に入りにビューを追加するには、ヘッダーの星アイコンをクリックします。
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お気に入りに戻るには、ナビゲーションパネルから[お気に入り]ページを開きます。

Tableau ServerまたはTableau Cloudで選択するお気に入りはTableau Mobileアプリにも表示さ

れるため (その逆も同じ)、外出先でも重要なデータにすぐにアクセスできます。

おめでとうございます、データの第一人者です!

どれほど簡単かご覧いただけましたか?これでWebビューについて熟知することができたので、ご自身

の会社で利用可能なすべてのTableauコンテンツの探索を開始しましょう。疑問に回答し、インサイ

トを共有しましょう。十分に使いこなしていただけることでしょう。

関連項目

Tableau サイトの概要 ページ3097

Web 上での共有と共同作業 ページ3265

ビューのズームとパン、マークの選択 ページ2592

タグの使用

タグは、Tableau ServerおよびTableau Cloudのアイテムを分類するために追加するキーワードで

す。タグを使用すると、ユーザーはTableauコンテンツ(ワークブック、ビュー、メトリクス、データソース、

フロー)や、Tableau Catalogの外部アセット(データベース、ファイル、テーブル、列 )を検索してフィル

ターできます。(従来のメトリクス機能は、Tableau Serverバージョン2024.2と2024年 2月の

Tableau Cloudで廃止されます。詳細については、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃
止 )」を参照してください。)

ExplorerまたはCreatorのサイトロールがある場合は、タグを追加したり、追加したタグを削除したり

できます。また、作成者は、Tableau DesktopまたはTableau PrepからTableauサイトにパブリッ

シュするときに、コンテンツにタグを付けることができます。

注 :プロジェクト、データの役割、または「データに聞く(Ask Data)」レンズにタグを付けることは

できません。

Tableau Catalog (Tableau ServerおよびTableau Cloudのデータ管理 の一部 )は、外部アセット

(データベース、ファイル、テーブル、列 )にタグ付けできるようにする必要があります。Tableau Catalog
の詳細については、Tableau ServerまたはTableau Cloudヘルプの「Tableau Catalogについて」を

参照してください。
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アイテムのタグの表示

タグは、ワークブック、メトリクス、およびソースメトリクスの詳細に表示されます。タグをクリックすると、タ

グ付けされているタイプのアイテムすべてのリストが表示されます。

フローの場合、タグは概要ページの下部に表示されます。
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Tableau Catalogが有効な場合、[About (詳細 )]セクションに外部アセットのタグが表示されます。

テーブルには、テーブル内の各列のタグを一覧表示するタグの列も含まれています。
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グリッドビューでコンテンツを参照するときに、サムネイルにカーソルを合わせると、開いたツールヒントに

タグが表示されます。アイテムにタグがない場合、タグセクションは表示されません。外部アセットのグ

リッドビューはありません。

タグ付けされたコンテンツの検索

タグを使用すると、クイック検索でコンテンツを検索できます。
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または、フィルターを使用してタグのリストを検索します。
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注 :プロジェクトで複数のタイプのコンテンツを表示している場合、タグフィルターは表示されま

せん。プロジェクト内からタグフィルターにアクセスするには、最初にコンテンツタイプセレクターを

使用して、ワークブックなどのタグ付け可能なタイプのコンテンツを1つ表示します。

タグを使用する場合と使用しない場合

タグの目的は、ユーザーがコンテンツを特定の順序でフィルターして、関連するアイテムを見つけやすく

することです。すべてのユーザーがタグを追加できるため、コンテンツの分類を厳密に制御する必要が

ある場合は、タグを使用しないことをお勧めします。たとえば、機密性の高いコンテンツへのアクセスを

許可するかどうかの決定にはタグを使用しないでください。

タグを使用する場合の例 :

l 営業担当者に関連するさまざまなプロジェクトに存在するコンテンツに"Sales"というタグを追

加して、簡単に見つけられるようにします。
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l 特定のイニシアチブで作成されたコンテンツにタグを追加して、どのプロジェクトに存在している

かに関係なく、まとめて表示できるようにします。

タグを使用しない場合の例 :

l コンテンツのパーミッションの設定方法を決定する目的でタグを追加しないでください。このよう

なタグは誰でもコンテンツに追加することがきます。

l 特定のユーザーとのデータの共有を承認するかどうかの決定に関するタグは追加しないでくだ

さい。このタグは、別のユーザーが承認なしでも追加できます。

タグの追加

ExplorerまたはCreatorのサイトロールを持っている場合は、アクセスできるアイテムにタグを追加で

きます。タグ付けするアイテムの所有者である必要はありません。(列にタグを追加するには、タグの使

用 ページ3196を参照してください。)

1. アイテムのリストに移動します。

2. タグ付けする1つ以上の項目を選択し、[アクション] > [タグ]を選択します。
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3. テキストボックスに1つまたは複数のタグを入力し、[タグの保存 ]をクリックします。

タグの削除

追加したタグを削除できます。
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1. アイテムのアクションメニュー ([…])をクリックしてから、[タグ]を選択します。

2. 削除するタグの横にある 'x'をクリックしてから、[タグの保存 ]をクリックします。
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タグ情報が表示されるその他の場所

ユーザーが自分のタグを追加すると、追加されたタグは自動補完機能により他のユーザーに表示され

ます。

製品でタグ情報を表示するほかに(アイテムのタグの表示 ページ3197)、REST APIまたはメタデータ

APIを使用してタグ情報を表示し、系列関連のタスクをクエリすることもできます。これらのAPIの詳

細については、TableauメタデータAPIおよびTableau REST API -メタデータメソッドを参照してくだ

さい。

タグアイテム数の不一致

タグを検索した場合、タグに対して示されるアイテム数は、表示するためのパーミッションがあるアイテム

を表します。サイトの構成方法によっては、系列データを表示した場合、タグに対して示されるアイテ

ム数は、それらのアイテムを表示するためのパーミッションに関係なく、アイテムの総数になることがあり

ます。ただし、表示するためのパーミッションがないアイテムに関するすべての機密情報は難読化され

ます。系列の機密データの詳細については、Tableau ServerまたはTableau Cloudヘルプの「系列

情報にアクセスする」を参照してください。

Tableauサイトの検索

Tableau ServerとTableau Cloudが提供する検索機能を使用すると、サイトのコンテンツに移動した

り、サイトのコンテンツを発見したりできます。検索では、コンテンツを表示するアクセス権がある限り、

サイトおよび個人用スペースで利用可能なすべてのコンテンツを表示できます。Tableauが提供する

主要な検索エクスペリエンスは、クイック検索とフル検索の2つです。

クイック検索

Tableau ServerまたはTableau Cloudサイトの任意のページの右上隅にある検索バーの中をクリック

すると、検索にアクセスできます。クイック検索で文字を入力すると、入力した文字に対応するコンテ

ンツの候補が動的に表示されます。クイック検索は、検索語句をコンテンツのタイトルフィールドや所

有者フィールドのキーワードと照合し、品質、人気、関連性などの付票を組み合わせて結果をランク

付けし、探しているコンテンツが結果ページの上部に表示される可能性を高めます。これらの結果を
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クリックすると、そのコンテンツに直接移動することができます。あるいは、Enterキーを押して、検索結

果ページに移動することもできます。

検索バーの中をクリックすると、過去に入力したクエリも表示されます。さらに、最近表示したコンテン

ツの所有者に対応して、一部のコンテンツタイプとコンテンツ所有者へのクイックリンクボタンも表示

されます。クイックリンクボタンをクリックすると、クリックしたボタンのスコープに応じた検索結果ページ

に移動します。そこから、そのスコープのもとで検索を入力できます。

フル検索

クイック検索のエクスペリエンスから検索結果ページに移動すると、フル検索のエクスペリエンスを利用

できます。デフォルトでは、コンテンツの種類に応じて、グリッドビューとリストビューを組み合わせた混

合ビューで検索結果が表示されます。

検索結果の表示方法を変更するには、[表示形式 ]から[リストビュー]を選択します。リストビュー

では、検索結果ごとにより多くのフィールドのメタデータが表示されます。
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[すべて]、[ビュー]、[ワークブック]、[データソース]、[レンズ]などのコンテンツタイプで検索結果をフィルタ

リングできます。検索結果の上にある他のフィルターを使用すると、結果をさらに絞り込むこともできま

す。特定のコンテンツタイプに対する結果をさらに表示するには、[すべて表示 ]をクリックするか、コン

テンツタイプメニューから特定のコンテンツタイプを選択します。単一コンテンツタイプのビューでは、

[並べ替え]オプションも変更できます。デフォルトでは、検索結果は関連性によってソートされていま

す。これは、検索結果をさまざまな使用状況、品質、パーソナライゼーション属性によってランク付けし

たものです。一部のコンテンツタイプは、人気順で並べ替えることもできます。これは、検索結果をコン

テンツアイテムの表示頻度と新しさによって並べ替えたものです。データソース、テーブル、データベー

スとファイルの場合、人気順で並べ替えると、検索結果は接続されているワークブックの数によって並
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べ替えられます。

Tableau Catalogのユーザーには、Catalogへの取り込みが完了する前に、取り込まれていないデー

タベースやテーブルの検索結果が表示されることがあります。このような場合、クイック検索の結果か

らこのエントリをクリックすると、「結果の一部を表示しています...」という警告メッセージが表示されま

す。検索結果ページを確認すると、Catalogへの取り込みが完了するまで、このエントリはグレー表

示されます。

Tableauの検索を最大限に活用するためのヒントについては、次を参照してください。ブログ: Tableau検索の進化と、関連するコンテンツを見つけるためのベストプラクティス。

お気に入りとしてマークする

最も使用されるコンテンツをお気に入りとしてマークすると、検索しやすくなります。埋め込みデータ

ソースを除き、任意のタイプのコンテンツをお気に入りに追加できます。

コンテンツをお気に入りとしてマークする

コンテンツ名の近くにあるお気に入りの星をクリックします。

グリッドビューの場合 :
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リストビューの場合 :

または、ビューが開いているときにヘッダーの星をクリックします。

お気に入りからのアイテムの削除

お気に入りを登録するのに使用した星をクリックします。
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お気に入りの検索

お気に入りページにアクセスするには、ナビゲーションパネルで、[お気に入り]をクリックします。

[お気に入り]ページでコンテンツをフィルターし、特定のアイテムを検索することができます。フィルター

はお気に入りが多くなった場合に便利です。詳細については、「フィルター検索」を参照してください。

注 :ホームページには最近追加されたお気に入りも表示されます。

お気に入りを整理する

グリッドビューでカードをドラッグアンドドロップし、お気に入りの順序を並べ替えます。

作成したカスタムの並べ替え順序と、日付や名前などの他の順序とを切り替えるには、[並べ替え]
メニューを使用します。
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注 :キーボードを使用してお気に入りを整理する方法については、Tableau ビューのキーボード

でのアクセシビリティページ3174を参照してください。

ビューからお気に入りにアクセスする

ビューの表示中にお気に入りにアクセスするには、ヘッダーの右側にあるリストアイコンをクリックします。

検索ボックスにキーワードを入力して、特定のアイテムを検索します。

コレクション内のアイテムを整理する

コレクションを使用すると、関連するアイテムを1つのリストに集めて簡単にアクセスできるようになりま

す。あるアイテムをTableauサイト上で誰が所有し、どのプロジェクトに含まれているかを気にすること

なく、自分にとって意味のある方法でアイテムを整理できます。
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コレクションは、非公開にすることも、他の人と共有することもできます。コレクションに他のユーザーが

アクセスできるようにしても、コレクションの中にあるアイテムへのアクセス権には影響を与えないため、

データが公開されるリスクはありません。コレクションでは、アクセス権限のあるアイテムしか表示されま

せん。

コレクションを作成すると、次のような目的を達成できます。

l 役割に応じたデータを新しい従業員に提供します。

l プロジェクトで頻繁に使用するデータを1か所にまとめます。

l 保証されたデータや承認済みのダッシュボードを組織内で広めます。

コレクションを探す

ナビゲーションペインで [コレクション]をクリックすると、閲覧する権限のあるすべてのコンテンツが表示

されます。自分が所有しているコレクションは、[マイコレクション]タブに表示されます。コレクションは、

サイトの [探索 ]セクションや検索時に含まれませんが、該当する場合は [お気に入り]および [自分と

共有 ]に表示されます。

コレクションを開くと、閲覧する権限のあるアイテムが表示されます。コレクションに多数のアイテムがあ

る場合は、フィルターや並べ替えを行うと特定のアイテムを見つけることができます (コレクションでは使

用が制限されているフィルターと並べ替えのオプションもあります)。コレクションに表示されるアイテム

数は、各アイテムへのアクセス権に応じて、コレクションの詳細に表示されているアイテムの総数とは

異なる場合があります。

コレクションを作成する

コレクションにアイテムを追加するには、まずコレクションを作成します。コレクションは誰でも作成でき

ます。特定の役割や権限は必要ありません。

1. ナビゲーションペインで [コレクション]をクリックします。

2. [新しいコレクション]ボタンをクリックします。

デフォルトの名前でコレクションが作成されます。

3. 名前をデフォルトから変更するには、名前の上にマウスを移動し、ハイライト表示されたテキス

トをクリックします。新しい名前を入力し、[保存 ]をクリックします。

4. 説明を追加するには、説明のエリアにカーソルを合わせ、ハイライト表示されたテキストをクリッ
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クします。説明を入力し、[保存 ]をクリックします。

次に示す [コレクションに追加 ]ダイアログからコレクションを作成することもできます。

コレクションにアイテムを追加する

サイト上で表示できるアイテムは、コレクションに追加できます。ただし、外部アセット(データベース、

ファイル、テーブル)や別のコレクションは追加できません。コレクションにアイテムを追加するには、コレク

ションを所有している必要があります。集めたアイテムが別のプロジェクトに属している場合もあります

が、移動やコピーを行わずにコレクションに追加できます。

1. コレクションに追加したいアイテムに移動します。

2. [アクション] (..)メニューをクリックし、[コレクションに追加 ]をクリックします。
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複数のアイテムをコレクションに追加するには、アイテムのチェックボックスをオンにして、[アクショ

ン] > [コレクションに追加 ]をクリックします。

3. [コレクションに追加 ]ダイアログで、アイテムを追加するコレクションを選択します。複数のコレク

ションを選択できます。コレクション名を選択できない場合は、アイテムを収容するのに十分な

スペースがコレクションにありません。コレクションには、最大 1,000個のアイテムを含めることが

できます。
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(オプション)それらのアイテムを集めた新しいコレクションを作成する場合は、[新しいコレクション]
ボタンをクリックしてコレクションを作成 します。作成した新しいコレクションは、ダイアログ内で予

め選択されるようになります。

4. [追加 ]をクリックします。

コレクションからアイテムを削除する

所有するコレクションからアイテムを削除できます。

1. ナビゲーションペインで [コレクション]をクリックします。

2. [マイコレクション]タブをクリックします。

3. アイテムを削除するコレクションを開きます。

4. 1つのアイテムを削除するには、そのアイテムの [アクション] (..)メニューをクリックし、次に[このコ

レクションから削除 ]をクリックします。
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複数のアイテムを削除するには、それらのアイテムのチェックボックスをオンにし、[アクション] >
[このコレクションから削除 ]をクリックします。

誤ってアイテムを削除しても心配いりません。そのアイテムがある場所に単に戻って、追加し直すこと

ができます。

コレクションを削除したり、コレクションからアイテムを削除したりしても、実際のアイテムは削除されま

せん。コレクションと、コレクションに含まれるアイテムとの間のリンクは、ショートカットのようなものである
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ためです。これは、プロジェクトやプロジェクト内のアイテムを削除する場合とは異なります。それらの場

合は、実際のアイテムを操作しています。削除アクションはコレクション内からは使用できないため、コ

レクション内のアイテムの管理中に誤ってアイテムを削除するリスクはありません。

コレクションを整理する

所有するコレクションからアイテムを並べ替えることができます。グリッドビューでアイテムをドラッグアンド

ドロップして移動します。

作成したカスタムの並べ替え順序と、日付や名前などの他の順序とを切り替えるには、[並べ替え]メ
ニューを使用します。作成したカスタム順序は、コレクションを表示できる他のユーザーの既定の並べ

替え順序として表示されます。
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コレクションへのアクセス権限の管理

コレクションは、デフォルトで非公開に設定されています。他のユーザーにコレクションへのアクセスを許

可するには、コレクションのパーミッションを直接構成するか、コレクションを共有してからアクセスを許

可します。

ただし、コレクションへのアクセス権限は、コレクション内のアイテムに影響を与えません。アクセスする

権限がないアイテムがあると、ユーザーによってコレクション内に表示されるアイテム数が少なくなる場

合があります。アクセスが制限されたアイテムへの権限の付与については、コンテンツの所有者または

サイト管理者に問い合わせてください。

パーミッションの構成

コレクションの所有者は、コレクションのパーミッションを構成できます。コレクションで使用できる機能

は、表示のみです。ユーザーは、表示機能があるとコレクションを表示できますが、コレクションにアイ

テムを追加したり、コレクションからアイテムを削除したりすることはできません。コレクションの表示機

能があっても、コレクション内のパーミッションのないアイテムにはアクセスできません。Tableauにおける

パーミッションの使い方の詳細については、「パーミッション」を参照してください。

1. コレクションの [アクション] (...)メニューをクリックして、[パーミッション]をクリックします。

2. [パーミッションルール]で、[グループ/ユーザールールの追加 ]をクリックします。

3. ユーザー名またはグループ名を入力します。

4. [テンプレート]で、[表示 ]をクリックします。

5. [保存 ]をクリックします。

3218 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/server/ja-jp/permissions.htm


これで、追加したユーザーの [コレクション]ページにコレクションが表示されます。これらのユーザーには

権限の変更が通知されないため、コレクションをユーザーに知らせたい場合は、コレクションを共有して

ください。

共有によるアクセスの許可

コレクションの所有者がコレクションを共有すると、アクセスを許可するオプションが表示されます。

1. コレクションの [共有 ] ( )ボタンをクリックします。

2. 共有するユーザーの名前を入力します。

3. [共有 ]をクリックします。

4. 表示された [アクセス権限の付与 ]ダイアログで、[アクセス権限の付与 ]をクリックします。

共有しているユーザーが、パーミッションを構成済みであるか、サイトロールでアクセスを許可済みであ

るために、コレクションへのアクセス権限をすでに持っている場合があります。その場合は、アクセス権

限を付与するダイアログは表示されません。

Webコンテンツの管理

このトピックで説明するオプションを使用すると、アイテムの説明を編集したり、Tableauサイトのアイテ

ムの移動や名前の変更などのアクションを実行したりできます。利用可能なオプションは、ユーザーの

サイトロールとパーミッションに基づいて決まります。

注 :サイトでTableau Catalogが有効になっている場合は、パブリッシュされたデータソースページの

フィールドに説明を追加できます。外部アセット(データベースや表 )にアクセスすることもできます。外

部資産のオプションの一部は、Tableauコンテンツ(プロジェクト、ワークブック、ビュー、データソース、

データの役割、フロー)のオプションとは異なります。

2019.3以降、Tableau Catalogは、Tableau ServerとTableau Cloudに対するデータ管理 で使用

できます。詳細については、Tableau ServerまたはTableau Cloudヘルプの「Tableau Catalogについ

て」を参照してください。

アクセスのオプション

各アイテムのページの先頭には、アイテム名と所有者または連絡先が表示されます。ページによって

は、アイテムの説明やアイテムの最終変更日など、追加情報が表示される場合があります。
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アイテム名の隣にあるアイコンは、次の目的で使用できます。

l A -アイテムをお気に入りに追加します。

l B -アイテムの詳細を表示します。

l C -アイテムに対するアクションを実行します。

説明の追加または編集

説明を使用すると、組織内のすべてのユーザーが適切なアイテムを見つけやすくなります。アイテムを

所有している、または適切なパーミッションがあれば、アイテムの説明を編集することができます。

プロジェクト、ワークブック、データソースの説明

1. ナビゲーションペインで、[Explore (検索 )]を選択します。

2. 説明するプロジェクト、ワークブック、またはデータソースに移動します。

3. 詳細アイコン をクリックします。

4. [詳細 ]の右側で [編集 ]をクリックします。

5. [詳細 ]フィールドに説明を入力します。メッセージのテキストの書式を太字、下線、斜体に設

定したり、リンクや画像を含めたりすることもできます。テキストの書式設定のヒントを表示する

には、テキストボックスの下にある[書式設定のヒントを表示 ]をクリックします。

6. [保存 ]をクリックします。
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メトリクス、データの役割、「データに聞く」 (Ask Data)レンズ、コレクションについて説明す

る

1. ナビゲーションペインで、[Explore (検索 )]を選択します。

2. 説明するコンテンツに移動します。

3. メトリクスとデータの役割については、説明のヘッダーにカーソルを合わせ、表示される灰色の背

景の任意の場所をクリックします。(従来のメトリクス機能は、Tableau Serverバージョン

2024.2と2024年 2月のTableau Cloudで廃止されます。詳細については、「メトリクスの作

成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。)

レンズとコレクションの場合は、説明テキストにカーソルを合わせ、表示される灰色の背景の任

意の場所をクリックします。

Tableau Software 3221

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/metrics_create.htm
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/metrics_create.htm


4. 説明を入力し、[保存 ]をクリックします。

フローの説明

1. ナビゲーションペインで、[Explore (検索 )]を選択します。

2. ドロップダウンメニューから[すべてのフロー]を選択します。

3. [名前 ]列で説明するフローを選択します。

4. [概要 ]タブで [説明 ]の横にある編集アイコンをクリックします。

5. 説明を入力します。メッセージのテキストの書式を太字、下線、斜体に設定したり、リンクや

画像を含めたりすることもできます。テキストの書式設定のヒントを表示するには、テキスト

ボックスの下にある[書式設定のヒントを表示 ]をクリックします。

6. [保存 ]をクリックします。
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データソースとテーブルの説明 (Tableau Catalogが有効になっている場合に使用可能 )

1. ナビゲーションペインで、[外部アセット]をクリックします。

2. [Databases and Files (データベースおよびファイル)]または [表 ]を選択します。

3. [名前 ]列で説明する資産を選択します。

4. 資産名の右側にあるアクション(…)ドロップダウンメニューから[説明の編集 ]を選択します。

5. [説明の編集 ]ダイアログボックスの [詳細 ]フィールドに説明を入力します。メッセージのテキス

トの書式を太字、下線、斜体に設定したり、リンクや画像を含めたりすることもできます。テキ

ストの書式設定のヒントを表示するには、テキストボックスの下にある[Formatting Guide (書
式設定ガイド)]をクリックします。

6. [保存 ]をクリックします。

説明を追加すると、変更が表示されるまでに遅延が発生する場合があります。

テーブル列の説明 (Tableau Catalogが有効になっている場合に使用可能 )

1. ナビゲーションペインで、[外部アセット]をクリックします。

2. [Databases and Files (データベースおよびファイル)]または [表 ]を選択します。

3. リストから、説明する列を含む資産の名前を選択します。

4. 表ページの [列 ]より列の名前を選択します。

5. [Column Details (列の詳細 )]ダイアログボックスで [説明 ]の右側にある編集アイコンを選択

します。
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6. [説明 ]フィールドに説明を入力します。メッセージのテキストの書式を太字、下線、斜体に設

定したり、リンクや画像を含めたりすることもできます。テキストの書式設定のヒントを表示する

には、テキストボックスの下にある[Formatting Guide (書式設定ガイド)]をクリックします。

7. [保存 ]をクリックします。

説明を追加すると、変更が表示されるまでに遅延が発生する場合があります。説明が適用される

と、[テーブル]ページの [系列 ]タブの [説明 ]列に表示されます。

パブリッシュされたデータソースのフィールドの説明 (Tableau Catalogが有効になってい

る場合に使用可能 )

1. ナビゲーションペインで、[Explore (検索 )]を選択します。

2. ドロップダウンメニューから[すべてのデータソース]を選択します。

3. データソース名をクリックして、[データソース]ページを開きます。

4. [系列 ]タブ、説明するフィールドを選択します。

5. [Field Details (フィールドの詳細 )]ダイアログボックスで [説明 ]の右側にある編集アイコンを

選択します。

6. [説明 ]フィールドに説明を入力します。メッセージのテキストの書式を太字、下線、斜体に設

定したり、リンクや画像を含めたりすることもできます。テキストの書式設定のヒントを表示する

には、テキストボックスの下にある[Formatting Guide (書式設定ガイド)]をクリックします。

7. [保存 ]をクリックします。
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説明を追加すると、変更が表示されるまでに遅延が発生する場合があります。説明が適用される

と、[データソース]ページの [系列 ]タブの [説明 ]列に表示されます。ビジュアライゼーションを作成す

るときは、フィールド名にカーソルを合わせると、[データ]タブに説明が表示されます。

フィールドの説明の継承方法 (Tableau Catalogが有効になっている場合 )

ローカルの説明がないフィールドのアップストリームに説明が存在する場合、そのフィールドは最も近い

アップストリームの説明を継承します。説明の継承元に関する情報も表示されます。

Tableau ServerまたはTableau CloudでのWeb作成では、継承された説明は常に表示されます。

Tableau Desktopでは、継承された説明は、Tableau ServerまたはTableau Cloudに接続している

場合にのみ表示されます。

注 : Tableau DesktopまたはWeb作成で仮想接続を使用する場合、継承された説明は表示され

ません。
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Tableau ServerおよびTableau Cloudでは、継承された説明は系列ページおよびデータ詳細ペイン

にも表示されます。

継承された説明には、次の注意事項があります。継承された説明は、

l 計算フィールドには表示されません。

l データソースまたはワークブックに500を超えるフィールドがある場合はサポートされません。

l データソースまたはワークブックが大きすぎるため継承クエリがタイムアウトする場合は、サポー

トされません。

コンテンツへのアクセス

自分が所有しているコンテンツを見るには、ページの上部にあるプロファイルイメージまたはイニシャル

をクリックし、さらに[マイコンテンツ]をクリックします。
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コンテンツページには、ユーザー情報と所有するコンテンツが表示されます。このページから、アラート、

サブスクリプション、およびアカウント設定にアクセスすることもできます。詳細については、アカウント設

定の管理 ページ3253を参照してください。

所有しているビューで、[このビューを表示したユーザー]を選択して、特定のビューを閲覧したユーザー

を確認できます。
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アクションの実行

チェックボックスをクリックしてアイテムを選択してから、[アクション]ドロップダウンメニューをクリックして、

それらのアイテムで利用可能なコマンドにアクセスします。

選択されているアイテムに対してアクションを実行するパーミッションがない場合、そのアクションは無

効になります。複数のアイテムを選択し、選択したアイテムのいずれかにアクションを実行するパーミッ

ションがない場合、そのアイテムにアクションを実行しようとするとエラーが表示されます。
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注 :アイテムのタイプが異なると、使用できるアクションも異なります。ワークブックとデータソース

など、2つ以上のタイプを選択する場合、それらのタイプに共通するアクションのみが表示されま

す。

現在開いているアイテムのアクションメニューにアクセスするには、ページ上部の […]をクリックします。

このページ上の他のアイテムでチェックボックスを選択した場合にはこのアクションメニューは無効になり

ます。代わりに、上に表示されるアクションメニューを使用し、選択したアイテムを変更してください。

グリッドビューでは、アクションメニューにサムネイルの右下隅からアクセスします。
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リストビューでは、アイテム名の右側にあるアクションメニューにアクセスします。
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コンテンツの削除

コンテンツを削除するには、次のいずれかの基準を満たしている必要があります。

l Explorer (パブリッシュ可能 )またはCreatorのサイトロールを持ち、かつ、コンテンツの削除機

能を持っている

l コンテンツの所有者である

l アイテムがパーソナルスペースではなくプロジェクトにある場合 :コンテンツが配置されているプロ

ジェクト所有者またはプロジェクトリーダーである

パーミッションとサイトロールがどのように相互作用するかについての詳細は、「「有効なパーミッション」

を参照してください。
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ヒント:サイトからコンテンツを削除するときは注意を払ってください。削除は、ビューを除くすべてのコン

テンツタイプに対する永続的なアクションです。

コンテンツを削除するには:

1. ナビゲーションペインで、[Explore (検索 )]を選択します。

2. 削除するコンテンツに移動します。

3. [アクション] (…)ドロップダウンメニューから、[削除 ]を選択します。

コレクション、推奨事項、外部アセットなど、サイトの一部の領域では、アイテムへのリンクまたは参照

が提供されます。これらのリンクまたは参照は、アイテム自体には影響を与えません。元のアイテムを

削除してしまうことを心配することなく、コレクションからアイテムを削除したり、推奨事項を非表示に

したりできます。

コンテンツを削除した結果

コンテンツタイプ 結果

ワークブック、メトリクス、フ

ロー、およびデータの役割

コンテンツは完全に削除されます。このアクションは取り消すことはで

きません。

ビュー ビューはサイトから削除されますが、ワークブックを編集またはダウン

ロードする場合は、引き続きアクセスできます。この結果は、パブリッ

シュ時にビューが非表示にされていた場合と同じです。詳細について

は、シートの表示または非表示 ページ3049を参照してください。

プロジェクト プロジェクトとプロジェクト内のTableauコンテンツは完全に削除され

ます。

外部アセットは外部アセットの既定プロジェクトに移動されます。

コレクション コレクションは完全に削除されますが、コレクションに追加されたアイ

テムは削除されません。

コンテンツのリビジョンの操作

ワークブックまたはデータソースをパブリッシュするときに、バージョンがTableau ServerおよびTableau
Cloudのリビジョン履歴に保存されます。いつでも前のバージョンに戻すことができます。

リビジョン履歴に必要なパーミッション

リビジョン履歴にアクセスするには、CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )サイトロールに加

え、コンテンツタイプに応じ、次のパーミッションを付与されている必要があります。
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l プロジェクト:表示および保存

l プロジェクト内のワークブック:表示、保存、ワークブックのダウンロード/名前を付けて保存

l プロジェクト内のデータソース:表示、保存およびデータソースのダウンロード

プロジェクト内の仮想接続には、Creatorサイトロールと表示および上書きのパーミッションが必要で

す。詳細については、Tableau CloudまたはTableau Serverヘルプの「仮想接続を使用する」を参

照してください。(仮想接続には、データ管理が必要です。詳細については、「データ管理について」を

参照してください。)

コンテンツのパブリッシュ

Tableau Desktopで、[サーバー] > [ワークブックのパブリッシュ]または [サーバー] > [データソースのパ

ブリッシュ]をクリックします。ワークブックまたはデータソースを変更し、その後、同じプロジェクトに同じ

名前で再度パブリッシュします。(既存のコンテンツを上書きすることを確認する必要があります)。

Tableau ServerおよびTableau CloudのWeb作成インターフェイスでワークブックを編集および保存

することで、ワークブックのリビジョンを保存することもできます。
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リビジョン履歴の表示

l ワークブックまたはデータソースのアクションメニュー (...)をクリックし、[リビジョン履歴 ]をクリック

します。

次の画像は、ワークブックのリビジョン履歴を示しています。
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リビジョンの管理

ワークブックのリビジョンのプレビュー

l リビジョンのアクションメニュー (. ..)より、[プレビュー]をクリックします。

プレビューを利用可能な場合は、ブラウザーの新しいタブで開きます。OAuthデータ接続など、

サーバーでプレビューできないワークブックの場合は、リビジョンをダウンロードしてからTableau
Desktopで開くことができます。

ワークブックまたはデータソースのリビジョンのダウンロード

1. リビジョンのアクションメニュー (. ..)より、[ダウンロード]をクリックします。

2. Tableau Desktopでダウンロードファイルを開きます。
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ワークブックのリビジョンの復元

l リビジョン履歴でリビジョンを選択してから、[復元 ] をクリックします。

復元されたバージョンは現在のバージョンとなります。

注 :リビジョンをサーバーで直接復元できない場合、そのリビジョンをダウンロードし、

Tableau Desktopで開いてから再度パブリッシュします。

データベースのクレデンシャルが必要なワークブックの復元

ワークブックでユーザー名とパスワードの入力を要求されるライブデータ接続を使用する場合、接続

に認証資格情報を埋め込むオプションがあります。ワークブックが複数接続のデータソースを使用し

ている場合、各接続に対して認証資格情報を提供する必要が生じる場合があります。

ワークブックでスケジュールされた更新と埋め込みクレデンシャルによるデータ抽出を使用する場合、

データ接続を編集して認証資格情報を指定する必要があります。

データソースのリビジョンの復元

さまざまな理由 (抽出では一般的に更新がスケジュールされているなど)から、データソースの過去の

リビジョンにはパブリッシュ時と同じ抽出が含まれていません。抽出を復元するために、データソースの

過去のリビジョンをダウンロードし(.tdsx形式 )、それをTableau Desktopで開いてから抽出を再パブ

リッシュできます。

詳細については、潜在的なリビジョン履歴の問題 ページ3238のデータの変更と削除 ページ3238を
参照してください。
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1. Tableau ServerまたはTableau CloudのWeb編集環境にサインインし、データソースに移動

してからリビジョン履歴を開きます。

2. リビジョンのアクションメニュー (. ..)より、[ダウンロード]をクリックします。

3. ダウンロードしたファイルをTableau Desktopで開き、Tableau ServerまたはTableau Cloudサ

イトの同じ場所に同じ名前で再パブリッシュします (既存のバージョンが上書きされていることを

確認します)。

アップロードされたバージョンは、最新バージョンになります。

ワークブックまたはデータソースのリビジョンを履歴から削除する

1. リビジョンのアクションメニュー (. ..)より、[削除 ]をクリックします。

リビジョン履歴は更新をリストし、リビジョンが削除されたことを示します。
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潜在的なリビジョン履歴の問題

同じ名前のコンテンツの上書き

別の作成者が同じ名前でワークブックまたはデータソースをパブリッシュした場合、最後に行った作成

者がそのコンテンツの所有者となり、リビジョン履歴全体を見ることができます。

データの変更と削除

l ワークブックおよびデータソースは、最新の構成のデータ抽出またはデータ接続でダウンロード

されます。リビジョンの間でデータモデルまたはデータ接続が変更された場合、ダウンロードした

ワークブックまたはデータソースを更新する必要が生じる場合もあります。

l .xlsファイルや .csvファイルを使用するワークブックおよびデータソースのリビジョンは、そのデー

タの抽出と共に保存されます。

l リビジョンは、直接接続を使用する.hyperファイルに対して保存されます。リビジョンは、抽出

用には保存されません。

l サイトからワークブックまたはデータソースを削除すると、すべてのリビジョンも削除されます。

リビジョン履歴のオン/オフ

サーバー管理者は、Tableau Serverで特定のサイトのリビジョン履歴を無効にできます。

リビジョン履歴をオンにしてからオフにすると、保存済みのリビジョンは保持され、新しいバージョンに

よって最新のバージョンが上書きされます。リビジョン履歴を再びオンにすると、バージョン番号は最終

保存バージョンから開始します。
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Tableau Server管理者は、リビジョン履歴の設定の詳細について、「ユーザーに対してリビジョン履歴

の保存を有効にする」を参照してください。

データの更新または自動更新の一時停止

Tableau ServerおよびTableau Cloudでは、データを最新に保ち、パフォーマンスを改善できるよう、

ビューでデータソースを操作する方法を制御できます。

データの更新

データソースが変更された場合 (新しいフィールド、フィールド名、データ値など)、次回ページを読み

込んだときに、これらの変更がビューに反映されます。ビューを操作しながらデータを手動で更新する

には (各アクションの間に更新せずに一度に複数のアクションを実行するなど)、ツールバーの更新アイ

コンをクリックします。

Tableau ServerおよびTableau Cloudでは、データを更新するときにすべてのキャッシュをクリアして、

データソースから最新の情報を取得します。複雑なビューや大規模なデータソースで作業している場

合は、データの更新に長時間かかることがあります。

自動更新の一時停止

ビューを操作する際、サーバーがビューを更新できるようデータソースにクエリを送信する必要がある場

合があります。ビューをより素早く操作できるように一時的に更新を停止するには、ツールバーの [一
時停止 ]アイコンをクリックします。

もう一度 [再開 ]アイコンをクリックして、必要に応じてデータソースを自動的にクエリします。

長時間実行しているアクションの停止

インタラクションの読み込みに時間がかかる場合、ダイアログが表示され、アクションを停止することが

できます。停止すると、Vizは一時停止状態になります。自動更新を一時停止した場合と同様で

す。
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アクションを停止した後、次のことを選択できます。

l アクションをキャンセルして、前の状態に戻る。これを行うには、ツールバーの [元に戻す] ボタン

を使用します。

l アクションを終了させる。これを行うには、ツールバーの [自動更新の再開 ]ボタンを使用しま

す。

l Vizを更新せずに作業を続ける。動作は、自動更新の一時停止と同じです。Vizを更新す

る準備ができたら、ツールバーの [自動更新を再開 ]ボタンを使用します。

自動更新を再開する場合、アクションが完了するまでに時間がかかる場合があることに注意してくだ

さい。

カスタムビューの使用

カスタムビューは、フィルターの選択や並べ替えなど、公開済みVizに対する特定の操作状態への

ショートカットです。カスタムビューは、参照元のコンテンツには影響を与えません。Vizを見るたびに

同じフィルターを設定したり、同じデータに注目して閲覧したりするのであれば、カスタムビューは良い

選択肢になります。

カスタムビューは、Web編集とは異なり、参照元の公開済みコンテンツ自体に変更を加えません。

「WebでのTableauビューの編集」を参照してください。

カスタムビューがフィルター設定専用である場合は、共有 URLにフィルターパラメーターを埋め込むこ

とを検討してください。「データスクール」の「URLを編集して公開済みダッシュボードをフィルタリングす

る」を参照してください。

カスタムビューに関する注意事項

l カスタムビューは、元のコンテンツを変更しません。

l 元のコンテンツを削除すると、そのカスタムビューも削除されます。

l 元のコンテンツが更新または再パブリッシュされると、カスタムビューも更新されます。

ヒント:元のコンテンツに変更を加えると、カスタムビューが壊れる可能性があります。カスタム

ビューを使用したコンテンツの変更に関するベストプラクティスについては、「カスタムビューを使

用したコンテンツの維持」を参照してください。

l ユーザーがサイトから削除されると、ユーザーが所有していた共有カスタムビューも失われま

す。

l カスタムビューに基づくサブスクリプションは、元のコンテンツに基づくサブスクリプションよりも脆

弱になる可能性があります。
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注 : 2022.3リリースから、TableauはカスタムビューURLのユーザー名をIDに置き換えました。

ブックマークされたURLは引き続き機能しますが、新しいURLスキーマにリダイレクトされます。

今回の変更は、企業やユーザーのデータ保護をより強化するためのものです。

カスタムビューの作成

まず、個別のビューに移動します。マークの選択、データのフィルタリング、並べ替えの変更など、カスタ

ムビューで取り込みたい変更を加えます。

1. ツールバーで、[表示 ]アイコンを選択します。ツールバーに空きがある場合は、閲覧しているカ

スタムビューの名前が表示されます。
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2. [カスタムビュー]ダイアログで、カスタムビューの名前を入力します。

3. (オプション) [デフォルトにする]を選択します。

4. (オプション) [他の人に見えるようにする]を選択します。これにより、元のコンテンツを表示でき

るすべてのユーザーがカスタムビューを利用できるようになります。しかし、以下のように、このオ

プションが使えない場合もあります。

l ユーザーのサイトロールがViewerである。

l サイトの [ユーザーの表示状態 ]が [Limited (制限 )]に設定されている。

l パーミッションの機能 [カスタマイズの共有 ]がワークブックで拒否されました。

5. [保存 ]をクリックします。
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カスタムビューを変更するような方法でビューを操作すると、アイコンにアスタリスクが表示され、ビュー

が変更されたことがわかります。それらの調整を保持したい場合は、新しいカスタムビューを保存する

と調整を反映できます。

カスタムビューの検索

ビューから

Vizを表示しているときに、ツールバーの [表示 ]アイコンを選択すると、別のカスタムビューに変更でき

ます。

自分が作成したすべてのカスタムビューと、他のユーザーが作成したカスタムビューのうち表示できるも

のが、リストに表示されます。
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ワークブックから

ワークブックレベルでコンテンツを表示している場合は、[カスタムビュー]タブを使用すると、そのワーク

ブックで使用可能なすべてのカスタムビューを表示できます。
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デフォルトのカスタムビューの設定

検索したり作成したりしたカスタムビューは、Vizを開いたときに表示されるデフォルトのビューに設定で

きます。

1. ツールバーの [表示 ]アイコンを選択します。

2. [デフォルトにする]オプションをオンにします。

3. 保存します。

次回そのVizを開くと、そのカスタムビューが表示されます。

カスタムビューの共有

デフォルトでは、カスタムビューはプライベートであり、カスタムビューを作成したユーザーにのみ表示さ

れます。

注 : Viewerのサイトロールを持つユーザーは、カスタムビューを他のユーザーに表示させること

はできません。ただし、URLをコピーして共有することで、カスタムビューを共有できます。

Explorer以上のサイトロールを持つユーザーは、カスタムビューを他のユーザーに表示するように設定

できます。この設定により、元のコンテンツにアクセスできるすべてのユーザーがそのカスタムビューを表

示できるようになります。

Tableau Software 3245

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



既存のプライベートカスタムビューを他のユーザーに表示されるように変更するには (または表示され

ているビューをプライベートにするには)、次の操作を行います。

1. ツールバーの [表示 ]アイコンを選択します。

2. [ビューの管理 ]を選択します。

3. 目のアイコンを希望する状態に切り替えます。

4. ダイアログを閉じて保存します。

スラッシュのある目 は、ビューがプライベートであることを示します。目のアイコン は、ビューが

他のユーザーに表示できることを示します。

カスタムビューの削除

カスタムビューを削除するには、次の操作を行います。

1. ツールバーの [表示 ]アイコンを選択します。

2. [ビューの管理 ]を選択します。
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3. ゴミ箱アイコンを選択します。

4. ビューを削除することを確認します。

削除時の注意

他のユーザーに表示されるカスタムビューの所有者である場合は、カスタムビューを削除すると、すべ

てのユーザーに対して削除されることに注意が必要です。

カスタムビューを削除すると、そのカスタムビューを基にしたサブスクリプションも削除されます。

カスタムビューの管理

管理者は、カスタムビューのオーナーシップを変更したり、他のユーザーが作成したカスタムビューを削

除したりできます。

カスタムビューは、コンテンツまたは特定のユーザーに対して管理できます。

1. ワークブックまたはユーザーの [カスタムビュー]タブに移動します。

2. アクションメニューを使用して、所有者を変更するか、カスタムビューを削除します。

ヒント:ユーザーに属するカスタムビューをサイトから削除する前に、カスタムビューの所有権を変更す

ることをお勧めします。ユーザーを削除すると、他のユーザーが使用しているパブリックビューを含むカス

タムビューも削除されます。
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カスタムビューを含むコンテンツの安全な変更

カスタムビューを含むビュー (またはビューの基となっているデータソース)を変更する必要がある場

合、変更の内容によってはカスタムビューが壊れる可能性があることに注意が必要です。詳細につ

いては、「カスタムビューを含むコンテンツの維持」を参照してください。

カスタムビューを含むコンテンツの管理

コンテンツ作成者にとって、ワークブックやデータソースに加えた更新がエンドユーザーにどのような影

響を与えるかを理解することは重要です。カスタムビューは、Vizの使い方をパーソナライズするため

によく利用されますが、ソースコンテンツが変更されると壊れる可能性があります。可能であれば、カ

スタムビューに影響を与えることがわかっている変更は避けてください。変更が必要な場合は、このト

ピックで後述する手順に従ってください。

一般に、カスタムビューを使用することが知られているコンテンツを扱う場合、いくつかのベストプラク

ティスがあります。

l 安定したコンテンツに対してのみカスタムビューを作成するよう、エンドユーザーにアドバイスし

ます。

l プロジェクトまたは命名体系を使用して、変更するワークブックを特定し、それらのワー

クブックに対してはカスタムビューを作成しないようにユーザーに推奨します。

l ステージング環境または開発環境で変更をテストします。利用されると思われるフィルター、

ユーザーアクション、パラメーター設定、その他のカスタマイズを使用した、見本のカスタムビュー

をテストします。

l カスタムビューを壊す可能性のある変更をパブリッシュする場合は、事前にユーザーに通知し

ます (ワークブックに適用されたすべてのカスタムビューの一覧を取得するには、Tableauの

REST APIでカスタムビューメソッドを使用します)。

カスタムビューに影響を与えることがわかっている変更

どのような変更でも、テストしてカスタムビューへの影響を確認することが最善ですが、カスタムビュー

に影響を与えることがわかっている更新もあります。

次の一覧はすべてを網羅したものではなく、あくまで参考のためのものです。

ワークブックの変更

l 名前の変更。ワークブック(またはカスタムビューが関連付けられているシート)の名前を変更

すると、カスタムビューが壊れます。

l パラメーター。パラメーターを追加または削除すると、カスタムビューが壊れたり、期待どおりに

更新されなかったりする可能性があります。

3248 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/customview_update.htm
https://help.tableau.com/current/api/rest_api/ja-jp/REST/rest_api_ref_workbooks_and_views.htm#list_custom_views
https://help.tableau.com/current/api/rest_api/ja-jp/REST/rest_api_ref_workbooks_and_views.htm#list_custom_views


l 元のコンテンツにパラメーターを追加すると、カスタムビューが壊れる可能性があります。

l パラメーターコントロールを削除すると、その入力を使用した計算フィールドは最後の値

を保持し、調整できなくなります。

l フィルター。フィルターを削除すると、フィルターコントロールは削除されますが、データはフィルタリ

ングされた状態のままになります。

l 一般に、元のコンテンツでフィルターが削除されても、そのフィルターを使用したカスタム

ビューは引き続き機能します。ただし、フィルターコントロールが存在しないため、データ

はフィルタリングされたままになります。つまり、ユーザーはカスタムビューからフィルターの

選択を変更できなくなります。

l フィルターコントロールをスライダーから相対日付に変更しても、期待どおりに相対日付

を正確に反映するようにフィルターが調整されません。

l カスタムビューを使用してフィルター選択を制御する場合は、代わりに共有 URLにフィ

ルターパラメーターを埋め込むことを検討してください。

l シートの非表示。シートを非表示に設定すると、後で非表示を解除しても、そのシートのカス

タムビューが壊れます。

l 再パブリッシュ。ワークブックを削除して再パブリッシュすると、そのカスタムビューが壊れます。

データソースの変更

l データソースの変更。データソースの置換機能を使用してデータソースを置き換えたり、埋め

込みデータソースを同じデータソースのパブリッシュされたコピーで置き換えたりすると、カスタム

ビューが壊れます。

l データ型。カスタムビューに関連するフィールドのデータ型を変更すると、カスタムビューが壊れ

ます。

l フィールドの削除。カスタムビューの基となるフィールド、計算、グループ、またはセットを削除す

ると、カスタムビューが壊れます。

コンテンツの安全な更新

以下は、既存のカスタムビューが壊れるリスクを最小限に抑えるためのベストプラクティスです。

l ワークブックの編集とデータソースの変更は別々に行います。

l データソースが置き換えられたワークブックは再パブリッシュしません。

l ワークブックまたはデータソースのローカルバージョンを編集し、同じ名前で再パブリッシュしま

す。

ワークブックの変更

以下の手順では、ワークブックには、別途パブリッシュされたデータソースへのライブ接続があり、既存

のカスタムビューがあることを前提としています。
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Web編集を使用したワークブックの変更

ワークブックを変更するには、Web編集が推奨される方法です。Tableau Desktopは必要な場合に

のみ使用してください。

1. カスタムビューを壊すことがわかっている前述の項目を避けて、ブラウザーでワークブックを編集

します。

l データに変更を加える必要があるとしても、今は変更しないでください。データソースの

変更に関するセクションを参照してください。

2. ワークブックを同じ名前で同じ場所にパブリッシュし、既存のバージョンを上書き保存します。

Tableau Desktopを使用したワークブックの変更

ワークブックの変更は、可能な限り、ブラウザーで行います。Tableau Desktopは必要な場合にのみ

使用してください。

1. ワークブックのローカルバージョンを開きます (必要に応じて、最初にワークブックをダウンロード

します)。
2. カスタムビューを壊すことがわかっている前述の項目を避けて、ワークブックを編集します。

l データに変更を加える必要があるとしても、今は変更しないでください。データソースの

変更に関するセクションを参照してください。

3. ワークブックを同じ名前で同じ場所にパブリッシュし、既存のバージョンを置き換えます。

l 「ワークブックを更新し、パブリッシュされたデータソースを使用する」オプションをオンにし

ないでください。

データソースの変更

1. ワークブックをダウンロードして、データソースのローカルコピーを作成し、Tableau Desktopで

データソースのローカルバージョンを開きます。

a. ワークブックをダウンロードし、Tableau Desktopで開きます。

b. データソースを右クリックし、[ローカルコピーを作成 ]を選択します。

c. 新しいデータソースを右クリックし、[データソースの置換 ...]を選択します。

d. パブリッシュされたデータソースへの既存の接続を、新しく作成したローカルコピーと入

れ替えます。

注 :ワークブックでローカルバージョンを使用することは、データソースの変更をワークブッ

クで直接確認できるため、推奨される方法です。あるいは、データソースをダウンロード

するか、ローカルに保存されたコピーを使用することもできます。

2. カスタムビューを壊すことがわかっている前述の項目を避けて、データソースを編集します。
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3. 、データソースをパブリッシュします。

a. 同じ名前を使用して、既存のデータソースを上書き保存します。

b. 「ワークブックを更新し、パブリッシュされたデータソースを使用する」オプションをオンにし

ないでください。

c. 変更されたデータソースを含むワークブックをパブリッシュしないでください。ワークブックの

内容を変更する必要がある場合は、ワークブックの変更に関するセクションを参照してく

ださい。

壊れたカスタムビューの調査

注 :このセクションでは、XMLおよび基本的なコマンドライン操作に精通していることを前提とし

ています。

.twbワークブックファイルには、ワークブックのXMLにワークブックの要素の識別タグが含まれています。

カスタムビューが作成されると、インタラクティブな要素 (フィルターまたは設定値、パラメーター、選択し

たマークなど)とその値のスナップショットが作成されます。カスタムビューにアクセスすると、Tableauは

カスタムビューに保存されている属性値を関連する要素 IDに適用します。要素 IDが変更された場

合や、属性値を読み込めなかった場合、カスタムビューは壊れます。

変更前と変更後の .twbを比較することで、カスタムビューを壊した変更を特定できる場合がありま

す。

1. カスタムビューが機能しているときは、ワークブックの .twbが必要です (変更を加える前にコンテ

ンツのコピーを保存してください)。
2. ワークブックの別のコピーで、カスタムビューを壊した可能性のある変更を加え、別の .twbとし

て保存します。

3. コマンドラインで、次のコマンドを実行します (ステップ1のファイルをfile1.twbに、ステップ2の

ファイルをfile2.twbに置き換えます)。

vdmdiff file1.twb file2.twb

4. その結果、ファイル間の変更が強調表示されます。

一部の IDまたは属性値 ([括弧 ]内 )は、変更するとカスタムビューが壊れることがわかっています。

<datasources>

<datasource name='[ID]'>

<worksheets>

<worksheet name='[ID]'>
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<table>

<view>

<datasource-dependencies datasource='[ID]'>

<column datatype='[Value]' name='[Value]'>

<dashboards>

<dashboard name='[ID]'>

お使いのTableauサイトのお勧めビューを見つける

[推奨 ]では、お使いのTableauサイトで関連あるコンテンツを簡単に見つけることができます。ビュー

の推奨は、[ホーム]ページと[推奨 ]ページの両方に表示され、左側のナビゲーションペインからアクセ

スできます。

これらのビューが推奨されるのはなぜですか。

コンテンツの推奨に使用されるモデルは、ユーザーの表示習慣やサイト上のコンテンツの人気傾向に

注目します。[自分用 ]の推奨は、ユーザーが見たコンテンツに基づいてパーソナライズされています。

[傾向 ]の推奨は、過去 1週間にサイト全体で人気があったものです。

ヒント:推奨が役に立たない場合は、アクションメニュー (...)、[非表示 ]を選択し、非表示にすること

ができます。
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だれの名前が表示されますか。

[自分用 ]の推奨には、そのコンテンツを見た他のユーザーの名前が表示される場合があります。これ

は自分と似た表示習慣のあるサイト上のユーザーです。その名前は、関心が似ている同僚がビューを

表示したのでビューを調べる必要があるかもしれないという追加の判断材料となります。

推奨での名前の可視性は、サイト全体の設定により制御されます。[自分用 ]の推奨で名前が表示

されない場合は、お使いのサイトで設定がオフになっている場合があります。

推奨として表示されるビューはどれですか。

特定のビューに関する推奨は、それらのビューを表示する適切なパーミッションがある場合にのみ表示

されます。あるビューがサイト上の他のユーザーに推奨されないように除外することはできません。ただ

し、自分やサイト管理者は、ワークブックやビューへのアクセス権を持っている必要があるユーザーだけ

が表示できるようにパーミッションを設定することができます。これにより、そのビューが間違ったユーザー

の推奨に表示されることはなくなります。

アカウント設定の管理

Tableau ServerおよびTableau Cloudでは、[アカウント設定 ]ページで認証資格情報、メール設

定、ユーザーインターフェイスのオプションを一元的に管理できます。

[アカウント設定 ]ページへの移動

ページの一番上でプロファイル画像またはイニシャルをクリックしてから、[アカウント設定 ]を選択しま

す。

プロファイル画像を変更するには、アカウント設定ページで現在の画像またはイニシャルをクリックしま

す。
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認証資格情報とパスワードの管理

データへのライブ接続があり、サインインが必要なワークブックやデータソースにアクセスする場合、

Tableauではパスワードが保存されます。同意すると、データ型に応じて、認証資格情報をcookie
またはアクセストークンに保存します。データを使用しなくなった場合や、保存された認証資格情報

の最大数を超え、新しい認証資格情報のためのスペースが必要になった場合は、これらの認証資

格情報を削除できます。

[保存済み認証資格情報 ]で、次のいずれかを実行します。

l 個別のアクセストークンの横にある[削除 ]リンクを選択します。

l [保存済み認証資格情報をすべてクリア]を選択します。

すべての認証資格情報をクリアすると、ユーザーアカウントから次の項目が削除されます。

l パブリッシュされたデータソースやそれらに接続するワークブックへのアクセスに使用しているパス

ワード。

l OAuthデータ接続 (GoogleやSalesforce.comデータなど)のアクセストークン。

注意 :アクセストークンの削除は「鍵の変更」のように効果的です。トークンがパブリッ

シュされたワークブックやデータソースで保存されている場合、トークンを削除すると、こ

れらのワークブックやデータソースからのデータへのアクセスも削除されます。抽出接続

にトークンが埋め込まれ、抽出がスケジュールで更新される場合、新しい認証資格情

報やアクセストークンを接続に埋め込むまで、更新を完了できません。

多要素認証の検証方法の管理

多要素認証を使用したTableauを有効にして検証方法を登録すると、Tableau Cloudにサインイ

ンするたびにTableauID認証資格情報と検証方法を使用します。

検証方法を追加または削除するには、[Manage My Verification Methods (検証方法の管理 )]
リンクをクリックして次の操作を行います。
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l バックアップ用に検証方法を追加する

l 既存の検証方法が不要になった場合は削除してください

詳細については、Tableau Cloudヘルプの「検証方法の管理」を参照してください。

個人用アクセストークンの作成と管理

Tableau REST APIを使用して自動タスクを認証するには、個人用アクセストークン(PAT)を作成し

ます。認証が必要な自動タスクごとにPATを作成することをお勧めします。このようにPATを作成す

ると、タスクを削除する必要がある場合でも、多数の自動タスクの管理が簡素化されます。タスクを

今すぐ削除するには、タスクに関連付けられているPATを取り消します。

注 : Tableau認証で多要素認証 (MFA)が有効になっている場合は、PATが必要です。Tableau
CloudへのTableau REST APIサインイン要求を行うには、ユーザー名とパスワードの代わりにPATを

使用する必要があります。詳細については、Tableau Cloudヘルプの「TableauでMFAを使用」を参

照してください。

個人用アクセストークンの作成

この手順では、シークレットをファイルにコピーする必要があります。シークレットは、自動スクリプトに含

める文字列で、Tableau CloudまたはTableau Serverへの認証に使用されます。シークレットは、パ

スワードと同じように取り扱って保護し、他のユーザーとは共有しないでください。

1. [個人用アクセストークン]の下の [トークン名 ]フィールドにトークンのわかりやすい名前を入力

し、[Create Token (トークンの作成 )]をクリックします。

2. [個人用アクセストークン]ダイアログボックスで、[Copy Secret (シークレットのコピー)]ボタンを

クリックします。
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3. シークレットをファイルに貼り付け、そのファイルを安全な場所に保管します。

4. 完了したら、[閉じる]ボタンをクリックします。

注 : Tableau Serverを使用している場合、最大 10個のPATを持つことができます。

個人用アクセストークンの有効期限の確認

Tableau CloudでのPATの有効期限は、PATのサイト設定によって異なります。Tableau Server
で作成されたPATの既定の有効期限は1年です。

1. [個人用アクセストークン]の下でPAT名を特定します。

2. PAT名の横にある有効期限を確認します。

注 : PATの有効期限が切れると、[マイアカウント設定 ]ページからPATが削除されます。

個人用アクセストークンの失効

1. [個人用アクセストークン]で、失効させるトークンの名前を特定します。

2. トークン名の横にある[トークンの失効 ] (Tableau Cloudの場合 )または [失効 ] (Tableau
Serverの場合 )ボタンをクリックします。

3. [削除 ]ダイアログボックスで、[削除 ]ボタンをクリックしてPATを取り消します。

接続されているクライアントの削除

Tableau Desktop、Tableau Prep Builder、Tableau MobileなどのTableau接続済みクライアントか

らTableau ServerまたはTableau Cloudに初めてサインインすると、セキュアな更新トークンが作成
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され、アカウントに保存されます。この更新トークンを使用すると、毎回サインインすることなく、接続さ

れたクライアントからサイトにアクセスできるようになります。

クライアントを使用しなくなった場合や、新しいクライアントを追加したときに接続済みクライアントの最

大数を既に使用しているというエラーが表示された場合、接続済みクライアント(更新トークン)を削

除できます。接続されているクライアントをアカウントから削除した後、次回そのクライアントから

Tableau ServerやTableau Cloudにアクセスするときに認証資格情報を入力する必要があります。

l [接続されたクライアント]セクションで、削除するクライアントの横にある[削除 ]をクリックしま

す。

通知設定の変更

通知は、自分が所有しているコンテンツ、共有しているコンテンツ、メンションされているコンテンツで何

かが発生した場合に、それを知らせるメッセージです。

[通知 ]セクションで、受信する通知タイプを選択できます。通知は、メールまたはTableauサイトで受

信するか、または管理者がサイトをSlackに接続している場合はSlackワークスペースで受信すること

ができます。受信する通知のタイプには、データアラート、コメントのメンション、共有などがあり、サイト

とサーバーの設定によって異なります。

[On Tableau]を有効にすると、ブラウザーの右上隅にあるベルアイコンをクリックして通知を表示で

き、設定を更新するには、歯車アイコンをクリックします。
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注 : 2020.4以前から2021.1以降にアップグレードする場合は、通知設定をもう一度作成し

てください。古い通知設定は、通知設定に自動的に移動されません。

サブスクリプション設定の変更

1. [Subscription time zone (サブスクリプションのタイムゾーン)]から、作成するスケジュールの

タイムゾーンを選択します。

2. サブスクリプションを変更するには、ページ最上部の [サブスクリプション]をクリックしてからワーク

ブックまたはビューを選択します。

3. [アクション]ドロップダウンメニューから、[スケジュールの変更 ]、[件名の変更 ]、[空のビューの

モードを変更 ]または [サブスクライブの中止 ]を選択します。

(空ビューオプションは、ビュー内にデータが存在する場合にのみサブスクリプションメールを送

信します。高優先順位アラートに適した選択です。)

データアラートの有効化と無効化

繰り返し失敗した場合にサイトでアラートを送信するメールを有効または無効にするかを選択しま

す。

データ管理機能のメッセージの有効化と無効化

(Tableau Cloudのみ)データ管理 機能メッセージの表示 /非表示を選択します。データ管理 ライセ

ンスを購入していない場合は、利用可能な機能に関する情報は、Tableau Cloudにサインインして

いるときに表示されます。

スタートページの変更

サインインするときに表示されるスタートページを変更するには、該当のページに移動し、ページの右

上にあるユーザー名をクリックして、[このページをスタートページに設定 ]をクリックします。スタート

ページの更新は、次回ページが完全に読み込まれたときか、いったんサインアウトしてからサインイン

しなおしたときに反映されます。
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既定のスタートページに戻すには、ユーザー名をクリックして、[マイアカウントの設定 ]をクリックしま

す。スタートページセクションで、[既定の設定にリセット]をクリックします。(現在のスタートページの

URLもこちらに表示されています。ページに移動するには、リンクをクリックします。)

言語とロケールの変更

[言語 ]設定で、ユーザーインターフェイスのオプションで表示される言語を決定できます。[ロケール]
は数値の書式や使用する通貨など、ビューに影響を与えます。

[言語 ]および [ロケール]を変更し、[変更の保存 ]をクリックします。言語やロケールの設定はただちに

反映されます。

Tableau Serverを使用中で現在サポートされていない言語を選択する場合は、管理者に連絡して

ください。
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Tableau Server用の表示名、パスワードまたは電子メールアドレスの変更

表示名の変更

Active Directoryではなく、内部ユーザー管理システム (ローカル認証 )を使用するようにサーバーが

構成されている場合は、表示名を変更できます。表示名のテキストを選択して新しい表示名を入

力し、[変更の保存 ]をクリックします。

パスワードの変更

Active Directoryではなく、内部ユーザー管理システム (ローカル認証 )を使用するようにサーバーが

構成されている場合は、[パスワードの変更 ]をクリックしてパスワードを変更できます。[パスワードの

保存 ]をクリックして変更を保存します。

電子メールアドレスの変更

ビューをサブスクライブするかデータ主導アラートを受信すると、[アカウント設定 ]ページに関連する電

子メールアカウントが表示されます。[メール]テキストボックスに新しい電子メールアドレスを入力し、

[変更を保存 ]をクリックします。

注 :サイト固有のSAMLを使用している場合は、管理者のみがユーザーのメールアドレスを

変更できます。メールアドレスを変更するオプションを利用できない場合は、管理者に連絡し

て変更を依頼してください。
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Tableau Cloud用の表示名またはパスワードの変更

サイトでシングルサインオンが設定されていない場合、Tableau Cloud表示名とパスワードは

TableauIDアカウントに基づきます。TableauIDを使用すると、Tableau Cloud、Tableau Webサイ

ト、カスタマーポータル、およびその他のリソースにアクセスできます。

パスワードをお忘れの場合

パスワードをリセットするには、https://online.tableau.comにアクセスし、[パスワードのリセット]をク

リックして、Tableau Cloudのサインインに使用しているメールアドレスを入力します。受信したメールの

手順に従います。

Tableau Cloudにサインインしている場合

1. [アカウント設定 ] ページを開き、[パスワードの変更 ] をクリックします。

これにより、Tableau Webサイトにリダイレクトされます。

2. 入力が要求されたら、Tableau Cloud認証資格情報を使用してサインインし、上部にある[パ
スワードの変更 ]リンクを選択します。

l 表示されたフィールドに現在のパスワードと新しいパスワードを入力し、新しいパスワード

を確認してから[パスワードの変更 ]をクリックします。

Tableau Software 3261

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



l 表示名を変更するには、[アカウントの管理 ]をクリックします。

[ユーザープロフィール]ページで姓名を変更し、無効になっている可能性のあるその他

の情報を更新してから[更新 ]をクリックします。

注 :表示名やパスワードを変更する場合、TableauIDのアカウントプロフィールに移動するた

めにTableau Cloudの外部に転送されます。また、Tableau Webサイトに移動し、[サインイ

ン]をクリックしてTableauIDプロファイルにアクセスすることもできます。
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データ接続のために保存された認証資格情報の管理

保存された認証資格情報は、認証資格情報の入力を要求されずにデータソースに接続できるよう

にします。接続のために保存された認証資格情報にはOAuthアクセストークン、またはユーザー名と

パスワードなどのその他の認証資格情報があります。

注 :

l [保存済み認証資格情報 ]セクションが表示されない場合は、認証資格情報の保存の許可

について管理者に問い合わせてください。

l Web上でTableau Prepフローを編集する場合、再認証を求められる場合があります。

保存された認証資格情報を使用した接続のテスト

コネクターがテスト機能をサポートする場合、接続を保存された認証資格情報でテストできます。

1. Tableau ServerまたはTableau Cloudにサインインし、[アカウント設定 ]ページを表示します。

2. [保存済み認証資格情報 ]セクションで、テストしたい保存済み接続の横にある[テスト]リンク

を選択します。

このテストによりTableau CloudまたはTableau Serverがこの対応する保存された認証資格情報を

使用してアカウントにアクセスできることを確認できます。テテストが成功したにもかかわらず、この接続

管理を通じてデータにアクセスできない場合は、入力した認証資格情報でデータにアクセスできること

を確認してください。

たとえば、誤って個人のGmailアカウントを使用して接続を作成している場合や、異なるアカウントを

使用してGoogle Analyticsデータベースにアクセスしている場合は、保存済み認証資格情報を削除

して、適切なGmailアカウントを使用してサインインする必要があります。

保存済み認証資格情報の更新

サイトにカスタムOAuthクライアントを構成した後は、既存のTableauコンテンツからのデータアクセス

が中断されないようにするために、保存済み認証資格情報を更新することをお勧めします。保存済

み資格情報を更新するには、以前保存された特定のコネクタの認証資格情報を削除してから、もう

一度追加します。

保存済み資格情報をもう一度追加すると、新しいTableauコンテンツと既存のTableauコンテンツの

両方で、によって構成されたカスタムOAuthクライアントを使用してデータにアクセスできるようになりま

す。

1. Tableau Serverにサインインし、[マイアカウントの設定 ]ページに移動します。

2. [データソースの保存済み認証資格情報 ]で、次の手順を実行します。
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1. コネクタの保存済み認証資格情報の横にある[削除 ]をクリックします。

2. 同じコネクタの横にある[追加 ]をクリックし、プロンプトに従って1)サイト管理者から通

知されたカスタムOAuthクライアントに接続し、2)最新の認証資格情報を保存しま

す。

保存されたすべての認証資格情報のクリア

[保存されたすべての認証資格情報の削除 ]を選択すると、ユーザーアカウントから以下の項目が

削除されます。

l アカウントに保存されているすべての接続用の認証資格情報。

注意 :これらの保存された認証資格情報のいずれかがパブリッシュ済みワークブックや

データソースで保存されている場合、これらのトークンを削除するとデータソースへのア

クセスもそれらの場所から削除されます。事実上、これはまるで影響を受ける保存され

た認証資格情報が使用されるあらゆる場所で「鍵を変える」ようなものです。

l パブリッシュされたデータ抽出やそれらに接続するワークブックへのアクセスに使用しているパス

ワード。

保存済み認証資格情報の削除
データへのTableauアクセスを削除するには、アカウントからそのデータへの接続に関連する保存され

た認証資格情報を削除します。認証資格情報を削除したら、次回アクセスする際にデータにサイン

インする必要があります。これにより、保存済み認証資格情報が新たに作成されます。

管理者は、すべてのユーザーが同じ共有認証資格情報を使用してデータソースに接続するよう選

択できます。この場合、保存された認証資格情報はすべてのユーザーのデータ接続に関連付けら

れます。また、認証資格情報は [アカウント設定 ]ページの [保存済み認証資格情報 ]には表示され

ません。

注 :Tableau Serverユーザーであるものの、保存済み認証資格情報を削除できない場合

は、サーバー設定で [ユーザーにデータソースアクセストークンの保存を許可 ]オプションをクリ

アしたかどうかについて、管理者に問い合わせてください。
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Web上での共有と共同作業

Webコンテンツの共有

プロジェクト、コレクション、ワークブック、ビュー、データソース、フローを他のユーザーと直接共有した

り、コンテンツへのリンクをコピーして共有したりできます。ビューとメトリクスについては、コードをコピーし

てWebページに埋め込むこともできます。(従来のメトリクス機能は、Tableau Serverバージョン

2024.2と2024年 2月のTableau Cloudで廃止されます。詳細については、「メトリクスの作成とトラ

ブルシューティング(廃止 )」を参照してください。)

他のユーザーと直接共有する

サイトで他のユーザーとコンテンツを直接共有すると、そのコンテンツへのリンクが記載されたメールが

ユーザーに送信されます。コンテンツは [自分と共有 ]ページにも追加されるため、後で簡単に見つけ

ることができます。通知は、メールまたはTableauのアプリ内通知センターで受信するか、サイトが

Slackワークスペースに接続されている場合はTableau for Slackアプリで受信できます。詳細につい

ては、アカウント設定の管理 ページ3253およびTableau App for Slack を使用した通知の受信、検

索、共有 ページ3349を参照してください。

1. 共有するコンテンツのアクション([…])メニューを開きます。

2. メニューから[共有 ]を選択します。
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3. [ユーザーと共有 ]で、ユーザー名を1人以上入力します。入力すると、テキストに一致する

名前が表示されます。
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4. 必要に応じて、[メッセージ]に受信者へのメモを入力します。

5. [共有 ]ボタンをクリックします。

共有コンテンツへのアクセス権の付与

他のユーザーと共有しているコンテンツにアクセスするには、Tableau ServerまたはTableau Cloudで

そのコンテンツを表示するためのパーミッションが必要です。

コンテンツのパーミッションの管理者は、共有時にアクセスを付与することができます。共有したユー

ザーの中に、コンテンツを表示できないユーザーがいる場合は、共有した後に、アクセス権を付与する

オプションが自動的に表示されます。ビューのテンプレート機能は、アクセス権付与のダイアログからの

み付与することができます。その他のパーミッション機能をユーザーに付与する場合は、「パーミッション

の設定」の手順に従ってください。

コンテンツにパーミッションを設定する機能が付与されていない場合でも、共有相手のユーザーが共

有コンテンツへのリンクを開いたときにアクセス権を要求できます。アクセス権の要求は、そのコンテンツ

のアクセス権を管理しているユーザーに送信されます。

共有するリンクをコピーする

一部のコンテンツ用に生成されたリンクをコピーして、特定のユーザーにメールを送信せずに共有しま

す。
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1. 共有するコンテンツのアクション([…])メニューを開きます。

2. メニューから[共有 ]を選択します。

3. [リンクのコピー]ボタンをクリックし、アプリケーションにリンクを貼り付けて他のユーザーと共有し

ます。

ヒント: [Sharing using a link (リンクを使用して共有 )] オプションが表示されない場合は、[Share
with people (ユーザーと共有 )]の下にある名前をすべて消去します。

ビューとメトリクスの共有と埋め込み

上記の共有オプションに加えて、ビューのツールバーにある[共有 ]ボタンをクリックすると、ビューに固

有のオプションを使用できます。変更したビューを共有したり、ビューの埋め込みコードを取得したりで

きます。

共有ダイアログから埋め込みコードをコピーして、メトリクスを埋め込むこともできます。
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ビューとメトリクスを埋め込む

1. 埋め込むビューまたはメトリクスのツールバーでで [共有 ]をクリックします。

2. [Copy Embed Code (埋め込みコードのコピー)]をクリックして、ビューの埋め込み先となる

Webページのソースコードに埋め込みコードを貼り付けます。

詳細については、「Web ページへのビューの埋め込みページ3283」または「Web ページへのメトリクス

の埋め込み (廃止 )ページ3285」を参照してください。

従来のメトリクス機能の廃止

Tableauの従来のメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Serverバージョ

ン2024.2で廃止されます。2023年 10月に、TableauはTableau CloudおよびTableau Server
バージョン2023.3に従来のメトリクスを埋め込む機能を廃止しました。Tableau Pulseでは、メトリク

スを追跡し、データについて質問するためのエクスペリエンスが向上しました。新しいエクスペリエンスの

詳細については、「Tableau Pulseを使用したメトリクスの作成」を参照し、廃止される機能のについ

ては、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。

変更されたビューまたはカスタムビューを共有する

ビューを変更する場合は、マークまたはフィルターを選択すると、[共有 ]ボタンをクリックしたときに一意

のリンクが生成され、これらの変更がTableauによって取得されます。この一意のリンクは、すべての共

有オプションおよび埋め込みオプションの元のビューへのリンクに取って代わるものです。これにより、共

有時に表示していた内容が、共有するユーザーに正確に表示されます。
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変更されたビューに対して生成されたリンクは、最後のアクセスから2年後、または一度もアクセスし

ていない場合は作成されてから2年後に期限切れになります。

保存したカスタムビューを共有するには、カスタムビューを開いて任意の共有オプションを使用しま

す。

自分と共有しているコンテンツを検索する

他のユーザーがコンテンツを直接自分と共有 (メールで送信またはTableauサイトで右上隅のベル

アイコンを選択して共有するか、Tableau for Slackアプリを使用して接続されたSlackワークスペー

スで共有 )すると、通知メッセージが届きます。

ナビゲーションペインからアクセスする[自分と共有 ]ページには、自分と共有されているアイテムが保

存されます。最近共有されたアイテムは、ホームページの [自分と共有 ]チャネルにも表示されます。

各アイテムには、共有相手、共有された日付、共有者が追加したメッセージが表示されます。

アイテムが何度も共有されている場合、表示される情報は最新の共有に関する情報です。複数の

バージョンのビューが共有されている場合、ビューには追加情報が含まれます。カスタムビュー、変更

されたビュー、および元のビューはすべて、[共有バージョン]の下に固有の詳細とリンクと共に表示さ

れます。
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ビューまたはワークブックへのサブスクリプションの作成

サブスクリプションにより、ビューやワークブックのイメージまたはPDFスナップショットが定期的にメールで

送信されます。にサインインする必要はありません。

自分または他のユーザー向けのサブスクリプションの設定

ビューをで開いたときに、ツールバーにサブスクリプションアイコン( )が表示される場合は、そのビュー

またはワークブック全体をサブスクライブできます。ワークブックを所有している場合、適切なサイトロー

ルを持つプロジェクトリーダーの場合、または管理者の場合は、コンテンツを表示するパーミッションを

持つ他のユーザーをサブスクライブできます。
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1. サイトの [検索 ]セクションから、[すべてのワークブック]または [すべてのビュー]を選択するか、

サブスクライブするビューが含まれるプロジェクトを開きます。

2. ビューを直接、または含まれているワークブックを開いてから開きます。

3. ビューのツールバーで、[Watch (視聴 )] > [サブスクリプション]を選択します。

4. ワークブックを所有している場合は、[自分をサブスクライブする]を選択します。
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注 : グループをサブスクライブする場合、各ユーザーはサブスクリプションの作成時に個別

に追加されます。もっと多くのユーザーを後でグループに追加する場合は、サブスクリプ

ションを受信するために、それらの新しいユーザーでグループを再度サブスクライブする必

要があります。同様に、グループから後で削除されるユーザーでは、サブスクライブしてい

るビューへのパーミッションが削除されない限り、サブスクリプションは自動的に削除されま

せん。

5. サブスクリプションメールに現在のビューを含めるか、ワークブック全体を含めるかを選択します。

高優先度の情報が存在するときにのみビューにデータを含める場合は、[ビューが空の時は送

信しない]を選択します。

6. スナップショットの形式 (PNG画像、PDF添付ファイル、またはその両方 )を選択します。

l PDFの場合は、出力する用紙サイズと向きを選択します。

7. サブスクリプションメールをわかりやすくするために、件名行をカスタマイズしてメッセージを追加し

ます。

注 :サブスクリプションメッセージを更新するには、既存のサブスクリプションの登録を解

除し、別のメッセージを使用して新しいサブスクリプションを作成する必要があります。詳

細については、「サブスクリプションの更新またはサブスクライブ解除」を参照してください。

8. ワークブックでパブリッシュされた接続で1つのデータ抽出を使用する場合、その頻度を選択で

きます。

l データ更新時 :ビューまたはワークブックのデータが、更新スケジュールの実行によって更

新されたときにのみ送信されます。

l 選択したスケジュール:サブスクリプションのスケジュールを選択します。

9. [サブスクライブ]をクリックします。

サブスクリプションメールを受信し、イメージ (またはPDFサブスクリプションのメッセージ本文に含まれる

リンク)を選択すると、のビューまたはワークブックに移動することができます。
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サブスクリプションの更新またはサブスクライブ解除

既存サブスクリプションをサブスクライブ解除したり、サブスクリプションの形式、スケジュール、件名、ま

たは空のビューモードを変更することができます。

1. 次のいずれかの方法を使用して、のアカウント設定にアクセスします。

l サブスクリプションメールの下にある[自分のサブスクリプションの管理 ]をクリックします。

l にサインインします。ページ上部で自分のユーザーアイコンを選択してから、[マイコンテ
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ンツ] を選択します。

2. [サブスクリプション]をクリックします。

3. サブスクライブを解除するビューの横にあるチェックボックスを選択し、[アクション]、[サブスクライ

ブ解除 ]の順にクリックするか、変更したいサブスクリプションオプションを選択します。

一時停止したサブスクリプションの再開または削除

ブックに問題があるか、ビューの読み込みで問題が発生しているために、サブスクリプションが失敗する

場合があります。サブスクリプションの失敗が5回を超えると、サブスクリプションが一時停止した旨の

通知メールを受信します。サブスクリプション所有者または管理者は、いくつかの方法で、一時停止し

たサブスクリプションを再開することができます。

l Tableau Webページの [マイコンテンツ]エリアの [最終更新 ]列に、サブスクリプションが一時停

止していることを示すアイコンが表示されます。[...]> [サブスクリプションの再開 ]を選択して再

開します。

l 影響が出ているワークブックの [サブスクリプション]タブで、[前回更新 ]列に、サブスクリプション

が一時停止になっていることを示すアイコンが表示されます。[...]> [サブスクリプションの再開 ]
を選択して再開します。

サブスクリプションが再び機能している場合、通知メールが送信されます。

関連項目

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプの「サブスクリプション設定の変更」。

Tableau Cloudヘルプの「プロジェクトレベルの管理」では、どのサイトロールで完全なプロジェクトリー

ダー権限が許可されるかを確認できます。

Tableau Software 3275

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/useracct.htm#change-subscription-settings
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/projects.htm#project-admin


Tableau CloudまたはTableau Serverからのデータ主導アラート

の送信

データがビジネスにとって重要なしきい値に達すると、指定された主要なユーザーに対して、データ主

導アラートが自動的に通知を送信します。データアラートは、Tableauサイト、またはTableau for
Slackアプリケーションを介して接続されたSlackワークスペースで、メールまたは通知として送信でき

ます。データ主導アラートはダッシュボードとビューに設定できますが、ストーリーポイントには設定でき

ません。

時間ベースのグラフの場合は、新しいデータが表示されたときにユーザーが自動的にアラートを受信

するように、相対日付フィルターを使用します。コンテンツを所有していない場合は、作成者にこの変

更を依頼してください。

データ主導アラートの作成

1. ガントチャートまたはマップ以外のチャートの連続数値軸を選択します(数値ビンと不連続数

値軸はサポートされていません)。

2. [アラート]サイドパネルで [作成 ]を選択します。

3. ビューで、赤い線は現在のデータと比較してしきい値を下回っている部分を示しています。

4. メールの件名行、スケジュール、および受信者を指定します。アラートを他のユーザーに表示

したり、他のユーザーが自分を追加したりできるようにする場合は、[他のユーザーにも表示す

る]を選択します。詳細については、既存のデータドリブンアラートに自分を追加する見開き

ページを参照してください。

5. [アラートの作成 ]をクリックします。
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既存のデータドリブンアラートに自分を追加する

ビューにアクセスできるユーザーは、他のユーザーが作成したアラートを見ることができます。アラートを

選択すると、しきい値、スケジュール、通知の頻度などの詳細が表示されます。[自分を追加 ]を選択

して、アラートに自分を追加します。

データ主導アラートの管理

TableauのWebページの [マイコンテンツ]エリアからアラートを管理できますが、警告メールから直接

アラートを管理した方がより迅速です。画像の下のリンクをクリックしてすべてのアラートを管理するか、

メール送信されたアラートから自分を追加または削除します。アラート所有者の場合は、[このアラート

を編集 ]を編集をクリックして、しきい値、スケジュール、受信者などのアラートの設定を変更できま

す。

ヒント:自分のものでないアラートに受信者を追加するには、アラートの電子メールを受信者に

転送した後、[このアラートに自分を追加 ]をクリックするように依頼するか、[アラート]サイドパ

ネルで [自分を追加 ]をクリックするように依頼します。
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自分がアラートの所有者である場合は、ダッシュボードやビューにある[アラート]サイドパネルの [アク

ション]メニューからそのアラートを管理できます。

アラート通知の管理

データ主導通知は、Tableauサイト、およびTableau for Slackアプリを介して接続されたSlackワー

クスペースで、メールとして受信できます。詳細については、「通知設定の変更」および「Slackで
Tableau通知を確認する」を参照してください。

失敗するデータドリブンアラートを修復する

通常、アラートは以下のような理由で失敗することがあります。

l 接続上の一時的な問題。この場合、アラートは自己修復します。

l データソースが削除されている

l データに対する認証資格情報の有効期限が切れている

l アラートが作成されたワークブックまたはシートが削除されている。

アラートが失敗した場合、いつ、どのアラートが失敗したかを知らせる通知メールが送信され、この

メールには問題を修正するためのサイトへのリンクが含まれています。

アラートの所有者である場合、失敗したアラートを修正するには、[このアラートを編集 ]をクリックし

て、しきい値、スケジュール、受信者などのアラートの設定を変更します。アラートが作成されたワー

クブックまたはシートが削除されているかどうかを知らせる警告が表示されます。

アラートが再び機能している場合、通知メールが送信されます。

一時停止したデータドリブンアラートの再開または削除

アラートの失敗が何度も起こると、アラートが一時停止した旨の通知メールを受信します。アラート

所有者または管理者は、いくつかの方法で、一時停止したアラートを再開することができます。

l Tableau Webページの [マイコンテンツ]エリアで、[最終チェック日時 ]列に、アラートが一時停

止になっていることを示すアイコンが表示されます。[...]> [アラートを再開 ]を選択し、アラート

を再開します。

l 通知メールで [アラートを再開 ]をクリックし、アラートを再開します。通知を使用し、アラートを

再開することも、ビューが変更されたためアラートを削除する必要があることを示すこともできま

す。

アラートが再び機能している場合、通知メールが送信されます。
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ビューのコメント

コメント機能によって、他のTableau ServerユーザーやTableau Cloudユーザーとデータについて発

見したことを会話で共有できるようになります。

ヒント:ワークブックの再パブリッシュ時にコメントを保持するには、同じワークブック名およびビュー

名を使用するようにしてください。

コメントの追加

1. ビュー上部のツールバーで、[コメント]ボタンをクリックします。

2. 右側の [コメント]ペインにコメントを入力します。

3. コメントを他のユーザーに通知する場合は、@mentionを含めます。@mention検索では、最

大 10人のユーザーがアルファベット順に表示されます。ユーザーを見つけることができない場合

は、表示名ではなくユーザー名を入力して検索してみてください (たとえば、Jane Johnsonでは

なくjjohnsonと入力します)。
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4. ビューにフィルターを適用している場合は、スナップショットアイコン をクリックして、説明し

ている部分のデータを強調したインタラクティブなイメージを共有します。

注 :ビューにユーザーベースのフィルターリングが適用されている場合、データのセキュリ

ティを確保するためスナップショットアイコンは表示されません。

5. [投稿 ]をクリックします。
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6. ビューにフィルターを適用してデータスナップショットの詳細を確認するには、サムネイルイメージ

をポイントして[表示 ]をクリックします。
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メンションされた人はコメントについての通知を受け取ります。通知は、メールまたはTableau
のアプリ内通知センターで受信するか、サイトがSlackワークスペースに接続されている場合

はTableau for Slackアプリで受信できます。詳細については、アカウント設定の管理 ページ

3253およびTableau App for Slack を使用した通知の受信、検索、共有 ページ3349を参

照してください。

コメントの削除

コメントが不必要または不正確な場合、簡単に削除できます。右上隅にあるXをクリックするだけで

す。

コメントの作成者、コンテンツ所有者、適切なサイトロールを持つプロジェクトリーダー、または管理

者である場合、コメントを削除できます。完全なプロジェクトリーダーアクセス権を得るために必要な

サイトロールの詳細については、Tableau Cloudヘルプの「プロジェクトレベルの管理」を参照してくだ

さい。
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ビューとメトリクスの埋め込み

従来のメトリクス機能の廃止

Tableauの従来のメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Serverバージョ

ン2024.2で廃止されます。2023年 10月に、TableauはTableau CloudおよびTableau Server
バージョン2023.3に従来のメトリクスを埋め込む機能を廃止しました。Tableau Pulseでは、メトリク

スを追跡し、データについて質問するためのエクスペリエンスが向上しました。新しいエクスペリエンスの

詳細については、「Tableau Pulseを使用したメトリクスの作成」を参照し、廃止される機能のについ

ては、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。

Webページへのビューの埋め込み

Tableau Server 2022.3以降とTableau Cloudの埋め込みコードは、埋め込みAPI v3を使用するよ

うに変更されました。このトピックでは、埋め込みの使用に関する基本情報について説明します。

Tableauビューの埋め込みに関する包括的なガイダンスについては、Tableau埋め込みAPIのヘルプ

を参照してください。古いバージョンの埋め込みAPIから切り替える場合の詳細については、

「Migrating from Embedding JSAPI v1 or v2 to Embedding API v3」を参照してください。

Webページ、ブログ、ウィキページ、Webアプリケーション、イントラネットポータルにインタラクティブな

Tableauビューを埋め込むことができます。埋め込まれたビューは、参照元のデータが変更されるか、

Tableau ServerまたはTableau Cloud上のワークブックが更新されると更新されます。

埋め込まれたビューは、Tableau ServerおよびTableau Cloudで使用されるものと同じライセンスおよ

びパーミッションの制限に従います。Webページに埋め込まれたTableauビューを表示する場合、

ビューにアクセスするユーザーは、ビューの埋め込み元のTableauサイトのアカウントも持つ必要があり

ます。詳細については、「認証と埋め込みビュー」(英語 )を参照してください。

アカウント制限の例外は、組織がTableau Serverのコアベースのライセンスをゲストアカウントで使用

している場合です。この場合、組織のユーザーは、サーバーにサインインしなくても、Webページに埋め

込まれたTableauビューを表示して操作することができます。Tableauサイトでゲストユーザーが有効

になっているかどうかを確認するには、Tableau管理者に問い合わせてください。

注 : Tableau管理者は、埋め込みが許可されるサイトを制限したり、埋め込みを完全に無効

にしたりできます。埋め込みビューが読み込まれない場合は、管理者に問い合わせて、ビュー

が埋め込まれているサイトが埋め込み許可リストに含まれていることを確認してください。詳細

については、「埋め込みに関するTableauサイトの設定」を参照してください。
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埋め込みコードをコピーする

ビューを埋め込む最も簡単な方法は、Tableau ServerまたはTableau Cloudが提供する埋め込み

コードをコピーすることです。このコードには、ビューの共有ダイアログからアクセスすることができます。

1. ビューを開いた状態で、ツールバーの [共有 ]ボタンをクリックします。

2. [Copy Embed Code (埋め込みコードのコピー)]をクリックし、そのコードをWebページに貼り

付けます。埋め込みビューをカスタマイズするには、Tableau埋め込みAPIのドキュメントに記

載されているオプションを使用します。

埋め込み APIを使用する

共有ダイアログからコピーした基本的な埋め込みコードを変更したり、埋め込まれたカスタムアプリ

ケーションを作成したりするには、Tableau埋め込みAPIを使用します。APIを使用して、埋め込み

コンテンツに対するシングルサインオン(SSO)を有効にし、Tableau接続済みアプリを使用したデータ

へのユーザーアクセスのカスタマイズと制御、ツールバーオプションの制御、フィルターの適用、イベント

に対するアクションのトリガー、埋め込みWeb作成の有効化などを行うことができます。
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Webページへのメトリクスの埋め込み (廃止 )

従来のメトリクス機能の廃止

Tableauの従来のメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Serverバージョ

ン2024.2で廃止されます。2023年 10月に、TableauはTableau CloudおよびTableau Server
バージョン2023.3に従来のメトリクスを埋め込む機能を廃止しました。Tableau Pulseでは、メトリク

スを追跡し、データについて質問するためのエクスペリエンスが向上しました。新しいエクスペリエンスの

詳細については、「Tableau Pulseを使用したメトリクスの作成」を参照し、廃止される機能のについ

ては、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。

メトリクスを埋め込んで、ビューアーに最も関連性の高いコンテキストで、他のWebコンテンツと一緒に

メトリクスを表示することができます。Tableau ServerまたはTableau Cloudでデータに直接接続して

いるため、埋め込みメトリクスを読み込むと、利用可能な最新のデータを取得できます。

メトリクスをWebページに埋め込むには、Tableau ServerまたはTableau Cloudで提供されている

HTML埋め込みコードをコピーするか、以下に示す JavaScriptの例を使用します。メトリクスが同じ

Tableauサイトからのものである限り、1つのページに複数のメトリクスを埋め込むことができます。

埋め込みメトリクスは、Tableau CloudおよびTableau Serverでサポートされているものと同じWeb
ブラウザーで機能します。サポートされているブラウザーのリストについては、技術仕様を参照してくださ

い。埋め込みはSafariでサポートされていますが、埋め込みコンテンツを表示するには、ビューアーは

[サイト越えトラッキングを防ぐ]をオフにする必要があります。

埋め込みメトリクスの埋め込みコードとパラメーターは、埋め込みビューに使用されるものとは異なりま

す。埋め込みビューの詳細については、Web ページへのビューの埋め込みページ3283を参照してくだ

さい。

注 : Tableau管理者は、埋め込みが許可されるサイトを制限したり、埋め込みを完全に無効

にしたりできます。埋め込みメトリクスが読み込まれない場合は、管理者に問い合わせて、メト

リクスが埋め込まれているサイトが埋め込み許可リストに含まれていることを確認してください。

詳細については、「埋め込みに関するTableauサイトの設定」を参照してください。

埋め込みコードをコピーする

メトリクスを埋め込む最も速い方法は、Tableauが提供する埋め込みコードをコピーすることです。

1. Tableau CloudまたはTableau Serverで、埋め込むメトリクスの詳細ページに移動します。

2. [メトリクスの共有 ]ボタンをクリックします。
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3. [埋め込みコードのコピー]をクリックします。

4. メトリクスを埋め込むWebページに埋め込みコードを貼り付けます。

独自の埋め込みコードを書く

Tableau ServerまたはTableau Cloudから埋め込みコードをコピーすると、オプションのパラメーター

なしで、HTML埋め込みコードがコピーされます。埋め込みメトリクスをより細かく制御したい場合は、

HTMLをカスタマイズするか、JavaScriptの例を使用して独自のスクリプトを作成できます。

HTMLの例

<tableau-metric

src='https://mycompany/#/metrics/1'

link-target='https://example.com'>

</tableau-metric>

<script type='module'

src='https://mycompany/javascripts/api/tableau.metric.1.latest.min.js-

'></script>

JavaScriptの例

<div id='metricDiv'/>

<script type='module'>

import { TableauMetric } from
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'https://mycompany/javascripts/api/tableau.metric.1.latest.min.js';

let metric = new TableauMetric();

metric.src = 'https://mycompany/#/metrics/1';

metric.linkTarget = 'https://example.com';document.getElementById

('metricDiv').appendChild(metric);

</script>

埋め込みコードのパラメーター

埋め込みコードのパラメーターを使用して、HTMLとJavaScriptの両方の埋め込みオプションをカスタ

マイズできます。

パラメーター 値 説明 例

src
(必須 )

文

字

列

Tableau Serverまたは

Tableau Cloudでのメトリク

スのURL。

https://mycompany/#/metrics/1

link-target
(HTML)

linkTarget
(JavaScript)

(オプション)

文

字

列

メトリクスをクリックした場合

にビューアーが誘導される

URL。ターゲットが指定され

ていない場合、埋め込みメ

トリクスはソースURLにリン

クされます。

http://example.com

埋め込みメトリクスの認証

埋め込みメトリクスは、Tableau ServerおよびTableau Cloudで使用されるものと同じライセンスおよ

びパーミッションの制限に従います。埋め込みメトリクスを表示するには、ビューアーは、メトリクスが埋

め込まれているTableauサイトのアカウントにサインインする必要があります。埋め込みビューとは異な

り、埋め込みメトリクスでは、ゲストアカウントを使用して、サインインしていないビューアーにメトリクスを

表示することはできません。

別のタブでTableau ServerまたはTableau Cloudにサインインしていないビューアーは、埋め込みメト

リクス自体からサインインするように求められます。埋め込みメトリクスから正常にサインインするには、

サードパーティのCookieを許可するようにビューアーのブラウザーを構成する必要があります。

埋め込みメトリクスは、信頼できる認証以外に、Tableau ServerおよびTableau Cloudのすべての

認証方法をサポートします。Tableau Serverから埋め込まれたメトリクスの場合、サーバーは通信を

保護するためにHTTPSを使用する必要があります。
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埋め込みメトリクスのシングルサインオンエクスペリエンスを有効にするには、Tableau管理者は、

Tableau Serverと外部認証サーバー (Tableau Serverのみ)の間またはTableau接続アプリとWeb
ページの間で信頼関係を構成する必要があります。詳細については、Tableau Serverヘルプの

「EASを登録して埋め込みコンテンツのSSOを有効にする」またはTableau Cloudヘルプの

「Tableau接続アプリを構成して埋め込みコンテンツのSSOを有効にする」を参照してください。

メトリクスURLの構成方法

メトリクスを埋め込むには、メトリクスURLと、メトリクスのレンダリングに使用されるJavaScriptの
URLを指定します。メトリクスURLは、Tableau Cloud、単一サイトのTableau Server環境、マル

チサイトのTableau Server環境でそれぞれわずかに異なるパターンに従って構成されます。URLの

フォーマット方法がわからない場合は、埋め込みコードをコピーしてください。これには、メトリクスURL
とJavaScript URLの両方が含まれています。

メトリクスは、Tableau ServerまたはTableau Cloudでホストされる必要があります。ローカルファイル

からメトリクスを埋め込むことはできません。

メトリクスURLの構成

l Tableau Cloudサイト:
https://<pod>.online.tableau.com/#/site/<sitename>/metrics/<metr-

ic>
l Tableau Server単一サイト(またはデフォルトサイト):
https://<servername>/#/metrics/<metric>

l Tableau Serverマルチサイト:
https://<servername>/#/site/<sitename>/metrics/<metric>

JavaScript URLの構成

メトリクスURLは、埋め込み元のサイトに基づいて変更されますが、メトリクスをレンダリングする

JavaScriptのURLは、サイトが含まれていないため変更されません。

l Tableau Cloudサイト:
https://<pod>.online.tableau.com/javascripts/api/tableau.metric.-

1.latest.min.js
l Tableau Server:
https://<servername>/javascripts/api/tableau.metric.1.latest.min-

.js
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ビューの埋め込みコードの記述

Tableau Server 2022.3以降とTableau Cloudの埋め込みコードは、埋め込みAPI v3を使用するよ

うに変更されました。埋め込みAPI v3を使用してビューを埋め込む方法についての最新情報は、埋

め込みAPIヘルプの「埋め込みの基礎」を参照してください。このトピックの情報は、埋め込みの以前

のバージョン(Tableau JavaScript API v1およびv2を使用 )を対象としています。

以前のバージョンの埋め込みコードの記述

独自の埋め込みコードを作成する場合は、次の2つの方法のどちらかを使用できます。

l Tableau JavaScript を使用 : この方法をお勧めします。Tableauが生成する埋め込みコード

を基にして、ツールバーやタブなどを制御するオブジェクトパラメーターを追加または編集し、独

自のコードを作成します。Tableau JavaScriptファイルに依存する既定の埋め込みコードは、

埋め込まれた複数のビューの読み込み順序を制御する唯一の方法でもあります。

l ビューのURL を指定 : iframeまたはイメージタグを使用してビューを埋め込みます。ここで、

ソースは、ビューで [共有 ]、[リンクのコピー]をクリックして取得するURLです。Webサイトで

JavaScriptを使用できない場合は、また、URLしか指定できない場合に、この方法を使用し

てください。

ビューを組み込む場合、ビューを表示する幅と高さを定義することをお勧めします。そうでない場合、ク

ライアントブラウザーは幅と高さを任意で取得します。

注 : 埋め込みコードでTableau Cloudのサーバー名を指定する必要がある場合 (たとえば、

JavaScript APIの場所をポイントするため)、URL https://online.tableau.comを指定しま

す。

Tableau JavaScriptを使用

次のコードは、パブリッシュされたビューの [共有 ]をクリックしたときに生成される埋め込みコードの例を

示しています。host_urlパラメーター内の特殊記号はURLエンコードされており、site_rootパラ

メーターとnameパラメーター内の特殊記号はHTMLの数値文字参照として記述されています。

Tableau Serverの例 :

<script type='text/javascript'

src='http://myserver/javascripts/api/viz_v1.js'></script>

<div class='tableauPlaceholder' style='width:800; height:600;'>
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<object class='tableauViz' width='800' height='600'

style='display:none;'>

<param name='host_url' value='http%3A%2F%2Fmyserver%2F' />

<param name='site_root' value=&#47;t&#47;Sales' />

<param name='name' value='MyCoSales&#47;SalesScoreCard&#47;'

/>

<param name='tabs' value='yes' />

<param name='toolbar' value='yes' /></object></div>

Tableau Cloudの例 :

<script type='text/javascript'

src='https://online.tableau.com/javascripts/api/viz_v1.js'></script>

<div class='tableauPlaceholder' style='width:800;

height:600;'>

<object class='tableauViz' width='800' height='600'

style='display:none;'>

<param name='host_url'

value='https%3A%2F%2Fonline.tableau.com%2F' />

<param name='site_root' value='&#47;t&#47;Sales' />

<param name='name' value='MyCoSales&#47;SalesScoreCard&#47;'

/>

<param name='tabs' value='yes' />

<param name='toolbar' value='yes' />

</object>

</div>

<script>タグのソースは、Tableau ServerまたはTableau CloudのJavaScriptファイルviz_v1.js
のURLです。JavaScriptファイルは、ユーザーに表示されるビューの完全なURLの構成を処理しま

す。nameおよびsite_rootオブジェクトパラメーターのみが必須のパラメーターです。それ以外の

すべてのパラメーターはオプションです。

ビューのURLを指定

iframeを使用して同じビューを埋め込む例を示します。ここで、ソースは、ビューで [共有 ]、[リンクのコ

ピー]をクリックして取得するURLです。

Tableau Serverの例 :
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<iframe src="http://myserver/t/Sales/views/MyCoSales/SalesScoreCard

?:embed=yes&:tabs=yes&:toolbar=yes" width="800"

height="600"></iframe>

Tableau Cloudの例 :

<iframe

src="https://online.tableau.com/t/Sales/views/MyCoSales/SalesScoreCard

?:embed=yes&:tabs=yes&:toolbar=yes" width="800"

height="600"></iframe>

embed URLパラメーターを指定する必要があります。ツールバーや元に戻すオプションなどを制御する

パラメーターをオプションで含めることもできます。ビューの読み込み時に表示される特定のデータを制

御するフィルターをURLに追加することもできます。

ヒント:このメソッドを使用する場合は、HTML属性 allowfullscreen="true"をiframe要素に

追加し、ビューの全画面表示ボタンを有効にしてください。

ビューのコードパラメーターの埋め込み

Tableau Server 2022.3以降とTableau Cloudの埋め込みコードは、埋め込みAPI v3を使用するよ

うに変更されました。埋め込みAPI v3の現在のクラスとメソッドのリストについては、埋め込みAPIヘ
ルプの「埋め込みAPIリファレンス」を参照してください。このトピックの情報は、埋め込みの以前のバー

ジョン(Tableau JavaScript API v1およびv2を使用 )を対象としています。

埋め込みの以前のバージョンのパラメーター

次のいずれかの方法を使用して埋め込みビューを構成できます。

l JavaScript タグ用オブジェクトパラメーター下

l iframe タグ用 URL パラメーターページ3304

JavaScriptタグ用オブジェクトパラメーター

オブジェク

トパラ

メーター

値 説明 例

dataD-

etails

no ツール <param name='dataDetails' value='no' />
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オブジェク

トパラ

メーター

値 説明 例

バーの

[データ

詳細 ]ボ
タンを非

表示にし

ます。こ

のボタン

で、ユー

ザーはそ

のビュー

内で使

用される

データの

詳細を

確認で

きます。

showD-

ataDe-

tails

ye-

s

Tableau
Catalog
が有効

になって

いる場

合は、

[データの

詳細 ]ペ
インが開

いた状

態の

ビューが

表示さ

れます。

<param name='showDataDetails' value='yes' />

alerts no ツール

バーの

<param name='alerts' value='no'/>
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オブジェク

トパラ

メーター

値 説明 例

[アラート]
ボタンを

非表示

にしま

す。この

ボタン

で、ユー

ザーは

データ主

導アラー

トを作成

します。

custo-

mViews

no ツール

バーの

[ビュー]
ボタンを

非表示

にしま

す。この

ボタン

で、ユー

ザーはカ

スタム

ビューを

保存しま

す。

<param name='customViews' value='no'/>

device de-

sk-

to-

p;

ta-

bl-

ダッシュ

ボードが

モバイル

デバイス

用のレイ

<param name='device' value='phone'/>
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オブジェク

トパラ

メーター

値 説明 例

e-

t;

ph-

on-

e

アウトを

持ってい

る場合、

画面サ

イズにか

かわりな

く、特定

のレイア

ウトが表

示されま

す。この

パラメー

ターが設

定されて

いない場

合、

Tableau
Server
または

Tableau
Cloudが

画面の

サイズを

検出し、

適切な

レイアウ

トを読み

込みま

す。例と

してダッ

シュボー

ドを埋め

込む
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オブジェク

トパラ

メーター

値 説明 例

ページ

3325を
参照して

ください。

filter 文

字

列

ビューが

開いたと

きに表

示される

データを

フィル

ターしま

す。URL
パラメー

ターに

よってフィ

ルターす

ることも

できま

す。

<param name='filter' value='Team=Blue'/>

host_

url

文

字

列

必須。

URLに

表示さ

れるサー

バー名で

す。

<param name='host_url'

value='http://myserver.exampleco.com/'>

<param name="host_url"

value="http://localhost/">

linkt-

arget

文

字

列

外部ハ

イパーリ

ンクの

ターゲッ

トウィン

ドウ名で

す。

<param name="linktarget" value="_blank"/>
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オブジェク

トパラ

メーター

値 説明 例

load-

order

数

値

複数の

ビューを

埋め込

む場合

に、ペー

ジでの読

み込み

順序を

決めま

す。負の

数を指

定できま

す。

<param name="load-order" value="2"/>

mobile ye-

s

モバイル

デバイス

用のタッ

チ操作

に最適

化された

クイック

フィル

ターを表

示しま

す。

<param name='mobile' value='yes'/>

name 文

字

列

次のよう

な構造

のオブ

ジェクト

パラメー

ターが必

要です。

[ワーク

<param name='name'

value='ExampleCoSales/Sales'/>

<param name='name'

value='ExampleCoSales/Sales/jsmith@example.com/E

astRegionSales'/>
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オブジェク

トパラ

メーター

値 説明 例

ブック

名 ]/[シー

ト名 ]/[オ
プション

のカスタ

ムビュー

名 ]

オプショ

ンのカス

タム

ビュー名

を次のよ

うに書式

設定しま

す:usern
ame@d
omain/
[custom
view
name]

Tableau
Server
または

Tableau
Cloudの

URLを

参照して

nameの

値を確

認する

場合、

URLの
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オブジェク

トパラ

メーター

値 説明 例

最後に

あるセッ

ションID
(
:iid=

<n>)を
除外しま

す。

:orig-

inal_

view

ye-

s

nameパ

ラメー

ターが

ワーク

ブックま

たはシー

トの

URLを

参照す

る(明示

的にカス

タム

ビューを

参照し

ない)場
合、この

パラメー

ターを含

めると、

ビューを

元の

ビューと

して表示

します。

<param name='filter' value=':original_

view=yes'/>
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オブジェク

トパラ

メーター

値 説明 例

path

(Tablea
u
Server
のみ。

Tableau
Cloud
には適

用され

ない)

文

字

列

信頼で

きる認証

の場合

にのみ、

ticket

パラメー

ターと共

に使用

できませ

ん。

nameパ

ラメー

ターの値

を上書き

し、URL
として使

用しま

す。詳細

について

は、

Tableau
Server
管理者

ヘルプの

「チケット

付き

ビューの

表示」を

参照して

ください。

<param name='path' value='trusted/Etdpsm_Ew6rJY-

9kRrALjauU/views/workbookQ4/SalesQ4'/>

http://tableauserver/trusted/Etdpsm_Ew6rJY-

9kRrALjauU/views/workbookQ4/SalesQ4?:embed=yes&:

tabs=yes

showS-

hareO-

ptions

tr-

ue;
fa-

埋め込

みビュー

で [共

<param name='showShareOptions' value='true' />
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オブジェク

トパラ

メーター

値 説明 例

ls-

e

有 ]オプ

ションを

表示す

るかどう

かを制

御しま

す。

site_

root

文

字

列

必須。サ

イトの名

前です。

既定の

サイト値

はnull (
value-

='')で
す。サー

バーがマ

ルチサイ

トで、信

頼できる

認証を

使用す

る場合

は、

Tableau
Server
ヘルプの

「チケット

付き

ビューの

表示」を

参照して

ください。

<param name='site_root' value='/#/Sales'/>

<param name='site_root' value=''/>
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オブジェク

トパラ

メーター

値 説明 例

subsc-

ripti-

ons

no ツール

バーの

[サブスク

リプショ

ン]ボタン

を非表

示にしま

す。この

ボタン

で、ユー

ザーは

ビューの

スナップ

ショットを

定期的

に受け

取るため

のメール

登録を

セットアッ

プしま

す。

<param name='subscriptions' value='no'/>

tabs ye-

s;

no

タブの表

示または

非表示

を切り替

えます。

<param name='tabs' value='yes'/>

ticket

(Tablea
u
Server
のみ。

文

字

列

信頼で

きる認証

の場合

にのみ、

<param name='ticket'

value='9D1ObyqDQmSIOyQpKdy4Sw==:dg62gCsSE0QRArXN-

TOp6mlJ5'/>

http://tableauserver/trusted/9D1ObyqDQmSIOyQpKdy

4Sw==:dg62gCsSE0QRArXNTOp6mlJ5/views/workbookQ4/
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オブジェク

トパラ

メーター

値 説明 例

Tableau
Cloud
には適

用され

ない)

pathオ

ブジェク

トパラ

メーター

と共に使

用できま

せん。信

頼できる

チケット

の償還

のURL
を構築

するため

に、

nameオ

ブジェク

トと共に

使用す

る必要

がありま

す。詳細

について

は、

Tableau
Server
ヘルプの

「チケット

付き

ビューの

表示」を

参照して

ください。

SalesQ4?:embed=yes&:tabs=yes
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オブジェク

トパラ

メーター

値 説明 例

toolb-

ar

ye-

s;

n-

o;

to-

p

ツール

バーは

既定で

一番下

に表示さ

れます。

このパラ

メーター

がtopに

設定さ

れている

場合、

ツール

バーは

ビューの

上に配

置され、

noに設

定した場

合、ツー

ルバーは

埋め込

みビュー

から除外

されま

す。

<param name='toolbar' value='top'/>

toolt-

ip

ye-

s;

no

このパラ

メーター

をnoに

設定して

いる場

合は既

<param name='tooltip' value='no'/>
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オブジェク

トパラ

メーター

値 説明 例

定でツー

ルヒント

が表示

されます

が、ツー

ルヒント

は埋め

込み

ビューか

ら除外さ

れます。

iframeタグ用 URLパラメーター

注 : URLパラメーターを追加する前に、URLの最後の:iid=[#]を削除します。これは、現

在のブラウザーセッションの一時的なビューカウンターです。

URL パラメー

ター
値 説明 例

:dataDeta-

ils

no ツールバーの

[データ詳細 ]ボ
タンを非表示に

します。このボタ

ンで、ユーザー

はそのビュー内

で使用される

データの詳細を

確認できます。

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes&:dataDetai-

ls=no

:showData-

Details

yes Tableau
Catalogが有効

になっている場

合は、[データの

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes&:showDataD-

etails=yes
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URL パラメー

ター
値 説明 例

詳細 ]ペインが

開いた状態の

ビューが表示さ

れます。

:alerts no 埋め込みビュー

の [アラート]ボタ

ンを非表示にし

ます。

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes&:alerts=no

:customVi-

ews

no [変更を保存す

る]オプション。

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes&:customVie-

ws=no

:device desk-

top;

tabl-

et;

phon-

e

ダッシュボードが

モバイルデバイ

ス用のレイアウト

を持っている場

合、画面サイズ

にかかわりなく、

特定のレイアウ

トが表示されま

す。このパラメー

ターが設定され

ていない場合、

Tableau Server
またはTableau
Cloudが画面の

サイズを検出

し、適切なレイ

アウトを読み込

みます。例として

ダッシュボードを

埋め込むペー

ジ3325を参照

してください。

http://tabserver/views/sales/sales_

dashboard?:device=tablet
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URL パラメー

ター
値 説明 例

:display_

count

(Tableau
Publicのみ)

yes 左下の

Tableauロゴを

クリックするとき

の合計ページ

ビュー数を表示

します。

https://public.tableau.com/en-

us/s/gallery/what-emoji-say-about-

music?:display_count=yes

:embed yes 必要なURLパ

ラメーター。上

部のナビゲーショ

ンエリアを非表

示にして、ビュー

をWebページに

適切にブレンド

できます。

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes

:format pdf;

png

ビューをPDF
ファイルまたは

.pngファイルとし

て表示します。

http://tabserver/views/Sales/Q2?:for-

mat=pdf

:highdpi fals-

e

高解像度ディス

プレイおよびデ

バイス用に標準

的なDPI (1イン

チあたりのドット

数 )を使用した

ビューのレンダリ

ングを行いま

す。

http://tableauserver/views/Sales/Q2?-

:highdpi=false

:linktarg-

et

文字

列

外部ハイパーリ

ンクのターゲット

ウィンドウ名で

す。

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes&:linktarge-

t=_blank
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URL パラメー

ター
値 説明 例

:openid_

hd

文字

列

OpenIDConne-
ctで認証すると

きに使用されま

す。ユーザーが

属するホストド

メインを指定し

ます。たとえば、

ドメイン選択の

ペインをレンダリ

ングしたくない場

合は、このオプ

ションを使用で

きま

す。:openid_

login_hintと

組み合わせて

使用して、完全

なユーザー識別

子を指定しま

す。

http://tabserver/views/Sales/Q2?:ope-

nid_hd=example.com

:openid_

login_

hint

文字

列

OpenIDConne-
ctで認証すると

きに使用されま

す。完全なユー

ザー識別子

(メールアドレス)
を指定しま

す。:openid_

hdと組み合わ

せて使用して、

ユーザーが属す

るホストドメイン

を指定します。

http://tabserver/views/Sales/Q2?:ope-

nid_login_hint=tara@example.com

Tableau Software 3307

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



URL パラメー

ター
値 説明 例

:record_
performan-

ce

(Tableau
Serverのみ。

Tableau
Cloudには適

用されない)

yes ビューのパフォー

マンスの記録を

開始します。

URLの後、セッ

ションID
(:iid=<n>)の
直前にこれを追

加します。詳細

については、

Tableau Server
ヘルプの「パ

フォーマンスの記

録の作成」を参

照してください。

http://tabserver/views/Sales2013/Reg-

ions?:recordperformance=yes

:refresh yes Tableau Server
またはTableau
Cloudからの最

新のデータを使

用してビューをレ

ンダリングしま

す。

ヒント:
ビューを

継続的

に更新す

るには、

Web
ページの

<head>

セクション

で、

<meta

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes&:refresh=y-

es
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URL パラメー

ター
値 説明 例

http-

equiv=

"refre

sh"

conten

t="#">

を追加し

ます。ここ

で、#は

更新間

隔 (秒 )
です。

:render true;
fals-

e;
numb-
er

クライアント側レ

ンダリングが有

効な場合 (既
定 )、falseに

設定するとセッ

ションのサーバー

側レンダリングが

強制的に実行

されます。これを

trueに設定す

ると、セッション

のクライアント側

レンダリングが強

制的に実行さ

れます。

ビューがサー

バーによってレン

ダリングされる上

記の複雑性の

しきい値を設定

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:render=false
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URL パラメー

ター
値 説明 例

するために、1
～ 100の数値

を入力できま

す。詳細につい

ては、Tableau
Serverヘルプの

「クライアント側

レンダリングにつ

いて」を参照し

てください。

:revert all;

filt-

ers;

sort-

s;

axe-

s;

shel-

ves

項目を元の状

態に戻します。

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes&:revert=al-

l

:showAppB-

anner

fals-

e

モバイルWebブ

ラウザーで

[Tableau
Mobileで開く]
のバナーを非表

示にします。

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes&:showAppBa-

nner=false

:showAskD-

ata

fals-

e

埋め込みビュー

のツールバーで

[データに聞く]ボ
タンを非表示に

します。既定で

は、[データに聞

く]ボタンが表示

されます。

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes&:showAskDa-

ta=false
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URL パラメー

ター
値 説明 例

:showShar-

eOptions

true;
fals-

e

埋め込みビュー

で [共有 ]オプ

ションを表示す

るかどうかを制

御します。

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes&:showShare-

Options=true

:showVizH-

ome

(Tableau
Publicのみ)

yes;

no

Tableau Public
のコンテンツナビ

ゲーションイン

ターフェイスを表

示または非表

示にします。他

のWebページ

にVizを埋め込

むときはnoに設

定します。

https://public.tableau.com/en-

us/s/gallery/what-emoji-say-about-

music?:showVizHome=no

:subscrip-

tions

no 埋め込みビュー

の [サブスクライ

ブ]ボタンを非表

示にします。

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes&:subscript-

ions=no

:tabs yes;

no

タブの表示また

は非表示を切り

替えます。

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes&:tabs=no

:toolbar yes;

no;

top

このパラメーター

が設定されてい

ない場合、ツー

ルバーは下部に

既定で表示さ

れます。noの場

合、ツールバー

は埋め込み

ビューから除外

されます。top

http://tabserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes&:toolbar=n-

o
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URL パラメー

ター
値 説明 例

の場合、ツール

バーはビューの

上に配置されま

す。

:tooltip yes;

no

このパラメーター

が設定されてい

ない場合、ツー

ルヒントがビュー

に既定で表示

されます。noに

設定されている

場合、ツールヒ

ントは埋め込み

ビューから除外

されます。

http://tabserver/views/workbookQ4/Sa-

lesQ4?:embed=yes&:tooltip=no

ビューの埋め込みコードへのフィルターの追加

Tableau Server 2022.3以降とTableau Cloudの埋め込みコードは、埋め込みAPI v3を使用する

ように変更されました。フィルタリングに関する最新情報は、埋め込みAPIヘルプの「ビューのフィル

ター」を参照してください。このトピックの情報は、埋め込みの以前のバージョン(Tableau JavaScript
API v1およびv2を使用 )を対象としています。

埋め込みの以前のバージョンを使用したフィルター

希望するデータのみをハイライトするよう、埋め込みビューにフィルター値を含めることができます。たと

えば、Webアプリケーションの別の部分から、特定地域のみが表示される売上実績の埋め込み

ビューへのハイパーリンクを含めるとします。

注 :ストーリーは埋め込みフィルターをサポートしていません。
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1つのフィールドのフィルター

1つのフィールドで1つのフィルターを通過すると、特定のデータ上の埋め込みビューに迅速にフォーカ

スできます。

Script タグの例 :

<script type='text/javascript'

src='http://myserver/javascripts/api/viz_v1.js'>

</script>

<object class='tableauViz' width='800' height='600'

style='display:none;'>

<param name='host_url' value='http://myserver/' />

<param name='site_root' value='' />

<param name='name' value='Superstore/Product' />

<param name='filter' value='Region=East' />

</object>

複数のフィルター値を通過させるには、それぞれをコンマで区切ります。例は次のとおりです。

<param name='filter' value='Region=East,West' />

Iframe タグの例 :

<iframe
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src="http://myserver/views/Superstore/Product?:embed=y&Region=East,We-

st"

width="800" height="600"></iframe>

複数のフィールドのフィルター

元のビューで表示されないフィールドなど、必要なフィールドをいくつでもフィルターできます。

Script タグの例 :

<script type='text/javascript'

src='http://myserver/javascripts/api/viz_v1.js'>

</script>

<object class='tableauViz' width='800' height='600'

style='display:none;'>

<param name='host_url' value='http://myserver/' />

<param name='site_root' value='' />

<param name='name' value='Superstore/Product' />

<param name='filter' value='Region=Central,South&Customer

Segment=Consumer,Home Office' />

</object>

Iframe タグの例 :

<iframe

src="http://myserver/views/Superstore/Product?:embed=y&Region=Central-

,South&Segment=Consumer,Home Office"

width="800" height="600"></iframe>

以下の最初のイメージは、ビューで [共有 ]、[リンクのコピー] をクリックして取得するURLの例を示し

ています。

2つ目のイメージは、showShareOptionsおよび display_countパラメーターを削除、[地域 ]
と[セグメント]にフィルターパラメーターを追加、幅および高さパラメーターを追加してURLを変更、

iframeに追加し、中部および南部地域からConsumerおよびHome Office製品のみを表示する

埋め込みリンクを作成する方法を示しています。
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注 :フィルター値にコンマなどの特殊文字が含まれている場合、特殊文字を\ (バックスラッ

シュ、%5c)のURLエンコードシーケンスとその特殊文字のURLエンコードシーケンスに置き換

えます。特殊文字をエスケープするには、バックスラッシュが必要です。たとえば、\,(バックスラッ

シュ、コンマ)のURLエンコードシーケンスは%5c%2cです。

日付と時刻のフィルター

日付 /時刻フィールドでフィルターを使用する場合は、次に示す既定のTableau形式を使用して値を

含めます。

yyyy-mm-dd hh:mm:ss

時刻部分では24時間制を使用します。多くのデータベースでは、日付時刻フィールドとしてすべての

日付値が保存されているため、日付と共に時刻値を通過させることが必要な場合があります。

Script タグの例 :

<script type='text/javascript'

src='http://myserver/javascripts/api/viz_v1.js'></script>
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<object class='tableauViz' width='800' height='600'

style='display:none;'>

<param name='host_url' value='http://myserver/' />

<param name='site_root' value='' />

<param name='name' value='Sales/Sales-Performance' />

<param name='filter' value='Date=2012-12-01' />

</object>

この例では、日付フィールドと日付時刻フィールドの両方をフィルターします。

<param name='filter' value='2012-12-01%2022:18:00' />

Iframe タグの例 :

<iframe src="http://myserver/Sales/Sales-

Performance?:embed=yes&Date=2008-12-01%2022:18:00" width="800"

height="600"></iframe>

複数の日付をフィルターするには、各日付をコンマで区切ります。

メジャーのフィルター

1つまたは複数の値を含めることによって、メジャーをフィルターできます。より大きい、より小さい、また

は範囲の指定はサポートされていません。次の例では、$100と$200の売上のみを表示するように

フィルターします。

Script タグの例 :

<script type='text/javascript'

src='http://myserver/javascripts/api/viz_v1.js'>

</script>

<object class='tableauViz' width='800' height='600'

style='display:none;'>

<param name='host_url' value='http://myserver/' />

<param name='site_root' value='' />

<param name='name' value='Sales/Sales-Performance' />

<param name='filter' value='Profit=100, 200' />

</object>

Iframe タグの例 :
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<iframe src="http://myserver/views/Sales/Sales-

Performance?:embed=yes&Profit=100,200"

width="800" height="600"></iframe>

ビューURLの構築方法

Tableau Server 2022.3以降とTableau Cloudの埋め込みコードは、埋め込みAPI v3を使用するよ

うに変更されました。埋め込みAPI v3を使用すると、埋め込み時にパラメーターをビューURLに追加

してフィルターする必要がありません。代わりに、フィルターwebコンポーネントに属性を追加してフィル

ターします。詳細については、埋め込みAPIヘルプの「ビューのフィルター」を参照してください。このト

ピックの情報は、埋め込みの以前のバージョン(Tableau JavaScript API v1およびv2を使用 )を対象

としています。

TableauによるビューURLの構築方法を理解するため、ブラウザーアドレスバーの例を詳しく確認し

ます。

ベースURLの構造

l Tableau ServerやTableau Cloudでは、Tableauビューの基本的なURLパターンは次のとお

りです。

http://<servername>/#/views/<workbook>/<sheet>
l マルチサイト環境では、既定以外のサイトに保存されたビューの場合、サイトIDもURLに含

まれます。

http://<servername>/#/site/<sitename>/views/<workbook>/<sheet>

埋め込みの以前のバージョンを使用したURLパラメーターによる

フィルター

ベースURLへのパラメーターの追加

クエリ文字列の追加

フィルターURLを作成するには、ベースURLにクエリ文字列を追加します。クエリ文字列では、ビュー

フィルターはパラメーターです。クエリ文字列を作成するには:

l 疑問符 (?)を使用してクエリ文字列を開始します。

l アンパサンド( &)を使用して、パラメーターを区切ります。

l コンマ( ,)を使用してパラメーターあたりの複数の値を区別します。
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例は次のとおりです。

http://<servername>/#/views/<workbook>/sheet

?param1=value1,value2&param2=value

また、URLに表示できないフィールド名やシート名の文字は、URLエンコードされます。たとえば、ス

ペースは%20に変換されます。

注 :URLパラメーターを追加する前に、URLの最後の:iid=[#]を削除します。これは、現

在のブラウザーセッションの一時的なビューカウンターです。

フィールド名の大文字の反映

URLパラメーターでは、大文字と小文字が区別されます。クエリ文字列を追加する場合は、ソース

データのフィールド名の大文字を正確に反映させてください。

クエリ文字列がダッシュボードに与える影響

ダッシュボード内に表示されるフィルターは1つのシートのみに影響する場合がありますが、URLパラ

メーターはすべてのシートに適用されます。URLパラメーターを追加する前に、各シートに表示される

フィールドをよく理解して、保持すべきデータを誤って除外しないようにしてください。

操作するビューの例の選択

この記事の例では、Tableau Serverに付属するSuperstoreサンプルデータソースを使用して作成

した"Performance (パフォーマンス)"ビューを使用しています。

3318 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



この例のURLには、次の属性が反映されています。

l シート名はPerformance
l ワークブック名はSuperstore
l サーバー名は、プレースホルダー IPアドレスを使用して示されています。そこには、オンプレミス

のサーバー名か、online.tableau.comが表示されます。

例に沿って進めるために、Superstoreから同じようなビューを確認したり、例のURLを調整して、自

分の環境のフィールドやシート、および別の名前を使用することができます。独自のビューを使用して

いる場合は、最初にそのビューをサーバーにパブリッシュしてください。

ビューのフィルター

この記事で使用している例のビューの場合、ベースURLは次のとおりです。

http:<servername>/#/views/Superstore/Performance

Furnitureのみ

Furnitureの売上のみを表示するには、URLの末尾に次のクエリ文字列を追加します。

?Category=Furniture

例は次のとおりです。

http:<servername>/#/views/Superstore/Performance?Category=Furniture
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Consumerのみ

ビューをConsumerの売上に制限するには、URLを次のように変更します。

http:<servername>/#/views/Superstore/Performance?Segment=Consumer
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Home OfficeとConsumer

Home OfficeとConsumerの両方の売上を表示するには、URLを次のように変更します。

http:<servername>/#/views/Superstore/Performance

?Segment=Home%20Office,Consumer

フィールド名 "Home Office"内の20%は、ベースURL へのパラメーターの追加 ページ3317セクション

で説明しているように、URLエンコードされたスペース文字を表しています。

ここでは、パラメーターあたりの複数の値をスペースではなく、コンマで区切っています。

CentralのFurniture

複数のフィールド/値のペアを表示するには、それらをアンパサンドで区切ります。

http:<servername>/#/views/Superstore/Performance

?Region=Central&Category=Furniture
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除外フィルター

これまで、のところ、この記事に示している例では、結果のビュー内のフィールドのすべての値が表示

されています。柔軟性を高めるために、特定のフィルターに複数の値を指定し、それらの値の特定の

共通集合のみを表示する追加パラメーターを含めることができます。

次のURLは、地域別に部門の売上高を表示する、この例で使用するフィルターされていないベース

ビューを示しています。

http://<servername>/#/views/Superstore/Performance

次に、CentralとWest地域のFurniture and Technology部門の売上高のみを表示するために、

ベースURLに次のクエリ文字列を追加します。

?Region=Central,West&Category=Furniture,Technology

Central地域のFurnitureの売上高とWest地域のTechnologyの売上高のみを表示するには、ク

エリ文字列に~s0パラメーターを追加します。

?Region~s0=Central,West&Category~s0=Furniture,Technology

最終的なURLは次のようになります。

http://<servername>/#/views/Superstore/Performance?Region~s0=Central,

West&Category~s0=Furniture,Technology

日付フィルターに関する特別な考慮事項

日付フィールドをフィルターする場合は、データベース環境での日付の形式と動作を考慮に入れま

す。
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l URLパラメーターで渡す日付 (および時刻 )の値は、Tableauの次の既定の形式と一致する

必要があります。

yyyy-mm-dd hh:mm:ss
l 多くのデータベースでは、日付をdatetime値として格納します。そのため、パラメーターに指定

する値に時刻部分を含めることが必要な場合があります。時刻部分は24時間制に基づいて

います。そのため、午後 10:18は、22:18:00と指定します。

日付パラメーターの例

次の例のクエリ文字列では、"Order Date"という日付フィールドを使用します。この記事の前の例の

ように、ビューのベースURLにクエリ文字列を追加します。

l "Order Date"フィールドタイプに日付のみが含まれており(時刻なし)、2018年7月8日のデータ

のみを表示する場合、クエリ文字列は次のようになります。

?Order%20Date=2018-07-08
l "Order Date"に時刻部分が含まれており、2018年7月8日午後 10:18でフィルターする場合、

クエリ文字列は次のようになります。

?Order%20Date=2018-07-08%2022:18:00
l "Order Date"が日付のみで、複数の日付でフィルターするには、この記事の前半で説明したよ

うに、コンマを使用します。例は次のとおりです。

?Order%20Date=2018-07-08,2018-07-09,2018-07-10,2018-07-11

DATEPARTフィルターとしてのパラメーター

日付部分でフィルターするには、Tableau Desktopの既定の日付階層と同じ命名法を使用します。

詳細については、Tableauヘルプの「日付関数」を参照してください。

year(Order%20Date) 整数

quarter(Order%20Date) 1 ～ 4の整数

month(Order%20Date) 1 ～ 12の整数

day(Order%20Date) 1 ～ 31の整数

hour(Order%20Date) 0 ～ 23の整数

minute(Order%20Date) 0 ～ 59の整数

second(Order%20Date) 0 ～ 59の整数

week(Order%20Date) 1 ～ 53の整数
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my(Order%20Date) 6桁の整数 :YYYYMM

mdy(Order%20Date) 8桁の整数 :YYYYMMDD

複数の埋め込みビューの読み込み順序の制御

Tableau Server 2022.3以降とTableau Cloudの埋め込みコードは、埋め込みAPI v3を使用する

ように変更されました。埋め込みに関する最新情報については、「埋め込みAPIヘルプ」を参照して

ください。このトピックの情報は、埋め込みの以前のバージョン(Tableau JavaScript API v1およびv2
を使用 )を対象としています。

埋め込みの前のバージョンを使用したロード順序の制御

ビューを操作するユーザーに対して、複数のビューを読み込む順序を制御できます。Tableau
JavaScriptファイルに依存する埋め込みコードを使用する場合にのみ、この機能にアクセスできま

す。

次の例では、2つのビューが埋め込まれます。2番目のビューが最初に読み込まれ、一番上のビュー

がその次に読み込まれます。複数のビューを埋め込み、そのすべてに同じ読み込み順序の値を指定

するか、読み込み順序パラメーターを指定しない場合、ビューはページに表示される順序で読み込

まれます。

Script タグの例

<script type='text/javascript'

src='http://myserver/javascripts/api/viz_v1.js'>

</script>

<object class='tableauViz' width='600' height='400'

style='display:none;'>

<param name='host_url' value='http://myserver/' />

<param name='site_root' value='' />

<param name='name' value='MyCoSales/TopPerformers' />

<param name='tabs' value='yes' />

<param name='toolbar' value='yes' />

<param name='filter' value='Salesperson=Top 5' />

<param name='load-order' value='0' />

</object>
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<script type='text/javascript'

src='http://myserver/javascripts/api/viz_v1.js'>

</script>

<object class='tableauViz' width='600' height='400'

style='display:none;'>

<param name='host_url' value='http://myserver/' />

<param name='site_root' value='' />

<param name='name' value='MyCoSales/SalesScoreCard' />

<param name='tabs' value='yes' />

<param name='toolbar' value='yes' />

<param name='load-order' value='-1' />

</object>

ダッシュボードを埋め込む

Tableau Server 2022.3以降とTableau Cloudの埋め込みコードは、埋め込みAPI v3を使用するよ

うに変更されました。デバイス固有のレイアウトとダッシュボードのサイズ調整に関する最新情報は、埋

め込みAPIヘルプの「埋め込みオブジェクトとコンポーネントの構成」を参照してください。このトピックの

情報は、埋め込みの以前のバージョン(Tableau JavaScript API v1およびv2を使用 )を対象として

います。

埋め込みの以前のバージョンを使用したダッシュボードの埋め込み

Tableauダッシュボードを独自のWebサイトやWikiページに埋め込み、iframeの画面サイズに基づ

いて異なるレイアウトで表示することができます。

l 使用デバイスにかかわりなく、ユーザーに正しいレイアウトを自動表示させるには、Tableau
Desktopのダッシュボードでデバイス固有のレイアウトを作成します。正確なピクセル値の代わ

りに iframeの幅と高さの100%を使用してそれを実行すると、Tableau ServerとTableau
Cloudは iframeのサイズに基づいて正しいレイアウトを自動的に表示します (以下参照 )。

l iframeのサイズにかかわりなく、常に特定のレイアウトを表示させるには、埋め込みコード内の

deviceパラメーターを使用します。

以下の例では、埋め込みコードは幅 800ピクセルで高さ600ピクセルのダッシュボードを表示します。

正確な幅と高さの値は、ビューまたはダッシュボードの最上部の [共有 ]ボタンをクリックしたときに取得

する既定の埋め込みコードの一部です。
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<script type='text/javascript'

src='http://mysite.myserver.com/javascripts/api/viz_v1.js'></script>

<div class='tableauPlaceholder' style='width: 800px; height:

600px;' >

<object class='tableauViz' width='800' height='600'

style='display:none;'>

<param name='host_url' value='http://mysite.myserver.com' />

<param name='site_root' value='' />

<param name='name' value='ProfitAnalysis/Sales_Dashboard' />

<param name='tabs' value='yes' />

<param name='toolbar' value='yes' />

<param name='filter' value=':original_view=yes' /></object></div>

この例では、ダッシュボードがデバイス固有のレイアウトを使用する部分で、divクラスのstyle属性が

削除され、幅と高さのオブジェクトクラス値が100%で置き換えられています。大半の場合、つまり、

幅と高さがCSS内の他の場所で制御されることがない場合は、正しいレイアウトが表示されます。

<script type='text/javascript'

src='http://mysite.myserver.com/javascripts/api/viz_v1.js'></script>

<div class='tableauPlaceholder' >

<object class='tableauViz' width='100%' height='100%'

style='display:none;'>

<param name='host_url' value='http://mysite.myserver.com' />

<param name='site_root' value='' />

<param name='name' value='ProfitAnalysis/Sales_Dashboard' />

<param name='tabs' value='yes' />

<param name='toolbar' value='yes' />

<param name='filter' value=':original_view=yes' /></object></div>

正しいレイアウトが表示されない場合は、埋め込みに使用しているHTMLページに<!DOCTYPE

html>タグがあるために、ページ本文を100%にサイズ変更できなくなっている可能性があります

(詳細は後述の「スタックオーバーフロー」に関するページを参照してください)。回避策として、HTML
ページの本文に以下の行を追加する方法があります。

<style>

html, body { height: 100% }

</style>
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次の例では、埋め込みダッシュボードにデバイス固有のレイアウトがあることを想定しています。

deviceパラメーターはphoneに設定されています。これは、どのデバイスがダッシュボードを表示する

かにかかわりなく、携帯電話用に作成されたレイアウトが表示されることを意味します。

<script type='text/javascript'

src='http://mysite.myserver.com/javascripts/api/viz_v1.js'></script>

<div class='tableauPlaceholder'>

<object class='tableauViz' width='100%' height='100%'

style='display:none;'>

<param name='host_url' value='http://mysite.myserver.com' />

<param name='site_root' value='' />

<param name='name' value='ProfitAnalysis/Sales_Dashboard' />

<param name='device' value='phone' />

<param name='tabs' value='yes' />

<param name='toolbar' value='yes' />

<param name='filter' value=':original_view=yes' /></object></div>

iframeディメンションとデバイスのレイアウト

デバイスの表示するダッシュボードレイアウトはTableauビューが表示されるiframeの極小寸法 (高さ

または幅 )に基づきます。時折デスクトップ、タブレット、または携帯電話レイアウトが他の種別のデバ

イスに現れることがあります。例えば、デスクトップコンピューターのディスプレイまたはブラウザーウィンド

ウが小さければ、タブレットレイアウトが現れる可能性があります。

iframe の最小サイズの場合 ... このデバイスレイアウトは次の場合に現れます...

500ピクセル以下 携帯電話

501 ～ 800ピクセル タブレット

800ピクセル超 Desktop

デバイス固有のレイアウトを使用してダッシュボードを作成する方法の詳細については、異なるデバイ

スタイプのダッシュボードレイアウトの作成 ページ2718を参照してください。

カスタムビューの埋め込みコード

Tableau Server 2022.3以降とTableau Cloudの埋め込みコードは、埋め込みAPI v3を使用するよ

うに変更されました。カスタムビューの埋め込みに関する最新の情報は、埋め込みAPIヘルプの「カス

タムビューの埋め込み」を参照してください。このトピックの情報は、埋め込みの以前のバージョン

(Tableau JavaScript API v1およびv2を使用 )を対象としています。
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埋め込みの以前のバージョンを使用したカスタムビューの埋め込み

ワークブックやシートのカスタムビューを埋め込む場合、既定のビューはこれらの要因によって決定し

ます。

l ビューの埋め込みコードURLがカスタムビューを具体的に参照する場合、既定ではその

ビューが表示されます。

l 埋め込みコードURLがカスタムビューを参照しない場合、既定では既定カスタムビューが表

示されます。

l 既定のカスタムビューが定義されていない場合、既定では元のビューが表示されます。

注 :元のビューが既定で埋め込みビューに表示されるようにするには、nameパラメーターの埋

め込みコードURLがカスタムビューを明示的に参照しないようにして、次のfilterパラメー

ターを埋め込みコードに含めます。<param name='filter' value=':original_

view=yes'/>。

次の例では、filterパラメーターが:original_yesに設定されており、nameパラメーターが

シートのURL内の特定のカスタムビューを参照していないため、埋め込みコードには常に"Profit
Analysis (利益性分析 )"ワークブックにある"Profit Analysis" (利益性分析 )"シートの元のビューが

表示されます。

<script type='text/javascript'

src='http://mysite.myserver.com/javascripts/api/viz_v1.js'></script>

<div class='tableauPlaceholder' style='width: 1496px; height:

749px;'>

<object class='tableauViz' width='1496' height='749'

style='display:none;'>

<param name='host_url' value='http://mysite.myserver.com' />

<param name='site_root' value='' />

<param name='name' value='ProfitAnalysis/ProfitAnalysis' />

<param name='tabs' value='yes' />

<param name='toolbar' value='yes' />

<param name='filter' value=':original_view=yes' /></object></div>
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この例では、nameパラメーターの設定が "Furniture (家具 )"という名前のカスタムビュー ("Profit
Analysis (利益性分析 )"ワークブックの "Profit Analysis (利益性分析 )"シート内 )のURLを明示的

に参照しています。

<script type='text/javascript'

src='http://mysite.myserver.com/javascripts/api/viz_v1.js'></script>

<div class='tableauPlaceholder' style='width: 1496px; height:

749px;'>

<object class='tableauViz' width='1496' height='749'

style='display:none;'>

<param name='host_url' value='http://mysite.myserver.com' />

<param name='site_root' value='' />

<param name='name' value='ProfitAnalysis/ProfitAnalysis/Furniture'

/>

<param name='tabs' value='yes' />

<param name='toolbar' value='yes' /></object></div>

この例では、nameパラメーターはシートのURL内にある特定のカスタムビューを参照しておらず、

original_viewパラメーターは指定されていません。埋め込みコードには、"Profit Analysis (利益

性分析 )"ワークブック内の "Profit Analysis (利益性分析 )"シートで [既定 ]に設定されているカスタム

ビューが表示されます。ただし、元のビューが [既定 ]であれば (他のカスタムビューが [既定 ]に設定さ

れていない)、元のビューが既定のビューとして表示されます。

<script type='text/javascript'

src='http://mysite.myserver.com/javascripts/api/viz_v1.js'></script>

<div class='tableauPlaceholder' style='width: 1496px; height:

749px;'>

<object class='tableauViz' width='1496' height='749'

style='display:none;'>

<param name='host_url' value='http://mysite.myserver.com' />

<param name='site_root' value='' />

<param name='name' value='ProfitAnalysis/ProfitAnalysis' />

<param name='tabs' value='yes' />

<param name='toolbar' value='yes' /></object></div>

ウィキへのビューの埋め込み

<iframe>タグ内にビューを配置することによって、ウィキやその他のWebページにビューを簡単に埋

め込むことができます。
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1. ビューを埋め込むウィキページに移動します。

2. ページを編集し、<iframe>を追加します。ここで、ソースは、ビューで [共有 ]、[リンクのコ

ピー]をクリックして取得するURLです。例は次のとおりです。

<iframe src="http://myserver/views/Date-

Time/DateCalcs?:embed=yes&:toolbar=no"

width="800" height="600"></iframe>

3. 変更内容を保存します。

Tableau Serverを使用しており、それとWikiの両方がActive Directoryを使用してユーザー

を自動的に認証するように設定されている場合、ビューは即座に表示されます。それ以外の

場合、ユーザーはサインインを求められ、サインイン後にビューを表示できます。

Tableau Serverビューの埋め込みイメージ

<script>または<iframe>タグにビューを埋め込むだけでなく、イメージとしてビューを埋め込むこと

もできます。イメージを埋め込むと、ビューはインタラクティブでなくなりますが、ページが完全にリロード

されるたびに更新され、最新のデータが表示されます。

注 : このアプローチは、埋め込みイメージにアクセスするユーザーが、Tableau Serverを使用し

たアクティブなWebブラウザーセッションも持っており、Active Directoryを使用して自動的に

サインインしている場合にのみ機能します。
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1. イメージを埋め込むページに移動します。

2. ページを編集し、<img>タグを追加します。ここで、ソースは、ビューで [共有 ]、[リンクのコピー]
をクリックして取得するURLです。例は次のとおりです。

<img src="http://tableauserver/views/Date-Time/DateCalcs.png"

width="900" height="700">

Tableau ServerビューのSharePointへの埋め込み (Active Directory認証 )

Tableau ServerがActive Directoryを使用するように設定されており、ユーザーを自動的に認証する

場合、ユーザーにはTableau Webパーツを使用してSharePointページに埋め込まれたビューが表示

されます。

代わりに、Tableau Serverがローカル認証を使用してユーザーを認証している場合は、SharePoint
へのTableau Server ビューの埋め込み (ローカル認証 )ページ3334を参照してください。お使いの

Tableau Serverが使用する認証のタイプがわからない場合は、管理者に問い合わせてください。

要件

l ビューを埋め込むには、SharePoint 2013以降が必要です。また、管理者がSharePointサー

バーにTableauEmbeddedViewWebパーツを展開する必要があります。サンプルSharePoint
コードと説明については、次のフォルダーをご覧ください。

C:\Program Files\Tableau\Tableau Server\packages\extras.<version_

code>\embedding\sharepoint\

サンプルコードは例として提供され、SharePoint展開で作業するには変更が必要な場合が

あります。

l 埋め込まれたビューを表示するには、ユーザーにTableau ServerライセンスおよびSharePoint
と同じユーザー名が必要です。

SharePointへのビューの埋め込み

新しいSharePointページまたは既存のSharePointページにTableau Webパーツを埋め込むことが

できます。

1. ビューを埋め込むページを開き、編集モードに切り替えます。

2. ビューを埋め込むページのセクションの [挿入 ]タブで、[Web パーツ]をクリックします。

3. [カテゴリー]の [カスタム] (または [その他 ])フォルダーで、[TableauEmbeddedView]を選択

し、右下隅の [追加 ]をクリックします。
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4. TableauEmbeddedViewWebパーツを選択し、ドロップダウンリストの矢印をクリックして

[Web パーツの編集 ]を選択します。

5. ページの右側で、TableauEmbeddedViewWebパーツの属性を指定できます。

l [Tableau Server 名 ]にTableau Serverの名前を入力します。Tableau Server名の

前に"http://"を入力する必要はありません。

l [ビューのパス]に、埋め込むビューへのパスを入力します。
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l ツールバーを表示するかどうか、信頼できる認証を使用するかどうか、SSLを使用する

かどうか、またはインタラクティブなビューとしてではなくイメージとしてビューを埋め込むかど

うかを指定します。

l [外観 ]セクションでWebパーツの [タイトル]、[高さ]、[幅 ]、[Chrome の状態 ]、および

[Chrome の種類 ]を指定できます。通常は、固定の高さ(700ピクセルなど)を指定

し、領域に合わせて幅を調整することをお勧めします。

6. [OK]をクリックして変更内容を適用し、編集モードを終了します。
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作成したWebパーツにビューが埋め込まれます。ビューを表示するために、ユーザーはActive
Directoryを使用して自動的に認証されます。

SharePointへのTableau Serverビューの埋め込み (ローカル認証 )

Tableau Serverがローカル認証を使用してユーザーを認証している場合、SharePointページに埋め

込まれたビューを表示可能にするために追加の手順を行う必要があります。

代わりに、Tableau ServerがActive Directoryを使用してユーザーを認証している場合は、

Tableau Server ビューのSharePoint への埋め込み (Active Directory 認証 )ページ3331を参照

してください。お使いのTableau Serverが使用する認証のタイプがわからない場合は、管理者に問

い合わせてください。

要件

l ビューを埋め込むには、SharePoint 2013以降が必要です。

l 埋め込まれたビューを表示するには、ユーザーにTableau Serverライセンスおよび

SharePointと同じユーザー名が必要です。

TableauEmbeddedView.dllのセキュリティパーミッションの編集

オペレーティングシステムのすべてのユーザーがTableauEmbeddedView.dllを使用できるように、

TableauEmbeddedView.dllのセキュリティパーミッションを編集します。

1. Tableau Serverと共にインストールするTableauEmbeddedView.dllおよび

TableauEmbeddedView.wspファイルを見つけます。Tableau ServerがCドライブにインス

トールされる場合、ファイルは次のディレクトリあります。

C:\Program Files\Tableau\Tableau Server\packages\extras.<version_

code>\embedding\sharepoint\

2. ファイルをSharePointサーバーのルートディレクトリにコピーします。通常、ルートディレクトリは

C:\Inetpub\wwwroot\wss\VirtualDirectories\<port>\binなどの場所にあり

ます。

C:\Inetpub\wwwroot\wss\VirtualDirectories\80\bin

3. TableauEmbeddedView.dllのセキュリティパーミッションを編集するには、

TableauEmbedded.dllを右クリックし[プロパティ] > [セキュリティ]を選択します。

4. [グループまたはユーザー名 ]で [すべての人 ]を選択し、[編集 ]クリックします。
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5. [すべての人のパーミッション]で [フルコントロール]パーミッションの [許可 ]を選択します。

6. [OK]をクリックします。
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TableauEmbeddedView.wspのインストールと展開

TableauEmbeddedView.wspファイルは、.dllファイルに対する処理について多くの情報を

SharePointに提供します。前の手順でTableauEmbeddedView.wspファイルをSharePointのルー

トディレクトリにコピーしました。.wspファイルをインストールおよび展開するには、次の手順を実行し

ます。

1. SharePoint 2013管理シェルを開き、次のコマンドを入力します。

Add-SPSolution -LiteralPath

"C:\Inetpub\wwwroot\wss\VirtualDirectories\80\bin\TableauEmbedde

dView.wsp"

2. [SharePoint全体管理 ]ホームページで [システム設定 ]をクリックします。

3. [ファーム管理 ]セクションで [ファームソリューションの管理 ]をクリックします。

4. [ソリューション管理 ]ページで展開するソリューションをクリックします。

5. [ソリューションのプロパティ]ページで [ソリューションの展開 ]をクリックします。

6. [ソリューションの展開 ]ページの [展開する時刻 ]セクションで、次のいずれかのオプションを選

択します。

l 今すぐ実行

l 指定時刻日付と時刻のボックスで時刻を指定します

7. [展開先 ]セクションの [このソリューションを展開するWeb アプリケーションを選択 ]リストで [す
べてのコンテンツWeb アプリケーション]をクリックするか特定のWebアプリケーションを選択し

[OK]をクリックします。

8. SharePointサイトを開きます。設定アイコンをクリックし、[サイトの設定 ]を選択します。

9. [サイトコレクションの管理 ]で [サイトコレクションの機能 ]をクリックします。
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10. TableauEmbeddedView機能までスクロールし、[有効化 ]をクリックして機能をアクティブにしま

す。

Webパーツの展開を確認

次の手順では、Tableau Webパーツがインストールされていることを確認します。

1. WebブラウザーでSharePointサイトを開きます。

サイトが表示されるまでにしばらくかかることがあります。

2. 設定アイコンをクリックし、[サイトの設定 ]を選択します。

3. [Web デザイナーギャラリー]で [Web パーツ]をクリックします。

4. TableauEmbeddedView.webpartがリストされていることを確認します。

Tableau Webパーツを使用したビューの埋め込み

新しいSharePointページまたは既存のSharePointページにTableau Webパーツを埋め込むことが

できます。

1. ビューを埋め込むページを開き、編集モードに切り替えます。

2. ビューを埋め込むページのセクションの [挿入 ]タブで、[Web パーツ]をクリックします。

3. [カテゴリー]の [カスタム] (または [その他 ])フォルダーで、[TableauEmbeddedView]を選択

し、右下隅の [追加 ]をクリックします。
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4. TableauEmbeddedViewWebパーツを選択し、ドロップダウンリストの矢印をクリックして

[Web パーツの編集 ]を選択します。

5. ページの右側で、TableauEmbeddedViewWebパーツの属性を指定できます。

l [Tableau Server 名 ]にTableau Serverの名前を入力します。Tableau Server名の

前に"http://"を入力する必要はありません。

l [ビューのパス]に、埋め込むビューへのパスを入力します。
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l ツールバーを表示するかどうか、信頼できる認証を使用するかどうか、SSLを使用する

かどうか、またはインタラクティブなビューとしてではなくイメージとしてビューを埋め込むかど

うかを指定します。

l [外観 ]セクションでWebパーツの [タイトル]、[高さ]、[幅 ]、[Chrome の状態 ]、および

[Chrome の種類 ]を指定できます。通常は、固定の高さ(700ピクセルなど)を指定

し、領域に合わせて幅を調整することをお勧めします。

6. [OK]をクリックして変更内容を適用し、編集モードを終了します。
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ビューがページに埋め込まれ、アクセスしたユーザーはSharePointのユーザー名とパスワードに基づい

て自動的にサインインします。

これは、提供されている.dllファイルを使用してSharePointにビューを埋め込む例です。他の

タイプのWebアプリケーションにビューを埋め込むこともできます。詳細については、Tableau開

発者ポータルの「JavaScript API」を参照してください。

TableauビューをSalesforceに埋め込む

Salesforce AppExchangeから入手できるTableau Viz Lightning Webコンポーネントを使用する

と、TableauビューをSalesforce Lightningページに簡単に埋め込むことができます。Lightningペー

ジを編集するには、Tableau Viz Lightning WebコンポーネントをLightningページにドラッグアンドド

ロップして、TableauビューのURLを指定します。Tableauビューは、Tableau Server、Tableau
Cloud、Tableau Publicから埋め込むことができます。Tableau Viz Lightning Webコンポーネント

は、すべてのバージョンのTableauをサポートしています。Tableau Viz Lightning Webコンポーネント

を使用すると、Salesforceの管理者と開発者はTableauダッシュボードをSalesforceページにすば

やく統合できます。

Tableau Lightning WebコンポーネントのユーザーがSalesforceにアクセスするたびにTableauにサ

インインする必要がないように、Tableau ServerとTableau Cloudへのシングルサインオン(SSO)を
設定できます。

Tableau Lightning Webコンポーネントには、Lightningページに埋め込むビューをLightningのレコー

ドページに基づいてフィルター処理できるサポートが組み込まれています。Salesforceでどのように

ビューを表示するかを構成できるだけでなく、TableauとSalesforceのフィールドを選択して表示を

フィルター処理することもできるようになります。

要件とアクセス権限

l Tableau Viz Lightning Webコンポーネントは、Salesforce Lightning Experienceで実行する

ように設計されています。Tableau Viz Lightning Webコンポーネントは、Lightning
CommunitiesやSalesforce Appなどの多くのSalesforceエクスペリエンスとツールでサポート

されています。Salesforce Clasicではサポートされていません。

l Tableau Viz Lightning Webコンポーネントをインストールして設定するには、Salesforce org
の管理者権限が必要です。

l Tableauビューの高度なコンテキストフィルターは、Lightning Experienceのレコードページで

のみ使用できます。
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Tableau Viz Lightning Webコンポーネントは、Salesforce Lightning Experienceのみをサポー

トしています。Salesforce CliasicにTableauビューを埋め込む場合は、別のオプションを使用

します。Tableau用のSalesforce Canvas Adapterを使用するか、ApexコードとVisualforce
ページを使用してカスタムソリューションを作成します。詳細については、「Tableau Viz
Lightning WebコンポーネントがSalesforce Clasicで機能しない」を参照してください。

シングルサインオン(SSO)を構成する

Tableau ServerまたはTableau CloudからTableauビューを埋め込む場合は、SalesforceとのSSO
を設定できます。ユーザーがSalesforceにサインインしたあと、Tableauビューが埋め込まれたページ

を開くときにTableauで認証し直す必要がなくなります。Tableau Viz Lightning Webコンポーネント

がサポートしているSSO方式はSAMLだけです。Tableau認証に使用するSAML IdPは、

Salesforce IdPであるか、Salesforceインスタンスに使用しているものと同じIdPである必要がありま

す。Tableau ServerまたはTableau Cloudを構成するには、Tableau管理者のアクセス権限が必要

です。

注 : Salesforce認証を使用して構成されているTableau Cloudユーザーが埋め込みビジュア

ライゼーションを表示するには、Tableau Cloudでもう一度認証する必要があります。

l Tableau CloudでのSSOの設定の詳細については、「SalesforceとのSAMLの設定」および

「Tableau Viz Lightning WebコンポーネントのSAMLの設定」を参照してください。

l Tableau ServerでのSSOの設定の詳細については、「Tableau Viz Lightning Webコンポー

ネントのSAMLの設定」を参照してください。

Tableau Lightning Webコンポーネントをインストールする

Tableau Lightning Webコンポーネントは、Salesforce AppExchangeから入手できます。

1. コンポーネントをSalesforce AppExchangeから入手します。

2. Tableau Viz Lightning Web コンポーネントをSalesforce orgにインストールします。

TableauビューをLightningページに追加する

Salesforce orgにTableauコンポーネントを正常にインストールできたら、コンポーネントを使用して

TableauビューをLightning Experienceページに追加します。
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1. アプリランチャー ( )で対象のページを検索して選択し、Tableauビジュアライゼーションを

埋め込みます。たとえば [販売 ]を選択します。または、Tableau Lightning Webコンポーネン

トを埋め込むことができるホームページまたはレコードページがあるその他の任意のアプリを選

択します。

2. 設定ギア( )をクリックし、[ページの編集 ]を選択します。

3. [Tableau ビジュアライゼーション]コンポーネントを、[Lightningコンポーネント]リストの [カスタ

ム -管理 ]エリアから[ページキャンバス]の上部にドラッグします。

4. [Viz URL の入力 ]テキストボックスにビューのURLを入力して、表示するTableauビューを

指定します。

5. Tableau ServerまたはTableau CloudでビューのURLを検索するには、ツールバーの [共
有 ]をクリックし、[ビューの共有 ]ダイアログボックスから[リンクのコピー]を選択します。Tableau
Publicの場合は、ブラウザーのアドレスバーからビューのURLをコピーします。

6. Salesforceの [Tableau ビジュアライゼーション]コンポーネントでオプションを使用して、ビュー

のサイズや、ビューにTableauツールバーやタブを表示するかどうかを指定します。

コンポーネントの可視性フィルターを選択して、Tableau Viz Lightning Webコンポーネントを

表示するタイミングを制御することもできます。[コンポーネントの可視性の設定 ]オプションの

詳細については、Salesforceヘルプの「動的 Lightningページ」を参照してください。

最適なエクスペリエンスを得るためには、SSOを使用するようにTableauとSalesforceを構

成することを推奨します。詳細については、「シングルサインオン (SSO) を構成する前のペー

ジ」を参照してください。
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ページのコンテキストに基づいてビューをフィルター処理する

Tableau LightningコンポーネントでTableauビジュアライゼーションをフィルター処理する方式は2つ

あります。これらのフィルター処理の方式はLightningのレコードページでのみ機能します。Homeペー

ジやAppページでは使用できません。レコードページでは、Tableauビジュアライゼーションを埋め込む

ページに応じて自動的にフィルター処理すること(コンテキストフィルターリング)と、フィルター処理に使

用するフィールドをTableauとSalesforceで指定してより洗練されたビューを作成することができま

す。

埋め込むページに基づいてビューをフィルター処理するには、レコードページの IDに対応するフィール

ドがTableauビューに必要です。たとえば、ユーザーのページにそのユーザーだけの売上を表示する売

上ビューを埋め込む場合、TableauビューにはユーザーのレコードIDを保持するフィールドまたはパラ

メーターが含められている必要があります。

1. Viz (たとえば [ユーザー]や [商談 ]など)を埋め込むレコードページをSalesforce orgで選択し

ます。

2. レコードページを編集し、表示するデータを含むTableauビューのURLを入力してコンポーネ

ントを構成します。Tableauビジュアライゼーションには、レコードID (たとえばユーザー IDやアカ

ウントIDなど)を保持するフィールドが含まれている必要があります。

3. [ページに基づいてビジュアライゼーションをフィルター]を選択し、ページの変更を保存します。

ページのレコードIDがTableauビューのフィールドの対応する値と一致すると、Tableau
Lightningコンポーネントはそのフィルターを適用します。たとえば、[アカウント]ページにTableau
ビューを埋め込み、特定のアカウントをフィルター処理する場合、Tableauビューには [アカウント

ID]という名前のフィールドが必要です。Tableau Viz Lightning Webコンポーネントは、ユー

ザーがTableauを使用してSalesforceに接続するときにデフォルトのフィールド名を使用しま

す。

TableauとSalesforceのフィールドに基づいてフィルター処理する

レコードページでTableauビジュアライゼーションのフィルター処理をより詳細に制御するには、

TableauのフィールドまたはパラメーターをSalesforceの特定のフィールドにマッピングします。埋め込

むビューには、Tableauのフィールドまたはパラメーターが含められている必要があります。Salesforce
のフィールドは、ビューを埋め込むページの修飾フィールドである必要があります。これら2つのフィール

ドの値が一致すると、Tableauビジュアライゼーションコンポーネントが自動的にTableauビューをフィ

ルター処理します。

この詳細なフィルター処理を適用するには、[Tableau ビジュアライゼーション]コンポーネントをレコード

ページに追加します。たとえば、売上情報に関連するSalesforceデータを含むTableauビューがある

場合、そのビューを商談のレコードページに追加できます。
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1. Salesforce orgで [アプリランチャー] ( )をクリックし、[売上 ]を検索して選択します。また

は、Tableau Lightningコンポーネントの埋め込みが可能なレコードページがある他のアプリを

検索して選択します。たとえば、[アカウント]タブをクリックして、[すべてのアカウント]リストから

「バーリントン・テキスタイル」などのアカウントを選択します。

2. 設定ギア( )をクリックし、[ページの編集 ]を選択します。

3. [Tableau ビジュアライゼーション]コンポーネントを[Lightningコンポーネント]リストの [カスタム]
領域から[ページキャンバス]の上部にドラッグします。

4. コンポーネントを構成します。

l 表示する売上データを含むTableauビューのURLを入力します。

l フィルター処理に使用するTableauフィールドの名前を指定します。Tableauフィール

ドは、埋め込み先のビュー内にあるフィールドの名前である必要があります。たとえば、

ビューに[ユーザー ID] のフィールドが含まれています。

l フィルター処理に使用するSalesforceフィールドの名前を指定します。ページの修飾

フィールド名は、ドロップダウンリストから選択できます。たとえば、取引先企業のレコー

ドページで [所有者 ID]を選択します。

これら2つのフィールドの値が一致すると、Tableauビジュアライゼーションコンポーネン
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トがビューを自動的にフィルター処理します。

5. ページの変更を保存します。

ビューのPNG、PDF、CSVへのリンク

注 :これらの形式にリンクするのではなく、これらの形式でダウンロードするには、「ビューとワーク

ブックのダウンロード次のページ」を参照してください。または、Tableau Desktopを使用してい

る場合は、「ビューのエクスポート」および「データのエクスポート」を参照してください。
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埋め込まれたインタラクティブなTableauビューをサポートしていないWebサイトまたはアプリケーショ

ンを使用する場合、それらのPNGまたはPDFバージョンにリンクすることができます。

スクリプト作成に精通している場合、リンクを使用してPNG、PDF、またはCSVに複数のビューを自

動的に変換することもできます。作成されたファイルは、Tableau CloudまたはTableau Serverアカ

ウントがない人と共有したり、プレゼンテーションに組み込んだり、将来の参照用にアーカイブしたりす

ることができます。

これらのフォーマットにリンクすると、サーバー上にある最新データが常に読み込まれます。しかし、ダッ

シュボードのCSVは、タイトルがアルファベット順で最初になる1つのシートのみにリンクします。

1. Tableauコンテンツ所有者またはサイト管理者の助けにより、閲覧者がコンテンツにアクセスす

るためのパーミッションを持つようにします。(スクリプトを使用して複数のファイルを処理する場

合、ユーザーのみアクセス権が必要です)。

l PNGおよびPDFファイルへのリンクの場合、ユーザーは [画像 /PDFのダウンロード]
パーミッションが必要です。

l CSVへのリンクの場合、ユーザーは [全データのダウンロード]パーミッションが必要で

す。

2. ビューのブラウザーURLの末尾を該当するファイル拡張子に置き換えます。

たとえば、http://<servername>/#/views/<workbook>/sheet?:iid=7を

http://<servername>/#/views/<workbook>/sheet.pngに置き換えます。

3. ビューをフィルターする必要がある場合、ファイル拡張子の後に疑問符を追加し、その後ろに

ビューのデータ構造を反映するURLパラメーターを入力します。

たとえば、http://<servername>/#/views/<workbook>/sheet.pngを

http://<servername>/#/views/<workbook>/sheet.png

?Region=South&Department=Salesに置き換えます。

ビューとワークブックのダウンロード

注 :他の形式のビューをダウンロードするのでなく、リンクを作成する場合は、ビューのPNG、

PDF、CSV へのリンク前のページを参照してください。Tableau Desktopを使用している場合

は、「ビューのエクスポート」と「データのエクスポート」を参照してください。

1. Tableau CloudやTableau Serverで、ビューの上部にある[ダウンロード]をクリックします。ま

たは、ページ上に常に表示されるダウンロードボタン をクリックします。
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2. ダウンロードする形式を選択します。

注 :利用できるダウンロードの形式は、Tableauコンテンツの所有者とサイト管理者から

付与されているパーミッションによって異なります。

l イメージ:.png形式のビューのイメージをダウンロードします。ダウンロードされたイメージに

は、Tableauで現在適用されているフィルター、パラメーター、選択がすべて反映されま

す。

l データ:ブラウザーウィンドウに新しいタブが開き、ビューのサマリーデータと詳細データが

表示されます。また、その後、データをコンマ区切りの値 (.csv)ファイル形式でダウンロー

ドすることもできます。

ダッシュボードからダウンロードする場合は、最初に必要なデータを含む特定のシートを

クリックします。

l クロス集計 :ダイアログウィンドウを開いて、ダウンロードのオプションを選択します。ダッ

シュボードを表示している場合は、ダッシュボードからダウンロードするシートを選択しま

す。[Select Format (書式設定の選択 )]で、[.csv]または [Microsoft Excel .xlsx]を選

択します。

ダッシュボードの場合、非表示のシートを含むすべてのシートが一覧表示されます。
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ダウンロードされたクロス集計には、Tableauで現在適用されているフィルター、パラメー

ター、選択がすべて反映されます。

l PDF:ダイアログウィンドウを開いて、ダウンロードのオプションを選択します。[含める]か
ら、ダウンロードするワークブックの一部を選択します。このビューを選択するか、ワーク

ブックまたはダッシュボードから特定のシートを選択するか、すべてを選択します。[拡大

縮小 ]を選択し、PDF上での画像の外観を制御します。用紙サイズと向きを選択しま

す。

ダッシュボードをPDF形式でダウンロードする場合、Webページオブジェクトは含まれ

ません。

l PowerPoint:選択したシートが画像として個々のスライドに含まれるPowerPointプレ

ゼンテーションをダウンロードします。タブなしのビューでは、現在表示されているコンテン

ツのみを選択できます。ただし、[このワークブックの特定のシート]を選択すると、非表

示のシートのうちダッシュボードに表示されるものを選択できます。ストーリーシートを選

択すると、すべてのストーリーポイントが個別のスライドとしてエクスポートされます。

エクスポートされたプレゼンテーションには、Tableauで現在適用されているフィルター、

パラメーター、選択がすべて反映されます。生成されたPowerPointファイルには、ワー

クブックの名前とファイルの生成日を示すタイトルスライドが含まれます。タイトルになる

のは、Tableau CloudやTableau Serverでワークブックを開くためのハイパーリンクで

す。

l Tableau ワークブック:Tableau Desktopで開くことができるワークブックをダウンロードし

ます。(代替策として、Tableau Desktopで [サーバー] > [ワークブックを開く]を選択で

きます。)

ワークブックを異なるバージョンのTableauにダウンロードするか、または現在のバージョ

ンを維持することができます。たとえば、ワークブックをTableau Desktop 2022.2で開く

必要がある場合は、Tableau 2022.2を選択します。バージョンの互換性については、

旧バージョンでワークブックの互換性があるようにするページ3054を参照してください。

ワークブックやビューをダウンロードする場合、.twbまたは .twbxファイルのコンテンツは、

プレーンテキストで保存されます。ユーザーがファイルを開くと、データの意味的な手が

かりとなるフィルター値を含むすべてのデータを読むことができます。

注 :膨大なデータをダウンロードするとサーバーのパフォーマンスに影響が出たり、正常に完了し

ない場合があります。これらの問題に遭遇した場合は、データを参照元データソースから直

接エクスポートしてみてください。
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Tableau App for Slackを使用した通知の受信、検索、共有

Tableau App for Slackを使用すると、Slackの作業環境で作業やコラボレーションを行うことができま

す。Tableau 2023.1以降では、Tableau App for Slackからビューやワークブックを検索したり、お気に

入りのTableauコンテンツや最近表示したTableauコンテンツに簡単にアクセスできます。Tableau
App for Slackを使用すると、ビジュアライゼーションのスナップショットを表示することができ、Tableau
サイトに戻るリンクを使用してさらに探索することもできます。一部の機能 (SlackからのTableauコン

テンツの共有や検索など)は、Tableau Serverではまだ利用できません。現在、Tableau Serverユー

ザーは通知を受け取ることができます。

Tableau 2021.3以降では、データドリブンアラート、共有アクティビティ、コメントのメンションについて、

SlackでTableau通知を受け取ることができます。通知にアクセス可能なビューまたはワークブックが

含まれている場合、通知には視覚的なスナップショットも含まれます。

管理者はTableauサイトをSlackワークスペースに接続して、組織全体でTableau App for Slackを
有効にすることができます。詳細については、Tableau CloudまたはTableau Serverヘルプの

「TableauとSlackワークスペースの統合」を参照してください。

Tableau管理者がTableauサイトをSlackワークスペースに接続した後、以下を実施します。

1. Tableau App for Slackを追加します。

2. [Tableau に接続 ]を選択します。

3. Tableauサイトにログインします。

4. [許可 ]を選択してアプリを承認します。

注 :プライバシーについては、「プライバシーポリシー」を参照してください。

Slackからの検索、共有、最近使用したアイテムやお気に入りへのアクセス

Tableau App for Slackの [ホーム]タブから、Tableau Cloudサイトのビューとワークブックを検索できま

す。

探しているTableauコンテンツを見つけたら、Tableauコンテンツの名前を選択してTableauで直接

開くか、[共有 ]を選択してコンテンツを個人またはSlackチャネルに送信します。共有するTableauコ

ンテンツに関するコンテキストを提供するために、カスタムメッセージを作成することもできます。
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メッセージにTableauコンテンツのプレビュー (開けるSlackリンク)を含めるには、[スナップショットで共

有 ]を選択します。データアクセスを制限するフィルター (行レベルセキュリティなど)がTableauコンテ

ンツに含まれていない場合は、スナップショットを共有できます。スナップショットは、アクセスレベルに

関係なく、共有しているすべてのユーザーに表示されます。
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また、Slackを離れることなく、最近表示したTableauコンテンツやお気に入りのTableauコンテンツに

アクセスできます。Tableau App for Slackの [ホーム]タブから、最近アクセスした5つのTableau
ビューまたはワークブックを表示できます。お気に入りの5つのTableauビューまたはワークブックにもア

クセスできます。

Tableauビューまたはワークブックの名前を選択してTableauで直接開くか、その他のアクションメ

ニュー (...)を選択して、お気に入りや最近表示したTableauコンテンツを共有します。

SlackでのTableau通知の受信

コメント

コメントでメンションされたときに通知を受け取り、会話を続けることができます。詳細については、

「ビューのコメント」を参照してください。
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共有

チームメイトが、ビューやワークブックなどを含むTableauアセットをいつ送信するかを確認します。共

有の詳細については、「Webコンテンツの共有」を参照してください。
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データドリブンアラート

データのしきい値を指定して、しきい値に達したときにアラートを受け取ることができます。詳細につい

ては、「Tableau CloudまたはTableau Serverからのデータドリブンアラートの送信」を参照してくださ

い。
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SlackのTableau通知を管理

Tableauサイト管理者は、サイト全体のすべての通知をオンまたはオフにすることができます。

Tableau管理者とSlackワークスペース管理者は、TableauサイトをSlackと統合し、サイトユー

ザーが通知を受信できるかどうかを制御します。有効になっていて、Tableauサイト管理者が通知を

許可している場合、すべてのサイトユーザーは、Tableau App for Slackを通じてSlackで通知を受

け取ることができます。通知に影響を与えるその他の設定がサイトで設定されているために、通知設

定が利用できないことがあります。

Slackワークスペースに表示される通知を制御したり、Slack通知をオフにしたりするには、ページの

上部でプロフィール画像またはイニシャルをクリックし、[マイアカウント設定 ]を選択します。
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[通知 ]で、コメントのメンション、共有、データアラートに対して、[Slack]の下にあるチェックボックスを

オンまたはオフにします。

[変更を保存 ]を選択します。

詳細については、「アカウント設定の管理」の「通知設定の変更」を参照してください。

Web作成とTableau Desktop機能の比較
Tableau Desktopを使い慣れていてTableau ServerやTableau CloudのWeb作成環境を初めて

使用する方にとっては、Web機能をTableau Desktopの場合と同様のやり方で使用する方法をまと

めたこのトピックが役立ちます。また、2つの環境の根本的な違いも列挙しています。

注 :このトピックでは基本的な作成機能について要約しており、デスクトップ環境とWeb環境

のすべての違いについては扱っていません。

バージョン別の機能

各リリースに追加予定の最新のWeb編集機能のリストについては、「Tableau DesktopとWeb作成

のリリースノート」と「Tableau Cloudのリリースノート」を参照してください。または、Release Navigator
Vizでリリースごとの変更内容をフィルターして比較することもできます。

Web作成の一般的な違い

l 利用できる作成機能は、ライセンスレベルによって決まります。各ライセンスレベルで実行可

能な内容の概要については、「Tableauサイトでできること」を参照してください。

l ビュー内のフィールド上では右クリックメニューアクションを利用できますが、ワークスペースの項

目の中にはそれが利用できないものもあります。
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l Web作成とTableau Desktop用のキーボードショートカットは同じではありません。Web作

成のキーボードショートカットのリストについては、「Web作成のショートカット(英語 )」を参照し

てください。

Web作成機能

Web環境では、データに接続してそれらのデータソースからワークブックを作成したり、Tableau
Desktopを介してパブリッシュされたデータに接続することができます。Web上で作成されたビューまた

はTableau Desktopからパブリッシュされたビューを編集できます。

管理者は、ユーザーが持つことができるWeb作成の機能をサイトレベルで設定できます。Explorer
はワークブックの編集、パブリッシュされたデータソースからの新しいワークブックの作成、パブリッシュさ

れたデータソースへの接続、ビュー、ダッシュボード、およびストーリーの作成と編集を行うことができま

す。Creatorはこれらの機能の他に、新しいワークブックの作成や、Web上のデータへの接続ができ

るほか、(Tableau Cloud上の)「データに聞く」とダッシュボードスターターを使用してすぐに分析を開

始できます。

データ管理

l Creators:データソースに接続するか、ファイル (テキスト、Excel、Tableauワークブック)をアッ

プロードするか、特定のデータソース用にあらかじめ作成されているダッシュボードスターターテ

ンプレートを使用します。詳細については、「Creators: Web上のデータへの接続」を参照して

ください。

l Creators: [データソース]ページでWeb上のデータを準備する。詳細については、「Creators:
Web上のデータの準備」を参照してください。

注 : Web上でデータを作成するときに [データソース]ページ

で表示可能な行数には制限がありますが、この制限はブ

ラウザーにより以下のように異なります。

l Internet Explorer: 10,000行

l その他のブラウザー: 100,000行

ブラウザーに関わりなく、Web上の [データソース]ページで表

示可能なレコードの合計数 (行数に列数を掛ける)は、

300 万です。

l 一部のデータソースへの接続時に初期 SQLを実行する

l データを関連付け、複数のテーブルからのデータを組み合わせる
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l 複数接続データソースを使用し、同一データソース内または別のデータベースの異なる

表からのデータを結合する

l 結合計算の追加

l データのユニオン作成

l データのピボット処理

l グリッドの値のコピー (Ctrl + C、またはMacではCommand - C)

l データソースの編集

l Data Interpreterを使用してデータをクリーンアップする

l カスタムSQLクエリの作成

l Explorers:パブリッシュされたデータソースに接続する。

l パブリッシュされたデータソースをブレンドする。

l データソース(パブリッシュされたワークブックに埋め込まれているもの)をパブリッシュされた

データソースとして別個に保存する。

l ビューのメジャーの集計を変更する。既定のメジャーの集計を[データ]ペインで変更す

る。

l スキーマでフィールドを検索する。

l 各フィールドの複製・非表示・名前変更を行う。

l フィールドのデータ型を変更する。

l メジャーからディメンションへの、またはその逆の変換を行う。

l 不連続フィールドから連続フィールド、またはその逆の変換を行う。メジャーおよび日付

ディメンションで利用できるオプションです。

l フィールドに地理的役割を割り当てる。

l ディメンションのメンバーの別名を作成する。

l グループを作成して編集する。

l セットの作成と編集 (条件付きセットは使用できません)

l パラメーターを作成、編集、削除します。番号と日付の書式設定、およびパラメーター

に関するコメントの追加は、Webではサポートされていません。
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アナリティクス

l ワークブックでシート(ビュー、ダッシュボード、およびストーリー)を作成、編集、名前の変更、

複製およびクリアする。

l 「データに聞く」を使用してビューを自動的に作成する。

l 「データの説明を見る」を使用してビューを自動的に作成する。

l スキーマ検索を使用して [データ]ペインでフィールドを検索する

l フィールドをビュー、行、列、および [マーク]カードの各種マークタイプにドラッグする。

l [表示形式 ]を使用してビューを作成する。また、[データ]ペインから該当するフィールドを選択

してビューエリアにドラッグし、自動的に「表示形式」ビューを作成する。

l 参照元データを表示する(ツールヒントを使用 )。

l ツールヒントVizはWebビューで動作するが、Tableau Desktopで構成する必要がある。ス

トーリーまたはダッシュボード内で使用するワークシートを非表示にするのと同じ方法で、ツー

ルヒント内 vizワークシートは非表示にできます。

l アクションはWebビューで動作するが、Tableau Desktopで構成する必要がある。

l 計算フィールドを作成および編集する。

l 連続メジャーからビンを作成し、編集する。

l 表計算を作成および編集して、簡易表計算を使用する。

l セットを作成し、セットコントロールを表示する。(Web作成では、キューブデータソースから

セットを作成できないことに注意してください。)

l [アナリティクス]ペインを使用してリファレンスライン、傾向線、その他のオブジェクトをビューにド

ラッグする。リファレンスライン、傾向線、およびリファレンスバンドを編集する。連続軸上にリ

ファレンス分布を作成・設定する。クラスターの追加、および予測の追加と変更は、Webでは

サポートされていません。

l ビューでマークを選択し、それらを対象にしてツールヒントの [メンバーのグループ化 ] (ペーパーク

リップ)をクリックして、グループを作成する。[データ]ペインで既存のグループを編集することもで

きます。

l 1つのディメンションを[データ]ペインの別のディメンションにドラッグすることによる階層の作成。

注 :フィールドがフォルダー内で既にグループ化されている場合は、階層を作成できません。
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l パンおよびズームの有効化や無効化、マップ検索、ビューツールバー、マップの縮尺の表示な

ど、地図の操作に関するオプションを変更する。ユーザーは単位をマップすることもできます。

l ビューの連続する階層をドリルアップまたはドリルダウンする。連続した階層のあるビューでは、

連続軸上のヘッダー付近にカーソルを置いて [+]や [-]のコントロールを表示します。クリックして

ドリルダウンまたはドリルアップします。

l ラベル、合計、および小計を表示する。

l マークラベルの表示、非表示、および書式設定

l タイトルとキャプションを表示する、非表示にする。

l フィルターおよびハイライトのカードを表示する、非表示にする。

l ビューのヘッダーを表示する、非表示にする、サイズ変更する。

l X軸とY軸を入れ替える。ビューの軸の大きさを変更する。

l ビューの大きさを変更する。

l 任意のビューあるいはダッシュボードのビューツールバーを表示する、非表示にする。

l シートをクロス集計ビューとして複製する。

フィルターと並べ替え

l データのハイライト表示を使用する。

l フィルターを追加、編集、削除して、フィルターコントロールのレイアウトを編集します。

注 : Tableau CloudまたはTableau Serverでデータを作成す

るときにフィルターできる結果の数には制限があります。サー

バーに大規模なドメインを読み込むときに1人のユーザー

がパフォーマンスに与える影響を制限するため、最初の

100件の結果のみが返されます。

l パブリッシュされたデータソース全体にフィルターを適用する。

l フィルターを複数のワークシートに適用する

l コンテキストフィルター ([フィルター]シェルフの [コンテキストに追加 ]オプション)と依存型フィル

ター (ビューに表示されるフィルターコントロールの [関連値のみ]オプション)を作成します。

l ビューの合計に表計算フィルターを適用する。

l 非表示のフィールドを表示する、またはビューからフィールドを除外または削除する。
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l ビューの各フィールドを昇順または降順で並べて表示する。[行 ]シェルフまたは [列 ]シェルフの

ディメンションを右クリックし、[並べ替え]ダイアログボックスにアクセスする。各ペインのコンテキ

スト内のディメンション値でのネストされた並べ替え。

l ヘッダーをドラッグアンドドロップして、ビュー内にカスタム順序で並べ替えます。

書式設定

l 行のヘッダーの幅および列のヘッダーの高さをサイズ変更します。

l 線の形式などといった、ワークブックの書式設定を変更する。

l ワークシートとダッシュボードのタイトルの編集。

l 軸を編集する(ビュー内で軸をダブルクリックする)。その他の利用可能なオプション:二重軸の

同期、軸範囲のクリア(リセット)、目盛りの設定。フィールドコンテキストメニューで [二重軸 ]
を有効または無効にする([行 ]または [列 ]シェルフでメジャーフィールドを右クリック)。対数ス

ケールは正または対称 (0および負の値を含む)にできる。

l 数値の書式設定 (小数点以下の桁数、パーセント、千の桁区切り、単位、通貨 )を編集す

る。

l ポイント注釈、マーク注釈、エリア注釈の作成、編集、移動、サイズ変更を行う。

l 水平および垂直レイアウトコンテナー、テキスト、イメージ、ナビゲーションボタン、Webページ

リンク、ダッシュボードの拡張機能など、ダッシュボードオブジェクトを追加および編集する。

l 透明なワークシート背景を作成する(背景色を[なし]に設定する)。透明なワークシートを透

明なフィルター、ハイライター、パラメーターと組み合わせる。

l カラーパレットを変更する。カテゴリーのフィールドでは、データアイテムに特定の色とカスタム

色 (16進コードを使用 )を割り当てることができます。連続フィールドでは、開始カラーおよび

終了カラーにカスタム色 (16進コードを使用 )を設定することができます。

l デバイス固有のダッシュボードレイアウトを作成、再配置、プレビューする

l ダッシュボードアイテムの正確なサイズ、位置、間隔を設定する。

l ダッシュボード内のアイテムにパディング、枠線、背景色を追加する。

l マップビューでバックグラウンドマップを選択する。

l メジャーごとの凡例。ビューの各メジャー用に個別に色の凡例を作成する場合、Tableauは

新しい色の凡例に既定のカラーパレットを割り当てます。各メジャーの色の凡例を変更するに

は、色の凡例上のドロップダウン矢印をクリックして[色の編集 ]ダイアログボックスを開き、使
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用するカラーパレットを選択します。詳細については、「メジャーごとの凡例」を参照してくださ

い。

関連トピック

Tableauサイトでできること

サイトのWeb作成アクセスの設定

Web作成の開始

Creaators: Web上のデータへの接続

Creaators: Web上のデータの準備

Webでのビューの構築

Web編集、保存、およびダウンロードパーミッションの付与
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Tableau Desktopのインストールまたは

アップグレード

インストールに関する包括的な情報については、「Tableau DesktopおよびTableau Prep導入ガイ

ド」を参照してください。

インストールまたはアップグレードする際には、お客様のニーズに合わせた製品の継続的な改善に役

立てるために、当社と利用状況データを共有するオプションがあります。利用状況データについての詳

細は、「Tableauの利用状況データ」を参照してください。利用状況データをオプトアウトする方法の

詳細については、Tableau DesktopおよびTableau Prep導入ガイドの「利用状況レポートをオフにす

る」を参照してください。

以前のバージョンのリポジトリへのアクセス
前のバージョンからTableau 2022.4にアップグレードすると、リポジトリがアップグレードされます。古いリ

ポジトリにあったブックマーク、ワークブック、およびデータソースは引き続きアプリケーションでアクセス可

能です。また、変更して独自に保存したサンプルを除き、古いサンプルは新しいサンプルデータソース

とワークブックに置き換わります。

注 :最近使用したワークブックは、最近使用した接続リストおよび [詳しく学ぶ]ペインの組織固

有の設定とともに、スタートページに自動的にインポートおよび復元されます。

ベータ版のリポジトリへのアクセス
Tableau Softwareのベータ版プログラムを使用している場合は、ベータリポジトリもあります。このフォ

ルダーはTableau 2022.4のインストール後も存在しますが、アプリケーションではアクセスできなくなり

ます。ベータワークブックをTableau 2022.4でアクセス可能にするには、ワークブックをベータリポジトリ

から新しい2022.4のリポジトリにコピーします。

製品の更新のオン/オフの切り替え
常に最新の機能とセキュリティ強度を備え、問題を修正済みの状態にするために、Tableau Desktop
には製品の更新機能が含まれています。Tableau Desktopを起動すると、製品の更新によって
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Tableau Desktopの更新されたメンテナンスバージョン(存在する場合 )をダウンロードするように求め

られます。更新はすぐにダウンロードされ、Tableauを終了するとインストールされます。

更新の延期またはスキップを選択することもできます。これを行う場合は、[ヘルプ] > [製品の更新を

チェック]を選択することで、いつでも製品の更新を確認することができます。

製品の更新をオフまたはオンにする方法の詳細については、Tableau DesktopおよびTableau Prep
展開ガイドの「製品の更新を制御する」の記事を参照してください。

次の点に注意してください。

l 製品更新インストーラーはDownloads/TableauAutoUpdateフォルダーにダウンロードされま

す。[ダウンロード]フォルダーが存在しない場合、インストーラーはTEMP/TableauAutoUpdate
フォルダーにダウンロードされます。

l 製品メンテナンスの有効期限が切れている場合、更新はダウンロードされず、コンピューターに

インストールされません。詳細については、「Tableauライセンスの更新」を参照してください。

l 製品の更新を要求されない場合があります。これには多数の理由があります。詳細について

は、Tableau DesktopおよびTableau Prep展開ガイドの「Tableau Desktopのインストール

のトラブルシューティング」の記事で「メンテナンス更新のトラブルシューティング」セクションを参

照してください。

製品の更新をオフにする

製品の更新は、既定ではオンです。製品の更新は、ヘルプメニューまたはWindowsではインストー

ラーを実行してオフにできます。

ヘルプメニューの使用

[ヘルプ] > [設定とパフォーマンス] > [製品の自動更新を有効にする]を選択し、チェックボックスをクリ

アします。

インストーラーの実行 (Windowsのみ)

Windowsで製品の更新をオフにするには、Tableau Desktopのインストーラーを実行し、[カスタマイ

ズ]をクリックします。[カスタムセットアップ]ダイアログボックスで、次の操作を実行します。

1. [Tableau 製品の更新をチェックする]チェックボックスをオフにします。

2. [インストール]をクリックします。

製品の更新を再度オンにするには、インストーラーを実行して[カスタマイズ]をクリックし、チェックボッ

クスをオンにします。
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管理者による製品の更新の制御

管理者として、ユーザー向けに製品の更新のオン/オフを切り替えることができます。ユーザーの更新

先となるTableau Desktopのバージョンを決定することもできます。ユーザーに任意のバージョンに更

新させる(または更新しないように選択させる)のではなく、自らが選択したバージョンにユーザーを更

新させることができます。詳細については、Tableau DesktopおよびTableau Prep展開ガイドの「製

品の更新を制御する」の記事を参照してください。

Tableau DesktopおよびTableau Prepのライセン

スの維持
Tableau DesktopおよびTableau Prep Builderのライセンスは、期間ライセンスモデルで利用可能で

す。新しいTableau Serverまたは新しいTableau Cloudのサブスクリプションの購入時には、

Tableau DesktopまたはTableau Prep Builderのプロダクトキーは発行されなくなりました。代わり

に、ログインベースのライセンス管理 を使用してアクティブ化し、Tableau ServerまたはTableau
Cloudにサインインします。詳細については、「ログインベースのライセンス管理を使用してTableauを

アクティブ化する」を参照してください。

サービスを中断なく使用し続けるには、期間ライセンスの更新、およびプロダクトキーの更新が必要で

す。特定期間が終了するたびに期間ライセンスを継続的に更新できます。期間ライセンスを更新せ

ずにその期間が終了すると、Tableauは動作しなくなるため、ソフトウェアにアクセスできなくなります。

ライセンスの更新の詳細については、「Tableauライセンスの更新方法」を参照してください。

注 : Tableau DesktopまたはTableau Prepのトライアル版ライセンスは、設定された期間、通

常は14日間が経過すると有効期限切れになります。トライアル期間の終了後、製品を引き

続き使用するには、ライセンスを購入する必要があります。

ライセンスに関するデータの確認

Tableau DesktopまたはTableau Prepのインストール後、アプリケーションを開いてから、トップメ

ニューより[ヘルプ] > [プロダクトキーの管理 ]に移動し、所有しているライセンスのタイプおよび有効期

限の時期に関する情報を確認します。

また、仮想デスクトップ(ATR)オプションを使用していない場合、このダイアログからはプロダクトキーの

アクティブ化や非アクティブ化、メンテナンスプロダクトキーの更新を行うこともできます。
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注 : Tableauは幅広い機能を利用できる期間ライセンスを提供しています。所有しているライ

センスのタイプは、[製品 ]フィールドに表示されています。利用可能なユーザーベースライセン

スのさまざまなタイプの詳細は、Tableau Serverヘルプの「ユーザーベースのライセンス」を参照

してください。

既存のTableau Desktopユーザーは永続 (永久 )ライセンスを所有している可能性がありま

す。永続ライセンスには有効期限がなく、[プロダクトキーの管理 ]ダイアログボックスの [ライセ

ンスの有効期限 ]フィールドには、[Permanet (永続 )]と表示されます。とはいえ、製品アップ

デートにアクセスし、テクニカルサポートを受けるには、サポートおよびメンテナンスサービスを購

入する必要があります。サービスを継続的に受けるには、これらのサービスを更新する必要が

あります。永続 (永久 )ライセンスはTableau Desktopでは利用できなくなります。

プロダクトキーに関して対応を取るには、以下のボタンを使用します。

l 更新 (ログインベースのライセンス管理 および仮想 Desktopを使用していない場合のみ):有
効期限がまもなく切れるメンテナンスライセンスを更新するには、[更新 ]ボタンをクリックし、

Tableau Desktopを閉じてから再起動します。[メンテナンスの有効期限 ]の日付が更新され

ない場合は、キーまたはメンテナンス契約が変更されている可能性があるため、ライセンス管

理者に確認してください。

上記の [プロダクトキーの管理 ]ダイアログボックスに示すように、ライセンスの有効期限の値が

"永続"として表示されているプロダクトキーは、従来のプロダクトキーです。Tableauカスタ

マーポータルに表示されるメンテナンス終了日が、Desktopの [プロダクトキーの管理 ]ダイアロ

グボックスに反映されている日付よりも後の場合は、いつでも永続プロダクトキーを更新でき

ます。

プロダクトキーが有効期限に達した場合 (非永続的なプロダクトキー)、プロダクトキーを更

新することはできません。Tableauカスタマーポータルにアクセスして、最新のサブスクリプション

プロダクトキーを入手し、新しいアクティブ化を実行します。プロダクトキーが有効期限に達し

ていない場合は、プロダクトキーを更新できます。期限が切れていないプロダクトキーを更新
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すると、プロダクトキーは変更されず、[ライセンスの有効期限 ]の値のみが変更されます。プロ

ダクトキーは、有効期限に達したときに変更されます。

コマンドラインからメンテナンスキーを更新するには、Tableau DesktopおよびTableau Prep
展開ガイドの「プロダクトキーの更新」を参照してください。

注 : Tableau Desktopがオフラインの場合は、プロダクトキーを更新できません。

Tableau Desktopをオフラインモードでライセンス認証する場合は、Tableauカスタマー

ポータルから新しいキーを取得し、ライセンス認証する必要があります。

l 非アクティブ化 (ログインベースのライセンス管理 および仮想 Desktopを使用していない場合

のみ)プロダクトキーを非アクティブ化するには、リストからプロダクトキーを選択し、[Deactivate
(非アクティブ化 )]をクリックします。プロダクトキーを別のコンピューターに移動する必要がある

場合や、このコンピューターでプロダクトキーが必要なくなった場合にプロダクトキーのライセンス

認証を解除します。

プロダクトキーのライセンス認証解除の詳細については、Tableau DesktopおよびTableau
Prep展開ガイドの「プロダクトキーの移動またはライセンス認証の解除」を参照してください。

l ライセンス認証 : Tableau DesktopまたはTableau Prepのインストール後、[ライセンス認証 ]を
クリックしてライセンス認証ダイアログを開き、プロダクトキーを入力します。エラーが出て、

Tableau DesktopまたはTableau Prepをプロダクトキーを使ってライセンス認証できない場合

は、Tableauサポートに連絡してください。

プロダクトキーのライセンス認証に関する詳細については、Tableau DesktopおよびTableau
Prep展開ガイドの「製品をライセンス認証して登録する」を参照してください。

ダウンタイムゼロのライセンス発行を使用して、プロダクトキーを自

動的に更新する

Tableauバージョン2021.1以降、インターネットに接続されているTableau DesktopおよびTableau
Prep Builderのユーザーは、プロダクトキーを手動で更新する必要はありません。ユーザーがTableau
DesktopまたはTableau Prep Builderにサインインしている場合、サブスクリプションの有効期限の14
日前に、ユーザーによるアクションを必要とすることなく、期間ライセンスが自動的に更新されます。永

続的なプロダクトキーは自動的に更新されないため、[プロダクトキーの管理 ]メニューオプションを使

用して手動で更新する必要があります。

Tableau DesktopおよびTableau Prep Builderがアクティブなプロダクトキーのサイレント更新を試み

ます。サイレント更新が失敗した場合、ライセンスの有効期限が切れる14日前にユーザーに警告が

表示されます。Tableauは、プロダクトキーの更新を3回 (ライセンスの有効期限の14日前、2日
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前、1日前 )試みて、サブスクリプションの更新時にライセンスの有効期限が延長されるようにしま

す。プロダクトキーは、その期間にTableau DesktopユーザーがTableau Desktopにサインインしな

ければ、更新されません。Tableau Desktopに毎日サインインしていないユーザーは、[プロダクトキー

の管理 ]メニューオプションを使用してプロダクトキーを更新する必要があります。

Tableau Desktopのライセンス使用状況と有効期限データの追跡

Tableau ServerでTableau Desktopのライセンス使用状況と有効期限データを追跡する場合は、

設定した間隔でTableau Serverにライセンスデータを送信するようにTableau Desktopを構成し、

Tableau Serverでレポート作成を有効にする必要があります。

これにより、サーバー管理者は2種類のレポートにアクセスできます。

l デスクトップライセンスの使用率 :サーバー管理者はこのレポートで、組織内のTableau
Desktopライセンスの使用状況データを確認できます。

l デスクトップライセンスの有効期限 :サーバー管理者はこのレポートで、有効期限が切れた、

またはメンテナンス更新が必要なTableau Desktopライセンスを把握することができます。

Tableau DesktopおよびTableau Serverでライセンスレポートが構成されており、Tableau Server
に管理者としてサインインした場合、これら2種類のレポートは [分析 ]セクションの [サーバーステー

タス]ページにあるリストに表示されます。
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これらのレポートがリストに表示されない場合、Tableau DesktopおよびTableau ServerでTableau
Desktop使用状況レポートが構成されていない場合があります。

Tableau DesktopおよびTableau Serverでの使用状況レポートの構成方法の詳細については、

Tableau DesktopおよびTableau Prep展開ガイドの「Tableau Desktopライセンスの使用状況の管

理」を参照してください。

その他のリソース

ライセンス管理の詳細については、以下のトピックを参照してください。

l プロダクトキーを確認してTableau DesktopまたはTableau Prep Builderをライセンス認証す

るには、「プロダクトキーを探す」を参照してください。

l プロダクトキーのライセンス認証を解除したり、別のコンピューターに移動したりするには、

「Tableau Desktopの移動またはライセンス認証の解除」を参照してください。

l 非永続的な仮想デスクトップや定期的にイメージが再適用されるコンピューターのプロダクト

キーの詳細については、「仮想デスクトップサポートの構成」を参照してください。

l Tableau ServerまたはTableau Cloudのプロダクトキー管理の詳細については、「ライセンス

発行の概要」 (Linux | Windows)を参照してください。
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l ライセンス更新プロセスの詳細について、またはライセンスを更新するには、「Tableauライセン

スの更新方法」を参照してください。
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キーボードショートカット

これはTableauでの作業に使用するキーボードショートカットのリストです。キーボードを使用した

ビューの移動の詳細については、Tableau ビューのキーボードでのアクセシビリティページ3174を参照

してください。

ワークブック、シートおよびファイルへのショートカット

(Tableau Desktop)

説明 Windows のショートカッ

ト

Mac のショートカット

新しいワークブック Ctrl + N Command+N

新しいワークシート Ctrl + M Command+T

シートについて記述する Ctrl + E Command+E

開いているワークシートを前方へサイクル

表示する

Ctrl + Tab、Ctrl + F6 Shift + Command +右角

括弧

開いているワークシートを後方へサイクル

表示する

Ctrl+Shift+Tab、
Ctrl+Shift+F6

Shift + Command +左角

括弧

プレゼンテーションモードのオンとオフを切

り替える

F7、Ctrl + H Option+Return

全画面モードのオンとオフを切り替える Control+Command+F

ファイルを開く Ctrl + O Command+O

ファイルを保存する Ctrl + S Command+S

名前を付けてファイルを保存する Ctrl+Shift+S Shift+Command+S

ワークブックを最後に保存した状態に戻

す

F12 Option+Command+E
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現在のワークブックを閉じる Alt + F4 Command+W

印刷 Ctrl + P Command+P

ヘルプを開く F1 Control + Command + ?

ワークブック、シートおよびファイルの管理への

ショートカット(Tableau Server、Tableau Cloud)

説明 Windows のショートカット Mac のショートカット

新しいワークシート Ctrl+Alt+T Option + Command + T

全画面モードのオンとオフを切り替える F11 Control+Command+F

ファイルを保存する Ctrl + S Command+S

ワークブックを名前を付けて保存 Ctrl+Shift+S Shift+Command+S

現在のワークブックを閉じる Alt + F4 オプション+ Q

印刷する(またはPDFとしてエクスポート) Ctrl + P Command+P

ヘルプを開く F1 Control + Command + /

データへのショートカット(Tableau Desktop)

説明 Windows のショート

カット

Mac のショートカット

データソースに接続する Ctrl + D Command+D

[データ]ペインの [検索 ]コマンドをアクティブ

にする

Ctrl + F Command+F

データソースの更新 F5 Command + R

ビューでデータ更新を実行する F9 Shift+Command+0
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自動データ更新のオンとオフを切り替える F10 Option+Command+0

データへのショートカット(Tableau Server、
Tableau Cloud)

説明 Windows のショートカット Mac のショートカット

データソースに接続する Ctrl + D Command+D

データソースの更新 Alt + F5 オプション+ F5

データソース名を変更する Alt + F2 オプション+ F2

新規データソース Ctrl+Alt+D Control+D

データソースの編集 Ctrl+Alt+Shift+D Control+Shift+D

作成ビューへのショートカット(Tableau Desktop)

説明 Windows のショートカット Mac のショートカット

表示形式 Ctrl + 1、Ctrl + Shift + 1 Command+1

選択したフィールドをシー

トに追加する。(単一の

フィールドでのみ機能しま

す。)

Enterまたはダブルクリック リターンまたはダブルクリック

選択したフィールドを[列 ]
シェルフに配置する

Alt+Shift+C Option+Shift+C

選択したフィールドを[フィ
ルター]シェルフに配置す

る

Alt+Shift+F Option+Shift+F

選択したフィールドを[サ
イズ]に配置する

Alt+Shift+I Option+Shift+I
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選択したフィールドを[詳
細 ]に配置する

Alt+Shift+L Option+Shift+L

選択したフィールドを[色 ]
に配置する

Alt+Shift+O Option+Shift+O

選択したフィールドを

[ページ]シェルフに配置

する

Alt+Shift+P Option+Shift+P

選択したフィールドを[行 ]
シェルフに配置する

Alt+Shift+R Option+Shift+R

選択したフィールドを[形
状 ]に配置する

Alt+Shift+S Option+Shift+S

選択したフィールドを[テ
キスト/ラベル]に配置す

る

Alt+Shift+T Option+Shift+T

選択したフィールドを[行 ]
シェルフに配置する

Alt+Shift+X Option+Shift+X

選択したフィールドを[列 ]
シェルフに配置する

Alt+Shift+Y Option+Shift+Y

[ドロップフィールド]メ
ニューを開く

右クリック+シェルフにドラッグ Option +シェルフにドラッグ

ビューのフィールドをコピー

して、別のシェルフやカー

ドに配置する

Ctrl +ドラッグ Command +ドラッグ

行と列を切り替える Ctrl + W Control+Command+W

ビュー下部の列ラベルの

向きを反転させる

Ctrl + L

ダッシュボードグリッドのオ

ンとオフを切り替え

G G
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ダッシュボードとレイアウト

タブを切り替え

T T

テキストの選択項目を切

り取る(キャプション、タイ

トル、式など)

Ctrl + X Command+X

クリップボードを貼り付け

る

Ctrl + V Command+V

元に戻す Ctrl + Z Command+Z

やり直す Ctrl + Y Command+Shift+Z

現在のワークシートをクリ

アする

Alt+Shift+Backspace Option+Shift+Delete

フローティングダッシュボー

ドオブジェクトの移動

矢印キーは1ピクセル移動、

Shift+矢印は10ピクセル移動

矢印キーは1ピクセル移動、Shift+
矢印は10ピクセル移動

フローティングダッシュボー

ドオブジェクトのサイズ調

整

Alt+矢印キーは1ピクセル増分

でサイズ調整、Shift+Alt+矢印

キーは10ピクセル増分でサイズ

調整

オプション+矢印キーは1ピクセル増

分でサイズ調整、Shift+Option+矢
印キーは10ピクセル増分でサイズ

調整

作成ビューへのショートカット(Tableau Server、
Tableau Cloud)

説明 Windows のショートカット Mac のショートカット

選択したフィールドをシー

トに追加する。(単一の

フィールドでのみ機能しま

す。)

ダブルクリック ダブルクリック

ビューのフィールドをコピー

して、別のシェルフやカー

ドに配置する

Ctrl +ドラッグ Command +ドラッグ
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ダッシュボードグリッドのオ

ンとオフを切り替え

G G

ダッシュボードとレイアウト

タブを切り替え

T T

テキストの選択項目を切

り取る(キャプション、タイ

トル、式など)

Ctrl + X Command+X

クリップボードを貼り付け

る

Ctrl + V Command+V

元に戻す Ctrl + Z Command+Z

やり直す Ctrl + Y Command+Shift+Z

Tableau Desktopで現

在のワークブックを開きま

す

Ctrl + O Option+Command+O

現在のワークシートをクリ

アする

Alt+Shift+Backspace Option+Shift+Delete

フローティングダッシュボー

ドオブジェクトの移動

矢印キーは1ピクセル移動、

Shift+矢印は10ピクセル移動

矢印キーは1ピクセル移動、Shift+
矢印は10ピクセル移動

フローティングダッシュボー

ドオブジェクトのサイズ調

整

Alt+矢印キーは1ピクセル増分

でサイズ調整、Shift+Alt+矢印

キーは10ピクセル増分でサイズ

調整

オプション+矢印キーは1ピクセル増

分でサイズ調整、Shift+Option+矢
印キーは10ピクセル増分でサイズ

調整

列の名前変更 (フィール

ドがデータスキーマペイ

ンで選択されている場

合 )

F2 F2

計算フィールドの名前変

更 (集計フィールドエディ

ターが開いている場合 )

F2 F2

3376 Tableau Software

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ



行や列へのショートカットおよびサイズ調整

(Tableau Desktop)

セルサイズを小さくする Ctrl + B Command+B

セルサイズを大きくする Ctrl + Shift + B Command+Shift+B

行の幅を狭くする Ctrl +左矢印 Control+Command+左矢印

行の幅を広くする Ctrl +右矢印 Control+Command+右矢印

列の高さを小さくする Ctrl +下矢印 Control + Command +下矢印

列の高さを大きくする Ctrl +上矢印 Control + Command +上矢印

ページへのショートカット(Tableau Desktop)

説明 Windows のショートカッ

ト
Mac のショートカット

[ページ]シェルフで前方への再生を開始または停止

する

F4 F4

[ページ]シェルフで後方への再生を開始または停止

する

Shift + F4 Shift + F4

1ページ先にスキップする Ctrl +ピリオド Command +ピリオ

ド

1ページ後ろにスキップする Ctrl +コンマ Command +コンマ

マークの選択およびナビゲーションへのショートカット

説明 Windows のショートカッ

ト

Mac のショートカット

マークの選択 クリック クリック
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マークをまとめて選択する ドラッグ ドラッグ

個々のマークを選択項目に追加する Ctrl +クリック Command +クリック

マークをまとめて選択項目に追加する Ctrl +ドラッグ Command +ドラッグ

矩形選択ツールを使用する A A

Lasso選択ツールの使用 D D

Radial選択ツールの使用 S S

すべてのデータを選択する Ctrl + A Command+A

選択したデータをコピーする Ctrl + C Command+C

マークの選択をクリアする Esc Esc

ビューの周りをパンする Shift +ドラッグ Shift +ドラッグ

ビューの一点にズームする(マップでない場

合は、ズームモードが必要 )
ダブルクリック、Ctrl +
Shift +クリック

ダブルクリック、Shift +
Command +クリック

マップの一点にズームする(マップでない場

合は、ズームモードが必要 )
Ctrl + Shift + Alt +クリッ

ク

Shift + Option +
Command +クリック

ズームアウト Shift -ダブルクリック Shift +ダブルクリック

ビュー内のエリアをズームインする(マップ以

外の場合はズームモードが必要 )
Ctrl + Shift +ドラッグ Shift + Command +ド

ラッグ

マップでのズームインとズームアウト スクロール スクロール

行をドラッグして、長いリストをいっせいにスク

ロールする

クリック+押したままペイ

ンの底部にドラッグ

Click +スクロール、

Commandを押したまま

フロー用のショートカット(Tableau Prep Builder)

説明 Windows のショートカット Mac のショートカット

ファイルを開く Ctrl + O Command+O
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新しいフロー Ctrl + N Command+N

ファイルを保存する Ctrl + S Command+S

名前を付けてファイルを保存する Alt + Ctrl + S Shift + Command + S

閉じる Ctrl + Q Command + Q

元に戻す Ctrl + Z Command+Z

やり直す Ctrl + Y Shift + Command + Z

切り取り Ctrl + X Command+X

コピー Ctrl + C Command+C

ペースト Ctrl + V Command+V

すべて選択 Ctrl + A Command+A

すべて実行 Ctrl + R Command + R

フローのパブリッシュ F10
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